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  ＃１　prologue：第二の生は誰が為に

  ＃1　prologue：第二生命为谁而生

  　

  

  

  ————她站在地狱之中。

  　――――彼女は、地獄の只中に立っていた。

  

  

  

  熊熊燃烧的房屋、崩塌的石砖屋梁、烧焦的肉味、惨叫与哀号，耳中只听得见这些狂乱的声响。

  　燃え盛る家屋。倒壊する石レンガの棟。焼ける肉の匂いと悲鳴やら絶叫やらの狂騒ばかりが耳に聞こえる。

  

  天空被乌云涂满，反射出暗红色的光泽，色彩搭配让在场的人们想象到地狱般的末日。

  　空は黒い雲で塗りたくられた闇の色に赤々とした光沢を照り返し、まさしくこの場にいる人間たちに地獄めいた終焉を想像させる彩りだ。

  

  原本自豪地耸立的城塞都市城墙，如今已失去防止外敌入侵的意义，反而成为阻挡人们从内逃出的牢笼，实在无可救药。

  　誇らしげにそそり立っていた城塞都市を覆う壁も今や外敵の侵入を防ぐ意味をなさず、かえって内より外に逃げようとする者たちを阻む檻となっていたのだから救えない。

  

  眺望这幅景象的，是身高约一百三十公分，有着雪白的头发与血红的眼睛，穿着宽松的黑色外套与帽子，打扮得像军服的……幼女。

  　そんな様を眺めるは体躯130㎝台の半ば程で、雪のように白い髪に血のような赤い目をした、ぶかぶかにすら見える格式ばった黒い外套と帽子という、軍服めいた装束姿の……幼女。

  

  她心想。

  　彼女は思う。

  

  

  （啊啊，多么虚幻脆弱。）

  （ああ、なんて儚く脆いものか）

  

  

  由于太过简单，她原本打算让心情再开朗一点，但心情并没有太大的变化。

  　あまりの呆気なさにもう少し晴れやかになる予定だった気分は、大した変化もなく。

  

  她带着淡漠的心情，踩着喀喀的脚步声，走在碎裂的砖瓦路上，环顾四周。

  　彼女はのっぺりとした心持ちのままカツカツと靴音を鳴らしながら割れたレンガの道を進みつつ、周囲を見回している。

  

  原来如此，确实是不折不扣的地狱。

  　なるほど見事なまでの地獄だ。

  

  到处发生的事件，只能以杀戮来形容的狂宴。

  　そこら中で起きている出来事として殺戮と形容するほかない狂宴。

  

  这一切，都是这名幼女亲手造成的。

  　それはすべて、この幼女が手ずから生み出したものに他ならない。

  

  她带来的魔族们似乎正各自享受蹂躏的乐趣。对居民们来说，想必是难以忍受的光景。

  　連れてきた魔族達は思い思いの蹂躙に興じているようだ。住人達からすればたまったものではなかろうが。

  

  有个男人在马路上被魔族压倒在地，魔族的手伸进他的腹部，将肠子掏出来，缓缓咀嚼。男人脸上满是绝望。

  　道路で魔族に組み敷かれ、腹に突っ込まれた腕により掻き出された己のはらわたを、ゆっくり咀嚼されている様を見せつけられ、絶望を顔に貼り付けた男。

  

  有个女人躲在倒塌的房屋里，却被复数魔族拖出来，舔遍全身，仿佛在品尝味道，厌恶与恐惧让她喘不过气。

  　倒壊した家屋に隠れていたところを複数の魔族に引きずり出されて全身を味見とばかりに舐めまわされ嫌悪感と恐怖に喘ぐ女。

  

  她对这些光景完全无动于衷，只是冷淡地旁观，却也对魔族这种生物顺从本能行动，结果就会变成这样这点感到些许佩服。不，这代表他们对她的恨意有多深。和她一样。

  　それらに全く心動く事なくただ冷淡な視線で眺めていた彼女だが、魔族というものは本能のままに動けばなるほどこうなるのかという淡い感心はあった。いや、それだけ彼らの恨みが深いのだ。彼女と同じように。

  

  这正是恶魔的飨宴。这个城市的居民大概就是供品或祭品吧。又或者，是触怒恶魔的制裁。

  　まさしく悪魔の宴。さしずめこの街の住人は供物やら贄やらといった所か。あるいは、悪魔の怒りに触れた事による制裁。

  

  嗯，形容得真妙。

  　ふむ、言い得て妙だ。

  

  她握起自己小小的手掌，又张开。

  　彼女は己の小さな掌を握り、開く。

  

  这个说法莫名贴切，但这样不就把我当成恶魔了吗？

  　妙に馴染む言い方だが、それでは私がまるで悪魔のようではないかと。

  

  不，这本来就是你们的期望吧。既然如此，诸位，恭喜你们。这就是你们期望的结局。

  　いや、もとよりそう望まれたのではなかったか。であれば諸君。おめでとう。これは君たちが望んだ結末という訳だ。

  

  她没有对任何人说，只是在心中低语。

  　彼女は誰に言うでもなくそう心の中で呟く。

  

  在魔族的宴会响彻的燃烧城市中，被称为恶魔之子的那名幼女，咧嘴一笑。

  　魔族の宴響く燃える街の中で、悪魔の子と呼ばれたその幼女は、にたりと笑うのだった。

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  那一天，我在太阳尚未升起的昏暗中，以熟练的动作将破水桶绑在棒子两端，为了进行每天的汲水作业，离开作为住处的小屋。

  　私はその日、まだ日も登り切らない薄暗さの中、慣れた手つきでボロ桶を棒の両端に括り付けると、日課の水汲みに出かけるべく住処たる小屋を出た。

  

  我这副营养不良的身体，比同年龄的少女还要娇小，身材纤细，所以汲水作业对我来说是相当辛苦的重劳动。

  　栄養失調気味の体は同世代の少女と比べても小柄で、細身の体躯の私であるから水汲みという作業は大変な重労働だ。

  

  位于贫民窟的我家，名为蕾梅的女性还在沉睡。她是生下我的女性，但因为某个理由，我不会叫她母亲，而是以名字加上小姐的形式称呼。也就是蕾梅小姐。

  　スラム街にある我が家では未だレイメと言う女性が眠っている。私の産みの親である女性ではあるのだが、とある理由から私は彼女を母ではなく名前にさん付けという形で呼ぶ。つまりはレイメさん、と。

  

  在她醒来之前汲完水是我的例行公事，也是小小的体贴。

  　そして彼女が起きる前に水くみを済ませるのが日課でありささやかな気遣いだった。

  

  我赤脚踩着泥土来到水井旁，将水桶沉入井中，用全身转动滑轮，汲起水。

  　裸足で土を踏みしめ井戸へやって来た私は、井戸へ桶を沈め、全身を使って滑車を回し、水を汲み上げる。

  

  老旧的滑轮让年幼的我吃尽苦头。好几次握着绳子的手失去力气，差点让水桶掉下去，好不容易才将两个水桶装满水，我再次摇摇晃晃地扛着水桶开始行走。

  　古い滑車は幼い私を苦しめたものだ。何度もロープを握る手から力が失われ桶を取り落としそうになり、やっとの思いで二つ分の桶に水を満タンにした私は、再びよろよろと桶を担いで歩き始める。

  

  然后，我注意着周围，避免遇到人，沿着原路往家的方向走去。

  　そして、人に会わぬように周囲に目を配りながら元来た道を家へ向かって歩く。

  

  这么早就要做洒水的工作，除了刚才说的顾虑到雷梅之外，另一个单纯的理由是，以我的体力来说很花时间。而且我想要在太阳升起之前回家，所以才会把花时间这点也考虑进去。

  　こんなに早い時間に水くみという仕事を行うのは、先の通りレイメへの気遣いもあったが、他の理由として単純に私の体力では時間がかかる事。そして時間がかかることを加味した上で日が登るまえに帰宅したかったからだ。

  

  太阳升起之后，贫民窟的人们就会起床。我尽可能不想被那些人看到。说老实话，早点把工作做完是为了雷梅只是表面，说完全是为了不遇到人也不为过。

  　日が登ればスラムの人々が起き出してくる。私はそういった人々に極力姿を見られたくなかったのだ。早い時間に仕事を済ませるのは正直に言えばレイメのためというのは建前で、ひとえに人に会わぬためと言っても過言ではない。

  

  因为……

  　なぜならば……。

  

  这时，我感到背上一阵疼痛。

  　と、私は背中に痛みを覚える。

  

  啊啊，糟了。我这么想。

  　ああ、しまったな。と私は思った。

  

  洒水似乎比想象中花了更多时间。

  　水くみに手間取り、思ったよりも時間を使っていたらしい。

  

  我因为背上被石头砸到的疼痛而呜咽，差点把水桶弄掉。

  　私は背に石を投げつけられた痛みで嗚咽し、あやうく桶を取り落としそうになる。

  

  转头一看，几个早起的小孩露出嘲笑的表情看着我。

  　顔を向ければ幾人かの早起きな子供が私を嘲笑うような表情で数名、こちらに視線を向けていた。

  

  

  

  

  艾尔莎雷亚魔战历37年。

  　エルサレア魔戦歴37年。

  

  这个世界——艾尔莎雷亚大陆，自从魔王军对人类宣战之后，就一直持续着战乱之世。

  　この世界たるエルサレア大陸は魔王軍の人類への宣戦布告を境に戦乱の世が続く大地。

  

  在这样的世界投胎转世的我，今年满12岁。

  　そんな世界に第二の生を受けた私は、今年で実に12歳を迎える。

  

  我出生在艾尔莎雷亚最大的人类都市国家法尔图玛雷王国边境的城塞都市——奥图那，转眼间已经12年。

  　エルサレア最大の人類都市国家であるファルトマーレ王国の辺境に位置する城塞都市、アウタナの街に生を受けて早12年。

  

  仔细想想，时间过得真快。我已经习惯很多事情了。没错，很多事情。

  　思えば早いものだと改めて思う。色々と慣れたものだ。そう、色々と。

  

  只不过是个12岁小女孩的我，之所以会比实际年龄还要感慨万千，是有原因的。

  　12歳の幼女に過ぎない私が年齢不相応にしみじみしているのには理由がある。

  

  说得直接一点，我在这个世界活了12年。可是，如果以人生来看，我已经活了超过40年的岁月。

  　有体に言えば、私はこの世界に生を受けて12年。しかし、人生として見るならば、すでに40を越す年月は生きている。

  

  不过，回溯到12年前，我原本就不是这个世界的存在，更进一步地说，我甚至不是女性。

  　もっとも、遡る事12年より前の私はもともとこの世界の存在ではなく、さらに言えば女性ですらなかったのだが。

  

  

  

  所谓我的前世，是日本这个国家的微不足道的上班族男性。

  　所謂私の前世と呼べるものは日本という国のしがない会社員の男性だった。

  

  没有什么了不起的成就，离菁英还差得远，只是个微不足道的上班族。

  　大した実績もなくエリートとは程遠い、ただのしがない会社員。

  

  只是个机械般完成被赋予的工作的齿轮之一。

  　ただただ機械のように与えられた仕事をこなすだけの歯車のうちの小さな一つ。

  

  虽然多少有部下，但要说他们是否仰慕我，这就难说了。他们大概对我没兴趣吧。我对别人怎么想我都没兴趣，我也不记得自己曾经对别人有过什么想法。

  　それなりに部下もいたが慕われていたかと言えば、どうだろうな。興味がなかったのだろう。他人にどう思われようと興味はないし、私も他人の事をどうこう思った記憶もない。

  

  每天被工作追着跑。我自然变得只看一个人的功绩，也认为别人会这么看我。我不记得自己曾经对别人好过，而且我本来就很疏远别人。不知道肚子里在想什么的未知存在。我讨厌自己无法理解的别人这种存在。

  　仕事に追われる毎日だ。自然と功績だけで人を見るようになったし、見られるものだと思っている。他人に優しくした記憶もないし、他人をそもそも疎んでいた。腹で何を考えているかわからない、未知の存在。自分の理解の及ばない他人という存在を、私は嫌っていた。

  

  空虚的生活，心中空出一个大洞。我每天都在思考自己是为了什么而活，灰色的人生。

  　空虚な生活。心にぽっかり空いた穴。何のために生きているのか。そんな事ばかり考える毎日。灰色の人生。

  

  某天，我走在夜晚的街道上发呆，一辆酒驾的卡车冲进人行道，为我空虚的人生拉下终幕。

  　ぼうっと夜道を歩いていた私はある時、飲酒運転のトラックが歩道に突っ込んできたことで、その空虚な人生に幕を下ろした。

  

  在意识逐渐模糊之际，我产生世界变成慢动作的错觉。我清楚地感觉到手脚弯向不正常的方向，体内的各种东西洒落一地。

  　意識が遠のく寸前に世界がスローモーションになったような錯覚を覚える。手足があらぬ方向に折れ曲がり、体内の色々が外に零れている感覚まで鮮明に感じた。

  

  啊啊，原来死亡是这么一回事。我的思考越来越迟钝，周围传来警笛声、惨叫声，还有手机的快门声，听起来好遥远。

  　ああ、死ぬとはこういう事か。思考がどんどん鈍化していく。周囲でサイレンの音や、悲鳴。スマホのシャッター音が遠く聞こえる。

  

  我空虚的人生如走马灯般在脑中闪过。出生、成长、就职、工作、疲倦、睡觉、吃饭……死亡。

  　自分の空虚な人生が走馬灯めいて脳裏を走っていく。生まれ、育ち、就職し、仕事をし、疲れ、眠り、食べ……死ぬ。

  

  走马灯播放到这里，还没有结束。我被卡车辗过的光景结束后，下一瞬间，我看见一名金发女性抱着婴儿。

  　そこまで流れ、走馬灯はまだ終わらない。私がトラックにつぶされた光景が終わると次の瞬間には、金髪の女性が赤ん坊を抱く光景が見えた。

  

  这是什么？这是什么记忆？应该不是我的记忆。啊啊，我听见钟声，听见层层叠叠的谜样语言，无法解读————啊啊，好吵。

  　なんだこれは。なんの記憶だ？　私のではないはずだ。ああ、鐘の音が聞こえる。解読不可能な謎の言語が幾重にも重なって聞こえる。――――ああ、五月蠅い。

  

  我不懂这些声音，皱起眉头。反正我都要死了，听见没有意义的幻听也不足为奇。

  　よくわからない声に眉根をひそめるが、どうせ私は死ぬのだ。意味もない幻聴が聞こえるのも不思議ではない。

  

  啊啊，我要死了。这样也好。反正我的人生毫无意义，毫无意义地结束，也是理所当然的结果。

  　ああ、死ぬのだ私は。それもいいだろう。なんの意味もない人生だった。意味なく終えるのが筋なのだろう。

  

  眼前被光芒笼罩，身体逐渐变得冰冷。我的生命即将走到尽头。

  　目の前が光に包まれていく。冷たくなっていく身体の感覚。終わりが近い。

  

  在意识完全中断的前一刻，我————听见了某人的声音。

  　そして完全に意識が途切れる寸前、私は――――誰かの声を聞いた。

  

  

  

  我这无聊的三十年人生，因为一场无聊的意外而划下句点。

  　つまらない３０年ほどの人生をつまらない事故で終えた私。

  

  我从未思考过灵魂的去处，但在意识清醒后，我明白这里并不是那个世界。

  　魂の行く先などまるで考えたこともなかったが、意識を覚醒させた私はその場があの世といった場所ではないことはわかった。

  

  回过神来，我发现自己躺在陌生的房间里，躺在一张陌生的床上。

  　気が付けば見知らぬ部屋、慣れないベッドの上で仰向けに寝ていた。

  

  手脚和身体都让我觉得不太对劲，脖子也无法自由转动。我试着转动眼球，发现视野中有好几名男女。

  　手足をはじめとした体にどうにも違和感を覚え、首もまともに動かせなかったので眼球だけをぐるりと動かしてみれば視界には複数人の男女が映った。

  

  大家的表情都十分阴郁。

  　皆が一様に、暗い表情をしていたように思う。

  

  

  「……血一般的红眼……是恶魔的长相。」

  「……血のような紅き瞳……悪魔の相ですな」

  

  

  我记得一名男子看着我这么低喃。也记得其中一名女子崩溃大哭。

  　男の一人が私を見てそう呟いたのを覚えている。その後、女性の一人が泣き崩れたのも。

  

  

  「啊啊、啊啊，怎么会这样……可怜的克莱儿。」

  「ああ、ああ、なんという事……可哀想なココット」

  

  

  克莱儿？克莱儿是他们对我的称呼吗？

  　ココット？ ココットとは、私に向けられた呼び名であったか。

  

  女子以泪湿的双眼看着我，仿佛要将我覆盖住。她眼中的我是个婴儿。

  　私にかぶさるように涙に濡れた目を向けた女性の、瞳に映る私の姿は、赤ん坊であった。

  

  原来如此，我那昏沉的脑袋不知为何能够理解。我似乎在继承了前世记忆的状态下，获得了第二次的生命。

  　成程、ぼんやりとした頭でなぜか理解ができた。私は何の因果か記憶を引き継いだまま第二の生とやらを得たらしい。

  

  为什么？是谁？我确实死了。既然如此，这肯定就是所谓的转生。

  　何故？　誰が？　私は確かに死んだ。ともなればこれは転生という現象に他ならない。

  

  我完全无法理解个中道理。不过，我偶尔也会思考人死之后，原本拥有的记忆会流向何方，所以对于自己变成这样，甚至莫名感到佩服。

  　理屈としてはまったく不明。だが人は死した時、持っていた記憶の行方はどうなるのかなどという物をうっすら考えた時もあったから、こうなるのかと妙な感心さえあった気がする。

  

  我确实死了。现在的我被取名为克莱儿，以女性的身份转生到这个并非现代日本的世界。

  　私は確かに死に、今の私はココットと言う名前を付けられ、女性としてこの、現代日本ではない世界に転生したのだ。

  

  虽然也想过为什么是女性，但既然轮回转生这种事真的实现了，光是能以人类的身份转生，或许就已经算是不错的结果了。没有转生成动物或植物，已经算是不幸中的大幸。能够顺利转生成人类男性，或许更是罕见。不过，对我来说，无论是人类还是野兽，都只是微不足道的差异。

  　何故女性に、とも思ったが輪廻転生などという物が実現したのなら、人に産まれただけマシだったかもしれない。動物や植物でなかっただけまだ。都合よく人間の男性に生まれ変われる方が稀なのかも、と。だが、マシというだけで私にとっては人だろうと獣だろうと些末な事だった。

  

  因为……这并不是我所期望的重生。

  　その生は……望まれぬものであったのだから。

  

  对我而言————对这个世界而言都是如此。

  　私にとっても、――――世界にとっても。

  

  

 
  ＃２　望まれない生

  ＃2　不被期望的生命

  　

  

  我……米莱儿，似乎出生在镇上领主的名门贵族之家。起初身为有血缘关系的女儿，身为领主的奥塔纳伯安排我在宅邸深处，像藏起来一样养育长大。不过在我长出雪白的头发时，周围的人开始害怕我。

  　街の領主である高名な貴族の家に生まれたらしい私……ココットは、はじめこそ血の繋がった娘として領主たるアウタナ伯の計らいで屋敷の奥で隠されるように育てられていたが、雪のように白い頭髪が生えそろった頃、周囲は私を恐ろしがった。

  

  我拥有前世活了30余年的记忆与人格，外表看起来不像年幼的女童，性格沉稳，不，是沉稳过头，甚至没有生气，因此被当成非常诡异的存在。

  　前世で生きた30年余の記憶と人格を有していた私は見た目幼い幼女らしからぬ落ち着いた、いや落ち着きすぎて生気すらない様相も相まって大層気味悪がられたものだ。

  

  刚出生时，别说是哭声，我连一声都没哭，只是呆呆地望着虚空，看起来一定很诡异吧。因为我完全没有活力。

  　産まれたばかりの赤子の時も、産声はおろか泣き声一つ上げずにただただぼうっと虚空を眺めた私はそれは不気味に映っただろう。私には活力というものが全く無かったのだ。

  

  我本来就不希望有第二次人生，而且出生在这种称为异世界也不为过的世界，甚至性别都改变了，也难怪我会这样。

  　もとより二度目の生など望んでいなかった上にこのような異世界と呼んで差し支えのない世界に、性別すら変わって産まれ落ちたと言うのだから無理もないだろう。

  

  就算说我是父亲或母亲，对我来说，双亲几乎已经没有关系了，而且我前世就抛下他们，自己也死过一次，所以真的就像活死人一样。

  　やれ父親だやれ母親だと言われても自身にとっての両親はほぼ関わりをなくしていたとは言え前世に置いてきてしまったし、一度自身が死んだ記憶もあるのだからまさしく生ける屍というやつだった。

  

  因为意外，自己的身体被压烂的感觉还残留着。起初我甚至以为自己真的在死后世界。

  　事故でぐちゃぐちゃに自分の体が拉げた感覚がまだ残っている。初めは本当に自分が死後の世界にいるのだとさえ思った。

  

  我原本以为自己死后会下地狱，不过我应该只是这么想而已。没想到会来到异世界。

  　どうせ自分が死んだ先に行く場所など、地獄だと思っていたのだが。私はそんなことを思っていたと思う。まさか異世界などとは。

  

  而且，我猜对了。

  　しかして、それは当たっていた。

  

  ……这个世界的确就是地狱。

  　……確かにこの世界は地獄だったのだ。

  

  

  

  在欧塔纳伯爵的宅邸生活，如果只是要活下去，生活上并没有什么不方便。

  　アウタナ伯の屋敷での暮らしは、生存するだけならば不自由はなかった。

  

  周围的人虽然害怕我，但确实把我当成欧塔纳伯爵的女儿，衣食无虞。不过，也就仅止于此。

  　周囲は私を恐ろしがりながらも、確かにアウタナ伯と血のつながった娘として、衣食住には困らなかった。だが、それだけだ。

  

  衣服跟食物都是有人擅自送到我的房间，我不会跟任何人见面。送来的衣服都很朴素，食物只有面包跟汤，偶尔还有剩饭。我有时候会好奇地离开房间在走廊上闲晃，如果跟女佣擦身而过，就会听到她们在背后说我坏话，或是充满恐惧的言语。然后不知道从哪里出现的宅邸骑士们，会立刻把我带回房间。

  　衣服や食事は自室に勝手に用意されるだけで誰とも顔は合わせない。用意された服も簡素なもので、食事はパンとスープ。たまに残飯。ふらふらと興味本位で部屋を抜け出し廊下を歩いている時に女中とすれ違えば、陰口や恐れの言葉が聞こえて来た。そしてすぐどこからか現れた屋敷付きの騎士達により部屋に連れ戻される。

  

  而我这个天生拥有恶魔之相的存在，绝对不会被公开。我被教育不可以离开房间，简直就像是软禁。

  　そして悪魔の相を持って生まれた私という存在は、決して公にはされなかった。部屋から出るなと躾もされた。まるで軟禁だ。

  

  欧塔纳伯爵应该也不想让人知道自己的血统中出现恶魔吧。我被彻底隔绝在外界之外。

  　アウタナ伯も自分の血統から悪魔を出したなどとは知られなくなかったのだろう。私は徹底して外界と遮断されていた。

  

  我几乎不知道恶魔的相貌代表什么意义，不过我读过获准阅读的几本书，得知这个世界的状况，然后恍然大悟。

  　私は悪魔の相という物が何を意味するのかはほとんど知らされなかったが、読むことを許されたいくつかの本を読み、この世界の状況を知り、成程と思えるほどには至った。

  

  也就是说，拥有令人联想到死亡的白色毛发与血色红瞳的孩子，是恶魔之子的证明。

  　即ち、死を連想させる白き毛髪と血の色たる紅き瞳を持つ子は、悪魔の子の証であると。

  

  在这个名为艾尔莎雷亚的世界，与魔族处于战争状态的人类，就算信奉这种超自然存在也不奇怪，但我没想到那会表现在转生的自己身上。

  　このエルサレアという世界で魔族と戦争状態になっているらしい人類が、そのようなオカルトを信奉していてもおかしくはないが、まさかそれが転生した自分に表れているとは。

  

  这就是那个吧，所谓的忌子。

  　これは、あれだ。忌子というやつか。

  

  理解诸多事情的我，一边用手指玩弄自己的浏海，一边心想这样不管什么时候被杀掉都不奇怪。得到第二次生命却这样，实在让人笑不出来。

  　諸々の事情を理解した私は、自分の前髪を指でいじりながら、これではいつ殺されてもおかしくないのではないかと思った。第二の生を得てこれでは、まったくもって笑い話にもならない。

  

  

  

  不过，我得知自己之所以能活下来，都是因为生下我的母亲蕾梅拼命说服，才得以保住一命。

  　しかしすべては、自分の産みの親であるかのレイメの決死の説得で、自分が生かされていると知った。

  

  

  

  生下我的女性，蕾梅是奥塔纳伯爵的妾，也是他的宠妾。

  　私を生んだ女性、レイメはアウタナ伯の妾であり、お気に入りだったのだ。

  

  她是个拥有金发的美丽女性。

  　金の髪を持つ美しい容姿の女性。

  

  听说原本是奴隶出身，被奥塔纳伯爵买下后，他非常中意蕾梅，甚至让她成为自己的妾。

  　元は奴隷の出だったと聞く。アウタナ伯に買われたが大層気に入られてしまい妾にまで登用されたのだという。

  

  而且比起因为政治联姻而感情不好的正室夫人，欧塔纳伯爵更想要美丽蕾梅的孩子，想让她成为继承人。

  　そしてアウタナ伯は政略結婚しあまり仲が良くない正妻夫人より、美しいレイメとの子を欲し、跡取りにしたかったのだ。

  

  蕾梅经常来我的房间，跟我说各种事情。

  　レイメはよく私の部屋にやって来てくれて、いろんな話をしてくれた。

  

  精神不像小孩的我无法用小孩的态度对待她，只能默默听她说话，不过她总是带着微笑面对我。

  　子供らしからぬ精神を持つ私は彼女に子供らしく接することはできずに、ただただ話を黙って聞くだけであったが、彼女は私のそんな姿に常に微笑みを持って接してくれた。

  

  就算说这位女性是我的母亲，我的心情也很复杂，所以我始终对她保持客套的态度，不过她对被软禁在宅邸里的我没有任何怨言，对我最好的人就是蕾梅。

  　この女性が母親だと言われようが複雑な思いではあったから、あくまで他人行儀になる私にも文句ひとつ言わず、屋敷に軟禁されていると言っても過言ではない私に唯一好意的だったのがレイメだ。

  

  我甚至无法对蕾梅露出笑容。

  　私はそんなレイメにすら、笑顔を見せることはできなかった。

  

  

  

  某天晚上，家人和女佣都睡着后，我偷偷在宅邸里探索。

  　私はある日の夜、家族とやらや女中が寝静まった後、こっそり屋敷の中を探索したことがある。

  

  因为我不被允许外出，所以这算是小小的冒险。

  　抜け出すことを許されていない身だったから、ちょっとした冒険だ。

  

  那天我若无其事地进入平常被禁止进入的地方，因为我觉得反正里面应该没有人在。

  　その日はいつも立ち入るなと言われていた場所にも平然と立ち入っていた。どうせ誰もいないだろうと思っていたのだ。

  

  我入侵藏书室，从没人看、只累积数量的书架上抱走几本积满灰尘的书，带回房间阅读。这是少数的娱乐。我抱着像是在搞鬼的兴奋心情。如果知道我溜出宅邸，那些疏远我的人会露出什么表情呢？

  　蔵書に侵入し、だれも読まず数だけ蓄えた本棚の中から埃すら被っている本を何冊か抱え、部屋に持ち帰り読む。数少ない娯楽だ。悪だくみをしているようでワクワクしていたように思う。私を遠ざける屋敷の連中が、私がひょっこり出歩いている等と知ればどういう顔をするだろうか。

  

  现在想想，我应该也有点恶作剧的心态。之前一直像幽魂一样安分的我，心中突然萌生了这个念头。虽然我厌倦了不想要的人生，以及不像人的待遇，但这是隔了好几年才终于产生积极想法的结果。身体完全被拉走，萌生孩子气欲望的我，开心地走在走廊上，前往藏书室。

  　思えばいたずら心もあったのだろう。それまでずっと幽鬼のようにおとなしかった私の心にふと芽生えた思い付き。望まぬ生、人らしからぬ扱いに辟易した私だったが、少しくらい前向きになってみようかと、何年振りかにやっと思えた結果であった。すっかり体に引っ張られ子供っぽい欲求が芽生えた私は楽し気に廊下を歩いて蔵書へ向かっていた。

  

  我已经很习惯现在的身体了。一开始虽然为体格和性别不同而烦恼，但现在已经习惯了。

  　今の体にもだいぶ慣れた。始めこそ体格の違いや性別の違いに悩まされたが今となっては馴染んだものだ。

  

  然而，以轻快脚步行走的我，这时还不知道。这里没有任何快乐的事。

  　しかして軽快な足取りで歩く私はその時、まだ思い知っていなかったのだ。楽しいこと等、ここには何一つないのだと。

  

  在不知道第几次外出时，我发现某间寝室的门透出亮光，忍不住往里面偷看。

  　何度目かの外出の折、ある寝室の扉から明かりが漏れていることに気づくと、ついつい中を覗いてしまった。

  

  我看到父亲——欧塔纳伯爵在床上压着雷梅。

  　そこでは、父たるアウタナ伯がベッドでレイメを組み敷いていた。

  

  我连前世都没有过这种经验，也没有见识，所以立刻别开视线，逃回自己的房间。

  　前世でもそう言った経験や見識は持たなかった私であるから、咄嗟に目を離し、逃げるように自室に帰った。

  

  我这副模样实在不像个三十岁的人。明明拥有三十年的记忆，却因为男女情事而面红耳赤地逃走。

  　まるで年甲斐もない有様だった。30年生きた記憶を持つ私が、男女の情事に顔を染めて逃げ出すなどとは。

  

  我回到房间，把脸埋进枕头里，不知为何流下眼泪。

  　自室に帰ってベッドの枕に顔をうずめると、なぜだか涙が出て来た。

  

  

  （开什么玩笑。我是不小心看到父母做爱的思春期小孩吗？）

  （冗談じゃない。私は親の情事を見てしまった思春期の子供か）

  

  

  我在心中不禁苦笑。

  　思わず心の中で苦笑した。

  

  生下我这副身体的人确实是那两个人，但我应该只把他们当成外人看待。

  　今の体を産んだのは確かにあの二人だが、私はあの二人を他人としか見ていない筈なのに。

  

  唯一在这座宅邸里用温柔眼神看我的女性，让原本以为已经死去的心萌生确实的爱情。

  　唯一この屋敷で私に優しい目を向けてくれる女性に、死んだと思っていた心は確かな愛情を育まれていたのだ。

  

  我发现自己喜欢雷梅。很难把她当成母亲看待，也不是恋爱。她是我在恶梦般的第二人生中唯一愿意把我当人对待的对象。考虑到年龄，她甚至比我小，但我一直把她当成可以敞开心胸的对象。

  　私はレイメが好きだと気づいた。母として見るのは難しい。恋でもない。この悪夢のような第二の生において唯一自分に人として接してくれる相手。ただただ、年齢を考えれば年下ですらある彼女の事は、心を許せる相手だと思っていた。

  

  正因为如此，看到她被呼吸急促的欧塔纳伯压在身下

  　だからこそ、鼻息荒いアウタナ伯に組み敷かれ

  让我很难受。

  る彼女を見るのが辛かった。

  

  

  ——从那天起，我放弃溜出房间。

  　――――その日から、私は部屋を抜け出す事をやめた。

  

  

  后来我才知道，奥塔纳伯爵似乎无论如何都想让蕾梅生下第二个孩子。生下来的我身体是女生，所以很难成为继承人。最重要的是，他不想公开恶魔之子的存在。原来如此。

  　後で知ったが、どうにもアウタナ伯はレイメにどうしても二人目を産ませたかったらしい。産まれた私は身体的に女子であったから跡取りは難しい。何より、悪魔の子の存在は公にしたくない。成程なと。

  

  虽然我前世是单身，完全不懂想要喜欢的妾生孩子的心情，但掌权者就是这么一回事吧。

  　お気に入りの妾の子が欲しい気持ちなど前世で独身だった私にはまるで分らないが、権力者とはそういうものなのだろうか。

  

  同时，我也抱持着某种担忧。这和我被留下的理由有关。

  　そして同時に、私はある懸念を抱いていた。私が生かされている理由に通ずるものだ。

  

  也就是说，这个家里正常的嫡子只有我。

  　それはつまりこの家にはまともな嫡子が私しかまだいなかったという事だ。

  

  如果我不是嫡子，那我……

  　そうでなくなれば、私など。

  

  

  然后，那一天终于来临。

  　そして、やがてその日はやって来た。

  

  

  

  我感觉像恶梦一样的生活，其实不是真正的恶梦。

  　私が悪夢のように感じていたこの生活は、本当の悪夢ではなかったのだ。

  

  

 
  ＃３　与えられたのは地獄

  ＃3　被赋予的是地狱

  　

  

  

  

  ——地狱从那天起，迅速地朝我逼近。

  　――――地獄は、その日から早足で私の元へ歩み寄って来た。

  

  在蕾依还没生下第二个孩子前，身为正妻的妇人先生了男孩。那是我的同父异母弟弟。当时我六岁。

  　レイメが二人目を産むより早く、正妻たる婦人が男子を産んだのだ。私の、異母弟にあたる子だ。私が６歳になった時だった。

  

  奥图纳伯爵的如意算盘落空，蕾依没有要怀第二胎的迹象。

  　アウタナ伯の目論見は外れ、レイメが二人目を身籠る気配はなかった。

  

  在同父异母的弟弟出生的同时，我的待遇明显变差。没饭吃的状况变得很常见，房间的门也被从外面上了锁。

  　異母弟が生まれると同時に私の扱いは目に見えてひどくなった。食事が運ばれてこない日も珍しくなくなり、部屋の扉には外から鍵がかけられた。

  

  蕾依可能也因为受到奥图纳伯爵的强烈制止，不再每天来我的房间。

  　レイメもアウタナ伯に強く止められたためか、毎日は私の部屋にやってこれなくなっていた。

  

  之后事情进展得很快。

  　それからは早かった。

  

  转眼间五年过去，当弟弟开始在宅邸内走动时，十一岁的我完全成了不被需要的存在。

  　あっという間に5年がたち、弟が屋敷内を歩き回るようになった頃、１１歳となった私は完全に不要な存在となった。

  

  我被从至今被关着的房间拖出来，丢进宅邸地下的牢房，还被锁链绑住。

  　今まで押し込められるように与えられていた部屋から引きずり出された私は、屋敷の地下にある牢屋へと放り込まれ、鎖で繋がれた。

  

  我稍微环顾四周，其他牢房里关着几只不知道要拿来做什么的魔物。那是奥图纳伯爵的兴趣……不对，大概是伯爵夫人吧。虽然我觉得拿来当宠物有点搞错用途。总之，我跟这些魔物受到同样的待遇。

  　少し周囲を見渡せば他の牢には何に使うのか魔物が何匹か入れられていた。アウタナ伯の趣味……いや、たぶん夫人の方だろう。ペットにしては些かお門違いにも思えたが。私はこの魔物と同じ扱いという訳だ。

  

  

  然后，我的第二座地狱开始了。

  　そして私の第二の地獄が始まった。

  

  

  脚上绑着锁链，无法自由移动，当然也没有地方可以大小便。我完全失去了身为人的尊严。

  　足に繋がれた鎖の為まともな範囲を移動できず、もちろん用を足す場所などない。私は完全に人としての尊厳を失った。

  

  偶尔负责管理牢房的佣人会把剩饭和魔物饲料一起拿过来。他会顺便打扫牢房，但冲完水后简单打扫一下，一定会对空虚的我施暴。

  　たまに牢屋の管理を任されている使用人が、魔物の餌と一緒に残飯を食事として持ってくる。そのついでに牢を掃除していくのだが、雑多に水を流し終え簡単に牢内を掃除した後、決まって虚ろな私に暴行を加えた。

  

  

  「都是因为你这种恶魔出现，害我多了很多麻烦！」

  「お前のような悪魔が現れたせいで俺の面倒が増えた！」

  

  

  遭受无端暴力的我因为脸颊被揍，嘴巴破了。我知道从伤口溢出的红色液体从半开的嘴角流了出来。

  　謂れのない暴力に襲われた私は頬を殴られたせいで口を切った。傷口から溢れた赤い液体が半開きのままだった口の端から溢れたのがわかった。

  

  不愧是贵族宅邸的佣人，他还有自尊心，只对我施暴。我身上的衣服已经磨损到不能称为衣服的布，跟裸体没两样，但不管怎么说，我都很脏。他应该不会产生性欲吧。

  　流石に貴族屋敷の使用人だからプライドはあるのか、私に行うのは暴行だけだった。纏っていた衣服はもはや服などとは呼べない布にまで擦り切れており裸同然だったが、如何せん小汚い私だ。劣情など催せないのだろう。

  

  我被殴打、被踢、被拉扯。我既不抵抗也不哭喊，只是茫然地望着虚空。我不知道自己为什么会遇到这种事。即使佣人一把抓住我那头任其生长的蓬乱白发，强迫我站起来，我也毫无反应。

  　殴られ、蹴られ、引っ張られ。私は抵抗も泣き叫びもせずぼうっと虚空を眺めていた。なぜ自分がこんな目にあっているのかわからなかった。使用人に白くぼさぼさに伸び放題の髪を鷲掴みにされ無理やり立たされても、反応を見せなかった。

  

  佣人看到我这副模样更加烦躁，殴打我的腹部，我呜咽着吐出胃液。如果我至少能哭出来，或许能让佣人多享受一点。我朦胧地这么想，按着肚子蹲下。

  　そんな私の様子に益々苛立ちを募らせた使用人に腹部を殴られ、私は嗚咽とともに胃液を吐いた。せめて泣きわめこうものなら使用人をもう少し楽しませただろうか。そんなことを朧気に考えた私は腹を抑えて蹲る。

  

  

  「恶心的小鬼。」

  「薄気味悪いガキめ」

  

  

  佣人又踢了一脚满身胃液的我，心满意足地吐了口口水离去。

  　胃液まみれの私に、使用人はもう一度蹴りを入れると、満足したように唾を吐いて去った。

  

  我按着肚子，再次被踢倒在地，发出呻吟，倒在地上。好痛，好难受。

  　抑えていた腹を改めて蹴り飛ばされた私はうめいて転がり、横たわった。痛くて、苦しい。

  

  口中充满血与胃液的味道，吐在地上的胃液酸味扑鼻而来。

  　口の中が血と胃液の味で満たされている。床に吐き出された胃液の酸っぱいにおいが鼻につく。

  

  我毫不在乎，躺在地上看着佣人离去前踢翻的盘子。盘中的剩饭飞散，散落在刚冲过水的地上。

  　そんな事もはばからず、私は床に横たわったまま、使用人が帰り際に蹴って引っくり返した皿を眺めていた。乗っていた残飯は飛び散って水を流したばかりの地べたに散乱していた。

  

  肚子的痛楚渐渐消退，空腹感变得比疼痛更强烈。我爬行着移动，不使用双手，像只家畜般将散落在肮脏地面的剩饭送入口中，吞下肚。

  　腹の痛みが薄れ、痛みより空腹の方が強く感じられるようになった頃合いで、私は這うようにずりずりと移動すると、汚れた地面に散乱した残飯を、手も使わずに家畜のような有様で口に入れ、飲み込んだ。

  

  我像只畜生般叼起剩饭，舔着地面咀嚼。我好几次吃坏肚子，佣人不给我药，还弄脏牢房，气得更加虐待我。

  　畜生のような有様で、残飯を咥え、地面を啜り、咀嚼した。何度も腹を壊し、薬ももらえずに牢屋を汚しては使用人が腹を立てて殊更に私を嬲った。

  

  如果我憔悴而死，或许还比较轻松。

  　憔悴して死ねればまだ楽だったろう。

  

  我好几次希望死掉。想要轻松、轻松地解脱。

  　何度も死を願った。楽に、楽になりたかった。

  

  然而，与我的愿望相反，无论我吃下多么难吃的饭菜，或是因为恶劣的环境而发烧痛苦，我小小的心脏都没有停止跳动。

  　しかし、私の願いとは裏腹に、どれだけひどい食事で腹を壊そうが劣悪な環境で熱を出しうなされようが、私の小さな心臓は鼓動を止めてはくれなかった。

  

  

  

  

  某天，明明不是佣人来的时间，却传来了脚步声。我今天也遭到虐待，蹲在被倒出来的剩饭上。我缓缓地转头看向与平常不同的脚步声，发现是雷梅站在牢房前。

  　ある日、使用人が来る時間ではないのに足音がした。私は今日も嬲られた後だったので、ぶちまけられた残飯の上に蹲っていた。普段と違う足音にゆっくり顔を向けてみれば、レイメが牢屋の前に居た。

  

  雷梅一看到我，就打开牢房的锁走进来，毫不在意弄脏衣服，抱起我的上半身。

  　レイメは私の姿を見ると、牢のカギを開けて中に入って来て、汚れるのも厭わず私の上体を起こして抱き抱えた。

  

  他似乎向佣人借了牢房的钥匙，应该是给了钱吧。不过，脚上的锁链钥匙并没有交给他。

  　使用人から牢屋のカギを借りたらしい。金でも握らせたのだろう。しかし私の足の鎖のカギは渡してくれなかったのだという。

  

  雷梅一边说着这些事，一边向我道歉，然后用同样带过来的水壶里的水沾湿带来的布，温柔地擦拭我的身体。好冷。但是，好温暖。

  　レイメはそんなことを言いながら私に謝罪すると、持ってきてくれていた布を、同じくもってきていたポットの水で湿らせると、優しく私の体を拭いてくれた。冷たい。けど、暖かかった。

  

  

  在那之后，雷梅每晚都会来到我的房间，给我他设法带进来的少量面包和汤，帮我擦拭身体。

  　それからレイメは、私の部屋へ夜な夜なやってきては、何とかして持ち込んだのだろう。少量のパンやスープを与えてくれ、体を拭いてくれた。

  

  我每晚除了雷梅来牢房的时候，都像人偶一样度过。

  　私は毎夜、レイメが牢屋へやってくる時以外は、人形のように過ごしていた。

  

  佣人一如往常，在打扫牢房和喂食时顺便殴打、踢我。

  　相変わらず使用人は牢屋の掃除や餌やりのついでに私を殴り、蹴った。

  

  到了晚上，雷梅会来探望我。

  　そして夜になるとレイメが来てくれた。

  

  在地狱般的生活中，只有雷梅的存在是温暖的，但憔悴的我甚至放弃思考。

  　地獄のような日々に、レイメの存在だけが温もりだったが、憔悴した私はもはや思考すら投げ出していた。

  

  就这样过了一年，我在牢房里迎接12岁生日。

  　そうして１年が過ぎた。私は、１２歳の誕生日を牢屋で迎えた。

  

  连那样的日子都迎来6岁的弟弟，正式发表他就是领民的欧塔纳居民的继承人，状况开始改变。

  　そんな日々すら６歳となった弟の、領民たるアウタナの民への跡取りとしての正式な発表を迎えて、状況が変わっていく。

  

  我突然被带出牢房，被迫走路。因为很久没走路，我好几次差点跌倒，但每次跌倒都会被佣人轻戳，我摇摇晃晃地前进。在路上擦身而过的佣人看到我，全都捏着鼻子。说我好臭、好脏。

  　私は突然牢屋から外に出され、無理やり歩かされた。久しぶりに歩いたから、何度も転びそうになったがそのたびに使用人に小突かれ、よろよろと進んだ。道中ですれ違う使用人は私を見て皆鼻を抓んでいた。臭く、汚いと。

  

  我一边想着突然被带走是要做什么，一边前进，不久后被拖到欧塔纳伯夫妻面前。

  　この突然の連行は何事かと思いながら進んでいると、やがてアウタナ伯夫妻の前に引きずり出された。

  

  生下继承人的夫人拥有发言权，已经无法忽视，欧塔纳伯听从夫人的话，首先宣布要放逐雷梅生下的孩子，也就是我。

  　跡取りを産んだ夫人は発言権を持ち、最早無碍にもできず、アウタナ伯は夫人に言われるがままに、まずレイメの産んだ子である私を追放すると宣言した。

  

  至今都是仰赖雷梅的温情，才让夫人对我网开一面。但是，夫人已经听不见雷梅的声音了吧。在外待命的雷梅不时偷瞄夫人，表情显得很尴尬。

  　これまではレイメの温情をアウタナ伯が聞いていたため今の扱いだったという。しかしもはやそれも聞けなくなったのだろう。アウタナ伯は脇に控えるレイメをちらちら見やりながらばつの悪そうな顔をしていた。

  

  夫人似乎已经无法忍受我继续待在宅邸的牢房，不过，她应该只是在做表面功夫。

  　もはや屋敷の牢に私がいる事すら我慢ならないといった様子の夫人だったが、建前もあろう。

  

  她的真心话肯定是想整死雷梅。当然，她应该也很想把我这个恶魔之子赶出宅邸，不过，夫人更视雷梅为眼中钉。她肯定想看到雷梅生下的我，因为夫人不再施舍温情而被赶出去，露出悲伤的表情。

  　本音はレイメへの嫌がらせに違いない。もちろん私という悪魔の相を持つ者を屋敷から追放したい気持ちも多分にあろうが、それ以上に夫人はレイメを目の敵にしていた。そのレイメが産み、今だ温情をかける私が追放されることで、悲しむ顔でも見たかったに違いなかった。

  

  没有人阻止被称为恶魔之子的我被赶出宅邸。宅邸里的人反而全都疏远我，对我投以「终于不用跟那个恶心的小孩待在同一个屋檐下」的眼神。光是没在暗地里被杀掉，我就该偷笑了。

  　悪魔の子と呼ばれた幼い私が追放されるのを止めようとする者はいなかった。むしろ屋敷の人間は全員私を疎んでいたから、やっとあの気味悪い子と同じ屋敷に居なくて済む、とでも言わんばかりの視線が私に向けられた。秘密裏に殺されなかっただけマシなレベルだ。

  

  我茫然地听着那些声音，思考今后该怎么活下去。

  　そんな声をぼうっと聴きながら、私はこれからどうやって生きていこうかという事を考えていた。

  

  虽然我的内心基本上是男性，但身体是女性，这样还有办法赚钱吗？我也没有自信能忍受厌恶感，可以的话，我实在不想这么做。可是，不工作就无法生存。我只能沦落为奴隶，或是曝尸荒野。嗯，应该会死吧。

  　心は概ね男であるが、体が女子ならば稼ぎようはあるだろうか。嫌悪感に耐えられる自信もないからできれば嫌だな。しかし働けないなら食ってはいけまい。どこかの奴隷にでも成り下がるか。あるいは、ただ野垂れ死ぬか。まあ、死ぬんだろうなあ。

  

  我接受自己必须独自走下去的命运，同时也放弃生存。

  　私は一人でこの先歩んでいくことを受け入れ、また同時に生存を諦めていた。

  

  然而，雷梅温柔地搂住我的肩膀。

  　しかし、そんな私の肩を優しくレイメは抱いた。

  

  原本随侍在外塔那伯身旁的雷梅，跑到我身边来。她搂着我的肩膀，看着外塔那伯的眼睛说：

  　アウタナ伯の脇に控えていたレイメは私に駆け寄ってきたのだ。そして私の肩を抱きながら、アウタナ伯の目を見て、言った。

  

  

  「如果我含辛茹苦生下的爱女克莱儿要被放逐，那我也要一起走。」

  「私がお腹を痛めて産んだ愛娘たるココットが追放されるのなら、私も行きます」

  

  

  她对外塔那伯这么说。

  　彼女はそうアウタナ伯に告げた。

  

  外塔那伯虽然感到困惑，但夫人只把雷梅视为阻碍，只要能排除外塔那伯中意的雷梅，她也愿意立刻放逐雷梅。外塔那伯已经无法反抗了。

  　アウタナ伯は困惑していたが、夫人はレイメもただの障害としか認識していなく、アウタナ伯のお気に入りだったレイメを排除できるのならばとすぐさまレイメも追放に処した。アウタナ伯はもう反抗できなかった。

  

  夫人用扇子遮住嘴巴，笑着说：

  　夫人は扇子で口を隠しながら笑う。

  

  

  「随你高兴吧。肮脏的母女一起快点消失吧。」

  「好きにして構いませんよ。小汚い親子揃って早く失せなさい」

  

  

  我们两个像逃难一样离开宅邸时，我回头看向宅邸，从正面玄关的大窗户看见欧塔纳伯爵、夫人和弟弟用冰冷的眼神目送我们离开。

  　二人で夜逃げるように屋敷を出るとき、ふと私は屋敷を振り返れば、正面玄関から見える大窓で、アウタナ伯、夫人、そして弟が冷ややかな目で見送っているのが見えた。

  

  

  

 
  ＃４　汚れし者達

  ＃4　污秽之人

  　

  

  

  

  于是，我来到了第三层地狱。

  　そうして、第三の地獄たる今に至った。

  

  流落到贫民窟的我们，用蕾依带出来的少许钱买了一间小屋。

  　スラムに流れ着いた私たちはレイメが持ち出していたなけなしの金で小屋を買った。

  

  我虽然还处于半放弃思考的状态，但还是有想报答蕾梅恩情的想法，所以寻找着自己能做些什么。

  　私は半ば放棄した思考のままだったが、レイメに恩を返したい気持ちはあったのだろう。なにかできることを探した。

  

  可是我果然还是找不到能做的工作，心想至少帮忙家务也好，不听雷麦的劝阻，勉强帮小屋浇水。

  　しかし私はやはり働けるような仕事はなかったため、せめて家の手伝いはと思い、レイメが止めるのも聞かずに小屋の水くみをなんとかこなしていた。

  

  当然，长期在牢里生活让身体变得迟钝。他不仅消瘦，也忘了如何用力。

  　もちろん、長い牢屋暮らしで鈍った体だ。痩せていたし、力の入れ方も忘れた。　

  

  最重要的是，只要一走到外头，贫民窟的孩子们看到我的眼睛和头发，就会用石头丢我，骂我是恶魔。大人们也纷纷在背后说我坏话。

  　何より外で人目に付けば、スラムの子供たちは私の目と髪を見て悪魔と蔑み石を投げる。大人たちは口々に陰口を言った。

  

  为了隐藏自己的身份，我每天都过着提心吊胆的生活。

  　隠れるようにしながら生きるのに精いっぱいだった。

  

  

  

  ——而今天，她也是一边被丢石头，一边汲水，回到小屋。

  　――――そして今日も、石を投げられながら水を汲んで、小屋へ帰宅したのだ。

  

  被丢过来的石头砸到的部位很痛。由于我回来得比较晚，所以已经起床的雷梅出来迎接我。

  　投げつけられた石の当たった部位が痛む。帰ってくるのが遅くなった私は、すでに起きていたレイメに出迎えられた。

  

  

  「……雷米小姐。」

  「……レイメさん」

  

  「早安，克莱儿。辛苦你了。」

  「おはよう、ココット。おつかれさま」

  

  「……早安。」

  「……おはようございます」

  

  

  我面不改色地回答。雷梅露出有些落寞的表情后，注意到我手臂上的瘀青，对我招手。

  　私は表情を変えずにそう答えた。レイメは少し寂しそうな顔をした後、私の腕にあざがあることに気づき、手招きをした。

  

  我照着蕾梅的指示放下水桶，走到她面前。

  　私は水桶を置くと言われるがままにレイメの前に行く。

  

  蕾梅让我坐在床上，起身把布浸在水里，回来后把布缠在我瘀青的部位上。

  　レイメは私を寝台に座らせると、立ち上がって布を水に浸し、戻ってきて私のあざの上に巻いてくれた。

  

  冰凉感让疼痛缓和下来。她那充满慈爱的动作，让我的心稍微感谢起她。

  　冷たさが痛みを鈍らせる。慈愛に満ちたその手つきに私は凍った心で僅かばかりに感謝をした。

  

  前世的双亲都是工作狂，所以我几乎没有被他们养育的记忆。他们只是让我去上学，大学毕业后就让我去工作，自己一个人生活。我隔了好几年才想起前世，发现我连双亲像这样关心我受伤的记忆都没有。

  　前世の両親は、仕事人間であったために私は育てられたという記憶がほとんどない。学校へただ入れてもらい、大学卒業と同時に就職し一人暮らし。こうして怪我を心配してもらった記憶もなかったな、と数年ぶりに前世を思い出した。

  

  跟那样的双亲相比，蕾梅的温柔肯定让我印象深刻。可是，这几年来枯竭殆尽的我，只能保持沉默。我变成连一句谢谢都说不出口的大人，唯有这件事，我想对过去的双亲道歉。

  　そんな両親に比べればレイメの優しさはきっと身に染みるのだろう。しかし、この数年で枯れ切った私は、ただ黙っていることしかできなかった。ありがとうの一つも言えない大人になってしまった事だけは、かつての両親に謝りたい。

  

  而且，蕾梅为我做了这么多，我却连一次都没叫过她母亲，我也在心中悄悄向她道歉。

  　そして、これだけして貰っても今までただの一度も母と呼べないレイメにも、心の中で小さく謝罪をした。

  

  

  「米莱儿没有错，没有错哦。」

  「ココットは何も悪くない、悪くないのよ」

  

  

  蕾梅把我抱在腿上，摸着我的头这么说。

  　レイメは私を膝の上に抱き、頭を撫でながらそう言ってくれた。

  

  她每天都会跟我说，总有一天要一起脱离这种生活，在湖畔盖房子，两个人一起吃美味的蛋糕。

  　いつか一緒にこんな暮らしを抜け出して、湖のほとりに家を建て、二人で美味しいケーキを食べよう。そんな話を毎日してくれた。

  

  我没有同意也没有否定她的梦想，只是默默地听着。

  　私はそんな夢物語を同意も否定もせず、ただただ黙って聞いていた。

  

  雷梅对我微微一笑，说要开始用餐。

  　そんな私にレイメはにこりと笑って、食事にしようと言った。

  

  她拿来颜色暗沉的面包，和我一起分着吃。

  　くすんだパンを持ってくると、私と分けて食べた。

  

  我默默地把面包随便塞进嘴里，机械性地咀嚼。硬邦邦的面包有着泥土的味道。

  　私は黙ってパンを無造作に口に入れ、機械的に咀嚼した。かたいパンは、土の味がした。

  

  

  吃完饭后，我稍微休息了一下，雷梅整理好床铺。

  　食事を終えすこし休んだ後、レイメが寝台を整える。

  

  

  「克莱儿，对不起……」

  「ココット、ごめんね……」

  

  

  雷梅对我留下道歉的话语，坐到床上。

  　レイメは私に謝罪の言葉を残して寝台に座った。

  

  ……我什么也没说，离开了小屋。接下来雷梅要工作了。在她工作的时候，我要到外面躲起来。

  　……私は何も言わずに小屋を出た。これからレイメが仕事をする。彼女が仕事をしている間は、私は外へ出て隠れている。

  

  我从后门离开小屋，背后传来有人进入小屋的动静。是雷梅的客人。

  　裏手から小屋を出た私の背後で、誰かが小屋に入る気配がした。レイメの客だ。

  

  过了一会儿，传来布料摩擦的声音和老旧床铺的嘎吱声。

  　しばらくして、布のかすれる音や古いベッドのきしむ音。

  

  在听见雷梅的声音混杂在客人的男性声音中时，我再也无法忍受，离开小屋迈步而出。

  　客の男の声に交じって、レイメの声が聞こえてきたあたりで、私は我慢ができなくなり小屋を離れて歩き出す。

  

  多亏雷梅，我们才能勉强填饱肚子。她会分送粮食给我们，让我在世代交替时收下。我只能靠她弄脏自己的身体才能活下去。

  　レイメのおかげで私たちは何とか食べている。お代替わりに食料を分けてもらうのだ。彼女がその身を汚すことでしか、私は生きていけない。

  

  我心中只有空虚。

  　ただただ空しかった。

  

  我感到无比愧疚。

  　どうしようもなく、申し訳なかった。

  

  必须让年纪比我小的母亲勉强自己才能活下去的现实，让我非常悲伤。

  　年下の母に無理をさせなくては生きていけない現実が、とても、悲しかった。

  

  

  时间暂时像这样流逝。

  　暫くはそうやって時が過ぎた。

  

  

  即使有我这个存在，雷麦在贫民窟堕落之后依然不减其美貌，所以不愁没有客人。偶尔甚至会有并非贫民窟居民的富裕居民上门。

  　レイメは身をスラムに落としてなお衰えぬその美しさから、私という存在があっても客に困らなかった。たまにスラム住みではない、裕福な住民すらやってきた。

  

  虽然我心中只有愧疚与悲伤，但多亏雷麦的牺牲奉献，我们勉强可以温饱。

  　私は申し訳なさと悲しさばかりが募るが、レイメの献身のおかげでそれなりに食べていけていた。

  

  而我因为雷麦在工作，所以会离开小屋，外出时会暴露在奇异的视线中，被年纪小我两轮的小孩欺负。

  　そして私は、レイメが仕事をしているからと小屋を出て、外にいる間は奇異の視線に曝され、年齢が二回りも下のはずの子供たちにいじめられた。

  

  恶魔、恶魔。

  　悪魔、悪魔と。

  

  

  （真厉害啊，居然敢欺负恶魔。）

  　（すごいなあ、悪魔を虐めようなんて）

  

  

  即使我在心中讽刺，不过只是个十二岁、身材娇小的幼女，只能蹲着忍耐。

  　心の中で皮肉を言うも、１２歳で小柄な幼女に過ぎない私はうずくまって耐えることしかできない。

  

  每天纤细白皙的身体上瘀青增加，也经常流血。头发被抓住、殴打、踢踹、被丢石头。

  　毎日細く白い体にはあざが増えていった。血を流すことも頻繁にあった。髪を掴まれ、殴られ、蹴られ、石を投げつけられた。

  

  有时被当成靶子丢过来的石头会变成家畜的粪便，我也默默忍耐。

  　的当てと称して投げつけられる石が家畜の糞になった時もあった。私は黙って耐えた。

  

  

  某天，我在贫民窟孩子王，身材魁梧的坏小孩命令下，被三个男生压住，身上的破布全被剥光。

  　ある日は、スラムのガキ大将である恰幅のいい悪ガキの命令で、３人の男子に組み敷かれて纏っていたぼろ布を全部はぎとられた。

  

  他们似乎对恶魔的裸体很有兴趣。虽然我是个没好好吃饭的瘦弱小孩，但一丝不挂的女性身体对小孩来说，刺激似乎太强了。我全身上下都被呼吸急促的孩子们摸来摸去。肋骨突出的侧腹、最近稍微隆起的胸部和凹陷的腹部。就连上臂和大腿，欲望的手都毫不客气地四处游移。好恶心。好恶心。

  　悪魔の裸に興味があったらしい。まともな食事をとっていない貧相な童の姿とはいえ、一糸纏わぬ女の体は子供には刺激が強かったか。私の体は鼻息荒くした子供たちの手でもみくちゃにされた。あばらの浮いた脇、最近少し膨らんできた胸やへこんだ腹。二の腕や太ももでさえ遠慮なく欲望の手が這い回った。気持ち悪い。気持ち悪い。

  

  我这时才第一次发出真正的女孩子会发出的尖叫声。虽然嘴巴马上就被硬塞住了。

  　私はそこで初めて、本当の女子のような黄色い悲鳴を上げた。すぐに口を無理やり塞がれたが。

  

  常听人说心会牵动身体，而我那时确实对随心所欲摸我身体的小孩表示厌恶。不对，是同性吗？改变性别后过了一阵子，我渐渐搞不清楚自己是哪一边了。

  　心が体に引っ張られるとはよく言ったものだが、確かに私はその時、自分の体を好きに触る小さな異性に嫌悪を示した。いや、同性か。性別を変えて暫く経つ。自分がどちらなのか段々と曖昧になって来た。

  

  结果他们好像还没学到大人的游戏，幸好他们只注意我比下面小的隆起胸部，只有摸遍我全身。

  　結局まだ大人な遊びは教わっていなかったようで下より小さく膨らむ胸にばかり注目されたのが幸いし、体中をまさぐられるだけで済んだ。

  

  尽情玩弄我的身体后，孩子们终于玩腻放我走，我慢慢站起来开始走。然后，不知道是身为男性的自己对发生在自己身上的事产生激烈排斥反应，还是因为女性身体而产生生理上的厌恶感，我在蹒跚走回小屋的途中吐了一次。

  　散々私の体を弄んだ後、ようやく飽きが来た子供達に解放されると、私はゆっくり立ち上がり歩き始めた。そして、自分の身に起きた事に男としての自分が激しい拒否反応を起こしたのか、はたまた女性の体故の生理的嫌悪感か、とぼとぼと小屋に帰る途中で一度嘔吐した。

  

  回到小屋后，看到我全身赤裸的蕾梅脸色大变。

  　小屋に帰ると、裸の私を見てレイメが血相を変えた。

  

  

  「克莱儿，啊啊，对不起……对不起……」

  「ココット、ああ、ごめんなさい……ごめんなさい……」

  

  

  蕾梅紧紧抱住我，哭着不断向我道歉。

  　レイメは私を抱きしめると、泣きながら何度も謝罪の言葉を口にした。

  

  我什么话也没说，只是用混浊的眼神……茫然地望着床单上的水渍。

  　私は何も言わずに、ただ淀んだ目で……湿った寝台のシーツをぼうっと眺めていた。

  

  

 
  ＃５　負われ、追われ、終われ

  ＃5　败北、被追、终结

  　

  

  

  

  我负责打水，蕾梅负责卖身。

  　私は水を汲み、レイメは身体を売り。

  

  我们勉强这样过活，但结束却意外地来得很快。

  　何とかそうして生きていたが、終わりというものは存外早く訪れた。

  

  由于与魔族的战争加剧，为了提振民众的士气，他们决定公开长相有恶魔特征的孩子。

  　魔族との戦いが激化したために、民衆の景気づけに悪魔の相を持つ子を晒上げたのだ。

  

  我被士兵们抓住，带到都市的中央广场。我完全没有抵抗。

  　私は兵士たちに捕まり、都市の中央広場へと連れていかれた。一切の抵抗はしなかった。

  

  这是蕾梅在工作时发生的事情。

  　レイメが仕事中の出来事だった。

  

  

  在广场搭建的舞台上，除了我以外还有两个孩子。一个女孩，一个男孩。

  　広場に組み上げられた舞台の上には、私のほかに２人の子供がいた。女が１人、男が１人。

  

  大家的年纪都在十六到十八岁之间，站在一起后，最年轻的我显得特别娇小。而且所有人都有着雪白的头发与血红的眼睛。

  　皆年の頃は16から18といった所で、並んでみれば最年少の私は小柄さが際立つ。そして全員が、雪のような白い髪と血のような赤い瞳をしていた。

  

  我的脚被绳子绑住，无法逃跑。少年还在抵抗，少女还在诉说自己不是恶魔。

  　足を縄で縛られ、逃げられない様にされた。少年はいまだ抵抗し、少女は未だ自分たちは悪魔じゃないと訴えていた。

  

  广场上聚集了民众来看我们，欧塔纳伯等人则在更高的位置看着我们。

  　そんな私たちを見に広場には民衆が集い、ひときわ高い位置からはアウタナ伯達が私たちを見ていた。

  

  我用空洞的眼神仰望欧塔纳伯，一直盯着他的眼睛。

  　私は虚ろな目でアウタナ伯を見上げ、その目をじっと見つめていた。

  

  欧塔纳伯看到我，一瞬间露出尴尬的表情，但那不是同情。或许是因为我是蕾梅的女儿，他感到内疚，但要说那是哪种眼神，就像是在看自己的污点。那是用利益得失衡量一切的眼神。

  　アウタナ伯は私を見て一瞬だけ、ばつが悪そうな顔をしていたが、同情ではあるまい。レイメの娘たる私であるから後ろめたさはあるのかもしれないが、何方かと言えば自らの汚点を見るような眼だ。全てを損得で見る目だ。

  

  夫人和弟弟都用嘲弄的眼神看着我，弟弟还指着我。

  　夫人と弟は私を嘲るように眺めていた。弟などは、私を指さしている。

  

  和我四目相交的弟弟，用与稚嫩脸庞不相衬的卑劣笑容和视线看着我。那是看着垃圾嘲笑的眼神。

  　私と目が合った弟は、幼い顔に似つかわしくない下劣な笑みと目線を私にくれた。ゴミを見てあざ笑うような、そんな視線だった。

  

  不久，驻地骑士团长发表要对魔王军抗战到底的意志，同时开始这场主要活动，也就是凌虐我们这些恶魔之子的表演秀。

  　やがて駐在騎士団長による魔王軍に対する徹底抗戦の意が述べられ、同時にメインイベントたる悪魔の子である私たちを嬲るショーが始まった。

  

  

  「只要有我们骑士团和这座奥特纳城的城墙，魔族不足为惧！过去十年来，魔族好几次大举进攻！但是！他们既鲁莽又无能！没有战略和战术的愚蠢魔族，全都被我们打退了！」

  「魔族など、我ら騎士団とこのアウタナの城壁があれば恐れるに足らず！　かつて１０年に渡り幾度も魔族どもは押し寄せてきた！　だが！　短絡的で無能！　戦略や戦術もない愚かな魔族どもの悉くを我々は返り打ちにしてきた！」

  

  

  这是事实。

  　事実だ。

  

  围绕着奥特纳城的城墙，至今挡下了魔族好几次的攻击。

  　アウタナの街を囲う城壁は、これまで幾度か受けた魔族の攻撃を全て防いだ。

  

  

  「这全都是我们人类的力量！居民们啊！为了打倒可恨的魔族，拿起武器！亲手制裁恶魔之子吧！」

  「これも全て我ら人間の力である！　住民たちよ！　憎き魔族を打ち倒すべく振るい立て！　悪魔の子らを手ずから裁くがいい！」

  

  

  以骑士团长的声音为开端，居民的目光一齐转向我们。

  　騎士団長の声を皮切りに私たちに住民の目が一斉に向いた。

  

  啊啊，原来是这种表演啊。

  　ああ、そういう趣向か。

  

  我们遭受众人辱骂，还被丢掷各种各样的石头、鸡蛋和水果。明明处于战时，却能享受这种奢侈。这种公开表演秀，我在前世只在虚构作品或历史课本上看过。

  　罵声は口々に浴びせられ、石や卵、果物が雑多に投げつけられた。戦時中だというのに贅沢なことだ。こんな公開ショーなど、前世ではフィクションか歴史の教科書でしか見たことがない。

  

  西红柿命中我的侧头部，血红的果汁从破裂的果实滴落，染红我长长的白发。

  　私の側頭部にトマトが命中し、弾けた果実から血のような赤い果汁が滴り、長く白い髪を染めた。

  

  谩骂声越来越激烈，我感觉到皮肤传来仿佛在对付真正魔族的杀意。

  　やがて罵声も激しさを増し、まるで本物の魔族を相手にでもしているかのような殺意を肌で感じた。

  

  民众无法与魔族战斗，所以把比自己弱小的存在贬为恶魔，当成魔族攻击。民众的攻击方式就是丢石头。

  　民衆は自分たちでは戦えない。だから、自分たちより弱い存在を悪魔と蔑み魔族に見立てて攻撃する。

  

  

  

  （人类真是丑陋。）

  （醜いなぁ、人間は）

  

  

  

  「叩」的钝重声响传来。

  　ゴッという鈍い音がした。

  

  我往旁边一看，一名少女拼命主张自己不是恶魔，而是人类，就在她趴倒在地的瞬间。

  　隣を見れば、懸命に自分たちは悪魔じゃなくて人間だと訴えていた少女がうつ伏せに倒れこんだ瞬間だった。

  

  她的头部不断流出红色鲜血，脚边有一颗拳头大的石头。石头的边角沾着血，我立刻明白石头是命中少女的头部。大概是打中要害，少女已经不再动弹。

  　その頭からはどくどくと赤い血がとめどなく流れており、足元には拳大の石が転がっていた。その石の角には血がついていたから、これが少女の頭に命中したという事はすぐわかった。当たり所が悪かったのだろう。少女はもう動くことはなかった。

  

  明明是杀害孩童，民众却发出像是解决猎物的欢呼声。欧塔纳伯等人也满意地点头。

  　子供を殺したというのに民衆はまるで獲物を仕留めたかのように歓声を上げた。アウタナ伯たちも満足げに頷いている。

  

  他们看起来有些遗憾，大概是因为我没有死。既然能公开解决我这个贵族家的污点，他们应该很期待有人用石头砸碎我的脑袋。不过……

  　少しだけ残念そうに見えるのは、私が死ななかったからだろう。貴族家の汚点たる私を公的に始末できるのだから、彼らは私の脳天が投石で砕かれるのを待ち望んでいるだろうな。

  

  

  （那样也无所谓。）

  （それも、構わないか）

  

  

  我用空洞的眼神看着刚才死去的少女。鲜血从她白发中不断流出，睁大的双眼看着我。

  　私はうつろな瞳で先ほど死んだ少女を見やる。白い髪から止めどなく血が溢れ、見開かれたままの瞳が私を見ていた。

  

  悲伤与愤怒，以及诉说着为什么自己会遭遇这种事的眼神，让我感觉像是在责备我。

  　悲しみと怒りと、なぜ自分たちがこんな目にと訴える瞳は、私を咎めるようなものに感じた。

  

  你已经放弃了吗？她的眼神如此诉说。

  　アナタハ、アキラメテイルノ？　と。

  

  

  （……不要用那种眼神看我。）

  　（……そんな目で見ないでくれ）

  

  

  我什么都做不到。

  　私には、何もできない。

  

  我认知到她死亡时，内心也没有任何变化。

  　私は彼女が死んだと認識した時も、心には何の変化もなかった。

  

  这十二年的时间，足以将前世也过着没有自我意识生活的我，磨耗到心死。

  　この12年という年数は、前世でも大した自意識なく生きていた私の心を磨り潰すには十分だった。

  

  被石头与水果丢到全身，依然大叫或哭泣的另外两人是正常的。他们想要活下去。

  　全身に石や果物を投げつけられながらも叫んだり、泣いたりする他の二人は正常だ。生きようとしている。

  

  跟我不同。

  　私とは、違う。

  

  从死去少女头上流出的血，蔓延到我脚边。

  　死んだ少女の頭からあふれた血が、私の足元にまで広がって来た。

  

  映照在红色血液中的我的脸，无比空洞，毫无生气。

  　赤い血に映り込む私の顔は、どこまでも虚ろで、生気がなかった。

  

  这时，少年发出叫声。

  　と、少年が叫び声をあげた。

  

  仔细一看，数名骑士正在对少年瘦弱的身体施暴。骑士们似乎对少年的态度感到不耐烦，开始亲手惩罚他。他们包围住挣扎的少年，又打又踢。即使少年吐血，他们也没有停手。

  　見れば騎士が数人で少年の細い体に暴行していた。いい加減少年の態度が面白くなくなり、騎士たち手ずからの折檻に移ったらしい。暴れる少年を囲み、殴る、蹴る。少年が血を吐いても終わらない。

  

  少年持续发出像是从喉咙挤出的惨叫。

  　少年は絞り出すような悲鳴を上げ続けた。

  

  以惨叫为背景音乐，骑士团长高声发表演说。

  　そんな悲鳴をバックに、騎士団長は高らかに高説を述べている。

  

  其中一名骑士抓住挣扎的少年后颈，从背后用剑刺穿他的胸口。

  　と、騎士の一人が、暴れる少年の首根っこを掴むと、背後からその胸を剣で刺し貫いた。

  

  骑士就这样把刺穿少年的剑高举过头，发出呐喊。这应该是假装成讨伐魔物的表演吧。民众发出欢呼。

  　そのまま騎士は少年を串刺したままの剣を頭上に掲げ、雄叫びを上げる。魔物を討ち取ったという体のデモンストレーションということか。民衆は歓声を上げる。

  

  少年被随意扔在台上。

  　少年が雑多に壇上に転がされる。

  

  台上只剩下我一个人。

  　壇上に立つのは私だけになった。

  

  既然要死，真希望可以死得轻松点。我可不想落得跟少年一样的下场。就这层意义来说，第一个死在我脚边的少女或许算是幸运的。不，这想法未免太欠缺思虑。

  　どうせなら楽にして欲しい。あんなふうになるのはごめんだ。そういう意味では、足元で亡骸となった最初の少女は幸運だったのかもしれない。いや、流石に思慮無き考えか。

  

  

  现在轮到我了吗？骑士拔剑走向我。

  　私の番だろうか。騎士が剣を抜いて私に歩み寄る。

  

  干脆一刀砍下我的头吧。快点结束这有如地狱的第二人生。

  　一思いに首でも刎ねてくれ。早くこの地獄のような第二の生を終わらせてくれ。

  

  

  正当我这么想的时候，看见有人从群众中拨开人潮，急忙跑向我这边。

  　そう思っていた時、群衆の中をかき分けて誰かが此方に急ぎ駆け寄ってくるのが見えた。

  

  

  「……蕾梅。」

  「……レイメさん」

  

  

  蕾梅推开人群，露出拼死的表情冲上台，像是要保护我般紧紧抱住我。

  　レイメは人を押しのけ、決死の表情で壇上に駆けあがると、騎士から私を庇うように抱きしめてくれた。

  

  她的身体散发出酸甜的香气。应该是从工作的地方偷溜出来的吧。大概是男客人告诉她的，大概是这样吧。

  　彼女の体からは甘く酸っぱい香りがした。仕事を抜けて来たのだろう。おそらく客の男から聞いたとか、そんな所ではないか。

  

  蕾梅抱着我，转头看向奥塔纳伯爵。

  　レイメは私を抱きながら、アウタナ伯へと顔を向けた。

  

  

  「奥图纳伯爵！这孩子是我的女儿……如果要这样对待她，也请同样对待我……」

  「アウタナ伯！　この子は私の娘です……この子にこんな仕打ちをするのであれば、私にも同様になさってください……」

  

  

  奥图纳伯爵对蕾依的视线感到狼狈。奥图纳伯爵果然没有完全舍弃对蕾依的感情，因此无法当场处罚蕾依。

  　アウタナ伯はレイメの視線に狼狽する。やはりアウタナ伯はレイメへの思いが捨てきれていないのは明白だったから、この場でレイメを処罰することはできそうにない。

  

  蕾依似乎也明白这点，瞪着不知所措的奥图纳伯爵的眼睛。

  　レイメもそれをわかっているのか、おろおろするアウタナ伯の目を睨む。

  

  

  「我们离开这座城市，这样您就满意了吧。」

  「私たちは、この街を出ていきます。それで満足でしょう」

  

  

  奥图纳伯爵想阻止这句话，却被夫人打断。

  　その言葉にアウタナ伯は止めようとしたが、夫人によって遮られた。

  

  夫人用扇子遮住嘴巴，用半月形的上吊眼俯视蕾依说道：

  　夫人は扇子を口元に当てながら、半月状に釣り上げた目でレイメを見下ろして言う。

  

  

  「肮脏的偷腥猫。沦落为娼妇的你，哪里都去吧！最好死在路边！啊哈哈哈哈！」

  「薄汚い泥棒猫め。娼婦に身を落としたお前など、どこへなりともお行きなさい！　行って野垂れ死ぬがよいのです！　アハハハハ！」

  

  

  在夫人的笑声中，蕾依解开绑住我脚的绳子，拉着我的手走下讲台。

  　夫人の笑い声が響く中、私の足に結ばれた縄を解いたレイメは私の手を引いて壇上を降りる。

  

  民众的喧嚣瞬间安静下来，在蕾依面前让出一条路。

  　民衆の喧騒は一瞬静まり返り、レイメの前に道を開けていく。

  

  蕾依带着恶魔般的容貌、身心受重伤的我，带着坚定的决心与觉悟，拨开民众前进。

  　悪魔の相と、心身に深い傷を負わされた私を連れるレイメは、確固たる決意と覚悟を持って民衆をかき分け進む。

  

  我被她拉着，跟在她身后。我已经无所谓了。反正被赶出城市后也活不久。

  　私は手を引かれるままに後をついていく。もうどうにでもなればいい。街を追われればどうせ長くはない。

  

  好想快点结束。

  　早く、終わりたい。

  

  

  

 
  ＃６　母さん

  ＃6　妈妈

  　

  

  

  

  

  离开城镇的我们没有目的地，雷梅说至少要抵达某个聚落，所以我们不断走着。

  　街を出た私たちは、行く当てもなく、せめてどこかの集落なりに辿り着ければとレイメが言ったのもあってただただ歩き続けた。

  

  没有食物，我们吃着路边的杂草，勉强填饱肚子。

  　食料もなく、道端の雑草を食べたりして何とか飢えをしのいだ。

  

  某天雷梅抓了鸟回来，让我大吃一惊。她应该没有道具和狩猎经验，到底是怎么抓到的？我心中浮现淡淡的疑问，但什么也没说，吃下她给我的小鸟。

  　ある時レイメが鳥を捕えて来たので驚いた。道具や狩りの経験もないはずの彼女がどうやって。淡い疑問は抱いたが、私は何も言えずに与えられた小鳥を食べた。

  

  几天后，她说要在天黑前找安全的地方休息，还没到傍晚，雷梅就让我在平原的岩石后方睡觉，然后又晃来晃去地消失了。醒来的我，不知为何跟在她后面，结果在附近的森林入口听见歌声。

  　後日、夜になる前に安全な場所で休もうと言うことで、夕暮れにも差し掛からないうちにレイメは私を平野の岩陰で寝かしつけた後、またふらっといなくなった。目が覚めていた私はなぜかその時ふらりと彼女の後をつけていった。すると、近くの森の入り口で歌声が聞こえた。

  

  是雷梅。雷梅哼着优美的歌声，周围聚集了从森林里出来的小动物和小鸟。我一瞬间冻结的心，也差点听入迷。

  　レイメだ。レイメは美しい歌声を口ずさんでいた。その周囲には森から出て来た小動物や、小鳥たちが集まっていた。私も一瞬凍った心でその声に聞き惚れんばかりであった。

  

  小鸟们停在雷梅的手臂和肩膀上，配合雷梅的歌声鸣叫，简直就像女神一样。然而——

  　小鳥たちはレイメの腕や肩に留まり、レイメの歌声に合わせて囀っている。まるで女神のような有様だった。しかし。

  

  突然间，蕾依的手缓缓移动，一把抓住停在她肩上的小鸟。动物们慌忙逃窜，被抓住的小鸟被蕾依的手指掐住喉咙，就此断气。

  　唐突にレイメが手をゆるりと動かすと、肩に留まっていた小鳥を鷲掴みにした。動物たちは慌てて逃げ出していく。捕えられた小鳥は、レイメの指で喉を潰されて息絶えた。

  

  就连我也反射性地看向蕾依的脸，发现她的脸颊上流下大颗的泪珠。

  　さしもの私も反射的にレイメの顔を見れば、その頬からは、大粒の涙が零れていた。

  

  蕾依是边哭边抓来听她唱歌的小鸟。

  　レイメはその歌声を聞きにやってきた小鳥を、泣きながら捕えていたのだ。

  

  这就是她确保粮食的真相。

  　食糧確保の真相がこれだ。

  

  

  「对不起，对不起……」

  「ごめんね、ごめんね……」

  

  

  蕾依将化为尸骸的小鸟抱在胸前，不断流泪道歉。

  　レイメは骸となった小鳥を胸に抱き、何度も涙を流しながら謝罪した。

  

  当我得知心地善良的她为了让我活下去而做出这种事时，感觉胸口有点痛。

  　心優しい彼女が、私を生かすためにそのような事をしていると知った時には、少しだけ胸が痛んだような気がする。

  

  明明她没必要为了我做到这种地步。

  　私のためにそこまでする必要はないのに。

  

  

  就这样不知走了几天。

  　そうして何日歩いたか。

  

  虚弱的妇孺脚程慢，我们始终无法抵达聚落，也找不到安全的地方。就在太阳下山、夜幕低垂，开始下起雨来的时候。

  　弱った女子供の足では一向に集落にはたどり着けず、安全な場所も見つけられず。日は暮れて夜の帳が落ちたころ、雨の降りだした矢先の事だった。

  

  蕾依比我先撑不住了。因为她几乎把所有食物都给我吃。我甚至放弃思考，不管蕾依给我什么，我都吃进嘴里。我并没有特别想什么，只是机械性地咀嚼。

  　私よりも先に、レイメに限界が来た。レイメは食料の殆どを私に与えていたのだ。私は思考すら半ば放棄していたから、レイメから与えられたものは何でも口に入れていた。特に何を思うでもなく、機械的に咀嚼していた。

  

  我想起她看着我，露出满足的微笑。明明她已经好几天没有进食了。

  　そんな私を見て満足そうに微笑んでいたのを思い出す。彼女はもう何日も何も口にしていなかったのに。

  

  我跑到倒下的蕾梅身边，握住她的手。我握着她的手，弯下腰把脸凑近她的脸。

  　倒れたレイメに駆け寄ると、手を握られた。握られた手のままに屈んで彼女の顔に顔を近づける。

  

  蕾梅用手触摸我的脸颊。这时我才发现，有并非雨水的水滴沿着我的脸颊滑落。

  　レイメは私の頬に手を触れた。そこで私は気づいた。雨の雫によるものではない水滴が頬を伝っている。

  

  没错。这是从我身上流出的水滴。我将自己的手叠在她触摸我的手掌上，这才发现自己的眼睛流下泪水。

  　そうだ。これは私から流れ出たモノだ。触れられた掌に重ねるように自分の手をやって初めて私は自分の目から涙が零れていることに気付いた。

  

  

  「啊……呜啊……妈妈……」

  「ぁ……ぅあ……かあ、さん……っ」

  

  

  我不禁如此说道。

  　私は思わずそう言っていた。

  

  蕾梅听到这句话，眯起眼睛，露出笑容。

  　レイメはそれを聞いて目を細め、笑顔を見せた。

  

  

  「你终于……呵呵……你终于愿意叫我妈妈了。」

  「やっと、ふふ……やっと、こんな私を母と呼んでくれたのね」

  

  

  没错。我至今从未叫过她妈妈。我无法称呼她为妈妈。

  　そう。今までただの一度も呼んだことはなかった。彼女を、母とは、呼べなかったのだ。

  

  然而，到了这个时候，从我口中自然说出的话语，是女儿思念她的真心吗？

  　だのに、こんな時になって、あまりにも自然に口から出た言葉は、彼女を思う娘の真心だったのだろうか。

  

  我用颤抖的手，握住母亲放在我脸颊上的手。我感觉到原本冻结的心，逐渐被悲伤、后悔，以及愤怒所填满。

  　震える手で私は、私の頬に添えられた母の手を握る。凍っていた心が悲しみと後悔、そして怒りに塗れていくのが分かる。

  

  

  「不……不要……妈妈，你不要死……」

  「や……嫌だ……母さん、死なないで、くれ……」

  

  

  我再也止不住流出的泪水，只能握着蕾梅的手。

  　私はもはや流れ出る涙を止めることもできずにただレイメの手を握る。

  

  看到这样的我，蕾依对我露出温柔的笑容，用沙哑的声音说：

  　そんな私を見たレイメは、私にあの優しい笑顔を投げかけ、かすれた声で言った。

  

  

  「克莱儿，我……心爱的孩子……这次……请你、请你……一定要活下去。」

  「ココット、私の……愛しい子……。今度こそ……どうか、どうか……生きて」

  

  

  说完这句话后，原本触碰我脸颊的手失去力气，掉落地面。

  　そのセリフを最後に、私の頬に触れていた手は力を失い地面へと落ちた。

  

  她双眼直视着我，就此断气。

  　彼女はその瞳を私に向けたまま、事切れた。

  

  

  「……啊。」

  「……ぁ」

  

  

  瞬间，我感觉到无法压抑的感情从内心满溢而出。那感情冲上喉咙，从太过狭窄的嘴巴溢出，化为呜咽声滴落。

  　瞬間、私は胸の内から抑えきれない感情があふれてくるのを感じる。喉を駆け上がり、噴き出すにはあまりにも狭い口からは、嗚咽となって零れ落ちる。

  

  

  「啊啊……啊啊……为什么，蕾依……妈妈……」

  「あぁ……あぁ……なんで、レイメ……母さ……」

  

  

  我感觉到自己至今冻结的感情随着话语一口气喷发出来。

  　私は言葉と共に自分が今まで凍らせてきた感情がどっと噴き出すのを感じる。

  

  每喊出一句话，胸口就变得越来越热，热到喉咙哽咽。

  　言葉にしてわめくたびに、胸の中が熱くなっていき、喉が詰まるほど。

  

  

  「啊啊、啊啊啊……啊『啊啊啊～～～啊呜』啊啊啊啊啊啊！」

  「ああ、あああ……ぁ”あぁあ～～～、ぁう”あぁあああぁッ」

  

  

  我无法承受急遽涌现的感情浊流，跪倒在地后，用额头不断撞击地面。

  　私は急激な感情の濁流に耐えられず、ひざを折った後に地面へ何度も自分の額を打ち付けた。

  

  我发出沙哑的呜咽声，同时用不成言语的声音，一次又一次地呐喊从喉咙深处涌出的激情。

  　喉奥から湧き上がる激情を掠れた嗚咽にしながら言葉にならない声を上げ。何度も、何度も。

  

  

  「啊呜呜……那座城镇的人类、领主们！都是令人作呕的脏东西！比屎还不如的混账东西！如果把这种残酷说成是神的旨意，那……是要我怎么办啊！」

  「あうう……あの街の人間たちは、領主どもは！　反吐が出るほどの汚物だ！　クソ以下のクソッタレだっ！　この残酷を与えたのが神だと言うなら、私に……どうしろというんだ！」

  

  

  不知不觉间，我的额头流血，传来阵阵刺痛，但我毫不在意地继续撞地。干脆撞破算了。

  　いつしか額からは血が流れ、じんじんとした痛みを発したが、構わず打ち付け続ける。いっそ割れてしまえ。

  

  

  「把妈妈还给我……」

  「母さんを、返してくれ……」

  

  

  我始终没有抬起头，只是让额头贴着地面。

  　私はついぞ頭を上げることもせずただただ額を地面に付けるのみ。

  

  

  「神啊！祢让我转世成这副身体，就是为了让我尝到这种痛苦……让我看到这种景象吗！」

  「こんな、こんな思いをするために……こんなものを見せるために私をこの体で生まれ変わらせたのか、神よッ！」

  

  

  如果神让我重生，是为了让我看到这种结局，那未免太残酷了。如果我生前只是随波逐流，死得毫无意义，那让我转世到这个世界又有什么意义？

  　こんな結末を見せるために私に第二の生を与えたというのであれば、有り余る残酷。惰性に生き、無意味に死んだ私に与えられたのがこの世界ならば。

  

  这就是神给我的惩罚吗？这就是我必须承受的地狱吗？就为了这种事？就为了这种事，她就被杀了？

  　これが神が私に与えた罰だというのか。世界が私を咎める地獄だというのか。そんなもの。そんなもののために。私の為に、彼女は殺されたというのか。

  

  在这样的世界里，唯一让我感到安心的温柔又可怜的雷米，被奥达纳的人们逼到死亡，他们的丑陋。还有生来就拥有恶魔之相，让雷米愿意牺牲奉献的我。还有让我带着前世记忆转世的神。

  　こんな世界で唯一心許した優しく哀れなレイメを死に追いやったアウタナの人間達の醜悪さ。そしてレイメの献身の所以たる、悪魔の相などという物を持って生まれた私自身。そして私を前世の記憶そのままに転生させた神よ。

  

  这一切的一切都让我憎恨。憎恨到好痛苦。

  　全て、全てが憎らしい。憎すぎて苦しい。

  

  头好痛。胸口好闷。呼吸中断。

  　頭が痛い。胸が苦しい。息が途切れる。

  

  我胡乱抓着一头白发，泪水沾湿脸颊。

  　白い髪を乱雑に掻き毟りながら溢れる涙で頬を濡らす。

  

  就是这头白发、这双眼睛夺走了雷米。就为了这种东西，人类夺走了雷米。

  　この髪が、この瞳が私からレイメを奪った。こんなものの為に、人間どもは私からレイメを奪った。

  

  我是恶魔。我是恶魔啊。杀了我。杀了我吧。让我死吧。

  　悪魔だ。私は悪魔なんだ。殺せ。殺してくれ。死なせてくれ。

  

  

  但是，她最后的话语。她的愿望。既然如此，我究竟该如何是好？

  　だが、彼女の最後の言葉は。彼女の望みは。それならば、私は、一体どうすれば。

  

  

  「呜啊啊……啊啊呜呜……」

  「うぁあ……ぁぁうう……」

  

  

  我只能一味地呜咽。

  　私はただただ嗚咽した。

  

  

  

  

  这时，雨突然停了。我抬起一直摩擦地面的头，仰望天空。

  　と、ふと雨が止んだ。私は地面にこすりつけていた頭を持ち上げ、空を仰ぎ見る。

  

  然而映入眼帘的并非混浊的夜空，而是宛如夜晚的黑暗本身穿着衣服……那样的存在。

  　しかして視界に映ったのは淀んだ夜空ではなく、夜の闇そのものが服を着ているような……そんな存在だった。

  

  

  「恶魔……」

  「悪魔……」

  

  

  我一眼就理解了。虽然有着类似人类的外貌，但绝非人类。

  　私は一目で理解した。人に似た姿をしているが決して人ではない。

  

  没错。这是名为魔族的存在。

  　そうだ。これは、魔族というモノだ、と。

  

  雨没有停。只是被站在我眼前的这个魔族遮住了。

  　雨は止んだのではなかった。私の目の前に立ったこの魔族に遮られていただけだったのだ。

  

  他穿着类似我前世某高贵贵族的正装，同时也有着让人联想到军服的黑色装束，身体看起来是超过一百八十公分的高大男性，但有着长长的耳朵。金发与眼镜，端正的五官，其样貌甚至可以用可怕又美丽来形容。乍看之下只是个美男子，但他的手掌略大且漆黑，锐利的爪子闪闪发光，模样十分异样，再加上从腰间伸出的尾巴，明显让人感受到他并非人类。

  　私の前世のどこぞの高貴な貴族正装めいた、どこか軍服を思わせる意匠もある黒い装束を纏う体は180㎝を越える長身の男性に見えるが、長く伸びた耳。ブロンドの髪と眼鏡、整った顔立ちという様相は恐ろしくも美しいさえと形容できる。一見ただの美男であるが、その掌がやや大きく黒々としており鋭利な爪が光っている異形なことや、腰から伸びる尾等、明らかに人ではないことをこれでもかと感じられた。

  

  他细长的眼眸闪耀着红色光辉。和我一样。

  　その切れ長の瞳は、赤く輝いていた。私と、同じように。

  

  这次就感谢前世进化后的技术吧。多亏在电影和动画看过许多次的生物，让我对眼前的魔族男子产生奇妙的不真实感，才没有感到害怕。

  　今回ばかりは前世の進化した技術に感謝しよう。さんざん映画やアニメで見たクリーチャーのおかげで耐性がついたか、目の前の魔族の男は、妙に現実感がなく感じて、恐れを抱かずに済んだ。

  

  

  「……人类的小孩啊。」

  「……ヒトの子か」

  

  

  魔族男子开口说话。他低头直直地俯视我。

  　魔族の男が口を開いた。まっすぐに私を見下ろしている。

  

  人类和魔族长久以来处于敌对关系。双方处于战争状态。看见欧达纳镇上的人类，就能明白他们对魔族的敌意。而魔族应该也一样，所以我应该不会平安无事。

  　人間と魔族は敵対関係にあって久しい。戦争中の間柄。アウタナの街の人間を見れば、魔族への敵対心はわかる。そして魔族側でも同じことが言えるはずであるから、私はただでは済まないはずだ。

  

  

  「你为什么在哭？」

  「なぜ泣いていた」

  

  

  什么？

  　なに？

  

  我怀疑自己听错了。我确实哭肿双眼，嘴里还吐出怨言，但由魔族男子口中说出这句话，实在令人感到不可思议。

  　私は耳を疑った。確かに私は泣きはらしながら恨み言を吐き出していたが、魔族の男の口から出た言葉としてはいやに不思議なものだった。

  

  

  男子移动视线，看向现在依然睁着眼睛断气的蕾宓。」

  　男は視線を動かし、今だ瞼を開いたまま事切れているレイメを見やった。

  

  

  「……是母亲啊。」

  「……母親か」

  

  「！」

  「ッ！」

  

  

  为什么呢？魔族男子对蕾宓一瞬间露出怜悯的视线。我一看到那个视线，就莫名感到火大。

  　なぜだろう。魔族の男がレイメに一瞬見せた憐みの視線。それを見た途端私は無性に腹が立った。

  

  我整个人趴在蕾宓身上，遮住魔族的视线，然后大喊。

  　私はレイメに覆い被さるようにして魔族の視線を遮ると、叫んだ。

  

  

  「不准看！」

  「見るなっ！」

  

  

  我用含着怒气的泪湿红眼瞪着魔族。

  　怒気を含んだ涙で濡れる赤い瞳で魔族を睨む。

  

  

  「不准看她！不准用那种怜悯的眼神……看妈妈！妈妈没有做错任何事……她没有做任何需要被怜悯的事！」

  「彼女を見るなっ！　そんな、憐れむような眼で……母さんを見るな！　母さんは何にも悪くない……憐れまれるような事など、何一つしていない！」

  

  

  她没有理由被别人用怜悯的眼神看待。她是清纯又温柔的人，没有做任何坏事。正因为明白这点，我才不想被别人的怜悯玷污。

  　憐みの視線なんか向けられる謂れはない。彼女は清らかで優しい人だ。何も悪い事などしていない。そう分かっているから、他人の憐みなんかで汚されたくなかった。

  

  魔族男性看到我激动的模样，瞬间露出惊讶的表情，但立刻又狠狠瞪着我。

  　魔族の男は私の剣幕に一瞬驚いたような顔をしたが、すぐにじろりと私を見やった。

  

  啊，这下死定了。

  　ああ、これは、死ぬな。

  

  我不过是个十二岁的小女孩，不可能与魔族战斗，只是个弱小的存在。

  　12歳の小柄な幼女に過ぎない私に魔族と戦う術などない。ただのか弱い存在だ。

  

  但是，只有蕾梅。至少让蕾梅死得安详，我不想再让她被任何人玷污。

  　だが、レイメだけは。レイメの死くらいはせめて安らかに。これ以上彼女は誰にも汚させたくない。

  

  

  「真令人惊讶，你打算与我为敌吗？」

  「驚いた。私に立ち向かうというのか？」

  

  「我怎么可能……与你为敌……但是，我恨得不得了……恨一切！但是……她在最后要我活下去……那么我……！」

  「立ち向かえるわけ、ない……だが、私は憎くて仕方がない……全てが！　だけど……彼女は最後に私に生きろと言った……なら私は……！」

  

  

  那么我无论如何都必须活下去。

  　ならば私は何が何でも生きなくてはならない。

  

  

  听到我这番已经可以说是支离破碎的话，魔族男性露出讶异的表情，然后蹲下来窥视我的脸。

  　もはや支離滅裂ともいえる私の言葉に、魔族の男は訝しむような表情をした後、屈み込むようにして私の顔を覗き込んだ。

  

  我绷紧身体，心想怎么能被杀。我在心中咬紧牙关，无论眼前的男人拥有怎样的异能，我都要挣扎。

  　私はぐっと身構える。殺されてなるものか。心の中で歯を食いしばる。目の前の男がどんな異能だとて、足掻いてやる。

  

  

  「……没想到如此年幼的孩子，竟然会堕落到如此憎恶的地步。是战争，还是我们和那些家伙？我原本是打算来视察的……」

  「……このような小さき子を、よもや此処まで憎悪に堕とすとは。戦争か、あるいは我らか奴らか。視察のつもりだったが……」

  

  

  魔族男子的语气十分温柔。他将异形的手放到我的头上，轻轻抚摸。

  　魔族の男の声色は、優しかった。私の頭にその異形の手をのせ、撫でたのだ。

  

  我瞪大双眼。为什么？用那只魔手掐死我明明易如反掌。为什么不这么做？我无法理解。

  　私は目を丸くした。なぜだ。その魔の手で私を縊り殺すなど容易だろうに。なぜしない。理解できない。

  

  男子将手从我的头上移开，对目瞪口呆的我说：

  　男は私の頭から手を離すと、呆気にとられた顔の私に言った。

  

  

  「你说过你必须活下去吧？继续被弃置在这里，你就会死。如果你选择跟我走，或许就能得到活下去的机会。」

  「生きなくてはといったな。このままここに捨て置かれれば君は死ぬ。私と共に来る事を選ぶのなら、君次第で生を得られるかもしれない」

  

  

  我的眼睛惊讶地睁大。

  　私の目は驚くべき程に見開かれた。

  

  因为我没想到他会对我提出这种邀约。待在贵族宅邸时，我看过的书本全都描写着丑恶又残酷的魔族。而且，我从女佣们的谈话中得知战况，听说某个骑士团全员被杀，只有头颅被漂亮地带走，某个村庄被烧毁，女性被带走当作苗床，我总是听到这种事。

  　よもやそんな誘いの言葉を投げかけられるとは思っていなかったからだ。貴族屋敷にいた頃は、読む本すべてに醜悪にして残酷な魔族について綴られていた。そして女中たちの話で戦況を耳にすれば、やれどこかの騎士団が全員皆殺しにされ、その首だけがきれいに持ち去られていただとか、ある村が焼かれ女たちは連れ去られ苗床にされているだとか、そんな話ばかり耳にしていたから。

  

  

  「你要怎么做？」

  「どうする？」

  

  「什、么……」

  「な、にを……」

  

  「快决定。」

  「決めたまえ」

  

  

  眼前的男子对我宣告选项。虽然他的话很简短，但我理解到那是最终通牒。

  　目の前の男は私に選択肢を言い渡した。短い言葉だったが、それが最終通告だと理解した。

  

  面对用红色眼眸凝视我的男人，我摇曳着红色眼眸思考。

  　赤き瞳でじっと見つめてくる男に、私は赤い瞳を揺らして考えた。

  

  ……如同男人所说，就算我现在被放过，大概也活不了多久。

  　……男の言う通り、私はここで見逃されたとしても長くは生きられないだろう。

  

  那样不行。我会违背蕾梅的教诲。无论如何，我都必须活下去。

  　それはだめだ。レイメの言葉に背いてしまう。何が何でも、生きなくてはならない。

  

  既然如此，答案只有一个。事到如今，我哪能选择手段。

  　だとすれば、答えなど決まっている。手段など、この際選んでいられるか。

  

  

  「……拜托。」

  「……さい」

  

  

  我对着眼前的魔族挤出话语。

  　私は、眼前の魔族へ向けて言葉を絞り出す。

  

  

  「请让我……跟你……一起走。」

  「貴方と……行かせて……ください」

  

  

  我做出了选择。

  　私は、選択した。

  

  

  因为惊讶而冷静下来的思考，让我想起立场上被选择的自己该用什么语气说话。不管形式为何，这个男人都握有我的性命。最好别用不恰当的语气说话。

  　驚きで冷静になった思考は選ばされる立場の私に適切な言葉遣いを思い出させる。どういう形であれこの男は私の命を握る。下手な言葉遣いはしないほうが良い。

  

  魔族男性点头后，缓缓用手环住我的身体，将我抱起。与此同时，他的背后长出漆黑的翅膀，然后张开。

  　魔族の男は頷くと、ゆっくり私の体に手をまわし、抱えた。それと同時に男の背中から黒々とした翼が生え、開く。

  

  我只能任凭摆布，在被抱起的同时伸手环住他的身体。因为总觉得会飞起来。

  　私は最早為されるがままにし、抱えられると同時にその体に手を回す。なんとなく、飛ぶ気がしたから。

  

  魔族男性如同预料大大张开翅膀后，静静地吐气，把手伸向眼底的蕾梅遗体。

  　と、魔族の男が予想通り翼を大きく広げた後、静かに息を吐いて、眼下のレイメの亡骸に手を翳した。

  

  在我问「什么」之前，他的手掌就溢出紫色的光芒，包覆雷米的身体。之后，手掌的光芒瞬间增强到让人睁不开眼睛，我看见他用拇指和食指捏着的红紫色宝石。

  　何を、と私が言う前に、その手のひらから紫色の光があふれ、レイメの体を包む。その後、手のひらの光が一瞬目を開けていられないほどに輝きを増した後、私は男の親指と人差し指につままれた赤紫色の宝石を目にした。

  

  

  「这是你母亲制造出来的魔石。不对，因为是来自人类，应该称为圣石。我们魔族没有人类那样的埋葬文化。死去的亡骸会从生命的残渣中产生石头，守护后人。」

  「これは、君の母から作り出した魔石だ。いや、ヒト由来であるから、聖石と呼ぶべきか。我々魔族に人のような埋葬の文化はない。死した亡骸はその命の残滓から石を生み出し、後に残る者を守る」

  

  

  男人说完，让我握住那颗石头。我曾经听说过，人类打倒魔族后会从魔族身上取出魔石，借此获得功绩。视情况而定，甚至会以高价交易。听到这种由来，甚至让我觉得这是蛮族的行径。

  　そういって男は私にその石を握らせた。聞いた事がある。魔族を倒した人間はその体から取り出した魔石で功績を図る。場合によっては高値で取引すらされると。こんな由来を聞けばそれすら蛮族の所業にすら感じる。

  

  这个魔族恐怕是用他的力量从雷米身上产生出石头吧。就像魔族一样。

  　おそらくこの魔族はその力でレイメから石を生み出したのだろう。魔族と同じように。

  

  我突然看向下方，雷米的亡骸变成细沙。」

  　ふと眼下を見れば、レイメの亡骸はさらさらと白い砂となっていった。

  

  

  「啊……」

  「っあ……」

  

  

  心爱的人的亡骸崩坏，我一瞬间差点发出惨叫，但我从握在手中的红紫色圣石感受到雷米的温暖，我理解到这颗石头正是雷米的墓碑。

  　愛する人の亡骸の崩壊に一瞬悲鳴のような声を上げそうになったが、手に握られた赤紫色の聖石から、仄かにレイメの温かさを感じ、私は理解した。この石こそ、レイメの墓標なのだ、と。

  

  这正是葬礼。从前世开始就和神一样不相信灵魂的我，现在这个瞬间，深切地希望雷梅身体的污秽得到净化，其灵魂能够安息。

  　これは、即ち葬式。前世から神と同じく魂すら信じていなかった私が、今この瞬間は、レイメの体の穢れが浄化され、その魂が安らかなることを切に願った。

  

  我用力握紧石头，眺望着堪称雷梅骨灰的白沙在风雨中散去。

  　私は、石を強く握りしめ、レイメの遺灰と言える白き砂が風雨の中散ってゆくのを眺めていた。

  

  然后，等那些沙完全散去后，魔族男性抱着我在雨中的黑夜中起飞。

  　そして、完全にその砂が散ってから、魔族の男は私を抱えて雨降る闇夜の中飛び立った。

  

  

  

 
  ＃７　悪意の産声

  ＃7　带着恶意的诞生哭声

  　

  

  

  这是什么？到底是什么状况？

  　なんだこれは。なんなのだ一体。

  

  被魔族男性带来的我，待在一间豪华的大厅。

  　魔族の男に連れられた私は、豪奢な広間に居た。

  

  然后视线前方，有个坐在符合豪华大厅的昂贵椅子上，正在桌前阅读书籍的男性。

  　そして視線の先には、豪奢な広間にふさわしいこれまた高そうな椅子に腰かけ、テーブルに広がる書物にペンを走らせる男がいた。

  

  那个男人散发出比把我带来的魔族还要高出数倍的非比寻常气息。

  　あの男からは、私を運んだ魔族よりも数段上の尋常ではないオーラが醸されている。

  

  站在我身旁的男性，向坐在椅子上的男性行了一礼。

  　私の隣に立つ男は、その椅子に腰かける男へお辞儀をした。

  

  

  「属下回来了，魔王大人。」

  「戻りましてございます、魔王様」

  

  

  魔王，是叫魔王吗？

  　魔王、魔王といったか。

  

  那股非比寻常的气息确实不寻常，但我现在是在和魔王面对面吗？

  　確かにあのただならぬ気配は並ではないが、私は今魔王と対面しているというのか。

  

  魔族之王。连名字都不清楚，但拥有压倒性的力量，与人类长年处于战争状态的敌人首领。我似乎被带到不得了的对象面前。

  　魔族の王。名前さえ不明でありその力は圧倒的とされる、人類と長年戦争状態にある敵の親玉ということだ。私はとんでもない相手の前に連れて来られたらしい。

  

  魔王有着黑色长发，服装和把我带来的男性类似，但装饰较多，还有细长的眼睛和红色的眼睛。虽然看起来很年轻，但无法从外表判断年龄。听说魔族相当长寿。

  　黒く長い髪、私を連れてきた男の装束と似た装いだが装飾の多い衣装、切れ長の瞳と、赤い瞳。若く見えるが、年齢は外見からでは判断できないだろう。魔族はかなり長命だと聞いている。

  

  我吞了口口水，魔王停止在书籍上写字，将视线往上移。

  　ごくりと唾を飲んでいると、魔王が書物に走らせるペンの動きを止め、視線を上にあげた。

  

  

  「你回来啦，艾库罗。」

  「戻ったか、エルクーロ」

  

  「是。」

  「はっ」

  

  「你亲自去视察有收获吗？」

  「貴様自ら視察に出向いた甲斐はあったか？」

  

  

  带我来的魔族男子……艾尔克罗深深鞠躬后说道：

  　私を連れてきた魔族の男……エルクーロは改めて深くお辞儀をした後に語る。

  

  

  「人族的城镇奥图娜，城塞都市之名并非浪得虚名。被层层可恨的墙壁包围，难以攻陷。不过居民们似乎因为宴会而松懈，现在正是进攻的好时机。」

  「あの人族の街アウタナ、城塞都市の名は伊達ではありません。堆き忌々しい壁に囲まれ落とすに難く。しかして住人達は宴にて気を抜いている様子。攻めるなら今かと」

  

  「嗯。」

  「ふむ」

  

  

  魔王用手指抵着下巴思考。艾尔克罗行了一礼闭上嘴巴。看来是报告完毕了。

  　魔王は顎に指をやり思案する。エルクーロは一礼して口を閉じる。報告を終えたという事か。

  

  根据他的说法，这个叫艾尔克罗的魔族地位似乎相当高，立场上能像这样直接向魔王报告。虽然现在还不清楚他为何会亲自前往那种地方，但似乎是来视察的。

  　話に聞くにこのエルクーロという魔族はなかなか位が高い様子だ。こうして直接魔王に報告をする立場。そんな者がなぜ自らあんな場所にいたかは今だよくわからないが、どうやら視察に来ていたらしい。

  

  然后，视察的内容是要攻陷我长大的可恨城镇奥图娜……

  　そして、視察の内容は私の育った忌々しきアウタナを、攻め落とすとかなんとか……。

  

  

  「然后呢？」

  「それで」

  

  

  魔王探出身子。陷入思考的我因为这个动作看向魔王。我和魔王四目相交。没错，魔王在看我。

  　と、魔王が身を乗り出した。思案していた私はその動きで魔王を見る。魔王と、目が合った。そう、魔王は私を見ていた。

  

  我全身僵硬，手脚有种麻痹的感觉。被蛇盯上的青蛙就是这种状态吧。

  　体が硬直する。手足が痺れる様な感覚。蛇に見込まれた蛙というのはこのような状態を指すのだろう。

  

  魔王从下往上打量我害怕的身体，兴致勃勃地开口：

  　怯える私の体を下から上まで眺めた魔王は興味深そうに口を開く。

  

  

  「嗯，雪白的头发……以及和我们魔族相同的红色眼睛……虽然有听说过，但这是人类中罕见的变异种。」

  「ふむ、白く雪のような髪……そして我々魔族と同じ赤き瞳……話には聞いていたが、稀に生まれるヒトの変異種だと」

  

  「是、是罕见的种族，拥有在人类之间被视为恶魔之相而受到厌恶的容貌。」

  「は、稀に生まれ、ヒトの間では悪魔の相として忌み嫌われる容姿の者です」

  

  「你把那个孩子带回来……是为什么？你应该不喜欢吃人……是打算当成供品给我吗？」

  「その子供を持ち帰ったのは……何故だ？　お前はヒトを食うのは好きではなかった筈だが……私への供物のつもりか？」

  

  

  我听到这句话后，惊讶地看向艾尔克罗。难道说，他是为了吃我才带回来的吗？跟说好的不一样。我……！

  　私はその言葉にぎょっとしてエルクーロを見る。まさか、私を食うために連れてきたというのか。話が違う。私は……！

  

  

  「不，不是那样。」

  「いえ、そうではございません」

  

  「不然是怎样？我尊重有价值的人，但不是那样的人，而且还是人类……对我来说一点用处都没有。」

  「であればなんだ？　私は価値ある者は尊重するがそうでない者、それもヒトなど……まるで用はないのだが」

  

  

  魔王的眼神中带着杀气。我发出「咿」的微弱声音，看向艾尔克罗。

  　魔王の目には殺気が籠っている。私はひっ、と小さく声を出し、エルクーロを見やる。

  

  然而艾尔克罗没有看我，而是目不转睛地盯着魔王。原来是这么回事。必须保障我的安全。

  　しかしエルクーロは私を見ずにじっと魔王に視線を向けていた。そういう事か。私の安全は保障しないと。

  

  我理解了。艾尔克罗真正的意图。换句话说，魔王也是在说「证明你的价值」。一切都要看我怎么做。

  　私は理解した。エルクーロの真意。つまり魔王もこう言っている。価値を示してみろと。すべては私次第というわけか。

  

  不过该怎么办？我的身体还很幼小，不知道魔族会喜欢什么。前世的知识应该也派不上用场。毕竟我并不是博学多闻，只是个普通的社畜。

  　しかしどうする。私は幼い体だし、魔族が喜ぶようなことなど知らない。前世の知識だろうが役に立つとは思えない。別段物知りでもなんでもないただの社畜だったのだから。

  

  然而，如果在这里停下脚步，等待我的只有死亡。这样不好。蕾梅说过，无论如何都要活下去。

  　だがここで止まっては待つのは死だろう。それはよくない。レイメに言われたのだ。何としても生きる。

  

  我握紧雷米的圣石拼命思考。该怎么办才好？我想要什么？

  　私はレイメの聖石を握りしめると必死に案を巡らす。どうすればいい、何を求める。

  

  该怎么做才能引起眼前这个压倒性存在的兴趣？

  　どうすれば眼前のこの圧倒的な存在の興味を惹ける。

  

  我绞尽脑汁。沉默持续了几秒钟。这段时间感觉起来就像永远一样漫长。

  　私はぐるぐると思案した。ものの数秒程の沈黙。私はそれが永遠にも感じられた。

  

  

  

  不过，我突然……想到一个好主意。

  　しかしてふと、私は……ちょうどいい案を思いついた。

  

  啊，原来如此。只要这么做就行了。

  　ああ、そうか。そうすればいいんだ。

  

  什么嘛，这很简单啊。对啊，这样就一石二鸟了。姑且不论方法，这应该是最好的提案。

  　なんだ、簡単じゃないか。そうか、それなら一石二鳥だ。方法はともかく案としては最善だ。

  

  

  「……我有一个提议。」

  「……ひとつ、ございます」

  

  

  我对魔王这么说。

  　私は魔王にそう言った。

  

  魔王双手抱胸，说了声「哦？」等待我继续说下去。

  　魔王はほう、と言って腕を組み、私の言葉を待った。

  

  

  「请看我攻陷……攻陷奥达那吧。」

  「あの街を……アウタナの街を、落として御覧に入れましょう」

  

  

  听到我这么说，魔王哼笑一声。艾库罗也首次露出有点惊讶的表情看着我。

  　その私の言葉に魔王はにやりと笑って鼻を鳴らした。エルクーロもそこで初めて私を見て少し驚いたような顔をしている。

  

  不过，这是最好的方法。如果顺利，我也会得到好处。也就是让奥达那那群混账见识一下。

  　だが、これが一番いい。うまくいけば、私にもメリットがある。すなわち、あのクソッタレなアウタナの連中に眼にもの見せてやる。

  

  这就是我的复仇。虽然魔王要我活下去，但我无法什么都不做，悠悠哉哉地活下去。既然要活，我就要连雷米的份一起出人头地，获得幸福。那些障碍全都是敌人。

  　それが私の復讐だ。生きよと言われたが、何もせずのうのうと生きてなどいられない。どうせならレイメの分まで成り上がり、幸せになる。その障害は全て敵だ。

  

  为此，我必须拉拢魔族。所以，我打算让奥土纳的那些人成为我的见面礼，牺牲他们。

  　そのためにも、魔族に取り入る必要がある。だからアウタナの連中にはその手土産として犠牲になってもらう。

  

  

  「我有办法确实攻陷那座城镇。详细内容我之后再跟您报告，但那座城镇并非铜墙铁壁。」

  「私ならばあの街を確実に落とせます。詳しくは追ってお話致しますが、あの街とて鉄壁というわけではございません」

  

  

  问题在于魔王会不会接受我的提议。不过，没有根据的话，他也不会相信我。不过，我确信自己有办法攻陷那座城镇。毕竟我可是从那里出身，不可能没待过那座城镇的领主宅邸。

  　問題はこの提案が受け入れられるか、だが。根拠なくしては信用はされまい。最も、私にはあの街を落とせる確信がある。伊達に出身した街であり、その領主たる貴族屋敷に居た訳ではない。

  

  啊，原来如此。我平常无意识地在思考那座城镇的弱点、可趁之机，以及要怎么做才能让那些家伙陷入不幸。我那颗以为已经死去的心，无意识地期盼着那些家伙的破灭。啊啊，我的内心真是肮脏。而如果这个愿望能够实现，那不叫侥幸，又该叫什么呢？

  　ああ、そうか。私は無意識にあの街の弱み、付け入る隙、どうすれば奴らが不幸になるかを日頃から考えていたというのか。死んだと思っていた心の無意識は、奴らの破滅を望んでいたのだ。ああまったく私の心も薄汚いものだ。そしてそれが叶うとすれば、僥倖と呼ばずして何と言おう。

  

  

  「你在笑吗？」

  「笑っておるのか」

  

  

  听到魔王这么说，我停止思考，猛然惊觉，伸手捂住自己的嘴巴。我的嘴角上扬了。

  　魔王の言葉に私は思案を切り上げはっとして自分の口に手を当てる。私の口角は吊り上がっていた。

  

  糟了……！我慌忙用力按压脸颊，心想不该在魔王面前露出这种表情，恢复成严肃的表情。要拉拢魔王，就等于是拉拢上司，是掌握生杀大权的组织领袖。以公司来说，就是社长。

  　しまった……！　慌ててぐいぐいと頬を押し、魔王の前でする表情ではないと真顔に戻す。魔王に取り入るということは、上司になるようなもの。生殺与奪さえ握った組織のトップ。いわば会社でいう社長。

  

  必须谨言慎行，不能失礼。

  　無礼な態度は慎まねばならない。

  

  我原本以为自己搞砸了，但魔王眯起眼睛笑了。

  　しくじったかと思ったが魔王は目を細めて笑っていた。

  

  

  「这样啊，这样啊。你恨人类吗？」

  「そうか、そうか。憎いのか、ヒトが」

  

  

  这句话让我猛然惊觉。恨吗？怎么可能不恨。

  　その言葉にはっとする。憎いか？憎くないわけがない。

  

  我原本还在烦恼该怎么回答，但魔王那仿佛看透一切的眼神，让我觉得不需要掩饰。我决定顺着涌上心头的愤怒，将憎恨化为言语。

  　返答にどうしたものかと思ったが、魔王の私を見透かすような瞳に余計な取り繕いなど不要だろう。私は胸にこみあげてくる怒りのままに、憎悪を言葉にすることに決めた。

  

  

  「……我恨他们。恨到无法忍受。无论是那座城镇的人，还是制造出那种东西的法鲁塔玛雷，甚至是神！请让我做我想做的事！为了这个目的……」

  「……憎い、です。憎くてたまらない。あの街の奴らも、そんなものを生んだファルトマーレも！　神すらも憎い！　私にどうかやらせてください！　その為ならば私は……」

  

  

  我稍微停顿，深呼吸之后，对魔王说道：

  　私は一度言葉を切り、深く深呼吸した後、魔王に向かって言った。

  

  

  「……我很乐意放弃人类的身份。」

  「……喜んで人を辞めましょう」

  

  

  魔王稍微睁大眼睛，然后立刻大笑。

  　それを聞いた魔王は、一度少しだけ目を大きく開けた後に、すぐ大口を開けて大笑いした。

  

  虽然我看不见，但艾尔克罗在看到这一幕后，露出非常惊讶的表情，同时看着我流下冷汗。

  　私には見えなかったが、エルクーロがそれを見てたいそう驚いた顔をしており、そして同時に、私を見て冷や汗を流していた。

  

  

  「哈哈哈哈！我很中意你。小小年纪就怀有如此强烈的憎恨，而且态度和胆识都不像个孩子。好吧。艾尔克罗，让这个人类加入你的军队，然后攻下奥土那。」

  「ハハハハ！　気に入った。その幼い身にそれほどの憎悪。そして子供らしからぬ態度と胆力を気に入った。いいだろう。エルクーロよ。この人間をお前の軍に加えよ。そしてアウタナを落とさせるのだ」

  

  「可是，魔王大人。」

  「しかし魔王様」

  

  「好吧，艾尔克罗。这下有好戏看了。反正要是失败，就当作没有价值的东西喂给半兽人吃。毕竟它们喜欢吃人。」

  「よいだろうエルクーロ。見ものではないか。どうせ失敗すれば価値なきものとしてオークにでも食わせよう。奴らはヒトが好きだからな」

  

  

  我感到毛骨悚然，但还是贯彻毅然的态度。

  　私はぞっとしつつも毅然たる態度を貫く。

  

  失败的话就会没命。就是这么一回事吧。虽然我早就预料到，但实际听到还是很可怕。不过为了生存和复仇，我还是要做。

  　失敗すれば命はない。そういうことだろう。予想はしていたが言葉にされるとやはり恐ろしい。だがやって見せる。私の生存と復讐のため。

  

  

  「你叫什么名字？」

  「貴様、名前は？」

  

  「是……我叫克莱儿。」

  「は……ココットと申します」

  

  

  我模仿艾尔克罗的行礼动作，报上自己的名字。艾尔克罗再次露出惊讶的表情。

  　私はエルクーロのお辞儀を見様見真似しつつ名乗る。エルクーロが驚いた顔をまたしても向けていた。

  

  魔王似乎对我的态度很满意，他深深坐进椅子后说：

  　魔王はその姿勢に気をよくしたか、深く椅子に腰かけながら言った。

  

  

  「克莱儿。我欢迎你加入魔王军。同时，暂时给你将军的阶级。」

  「ココット。貴様を我が魔王軍に迎え入れよう。そして同時に、将軍の階級を一時的に与えよう」

  

  「什么……」

  「なっ……」

  

  

  艾尔克罗惊讶到发出声音。连我也知道，让这种小孩，而且还是人类在魔族的军队里担任将军，根本是疯了。

  　エルクーロが声を上げるほど驚いた。こんな子供に、それも人間に魔族の軍内で将軍階級を与えるなどとは正気ではないことは私にも理解できた。

  

  所以，这是个机会，也是个不逃就必死无疑的绝境。魔王赐给我的军队是我的手下，同时也是监视者。如果我表现不佳，应该会立刻被那支军队折磨至死。魔王看似赐给我军队，实际上却是从我手中夺走。这个名为魔王的人物是个不可思议的人，而且似乎也很狡猾。完全无法预测他的想法。

  　だからこそ、これはチャンスであり、脱しなければ命はない窮地でもある。与えられた軍勢は私の手駒であり、同時に監視だ。うまくやらねば即座に私はその軍勢に嬲り殺されるのだろう。魔王は私に与えたようでいて、私から奪ったのだ。この魔王という者は実に不可思議な人物でありながら、狡猾のようだ。全く予測できない。

  

  我额头冒汗，只说了句「谢谢」。

  　私は額に汗を浮かべながらありがとうございますとだけ言った。

  

  

  「艾尔克罗，这个人就交给你照顾了。记得提供食物和衣服。」

  「エルクーロ、この者の世話は任せたぞ。食事と衣装を与えてやれ」

  

  「遵命……」

  「ははっ……」

  

  

  艾尔克罗以微妙的表情低头回应。

  　エルクーロは微妙な表情のまま首を垂れる。

  

  

  「克莱儿，我原本打算最近就攻下欧塔娜……你打算怎么做？」

  「そしてココット。アウタナ落としは近々行うつもりでいたが……如何にする？」

  

  

  我看着魔王的红色眼睛说：

  　私は魔王に面と向かい、その赤い目を見て言う。

  

  

  「攻、攻下欧塔娜，我打算立刻……在黎明前的黑夜展开行动。」

  「は、アウタナ落としは、この後すぐにでも……夜明け前、闇夜の中で決行したく」

  

  

  作战计划和流程都已经决定好了。我也稍微学习过魔族的知识。

  　作戦も段取りも決まっている。魔族についてはいくらか勉強もした。

  

  欧塔娜的骑士团过于相信那座坚固的城墙。虽然那座城墙很坚固，但魔族至今的进攻方式应该称不上有效。

  　アウタナの騎士団の連中はその強固な城壁を過信している。そしてその城壁は強固だが、これまでの魔族の進撃も有効とは言えない作戦だったのだろう。

  

  既然如此，只要凑齐必要的棋子……

  　だとすれば、必要な手駒が揃いさえすれば。

  

  

  「……因此，为了必要的兵力，希望您能借给我几名魔族的高手。如此一来，我必定会让那座城镇陷入火海。」

  「……つきましては必要な手勢として、いくらか魔族の手練れをお貸しいただきたい。さすれば必ずやあの街を火の海に沈めて御覧に入れます」

  

  

  魔王点头。这代表他下达许可了。或许他觉得这是在表演。

  　魔王は頷いた。許可が出たということだ。見世物のように思っているのかもしれない。

  

  成功的话很好。就算失败，只要我死掉就好——他大概是这么想的吧。不过，我可不想死。不管怎样，重要的是我在此获得许可。

  　成功すればよし。失敗しても私が死ぬだけで良し、くらいに思われているのだろう。だが、死ぬ気はない。なんにせよ、この場の許可を得られたのが重要だ。

  

  我不会死。无论如何都不会。

  　私は死なない。何としてもだ。

  

  总之先突破了。之后……就对那座城镇的混账们复仇。

  　ひと先ずは切り抜けた。後は……あの街のクソ共に復讐を。

  

  

  

 
  ＃８　悪魔となりて

  ＃8　化为恶魔

  　

  

  我享用完艾尔克罗准备的餐点，换好衣服后，走在难以说是宅邸或设施……为了方便就称作魔王城吧……的走廊上。

  　私はエルクーロに用意してもらった食事を頂き、衣装を着替えてこの屋敷とも施設とも言い難い……便宜上魔王城とでもしよう……の廊下を歩いていた。

  

  我因为觉得碍事，所以让艾尔克罗硬逼我洗澡时，顺便把那头惹人厌的白色卷发剪到齐肩。这也有转换心情的含意，而且在感情复苏的现在，那头及腰的乱发实在很碍事。

  　長かった忌々しい癖っ毛の白い髪は、匂うからと無理やり湯浴みをさせられた時のついでに肩口でぶっつりと切った。心機一転の意味合いもあるし、感情が蘇った今、腰まであったぼさぼさの髪は邪魔で仕方なかった。

  

  虽然我一开始对之后端出来的餐点抱持警戒，但战战兢兢地吃了一口后，发现这是转生到这个世界后，吃过最好吃的食物。由于魔族中也有吃人的种族，所以感觉这是为了人类调理的餐点，不过光是这样就已算是破格的待遇。

  　その後出された食事は最初警戒していたものの、恐る恐る口を付ければ、この世界に転生してから食べたどんな食事よりおいしかった。魔族はヒトを食う種もいるから、これは人間向けに調理されている気はしたが、今はそれだけでも破格だ。

  

  据艾尔克罗所言，魔族的饮食基本上和人类差不多。至于吃不吃人则因人而异。真是令人毛骨悚然。

  　エルクーロ曰く、魔族の食事も基本的には人とそう食べるものは変わらないそうだった。ヒトを食うのは好き好きだという。ぞっとしない話だ。

  

  我摸着吃饱的肚子，心想自己上次吃这么饱是什么时候，不禁露出松懈的表情。艾尔克罗见状后，轻咳了一声，我感受到他的视线后，连忙恢复严肃的表情。艾尔克罗见我拼命用手指压着脸颊，恢复成原本的神情后，表示我保持原本的样子就好，但我还是不懂他的意思。

  　膨れた腹を撫でて、こんなにおなか一杯食べたのはいつぶりだろうかと思いながら、ついほこほことした心持ちで気を緩めてしまう。そんな私に咳払いをしたエルクーロの視線を感じて慌てて緩んだ表情を正した。必死に頬を指で押し、真顔に戻る私を見てエルクーロは素のままの方がいいと口にしていたが、意味は解らずじまいだった。

  

  而我被分配到的黑色装束与帽子，令人联想到奇幻风格的军服。毕竟没有尺寸适合我身高的军用服装，所以尺寸有点大也是无可奈何。袖子松垮垮的，简直像僵尸一样。

  　そして与えられた黒い装束と帽子姿という装いは、ファンタジーな軍服を思わせる。如何せん私の身長に見合うサイズの軍用衣装などなかったから、少し丈が大きいが致し方あるまい。袖なんかダボダボ過ぎてキョンシーのようだ。

  

  不过魔族……更正，魔王军的服装似乎从队长以上都统一设计成让人联想到军服的款式，感觉就像邪恶组织。

  　しかしどうにも魔族……もとい魔王軍の衣装は隊長格より上は軍服を思わせるデザインで統一されているらしい。まさに悪の組織と言った感じだ。

  

  用餐、洗澡、服装等准备完毕，接下来就是如何运用棋子的问题。魔族有感情与智能与人类无异者，也有略逊一筹者，种类繁多。大致上分为上级魔族与下级魔族。

  　食事、風呂、衣装と準備を済ませ、とすれば次は扱う手駒の問題だ。魔族は感情や知能など、人間と変わりない者もいれば少し劣るもの、様々だ。大別して上級魔族と下級魔族に分かれる。

  

  而考虑到这次我需要的魔族，会遇到的阻碍显而易见。

  　そして今回私が必要とする魔族を考えれば、障害に突き当たるのは明白。

  

  就算魔王亲自授予将校阶级，我也不认为魔族们会突然听从我这种人类小女孩的命令。既然如此，我能做的只有一件事。

  　いくら魔王直々に将校階級を与えられても、魔族達はいきなりこのような人間の幼女の命令に従うとは思えない。ならば私にできるのは一つしかない。

  

  听完艾尔克罗的说明，我简单地理解了军队的阶级。以魔王为最上位，其下是四天王，然后是各自率领军团的将军，以及部队规模的队长。在和艾尔克罗短暂的对话中，我得知他的阶级是四天王。自己受到魔族四天王的照顾，这个状况让我背脊发凉。而这次我以暂定将军的身份，被赋予了艾尔克罗麾下的一支军队，因此有必要向部队长们展示自己的存在。

  　エルクーロから説明を受けた私は簡単に軍の階級のようなものを知った。魔王を最上位とし、その下に四天王がおり、それぞれが持つ軍団の長たる将軍、そしてさらに部隊規模の隊長という形だった。エルクーロとの短いやり取りの間に聞いたのだが、エルクーロの階級は四天王ということだった。自分が魔族の四天王に世話をしてもらっているという状況に私は背筋を震わせたものだ。そして今回私は暫定将軍として、エルクーロが擁する中の一軍を任されたから、部隊長達に己の存在を示す必要があった。

  

  

  「我们魔族厌恶人类。做好被当场吃掉的觉悟吧。」

  「我ら魔族は、ヒトを嫌悪する。その場で食われる覚悟で臨め」

  

  

  艾尔克罗在路上对我这么说。

  　エルクーロは道中で私にそう言った。

  

  

  我来到魔族军的办公室，走到事先集合的人们面前，环视各个部队长。

  　魔族軍の詰め所にやってきた私は、あらかじめ集められていた者たちの前に進むと、部隊長の面々を見渡した。

  

  现在除了下级魔族以外，几乎所有人都和人类没有两样。魔族平常会像这样模仿人类，战斗时则会依照种族的不同，变成原本的模样。

  　今は下級魔族を除きほぼ全員がヒトと変わらない姿をしている。魔族は、普段はこのように人の似姿をしており、戦いなど必要に応じて種毎の姿に変じる事が出来る。

  

  话虽如此，和魔王与艾尔克罗不同，每个种族的特征都稍微表现在人类的外表上，所以大致上能从外表看出对方是什么魔族。

  　とはいえ、魔王やエルクーロとは違い、種ごとの特徴が人の姿にすらやや現れているから、なんとなくだが誰がどんな魔族なのかは見てわかる。

  

  原本一边用餐一边谈笑的魔族们发现突然现身的娇小的我，便停止交谈，全员看向我。我以毅然的态度开口：

  　談笑をしながら食事をしていた魔族たちは突然現れた小さな私に気づくと、会話をやめて全員が私を見た。私は毅然とした態度で言葉を発する。

  

  

  「各位，我是这次负责攻陷欧达纳的克莱儿。同样负责这项任务的各位，今后就是我的部下。请多指教。」

  「諸君、この度アウタナ落としを任されたココットと言う。同様にその任につく君たちの上司になる。宜しく頼む」

  

  

  我并没有使用敬语。我认为在军队中，上下关系就是一切。大致上就像黑心企业一样吧。在必须以统一个体行动的作战中，不允许反抗。我认为有必要从一开始就建立稳固的上下关系。

  　丁寧語は使わない。軍においては上下関係こそすべて、だと思う。概ねブラック企業のようなものだろう。統一された個として動かねばならない作戦においては跳ね返りは許されない。始めに確固とした上下関係を築いておく必要があると思った。

  

  以公司来说，我暂定将军的立场就是课长吧。而我面对的是股长和副队长等级的魔族。这下子可棘手了。

  　私の暫定将軍という立場は会社で言えば課長だろう。そして、私が相対しているのは係長とその副隊長クラスの面々。一筋縄ではいかない。

  

  果然还是有人反抗。原本吵吵闹闹的魔族们立刻开始大笑。这也难怪。毕竟像我这样娇小的人类女孩，居然在强壮的魔族军战士面前自称上司。不过，这大致上是我预料中的反应。听说魔族中也有许多自尊心很高的种族。虽然不认同，但绝对不会服从。

  　やはり当然反発はあった。どよどよとした魔族たちはすぐに大笑いを始めたのだ。まあ無理もない。私のような小さな、それも人間の女子が、屈強な魔族軍の戦士たちを前に上司だとのたまったのだから。まあ概ね予想していた反応だ。魔族はプライドの高い種族も多いと聞く。認めないものの下には絶対に従わない。

  

  部队长们之中，地位最高的龙人族上前，站在我面前俯视着我。我记得他叫做库托拉，是统率其他龙人族的部队长。他的视线宛如一把锋利的刀子，充满杀意。不仅如此，还混杂着轻蔑，仿佛在表示他完全不把我放在眼里。事实上，魔族在这么近的距离下恐吓我，也让我有点害怕。

  　部隊長たちのリーダー格である、ドラゴニュートと呼ばれる竜人が前に進み出ると、私の前に立ち見下ろしてきた。確か、クォートラという名の魔族だ。他のドラゴニュートを取り仕切る部隊長。その視線は研ぎ澄まされたナイフのように殺意に満ちている。それでいて侮蔑の混じる有様はまるで私を舐め切っている証だ。実際私も流石にこの距離で魔族などに凄まれれば少し怖い。

  

  我仰望库托拉，直盯着他的双眼。

  　私はクォートラを見上げながらその目をじっと見やる。

  

  

  「你叫克莱儿是吧？人类的小鬼突然跑出来，说这什么话？你想被吃掉吗？」

  「ココットと言ったな。人間のガキが突然出てきて何を言っている。食われたいのか？」

  

  

  库托拉是认真的。他身后的魔族们也开始七嘴八舌地抱怨，我听见他们说要杀了我、吃掉我，不对，应该先脱光衣服。这代表他们对人类的憎恨有多么深吧。真是太理想了。

  　クォートラの言葉は本気だ。背後の魔族たちも口々に文句を言い始め、殺す、食ってやる、いや先に裸にしろ、だのが聞こえてくる。それだけ人間への憎悪が深いという事だろう。実に理想的だ。

  

  

  「库托拉，你来得正好。就把她拿来当下酒菜吧。母小鬼肉质柔软，很好吃。」

  「クォートラ、ちょうどいい。そいつは酒の肴にしてしまおう。メスのガキは柔らかくて美味い」

  

  

  一名魔族坐在椅子上，单手拿着啤酒杯，他是个身材魁梧、肌肉发达，从口中露出尖牙，额头上长着角的魔族——高等食人魔。他上下打量着我，笑着这么说。周围的魔族也跟着舔了舔嘴唇，看着我。

  　椅子に腰かけながらジョッキを片手に、これまた大柄な体躯で筋骨隆々で口から覗く牙と額から生えた角が特徴的な魔族、ハイオーガの男が私を舐めまわす様に見ながら笑って言う。呼応して周囲の魔族も私を見て舌なめずりをした。

  

  

  「我、我、我、我喜欢小孩。我、我想吃、想要……」

  「お、おら、子供、好きだ。おら、食いたい、欲しい……」

  

  「闭嘴，你这慢郎中。你只是剩饭。」

  「黙ってろウスノロ。お前は残飯だ」

  

  

  流着口水想要我的魔族，有着丑陋脸孔的巨大半兽人，被高等食人魔怒吼后，沮丧地走到房间角落。

  　涎を垂らして私を欲しがった魔族、醜い顔で巨大なオークが、ハイオーガに怒鳴られてしょんぼりして部屋の隅に行く。

  

  我记得那个高等食人魔……好像叫佐夫吧。是部队长之一。

  　確かあのハイオーガ……ゾフと言ったか。部隊長の一人だ。

  

  我被交付的部队长有这两人，分别负责地面和空中。首先得让这两人接受才行。

  　私が任された手勢の部隊長はこの二人。地上と空をそれぞれ担う。まずはこの二人を納得させねば。

  

  库多塔无视佐夫的话，俯视着我并瞪着我。我感受到杀意刺在皮肤上，那锐利的视线仿佛只要有个契机，就会立刻勒死我。不过我依然双手抱胸。我确实很害怕，但是足以盖过恐惧的憎恨和对生存的执着，驱使现在的我行动。

  　クォートラはゾフの言葉を無視して私を見下ろしながら睨んでいる。殺意は肌に突き刺さるように感じる。何かきっかけがあればすぐにでも私を縊り殺しそうなばかりの鋭い視線だ。だが私は手を腰で組んだまま。怖いのは怖い。しかしそんな怖さを塗りつぶす程の憎悪と生存への執着が今の私を突き動かしている。

  

  我面不改色地看向库多塔，开口说道：

  　私は表情を変えずにクォートラを見やると、口を開く。

  

  

  「魔王大人亲自任命我为军官，担任你们的上司。因此我是你们的绝对，说话时也请多注意。如果对这点有意见，就等于是对魔王大人有意见……如何？我说得没错吧，艾库罗尔大人。」

  「私は魔王様より直々に将校に任命されている。君たちの上司として、だ。故に私は君たちにとって絶対であり、口の利き方にも気をつけてもらおう。それに文句があるのであれば、魔王様に文句があるのと同じだが……如何か。そうでしょう、エルクーロ様」

  

  

  我呼唤在房间外观察情况的艾尔克罗。我居然敢叫魔族过来，真是大胆，不过艾尔克罗在叹气后，还是走进了值班室。太好了，老实说，我松了口气。如果他没来，我这番话的可信度就会一口气降低。如果我在这里被吃掉，他们之后可能会被定罪，但重点在于我已经死了。

  　私は部屋の外で様子を伺っていたエルクーロを呼ぶ。我ながら魔族を呼びつけるなど大胆なことをしたものだが、エルクーロは「はぁ」とため息をついた後に詰め所に入ってきてくれた。よかった。私は正直安心した。ここで来てくれなければ一気に私の言葉の信憑性は落ちる。そうなってここで私が食い殺されたら、後から彼らは断罪されるかもしれないが、私が死んでいるという一点で大問題だ。

  

  魔族们看到艾尔克罗后，全都低头致意。

  　エルクーロの姿を見た魔族たちは一様に頭を下げた。

  

  克瓦多和索夫一脸惊讶地交互看着我和艾尔克罗。

  　クォートラとゾフは驚いた顔でエルクーロと私を交互に見ている。

  

  

  「艾尔克罗大人，这是真的吗……！？」

  「エルクーロ様、本当なのですか……！？」

  

  「是真的。」

  「本当だ」

  

  

  艾尔克罗肯定了我的话。值班室里一阵哗然。四天王是部长，他们的发言是绝对的。而这样的存在保证了我的话。只要能得到他们的保证，就没什么好怕的。我的人身安全等于得到了保障。至少目前是这样。不对，重点是已经建立起能听取我意见的体制。既然如此，接下来就来掌握部下们的心吧。毕竟光靠力量建立的关系，很容易因为憎恨而崩坏。我自嘲地笑了笑，对克瓦多说：

  　エルクーロからの肯定の言葉。詰所内はざわついた。四天王はいわば部長。その言葉は絶対である。そしてそんな存在から得られた私の言葉を保証する言葉。それだけもらえればもう怖いものはない。私の身の安全は保障されたに等しい。ひとまず今のところは。もとい、重要なのは私の言葉を聞く体制が整ったという事だ。であれば次は部下たちの人心掌握と行こう。力で押し付けただけの関係など、憎しみで簡単に壊されてしまうからな。自嘲気味に私は笑うと、クォートラに言う。

  

  

  「听说你的女儿被人类杀死了。」

  「君は娘を人間に殺されたらしいな」

  

  「！」

  「！」

  

  

  我这句话让哨站内瞬间鸦雀无声。

  　私の言葉に詰所内は一瞬静まり返った。

  

  库托拉瞪大眼睛，牙齿不停打颤，仿佛不愿想起的回忆被勾起般颤抖。

  　クォートラが目を見開く。歯をがちがちと震わせ、思い出したくないものを思い出されたかのように震える。

  

  我面不改色，只是直盯着库托拉的眼睛。

  　私は表情を変えず、ただただじっとクォートラの瞳を見る。

  

  我事先拜托艾尔克罗整理参加外塔纳坠落作战的魔族队长级情报，我看过他交给我的文件。

  　私はあらかじめ、アウタナ落としに参加する魔族の隊長格についての情報を、エルクーロに頼んで纏めて教えてもらっており、書類で渡されたリストに目を通していた。

  

  家族成员、种族、年龄、个性，以及……可恨的回忆，我全都记在脑中。这感觉类似面试。为了和他们并肩作战，这是绝对必要的。」

  　家族構成、種族、年齢、性格、そして……忌々しい思い出もすべて、この頭に叩き込んできた。採用面接に似た心持ちだ。これは、彼らと共に戦うために絶対に必要な事だった。

  

  

  「是啊，没错！所以我才会憎恨人类！」

  「ああ、そうだとも！　だから人間が憎くて仕方がないのだ！」

  

  

  库托拉的牙齿不停打颤，发出低吼。尽管在艾尔克罗面前，他依然露出仿佛要撕裂我脖子的凶狠表情。不过，我微微皱眉看着他。我能理解他的憎恨。我也是燃烧着相同的憎恨之火站在这里。

  　クォートラは牙を震わせてグルルと唸る。エルクーロの前とはいえ、今にも私の首を引き裂かんばかりの形相。しかし、私はそんな様子を仄かに眉を顰めた瞳で見る。彼の憎しみは理解できる。私とて、同じ憎しみの焔を燃やし此処に立つのだ。

  

  

  「我也是。」

  「私もだ」

  

  「啊啊！？」

  「あぁ！？」

  

  

  我摸着放在口袋里的雷米圣石。

  　私はそこでポケットに突っ込んでいる手に握られたレイメの聖石を撫でる。

  

  

  「我珍视的人也被人类夺走了。是母亲。我打从心底憎恨杀害母亲的人类，以及神。」

  「私も人間に大切な者を奪われた。母だ。私は母を殺した人間を心底憎いと思う。そして、神すらもな」

  

  

  我那不像是年幼孩童的表情与赤红眼眸中蕴含的怒气，就连四特拉也感到畏缩。

  　私の幼子とは思えぬその表情と赤き瞳に宿った怒気に、さしものクォートラもたじろぐ。

  

  我走过四特拉身旁，走向索夫。

  　私はクォートラの横を通り過ぎると、ゾフの所へ歩いていく。

  

  索夫过去在与人类的战争中败北时，自己的部队全军覆没。我一说要协助他报复，他就露出狼狈的模样，眼中看得出些微的期待。

  　ゾフは過去人間との戦いに敗走した折、自分の部隊が全滅している。報復の手助けをしてやると言えば、狼狽えたような様子を見せた。その眼には、ほのかな期待が見て取れた。

  

  我就这样对在场的魔族，一一询问他们憎恨与怨恨的根源。我并非设身处地地倾听，而是能轻易看出他们对人类的憎恨，以及被夺走的事物。共鸣能轻易地展现自己是同伴，但若拿捏不好分寸，就会是自取灭亡的行为。而且在战时，亲人被杀应该不是什么稀奇的事。我只是理解他们战斗的理由，基于这点，我的态度对他们来说，至少不是敌人，能够为他们报仇雪恨。

  　そのまま私は、その場にいた魔族一人一人の恨みや憎しみの根源について話をする。どれだけ人間が憎いか、何を奪われたか。親身になる等という訳ではない。共感は分かりやすく味方であると示せるが、匙加減を間違えれば自滅行為だ。それに身内を殺されるなど戦時下では珍しい事ではないだろう。ただただ、私は彼らが戦う理由を理解していく。それを踏まえたうえでの私の態度が、彼らにとって自分たちの恨みを晴らすために、少なくとも敵ではないことを示す。

  

  然而，以库托拉为首的魔族们开始七嘴八舌地吵闹起来。那已经不是在对我抱怨或威吓了。他们说，我们攻打欧达纳那么多次，那座城却固若金汤，无法轻易攻陷。他们对作战攻略感到不安。我眯起眼睛，瞪着虚空，举起放在腰际的其中一只手。魔族们瞬间安静下来，我用锐利又坚决的语气，带着自信说道：

  　しかしクォートラをはじめとした魔族達は口々に騒ぎ始める。それは最早私への文句や威嚇ではない。曰く、俺たちがさんざアウタナ攻めをしても、あの街は難攻不落。簡単には落とせない。作戦攻略への不安だった。しかし私は目を細め、虚空を睨むようにして腰に当てていた手の片方を上げる。魔族たちが一瞬それをみて静かになってから、鋭く、しかして断固とした自信を言の葉に込めて言い放つ。

  

  

  「交给我吧。我保证，这样一来，你们就能用爪子和牙齿撕裂可恨的人类，亲手让他们尝到地狱的滋味。」

  「私に任せてもらおう。そうすれば、君達は憎い人間どもを、その爪と牙で引き裂き、地獄を手ずから味わわせられると約束しよう」

  

  「可是，你……你也是人类吧！」

  「だが、おま……アンタも人間だろう！」

  

  「不，我已经不是了。」

  「いや、もう違う」

  

  

  听到我这么说，库托拉和其他魔族都露出惊讶的表情。

  　私の言葉にクォートラやほかの魔族たちも驚いた顔をする。

  

  

  「你们可能会觉得我在胡说八道，但我一直以来都被人类骂为恶魔。只有母亲把我当成人类……当成同族对待。我想让那些夺走我母亲的家伙，见识一下我的厉害……以恶魔的身份。」

  「何を馬鹿なと思うかもしれないが、私は人間達に、悪魔と罵られて生きてきた。人として……同族として扱ってくれたのは母だけだ。その母を奪った連中に、眼にものを見せてやりたいのさ。……悪魔としてな」

  

  

  四人组魔族陷入沉默。好啦，接下来该怎么办呢？至少在攻陷欧塔纳的期间，必须让他们相信我。否则作战计划可能会泡汤。人类之间流传魔族军队完全以实力主义为尊，因此我一开始相当警戒，不过多亏魔王和艾库罗的威望，第一次接触成功了，但作战中也有可能被伪装成意外暗杀。

  　クォートラ達魔族はしん、と黙ってしまう。さて、どう出るか。少なくともアウタナ落としの間だけでも私を信用してもらう必要がある。でなければ作戦を台無しにされかねない。人間の間では魔族の軍内関係は完全な実力主義とあったから最初は警戒したが、魔王やエルクーロの威光のおかげでファーストコンタクトを成功させても、作戦中に事故を装い暗殺される可能性もある。

  

  攻陷欧塔纳的作战计划，少了我便无法成功……让他们相信这点才是最重要的。

  　アウタナ落としは、私無くしては成功しない……そう信じてもらう事こそが大事だ。

  

  

  「那座城市的领主鄙视我是恶魔，说是因为这副模样会让人联想到魔族。」

  「あの街の領主は私を悪魔と蔑んだ。この姿が魔族諸氏を想起させるからだと」

  

  「人类和我们是敌对关系，这也不是无法理解。」

  「人間と俺たちは敵対関係だ。理解できん話じゃねえ」

  

  

  佐夫用鼻子哼了一声。我咧嘴一笑，对佐夫说：

  　ゾフが鼻を鳴らしながら言う。私はにやりと笑ってゾフに言った。

  

  

  「没错，是敌人。既然如此，对敌人抱持的感情是什么？憎恨、愤怒，以及恐惧。也就是说，那座城市的领主是连我这样的小孩都能从魔族身上看见影子的胆小鬼。」

  「そうとも、敵だ。であれば敵に抱く感情とは何か？　憎しみ、怒り。そして、恐怖。つまりあの街の領主は私のような幼子にさえ魔族諸氏の影を見て恐れた臆病者に他ならないという事だ」

  

  

  我苦笑着说完后，佐夫等人隔了一会儿才开始发笑。原来如此，是胆小鬼的城堡啊。

  　私の苦笑交じりの言葉に、ゾフらは少し間をおいて笑い始めた。成程、臆病者の城だと。

  

  我开始说明攻陷欧达纳的作战概略。为了这次的简报，我自认已经做好万全的准备。结果，不管他们怎么想，都已经没有人不听我的话。

  　私は、アウタナを落とすための作戦概略を話し始めた。プレゼンの為の下地は整えたつもりだ。結果として、思いはどうあれ私の言葉を聞かないものは、最早いなかった。

  

  至少我跟他们的目的相同。既然如此，我为了达成目的所准备的手段，就在这里具有意义。

  　少なくとも私と彼らの目的は同じ。ならばその目的を達するための手段を用意してくれる私の言葉は、ここに意味を持ったのだ。

  

  听完我的话后，魔族们开始骚动。这是因为我所说明的作战。不过，他们的眼神中也出现希望，以及终于能报仇雪恨的憎恨之火。

  　話を聞き終わった魔族たちは、ざわついていた。私の語った作戦によるものだ。しかし、その眼には希望と、やっと恨みが晴らせるという憎悪の炎が見えた。

  

  艾尔克罗在我说话时退到后方，默默观察情况。虽然有点不安，但我总算松了口气。这时，库多拉来到我身边。

  　エルクーロは話の最中にも後ろに下がり、黙って様子を見ていた。若干心細かったがなんとかなったと安堵していた私のもとにクォートラがやってくる。

  

  

  「我的女儿跟你差不多年纪……让我们报仇雪恨吧。我相信你的憎恨。」

  「俺の娘はちょうどアンタと同じくらいの年だった。……俺たちに恨みを晴らさせてくれ。アンタの憎悪を信じる」

  

  

  库多拉说完后，跪在我面前。索夫和其他魔族也跟着跪下。我本来以为只要敬礼就好，没想到会做到这种程度，让我有点吓到。话虽如此，结果相当不错，这样魔族们在作战中就会听从我的指挥。如此一来，这次的作战就等同成功。我不会在作战中失败，被他们吃掉。我的嘴角又在不知不觉中上扬。

  　クォートラはそう言って私の前に跪いた。それに倣って、次々とゾフや他の魔族たちも私に跪いてくる。敬礼とかで済む感じかなと思ったがここまでされるとは思っていなかったので若干引いた。とはいえ結果は上々、これで魔族たちは作戦中私の指揮通りに動くだろう。そうなれば、今回の作戦は成功したも同じ。最早作戦に失敗し彼らに食い殺されるようなことはない。私はまた、自分でも気づかないうちに口角が吊り上がっていたのだ。

  

  艾尔克罗在我身后，果然还是相当惊讶。

  　背後では、エルクーロがやはり驚いていた。

  

  

  （那个女孩虽然外表是小女孩，却拥有如此巧妙的话术。而且在被威胁后，依然有胆量继续抵抗。这已经不是聪明能形容的了。那究竟是什么？我到底捡到了什么？）

  （あの娘、幼女の姿をしてあのような巧みな話術。そして凄まれて尚ああも立ち回る胆力。知恵が回るという話ではないな。一体、アレはなんなのだ。私は何を拾ってしまったのだ？）

  

  

  我无视艾尔克罗的思考，脸上挂着黑色的笑容，红色的眼睛因为即将到来的复仇而沸腾。然后，我为了达成巩固在魔王军中的地位这个目的，内心感到无比兴奋。

  　私はそんなエルクーロの思案を他所に、黒き笑みを顔に張り付け、来るべき復讐に赤き瞳を滾らせる。そして魔王軍の中での立場を固めるという目的を着々と進めている事に心が沸き踊っているのだった。

  

  

  

 
  ＃９　アウタナ落とし

  ＃9　攻陷奥图那

  　

  

  

  我们在天亮前很久，就在夜幕笼罩世界时出发了。

  　私たちは夜明けのだいぶ前、夜の闇が世界を覆う中出発した。

  

  连月亮都被乌云遮蔽，几乎没有光线能照亮四周。我骑在龙化的库托拉背上，飞在名副其实的漆黑夜空中。

  　月すら暗雲に隠れ、照らす明かりはほとんど無い。文字通り漆黒の空を、私は竜化したクォートラの背に跨り飛んでいた。

  

  环顾四周，同样身为龙人的龙人族约有三十人，他们背上跨坐着身穿铠甲、被称为魔剑士的骷髅。

  　周囲を見れば同じように竜人たるドラゴニュートが30程。その背には魔剣士と呼ばれる鎧を着た骸骨が跨っていた。

  

  看向地面，虽然因为天色昏暗而看不清楚，但应该有为数不少的魔族在索夫率领下进军。话虽如此，照我听到的，就算直接交战，大概也无法攻陷欧达纳。在城墙阻挡的期间，会遭到配置在城墙上的大炮一网打尽。就算想从空中入侵，也会受到众多弓兵的迎击。那么要怎么攻略呢？我一时之间想到的，就是攻略的顺序和士兵的组合。

  　地上を見れば、暗さでわからないがそれなりの数の魔族がゾフに率いられ進軍しているはずだ。とはいえ聞いた感じではそのままぶつかってもアウタナは落とせないだろう。城壁に阻まれている間に壁の上に配備されている大砲で一網打尽。そして空から侵入しようとしても多数の弓兵の出迎えを受ける。ではどう攻略するのか。まあぱっと思いつくのは攻略の順序と、兵の組み合わせだ。

  

  不管是游戏还是什么，和强敌战斗都有一定的法则，也就是攻略的顺序。

  　ゲームでもなんでも、強敵と戦うにはセオリーがある。攻略の順序があるのだ。

  

  这次的情况，因为没有破坏城墙的火力，所以尽全力削减城墙上的兵力即可。这么一来，就能让士兵从城墙上下来，操作城墙的机关打开紧闭的城门。这么一来，让地面的战力一拥而上就结束了。

  　今回の場合、城壁を破壊する火力はないから、壁の上の兵力をいかに削るかに尽きる。そうすれば壁の上に兵を下ろし、城壁の絡繰りを操作して固く閉ざされた門を開ける。そうなれば地上戦力をなだれ込ませておしまいだ。

  

  奥达纳的城墙固若金汤，因此领主舍不得花钱增强兵力，导致城内兵力和警备薄弱，这点我早就知道了。只要能进入城内，要怎么攻陷都行。但问题就在这里。像龙人族这种会飞的魔族，只要能躲过弓兵的迎击，应该就能入侵城内，但能否压制就很难说了。毕竟魔族的人数不多，入侵过程中也会出现牺牲。虽然也有趁着黑夜潜入，直接拿下领主的方案，但领主只加强了自己周遭的警备，无论如何都必须让地面部队进入城内。

  　アウタナはその城壁に絶対の信頼を置いているから、領主が兵力増強にかかる金銭をケチって、街中の警備と兵力が手薄なのは知っていた。中に入りさえすればどうとでもなる。だがそれが問題だ。ドラゴニュートのような空を飛べる魔族は弓兵の出迎えをかいくぐれれば侵入こそ出来はするだろうが制圧できるかといえば怪しい。そんな数の多い魔族ではないし、侵入の過程でも犠牲が出る。闇夜に紛れ忍び込み領主を押さえる案もあったが、領主は自分の周りの警護だけは厚くしていたから、なんにせよ地上部隊を街に入れるのは必要事項だった。

  

  奥达纳座落在平原上，但两侧和后方是河川和湖泊，堪称天然要塞。地面部队无法从四面八方包围，只能正面突破。正因如此，奥达纳也集中战力在正面的大门和城墙上的兵力，如何击溃这些兵力是最大的关键。而我就是来思考如何达成这个目标。

  　平野に存在するアウタナだが、その脇と背後は川と湖になっておりまさしく天然の要塞。地上軍は包囲しての多方向から進軍できないため正面突破しかない。だからこそ、アウタナも戦力を集中させている正面の大門とその壁上の戦力をどう潰すかが最大の肝だ。そしてそれを可能にする作戦を私は考えて来た。

  

  

  「我从来没想过……这种作战。」

  「こんな作戦……考えもしなかった」

  

  

  库托拉发着牢骚。真的是这样吗？在我看来没什么大不了的……应该说，这是观点的差异吧。我认为魔族和魔物是伙伴，但似乎并非如此。对魔族而言，魔物和人类制造的魔物没什么差别。正因为如此，听到我提议在作战中大量运用魔物，大家才会那么惊讶吧。

  　クォートラがぼやく。果たしてそうだろうか。私からすれば大したことはない……というよりかは視点の違いだろうか。私は魔族と魔物は仲間だと思っていたが、そういう訳でもないらしい。魔族にとっても魔物は、人からした魔物とそう変わらないのだという。だからこそ、魔物をふんだんに作戦に盛り込もうという私の発言に皆あんなに驚いていたのか。

  

  库托拉和其他龙人除了让魔剑士坐在背上以外，还搬运着其他东西。那就是让库托拉感到不安的东西。

  　クォートラ他のドラゴニュート達は背に魔剣士を乗せているほかに運んでいるものがある。それがクォートラを不安にさせているものだ。

  

  库托拉抱着的东西，看起来就像一颗圆圆的岩石。然而，那东西正在脉动，显示它正在呼吸。

  　クォートラが抱えているのはまるで丸い岩のようなもの。しかしてそれは脈動しており、呼吸していることを示す。

  

  虽然用药让它睡着了，但那可是货真价实的魔物，名叫岩炮弹。这种魔物具有自爆的习性，既脆弱又危险。换句话说，就是活生生的炸弹。当我命令库托拉等人在作战中使用这种东西时，他们真的很不情愿。这也难怪。

  　薬で眠らせているが、ロックボムと言うれっきとした魔物だ。自爆する習性を持つ、儚く危険な魔物。つまりは生きた爆弾。これを作戦で使うから運べと命令した時はクォートラ達は本当に嫌がっていたな。それもそうか。

  

  在地表上，应该也有很多人露出类似的表情吧。毕竟在地表上的有一半不是魔族。」

  　地上でも似たような面持ちでいるものが多いだろう。なにせ、地上にいるのは半分は魔族ではないのだから。

  

  

  「我甘愿承受你们的非议。因为我是恶魔。」

  「外道の誹りも甘んじて受けるよ。私は、悪魔だからな」

  

  

  我对库托拉这么说，然后笑了。库托拉的脖子颤抖着。

  　クォートラにそういって笑ってやる。クォートラは首を震わせた。

  

  我完全不懂兵法，以前只是个上班族。这是我第一次攻城，也不懂什么战略。要说我会什么，就只有用尽一切手段。我掌握城镇的内部构造与战力，确信只要突破城墙，攻陷城镇易如反掌。问题只在于如何在不牺牲任何兵力的情况下，排除城墙上的守军，打开城门让地面部队入城。

  　私は兵法なぞてんでわからない。ただの会社員だったのだ。街攻めなどこれが初めてだし、戦略も何も理解できない。そんな私ができる事と言えば、なんでも使う事に他ならない。街の内部構造や戦力を把握していた私は、あの城壁さえ突破すれば攻略は容易いとは確信していた。城壁の上の戦力をどれだけ犠牲なく排除し、門を開け地上部隊を中に入れるか。それだけが問題だった。

  

  既然如此，就用魔物吧。待在领主身边时，我多少还保有一点感情，当时就像前世小时候读游戏攻略本一样，看了很多魔物图鉴。我对读书没兴趣，历史书也只随便翻翻就丢到一边。心灵已经死去的我，还是觉得魔物与魔族的生物图鉴很有趣。

  　なら、魔物を使おう。領主のところにいた私は、まだ多少感情があった頃に、前世の子供の頃に読んだゲームの攻略本感覚で、魔物図鑑などを読み漁っていた。勉学に興味はなかったし歴史書なども軽く読んでみたがすぐに放り出した。心が死んでいた私にも読んでいて面白かったのはやはり魔物や魔族の生物図鑑だったのだ。

  

  既然如此，我只能用魔物了。现在回想起来，我或许从那时候就已经对人类绝望了。我暗自窃笑。

  　だったら、それを使う事しか私にはできない。思えばあの頃から既に、人間に絶望する兆しはあったのかもしれないなと私はくつくつと笑う。

  

  想着想着，外塔那的城镇映入眼帘。那么，先行的地面部队应该要开始作战了吧。

  　そうこうしているうちにアウタナの街が見えてくる。さて、となれば先行していた地上部隊が、作戦を開始するだろう。

  

  

  魔物们，你们可要当好诱饵啊。

  　上手く囮をやってくれよ、魔物ども。

  

  

  不久之后，作战开始了。

  　少ししてそれは始まった。

  

  从欧乌纳城的城墙上，朝着地面发射大炮。

  　アウタナの街の城壁の上から地上へ向けて大砲が放たれている。

  

  不过，炮弹前方没有我的魔族部下，全都是魔物。

  　しかし、砲弾の先には我が部下たる魔族はいない。あれはすべて、魔物だ。

  

  

  在黑夜中，一群愤怒的魔物朝着欧乌纳扬起尘土，疾驰而去。

  　闇夜の中、怒り狂った魔物の集団はアウタナ目掛けて土煙を上げ疾駆していた。

  

  有一种名为「霍恩鲍」的魔物，会以超过两百头的群体行动，因为比较温驯，人类也会饲养。就我所知，这种魔物的外型可形容为巨大的水牛。这种魔物的同伴意识强烈，一旦有同伴受伤，整群魔物都会攻击攻击者，相当凶暴。这次我利用了这一点。我从几群魔物中抓走霍恩鲍的孩子，以它们为饵，将总计超过五百头的愤怒霍恩鲍引诱到欧乌纳。

  　２００頭以上の群れで行動し比較的おとなしいため人も飼育する場合もある、ホーンバウという魔物がいる。その姿は私が知る限りでは巨大なバッファローと形容できるものだ。仲間意識が強く、群れの一頭を傷つけられるとその群れ全匹で攻撃者を襲い掛かる凶暴な一面もある魔物。今回はそれを利用した。いくつかの群れから子供のホーンバウを捕え、それを餌にして怒り狂った総勢５００を超えるホーンバウの群れをアウタナにまで誘導したのだ。

  

  魔族在城墙前放开霍恩鲍的孩子后，立刻逃离现场。不过，城墙上的士兵发现魔物群后，朝霍恩鲍发射大炮，因此魔物群的目标转移到欧乌纳的城墙上。看到霍恩鲍接连用身体冲撞城墙，士兵们应该也感到困惑吧。真是个好诱饵。地面上的魔物本队在稍远处眺望这一幕。

  　城壁の前でホーンバウの子供を離した魔族はすぐさま離脱。しかし群れに気づいた城壁の上の兵士がホーンバウへ大砲を打ち込んだために、群れの標的はアウタナの城壁に移った。次々に城壁へ体当たりを仕掛けるホーンバウ達に、兵士たちも困惑しているだろう。良い囮だ。本隊たる地上の魔族たちは、それを少し離れたところで眺めていた。

  

  

  「那个叫克莱儿的家伙，竟然想出这么可怕的作战计划啊。」

  「あのココットって言うのは、こんな恐ろしい作戦を考えるのか」

  

  

  在地面上指挥主力部队的佐夫，惊讶地脱口而出。

  　地上で本隊の指揮を執るゾフが、驚きに言葉を零した。

  

  这是当然的。为了复仇，为了生存，我会利用一切。无论是魔族，还是魔物父母疼爱孩子的心情。我对此没有任何犹豫。

  　無論であった。復讐の為ならば、そして我が身の生存の為ならば全てを利用する。魔族も、魔物の子を思う親の気持ちすらも。そこに躊躇など、一切ない。

  

  我看着下方的光景，对库多塔下达指示。

  　私は眼下の光景を見た後に、クォートラに指示を出す。

  

  

  「大炮的注意力被引开了，弓兵也差不多吧。是时候了，我们上吧。」

  「大砲の注意が逸れた。弓兵も似たようなものだろう。頃合いだな。行こうか」

  

  「是！」

  「はっ」

  

  

  库多塔回应的同时，龙人编队倾斜身体，朝城墙飞去。

  　クォートラの返事と共に、ドラゴニュートの編隊は斜めに体を傾けると城壁に向かっていく。

  

  一名弓兵似乎察觉到异状，大喊后，好几名士兵望向天空，朝急速下降的我们射出箭矢。

  　弓兵の一人が流石に気付いたか、叫んだ後、何人もの兵士が空を見やり、急降下してくる私たちへ弓を放ってくる。

  

  我拍了拍库多塔的背。弓兵射出的箭矢还在有效射程外，而且，这个距离刚刚好。

  　私はクォートラの背中を二回叩く。弓兵が放つ矢は未だ有効射程外である。そして、ここがちょうどいい距離だ。

  

  

  「把岩弹扔下去！」

  「ロックボムを落とせ！」

  

  

  听到我的声音，龙人们将岩弹朝聚集在城墙上的大炮附近的士兵们扔去。

  　私の声でドラゴニュート達はいっせいにロックボム達を城壁の上の大砲付近に集まる兵士たちへ目掛けて投下する。

  

  弓兵们应该会以为岩石从天而降吧。尽管明知是白费力气，还是有几个人忍不住放箭，但对坚硬的表皮毫无意义。我们以投下的岩弹为盾暂时脱离，接着岩弹们宛如炮弹般落在城墙上。岩弹的质量破坏了几座大炮，也有士兵被压扁。

  　弓兵達は岩が空から降ってくるように見えるだろう。何人かは無駄な努力と分かっていつつもつい弓を放ってしまうが、硬い表皮には無意味だ。私たちは投下したロックボムを盾に一度離脱する。そして、砲弾のごとく城壁の上に落着したロックボム達。その質量を以て大砲のいくつかを破壊し、つぶされた兵士もいる。

  

  不过，这样还没结束。因着地的冲击而醒来的岩弹们同时睁开眼睛。目睹这幅光景，士兵们终于理解到降下的物体是什么。

  　だが、これで終わりではない。落着の衝撃で目を覚ましたロックボム達が一斉に目を開けたのだ。その光景にやっと兵士達が何が降って来たのかを理解する。

  

  

  「魔物……那些家伙竟然丢下岩弹……！」

  「魔物……連中、ロックボムを落としてきやがった……ッ！」

  

  

  士兵们脸色发青的同时，岩弹们发出咯咯笑声，逐渐变得火红。

  　兵士の顔が青くなるのと同時に、ゲヒゲヒと笑い声を上げながら赤熱化していくロックボム達。

  

  接着，当热度达到临界点，岩弹们在城墙上接二连三爆炸。密集的士兵们接连被炸飞，被卷入爆炸中丧命。即使幸运地保住一命，也有人从高耸的城墙上被炸飞，坠落地面。

  　そしてその熱が臨界に達し、ロックボム達は城壁の上で次々に爆発する。密集していた兵士たちは次々に吹き飛び、爆発に巻き込まれて絶命していく。運よく一命をとりとめても、高い城壁から吹き飛ばされ地面へと落下していくものもいる。

  

  即使缺乏战争或战斗的知识，但活在过去的前世时，历史已经证明了空袭对地上的士兵而言是多么大的威胁。谁会傻傻地打近身战啊，难得有能飞上天的翅膀。不管是轰炸还是空降，只要办得到，没有不做的道理。

  　戦争や戦いの知識に疎かろうが、かつて生きた前世において、空爆が地上の兵士にとってどれほど脅威であるかは歴史が証明している。馬鹿正直に接近戦などしてやるものか。せっかくそれを可能とする翼があるのだ。爆撃だろうが空挺だろうが、できるのならばやらない手はない。

  

  以爆炸为号令，我们再次朝城墙一齐降落。被岩石炸弹的爆炸夺去意识的弓兵们行动零散。虽然有几支箭飞来，但Quarta们也不是会被胆怯的箭射中的蠢蛋。

  　その爆発を号令として、私たちは城壁目掛けて再び一斉に降下する。ロックボムの爆発で意識を持っていかれた弓兵たちの行動はまばらだ。いくらか矢が飛んでくるが、日和った矢に当たるほどクォートラ達ドラゴニュートも間抜けではない。

  

  士兵们吓得发抖，在城墙上指挥的防卫队长冷汗直流。这和至今为止的攻击性质不同。如果是像之前那样硬来，只要用铜墙铁壁的城墙阻挡，再用几发大炮轰过去，他们就会撤退了。就算从空中飞来，只要弓兵能统率，像之前那样只会冲过来的话，就能轻易击落。

  　兵士たちは驚きにおののく。城壁の上で指揮を執っていた防衛隊長は冷や汗を流す。これまでの攻撃とは毛色が違う。今までのような力押しであれば、鉄壁の城壁で阻み、大砲を何発か打ち込んでやれば撤退していったのに。空から飛行して来ても、弓兵の統率が取れていて、向かってくるだけのこれまでならば簡単に撃ち落とせていたのだ。

  

  结果呢？地面上挤满了不管怎么开炮都不肯逃走的魔物，空中则有魔物在弓箭射程外自爆，把它们当成炸弹投掷下来。人类原本以为魔族和魔物没什么差别……也就是智能低落的种族，所以完全没想到对方会想出这种需要动脑的作战。

  　それがどうだ。地上ではいくら大砲を撃っても逃げる気配のない魔物がひしめき、空からは弓の射程外から自爆する魔物を爆弾代わりに投下してくる。人間からすれば魔族も魔物も大差ない……即ち知能の低い種だと思い込んでいた節があったから、このような頭を使ったであろう作戦を仕立ててくるなど思いもしなかった。

  

  于是，我们的利爪终于触及了人类的牙城。

  　そして。ついぞ我々の爪は人間たちの牙城に届く。

  

  龙人们攀上了城墙。

  　ドラゴニュート達が城壁の上に取り付いたのだ。

  

  魔剑士们接连从他们的背上跳下来。身穿漆黑铠甲的骸骨剑士喀哒喀哒地响着骨头，欣喜若狂。而防卫队长确实看见了。有个跨坐在特别高大的龙人背上，看着这边露出恶魔般笑容的人类幼女。

  　その背から次々と魔剣士が下りてくる。漆黒の鎧纏う骸骨剣士は、カタカタと骨を鳴らして歓喜する。そして防衛隊長は確かに見たのだ。ひときわ大きなドラゴニュートの背に跨り、こちらを見ながら悪魔のような笑みを浮かべる……人間の幼女を。

  

  与龙人们联手的魔剑士们拔出剑来，和同样拔剑迎战的士兵们展开白刃战。

  　ドラゴニュート達と連携した魔剣士達は、剣を抜き放ち、同じように剣を抜いて向かってくる兵士たちと白兵戦を繰り広げている。

  

  魔剑士们似乎占了上风。原本就依赖机材和设备的士兵们，训练程度远远不及身为纯粹剑士的魔剑士。

  　魔剣士たちは押しているようだ。元々機材や設備に頼った兵士たちでは、生粋の剣士たる魔剣士には練度で遠く及ばない。

  

  城墙原本就狭窄，现在又有二十几名魔剑士在上头，士兵们人数虽多，却无法发挥优势。再加上龙人族们射出的火球，士兵们接连被烧死、砍死。我实在忍不住想笑，原来所谓的铜墙铁壁一破，竟然如此不堪一击。眼前上演的生死搏斗，我已不觉得有什么感慨，只觉得自己的拙劣计划顺利成功，心中充满满足感……就像在游戏中对上头目时，占了上风的兴奋感。

  　ただでさえ狭い城壁の上では20余りの魔剣士達に数では何とか勝る兵士たちもその強みを活かしきれない。ましてドラゴニュート達の放つ火球もあって、兵士たちは次々に焼かれ、切られ、絶命していく。鉄壁という物は破ればこうも脆いのかと私は笑いを抑えきれない。既に目の前で繰り広げられる命のやりとりにさしたる感慨はなく、ただただ自分の稚拙な目論見がうまくいったことへの満足感……ゲームでボスに対し優位を取った時のような高揚感が胸を埋めていた。

  

  而这也是必要的。

  　そしてそれは必要な事である。

  

  魔族们会服从强者，那我也要扮演强者。

  　魔族達は強者に従う。ならば私も強者を演じよう。

  

  我要以压倒性的残虐，巩固自己的地位。欧通纳就是为此而存在的基石！

  　圧倒的なまでの残虐を以て、私の地位を確固たるものとする。アウタナは、その為の礎だ！

  

  

  「别只顾着对付小喽啰。我们的目的终究是打开正面大门！地上的家伙们可都在等我们！」

  「雑魚にばかり構うな。我々の目的はあくまで正面の大門を開く事にある！ 地上の奴らはお待ちかねだぞ！」

  

  

  大门的构造我清楚得很。稍微推开士兵前进一段距离后，就会看到一个拉杆，拉动拉杆就会启动许多齿轮，轻松开启钢铁大门。半吊子的自动化反而造成反效果。如果采用自古以来需要几十人合力拉动滑轮的构造，就不会这么容易打开了。我们轻易抵达拉杆所在处，一名魔剑士用力踢倒拉杆。

  　大門の構造は分かっている。少しばかり兵士を押しのけ進んだところにレバーがあり、数多くの歯車仕掛けで稼働し、ただそのレバーを引くだけで簡単に鋼鉄の扉は開く。なまじ自動化したのが仇となっている。昔ながらに数十人がかりで滑車を引くなりと言った構造であればこうはいかなかっただろうに。私たちは簡単にレバーまでたどり着くと、魔剣士の一人がレバーを勢いよく蹴り倒した。

  

  同一时间，正面的大门发出声响开启。

  　それと同時に正面の大扉が音を立てて開いていく。

  

  以此为开端，一群霍恩鲍冲进城镇。远远看着这幅光景的索夫，一边对大门真的开启感到惊讶，一边下达进军指示。可恨的人类们固若金汤的牙城出现破绽，现在正是复仇的大好机会。蹂躏吧、破坏吧、杀戮吧、烧毁吧。魔族们发出号令，高声呐喊疾驰。他们的呐喊，对欧达纳的居民来说，听起来应该像是来自地狱的呼唤吧。

  　皮切りにホーンバウの群れは街中へ殺到していった。その光景を遠めに見ていたゾフは、本当に大門が開いたことに驚きつつ進軍指示を出す。憎き人間どもの鉄壁の牙城に穴が開いた。今こそ復讐の好機。蹂躙しろ。破壊しろ。殺戮しろ。焼却しろ。号令を下し、鬨の声を上げて魔族達は疾走する。その雄叫びは、アウタナの住人たちにとっては地獄からの呼び声めいて響いただろう。

  

  我从城墙上满意地眺望杀到的地面部队，扬起嘴角，黑色装束的衣摆随风飘扬。欧达纳的垃圾们，好好体会吧。

  　殺到する地上部隊を城壁の上から満足げに眺める私は、黒い装束の裾をはためかせ笑う。思い知れ、アウタナのクズどもめ。

  

  你们从我这里夺走多少，我就夺走多少。

  　私から奪った分だけ、奪ってやるぞ。

  

  防卫队队长目睹那道身影，对于魔族由人类率领的事实，以及达成此事的是那种……比自己女儿还小的女童的事实感到惊愕。这位防卫队队长，正是日前在欧塔那举行的恶魔之相孩童公开处刑秀中，发表训示的骑士队长。

  　その姿を目にした防衛隊長は、魔族を人間が率いていたという事実、そしてそれを為すのがあのような……自分の娘よりも小さな幼女であった事実に驚愕した。この防衛隊長、先日アウタナで行われた悪魔の相を持つ子を曝しあげたショーで、訓示を述べた騎士隊長その人である。

  

  女童的白发与红眼，让他想起当时半是玩闹地凌虐、杀害的孩童。记得当时只有一个人免于处刑，是被一名美丽的金发女性带走，从城镇放逐的人。但怎么可能，这太荒谬了。

  　幼女の白き髪と赤い瞳に、あの時自分たちが遊び半分で嬲り、殺した子が想起される。確かあの時一人だけ処刑を免れた娘がいた。美しい金髪の女性に連れられ、街より追放された者がいた。だがまさか、そんな馬鹿な。

  

  队长浑身颤抖。途中，队长与那名女童四目相交。女童看到队长，维持冷酷的眼神，咧嘴一笑。然后队长对于那名身穿黑色装束，露出笑容，拥有自己们蔑称为恶魔之相的白发与红眼，甚至外表秀丽的女童感到恐惧，以颤抖的声带发出声音。

  　隊長は身震いをした。最中、隊長はその幼女と目が合う。幼女は、隊長を見ると冷徹な瞳そのままに、にやあと笑ったのだ。そしてその笑みを浮かべた黒い装束姿の、自分たちが悪魔の相と呼び蔑んだ白い髪と赤い瞳を持つ、見た目麗しくすらある幼女に恐怖しながら、震える声帯で声が零れる。

  

  

  「魔族的……公主……」

  「魔族の……姫……」

  

  

  吐露这种感想的防卫队队长，刹那间被魔剑士一剑挥过，头颅飞舞在空中。

  　そんな感想を零した防衛隊長は刹那、魔剣士の剣の一振りでその首が宙を舞ったのだった。

  

  

 
  ＃１０　復讐の第一歩

  ＃10　复仇的第一步

  　

  

  

  

  攻陷奥图娜的行动，已经进入最终阶段。

  　アウタナ落とし、それは最終局面を迎えていた。

  

  一如我的记忆，城里的兵力有限。

  　私の記憶通り、街中の兵力はたかが知れていた。

  

  由于原本就有一大群横行无阻的霍恩鲍先行出击，士兵们连防卫阵形都没办法好好排，自然应付不了后续佐夫率领的魔族。

  　もとより縦横無尽に暴れまわるホーンバウの群れが先行していたため、対処に防衛陣形すらまともに整えられなかった兵士たちは、後続のゾフ率いる魔族たちに対応できるはずもなく。

  

  霍恩鲍会攻击魔族这点固然棘手，但终究是草食魔物。如今诱饵的任务已经结束，要被人类解决也好，被魔族们处理掉也罢。由于我事前就考虑到要处理霍恩鲍，因此对付起来毫无窒碍。再来只要扩大他们造成的伤口，再挖开就好。

  　ホーンバウは魔族相手にも向かってくるため厄介ではあったが、所詮は草食の魔物。囮の役目を終えた今、人にやられるも良し、魔族たちに処分されるも良し。あらかじめ処分を念頭に置いていたのでホーンバウへの対処は滞りなく済んだ。あとは彼らが付けた傷口を広げ、抉り取ってやるまで。

  

  啊啊，多么简单的工作啊！

  　嗚呼、なんと簡単なお仕事なのだろう！

  

  光是粉碎这个世界的世人成见，就能轻松到这种地步。

  　この世界の人類の思い込みを砕いてやるだけでここまで呆気ないものだとは。

  

  不过，原本就是我部下的魔族们，本来就与战术或战略无缘，只会凭藉各自的特性发动突击战术，所以能与这种程度的战力抗衡，倒也不是不能理解。

  　まあ、元来我が配下たる魔族諸氏は戦術や戦略とは程遠い、個々の特性を以てしての突貫戦術しかしなかったというのだからこの程度の戦力に拮抗したというのも頷けなくはない。

  

  既然对手只会一味进攻，无论是高耸的城墙，还是无法瞄准目标，只着重于威力的大炮，都能充分发挥功用。

  　ただ向かってくるだけの相手ならばそのうず高い城壁も、狙いをろくに付けられず威力のみに重きを置いた大砲も十分機能しよう。

  

  但是，看啊！现在这副德性！

  　だが、見ろ！　今やこのザマだ！

  

  这是他们对自己有绝对的自信，嘲弄、轻蔑、看不起他人的报应！

  　自分達に絶対の自信を持ち、他者を嘲り、蔑み、舐め腐ったツケだ！

  

  他们瞧不起我们，认为我们是远远不及他们的存在，结果根本无能为力。

  　事実足元にも及ばぬ存在だと侮った私や魔族に対し、何もできないではないか。

  

  我看着燃烧的奥翠娜，心情有点愉快。

  　私はほんの少しだけ上機嫌に燃えるアウタナを眺めた。

  

  

  事实上，魔族的蹂躏远超乎我的想象，已经称不上是战斗了。

  　事実、私の予想をはるかに超えた勢いの魔族たちの蹂躙により、もはや戦いと呼べるものではなかった。

  

  我骑在_quota上，一边在城市上空巡逻，一边看着眼下发生的杀戮。索夫他们似乎干劲十足。

  　クォートラの背に跨り、街の上を巡回しながら眼下で行われる殺戮を眺める。ゾフ達は大分張り切っているらしい。

  

  他们放火烧了民宅，简直就像地狱。士兵们也接连被魔族屠杀。居民被拖出民宅，男人当场被杀，女人则是被扒光衣物。我没有下令，但孩子们不知道会被当成奴隶、玩具，还是食物，和女人一起被关进事先准备好的笼子里。

  　家々には火が放たれ、まさに地獄絵図。兵士たちも魔族たちによって次々に屠られている。家屋からは住民が引きずり出され、男はその場で殺され、女はそれこそ身包み剥がされされるがまま。命じてはいないが、子供は奴隷か玩具か、あるいは食料にでもするのか、女共々用意されていた檻に放り込まれている。

  

  我命令_quota降落在城市广场。就是那个暴露我的广场。那里聚集了一些居民，奥翠娜伯爵等人也在。我事先指示率领地面部队的索夫，将部分居民和奥翠娜伯爵等人聚集到那里。

  　私はクォートラに命じ、街の広場へと降り立った。私を曝しあげた、あの広場だ。そこには住人達のいくらかが集められていた。そしてそこにはアウタナ伯たちの姿もあった。地上部隊を率いるゾフにはあらかじめある程度の住人とアウタナ伯たちはこの場に集めるよう指示しておいた。

  

  看到我从四特拉背上下来，所有居民都惊讶地看着我。人类从魔族背上下来，当然会惊讶吧。佐夫来到我身边，向我报告状况。

  　クォートラの背から降り立った私の姿に、住人たちは皆一様にして驚きの目を向けた。人間が魔族の背より降り立ったのだから驚きはあるだろう。ゾフが私の所までやって来て状況を報告してくる。

  

  

  「呼～大致上都压制住了，再来就交给他们处理吧。」

  「フゥーッ。制圧は概ね。あとはこいつらだけでさあ」

  

  「好……我知道了。」

  「あぁ……分かった」

  

  

  佐夫浑身是血，手握的双刃战斧上也沾满血，表情看起来很爽快。看来他大闹了一场。他看着我的眼神也有些改变，这是好现象。

  　ゾフの体とその手に握る両刃の戦斧は血に塗れており、表情は清々しさがある。大分暴れたらしい。私を見る目も少し変わっていた。いい傾向だ。

  

  我看着周遭的惨状，手扠着腰，踩着喀喀的脚步声，走到被魔族压制在地的欧托纳伯父等人面前。

  　私は周囲の惨状を眺めながら、腰に手を当ててカツカツと靴音を鳴らして、魔族に組み伏せられているアウタナ伯達の前にやってくる。

  

  欧托纳伯父看到我，脸上浮现绝望与愤怒交杂的表情，接着发出更强烈的惊愕。

  　アウタナ伯は私の姿を見て絶望と怒りの入り混じる表情を浮かべ、それを上回る驚愕に声を漏らした。

  

  

  「你、你是……！」

  「お、お前は……ッ」

  

  

  我温和地笑着，用带着亲昵的语气向惊呼的欧托纳伯父打招呼。

  　声を上げたアウタナ伯に私は和かに笑いながら親しみを込めた声色で挨拶をする。

  

  

  「虽然称不上久违，但别来无恙……父亲大人？」

  「お久しぶり、という程ではありませんが。ご機嫌如何でしょうか……御父上？」

  

  

  我刻意夸张地深深鞠躬。

  　私はわざとらしく仰々しいお辞儀をして見せる。

  

  欧托纳伯父等人这才明白，背后有魔族待命的我就是这次袭击的指挥者。

  　そこでアウタナ伯たちは理解する。背後に魔族を控えさせたこの私こそが、今回の襲撃を指揮したのだと。

  

  

  「难、难道是你把欧托纳……！？驯服了魔族……！」

  「ま、まさかお前がアウタナを……ッ！？　魔族どもを手懐けて……！」

  

  「你这说法有语病。他们是我的同胞，不是什么驯服。他们和我都是自愿来烧毁这座城镇的。」

  「語弊がありますね。彼らは私の同胞。手懐けるなどといったものではありませんよ。彼らも、私も、望んでこの街を焼きに来たのです」

  

  「你、你这个……叛徒……杀人凶手！把灵魂卖给魔族的恶魔！」

  「こ、この……裏切者めッ……人殺しめッ！　魔族に魂を売り渡した悪魔めッ！」

  

  

  曾是奥图纳伯爵的男人用满是口水、眼泪和鼻水的粘腻脸庞对我大喊。

  　アウタナ伯だった男は涎やら涙やら鼻水やらでべとべとになった顔で私に叫ぶ。

  

  

  「请别这样大呼小叫。原本就是你们希望我那么做的。希望我成为可恨的恶魔————」

  「そう喚かないで頂きたい。元より私にそれを望んだのはあなた方のはずだ。忌々しき悪魔たれ――――とね」

  

  

  我收起笑容，用不带任何感情的眼神看向奥图纳伯爵，淡淡地这么说。

  　私は笑顔から一転。何の感情もない瞳をアウタナ伯に落としながら淡々と述べた。

  

  奥图纳伯爵的脸色变得更加苍白。我原本待在奥图纳伯爵家时，就是个不表露感情、宛如幽魂的模样，也从未好好说话，所以他应该没想过我会说出这种话吧。

  　アウタナ伯の顔色がさらに変わる。元よりアウタナ伯の家に居た頃は感情を表に出さない幽鬼のような有様で、言葉もまともに発したことのない私であったから、このような言葉を言われるとは思っていなかったのだろう。

  

  让我想起感情的不是别人，正是你的城镇哦。

  　私に感情を思い出させてくれたのは、他でもないあなたの街なのだよ。

  

  

  「你为什么要这么做！这种等同弑亲的愚蠢行为……是不可原谅的！」

  「なぜこんな事をするのです！　親殺しにも等しい愚行……許されたものではありませんよ！」

  

  

  伯爵夫人用怨恨的眼神看着我大喊。什么弑亲，真是胡说八道。我的双亲如今只剩下心爱的雷梅一人。反而是等同于夺走我最爱之人的伯爵夫人问我「为什么」？

  　夫人が恨めしい目で私を見ながら叫ぶ。親殺しとは。ふざけたものだ。私の親は今や愛しきレイメただ一人。むしろその最愛の人を奪った張本人にも等しい夫人が「なぜ」だと？

  

  我用带着锐利杀意的视线瞪着夫人。夫人瞬间畏缩了一下，但还是用凶狠的眼神回瞪我。好可恨的眼神。虽然很想马上杀了她，但要冷静。那样就太无趣了。

  　私は夫人を鋭い殺意を込めた視線で睨む。夫人は一瞬たじろぐが、それでもキッとした視線で見返してくる。憎らしい目だ。すぐに殺してやりたいが、落ち着け。それではつまらない。

  

  

  「对了，你的母亲，我的妾室……蕾梅、蕾梅怎么了！那个温柔的女人，不会允许你对我做出这种事！」

  「そうだ、お前の親、我が妾……レイメは、レイメはどうしたのだ！　あの優しき女であれば、私に対するこのような行いを許しはしまい！」

  

  

  欧塔纳伯像是在期待什么，脸上挂着浅笑，说出这种话，是想让我困扰吗？是想让我动摇吗？蕾梅的确很温柔，所以不会希望我这么做。如果她本人制止，我或许会停手。但是，现在那种事已经没有任何意义。要说为什么，是因为——

  　アウタナ伯が何か期待するような、淡い笑みを貼り付けた顔で私を困らせようとでもしたのかそんな事をのたまう。動揺でも誘おうというのか。たしかにレイメは優しいからこんな事は望むまい。本人に制止されれば私とて手を止めたかもしれない。しかし。今やそんなものは何の意味もない。何故ならば。

  

  

  「母亲已经死了。」

  「母は死にましたよ」

  

  

  我表情不变，眼神依旧冰冷，说出这句话后，欧塔纳伯原本扬起的嘴角垂了下来。他听到自己再怎么说都很爱的女性之死，多少会受到打击吧。我轻轻叹了口气。真是任性。既然他那么想，应该更早去救蕾梅才对。欧塔纳伯没有那么做，他的爱是基于欲望吧！

  　表情を変えず冷たい瞳のままに私が言い放った言葉にアウタナ伯は持ち上げていた口の端を下げた。なんだかんだで愛していた女性の死をその耳で聞けば多少なりとはショックでもあろうものかと私は小さく息を吐いた。まったく勝手だ。そう思うのならもっと早くレイメだけでも救うべきだったのだ。そうしなかったアウタナ伯の愛はその劣情に基づくものだろうが！

  

  夫人无视垂头丧气的欧塔纳伯，对我怒吼。

  　項垂れるアウタナ伯を無視して、夫人が私に怒鳴り散らしてくる。

  

  

  「这不是肮脏的奴隶娼妇适合的末路吗！而且你果然是娼妇生下的恶魔之子！居然背叛人类，做出这种野蛮行径！」

  「汚れた奴隷娼婦には似合いの末路ではないですか！　そしてやはりお前は娼婦から生まれた悪魔の子でしたね！　人を裏切り、このような蛮行をよくも！」

  

  

  真是廉价的挑衅。一提到蕾梅，我无论如何都会皱起眉头，但我不会上当。不过……哎呀，夫人都到了这种时候还这么强势啊。明明被魔族包围，却直接找我麻烦，是因为我是放逐蕾梅的第一人吧。我被小看了。在你放逐蕾梅的那一刻起，你就是我最大的敌人了。」

  　安い挑発だ。レイメを話に出されるとどうしても眉根が動いてしまうが、乗ってやらない。しかし……やれやれ、夫人はこの期に及んでなお強気か。魔族に囲まれているというのに、直接的な相手が私だからだろう。舐められたものだ。貴方はレイメを追放した第一人者である時点で、私の最大の敵なのに。

  

  

  「污秽的恶魔！你这个受诅咒的女人！」

  「汚らわしい悪魔め！　この、呪われた女め！」

  

  

  配合夫人的呐喊，被我抓住的异母弟弟和周围的居民们也对我破口大骂。我连人权都没有，存在本身就有种阶级制度，却像这样摆出一副了不起的样子，即使处于这种状况，他们还是无法忍受。这可不是被饲养的狗咬到手就能了事的。

  　夫人の叫びに合わせて、隣で捕まっていた私の異母弟や、周囲の住人達も私目掛けて罵詈雑言を浴びせてくる。人権もなく存在がカーストであった悪魔の相を持つ私が、このように偉そうにしているのがこんな状況に置かれながらも彼らにとっては我慢ならないとは。飼い犬に手を噛まれたでは済まさないぞ。

  

  在背后待命的魔族们默默看着我们一连串的互动，但可以感受到明显的愤怒和憎恨。他们觉得区区人类居然这么嚣张。虽然我有交代在有我的命令之前绝对不能出手，但他们一副随时都会扑过来的样子。

  　私たちの一連のやりとりを、背後に控えた魔族たちは黙って眺めていたが、明らかな怒りと憎悪が感じられる。人間風情が偉そうに、と。私の命令があるまで決して手は出さないようにと言ってあるが、今にも飛び掛からんばかりの勢いだ。

  

  有必要让这些盲目瞧不起我的家伙，稍微聪明一点。

  　ここはひとつ、盲目的にまで私を舐め腐る連中の頭を、少しばかり賢くさせてやる必要がある。

  

  

  「各位，你们可别误会了。把我培育成恶魔的不是别人，正是你们。因此，恭喜你们。这就是你们所期望的结果。」

  「勘違いしてもらっては困りますよ諸君。私という人間を悪魔に育て上げたのは他でもないあなた方だ。故に、おめでとう。この結末はあなた方が望んだのですよ」

  

  「胡说八道！」

  「戯言を！」

  

  

  我一把抓住对高声向居民们大喊的我发出怒吼的夫人头发，硬是让她低下头。夫人发出惨叫，但我没有松手。然后我抓着她的头发，对着她的耳朵说：

  　住民たちに高らかに言った私に対して叫ぶ夫人に、私はその髪を掴み、強引に首を垂れさせる。夫人は悲鳴を上げるが、私は力を緩めない。そして髪を掴んだまま、その耳に言葉を投げる。

  

  

  「要不要试着求饶看看？我可以帮你跟魔族交涉哦。虽然不知道他们会不会接受就是了。」

  「命乞いでもしてみますか？　魔族に交渉してあげてもいいですよ。彼らが納得するかはわかりませんが」

  

  

  听到这句话，夫人懊悔地咬牙切齿。一旁的异母弟弟虽然年幼，却拼命地对我破口大骂。原来如此，看来他受过良好的教育。有个这么优秀的弟弟，我真感到骄傲。

  　その言葉に夫人は悔しそうに歯噛みをする。隣では異母弟が幼いながらも懸命に私に罵詈雑言を浴びせてくる。なるほど、良い教育を受けたらしい。素晴らしく上品な弟を持って誇らしいよ。

  

  听到我瞧不起人的话，魔族们发出低吼。嗯，的确，连这种小孩都对我指指点点，我实在无法忍受。」

  　私を馬鹿にする言葉に魔族達が唸りを上げる。ふむ。たしかに私もこんな子供にまであーだこーだ言われるのは我慢がならないな。

  

  

  「夫人，现在就来办一场表演吧。希望各位居民也能好好享受。当时我们是主角，不过这次……就请我的异母弟弟上台吧。」

  「夫人、ここで一つショーと行きましょう。住民の皆さんもぜひ楽しんでほしい。あの時は私たちが主役だったが、今回は……我が異母弟に壇上に上がってもらおう」

  

  

  我这么说完，命令压制住异母弟弟的半兽人。是那个在哨站说想吃我，却被佐夫一口回绝的半兽人。虽然不能给你我，但可以给你有血缘关系的弟弟。这奖励够充分了吧？

  　そう言って私は異母弟を抑えているオークに命ずる。詰所で私を食べたいと言ってゾフに一蹴されたあのオークだ。私をくれてはやれないが、血の繋がりのある弟をくれてやろう。十分過ぎる褒美だろう？

  

  得到我允许的半兽人开心地抓起异母弟弟，将他悬在半空中。夫人尖声惨叫，异母弟弟发出哀号。这景象真不错。希望魔族们也能乐在其中。」

  　私の許しを得たオークは嬉しそうに異母弟を掴み上げ、宙づりにする。夫人がギャーギャーわめき、異母弟は悲鳴を上げている。いい光景だ。魔族たちも楽しんでくれるといいが。

  

  

  「题目是……傀儡的华尔滋！」

  「題目は……マリオネットのワルツだ！」

  

  

  我张开双手大喊。半兽人就像收到暗号似的，用双手抓住异母弟弟的肩膀，喀啦一声扭断。异母弟弟的惨叫响彻四周，夫人发出哀号。

  　私は両手を広げ叫んだ。合図とばかりにオークが両手でつかんだ異母弟の肩をゴキリと外す。異母弟の絶叫が響き渡り、夫人は悲鳴を上げた。

  

  

  「啊啊，可怜的傀儡！跳吧跳吧！你只能跳舞的可怜人偶！因为你被命令要跳到坏掉为止！」

  「ああ、可哀そうなマリオネット！　踊れ踊れ！　お前は踊る事しかできない哀れな人形！　壊れるまで踊れと命ぜられたが故に！」

  

  

  我像是在跳舞般张开双手，踏着舞步。半兽人配合我的动作与声音，将异母弟弟弄坏。我每次一举一动，异母弟弟都会跟着发出惨叫。

  　私はくるくると踊る様に両手を広げてステップを踏む。そんな私の動きや声に合わせてオークは異母弟を壊していく。私が一挙一動をするたびに、合わせて異母弟は悲鳴を上げた。

  

  

  「住手，快住手！住手啊！」

  「やめて、やめなさい！　やめてぇ！」

  

  

  被哥布林压制住的夫人尖叫。我没有停止跳舞，半兽人也没有停手。

  　ゴブリンに押さえ付けられた夫人が絶叫する。私は舞を止めず、オークもその手を止めない。

  

  

  「好痛————！好痛……妈妈……母亲大人——！救我……好痛啊啊啊啊啊！！」

  「いたいぃいいい！　いだ……おかあさ……お母さまぁああ！　たすけ……いだぁぁぁああ！！」

  

  

  异母弟弟的哭喊声在燃烧的城镇中响起。

  　異母弟の泣き叫ぶ声が燃える街に響く。

  

  半兽人智商很低，无法理解我表演的用意，只是随心所欲地玩弄着被赋予的玩具。我只是演出这样的戏码罢了。不过这种喜剧在魔族之间似乎大受欢迎，佐夫他们捧腹大笑。从人们的角度来看，包围自己的魔族笑声只会带来恐惧。

  　オークは知能が低い。私の演目の趣向などは理解していまい。ただただ与えられた玩具を好き放題に動かしているだけだ。それを演出しただけ。だがそんな喜劇は魔族には大層受けが良いようで、ゾフ達はゲラゲラと腹を抱えて笑っている。人々からすれば恐怖でしかあるまい。自分たちを取り囲む魔族たちの笑い声は。

  

  四分之一也不例外，对于用相同手法让夺走女儿的人类品尝绝望滋味的这场表演，似乎非常满意。

  　クォートラも例に漏れず、自分から娘を奪った人間に、同じ趣向で絶望を味わわせているこのショーに大変満足しているようだ。

  

  我停止跳舞后，异母弟弟已经化为不会说话的坏掉人偶。夫人崩溃大哭。我对半兽人下达「可以了」的命令。半兽人开心地拿着异母弟弟的尸骸离开。玩完之后就请享用吧。

  　私がステップをやめると、もはや異母弟は物言わぬ壊れた人形と化していた。夫人は泣き崩れている。私はオークに良し、と命ずる。オークは嬉しそうに異母弟の亡骸を持ってどこかへ行った。遊んだ後はおいしく頂いてくれ。

  

  好啦，我自认玩够了。不过，即使做了这么多，我的心情依旧没有好转。好空虚，好空虚。

  　さて、十分遊んだつもりだ。しかし、これだけやっても、私の心はちっとも晴れやかにならない。虚無だ。むなしい。

  

  不管我怎么做，雷米都不会回来。我很清楚这一点。或许是因为这样吧。

  　どれだけやってもレイメは帰ってこない。そんなことは分かっている。だからだろうか。

  

  

  「我腻了。」

  「飽きてきたな」

  

  

  我冷冷地撂下这句话，让欧塔纳伯爵睁大双眼，同时伸手扶着我的鞋子。

  　その冷淡に吐き捨てられた私の言葉にアウタナ伯が目を丸くしながら私の靴に手を添えた。

  

  

  「等一下！不，请等一下……我不想死！拜托饶我一命，求求你饶我一命……请大发慈悲……」

  「待ってくれ！　いえ、待ってください……死にたくない！　命だけは、何卒命だけはお救いを……どうかお慈悲を……」

  

  

  欧塔纳伯爵的模样就像玩具被抢走的幼童，还用蚊子般的微弱悲痛声音苦苦哀求。

  　アウタナ伯はまるでおもちゃを取り上げられた幼子のような様相で、そして蚊のような弱弱しく悲痛な声で訴えた。

  

  扶着鞋子的手不停颤抖，还用谄媚的视线仰望我。要他舔鞋子，他应该会喜孜孜地照办吧。虽然有点好玩，但我不忍心让欧塔纳伯爵的唾液弄脏人家特地帮我准备的服装，就看他这副滑稽模样满足吧。

  　靴に添えられた手は震え、媚びるような視線で私を見上げてくる。靴でも舐めろといえば喜んで舐めるだろう。少し面白そうではあるが、折角用意してもらった装束をアウタナ伯の唾液で汚すのは忍びない。この滑稽な姿を見ただけで満足しておこう。

  

  不过，毕竟是我自己说要杀他的，现在就试着跟他交涉看看吧。

  　しかし、私が自分で言ってしまったからな。ここは一つ、交渉でもしてみようか。

  

  

  「我说啊，各位。」

  「なぁ、諸君」

  

  

  我转过身来，对发出低吼声的龙人族等魔族张开双臂。

  　私は振り返り、グルルと唸り声をあげるドラゴニュートをはじめとした魔族たちに両手を広げる。

  

  

  「他们正在求饶。所以我想问，他们需要饶恕吗？」

  「彼らは慈悲を求めている。そこで問いたい。彼らに慈悲は必要かな？」

  

  

  我咧嘴一笑这么说完，魔族们似乎听懂了我的意思，扬起嘴角跺地。

  　にたりと笑ってそう言った私に、魔族たちは趣向を理解したか、口角を吊り上げて地面を踏み鳴らした。

  

  杀了他、杀了他、杀了他。

  　殺せ、殺せ、殺せ。

  

  魔族们纷纷大喊，让奥图纳伯爵和其他聚集的居民们吓得动弹不得。居民们不停求饶，要我饶他们一命，或是放过他们的女儿，但我充耳不闻。这个世界很残酷，你们已经让我学到这个教训了。

  　口々に叫ばれる魔族の声に、アウタナ伯他集められた住人たちが恐怖に竦み上がる。住民たちは助けてくれ、だの娘だけは、だのなんだの言って慈悲を請い続けるが、私の耳には入らない。この世界は、残酷なんだよ。私はお前たちにそう教わったんだ。

  

  我听了一阵子魔族们的声音和居民们的求饶后，呼出一口气，举起一只手。

  　私はひとしきり魔族達の声と住民の命乞いを聞いた後、ふうと息を吐いて片手を上げる。

  

  魔族们安静下来，猜到我的意思，流下口水。我重新转身面向奥图纳伯爵，弯下膝盖，压低视线后说：

  　魔族たちが静まり、私の意を酌んで涎を垂らす。私は改めてアウタナ伯に体を向けると、ひざを折って目線を下げてから言う。

  

  

  「来吧，令尊，如果我的同胞们有慈悲心，事情就简单了，但看来并非如此。」

  「さあ御父上、我が同胞諸氏に慈悲という物があればよかったが、そうもいかないらしい」

  

  

  奥图纳伯爵甚至流下眼泪，抓住我的脚求我大发慈悲。我对他这副模样感到厌烦，站起身冷冷地俯视他，同时说：

  　アウタナ伯は涙すら零して私の足を掴み慈悲をと縋る。アウタナ伯のそんな姿をいい加減飽きた私は立ち上がり冷ややかに見降ろしながら言った。

  

  

  「慈悲这种东西，以你们的常识来说，连我这种恶魔也具备吗？」

  「慈悲というものは、あなた方の常識では私のような悪魔にも備わっているものなのかな？」

  

  「唔……我、我给你想要的东西！只要是我能准备的东西，不管是钱还是地位！」

  「っ……お、お望みの物を差し上げます！　私めに用意できるものならば、金も、地位も！」

  

  

  真烦人。钱和地位有什么价值？我深深叹了一口气，把脚从奥图纳伯爵的手中抽离。奥图纳伯爵的眼神变了。

  　しつこいな。金や地位にどんな価値がある。私ははぁ……と大きく深いため息をつくとアウタナ伯の手から足を離した。アウタナ伯の目の色が変わる。

  

  我对库托拉使了个眼色，简短地下达指示。

  　私はクォートラに目で合図を送ると、短く指示を出した。

  

  

  「可以杀了他。」

  「もう殺していいぞ」

  

  

  我这么说完便转身离去。这就是暗号。

  　私はそう告げると踵を返した。それが、合図。

  

  途中，我与流着口水走向伯爵的龙人族等魔族擦身而过。

  　途中アウタナ伯に涎を垂らしながら向かっていくドラゴニュートをはじめとした魔族たちとすれ違う。

  

  尽管伯爵的哀求和夫人的怨言依然从背后传来，但我已经充耳不闻。那种千篇一律的台词，听过几次就会腻了。

  　背後からはいまだアウタナ伯の懇願や夫人の恨み言が聞こえるが、もはや聞く耳持たない。ああもレパートリーのない言葉は何度も聞けば飽きようもの。

  

  

  「你……你这个恶魔啊啊啊啊！」

  「こ……この、悪魔めがぁぁああッ！」

  

  

  不久，我听见伯爵的惨叫声。没错，我正是选择成为恶魔活下去。

  　やがてアウタナ伯の絶叫が聞こえた。ああ、そうさ。まさしく私は悪魔と為り生きる道を選んだのだから。

  

  过了一会儿，随着居民的惨叫，传来骨头碎裂和肌肉撕裂的声响。不分男女老幼，魔族们似乎开始用餐了。

  　少しして、住民たちの絶叫とともにバキバキと骨の砕ける音やミチミチという肉の裂ける音が聞こえてくる。老若男女区別なく。魔族たちの食事が始まったららしい。

  

  

  唉，没想到这么无聊。啊啊，好无聊。

  　はあ、存外つまらなかった。ああ、つまらない。

  

  不过，这样……应该就展现了我的价值。成果非常出色。我在此攻陷了在外塔。

  　しかし、これで……価値は示したはずだ。実績としては上々。アウタナ落としは、此処に為った。

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  一切结束后，我骑在库托拉背上，飞回魔王城。

  　全てが終わった後、私はクォートラの背に乗り魔王城への帰路を飛んでいた。

  

  我转头看向背后，眼前是被火舌吞噬、熊熊燃烧的欧塔那。虽然没什么特别的感慨，但还是先烙印在眼底。这是我的复仇的开端，也是献给亡故的雷米的祭品。

  　背後を振り返ってみれば、火を放たれ赤々と燃ゆるアウタナの街が目に入る。さしたる感慨もないが、一応目に焼き付けておく。これは私の復讐のほんの始まりであり、亡きレイメへ捧ぐ贄だ。

  

  

  「好美的火焰。就用我们的憎恨作为柴薪，将那座城镇烧成一片漆黑吧。」

  「美しい炎です。我らの憎悪が薪となり、あの街を黒く焼きましょうぞ」

  

  

  库多拉抬起头对我说。

  　クォートラが首を上げて私に言う。

  

  我要将身为人类的我所舍弃的一切，都随着那道火焰一起舍弃。将人性这种东西，开心地丢进因憎恨而点燃的火焰中燃烧吧。

  　あの炎と共に、私は人として捨てられるものはすべて捨てよう。憎悪によって熾されたかの火に人間性など喜んで焚べてしまおう。

  

  

  「哈哈……哈哈哈……」

  「ハハ……ハハハ……」

  

  

  我忍不住笑了出来。哎呀，不行。看来我得收回刚才说的「没什么特别的感慨」这句话了。

  　つい笑い声が零れてしまう。おっといかん。さしたる感慨もないと言ったのは撤回する必要がありそうだ。

  

  我取出雷米的圣石，握在手中，思念着雷米。我为他报了今生的杀母之仇。玷污我、玷污雷米的愚蠢之徒，全都变成一团友好的焦炭了！

  　私はレイメの聖石を取り出し、握りながらレイメを思う。今生の母の仇は取った。私を、レイメを汚した愚か者どもはみんな仲良く炭になった！

  

  我再次看向欧塔那，脸上挂着邪恶的笑容，不屑地说：

  　私は改めてアウタナを見やり、邪悪な笑みを張り付けて吐き捨てた。

  

  

  「活该……」

  「ざまあみろ……」

  

  

  

 
  ＃１１　epilogue：私が人ではなくなった日

  ＃11　epilogue：我成为非人的那一天

  　

  

  

  

  「呼哈哈哈！你很行嘛，女孩……不对，克莱儿！没想到你真的以人类之身攻陷人类的城市！」

  「フハハハ！　やりおるか、娘……いや、ココット！　まさか本当にヒトの身でヒトの街を落としてくるとは！」

  

  

  魔王听到我回到魔王城的报告后，显得非常开心。魔王一边夸奖我，一边像个孩子般大笑，让艾鲁克洛惊讶地瞪大眼睛。然后，艾鲁克洛对毅然地站出来报告攻陷阿乌达那始末，毫不犹豫地用复仇业火焚烧同族的克莱儿这个人，确实抱持着一丝恐惧。他觉得这个小女孩或许很危险。

  　魔王城に戻ってきた私の報告を聞いた魔王は、大層喜んでいた。私を褒めながら子供のように大笑いする魔王に、エルクーロは目を丸くして驚いていた。そして、毅然と立ちアウタナ落としの顛末を報告し、同族をためらいなくその復讐の業火にて焼いたココットという人間に、エルクーロは確かに一抹の恐れを抱いた。この幼女は危険なのではないかと。

  

  我完全不知道艾鲁克洛的视线，充满自信地挺起胸膛面对魔王。虽然魔王散发的压力依然让我差点腿软，但我这次确实带了伴手礼过来。魔王看起来很开心，应该不是在说谎。

  　そんなエルクーロの視線など露知らず、私は自信をもって魔王に胸を張る。未だにその圧力には腰が抜けそうになるが、今回は確かな手土産を持ってきたのだ。魔王のご機嫌な様子も嘘ではないだろう。

  

  艾鲁克洛看着我再次叹了口气，然后一脸讶异地开口：

  　といった風な私を見て改めてため息をついたエルクーロは、怪訝な顔で言葉を溢した。

  

  

  「不过，您烧得真彻底。魔王陛下，属下想尽快派驻军到阿乌达那。」

  「しかし、派手に焼いてくれたものだ。魔王様、この後早急にアウタナに駐屯兵を送りたく」

  

  「嗯，随你高兴。不过……艾鲁克洛，你捡到一个好东西呢。其他四天王应该也很羡慕吧。」

  「ああ、好きにしろ。しかし……中々どうして、よい拾い物をしたなエルクーロ。他の四天王も羨むだろう」

  

  「不敢当。」

  「恐縮でございます」

  

  

  艾鲁克洛低头行礼。

  　エルクーロは頭を下げた。

  

  听到这段对话，我稍微反省了一下。如果能接收欧乌纳这种规模的城镇，让魔族拥有，我的评价应该会更好。虽然我不后悔烧掉那座城镇和那些家伙，但还是该反省一下，记取教训。

  　そんなやりとりに、私はすこしだけしまったと思った。アウタナほどの街、接収し魔族のものとした方が私の評価も上がっただろうか。あの街と共に連中を焼いた事に後悔はないが、反省点として次に活かそう。

  

  魔王看起来心情不错，他将手指交握抵着下巴，将身体探出桌面，笑着看向我。

  　特に機嫌を損ねた様子もなく上機嫌なままの魔王は指を組んで顎に当て、テーブルに身を乗り出すと、笑顔で私を見る。

  

  

  「克莱儿，你是个优秀的人才。看来你之前说要辞职，不是在说谎。」

  「ココット。なかなかの逸材よ。先にお前が発した人を辞めるという言葉に偽りはなかったようだ」

  

  「这是当然的。」

  「当然であります」

  

  

  魔王点头回应我的回答。

  　私の返答に魔王は頷く。

  

  

  「克莱儿，你有意愿加入我方阵营吗？」

  「ついては、ココットよ。このまま我が陣営に加わる気はあるか？」

  

  「是……」

  「は……」

  

  

  魔王盯着我这么说。挖角……不对……这根本是最终面试。

  　魔王は私をじっと見てそう言った。スカウト、いや……まるで最終面接。

  

  

  「克莱儿，我很中意你。如果你愿意，我想让你以将军的身份加入我军，你意下如何？」

  「私はお前を気に入ったよ、ココット。お前が望むのならこのまま将軍として我が軍に置きたいが、どうか？」

  

  

  虽然魔王是用询问的语气，但我根本无权拒绝。而且，我也没有理由拒绝。

  　私に問いかける口ぶりだが、拒否権など無いだろう。それに、拒否する理由も、私には存在しない。

  

  我深吸一口气，缓缓吐出，然后立正站好，对魔王说道：

  　私はすぅーっと息を吸込み、ゆっくり吐くと、びしりと気をつけをして魔王に述べる。

  

  

  「这是求之不得的事情。」

  「願ってもない事です」

  

  「呼哈哈，很好。」

  「フハハ、よろしい」

  

  

  魔王满意地笑了。艾尔克罗则是推了推眼镜，用手指按着眉间，不知叹了几口气。

  　魔王は満足げに笑う。エルクーロは眼鏡をずらし眉間を指で押さえながら、何度目かのため息をついていた。

  

  

  「那么克莱儿，我在此正式任命你为我军的将军。我很期待你这个身为人类却憎恨人类的小丫头，会如何发挥实力。」

  「ではココットよ。改めてお前に我が軍の将軍となることを命じよう。ヒトの身でありながらヒトを憎む小娘が、どう働くか楽しみだぞ」

  

  「……我一定会达成您的期待。」

  「……必ずやご期待に沿えましょう」

  

  

  我深深一鞠躬，脸上带着笑容。

  　私は深く頭を下げる。その顔には笑顔。

  

  太好了！我正式被赐予魔王军将军的地位。这可是大出人头地。试用期也顺利通过，这下子我就是正式的员工了。

  　やった！　正式に私は魔王軍の将軍の地位を賜ることと相成ったのだ。大出世である。試用期間はクリア。これで晴れて正社員という訳だ。

  

  这时，艾尔克罗走到我面前。我抬起头，不让对方发现我脸上的笑意。

  　と、エルクーロが私の前にやってくる。私はにやけ顔を悟られない様に顔を上げ、エルクーロを見上げた。

  

  俯视我的艾尔克罗露出复杂的表情。我是不是做错了什么事？魔王明明看起来那么开心。是因为魔王军立刻就将欧塔那烧到无法使用的程度，所以他在生气吗？如果是盖得很坚固的建筑物，例如领主宅邸，应该就不会被烧毁……

  　私を見下ろすエルクーロは複雑な顔をしていた。何か粗相をしてしまっただろうか。魔王はあんなにうれしそうなのに。やはりアウタナの街をすぐに魔王軍が使えないほど焼いたのでお怒りなのだろうか。作りのしっかりした、例えば領主屋敷等であれば焼け落ちてはいないだろうが……。

  

  我一边思考，一边因为艾尔克罗的臭脸而心跳加速。

  　思案しつつもエルクーロの仏頂面に心なしか胸の鼓動が早くなる。

  

  

  「那……个……」

  「あ、の……」

  

  「之后会帮你准备房间，是将军专用的个人房。我会派人去安排，等准备好了会派使者通知你。在那之前，你可以自由行动。」

  「後で君の部屋を用意する。将軍用の個室だ。手配をするから、準備が出来たら使いを向かわせる。それまでは自由に行動してくれ」

  

  「是……是的。」

  「は、はい」

  

  

  房间，他要给我房间吗？我因为没被骂而松了口气，同时眼神也因为期待而闪闪发光。

  　部屋、部屋が用意されるのか。私はお叱りの言葉を受けなかった安堵に胸を撫で下ろすと同時に、期待に目を輝かせた。

  

  这真是太令人高兴了。自己的房间，只属于自己的房间。我赢来的房间。

  　それはうれしい。自分の部屋。自分だけの部屋。私が勝ち得た部屋。

  

  不是牢房，也不是小屋。既然是将军用的个人房，那就可以期待了。

  　牢屋じゃない、小屋でもない。将軍用の個室となれば期待はできる。

  

  我的表情忍不住闪闪发光。

  　私はつい顔をキラキラと輝かせてしまう。

  

  

  「就这样，你可以退下了。」

  「以上だ。下がっていい」

  

  「是！」

  「はい！」

  

  

  我鞠躬后离开房间。脚步非常轻盈。

  　私はお辞儀をして退室した。その足取りはとても軽いものだった。

  

  艾库罗目送我离开，直到房门完全关上后……他看着我走出去的那扇门，低声说道：

  　私を見送り部屋の扉が完全に閉まった後……エルクーロは私の出て行った扉を見やりながら、ぼそりとつぶやいた。

  

  

  「……真是个可怜的女孩。」

  「……哀れな娘だ」

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  魔王办公室的门在我背后完全关上后，我忍不住笑了出来。

  　背中で魔王の執務室の扉が完全に閉まると、私はにやぁと破顔した。

  

  啊啊，真是太棒了！好想哼歌啊！

  　ああ、素晴らしきかな！　鼻歌でも歌いたい気分だ！

  

  我踏着轻快的步伐，走在走廊上。

  　軽快な足取りでステップを踏みながら、廊下を歩いていく私。

  

  

  除了安心和作战成功……攻陷奥达那的喜悦外，还有被魔王军认可的喜悦。

  　心のうちは、安堵と、作戦の成功……アウタナ落としだけではない、魔王軍に認められたことへの喜びがあったのだ。

  

  这样就同时得到魔王的庇护和复仇的手段。起跑非常顺利。太棒了！

  　これで魔王の庇護と、復讐の手段の両方が手に入った。滑り出しは好調だ。素晴らしい！

  

  复仇后，我得到了迈向幸福生活的第一步！我张开双手，像在跳舞般前进。

  　復讐をしたら幸せな生活の第一歩が手に入った！　私は両手を広げ、くるくると踊る様に進む。

  

  

  就在我忍不住笑逐颜开的时候，库托拉与索夫从背后叫住我。

  　ついニコニコと頬を緩ませていた折に、背後からクォートラとゾフに呼び止められる。

  

  我慌忙端正姿势，恢复放松的严肃表情。

  　私は慌てて姿勢を正し、黒く緩んだ表情を戻した。

  

  

  「多亏有您，我们成功报了一箭之仇。」

  「俺たちは貴女のおかげで小さな復讐を遂げました」

  

  「我们认同您，愿意跟随您。」

  「俺たちは貴女を認めますぜ。貴女に付き従いまさあ」

  

  

  两人这么说。我只简短回答「这样啊。」

  　二人が言った。私は短く「そうか」とだけ答えた。

  

  

  「今后也请您继续指挥我们，带给人类恶梦吧。吾等的魔女公主。」

  「どうかこれからも我らを指揮し、人間どもに悪夢を。我らが魔の姫よ」

  

  

  公主？虽然觉得这种说法很奇怪，但库托拉说，人类看到我时似乎有人这么说过。这个称呼让我惶恐不已，浑身不自在。我只是一介恶魔，不是什么闪亮的存在。

  　姫？ その物言いはどうなのだと思ったが、クォートラ曰く人間たちに私を見てそう言ったものが居たのだそうだ。全く身に余る恐縮な呼び名だ。むず痒い。私はただの悪魔。煌びやかなものではない。

  

  我耸耸肩，只说「别这样叫我。」就与库托拉、索夫道别。

  　私は肩をすくめると「よしてくれ」とだけ言ってクォートラ、ゾフと別れた。

  

  

  我独自走在走廊上，高昂的心情没有冷却。

  　一人廊下を歩きながらも高揚した気分は冷めやらず。

  

  我踏着轻快的脚步，露出陶醉的表情。

  　足取り軽く歩きうっとりとした表情をしてしまう。

  

  啊啊，我现在心满意足。这是我这辈子第一次如此满足，心中充满昂扬的心情。

  　ああ、今私は満ち足りている。今生にして初めてだ。こんなに胸中が昂る気持ちで充足しているのは。

  

  身体是无力女童的我，摧毁了一座城市。我已经不再无力。

  　体は非力な女児である私が、街一つを潰せたのだ。私はもう無力ではない。

  

  我踏着轻快的步伐走在走廊上，忽然摇摇晃晃地失去平衡，靠在墙上。

  　と、私は軽快なステップで廊下を歩きながら、ふいによろよろと姿勢を崩し壁にもたれかかる。

  

  

  （嗯，怎么回事……）

  （ん、なんだ……）

  

  

  我脑袋里满是问号，倚着墙壁的身体慢慢往下滑，脚也使不上力。

  　頭に疑問符を浮かべながらも壁にもたれた体はずるずるとずり下がり、足には力があまり入らない。

  

  然后胸口一阵翻腾，差点吐了出来。

  　そしてそのまま胸のむかつきを覚え、あわや嘔吐しかけた。

  

  我用手捂住嘴巴，把硬是涌上喉咙的恶心感吞回去，看见水滴落在脚边。

  　無理やり喉からせり上がって来た不快を口に手を当てて飲み込むと、足元に雫が零れたのが見えた。

  

  咦？我用手指摸摸眼睛，发现流下了一道、两道泪水。这到底是？

  　はて？　と思い自分の目元に指をやれば、一筋、二筋と涙が零れているではないか。これは一体？　

  

  我的心情应该很爽快，因为事情有个好兆头，我内心应该充满喜悦才对。

  　私の心は晴れやかで、すがすがしい程に幸先良いスタートを切った事で胸中は喜びに満ちている筈。

  

  更何况我还葬送了可恨的奥塔纳那群人。我不懂自己为什么会流泪。

  　ましてや憎きアウタナの連中を葬ったのだ。なぜ涙が零れるかわからない。

  

  

  「哈哈……」

  「はは……」

  

  

  对了，我现在很开心。这是喜极而泣。肯定没错。

  　そうか、私は今嬉しいのだ。これは嬉し涙だ。間違いない。

  

  

  「哈哈、哈哈哈哈……啊哈哈哈哈！」

  「はは、はははは……あはははははっ！」

  

  

  我在走廊上放声大笑。

  　私は廊下で大きく笑い声をあげた。

  

  熊熊燃烧的城镇、被扭死的弟弟、领主与夫人的脸、居民们凄惨的惨叫，全都是我复仇的成果。

  　燃える街。捻り殺された弟。領主や夫人の顔。住民たちの阿鼻叫喚絵図。全てが愛しき復讐の成果。

  

  啊啊，太棒了。我大概真的不是人！这样就好，这样才好。

  　ああ、素晴らしい。もはや私は本当に人ではないのだろう！　それでいい、それがいい。

  

  但是，还没完。还没结束。欧塔纳那些人的腐败，全都是法鲁特玛雷这个国家的腐败。不从根源摧毁的话，我哪有脸去见雷梅？啊啊，真期待。还要创造几个地狱才够？还要烧毁几个城镇、杀死多少人才够？我好兴奋。

  　だが、まだだ。まだ終わらない。アウタナの連中の腐敗は全てファルトマーレという国家のもの。根源から潰さねばレイメに顔向けができないではないか。ああ、楽しみだ。後いくつの地獄を作ればいいだろうか。いくつ街を焼き人を殺めればいいだろうか。わくわくする。

  

  为了这个目的，我要以恶魔的身份活下去。放弃当人，在魔族中出人头地，幸福地活下去。就只是这样。就只有这个目的驱使我行动。复仇是达成目的的手段。就只是这样。

  　そのために私は、悪魔として生きるのだ。人を辞め、魔族の中で成り上がり、幸せに生きる。それだけだ。それだけが私を動かす。復讐はそのための手段。ただそれだけなんだ。

  

  啊啊，看着我吧，雷梅。在安详的天国，见证我的报复吧。那些和玷污雷梅的家伙一样的人，我会把他们全部烧成灰。然后，我会得到幸福。

  　ああ、見ていてくれレイメ。安らかなる天国で、我が報復を見届けてくれ。レイメを汚した奴らと同じ連中は、私が全員灰にするから。そして、幸せになるから。

  

  我手扶着墙壁，仰望天空。

  　壁に手をつきながら天を仰ぎて。

  

  我不明白涌出的泪水代表什么，只是不断笑着。

  　私は溢れてくる涙の意味も分からずに、笑い続けた。

  

  

  

 
  ＃１２　prologue：波紋

  ＃12　prologue：涟漪

  　

  

  

  

  

  白色豪华的大厅。

  　白く豪奢な大広間。

  

  大厅中央有张巨大的圆桌，许多妙龄男性坐在那里。圆桌后方有张王座，散发出威严的气氛，王座上的人正在听取跪在圆桌前的骑士报告。

  　大広間の中央には巨大な円卓があり、妙齢の男性達が多く鎮座していた。円卓の奥には玉座があり、物々しい雰囲気を醸しながら、円卓の前に跪く騎士から報告を受けていた。

  

  坐在圆桌前的男性是人类最大国家法鲁玛雷的大臣们。坐在王座上的人则是法鲁玛雷王，这里是圣都伊法尔的王城圆桌厅。报告的骑士身穿纯白铠甲，披着蓝底金绣的披风，看得出地位之高。这名骑士是法鲁玛雷引以为傲的圣铠骑士团团长亚尔亚丹。

  　円卓に座る男性は人類最大の国家ファルトマーレの大臣たち。そして玉座に座るはファルトマーレ王その人であり、この場は聖都イファールが王城の円卓の間であった。報告をする騎士も身に着ける鎧は純白、青地に金の刺繍の施されたマントを羽織り、位の高さが伺える。この騎士はファルトマーレが誇る聖鎧騎士団の団長、アルアダンであった。

  

  大臣们听着暂时从战线归来的亚尔亚丹报告，皱起眉头。

  　大臣たちは戦線より一時帰還したアルアダンからの報告を聞き、眉間にしわを寄せていた。

  

  报告的内容是，边境的城塞都市，同时也是偏僻国境防卫都市的欧鲁达那沦陷了。

  　報告の内容とはつまり、辺境の城塞都市にして僻地国境の防衛都市でもあったアウタナが、陥落したとの報告である。

  

  欧鲁达那沦陷后，消息只花了三天就传到遥远的伊法尔。由于之前与魔族军处于抗衡状态，这明显是坏消息，因此火速传入王耳中。

  　アウタナ落としからわずか３日でその報は遠く離れたこのイファールまで飛んできていた。これまで魔族軍とは拮抗状態であったから、明らかな凶報として火急に王の耳に入った次第である。

  

  大臣们无视报告完毕的亚尔亚丹，纷纷开口。

  　報告を終えたアルアダンを他所に、大臣たちは次々と口を開く。

  

  

  「该如何是好？魔王军有新动作的消息已经逐渐传遍全军，要塞都市奥达那的沦陷，对士兵和骑士的士气造成影响。」

  「如何致すべきか。魔王軍に新たな動きありとの報は既に全軍に伝播しつつあり、城塞都市アウタナの陥落は兵や騎士の士気に波紋を広げておる」

  

  「唔唔。」

  「ううむ」

  

  「说到底，为什么没有更早察觉到那些家伙的大规模攻势！居然一夜之间就攻陷奥达那，对方的军力相当可观。」

  「そもそもなぜもっと早く奴らの大攻勢に気づけなんだか！　アウタナを一夜で落とすなど相当な軍勢ぞ」

  

  

  奥达那是交给边境贵族管理的城市，防御相当坚固。事实上，直到前阵子为止，那都是抵挡魔族袭击的防波堤，屡次击退魔族。如今防波堤沦陷，代表今后停滞的战况将产生变化。而且变化的契机对人类不利。

  　アウタナは辺境貴族に任せていた街であるが、その防御は強固。事実、先日に至るまで魔族の襲来を何度も跳ね返した防波堤であった。それが落ちたとあらば、今後の停滞していた戦況は変化することを示す。そしてそのきっかけは人類にとって不利なものであるのだ。

  

  

  「不过，如果能获得对方将领的情报就好了，没想到居然全军覆没……」

  「しかし相手の将について情報が得られれば良かったが、全滅とはな……」

  

  

  一名大臣嘀咕。

  　大臣の一人がぼやいた。

  

  人类阵营每天派遣侦察兵前往各地城市，奥达那的沦陷就是由侦察兵通知。

  　アウタナの陥落は、人類側が毎日各地の街を走らせている偵察兵により知らされたものだ。

  

  传令兵巴特捎来的简短文章是这么写的。

  　伝書バトにより伝えられた短い文章にはこうあった。

  

  ——奥达那已沦陷。

  　曰く――アウタナ陥落セリ――と。

  

  战斗结束后，奥图纳已经完全遭到魔族占领，因此无法详细确认，但没有幸存者的报告，已经清楚显示出居民们的下场。看到魔族在城里自由走动的状况，结果可想而知。也没有人确认到有居民逃到邻近的村庄或最近的城市弗利克提拉。既然如此，可以想象包含领主奥图纳夫妇及其家人在内的居民们全都被杀了，不然就是被俘虏，不然就是进了魔族的胃。

  　全てが終わっていた戦いの後のアウタナは、既に街中に魔族が駐屯していた状況もあり詳しい確認こそできなかったようだが、生存者無しとの一報は、痛烈に住民たちの末路を示した。街中を自由に闊歩している魔族の状況を見れば詮無き事であろう。近隣の村や最も近しい街フリクテラに逃げ延びた者も確認されていない。であれば領主アウタナ夫妻やその家族含めた住民たちは全て殺され、そうでなくとも捕囚となったか、あるいは胃袋に収まったかと想像はつく。

  

  对大臣们来说，奥图纳伯爵一家的安危并不重要，最严重的问题是对方的军队和将领不明。现在在奥图纳的魔族只是驻留在攻陷的城市，本队应该已经归还，因此很难找到线索得知袭击奥图纳的是什么人。

  　最も、大臣たちにはアウタナ伯達の安否自体は重要ではなく、相手の軍勢や将が不明という点を最も問題視した。今アウタナに居る魔族は落とした街にただ駐留しているだけ。本隊は既に帰還しているであろうから何がアウタナを襲ったのかを知る手がかりとしては薄い。

  

  如果是平常的攻势，可以在防守的期间获得率领军队的将领等情报，然后分享、拟定对策，但这么轻易就攻陷，什么都不知道，冲击性很大。究竟有多少军队来袭？奥图纳在一夜之间沦陷，是前所未有的事。

  　通常の攻勢であればいくらかは持ちこたえている間に率いた将なり軍勢なりの情報を得て共有、対策も練りようがあったものを、こうもあっさりと落ちたものでは何も不明として衝撃が大きかったのだ。一体どれほどの数の軍勢が襲い来たのか。アウタナを一夜で落とすなど、これまででは考えられなかった。

  

  人类原本以为魔族和魔物一样，都是只会靠蛮力硬干的军队。他们个体的危险度参差不齐，虽然很多人拥有凌驾人类的体能，但整体来看缺乏战略和战术……这是人类原本的看法。

  　魔族など、魔物と同様力押ししかしてこない軍勢だと思っていた。その個々の危険度もまばらであり、身体能力こそ人間を凌駕する者が多いが、いかんせん全体で見れば戦略や戦術に乏しい……と、思われていた。

  

  过去虽然也有擅长军略的魔族，但那是罕见的例子。魔族过度相信自己强韧的肉体，而这也是人类的常识，事实上也是如此。

  　かつて軍略にたけた魔族も居たにはいたが、稀有な例だ。魔族はその強靭な肉体を過信している。それが人類側の常識であり、事実そうであった。

  

  这次令人在意的是，潜入敌阵的侦察兵回报，城塞内外倒着大量的霍恩巴乌尸体。这暗示魔族可能正式开始利用魔物了。人类过去几乎把魔物和魔族视为同一存在，但实际上魔族军里几乎没有魔物，顶多只有驯养来骑乘的军用魔物。

  　今回気になる点としては潜り込んだ偵察兵による報告で、城塞内外に大量のホーンバウの亡骸が転がっていたという話。魔族が本格的に魔物を利用して来たのではないかという示唆であった。これまでは人類としては魔物と魔族は半ば同一視してきたが、その実魔族軍に魔物はほとんどいなかった。せいぜいが騎乗用等で軍用に飼いならされたものくらい。

  

  而这样的魔族开始在战术上驱使魔物，战况将大幅改变。这对人类来说是严重的事态。

  　そんな魔族がより戦術的に魔物を使役して来るのでは、戦いは大きく変わる。人類側にとっては由々しき事態であった。

  

  

  「所以才应该加强防守外塔那啊！交给无能贵族的结果就是这个下场！」

  「だからアウタナの防備はもっと固めるべきだったのだ！　無能な貴族に任せた結果がこれではないか！」

  

  「果然四天王亲自率领军队的可能性很高。」

  「やはり四天王直々に率いられた軍だったというのが考え得る可能性では濃厚ではあるか」

  

  「不过在远离欧鲁达那的战线，圣铠骑士团正与『妖星』梅亚交战，而以好战闻名的『铁腕』武罗嘉纳也被勇者一行人压制了！既然压制了这两个武斗派，还有谁能发动这种侵略行动！」

  「しかしアウタナより離れた戦線では聖鎧騎士団が”妖星”メーアを相手取り奮戦、最も好戦的と名高い”剛腕”のウラガクナも勇者一行が押さえているではないか！　武闘派のこの二角を押さえているというのに誰がこのような侵攻を為せるというのだ！」

  

  「嗯。身为军师，实力坚强的『傀儡师』波丽奈已经被勇者一行人打倒了。剩下的只有『黑曜』艾尔克罗……」

  「うむ。軍師として手強い存在であった”傀儡師”ポリニアは既に勇者たちによって打倒されている。残るは”黒曜”のエルクーロだが……」

  

  「不可能！那家伙从来没有上过战场！可恨的魔王亲信怎么可能上前线！」

  「ありえんよ！　あやつは戦場に出てきた例などないではないか！　忌々しい魔王の側近が前線に出るものか！」

  

  「可是欧鲁达那已经沦陷了！除了艾尔克罗还有谁！」

  「しかし現にアウタナは陥落したぞ！　エルクーロ以外に誰がいる！」

  

  「该不会是邻国出手帮助魔族军吧……？尤其是最近小国联合对我国的态度很不友善。」

  「まさか隣国が魔族軍に手を貸した等とは考えられませんかな……？　特に昨今小国連合は我々にいい顔をしない」

  

  「做那种事有什么好处！我们战败的话，小国联合也会被魔族军吞并啊！」

  「そんなことをして何の得になる！　我々が負ければ連合とて魔族軍に食い物にされるだけではないか！」

  

  

  法鲁萨姆周边的国家也受到怀疑，圆桌会议中各种臆测此起彼落。

  　ついにファルトマーレの周辺諸国にまで疑いが飛び火し、様々な憶測が飛び交う円卓の間。

  

  亚阿拉丹看着吵吵嚷嚷的大臣们，暗自在内心咒骂。一群顽固的老人。重要的不是怎么做，而是为什么。

  　ぎゃあぎゃあと喚く大臣たちを眺めながら、アルアダンは内心で悪態をついていた。頭の固い老人どもめ。重要なのはどうやって、よりも何故、という部分であろうに。

  

  阿鲁亚丹身为负责前线的军人，不禁担心那是否暗示着魔族的进军范围会更加扩大。

  　魔族の進行がより多方面に広がる示唆なのではないかと、アルアダンは前線を預かる身としては懸念せずにはいられなかったのだ。

  

  圆桌会议已经化为一片喧嚣，大臣们纷纷抛出各自的臆测。法鲁特玛雷王看着他们，眯起眼睛深深叹了口气。

  　円卓の間の会議はもはや喧騒と化し、口々に各々の憶測をぶつけあう大臣たちを見て、ファルトマーレ王は目を細めながらふう、と深く息を吐いた。

  

  接着他以手上的华丽手杖敲了两下地板。

  　そして手にした豪奢な装飾の着いた杖で２回床を叩く。

  

  大臣们听到声音后安静下来，望向国王。

  　その音に大臣たちは静まり、王を見た。

  

  

  「我们必须严肃看待这次发生在欧鲁达那的悲剧。战况会改变，我们也必须拟定对策……阿鲁亚丹。」

  「此度のアウタナでの悲劇、重く受け止めなければならん。戦況は変わる。我々も対策を練らねばな。……アルアダンよ」

  

  「是。」

  「はっ」

  

  「期待你带回欧鲁达那的后续消息。另外，要巩固边境都市的防备。」

  「アウタナの件、続報に期待する。加えて辺境都市の防備を固めよ」

  

  「……是，我会转达。转达完毕后，我也会回归战线。」

  「……は、そのように。伝えた後は、私も戦線に復帰致します」

  

  「嗯，辛苦了。期待你的好消息。」

  「うむ、ご苦労。朗報を期待しておる」

  

  

  听到国王的话，阿鲁亚丹行了一礼后离开房间。他的表情十分苦涩。

  　王の言葉にアルアダンは一礼をして退室する。その表情は苦々しいものであった。

  

  圣铠骑士团团长亚尔亚丹亲自离开战线来到这里，是因为身为法鲁萨姆骑士团顶点的他，立场上必须接下今后的对策命令。分出前线兵力充作边境的防备，虽然对亚尔亚丹而言并非所愿，但既然如此，只能尽快打倒与他率领的骑士团对峙的四天王——梅亚。即使如此，亚尔亚丹心中仍有一抹莫名的疙瘩，感觉很不舒服。

  　聖鎧騎士団団長たるアルアダン自ら戦線を離れこの場に来たのは、ファルトマーレの騎士団の頂点であり統括する立場にもある自分が、今後の対策の命を受け取るためである。前線の兵を割いて辺境の防備に充てる。それはアルアダンにとっては望ましくはないものだが、であれば早急に自らが率いる騎士団と相対する四天王、メーアを下すしかない。アルアダンはそれでも胸に一抹の、何か得体のしれないしこりのような気持ちの悪さを感じていた。

  

  魔族军突然发动攻势。虽说是由无能领主治理，但奥达那的牙城在数年之间数度击退魔族军的攻势，却在一夜之间被攻陷。

  　魔族軍の急な攻勢。無能な領主が治めていたとはいえ数年ものあいだ幾度もその攻勢を退けたアウタナの牙城が一夜にして破られた。

  

  面对这个严重事态，身为人类国家的法鲁萨姆受到震撼。

  　この由々しき事態に、人類国家たるファルトマーレは震撼していたのだ。

  

  攻陷奥达那。

  　アウタナ落とし。

  

  率领达成此事的军队，是奥达那出身的人类幼女，但亚尔亚丹对此一无所知。

  　それを為した軍勢を率いたのが、当のアウタナ出身である人間の幼女である等とは未だ露知らずに。

  

  

  

 
  ＃１３　魔の中で

  ＃13　在魔之中

  　

  

  距离攻陷奥图纳已经过了一个月。

  　アウタナ落としから早１か月が経っていた。

  

  这天早上，我在自己被分配到的房间床上醒来。

  　その朝、私は自分に用意された部屋のベッドで目が覚めた。

  

  上次睡在温暖的床上，已经是待在奥图纳领主宅邸的时候了。不过，那张床感觉不到任何温暖，和睡在自己赢得的待遇中相比，根本无法相提并论。获得这个房间的几天内，我因为烧毁奥图纳的成就感，睡得非常舒服。

  　温かなベッドで寝たのはアウタナの領主屋敷に居た頃以来であった。しかし、あのベッドからはぬくもりも何も感じたものではなかったから、自らが勝ち得たこの待遇で眠った快適さには比べるべくもない。この部屋を与えられて数日の間、私はアウタナを焼いた達成感による清々しさもあって心地よい安眠を得ていた。

  

  不过，如果问我睡在这里是否安全到能睡得这么安稳，其实也很可疑。就算随便抓个人，要他在这个豪华又像高级饭店房间的地方好好休息，他也会立刻摇头拒绝吧。这里就是这种地方。

  　まあ、私が寝ていたこの場がそこまで安眠できるほど安全かと言われれば怪しいが。そこらの人間を捕まえて、この豪奢にして高級ホテルの一室めいた部屋でゆっくり休めと言われても、即座に首を横に振るだろう。ここはそういう場所だ。

  

  我可能是不小心睡得太熟，揉着还没完全清醒的眼睛，坐起上半身。用手指轻轻梳过头发后，我在尺寸大到夸张的床上移动，站到地板上。

  　私はついつい深寝し過ぎたか、未だしょぼしょぼとする目をこすり、上体を起こす。髪を指で軽く梳いてから、私の体には大分大きすぎるベッドの上をもぞもぞと移動し、床に立つ。

  

  我走向梳妆台想洗脸，但尺寸果然不合，我站在椅子上看着镜子。

  　顔を洗うべく鏡台に向かうが、やはりサイズが合わずに椅子の上に立つような形で鏡を覗き込む。

  

  我几乎不曾像这样观察自己的身体，所以之前都没发现，但仔细一看，我真的是个幼女。身上这件白色的睡衣触感很好，毫无疑问是高级品。颜色白得晶莹剔透，应该说，其实有点透。

  　こうして自分の体を見る事など殆どなかったからわからなかったが、改めて見ると本当に幼女だ。与えられた白いネグリジェは肌触りも良く高級であることは疑いようがない。透き通るほどの白さ、というか実際少し透けている。

  

  我看着自己的身体，露出苦涩的表情啧了一声。都是因为生来身体这么弱小。

  　私はそんな自分の体を眺め、苦虫を噛み潰したような表情で舌打ちをした。こんな非力な体に産まれたせいで、と。

  

  我以女性的身份转生，生活至今已经超过十年。虽然差不多已经习惯女性的身体，但也不是完全把自己当成女性，心中还是有难以言喻的暧昧。寄宿在这副身体的精神和记忆，全都是从前世继承而来。因此，以主观来看，精神上的性别无论如何都会偏向男性，但从婴儿到现在的十二年之间，我都是以女性的身份度过，和日本的女性大不相同。如今我的性别变得暧昧，难以形容。

  　女子として性別を変え生まれ変わり、生活することもう10年以上。いい加減女子の体にも慣れていたが、完全に自分を女と認識しているわけでもなく、やはりまだ如何ともしがたい曖昧さが胸中にある。この体に宿る精神と記憶は全て前世から引き継いでいる。故にどうしても主観としてみた精神的性別は男性寄りではあるが、赤子から今までの１２年間は日本のそれとは大分異なるが女子として過ごした。今や自分の性別は曖昧で、何とも言い難いものとなっている。

  

  不，别想了。想这些也没用。应该说，根本无所谓。我用放在镜台上的水壶洗脸，从椅子上下来。

  　いや、やめよう。そんなこと考えても仕方がない。というかどうでもいい。私は鏡台に置かれていた水のポットで顔を洗うと、椅子から降りた。

  

  我迅速穿上类似军服的服装……果然有点大。

  　手早く軍服めいた装束に袖を通す。……やはり少し大きいな。

  

  虽然腰带勉强让腰围合身，但袖子长度还是有点大，指尖勉强才从袖口伸出。

  　胴回りはベルトでなんとかフィットさせられているが、袖の丈がやはりいくらか大きい。袖の先からは指先がかろうじて出る程度。

  

  上衣原本设计成长度到膝盖上方，我穿起来却只到脚踝，几乎要摩擦到地面。

  　上着の裾は本来膝上程度であろうデザインなのだが私が着ればくるぶしまであり、地面に擦らんばかりだ。

  

  好了。

  　さて。

  

  我换好衣服后，推开房门来到走廊。

  　私は着替えを済ませると部屋の扉を押し開き廊下へと出た。

  

  

  

  

  这里是魔王城。虽然我为了方便称呼而这么叫，但这座巨大的建筑物实际上是一座兼具城镇的要塞。

  　ここは魔王城。便宜上呼んでいたのだが、実際この巨大な建造物は街を兼ねた城であり、要塞だったのだ。

  

  与人类敌对，甚至会吃掉人类的怪物……魔族的根据地。这里不是我这种人类该待的地方。

  　人類と敵対し、その身をも食らう怪物……魔族の本拠地。私のような人間が本来いる場所ではない。

  

  魔王城仿佛是开山辟地建造而成，城内有各种各样的设施，呈楼层式分布。其总面积差不多等于一座欧达纳那样的城镇。非常广大，而且复杂。我在这里待了一个月，也担心自己会迷路，所以都只在军方设施和自己房间之间往返，过着家里蹲的生活。虽然我对城镇很感兴趣，但要是打着探险的名义到处乱走，马上就会迷路吧。

  　山を切り崩して建築されたかのような様相の魔王城の中には、階層式に様々な施設が存在していた。その総面積はアウタナ程度の街一つならどっこいといった所だ。とても広い。そして複雑。滞在して一か月になる私もまだ迷ってしまうのを危惧して軍施設と自分に用意された部屋の往復しかしていない引きこもり状態だ。街に興味はそそられるが探検などと称してむやみに歩き回ればたちまち迷子になるだろう。

  

  实际上，有许多魔族在这座魔王城生活。基于这个原因，身为人类的我若随便乱跑，不只会迷路，甚至会有生命危险。不只是像四特朗那样的高智能上级魔族，还有像哥布林那样的下级魔族。甚至连非战斗人员的力量都凌驾于人类。虽然我正式加入魔王军，获得将军的地位，但不知道是不知情，还是知情，和四特朗不同，肯定有人类光是身为人类，就无法抑制对我的憎恶。

  　実際数多くの魔族がこの魔王城で生活を営んでいた。そういうのもあり、人間の私がほいほい歩き回るのは迷子だけではなく命の危険すらあるのだ。クォートラらのような知能の高い上級魔族だけでなく、ゴブリンのような下級魔族。さらには非戦闘員でさえその力は人間を凌ぐ。私が正式に魔王軍に参入し将軍の地位を得ているとはいえ、事情を知らないか、あるいは知っていたとしてもクォートラらと違い私を人というだけでその憎悪を抑えきれない者もきっといるだろう。

  

  因此，我不出门。好不容易才踏上通往安宁的道路，不能因为无聊的事情失去性命。我虽然成为魔族的将军，但只是普通的人类，只是个普通的小女孩。没有超过12岁女孩的力量。也就是说，是非常脆弱的存在。

  　故に、出歩かない。折角歩み始めた安寧への道だ。つまらん事で命を失うわけにはいかない。魔族の将軍となった私だが、ただの人間でありただの幼女だ。１２歳の女子以上の力は持たない。つまりは、とても脆弱な存在なのだ。

  

  我想尽早不只让我的部下，而是让全体魔族军……进一步来说，让全体魔族保障我的人身安全。为此，立下功绩是最快的方法……我是这么想的，但是……

  　早いところ我が配下だけではなく魔族軍全体……ひいては魔族全体に私の身の安全を保障させたい。そのためには功績をあげるのが手っ取り早い……と、思うの、だが……。

  

  这一个月，魔王军没有特别引人注目的行动。

  　この1か月、特に目立った動きを魔王軍は見せずにいた。

  

  我原本以为会更像样地进军，但毕竟是战争，所以相当慎重。与其说是故事中的人与魔物的战斗，感觉更接近前世的外交战争。我们魔族军是人类的绝对敌人，同时也是国家。不只与直接处于战争状态的法尔托马雷，也与许多人类小国发生小冲突，同时进行交易。

  　てっきりもっとこう、ガシカシと進軍するものかと思っていたが、戦争というだけあってなかなかに慎重。物語の中の人と魔の戦いというよりは、前世における外交的戦争に近いものを感じた。我らが魔族軍は人類の絶対敵であるが同時に国家でもある。直接戦争状態にあるファルトマーレだけではない、数々の人類小国とも小競り合い、そして交易を行っていた。

  

  然后还有一件与我所想不同的事，就是我们的魔王陛下。

  　そして思っていたのと違う事がもう一つ。我らが魔王様の事である。

  

  我原本以为魔王陛下会这样那样地对部下下达指示，但完全、丝毫没有那种事。

  　てっきり魔王様がこう、配下にあれやこれやと指示を出しているものかと思ったが、全然、まったく、そんなことはないのだ。

  

  魔王陛下每天都在振笔疾书勤奋办公，但我不知道他在办公什么。虽然我大致上猜得到是政治方面的事。不过，身为国家领袖同时也是军队领袖的他，也没有特别指示军队的作战。

  　魔王様は毎日ペンを走らせ執務に勤しんでいるが、なんの執務なのかはわからない。大方政治的なものだろうことは予想はついたが。しかし、国家のトップであると同時に軍のトップでもある彼は特段軍としての作戦を指示することもない。

  

  他说他只会听取作战报告。命令我攻下奥翠纳的那件事是例外。

  　ただただ作戦の報告を聞くのみだと言う。私にアウタナ落としを命じたアレはイレギュラーであったと。

  

  所有作战计划大致上都交给四天王全权负责。我记得现在包含艾尔克罗大人在内，四天王似乎只有三名……其中一名已经过世。而艾尔克罗大人以外的两名，现在正站在前线。他们分别与人类方的强力势力交战，目前势均力敌。

  　概ねすべての作戦は四天王に一任されているのだ。確か今はエルクーロ様含め四天王は３名しかいないらしいが……１名は既に故人であるそうだった。そしてエルクーロ様以外の２名は、今前線に出ていると。人類側でも強力な勢力とそれぞれぶつかり拮抗中とのことだった。

  

  不过，正因为如此……出阵正是提升我功绩的机会，为了洗刷我身上发生的不幸，我明明想尽可能打击法尔多玛雷，烧毁可恨的人类的城镇，却只能闷闷不乐地待在这里。

  　だが、ならばこそ……出陣こそが私の功績を上げるチャンスであり、憎い人間どもの街を焼き我が身に起きた不幸を禊ぐためにはファルトマーレに少しでも打撃を与えたいというのにと、私は悶々とした気分をため込んでいた。

  

  我在这一个月内，虽然没有无所事事，而是让成为部下的夸特拉和索夫教导我魔族的知识，或是自己绞尽脑汁，将战术写在纸上自学，但日子毫无进展，也没有简单明了的结果，让我越来越不耐烦。

  　そんな感じの私はこの一か月ただただ部下となったクォートラとゾフに魔族について教わったり自前で頭をひねって戦術について紙面に書き出して独学したりと何もしていなかったわけではないが、わかりやすい結果もなく進展もない日々に苛立ちを募らせていたのだ。

  

  我出击了好几次，但全都是处理杂务，或者说是战斗以外的事情，实在令人不愉快。我需要的是进军。攻陷城镇，烧毁民宅。这才是我渴望的复仇。

  　何度かの出撃もすべて雑務というか戦闘外のものばかりで実に不愉快だ。私に必要なのは進軍である。街を落とし、家々を焼く。それこそ我が望む復讐であるから。

  

  我走在走廊上咬着指甲，低头瞪着地面。啊啊，没有比这更令人焦躁的事了……！

  　廊下を歩きながら爪を噛み、俯きながら地面を睨む。ああ、焦れったい事この上ない……！

  

  焦虑助长了憎恨。我停下脚步，咬着指甲瞪着虚空。现在的心情已经跟躺在床上时完全相反。那份温暖代表幸福的生存，是我所期望的。但是离开那里之后，驱使我行动的是憎恨。

  　焦りは憎しみを助長する。私は立ち止まり、爪を噛んだまま虚空を睨む。ベッドの上にいる時とはもはや心持ちは反転している。あのぬくもりは幸せな生存という意味で私の望むもの。だがそこを離れれば私を動かすのは憎悪だ。

  

  一想到在我不知所措的期间，跟那个混账东西同类的家伙们依然横行霸道，我就无法下定决心。虽然把欧塔纳的人们化为灰烬，但他们的根源法鲁特玛雷是大国。欧塔纳那种程度根本不算什么。

  　こうしている間にもあのクソッタレと同類の奴らがのさばっていると思うと煮え切らない。アウタナの連中は灰にしたが、その根源たるファルトマーレは大国。アウタナ程度、屁でもないだろう。

  

  这一个月来，我至少比在欧塔纳时安全，衣食住也都有保障，幸福的生存让我心怀感激，对人类的憎恨则让我对停滞不前的状况感到焦虑，这两种情绪在脑中不停来回。

  　この一か月間私は少なくともアウタナに比べて安全で衣食住も保証されている幸せな生存の有難みと人間に対する憎悪から来る停滞した状況への焦りが頭の中をぐるぐると何往復もしていた。

  

  啊啊，可恶。头好痛。我太烦躁了。我一手扶着头，另一手握着口袋里的雷米圣石咬牙切齿。

  　ああ、クソッ。頭が痛い。イライラしすぎた。私は片手で頭を、もう片手でポケットのレイメの聖石を握りながら歯ぎしりをする。

  

  当我烦躁地用鞋底喀喀踩着地板时，背后传来声音。

  　カツカツと靴底で床を鳴らしイライラしていると、背後から声がかかった。

  

  我带着惊讶与愤怒的表情转过身，看到佐夫一脸慌张地站在那里。

  　私は驚きと怒りそのままの形相で振り返ると、ゾフが慌てた顔でそこに居た。

  

  

  「小姐，请别露出那么可怕的表情。怎么了吗？」

  「お嬢。そんな怖い顔しないでくださいよ。どうしたんで？」

  

  

  听到佐夫的话，我猛然回神，恢复表情让呼吸平静下来。

  　ゾフの言葉に私ははっとして、表情を戻し呼吸を落ち着ける。

  

  我冷静下来后，索夫才放心地松了一口气。可恶的索夫，第一次见面时他完全不把我放在眼里，不过自从我攻陷了奥图纳之后，他就对我百依百顺，该怎么说呢……

  　私が落ち着くとゾフはふーっと安堵したようにため息をついた。ゾフめ。最初に会った時は私を随分舐め腐っていたが、アウタナ落とし以降は私に従順、というかなんというか。

  

  我并不是希望他怕我，只要他乖乖听从我的命令就好。而且，虽然不到阿谀奉承的地步，不过他突然软化态度，还是让我有点不快。不过，根据我的调查，魔族有个规定，一旦认定对方是比自己强大的强者，就必须绝对服从，这似乎是魔族的天性，所以我想索夫应该只是遵循天性。

  　別に私は恐れて欲しい訳ではなくただ従順に動いてくれればいいだけなんだが。それに、媚び諂うという程ではないが、急な態度の軟化には若干虫唾が走る。しかし、どうやら調べた所、一度格上の強者と認めた相手には絶対従順というのがオーガ族の掟というか、種族柄の性格らしいというので、そういうモノだと思っている。

  

  如果不是这样，魔族怎么可能对区区人类幼女如此毕恭毕敬，只是提供了一点协助而已。魔族对人类的憎恨和我对人类的憎恨是同一种类型，因此可说是恨之入骨。索夫在攻陷奥图纳时，全身沾满敌人的鲜血，还露出愉悦的表情。即使我拿出功劳，表明自己是协助者，他还是利用了我，不过他现在对我毕恭毕敬，让我这个一直保持警戒的人有点错愕。

  　そうでなくては多少協力しただけで人間の幼女相手にこうも魔族が接するものか。魔族が人間に抱く憎しみは私の憎しみに類する。故に生半可ではない。アウタナ落としの折では全身に返り血を浴び愉悦の表情を見せていたゾフである。私がいくら功績を示し協力者だと述べたとて、利用こそすれこのような態度を見せられれば警戒していた身としては拍子抜けだ。

  

  过去甚至会让人感到恐惧的魔族，现在却变得如此亲近，反而让人不知所措。虽然我很惊讶他这么干脆就承认了，但尤其是佐夫，他的个性非常爽朗。第一印象是长相凶恶，还会啃人类小孩的手臂当下酒菜……虽然没有错，但就是给人这种粗暴的印象。

  　かつては恐ろしくすらあった魔族が、こうも懐っこいのは色々と逆に参る。あっさり認められたのは驚いたが、特にこのゾフは気さくだ。第一印象は大分強面で酒のつまみに人間の子供の腕を齧るような……は間違っていないが、そんな荒々しい印象を抱いたのだ。

  

  话虽如此，部下就是部下，我是上司。虽然不想看到他因为太乱来而被杀，但至少在艾尔克罗和魔王都在的军队里，还有在大街上时，应该不会发生那种事。因此，我以毅然的态度面对魔族。不如说，佐夫和库欧特拉的工作性质其实比较像是我的护卫，所以只要和他们在一起，其他魔族也无法随便对我出手。

  　とはいえ部下は部下だ。私が上司。跳ねっ返りで殺されてはたまらんが、エルクーロや魔王の目のある軍内では、少なくとも往来ではそういった事はないはずだ。故に私は魔族が相手だろうが毅然たる態度で接する。むしろ、ゾフやクォートラは私の実質護衛めいて働いているから、一緒にいる間は他の魔族も私にヘタな手出しはできない。

  

  ……对魔族抱持的凶暴印象，也是人类刻意塑造出来的吧。总之，亲近是无所谓，但能不能改一下称呼啊？

  　……ま、魔族に対するそう言った凶暴なイメージも人間どもによる印象操作という物もあろうが。そういうわけで、懐っこいのはいいとして、呼び名だけはどうにかならんか。

  

  

  「……唉，我不是说过别叫我小姐吗？最近不是挺和平的吗？这样会让人喘不过气。」

  「……はぁ、お嬢はやめろと言っているだろう。どうしたもこうしたもない。最近は随分平和じゃないか。これでは息が詰まる」

  

  「嗯，听说战况最近也陷入胶着。」

  「あぁ、なんでも最近は戦況も膠着しているとか」

  

  「这我有听说。不过说到我们这一个月的行动，顶多就是搬运物资、侦查和在后方待命吧。」

  「それは聞いている。しかし我々がこの一か月行った事と言えばせいぜいが物資運搬、偵察、後方待機だろうが」

  

  

  这一个月来，我都在处理杂务，因此感到焦虑。我说既然战况陷入胶着，我们也可以到前线作战，应该有很多方法可以运用，结果佐夫笑了。

  　雑務ばかりのこの一か月間に焦らされていたのだ。戦況が膠着しているのであれば私達も前線に出るとか、いくらでもやりようはあるはずだと言えば、ゾフは笑った。

  

  

  「哈哈哈！下次我带你去镇上逛逛吧？我来当你的护花使者。」

  「ははは！　今度俺が街を案内しましょうかい？　エスコートしますぜ」

  

  「什么？」

  「はぁ？」

  

  「没有啦，只是看你好像很闲，想说带你去玩一下。毕竟小姐你一个人行动，各方面都很危险。」

  「いや、暇だってんなら少しは楽しいかと思って。お嬢一人じゃ色々危ねぇし」

  

  

  看到佐夫笑得这么开心，我感到傻眼。

  　笑うゾフに私は呆れかえった。

  

  

  「不用了，我没兴趣。」

  「結構だ。興味がない」

  

  

  我抓着帽檐，叹着气回答。

  　私は帽子のつばを抓みながらため息交じりにそう答えた。

  

  骗人的。我有兴趣。不过，还有其他更重要的事情。

  　嘘だ。興味はある。しかしそんなことよりも重要な事が他にある。

  

  

  「再说，要是我有空，我宁愿去学习战术。你们也一样……老是提出靠强壮身体硬碰硬的作战方式。如果想蹂躏人类，就多用点脑袋。」

  「大体そんな暇があれば戦術の勉強をする。お前たちもだぞ……屈強な体に任せた力押しばかり提案してきて。人間どもを蹂躙したければもっと頭を使え頭を」

  

  

  我忍不住烦躁地吐槽。

  　私はついイライラしてあたってしまう。

  

  这一个月来，我为了学习，也为了加深对四种族和佐夫他们自军运用的理解，和他们进行过对话。但一言以蔽之，我的部下们都是头脑简单、四肢发达的家伙。只会直线冲过去，把敌人打倒。他们想不出其他作战方式。

  　この一か月で勉強がてらクォートラやゾフ達と自軍運用について理解を深めようと対話していたが、一言でいえば我が部下達は皆脳筋だったのだ。真っ直ぐ突っ込んで蹴散らす。それしか案が出てこない。

  

  与其说他们如此，不如说魔族全体都过度相信自己的身体能力。所以才无法破解人类的战术，导致像欧达纳那样的结果。

  　彼らがというよりは魔族全体にいえるが、身体能力を過信しすぎだ。だから人間の戦術を破れず、アウタナのような事になるのだと。

  

  我说出这句话后，看到索夫陷入沉默，这才猛然回神。

  　と、言ってしまったはいいがゾフが黙り込んだので私ははっとする。

  

  糟糕，我说得太过火了吗？要是他恼羞成怒就糟了。虽然我一瞬间差点忘记，但对方可是魔族，是人类的敌人，会吃掉人类。要是惹他生气，我的性命就会有危险。

  　いかん。言い過ぎたか。逆上されればマズい。一瞬忘れかけるが、相手は魔族。人間の敵で、人間を食う。怒らせすぎれば私の命が危うい。

  

  我战战兢兢地抬头仰望索夫。

  　私は恐る恐るゾフを見上げる。

  

  索夫一脸严肃地俯视着我。他有着肌肉发达的体格，以及宛如恶鬼般凶狠的面容。虽然他身上穿着证明自己是小队长的军服，但正因为如此，才更显得可怕。高等食人魔的身高轻松超过两米，我这种人形同小动物。被他俯视着，当然会感到害怕。

  　ゾフは真顔で私を見下ろしていた。筋骨隆々とした体に鬼のようにいかつい顔。着ている服こそ小隊長の証たる軍服めいた兵士のものだが、だからこそ余計に怖い。ハイオーガは身長２ｍを余裕で超すのだ。私など小動物だ。見下ろされたら怖いに決まっている。

  

  我露出毅然决然的表情仰望索夫，但我的表情看似一如往常，其实背后早已冷汗直流。

  　私は毅然とした表情でゾフを見上げるが、そのいつもと変わらないように見える表情の裏で背筋にはだらだらと冷や汗を垂らしていた。

  

  这时，索夫突然大笑出声，我被他突如其来的笑声吓了一跳，他则露出佩服的表情说道：

  　と、ゾフは急に大笑いすると、急な大声での笑いにビクリとした私を見て感心するかのような顔で言った。

  

  

  「……小姐真的憎恨人类到令人信赖的地步。我有个好消息要告诉这样的小姐。」

  「……お嬢は本当に頼もしい程に人間どもを憎んでいらっしゃる。そんなお嬢に朗報を」

  

  「哦、哦？」

  「ほ、ほう？」

  

  

  总之，看来是不要紧。不知为何，他对我感到佩服。虽然现在姑且算是部下，但他毕竟是可怕的魔族。我得再稍微注意一下该如何对待他。

  　とりあえず大丈夫なようだ。なぜか感心された。一応今は部下とは言え恐ろしき魔族。扱うにはもう少し注意を払おう。

  

  索夫俯视着这么想的我，搔着下巴，露出不怀好意的笑容说道：

  　ゾフはそんなことを思う私を見下ろしつつ、顎を掻きながらにやにや笑って話をする。

  

  据说，前阵子攻陷欧塔纳的消息似乎传到了法尔托玛雷的首都，虽说欧塔纳至今为止都是最前线，但因为是偏僻地区，与激战区相隔甚远，因此欧塔纳附近的城镇防备突然变得严密。

  　なんでも、先日のアウタナ落としがファルトマーレの首都に伝わったらしく、今まで最前線とはいえ僻地であり激戦区とは離れていたアウタナ近辺の街の防備が急遽厚くなったという事。

  

  听到这番话，我又不高兴了。

  　話を聞いて私はまた不機嫌になった。

  

  为什么这算好消息？不就表示会变得不好办事吗？

  　なんでそれが朗報なんだ。やりにくくなるって事じゃないか。

  

  我瞪向索夫，他便伤脑筋地笑着继续说明：

  　私がゾフを睨むと、ゾフは困ったように笑いながら説明を続けた。

  

  

  「这可是人类惊慌失措的证据啊！肯定是大小姐和我们大闹一场的影响。我刚刚才收到情报，所以就来通知您了。」

  「こいつは、人間どもが慌てふためいてるって証でさぁ！　お嬢と俺たちが暴れた影響が出てるってぇ事に違いねぇ。ついさっき情報が入ったんで教えに来たってワケで」

  

  「……哦。」

  「……あぁ」

  

  

  原来如此。

  　成程、と。

  

  我原本以为欧塔纳这种程度的城镇没什么大不了，但攻陷那座城镇，似乎意外地对法尔托玛雷造成些许动摇。这的确算好消息，可以说是令人开心的失算。

  　アウタナ程度と思っていたが存外どうしてあの街を落とした事はファルトマーレを多少なりと揺るがせていたようだ。確かにそれは朗報。嬉しい誤算と言える。

  

  不过，虽然我并不知情，但圆桌会议可不只是稍微受到震撼，而是闹得不可开交。

  　最も、私は知らなかったが、円卓会議は多少の震撼どころか大荒れだったのだが。

  

  我心情稍微变好了。什么嘛，原来还是有意义的。毕竟要清算我和……雷米受到的伤害，光是那座城镇根本不够。

  　私は多少機嫌を良くする。なんだ。しっかり意味はあったのだ。私と……レイメが受けた傷の清算に、あの街一つだけでは釣り合いが取れないからな。

  

  这时，有人向我搭话。我转头一看，是粗犷的龙人男子——库多拉。

  　と、私に声がかかった。振り向けば無骨な竜人の男、クォートラの姿。

  

  

  「公主、索夫，你们在这里啊。」

  「姫、ゾフ。ここに居られたか」

  

  「是库多拉啊。怎么了？」

  「クォートラか。どうした」

  

  「艾尔克罗大人找您。」

  「エルクーロ様がお呼びです」

  

  

  我重新戴好帽子，绷紧神经。

  　私はその言葉に帽子を被りなおすと、気を引き締めた。

  

  

  

 
  ＃１４　紅茶を飲む者は

  ＃14　喝红茶的人

  　

  

  

  

  我被艾尔克罗叫去，前往他的会客室。

  　私はエルクーロに呼ばれ、彼の応接間へ足を運んでいた。

  

  我让克瓦多和索夫在外面等待，打开艾尔克罗会客室的门，进入室内。

  　外にクォートラとゾフを待たせ、エルクーロの応接間の扉を開け、中に入る。

  

  自从报告攻下奥图纳之后，我就没再见过艾尔克罗。这一个月的任务都是处理杂务，我也没有外出，所以没有机会见面。

  　エルクーロに会うのはアウタナ落としの報告以来だ。この一か月本当に雑務ばかりの任務であったし私が出歩かなかったのもあり会うことはなかった。

  

  艾尔克罗拿着装有红茶的茶壶在里面等待。他应该正在准备泡茶吧。魔族如此世俗的一面，让我在第一次见到他时吓了一跳。不过，艾尔克罗以人类的标准来看无疑是美男子，他在这个房间泡红茶的模样，该怎么说呢，感觉很高贵。与其说是贵族，甚至有王族的风格。虽然服装很像军服，但更散发出一股高贵的格调。

  　中ではエルクーロが紅茶のポットを持ち、待っていた。ちょうど茶を入れる準備でもしていたのだろう。魔族がこうも俗世的とは、はじめ見た時は面食らったものだ。しかし、人として見れば間違いなく美男であるエルクーロがこの様な部屋で紅茶を入れる様は、なんというか、高貴だ。貴族というより最早王族の風格すらある。服装こそ軍服めいているが、それがより一層格式ある高貴さを匂わせた。

  

  艾尔克罗注意到我。

  　エルクーロが私に気づく。

  

  我立刻用来到这里之后学会的礼节向艾尔克罗行礼。

  　私はすかさずここに来てから覚えた作法でエルクーロにお辞儀をする。

  

  

  「你来得真早。我正在泡茶，等我一下。」

  「早かったな。今茶を入れるから待っていろ」

  

  「不，请别费心。」

  「いえ、お気遣いなく」

  

  「因为我拿到了不错的茶叶。」

  「良い茶葉が手に入ったからな」

  

  「哦。」

  「はぁ」

  

  

  虽然我觉得不需要费心，但继续拒绝也很失礼，所以决定接受。

  　私は心遣い無用と思ったが、これ以上拒否するのは失礼と思い頂くことにする。

  

  艾尔克罗在铺着白色桌巾的圆桌前坐下，然后催促我也坐下。

  　エルクーロが白いクロスのかかったラウンドテーブルに座ると、私にも着席を促した。

  

  

  「坐吧。」

  「掛けたまえ」

  

  「失礼了。」

  「失礼します」

  

  

  我行了一礼后，坐到艾尔克罗对面。由于椅子很高，我坐起来有点辛苦。我几乎是用爬的坐上去，结果从桌子的角度来看，我的胸部刚好就在桌面上。不过我不能用站的，所以只能忍耐。这种行动上的各种不便，让我对自己的身体越来越不满。

  　私は一礼してエルクーロの向かいに座る。椅子が高いので座るのも少し苦労する。半ばよじ登るようにして座ってみれば、テーブルからはちょうど胸上が出る形だ。しかし椅子に立ち膝で座るわけにもいかないので我慢するしかない。こういった行動する上での不都合の数々が、痛烈に自分の体に不満を募らせていくのだ。

  

  就在我暗自抱怨自己娇小的身体时，艾尔克罗倒了红茶递给我。

  　と、私が内心で小さな体に悪態をついていると、エルクーロが紅茶を入れて私の前に出した。

  

  茶具看起来也很高级。除了茶具组以外，桌上还放了砂糖和蜂蜜等各种东西。

  　茶器も高級に見える。テーブルの上にはティーセットの他にも砂糖や蜂蜜などいろいろ置かれている。

  

  我忍不住观察起这些东西，心想他是不是喜欢招待客人，这时艾尔克罗开口：

  　もてなすのが好きなのだろうかとそれらの品々をつい眺めていると、エルクーロが言う。

  

  

  「你可以放轻松。」

  「くつろいで構わん」

  

  「是……」

  「は……」

  

  

  虽然我嘴上这么回答，但怎么可能放轻松。对方是上司，而且还是魔族，还是四天王之一。

  　返事はしたが、くつろげるわけがないだろう。相手は上司。そして魔族。それも四天王の一角。

  

  虽然我靠着前世的记忆勉强维持平静，但还是会怕。艾尔克罗说不定会因为我犯错就立刻砍下我的头。魔王说过，艾尔克罗不喜欢吃人，但这不代表他不能吃人。而且就算不吃人，也不代表他不会杀我。

  　教わった礼儀作法や前世で生きた記憶から何とか平静でいるが、怖いものは怖い。エルクーロも私が何か粗相一つすれば即座に首を刎ねるとかそういう事さえするかもしれない。魔王は言っていた。エルクーロはヒトを食うのは好きではないと。しかしそれは食えないわけではないのだ。それに、食えなくても殺さない理由にはならない。

  

  这跟面对库托拉跟佐夫时完全不同。之前相遇时，我脑中被憎恨填满所以很难感受到，不过眼前这个拿着茶杯优雅闻着香气的魔族，虽然还不到魔王的程度，但也是类似的存在，是特别的生物。

  　クォートラやゾフと相対しているのとはまるで違う。かつて出会った時は憎しみで頭が埋め尽くされていたから感じにくかったが、眼前でティーカップを持ち優雅に香りを嗅いでいるこの魔族は、魔王程ではないにしろ、存在を類する別格の生き物なのだ。

  

  我看着艾尔克罗喝下红茶，然后小心翼翼地用双手拿着茶杯，小口喝下红茶。

  　私はエルクーロが紅茶に口をつけたのを見てから、恐る恐る取り落とさないようカップを両手で持ってちびりと飲んだ。

  

  ……他要跟我说什么？如果是下一次作战的事情，那我还能鼓起干劲，但应该不是单纯的茶会吧。我虽然害怕魔族，但认为他们全都是用来复仇的道具。我需要的是战斗，追求的是那些家伙痛苦死去的光景。虽然我开始为此努力，但老实说没时间悠哉地喝红茶，而且我也不知道喝茶的礼仪。

  　……話とは何だろうか。次なる作戦の話であれば張り切りようもあるが、ただの茶会などではあるまいな。私は魔族を恐れこそするが全て復讐のための道具だと思っている。必要なのは戦いだ。私が求めるは奴らが苦しんで死ぬ光景だ。そのための努力こそ始めているが呑気に紅茶を飲んでいる時間など正直惜しい。作法も知らん。

  

  这一个月来本来就没有发生任何事，就连因为攻下欧塔娜而气势正旺的库托拉跟佐夫都忍不住抱怨，我也觉得出师不利。

  　ただでさえこの1ヶ月間何もなかったのだ。アウタナ落としで勢いづいたクォートラやゾフも苦言を漏らすほど。私とて出鼻をくじかれた思いだ。

  

  我因为这样而端正姿势，从第一口之后就再也没有喝红茶，艾尔克罗看到我的样子，立刻进入正题。

  　そんな思いもあり、姿勢をきっちり正したまま、紅茶にも最初の一口以降口をつけなかった私の様子に、エルクーロはすぐに本題に入った。

  

  

  「……如你所知，前几天攻陷欧鲁达那似乎对人类造成很大的冲击。他们担心我们在距离战线激战区很远的地方发动大规模攻势，因此在边境加强了防备。」

  「……知っての通りだが、先日のアウタナ落としはヒト共に大分衝撃を与えたようだ。戦線の激戦区とは程遠い地で我々の大攻勢が始まると危惧した連中は見事に辺境まで防備を固めてくれたらしい」

  

  「……是的。虽然我也是刚刚才听说，不过法尔托玛雷的战力因此分散。现在在战线发挥力量的梅亚大人和乌拉卡古那大人的军队应该会比较轻松。」

  「……はい。私も先ほど聞いた次第ではありますが、それによりファルトマーレの戦力は分散。現在も戦線にて力を振るうメーア様やウラガクナ様の軍もやりやすくなりましょう」

  

  

  艾尔克罗听到我的话后，露出有点惊讶的表情。我从克沃塔那里听说战况，也知道分散战力很重要，所以有考虑到这点。

  　私の言葉にエルクーロは少し驚いたような顔をした。戦況はクォートラらから聞いていたし、戦力分散は肝だろうから念頭にはあった。

  

  在主军在前线交战时，双方都担心来自侧面的边境进军。因此才会出现欧鲁达那这种边境的城塞都市，不过人类那边因为欧鲁达那被攻陷，所以害怕我们从边境入侵内地，加强了警备和兵力。

  　前線にて主軍同士がぶつかっている間、側面ともいえる辺境からの進軍は互いに危惧すべきものだ。だからアウタナのような辺境の城塞都市があったわけだが、そこを突破されたもので人類側は我々魔族軍の辺境からの内地侵入を恐れ、警備と兵力をより厳重にしたという訳だ。

  

  不过这种推测不管由谁来看，都不像是我这种小女孩会说的话。艾尔克罗惊讶的部分是这个，但他马上继续说下去。

  　もっとも、そんな推測は誰の目で見ても私のような幼女の口から出る言葉ではない。エルクーロが驚いているのはそう言った部分であったが、すぐにエルクーロは話を続けた。

  

  

  「正是如此。既然人类必须从主力部队分兵，最前线的抗衡状态应该会慢慢改变。不过，前提是他们必须持续看到我们真的以奥达纳为据点展开攻势。」

  「その通りだ。ヒトは主軍からも兵を分ける必要がある以上、最前線の拮抗状態は緩やかに変わるはずだ。最も、それは本当にアウタナを足掛かりとした我々の攻勢があると示し続けられればだが」

  

  

  梅亚正在率领法鲁萨玛雷的最强武装集团——圣铠骑士团与法尔萨斯军交战，而乌拉嘎库那正在率领被称为勇者的人类英雄率领的军队与法尔萨斯军交战。如果让他们认知到奥达纳这种边境有足以与他们匹敌的战斗征兆，他们就必须投入相当的人力，才能维持与法尔萨斯军这个法尔萨玛雷拥有的强大战力同等的战线。换句话说，可以期待战力分散以及减少内地战力的效果。

  　メーアはファルトマーレの最強武装集団である聖鎧騎士団率いる軍と、そしてウラガクナは勇者と呼ばれる人間の英雄率いる軍とそれぞれ戦っている。アウタナのような辺境から、それらに匹敵する戦闘の兆しがあると認識させれば、ファルトマーレの抱える強大な戦力たるこの二つと同等の戦線維持を行うにはよほどの人員が必要。戦力分散及び内地の戦力の減少効果が望めるという事だった。

  

  圣铠骑士团以及勇者。我在领主宅邸时曾多次耳闻他们的传闻。

  　聖鎧騎士団、そして勇者。共に領主屋敷に居た頃は幾度も耳にしていた。

  

  虽说我在前世也不太熟悉虚构故事，但我对每一个都是精锐守护者的圣铠骑士，以及运用异能发挥超常力量，四人联手甚至能打倒四天王的勇者们多少抱有憧憬。

  　私も前世ではフィクションに疎かったとはいえ、一人一人が精練なる守護者たる聖鎧騎士や、異能を用いて超常の力を発揮、４人で四天王をも倒しうるという勇者たちには多少の憧れすらあった。

  

  然而，他们现在只是障碍。那些家伙根本不会把过去像我一样受尽欺凌的人放在眼里。所谓的英雄并非为了民众而存在，而是为了推举他们的国家而存在。既然如此，杀死他们也是理所当然。

  　しかし今はただの障害だ。連中はかつての私のような虐げられた者など目に入らない。英雄とは、民衆のためにあるのではない。担ぎ上げた国そのものの為にある。ならば、殺して然る存在だろう。

  

  我瞪着虚空，在心中对英雄们咂舌。

  　私は虚空を睨みながら心の中で英雄様方に舌打ちをした。

  

  艾尔克罗继续说：

  　エルクーロは続ける。

  

  

  「因此我打算继续从偏僻地区侧面进军。」

  「そこで私は継続して僻地からの側面進軍を考えている」

  

  

  来了……！

  　来た……！

  

  也就是说，即使无法从欧鲁达那到首都伊法尔发动真正的攻势，也必须派兵取得某种程度的战果。

  　つまりはアウタナからの経路で首都イファールまで本気の攻勢とはいかなくともある程度の戦果を挙げる必要のある派兵が必要という事だ。

  

  我不小心露出奸笑。从话题走向来看，这个任务肯定要交给我！

  　私はうっかりにやりと笑ってしまう。話の流れから察して、これはそのお役目が私に回ってくるに違いない！

  

  不过，艾尔克罗说需要的是稍微引开敌人注意，也就是持续干扰的诱饵。

  　最も、エルクーロが必要だと言っているのは少しつついて引けばいい、いわゆるちょっかいをかけ続ける囮のようなものだ。

  

  从侧面扰乱在主战场战斗的两人，分散他们的注意力。这个任务或许我办得到，但冷静思考后，我感到一阵恶心。我担心一件事。万一我被魔族军当成诱饵用完就丢，一切都没有意义。不过这确实是个机会。我犹豫了一瞬间，决定参加行军。

  　主戦場で戦う二人に横合いから茶々を入れ気を逸らす。そんな役目だ。であれば私にでもできるかもしれないが、ふと冷静に考えた時に私は気持ちの悪さを感じた。一つの懸念。そんな囮行軍という役回りで万が一私が魔族軍に使い潰されれば何一つ意味がない。しかしチャンスなのも確か。私は一瞬の逡巡の後、行軍を望んだ。

  

  我加入魔族军的理由只有生存与复仇。为了幸福地活下去，必须建立功绩往上爬。

  　私が魔族軍に身を置く理由など生存と、復讐以外にはない。幸せに生きるためには功績をあげ成り上がる必要がある。

  

  雷米最后要我活下去。还有向夺走雷米的可恨人类复仇。

  　レイメの最後に言った生きろという言葉。そしてレイメを奪った憎い人間への復讐。

  

  这两者都必须达成，那才是我的幸福。

  　これらは両方遂行されなくてはならない。それこそが私の幸福に他ならない。

  

  

  「因此，我想问你。我所期望的诱敌行军的根基是什么？」

  「故に、君に聞いてみたい。私が望む囮行軍の根幹とは」

  

  

  艾库罗以试探的眼神看着我。他在衡量我。我抓住机会开口。

  　エルクーロは試すような視線で私を見た。これは量られている。私はチャンスとばかりに「恐れながら」と口を開く。

  

  我以浅薄的知识，说明自己所想的诱敌行军的效果、问题点，以及必要的军力。

  　私はつたない知識で自分が思うその囮行軍における効果、問題点、そして必要な軍力を述べる。

  

  

  「诱敌行军的主要目的是分散前线的敌方主要战力……只要敌军中了诱饵的计，将战力调走，我等的主军就能由梅亚大人及乌拉卡克纳大人率领突破战线，渗透内地……这才是诱敌行军的正确意义。问题在于敌军没有注意到诱敌行军，没有中计的情况，但既然如此，就直接前进，让诱敌部队成为主军，负责首都强袭。」

  「囮行軍の主眼は前線の敵主戦力の分散……敵軍が囮に引っ掛かり戦力を回してくれればメーア様及びウラガクナ様率いる我が主軍が戦線を突破し内地に浸透する……というのが正しい囮行軍の意義でありましょう。問題としては囮行軍に敵の目が向かず、囮にかからなかった場合ですが、それであればそのまま進行し囮部隊を主軍として首都強襲を担う事になるかと」

  

  「嗯。」

  「ふむ」

  

  「至于所需的兵力，虽然令人烦恼，但这边的战力也会被分散，再加上诱敌部队必须为了诱敌，绕远路前往远离主要战线的偏僻地区，再考虑到首都强袭部队的侧面，最好以行军速度为重，由精锐部队进行作战。不过，为了在途中补给与彰显存在感，必须尽可能攻陷城镇，所以数量也必须足够。」

  「それによる必要兵力は悩ましい所ではありますが、こちらの戦力もまた分散される事、加えて囮の為に主戦から遠く離れた僻地を大回りする事、更に首都強襲部隊の側面を考えれば行軍速度に重きを置いた精鋭軍での作戦が望ましいかと。最も、道中補給と存在感のアピールの為可能な限り街を陥落させることは必要でありましょうから、数もそれなりには」

  

  

  需要的是迅速且强力的少数精锐。率领攻陷城镇所需最低限度兵力的优秀将领。嗯，或许是这几天自学的成果，我流畅地说出一大串话。

  　必要なのは迅速かつ強力な少数精鋭。街落としに最低限必要な軍勢を率いる有能な将だろう。うん、ここ数日の独学の勉強の成果か、長々とした言葉をするりと言えた。

  

  话虽如此，因为是外行人的想法，或许会偏离正题，不过既然有前线，不可能把太多兵力分给诱敌行军，而且如果是强袭部队，我认为很妥当。

  　とはいえ素人目の考えであるから的外れを言っているかもしれないが、前線があり、囮行軍などにそこまで兵を割くのも不可能な上、強襲部隊でもあるのなら妥当だと思った。

  

  在被发现前持续前进，被发现后吸引敌人再随便逃跑。如果没被发现就直接进军。

  　バレるまでは進み続け、バレて敵を引き付けたら適当に逃げる。バレずに進めればそのまま進軍。

  

  我在脑中浮现进军的景象。想象人类大国法鲁玛瑞尔之地被战火笼罩的光景，我沉浸在恍惚之中。

  　私は頭の中で進軍のビジョンを浮かべる。手ずから人間の大国たるファルトマーレの地を戦火に包み進む光景を夢想し恍惚に浸る。

  

  另外，使用魔物也不错。虽然我曾听已故领主抱怨过，内地的人类尽是些和平到脑袋空空的蠢蛋。

  　また魔物を使うのもいい。亡き領主の小言を聞いたことがあるが、内地の人間は平和ボケした阿呆共ばかりだ。

  

  我想让那些家伙见识地狱。想告诉他们，自己是牺牲什么才得以过着安逸的生活。

  　そんな連中に地獄を教えてやりたい。自分たちが何を犠牲にして甘い汁をすすっているのかを教えてやりたい。

  

  就算踩踏过尸体，聚集起来也会产生毒素。

  　踏みしだいてきた骸も、寄り集まれば毒を産む。

  

  真想早点看到，自己产生的毒素让他们痛苦挣扎的模样。

  　自らが産んだ毒でもがき苦しむさまを、早く、見たいなあ。

  

  

  「原来如此。你很理解我的想法。老实说我很惊讶。」

  「成程。私の考えをよく理解している。正直驚いた」

  

  「不敢当。」

  「恐縮であります」

  

  

  嗯，感觉不错。艾尔克罗用佩服又有些复杂的表情看着我。我呼地吐出一口气，放下心来。

  　うん、好感触だ。エルクーロは感心したような、若干複雑そうな顔で私を見ている。私はむふーっ、と息を吐き安堵する。

  

  这样应该很完美吧。再加上前几天攻下欧托纳的功劳。艾尔克罗做出将手指抵在嘴边思考的动作。

  　これは、完璧だろう。先日のアウタナ落としの功績もある。エルクーロは口に指をあてて考えている素振りだ。

  

  所以我等待艾尔克罗对我下令。

  　だから私は待った。エルクーロが私に作戦を命じるのを。

  

  然而——

  　しかし。

  

  

  「不过正式派兵还要再等一段时间。先由我拥有的魔将军・兹欧涅担任先遣队出发。」

  「だが本格的な派兵はもう少し間を置く。先遣隊としては私の擁する魔将軍ツォーネにまず出立してもらう」

  

  「啊……？」

  「は……？」

  

  「让兹欧涅率兵前往欧托纳前方的城镇・弗利克特拉。如果兹欧涅能攻下该地，就以包含欧托纳在内的该地区为据点，开始正式进攻。能否攻下弗利克特拉，全看结果而定。」

  「アウタナの先にある町、フリクテラまで兵を進める。ツォーネがこれを攻略できれば、アウタナを含めたあの地域を足掛かりとして本侵攻を開始する。フリクテラを落とせるかどうか、全ては結果次第だ」

  

  

  我呢？

  　私は？

  

  兹欧涅和我一样是艾尔克罗的部下将军。我记得他是吸血种魔族的吸血鬼。虽然没和他见过面，但有稍微听过传闻。据说他是个充满晋升欲望的人。

  　ツォーネとは私と同じエルクーロの部下の将軍だ。確か、吸血種たる魔族のヴァンパイアだった気がした。顔を合わせた事もないが噂話程度なら少しは聞きかじった。昇進意欲に溢れる者だと。

  

  不，比起那种事，难得的出兵机会居然要拱手让人。我焦急地开口：

  　いやそんな事より、せっかくの出兵チャンスをみすみす他に渡すという事だ。私は焦りのままに声を出してしまう。

  

  

  「那、那个，恕我冒昧请教一下，我呢……？」

  「あ、あの。僭越ながらお伺いしますが、私めは……？」

  

  

  虽然觉得这样问很失礼，但我还是想问。因为我早就料到自己绝对会被派去出兵。

  　不躾な気もしたが、聞いておきたかった。絶対に自分に出兵の話が回ってくると踏んでいたからだ。

  

  艾尔克罗在喝了一口红茶后，回答我的问题。

  　エルクーロは私の問いに、紅茶を一口飲んだ後に告げた。

  

  

  「克莱儿，你负责搬运物资。为了攻略弗利克提拉，我要将欧达纳交给托泽纳。你就负责指挥物资输送到欧达纳，以及搭建指挥所。」

  「ココット、君は物資の運搬だ。フリクテラ攻略の為、アウタナをツォーネに与える。アウタナまでの物資輸送と指令所の構築を指揮せよ」

  

  「这……」

  「それ、は……」

  

  「之后在欧达纳待命。」

  「その後は同アウタナで待機だ」

  

  「这怎么可能！」

  「そんな馬鹿な！」

  

  

  怎么会这样。这连幕后功臣都算不上，根本就是影子。是为了托泽纳的垫脚石，根本是跳板。

  　なんて事だ。縁の下の力持ちという話ですらない。完全に影役者だ。ツォーネの為の足掛かり。踏み台ではないか。

  

  意思是要我做好事前准备，主角就让给别人。最后居然还要把被我亲手摧毁的欧达纳让给别人。等物资搬完后，就只能看着托泽纳将军出发去攻略弗利克提拉。

  　下準備だけして、主役は譲るという事だ。挙句の果てには私自ら叩き潰したあのアウタナを他人に譲り渡すなどと。物資を運ぶだけ運んだらツォーネ将軍とやらがフリクテラ攻略に出立するのをお見送りするお留守番ではないか。

  

  这一个月来，我多次前往欧达纳搬运物资。为了将镇压的城镇重新利用为魔族的据点。无论是被烧毁的城镇还是倒塌的房屋，我都认为这是被赋予的工作，应该尽全力完成，动员所有部下进行清理。一切都是为了获得好评。然后我隐约认为，欧达纳就是我努力的成果。我就是为了这个目的才处理那些杂务。

  　ここ一か月、アウタナに何度か物資運搬を行ってきた。制圧した街を魔族のものとして再利用するために。焼けた街た倒壊した家屋も、与えられた仕事ではベストを尽くすべきとして部下をフル動員させ片づけた。全ては評価の為だ。そしてその結果、アウタナが自分に与えられるものだとどこか考えていたのだ。そのために雑務をこなしてきたというのに。

  

  我忍不住站起身来，对着艾尔克罗大喊。

  　私は思わず立ち上がりエルクーロへ叫んだ。

  

  

  「我、我！是战士……艾尔克罗大人，我想待在您的麾下！烧毁奥特纳的是我！我的部下们也还在等待……我们明明迫不及待想再次烧毁城镇、歼灭敌人、粉碎人类的安宁！」

  「私は、私は！　戦う者です……エルクーロ様、あなたの下で！　アウタナを焼いたのは私だ！　部下達も燻っております……再び街を焼き、敵を討ち滅ぼし、人間どもの安寧を打ち砕く日を今か今かと待ち望んでいるというのに！」

  

  

  明明如此……结果又是杂务吗……！？

  　だというのに……また、また雑務か……！！

  

  我的复仇之路才走了一半。虽然我甘愿接受安宁、衣食住，但环境离完全的安全与和平还很遥远。两者都能透过进军来改善质量。现在不出击，那要等到何时才出击！

  　復讐もいまだ道半ば。安寧も衣食住とて甘受しているが完全なる安全と平和には程遠い環境。どちらも進軍によりその質を良好にできるのだ。今出撃ずして何時出撃るというのか！

  

  艾尔克罗对这样的我说道：

  　そんな私にエルクーロは言う。

  

  

  「我们不是蛮族。」

  「我々は蛮族ではない」

  

  

  这句话让我低下头，咬着下唇握紧拳头。烧毁奥特纳果然扣了分。

  　その言葉で私は顔を伏せて、下唇を噛みながら拳を握る。やはりアウタナを焼いた事はマイナス点だったのだ、と。

  

  艾尔克罗的说明是，现在进行的是战争，不是侵略。当然，我无法接受他的说法。我能够理解。战争是政治，有规则。然而，这种东西在这个世界有多少意义？战争高举人道主义，要我像以前那样，把受到的对待抛诸脑后，我怎么可能乖乖听话。人类甚至会剥夺同族的人权。面对这种对象，我有必要老实顾虑他们吗？

  　今行っているのは戦争であり侵略ではない、と。あくまでエルクーロはそう説明した。当然、納得できる私ではない。理解はできる。戦争とは政治。ルールがある。だがそんなものがこの世界でどれだけ意味を持つのか。戦争に人道性を掲げて、私のような存在がかつて受けた仕打ちを棚に上げろなどと言われて、ハイ分かりましたなどと言えるわけがない。人間たちは、同族たる者からすら人権を奪う。そんな相手に馬鹿正直に配慮する必要などどこにあるのか。

  

  艾尔克罗看着不满地咬着指甲发抖的我，叹了口气。

  　エルクーロは不満げに爪を噛み震える私を見てため息を零した。

  

  

  「克莱儿，我还没有完全信任你。」

  「ココット、私はキミの事をまだ信用しきっていない」

  

  

  刹那间。听到他用冰冷的语气说出这句话，我感觉到自己背后冒出冷汗。愤怒瞬间变成恐惧。我太得意忘形了吗？

  　刹那。冷たい声色で発せられたその言葉を聞いて、ぞわり、と私の背中に脂汗が噴き出すのを感じる。怒りは途端に恐れとなる。調子に乗り過ぎたか。

  

  我垂下眼眸，紧紧揪住衣服的下摆。艾尔克罗说的话，直接关系到我的人身安全。

  　私は目を伏せ、ぎゅっと服の裾を握る。エルクーロから出た言葉は、私の身の危険に直結するものだ。

  

  

  「攻陷欧达纳的功绩本身很出色。不过，你是人类，而且还是女性，还是个孩子。不该只学习战斗。」

  「アウタナ落としの功績自体は見事だ。だが、キミは人間で、それも女性で、子供だ。戦いばかり覚えるべきではない」

  

  

  这是什么意思？因为我是小女孩，所以不可靠？因为我是人类？

  　なんだそれは。私が幼女だから頼りないと、そういう意味で信用できないというのか。そして人間だから、と。

  

  我感觉艾尔克罗在暗示我派不上用场。我没办法说自己本来就不是女性。我感到焦急。想要获得幸福的生活和复仇，就只能往上爬。被四天王之一的艾尔克罗这么说，就等于是宣判死刑。攻陷欧塔娜的喜悦瞬间消失，我紧张到手心冒汗。

  　使えない。暗にそう言われている気がした。そもそも女性じゃない、とは言えなかった。私は焦った。幸せな生活と復讐。その両方を得るには成り上がるしかないのに。四天王たるエルクーロにこう言われては死刑宣告のようなもの。アウタナ落としの後の浮かれた気持ちから一転、私はじわりと手汗を握る。

  

  艾尔克罗面不改色，用红色的眼睛俯视着我。我立刻别开视线，低下头。

  　エルクーロは表情を変えず紅き瞳で私を見下ろしている。咄嗟に私は視線を外し下を向いてしまった。

  

  人类、人类啊。

  　人間、人間など。

  

  

  「……我不是人类。」

  「……私は人間ではありません」

  

  

  我忍不住喃喃自语。放弃人类身份的宣言，终究只是宣言。不具有言语以外的价值。魔王觉得有趣，但艾尔克罗似乎打算把我当成人类看待。事实上我就是人类。然而，我心中憎恨人类的火焰，仿佛要把这副身体以外的人类特质燃烧殆尽般，熊熊燃烧着。正因为如此，如果艾尔克罗不信任我的理由是因为我是人类，那我会非常不甘心。

  　私は思わず呟いていた。人を辞めるという宣言は、あくまで宣言。言葉以上の価値は持たない。魔王は面白がったが、エルクーロはあくまで私を人間として見るつもりなのか。事実私は人間だ。しかし、人間憎しと燃えるこの胸の炎は、この体以外の人間らしさなど焼き尽くさんばかりに赤々と畝っている。だからこそ、エルクーロが私を信用しない理由が人間であるからだとすれば、悔しくて仕方がなかった。

  

  我觉得自己很幼稚。就像是在闹别扭的小孩。事实上，艾尔克罗听到我的话，露出难以言喻的傻眼表情。

  　幼稚だとは思う。駄々をこねている子供だろう。事実私の言葉にエルクーロは何とも言えない、呆れたような顔をしている。

  

  短暂的沉默。艾尔克罗的会客室弥漫着一股紧张的气氛。

  　一時の沈黙。エルクーロの応接間に不穏な空気が流れる。

  

  冰冷的寂静立刻让我恢复冷静。

  　冷たい静寂はすぐさま私に冷静さを取り戻させる。

  

  糟糕，我太激动了。这里不是能让我感情用事的地方。我立刻就后悔自己说出口的话。

  　まずった。逸ってしまった。感情のままに言葉を零す場所ではない。私はすぐに言葉に出した事を後悔した。

  

  

  「……失礼了。」

  「……失礼しました」

  

  

  我冷汗直流地向艾尔克罗低头道歉。

  　私は冷や汗をだらだらに流しながらエルクーロに頭を下げる。

  

  艾尔克罗只说了句「没关系」，然后在红茶里加了牛奶。

  　エルクーロは「構わない」とだけ言って紅茶にミルクを足した。

  

  我松了口气。刚才那句话毫无疑问是失言。我很庆幸对方没有追究。必须感谢他的宽宏大量。

  　私は内心安堵していた。先の言葉は間違いなく失言。それが言葉で許されたことに安堵した。寛大さに感謝しなくてはならなかった。

  

  光是能让我出击，就已经算不错了。

  　出撃できるだけ、まだマシだ。

  

  眼前的魔族是救了我一命的人。我也必须遵守礼仪。既然艾尔克罗希望我构筑阵地，至少现在不能违抗他……没错，改变一下观点吧。凡事都要往好处想。积极思考，在有限的环境中做出更好的结果。

  　目の前の魔族は私の命を救ったと言っても間違いではない相手。私も礼儀は弁えなければならない。そんなエルクーロが私に陣の構築を望むのなら、少なくとも今は逆らう通りはない……そう。視点を変えよう。何事もプラス思考。ポジティブに考え、限られた環境の中でより良い結果を出せばよい。

  

  我试图借由思考恢复平静。虽然很丢脸，但我也重新体认到感情用事只会作茧自缚，冷静地整理现在的状况。

  　私は思考をすることで平静を取り戻さんとした。そして情けなくはあるが、感情的な行動の逸りも己が首を絞めると改めて思い、冷静に今の自分を整理する。

  

  关于攻陷奥图纳的作战，因为是故乡，所以还能拟定计划，但其他战斗我就一窍不通了。我只是个自学过一点兵法的弱小幼女。而且我负责的兵力其实不多。和其他将军相比，只有他们的一半。因为原本的将军殉职，只留下满腔怨恨的危险军队，被分派给我。

  　アウタナ落としに関しては出身でもあったことから作戦も立てようがあったが、それ以外の戦闘となれば私は素人。少し兵法を独学で勉強しているだけのか弱い幼女だ。そして、私が任された軍の兵力は、実はたかが知れていた。他の将軍が任されている兵力に比べれば半数程度だ。元々前任の将軍が殉職し、憎しみだけ燻ぶらせたままあぶれていた危うい軍が私に与えられたのだから。

  

  既然如此，就算只是经验，我也应该完成被交付的工作。

  　であればここは経験という意味でも、踏み台になろうが与えられた仕事を完遂するべきだ。

  

  而且……

  　それに……。

  

  

  「啊，原来如此。」

  「あぁ、そうか、成程」

  

  

  我小声说完后抬起头。

  　私は小さく呟いて顔を上げる。

  

  

  「艾库罗大人，我们的任务是将物资运进奥图纳。这全是为了攻略弗利克提拉，没错吧？」

  「エルクーロ様、我々の任務はアウタナへの物資搬入。それは全てフリクテラ攻略の為、という事で間違いありませんね」

  

  「正是如此。」

  「如何にも」

  

  「那么，为了达成这个目的，必须做的事情就该去做……」

  「であればそのために必要なことは為すように為すべき……」

  

  

  我缓缓伸手拿起砂糖罐，打开盖子，将方糖一颗颗放进红茶里。一颗、两颗……六颗。

  　私はゆっくり砂糖の便に手を伸ばすと、ふたを開けて一つずつ、紅茶に砂糖のブロックを入れる。１つ、２つ……６つ。

  

  

  「能否攻陷弗利克提拉，一切都取决于结果……」

  「フリクテラを落とせるかどうか。そして、全ては結果次第……」

  

  

  我用汤匙轻轻搅拌，一口气喝光。这一连串的动作，让我联想到今后的作战展望，不禁陷入沉思。

  　それをスプーンで軽く混ぜ溶かし、一思いにくいっと飲み干す。その一連の流れに私は今後の作戦の展望を重ね、恍惚とする。

  

  只要在砂糖完全溶入红茶，变得最好喝的时候喝光就行了。为了这个目的，不管是搅拌砂糖的工作还是什么，我都愿意做。

  　砂糖達が紅茶に染み渡り、最も美味しくなった所で私が飲み干せばいいだけの事。そのためなら砂糖をかき混ぜる役だろうがなんだろうがやってやろうじゃないか。

  

  我吐了口气，用红色的眼睛看向一脸讶异的艾库罗，开口说道：

  　私はふうっと息を吐くと、訝しむ顔のエルクーロの目を紅い瞳で見やり、口を開く。

  

  

  「这个重要的任务，就交给我负责吧。」

  「進軍の足掛かりたるこの重要任務、預からせて頂きます」

  

  

  我笑着说道。

  　私はにこやかに笑いそう言った。

  

  

  

 
  ＃１５　エルクーロの溜息

  ＃15　艾尔克罗叹气

  　

  

  

  魔王军四天王艾尔克罗一边收拾用完的茶具，一边叹气。

  　魔王軍四天王エルクーロは、飲み終えた茶器を片付けながらため息をついていた。

  

  虽然还不到烦恼的程度，但他叹气的理由是直到刚才都还在这里喝茶，身为人类女孩，却被魔王大人授予魔族军将军地位的克莱儿。

  　悩み、という程ではないが。彼のため息の理由は先ほどまでここで茶を飲んでいた、人間の娘でありながら魔王様より魔族軍の将軍の地位を授かった、ココットだ。

  

  艾尔克罗是基于同情才收留克莱儿。他认为以适当玩赏的名目照顾她也不错。话虽如此，前提是魔王大人要中意她。反正魔王大人只要一句话，克莱儿就会吓得惊慌失措，沦落为食物或奴隶。

  　エルクーロはココットを始めは同情で拾った。適当な愛玩にするという名目で、世話をしてやるのも悪くないと考えた。とはいえそれは全て魔王様のお眼鏡に叶えばの事。どうせ魔王様の一言で、ココットも怯えふためき、食料か奴隷に落ちるものだと思っていた。

  

  艾尔克罗能做的只有这些。万一魔王大人中意她，她就能活下来。比起在那个地方丢着不管，等着确实的死亡，这样多少好一点。然而，没想到那个女孩真的引起魔王大人的兴趣，甚至成功攻略了他原本认为以目前的军队难以攻略的欧塔娜。

  　エルクーロにできるのはそこまで。万が一魔王様に気に入られれば生を得られると。あの場で放置して確実な死を待つよりは、多少よかれと考えた。しかし、まさかあの娘が本当に魔王様の興味を得、あまつさえ今動かせる軍では中々攻略は難しいと考えていたアウタナの攻略を成し遂げてしまうとは。

  

  虽然他有推测过，但欧塔娜那座城市是克莱儿的故乡。即使被称为恶魔之相而饱受欺凌，累积了憎恨，那个女孩内心隐藏的感情果然不是幼童。无论是智能、度量，还是残虐性，全都和幼女不相称。

  　推測はしていたが、あのアウタナの街はココットの生まれ故郷だった。悪魔の相などと呼ばれ虐げられ、憎しみを連ねていたとしてもやはりあの娘の内に秘める感情は幼子のそれではない。知能も、度量も、全てが幼女に相応しくない。そして、残虐性も。

  

  克莱儿的前任将军统率的军队，以库多拉为首，因为将军殉职而战败。当时受到的屈辱和怨恨，让这个集团宛如一颗随时会爆炸的炸弹。因此，他们没有值得托付的优秀人才，也很难随意使唤，所以经常处于待命状态，而这又助长了他们的憎恨，是个令人困扰的团体。

  　ココットの前任将軍がまとめていた、クォートラを始めとしたかの軍は、その将軍が殉職することと相成った戦いで敗走。その時に受けた屈辱と恨みが燃え盛る爆弾めいた集団だった。故に任せられるような逸材もおらず、適当に使おうにも難しい連中だったため待機が常となり、それがさらに憎しみを助長していた困り種だった。

  

  魔王大人特地将克莱儿分配给这样的他们，米莱儿也顺利地掌握了她。即使还不能说完全受到信任，但从她在这一个月内执行过好几次任务来看，统率得相当不错。

  　そんな彼らにわざわざ魔王様はココットをあてがい、ココットは見事に掌握した。まだまだ完全に信用されているとは言えない状況でも、この一か月間で何度か行わせた任務を見るに統率は取れている。

  

  没想到当初捡到时，那个女孩还跟破布没两样，现在却成长到这种地步。艾尔克罗收拾好茶具，坐在椅子上用手指抵着下巴，回想起刚才和克莱儿的对话。

  　拾ったときはぼろ布同然だったあの娘が、こんな代物だとは思わなかった。エルクーロは茶器を片付け、椅子に腰かけながら顎に指を当て、先のココットとの会話を思い出した。

  

  

  

  那个小丫头完美地理解了艾尔克罗的诱敌行军。

  　エルクーロがした囮行軍の話を、あの小娘は見事に理解していた。

  

  虽然原本就是单纯的作战，但她理解意图的能力并不像外行人。甚至让人觉得她已经在组织里从事计划性的工作好几年了。

  　元より単純な作戦ではあるが、意図を汲み取る能力が素人ではない。まるで何年も組織にて計画性のある仕事に従事していたような、そんな貫禄さえ感じた。

  

  艾尔克罗不懂克莱儿。

  　エルクーロにはココットが分からなかった。

  

  也不懂魔王大人的命令。

  　そして魔王様の命令も。

  

  魔王大人在听完奥图纳沦陷的报告，克莱儿离开后，对艾尔克罗下达命令。

  　魔王様はアウタナ落としの報告を聞き、ココットが退室した後、エルクーロに命じていた。

  

  

  「利用克莱儿。尽可能让她参与军务。她应该会是个有趣的观察对象。」

  　曰く、「ココットを使え。可能な限り軍務に出してやれ。見ものである」と。

  

  艾尔克罗深深一鞠躬，答应了这个命令。然而，他无法理解。

  　エルクーロは深々と礼をして承諾した。しかし、腑に落ちなかった。

  

  他的心情十分复杂。一方面是因为不想让原本应该受到庇护的孩子上战场的私情，另一方面则是无法预测寄宿在克莱儿体内的野兽，会在战场上如何化为怪物的警戒。

  　その心境も複雑で、本来であれば庇護されるべき子供を戦場に出したくないという情の気持ち。そして、ココットの中に住む獣が、戦場でどう化け出るかが予想できないという警戒の気持ちが同居していた。

  

  米莱儿只是个普通的人类小孩。她的力量微弱，脆弱到甚至会被下级魔族的哥布林轻易杀死。但艾尔克罗从那女孩身上感觉到某种东西。像是刚才对艾尔克罗露出的黑色笑容。

  　ココットはただの人間の子供に過ぎない。その力は弱く、下級魔族であるゴブリン一匹にすら簡単に殺されそうなほどに脆弱で儚い存在のはずだ。しかしあの娘からは何かを感じる。先ほどもエルクーロに見せた黒い笑み。

  

  所以这一个月来，他没有违背魔王大人的命令，让克莱儿出击，但她的工作全都与战斗无关。艾尔克罗打算让她搬运物资或进行侦查，借此让她发泄一下。

  　だからこの一か月間も、魔王様から与えられた言葉に背かないように、ココットをいくらか出撃こそさせたが、その仕事は全て戦闘とは無縁のものとしたのだ。物資の運搬や偵察といったもので適当にガス抜きをさせてやるつもりだった。

  

  不出所料，她对这种任务感到不满，但艾尔克罗认为这样就好。然而，这次魔王大人再次下令，要艾尔克罗在攻略弗利克泰达时派克莱儿出战。魔王大人几乎不会下达具体的作战指示，这次却亲自指名米莱儿，可见她引起了魔王大人的兴趣。

  　案の定彼女はそんな任務に不満を感じていたようだったが、エルクーロはこれでいいと考えていた。しかし今回魔王様からフリクテラ攻略に際しココットを出すようにと改めて命令があった。具体的な作戦指示など殆どしない魔王様から直々の指名。ココットはどうにも魔王様の興味を惹いている。

  

  既然魔王大人都这么说了，艾尔克罗也不得不派克莱儿出战，于是他先将克莱儿叫来下达命令。

  　流石にそう言われればココットを使わないわけにもいかず、エルクーロは先んじてココットを呼び出し命令を下した。

  

  艾尔克罗在见到克莱儿后立刻明白，米莱儿渴望战斗，她期待艾尔克罗亲口下达出战命令。克莱儿那双和自己一样的红眼，透露出对战斗的渴望。

  　会ってからすぐに分かった。ココットは戦いを欲している。エルクーロの口から自分に出撃の命令が下されるのを待ち望んでいる。自分と同じ紅い瞳に期待を込めて私を見るココットの様子は、次なる戦火を求めるものだった。

  

  然而，艾尔克罗却下达了类似在后方待命的命令，与她的意志相反。

  　しかしエルクーロはココットに後方待機めいた命令を下した。彼女の意志とは相反して。

  

  然后——

  　そして。

  

  

  『这个重要任务是进军的垫脚石，就交给我吧。』

  『進軍の足掛かりたるこの重要任務、預からせて頂きます』

  

  

  米莱儿笑着答应。

  　ココットは笑って受諾したのだ。

  

  艾尔克罗在那句话的背后，确实看见了黑色野兽。

  　あの言葉の裏にエルクーロは確かに黒い獣を見た。

  

  尽管米莱儿在作战计划中占有一席之地，但为了让她远离战场，艾珂露可还是将搬运物资到欧塔那，以及在欧塔那等待继任者的工作交给她。尽管这是个不光彩的任务，但米莱儿还是笑着接受了。明明一开始还表现出情绪化的一面，甚至试图抵抗，为何能切换得如此之快？

  　作戦に組み込みつつも戦いから遠ざけようとこれまで通りアウタナへの物資搬入、その後同アウタナにて後釜待機という不名誉な任を与えたが、あの娘はそれをあの笑顔で受諾した。はじめこそ感情をあらわにして抵抗の意すら見せていたのに、あの切り替わりの速さはなんだ。

  

  米莱儿的异常性，是源自于她心中的恨意，而这一切都是那些人类的错。然而，艾珂露可却无法接受米莱儿如此渴望置身于战场。

  　あの娘の異常性が、抱える憎しみによるものでありそれを産んだ人間どものせいだとしても、ああも戦いに身を置きたがるような様子に、エルクーロとしては納得しきれるものではない何かがココットにはある。

  

  夺走她母亲的人类，以及她为了复仇而抛弃一切的漆黑情感，全都藏在米莱儿的心中。这并非是复仇心导致的精神成长。艾珂露可必须再次强调，米莱儿拥有太多身为一名小女孩不该有的东西。

  　かの母親を奪ったのが人間で、それに対する復讐の為に全てを投げうつとして余りある黒々とした何かを、あの娘は胸に秘めている。復讐心による精神性の成長などという話ではない。あれは、違う。重ねて言うが、幼女の身で持っていいものではないものを、ココットは持ちすぎている。

  

  智能、知识、经验、憎恨……这些都不适合出现在小女孩身上。

  　知能、知識、経験、憎悪……全てが幼女に相応しくない。

  

  这样的小女孩笑了。

  　そんな幼女が笑ったのだ。

  

  她肯定有什么企图。

  　何か企んでいる。間違いない。

  

  他原本就对弗利克提拉抱持戒心，所以才决定交给托斯肯纳去攻略。不过，他总觉得不太对劲。托斯肯纳虽然有问题，但确实有实力。弗利克提拉也是位于内陆的城镇。虽然不如欧塔娜坚固，但目前的防御也已经强化过，而且克莱儿都能攻下欧塔娜了，所以他原本期待托斯肯纳也能办到。照理说应该不需要克莱儿出马。

  　 元より警戒もあってフリクテラ攻略はツォーネに任せることとしたのだ。しかし、何か不穏なものを感じる。ツォーネは問題はあるが力はある。フリクテラもやや内地の街。アウタナ程ではないが堅牢、且つ今は防備の強化がされているが、ココットにアウタナが落とせたのだからツォーネもやってくれるはず、と期待していた。ココットの出番は無い筈である。

  

  然而，他却莫名感到不安。

  　だのに、妙な胸騒ぎすらする。

  

  克莱儿攻下欧塔娜时，简直就是地狱般的虐杀。考虑到她的背景，这也是无可奈何，但那个毫不犹豫地用业火焚烧同族的小女孩实在太危险了。

  　ココットがアウタナを落とした有様は地獄めいた虐殺だった。彼女の背景を考えれば致し方ないが、同族をためらいなく業火で焼いて見せたあの幼女は、危険だ。

  

  或许应该命令克莱儿在物资搬入后立刻返回。

  　ココットには物資搬入の後すぐさま帰還せよとの命令を出すべきだったか。

  

  不，这样会失去在紧急时刻能动用的兵力。在托斯肯纳出发前往弗利克提拉后，也需要有人留守欧塔娜。

  　いや、それではいざという時に動かせる兵力がいなくなる。ツォーネがフリクテラに出立した後アウタナを守る者も必要だ。

  

  还有克莱儿的反应。艾尔克罗命令她将物资搬入欧塔娜并待命时，她有一瞬间露出狼狈的模样，但立刻就露出阴险的笑容，像是接受了这个命令。

  　そしてココットの様子。エルクーロがアウタナへの物資搬入及び待機を命じた時は一瞬狼狽していたが、すぐに黒い笑みを浮かべて納得したあの切り替わり。

  

  米莱儿察觉到，他们并非单纯在后方待命，而是为了攻略弗利克提拉的预备兵力。她察觉到自己被赋予的权限。艾尔克罗自认在说明作战时，已经尽可能地灌注「别轻举妄动」的弦外之音，但那女孩就是察觉到这点，才会改变态度。

  　ココットは察していたのだ。自分たちが単なる後方待機というだけではなく、フリクテラ攻略の為の予備兵力だという事を。己に与えられた権限を。エルクーロはできる限り何もするなというニュアンスを込めて作戦を説明したつもりだったが、あの娘は気づいたからこそ態度を変えたのだ。

  

  真是的，魔王大人为何要将将军的职位交给那种女孩？

  　まったく、魔王様はなぜあのような娘に将軍の任を任せたのか。

  

  她的眼神看起来，就一定会闯出什么祸。

  　あれは必ず、何かをやらかす。そういう目をしている。

  

  无论那祸是祸是福，都不一定会放过我们。她就是那样的女孩。

  　その何かが、牙であれ爪であれ、我々の腕を引っ掻かないとは限らない。アレはそういう娘だ。

  

  说不定她真的是恶魔。

  　あれはもしかすると本当に悪魔なのかもしれん。

  

  

  毕竟是自己捡回来的，实在难以处理……但要是真的有威胁到我方的迹象，只要亲手杀了她就好。反正她终究是人类……这样不行。

  　自分で拾った手前、如何ともしがたいが……本当に脅威になる気配があれば、この手で殺せばよい。所詮は人間。……と、いかんな。

  

  艾尔克罗用手指抵着额头，叹了口气。

  　エルクーロは額に指をあてるとため息をついた。

  

  自己居然会对一个人类的小孩警戒到这种地步，让他忍不住苦笑。

  　自分が一人の人間の子供にここまで警戒を露わにしている事に、思わず苦笑してしまう。

  

  

  「我战斗的目的，不是为了让那种女孩能笑着生活吗？」

  「私は、あのような娘が笑って暮らせるように戦っているのではないのか」

  

  

  他独自呢喃。

  　一人呟かれた独白。

  

  没有任何人听见这句话。

  　その言葉を聞くものは、誰も居なかった。

  

  

  

 
  ＃１６　上機嫌な私

  ＃16　心情愉快的我

  　

  　

  

  

  我离开艾尔克洛的房间，在门前待命的库托拉和索夫也跟着我一起离开。

  　エルクーロの部屋を退室した私は、ドアの前で待機していたクォートラ、ゾフを伴い歩き出していた。

  

  我带着两名魔族壮汉，心情和刚才截然不同，变得非常愉快。我哼着歌，踩着轻快的步伐，走在后面的库托拉和索夫面面相觑。

  　魔族の大男二人を伴い歩く私は、先ほどまでと違い上機嫌であった。鼻歌を歌いながら軽快な足取りの私に、背後を歩くクォートラとゾフが顔を見合わせていた。

  

  

  「公主，您和他谈了什么？」

  「姫、どういったお話であられたか」

  

  

  库托拉边走边问我。

  　クォートラが歩きながら私に質問をしてくる。

  

  我边走边哼了一声回答：

  　私は歩きながら鼻を鳴らして答えてやる。

  

  

  「要出征了。我们要把物资搬进奥图娜待命。为了支援托松将军攻略弗利克泰拉，要我们去送行。」

  「出陣だ。アウタナに物資搬入及び待機。ツォーネ将軍がフリクテラ攻略をする為のお見送りをしろとのお達しだ」

  

  

  听到我这么说，索夫和库托拉都皱起眉头。这也难怪，毕竟我也觉得又要去做杂务了。

  　私の言葉にゾフもクォートラも顔をしかめた。まあ無理もない。また雑務か、という思いは私にもある。

  

  而且托松的风评似乎不太好，所以两人对这种明显会成为垫脚石的作战计划，当然不会有什么好脸色。

  　それにツォーネはどうやら評判があまりよくないらしいから、そんな者の明らかな踏み台となる作戦に二人が良い顔をしないのも頷ける。

  

  索夫还露骨地表现出不悦，抓着头说：

  　ゾフなんかは露骨に機嫌が悪くなり、頭を掻いている。

  

  

  「你不想去吗？」

  「気が進まないか？」

  

  「如果是命令，我会服从。」

  「命令なら従います」

  

  「啊、嗯，是啊。我会服从。」

  「あ、ああ、そうだな。従いますぜ」

  

  

  他明显很不服气。看到他这副模样，我忍不住轻笑出声。

  　明らかに不服そうだ。私はそんな様子にくつくつと笑みを零してしまう。

  

  把魔族当成笑柄。在某些人眼中，这应该会让他们昏倒吧。我做的事情真是可怕。

  　魔族を笑いものにする。見る人が見れば卒倒するだろう。恐ろしいことをしているものだ。

  

  不过，如今我心中充满期待与梦想。啊，只要下次作战也顺利进行，这次应该就能获得认可。

  　だが、今や私の胸中は期待と夢いっぱい。ああ、次の作戦もうまくやれば今度こそ認めてもらえるはずだ。

  

  我需要的是权力、地位、扎实的经历。安全与高水平的生活会随之而来。然后利用获得的棋子威胁人类。

  　必要なのは権力。地位。確かなキャリア。安全と高い水準の生活はそれに付随する。そして得た手駒を使って人間を脅かす。

  

  这是完整的人生规划。等到人类灭绝后，就到湖畔过着宁静的生活吧！就像以前雷梅说过的那样。

  　完全な人生設計だ。人間が死滅した後はそれこそ湖のほとりでひっそり暮らそう！　かつてレイメがそう言ったように。

  

  雷梅也希望我幸福。妈妈，你放心吧。我一定会幸福地活下去！

  　レイメも私の幸せを願っていた。安心してくれ、母さん。私は必ず幸せに生きよう！

  

  我陶醉地抚摸从口袋里取出的雷梅圣石，同时继续往前走。

  　私はポケットから取り出したレイメの聖石をうっとりと撫でながら歩く。

  

  

  「话说大小姐为什么心情这么好？」

  「それで、なんでそんなにお嬢は機嫌がいいんで？」

  

  

  索夫似乎对我的好心情感到在意。

  　ゾフが私の上機嫌な様子が気になるようだ。

  

  我停下脚步，将圣石收回口袋，转身面向两人。

  　私は立ち止まり、聖石をポケットに仕舞い、二人に向き直る。

  

  两名魔族似乎觉得我的反应很不可思议。

  　二人の魔族は私の様子が不思議らしい。

  

  

  「那还用说吗？因为机会降临了。」

  「それはそうだろう。チャンスが巡って来たんだから」

  

  「是要立功吗？不过艾库罗尔大人赐予的作战是接替兹翁涅将军，真让人不爽。」

  「功績をあげるという事ですか？　しかしエルクーロ様から賜った作戦はツォーネ将軍の後釜。気に食わない」

  

  「肯定是叫我们去帮那个可疑偏食吸血鬼擦屁股。」

  「あのいけすかねえ偏食家のヴァンパイアの尻拭いをやらされるに決まってらあ」

  

  

  讲得真难听。他们就这么讨厌兹翁涅将军吗？

  　随分な言い草だ。そこまでツォーネという将軍は嫌われているのか。

  

  尤其是索夫特别过分，每次提到托泽，他就会露出非常不悦的表情，海欧格的话，表情会变得像仁王像一样，所以很可怕。

  　特にゾフがひどい。ツォーネの話題が出るたび苦虫を噛み潰したような、ハイオーガがすれば仁王像にも似た表情をするものだから怖い。

  

  话说回来，吸血鬼和食人魔族也是近亲，但感情却很差。果然是种族的问题吗？不对，就算这样，四特拉好像也不喜欢他，所以是个有问题的将军吧。无法掌握人心，对上位者来说是致命伤。不过这次我就是接下这种人的位子，应该要认为他有足以让艾库罗托交办工作的能力。

  　そういえばヴァンパイアもオーガ族の近縁なんだったか。それにしては仲が悪いとか。やはり種族柄の問題か。いや、それにしてもクォートラからも良く思われていないようだから、問題のある将軍なのだろう。人心掌握もできないとは上に立つものとしては致命的だとは思うが。まあ今回そんな者の後釜になってしまったわけだが。エルクーロに仕事を任されるくらいの能力はあると見るべきだ。

  

  但是，我部下的士气低落不是件好事。如果是智能低的低阶魔族就算了，但四特拉和索夫这些主力的士气，会直接影响我的战力和人身安全。

  　しかし我が部下達の士気が落ちるのはよくない。知能が低い下級魔族ならいざ知らず、クォートラやゾフといった主力たる者達の士気はそのまま私の戦力低下及び身の危険に通ずる。

  

  这时应该稍微说明一下。

  　ここは軽く説明してやるべきだな。

  

  我露出微笑，索夫则歪着头。

  　私がにこりと笑う。ゾフは首を傾げた。

  

  

  「帮人擦屁股有什么不好，就让我们尽情地擦吧。」

  「いいじゃないか、尻ぬぐい。存分に拭ってやろうじゃないか」

  

  「哦。」

  「はあ」

  

  

  我抬头看着完全无法理解的两人，扬起嘴角。

  　まるで理解できないと言った二人を見上げながら、私は口角を持ち上げる。

  

  

  「我们是士兵，后方待命不是作战的根本。我们真正的意义是攻略弗利克提拉的预备战力。」

  「我々は兵だよ。後方待機は作戦の根幹ではない。我々の真の意味はフリクテラ攻略の予備戦力だ」

  

  「唉，那真是求之不得……话虽如此，后方应该无法建立战功吧？」

  「はあ、それは願ってもないですが……それにしたって後方では戦果のあげようも無いんじゃないですかい」

  

  「呵呵……索夫，你有钓过鱼吗？」

  「フフ……ゾフ。魚釣りをしたことがあるか？」

  

  

  索夫回答「有」。

  　ゾフはまあ、と答える。

  

  

  「会有人为了钓鱼而特地跳进水里的吗？」

  「魚を釣るのに、わざわざ水の中に飛び込む阿呆はいまい？」

  

  

  我咯咯笑着，遥想即将到来的出击之日。

  　私はくつくつと笑いながら来たるべき出撃の日に思いを馳せる。

  

  

  「我们是钓鱼人。要钓到鱼，需要鱼饵，然后等待。当鱼咬住绑着鱼饵的钓钩，完全露出水面时，再用网子捞，或是用鱼叉刺下去就好。」

  「我々は釣り人だ。魚を釣るには、餌が要る。そして待つのさ。餌をくくった針に魚がかかり、まんまと水面に顔を出したところを、網で掬うか、銛で突けばいい」

  

  

  我用娇小的身躯比手画脚地笑着。

  　私は小さい体で身振り手振りを織り交ぜて笑う。

  

  索夫被我的笑容吓得脑袋一震。那是邪恶的笑容。即使他还没理解我的想法，也察觉到那不是什么好事。

  　そんな私の笑顔にゾフが頭を震わせた。邪悪なまでの笑み。私の考えに未だ理解が及ばずとも、ろくでもない事なのを察したのだ。

  

  幸好我有优秀的部下。

  　優秀な部下で助かる。

  

  虽然我不太清楚托兹内将军的为人，但从两人的反应来看，他八成不是什么好东西。人类和魔族都有这种人。既然如此，就让我尽情利用他吧。围绕在我身边的万物，都是为此而存在的道具。

  　ツォーネ将軍の事はよく知らないが、二人の反応からろくでもないやつなんだろう。人にも魔族にもそういうやつはいるものだ。であれば精々私の為に利用させてもらおう。私を取り巻くすべては、そのための道具なのだから。

  

  我转身说道：

  　私はくるりと踵を返し、言う。

  

  

  「之后会再通知出兵日期，今天就尽量放松吧。」

  「出兵は追って沙汰が来る。せいぜい今日はゆっくりとしようじゃないか」

  

  

  我面带笑容迈步而出。没错，出兵的计划已经成形。那么接下来就来实践我的另一个目的，也就是幸福地活下去吧。

  　私は笑顔で歩き出す。そう、出兵の算段が付いた。ならば次はもう一つの私の目的たる幸せな生存を実践しよう。

  

  

  虽然立刻撤回刚才说过的话让我有点不爽，但现在心情很好。就当作是振奋精神吧。幸好有两个人在，应该没问题吧。

  　先ほど言った言葉をすぐに撤回するようで癪だったが、今は気分がいい。景気づけにもなろうか。幸い二人もいるし問題ないだろう。

  

  

  「库多拉、索夫。」

  「クォートラ、ゾフ」

  

  「「是。」」

  「「は」」

  

  

  我用心情很好的声调，对姿势端正的两人说：

  　私はびしりと姿勢を正した二人に、上機嫌な声色で言った。

  

  

  「带我参观这座城市。我要求护送。」

  「街を案内してくれ。エスコートを要求する」

  

  

  听到这句台词，库多拉和索夫面面相觑。

  　そんなセリフに、クォートラとゾフは顔を見合わせたのだった。

  

  

 
  ＃１７　観光と企み

  ＃17　观光与企图

  　

  

  

  走在街上的我，老实说很惊讶。

  　街を歩く私は正直驚いていた。

  

  我平常生活的军部位于魔王城的上层，魔王城的内部构造是中央完全打通的金字塔状，而军部只是其中一小部分。内部构造看起来像是被挖空的圆锥，城市沿着内壁面呈楼层状分布，越往下层越广大，充满活力。从那身类似军服的服装也能明白，这里与气氛严肃的军部截然不同，一般魔族居住的中层街非常热闹。

  　自分が普段過ごす軍部は、魔王城の上層にあり、中央が完全に吹き抜けになったピラミッド状の構造体たる魔王城のほんの一部であったのだ。中をくりぬかれた円錐にも見える内部構造の、内壁面を階層状になぞる街は、下部に行くほど広大で、活き活きしていた。その軍服めいた服装からもわかる通り厳粛な雰囲気の軍部とは打って変わって、一般魔族の居住区たる中層街は、ひどく賑やかであった。

  

  我让索夫与库尔特拉跟在身后，漫步在街上。

  　私はゾフとクォートラを背後に従えながら街を練り歩く。

  

  这里的构造与人类的城市截然不同，让我非常感兴趣。

  　人間の街とは作りがまるで違う様に、私は大変興味を覚えた。

  

  构造复杂到让人觉得这座魔王城整体也是一座巨大的要塞。上下左右随机摇晃前进方向的道路，应该会让第一次来的人大感困惑吧。

  　やはりこの魔王城、全体が巨大な要塞でもあるのだなと、そう思えるような複雑なつくり。上下左右に無作為に進行方向が揺さぶられる道筋は、初見の者を大いに惑わせるだろう。

  

  我再次庆幸自己没有单独外出。要是走在这种地方，转眼间就会迷路，然后被吃掉。

  　私は改めて一人で出歩かず良かったと思う。こんなところ歩けばあっという間に迷子になって食われて終わりだ。

  

  走在街上，我屡屡受到注目。

  　街を歩いていると、たびたび私は注目された。

  

  虽然身后的两人也是如此，但我的打扮是军服。军人走在中层街并不稀奇，但连服装都一丝不苟的话，似乎就会受到相当程度的注目。

  　背後の二人もそうだが、私の恰好は軍服のそれだ。軍人が中層街を歩くのは珍しくないが、服までビシリと決めていると、それなりに注目は浴びるらしい。

  

  不过，我的情况是暴露在包含其他理由的视线之中。

  　最も、私の場合はもう少し別の理由も含んだ視線に曝されているわけだが。

  

  他们说：

  　曰く。

  

  「那个穿着将军服装的小孩是谁？」、「那不是小孩子吗？」、「有人类的味道。」

  「あの将軍の装束を着込んだ小さいのはなんだ」だの。「子供じゃないか」だの。そして、「人間の匂いがする」だの。

  

  我毫不在意地迈步前进，而库多拉和索夫则跟在我身后。有他们在就能放心……虽然我还没有那么了解他们，也没有那么信任他们，但至少在这里失去我也没有好处，所以他们应该会立刻保护我。幸好库多拉和索夫在这座中层城镇似乎很吃得开，他们向路上的魔族举手打招呼，或是边走边闲聊。

  　それらの一切を意に介さない足取りで歩く私に、クォートラとゾフは追随する。二人がいるから安心……というにはまだ私もそこまで彼らを理解も信用もしてはいないが、少なくともここで私を失うメリットはない筈だから何かあればすぐ守ってくれるだろう。幸いクォートラや、特にゾフがここ中層街では顔が利くようで、道行く魔族に手を上げて挨拶していたり、歩きながら何か軽く会話したりしていた。

  

  不过，这里当然都是魔族。各种各样的种族都住在这座魔王城。由于他们几乎都不是战斗状态，所以乍看之下虽然会因为体格和肤色等差异而产生一些差异，但基本上和人类没什么不同。

  　しかし、当たり前ではあるが魔族ばかりだ。様々な種族がここ魔王城で暮らしている。そのほとんどが、戦闘態ではない姿だから一見すれば体格や肌の色といった差があるものは数居れど、基本は人とあまり変わらないのだ。

  

  

  「公主，关于弗利克提拉攻略作战。」

  「姫、フリクテラ攻略作戦についてですが」

  

  「嗯，我知道。我刚才也说过，我不打算乖乖待在后方。」

  「ああ、わかっている。先ほども言ったが私は後方待機などに甘んじるつもりはない」

  

  「可是艾库罗大人说要待命。」

  「しかしエルクーロ様は待機と」

  

  「我有说过吧，库欧托拉。我们是预备战力。而且我们已经取得承诺，攻略弗利克提拉是第一优先，为此必须做的事情，我们都会尽力去做。」

  「言っただろうクォートラ。我々は予備戦力だと。それにフリクテラ攻略が最優先で、その為に必要な事は為すように為すべきとの言質を貰っている」

  

  「原来如此。不过关于弗利克提拉，我们的情报不足。毕竟我们无法突破欧塔娜。」

  「なるほど。しかしフリクテラについては情報が不足しております。アウタナを突破できなかった我々ですから」

  

  「嗯，的确。不过关于这点，我也有想法。现在就先享受散步吧。」

  「ふむ。確かにな。だがまあ、それについても考えはある。今はとりあえず、散歩を謳歌しようじゃないか」

  

  

  我们边走边聊，已经快一个小时了。在错综复杂的街道上走动，比想象中还要花时间。在必须使用梯子才能移动的道路上移动时，因为我的身高太矮，脚够不着梯子，只好心不甘情不愿地攀在库欧托拉的背上移动。这座城市的构造有缺陷哦。

  　そんなことを話しつつ歩き、もう一時間になろうか。広く入り組んだ街を歩くには予想以上に時間を要した。梯子を使わねば移動できない作りの道を移動しようとした時、背丈が小さすぎて梯子に足がかからなかったので、しぶしぶクォートラの背にしがみつき移動した。欠陥があるぞこの街。

  

  不过，库欧托拉不是战斗状态的飞龙，该怎么说呢，他的背好壮哦。以男人来说，那是令人羡慕的理想背影。我忍不住隔着衣服，伸手抚摸他隆起的背脊。

  　しかし、戦闘態である飛竜の姿ではないクォートラの背は、なんというか、逞しいな。男としては羨ましくある理想の背中だ。ついついその背中で服越しに盛り上がった背筋に手を這わせてしまう。

  

  

  「……？公主，您怎么了？」

  「……？　姫、如何なされた」

  

  「咦？没事，别在意。」

  「え？　いや、気にするな」

  

  

  我急忙这么回答。

  　私はそう、慌てて答えた。

  

  在这个世界，我一定是第一个抚摸魔族背脊的人类。

  　魔族の背筋を撫でた人類はこの世界では私がきっと初だ。

  

  过了一阵子，我们来到像是闹区的区域，索夫明显变得很兴奋。看来他似乎有常去的店，休假时都会来这附近放松。索夫得意洋洋地推荐起他喜欢的酒馆，但克欧朵提醒他适可而止。

  　しばらくして繁華街らしき区画にやってくると、ゾフが分かりやすく高揚していた。どうやら行きつけの通りがあるらしく、非番にはもっぱらこの辺りで羽を伸ばしているらしい。おすすめの酒場などを得意げに語りだすゾフに、ほどほどにしろとクォートラが窘めた。

  

  

  「然后，那间酒馆有好酒。克欧朵，你偶尔也去露个脸吧。」

  「で、あそこの酒屋がいい酒を出しやがる。クォートラ、お前もたまには顔を出せ」

  

  「我会考虑。比起这个，索夫，虽然酒的话题不错，但现在是在护卫公主哦。」

  「考えてはおく。それよりもゾフ、酒の話もいいが今は姫の護衛中だぞ」

  

  「哎呀，糟糕。」

  「おっといけねえ」

  

  「没关系，我也不讨厌酒。」

  「構わんよ。私も酒は嫌いじゃない」

  

  

  我本来只是随口回应，但奇妙的沉默让我停下脚步，看向两人。

  　何気なく会話を返したつもりだったが、妙な沈黙に私は何事かと立ち止まり二人を見た。

  

  他们用莫名惊讶的表情看着我。咦？嗯，啊。

  　二人とも妙に驚いた顔で私を見ている。はて？　ん。あ。

  

  这样啊。我前世虽然喝过不少酒，但现在的我是小女孩，不是能喝酒的年纪。应该说，自从我转生后，连一滴酒都没喝过。

  　そうか。私は前世でこそそれなりに酒を飲んでは居たが、今の私は幼女。酒など飲める年ごろではない。というか今の生を受けてからは一滴たりとも酒など飲んではいなかった。

  

  我至今从未像这样不经意地与人闲聊，所以不小心就按照前世的记忆说话了。

  　うっかり、こうして何気ない一般会話をする事等今まで無かったからつい前世の記憶のままに言葉を紡いでしまった。

  

  

  「啊——嗯，就是那个，因为也有颜色很漂亮的酒，所以光是欣赏就很开心。」

  「あー、まあ、あれだ。綺麗な色をした酒もあるからな。見るのが楽しい」

  

  

  我这借口真是牵强。话说，这个名为艾莎莱亚的世界并没有对饮酒设下年龄限制，所以应该没有法律上的问题。只是大家都知道，未成年的身体饮酒会对身体造成影响，所以小孩不能喝酒是基于一种类似自我责任的潜规则。

  　我ながら苦しい言い訳。というかこのエルサレアという世界において、別に飲酒に年齢制限が設けられているような気配はなかったから法的に問題はないはずなのだが。あくまで未成熟な体の飲酒は身体に影響が出ること自体は周知のものとして、自己責任めいた暗黙のルールで、子供は酒を飲んではいけないと言われているに過ぎない。

  

  话说回来，我为什么知道这点小事还这么慌张？我又没有做错事。我用现在这种小女孩的口气，用一副很懂酒、平常就爱喝酒的语气，对喝酒表示肯定，当然会让他们不知所措，但法律上并没有禁止。就只是这样而已。

  　というかなんで私はそこまでわかっていて焦るのか。別に何も悪いことはない。私とて今の自分のような幼女がさも酒に理解があり普段から嗜んでいるような口ぶりで飲酒に肯定的な言葉を発すれば狼狽もしようが、それだけだろう。法律がないのだから。

  

  可是，库多拉和佐夫看着我，僵在原地。魔族不要瞪着小女孩，僵在大街上啊，很恐怖耶。

  　だがクォートラとゾフは私を見て固まっている。魔族が幼女を睨んだまま往来で硬直するな。怖い。

  

  

  「……公主，您喝酒过吗？」

  「……姫は飲酒をされた事が？」

  

  「咦？啊，没有。」

  「え？　あ、いや」

  

  「劝您别喝，对身体不好。」

  「お止めになられよ。お体に毒です」

  

  「不，我没有……」

  「いや、飲んでは……」

  

  

  不知为何，我觉得自己好像被库多拉骂了。说不定他真的在骂我，我不禁眼神游移。库多拉见状，又更逼近我，要我别喝酒。是怎样？

  　なぜかクォートラに叱られているような気分を覚える。実際叱られているのかもしれない。私はつい目を泳がせてしまう。それを見たクォートラが重ねて飲酒をやめるように詰め寄ってくるのだ。なんなんだ。

  

  我没有喝酒。这辈子没有。前世喝过。我只是在说前世的事。

  　酒は飲んではいない。今生では。前世で。前世で飲んでいただけなんだ。

  

  老实说，我现在并没有特别想喝酒的欲望。不知道是因为身体的关系，还是单纯只是现在的身体不知道酒的存在，我完全没有想喝酒的念头。实际上，我甚至已经忘了酒的存在。

  　正直今は飲みたい欲求なども特に沸いてこない。体のせいか、単純に今の体が酒を知らないだけなのかはわからないが飲酒したいという思いは全く出てこなかった。実際今まで忘れていたくらいだ。

  

  不过，哎，回想起来，我确实有兴趣。但是……库托拉的表情好可怕。

  　しかし、まあ、思い出してみれば興味はある。だが……クォートラの表情が怖い。

  

  至于索夫，仔细一看，他脸上带着一丝笑意。你这家伙是怎样？

  　ゾフに至ってはよく見ればちょっと笑っている。なんなんだお前。

  

  

  「小姐，爱酒与年龄无关。如果您愿意的话，我知道一个好地方。」

  「お嬢、酒を愛するのに年なんか関係ねえや。お嬢さえよければいい場所があるんで」

  

  「我对那个地方倒也不是没有兴趣。」

  「それは興味もなくはないが」

  

  「公主，不可以。」

  「姫、いけません」

  

  「小姐似乎很明事理。那间店的人烤出来的食物，火候恰到好处……」

  「お嬢は話が分かるらしい。あの店で出す人間の腕がいい焼き具合で……」

  

  「索夫。」

  「ゾフ」

  

  「哎呀，说溜嘴了。」

  「っとと、口が滑っちまった」

  

  

  听到库托拉的制止，索夫一脸慌张地窥探我的脸色。我原本有些兴奋的心情一口气冷却下来。我一边想着「事到如今还说什么」，一边叹了口气。

  　クォートラの制止にゾフが慌てた顔で私の顔色を伺う。少し浮かれ始めていた気分が一気に冷めていく。私は何をいまさらと思いつつため息をついた。

  

  

  「没关系。你们不需要对我有所顾虑。」

  「別に構わない。私に変な気を使う必要はない」

  

  「公主……」

  「姫……」

  

  「库托拉，我说不需要有所顾虑。你还有什么话想说吗？」

  「クォートラ、気を使う必要はないといったのだ。まだ何か言いたいことでも？」

  

  「没有。」

  「いえ」

  

  

  他们两人还把我当成人类看待吗？索夫会不小心说溜嘴，似乎表示他们已经忘了我，我就把这件事往好的方向解释吧。

  　二人はまだ私を人間と見るのか。ゾフがうっかり口を滑らせるくらいには忘れているらしいというのだけプラスに捉えておこう。

  

  然而，我们之间却陷入尴尬的沉默。对他们来说，或许惹我不高兴了。魔族军队是彻底的实力主义，虽然会私下说坏话，但当面惹我不高兴可是会受到严惩。

  　しかし、私たちの間には気まずい沈黙が流れた。二人からすれば私の機嫌を損ねたかもしれない訳だ。魔族の軍の実力主義は完全な縦社会。陰口こそ横行するが面と向かった不興など、厳罰である。

  

  不过，我并没有放在心上。只是想起刚才和艾库罗的对话，有点不高兴而已。

  　が、そこは私。別に気にしてはいない。先ほどのエルクーロとの会話を思い出し少しムッとしただけだ。

  

  只要他们接下来好好护送我，就能抵销这份不悦。听到我这么说，两人总算露出安心的表情。

  　この忌々しさはこの後のエスコート次第で帳消しにする。そういった事を伝えればやっと二人は安堵の顔色を見せた。

  

  我率领魔族的现状，也已经驾轻就熟了。我在心中窃笑。

  　魔族を従えている現状も、だいぶ板についてきたな。私はそう心の中でほくそ笑んだ。

  

  看到我不仅没有不高兴，甚至还露出笑容，两人再次感到困惑。

  　機嫌を悪くするどころかにやにやと笑う私に二人は再び首を傾げた。

  

  

  之后，我们在街上逛了一阵子。

  　それからもいくらか街を徘徊した。

  

  途中，我们还去了刚才提到的大众餐厅，点了对应人数的餐点。我禁止他们喝酒。虽然佐夫有点遗憾，但我可不想和喝醉的魔族待在一起。我还没死。

  　途中で話にも出た大衆食堂のような場に立ち寄り、人数分の食事を貰う。酒は許可しなかった。ゾフが少し残念そうにしていたが、酔っぱらった魔族などと一緒に居られるか。まだ私は死ねんのだ。

  

  我们随便找了张桌子坐下，在店内走动。我在两种意义上都很显眼。身为人类这点当然不用说，军用正装更是引人注目。虽然有些客人在警戒，但什么事都没发生，所以我没有放在心上。

  　適当な席を見繕い、店内を歩くがやはり私は二つの意味で目立っていた。人間であることは勿論、軍用正装であるのだから猶更だ。何かあったのではと警戒する客すらいたが、別に何もないので気には留めずにおいた。

  

  我一坐到桌前，发现这张桌子对我来说果然太大，手碰不到桌上的东西。我嘟哝着这样根本没办法吃饭，接着想到一个主意，把坐在对面的库托拉叫到身边，要他把粗尾巴放到椅子上，再坐到上面。嗯，高度刚刚好。

  　テーブルに着くとやはり私には大きいためまともにテーブルの上のものに手が届かない。これでは食事どころではないとぼやいたのち、あることを思い立った私は向かいに座っていたクォートラを隣に呼ぶと、その太い尻尾を椅子の上に置かせ、その上に座った。うん、ちょうどいい高さになった。

  

  我叫库托拉把尾巴放在我坐的位置时，佐夫看着他哈哈大笑。

  　尻尾の上に座らせろと言った時、ゾフはクォートラを見ながら爆笑していた。

  

  库托拉心不甘情不愿地让我坐到尾巴上，深深叹了口气。我心想他应该会不高兴，看向他的脸，发现他看起来有点寂寞。

  　クォートラが渋々といった様子で私を尻尾に座らせると、深く息を吐いていた。流石に不機嫌になるかと思ってその顔を見れば、どこか寂しげにも見えた。

  

  当我猜想他是不是有什么心事时，料理送来了。大盘子接连摆到桌上，我也点了自己能吃的菜色。摆在眼前的料理散发出令人食指大动的香气，不过……

  　何か思う事があろうかと勘ぐっているうちに料理が運ばれて来た。大きな皿が並べられていく。私も適当に食べられそうなものを注文していた。目の前に置かれた料理は、食欲をそそる香りだ。が……。

  

  我点的盘子上放着看起来很软的肉，浸在浓稠的高粘度酱汁中。光看外表就觉得很好吃的料理，让我怎么样都无法马上开动。

  　私の頼んだ皿には柔らかそうな肉が乗せられ、とろりとした粘度の高いソースに浸っている。その見た目だけは美味そうな料理に私はどうしてもすぐには口を付けられずにいた。

  

  

  「这是用草食魔物的肉炖煮的料理。」

  「草食の魔物の肉を煮込んだものです」

  

  「嗯。」

  「ん」

  

  

  库托拉察觉到我怀疑这是人肉，这么说道。

  　人肉なのでは？　と訝しんでいた私に察したクォートラがそう言ってくれた。

  

  我放心地拿起刀子。虽然我说不在意这里的人类待遇，但意思是指只要不被我看见。

  　私は安心してナイフを手にする。ここでの人間の扱いを気にしないとは言ったが自分の目に入らなければ、という意味である。

  

  该说是常识还是道德吗？由于我的常识和道德观大幅改变，所以不管有没有人死掉，或是被魔族当成食物，对我来说都无所谓……但我可不想自己吃人。

  　私の中の常識というかモラルは、大きく変容していたから有象無象の人間が死のうが魔族に食料にされていようが最早どうでもよくはなっていたのだが……流石に自分で食う気はない。

  

  由于我禁止索夫喝酒，所以他似乎以吃人为代价，津津有味地吃着某种和我不一样的肉。反正一定是人肉吧。我在这一个月里，已经充分了解索夫喜欢人肉。

  　ゾフは私が酒を許可しなかった代わりに人でもなんでも食えばいいと言ったためか、なにやら私のとは毛色の違う肉を美味しそうに頬張っている。どうせ人肉だろう。ゾフが人肉を好むのはこの一か月で重々承知していた。

  

  我思考着餐厅里飘出的香味，究竟有多少是来自烹调过的人肉，尽管感到有些不快，但还是不影响食欲，我默默地将切好的肉块塞进嘴里。真好吃。这顿饭也可以说是我的复仇成果，也就是幸福美满的生活，所以我要尽情享受。

  　飯屋から漂う香ばしい匂いの、いったいどれほどが調理された人肉から発せられたものなのかを考えつつ、少しだけ不快感を覚えながらも食欲には影響しなかった私は、黙々と丁寧に切り分けた肉を小さな口に頬張る。美味い。この食事も私の復讐の成果たる充足した幸せな生といえるから、大いに満喫しよう。

  

  我突然想起艾库罗大人曾经说过，魔族和人类基本上吃的东西都一样。

  　いつぞやエルクーロ様が言っていた、魔族も人も基本的に食べるものは変わらないという言葉をふと思い出す。

  

  姑且不论四特拉和索夫，艾尔克罗大人几乎和人类的外表没有两样。既然魔族能过着如此文明的生活，我这时脑中浮现「人类不在也没关系」的飞跃性想法。和魔族一起生活也行。我看着客气地吃着东西的四特拉，这么想道。

  　クォートラや、ゾフはともかくエルクーロ様など、ほぼ人の容姿を持つ者もいる。そしてこうまで文化的な営みを送っているのであればと、私はこの時、「なら別にやっぱり、人間がいなくなってもいいな」と飛躍した考えを浮かべていた。魔族とも生活は可能。私に遠慮がちに食事を頬張るクォートラを眺めながら、思ったのだ。

  

  在那间餐厅随便吃点东西，我随意看着外面时，发现魔族的人群中有个令人在意的东西。

  　と、そんな飯屋で適当に食事を摂りながら、場度の外を何とはなしにながめていた私は魔族たちの行きかう人込みの中に気になるものを見た。

  

  我将沾了酱汁的汤匙含在嘴里，询问四特拉。

  　私はソースを口に運んだ後のスプーンを咥えたままクォートラに問う。

  

  

  「那是奴隶吗？」

  「あれは、奴隷か？」

  

  

  四特拉注意到我的视线，若无其事地回答：

  　クォートラは、私の視線の先に気づくと、なんてことはない顔で答えた。

  

  

  「是的，是被抓的人类。」

  「は。捕えた人間ですな」

  

  

  仔细一看，有个少女被高大的魔族拉着项圈上的锁链，一脸害怕地走着。

  　見れば大柄な魔族に首輪から繋がる鎖を引っ張られながら、ひどく怯えた顔で歩く少女が居たのだ。

  

  有着一头栗子色头发的少女看起来很憔悴。她身上衣服的破烂程度，让我想起过去的自己。

  　栗毛色の髪の少女は憔悴しているようにも見える。纏う衣服のぼろ具合で、私はかつての自分を思い出した。

  

  还有雷梅也是。我心爱的母亲过去曾是奴隶。真是令人怀念。

  　そして、レイメも。愛する母はかつては奴隷だったという。懐かしい思いだ。

  

  话虽如此，我并没有涌起同情心，也没有想救她的念头，脑中想的是其他事情。

  　とはいえ同情に駆られることもなく、助けたいなどとも思わず、私が考えていたのは別の事だった。

  

  

  「我想看人类的奴隶。」

  「人間の奴隷を見たい」

  

  

  我这么说后，库托拉大吃一惊。

  　そう言った私の言葉にクォートラは驚いていた。

  

  在库托拉的带领下，我们来到中层的一角。路上杂乱地摆放着笼子，营造出显而易见的奴隶市场氛围。

  　クォートラに案内され、中層の一角にやってくる。道に檻が乱雑に置かれており、わかりやすい奴隷市の様相を醸していた。

  

  疑似经营奴隶商的魔族高声揽客。食物、劳力、玩赏，人类被贩卖到各种用途。

  　奴隷商を営んでいるらしき魔族が声高らかに呼び込みをしていた。食料に、労働に、愛玩に。様々な用途で人間が売られていた。

  

  笼子里的人类有男女老幼，大家胆怯地保持安静。虽然有一部分的人在吵闹，但看来是新来的。

  　檻の中にいる人間たちは老若男女様々。皆怯えて静かだった。一部では騒いでいる者もいたが、どうやら新入りらしい。

  

  奴隶商注意到我们，然后走到附近，向库托拉和索夫深深行礼。

  　奴隷商が私たちに気づく。そして近くまでやってくるとクォートラとゾフに深々と礼をした。

  

  

  「这不是……平日承蒙您照顾了。」

  「これは。日頃はお世話になっておりますぞ」

  

  

  奴隶主要靠奴隶商拥有的战斗集团袭击村庄等地方来收集奴隶，但因为军队作战中抓到的俘虏也经常被当成奴隶贩卖，所以对奴隶商来说，军人是优良商品的批发商。

  　奴隷は主に奴隷商が持つ戦闘集団が村などを襲い集めてくるが、軍の作戦で捕えた捕囚も、奴隷として流される場合が多いので、奴隷商からすれば軍人はよい商品の卸元というわけだ。

  

  就在我思考着这些事时，奴隶商频频瞥向我。

  　そんなことを考えていると、奴隷商が私をチラチラと見てくる。

  

  

  「库托拉大人、索夫大人，今天有什么事吗？难道说，您要卖这个人吗？」

  「クォートラ様、ゾフ様。今日はどういったご用件で？　もしかしてこちらの人間をお売りくださるとか？」

  

  

  尽管穿着军服，奴隶商还是用轻蔑的眼神看着我这么说。

  　軍服を着ているにも関わらず奴隷商は私を舐めるような眼で見てそう言った。

  

  

  「罕见的发色和瞳孔，还有美丽的容貌，可以卖到好价钱哦。」

  「珍しい髪の色、そして瞳。顔だちも麗しい。良い値が付きますぞ」

  

  

  我叹了口气。该说是不出所料吗？还是有很多人小看我。

  　私はため息を漏らした。案の定というかなんというか、私を舐める輩はまだ多いのだ。

  

  所以我才想要功绩。

  　故に、私は功績を求めているのだが。

  

  

  「库托拉，你要把我卖了吗？索夫，听说可以卖个好价钱。说不定可以拿来贴补酒钱。」

  「クォートラ、私を売るかね？　ゾフ、良い値が付くそうだ。酒代の足しになるかもしれんよ」

  

  

  我半开玩笑地这么说。

  　私は冗談めかしてそう言う。

  

  索夫听到我的玩笑话，搔了搔头，但库托拉的眼神一变，逼近奴隶商人。

  　ゾフは私の冗談に頭を掻いていたが、クォートラは目の色が変わり、奴隷商に詰め寄った。

  

  

  「这位是将军阁下。竟敢说她是奴隶，真是无礼。你以为在攻陷奥图娜时，卖掉奴隶赚到的钱是谁的功劳？」

  「この方は将軍閣下である。奴隷などと、無礼を慎め。先のアウタナ落としの折に手に入った奴隷を売った儲けは誰のおかげだと思っている」

  

  「咦……？这个人类小鬼真的是将军……！？」

  「へえ……？　この人間のガキが本当に将軍……！？」

  

  

  听到这句话，库托拉终于露出獠牙大吼。库托拉的气势让奴隶商人完全缩了起来。他跪在地上，不断向我低头道歉。索夫则是搔着头，一副拿他没辙的样子。

  　その言葉にクォートラはついに牙を見せて吠えた。そのクォートラの剣幕に奴隷商は完全に委縮した。地に膝をつき、私に向かって何度も頭を下げている。ゾフは頭を掻いてやれやれといった風。

  

  库托拉瞥了他们一眼，对我说：

  　そんな様子を一瞥したクォートラは私に言う。

  

  

  「公主，这里不是您该待的地方。我们回去吧。」

  「姫、ここは貴女にはあまり居心地のいい場所ではない。帰りましょう」

  

  「不，我有事。」

  「いや、用がある」

  

  

  我不理会奴隶商人，走近牢房。

  　私は奴隷商に構わず牢屋へ近づく。

  

  我环视了一下里面，每个牢房大概都关了十几个人。毕竟是商品，所以比我被关的牢房还要干净。

  　ぐるりと中を見渡してみればざっとひと檻に10数人が押し込まれている。流石に商品だからか、私が捕らわれていた牢屋よりは清潔だ。

  

  我哼了一声，对蹲低身子的奴隶商人说：

  　私は鼻を鳴らすと、腰を低く着いてくる奴隷商に言う。

  

  

  「这里面有来自弗利克提拉近郊的奴隶吗？」

  「この中にフリクテラ近郊出身の奴隷は居るか」

  

  「有、有。」

  「へ、へえ」

  

  

  奴隶商人露出松垮的笑容回答后，踹着笼子大喊：

  　奴隷商はだらりと笑って返事をしたのちに檻を蹴りながら叫んだ。

  

  

  「喂，有没有来自弗利克提拉附近的人！」

  「おい、フリクテラ辺りが出身の者はいないか！」

  

  

  听到踹着笼子的金属声，奴隶们吓得肩膀颤抖，但过了一会儿，有几个人举起了手。

  　檻を蹴る金属質な音に肩を震わせた奴隷たちだが、少しして数人の手が上がった。

  

  我巡视其他笼子，总共约有二十名奴隶举手。

  　他の檻も見て回り、総勢20名ほどの奴隷が手を上げた。

  

  果然靠近边境都市的出身者还不少。我告诉奴隶商人，我要买下所有人。

  　やはり辺境都市近く出身となればそれなりにはいたようだ。私は奴隷商に全員を買い付けると言い渡す。

  

  克瓦多和索夫惊讶地问我：

  　クォートラとゾフは驚いて私に聞く。

  

  

  「你买下奴隶打算做什么？该不会是要解放他们吧？」

  「奴隷などどうするつもりで？　まさか開放するわけでは」

  

  「你们没必要模仿我说笑。这些家伙能在下次作战派上用场。鱼饵愈多愈好。没错，为了确实攻下弗利克提拉……！」

  「私の真似をして冗談など言う必要はないぞ。こいつらは次の作戦で使える。釣りの餌は多いほうがいい。そう、フリクテラを確実に落とすためにな……！」

  

  

  我看着被放出笼子、害怕地聚集在我面前的奴隶们，露出邪恶的笑容。

  　檻から出され、怯えながら私の前に集まる奴隷たちを見て、私は黒い笑みを浮かべた。

  

  

  

 
  ＃１８　アウタナ再び

  ＃18　奥图那再临

  　

  

  

  几天后。

  　数日後。

  

  我再度踏上奥图那这块令人厌恶的土地。

  　私は再び忌々しきアウタナの地を踏んでいた。

  

  我站在亡故伯爵的宅邸，也就是我出生的家门前，环顾四周。

  　亡き伯爵屋敷たる我が生家を前に私は周囲を見やる。

  

  

  奥图那沦陷后已经过了一个多月。我也负责过几次搬运物资的任务，城镇大致上已经成形。

  　アウタナ落としからもう一か月以上。私も何度か物資搬入任務を担ったが、大分形になってきている。

  

  居民和霍恩鲍的尸体大致上都已火化，收拾完毕。虽然遭到破坏的房屋瓦砾还残留着，但已经整理得差不多了。

  　住民やホーンバウの死体は概ね焼かれ、片付けは済んでいる。破壊された家屋の瓦礫こそいまだ残るが、整頓されたほうだろう。

  

  奥图那将由魔王军接收，所以外观要弄得好看一点。亲手攻陷的奥图那要交给别人，虽然令人不爽，但既然是命令就没办法了。我已经转换好心情。

  　アウタナは魔王軍に接収されるので、見てくれは良いほうがいい。手ずから落としたアウタナが他人の手に渡るのは癪だが、命令とあらば仕方ない。私は既に気持ちを切り替えていた。

  

  

  我站在广场上，深呼吸。

  　私は広場に立つと、深呼吸をする。

  

  令人厌恶的恶臭也缓和许多。这就是怀念的故乡气味。

  　忌々しい悪臭も大分和らいでいる。懐かしの故郷の匂いというやつだ。

  

  过去我在这个广场被处以极刑，被骂成恶魔。然后一个月前，我亲手杀了生下我的父亲奥图那伯爵，以及疏远我的母亲雷梅，还有同父异母的弟弟。

  　かつてこの広場で私は晒上げられ悪魔と罵られた。そして一か月前、私は悪魔として産みの親たる父アウタナ伯及び、母レイメを疎んでいた夫人、そして異母弟をこの手で殺した。

  

  再度用这双脚踏进这个广场，仿佛能听见昔日的喧嚣。

  　再びこの広場をこの足で踏みしめると、在りし日の喧騒が耳に聞こえてくるようだ。

  

  那些骂我骂得狗血淋头的蠢蛋。怎么样，现在站在这个地方的是谁？是我。

  　散々私を罵ってくれたマヌケどもめ。どうだ。今この地に立っているのは誰だ？　私だ。

  

  我咯咯笑着，看向广场前方的宅邸。不出所料，领主宅邸的结构很坚固，虽然到处都是煤灰，但大致上状态良好。我把双手插进口袋，踏进宅邸。

  　私はくっくっと笑いながら広場の目の前にある屋敷を見やる。予想通り、領主屋敷は作りが丈夫で、至る所が煤けていたが概ね状態は良好だった。私はポケットに両手を入れながら屋敷へと足を踏み入れる。

  

  好久没回到老家了。这种时候应该说什么才好？

  　久方ぶりの生家への帰還だ。こういう時は何というんだったか。

  

  

  「应该说『我回来了』吧。」

  「ただいま、とでも言っておくべきかな」

  

  

  我穿过大门，踏进大厅。过去女佣和佣人忙碌热闹的屋内，现在到处都看得见遭到蹂躏的痕迹。我眼前浮现用看垃圾的眼神对待我的女佣和佣人的脸。他们最后的下场想必很痛快。

  　扉をくぐり大広間へ踏み出す。かつては女中や使用人で忙しく賑わっていた屋内だが、屋敷の中にも蹂躙の痕跡がそこかしこに見受けられた。私をゴミを見る目で扱ってくれた女中や使用人の顔が目に浮かぶ。彼らの最期はそれは痛快な有様だったのだろう。

  

  从伤痕来看，大概是哥布林、半兽人、魔剑士恣意妄为，暴虐至极，真是大快人心。

  　傷跡から察するにおそらくはゴブリンが、オークが、魔剣士が。好き放題に暴虐の限りを尽くしてくれたのだろうから、いい気味だ。

  

  据说欧塔纳伯最宝贝的壶类收藏品，也被打碎到惨不忍睹。

  　アウタナ伯が大事に大事にしていた値打ちものだという壺のコレクションなどは見るも無残に打ち砕かれていた。

  

  

  （我把心爱的摆饰也一起送过去了。你们就在那个世界一起欣赏吧。）

  （愛すべき趣向品も一緒に送ってやったんだ。あの世で一緒に愛でるがいいよ）

  

  

  我心情愉快地笑着，踏响脚步声在大厅里走动。

  　私はご機嫌に笑いながら靴音を鳴らして大広間を歩く。

  

  这时，早一步进入宅邸的库欧托拉发现我，走了过来。

  　と、先んじて屋敷内に入っていたクォートラが私を見つけると歩み寄ってくる。

  

  

  「公主，屋内大致上都整理好了。现在正在挑选可以当作指挥所的房间。」

  「姫、中の片づけは概ね。今は指令所に使えそうな部屋を見繕っております」

  

  「手脚真快。我很喜欢优秀的部下哦。」

  「仕事が早いな。好きだぞ、優秀な部下は」

  

  「不敢当。对了，这栋宅邸有个地方让我很在意。」

  「恐縮です。それで、この屋敷に気になる場所が」

  

  「嗯……？」

  「ん……？」

  

  

  我在寇特拉的带领下，来到某个地方。

  　クォートラの案内を受けてやってきてみれば。

  

  原来如此，是这么一回事啊。

  　なるほどそういう事か。

  

  他带我来到充满腐臭味的回忆之地。这里应该是已故夫人基于兴趣打造的可怕地牢。

  　案内された場所は腐臭香る思い出の場所。亡き夫人の趣味で作られたであろうおぞましき地下牢であった。

  

  也是我克莱儿受到非人待遇的地方。

  　私ココットが、人ならざる扱いを受けた場所でもある。

  

  在之前攻陷奥图娜的战役中，这里应该没有被攻陷。既然如此，应该会有人躲藏在这里。不过，这里应该只有奥图娜伯爵、伯爵夫人和部分佣人知道，所以这个推测也落空了。

  　先のアウタナ落としでも、この場所は手付かずであったか。であれば、隠れ潜むものも居るかと思ったが、アウタナ伯や婦人、使用人の一部しか知らなかった筈であるからそれも叶わなかった、か。

  

  不过，这种令人厌恶的地方，当然不可能成为避难所。若非如此，我都要怀疑安全场所的定义了。

  　最も、こんな忌々しい場所はシェルター足り得なくて然るべきだ。そうでなくては安全な場所の定義を疑う。

  

  我甚至对腐肉和粪尿的气味感到怀念，走下楼梯，踏入地牢。

  　私は腐った肉や糞尿の匂いすら懐かしむように階段を下り地下牢へと足を踏み入れる。

  

  我在自己曾经被关押的牢房前停下脚步，低头看着弃置在地的锁链、枷锁，以及喂食器。

  　かつて自分が入れられていた牢の前で立ち止まると、放置されたままの鎖や枷、そして餌入れに視線を落とした。

  

  跟在我身后的寇特拉看到我的模样，开口问道：

  　後をついてきたクォートラが、私の様子に声をかける。

  

  

  「公主，您知道些什么吗？」

  「姫は、何かを知っておいでで？」

  

  

  他的语气听起来很担心直盯着牢房，呆站在原地的我。

  　牢屋をじっと睨んだまま立ちすくむ私を心配しているような声色だ。

  

  哎呀，没想到我居然会变成让魔族担心的人类。

  　やれやれ、魔族に心配をされる人間となるとは。

  

  

  「没什么，我只是不久前还被关在这里而已。」

  「なに、私は少し前までここで飼われていただけさ」

  

  「什么……」

  「なっ……」

  

  

  听到我这么说，库多拉似乎受到很大的冲击，来回看着我和牢房。

  　クォートラは私の言葉にひどく衝撃を受けたように、牢屋と私を見やっている。

  

  也是啦，一般人看到这种地方，别说人类了，连魔族都不会想住。更别说是把我这样的小孩关在这种环境里，根本不是正常人会做的事。

  　まあ、一般的に見ればこのような場所、人はおろか魔族ですら、住むような場所ではない。ましてや私のような子供をこんな環境に置くなどまともな所業ではない。

  

  库多拉大概也是这么想的吧。我无奈地对哑口无言的库多拉摇头。

  　概ねそんなことを思っているのだろう。私は絶句したクォートラにやれやれと首を振って見せた。

  

  

  「你不用在意。至少在这里的经验让我活了下来，没有白费。」

  「お前が気にすることではない。少なくとも、ここでの経験が今の私を生かしている。無駄ではないよ」

  

  「可是公主，您是奥塔纳伯爵的……！」

  「ですが姫、貴女はアウタナ伯の……！」

  

  「没错，我是奥塔纳伯爵的女儿。身为恶魔，受到众人忌讳……总之就是伯爵千金啦。」

  「そうさ。アウタナ伯の娘。悪魔として忌避された……さしずめ伯爵令嬢だよ」

  

  

  库多拉似乎受到更大的打击。

  　クォートラは殊更にショックを受けたようだ。

  

  他说，虽然在攻陷奥塔纳的时候，从我和奥塔纳伯爵的对话中，大致察觉到我们的血缘关系，但没想到我受到这样的待遇。

  　アウタナ落としの折に、私とアウタナ伯らの会話で概ね血縁関係は察していたとはいえ、このような扱いまで受けていたとは、と。

  

  得知奥塔纳伯爵的恶行后，库多拉回想起应该亲手葬送的那个男人的心脏口感，甚至想再咬碎一次。

  　無きアウタナ伯の非道を知ったクォートラは、確かに手ずから葬ったはずのあの男の心臓の食感を思い出し、再び噛み砕いてやりたいとさえ思った。

  

  把女儿、亲生女儿关在这种地方，简直比家畜还不如。对有个儿子的库欧托拉来说，似乎非常愤慨。

  　娘を、実の娘をこんなところに幽閉するなど。家畜以下ではないかと。一児の父であったクォートラには憤慨に値するらしい。

  

  我牵起库欧托拉颤抖的手，用红色的眼睛看向一脸惊讶看着我的库欧托拉。

  　震えるクォートラの手を私は取る。はっとしたような顔で私を見るクォートラに赤い瞳を向ける。

  

  

  「我像这样活了下来。因此，我们必须做该做的事。我来到这个可恨的故乡，并不是为了沉浸在感伤之中。」

  「私はこうして生きている。故に、私たちはすべきことをしなくてはならない。私がこの忌々しき故郷にやってきたのは、感傷に浸るためではない」

  

  

  库欧托拉被我用红色的眼睛注视，闭上还想说些什么的嘴，垂下眼表示理解。

  　クォートラを見る私のその赤き瞳に見つめられ、クォートラは何かまだ言いたげであった口を閉じると目を伏せながら承知の意を見せた。

  

  

  「很好。我很高兴你杀了我父亲。」

  「よろしい。お前が父を殺してくれたことを嬉しく思うよ」

  

  

  我这么说，转过头。

  　私はそう言ってくるりと首をまわす。

  

  仔细一看，其他牢房里现在也关着许多魔物。全都跟当时一样。虽然也有衰弱而死的个体，但凶暴又强壮的魔物即使衰弱，也发出低吼瞪着我们。

  　見れば他の牢には魔物が今だに多く囚われていた。全てあの時のまま。衰弱し死んでいる個体もいるが、凶暴にして丈夫な魔物は未だ弱ってはいても唸り声をあげて私たちを睨んでいる。

  

  嗯，或许能派上用场。先记在脑中吧。不过现在……

  　ふむ、使えるかもしれんな。頭に入れておこう。と、今は……。

  

  

  「指令所就用奥他纳伯爵的私人房间。那是胆小伯爵的遗产。防守坚固，大小也无可挑剔。应该还藏了一瓶葡萄酒。」

  「指令所にはアウタナ伯の私室を使いたまえ。臆病者の伯爵の遺産だ。守りに固く、広さも申し分ない。秘蔵のワインの一つもあろう」

  

  「是，我会照办。」

  「は、そのように」

  

  「搬运物资的工程如何？」

  「物資搬入の工程はどうか」

  

  「我收到佐夫的联络，说物资运送得很顺利，应该再过不久就会结束。」

  「ゾフ主導で運び入れは順調と連絡が来ております。ほどなく完了するかと」

  

  「知道了。把带来的奴隶关进这间牢房，别让人看见。」

  「わかった。連れてきた奴隷どもはこの牢屋に叩き込んでおけ。人目につかんようにな」

  

  

  库托拉点头回应我的指示，留下我先离开了地牢。

  　私の指示にクォートラは頷くと、私を置いて先に地下牢を去った。

  

  我稍微巡视地牢后，也回到地面上。

  　少しばかり地下牢を見て回ったのち、私も上へと戻る。

  

  去看看物资搬运的情况吧。

  　一度物資搬入の様子でも見に行くとしようか。

  

  我离开宅邸，再次来到欧达纳镇。堆在广场上的木箱数量大幅增加。

  　私は屋敷を出て、アウタナの街へと再び繰り出す。広場に積み上げられた木箱はその数を大きく増やしていた。

  

  可以看到半兽人等高大的魔族扛着货物移动。负责指挥的佐夫坐在广场中央的货物上，大声怒吼。他原本个性就很凶暴，所以那才是他原本的模样吧。老实说，我实在不想靠近他，但基于职务，我必须确认作业进度。

  　オークら大柄な魔族が肩に荷物を持って移動しているのが見える。指揮するゾフは怒号を飛ばしながら広場中央の荷物に座っていた。元々凶暴な性格が地であるから、あれが本来の姿なのだろう。正直近寄りがたいが、役職上作業の進捗は確認せねば。

  

  佐夫发现我走过来，立刻起身行礼。刚才的怒吼不知跑哪去了。他立刻切换成面对我的一贯态度，向我报告进度。

  　歩み寄る私に気づくとゾフは立ち上がって礼をした。さっきまでの怒号はどこへやら。いつもの私への態度に即座に切り替わったゾフは進捗を聞いた私に報告を行う。

  

  

  「主要物资大致上都搬进来了。不过，因为数量实在太多，卸货很花时间。」

  「概ね主要な物資は運び込み済みでさぁ。ただ、如何せん量が多いってんで、積み下ろしに手間取ってる次第で」

  

  「嗯。快点。虽然时间还很充裕，但基本上还是得在规定时间前行动————」

  「ふむ。急がせろ。まだ時刻には余裕があるが定刻前行動は基本――――」

  

  

  这时，突然传来一阵巨响打断我的话。紧接着传来一阵吵闹声。

  　と、私の言葉を遮って突然派手な物音が聞こえた。そして直後にギャアギャアと騒がしい声が聞こえる。

  

  我往声音来源看去，只见半兽人蹲在散乱的木箱附近，哥布林们则对着半兽人大叫。

  　ふとそちらを見やれば、散乱し砕けた木箱の近くでオークがうずくまり、ゴブリンたちがオークになにか叫んでいる。

  

  我好奇地观察，佐夫啧了一声，低声说道：

  　何事かと見ていると、ゾフが舌打ちをしてぼやいた。

  

  

  「啧，又是那家伙……抱歉，小姐。那个慢郎中好像把货物摔到地上了。真是的，这已经是第三次了……」

  「ッチ、またあいつか……すんませんねお嬢。ウスノロが派手に荷物を落としたらしいや。ったく、3度目だぞ……」

  

  「哦……是欧德啊。」

  「ああ……オドか」

  

  

  原来如此。我听见哥布林们异口同声地痛骂半兽人。半兽人本人则一脸不安地缩着身子。他有着丑陋的长相和高大的身躯，却落魄成这副模样。他是之前我第一次见到魔族时，想吃掉我的半兽人，也是在上次的欧塔纳坠落事件中，在我的许可下吃掉异母弟弟的半兽人。

  　なるほど。ゴブリンたちが口々にオークを罵倒する声が聞こえる。当のオークは不安げな顔で縮こまっている。醜悪な顔と大柄な体を以てなんて有様だ。いくらか前私が初めて魔族たちと顔合わせした時に私を食いたがり、先のアウタナ落としでは私の許可で異母弟を食ったオークである。

  

  就我这阵子所见，他明明是半兽人却相当胆小，因此相当显眼。他的长相在半兽人之中也特别丑陋，因此我对他印象深刻。所以我替他取了欧德这个绰号，由来当然是他平常畏畏缩缩的模样。

  　どうもここしばらく見た限りでは、オークの癖に大分臆病な様子であったから目立っていた。オークの中でも殊更に醜悪な顔なのもあり記憶に留まり易かった。故に私はあのオークにオドという呼び名を付けたのだ。由来は勿論普段からおどおどした姿勢からだ。

  

  欧德将行李撒了一地，跪在地上拼命地捡拾。哥布林们则在一旁大吼大叫，不停踢着欧德的背。我实在看不下去，叹了口气后，走向欧德他们。

  　荷物をぶちまけたオドは膝をつき、必死に拾い集めようとしている。そんな背中をゴブリンたちは喚きながら蹴っていた。私は見かねてため息を一つ零すとオドたちの下へ向かっていく。

  

  

  「小姐。」

  「お嬢」

  

  「这也是工作。」

  「これも仕事だ」

  

  

  佐夫无奈地摇了摇头，仿佛在说「不需要我特地出马吧」。我站在吵闹的魔族们面前。

  　わざわざ私が行く程でもないだろうと言った風で、やれやれと首を振るゾフに見送られながら私は騒ぐ魔族たちの前に立った。

  

  

  「到此为止。」

  「そこまで」

  

  

  听见我的声音，哥布林们猛然回过神来，转头面向我，龇牙咧嘴地威吓我。

  　私の声にゴブリンたちがはっとして私に向き直る。そして、歯を見せて私を威嚇した。

  

  我瞬间感到畏缩。低阶魔族就是这样。明明佐夫就在背后，他们却一副随时要扑过来的样子。兴奋的低阶魔族果然很麻烦，也很危险。我甚至能感觉到，现在还有人企图吃掉我。

  　一瞬うっとたじろぐ。下級魔族はこれだから。背後にゾフがいるというのに今にも飛び掛かって来んばかりだ。興奮した下級魔族はやはり面倒だし危険だ。未だに私を食おうと画策する者すらいることも感じていた。

  

  那是什么时候的事呢？我和库托拉、佐夫一起讨论战术的那天，我不经意地将外套随意放在值勤室的椅子上。讨论结束后，我突然想起这件事，望向外套，发现它不在椅子上。我四处张望，发现哥布林们在房间角落嗅着我的外套，用充血的双眼看着我。当时我吓得背脊发凉。对哥布林们来说，那就像是一种禁令。

  　あれはいつだったか。クォートラやゾフと共に戦術について談義していた日。私はつい上着を適当に詰所の椅子に放っていた。談義を終え、そういえばと上着を見れば、椅子の上にはなく。きょろきょろと辺りを見渡せば部屋の隅でゴブリンたちが私の上着の匂いを嗅ぎながら血走った目で私を見ていたことがある。あの時は流石に背筋が凍った。ゴブリンたちにとってはおあずけに近い状況というわけだ。

  

  基于这个原因，我尽可能不想和低阶魔族扯上关系。

  　そういう事もあってできる限り下級魔族には関わりたくなかった。

  

  然而，身为将军的我，有义务化解我军内部的不和。工作停滞不前，是最应该唾弃的事态。我并非基于慈悲才站在这里。

  　しかし、我が軍内の不和は解消する義務が将軍たる私にはある。そして仕事の停滞こそが、もっとも唾棄されるべき事態だ。私は慈悲でここに立っているのではない。

  

  我「呼」地吐出一口气，再次瞪向那群哥布林。

  　私はふぅ、と息を吐き、ゴブリンどもを見やるともう一度睨み付けるようにしながら言う。

  

  

  「到此为止。回去工作。」

  「そこまでだ。作業に戻れ」

  

  

  听到我这么说，哥布林们发出不满的叽叽声。但看到我身后的佐夫发出一声低吟后，他们才心不甘情不愿地回到各自的岗位上。真是的。

  　私の言葉にゴブリンたちはギィギィと不服そうに鳴くが、背後のゾフが一息唸ったのを目に入るとしぶしぶと言った様子で各人の持ち場へと戻っていった。やれやれ。

  

  我放松紧绷的肩膀，望向还在窸窸窣窣地收拾行李的欧德。欧德不时偷瞄我，脸上带着歉疚的表情。

  　私は肩に張った力を抜くと未だごそごそと荷物を拾い集めるオドを見た。オドは私をちらちら見ながら申し訳なさそうな顔でいる。

  

  

  「克莱儿大人，谢、谢谢你……」

  「ココットさま、あ、ありがとうだ……」

  

  

  看到欧德向我道谢的模样，我彻底失去了干劲，发出不知道是第几次的叹息。

  　私に礼を言うオドの様子に私は完全に気が抜けてしまい、何度目かわからないため息を漏らした。

  

  接着，我用冷淡的眼神和语气斥责欧德。

  　そして冷ややかな目と声色でオドを叱責する。

  

  

  「你别误会了。我优先考量的是工作。我无法忍受为了你一个人，让好几只哥布林停下手边的工作。」

  「勘違いするな。私は仕事を優先している。お前ひとりの為に複数のゴブリンが手を止めるのが私には我慢がならないのだよ」

  

  「克、克莱儿大人……可、可是……」

  「こ、ココットさま……で、でも……」

  

  「闭嘴。等你把那些东西全部捡完，就去站岗。搬运行李的工作就免了。适才适所。你的鼻子应该很灵吧？」

  「黙れ。それを全部拾い集めたらお前は見張りに行け。荷物運びはいい。適材適所だ。お前はさぞ鼻が利くのだろう」

  

  「我……我知道了。」

  「わ、わかりましただ」

  

  

  我一边回应，一边对不断抽动鼻子嗅闻我气味的欧德表示厌恶，同时下达这句带有挖苦意味的命令。我看着欧德踩着沉重的脚步声走向大门。

  　返事をしながらしきりに鼻を動かし私の匂いを嗅ぐオドに嫌悪感を示しながら、皮肉めいた命令を出した私は、オドがどすどすと足音を立てて門に向かうのを見つめる。

  

  这时，欧德突然停下脚步，再次转头对我说：「克莱儿大人，谢谢您……」

  　するとオドは一度立ち止まり、こちらを向いてまた「ありがとうございますだ、ココット様……」と言ってきた。

  

  我有些不知所措，但还是催促他快点离开，这才终于看不见他的身影。

  　少しだけ面食らったがいいから行けと促せばやっとオドは視界から見えなくなった。

  

  我大大地吐了一口气，再次往宅邸走去。我还有许多事情要做。

  　ふーっと大きく一度息を吐いた後、私は再び屋敷へと向かった。まだまだやることが沢山ある。

  

  

  过了几个小时。

  　そして、数刻。

  

  

  我为了将这里当成指挥所，正在整理欧塔纳伯爵的私人房间。我稍作休息后，坐在伯爵中意的办公桌和奢华到无谓的椅子上。我有稍微整理过桌子周边，看起来还满有模有样的。整理环境真是件好事。不过，我好累。

  　指令所として使うべくアウタナ伯の私室の整理をしていた私は一度休憩し、伯爵のお気に入りだった執務机と無駄に豪奢な椅子にふんぞり返る。机周りだけはそれとなく整理したため、なかなか様になっている。整理整頓はよいものだ。しかし、疲れた。

  

  由于只对下级魔族下达指示，无法达到我满意的程度，最后我只好亲自进行作业。但对一名小女孩来说，这可是相当吃力的工作。不只是力气和体力，最大的问题在于身高。光是要把东西放到桌上，就得费上一番工夫。

  　下級魔族への指示だけでは満足のいく形にならなかった為結局手ずから作業に従事したのだが、幼女の身には重労働であった。腕力も体力もそうだが、一番の理由は背丈。テーブルの上に物を置くのも一苦労だった。

  

  我大大叹了口气，靠在椅背上垂下头，看向在化为指挥所的欧托纳伯爵私人房间内，依然忙碌地行动的哥布林们。

  　大きなため息を零して背もたれに項垂れれば、指令所と化したアウタナ伯の私室にて未だせわしなく動くゴブリン達に目が向いた。

  

  魔族们按照叽叽的指示搬运物品，反复进出房间。这幅光景我也看习惯了。

  　ギィギィと言われた通りに物を運び、部屋の出入りを繰り返す魔族たち。こんな光景も、見慣れたものだ。

  

  

  

  就这样，我呆呆地盯着虚空，身体埋在椅子上，似乎不知不觉间打起瞌睡，稍微睡着了。

  　そうして数分かぼうっと虚空を見つめながら椅子に体をうずめていた私は、ついウトウトしてしまっていたらしい。いくらか寝落ちてしまった。

  

  在魔族的漩涡中松懈很危险，所以我一直很小心，但疲劳果然还是战胜了。

  　魔族の渦中で気を緩めるのは危険であるから務めて注意してはいたのだが、流石に疲労が勝ったか。

  

  我听到呼唤自己的声音，猛然回神，抱着「糟糕」的焦虑猛然起身。

  　自分を呼ぶ声ではっとした時私は、しまったという焦りのままにはね起きた。

  

  我四肢健全，状况和打瞌睡前没有变化，我松了口气，转头看向声音的主人，库托拉。

  　五体も満足でありウトウトする前となんら自分の状況に変化がない事に安堵してから、私は声の主たるクォートラに顔を向けた。

  

  

  「抱歉，您累了还来打扰。我本来不想叫醒您的。」

  「お疲れの所申し訳ない。起こしたくはなかったのですが」

  

  「不，没关系。你来得正好。怎么了吗？」

  「いや、いい。むしろ助かった。それで、どうかしたのか？」

  

  「托泽将军来了。」

  「ツォーネ将軍がお見えになりました」

  

  

  来了吗？

  　来たか。

  

  虽然比预定时间早很多，但这就是魔族托泽的作风吧。我问库托拉作业进度，他说几乎完成了。提前行动果然是正义，这样也能应付不测的事态。

  　予定よりだいぶ早いが、それがツォーネという魔族なのだろう。クォートラに作業進捗を聞けば、ほぼ完了との事だった。時間前行動はやはり正義だ。不測の事態にもこうして対応できる。

  

  我重新戴好歪掉的帽子，带着库多塔离开房间。心中涌起一股强烈的紧张感。

  　私はずれていた帽子を深く被ると、クォートラを伴い部屋を出た。その胸中は鋭い緊張が走っている。

  

  因为接下来要前往的地方，就是如此危险的场所。

  　これから臨むのはそれほど危険な場なのだから。

  

 
  ＃１９　高慢と好色

  ＃19　傲慢与好色

  　

  

  

  

  

  

  

  「唉～这个小不点是谁啊？」

  「はぁー、なんですのこの小さいのは」

  

  

  在广场迎接的我，被托泽将军一见面就劈头问了这个问题。

  　広場にて出迎えをした私を見たツォーネ将軍は開口一番そんなことを言った。

  

  托泽将军给人的印象，就是无礼、强势、傲慢。她浑身散发出那种感觉，仿佛这些字眼都穿上了衣服。

  　ツォーネは、表すのならば無礼、強気、傲慢。そんなものが服を着て歩いているような、そんな雰囲気だった。

  

  她穿着和我类似的军用大衣，将漆黑亮丽的及膝长发绑成双马尾。

  　私と似たような軍用コートめいた装束に身を包み、漆黒の艶やかな膝ほどまである長い黒髪をツインテ―ルに結い上げた少女。

  

  每当她开口说话，就会露出一口尖锐的獠牙，很有吸血鬼的风格。

  　喋る度にヴァンパイアらしくギザギザとした歯が覗く口。

  

  她的眼角上扬，象征着强势的个性，眼眸是红色的。

  　強気を最も象徴しそうな目じりのつり上がった瞳は、赤い。

  

  她扠在腰上的手，以及丰满的胸部，都散发出明显的自信，以及瞧不起我的情绪。她率领着随侍在旁的魔剑士，看起来就像个女王。不过，她端正的五官还残留着几分稚气。

  　腰に当てられた手と突っ張られた豊満な胸からは、明らかな自信と、私を見下す感情が伝わる。傍らに控えさせた魔剣士たちを従える様は、女王様といったところか。それにしては整っている顔立ちにあどけなさが残るが。

  

  总之，我在见到托泽将军的瞬间，就认定她「明显是个麻烦人物」。

  　私はとりあえず、ツォーネを会った瞬間に「明らかに面倒くさいタイプ」であると認定した。

  

  

  她没有向前来迎接的我打招呼，毫不客气地走近我，从左到右、从右到左地打量着我。

  　出迎えた私に挨拶もなしに遠慮なく近づいてくると、ゆらゆらと揺れるように右から左からと私を眺めるツォーネ。

  

  最后，她甚至嗅起我的味道。今天真是个经常被嗅的日子。老实说，我感到非常不快，但我只是默默地站着，面不改色，姿势端正。我深深戴着帽子，任由她随意打量。

  　挙句くんくんと匂いまで嗅がれる。今日はよく嗅がれる日だ。正直不快極まりないが私は黙って表情も変えずにただただ姿勢よく立っていた。帽子を深く被り、ただただ好きにさせる。

  

  

  「左涅将军，欢迎你来。物资搬运作业进行得很顺利。」

  「ツォーネ将軍。よくいらっしゃいました。物資搬入は滞りなく」

  

  「不顺利的话就伤脑筋了。」

  「そうでなければ困りますわ」

  

  

  左涅咧嘴一笑。

  　ツォーネはにやりと笑う。

  

  

  「将物资搬进奥图纳和搭建指挥所，是为了让我能优雅地坐着的垫子。这些工作当然要处理好。」

  「アウタナへの物資搬入と指令所の構築などは、わたくしが優雅に座るためのクッションを用意する仕事。それくらいはこなしていただきませんと」

  

  

  她完全瞧不起我们。我们确实只是左涅的暖场、继任者，以及幕后功臣。

  　完全に馬鹿にしている。確かに私たちが命じられたのはツォーネの前座、そして後釜、且つ縁の下の仕事だ。

  

  话虽如此，没想到她会这么高傲。我总算明白佐夫讨厌她的理由。虽然奥图纳的重建工作还有待加强，但我觉得已经相当不错了，左涅却一副无所谓的样子。

  　とはいえここまで高飛車だとは。ゾフが嫌う理由もよくわかった。私たちが再建しているアウタナは、粗削りだがそれなりに立派にはなっていると思うが、ツォーネにはどうでもいい風であった。

  

  不过，事到如今，这种程度的言语和态度已经无法让我感到烦躁。我早就习惯了。甚至觉得有点怀念。

  　しかし今更この程度のセリフや態度でイライラする私ではない。こんなもの、とっくに慣れきっている。懐かしいくらいだ。

  

  

  「你是克莱儿将军……对吧。被艾陆可・罗大人捡到，攻陷奥图纳的英雄……虽然我听说过你的事迹，但没什么感觉。」

  「あなた、ココット将軍……でしたわね。エルク―ロ様に拾われアウタナを落とした傑物……と聞いてはいましたが、何も感じませんわね」

  

  「你只是太高估我了。和前辈们相比，我还只是个后生晚辈。」

  「過大評価を頂いているだけにすぎません。先達に比べれば私はまだ若輩ですよ」

  

  

  我面无表情，不带一丝情感地说道。我原本就没打算认真对待他。即使和他聊东聊西，眼前这名有着美少女外貌的魔族，也不过是我达成目的的道具罢了。

  　私は一切感情のない冷たい無表情のまま語る。元々まともに相手する気などない。あれやこれやと会話したとて、目の前の美少女の姿をした魔族は、私の目的のための道具に過ぎない。

  

  

  「岂止是后生晚辈，你根本就是个孩子吧？而且，这股气味……你的话是真的呢。」

  「若輩どころかお子様ではありませんの？　それに、この匂い……話は本当だったのですわね」

  

  

  托泽的表情变得阴沉，眼神从鄙视转为轻蔑。

  　ツォーネの表情が暗くなり、その眼は見下すものから侮蔑のものへ。

  

  

  「人类竟然是魔族的将军，真是笑死人了。」

  「人間が魔族の将軍とは、笑わせる」

  

  

  托泽嘴上这么说，脸上却完全没有笑意。我听到预料中的发言，叹了口气。

  　言葉と裏腹に全く笑っていないツォーネだが、私は言われると予測していた言葉にため息を漏らした。

  

  又是人类吗？果然如此。

  　また人間か。やはりか。

  

  托泽的话令我身后的库多拉和索夫向前半步。他们是我的部下，但托泽和我在阶级上是同格的魔族。也就是说，托泽甚至有可能会杀了我。库多拉和索夫也察觉到这一点，随时待命保护我。然而，他们虽然是上级魔族，却说如果身为将军的托泽认真要杀我，他们没有自信能保护我。因此，这场对谈对我来说也是赌上性命。

  　ツォーネの言葉に背後に控えていたクォートラとゾフが半歩前に出た。彼らは私の部下であるが、ツォーネは私と階級的には同格の魔族。つまり。ツォーネが私を殺そうとする可能性すらあったのだ。クォートラとゾフもそれを察知してか私をいつでも守れるように控える。しかし彼らは上級魔族ではあるが、将軍の地位にいるツォーネが本気で私を殺しにかかれば守り切れる自信がないと言っていた。故に、私にとってもこの対談は命がけであった。

  

  总之，透过几次对话，我大致上了解了图兹涅的个性，所以先采取最低限度的自保，再来就是奉承。即使阶级相同，我仍用敬语说话也是基于这个原因。

  　とりあえず数回の会話で何となくツォーネの性格は分かったから、最低限の保身をして、あとは持ち上げる。階級が同じでも私が敬語で話していたのもそのためである。

  

  

  「恕我冒昧，图兹涅将军。我可是魔王大人亲自任命的将军。光凭这一点，您就能相信我了吧？」

  「恐れながら。ツォーネ将軍。私は魔王様より直々に将軍を任された身。それだけで信用して頂けませんか」

  

  「这点小事我当然明白。」

  「そのくらいは分かっていますわ」

  

  「不愧是聪明的图兹涅将军，比传闻中更明理。您理解得这么快，真是帮了大忙。」

  「流石は聡明なツォーネ将軍でありますな。聞きしに勝る程。ご理解も早くて助かります」

  

  「哎呀，真是令人钦佩的发言。以人类来说，你很懂嘛。」

  「あら、殊勝な物言いですわね。人間にしてはよくわかっていますわ」

  

  

  她很单纯。自我意识愈高的人，愈了解权威的力量。看来光是提到魔王的保证，她就明白了其中的意义。

  　単純だ。自意識の高い者程、権威の力を知っている。魔王のお墨付きという事を話に出すだけで、その意味は伝わったらしい。

  

  然后只要稍微奉承她一下，她就会趾高气昂地心情大好。真是好懂的傲慢态度。

  　そして少し自分を持ち上げられれば、鼻高々に機嫌を良くする。分かりやすい高慢様だ。

  

  虽然我心中流下了一滴冷汗，担心事情会变得如何，但今后只要遇到能沟通的魔族，我就会用这个方法说服对方。

  　少しどうなるかと冷や汗の一つも心の中ではかいたものだが、今後もこの方法で、話が通じる魔族であれば言いくるめられよう。

  

  话虽如此，我既不想与她起冲突，也不想对她施压。我摘下帽子，放在胸前行礼。

  　さりとて衝突する気も威圧する気もない。私は帽子を取り、胸に当てると礼をする。

  

  

  「但愿我们能建立亲密的关系。因为我们是为了协助图兹涅将军攻略弗利克提拉，才会来到这里的。」

  「願わくば親密な関係を築きたいものですね。我々はツォーネ将軍のフリクテラ攻略の手助けをしにここにいるのですから」

  

  

  我笑咪咪地这么说。不会给人负面印象，这就是所谓的营业用笑容。我想起自己在前世也经常露出这种笑容。

  　にっこりと笑ってそういう。悪い印象は受けまい。営業スマイルというやつだ。前世でも散々やったなと思い出す。

  

  而我这种态度，也是为了不让背后的克瓦多和索夫有可乘之机。我必须表现出游刃有余的样子。

  　そして私のこの姿勢は背後のクォートラとゾフに万が一を起こさせないための一手でもある。余裕がある様に見せなくてはならない。

  

  即使被战斗前的魔族包围，我也必须保持平静。

  　周囲を戦い前の魔族に囲まれたこの状況でも、貫かねばならない平静。

  

  

  这时，我发现佐涅在发抖。咦？

  　と、ツォーネが震えている。はて。

  

  

  「你……」

  「な……」

  

  

  她用力握紧拳头，身体不停颤抖，让我瞬间背脊发凉。奇怪？等一下，等一下。我是不是搞砸了？

  　その腕が、拳が強く握りしめられ、わなわなと震える様子に私は一気に背筋が凍った。あれ？　待て。ちょっと待ってくれ。何か失敗したのか。

  

  是失言？态度？还是对方比想象中还要不讲理？是肌肉脑？

  　失言？　態度？　それとも予想以上に話が通じない脳筋だったか？　

  

  佐涅明显不对劲。她和刚才截然不同，连声音都在颤抖。

  　明らかなる異常。先ほどまでの様子とは打って変わってツォーネはぷるぷると声すら震わせている。

  

  如果佐涅攻击我，我绝对会死。绝对会死。为什么？我明明以为绝对会顺利！

  　ツォーネに襲い掛かられればまず間違いなく私は死ぬ。絶対に死ぬ。なぜだ。絶対うまくいったと思ったのに！

  

  

  「你……」

  「あなた……」

  

  

  佐涅缓缓逼近我。

  　ツォーネがじりじりと私に詰め寄ってくる。

  

  然后双手用力抓住我的脸颊。

  　そしてその両手はがしりと私の頬を掴んだ。

  

  

  「咿！」

  「ひっ」

  

  

  突然被她碰到，我发出难为情的声音。

  　急に触れられたことで情けない声が出てしまう。

  

  同时，库托拉和索夫拔出武器。而佐费背后的魔剑士也配合着他们，脸孔从人类变成骸骨，拔出剑来。

  　同時にクォートラとゾフが武器を抜いた。それに合わせてツォーネの背後にいた魔剣士もその顔を人のものから骸骨へと変じさせ剣を抜く。

  

  情况一触即发。后方的公主和大小姐大叫着要我放开手。然而，只有我和佐费两人仿佛身在不同的时间之中，陷入沉重而粘腻的感觉，两人的声音听起来非常缓慢而遥远。

  　まさしく一触即発。後ろからは姫、だのお嬢から手を放しやがれ、だの二人が叫んでいる。しかし、私とツォーネの二人だけが違う時間の中に居るような、重くべっとりとした感覚に陥っていた私には、二人の声がひどくゆっくりに遠く聞こえる。

  

  佐费的眼睛布满血丝，气氛明显不妙。

  　ツォーネの目は血走っており、明らかにまずい雰囲気だ。

  

  佐费的白皙双手碰触着我的脸颊，感觉非常冰冷，仿佛被冰块压住。而她压倒性的臂力牢牢固定住我的头，我根本无法抵抗，只能拼命思考该如何度过难关。

  　頬に触れているツォーネの白い両手は、とても冷たく感じる。氷を押し付けられているようだった。そしてその圧倒的な膂力は、がっしりと私の頭を固定していた。抵抗などできるはずもなく、私はただどうすれば切り抜けられるかを必死にぐるぐると思案する。

  

  然而，佐费的一句话打断了我的思考。

  　しかしその思案はツォーネの一言で停止する。

  

  

  「多么惹人怜爱的表情呀。」

  「なんて、愛らしい顔をしていますの」

  

  「……什么？」

  「……は？」

  

  

  我以为自己听错了，战战兢兢地抬头看向佐费的脸，却看见她一脸陶醉的表情。

  　聞き間違いかと思ったがツォーネの顔を恐る恐る見上げればどろりと蕩けた表情が目に入った。

  

  她的眼神迷濛，以舔舐般的目光注视着我。

  　眼はとろんとしており、舐めるような目つきで私を見つめている。

  

  

  「佐费将军……？」

  「ツォーネ、将軍……？」

  

  「……啊！」

  「……あっ」

  

  

  托涅像是因为我的话而回过神来，松开手后，咳了一声，离开我身边。

  　ツォーネは私の言葉で我に返ったように手を離すと、こほんと一つ咳をして私から離れた。

  

  同时，魔剑士也把剑收回剑鞘，恢复成人类的模样。从魔剑士一脸无奈的样子来看，他似乎在说「又来了」。

  　同時に魔剣士も剣を鞘に納め、その姿を人のものへと変える。やれやれといった風の魔剣士の様子から察するに、また始まったとでも言わんばかり。

  

  库多拉和索夫依然拔着武器。我愣在原地，脚软得差点倒下。在千钧一发之际，库多拉撑住了我。

  　クォートラとゾフは未だ武器を抜いたままだが。私はぽかんとしつつ腰が抜けてよろりと倒れそうになる。あわやというところでクォートラに支えられた。

  

  

  「公主，您没受伤吧？」

  「姫、お怪我は」

  

  「啊，嗯，没事。」

  「あ、ああ、大事ない」

  

  

  库多拉放心地吐了口气。

  　クォートラは安堵したように息を吐いた。

  

  我被库多拉撑着娇小的身体，勉强靠自己的力量站稳，重新看向托涅。

  　私は小さな体をクォートラに支えられながらもなんとか自力でしかと立つと、改めてツォーネを見やる。

  

  我一边站起来，一边拼命思考托涅刚才那句话的意思。

  　立ち上がりながら私は先ほどツォーネが発した言葉の意味を必死に考えていた。

  

  可爱的脸蛋？谁啊？不，这我知道。虽然不开心就是了。比起这个，「为什么」才是问题。

  　愛らしい顔立ち？　誰が。いや、それは分かる。嬉しくはないが。それよりも何故、の方が問題だ。

  

  托涅的脸庞、白皙的肌肤泛起红潮，同时不停偷瞄我。

  　ツォーネはその顔を、白い肌を赤く紅潮させながらちらちらと私を見ている。

  

  难道是那种意思吗？

  　まさか、そういうアレなのか。

  

  

  「失礼了。我最喜欢可爱的女孩子了。」

  「失敬。わたくし可愛い女の子が大好きですの」

  

  

  托涅咳了一声后，这么说道。他果然是那种人啊。

  　こほんと咳をした後、ツォーネはそう言った。やはりそういう気の持ち主だったか。

  

  只要可爱，就算是人类也无所谓吗？吸血鬼喜欢女性的理由，只要从前世的虚构作品中随便举出几个例子，大致上就能想象得到，不过我就不深入探讨了。反正肯定不是什么好事。

  　可愛ければ人間でもお構いなしか。ヴァンパイアが女を好む理由など前世のフィクションで語られていたものから適当に推挙すれば概ね想像がつくが、深く触れないでおく。どうせろくなことではない。

  

  不过，兴趣怎样都无所谓。比起托斯涅的兴趣，我更庆幸他没有对我产生杀意。这是我第二次被魔族在毫无自觉的情况下触碰。第一次是被艾陆可——罗摸头的时候。这次跟当时不同，让我非常害怕。

  　だが、まあ趣味はどうでもいい。私はツォーネの趣味よりも、自分が殺意を持たれたわけではなかったことに安堵した。魔族に自分の意志と無関係に触れられたのはまだ二度目だ。一度目はエルク―ロに頭を撫でられた時だったか。あの時とは違い、すごく怖かった。

  

  

  「托斯涅将军，玩笑请适可而止。如果是为了攻略弗利克提拉的有意义对话也就算了，那种玩笑话……」

  「ツォーネ将軍、戯れは程々に。フリクテラ攻略の為の有意義な会話ならいざ知らず、そのような戯言を」

  

  「哎呀，哎呀哎呀，是这样啊～」

  「あら、あらあら、そうでしたわあ～」

  

  

  我在心里将对托斯涅的评价从麻烦的家伙改成恶心的家伙。

  　私の中でツォーネへの評価が面倒な奴から気持ち悪い奴に変更された。

  

  

  「总之，也得准备攻略弗利克提拉。指挥所已经建好了吧？我们到那里谈吧。」

  「とりあえず、フリクテラ攻略の準備もありますわ。指令所はもうありますわよね？　そこでお話ししましょう」

  

  「……说得也是。我来带路。」

  「……そうですね。ご案内しますよ」

  

  

  我尽可能装出平静的样子，带着托斯涅前往宅邸。虽然在走路时也感觉到背后有视线，但我重新压低帽子，决定无视。

  　なるべく平静を装いながらツォーネを屋敷へと案内する。歩きながらも背後から視線を感じたが、私は帽子を深く被りなおして無視することとした。

  

  

 
  ＃２０　話にならない

  ＃20　不成话

  　

  

  

  

  

  

  之后，我们在领主的房间内开了简短的作战会议。要和傲慢地坐在领主椅子上的托泽纳将军开会非常困难。

  　その後指令所とした領主の部屋の中でいくらか話をした。領主の椅子にふんぞり返るツォーネとの会議は困難を極めた。

  

  

  「我说过了，只要用我的军队，就算不耍小手段也能正面击溃弗利克提拉。」

  「だから、わたくしの軍であれば小細工なんかしなくても正面から突き崩せると言っているのですわ」

  

  

  托泽纳将军提出的作战计划，是要用策略攻陷弗利克提拉。简单来说就是靠蛮力硬干。他似乎对自己有绝对的自信，只想到冲进去打垮敌人的作战计划。从他的话中可以明显看出他对人类的低估和傲慢。

  　ツォーネが語る作戦。フリクテラを落とすための策略。一言でいえば力押しだった。自分に絶対の自信があるのか、ツォーネは突っ込んで蹴散らすという作戦しか持たないようだった。その言葉の節々には明らかなる人間への過小評価と、驕りが見られる。

  

  我不知道他过去靠这种作战方式立下了多少战功，但如果是平地的正面冲突就算了，攻陷城镇这种攻城战的状况，我不认为光靠蛮力硬干有用。

  　そうやって過去どれだけ戦果を挙げて来たのかは知らないが、平地でのぶつかり合いならともかく街を落とすという攻城戦のようなシチュエーションで、ただの力押しが通じるとは思えなかった。

  

  如果这样就能攻陷弗利克提拉，事情就简单了，但事情没这么单纯。

  　最も、それでフリクテラが落ちるのならば話は早いのだが、そう単純な話ではない。

  

  

  「托泽纳将军，希望您这次的作战也能让我们的军队加入。攻城和野战不一样，我认为应该做好万全的准备。」

  「ツォーネ将軍、此度の戦に我々の軍も加えて頂きたい。街攻めは野戦とは違う。万全を期すべきと考えますが？」

  

  「不需要。就算他是攻陷欧达纳的英雄，我也不相信人类率领的军队～」

  「一切無用。いくらアウタナ落としの傑物とはいえ、人間が率いる軍など信用できないですわあ～」

  

  「希望您能抛开成见。」

  「それは捨て置いて頂きたいですな」

  

  

  每次听到他叫我人类，我的眉头就会抽动一下，但我还是维持面无表情继续对话。

  　人間と呼ばれるたびに私の眉根がピクリと動くが無表情を貫き会話を進める。

  

  随着话题进展，我和托泽的气氛变得越来越险恶，让在一旁待命的魔族们坐立不安。

  　話を進めるたびに私とツォーネの雰囲気が剣呑なものに変わっていくので、脇に控える魔族たちは気が気ではない様子だ。

  

  托泽晃着酒杯，看着奥图那伯爵招待来宾用的红酒说：

  　来賓用に適当に出されたアウタナ伯の赤ワインを、グラスを揺らして眺めながらツォーネは言う。

  

  

  「艾库罗大人是直接吩咐我，因此弗利克德拉攻略的所有事情，我都有决定权。」

  「エルクーロ様直々に仰せつかったのはこのわたくし。故にフリクテラ攻略についての全てはわたくしに決定権がありますの」

  

  

  托泽隔着红酒看着我说道。我依然面无表情地回应她的视线。

  　赤ワイン越しに私を見ながらそう言うツォーネ。私は相も変わらない無表情でその視線に答える。

  

  

  「所以我才会像这样提出意见。恕我直言，托泽将军太小看战术了。」

  「だからこうして具申しているのです。恐れながらツォーネ将軍は戦術を侮り過ぎです」

  

  「哎呀、哎呀哎呀，当然会小看战术。战术是弱者拼命绞尽脑汁想出来的儿戏，而人类是脆弱的乌合之众，是稍微攻击一下就会化为尘埃的杂碎。而且，人类应该也想不到，即使被警戒，我们还是能这么快攻下弗利克德拉。」

  「あら、あらあら、侮って当然ですわ。戦術だのは弱い人間が必死に知恵を凝らした児戯。そして人間など脆弱な烏合の衆。少し撫でるだけで塵になる雑魚ですし？　それに、警戒されているとしてもこんなに早くフリクテラを落としにかかるとは人間どもも思ってやがりませんわ」

  

  「关于速攻这点，我同意你的看法，但人类的城市没有脆弱到可以不经思考就攻陷。」

  「速攻に関しては同意ではありますが、考えなしに破れるほど人間の街は脆弱ではない」

  

  「因为是人类，所以才拥护人类？」

  「人間だから人間の擁護を？」

  

  「我只是在陈述事实。奥图那过去之所以耗费长时间才攻陷，就是因为轻视战术。」

  「事実を述べているのです。過去アウタナの攻略に時間がかかった理由は戦術の軽視だ」

  

  「明明是个小不点，却很啰唆呢。不管再怎么可爱，我都想杀了你。」

  「小さいくせに五月蠅いですわ。いくら愛らしくても殺したくなる」

  

  

  我看着托着红指甲把玩，看也不看我一眼的托泽，不知道叹了第几次气。

  　紅い爪を弄りながら私を見もせずにぼやくツォーネに、私は何度目かわからないため息をついた。

  

  我提出作战计划，托泽一口回绝。这样的循环持续了好一阵子。

  　私が作戦を提案し、ツォーネが一蹴する。そんな形の堂々巡りがしばらく続いた。

  

  

  

  

  

  「根本没得谈。」

  「話にならん」

  

  

  结果连讨论都称不上，作战计划的立案停留在之前的循环。我们听托泽讲了一堆自己如何大显身手，如何从沦陷的弗克特拉凯旋而归的梦话，最后把指挥所交还给托泽，离开了房间。

  　結局討論にもならず、作戦の立案は先の堂々巡りの域を出ず。ツォーネに自分たちがいかに華々しい活躍をし、陥落したフリクテラをどう凱旋するかなどという夢物語を聞かされるに終わった私たちは、指令所をツォーネに明け渡し退室していた。

  

  结果我们尝试了好几次，想让后方战力的我们加入战线的提议全被驳回。话虽如此，这也在预料之中，所以无所谓。关于紧急状况时的后援，托泽什么也没说，所以还有办法行动。虽然托泽本身一副不可能发生紧急状况的态度。

  　結局幾度か試みた、後方戦力たる私たちを戦線に加えるという案は悉くが却下された。とはいえこれに関しては予想通りなので別に構わない。有事の際のバックアップに関しては何も言われなかったのでまだ動きようはある。最もツォーネ自身は有事などありえないと言った風だったが。

  

  总之，事情大致上按照预料进行，我的心情没有外表看起来那么差，但托泽在说话时仍以捕食者的眼神看着我，所以有种终于解脱的感觉。

  　とりあえず概ね予想通りに話が進んだので、見た目ほどは機嫌も悪くない私だったが、ツォーネが話しながらも私を捕食者のような眼で見て来るのでやっと解放されたという思いはあった。

  

  

  「唉，不过这根本一成不变。」

  「はあ。しかしどこも同じなのか、これは」

  

  「小姐？」

  「お嬢？」

  

  「我的意思是，他为什么就是不懂战术和战略的有用性呢？」

  「戦術や戦略の有為性をなぜ理解しようとしないのかということだ」

  

  「这个嘛……在我们受到小姐关照之前，也认为就算不用动脑，也能击溃人类。」

  「そりゃまあ……俺たちだって、お嬢に世話になるまではあれこれ頭なんぞ使わなくても人間どもを潰せるって思ってやしたからね」

  

  

  索福露出苦笑。

  　ゾフが苦笑いを浮かべる。

  

  

  （艾尔克罗将军怠忽职守。只有他本人理解战术也没有意义。不过，多亏如此，我做事也比较方便。）

  （エルクーロ様は職務怠慢だぞ。本人だけ戦術を理解していても意味がないだろうに。まあ、おかげで私はやりやすいのだが）

  

  

  我在脑中对艾尔克罗的教育感到傻眼，同时也心怀感谢。如果托涅没有那个奇怪的兴趣，应该会比较好使唤。

  　私は頭の中でエルク―ロの教育に呆れつつも感謝をした。ツォーネはあの変な趣味さえなければ扱いやすそうで助かる。

  

  这时，走在走廊上的克欧特拉问我：

  　と、廊下を歩きながらクォートラが私に問う。

  

  

  「公主，您认为托涅将军能攻下弗利克德拉吗？」

  「姫は、ツォーネ将軍がフリクテラを落とせるとお思いで？」

  

  「看他那个样子，不可能攻得下吧。」

  「あの様子で落とせると思えるわけがないだろう」

  

  

  如果像奥达那那样，知道内部状况就另当别论，但弗利克德拉的内情与战力不明，这次的战斗又像攻城战，应该无法轻易攻陷。不管托涅的实力如何，弗利克德拉的领主都会因为奥达那沦陷而提高警戒。肯定会陷入苦战。

  　アウタナのように中の状況を知っていれば話は別だが、内情や戦力が不明なフリクテラ攻略に際しては、攻城戦のような構図となる今回の戦い、簡単には落とせないだろう。ツォーネの実力が如何程とて、アウタナが落ちたことで警戒されている状況。殊更に苦戦は必至。

  

  弗利克德拉没有奥达那那种铜墙铁壁般的城墙。不过，治理弗利克德拉的领主大概也会因为奥达那沦陷，而准备了像样的兵力。

  　フリクテラにアウタナのような鉄壁の城壁はない。しかし、おそらくフリクテラを治める領主は先のアウタナの陥落もあり、マトモな兵力を揃えているだろう。

  

  攻略那座城镇，必须要有战术才能成功。但是，托泽纳不听我的意见，这次的作战我也无从置喙。

  　あの街の攻略は、戦術なくしては成り立たない。しかしツォーネは私の言葉を聞かないし、今回の作戦に私が口出しできるのは何もない。

  

  不过，和托泽纳的对谈并非毫无益处。

  　だがしかし、ツォーネとの対談で有益なものがなかったかと言えばそうでもない。

  

  托泽纳就我的主观来看是头脑简单的笨蛋，但魔族整体都是如此。因此，我也能拟定自己的作战计划。

  　ツォーネは私の主観でみれば脳筋の阿呆だが、それは魔族全体に言える。故に、私も私の作戦の立てようがあった。

  

  因为知道友军会怎么行动，就容易操控。」

  　どう動くかわかっている友軍は、駒にしやすいのだから。

  

  

  「库欧托拉，你觉得托泽纳将军战败后，人类会怎么出招？」

  「クォートラ、ツォーネ将軍が敗れれば、人間どもはどう出ると思う？」

  

  

  我用手指玩弄头发，同时对走在身旁的库欧托拉说。

  　私は髪を指で弄りながら、隣を歩くクォートラに言う。

  

  

  「我毫无头绪，但士气应该会高涨。」

  「見当もつきませんが、士気は高まるのでは、と」

  

  「他们有可能会用高涨的士气反攻欧达纳吗？」

  「その高まった士気でアウタナまで反攻進撃に出るとは？」

  

  「我认为不可能，他们应该会认为风险太高。欧达纳的坚固程度，我们也很清楚。」

  「思いませんな。リスクが高いと考えるでしょう。アウタナの堅牢さは我らの知るところでもあります」

  

  「确实如此。」

  「確かにな」

  

  

  我嘴里说着认同的话，但其实脑中在想和嘴巴相反的事情。

  　納得したような言葉を漏らすが、その実私の脳裏では、言葉とは裏腹の事を考えていた。

  

  

  （库欧托拉，别小看人类的肤浅。他们有的是欲望，所以渔夫才会有办法抛竿。）

  （人間の浅ましさを侮るなよクォートラ。奴らにあるのは欲。だからこそ、釣り人は竿を投げようもある）

  

  

  我眯起眼睛，想象弗利克提拉的领主。之前欧达纳伯爵告诉我的事情，似乎能在这里派上用场。

  　私は目を細めながら、フリクテラの領主に思いを馳せる。いつぞや亡きアウタナ伯から聞いた話がここで役立ちそうだ。

  

  我轻笑一声，对人类的憎恨再度熊熊燃烧。

  　私はくすりと笑い、人間どもへの憎悪の炎を今一度滾らせるのだった。

  

  

  

  

 
  ＃２１　餌を欲する者、与える者

  ＃21　想要饵的人，与给予饵的人

  　

  

  

  

  「唉，真烦人。」

  「ええい、忌々しい」

  

  

  豪华房间的办公桌上，一名体态丰腴的男子在数名侍女的陪伴下抱头苦恼。

  　豪奢な部屋の執務机の上で、傍らに数人の侍女を侍らせながら一人の恰幅の良い男が頭を抱えていた。

  

  他是弗利克德勒伯爵——杰米亚诺。

  　フリクテラ伯たるゼンビアーノである。

  

  他头痛的原因是眼前摊开的文件，以及最近发生的奥图纳沦陷。

  　彼の頭痛の種は眼前に広げられた書類と直近のアウタナ陥落であった。

  

  文件上写着，由于担心魔族从奥图纳沦陷的荒地发动大规模攻势，因此下令增强战力。杰米亚诺对此感到烦躁。

  　書面にはアウタナ陥落に際したへき地からの魔族による大規模攻勢を危惧した戦力増強の辞令があった。ゼンビアーノはこれに苛立っていた。

  

  也就是钱的问题。

  　即ち、金の問題である。

  

  奥图纳过去是偏僻地区的防卫最前线，因此杰米亚诺在安全方面相当轻松，可以将一部分资金挪用在防备上。

  　これまでであればアウタナが僻地防衛の最前線を担っていたから安全面ではだいぶ楽をしてきたゼンビアーノであったから、防備に回す金銭をある程度は縮小できていた。

  

  然而奥图纳沦陷的现在，他必须扛起最前线防卫的重责大任，要思考的事情堆积如山。

  　しかしてアウタナが落ちた今、最前線の防衛の牙城を担う事になってしまったのだから考えることは山積みなのだ。

  

  杰米亚诺过去是任职于首都伊法尔的一大贵族。然而他多次被发现贿赂，还与黑社会组织有所牵扯，尽管他利用好不容易保住的人脉免于严惩，结果还是被贬到这种边境。

  　ゼンビアーノは過去、首都イファールに勤めていた一大貴族であった。しかし度重なる賄賂の発覚や裏社会組織との繋がりが露呈し、それでもなんとか持っていたコネを使い厳罰を免れたが、結果としてこんな辺境に左遷処分されてきた過去を持つ。

  

  他没有因此学乖，最近还利用过去培养的地下行业经验，扮演收养战灾孤儿的善良领主，实际上则是将他们当成奴隶赚钱。

  　それに懲りずに最近は培ってきた裏稼業の経験から、戦災孤児どもを引き取る気のいい領主を演じ、その実奴隷に落として財をこさえていた。

  

  

  「被赶出首都之后过了几年，好不容易才建立起来的安宁……现在却要我打仗！？可恶……这全都是那些可恨的魔族害的！」

  「首都を追い出されて幾年、やっと築き上げた我が安寧……だというのに戦争をやれだと！？　ええい……これも全て忌々しい魔族どものせいだっ」

  

  

  看到杰米亚诺粗暴地拍桌，一旁的侍女们都很害怕。她们的年纪几乎都只有十六岁左右。

  　荒々しく机を叩くゼンビアーノに、傍らの侍女たちは怯えている。彼女たちの齢はまだ１６歳かそこらがほとんどであった。

  

  她们正是杰米亚诺从事奴隶买卖的产物。

  　彼女たちこそ、ゼンビアーノの奴隷稼業の産物である。

  

  好不容易在偏僻地区建立起利用她们这种商品累积财富的环境，结果却马上被指派「在防卫线的前端防卫」，他心中满是怨言。

  　ようやっと僻地で彼女らのような商品を使って財をこさえる環境が整ってきていたというのに矢先に「防衛線の先端での防衛」を任されてしまえば恨み言は尽きない。

  

  这一切都是因为欧塔纳沦陷！几个月前欧塔纳伯还自信满满地召集周边领主举办派对，那张蠢脸至今依然历历在目。杰米亚诺参加派对时原本想讽刺一下被吹捧成坚不可摧的牙城而得意洋洋的欧塔纳伯，结果防卫策略只有那座城墙，城镇里甚至没看到几个骑士团。反正他肯定是为了中饱私囊而缩减防备，不过沦陷之后就没意义了。

  　それもこれもアウタナが落ちるからいけないのだ！　数か月前に自信満々に周辺の領主を集めたパーティーなど開催していたアウタナ伯の阿保面が今でも目に浮かぶ。難攻不落の牙城などとおだてられて気を良くしたアウタナ伯に皮肉の一つでも言ってやろうと参加したものの、防衛策はあの城壁だけで、街の中にはろくに騎士団すら見受けられなかった。どうせ防備をケチり私腹を肥やしていたのだろうが、落ちてしまっては意味が無いだろうに。

  

  杰米亚诺把自己的事摆一边，痛骂生死不明但肯定已经没命的欧塔纳伯。

  　ゼンビアーノは己の事を棚に上げ、生死不明となってはいるがどうせ生きてはいないアウタナ伯に毒づく。

  

  都是因为那个蠢蛋搞砸了，自己才会被指派到国境防卫这种麻烦的职务。真是令人火大。

  　あの間抜けがしくじったおかげで、自分に国境の防衛などという面倒なお役目が回って来たのだ。まっこと腹立たしい。

  

  防卫边界，也就是面对敌人的最前线。虽然这里是远离主战场的偏僻地区，但既然被指派防卫任务，就代表一旦遭受侵略，战火会率先波及自己的领地。在大家纷纷谣传偏僻地区即将遭受侵略的状况下，大约一个月前，实际上也真的攻陷了奥达那。

  　境界線の防衛、即ち敵に対した最前線。主戦場からは遠く離れた僻地とはいえ、防衛のお役目が回って来たという事は侵攻を受ければ真っ先に戦火に包まれるのは我が領地。僻地侵攻がまことしやかにささやかれていた中で、ひと月ほど前に、現にアウタナは落ちたのだ。

  

  

  「战争真是愚蠢！这种赚不了钱的行为有什么意义！可恨、可恨！」

  「戦争などバカバカしい！　金にならない行為にどんな意味がある！　忌々しい、忌々しい！」

  

  

  杰米亚诺微微抖着脚，思考该如何回复来自首都的任命。

  　足を小刻みに揺らしながら、首都よりの辞令にどう返答したものかと震えるゼンビアーノ。

  

  他的心中满是对奥达那伯爵的怨言，以及地下工作的影响。啊啊，每次都是因为无能而尝到辛酸。要是在这种地方和魔族打闹，不管过多久都无法回到首都伊法尔。他额头冒出冷汗，感到苦闷。

  　胸中はアウタナ伯への恨み言と裏稼業への影響ばかりだ。ああ、無能のせいで辛酸をなめるのはいつも自分だと。こんなところで魔族どもとじゃれ合っていてはいつまでたっても首都イファールに返り咲くことなどできない。額に脂汗を浮かべながら苦悶する。

  

  杰迈亚诺烦躁地将桌上的杯子摔到地上。杯子从桌上掉下来发出巨大声响摔破，奴隶侍女们慌张地开始收拾。杰迈亚诺看着趴在地上捡拾碎片的侍女们，站起身来，伸手抓住附近侍女的屁股。

  　ゼンビアーノは苛立ちのままに、机の上にあったカップを殴り捨てた。机から落ちたカップが大きい音を立てて割れ、奴隷侍女達が慌てて片づけを始める。四つん這いになり破片を拾い集める侍女たちを眺めながら、ゼンビアーノは立ち上がると、手近な侍女の尻に手をかけた。

  

  刹那间，有人敲了房门。

  　刹那、部屋の扉がノックされる。

  

  

  「什么事！」

  「なんだッ」

  

  

  杰迈亚诺原本想玩弄侍女来发泄烦躁，却被打断，这更加助长了他的怒气，他粗声粗气地对门外的人怒吼。

  　ゼンビアーノはせめて苛立ちを諫めようと侍女で遊ぼうとしたのを邪魔されたことで、怒りをさらに助長させ声を荒げて扉の向こうの人間に怒鳴った。

  

  敲门者将这声怒吼视为允许入室，缓缓地走进领主的房间。来者身穿骑士甲胄，飘扬的披风是团长的象征。

  　それを入室許可と取ったノックの主は、ゆっくりと領主の部屋へと入って来た。身なりは騎士甲冑。はためくマントは団長のものだ。

  

  

  「杰迈亚诺阁下，骑士团旗下的民兵战斗团已经重新编组完毕。」

  「ゼンビアーノ殿。騎士団傘下にての民兵戦闘団の再編は終わりました」

  

  「瑟昆吗……」

  「セグンか……」

  

  

  瑟昆是派驻弗利克提拉的骑士，也是青翼骑士团的团长。他年约中年，下巴蓄着胡须，瞥了一眼凌乱的室内和害怕的侍女们后，无视杰迈亚诺因愤怒而起伏的肩膀和急促的呼吸，开始报告。

  　齢は中年と見え、顎ひげを蓄えたフリクテラ駐在騎士である青翼騎士団の長であるセグンは、荒れた室内と怯える侍女達を一瞥した後ゼンビアーノの怒りに上下している肩や荒い息を無視して報告を行った。

  

  

  「重新编组完毕就派去巡逻！我很忙！」

  「再編が終わったのなら警邏に充てろ！　わしは忙しい！」

  

  「……杰迈亚诺阁下。」

  「……ゼンビアーノ殿」

  

  「什么事！」

  「なんだッ」

  

  

  看到泽纳皮亚诺怒气冲冲，毫不掩饰嫌麻烦的态度，赛昆叹了口气后开口：

  　怒りのままに面倒そうな様子を隠そうともしないゼンビアーノの様子に一度ため息をついたのち、口を開く。

  

  

  「这是派往奥图纳的密探传来的报告。虽然无法探查到内部状况，但魔族有所行动。请下令进入备战状态加强防备，可以吗？」

  「アウタナへ走らせていた密偵の報告です。中の様子までは探れなんだが、魔族に動きありと。臨戦警戒にて防備に当たりますがよろしいですな？」

  

  「可恶，该死的魔族……为了吾等的荣耀，绝对不能让弗利克提拉沦陷……别松懈，加强防备！」

  「くそっ、忌々しい魔族どもめ……我が栄光の為、まだフリクテラは絶対に落とさせるな……糸目は付けん、防備を固めよ！」

  

  「遵命。还有……」

  「承知しました。それから……」

  

  「还有什么事！？」

  「まだ何かあるのか！？」

  

  

  赛昆瞬间垂下眼眸，接着难以启齿地缓缓移动视线。他的视线前方是尽管害怕，仍继续收拾碎片的侍女们。其中一人对赛昆投以求救的视线。赛昆和那名侍女四目相对，咽下一口唾液后开口：

  　セグンは一瞬目を伏せた後言いにくそうにしつつゆっくり視線を動かす。その視線の先には怯えながらも破片を片づける侍女たちの姿。その一人が助けを請うような視線をセグンに向けていたのだ。セグンはその侍女と目が合うと、生唾を飲んだのちに口を開いた。

  

  

  「请您表现得像个领主。」

  「領主らしき振る舞いをどうか」

  

  

  这句话是在暗指泽纳皮亚诺对侍女的言行举止。泽纳皮亚诺的额头浮现青筋，脸庞也像是被煮熟般逐渐染红。

  　そのセリフは暗に侍女への手付きを糾弾するものであった。ゼンビアーノの額に青筋が浮かび、その顔は茹で上がったかのように赤く染まっていく。

  

  

  「区区一介骑士团长，竟敢对我指手画脚？」

  「一介の騎士団長風情がわしに指図するのかね？」

  

  「不……只是……」

  「いえ……ただ」

  

  「闭嘴，你这个平民出身的家伙！你以为是谁在照顾你这个落魄贵族！你能够坐上团长的位子养活家人，全都是老夫的功劳！」

  「ええい黙れこの平民上がりめが！　誰が貴様のような落ちぶれに目をかけてやっていると思っている！　貴様が団長の座に付き家族を養えているのも全てこのわしのおかげだろうが！」

  

  「……我明白。」

  「……わかっております」

  

  「那就快点回去工作！可恶，你们也是！碍眼，滚出去！」

  「ならばさっさと仕事に戻れ！　くそっ、お前たちもだ！　目障りだ、消えろ！」

  

  

  泽马伊亚诺歇斯底里地怒骂，连侍女们也成了他怒骂的对象。侍女们像是要逃离泽马伊亚诺似地离开房间。

  　侍女達にすら怒号を飛ばしヒステリックになったゼンビアーノから逃れるように、侍女たちは部屋を出ていく。

  

  看到侍女们离开房间，瑟昆也向泽马伊亚诺行了一礼，然后离开房间。

  　セグンも侍女たちが部屋を出たのを見てから、ゼンビアーノに一礼して退室した。

  

  

  「唉……可恶！」

  「はぁーッ……くそっ」

  

  

  泽马伊亚诺独自留在房间，他拍打桌子，用手指按着太阳穴。

  　部屋に一人残されたゼンビアーノはテーブルを叩き、こめかみに指をあてた。

  

  

  「我不能……背负风险。我要安全、完美、轻松地获得利益！我必须得到安宁……！」

  「わしがリスクを負うなど……あってはならないのだ。わしは安全に、完璧に、楽をして！　安寧を得なくてはならない……！」

  

  

  为了达到这个目的，就算要暂时停止投资也在所不惜。泽马伊亚诺微微扬起嘴角。

  　その為ならば、一時の投資も止むを得まい。ゼンビアーノは口角をわずかに持ち上げた。

  

  泽马伊亚诺是个贪得无厌的男人，但他自认不是个傻瓜。他绝对不会犯下和奥托纳伯相同的错误。

  　ゼンビアーノは欲深い男であったが、間抜けではないと自負している。アウタナ伯と同じ失敗は断じてしない。

  

  一切都是为了自己的财产。和吝于提供战力的欧塔纳伯爵不同，赛昆率领的蓝翼骑士团拥有财力雄厚的装备。从平民百姓中也征召了战斗团，这几天完全没有松懈警戒。

  　全ては己の財が為に。戦力をケチったアウタナ伯とは違い、財力に物を言わせた装備を持つセグン率いる青翼騎士団がいる。民草からも戦闘団を徴兵済み。ここ数日警戒は一切怠っていない。

  

  

  「没错，就是这样。这是转机！应该视为获得击败魔族战果的绝佳机会……！财产就是力量，也就是……我有办到这件事的力量。呵呵，哈哈哈！」

  「そうだ。そうなのだ。これは転機である！　魔族を打ち破った戦果を得る絶好の機会と捉えるべきだ……！　財とは力、即ち……わしにはそれができる力がある。フフ、ハハハ！」

  

  

  杰米亚诺笑着在文件上振笔疾书。转换心情，迅速做出停损的判断。这是他从经验中得到的教训。既然如此，这次的任命书也要用来取代财产和权威。只要能立下击败魔族的战功，就能成为重回首都的筹码。

  　ゼンビアーノは笑いながら書類にペンを走らせた。気持ちの切り替え。損切の判断は迅速に。彼の経験から為る教訓である。なれば此度の辞令も財に、権威に代えて見せよう。魔族を打ち破る武勲あらば、首都に返り咲く材料ともなろう。

  

  欧塔纳沦陷是因为傲慢。弗利克特拉可不会重蹈覆辙，会随时保持警戒态势严阵以待。防卫战才不会输。

  　アウタナが落ちたのは慢心故。フリクテラはそうはいかん。常に警戒態勢で待ち受けているのだ。防衛戦で負けるものか。

  

  

  「魔族是一群横冲直撞的笨蛋，随时放马过来！我拥有的蓝翼骑士团会将他们悉数粉碎。我绝对不会重蹈欧塔纳伯爵的覆辙……！」

  「魔族など突貫馬鹿の連中よ。いつでも来るがいい！　我が擁する青翼騎士団がその悉くを粉砕してくれる。わしは決してアウタナ伯の二の舞にはならんぞ……！」

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  「……他应该是这么想的吧。」

  「……とでも思っているんじゃないかな」

  

  

  我笑嘻嘻地仰望天空这么说。

  　私はにやにやしながら空を仰いでそう言った。

  

  佐夫和库尔特拉一脸不可思议地俯视我。

  　ゾフとクォートラが不思議そうな顔で私を見下ろしている。

  

  

  「克莱儿大小姐认识弗利克德勒的领主吗？」

  「ココットのお嬢はフリクテラの領主と面識が？」

  

  「不，不过我听过传闻，也曾经见过他一次。」

  「いや？　ただ、うわさは聞いていたし、実は一度だけ会った事があってな」

  

  

  弗利克德勒伯爵森比纳诺。我在地牢受到家畜待遇时，曾经见过他一次。

  　フリクテラ伯ゼンビアーノ。私が地下牢獄で家畜の扱いを受けていた時にただ一度だけお目にかかったことがある。

  

  那好像是夫人带宠物魔物来参观的时候。即使看到我，他也没有多说什么，只是和夫人开心谈笑，是个身材魁梧的男人。

  　夫人に連れられペットの魔物を眺めに来た時だったか。私の姿を見ても何も言わずに夫人と楽しく談笑していた恰幅のいい男。

  

  他毫不在意我的存在，滔滔不绝地聊着各种话题。当时的我虽然不怎么感兴趣，不过至今仍记得他所说的内容。

  　私がいても構わず様々な話をぺらぺらしていたものだ。当時の私はさほど興味も持っていなかったが話の内容は今でも覚えている。

  

  夫人外遇，以及森比纳诺的性格。现在回想起来，他聊的都是些有益的话题。像是奴隶买卖，以及他仍想回到首都任职等，我全都记得。

  　夫人の不倫と、ゼンビアーノの性格。思えば有益な話ばかりだった。奴隷稼業の話、まだ首都に返り咲くことを望んでいるという話。全て記憶している。

  

  从他所说的话中，可以感受到森比纳诺这个男人的性格。他是个欲望的集合体。欧塔纳伯爵对森比纳诺的抱怨传到女佣耳中，也传到我耳中，所以我从以前就觉得他是个很过分的男人。不过，当时见到他后，我总算理解了。

  　話の節々から伝わってくるゼンビアーノという男の性格。あれは欲の塊。アウタナ伯のゼンビアーノに対する愚痴が女中に伝播し、私にまで伝わっていたから兼ねてから酷い男なのだろうとは思っていたがその時お目にかかってなるほど納得したものだ。

  

  森比纳诺甚至有奴隶商人的一面，夫人也曾经提议要把我卖给他，不过他只说了一句「有恶魔长相的孩子卖不了钱」，就一口回绝了。

  　奴隷商の側面さえ持っていたゼンビアーノに私を売るという話も夫人からは出ていたが、悪魔の相を持つ子など金にならんとの一言で一蹴されていたっけな。

  

  金钱、升迁、情欲。男人将欲望化为脂肪累积在腹部的丑陋模样，我至今仍记忆犹新。而且那个男人还是个极端害怕失去自身财产与权威的胆小鬼。这代表他对于那些事物有着可怕的执着。

  　金、昇進、情欲。欲望を脂肪代わりにその腹にため込んだような男の醜さは、記憶に刻まれている。それでいてあの男は自らの財や権威が失われることを極端に恐れる臆病者。それは即ちそう言ったものに恐るべき執着を持つという事。

  

  正因为如此，像那种男人所治理的城市，还有那种男人所率领的军队。

  　だからこそ、そんな男が治める街など。そんな男が率いる軍など。

  

  我能够想象他们究竟会采取什么样的行动。人类肮脏的思考模式，我了若指掌。

  　どうすればどういう行動に出るかなど想像がつく。人間の薄汚い思考は、手に取るようにわかる。

  

  从上班族时代开始就未曾改变。只顾着升迁，以为自己是冲着好康而上钩，结果却被榨干，或是遭到背叛。人类就是一种只顾着眼前饵食的生物。或许杰米亚诺认为自己是疑心病重的慎重派，但他完全搞错了。

  　サラリーマン時代から変わらない。昇進ばかりに気を取られ、うまい話に飛びついたつもりで使い潰される者や、裏切られるもの。人は目先の餌にばかり気を取られる生き物なのだ。ゼンビアーノは自分を疑り深い慎重派だと思っているかもしれないが、とんだ勘違いだ。

  

  杰米亚诺的目的大致上是累积财富，以及为了达成目的，再次回到首都伊法尔所需的功绩。只要他觉得能够实现，就算多少有些危险，他也会上钩吧。上钩到我的……作战。

  　ゼンビアーノの目的はおおよそ、財をこさえる事と、そのためにもう一度首都イファールに舞い戻るための功績。それが叶うと思えば多少危険があっても乗ってくるだろう。私の……作戦に。

  

  引诱愚蠢之人的饵食，就在我手中。我将手掌伸向空中，缓缓地握拳。就像要将饵食握在手中。

  　愚か者を釣る餌は、私の手中にある。私は掌を空へと伸ばし、ゆっくりと握る様に閉じた。

  

  

  「杰米亚诺，你将会重蹈奥塔纳伯的覆辙。」

  「ゼンビアーノ、お前はアウタナ伯の二の舞を踊るんだよ」

  

  

  

 
  ＃２２　企みは着々と

  ＃22　企图逐步实现

  　

  

  

  

  我们立刻着手进行事前准备。

  　私たちは、さっそく下準備に取り掛かっていた。

  

  太阳下山后不久，我们来到外塔那。只靠火把照明，搬运物资并进行出征准备，名义上是为了出征。

  　日が落ちて暫くのアウタナ。松明の明かりだけを頼りに運び込んだ物資の移動や出陣の為の準備が名目上行われている。

  

  没错，实际上几乎都是我独断独行。幸好，兹欧涅似乎完全不关心我们的行动，他应该让自军在广场待命，在外塔那伯爵的宅邸悠哉休息吧。

  　そう、実のところは概ね私の独断による作業だ。幸いツォーネは私たちの作業に一切関心がないようで、自軍を広場に待機させ、アウタナ伯の屋敷でゆっくりしているだろう。

  

  我则趁这段期间进行我的工作。

  　その間に私は私の作業を行う。

  

  

  「索夫，有多少？」

  「ゾフ、どれだけあった？」

  

  「多到数不清啊，我搬到指定位置。」

  「そらもうたんまりでさぁ。所定の位置に運びますぜ」

  

  「好，拜托你了。」

  「ああ、頼むよ」

  

  

  我命令索夫等半兽人与食人魔等高大魔族搬运大量火药。我将外塔那防卫用储备到烂的大炮用火药全部收集起来，装进木桶，大量搬运到我指定的地点。

  　ゾフらオークやオーガといった大柄な魔族に命じて運ばせているのは大量の火薬である。アウタナ防衛用に腐るほど備蓄されていた大砲用火薬を片っ端から集めさせた。そしてそれらを樽に込め、私が指定する場所へと大量に運び込ませる。

  

  

  「不过，这些火药要用来做什么？看起来不像要交给那个吸血鬼。」

  「しかし、こんな火薬何に使うんで？　あの吸血鬼に渡してやるわけでもないようだし」

  

  

  索夫搔着下巴问我，我轻声一笑回答：

  　ゾフが顎を掻きながら私に聞いてくるので、くすりと笑って答えてやる。

  

  

  「当然是为了我们的胜利。」

  「無論、我々の勝利のために使うのさ」

  

  「就算这样，你在城里放这么多火药要做什么？」

  「にしたってこんなに大量の火薬を街中に仕込んで何をするんで」

  

  「索夫，这叫空城计。」

  「ゾフ、空城の計というものがある」

  

  

  我缓缓地开口。索夫露出一副「我当然不知道那种东西」的表情。这也难怪。

  　私はおもむろに語る。ゾフは勿論そんなものは知らないと言った顔だ。無理もない。

  

  空城计。那是一种故意让敌人看见自己交出城池的模样，让他们深信其中明显有陷阱，借此让他们打消攻城念头的防御阵型。不过，前提是敌人必须认为有陷阱。

  　空城の計。それは即ちわざと城を明け渡すかのような様を敵に見せつけ、明らかに罠があると思い込ませることで城攻めを踏みとどまらせる防御の陣。しかし、それは罠があると思わせられればの話だ。

  

  根据前世流传的兵法轶事，曾有著名军师因为敌方军师的空城计，提防对方使出奇策而放弃攻击。

  　前世で伝わっていた兵法に基づく逸話では、著名な軍師が敵の軍師の空城の計により、奇策を警戒して攻撃を取りやめたという。

  

  

  「这次我要反过来利用这个想法。这原本是用来阻止敌人进攻的兵法，但反过来说，也能用来诱使敌人进攻。」

  「今回はそれを逆転の発想で使おうという訳だ。本来ならば攻めさせないための兵法なんだが、裏を返せば攻めさせることも出来る」

  

  

  换句话说，那个军师是因为熟知对方军师的为人，心怀警戒，才会认为有陷阱而打消念头。这次我们的情况是，人类认为魔族是不懂战术的集团，所以就算我们打开大门，藏起士兵，他们也不会认为有陷阱，会直接闯进来吧。如此一来，空城计就无法成立。

  　つまり、その軍師は相手の軍師を良く知り、警戒していたからこそ罠があると思い踏みとどまった。今回私たちの場合では、人類にとって魔族など戦術も何もない集団だと思っているわけだから大門を開き、兵を隠したとて罠がある等とは考えもしないで踏み込んできてしまうだろう。それでは空城の計は成り立たない。

  

  不过，这样正好。

  　だが、それがいい。

  

  

  「也就是说，他们肯定会认为没有陷阱，大摇大摆地闯进来。」

  「つまるところ罠があるのにも拘らず罠がないと思ってほいほい来てくれるに違いないという訳だよ」

  

  「是，不过这样更让人搞不懂了。为什么您要准备奥图娜遭到攻击时的陷阱，明明是要让弗利克提拉坠落？」

  「はあ。でも猶更わかんねえですぜ。なんでまた、フリクテラを落とそうってのにアウタナが攻められた時の罠を？」

  

  「当然是因为我要让弗利克提拉攻打奥图娜啊。」

  「それは勿論アウタナを攻めてもらうからに決まっているだろうが」

  

  

  听到我的话，佐夫瞪大了双眼，像是在说「这个小不点在说什么啊」。

  　私の言葉にゾフは目を丸くした。何を言っているんだこの小さいのはと言った風だ。

  

  

  「您在说什么啊，大小姐！我可没听说这件事！」

  「何言ってるんでさお嬢！　そんなの聞いてませんぜ！」

  

  「我没说啊。不过，我不是说过要钓鱼吗？我要钓出弗利克提拉的骑士们，将他们一网打尽。」

  「言ってないからな。だが、釣りの話をしただろう。フリクテラの騎士たちを釣り上げて一網打尽にしてやろうじゃないか」

  

  「太乱来了……再说，库欧特拉那家伙也说过，弗利克提拉的人不会特地攻打过来。」

  「無茶苦茶だぜ……第一、フリクテラの連中はわざわざ攻めてこないだろうってクォートラの野郎も言ってやしたぜ」

  

  「这可难说。」

  「それはどうかな」

  

  

  我相信名叫杰米亚诺的人。他是个忠于欲望的男人，想必不会放过这个大好机会。只要让他觉得或许能夺回奥图娜，而且夺回奥图娜值得他这么做，他应该就会自己找上门来。

  　私はゼンビアーノという人間を信用している。ああも欲望に素直な男の事だ。好機は逃したくは無い筈。アウタナを奪還できるかもしれない、そして奪還するに足る価値があると思わせる事さえできれば、勝手に来てくれるはずだ。

  

  

  「正因为如此，才必须让托松将军好好表现一番。我们就郑重地送他离开吧。」

  「だからこそ、ツォーネ将軍にいい仕事をしてもらわねばならないんだよ。丁重にお見送りしようじゃないか」

  

  

  我看向奥图娜伯爵的宅邸，露出冷笑。佐夫见状，小声低语：

  　私はアウタナ伯の屋敷に目を向けて冷たい笑みを浮かべる。それを見たゾフは小声で呟く。

  

  

  「真是个可怕的将军。」

  「おっかねえ将軍だ」

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  然后，就在杰米亚诺来访的三天后。

  　そして、ツォーネ来訪より三日後。

  

  

  「祝托泽将军武运昌隆。」

  「ツォーネ将軍、ご武運を」

  

  

  我脱下帽子放在胸前敬礼，托泽自信满满地回答我的祝福：「用不着你来祝福。」她跨坐在骑乘用魔物上，背着长柄突击枪的模样看起来是挺英勇，但是对我露出无畏笑容的模样，让我忍不住在心中嘲笑她。

  　帽子を脱いで胸に当て礼しつつ発せられた私の言葉に、ツォーネは「言われるまでもないですわ」と自信満々に答える。騎乗用の魔物に跨り柄の長い突撃槍を背負う姿は勇ましくも見えなくもないが、私に対し不敵に笑う姿には、私も心の中で嘲笑を禁じ得ない。

  

  

  「就麻烦你留守了，可爱的将军。」

  「せいぜいお留守番をよろしく頼みますわよ、可愛い将軍さん」

  

  

  我军顺利做好托泽出征的准备。物资和骑乘用魔物都是事先运到奥翠纳的。

  　ツォーネ出陣の為の準備は我が軍により恙なく終わった。物資や騎乗用の魔物も、前もってアウタナに運び込んでおいたものだ。

  

  托泽从高处往下看，笑得像是完全把准备工作当成打杂，要我待在后方看着他们立下功劳，我也笑着回应她。

  　そんな準備を完全に下働きとみなし、自分たちが手柄を得るのを後ろで見ていろとでも言わんばかりに、高所から見下しながら笑うツォーネに、私も笑顔で返す。

  

  

  「不用担心。如果要我从看家到照顾生活起居都包办，我当然会做。不过，我当然会收钱。」

  「ご心配なく。お家の番から下の世話までやれと言われればやりましょう。もちろん、お代は頂きますがね」

  

  「哎呀，你说话真有趣！明明是人类。不过……攻陷弗利克提拉的时候，一定要请你陪我一晚。」

  「あら面白い事を言いますのね！　人間の癖に。まあ……フリクテラを落とした暁には一夜の供をぜひお願いしようかしら」

  

  

  我一点也不觉得好笑。托泽的笑容是捕食者的笑容。随便接触可能会被吸干血液，不是可以随便开玩笑的对象。

  　ぞっとしない。ツォーネの笑顔は捕食者のそれだ。ヘタに接触すれば血を吸い尽くされかねない。軽々しく冗談などいうモノではないな。

  

  不过，就擦屁股的意思来说，倒也不算错。毕竟俗话说「下面的事」。

  　しかし、尻を拭うという意味ではあながち間違いでもないか。下の世話とはよく言ったものだ。

  

  结束一段对话后，托尔涅发号施令。魔剑士们接连发出骇人的呐喊，提振士气。接着，以托尔涅朝天高举的手臂挥下为信号，魔军开始行军。

  　ひとしきりの会話を終えると、ツォーネは号令をかけた。次々に魔剣士たちがおぞましい雄たけびを上げ士気を上げる。そしてツォーネが天に伸ばした腕を振り下ろしたのを合図に、魔の軍は行軍を開始する。

  

  

  郑重目送托尔涅的军队出征后，我抬起头，用食指转着帽子，咧嘴一笑。

  　ツォーネの軍の出陣を丁重にお見送りした後、私は顔を上げると、帽子を人差し指でくるくると回しながらにたりと笑う。

  

  

  「真是英勇啊。他应该是真心认为会赢吧。」

  「勇ましいものだな。勝てると本気で思っているのだろう」

  

  

  听到我这么说，克瓦多和索夫也目送着托尔涅，露出傻眼的笑容。

  　私の言葉にクォートラとゾフもツォーネを見送りながら呆れた笑いを浮かべている。

  

  托尔涅的军队在草原上奔驰，消失在飞扬的尘土中后，我仰望天空，确认太阳的位置。太阳在正上方，是正午时分。

  　ツォーネの軍が草原を駆ける土埃に掻き消えた後、私は天を見上げ太陽の位置を見る。日は直上。正午である。

  

  

  「从奥达纳到弗利克提拉，就算用马的速度也要三天。这么一来，估计期间为一周。时间很充裕。」

  「アウタナからフリクテラまでは馬の脚でも3日。となれば、期間は見積もって一週間。十分だな」

  

  

  根据事先视察过弗利克提拉的龙人侦察队报告，弗利克提拉的防备果然很坚固。似乎有大批骑士驻守，防卫阵地也构筑得十分完善。虽然对身为进攻方的托尔涅很抱歉，但光是听说的战力，对他来说负担应该很沉重。战力不足。

  　フリクテラを事前に視察したドラゴニュートの偵察隊の報告では、やはりフリクテラの防備は固かった。大勢の騎士が詰めているようだ。防衛陣地も手厚く構築されているようだし、話に聞く戦力だけでも攻める側のツォーネには悪いが荷が重いだろう。戦力が足りない。

  

  攻略弗利克提拉，就等于是要排除作为战力的骑士团。不过先不论野战，一旦演变成攻城战，骑士们就无法轻易被击败。如果对方固守城内，那兹欧涅军至少需要三倍的兵力。而且兹欧涅军大半都是由魔剑士构成，所以更需要更多兵力。

  　フリクテラ攻略は即ち、戦力たる騎士団の排除と同義。しかし野戦ならともかく、攻城戦となれば騎士たちを簡単には破れまい。籠城されればそれこそツォーネの軍の最低3倍は必要だろう。ツォーネの軍は大半が魔剣士で構成されているから猶更だ。

  

  虽然只是推测，但艾陆可・罗应该会根据兹欧涅能否攻下弗利克提拉，来判断是否要执行诱敌行军。因此这场战斗也有推估需要多少战力的含意。兹欧涅军就是用来判断的指标，是试金石。

  　おそらくだが、ツォーネがフリクテラを落とせるかどうかでエルク―ロは囮行軍を決行するかを判断するはず。そのために、どの程度の戦力が必要かを推し量る意味合いもあるのだ。ツォーネの軍はそのための指標。試金石である。

  

  所以这场战斗无论如何都必须获胜。如果无法打赢这场战斗，大规模派兵计划就会中止。

  　故にこの戦は最終的に何としても勝たねばならない。この戦いに勝たねば、大規模派兵計画は中止になる。

  

  我重新戴好帽子，重新转向库多塔和索夫，下达命令。

  　私は帽子を被りなおすとクォートラとゾフに向き直り、命令を下す。

  

  

  「那么，我们也开始行动吧。索夫，麻烦你按照计划进行。库多塔，你们跟我一起收拾残局。」

  「さて、我々も動くとしよう。ゾフ、手筈通りに頼むぞ。クォートラ、お前たちは私と共に尻ぬぐいだ」

  

  

  必须开始准备才行。为了将攻略弗利克提拉的功劳占为己有。

  　準備を始めなくてはな。フリクテラ攻略、その手柄を我がものとするために。

  

  首先，就让我华丽地败给你吧，兹欧涅。

  　まずは、せいぜい華々しく敗北してもらおうか、ツォーネ。

  

  

  

 
  ＃２３　撤退

  ＃23　撤退

  　

  

  

  

  

  在兹欧涅出发的三天后。

  　ツォーネ出立より三日後。

  

  弗利克德拉大门前的平原。

  　フリクテラ大門前平野。

  

  时间是夜晚。兹欧涅开始进攻弗利克德拉，战端被揭开后过了几刻钟。四处都响起士兵与魔族的呐喊，以及金属互相碰撞的声音。

  　時は夜。闇夜の中。ツォーネのフリクテラ攻略進撃が開始され、戦端の火蓋が切って落とされてから数刻。そこかしこで兵士や魔族の雄たけびや、金属がぶつかり合う音が響く。

  

  

  「这些家伙……不管杀多少都杀不完……是说，我们被压制了！？嗄！？开什么玩笑啊，可恶！」

  「こいつらッ……殺しても殺してもキリがないですわねッ……ってか押されてンの！？　はァ！？　ざっけんなよクソッ！」

  

  

  兹欧涅咒骂道。

  　ツォーネは悪態をついていた。

  

  她挥舞的突击枪横扫时，骑士们的手脚会飞舞起来，刺击时则能一次刺穿三人，但不管怎么杀，骑士们都会源源不绝地涌来，逼得她不得不节节后退。

  　彼女の振るう突撃槍は薙げば騎士たちの腕や足が舞飛び、突けば一度に3人を串刺しにするものであったが、ちぎってもちぎってもわいてくる騎士達にじりじりと後退を余儀なくされていた。

  

  最重要的是，无论兹欧涅再怎么奋战，从战线来看，现状是被压制住了。只有自己突出战线也没有意义，只会落得被包围的下场。既然如此，兹欧涅也只能被迫撤退。

  　何より、ツォーネがいくら奮戦したとて、戦線で見れば押されている現状。自分だけ突出しても意味はない。包囲されるのがオチだ。であればツォーネも否応なしに下がるしかなかった。

  

  真是令人恼火。只要稍微压制一下，骑士们就会立刻后退到弗利克德拉，进行守城战。

  　まったく忌々しい限り。少し押せばすぐに騎士たちはフリクテラにまで後退し、籠城戦をする。

  

  等我方因攻城战疲惫不堪时，他们又会以怒涛之势再次出击，削减我方的战力。

  　此方が攻城戦に疲弊したところで再び怒涛の勢いで打って出てきてはこちらの戦力を削っていく。

  

  这种拉锯战不知上演了几次，时间经过愈久，兹欧涅的军队就愈是明显地处于劣势。

  　そんな何度目かの押し引きは数時間にも及び、時間が経つ程に明確にツォーネの軍は不利になっていった。

  

  面对弗利克提拉的骑士们并未正面冲突，完全摆出持久战架势，战力却在没有手感的情况下逐渐被削弱，这令托尔威无法理解。

  　正面切ってのぶつかり合いではなく、完全に持久戦の構えのフリクテラの騎士たちに、手ごたえのないままじわじわ戦力が削られていく有様が、ツォーネには理解できなかった。

  

  无论魔族在体能上多么占优势，面对努力进行迟滞作战的人类绝对无法正常交战，即使战线陷入胶着也会暴露在大炮炮火下。即使强行推进战线，也会被对方溜进守城战，遭受防卫机器的损害。

  　どれだけ身体能力で勝る魔族であろうと、遅滞戦闘に努める人間たちにより決してまともにはやり合えず、戦線を膠着させられたところで大砲による砲火に曝される。無理やり戦線を押し上げてもするりと籠城戦に逃げられ防衛機器により被害を負う。

  

  若不顾损害强行冲锋，或许多少能突破防线，但弗利克提拉战力中最为突出的青翼骑士团不会允许这种事发生。

  　被害を顧みずに突貫すればあるいはいくらかは抜けられるかもしれないが、フリクテラ戦力の中でも抜きんでている青翼騎士団がそれを許さない。

  

  

  「这些小喽啰竟敢耍小聪明！挡在我面前的无名小卒……就让你们化为尘埃吧！」

  「雑魚どもが小賢しいことをッ！　わたくしの前をあくまで遮る有象無象はッ……塵芥になってもらいますわッ！」

  

  

  托尔威激动地将突击枪刺向地面。从枪尖奔出的冲击大幅劈开地面，化为看不见的利爪袭向骑士团。

  　ツォーネが激昂し、突撃槍を地面に突き立てる。そこから奔る衝撃は地面を大きく裂きながら不可視の爪めいて騎士団に襲い掛かった。

  

  被看不见的利刃砍伤，身体被地面的凹陷吞没，骑士团受到的打击绝不算少。将军级的高阶魔族战斗能力足以凭一己之力推动战场。然而，即使如此，由青翼骑士团率领的弗利克提拉防卫军的气势仍未停止。

  　見えない刃に切り裂かれ、地面の陥没に体を飲み込まれ、騎士団には決して少なくない打撃が浸透する。将軍クラスの上級魔族の戦闘能力は一個人で戦場を動かすもの。しかし、それでもなお青翼騎士団に率いられるフリクテラ防衛軍の勢いは止まらない。

  

  

  「托泽大人！那个披着蓝布的骑士非常骁勇善战！士兵无法渗透过去！」

  「ツォーネ様！　あの青い布を纏う騎士の奮闘凄まじく！　兵が浸透しきれません！」

  

  「不用你说我也知道啦……看招！」

  「てめーらに言われなくてもわかってンだよッ......ですわッ！」

  

  

  托泽对部下的报告怒吼后，举起突击枪疾驰。黑色的长双马尾像轨迹般飘扬，她像子弹一样冲向弗利克特拉。

  　部下の報告に怒鳴り散らすと、ツォーネは突撃槍を構えて疾駆した。黒く長いツインテールを軌跡めいて靡かせ弾丸のようにフリクテラめがけて走る。

  

  虽然这是有危险的突出行动，但要改变停滞的战况，已经别无他法。

  　危険のある突出ではあるが、もはや停滞した戦況を変えるにはこれしかない。

  

  战线已经被压制到只能由自己打头阵的地步。当然不可能撤退。正因为如此，托泽一边扫荡前进路线上的士兵一边奔跑。然而——

  　もはや自分が楔を打ち込むしかない程に戦線は押されている。無論撤退などありえない。だからこそ。ツォーネは進路上の兵を薙ぎながら走る。だが。

  

  

  「看来是主将的首级。」

  「大将首とお見受けする」

  

  「！」

  「ッ！」

  

  

  银剑的光辉伴随着来自正上方的声音映入眼帘。她反射性地抬起头，披着蓝色斗篷的骑士正要施展跳跃攻击，逼近而来。

  　直上よりの声と共に銀の剣の煌きが目に入った。反射的に顔を上げればたなびく青いマントを纏う騎士が跳躍からの一撃を見舞わんと迫るところであった。

  

  托泽咂了咂嘴后紧急刹车。她一边削过地面一边稳稳地踏稳脚步，接下那一击。好沉重。

  　ツォーネは舌打ちをしたのち急速停止。地面を削りながら足をしかと突っ張りその一撃を受ける。重い。

  

  从那张看似中年、蓄着胡须的脸上，可以感受到非比寻常的气魄。

  　中年に見える髭を蓄えた顔には、ただならぬ気迫を感じられた。

  

  

  「我是青翼骑士团长赛昆。魔族的侵略，不可放行。」

  「青翼騎士団長セグン。魔族の侵攻、まかりならんと知れ」

  

  「劣等种族也敢挡我的路！」

  「劣等種が一丁前にわたくしを阻むかよッ！」

  

  

  图兹涅额冒青筋，凭藉臂力挥舞长枪。瑟恩察觉凭臂力无法取胜，于是将力气集中于判断力，拨开长枪后拉开距离。

  　ツォーネは額に青筋を浮かべながら膂力に任せて槍を振りぬく。セグンは膂力では叶わぬと察し力を流す様に打ち払うと距離を取る。

  

  图兹涅与瑟恩，两军首领在战场上对峙。

  　ツォーネとセグン。両軍の頭が戦場で向かい合う。

  

  图兹涅拼命降低愤怒的指数，咳了一声调整呼吸，对瑟恩露出不怀好意的笑容。

  　怒りのボルテージを必死に下げようと一度咳をして呼吸を整えたツォーネは、セグンにニヤリと笑って見せた。

  

  

  「……我是魔将军图兹涅，不是被你们这种垃圾挡住去路的存在。所以，你最好给我逃走或死掉。」

  「……わたくしは魔将軍ツォーネ。あなたたちのようなゴミに道を塞がれていい存在ではありませんの。そういうわけで逃げるか死ぬかしていただきたいですわね」

  

  「我也一样。只要抓到你这个将军，战争就结束了。做好觉悟吧。」

  「それはこちらも同じ事。将軍である貴様を獲れば戦は終わる。覚悟してもらおう」

  

  

  听到瑟恩扬言要抓到自己，图兹涅再度怒火中烧。

  　自分を獲ると言い放ったセグンにツォーネは再び怒りが込み上げてくる。

  

  

  「你未免太自以为是了吧？该做好觉悟的是谁……就让我来告诉你吧。」

  「思い上がりも甚だしいのでは？　覚悟をするのがどちらか……教えて差し上げます」

  

  

  图兹涅眼角抽搐，将突击枪指向瑟恩，直接展开突击。瑟恩压低重心，双手持剑迎击图兹涅。

  　目尻を痙攣させながらも突撃槍をセグンに向け、そのまま突撃。セグンは腰を落とし深く構え、剣を両手持ちしツォーネを迎え撃った。

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  「完全处于劣势呢。」

  「見事に劣勢だな」

  

  

  我在_quota的背上观察图兹涅等人的战斗，喃喃自语。

  　ツォーネ達の戦いを空から観察していた私はクォートラの背で呟いた。

  

  

  「那个骑士相当厉害呢。居然能和将军级的魔族抗衡。」

  「あの騎士、相当なやり手ですな。将軍クラスの魔族と張り合うとは」

  

  「那群蓝色披风的骑士是主力吧？看起来和周围的战斗团训练程度不同。」

  「あの青いマントの騎士たちが主力なのだろう。周りの戦闘団と練度が違うように見える」

  

  「恐怕是民兵吧。装备看起来不错，动作却很粗鲁。不，以民兵来说，他们战斗得太过头了。」

  「おそらくは民兵でしょうな。見てくれはよい装備に見えますが、動きが荒い。いや、民兵にしては戦え過ぎている程ではありますが」

  

  「指挥那些骑士的人吗？虽然这相当出乎意料，但反而让我明确知道该做什么了。只要葬送那些骑士，剩下的就是乌合之众。」

  「あの騎士たちの指揮か。随分とこれは想定外だが、逆にやることが明確になった。あの騎士たちさえ葬ればあとは有象無象ということだ」

  

  「正是如此。」

  「違いありますまい」

  

  

  库多拉发出「咕噜噜」的笑声。

  　クォートラがグルルと笑った。

  

  在眼下交锋的托尔涅与蓝披风骑士的战斗，战况一进一退。看起来几乎势均力敌……但仔细一看，托尔涅正逐渐被压制。

  　眼下で打ち合うツォーネと青マントの騎士の戦いは一進一退。ほぼ互角……に見えるが、よく見ればツォーネがじわじわ押されている。

  

  恐怕是因为托尔涅气到脑充血，导致战斗方式欠缺精彩吧。话虽如此，那名骑士的熟练度相当惊人。两人战斗的余波也很惊人，剑戟的冲击甚至劈开大地，将附近的魔族与骑士震飞。

  　おそらくは頭に血が上ったツォーネが精彩を欠いた戦い方をしているためだろう。とはいえあの騎士の練度はすさまじい。二人の戦いの余波も凄まじく、剣戟の応報は大地を割り、近くの魔族や騎士を衝撃で吹き飛ばすほど。

  

  仔细想想，这是我第一次好好见识到这个世界的战斗。魔族超乎常人的力量固然可以理解，但这个世界的凡人也拥有那种力量，实在令人烦躁。

  　思えば私自身この世界の戦いらしい戦いをしっかりと見るのは初めてだった。魔族の常人離れした力は納得もあるが、この世界の人類にもあのような力を持った者がいるということは、どうしようもなく苛立たしいものだ。

  

  原本以为只有勇者与圣铠骑士，没想到会在这种地方目睹实力如此高强的人。

  　勇者や聖鎧騎士だけだと思っていたが、こんなところでここまでの実力者をお目にかかるとは。

  

  不过要做的事不会改变。我也已经做好准备。

  　しかしやることは変わらない。仕込みもしてある。

  

  

  「总之，时机差不多了，就带托泽撤退吧。别发动攻击哦。撤退时要尽可能地狼狈。」

  「とりあえず頃合いでツォーネを連れて撤退する。攻撃は行うなよ。撤退はできるだけ無様にな」

  

  

  为了今后的作战，我们必须演出理想的败逃戏码。因此，无论有多少机会，都严禁攻击。这次撤退的真正目的，是提升敌方的士气。

  　今後の作戦の為、我々は理想的な敗走を演じなければならない。故に幾らチャンスがあろうとも攻撃はご法度。今回の撤退の本懐は、敵の士気を上げることにある。

  

  

  「可是，托泽将军会乖乖配合撤退吗？」

  「しかしツォーネ将軍が大人しく撤退に応じるでしょうか」

  

  

  库欧托拉的担忧很合理。不过，要是他不撤退就伤脑筋了。不过，就算再怎么蠢，既然是将军，应该也有自己的职责才对。如果他气到忘记，就让他想起来吧。

  　クォートラの懸念はもっともだ。しかし、撤退してもらわねば困る。もっとも、どれだけ阿呆でも将軍であれば己の役目を自覚しているであろう。怒りで忘れているなら思い出させてやるだけだ。

  

  

  「不撤退的话，伤脑筋的是我们……托泽的军队被击溃了三成左右，这不是很理想的毁灭吗？一般来说，被击溃到这种程度，照理说会自行撤退才对……但托泽似乎没在看周遭。差不多该走了。要是他真的全灭，我们就无法攻陷弗利克提拉了。」

  「撤退してもらわねば困るのは我々だ。……ツォーネの軍は3割ほどやられたな。理想的な壊滅じゃないか。普通ここまでやられれば勝手に撤退してくれるのが道理だが……ツォーネは周りが見えていないらしい。そろそろ行こう。真の意味で全滅されては我々がフリクテラを落とせなくなる」

  

  「是。」

  「は」

  

  

  我一抓住库欧托拉的背，库欧托拉便以这个动作为信号，从在上空盘旋的龙人集团中扭转单体，朝战场降落。

  　クォートラの背にしがみつくと、それを合図にクォートラは上空を旋回していたドラゴニュートの群れから単騎体を捻って戦場へと降下していった。

  

  我紧贴在库欧托拉的背上，忍耐着急速降落的风压。战场的喧嚣声越来越近。

  　急降下の風圧に、クォートラの背にへばりつく様にして耐える。戦場の喧騒がどんどん近づいてくる。

  

  

  「公主，请小心别被甩下去。」

  「姫、振り落とされませぬよう」

  

  「事到如今还用问吗？话说你也别被弓箭射中啊！」

  「今更言うか？　それよりお前も弓なんぞに当たるなよ！」

  

  「哈哈！要是被人类的箭射中，可是龙人的耻辱啊！」

  「ハハ！　人間どもの矢になぞ当たればドラゴニュートの恥にございますな！」

  

  

  地上的士兵们也注意到，有着足以称为坠落的直线飞行的四分之一兽人的身影。

  　唸りもはや落下と言える形の直下飛翔をするクォートラの姿に、地上の兵士たちも気づく。

  

  

  「是龙人！」

  「ドラゴニュートだッ！」

  

  「很大！弓兵！弓兵——！」

  「大きいぞ！　弓兵！　弓兵ーッ！」

  

  

  对于突然从天而降的龙人，人类们虽然惊讶，但队列却丝毫不乱，呼应号令接连将箭搭上弓，拉满弓弦。弓弦发出「叽叽」的声响，不久后一口气射出箭矢。

  　唐突な空からの竜人の出現にも驚きこそすれ隊列などは一糸も乱れぬ人間どもは、号令に呼応して次々に矢を弓につがえ、弦を引き絞る。きりきりという音が張り詰め、やがて一息の下に矢が放たれた。

  

  四分之一兽人以不符合其巨大身躯的速度，闪避所有射向自己的箭矢。就连无法完全闪避的箭矢，也以口中吐出的火焰烧毁。我拼命紧抓着它，以免被甩落，但上下左右的轨道带来的负荷，让我闭上眼睛咬紧牙关。凭幼女的握力究竟能撑多久呢？虽然姑且用绳索绑住四分之一兽人，当作救生索，但不知道能撑到什么时候。

  　クォートラは己に放たれた矢の悉くを、その巨体に見合わぬ速さで回避する。回避しきれなかった矢でさえ、口から放たれる炎で焼き落とす。私は必死に振り落とされまいとしがみついてはいるが、上下左右からかかる軌道による負荷に目を閉じ歯を食いしばった。幼女の体の握力でどれだけ耐えられるものか。一応命綱めいてロープでクォートラと繋がってはいるが、いつまでもつかはわからない。

  

  四分之一兽人闪避箭矢的同时飞翔，应该也采取了顾虑到我的轨道，但不知道什么时候会中箭。

  　矢を避けながら飛翔するクォートラも気を使った軌道を取っている筈だが、それではいつ矢を受けてしまうともわからない。

  

  因此，现在就是我该忍耐的时候。

  　故に、私が耐える所だろう、ここは。

  

  我们在战场上空飞行，抵达目的地，也就是托斯卡与敌将交战的地点。

  　そして戦場の上を飛行し私たちは目的の場所、即ちツォーネと敵の将との戦いの場へたどり着く。

  

  一抵达上空，克瓦多便朝敌将喷出火焰。气势猛烈的火焰中蕴含着杀意，摆出「如果这样就能打倒他最好」的架势。不过，敌将也拉开与托斯卡的距离，往后飞避开火焰。克瓦多见状，喷出横扫的火焰，在托斯卡与敌将之间制造出一道火墙。

  　上空に到着するや否やクォートラは敵将へ向けて火炎を放った。ごう、と勢いよく放たれた炎には殺意が宿っている。これで倒せれば良しとの構えだ。しかし、敵将もツォーネから距離を取り飛び下がって火炎を回避する。ならばとクォートラは火炎を薙ぐように吹き放ち、ツォーネと敵将との間に火炎の壁を作る。

  

  克瓦多立刻飞到因突如其来的攻击而哑口无言的托斯卡身边。

  　すかさずクォートラは唐突な横やりに唖然としているツォーネの元まで舞う。

  

  

  「你……是那个人类的龙人……！」

  「あなた……あの人間の所のドラゴニュート……ッ」

  

  

  托斯卡看着克瓦多说道。看得出来她的眼神中蕴含着各种各样的感情。那个应该在后方待命的娇小人类部下为何会出现在这个战场上？她的眼神透露出这样的疑问。

  　ツォーネがクォートラを見やり言う。その目には様々な感情が宿っているのが分かる。後方待機のはずのあの小さな人間の手勢がなぜこの戦場にいるのか。そんな目だ。

  

  我从克瓦多的背上起身，俯视托斯卡。

  　私はクォートラの背から身を起こし、ツォーネを見下ろした。

  

  

  「托斯卡将军，是时候了。请您决定撤退。」

  「ツォーネ将軍、潮時です。撤退のご決断をしていただく」

  

  

  我直言不讳的发言，让托斯卡勃然大怒。

  　私の歯に衣着せぬその発言にツォーネは酷く怒りをあらわにする。

  

  这也无可奈何。在自己的战场上，应该在后方待命的同等级别的人出现，还建议撤退，根本是多管闲事。不过，我要让她有自觉，现在不是说这种话的时候。

  　致し方ないか。自分の戦場に後方待機している筈の同格が現れ撤退を進言したのだ。お邪魔虫もいい所といった所だろう。だがそんなことを言っている場合ではないと自覚してもらう。

  

  

  「你突然说这什么话……」

  「何を突然……」

  

  「何不看看周遭？再这样战斗下去也没有意义。」

  「周囲に目を向けてはどうか。このまま戦った所で意味はない」

  

  

  我打断托泽的话，边说边用手引导他的视线。托泽被我引导，终于看向战线，只见战况惨不忍睹。

  　ツォーネの言葉を遮り私は語りながら腕を使って視線を誘導。つられたツォーネがようやっと戦線に目を向ければ、散々たるもの。

  

  由于托泽急躁地冲上前线，导致他无法打下楔子，只是招致指挥系统混乱，结果助长了杂乱的战况，托泽的军队已经半毁。托泽似乎终于察觉到这点，也慌张地转头眺望惨状。

  　逸って突出したツォーネも楔を打ち込めずにいたため、ただただ指揮系統の混乱を招き、結果として乱雑な戦いを助長するだけとなってしまったツォーネの軍は半壊している。ようやくそれに気づいたか、ツォーネも慌てた様子で首を回し惨状を眺めている。

  

  

  「托泽将军，撤退吧。再这样下去会彻底全灭，尽早撤退才是明智之举。」

  「撤退を、ツォーネ将軍。このままでは完全に全滅する。早々に引いた方が賢いですよ」

  

  「怎么可能！我这次竟然也会败给人类！」

  「馬鹿なッ！　このわたくしが人間に此度も敗北するなどとッ」

  

  「是为了避免败北才撤退，托泽将军。」

  「敗北しないために退くのです、ツォーネ将軍」

  

  

  我以冰冷的眼神俯视他说道。

  　私は冷たい目で見降ろしながら言う。

  

  

  「请放眼未来，托泽将军。撤退不是耻辱。再这样战斗下去也无法攻下弗利克特拉。如果继续鲁莽战斗，真的败北的话，这样才真的会没脸面对魔王大人吧？」

  「先を見据えて頂きたい、ツォーネ将軍。下がることは恥ではない。このまま戦ってもフリクテラは落とせません。愚直な戦を続けて本当に敗北すれば、それこそ魔王様にも面目が立たない筈では？」

  

  「唔……」

  「くッ……」

  

  

  托泽咬牙切齿，似乎很苦恼，但实在无法反驳魔王这个字眼，因为他也明白我方处于劣势。看到托泽只身突击，我大致掌握了托泽的心理。托泽鲁莽地只身突击，不得不说他太冲动，但托泽的焦急也是促使我方撤退的材料。

  　ツォーネは歯ぎしりをする。苦悩しているらしいが魔王という言葉には流石に反論ができない。不利を自覚しているからだ。ツォーネが単身突貫したのを見て私はツォーネの心理を概ね把握していた。浅はかな単身突撃は無謀と言わざるを得ないが、そうさせたのはツォーネの焦り故に撤退を促す材料にもなる。

  

  也就是说，再继续打下去会输，所以快撤退吧。

  　つまりは、そのまま続ければ敗北するからさっさと退け。

  

  

  「时间不多了，托泽将军。我们来殿后，快点撤退到欧鲁达那。」

  「時間はあまりありませんよ、ツォーネ将軍。我々が殿を務めましょう。早くアウタナまで後退を」

  

  「撤退到欧鲁达那！？你在说什么蠢话！这样岂止是暂时撤退，根本是彻底败逃！」

  「アウタナまで！？　何を馬鹿な事を！　それでは一時の撤退どころか完全に敗走ではありませんの！」

  

  「不，托泽将军。这是重整态势。托泽将军的军队也必须重新编组，而且半途而废地撤退，也无法再次进击。期待你做出英明的决断。」

  「否ですよ、ツォーネ将軍。仕切り直し、という事です。ツォーネ将軍の軍も再編せねばなりませんし、半端に後退したところで再進撃は叶いますまい。ここは英断を期待します」

  

  「啧……」

  「ちぃぃ……」

  

  

  托泽犹豫不决，重新审视战线。混乱的魔剑士们被有条不紊的骑士们各个击破。看到自军接二连三地耗损，托泽肩膀颤抖，看得出他握着突击枪的手加重了力道。而且，他也明白我说的话是正确的。

  　ツォーネは迷いながらも改めて戦線を見る。混乱した魔剣士達も統率の取れた騎士たちに各個撃破されている。次々損耗していく自軍にツォーネは肩を震わせ突撃槍を握る手に力が入っているのが分かる。そして、私の言っている言葉が正しい事も。

  

  再怎么无能也是将军，不管态度多么高傲，应该都能理解事态。

  　腐っても将軍であるならば、どれだけ高飛車だろうが事の次第は理解できるだろう。

  

  

  「……我要后退了。我无论如何都必须带回好消息。我要先暂时撤退。克莱儿将军……你有办法好好守住吧？」

  「……後退、しますわ。私はなんとしても朗報を持ち帰らねばなりませんの。一度仕切りなおします。ココット将軍……殿をせいぜいやってくれるのですわよね？」

  

  「当然，你放心吧。」

  「無論ですよ。ご安心を」

  

  

  托涅瞪了我一眼后，便飞也似地回到战线上。

  　ツォーネは一度ギロリと私を睨んだ後、飛び下がる様にして戦線に戻る。

  

  幸好她不是想自杀的人。好啦，托涅退下了。应该再过不久就会开始撤退。既然如此，我就开始进行下一份工作吧。

  　自殺志願者でなくてよかった。さて、ツォーネは下がった。ほどなくして撤退が始まるはず。であれば次の仕事にとりかかろう。

  

  接着，战线有了动静。托涅似乎也发出了号令，军队开始后退。

  　そして、戦線に動きあり。ツォーネも号令を出したらしい。軍が後退を始めた。

  

  看到这一幕的我，对柯朵拉打了个信号。同时，在空中待命的龙人们一齐降落。

  　それを見た私の合図でクォートラが吠える。同時に空に待機していたドラゴニュート達が一斉に降下してくる。

  

  迎击的箭矢朝向从空中袭来的龙人，分散了他们对托涅等人的注意力。

  　迎撃の矢は空より襲い来るドラゴニュートに向けられ、ツォーネ達への追撃から注意を逸らす。

  

  同时，柯朵拉感受到背后的杀气，扭动身体。虽然险些因为突然的轨道而坠落，但直到刚才都还在和托涅战斗的骑士穿过火焰墙，朝我们袭击而来。

  　同時。背後よりの殺気にクォートラが身を捻る。急な軌道にあやうく落ちそうになるが、先ほどまでツォーネと戦っていた騎士が炎の壁を抜けて襲い掛かってきていた。

  

  柯朵拉维持着回避轨道，大幅上升。我刚才缩着身子，所以应该没被看到脸。

  　クォートラは回避軌道そのままに大きく上昇する。私は身をかがめていたから顔は見られていないだろう。

  

  骑士仰望在高空振翅的我们，将剑收入鞘中。他应该察觉到我们撤退的意图了吧。

  　そのまま大きく上空に羽ばたいた私たちを、騎士は見上げ、剣を鞘に納めた。私たちの撤退の意志を汲み取ったのだろう。

  

  

  「那么，接下来只要留下饯别礼就行了。」

  「ならば後は置き土産を置いていくだけだな」

  

  

  克瓦多再度大吼，龙人们便飞在撤退的托斯涅等人后方，跟在他们后面。然后，他们放开抓在脚上的东西，用绳子将那个东西吊在半空中，让骑士们看得一清二楚。

  　再びクォートラが吠えると、ドラゴニュート達は撤退するツォーネ達の後ろに付く様にして飛翔する。そして、その足でつかんでいたモノを離し、ロープでつないだそれを宙ぶらりにした。騎士たちに見えるように。

  

  

  蓝披风的骑士团长……赛昆见状，瞪大双眼，咬牙切齿。

  　それを見た青マントの騎士団長……セグンは目を見開いたのちに、歯をぎりりと食いしばる。

  

  

  「这群邪魔歪道……！」

  「外道めが……！」

  

  

  赛昆低语，视线前方是被龙人抓在脚上的人类妇孺，他们发出惨叫，求救的身影。

  　呟くセグンの視線の先には、ドラゴニュートの足からぶら下がる、人間の女子供が悲鳴を上げながら助けを請うている姿があったからだ。

  

  人质，以及诱饵。

  　人質。そして、餌。

  

  我命令他们带来的奴隶们，成了盾牌和挑衅的工具。看来效果不错，原本打算追击的骑士们也停下脚步。是心生动摇而停下脚步，还是收到停止追击的命令？

  　私の命令で連れてきていた奴隷たちを盾と挑発のため見せびらかした。概ね効果はあったようで追撃しようとしていた騎士たちも足が止まっている。動揺で足を止めたか、追撃停止の命令でも走ったか。

  

  我俯视下方的景象，咧嘴一笑，瞥了骑士们一眼。

  　私は眼下のその様子を眺めた後、にやりと笑って騎士たちを一瞥する。

  

  就期待他们能正确接收这个行为所蕴含的信息吧。这就是我的目的之一，也就是「我们抓了活生生的人类」。」

  　この行為に込められたメッセージを連中が正しく受け取ってくれることを期待しよう。それこそが目的の一つ。即ち、我々は生きた人間を捕囚にしているぞ、という事。

  

  

  「来抢啊，来救啊。不然你们也和我一样是邪魔歪道哦，人类。呵呵，呵呵呵！」

  「奪いに来い。助けに来い。そうでなくては貴様らも私と同じ外道だぞ、人間ども。くく、ふふふっ！」

  

  

 
  ＃２４　セグンの懸念

  ＃24　赛昆的担忧

  　

  

  地点是弗利克提拉的贵族宅邸。

  　場所はフリクテラの貴族屋敷。

  

  时间是魔族军进攻的五天后。赛昆让因突如其来的战斗而损耗的士兵们重整旗鼓的工作已经告一段落。

  　時は魔族軍の侵攻の５日後。セグンは唐突な戦いで損耗した兵達の立て直しをひと段落させていた。

  

  所幸原本就处于备战状态，警戒有方，再加上加强防备也奏效，才能不费吹灰之力地将魔族们赶回去。赛昆原本以为是攻陷欧塔娜的军队来袭，结果却扑了个空，看来攻陷欧塔娜的将领并不是那个名叫左恩的魔族。

  　元々臨戦態勢で警戒していたのが幸いし、防備増員も功を奏して魔族どもはそこまで苦も無く追い返すことができた。アウタナを落とした軍が襲ってきたかとも思ったが、その実肩透かしであったから、アウタナを落とした将はあのツォーネという魔族ではなかったのだろう。

  

  慰劳伤兵，让损耗程度还算轻微的军队重新整编完毕后，赛昆突然被杰米亚诺叫去，他打算顺便向杰米亚诺报告这件事，因而走在宅邸里。

  　怪我人を労い、それなりに損耗は軽微で済んだ軍の再編を終えたセグンは、ゼンビアーノから突然呼び出されていたので、ついでにそれをゼンビアーノに報告せんと屋敷の中を歩いていた。

  

  然而，他的内心却感到难以释怀。

  　しかし、その胸中は如何ともしがたいものであった。

  

  前些日子的战斗中，被龙人吊起来的妇孺身影至今仍浮现在脑海里。

  　先日の戦いの折に見た、ドラゴニュートに吊るされる女子供の姿が未だ脳裏に浮かぶのだ。

  

  那群邪魔歪道。

  　外道どもめ。

  

  赛昆与敌将左恩交手时，虽然被他逃走，但他在火焰之墙的遮蔽下，还是看见了巨大龙人的背上有人影。夜晚的黑暗与火焰妨碍了视线，让他连对方的轮廓都看不清楚，不过那个人与左恩接触后，那群家伙就迅速撤退了。

  　セグンと打ち合った敵将ツォーネを取り逃がした際、巨大なドラゴニュートの背に人影があったのだけは炎の壁に遮られながらも視認していた。夜の闇と炎が邪魔して詳しいシルエットすらわからなかったが、その誰かとあのツォーネが接触した後、連中はするりと撤退していった。

  

  然后，赛昆就看到了那挑衅的吊挂景象。

  　それで、あの挑発的な吊るしを見せられたのだ。

  

  赛昆收下人质，没有下令追击，而是呼吁全军停止行动。要是胡乱放箭射中人，赛昆大概会后悔一辈子吧。

  　セグンはあれを人質として受け取り、追撃命令は出せず、全軍に停止を呼びかけた。弓などヘタに撃って人に当たればセグンは一生後悔していたであろう。

  

  吊起人质原本就有陷阱的危险性。魔族的撤退虽然狼狈，但同时也相当精彩。要是胡乱追击，不知道会有什么下场。即使对手是欠缺战术与战略的魔族，赛昆也从那场撤退感受到难以言喻的恶心感，因而下令停止进军。赛昆甚至推测，和托札涅对话引导他撤退的神秘魔族，或许就是攻陷欧塔纳的犯人，因此才能非常冷静地停止追击。

  　もとよりあの吊るしは罠の危険性もある。魔族の撤退は無様ではあったが、同時に鮮やかでもあった。ヘタに追撃をすればどうなったかはわからない。戦術や戦略に乏しい筈の魔族相手でも、言いようのない気持ち悪さをあの撤退に感じ、兵を止めたのだ。おそらくはツォーネと対話し撤退に導いたあの謎の魔族こそ、アウタナを落とした犯人なのではと推測さえ浮かんでいたセグンには、ひどく冷静に追撃を止める事が出来た。

  

  赛昆直觉认为，要是继续追击，恐怕会遭到惨痛的反击。

  　あのまま追いかければ、手痛いしっぺ返しを食らっていたのではという直感めいた何かがあったのだ。

  

  然而，赛昆内心熊熊燃烧着。他无法原谅对方抓走人质的行为。

  　だが、セグンの心の内は燃えていた。セグンは、人質などを取るという行為が許せなかったのだ。

  

  

  他是拥有高洁精神的正直骑士，却在杰米亚诺手下受到颐指气使，这是为什么？

  　彼は高潔な精神を持つ正しい騎士である。だというのにゼンビアーノの下で顎で使われるのはなぜか。

  

  理由有两个。

  　その理由は二つ。

  

  第一个是钱。

  　一つは、金である。

  

  瑟因的品行实在过于高洁。瑟因过去曾是首都的圣铠骑士团成员，勇猛的骑士，但因为正义感过于强烈，打算揭发善比纳诺的贿赂行为，结果反而与地下组织接触。

  　セグンは、あまりにも高潔すぎたのだ。かつては首都にて聖鎧騎士団にも名を連ねたことのある勇壮なる騎士であったセグンだが、その正義感の強さのあまりゼンビアーノの賄賂を摘発しようとして裏組織と接触してしまったのだ。

  

  结果，他无法揭发在政界人脉也相当广的善比纳诺，反而被冠上污名，剥夺神圣骑士的称号。

  　結果、政界にも太いパイプのあったゼンビアーノを摘発などできずに、逆に汚名を着せられ聖なる騎士の称号をはく奪された。

  

  污名缠身的骑士不被世人看好，没有雇主的他转眼间陷入穷困。就在他打算逃出首都时，同样被贬到边境的善比纳诺向他招手。

  　汚名を着せられた騎士に世間の目は冷たく、雇い主もいない有様で見る間に困窮。逃げるように首都を出奔しようと思った矢先に、同じく辺境に左遷されたゼンビアーノから声がかかった。

  

  瑟因当然一开始没有意愿。追根究柢，自己会沦落到这步田地，全都是善比纳诺害的。

  　セグンは勿論はじめは気乗りしなかった。もとはと言えば全てゼンビアーノのせいで自分は落ちぶれたのだ。

  

  然而，他也无法这么说了。

  　しかし、そうも言っていられなかった。

  

  因为和自己一样，率领的部队骑士们也被视为同罪，流落街头，为了让他们有饭吃，需要钱。而善比纳诺说会给他钱。

  　自分と同じように、率いていた部隊の騎士たちも同罪として路頭に迷っていたから、彼らを食わせていくには金が必要だった。そして、ゼンビアーノはそれを与えると言った。

  

  结果，他无法拒绝善比纳诺给予工作机会的邀约，只能咬牙苦撑到现在。

  　結果として、働き口を与えてくれたゼンビアーノの誘いを断ることもできず、歯噛みしながら今に至るという訳だ。

  

  但是，如果问他是否愿意就这样为善比纳诺这种男人卖命，答案是NO。

  　だが、それだけで彼がゼンビアーノのような男に剣を捧げるのを良しとするかと言えばNOである。

  

  那么，究竟是为什么呢？

  　では何故なのか。

  

  

  赛昆板着脸走在走廊上，这时有人叫住他。

  　と、仏頂面で廊下を歩くセグンに声がかかる。

  

  赛昆转头一看，眼前站着一名身穿侍女服，年约十六岁的少女。

  　顔を向けたセグンの視線の先には侍女の衣装を纏う齢１６程の少女が立っていた。

  

  侍女少女与赛昆四目相交后，便带着柔和慈爱的表情缓缓走来。赛昆也放松紧绷的情绪，与她面对面，呼唤她的名字。

  　侍女の少女はセグンと目が合うと柔らかな慈愛の表情でゆっくり歩み寄って来た。セグンも同様に張り詰めていた気を抜いて向かい合い、その名を呼んだ。

  

  

  「琪雅儿……」

  「キエル……」

  

  

  被唤作琪雅儿的少女走到赛昆面前，露出微笑。

  　キエルと呼ばれた少女はセグンの前までやってくると、にこりと微笑んだ。

  

  

  「怎么了？您的表情很可怕。」

  「どうされたのです？　怖い顔をしていらっしゃいました」

  

  「嗯，有点事。你不用在意。」

  「ああ、少しな。気にする事はない」

  

  「我会在意的。」

  「気にしますよ」

  

  

  琪雅儿露出有些困扰的笑容，同时牵起赛昆的手。

  　キエルは少し困ったような笑みを浮かべながらセグンの手を取った。

  

  

  「我今天也是因为这双手才活着。看到您用那么强的力道握紧这双手，我当然会在意。」

  「この手のおかげで私は今日も生きているのです。そんな手が、あんなに強く握りしめられていれば気にしてしまいます」

  

  「这样啊。抱歉。」

  「そう、か。すまない」

  

  

  赛昆搔着长了胡子的脸颊，露出与少女相同的困扰笑容。琪雅儿见状，噗哧一声轻笑出声，接着拼命压抑声音，开始大笑。

  　セグンは髭の生えた頬を掻きながら少女と同じように困った笑みで返した。キエルはそれを見てぷっと小さく噴き出した後、必死に声を抑えて笑い始めた。

  

  赛昆见状，露出无奈的表情俯视琪雅儿。

  　そんな様子にセグンはやれやれと言った表情でキエルを見下ろした。

  

  

  「刚才有好笑的地方吗？」

  「今、笑う所はあったのか？」

  

  「不，只是忍不住。您总是板着脸，不觉得脸很累吗？」

  「いえ、つい。いつもそのような仏頂面をして、お顔がお疲れにならないものかと」

  

  

  两人笑了一会儿后，慢慢地走在弗利克提拉伯爵宅邸的豪华走廊上。

  　少しの間だけ笑った後、キエルとセグンはフリクテラ伯屋敷の豪奢な廊下をゆっくりと歩いていた。

  

  粗犷的男人与可爱的侍女，看起来就像美女与野兽。两人唯一的共通点，就是侍奉同一个主人。除此之外，还有另一个共通点。

  　無骨な男と可愛らしい侍女の取り合わせはまさしく美女と野獣めいて映ったことだろう。二人の共通点など、お互い同じ主に仕える事。そして、もう一つ。

  

  两人默默地走了一会儿，接着，由赛金先开口。

  　と、暫くは無言で歩いていた二人だが、キエルがゆっくりと口を開いた。

  

  

  「恭喜您在日前的战斗中平安归来。」

  「先日の戦より無事にお戻りになったことを改めてお喜びします」

  

  「……放心吧，我不会丢下你不管的。我一定会让你重获自由。」

  「……安心しろ。お前を置いて居なくなったりはしない。いつか必ず、お前を自由にしてやると、そう決めたのだ」

  

  

  赛金凝视着与自己相同颜色的蓝色眼眸，以充满决心的语气说道。

  　セグンはキエルの自分と同じ青い瞳を見つめて、強い決意の籠った声色でそう言った。

  

  

  「再忍耐一下。我一定会立下战功，洗刷污名……把你赎回来。然后，再让你回去上学。」

  「もう暫くの辛抱だ。必ず武勲を上げ、汚名を濯ぎ……お前を取り戻す。そして、再び学校へと通わせてやる」

  

  「……是。」

  「……はい」

  

  

  闻言，吉儿笑咪咪地回答。赛金见状，满意地点了点头。

  　にっこりと答えたキエル。それを見てセグンも満足そうに頷いた。

  

  就在这时，走廊的另一头走来两名侍女。她们一看到吉儿，立刻以愤怒的语气叫住她。

  　そんな折、廊下の向かいから歩いてきた侍女二人がキエルを認めると怒りを含んだ声色で声を掛けて来た。

  

  

  「吉儿！你还有工作没做完吧！还不快点过来帮忙！」

  「キエル！　貴女、まだ仕事は残っていますよ！　早く手伝いなさい！」

  

  「……对不起，对不起！我马上过去。」

  「っ……申し訳ありません、申し訳ありません！　すぐに参ります」

  

  

  一瞬间，琪雅尔像是感到畏惧似地弹了一下身体，慌慌张张地朝着对面的侍女们小跑步而去。侍女们虽然哼了一声，不过一发现赛昆也在场，便微微行礼。

  　キエルは一瞬怯えたように体を跳ねさせ、慌てて向かいの侍女たちの方へ小走りへ向かっていく。侍女たちは鼻を鳴らすが、セグンがいることに気づくと小さく礼だけをした。

  

  琪雅尔在小跑步的同时，稍微回头看了赛昆一眼。

  　キエルは、小走りの間際、小さくセグンを振り返る。

  

  

  「那么，再见了……父亲大人。」

  「それでは、また……お父様」

  

  

  琪雅尔留下这句话，便和侍女们快步离开了。

  　キエルはそう言い残し、侍女たちと足早に去って行った。

  

  赛昆轻轻挥手目送她们离去之后，在空无一人的走廊上垂下了头。

  　セグンはそれを軽く手を振って見送ると、誰も居なくなった廊下で項垂れた。

  

  ……赛昆的亲生女儿，琪雅尔。

  　……セグンの実の娘、キエル。

  

  她或许正是赛昆待在瞻比纳手下最大的理由。除了为了养活部下而雇用瞻比纳之外，琪雅尔在瞻比纳手下担任侍女，说难听一点，她的存在就是人质。

  　彼女こそ、セグンがゼンビアーノの下にいる最大の理由かもしれない。部下を食わせていくための雇い先であると同時に、ゼンビアーノの下で侍女として勤めるキエルの存在は、つまるところ悪く言えば人質なのだ。

  

  然而，瞻比纳的宅邸很安全，食衣住也都相当完善。因为绝对没有受到什么恶劣的对待，所以赛昆也无计可施。不过，瞻比纳是个会染指侍女的花花公子，所以赛昆还是感到不安。一开始的时候，他曾经直接向瞻比纳抗议过好几次。在绝对不碰女儿的约定之下，他才会成为守护女儿的骑士，为她献上自己的剑。

  　しかし、ゼンビアーノの屋敷は安全で、衣食住も完備されている。決して悪い扱いも受けていない筈ではあるからセグンとしては如何ともしがたい。ただ、侍女に手を出す女癖の悪さを持つゼンビアーノであるから、不安は不安だった。始めのころは何度かゼンビアーノに直訴もした事がある。娘には絶対に手を出さないという約束で、その身を守る騎士として剣を捧げたのだ。

  

  就哲贝诺的角度来说，要是玷污女儿的事情传进赛昆耳里，不知道他会做出什么事，所以也接受了这个约定。

  　ゼンビアーノとしても、娘を汚した等とセグンの耳に入れば何をするかわからないから、その約束を受け入れていた。

  

  现在是忍耐的时候。为了过去被自己的正义感牵连的部下与女儿，他想尽快脱离侍奉哲贝诺这种邪魔歪道的现状，提供和平幸福的生活给大家。他想取回足以让女儿从那个恶汉手中解放的地位……让她静静地学习学问。

  　今は、耐え忍ぶ時。過去己の正義感に巻き込んでしまった部下と娘の為に、ゼンビアーノのような外道に仕える現状をいち早く脱し、皆に平和で幸せな生活を提供したい。娘をあの悪漢から解放できるだけの地位を取り戻し……静かに学問を学ばせてやりたい。

  

  这就是赛昆的期望。

  　それが、セグンの望む事であった。

  

  为此，现在只能继续在哲贝诺手下战斗。

  　その為にも今は、ゼンビアーノの下で戦い続けるしかないのだ。

  

  赛昆的嘴抿成一条线，再次激励自己。然后，他来到哲贝诺的房间前，敲了敲门。

  　セグンは口を一文字に結び、己に改めて活を入れた。そうして、ゼンビアーノの部屋の前にやってくると、その扉をノックした。

  

  

  「我是赛昆。」

  「セグンであります」

  

  「进来。」

  「入れ」

  

  

  得到可恨的主人哲贝诺的许可，他踏进室内。

  　憎き主たるゼンビアーノの許可を得て、彼は室内へと足を踏み入れた。

  

  

 
  ＃２５　餌は撒かれた

  ＃25　饵被撒了

  　

  

  

  「你刚才说了什么？」

  「今、何とおっしゃられたのですか」

  

  

  瑟根这么说完，瞪着杰米亚诺。

  　セグンはそう言って、ゼンビアーノを睨んでいた。

  

  他站在入口附近，平时的扑克脸微微扭曲，带着些许怀疑，怀疑刚才听到的话是不是出自于杰米亚诺之口，同时与说话的当事人杰米亚诺对峙。

  　入り口付近に立ったまま、いつもの仏頂面をわずかに歪ませて、今しがた耳にした言葉が誤って出た者なのではないかという淡い疑いと共に、言葉を発した当人たるゼンビアーノに相対する。

  

  相对的，杰米亚诺左右各有一名侍女，她们衣衫不整，一脸快哭出来的表情，杰米亚诺则是抽着雪茄，看也不看瑟根一眼，正在饮酒作乐。

  　対するゼンビアーノは左右にそれぞれ一人ずつ、服をはだけさせ、泣きそうな顔の侍女を侍らせながら葉巻をくゆらせ、セグンを見もせずに酒盛りをしていた。

  

  

  「杰米亚诺阁下。」

  「ゼンビアーノ殿」

  

  「我说了什么，瑟根？」

  「言った通りだろうが、セグン」

  

  

  瑟根握紧拳头，杰米亚诺则是摆出一副「真受不了你」的模样，朝他吐出一口烟，一只手还插在侍女的胸口上。

  　拳を握り締めるセグンにまったくやれやれと言った様子で煙を吹いて見せるゼンビアーノは、片手を侍女の胸元に突っ込んだまま言う。

  

  

  「我要你去夺回欧塔娜。」

  「アウタナを奪還して来いと言ったのだ」

  

  

  被杰米亚诺叫出来的瑟根开口第一句话就是单刀直入的命令，杰米亚诺则是不耐烦地重复了一遍。每当他烦躁地扭动身体，缠在他肥胖身上的侍女们就会一脸为难地重新搂住他的手臂。杰米亚诺一副完全不在乎瑟根意志的模样，伸手在侍女们的身上乱摸。

  　ゼンビアーノから呼び出されたセグンが、開口一番に単刀直入に命じられたその言葉を、ゼンビアーノは忌々しそうに反復した。いらだたし気に体をよじるたびに、その太った体に絡みつく侍女たちが困ったような顔で腕を回しなおしている。セグンの意志など関係ないと言った風のゼンビアーノは、そんな侍女たちの体に手を回しまさぐっていた。

  

  赛昆在心中反复咀嚼着这道命令，最后终于开口反驳。

  　セグンは今一度聞いたその命令を自分の中で何度か噛み砕いたのちに、ついぞ反論を行う。

  

  

  「这太鲁莽了。距离奥图娜沦陷已经过了一个月，先前的魔族应该也是从奥图娜出发的军队。那座城镇已经成了魔族的根据地，您却要我们攻陷那里？」

  「何を無謀な。アウタナが落ちて一か月程。先の魔族もアウタナから発った軍であるはず。あの街は魔族どもの根城と化しているのです。それを攻略しろとは」

  

  「你太懦弱了。」

  「弱気ではないか」

  

  「问题不在这里！先前的战斗是因为我方展开有利的防卫战，所以才能获胜，但若是转为进攻，状况就完全相反了。兵力不可能足够！而且也会出现牺牲。奥图娜可是要塞都市啊！」

  「そういう問題ではない！　先の戦では我々が有利な防衛戦を展開出来たからいいものを、攻め入るとなれば状況はまるで逆。兵が足りるわけがない！　犠牲も出る。アウタナは要塞都市なのです！」

  

  

  听到赛昆激动的发言，杰米亚诺再次露出嫌恶的表情。他垂下被肥肉埋住的嘴角，眯起眼睛瞪着赛昆。

  　熱のこもった言葉を発するセグンにゼンビアーノは改めてひどく嫌そうな顔をした。脂ぎった頬に埋もれる口角を下げ、細い目がぎろりとセグンを睨んだ。

  

  夺回奥图娜，就代表这次有可能真的要和攻陷奥图娜的军队交战。为了守护而战的赛昆，不可能刻意选择会牺牲性命的战斗。

  　アウタナを奪い返すという事はアウタナを落とした軍勢と今度こそやり合う可能性すらあるという事。守るために戦うセグンが、わざわざ犠牲の出る戦いを選べるわけがなかった。

  

  当然，赛昆也想夺回奥图娜。看到前几天那个挑衅的人质吊挂示众，他确实也差点激动起来。然而，那明显是个陷阱。我方若是离开弗利克提拉出兵，正中敌方下怀。

  　もちろん、セグンとてアウタナを奪い返したいという思いはある。先日見たあの挑発的な人質の吊るしを見れば、激情に駆られそうにもなる。しかしてあれは明らかな罠。我々がフリクテラを離れて打って出ればそれこそ敵の思うつぼのはず。

  

  

  「瑟昆啊，没有问题。魔族因为你们前些日子的活跃而四散，士气也低落了吧。」

  「セグンよ、問題はない。先日のお前たちの活躍で魔族は散り散り。士気も低下しておろうよ」

  

  「魔族要是有那种想法，我只能说太天真了。」

  「魔族にそのような考えでいては甘いと言わざるを得ませんな」

  

  「瑟昆，这时候天真不天真已经不重要了。我们需要的是事实，以及结果。而且，我们也得到了足以证明事实的情报。」

  「甘い甘くないなどこの際どうでもいいのだよ、セグン。必要なのは事実、そして結果だ。そしてその事実を裏付ける情報も入った」

  

  

  瑟昆从低声笑着抽着雪茄的杰米亚诺身上感觉到某种异状。

  　セグンは低く笑いながら葉巻を吸うゼンビアーノの様子に何かを感じ取る。

  

  杰米亚诺对讶异的瑟昆愉快地说：

  　訝しむセグンにゼンビアーノは楽しげに言った。

  

  

  「在先前的战斗之后，我向魔族发出了追击命令。」

  「先の戦の後、わしは魔族に追撃命令を出していた」

  

  「您说什么……？」

  「なんですと……！？」

  

  

  这代表杰米亚诺甚至瞒着应该掌管全军的瑟昆，独自派出追击部队。瑟昆对此感到惊愕。

  　人質を見せられて追撃命令を踏みとどまった、全軍を預かっていたはずのセグンにすら黙って、独自に差し向けられた追撃部隊という事である。まずそこにセグンは驚愕した。

  

  

  「您瞒着我擅自行动……」

  「私に黙り勝手をなさる……」

  

  「我是主人，一切由我决定。」

  「主はわしだ。全てはわしが決める」

  

  

  杰米亚诺用雪茄指着瑟昆说：

  　ゼンビアーノは葉巻でセグンを指しながら言った。

  

  

  「……而那个追击部队在途中发现了有趣的东西。」

  「……そしてその追撃部隊が途中で面白いものを見つけてな」

  

  「……您的意思是？」

  「……といいますと？」

  

  

  杰米亚诺用鼻子哼了两声。

  　ゼンビアーノはふふんと鼻を鳴らした。

  

  

  「他们似乎发现了载运俘虏的马车，于是漂亮地袭击了运货马车，救出了俘虏。」

  「捕囚を運んでいた馬車を発見したらしいのだ。それで見事荷馬車を襲い、捕囚を救出して来た」

  

  「什么？」

  「なんと」

  

  

  赛昆真心感到惊讶。说到俘虏，说不定前几天的人质也混在里面。能够救出他们，确实值得高兴。不过，他心中仍有疑问。

  　セグンは素直に驚いた。捕囚といえば先日の人質も混ざっているかもしれない。それを救助できたのは素直に喜ばしい事だ。しかし疑問は残る。

  

  那就是「为什么」。马车载着俘虏，究竟要前往何处？

  　なぜ、という事だ。荷馬車に捕囚を乗せて一体どこへ向かっていたというのか。

  

  赛昆这么一问，杰米亚诺仰头灌酒后回答：

  　そんなことを問えばゼンビアーノは酒をあおった後に答える。

  

  

  「他们似乎要改变据点，有弃守奥达纳的迹象。根据俘虏的说法，魔族因为前几天的败北士气低落，已经有大半魔族离开奥达纳。他们说，魔族打算趁机把他们也运走。」

  「やつらは拠点を変える様だ。アウタナを捨てるような動きがある。捕囚達の話では、魔族たちは先日の敗北で大変士気が落ちており、既に大半の魔族がアウタナを離れているという事だ。その折に自分たちも運び出される流れになったのだというぞ」

  

  「这……」

  「それは……」

  

  

  如果俘虏所言属实，士气低落的魔族们是害怕我方追击而撤退或移动了吧。俘虏们则是因为极度疲惫，所以让他们休息。

  　捕囚達の話が本当であれば、士気の低下した魔族たちが我々の追撃を恐れて撤退ないしは移動したのだろうという話だった。捕囚達は酷く疲弊していたから休ませているとの事。

  

  

  「他们似乎遭遇了相当可怕的事，恳求我们快点杀掉魔族。既然如此，我们更应该伸张正义吧？驱逐留在奥达纳的魔族，夺回我们的土地。听说还有俘虏留在那里，他们应该在等待救援吧？嗯？」

  「連中よほど恐ろしい目に遭ったらしい。早く魔族どもを殺してくれと懇願してきよった。であれば我らは正義を行うべきだろう？　アウタナに残る魔族を駆逐して取り戻す。捕囚はまだ残っているらしい。助けを待っているのではないか？　ん？」

  

  「……」

  「……」

  

  

  瑟根陷入沉默。他确实想拯救俘虏，但总觉得心里有股不舒服的感觉挥之不去。

  　セグンは押し黙ってしまう。確かに捕囚を救いたい気持ちはある。しかし、まだ何か気持ち悪さがぬぐえないのだ。

  

  他不认为那个魔将军建纳会这么快就放弃，而且攻陷欧塔纳的军队也还没现身。魔族陷害我等人类的策略虽然令人难以置信，但直觉告诉他有哪里不对劲。

  　あの魔将軍ツォーネが早々に諦めるとも思えない。そしてアウタナを落とした軍勢も姿を見せていない。魔族が我々人類を陥れるような策略など、にわかには信じがたいが直感は何か違和感を告げている。

  

  然而，主人杰米亚诺再次命令瑟根。

  　しかし、主たるゼンビアーノは重ねてセグンに命じるのだ。

  

  

  「瑟根啊，攻陷欧塔纳吧。这是正义之举。」

  「セグンよ。アウタナを攻略せよ。これは正義である」

  

  

  无论如何，只要杰米亚诺认真下令，瑟根就无法违抗。如果得不到报酬，或许会有比战死更痛苦的下场等着他。最重要的是，他还有仍在杰米亚诺身边的女儿琪露。如果对提供琪露干净的衣食住，以及最低限度学习的杰米亚诺反攻，或许会连琪露的环境都破坏掉。

  　どのみちゼンビアーノが本気で命令を下せばセグンに逆らうことはできない。報酬が得られなくなれば戦いで死ぬより辛い行く末が待っているかもしれない。何より、未だゼンビアーノの下に居る娘キエルの事もある。キエルに清潔な衣食住、そして最低限の学びさえ提供しているゼンビアーノに反攻すれば、キエルのそういった環境すら壊しかねない。

  

  瑟根虽然不情愿，但还是答应攻打欧塔纳。

  　セグンは、不承不承ながら、アウタナ攻めを了承した。

  

  只不过——

  　ただし。

  

  

  「……我会整顿兵力。不过，视留在欧塔纳的战力而定，我会先建议撤退。」

  「……兵を纏めます。が、アウタナ残留の戦力次第では、撤退することを先に進言しておく」

  

  「随你高兴。能攻陷就攻陷。我也不想勉强自己而蒙受损失。」

  「好きにせよ。落とせるのなら落とす。わしも無理をして不利益を被っては叶わんからな」

  

  

  瑟根听了这句话，微微行礼后，为了赶紧整兵而离开房间。他要立刻出征。

  　セグンはその言葉に小さく礼をして、急ぎ兵をまとめるために退室した。出陣はすぐにでも。

  

  目送瑟根离去后，杰米亚诺呵呵笑着，望着关上的门畅饮美酒。

  　そんなセグンを見送った後、ゼンビアーノはくっくっと笑いながら閉じた扉を眺め酒をあおった。

  

  

  「只要夺回奥土那，我的功绩就会轰动天下。这么一来，要重回首都也不是不可能。哈哈，哈哈哈。」

  「アウタナを取り戻せばわしの功績として武勲は轟く。そうなれば首都に返り咲くことも不可能ではない。はは、ははは」

  

  

  杰米亚诺下流地笑着，一边一把抓住侍女的屁股，一边想象着荣耀。

  　下品に笑うゼンビアーノは侍女の尻を鷲掴みにしながら栄光を浮かべていた。

  

  同时，对于身为道具的瑟根，他只有捡到宝的感谢。

  　同時に、そのための道具たるセグンには、良い拾い物をしたものだと感謝しかない。

  

  对于他愚昧的耿直。

  　その、愚かしいまでの実直さに。

  

  

  「瑟根那家伙，以女儿的幸福为第一优先的憨直个性真好用。真是可悲啊。呵呵，哈哈哈哈！」

  「セグンめ。娘の幸せを第一に考える愚直さが使いやすくてよいわ。まったくもって、哀れよのう。ふふ、はははは！」

  

  

  杰米亚诺以嘲笑瑟根，以及攻陷奥土那后的功绩为下酒菜，大肆畅饮。

  　ゼンビアーノは、セグンへの嘲笑と、アウタナを落とした後の功績を肴に、大いに酒盛りを楽しんだ。

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  同一时刻。奥土那的街上。

  　同時刻。アウタナの街中。

  

  我回到奥土那的同时，将事情经过告知闷闷不乐的亲爱的部下们，让他们收拾行李。我的军队大多已经不在奥土那。由于我命令他们执行某个作战，所以有七成的士兵几乎在我去替左恩擦屁股的同时离开奥土那，已经不在这里。

  　私はアウタナに帰還すると同時に燻ぶっていた親愛なる部下諸氏に事の次第を伝え荷物をまとめさせていた。私の軍はその多くがすでにアウタナには居ない。とある作戦を命じていたが故に、実に7割もの兵は私がツォーネの尻拭いに出るとほぼ同時にアウタナを発っており、既にここにはいない。

  

  龙人们也留下克尔多拉，全部都去参加分队。在事情结束之前，要他们待命。

  　ドラゴニュート達もクォートラを残して全て別動隊に向かわせてある。彼らには事が済むまで待機してもらう。

  

  目前进行得很顺利。接下来只要事前准备的最后一道手续发挥效果，状况就准备就绪了。我一边在掌心上把玩着雷米的圣石，一边走在几天前才刚把行李搬进来，现在变得冷清到甚至有点寂寥的欧塔那街道上。

  　今のところは順調だ。あとは仕込みの最後の一押しが効果を発揮すれば状況は整う。ころころと掌の上でレイメの聖石を転がしながら、私はほんの数日前荷物を運び入れた時と打って変わって閑散とした寂しささえあるアウタナの街を歩いていた。

  

  我带着茫然的空虚眼神，走在杳无人烟的街道上。我之所以用这么冷淡的眼神到处巡视，是为了做最终确认。乍看之下空无一人的房屋，其实到处都有魔族在待命。我正在亲眼确认配置图和实际状况没有差异。

  　ぼうっとしたような虚無な目をして、人気のない街を歩く幼女たる私。そんな冷たい目で見て回っているのは念のための最終確認だ。一見誰も居ない家屋だが、そこかしこに魔族たちが待機しているのだ。私は配置図と実際にズレが無いように自分の目で見て確かめているという訳だ。

  

  克尔多拉说要载我，也被我拒绝了。不管什么事情，真正重要的事情都要用自己的双脚和眼睛确认，这是我从上班族时代就一直遵守的规则。

  　クォートラが自分の背に乗せると言って来た時も断った。何事も本当に大事な事柄は自分の足と目で確認するのが、サラリーマン時代からの私のルールだ。

  

  然后，我来到这次作战的大舞台——喷水广场，看着杂乱堆放的木桶。这个地方就是他们的坟场。

  　そして、今回の作戦の大舞台たる噴水広場へとやってくると、乱雑に積み上がった樽の並べられた光景に目を向ける。この場所が、奴らの墓場となる場所だ。

  

  他们的尸骸都会变成我的功绩。这样一来，艾库罗大人这次一定会信任我。

  　その骸は全て私の功績となってもらう。そうすることでエルクーロ様は今度こそ私を信用なさるはずだ。

  

  

  （埃库罗大人，我会证明给您看。证明我是什么样的人。为此……）

  （エルクーロ様、証明して見せましょう。私が何なのかを。その為にも……）

  

  

  我必须打赢这场战争。由我亲手。

  　此度の戦は勝たせてもらう。この、私の手で。

  

  我切换心情和表情，重新戴好帽子，离开广场回到宅邸。

  　気持ちと表情を鋭く切り替えた私は、帽子をかぶり直して広場を後にし屋敷へ戻った。

  

  我剩下的三成兵力已经全数就定位，命令佐夫准备的火药也全部完成。

  　残った我が３割の軍は、全て配置済み。ゾフに命じておいた火薬の準備も全て出来ている。

  

  渔网和笼子也都准备好了。接下来只要等待鱼儿上钩。

  　網も籠も用意できた。あとは魚が餌にかかるのを待つのみ。

  

  

  我回到宅邸后，佐夫和克尔特出来迎接。

  　屋敷に戻るとゾフとクォートラが出迎える。

  

  

  「大小姐，刚才运货马车的那些人回来了。他们撒的饵似乎很有效。」

  「お嬢。さっき荷馬車の連中が戻りやした。美味い事餌を撒けたようでさ」

  

  「哦哦，那真是太好了。真不愧是杰米亚诺，手脚还挺快的嘛。」

  「おお、それは結構。ゼンビアーノめ。なかなか手早いじゃないか」

  

  

  运货马车正如其名，是用来载货的马车。我在佐方的陪同下归还的同时，将某样东西塞进运货马车，指示他们沿着指定路线前进。既然他们回来了，就代表我的作战计划顺利成功。

  　荷馬車とは、その名の通り荷を運ぶ馬車。ツォーネを伴った帰還と同時に私は荷馬車にあるものを詰め込み指示したルートを奔るよう指示しておいたものだ。それが帰ったという事は、私の作戦は上手くいったという事。

  

  既然是杰米亚诺，我猜在我们撤退之后，他应该会立刻派出斥候来探查欧塔娜的状况。

  　ゼンビアーノの事だから我々が撤退した後にすぐさまアウタナの様子を探るべく斥候を送り込んでくると踏んだ。

  

  和斥候接触的马车，货物被抢走，担任车夫的魔族也回来了。

  　その斥候と接触した馬車は、まんまと積み荷を奪われ御者であった魔族が帰還したという事だ。

  

  

  「佐夫，你有好好训练过货物吧？」

  「ゾフ、積み荷はしっかりと調教しておいたんだろうな」

  

  「当然。我照您的吩咐，让那些监视他们的人，都只讲您交代过的话。」

  「もちろんでさ。言われた通り、あいつらの監視に付けていた連中には命じた会話ばかりをさせてやしたぜ」

  

  「那就没问题了。让敌人掌握假情报的特洛伊木马。如果那个木马已经落入敌人手中……很好，再来就等结果出炉。索夫，你先去跟别动队会合，别跟弗利克泰拉的军队碰上。库欧托拉就先休息。」

  「なら、大丈夫だろうな。偽りの情報を握らせたトロイの木馬。それが敵の手に渡ったのであれば……よし、そうなれば後は待つだけだ。ゾフ、お前は先んじて別動隊に合流しろ。フリクテラの軍と鉢合わせるなよ。クォートラは休んでおけ」

  

  「「是。」」

  「「は」」

  

  

  索夫回应后，立刻骑上魔兽，和部下一起离开欧塔纳。我让库欧托拉休息，自己也前往宅邸内的某个房间。仔细想想，我回到欧塔纳后就一直忙个不停。

  　ゾフは返事をするとすぐさま魔獣に乗って部下と共にアウタナを発った。クォートラを休ませ、私も屋敷の中の一室へと向かう。思えばアウタナに戻ってきてからはずっと動きっぱなしだった。

  

  虽说一切都是为了之后的作战，但对年幼的我来说还是有点吃力。疲劳感在身体各处显现。现在必须好好休息。

  　全てはこの後の作戦のためとはいえ幼い身には少し堪えた。疲労感が体の節々に出ている。今は休息をとらねば。

  

  话虽如此，我并没有松懈，反而还很紧张。这次我的目的是活用攻陷欧塔纳时的反省点。

  　とはいえ気は緩めてはいない。むしろ緊張すらある。今回の私の目的はアウタナ落としの反省点を活かすもの。

  

  而让这次作战成功最大的目的，是赢得艾库罗尔大人的信赖。亲手以艾库罗尔大人期望的形式获胜，将我的价值发挥到最大，才是我真正的目的。因此我才会选择有风险的作战。

  　そして今回の作戦を成功させる最大の目的はエルクーロ様からの信頼を勝ち得ることにある。エルクーロ様が望む形での勝利を私の手で収め、私の価値を最大限示す事こそが本懐。故にリスクのある作戦を選んだ。

  

  我在奥图娜的兵力不多。虽然无法和托泽纳合作，但这种时候无所谓了。军队被修理得那么惨，暂时无法出征。正因为如此，我才会让托泽纳成为我的棋子。要解决那个蓝色披风的敌方骑士团长，必须让托泽纳行动。

  　アウタナにある私の兵力は少ない。ツォーネとは連携できていないが、この際どうでもいい。あそこまで手ひどくやられた軍の状況であれば、しばらくは出陣できまい。だからこそツォーネにも私の手駒として動いてもらう。あの青いマントの敵騎士団長を仕留めるには、ツォーネに働いてもらう必要がある。

  

  

  「一切都如我所愿。艾库罗大人……请看看我将人类威胁到什么地步吧。」

  「全て私の思い通りだ。エルクーロ様……私がどれだけ人間を脅かせるかをご覧に入れましょう」

  

  

  我自言自语地走在昏暗的走廊上，前往自己的房间。

  　独り言めいて呟きながら暗い廊下を歩き自室に向かう。

  

  然后在转过转角的瞬间，我感觉到脖子受到冲击，尝到飘浮感。下一瞬间，我的背撞上了墙壁。

  　そして角を曲がった瞬間。私は首に衝撃を感じ、浮遊感を味わう。そして次の瞬間には背中から壁に叩きつけられていた。

  

  

  「啊呜！？」

  「ぁぐっ！？」

  

  

  我一时之间搞不清楚发生了什么事。帽子因为冲击力而轻飘飘地掉到地上。撞到墙壁的疼痛和强行被冲击力挤出的空气让我呛到。

  　一瞬何が起きたかわからなかった。衝撃で帽子はふわりと床へ落着している。叩きつけられた痛みと無理やり衝撃で吐き出された肺の空気でむせこんでしまう。

  

  从我因为泪水而模糊的视野中，映入眼帘的是黑色双马尾和红色眼睛。

  　ジワリと滲む涙でぼやけかかっている視界に映るは黒いツインテ―ルと赤い瞳。

  

  

  （托泽纳……！）

  （ツォーネ……ッ！）

  

  

  我勉强转动视线，和一脸愤怒的托泽纳四目相对。

  　なんとかぐるりと目を落とすと、憤怒の表情のツォーネと目が合った。

  

  

  

  

 
  ＃２６　気持ち悪い

  ＃26　恶心

  　

  

  

  我被托泽捏住领口，整个人被压在墙上。双脚完全悬空，被勒紧的喉咙压迫着空气的通道。

  　私はツォーネに襟元を掴まれ、壁に圧しつけられていた。足は完全に宙に浮き、締め上げられた喉元は空気の通り道を圧迫する。

  

  好惊人的力量。我反射性地抓住那只单手就把我完全举起的手臂，试图挣脱，但对方却纹风不动。不只是因为我是个无力的幼女，人类与魔族之间有着绝对性的身体能力差距。基础性能不同。身为魔族少女的托泽，拥有与外表不符的怪物般身体能力。

  　何という力だ。片手で私を完全に持ち上げているその腕を何とか振りほどこうと反射的に掴んでしまうが、まるでびくともしない。私が非力な幼女というだけではない。人間と魔族の絶対的な身体能力の差。基礎性能が違う。魔族の少女たるツォーネはその見た目らしからぬ、化け物らしい身体能力を有している。

  

  即使如此，呼吸受到限制的状况下，我的潜意识与冷静思考相反，拼命思考着该如何挣脱对方的手臂。

  　それでも、呼吸が制限される状況に冷静な思考とは裏腹につかんでいる腕をどうにかして離さねばと無意識が働く。

  

  或许是看到我的抵抗，托泽把我举得更高了。喉咙受到更进一步的压迫，我忍不住发出呻吟。

  　そんな私の抵抗を見てか、ツォーネは一際高く私を持ち上げた。さらに喉元が圧迫され私は思わず呻いてしまう。

  

  

  「区区人类也敢多管闲事。」

  「人間風情が出しゃばりをしてくれましたわね」

  

  

  托泽用颤抖的声色说着，把我举了起来。看来先前的败逃让她很不好受。最后还让我负责撤退的殿后。老实说，我完全没料到会受到这种对待，结果完全适得其反，应该说，拜托了不想依赖的对象，这个事实大大伤害了我的自尊心。

  　震える声色でそう言いながら私を掴み上げているツォーネ。先の敗走が大概堪えたらしいか。挙句私に撤退の殿を任せる運びになったのだ。正直こんなことをされるとは思ってもみなかった為完全に裏目に出たらしく、頼りたくない相手に頼ってしまったという事実がプライドを大いに傷つけたと見るべきか。

  

  不过我之所以介入，是因为我判断美丽的援军会对我方不利。我之所以接下殿后的任务，也是为了卖个人情给托泽。虽说没有获得许可，但我明明在托泽难堪败北之前，就准备好最合理的撤退理由出手相救。明明是这样，为什么我却被这家伙揪住胸口，整个人撞在墙上？太没道理了。

  　しかし私が先の介入をしたのは、不利に駆けつけた麗しの援軍。殿まで請け負ったのはツォーネに恩を売るためでもある。介入は許可されていなかったとはいえ無様な敗北を喫する前に最もらしい撤退の理由を用意して救ってやったと言うのに。だというのに、なぜ私はこいつに胸ぐらを掴まれ壁に叩きつけられているんだ？　理不尽極まる。

  

  

  「我……只是担心托泽将军的危机。」

  「わたし、は……ツォーネ将軍の危機を案じただけに過ぎません」

  

  「哈！应该在后方待命的你，竟然准备得那么周到，还派来援军？」

  「は！　後方待機のはずのあなたがあそこまで用意よく増援に？」

  

  

  原来如此，看来托泽也没有想象中那么愚蠢。

  　成程、思ったよりはツォーネも愚かではないという事か。

  

  

  「你从一开始就知道了吧？」

  「あなた最初からわかってたんじゃありませんの？」

  

  

  托泽狠狠瞪着我这么说。我还以为她要说什么。

  　ギロリと私を睨みながらそう言うツォーネ。何を言うかと思えば。

  

  

  「我不懂你在说什么……」

  「何のことでしょう......」

  

  「你不用装傻。你认为这场仗会输吧？不然你的军队怎么会几乎没留在欧塔娜？」

  「とぼけなくていいですわよ。あなた、この戦い負けると思ってましたわね？　そうでなくてはなぜあなたの軍は今、アウタナにほとんど残っていないのかしら？」

  

  

  问题的内容本身在我预料之内。我的军队并没有和托泽涅合作，因此我照着自己想做的方式在指挥军队。我有察觉到托泽涅应该会说些什么，所以关于这点我并不在意，但也不打算回答。因为我打算抢在你之前立下功劳。

  　問いの内容自体は想定内だ。私の軍はツォーネと連携しているわけでもないから私は私の動かしたいように軍を動かした。ツォーネに何か言われるだろうと察してはいたのでこれに関しては別に構わない。が、答えてやるつもりもない。私はお前を出し抜き手柄を得ようとしているのだから。

  

  因此，必须转移论点才行。我不想一直和愤慨的魔族交谈。他抓住我脖子的手力道非比寻常，要是惹他太生气，我有可能会当场被杀。

  　故に、論点をずらさねば。憤慨した魔族といつまでも話していたくはない。首を掴む手の力も尋常ではないから、怒らせすぎればこの場で殺されかねない。

  

  虽然我到现在还是无法完全理解他为何愤慨，但他大概以为我大概是因为胆怯而退缩了吧。我将话题拉回托泽涅自己所说的话，模糊我的企图。

  　何を憤慨しているのは未だに理解しきれていないが大かた臆病風に吹かれたとでも思っているんだろう。ツォーネ自身が発した言葉に話を戻し私の企みは煙に巻く。

  

  我这么思考，勉强从被压迫的气管中挤出声音。

  　私はそう思考し、なんとか圧迫された気道から声を絞り出す。

  

  

  「我、我……应该……再三警告过了。因为你没有听进去……唔，我不得不说，你认为不会演变成这种结果才奇怪……」

  「か、くふ……再三警告を……したはずです。それを聞かなかったのだから……ぅぐ、この結果にならないと思う方がおかしいと言わざるを得ません、よっ……」

  

  「你还真敢说啊。」

  「言ってくれやがりますわね」

  

  

  当然，我有提出警告，但我丝毫没有想过他会听进去。这个结果完全在我的预料之内。不过，我在此进一步强调自己有正当性。

  　もちろん、警告という提言はしたがそれが聞き届けられるなどとは微塵にも思っていなかったのだが。この結果は全て想定通り。だがここで私はさらに自分に正当性があるという事をアピールする。

  

  

  「艾尔克罗大人……哈……我有责任完成被交付的任务……！」

  「エルクーロ様、からっ……かひゅっ……預かった任を果たす責務が、私にはあるのです……！」

  

  

  我被勒到影响呼吸，仍毅然地提出主张。

  　私は呼吸に影響が出るほどに首を圧迫されながらも毅然として言い分を叩きつける。

  

  托泽一脸苦涩地瞪着我。我搬出艾尔克罗的名字，代表我不打算在这场战斗中败北。虽然不知道他有没有听懂，但抓着我领口的手稍微放松了力道。

  　ツォーネは苦い顔で私を睨み続けた。エルクーロの名前を出したという事は、私にこの戦いを敗北で終える気がないという事。伝わったか否かはわからないが胸ぐらを掴む腕の力が少し揺らいだのが分かった。

  

  

  「命令是绝对的。如果没打下弗利克提拉就厚颜无耻地逃走，魔王大人应该会降罪于我们。我唯独不想看到这种结果。」

  「命令は絶対ですわ。フリクテラを落とせずにおめおめ逃げかえれば、魔王様から罰が下るはず。それだけは嫌ですわ」

  

  

  托泽以打从心底害怕这个结果的眼神瞪着我，我趁机提议：

  　心底その結果を恐れるように震える目で私を睨むツォーネに、私はここぞとばかりに提言する。

  

  

  「既然如此……希望您能允许我们直接干涉作战。」

  「であれば……我々の作戦への直接的干渉をお認めになって頂きたい」

  

  

  虽然这么说，但就算没有获得许可，我也已经展开行动。虽然只是事后补充，但为了取得承诺，这是必要的步骤。

  　言いはするが、許可など得ずともすでに私は動いている。これは後付けとなりはするものの言質を取るという意味で必要な事。

  

  托泽不知为何显得很慌张。他应该也不希望作战失败吧。这说起来是理所当然，但我感觉他不只是害怕失败，还有其他意图。

  　理由は分からないがツォーネは狼狽している。作戦の失敗はツォーネにとっても望むところではないのだろう。当然と言えば当然なのだが、ただ失敗を恐れるというよりは何か別の思惑を感じられた。

  

  话说回来，托泽在撤退时说过「这次也」。

  　そういえば、撤退の折にツォーネは「此度も」と言っていたな。

  

  这家伙以前也吃过苦头，燃起东山再起的斗志，是吗？

  　こいつも以前辛酸をなめていて、再起に燃えていた、ということなのだろうか。

  

  我非常明白人类会因为过去遭受的遭遇而燃起憎恨，既然如此，更不能把事情交给这家伙。我必须亲自出马。

  　人間に対し過去受けた出来事から恨みに燃える気持ちはよくわかるが、であれば猶更こいつに任せてはおけない。

  

  

  「指挥权本身……交给托泽将军就好。不过，下一次作战……唔，就交给我……」

  「指揮権自体は......ツォーネ将軍が持って居ればいい。ただ、次の作戦は……ぐっ、私に任せてもらう……」

  

  

  我身陷痛苦之中，连说话都变得不从容，语气平淡地说。

  　ついに敬語すら話す余裕がなくなるほどの苦しさの中、私は淡々と語る。

  

  

  「我要托泽将军去讨伐那个敌方骑士……」

  「ツォーネ将軍には、あの敵の騎士を討ってもらう......」

  

  

  托泽将军对这句话起了反应。从她刚才愤慨的模样来看，她应该忍了很久，想必很想对那个骑士复仇。我也希望她这么做。面对那个骑士，原本就只有托泽能与之一战。

  　その言葉にはツォーネも反応する。先の憤慨の様子を見るによほど堪えていたから、あの騎士に対してはリベンジに燃えているだろう。それはこちらとしても望むところだ。元々あの騎士相手ではツォーネくらいしかまともにやり合えないだろう。

  

  

  「有可能吗？」

  「そんな事が可能なのかしら？」

  

  「有可能。」

  「可能、だ」

  

  

  我立刻回答托泽将军的疑问。

  　私はツォーネの訝しむ言葉に間髪入れずに答える。

  

  

  「我无论如何都必须打赢这场仗。」

  「私は何としても、この戦いに勝たなくてはならない」

  

  

  托泽将军似乎看见我眼中的熊熊烈火，收起一开始怒气冲冲的模样，眯起眼睛。

  　私の瞳に燃える炎を見たか、ツォーネははじめの怒り心頭な様子は鳴りを潜め、目を細める。

  

  

  「我也一样。我已经没有退路了。」

  「それはわたくしも同じこと。わたくしにはもう後がない」

  

  「退路……？」

  「後が……？」

  

  「你什么都不知道呢。」

  「何も知らないのですわね」

  

  

  图兹涅咯咯笑着，看着难以理解图兹涅话中含意的我。

  　ツォーネはくっくっと笑い、ツォーネの言葉の意味を測りかねる私を見る。

  

  

  「我们两人被下达的命令，是艾陆可——罗大人……进而也是魔王大人的命令。如果失败而归，我就会被视为没有价值的人，存在将坠入谷底。」

  「わたくし達二人に下された命令、それはエルク―ロ様の……ひいては魔王様の命ですわ。それに失敗して帰れば、わたくしは価値なき者とみなされ、その存在は地に落ちる」

  

  

  图兹涅虽然在笑，但那双红眼却在动摇。这是在害怕吗？图兹涅在害怕，害怕自己被魔王大人视为没有价值的人。

  　笑っているツォーネだが、その赤い瞳は揺れている。これは、怯えか。ツォーネは恐れている、自分が魔王様に価値無き者とみなされるのが。

  

  我回想起那天初次谒见魔王大人时的事。对了，当时魔王大人说过，失败就会被视为没有价值的人。我原本以为那是对身为人类的我说的话，但似乎并非如此。意思是说，就连像图兹涅这样的魔族，如果在重要的作战中失败，也会付出沉重的代价吗？

  　私はあの日、初めて魔王様の下に謁見した際の事を思い出す。そうだ。あの時、失敗すれば価値なき者、と魔王様は言った。あれは人間である私に向けられたものと思ったが、そうではないらしい。ツォーネのような魔族でさえ、大事な作戦の失敗には重い代償があるという事か。

  

  我原本以为图兹涅拥有强大的战斗能力，不会那么轻易受到处罚，但正如图兹涅说的「这次」所暗示的，她过去恐怕失败过。因此，她才会没有退路吧。

  　そう簡単に強大な戦闘能力を持つツォーネを処罰するものかとも思ったが、此度もというツォーネのセリフから察した通りおそらくツォーネは過去に失敗している。故に、後がないのだろう。

  

  毕竟，如果是那个魔王，甚至有可能一时兴起就砍掉心腹的头。那个魔王就是有这种让人无法理解的地方。

  　何より、あの魔王なら気まぐれに腹心の首すら刎ねかねない。そんな理解のできなさがあの魔王にはあるのだ。

  

  仿佛要掩饰害怕的眼神，一边笑着，一边抬头仰望被我抓起来的托雀。现在是决胜负的时候。某人说过，交涉要在对方动摇或精神脆弱时进攻。只要取得承诺，就能强势行事。

  　怯えた目を隠す様に笑いながら、掴み上げた私を見上げるツォーネ。ここが勝負所。交渉は、相手が動揺していたり精神的に弱っている時に攻めるものだと誰かが言っていた。言質さえ取れれば強気に行けるのだ。

  

  

  「那么更应该协助我的作战。我保证，结果不会是坏的……」

  「ならなおさら私の、作戦に協力を。悪い結果にはならないと、約束する……」

  

  

  听到我痛苦地吐出的这句话，托雀一瞬间犹豫地沉默后，露出察觉到什么的表情看着我。

  　苦しげに吐き出されたその言葉に、ツォーネは一瞬逡巡したように沈黙した後、何かに気づいたような顔で私を見た。

  

  然后，确实取得了承诺。

  　そして、確かに言質を得る事となった。

  

  

  「……好吧。我承认干涉。只听你一次。仅此一次。」

  「……いいでしょう。干渉を認めます。一度だけあなたの言う通りにしますわ。ただし、一度だけ」

  

  「……足够了。」

  「……十分だ」

  

  

  很好。让她本人亲口说出来很重要。托雀高傲。自尊心不允许她反悔自己说过的话。

  　よし。本人の口から言わせたのが大きい。ツォーネは高慢だ。一度自分が発した言葉を反故にするのはプライドが許さないだろう。

  

  不过，我稍微松了口气，但立刻又尝到飘浮感。因为我被用力拉到托雀面前。

  　しかし、少しの安堵をした私だが、すぐにまた浮遊感を味わった。ツォーネの下に勢いよく引き寄せられたのだ。

  

  虽然脚依然悬空，但被揪住衣领，外表美丽的魔族少女的脸庞近在眼前，几乎要碰到我的呼吸。

  　相変わらず足がつかないままだが、胸ぐらを掴まれたまま吐息さえかかりそうな距離に見た目麗しい魔族の少女の顔がある。

  

  虽然对出乎意料的动作和距离感感到惊讶，但我露出警戒心瞪着托雀。

  　思わぬ動きと距離感に驚くが、私は警戒心をあらわにしてツォーネを睨んだ。

  

  看到我冰冷又尖锐的视线和态度，令人毛骨悚然的是，图榭的心情反而变好了。

  　そんな私の冷たく鋭い視線と態度を見たツォーネは不気味なことにかえって機嫌を良くしているようだった。

  

  

  「不过，如果失败的话……我会用我的方式去做。然后，就算要踩着你的失败，我也会攻陷弗利克泰拉。到时候……」

  「ただし、もし失敗すれば……わたくしはわたくしのやり方でやらせてもらいますわ。そして、あなたの失敗を足蹴にしてでもわたくしはフリクテラを落とす。その暁には……」

  

  

  图榭说到这里，用红色的长舌头舔了舔嘴唇。那完全是猎物在眼前时，捕食者的表情。

  　ツォーネはそこでペロリと赤く長い舌で舌なめずりをする。それは完全に獲物を前にした捕食者の顔。

  

  

  「你就要成为我的人了……」

  「あなたはわたくしのモノになってもらいますわ……」

  

  

  她边说边用长舌头舔我的脸颊。即使如此，我依然维持冰冷的表情看着图榭。虽然不快到了极点，但我完全不懂这家伙在说什么，为什么刚才的对话会变成这样。

  　そう言って長い舌を私の頬に這わせてくる。私はそれでも冷たい表情を崩さずに、ツォーネを見る。不快極まりないが、私がこいつのモノになるなど何を言っているのかさっぱりだ。どうして今の流れでそうなる。

  

  

  「你有听说大规模派兵计划吧？」

  「大規模派兵計画のことは聞いていますわね？」

  

  

  图榭舔着我的脸颊，在我耳边轻声说道。虽然因为痒和不快感，让我差点发出奇怪的声音，但我还是斜眼瞪着图榭。

  　ツォーネは私の頬を舐めながら、耳元で囁くように言葉を紡ぐ。むず痒さと不快感でつい変な声が出てしまいそうになりながらも私は流し目でツォーネを睨む。

  

  

  「呜……呜呜……是艾库罗大人提倡的……诱敌行军吗？」

  「うっ……うぅ……エルクーロ様が提唱した……囮行軍の話か」

  

  「没错。我预测在这次的战役中，你或我其中一方将会负责指挥大规模的派兵行动。而那个位子只有一个，也就是说，我们正在测试彼此谁是有价值的人，谁是没价值的人。」

  「そうですわ。わたくしは今回の戦で、あなたかわたくし、何方かがその大規模派兵の指揮を執る事になると読んでいますの。そして、その席が一つしかないという事は、つまりどちらが価値ある者か無き者か。試されていますのよ」

  

  

  托涅以陶醉的表情将脸凑近我。我懂了，这家伙处于没有退路的状况，却毫无疑问地认为自己在这次的战役中能立下功绩。明明让我帮她擦屁股擦到那种地步，胆子还真大。无论好坏，她都是个直肠子的人。害怕失败，却毫不怀疑自己会成功。这家伙是笨蛋。

  　ツォーネはうっとりとした表情で私に顔を寄せる。わかった、コイツは後がない状況に居ながら今回の戦で自分が功績をあげることに疑いがない。あそこまで私に尻拭いをされておきながら、この豪胆。良くも悪くも直情家か。失敗を恐れながら、それでいて成功を疑っていない。バカだコイツは。

  

  

  「我一定会被选上，所以我会再次获得肯定，得到让过去的失败变得微不足道的地位。所以，当你沦为没价值的人时……我可以收下你。比起被半兽人贪求，我比较好吧？」

  「わたくしが選ばれることは決まっていますから、再びわたくしは評価され、過去の失敗など霞むような地位を得る。だから、あなたが価値無き者として堕ちた時……わたくしが貰ってあげてもいいという事ですわ。オークに貪られるよりは、わたくしの方が良いでしょう？」

  

  

  我瞬间感到背脊发凉，全身冷汗直流。同时，托涅更用力地勒住我的脖子。

  　私は瞬間背筋がぞわりと冷たい汗で濡れたのを感じた。同時にツォーネがひときわ強く私の首を絞める。

  

  

  「咳……」

  「かっ……」

  

  「我顶多只协助你一次作战，这点小事应该没关系吧？」

  「せいぜいあなたの作戦とやらに一度限りの協力をするのだから、これくらいは構いませんわよね？」

  

  

  看到我的反应，他咯咯笑着，下一瞬间猛然夺走我的嘴唇。我的嘴唇半开，处于喉咙被压迫的状态下，试图寻求氧气而呼吸，但他的长舌却硬是钻了进来。

  　ツォーネはそんな私を見てクク、と笑うと次の瞬間には勢いよく私の唇を奪った。喉を圧迫されていた状態で酸素を求め呼吸しようと半開きだった私の唇をこじ開けるように長い舌がねじ込まれる。

  

  我瞪大双眼，但立刻又紧紧闭上。嘴巴被堵住，呼吸困难，口中被异物入侵的感觉。然后因为和托泽在超近距离四目相对，我反射性地遮住视线。

  　私は大きく目を見開き、すぐにきつく閉じた。口を塞がれた息苦しさと口の中をまさぐられる異物感。そしてツォーネと超至近距離で目が合ったことで反射的に視線をシャットアウトした。

  

  ……过了几秒，我终于无法呼吸，眼球深处开始发热，眼角渗出泪水。托泽的舌头钻进我的牙齿内侧，试图逃到深处，侵犯我的上颚。

  　……そして幾許か。いよいよ呼吸が出来ずに眼球の奥が熱くなってくる。目じりには涙が滲んでくる。ツォーネの舌は私の歯の裏、奥に逃がそうとした舌、上顎をねっぷりと犯す。

  

  终于，空气随着我口中发出的「咻」一声危险声音泄出，托泽这才放开我。我沿着墙壁滑落，着地后，空气猛烈流入被堵住的气管，我激烈咳嗽。

  　ついに私の口から「ひゅっ」という危なげな音と共に空気が漏れると、ツォーネはやっと私を解放した。壁をずり落ちるように地面に着地すると、確保された気道に勢いよく空気が流入し激しく咳き込んだ。

  

  

  「咳……咳……呕……咳、咳……呼、呼……」

  「げほっ……げっ……ぉえ……げほ、げほっ……はぁ、はぁーっ……」

  

  

  托泽俯视着痛苦呻吟的我，似乎很满足，沉浸在优越感中，仿佛饭后一般用舌头舔了舔嘴。

  　苦しげに呻く私を満足げに、そして優越感に浸る様に見下ろすツォーネはまるで食後のように口を舌で舐めた。

  

  

  「多谢款待。人类的幼童果然美味。虽然很想早点品尝到全部……但重头戏要等你凄惨地死去后才开始……我很期待哦，克莱儿将军。」

  「ご馳走様ですわ。やっぱり人間の幼子は美味ですわね。早く全部を味わいたいですけど……本番は、あなたの無様の後で。……楽しみにしてますわよ、ココット将軍」

  

  

  托涅留下这句话，便踩着喀喀作响的脚步声离去。

  　そう言い残し、ツォーネはカツカツと靴音を鳴らして消えた。

  

  我用阴沉的眼神目送托涅兴高采烈离去的背影，缓缓起身，用衣袖擦拭嘴唇。

  　上機嫌に去っていくツォーネの背中をじっとりとした目で見送った後、私はゆっくり立ち上がると、袖で唇を拭った。

  

  我用冰冷的眼神瞪着虚空，不屑地说道：

  　冷たい目で虚空を睨みながら、私は吐き捨てる。

  

  

  「真恶心。」

  「気持ち悪い」

  

  

  

 
  ＃２７　作戦は宵闇の中で

  ＃27　作战在黑夜中

  　

  

  到了后天。

  　翌々日。

  

  太阳下山后过了一段时间。在夜幕之中，我、库欧托拉以及托泽尔待在外塔那广场。

  　日が落ちて暫く経つ。宵闇の中、私、クォートラ、そしてツォーネはアウタナの広場に介していた。

  

  前几天我将时间用于重新编组部队，等待弗利克德拉的动静。不久，我刚才派出去的别动队中有一名龙人归队，带回了报告。

  　先日を部隊再編に充て、フリクテラの動きを待っていた所先ほど私が動かしていた別動隊より一体のドラゴニュートが帰還。報告を持ち帰って来たのだ。

  

  弗利克德拉派兵了。

  　フリクテラより派兵あり、と。

  

  真佩服山维诺的行动速度。他大概也晓得我出动了军队吧。我的别动队大幅偏离外塔那到弗利克德拉的最短路线，绕了一大圈潜伏在弗利克德拉近郊。既然派兵到外塔那，表示别动队的动向只被察觉到离开外塔那附近而已。

  　ゼンビアーノの行動の速さには感心する。私が軍を動かしたこともわかっていたのだろう。私の別動隊はアウタナからフリクテラまでの最短ルートを大きく外れ、大回りするようにしてフリクテラ近郊に潜ませている。アウタナへ派兵してきたという事は、別動隊の動きはアウタナを出た辺りまでしか察知されていないのだろう。

  

  诱饵发挥作用了。

  　餌が役に立った。

  

  我刻意对那些逃走的俘虏施以酷刑，同时故意放出魔族军士气低落、后退的风声。

  　わざと逃がしてやった捕囚どもには徹底して拷問めいた扱いの最中で魔族軍の士気の低さと後退のうわさをわざと流しておいた。

  

  被折磨成那样的人应该对我们恨之入骨，一旦知道我们软弱，应该会立刻向弗利克德拉的骑士们哭诉吧。

  　あそこまで痛めつけられた連中は私たちへの憎悪に燃えている筈だから、私たちが弱腰になっているとわかればすぐさまフリクテラの騎士たちに泣きつくだろうと思っていた。

  

  人类面对自己无法战胜的厌恶对象，会想依靠他人来排除。他们巧妙地利用对我们的憎恨，将错误情报传达给泽纳诺，顺利地派兵前来。

  　人間は自分達では勝てない嫌悪する相手を、他人にすがって排斥したがる。うまいこと私たちへの憎悪のままに、誤った情報をゼンビアーノに伝え、見事派兵してきたという訳だ。

  

  既然如此，接下来只要收割就好。不过，前几天看到的弗利克德拉的蓝色披风骑士们可不好对付。尤其是那个团长，只有托泽能阻止。

  　であればあとは刈り取るのみ、だが。先日見たフリクテラの青いマントの騎士たちは一筋縄ではいかない。とくにあの団長はツォーネにしか止められまい。

  

  我瞥了托泽一眼。

  　私はちらりとツォーネを見る。

  

  托泽因为之前那件事，摆出相当从容的态度。托泽恐怕认为不管我成功还是失败，对他都有利。那种人只会看自己想看的东西，因为害怕自己不想看的东西。那种人明明理解风险，却无法回避。所以才会被趁虚而入，即使知道不利也无法撤退。那种人怎么可能攻下弗利克德拉？由我来。」

  　ツォーネはこの前の一件もあって随分余裕の姿勢だ。おそらくツォーネは、私が成功しようが失敗しようが全てが自分の利になると思っている。ああいう輩は、見たいものしか見ない。見たくないものを恐れているからだ。そういう手合いはリスクを理解しているくせに回避できない。だから足元を掬われるし、不利と分かっていても撤退もできないのだ。そんな輩にフリクテラが落とせるものか。私がやる。

  

  

  「……有个只有晋升欲望特别强的笨蛋同僚，真是辛苦。」

  「……昇進意欲だけは一丁前な馬鹿な同僚がいると苦労する」

  

  「公主？」

  「姫？」

  

  「我在自言自语。」

  「こっちの話だ」

  

  

  我以托泽听不见的音量吐出这句话，为了准备作战而脱下上衣交给库多拉。

  　ツォーネに聞こえないように吐き捨てた私は作戦の準備のために上着を脱いでクォートラに渡す。

  

  在攻陷奥图纳时目击到我的人不是全数死亡，就是在魔王城沦为奴隶。他们应该对恶魔容貌的人没有特别警戒。

  　アウタナ落としで私を目撃したものは全員死亡しているか、魔王城で奴隷になっている。未だ悪魔の相を持つ者への警戒も特にはないはずだ。

  

  更何况，这种作战对会因为那场批斗而起反应的家伙有效。

  　まして、あの吊るしに反応して攻めてくるような輩には、こういった作戦が効く。

  

  

  「公主，您竟然穿那种衣服。」

  「姫、貴女がそのようなお召し物を」

  

  「别在意这种小事。而且，我穿得很习惯，甚至感到怀念。」

  「要らんことを気にするな。それに、着慣れたものだ。懐かしい程にな」

  

  

  我脱下将军用的上衣，在内衣外披上破布斗篷，库托拉见状后一脸严肃地这么说，我笑着回答。

  　将軍用の上着を脱ぎ、インナーの上にぼろ布のフードマントを纏った私にクォートラが渋い顔で言うので、私は笑って答えてやる。

  

  尽可能打扮得寒酸一点比较好，而且必须隐藏这头头发。凡事都有个万一。

  　出来るだけみすぼらしい格好の方がいいし、この髪は隠さねばならない。万が一という物がある。

  

  

  「不过，真的要由公主亲自出马？这太危险了。」

  「しかし本当に姫自らが？　あまりに危険すぎます」

  

  「除了我以外没人能办到吧。我最适合。不要紧，我会顺利办妥。」

  「私以外にできないだろう。最適任だ。大丈夫だ、うまくやる」

  

  

  库托拉最近总是对我的所作所为有意见。虽然我不明白他的真意，但魔族不可能过度保护人类。

  　クォートラはどうにも私のやることに最近つっかかってくるな。真意は不明だが。魔族が人間を過保護な訳もあるまいし。

  

  总而言之，作战开始。既然决定要做，就要做到底。因为敌人已经来到这里了。

  　兎にも角にも作戦だ。やると決めたらやる。もう敵はそこまで来ているのだから。

  

  

  「那么，我会在指定地点待命。告诉所有人，等我的信号。」

  「では、私は所定の場所で待機する。合図まで待てと全員には伝えておけ」

  

  

  库托拉回应后，前去向军队传达命令。

  　クォートラが返事をして軍に命令を伝えに行く。

  

  然后，我向与图兹涅面对面、双手交叉在胸前、一脸无趣的她下令。

  　そして。私はツォーネに向かい合うと腕を組んでつまらなそうにしている彼女にも命ずる。

  

  

  「图兹涅将军，也麻烦你按照计划行动。」

  「ツォーネ将軍も、手筈通りに頼むよ」

  

  「……我知道。虽然我不认为会顺利。这种做法根本疯了。」

  「……わかっていますわ。うまくいくとは思えませんけど。こんなもの、正気じゃないですわ」

  

  

  她似乎对说明过的作战计划仍有不满，但既然自己说过会帮忙，她似乎会遵守命令。

  　説明した作戦に未だ不満があるようだが、一度は手を貸すと自分で口にした手前、従うには従うらしい。

  

  

  「故意让敌人深入内部，你疯了呢。」

  「わざと敵を懐に入れるなんて、狂っていますわね」

  

  「……为了达成目的，我会成为疯子。然后用结果证明我的做法是对的。」

  「……私は目的の為ならば狂人にもなる。そしてその正しさは結果で証明しよう」

  

  

  图兹涅哼了一声，前往自己的岗位。我也将她的军队配置在拜托的位置。这次的战斗，和进攻的弗利克特拉骑士战斗的终究是图兹涅的军队。既然他们让我碰上那么不愉快的事，不让他们工作就太不公平了。

  　ツォーネがフンと鼻を鳴らして自分の配置につく。彼女の軍も頼んだ位置に配置した。今回の戦い、攻めて来たフリクテラの騎士と戦うのはあくまでツォーネの軍だ。あれだけ不快な目にあわされたのだから、働いてもらわねば釣り合いが取れない。

  

  我用手指抚摸自己的嘴唇，瞥了一眼图兹涅移动的背影。

  　私は自分の唇を指で撫でながら移動するツォーネの背中を一瞥した。

  

  这时，一只哥布林快步跑来我们这边。是负责监视的其中一只。它会来到这里，就表示——

  　と、ゴブリンが一匹足早に私たちの所へ駆けて来た。見張りをさせていた奴の一匹だ。それがここに来たという事は。

  

  

  「那些家伙，来了！骑士，来了！」

  「奴ラ、来タ！　騎士、来タ！」

  

  

  哥布林报告完毕后立刻躲起来，托泽涅等人也开始移动。过了一会儿，照亮街道的火把火光全数熄灭。欧达纳完全融入黑暗中。全军在昏暗中移动，广场上只剩我一人时，我仰望天空咧嘴一笑。

  　お出ましか。ゴブリンは報告を済ませるとすぐさま身を隠した。ツォーネ達も移動を開始する。そして少し経った後、街中を照らしていた松明の明かりが全て掻き消えた。アウタナは完全なる闇に溶ける。薄暗い中全軍が移動し、広場に私一人となったところで、私は天を仰いでにやりと笑う。

  

  

  「好了，我来准备一个适合正义骑士们登场的情境。虽然扮演被掳走的公主有点难为情。」

  「さて、正義ぶった騎士たちにはおあつらえ向きのシチュエーションを用意してやる。捕らわれの姫役など、少し気恥しいがな」

  

  

  说完，我深深拉下兜帽。

  　そう言って私はフードを深くかぶった。

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  「这到底是怎么回事？」

  「これは一体どう言う事だ」

  

  

  战斗进行中的青翼骑士团团长赛昆表情不变，却用明显带着惊讶的声调低语。

  　戦闘を進む青翼騎士団団長セグンは表情こそ変えずにいたが明らかに驚きを含んだ声色で呟いた。

  

  他的视线前方是要塞都市欧达纳。这座难攻不落的要塞，十年来屡次击退魔族的侵略。一个月前才神秘沦陷的城市。现在应该成为魔族居城的那座城墙围绕的都市，不知为何成了赛昆惊愕的理由。

  　視線の先は要塞都市アウタナ。１０年にも渡り度重なる魔族の侵攻を跳ね返し続けた難攻不落の要塞。つい一か月前謎の陥落を遂げた街。今は魔族の居城になっている筈のその壁に囲まれた都市が、どういうわけかセグンの驚愕の理由なのだ。

  

  欧达纳那座连一个人也进不去的雄伟正面大门完全敞开。

  　何人さえ通さなかった勇壮なるアウタナの正面大門は完全に開放されていた。

  

  不见任何魔族的影子。也看不见火把的火焰，从正门窥视到的街道笼罩在寂静与黑暗中。

  　一切の魔族の影は見られない。松明の炎も見えず、正門から覗き見える街中は静寂と闇に包まれていた。

  

  赛昆率领的青翼骑士团所率领的夺还军产生动摇。夺还军的战力占了弗利克提拉的七成，面对这异常的状况，众人议论纷纷。

  　セグン達青翼騎士団に率いられるアウタナ奪還軍に動揺が走る。実にフリクテラの戦力の７割にもなる奪還軍は、その異常な様相にざわめいていた。

  

  

  （这是怎么回事？难道魔族真的抛下奥特纳撤退了吗？）

  （どういう事だ？　まさか本当に魔族どもはアウタナを棄てて撤退したのか）

  

  

  赛昆也难掩动摇。老实说，他对于杰米亚诺保护了俘虏的说法半信半疑。抛下奥特纳撤退，未免太可惜了。无论魔族再怎么厉害，只要守在奥特纳，对他们来说也相当棘手。然而，现在这状况是怎么回事？别说防卫的迹象，连一只哥布林都没出现，城门也敞开着。

  　これにはセグンも動揺を隠せない。彼は正直なところゼンビアーノが保護したという捕囚の話を半信半疑だと考えていたのだ。アウタナを棄て撤退するのは、あまりにも勿体なさすぎる。いかな魔族とてアウタナに籠城されればそれなりに厄介だ。だというのにどうだこれは。防衛の兆しどころかゴブリン一匹出てこず、門は開け放たれている。

  

  赛昆有些讶异，命令部下：

  　セグンは少し訝しんだのち部下に命ずる。

  

  

  「派出斥候，侦察正门附近。」

  「斥候を出せ。正門付近を偵察だ」

  

  

  副官点头，约十名骑士率先进入奥特纳。

  　副官が頷き、１０名ほどの騎士が先んじてアウタナに入る。

  

  几十分钟后，侦察的骑士们也一脸惊讶地回来了。

  　そして数十分後、偵察の騎士たちも驚いた顔で戻って来た。

  

  报告内容正如他们的表情，奥特纳空无一人。正门附近没有半点声响，他们也巡视了没被烧毁的几间房屋，但里面什么也没有。而且，街上散落着人类被乱七八糟烧死的尸体。

  　報告内容としてはその表情通りで、まるでもぬけの殻。正門付近は物音ひとつせず、焼け落ちていない家屋もいくらか開けて回ったが中には何もいなかったという。そして、街中には乱雑に焼かれただけの人間の死体が散乱していたと。

  

  难道魔族在撤退时杀害了俘虏？赛根脑中瞬间浮现这样的疑虑，让他感到焦虑。实际上，被烧毁的尸体只是攻陷欧塔纳时来不及处理的牺牲者遗骸，但克莱儿刻意放着不管，这也是她的策略。当然，赛根没有发现这一点。因为他完全没想到魔族会采取心理战术。

  　まさか、魔族どもは撤退に際して捕虜を殺害でもしたのかという疑念が一瞬セグンの脳裏に浮かび、彼を焦らせた。実際焼かれていた死体はアウタナ落としに際した犠牲者の亡骸の処分が追い付いていないだけであったが、あえて放置したココットの策略でもあった。当然、セグンはそれに気づかない。魔族が心理的な戦術を行ってくるなどとはまるで思っていないのだから。

  

  这次出征基于危险性，赛根并不乐见，但既然来了，他还是想尽可能拯救生命。

  　此度の出陣は危険性から望ましいものではなかったが、来てしまったのであれば救える命は救いたいのが彼の本音だ。

  

  烦恼片刻后，赛根决定进军。

  　少し悩んだのち、セグンは進軍を決意する。

  

  

  

  踏进欧塔纳城的军队组成队列，走在贯穿城镇中央的大街上。走在最前方的赛根也亲眼确认过城内，那股寂静让他感到毛骨悚然。

  　アウタナの街に踏み入った軍勢は隊列を組み、街の中央を走る大通りを歩く。先頭を歩くセグンも実際自分の目で街中を確認し、その静けさに気味の悪さを感じていた。

  

  

  「城里没有魔族呢。情报果然没错吧？」

  「魔族ども、おりませんな。やはり情報は正しかったのでは？」

  

  「还不知道……」

  「まだわからんが……」

  

  

  因为太过诡异的寂静，赛根无法坦率地同意副官的话。然而，随着在城里走动，部下骑士们也因为没有敌人而逐渐安心。不久后，以嘲笑魔族是胆小鬼的声音为开端，开始有人松懈下来。

  　セグンはあまりの不気味な静けさから副官の言葉に素直に頷けなかった。しかし、街を歩くほどに配下たる騎士たちは敵がいないことに安堵していく。やがて魔族の腰抜けどもめ、などと嘲笑う声を皮切りに、油断が見え始めていた。

  

  对瑟根来说，如果能不战而夺回欧塔那，那当然是再好不过。如今瑟根的内心，尽管觉得安静得诡异，却还是把注意力集中在有没有幸存者这一点上。

  　セグンとしても、戦わずしてアウタナを奪還できるのであればそれに越したことはない。いまやセグンの胸中は、静けさを不気味に思いつつも生存者はいないかという一点に絞られつつあった。

  

  战斗团不知不觉间甚至开始闲聊。他们开始觉得既然这么安静，万一有魔族出现，顶多也是来不及逃跑的低阶魔族。

  　いつしか雑談すら始まった戦闘団。これだけ静かなら万が一魔族が出てきても逃げ遅れの下級魔族だろうくらいに思い始めていた。

  

  瑟根对他们的样子摇头叹气。青翼骑士团也就算了，率领的战斗团是民兵出身。在战斗中看到他们松懈不是好倾向。

  　セグンはその様子にやれやれと首を振る。青翼騎士団はまだしも、率いられる戦闘団は民兵上がり。戦いの最中に油断が見えるのはいい傾向ではない。

  

  就在这时，副官出声喊道。他发现了什么。

  　と、そんな折である。副官が声を上げる。何かを見つけた。

  

  

  「瑟根大人，您看那个。」

  「セグン様、あれを」

  

  「那是……」

  「あれは……」

  

  

  瑟根听到副官的声音转过头，便看到正面的暗处中，有东西从一旁的巷子往大街移动。

  　セグンが副官の声に顔を向けると、正面の暗がりの中、脇の路地から通りへと何かが動きを見せた。

  

  瑟根反射性地把手伸向剑，但立刻瞪大眼睛。冲到瑟根等人面前的是个娇小的身影。虽然披着破布斗篷，但从身高和体格来看是年幼的孩子，而且还是个女孩。

  　反射的に剣に手を伸ばすセグン。しかし、すぐに目を丸くした。セグンらの前に飛び出してきたのは小柄な影だった。ぼろ布のフードマントを纏うが、背丈や体格から幼い子供、それも女の子。

  

  从兜帽底下微微露出的嘴角扭曲，露出害怕颤抖的模样和短短的哀号。那个孩子一看到瑟根等人就往后退。」

  　フードからわずかに覗く口元が歪んだ。恐れおののくような様子と短く漏れた悲鳴。その子供はセグンらを見るや否や後ずさる。

  

  

  「是幸存者吗……！」

  「生存者か……！」

  

  

  对瑟根来说，这是个好消息。原以为全灭的欧达纳还有幸存者。情报是正确的。恐怕是被魔族抓去当俘虏，后来被撤退的魔族丢在这里。

  　セグンにとっては朗報。全滅かと思われていたアウタナにまだ生存者がいた。情報は正しかった。おそらくは魔族に捕囚として生かされていた所を、撤退した魔族に捨て置かれたに違いない。

  

  瑟根等骑士们在一瞬间松了口气后，心想必须平安保护这名女童。正义感强烈的骑士们立刻采取行动。然而——

  　セグンら騎士たちは一瞬安堵した後、この幼女を無事保護せねばと思った。正義感の強い騎士たちはすぐさま行動せんと動く。しかし。

  

  

  「咿！不要过来！救命啊！」

  「ひぃっ、来ないで！　助けてえ！」

  

  

  孩子发出掺杂恐惧的尖叫声，以脱兔之势拔腿就跑。

  　子供は恐怖の混じる悲鳴を上げながら脱兎の勢いで走り出したのだ。

  

  瑟根等人见状慌了手脚。是吓到她了吗？不，还是魔族造成的心理创伤太深？无论如何，必须保护她的想法依然不变。瑟根等蓝翼骑士团成员急忙追在孩子身后，盔甲发出声响。战斗群也跟在后头。

  　これにはセグンらは慌てた。驚かせてしまったのか。いや、魔族に付けられた心の傷が深いのか。なんにせよ、保護しなくてはという思いに変わりはない。セグンら青翼騎士団は急ぎ甲冑を鳴らしながら子供の後を追った。戦闘団たちもその後に続く。

  

  

  「等一下！我们不是敌人！放心吧，我们是来救你的！」

  「待ってくれ！　我々は敵ではない！　安心してくれ、君を助けに来たんだ！」

  

  

  瑟根和骑士们纷纷以温柔的嗓音安抚那名女童，追在她身后。

  　セグンや騎士たちは口々にその幼女を安心させようと優しい声色で語りかけながら後を追う。

  

  然而女童只是害怕地大喊：「不要过来，不要！」不肯停下脚步。不过，女童突然绊到脚跌倒。

  　しかし幼女は「来ないで、嫌っ！」と怖がるばかりで一行に足を止めてくれない。しかし、突然幼女は足をもつれさせ転んでしまう。

  

  赛昆走向跌倒的幼女，想要扶她起来，但幼女害怕地后退，他判断必须先让她安心，于是停下脚步。

  　セグンは転んだ幼女を助け起こそうと歩み寄るが、怯えて後ずさる幼女の様子に、まずは安心させる必要があると足を止める。

  

  

  「你冷静听我说，我们是从弗利克泰拉来的骑士，是来救你们这些幸存者的。」

  「落ち着いて聞いてくれ。私たちはフリクテラから来た騎士だ。君たち生き残りを助けに来たんだ」

  

  

  赛昆尽可能以沉稳的语气这么告诉她。幼女将兜帽拉得很低，看起来很害怕，但对赛昆的话有所反应。

  　出来るだけ落ち着いた声色でそう伝えるセグン。幼女はフードを深くかぶり怯えた様子で居るが、セグンの言葉に反応を見せる。

  

  

  「你们真的是来救我们的吗……？」

  「本当に、助けに来てくれたの……？」

  

  

  赛昆很高兴她愿意回答，又往前踏出一步。

  　返答があったことに喜んだセグンは、さらに一歩進み出た。

  

  

  「对！我们一定会保护你到安全的地方，你不用担心。」

  「ああ！　必ず安全なところまで君を保護する。心配しなくていい」

  

  「那你们也会救大家吗……？」

  「じゃあ、みんなも助けてくれますか……？」

  

  

  幼女缓缓站起身，以颤抖的声音这么问。赛昆很惊讶，也很高兴，还有其他幸存者！

  　ゆっくり立ち上がった幼女は、震える声でそう言った。セグンは驚く。そして喜んだ。まだほかにも生存者がいる！

  

  赛昆点头，一定会救出所有人。守护人民正是行正义之举的骑士的矜持。

  　セグンは頷いた。必ず全員救って見せる。民を守る事こそ、正義を行う騎士の矜持。

  

  幼女也以稍微安心的语气松了口气，然后马上又恢复紧张的模样，对赛昆说：

  　幼女も少し安心したような声色で息を吐いた。そして、すぐに逼迫した様子に戻ると、セグンに言った。

  

  

  「我带你们去……往这边……！大家都躲起来了……！」

  「案内します……こっち……！　みんな隠れています……！」

  

  「知道了，拜托你了。」

  「わかった、頼む」

  

  

  幼女以赛昆这句话为信号，开始奔跑。赛昆对背后的战斗团举起手，指示他们跟上，然后追在幼女身后。

  　セグンの言葉を皮切りに駆けだす幼女。セグンは背後の戦闘団に腕を上げてついてこいと指示し、幼女の後を追う。

  

  骑士们铠甲铿锵作响，被火把摇曳的火焰照耀着奔跑。小女孩的脚步绝对称不上快，还能听见她喘不过气的粗重呼吸声，双脚也在发抖。她一定很害怕。

  　ガシャガシャと鎧の音を鳴らし、松明の炎に揺られながら走る騎士たち。幼女の足取りは決して早いとは言えず、息切れしているのか荒い息遣いも聞こえる。足も震えている。怯えているのだ、きっと。

  

  她应该经历了相当恐怖的遭遇吧。身上的布料脏兮兮的，看到他们时那副害怕的模样。她肯定错乱到一开始连他们都是骑士都看不出来。

  　余程怖い思いをしたのだろう。纏う布は薄汚れているし、自分たちを見た時のあの怯え様。自分たちが騎士であると始め分からないくらいに錯乱していたに違いない。

  

  那些该死的魔族……！赛格恩怒火中烧。不过现在要先救出幸存者。明明自己也遭遇了凄惨的下场，那个年幼的小女孩却不是第一个来向他们求救，而是恳求他们去救其他同伴。一定要回应她的这份心意。也绝对要救出那个小女孩。

  　魔族どもめ……！　セグンは怒りに燃える。しかし今は、生存者を救うのが先だ。自分もひどい目に遭っただろうに、あんな若い幼女が、いの一番に自分たちに助けを求めず、ほかの仲間を助けてと懇願して来たのだ。その思いに必ず答える。あの幼女も、絶対に救って見せる。

  

  赛格恩下定决心，跟在小女孩后面。

  　セグンは深く決意し幼女の後についていった。

  

  

  不久，小女孩抵达了广场。那是中央有喷水池的广场。喷水池中央立着女神的雕像，广场上杂乱地摆放着木箱和木桶。

  　やがて、幼女は広場に辿り着く。中央に噴水のある広場だ。噴水の中央には女神を象った像が立っている。そして広場には乱雑に木箱や樽が置いてある。

  

  小女孩快步跑到广场的喷水池前。赛格恩原本想追上去，但小女孩说：「等一下，大家会害怕。」所以赛格恩让战斗群从广场入口分成两半，在中央列队。

  　幼女は足早に広場の噴水の前まで走っていく。後を追おうとしたセグンだが、幼女が「ちょっと待ってて。みんな怖がるから」と言ったので、広場の入り口から中央を割けて戦闘団を整列させた。

  

  赛昆一边指挥陆续进入广场的战斗群，一边环顾四周。

  　広場に次々入ってくる戦闘団を指揮しつつ、セグンは周囲を見やる。

  

  许多木箱、烧焦的肉味，广场上也躺着许多被烧死的尸体，鼻子都快被熏歪了。

  　多くの木箱。焼け焦げた肉の匂い。広場にも焼かれた死体が多く転がっている。鼻が曲がりそうだ。

  

  这种地方有生存者？虽然这么想，但毕竟是小女孩带他过来的，应该有什么吧。

  　こんな場所に生存者が？　と思ったが幼女がここに案内したのだ。何かがあるのだろう。

  

  这时，小女孩在喷水池前停下脚步，看向他。

  　と、幼女が噴水前で立ち止まり、こちらを見た。

  

  赛昆稍微走近小女孩，距离大约25米。

  　セグンは幼女に少しだけ歩み寄る。距離にして２５ｍ程か。

  

  小女孩低着头，直直地面对赛昆。小女孩对疑惑地心想「怎么了？」的赛昆开口：

  　幼女はうつむいたままじっとセグンに相対する。どうしたのだろうかと訝しんでいるセグンに幼女は口を開く。

  

  

  「……你真的会救我吧？」

  「……本当に助けてくれるんですよね」

  

  

  赛昆从颤抖的声调中，推测出她可能还不信任自己。因此赛昆轻轻张开双手，发誓回答：

  　セグンはその震える声色に、未だ自分が信用されていないのではと勘ぐった。なのでセグンは、両手を軽く開き、誓って答えた。

  

  

  「嗯，我一定会救你。」

  「ああ、必ず救う」

  

  

  赛昆这么说道。小女孩听到这句话，不知为何笑了出来。

  　そう言ったセグン。幼女はその言葉を聞いて、なぜか笑みを零した。

  

  

  「……这样你也会救我吗？」

  「……これでも救ってくれるのか？」

  

  

  她的嘴角扭曲，赛昆大吃一惊。然后小女孩在赛昆面前，缓缓掀开深深盖住眼睛的兜帽。

  　その口元がにやりと歪む。驚くセグン。そして幼女はセグンの見ている前でゆっくりと目深にかぶったフードをまくって見せた。

  

  包含瑟根在内的战斗群与骑士们一阵哗然。在黑夜的黑暗中，闪耀着耀眼光芒的雪白头发，以及血一般的红瞳。长相可爱端正的女童，用试探般的眼神看着瑟根，脸上浮现骇人的笑容。

  　セグン含め戦闘団や騎士たちにどよめきが走る。暗い夜の闇の中まばゆく輝く雪のような白い髪。そして、血のような赤き瞳。かわいらしく整った顔立ちの幼女は、セグンを試すような眼で見やりながらおぞましい笑みを浮かべていた。

  

  看到她的模样，瑟根身旁的副官发出声音。

  　その姿を見て、セグンの隣にいた副官が声を漏らした。

  

  

  「恶魔的长相……」

  「悪魔の相……」

  

  

  

 
  ＃２８　ようこそ、悪魔の腹の中へ

  ＃28　欢迎来到恶魔的肚子里

  　

  

  

  

  

  「来吧，你们不是要救我吗？」

  「さあ、救ってくれるんだろう？」

  

  

  我歪着头，语带揶揄地笑着对他们说。

  　私は揶揄うように首を傾げ、笑いながら言ってやる。

  

  骑士们一阵哗然。他们应该没想到好不容易找到的幸存者，竟然是个拥有恶魔之相的孩子吧。明明之前还夸下海口说要救我，现在表情却很苦涩。

  　騎士たちはどよめいている。やっとのことで見つけた生存者が悪魔の相を持つ子だとは思っていなかったか。あれだけ救うだのなんだの豪語していた割には表情が苦々しいじゃないか。

  

  

  「怎么了？喏，你们在找的幸存者在这里哦。」

  「どうしたんだ？　ほら、探していた生存者だよ」

  

  

  我摊开双手给他们看，但他们的反应很冷淡。由于他们没有回答，我便装出一副很失望的样子，垂下双手。

  　両手を広げて見せるが反応は冷めたものだ。返答がないので私はさもガッカリしたように腕を下ろす。

  

  算了，反正他们怎么回答都无所谓。我并不希望他们来救我。

  　まあ、別段返答などどうでもいい。私は別に救ってほしい訳じゃない。

  

  看似副官的骑士对骑士团长说了些什么。

  　騎士団長に副官と思しき騎士が何か言っている。

  

  

  「瑟昆团长，就算救了拥有恶魔之相的禁忌之子，也没有意义啊。」

  「セグン団長、悪魔の相を持つ忌み子など、救った所で意味はないですぞ」

  

  

  听到副官的话，我哼了一声。被称为瑟昆的团长看着我，面有难色。

  　副官の言葉に私は鼻を鳴らした。セグンと呼ばれた団長は私を見て難しい顔をしている。

  

  

  「他这么说呢。要是违背骑士要救我的宣言，也很可悲呢。」

  「だ、そうだ。騎士が救うといった言葉を反故にするのも情けないな」

  

  

  我这么一说，副官就用非常轻蔑的眼神对我大喊「闭嘴」。

  　私がそう言うと副官が酷く見下した目で「黙れ」と私に叫ぶ。

  

  这时，瑟昆开口了。

  　と、セグンが口を開いた。

  

  

  「……就算拥有恶魔之相，她也是人类。幸存者就是幸存者。而且，她应该知道其他幸存者在哪里。」

  「……悪魔の相を持っていても人間。生存者は生存者だ。それに、他の生存者の場所を知っている筈だ」

  

  

  我一瞬间被塞根的话吓到，但随即眯起双眼。原来如此，他确实有条有理地统整了现况。他不是坏人吗？还是说，他真的把我视为贵重的情报来源？算了，不管怎样都无所谓。

  　一瞬セグンの言葉に私が驚くが、すぐに目を細めた。なるほど合理的にまとめたものだ。悪い人間ではないのか、それとも本当に私を貴重な情報源として見ているか。まあ、いずれにせよだ。

  

  

  「你们不需要找，也不需要救。这里就是终点。」

  「探す必要も救う必要もないよ。ここが終着だ」

  

  

  听到我这么说，骑士们各个大惊失色。有点好玩呢。即使我拥有恶魔的容貌，他们也依然没有怀疑我是被魔族囚禁的俘虏吗？真是可笑。

  　私の言葉にいちいち驚く騎士たち。少し面白いな。私が悪魔の相を持っていたとて、魔族に捕らわれていた捕囚だという点はまだ疑っていないという事か。滑稽なものだ。

  

  我，克莱儿，可是将你们引诱到地狱深处的人啊！

  　この私、ココットが。お前たちを地獄の腹の中に招き入れたというのに！

  

  

  「噗……啊哈、啊哈哈哈哈！」

  「ぷっ……あは、あははははっ！」

  

  

  我忍不住笑了出来。小女孩的笑声在黑夜中回荡。

  　私は思わず笑ってしまう。夜の闇の中、幼女の笑い声が響く。

  

  就连塞根也眯起双眼瞪着我。这副模样实在不像小女孩。表情的变化也非比寻常。刚才那副怯懦的模样早已消失无踪，看到我带着邪恶的笑容眺望他们，他们大概也产生了一丝戒心吧。

  　さすがにセグンも目を細め私を睨む。幼女らしからぬ佇まい。ただ事ではない表情の変化。先ほどまで怯えていた幼女の皮はどこへやら、邪悪な笑みで自分たちを眺める私に警戒心の一つでも覚えた頃か。

  

  

  「……有什么好笑的？」

  「……何がおかしいんだ？」

  

  

  塞根这么问道。当然好笑了。因为——

  　セグンが問うてくる。おかしいに決まっているだろう。

  

  

  「你们真的以为这个镇上还有幸存者吗？」

  「本当にこの街にまだ生存者がいると思っているのか？」

  

  

  我挑衅的态度与话语让赛昆睁大了眼睛。我边笑得可怕边说出这种话，就表示我欺骗了赛昆他们，把他们骗到这里来。

  　私の挑発的な態度で発せられた言葉にセグンが目を見開く。おぞましく笑いながらそんなことを言う私の言葉は、つまり私がセグンらに嘘をついたことを示す。騙して、ここへ連れて来た。

  

  周围的骑士也开始警戒，接连渗透到广场中。我看着包围我的骑士们与战斗群的各位，但还是不改笑咪咪的表情。不对，是不能改。

  　回りの騎士たちも警戒をはじめ、次々広場に浸透してくる。私を囲むように展開される騎士たちや戦闘団の皆様方に目を向けながら、私はそれでもニコニコとした表情を崩さない。いや、崩せなかった。

  

  事情怎么会这么顺利呢？

  　なんて、上手くいってしまうんだ。

  

  跑步时不小心绊倒时，我非常焦急，幸好我机灵地演了出来。因为实际上我也很焦急。

  　走っている時にうっかり躓いて転んでしまったときは酷く焦ったものだが、機転を利かせられてよかった。かえって焦った演技に箔が付いたというものだ。実際焦っていたのだから。

  

  不过，体力不足的影响很大。这是我这辈子第一次跑步，为了带骑士们到广场，我被迫跑了很长一段路。我气喘吁吁，双脚也因为疲劳而颤抖。

  　しかし体力不足は響いた。走ったのなぞ今生で初めてだ。騎士どもを案内すべく自然に広場に誘導するのに大分走る羽目になった。息切れが激しく、足もぷるぷると疲労で震えていた。

  

  结果，这些模样都成了让我被误认为害怕的绝佳材料。

  　結果としてそれらすべての様子が、私が怯えていると勘違いさせるいい材料になっていた。

  

  我因此顺利地诱导他们来到这里，所以我也笑了。干劲十足地想拯救生存者的骑士大人真好应付。不过，要是他们知道我有恶魔般的长相，就会变成这样。真是肤浅的正义感。

  　それでまんまとこの場所に誘導できたのだから笑いも出よう。生存者を助けると意気込む騎士様は扱いやすかった。しかしそれで私が悪魔の相を持つとわかればこの様だ。薄っぺらい正義感だ。

  

  

  「赛昆团长，那肯定是被魔族逼疯的禁忌之子！请别管她，继续搜索生还者。」

  「セグン団長、あれは魔族のせいで気が触れた忌み子に違いありません！　捨て置いて生存者の捜索を」

  

  

  副官这么说，但赛昆看着我，没有动作。我和赛昆四目相对，陷入沉默。赛昆似乎察觉到了，我刚才那番话是认真的，而且我并没有疯。他的眼神中还看得出困惑，但对我的戒心也更强了。不知是出于恶魔的长相，还是我这副不像小女孩的模样。

  　副官がそう言うがセグンは私を見たまま動かない。私とセグンは目を合わせたまま沈黙する。セグンは気付いている様子だ。私が本気で言葉を紡いでおり、また、気が触れているわけでもないことを。困惑の色は未だその瞳に見えるが、私に対する警戒もまた強めている。それは悪魔の相ゆえか、はたまた幼女らしからぬ様子にか。

  

  无论如何，都太迟了。

  　なんにせよ、もう遅い。

  

  我确认弗利克提拉的骑士们已经进入广场后，缓缓举起一只手。

  　私はフリクテラの騎士たちが十分に広場に入って来たのを確認するとゆっくり片手を上げた。

  

  骑士们见状，纷纷摆出架式。

  　それに反応して騎士たちが身構える。

  

  

  「面对这么年幼的孩子，你们还真害怕啊。照这样下去，你们还能救谁？」

  「こんないたいけな子供相手に随分怯えるのだな。そんな調子で誰を救えると言うのかね？」

  

  

  骑士们看到我的头发和眼睛，露出苦涩的表情。他们大概觉得我是个拥有恶魔长相的小鬼，根本不必听我废话。他们已经不打算救我了吧。

  　騎士たちは私の髪と目を見て苦い顔をした。悪魔の相を持ったガキなんぞに言いたい放題だと。すでに私を救う気など微塵にも無いだろう。

  

  不过，这与我无关。

  　ま、関係ないのだが。

  

  

  「别轻举妄动，也别撒谎。我答应过要救你，这点不会改变。快点带我去生还者那里，我还有很多事想问你。」

  「変な動きはするな。嘘もつくな。君も救うと約束したのは変わらない。早く生存者の所に案内するんだ。聞きたいことも山ほどある」

  

  「不要。」

  「嫌だ」

  

  

  我斩断瑟根的话，缓缓后退，同时对他说。不管他说要救我是真心还是假意，都已经不具意义。

  　セグンの言葉を一刀両断した私はゆっくり後ずさりながらセグンに言う。救うと言う言葉が本当でも私を騙す為の方便でももはや意味はないんだよ。

  

  我无法压抑激昂的情绪，嘴角自然扭曲。这时，轰然巨响传来。声音来自奥图娜正面大门。刚才还敞开的大门，发出声响关上了。

  　昂る感情が押さえられない。自然と口元が歪む。と、轟音が響く。音の出どころはアウタナ正面大門。先ほどまで開け放たれていた門が、音を立てて閉じたのだ。

  

  

  「大门……关上了……！？」

  「大門が……閉まった……！？」

  

  

  副官们看着大门，表情惊愕。在他们之中，只有瑟根依然目不转睛地盯着我。原来如此，他是个能干的骑士。不管发生什么事，都能看到最该看的东西，是能干的人才。如果是以前的我，一定会想拉拢他，但现在我不会惋惜。反而该说，他是个威胁，所以在这里葬送他，才是为了魔族军，也是为了我。

  　副官たちは門を見て驚愕の表情。そんな中、セグンだけが未だに私から目を離さない。なるほど、出来る騎士だ。何が起きても一番見るべきものを見る事ができる有能な人材。これがかつての私なら是非引き抜きたいものだが、今は惜しいとは思わない。むしろ、脅威であるからここで葬る事こそ魔族軍の、ひいては私の為。

  

  所以——

  　だから。

  

  

  「你们所有人都会死在这里。」

  「お前たちはみんなここで死ぬ」

  

  

  我露出不像小女孩的笑容这么说，瑟根终于拔剑。几乎同时，我挥下手臂，同时用力跳进喷水池的水里。水花溅起。瑟根等人无法预测我的行动。

  　幼女とは思えない笑みを浮かべてそう言った私にセグンはついに剣を抜いた。それとほぼ同時、私は腕を振り下ろすと、同時に勢いよく噴水の中の水に飛び込んだ。水しぶきが上がる。セグンらが私の行動を測りかねる。

  

  不过，他们立刻回过神来，挥剑劈开附近的木箱。

  　が、すぐにはっとすると、剣を振り近くにあった木箱を切り裂く。

  

  从里面洒出漆黑的火药。瑟根叹道「糟糕」。他的鼻子被尸体的味道影响，所以没注意到。

  　中から零れて来たのは黒々とした火薬。セグンはしまった、と嘆く。死体の匂いで鼻がやられて気づかなかった。

  

  这是陷阱。

  　これは、罠だ。

  

  

  「中计了！所有人远离广场————！」

  「計られたッ！　総員広場から離れろ――――ッ」

  

  

  瑟根大喊后，好几发轰然巨响响起，广场爆炸了。

  　セグンが叫んだ直後。何発もの轟音が響き、広場が爆ぜた。

  

  

  

  

  

  

  我在水中听着那些声音。我屏住呼吸，听着轰然巨响与骑士们的惨叫。

  　私は水の中でその音を聞いていた。息を止めながら、轟音と騎士たちの悲鳴を聞いていた。

  

  我将身体沉入深度约两米的喷水池水底。外面想必是人间地狱吧。

  　深さ２ｍはある噴水の水の底にまで体を沈める。外は阿鼻叫喚だろう。

  

  我在广场准备的木箱和木桶里装满火药。然后，为了不让人闻到气味，我洒了酒，还烧了尸体放在那里。

  　広場に用意した木箱や樽にしこたま火薬を仕込んでおいた。そして、匂いで気づかれないよう酒を撒いたり死体を焼いて置いておいた。

  

  接着我命令夜视能力好的魔族，将那些家伙诱导到广场，只要我打暗号，就朝着火把发射所有炮弹。

  　あとは私が広場まで連中を誘導し、夜目が利く魔族に命じておいたのだ。私が合図をしたら松明目掛けてありったけの砲弾を撃ち込め、と。

  

  潜伏在墙上的魔族们以人类拿着的火把火焰为目标，按照我命令的时间持续发射大炮。

  　隠れ潜んでいた壁上の魔族たちは人間どもが持つ松明の炎を目印に、私が命じておいた時間だけ、大砲を撃ち続ける。

  

  那些人类应该没想到我们也会朝镇上发射大炮。没有好好调查墙上的情况，真是太大意了。如果他们有发现大炮朝向城镇，应该就会起疑。他们老老实实地相信我们魔族军毫无对策，结果就是这个下场。活该。

  　まさか人間どもも大砲を街中に向けて撃つとは思うまい。まともに壁上を調べずにいたのは迂闊だったな。大砲が街側を向いていることに気づければ疑いの余地もあったろうに。馬鹿正直に私たち魔族軍の無策っぷりを信じた結果がこれだ。ざまあみろ。

  

  我开始感到呼吸困难。差不多是下令撤退的时间了。炮击即将停止。

  　息が苦しくなってくる。そろそろ命じていた時間だ。砲撃がもうじき止む。

  

  我打算打到我的呼吸极限为止。木箱的碎片和石块沉入水中，人类的手臂也是。

  　私の呼吸限界までは打ち込む算段だ。水の中に木箱の破片や石ころが水没してくる。人間の腕も。

  

  不久后，炮击停止，轰鸣声也消失了。

  　やがて砲撃が止んだか、轟音は聞こえなくなる。

  

  我急忙将脸探出水面。

  　私は急ぎ水面に顔を出した。

  

  

  「噗哈！」

  「ぷはっ」

  

  

  我吸气，吐气。

  　空気を吸い、吐く。

  

  然后缓缓环视周围。广场一片狼藉。由于大炮击中后引燃的火药爆炸，地面被挖出一个洞，到处都有余烬。黑烟闷闷地弥漫，视野很差。

  　そしてゆっくりと周囲を見回してみる。広場はさんざんな有様だ。大砲を打ち込まれ引火した火薬の誘爆により地面は抉れそこかしこに残り火がある。黒い煙が悶々と立ち込め、視界は悪い。

  

  不过，就我所见，有好几名士兵的尸体被炸得四分五裂。然后，还有许多叫声。

  　だが、見える限りにもばらばらに吹っ飛ばされた幾人もの兵士の亡骸が見える。そして、数多くの叫び声。

  

  

  「队列！重新组成队列！」

  「隊列！　隊列を組みなおせ！」

  

  「好痛！我的手！」

  「痛えっ、腕がっ！」

  

  「那家伙，恶魔小鬼跑哪去了！？」

  「あいつは、悪魔のガキはどこにいった！？」

  

  「谁都好，快下指示！」

  「誰でもいい、指示をくれ！」

  

  

  骑士们和战斗团的各位都彻底陷入混乱。

  　騎士たちと戦闘団の皆様方は見事に大混乱中だ。

  

  虽然隐约可见蓝披风的身影，但他们正忙碌地四处奔走。虽然无法解决掉瑟根他们，但应该对部队本身造成了重大打击。因为有相当多的人数聚集在这个广场。站在最前面的蓝披风骑士将所有人纳入炮火范围内。

  　青マントがゆらりと見えるが、忙しく動き回っている。セグンらは流石に仕留められなかったろうが、部隊自体には大打撃は与えたはず。かなりの人数がこの広場にまんまと集まってくれていたのだ。先頭の青マントの騎士たちは全員を砲火の範囲内にとらえていた。

  

  我离开喷水池，站了起来，脱下吸了水的兜帽斗篷。虽然我穿着黑色衬衫，下半身只穿了件内裤，看起来很寒酸，但湿衣服穿在身上很不舒服，而且会感冒。

  　私は噴水から出て、立ち上がる。水を含んだフードマントを脱ぎ棄てる。黒いシャツに下半身は下着のみというみすぼらしい格好だが濡れた服では気持ち悪いし風邪をひくからな。

  

  夜风吹散了烟雾。我与额头冒着冷汗，从火种升起的烟雾中瞬间探出头来，对我下达指示的赛昆四目相对。蓝色斗篷虽然烧焦了，但没有受到重伤。真是个顽强的人。

  　煙を夜風が吹き払う。火種から立ち上る煙が一瞬裂け、額に脂汗を流しながら指示を飛ばすセグンと、目が合った。青いマントも焼け焦げているが、重傷は免れている。タフな人間だ。

  

  赛昆用像是看到可怕东西的表情看着我。看到他这种表情，我忍不住笑了。我用冷笑回应赛昆，只用嘴型传达我的意思。

  　セグンは恐ろしいものを見るような顔で私を見ている。そんな顔をされると、堪らなくなってくる。私はセグンに冷たい笑みで返し、口の動きだけで意思を伝えた。

  

  

  ——这、是、我、的、胜、利。

  　ワ・タ・シ・ノ・カ・チ・ダ、と。

  

  

  赛昆看懂我的意思，猛然朝我冲了过来。好惊人的速度。他的动作与思考切换得很快。即使对方是幼女，对我而言也是敌人。在还没完全理解的状况下就朝我袭击吗？判断速度实在很优秀。

  　言葉を読み取ったセグンは勢いよく私に疾駆して来た。恐ろしい速さだ。動きも思考の切り替えも早い。相手が幼女でも私はもはや敵という事だろう。未だ理解は及び切らないうちから私に襲い来るか。その判断の速さは実に優秀だな。

  

  他的速度转眼间拉近敌我距离，压迫感仿佛要砍下我的头，但他举着的剑剑刃朝向腹部，大概是想让我昏倒再抓住我吧。事到如今还这么温柔。

  　その速度は、あっという間に彼我の距離を詰め、私の首を刎ねんばかりの圧迫感だが、構えた剣は腹が私に向いているから、恐らく私を昏倒でもさせて捕らえる気だろう。この期に及んでお優しい事だ。

  

  然而，他的企图没有传达到我这里。

  　しかし、その思惑は私に届かない。

  

  某种黑色物体突破我背后的黑烟，如子弹般飞出，与赛昆撞个正着。

  　私の背後の黒々とした煙を突き破って、黒い何かが弾丸のように飛び出し、セグンとかち合った。

  

  赛昆以突击的气势，用剑身接下对方刺出的长枪，直接被对方推了回来。

  　セグンは突進の勢いのままに突き出された突撃槍の一撃を剣の腹で受け、そのままざりざりと押し返された。

  

  

  「几天不见，混账骑士！」

  「先日ぶりですわねクソ騎士野郎！」

  

  「魔将军・左恩！」

  「魔将軍ツォーネかッ！」

  

  

  赛昆挥开长枪，拉开距离。左恩转动突击枪后刺进地面，哼了一声看着赛昆。

  　セグンは槍を打ち払い、距離を取る。ツォーネは突撃槍をくるくると回した後地面に突き立て、鼻を鳴らしてセグンを見る。

  

  

  「既然变成这样，那就是侥幸了。我要报上次的仇。」

  「こうなってしまえば僥倖というもの。この前の借りを返してやりますわ」

  

  

  赛昆没有回答，举起剑。左恩的登场时机太巧了，难道那个幼女受到左恩威胁？不，从刚才的样子看来，她已经出卖我们了——赛昆如此猜测。

  　セグンは答えず、剣を構える。タイミングの良過ぎるツォーネの登場。まさかあの幼女はツォーネに脅されているのか？　いや、先ほどの様子からするに我々を売ったのか、とセグンは勘ぐる。

  

  然而，他偏离正题的思考被打断了。一阵风吹散广场中央的烟雾，仔细一看，巨大的龙人族正飞来。

  　しかし、的外れな思考は中断される。広場中央に煙を払う風が吹く。見れば巨大なドラゴニュートが飛来したところであった。

  

  骑士们惊慌失措。赛昆对那只龙人族有印象，是日前战斗中，从旁指使他与左恩战斗的龙人族。

  　騎士たちが狼狽える。セグンはそのドラゴニュートに見覚えがある。先日の戦いでツォーネとの戦いに横やりを指したあのドラゴニュートだ。

  

  不过，他无法悠哉地一直看着龙人族……看着左特拉。

  　が、暢気にドラゴニュート……クォートラを見てばかりもいられなくなる。

  

  在四分音冲过来的同时，许多魔族冲破广场弥漫的烟雾现身。大部分是魔剑士，也有哥布林和半兽人混在里面。

  　クォートラに飛来と同時、広場に立ち込める煙を突き破って数多くの魔族が現れたのだ。魔剣士が大半で、ゴブリンやオークも入り混じる。

  

  

  「是魔族！？」

  「魔族だと！？」

  

  「他们躲在哪里啊！」

  「どこにこんなに隠れていやがった！」

  

  

  士兵和骑士纷纷大喊。瑟昆也拔出剑，不由分说地进入战斗，同时冷汗直流。

  　兵士や騎士が口々に叫ぶ。剣を取り、否応なしに戦闘に突入しながらセグンも冷や汗を垂らす。

  

  太奇怪了。他派出斥候，自己也亲眼确认过。别说路上，连民宅里应该都没有魔族。就算没有巡视过整座城镇，也不可能察觉不到这么多人接近。在刚才的陷阱中惊慌失措的时间也只有几十秒。不可能在这么短的时间内，就有这么多人涌过来。

  　おかしい。斥候を出し、自分もこの目で見た。通りはおろか、家屋の仲にも潜む魔族は居なかったはずだ。街全部を見て回れていないにせよ、それならそれでこんな数の接近を察知できないわけがない。先の罠で狼狽していた時間もものの数十秒でしかない。そんな間に、こんな大群が押し寄せるなどありえない。

  

  瑟昆是这么想的吧。

  　そう、セグンは考えていただろう。

  

  所以我才会大笑。

  　だからこそ私は大いに笑うのだ。

  

  弗利克提拉的人类应该不知道吧。不知道奥塔娜的人类有多么爱惜自己的性命。奥塔娜的民宅里一定有可以充当避难所的地下室。为了不让魔族发现，地下室都经过伪装，不知道的人很难找到入口。

  　フリクテラの人間は知らないだろう。アウタナの人間の我が身可愛さを。アウタナの家屋には決まって小さなシェルターになる地下室が存在している。魔族にも見つからない様にとカモフラージュされているもので、存在を知らないものであれば入り口は見つけにくい。

  

  知道那些避难所存在的我，将魔族尽可能塞进广场周边所有民房的避难所，最适合用来当成伏兵。

  　そのシェルターの存在を知っていた私は広場周辺の家屋という家屋のシェルターに魔族を詰め込めるだけ詰め込んでおいた。伏兵を忍ばせるにはうってつけだった。

  

  攻陷奥图娜时，许多居民也躲在那些避难所，但用来对付我就没有意义。当时我事先告诉索夫等人避难所的存在，所以自以为安全而躲起来的家伙，应该也全被我从避难所拖出来了吧。然后在奥图娜沦陷后，我像这样重新利用了无人使用的避难所。

  　アウタナ落としの折にも多くの住民がそのシェルターに隠れていたが、私相手では意味がない。あの時は前もってゾフらにシェルターの存在は教えておいたから、安全だろうとたかを括って隠れていた連中も片っ端からシェルターから引きずり出されただろう。そしてアウタナが落ちた後、使う者のいなくなったそれをこうして再利用させてもらった。

  

  就算赛昆等人知道避难所的存在，肯定也想不到魔族会使用。这就是他们的致命伤。

  　セグンらがもしシェルターの存在を仮に知っていたとて、魔族がそれを使うなどとは思わなかったに違いない。それが、命とりだ。

  

  

  

  躲在避难所的军曹那群人与我的部队，袭击因为陷阱偷袭而陷入混乱的人类。

  　シェルターに身を隠していたツォーネの軍と私の部隊は、罠の不意打ちで混乱している人間どもに襲い掛かる。

  

  坐立不安的混乱士兵，正面迎战就不是魔族的对手。唯一要提防的蓝披风骑士们，以及他们的首领赛昆，都由兹翁负责讨伐。

  　腰の落ち着かぬ混乱した兵など、正面からぶつかれば魔族の敵ではない。唯一恐れる青マントの騎士たち、そしてその長たるセグンもツォーネが討つ算段というわけだった。

  

  广场已经完全化为战场。到处都有惊慌失措的骑士被魔剑士打倒。民兵出身的士兵们也完全吓破了胆，被哥布林和半兽人蹂躏。尽管蓝披风骑士们拼命地试图重组阵形，却无法平息混乱。

  　既に広場は完全に戦場と化している。そこかしこでは狼狽えた騎士どもが魔剣士に倒されている。民兵上がりの兵士共も完全に腰が引けてしまっていてゴブリンやオークに蹂躙されている。必死に青マントの騎士たちが陣形を組みなおそうと躍起になっているが、混乱は収めきれまい。

  

  完全陷入混战状态。一旦变成这样，个别的战斗能力就会成为关键。而魔族比人类强韧。

  　完全な乱戦状態。こうなってしまえば個々の戦闘能力がモノを言う。そして、魔族は人間より強靭だ。

  

  唯一对魔族而言是威胁的瑟根，一边和托雀对峙，一边看着我。

  　唯一魔族にとって脅威のセグンは、ツォーネと相対しながら私を見ていた。

  

  

  解除战斗状态、恢复人形的库欧托拉在我身旁降落，然后单膝跪地。

  　私の隣に戦闘態を解いて人の姿となったクォートラが舞い降りる。そして片膝をつき、跪く。

  

  

  「公主，您没有受伤吧？」

  「姫、お怪我はございませんか」

  

  「没有问题。」

  「問題ない」

  

  

  我们简短交谈，然后她将外套递给我。我迅速将外套从上往下套好，再披上大衣，戴上帽子后，看向瑟根。瑟根露出惊愕的表情。没错，强大的龙人对我低头，还称呼我为公主。

  　短いやり取り。そして私に上着を手渡してくる。私は手早く上から下まで上着を纏い、コートをばさりと羽織った。そして帽子を被ったのち、セグンを見た。セグンは驚愕の表情をしていた。そう、強大なるドラゴニュートが私に首を垂れ、あまつさえ姫と言ったのだ。

  

  我咧嘴一笑，转身面向惊讶的瑟根，然后带着骇人的笑容，彬彬有礼地向他鞠躬。

  　私はにやりと笑うと、驚いているセグンに体を向けた。そして、おぞましい笑みのまま、丁寧にお辞儀をして見せる。

  

  

  「我还没自我介绍呢。我是克莱儿，魔王军的一员，魔将军克莱儿。欢迎各位来到恶魔的肚子里。」

  「自己紹介が遅れたな。私はココット。魔王軍が一人、魔将軍ココットだ。ようこそ諸君、悪魔の腹の中へ」

  

  

  

 
  ＃２９　青い騎士の最期

  ＃29　苍蓝骑士的末路

  　

  

  

  

  「怎么可能！」

  「馬鹿な！」

  

  

  瑟恩惊愕地大喊。人类是魔族的将军？是魔之公主？她身上的服装是魔王军将军的服装。而且那个龙人确实称呼拥有恶魔之相的人类——克莱儿为公主，并且服从于她。不会错的，这个陷阱全都是那个克莱儿所设下的。

  　セグンが驚きのあまり叫んだ。人間が魔族の将軍だと？　魔の姫だと？　纏う衣装は魔王軍の将軍のもの。そして確かにあのドラゴニュートはアレを、悪魔の相を持った人間、ココットを。姫と呼んで従っている。間違いない。この罠は全てあのココットが仕組んだものだ。

  

  人类率领魔族，与人类为敌。她是如何驯服魔族的？说到底，她为何要这么做？拥有恶魔之相的禁忌之子果然和魔族是一伙的。不，这不可能。在魔族之中，而且还是那种年幼的少女，怎么可能让吃人魔族服从于她。

  　人間が魔族を率いて、人間に仇為している。どうやって魔族を手懐けた？　そもそもなぜ？　悪魔の相を持つ忌み子はやはり魔族と。いやそんなものはあり得ない。魔族の中で、それもあんな幼女が、人を食う魔族を従えられるものか。

  

  瑟恩陷入混乱。他的双眼直盯着我，同时摇摆不定。

  　セグンは混乱している。その瞳は私をじっと捉えながら揺れていた。

  

  不过，瑟恩立刻回过神来。他从正面感受到杀气，于千钧一发之际挡下托雀的突刺。

  　しかし、すぐにセグンは我に返る。正面より殺気。ツォーネの刺突を間一髪受ける。

  

  托雀咧嘴露出锯齿状的牙齿笑道。她以鲜红的眼眸带着骇人的杀意瞪视瑟恩。

  　ツォーネはギザギザの歯をにぃっと見せて笑った。紅い瞳は恐るべき殺意を込めてセグンを睨んでいる。

  

  

  「现在可不是东张西望的时候！」

  「よそ見なんかしてる場合じゃねえんですのよ！」

  

  「咕唔！」

  「ぐうっ！」

  

  

  狼狈、惊愕、混乱。这些扰乱了集中力。瑟恩从那天起，一改先前的态度，被迫对托雀采取守势。

  　狼狽、驚愕、混乱。それは集中力を乱す。セグンはあの日から一転、ツォーネに対し防戦を強いられる。

  

  我眺望着这幅景象。再次龙化的库多拉用脚抓住我，把我运到喷水池中央那尊仿造女神的可恨雕像头上，我当场坐在他的头上，一边晃着脚一边陶醉地眺望眼下的混战。

  　そんな様を、私は眺める。再び竜化したクォートラの足に捕まり、噴水の中央の女神を象ったという忌々しい像の頭の上へと飛び上がり運ばせると、その場で頭の上に腰を下ろし、足をぶらぶらと遊ばせながら眼下の乱戦模様をうっとり眺める。

  

  把屁股放在女神像头上，用恍惚的表情眺望下方血腥争斗的幼女身影，想必很亵渎吧。

  　女神像の頭に尻を置き座り、眼下の血なまぐさい争いを恍惚とした表情で眺める幼女の姿は、それは冒涜的であろう。

  

  但是对我而言，神祇只是憎恶的象征。用屁股坐在仿造神像的雕像上眺望这场宴会，实在令人愉悦。

  　だが、私にとって神などもはや憎悪の象徴でしかない。それをかたどった像を尻で踏みながらこの宴を眺めるのはまったくもって愉悦だ。

  

  观赏互相残杀的景象很愉快，这可以说是扭曲的想法，但只要为了达成目的的计划顺利进行，不管是什么事都能获得满足感。

  　殺し合いの様を眺めるのが楽しいなどとは、歪んだとも言えるが、目的達成のためのプランが首尾よく進めばそれが何であれ満足感は得られるもの。

  

  

  「真开心啊。」

  「楽しいなあ」

  

  

  我不禁这么低喃。

  　私は思わず、そう呟いてしまっていた。

  

  那些不把我跟雷米放在眼里的人类，践踏只对自己有利的正义……这是因果报应。

  　私とレイメを歯牙にかけた人間どもの、自分たちにのみ都合のいい正義を蹂躙……これは因果応報だよ。

  

  转眼间，弗利克特拉的士兵和骑士数量逐渐减少。

  　見る間にあれだけ大勢いたフリクテラの兵士や騎士はその数を減らしていく。

  

  

  「呵呵、呵呵呵呵。」

  「ふふっ、ふふふふっ」

  

  「您心情很好呢，公主。」

  「上機嫌ですな、姫」

  

  「啊啊，感觉真好。你看，那些家伙说要救我哦？直到看到我的头发和眼睛为止……很好笑吧！那些家伙说的话终究只是这种程度的东西。」

  「ああ、いい気分だ。見ろ、あいつらは私を救うと言っていたんだぞ？　この髪と瞳を見るまではな……笑えるじゃないか！　所詮あいつらの言葉なんかそんなものなんだよ」

  

  

  我望着骑士和士兵接连被打倒的模样，回答在上空振翅待命的四头兽。

  　私の上を羽ばたき空中で待機しているクォートラに、私は騎士や兵士が次々倒される様を眺めたまま答える。

  

  这时，有几名士兵朝着坐在女神头上的我射箭。

  　と、兵士のうちいくらかが、女神の頭の上に坐する私にめがけて矢を放ってきた。

  

  射出的箭全被四头兽的翅膀弹开，射箭的士兵也在下一瞬间被半兽人折断脖子。

  　放たれた矢はクォートラの翼によってすべて弾きおとされ、矢を放った兵士もまた、次の瞬間にはオークに首をへし折られていた。

  

  四头兽提议前往安全的地方，但我拒绝了。

  　クォートラに安全な場所へ行くよう提言されるが、却下する。

  

  我说明「我想待在这里」，它便回答「我一定会保护你」。真是可靠。

  　私は、「ここにいたいんだ」と説明すると「必ず守る」と返答があった。頼もしい限りだ。

  

  我重新眺望战场。

  　私は改めて戦いを眺める。

  

  

  「口吐污言秽语的肮脏人类，全都是我报复的对象。看到他们在我和你们的手中如此凄惨地哀号，心情也变好了……」

  「薄汚い言葉を吐く薄汚い人間は、すべからく私の報復の対象なんだ。それが私と、お前たちの手によってこうも阿鼻叫喚な様を見れば上機嫌にもなる。……と」

  

  

  我不经意地望过去，从刚才开始就持续交战的赛昆和托涅的战斗也产生了变化。

  　ふと目を向ければ先ほどから打ち合い続けていたセグンとツォーネの戦いにも変化があった。

  

  若以技术与力量的平均值来看，瑟根与托泽两人的实力不相上下。托泽拥有魔族的强韧肉体，瑟根则是以技术发挥出类似的力量。

  　セグンとツォーネは、技術や力の平均を取ってみれば拮抗した実力を持っている。ツォーネは魔族の強靭な肉体、セグンは技術でそれに類する力を発揮している。

  

  然而，这场战斗从陷阱开始，又接连发生奇袭，状况对瑟根这一方极为不利。瑟根频频分心注意周围，被托泽压制住了。

  　だが、罠に始まり奇襲に続いた戦闘。セグンの側には圧倒的に不利な状況。しきりに周囲に気をやるセグンは、ツォーネに押されていた。

  

  如果他能专注于与托泽的战斗，应该还能打得更好，但他却为了重整战线而不断下达指示。

  　ツォーネとの戦いにだけ集中すればまだいい戦いが出来ようものを、戦線の立て直しのために指示を飛ばしながらではな。

  

  我看着看着才发现，瑟根只用单手握剑。原来如此，他无法使用一只手吗！既然如此，那场苦战就更令人信服了。

  　と、見ていて気付いたがセグンは片手だけで剣を握っている。なるほど、片腕が使えないのか！　であれば殊更にあの苦戦も納得だ。

  

  那个陷阱成功让瑟根也受到伤害。对托泽来说，只是在玩弄受伤的对手，轻松得很。

  　あの罠でセグンにさえダメージを負わせることには成功していたのだ。ツォーネにとっては手負いの相手をいたぶるだけの楽な仕事というわけだ。

  

  我个人是希望他能赶快打倒瑟根，但瑟根也相当顽强。

  　私としてはさっさと倒してほしいものだが、セグンも随分粘っている。

  

  尽管与托泽交战，却仍对副官等人下达指示，虽是敌人，但也不得不佩服他的本事。

  　ツォーネと戦いながらも副官らに指示を出すのは敵ながらさすがと言える。

  

  

  「不过，他撑不了太久。」

  「だが、長くは持つまい」

  

  

  我俯瞰战况，预料到战斗即将结束。

  　戦況を俯瞰し、私は戦いの終わりを予感した。

  

  

  

  然后——

  　そして。

  

  

  

  弗利克提拉骑士几乎全军覆没，幸存的只有数十人。而且他们只是勉强在跪倒在地、气喘吁吁的瑟根身后组成阵形。四面八方都被数量压倒性占上风的魔族包围，而且或许是因为确信自己会胜利，崔涅还转着长枪，露出笑容。

  　フリクテラ騎士のほとんどはもはや壊滅。生き残ったのはわずか数十人。それも、膝をつき息も絶え絶えのセグンの後ろに何とか陣を組んでいるだけの状態。四方は圧倒的な数の魔族に囲まれ、またツォーネも勝利を確信してか突撃槍をくるくる回して笑っている。

  

  崔涅大步走向咬牙切齿的瑟根面前。

  　歯噛みするセグンの前にツォーネがカツカツと歩み寄っていく。

  

  

  「这次还真是轻松呢。虽然令人不悦，但那个可爱的克莱儿将军的作战计划似乎有效。不过，就算没有这种作战计划，我也会赢就是了。」

  「今回はずいぶん呆気なかったですわね。癪には触りますが、あの可愛らしいココット将軍の作戦は効果があったという事なのでしょう。ま、こんな作戦などなくともわたくしは勝っていましたけど」

  

  「克莱儿……那孩子到底是什么人？」

  「ココット……あの子は、何なんだ」

  

  

  瑟根气喘吁吁地仰望继续隔岸观火的我，这么询问崔涅。

  　セグンは肩で息をしながら高みの見物を続ける私を見上げ、ツォーネに問う。

  

  身为人类却率领魔族，甚至位居将军之位，指挥军队。而且还是个年纪轻轻的幼女。在瑟根眼中，我看起来应该非常诡异吧。

  　人間でありながら魔族を従え、あまつさえ指揮をする将軍という位に就く人間。それも、まだ年端もいかぬ幼女。セグンの目にはひどく私が不気味に映っていたのだろう。

  

  从他仰望我的眼神中，明显看得出畏惧。啊啊，现在在那个人类眼中，我看起来是什么样子呢？

  　私を見上げるその目には、明らかな畏怖の念が見て取れた。ああ、今あの人間の目には、私は何に見えているのだろう？

  

  崔涅见状，哼了一声。

  　そんな様子に、ツォーネは鼻を鳴らした。

  

  

  「真令人不快。打倒你的人是我。好好看着我吧。你老是在意那个人类，让我很嫉妒呢。」

  「不快ですわ。あなたを倒したのはわたくし。わたくしを見なさいな。あんな人間の事ばかり気にされては、妬いてしまいますわ」

  

  「……你们魔族诓骗了那孩子吗？」

  「……お前たち魔族が、あの子を誑かしたのか」

  

  「哈！哈哈哈哈！你这话真有趣。克莱儿将军好像是自愿战斗的哦。哎呀，难道你不知道吗？攻陷这座欧塔那是那孩子做的哦。」

  「は！　はははは！　面白い事を言いますわね。ココット将軍は望んで戦っているそうですわよ。あら、もしかして知らないんですの？　ここ、アウタナを落としたのは、あの子ですわよ」

  

  「唔！原来是这样……」

  「っ！　そう、だったのか……」

  

  

  或许是理解了什么，瑟昆垂下眼眸。看到他的反应，托涅愤恨地咂嘴。

  　何か納得するものがあったのだろう。セグンは目を伏せた。その様子にツォーネが忌々しげに舌打ちをする。

  

  然后，她将枪尖抵在瑟昆的喉咙上，大喊：

  　そして槍の切っ先をセグンの喉元に突きつけ、叫ぶ。

  

  

  「就当作是送你上路的礼物吧。打倒你的人不是克莱儿，而是我托涅。」

  「冥途の土産にしなさいな。あなたを打倒したのはココットではなく、このわたくしツォーネだという事を」

  

  「我拒绝。我还不能死……我已经是无能的团长，但我还有必须守护的事物……！」

  「断る。まだ死ねんのだ……私は既に無能な団長。だが、まだ守るべきものがある……！」

  

  

  瞬间，瑟昆一口气弹开托涅的突击枪，往后跳开。

  　瞬間、セグンは一息にツォーネの突撃槍を弾き、飛び下がる。

  

  然后，他和副官们会合，再次整顿阵形。没想到他们还留有那么多战意。幸存的几乎都是蓝披风的骑士。他们应该团结一心吧。

  　そして副官たちと合流し、再び陣形を整えた。まだ、戦意があれほど残っているとは。生き残っているのはほとんどが青マントの騎士のみ。固い結束があるのだろう。

  

  然而，那并非我所期望的。我要让他们绝望，然后死去。这就是我的复仇。明明如此，托泽在做什么？没用的家伙……

  　だが、それは私の望むものではない。絶望し、死んでもらう。それが私の復讐なのだ。だというのに、何をしているんだツォーネは。使えない奴め……。

  

  瑟根等人互看彼此的脸后，相视而笑。简直就像电影的主角们一样。他们对一同背靠背的战友所面对的战斗，没有一丝恐惧。

  　セグンらは、互いが互いの顔を見た後に笑いあう。まるで、映画の主人公たちのように。共に背中を預けあう戦友と臨む戦いに、恐れはない様子。

  

  

  「真令人不爽。」

  「気に食わない」

  

  

  我唾弃道。

  　私は吐き捨てる。

  

  

  「……为什么？不对吧。这里应该是恐惧之地。军队溃败，四面八方被敌人包围，那为何不绝望？我所尝到的绝望，为何你们也感受不到……！？」

  「……なんでだ。違うだろう。ここは、恐れる所だ。軍勢は壊滅し、四方を敵に囲まれ、それでなぜ絶望しない？　私が味わった絶望を、なぜおまえたちも感じない……！？」

  

  

  瑟根等人的战意并未丧失。所有蓝披风骑士都是。

  　セグンらの戦意は失われていない。青マントの騎士たち、全員がだ。

  

  看到他们那副模样，我咬着指甲，愤恨地望着骑士们。

  　そんな様子に私は爪を噛みながら憎々しげに騎士たちを眺める。

  

  

  「我想看的不是你们那种表情……」

  「私が見たいのは、お前たちのそんな顔じゃない……」

  

  

  与我的意图相反，瑟根等人发出战吼，事到如今仍气势如虹，勇猛果敢地毅然突击。

  　私の思惑とは裏腹に、セグンらは鬨の声を上げ、この期に及んで裂帛の気合を持ち、勇猛果敢に突貫を敢行。

  

  托泽立刻对周围的魔剑士发号施令，彻底迎击。刀剑交锋声与咆哮声开始响彻四周。

  　ツォーネはすぐさま周囲の魔剣士にも号令をかけこれを徹底的に迎撃。幾許か剣戟の音と咆哮が響き渡り始める。

  

  我目不转睛地眺望那幅光景。

  　私は、そのさまをじっと、眺めた。

  

  果敢地持续抵抗的瑟根率领的蓝骑士们，冲进魔族大军之中，被那波浪潮吞没。

  　果敢に抵抗を続けたセグン率いる青い騎士たちは、魔族の群れに突貫し、その波に飲まれていった。

  

  

  

  

 
  ＃３０　全てはその掌の上で

  ＃30　一切都在他的掌握之中

  　

  

  

  

  我带着不悦的表情，缓缓走在广场上。

  　私は、むすくれたような表情で広場をのっそりと歩いていた。

  

  我一边用手指玩弄着白色卷发的浏海，一边缓缓转动眼球，眺望周围的惨状。

  　白い癖っ毛の前髪を指で弄りながら、眼球だけをゆっくり動かし周囲の惨状を眺める。

  

  包含我在内的魔族们正在广场上收拾善后。

  　私含む魔族たちは、広場にて後始末を行っていた。

  

  从同胞的尸骸上回收装备，以及处理数量多出数倍的人类士兵与骑士们的尸体。

  　同胞の亡骸からの装備の回収。そして、その数の何倍もの人間の兵士や騎士達の死体の始末である。

  

  下令夺取可用装备的人是我。弗利克泰拉的士兵拥有不错的装备，让哥布林或半兽人装备起来，应该能发挥一定的效果。因此，我麾下的哥布林与半兽人正在士兵们的尸骸中喀嚓喀嚓地物色装备。

  　使えそうな装備は奪っておくよう命じたのは私だ。フリクテラの兵士はよい装備を持っていたから、ゴブリンやオークにも装備させればそれなりの効果を発揮するはず。そういうわけで私の配下のオークやゴブリンが兵士たちの亡骸をガシャガシャと物色している。

  

  我一边眺望着这幅景象，一边在尸体中前进。

  　そんな様を眺めながら私は死体の中を進み歩く。

  

  然后，我在一具尸骸前停下脚步。

  　そして、一つの亡骸の前で立ち止まる。

  

  是蓝披风骑士，他的团长，已经断气的赛昆。

  　青マントの騎士、その団長。事切れているセグンであった。

  

  直到最后都露出不放弃眼神的男人，拥有可怕实力的男人。

  　最後まであきらめない目をしていた男。恐ろしい強さを持っていた男。

  

  ……发下豪语要拯救我的骑士。

  　……私を、救うと豪語していた騎士。

  

  我之所以露出不悦表情的理由，大致上是因为赛昆。

  　私の機嫌の悪そうな表情の理由の概ねは、このセグンだ。

  

  看着我的那双眼，说不定只有这个男人是认真的。即使我自称魔将军，他看着我的眼神依然混杂着困惑。他逐渐理解到我并非在寻求救赎，以及我根本不是人类吧。他看着我的眼神变成了看着恶魔的眼神。

  　私を見ていたあの目も、ひょっとしたらこの男だけは本気だったのかもしれない。私が魔将軍だと名乗って尚、私に向ける目には困惑が入り混じっていた。次第に私が救いを求めていない事。そして私が人間などではないことを理解しただろう。私を見る目は悪魔を見る目に変わって行った。

  

  没有意义。死了又能拯救谁？

  　無意味なことだ。死んでしまって誰を救える。

  

  而且，对恶魔也抱持慈爱之心，真正愿意拯救我的人类。

  　それに。悪魔に対しても慈愛の心を持ち、真に救ってくれるような人間なんか。

  

  除了雷米以外，我不知道有谁。

  　私は、レイメ以外に知らない。

  

  

  「好想见雷米……」

  「レイメに会いたいな……」

  

  

  我看着赛昆的遗体，思念着雷米。

  　私はセグンの亡骸を見ながらレイメを想った。

  

  就在我呆呆看着赛昆的遗体时，我注意到了。胸口的大洞。托杰造成的致命伤。我的视线从那里移向手臂，他依然握着剑的那只手。另一只手。我记得他很痛的手，拳头紧握着。

  　と、セグンの亡骸をぼうっと見ていて気付いた。胸に空いた大穴。ツォーネによる致命傷。そこから腕へ視線を走らせ、未だ剣を握ったままの片腕。その逆の腕。痛めていたと記憶している腕の拳が固く握りしめられていた。

  

  我从他的指缝间窥见了什么，基于好奇蹲下，将身体靠向赛昆的遗体，把手放在他握紧的拳头上。

  　その指の間から何かが覗いていたので私は興味本位でしゃがみ込み、セグンの亡骸に体を寄せるとその握られた拳に手を掛けた。

  

  由于死后僵硬也还没开始，我用纤细的手指也能轻易打开他的拳头。

  　死後硬直も始まっていなかったので、私の細い指でも簡単に拳を開く事ができた。

  

  他握在手里的，是照片。原来这个世界现在的时代有照片啊？我边想边拿起照片，看了看。

  　手に握られていたのは、写真。この世界の今の時代に写真などあったのだな、などと思いながら手に取り、見てみる。

  

  照片里的人是赛昆与一名少女。照片背面写着赛昆与另一个名字，而他们的姓氏相同，所以那名少女恐怕是他的女儿。

  　そこに映るのはセグンと、少女。写真の裏に書かれていた、セグンともう一つあった名前のファミリーネームが同一な事から、おそらくは娘。

  

  这就是赛昆没有放弃的理由吗？这家伙也有必须守护的事物。不过，临死之际紧握着与女儿的合照，还真是多愁善感啊。虽然看得出他无论如何都要逃出生天的强烈意志，但领悟到不可能时，他应该想起了女儿吧。

  　これが、セグンが諦めなかった理由か。こいつにも守るべきものがあったのだ。しかし、死に際に娘との写真を握り締めるとは随分センチメンタルな事だな。何としても逃げきるという強い意志が見られたものだが、無理だと悟った時に娘を想ったのだろう。

  

  

  （我夺走了这个女孩的父亲。）

  （私は、この娘から親を奪ったんだな）

  

  

  这确实很残忍。不过，既然是活在战场上的骑士与士兵，他们随时都做好了赴死的觉悟，留下家人死去，在这个世界也不是什么稀奇的事吧。

  　確かな非道。しかし戦場に生きる騎士や兵士の事だ。死ぬ覚悟はいかなる時もできているだろうし、家族を残して逝くことなどこの世界では珍しい事ではないだろう。

  

  所以浮现在我心中的并非忏悔或悔恨，而是确切的愉悦，以及足以令胸口揪紧的……我也想见见蕾梅的心情。

  　だから私が心に浮かべたのは懺悔や悔恨などではなく、確かな愉悦、そして胸を締め付けるほどの……私もレイメに会いたいという気持ちだった。

  

  未曾谋面的少女，赛昆的女儿——琪雅尔。请你尝尝像我一样，重要的人被夺走的痛苦吧。

  　私のように大切な存在を奪われる苦しみを味わってくれ、会ったこともない少女。セグンの娘、キエル。

  

  重要的人被夺走，想见对方想得不得了，却见不到面。被悲伤与对夺走者的憎恨折磨。

  　大切なヒトを奪われ、会いたくてたまらない。それでも会えない。悲しさと奪った者への憎しみに苛まれる。

  

  我痛切地明白这种人的心情，所以才觉得心情舒畅。我所承受的悲伤，一定也能给予对方。

  　そんな者の心は痛いほどわかる。だからこそ、私は気分がいい。私が受けた悲しみを、きっと与える事が出来るのだ。

  

  啊啊，这场战斗……是我复仇的明确成果。因为没看到瑟根绝望的表情，原本郁闷的心情一口气变得开朗。我当场用双手拿着照片，一边转圈一边笑。我哼着歌，转啊转地再次在亲手制造的尸体原野上跳舞。

  　ああ、この戦いは……私の復讐の確かな成果なのだ。セグンの絶望した顔が見られなかったことで鬱屈としていた機嫌が一気に晴れやかになる。私はその場で写真を両手で持ち眺めながら、くるくると回り、笑う。鼻歌を歌いながら、回って、回って再び手ずから生み出した死体の野原で踊る。

  

  夺走我圣光剑的可恨人类将遭逢灾祸，将我称为恶魔的人类将遭遇悲剧。

  　レイメを奪った憎き人間に災いあれ。私を悪魔と呼んだ人間に悲劇あれ。

  

  

  「你跳得还真可爱呢。被尸体包围还能这么开心地跳舞，简直就像被毒草包围的妖精一样可怕。」

  「随分可愛らしく踊るのですわね。死体に囲まれてそんなに楽しそうに踊るとは、毒草に囲まれる妖精めいておぞましいですわよ」

  

  「嗯……呵呵。是吗？我现在开心得不得了呢。」

  「ん……ふふ。そうかな。うれしくて仕方がないんだ今は」

  

  

  我继续转圈哼歌，让托雀傻眼到不行。托雀也差不多对麾下的魔剑士们下达完适当的命令了吧。

  　尚もくるくる回って鼻歌を歌う私にツォーネがあきれ果てる。ツォーネも配下の魔剣士達への適当な采配を終えた頃合いだろう。

  

  仔细一看，我的部下正斜眼看着翻找尸体的我，组成队列。

  　見れば死体漁りをする我が配下を後目に隊列などを組んでいるではないか。

  

  

  「总之，这下子可以说弗利克提拉几乎没有防卫战力了。我就稍微称赞你一下吧，稍微。」

  「ま、何にせよこれでフリクテラの防衛戦力はほとんど無いと言ってもいいわけですわね。少しだけ誉めてあげますわよ、少しだけ」

  

  「那真是我的荣幸。」

  「それは光栄」

  

  「克莱儿，我要率领军队再次攻陷弗利克提拉。已经没有你的出场机会了。」

  「ココット、わたくしは軍をまとめて再びフリクテラを落としに行きますわ。あなたの出番はもうないですわよ」

  

  

  托锥哼了一声，挺起胸膛，用一副「辛苦你准备了」的表情对我说。我没有转头看她，想象照片上的少女的心情，沉浸在愉悦之中，对托锥说：

  　フン、と胸を張り、さしずめお膳立てご苦労とでも言いたげな顔で私に言うツォーネ。私は顔も向けずに、写真に写る少女の心持ちを想像し愉悦に浸りながらツォーネに言う。

  

  

  「没有那个必要。弗利克泰拉恐怕已经沦陷了。」

  「その必要はないよ。フリクテラはおそらくもう落ちている」

  

  

  听到这句话，托锥原本充满干劲的表情顿时僵住。

  　そのセリフに、やる気満々と言った顔だったツォーネの表情が強張った。

  

  她快步走向正在跳舞的我。

  　踊る私にずんずんと歩み寄ってくる。

  

  

  「这是怎么回事？」

  「どういう事ですの」

  

  

  托锥走到我面前，我停下舞步，对她说：

  　私の目の前までやって来たツォーネに、私はぴたり、とステップを止めて言う。

  

  

  「就是字面上的意思。」

  「言ったままだ」

  

  

  听到我这句话，托锥一开始露出「啥？」的疑惑表情，但马上又转为恍然大悟的神情。

  　私の言葉に、ツォーネは始め「はぁ？」と怪訝な顔をしていたが、すぐにはっとしたような顔になる。

  

  

  「难道……」

  「まさか……」

  

  

  下一秒，她像当时一样揪起我的衣领。

  　そして次の瞬間には私の胸ぐらをあの時のようにつかみ上げて来た。

  

  我周围的魔物部下们同时看向这里。在远处观望的格伍特也立刻化为龙形，发出咆哮。

  　周囲に居た私の配下の魔物たちが一斉にこちらを見る。遠巻きに眺めていたクォートラも即座に竜化し吠えた。

  

  然而，托锥毫不在意，只是瞪着我。

  　しかしツォーネはそんな事を気にも留めずに私を睨んでいる。

  

  

  「克莱儿你这家伙……回答我。你派去的主力部队现在在哪里……！你把军队派去哪里了！」

  「ココットてめぇ……答えろ。てめぇの動かした主軍は今どこにいやがる……！　てめぇ、どこに軍を動かしてやがった！」

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  「住手！拜托你住手……！」

  「よせ！　やめてくれ……！」

  

  

  杰米亚诺跌坐在地，不断往后退，佐夫则缓缓靠近他。

  　尻餅をつき、ずりずりと後ずさるゼンビアーノに、ゾフはゆっくりと近づいていく。

  

  杰米亚诺的宅邸和他房间一样惨不忍睹。魔族大军突然出现在弗利克提拉。

  　ゼンビアーノの屋敷は、彼の部屋同様酷い有様だった。唐突に魔族の軍勢がフリクテラに現れたのだ。

  

  奇怪，那些家伙不是撤退了吗？而且从这支魔族大军和先前的战况大不相同来看，完全是另一支军队。

  　おかしい。奴らは撤退したのではないのか。そして、先の戦とは毛色の違う魔族たちの軍勢を鑑みるに、まったくの別軍。

  

  而且时机好得简直像是早就料到弗利克提拉的主战力会离开城镇。杰米亚诺原本深信赛昆等人出征、攻陷欧塔纳，这些全都会是自己的功劳，然而赛昆等人出征后才短短三天，正好是赛昆等人抵达欧塔纳的时候，这群魔族就突然攻进弗利克提拉。

  　それも、まるでフリクテラの主戦力が街を離れることを予見していたかのようなタイミングの良さ。セグンらが出立し、アウタナを落とし、それが全て自分の功績となることを疑わずにいたゼンビアーノだったが、セグンらの出立からわずか3日、ちょうどセグンらがアウタナに到着したくらいの頃合いで、この魔族たちはフリクテラに唐突に攻め込んできたのだ。

  

  赛昆等人不在的现状，加上民兵出身的士兵也只留下三成。

  　セグンらのいない現状、そして民兵上がりの兵士もフリクテラに残ったのはわずか3割。

  

  魔族的侵略无法阻止，还让对方渗透到城镇里。转眼间连这座领主宅邸都即将被占领。

  　魔族の侵攻を阻むことままならず、街中に浸透を許し。あっという間にこの領主屋敷も占領されようとしていた。

  

  杰米亚诺在自己的房间，把直到刚才都还在尽情满足肉欲、衣衫不整的侍女们当成挡箭牌，逃到墙边。

  　ゼンビアーノは己の部屋で、先ほどまで肉欲の限りを尽くしていたあられもない姿の侍女たちを盾にするように壁際に逃げていた。

  

  侍女们也发出惨叫试图逃跑，但入口完全被魔族堵住，她们只能选择瘫坐在地，或是哭喊着逃到窗边。

  　侍女達も悲鳴を上げて逃げようとしているが、入り口は完全に魔族に塞がれており、腰が抜けて座り込んでしまっているか、泣き叫びながら窓際まで逃げているかの二択。

  

  只有一个侍女，对其他害怕的侍女说不要紧，安慰她们。那个侍女看起来比其他侍女年轻，却是最沉着冷静的。

  　ただ一人だけ、怯えるほかの侍女に大丈夫と慰めの言葉をかける侍女がいたが。その侍女は見たところ他の侍女より若いようだが、一番肝が据わっていた。

  

  那个侍女——琪雅儿虽然担心父亲赛昆的安危，却也因为魔族来到这里，而受到父亲败北的冲击。不过，由于事实还不明朗，她决定要坚强起来，以免让还在战斗的父亲蒙羞。

  　そんな侍女、キエルは父たるセグンの身を案じながらも、魔族がここに来てしまった事実に父が敗北したのかと衝撃を受けた。しかし、まだ事実としては曖昧であるから、まだ戦っているかもしれない父に恥じぬよう、気を強く持つことと決めていたのだ。

  

  与琪雅儿相反，杰米亚诺十分狼狈。他与魔族们保持最远的距离，一副侍女们怎样都无所谓的模样。

  　キエルと裏腹にゼンビアーノは無様であった。魔族たちから一番距離を取り、侍女たちなどどうでもいいという風だ。

  

  佐夫持续走向杰米亚诺，对琪雅儿感到佩服，同时来到杰米亚诺眼前。

  　そんなゼンビアーノに歩み寄り続けるゾフは、キエルに感心しながらゼンビアーノの目の前までやってこようとしていた。

  

  杰米亚诺发出惨叫，恳求他住手。

  　悲鳴を上げながら止まるよう懇願するゼンビアーノ。

  

  

  「等等！我给你，我给你人！女人！很年轻哦……！你们喜欢年轻女人对吧！？我把我手上的年轻奴隶给你，放我走！这条件不错吧？嗯？」

  「待て！　やる、人をやる！　女だ！　若いぞ……！　お前たちは若い女を好むのだろう！？　私が持つ若い奴隷をくれてやるから私は逃がせ！　悪い話ではないだろ？　ん？」

  

  

  杰米亚诺拼命露出冷笑，仰望佐夫。

  　ゼンビアーノは必死に薄ら笑いを浮かべ、ゾフを見上げる。

  

  听到他这么说，佐夫一度停下脚步，摆出思考的模样。杰米亚诺从他的模样中，看到了一丝希望。

  　その話を聞いて、ゾフは一度立ち止まり、考えるようなそぶり。その様子にゼンビアーノは一抹の希望を見出す。

  

  

  「哈哈，马上！这个房间里的所有人也全都给你！宅邸里也养了几个人……要多少人就给你多少！」

  「はは、すぐだぞ！　この部屋にいる連中も全員くれてやろう！　屋敷にもいくらか飼っているからな……望む人数をやる！」

  

  「哦，是这么回事啊。」

  「ああ、そういう事か」

  

  

  佐夫喃喃说道，然后咧嘴露出牙齿笑了。

  　ゾフが呟く。そしてにやぁと歯を見せて笑った。

  

  他的牙齿染上了红色的鲜血。

  　その歯は、赤い血で染まっていた。

  

  

  「你说要给我的女人……在来到这里的途中全都吃掉了。」

  「そのくれる女っての……ここに来る途中で全員食っちまった」

  

  

  佐夫用沾满鲜血的嘴笑道，这让杰米亚诺浑身颤抖。他想象了养在宅邸里的侍女和佣人的下场，甚至失禁了。

  　血まみれの口で笑うゾフに、ゼンビアーノは震えあがる。屋敷で飼っていた侍女や使用人の末路を想像して失禁すらしてしまっていた。

  

  有没有什么方法可以得救？只要自己得救就好。必须摸索出得救的方法。

  　なんとか、何とか助かる方法は。自分だけでいい。助かる方法を模索しなくては。

  

  

  「开玩笑的啦。我们没杀多少不抵抗的人类。这是小姐的吩咐，不准虐杀。」

  「冗談だぜ。俺達ぁ無抵抗の人間はあまり殺してねえ。お嬢の言いつけでな、虐殺はご法度なんだよ」

  

  「什……这、这是真的吗？」

  「な、そ、それは本当か」

  

  「真的啊。因为我不想惹小姐生气。」

  「本当だぜ。お嬢を怒らせたくはねえからなあ」

  

  

  佐夫咯咯笑着。虽然连他的模样都令人害怕，但杰米亚诺确实松了口气。

  　ゾフはくっくっと笑う。その姿すら恐ろしいものだが、ゼンビアーノは確かに安堵した。

  

  杰米亚诺露出僵硬的笑容，甚至对那个「小姐」心怀感谢。

  　ゼンビアーノは引きつった笑みを浮かべながら、その「お嬢」とやらに感謝すらした。

  

  

  （哈哈，真是个天真的魔族。既然这只高等食人魔说不想惹她生气，那她肯定是强大但温厚的魔族。）

  （はは、随分甘っちょろい魔族も居たものだ。このハイオーガが怒らせたくないと言ったのであれば、強大だが温厚な魔族に違いない）

  

  

  运气好的话，就算沦为阶下囚，待在魔族的底下或许还能保障安全。如果不仅权利受到保障，还被当成阶下囚正确对待的话，那还有路可走。不，必须被正确对待才行。没错，老夫才不会成为魔族的奴隶。如果这个高等食人魔的上司是个好说话的魔族，那向他提出交易也不坏。

  　あわよくば捕囚になっても、そんな魔族の下でなら安全が保障されるかもしれない。権利を保障されたうえで正しく捕囚として扱われるならば、まだ道はある。いや、扱われなくてはならない。そうだ、わしは魔族の奴隷などにはならん。このハイオーガの上司たる魔族に甘さがあるのなら、取引を持ち掛けるのも悪くはない。

  

  只要能和地位崇高的魔族搭上线，今后的展望也会更加辽阔。

  　高い地位にいる魔族にもパイプを作れれば、より今後の展望も膨らむという物。

  

  当杰米亚诺思考着这些事时，看着他笑的佐夫眯起眼睛，同样笑了起来。

  　ゼンビアーノがそんな事を考えていた時。笑う彼を見ながらゾフが目を細め、同じように笑ったのだ。

  

  他将手里的大斧扛在肩上。

  　その手に握る大斧を肩に乗せながら。

  

  

  「这么说来，我忘了告诉你……大小姐是这么说的。」

  「そういや、言い忘れてたんだが……お嬢はこうも言っててな」

  

  「哈哈、哈……？」

  「はは、は……？」

  

  「她说，杀了领主。」

  「領主は殺せとよ」

  

  

  听到这句话，杰米亚诺脸上浮现的浅笑瞬间消失，脸色逐渐发青。

  　その言葉を聞いたゼンビアーノは薄ら笑いを浮かべていた顔から表情を瞬時に消し去り、真っ青に顔色を染めていく。

  

  佐夫踩着沉重的脚步缓缓走来。杰米亚诺不禁伸出双手制止，但当然不可能阻止得了。

  　ゾフがのしのしと歩いてくる。思わずへたりこんだゼンビアーノは両手を突き出し制止するが止まるわけもない。

  

  

  「大小姐真是个可怕的人。明明是人类，却比我们更像魔族。」

  「お嬢は恐ろしい方でなあ。人間だっていうのに俺達よりもよっぽど魔族らしい」

  

  「什……人类……？」

  「なっ……人間……？」

  

  「啊，你听到人类就会生气吧。不过，就是这么回事。真遗憾啊……去死吧。」

  「あァ、人間って言うと怒るけどな。まあそういう訳だ。残念だったな……死ねや」

  

  「等……！」

  「待っ……ッ」

  

  

  然后，我还来不及拼命求饶，索夫的大斧便挥了下来。

  　そして、必死に命乞いをする間もなく、ゾフの大斧が振るわれた。

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  「呵呵……啊哈、啊哈哈！啊哈！」

  「ふふ……あは、あっはは！　あは！」

  

  

  我以完全瞧不起人的表情，俯视着面目狰狞地瞪着我的托泽，同时笑了出来。

  　私は、恐ろしい形相で私を睨むツォーネを、完全に見下した顔で見下ろしながら笑っていた。

  

  托泽见状，不悦地唾骂道：

  　ツォーネがそれを見て苦々しげに吐き捨てる。

  

  

  「你竟然……骗了我！你竟然骗了我！」

  「騙しやがった……わたくしを！　出し抜きやがった！」

  

  「别说得那么难听，允许我介入作战的人是你吧？」

  「人聞きが悪い。作戦介入を許したのはきみだろう？」

  

  

  我这么一说，托泽便加强了抓住我胸口的手臂力道。

  　私がそう言うとツォーネは私の胸ぐらを掴む腕に力を込めた。

  

  他大大地张开露出锯齿状牙齿的嘴巴，仿佛随时会咬过来般怒吼道：

  　ギザギザの歯の覗く口を大きく開き、今にも噛みついてこんばかりに怒鳴り散らす。

  

  

  「你的动作太快了！你从一开始就锁定我了吧……所以才让弗利克泰拉出兵！」

  「動きが早すぎる！　最初から狙っていたんですわね……それでフリクテラに軍を動かしていた！」

  

  「呜……」

  「うっ……」

  

  

  托泽大喊，手臂更加用力，就在我痛苦地发出微弱惨叫的瞬间。

  　叫ぶツォーネの腕にひときわ力が入り、私が苦し気に小さな悲鳴を漏らした瞬間。

  

  托泽的身体被撞飞了。化为龙的库欧托拉在空中冲刺，用尾巴给了托泽一击。托泽抓住我的手也顺势松开，我往下坠落，一屁股跌坐在士兵的尸体上。

  　ツォーネの体が吹っ飛んだ。竜化したクォートラが空中で突進し、その尻尾でツォーネに一撃を加えたのだ。拍子に私を掴む腕も離され、私は落下し兵士の死体の上に尻餅をついた。

  

  库欧托拉为了保护我，踩着士兵的尸体着地，用尾巴和翅膀覆盖住我，对托泽吼道：

  　クォートラが私を守る様に兵士の亡骸を踏みしだきながら着地すると、尻尾と翼で私を覆うように立ち、ツォーネに吠える。

  

  

  「咳、咳……呵呵、呼呼呼。」

  「けほ、けほっ……ふふ、くふふふ」

  

  

  我也缓缓站起身，看向笑嘻嘻地倒地的托尔涅。他被四度托拉弹飞时似乎弄掉了突击枪，枪就插在附近的地面上。

  　私もゆっくり立ち上がると、笑ったままの顔で転げているツォーネを見た。クォートラに弾き飛ばされたときに突撃槍は取り落としたらしい。近くの地面に突き刺さっていた。

  

  托尔涅满脸通红地站起身，瞪着我。

  　ツォーネは顔を真っ赤にしながら立ち上がり、私を睨む。

  

  

  「你们这些家伙……」

  「てめえら……」

  

  「呵呵呵，希望你别误会了。在获得介入许可之前，我本来什么都不会做。这样没有任何问题吧？而且我记得我军奉命殿后，你就当作是殿后的延伸吧。」

  「ふふふっ、勘違いしないで欲しいな。介入許可が出るまでは何もしないつもりだったんだ。何も問題ないだろう？　それに、我が軍は殿を仰せつかっていたと記憶しているが、その延長と捉えて頂ければ」

  

  

  我始终面带笑容，用劝戒的语气对托尔涅说道。托尔涅被我激怒，一副随时要扑过来的样子。

  　私はあくまで笑顔のまま、窘めるような声色でツォーネに言う。それに神経を逆なでされたツォーネは今にも飛び掛かってきそうな勢いだ。

  

  

  「要对付弗利克提拉的主军，需要相当的战力吧？我只是说殿后的延伸，把军队留在附近，顺便监视弗利克提拉。不过，敌人因为意外渗透到欧塔娜，关于这点我向你道歉。」

  「フリクテラの主軍相手に殿となれば相応の戦力が必要だろう？　その延長で、フリクテラの見張りも兼ねて近くに軍を置いておいたと言うだけだ。まあ、手違いでアウタナにまで敵は浸透してしまったが、それについては謝罪しよう」

  

  「少装蒜了……」

  「白々しい事を……ッ」

  

  

  托尔涅摆出手刀的架式，红色指甲如刀刃般发光。同时，四度托拉也低下头低吼。

  　ツォーネは腕を手刀めいて構える。紅い爪が刃のように光った。同時にクォートラも首を下げ唸る。

  

  就在这时，我听见复数的振翅声。

  　と、その折に複数の羽音が聞こえる。

  

  广场上空，许多龙人盘旋飞翔。

  　広場の上空、数多くのドラゴニュートが旋回しながら飛翔していた。

  

  

  「回来了吗？」

  「帰ったか」

  

  

  我抬头看着那幅景象，开心地低语。

  　私はその様を見上げながら嬉しくなって呟く。

  

  克瓦多也抬起头，透过部下龙人归还，向我传达事情经过。

  　クォートラも首を持ち上げ、配下たるドラゴニュートの帰還を以て、事の次第を私に伝える。

  

  

  「弗利克德拉似乎被佐夫攻陷了。领主已死，许多居民被俘虏。只有战斗人员遭到排除，居民都还活着。」

  「フリクテラはゾフらにより陥落したようです。領主は死に、多くを捕囚としたと。戦闘員のみ排除し、住民はそのまま生かしてあると」

  

  「干得好。」

  「素晴らしい」

  

  

  做得漂亮。佐夫那家伙似乎有确实遵守我的吩咐。虽然我本来想命令他彻底蹂躏对方，但我不想再被艾陆可——萝大人摆脸色看了。这次我们确实占领了弗利克德拉。因为我们似乎不是蛮族。这可以说是为获得好评的忍耐。

  　上出来だ。ゾフめ、しっかり言いつけを守ったらしい。欲を言えば徹底的に蹂躙しろと命令したかったが、またエルク―ロ様に苦い顔をされるのは嫌だ。今回はしっかり、フリクテラを占領したというわけだ。私たちは、蛮族ではないらしいからな。これも評価の為の我慢と言える。

  

  同样听到弗利克德拉沦陷报告的托泽脸色逐渐发青。她说自己已经没有退路，却没能洗刷污名。虽然指挥权限本身在她手上，所以她还有机会挽回。

  　フリクテラ陥落の報告を同じく聞いたツォーネの顔が青くなっていく。後がないと言っていたツォーネの汚名返上は、為らなかった。指揮権限自体は彼女にあるから、彼女次第では取り繕えようが。

  

  我听完报告后感到满足……笑着对托泽说道：

  　私は、報告を聞いて満足し……ツォーネに向かって笑って言った。

  

  

  「托泽，没有你出场的份。」

  「ツォーネ、きみの出番はない」

  

  

  听到这句话，托泽大吼。她跪在地上，用双手不断捶打地面。

  　その言葉を聞いて、ツォーネは吠えた。膝をつき、両手で何度も地面を殴る。

  

  

  「啊啊啊啊啊啊啊！可恶！可恶！」

  「あァあああぁああッ、くそッ、くそぉッ！！」

  

  

  她脸色苍白地用双手捂住脸，发出呻吟。

  　そのまま顔面蒼白で両手で顔を覆い、うめき声をあげる。

  

  我原本还摆出架势，准备应付她前来杀我，但她似乎无暇顾及这些。她频频低喃着「不妙，糟糕」，害怕得直发抖。

  　私を殺しに来るかとも身構えていたが、彼女にはそれどころではないらしい。しきりに「まずい、やばい」と呟きながら怯えたように震えている。

  

  ……真滑稽。

  　……滑稽だな。

  

  以托泽涅来说，她放弃得还真快。我原本以为她至少会策划要杀了我，再湮灭一切证据。不过，要是她真的那么做，到头来应该会被定罪为杀害同胞。看来她的脑袋还算灵光，至少能理解这点。

  　ツォーネにしては諦めが早い。私を殺して全てを隠ぺいしようと画策するくらいはしてきそうと思っていたが。もっとも、そんなことをしようものなら結局同胞殺しで断罪されそうではあるが。それが理解できる程度には、頭が回るらしい。

  

  在让我介入作战时，就等于是把外侧的障碍都排除了。无论她想怎么加害我，都会对托泽涅不利。

  　私を作戦に介入させた時点で外堀は埋めたも同然。私にどう危害を加えようと、それは全てツォーネの不利になる。

  

  你已经走投无路了，托泽涅。

  　もう、詰んでいるんだよ、ツォーネ。

  

  好了，回去吧。回魔王城去。

  　さあ、帰還しようじゃないか。魔王城へ。

  

  

  

  

  

  

 
  ＃３１　成果は誰の手に

  ＃31　成果落入谁手

  　

  

  ————魔王城，魔王的房间。

  　――――魔王城、魔王の間。

  

  

  我人在这里。

  　私は、そこにいた。

  

  弗利克德拉的压制大致结束，留下一些魔族后，我和佐夫、克沃德会合，于刚才回到魔王城。

  　フリクテラの制圧を一通り終え、いくらかの魔族を残して合流したゾフやクォートラと共に魔王城へ先刻帰還。

  

  我立刻被叫来，要向魔王陛下和艾库罗陛下报告作战结果。

  　すぐさま私は魔王様とエルクーロ様に作戦の結果を報告する為に呼び出されていた。

  

  魔王陛下一如往常坐在奢华的桌子前，拿着笔在纸上写字。他没有看我，一直盯着纸张。

  　魔王様は相変わらず豪奢な机に向かい、何かしらの紙にペンを走らせている。私を見もせず、ずっと紙に目を落としていた。

  

  艾库罗陛下站在他身旁，手扠着腰，目不转睛地看着我。他的视线依旧充满不悦。

  　その傍らに控えるはエルクーロ様。腰に手を当て、じっとこちらを見ている。その視線は相変わらず苦々し気だ。

  

  我又做了什么惹艾库罗陛下生气的事吗？我有叫佐夫彻底执行上次反省过的占领，应该没问题才对。

  　また何かエルクーロ様に怒られるような事をしたのだろうか。前回の反省を踏まえた占領をゾフには徹底させたから大丈夫のはずだが。

  

  

  还有一个人。在我身旁低着头的吸血鬼——托涅。

  　そして、もう一人。私の隣で俯いているヴァンパイア、ツォーネ。

  

  他的肩膀微微颤抖，应该是害怕的表现。自从在外塔那的战斗后，托涅就像借来的猫一样乖巧。

  　肩が小刻みに震えているのは怯えの表れだろう。アウタナでの戦い以降、ツォーネは借りてきた猫のようにおとなしかった。

  

  他淡淡地统整军队，为了返回而行动，偶尔会像在说梦话般喃喃自语，但我没有特别在意。

  　淡々と軍をまとめ、帰還の為に動きながら、時折うわごとめいて何かをつぶやいていた気がしたが私は大して気に留めなかった。

  

  只要回到魔王城，我不认为托泽能对我做什么。或许他会在报告途中发挥三寸不烂之舌，试图骗过我，但我不认为脑袋不好的托泽有办法做到这种事。

  　魔王城まで帰ってきてしまえばツォーネが私に何かできるとは思えない。報告の最中で弁舌を振るい私を出し抜くかもしれないが、頭の悪いツォーネにそんな芸当ができるとは思えない。

  

  不对，就算不是托泽，在这种状况下，想必也无法介入我的作战计划，也无法证明自己的功绩。

  　もとい、ツォーネでなくとも、こんな状況で私の作戦への介入とその功績を証明しないなどという事はできないだろう。

  

  因此，我才能放心来到这里。

  　故に、私は安心してこの場に足を運んだ。

  

  因为等着我的，应该是对功绩的正当评价。

  　私を待つのは功績に対する正当なる評価の筈なのだから。

  

  

  这时，魔王大人停下正在写字的手，缓缓将视线转向我们。

  　と、魔王様がペンを走らせる手を止め、ゆっくり目を私たちに向ける。

  

  

  「辛苦了。托泽、克莱儿。我收到弗利克泰达沦陷的消息了。」

  「ご苦労だったな。ツォーネ、ココット。フリクテラ陥落の知らせは聞いたぞ」

  

  「是！」

  「はっ」

  

  「是……」

  「はい、ですわ……」

  

  

  听到魔王大人这句话，我堂堂正正地回应，托泽则是颤抖着回答。

  　魔王様のその言葉に、私は堂々と。そしてツォーネは震えながら返事をする。

  

  明明是在魔王大人面前，这家伙却毫无霸气。面对社长时，上班族无论发生什么事，都必须贯彻毅然的态度，以免触怒社长。就算肚子痛、头痛欲裂、被社长责骂……或是开心到快要笑出来也一样。

  　魔王様の前だというのに覇気のない奴め。社長を前にしたときのサラリーマンは何があってもその機嫌を損ねないよう毅然たる態度を貫かねばならないのだ。例え腹痛に苛まれようが頭痛にうなされようが、いびられようが……そして、笑ってしまいそうなほどに嬉しかろうが。

  

  我瞥了托泽一眼后，重新挺直背脊。在橙色灯光照耀下显得有些昏暗的室内，我开始报告。

  　私はツォーネを一瞥した後改めて背筋を伸ばした。橙色の照明に照らされるやや薄暗い室内の中、報告が始まった。

  

  话虽如此，魔王大人似乎已经听说弗利克提拉攻略战的来龙去脉。虽然不知道是何时派出密探，还是我被监视了，总之报告得很顺利。

  　と言っても、魔王様はおおよそフリクテラ攻略戦の顛末を既に耳にしているようであった。いつの間にか密偵でも走っていたのか、はたまた私が監視されていたのかはわからないが、報告はスムーズだった。

  

  

  「先说声辛苦了。你们确实完成了我交代的任务。」

  「まずはご苦労と言っておこう。預けた任務をよく果たしたな」

  

  

  魔王大人开口慰劳。我和托泽内回答「谢谢」后，深深一鞠躬。

  　魔王様からの労いの言葉。私とツォーネはありがとう御座いますと答え深く礼をする。

  

  我在心里哼了一声，对自己的成果很有自信。当然，实际上我的表情非常严肃。

  　心の中でふふんと自分の成果を確信している私が鼻を鳴らした。実際は勿論ビシリとした表情である。

  

  有好事发生，还获得称赞。真是最棒的工作。

  　いいことがあった。評価もされる。最高のお仕事だ。

  

  对于提供这种职场的艾尔克罗，我只有感谢。

  　そんな職場を与えてくれたエルクーロ様には感謝しかないな。

  

  魔王大人接下来的话，让托泽内的身体僵住。

  　そして次の魔王様の言葉でツォーネの体が強張った。

  

  

  「我听说弗利克提拉的攻略由你负责指挥……托泽内啊。你在攻略弗利克提拉时，似乎陷入苦战，最后撤退了。」

  「フリクテラ攻略。指揮はツォーネが担ったと聞いているが……ツォーネよ。貴様はフリクテラ攻略に際し無様に苦戦。撤退をしたそうだな」

  

  「那是……！」

  「それは……っ！」

  

  

  托泽内连忙抬起低着的头，向魔王大人辩解。

  　ツォーネは慌ててうつむき気味だった顔を上げると魔王様に弁明をする。

  

  

  「那是，我！我并没有撤退！是克莱儿建议撤退，我只是配合她……」

  「それは、わたくしはっ！　わたくしは撤退など！　こ、ココットが撤退を進言したので意を酌んだだけで……」

  

  「你的军队损失惨重。失去许多士兵，这样有办法攻下城镇吗？」

  「貴様の軍は大層な被害を被っていたな。多くの兵を失い、それで街を落とせたのか？」

  

  「呜……」

  「うっ……」

  

  

  图兹内哑口无言。真是个蠢蛋。在这种场合辩解，也只会被当成借口而已。

  　言葉に詰まるツォーネ。馬鹿な奴だ。こんな場で何を弁明しようと言い訳にしかならないのに。

  

  

  

  魔王大人脸上浮现笑容，用那双红色眼眸看着我们。他用手指转着笔，开口说道：

  　魔王様はその顔に笑みを浮かべながら赤い瞳で私たちを見ている。ペンをくるくると指で回しながら、言葉を紡ぐ。

  

  

  「鲁莽的侵略行动，结果一败涂地。图兹内，你向在后方待命的克莱儿请求协助。然后，独自击落了米莱儿。我全都知道。还是说，我有说错？」

  「無理な侵攻。結果は散々。ツォーネ、貴様は後方待機のココットに助力を請うた。そして、ココットは落として見せた。一人でな。私は全て知っている。それとも、違うか？」

  

  「请、请等一下！击落敌方骑士团长的人，毫无疑问是我！」

  「ま、待ってくださいまし！　敵の騎士団長を討ち取ったのは間違いなくわたくしですわ！」

  

  「哦，你想反驳我吗？」

  「ほう、私に反論するか？」

  

  

  魔王大人哼了一声，将视线转向图兹内。那道仿佛要贯穿人的红色视线，让图兹内「唔」了一声，说不出话来。

  　魔王様が鼻を鳴らし、その視線をツォーネに向けた。その射貫くような赤い視線に、ツォーネは「ぐっ」と言葉を詰まらせる。

  

  

  「你击落敌方骑士团长一事，应该也包含在克莱儿的作战计划之中吧。既然如此，要说击落的人是克莱儿也行。这也是你该反驳的错误吗？」

  「その打ち倒したというのもココットの作戦の範疇だと思うが、であれば討ち取ったのはココットともいえるな。これも、反論すべき間違いか？」

  

  「这……」

  「それは……」

  

  

  我默默听着这段对话。

  　私はそんなやりとりを黙ったまま聞いていた。

  

  简直就像被公司的上司斥责一样。连发言都不被允许，实在很黑心，但他说的也没错，我无从反驳。

  　まるで会社の上司からのお叱りだ。発言も許されないのは中々ブラックだが、間違っていないのだからどうしようもあるまい。

  

  魔王大人每说一句话，托泽涅的肩膀就会随之颤抖。连我都感受到那股压迫感。虽然我装出从容不迫的表情，也期待魔王大人会给予正面评价，但老实说，我紧张得要命。我能维持坚毅的态度，完全是因为我相信自己的功绩，但魔王大人是我不可能理解的存在。我不能大意，也感到害怕。

  　魔王様が言葉を紡ぐたびにツォーネが肩を震わせる。その圧迫感は私にも伝わってくる。余裕そうな顔を作ってはいるし評価に期待する心持ちもあるが、正直恐ろしく緊張もしている。毅然とした態度を保てているのは私が私の功績を信じているからに他ならないが、魔王様は理解の及ばない存在だ。油断はできないし、怖い。

  

  

  「克莱儿。」

  「ココット」

  

  「是、是！」

  「は、はっ！」

  

  

  突然被叫到名字，我慌张地回应。

  　急に名を呼ばれ焦った返事が口をつく。

  

  

  「我的认知没有错吧？」

  「私の認識に相違はないか？」

  

  

  魔王大人的视线朝我投来。我感到后颈发凉，同时拼命承受那道视线。

  　魔王様の視線が私に向く。私はうなじに寒気を感じながらその視線を必死で受け止める。

  

  不过，像这样正面与魔王大人对峙，我害怕得无法立刻出声。魔王大人从刚才就对托泽涅的言行感到不快，而且毫不掩饰地从那双血红色的瞳眸中传达出来。

  　しかし、改めてこう真っ向から相対すると恐ろしくてすぐには声が出ない。先ほどの魔王様とツォーネのやりとりで、魔王様は不快感を覚えている。それが包み隠さず伝わるのだ。あの血のような赤い瞳から。

  

  当我好不容易扬起嘴角开口时，身旁的托泽涅抓住我的衣服。

  　私がなんとか唇を持ち上げ口を開いた時、隣のツォーネが私の服を握る。

  

  我转头看她，只见托泽涅拼命地恳求我。

  　私が顔を向ければ、ツォーネは必死の形相で私に懇願をした。

  

  

  「克莱儿，拜托你，请你证明我的战果。」

  「ココット、お願いですわ。わたくしの戦果を証明してくださいまし」

  

  

  托泽涅以求助般的模样恳求，看起来非常脆弱。那是她当时在奥塔娜害怕失败时的表情。

  　縋るような様子で懇願するツォーネは酷く弱弱しい。あの時アウタナで見せた失敗を恐れていた時の顔だ。

  

  托斯提说自己没有退路的恐惧，严重到甚至要来向我求救。他亲口证实了我们在这次战斗中的价值。有价值的人只有一个。这场战斗是用来测试他能否成为负责诱敌行军的将领。我和这家伙在面对这种战斗时，心情有着很大的差异。

  　後がないと語ったツォーネの怯えは、私にすら縋るほどに深刻なもの。自分の口から語った今回の戦での私たちの価値の証明。価値ある者は一人。囮行軍を担う将となるための試金石。そんな戦に臨む心持は、私とこいつでは大きく違いがある。

  

  我不是因为害怕才战斗，而是自愿战斗。

  　私は、恐れて戦ったのではない。望んで戦った。

  

  害怕失败而鲁莽行事根本是大错特错。那样反而会导致不好的结果。太好了，托斯提，你学到了一课。

  　失敗を恐れ遮二無二なる等言語道断。かえって悪い結果を産む。良かったなツォーネ、勉強になって。

  

  我转头背对托斯提，看着魔王大人回答：

  　私はツォーネから顔を背けると、魔王様をしっかりと見て答える。

  

  

  「魔王大人的认知没有错。这次的战斗，被命令在后方待命的我，获得托斯提将军的许可后，制定了作战计划，并且成功执行，我对此感到自豪。」

  「魔王様の認識に相違ありません。此度の戦、後方待機を命ぜられておりました私はツォーネ将軍より介入許可を得て作戦を立案し、成功させたと自負しています」

  

  「克莱儿！」

  「ココット！」

  

  

  托斯提大喊。艾尔克罗大人的反应看起来像是在说「真是的」，身体稍微转向我这边。

  　ツォーネが叫ぶ。エルクーロ様がやれやれと言った様子で体を少しこちらに向けたように見えた。

  

  托斯提用充满惊讶、恐惧和对我的愤怒的眼神看着我，但我才不管。

  　ツォーネは驚き、恐怖、そして私への怒りに満ちた目を向けて来るが、関係はない。

  

  

  「协助你的人是我！要是没有我，作战就不会成功！你却抢走功劳，欺骗我！证明给我看！证明我不是无能！」

  「あなたに協力をしたのはわたくしですわ！　わたくしがいなければ作戦は成功しなかった！　それを手柄をかすめ取っておいて、騙しておいてっ！　証明しなさいな！　わたくしは無能ではない！」

  

  

  我大大叹了口气。向魔王陛下低头致意后，我转身面向托泽。

  　私は大きなため息をついた。魔王様に一度頭を下げ、ツォーネに向かい合う。

  

  然后，我用鄙视的眼神看着托泽。

  　そして、私は見下すような目をツォーネに向けた。

  

  

  「托泽，我告诉你一件好事。根据我的知识和经验，在职场上性骚扰会被开除。」

  「いい事を教えてやる、ツォーネ。私の知識と経験ではな、職場ではセクハラをすると首を切られるんだ」

  

  「性、骚扰……？」

  「せく、はら……？」

  

  

  托泽露出「你在说什么啊？」的不安表情，我忍不住浮现笑容说道：

  　何を言っているんだという顔でおどおどするツォーネに、私は耐えきれずに笑みを浮かべて言った。

  

  

  「你夺走了我的吻，这点惩罚是理所当然的吧。」

  「私の唇を奪ったんだ。これくらいの報いは当然だろう」

  

  

  托泽的脸色转眼间变得铁青。

  　ツォーネの顔が見る間に真っ青になっていく。

  

  我看着他的表情，老实说心情很好。虽然看到别人困扰的表情而感到开心不是好事，但我就是忍不住这么想。

  　私はその顔を見て、正直良い気分だった。他人の困る顔を見て喜ぶのはよくない事ではあるが、思ってしまった。

  

  这么一来，我应该会获得好评，托泽的评价则会相反地降低吧。如果他那句「被选为诱饵行军的人只有一个」是正确的，我就会升迁，被踢下台的托泽则会降级。

  　これで私は評価され、ツォーネは反対に評価を落とす結果となるだろう。囮行軍に引き抜かれるのが一人というこいつの言葉が正しければ、私が上がり、蹴落とされたツォーネは降格と言った所だろう。

  

  他那无谓的自尊心，让他那么害怕将军的地位被剥夺吗？我心想「他意外地是个胆小鬼呢」，在心中发笑。

  　無駄に高い自尊心は将軍の地位をはく奪されることにあんなに怯えていたというのか。案外小心者なのだなと私は胸中で笑った。

  

  托泽听到我的回答和模样，瞪大眼睛，一副难以置信的样子，似乎想说些什么，但魔王陛下的声音立刻响起，我和他同时转头看去。

  　そんな私の返答と様子に、これでもかと言わんばかりに目を丸くしたまま、何かを言いたげなツォーネだったがすぐに魔王様の声がして、私と共に顔を向ける。

  

  

  「根据克莱儿的说词，我的认知似乎是事实。」

  「ココットの言葉によれば私の認識は事実のようだ」

  

  

  魔王大人「呵呵」笑着，双手抱胸如此说道。以这句话为开端，托杰露出豁出去的表情瞪着我。

  　魔王様がフフ、と笑いながら腕を組んでそう言ったのを皮切りに、ツォーネが何か吹っ切れた顔で私を睨んだ。

  

  

  「啊啊，啊啊啊啊啊！！」

  「ああ、アァアアぁあ！！」

  

  

  然后他高高举起手，张开露出锯齿状牙齿的嘴巴朝我扑过来。你是笨蛋吗？魔王大人就在面前耶。你这个人到底有多冲动啊！

  　そして腕を大きく振りかぶり、ギザギザの歯の覗く口を大きく開いて私に襲い掛かって来たのだ。馬鹿か。魔王様の御前だぞ。どこまで、どこまで短絡的な直情家なんだお前は！

  

  我在心中咒骂，托杰对我散发出的完全是杀意。我反射性地举起双手保护脸部，闭上眼睛。

  　心の中で毒づくもツォーネが私に向けるそれは完全に殺意だ。充てられた私は両腕を反射的に顔を守る様に動かし、目を閉じる。

  

  托杰用红色指甲发光的手朝我伸过来。

  　ツォーネの紅い爪の光る手が私に伸び。

  

  然后，停住。

  　そして、止まる。

  

  不对，是被阻止了。

  　いや止められていた。

  

  

  「艾陆可露露……大人……？」

  「エルクーロ……様……？」

  

  

  我睁开眼睛，忍不住呼唤那个名字。艾陆可露露大人抓住托杰逼近我眼前的手。

  　私は目を開けて思わずその名を呼んだ。エルクーロ様が私の眼前に迫ったツォーネの腕を掴み止めていたのだ。

  

  我和托杰都惊讶地瞪大眼睛，看向艾陆可露露。

  　ツォーネも私も驚きに目を見開き、エルクーロを見た。

  

  

  「……别乱来。」

  「……勝手はするな」

  

  

  艾陆可露露用平静的眼神看着托杰，只说了这句话。

  　エルクーロは静かな瞳でツォーネを見て、ただ一言だけそう言った。

  

  托杰的身体颤抖，乖乖地安静下来。

  　ツォーネはぶるると体を震わせしゅんとおとなしくなる。

  

  艾陆可露露见状，直接挡在我和托杰之间，然后回头望向魔王大人。

  　それを見たエルクーロはそのまま私とツォーネの間に割って入ると、魔王様に振り返った。

  

  魔王大人见状，深深叹了口气。

  　そんな様子を見ていた魔王様は、深々としたため息をついていた。

  

  

  「够了，我非常清楚了。」

  「もういい。よく、わかった」

  

  

  我感到一阵寒意，仿佛房间的温度下降，身体僵硬。

  　ぞわりと。部屋の温度が下がったような錯覚に私は身を強張らせる。

  

  气氛变了。

  　空気が、変わった。

  

  

  「魔王大人，非常抱歉，我部下的丑态，还请您从宽处置。」

  「魔王様、申し訳ありません。我が部下の見苦しい姿を。どうか寛大な処置を」

  

  「嗯。」

  「うむ」

  

  

  艾尔克罗低下头。

  　エルクーロは頭を下げる。

  

  魔王缓缓靠在椅背上，瞪着托泽。

  　魔王はゆっくり背もたれに身を沈め、ツォーネを睨んだ。

  

  这个瞬间，响起「啪」一声，像是某种东西爆开的清脆声响。

  　その瞬間。パンッ、という何かが弾けるような乾いた音が響く。

  

  同时，某种温热的东西粘在我脸上。

  　同時に、私の顔に何か生暖かいものがべちゃりと付着する。

  

  

  「啊叽、叽呀啊啊啊！！」

  「あぎッ、ぎゃぁあああッ！！」

  

  

  突然传来惨叫。我无暇注意粘在脸上的东西，反射性地看向惨叫的方向，只见艾尔克罗对面的托泽，正双手捂着脸痛苦挣扎。他蹲在地上，发出惨叫扭动身体。

  　突然の絶叫。顔に付いた何かに意識を向ける間もなく、反射的に絶叫の方へ顔を向ければ、エルクーロの向こうでツォーネが顔を両手で抑えてもがき苦しんでいた。地面にうずくまり、悲鳴を上げながら身をよじっている。

  

  发生什么事了？我无法将视线从痛苦挣扎的托泽身上移开。只见托泽拱起背，抬起身体，缓缓将染红的双手从脸上移开。他的右眼连同皮肤裂开……不对，是炸开。

  　何事か。私は悶えるツォーネから目が離せない。と、背を反り、体を持ち上げたツォーネがゆっくりと赤く染まった両手を顔から外せば。その右目が、皮膚ごとばっくりと裂けて……いや、爆ぜていたのだ。

  

  他那张染红的脸充满恐惧，被泪水和鲜血弄得一塌糊涂。剩下的左眼不停颤抖。

  　赤く染まったその顔は恐怖に塗れ、涙と血でぐしゃぐしゃになっている。残った左目はぶるぶる震えていた。

  

  当我因为事出突然而无法动弹时，艾鲁库罗迅速将手伸到我眼前，遮住我的视线。

  　あまりに唐突な事態に私が動けずにいると、エルクーロがさっと腕を私の目の前に伸ばし視界を塞いだ。

  

  我惊觉视线被挡住，无法看见托泽后，转头看向艾鲁库罗。他依然板着脸看着魔王陛下。我顺着他的视线，缓缓看向魔王陛下，发现魔王陛下闭着眼睛，放下笔，缓缓举起一只手。

  　ツォーネを見る視線を遮られ、はっとしてエルクーロを見やるが。彼は仏頂面のまま魔王様を見ていた。視線につられてそのまま私もゆっくり魔王様を見れば、目を閉じ、ペンを置き。ゆっくりと片手を上げている魔王様の姿が目に入った。

  

  ……魔王陛下对托泽做了什么。肯定没错。我用手指轻轻摸着托泽沾在自己脸颊上的血。

  　……魔王様がツォーネに何かしたのだ。間違いない。私は自分の頬に付着したツォーネの血をゆっくり指でなぞった。

  

  我完全不知道魔王陛下做了什么。只知道魔王陛下对托泽做了什么。

  　一切何をしたのかわからなかった。しかし魔王様が、ツォーネに何かをした事だけは分かった。

  

  这是惩罚。虽然以体罚来说，似乎太过火了。

  　これは、罰だ。体罰にしてはやりすぎとも思ったが。

  

  

  「原本以为会是有趣的余兴节目……所以才配合你那难看的借口。不过已经够了，我腻了。」

  「多少は面白い余興になるかと……見苦しい言い訳に付き合ったが。もういい。飽いた」

  

  

  魔王陛下以打从心底感到无趣的语气低喃。

  　魔王様は本当につまらなそうにそう呟いた。

  

  托泽大喊。她以因为恐惧和疼痛而颤抖的声音哭诉。

  　ツォーネが叫ぶ。怯えと痛みで震える声で、訴える。

  

  

  「不要，我不要……请、请饶了我……」

  「そんなっ、嫌ですわっ……お、お許しをっ……」

  

  「托泽，你过去因为无视损耗，执行鲁莽的作战计划，让我失望。所以我这次给了你重新让我认识你价值的机会……结果还是让我失望。我已经知道你的价值了。」

  「ツォーネ、貴様は過去に損耗を無視した無謀な作戦をして私を失望させている。故に今回貴様の価値を私が再認識する機会を与えたが……まったく同じ失望を重ねる羽目になった。貴様の価値は知れた」

  

  「魔王陛下！」

  「魔王様ぁっ！」

  

  

  托泽悲痛的声音已经变成哭腔。

  　悲痛なツォーネの声は最早涙声だ。

  

  这时，房间的门突然打开，有四只可以形容成石像鬼的魔族走进房间。

  　と、突然部屋の扉が開かれ、私の記憶ではガーゴイルと形容していい魔族が4体入室して来た。

  

  我不由得转头，看着他们想确认接下来会发生什么事，只见石像鬼们包围托泽，粗暴地抓住他的身体。他们粗鲁地抓住托泽的手臂、肩膀、脚和长长的双马尾，硬是让他站直。

  　つい顔を向け、何が始まるのかと眺めていると、ガーゴイルたちはツォーネを囲み乱暴にその体を掴み上げた。腕や肩、足や長いツインテ―ルを乱暴に掴み、無理やり姿勢を起こさせる。

  

  托泽纤细的身体被石像鬼的钩爪毫不留情地刺穿，紧握到肉都要被扯下来的手臂痛得托泽发出惨叫。

  　ツォーネの細い体にガーゴイルのかぎづめが容赦なく突き刺さり、肉が弾けんばかりに握り締められた腕の痛みにツォーネが悲鳴を上げる。

  

  

  「托泽，你被降级了。堕落者要接受惩罚。你……喜欢把人类和魔族的奴隶当成玩具吧？」

  「ツォーネ、貴様は降格だ。墜ちる者には罰を与える。貴様は……奴隷の人間や魔族を玩具にするのが好きだったな」

  

  

  在魔王大人这么说的期间，石像鬼依然用力抓着托泽。

  　魔王様がそう話している間にもガーゴイルは力任せにツォーネを掴み上げる。

  

  

  「偶尔被当成玩具如何？」

  「たまには、玩具にされてみてはどうだ？」

  

  

  魔王大人用冰冷的眼神看着托泽，带着骇人的笑容下达判决。

  　魔王様の冷たい瞳がツォーネに向けられ、おぞましい笑みを以て判決が下された。

  

  托泽浑身是血，仅剩的左眼流下大量泪水。仔细一看，他染红的黑色服装的胯下湿了，地板上留下不是血的污渍。托泽一边失禁，一边咬牙切齿，用充满恐惧的表情……看着我。

  　ツォーネは血まみれになりながら残った左目からおびただしい程の涙を流す。見れば赤く染まった黒い衣装の股が濡れ、床に血ではないシミを作っている。失禁しながら歯をがちがちと鳴らし恐怖に塗れた顔でツォーネは……私を見た。

  

  那并非憎恶、嫉妒，更不是杀意。而是纯粹……寻求救赎的眼神。

  　それは憎悪や嫉妬、まして殺意などではない。純粋な……救いを求める目だった。

  

  

  「……」

  「っ……」

  

  

  然而，我什么也说不出口。只能默默地透过艾库罗的手臂，看着托泽悲惨的模样。

  　しかし、私は何も言えなかった。黙って、ツォーネの痛ましい姿を、エルクーロの腕越しに見る事しかできなかった。

  

  接着，我和托泽四目相交。我移开了视线。

  　そして、ツォーネと視線が合い。私は、目を逸らした。

  

  

  石像鬼们仿佛以此为信号，粗暴地拖走托泽。她发出惨叫，可爱的脸庞因痛苦和恐惧而扭曲，被拖走时的模样十分凄惨。

  　それを合図とするようにガーゴイルたちはツォーネを乱暴に引きずっていく。悲鳴を上げ、可愛らしかった顔を苦痛と恐怖に歪め、ぐしゃぐしゃになった有様で連行されるツォーネ。

  

  

  「怎么这样，我不要，不要……放开我……我不要啊啊啊啊！！」

  「そんなっ、嫌ですわ、嫌っ……はなせッ……嫌だァあぁああ！！」

  

  

  托泽留下恸哭声，消失在关上的门后。

  　慟哭を残し、ツォーネは閉まる扉の向こうに消えた。

  

  

  房间恢复寂静。

  　部屋に、静寂が戻る。

  

  我只是一愣一愣地看着这一连串的事，但安静下来后，心脏开始剧烈跳动。然后，我一边抽搐呼吸，一边用力按住胸口，试图抑制剧烈跳动到快要破裂的心脏。

  　私はただただ一連の事象に呆気に取られていたが、静かになったとたんに心臓の鼓動が激しく脈打ち始めた。そして、張り裂けんばかりの鼓動に、引きつった呼吸をしながら己の胸をぐっと押さえつけた。

  

  

  「呼、呼、呼——呼……」

  「はっ、はっ、はぁーっ、は……」

  

  

  那就是托泽害怕的惩罚……也是毫无价值之人的末路吗……？和我预料的不同。虽然降级了，但不是我想象中的降级。

  　アレが、ツォーネが恐れていた罰……そして、価値無き者の末路だというのか……？　予想と違う。降格は降格らしいが思っていた降格じゃない。

  

  简直就像被夺走一切……

  　まるで、全てを奪われていったかのような……。

  

  只要走错一步，我或许就会变成那样。魔王大人应该是在说这个吧……

  　一歩間違えていれば、私がああなっていたかもしれないと。そう言う、事なんだろうな……。

  

  在我差点直接倒下时，跟我一样浑身是血的艾尔克洛撑住了我。

  　そのままふらりと倒れそうになった所を、私と同じように返り血塗れのエルクーロが支える。

  

  我因为惊讶和确切的恐惧，反射性地抖了一下，但缓缓看向艾尔克洛后，发现它正用仿佛在叫我冷静的沉稳眼神看着我。

  　それに私は驚きと、確かな恐怖でびくりと体を反射的に振るわせてしまうが、ゆっくりとエルクーロを見れば、落ち着けと言わんばかりの穏やかな目で私を見ていた。

  

  这让我感到无比诡异，也对它为何能如此平静感到不可思议。

  　それがどうしようもなく不気味で。何故そんな平静でいられるのか不思議で。

  

  我深刻体会到它们是魔物的事实。

  　どうしようもなく、彼らは魔なるものなのだと思い知り。

  

  我的脑袋里乱成一团。

  　私の頭の中はぐちゃぐちゃに思考が回転して。

  

  直到听见魔王大人的声音，我才恢复理智。

  　魔王様の声で正気に戻った。

  

  

  「克莱儿。」

  「ココット」

  

  「是、是的！」

  「は、はいッ」

  

  

  我被艾尔克洛抱着，转头看向魔王大人。

  　エルクーロに抱かれるように支えられたまま、私は魔王様へ顔を向ける。

  

  魔王大人用天真无邪到令人惊讶的笑容看着我。

  　魔王様は、驚くべき程に無垢な笑顔で私を見ていた。

  

  

  「克莱儿，你做得很好。继欧达纳之后，你又攻陷了弗利克提拉。我打从心底欣赏你。」

  「ココット、よくやった。アウタナに続きフリクテラをも落とした。私は貴様というモノが心底気に入った」

  

  「不、不敢当……」

  「きょ、恐縮で……あります……」

  

  

  我一边喘着气，一边勉强挤出声音回应。

  　絞り出すような声で、荒い息を吐きながらなんとか返事をする。

  

  在我挤出声音的同时，艾尔克洛将手放在我的肩膀上。

  　その返事を絞り出すと同時。エルクーロが私の肩に手を置いた。

  

  我原本还很害怕，担心欺骗并利用了托泽的我，会不会也受到责备，但当肩膀感受到那异形手臂的重量时，我却感到安心。

  　ツォーネを騙す様に利用し出し抜いた私にもお咎めがあるのではないかと恐怖していた私は、その異形の腕の重さを肩に感じた時、安心を感じてしまった。

  

  我非常地放心。

  　酷く、安堵したのだ。

  

  我感觉到疲劳一口气涌了上来。或许是察觉到这一点，艾尔克罗将放在肩膀上的手直接绕到背后，帮我调整姿势。

  　疲れがどっと噴き出してくるのを感じる。それを悟られたのか、エルクーロが私の肩に置いた手をそのまま背中に回し、私の体勢を直した。

  

  我靠自己的力量站稳后，连忙重新戴好歪掉的帽子。

  　自力で立った私はずれていた帽子を慌てて直した。

  

  

  「谢、谢谢您。不好意思，让您见笑了。」

  「あ、ありがとうございます。申し訳ありません、お恥ずかしい所を」

  

  「……你累了吧。你可以退下了。」

  「……疲れていたのだろう。もう下がっていい」

  

  「……可是……」

  「……ですが」

  

  「退下吧。好好休息。」

  「下がっていい。ゆっくり休め」

  

  

  听到艾尔克罗大人这么说，我望向魔王大人确认是否真的可以。

  　エルクーロ様にそう言われ、私は良いのだろうかと魔王様を見る。

  

  然而魔王大人已经再次低头看向桌上的纸，若无其事地用单手玩弄黑色长发，同时振笔疾书。仿佛刚才发生的事情，已经全被他抛在脑后。

  　しかし魔王様は、すでに再び机の紙に目を落とし、何食わぬ顔で長い黒髪を片手で弄りながら、ペンを走らせていたのだった。まるで今さっきの出来事など、もう忘れたかのように。

  

  

 
  ＃３２　epilogue：鈍色の夜

  ＃32　epilogue：深灰色夜晚

  　

  

  

  

  

  明明是几天前的事，却像是刚刚才发生过一样，唐突地结束。

  　たった数日前なのに、さっき起きた事のように思える唐突な終わりを経て。

  

  世界被黑暗笼罩的夜晚，我待在被称为魔王城的地方。

  　世界が闇に包まれた夜。私は、魔王城と呼ばれている場所に居ます。

  

  我抱着膝盖坐着环顾四周，和我一样被关进这座钢铁牢笼的女人们正在啜泣。

  　膝を抱えて座りながら周囲を見渡せば、私と同じようにこの鋼鉄の檻に入れられた女たちがすすり泣いていました。

  

  直到刚才为止，我试着鼓励、安抚她们，但是魔族踢了牢笼，所以大家都吓到安静下来。

  　さっきまでは何とか励ましてみたりなだめてみたりとしてみたのですが、魔族が檻を蹴ったのでみんな驚いて静かになりました。

  

  我想，这是要我们闭嘴的意思。我们似乎是商品，所以魔族的意思应该是「东西不准说话」。

  　黙っていろ、との事だと思います。私たちは、どうやら商品らしいので。モノが喋るなと、そういう意味だったんだと思います。

  

  

  

  我的名字是琪优莉。在人类的城镇弗利克特拉，担任领主宅邸的侍女。

  　私の名前はキエル。人間の街、フリクテラで領主屋敷の侍女をしていました。

  

  但是那一天，得知主人杰米亚诺大人命令父亲追击魔族的三天后。

  　ですがあの日。主たるゼンビアーノ様がお父様に魔族追撃を命じたと知った日の三日後。

  

  杰米亚诺大人的房间突然被一群由高阶食人魔率领的魔族袭击。

  　突然ゼンビアーノ様の部屋に大柄なハイオーガに率いられた魔族たちが襲来してきました。

  

  当时的震惊与恐惧，至今仍让我记忆犹新。

  　その時の驚きと、恐怖は今でも身に染みています。

  

  而且最重要的是……我非常担心父亲赛昆的安危。

  　そして何より……。父たるセグンの安否が、どうしようもないくらいに心配になったのです。

  

  父亲出兵追击魔族，但是魔族却出现在这里。

  　魔族の追撃に出たお父様。しかし魔族はここに現れた。

  

  这不就代表父亲战败了吗？

  　それは、お父様が敗北したという事ではないかと。

  

  不过父亲大人出击后才短短三天，魔族就来到这里，这不合逻辑，所以我一开始以为只是我们错过了，父亲大人还活着。

  　でもお父様の出撃から三日というわずかな時間で魔族がやってきたのは辻褄が合いませんから、最初はすれ違いになっただけで、お父様はまだ生きていると思いました。

  

  可是。

  　でも。

  

  杰米亚诺大人被高等巨魔杀害，杰米亚诺大人的家人也在居民面前被残忍地处刑。

  　ゼンビアーノ様がハイオーガの手によって殺され。ゼンビアーノ様のご家族も全員惨たらしく住民の前で処刑されました。

  

  然后我们领主宅邸的佣人，活下来的人似乎是为了杀鸡儆猴，被抓起来带走，直到现在。

  　そして私たち領主屋敷の使用人は、見せしめなのか生き残った者たちは捕まり、連行されて。今に至ります。

  

  在魔王城一角的走廊上，许多笼子中关着像我们一样的人类。

  　魔王城の中の一角の廊下で、たくさんの檻の中に私たちのように人間が捕らわれています。

  

  因为气氛不像城镇，我想应该是军方设施。

  　街という雰囲気ではないので、軍施設なのかな、と思いました。

  

  老实说，我很害怕。经过的魔族士兵们，用各种眼神看着笼中的我们。

  　正直、怖いです。通りすがる魔族の兵士たちは、檻の中の私たちを様々な目で見てきました。

  

  这座设施与人类居住的城镇大不相同，让我担心自己等人是否真的无法平安无事。

  　人間の住む街とは毛色が違うこの施設。自分たちは本当にもう無事では済まないんじゃないかという不安。

  

  刚才我也看到一个浑身是血、像女孩的魔族，被四只石像怪强行带走，她哭喊着大闹。我看到这一幕，发出小声的尖叫，我握着比我更小的侍女的手，也颤抖着。

  　さっきも、４体のガーゴイルに無理やりと言った様子で、血だらけの女の子のような魔族がぼろぼろに泣き叫んで暴れながら連れていかれるのを見ました。それを見て小さな悲鳴を上げた私よりも小さな侍女の手を握りながら、私も震えていました。

  

  连同族都不留情的魔族，不可能对我们人类慈悲。

  　同族にも容赦しない魔族が、自分達人間に慈悲を持つわけがないのです。

  

  但是，除了害怕之外，我也对被石像鬼带走的她感到有些同情。同时……也觉得她活该。

  　でも、恐れると共に、ガーゴイルに連れていかれた彼女の有様を、少しだけ憐れんで。その何倍も、いい気味だと……思ってしまったのです。

  

  

  

  让我的内心变得漆黑的负面情感，最主要的理由。

  　私の心を黒く塗りつぶす負の感情の最もたる理由。

  

  被带到这里的路上，我听见魔族的人们在说话。

  　ここに連行されてくる道すがら、魔族の方々がお話しているのを聞きました。

  

  攻进欧达纳的人类……全都被杀了。父亲大人率领的骑士团和士兵们，全都被反杀了。我的祈祷没有实现，不好的预感朝我袭来。

  　アウタナに攻め入った人間たちは……皆殺しに遭ったと。お父様の率いた騎士団と兵士の皆さんは、返り討ちに遭ってしまった。祈りは届かず、悪い予感が私に叩きつけられて。

  

  父亲大人，已经回不来了。

  　お父様は、帰らぬ人になってしまった。

  

  父亲大人知道我很担心他，而我为了父亲大人，也愿意献身给杰米亚诺，但父亲大人却不知道。

  　お父様の私へ心配を理解しながら、お父様の為と思いゼンビアーノに体を許していたことも知らずに。

  

  他什么都没能回报，就走了。

  　何も恩返しができずに、逝ってしまった。

  

  我好难过，好难过。眼泪都快流出来了。但是看到周围的侍女们，我就觉得自己必须振作。

  　悲しくて、悲しくて。涙が溢れそうになったけど。周りの侍女達を見て、しっかりしなきゃと思いました。

  

  她们大多比我年长，但也有年纪还小的人。

  　私より年上の方が多いですが、年端のいかない子もいます。

  

  我必须振作才行。

  　しっかりしなきゃ、ダメなんです。

  

  为了直到最后都相信正义，和魔族战斗的父亲大人。为了我什么都没能为他做的父亲大人的心意。

  　最後まで正義を信じて魔族と戦った筈のお父様に。何にもしてあげられなかったお父様の想いに。

  

  我一直在想，自己能做些什么。

  　私が出来ることは何かって、そればかりを考えて。

  

  其实我恨得要命，恨那些把我们关进牢笼，还在外头谈笑风生的魔族，恨到快要发疯。

  　本当は恨めしくて、私たちを押し込んだ檻の外で楽しそうに談笑する魔族が憎くておかしくなってしまいそうで。

  

  为了拼命压抑这股恨意，我必须让周遭的侍女们冷静下来，硬是压抑住真正的心情。

  　それを必死に抑えるために、周りの侍女たちを落ち着かせなきゃって無理やり本当の気持ちを抑え込んでいました。

  

  然而——

  　ですが。

  

  

  

  关住我们的牢笼动了起来。牢笼的下部装有车轮，可以移动，而恐怖的魔族开始推动它。

  　私たちを捕える檻が動き出しました。下部に車輪がついていて、移動させられる檻だったのを、怖い魔族が動かし始めたのです。

  

  我想说是要移动到哪里去吧，不管要去哪里肯定都不会是什么好地方。

  　どこかに移動するんだろうと思いました。どこだって碌なものではない筈です。

  

  然后，我们沿着走廊前进，看见那只高等食人魔从我们的正面走来。

  　そして、廊下を進む私たち。そんな私たちの正面から、あのハイオーガが歩いてきたのが見えました。

  

  那是率领魔族占领弗利克泰拉，杀害善比纳诺大人的高等食人魔。

  　ゼンビアーノ様を殺した、フリクテラを占領した魔族を率いていたハイオーガです。

  

  我感到毛骨悚然。

  　私は身の毛がよだつ思いでした。

  

  我害怕高等食人魔，但是，让我的心跳不断加速，激烈地撞击胸口的理由是——

  　ハイオーガに対しての恐怖もあります。でも、私の心拍数がどんどん上がり、激しく胸を叩く理由は。

  

  有个娇小的身影走在走廊上，跟在高等食人魔的身后。

  　ハイオーガを背に控えるようにして廊下を歩く、小さな影。

  

  她有着一头雪白的头发，以及和魔族一样血红的眼睛……是个人类的小女孩。

  　雪のように白い髪。そして、魔族と同じ血のような赤い色の瞳を持った……人間の小さな女の子。

  

  那个女孩穿着和人类不同的黑色军服，背后跟着高等食人魔，以及另一名强壮的男性魔族。

  　人間の者とは違う黒い軍服を着たその子は、背後にハイオーガと、別の屈強な男の魔族を伴って歩いてきました。

  

  那孩子是人类。拥有被称为恶魔之相、在法尔托玛雷受到厌恶的容貌，毫无疑问是人类的幼女。

  　あの子は、人間。悪魔の相と呼ばれファルトマーレで忌み嫌われる容姿を持つ、間違いなく人間の幼女だったのです。

  

  在这样的魔族之中，看到仿佛率领魔族般行走的人类身影，我难掩惊讶。

  　こんな魔の中で、魔族を従えるように歩く人間の姿に私は驚きを隠せませんでした。

  

  然后，高等食人魔所说的话。有位叫大小姐的上司，以及大小姐是人类。

  　そして、ハイオーガが言っていた言葉。お嬢、という上司がいること。そして、お嬢は人間であること。

  

  我明白了。

  　私は理解しました。

  

  那个被称作大小姐的幼女……率领魔族，杀了父亲大人。

  　あの、お嬢と呼ばれた幼女が……魔族を率いてフリクテラを。お父様を殺したんだ、と。

  

  在惊讶之后，我的内心产生激烈的憎恶浊流。

  　驚きの次に私の心に産まれたのは激しい憎悪の濁流でした。

  

  明明是人类。明明是人类，为什么能做出那么过分的事？

  　人間なのに。人間なのになんであんなひどい事が出来たのか。

  

  拥有恶魔之相的人类，果然是魔族的同伴。

  　やっぱり悪魔の相を持った人間は、魔族の仲間だったんだ。

  

  

  「不可原谅……」

  「許せない……」

  

  

  我无法原谅杀了温柔又可靠的父亲大人的那孩子。

  　優しく、頼もしかったお父様を殺したあの子が許せない。

  

  我抓住牢笼的栅栏，在擦身而过时瞪着那孩子。但是那孩子仿佛对我们没有兴趣，看也不看一眼就走了。

  　私は檻の格子を掴み、すれ違う最中、その子を睨んでいました。しかしその子は、私たちなど興味ないかの如く、目もくれずに歩いて行ったのです。

  

  这让我的憎恶更加熊熊燃烧。

  　それで殊更に私の憎悪は激しく燃え上がりました。

  

  

  「绝对，不可原谅……」

  「絶対に、許さない……」

  

  

  我不知道之后我们会有什么下场。人类的奴隶，反正不是食物，就是被玩弄的活人偶，或是被口味特殊的魔族当成性奴隶。

  　この後自分たちがどうなるかはわからない。人間の奴隷など、どうせ食料か、嬲られるための生き人形か、物好きな魔族の性奴隷か。

  

  我想，我应该会这么想吧。如果被吃掉、被凌虐，那还算好的。如果要被魔族玩弄身体，我宁愿咬舌自尽。

  　そんな所だろうと思います。食べられたり、甚振られたりならまだましで。魔族に体をもてあそばれるくらいなら、舌を噛み切って死のうと思いました。

  

  可是——

  　でも。

  

  看到那个孩子之后，我就不想这么做了。

  　あの子を見てしまい、その気はなくなりました。

  

  无论发生什么事，我都要活下去。绝对要活下去。然后，我要为父亲报仇。这是在父亲还在世时，没能为他做任何事的我，对父亲唯一的补偿。

  　何があっても生きる。絶対に生きる。そして、父の仇を取りたい。それが、生きていてくれた間に何もしてあげられなかった私の、お父様へのせめてもの償い。

  

  我在心中如此坚定地发誓，直到那个小恶魔离开，拐过转角，从我的视野中消失为止。

  　そう固く心に誓った私は、あの小さな悪魔が去っていき、角を曲がって見えなくなるまで。

  

  我一直瞪着她的背影。

  　ずっと、その背中を睨みつけていました。

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  送克莱儿回房间后，库多拉和佐夫走在走廊上。

  　ココットを部屋に送り届けたクォートラとゾフは、廊下を歩いていた。

  

  两人的表情都不太好看。两名长相恐怖的高大魔族并肩走在走廊上，脸上还带着不悦的表情，酝酿出一股难以接近的氛围。

  　両者の表情はあまりよくない。恐ろしい顔の大男魔族二人が並んでしかめっ面をしている有様は、近寄りがたい雰囲気を醸す。

  

  结束弗利克提拉攻略战这个大任务后，两人回到这里。

  　フリクテラ攻略戦という大仕事を終えて帰還した二人。

  

  他们向上司米莱儿和魔王大人报告完，回到待命中的两人身边时，脸上都带着阴霾。

  　上司たるココットは、魔王様への報告を終えて、待機していた二人の元に戻って来た時の表情に影があった。

  

  库多拉在报告时曾询问克莱儿是否发生了什么事，但她只回了一句「没什么」，之后直到回到房间为止，都没有再开口。

  　報告の際に何かあったのかとクォートラはココットに聞いたが、彼女はなんでもないと一言零してから部屋に帰るまで一言も言葉を発しなかった。

  

  库多拉很在意这件事，因此一直皱着眉头。

  　クォートラは、それが気になってしかめっ面をしていた。

  

  结果，尽管索福提议去喝一杯庆祝胜利，但一行人并没有特别聊到什么。

  　結果、一応勝利祝いに飲みにでも繰り出そうかとゾフが提案し向かってはいるのだが、会話は特に起きなかった。

  

  

  「……虽然因为待在后方待命而提不起劲，但多亏小姐，我们才能战斗。这真是值得感激的事。」

  「……後方待機ってことで気乗りしなかったが、お嬢のおかげで戦いができた。ありがてぇ事だよな」

  

  

  索福突然打破沉默，开口说道。

  　唐突に、ゾフが沈黙を破りそう口にした。

  

  

  「是啊……不过，尽管赢得了一场漂亮的胜利，公主的表情却很阴沉。在向魔王大人报告时，或许发生了什么事。」

  「ああ……しかし、華々しい勝利にも拘らず姫の表情は暗かった。魔王様に報告をした際、何かがあったのかもしれない」

  

  「她只是紧张吧？」

  「緊張してただけじゃねェのか？」

  

  「或许吧。毕竟公主还年幼。」

  「それもあるかもしれん。姫はまだ幼いのだ」

  

  

  克瓦多叹了口气。

  　クォートラはふうとため息をついた。

  

  沉默再次降临。索福再次打破沉默。

  　再び少しの沈黙。それを再びゾフが破った。

  

  

  「不过，没想到克瓦多竟然会载着人类。」

  「しかし、あのクォートラが人間を背に乗せるようになるとはな」

  

  

  索福笑着说道。克瓦多以调侃的眼神看向他，无奈地耸了耸肩。

  　ゾフは笑いながらそう言った。クォートラにからかうような目線を向けると、クォートラはやれやれと言った風に肩をすくめた。

  

  

  「在龙人之中，你也是实力高强的佼佼者，应该比我更憎恨人类。没想到你竟然变得圆滑了。」

  「ドラゴニュートの中でも実力者のお前は、俺より人間を憎んでいたはずだ。それが丸くなったもんだ」

  

  「你别误会了。我现在也憎恨人类，恨到不能再恨。但是……这是公主的期望。既然如此，我只能遵从。而且，让她坐在背上比较容易保护。我已经决定不再失去她了。」

  「勘違いするな。人間は今でも憎い。憎み切って余りある。だが……姫が望んだのだ。ならば従うのみ。それに、背中に乗せていた方が守りやすい。俺はもう失わぬと決めた」

  

  「哦，是哦。」

  「はあ、そうかよ」

  

  

  库托拉回想起克莱儿坐在自己背上的感觉。龙人原本不会让任何人骑在自己的背上。因为背部是死角，将这个位置交给他人，是本能上绝对无法接受的事情。

  　クォートラはココットを背に乗せている時の感覚を思い出す。本来ならばドラゴニュートが背に誰かを乗せる事など無い。背中とは、即ち死角であり、それを誰かに預けるなどとは本能的に言語道断であるからだ。

  

  然而，库托拉知道，跨坐在自己背上，紧紧抓住覆盖鳞片的肌肤的那双小手。

  　しかし、自分の背に跨り、うろこに覆われた肌をひしと掴むあの掌の小ささを、クォートラは知っているのだ。

  

  那女孩是脆弱的生物，无法伤害身为龙人的自己。但是，那女孩和自己一样怀抱着憎恨，握着那双小手，决定踏上名为复仇的黑暗之路。而且，她还为自己准备了复仇的手段。

  　あの娘は、脆弱な生物だ。ドラゴニュートの自分を害せる存在ではない。だがあの娘は、自分と同じ憎悪を持ち、復讐という黒き道を進むことをあの小さな掌を握って決意したのだ。そして、そのための手段を用意してくれた借りもある。

  

  既然如此，就还人情的层面来说，自己也必须保护她才行。库托拉这么表示。

  　ならば借りを返すという意味でも自分が守らなくてはならない。そういった事をクォートラは語った。

  

  相较于感慨万千的库托拉，佐夫在聆听的同时，眯起双眼，脸上的笑容也消失了。

  　しみじみと語るクォートラと対照的に、ゾフは話を聞きながら目を細め表情から笑みを消した。

  

  他突然停下脚步。库托拉不知发生何事，回头望向停下脚步的佐夫。

  　そのまま唐突に、足を止める。クォートラは何かと思い、振り返って立ち止まったゾフを見た。

  

  佐夫以瞪视般的眼神看着库托拉。

  　ゾフは、睨むような目でクォートラを見ていた。

  

  

  「你对小姐是怎么想的？」

  「お前はお嬢をどう思ってんだ？」

  

  「什么？」

  「何？」

  

  

  库托拉讶异地心想「他在说什么？」，但察觉到佐夫是认真发问后，便转过身去。

  　何を言っているのかとクォートラは訝しんだが、ゾフが真剣に質問をしていると気づくとしっかり体を向けて向き直った。

  

  

  「公主是我们的将军阁下，是魔王大人认可的人物。我只懂得服从。」

  「姫は我らが将軍閣下。魔王様がお認めになった方だ。俺はただ従うのみ」

  

  「哦？」

  「ほぉ」

  

  

  佐夫搔搔下巴，瞪着库欧托拉，用鼻子哼笑一声。

  　ゾフは顎を掻きながら、クォートラを睨むまま。鼻で笑うように息を吐いた。

  

  

  「你是不是保护过度了？而且，你对人类的小鬼头也太没有戒心了吧？」

  「過保護が過ぎるんじゃねーか？　それに、随分気を許しているな。人間のガキ相手に」

  

  「喂，你在说什么？」

  「おい、何を言ってる」

  

  「我可没有完全信任大小姐。」

  「俺はお嬢を完全に信用しちゃいねえ」

  

  「佐夫！」

  「ゾフ！」

  

  「别误会了。我还有半兽族的尊严。我认同这一点，所以才会服从大小姐。不过，库欧托拉。」

  「勘違いするな。オーガ族の誇りはある。俺は認めてる。だからお嬢には従う。だがなクォートラ」

  

  

  佐夫用拳头轻敲库欧托拉的胸膛。

  　ゾフはクォートラの胸板を拳で軽く小突いた。

  

  

  「你可别被人类牵着鼻子走。我们是魔族，大小姐是人类。就算她本人再怎么想当魔族，也改变不了这个事实。我认同大小姐的力量。她明明只是个小鬼头，却拥有我们所没有的聪明头脑。我们受到她的照顾，也多亏她，我们才能亲手杀死那些人类。」

  「人間に絆されんじゃねえぞ。俺たちは魔族。お嬢は人間だ。本人がいくら魔族を気取ろうが変わらねえんだよ。お嬢の力は認める。ガキのくせに俺達には無い、すげぇ考えを浮かべる頭を持ってる。それで俺達も世話になってるし、おかげで人間どもをこの手で殺せてる」

  

  「……」

  「……」

  

  「可是，如果只是遵照大小姐的命令行事……当大小姐那双小手染上鲜血时，你能保证那不是我们的血吗？」

  「だがよ、ただお嬢の言う通り突き進んで……お嬢のあの小せェ手が真っ赤に染まった時、それが俺たちの血じゃないって保証はあんのか？」

  

  

  库欧托拉心想：你在说什么？不过，正因为待在克莱儿身边，他才能理解她心中那深不见底的黑暗。

  　何を、とクォートラは思った。しかし、ココットの心の中にある計り知れない闇も、近くにいるからこそ理解できる。

  

  克莱儿确实有可能为了复仇，而舍弃他们。尽管她自己也不太愿意，但克莱儿确实利用了、抢先了、拟定出攻略弗利克特拉的作战计划。对克莱儿来说，托斯兰的确只是个道具。

  　そんなココットが、復讐の為に自分たちを切り捨てる事が無いとは言い切れないのも確かだ。現に、自分もよくは思っていなかったとはいえツォーネを利用し、出し抜き、フリクテラ攻略を遂行する作戦を打ち立てたココット。ツォーネはココットにとって、まさしく単なる道具だった。

  

  克莱儿的外表是个小女孩，却散发出完全不像小女孩的异样氛围。

  　見た目は幼女だが全く幼女であると思わせない異様な雰囲気を持つココット。

  

  若是那个若无其事利用魔族，走在自己期望道路上的小女孩，总有一天也会若无其事地舍弃他们吧——这句话听起来就像是索福在对库欧托拉这么说。

  　平然と魔族を利用し己の望む道を行くあの幼女なら、いつか自分たちも平然と切り捨てるのではないか、と。クォートラにはゾフがそう言っているように聞こえた。

  

  

  「小姐以人类来说很明事理，跟之前的将军不一样。平常是个可怕到不行的军人，但有时候也会觉得我有点可爱。」

  「お嬢は人間にしちゃ話も分かる。今までの将軍とは違ェ。普段はおっかねェくらいに軍人だが、俺にもちぃとばかし可愛く見える時もある」

  

  

  索福握紧拳头，以瞪视般的眼神从正面对库欧托拉说：

  　ゾフは拳を握りしめ、睨むような眼でクォートラに正面から言う。

  

  

  「不过，魔族和人类是敌人，绝对无法相容。你不可能忘记吧？人类从我们身上夺走了什么？」

  「だが魔族と人間は敵同士だ。絶対に相容れねェ。忘れたわけじゃねェだろ。俺達から人間は何を奪った？」

  

  「当然，我们没有一刻忘记过。但是……公主也是母亲被人类夺走的孩子，是被亲生父亲残酷对待的孩子。她小小的身体里累积的憎恨和我们一样。但是，以那种幼童的器量，无法完全承受。我们身为部下，支持将军。这么做有什么不对吗？索福。」

  「無論忘れた事等一秒とて無い。だが……姫も人間に母を奪われた子だ。実の父に非道を受けた子なのだ。あの幼く小さな身に溜め込む憎悪は俺達と同じだ。だが、あんな幼子の器では、溜め切れるものではない。俺たちは部下として将軍を支える。何が間違っているのだ、ゾフ」

  

  「……你还是老样子，是个顽固的家伙。算了，我也不是讨厌人类，何况他们对我有恩。总之，这样就好了吧。」

  「……固ェ野郎だよ、相変わらず。まあいい、俺も人間でさえなけりゃお嬢は嫌いじゃねえ。恩もある。ひとまずは、それでいいか」

  

  

  索福说到这里，终于深深叹了口气，同时伸了个懒腰。库多拉也没有继续说下去，无言地表示同意。

  　ゾフはそこでようやく深い息をつくと同時に、伸びをした。クォートラもそれ以上は話を続けず、無言で同意し言葉を切る。

  

  这时，索福重新迈开脚步，开始往前走。

  　そこでゾフは改まって足を動かし、歩き始める。

  

  

  「好了，去用酒洗去人类的血吧。」

  「さァて。酒で人間どもの血を濯ぎに行くかァ」

  

  「嗯……是啊。」

  「ああ……そうだな」

  

  

  两名魔族说完，走向街上。

  　二人の魔族は、そういって街中へ足を向けていった。

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  「……唉。」

  「……はぁ」

  

  

  

  我回到自己的房间，迅速脱下衣服，换上睡衣，直接趴在大床上。

  　私は、自分の部屋に戻ると、てきぱきと衣服を脱ぐと寝間着へと着替え、そのまま大きなベッドへとうつ伏せに倒れ込んだ。

  

  我单手抓起一个对我来说太大的枕头，抱在胸前，用双臂紧紧抱住。

  　あてがわれていた私の背丈には大きすぎるほどの枕を片手で掴むと、胸に抱き寄せ両腕でぎゅっと抱えた。

  

  

  ……我好累，身体的每个角落都在诉说疲劳。

  　……ひどく疲れた。体のあちこちが疲労感を訴えている。

  

  我抱着枕头，仰躺着转动身体。我看着天花板，对自己的心情自问自答。

  　私は枕を抱いたまま仰向けにもぞりと体を回す。天井を見ながら、私は自分の気持ちを自問自答する。

  

  有种像是完成一件工作后的满足感与清爽感。但是，也有着掩盖这些的不安……不，是不安吗？

  　一仕事終えた後のような満足感と清々しさはある。しかし、それを覆い隠すような不安。……いや、心細さか。

  

  在刚才向魔王大人报告弗利克德拉攻略的来龙去脉的场合。那个托尔涅感到害怕，抽抽噎噎地哭泣。然后被剥夺将军这个阶级，堕落下去的那个场合。

  　先の魔王様へのフリクテラ攻略の顛末の報告の場。あのツォーネが怯え、噎び泣き。そして将軍という階級を奪われ堕ちて行ったあの場。

  

  在那个场合，我深刻体会到。我虽然有能服从的人，却没有能庇护我的人。

  　あの場で、私は思い知った。私には従える者はおれど、私を庇護する者はいないのだと。

  

  我感到自己渺小得可怕，难以言喻的孤独感侵蚀身心。

  　己が恐ろしくちっぽけに感じ、言いようのない孤独感が心身を蝕んでいる。

  

  我用力抱紧枕头。连我自己都知道身体在微微颤抖。

  　私は強く枕を抱きしめる。体が小刻みに震えているのが自分でもわかる。

  

  闭上眼睛，托尔涅受到魔王大人制裁时，那双寻求救赎的眼睛至今仍会在眼睑内侧闪现。我总有一天也会走上那样的道路吗？

  　眼を閉じてみれば、魔王様から制裁を受けたツォーネのあの救いを求める目が今だに瞼の裏にちらつく。私も、いずれあんな道を辿るのだろうか。

  

  不，不对。

  　いや、否である。

  

  

  「我才不会犯下那种错误。我不会那么做的。」

  「そんなヘマはしない。して、やるものか」

  

  

  就算没有能庇护我的人。我也一定要活下去，消灭法尔托玛雷。我是利用他人的人。一切都是道具，是手段。那么，为什么道具要保护我？道具要有使用者才能发挥功能。不会擅自行动。

  　例え自分の庇護者がいないとしても。私は必ず生き延び、ファルトマーレを滅ぼしてやる。私は利用する者だ。すべては道具であり、手段。なればどうして道具が私を守ろうか。道具は使い手がいて初めて機能する。勝手に動きはしない。

  

  无论是保护自己，还是消灭敌人，全凭我自行判断。这点我很清楚。可是——

  　身を守るも、敵を滅ぼすも。すべては私の裁量次第。それは分かっているんだ。なのに。

  

  这份感情是什么？对魔王大人的恐惧？害怕自己变得像托尔一样？

  　この感情はなんだ。魔王様への恐怖？　ツォーネのようになるかもという恐れ？

  

  不对。这份心情，不对。

  　違う。この気持ちは、違う。

  

  

  「……好寂寞。」

  「……寂しい」

  

  

  我如此低喃，用力抱紧枕头。

  　私はそう呟き、強く枕を抱きしめた。

  

  然后，我自嘲地笑了，将脸埋进枕头里。真没出息，居然说出寂寞这种话。周围的人全都是道具或敌人，会孤独也是理所当然。因为世界对我很残酷，神也舍弃了我。

  　そして、自嘲気味に笑い、枕に顔をうずめた。情けないな、寂しいなどと口に出してしまうなど。周りはみんな道具か敵なんだから、孤独も当然だ。世界は私に残酷で、神は私を見捨てたのだから。

  

  人类轻蔑我是恶魔，即使活在魔族之中，魔族的世界也是轻易夺走我累积至今的一切。

  　人間には悪魔と蔑まれ、魔の中に生きるも、魔族の世界はあんなにもあっけなく積み上げてきたものが奪われる世界。

  

  我独自在这样的世界中战斗。

  　そんな中で私は一人戦う。

  

  

  包括四特拉、索夫，还有欧德。

  　クォートラやゾフ。あと、オドあたりも。

  

  他们现在看起来是忠实的仆人，但随时可能割断我的喉咙。魔族就是这样的种族。

  　今でこそ忠実なしもべに見えるが、いつ私の喉笛を掻き切らんとも限らない。魔族は、そういう種族だ。

  

  我不能相信任何人，不能依赖任何人。要是这么做，就真的会重蹈托尔的覆辙。

  　私は何も信用してはならない。何も頼ってはいけない。そんなことをすれば、それこそツォーネの二の舞だ。

  

  欺骗、利用、抢先……我为了自己的愿望持续前进。即使道路被黑暗笼罩，我也只能独自前进。

  　騙し、利用し、出し抜いて……私は私の望みのために進み続ける。暗く闇に覆われた道であっても、私は一人で進むしかない。

  

  然后获得幸福的生活，安稳度日。

  　そして幸せな生活を手に入れ、穏やかに暮らすのだ。

  

  我不知道黑暗的另一头是否有光。但是，雷米遗留下来的心是我现在的全部。为此我不需要庇护。为了生存的盾牌也就算了，但包裹心灵的温暖……就算想要也已经不存在了。

  　闇の向こうに光があるのかはわからない。だけれども、レイメの遺した心は今の私のすべてだ。その為ならば庇護などいらない。生存のための盾ならともかく、心を包む温もりなど……望んでももう存在しないのだから。

  

  

  雷米。

  　レイメ。

  

  

  我看向雷米细心地放在床边桌上的圣石。

  　私はベッドのサイドテーブルの上に丁寧に置かれたレイメの聖石に目をやる。

  

  散发出紫红色光辉的美丽石头对我很温柔。

  　赤紫色の輝きを放つ美しい石は、私に優しい。

  

  温暖只存在于心中。只有与雷米一起生活的那段记忆。

  　温もりなど、心の中にだけ。レイメと生きたあの記憶だけ。

  

  这样不就够了吗？

  　それで十分じゃないか。

  

  

  

  

  然而。

  　なのに。

  

  

  

  为什么我会如此空虚呢？

  　なんでこんなにも、空虚なんだろう。

  

  应该收纳温暖记忆的胸口仿佛开了一个洞。不管我多么用力抱紧枕头都无法填补。

  　暖かい記憶が収まるはずの胸は、穴が開いたようで。どれだけ強く枕を抱きしめても埋められない。

  

  为什么？我现在正按照自己的期望生活，一帆风顺。

  　なぜだ。私は今望みのままに生き、順調に進んでいる。

  

  

  「是吗？不够啊，复仇不够。成果不够。那些家伙的绝望不够。」

  「そうか。足りないんだ、復讐が。成果が。あいつらの絶望が」

  

  

  我在没有人的房间里独自出声。

  　誰もいない自室で一人声に出す。

  

  我翻了个身，侧躺着抱紧枕头。我紧紧抱住枕头，弯曲膝盖缩成一团。

  　ごろりと寝返りを打ち、横向きになって枕を抱く。ぎゅうっとつぶれんばかりに枕を抱え、膝を曲げて丸くなる。

  

  没错，是这样。当我亲手对人类散播恶意时。结果。我被幸福的感觉包围。当时我没有感受到这种空虚。

  　そうだ、そうだった。人間どもにこの手で悪意を振りまいた時。その結果。私は幸せな気分に包まれた。あの時は、こんな空虚は感じなかった。

  

  独自在魔中。即使如此，我确实被填满。

  　魔の中に一人。そんな中でも、確かに満たされた。

  

  是那个，一定是那个感觉。

  　あれだ、きっとあの感じだ。

  

  

  如果能一直感受着那股力量，我就会很幸福。

  　アレをずっと感じられれば、私は幸せなんだ。

  

  我要消灭可恨的法尔塔玛雷，用憎恶之火焚烧活在那里的居民。再用从那些家伙的尸体上绽放的红花，装饰在雷米的墓碑上。

  　憎きファルトマーレを滅ぼし、そこに生きる人間を憎悪の炎で焼く。レイメの墓標に奴らの死体から咲いた紅い花を添える。

  

  然后，我会在墓碑旁静静地生活。这是雷米希望我活下去，以及向夺走雷米的家伙们复仇。

  　そして墓標のそばで、静かにただ生きる。レイメの望んだ私の生存と、レイメを奪った連中への復讐。

  

  别忘了这件事，克莱儿。

  　それを忘れるな、ココット。

  

  因为这就是我在这个世界生存的理由。

  　私がこの世界で生きる理由なんか、それだけなんだから。

  

  

  

  我缓缓闭上双眼，感受着身体的疲劳，缓缓落入梦乡。红色眼眸闭上，白发微微摇曳。

  　私はゆっくり瞳を閉じ、身体の疲労を感じながらゆっくりとまどろみの中に落ちてゆく。赤い瞳を閉じ、白い髪をかすかに揺らしながら。

  

  在魔物环伺的我，被沉重又潮湿的深灰色夜晚压得喘不过气。

  　魔の中に在る私にのしかかる重くじっとりとした鈍色の夜に。

  

  我随着安稳的呼吸声，静静地失去意识。

  　私は穏やかな寝息とともに意識を静かに手放した。

  

  

  

 
  ＃３３　prologue：血の契約は溜息と共に

  ＃33　prologue：血之契约与叹息一同

  　

  

  

  

  这是什么？这是什么状况？

  　なんだこれは。なんなんだこの状況は。

  

  我冷汗直流，为了打破僵局而绞尽脑汁，却还是不知该如何是好。

  　私は冷や汗を流しながら状況をどうにか打開せんと思考を巡らせ、それでいてどうしたものかと困惑している。

  

  我们军队的营帐中笼罩着一股紧张的气氛。

  　私たちの軍に充てられた詰所の中は剣呑な雰囲気に包まれていた。

  

  在我眼前的是表情骇人的克欧塔和索夫。欧德一如往常，畏畏缩缩地交互看着克欧塔和我。。

  　私の目の前では、クォートラとゾフが恐ろしい形相で居る。小脇ではオドがいつも通りおどおどしながらクォートラらと私を交互に見ていた。

  

  

  「公主，这是怎么回事？」

  「姫、これはどういうことですか」

  

  

  克欧塔难得用可怕的表情看着我。

  　クォートラが珍しく私に恐ろしい顔を向けている。

  

  

  「小姐，这个玩笑开得有点过分啊。」

  「お嬢、冗談にしちゃタチが悪ぃや」

  

  

  索夫也在她身旁，平时就可怕的脸庞扭曲得宛如阿修罗。

  　ゾフもその隣で平時でさえ恐ろしい顔を阿修羅の如く歪めている。

  

  

  「等等，你们别冲动，先听我解释。还有，别瞪我，很可怕。」

  「待てお前たち早まるな。説明をさせろ。あと怖いから睨むな。本当に怖い」

  

  

  我因为太过动摇，脱口说出老实过头的话，但克欧塔和索夫的表情始终没有放松。

  　動揺しすぎて素直すぎる言葉を並べてしまうがクォートラとゾフは一向に表情を緩めない。

  

  两人的视线对着我……不，正确来说，是看着我身后的某人。那家伙从后方抱住我，现在也露出沉浸在喜悦中的笑容。

  　その二人の視線は、私……いや、正確には私の後ろに居る者に向けられている。そいつは私を後ろから抱く様にして、今もにやにやと悦に浸る表情をしているのだ。

  

  因为身高差距，我的后脑勺感受到柔软的触感，不知为何有一瞬间感到不甘心，看来我的脑袋也被现在的状况搞糊涂了。

  　身長差のせいで後頭部に柔らかい感触があり、何故か一瞬悔しくなる等私も相当今の状況に頭がやられている。

  

  我大大地叹了口气，对那个将手环在我身上、心情愉悦的笨蛋抗议。

  　私は大きなため息をついて、私の体に手を回しながらご機嫌な阿呆に物申す。

  

  

  「你闹够了吧，托泽！」

  「いい加減にしないか、ツォーネ！」

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  稍微将时间往前回溯。

  　時を少し遡る。

  

  

  

  在弗利克提拉攻略报告后过了一个月。

  　フリクテラ攻略の報告より一か月。

  

  我站在魔王城的牢狱前。魔王军四天王的艾库罗大人退后一步站在我身后。

  　私は魔王城内牢獄の前に居た。一歩下がる様に私の後ろにいるのは魔王軍四天王のエルクーロ様。

  

  艾库罗大人下令后，守卫魔族点头，缓缓打开牢狱的门。

  　エルクーロ様が命じ、看守の魔族が頷くと、ゆっくりと牢獄の扉を開けた。

  

  

  

  我穿过沉重的金属制牢狱门后看见的景象，让我产生了复杂的印象。

  　私が重々しい金属製の牢獄の扉をくぐってそれを見た時、抱いた印象は複雑なものだった。

  

  一言以蔽之，就是野兽。

  　一言で表すならば、獣。

  

  饥饿的野兽。

  　餓えた獣だった。

  

  那东西小声地不停呻吟，以跪地般的姿势低头。

  　小さな声で絶えず呻きながら、跪くような姿勢で頭を下げて俯くそれ。

  

  四肢被坚固的金属枷锁固定，完全无法动弹，无力瘫软的模样甚至让人感到心痛。

  　四肢を頑強な金属の枷で固定され、身動きを完全に封じられながらだらりと力なく脱力した姿は痛ましくすらある。

  

  或许是因为我将它和过去的自己重叠了吧。

  　かつての自分を重ねたのもあろうか。

  

  

  「她从被关起来后就一直被禁止摄取任何血液。这是给她的惩罚。」

  「彼女は拘束されてから今まで一切の血液の摂取を禁じられている。それが彼女への罰だ」

  

  

  和我预料的不同。从托泽被带走时的样子来看，我原本以为会是更可怕的刑罚。

  　予想とは違った。ツォーネが連行された時の様子からもっと恐ろしい刑罰を想像していたのだが。

  

  看来艾库罗大人似乎向魔王大人进言，她应该被减刑了吧。

  　どうやらエルクーロ様が魔王様に一言添えたらしいが、減刑でもされたのだろうか。

  

  仔细一看，他垂下的头正下方的地板是湿的。虽然因为浏海而看不见脸，但看得出他正流着口水。这么说来，我想起吸血鬼的事。然后我重新认识到，即使有艾库罗将军求情，他还是被处以这样的刑罚。

  　よく見れば垂れ下がった首の直下の床が濡れている。下りた前髪で見えない顔ではあるがだらだらと涎が垂れているのが分かった。そういえば、と私はヴァンパイアについて思い出す。そして私はエルクーロ様の口添えがあって尚このような刑に処されているのだと再認識をする。

  

  他似乎相当难受。看这副模样，就能理解吸血对吸血鬼来说有多重要。如果要比喻，就像是人类的脱水症状。脱水症状严重时会相当严重，会出现手脚痉挛、思考能力下降，甚至看到幻觉。而且还要持续一个月。

  　相当堪えているらしい。ヴァンパイアにとって吸血がどれほど重要なのか、この姿を見れば納得もできる。例えるならば人間でいう脱水症状のようなものらしい。脱水症状の症状は重度になれば相当深刻なものになる。手足の痙攣や思考力の低下、幻覚を見ることさえあるとか。それを、一か月。

  

  遭到剥夺将军地位，沦落为一般士兵的托尔涅，现在被关在牢里，这副惨状。听说要等到魔王大人一时兴起才会被释放，一个不好，他可能会死在这里。

  　将軍の位をはく奪され一般兵士にまで落ちたツォーネ。それが今、こんな有様で牢獄に繋がれている。解放は魔王様の気まぐれだと言うから、ヘタをすればここで死んでしまうかもしれない。

  

  其他将军如果想收他为部下，他就会被释放，但托尔涅的品行似乎有问题，所以没有人愿意。

  　他の将軍らが配下に迎えたいと言えば解放されるらしいが、ツォーネは素行が災いしてか誰も名乗りを上げなかったとの事。

  

  托尔涅的个性虽然有问题，但战斗能力很强。让他在这种地方腐烂太可惜了。

  　ツォーネは性格に難ありだがその戦闘能力は高い。こんなところで腐らせておくにはもったいなすぎる。

  

  既然没有人要，那就由我收下吧。

  　誰も要らないのなら、私がもらう。

  

  我向艾尔克罗大人询问这件事，他便说会帮我跟魔王大人说一声，魔王大人则是一副不感兴趣的样子，要我随意处理。

  　そんな事をエルクーロ様に打診してみたところ、魔王様に掛け合ってみるとの事で、当の魔王様は興味なさそうに好きにしろ、との事だった。

  

  

  所以我才会来接托札涅回去。

  　そういう訳で私はツォーネの身柄を引き受けに来た、という訳だ。

  

  我走进房间，走到托札涅身边。艾尔克罗见状，便出声制止我。

  　私は部屋の中へとより足を踏み入れ、ツォーネの下へ歩み寄る。それを見たエルクーロが静止の声をかけてきた。

  

  

  「饥渴的吸血鬼会失去理智，很危险。」

  「渇いたヴァンパイアは正気ではない。危険だ」

  

  「有艾尔克罗大人在就没问题了吧？」

  「エルクーロ様がいれば大丈夫でしょう？」

  

  

  我回头这么说，艾尔克罗似乎有点惊讶。

  　振り返ってそう言えば、エルクーロは少し驚いたようだった。

  

  我本来就是为了这个才找艾尔克罗大人商量。我一个人来这种地方，完全不是出于同情或利害得失。

  　元よりそのためにエルクーロ様にお話をしたようなものだ。私一人でこの場に来るなどという事は、同情や損得を抜きにありえない。

  

  艾尔克罗大人答应与我同行时，我有点惊讶。当然，我并非完全没有得到许可的打算，但凡事都得试试看。

  　まあ、エルクーロ様が同行を承諾してくれた時は少しびっくりしたが。もちろん許可が得られる打算が全くなかったわけでもないが、何でも言ってみるものだ。

  

  我多少有点自信，认为失去攻略弗利克提拉的我，应该会是他的损失，所以才会赌一把。艾尔克罗大人稍微思考后，就答应了。

  　フリクテラ攻略を為した私を失うことは損失の筈だという多少の自信に基づいた賭けではあったが、エルクーロ様は少し考えたのちに承諾してくださった。

  

  说起来，当托松大闹时，能阻止他的人并不多。因为克瓦多和索夫在别的意义上可能会引发问题。他们似乎相当讨厌托松，要是事情变得复杂就麻烦了。

  　そもそもツォーネが暴れた時に止められるものはそうそう居ない。クォートラやゾフは別の意味で問題を起こしそうだからな。相当ツォーネを嫌っているようだし、話をややこしくされては困る。

  

  因此，当我获得艾库罗尔大人的许可，和他一起来到这里时，我的人身安全就等同受到保障。

  　故に、エルクーロ様の同行の許可を得て共にここに来れた時点で私の身の安全は保障されたようなもの。

  

  既然如此，我就堂堂正正地走向托松。

  　ならば堂々と私はツォーネに向かう。

  

  托松注意到我后，缓缓抬起头。

  　ツォーネは、私に気づくとゆっくりと顔を上げた。

  

  那天被魔王大人打烂的右眼已经包扎好，缠上一圈圈的白色绷带。看得见的左眼呈现无法对焦的模糊状态，但和我对上眼后，他用力睁大眼睛。

  　あの日魔王様に潰されたであろう右目には手当てがされており、白い包帯がぐるぐると巻かれていた。見えている左目はゆらゆらと焦点の合わない有様だったが、私と目が合うと大きく見開かれた。

  

  

  「你……好……」

  「こコッ……とぉ……」

  

  「你看起来没什么精神呢，托松。」

  「元気はなさそうだな、ツォーネ」

  

  「太好了……拜托、你……血、血……」

  「良かった……ぉねがい、ですわ……血、血を……」

  

  

  托松发出微弱的恳求声。

  　ツォーネは懇願するようにか細い声を出した。

  

  他似乎已经没有力气大闹。托松难看地吐出舌头，仰望着我，喘着气的模样就像被要求等待的狗。他虚弱到这种地步，还能派上用场吗？

  　もはや暴れる気力もないらしい。無様に舌を出し、上目遣いで荒い息を吐きながら私を見上げるツォーネの有様はお預けを食らった犬そのものだ。ここまで弱っていて使い物になるのだろうか。

  

  不过难得都来了，要是毫无成果，我的自尊心会无法接受。无论如何都要把他带回去。

  　しかし折角来たのに成果ゼロでは私のプライドが我慢ならない。どうあってもこれは連れて帰る。

  

  这绝对不是同情。我只是觉得可惜，所以才想带她回去。虽然她那副令人心痛的模样，确实让我有些心痛。

  　決して同情などではない。ただ惜しいから、連れて帰るだけだ。確かに痛ましい姿に多少胸は傷んだが。

  

  这家伙原本对我没有敌意。虽然被她强行夺走初吻让我感到极度不悦，但也仅止于此。

  　もともとこいつに敵意があったわけでもない。無理やり唇を奪われたのは不快極まりなかったが、それだけと言えばそれだけだ。

  

  这家伙不是我讨厌的人类。她是拯救我的魔族——艾库罗大人的同胞。既然如此，我的行动并没有错。

  　こいつは私が嫌う人間ではない。私を救った魔族、エルクーロ様の同胞。であれば私のこの行動は間違っていない。

  

  

  「托泽，我就直说了。成为我的部下吧。」

  「ツォーネ、単刀直入に言う。私の配下になれ」

  

  「呼、呼……是、吗……」

  「ハッ、ハぁッ……はい、か……」

  

  「没错。只要成为我的部下，我就放你出去。我已经得到许可了。」

  「そうだ。私の配下になればここから出してやる。許可は得ている」

  

  

  听到这句话，托泽瞪大双眼。

  　それを聞いたツォーネは目を見開いた。

  

  接着，她呼吸变得更为急促，直盯着我的脸。

  　そして殊更に息を荒げ、私の顔をじっと見ている。

  

  

  「所谓的部下，就是宣誓效忠我，不违抗我，听从我的命令工作。也就是成为我的部下。当然，管理部下的身体状况是上司的职责。我多少会分点血给你。」

  「配下とはつまり、私に忠誠を誓い、逆らわず、言う事を聞いて働くという事だ。私の部下となるという事になる。もちろん、部下の体調管理は上司の務めだ。多少なら血も分けてやる」

  

  「咿……是……」

  「ひっ……はひっ……」

  

  

  托泽露出打从心底感到开心的表情，不断点头。

  　ツォーネは心底嬉しそうな顔で何度も頭を縦に振った。

  

  

  「我愿意、我愿意……克莱儿……不对，克莱儿小姐……我愿意、侍奉您……」

  「なる、なりますわっ……こ、ココット……いえ、ココットひゃま……お仕え、しますわっ……」

  

  「你真性急。不恨我吗？」

  「随分気が早いな。私が憎くないのか？」

  

  

  就算说是我抢走她的功劳，导致她陷入这种境遇也不为过。

  　手柄を掠め取りこの境遇を生み出したのは私と言っても過言ではない。

  

  我没想到她会这么轻易就低头。我本来打算抱着多少会感到不满的觉悟，用改善待遇当诱饵笼络她。

  　そんな相手にこうも簡単に首を垂れるとは、予想外だった。私としては多少の不満を覚悟で、待遇改善を餌に丸め込むつもりだったのだが。

  

  

  「我、我……快、快……血……」

  「わた、わたくし……はや、く……血を……」

  

  

  看来她痛苦到没办法多说废话。算了，我本来就打算帮她缓解这个状况。

  　四の五の言っていられない程に辛いという事か。まあいい。この状況を軽くしてやろうとはもともと思っていた。

  

  话虽如此，该怎么办呢？虽然我刚才说了，但要给她血的方法虽然不少，能实行的却不多。

  　とはいえどうしたものか。言っては見たが、血を与えるにはいくらか方法は浮かべども実行できるものは多くない。

  

  最快的方法是像吸血鬼那样让她咬我，但一想到可能会被失去理智的她吸干血液，我就害怕得不敢这么做。

  　手っ取り早いのは吸血鬼よろしく噛んでもらう事だろうが、正気ではないこいつに血を吸い尽くされるかもなどと想像したら恐ろしくてとてもではないができない。

  

  虽然也可以用刀子在指尖划个伤口，让她滴血喝，但我不确定这样够不够。

  　ナイフかなにかでちょいと指先にでも傷をつければ垂らして飲ませることもできようが、それで足りるのかも不明である。

  

  

  「你需要多少血？」

  「どのくらい血が要る？」

  

  

  我老实地询问。

  　ここは素直に聞く。

  

  托锥以颤抖的声音回答：

  　するとツォーネは震える声で返してきた。

  

  

  「一、一点……就可以了……只、只要舔舔……」

  「す、少しで……だいじょうぶですわ……な、舐めるだけでも……」

  

  

  托锥瞄着我背后的艾库罗大人，结结巴巴地回答。

  　ちらちらとツォーネは私の背後のエルクーロ様を見ながらたどたどしく答える。

  

  艾库罗大人保持沉默，看来她没有说谎。艾库罗大人察觉到生命危险后，应该会想办法解决吧。

  　エルクーロ様が黙っているのを見るに嘘ではないらしいが。まあ、命の危険を察したらエルクーロ様が何とかしてくれるだろうか。

  

  我就是不想死，才会请她陪我到这一步。如果她不保护我，就太不合理了。这不需要感情，而是类似契约的东西。对自己做出的许可要负起责任，这就是上位者该有的态度。

  　死ぬのだけは良くないからここまで同伴してもらったのだ。守ってもらわねば筋が通らない。そこに感情は要らない。そういう契約のようなものだ。自分で出した許可には責任を。それが上に立つものである。

  

  我稍微犹豫了一下，然后脱下手套。

  　私は少し逡巡した後、手袋を取ってみる。

  

  

  「用手指可以吗？」

  「指でいいか？」

  

  

  听到这句话，托斯卡尼开心地摇晃着拘束具，用力点头。

  　その言葉に嬉しそうにツォーネは拘束具をガシャガシャと揺らしながら大きく頷いて見せた。

  

  我被金属声吓到后退一步，艾尔克罗大人则代替我走上前。

  　金属の音に驚いて一歩下がった私に代わりエルクーロ様が前に出た。

  

  

  「托斯卡尼，冷静点。」

  「ツォーネ、落ち着け」

  

  「没、没问题……我明白……」

  「だ、大丈夫ですわ……わかっておりますの……」

  

  「很好。虽然克莱儿将军允许，但吸血后你还是能动。接下来就准备奴隶吧。」

  「よし。ココット将軍が許可をしたとはいえ、吸血は君が動ける程度だ。あとは奴隷を用意する」

  

  

  艾尔克罗大人转头看向我，轻轻点头。我见状也做好觉悟，将手指悄悄靠近抬着眼、流着口水的托斯卡尼。

  　エルクーロ様が私に顔を向け、小さく頷く。私もそれを見て覚悟を決め、上目遣いのまま舌を垂らしだらだらと涎を零すツォーネにそっと指を近づける。

  

  托斯卡尼瞬间张大嘴巴，咬住我伸出的手指。由于事出突然，我吓了一跳，手指被托斯卡尼的舌头舔舐的感觉，让我发出「呜呀」的丢脸叫声。

  　瞬間、ツォーネが大口を開け私の差し出した指を咥えた。突然だったので私は驚き、またツォーネの口の中で舌を這わされる指の感覚に「うひぁ」という情けない声を小さく漏らしてしまった。

  

  不久后，不习惯的感觉让我起鸡皮疙瘩，我勉强把嘴巴抿成一条线忍耐，只有舌头在上面的指尖传来轻微的疼痛。啊啊，她咬到我的手指了。然后不出所料，她开始吸我的血，力道比想象中轻很多。

  　やがて慣れない感覚にぞわぞわと鳥肌を立てながらなんとか口を一文字に結び耐えていると、舌が這うだけだった指先に小さな痛みが走った。ああ、歯を立てられたな、と思った。そして案の定、想像していたよりは大分控えめに、血を吸われ始めた。

  

  被吸血鬼吸血的人会变成吸血鬼。

  　吸血鬼に血を吸われた者は吸血鬼になる、だとか。

  

  全身的血液会被吸得一滴不剩。

  　体中の血液を一滴残らず飲み干される、だとか。

  

  前世有很多迷信，不过被真正的吸血鬼吸血，我应该是第一个吧。

  　前世での迷信は多々あったが、その実本当に吸血鬼たるヴァンパイアに血を吸われたのは私が初めてではなかろうか。

  

  我向艾库罗大人确认过，被吸血也不会变成吸血鬼，对方也不会吸干我的血，不过，的确。托涅尔抬着眼睛偷瞄我，似乎在避免惹我不高兴，她小口小口吸着我的指尖，我开始觉得不需要担心。

  　エルクーロ様に確認し、吸血されてもヴァンパイアになるようなこともないし吸い尽くされるような事にもさせないとの事だったが、まあ、確かに。上目遣いでちらちらと私の機嫌を損ねない様にでもしているつもりなのか控えめにちゅうちゅうと指先を吸うツォーネの姿には、心配など無用に思えて来た。

  

  她那天高傲的态度和充满自信的模样消失无踪。她憔悴到令人同情，对我而言，收回这只手指应该是她最害怕的事情。

  　あの日の高慢な態度や自信に満ちた姿はどこへやら。情けない程の憔悴に、私がこの指を引っ込めることがツォーネにとって何より恐れる事なのだろう。

  

  感觉就像血液从指尖渗出，然后被她舔掉一样。我本来以为她会大胆地吸血，所以有点意外。不过，因为疼痛很快就消失，舌头舔过伤口的感觉让我觉得有点痒，又有点难以言喻。而且，尽管托涅的模样很凄惨，但说起来她仍是个美少女。

  　少しずつ指先に滲んだ先から血液を舐め取られているような感じだ。大胆に吸い出されるかと思っていたから拍子抜けではあるが、傷口に舌が這う感覚は、痛みはすぐに消えたのもあってこそばゆくて何とも言えない。それに、ツォーネは酷い有様とはいえ、言ってしまえば相当な美少女なのだ。

  

  我想在产生奇怪的感觉前赶快结束，但她吸血的方式莫名客气，所以拖了很久。

  　変な気持ちになる前に早く済ませたいものだが、変に遠慮がちに吸われるせいで長い。

  

  ……奇怪的感觉是什么？

  　……変な気持ちってなんだ。

  

  回过神后，我将指尖感受到的感觉和胸口的烦闷感全都当成不快感，专心忍耐。

  　我に返った私は指先から感じる感覚や胸のもやもやを全て不快感だと思い込んで無心で我慢することとした。

  

  结果，我花了十几分钟沉浸在吸血行为中，直到托涅终于放开我的指尖，我才连忙戴上手套。

  　結局十数分もの間吸血行為に耽られた私は、ツォーネの口からやっと指先を解放すると慌てて手袋をした。

  

  艾尔克罗担心我的身体状况，但我姑且先回了句「我没事」。

  　エルクーロが私の体を気遣うが、とりあえず「大丈夫です」と伝えた。

  

  托涅大大地深呼吸。她似乎冷静下来了。虽然吸血量比我想象中还少，但她的呼吸也稳定下来，刚才痛苦的表情也缓和许多。

  　ツォーネは大きく深呼吸をしている。大分落ち着いたらしい。思ったより少量の吸血だったとは思うが、呼吸も落ち着いてきていて、先ほどまでの苦しげな表情は大分和らいでいる。

  

  感觉就像干渴的喉咙得到冷水滋润。

  　カラカラに渇いていた喉に冷水を得た気分なのだろうか。

  

  我观察了她几分钟，托涅终于开口：

  　やがて数分ほど様子を見ていると、ツォーネが口を開いた。

  

  

  「谢、谢谢您。克莱儿……小姐……」

  「あ、ありがとう御座います、ですわ。ココット、様……」

  

  「托泽，我们约好了。你以后要听我的命令。事到如今可别反悔哦。」

  「ツォーネ、約束だ。私の下についてもらうぞ。今更反故にするなよ」

  

  「我知道。而且，我求之不得……」

  「分かっておりますわ。それに、望むところでもありますの……」

  

  

  托泽脸色变得红润许多，她抬起头看着我，对我投以陶醉的眼神。

  　大分血色がよくなったツォーネは顔を上げ私を見ながらうっとりした視線を送って来た。

  

  那是她当时在弗利克提拉看着我的眼神。

  　あの時フリクテラで私を見ていた時の視線だ。

  

  因为这家伙曾放话说要让我成为她的所有物，所以或许有什么企图。

  　私をモノにするなどと抜かしていたこいつだから、何か企んでいるのかもしれない。

  

  

  「……我本来想让你成为我的爱奴。」

  「……わたくし、あなたをわたくしの愛奴にしたかったんですの」

  

  「……所以呢？成为我的部下，就代表你将成为我的所有物。」

  「……それで？　私の下に付くという事は、お前が私のモノになるという事だが」

  

  「这样也没关系。」

  「それでも、いいんですの」

  

  

  托泽露出灿烂的笑容。

  　ツォーネはぱぁっと笑顔になる。

  

  

  「我对您一见钟情。您那残酷的表情和眼神。虽然俗话说可爱的花都有刺，但您是特别的毒草！太棒了！如果能和您在一起，不对！如果能成为您的爱奴！我很乐意成为您的所有物，克莱儿大人！」

  「わたくし、あなたに一目惚れしていたんですわ。あなたのあの残酷な表情、瞳。可憐な花には棘があると言いますが、あなたはとびっきりの毒草ですわ！　最高ですわ！　そんなあなたと一緒に居られるんでしたら、いえ！　愛奴にしていただけるんですもの！　喜んであなたのモノになりますわ、ココット様！」

  

  「……啥？」

  「……はぁ？」

  

  

  

  我抱着头，心想「艾珂露可真是个麻烦的家伙」。

  　そんなこんなで、エルクーロを見れば、こいつはこういうやつなんだと頭を抱えていた。

  

  我从这家伙口中得知她是同性恋，所以早就猜到了，但没听说她是被虐狂。我反而以为她是虐待狂……也听说过两者只有一线之隔。

  　同性愛者なのはこいつの口からカミングアウトされていたので察してはいたが、マゾヒストだとは聞いていない。むしろサディストだと思っていたが……両者紙一重とも聞いたことがある。

  

  虽然我很想大喊「太恶心了，当我没说」，立刻转身逃跑，但既然我告诉自己不能出尔反尔，就不能反悔对托泽的邀约。

  　気持ち悪いからなかったことにすると叫んで即座に踵を返し逃げ出したくなったが、他人に発言を反故にすまいなと思った以上、私自身がツォーネへの誘いを反故にするわけにはいかなかった。

  

  托泽的确是因为寻求救赎才答应我的提议，所以我有责任接受她。我可不想逃避责任。

  　ツォーネは確かに救いを求めて私の提案に乗ったのだから、受け入れる責任が私にはある。責任逃れは私の望むところではない。

  

  我打从心底后悔自己做出与想象不同的结果，但又无计可施，只能放弃。

  　私は想像と違う結果に心底後悔していたが、どうにもならんと諦めた。

  

  既然如此，就如她所愿，把她当成我的东西，像条破抹布一样用到坏为止。

  　こうなったら望み通り私のモノとしてぼろ雑巾のように使いつぶしてやる。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  因此，我带着获得解放的托泽回到值勤所，但从四特拉和索夫迎接我的平常表情，转为凶神恶煞的表情，只有一瞬间。

  　という訳で解放されたツォーネを連れて詰め所まで戻ってきたのだが、クォートラとゾフの私を迎えるいつもの表情から先に話した鬼の形相へ至るまではほんの一瞬だった。

  

  毕竟在我背后，是右眼戴着代替绷带的刻有花朵图案的眼罩，笑咪咪的托泽，也难怪他们会这样。害怕麻烦，没有向两人说明就离开，虽然是我的判断，但最后还是觉得会很麻烦，于是做好觉悟。

  　私の背後に、包帯の代わりに花の紋様が彫られた眼帯を右目に付けてニコニコと笑顔のツォーネが居たのだから無理もない。面倒を恐れて二人へ説明せずに出たのは私の判断だが、結局面倒になるなと私は腹をくくった。

  

  就在我准备开口说明的前一刻，照理说只要乖乖待着就好的托泽，看着两人露出不怀好意的笑容，从我身后抱了上来。

  　そのまま私が説明しようと口を開く寸前、大人しくしていればいいものを、二人を見てツォーネはにやりと悪い笑みを浮かべ、私の背後から抱き着いてきたのだ。

  

  然后，他开口第一句话就是这个。

  　そして開口一番の言葉がこれだ。

  

  

  「哎呀，两位木偶，你们好啊。从今以后，本大爷托泽就是克莱儿大人的首席部下了。」

  「あら、ごきげんよう木偶の坊の諸君。これからはこのツォーネが、ココット様の第一の部下を務めますわ」

  

  

  我再次重重地叹了口气。

  　私は改めて、大きな溜息を零したのだった。

  

  

  

  

  

 
  ＃３４　前途多難

  ＃34　前途多难

  　

  

  

  

  糟透了。

  　最悪だ。

  

  要说哪里糟，就是气氛。

  　何がって、空気がだ。

  

  由于姑且算是重新编组部队，我想说要先好好整顿军队，便将部下的魔族们全数集合到值勤所，但那些队长级的魔族心情都差到吓人。

  　一応部隊の再編のような扱いになるから、一度しっかり軍の整理を行おうと思い詰所に配下の魔族たちを全員集合させたわけだが、その隊長格の面々が恐ろしいまでに機嫌が悪い。

  

  他们对于没商量就带走托尔的我虽然没有说出口，但明显地表现在态度上。

  　何も相談せずにツォーネを回収した私に対しての不満が言葉にこそ出ないもののありありと伝わって来た。

  

  为了我今后的发展，我才会强行强化我军的军备。但不管怎样，我早就料到会变成这样，只是没想到会在我眼前上演。

  　我が軍の軍備強化は私の今後の為に臨むところではあったから強行したのだが。しかしどっちにしろこうなることは目に見えていたが、私の目の前で繰り広げるとは思わなかった。

  

  现在，库多拉、索夫和托尔正围着小小的我互瞪。

  　今は小さな私を囲うようにしてクォートラ、ゾフ、そしてツォーネが睨み合っている。

  

  集合后，我若无其事地提起重新编组部队的事。

  　集合後、私は何食わぬ顔で部隊再編の話を切り出した。

  

  托尔率领的魔剑士部队，在收他为部下时由我接收，接着就和以前一样交给他管理，但问题就在这里。

  　ツォーネが率いていた魔剣士部隊は、宙ぶらりんだったものをツォーネを配下に迎えるのと同時に私が接収、そのままかつてと同じようにツォーネに任せるくだりにはなったのだが、そこからが問題だった。

  

  至于库托拉，她一如往常地继续辅佐我，同时指挥在这个世界属于贵重航空战力的龙人部队，所以倒还好。但索夫却得和他讨厌的对象并肩作战。我命令索夫和佐涅联手强化地面部队，到此为止都还好，但两人开始争论起谁拥有优先指挥权。

  　クォートラはこれまで通り私の補佐をしつつこの世界では貴重な航空戦力たるドラゴニュート部隊の指揮であるからまだいいが、ゾフは嫌っていた相手と肩を並べて戦う羽目になる。地上部隊をゾフとツォーネの二軍連携で強化せよと命じたまではまだよかったが、今度は二人がどちらに優先指揮権があるのかなどと問答を始めたのだ。

  

  我明明要他们联手，没说要听从谁的指挥，但那群人的自尊心却像是不争个高下就不甘心似的。

  　私は連携しろと言ったのであってどちらかの指揮下につけなどとは言っていないのだが、連中のプライドは白黒つけねば気が済まないと言った風だ。

  

  

  「所以，要是放着不管，你就会擅自突击，给小姐添麻烦吧。乖乖待在我底下吧。」

  「だから、放っておいたらてめェは勝手に突撃してお嬢に迷惑をかけるだろうが。俺の下についておとなしくしやがれってんだ」

  

  「不可能。为什么我要待在下贱的高等食人魔底下？立场完全相反。你应该要为了能被我使唤而喜极而泣才对。」

  「ありえないですわ。なんでわたくしが下賤なハイオーガなどの下に？　立場が完全に逆だと思いますわ。わたくしに使われるのを泣いて喜ぶのが正解ですわよ」

  

  「在弗利克提拉攻略战哭着撤退的家伙还敢说大话。你以为是谁在帮你擦掉幼稚的屁股啊？」

  「フリクテラ攻略戦でベソかいて撤退した奴がほざきやがる。誰がてめェの青臭い尻を拭ったと思ってる」

  

  「闭嘴，你这只有块头的木偶。给我堵住你那低俗的嘴。还是说，我来帮你堵上吧。」

  「黙ってろですわ図体だけの木偶の坊。下品な口を塞ぎやがってくださいまし。それとも、塞いで差し上げましょうか」

  

  「有意思。你以为自己会输给刚出狱的吸血鬼吗？」

  「おもしれえ。監獄上がりのヴァンパイアなんぞに後れを取ると思ってんのか？」

  

  「啊——吵死了，闭嘴，别吵架。」

  「あー、うるさい。黙れ。喧嘩するな」

  

  

  因为受不了托涅和索夫的争吵，我忍不住开口制止，结果原本互瞪的三名魔族夸张地在我面前跪下。

  　ツォーネとゾフの口論が聞くに堪えないので私が思わずそう言ってしまうと、睨み合っていた3人の魔族は仰々しく私の前に跪いた。

  

  虽然他们态度转变之快让我有点惊讶，但这应该也是胜负的一环吧。证据就是他们虽然跪着，却依然继续互瞪。

  　急な変わり身に少々驚くが、これも勝負の一環なのだろう。その証拠に跪きながらも睨み合いは続いている。

  

  只有欧德跟不上状况，不知所措。虽然我对它平常的迟钝态度感到厌烦，但只有在这种时候，它多少能让我感到疗愈。

  　オドだけが状況についていけずにおろおろしている。普段のノロマっぷりには嫌気がさすが、こういう時だけは多少なりと癒しになるな、お前は。

  

  

  「总而言之。」

  「ともかくだ」

  

  

  我将话题拉回正题。

  　私は場の流れを本題に戻す。

  

  

  「重新编组部队是既定事项。虽然尚未公布明确的作战执行日，但我国军队确实将负责接下来的大规模行军。为了增强战力，我才会将被拘留的托涅纳入麾下。曾为将军的她足以成为即战力，也获得了艾库罗大人和魔王大人的许可。若有任何异议，我愿意洗耳恭听。」

  「部隊再編は決定事項だ。未だ明確な作戦実行日は沙汰がないが、来る大規模行軍に際し我が軍がその任にあたることは確実である。そのための戦力増強は急務であるが故に、拘留中だったツォーネを我が配下に迎え入れた。将軍であった彼女は即戦力に足る。エルクーロ様や魔王様の許可も得ている。これについて異論があれば私が聞くが」

  

  

  对于我这番话，他并未反驳。尽管看得出他仍心有不满，但理论上似乎接受了。毕竟比起我，反倒是克瓦多和索夫更清楚托泽的实力。不过，我也不打算因为「不想和讨厌的家伙一起工作」这种理由而对他做些什么。我们的目的是威胁人类，既然成为我的部下，就请他忍耐内部纠纷。

  　そう言った私の言葉に反論自体はなかった。不満は未だ見て取れたが、理屈の上では納得していたようだ。ツォーネの実力は私よりむしろクォートラやゾフの方が知るところであろうしな。だが、嫌いな奴と一緒に仕事をするのが嫌だ、などという理由でどうこうしてやるつもりもない。我々の目的は人類を脅かす事。内輪揉めなど私の配下となったからには我慢してもらう。

  

  托泽咧嘴一笑，克瓦多和索夫的额头浮现青筋，但我才不管。托泽似乎也有所误解，不过我之所以会收你为部下，基本上并非出自同情。

  　ツォーネがにやりと笑いクォートラとゾフの額に青筋が浮かんだのは見えたが知ったことではない。ツォーネも何か勘違いしているようだが、お前を配下に迎え入れたのは根本的には同情からではない。

  

  重要的是增强我部下的战力。因为状况允许，所以才这么做。如果因此导致部下士气低落，就必须采取对策，当然，部下之间产生摩擦时，照顾他们也是上司的职责，因此我有在某种程度上警告过。

  　重要なのは私の配下の戦力増強。それができる状況だったからそうしたまで。それで配下の士気が低下するのは対策しなくてはならないし、もちろん配下同士の摩擦があればケアをするのも上司の務めではあるからある程度は釘をさしておくが。

  

  我不认为收留托泽是步坏棋。毕竟有用的人才都腐败了。既然获得魔王大人的许可，就没有不使用的道理。尽管个性上有问题，但现在我是上位者。这家伙应该也明白这代表什么意思。

  　ツォーネを拾ったのは悪手だとは思わない。使える人材が腐っていたのだ。魔王様の許可も得ているのだから使わない道理はない。性格に難があろうが、今は私が上位者である。その意味するところはこいつもわかっている筈。

  

  我呼地吐了口气，坐在值班室的椅子上。

  　私はふう、と一息ついて詰所の椅子に腰かける。

  

  

  「无论如何，地面部队将重新配置索夫和托泽两支部队。没有意见吧？」

  「何にせよ、地上部隊はゾフとツォーネの2部隊制で再配備する。文句はないな」

  

  「……遵命。」

  「……従いますぜ」

  

  「是的！」

  「はいですわ！」

  

  

  虽然听见索夫对托泽无谓有精神的回应发出咂嘴声，但我无视他，瞪着托泽。

  　ツォーネの無駄に元気な返事にゾフの舌打ちが聞こえたが、無視して私はツォーネを睨む。

  

  我用手指敲着扶手，以冰冷的表情对这个野丫头放话。

  　ひじ掛けを指でコツコツと叩きながら、冷たい表情でこのお転婆に言い放つ。

  

  

  「托泽，我先声明，我并不喜欢你。真要说的话，你那种武断的个性属于我讨厌的类型。库欧特拉和索夫是我重要的部下。禁止无礼。既然成为我的部下，就别做出超越我命令的行为。」

  「ツォーネ、先に言っておく。私はお前が好きではない。どちらかと言えばその短絡さは嫌いな部類だ。クォートラやゾフは私の大事な部下だ。無礼は禁ずる。私の配下になったからには、私の命令以上のことはするな」

  

  「我知道了。」

  「わかりましたわ」

  

  

  立刻回答吗？虽然看起来很现实，但那应该是这家伙的本性吧。

  　即答か。現金なようにも見えたがそれがコイツの性分なのだろう。

  

  自尊心高又深知权力的强大。正因为如此，她现在才会打着接近我这个上位存在的算盘吧。

  　プライドは高く権力の強さを知っている。だからこそ、今は私という上位存在にすり寄ろうという魂胆かそこらだろう。

  

  虽然令人作呕，但并没有错。不管怎样，只要她愿意听从指示，之后怎样都无所谓。这就是所谓的组织。我并不想玩什么感情和睦的游戏。虽然有必要监视她，以免引发问题。

  　反吐は出るが、間違ってはいない。なんにせよ私は指示に従ってくれさえすれば後はどうでもいい。それが組織という物だ。仲良しごっこがしたいわけではない。問題は起こさぬよう見張っておく必要はあるが。

  

  总之托泽也安分下来了，所以我重新双手抱胸，对魔族诸位说道：

  　ひとまずツォーネもおとなしくなったので改めて私は腕を組み、魔族諸氏に言葉を向ける。

  

  

  「各位，你们应该有自己的想法，但这里是军队，是组织，执行职务时应该只听从命令。」

  「諸君、思うことはあるだろうがここは軍。ここは組織だ。行う職務は命令によってのみ行われるべきである」

  

  

  所有人倾注精神聆听我的话。

  　私の言葉に全員が傾注する。

  

  

  「如果无论如何都想分出高下，就请在职务范围内努力吧。我在此宣布，会以结果给予正当评价。」

  「どうしても白黒つけたいのであれば職務の範疇で励みたまえ。私は結果を以て正当に評価すると宣言しよう」

  

  

  在场所有人都理解似地亮起眼睛，看得出来我的话让他们信服了。

  　その言葉に場に居た全員が納得したように目を光らせたのが分かった。

  

  虽然不是在模仿魔王大人，但这种说法对他们来说应该更有效。

  　魔王様の真似事ではないが、こういう言い方の方が連中には効くだろう。

  

  而且，就事实而言，只有拿出成果的人才有发言权。

  　それに、事実として発言権を持ちうるのは結果を出した者だけだ。

  

  只要运用得当，竞争意识也能帮助他们发挥出比平常更好的表现。

  　競争意欲も使いようによっては普段以上のパフォーマンスを発揮する一助となる。

  

  不是一味地压榨，而是连他们的斗争心都直接连结到我的成果。这就是所谓的「巧妙运用」。」

  　ただただ押し込めるのではなく、奴らの闘争心すら我が成果に直結させて見せよう。それが、上手く使うという事に他ならないのだから。

  

  

  （哎呀，管理也真累人。）

  （やれやれ、マネジメントも骨が折れる）

  

  

  我确认场面暂且平息后，从椅子上站了起来。看到我起身，库朵拉来到我身边。

  　ひと先ず場が収まったのを確認すると私は椅子から立ち上がる。それを見たクォートラが近くにやってくる。

  

  

  「公主，您辛苦了。」

  「姫、お疲れ様です」

  

  「嗯，库朵拉。抱歉，之后就交给你了。我去散个步。」

  「ああ、クォートラ。悪いが後は任せる。少し散歩に出る」

  

  「那么请让我同行。」

  「であれば共に」

  

  「不，不用了。我只是散个步就回房间而已。你们也解散去休息吧，当作没有值班。」

  「いや、いい。少し歩いたら部屋に戻るだけだ。お前たちも解散し休んでおけ。非番扱いでいい」

  

  

  库朵拉行礼目送我离开，我则离开了值班室。

  　礼をしたクォートラに見送られながら、私は詰所を後にした。

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  就这样，部队重新编组多少有些吵闹地结束，我为了发泄精神上的疲劳，将后续事宜交给克欧特拉处理，自己出来散步。托雷涅也在我的再三劝说下变得安分许多，虽然可能会再吵起来，但不会闹大。包含这点在内，我打算交给克欧特拉处理。

  　そういうわけで、部隊再編を多少騒がしくも終えた私だったが、気疲れを発散しようと思い、後の事をクォートラに任せて散歩に出て来た。ツォーネも重ねて言い聞かせるうちに大分おとなしくなったので、口論はあるかもしれないが大ごとにはなるまい。それも含めてクォートラに頼んできたつもりだ。

  

  

  我毫不掩饰疲劳，带着慵懒的表情走在魔王军设施内的走廊上。

  　私は疲れを隠そうともせずに気だるげな表情を自覚しながら魔王軍施設内の廊下を歩く。

  

  这几天我都会出来散步转换心情。

  　気分転換に散歩に出るのはここ数日行っている事だ。

  

  攻略弗利克提拉的消息似乎在魔王城内传开，我身为「小恶魔」的认知度也提升不少。

  　フリクテラ攻略の報はいくらか魔王城内でも浸透しているようで、「小さな悪魔」としてそれなりに認知されるに至っていた。

  

  老实说我很开心。魔王城内对我的认知度提升，与我的人身安全息息相关，是非常重要的事。

  　それは素直にうれしい事である。魔王城内で私の認知度が上がるという事は、私の身の安全に直結する重要な事項なのだから。

  

  不过，平常我外出时，克欧特拉和索夫都会担任我的护卫，今天只是打算稍微走一下就回房间，应该没问题。

  　まあ、それでも普段はクォートラやゾフを護衛につけて出歩くのが常だったが、今日は少し歩いて部屋に戻るだけのつもりだ。問題あるまい。

  

  我悠哉地走着，再次环视魔王城内。

  　改めて魔王城内を見渡しながらのんびりと歩く。

  

  

  我投身魔道才过了两个半月。体感上虽然过了很久，实际上时间并不长。

  　私が魔に身を寄せてから、まだ二か月半程。体感ではだいぶ長かったが、実際はまだ大した時間はたっていない。

  

  在这段期间，我攻陷了欧达纳和弗利克提拉这两座城市。

  　そんな中で、私はアウタナとフリクテラという二つの街を落とした。

  

  而我自认有得到一定程度的评价。虽然称不上一帆风顺，但工作表现大致上是蒸蒸日上。

  　そしてそれなりの評価を得ていると自負している。順風漫歩とはいかないが、概ね右肩上がりの仕事っぷりではあろうか。

  

  

  「呵呵。」

  「ふふ」

  

  

  还有许多课题。

  　まだまだ課題は多い。

  

  不过，确实开始有成果了。

  　しかし、確実な成果は見える形で実を結び始めている。

  

  我踏着轻快的脚步，像在小跳步般走在走廊上。擦身而过的魔族们，都疑惑地看着心情很好的我，但我毫不在意。

  　私は足取り軽く、スキップでもするように廊下を歩く。すれ違う魔族たちがご機嫌な様子の私に何事かと目を向けて来るが気にしない。

  

  啊啊，成果。是成果。

  　ああ、成果。成果だ。

  

  我要立下更多战功。得到更多评价。

  　さらなる武勲を。さらなる評価を。

  

  真希望下一份作战的任命书能早点下来。

  　早く次の作戦の辞令が下らないものか。

  

  就在我边想边警戒地走着时。

  　と、そんなことを考えながら警戒に歩いていた矢先である。

  

  

  「克莱儿将军。」

  「ココット将軍」

  

  

  我听到有人叫我的名字，转头一看，发现艾尔克罗大人正好拿着文件站在那里。

  　名を呼ばれ振り向いてみるとエルクーロ様がちょうどなにやら書類を以て立っているのが見えた。

  

  我行了一礼，立刻走到艾尔克罗大人面前。

  　私は礼をし、すぐさまエルクーロ様の前まで歩いていく。

  

  

  「是，您找我吗？」

  「は、お呼びでありましょうか」

  

  「可以借用一点时间吗？」

  「時間を貰う。かまわないか」

  

  「是，没有问题。」

  「は、問題ありません」

  

  「很好。那么待会儿到我的会客室来。我有工作要交给你。」

  「よろしい。では後ほど私の応接間へ。一つ任せたい仕事がある」

  

  

  听到艾尔克罗大人这么说，我为这个突然降临的任命书感到高兴，同时也想象着茶会的景象，感到厌烦。

  　エルクーロ様のその言葉に、私は降って湧いたようなタイミングでの辞令に喜び、また同時に、茶会となることを想像してげんなりするのだった。

  

  

  

 
  ＃３５　楽しい茶会

  ＃35　快乐茶会

  　

  

  

  我紧张得浑身僵硬。

  　私は、ガチガチに緊張していた。

  

  理由很简单。

  　理由は明白。

  

  因为艾尔克罗大人正一脸开心地在我面前倒茶。

  　私の目の前には上機嫌な様子で茶器に湯を注いでいるエルクーロ様。

  

  在被叫来后，我就像过去那样，来到艾尔克罗大人举办茶会的地点。

  　呼び出しの後、これまでも何度かあったようにエルクーロ様の茶会めいた場にいるわけだ。

  

  艾尔克罗大人每次找我都会准备红茶。虽然我很清楚他喜欢泡红茶，但我每次都很担心自己会出错。老实说，如果只是要报告或下达人事命令，我希望能用更正式的方式进行。

  　エルクーロは私を呼び出す時必ず紅茶を用意している。紅茶を入れるのが趣味なのは重々承知する所だが、こちらとしては毎度粗相をしないか気が気でないのだ。報告や辞令があるのならばもっとこう、ビジネスライクに済ませたいのが正直だ。

  

  话虽如此，我无法拒绝上司的邀约，所以每次都像这样在红茶的香气中与他对话。

  　とはいえ上司からの誘いを無碍にもできず、毎度こうして紅茶の芳しい香りに包まれながらの会話となっている。

  

  用前世的说法，这很像在咖啡厅开会，但老实说，我真的很想拜托他别这么做。

  　前世で言えば喫茶店での打ち合わせと趣は近いが、正直なところ勘弁願いたかった。

  

  即使如此，我仍逐渐习惯这种状况，不再像以前那样紧张。然而，这次的状况不太一样。不对，是差太多了。

  　まあ、それでも今まで通りそういった状況だけならば段々と慣れて来たし、ここまでガッチガチに緊張することもなくなってきていた。だが、今回ばかりは趣が違う。いや、違い過ぎる。

  

  我冷汗直流，脸也稍微低了下去。

  　冷や汗は流れっぱなしで、顔もややうつむき気味。

  

  心脏剧烈跳动。

  　心拍は既に激しく胸を打っている。

  

  

  「怎么了？克莱儿，你看起来很紧张呢。」

  「どうした？　ココット。緊張しているではないか」

  

  「是的。」

  「ひゃい」

  

  

  艾尔克罗大人突然搭话，我则用奇怪的语气回应。

  　突然声を掛けられ、素っ頓狂に返事をする。

  

  没错，现在跟我说话的这位大人，就是我紧张的理由。

  　そう、今私に声を掛けた御仁こそ、私の緊張の理由なのだ。

  

  现在，我、艾尔克罗大人，以及……魔王大人，正在艾尔克罗大人的房间里围着桌子开茶会。

  　今、このエルクーロ様の私室では、テーブルを囲んで私、エルクーロ様、そして……魔王様が茶会をしているのだ。

  

  

  「抱歉啊，这座魔王城里，很少有人愿意和我一起喝红茶。」

  「すまないな。私と紅茶を飲んでくれる者は、この魔王城には少ないのだ」

  

  

  艾尔克罗大人似乎从我的表情察觉到我在想什么，我听到他体贴的话后，这才回过神来。

  　思考が顔にでも出ていたか、気を遣うようなエルクーロの言葉に我に返る。

  

  然后，我忍住差点反射性说出「那倒也是」的冲动，挤出一个难看的笑容。

  　そして、そりゃそうだろうという言葉が反射で出かかったのをぐっとこらえて不格好な作り笑いをしてみせる。

  

  

  「不、不会……我也不讨厌。」

  「い、いえ……私も嫌いではありません」

  

  「那就好。我本来是为了缓解紧张才泡茶的，但经常反而让对方更紧张。像你这样坦率地享受，就值得了。」

  「ならよかった。緊張をほぐすために振る舞うものなのだが、かえって緊張されることが多くてな。君のように素直に楽しんでくれるのなら甲斐があったという物だ」

  

  「啊、啊哈哈、啊哈。」

  「あ、あはは、あは」

  

  

  我紧张的理由不是艾尔克罗大人泡茶给我喝，而是因为魔王大人正带着不怀好意的笑容看着我，但我不能提及这件事，只能配合话题挤出笑容，点头附和。

  　緊張の理由はエルクーロ様に茶を振る舞われていることではなく、にやにやと笑みを浮かべながら私を眺めている魔王様ではあるのだが、触れることもできずに話を併せて作り笑いを浮かべながらただ頷くことしかできない。

  

  话说回来，我希望艾尔克罗大人能察觉我紧张的理由。为什么他能像平常一样若无其事地泡红茶啊？

  　というかエルクーロ様は私が緊張している理由を察してほしい。なんでいつも通りすました顔で紅茶を入れているのだ。

  

  不过，这和被上司叫去喝茶的情况不同。居然和魔王大人同席。只要回想起在实力主义的魔王军，以及在之前的弗利克提拉攻略战后的报告时发生的事情，光是弄掉茶杯，说不定连脑袋都会一起掉下来。

  　ただ上司に茶に呼ばれたとはわけが違う。魔王様と同席など。実力主義の魔王軍、それに先のフリクテラ攻略戦後の報告時の出来事を思い出せばカップを取り落としただけで首も一緒に落ちるかもしれないのだ。

  

  

  「今天用的茶叶跟平常不一样，希望合你的口味。」

  「今日はいつもと茶葉が違うんだ。口に合えばいいが」

  

  

  谁分得出味道啊。

  　味など分かるか。

  

  我紧张得没心情管茶叶，比起茶叶，状况应该更不寻常吧。

  　緊張でそれどころではない。茶葉より状況がいつもと違うだろう。

  

  我在内心吐槽，但还是得回答，所以急忙喝了一口红茶，结果不小心烫到舌头。

  　内心で突っ込みつつ、それでも答える必要があるのは変わらないから感想を言わねばと慌てて紅茶を一口飲み、うっかり舌を火傷してしまった。

  

  「好烫！」我轻声惨叫，艾尔库罗的表情变得严肃。

  「熱っ」と小さく悲鳴と共に漏らした私に、エルクーロの顔が真顔になる。

  

  我感觉到自己的背脊变得冰冷，与红茶的温度正好相反。

  　紅茶の温度とは逆に私の背筋が冷たくなっていくのが分かった。

  

  

  「没、没没没事！非常好吃！」

  「だ、だだ大丈夫です！　とても美味しいです！」

  

  

  我冷汗直流，傻笑着这么说，但艾库罗的表情还是很僵硬。

  　だらだらと冷や汗交じりにへらへら笑って見せるがエルクーロの表情は未だ強張っている。

  

  不妙。莫非上司对我不把茶喝完的举动感到不快？不，肯定是这样没错。

  　まずい。上司に出された茶を無碍にするような振る舞いに気を立てているのだろうか。いや、そうに違いない。

  

  就在他因为得到了新茶叶而高兴的时候，我泼了他一盆冷水。

  　新しい茶葉が手に入ったと喜んでいた折だ。私がそれに水を差してしまった。

  

  所以我才讨厌茶会啊！

  　だから茶会など嫌だというのに！

  

  沉默。艾库罗大人盯着僵住的我。

  　沈黙。エルクーロ様はがちがちに固まった私をじっとり見ている。

  

  不行了。我无法忍受沉默，维持坐姿深深低下头。

  　もうだめだ。私は沈黙に耐え兼ね座ったまま深々と頭を下げた。

  

  

  「非常抱歉！我努力想理解难得喝到的红茶味道，却出了这么大的丑……！」

  「申し訳ございません！　せっかく頂いた紅茶の味を理解しようと努めたのですが、とんだ醜態を……！」

  

  

  我抢先道歉。没有立刻道歉是我的疏忽。我离开上班族的工作超过十年，反应变得迟钝许多。

  　先んじて謝罪。すぐさま謝罪できなかったのは至らない所だ。サラリーマンでなくなり十年以上。大分鈍っている。

  

  

  「不，不用道歉。比起这个，你没事吧？」

  「いや、謝罪はいい。それより大丈夫か？」

  

  

  艾尔克罗大人的话让我害怕地抬起头。

  　エルクーロ様の言葉に怯えながらちらりと顔を上げる。

  

  

  「舌头烫伤了呢。我拿水来。」

  「舌を火傷したな。水を持ってこよう」

  

  「啊，咦？」

  「は、え」

  

  「对你来说太烫了吗？抱歉。」

  「君の舌には熱すぎたか。すまなかった」

  

  

  不知为何对方向我道歉。虽然知道他是在关心我，但以他的立场来说，应该不需要对我这种人如此费心，感觉不到必要性，反而很可怕。

  　なぜか謝罪されている。気を使われているのは分かるが私などにそこまで気を遣う立場でもないだろうに、必要性が感じられない。逆に怖い。

  

  魔王大人看着起身的艾尔克罗，呵呵笑了。

  　席を立ったエルクーロを見て、魔王様がクク、と笑う。

  

  

  「艾尔克罗真是温柔。对吧，克莱儿？」

  「エルクーロめ、随分優しいではないか。なあ、ココットよ」

  

  「是，我实在不胜惶恐……！」

  「は、全く持って身に余る恐縮であります……っ」

  

  

  魔王大人边喝红茶边说，我忍不住向他敬礼，这不搭的场面又让他笑了。

  　紅茶を飲みながら語る魔王様に思わず敬礼をしてしまい、その場面のそぐわなさにまた笑われる。

  

  真是位难以捉摸的人。我紧张到体内的水分都变成冷汗流出来了。

  　読めないお方だ。緊張で体中の水分が冷や汗となって出て行ってしまいそうだ。

  

  

  「话说回来，你为什么会接受托尔涅的工作？」

  「ところで、ツォーネを引き受けたのはどういった理由だ？」

  

  

  我吓得肩膀一颤。没想到会被直接问到。

  　私はびくりと肩を震わせた。直接聞かれるとは思ってもみなかった。

  

  不过，从魔王大人的角度来看，我或许像是从旁救出他处罚的对象。

  　しかし魔王様からすれば自分が罰則を与えた相手を横合いから救い出したように見えるのかもしれない。

  

  

  「是。恕我直言，托泽恩在战斗能力方面十分优秀。我认为让他继续被闲置下去太可惜了。」

  「は。恐れながらツォーネは戦闘能力に関しては有能であります。腐らせておくにはもったいなく思いました」

  

  「所以我的制裁很可惜吗？」

  「では私の制裁はもったいなかったと？」

  

  「唔……这……」

  「っ……それ、は」

  

  

  糟糕。我说错话了吗？虽然不是没料到会被挑语病，但太过坦率的发言似乎惹魔王大人不高兴了。

  　いかん。言葉を誤ったか。こんな揚げ足取りのような切り返しは想定していなかったわけではないが、あまりに素直すぎる発言に機嫌を損ねたか。

  

  

  「不、不是的！我不是那个意思！我、我……只是觉得，让有用的人才无所事事地在牢里偷懒，对魔王军来说是一种损失……」

  「い、いえ！　そうではございません！　や、わた、私は……ただ使える人材が何もせずにのうのうと牢獄で怠惰に在るのが魔王軍における損失と……」

  

  「克莱儿，够了。魔王大人……玩笑请适可而止。」

  「ココット、もういい。魔王様……お戯れは程々に」

  

  

  我拼命的掩饰被拿水壶回来的艾尔克罗打断了。

  　私の決死の取り繕いは水のポットを持って戻って来たエルクーロ様によって中断された。

  

  听到这句像在劝诫的话，魔王大人破颜而笑，开始放声大笑。

  　諭されるような言葉を受けた魔王様は破顔し声を出して笑い始めた。

  

  

  「呼哈哈哈！我被骂了！有点太坏心眼了。」

  「フハハハ！　私が怒られてしまったぞ！　少し意地悪が過ぎたな」

  

  「咦……？」

  「は……？」

  

  「呼哈哈哈，我应该说过托泽恩的事情随你处置。事到如今，我也不打算多说什么。好好利用他吧。」

  「フハハハ、ツォーネの引き受けに関しては好きにしろと言った筈だ。今更どうこう言うつもりはない。上手く使うがよい」

  

  

  被调侃了……？

  　揶揄われた……？

  

  我全身冒出冷汗，感觉身体突然失去力气，整个人瘫在椅背上。

  　私は全身からどっと汗を拭きだし、一気に体の力が抜けたように感じ背もたれにどさりと寄りかかる。

  

  魔王大人见状，哈哈大笑。别开玩笑了。魔王大人的玩笑听起来不像玩笑。就是因为不知道他到底有几分认真，才会让人这么害怕。

  　それを見てフハハと笑う魔王様。冗談ではない。魔王様の冗談は冗談に聞こえない。どこまで本気かわからない故に生きた心地がしないのだ。

  

  话说回来，为什么魔王大人会在这里？我完全不记得自己有跟他熟到可以一起开茶会。

  　というかそもそもが、だ。なぜ魔王様がここにいるのだ。とてもでは無いがこうして茶会をともにするような間柄になった身も覚えはない。

  

  

  「你果然是个有趣的女孩。难怪艾尔克罗会这么偏袒你。」

  「やはりおもしろい娘よ。エルクーロが贔屓にする訳もわかるというものだ」

  

  「抱歉，克莱儿。因为魔王大人希望同席，所以才会变成这样。」

  「すまないなココット。魔王様が同席を望んだのでこのような形と相成った」

  

  「不、不会。不需要顾虑我。」

  「い、いえ。私に気遣いなど無用です」

  

  

  话虽如此……魔王大人希望同席？为什么？

  　言いはするが……魔王様が同席を望んだ？　何故？　

  

  不对，想也没用。魔王大人是无法预测的。而且就算知道原因，也没有意义。总之，魔王大人似乎没有要找我谈事情。

  　いや、考えるだけ無駄だろう。読めないお方なのだ。それに、知ったところで意味はあるまい。ひと先ずは魔王様から何か用事があるわけでもないようだが。

  

  既然如此，现在该做的既不是喝茶，也不是惊慌失措。

  　ならば、今すべきことは、茶をすする事でもあたふた怯える事でもない。

  

  我轻轻深呼吸后，对艾尔克罗大人说：

  　私は軽く深呼吸した後、エルクーロ様に向かい、言う。

  

  

  「那么，您到底要我做什么？」

  「それで、仕事とは一体？」

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  「小国联合……是吗？」

  「小国連合……でありますか」

  

  「没错。刚才负责国境警备的哈比鸟部队送来了报告。部队承认小国联合军越境了。」

  「そうだ。先ほど国境の警備をさせていたハーピー部隊から文が届いた。部隊が小国連合の軍の越境行為を認めたとな」

  

  「小国联合正如其名，是由北方小国组成的组织性国家联盟……不过，这是为什么？和法鲁塔玛雷不同，他们并没有直接和我们处于战争状态，我实在想不出他们踏入我们土地的理由。」

  「小国連合と言えばその名の通り、北方の小国が寄り集まった組織的国家連合……しかしなぜ？　ファルトマーレと違い我らと直接的戦争状態にあるわけでもない彼らが我らが土地に踏み入る理由など見当もつきませんが」

  

  

  艾库罗陛下啜饮红茶，点了点头。这时魔王陛下开口：

  　エルクーロ様は紅茶をすすり、頷く。そこで魔王様が口を開いた。

  

  

  「理由不重要，克莱儿。虽然我们和他们做了不错的交易，但前提终究是互不侵犯。既然他们踏入我们的土地，就必须在草坪被踩坏前处理掉。」

  「理由などどうでもよいのだよ、ココット。彼奴らとはいい取引をしているが、それはあくまで互いの芝生を踏まぬ前提だ。我らが土地に踏み入るのならば、芝生を踏みつぶされる前に対処しなくてはならない」

  

  「是，您说得对。」

  「は、ごもっともかと」

  

  

  虽然我这么回答，但心中却浮现「既然如此，为何不在他们越境前就让国境警备部队处理？」的疑问。

  　返事はしたが、それならばなぜ国境警備部隊に越境前に対処させなかったのか？　という疑問は浮かんだ。

  

  不过，魔王陛下立刻说出他的目的。

  　が、すぐに魔王様の口から狙いが語られた。

  

  

  「政治很麻烦。就算责备对方跨越界线，也有人会抱怨『明明没有踩到草坪』。所以至少要让他们跨出一步。」

  「政治とは面倒でな。敷居をまたいで足をのばしたことを咎めても、上げた足をすぐさま引っ込め芝生を踏んでも居ないのにと文句を垂れる輩もいる。だから一歩くらいは踏ませてやらねばならん」

  

  

  原来如此。如果无法营造出正当防卫的状况，也会导致政治上的不利。在前世，训练巡逻机和渔船是否越界也经常引发问题。所以现在要刻意让他们越界，营造出正当迎击的状况吗？

  　成程。あくまで正当防衛の体を作らねば政治的不利を背負い込む事にもなると。前世でも訓練哨戒機や漁船が国境を越えた越えないで散々問題になっていたな。ここはあえて越えさせて正当なる迎撃の形を作るという訳か。

  

  

  「我明白事情的原委了。越境部队的规模是？」

  「事の次第は承知しました。越境部隊の規模は？」

  

  「还在调查，艾尔克罗。」

  「調査中だが、エルクーロ」

  

  「是。根据哈比鸟部队的报告，大约有五百人。」

  「は。ハーピー部隊の報告ではおよそ５００名と」

  

  「五百？」

  「５００？」

  

  

  我忍不住反问。

  　私は思わず聞き返す。

  

  这可不是斥候来捣乱的数字，毫无疑问是先行部队。他们大概是想在魔族领地内逛一圈再回去吧。这个人数是假设在途中发生意外战斗时的数字。

  　斥候が茶々を入れにきたなどという数字ではないな。紛れもない先行部隊だ。魔族領内をぐるりと見物でもして帰る気なのだろう。そんな中で不慮の戦闘が起きた場合を想定した頭数だ。

  

  

  「真是干劲十足的观光客呢。」

  「それは随分と、気合の入った観光客ですな」

  

  

  魔王陛下点头回应我的话，靠在椅子上。艾尔克罗大人则是倒了杯红茶，看着我说道：

  　私の言葉に魔王様は頷き、椅子にもたれた。代わりにエルクーロ様が紅茶にミルクを入れながら私を見て言う。

  

  

  「克莱儿将军，我要对你下达出击命令。好好招待越界的小国联合军，郑重地请他们回去。」

  「ついてはココット将軍。君の軍に出撃命令を出す。越境行為を行った小国連合の軍をもてなし、丁重にお帰り願え」

  

  

  ……原来如此。听到要交办工作时，我还期待是诱饵行军，但既然法尔托马雷已经介入，就无法实现这个计划。

  　……なるほど。仕事を頼むと言われた時は囮行軍の話を期待したが、ファルトマーレとの闘いに横やりを入れられては叶わない。

  

  小国联合的介入姑且先观察情况，但毫无疑问是必须阻止的案件。而「请他们回去」这句话，应该就是这个意思吧。

  　小国連合の介入は様子見とあっても阻止すべき案件なのは間違いない。そして、「お帰り願え」という事はつまりこうだろう。

  

  意思是，目前还不打算跟小国联合起冲突。

  　まだ小国連合と事を構えるつもりはない、と。

  

  正因为如此，才会在款待之后请他们回去。换句话说，就是以正当防卫的名义，适当地击溃他们，让他们逃回去。

  　だからこそ、もてなしたうえでお帰り願う。つまりは奴らの越境行為に対する正当なる防衛の体を取りながら、程よく潰して逃げ帰らせろ、ということか。

  

  没有正式宣战的小国联合之所以会做出这种侦察行为，恐怕是基于政治上的理由。

  　大々的に宣戦布告を行っていない小国連合がこの様な偵察めいた行為をするにはおそらく政治的な理由がある。

  

  这部分应该是魔王大人的管辖范围，所以我不清楚详情，不过我能够想象得到，只要能维持正当防卫的体裁，今后的交易就会占上风。采取消极行动的小国联合，尚未认同与我等魔族之间的战争。然而，法尔托玛雷与魔族军的战争逐渐白热化，他们大概也该考虑今后的方针了吧。

  　そういった辺りは魔王様の管轄だろうから詳しくはわからないが、私にも想像がつくのは正当防衛の体裁が整えば今後の取引に優位に立てるということだろう。消極的な行動をする小国連合はまだ我々魔族との戦争を良しとはしていない。が、激化していくファルトマーレと魔族軍の戦争に、身の振り方でも考えている頃合いだろうか。

  

  原来如此。既然如此，我就完美地完成被赋予的职务吧。这也是魔王大人亲自下达的任务，成功的话肯定能得到更高的评价。

  　なるほど。ならば与えられた職務は完ぺきに遂行しよう。魔王様直々の任務でもある。成功すればさらなる評価を得る事は間違いない。

  

  

  「我想趁现在先对应小国联合的动向。诱饵行军作战目前还在准备中，我不想被别人从旁插手。」

  「小国連合の動きに今のうちに対応しておきたい。囮行軍作戦は目下準備中である。余計な横やりは入れられたくないのだ」

  

  「原来如此。」

  「成程」

  

  「其实前线的战况不太乐观。虽然梅亚奋战不懈，但乌拉嘉库那似乎节节败退。」

  「実は前線の戦況が芳しくない。メーアは奮戦しているがウラガクナが押され気味でな」

  

  

  艾库罗大人叹着气说道。前线有动静了吗？我记得乌拉嘉库那大人应该正在和勇者们对峙。战况已经陷入胶着状态很长一段时间，没想到会在此时出现变化。

  　エルクーロ様はため息と共にそう言う。前線に動きがあったのか。確かウラガクナ様は勇者達と睨み合っていたはず。大分長い間戦況は膠着状態だったが、それがここで動きありとは。

  

  

  「法尔托玛雷开始认真了吗？」

  「ファルトマーレが本腰を入れて来たと？」

  

  「虽然有可能，但他们的行动很奇怪。如果是因为上次攻略弗利克提拉而提高警戒，那将这么多兵力投入前线也不合理。而且这次的越境行动，时机也太巧了。」

  「それもあろうが、動きが妙だ。先のフリクテラ攻略で警戒したならば、前線にここまで注力するのも道理が通らない。そして今回の越境だ。タイミングが良すぎる」

  

  「那么小国联合是站在法尔托玛雷那边……」

  「では小国連合がファルトマーレに加担している……」

  

  「虽然还没收到前线的详细报告，所以还无法断定，但听说敌军开始混入国籍不明的士兵。」

  「まだ前線からの詳しい報告は受けていないため断定はできんが、敵軍に国籍不明の兵士が混ざり始めたとは聞いている」

  

  

  虽然在这个阶段，小国联合就站在法尔托玛雷那边不太好，但这也不是无法预料的事态。

  　この段階で小国連合がファルトマーレ側につくのは宜しくないが、想定していなかった事態でもないだろうな。

  

  小国联合是魔族以外的多国籍自治团体的集合体。法尔托玛雷被魔族打倒后，下一个就轮到自己——他们会这么想也很合理。所以他们才会和法尔托玛雷联手，打算赶快打倒魔族。

  　小国連合は魔族以外の多国籍自治体の寄せ集め。ファルトマーレが魔族によって倒されれば、次は自分たちかもしれないと思うのも道理。であらばファルトマーレと組んで、さっさと魔族を倒してしまおうという腹か。

  

  如果他们看准魔族胜利的那一刻，主动靠拢过来，那倒还可爱一点。

  　魔族が勝利した時を見据えてこちらにすり寄ってくれば可愛げもあったものを。

  

  

  「到头来，人类还是人类吗？即使以国家为单位，也只会依附强者，只考虑自己的利益。」

  「結局は人間、ということですか。国家単位となっても、強者にすり寄り己が利益ばかりを考える」

  

  「……克莱儿将军，你行的。」

  「……ココット将軍、いけるな」

  

  

  艾尔克罗大人说道。我坐在原地，以标准的姿势敬礼，然后回答：

  　エルクーロ様が言う。私は座ったままびしりと敬礼をして見せ、答える。

  

  

  「遵命。我会制裁轻率的行动。对于企图跨越我领地的不法之徒，我会让他们带着相应的谢礼回去。」

  「承知いたしました。軽薄な行動には制裁を。我が領内を跨がんとする不届きな輩には相応の礼を持ってお帰り頂きましょう」

  

  

  听到我的话，艾尔克罗大人和魔王大人都点头。

  　私の言葉にエルクーロ様も、魔王様も頷いた。

  

  

  「失礼了。我立刻去准备，然后出发。」

  「失礼します。すぐさま支度ののち、出ます」

  

  「很好。」

  「よろしい」

  

  

  我费了一番功夫才从高脚椅上下来，然后行了一礼，离开会客室。

  　私は高い椅子から多少苦労して降りると、一礼して応接間を去る。

  

  好了，该怎么做呢？这是正式行军前的绝佳前菜，也能当成重组后的部队的试营运。

  　さあ、どうしてやろうか。本格行軍の前のちょうどいい前菜だ。再編された部隊の試運転にもなる。

  

  最重要的是，既然小国联合打算与可恨的法尔塔玛雷联手，我也不会手下留情。

  　そして何より、憎きファルトマーレに与するというのなら、小国連合とて容赦はしないさ。

  

  主战场被压制的现在，当务之急是出击诱敌。一旦错过时机，就没有意义了。

  　主戦場が押された今囮行軍は出撃が急務。タイミングを逃せば意味をなさない。

  

  正因为如此。

  　なればこそ。

  

  我重新戴好帽子，红色的眼睛在帽檐下的阴影中摇曳。

  　私は帽子を被り直し、目深にかぶった帽子の影に赤い瞳を揺らめかせた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  ＃３６　楽しい食事

  ＃36　快乐用餐

  　

  

  克莱儿被艾尔克罗叫走的同时。

  　ココットがエルクーロに呼ばれていた一方その頃。

  

  魔王城内的闹区。

  　魔王城内繁華街。

  

  

  「因为被交代可以自由行动，所以我才来街上晃晃。」

  「非番扱いで自由にしておけと言われたからとりあえず街に繰り出してはきたが」

  

  

  索福以不悦的语气说道。

  　ゾフが不機嫌そうな声色で言う。

  

  

  「为什么你这家伙也跟来了？」

  「なんでてめェも来てんだよ」

  

  「哎呀。」

  「あら」

  

  

  托斯卡和索福并肩走在一起，托斯卡一脸若无其事。

  　ツォーネはすました顔でクォートラとゾフに並んで歩いていた。

  

  在值勤所重新编组部队后，托斯卡和索福来到街上。托斯卡也若无其事地跟了过来。

  　詰所での部隊再編の後、街に繰り出したクォートラとゾフ。そこに普通にツォーネもついてきていた。

  

  索福吐槽她为何一脸若无其事地晃着漆黑的双马尾跟来，托斯卡则若无其事地回答：

  　何食わぬ顔で漆黒のツインテ―ルを揺らしながら付いてきていた事にゾフが突っ込みを入れると、ツォーネは何てことはないかのように答える。

  

  

  「我很好奇克莱儿大人的部下平常都在做什么。」

  「ココット様の配下の者が普段何をしているか気になりましたの」

  

  「我们没叫你。回去。」

  「お呼びじゃねえ。帰れ」

  

  「……等一下，索福。为了顾及公主的颜面，现在或许是加深我们部下之间情谊的时候。」

  「……まあ待てゾフ。ここはひとつ、姫の顔を立てる為にも我ら配下の親睦を深める時かもしれん」

  

  

  托斯卡居中调解，缓和现场气氛。托斯卡认为一直讨厌托斯卡，会让收留她的克莱儿颜面无光，所以她打算转换心情。

  　クォートラが仲介し、場を諫める。クォートラはツォーネをいつまでも毛嫌いしたままでは、その身を引き受けたココットの顔に泥を塗ることになるといち早く考え、気持ちを切り替えようとしていたのだ。

  

  虽然她跟索夫不同，本来就因为种族关系，对托尔涅没有成见，只因为对方的风评不佳才对托尔涅抱持警戒，但她在欧塔娜也对托尔涅的无礼行为感到不满。

  　元々ゾフと違い、種族柄の確執などはなく悪い評判のみでツォーネを見ていたクォートラであるからというのもあったが、それにしてもアウタナでココットに対する無礼を働いたツォーネに対し警戒心は持っていた。

  

  不过，如果克莱儿是为了增强战力才拉拢托尔涅，那部下就应该体谅她的苦心。基于这样的想法，尽管心里有些疙瘩，但克沃托拉还是决定不发一语，努力认同托尔涅。

  　だがそれを込みでココットが戦力増強という意味でツォーネを引き抜いたのであれば、その意を酌むのが部下の務めであるとして、クォートラは何も言わずにツォーネを認めようと努めていたのだ。

  

  然而，索夫在体谅克莱儿的苦心后，似乎还是有些无法释怀。他搔了搔头，瞪着一脸若无其事的托尔涅。

  　が、ゾフはそう言った意を酌んだうえで煮え切らない思いがあるらしい。頭を掻きながら、すまし顔のツォーネを睨んでいる。

  

  

  「克沃托拉，我明白你的意思，可是……」

  「クォートラ。お前の言い分は分かるが、でもなァ」

  

  「索夫，你还是看开一点吧。公主不是说了吗？要以职务范畴来评断对方的能力，不能夹带私情。」

  「割り切れゾフ。姫は仰っていただろう。格付けは職務の範疇でつけよ、と。私情は挟むべきではない」

  

  「我知道啦。不过，这也要看这家伙的意思。」

  「わかってるよ。だが、コイツ次第だぜ」

  

  

  索夫瞪着托尔涅，用下巴指了指她。托尔涅哼笑一声，双手扠腰，挺起胸膛回答：

  　ゾフが睨みながらツォーネを顎で指す。ツォーネはふふんと笑い、胸を張って腰に手を当てながら答えた。

  

  

  「哎呀，我的意见也一样。我可不想被克莱儿大人讨厌。反正只要实际交手，就能看出彼此的实力差距了。」

  「あら、わたくしも同意見ですわ。ココット様に嫌われたくありませんし？　どうせ実戦になればおのずと格の違いは判りますもの」

  

  

  看到她游刃有余的模样，库多拉叹了口气。他用粗尾巴拍打地面好几次，发泄傻眼与些许烦躁。眼前这名和自己相比小上许多的女吸血鬼，似乎比想象中还要自大。她挑衅的话语像呼吸一样自然，让人怀疑她是否明白加深情谊的意义。

  　余裕綽々と言った様子にクォートラはため息をついた。何度か太い尻尾で地面を叩き、呆れと少々の苛々を発散する。目の前の、自分たちに比べれば大分小さなヴァンパイアの女は、こと尊大という点に関して想像以上に図太いらしい。息を吸うように出てくる挑発的な言葉に、親睦を深める事の意味をこいつは分かっているのだろうかと疑いたくなる。

  

  「她已经讨厌我们了吧。」索夫小声嘟哝，额头上浮现青筋，但还是勉强忍了下来。

  　ゾフはゾフで、「もう嫌われてるだろ」と小さくつぶやきながら、額に青筋を浮かべつつもなんとか踏みとどまったようだ。

  

  

  「总之，呃，库多拉。你的主张很有道理。」

  「まあとりあえず、ええと、クォートラ。あなたの言い分ももっともですわ」

  

  「哦？」

  「ほう？」

  

  

  托涅面对讶异的库多拉，轻咳一声后咧嘴露出锯齿状的牙齿笑道：

  　ツォーネは訝しむクォートラに向かい、こほんと軽く咳払いをしたのちギザギザの歯をにいっと見せて笑った。

  

  

  「不如一起吃顿饭吧。」

  「ここはひとつ、一緒に食事でもしましょう」

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  库多拉、索夫、托涅三名队长，在类似大众酒馆的餐厅围着一张桌子。

  　クォートラ、ゾフ、ツォーネの三隊長は、大衆酒場めいた飯屋にて一つのテーブルを囲んでいた。

  

  和一脸嫌麻烦的库多拉和索夫相反，托涅心神不宁地频频张望四周。

  　面倒くさそうなクォートラやゾフと対照的に、そわそわと落ち着かない様子で周囲をしきりに眺めるツォーネ。

  

  

  「喂，怎么了？这里没什么稀奇的吧。」

  「おい、なンだってんだ。そう珍しいもんなんかねえぞ」

  

  「不，我是第一次来这种地方。这里很吵呢。」

  「いえ、こういうところに来るのは初めてですの。大分騒々しいのですわね」

  

  「那当然。如果是更高级的店家就算了，平民区的餐馆都是这种感觉。」

  「当たり前だろ。もっと上等な店ならまだしも下町の飯屋なんぞこんなもんだ」

  

  「哦～」

  「ふぅん」

  

  

  托锥频频环顾四周，因此在餐点端来前，坐在对面的库多拉和索夫也显得坐立难安。

  　ツォーネがしきりに周囲を見渡すので、食事が運ばれて来るまでの間向かいに座るクォートラとゾフまでも落ち着かない有様となっていた。

  

  

  「你又不是小孩子，冷静点等餐。」

  「子供ではないのだ、落ち着いて待て」

  

  「啊，说、说得也是。」

  「あっ、そ、そうですわね」

  

  

  托锥慌忙一屁股坐到椅子上，翘起二郎腿。库多拉见状，本想提醒她这样很没气质，但先感到傻眼的他什么也没说，只是用手撑着脸颊。

  　慌てて椅子にどっかと座って足を組むツォーネ。クォートラはそれを見て下品だと注意しようとするが、呆れが先に来て何も言わずに頬杖をついた。

  

  不久后，餐点端来了。库多拉和索夫点的都是老样子，草食魔物的嫩煎肉排套餐。索夫的餐点还多加了人肉焗烤。至于托锥，她似乎对菜单没有特别的坚持，点了和库多拉一样的餐点。

  　やがて料理が運ばれてくる。クォートラとゾフはいつものメニュー。草食魔物の肉ソテー定食。ゾフはそれに加えて人肉グラタンだ。ツォーネはと言うと、メニューに特にこだわりはなかったのかクォートラと同じものを頼んでいた。

  

  开始用餐后，三人不发一语地默默动着嘴巴。

  　食事が始まってから、３人は無言のまま黙々と口を動かした。

  

  但不久后，索夫将他精明点的酒杯一口气喝干，「呼～」地吐了口气，开口说道：

  　が、やがてゾフがちゃっかり注文していた酒ジョッキを一気に飲み干し、ふーっと息を吐いたところで口を開いた。

  

  

  「喂，臭吸血鬼。」

  「おいクソヴァンパイア」

  

  「我叫托锥。叫我托锥大人就好。」

  「ツォーネですわ。ツォーネ様と呼んでいいですわよ」

  

  「谁要叫啊。托锥，你为什么会那么粘大小姐？」

  「呼ぶか。ツォーネ、てめえそういやなんだってあんなにお嬢になついたんだ？」

  

  「什么？」

  「はい？」

  

  

  一边追加点酒，一边看着自己的索菲，以及虽然还在用餐，但意识似乎已经转到自己身上的克瓦多拉，轮流看着他们。

  　ツォーネは酒を追加注文しながら自分を見るゾフと、未だ食事をつづけながらだが意識は向けているらしいクォートラを交互に見やる。

  

  然后，仿佛在说「什么嘛，原来是这种事」似的，她呼出一口气。

  　そして、何だそんな事かとでも言わんばかりにふうと一息ついた。

  

  

  「我对克莱儿大人一见钟情。」

  「ココット様には一目惚れですわ」

  

  「啥？」

  「はあ？」

  

  「一开始只是看上外表。毕竟我最喜欢可爱的孩子了。不过，那也要是我将对方压倒在地，夺走一切之后。但克莱儿大人不一样。我没办法夺走她。正因为如此，我对她的爱意变得更加强烈。当然，不只是这样。」

  「はじめは外見だけですわ。わたくし可愛い子大好きですし？　でもそれはわたくしが組み敷き、全てを奪ってこそ。でもココット様は違う。奪えなかった。だからこそより思いは強くなった。もちろん、それだけではありませんわ」

  

  

  让索菲开始醉心于克莱儿的契机，其实是有原因的。索菲原本就喜欢女性，一开始是被那头白发和红眼，以及罕见的端正美丽，却又虚幻又诡异的外表所吸引。但那只是征服欲，并非爱慕。让她爱慕的契机，是她在奥塔那被弗利克德勒骑士的尸骸包围，却依然露出笑容的模样。

  　ツォーネがココットに心酔し始めたのにはきっかけがある。元々女性を好むツォーネだが、あの白い髪に赤い目という珍しく端正で美しい、それでいて儚くも不気味な外見に惹かれたのが最初。だが、それは征服欲であって心酔ではない。心酔のきっかけ、それはかのアウタナでフリクテラ騎士の亡骸に囲まれて笑っていた彼女の様子によるものだった。

  

  身为人类却能让魔族服从，将身为魔族的自己完全当成道具。将自己耍得团团转，还一副理所当然的样子，无情地不停制裁自己，如此冷酷无情。还有，当时那双冰冷的眼神。索菲因为那令人毛骨悚然的感觉而浑身颤抖。

  　人間でありながら魔族を従え、魔族たる自分をも完全に道具扱い。出し抜いたことをさも当然のように振る舞い、無情にも自分への制裁を止めなかったその冷酷さ。そして、その時のあの冷たい目。ぞくりとするような感覚にツォーネは身もだえる。

  

  幼女被自己那样威胁，依旧面不改色。一开始，她想让幼女屈服。可是被那双冷酷的视线贯穿，受到魔王大人的制裁，被关进阴暗冰冷的牢狱，过着饥渴的日子，再次出现在眼前的克莱儿看起来是如此美丽。

  　あれだけ自分に凄まれても顔色を変えない幼女。始めは屈服させたいと思った。しかしあの冷酷な視線に射貫かれて魔王様の制裁を受け、暗く冷たい牢獄で渇く日々の先、再び目の前に現れたココットのなんと麗しく見えた事か。

  

  

  「隐藏在那小小胸膛里的残酷，与人偶般的可爱相反。我打从心底迷上了她那扭曲的存在方式！」

  「あの小さな胸の内に秘めた残酷は、お人形のような愛くるしさとは相反するもの。その歪な在り様にわたくし心底惚れこんでしまいましたの！」

  

  

  托着刀叉，仿佛指挥棒般陶醉地挥舞的托夸菲尔。

  　うっとりとナイフとフォークを指揮棒のように振りながら語るツォーネ。

  

  

  「克莱儿大人一定打从心底享受战斗。那才不是人类的幼女，而是更可怕又美好的某种存在。」

  「ココット様は、きっと戦いも心底楽しんでいますわ。あれは人間の幼女なんかじゃない。もっと恐ろしくて素敵な何かですもの」　

  

  

  看到她那副模样，库多拉喃喃说道：

  　その様子にクォートラが呟くように言う。

  

  

  「……公主的残酷和冷酷，全都是出于憎恨。她一定不会乐在其中。」

  「……姫の残酷さや冷酷さは、全て憎悪によるものだ。楽しんでなど、きっと居られはしない」

  

  「谁知道呢？那个时候，在战斗后的尸体原野上跳舞的她，看起来非常非常可怕哦。」

  「どうでしょう？　あの時、戦いの後の死体の野原で踊っていた彼女は、それはそれはおぞましかったですわよ」

  

  

  库多拉也看过那幅光景，因此无法彻底否定。虽然无法断言她享受着米莱儿的复仇，但至少她杀害人类后，看起来很满足。不过在库多拉眼中，她看起来像是在勉强自己满足。

  　その光景はクォートラも見ていた。故に、否定はしきれない。ココットは復讐を楽しんでいる、とは言い切れないが少なくとも人間を殺めた後の彼女は満たされている。だがクォートラの目には、無理やり満たされようとしているように見えてならないのだ。

  

  正因如此，他难以同意托斯内的克莱儿形象。尽管两人共事还不到三个月，但那女孩绝非能以幼女形容的存在。尽管如此，实际上她确实很年幼。如果她因为复仇心而濒临崩溃，自己必须在那之前成为她的支柱。

  　だからこそ、ツォーネの語るココット像には同意しかねた。共に在ってまだ３か月も経たないが、あの娘はとてもではないが幼女と表現するには違う存在。だがそれでも、実際問題として彼女は幼い。もし復讐の身に駆られて潰れかけてしまうのなら、そうなる前に自分が支えねばならない。

  

  想到这里，他想起前阵子佐夫对自己说的话。他说，自己太执着于人类了。

  　そこまで思って、先日ゾフに言われたことを思い出した。人間に絆され過ぎだ、と。

  

  

  （我应该也是一直以来都只燃烧着复仇心才对。不过，我在守护公主的过程中，就算被看成是执着也不奇怪。我也是在勉强满足自己吗……）

  （俺とて、復讐心のみを燃やし続けて来た筈なのだがな。姫を守るうちに、絆されたと見られてもおかしくはないか。無理やり満たされようとしているのは俺も同じか……）

  

  

  这样下去，或许又会被说些什么了——如此心想的他一边在心中苦笑，一边继续用餐。

  　これではまた何か言われてしまうかもしれんな、と心の中で苦笑しつつ、クォートラは食事を進める。

  

  

  「总而言之，你已经是公主的部下了。克制一下过去的行为举止，像个部下吧。还有，吃东西再优雅一点。」

  「兎も角だ。お前ももはや姫の配下。かつてのような振る舞いは抑え、配下らしくしろ。それから、もう少し上品に食え」

  

  

  听到这句话，托斯内嘴角沾着酱汁，狠狠瞪着克劳特。

  　その言葉にツォーネは口の端にソースをつけたままギロリとクォートラを睨む。

  

  

  「啰嗦的龙人。在弗利克德拉用尾巴把我甩飞的事，我可没忘记。」

  「小うるさいドラゴニュート。フリクテラでわたくしをその尻尾でブッ飛ばしたの、忘れてませんわよ」

  

  

  看到托泽一脸怨恨的表情，佐夫忍不住笑了出来。他大概是因此呛到，正用拳头捶着自己的胸膛。托泽瞥了佐夫一眼，咂了下舌。

  　ツォーネの恨めしそうな顔に、ゾフが噴き出した。その拍子にむせたのだろう、胸板を拳で叩いている。ツォーネはゾフを一瞥し舌打ちをした。

  

  

  「咳咳、咳咳……哈哈，你很行嘛，库欧托拉！」

  「ごほ、ごふっ……はは、やるじゃねェかクォートラ！」

  

  「高等半兽人，你这家伙笑得太夸张了吧，混账。我可是痛得要命耶。」

  「ハイオーガてめェおい笑い過ぎだぞコラ。めちゃクソに痛かったんだからな」

  

  「哦哦，抱歉抱歉。感谢你提供这么好的下酒话题。」

  「おおう悪い悪い。いい酒のつまみ話を感謝するぜ」

  

  「你这混账！」

  「コノヤロウ！」

  

  

  托泽站起身，一脚跨在桌上。感觉到店内客人的视线都集中过来，库欧托拉一副无奈的样子，一边用餐巾擦嘴，一边瞪着托泽。

  　ツォーネが立ち上がりテーブルの上にダンと片足を乗せた。店内の客の視線が集まったのを感じクォートラがやれやれと言った様子で、ナプキンで口を拭きながらツォーネを睨んだ。

  

  

  「别把脚跨在桌上。我只是在保护将军阁下而已。要是你再做出无礼之举，下次可不会只有尾巴被砍掉而已。」

  「テーブルに足を乗せるな。俺は将軍閣下をお守りしたに過ぎん。また無礼を働くようであれば、次は尻尾ではすまんぞ」

  

  「啧……我知道啦！我才不会做出无礼之举。现在跟当时不同，克莱儿大人是我的献身对象！是我的真命天女！」

  「ちぃ……わかってますわよ！　無礼なんかしませんわ。あの時とは違い、今やココット様はわたくしの献身相手！　運命の女性なのですわ！」

  

  「那就快点坐下。我们的言行举止，也会直接影响到公主对我们的评价。不是只有直接做出什么举动才叫无礼。你也不想被公主讨厌吧？」

  「ならさっさと座れ。我々の振る舞いはそのまま姫の評価にもなるのだぞ。直接何かをするだけが無礼ではない。嫌われたくないのだろう」

  

  

  听到库欧托拉这么说，托泽有些畏缩。

  　クォートラの言葉にツォーネはうっとたじろぐ。

  

  

  「而且，兹欧涅，你和我们不同，别忘了你是因为公主的恩情，才有现在的地位。要是有个万一，我们可无法保障你的安全。」

  「それにだツォーネ。我々と違い、貴様は姫の恩情あっての今の立場だという事を忘れるな。何かあれば俺達では貴様の身の安全を保障しかねる」

  

  「呜……我、我明白。」

  「う……わ、わかっておりますわ」

  

  

  兹欧涅瞬间变得垂头丧气，她重新坐好，用纸巾擦了擦嘴角后，开始小口小口地玩弄叉子。

  　ツォーネは一転してしゅんとした様子となり、小さく座りなおすとナプキンで口の端を拭いた後細々とフォークを弄り始める。

  

  

  「嘿，你一开始就这么乖不就好了。」

  「へっ、最初っからそうやっておとなしくしてりゃいいんだよ」

  

  「唔咕……」

  「ぬぐ……」

  

  

  佐夫乘胜追击似地说道，兹欧涅尽管不甘心，却也没有继续顶嘴，将叉子刺起的肉送入口中。

  　追い打ちをかけるかのようなゾフの言葉に、ツォーネは悔しそうにしながらも、それ以上は噛みつかずフォークに刺した肉を口に頬張った。

  

  

  

  

  

  尽管发生了一些争执，三人用完餐后，一起在店外伸展身体。他们眺望着路上的魔族，因饱足感而叹息。

  　多少の悶着はあれども食事を終えた３人は店の外でそろって伸びをする。道行く魔族達を眺めながら、満腹感に息をつく。

  

  这时，一道稚嫩的声音传来。

  　と、そこへかかる幼い声。

  

  

  「你们在这里啊。」

  「お前たち、ここにいたのか」

  

  

  转头一看，半兽人……欧德的肩上坐着克莱儿，她正缓缓地走过来，看来是她出声叫住他们的。

  　見れば、のしのしと歩み寄ってくるオーク……オドの肩に乗っているココットが一向に声を掛けたのだとわかった。

  

  

  「我有急事找你们，找了好久。欧德的鼻子在这种时候也很有用。」

  「急用ができてな、探していた。オドの鼻もこういう時は使えるものだ」

  

  「嘿嘿，被称赞了。」

  「へへ、褒められただ」

  

  

  米莱儿踩着欧德的手臂降落到地面，这么说道。听到这句称赞，欧德似乎心情大好，用没撑着克莱儿的另一只手遮住脸。

  　オドの腕を足場にして地面に降り立ちながら、ココットは言う。そんな誉め言葉にオドは気を良くしたのかココットを支える腕とは逆の腕で顔を覆った。

  

  欧德的表情虽然如此，克莱儿的表情却十分冷硬，所以寇特拉立刻猜到是怎么回事，立刻行礼。

  　そんなオドの表情とは裏腹にココットの表情は冷たく固いものであったから、クォートラは事の次第を予想しすぐさま礼をした。

  

  

  「公主，您说有急事……」

  「姫、急用とは」

  

  

  寇特拉面向克莱儿，索夫和托涅也站在左右两侧等待克莱儿开口。欧德也慌忙站到索夫身旁，米莱儿看着四人开口：

  　クォートラがココットに向かい合い、ゾフとツォーネも左右に並び立ちココットの言葉を待つ。オドも慌ててゾフの隣に立ち、そんな４人を眺めながらココットは口を開く。

  

  

  「你们都吃完饭了吧……高兴吧，各位。无聊的休息时间中止，要开始愉快的工作了。立刻准备，去迎接客人。」

  「食事は済んだな……喜べ諸君。退屈な非番は中止して楽しいお仕事だ。すぐに支度をしろ。お出迎えに行くぞ」

  

  

  

 
  ＃３７　雪中無残

  ＃37　雪中无情

  　

  

  

  魔族领地北方，小国联合的国境附近。

  　魔族領内北方、小国連合国境付近。

  

  起伏的山岳与深广的森林交错的地带。不断降雪的这一带积雪深厚，山染成白色，树木的枝叶也经常承受雪的重量，是不毛之地。

  　起伏のある山岳と深く広大な森林が混ざり合う地帯。絶え間なく雪が降るこの一帯は分厚く雪が降り積もり、山は白く染まり、木々もその枝葉に雪の重さを常に受ける不毛地帯。

  

  在这样的地带，响起许多沉重的金属声，以及踏雪的脚步声。

  　そんな一帯に、重々しき金属音を鳴らしながら数多く雪を踏みしめる足音が響いていた。

  

  五百名小国联合的士兵团。由重装步兵与运货推车组成的大规模行军。

  　５００名の小国連合兵士団。重装歩兵と荷車からなる大規模行軍である。

  

  他们的身影穿着沉重的铠甲，却没有高举国旗。

  　その姿は重々しい鎧姿ではあるが、国旗は掲げていない。

  

  他们的目的是侦察魔族领地。小国联合在台面下协助法尔托玛雷，至今仍难以预测他们会投靠哪一方。

  　彼らの目的は魔族領偵察。小国連合はファルトマーレに水面下で助力をしつつ、今だにどちらに下るか測りかねているのであった。

  

  

  「不过在这种局势下潜入魔王的阵营，真让人怀疑他们是不是疯了。」

  「しっかしこんな時世で魔王の懐に潜り込むったって、正気を疑いたくもなりますな」

  

  

  一名士兵发牢骚。他说话的对象是走在旁边的行军兵团团长。

  　兵士の一人がぼやく。声の向かう相手は隣を歩く行軍兵団の団長。

  

  团长吐着白烟，环顾四周。

  　白い息を吐きながら、団長は周囲を見渡した。

  

  

  「不毛之地。我懂你的心情。这里不是人会踏进的地方。可是，如果不在这里观察魔王的动向，就无法预测魔族与法尔托玛雷开战后，我们联合的下场。」

  「不毛な大地だ。気持ちはわかる。およそ人の踏み込む場所ではない。しかし、ここで魔王の動きを見ておかねば、魔族とファルトマーレとの戦争が本格化したのち、我々連合の行末を想定できんという訳だ」

  

  「也就是说，是要确认魔王是否真的无视我们联合，不过像这样越境，反而只会刺激对方吧？」

  「つまり、本当に魔王が我々連合を無視してくれているか確かめるという事でしょうが、それでこんな越境など、かえって刺激するだけでは？」

  

  「我也不懂高层的想法。但是，为了让害怕的官僚安心，我们肯定会被派去送死。如果能不接触对方就回来是很好，但事情不会那么顺利。撇开根据情况不同这种乐观的主观看法，这毫无疑问是侵略行为。毕竟我们本来就是以迎接对方为前提，才聚集了这么多士兵。」

  「上の考えは分からんよ。だが、怯えている官僚どもを安心させるために我々が死地に送り込まれているのは間違いない。接触なく帰還できれば幸いだが、そうもいくまいな。見ようによってなどという楽観的な主観抜きにして、侵略行為であることは疑いようがない。元々出迎えを前提にこれだけ兵を集めたわけだ」

  

  「真让人毛骨悚然。明明表面上还是有在交易的小国联合与魔族领地，我们却先出手，这样不就等于给了对方击溃我们的理由吗？」

  「ぞっとしませんな。表向きは未だ交易のある小国連合と魔族領であるというのに、先にこちらが手を出しては先方に我々を叩き潰す理由を与えたようなものではありませんか」

  

  「只能期待法尔塔玛勒的奋战了。比起拥有智慧的异形魔族，高层说应该要和同为人类的同胞携手合作，我可不想为了这种漂亮话而殉职。」

  「ファルトマーレの奮戦に期待するよりあるまい。知性持つ異形である魔族より、同じ人間同士手を取り合うべきだという上層部の綺麗言に殉ずるのはごめんだからな」

  

  

  「没错。」士兵们回应，队长则无视他们，站在行军队伍的前头，边回头边走。

  　違いありますまい。と兵士が相槌を打ったのをしり目に、隊長は行軍の先頭に立ちながら後ろを振り返りつつ歩く。

  

  五百名士兵与物资货车组成的长蛇阵，以四列纵队行军。

  　500の兵士と物資荷車からなる長蛇の列は4列縦隊で行軍している。

  

  在每踏一步就会埋到膝盖的雪道上行军，大致上还算顺利。

  　踏みしめるたびに膝の下まで埋もれる雪道の行軍は、概ね順調ではあった。

  

  虽然在左右皆有高山的溪谷中行军，但山脚的森林应该能成为掩护他们身影的好掩蔽。

  　左右を山に挟まれた渓谷を行軍してはいるが、ふもとの森が自分たちの姿を覆い隠すいい隠れ蓑になっている筈。

  

  就算遭到补充，从远距离也无法施展有效的攻击。

  　仮に補足されても遠距離からは有効な攻撃は見舞えまい。

  

  队长如此心想，同时严加戒备。在紧绷的紧张感中越境，已经过了相当长的时间。随时绷紧神经，会因为疲劳与不安而无法以普通的精神力维持。

  　隊長はそう想いながらも警戒を厳にしている。既に張り詰めた緊張のなか越境を行い、だいぶ時間が経っている。常に気を張るのは疲労と不安から並の精神力では出来ない。

  

  这时，或许是无法承受这种紧张感，从后方传来从几天前开始增加的玩笑话与闲聊。

  　と、そんな緊張に耐えられなくなったか、先日から増え始めていた軽口や雑談が後ろから聞こえてくる。

  

  

  「唉，要走到什么时候啊？真想早点回去喝热乎乎的豆子汤。」

  「はああ、いつまでこんなとこ歩くんだ？　早く帰ってあったけえ豆のスープが飲みてえよ」

  

  「比起豆子汤，我更想抱女人。来个一夜温存。」

  「俺は豆のスープより女を抱くさ。一晩であったまる」

  

  「爱玩的家伙就是不一样。我看到这种景象，就会想起在故乡过冬时的情景。得去捡柴火才行。」

  「遊んでるやつは違うな。俺はこんな光景を見ると故郷で冬を越す時を思い出すよ。薪をわらなきゃってな」

  

  

  他们说完后发出笑声。关于这点，队长应该要责备他们身处敌阵却如此大意，但这种反而是不安的轻松对话，实在无法责备。

  　彼らはそう言って笑い声をあげていた。これに関して敵陣に居るという状況から隊長は咎めるべきであったが、不安の裏返しである軽妙な会話は、咎めるには無理があった。

  

  大家都很害怕。

  　皆、恐れているのだ。

  

  尽管是理应进行交易的对象，但魔王的真面目至今不明，只让人觉得是恐怖的存在。现在他们正擅自侵入魔王的领地。

  　正体もいまだ不明、交易こそしている筈の相手であるにもかかわらず恐ろしい存在とだけ伝わる魔王。その領地に今自分たちは無断侵入をしているのだ。

  

  不可能不感到不安。

  　不安に思わないわけはない。

  

  他们走在没有道路的道路上，被雪绊住脚步，有时则用剑砍断挡在前方的枝叶和藤蔓，持续前进。

  　道なき道を歩き、雪に足を取られかけながら。ある時は剣で道をふさぐ枝葉やツタを切り裂きながら進む行軍。

  

  这场行军究竟有何意义？任谁都会这么想，但没有人说出口。

  　この行軍に意味はあるのかと疑いたくもなる。誰しもが思っている。だが、それは口には出せなかった。

  

  取而代之的是胡闹般的对话。队长叹了口气，继续赶路。

  　代わりに繰り出されるふざけたような会話だ。隊長はため息をつきながらも先を急いだ。

  

  

  然而——

  　しかし。

  

  

  「停。你们是小国联合的士兵吧。」

  「止まれ。小国連合兵士諸君とお見受けする」

  

  

  突然间，与这片白色荒芜的大地格格不入的尖锐女声……而且还是小孩子的声音响彻四周。

  　突然、白き不毛の大地に不似合いすぎる、甲高い女の……それも子供の声が響き渡った。

  

  包含队长在内的士兵们立刻警戒周遭。一部分人随着振翅声，认出了声音的主人。

  　隊長含めた兵士たちはすぐさま周辺を警戒する。その一部が、声の主を羽音と共に認めた。

  

  

  「在上面！」

  「上だ！」

  

  

  不知何时现身的，是一只巨大的龙人。士兵们心想「这声音不可能是这只龙人发出的」，接着发现那巨大的身躯背后有人。

  　いつの間に現れたのか。そこには巨大なドラゴニュートの姿があった。兵士たちはまさかこのドラゴニュートが声を発したわけではあるまいと訝しむと、その巨体の背に誰かがいることに気づいた。

  

  

  「竟然是小孩子……！？」

  「子供だと……！？」

  

  

  队长不禁惊呼。

  　隊長が思わず声を上げる。

  

  她身穿黑色厚大衣般的服装，深深戴着帽子，却藏不住与周围白雪同样纯白的头发。然后，除了深深戴着的帽子阴影之外，还有深红色的眼眸。小巧却美丽端正的五官宛如妖精。这样的小女孩，以与气温差不多的冰冷视线看着士兵一行人。

  　その姿は黒く厚手のコートめいた衣装に身を包み、深く帽子を被ってはいるが隠し切れない周囲の雪と同じ真っ白な髪。そして目深にかぶられた帽子の影から除くは深紅の瞳。小ぶりだが美しく整った顔立ちは妖精めいて。そんな幼女が気温と同じくらいの冷たい視線を兵士一行に落としていたのだ。

  

  那是什么？魔族吗？跨坐在龙人背上的小孩。无论怎么想都是不相称的组合。

  　あれはなんだ。魔族か。ドラゴニュートの背に跨る子供。どう考えても不似合いな取り合わせ。

  

  士兵们也抱着一半困惑与一半警戒的心情，打算举起武器。队长以手势制止了他们。

  　兵士たちも困惑と警戒半々に武器を構えようとする。それを隊長は手で制した。

  

  队长往前踏出一步，与跨坐在龙人背上的小孩四目相对。小孩周围除了巨大的龙人之外，还有目测三十只以上的龙人在飞翔。

  　隊長は一歩進み出るとドラゴニュートの背に跨る子供と目を合わせる。子供の周囲には巨大なドラゴニュートの他に目測30はいるドラゴニュートが飛翔していた。

  

  侦察部队？不，那孩子的服装并非那么低等的人。

  　偵察部隊？　いや、あの子供が纏う装束はそんな低級の者ではない。

  

  而且，仔细一看，虽然眼睛和魔族一样是红色的，但除此之外看不到魔族的身体特征。根据传闻，那是拥有恶魔之相的人类。

  　そして、よくよく見てみれば、瞳こそ魔族と同じ紅いものだが、他に魔族の身体的特徴が見受けられない。話に聞いていた、あれは悪魔の相を持つという人間だ。

  

  既然如此，就更令人困惑了。这是怎么回事？

  　であればなおさら。どういうことだと隊長は困惑をした。

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  「我再问一次。各位看来是小国联合的士兵，回答呢？」

  「改めて問う。小国連合兵士諸君とお見受けするが、返答は？」

  

  

  由于对方没有回答我的第一句话，我再度询问。

  　私は第一声で返答がなかったため、再度の問いかけを行う。

  

  我冷到连出声都很困难，所以想尽快把事情办完。

  　寒くて声を出すために冷たい空気を吸うのが辛いんだ。早めに用件は済ませたい。

  

  我轻轻抱住自己不断颤抖的身体，等待下方那些狼狈的士兵们开口。

  　ぶるぶると震える体を軽く抱きしめながらも、私は眼下で狼狽えている兵士たちの言葉を待つ。

  

  ……看来不行。

  　……だめだな。

  

  既然这样，就由我单方面地把事情说清楚吧。

  　であれば一方的に用件を伝えてやるとしよう。

  

  

  「我想问你们擅自入侵我等魔族领土的理由。另外，虽然我方愿意听取简短的辩解，但若你们选择保持沉默，我方将认定为侵略行为！」

  「我らが魔族領に無断で侵入した理由について問いたい。なお、手短に弁明は聞く構えではあるが、黙秘する場合は侵略行為と判断する！」

  

  

  听到我的发言，士兵们一阵哗然。

  　私の言葉に兵士たちがどよめいた。

  

  他们开始七嘴八舌地讨论。明明被发现也不是什么意料之外的事。这种粗心大意的行军，更何况兵力还多达五百人。

  　ざわざわと話声がいくつも上がる。発見されるのは想定外な訳でもあるまいに。こんなずさんな行軍、まして500にも及ぶ兵力だ。

  

  就算这个世界没有通讯机器或雷达之类的东西，他们总不可能真的以为自己是在观光吧。

  　この世界に通信機器やレーダーと言ったものがないにせよ、まさか本当に観光気分と楽観しているわけでもなかろうよ。

  

  我方的着眼点是哈比族。就算躲在被雪覆盖的森林里，似乎也很容易被发现。除非对魔族一无所知，否则应该会有所警戒。

  　こちらの目はハーピー族だ。雪に覆われた森に隠れても発見は容易かったらしい。魔族について無知でもなければ警戒はしようものだが。

  

  想到这里，我理解了小国联合对战争抱持的天真想法。

  　そこまで考えて私は小国連合の戦争に対する甘い考えを読み取った。

  

  八成是打算投靠法尔托玛雷的那派独断专行吧。若非如此，以国家为单位来看，这么做实在没什么好处。

  　大方、ファルトマーレに与しようとする一派の独断専行といったところか。そうでなくては国単位として見た時にあまりにもメリットがないからな。

  

  那么，被我当成白痴企图的牺牲品的他们，会如何行动呢？

  　さて、そんな阿呆の目論見の当て馬となった彼らはどう動くかな。

  

  

  「队长，该怎么办？」

  「隊長、如何しますか」

  

  

  看似队长的男子身旁的士兵将手放在腰间的剑上，开口询问。队长伸手制止他。

  　隊長らしき男の隣の兵士が腰の剣に手を当てながら問うている。それを隊長は手で制した。

  

  

  「等等。在被发现的当下，作战计划就已经转移了。那恐怕是将军，从服装就能看出来。」

  「待て。発見された時点で作戦は移行している。あれはおそらく将軍だ。服装でわかる」

  

  「那是人类啊！这是怎么回事……难道魔王跟人类联手……？法鲁塔玛雷背叛了吗？」

  「あれは人間ですよ！　どうなってるんだ……まさか魔王は人間と手を組んだ……？　ファルトマーレに裏切られたのか？」

  

  

  队长无视狼狈不堪、语无伦次的部下，往前踏出一步，抬头仰望我，开口说道：

  　狼狽しよくわからないことを口走る部下を置いて一歩踏み出した隊長は、私を見上げて声を上げる。

  

  

  「您应该是魔族军将军吧？」

  「魔族軍将軍とお見受けする」

  

  「正是。我名为克莱儿，是侍奉魔王大人的将军。」

  「如何にも。我が名はココット。魔王様にお仕えする将軍である」

  

  

  我回礼之后，看似队长的男子露出复杂的表情。即使他有料到我是将军，实际听到后似乎还是相当惊讶。

  　返礼をしてやると隊長らしき男は難しい顔をした。私が将軍であると予想はできていてもいざ口にされると驚くといった風だ。

  

  队长继续说道：

  　隊長は言葉を続けた。

  

  

  「我等小国联合士兵总数五百人。在行军演习中走错路，不小心迷路了。这不是故意的侵略行为。」

  「我ら小国連合兵士総勢500である。行軍演習中に道を誤り迷い込んでしまった。これは故意の侵略行為ではない」

  

  

  原来如此。他打算坚称这并非侵略吗？强调人数应该是想威吓我吧？意思大概是「要是开战，你可别想全身而退」。不过，居然说是演习，甚至还准备了板车，还真是大费周章。他们以为这样就能彻底隐瞒吗？

  　成程。あくまで侵略ではないと言い張るつもりか。数を強調したのは威嚇のつもりだろうか。戦ったらただではすまんぞとでもいう意思表示だろう。しかし演習とは。荷車まで用意して随分な事だ。隠しきれると思っているのだろうか。

  

  算了，重点不在那里。他们打算彻底装傻，似乎想假装自己真的只是走错路。

  　まあ、重要なのはそこではないのだろう。彼らはあくまで白を切る。本当にただ道を誤っただけという事にしたいらしい。

  

  虽然只要重新搜查马车，应该就能找到破绽，但那也伴随着风险，所以我不会那么做。

  　荷車の中でも改めてやればぼろが出そうだが、それは危険も孕んでいるからしない。

  

  我原本就不打算让那些家伙平安回去，毕竟我被命令要款待他们。

  　元々私は連中を無事に返すつもりなどない。おもてなしをしろと、命ぜられているからな。

  

  

  「魔将军克莱儿阁下，我知道这是无理的要求，但还是想拜托你。可以请你告诉我们通往国境的路线吗？」

  「魔将軍ココット殿、無礼を承知でお願いしたい。よければ国境へいたる道筋を示してもらえないだろうか」

  

  「队长！」

  「隊長！」

  

  「没办法了。虽然你可能不会相信……」

  「止むを得まい。信じてはもらえんだろうが……」

  

  

  队长制止部下的呐喊，似乎说了些什么，但无所谓。这段问答已经没有意义了。

  　部下の叫びを制したらしい隊長が何か話していたが、まあどうでもいい。この問答にもはや意味はない。

  

  

  「原来如此，我明白了。那么就让我带路吧……」

  「成程了解した。であればご案内しよう……」

  

  「……！感激不尽！」

  「……！　ありがたい！」

  

  「虽然我想这么说……」

  「と、言いたいところだが」

  

  

  队长露出得逞的表情，但表情随即僵住。

  　してやったりと言った顔の隊長の顔が強張る。

  

  

  「带着五百人，在国境边缘进行行军演习，这可不太平静。」

  「500人も引き連れて国境間際で行軍演習とは穏やかではない」

  

  

  我依旧以冰冷的眼神看着他，缓缓扬起嘴角。

  　冷たい目を落としたままゆっくりと私は口角を持ち上げていく。

  

  

  「简直就像是战争的预演呢。」

  「まるで、戦争の予行演習ではないかな？」

  

  

  听到我这句话，所有士兵都摆出备战姿势。然后——

  　私の言葉に兵士たちは全員が身構える。そして。

  

  

  「啧！」

  「ちっ」

  

  

  队长咂舌一声。

  　隊長が、舌打ちをした。

  

  他似乎终于理解状况了。我方并非谈判团，而是来驱逐入侵者的。

  　やっと状況を理解したらしい。こちらは交渉団ではなく、侵入者を排斥に来たのだと。

  

  队长拔剑发号施令，说要迎击。

  　隊長が剣を抜き号令をかけた。曰く、迎撃をせよ、と。

  

  敌方的动作立刻改变，他们散开，以森林的树木为盾。根据队长的号令，只要以树木为盾，树木就会成为遮蔽物，让龙人无法进行对自己有利的攻击。

  　連中の動きはすぐに変わる。森の木々を盾にするようにして散会。隊長の号令では、木々を盾にすれば遮蔽となってドラゴニュートは自分たちに有利な攻撃は行えない。

  

  的确如此。

  　確かにそうだ。

  

  对方人数较多，就算正面交锋，由于地利之便，我们也不会输，但也不想造成我方的牺牲。

  　数も向こうが上。まともにやり合っても土地柄故負けることは無いだろうが、こちらも犠牲は出したくない。

  

  这时，好几支箭朝我射来，虽然被克欧多拉迅速打落，但切换的速度之快，令我咋舌。

  　と、私目掛けて何本もの矢が放たれてきた。すかさずクォートラが叩き落すが、切り替えの速さには舌を巻く。

  

  

  「哎呀呀！我们明明还没出手，你们还真粗暴啊！没有宣告的攻击是蛮族行为哦！」

  「やれやれ！　こちらはまだ手を出していないというのに随分乱暴だな！　宣言のない攻撃は蛮族行為のそれだぞ！」

  

  

  不过，作为正当防卫的理由，已经十分充分。

  　だが、正当防衛の理由としては十二分すぎる。

  

  这种蛮横行径足以证明我们的正当性，那么正义就在我方。

  　完全に我らの正当性を証明するに足る蛮行だ。であれば正義はこちらにある。

  

  

  「克欧多拉，信号。」

  「クォートラ、合図」

  

  

  我下达简短的命令，克欧多拉大声咆哮。

  　私の短い命令で、クォートラが大きく吠えた。

  

  咆哮声大到让下方的士兵捂住耳朵。当然，因为距离很近，我用力捂住耳朵，但还是觉得耳鸣。看到克欧多拉担心我皱起眉头的模样，我拍拍它的背，表示我没事。

  　眼下の兵士たちが耳をふさぐほどに。もちろん私は至近距離であるから、耳を思いっきり抑えていたがそれでもいくらか耳がキーンとした。しかめっ面の私を気遣うクォートラの様子に、背中をぽんと叩いて大事無いと伝える。

  

  好了，接下来才是重点，事情会变得很有趣哦。

  　さあ、これからだ。おもしろくなるぞ。

  

  

  在Quattro的咆哮声响起后数秒，当方向的余韵消失时，沉默在被雪埋没的森林中回荡。

  　クォートラが吠えて数秒。方向の余韻が消えるころ沈黙が雪に埋もれた森にこだました。

  

  然后在那瞬间，不知从何处响起爆炸声。士兵们的骚动声清晰可闻。不过，现在惊讶还太早了。

  　そして瞬間、どこからか爆音が響いた。兵士たちのどよめきが手に取るようにわかる。だが、まだまだ驚くのは早い。

  

  

  「什么……？」

  「なんだ……？」

  

  

  察觉到异常的队长摆出架式。但就算摆出架式也无济于事。接下来袭击诸位的暴威，以人类的肉身绝对无法抵挡。

  　異常に気付いた隊長が身構える。しかし構えてもしょうがない。これから諸君を襲う暴威は人の身では絶対に防げない。

  

  不只是这个世界，就连科学技术和文明水平更加进步的那个世界，都无法抵挡。

  　この世界だけではない。科学技術や文明レベルがより進歩したあの世界でさえ防げないものだ。

  

  

  「雪崩这种东西，在哪个世界都很可怕呢。」

  「雪崩という物は、どの世界でも恐ろしいよなあ」

  

  

  在那瞬间，从士兵们藏身的森林所夹住的山上，产生出大地被削落滑落的错觉。是超规模的雪崩。

  　瞬間。兵士たちが隠れる森を挟む山の上部から、大地が削れて滑り落ちてくるような錯覚。超規模の雪崩だ。

  

  白色浊流转眼间就到达发出惨叫的士兵们藏身的森林，将他们吞没。雪崩击中了纵向延伸的队伍正中央。

  　白い濁流はあっという間に悲鳴を上げる兵士たちの隠れる森へ到着し飲み込んでいく。縦に伸びていた隊列のちょうど真ん中に雪崩は着弾した。

  

  在左右压倒性的压力前，树木根本无法成为防波堤，被压倒并吞没。

  　左右よりの圧倒的圧力の前には木々など大した防波堤にもならず押し倒され飲み込まれていく。

  

  我心情愉快地眺望雪烟升起的模样。

  　雪煙の上がる様を私は上機嫌に眺めていた。

  

  在信号响起的同时，我刺激并引爆运到山上的炸弹。这是以人工引发雪崩的作战。我不是专家，所以不清楚是否能确实崩塌，但看来很顺利，真是太好了。

  　合図と同時に山の上部に運んだロックボムを刺激し発破。人為的に雪崩を引き起こす作戦。ちゃんと崩れてくれるかは専門家ではないのでわからなかったが、上手くいったようで何より。

  

  为此，他特地派出鹰身女妖侦察，推断出小国联军士兵的行进路线，入侵这座溪谷与他们接触。

  　このためにわざわざハーピーの偵察で小国連合兵士たちの進路を割り出し、この渓谷に侵入したところで接触したのだ。

  

  

  下方传来混乱的叫喊声。

  　眼下から混乱の声が響いてくる。

  

  

  「报告损害状况！可恶，刚才那是什么！雪竟然涌过来了……！」

  「被害報告！　くそっ、何だ今のは！　雪が押し寄せて来た……！」

  

  「队长！第三到第六队似乎被吞没了！我亲眼确认到了！应该出现更多牺牲者！」

  「隊長！　第３から第６隊まで飲み込まれたようです！　目視確認です！　もっと多く犠牲が出ているかと！」

  

  「啧！」

  「ちぃい！」

  

  「什……队长！从树林间……敌袭！是魔族！」

  「なっ……隊長！　木々の合間から……敵襲！　魔族です！」

  

  

  没错。事情还没结束。

  　そうとも。まだこれでは終わらない。

  

  在雪崩造成敌军的消耗与混乱的同时，他将做好万全准备的地面部队投入战场。他不会输给陷入混乱的士兵。

  　雪崩による敵軍の摩耗と混乱と同時に、満を持して地上部隊を投入する。混乱した兵などに後れは取るまい。

  

  

  「敌袭！敌袭！大量魔剑士和半兽人！还有哥布林！从左右两边来了！」

  「敵襲！　敵襲！　魔剣士とオーク多数！　ゴブリンもだ！　左右から来る！」

  

  

  士兵大喊，将剑指向前方。魔族们活用强韧的躯体，毫不在乎雪地，从树林间前进。

  　兵士が叫び剣を向ける先。木々の合間から、強靭な躯体を活かし雪など関係ないように進んでいく魔族達。

  

  还有那两个人。

  　そして、あの二人も。

  

  

  「终于轮到我出场了。大小姐说可以杀掉一半，让我好好享受吧。」

  「やっと出番だ。半分は殺っていいってお嬢は言ってたからな。楽しませてもらうぜ」

  

  「啊啊，这种单方面的蹂躏感真让人受不了～！不愧是克莱儿大人！」

  「ああっ、この一方的な蹂躙感堪らないですわぁ～！　さすがはココット様！」

  

  

  索夫扛着巨斧，仿佛要踢散雪地，托涅带着突击枪，仿佛要踢飞树木，冲向士兵们。

  　ゾフは大斧を担ぎ雪を蹴散らす様に、ツォーネは突撃槍を携え木々を蹴り跳ねるようにして兵士たちに突っ込んでいく。

  

  之后发生的事，就只是单纯的杀戮。

  　その後に起きたことは、ただの殺戮であった。

  

  白色雪毯转眼间被染成红色斑点。

  　白い雪の絨毯が見る間に赤く点々と染まっていく。

  

  我觉得就像在冰品上淋了草莓糖浆。

  　氷菓子にイチゴのシロップを垂らしたようだと私は思う。

  

  

  小国联合的士兵已经有点丧失战意。尽管指挥官等级的士兵们设法重新组成阵形，大声吆喝，却对魔族们的蹂躏束手无策。

  　既に小国連合兵士は戦意を喪失気味だ。なんとかまだ指揮官クラスの兵士たちが陣形を組みなおそうと声を張り上げていくが、魔族たちの蹂躙になすすべはない。

  

  

  「这是怎么回事，我可没听说啊！」

  「なんだこれは、聞いていないぞ！」

  

  「跟说好的不一样！让我回去啦！」

  「話が違うぜ！　もう帰らせてくれよお！」

  

  「哈哈、哈哈哈哈！人类，你们不过来吗！」

  「はは、はははは！　向かってこねえのかよ人間ども！」

  

  

  佐夫在士兵们的哭喊声中挥舞大斧，看起来很开心。他以仿佛要让士兵们全灭的气势横扫他们。

  　兵士たちの泣き叫ぶ中に交じり大斧を振るうゾフは楽しそうだ。全滅でもさせる気なのかという勢いで兵士たちを薙いでいる。

  

  托泽也因为久违的战场而情绪高涨，非常愉快地挥舞着突击枪。他把刺穿三个人的突击枪朝我挥来，像是在说「快称赞我」，我无视了他。

  　ツォーネはツォーネで久しぶりの戦場に高揚でもしているのだろうか。実に楽しそうに突撃槍を振るっている。3人ほど串刺しにしたままの突撃槍を私に振って褒めてくれと言わんばかりに見せてくるのは無視しておいた。

  

  好了，要进入尾声了。指挥官等级的还活着吧？

  　さて、大詰めだ。指揮官クラスは生き残っているな。

  

  士兵们已经完全散发出想逃的氛围。他们设法在队长们的指挥下做出撤退的动作。

  　兵士たちはもう完全に逃げの雰囲気だ。なんとか隊長らの指揮で撤退の動きを見せている。

  

  

  「好，抓住几个看起来很了不起的指挥官。时机差不多了，让其他人逃走。」

  「よし、偉そうな指揮官数人とっ捕まえろ。頃合いだ、残りは逃がせ」

  

  

  索夫对魔族们下令。时机正好，之后再称赞他吧。

  　ゾフが魔族たちに命令を下す。いいタイミングだ。後で誉めてやろう。

  

  

  「咦～不够呀～欸，下流的高等食人魔？再稍微杀几个也……」

  「えぇ～、足りませんわ～。ね、下品なハイオーガ？　もう少し殺しても……」

  

  「不行，笨蛋吸血鬼。你想被小姐骂的话，我不会阻止你。」

  「ダメだ馬鹿ヴァンパイア。お嬢に怒られたいなら止めねえがな」

  

  「我、我才不要。」

  「そ、それは嫌ですわ」

  

  

  和索夫不同，得对托涅说教了。

  　ゾフと違い、ツォーネには説教だな。

  

  索夫也责备托涅，环顾四周。魔族们陆续捕获指挥官。有的被半兽人抓住脖子，有的被数只哥布林推倒压住，惨不忍睹。行军兵的队长也被一脸觉得不够的托涅用滴着血的突击枪抵住喉咙，似乎死了心。

  　ツォーネをも窘め、ゾフは周囲を見渡す。魔族たちは次々と指揮官を捕縛している。オークに首根っこを掴まれたり、ゴブリン数匹に押し倒されのしかかられたり、散々だ。行軍兵の隊長も、物足りないと言った顔のツォーネに喉笛に未だ血の滴る突撃槍を付きつけられ、観念したようだ。

  

  

  

  我目送成功逃走的士兵们，与地上的索夫和托涅会合。从降落的_quota_la背上跳下来时，我一屁股跌坐在地，半个身体埋在雪中。

  　逃げ遂せた兵士たちを見送りながら、私は地上のゾフやツォーネと合流する。着地したクォートラの背から飛び降りた際、しりもちをついたため雪に体の半分を埋めてしまった。

  

  渗入屁股的雪的冰冷令我「呀」地发出惨叫，咬住衣服的_quota_la慌忙扶我起身。

  　尻に染み込む雪の冷たさに「ひゃ」と悲鳴を上げ、慌てて服を咥えてくれたクォートラに助け起こされる。

  

  以我的身高，这里的雪太深了。就算站着，也会被埋到腰部以下。我一边后悔降落到地上，一边站到托涅和索夫捕获的士兵们面前。

  　私の身長ではここの雪は深すぎる。立っても腰下まで埋まる。私は地上に降り立った事を後悔しながら、ツォーネやゾフが捕えた兵士たちの前に立つ。

  

  

  「那么，各位。对于无礼的观光客，我们有相应的招待。请你们务必以俘虏的身份，依照你们的期望在魔族领地内观光。只不过，观光路线和计划是由我们决定。」

  「さて、諸君。無礼な観光客には相応のもてなしがある。ぜひ君たちには捕虜として望み通り魔族領内を観光してもらおう。もっとも、コースやプランはこちらの取り決めだがな」

  

  

  我一脸恶作剧的表情如此说道，队长就用看着可怕事物的眼神看向我。

  　悪戯っぽい顔でそう言ってやると、隊長が私を恐ろしいものを見る目で見てくる。

  

  

  「你是……人类没错吧……？」

  「貴女は……人間で相違あるまいな……？」

  

  

  怀疑我是人类吗？真是令人高兴的问题。既然如此，我就这样回答吧。

  　疑わしいか、私が人間だと。それはうれしい質問だ。ならば私はこう答えよう。

  

  

  「我可是被称为恶魔哦。」

  「私は、悪魔と呼ばれていたよ」

  

  

  

 
  ＃３８　望む言葉、望まぬ言葉

  ＃38　期望的话语，不期望的话语

  　

  

  

  「哎呀～辛苦了。」

  「いやーお疲れ様」

  

  

  魔王军领地内，国境附近的驻扎所。

  　魔王軍領内、国境付近駐屯所。

  

  在起伏的山岳与深广的森林交错的地带中开拓的这座驻扎所，响起莫名慵懒的声音。

  　起伏のある山岳と深く広大な森林が混ざり合う地帯の中に拓かれたこの駐屯所に、妙に気の抜けた声が響いた。

  

  我一边用柴暖炉烘干湿掉的上衣，一边望向声音的主人。

  　私は濡れた上着を薪暖炉にて乾かしながら、声の主を見やる。

  

  看似简易款式的无袖军服，搭配短裙的装扮。脚完全变成鸟的模样，手脚和脖子上露出蓬松的羽毛。看起来很暖和。

  　簡易式に見えるノースリーブの軍服に、ショートスカートという装い。足は完全に鳥のもので、手足や首元にはふわもこの羽毛が覗いている。暖かそうだ。

  

  毫无干劲的眼神，以及和羽毛同样明亮的绿色，头发剪到肩膀高度，给人深刻印象的这位哈比族少女是国境警备队的将军，琪可贝尔。

  　やる気のなさそうな目と、羽毛と同じ明るい緑色の肩上程で切られた髪が印象的なこのハーピーの少女が国境警備軍の将軍、チックベル。

  

  她过去似乎曾是侍奉四天王军师波丽奈大人的将军，不过波丽奈大人过世后，她便直接辞去战斗员的工作，转任警备队。此外，她的年纪似乎比外表看起来还要大。我知道魔族因为长寿，所以无法从外表判断年龄，不过她看起来比卓妮还要年幼一些。

  　かつては四天王の軍師ポリニア様に仕えていた将軍らしいが、ポリニア様亡き後は直接戦闘員を辞め、警備隊に就いているとの事だった。また、見た目よりは年を取っているらしい。魔族は長寿だから外見で年齢が判別できないのは知っていたが、見た目はツォーネよりもいくらか幼く見える。

  

  初次见面时，她对我的容貌和曾是人类一事感到惊讶，不过个性轻快的这位将军并没有特别偏见，邀请我进入驻扎所。幸好她很好沟通，不过与其说她明事理，感觉更像是对我这个种族和外表不感兴趣。

  　始め会った時は私の容姿と人間であった事に驚いた様子ではあったが、軽妙な性格であったこの将軍は、特段偏見もなく私を招き入れた。話が早くて助かるが、物分かりがいいというよりは私の種族や見た目に興味がないと言った風ではあったが。

  

  起初，我只觉得他是个个性随便的人，对他没什么好印象，没想到他意外地通情达理。而且，他在工作方面也相当能干。如此一来，他随和的个性就不再给人随便的印象，而是升华成平易近人的特质，让我立刻对他抱持好感。

  　最初は適当な性格かと呆れから入ったが、意外と話がわかる。それでいて仕事の話となれば手際もいい。ならば軽妙さは適当なイメージではなく親しみ易さに昇華され、私はすぐに好印象を抱いていた。

  

  而这位亲切的西克贝尔，正带着一脸傻笑，迎接抓到俘虏并返回营地的我们。

  　そんなチックベルはにへらと笑いながら、捕虜を捕えて駐屯地に帰還した私たちを出迎えていた。

  

  我把俘虏交给西克贝尔后，为了避免感冒，立刻用热水暖和身体。这时，西克贝尔麾下的哈比鸟灵巧地端来一个马克杯。杯子里装着像是热咖啡的饮料。一股暖意从我接过杯子的那只手缓缓传来，让我感受到难以言喻的幸福。

  　捕囚をチックベルに預け、風邪をひかないようにすぐさま体を温めていると、チックベル配下のハーピーが器用にマグカップを持ってきてくれた。ホットコーヒーのような飲み物だ。受け取る手にじんわりと熱が伝わり何とも言えない幸福感がある。

  

  然而，我喝了一口后，立刻皱起眉头。

  　が、一口飲んですぐに私はしかめっ面をした。

  

  

  「啊哈哈，克莱儿将军不喜欢喝苦的呢。」

  「あはは、ココット将軍は苦いのダメダメだね」

  

  「呜恶……我只喜欢喝甜的……不好意思，这里有没有砂糖之类的？」

  「う゛ぇ......私は甘党でね……悪いが砂糖の類はないかな」

  

  

  我用牙齿磨蹭舌头，一边做着无谓的挣扎，试图缓和苦味，一边接过砂糖，然后一把抓起整块砂糖，毫不客气地倒进杯子里。看到我倒了这么多砂糖，端砂糖过来的哈比鸟大吃一惊。对我来说，这样才叫适量。

  　舌を歯の裏にこすりつけ、苦みを緩和しようと悪あがきをしながら砂糖を受け取るとブロックを鷲掴んで無遠慮に投入する。その数に砂糖入れを持って来たハーピーは驚いていた。私にはこれが適量なのだ。

  

  我啜饮着甜到不行的咖啡，再次满足地吐出一口气。

  　甘ったるいくらいに加糖されたコーヒーをすすり、改めて私は満足し息を吐いた。

  

  

  「你在这方面还真孩子气呢。」

  「そういうところは子供っぽいんだね」

  

  「这跟年龄无关吧？是舌头的问题。」

  「これは別に年齢とは関係ないだろう。舌の問題だ」

  

  「啊哈哈，你生气啦？」

  「あはは、怒った？」

  

  「没有。」

  「別に」

  

  

  我露出不悦的表情，对露出揶揄笑容的琪可贝儿表示不满，她便连忙道歉。别看我这样，我的内在可是拥有活了四十年的记忆，不太喜欢被当成小孩子看待。

  　揶揄うように笑うチックベルの表情にムッとして見せると、ごめんごめんと謝られる。これでも中身はもう40年も生きた記憶のある精神だ。子ども扱いはあまり好かない。

  

  

  「就连讨厌苦味的克莱儿，也会做出大胆的举动呢。居然把山弄垮。」

  「苦いのダメなココットちゃんでも、やることは大胆だよねえ。山を崩すなんてさ」

  

  「……根据我的知识，那个地区应该要小心雪崩。因为那是可怕的自然力量。」

  「……私の知識ではああいった地域では雪崩はまず気をつけるべきものだ。恐るべき自然の暴威だからな」

  

  「原来如此。我们平常都待在空中，所以不太会意识到这件事呢。」

  「なるほどねえ。普段空にいるウチらはあんまり意識しないからなあ」

  

  

  听到琪可贝儿佩服地这么说，我补充了一句「虽然只是临时起意」，然后回答：

  　感心したようなチックベルの言葉に、思い付きではあったが、と付け加えて返す。

  

  

  「不管怎样，多亏有哈比鸟部队的协助，事情才能这么顺利。感谢你们的帮忙。」

  「なんにせよハーピー部隊の目があったからこそここまで簡単に事が運んだ。協力感謝するよ」

  

  「嗯嗯，毕竟我们是伙伴嘛。那么，俘虏呢？」

  「うんうん。仲間だもんねー。それで、捕囚は？」

  

  「我要审问他们。」

  「尋問する」

  

  

  我用双手捧着马克杯取暖，同时这么回答。

  　私は両手に持ったマグカップで暖を取りながら答える。

  

  我将俘虏丢进驻扎处的牢房。打算等暖和一点之后再去那里。现在是索夫和托泽跟哈比鸟们一起看守。

  　捕えた捕囚は駐屯所の牢屋に放り込んである。一通り暖を取った後向かうつもりだ。今はゾフとツォーネがハーピー達と共に見張っている。

  

  

  「嗯，我想也是。你不是来散步的吧。毕竟以利益得失的角度来看，小国联合突然攻打过来的理由也很莫名其妙。」

  「ま、そうだよねえ。ただ散歩しに来たわけじゃないでしょ。小国連合がいきなり攻めてくる理由も、損得で考えたら意味不明だしねえ」

  

  「大概是内部那些急着下决定的人擅自行动，或是跟法尔托玛雷共谋的结果，反正只要问出来就行了。」

  「大方内部で決断を急いだ連中の勝手か、ファルトマーレとの共謀かだが、なんにせよ聞き出せばいいだけだからな」

  

  

  我喝了一口甜甜的咖啡，让身体充分暖和之后，重新披上替换的大衣，把马克杯放在桌上。

  　一口、甘いコーヒーをすすり十分に体が温まったところで、替えのコートを羽織り直してマグカップをテーブルに置く。

  

  

  「那么我去问问客人来这里的目的是什么。谢谢你的咖啡。」

  「ではお客様にご利用目的を聞いてくるよ。コーヒーをありがとう」

  

  

  我无视用翅膀回应道谢的 Chickbell，走出驻扎所。

  　礼に対して羽を振って答えるチックベルを後目に、私は駐屯所を出る。

  

  在入口待命的_quota 将帽子递给我，我紧紧戴上后，走出寒冷刺骨的室外，前往牢房。

  　入り口で待機していたクォートラが帽子を手渡してくれ、ぎゅっと被ると凍えるような寒さの外へと出て、牢屋へと向かった。

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  「……事情就是这样。」

  「……という訳で御座います」

  

  

  结束对囚犯的讯问后，我把后续交给 Chickbell，返回魔王城。

  　捕囚への尋問を終えた私は、チックベルに後を任せ魔王城へ帰還していた。

  

  我立刻去向艾尔克罗大人报告，虽然又被卷入茶会，但还是把事情的始末告诉了他。在寒冷的北方感受到的寒意似乎还残留在体内，温暖的红茶逐渐渗入身体的感觉，让我整个人都放松下来。

  　すぐさまエルクーロ様へ報告にあがり、また茶会に巻き込まれながら顛末を話す。寒い北方で感じた肌寒さがまだ体の芯に残っているような気がして、温かな紅茶が体の内側に染みていく感覚にほうっと蕩ける。

  

  艾尔克罗大人看着我偶尔会在谈话间用双手捧着大杯子啜饮红茶的模样，同样单手拿着杯子听我报告。

  　私が時折話の合間に両手で持った大きめのカップでちびちびと紅茶を飲む様子を眺めながら、エルクーロ様は同じくカップ片手に私の報告を聞いていた。

  

  俘虏所说的内容，大致上和预测相同。决定与法尔托玛雷合作的大多数联合评议会议员，不顾反对派的反对，向法尔托玛雷派兵。同时，他们还越境强行侦查魔族领地。他们越境的动机，很巧地和我们打算实行的诱饵行军计划很接近，但这次越境行动没有发挥效果，被我们成功阻止。

  　捕囚が話した内容は、おおむね予想通りであった。ファルトマーレに与すると決めた大多数の連合評議会議員が、反対派を押し切りファルトマーレへ派兵。同時に魔族領越境による強行偵察。奇しくも我々が企んでいた囮行軍に近しい目論見とさえとれる動機で行われた越境は、その効果を発揮せずに防ぐことができた。

  

  然而，就算越境行为本身没有发挥效果，纯粹的支援派兵，还是让法尔托玛雷的兵力增强，无法忽视。

  　しかして、越境行為自体は効果を発揮せずとも、純粋な義援派兵によるファルトマーレの兵力増強は無視できないものとなっている。

  

  乌拉格尔纳大人目前正面临不得不后撤战线的状况。

  　現にそれでウラガクナ様は戦線を押し下げざるを得ない程の状況を作り出されている。

  

  

  在这一连串报告和分析的谈话告一段落时，艾尔克罗少将喝了一口红茶。

  　一連の報告と分析を交えた談話に一区切りがついたころ合いで、エルクーロ様は紅茶を一口飲んだ。

  

  

  「我明白了。我要再次为迅速排除越境部队一事，向你道谢。」

  「よくわかった。改めて越境部隊を迅速に排除した事、ご苦労と言っておく」

  

  「不敢当。」

  「恐縮であります」

  

  「审问过的指挥官们呢？」

  「尋問を行った指揮官達は？」

  

  「目前正拘留于契齐贝尔将军管辖的国境驻屯所。考虑到俘虏的政治利用价值，视情况而定，也可以立刻将他们移送到魔王城。」

  「チックベル将軍管轄の下国境駐屯所に拘留中であります。捕囚としての政治的利用価値に鑑み、場合によっては魔王城への移送もすぐに叶うよう取り計らってあります」

  

  

  我原本还在想，要是抓到的小国联军士兵们不肯招供该怎么办，不过他们似乎对作战计划有所不满，士气低落，再加上先前的战斗似乎让他们吃不消，所以稍微威胁一下就全招了。虽然也和我以魔族身份保障他们的安全有关，但比起国家，选择保全自身性命的他们并没有错。在脑袋有好几个的国家工作，真是辛苦。

  　捕えた小国連合の兵士諸氏は、なかなか口を割らなかったらどうしてくれようと考えていたが、どうにも作戦には不満があったようで士気は低く、先の戦闘でだいぶ参ったらしいのもあっていくらか脅しをかけたらぺらぺらと喋ってくれた。引き換えに魔族としては安全を保障しておいたというのもあるが、国家より己の命を選択した彼らに非はあるまい。脳みそが複数ある国家で働く手足は大変だな。

  

  我表面上装出同情的样子，实际上只是在想，如果小国联军要求释放俘虏，或许可以连同政治上的有利条件一起交还，我内心其实打着这种如意算盘，而且如果能提升自己的评价，那就更好了。

  　と、同情したようなふりをするが実際はただ単に捕虜開放を小国連合が要求してきた場合に政治的有利な条件と共に付き返せるのではないか、というちょっとした思惑があっただけだし、それが自分の評価にでもあわよくばならないかなと画策したのが本音だ。

  

  虽然没有托恩的蠢，但为了提升评价，我思考了很多。然后，我当然希望别人能坦率地称赞我自认做得很棒的事情。

  　ツォーネの阿呆程ではないが、評価されるためにはいろいろと考えることがある。そして、上手くできたと思ったことは素直に評価されたいのは当然である。

  

  所以，我希望艾尔克罗大人能尽快给予评价。

  　で、エルクーロ様にさっそく評価をして頂きたい。

  

  艾尔克罗大人点了一下头，确实地称赞我。

  　当のエルクーロ様は一度頷くと、しっかりと褒めてくれた。

  

  

  「没有杀害俘虏这点值得称赞。之后我会联络契齐贝鲁将军，要他护送俘虏过来。小国联合或许会装傻，假装没抓到俘虏，但那样也有办法处理。」

  「捕虜を殺さなかったことは高評価だ。後でこちらに護送するようチックベル将軍に連絡しておこう。小国連合がしらを切って捕虜を見捨てるかもしれんが、そうなればそれでやりようはある」

  

  「感谢您。就算小国联合装傻，应该也找不出理由来质疑指挥官级的人士为何会落入我方手中。这样政治上的优势就不会动摇。小国联合这次真是太大意了。」

  「ありがとう御座います。小国連合が目を瞑ったとしても指揮官クラスの人間の身柄がこちらにある理由をこじつけられるとは思えませんからね。政治的優位は揺るがないかと。小国連合も迂闊をやってくれたものです」

  

  「我很惊讶你年纪轻轻就能理解政治，还能够进行军事行动。」

  「私は君がその年で政治を理解して軍事行動を行えることに驚くがね」

  

  

  这应该算是称赞吧。

  　これは褒められている、であっているだろうか。

  

  总之我先回答「感谢您的夸奖」。艾尔克罗上将叹了口气，像是在说「真受不了」，但我没有多想。

  　とりあえずありがとう御座いますと答えておく。エルクーロ様はやれやれと言った様子でため息をついたが、深くは考えないでおく。

  

  因为艾尔克罗上将接下来所说的话，正是我期待的内容。

  　何故なら次にエルクーロ様が発した言葉は私が待ち望んだものだったのだから。

  

  

  「那么，如果小国联合真的要正式介入战争，我们也必须采取行动。」

  「さて、ここに来て小国連合が本格的に戦争介入してくるのであれば、こちらも行動を起こさねばな」

  

  「唔！……那么……」

  「っ！　……では」

  

  「诱饵行军要提前。克莱儿将军，你先做好准备。虽然你才刚回来，但十天后就要出发。」

  「囮行軍は前倒す。ココット将軍、準備をしておけ。帰って来て早々だが、10日後に出立してもらう」

  

  

  来了！！

  　来たっ！！

  

  终于来了。明确的日期！出发预定日的宣言！出阵的证明！

  　やっと来た。明確な期日！　出立予定日の宣言！　確かなる出陣の証明！

  

  既然说出口，就不可能收回。接下来只要执行就好。

  　口に出したからには撤回はあり得ない。あとは実行するのみ。

  

  我差点忍不住露出奸笑，但艾尔克罗大人清了清喉咙，让我回过神来，端正表情。

  　私は思わずにやぁと笑ってしまいかけるが、エルクーロ様の咳払いではっとして表情を正す。

  

  不行，最近感情太容易表露在外了。在对谈场合必须随时保持平静。

  　いかんな、最近感情が表に出過ぎる。対談の場では常に平静を、だ。

  

  可是我无法压抑兴奋。终于发芽了。开花结果了。

  　しかし高揚は抑えきれない。やっと芽が出た。実を結んだ。

  

  终于要开始执行能够直接渗透法尔托马雷内部的作战了。

  　とうとう直接的にファルトマーレ内部に浸透できる作戦が動き出すのだ。

  

  

  「那么，克莱儿将军，就由你来指挥诱饵行军……这是魔王大人的命令。」

  「ついてはココット将軍、君に囮行軍の指揮を任せる。……これは魔王様よりの勅命だ」

  

  

  艾尔克罗大人以有些疑惑的表情这么说，虽然他的表情让我有点在意，但我还是低头接受。

  　少し怪訝な顔でそう言うエルクーロ様の表情に何か引っかかるが、頭を下げて承る。

  

  不行。果然还是无法隐藏低头时的表情。这下得感谢小国联合了。因为浅薄的介入，诱饵行军提前了。虽然战况并不乐观，而且被法尔托马雷压制也让人非常不快，但正因为如此，终于可以执行能够直接解决这些问题的作战了。

  　ダメだ。やはり下げた頭に隠れた表情はニヤつきを抑えられない。これは小国連合に感謝しなくてはならない。浅はかな介入で囮行軍が前倒された。戦況としては芳しくないしファルトマーレに圧されているのはまったくもって不快極まりないが、だからこそそれを直接どうにか出来得る作戦にようやくGOサインが出たのだ。

  

  然后，魔王大人在此时对我下达任命。虽然由魔王大人亲自下达实在令人惶恐，但幸好他如此器重我。

  　そしてここで私への辞令。魔王様直々とは恐れ入るが、そこまで買って頂けていたとは幸いだ。

  

  我一抬起头，就和艾尔克罗大人四目相对。他表示想继续讨论，我也同意了。

  　頭を上げるとすぐに目が合ったエルクーロ様が、打ち合わせをこのまま行いたいと言ったので了承する。

  

  原本就准备了诱敌行军的兵力，只要用我这边稍微增加的兵力应该就足够了。物资支援方面，艾尔克罗大人会帮忙安排，所以事情似乎能顺利谈妥。

  　もとより準備はされていた囮行軍の兵力。それなりに膨れた我が兵力で十分こなせるはず。物資支援やらはエルクーロ様が手配してくれていたという事で話はすんなりまとまりそうだった。

  

  兵力确认、必要物资、行军路线。

  　兵力確認、必要物資、行軍ルート。

  

  我花了很长的时间和艾尔克罗大人讨论这些事情。

  　それらを長い時間にわたってエルクーロ様とすり合わせていく。

  

  我一边做笔记，一边听艾尔克罗大人说明作战概要，同时提出自己的意见，准备之后要分配给三名队长。我一边幻想计划启动的景象，一边拟定计划。

  　あとで3隊長らに展開するものとしてメモをとりながら、エルクーロ様の語る作戦の概要に耳を傾け、また意見は具申していく。

  

  

  （啊啊，这种熟悉的讨论……一边幻想计划启动的景象，一边拟定计划，真是有意义啊！）

  （ああ、慣れ親しんだ打ち合わせ……いざプロジェクトの稼働を夢想しながら練り上げる算段のなんと有意義な事か！）

  

  

  我抱着甚至有点开心的心情，但绝对不表现在脸上，继续严肃地讨论。

  　少し楽しさすら覚えながら決して表情には出すまいと真顔を貫き、打ち合わせは進んでいった。

  

  然后，当不知道是第几杯的红茶冷掉时，总算告一段落。虽然讨论军队的作战计划相当困难，但作为体验很有意义。

  　そして、何杯目かの紅茶が冷めきってしまった頃、ようやく一区切りがついた。軍の作戦の打ち合わせとは中々に難しいものであったが、体験としては有意義だ。

  

  我从椅子上起身，向艾尔克罗大人行礼。今天的工作结束了。三名队长已经各自回宿舍，下级魔族也一样。

  　私はひょいと椅子から降りると、礼をした。本日業務は終了だ。3隊長もそれぞれ宿舎に帰しているし下級魔族も同様だ。

  

  我也回房间休息吧。虽然我这么想，但——

  　私も部屋に戻って休むとしよう。そう考えたのだが。

  

  

  「克莱儿将军，你接下来有预定吗？」

  「ココット将軍、この後予定は？」

  

  

  咦？艾尔克罗大人叫住我。

  　はて。エルクーロ様が私を呼び止めた。

  

  我以端正的姿势重新面向艾尔克罗大人。

  　きりっとした姿勢で改めてエルクーロ様に向き直る。

  

  

  「不，没什么事。我让部下休息了，所以正打算回房间……您找我有事吗？」

  「いえ、特には。部下を休ませておりますので、私も部屋に戻ろうかと……御用がございましたか？」

  

  「唔，不，没什么。」

  「ふむ、いや、なに」

  

  

  艾尔克罗大人有点欲言又止，我疑惑地歪着头。

  　エルクーロ様は少し言い淀んだ様子だったので、何かと思い首をややかしげる。

  

  

  「艾尔克罗大人？」

  「エルクーロ様？」

  

  「啊，抱歉。其实我想约你吃饭。」

  「ああ、すまない。実は、君を食事に誘おうと思っていた」

  

  「什么？」

  「はい？」

  

  

  我忍不住反问，然后立刻绷紧身体。

  　私は思わず聞き返し、そしてすぐに体を強張らせた。

  

  

  『今晚要不要一起吃个饭？』

  『今晩、食事でもどうかな？』

  

  『要不要陪我喝一杯？』

  『少し飲みに付き合わないか』

  

  

  我在前世听过好几次上司提出这种邀约。

  　前世で何度か聞いた上司からのこういった誘い。

  

  虽然表面上是想用吃饭或喝酒慰劳下属，但实际上并非如此。在这种情况下，通常会变成在职场上难以启齿的推心置腹的场合。

  　食事や飲みに労いの意味を求めるものだが、実際は違う。こういった場合、職場では中々話せない腹を割った話の場になるのが常だった。

  

  例如吃东西时根本吃不出味道，只能默默把食物塞进肚子里，同时听上司说些复杂的事情。

  　食事の味など分からず、黙々と腹に詰めながら上司の込み入った話を聞かされた時。

  

  或是因为喝了酒，不小心听到不该听的业务相关话题，之后还被卷入那个项目。

  　酒の勢いで聞いてはいけないような業務上の話まで聞いてしまい、のちにそのプロジェクトに一枚かむことになってしまった時。

  

  我对这些事完全没有美好的回忆。

  　私はそれらに一切いい思い出がない。

  

  没想到会在这里。

  　それがまさか、ここで。

  

  由艾尔克罗大人主动提出……！！

  　エルクーロ様から切り出されようとは……！！

  

  

  「今天我本来就有晚班。想说自从捡到你后，一直没机会好好跟你聊天。」

  「今日は私も元々夜に余暇を頂いていた。君を拾ってから満足に会話をする機会もなかったと思ってな」

  

  

  艾尔库洛大人这么说。

  　エルクーロ様はそう語る。

  

  如果只是单纯交谈，我因为职务上的需要，已经和他开过好几次茶会，所以我认为不是那样。既然如此，就是私下的对话……我确实没有那种机会，但那是因为没有必要。再说，我该怎么和魔族四天王进行私下的对话。如果有那种闲工夫和必要，我就会考虑，但可以的话，我不想优先处理。

  　単純に言葉を交わすという意味なら職務上何度か茶会にて行っているので、そうではないものと考える。とすれば私的な会話であろうが……確かにそういった会話の機会はなかったが、それは必要がなかったからだと思っている。大体魔族の四天王とどう私的な会話をしろと。そんな暇も手間も必要とあれば一考するが優先はできればしたくない。

  

  其中一个理由是「太过深入」。在受到好评时，对方会以吃饭为借口，顺势把麻烦事推到我身上。我因为前世的经验，想起讨厌的记忆，不禁感到战栗。

  　その理由の一つである「踏み込み過ぎ」を懸念する。評価されるうちに、食事などをダシにして流れで面倒ごとまで押し付けられるところまで来てしまったのかという前世の経験から来る嫌な記憶を想起して私は慄いた。

  

  

  不过，我无法拒绝上司的邀请。刻在基因里的垂直社会记忆，剥夺了我的拒绝权。

  　だが、上司からの誘いは断れないのだ。遺伝子に刻まれた縦社会の記憶が拒否権を奪う。

  

  所以，我用僵硬的笑容，对用直率的眼神看着我的艾尔库洛大人说：

  　だから私を真っ直ぐなまなざしで見るエルクーロ様に私が引きつった半笑いで言った言葉は、こうなった。

  

  

  「不，我刚好没有预定要吃饭，还请务必让我陪同。」

  「いえ、食事の予定はありませんでしたので、是非ご相伴にあずからせて頂きたく思います」

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  ＃３９　オモイズレ

  ＃39　回忆

  　

  

  

  

  走在街上时，我处在与过去截然不同，从未体验过的紧张感中。

  　街中を歩く際、私は今までとは毛色の違う、味わった事のない緊張の中に居た。

  

  老实说，感觉很不舒服。

  　正直、居心地が悪い。

  

  走在身旁的是魔王军四天王艾尔克罗。这完全不是什么护花使者，我们甚至没有交谈，只是并肩而行。

  　隣を歩くは魔王軍四天王エルクーロ様。エスコートされるだとかそういう物では全くなく、会話すら起きずにただただ並んで歩く。

  

  我原本想走在她半步后方，但艾尔克罗大人因为步伐差距，看不下去我小跑步的样子，所以变成配合我的步调。真是抱歉。

  　何方かと言えば私が半歩後ろをついていく形を取ろうとしたのだが、歩幅の違いで小走りになってしまうのを見かねたエルクーロ様に歩調を合わせてもらっている形と相成った。申し訳がない。

  

  然后。

  　で、だ。

  

  身穿军装的四天王大人和将军在夜晚的街上并肩而行，看在路人眼里，应该会想这到底是什么状况。而且身为将军的我，对他们来说是人类，所以艾尔克罗大人是大大方方地带着人类到处走。

  　軍装姿の四天王様と将軍が夜の街中を並んで歩いている光景は通行人にしてみれば何事かと思うものだろう。それも、将軍である私は彼らにしてみれば人間なのだから、エルクーロ様が人間を大々的に連れまわしているという事だ。

  

  因此从不喜欢引人注目的我看来，从刚才开始就一直觉得视线很刺人。

  　それで先ほどから視線が痛く、あまり人目に付くのが好きではない身からすればという心持ちな訳だ。

  

  我瞄了艾尔克罗大人一眼，她依然一脸若无其事，抬头挺胸地走着。我深深戴着帽子，像是要遮住脸似地低着头走在她身旁。

  　ちらりとエルクーロ様を見やれば、エルクーロ様はすまし顔のまま姿勢よく歩いている。私は帽子を深くかぶり、なんとはなしに顔を隠す様に俯いて隣を歩いていた。

  

  一想到之后的晚餐会两人独处，我的胃就比茶会时还痛。虽然不知道她到底会说什么，但经验告诉我，大致上不会是什么好事。

  　この後の食事で二人きりになることを考えると茶会以上に胃が痛くなる。一体何を言われるのか見当もつかないが、概ねろくでもない事なのは経験が語る。

  

  不过，等一下。

  　だが、待てよ。

  

  艾尔克罗大人的部下，也就是我，和她一起在魔王城内散步，这不就等于再次向魔王城内的魔族宣传我的存在，让他们不敢对我出手吗？

  　エルクーロ様と配下である将軍の私がこう練り歩くという事は、重ねて私の存在を魔王城内の一般魔族諸氏に売り込み、手出しをさせないという点においては大いにプラスなのではないか？

  

  虽然我被称为「小恶魔」，多少有点名气，但那终究是种畏惧。负面情感造成的恐惧会突然爆发，所以我想要一个更有力的宣传。

  「小さな悪魔」と呼ばれ多少知られるようにはなってきたとはいえ、そのニュアンスはあくまで畏怖だ。負の感情から来る恐れは唐突に決壊するから、もう少し決め手が欲しかった。

  

  我从来没和地位比自己高的人一起走在街上，所以发现这次的同行对我的安全有重大意义。

  　街中で私以上の地位を持つ者と二人で居た事など無かったから、今回のこの相伴は私の安全面で言えば大きな意味を持つと気づいた。

  

  既然我和艾尔克罗大人会一起上街吃饭，就表示没有魔族敢加害我。

  　エルクーロ様と共に街に繰り出し食事をするような間柄の私に危害を加えようとする魔族はまずいまい。

  

  就连我也很清楚四天王在魔族之间有多重要，所以不会有错。

  　それだけ四天王という存在が魔族の間で大きいのは私でさえ重々承知する所であるから、間違いはない。

  

  虽然这有点像是我硬要将现状往自己希望的方向解释，但我下意识地接受这个说法，然后突然挺起胸膛。

  　それは半ば無理やり自分に都合よく落とし込んだ現状に対する受け取り方にも思えたが、それすらも無意識に無理やり納得し私は一転して胸を張って歩くことにする。

  

  这应该能为我在魔族中过着幸福生活这个目的，带来很大的帮助！

  　これは魔族の中で幸せに生きるという私の目的の大きな一助になるだろうから！

  

  即使扣掉之后可能会发生的忧郁对话，这个好处也绰绰有余。

  　この後起きうるであろう憂鬱な会話を差し引いても余りある恩恵と言える。

  

  只要利用艾尔克罗大人的权威，地位就能高枕无忧。说不定以后就算没有库托拉和佐夫陪同，也能在街上自由走动。到头来，能依靠的还是人脉。虽然对无力的我来说，人脉更加重要，但不管在哪个世界都一样。

  　エルクーロ様の権威を利用すれば地位は安泰。クォートラやゾフを伴わなくても街中を歩くことができるようになるかもしれない。結局頼れるのはコネなのだ。非力な私にはより重要という意味もあるが、どんな世界でもそれは同じなのだ。

  

  因此，现在就将这份尴尬视为必要经费，为了在大众心中留下我站在艾尔克罗大人身边的印象，大步向前走吧。

  　故に今はこの気まずさを必要経費と割り切り、エルクーロ様の隣にいる私のイメージを大衆に植え付けるべく大いにねり歩こうじゃないか。

  

  

  

  然而——

  　が。

  

  

  

  从头到尾都面无表情、不发一语的艾尔克罗大人，带我来到的并不是平常和库托拉她们一起来的那种军人来也不会觉得奇怪的大众食堂。

  　終始無表情無言のエルクーロ様に連れられてやってきたのは普段クォートラらと来るような、軍属の者が来ても違和感があまりない大衆食堂ではなかった。

  

  而是格调高、装潢豪华。

  　格式高く、内装は豪奢。

  

  感觉是高贵人士会造访的超高级餐厅。

  　高貴な者が訪れるような、超一級レストランめいた場所。

  

  不习惯的环境让我的视线忍不住游移，但艾尔克罗大人一脸若无其事地和魔族服务生谈完后，就叫了我一声。

  　慣れない環境につい目が泳ぐが、エルクーロ様は何食わぬ顔で魔族のボーイと話を付けると私を呼ぶ。

  

  他似乎要带我们入座。我跟在服务生和艾尔克罗大人身后，环视店内。

  　席に案内してもらえるらしい。ボーイとエルクーロ様の後ろについて歩いていきながら店内を見渡す。

  

  这里非常文明。穿着正式服装的魔族们各自享受着餐点。看到这样的景象，我再次体认到虽然种族不同，但魔族的日常生活虽然多少有些粗暴，但和人类并没有什么不同。

  　実に文明的。フォーマルな恰好に身を包んだ魔族たちが思い思いに食事を楽しんでいた。こうした光景を見れば、改めて思うのは本当に種は違えど、魔族の営みは多少荒々しい面こそあれ人間のそれと変わらないのだという事。

  

  不过老实说，我不太喜欢这种高级的地方。而且我们被带到店内最深处的角落座位。

  　とはいえ、それはそれとして正直私はこういう高級感のある場というのは苦手だ。そして案内された席は店内最奥の角席。

  

  不好的预感越来越强烈。餐厅内有好几个适合秘密谈话的地方，我觉得我们被带到的座位完全满足这个条件。

  　嫌な予感が膨らんでいく。大体シークレットな会話が行いやすい場所というのは店内にいくつか存在する。案内された席は十分その要件を満たしていると思った。

  

  我在催促下就座，坐在艾尔克罗大人的对面，双手紧握放在膝盖上，身体僵硬。

  　促されるままに席につき、エルクーロ様の対面に座しながら、私は両手をぎゅっと握って膝の上に置き体を強張らせていた。

  

  重新整理状况后，我依然觉得莫名其妙。艾尔克罗大人邀我来吃饭，坐在对面的艾尔克罗大人正在向服务生点菜。从熟练的动作来看，他似乎很习惯这种地方。虽然彼此都穿着军装，但我跟艾尔克罗大人对这种地方的熟悉程度可说是天差地别。

  　改めて状況を整理すれば意味不明。エルクーロ様の誘いで食事にやってきた。対面のエルクーロ様はボーイにあれやこれやと注文をしている。手際の良さを見るに大分慣れているらしかった。お互い軍装という身の上ではあったが、私とエルクーロ様では場への馴染み方が雲泥の差ほどある。

  

  

  艾尔克罗大人问我想要吃什么。我完全没有想过，但这时候老实说出要求又很失礼，所以决定交给对方决定，结果他问了我想要吃蔬菜、鱼还是肉，如果要吃肉的话，想要吃什么种类之类，应该是顾虑到我会比较容易回答的问题。

  　エルクーロ様から何を食べたいかを聞かれる。全く考えていなかったしここで素直に要求を述べるのも不躾と思いお任せしようとすると、野菜か魚か肉か、肉なら種類はだのと答えやすいように配慮されたであろう質問を浴びた。

  

  虽然被问到这种程度，就不得不做出选择，但如果是针对他提出的选项，我倒是有几个比较容易选择。

  　そこまで言われては選ばざるをえないが、提示された選択肢に対した答えとしてなら幾らか選びやすくあった。

  

  艾库罗先生对点了鸡肉和蔬菜的我点点头，向服务生点餐。服务生点头后，我松了口气。

  　鶏肉と野菜を選んだ私に、エルクーロは頷くとボーイに注文をする。ボーイが頷き下がると、私は一息ついた。

  

  如果是军务上的往来，我多少能理解艾库罗先生的为人。但我不清楚他私底下是什么样子，所以无法掌握对话和距离感。实在很难应付。如果以前是上班族的话，我或许还能装可爱，但我不敢保证能和魔族四天王应对自如，所以决定不主动开启话题，随波逐流地撑过去。

  　軍務上の付き合いでならエルクーロ様の人となりは何となく理解し始めていた。しかしそうではないときの彼など何も知らないから、会話や距離感一つとっても測りかねている。実にやりにくい。かつて会社員だったころならばともふと思うが、魔族四天王相手にうまく立ち回る自信もないので、ヘタな会話は仕掛けずに流れに身を任せながら受け身で凌ぐこととした。

  

  结果。

  　結果。

  

  暂时只有餐具碰撞盘子的低调声响。艾库罗先生暂时没有开口，优雅地继续用餐。我坐立不安地观察他的样子，不时偷瞄他的脸，和不合体型的餐桌苦战。

  　しばらく食器が皿に当たる控えめな音だけが響いた。エルクーロ様はしばらく口を開かず優雅に食事を続けた。私にはそれが気が気では無く、エルクーロ様の様子を伺いながら、チラチラとその顔を見やりつつ体格に合わぬ食卓に悪戦苦闘していた。

  

  我怕自己太没规矩，连跪着吃都不敢，拼命用刀子切开不合身高的餐桌上的鸡肉。

  　無作法と思い、立ち膝にもなれずに居た私は必死に背丈に合わぬテーブルの上の皿に乗る鶏肉にナイフを差し込んでいた。

  

  我一边用餐，一边注意不要让自己太难看，但舌头感受到的幸福感和心情相反，让我非常不自在。

  　できるだけ不格好にならない様にと気を使いながらの食事は、舌で感じる多幸感と裏腹に、とてもではないが落ち着けるものではなかった。

  

  主菜上完后，我用餐巾擦嘴，同时看向艾尔克罗，发现他正摇晃着酒杯盯着我看，于是我们四目相对。

  　メインディッシュを終え、口をナプキンで拭きながらエルクーロ様を見やるとワイングラスを揺らしながらじっとこちらを見ているので目が合ってしまう。

  

  我差点忍不住移开视线，但还是忍了下来，放弃挣扎开口：

  　思わず目を逸らしそうになるがぐっとこらえ、観念し口を開く。

  

  

  「艾尔克罗大人，很高兴能受邀参加这样的场合。像这种高雅的料理，原本不是我这种人能吃到的。」

  「エルクーロ様、このような場に相伴出来た事をうれしく思います。このような上品な料理など、本来私の口に入るものではありません」

  

  「你满意就好。至少在用餐时忘掉战争，享受我们魔族创造的和平文化——美食也不错。」

  「満足してもらえたなら何よりだ。食事の時くらいは戦争を忘れ、我ら魔族の生み出した平和的文化たる美食という物を甘受するのもよい」

  

  

  以魔族军四天王所说的话来说，这还真是相当脱线。

  　魔族軍四天王が言う言葉にしては、随分間の抜けた事だと思った。

  

  

  「虽然处于战时，但我觉得只为了战争而活并不好。战争是政治。那么至少要趁这种机会，好好享受用餐的滋味，我认为这也是必要的。」

  「戦時下だが、戦いのみに生きるのは良くないと思っている。戦争は政治だ。ならばこう言った機会にくらいは食事の味だけを楽しむのもまた、必要なことだと思っている」

  

  「是指要划清界线的意思吗？」

  「線引きという意味でしょうか」

  

  「是平衡。」

  「バランスだ」

  

  

  我原本以为既然他把战争视为政治，那么就是指在谈工作时的私人时间开关，但似乎不是这样。

  　てっきり戦争を政治と捉えるからにはビジネス的な話の延長たるプライベートとのオン・オフの話かと思ったが、そうでもないらしい。

  

  

  「我们是有智慧的生物，也是生活在文明社会的理性存在。就连战争都能成为粮食。不过，如果只把身心耗费在战争上，只会不断磨耗。所以战斗后，也可以获得治愈。」

  「我々は知恵ある生物であり文明社会に生きる理性的な存在だ。戦争さえ糧にする。だが、そればかりに心身を費やしては、摩耗するだけだ。戦った分だけ、癒しを得ても良い」

  

  

  哦哦，原来如此。

  　ははあ、なるほど。

  

  光是战斗会让人的心灵崩坏，所以要适度地善待自己。真是美好的白烂精神。在日本会大受好评吧。

  　戦いだけでは心が壊れるから適度に自分に優しくしろと。素晴らしいホワイト精神だ。日本では絶賛されるな。

  

  虽然听起来很天真，但仔细想想，这和我的目的大致上一致。

  　ほとほと甘いことを言うと呆れそうになるが、よくよく思えば私の目的と概ね合致しているのだ。

  

  我渴望复仇。希望战火笼罩法尔托玛雷。不过另一方面，我也想实现深爱我的雷米的遗言，幸福地活下去。而且这是最优先事项。

  　私は復讐を望む。ファルトマーレを戦火に包む事を望む。だが一方、愛してくれたレイメの遺言たる幸せな生存も同時に、且つ最優先で果たすべきものである。

  

  战斗能带来疗愈。虽然对我来说，复仇也是幸福的一环，也是疗愈，所以这番话有点偏离重点，但大致上可以视为同义。既然如此，我多少能够同意艾库罗尔大人的话。

  　戦った分だけ癒しを得る。それは復讐も幸せの一環であり癒しとなり得る私にとっては些かずれてはいるが、概ね同義と捉えて差支えはない。であればエルクーロ様の語った言葉にもそれなり以上には同意ができた。

  

  换句话说，这是慰劳。是打算让我战斗后获得疗愈的计谋吧。

  　つまりこうだろう。これは、労いだ。私が戦った分だけ私を癒そうという魂胆なのだろうか。

  

  居然愿意做到这种地步。和魔王大人一样，我都没脸见他们了。

  　そこまでしていただけるとは。魔王様共々頭が上がらないな。

  

  虽然全都是我的功劳，但以相遇来说，这真是再好不过。这个环境对现在的我来说，都是求之不得的事。」

  　一重に全て私の功績と言えばそれまでだが、めぐりあわせとしては上々。この環境は今の私にとっては願ってもない事ばかりだ。

  

  

  「真的很感谢。原本是条破布的我，居然能在这个地方享用温暖的餐点。我真的很幸福。」

  「本当に、ありがたい事です。ボロ布だった私がこの様な場で温かな食事を甘受できる。素直に幸せなのです」

  

  

  老实说，我对于自己用有点迂回的说法表达感谢感到有些难为情，但艾尔克罗大人看起来似乎露出了微笑。

  　正直な言葉を多少むず痒い言い回しになった事に照れつつ口にすればエルクーロ様はほのかに微笑んだ様に見えた。

  

  既然是慰劳的场合，我应该要尽情享受才对。从顾及艾尔克罗大人的面子来看，也是如此。他把疗愈之类的慰劳当成奖赏送给我。

  　労いの場であるというのなら私の多いに満喫すべきだろう。エルクーロ様の顔を立てる意味でもそうだ。彼は私に癒しとやらを褒美としてくれているのだ。

  

  

  

  我是这么想的。

  　そう、思っていたのだが。

  

  然而，他毫无脉络可循——至少我是这么觉得——唐突地对我说出的话，让刚才的安心与期待等情绪仿佛全部冻结，我只能张着嘴，用颤抖的双眼看向艾尔克罗大人。

  　なんの脈絡もなく――少なくとも私にはそう感じられてしまった流れから唐突につきつけられた言葉に、私は先ほどまでの安心や期待と言ったものが全て凍結したように、口を情けなくぽっかり空けて震える瞳をエルクーロ様に向ける事しかできなかった。

  

  

  「克莱儿，你可以辞退诱饵行军的指挥工作哦。」

  「ココット。囮行軍の指揮を辞退してもいいんだぞ」

  

  「什……么？」

  「は……い？」

  

  

  这是什么意思？

  　それはどういう意味だ。

  

  

  「你可以怀抱更符合自己能力的愿望。」

  「君はもう少し等身大の望みをもってもいいのだ」

  

  

  这句话让我的胸口深处感到一阵热意。

  　その言葉にきゅうっと胸の奥が熱く締め付けられる。

  

  怀抱更符合自己能力的愿望……要我认清自己的斤两？我的脑袋只能理解到这个程度。

  　等身大の望みを持て……身の程を知れと？　私の脳味噌ではそういったようにしか聞こえてこなかった。

  

  难道和当时一样吗？就像他把攻略弗利克提拉的指挥工作交给托泽涅时一样。他想说我不够格吗？

  　まさか、あの時と同じ様に。フリクテラ攻略の指揮をツォーネに任せると私に言った時の様に。私では役者不足だと、そう言いたいのか。

  

  听起来像是在暗示我，因为外表是小孩所以无法胜任，应该要安于分内的职务。

  　見た目が子供だから任せられないと。分相応の役職に収まるべきだと、暗にそう言っているように聞こえた。

  

  我的内心深处瞬间变得冰冷。

  　急激に胸の奥が冷える。

  

  原本充满幸福的脑袋瞬间冻结。

  　幸せに満ちた脳裏は一瞬で冷たく凍る。

  

  这样不行。

  　これは、よくない。

  

  我拼命动着冰冷的脑袋，思考该如何说服艾库罗大人。为了确实获得指挥诱饵行军的任务。

  　私は必死に冷たい頭を動かしエルクーロ様への言葉を探る。囮行軍の指揮を、しっかり任せてもらう為に。

  

  

  「但这是魔王大人的命令。」

  「しかし魔王様からの勅命なのでは」

  

  「我会去向魔王大人说明。我会安排其他人负责行军。」

  「私が魔王様にお話をする。行軍には別の者を充てるよう取り計らう」

  

  

  到这种地步吗？

  　そこまでか。

  

  他这么不信任我吗？

  　そこまで私が信用できないか。

  

  的确，主战场在法尔托玛雷介入后，目前处于劣势，因此诱饵行军的重要性增加了。

  　確かに囮行軍は主戦場が小国連合の介入を匂わせるファルトマーレに圧され気味である今、その重要度は増している。

  

  但就算如此，也不代表我无法完成这项任务！

  　だが、だからとて私がその任を遂行できないなどという道理はない！

  

  

  「艾库罗大人，恕我直言。我一定会完成被赋予的任务！我绝对、绝对会达成您的期待！」

  「お言葉ですがエルクーロ様。私は必ずや与えられた任をやり遂げて見せます！　必ず、必ずご期待に添えるかと！」

  

  「你这么想负责行军吗？」

  「それほどまでに、行軍を望むか」

  

  

  艾库罗大人叹了口气，以眼神打量着我。他似乎在揣测我的真正想法。不能在这里让他失望。艾库罗大人恐怕是基于魔王大人的命令，才不得已让我负责行军。

  　ため息をつくエルクーロ様の瞳は私を眺める。私の真意を推し量っているかのようであった。ここで失望されてはならない。おそらくエルクーロ様は魔王様の命令だから仕方なく私を行軍に従事させるのだ。

  

  所以她才会打算用豪华的餐点蒙骗我，让我主动放弃指挥权吗？艾尔克罗大人对我的评价其实并不高。我太大意了……！我稍微被她甜美的言词蒙骗，被她巧妙的话术，将她的想法和我内心的愿望重叠在一起。

  　だから豪勢な食事で誤魔化して私を引きずり降ろそうという算段だったのであろうか。エルクーロ様からの評価は実はさほど高くなかったのだ。迂闊だった……！　少しでもその言葉の甘さに乗せられ、また都合よく私の内心の望みに重ねる巧みな話術に絆されてしまった。

  

  结果，我按照艾尔克罗大人的剧本，顺着她的引导，差点辞退诱饵行军的指挥权。

  　結果、私はエルクーロ様が予定していたシナリオ通り、まんまと話の流れのままに囮行軍の指揮権を辞退させられそうになっているのだ。

  

  不过，如果她是因为不信任我，事情就简单了。我有功绩，魔王大人也认同我。

  　だが、それが私への不信が所以であるというのならば話は早い。功績はある。魔王様も認める所だろう。

  

  在这种情况中，如果想让艾尔克罗大人认同我，必须让我的意志坚定，用行军来展现我的忠诚。

  　そんな中でエルクーロ様に認めてもらうには、私の意思が確固たるものであり、行軍こそが我が忠誠であると示す。

  

  

  「当然！这是魔王大人，更重要的是艾尔克罗大人亲自命令我的作战。我可没有不讲义气到因为贪生怕死就放弃。」

  「当然です！　行軍は魔王様と、何よりエルクーロ様の口より私に命ぜられた作戦。それを我が身可愛さで投げ出す程私は不義理ではありません」

  

  「不讲义气……？」

  「不義理……？」

  

  

  艾尔克罗大人一脸讶异，似乎听不懂我在说什么。

  　訝しむエルクーロ様。言葉の意味が分からんと見える。

  

  我用力吸了口气，对艾尔克罗大人说道：

  　そんなエルクーロ様に私はすうっと一息大きく吸った後に言い放つ。

  

  

  「我想报答那一天救了我的恩情……！」

  「私をあの日救ってくれた貴方へ恩を返したいのです……！」

  

  

  艾尔克罗大人看到我眼眶湿润，却斩钉截铁说出这句话，惊讶地睁大眼睛。

  　瞳を潤ませ、それでいてはっきりと言い放った私を見たエルクーロ様の瞳は大きく見開かれていた。

  

  恩情。没错，这终究只是我对艾尔克罗大人所做之事的回报。简单易懂的动机，能让我简单易懂地将内心想法传达给对方。正如我所想。

  　恩義。そう、あくまでこれはエルクーロ様の行った行動に対する見返り。分かりやすい動機は私の心の内を分かりやすく相手に伝えられる。私の思った通りに。

  

  艾尔克罗大人没有叫我下台，而是说这全凭我个人的决定。所以我没有太担心自己无法指挥军队。不过，这次吃饭前，我在街上走着时，就和我想的一样，无法和艾尔克罗大人搭上线，让我感到很困扰。

  　エルクーロ様は私に指揮を降りろ、とは言わなかった。あくまで私の一存だと。だから私は行軍が出来なくなるという不安はさほど持たなかった。だが、今回の食事の前、街を歩き思った通り、エルクーロ様とのパイプを作れないのは手痛い。

  

  既然他坚持把我当小孩看待，那我就干脆活用小孩的优势。

  　そして、私をあくまで子供扱いするというのならば、いっそ子供の強みを生かしてやろうと考えた。

  

  艾尔克罗大人虽然装出一副坚毅的态度，但其实内心十分慌乱，我乘胜追击。

  　毅然とした態度を貫いているようで確かに狼狽するエルクーロ様の様子に、畳みかけるように私は動く。

  

  

  「我当然憎恨人类，但同时，如果不报答您和魔族给予我生存之地的恩情，我怎么能穿上这身衣服呢？」

  「私はもちろん人間が憎いです。しかし同時に、私に生きる場所を与えてくれた貴方と魔族への恩義に報いなければ、どうしてこの装束が纏えましょう」

  

  

  我将手放在胸口，握紧拳头。

  　私はぐっと自分の胸に手を当て、拳を握る。

  

  接着，我双手合十，用祈祷般的姿势看着艾尔克罗大人。从艾尔克罗大人的角度来看，我湿润的红色眼眸摇曳着，为了报答他的恩情，希望他让我参加行军，看起来就像是忠诚与义理的化身。

  　そして両掌を組み、祈り懇願するような姿勢でエルクーロ様を見る。エルクーロ様から見れば、潤ませた紅い瞳を揺らせながら、己への恩義に報いるべく行軍を望む忠誠と義理の塊のように私の姿が映っている筈。

  

  虽然不是想用眼泪攻势，但我觉得用这副幼童的模样拜托他，应该会有效果。

  　泣き落としなどという訳ではないが、エルクーロ様相手なら効く気がしたのだ。この、幼子の姿で行うお願いが。

  

  如同我刚才所说，我的实力开始受到认可。诱敌行军是种难以执行的作战，但以这点为由把我换下，就管理的观点来看是愚蠢的行为。我也知道艾尔克罗大人没有无能到会犯下这种错误。既然如此，这次就是艾尔克罗大人个人的问题。

  　先も言った通り、私は実力を認められ始めている。囮行軍がいかな一筋縄ではいかない作戦とて、それを理由に降板されるのはあまりにもマネジメントの観点から愚行。そんな愚をエルクーロ様が犯すほど無能ではないことは私も知っている。だとすれば今回のコレはエルクーロ様の私的なものだ。

  

  既然是艾尔克罗大人个人的问题，那我就要向他的心诉说。如果这样就动摇，那他就不配当军人，但我个人也希望他能信任我。毕竟他是比我更高阶的存在，而且我希望能借由直属上司的身份，获得他的庇护，借此巩固人脉。

  　エルクーロ様の心一つだというなら、その心に訴えてやる。それで揺れ動く心ならば軍人としては失格だろうが、私個人的には彼には信用して頂きたいのもある。身近に接する私より上の階級の存在だ。直属の上司というだけではなくその庇護に肖れる程度には、コネを強めていきたいから。

  

  所以我再次强烈地诉说。

  　だからこそ、私は再度強く訴える。

  

  

  「拜托您，艾尔克罗大人！请不要阻止我担任诱敌部队……否则我不知道该怎么活下去！」

  「お願いですエルクーロ様！　私めが囮行軍に臨むのをどうか止めないでください……でなければ私はどうやって生きていけばいいのかわからない！」

  

  

  我流下一行清泪，继续向狼狈不堪的艾尔克罗大人诉说。

  　一筋の涙すら零しながら、私は狼狽えの色を見せるエルクーロ様に訴え続ける。

  

  我握紧拳头，用娇小的身躯站起身，将身体探出桌子，与艾尔克罗大人面对面。

  　拳を握り、小さな背丈で立ち上がりさえして、テーブルに身を乗り出しエルクーロ様に向かい合う。

  

  

  然后，艾尔克罗大人如我所料地屈服了。

  　そして、予想通りエルクーロ様が折れた。

  

  

  

  「……如果你真的希望那样，我不会再有意见。」

  「……君が本当にそれを望むなら、これ以上私は何も言わない」

  

  

  

  听到这句话，我瞬间倒抽一口气……缓缓地深深低下头。

  　その言葉を聞いて、私は一瞬息を呑み……ゆっくりと頭を深く下げた。

  

  

  「非常抱歉。」

  「申し訳ございません」

  

  「不，没关系。原本就是我起的头。我说了多余的话，你可以忘了。」

  「いや、いい。元より私が発端だ。余計なことを言った。忘れてくれていい」

  

  「是……」

  「は……」

  

  「诱饵行军，由克莱儿将军指挥，坚决执行。」

  「囮行軍は、ココット将軍。君の指揮で、決行する」

  

  

  我再度低头回答「遵命」。

  　私は再度承知いたしましたと答えて頭を下げる。

  

  我一边看着弄湿桌子的泪水，一边笑了。

  　テーブルを濡らす涙を視界にとらえながら、私は笑っていた。

  

  真是好哄。

  　随分ちょろいものだ。

  

  没想到哭哭啼啼会这么有效。艾尔克罗这个魔族恐怕是个拥有正确道德观念的正常人吧。同时，也是个正确的魔族。

  　泣き落としがこうも効くとは予想外だった。おそらくエルクーロという魔族は正しい道徳観念を持つ常識人なのだろう。そして同時に、正しく魔族なのだと。

  

  我学到魔族比人类更重视恩义。托雷、夸特拉、索夫，他们也毫无疑问地因为欠我人情，为了报恩而忠实行动。

  　魔族は人間のそれにくらべ恩義という物を特に重要視する事を、私は学んでいた。ツォーネ、クォートラ、ゾフ。彼らもまごうことなき私への借りから、義に報いるべく忠実に動くのだから。

  

  因此，我让艾尔克罗大人强烈意识到恩义。我所希望的战斗也是对你的恩义。这么一来，正经的魔族就无法弃之不顾。

  　故に私は、エルクーロ様に対し恩義、という点を強く意識させた。私の望む戦いは貴方への恩義でもある、と。そうなれば生真面目な魔族は蹴って捨てることはできない。

  

  这样一来，就算我看起来再怎么不可靠，只要遵循魔族的规矩，他就不能插嘴。

  　こうなればいかな私が頼りないように見えたとて、魔族の流儀に則った以上は私的な口出しもできまい。

  

  我忍住笑意慢慢坐下，对一脸困扰的艾库罗大人微笑。

  　私は笑みを押し殺しゆっくり席に腰を下ろすと、困り顔のエルクーロ様に微笑んで見せる。

  

  

  「没问题，我一定会好好表现。」

  「大丈夫です。きっと上手くやります」

  

  

  我露出笑容，仿佛在说「不用担心」，艾库罗大人露出难以形容的寂寞表情，叹了口气。

  　ダメ押しとばかりに笑顔を見せれば、エルクーロ様は何とも言えない、寂しそうな、悲しそうな顔をしてふうっと息を吐いた。

  

  那是什么表情？他该不会是觉得我太年轻，无法胜任重要的工作，所以用怀疑的眼神看着我吧？如果是这样，他应该不会露出那种表情。

  　その表情は、なんだろう。私が子供だから重要な仕事を任せられないと、役者不足だと、そういう不信の目で私を見ていたのではないのか。であれば、そんな表情はしないだろう。

  

  我无法理解艾库罗大人露出怜悯表情的真正用意。

  　私には、そんな憐れむような表情をしたエルクーロ様の真意が、わからなかった。

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  吃完饭后，我们走在回军事设施的路上，彼此之间依然没有对话。

  　食事を終え、軍施設へと戻るべく歩む私たちの間には、行きと変わらずに会話は無かった。

  

  艾库罗大人也没有多说什么，只是简短地告诉我明天还要讨论作战计划，然后专心护送我。

  　エルクーロ様ももうとやかくは言わず、明日また作戦の打ち合わせをすると短く私に告げると、エスコートに専念した。

  

  我抱着自己解决一个问题的心情，脚步比来时轻快许多。虽然我几乎是利用艾尔克罗大人的魔族自尊心才说服他，但说出口的内容并非全是谎言。只不过是将真心话和表面话巧妙地交织在一起。

  　私は私で問題ごとを一つ解消したような心持ちでいたから、歩みは行きよりは軽快だった。エルクーロ様の魔族としての矜持を利用したような形で言いくるめたに近いが、言った内容は別に嘘八百という訳でもない。本音と建前を絶妙に織り交ぜたに過ぎない。

  

  我也很感谢艾尔克罗大人。实际上，如果他没有在那个地方捡到我，我早就死在那个雨天了。他捡到我，给了我向法尔托玛雷复仇的手段，以及温暖的床铺。

  　エルクーロ様には感謝もある。実際あの場で拾われなければ私はとうにあの雨の日に死んでいた。それを拾ってもらい、ファルトマーレに復讐する手段と、暖かいベッドを与えてくれた。

  

  今后也必须让他给我更多东西。

  　彼にはこれからもより多くを与えてもらわねばならない。

  

  一切都是为了我的目的。为了这个目的，就算是恩人魔族，我也会彻底利用四天王。

  　全ては私の目的の為。その為ならば、恩人たる魔族に四天王ですら利用し尽くしてやる。

  

  我看着眼前的背影，暗自窃笑。

  　目の前に見える背中を眺めながら、私はほくそ笑んだ。

  

  

  

  

  

  

  所以。

  　だから。

  

  是大意了吗？

  　油断、だろうか。

  

  我觉得自己松懈了。

  　気は抜けていた、と思う。

  

  

  

  

  让艾尔克罗大人认可我的行军而感到安心，以及认为城里没有魔族敢加害和艾尔克罗大人在一起的我。

  　エルクーロ様に私の行軍を認めさせたことで安堵していた事、そして、街中でエルクーロ様と共に在る私に危害を加える魔族などいないという驕り。

  

  没错，确实没有。

  　そう、確かにいなかったのだ。

  

  然而，我没想到连非魔族的存在都算计到了。

  　だが、魔族ではない存在の事までは想定していなかった。

  

  

  

  我突然感觉到身体往旁边飞了出去。先是飘浮感，接着是身体背部撞击地面的间隔。好痛。好难受。吃饱饭的肚子很难受。肺部的空气一瞬间被硬挤出来，无法吸气。

  　私は突然横合いに体が吹っ飛ぶのを感じた。浮遊感、次いで、地面に体が背中から打ち付けられる間隔。痛い。苦しい。食後の腹には堪える。一瞬肺の空気が無理やり外に押し出され息が吸えなくなる。

  

  从喉咙发出青蛙般的声音。但是，喉咙立刻感受到冲击。这是手。

  　カエルのような声が喉から漏れた。が、すぐに喉に衝撃を感じた。これは、手だ。

  

  某人的手缠绕在我的脖子上。不对……是被勒住了。

  　誰かの手が私の首に巻かれている。いや……絞められている。

  

  摇摇晃晃的视野因充血而染红，同时变得鲜明。

  　ぐらぐら揺れていた視界が充血で赤く染まりながら鮮明になっていく。

  

  跨坐在仰躺倒地挣扎的我身上，用手勒住我脖子的那名女子，以愤怒的神情俯视着我。

  　仰向けで倒れもがく私に跨り、首に手をかけ締め付けているその女は憤怒の形相で私を見下ろしていた。

  

  我总觉得好像在哪里看过那张脸。

  　その顔を、私はどこかで見たことがあるような気がした。

  

  

  

  

 
  ＃４０　恨みは恨みを産んで

  ＃40　恨意产生恨意

  

  

  

  

  

  

  

  「终于能碰到了……我等了一个月……」

  「やっと触れられた……一か月、ずっと待っていました……」

  

  

  她放在我的喉咙上的手指逐渐用力。气管被压迫，我被阻断呼吸，拼命地想吸气，却只能发出难堪的声音。

  　私の喉に添えられた指に力が込められていく。気道が狭められ、私は呼吸を阻害されながら必死に息を吸おうとしてみっともない音を鳴らすにとどまる。

  

  少女跨坐在我身上，她那身寒酸的衣服是奴隶的服装。她手臂上的力道确实是要杀了我。我纤细的手臂无法甩开她。无法呼吸。气管似乎会被手指掐断。

  　私の上に跨る少女。みすぼらしい服装は奴隷のものだ。その腕に込められた力は確実に私を殺そうとするもの。私の細腕では振り払えない。息ができない。気道を指で潰されそうだ。

  

  

  「嘎……啊……」

  「かっ……ぁ”……」

  

  

  好痛苦。好痛。连眼泪都流不出来。

  　苦しい。痛い。涙も出てこない。

  

  喉咙依然无法呼吸，只能发出像青蛙被压扁的声音。

  　喉は相変わらず呼吸をさせてもらえず潰れたカエルのような声を出すのみ。

  

  

  「是你杀了大家的吧，小姐。」

  「お前が皆を殺したんでしょう、お嬢」

  

  

  小姐？

  　お嬢？

  

  

  我惊讶地睁开眼睛，望向少女的瞬间，少女像是被什么拉住似地从我身上离开。

  　私が驚きに目を開き少女を見やった瞬間、少女は何かに引っ張られるように私の上からどいた。

  

  空气立刻被送进获得解放的气管。

  　途端、解放された気道に空気が送り込まれる。

  

  

  「咳、咳……咳、哈啊……」

  「げほっ、げほ……げほっ、はぁーっ……」

  

  

  我一边咳嗽一边吸气，眼角终于浮现泪水，我急忙坐起上半身确认状况。

  　咳き込みつつ酸素を取り込み、ようやっとここで目じりに涙が浮かんできたところで、急ぎ上体を起こし状況を確認する。

  

  我突然被刚才的少女从侧面撞飞，然后差点被她抓住的手臂掐死。

  　私は先の少女にいきなり横合いに突き飛ばされ、そのままつかみかかられた腕で危うく絞殺されそうになったのだ。

  

  我望向少女，她的双手被扭到背后，因疼痛而皱起眉头。

  　少女を見れば、両手を後ろ手に捻り上げられ、痛みに顔をしかめていた。

  

  压制少女的是奴隶商人的魔族，一旁还有眉头深锁的艾尔克罗大人的身影。

  　少女を取り押さえたのは奴隷商の魔族だった。その隣には眉間にしわを寄せるエルクーロ様の姿もあった。

  

  艾尔克罗大人看到少女被抓住后，朝我走了过来，把手放在我的背上，将我扶起来。他轻抚着咳嗽不止的我的背，询问我是否没事。他的表情很阴沉，仿佛在说「我明明跟在旁边，怎么会发生这种事」。虽然我也这么想，但我在回程时没有走在艾尔克罗大人旁边，而是走在后面，所以这也没办法。

  　エルクーロ様は少女が捕縛されたのを見ると私に歩み寄ってきて、私を助け起こす様に背中に手を当ててくる。咳が未だに収まらない私の背中をさすりながら「大丈夫か」と問うてくる。その表情は暗い。自分がついていながらとでも言いたげだ。全くだとも思ったが、私は帰り道でエルクーロ様の隣では無く後ろを歩く様にしていたから仕方がない。

  

  我点了好几次头，肯定自己没事。艾尔克罗大人扶着我站了起来。

  　私はエルクーロ様の心配に何度か頷いて大丈夫ですと肯定。そのまま支えられながら立ち上がる。

  

  我摇摇晃晃地站起身，再次瞪着少女，奴隶商人立刻脸色大变，向我们道歉。

  　よろりと立ち上がりながら少女を改めて睨むが、すぐに奴隷商が血相を変えて私たちに謝罪をした。

  

  

  「艾尔克罗大人、克莱儿大人，非常抱歉！我家的商品竟然擅自……没想到她竟然能用这种东西切断手铐……」

  「申し訳ございません、エルクーロ様、ココット様！　ウチの商品が勝手をして……まさか手枷をこんなもので切断していたとは……」

  

  

  奴隶商人维持着扣住少女手腕的姿势，对我们低头致歉。他没有扣住少女的那只手，握着一个小小的尖刺状物体。那应该是箭头。从奴隶商人的话来判断，这名少女应该是用不知从哪里弄来的箭头，花了很长一段时间才切断手铐的吧。虽说是木制手铐，但还是需要相当的毅力。更何况这里是魔王城，就算逃出去，周围也都是魔族。即使如此，她还是想逃走，应该是有什么很重大的理由吧。而我大概也能想象得到那个理由。

  　奴隷商は少女の腕を捻り上げたまま、私たちに頭を下げる。少女を抑える手の反対の手には、小さな棘のようなものが握られていた。どうやらあれは矢じりだ。奴隷商の話から察するに、この少女はどこかで入手したあの矢じりで長い時間をかけ手枷を切断したのだろう。木製の手枷であるとはいえそれなりに根気のいることだ。ましてここは魔王城。逃げ出したとて周囲は魔族だらけ。それでも逃げようとしたのは余程の理由からか。そして、その理由とやらも想像はついた。

  

  少女本人依旧瞪着我。

  　当の少女は、未だに私を睨んだままだ。

  

  

  「我叫克莱儿……」

  「ココットって言うんだ……」

  

  

  听到少女轻声这么说，我不禁看向她的眼睛。

  　ぼそりと呟いた少女の声に私は思わずその眼を見た。

  

  

  「是你杀的吧！」

  「お前が殺したんでしょう！」

  

  

  少女继续对我大喊。即使奴隶商人喝令她闭嘴，她还是不肯闭上嘴巴。

  　少女は私に尚も叫ぶ。そして奴隷商に黙れと一喝され、それでも口を閉じない。

  

  

  「你这个人类给我闭嘴！克莱儿大人，不好意思……这家伙马上就会被处理掉了！」

  「黙れこの人間が！　ココット様すいやせん……コイツはすぐ捌いちまいますから！」

  

  「给我放开！克莱儿！是你！是你杀了父亲大人！」

  「離せっ、このっ！　ココット！　お前が！　お前がお父様を殺した！」

  

  「……什么？」

  「……なに？」

  

  

  少女的话让我觉得不对劲。我原本以为憎恨我的人类奴隶，大概是我在奥达纳抓到的其中一名居民，不过我对这名少女有印象，而且父亲大人这个词让我想起记忆中某个鲜明的片段。

  　少女の言葉に引っ掛かりを覚える。私に恨みを持つ人間の奴隷など、大方アウタナで捕えた住人の一人だと思っていたのだが、この少女に見覚えがある事と、お父様という言葉にどうも記憶に新しいなにかが引っ掛かる。

  

  看到我皱起眉头，少女激动地大喊：

  　眉根を寄せた私の顔を見て少女は激高した様子で叫ぶ。

  

  

  「我是琪雅儿！弗利克德拉的青翼骑士团团长赛昆的女儿！一个月前，被一个被称作大小姐的人类率领的魔族夺走了一切！」

  「私はキエル！　フリクテラの青翼騎士団団長セグンの娘です！　一か月前、お嬢と呼ばれた人間に率いられた魔族に全部を奪われた！」

  

  「……原来是这么回事。」

  「……そういう事か」

  

  

  不是奥达纳的居民，而是弗利克德拉的人啊。看来是佐夫还是谁说溜嘴了。

  　アウタナの住人ではなくフリクテラの方か。どうやらゾフか誰かが口を滑らせていたらしい。

  

  我没有在弗利克德拉现身过，所以会曝光也是理所当然。

  　フリクテラに私は姿を現していないから、バレるとしてもその辺だろう。

  

  然后，赛昆这个名字我记得。一个月前在弗利克德拉的攻略战中，被我引诱到奥达纳屠杀的骑士团长。

  　そして、セグンの名。覚えている。一か月前のフリクテラ攻略戦の折、アウタナに誘いこんで圧殺した騎士の団長。

  

  那个男人试图救我，最后却因为看到恶魔而死。

  　私を助けようとし、最後には私に悪魔を見て死んだ男だ。

  

  那个男人有个女儿。照片上的女孩确实是眼前的少女琪雅儿。

  　あの男には娘がいた。写真に写っていた娘は確かに目の前の少女、キエルであった。

  

  让琪雅儿尝到跟我一样的失去双亲的痛苦，那个男人非常开心。虽然不是没有这种可能性，但没想到会在这种地方遇到。所以她才会对我抱持这么强烈的憎恨。就像我对奥达纳的那些人抱持憎恨一样。

  　キエルに私と同じ親を失った苦しみを味合わせたと大層機嫌がよくなっていたものだ。可能性はないでもなかったが、こんな場所で出会うとは。それでここまでの憎悪を私に向けたわけだ。私がアウタナの連中に憎悪を向けたように。

  

  

  「凯尔、凯尔吗？我知道你，赛昆也记得你。」

  「キエル、キエルか。知っているぞ。セグンも覚えている」

  

  

  我拍掉衣服上的脏污，缓缓走到凯尔面前。

  　私は服の汚れを払いながらゆっくりキエルの前に出る。

  

  

  「你……你这畜生！恶魔之子果然跟魔族一样！」

  「この……人でなし！　やっぱり悪魔の子は魔族とおんなじなんだ！」

  

  「你是笨蛋吗？」

  「馬鹿かお前？」

  

  

  凯尔的话让我忍不住嘲笑他。没想到从他那充满憎恨的口中，竟然会说出这么粗俗的话。

  　私はキエルの言葉に思わず嘲笑を禁じえなかった。憎悪に塗れた口から出たのがそんなお粗末な言葉だとは。

  

  

  「你们一直叫我恶魔，我只是如你们所愿而已。」

  「お前たちが私を悪魔だ悪魔だとがなり立てるから望み通りそうなってやっただけだろう」

  

  「别开玩笑了！人类竟然杀死人类……！」

  「ふざけないでください！　人間が人間を殺して……っ！」

  

  「啊哈哈哈，这真是好笑！」

  「あはははっ、これはお笑いだな！」

  

  

  我忍不住笑了出来。凯尔瞪着我，我立刻用更愤怒、更憎恨的眼神瞪回去。

  　私は我慢できずに吹き出してしまう。そしてそんな様子を睨みつけてくるキエルに、すぐさまそれ以上の怒りと憎しみを込めて睨みつける。

  

  

  「我才想说别开玩笑了，小丫头。你竟然说出这么自私的话。人类杀死人类？我是人类？你明明从来没把我当人看！」

  「ふざけるなはこっちのセリフだ小娘が。都合のいいセリフばかりよくもまあ吐いてくれた。人間が人間を殺す？　私が人間？　一度も人間扱いしなかったくせに！」

  

  

  我大喊。我用尽全身的憎恨，对只想到自己的人类凯尔大喊。

  　私は叫ぶ。あらん限りの憎しみを込めて、自分たちの事ばかり考える人間たるキエルに叫ぶ。

  

  

  「你明明叫我恶魔、叫我魔族，把我赶出人类世界，我逃到魔族世界后，你竟然骂我明明是人类！」

  「私を悪魔だ魔族だと言っておいて人間の世界から排斥し、逃げ延びた先で魔族として生きようとすれば人間の癖にと吠えるのか！」

  

  

  我怨恨的呐喊，让凯尔不禁退缩。

  　私の怨讐の叫びに、キエルは流石にたじろいだ。

  

  

  「你就是这样否定我的一切，然后又擅自夺走我的一切吧！父亲被夺走的你，还真有脸对我说出这种话！」

  「そうやって私のすべてを否定して、また身勝手に私のすべてを奪うんだろう！　父を奪われたお前がよくもこの私にそんなセリフを吐けるな！」

  

  「你说什么？」

  「なに、を」

  

  「骑士这种东西，说穿了就是职业！是上战场杀敌，或是被杀的工作！在战场上死掉是理所当然的吧！笨蛋！」

  「大体、騎士なんてものは職業だ！　戦場に赴き、殺し、殺される仕事だ！　それが戦場で死んだことにぎゃあぎゃあ喚くな！　当たり前だろ馬鹿！」

  

  

  我气喘吁吁地持续大喊。

  　私は息を荒げて叫び続ける。

  

  

  「真正让人怨恨的事情，是毫无理由地夺走没有做任何坏事，没有任何死去理由的人！」

  「本当に恨みたいことっていうのはな、何にも悪いことをしていない、死んでいい理由なんかこれっぽっちもない人を理不尽に奪われることなんだよ！」

  

  

  我从口袋中取出雷米的圣石，像是要拿给琪雅拉看一样，将圣石递到她眼前。

  　私はポケットの中のレイメの聖石を取り出し、キエルに向けて突き付けるように見せた。

  

  

  「没有人把我当人看，受到比家畜还不如的待遇，都是因为这头发和眼睛！而夺走如此、如此深爱我的母亲的人，就是你们！」

  「誰も人間扱いしてくれない。家畜以下の扱いを受けた。この髪と瞳のせいで！　そんな、そんな私を愛してくれた母さんを奪ったのがお前たちだ！」

  

  

  听到这句话，琪雅拉瞪大双眼。

  　その言葉を聞いてキエルは目を見開いた。

  

  没错，就是这样。你以为自己是被害者吗？以为自己是悲剧的演员吗？不对，你们是掠夺者，只是对自己温柔的垃圾，是夺走能温柔对待他人的人的垃圾。

  　そうだ、そうだよ。自分が被害者だと思ったか。悲劇の役者だと思ったか。違う。お前たちは略奪者だ。自分に優しいだけのクズだ。他人に優しくできる人を奪ったゴミだ。

  

  

  「你们夺走了爱着被你们称为恶魔的我，真正温柔的人，夺走了雷米！」

  「お前たちが悪魔と呼んだ私なんかを愛してくれた、本当に優しい人を、レイメを私から奪ったんだよ！」

  

  

  我收起蕾梅，大步走向畏缩的琪雅拉，一把揪住她的胸口。

  　私はレイメを仕舞い、たじろいでいるキエルにずかずかと歩み寄るとその胸ぐらを掴み上げる。

  

  

  「你们从我身上夺走一切，所以我要夺回属于我的东西。你这个小丫头，以为自己可以只抢不还吗！」

  「お前たちは私から奪ったから奪われたんだ。奪っておいて奪われないとでも思ったか小娘！」

  

  「你……」

  「あなた、は」

  

  

  琪雅拉被奴隶商人压制住，姿势变得很低，我揪住她的胸口，将拳头塞进她的喉咙。

  　やられたように、奴隷商に押さえつけられ姿勢を低くしているキエルの掴み上げた胸ぐらの拳を喉に押し込む。

  

  我看着痛苦挣扎的琪雅拉，突然想到一件事。

  　そして苦悶するキエルを眺めながら、私はひとつ思いついた。

  

  

  「……我决定了。」

  「……決めたぞ」

  

  

  我对被我的怒气吓到的奴隶商人说道：

  　そして私の怒りの様子にひるんでいた奴隷商に向けて私は言う。

  

  

  「我决定了，我要买下这个奴隶。」

  「決めたよ。この奴隷は私が買う」

  

  「哦、哦……？你要虐待她吗？还是说，要拿她当饲料？」

  「へ、へぇ……？　甚振るんで？　それとも、餌に？」

  

  「不，我要把她留在身边。」

  「いや、私の近くに置く」

  

  「克莱儿。」

  「ココット」

  

  

  在一旁看着事情经过的艾库罗大人，终于对我的提议开口：

  　事の次第を眺めていたエルクーロ様は私の提案についに声を上げた。

  

  

  「太危险了。那个人类憎恨着你，你打算把这样的奴隶留在身边吗？」

  「危険だろう。その人間は君を恨んでいる。そんな奴隷を身近に置くつもりか？」

  

  「没关系。我会给她戴上枷锁。这家伙会成为我的镜子。只要看着她，我就能不忘憎恨。最重要的是——」

  「良いのです。枷は付けます。こいつは私の鏡になる。こいつを見るたびに、私は憎悪を忘れずにいられる。何より」

  

  

  我狠狠瞪着琪雅拉说道：

  　私はギロリとキエルを睨みながら言う。

  

  

  「我无法忍受这种自作多情的蠢蛋，居然敢把我晾在一旁，自以为是悲剧的女主角。我要让这个人见识我所做的一切，然后，我一定会把她推入绝望的深渊。如此一来，她才总算能够理解我。」

  「こんな勘違い馬鹿が私を差し置いて悲劇のヒロインぶっているのが我慢ならないのです。この人間には私が為す事を全部見てもらいます。そして、必ず絶望の底に突き落とします。それで初めてこの者は私を理解できるでしょう」

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  奴隶商人重新为她戴上手铐和项圈，然后推着她的背，将她推到我面前。

  　キエルは奴隷商に改めて手枷と首輪をつけられる。そして奴隷商に背中を押されると私の前に突き出された。

  

  这名黑发蓝眼的少女，摇摇晃晃地站在我面前，她瞪着我，咬紧牙关。看来她这一个月来，都在魔族之中对我恨之入骨。不过，我总有一天会知道，她的恨意有多么肤浅。

  　よろめきながらも私の前に立った、この黒髪で青い目をした少女は、私を睨みながら歯を食いしばっている。ひと月の間魔族の中で私への恨みを募らせていたという訳らしいが。いずれはその恨みがひどく薄っぺらいものだと知ることになる。

  

  奴隶商人将某样东西交给我。看来是钥匙。因为原本买奴隶的都是魔族，所以就算不铐住也不会反抗。就算趁睡梦中偷袭，只要对手不是太低阶的魔族，而且手上没有武器，人类就赢不了。人类与魔族之间有着如此巨大的种族差距。而且，假如奴隶逃走，买主就会失去该奴隶的所有权。这么一来会发生什么事？当然是奴隶商人会支付违约金给买主。毕竟让买主抓到会逃跑的奴隶，奴隶商人会过意不去。然后买主会再买新的奴隶。除非特别中意，否则不会去找逃走的奴隶。

  　奴隷商が私に何かを手渡してくる。どうやら鍵のようだった。本来奴隷を買うのは魔族であるから、手枷などしなくても逆らえはしない。たとえ寝込みを襲われても、よほど下級魔族相手かつ刃物でも持っていない限りは勝てない。人と魔族にはそれほどの種族的な力の差がある。そして、仮に奴隷が逃げ出せば、買い手はその奴隷の所有権が失われる。するとどうなるか。もちろん買い手には奴隷商から違約金が支払われる。逃げ出すような奴隷を掴ませて申し訳ないという訳だ。それでまた新しい奴隷を買う。逃げた奴隷は余程気に入っていなければ探さない。

  

  失去所有权，就代表逃走的奴隶可以任这座魔王城里的所有魔族摆布。奴隶在买下前就会听到这件事，所以不会逃跑。因为就算逃跑，也会立刻被周围的所有魔族盯上，然后被抓起来，迎接悲惨的下场。

  　所有権が失われるという事は、逃げた奴隷はこの魔王城に居る全ての魔族が好きにできるという訳だ。それを奴隷は聞かされるから、まず逃げたりはしない。逃げたところで、すぐに周囲全ての魔族から狙われ、捕まり、むごい最後を辿るとわかっているから。

  

  这是很普通的情况。

  　それが、普通。

  

  

  不过这次的买主是我。我是个弱小无力的存在，甚至会被这个叫作琪优露的少女轻易勒死。奴隶商人似乎也担心这点，所以才会仔细地将她绑起来。

  　しかし今回買い手は私。弱く非力な存在だ。このキエルという少女にも簡単に絞殺される。奴隷商もそれを危惧して念入りに拘束をしたらしかった。

  

  我把钥匙收进怀里，然后重新转向艾库罗大人。

  　私は鍵を懐にしまうと、エルクーロ様に向き直る。

  

  

  「这个奴隶琪优露，也会参加这次的行军。」

  「この奴隷、キエルは今度の行軍にも同行させます」

  

  

  艾尔库洛大人似乎有点惊讶，不过他马上叹了一口气，轻轻点头。

  　エルクーロ様は少しだけ驚いたようだったが、直ぐにため息をついて小さく頷いた。

  

  

  之后，我这次真的走在艾尔库洛大人身边。

  　その後、私はエルクーロ様の今度こそ隣を歩く。

  

  我们带着低着头走在旁边的琪雅儿，一起回到军方设施。

  　傍らを俯きながら歩くキエルを伴い、軍施設へと戻るのだった。

  

 
  ＃４１　鏡と湯浴み

  ＃41　镜子与洗澡

  　

  

  

  

  

  我向艾库罗大人露出担心的表情道别，接着前往宿舍。

  　私はエルクーロ様の心配そうな顔に別れを告げ、宿舎へと向かう。

  

  途中，我大致无视了琪优乐好几次的抱怨，也没有特别用项圈拉住她，所以她很快就放慢脚步，不过我一提醒她「要是从我身边走散，你可是会死哦」，她就乖乖跟上。

  　道中で、キエルが何度もグズグズと文句を垂れてくるのは概ね無視したし、特に首紐を括って引っ張っているわけでもないからすぐ足取りを遅くしていたのも止めなかったが、私からはぐれた時点でお前は死ぬぞと改めて念押ししたら観念して後ろをついてくるようになった。

  

  我感到烦躁。

  　私は苛立っていた。

  

  所以反而能冷静应付琪优乐。

  　だからこそ逆にこのキエルへの応対に冷静で居られた。

  

  我必须让琪优乐见识我所创造的绝望世界，所以不能随便应付她。

  　キエルに私の絶望が生む世界を見せつけてやらねばならないから、下手には扱えないしな。

  

  我粗鲁地打开宿舍的门，里头的魔族同时看向我，向我敬礼。

  　私は詰所の宿舎のドアを乱暴に開ける。そして中に居た魔族たちが一斉に私を見て、敬礼をする。

  

  琪优乐对这幅光景感到畏惧。

  　その光景にキエルは怯えた様子を見せた。

  

  这里是哥布林、半兽人和魔剑士的宿舍。我大步走在全是捕食者的环境中，琪优乐虽然害怕，但还是缓缓跟在我身后。

  　ゴブリンやオーク、魔剣士の集団寄宿舎だ。周囲全てが捕食者の中、私はずんずんと進む。キエルは流石に怯えながら、ゆっくりと私の後ろを着いてきていた。

  

  哥布林和半兽人立刻靠了过来，对被我带来的人类——琪优露出兴趣。他们流着口水，因为眼前有上等的饵食而兴奋，露出笑容。由于大家都明白我带着琪优，所以没有出手，但以光景来看，她就像是被丢进食人鱼水槽前的饵食。琪优害怕不已，双脚开始发软。

  　ゴブリンやオークなんかがすぐさま寄ってきて、私が連れ込んだ人間たるキエルに興味を示す。涎を垂らしながら目の前に上等な餌があることで興奮し、笑っている。私が連れていると皆分かっているから手こそ出さないが、光景として見ればピラニアの水槽に放り込まれる寸前の餌だ。キエルは怯えきり、足がすくみ始める。

  

  因此，我听到的琪优脚步声逐渐远离背后。太慢了。

  　それでどんどん背後に聞こえるキエルの足音が遠ざかる。遅い。

  

  我实在看不下去，停下脚步转过头。

  　いい加減見かねて私は足を止めて振り返った。

  

  

  「喂，快点跟上啊。」

  「おい、さっさと来ないか」

  

  

  我以轻蔑的眼神看着被哥布林和半兽人包围的琪优，这么说道，她便以颤抖的眼神看着我。

  　ゴブリンやオークに囲まれるキエルを侮蔑の目で見ながら言うと、キエルは震える目で私を見た。

  

  

  「你、你不害怕吗……！？」

  「あ、貴女怖くないんですか……！？」

  

  「啥？」

  「はあ？」

  

  

  我不禁无奈地摇头。她在说什么蠢话啊？她自己不是说过吗？被我率领的魔族杀光了大家。既然如此，她应该很清楚我是什么吧。

  　私は思わずやれやれと首を振ってしまった。何を間抜けなことを言っているのか。自分で言っていたじゃないか。私に率いられた魔族に皆を殺されたと。ならば私がなんなのかわかってるだろうに。

  

  

  「别说傻话了。你明明说过我是恶魔、魔族，我怎么可能害怕同族呢？」

  「呆けた事を言っているんじゃない。お前、私を悪魔だ魔族だと言った癖に。同族を怖がるわけないだろう」

  

  

  我叹着气对她说。

  　ため息交じりに言ってやる。

  

  

  「你在弗利克德拉会害怕人类走在街上吗？不是吧。他们是我的同胞，也是部下，不会加害于我。」

  「お前はフリクテラで人間に怯えながら街を歩くのか？　違うだろう。彼らは私の同胞で部下だ。私に害は為さない」

  

  「我不是那个意思……！」

  「そういう事ではなくて……！」

  

  「你很吵耶。你已经属于我了，所以我不会对你出手，但只要你敢离开我，我就不保证你能活命。当然，如果你敢对我做什么，下场也是一样。想死的话就试试看，不想死的话就闭上嘴乖乖跟着我。」

  「お前うるさいぞ。お前は私のものになったから手は出されんが少しでも私から離れれば命の保証はしない。もちろん、私に何かしようとしても同様だ。死にたいなら試せばいい。死にたくないなら黙ってついてこい」

  

  

  虽然琪叶还想说些什么，但最后还是闭上了嘴。

  　キエルはまだ何か言いたげだったが押し黙る。

  

  

  「这样就对了。你很想对我复仇吧？但要是敢对我出手，你就会死。如果你说就算死也要完成复仇，那我打从心底瞧不起你。那是最愚蠢的愚行。」

  「それでいい。私に復讐したいんだろうが、私に手を出せばお前は死ぬ。死んでも果たしたい復讐などとのたまうなら心底私はお前を軽蔑する。最もバカバカしい愚行だ」

  

  「愚行……！？」

  「愚行……！？」

  

  

  或许是我的话让她感到不快，琪叶终于闭上嘴，但又马上开口逼问我。

  　私の言葉が気に障りでもしたか、やっと黙りかけた口を再び開いたキエルは私に詰め寄ってくる。

  

  

  「你的意思是，为父王报仇是愚蠢的行为吗！」

  「お父様の仇をうつのが愚行だって言うんですか！」

  

  「我是说，为了复仇而死的家伙是傻瓜。」

  「復讐のために死ぬのが阿呆だと言っている」

  

  

  我冷冷地抬头看着身高比我高出一个头的琪叶，继续说道。

  　私は頭一つ程も身長の違うキエルを冷たい目で見上げながら言う。

  

  

  「你们夺走了我的母亲，雷梅在临死之际要我活下去，所以我绝对不会死。我绝对不会被你这种人杀死，我一定要活下去。跟母亲雷梅的遗言相比，对你们人类复仇只是顺便而已。没有人会为了顺便复仇而死。」

  「お前たちが私から奪った母、レイメは死の間際私に生きろと言った。だから私は絶対に死なない。お前如きにも殺されてなどやらない。必ず生きると、そう決めた。母レイメの遺言たるその言葉に比べれば、お前たち人間への復讐などついでのようなものだ。ついでに死ぬ馬鹿はいまい」

  

  「你说……顺便？」

  「ついでッ……ですって？」

  

  「我最讨厌我自己了。」

  「私は私が大嫌いだ」

  

  

  我打断了琪优的发言。

  　私はキエルの言葉を遮った。

  

  我维持着冰冷无比，充满憎恨的表情。

  　どこまでも冷たく、どこまでも憎しみの宿る表情を崩さないままに。

  

  琪优听到我的话，看到我的表情，不由得闭上了嘴。

  　キエルは私の言葉と様子に思わず言葉を切る。

  

  

  「如果他没有爱上被你们称为恶魔，轻蔑的我，雷梅就不会死了。所以我的愿望，优先级并不是最高的。」

  「お前たちに悪魔と呼ばれ蔑まされた私さえ愛さなければ、レイメは死なずに済んだのだからな。だからそんな私の望みは、優先順位としては最高ではない」

  

  

  我抚摸着口袋中的雷梅圣石说。

  　私はポケットの中のレイメの聖石を撫でながら言う。

  

  

  「复仇是我自己的愿望。但是，雷梅希望我活下去。」

  「復讐は私が望んだこと。だが、私の生存はレイメが望んだことだ」

  

  

  琪优沉默了一瞬间。她看着我的眼神似乎有些变化。不过那只是小事，不重要。

  　キエルは一瞬沈黙した。私を見る目が少し変化した気もする。些細な事なのでどうでもいいのだが。

  

  然后不出所料，她马上又开始对我大吼大叫。

  　そして案の定すぐにはっとしたようにまた私にあーだこーだと言い始めたのだ。

  

  

  「可是！你不是杀了很多人吗！」

  「でも！　貴女は罪もない人々を大勢殺したじゃないですか！」

  

  「迫害我们这些无辜的人，你们没资格说这种话。你不是也为了父亲，想要杀我吗？你们没有权利决定我的生死。」

  「罪もない私たちを迫害した奴らが大層な口をきくな。お前も父の為だとかいって私を殺そうとしただろう。私をどうこういう権利はない」

  

  

  琪优又开始重复刚才说过的话，她被感情左右的愚蠢，让我厌烦。

  　さっき話した言葉をもう感情にまかせて繰り返すキエルの阿呆さにはあきれるばかりだ。

  

  人类这种生物，总是喜欢把过错推到自己以外的人身上，真是烦人。

  　ほとほとうんざりするほどに人間という物は非を自分以外に求めたがるな。

  

  

  「而且我现在是军人。你的父亲也在战场上斩杀过许多敌人吧？一样啊。你否定我的话，就等于否定了你父亲。」

  「それに今の私は軍人だ。お前の父も戦場で多くの敵を斬っただろう。同じだよ。私を否定すればお前は父も否定することになる」

  

  「怎么会……有这种事……」

  「そんなっ……はず……」

  

  「明白的话就闭嘴。现在跟你聊这种无聊话题，会害我头痛。」

  「わかったら黙れ。今はお前とくだらない話をしていると頭が痛くなる」

  

  

  我烦躁地抛下这句话后，无视一脸苦涩的琪叶瞪着我的视线，再度迈开步伐。

  　苛々しながらそう吐き捨てると、苦々しげな表情のキエルが私を睨む視線を無視し、再び私は歩き始めた。

  

  这家伙的用途，是让我就近持续观察人类肮脏的一面，借此当成添进名为憎恶的火焰之柴薪，不过现在疲劳感更胜一筹。我想赶快把事情办完，然后睡觉。

  　こいつの用途としては、こういった人間の汚らしい部分を間近で見続けることで私の憎悪という炎にくべる薪にしようと考えたのだが、今は疲労が勝る。とっとと用事を済ませて眠りたい。

  

  我快步走着。

  　そう足早に歩く私。

  

  从背后传来比刚才更近的距离传来的脚步声。

  　背後からは、先ほどより近い距離から足音を感じた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  「托泽，你在吧？」

  「ツォーネ、いるな」

  

  「呜欸！？哇啊啊——！不要啊啊！是是是——！」

  「うぇ”ッ！？　わああー！　いやああ！　はいはいはーいですわ！」

  

  

  在宿舍被魔剑士包围，悠哉度日的托泽被我一叫，发出怪声跳了起来，接着快步跑来，在我眼前跪下。

  　宿舎で魔剣士に囲まれてのんびりしていたツォーネは私に呼ばれて変な声を上げて飛び上がった後、急ぎ足で駆けて来ると目の前に跪いた。

  

  那股气势令我瞬间吓了一跳。我俯视因为跪下而变得比自己视线还低的托泽，只见她笑容满面。

  　その勢いに一瞬ビクリとしてしまう。跪いたことで私より目線が低くなったツォーネを見下ろしてみれば満面の笑みだ。

  

  

  「您居然在这种时间特地来拜访我，我高兴得快疯了！请问您究竟有何贵干？」

  「こんな時間にわざわざわたくしを訪ねてくださるなんて嬉しくてどうにかなりそうですわ！　一体何用でございまし？」

  

  

  「好。」我回应后，只移动视线，指向在我背后害怕地瞪着我的琪雅儿。托涅一看到琪雅儿的脸，笑容立刻消失，表情变得冰冷又冷酷。

  　ああ、と私は返事をしたのち目線だけを動かして、私の背後で怯えながら私を睨み続けているキエルを指す。キエルの顔を見た途端、ツォーネは笑顔を消して一転、冷たく冷酷な表情になる。

  

  我猜她大概感受到琪雅儿对我的敌意，但我先伸手制止她。要是琪雅儿被杀就没意义了。

  　おそらくはキエルの私への敵意を感じ取ったからだろうが、先んじて私は手で制しておく。殺されては意味がない。

  

  琪雅儿看到托涅后，也稍微做出反应。托涅负责外塔纳，照理说应该和琪雅儿没见过面。算了，没差。

  　キエルはキエルでツォーネを見て少しだけ反応を見せた。ツォーネはアウタナ担当だったからゾフのようにキエルとは顔を合わせていない筈だが。まあいいか。

  

  

  「托涅，这是刚才我买下的奴隶，来自弗利克特拉。」

  「ツォーネ、これは私が先ほど購入した奴隷で、フリクテラの人間だ」

  

  

  托涅听到我这么说，惊讶地来回看着我和琪雅儿。

  　私の言葉にツォーネは驚き、私とキエルを交互に見た。

  

  我知道她想说什么。她觉得这样很危险。魔族蹂躏城镇或村庄后，让俘虏服侍自己，这种事就算发生也不奇怪，但那是因为人类赢不了魔族。托涅脑中浮现这些常识，再加上我做出这种事，所以她才会出现这种反应吧。

  　言いたいことは分かる。危険だという話だ。通常魔族が蹂躙した町や村の捕虜を侍らせるなどはまああってもおかしくない話だが、それは人間が魔族に勝てないからであって、などという常識的な話を思い浮かべたうえで、私がこうしているのでツォーネはこんな反応を見せたのだろう。

  

  不过，这也在我的预料之中。

  　まあ予想通りではある。

  

  

  「托涅，我有件事想拜托你。」

  「ツォーネ、少し頼みがある」

  

  「咦？啊，是？是！拜托我！我什么都愿意做！」

  「え、あ、はい？　はい！　頼み！　なんでもやりますわ」

  

  「带这家伙去洗澡。」

  「こいつを風呂に入れろ」

  

  

  笑容瞬间消失。明明刚才还夸下海口，如今的崔妮却露出极为不悦的表情。她没有被眼罩遮住的那只眼睛，明显透露出「为什么我得帮人类洗澡啊」的不满。

  　笑顔から一転。なんでもやると言ったくせに、ツォーネは恐ろしく不機嫌な表情になった。なんで人間なんかを風呂に入れなくちゃならんのだという文句が、眼帯で覆われていない片目からありありと伝わってくる。

  

  对此，琪优也出声抗议，要她别开玩笑了。

  　キエルもこれには抗議の声を上げる。ふざけるな、と。

  

  

  「为什么要洗澡……！我可不打算成为你的……」

  「なんでお風呂など……！　私は、貴女なんかのモノになったつもりなんか……」

  

  「你最好别再说下去了。」

  「それ以上言わんほうがいいよ」

  

  

  我打断琪优的话。她的表情变得更加僵硬，但似乎马上就明白理由了。

  　キエルの言葉を遮るように言う。キエルは殊更に表情を強張らせたが、直ぐに理由は分かったらしい。

  

  因为周围的半兽人和哥布林，全都紧盯着琪优。

  　周囲で私たちをじっと見るオークやゴブリン。その視線はキエルに注がれているのだ。

  

  我明明已经警告过好几次，要是敢说她不是我的所有物，马上就会成为大餐。

  　私のモノなんかじゃないなど宣えば、即座に餌食になると、何度も忠告しているつもりなのだがな。

  

  

  「总之，你去洗澡。崔妮负责看守。」

  「兎も角だ、お前は風呂に入れ。ツォーネは見張りも兼ねている」

  

  「咦咦，可、可是……我当然喜欢女孩子啊。可是……我实在很想杀了用这种眼神看克莱儿大人的女人……」

  「ええ、で、でも……そりゃあわたくし女の子は好きですし？　でも……ココット様にこんな視線を向ける女など殺してしまいそうで……」

  

  「不准杀。她是我的所有物。」

  「殺すな。私の所有物だ」

  

  「克莱儿大人的爱奴明明只有我一个啊啊啊！」

  「ココット様の愛奴はわたくしだけですのにぃい」

  

  

  这家伙真难搞！

  　面倒くさいなコイツは！

  

  我挑错人了吗？不，我只有她了。在我认识的女性魔族中，没有一个会乖乖听我的命令。

  　人選をミスしたか。いや、コイツしかいない。私の知る中で私の命令をよく聞く女性魔族は居ない。

  

  而且，让琪优进入浴室的风险实在太多了，所以我才会拜托她。如果在浴室里被袭击，我可能会死。另外，我姑且在自己心中找了个好理由，我并不是在避免和女性裸裎相见。我现在是女性的肉体，如果是以前的我，这种家伙的裸体我可能会有感觉，但现在我根本无动于衷。应该无动于衷。

  　それに私はキエルを風呂に入れる事にリスクばかりが多いから頼むだけだ。風呂の中で襲われたら死んでしまうかもしれない。それと一応自分自身の中でいい訳はさせてもらうが、女性と裸の付き合いという物を避けているわけでもない。私は今肉体的に女性だし、こんな奴の裸なんぞかつてならまだしも今は何とも思わん。思わんはずだ。

  

  所以，我希望她快点照我的话去做。今天发生了很多事，我很累。

  　そういうわけでさっさという事を聞いて欲しいものだ。いろいろあって今日は疲れているんだ。

  

  

  「好了，我叫你做你就做。你以后会待在我身边，臭成这样我受不了。而且我也不知道怎么帮女性洗澡。」

  「いいからやれと言ったらやれ。これから私の身近に置くのに臭くてかなわん。私には女性の湯浴みなどやり方がわからないしな」

  

  「我明白了……可是，克莱儿大人，您自己不也是女孩子吗？您平常是怎么洗澡的？」

  「やりますですわ……でも、ココット様。ご自身も女の子ではありませんか。普段湯浴みはどうなさって？」

  

  

  我心想问我的事有什么用，但开始感到烦躁，于是简短地回答：

  　私の事を聞いてどうすると思ったが、イライラし始めていたので手短に答えてしまった。

  

  

  「我都是随便冲水擦一擦。」

  「適当に湯をかぶって擦って済ませているが」

  

  

  听到这句话，崔妮露出今天最绝望的表情。

  　その言葉を聞いたツォーネは今日一番絶望的な表情をした。

  

  怎么了？不行吗？我不知道怎么清洗女性的身体。我只有在前世和来到魔王城后洗过澡。在那之前，我都是用湿布擦拭身体。

  　なんだ。悪いのか？　女性の体の洗い方など知らん。風呂を浴びたのなど前世と、魔王城に来てからだ。それまではずっと濡らした布で体を拭くだけだったのだから。

  

  崔妮露出难以置信的表情看着我。

  　それを信じられないと言った顔で見てくるツォーネ。

  

  我歪头表示不解。

  　私は首を傾げた。

  

  

  「克莱儿大人，这样不行！女孩子必须好好端正姿势！必须清洗身体才行！」

  「いけませんわココット様！　女の子はしっかり体を正しく！　洗いませんと！」

  

  「啥？不是要洗我，而是这家伙……」

  「はあ？　私じゃなくてコイツを……」

  

  

  我原本想抗议，不过——

  　と、抗議しようと思ったのだが。

  

  

  「这是个好机会！就顺便帮那个人类清洗身体吧。首先由我来教导克莱儿大人如何入浴！而且是钜细靡遗！」

  「ちょうどいい機会ですわ！　その人間はついでに洗いますわ。　まずはわたくしがココット様に湯浴みを教えて差し上げます！　それはもう隅から隅まで！」

  

  

  托涅莫名兴奋。这么说来，这家伙是同性恋呢。虽然不知道她会对我做什么，不过只要严厉拒绝，她应该不敢乱来。

  　謎に興奮するツォーネ。そういえばこいつは同性愛者だったな。何をされるかわからんが、きつく言えばヘタなことはすまい。

  

  在我身后，魔族——而且还是前将军兼不晓得是不是她干的，对赛昆下杀手的吸血鬼——听到要入浴，脸色苍白的琪优尔沉默不语。

  　私の後ろでは魔族、それも元将軍且つ知らないだろうがセグンにとどめを刺したヴァンパイアと風呂等という話があがったことで青い顔をしたキエルが黙っている。

  

  托涅莫名其妙地气势汹汹，不过我也认为向身为女性的托涅学习清洗身体的方法确实有好处，于是压抑害羞的心情，任由托涅把我带走。

  　ツォーネのよくわからない剣幕と、まあ確かに私も当の女性であるツォーネから体の洗い方を学んでおくのもメリットではあるかと考え、気恥ずかしさは押し殺してツォーネになされるがまま連行された。

  

  结果，我们以托涅一边用蛮力压制抵抗的琪优尔，一边清洗身体，我则是极力不去在意女性们的裸体，这样的组合入浴。

  　結果、抵抗するキエルを力づくで押さえつけながら体を洗うツォーネと、女性陣の裸に関しては極力無心を心掛ける私という組み合わせで湯浴みをした。

  

  绮耶尔的体味很糟糕。这样应该不会有人想买吧。如果一个月就会变成这样，那刚来到魔王城的我应该会散发出非常强烈的恶臭。

  　キエルの匂いは酷いものだった。これでは誰も買わないだろうな。1ヶ月で人はここまでになるのなら、魔王城にきたばかりの私はとてつもない悪臭を放っていたのだろう。

  

  我突然感到很不好意思。魔王大人虽然说我臭，但艾库罗大人什么都没说。如果他只是在那张扑克脸底下觉得我很臭，那我会很受打击。

  　私は急に恥ずかしくなる。魔王様には臭いと言われたが、エルクーロ様は何も言わなかった。あの仏頂面の裏で臭いと思われていたらショックだな、と。

  

  然后，我突然非常想念那个没有露出厌恶表情，还抱紧我帮我擦身体的雷梅。

  　そして、嫌な顔一つせず私を抱きしめ、体を拭いてくれたレイメが無性に恋しくなる。

  

  不过，托托涅的吵闹，让我羞耻和感伤的心情很快就烟消云散。

  　まあ、すぐにツォーネの騒がしさでそんな恥じらいやセンチメンタルな気分は吹き飛んだが。

  

  

  只有一个人笑嘻嘻地盯着绮耶尔的身体，还在我表示要自己来后，仍毫不留情地用手在我身上乱摸的托涅，从头到尾都显得很开心。

  　キエルの体をニヤニヤと眺めたり、私が自分でやると言っているのに容赦なく体に手を這わせて洗ってくるツォーネが一人だけ終始楽しそうだった。

  

  

  「呼～克莱儿大人的身体又软又滑，真是太棒了～」

  「はぁぁ〜。ココット様のお体ぷにぷにですべすべで最高ですわぁ〜」

  

  「闭嘴。」

  「黙れ」

  

  

  我一脚踢开吵个不停的托涅。不过，我本来以为托涅会更失控，但她的教学方式和看待我的眼神与表情相反，非常仔细。虽然我觉得这家伙是个笨蛋，但或许以魔族来说，她是个普通的女孩子。

  　いちいちうるさいツォーネを一蹴。しかしまあ、もっとツォーネは暴れるかと思ったが、私を見る目や表情とは裏腹に教え方は丁寧だった。こいつもバカだとは思っていたが魔族としては普通の女の子なのかもしれないな。

  

  我因为陷入沉思，注意力逐渐被托泽那对纤细却丰满的胸部吸引，之后就泡到头晕了。这样不行，我转过头，努力不让任何人进入视野。」

  　などと思い耽っていたせいでどんどんとツォーネの華奢な割に豊満な胸などに意識がいきそうになり私はそれからのぼせかけてしまった。いかんな、と顔を背け視界に誰も入れないよう努める。

  

  

  「哎呀，是魔石呢。」

  「あら、魔石ですの」

  

  

  托泽看着我的手，如此低语。

  　と、ツォーネが私の手を見て呟く。

  

  我在沐浴时，也会随身握着雷米的圣石。只有睡觉时，会轻轻放在床边的桌上。有时也会握着它入睡。

  　私は湯浴みの際もレイメの聖石を肌身離さず握りしめている。眠る時だけ、ベッド脇のテーブルにそっと置くくらいだ。握って眠ることもある。

  

  

  「握着的话，会不小心滑掉哦。很危险的。」

  「握っていたらうっかり流れてしまいますわ。危ないですわよ？」

  

  「我不想放开它。要是它滑掉，我就杀了你。」

  「肌身離したくない。流したら殺すからな」

  

  「我、我会小心的……那是很重要的东西吧。是谁的石头？」

  「き、気を付けますわ……。大事なものですのね。誰の石ですの？」

  

  「……是我母亲的。」

  「......母だよ」

  

  

  听到我这句话，被托泽洗得干干净净，缩在角落瞪着我们的米耶尔抖了一下，但我没发现。托泽也难得没有大呼小叫，没有深入追问。

  　その私の言葉に、ツォーネにしこたま洗われて隅で私達を睨みながら縮こまっていたキエルがピクリと反応したが、私は気づかなかった。ツォーネも、珍しく騒ぎ立てずに、深くは聞いてこなかった。

  

  我为了不让雷米的圣石掉下去，紧紧握着它，托泽则帮我洗着头发。不知为何，她以面对面的形式帮我洗头，害我不知道该看哪里，只能一直闭着眼睛。

  　レイメの聖石は取り落とさないようにぎゅっと握ったままの私の髪を、わしゃわしゃと洗っていくツォーネ。何故か向かい合う形で洗ってくるせいで目のやり場に困り、ずっと目をつぶっている羽目になった。

  

  「闭上眼睛的克莱儿大人和外表一样可爱呢♡」\n被托泽涅这么调侃，让克莱儿感到有些无力。

  　それをツォーネが、「目を瞑ってるココット様は見た目相応でかわいいですわ♡」などとからかってきたのでげんなりした。

  

  不过，仔细清洗身体和头发，意外地让人心情舒畅。虽然不甘心，但托泽涅的动作相当熟练，不会让人感到不快。沐浴就这样顺利地结束了。

  　しかし、しっかり体を洗い、髪を洗うのは存外心地がいいものだ。悔しいがツォーネは手馴れていて不愉快ではなかった。そんなこんなで湯浴みはそれなりにつつがなく終わった。

  

  虽然完成了当初的目的，也就是让琪艾儿学会沐浴，但除了清洗身体的方法以外，其他记忆还是忘掉比较好。

  　当初の目的のキエルの湯浴みは完遂したが、体の洗い方以外の記憶は忘れるとしよう。

  

  ……之后，库多拉和索夫应该又会说些什么，所以和托泽涅一起洗澡的事得保密才行。

  　……あとでクォートラやゾフにまた何か言われそうなので、ツォーネと風呂に入ったことは内緒にしなくてはな。

  

  

  

 
  ＃４２　臆病者

  ＃42　胆小鬼

  　

  

  

  

  

  

  「在我回来之前，绝对不可以离开这个房间。」

  「私が戻るまで、この部屋から決して出るな」

  

  

  白发红眼，有着被称为恶魔之相，令人厌恶的特征，身穿军服的幼女米莱儿，今天也对我这么说，然后关上了门。

  　白い髪に赤い瞳。悪魔の相と呼ばれ忌み嫌われる特徴を持つ軍服の幼女ココットは、今日も私にそう言ってドアを閉めました。

  

  我听见从外面传来上锁的声音。她应该知道从内侧也可以打开，不过为了保险起见……应该说，这已经变成一种习惯。

  　外から鍵のかかる音が聞こえます。内側からも開けられるのは知っている筈ですが、念のため……というよりかは習慣めいた所作でした。

  

  我，琪优尔是克莱儿的奴隶，同时也是将军的随从，被迫做着佣人的工作。不过工作场所只有克莱儿的房间。

  　私、キエルはココット所有の奴隷且つ将軍付きの使用人として仕事をさせられています。仕事場はココットの部屋のみ、ですが。

  

  我穿着半强迫之下被给予的魔族军内佣人制服。那一天，我被迫洗澡之后，被丢给我的就是这件衣服。原本的衣服因为磨损而破破烂烂，是杰曼比亚诺大人家的佣人制服，所以算是新衣服。

  　私は半ば無理やり与えられた魔族軍内の使用人制服を着ています。あの日、無理やり湯浴みをさせられた後に叩きつけられました。元の服は擦り切れてぼろぼろだったゼンビアーノ様の屋敷の使用人制服でしたから、新調されたようなものでした。

  

  

  

  被杀害父亲的军队率领者，可恨的克莱儿买下之后，很快已经过了一周。平常我被关在佣人房，不过一到早上，就会被带到克莱儿的房间，像这样被关起来。虽然像是软禁，不过我想，应该比待在外面安全。虽然按照克莱儿的话去做是最安全的事实让我咬牙切齿，不过我不得不当佣人。

  　父を殺した軍を率いた憎いココットに買われてから早一週間。普段は使用人室に押し込められていますが、朝になると私の所に来て、こうしてココットの部屋に押し込まれます。軟禁のような扱いですが、外にいるよりは安全、だと思います。ココットの言葉通りにしているのが最も安全という事実に歯噛みしながらも、私は使用人をせざるを得ません。

  

  佣人这种工作本身我早已习惯，但周遭全是魔族这点实在可怕。

  　使用人という物自体は慣れ親しんだ仕事でしたが、周りが魔族ばかりでは恐ろしいものでした。

  

  不过我现在稍微安心了。佣人魔族中没有会突然袭击人类的家伙，而且身为军属的他们不会对身为将军所有物的我出手。顶多就是说些坏话或稍微欺负我一下。

  　でも今は少し安堵しています。使用人の魔族はいきなり人に襲い掛かるようなものはいないし、軍属であるから将軍の所有物の私に手出しはしない。せいぜいが陰口やちょっとしたいじめくらいです。

  

  这点程度的话完全没问题。因为说坏话跟欺负我，我早就习惯了。

  　これくらいなら何も問題ないです。いじめや陰口は、慣れたものでしたから。

  

  

  然后，米莱儿基本上不会待在房间，所以只有早上从佣人房被拖出来塞进房间时，以及回来的克莱儿把我送回佣人房时会跟她碰面。我们之间并没有什么对话。

  　で、ココットは基本は部屋に居ないので顔を合わせるのは朝使用人室から引きずり出されて部屋に押し込まれる時、そして戻ってきたココットに使用人室に戻される時です。特に会話もありません。

  

  

  ……那个恶魔的脚步声逐渐远去。

  　……あの悪魔の足音が遠ざかっていきました。

  

  我的手中握着扫帚。

  　私の手には箒が握られています。

  

  乖乖听从命令打扫仇人的房间，或许会让人觉得愚蠢，但毕竟我等同被关起来，没有其他事可做。既然如此，按照命令打扫还比较能分散注意力。不管是无聊，还是憎恨。

  　おとなしく従って仇の部屋を掃除している事をバカバカしいと思うかもしれませんが、閉じ込められているようなものなので、他にする事や出来ることもないのです。それだったら、命ぜられたとおりに掃除をしているほうがまだ、気もまぎれるのです。退屈も、憎悪も。

  

  米莱儿一大早就出门，很晚才回来。我觉得她很忙碌。

  　ココットは朝早く出ていって夜遅く戻ってきます。あわただしいものだと思います。

  

  最近每天见面时她看起来都很困。

  　ここのところは毎日会うたびに眠そうにしています。

  

  不过，身为军人的克莱儿会这么忙碌，就代表又有大型作战要展开了吧。

  　ですが、軍人であるココットが忙しそうにしているという事は、また大きな作戦があるのでしょうか。

  

  到时候又会有许多人死去。

  　そうしたらまたたくさん人間が死ぬ。

  

  被那些家伙杀死。

  　奴らに、殺される。

  

  

  可是，米莱儿说过，战争就是这么一回事。

  　ですが、戦争とはそういう物だとココットは言っていました。

  

  那么小的孩子，却散发出仿佛活了数十年的氛围。

  　あんなに小さな子供が、まるで何十年も生きたような、そんな雰囲気を纏わせて。

  

  神啊，祢真是太残酷了。

  　酷いです。神様。

  

  

  要是祢没有赋予那孩子人类的语言，我就能以恶魔的身份恨她恨得更彻底了。

  　あの子に人の言葉なんて与えなければ、私は悪魔としてもっと憎み切れたのに。

  

  不，我必须恨她。那孩子夺走了太多东西。弗利克泰拉的人们，还有跟我一起被囚禁的人们。

  　いや、憎まなくてはなりません。あの子は奪いすぎた。フリクテラの人々も、私とともに囚われた者たちも。

  

  我曾要求克莱儿解放跟我一样沦为奴隶的人们，却被她冷淡拒绝。她说自己没有那种权限和财力。而且，她也说她没有责任，我的憎恨也没有轻到会特地放走被关进牢笼的丑陋人类。

  　私は一度、ココットに私と同じような奴隷に落とされた人たちを解放してくれと要求しましたが、にべもなく断られました。そんな権限も財力もないそうで。それに、責任もないし、わざわざ檻に入れた醜い人間をわざわざ出してやる程私の憎しみは軽くない、と。

  

  我很想说我也跟你一样憎恨，但我忍住了。

  　憎いのは私も同じですと、言いたくなったがぎゅっとこらえました。

  

  刚见到克莱儿时，我也因为内心动摇而无法冷静。虽然很不甘心，但克莱儿说的话确实有道理，父亲应该也不希望我死。我要活下去，为他报仇。

  　ココットに会ってからすぐは、私も動転していて冷静ではありませんでした。ココットの言葉に納得するようで悔しいですが、確かに私の死は父も望まぬはず。生きて、仇をとる。

  

  没必要着急，没必要听信那种恶魔般的小孩所说的话。

  　焦る必要なんかない、あんな悪魔みたいな、小さな子の言う言葉に耳を貸す必要なんかない。

  

  拥有恶魔容貌的忌子是魔之使者。这是法鲁特玛雷的国教优奈伊斯教所订下的教义。而这个教义是正确的。

  　悪魔の相を持った忌子は魔の使い。それはファルトマーレの国教たるユナイル教で定められた教え。そしてそれは、正しかったのですから。

  

  

  

  早上我在佣人房用餐。餐点很朴素。

  　朝は使用人室で食事をとりました。質素なものでした。

  

  我一边打扫房间一边打发时间。克莱儿的房间没什么东西，相当简朴。

  　部屋の掃除をしながら時間を潰します。ココットの部屋は物が少なく、簡素なものです。

  

  我物色着有没有什么把柄，但没找到什么大不了的东西。她似乎只会在能随身携带的东西上记录重要的事情。戒心很高。

  　何かしら弱みを握れないかと物色しましたが、大したものはありません。概ね、持ち運べるものだけに重要な事を記すようです。警戒心の高い事です。

  

  

  到了中午，克莱儿会端食物过来。

  　お昼になると、食事はココットが持ってきます。

  

  是正常的食物。

  　まともなものでした。

  

  

  

  

  

  那天晚上，米莱儿比平常早回来。

  　その日の夜、ココットはいつもより早く帰ってきました。

  

  她狠狠瞪着一如往常揉着惺忪睡眼回到房间的克莱儿，一边心想又要被带到佣人房，一边和她一起外出。

  　いつも通り眠たげな眼をこすりながら部屋に戻って来たココットをじろりと睨みながら、また使用人室に連れていかれるのだろうと思いつつ、共に外に出ました。

  

  不过，克莱儿前往的地方不是佣人房。她先说有事情没做完，前往执勤所。魔族们还是一样看着我。

  　しかし、ココットが向かったのは使用人室ではありませんでした。まず、やり残したことがあったと言って詰所へ。相変わらず魔族たちが私を見てきます。

  

  

  米莱儿迅速召集部下。聚集而来的有三名魔族。其中一人，呃，我记得是叫……托泽的魔族。我还没忘记他把我的身体每个角落都洗过一遍的屈辱。

  　ココットは手早く部下を集めました。集まったのは3名の魔族。一人は、ええと、確か。ツォーネという魔族です。体の隅々まで洗われた屈辱は忘れていません。

  

  然后是杀了杰姆维亚诺大人，逮捕我们的高等食人魔。他的名字好像叫佐夫。他看起来完全不把我放在眼里，真不甘心。

  　そして、ゼンビアーノ様を殺し私たちを捕えたハイオーガ。名前は、ゾフというらしいです。私の事は、気にもしていない様子でした。悔しいです。

  

  

  还有另一人。是个粗犷的魁梧魔族。这个魔族好像叫作库多拉，他称呼克莱儿为公主，看起来对克莱儿最忠心。

  　そしてもう一人。無骨な大男の魔族です。ココットを姫と呼んでいるらしいクォートラというこの魔族は、一番ココットに忠実そうに見えました。

  

  不，不只是库多拉。我重新思考，这些可怕又强壮的魔族，居然会聚集起来服侍这么娇小的人类小女孩。

  　いや、クォートラだけじゃなく。改めて思うのは、こんな小さな人間の幼女に、恐ろしく、そして屈強な魔族達がそろって傅いていること。

  

  重新看到这样的光景，我开始害怕了。

  　改めてそんな光景を見せつけられて。私は、怖くなってしまったのです。

  

  现在还待在人类社会的恶魔之相者。在他们之中，或许有人和克莱儿一样和魔族勾结。也就是说，国家内部可能有好几名间谍。

  　未だ人間社会に居る、悪魔の相を持つ者たち。その中に、ココットと同じように魔族と通じているものがいるかもしれない。いわば、国の中に何人ものスパイを抱えているようなもの。

  

  如果只是这样倒还好。如果只是被魔族利用的话。

  　それだけならまだいい。魔族に使われているだけなら。

  

  可是，如果像克莱儿一样，有好几个人类在利用魔族的话。

  　でも、ココットのように魔族を使う側の人間が複数いたとしたら。

  

  凭智慧和谋略取胜的人类，转眼间就会被魔族吞噬。

  　知能と知略で勝って来た人類は、魔族にあっという間に飲み込まれてしまう。

  

  眼前出现的光景，甚至让我看见了那样的未来。

  　そんな未来さえ幻視させる光景が、目の前にはあったのです。

  

  

  

  

  之后，我浑身发抖，僵在原地。这时有人硬是拉住我的手，我才回过神来。

  　その後、震えながら固まっていた私は手を強引に引かれて我に返りました。

  

  我反射性甩开那只手，听见克莱儿咂舌的声音。看来我刚才被她拉着走。我摸着被她碰过的手，狠狠瞪了她一眼，米莱儿只说了一句「走咯」。

  　思わずその手を振り払うと、ココットが舌打ちをしたのが聞こえました。どうやらココットに引っ張られていたらしいです。触れられた手をさすりながらキッと睨むと、ココットは「行くぞ」とだけ言いました。

  

  虽然有点不爽，但也不能留在值勤所，我只好快步跟上她们。

  　ムッとしましたが、詰所に残されるわけにもいかないので足早にその後をついていきます。

  

  反正一定是要把我带回佣人房。

  　どうせ使用人室に戻されるだけの筈です。

  

  

  

  ……可是，克莱儿带我来到的地方，是魔王城内的闹区。

  　……しかし、ココットに連れられてきた場所は魔王城内の繁華街でした。

  

  

  走在街上，我感到既害怕又惊讶。跟身为奴隶、生活紧迫时所见的景象截然不同。

  　街を歩きながら、私は怯えと同時に驚きをもっていました。余裕のない奴隷の時とは見え方が違ったのです。

  

  魔族们走在路上，一边热闹地谈笑，一边走进店里用餐、购物。

  　魔族たちは、にぎやかに笑いながら通りを歩き、店に入り、食事をとり、買い物をしていました。

  

  尽管外表不同，生活却跟人类一模一样。我忍不住这么想。

  　その姿は違えど生活はまるで、人間と同じ。そう、わずかに思ってしまったのです。

  

  之后，克莱儿带着不发一语的我外出用餐。我没有点餐，而是吃着克莱儿点的餐点。克莱儿笑说「放心吧，这不是人类的料理。」，一副瞧不起人的样子，我虽然想抱怨，却说不出口。

  　その後無言のままのココットに連れられて外食をしました。私は注文せず、ココットが注文したものを訝しみながらも頂きました。人間を調理したものではないから安心しろなどと、馬鹿にするように笑うココットに、文句の一つも言い返したかったのですが言えませんでした。

  

  我猜不透她的意图。

  　意図が、読めません。

  

  克莱儿不可能对我好，这点从气氛就感觉得出来。克莱儿看我的眼神依然充满恨意，而我也用充满憎恶的眼神回望她。

  　ココットが私に優しくしている、などという事はまずありえないのは雰囲気で伝わります。ココットが私を見る目は相変わらず憎しみが込められていて。そんな目に私も憎悪を込めて返していましたから。

  

  可是，由于她太过莫名其妙，我忍不住问出口，而不是抱怨。

  　しかしあまりの意味不明さに、私は恨み言ではなく質問を、投げかけてしまったのです。

  

  我问她为什么要做这种事。

  　何故、こんなことをするのかと。

  

  结果米莱儿一脸厌烦地回了一句。

  　そうしたらココットはひどく面倒くさそうに一言。

  

  自己想。

  　自分で考えろ、と。

  

  

  我完全听不懂。

  　まるで意味が分かりませんでした。

  

  突然被带到魔族城镇，和我们居住的城镇大不相同……但先不管这个，我实在不懂克莱儿的行动。

  　いきなり連れ出された魔族の街は、私たち街で暮らす人々の想像とはだいぶ違いましたが……それはそれとしてココットの行動は分かりません。

  

  我只知道……魔族的生活比想象中还要普通。

  　分かったのは……魔族は思ったよりも普通の暮らしをしていること。

  

  而且，米莱儿在魔族中建立了稳固的地位。

  　そして、そんな魔族の中で、ココットは確固たる地位を築いているということでした。

  

  

  

  结果，回程我们依然不发一语。

  　結局帰りもお互い無言のままでした。

  

  

  

  

  

  

  

  隔天深夜。

  　その次の日、深夜。

  

  

  我决定执行暗中进行的计划。

  　私はひそかに進めていた計画を実行に移すことに決めました。

  

  我下定决心的理由，是因为听说克莱儿她们的军队即将出发。

  　決意の理由は、ココットたちの軍がもうすぐ出立するという話を聞いたからです。

  

  要是让她们出发，就会出现更多牺牲者。既然如此，我必须在这里阻止她们。

  　出立させてしまってはもっと多く犠牲が出る。なら、ここで止めなければ、と。

  

  

  

  所以，我必须动手……暗杀克莱儿。

  　だから、私がやらなくてはいけないのです。……ココットの、暗殺を。

  

  

  我趁夜溜出佣人房，悄悄来到克莱儿的房间。

  　私は夜使用人室を抜け出し、静かにココットの私室まで来ました。

  

  米莱儿当然有锁门。不过，我这几天调查佣人房的备用钥匙，找到了克莱儿房间的钥匙。我偷偷借来，来到这里。

  　勿論ココットは鍵をかけているでしょう。しかし、私はここ数日使用人室の予備鍵を調べて、どれがココットの部屋の鍵か見つけていました。それをこっそり拝借してここに来ました。

  

  我打开门锁，进入房内。

  　鍵を開け、中へ入ります。

  

  

  房间里没有半点声响。

  　部屋の中は、物音ひとつしません。

  

  米莱儿今天看起来也很困，她应该睡得很熟吧。

  　今日もココットは眠そうでしたから、ぐっすり眠っているのでしょうか。

  

  我来到床边，看到一头白发的诡异恶魔睡在床上。

  　ベッドの脇までくれば、不気味な白い髪の悪魔が眠っていました。

  

  

  不过，看到这一幕的我，显得有些惊慌失措。

  　ですがそれを見て私は、狼狽えたものです。

  

  

  克莱儿醒着的时候，总是用可怕的眼神支配魔族，宛如恶魔一般。然而，现在她却露出天使般的安稳睡脸，发出规律的呼吸声。身上只有一条凌乱盖在胸口的被单，仰躺在床上的她，即使有着恶魔的样貌……看起来却有些脆弱、寂寞，又带着符合年纪的可爱，看起来确实像是人类。

  　起きている時あんなにも恐ろし気な視線で魔族を従える悪魔めいたココットが、天使のように穏やかな寝顔で寝息を立てていたのですから。シーツ一枚を乱雑に胸にかけ、仰向けに眠る彼女は、悪魔の相を持っていたとしても……どこか儚く、寂しげで、それでいて年相応のかわいらしさを持つ、確かに人の子に見えてしまったのです。

  

  我的心中充斥着强烈的憎恨与困惑。

  　私の心の中では激しい憎悪と困惑がごちゃごちゃにかき混ぜられていました。

  

  她明明是披着人皮的恶魔。杀了那么多人，为什么还能用这么普通的表情入睡？

  　人の皮を被った悪魔の筈なのに。あれだけ殺しておいて、どうしてこんな普通の表情で眠れるのか。

  

  为什么……要露出这种符合年纪的模样？

  　どうしてこんな……年相応の姿を見せるのか。

  

  我感觉到拿着叉子的手指正在颤抖。

  　私は手に持っていたフォークを持つ指が震えているのを感じました。

  

  

  不杀了她，就会有更多人死去。

  　殺さないと、大勢死んでしまう。

  

  可是，我办得到吗？

  　しかし、私にできるのでしょうか。

  

  杀父仇人。危害人类的魔族军将军。恶魔。人类的背叛者。

  　父の仇。人類に仇名す魔族軍の将軍。悪魔。人間の裏切り者。

  

  我在脑中拼命列出对克莱儿的憎恨，列出杀她的正当理由。

  　頭の中で必死にココットへの憎悪を羅列します。殺すための大義名分を、羅列します。

  

  这家伙是恶魔。她必须像个恶魔才行。否则，我怎么有办法停止颤抖？

  　こいつは悪魔です。悪魔然としていてもらわなくちゃ困るんです。そうでなければ、この震えが止まらないじゃないですか。

  

  这时，克莱儿突然发出呻吟，翻了个身。

  　と、ココットが急にううんと唸って寝返りを打ちました。

  

  我冒出冷汗。不过，知道她没有马上醒来后，我松了一口气，但随即又感到焦虑。

  　私は冷や汗をかきました。しかし、すぐに起きたわけではないとわかり安心して、すぐにまた焦りました。

  

  

  

  克莱儿突然开始痛苦挣扎。

  　ココットが、急に苦しみだしたのです。

  

  她用小小的手紧抓着胸口的床单，露出痛苦的表情呻吟着。

  　小さな手で胸のシーツを握り締め、苦悶の表情でうなされています。

  

  

  妈妈、妈妈——她口中喃喃念着梦话……我看到她紧闭的双眼眼角流下一行泪水。

  　母さん、母さんと。うわごとを零しながら……私はその閉じられた目の端に一筋の涙を見てしまいました。

  

  

  她正在呻吟，正在哭泣。

  　うなされて、泣いている。

  

  为什么？

  　なんで。

  

  为什么恶魔会哭泣？

  　なんで、悪魔が泣いたりするんですか。

  

  住手。请不要让我看到你这副模样。

  　やめてください。そんな姿、見せないでください。

  

  你只要跟平常一样，让我看到你那惹人厌的模样就好了。

  　貴女はいつものように、憎たらしい姿だけ見せていればよかったのに。

  

  

  

  

  

  

  我————这是为什么呢？

  　私は――――なんででしょうね。

  

  虽然我自己也不明白，但这时，我察觉到一件事，于是不禁轻轻握住克莱儿的小手。

  　自分でもわかりませんが、その時、気づくと思わずココットの小さな手をそっと握ってしまっていました。

  

  结果，我感觉到克莱儿的手也轻轻回握。

  　そうしたら、ココットの手が私の手を握り返す淡い感覚が伝わってきて。

  

  原本一脸痛苦哭泣的克莱儿，表情也跟着缓和下来，发出安稳的呼吸声。

  　あんなに苦しそうに泣いていたココットの表情が緩やかにやわらぎ、穏やかな寝息を立てて。

  

  

  呼……呼……

  　すう、すうと。

  

  

  她握着我的手，就这样睡着了。我将叉子刺进她纤细白皙的颈子，刺进她那单薄的胸口。明明只要用这把叉子刺下去，就能拯救许多人。

  　私の手を握ったまま、眠る彼女の細く白い首筋に。その頼りない胸に。このフォークを突き立てるだけで大勢救われるはずなのに。

  

  明明这是杀死这家伙的大好机会，明明这是替父亲报仇的机会。

  　こいつを殺すチャンスなのに。父の仇を討つチャンスなのに。

  

  这个小恶魔看起来只像是个渴望母亲陪伴的幼女。

  　この小さな悪魔は、ただの母親が恋しい幼女にしか見えなくて。

  

  我这才发现，她大喊着「夺走母亲的人是我们」时的模样，才是她真正的样貌。

  　母を奪ったのは、私たちだと叫んだあの時の姿もまた、彼女の本当なのだとも気づいて。

  

  到头来，我什么都做不到，只能低头向死去的父亲寻求指引。父亲大人，我该怎么做才好？我明明想替您报仇，手却一直颤抖个不停。

  　結局私は、何もできずにただ、亡き父に標を求めて俯くしかできなかったのです。お父様、キエルはどうすればいいのですか。貴方の仇が討ちたいのに。この手が震えてしまうのです。

  

  

  

  我恨克莱儿。非常、非常地恨她。

  　ココットの事は憎いです。とても、とても憎いです。

  

  可是，要我杀死人类……杀死这个幼女……我实在没办法马上付诸实行。

  　ですが、人間を……こんな姿の幼女を殺めることは……今すぐには、出来そうにありません。

  

  今天还不行。时机还不对。要是被发现我杀了将军，我就会被杀掉。我准备得还不够充分。我用这样的借口说服自己。明明知道再拖下去，作战就会开始。我屈服于自己的借口之下。

  　今日は、まだ。まだタイミングがよくない。将軍殺しがばれたら私は殺されてしまうから。準備不足だと。そう、自分に言い訳をして。悠長にしていたら作戦が始まってしまうというのもわかっていたのに。そんな自分の言い訳に自分で屈して。

  

  在昏暗的房间里，我一边感受着克莱儿那娇小柔软的手掌的触感和温度，一边抱头苦恼。

  　暗い部屋の中、ココットの小さく柔らかな手に握られる感触と暖かさを感じながら頭を抱えました。

  

  我倏地抬起视线，看到床边的桌子上放着一颗散发出淡淡红紫色光芒的美丽石头。那天在浴场里，克莱儿说那是她的母亲。虽然我到最后还是不明白那句话的意思。

  　ふと視線を上げれば淡く赤紫色に煌く綺麗な石が、ベッド脇のテーブルに置かれていて。あの日浴場でココットが母だといったあの石。意味は、分からずじまいだったけど。

  

  我看着石头的光辉好一阵子，甩开握住我的手的小手似的感觉放开她的手站了起来。

  　その石の煌きを少しの間だけ眺めた後、私の手を握る小さな掌に引かれる感覚を振り払うように手を離すと立ち上がりました。

  

  

  结果，我面对应该恨到想杀的仇人毫无防备的模样，什么也做不到，只能回到佣人房。

  　私は結局。殺したいほど憎い筈の相手の無防備な姿を前にして尚、何もできずに使用人室へと戻ったのです。

  

  

  

  

  

  

  

  「……我真是胆小鬼。」

  「……私の、臆病者」
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  我一醒来，就立刻撑起上半身发呆。

  　私は目が覚めてすぐ、上体を起こして呆けていた。

  

  总觉得好像做了非常讨厌的梦。

  　何か、すごく嫌な夢を見た気がするのだ。

  

  最近为了行军的准备和讨论而疲累，所以会做恶梦本身并不奇怪。

  　最近は行軍の為の準備や打ち合わせで疲れていたから、悪い夢を見ること自体はさほど不思議ではない。

  

  但是。

  　だが。

  

  虽然没有留在记忆里……但总觉得在恶梦之后，还做了某个幸福的梦。

  　その悪い夢を見た後に、記憶には残っていないが……何か幸せな夢を見た気がしていたから。

  

  好像有人用温暖的手牵着我的手，那样的梦。

  　誰か、温かな手が私の手を引いてくれたような、そんな夢。

  

  是个温暖的梦。

  　温かな夢だった。

  

  我望向放在床边桌上的雷米圣石。

  　私は、ベッド横のテーブルに置いていたレイメの聖石を見やった。

  

  看到那颗依然对我展现温暖紫红色光芒的石头后，我把视线移回自己的手掌。

  　相変わらず温かな赤紫色の煌きを私に見せる石を見た後、視線を自分の手のひらへと戻す。

  

  我看着自己的手掌，握紧，再张开。

  　私は自分の手のひらを眺めて、握って、開く。

  

  

  「……雷米？」

  「……レイメ？」

  

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  大功告成。

  　大詰めだ。

  

  部队编成大致上完成了。计划先经由欧达纳，从驻留弗利克提拉的魔族军那里领取物资。

  　部隊の編成は概ね済んでいる。一度アウタナを経由してフリクテラに駐留している魔族軍から物資を受け取る算段だ。

  

  明天就要出发的行军前一天。我一如往常地换好衣服后，前往佣人房。

  　出発を明日に控えた行軍前日。私はいつものように着替えを済ませると、使用人室に向かった。

  

  为了带琪优离开。

  　キエルのやつを連れ出すためだ。

  

  

  我叫了已经换上类似女仆装的佣人服的琪优。因为不是要让她打扫房间，所以犹豫要不要给她戴上手铐，但考虑到今天要带她去的地方，应该不需要吧。

  　既にメイド服のような使用人服に着替えていたキエルを呼ぶ。部屋の掃除をさせるわけではないからと手枷を付けようか迷ったが、今日連れ歩く場所を考えれば不要だろう。

  

  

  「琪优。」

  「キエル」

  

  

  我出声呼唤已经在佣人房前待命的琪叶。

  　既に使用人室前で待機していたキエルに声を掛ける。

  

  她没有回应。不过，转头看向我的琪叶，脸上表情十分阴沉。

  　返事はない。が、私に顔を向けたキエルの顔は曇っていた。

  

  怪了。如果是昨天以前，她应该会率先瞪着我吧。在正式行军之前就意志消沉的话，买下这家伙的意义就荡然无存了，希望她别这样。要是她没有适度地憎恨我，我也没办法拿出干劲。

  　はて。昨日までなら真っ先に私を睨みつけてこようものであったが。本格的な行軍を行う前に意気消沈されてもこいつを買った意義を失うのでやめて欲しいが。程よく私を憎んでもらわなくては、私も張り合いがない。

  

  你露出那种表情，等亲眼目睹我威胁法尔托玛雷的模样之后再说吧。

  　お前がそんな顔をするのは、私がファルトマーレを脅かすさまをその眼で見てからでいい。

  

  

  「走咯。」

  「行くぞ」

  

  

  总之她没有回应，不过看得出她有意跟着我走，所以我毫不在意地转过身迈开步伐。

  　とりあえず返事はなかったが私についてくる意図は見られたので構わず私は踵を返し歩き出す。

  

  不出所料，琪叶跟在我身后走着。

  　案の定、キエルは私の後をついて歩いてきた。

  

  她的脚步声感觉比平常还要安分。

  　その足音は、いつもよりもおとなしく感じた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  魔王城内，兵站场。

  　魔王城内、兵站場。

  

  为了明天的行军，现在这里挤满了忙着准备行军物资的魔族。

  　行軍を明日に備えた今、あわただしく行軍用の物資準備を行う魔族達で溢れかえっていた。

  

  我穿梭在魔族之间行走。留意着拼命跟上来的琪叶的脚步声没有走远，同时来到事先指示佐夫准备行军用物资的地方。

  　私は魔族たちの合間を縫いながら歩く。必死についてくるキエルの足音が遠ざからないよう留意はしてやりながら、私があらかじめ指示しておいた物資を行軍用に準備しているゾフの所へやって来た。

  

  

  「大小姐，您醒得真早。」

  「お嬢、お早いお目覚めで」

  

  「没你那么早啦。辛苦了。」

  「お前ほどじゃないよ。ご苦労」

  

  

  佐夫一注意到我，立刻跪下向我致意。

  　ゾフは私に気づくとすぐに跪いて挨拶をした。

  

  我环顾四周，看到佐夫率领的地上部队队员正忙着将物资装进木箱。半兽人和哥布林都很卖力工作，欧德也……嗯，应该算很努力吧。

  　周囲を見ればゾフ率いる地上部隊員が受け取った物資を木箱やらに詰めている最中であった。オークやゴブリンがよく働いている。オドも……まあ、頑張っている方だろう。

  

  

  「准备得如何？」

  「準備のほどはどうか」

  

  

  我抬头看着站起身的佐夫，询问事情的进展，结果他回答大致上都很顺利。

  　立ち上がったゾフを見上げながら首尾を聞けばおおむね順調との事だった。

  

  嗯，当然。

  　まあ、最も。

  

  因为物资几乎都事先运进弗利克德拉，再从那里重新进行行军准备，所以从魔王城带出来的物资数量有限。

  　物資の殆どは先んじてフリクテラに運び入れ、そこで改めて行軍準備を行う手筈であるから、魔王城から我々が持ち出す物資はたかが知れているしな。

  

  这时，佐夫看向了凯尔。我也跟着看过去，发现凯尔因为畏惧我的视线而缩成一团。

  　と、ゾフがキエルに目を向けた。私も併せて目を向ければ、視線に怯えたように縮こまっていた。

  

  看到凯尔胆怯的模样，我只觉得不快。

  　私はそんなキエルの怯える姿にはほぼ不快感しかなかった。

  

  那群人类做了那么多坏事，如今自己面临危机，竟然还装出一副弱者的模样乞求我的慈悲，真是肮脏。不过，即使心中有这种想法，看着胆怯的仇敌，还是让我觉得不吐不快。

  　人間連中が、あれだけの非道をしておいて今更自分に危機が迫れば弱者を装って慈悲を請う。汚らわしい有様ではないか。だが、そんな感情の中でもやはり、怯えふためく仇敵を眺めるのは留飲の下がる思いがある。

  

  不过，凯尔似乎只对佐夫表现出胆怯的样子。

  　が、どうもキエルはゾフに絞って怯えを見せているな。

  

  啊啊，对了。因为袭击杰米亚诺宅邸的人是佐夫，所以当时应该见过面吧。

  　ああ、そうか。ゼンビアーノの屋敷を襲撃したのはゾフだから、その際に顔合わせはしているはずだものな。

  

  

  「大小姐，您要带着这个人类走到什么时候？」

  「お嬢、この人間いつまで連れ歩くんで？」

  

  

  不过，佐夫似乎完全不记得琪优的存在。虽然我无从得知，但琪优在害怕的侍女们之中，是唯一表现得坚强的人，佐夫曾经为此感到佩服，但琪优却完全不记得他。

  　当のゾフはキエルの事など全く覚えていないらしかった。私は知る由もなかったが、怯えふためく侍女たちの中で唯一気丈に振る舞っていた様を一度はゾフに感心されていたにも拘らず、だ。

  

  对琪优来说，佐夫是直接造成她受害的人，她当然会害怕吧。

  　キエル側からすれば直接的に被害を受けた相手。それは恐ろしくもなろうか。

  

  我哼了一声，回应佐夫。

  　私はふん、と鼻を一度ならしてゾフに応える。

  

  

  「一直。行军的时候也会带着她。我想你应该知道，要是你敢擅自吃掉她，我可不会饶过你。」

  「ずうっとだ。行軍にも連れていく。分かっていると思うが、勝手に食ったりしたら許さんぞ」

  

  「我知道。小姐也真是坏心。」

  「わかってまさあ。お嬢も人が悪い」

  

  

  听到我们两人在眼前开着玩笑，琪优浑身颤抖。对被捕食的一方来说，这可不是开玩笑。

  　目の前でやり取りされる私たちの冗談めいた会話にキエルは震えあがっていた。被捕食側からすれば冗談ではないというわけだ。

  

  琪优，你应该懂吧。

  　わかるだろう、キエル。

  

  过去我被幽禁在外托纳宅邸的地下室时，奥托纳伯爵夫人和杰迈因亚诺在牢笼前谈笑风生，我尝到的屈辱和恐惧，比现在的你还要严重。多少理解我真正的恨意吧。

  　かつて私がアウタナの屋敷の地下に幽閉されていた時、檻の前で面白おかしく談笑していたアウタナ伯爵夫人とゼンビアーノに、私は今のお前よりもよっぽど屈辱と恐怖を味わわされた。多少は私の持つ本当の恨みを理解しろ。

  

  

  「琪优，要是离我们太远，会被咬哦。」

  「キエル、私たちからあまり離れると齧られるぞ？」

  

  

  我轻笑着这么说，琪优脸色发青，战战兢兢地缩短与我们之间的距离。

  　クスクスと笑いながらそう言ってやれば、顔を青くしておずおずと私たちとの距離を縮めた。

  

  我见状，带着佐夫迈开步伐。

  　それを認めたのち、私はゾフを伴い歩き出す。

  

  

  

  我环顾四周，与报告进度的索夫并肩而行，同时低声说道：

  　私は周囲を眺めつつ、進捗を報告するゾフに並んで歩きながらつぶやいた。

  

  

  「士气很高昂呢，半兽人和哥布林都行动自如。」

  「士気が高いな。オークやゴブリンが良く動く」

  

  「那是当然的。」

  「そらそうでさ」

  

  

  我随口说出的话，让索夫以喜形于色的语气回答。

  　何とはなしにつぶやいた言葉にゾフが喜色を浮かべた声色で答えた。

  

  

  「虽然当诱饵让人很不爽，不过多亏了小姐，我们终于想到一个可以挫挫那些人类锐气的作战计划了。」

  「囮ってのが気に食わねえが、ようやっとこさ人間どもの鼻をあかしてやれる作戦にあり付けたんだ。お嬢のおかげでさ」

  

  「怎么突然说这个？」

  「何だ急に」

  

  「要是小姐没来，我们只会在这座魔王城里腐烂而已。我很感谢你。」

  「お嬢が来なけりゃ俺たちはこの魔王城で腐るだけだった。感謝してますぜ」

  

  

  索夫的话中，感觉混杂了奉承与真心。不过，这样也好。

  　ゾフの言葉には世辞と本心が混ざり合ったようなものを感じた。だが、それでもいいだろう。

  

  但是，太过松懈可不好。

  　しかし気が緩みすぎるのは良くない。

  

  

  「别因为还没开始就得意忘形，索夫。等拿出成果之后，再盛大地喝个酒庆祝吧。用他们的头盖骨当酒杯。」

  「まだ始まっても居ないことに浮かれるなよ、ゾフ。結果を出し、しかる後に盛大に喜び酒でも飲め。やつらの頭蓋骨を盃にしてな」

  

  「小姐说出了很可怕的话呢。」

  「お嬢は恐ろしい事をいいなさる」

  

  

  是吗？我自认是幽默。我这是在效仿织田信长讨伐浅井长政等人后，用他们的头盖骨制作骷髅杯喝酒的逸闻，没想到索夫会退避三舍。

  　そうだろうか。ユーモアのつもりだったんだが。かつて織田信長が浅井長政らを討ち取り、その頭蓋骨を以て髑髏盃を製作し酒を飲んだという逸話にちなんだのだが、引かれてしまうとは。

  

  话说回来，如果是索夫，应该会很普通地这么做吧。我抱着有点无法释怀的心情，绕完兵站一圈后，把后续交给索夫，带着凯尔移动。

  　というかゾフくらいなら普通にやりかねないだろうに。少しだけ腑に落ちない思いを抱きながらぐるりと兵站場を回り終えると、ゾフに後を任せてキエルを連れて移動した。

  

  

  ……好了。

  　……さて。

  

  

  今天还有一件预定事项。

  　今日の予定はあとひとつ。

  

  现在正好是正午。

  　丁度正午である。

  

  

  「……还有工作？」

  「……まだ仕事が？」

  

  

  忽然，琪叶开口。

  　ふと、キエルが口を開いた。

  

  

  毕竟今天是第一次像这样从早上就带着她到处跑，所以她看到我为了工作四处奔走的模样，应该很惊讶吧。

  　まあ今日のように朝からずっと連れまわすことは初めてだったから、私が色々と仕事に奔走している姿に驚いたのだろう。

  

  

  「还有一件。老实说我很讨厌，但无法拒绝，所以只能做。」

  「あと一つある。正直嫌嫌だがな。断れんものはやるしかない」

  

  

  我边叹气边回答，琪叶歪头。

  　私がため息とともにそう答えてやると、キエルは首を傾げた。

  

  没错，我很讨厌。下一件工作，讨厌到极点。

  　そう、嫌なのだ。次の仕事は。とてつもなく嫌だ。

  

  但是，既然是魔王大人的直接命令，就不得不做。

  　だが、魔王様直々の命令とあらばやらざるを得まい。

  

  我带着琪叶，依照艾尔克罗的呼唤，来到魔王城的某个房间。

  　私はキエルを連れたまま、エルクーロ様に呼ばれた通り魔王城の一室へとやってきた。

  

  老实说，这件事我完全提不起劲。

  　正直、全く気が進まない用事だ。

  

  应该说，我好想立刻转身逃走。一开始我以为应该有拒绝权，所以老实告诉艾尔克罗我很讨厌，但艾尔克罗却很难得地用魔王大人的命令为由劝我放弃。明明说行军的话会帮我跟魔王大人求情！就我来说，我比较希望他帮我求情！

  　というか今すぐ踵を返して逃げ出したい。始めは拒否権もあろうかとおもってエルクーロ様に正直に嫌だといったものの、珍しくエルクーロ様に魔王様の命令なので諦めてくれと諭される結果となった。行軍に関しては魔王様にとりなしてみると言っていたくせに！　私からすればこっちを取りなしてほしかった！

  

  但是，不能一直对无法实现的事情耍任性。快点结束吧。这就是我的想法。

  　しかし無理なものにいつまでも駄々をこねるわけにもいかない。さっさと終わらせる。これに尽きる。

  

  至于那件工作。

  　その、仕事とは。

  

  

  「游行？」

  「パレード？」

  

  「好像是这样，这是所谓的阅兵典礼。我想是为了提升魔族军整体士气的活动。」

  「そういうことらしい。観兵式というやつだ。おそらくは魔族軍全体の士気向上の為のものだ」

  

  

  我们军队要参加诱敌行军，所以要举办阅兵典礼。

  　囮行軍に出る我々の軍のお披露目式。

  

  其实我并不想做这么引人注目的事，不过提升士气当然也是宣传我存在的大好机会，所以不能不做。然而，这也会带来危险。我当然有先问过艾库罗大人。

  　本当はそんな目立つことは嫌だったのだが、士気向上は勿論私の存在を大々的にアピールするチャンスでもあったから無碍にもできなかった。しかし、危険も孕む。私は勿論エルクーロ様に問うていた。

  

  

  『大肆宣传我的存在，恐怕会让民众的不满转向军方。』

  『大々的に私という存在を持ち上げるのは民の不満が軍部に向く恐れもあるかと』

  

  『的确，如果把身为人类的你拱出来，对人类深恶痛绝的人不会接受。不过，你已经拥有攻陷欧达纳和弗利克提拉的实绩，大肆宣传你的事迹有其意义。毕竟这是魔王大人提议的。』

  『確かに、人間である君を担ぎ上げれば人間に深い恨みを持つ者たちは納得すまい。だが、既にアウタナとフリクテラを陥落させた実績を持つ君の姿を大々的に曝すことには少なからず意味がある。なにせ、魔王様が発案したのだからな』

  

  『可是……应该也有民众不乐见把像我这种小孩送上战场吧？』

  『しかし……私のような幼子の姿の者を戦場に送り出すことによく思わない民衆もいるのでは？』

  

  『……这样啊，不认识你的人或许会这么想。不过，这不成问题。』

  『……そうか、確かに君を良く知らない者はそう思うやもしれないな。だがまあ、問題あるまい』

  

  『……怎么说？』

  『……といいますと？』

  

  『魔族的年龄与外表不一定一致。也有像你这样小，但比我年长的魔族。而且你没发现吗？先不论外表，以小孩来说，你的气质有点成熟。所以一定很适合。』

  『魔族の年齢と容姿は必ずしも一致しない。君のように小さなもので私より歳を重ねたものもいる。それに、気づいていないのか？　君は見た目はともかく子供というには少々、雰囲気が大人びているからな。だからきっとよく似合うはずだ』

  

  『……？』

  『……？』

  

  

  这时。

  　と。

  

  虽然对话途中我听不懂，但既然她这么说，我也做好了觉悟。可是——

  　途中理解できない会話こそあれ、そんなやりとりが合った手前私も腹をくくるにはくくっていた、のだが。

  

  

  

  「我可没听说要穿这个！」

  「これは聞いていないぞ！」

  

  

  我放声大喊。

  　私は絶叫していた。

  

  我身边已经挤满抱着布料，面带笑容的魔族佣人们。

  　私の周囲には既に布を抱えて笑顔の魔族の使用人達が取り囲むようにして迫ってきている。

  

  没错，布。他们手中握着的布料，正是类似礼服的衣物。

  　そう、布。その手に握られた布々。それはまさしく、ドレスのような代物だ。

  

  我又不是要去参加派对！如果是参加阅兵典礼，应该穿军服正装才对吧！

  　パーティに出るわけでもあるまいに！　軍事パレードなら軍服正装で臨んで然るべきものだろうが！

  

  再说，你们敢穿这种充满荷叶边的礼服看看！感觉走一步就会跌倒！就算不是这样，我一开始也是心不甘情不愿地穿上睡衣，最近才终于习惯。我心中残留的男性，坚决拒绝穿上这种装饰着大量荷叶边的礼服！

  　大体、そんなフリフリのドレスなんか着てみろ！　一歩動けば転んでしまいそうだ！　そうでなくとも、ネグリジェにだって初め嫌々身に着けていて、最近やっと慣れて来たのだ。フリルの盛大にあしらわれたドレスなどという服装は流石に私の中に残る男性が断固として拒絶する！

  

  我脸色苍白地抵抗。

  　私は顔を真っ青にして抵抗した。

  

  

  「不要！我才不要穿那种东西！」

  「嫌だ！　私は着ないぞそんなもの！」

  

  「一定很适合您。」

  「きっとお似合いですよ」

  

  「来来，穿上吧。」

  「ささ、お召しを」

  

  

  这些家伙为什么笑得这么开心！

  　こいつらなんでこんな笑顔なんだ！

  

  这也是魔王大人的指示吗？很有可能……！他可能只是想看我厌恶的样子来取乐！

  　これも魔王様の指示なのか？　あり得る……！　私の嫌がる様を眺めて面白がる魂胆な可能性さえある！

  

  现在我终于明白，艾尔克罗大人的「放弃吧」这句话，也包含了这个意思。还有「你应该很适合」这句话！他早就知道了。所以那个时候他才会露出那种遥望远方的眼神。怎么可能适合！

  　エルクーロ様が言った諦めてくれという言葉には、これも含まれていたのではないかと今ならわかる。そして、似合うはずだというセリフ！　彼は知っていたのだ。だからあの時彼はあんなに遠い目をしていたのだ。似合う訳ないだろ！

  

  虽然我试着抵抗，但终究敌不过魔族。我转眼间就被脱光，然后迅速换上礼服。

  　そうしてなんとか抵抗を試みるが結局魔族にかなうはずもなく。私はあっという間に身包みをはがされ、てきぱきとドレスへと着替えさせられたのだった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  「哇啊。」

  「わあ」

  

  

  看到我非自愿地改变外貌，琪优开口第一句话就是这个。

  　不本意の極みに至りつつ生まれ変わった私の姿を見たキエルが開口一番そんな声を上げた。

  

  她的眼神就像在看什么奇怪的东西。就算你没这么想，我自己也这么觉得。

  　奇異なものを見る目だ。お前なんぞに思われなくても自分で思っている。

  

  我啧了一声，皱着眉头瞪着她。

  　舌打ちをしながら眉根をぴくりと震わせながら睨んでやる。

  

  我现在穿的衣服完全不是军人的打扮，而是参加社交派对的高贵女性。而且不是我这种身高穿的小孩用礼服，完全是淑女用的设计。不管怎么想都是特别订制的。魔王大人到底在想什么？

  　今の私の恰好はとてもではないが軍人のそれではない。社交パーティーに出るやんごとなき身分の女性のものだ。それも、私の背丈のような子供用ではない。完全に淑女向けのデザインと見た。どう考えてもオーダーメイドだ。魔王様は何を考えているのか。

  

  不只仔细化妆，还帮我戴上像头纱一样的发饰。

  　ご丁寧に化粧までされた挙句、ベールのようなものが広がる髪飾りまでセットと来た。

  

  这样就算自称军人或将军，也只会被嗤之以鼻吧。

  　これで軍人です将軍ですと言ったところで鼻で笑われるだけだろうに。

  

  

  仆人们都称赞我「很适合哦」，但我一点也不高兴，只觉得不快又丢脸。这样还不如全裸。

  　使用人共が「よくお似合いですよ」とおだててくるが全く嬉しくない。不快だ。そして恥ずかしい。これなら全裸の方がましだ。

  

  我拼命告诉自己这是工作，让自己冷静下来。

  　私は必死にこれは仕事だと自分に言い聞かせながら心を落ち着けにかかる。

  

  没错，这是工作。赶快结束脱掉就好。走路时只要提起裙摆就好。我不懂淑女的礼仪，只要用坚毅的态度面对就好。很好，很好。

  　そう、仕事。さっさと済ませて脱げばいい。歩くときは裾でも持ち上げればいい。淑女の作法など知らないのだ。毅然とした態度で臨めばいい。よし、よし。

  

  

  我这么深呼吸时，房门打开，几名魔族刚好进来。

  　そう深呼吸していると、部屋の扉が開き、タイミング良く数名の魔族が入ってくる。

  

  然后他们看到我的模样，各自做出反应。

  　そして彼らは、私の姿を見て思い思いの反応を零したのだ。

  

  

  「小姐……！这还真是……哦，这还真是……」

  「お嬢……！　こいつぁ……ほぉ、こりゃあなかなか……」

  

  「……真惊人。这身打扮很适合公主。」

  「……驚いた。姫に良く似合っておいでだ」

  

  「啊、啊啊，我美丽的恶魔……太可爱了……而且太美了……」

  「あ、ああ、我が麗しの悪魔……愛らしすぎますわ……それでいて美しすぎますわ……」

  

  

  「你们……」

  「お前たち……」

  

  

  我只能用僵硬的表情厌烦不已。

  　私はもはや引きつった顔でひたすらにげんなりするばかりだ。

  

  我亲爱的队长们自顾自地点头，摆出佩服的模样，一脸不知道我心情的表情围在我身边。

  　好き勝手に頷いたり感心したそぶりを見せる我が親愛なる隊長諸氏は、私の心境など知らん顔で私を囲む。

  

  话说为什么你们都穿着普通的军服？太奇怪了吧？太不公平了。话说游行的主旨到底是什么？

  　というかなんでお前たちは普通に軍服なんだ。おかしいだろう。不公平極まる。というかもはやパレードの趣旨はなんなんだ。

  

  啊啊，可恶！头好痛。

  　ああ、くそっ。頭が痛い。

  

  

  

  「嘲笑我这个换装娃娃很好玩吗？」

  「着せ替え人形の私を笑って楽しいか？」

  

  

  我恶狠狠地瞪着所有人，他们却全都摇头，和周围的仆人们一样笑个不停。我忍不住用手指按住眉间。

  　ギロリと目を光らせて一同を睨み上げるが、連中はそろって首を横に振るものの周りの使用人たち同様にやにやと笑みを絶やさない。私は思わず眉間に指をあてた。

  

  库托拉和索夫露出笑容，眼神却莫名地平静（索夫刚才稍微忍着没笑，之后给我记住），托涅双手捧着脸颊，扭来扭去的很恶心。

  　クォートラとゾフは笑顔で妙に穏やかな目をしているし(ゾフは少し笑いを堪えていたので後で覚えておけ)、ツォーネは両手を頬に当てくねくねと気持ち悪い。

  

  只有被魔族包围的琪耶尔感到害怕，脸上露出困惑的神色。明明我才是最困惑的人。

  　唯一キエルだけが魔族に囲まれて怯えている。その顔には困惑の色だ。私が一番困惑しているというのに。

  

  

  就在这时，艾尔古索大人终于来迎接我们了。

  　そんな折、やっとエルクーロ様が我々を迎えに来た。

  

  虽然觉得抱怨一、两句应该会被允许，但艾尔古索大人看到我后，开口第一句话就是「很适合你哦」，让我立刻放弃一切。

  　文句の一つや二つ言っても許されるとは思ったが、エルクーロ様の私を見ての開口一番のセリフである「似合っているぞ」の一言でもう全てを諦めた。

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  游行和刚才试穿衣服时的喧嚣相反，和我心中的常识相同。

  　パレードは先ほどの仕立ての折の喧騒とは裏腹に、私の中の常識通りのものだった。

  

  艾尔克罗大人的部下将军也集合起来，列队在魔王城内行进。至于我，则是佐夫和库尔特拉走在前面，托泽和吉耶尔走在后面，艾尔克罗大人则走在旁边。

  　エルクーロ様の配下の将軍も集い、列をなして魔王城を練り歩く。私はと言えば、前にゾフとクォートラ、後ろにツォーネ、そしてキエル。隣をエルクーロ様が歩いている。

  

  这是一场有模有样的游行。不过因为礼服不好走，再加上单纯是步伐的问题，要列队行进相当累人。

  　様にはなったパレードだ。しかしドレスの歩きにくさと単純に歩幅の問題で、練り歩くのは相当に骨は折れた。

  

  游行的主题大致上是，身为攻陷欧达纳和弗利克提拉的将军，我将前往执行诱敌行军的任务，以及拥戴我的四天王艾尔克罗大人终于要行动，鼓舞预感战争将更加激烈的民众。

  　パレードの主題は概ね、アウタナ及びフリクテラ落としを為した将軍たる私が囮行軍という勤めに向かう事と、私を擁する四天王エルクーロ様がついに動くことで戦争の激化を予感した民衆を鼓舞するのが目的だった。

  

  魔族们在左右列队，眺望我们的游行，他们的眼神明显对我充满期待。

  　左右に列を為し私たちのパレードを眺める魔族たちの目には私たちへの期待がありありと見受けられた。

  

  不过，其中也有几道视线毫无疑问是看向身为「小恶魔」的我。

  　しかし、いくらかの視線は間違いなく「小さな悪魔」たる私に向けられている。

  

  

  「那就是传闻中的小恶魔吗？我第一次看到艾尔克罗大人麾下的将军。」

  「あれが噂の小さな悪魔か。エルクーロ様お抱えの将軍、初めて見たぜ」

  

  「那就是连续攻陷欧达纳和弗利克提拉的魔将军？长得挺可爱的。」

  「あれがアウタナとフリクテラを立て続けに落とした魔将軍なの？　随分と可愛らしいのね」

  

  「我在街上看过她几次，感觉完全不一样。」

  「俺は何度か街で見かけたが、随分雰囲気が違うな」

  

  「她可是人类哦，而且还是小孩……魔王大人和艾尔克罗大人应该也有他们的考量……」

  「あれは人間だぞ。それも子供……魔王様やエルクーロ様にも考えあってだろうが……」

  

  

  这些并非小声交谈的对话，在喧嚣中确实传进我的耳里。

  　小声で話すわけでもないそういった会話は喧騒の中にあって私の耳にしっかりと届いていた。

  

  除了穿着礼服与现场不搭调之外，人类公然担任魔将军建国游行的主角，也让她产生了某种不单纯是感叹的感情吧。

  　ドレスを着こんだ姿という場のそぐわなさもさることながら、改めてこう大っぴらに人間が魔将軍の地位にあり、パレードの主役であることに、単純な感嘆ではない感情を抱いているのだろう。

  

  我因为穿着礼服很难走路，以及旁人的视线让我感到不自在，而露出苦闷的表情，这时旁边的艾尔克罗提醒我。

  　歩きにくさやそういった視線での居心地の悪さから苦い表情をしていると隣のエルクーロ様に注意をされた。

  

  

  「别露出那种表情。至少今天希望你能笑着面对铁面具。」

  「そんな顔をするな。今日くらいは鉄の面を取り笑って居て欲しい」

  

  

  听到这句话，我眯起眼睛，露出有些怨恨的表情。

  　その言葉に私は目を細め、少し恨めしく思いながらむくれて見せた。

  

  

  「你让我穿这种衣服，还说这种话？」

  「このような衣装を着せておいて何を言っているのですか」

  

  「别这么说，形象很重要。虽然你可能会觉得刺耳，但总比身为人类的你穿着正装游行要好。就当作是提升人气的政治宣传吧。」

  「そう言うな。イメージは大事だ。君には耳が痛いかもしれないが、人間である君が正装で練り歩くよりは良い。人気集めのプロパガンダと思ってくれ」

  

  

  魔族口中居然会说出政治宣传这种词，让我吓了一跳。

  　魔族の口からプロパガンダなどという言葉が出てくるとは驚いた。

  

  不过，确实是这样没错。就算是战争政治，也会制作女性士兵露出微笑的海报来提升士气。

  　しかしまあ、そういう物なのだろうか。戦争政治とはいえ士気を上げるために女性兵士がにこやかに笑うポスターなんかを作ることもあるのだったか。

  

  虽然提升形象的广告都会找女性模特儿，但既然如此，让托泽去做不就好了？我立刻想到，那家伙的评价太差，反而可能会让形象变差。

  　イメージアップ広告には女性モデルがつきものではあるが、それならツォーネにやらせればよかっただろう、と考えてすぐにあいつの評判の悪さからかえってイメージダウンになりかねないと思いいたる。

  

  这么一来，就只有我了。

  　となれば必然的に私しかいないわけか。

  

  

  

  「克莱儿，大家都在看你。你可以挥挥手。」

  「ココット、皆が君を見ている。手でも振ってやるといい」

  

  

  

  艾尔克罗大人优雅地挥手说道。军事阅兵是这样的活动吗？这个疑问已经没有意义。对魔族来说，这肯定和我知道的阅兵不同。

  　エルクーロ様は優雅に手を振りながら私に言う。軍事パレードとはこういう物だっただろうか？　という疑問はもはや意味はない。魔族にとってのそれは、きっと私が知るものとは違うのだろう。

  

  我放弃挣扎，对声援的魔族民众露出僵硬的笑容，轻轻挥手。

  　私はあきらめて、声援やらを送ってくる魔族の民衆に引きつった笑顔を向けて軽く手を振った。

  

  年幼的魔族少女和妇人们，都用看着憧憬或宠物般的眼神看着我，让我感到厌烦。虽然还能听见零星的质疑声，但大部分都是在为我们加油。而且有很多声援都是针对我。就算被称赞可爱，我也一点都不高兴。我感觉自己好像变成偶像了。真是的，我到底在做什么。再说我……很讨厌这副身体。」

  　小さな魔族の少女たちや、婦人達が憧れや愛玩物を見るように目を輝かせているのでげんなりする。不信の声もまだちらほら聞こえるが、概ね我々を応援するような声が大多数だ。しかも私にのみ向けられた声援も多い。可愛いだとか言われても微塵にも嬉しくない。まるでアイドルにでもなった気分だ。この私が。役違いにもほどがあるぞ、まったく。そもそも私は……この体が嫌いなのだから。

  

  

  （不过，这就是政治宣传……吗？）

  （しかし、プロパガンダ……か）

  

  

  真是文明的作法。不过这么一想，为什么魔族至今都轻视战争中的战术呢？

  　ほとほと文明的だ。だがこう思えばこそ、何ゆえにこれまで魔族は戦争において戦術を軽視してきたのだろうか。

  

  虽然我能理解他们重视自身力量的自尊心有多高，但我不懂为什么拥有如此文明文化的魔族，会在战争这种政治行为上不用脑。

  　己の力をこそ何より重んじるプライドの高さは理解できるが、それだけでここまで文明的な文化を持つ魔族が戦争という政治において頭を使わない理由は不明だった。

  

  因为就算和艾库罗大人交谈，他也不是会命令部下采取鲁莽突击战术的人。

  　エルクーロ様と話していても、短絡的な突貫戦術を部下に命じるようなタイプではないのだから。

  

  实际上，明天要出发的诱饵行军就是最棒的战术。

  　現に明日より出立する囮行軍などは戦術的作戦の最もたるものだ。

  

  不过我对这方面的事情有兴趣，但不重要。未来比过去重要。只要由我率领，多少能进行战术性的战斗。只要教魔族战斗的弱点，就能证明他们能攻陷城镇。

  　まあ、そのあたりは興味はあるが大事ではない。過去より未来が大事だ。私が率いれば多少なりと戦術的な戦闘が行える。魔族に戦いの搦め手を教えれば、街が落とせることは立証済み。

  

  嗯，这么一想，这场游行以庆祝我出征的活动来说，感觉很棒。

  　まあ、そう考えればこのパレードは私の門出を祝うものとしては素晴らしくも思えるか。

  

  虽然我对服装还有意见，但这时候就入乡随俗吧。

  　服装に関しては未だに文句があるが、ここは郷に入っては郷に従え、だな。

  

  我拼命压抑想逃离现场的羞耻感，露出假笑走在路上。

  　私は恥ずかしくて逃げ出したい気持ちを必死に抑えて作り笑いを浮かべて歩く。

  

  我受到期待，回应期待也是我的工作。就算有人对我抱持不信任，也能靠累积更多成果来洗刷吧。

  　期待されているのだ、応えるのも仕事。私への不信の声も、成果がより蓄積されることで洗い流せるだろう。

  

  魔族重视实力。正因为明白这点，我反而要抬头挺胸。

  　実力主義の魔族。それをわかっているから、かえって堂々としていよう。

  

  我露出有点僵硬的笑容，同时放弃思考不想思考的事情。

  　私はまだ若干引きつり気味の笑みを見せ、同時に考えたくないことを考えるのを辞めた。

  

  唉，真想快点离开城镇，前往战场行军。

  　ああ、早く街中ではなく、戦場を行軍したいなあ。

  

  耳边传来人类的惨叫，而不是欢呼。

  　歓声ではなく、人間どもの悲鳴を聞きながら。

  

  我的愿望一定马上就会实现。

  　私の望みはきっと、もうすぐ叶う。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  艾尔克罗大人的表情变得复杂。

  　そんな私を、エルクーロ様は複雑な表情で見ているのだった。

  

  

  

  

 
  ＃４４ epilogue：行く者と送る者、そして。

  ＃44 epilogue：离去者与送行者，以及——

  　

  

  

  

  

  

  游行的隔天。

  　パレードの翌日。

  

  米莱儿在明天早上出发。我目送着排成长长队伍前往弗利克提拉的人们，一直用手指按着眉间。

  　明朝、ココットは出立した。長蛇の列でフリクテラへ向かう者たちの影を見送りながら、私はずっと眉間に指をあてていた。

  

  

  没能阻止她，让我很不甘心。

  　止めてやれなかったのが悔やまれる。

  

  诱饵行军。正如其名，是负责吸引敌人目光的任务。基本上不会隐藏行踪，而是边走边强调「我们在这里哦」的存在感，因此也有可能遭受袭击。

  　囮行軍。その名の通り、敵の目を惹きつける役目。身を隠し進むのではなく、基本的には我々はここにいるぞと存在感をアピールしながら進む事となるために、強襲を受けることも考え得るものだ。

  

  那是很有可能变成死亡之旅的高难度行军。

  　それは死出の旅となることが濃厚な、難易度の高い行軍。

  

  

  

  魔王大人就是因为这样，才会交给克莱儿。

  　魔王様は、だからこそココットに任せたのだ。

  

  而且，这未必是相信克莱儿的实力才交给她。

  　そしてそれは必ずしもココットの力量を信用して任せると言ったものではない。

  

  

  克莱儿和她率领的魔族。

  　ココットと、率いられる魔族達。

  

  被人类率领，有些问题的魔族们。

  　人間に率いられる、なにかしらの問題のある魔族達。

  

  共通点是，那些人都是有些失控的复仇者。

  　共通するのは、かの者たちがどこかしらタガの外れた、復讐者である事。

  

  克莱儿手下的库欧特拉和佐夫，也曾因此一时惹魔王大人不悦。托泽就更不用说了。

  　ココット配下のクォートラやゾフも、それで一時魔王様の不興を買っていた。ツォーネは、言わずもがな。

  

  这是那些人执行的作战。成功的话当然好，失败也不会有损害。因为是长期行军，也能顺便赶走麻烦。最重要的是，可以享受人类幼女威胁人类的模样。

  　そんな者たちの行う作戦だ。成功すれば良し。失敗しても損害はない。長期間行軍となるから、厄介払いにもなる。何より、人間の幼女が人間を脅かす様を楽しむこともできる、と。

  

  魔王大人毫不隐瞒地对我这么说。

  　魔王様は、私に包み隠さずそう語った。

  

  

  所以，至少在行军前一晚，就盛大地送她一程吧——于是我们策划了游行，将克莱儿打扮得花枝招展。

  　だから行軍前夜くらいは派手に送り出してやろうではないか、とパレードなど画策し、ココットをこれでもかと飾り付けた。

  

  我们心想，如果她战死时，至少能以英雄的身份受到祭祀，也能提升民众的战意。

  　戦死した時に、せめて英雄として祀ってやることで民衆の戦意向上にもつながる、と。

  

  一切都遵照魔王大人的旨意，战争逐渐演变。

  　全ては、魔王様の御心のままに、戦争が推移していく。

  

  魔王大人突然对法尔多玛雷宣战的理由，原本就无人知晓。众说纷纭。

  　元より魔王様が突然ファルトマーレに宣戦布告した理由も知る者はいない。推測はいくつも飛び交ってはいる。

  

  为了受到人类欺凌的魔族挺身而出的英杰。

  　人類に虐げられてきた魔族たちの為に立ち上がった英傑。

  

  为了执世界之牛耳的伟大野心而进军。

  　世界を牛耳るという大いなる野望の為の進軍。

  

  抑或，单纯只是打发时间。

  　あるいは、単なる暇つぶし。

  

  或许是其中一种，也有可能都不是。

  　どれかかもしれないし、どれでもないかもしれない。

  

  魔王大人就是这样的存在。

  　魔王様は、そういうお方なのだ。

  

  所以，看到克莱儿获得那位大人青睐，我原本打算如果她不希望战斗，就由我来庇护她。可是她却走了。那女孩心中的恨意，深沉得令人恐惧。

  　だから、そんな方のお眼鏡に適ってしまったココットを見て、戦いさえ望まないのであれば私が庇護するつもりであった。しかし彼女は行ってしまった。あの娘の抱える恨みは、恐ろしく深く黒いものだった。

  

  我原本以为她年纪太轻，思考僵化，满脑子只想着复仇，但并非如此。那女孩拥有的理性精神，不是幼童会有的。正因如此，和她一起举办茶会，对我来说也是种不错的放松，和拥有有趣观点的她对话，也让我在努力理解战术上有所收获。

  　年若いせいで思考が固まり、復讐しか考えられないのかとも思ったが違う。あの娘の持ちうる理性的な精神は、幼子のそれではない。だからこそ、私も彼女との茶会はそれなりに息抜きにもなり、またどうにも面白い着眼点を持つ彼女との会話は、戦術というものの理解に努めて有意義でもあった。

  

  而正因为她的理性……也确实让她被复仇束缚。

  　そして、理性的であるがゆえに……復讐に縛られているのも確かだった。

  

  她轻视自己。

  　彼女は、自分を軽視している。

  

  我隐约有这种感觉。我预测她应该很讨厌自己。

  　それは薄々感じていた。彼女は自分が嫌いなのだろうと、予測は立っていた。

  

  但她在用餐时偶尔会露出的纯真表情，毫无疑问是她的真心。

  　だが食事をしている時にたまに見せる純粋な表情は、間違いなく彼女の本心なのだ。

  

  

  

  我想劝她，她可以幸福。

  　幸せになってもいいのだと、諭してやりたい。

  

  在那天邀她用餐的夜晚，我说过她可以放弃诱敌行军。

  　囮行軍を辞めてもいいのだと、あの日食事に誘った夜に言った。

  

  她肯定误解了我的意思。她当时狼狈的模样，是害怕重要事物被夺走的眼神。看在她眼里，我应该像是要夺走她的复仇。

  　彼女は、私の言葉の意味をきっと取り違えたのだろう。あの時の狼狽の仕方は、大切なものを奪われることを恐れるものの眼だった。私は彼女にとって、復讐を奪おうとするように見えたのだろう。

  

  光靠言语，肯定无法阻止她。因为对她来说，复仇才是幸福。

  　言葉だけではきっと、彼女は止められない。彼女にとっては復讐こそが幸せなのだから。

  

  

  

  然后她出发了。

  　そして彼女は出立していった。

  

  既然如此，身为送她们出征的上司，我只能尽可能支援她们，让作战成功，让她们平安归来。

  　ならば、送り出した上司として作戦の成功と彼女たちの無事を可能な限りバックアップするしかない。

  

  前线目前仍由那两人支撑着。正如克莱儿所说，我甚至得考虑首都遭到强袭的可能性。

  　前線はまだあの二人が持ちこたえている。ココットの言った通り、首都強襲すら視野にいれるとする。

  

  既然如此，诱敌行军就改名为侧面强袭军。既然如此，她们当然会希望我全力支援。就算我采取行动，也没有任何奇怪之处。

  　ならば囮行軍は名を変えて、側面強襲軍と為る。ならば全力の支援が望まれて然る。私が動いたとて、何もおかしい道理はない。

  

  

  ……我是不是太偏袒她们了？

  　……肩入れしすぎだろうかな。

  

  目送她们出征后，我快步回到自己的房间，过了一段时间。我在脑中列出像是借口的帮她理由，忍不住露出苦笑。

  　行軍の出立を見送ったのち、足早に自室へ戻って暫く経つ。そうして言い訳じみて彼女を手助けする理由を頭の中で浮かべる自分に思わず苦笑してしまう。

  

  只要清楚地自觉到就好了吧。我想拯救克莱儿。

  　はっきりと自覚すればいいだけだろう。私はココットを救ってやりたいのだと。

  

  而且，那只是没有具体根据，轻飘飘的自我满足。

  　そしてそれは、具体的な根拠のない、ふわりとした理由の自己満足なのだと。

  

  我缓缓地深深吐气。

  　私はゆっくりと深い息を吐いた。

  

  波利尼亚，失去你的我变得很感伤。和克莱儿的茶会让我想起你。你很快就理解战术的意义，为了战胜，也为了在战斗之后的未来，试图理解人类。你和我一定互相否定，但我觉得你们很像。

  　ポリニア、君を失った私はどうにもセンチメンタルになりがちだ。ココットとの茶会は、亡き君を思い出すものだった。戦術の意味をいち早く理解し、戦いに勝つため、そしてその先のために人を理解しようとしていた君と、きっと互いは否定するだろうが似ていると思った。

  

  我再次陷入沉思。一开始只是同情，然后是些许罪恶感，以及一丝兴趣。我因为这样而捡回来的女孩，正是个小恶魔。人类就是这样的生物，会战斗，会像我们这样。

  　重ねて思いに耽る。はじめはただの同情。そして少しの罪悪感。ひとつまみの興味。それで拾った娘は、まさしく小さな悪魔であった。そうしたのが人間であり、戦いであり、我々なのだろう。

  

  战争从她身上夺走了身为人类的资格。我认为这是人类愚蠢的行为，虽然无法理解，但米莱儿确实因此而无法被允许继续当个人类。

  　戦争は彼女という人間から人間であることを奪った。それはヒト共の愚かしい行為であるとは思うし、理解はできないが、確かにココットはそれでヒトであることを許されなかったのだ。

  

  我不认为魔王大人的宣战布告是错误的。然而，就我目前所见，比起战争带来的收获，失去的东西更多。

  　魔王様の宣戦布告を過ちだとは思わない。だが、戦いで得るものより失うものの方が、今の私の目には多いように見えてならない。

  

  而我也不例外。我失去了某个对我来说一定无可取代的人。

  　そしてそれは私も例外ではなく。きっとかけがえのない者だったであろう存在を失った。

  

  正因为如此，我才会想拯救被夺走一切，再也无法在人类社会中生存的她……克莱儿。

  　だからこそ、奪い尽くされ、もはや人の中で生きられぬ彼女……ココットを。私はきっと救いたいのだ。

  

  我以前曾经揶揄四天王是人类的帮凶，但现在我稍微能理解他们的心情。

  　人間に肩入れする四天王などと、私は昔ポリニアを揶揄った事があったが、今なら少し気持ちが分かる。

  

  因为现在的我——艾库罗，也正在帮助一个渺小的人类。

  　この私エルクーロもまた、今や一人の小さな人間に肩入れしているのだろうから。

  

  

  我独自坐在房间的椅子上，看着冷掉的红茶和杯子。

  　私は一人、私室の椅子に腰かけ、冷めた紅茶とカップを眺めている。

  

  起初是基于同情而收留她，接着立刻把她当成可怕的存在而感到畏惧，如今又开始担心她。在这么短的期间内，我也为那个女孩操了不少心。

  　初め同情で拾い、直ぐに恐ろしい存在であると畏怖し、今また心配をするなど。この短い間で、私も随分あの娘に気を揉んでいるものだ。

  

  那个女孩的心里饲养着恶魔。既残虐又冷酷无情。然而，她的模样看起来实在很可怜。要是让她在这场作战中还没尝过安宁就死去，我晚上会睡不好觉。

  　あの娘は心に悪魔を飼っている。残虐で、無慈悲だ。だが、その姿は哀れに見えてならない。この作戦で安寧を知らぬまま死なせるのは寝覚めが悪い。

  

  而且……我也不想再失去愿意陪我喝茶的人了。

  　それに……私と茶を飲んでくれる者をまた失うのは忍びない。

  

  

  

  这次的战争，无论如何都必须获胜。就算再怎么小心谨慎也不够。人类也认真起来了。虽然我有仔细讨论过从弗利克提拉出发的行军路线，但人类的战术凌驾于魔族之上。米莱儿虽然说过她能理解人类的想法……

  　今回の戦。何としても勝たねばならない。念には念を入れても足りない程なのだ。人間どもも本腰を入れている。フリクテラから進む行軍予定の道程は念を入れて打ち合わせたつもりだが、人間どもの戦術は魔族の上を行く。ココットは、人間の考える事など分かる、と言ってはいたが。

  

  米莱儿很优秀，但令人困扰的是她有可能会失控。尽管脑袋里自认理性，但面对意外状况时或许会变得情绪化。因为理性无法完全抑制憎恨。

  　ココットは困ったことに優秀だ。だが、暴走しかねないところもある。頭では理性的でいるつもりだが、不慮の事態に対して感情的になるかもしれない。憎しみとは、理性では抑えきれないのだから。

  

  而且，她虽然聪明得可怕，但对战争一窍不通。虽然擅长杀人的战术，却不具备国与国之间的战争知识。总有一天会被趁虚而入。

  　それに、頭は恐ろしい程に切れるが戦争というものは素人だ。人を殺す戦術に長けるが、国同士の戦いのノウハウはない。足元をいずれ掬われてしまう。

  

  因此，我也要等待行动的时机。我必须支持她。她所欠缺的东西，就由我这个站在上位的人来开心地填补吧。

  　故に私も、動く機を伺うとしよう。私が彼女を支えねば。彼女に足りないものは上に立つ者として喜んで埋めよう。

  

  然后，如果她终究无法逃离战斗……无法逃离复仇的话，就只能尽快结束了。

  　そして、戦いから……復讐からあくまで彼女が逃れられないのであれば。早々に終わらせてやるしかない。

  

  为了让她能够以她自己的身份活下去，这是捡到她的人的责任。

  　彼女が彼女として生きられるよう、拾った者の責任として。

  

  而且，为了这次不再失去她。

  　そして、今度こそ失わぬために。

  

  

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  法尔多玛雷领内的城市，卢伊卡纳的巨大宅邸一角。

  　ファルトマーレ領内の街、ルイカーナにある巨大な屋敷の一角。

  

  

  花朵盛开，绿意盎然的美丽庭园。

  　花々が咲き誇り緑が生い茂る美しい庭園。

  

  她就在那里。

  　そこに、彼女は居た。

  

  少女的四肢纤细，脸和身体都像木乃伊一样缠着绷带。她坐在草皮茂盛的地面上，仿佛在侧耳倾听喷水池的声音，同时摇晃肩膀，以优美的音色哼着歌。

  　顔や体全体にミイラの如く包帯を巻いたか細い手足の少女。彼女は、芝生の茂る地面に座っていた。噴水の音に耳を澄ませるようにしながら肩を揺らし、美しい声色で歌を口ずさんだ。

  

  鸟儿和小动物们不知从何处聚集而来，在少女周围侧耳倾听。

  　鳥や小動物たちがどこからともなく集まり、少女の周りで耳を澄ませている。

  

  在经过精心照料的庭园中唱歌的少女，模样甚至带着幻想的色彩，但相对地，她身上的衣服却像木乃伊一样全身缠着绷带，只穿着一件朴素的白色连身裙。肌肤的露出极少，只有隐约可见的眼角和嘴角……以及雪白的头发在摇晃。

  　美しく手入れされた庭園にて歌う少女の姿は幻想的ですらあったが、対照的に身にまとっている衣服は包帯を全身にぐるぐると巻いたミイラのようなありさまに、簡素な白いワンピースだけを纏うもの。肌の露出は極めて少なく、わずかに覗く目元と口元と……雪のように白い髪だけが揺れていた。

  

  这时，传来踩踏草地的脚步声。

  　そこへ、草を踏みしめる足音がする。

  

  少女停止歌唱，反射性地望向脚步声传来的方向。

  　少女は歌をやめ、足音のほうを反射的に見やった。

  

  鸟儿和小动物们纷纷逃走，少女也缓缓站起身。脚步声的主人是个贵族打扮的男子。

  　鳥や小動物たちは逃げ去り、少女もゆっくり立ち上がる。足音の主は、貴族風の男だった。

  

  

  「别停，继续唱你优美的歌声吧。」

  「やめないでおくれ。美しい歌を」

  

  

  男子对少女这么说。

  　男は少女にそう言った。

  

  少女缓缓点头，再次开始编织歌声。

  　少女は、ゆっくり頷くと、再び歌を紡ぎ始める。

  

  男子见状满意地点点头，摇晃着挂在脖子上绳子上的钥匙。

  　男はそれを見て満足そうに頷くと、首から下げる紐に括られた鍵をちゃりりと揺らした。

  

  

  「啊啊，真是优美的歌声。这正是恶魔演奏的天使歌声。我可爱的恶魔，丑陋的天使。真正美丽的事物，是从丑陋中诞生的。」

  「ああ、美しい歌声だ。まさしく悪魔が奏でる天使の歌声。私のかわいい悪魔。醜い天使。真に美しいものは、醜さの中から産まれるのだ」

  

  

  男子眯起双眼，倾听着少女那张有恶魔长相的歌声。

  　男は目を細め、悪魔の相を持つ少女の歌声に耳を傾けた。

  

  少女的脖子上，套着一个又粗又坚固，还附有钥匙孔的项圈。

  　少女の首には、太く頑丈で、鍵穴を持つ首輪が嵌められていた。

  

  

  

  

  

 
  ＃４５　prologue：来訪者

  ＃45　prologue：来访者

  　

  

  

  

  

  那天，天空乌云密布。

  　その日、空は曇りであった。

  

  洒落在苍郁森林中的光比平时更少，明明还没到傍晚，森林却已一片昏暗。

  　鬱蒼とした森に落ちる光はいつもに増して乏しく、まだ夕暮れにも差し掛かっていないというのに薄暗い。

  

  在这样的森林中，右肩背着篮子蹲在树荫下的少女，即使在昏暗的光线中，仍正确地动着手，沙沙地挖着土。

  　そんな森で右肩に籠を背負いながら木の影に屈み込む少女は、その薄暗さの下でも正確に手を動かし、土をがさりと掘り返していた。

  

  少女的年龄大约15、6岁。剪成鲍伯头的茶色头发，配上猎人般的服装。五官端正，给人开朗印象的圆眼睛是琥珀色的。

  　少女の齢はおよそ１５，６。ボブカットめいて切りそろえられた茶髪に狩人めいた服を着こむ。顔立ちも良く、明るい印象を受ける丸い瞳は琥珀色をしていた。

  

  少女从挖开的土中，看到露出头的圆笠菇，露出微笑，再次仔细地挖开圆笠菇的周围，当形状露出七成左右时，她一口气将圆笠菇拔起。

  　少女は掘り返された土から頭をのぞかせた丸い笠を持つ茸を見てにこりと笑うと、再びその笠の周囲を丁寧に掘り進め、7割ほど形が見えてきたところで思い切って引っこ抜いた。

  

  少女满足地望着手中的圆笠菇，放进背在背上的篮子里。

  　少女は手に取られた茸を満足そうに眺めると、背中に背負う籠に入れた。

  

  篮子里已经装了大约一半的圆笠菇。数量相当多。

  　既に籠には半分ほどまで茸が入っている。大量だ。

  

  少女抬起头，深深吸了一口气。

  　と、少女は顔を上げ、すうっと息を吸い込む。

  

  今天采到这里就好了吧。空气的味道也变了。今天一定会下雨。

  　今日はこのくらいでいいだろう。空気の匂いも変わった。きっと今日は、雨が降る。

  

  少女拍掉手上的土，快步走着。

  　少女は手に付いた土をパンパンと払い落とすと、足早に歩き始める。

  

  走了一小段路后，少女蹲下，放下篮子，拿起挂在左肩上的弓。

  　っと、少し歩いたところで少女は屈むと、籠を下ろして左肩を通す様に体に括っていた弓を手に持つ。

  

  少女匍匐在草丛中移动，移动一段距离后抬起头。

  　這うように草陰を移動していく少女は、少し移動して頭を上げる。

  

  视线前方有只类似鹿的魔物正在东张西望。体型娇小，应该是幼兽吧。少女如此心想。那只魔物应该对气候的变化很敏感，看来是跟族群走散，不知该如何是好。

  　その視線の先には鹿に似た魔物がきょろきょろと周囲を見回していた。小柄だ。子供だろうか。少女は思案する。あの魔物は気候の変化に敏感のはず。群れの移動からはぐれて途方に暮れているような様子だ。

  

  少女眯起眼睛，从箭筒中取出两支箭。

  　少女は目を細めると、矢筒から二本矢を取り出す。

  

  她将一支箭搭在弦上，另一支则灵巧地用手指夹住。接着拉紧弓弦，瞄准尚未察觉到少女的魔物。

  　一本を番え、もう一本は器用に指に挟んで持つ。きりりと弓を引き絞り、未だ少女に気づかぬ魔物に照準する。

  

  然后，她一口气射出箭矢。命中。她立刻将原本用来速射的第二支箭搭在弦上，同时奔跑。

  　そして、一息の下に矢を射る。命中。すかさず速射用に持っていた二本目の矢を番えながら走る。

  

  魔物没有移动，只是不断挣扎。少女稍微跑近后蹲下，射出第二箭。命中。

  　魔物は移動せず、バタバタともがいている。少女は少し走り寄ると屈み、二射目を射る。命中。

  

  少女左手拿着弓，右手拔出腰间的短刀，跑向因为第二箭而动弹不得的魔物。

  　少女は弓を左手で持ったまま右手で腰の短刀を抜き放ち、二射目で動かなくなった魔物に走り寄る。

  

  接着，确认魔物完全断气后，她小声地献上祈祷。

  　そして、魔物が完全に息絶えていることを確認すると、小さい声で祈りの言葉を捧げた。

  

  箭矢分别命中魔物的脖子和胸口。

  　矢は、魔物の首と胸に、それぞれ命中していた。

  

  少女取出放在笼子里的绳子，绑在魔物的角上。

  　少女は籠の中に放り込んであった縄を取り出すと、魔物の角に巻き付けた。

  

  然后她直接背起笼子，将绳子挂在肩上，拖着魔物开始往前走。

  　そのまま籠を背負い、縄も肩にかけるとずるずると魔物を引きずりながら歩き始めた。

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  少女走了一阵子，抵达了在森林中辟出一块空地，有几间房子并排的小村庄……辛村。

  　しばらく歩いた少女は、森を拓いたような広々とした場所に家々が立ち並ぶ小さな村……シンの村に辿り着く。

  

  辛村被栅栏围住，虽然小又贫穷，却是靠狩猎和采集维生的宁静村庄。

  　柵で覆われたシンの村は、小さく貧しいが狩りや採取で生計を立てる穏やかな村であった。

  

  守卫村子唯一一道门的老人一看到少女便出声叫住她。他看到少女拖着的魔物，露出感叹的模样。

  　村に一か所だけある門の守衛である老人が少女の姿を認めると声をかける。少女が引きずる魔物を見て感嘆の様子。

  

  

  「鲁克！你平安无事啊。辛苦了。」

  「ルク！　無事じゃったか。ご苦労さん」

  

  「嗯，我回来了，穆爷！」

  「うん、ただいまムン爺！」

  

  

  少女以无忧无虑的笑容回应。

  　少女は屈託のない笑顔で応えた。

  

  少女名叫鲁克，是辛村村长的独生女。

  　少女は名をルク。シンの村の村長の一人娘であった。

  

  鲁克对守卫的老人……穆爷挥挥手，展示成果。

  　ルクは守衛の老人……ムン爺に手を振り、成果を見せる。

  

  

  「哦……这还真是多啊。我来接手吧。你快进去吧，孩子们都在等你。」

  「ほお……こりゃまた大量じゃなあ。わしが引き受けよう。はよう中に行ってやりなさい。童どもが待っておるよ」

  

  「嗯，我下次再来！」

  「うん、また来るよ！」

  

  

  穆爷摸着胡须点头，让鲁克通过。穆爷当场接手了类似鹿的魔物。

  　ムン爺は髭を撫でて頷くと、ルクを通す。鹿に似た魔物はその場でムン爺が引き受けた。

  

  背着笼子的鲁克一回到村子，孩子们便聚集到村子中央的广场。

  　籠を背負うルクが村に帰るや否や、村の中央の広場に子供たちが集まって来た。

  

  

  「鲁克姐姐，欢迎回来！」

  「ルクねえちゃん、おかえり！」

  

  「欢迎回来，鲁克！」

  「おかえり、ルク！」

  

  「欢迎回来～！」

  「おかえり～！」

  

  「大家，我回来了！你们有乖乖的吧。」

  「みんな、ただいま！　いい子にしてたね」

  

  

  孩子们纷纷开口迎接，路克一一回应，摸摸他们的头。路克很受孩子们仰慕。他很会照顾人，个性开朗，会陪孩子们玩，每天也会去采集。偶尔外出打猎，也会用他擅长的弓术带回不输男人的成果。

  　口々に出迎えの言葉を投げかける子供達に言葉を返し、頭を撫でる。ルクは、慕われていた。面倒見がよく快活。子供たちの遊び相手もするし、採取仕事も毎日やっている。たまに狩りに出かければ、得意の弓術で男顔負けの成果を上げて来た。

  

  不只孩子们，不只是村长，村里的人们都把路克当成自己的女儿疼爱。

  　子供達だけではない。村長だけではなく、村の人々はルクを自分の娘のように可愛がっていた。

  

  这也表示了村子团结一致的和睦。

  　それだけ村が一丸となった仲睦まじさを表すものでもある。

  

  路克把采集的成果拿到一间小屋，将篮子交给屋内的中年女性，心怀感激地喝下对方端出的茶。

  　ルクは採取の成果を一軒の小屋に持っていく。中にいた初老の女性に籠を渡すと、出されたお茶をありがたく頂く。

  

  

  「我明天也会去采集。」

  「明日もまた採ってくるよ」

  

  「努力是很好，但你要小心。最近听说有些不平静的事。」

  「頑張るのもいいが、気をつけておくれ。最近物騒な話も聞くから」

  

  

  不久前，附近的城市弗利克提拉沦陷的消息传到了辛的村子。

  　少し前、近くの都市フリクテラが陥落したとの知らせがシンの村まで届いた。

  

  弗利克提拉沦陷时，为了巩固边境的防备，身穿紫黑铠甲的骑士们来到辛的村子，征召村里的年轻男子。因此，现在辛的村子里只有女人、小孩和老人。在这种情况下，一手包办打猎和采集的路克受到村里的老人过度保护，也是因为这个缘故。

  　というのも、フリクテラ陥落に際して辺境の防備を固めるためという事で、シンの村にやって来た紫と黒の鎧を着た騎士たちが、村の若い男を徴兵していったのだ。そのため今シンの村には女子供と老人しか居ない。そんな中、狩りや採取を一手に引き受けるルクに、村の老人たちが過保護になってしまうのもこのためであった。

  

  

  「没事的。这么小的村子不会有人注意。」

  「大丈夫だよ。こんな小さな村誰も見向きしないよ」

  

  

  露克笑着回应女性担心的话语。

  　ルクは女性の心配そうな言葉に笑って応えた。

  

  她走出小屋伸个懒腰。空气的味道又变了，应该快要下雨了吧。

  　小屋を出て伸びをする。また空気の匂いが変わった。もうじき降り出すだろう。

  

  太阳已经西斜，在地平线厚重云层的另一端，可以看见红色的天空。

  　日はもう暮れかかり、地平線の厚い雲の向こうでは紅い空が透けて見えた。

  

  露克哼着歌回到广场，催促还在外面玩耍的孩子们回家。

  　ルクは鼻歌を歌いながら広場に戻ると、未だ外で遊ぶ子供たちを家へと帰るように促す。

  

  

  「好了～不快点回家会淋湿哦。」

  「ほーら、早く帰らないとびしょ濡れになっちゃうぞ」

  

  「好～」

  「はあい」

  

  「好～」

  「はーい」

  

  

  孩子们挥着手各自回家，露克同样挥手回应，同时在广场环顾四周。

  　手を振り各々の家に帰る子供達に、同じく手を振って応えながら、ルクは広場で周囲を見渡した。

  

  虽然小却充满活力的村子。自己出生长大的心爱村子。如今男人们被带走，自己必须保护这个村子。

  　小さいけれど活気ある村。自分が生まれ育った愛する村。男達が連れていかれた今、この村は自分が守らねばならない。

  

  最近也有人提出前往卢卡纳避难的方案。毕竟无法确定击落弗利克特拉的魔族何时会推进战线。

  　近々ルイカーナへ避難する案も出ている。フリクテラを落とした魔族がいつ戦線を押し上げるとも限らない。

  

  这座辛村已经位于人类防卫线的外侧。

  　既にこのシンの村は、人間の防衛ラインの外にあるのだ。

  

  即使如此，刻意袭击这种位于森林中，小而和平的村子没有任何好处。

  　それでも、こんな森の中の小さく平和な村をあえて襲うメリットなど何もない。

  

  如果是战略性的战争就更不用说了。这座村子毫无资源价值，特地来到森林中也没有意义。这里离卢卡纳很远，就算魔族从弗利克特拉行军，也是和行军路线上的平原相差甚远的森林。

  　戦略的な戦争ならなおさら。この村に資源的価値など皆無だし、わざわざ森の中に来る意味もない。ルイカーナからは離れているし、フリクテラから魔族が行軍するにしても進路上の平野からはかなり逸れている森なのだ。

  

  即使如此，假如这个村子遭遇危机，她会不惜性命保护村子。

  　それでも、仮にこの村に危機が訪れたなら、命に代えても守ろう。

  

  露克在心中坚定地发誓，鼓起明天也要加油的干劲。

  　ルクはそう固く心に誓い、明日も頑張ろうと気合を入れた。

  

  这时，一滴雨珠落在露克的脸颊上。似乎开始下雨了。甚至开始听见轰隆隆的雷声。黑色的云层转眼间就哗啦啦地下起雨，淋湿地面。

  　と、ルクの頬にぽつり、と雨粒が落ちた。降り出してきたらしい。ゴロゴロと稲光まで聞こえ始める。黒い雲からは瞬く間にざあざあ振りの雨が降り出し、地面を濡らした。

  

  

  「啊，我忘了！穆爷会淋湿的。」

  「っと、忘れてた！　ムン爺が濡れちゃう」

  

  

  露克慌忙回到自己居住的小屋拿雨具。

  　ルクは慌てて雨よけを取りに自分の住む小屋に戻る。

  

  然后她取出两顶雨具斗笠，戴上一顶，为了赶紧把另一顶拿给穆爷，再次走出小屋。

  　そして二つ雨よけの笠を取り出すと、一つを被り、急ぎもう一つをムン爺に届けるべく再び小屋を出る。

  

  然后，就在她冲出去的瞬间。

  　そして、駆けだした矢先であった。

  

  

  「你、你是谁啊！」

  「な、なんじゃお前は！」

  

  

  穆爷的叫声传进露克耳中。

  　ムン爺の叫び声がルクの耳に聞こえたのは。

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  穆爷从露克手中接过猎物鹿魔物，立刻叫来其他老人，把鹿交给对方。

  　ルクから獲物の鹿魔物を引き受けたムン爺は、すぐさま別の老人を呼び受け渡しにかかっていた。

  

  

  「嗨，穆爷。这是给你的。哦，露克打倒的吗？这家伙虽然是小孩，但不是很难打倒的魔物吗？」

  「よーうムン爺。こりゃ差し入れ。っと、おぉ、ルクが仕留めたのか。こいつは子供だが、なかなか仕留めるのが難しい魔物じゃないか」

  

  「是啊。露克也进步了。调皮丫头现在已经是辛恩村的支柱了。」

  「おうともよ。ルクも腕をあげたもんじゃ。やんちゃ娘が今じゃいっぱしのシンの村の大黒柱じゃよ」

  

  「真的。不过这可帮了大忙。毛皮和肉，还有角都能用。我马上开始肢解。」

  「まったくだなあ。しかしこいつは助かる。毛皮も肉も、角も使える。早速解体にかかるかねえ」

  

  

  蒙爷向扛着鹿的老人挥手，目送他离去。

  　鹿を担いだ老人にムン爺は手を振り、見送った。

  

  现在这个村子只剩下老人和小孩。村子受到路克帮助。

  　今、この村には老人と子供ばかりだ。ルクには、助けられている。

  

  这一切都是战争害的。魔族也好，骑士也罢。明明只要随心所欲地乱搞就好的。

  　それもこれも、戦争のせいだ。魔族も、騎士も。好き勝手にやっていればいいものを。

  

  失去男丁，村子迟早会撑不下去。跟遭到魔族袭击没什么两样，老人回顾村子的现状，在心中咒骂法鲁特玛雷的骑士们。

  　男手を奪われれば、いずれこの村も立ち行かなくなる。魔族に襲われるのと何ら変わらんと、老人は村の現状に鑑みファルトマーレの騎士たちに心の中で毒ずいた。

  

  

  「不肯保护我们，只会夺走一切的国家。贵族和住在城镇的家伙只想着自己得救就好，肯定觉得我们死活不重要。」

  「わしたちを守ってもくれず、奪っていくだけの国が。貴族や街に住む連中は自分たちばかり助かればいいとおもっておる。わしらなんぞどうなったってかまわんに違いないわ」

  

  

  村子的老人对只能依靠路克的现状感到没出息，这是他们的共识。

  　ルクに頼ってばかりの現状に不甲斐なさを感じる村の老人たち共通の認識。

  

  或许是因为这个村子还处于战争之外，比起魔族，他们更不满的是能住在城镇的家伙和国家。

  　まだこの村が戦争の外にあるからだろうか。不満は魔族よりも、街に住めるような連中や国に向いてしまっていた。

  

  

  「就算魔族来袭，也只能靠自己想办法吧。带走男丁，却什么也没留下。真是的，我们贫民在这个世道真是难熬。」

  「魔族どもが襲ってきたとて、自分たちでどうにかせいっちゅうんじゃろう。男どもを連れて行っておいて、代わりに何も置いてゆかん。まったく、わしら貧民は世知辛い世の中じゃ」

  

  

  老人感慨地自言自语，将不满化为言语，如实表现出战时状况下，蒙爷他们承受了多少辛苦与愤恨。

  　しみじみと誰に語るでもなく言葉にしてしまう愚痴は、戦時下においてムン爺たちの苦労や鬱憤がどれだけ堪っているかを如実に表していた。

  

  不过，穆爷立刻摇头，心想这可不行，打开刚才老人放下的包裹。

  　が、すぐにムン爺はいかんいかんと首を振り、先ほどの老人が差し入れにと置いていった包みを開けた。

  

  里面装着用叶子包起来，像是麻糬的东西。还冒着热气，穆爷见状，表情和缓下来。

  　中には、葉で巻かれた餅のようなものが入っていた。まだ湯気がほくほくと立ち上っている。それを見てムン爺はほっこりと顔を緩ませた。

  

  

  「呵呵～这不是老婆婆亲手做的豆沙麻糬吗！我听说材料不多，没想到她这么努力！来，趁热赶快吃……」

  「ほっほー、こりゃ婆さん手製のムコロ餅じゃあないか！　材料は少ないと聞いていたが、奮発してくれたのう！　どれ、さっそく冷めないうちに……」

  

  

  穆爷笑咪咪地想从包裹中拿出麻糬时，雨滴落在穆爷头上。

  　そうやってニコニコと包みから餅を取り出そうとした時、ムン爺の頭に雨粒が滴った。

  

  穆爷抬起头，立刻皱起眉头。天空看起来乌云密布，黑压压的乌云不只带来雨水，似乎还带来其他东西。

  　ムン爺は顔を上げ、直ぐに眉間にしわを寄せた。空模様はどうにも嫌な雲だ。黒々とした暗雲は雨以外にも何かを運んできそうな模様であったから。

  

  接着，雷光乍现，啪一声照亮四周。

  　そして、すぐに稲光が響き、パシッと周囲をまばゆく照らした。

  

  然后——

  　そして。

  

  

  瞬间的电光，映照出不知何时出现在村子前方的人影。

  　一瞬の電の閃光は、いつのまにか村の前に存在していた者たちの影を映し出していた。

  

  

  穆爷瞪大双眼，惊讶得半张着嘴。

  　ムン爺は、目を丸くし、驚きで口さえ半開きにしたまま。

  

  他看见令人难以置信的光景。

  　目を疑うような光景を見たのだ。

  

  魔族。

  　魔族。

  

  哥布林、半兽人集团。电光消逝的同时，他们在黑暗中亮起炯炯有神的红眼。

  　ゴブリン、オークの群れ。それらは電の輝きが去ると同時に暗闇の中で赤い目を爛々と光らせていた。

  

  而且不只眼睛，连耳朵都听见令人怀疑的声音。

  　そして、目だけではない。耳すら疑うような声がムン爺に投げかけられた。

  

  

  「日安。」

  「ごきげんよう」

  

  

  因为那道嗓音，与雷光的光辉所照亮的魔族们，显得格格不入……那是清澈又高亢的，小女孩的声音。

  　その声色は、雷鳴の輝きに照らし出された魔族達の中にあって、ひどく不似合いな……澄んでいて甲高い、幼女のそれだったのだから。

  

  梦儿爷爷不禁松手，让手里装着年糕的布包掉到地上。

  　ムン爺は、思わずムコロ餅の包みを手から取り落としていた。

  

  

  

  

  

 
  ＃４６　侵略の一歩

  ＃46　侵略的第一步

  　

  

  

  

  

  「别那么警戒嘛。你也没必要突然就拿枪对着我吧。」

  「そう警戒しないで欲しいな。いきなり槍を構えることも無かったろうに」

  

  

  我坐在欧德的肩上，俯视着老人。

  　私はオドの肩に乗りながら、老人を見下ろしていた。

  

  老人被哥布林按倒在地，手被压在身后，发出呻吟。

  　老人は地面に組み伏せられ、ゴブリンに後ろ手を押えられ呻いている。

  

  开口第一句话就对我展露敌意，他到底在想什么啊？

  　開口一番敵意をむき出しにしてくるとは、まったくどういう了見だろうか。

  

  我还没下令不准杀他，所以没有突然袭击他，但毕竟魔族集团突然出现在村子前方，老人会表现出那种态度也是无可奈何的吧。

  　まだ殺すなと命令してあるからいきなりこちらも襲い掛かるような真似こそしていないが、魔族の集団がいきなり村の前に現れたのだから老人の態度も仕方のないものではあるか。

  

  雨势已经变大，尽管是傍晚时分，周遭却一片昏暗。

  　もうすっかり雨がひどく、夕暮れにもかかわらず辺りは暗い。

  

  在黑暗中，走在最前方的库多拉对被按倒在地的老人说：

  　そんな闇の中先頭に立つクォートラは、組み伏された老人に語り掛ける。

  

  

  「别做无谓的抵抗，人类。我们的公主说，只要你们不抵抗，就不会伤害你们。」

  「無駄な抵抗はするな、人間。我らが姫はお前たちが抵抗さえしなければ殺傷はしないと申されている」

  

  

  老人发出呻吟，害怕地仰望库多拉。

  　老人は呻き、怯えながらクォートラを見上げる。

  

  肌肉发达的男子乍看之下也像个人，但从他口中露出的獠牙和伸长的尾巴，可以看出他并非人类。旁边的索夫则是长了角的壮汉，要是抵抗的话，性命肯定立刻不保。而托涅也手扠着腰，露出鄙视的表情。虽然看起来像少女，但从她的眼睛、牙齿和散发的氛围来看，她肯定不是人类。

  　老人の目からは筋骨隆々とした男は一見すれば人にも見えた。しかし、口から覗く牙や伸びる尻尾から、人ではないことは見て取れた。隣のゾフに至っては角を生やした大男だ。抵抗などしようものならたちまち命を摘まれる。ツォーネも腰に手を当てて見下すような表情。少女に見えるがその目と歯、纏う雰囲気から人ではないのは間違いなかった。

  

  然后在他们背后，坐在高大魔族——半兽人肩上的那是什么？黑色装束和帽子，脸因为黑暗和帽子而看不太清楚。不过从娇小的身躯，以及刚才的声音来看，是小孩……而且是女生。四特拉说的公主，就是指她吗？老人如此思考。

  　そしてその背後。大柄な魔族たるオークの肩に乗るのは、何だ？　黒い装束と帽子。顔は暗さと帽子であまりよく見えない。しかし小さな体躯、そして先ほどの声色から子供……それも女子だ。クォートラが言った姫という言葉。あれがこの魔族達の長だというのか。老人はそんなことを考えていた。

  

  

  「你们的、目的是什么……」

  「何が、目的じゃ……」

  

  

  老人用模糊的声音询问。我叹了口气，回答：

  　老人がくぐもった声で問う。私ははぁ、とため息をつきながら答えてやる。

  

  

  「这个嘛……首先是避雨吧。身体会着凉，可以让我们进村吗？」

  「そうだな……まずは雨宿りかな。身体が冷えてしまうので村に入れてはくれないか？」

  

  「胡、胡说八道……唔唔唔。」

  「た、戯言を……ぐうう」

  

  

  听到老人的话，哥布林扭动他的手，加强了力道。

  　老人の言葉にその手を捻り組み敷くゴブリンの力が強くなる。

  

  老人一副听不进去的样子。算了，就抓着老人硬闯吧。

  　老人は聞く耳持たないと言った具合だ。まあいい。老人は捕えたまま押し通るとしようか。

  

  我望向背后，那里有三十多名魔族。要镇压一座村庄，这种程度的人数就足够了。

  　私は背後を見やる。そこには30余りの魔族達。村一つ制圧するのにはこの程度いれば十分だ。

  

  我挥动手臂，带着魔族们迈步前进，准备入侵村庄。

  　私は腕を振り、魔族たちを伴い村へと侵入すべく歩を進める。

  

  然而——

  　が。

  

  有东西掠过我的脸颊。

  　私の頬を何かがかすめていく。

  

  什么？随着风声通过的那东西，削断了几根我的头发。

  　なんだ？　風切り音と共に通り過ぎたそれは私の髪を何本か切り取って行った。

  

  是箭吗？难道是不由分说的袭击？不，是故意射偏的吗？要是射中的话，我早就死了。

  　矢か。まさか問答無用か。いや、わざと外したのか。当たっていたら死んでいたぞ。

  

  

  「小姐！」

  「お嬢！」

  

  

  佐夫大喊，握住了背在背上的大斧。

  　ゾフが声を上げ、背負った大斧を手に握った。

  

  我制止佐夫，要他稍等，立刻将射箭的人纳入视野中。是女孩。

  　まあ待てとゾフを制止した私はすぐにその矢を放った者を視界にとらえた。娘だ。

  

  那名女孩架着弓，已经架好了下一箭。她灵巧地用弹弓的手指握着两支箭。」

  　弓を構えたその娘は、既に次の矢を構えていた。弓を弾き絞る指には器用に2本の矢が握られている。

  

  

  「你们来辛的村庄做什么！？这个村庄没有任何魔族想要的东西！」

  「シンの村に何の用！？　この村には魔族が欲しがるモノなんか何もないよ！」

  

  

  她拉紧弓弦，用锐利的视线看着我，仿佛在说她随时都能瞄准。

  　きりきりと弓を引き絞り、いつでも狙えるぞとでも言わんばかりの鋭い視線で私を見ている。

  

  

  「哎呀，真可爱呢。」

  「あら可愛らしいですわね」

  

  

  看到少女，托泽涅如此说道。佐夫瞪着她，但她毫不在意。

  　少女を見てツォーネがそんなことをのたまう。ゾフがそれを睨むがどこ吹く風だ。

  

  不过，拿着武器的竟然是少女。原来如此，守卫只有一人，而且还是老人，我看到时就怀疑了，这个村庄果然没有男人。

  　しかし武器を持つのが少女とは。成程。守衛が一人しかおらず、まして老人だったのを見るにもしやと思ったがやはりこの村、男がいない。

  

  我听说他们原本就因为奥图纳沦陷的影响，加强了周边城镇的防御，所以早就料到城镇附近的村庄会为了防卫而被征召人手，但没想到会连根拔起地被掳走。人类还真是会做这种事，然后让这种下人来背黑锅。人类真是一点都没变。

  　元々アウタナ落としの影響で周辺の街の防御を固めたと聞いていたから、街の近くの村々からは防衛のために人手が徴収されているとは踏んでいたが、ここまで根こそぎ掻っ攫うとは人間どももよくやる。それでこういった下々が泥を被るのだ。変わらんなあ人間。

  

  我嘲笑为了保身而贪得无厌的法尔托玛雷，哼了一声。不过，背黑锅的人是我就是了。

  　私は己の保身にどん欲なファルトマーレを嘲笑するように鼻を鳴らした。ま、泥をかぶせているのは私なのだが。

  

  

  「不准动！你是大将吧？」

  「動かないで！　貴女が大将だよね？」

  

  

  女孩威吓似地摇晃弓，用锐利的眼神瞪着我。

  　娘が威嚇するように弓を揺らし、私を鋭い目で睨む。

  

  

  「……离开吧。下次会射中哦。」

  「……立ち去って。次は当てるよ」

  

  

  气势不错。她对弓很有自信吗？虽然应该有段距离，但在这个昏暗的环境下，从她瞄准我的脸颊并擦过的能力来看，应该不是在威胁我吧。不过，话说回来，如果她真心为村子着想，瞄准我的话，应该在第一击就命中，而且现在也不该暴露自己的行踪。

  　威勢がいい。弓に大層自信があるか。そこそこの距離はあるはずだが、この薄暗さで私の頬を狙って掠める弓の腕前から脅しではないだろう。まあ、しかしだ。本気で村を想い私を狙うなら初撃で当てるべきだったし、こうして今も姿を曝すべきではなかった。

  

  最重要的是，箭根本射不到我。无论她的技术多么卓越，在警戒的库欧特拉们面前，她已经无法射中我了。这是弓箭这种道具的极限。

  　何よりもう私に矢は届かない。どれだけ卓越した腕前を持とうと、警戒しているクォートラ達の前で私に矢を届かせることはもうできない。弓矢という道具故の限界だ。

  

  

  「臭小鬼……要不是小姐阻止，我早就把你大卸八块了。」

  「ガキが……お嬢が止めてさえいなければすぐにでも八つ裂きにしてやるぞ」

  

  

  佐夫一脸凶狠地瞪着女孩。

  　ゾフが鬼の形相で娘を睨んでいる。

  

  如果她一开始就射杀我，魔族们想必会立刻展开虐杀吧。这么一想，女孩的威吓是正确的。不过，最好别太刺激魔族。毕竟我的命令也不知能发挥多少效果。

  　最初に私を射殺していたら、魔族たちが即座に虐殺を開始しただろうな。そう考えれば娘の威嚇は正しくはある。が、魔族はあまり刺激しない方がいい。私の命令もどこまで効果があるかわからんからな。

  

  算了，反正我也没死，这样就再好不过了。我有点大意了，今后别再毫无防备地暴露身体吧。这是一次很好的教训。

  　まあ私としては私が死ななかったのだからそれに越したことはない。少し油断していたから、これからは無防備に体を曝すのはやめよう。いい教訓になった。

  

  好了。

  　さて。

  

  我命令欧德把我放下来。

  　私はオドに命じて肩から降ろしてもらう。

  

  希望她别在我放下来的时候闻我的味道。欧德因为想要我而吃掉我的异母弟弟，似乎很喜欢我的味道。由于她智商不高，我有可能真的被吃掉，所以管教很重要。幸好最近她虽然会闻我的味道，但很听话。因为索夫的眼睛在盯着她。因此，如果发生什么事，索夫应该会立刻采取行动，所以我从不久前开始，就选择欧德作为地上的交通工具。待在魔王城时，我自己走路会被人群淹没，所以很方便。宽阔的肩膀坐起来意外地舒适。

  　降ろされる時に匂いを嗅ぐのはやめて欲しいな。私を欲しがり私の異母弟を食ったオドは私の匂いが大層お気に入りらしい。知能が低いため本当に食われかねないが躾は大事だ。幸いここのところは匂いは嗅がれるが従順である。ゾフの目が光っているからな。故に何かあれば即座にゾフが動くだろうからと私はオドを少し前から地上での乗り物に選んでいた。魔王城に居た頃は自分で歩くと人ごみに埋もれていたから便利だった。広い肩は存外乗り心地がいい。

  

  我降落地面，悠然地走向女孩。虽然她有所警戒，但我才不管。

  　地面に降り立った私は悠々と歩いて娘に向かう。警戒されるが構うものか。

  

  

  「我们是来和各位交朋友的。」

  「私たちは諸君と友達になりに来たんだよ」

  

  

  我笑了。然后，摘下帽子。

  　私は笑う。そして、帽子を取り去った。

  

  女孩……露可瞪大双眼。

  　娘……ルクは目を大きく見開いた。

  

  

  「人类的……女孩子……！？」

  「人間の……女の子……！？」

  

  

  感谢你一如我预期的反应，不过你错了。

  　予想通りの反応ありがとう。だがそれは間違っている。

  

  在脚边呻吟的老人抬头看向我，大吃一惊。

  　足元で呻く老人が私を見上げて驚く。

  

  

  「恶魔的相……忌子带着魔物来了……」

  「悪魔の相……忌子が魔を連れてきおった……」

  

  

  正是如此。

  　そういうことだ。

  

  我用手指卷着被雨淋湿的白发，叹了口气。不管去到哪里都是恶魔、恶魔。没想到连这种小村子都充斥着统一思想。太棒了。若非如此，我也不值得让憎恨在心中滋长。

  　私は雨で濡れる己の白い髪をくるくると指で巻き弄りながらため息をつく。どこへ行っても悪魔、悪魔。こんな小さな村にまで浸透しているとは。まったくもって人類は統一思想に溢れている。素晴らしいよ。そうでなくては私も憎しみを燻ぶらせ甲斐がない。

  

  我用鞋子踩住老人的头。下巴撞到地面的老人发出呻吟。露库见状，动了动瞄准我的弓。我伸手制止了她。

  　私は老人の頭を靴で踏みつけた。顎を地面に打ち付けた老人が呻く。それにルクが私に狙いをつけた弓をピクリと動かす。それを私は手で制した。

  

  以库多拉和索夫为首的魔族们已经进入战斗状态，发出低吼。就算用弓箭射我，也已经伤不了我。露库似乎也明白这一点，她紧绷着脸，额头冒出冷汗。

  　既にクォートラやゾフをはじめとした魔族たちは全員が戦闘態勢めいて構え、唸り声をあげている。もはや弓など射ったところで私には届かない。それをルクもわかっているのかギリリと弓を弾き絞ったまま額に脂汗を浮かべていた。

  

  听到骚动声的村民们聚集过来，但一看到魔族的身影，他们便发出惨叫。没有任何人持有武器。难道说，战力只有那个女孩一人吗？

  　騒ぎを聞きつけた村人たちが集まってくるが魔族の姿を見て悲鳴を上げている。武器を持つものが全くいない。まさか戦力はあの娘一人か。

  

  既然如此，比想象中还要好对付。我踩着老人的头，咧嘴一笑。

  　ならば想像よりも大分やりやすい。私はぐりぐりと老人の頭を踏みつけながらにやりと笑う。

  

  

  「最好不要轻举妄动。魔族可是很凶暴的。」

  「ヘタな動きは見せない方がいい。魔族は凶暴だぞ」

  

  

  听到我的声音，哥布林们发出类似笑声的嘎嘎声。

  　私の声にゴブリンたちがギャアギャアと笑い声めいた声を上げる。

  

  看到这副模样，露克咬牙放下弓。说穿了就是人质。幸好她理解得很快。

  　その有様にルクは歯を食いしばって弓を下ろす。有体に言えば人質だ。理解が早くて助かる。

  

  接着，红色眼睛看向露克，我再次说道：

  　そして紅い瞳をルクに向け、もう一度言った。

  

  

  「我再说一次。可以让我们躲雨吗？」

  「もう一度言おう。雨宿りさせてくれないか？」

  

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  辛的村民，连同女人和小孩都被聚集到广场。

  　シンの村の村人たちは、女子供に至るまで全員が広場に集められていた。

  

  魔族们围成圆阵，以凶狠的眼神盯着他们，流着口水，用品头论足的视线看着村民。

  　それを囲うように魔族たちが円陣を組んでにらみを利かせ、涎を垂らしながら品定めするかのような視線を村人たちに向けている。

  

  村民完全吓坏了，即使被雨淋湿，仍靠在一起发抖。女人和老人把孩子藏在身后的模样让我很感动。

  　村人たちは完全に怯えきっており、雨に濡れながら身を寄せ合って震えていた。子供を内に隠すような女や老人の姿勢には感動するよ。

  

  我让左右护卫库多拉和佐夫各踏出一步，对村民说道：

  　私はクォートラとゾフを左右に付け、一歩踏み出し村人たちに語る。

  

  

  「抱歉这么晚才打招呼。我叫克莱儿。是魔王大人赐予将军之位，跟随艾尔克罗大人的人。」

  「挨拶が遅れたな。私の名はココット。魔王様より将軍の位を与えられ、エルクーロ様に従う者だ」

  

  

  这句话让村民骚动起来。虽然拥有恶魔的容貌，但人类是魔族军的将军？黑曜之艾尔克罗行动了？这个小女孩？村民的疑问大致上是这些。即使是这种村子，似乎也大致掌握了战争的内情。

  　その言葉で村人たちはいっせいにざわついた。悪魔の相を持つとはいえ人間が魔族軍の将軍？　黒曜のエルクーロが動いた？　この幼女が？　疑問の声はおおよそそんな所だ。こんな村でも戦争の内情は大体把握しているらしい。

  

  意思是连这种村子也有巡逻吗？既然兵力也接收了，恐怕是这样吧。看来法尔图玛勒也相当认真看待。这下我也得加油才行。

  　こんな村でも巡回はあるという事だろうか。兵力の接収もあったのだから恐らくそうだろう。ファルトマーレも随分本腰を入れているらしい。これは私も頑張らねばなるまい。

  

  我提起干劲时，一名老人从聚集的村民中走上前来。

  　私がやる気を出していると、集められた村人の中から老人が進み出た。

  

  

  「我是辛村的村长。我可以视为各位有对话的余地吗？」

  「私がシンの村の村長をしとるものです。あなたがたには対話の余地があると見てよいですかな？」

  

  

  走上前来的村长这么说。胆子真大。

  　歩み出た村長はそんなことを言う。随分肝が据わっている。

  

  明明四面八方都被魔族包围，却能冷静地表示有对话的余地，他不是单纯的蠢蛋，就是相当有智慧的人。或者他把我当成人类而小看我？

  　四方を魔族に囲まれているというのに対話の余地があると冷静に切り出してくるあたり、ただの間抜けか、あるいはなかなかの知恵者。もしくは私が人間だとしてなめているか。

  

  不过，虽然一开始是我表示自己不是来单方面虐杀的，但我原本以为那是无意义的发言，所以多少有些惊讶。

  　まあ最初に一方的な虐殺をしに来たわけではないと言ったのは私だが、無意味な発言だと思っていたので多少驚いた。

  

  话虽如此，无论对话多久，我在这个村子要做的事情都不会改变就是了。

  　とはいえ。どれだけ対話をしたとて私がこの村ですることは変わらないのだけれども。

  

  

  「哦……对话。来对话吧，对话。没想到有人类会对我这样的恶魔说这种话。」

  「ああ……対話。しようじゃないか、対話。私のような悪魔にそんなことを言ってくる人間がいるとは思わなかったよ」

  

  

  我一边哼哼笑着，一边看向村长。

  　私はくつくつと笑いながら村長を見る。

  

  村长很害怕。可是直盯着我的眼神，却像是做好了某种觉悟。真是村长的典范。反正他心里想的一定是村民的安全，或是自己牺牲其他人就能得救之类的。只要继续谈下去，他马上就会说出那种话。

  　村長には怯えはある。しかしじっと私を見る瞳はなにか覚悟をした目だ。村長の鑑じゃないか。どうせ腹の内に秘める思いは村人の安全をーだとか、自分が犠牲になるから他の者はーとか。話が進めばそんなことをすぐ言い出すに決まっている。

  

  高尚？不，只会让人想吐。

  　麗しい？　いや、反吐が出るさ。

  

  明明可以面不改色地踢开别人，一旦矛头指向自己，就说出那种话。终究只是对亲人说的。像我这种非人者，绝对不会说那种话。

  　他人は平気で蹴落とす癖に、自分達に矛先が向けばそんなことを言いだす。所詮は身内に向けられるだけのものだ。私のような人でなしには決して向けられることはない。

  

  丑陋。啊啊，真是丑陋。

  　醜い。ああ醜い。

  

  我笑着，怒火中烧地张开双手，展示给村长看。

  　笑いながら怒りを燻ぶらせる私は両手を広げて村長に示す。

  

  

  「首先，我想你们一定很在意，所以先说清楚，我不会不由分说地杀掉你们。只要照我说的做，应该就能安全无虞。」

  「まず、どうせ気にしているだろうから先に言っておくが、別に諸君を問答無用で殺したりはしない。言う通りにしてくれれば安全だと思うよ」

  

  「那么，你的要求是……」

  「それで、要求は……」

  

  「我就开门见山地说了，我要你们舍弃这座村子。」

  「単刀直入に言うが、村を捨ててもらおう」

  

  

  听到我的话，村民们也很惊讶。然后——

  　私の言葉に村人たちも驚いた。そして。

  

  

  「要我一个人决定这座村子的……」

  「私の一存でこの村は……」

  

  「什、什么……那种事怎么可能办得到！」

  「な、何それ……そんな事出来るわけない！」

  

  

  露露的叫声划破雨声与我的话语，响彻四周。村长与村民们一齐看向露露。期待求助的眼神，以及「你在说什么啊」的焦急眼神。即使承受着各种各样的视线，露露仍跪在地上，直直看着我。

  　ルクが叫ぶ声が雨音と私の語りを裂いて響く。村長や、村人たちも一斉にルクを見た。助けを求める期待の瞳、何を言っているんだという焦りの瞳。様々な視線を受けながらもルクは、地面に跪かせられた姿勢で、真っ直ぐ私を見て居た。

  

  我被她打断而叹了口气，用一脸麻烦的表情看向露可。

  　私は、言葉を遮られため息をつきながら、まったくもって面倒な顔持ちでルクを見やる。

  

  这个女孩被没收了弓箭，还被两只哥布林监视，却还是大声叫了出来。

  　弓を取り上げられ、見張りとばかりにゴブリンを二匹付けてあるのにも拘らず叫んで見せたこの娘。

  

  她咬紧牙关，用彻底抗战的眼神瞪着我。

  　歯を食いしばり、徹底した抗戦の意の籠る瞳で私を睨んでいる。

  

  

  库托拉因为露可打断我的话而发出低吼威吓，我也伸手制止。魔族们似乎太心急了，库托拉的凶狠模样让女人和小孩都吓得发抖。老实说这样很爽，我真是个烂到骨子里的人。

  　私の言葉を遮ったことでクォートラが唸り声を上げて威嚇した。私はそれも手で制す。魔族たちはどうも気が早い。クォートラの剣幕に女子供は震えあがっている。正直気分はいい。我ながら性根が腐ったものだ。

  

  我缓缓走到露可身边，村长立刻发出恳求般的声音。

  　私はゆっくりルクの下へ歩いて行く。すぐさま村長の懇願するような声が聞こえた。

  

  

  「请原谅她！求求您原谅她！是小女太冲动了，还请……！」

  「お許しを！　何卒お許しを！　娘の逸りです、どうか……！」

  

  

  我无视村长走到露可面前，然后把脸凑到她面前，用不带感情的眼神看着她说：

  　私は村長を無視してルクの前までやってくる。そしてずいっと顔をルクに近づけると、感情のない瞳を落としながら言う。

  

  

  「你叫什么名字？」

  「名は」

  

  

  露可一开始没有回答，但因为哥布林开始吵闹，她才不甘愿地报上名字。露可。我重复了一次她简短说出的名字。

  　ルクははじめこそ答えなかったが、ゴブリンたちが騒ぎ始めたので悔しそうに名乗った。ルク、と。短く口に出されたその名前を私は一度反復する。

  

  

  「这名字不错啊。」

  「良い名前なんじゃないか」

  

  「……」

  「……」

  

  

  哥布林抓住露可的头发，无视我的话。

  　私の言葉を無視したルクの髪を、ゴブリンが掴み上げた。

  

  

  「好痛……」

  「いッ……」

  

  

  露可痛得皱起眉头，但立刻咬紧嘴唇瞪着我。

  　痛みに顔をしかめるルクだが、すぐに唇を噛み、私を睨んだ。

  

  真是倔强。不，刚才和村民一起聚集在广场时她很安分，恐怕是对这个村子有非比寻常的执着吧。

  　随分な気の強さだ。いや、先ほど村人と共に広場に集めた時はおとなしかったから、おそらくはこの村に並々ならぬ思い入れがあるのだろう。

  

  事实上，露克无论如何都不想放弃辛的村子。不只是因为这是她出生长大的村子，男人们被征召，只剩下的人连狩猎都办不到，只有自己能守护这个村子。

  　事実ルクにはシンの村を何としても手放せない思いがあった。生まれ育った村だからというだけではない。男たちが徴兵され、残った者たちだけではまともな狩りすらできない有様で、自分にしかこの村は守れなかった状況となったばかりだったのだ。

  

  而且，才刚决定无论如何都要守护村子就被夺走，无法作为榜样。

  　そして何としても守ると決めた矢先に奪われては示しがつかない。

  

  

  「为什么，像你这样的孩子会做这种事……」

  「なんで、貴女みたいな子がこんなことを……」

  

  

  露克被哥布林硬扯着头发，对我这么说。

  　ルクはゴブリンに髪を強引に引っ張られたまま私にそう言った。

  

  像你这样的孩子，是指看我的外表吗？事实上，和露克相比我确实是大孩子，但遗憾的是，内在却大她许多。

  　貴女みたいな子、とは私の容姿を見てという事だろうか。事実ルクに比べれば大分子供ではあるが、残念ながら中身は大分年上でね。

  

  因此我没有无意义地欺负女孩的兴趣，但理由要多少有多少。

  　故に無意味に女子を甚振る趣味もないが、理由ならいくらでもある。

  

  

  「像我这样的恶魔为何会做这种事，你仔细想想吧。」

  「私のような悪魔が何故このようなことをするか、じっくり考えるといい」

  

  

  我抚摸露克的脸颊，命令哥布林压住她，转向村长。

  　私はルクの頬を撫でると、ゴブリンに押さえておけと命じ村長に向かう。

  

  村长脸色铁青。根据先前的对话，露露是这位村长的女儿。自己的女儿对掌握自己等人生死大权的对手做出无礼之举。更何况对方还是魔族。村长颤抖着嘴唇开口。

  　村長の顔は青かった。話に聞けばルクはこの村長の娘だ。自分の娘がこの場で自分たちの生殺与奪の権利を握る相手に無礼を働いたのだ。まして相手は魔族。震える唇で村長は言葉を紡いだ。

  

  

  「小女做出如此无礼之举……」

  「我が娘がとんだ無礼を……」

  

  「就是说啊。」

  「全くだよ」

  

  「但是，还请大人饶恕。我代替小女恳求大人。这个村子是个贫穷又远离俗世的村子。还请大人高抬贵手……」

  「しかし何卒、我が娘に代わり私めがお願い申し上げる。この村は貧しく俗世より離れた村。どうかお見逃しを……」

  

  

  我俯视深深低头的村长，同时思考。

  　深々と頭を下げる村長をじっと見降ろしながら私は考えていた。

  

  他以为我有交涉的余地吗？还是说，他没听到我刚才说的话？

  　私に交渉の余地があると思っているのだろうか。それとも、聞こえなかったのだろうか。

  

  

  「你记得我刚才说的话吗？」

  「先ほど私が言った言葉を覚えているかな」

  

  「是、是……？」

  「は、は……？」

  

  「如果照我说的做，我想应该会很安全，然后你们要舍弃村子。我可不是在拜托你。」

  「いう通りにすれば安全だと思う、そして村は捨ててもらう。私はお願いをしたんじゃないんだよ」

  

  

  

  

  

 
  ＃４７　魔軍駐留

  ＃47　魔军驻留

  　

  

  

  

  

  时间回溯到几天前。

  　遡る事数日前。

  

  当时，我人在弗利克提拉。

  　私はその時、フリクテラに居た。

  

  我利用一间像是会议室的房间，也就是善比纳屋邸的其中一间房间。室内有克瓦多、索夫、左涅以及奇耶鲁。我把地图摊在桌上，站在椅子上用指挥棒指着地图。

  　会議室めいて利用されるのはゼンビアーノの屋敷の一室。室内にはクォートラ、ゾフ、ツォーネ、そしてキエル。私は地図をテーブルに広げ、椅子に立ちながら指揮棒を使って地図を指示していた。

  

  

  「我确认一下，我们的最终目的地是法尔多玛雷的首都伊法尔。这么一来，进攻路线就是如此。中间有两座都市，分别是卢伊卡纳和巴尔塔。」

  「確認するが、我々の最終目的地はファルトマーレの首都イファールだ。となると侵攻ルートはこう。間には二つ都市がある。ルイカーナと、バルタだ」

  

  

  我用指挥棒指着法尔多玛雷首屈一指的娱乐都市卢伊卡纳，以及可恨的国教尤纳伊尔教的总部巴尔塔。

  　棒で指すのはファルトマーレきっての歓楽都市ルイカーナと、忌々しい国教であるユナイル教の総本山、バルタ。

  

  我把代表士兵的彩色石头排列在地图上，确认路线。虽然在魔王城出发前已经做过简报，不过还是在行军出发点的弗利克提拉再度确认。

  　兵に見立てた色付き石を地図上に並べ、ルートを確認する。あらかじめ魔王城出立前にもブリーフィングはしていたが、いざ行軍の出発点となるフリクテラで再度確認を行っていた。

  

  克瓦多和索夫双手抱胸，仔细地盯着地图。左涅不知为何站在我旁边。我没有禁止她，所以就不管她了。奇耶鲁则乖乖地站在我背后。

  　クォートラやゾフは腕を組みながらしげしげと地図を眺めている。ツォーネはなぜか私の隣だ。別に禁じていないので放置。キエルは私の背後でおとなしくしている。

  

  

  「那两座城市，和弗利克提拉那时一样占领就好了吗？」

  「その二つの街、フリクテラん時と同様に占領でいいんで？」

  

  

  索夫用手指敲着指挥棒，这么问我。

  　ゾフが腕を指でトントンと叩きながら私に問う。

  

  我把指挥棒啪的一声收回自己掌心，瞪着众人说：

  　私は指揮棒をパシンと自分の手のひらに収め、キッと一同を見て言い放つ。

  

  

  「当然，要彻底击溃。」

  「無論、叩き潰す」

  

  

  「就是要这样才对。」佐夫笑了。他的眼神充满期待。因为在弗利克提拉时只能暂时按兵不动。当时我顾虑到艾尔克罗大人的感受，尽可能地彻底执行无血占领。

  　そうこなくっちゃあな、とゾフが笑った。期待する目だ。フリクテラではおあずけをしたからな。エルクーロ様の機嫌を気にして可能な限りの無血占領を徹底させた。

  

  不过既然已经成功进行诱敌行军，现在应该采取行动，让作战计划获得最大限度的功绩。而且行军时，我军没有余力俘虏敌军。因此要彻底执行烧毁、破坏、杀戮。

  　しかし囮行軍が為った今は、作戦が最大限の功績をあげられるように動くべきである。そして、行軍に際し我が軍に捕囚を抱える余裕などない。故に焼き、破壊し、殺す。それだけを徹底する。

  

  既然目的是吸引注意力，只要让对方认知到我军是不能放着不管的存在就好。

  　目を引くのが目的なのだから、自分たちは放置できない存在だと認識させればいいのだ。

  

  让他们认为，如果放着不管，国家就会灭亡。就是这么回事。

  　放っておけば、国が滅ぶと思わせる程に、な。

  

  

  「各位，高兴吧。这次我们虽然是诱敌行军，却是最深入可恨的人类内地的部队。我们离那些家伙的咽喉最近。就尽情地蹂躏他们吧。」

  「喜べ諸君。今回我々は囮行軍ではあるが、憎い人間どもの内地に最も入り込む事が出来る。やつらの喉笛に一番近いのが我々だ。精々掻き毟ってやろうじゃないか」

  

  

  库尔特拉等人也点头，眼神变得锐利。

  　クォートラらも頷き、目を光らせた。

  

  我哼了一声，挥舞指挥棒，环视众人，再次开口：

  　私はふふんと鼻を鳴らしたのち、指揮棒を遊ばせながらぐるりと一同を見回しつつ再び言葉を紡ぐ。

  

  

  「那么，首先我们的目标是攻陷路易卡纳。」

  「で、だ。まずは我々はルイカーナを落とす事を目指すことになる」

  

  

  

  不过，这可没那么容易。

  　しかし、これは一筋縄ではいくまいな。

  

  根据我稍微调查的结果，路易卡纳是聚集了有钱人的娱乐都市，由于半独立的自治，即使在法鲁托玛雷也是特别的城市。

  　軽く調べたところ、ルイカーナは歓楽都市として金持ちが集まる、半ば独立した自治もありファルトマーレでも特異な街だった。

  

  其规模足以匹敌首都，保有的战力恐怕也很庞大。除了驻留的骑士团之外，应该也雇用了许多有钱能使鬼推磨的佣兵。而且，奴隶士兵恐怕也不少。

  　その規模は首都にも匹敵し、保有する戦力もおそらく膨大。駐留する騎士団の他、金に物を言わせ傭兵も多く抱えている筈。そして、おそらくだが奴隷兵士も。

  

  在玄界滩的宅邸中取得的交易账本上，罗列着许多卢维卡纳的贵族与富豪的名字。看到交易纪录的金额，我差点没昏倒。

  　ゼンビアーノの屋敷で入手した取引手帳にはルイカーナの貴族や金持ちの名前がずらりと羅列してあった。取引記録の金額を見れば眩暈の一つも起きようものだ。

  

  其中甚至还有像奥达纳夫人那样驯养魔物的人吧。

  　アウタナ夫人のように魔物を飼いならしている奴さえいるだろう。

  

  而且，不只是战力，由于是巨大的都市，因此也拥有与奥达纳同等的坚固防卫力。

  　そして、戦力だけではなく、巨大な都市故にアウタナ並みに堅牢な防衛力も有している。

  

  要正面交锋的话，战力不足。

  　まともにやり合うには戦力が不足している。

  

  

  或许知道这一点，库多拉开口：

  　それをわかっているのか、クォートラが言葉を零す。

  

  

  「以现状来说，要攻陷卢维卡纳应该很费力吧。有没有迂回的手段？」

  「現状ではルイカーナを落とすのは骨が折れるでしょう。迂回する手はありませんか？」

  

  「没有。」

  「ない」

  

  

  我一口回绝。

  　私は一蹴。

  

  

  「你知道我们的补给要靠当地调度吧。不攻陷城镇，我们的物资也会耗尽。而且最重要的是，如果丢着卢维卡纳不管，继续进军，下一个城镇……巴尔塔发生纠纷时，我们就会遭到夹击。无处可逃的我们将会死在那里。应该避免这种状况。」

  「我々の補給は現地調達によって賄うのはわかっているな。街を落とさねば我々の物資も尽きる。それになによりルイカーナを放置したまま進軍しては、次の街……バルタで悶着が起きた時に挟み撃ちにされる。逃げ場もなくなり我々はそこで死ぬ。それは避けるべきだ」

  

  「是，是我太轻率了。」

  「は。軽率でありました」

  

  

  在距离弗利克提拉近的期间，可以依靠补给线，不过一旦正式行军，就无法期待这一点。原本物资就很少，魔王军没有余力将分配给前线的物资当成诱饵。因此诱饵行军的计划原本就是以从攻陷的城镇取得补给为前提。避开城镇，士兵就会挨饿。

  　フリクテラから近い内なら補給線を頼りにできるが、本格的に行軍が進めばそれも期待できなくなる。元々物資は少ないし、前線に回す物資を囮に割く余裕は魔王軍にはない。故に元より囮行軍は落とした街から補給を得ることを前提としてプランが組まれているのだ。街を避けては兵が飢える。

  

  

  「有问题趁现在提出来。确认彼此的认知很重要。」

  「疑問点は今のうちに挙げておけ。認識のすり合わせは重要だ」

  

  

  库多拉等人点头。

  　クォートラらは頷いた。

  

  我们首先只能思考如何攻陷卢卢卡纳。

  　我々は、まず今どうルイカーナを落とすかだけを考えるしかないのだ。

  

  

  「克莱儿大人～就像在弗利克提拉时一样，由我引出敌方主力，克莱儿大人趁机攻进城镇，这个方法如何？」

  「ココット様ぁ～フリクテラでしてやったようにわたくしが敵主力を釣り出してその間にココット様達が街に乗り込むというのはいかがですの？」

  

  「不可能吧。虽然这只是我的猜测，就算引出骑士团，住在那座城镇的贵族们应该会为了自保而保留战力。」

  「無理だろうな。これは完全に予想だが、仮に騎士団を釣り出せてもあの街に住む貴族連中は己の保身に戦力を残すはずだ」

  

  

  既然我方的战力也会被分散，除非将敌方战力削弱到几乎等于零，否则不可能镇压城镇。

  　こちらの戦力も分断される以上は、敵戦力はほぼ無に等しいまでに引き剥がせなければ街の制圧は不可能だろう。

  

  既然卢卢卡纳的统治形态特殊，不是团结一致，以个人为目标的作战只会落空。

  　ルイカーナの統治形態が特殊で一枚岩ではない以上、個人を対象とした作戦は空ぶるのがオチだ。

  

  

  「卢维纳和奥达纳在不同的意义上固若金汤。老实说，可以说比奥达纳更难对付。我们原本就纯粹在兵力上处于劣势，既然如此，只能从弱点下手，但情报也不够充足。」

  「ルイカーナはアウタナとは違う意味で堅牢だ。正直よりやりにくいと言っていい。ただでさえ純粋に兵力で劣る我々だ。であれば搦め手で行くしかないが、これも情報不足ときている」

  

  「这下可麻烦了。也不是只要进入城市大闹一场就结束了。」

  「難儀するなこりゃあ。街にさえ入れれば暴れて終わりって訳にもいかねェか」

  

  「我想也是。士兵的素质和数量都很高。人类的数量和装备足以对抗我们。既然如此，公主——」

  「だろうな。兵の質も量も高いだろう。人間どもの数と装備は我々に対抗しうる。となれば、姫」

  

  「嗯。打头阵是固定战术。不过，我实在想不到方法。」

  「うん。頭を潰すのが定石だ。ま、その方法もなかなか浮かばないわけだがな」

  

  

  看到四重奏绞尽脑汁认真思考作战，我感受到他们的成长，身为上司的我感到高兴，同时也因为突然出现的巨大障碍而烦恼。

  　私はクォートラ達が頭をひねって真剣に作戦を思案していることに成長を感じ、上司として喜ばしく感じながら同時にいきなりの大きな壁に頭を悩ませる。

  

  卢维纳，究竟该如何攻略呢？和奥达纳、弗利克特拉不同，这次情报完全不足。

  　ルイカーナ、果たしてどう攻略したものか。アウタナ、フリクテラと違い今回ばかりは完全に情報不足だ。

  

  我「嗯」了一声，一边把玩手中的指挥棒，一边牵着托雀的手走下椅子，走到窗边拉开窗帘。从高处俯视城市，可以看到魔族们让俘虏的居民们工作。

  　ふうむと手に持つ指揮棒をぺしぺしと遊ばせながら、ツォーネの手を取り椅子を降りて歩き出した私は、窓辺に立ちカーテンをばさりと開く。高い位置から街を覗けば、捕囚とした住民達を働かせる魔族達が目に入った。

  

  

  （奴隶……奴隶吗？如果奴隶是商品，也是财产的证明……那么杰米亚诺的账簿就能派上用场了。虽然算不上详细，不过从交易纪录可以知道经常购买奴隶的贵族名字。）

  （奴隷......奴隷か。奴隷が商品であり財の証明なら……ゼンビアーノの帳簿が役に立つ、か。取引記録から十分とはいえないまでも概ね奴隷をよく買っていたらしい貴族の名は分かったしな）

  

  「要不要我一个人潜入卢卡纳……？」

  「私が一人ルイカーナに潜入でもしてみるか……？」

  

  「公主，太危险了。」

  「姫、危険すぎます」

  

  「我知道，只是说说而已。」

  「わかっている。言ってみただけだ」

  

  

  我不经意地说出没有打算实行的话，结果被表情凶狠的库多拉制止。上次在弗利克德拉当钓骑士的诱饵时，他似乎也很担心。不过让部下担心的上司也很难看，而且我还没有实际动手的打算。

  　なんとはなしに実行する気もない事を口走ってみれば、クォートラがすごい形相で制止して来たな。前回フリクテラで私が騎士を釣る囮になった時も大分心配していたらしいが。まあ、部下に心配をかける上司は格好もつかんし実際にやるつもりはまだない。

  

  总之，现在需要的是……

  　とりあえず必要なのは……。

  

  

  「无论如何，首先要收集情报。不知道对方的底细，就无法拟定作战计划。」

  「なにはともあれまずは情報収集だ。相手の手の内が分からなければ作戦の立てようもないからな」

  

  「「「是！」」」

  「「「はっ」」」

  

  

  库多拉等人异口同声地回答我的话。

  　私の言葉にクォートラ達はそろって返事をする。

  

  到了这个地步，已经没有人会推敲古老魔族的想法，只凭力量正面冲突了。

  　ここまでくれば古い魔族の考えを推して、ただ力を以て正面からぶつかる等と考えるものは最早いない。

  

  因此我思考后下令：

  　故に私は思案し、命ずる。

  

  

  「我想想，先从周边的护城河开始填平吧。弗利克德拉和卢卡纳之间有段距离，需要中继据点。总之……」

  「そうだな。周辺の堀からまずは埋めていこう。フリクテラからルイカーナまでは距離がある。中継の拠点が必要だ。とりあえずは……」

  

  

  我微微一笑，对众人说道：

  　私はにっこりと笑って一同へ言う。

  

  

  「首先，去毁掉一个村子吧。」

  「手始めに、村でも一つ潰しに行こうか」

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  于是，我们开始镇压辛的村子。

  　そしてシンの村の制圧に至る。

  

  辛的村子位于从弗利克提拉到卢伊卡纳的平原上岔出去的深邃森林中。我原本就打算在这座森林中开拓据点，不过为了保险起见，我派出担任斥候的哥布林发现了这座村子，于是决定拿来使用。

  　シンの村があるのはフリクテラとルイカーナを繋ぐ平野からそれた深い森林の中。元々この森の中を拓くなりして拠点を作ろうと考えていたのだが、念のためと斥候にはなっていたゴブリンがこの村の存在を発見したため、使わせて頂こうと相成ったわけである。

  

  

  我率领三名队长作为先遣队镇压村子。现在俘虏的村民被丢进村长居住的长屋，后续的主力部队也陆续聚集到辛的村子。

  　先遣隊として3隊長を率いて村を制圧。現在は捕囚として村人を村長の住んでいる長屋に放り込み、後続の主力軍が続々とシンの村に集っているところであった。

  

  

  「省下建立据点的工夫了。」

  「拠点を作る手間が省けましたな」

  

  

  我站在可以清楚看见广场的房屋屋檐下，身旁的_quota如此说道。

  　広場が良く見える家屋の軒下に立つ私の横に来たクォートラが言う。

  

  夜幕低垂，我眺望着在下着雨的村子里勤快地来来往往的魔族们，回答「是啊」。

  　夜の帳も降りきり、雨の降る村の中甲斐甲斐しく行きかう魔族達を眺めながら「まあな」と私は答える。

  

  

  「接下来，我想想。从村子延伸出去的道路……是那个方向吗？村子的反方向……就是村子后面。我想稍微开拓那边的森林。搭帐篷。去叫佐夫带着半兽人进行作业。」

  「あとは、そうだな。村から続く道……あっちの方角か。あの反対側……村の裏手だな。あっちの森は少し拓いておきたい。天幕を張る。ゾフにオークを連れて作業にあたるよう言っておけ」

  

  「遵命。」

  「心得ました」

  

  

  我对行礼的_quota点头，表情明显不满的佐 Funds走到我面前。

  　礼をするクォートラに頷いていると、さも不満ありありと言った様子のツォーネが呆れた様子でやってきた。

  

  我记得我有叫他去查看村子的设备和储备状况。

  　確か村の設備や備蓄の様子見をさせていたな。

  

  

  「克莱儿大人～！这个村子完全没有食物耶！要不要把几个人分来吃？」

  「ココット様～！　食料ぜんぜんないですわこの村！　何人か食用にバラします？」

  

  「还不行。」

  「まだダメだ」

  

  「是……」

  「はぁい……」

  

  

  这是当然的吧。假如吃掉一名村民，下级魔族们就会无法克制自己。而且村民人数比想象中还少。虽然原因应该是征兵，但作为我军的粮食实在不够。最重要的是，他们还有俘虏这个重要的任务。俘虏是能在各种事情上派上用场的方便道具，我在弗利克泰拉已经实践过了。用完之后再杀掉就好。

  　当たり前だろう。仮に村人を一人食わせれば下級魔族どもは歯止めが利かなくなるだろう。それに思ったより村人の数は少ない。件の徴兵のせいだろうが、とてもではないが我が軍の食料とするには不足だ。何より、彼らには捕囚という大事な役割がある。捕囚が様々な事に使える便利な道具なのはフリクテラで実践済みだ。使い終わってから改めて殺せばいい。

  

  我因为看不下去托涅尔不满的低落士气，只好不甘愿地用糖果引诱她。

  　私は不満げなツォーネの士気が低いのを見かねて渋々飴で釣ることにした。

  

  

  「专心工作。这样我之后会给你今天的血。」

  「仕事に集中しろ。そうすれば後で今日分の血をやる」

  

  「真的吗！呀哈！」

  「マジですの！　きゃはっ」

  

  

  托涅尔态度一变，摆出胜利姿势，快步冲进村里的房屋。哎呀，我还真是天真。就当作是管理的一环吧。

  　一転してガッツポーズを見せたツォーネは足早に村の家屋へと駆け込んでいった。やれやれ、我ながら甘い。マネジメントの一環として納得しよう。

  

  托涅尔离开的同时，克伍特拉也走向指挥魔族的索夫。我呼出一口气。

  　ツォーネが去ったと同時にクォートラも魔族を指揮しているゾフへ向かっていった。私はふうと一息つく。

  

  这时，吉耶尔战战兢兢地向我搭话。这么说来，我也把工作交给这家伙了。」

  　と、おずおずとした様子でキエルが私に声を掛けた。そういえばこいつにも仕事を任せていたんだったな。

  

  

  「吉耶尔吗？关起来的村民怎么样了？」

  「キエルか。押し込めている村人はどうだ？」

  

  「……大家都很害怕。您也打算……杀了他们吗？」

  「……皆怯えています。彼らも……殺すつもりですか」

  

  

  维持着阴沉表情的琪雅儿，以瞪视般的眼神对我报告。我对于她的态度满意地哼了一声。

  　キエルは暗い表情のまま私を睨むように報告した。私はその態度にふんと鼻を鳴らして満足する。

  

  

  「还不用杀。他们还有利用价值，也是贵重的情报来源。」

  「まだ殺しはしない。利用価値がある。貴重な情報源でもあるからな」

  

  

  听到我这么说，琪雅儿紧紧抿住嘴唇。

  　私の言葉にキエルはキッと唇をつぐんだ。

  

  虽然她没有继续反驳，不过咬住下唇的动作，让我看出她心中的不满。真是可喜可贺，她已经有多余的心力去在意别人了吗？

  　それ以上反論はなかったが、下唇を噛むような仕草には不満が見て取れた。おめでたい事だ。他人など気にしている余裕がもう出てきているのか。

  

  

  「你还是先担心自己的事吧，像个人类一样。」

  「お前は自分の事でも気にしていろ。人間らしくな」

  

  「呜……」

  「っ……」

  

  「我要休息了，今天就别再来烦我。」

  「私は休む。今日はもう構うな」

  

  

  我只说了这些，就转身背对琪雅儿，前往我选为睡觉处的民宅。

  　私はそれだけ言ってキエルに背を向けると、寝床として選んだ家屋に向かった。

  

  从明天开始，会很忙。

  　明日から、忙しくなる。

  

  

  

  

 
  ＃４８　居場所のなき者

  ＃48　无处可归之人

  　

  

  

  

  

  我现在待在克莱儿休息的房屋隔壁的长屋。

  　私は今、ココットが休んでいる家屋の隣の長屋に居ます。

  

  长屋和克莱儿的房间只隔着一扇门，库欧特拉和索夫站在克莱儿房间的门前。托泽看起来无所事事，不停来回踱步。

  　長屋とココットの部屋は扉一枚でつながっていて、ココットのいる部屋の扉の前にはクォートラと、ゾフがいます。ツォーネは、手持無沙汰そうな様子でひっきりなしに歩き回っていました。

  

  我……和被关进长屋的辛的村民一样，被关在这里，受到监视。

  　私は……長屋に押し込まれたシンの村の人たちと同じように、閉じ込められ、見張られています。

  

  村民们挤在一起，真的都是老人和小孩……

  　村人たちは身を寄せ合って固まっていました。本当に、老人と子供ばかり……。

  

  虽然受到监视，但孩子们在老人的包围下睡着了。睡着一定比较安全。要是发出哭声……不知道会怎么样。

  　見張られているとはいえ、子供たちは老人に囲まれるようにして眠っていました。眠っていた方が、きっと安全なはずです。泣き声など上げようものなら……どうなるか。

  

  我坐在椅子上乖乖待着，但村民们对我这个克莱儿的佣人投以恐惧和厌恶的视线。他们似乎以为我和克莱儿是一伙的。那个少女……好像叫露可的孩子也和老人一样一直醒着，对我们投以警戒的目光。

  　私は椅子に座りおとなしくしていましたが、村人たちはココット付きの使用人の私にも恐れや嫌悪といった視線を向けてきました。私がココットの一味だと思われているようです。あの少女……ルク、というらしい子も、老人たちと同じようにずっと起きていて、私たちに警戒の目を向けてきています。

  

  我想说「不是」。可是，因为受到监视，我不能这么做。

  　私は、違うと言いたかった。でも、見張られているから、それはできない。

  

  

  「叛徒……」

  「裏切者……」

  

  

  我听见其中一位老人小声这么说。

  　老人の一人が小声でそういったのが、私の耳に聞こえました。

  

  

  我猛然回神，望向他们，只见老人们以愤怒的神情看着我。

  　はっとして目をやれば、老人たちが憤怒の形相で私を見ていました。

  

  你这恶魔的爪牙。你堕落成魔族的走狗了吗？

  　悪魔の手先め。魔族の犬に成り下がったか、と。

  

  他们的眼神如此强烈地诉说。

  　彼らの目は、痛烈にそう語っていました。

  

  我不禁畏缩。

  　思わず、たじろぎました。

  

  他们看着我的眼神，和看着魔族的眼神……一模一样。

  　彼らの私を見る目は、魔族を見る目と……同じだったのです。

  

  

  「我……不是……」

  「私は……ちが……」

  

  

  即使想逃跑，也无法逃离的状况，让我忍不住发出声音，无法忍受村民看着我的眼神，别过脸去，视线正好转向四重奏。

  　逃げ出したい衝動に駆られるも叶わない状況に、思わず声を零しながら村人たちの私を見る目に耐えられなくなって顔を逸らすと、ちょうどクォートラ達へ視線が向きました。

  

  我与索夫四目相交，他啧了一声。

  　ゾフと目が合ってしまい、舌打ちをされました。

  

  

  「给我安分点，人类。小姐现在正在休息。」

  「おとなしくしてやがれ、人間。お嬢は今お休み中だ」

  

  

  ……我深刻体会到，我的周围都是敌人。

  　……私の周りは、敵だらけなんだと思い知りました。

  

  我低下头，缩起身子。

  　顔を伏せ、身を縮こまらせました。

  

  

  

  「下雨是运气不好。虽然脚步声消失了，但要是公主感冒就糟了。以她娇小的身体，应该无法行军，必须让她好好休息。」

  「雨に降られたのは不運だった。足音は消えたが、姫に風邪でも引かれては大事だからな。あの小さな体では行軍は堪えよう。ゆっくり休んでいただかねば」

  

  「是啊。」

  「そうさなあ」

  

  「唉～只要一声吩咐，我就会紧紧贴着陪睡，帮克莱儿大人取暖。」

  「はあ～、一声かけて下さればココット様のお体を温めるためにわたくしがぴっとり添い寝をして差し上げますのに」

  

  「闭嘴，你也是守卫。」

  「黙ってろ。てめぇも見張りだ」

  

  

  遭到索夫责备，托泽气呼呼地走来走去，一副静不下来的样子。

  　ゾフに咎められツォーネはむくれながらウロウロと落ち着かない様子です。

  

  他们完全不理会我和村民的心情，用比平常还要小声的音量交谈。

  　私や村人たちの気持ちなどまるでお構いなしに、普段よりは抑えた声で会話をする彼ら。

  

  这些可怕的魔族……似乎很关心身为人类的克莱儿的身体状况。这让我觉得非常不公平，无法接受，同时也感到非常不可思议。为了逃离村民的视线，我忍不住开口。

  　彼ら恐ろしい魔族は……人間であるココットの体調を気遣っているようです。それが、あまりにも不公平に感じて、腑に落ちなくて。そして純粋に不思議で。村人たちの視線からも逃れるように、つい。

  

  我下意识地问了：

  　うっかりと、問いかけてしまったのです。

  

  

  「你们为什么要侍奉克莱儿……？」

  「なぜ貴方達はココットに仕えているのですか……？」

  

  

  我小声地这么问，三队长的眼神立刻变了。

  　小さく問うた私の言葉に、３隊長の目の色が即座に変わりました。

  

  他们用仿佛要射杀我的视线瞪着我，我感觉到皮肤传来杀意。

  　射殺すような視線が私に突き刺さり、殺意が肌にぴりぴりと感じられました。

  

  甚至让我忍不住发出小声的悲鸣。

  　思わず小さく悲鳴を上げてしまう程に。

  

  库多拉走到我面前。我觉得自己会被杀掉。

  　クォートラが私の目の前まで歩いてきました。殺される、と思いました。

  

  

  「注意你的口气……搞清楚自己的立场……你不过是个奴隶人类，别随便提起公主的名字……！」

  「口を慎め……立場を弁えろ……奴隷人間の分際で姫の名を軽々しく口にするな……ッ」

  

  

  库多拉用凶狠的表情瞪着我这么说。

  　クォートラが鬼の形相で私を睨みながらそう言いました。

  

  那股压力让我忍不住从椅子上跌下来，瘫坐在地上。

  　その圧力に私は思わず椅子から転げてしまい、床にへたり込んでしまいました。

  

  

  「因为公主的吩咐，我们不能让你受到任何一点伤害。不过你可别忘了，你的性命就像风中残烛，公主只要动一根手指就能让你消失。」

  「姫の言いつけがあるので我々は貴様に例えかすり傷一つでも付けることはできん。しかしゆめ忘れるな。貴様の命など姫の指先一つで消えゆる風前の灯火よ」

  

  

  库多拉靠近瘫坐在地的我，露出獠牙。

  　クォートラはずいっと顔をへたり込む私に近づけて、牙を見せます。

  

  

  「你是人类，是公主和我们的敌人。只要公主一声令下，我就会咬碎你的头颅。」

  「貴様は人間。姫と、俺たちの敵だ。姫が一度御命じになられたならば、この俺が貴様のその頭から噛み砕いてやるぞ」

  

  

  我不禁感受到一股寒意，仿佛全身被冰块包覆。在这么近的距离下，从强壮的魔族身上感受到的强烈杀意。那是针对我个人的杀意。没想到有人对我怀抱杀意是这么可怕的事情。

  　思わず私は体中に氷を押し付けられたように肌寒い感覚を味わいました。屈強な魔族からこの距離で浴びせられる生の殺意。それは私個人にむけられたもの。誰かから自分に殺意を向けられることがこんなに恐ろしいものだったなんて。

  

  我张着嘴，不知所措地开合，接着听见佐夫轻笑出声。

  　口をパクパクとみっともなく開けていると、ゾフが小さく笑ったのが聞こえました。

  

  

  「哈、哈，库多拉啊，你看起来挺激动的嘛。」

  「は、は。クォートラよ、随分気が立っているじゃねェか」

  

  

  库多拉没有回头，只是瞪着我。

  　クォートラはゾフを振り返る事もなく、私を睨んだままです。

  

  

  「我听说这个人类企图杀害公主，所以提高警觉。」

  「この人間は姫を殺そうとしたと聞いた。警戒して然る」

  

  

  听到这句话，佐涅也缓缓朝我走来。我那天攻击克莱儿的事情似乎众所皆知。不过，这也是理所当然的。

  　ツォーネもそのセリフを聞いてゆっくりとこちらに歩み寄って来ました。私があの日ココットに襲い掛かったことは周知のことだそうです。それも、当然だとは思いますが。

  

  库多拉要我闭嘴，回到门前。

  　クォートラは私にもう口を開くなと言って扉の前に戻りました。

  

  可是……我没有闭上嘴巴。我拼命压抑恐惧，无论如何都要问出这个问题。只要克莱儿没有下令，他们就不会伤害我，所以我应该还安全。

  　ですが、私は……黙りませんでした。恐ろしい気持ちを必死に抑え、どうしても聞きたいことを聞かなくてはならなかったのです。ココットが命じない限り彼らが私を害さないと言うならば、まだ安全なはずですから。

  

  

  「克、克莱儿……大人，您为什么……要成为人类的敌人？」

  「こ、ココット……様は、どうして人間の敵に、なったのですか」

  

  

  库多拉立刻用愤怒的表情瞪着我。不过，既然他没有出手，我也不会认输。

  　すぐさまクォートラが憤怒の形相で睨んできました。しかし手を出されないのであればと私も負けません。

  

  

  「就、就算拥有恶魔之相的孩子被视为不祥之子……那么小的孩子怎么有办法打仗……！」

  「い、いくら悪魔の相を持った子が忌み子とされていても……あんな小さな子が戦争をするなんて……！」

  

  「我叫你闭嘴，你没听见吗？」

  「黙れと言ったのが聞こえなかったのか」

  

  「克莱儿大人要我自己思考！所以我必须知道！知道您杀害我父亲和青翼骑士团所有人的理由！」

  「ココット様は私に自分で考えろと言ったんです！　だから知る必要があります！　私の父や青翼騎士団の皆を殺した理由を！」

  

  

  库多拉的额头浮现青筋，伸出爪子的强壮拳头紧握到不能再紧。他释放出仿佛要立刻掐死我的压力，但似乎拼命在压抑。我鼓起勇气，询问这样的他们。

  　クォートラの額に青筋すら浮かび、爪の伸びる屈強な拳はこれでもかと握り締められていました。今すぐにでも私をくびり殺しそうなまでの圧を放ちながらも、必死で抑えているようでした。そんな彼らに、私は勇気を振り絞って問いかけます。

  

  看到我的反应，佐夫露出理解的表情看着我。

  　そんな様子に、ゾフが何か納得したような顔で私を見ました。

  

  

  「胆子挺大的嘛。我想起来了，这家伙是待在弗利克提拉领主宅邸里，唯一一个没有表现出害怕，还鼓舞其他女人的家伙。就是我在领主被杀的时候，也在场的女人。」

  「随分肝っ玉が据わっているが、思い出したぜ。こいつはフリクテラの領主屋敷に居た、一人だけ怯えを隠して女どもを鼓舞していた奴だ。俺が領主を殺したときに、その場にいた女だ」

  

  

  佐夫舔了舔嘴唇。同时，佐托内发出「哦～」的声音，开心地把手绕到我身上。

  　ゾフが舌なめずりをしました。同時にツォーネがふうん、と楽しそうに私の体に手を回します。

  

  我缩起身子，心想「应该不会受伤」，佐托内却从背后抱住我，把脸贴到我的脸颊上。跟身体被清洗时相同的厌恶感让我差点起鸡皮疙瘩。魔族竟然碰触我的身体。

  　傷はつけられない筈じゃ、と身をすくめるとツォーネは背後から私を抱くようにくっつき、私の頬に自分の頬をくっつけました。体を洗われた時と同じ嫌悪感で鳥肌が立ちそうでした。魔族に体を触れられるなど。

  

  

  「话说回来，我从克莱儿大人那里听说了。你……是叫瑟昆吗？是那个男人的女儿？」

  「そういえばぁ、ココット様から聞きましたわよ。あなた……セグンとか言いましたっけ？　あれの娘だとか」

  

  「！」

  「っ！」

  

  

  我忍不住只用眼睛看向佐托内。

  　私は思わず瞳だけツォーネに向けました。

  

  

  「那个混账骑士让我沾到泥土了。真是令人不快。不过，多亏克莱儿大人，我才能报一箭之仇。」

  「あのクソ騎士野郎には土を付けられましたわ。まったく忌々しい限りでしたのよ。それでも、ココット様のおかげで借りは返せましたし？」

  

  「难道……」

  「まさか……」

  

  

  我用颤抖的双眼看着佐托内，佐托内便用长舌头舔了我的脸颊。我忍耐着令人毛骨悚然的感觉瞪着她，她便露出灿烂到令人害怕的笑容，开口说道：

  　震える瞳でツォーネを見ていれば、ツォーネは私の頬に長い舌を這わせました。ぞくりとする感覚に耐えながら彼女を睨めば、恐ろしいまでに満面の笑みを浮かべ、言ったのです。

  

  

  「杀死你父亲的人是我。」

  「あなたのお父様を殺したのはわたくしですわ」

  

  

  听到预料中的那句话，我的眼底瞬间发热。

  　予想はしていたその言葉を聞いた瞬間、私の目の奥が熱くなりました。

  

  

  「——！你……！」

  「――っ！　あなたっ……！」

  

  「啊哈！好可怕好可怕！」

  「あはぁ！　怖い怖い！」

  

  

  兹欧娜轻巧地离开我身边，站到克欧特拉身旁。

  　するりと私から離れたツォーネはクォートラらに並びます。

  

  杀死父亲大人的人就是她……那么，我岂不是被杀父仇人洗过身体吗！

  　お父様を殺めたのが彼女だったなんて……ならば私は、父の仇に体を洗われたんじゃないか！

  

  

  「虽然那次作战是由克莱儿大人指挥，但实际战斗并杀死对方的人是我。这是理所当然的吧？克莱儿大人很弱小哦？呵呵呵。」

  「あの作戦の指揮はココット様が行っていましたが、実際に戦って殺したのはわたくしですもの。当たり前でしょう？　ココット様、か弱いんですのよ？　くふふふっ」

  

  

  兹欧娜揶揄般地笑了。我只能眼眶泛泪地瞪着她。

  　揶揄うようにツォーネが笑います。私は涙すら浮かべながらただ睨む事しかできません。

  

  

  「亲人被夺走，你感到愤慨吗？人类。稍微体会一下我们受到的伤害有多痛吧。然后，你要知道，你感受到的愤怒和悲伤，根本无法与我们相比。」

  「肉親を奪われて憤慨するか、人間。多少は我らが受けた傷の痛みを思い知れ。そして、貴様が感じる怒りや悲しみなど、俺達のそれと比べるべくもないと知れ」

  

  

  克欧特拉他们表情一变，一脸严肃地对我说：

  　クォートラ達が一転して真顔になり、私に言いました。

  

  

  「我有个女儿。但是，被你们人类夺走了。用肮脏、卑鄙又无情的手段。」

  「俺には娘がいた。だが、貴様たち人間によって奪われた。汚らしく卑劣で無情な手口によってな」

  

  「……」

  「っ……」

  

  「我们都被你们夺走了什么。」

  「俺達は皆貴様たちに何かを奪われた」

  

  

  克欧特拉沉重地说，他的眼神中看得出……憎恨与后悔。

  　そう重々しく言うクォートラの目には憎悪と、後悔が……見て取れました。

  

  

  「而且，公主也说你们把她当成家畜对待。在那段地狱般的日子中，唯一给予她温暖的母亲，也因为你们而丧命。你能够想象她那娇小的身躯中，究竟怀抱着多大的恨意吗？」

  「そして姫も貴様たちによって家畜のような扱いを受けたと伺っている。そして、そんな地獄の日々の中で唯一温もりをくれた母を貴様たちのせいで失ったと。あの小さな体に抱える憎悪を貴様は想像できるか？」

  

  

  我陷入沉默。

  　私は、押し黙ってしまいました。

  

  我知道克莱儿遭遇过悲惨的过去。那天潜入寝室时，我看到她露出的另一张表情。她一边呻吟，一边说出内心的真心话。她呼唤母亲，像个年幼的孩子。

  　悲しい事があったのは、わかる。あの日ココットを殺さなければと寝室に忍び込んだ時に見た彼女の別の顔。うなされながら、寝言に乗せられた心の声。母を呼ぶ、幼子の姿。

  

  

  「因此，我会保护公主。别以为只有自己是受害者。你的悲伤，根本比不上我们和公主的万分之一。」

  「故に俺は姫を守る。自分だけが被害者などと自惚れるな。貴様の悲しみなど俺達や姫の足元にも及ばん」

  

  

  我、我……

  　私は、私は。

  

  现在，我被四种族的魔族和背后的村民排挤。

  　クォートラ達魔族にも。背後の村人達人間にも疎まれるような今の状況になって。

  

  我几乎听不进四种族的话，一心只想着那个恶魔。

  　クォートラの声はあまり耳に入らず。ただ、あの悪魔の。

  

  克莱儿。

  　ココットの事を、考えていました。

  

  

  

  

 
  ＃４９　動き出す策略

  ＃49　展开行动的策略

  　

  

  

  

  

  

  占领辛的村子的隔天。

  　シンの村を占領した翌日。

  

  我起床后迅速换好衣服，立刻把魔族和村民集合到广场。可能是行军的疲劳，我睡得比想象中还要熟，现在眼睛还很困。大衣还没干，所以我没戴帽子，只穿着衬衫就出门了。

  　私は起き出してさっと着替えを済ませるとすぐさま広場に魔族と村人を集めた。行軍疲れがあったか思いのほか深寝入りしてしまったため目がしょぼしょぼする。コートはまだ乾いていなかった為、帽子もかぶらずシャツだけで外に出た。

  

  我叫出命，立刻请她让我坐在肩膀上。嗯，从高处眺望果然很棒。

  　オドを呼び出し、すぐさま肩に乗せてもらう。うん、高い位置からの眺めはやはりいい。

  

  

  「公主！」

  「姫！」

  

  「嗯，怎么了……」

  「ん、なんだ……」

  

  

  我坐在命的肩膀上揉着惺忪的睡眼，只见克瓦多脸色大变地冲了过来。

  　オドの肩で眠い眼をこすっているとクォートラが血相を変えて駆け寄って来た。

  

  怎么了？发生什么事？

  　なんだ、何事か。

  

  

  「您怎么让人类看到您这副模样……！」

  「そのような恰好を人間どもに曝すなど……！」

  

  

  嗯，哦……因为我没穿外套，也没戴帽子，看起来很随便吧。

  　ん、ああ……上着も帽子もかぶっていないからな。ラフに見えるんだろう。

  

  

  「内裤都露出来了！」

  「下着が丸見えではないですか！」

  

  「咦？」

  「えっ？」

  

  

  克瓦多一副不知道该看哪里的样子，我猛然惊觉，低头一看，原来如此。我虽然穿着内裤，但上面什么也没穿。虽然宽松的衬衫大致上遮住了，但黑色衬衫底下露出白皙双腿的模样，看起来果然很邋遢。

  　クォートラが目のやり場に困るような様子で言うもので、はっとして下半身を見れば成程。パンツは履いているがその上に何も履いていない。だぼだぼのシャツで概ね隠れはしているが黒いシャツから白い生足が伸びる姿は流石にだらしなく見えるか。

  

  不过，我想尽快巩固刚起床时想到的主意。虽然觉得「糟糕了」，但我过去也经常以这副模样度过，事到如今就算被魔族和人类看到，也没什么好害羞的。

  　しかし私は今一刻も早く起きぬけに浮かんだ案を固めておきたい。しまったな、とは思うが過去散々な格好で過ごしてきたんだ。魔族や人間に今更見られたとて別に恥ずかしくもないし。

  

  

  「……有什么关系，又不会少块肉。」

  「……別にいいだろう。減るものでもないし」

  

  「公主！」

  「姫！」

  

  「干嘛！你在意的话，我也会觉得害羞啊！我都不在意了，所以没关系！」

  「なんだ！　気にされると私も恥ずかしくなってくるだろ！　私が気にしていないからいいんだ！」

  

  

  我莫名地固执起来，但克瓦多却困扰地沉默了。

  　変に意固地になってしまったがクォートラは困ったように黙った。

  

  真是的。就算被魔族看到内裤，只要别管我，我也不会放在心上，但被指出后就会意识到，突然觉得很难为情。忘记穿是我的疏忽，但我也没想到会被指出这一点。不过，我理解魔族的文明文化，所以被指出或许也是理所当然的。

  　まったく。魔族相手に下着を見られたとて、そっとしておいてくれれば何とも思わなかったのに指摘されれば意識してしまい急に恥ずかしくなってきたぞ。履き忘れたのは私の落ち度だが別段そういう指摘を受けると思っていなかったし。しかしてまあ、魔族の文明的な文化は理解しているところだから、指摘は受けるべくして受けたのかもしれない。

  

  女性果然不能露出肌肤吗？这个世界也是这样吗？

  　やはり女性は肌を見せないものなのだろうか。この世界でもそういうものなのだろう。

  

  下次开始要小心。

  　次から気をつけるか。

  

  

  我哼了一声，环顾四周。村民和昨天一样聚集在广场，魔族们则围在四周。天空晴朗，但看到泥泞的地面，直到早上都在下雨吧。

  　ふん、と鼻を鳴らして周囲を見やる。村人たちは昨日同様広場に集められていて、魔族たちがそれを囲んでいる。空は晴れているが未だぬかるんだ地面を見るに朝方までは降ったか。

  

  我发现索夫和托涅频频朝我投来视线，但无视他们。

  　ゾフとツォーネがいやに私に視線を投げてきているのに気付いたが無視。

  

  

  「小姐的脚真棒啊……」

  「お嬢の足、イイな......」

  

  「哎呀，你很懂嘛，高等巨魔。太棒了。」

  「あら、なかなかわかっていますわねハイオーガ。素晴らしいですわ」

  

  「是啊，看起来很好吃。」

  「ああ、すごく美味そうだ」

  

  「看来我们无法互相理解呢。」

  「あなたとは分かり合えないようですわね」

  

  

  ……无视。

  　……無視。

  

  

  「虽然有种出师不利的感觉……喂，村长。」

  「出鼻をくじかれたような思いだが……おい村長」

  

  

  我觉得自己裸露的下半身有点难为情，一下拉拉衬衫的下摆，一下翘起二郎腿，同时命令命站到村长面前。

  　私はオープンな下半身を少し恥ずかしく思い、シャツの裾をぐいぐいと伸ばしたり足を組んだりしながらオドに命じて村長の前に立つ。

  

  村长听到我的声音，肩膀抖了一下之后才回答：

  　村長は私の声にビクリと肩を震わせた後返事をした。

  

  

  「是、是……请问有什么事？」

  「は、はい……何用で御座いましょうか」

  

  「这个村子有来自卢伊卡纳的巡逻吗？」

  「この村にルイカーナからの巡回はあるな？」

  

  

  听到我的问题，村长稍微睁大眼睛。看来猜中了。

  　私の言葉に村長は少し目を見開いた。これは当たりか。

  

  这是根据推测的问题。既然男人都被征召，我推测应该会有巡逻。

  　推測に基づく質問。男どもが居ないのは徴兵されたからならば、巡回はあって然ると想定した。

  

  然后不出所料，村长吞吞吐吐地回答：

  　そして案の定、村長の口からたどたどしく答えが返って来た。

  

  

  「是的，有巡逻……有几名骑士会定期巡逻。」

  「はい、巡回はあります……騎士数名が定期的に」

  

  

  很好，那就没有不利用的道理。

  　よし。ならばそれは利用しない手はない。

  

  

  「下次巡逻是什么时候？」

  「次の巡回はいつだ？」

  

  「啊，是……呃，后天中午左右。」

  「あ、はい……ええと、明後日の昼頃かと」

  

  

  我咧嘴一笑。村长露出「为什么？」的表情，因为有巡逻的话，我们的存在应该会被卢伊卡纳知道。

  　私はにやりと笑った。村長は何故？　といった顔だ。巡回があれば私たちの存在がルイカーナの知るところになる筈なのに、と。

  

  不过我认为可以利用这一点。

  　しかして私はこれを利用できるのではと踏んだのだ。

  

  库多拉似乎也察觉到，转头看向我。

  　クォートラも察したか私に顔を向ける。

  

  

  「公主。」

  「姫」

  

  「嗯，这或许可以利用。」

  「ああ、これは使えるかもしれん」

  

  

  我从欧德的肩膀上对库多塔咧嘴一笑。村长和其他村民看到我的表情，都露出不安的神色。大概是察觉到我打算做什么坏事吧。

  　私はオドの肩からクォートラににやりと笑って見せる。それを見た村長他村人たちは不安げな顔だ。私の表情からろくでもない事を察したのだろう。

  

  而他们的猜测是正确的。

  　そしてその察しは正解だ。

  

  在巡逻之前，我要尽可能从这些家伙身上榨取情报。现在是大家最喜欢的盘问时间。虽然不知道能获得多少情报，不过我会让他们把知道的事情一五一十吐出来。

  　巡回までに、こいつらから得られるだけ情報は絞りとる。みんな大好き尋問タイムだ。どれだけ情報が得られるかはわからんが、知っていることは洗いざらい吐いて頂く。

  

  我将目光落在村长身上，对他露出不怀好意的笑容，他便害怕地缩起身子。

  　私が村長に目を落としにやりと笑って見せれば怯えたように竦んだ。

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  在巡逻之前的几天，我几乎都花在从村民身上收集情报，以及在离村子稍远的地方设置阵地。

  　巡回までの数日はほとんど村人からの情報収集と村から少し離れた場所に陣地を作ることに費やされた。

  

  多亏如此，我多少获得了一些情报。

  　おかげで多少なりと情報は入った。

  

  首先，卢伊卡纳虽然自治化，但因为拥有权力的贵族们拥有独立的势力，所以没有稳固的政治结构。法鲁萨玛尔王似乎也对卢伊卡纳的统治方式感到相当困扰。

  　まずルイカーナはファルトマーレ自治化ではあるものの力を持つ貴族たちが独立した勢力を持っているために、しっかりとした政治の仕組みがない事。ファルトマーレ王もルイカーナの扱いには大層困っているようだ。

  

  虽然姑且有领主，但据说只是权力更大的贵族的傀儡。

  　一応領主はいるが、より強い力を持つ貴族の傀儡だという。

  

  然后，卢伊卡纳最有权力的贵族，似乎是一位名叫亚历山大的贵族。

  　そして、ルイカーナで一番力を持っている貴族というのが、アレハンドロという名の貴族らしい。

  

  这个亚历山大在卢卡纳拥有接近绝对的权限，其他有力贵族也不敢违逆他。而亚历山大所拥有的黑紫骑士团，征募了实力派佣兵的私人骑士团，恐怕是卢卡纳最大的战力。听他这么一说，原来有很多有用的情报。

  　このアレハンドロはルイカーナで絶対に近い権限を持ち、他の有力貴族も彼には逆らわないと。そしてアレハンドロが有する黒紫騎士団なる実力派の傭兵を徴用した私兵騎士団が、おそらくルイカーナ最大の戦力であること等。聞いてみれば成程有益な情報が多いな。

  

  在敲头作战中，多少得知了首领的名字与战力的情报，这很重要。至少从完全的摸索状态中，有了进展。

  　頭を叩くという作戦においてトップの名前と戦力の情報が多少なりと入ったのは大きい。まったくの手探り状態からは少なくとも進展があった。

  

  我坐在长屋的椅子上，让说完话的村长退下。可能是打算担任护卫吧，一起过来的露各一直瞪着我，然后跟在村长后面离开房间。

  　私は長屋の椅子に腰かけながら、話を聞き終えた村長を下がらせる。護衛のつもりか一緒に来ていたルクが、私をじっと睨んだ後、村長の後に続いて退室した。

  

  虽然不知道为什么，不过我从露各的视线中察觉到异样，露出讶异的表情，不过我伸手制止了她。

  　ルクの視線にクォートラが訝しげな顔をしたが、私は手で制する。

  

  我大概知道，那眼神不是单纯的敌意。

  　何となくだが分かる。あの目は、ただの敵意ではないな。

  

  算了，反正我早就看习惯了。

  　まあいい。見慣れた目だ。

  

  

  好了。

  　さて、と。

  

  我喝了一口放在桌上的茶，从椅子上跳下来。

  　テーブルの上に置かれた茶を啜ってからよっこらと椅子から降りる。

  

  差不多要过中午了，巡逻兵应该要来了吧。

  　そろそろ昼過ぎ。巡回が来るだろう。

  

  现在待在村子里的我军有3位队长与30名魔剑士，村子外面还藏了一些人。如果村长的话是真的，这样应该够了。

  　今この村にいる我が軍は3隊長及び魔剣士が３０程。村の外にもう少し隠してある。村長の話が本当ならこれで十分なはずだ。

  

  不过，要是让他们掌握到假情报，我会立刻杀了人质。

  　ま、偽の情報など掴ませようものならすぐさま人質を殺してやるがな。

  

  我为了打听情报，首先将村里的孩子们关进同一间房子里。

  　私は情報を聞き出す際にまずこの村の子供達を一つの家屋に押し込めた。

  

  我威胁大人们，要是敢反抗或是说谎，就先从孩子开始杀起。

  　逆らうような真似や虚偽の情報を吐けばまず子供から殺していくと、大人たちに脅しをかけた。

  

  露库和似乎很照顾露库的守卫老人虽然表现出反抗的迹象，但被村长劝阻后就安分下来了。露库刚才瞪着我的视线，应该也包含了对挟持人质的恶徒的愤恨吧。

  　ルクや、ルクに目をかけているらしい守衛の老人が反発の兆しを見せたが村長に窘められておとなしくなっていたのだ。さっきのルクの私を睨む視線も人質を取るような外道に向けたものもあろう。

  

  

  这时，一名魔剑士走进长屋。他现在只是个穿着铠甲的人类。

  　と、長屋に魔剣士の一人が入ってくる。今はただの鎧を着た人間の姿だ。

  

  

  「报告。斥候的哥布林们发现前往这个村子的骑士了。」

  「報告致します。この村に向かう騎士を斥候のゴブリンめらが見つけたと」

  

  「来了吗？铠甲的颜色和数量是？」

  「来たか。鎧の色と数は？」

  

  「是。银甲胄的骑士有三名。」

  「は。銀甲冑の騎士が３名と」

  

  

  原来如此。那不就是传闻中的黑紫骑士团吗？而且既然只有少数人来，就表示真的只是定期巡逻吧。村长的话没有虚假。

  　なるほど。噂の黒紫騎士団の者ではないか。そして少数で来た限りは本当にただの定期巡回だろう。村長の話に虚偽はなかったな。

  

  我对库托拉使了个眼色，库托拉立刻点头，走出长屋。

  　私はクォートラに目くばせし、クォートラはすぐに頷き長屋を出て行った。

  

  

  「好了，我要去村长那里。你们也保持随时都能行动的状态待命，等待我的信号。」

  「さて、私は村長の所へ行く。お前たちも直ぐ動ける状態で待機。合図を待て」

  

  「是！」

  「はっ」

  

  

  魔剑士敬礼后，立刻被黑烟包围，变成骸骨的模样，接着走出长屋。

  　魔剣士は敬礼をするとすぐさま黒い煙に包まれ骸骨の姿へと変じたのち、長屋を出た。

  

  我也呼地吐了口气，走出长屋。

  　私もふうっと息を吐いて長屋を出る。

  

  

  

  为了巡逻而聚集的村民已经聚集在广场上。还有几名负责监视的魔族留在那里。

  　広場には巡回に備えた村人たちがすでに集まっていた。見張りの魔族がまだ数名残っている。

  

  我走向一脸愁容的村长，向他搭话。

  　私は浮かない顔の村長の所へ歩いていき、声を掛けた。

  

  

  「村长，接下来巡逻的骑士会过来。我想你应该明白，不要轻举妄动，只说些无关紧要的事。这样一来，我保证孩子们会平安无事。」

  「村長、これから巡回の騎士とやらが来る。分かっていると思うが、ヘタなことはせず何でもない事だけを喋っていろ。そうすれば子供の無事は約束しよう」

  

  「真、真的吗？」

  「ほ、本当ですね？」

  

  「别小看我们。我们和你们人类不同，不会食言。」

  「なめるな。私たちはお前たち人間と違って口に出した言葉を反故にはしない」

  

  

  我抬头瞪着村长，他便一脸阴沉地低下头。

  　村長を睨み上げれば暗い顔で俯いた。

  

  好了，我也移动吧。我向监视村民的魔族们打了个信号，进入房屋内。接下来，只要躲起来等待骑士到来即可。

  　さて、私も移動するとしよう。村人たちを見張っていた魔族達に合図をして、家屋に入る。あとは、騎士が来るのを隠れて待つだけだ。

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  骑士们一脸不悦地现身。

  　騎士達は、あまり浮かない顔で現れた。

  

  他们没有戴头盔，一进入辛的村庄，便望向一如往常在广场上各自工作的村民，挥了挥手。

  　兜もつけず、シンの村に入るなりいつも通り広場で思い思いの仕事をしている村人を見やり、手を振った。

  

  

  村民一注意到他们，村长立刻现身，包围进入广场的骑士们。

  　村人が気づくとすぐに村長が現れ、広場に進んだ騎士たちを囲む。

  

  村长看着骑士的脸点点头，缓缓与他们面对面。他的脸上浮现亲昵的神色。

  　村長は騎士の顔を見て頷くと、ゆっくりと相対する。その顔には親し気な色が浮かんでいた。

  

  我躲在房屋内，从门窗的缝隙观察广场上的互动。

  　私は家屋の中に身を潜め、戸窓の隙間から広場でのやりとりを伺っていた。

  

  

  「村长，带着大家一起去路易卡纳吧。那里比这里安全多了，也有食物。」

  「村長、皆も連れて一緒にルイカーナへ行こう。ここよりずっと安全だし、食い物もある」

  

  「我之前也说过吧。我们不能抛弃这个村子……你们以前也一样吧。」

  「前にも言っただろう。私たちはこの村を棄てられんよ……お前たちだってそうだったろう」

  

  「话是这么说没错……可是我们去了路易卡纳才知道，比起在这种地方生活，那里安全多了！而且魔族也不知道什么时候会来……你们应该也听说弗利克提拉被毁掉的事了吧……？」

  「そりゃそうだったさ……だけどルイカーナに行ってみて分かったんだ。こんなところで暮らすよりずっと安全なんだよ！　魔族だっていつ来るかわからないし……フリクテラがやられたの、聞いてるだろ……？」

  

  

  哦，看来那群骑士原本是这个村子的年轻人。

  　ほう。どうやらあの騎士たちは元この村の若い衆らしいな。

  

  所以才会奉命前来，负责交涉让村子里的人们移居路易卡纳吗？既然是同乡，应该比较好沟通，不过村长他们似乎不太愿意。年轻人和老人对故乡的意见分歧，和我以前居住的日本乡下地方有共通之处。就是年轻人不愿留在乡下吧。

  　それで村の連中をルイカーナに引き入れる交渉団の任務でも仰せつかって来たという訳か。同郷であれば話もしやすいという事だろうが、村長たちは渋っているようだ。若い衆と老人たちの里に対する意見の乖離はかつて私が生きた日本の僻地に通ずるものがあるな。若者の田舎離れ、といった所か。

  

  不过呢，这次我站在年轻人这边。在战时状况下，应该尽快前往大城镇避难。虽然不知道路易卡纳那边愿不愿意接受，不过既然有年轻人像这样前来劝说，代表路易卡纳那边不是需要人手，就是想做慈善事业，总之肯定有什么理由。

  　しかしまあ、今回ばかりは若者たちに賛成だ。戦時下においてはさっさと大きな町に避難するべきだったな。受け入れられるかは知らんが、こうして若者たちが勧誘に来ているのだからルイカーナ側も人手が欲しいか慈善事業か、なにかしらは思っていたのだろうに。

  

  但是，已经太迟了。魔族的手已经伸向这个村子。

  　だが、もう遅い。既に魔族の手はこの村に届いているよ。

  

  

  这时，其中一名骑士东张西望，露出讶异的表情。

  　と、騎士の一人が周囲をきょろきょろと見まわしながら怪訝な顔をしている。

  

  然后他问村长：

  　そして村長に問うたのだ。

  

  

  「欸，孩子们怎么了……？平常不是都活力十足地在玩耍吗？」

  「なあ、子供たちはどうしたんだよ……？　いつもなら元気に遊んでるだろ？」

  

  

  村长听到这句话，额头冒出冷汗，低下了头。时机差不多了吧。

  　そのセリフを聞いた村長は額から脂汗を流して俯いた。頃合いかな。

  

  我对家里的魔族们打了个暗号。下一瞬间，魔剑士们从每一栋房屋中冲向广场。

  　私は家の中の魔族たちに合図をした。途端に、家屋という家屋から魔剣士たちが広場へ飛び出していく。

  

  

  骑士们立刻瞪大了双眼。这也难怪，毕竟从他们的角度来看，魔族出现在理应还很和平的村庄里，而且还是从房屋中现身。

  　すぐさま騎士達が目を丸くした。それもそうだろう。連中にしてみればまだ平和なはずの村に魔族が現れたのだから。それも、家屋の中から。

  

  骑士们慌张地拔出剑，但村长以惨叫般的声音制止了他们。

  　騎士達は慌てて剣を抜くが、村長が悲鳴のような声で制止した。

  

  

  「住手！别这样！要是抵抗的话，孩子们会……！」

  「よせ、やめろ！　抵抗すれば子供たちが……！」

  

  「你说什么……！？」

  「なんだって……！？」

  

  

  骑士们应该理解了吧。原本应该在玩耍的孩子们不见踪影，是因为被当作人质抓走了。

  　騎士達は理解しただろう。遊びまわっていたはずの子供たちの姿が無いのは、人質として捕えられているから。

  

  也就是说，这代表他们的故乡——辛的村庄已经被魔族占领了。

  　つまり、その意味するところは、故郷たるシンの村は既に魔族に占領されているという事だ。

  

  

  魔剑士们逼近广场上的骑士与村民，将他们团团包围。骑士们虽然拔出了剑，但因为村长已经出声制止，他们只是站在原地保护村民。不过，只要看他们的样子就能明白，他们只是被赋予装备的外行人。和我在弗利克泰拉交手过的蓝披风骑士们根本无法相提并论，只是穿着装备的农夫罢了。

  　広場に居た騎士や村人たちを囲うように魔剣士達が詰め寄っていく。騎士達も剣を抜きはするが村長の一声が有った手前村人たちを守るように立つだけだ。尤も、様子を見ればわかるがどうやらただ装備を与えられただけの素人。フリクテラで戦った青マントの騎士達とは比べるべくもない。ただ着飾っただけの農夫だ。

  

  库尔特拉们也出现在广场上，包围着村民。

  　クォートラ達も広場に現れ、村人を囲む。

  

  看到魔族们完全包围了村子，我缓缓走到广场。

  　魔族たちが完全に包囲を固めたのを見てから、私はゆっくりと広場に出ていった。

  

  村长脸色苍白地把视线从我身上移开，三名骑士则用惊讶的表情看着我。

  　村長が青い顔で私から目を逸らし、騎士3名は私を驚いた顔で見る。

  

  

  「恶魔的容貌……！这个小鬼是怎么回事！」

  「悪魔の相……！　なんだこのガキは！」

  

  「喂，村长！这是怎么回事！」

  「おい、村長！　どういう事なんだよこれは！」

  

  「为什么忌子会走在村子里啊！」

  「なんで村に忌子が歩いていやがるんだ！」

  

  

  哎呀，真奇怪。比起魔族，他们似乎更惊讶于拥有恶魔容貌的我。算了，现在就当作没听见吧。反正他们一定是感谢着优奈教的虔诚信徒吧。真令人作呕。

  　はて、おかしいな。魔族どうこうより悪魔の相を持つ私がいる事のほうに驚きを禁じ得ない様子だ。まあ、今は詮無きこととして流す。どうせありがたいユナイル教の敬虔なる信徒といった所だろう。反吐が出る。

  

  我站在广场上，让魔族们跟在我身后，看着骑士们笑了。

  　魔族たちを従えるように広場に立ち、騎士どもを見て笑う。

  

  

  「各位好。事不宜迟，你们最好不要抵抗。如同村长大人刚才所说，村子里的孩子们现在都掌握在我的手里。」

  「ごきげんよう諸君。早速だが抵抗はしない様に。先ほど村長殿が言ったように村の子供達の命はこちらが預かっている」

  

  

  骑士们毫不掩饰厌恶感和惊讶，瞪着我。

  　嫌悪感と驚きを隠しもせずに騎士たちは私を睨む。

  

  魔剑士们立刻举起剑威吓他们。虽然被魔剑士包围的现状让他们感到害怕，但我还是能感觉到他们对我的敌意。啊啊，这让我想起欧塔娜了。真想马上让这些不快的表情染上绝望的色彩，可是这些家伙还有任务在身。

  　すぐさま魔剣士達が剣をガシャリと構えて威嚇する。魔剣士に囲まれている現状に怯えはあるが、それでも私への敵意もまた感じられる。ああ、アウタナを思い出すなあ。すぐにでもこの不快な表情を絶望の色に染め上げてやりたい、が。こいつらには役目がある。

  

  察觉抵抗没有意义的骑士们丢下剑。他们害怕着指向自己的剑，在魔剑士的诱导下走到村民面前，被催促着跪下。

  　抵抗は無意味と察した騎士たちは剣を棄てた。魔剣士たちに向けられた剣に怯えながら、誘導されて村人たちの前にならばされ、跪くように促される。

  

  等到视线高度和我差不多时，我开口告知来意。

  　私と目線が大体同じになったところで、用件を伝える。

  

  

  「好了，我想你们应该知道，这个村子已经在我们的掌控之中。因此，我要你们服从我们。」

  「さて、わかっていると思うがこの村は既に我々の手中だ。故にお前たちにはこちらに従ってもらう」

  

  「你到底是什么人……！恶魔和魔族联手了吗！？」

  「お前、なんなんだ……！　悪魔が魔族と手を組んだってか！？」

  

  

  每次都要重复这种对话，我也开始厌烦了。

  　毎度このやりとりをやるのも飽きて来たな。

  

  

  「你们要这么想也无妨。我懒得多说，直接进入正题。我不会听你们的异议。」

  「そういう認識で構わんよ。語るのも億劫なので本題に入る。異存は聞かん」

  

  

  骑士们依然对我抱持敌意，不过他们似乎明白，面对依然隐藏身影的孩子们和害怕的村民，他们只能乖乖服从。

  　騎士達は未だ敵意を向けてくるが、未だ姿を隠したままの子供達や怯える村人たちの様子におとなしく従うしかないことは理解しているらしい。

  

  

  「那么，我先问个问题。从刚才的对话来看，你们是来迎接这个村子的人们前往路易卡纳的，没错吧？」

  「さて、まず質問する。先ほどのやりとりから、お前たちはこの村の人間たちをルイカーナに迎え入れに来た、であっているな？」

  

  

  骑士们没有立刻回答，保持沉默，不过被我使了个眼色的魔剑士戳了其中一名老人，他的眼神变了。

  　騎士達はすぐには答えずに黙っていたが、私に目くばせされた魔剣士が老人の一人を小突くと目の色を変えた。

  

  

  「穆爷！」

  「ムン爺！」

  

  

  被戳的老人呻吟着蹲下，露库靠过去关心他的身体状况。

  　小突かれた老人は呻いて蹲り、そこにルクが身を寄せ体を気遣う。

  

  我叹了一口气，重新斜眼看向骑士们。我用眼神示意「懂了吧？」，他们似乎看懂了，一脸不甘心地开始说：

  　私はふう、とため息をつくと改めて流し目に騎士たちを見やった。理解しただろう？　という私の目に観念したか、悔しそうな顔で語り始めた。

  

  

  「对，没错。」

  「ああ、そうだ」

  

  「那么下一个问题，命令你们的人是谁？」

  「では次。それを命じたのは誰だ？」

  

  「……亚历杭德罗大人。」

  「……アレハンドロ様だ」

  

  

  我皱起眉头。没想到这么快就能问出老大名字。

  　私は眉根を寄せた。こんなにすぐに親玉の名を聞けるとは。

  

  

  「……亚历杭德罗需要这种村子的人做什么？征兵的话，有你们就够了不是吗？」

  「……アレハンドロがこんな村の人間を必要としているのはなぜだ？　徴兵ならば、お前たちだけで十分なのではないかな？」

  

  「……这我们就不知道了，我们只是小喽啰。」

  「……そこまではわからない。俺たちは下っ端なんだ」

  

  

  嗯，我想也是。说到亚历杭德罗的骑士团，就是黑紫骑士团，但从他们的铠甲看来，他们并不是黑紫骑士团。

  　まあ、だろうな。アレハンドロが持つ騎士団と言えば黒紫騎士団だというから、彼らの鎧を見るに黒紫騎士団ではない。

  

  

  （增强战力……？不对，如果是这样，应该没必要把老人关起来。难道是单纯的慈善事业……？）

  （戦力増強……？　いや、それならば老人たちを囲い込む必要はないだろうし。単純な慈善だとでも……？）

  

  

  不可能。我莫名地确信。

  　それは、ないなと。妙な確信があった。

  

  在这种世道，受惠的贵族怎么可能做慈善事业。人类不是那么清高的生物。

  　こんな時世に恵まれた貴族が下々に慈善事業など行うものか。人間はそんなに清い生き物ではない。

  

  不过，这样就奇怪了。虽然只要问出这部分就好，但这些家伙似乎真的只是小喽啰，没办法问出更多情报。

  　だが、だとすれば妙に引っかかる。その辺りも聞き出せればいいが、本当に下っ端らしいこいつらからはこれ以上聞き出せそうにはなかった。

  

  果然只能直接去问了。

  　やはり直接行くしかない。

  

  

  「好，我知道了。那么……我有事要你们去做。」

  「さて、諸々は分かった。では……改めてお前たちにやってもらう事がある」

  

  「什么……？」

  「なんだ……？」

  

  「我会让你们完成任务。」

  「お前たちの任務を果たさせてやる」

  

  

  骑士们面面相觑。接下来我说的话，让他们大吃一惊。

  　騎士達は互いの顔を見合わせた。そして次に私が言った言葉に、驚くこととなった。

  

  

  「把一半的村民带到露依卡纳……然后你们也一起进去露依卡纳！？别开玩笑了！」

  「村人を半分ルイカーナへ連れていけ……そしてお前達も一緒にルイカーナへ入れろ、だと！？　冗談じゃない！」

  

  

  其中一名骑士大叫。

  　騎士の一人がわめいた。

  

  我的要求是，带一半的村民回露依卡纳，然后让我和几名魔族同行。站在对方的立场，等于要带敌人进入自己的大本营，会反弹也是理所当然。

  　私の要求はこうだ。村人の半分を連れてルイカーナへ戻れ。そしてそれに私を含めいくらかの魔族を同伴させろ、というものだ。向こうからすれば自分たちの牙城に敵を引き入れる手引きをするという事だから反発も当たり前だった。

  

  而且，从我的立场来看，由于要以少数人进入敌阵，为了自保，我告诉他们要留下一半的村民。

  　そして、私側からしても敵陣に少数で踏み入るわけだから保身として村人は半数この場に残す事を告げた。

  

  如果拒绝，我无法保证包含村民在内的所有人的性命。

  　断るならば、用はないのでこの場で村人含め全員の命は保証しない、とも。

  

  

  「如何？我对你们的要求是带我们进入露依卡纳，然后为了保障我们在城内的安全，不得将我们的事告诉任何人，最后让我们安全回去。」

  「どうする？　お前たちへの要求は私たちをルイカーナに引き入れる事。そして街中での安全を保障するため我々の事は一切他言無用、最後に安全に帰す事だ」

  

  「怎么可能办得到……！」

  「そんな事できるわけ……！」

  

  「那就只能让你们全部消失了。」

  「なら全員消えてもらうしかあるまい」

  

  「唔……只、只有我们这些小喽啰，怎么可能隐瞒你们的事！再说，这里可不是让长着恶魔耳朵的小鬼可以随便乱逛的地方。」

  「ッ……し、下っ端の俺達がお前らの事を隠し通せるわけないだろ！　大体悪魔の相を持ったガキなんかがぶらぶら歩ける場所じゃあないんだ」

  

  「就算这样也要做。否则你和你的家人也会死。光是给你们选择，就该感谢我们了。根据你的表现，村民的安全将获得保障。」

  「それでもやれ。でなければお前も、お前の家族もあの世行きだ。選択肢を与えているだけ有情と思え。お前の働き次第で村人の安全は保障される」

  

  

  骑士们一脸苦涩地开始交头接耳。原本屏息旁观的村民们，也因为听到我明确说出杀字而互相依偎，浑身发抖。

  　騎士達は苦い顔でぼそぼそと相談を始めた。そんなやりとりを固唾をのんで見守っていた村人たちも、私の口から明確に殺すという言葉が出たことで身を寄せ合い震えている。

  

  答案其实非常清楚。

  　答えなど、わかり切ってはいるのだが。

  

  ——这些家伙无法拒绝。

  　――こいつらは、断れない。

  

  

  「我、我知道了……我会照做。所以请保证大家的性命……」

  「わ、わかった……いう通りにする。だからみんなの命は保証してくれ……」

  

  「只要你们遵守约定，我们也不会毁约。」

  「お前たちが約束を破らん限りはこちらも破る気はない」

  

  

  骑士点头。

  　騎士は頷いた。

  

  好啦，前往路易卡娜的准备完成了。接下来是挑选人员。

  　さて、ルイカーナへ行く手筈は整ったか。あとは人員の選別だ。

  

  

  「告诉我你们的家人是谁。」

  「お前たちの家族を教えろ」

  

  

  骑士们对于我的要求面露难色，不过还是马上叫来家人。

  　騎士達は私の言葉に渋った様子を見せたが、すぐに家族を呼び示した。

  

  我命令骑士们从要带去路易卡娜的村民中，剔除他们的家人。虽然有人反抗，但是在不得不服从的状况下，骑士们只能咬牙忍耐。

  　私はルイカーナへ連れていく村人から、その家族は外すよう命じた。反発はあったが、従わざるを得ない状況に騎士たちは歯噛みした。

  

  

  「听好了，两天。如果我过了两天没有四肢健全地回来，魔族们就会杀死剩下的村民。刚好两天，给我记清楚。还有，路克……你叫这个名字吧？你也一起来。」

  「いいか。二日だ。二日経って私がこの場に五体満足で戻らなければその時点で魔族たちは残った村人を殺す。きっかり二日だ。肝に銘じろ。それから、ルク……といったな。お前も来い」

  

  「！」

  「っ」

  

  

  露克搀扶着还在揉着腰、皱着眉头的守卫老人穆爷，同时瞪着我。

  　ルクは未だ腰をさすり顔をしかめているムン爺と呼ばれた守衛の老人を支えつつ、私を睨んだ。

  

  

  「我要留下来！没有我在，大家就没办法狩猎了！」

  「私は残るよ！　私がいなきゃ皆は狩りができないんだ！」

  

  「那我两天后就回来，你好好工作吧。反正你不好好工作，也活不过两天。跟狩猎无关。」

  「ならちゃんと二日で私が帰ればいい。お前がしっかり働かなければどうせ二日の命だ。狩りなど関係ない」

  

  「怎么这样……！」

  「そんな……！」

  

  

  露克脸上浮现绝望的神色。我说你太在意了。只是去，然后回来。这并不难吧。

  　ルクは絶望の色を顔に浮かべた。気にしすぎだと言うんだ。ただ行って、ただ帰る。難しいことではないだろう。

  

  

  「放心吧。人类就算两天没好好吃饭也不会死。不管再怎么想死都一样。」

  「安心しろ。人間は例え2日程度まともに食事を取らなくても死にはしないよ。どれだけ死にたくてもな」

  

  

  我眯起眼睛对露克说。我的脑中浮现过去在地狱里，没得好好吃饭，总是想着寻死，却在牢里度日的回忆……以及好几天不吃不喝，牵着我的手的雷米。

  　私は目を細めルクにいう。私の脳裏には、まともに食事を与えられず、常に死にたいと願いながら牢屋で過ごした在りし日の地獄と......数日間も飲まず食わずで私の手を引いてくれたレイメが想起された。

  

  跟那些相比……两天根本不算什么。

  　あれに比べれば......2日程度なんてことはない。

  

  

  「库多拉、佐夫，按照计划。你们跟着去太显眼了。你们留在这里，把弗利克泰拉的补给线铺到这个村子。托泽和几名魔剑士跟我来。」

  「クォートラ、ゾフ。手筈通りだ。お前たちは連れて行くには目立つからな。残ってフリクテラからの補給線をこの村に敷け。ツォーネと魔剣士数名が私と来い」

  

  

  魔剑士们听从我的指示，立刻开始整队。不过，库多拉依然一脸不满。

  　声に従い魔剣士たちがすぐさま整列を始める。が、クォートラは未だに不満げな顔だ。

  

  

  「寇特拉，别担心。人类在保护自己这方面可是很有一套的。只要你们好好监视村民，危险性就会降低。」

  「クォートラ、案ずるな。人間は我が身可愛さにかんしては一流だ。お前たちが村人をしっかり見張れば危険は少ない」

  

  「可是……不，我明白了。」

  「しかし……いえ、心得ました」

  

  「我也很想一起去啊。虽然留守很无聊，但我会乖乖待着。」

  「俺は一緒に行きたかったぜ。留守番はつまらんが、わかりやしたぜ」

  

  

  佐夫搔搔头，拍拍寇特拉的肩膀。托斯涅则在他身旁蹦蹦跳跳。

  　頭を掻きながらクォートラに肩をポンと叩くゾフ。そしてその横で飛び跳ねるツォーネ。

  

  

  「好的～克莱儿大人的安全就交给我吧！」

  「はあい、ココット様の身の安全はわたくしにお任せですわ！」

  

  

  我之所以选择佐夫和托斯涅，是因为他们有乔装能力，能够混入人群之中，再加上他们在紧急时刻的战斗力。不过，我有点担心他们会不会露出马脚。虽然不能携带武器，但光凭赤手空拳，应该也能应付几名骑士。

  　変装をさせれば人間に紛れることもできるのは魔剣士とツォーネくらいという理由と、いざという時の戦闘力を加味しての人選だが、ボロが出ないか不安ではある。得物は持ち込めないが、素手でも騎士数名程度ならば連れていく戦力で何とかなるだろう。

  

  为了不让事情演变成那样，我必须好好控制托斯涅。毕竟这次的任务是潜入敌营。

  　まあ、そうならないよう私がツォーネの手綱を握るしかない。今回の任務は、諜報潜入なのだから。

  

  我点点头回应各自回应的忠臣，瞥了开始准备的村民一眼。

  　思い思いに返事をした忠臣に頷き、準備を始める村人たちを一瞥する。

  

  还有一个人。

  　そして、あと一人。

  

  

  「琪雅儿，你也去。」

  「キエル、お前もだ」

  

  

  我带着一直沉默地跟在我身后、低着头的琪雅儿。她是个彻头彻尾的人类，没有半点恶魔的影子。我必须让她派上用场。

  　沈黙を貫き私の後ろに俯きながらもずっとついてきていたこいつも、連れていく。悪魔の相も持たない生粋の人間だ。何かしらには役立ってもらう。

  

  听到我这么说，琪雅儿微微抬起头，用那双蓝色眼眸看着我……然后静静点头。

  　キエルは私の言葉に少しだけ顔を上げ、青い瞳で私を見た後……静かに、頷いた。

  

  

  

 
  ＃５０　歓楽都市

  ＃50　欢乐都市

  　

  

  

  

  

  

  

  「……真不愧是欢乐都市。」

  「……歓楽都市とはよく言ったものだな」

  

  

  我用手指稍微掀起深深戴在头上的兜帽，望着热闹的街景喃喃自语。

  　私は深々と被ったフードを指でちらりとあげ、にぎやかなる街並みを見やり呟いた。

  

  欢乐都市路易卡纳。这个别名并非浪得虚名，林立的房屋上绑着随风飘扬的五颜六色布条，路上行人个个打扮得花枝招展，大吃大喝。来往的人潮既激烈又优雅，到处都有街头艺人跳舞，诗人唱歌。简直就是梦之国度。只有贪图享乐的人才会看上这里，在战时状况下，这里可说是偏远地区的天堂。

  　歓楽都市ルイカーナ。その異名は伊達ではなく、立ち並ぶ家屋には色とりどりの布が括り付けられて翻り、道行く人々は皆が着飾り思い思いに飲み食いをしている。人の往来は激しくも優雅で、そこらじゅうで芸人が踊り、詩人が歌う。まったくもって夢の国だ。享楽を貪る連中しか目に移らないさまは戦時下において僻地の天国という事か。

  

  在我们击溃弗利克提拉后，居然还是这副德性，真是令人傻眼。简直毫无危机意识。

  　我々の手がフリクテラを潰して尚この有様とは、まったく呆れたものだ。まるで危機感のかけらもない。

  

  

  「是刚来到这个城市的人吗？尽管吃喝吧！」

  「新しく街に来た人かい？　大いに飲んで食っておくれよ！」

  

  「要不要水果？酒呢？还有果汁给小姐喝哦！」

  「果物はいらんかい？　酒は？　お嬢ちゃんには果実水もあるよ！」

  

  

  烦死了！

  　鬱陶しい！

  

  光是走在路上，到处都有人向我搭讪。每个人都露出恶心的笑容。我无视于那些装出来的笑容，在人类的城镇中漫步。

  　道を歩くだけでそこかしこから声を掛けられる。全員が気持ち悪い程に笑顔だ。張り付けたような笑みのそれらすべてを無視して、私は人間の街を歩く。

  

  我和托泽、两名魔剑士，都和村民一样穿着旅行装束，戴着兜帽走在街上。虽然能够若无其事地混在村民中，通过城镇入口的盘查，可以说让人有点扫兴，但人类大概没料到魔族会以这种形式入侵城镇吧。

  　私とツォーネ、そして二人の魔剣士は、村人たちと同様の旅装束にフードを被った装いで街を歩いている。何食わぬ顔で村人に交じり、街の入り口の検問を抜ける事が出来たのは拍子抜けと言えるが、こんな形で魔族が街中に侵入するなど想定していないのだろうな。

  

  

  「太热闹了，我都头昏眼花了……人类是把这种乍看之下金碧辉煌，但吵闹的生活视为至高无上的生物吗？吵到反而显得低俗！」

  「賑やかすぎて目が回りますわ……人間ってこんな一見煌びやかでも騒がしい生活を至上とする生き物ですの？　うるさすぎてかえって下品ッですわ！」

  

  

  托泽发牢骚。老实说我也这么觉得。我原本就生性不喜欢吵闹，会避开人群和噪音。

  　ツォーネがぼやく。正直私も同感だ。元々騒がしいのは苦手な性分なのだ。人込みも騒音も忌避する。

  

  不过这次的人群应该能派上用场。只要人类的绝对数量够多，混在人群里应该也能减少被怀疑的疑虑。虽然会有人来搭话，但似乎不会在意我的身份。魔剑士们也板着脸走在路上，但也没有被怀疑是魔族的迹象。

  　しかし今回はこの人混みが役に立つはず。人間の絶対数が多いならまぎれることで怪しまれる事も減る筈だ。やたらと話しかけられはするが素性を気にされる様子はない。魔剣士達も仏頂面で歩いているが別段魔族と疑われる気配もない。

  

  要藏人的话，就藏在人群里。

  　人を隠すなら人の中、という訳だ。

  

  然而，走在人群里对年幼的我来说相当困难。因此现在我牵着琪优尔的手，让她带路。

  　しかして人込みを歩くのは幼い身の私には中々難儀だった。故に今はキエルの手を握り先導させている。

  

  为了预防万一，我命令琪优如果遇到任何人，都要说我是「生病的妹妹」。琪优进入城镇后，就一直照着我的吩咐牵着我的手。她二话不说就答应了，变得很乖巧。这样我也没办法跟她较劲。

  　有事の際に備え、もし誰かと会話することがあったら私の事は「病気の妹」という設定にしろと命じてある。キエルは言う通りに街に入ってからずっと私の手を引いている。二つ返事で了承する所いやにおとなしくなったものだ。張り合いもない。

  

  说到乖巧，负责带路的辛村里的年轻人们……骑士们也是。他们看起来有些心神不宁，所以我本来以为他们一进入城镇就会把我们交出去，让村子遭到派兵，不过从骑士们的表情看来，应该不会发生这种事。最重要的是，就算他们把我们交出去，村子也会在派兵前毁灭。时间限制也限制了骑士们的思考与行动。在我们回到村子前，他们只能照着我的吩咐行动。

  　おとなしいといえば先導するシンの村の若い衆……騎士どももだ。どこかそわそわした様子はあるので街に入ったとたんに私たちを突き出し、村に派兵されないかとも考えたものだが、騎士達の顔を見るにそうはならなそうだ。何より、仮に突き出されたとて派兵までには村は滅ぶ。時間制限は騎士達の思考と行動をも制限する。奴らは私が村に帰るまでは言う通りに動くしかないのだ。

  

  我们就这样在城镇里走了一阵子。城镇相当宽广。根据带路的骑士们所说，接下来要前往从各地聚集而来的人们集合的建筑物，那栋建筑物从远处看也相当显眼。

  　そうやって街中を歩き暫く経つ。かなり広い街だ。先導する騎士達曰く、これから各地から集められた人が集合する建物へ向かうそうなのだが、遠目からでもわかる大きな建物だった。

  

  不过，更引人注目的是位于城镇中央，宛如城堡的建筑物。我记得那是领主宅邸，现在是亚历杭德罗居住的建筑物。

  　しかしそれより目を引くのは街の中央にあるまるで城のような建造物。確かあれが領主屋敷であり、今はアレハンドロの居城と化している建物だとか。

  

  那栋建筑物似乎只有卢伊卡纳的居民中，拥有更高阶财富的人才能进入，听说里面连日来都在举办宴会。真是奢侈。

  　あの建物はこのルイカーナの住民の中でもさらに上級の富を持つ者だけが入る事が出来る場所らしく、中は連日パーティーが催されているらしい。贅沢な事だ。

  

  就连这个吵闹的城镇，说起来也算是平民区吧。在战争中如此恣意饮酒作乐，法尔托玛雷王的皱纹也会增加吧。

  　この騒がしい街中でさえ、いうなれば下町という事なのだろう。戦争中にこれだけ好き勝手に飲み食いされては、ファルトマーレ王も小じわが増えそうなものだな。

  

  

  

  没错，我在意的是这点。

  　そう、気になるのはそこだ。

  

  在战时状况下，明明邻接的弗利克提拉已经落入我手中，却如此松懈。

  　戦時下、かつ隣接するフリクテラがわが手によって落ちたというのにこの緩みよう。

  

  尽管街上有人巡逻，但看起来不像有布下警戒态势。事实上盘查也很松散，城镇外的警备也没什么大不了。这个城镇的状况令人不舒服，甚至让人觉得不觉得奇怪才奇怪。

  　街中に警邏こそいれども警戒態勢が敷かれているようにも見えない。事実検問はゆるく、街の外の警備も大したことはなかった。疑問に思わない方が不思議なほどに、この街の在り方には気持ち悪さを感じたのだ。

  

  单纯只是没出息……应该不是吧，至少吵闹贪图享乐的居民们看起来很没出息。亚历山大那家伙，到底在想什么……？

  　単に腑抜けているだけ……ではなかろうが、少なくとも騒いで悦を貪る住民たちは腑抜けているように見える。アレハンドロめ。何を考えている……？

  

  

  

  ……算了，我就是为了打探这点才来的。

  　……まあ、それを探るために来たわけだ。

  

  如果有时间烦恼不知道的事情，应该要为了理解而行动。我的目的是攻陷这个城镇，可以说攻陷城镇的内情，光想也没用。

  　分からない事で悩む暇があったら理解するために動くべきだ。私の目的はこの街を落とす事。どうせ落とす街の事情など考えるだけ無駄ともいえる。

  

  

  最重要的是，这个城镇的人让我很火大。

  　何より、この街の連中は腹が立つ。

  

  我，还有蕾梅，明明过了好几年那样的生活，这里的家伙却每天都像在过节一样。

  　私が、レイメが。あんな生活を何年もしていたというのにここの連中ときたら毎日お祭り騒ぎか。

  

  你们每天吃喝玩乐，光是你们的1％，应该就能让我们过上更好的生活。

  　お前たちが遊び飲み食う、そのたった１％ですら私たちをもう少し良い生活にできた筈なのに。

  

  恶魔的长相，优奈教。

  　悪魔の相が、ユナイル教が。

  

  把我们逼到垃圾堆里。你们拥有的东西，我们都要抢过来。

  　私たちを掃き溜めに追いやったのだ。お前たちが持っているものはすべて奪わせてもらうぞ。

  

  我咬紧牙关，迈步前进，这时，琪优莉回过头来看我。

  　ギリ、と歯を食いしばりながら歩いているとキエルが私を振り返った。

  

  她一和我对上视线，就露出不安的神情。我突然察觉到，自己下意识地握紧琪优莉的手。她大概是在意我怎么了吧。对她来说，扮演我的姐姐应该是很不情愿的事，不过我也不想扮演她的妹妹。

  　目があえば、何か不安がっている様子だ。ふと、私は無意識にキエルの手を握る力を強めていたことを察した。それで何かあったかと気になったのだろう。奴からしたら私の姉役など願い下げだったろうが、こちらとしても妹役など嫌なんだ。

  

  

  「我不是自愿握住你的手的。」

  「好きで握っているわけじゃない」

  

  

  我从兜帽的阴影中露出红色的眼睛，瞪着琪优莉。琪优莉吓了一跳，又转向前方，继续前进。

  　私はじろりとフードの影から紅い瞳をのぞかせキエルを睨んだ。キエルはびくりとした後、また前を向いて歩きだした。

  

  我们在大街上走了一圈，我捂住耳朵，不去听喧嚣声，鼻子则因为混杂着酒、水果和香水的气味而差点扭曲。我们穿过仿佛所有居民都喝醉了的大街，前往路易卡娜。

  　大通りを一通り練り歩きながら、喧騒に耳を塞ぎ、酒や果物、香水の入り混じった香りに鼻が曲がりそうになる。住民全員が酔ってでもいるのかという合間を抜け、ルイカーナを行く。

  

  为了保险起见，我们在村民集团中，像被包围一样走在中央。尽管托斯内不时抱怨，但也不能让他看见我的眼睛，所以这是最好的办法。

  　念のため私たちは村人の集団の中で、囲われるように中央を歩いている。ツォーネは時折文句を垂れていたが、瞳をも見せるわけには行かないのだからこれがベストだ。

  

  然后，那个叫露库的小姑娘离开村子后，就一直鼓励着村民。进入城镇后，我叫她闭嘴，所以她默默地走在我们前面。

  　そして、あのルクという小娘は村を出てからずっと村人たちを励ましていた。街に入ってからは黙るよう言ったので、無言で私たちの前を歩いている。

  

  我想起通过检查站前的对话。露库似乎在动脑思考如何打破僵局，所以我警告她。

  　検問所を通る前の会話が思い出される。ルクは、状況を打開しようと頭を動かしている風だったから釘を刺したのだ。

  

  

  『别想杀我。就算同归于尽也是愚蠢的行为。因为你的行为而牺牲的不是你，而是被留下来的村民。』

  『私を殺そうなどと思うなよ。刺し違えてでもなどとは愚行だ。お前の行いで犠牲になるのはお前ではなく、残された村人だ』

  

  

  我对她抛出类似以前对琪优说的话，露库就闭嘴了。听到对话的骑士们也察觉到同样的状况，目前乖乖地帮我们带路。

  　いつかキエルに言った言葉と似たような言葉を叩き付ければ、ルクは黙った。会話を聞いていた騎士達も同様の状況にあると察して、今の所おとなしく道案内をしている。

  

  好了，目的地的建筑物越来越近。我们差不多该分头行动了。

  　さて、目的地たる建物が近づいてきた。そろそろ私たちは別行動でもしようか。

  

  

  「喂。」

  「おい」

  

  

  我叫住一名骑士。骑士肩膀一震，看着我。

  　私は騎士の一人を呼ぶ。騎士はびくりと肩を震わせて私を見た。

  

  

  「我们不去那栋建筑物。一名骑士……你来就好。你和我们一起来。」

  「私たちはあの建物にはいかない。騎士の一人……おまえでいい。おまえが私たちと来い」

  

  「什么……我、我知道了。」

  「なん……わ、わかった」

  

  

  「真是变得很听话了。人类就只有对自己人特别好。」我指名的骑士和剩下的骑士说了些什么。内容是希望他们能巧妙地编造借口，让自己不回来。我不跟去的话，监视就等于解除，但只要人质还在我们手上，他们就不会告密。万一他们告密，要在这喧嚣的城镇中立刻找到我们也很困难。因为我记得前往盘查处的路线，最坏的情况是只要在骑士来之前请托泽内载我逃走，应该就能逃掉。

  　従順になったものだ。ほとほと、身内にだけは甘いな、人間。私が指名した騎士は残る騎士と何やら話す。自分が戻らないことをどうにかうまくこじつけておいてくれという内容だ。私がついていかない事である意味監視は外れるが、人質が未だこちらの手中にある以上は告げ口はすまい。万が一されたとしても、この喧騒の街の中すぐに探し出すことは難しいだろう。検問までの道順は記憶しているから、最悪騎士がやってくる前にツォーネに運んでもらえば逃げ切れる筈。

  

  

  「就是这样。我们走吧，姐姐。」

  「そういうわけだ。行こうか、お姉ちゃん」

  

  

  我讽刺地指示牵着我的手的姐姐，离开那群人。托泽内和魔剑士也跟在后面。托泽内一边扭动身体，一边靠向我。

  　皮肉たっぷりに私は私の手を引く姉に指示をして一行から外れる。ツォーネと魔剣士も後に続いた。ツォーネがクネクネしながら私にすり寄ってくる。

  

  

  「您也可以叫我姐姐吗？」

  「わたくしもお姉ちゃんって呼んでみてくださりません？」

  

  「吵死了……啊，对了。露克，你也过来。」

  「うるさい。……ああ、そうだ。ルク、お前もこっちだ」

  

  「为、为什么！」

  「な、なんで！」

  

  「你不懂吗？因为你是人质。」

  「わからないか？　人質だ」

  

  

  露克明显露出疑惑的表情，但还是不情愿地离开村民，和一名骑士一起跟在我们后面。

  　露骨に怪訝な顔をしながらも渋々ルクは村人と外れ、騎士の一人と共に私たちの後に続いた。

  

  

  「这种……像是在帮恶魔和魔族的事情……！」

  「こんな……悪魔と魔族の手伝いみたいなこと……！」

  

  「真是了不起的共犯。感觉不错吧？其实你也很怨恨吧？怨恨明明自己过着贫困的生活，露伊卡纳的那些家伙却玩乐成性。」

  「立派な共犯だな。悪くない気分だろう？　お前も本当は恨めしかったんじゃないか？　自分たちが貧しい暮らしをしているのにこんなに遊び惚けているルイカーナの連中が」

  

  「谁恨了……！再说，你为什么要做这种事！」

  「誰が……っ！ 大体、なんでこんなことをするのさ！」

  

  「这下我明白你们人类的罪恶感薄弱到连自己都不明白的程度了。」

  「それがわからない程度にはお前たち人間の罪悪感が希薄だという事はよくわかったよ」

  

  

  对于我讽刺的态度，鲁克往前踏出一步，却被托泽抓住手臂。看他露出痛苦的表情，应该是被用力压制住，虽然鲁克缩起身子变得安分，我还是叫托泽手下留情。

  　私の皮肉めいた態度にルクは一歩前に出るがツォーネに腕を掴まれる。苦悶の表情を浮かべたのを見るに大分強く抑えられたらしく、ルクは委縮しおとなしくなるが、ツォーネには加減をするよう言っておく。

  

  好了，潜入任务开始。

  　さて、潜入任務の開始だ。

  

  

  我从怀中取出泽纳克的账簿。

  　私は懐からゼンビアーノの帳簿を取り出した。

  

  我命令托泽和魔剑士记住城镇的构造。我也看着账簿，想先确认奴隶的流向。

  　ツォーネと魔剣士には街の構造を記憶しておくよう命じてある。私もそちらに目をやりつつ、まずは奴隷の流れを確認したい。

  

  

  「奴隶市场在哪里？」

  「奴隷市はどこだ？」

  

  「奴隶市场……？你有事要去那种地方？」

  「奴隷市……？　そんな場所に用が？」

  

  「有啊。我要和从你们口中问出的有力贵族做比对。奴隶的倾向和财力。顺利的话还要确认兵力。」

  「あるよ。お前たちから聞き出した有力貴族と照らし合わせる。奴隷の傾向と財力。あわよくば兵力の確認」

  

  

  然后，还有一件事。情报来源，还有虽然很困难，但顺利的话要确认战力。不管怎样，都是在当地调度用途多样的存在……也就是说——

  　そして、もう一つ。情報源、そして難しいだろうがあわよくば戦力。なんにせよいくらか使い道がある存在の現地調達……つまりは。

  

  

  ——魔族的奴隶。

  　――――魔族の奴隷だ。

  

  

  

  

 
  ＃５１　そんな目で私を見るな

  ＃51　别用那种眼神看我

  　

  

  

  来到奴隶市场的我，神经变得非常紧绷。

  　奴隷市にやってきた私は酷く神経を使う事となった。

  

  原因在于托泽他们。看到同胞魔族被关在笼子里的光景，让我感到非常心痛。魔剑士们虽然有着人类的外貌，但只要我任凭怒气化为骸骨，一击就能了结他们。这部分我有让托泽监督，但托泽本人也握紧拳头，浑身颤抖。

  　原因はツォーネ達だ。同胞たる魔族が檻に入れられている光景にひどく募りを感じている。魔剣士達は人の姿をしているが怒りに任せて骸骨の姿に変じてしまえば一発で終わり。そのあたりはツォーネに監督させているのだが当のツォーネもこぶしを握り締めてプルプルと震えていた。

  

  人类、魔族、魔物。各种各样的种族被关在笼子里，进行竞标交易。在广大广场上进行交易的规模，远远超过魔王城。

  　人間、魔族、魔物。様々な種が檻に入れられて競りめいて取引されている。広大な広場で取引される様は魔王城のそれを遥かに超える規模だ。

  

  美丽的奴隶是玩赏用，强壮的奴隶是劳役或护卫用。人们以近乎看表演的心态，聚集在笼子前。

  　美しい奴隷は愛玩用に、屈強な奴隷は労役や護衛に。見世物に近い有様で檻に人が群がっている。

  

  户外甚至设置了类似舞台的设施，一名打扮得像小丑的主持人，将被锁链绑住、拿着写有号码牌子的美丽女奴隶排成一列，对众人滔滔不绝地夸赞。然后，众多有钱人开始异口同声地喊出号码和价格。这似乎就是所谓的竞标。奴隶拍卖会这种东西，我以前真的只在虚构故事中听过……实际亲眼目睹，实在令人作呕。

  　ステージのようなものまで屋外に設置されており、道化師のような格好の司会者めいた小太りの男が、番号の書かれた札を持たされた美しい女奴隷を鎖でつないで並ばせて、衆人にあれやこれやと謳い文句を垂れている。そして衆人の金持ちどもが番号と値段を口々に叫び始めるのだ。競り、というやつらしい。奴隷オークションなど本当にフィクションでしか聞いたことがなかったが……実際こうして自分の目で見ると胸糞悪い。

  

  被拿出来竞标的奴隶中，当然也混杂着魔族。

  　競りに出される奴隷には魔族ももちろん混ざっていた。

  

  看到连自尊心高的魔族都乖乖听话，可见他们相当紧张。我原本以为是用拷问的方式让商品听话，但商品没有外伤，看起来很干净，所以似乎不是这样。从他们眼神空洞来看，可以想象他们可能被打了药。

  　プライドの高い魔族ですらおとなしくいう通りにしているのを見るに相当気をやられているらしい。商品に拷問をしておとなしくさせたのかとも思ったが外傷はなくきれいなものなのでそうでもないようだ。目がうつろになっているところを見るに薬か何かを打たれているのかもしれないと想像がついた。

  

  奴隶中也混杂着吸血鬼。吸血鬼原本就是拥有美丽容貌的魔族。只要能控制强大的身体能力，似乎会有许多狂热分子想要。

  　奴隷の中にはヴァンパイアも混ざっていた。元々ヴァンパイアは美しい容姿を持つ魔族だ。強力な身体能力さえ御すことが叶えば欲しがるマニアはごまんといるらしい。

  

  我猛然回神，看向托锥，只见他充血的红色眼眸瞪着舞台。我立刻拉住托锥的衣服，硬是让他蹲下，然后把他的兜帽拉低。

  　はっとしてツォーネを見れば、その赤い瞳を充血させてステージを睨んでいた。すかさず私は急ぎツォーネの服を引っ張り無理やりしゃがませる。そしてこいつのフードをぐいと深くかぶせた。

  

  我忍耐着对托锥说。虽然他回答「我知道」，但看起来并不冷静。托锥原本就是自尊心很高的吸血鬼，亲眼目睹魔族在人类之下被当成物品买卖的现状，想必让他愤慨不已。

  　私はツォーネに堪えるように言う。わかっておりますわ、との返事はあったが落ち着いている様子ではない。元々プライドが一躍高いヴァンパイアという種族のツォーネには、魔族が人間の下でモノのように売買されている現状をその眼で見たことによる憤慨は計り知れないのだろう。

  

  没办法，我一个人去吧。

  　しょうがないな。私だけで行くか。

  

  

  「托锥在市内不显眼的地方等我。视察由我一个人去。」

  「ツォーネは市の目立たないところで待っていろ。視察は私だけで行ってくる」

  

  「怎么这样！我也想待在您身边……」

  「そんな！　わたくしもお傍に……」

  

  「观察有没有巡逻兵过来也是重要的任务。你去监视露露和那边的骑士。」

  「警邏が来ないか見るのも重要な役目だ。ルクとそこの騎士を見張っておけ」

  

  

  托泽表示了解后，粗暴地扭着露露的手臂把她带走。确认她走到角落之后，我戳了戳琪叶。

  　ツォーネは了承するとルクの腕を捻り乱暴に連れていく。端に向かったのを確認すると私はキエルを小突いた。

  

  

  「走吧。照我说的走。」

  「行くぞ。いう通りに歩け」

  

  「我、我知道。」

  「わ、わかってます」

  

  

  我眯起眼睛，一边看着奴隶的牢笼一边往前走。虽然这光景令人怀念，却也令人厌恶。虽然我在魔王城也经常造访奴隶市场，不过露伊卡纳的奴隶市场别有一番风情。

  　奴隷の檻を眺めながら歩きつつ、私は目を細めた。懐かしい光景だが、おぞましい。魔王城でも奴隷市はたびたび顔を出してはいたが、ルイカーナのそれは趣が違う。

  

  魔王城的奴隶虽然也兼作俘虏，不过在这里完全被当成物品看待。穿着贵族服饰的男女仔细地观察牢笼，和附近的男性交涉价格。。

  　魔王城での奴隷の扱いは捕囚も兼ねていたとはいえ、こちらは完全にモノ扱いだ。貴族らしい身だしなみの男女がしげしげと檻を眺めては近くの男に値段を交渉している。

  

  

  「真令人作呕。」

  「反吐が出るな」

  

  

  我吐出这句话。

  　私は吐き捨てた。

  

  琪叶大概也对这种地方感到厌恶吧，她低着头东张西望地环顾四周。厌恶，厌恶吗？

  　キエルもこういった場には嫌悪感でも感じているのか、きょろきょろと伏し目がちに周囲を見回している。嫌悪、嫌悪か。

  

  

  「你已经可以独自对这种光景感到厌恶了吗？你难道不觉得可悲吗？」

  「お前は一丁前にこんな光景を嫌悪するのか？　哀れとでも思うのか？」

  

  

  我没有抬头看琪叶，而是如此说道。琪叶的肩膀抖了一下，然后看着我。

  　キエルを見上げず、私はそう言った。びくりと肩を震わせた後キエルは私を見た。

  

  

  「那、那、那当然……！把人当成物品买卖的行为，当然令人厌恶……！」

  「あ、あ、当たり前でしょう……！　人をモノのように売り買いする行為など、嫌悪して当然です……！」

  

  「你不会厌恶人以外的东西吗？」

  「人以外は嫌悪しないのか？」

  

  「……当然！魔、魔族……也不是可以买卖的……怎么可以关在那种笼子里……怎么可以被关起来呢？」

  「ッ……しますよッ！　ま、魔族だって……売り買いされていいものではありません……あんな檻の中で……閉じ込めていいはずがない」

  

  

  仿佛在暗示我，自己在魔王城也被当成奴隶关在笼子里，还被戴上手铐，被当成物品对待，琪叶愤慨地颤抖着。我对此感到有些惊讶，随即嗤之以鼻。

  　魔王城で自分も奴隷として檻に閉じ込められ手枷を付けられ、モノ扱いされた経験を暗に私に訴えるようにわなわな震えながら憤慨して見せたキエル。私はそれを少しだけ驚いて、直ぐ鼻で笑った。

  

  

  「哈！你明明侍奉着以奴隶商人闻名的杰米亚诺。」

  「はっ。奴隷商として名高いゼンビアーノに仕えていた癖に」

  

  

  琪叶还没说完，我便东张西望地环顾四周，找到一个笼子后，我拉着琪叶走过去。琪叶被我打断，只好任由我拉着走。

  　何を、とキエルが続ける前に私はきょろきょろと周囲を見渡し、一つの檻を見つけるとキエルを引っ張る。キエルは文句を中断させられ私の手が引くままに歩く。

  

  我们来到一个关着魔物的笼子。笼子位于市镇的郊外，周围一个人也没有。

  　やって来たのは一つの魔物の檻。市のはずれにあり、その檻の回りには人が全くいない。

  

  我往笼子里一看，也难怪周围没有人。一只瘦骨嶙峋、明显不健康的魔狼，正躺在笼子里。

  　中を覗けばそれもそのはず。やせ細り、明らかに健康ではない様子の魔狼なる魔物が横たわっていたのだ。

  

  笼子里似乎没有好好打扫，味道很臭。饲料盒也被翻倒，里头的半液状饲料洒了一地。仔细一看，魔狼的一只前脚受伤，只用绷带随便包扎，血都渗出来了。

  　檻の中はまともに掃除もされていないようで酷いにおいがする。エサ入れもひっくり返っていて、中に入っていた半液状の餌がぶちまけられていた。見れば魔狼の前足の片方に傷があり、乱雑に包帯がまかれただけで血が滲んでいた。

  

  

  「琪叶，你看到这个，有什么想法？」

  「キエル、お前はこれを見てどう思う？」

  

  

  我盯着魔狼，问琪叶。

  　私はじっと魔狼を眺めながらキエルに問う。

  

  魔狼躺在地上，稍微抬起头舔着散落在地上的饲料。

  　魔狼は横たわったまま、首を少しだけもたげて床に散乱した餌を舐めていた。

  

  琪雅儿看了我跟笼子好几次，用没牵着我的那只手紧紧握住衣摆。

  　キエルは私と檻の中をなんどか見て、ぎゅっと服の裾を私とつないでいる手と逆の手で握った。

  

  

  「……太惨了。它大概被当成魔物战斗的表演品吧。笼子的清扫跟治疗都很随便……太可怜了。」

  「……痛ましいです。多分、魔物を戦わせる見世物に使われたのでしょう。檻の掃除も手当ても粗雑で……哀れです」

  

  「不久前的我受到的待遇也跟它一样。」

  「少し前の私はこれと同じ扱いだった」

  

  

  我盯着魔狼这么说，琪雅儿用惊讶的表情看着我。

  　じっと魔狼を見つめながらそういった私に、キエルは驚きの表情で私を見た。

  

  

  「很惊讶吗？被锁链绑住无法自由行动，也没有地方可以大小便。衣服也破烂到不成样子，当时我根本不是人。照顾我的人虐待我。把饲料桶打翻，让我像家畜一样吃着散落在地上的剩饭，要是吃坏肚子弄脏笼子就会被殴打、被踢……跟笼子一起被泼水，随便清洗身体，就算弄坏身体也得不到任何药。」

  「驚くのか？　鎖でつながれまともに動けず、用を足す場所もない。衣服も無い様なもので、その時私は人ではなかった。世話係は私を虐めたよ。餌入れをひっくり返されて床に散乱した残飯くずを家畜のように食い、腹を壊して檻を汚せば殴られ、蹴られる。……檻と一緒に体に水を掛けられ乱雑に洗われ、体を壊しても薬の一つももらえない」

  

  「……怎么会……」

  「っ……そんな……」

  

  

  琪雅儿看着魔狼凄惨的待遇，听着我说的话。她似乎把我跟看起来只能等死的魔狼交换，可以感觉到她握着我的手的力道变强了。

  　キエルは魔狼の凄惨な扱いを見ながら私の話を聞く。目の前で死を待つだけにすら見えるような環境に居る魔狼を私に置き換えでもしたか、ぎゅうっと私の手を握る手に力がこもったのが分かった。

  

  

  「你懂吗？不管我多想死，却死不了……我也不知道自己为什么会遇到这种事。只是因为你们决定我是恶魔，身为伯爵女儿的我就被贬为家畜，好不容易逃出来又被丢到贫民窟，最后还差点被当成表演秀砍头。」

  「お前に分かるか？　何度死にたいと思っても死ねない……。なんで自分がこんな目に遭っているのかもわからない。ただお前たちが悪魔と決めただけで、アウタナ伯の娘の私は家畜に落とされ、やっと外に出たと思えばスラムに捨てられ、挙句の果てにはショーめいた公開処刑で首を刎ねられかけた」

  

  

  我讲话的音量不大，但盯着魔狼说话的声音确实传进琪优耳里。

  　声量はけして大きくなく。だが、それでも魔狼をじっと見つめたまま語る私の声は、確かにキエルに届く。

  

  琪优在弗利克提拉伯爵家，听到我曾是伯爵千金的身世后，似乎大受打击。然后，她听到我描述自己遭遇的事情后，眼神动摇，似乎感到困惑。

  　アウタナ伯の令嬢であったという私の生い立ちを聞いて、フリクテラ伯の所に居たらしいキエルは衝撃を受けていた。そして、私が語った私の身に起きた事を聞いて、瞳を揺らせて困惑しているらしい。

  

  

  「你在同情我吗？事到如今，我不需要那种东西。你只要对我抱持自私的想法就好。你尽管哼着鼻子说那是理所当然，说恶魔的我连那种经验都太温和了。你的职责就是那样。」

  「同情か？　いまさらそんなもの欲しくないよ。お前が思うのは私に対する身勝手な思いだけでいい。当然だと鼻を鳴らせ。悪魔の私にはそんな経験すら生ぬるいと言ってみろ。お前の役割はそれだ」

  

  「那种……事……」

  「そんな……こと」

  

  「你是为了让我忘不了那股憎恨，才把我留在身边自私的人类。如果你无法完成职责，就不需要你。」

  「お前は私があの憎悪を忘れないために身近に置いた身勝手な人間だ。役割を全うできなければ必要ない」

  

  

  从旁人眼中看来，我们可能是感情和睦的姐妹，手牵着手。但是，我们牵手的理由却是彼此都不想要的。

  　はたから見れば、少女と幼女、並んでお互いの手を繋ぐ仲睦まじい姉妹に見えたかもしれない。だが繋ぐその手の理由は、お互いが望まないものなのだ。

  

  我们没有看着彼此，只是望着魔狼。

  　互いは目を併せず、ただ魔狼を眺めた。

  

  经过短暂的沉默，琪叶开口：

  　幾許かの沈黙ののち、キエルが口を開く。

  

  

  「魔族似乎很仰慕你……因为你们是共同复仇的同志吗……？」

  「あなたは、魔族に慕われているように見えました……。それは、復讐を共にする同志だから、ですか……？」

  

  

  我啧了一声。还以为她要说什么呢。

  　私は舌打ちをした。何を言い出すかと思えば。

  

  

  「我不知道魔族是不是仰慕我，但它们的确是和我有共同目的的同志。而且，它们是为了我的目的而存在的……」

  「慕われているかは知らんが、目的を共にする同志ではある。そして、私の目的のための……」

  

  

  就在我编织着话语时，一名看似奴隶贩子的男人，被无人靠近的牢笼中，少女与幼女的身影所吸引，向我们搭话。

  　私が言葉を紡ぐそんな折、だれも寄り付かぬ檻に少女と幼女がそろっていることで興味を惹いたか奴隷商と思しき男が声を掛けて来た。

  

  

  「真稀奇。竟然有这么可爱的少女在这种地方……还有你这位戴着兜帽的人……」

  「珍しい。こんな場所に可憐な少女と……フードの君は……」

  

  

  我吓了一跳，急忙躲到琪叶身后，紧紧抓住衣服，扮演胆小怕生的孩子，同时遮住头发与眼睛。我轻戳了胆怯的琪叶的背，要她「好好掩饰过去」。

  　私ははっとして急ぎキエルの後ろに隠れ、ぎゅっと服を握り臆病で人見知りの子供を演じながら髪と瞳を隠す。おどおどするキエルの背中を小突いて「うまく誤魔化せ」という。

  

  琪叶露出困扰的表情后，面向奴隶贩子。

  　キエルは困ったような顔をした後、奴隷商に向かい合った。

  

  

  「不好意思，我妹妹很怕生。她身体虚弱，容易生病，所以才会把魔狼和自己重叠在一起吧……她无论如何都想看。」

  「すみません、人見知りな妹なのです。体が弱く、病気がちなのでこの魔狼に自分を重ねたのか……どうしても見たいと」

  

  

  要掩饰过去是无所谓，但琪叶多嘴的举动让我在她背后啧了一声。不过，奴隶贩子似乎被她的借口打动，夸张地用手遮住眼睛。

  　誤魔化しは結構だが余計な事を言ったキエルの背中に舌打ちをした。しかしそんな言い訳は奴隷商の良心にでも訴えられたか、大げさに目元に手をやる動作をした。

  

  

  「哦哦，那真是不好意思。它的生命已经所剩无几，最后能有你们这样的孩子来看它，它应该会很开心吧。」

  「おお、それはすまない。彼はもう長くない命でね、最後に君たちのような子が見に来てくれて嬉しいと思うよ」

  

  

  怎么可能。这只魔狼的内心只有憎恨。一旦从笼子里出来，肯定会立刻咬断你的脖子。

  　そんなはずないだろう。この魔狼の内にあるのは憎悪だけだ。一度檻から出たならば、すぐさまお前の首を掻ききりに来るだろうよ。

  

  我对这个男人感到强烈的愤怒。他竟然能面不改色地说出这种言不由衷的漂亮话。我握着琪耶尔衣服的手加重了力道。琪耶尔见状，一脸困惑。我小声地对她说「我们差不多该走了」。

  　私は素っ頓狂にして心のこもらぬ一方的な綺麗文句を垂れる男に激しく怒りを覚えた。キエルの服を握る手に力がこもる。キエルがそんな様子を見て困惑しているので適当に切り上げるぞと小声で言う。

  

  

  琪耶尔皱起眉头，向男人鞠躬。

  　キエルは眉根を寄せた後、男にお辞儀をした。

  

  

  「我、我们先告辞了。还、还有……那个……」

  「わ、私たちはこれで失礼します。あ、あと……その……」

  

  「嗯？怎么了，小姑娘？」

  「ん？　何かなお嬢さん」

  

  

  我用眼神示意她「你在做什么，快走啦」，琪耶尔瞄了我一眼后，对男人说：

  　何してるさっさと行くぞと目で訴える私をちらりと見た後、キエルは男に言った。

  

  

  「那只魔狼……那个，希望你能好好地喂它吃饭，还有帮它治疗。」

  「その魔狼……その、ちゃんとした食事と、治療をしてあげて欲しいんです」

  

  

  我和男人同时瞪大了眼睛。我立刻咬牙切齿，硬是把琪耶尔拖走了。

  　私と、男はそろって目を丸くした。そしてすぐさま音が鳴るほどに歯を食いしばった私によって、キエルは無理やりに連行された。

  

  

  我回到一脸无趣的托泽纳面前，忍不住将琪雅拉一把推开。琪雅拉发出短促的尖叫声，被托泽纳抱住。她直盯着我瞧。我拼命压抑想当场杀了她的冲动，气喘吁吁。

  　つまらなそうにしていたツォーネの所へ戻ってくると、私は耐えかねてキエルをツォーネ目掛けて突き飛ばした。短い悲鳴と共にツォーネに抱き留められたキエルはわたしをじっと見ている。私は今すぐここでこいつを殺してやりたい衝動を必死に抑えながら、荒い息を吐いている。

  

  

  「克、克莱儿大人？怎么了吗？」

  「こ、ココット様？　どしたんですの？」

  

  

  托泽纳抱着琪雅拉，同时偷偷摸摸地上下其手，同时战战兢兢地看着我。

  　キエルを抱き留め、ついでにさわさわと控えめにまさぐりつつツォーネが私を見ておどおどする。

  

  魔剑士们面面相觑，负责带路的骑士和鲁克也因为我的心情明显很差，所以没有感到害怕，也没有表现出警戒的神色。

  　魔剣士達も顔を見合わせており、案内役の騎士やルクは私の機嫌が明らかに悪いので怯えないしは警戒の色を見せていた。

  

  

  我好不容易调整好呼吸，将手放在胸口，深呼吸，试图压抑怒火。可是，怒火却无法平息。

  　私はなんとか息を整え、胸に手を当てて深呼吸して怒りを抑えようとする。しかし収まりがつかない。

  

  琪雅拉说出关心那只魔狼的发言时，我大吃一惊。然后，那家伙随后瞥向我的眼神……是怜悯！

  　キエルがあの魔狼を気遣うような発言をした瞬間、私は酷く驚いた。そしてその直後私をちらりと見たあいつの目……あれは、憐れみだった！　

  

  事到如今，你居然还敢怜悯我。我感觉到血液在那一瞬间以惊人的气势冲上脑门。同时，我感到……非常动摇。

  　今更お前に憐れまれるなど。私はその瞬間に頭に恐ろしい勢いで血が上るのが分かった。そして同時に、酷く……動揺してしまったのだ。

  

  那眼神，那眼神……跟雷米怜悯我时的眼神一模一样！

  　あの目、あの目は……レイメが私を憐れんで向ける目と同じ目だった！

  

  开什么玩笑。你别露出那种眼神。那不是你的职责。你之前明明一直把我当成恶魔，事到如今还露出和她一样的眼神，我绝不原谅。

  　ふざけるな。お前がそんな目をするな。それはお前の役割じゃない。散々私を悪魔と蔑んだお前が今更彼女と同じ目をするなど、許せたものではない。

  

  她已经不在了，所以我可以怀抱恨意。明明如此，你却用那种眼神蛊惑我……

  　彼女はもういない。だから私は憎しみを持てる。だというのに、あんな目で私をまやかす等と……。

  

  

  「克莱儿大人。」

  「ココット様」

  

  「！」

  「っ！」

  

  

  听到有人再三呼唤，我终于能够调整呼吸。我望向托斯涅，他露出非常担心的表情。他放在琪叶肩上的手指指着她的喉咙，仿佛在说「如果琪叶做了什么，我会立刻杀了她」。

  　再三名を呼ばれ、私はやっと息を整える事が出来た。ツォーネを見ればひどく心配するような顔だ。キエルの肩に置かれた手の指は喉笛を向いており、キエルが何かしたというのであればすぐ殺しますけど、といった様子だった。

  

  我「呼」地大大吐了口气，制止托斯涅。

  　私はふうう、と大きく息を吐いてツォーネを制した。

  

  

  「我失态了……回去吧。我已经知道魔族奴隶的存在，也记下城镇的构造，久留无用。」

  「取り乱した。……帰るぞ。魔族の奴隷の存在は分かった。街の構造もメモできたし、長居は無用だ」

  

  

  托斯涅等人点头回应我的话，我命令的骑士和路克互相点头后，开始迈步。

  　私の言葉にツォーネ達が頷き、命じられた騎士がルクと頷きあって歩き始めた。

  

  我跟在他们身后，再次握住琪叶的手……小声低语。

  　その後に続きながら、私は再びキエルの手を握り……小さくつぶやいた。

  

  

  「别再用那种眼神看我……你……不对……可恶……」

  「二度とあんな目を私に向けるな……お前は……いや……くそっ……」

  

  

  我吞下原本想说的话，别过脸不去看一脸莫名其妙的琪叶。

  　言おうとした言葉を飲み込んで、何が何だかと言った様子のキエルから顔を背けた。

  

  我硬拉着她的手迈开步伐，我们离开了露伊卡娜。

  　無理やり手を引くように歩き始め、私たちはルイカーナを後にするのだった。

  

  

  

  

 
  ＃５２　月夜に

  ＃52　月夜

  　

  

  

  太阳完全下山，夜幕低垂的时候。

  　すっかり日は暮れ、夜の帳が落ちきった頃合い。

  

  出发后整整两天回到辛的村子，我被一脸不高兴的库多拉用臭脸迎接，他问我：「发生什么事了？」

  　出発してからきっかり二日でシンの村に帰ってきた私は、ぶすくれたような仏頂面を出迎えたクォートラに指摘された。何かあったのか、と。

  

  

  「没发生什么事，如你所见。」

  「何がも何もない。見ての通りだ」

  

  「呃……请问，你带回来的东西究竟是……？」

  「はあ……その、お持ちの品々は一体……？」

  

  

  库多拉看着我双手抱着的糖果等点心，歪着头表示不解。那是我离开露依卡那时，商人们塞给我的。外表还算端正的琪优拉带着娇小的我，只要不看头发和眼睛，似乎看起来很可爱。尽管我穿着兜帽斗篷这种可疑的服装，但可能是被当成变装的一部分，转眼间就被塞了一堆点心。

  　私の両手いっぱいに抱えられた飴等の菓子を見て首をかしげるクォートラ。ルイカーナを出るときに、商人どもから持たされた。それなりに容姿の整ったキエルに連れられる小さな私は、髪と目さえ見られなければ可愛らしく見えたらしい。フードマントという怪しい格好にも拘らず、仮装の一環とでも取られたか、あれよあれよという間に菓子を押し付けられたのだ。

  

  或许是成熟女性疼爱小孩，想给小孩各种东西的心境吧，不过被整个城镇都陷入幻觉的人们包围，我实在很担心，所以我很感谢像警卫一样在某种程度上挡住人潮的托兹与魔剑士。

  　大人の女性が子供をかわいがっていろいろ与えてしまう心境なのかもしれないが、街ぐるみでトリップしている連中に囲まれるのは色々と気が気ではなかったから、ガードマンめいてある程度人波を遮ったツォーネや魔剣士の働きには感謝する。

  

  

  「真是找麻烦。我这边可是担心头发和眼睛被看见，他们却把东西一股脑儿地塞过来。那个城镇的人真是松懈。明明处于战时状况，弗雷克泰拉也已经沦陷，未免太散漫了。」

  「いい迷惑だ。こちらは髪と瞳が見られないか気が気ではないというのに、寄ってたかってものを押し付けてくる。あの街の連中、相当気が抜けているぞ。戦時下にありフリクテラも落ちているというのにたるみ過ぎだ」

  

  「哈哈，不过那对我们来说是好事吧？我就用火焰把疏忽大意的人烧成焦炭吧。」

  「ははあ、しかしそれは我々にとっては吉と出るという事では？　油断した人間なぞ我が炎にて炭にしてくれましょうぞ」

  

  「如果事情这么单纯就好了。算了，我有得到一些情报，想和你们分享……但我现在心情非常不好。抱歉，之后再说。」

  「事がそう単純ならいいのだがな。まあいい、得た情報もあるから共有したいが……私は今非常に機嫌が悪い。すまんが後に回す」

  

  「啊，您也累了。请好好休息。」

  「は、疲れもありましょう。お休みになられよ」

  

  「嗯。库多拉，你和佐夫也去休息吧。我不在的期间，你们守得很好。警备就交给哥布林和魔剑士们。」

  「ああ。クォートラ、お前とゾフも休んでいい。私が不在の間よく留守を守ってくれたな。警備はゴブリンと魔剣士どもにやらせておけ」

  

  

  我这么说完，把点心塞给库多拉。

  　そう言って私は菓子類をクォートラに押し付けた。

  

  库多拉露出有些惊讶的表情，但没有经过我的监督，就让俘虏的村民活下来，这种不习惯的工作做了两天，他脸上也显露出疲劳的神色。他似乎知道我看出这一点，深深行了一礼后，就去叫佐夫，从我面前离开了。

  　クォートラは少し驚いたような顔をしたが、捕囚たる村人連中を私の監督無しで殺さずに生かしておくと言う慣れない仕事を二日もやって疲労の色が見えた。それを見抜かれているのがわかっているのか、深く礼をした後ゾフでも呼びに行ったのだろうか、私の前から去って行った。

  

  好了，我们和把回程使用的马车停在村中适当位置的托泽分头行动，带着琪优尔、骑士和路克回到村中。

  　さて、帰りに使用した馬車を村の適当な場所につけにいったツォーネと別れ、キエルと騎士、ルクを連れ立ち村の中へ帰って来たという次第だ。

  

  我目送四分仪离开后，把其中一名带回来的骑士和路克塞进放着居民的房子里。

  　私はクォートラを見送ったのち連れ帰った騎士の一人とルクを住民を放り込んである家屋に押し込めた。

  

  房子里传出路克高兴路克回来的声音，还有路克安慰孩子们的声音，更让我感到不快。我默默地离开房子，和琪优尔一起回到作为住处的长屋后，随便把琪优尔丢在房间外，自己趴在稻草床上。

  　家屋の中からルクの帰還を喜ぶ声と、子供たちを慰めるルクの声が聞こえてきて、さらに不快な気分に拍車をかけた。私は黙って家屋を後にし、キエルを伴って寝床にしている長屋に辿り着くと、部屋の外でキエルを適当に放り、藁のベッドに突っ伏した。

  

  四分仪也说过，我累了。而且更重要的是，我感到烦躁。

  　クォートラにも言われたが、疲れている。そしてそれ以上に、苛立っていたのだ。

  

  

  

  ……睡吧。为了早点拟定攻陷路易卡娜的作战计划，必须尽快消除多余的烦躁。

  　……眠ろう。早くルイカーナを落とすための作戦を練るためにも、余計な苛立ちはさっさと解消しなくては。

  

  

  

  

  

  我这么想着，闭上眼睛，但是——

  　そう思い、しばらく目を閉じたのだが。

  

  

  

  

  

  

  时间大约过了一个小时左右吧？虽然我稍微打了个盹，却立刻感到不舒服而醒来。广场上还传来哥布林和半兽人搬运货物的喀嚓喀嚓声，所以肯定没有经过多少时间。

  　時間にして小一時間程度だろうか。少しまどろんだとはいえすぐに寝苦しさを感じて目が覚めてしまった。広場ではまだがちゃがちゃとゴブリンやオークが荷物を運んでいる音が聞こえて来たから、大して時間が経っていないのは間違いなかった。

  

  我并不觉得热，甚至觉得有点凉快。我改变姿势，打算睡回笼觉，但怎么也睡不着。

  　暑苦しい訳でもない。むしろ少し涼しい程だ。二度寝しようと姿勢を変えて再び目を閉じるが、どうにも寝付けない。

  

  不行。

  　ダメだ。

  

  我放弃睡回笼觉，起身披上外衣，走出寝室。一打开门，就看到我的护卫魔剑士身旁坐着摇晃着脑袋的琪叶。她似乎被我的脚步声吵醒，用朦胧的视线看向我。

  　私は観念して起き上がると、上着を羽織って寝室から出る。扉を開けると私の護衛の魔剣士の傍らで椅子に座ったままこくりこくりと頭を揺らしているキエルが居た。私の足音で目を覚ましたか朧げな視線を私に向けてくる。

  

  

  「……我去吹吹风。你继续睡吧。」

  「……少し風に当たる。お前は寝ていろ」

  

  

  我对愣愣的琪叶这么说，走出长屋，来到广场。琪叶似乎想说些什么，但我没有要听的意思，直接关上门。

  　ぼうっとしているキエルにそう言って、私は長屋を出て広場へ。キエルは何かを言いかけたが、私は聞くつもりもなく扉を閉めた。

  

  我来到广场环顾四周，发现弗利克泰拉送来的追加物资已经送达，半兽人们也混在哥布林之中，勤奋地搬运物资。这一带似乎也是由库尔特拉和索夫负责调度。真是帮了大忙。

  　広場に出て見渡してみればフリクテラからの追加の物資が届いたか、オークたちもゴブリンに交じってせっせと運搬をしていた。この辺りもクォートラやゾフがやりくりしてくれたらしい。助かる。

  

  

  

  

  「克、克莱儿大人，你要去哪里？」

  「こ、ココット様、どこいくだ？」

  

  

  突然有人向我搭话，让我吓了一跳。我一看，是欧德在广场上和我擦身而过时，向我搭话。我本来打算无视他，但欧德转过头来，搔着头说：

  　と、急に声を掛けられて驚いた。見てみればオドが広場ですれ違った私に声を掛けたらしい。それを私は無視しようとしたのだが、オドは私を振り返って頭を掻きながら言うのだ。

  

  

  「……克莱儿大人，如果你遇到不开心的事……村、村子后面有泉水……去、去洗个澡，心情会舒畅一点哦。」

  「……ココット様、嫌なことあったなら……む、村の裏に泉があっただ……み、水浴びでもすればすっきりするだよ」

  

  「什么？」

  「なに？」

  

  

  我停下脚步，回头看欧德。我吓了一跳。欧德竟然会说这种话。是在关心我吗？

  　私は足を止め、オドを振り返る。驚いたのだ。オドがそんなことを言うなど。私を気遣っているのか。

  

  

  「库多拉大人和佐、佐辅大人去洗澡了……你、你可以一起去啊。」

  「クォートラ様と、ぞ、ゾフ様が水浴びにいってるだ……い、一緒に行けばいいだよ」

  

  

  欧德搔着头，用那张丑脸傻笑。看起来就像那样。

  　オドは頭を掻きながら不細工な顔でにへらと笑っているようにも見えた。

  

  

  「不，我……」

  「いや、私は……」

  

  

  意外的发言让我语塞，但欧德依然用同样的表情，拿着行李俯视我。我觉得自己对他的态度感到烦躁，实在很蠢，于是再次深呼吸。他一天关心我好几次，这样不是会让他觉得我很没用吗？

  　意外な言葉にどもってしまった私だが、オドは相変わらずの表情で荷物を持ったまま私を見下ろしていた。そんな姿に苛々していた自分がなんだか馬鹿らしくなり、改めて一度深く深呼吸をする。日に何度も気遣われては示しがつかないではないか。

  

  

  「……说得也是。或许不错。」

  「……そう、だな。悪くないかもしれない」

  

  

  我转身背对歪着头的欧德，叹着气走向村外。没有护卫就离开村子，虽然非常大意，但村外应该也有魔族在巡逻监视。应该没有那么危险。最重要的是，库多拉他们应该需要去泉水那里。

  　首をかしげるオドに背を向け、私はため息をつきながら村の外へと歩を向けた。護衛も付けずに出てきたのは油断極まるが、村の外にも魔族が見張りの巡回をしている筈。そこまで危険は無いだろう。何より泉にはクォートラらが要る筈と。

  

  不过，泉水啊。的确，离开弗利克提拉后，我就没有洗过澡了。

  　しかし、泉か。確かに、フリクテラを出てから水浴びなどしていないからな。

  

  我闻了闻自己的手臂和腋下。虽然不知道臭不臭，但感觉有点灰尘味。

  　私はすんすんと自分の腕や脇の匂いを嗅いでみる。臭いかどうかはわからんが、少し埃っぽい様な気がした。

  

  沐浴吗？现在的气候感觉像秋天，风有点冷。平常我不会在这种天气下沐浴，但不可思议的是，我现在想用水冲身体。大概是因为我想让头脑冷静下来吧。

  　水浴び、か。今の気候は秋のような感じだろうか。少し風が冷たくなっている。そんな中で水浴びなど普段ならごめん被るが、不思議と今は水で体を流したい気分なのだ。多分、頭を冷やしたいとか、そんな気分だから。

  

  而且用水冲身体，或许能消除那种难以入眠的感觉。

  　それに水で体を流せば、あの寝苦しさも取れるかもしれないと。

  

  我朝欧德指示的方向走了一阵子，听到哗啦哗啦的水声，以及说话声。

  　オドに指さして貰った方角に歩いて暫くすると、ざぶざぶと水音が聞こえて来た。そして、話声。

  

  是克欧特和佐夫。我拨开草丛，来到泉水边。

  　クォートラとゾフだな、と分かった私は草葉をかき分けて泉のほとりへとやって来た。

  

  

  泉水不大也不小，有清澈的水和小山丘般的岩壁，岩壁上有小瀑布，因此弥漫着薄雾。是美丽又梦幻的自然风景。

  　泉は小さくはないが大きくもない。澄んだ水と、小高い丘のような岩垣があり、そこから小さく滝のように水が流れてきていてかすかに霧がかっている。美しく、幻想的な自然の風景だった。

  

  克欧特和佐夫在那边边谈笑边冲身体。

  　そこでクォートラとゾフは、談笑しながら体を流していた。

  

  看到这幅光景，我忍不住脱口而出：

  　そんな光景に思わず私は言葉を漏らしてしまう。

  

  

  「……真怀念。」

  「……懐かしいな」

  

  

  上班族时代，我偶尔会和感情不好的同事去澡堂，治愈因工作疲惫的身体。

  　サラリーマン時代に仕事で疲弊した体を癒すために対して仲も良くない同僚とたまに銭湯に行ったものだ。

  

  我看到过去的幻觉，忍不住轻笑出声。

  　そんな過去の思い出を幻視して、ついついくすりと笑ってしまう。

  

  

  而这句话和笑容，让克欧特和佐夫大吃一惊。

  　そして、その言葉と笑みは、クォートラとゾフをひどく驚かせた。

  

  他们溅起水花，同时转向我，一瞬间摆出备战姿势后，认出是我，便向我行礼。

  　ばしゃりと水しぶきをあげて私にそろって向き直り、一瞬身構えたのち、私と分かって礼をした。

  

  

  「公主！？在这种时间、这种地方……我还以为您已经就寝了。」

  「姫！？　こんなお時間にこんな場所で……てっきりお休みになられたのかと」

  

  「别吓人啊，小姐……我还以为是谁来了。」

  「脅かさないで下せえよお嬢……誰が来たのかと思ったぜ」

  

  「啊，抱歉。我命命人调查命盘，得知你们在沐浴。」

  「ああ、すまない。オドにお前たちが水浴びをしていると聞いた」

  

  

  库托拉与索夫面面相觑。

  　クォートラとゾフは顔を見合わせた。

  

  

  「我睡不着，想让脑袋冷静一下，所以也来沐浴了。」

  「どうにも寝付けなくてな、少し頭を冷やそうと思って私も水浴びをしに来たのさ」

  

  

  我在泉水边迅速脱下衣服，仔细地折好。一丝不挂地站在野外，果然会感到寒意，但还不坏。

  　私は泉のほとりでぱぱっと衣服を脱ぎ、丁寧に畳む。やはり一糸まとわぬ裸で野外に立てば、それなりに肌寒さは感じる。しかし、悪くない。

  

  周遭传来树叶摇曳的声响，以及铃铛般的虫鸣声。夜晚万籁俱寂，动物们也已入睡，让人心情平静。

  　辺りに聞こえるのは木の葉の揺れる音と、鈴を鳴らすような虫の鳴き声。動物は寝静まる夜の静寂は心を落ち着けてくれた。

  

  眼前的泉水反射月光，水面看起来闪闪发亮。我缓缓踏入泉水中。

  　目の前の泉は月夜を照り返しキラキラと水面が輝いてすら見える。私はゆっくりと泉に足を踏み入れた。

  

  

  「公主！」

  「姫！」

  

  「嗯……」

  「ん……」

  

  

  库托拉大喊，我心想发生什么事了。

  　クォートラが叫ぶので何事かと。

  

  仔细一看，库托拉别过脸，索夫则无奈地扶着额头，露出伤脑筋的表情。

  　見ればクォートラはそっぽを向き、ゾフはやれやれと額に手を当てて困った顔をしていた。

  

  

  「小姐啊。」

  「お嬢よう」

  

  「什么事？」

  「何だ？」

  

  「不，没什么……小姐是女人吧？我们是男人，所以……」

  「いや、何だって……お嬢は女じゃねえか。俺たちは男だからよ、その」

  

  

  啊，是这么回事啊。

  　ああ、そういう事か。

  

  

  「这没什么吧。我不觉得你会在意这种事，难道不是吗？」

  「別に何でもないだろう。意識されるとは思っていないんだが、違うのか？」

  

  「不，我不是这个意思。」

  「いやそういうんじゃなくてよう」

  

  「女性不能随便跟男性一起洗澡……前几天不是才提醒过您吗？」

  「女性が軽々しく男と水浴びなど……先日注意をしたばかりではありませんか」

  

  「唔。」

  「む」

  

  

  是指我睡迷糊穿着内衣到处乱晃的时候吗？我记得当时确实被狠狠训了一顿。不过，那是因为在公共场合，这次是在洗澡。我觉得这跟穿着衣服泡澡很奇怪是同样的道理……

  　私が寝ぼけて下着のままうろついた時か。確かにあの時はひどく注意された気がするな。だが、あれは公然の場であったからで、今回は水浴びの場だ。布を纏ったまま湯船に入るのはおかしいのと同じくらいに考えているわけだが……。

  

  而且，就算说我是女性，我的内在似乎还是偏向男性。在外塔那的生活，让我已经习惯不管男女都裸着身体，再加上库托拉和索夫虽然也是裸体，但都是男性，所以我觉得很自然，也不觉得有什么。

  　それに女性、と言われてもな。私はどうやらこういった内面的には未だ男性が強いのだろう。アウタナでの生活で裸を見られるなど性別問わず慣れきってしまっていたのもあるし、クォートラやゾフも裸体であるが男性だから、それが自然だと思うし何とも思わないんだが。

  

  首先，现在的我是小孩子。胸部……虽然感觉好像开始有点隆起，但还是个孩子。

  　まず第一に今の私は幼子だ。胸は……少し膨らみ始めて来たような気もするが、ただの子供だ。

  

  在澡堂偶尔也会看到父亲在男浴池帮小女孩洗澡，库托拉和索夫这种强壮的男性，应该也不会因为看到小孩子的身体而害羞。我记得库托拉好像有女儿……

  　銭湯でも男湯で小さな娘の体を洗ってやる父親の姿をたまに目撃したし、クォートラやゾフのような屈強な男が子供の体を見て照れるはずもあるまいし。クォートラには娘がいたとも記憶しているのだが……。

  

  话说回来，艾库罗大人好像也说过我不像小孩子。

  　だが、そういえばエルクーロ様に言われた気もするな。私は子供らしくない、と。

  

  虽然以精神年龄来说，我并不愿意承认，但我的确已经可以算是中年人了。或许我的言行举止，会让人产生与外表不符的印象……唔唔，既然形式上会变成混浴，或许还是该避免。

  　まあ、精神年齢としては不本意だがもう中年と言って差し支えないし、振る舞いで外見に拠らぬイメージを持たれているのかもしれないが……ううむ。曲がりなりにも形としては混浴になってしまうのであれば、避けるべきかもしれんが。

  

  算了，无所谓。

  　まあ、いいか。

  

  我哗啦哗啦地拨开水面，往前走去。水很冰，但不至于刺痛。我缓缓地往前走，走到水深及腰的地方时，听到两声大大的叹息。

  　私はじゃぶじゃぶと水をかき分けて歩を進めた。冷たい。が、刺すようなほどではない。ゆっくりゆっくり歩みを進め、腰までつかったところで盛大なため息が二つ聞こえた。

  

  

  「该说您胆子大，还是豁达呢……大小姐真是了不起。」

  「肝が据わってると言うかおおらかというか、なんというか……お嬢は大物だな」

  

  「公主……我们会在那边的树丛里。等您洗完澡后，再请您呼唤我们。我们会护送您回村子。」

  「姫……我々はあちらの茂みにでも居ります。水浴びが終わりましたらお声かけを。村までお守りします」

  

  「……？你们已经可以了吗？」

  「……？　お前たちはもういいのか？」

  

  「请别在意我们。」

  「我らの事はお気になさらず」

  

  「我倒是无所谓。」

  「俺は別にまあ、構いやしねえんだがな」

  

  「索夫。」

  「ゾフ」

  

  「好。」

  「あいよ」

  

  

  我呆呆地目送两名壮汉哗啦哗啦地走出泉水。

  　じゃばじゃばと大男二人が泉から出ていくのをぽけーっと見送る。

  

  在水声中，我隐约听见两人的对话。

  　水音に交じって、二人の会話がほんのり聞こえて来た。

  

  

  「库欧特拉，这样太可惜了。大小姐将来一定会变成美女。」

  「クォートラ、勿体ねえぞ。お嬢はきっと将来美人になる」

  

  「喂，你连公主这样的女孩都不放过啊。」

  「おい、姫のような子にまで節操がないぞ」

  

  「不是那样啦。小姐的裸体，简直就像妖精一样，真的当人类太可惜了。虽然那严厉的个性偶尔会伤人，不过等你长大后，会有很多男人围绕在你身边哦。」

  「そうじゃねえって。お嬢の裸、まるで妖精みてえな有様だろ。本当に人間にしておくには勿体ねえ。あのキツい性格がたまにキズだが、大人になったら男が群がるぜ、ありゃあ」

  

  「……我会把那些苍蝇烧光。」

  「……悪い虫は俺が焼き尽くす」

  

  「过度保护。」

  「過保護なこって」

  

  

  被哼了一声的库多拉半强迫地带出泉水，索夫也笑着离开泉水，穿上衣服消失在远处的树丛中。

  　鼻を鳴らしたクォートラに半ば連行されるような形でゾフも笑いながら泉から出ると、衣服を纏って外れの茂みに消えていった。

  

  虽然我只听懂一半对话内容，不过我似乎被称赞了。我会变成美女吗？虽然心情复杂，但不可思议地感觉不坏。前世小时候，我被教导当别人称赞自己的容貌时，要感谢父母，既然如此，我应该感谢雷梅。她很美，如果我继承了她的美貌，我应该能意识到与她之间确实的羁绊。

  　会話の内容は半分ほどしか聞き取れなかったが、褒められていたらしかった。私は美人になるのか。複雑な思いだが、不思議と悪い気はしない。容姿を誉められた時は親に感謝しろと前世で子供のころ教わったものだが、であればレイメへの感謝に他ならないのだから。彼女は美しかった。それを受け継いだというのであれば、彼女との間に確かな絆として意識できるものだろう。

  

  我望向库多拉与索夫匆忙离去的方向，带着些许感谢露出微笑。心情稍微舒畅了。

  　私はクォートラとゾフがそそくさと去った方を見やり、少しばかりの感謝を込めて微笑んだ。少し気がまぎれたよ。

  

  

  好了，虽然剩下我一个人，不过他们两人应该在附近待命，既然如此，我可以安心清洗身体。

  　さて、一人になってしまったが、二人は近くで待機しているだろう。であれば安心して体を流せる。

  

  我用手掌掬起水，水又啪唰一声落下。

  　掌で水を掬いあげ、ぼしゃりとまた零す。

  

  ……或许有点好玩。

  　……少し楽しいかもしれない。

  

  我用手掌拍打水面好一阵子，溅起水花玩了起来。真开心。

  　しばらくはばしゃばしゃと水面を掌で叩く様にして、飛沫を上げて遊んでみる。楽しい。

  

  我一边拍打水面，一边往更深处走去。在水深及胸的地方停下脚步，这里大概是泉水的正中央。从泉水的大小来看，就算再往深处走，我的脚应该也不会踩不到底。

  　水面を叩きながらより深い所へと足を踏み入れる。胸まで浸かったところで歩を止めてみれば泉の真ん中あたりだ。泉の広さからしてこれ以上深くなっても私の足が届かないことは無いだろう。

  

  接着我用水冲身体，洗头发。

  　私はそれから体を水で流し、髪をすすぐ。

  

  没想到在这么宽敞的地方独自一人，能够像这样自由自在地做自己想做的事，会让我感到如此开心。几年前的我根本无法想象。不受任何人束缚，只属于我的时间。我的喜悦。

  　こんなに広い場所で一人でいて、こうして自由に要られることに楽しさを感じられるとは。数年前は考えられなかった。誰にも縛られない、私だけの時間。私の喜び。

  

  

  「玩水……我以前不喜欢游泳池和海边，所以一直敬而远之，但实际尝试后，发现其实还不错。」

  「水遊び……プールや海は好きではなかったから敬遠していたが、やってみると存外悪くない」

  

  

  原本觉得水很冰，但现在也习惯了，我任凭身体的感觉摆布。虽然觉得玩水这种事不符合我的年纪，但反正也没有人会看到。毕竟这里是这样的世界。上司和部下又看不到，偶尔放纵一下也不错。

  　冷たかった水も今は慣れ、ただよう体の感覚に身を任せる。水に浸かってはしゃぐなど年甲斐もない気はするが、誰に遠慮することもない。こんな世界だ。上司や部下に見られている訳でもないし、たまには羽目を外すのも悪くない。

  

  

  「哈哈。」

  「はは」

  

  

  我转圈圈似地拨水。水花在月夜下闪闪发光，耀眼夺目。

  　私はくるくる回る様に水を薙ぐ。飛沫が月夜に煌き、まばゆく輝く。

  

  

  「啊哈哈哈！啊哈哈！」

  「あはははっ、あははっ！」

  

  

  我像跳舞一样哗啦哗啦地玩水好一阵子后，呼地吐了口气，望向天空。

  　ひとしきり踊る様にばしゃばしゃと水と戯れた後、ふうと息をついて空を見やる。

  

  月光洒落在泉水上，我确信自己不太会溺水，于是便从背后倒进泉水中。

  　月夜で明かりもある。溺れる心配があまりないと確信し、思い切って背中から倒れるように水に体を沈める。

  

  哗啦一声，水花四溅，我的身体就这样沉入水中。

  　ばしゃり、と水しぶきが上がり私はそのまま体を水の中に沈めていく。

  

  在清澈的泉水中，摇曳的月光散发出美丽的银白色光芒。

  　澄んだ泉の水の中から見えた月夜はゆらゆらと揺らめき、白銀の輝きが美しかった。

  

  我任凭白发漂浮在水面上，放松全身的力气，身体便被浮力推上水面。

  　白い髪を水に漂わせ、そのまま脱力し浮力が私の体を水面に押し上げる。

  

  我漂浮在水面上，就这样暂时漂浮着眺望月夜。

  　ぷかりと浮き上がった私はそのまましばらくは漂うように月夜を眺めていた。

  

  

  

  就在这时，我听到踩踏草丛的沙沙声，于是猛然回神，挺起身子转过头去。

  　そんな折、がさりと草を踏みしめる音がして、私ははっとして姿勢を起こすと顔を向ける。

  

  只见琪优露一脸战战兢兢地望着我。

  　そこには、おどおどしげな表情で私を見る、キエルの姿があった。

  

  

  「……？」

  「……？」

  

  

  我露出疑惑的表情。这家伙怎么会在这里？她应该在长屋睡着了，难道是追着我过来的吗？

  　私は訝しげな顔を向ける。なんでこいつがここにいる？　長屋で眠りこけていたはずだが、まさか後を追ってきたのか。

  

  我并没有命令她跟过来，魔剑士们在做什么？

  　ついてこいなどとは命じていないし、魔剣士共は何をしている。

  

  琪优露和我对上视线后，便猛然转过头去。

  　私と目が合ったキエルははっとして顔を背けた。

  

  

  「那个，我不是故意偷看的……只是，呃，我听到半兽人说克莱儿小姐去洗澡了……」

  「その、覗くつもりはなくて……ただ、えと、オークの方がココット、様が水浴びに行ったと話しているのを聞いたものですから……」

  

  

  琪优露红着脸，像在找借口似地滔滔不绝。她明明没在听，却还是不断说着。

  　顔を赤くしながら言い訳めいて矢継ぎ早に言葉を繰り出すキエル。聞いても居ないことをぺらぺらと。

  

  我哗啦哗啦地拨开水面，朝吉儿的方向走去。吉儿看到我靠近，立刻把脸别开，还往后退。她那反应不知为何让我觉得有趣，心中也涌起想恶作剧的念头。啊，看来我确实已经忘掉不少烦心事。甚至让我想捉弄一下让我这么烦躁的元凶。

  　私はじゃぶじゃぶと水をかき分けてキエルの方に歩み寄っていく。キエルはそれを見て顔を背けたまま後ずさった。そんな様子になぜか面白くなってしまい、悪戯な気持ちがわいてくる。ああ、だいぶ気は紛れていたのだな。私の苛立ちの元凶相手に、からかってやろうかなどと思える程度には。

  

  

  「你也来洗个澡吧？」

  「お前もどうか？　水浴び」

  

  「咦……？」

  「え……？」

  

  「我之前也说过吧？要让我身边的人待着，不能太臭。」

  「前にも言っただろう。私のそばに置くのに臭くては困ると」

  

  

  吉儿听到我这么说，连忙闻起自己的衣服跟手臂。看来她果然也是个会在意自己身上的味道的女生。

  　キエルははっとして慌てたように自分の服や腕の匂いを嗅ぎ始めた。やはり女子としては気にするのだろうな。

  

  吉儿在短暂的惊讶后，先是瞄了我一眼，接着摇头拒绝。

  　そして、少し怪訝な顔をしたキエルだったが私をちらりと見やった後首を横に振った。

  

  

  「我、我就不用了……」

  「わた、私は遠慮します……」

  

  「……啊～我是不知道你在介意什么，不过我对小女孩的裸体可没兴趣。」

  「……あー、何を気にしているかは知らんが、小娘の裸なんぞ興味はないぞ」

  

  

  我从之前看到的 Quoteira 们反应，以为吉儿会是因为不想被我看到裸体而拒绝，不过吉儿却红着脸，摇头否定。

  　私は先のクォートラ達の様子から、キエルがどうせ裸を見られることへの抵抗を理由にしているのかと思ったのだが、キエルは顔を真っ赤にして首を横に振った。

  

  

  「我、我不是因为那样！而且我们都是女生，而且你已经看过我的裸体了……话说，你刚刚说了好几次小女孩，我可是比你年长！」

  「そ、そんなことじゃありません！　女同士ですし、もう見られてますし……っていうか、小娘って何度か言われましたが、私は貴女より年上です！」

  

  「我不是那个意思。哼，算了。」

  「そういうことではないんだが。ふん、まあいい」

  

  

  既然不让我进去，就请他好好看守吧。我再次将身体浸入水中……

  　入らないならば精々見張りでもしてもらおうと思い、私は再び水に体を沈めようとして……。

  

  我又听见沙沙声。

  　私は再びがさりと言う音を聞く。

  

  仔细一看，一只哥布林从吉尔附近的草丛中走了出来。

  　見ればキエルの近くの茂みから、ゴブリンが一匹歩み出て来た。

  

  我露出讶异的表情瞪着吉尔。

  　それを見て私は怪訝な顔でキエルを睨む。

  

  

  「……你特地带哥布林过来，是想当护卫吗？不需要，附近有四分卫和佐夫在。」

  「……わざわざゴブリンまで連れてきて、護衛のつもりか？　間に合っている。近くにクォートラとゾフがいてくれるからな」

  

  

  我哗啦哗啦地拨水从泉水中起身，瞥了哥布林一眼后瞪着吉尔。然而，吉尔却一脸害怕地看着哥布林。

  　じゃぶじゃぶと水をかき分けて泉から上がると、ゴブリンを一瞥してキエルを睨む。しかし、キエルは怯えた顔でゴブリンを見ていた。

  

  不是这家伙带来的吗？

  　こいつが連れて来たのではないのか？

  

  我一脸讶异地看着哥布林。它拿着短剑，看着我们露出牙齿，样子不太对劲。

  　訝しむ顔でゴブリンを見る。短剣を持ち、私たちを見て歯を出していた。様子がおかしい。

  

  

  「……你是负责警备的哥布林吧，来做什么……」

  「……お前、警備のゴブリンだろう。何しに……」

  

  

  在我把话说完之前，哥布林开始嘎嘎叫了起来。

  　私がその言葉を言い切る前に、ゴブリンがギャアギャアと喚き始めた。

  

  

  「人类！人类——！」

  「ニンゲン！　ニンゲンンン！」

  

  

  然后它对我投以明显带着敌意与杀意的红色眼眸。

  　そして明らかなる敵意と殺意を持ち……赤い瞳を私に向けたのだった。

  

  

 
  ＃５３　襲い来る魔は

  ＃53　来袭的魔物

  　

  

  

  「什、么！？」

  「な、にっ！？」

  

  

  哥布林一边大叫一边朝我们袭来。我被挥舞着短剑冲过来的哥布林吓到，反射性地伸出手，摆出制止的姿势。

  　ゴブリンはわめきながら私たち目掛けて襲い掛かって来た。短剣を振りかぶり疾駆してくるゴブリンに私は驚き、反射的に手を出して制止の構えを取った。

  

  

  「住手！你这家伙！把我当成什么了……」

  「やめろ貴様！　私を何だと思って……」

  

  「人类！杀了你！杀了你！」

  「ニンゲン！　コロス！　コロスゥウ！」

  

  「咿！」

  「ひっ」

  

  

  我伸出手的动作也毫无意义，哥布林飞扑过来袭击我。明确的杀意让我发出惨叫，同时看着哥布林。

  　伸ばした手の静止も意味を為さず、飛び掛かる様にしてゴブリンは襲い掛かって来た。明確な殺意に悲鳴を漏らしながらもゴブリンを見る。

  

  犹豫。目标是我，还是琪亚儿？说起来为什么？我不懂。我只知道它要攻击我们。既然如此，至少让琪亚儿当诱饵……我本来是这么想的。不知道为什么，我反射性地站在琪亚儿面前。我站起来了。

  　逡巡。狙うは、私か、キエルか。そもそも何故。わからない。ただ分かるのは、襲ってくるという事。ならばせめてキエルのやつを囮にでも……と考えた筈が。何故だろう、私は反射的にキエルの前に立った。立って、しまった。

  

  结果，袭击而来的哥布林的目标是我，挥舞的短剑掠过我交叉在头部前方的手臂，划破皮肤。我忍不住叫出声来。

  　結果、襲い掛かって来たゴブリンの標的は私となり、振りかぶられた短剣は思わず頭部を庇うように交差させた私の腕を掠め、皮膚を薄く切り裂いた。

  

  

  「好痛……」

  「痛っ……」

  

  

  我因为疼痛与惊讶而跌坐在地，忍不住伸手摸了摸手臂。红色的血液从割伤处流出，我看着自己用手掌擦掉的血，困惑又惊愕地瞪大眼睛。

  　痛みと驚きで尻餅をついた私は、腕に走った痛みに思わず手をやってしまう。切られた傷から赤い血が流れ、掌で拭った自分の血を眺め私は困惑と驚愕に目を見開く。

  

  

  「它、它真的想杀了我……！？」

  「ほ、本気で殺そうと……っ！？」

  

  

  我惊讶得冷汗直流。不，我应该早就知道了。那股杀意不是开玩笑的。

  　驚きのままに冷や汗が噴き出す。いや、わかっていたはずだ。あの殺意は生半可ではない。

  

  接着，我用那双眼睛望向哥布林，发现有其他哥布林从它背后的草丛中现身。虽然数量不多，但要杀掉我绰绰有余。

  　そしてその眼でゴブリンを見やれば、その背後の茂みから他にも数体のゴブリンが現れたのだ。その数は多くはないが、私を殺すには十二分。

  

  这下糟了……！虽然完全搞不清楚状况，但那些家伙是真心想杀了我们！我已经没有时间思考自己为何会站在琪亚儿面前了。

  　これは、まずい……！　事情は全く分からないが奴らは私たちを本気で殺す気だ！　もはや自分がなぜキエルの前に立ってしまったのかなど自問自答している暇もない。

  

  我瞥了琪亚儿一眼，发现她完全被吓到动弹不得。她双脚颤抖，眼神充满恐惧，视线完全离不开那些哥布林。

  　ちらっとキエルを見れば完全に怯えで竦み上がっている。足を震わせながら怯えた目でゴブリン達から目が離せなくなっているらしい。

  

  这个蠢货……！

  　愚図め……！

  

  我在心中咒骂的同时，又有一只哥布林压低身子冲了过来。

  　心の中で悪態をついたとほぼ同時、またゴブリンの一匹が低い姿勢で突っ込んできた。

  

  

  「琪亚儿，你快退下！」

  「キエル下がれ！」

  

  

  我大喊。琪亚儿吓得看向我，怯生生地往后退。

  　私は叫んでいた。びくっ、と私を見たキエルがおどおどと後ずさる。

  

  ……又来了。为什么我没有拿这家伙当挡箭牌逃走呢？我心想。

  　……まただ。なんで私はこいつを盾にして逃げないんだ？　

  

  接着，冲过来的哥布林用头撞向我的侧腹。冲击力道渗透至全身。我被轻轻撞飞，滚倒在地。

  　そして突進してきたゴブリンの頭突きが私の横腹に突き刺さる。衝撃が体に浸透する。私は軽く吹っ飛ばされて地面を転がった。

  

  

  「唔……」

  「うグ……」

  

  「克莱儿！」

  「ココット！？」

  

  

  我滚到琪亚儿背后，她立刻冲了过来。笨蛋！不要移开视线！

  　キエルの背後まで転がった私に、キエルが駆け寄ってくる。馬鹿が！　目を逸らすな！

  

  我一边咳嗽一边用眼神示意。但是，那个白痴吉儿却用担心的眼神拼命想把我扶起来。这家伙完全帮不上忙，根本派不上用场。

  　私は咳き込みながらも目で訴える。しかしキエルの阿呆は私を心配でもするような眼で必死に助け起こそうとしてくる。こいつはこの状況を打開する役には全く立たない。使い物にならない。

  

  ……那她为什么要救我这种累赘，为什么要救只会让我生气的白痴？

  　……じゃあなんでそんなお荷物を、私をイラつかせるだけの阿呆を助けるような真似をしたんだ？

  

  这个想法在我脑中一闪而过。但现在不是想这些的时候。哥布林们转动眼珠，似乎已经盯上背对它们的吉儿。它们流着口水，发出叽叽的叫声，再次举起短剑，摆出冲刺的姿势。

  　そんな思考が浮かんでは消える。が、今はそれどころではないんだ。背中を見せたキエルに狙いを定めたかゴブリンの目がぎょろりと動く。そして涎を垂らしながらギイギイと呻いて再び短剣を振り上げ走り出す姿勢。

  

  这样下去会死，我们两个都会死。

  　このままじゃ、死ぬ。二人とも、死ぬ。

  

  我很久没感受到死亡的恐惧。虽然过去在欧塔娜应该也感受过好几次，但跟当时我那颗冰冷的心不同，现在的我确实感到害怕。

  　死の恐怖。久方ぶりの感覚。それは過去アウタナで何度も感じた筈のものだったが、凍った心の頃と違い、私に確かな怯えを感じさせた。

  

  不要，我不想死，我不能死。

  　嫌だ。死にたくない。死ねない。

  

  

  

  就在此时，一阵强风刮起。

  　そこへ、突風が巻き上がった。

  

  

  「！」

  「っ！」

  

  

  哥布林们反射性地往后跳，拉开距离。

  　反射的にゴブリン達が飛び下がり距離が開く。

  

  我不由得闭上眼睛，但还是稍微睁开一条缝看向天空，发现巨大的影子覆盖住我们。遮蔽月光的影子降落在我和哥布林之间。

  　思わず風に目を伏せながらも薄めで空を見れば巨大な影が私たちを覆っていた。月夜を遮るそれは私とゴブリンの間に降り立つ。

  

  

  「_quotatra！」

  「クォートラ！」

  

  

  化为战斗状态的_quotatra_对哥布林发出咆哮，然后转头看向我。

  　戦闘態として竜化したクォートラは、ゴブリンに咆哮を浴びせると、首を曲げ私を見た。

  

  他应该是打算在待命的同时，等我开口叫他才对。我也没想到哥布林会袭击我，所以完全忘了要叫来库托拉他们。当时我脑中一片混乱。

  　護衛の筈が、私を気遣って声を掛けるまで待機のつもりで離れていたのだろう。私もゴブリン達がまさか自分を襲うとは考えていなかったから、クォートラらを呼ぶという思考が吹き飛んでしまっていた。混乱していたのだ。

  

  

  「公主！您没事吧……！」

  「姫！　ご無事で……！」

  

  

  我被吉耶儿抱起，同时对库托拉大喊。

  　キエルに抱き起されながらクォートラに叫ぶ。

  

  

  「太慢了……我的手被砍伤了……！」

  「おそいぞ……腕を斬られた……！」

  

  

  库托拉看到我的伤势，瞳孔顿时缩紧。此时，佐夫也大步跑了过来。

  　私の傷を見たクォートラの瞳孔がきゅっと縮まったのが見えた。そこへどかどかとゾフが駆け込んでくる。

  

  

  「我太晚发现了！我听到小姐的声音……您没事吧！？」

  「気づくのが遅れちまった！　お嬢の声が聞こえて……無事ですかい！？」

  

  

  佐夫拿着巨斧，连同吉耶儿一起将我扶起。吉耶儿就这样抱着我的肩膀，把我带到佐夫背后。

  　大斧を携えたゾフに半ばキエルごと助け起こされる。そのままキエルに肩を抱かれてゾフの背後へ。

  

  

  「公主，请您退下！这些人是……！」

  「姫、お下がりを！　この者らは……！」

  

  「我不知道！他们突然袭击我！」

  「知らん！　いきなり襲ってきた！」

  

  

  库托拉转头看向哥布林，红色的双眼闪闪发光。除了牙齿之外，他的口腔缝隙间也闪着火光。看来他相当生气。

  　クォートラは首をゴブリン達に向けると赤い瞳を爛々と輝かせた。その口腔から除く牙の隙間には炎がちらちらと見えている。相当、頭に来ているらしい。

  

  被龙人瞪着的哥布林们吱吱叫着往后退，脸上露出惊愕的表情，以及恐惧。他们完全被吓到了。

  　ぎょろりとドラゴニュートに見すくめられたゴブリン達はギイギィ鳴いて後ずさる。完全に驚愕と言った表情、そして、恐怖か。

  

  

  「他们不是我军的人……！」

  「我が軍の者ではないな……！」

  

  

  库托拉低吼道。

  　クォートラが唸る様に言う。

  

  的确，不管哥布林再怎么厉害，也不可能危害身为将军的我。如果是我部下的话。就算我被孤立，或许也会有企图暗杀我的家伙，但以现在的状况来说，没有任何好处。不过哥布林也没有智慧去衡量利弊得失，所以原本应该用武力让他们服从。对我来说，如果那是四特拉等三名队长，应该视为谋反。

  　確かに、いかなゴブリンとて将軍である私に危害など加えるはずもない。私の、部下ならば、だ。私が孤立したところで暗殺でも企てる輩がいるかもしれんが今の状況では何のメリットもない。しかしそんな損得で動く知能がないのもゴブリンだ。だから本来は武力で従える。私にとってはそれがクォートラ達３隊長だったのならば、謀反が在って然るものと考えるべきだったか。

  

  然而，袭击而来的哥布林们，似乎并非我的部下。

  　しかし、襲い来たゴブリン達はどうやら私の配下にある者どもではなかったらしい。

  

  如果是不认识我的其他军队哥布林，就算袭击我也不足为奇。不过，我从没想过除了我军以外的魔族会出现在这种地方。因为这里是人类的领地，法鲁特玛雷领。

  　私を知らないか別の軍のゴブリンであれば襲ってきてもおかしくはない。しかし、こんな場所に私の軍の者以外の魔族がいるなどとは考えてもみなかった。ここは人間の地、ファルトマーレ領なのだから。

  

  

  「龙人！龙人！」

  「ドラゴニュート！　ドラゴニュートッ！」

  

  「同胞！人类，保护，为什么！」

  「ナカマ！　ニンゲン、マモル、ドウシテ！」

  

  「这位可是将军阁下！！」

  「このお方は将軍閣下だぞッ！！」

  

  

  四特拉对提出疑问的哥布林们再度发出咆哮。哥布林们似乎感到困惑，吱吱喳喳地害怕不已。

  　クォートラが疑問を口にしているゴブリン達に再度咆哮を上げた。困惑していたらしいゴブリン達はキィキィと恐れおののいているようだった。

  

  

  「看来完全发飙了。」

  「ありゃ完全に切れてんな」

  

  

  索夫站在我面前，举起大斧喃喃说道。激动的克沃特正对着哥布林们咆哮，仿佛要喷出火焰。

  　ゾフが私の前に立ち大斧を構えながらつぶやいた。激昂しているらしいクォートラは今まさに炎を噴き出さんとゴブリンらに吠える。

  

  

  「该死的下级魔族……虽然同族，但伤害公主的无礼之徒，我要用火焰清算！」

  「下級魔族め……同族とはいえ姫を傷つけた無礼の落とし前は我が炎によって清算してくれる！」

  

  

  就在他要对害怕的哥布林喷出火焰气息的刹那，一道制止的声音响起。

  　そして怯えるゴブリンに火炎の吐息が浴びせられようとした刹那に、制止の声が響く。

  

  

  「等等！你们在吵什么！」

  「待て！　何の騒ぎだ！」

  

  

  一道影子冲破草丛，以惊人的气势飞奔而出。

  　茂みを破りものすごい勢いで飛び出した影があった。

  

  影子看起来像是四脚动物，但滑行到哥布林面前后，用两只脚站立。

  　影は四つ足の動物にも見えたがゴブリンらの前に滑る様にして立つと二本足で立った。

  

  从毛茸茸的身躯以两只脚行走来看，应该是人型，但那副模样就像野兽穿着衣服，头部则是人与狼各占一半，因此毫无疑问也是魔族。

  　ふさふさの体毛に覆われた体躯は二足歩行からして人型ではあるが、獣が服を着たような姿と、頭部が人と狼を折半したようなものであったから、これもまた魔族であることは疑いようがなかった。

  

  克沃特瞥了一眼挡在眼前的魔族，暂时收起火焰。

  　クォートラは眼前に立ちふさがる様にして現れた魔族を一瞥し一度炎を収めた。

  

  

  「是狼人吗……！」

  「ウェアウルフか……！」

  

  

  现身的狼人站在克沃特与哥布林之间，制止战斗。

  　現れたウェアウルフはクォートラとゴブリンの間に立ち戦いを制止する様子だった。

  

  克沃特感到疑惑，没有解除警戒，俯视着狼人们。

  　訝しむクォートラは警戒を解かぬ様子のままじっとりとウェアウルフらを見下ろしている。

  

  

  「我们不是敌人。你们也是逃过来的吧？」

  「俺たちは敵じゃない。お前たちも逃げて来たんだろう」

  

  「……你在说什么？」

  「……何の話だ」

  

  「别装傻了。我们也一样。」

  「とぼけるなよ。俺達も同じだ」

  

  

  狼人开始说起莫名其妙的话。哥布林们冷静下来后，他往前踏出一步。

  　訳の分からないことを言い始めるウェアウルフ。ゴブリンどもを落ち着けると、一歩進んだ。

  

  

  「放心吧，我们和你们一样。所以……」

  「安心しろ。俺達はお前たちと同じなんだ。だから……」

  

  

  狼人环视周遭。他看着克沃德和索夫，接着为了观察情况，我被吉耶尔抱着肩膀，从索夫背后探出头来……与狼人四目相交。

  　ぐるりと周囲を見渡すウェアウルフ。クォートラとゾフを眺め、そして様子をうかがうためにキエルに肩を抱かれながらもゾフの背中から顔を出した私と……目が合った。

  

  那一瞬间，狼人的眼神变了。他的瞳孔放大，露出愤怒的表情，露出獠牙。

  　その瞬間にウェアウルフは目の色を変えた。瞳孔が拓き、憤怒の表情で牙をむく。

  

  我们无法理解他话中的意思，但看得出来狼人的样子不寻常。接着，狼人向前屈身，刚才制止战斗的模样烟消云散，他带着烈火般的表情冲了过来。

  　話の内容が理解できずにいた私たちだが、ウェアウルフの様子が尋常ではないことは見て取れた。そして、ウェアウルフは前屈姿勢をとると、先ほどまでの戦いを制止する様子は吹き飛び、烈火の表情で疾駆して来たのだ。

  

  ……朝我而来。

  　……私へ向かって、

  

  

  「恶魔的长相……同胞的仇人！」

  「悪魔の相……同胞の仇ッ！」

  

  「啊！？」

  「は、あっ！？」

  

  

  狼人穿过克沃德脚边，朝我疾驰而来，他的红眼仿佛要贯穿我，裸露的獠牙和爪子明显要撕裂我。

  　クォートラの足元を抜け疾駆して来たウェアウルフの紅い瞳は私を射貫くようで、むき出しの牙と爪は明らかに私を引き裂かんと向かってきていた。

  

  又来了！继哥布林之后出现的狼人。我本来以为他会制止哥布林，代表他听得懂人话，结果又朝我袭击而来。

  　またか！　ゴブリンに続いて現れたウェアウルフ。ゴブリンを制止する動きから話が分かる奴かと思ったが、またしても私に襲い掛かってくるのか。

  

  我再次沐浴在杀意中，缩起身子。

  　私はまたも殺意を見に浴び委縮する。

  

  索夫摆出架式，但狼人似乎完全没把他放在眼里。就在狼人准备扑向我时，克瓦多的尾巴横扫出去，将狼人打飞。

  　構えるゾフ。しかしゾフなど目に入っていないような様子だ。そしてウェアウルフが私にとびかからんとしたところで、クォートラの尻尾が横薙ぎにウェアウルフを吹き飛ばした。

  

  

  狼人撞上粗壮的树干，咳嗽着立刻起身，用混杂着惊讶与憎恨的表情瞪着我们。

  　野太い大木の幹に叩きつけられたウェアウルフは、咳き込みながらすぐに起き上がると、驚きと憎悪の入り混じった表情で私たちを睨んだ。

  

  

  「你们在做什么！那家伙……人类！是魔族的敌人吧！」

  「なにをしやがる！　そいつは……人間は！　俺たち魔族の敵だろッ！」

  

  

  哥布林们也再次开始吵闹，仿佛在附和打从心底感到莫名其妙的狼人。

  　心底意味不明という様子のウェアウルフが叫ぶのに同調してかゴブリン達も再び騒ぎ始める。

  

  克瓦多踩着沉重的步伐走向狼人，大声吼叫。

  　クォートラはずしりと大地を歩きウェアウルフに歩み寄ると一度大きく吠えた。

  

  

  「我再说一次。我们是魔王军，奉艾库罗大人的命令行军。那位大人是我们的将军阁下。」

  「もう一度言うぞ。我らは魔王軍、エルクーロ様の命により行軍している。そしてあの方は我らの将軍閣下である」

  

  

  狼人听到克瓦多的话，目瞪口呆。

  　クォートラの言葉に、ウェアウルフは口をぽかんと開けたまま目を丸くした。

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  深夜，看到被琪耶尔搀扶、手臂流血的我回到村子，托尔内慌了手脚。

  　深夜、キエルに体を支えられて腕から血を流しながら村へ帰還した私を見たツォーネは慌ただしかった。

  

  他一副「有你们跟着还出这种事」的态度，责备克瓦多和索夫，费了好一番工夫才安抚他。

  　クォートラとゾフにお前たちがついて居ながらという様子で食ってかかり、諫めるのに大分気を揉んだ。

  

  最重要的是，他一听到事情经过，就打算当场杀死同行的狼人和哥布林。

  　そして何より、事情を聴くや否や、同伴して来ていたウェアウルフやゴブリンをその場で殺そうとしたのだ。

  

  库托拉与佐夫两人合力阻止他，从他手中抢走突击枪时，我设法说服他停手。

  　クォートラとゾフが二人がかりでそれを止め、その手から突撃槍を取り上げた頃合いで私が何とか説得し止めた。

  

  

  现在，我们正待在长屋之一围着同一张桌子，听他们说明状况。由于那群人的危险性，我并未让琪优儿同席。

  　今は、長屋の一つで同じテーブルを囲み、事情を聴くべくの状況となっている。連中の危険性からキエルは同席させなかった。

  

  

  我请库托拉用从村里征收的绷带包扎我的手臂，同时望着那群狼人。」

  　クォートラに村から接収した包帯を腕に巻いてもらいつつ、ウェアウルフらを眺める。

  

  

  「好了，那就让我们听听你们怎么说吧。」

  「さァて、んじゃあ色々聞かせてもらおうか」

  

  

  佐夫双手环胸，挺起胸膛瞥了狼人一眼说道。这时，除了我之外，佐夫是所有人之中最冷静的。

  　ゾフが腕組みをしてふんぞり返りながらウェアウルフを一瞥し言った。この時、私を除けば一同の中ではゾフが最も冷静だった。

  

  狼人承受着库托拉与佐夫的警戒心与杀气，尽管坐立难安，仍开始说明。

  　ウェアウルフは、クォートラとツォーネの警戒心や殺気を受けながらとなったため居心地の悪そうな様子ではあるが語り始めた。

  

  

  「啊、啊啊，首先我叫雷可。抱歉我的同伴做了这种事，没想到魔王军竟然会进军到这种地方。」

  「あ、ああ。まず俺はレコと言う。うちの連中がすまない。まさか魔王軍がこんな所に進軍しているとは皆思っていなくてな」

  

  

  狼人男子……雷可这么说，环视佐夫与库托拉，以及依然毫不掩饰杀意、用手指敲着桌子的托泽。

  　ウェアウルフの男……レコはそう言ってゾフやクォートラ、未だに殺意を隠そうともせずに抱いたままとんとんと指で机をたたくツォーネを見渡す。

  

  

  「所以，你们到底是什么人？听你们的对话，你们是团结的集团吧？」

  「それで、お前たちは一体なんだ？　話を聞くにまとまった集団なのだろう」

  

  「闭嘴，人类！我不想跟你说话！」

  「黙れ人間めッ！　お前なんぞと話す気はねえッ！」

  

  

  就是这个。我一发问，雷可就反射性地威吓我。这家伙到现在还没搞清楚状况吗？真是的。

  　コレだ。私が質問をすれば、レコは反射的に私を威嚇して来た。未だ状況を理解してすらいないのかこいつは。

  

  

  「唉……我先声明，对我们来说，你们根本不是什么同伴。你们袭击我是事实，麻烦别再胡说八道了，这样根本谈不下去。」

  「はあ……先に言っておくが我々にとってお前たちはまだ仲間でもなんでもない。私を襲ったのは事実だし、あまり迂闊なことは言わないでもらえるかな。話が進まん」

  

  「少啰嗦！人类少在魔族的话题上插嘴！」

  「五月蠅い！　魔族の話に人間がしゃしゃるんじゃねえ！」

  

  「你这家伙……那对大耳朵是装饰品吗？没听到我说的话吗？下次再敢对克莱儿大人出言不逊，我就把你肠子扯出来塞进瓶子里哦。」

  「てめェー……そのでけェ耳は飾りか？　話きこえてなかったかよ？　次ココット様にナメた口聞きやがったらハラワタ引きずり出して瓶詰にしてやンぞ」

  

  

  听到雷可对我怒吼，托涅起身搥打桌子。木制桌子因冲击碎裂，雷可也吓得退缩。

  　私を怒鳴ったレコに対してツォーネが立ち上がり机を殴る。衝撃で木製の机の一部が砕け、レコもうっとたじろぐ。

  

  

  「魔将军人托涅……为什么你会服从人类……！」

  「魔将軍ツォーネ……なんであんたが人間に従ってる……！」

  

  

  雷可称呼托涅为将军。托涅过去确实是将军，但那是过去的事了。看来雷可似乎知道魔王军的事，但情报并不新。我稍微能理解了。

  　レコはツォーネを将軍と呼んだ。かつてツォーネが将軍だったのは間違いないが過去の話だ。どうやらレコは魔王軍について知っているらしいが、情報は新しくはない。少し、読めて来た。

  

  

  「我已经不是将军了，只是侍奉克莱儿大人的爱奴。所以，我无法原谅你侮辱亲爱的克莱儿大人。我要杀了你，你这死狗。应该说，我要杀了你。我可以杀了你吧？」

  「わたくしはもう将軍ではありませんの。ココット様に仕える愛奴に過ぎませんもの。だから親愛なるココット様への侮辱は許せねぇんだよ。殺すぞワン公が。ってか殺す。殺していいよなコレ」

  

  

  察知兹欧气得脑充血，索夫抓住他的肩膀，硬是让他坐回椅子上。兹欧原本想甩开索夫的手，但看到我叹气后，或许是察觉到我的脸色，他额头上冒着青筋，心不甘情不愿地安分下来。

  　ツォーネの頭に血が上っているのを察したゾフがその肩を掴んで無理やり椅子に座らせた。ツォーネは振り払おうとしたが私がため息をつけば顔色を窺ってか、額に青筋を浮かべたまま渋々とおとなしくなった。

  

  库多拉替我包扎完手臂的绷带后，尽可能绑得不会太紧，同时开口说道：

  　クォートラが私の腕の包帯を巻き終え、出来るだけきつくなり過ぎないよう縛りながら言う。

  

  

  「公主虽然是人类，但魔王大人认可她，让她成为艾陆可罗大人麾下的下将军，率领我们。我们听从她的命令，现在驻守在村里的魔族全都听从她的指挥，这就是证据。我应该说过好几次，要你别对公主无礼。」

  「姫は人間だが魔王様に認められエルクーロ様の下将軍として我らを率いるお方だ。俺達が従い、今この村に駐留する魔族全てを束ねておられるのが証拠。無礼な態度は慎めと何度も言っている筈だが」

  

  「唔……我无法相信……」

  「ぐ……信じられねえ……」

  

  「公主确实和我们一起攻陷了欧塔娜和弗利克提拉。连过去曾是将军的兹欧都听从她的命令。这样你还无法相信吗？」

  「現に姫は俺達と共にアウタナとフリクテラを陥落せしめた。かつて将軍だったツォーネさえ従っている。これでもまだ信じないというか？」

  

  

  库多拉在绷带上面洒了消毒用的药水，处理完毕后坐回椅子上。

  　包帯の上からじゃばじゃばと消毒用の液状薬らしいものをかけ、処置が済んだとして椅子に座るクォートラ。

  

  雷寇听到库多拉的话后，暂时陷入沉默，我终于能开口说话。一连串无意义的对话、困意，以及伤口疼痛带来的倦怠感，让我懒洋洋地用手撑着脸颊，用手指敲着桌子，斜眼看向雷寇。

  　レコもクォートラの言葉で一度黙ったので、やっと話せる。私は一連のしようのないやり取りと眠気、傷の痛みからくる怠さから、だらしなくもぐでりと頬杖をつき、コンコンと指でテーブルを叩きながら流し目でレコを見やった。

  

  

  「是，正如你所听到的。我军是遵照艾尔克罗大人的命令行动。在攻陷欧塔娜和弗利克提拉之后，为了攻陷卢维卡纳……驻扎在这个村子。」

  「はあ。聞いての通りだ。我が軍はエルクーロ様の命で動いている。アウタナとフリクテラを陥落させた今、ルイカーナを落とすべく……この村に駐留している」

  

  

  老实说，我不认为他们能取得我的信任，也不认为有取得信任的必要。不过，既然大致上能想象他们的来历，这次就听听他们怎么说吧。虽然看起来只是杂兵，但这种家伙有时也会意外地挖出宝物。

  　正直信用を得られるなどとは思っていないし、正直得る必要性もない。が、概ね素性に想像がついてきたところで今度は連中の話を聞くとしよう。雑兵の野良にしか見えんが意外とこういう手合いが掘り出しモノを持っていたりもするものだ。

  

  

  「所以，你们是什么人？」

  「で、お前たちは何者だ？」

  

  

  尽管雷可依然对我抱持敌意，但不只托泽，就连克瓦多和索夫也一脸凶狠地瞪着雷可，所以他虽然不情愿，还是开始娓娓道来。

  　レコは、未だ私に敵意を向けながらだが、ツォーネだけではない、クォートラやゾフも鬼の形相でレコを睨んでいたから、渋々という様子だったがぽつりぽつりと語り始めた。

  

  

  「……我们几乎都是在各地被捉的奴隶……但我曾和乌拉嘉库那大人一起在主战场战斗。」

  「……俺たちの殆どは各地で捕まった奴隷だが……俺は、ウラガクナ様と共に主戦で戦っていた魔王軍だ」

  

  

  雷可露出懊悔的表情，咬牙切齿地说道。

  　レコは悔しそうな、歯噛みをするような表情でそう言った。

  

  然后，他立刻用恳求的表情向我们问道：

  　そして、すぐに懇願するような顔で私たちに問うてきたのだ。

  

  

  「告诉我，前线……乌拉嘉库那大人的军队还健在吗！？」

  「教えてくれ。前線は……ウラガクナ様の軍はまだ健在なのか！？」

  

  

  我知道雷可的来历了。他是四天王乌拉嘉库那大人的部下。难怪托泽知道他是将军，对魔王军内部的情况也很清楚。

  　レコの素性は分かった。四天王ウラガクナ様の配下。ツォーネが将軍と知っていたり魔王軍内の事情に明るかったのも頷けた。

  

  我们互望一眼，然后我平静地回答：

  　私たちは顔を見合わせた。そして私が静かに答える。

  

  

  「……听说乌拉诺纳大人还在前线战斗，虽然目前处于被勇者率领的军队压制的状况。」

  「……ウラガクナ様はまだ前線で戦っておられると聞いている。勇者率いる軍に圧されている状況ではあるが」

  

  「……！可恶！」

  「……！　くそっ」

  

  

  雷可用懊悔的表情垂下头。

  　レコは悔しそうに項垂れた。

  

  乌拉诺纳大人被压制……根据艾尔克罗和魔王大人的说法，那恐怕是小国联合介入的结果，不过我刻意隐瞒了这件事。因为不想让说明变得太长，导致无法问出想问的事情，而且我也不希望话题扯远。

  　ウラガクナ様が圧されている……それはエルクーロ様や魔王様との会話ではどうにもおそらく小国連合の介入によるものなのだが、ここではあえて伏せた。説明が長くなり聞くべきことが聞けないのは避けたい。話の脱線は望ましくないからだ。

  

  

  「……我们在很久以前在战场上被俘虏，然后被送到路易卡纳，以奴隶的身份生活。就在那座可恨的路易卡纳城里！」

  「……俺たちは大分前、戦場で捕虜になった。そしてルイカーナに送られて奴隷として過ごしていた。あの忌々しいルイカーナの城に！」

  

  

  雷可的拳头颤抖，咬紧牙关。看来他似乎尝到了相当的悔恨、屈辱，或是恐惧。

  　レコの拳は震え、歯は食いしばられていた。よほどの悔しさか、屈辱か。あるいは恐怖を味わったようだ。

  

  

  「不过……不久之前，我们设法逃了出来，和同样逃出来的前奴隶魔族一起躲藏，积蓄力量。然后为了巡逻而来到外面。因为我们从以前就打算摧毁这个村子作为据点。虽然似乎已经有客人先到了。」

  「だが……少し前になんとか脱出し、同じように逃げ出した元奴隷の魔族と身を潜め、力を蓄えていた。そして巡回のため外に出ていた。かねてからこの村を潰して足掛かりにするつもりだったからな。どうやら、先客がいたようだが」

  

  

  嗯，原来如此。所以是反抗军啊。而且考虑到他们曾被俘虏，情报会过时也很合理。

  　ふむ。なるほど。レジスタンスという訳か。そして捕囚だったことを踏まえれば情報が古かったのも合点がいく。

  

  而且，我也能理解他对我这个人类的憎恨与敌意，但是……列可却说我是恶魔之相而袭击我。

  　そして、人間たる私に対する憎悪や敵意も理解はできる、が……レコは私を悪魔の相と言って襲ってきた。

  

  明明当时吉耶尔也在场，列可的憎恨却只针对我。不只是对人类，他对恶魔之相也怀恨在心。

  　キエルが居たにもかかわらず、あの時の憎悪は私にのみ向いていた。人間相手だけではない。悪魔の相に恨みを持っている。

  

  不过这样很奇怪。恶魔之相不过是人类创造出来的超自然现象，从魔族的角度来看，不过是脸色苍白的白化症人类，没什么特别意义。然而列可的杀意却是货真价实的。

  　だがそれはおかしいのだ。悪魔の相とは人間が作り出したオカルトに過ぎず、魔族側からすれば別段何の意味もないただ血色の悪いアルビノの人間だ。だというのに、レコの殺意は本物だった。

  

  我不认为在人类社会受到排挤，拥有恶魔之相的人会威胁到魔族。其中一定有什么隐情。

  　人間社会で疎まれる悪魔の相を持つ者が魔族を脅かすなどとは考えられなかった。何か、事情がある。

  

  

  「……既然你曾经在路易卡娜被俘虏，应该很清楚内部情况吧？告诉我，那座城市的内情与战力。还有……」

  「……ルイカーナで捕囚になっていたのであれば、中の事情には明るいな？　教えろ。あの街の内情と戦力。そして……」

  

  

  我眯起眼睛，仔细看着瞪着我的列可，开口：

  　私はじっと目を細め、私を睨むレコをしかと見て、言った。

  

  

  「你为什么恨我？」

  「なぜ私を憎むのか」

  

  

  列可咬牙切齿的声音在房间内响起。他对我的反应果然不寻常。列可……明显对我这个恶魔之相怀有某种恨意。

  　レコの歯ぎしりの音が部屋の中に響いた。やはり、私に対する反応は普通ではない。私……悪魔の相にレコが何かしらの恨みを持つことは明白だった。

  

  经过一拍的呼吸与沉默，列可开口：

  　一拍の呼吸と沈黙を経て、レコは言う。

  

  

  「……我们逃离那座可恨的城堡时，出现了许多牺牲者。」

  「……俺達があの忌々しい城から逃げ出す時、多くの犠牲が出た」

  

  「黑紫骑士团吗？」

  「黒紫騎士団か？」

  

  

  「不是。」列可摇头。

  　違う、とレコは首を横に振った。

  

  

  「那些家伙确实不好对付，但问题不在这里。我们原本应该要完全瞒过那些家伙的耳目逃走才对。」

  「奴らも手強いが、そうじゃない。俺たちは完全に奴らの目を盗んで脱走する筈だった」

  

  

  雷可不是握紧拳头，瞪着我说道：

  　レコはこぶしを握り締めながら、私を睨んだまま言ったのだ。

  

  

  「我们遭到恶魔袭击……！路易卡娜城饲养着恶魔……是白发红眼的恶魔……！」

  「俺たちは悪魔に襲われたんだ……！　ルイカーナの城には悪魔が飼われている……白髪赤眼の悪魔がな……！」

  

  

  

  

 
  ＃５４　潜む殺意

  ＃54　潜藏的杀意

  　

  

  

  「等一下！」

  「待ってくれ！」

  

  

  就在我们说完话，刚走出长屋时，雷可是在我困意渐浓时从背后叫住我。

  　話を終え、長屋を出たばかりの折。流石に眠気が回ってきていた所へレコが背後から叫んできた。

  

  我揉着惺忪睡眼，回头一看。

  　眠気眼をこすりながら私たちは振り返る。

  

  雷可像是要追上我们，以开门的姿势，露出做好某种觉悟的眼神，以及跟在他身后的哥布林们，都看着我们。

  　後を追うように扉を開けた姿勢で何かを覚悟したような瞳のレコと、付きのゴブリン達が集まり私たちを見ていた。

  

  

  「你们要打下路易卡纳吧……？让我们帮忙……！」

  「あんた達、ルイカーナを落とすんだろう……？　俺達にも手伝わせてくれ……！」

  

  

  我并非没料到他会这么说。

  　その言葉、予想していなかったわけではなかった。

  

  刚才提到的，拥有恶魔之相的人企图逃走，结果几乎都被杀掉的事。Quotra他们认为是胡说八道，没有当一回事。老实说，我也不相信。像我这种小孩，拥有恶魔之相的人，让他们的部队半毁……雷可是这么说的。所以雷可才会把我当成仇人的同伙。

  　先の話。悪魔の相を持つ者に脱走を企てた仲間の殆どが殺されたという話。クォートラ達は与太話と切って捨てた話だった。私も正直信じられたものではなかった。私のように子供の、悪魔の相を持った人間が自分たちを半壊させた……レコはそう語った。だからレコは私を仇の仲間と認識していたのだと。

  

  听到这件事的我，姑且不论基耶尔的父亲……赛昆那样的强者，像我这样的小孩恶魔，就算没有武器，也杀得了魔族吗？我先感到傻眼。

  　話を聞いた私は、キエルの父……セグンのような猛者ならともかく私のような子供の悪魔が、武器を持たなかったとはいえ魔族を殺せるものかと私も流石に呆れが先に来てしまった。

  

  而且，他不是说只有他一个人吗？佐夫也笑着说，他大概是错乱了，兴奋过头，或是看到幻觉了吧。

  　しかも、たった一人だというではないか。錯乱か、興奮のし過ぎか、幻覚でも見たんだろうとゾフも笑っていたな。

  

  然而，从丽蔻的表情来看，她散发出一股不像在说谎的气势，我感受到她至少有战意，所以也猜到她会提出协助的请求。包含砍伤我的哥布林在内，丽蔻在形式上也向我道歉过了。

  　だがレコの表情からはとても眉唾な話とは思えない鬼気迫る何かがあり、それを感じ取った私は少なくとも連中に戦意があることは認めていた。だから、協力の申し出が来るとは踏んでいた。私の腕を斬ったゴブリンも含め、レコは形式上は謝罪もしてきていたし。

  

  不过，我皱起眉头，眯起眼睛瞪着丽蔻。

  　だが、私は眉根を寄せて、目を細めながらレコをじっとりと睨んだ。

  

  

  「虽然我很欢迎战力增加，但不能使用无法控制的疯狗。」

  「戦力が増えるのは歓迎する所だが、扱えない狂犬を使うわけには行かない」

  

  

  丽蔻咬紧牙关，但我说的是事实。要是她在战斗中造反就糟了，就算没有，我也不会想用不听话的棋子。

  　レコはぐっと歯噛みするが、事実だ。戦闘中に謀反を起こされてはたまらんし、そうでないにせよいう事を聞かない手駒などごめん被る。

  

  光是憎恨，无法达成目的，是愚蠢至极的行为。不能感情用事，失去控制。

  　憎悪ばかり先走り、目的を果たせないのは愚の骨頂。感情のままに暴走されては、と。

  

  ……艾库罗大人看着我的时候，也是这种心情吗？

  　……エルクーロ様も、私を見るときこんな気持ちだったのだろうか。

  

  所以他才会反对让我参与行军吧。他担心我会因为憎恨而失去控制。艾库罗大人是个认真的人，所以才会担心我可能会影响作战。我突然想到这点。

  　だから、私を行軍させることに反対していたのだろうな。私が憎悪のままに暴走するのでは、と。エルクーロ様は真面目なお方だから作戦遂行に支障があると危惧したのだろうと、ふと思った。

  

  不过，艾库罗大人邀我吃饭时，以及我决定参加行军时，艾库罗大人脸上露出的表情，我到现在还是不懂。

  　だけど、エルクーロ様に食事に誘って頂けた時、私が行軍を決めた時のあのエルクーロ様の表情だけは、未だに分からない。

  

  我露出苦笑。嗯，我和他不一样。因为彼此都是以憎恨为食粮的人，所以我非常清楚他的想法，不过我并不打算同情他。

  　私は苦笑する。まあ、私はレコとは違う。同じ憎悪を糧とする者同士ではあるから胸中は知って余りはある。だが、そんなものに同情する気はない。

  

  因为不能因为别人的复仇，害我的复仇受挫。

  　他人の復讐のせいで、この私の復讐が躓くなどあってはならないのだから。

  

  因此，我想要的是棋子，而不是同胞。我带着这种含意开口。

  　故に、私が欲しいのは駒であり、同胞ではない。そういった意味を込めて言葉を紡いだ。

  

  所以我才不打算收他为部下，打算放他自由。不过——

  　だからレコらも配下には加えず、放っておこうとしたのだが。

  

  

  「我知道进入路易卡娜城的密道……以这个情报交换……应该不坏。」

  「俺はルイカーナの城に入る裏道を知っている……その情報と引き換えだ……悪くない筈だ」

  

  

  听到列可这句话，我停下脚步。

  　そういったレコの言葉で私は足を止めた。

  

  

  「什么？」

  「何？」

  

  

  他说他知道进入那座城的方法。

  　あの城に入る方法を知っている、と。

  

  在上次潜入路易卡娜时，不管怎么做都找不到的入侵路线。我确实烦恼过该怎么办。

  　先のルイカーナ潜入においてどうやってもわからなかったあの城への侵入経路。どうしたものかとあぐねていたのは事実。

  

  因此，先不管列可的话是真是假，这句话确实引起我的兴趣。

  　故に、レコの言葉が本当か嘘かはひとまず置いておいて、興味をそそる言葉だった。

  

  

  「……继续说。」

  「……続けろ」

  

  

  列可点点头。

  　レコは頷いた。

  

  

  「那座城市的地下遍布类似水道的通道，作为水源使用。当然，城的地下也有延伸。不过因为有魔物栖息，所以会定期扫荡，也有警备。一般无法用来潜入。」

  「あの街の地下には水路のようなものが張り巡らされていて、水源として利用したりしている。もちろん城の地下にも伸びている。だが魔物も住みつくから定期的に掃討が行われていて警備もある。通常は潜入には使えない」

  

  「然后呢？」

  「それで？」

  

  「不过，除了平常的水路之外，还有另外一条专门用来排放污水的老旧水路。我有个当了很久奴隶的魔族同伴，他花了很长的时间，制作了一条通往那条水路的密道，我就是经由那条密道逃出来的。」

  「だが、通常の水路とは別に、古くて汚水を流すのにしか使われていないものがある。長く奴隷をやっていた仲間の魔族が、長い時間をかけてそこへつながる隠し通路を作っていたのを教えてもらって、脱出して来た」

  

  

  我用鼻子哼了一声。真是个廉价的故事。明明是被囚禁的身份，居然为了逃狱而自己制作密道。这肯定花了他很长的时间。

  　ふむ、と私は鼻を鳴らした。チープな話だ。捕らわれの身の上、脱獄の為に通路を自ら作るとは。途方もない時間がかかったろうに。

  

  这听起来就像是在某处听来的脱逃故事，让我忍不住想苦笑，不过既然他实际上已经逃出来了，那也不算是空穴来风。

  　どこかで聞きかじった物語めいた脱出劇に思わず苦笑しかけたが、現に脱出して来ているらしい以上眉唾でもあるまい。

  

  如果已经成功逃出一次，而且又是密道的话，应该也能用来入侵，但如果被发现是用来逃狱，那应该就会被警备人员封锁或是堵住吧。看来也得问清楚这件事才行。

  　一度出られて、且つ隠し通路であるならば侵入にも使えそうだが、脱出に使ったことが発覚していれば警備も置かれているか塞がれているだろう。その当たりも含めて聞かねばならないか。

  

  我判断雷寇的话很有用，决定询问详情，看看有没有把他说的话加入作战计划的余地。

  　レコの話を有益と判断した私は作戦に組み込む余地ありとして詳細を聞くことと決めた。

  

  不过，我无法抹去不安要素。而且，不安要素还很多。

  　しかし、不安要素は拭えない。それも、細かいものが複数ある。

  

  我从其中挑出最好理解的一个，对雷寇提出疑问。

  　私はその中から最も分かりやすいものをレコに投げかけた。

  

  

  

  「不过，这样好吗？这等于是要回到你差点丧命逃出来的敌人根据地。」

  「だがいいのか？　命からがら逃げ出した敵の居城に舞い戻る事になる」

  

  「没关系。要是没有带个伴手礼给乌拉卡纳大人，就太对不起被抓住的愚蠢自己了。更重要的是，如果能帮同胞报仇，我没有任何不去的理由！」

  「構わないさ。ウラガクナ様に手土産の一つでも持っていかねば無様にも捕まっていた間抜けの身の上、申し訳が立たねえ。なにより、同胞の仇を討てるチャンスならば、行かない理由はかけらほどもない！」

  

  

  在昏暗中，雷高笔直地看着我，用那双充满感情，仿佛要燃烧起来的红色眼睛盯着我。

  　宵闇の中レコは真っ直ぐに私を見て、はち切れんばかりに感情が込められた燃えるような赤い瞳を突き付けて来た。

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  克莱儿在_quota_和_zofu_的保护下回到村子后。

  　ココットがクォートラとゾフに守られ、村へと戻ってきた後。

  

  在她带着那头狼人进入会议用的长屋时，她要我回去。

  　あのウェアウルフを連れて会議用の長屋に入る際、私は戻っていろ、と言われました。

  

  我以莫名沉重的脚步，走在通往克莱儿睡觉的长屋的路上，心情十分烦闷。

  　私は妙に重い足取りで、ココットが寝床にしている長屋までの道のりを歩きながら、もやもやとした気持ちでいたのです。

  

  

  

  

  

  

  ……我被克莱儿半夜起床的声音吵醒，她披着上衣，似乎正要出门，只对我说了句「你睡吧」。

  　……ココットが夜起き出した音で目が覚めれば、丁度出かけるのか上着を羽織ったココットに寝ていろとだけ言われました。

  

  从露依卡娜回来后，克莱儿应该会一脸疲惫地早早睡下，却在深夜外出，让我觉得很奇怪。

  　ルイカーナから帰ってきて、疲れ切った顔色をして早々に寝床に入ったはずのココットが、夜更けに出歩くのは妙だなと思って。

  

  而且，她在露依卡娜露出的表情和愤怒的模样。

  　そして、ルイカーナで彼女が見せたあの表情と怒りの様子。

  

  米莱儿，她是因为我关心那头魔狼而生气吗？我不知道原因，不过，那时我的职责的确不是她所想的那样吧。

  　ココットは、私があの魔狼を気遣った事に怒ったのでしょうか。なんでかは、わかりません。ただ、私の役割はその時確かに、彼女の思うものではなかったのでしょう。

  

  克莱儿的遭遇。她憎恨人类的理由。

  　話に聞いたココットの境遇。彼女が人間を憎む理由。

  

  被当成家畜对待，差点被杀，失去唯一愿意保护自己的母亲。这就是她复仇的理由。

  　家畜のような扱いを受けて、殺されかけ、唯一守ってくれた母を失った事。それが彼女の復讐の理由。

  

  明明她也夺走了我的父亲。

  　私だって、彼女に父を奪われたのに。

  

  没错，我确实这么想过。

  　そう、確かに考えてしまう自分も居ます。

  

  

  可是……我心中浮现的不只是憎恨，还有其他感情……我无法理解，也不想承认。

  　でも……私の中には憎悪だけではない、別の気持ちが浮かんできていて……それがどうしようもなくわからなくて、認めたくなくて。

  

  因为这样，我非常在意出门的克莱儿。我问附近的魔剑士能不能追上去，看是要监视她，还是保护她。

  　そんな気持ちでいたものだから、出かけて行ったココットがどうしても気になって。私の見張りか、ココットの護衛なのか、近くの魔剣士にココットを追っていいかを尋ねたのです。

  

  对方当然拒绝了，不过我毕竟是克莱儿的佣人，是她的所有物，被吩咐要随时跟在她身边。虽然不甘愿，但我这么骗对方后，魔剑士犹豫了一下，默默别过头。

  　勿論一蹴されましたが、私はココットの使用人でもあり、所有物だから、と。ココットのそばに常についているように言われている、と。不本意ながらそう言いくるめるように言えば、魔剣士は迷ったようなそぶりの後黙って顔を背けました。

  

  我将他的反应视为许可，追在克莱儿身后。

  　それを許可と受け取った私は、ココットの後を追ったのです。

  

  

  一离开住家，我就知道克莱儿要去哪里了。

  　家屋を出てすぐに、ココットの行先は分かりました。

  

  巨大的半兽人被哥布林包围，正在说话。米莱儿去沐浴了。

  　大きなオークが、ゴブリンに囲まれながら話していたのです。ココットは水浴びに行った、と。

  

  

  我从半兽人比手画脚的动作中，察觉到有处泉水可以沐浴，于是便前往那里。虽然途中好几次差点被魔族叫住，但我心想之后总有办法解释，于是半强迫地离开。

  　私はオークの身振り手振りから水浴びができる泉の場所を察して、向かいました。何度か魔族に呼び止められそうになりましたが、後でどうとでも説明できるはずとして、半ば無理やり歩き去りました。

  

  我离开村子，走进昏暗的森林，穿过树丛后，便听见水声……接着，我听见克莱儿开心的……真的很开心的笑声。

  　村を出て暗い森を進み、茂みを抜けて水音が聞こえて……そして、楽しそうな……本当に、楽しそうなココットの笑い声が聞こえて。

  

  抵达泉水后，我看见克莱儿在月光下舞动着，她的身影宛如妖精一般……白皙的发丝在月光的照映下，反射出水花，看起来闪闪动人。

  　泉に辿り着いて私が見たのは、月下の水面に白く踊る、本当に妖精のような……ココットの姿でした。

  

  就连那令人厌恶的白发，也因为月光的反射而显得耀眼。纤细白皙的身躯，以及不同于平时的表情，她脸上浮现的是纯粹享受着快乐时光的孩童般的笑容……这幅光景扰乱了我的心。

  　あんなにおぞましいとされてきて、私もその習いで嫌悪していたあの白い髪さえ、弾ける飛沫に照り返す月明かりに目映く翻り、その細く白い華奢な体と、普段の顔とは違う、純粋に楽しむ子供のような笑みを浮かべてはしゃぐ表情は……私の心をかき乱しました。

  

  ——好美。

  　――――綺麗、と。

  

  

  

  她明明是我的仇人。

  　彼女は、仇なのに。

  

  

  明明是杀了那么多人的恶魔。

  　人を大勢殺す、悪魔なのに。

  

  

  为什么我的目光会无法从跳舞的她身上移开呢？

  　どうして私は、踊る彼女から目が離せないのだろう。

  

  

  

  这时，克莱儿突然倒向后方，沉入水中。我虽然焦急，但看到她立刻浮出水面，便松了一口气。

  　と、突然ココットが背後に倒れるように水面に沈みました。私は焦りましたが、すぐにぷかりと浮いて来たので安心しました。

  

  然而，看到她平安无事，我却感到困惑。

  　そして、彼女が無事だったことに安心などをした自分に、また困惑したのです。

  

  或许是因为这样，我转身背对一丝不挂漂浮在水面上的她……结果不小心发出沙沙声。

  　だからか、一糸まとわぬ姿で水面を漂う彼女から目を背けるように、踵を返そうと思って……がさりと音を立ててしまったのです。

  

  我猛然回神，看向克莱儿，结果和她四目相交。我用莫名其妙的借口掩饰偷看她私底下模样的行为，和她交谈。

  　はっとしてココットを見れば、彼女と目があいました。彼女の私的な姿を盗み見たような形からよくわからない言い訳をして、問答をして。

  

  

  

  然后，哥布林出现……我以为是克莱儿的部下，但并非如此。我遭到袭击。

  　そして、ゴブリンが現れて……ココットの部下かと思って。それでも違って。襲われて。

  

  ……她为了保护我而受伤。

  　……彼女は私を庇って怪我をした。

  

  

  

  她为什么要做出那种事？

  　どうして彼女は、あんなことをしたのだろう。

  

  

  我边走边思考，脚步显得有些无力。

  　そう、考えながら歩く足取りはどこか力のない有様だったのです。

  

  

  这时，突然有人向我搭话。

  　と、突然私は声を掛けられます。

  

  我惊讶地东张西望，但周遭没有任何人。

  　驚いてきょろきょろと周囲を見渡しても誰も居ません。

  

  对方再次向我搭话，我终于看到从村中房屋角落阴影处呼唤我的人影。

  　もう一度声を掛けられ、やっと顔を見れば村の家屋の隅の陰から私を呼んでいた人影が目に入りました。

  

  

  「呃，那个，鲁克……鲁克小姐？」

  「え、ええと、ルク……さん？」

  

  

  躲在阴影处的人是鲁克小姐。她是这个村子的孩子，听说是村中没有年轻人的情况下，独自负责狩猎等工作的村民。

  　陰に居たのはルクさんでした。この村の子で、若者がいない中一人で狩りなどの仕事をしていた……と聞いています。

  

  鲁克小姐看到我和她四目相交，便做出「安静」的手势，同时向我招手。魔族明明还在村中昂首阔步，她却偷溜出来吗？我战战兢兢地靠近她，结果她突然拉住我的手，把我拖进阴影处。

  　私と目が合ったのを見てルクさんは静かに、というジェスチャーと共に私を手招きしました。魔族はまだ村を闊歩しているのに、抜け出してきたのでしょうか。おずおずと近寄ってみれば急に腕を引かれ物陰に引きずり込まれました。

  

  我吓了一跳，露克小姐用认真的眼神看着我。

  　驚いているとルクさんが真剣なまなざしで私を見ます。

  

  

  「欸，你……是凯尔……对吧？」

  「ねえ、あなたさ……キエル……であってるよね？」

  

  「咦？啊，是的。」

  「え？　あ、はい」

  

  「太好了。我还在想如果搞错该怎么道歉才好。因为你……应该不是那个叫克莱儿的魔将军的同伙……对吧？」

  「よかった。間違ってたらどう謝ろうかと思ってたんだ。だってあなた……あのココットとかいう魔将軍の仲間じゃ……ないよね」

  

  

  我很惊讶。露克小姐说出的这句话。说我不是魔族的同伙。

  　驚きました。ルクさんが発したその言葉。私が魔族の仲間ではない事。

  

  那当然。我才不是那些家伙的同伙。

  　それはもちろんそうです。私は、奴らの仲間なんかじゃない。

  

  或许是看穿了我的表情，露克小姐「呼」地叹了口气。

  　私のそんな表情を読み取ったか、ルクさんはふう、とため息をつきました。

  

  

  「果然……我就觉得应该是这样。你大概是被抓来……像奴隶一样……之类的？啊，你不要不高兴哦。」

  「やっぱりなー……そうじゃないかって気がしてたんだ。多分、捕まってて……奴隷みたいな……とか？　あ、気は悪くしないでね」

  

  「不，怎么会……」

  「いえ、そんな……」

  

  

  老实说，我心中涌起一股喜悦。

  　正直、嬉しい気持ちがわいてきました。

  

  有人站在我这边。有人愿意发现我。村民们把我当成魔族的同伙，对我投以冰冷的视线。

  　私の味方が現れた。私を見つけてくれる人が居た。村人たちに魔族の仲間だと思われて冷たい視線を投げかけられて。

  

  露克小姐的话，缓缓渗入我心中，让我想起那些日子，心中一直藏着无处可去的窘迫与寂寞。

  　居場所が無い様な窮屈さと寂しさを胸に秘めたまま過ごした日々に、ルクさんの言葉はじわりと染み込んできました。

  

  

  

  然后，露克小姐把手放在我的肩膀上，用认真的表情继续说：

  　そして、ルクさんは私の肩に手を置き、真剣な表情で続けたのです。

  

  

  「拜托你，助我一臂之力！我想救大家！」

  「お願い、力を貸して！　みんなを助けたいんだ！」

  

  「咦……？」

  「え……？」

  

  「要是卢卡纳坠落，村子里的大家也会因为没有利用价值而被杀……！而且卢卡纳还有村子里的男人们……他们会一起被杀！」

  「ルイカーナが落ちたら村のみんなもどうせ用済みで殺される……！　それにルイカーナには村の男たちがいるんだ……一緒に殺されちゃう！」

  

  「可、可是……要是不乖乖听话，你们才会……！」

  「で、でも……大人しくしていないとそれこそあなたたちは……！」

  

  

  克莱儿不可能容许可疑的举动。要是被她发现，大家真的会被杀。

  　ココットが怪しい動きを許すはずがない。見つかればそれこそ皆殺しのはず。

  

  

  「要是做出那种事，你们会被杀掉哦……」

  「そんなことをしたらあなたたちは、殺されてしまいますよ……」

  

  

  现在还没有出现牺牲者，就已经很不可思议了。那孩子曾经让弗利克泰拉坠落，处决了杰米亚诺大人的家人。

  　今現在今だ犠牲者が出ていないのが不思議なほどなのです。あの子は、フリクテラを落としてゼンビアーノ様のご家族を処刑した。

  

  要是做出可疑的举动，绝对会很危险。因为那孩子很残酷。

  　絶対に、変な動きをしたほうが危ない。あの子は、残酷だから。

  

  我垂下眼帘，露克小姐再次抓住我的肩膀，用恳求的眼神诉说：

  　目を伏せた私にルクさんは再び肩を掴んできて懇願するような眼で訴えてきました。

  

  

  「拜托！克莱儿很信任你吧？我希望你能协助我！」

  「お願い！　あなたはココットから信頼されてるんでしょ？　協力して欲しいんだよ！」

  

  「信任……？她、她……！」

  「信頼……！？　されて、なんか……！」

  

  

  没有。

  　無い。

  

  为什么看起来像是受到她的信任呢？是因为待在她身边吗？那就更不可能了。

  　どうして信頼などされているように見えたのでしょうか。近くにいるからでしょうか。なら、なおさら違う。

  

  她只是把我当成憎恨的范本，放在身边而已。

  　彼女は憎悪の写し鑑として私を身近に置いて居るだけ。

  

  所以，没错。她会保护我，也只是为了不让自己的镜子坏掉而已。

  　だから、そうだ。私を庇ったのも、所有する鏡が壊れないようにしただけなのだと、思います。

  

  所以，她才会不惜受伤也要保护我。

  　だから、怪我をしてまで私を庇った、だけ。

  

  

  「……或许吧。」

  「……なの、かな」

  

  「咦……？」

  「え……？」

  

  「不，没什么……话说回来，你打算怎么做？既然要我帮忙，表示你有打算做什么吗？」

  「いえ、なんでも……それよりどうするつもりなんですか？　協力という事は、何かをするつもりなのですか？」

  

  

  我掩饰不小心说出口的疑问，这么问露可。

  　思わず言葉に出た疑問を誤魔化し、ルクさんに問います。

  

  

  「只要克莱儿攻下路易卡纳，一切就结束了。所以……在那之前必须做个了断。希望你能想办法把我的弓拿来。那个恶魔似乎以为我们被她压制住了，不过我们想保护村子，同时也想保护被路易卡纳带走的男人们……她误判了我们的决心。」

  「ココットがルイカーナを落とせば全部終わってしまう。だから……その前にけりをつける。私の弓をどうにかして持ってきてほしい。あの悪魔は私たちを抑え込んだつもりでいるみたいだけど、私たちは村を守りたいのと同時に、ルイカーナに連れていかれた男たちも守りたい……その覚悟を見誤ってる」

  

  「你在说什么？弓……难道你打算做什么吗……？」

  「何を言っているのですか？　弓なんか……まさか何かするつもりですか……？」

  

  「刚才我偷听到他们在开会，他们打算攻下路易卡纳，所以要趁他们出发时动手。希望你好好表现，以免我们被怀疑。」

  「さっき、あいつらが会議しているのを盗み聞きした。ルイカーナを落とすつもりなんだ。だから出発の直後を狙う。あなたには私たちが怪しまれないようにうまくやってほしい」

  

  「请等一下！你说动手……」

  「待ってください！　狙うって……」

  

  

  我忍不住大叫，露可立刻捂住我的嘴。我听见魔剑士们喀嚓喀嚓的脚步声。

  　私が思わず大きな声を上げそうになり、ルクさんにすぐ口をふさがれました。ガシャガシャと魔剣士達が歩く音が聞こえます。

  

  等到魔族的脚步声离得够远，露可才放开我的嘴。

  　魔族の足音が少し離れた頃合いで、ルクさんは私の口から手を放しました。

  

  

  「就算那么做，也……」

  「まさか、そんな事したって……」

  

  「不是那样的。我们不能放任恶魔不管。优奈教的教义是正确的。只要我们打倒恶魔，说不定就能得到路易卡纳的援助。」

  「そんな事じゃない。悪魔は野放しになんかしちゃいけないんだ。ユナイル教の教えは正しかった。私たちが悪魔を斃せば、ルイカーナから援助を受けられる可能性もある」

  

  「怎么会……可是米莱儿说只要我们安分守己，就能保障我们的安全……！」

  「そんな……でもココットは貴方達がおとなしくしている限りは安全を保障すると……！」

  

  

  我知道自己说了很自私的话，而且这番话听起来也像是在帮克莱儿撑腰。

  　勝手なことを言っている自覚はありましたし、聞きようによってはココットの肩を持つような発言。

  

  可是我自然而然就说出这种话。因为我觉得米莱儿恐怕不会主动毁约。

  　ですが自然と私はそう言っていたのです。おそらくココットは、約束を自分からは破らない。そう、思えたから。

  

  可是露克小姐不听我的话。

  　しかしルクさんは耳を貸しません。

  

  

  「你要我相信那种事吗！现在的确还没有被怎么样，可是村子里只有老人和小孩，粮食也因为被那些家伙抢走而大幅减少。这样下去撑不了多久。」

  「それを信じろって言うの！？　確かに今はまだなにもされてないけど、村には老人や子供しかいないんだ。食料もずいぶん減った。あいつらに奪われているから。このままじゃもたない」

  

  

  露克小姐看起来很焦急。我懂她的心情。

  　ルクさんからは、焦りが見られました。気持ちは、わかります。

  

  因为魔族占领了村子，而且那还是自己努力保护的村子吧。我在安慰被魔族抓走的侍女同伴时，也感受到自己必须做点什么的责任感。虽然这或许无法与她的责任感相提并论……

  　魔族に村を占領されて、それがずっと自分が頑張って守ってきた村だからなのでしょうか。自分が何とかしなくてはという責任感は、魔族に捕まっていた侍女仲間を慰めている時の私も感じました。彼女のそれとは、比べるべくもないかもしれませんが……。

  

  可是，露克小姐的想法似乎是以无论如何都要解决为优先，我只能说她太乱来了。

  　しかしどうにかしなくてはという気持ちが先行しているようにさえみられるルクさんの考えは無茶としか言えませんでした。

  

  我心想，必须想办法让她冷静下来才行……可是她所说的话中处处充满了对克莱儿的侮蔑。

  　何とか落ち着かせて止めなくては、と。私は考えましたが……彼女が語る言葉の節々にあるココットへの侮蔑。

  

  她对拥有优奈伊尔教所认定的恶魔长相的人抱持着歧视。她甚至露出屈辱的神色，因为不被当成人类、被视为忌子的人现在正在威胁自己。

  　ユナイル教の教えで定められた悪魔の相を持つ者に対する差別意識。人であるとはされず、忌み子とされた者が今自分たちを脅かしていることに対する屈辱の色さえ見て取れたのです。

  

  

  （……简直就像不久前的我一样。）

  （……まるで、少し前の私みたいだ）

  

  

  我不禁这么想。

  　そう、思ってしまいました。

  

  

  「我要保护村子里的大家。虽然没被那个恶魔发现，但我已经请卢卡纳的骑士们再次来村里一趟了。就算那家伙出发了，村子里还有魔族，只要数量不多，我就能解决。早知道第一次见面时就该打倒她……这次一定要由我……」

  「村の皆は守る。あの悪魔にはバレてないけど、ルイカーナの騎士たちにもう一度村に来てもらう手筈になってる。あいつが出立して、村にも魔族が残ったとしても、大した数じゃなければやっつけられる。初めて会った時に当てておけばよかったんだ……今度こそ私が……」

  

  

  我陷入仿佛看着镜子的错觉，愣在原地，但露克小姐眯起眼睛，直盯着我，用压低的音量说出的话清楚地传进我的耳里，让我吓了一跳。

  　まるで鏡でも見ているような錯覚に陥り呆けていた私ですが、ルクさんが眼を細めて、私をじっと見て言った言葉は抑えた声量でもはっきりと私の耳に入ってぎょっとすることとなりました。

  

  她说了。用非常小声，却带着明确杀意的语气说了。

  　彼女は言ったのです。とても小さな、それでいてはっきりとした殺意の込められた言葉で。

  

  过去，我也曾许下相同的愿望，并且试图付诸实行。眼前的她仿佛在模仿我，说出了诅咒的话语。

  　かつて私が同じ事を願い、実行しようとした。それをなぞる様に、目の前の彼女は呪いの言葉を口にしました。

  

  ——我要杀了克莱儿。

  　――――ココットを殺す、と。
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  ————从那一夜起过了三天。

  　――――あの夜から三日が経過した。

  

  我军与高昂的士气相反，老实地待在辛的村庄。

  　我が軍はその士気とは裏腹にしてシンの村でおとなしく過ごすこととなった。

  

  理由是等待弗利克德拉再次送来的物资，将其运送到在辛的村庄附近另外建造的阵地，准备在那里进行攻城战。

  　理由は再度フリクテラからの物資の到着を待ち、シンの村の近場に別で築いていた陣地に運び込み、そこで攻城戦の準備をさせていたためだ。

  

  库多塔等人很好地辅佐我，魔族也听从佐夫的指示。与攻略弗利克德拉时相比，我军的战斗准备增加到3倍，我原本担心是否能顺利进行，但透过他们传话，我所传达的作战与准备都顺利地结束了。

  　クォートラらが良く私の補佐をし、魔族はゾフのいう事をよく聞いた。フリクテラ攻略時に比較して3倍ほどにまでになった我が軍の戦闘準備など上手くできるか不安はあったが、私の伝えた作戦と準備の仕立ては、彼らが伝聞することで滞りなく終わった

  

  然后，以提供有益情报为交换条件，加上成为我的绝对部下为附加条件，暂时加入我方的狼人雷寇率领的前奴隶魔族反抗军也位于其中一角。虽然被双手高举、自愿监视的佐涅率领的魔剑士部队监视，但他们还是勤奋地工作着。

  　そして、有益情報と引き換え且つ、私の絶対配下という条件付きで一時的参画したウェアウルフのレコ率いる元奴隷魔族のレジスタンス部隊も、その一角に居た。これでもかと両の手を挙げて監視を買って出たツォーネ率いる魔剣士部隊に見張られている形ではあるが、せかせかとそれなりには働いていた。

  

  我望着因佐涅的杀气而胆怯地工作的哥布林们，联想到严酷的劳动环境带来的不快记忆，但我对他们毫无同情。不如说，光是监视就能了事，已经算不错了吧。

  　ツォーネの殺気に怯えながら働くゴブリン達を眺めていると過酷な労働環境から嫌な記憶を連想するが、彼らへの同情は一切ない。むしろ監視だけで済んでいるのだからマシな方だろう。

  

  

  我看着那些人忙碌准备的景象，独自在魔物牢笼前思考。

  　そんな連中の忙しい準備模様を後目に、私は魔物の檻の前で肉を持ち思案にふけっていた。

  

  该告诉四特拉的事情都说了，我正在做每天例行的放松活动。

  　クォートラらに伝えるべきことは伝えたので、息抜きも兼ねて日課を行っているのだ。

  

  我蹲下身子，把肉丢进牢笼，蛇跟蜥蜴之类的魔物立刻咬住肉。喂食从欧塔纳地牢带出来的魔物们，已经变成我每天的例行公事。这些魔物跟我一起被关在地牢里。当时我无暇注意，不过地牢里关着各种各样的魔物。

  　しゃがみ込んだ姿勢から肉を檻の中に放れば蛇や蜥蜴のような魔物がすぐさま食らいついた。アウタナの地下牢から連れ出した魔物たちへの餌やりは私の日課となっていた。かつて私が地下牢に居た頃ともに繋がれていた魔物たち。あの頃は特段意識さえする余裕はなかったが、多種多様な魔物が多くいた。

  

  话虽如此，欧塔纳夫人管理得相当随便，而且欧塔纳陷落之后，魔物们连饲料都吃不到了，所以我再次造访欧塔纳时，只带了还有呼吸的魔物，数量并不多。不过我觉得这些魔物或许能派上用场，就擅自决定把它们带出来，还像这样带着它们行军，也确实喂食饲料。

  　とはいえアウタナ夫人の管理も粗雑だったうえにアウタナ陥落に伴い餌すら与えられなくなったためか、再びアウタナを訪れた折にに連れ出したのは未だ息があった個体のみでそう多い訳ではない。しかして何かに使えるかもしれないという私の一存でこうして行軍に引きつれ、餌もしっかり与えている。

  

  或许是这些努力有了回报，原本衰弱的魔物们也渐渐变得凶猛。虽然长时间被关在牢笼里，不过魔物强韧的肉体与精神已经出现恢复的征兆。它们现在也隔着牢笼露出牙齿低吼，仿佛要咬断我的喉咙。

  　そのかいあってか衰弱していた魔物たちも次第に猛々しさを見せるようにはなった。長い間檻に繋がれていたとはいえ魔物の強靭な肉体と精神は回復の兆しを見せている。今にも私の喉笛を食いちぎらんばかりに檻の向こうで歯を見せて唸っているのだから。

  

  

  「你们很恨我吧？很想杀了我吧？」

  「私が憎いだろ。殺したいだろ」

  

  

  我一边说一边丢出肉块，魔物立刻咬住。

  　私はそう言いながら肉を放る。魔物はすぐさま食らいつく。

  

  我想起在露依卡娜看到的魔狼。那头衰弱的魔狼，眼中确实对牢笼外的人们充满杀意。我现在喂食的魔物们应该也一样吧。它们是为了娱乐而被捕捉，被关进恶劣的环境。不过，或许是因为它们受到不合理的对待，以及曾经在那座地牢里一起生活，让我心中萌生出些许同族意识，所以不管魔物们对我发出多少低吼声，看着它们吃下我丢出的肉块，活力一天天恢复的模样，也是一种乐趣。

  　ルイカーナで見た魔狼が思い出される。あの衰弱した魔狼の目には確かに檻の外の者たちへの殺意が見て取れた。私が今肉を与えている魔物たちも同様だろうな。趣味娯楽の為に捕えられ、粗悪な環境に押し込められた。だがその理不尽なまでの扱いと、共にあの地下牢で過ごしたという点から多少の同族意識のようなものが私の中に芽生えているのか、魔物たちがどれだけ私に唸り声を上げようが、放った肉を食い日に日に活力が戻っていく様を眺めるのは一種の楽しみでもあった。

  

  我想起前世虽然没有养过宠物，不过喂食亲戚家的金鱼，看着它们专心吃饲料的模样，也让我很开心。

  　前世でペットを飼ったこともなかったが、親戚の家の金魚にエサを与え、一心不乱に食いつくさまを見るのは楽しかったと思いだす。

  

  然而，在笼中磨利杀意之爪的魔物们中，有一只让我感到不可思议的个体。

  　だが、檻の中で殺意の爪を研ぐ魔物たちの中で、私が不思議に思っている個体が一匹。

  

  我将视线移过去，发现那只魔物有着比其他魔物更长更漂亮的鬃毛，是种名为魔狮子的魔物。它虽然慵懒地躺着，却用双眼直盯着我，让我产生疑问。

  　視線を向ければ、私の疑問の主たる他の魔物より一際大きく立派な鬣を備えた魔獅子という魔物がのっそりと寝そべりながらもその瞳でじっと私を見ていた。

  

  魔狮子是强大的魔物。如果以魔族风格分类，属于上级魔物。我不知道奥塔娜伯爵夫人是怎么抓到它的，不过肯定耗费了庞大的金钱与劳力。不过就算有那样的东西，原本就是不知道能不能抓到的存在。

  　魔獅子は、強力な魔物である。魔族風に分類するなら上級魔物といったもの。アウタナ伯夫人がどうやって捕えたかは知らないが途方もないか金と労力を注いだはずだ。もっとも、そういったものがあっても本来捕らえられるかはわからない程の存在。

  

  可是，这个个体看起来没什么活力。不管什么时候看，它都躺在地上，说难听点就是懒散。眼睛没有混浊，也会进食，所以应该不虚弱，不过看起来就是一副悠哉的模样。

  　だが、どうにもこの個体は活力がない。いつ見ても寝そべり、悪く言えばだらけている。眼の濁りなどもなく食事もとるので衰弱ではなかろうが、なんとものんびりとした有様だった。

  

  身为野兽之王的魔狮子，到底是什么德性？如果能沟通，真想喝斥它。我抱着这样的想法看着魔狮子，它却只是一如往常地看着我。

  　野の王たる魔獅子が何たる様相かと、言葉が通じれば一喝もしたくなる。そんな思いを抱きながら魔獅子を見やるが相変わらずの様子で私を見るのみ。

  

  

  「你没有憎恨吗？」

  「おまえには憎しみがないのか」

  

  

  我低声说道，不过它当然不会回答。

  　ぼそりと言うが、返答はあるはずもなく。

  

  取而代之，似乎是小跑步过来的库多拉向我报告。

  　代わりに小走りでやってきたらしいクォートラが私に声を掛けた。

  

  

  「公主，佯攻部队已经先出发了。」

  「姫、陽動部隊が先んじて出立致しました」

  

  「……知道了。按照预定，在卢卡纳正面布阵。」

  「……わかった。予定通りルイカーナの正面に布陣させる」

  

  

  我把剩下的肉杂乱地丢进笼子里，站起身来面向库多拉。

  　私は残っていた肉を雑多に檻の中に放ると、立ち上がってクォートラに向き直る。

  

  

  「我们也走吧。部队编成完毕了吗？」

  「我々も行くぞ。部隊の編成は済んでいるか？」

  

  「是。我让几名龙人族担任斥候，从我部队出发。根据先回来的斥候回报，镇外没有士兵。」

  「は。我が部隊から斥候として何人かドラゴニュートを飛ばせています。先んじて帰還した者によれば街の外に兵は居ないとの事です」

  

  「好。」

  「よし」

  

  

  我点点头，回到广场。

  　私は頷き、広場へと戻る。

  

  索夫、左涅等留在其他村子的少数主力已经列队完毕。时间是晚上。在黑暗中，只有火把的红光照亮四周，我手扠着腰，转身面对大家。

  　そこでゾフ、ツォーネ他村に残った少数の主力が整列していた。時刻は夜。暗闇に松明の明かりだけが赤々と周囲を照らす中私は皆に向き直り腰に手を当てた。

  

  

  「那么，现在开始进攻路易卡纳。作战计划和事前说的一样，九成的军队作为佯攻部队，在路易卡纳正面布阵，牵制敌军。就算不攻陷也无所谓。」

  「ではこれより、ルイカーナを攻めるぞ。作戦は事前に語った通り、軍の9割を陽動としてルイカーナ正面に展開、けん制する。落とせずとも良い」

  

  

  由于佯攻部队已经出发，留在村子的只有少数魔族和库多拉率领的龙人族部队。虽然人数不多，但大家的士气都很高昂。

  　先だって陽動部隊が出立しているため村に残るのはごく少数の魔族とクォートラ率いるドラゴニュート部隊のみ。閑散とした有様だが一同の士気は高かった。

  

  我一开始说话，双手扠在胸前的索夫，以及手扠着腰，挺起胸膛的左涅，都充满干劲地哼了一声，一副迫不及待出击的模样。我点点头，不经意地看向旁边，发现吉耶尔低着头。

  　私が語り始めれば腕組みをしたゾフや腰に手を当てて胸を張るツォーネがやる気満々の様子で鼻を鳴らした。出撃を今か今かと待ち望んでいる様子。そんな様子に私は頷き、ふと脇を見ればキエルが俯いた様子で居た。

  

  从几天前开始，他就一直意志消沉，无精打采。或许是我欺负过头了，不过我也不打算疼爱他。

  　先日から随分意気消沈していて張り合いがない。虐めすぎたかもしれんが、可愛がってやるつもりもない。

  

  反正他很快就会恢复平常的样子吧。我不以为意，继续说下去。

  　どうせすぐにいつもの調子を取り戻すだろう。構わず私は言葉をつづけた。

  

  

  「在佯攻部队吸引注意的期间，潜入部队从雷高所说的水路入侵。入侵后兵分两路，其中一路解放城里的奴隶。听说他们被施加类似催眠术的东西，幸好不是药物。只要打醒他们，应该就能恢复正常。另一路则是确保亚历山大，或是将其杀害。」

  「陽動部隊が注意を惹きつけている間に潜入部隊がレコの言う水路より侵入。侵入後は二手に分かれ、片方は街中の奴隷の解放だ。話によれば催眠術めいたものを掛けられているらしい。薬でないのが幸いだな。活を入れてやれば正気に戻るだろうとの事だ。そしてもう片方はアレハンドロの確保、または殺害だ」

  

  

  只要击溃首领就能获胜。战争就是这么一回事。

  　頭を潰せば戦いに勝てる。戦争とはそういう物だろう。

  

  既然艾库罗尔大人有吩咐，露易卡娜也想尽可能在不破坏城镇的情况下得到亚历山大。

  　エルクーロ様の言いつけがある以上はルイカーナも可能な限りそのままの状態で手に入れたい。

  

  虽然还不清楚亚历山大的战力，不过从那些和平到令人毛骨悚然的居民，以及街上几乎看不到巡逻队来看，他们应该没料到会被攻打吧。明明都攻陷弗利克特拉了，还这么从容不迫，实在令人不爽。

  　アレハンドロの保有戦力は未だ不明瞭ではあるが、あの薄気味悪い程に平和ボケした住民共や、街中にほとんど警邏が見られなかったことから攻め入られることを想定はしていないのだろう。フリクテラまで落として見せたというのにこう余裕がられては癪に障る。

  

  然后是黑紫骑士团。他们应该会前往佯攻部队那边。

  　そして、黒紫騎士団。連中はおそらく陽動部隊の方に向かうはず。

  

  万一佯攻部队没有奏效，对方决定固守城池，视迎击的程度而定，可以指示他们攻进去。从巡逻队很少来看，只要发动快攻，或许就能攻入城内。一旦演变成市外战，我方就比较有利。连避难都做不好的居民们，会成为绝佳的肉盾。地利的不利，可以用人质来扭转。

  　万一陽動部隊にかからず籠城を決め込まれた場合には、迎撃の程度にもよるが攻め込んでいいと指示をしておく。警邏の少なさから速攻をかければ踏み込めるかもしれない。市外戦になれば有利はこちらだ。ろくに避難もできていない住民共は格好の盾になる。地の不利は人質でひっくり返せるのだ。

  

  还有，我担心的是雷寇所说的亚历山大养的恶魔……但那只是无稽之谈。

  　あと懸念はレコの言っていたアレハンドロ子飼いの悪魔だが……眉唾としか思えない。

  

  假设真的存在，应该也不是我部下的对手。而且……拥有恶魔之相的人，怎么可能站在人类那边……

  　仮に存在したとして、我が部下の敵ではない筈だ。それに……悪魔の相を持つ者が人間なんぞに味方するなど……。

  

  虽然可能是有什么不得已的苦衷，但还是令人难以置信。如果是现在的我，与其被那些家伙利用，还不如自我了断。不过，我绝对会阻止那样的未来。

  　止むにやまれぬ事情でもあろうが、信じがたいものだった。今の私なら連中に使われるくらいなら自死してやる。最も、そんな未来は絶対に阻止するが。

  

  

  在我们谈完之后，留在村里的3名队长和魔族们各自拿起武器，拿起行李，做好行军的准备，从辛的村庄出发。

  　ひとしきり話し終えると同時、村に残った3隊長及び魔族たちはそれぞれ武器を構えて荷を持ち、行軍の準備をしてシンの村を出立した。

  

  前来送行的村长脸色苍白地望着我们，于是我坐在欧德的肩上瞥了他一眼。村长身后聚集了村民们，大家都对我抱持着恐惧和敌意。

  　見送りに来させた村長が青い顔をしながら我々を眺めているので、オドの肩に乗りながら一瞥する。村長の後ろには村人たちが集められていた。皆一様に私に対する恐怖と敵意を募らせていた。

  

  我对这样的景象感到满足，低头看着村长。

  　そんな様に満足して私は村長を見下ろした。

  

  

  「那么，村长大人，我们相处的时间很短，但我们该走了。」

  「ではな村長殿。短い付き合いだったな。我々は行くよ」

  

  「是、是……」

  「は、はあ……」

  

  

  村长用有气无力的声音回答后，转过头去，我对他哼了一声，然后望向前方。魔军的脚步声响起，在夜色中前进。

  　なんとも気の抜けた返事で顔を背ける村長にふん、と鼻を鳴らして私たちは前を見た。足音が鳴り響き、宵闇の中魔軍は進む。

  

  

  

  

  

  于是，十几名魔族离开辛的村子，走在昏暗的森林里。我一边用掌心爱惜地滚动着雷梅圣石，一边悠闲地仰望夜空。仔细想想，我从来没有好好地仰望过天空。满天的星空，让我真心觉得美丽。

  　そしてシンの村を離れ、暗い森を十数名の魔族が歩を進める。私は掌でころころとレイメの聖石を愛おしみながら夜空をのんびりと見上げていた。思えば空などまともに見上げたことはなかった。満天の星空は、素直に美しいと思えた。

  

  在这片美丽的天空下，我所前进的是魔道。我一定要拿下亚历山大，赢得艾尔克罗大人的信任。复仇的终点有评价，然后是升迁，最后是获得安宁的生活，这是能实现我与雷梅愿望的最棒魔道。

  　この美しい空の下、私が進むのは魔道。必ずアレハンドロの首を取り、エルクーロ様の信用を勝ち得なくてはならない。復讐の行く先には評価があり、そして昇進、やがては安寧の生活を手に入れる私とレイメの望みを叶える最高の魔道なのだ。

  

  我为了在自己心中提高士气而这么想着，但马上就分心了。

  　私は自分の中でもより士気を高めようとそんな事を考えていたのだが、すぐに気を散らされた。

  

  因为走在我身旁的琪优拉，一副坐立难安的样子，频频回头。怎么了？

  　隣を歩くキエルが妙にそわそわした様子でしきりに後ろを振り返っているのだ。なんだというんだ。

  

  

  「你很不镇定耶。看了很碍眼哦。」

  「落ち着かないな。見ていて目障りだぞ」

  

  

  琪优拉的肩膀抖了一下，用非常困扰的眼神，抬头看着坐在索夫肩上的我。

  　びくり、と肩を震わせたキエルは途方もなく困ったような眼でゾフの肩に乗る私を見上げた。

  

  

  「没、没什么。」

  「な、なんでもありません」

  

  「那就好……把村子忘了吧。没什么好担心的，而且应该也不会再见面了。」

  「ならいいが。……村など忘れろ。何も心配はいらないし、二度と会うことも無いだろう」

  

  

  我用轻松的语气这么说。

  　軽い調子でそう言ってやる。

  

  我受了那个村子很多照顾。不对，应该说是我让他们照顾我。总之，他们很听我的话。既然如此，我也会遵守约定。只要他们乖乖听我的话，就不会有事。

  　あの村には世話になった。いや、世話をさせた、とも言うが。ともあれ私の言いつけ通りいう事はよく聞いた。ならば私は約束を守る。いう事を聞いておとなしくしている限りは安全だというあの言葉を反故にはしまい。

  

  我训诫了琪优莉几句，看到她低着头点头后，再次转向前方。

  　キエルを窘め、俯き気味で頷いたのを確認すると私は再び前を向いた。

  

  

  下一秒，背后传来细微的破风声，我下意识地转过头，视野中便映入一道银色的光芒。

  　その直後、か細い風を切る音が背後から聞こえ、何とはなしに振り向いた瞬間視界に銀色のきらめきが映った。

  

  然后……在昏暗的夜色中，传来箭矢深深刺进肉里的沉闷声响。

  　そして……宵闇の中で矢が深々と肉に刺さるブズリという音が鈍く聞こえた。

  

  

 
  ＃５６　制裁

  ＃56　制裁

  　

  

  

  

  

  

  ————琪雅儿用手捂着嘴，瞪大双眼。

  　――――キエルは、口に手を当てて目を見開いていた。

  

  她的视线前方，是一支深深刺进地面的箭，上头还滴着鲜红的血液。

  　視線の先には深々と突き立った矢があり、赤々とした血が滴っていたのだ。

  

  

  「咦……啊……」

  「え……あ……」

  

  

  琪雅儿往后退了一步，交互看着箭和箭飞来的方向。

  　キエルが一歩後ずさり、矢と矢が飛んできたであろう方角を交互に見やる。

  

  然后——

  　そして。

  

  

  「……唉～」

  「……はぁあ～」

  

  

  我大大地叹了口气。

  　私の盛大なため息が響いた。

  

  

  「小姐，您没事吧？」

  「お嬢、無事で」

  

  「嗯，索夫，抱歉啊。」

  「ああ、ゾフ。すまないな」

  

  

  箭刺在索夫那粗壮的手臂上。尽管手臂上不断滴落鲜血，索夫却一脸若无其事。他用力一扯，便将箭拔了出来。

  　矢は、ココットの顔の前に突き出されたゾフの丸太のような腕に突き立っていたのだった。そこからぽたぽたと血は流れているが、ゾフはすました顔だ。そして、一瞬力むと矢を勢いよく引き抜いた。

  

  下一秒，划破空气的声音再次响起，又有两支箭飞了过来。索夫拔出背在背上的战斧，轻而易举地挡下攻击。

  　直後、再び風を切る音がして、立て続けに二本の矢が飛来した。ゾフは背負った戦斧を抜くと、造作もなく防いだ。

  

  已经没办法用箭射死我了。

  　もう無理だよ。矢で私を殺すのは。

  

  我叹了口气，看着和辛的村子有些距离的树木间黑暗处，低声说道：

  　私はため息の後、シンの村の方角からややずれた木々の合間の暗闇を見ながらつぶやいた。

  

  

  「托泽。」

  「ツォーネ」

  

  「来了来了～」

  「はいはーい」

  

  

  托泽回应后，取出突击枪，摆出架式。他的架式宛如标枪选手，左手向前伸，将枪举在耳朵旁边。

  　ツォーネは返事をすると突撃槍を取り出し、ぐっと構える。その構えは槍投げ競技選手が如く、左手を前に突き出し、耳の横で槍を構える。

  

  枪尖缓缓摇晃。他屏住呼吸，瞄准目标，接着瞬间将突击枪朝黑暗处投掷。

  　ゆらゆらと揺れる穂先。呼吸を止めて狙いを定めると、瞬間、一思いに突撃槍を闇目掛けて投擲した。

  

  突击枪以子弹般的速度一直线飞翔，数个呼吸的时间后，伴随树木碎裂的声音，响起某种东西刺进某物的声响。

  　弾丸のような速度で一直線に飛翔した突撃槍は、数呼吸程の時間の後、木々を砕く音と共に何かに突き立った音を響かせた。

  

  

  托雷咧嘴一笑看着我。

  　ツォーネがにやりと笑い私を見る。

  

  我将视线从托雷身上移开，拍拍命的头转换方向。才刚出发的我们，缓缓地沿着原路折返。

  　私はツォーネから視線を外すと、オドの頭をぺしぺしと叩き方向転換。今しがた出立したばかりの私たちは、ゆっくりと来た道を戻るのだった。

  

  

  

  

  我让琪耶尔帮索夫包扎手臂，走了一小段路，在寇特拉和托雷的带领下，终于抵达一棵大树。

  　キエルにゾフの腕の手当てをさせながら少し歩き、クォートラとツォーネの先導の下やがて一本の大木に辿り着く。

  

  即使在黑暗中也能清楚看见的红色液体，从树皮上滴落。我抬头一看，看见腹部被突击枪刺穿、被钉在大树上的不法之徒……路克的身影。他正痛苦地呻吟着。

  　木の表皮には暗闇でもわかる赤い液体がつう、と滴り落ちてきている。上を見やれば、突撃槍に腹部を穿たれ大木に磔にされた不届きもの……ルクの姿があった。

  

  「嘎呜……呃啊……」

  「がふ......えぁ......」

  

  

  路克痛苦地呻吟，尽管眼眶泛泪，仍拼命挣扎着想拔出突击枪。

  　ルクは苦しげに呻き、目に涙をためながらも懸命に突撃槍を引き抜こうともがいていた。

  

  真难看。我喃喃自语。路克注意到我们，从口中吐出鲜血，露出充满恐惧与悔恨的表情俯视我们。

  　無様だな、と私は呟いた。ルクは私たちに気づき、鮮血を口から吹きこぼしながら恐怖と悔しさがにじみ出たような表情で私たちを見下ろした。

  

  他依然紧握着瞄准我的弓，但最重要的箭筒掉落在地。他已经无法抵抗了。在那之前，从他那副看似受到致命伤的模样看来，他应该也活不久了吧。

  　私を狙ったであろう弓は未だしかと握っていたが、肝心の矢筒が地に落ちてしまっている。もう抵抗はできまい。それ以前に、致命傷と見て取れる有様から長くも無いだろうが。

  

  

  「你明明只要害怕地乖乖待着就好，没想到你真的会动手，真是愚蠢。或许是因为年纪轻轻就被托付村子的责任感让你这么做的，但鲁莽行事没有意义。」

  「怖じ気づいておとなしくしていればよかったものを。まさか本当に仕掛けてくるとは愚かさに辟易する。若くして村を任された責任感がそうさせたのやもしれないが、無謀をしては意味がない」

  

  

  听到我这番话，路克因痛苦和懊悔而咬牙切齿。

  　私の言葉にルクは痛みと悔しさで歯噛みした。

  

  托涅立刻拔出突击枪，在解放的同时，栓子被拔掉的伤口喷出鲜血，路克的脸色转眼间变得苍白。

  　すぐにツォーネが突撃槍を引き抜き、解放と同時に栓を抜かれた傷から血が噴き出たルクは見る見る間に青白い顔になっていった。

  

  即使如此，库托拉仍毫不留情地抓住他的脖子，然后直接和我互相点头。

  　それでも容赦なく、クォートラがその首を掴み上げる。そしてそのまま私と頷きあう。

  

  

  「我们被毁约了。既然如此，没错，这足以成为制裁他的理由。」

  「我々は約束を破られた。であれば、そうだな。制裁を加える理由にはなったわけだ」

  

  

  我咧嘴一笑，走向辛的村子。

  　にや、と笑った私はシンの村へと足を向けた。

  

  

  「啊，你可别死啊。我会给你机会后悔你的愚蠢行为。」

  「ああ、まだ死ぬなよ。愚行を悔いる機会をやる」

  

  

  我一边窃笑一边斜眼看着路克，把手放在命力手臂上。

  　くつくつと笑いながらルクを流し目で見て私はオドの腕に手をかけた。

  

  被库托拉抓着脖子，濒死地被搬运，痛苦呻吟的路克……视线朝向琪优。

  　クォートラに首を掴まれたまま瀕死で運ばれ苦しげに呻くルクの視線は……キエルに向けられていた。

  

  然后，琪优注意到他的视线，别开目光，用微弱的声音说出道歉的话，路克用模糊的声音吐出怨言。

  　そして、視線に気づいて目を逸らしながらか細い声で謝罪の言葉を口にするキエルに、霞んだ声でルクは恨み言を溢した。

  

  

  「叛徒……」

  「うら......ぎりもの......」

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  看到转身走向辛的村子的我们，村民们脸色苍白。

  　シンの村に踵を返した私たちの姿を見て、村人たちの表情は真っ蒼になった。

  

  就连村长看到我的模样、四分之一，以及被搬过来给四分之一杀鸡儆猴的濒死露库，都发出惨叫。

  　村長でさえ、私の姿とクォートラ達。そしてクォートラに見せしめとばかりに運ばれる瀕死のルクを見て悲鳴を上げた。

  

  

  「为什么、为什么还活着！？露库失败了吗……骑士们呢……！？」

  「何故だ、何故生きている！？　ルクは失敗したのか……騎士たちは……！？」

  

  「骑士们应该在我们的主力部队款待他们的时候吧。我有交代过一个都别让他们活下来，所以应该成了开战前不错的前菜吧。」

  「騎士達は我々の主軍がおもてなし中の頃合いだろう。一人も生かすなと言ってあるから、戦いの前のいい前菜になっているんじゃないかな」

  

  

  村长所说的骑士们。我有听说露库他们为了不让我发现，拜托路易卡纳骑士再度来访。因此我有把骑士们的存在告诉先出发的部下，命令他们埋伏。由于有我们的存在，他们应该不会从路易卡纳来的最短路线过来，所以我让先出发的部队分成三组，广范围地进军。

  　村長の言う騎士達。ルクらが私にバレないようルイカーナ騎士に再度の来訪を依頼していたのは聞き及んだ次第。故に先に出立させた連中にも騎士たちの存在を伝え、待ち構えるように命令していた。我々の存在があるからルイカーナからの最短ルートでやっては来ないだろうと、先行部隊は3つに分けて広範囲に進軍させた。

  

  然后，从骑士们没出现的情况看来，他们应该碰上了其中一组吧。骑士们成了可怜的魔族饲料。

  　そして現に、騎士達が来ていないところを見るにどれかにはぶち当たったのだろう。騎士たちは哀れ魔族の餌というわけだ。

  

  那么，我从欧德的肩膀跳到地上，说道：

  　で、だ。私はオドの肩から地に降り立ちながら言う。

  

  

  「村长，我应该说过，只要听我的话乖乖待着，就不会加害于你。我可是打算遵守约定的。」

  「村長、私は言った筈だよ。いう事を聞いておとなしくしていれば危害は加えない。私は約束は守るつもりだったのだがねえ」

  

  「呜……」

  「ぐっ……」

  

  

  我把濒死的露克推到村长面前，他瞪大双眼，陷入绝望。村长冷汗直流，发现露克还有呼吸后，态度一百八十度大转变，向我求饶。

  　瀕死のルクを突きつけてやれば村長は目を丸くして絶望した。冷や汗を流し、それでいてルクにまだ息がある事に気づくと恐るべき変わり身で私に命乞いをした。

  

  不过，我假装没听见。已经无须多言了。

  　だが、私は一切聞こえないフリをする。もはや問答は無用なのだ。

  

  

  「我们真的认识不久呢……真的很遗憾。」

  「本当に、短い付き合いとなったなあ……真に残念だよ」

  

  

  我露出与话语相反的满面笑容，挥动手臂命令魔族。

  　私は言葉とは裏腹に満面の笑みでそう言って、腕を振って魔族たちに命令をする。

  

  杀了他们。

  　殺せ、と。

  

  

  

  

  ————我曾在欧托纳见过地狱般的景象。虽然规模比那时小得多，但辛的村庄现在确实化为地狱。

  　――――いつぞやアウタナで見た地獄絵図。アレに比べればだいぶ規模は小さいが、今シンの村は確かに地獄と化した。

  

  魔族的爪牙不分老幼地袭向所有人。

  　老人から幼い子供まで分け隔てなく魔族の爪や牙が襲った。

  

  事到如今才哭喊已经太迟了。因为先露出獠牙的是你们。

  　今更泣きわめこうが遅い。先に牙をむいたのはお前たちなのだからと。

  

  我眺望被点火燃烧的村庄，心想。被库多拉抓住的露克在一旁流泪大喊。虽然那应该是静止的声音，但已经不成言语。

  　私は火を点けられ燃え上がる村を眺め思う。隣ではクォートラに捕まれたルクが涙を零して叫んでいる。静止の声なのだろうが最早言葉になっていない。

  

  村长和被称作穆恩的老人逐渐被魔族的暴虐吞噬。因为被晾太久，哥布林和半兽人争先恐后地扑向村民，为了确保自己的份而奔走。

  　村長や、ムンと呼ばれていた老人が魔族の暴虐に飲まれていく。大分長い間お預けをしていたものだから、ゴブリンやオークは我先にと村人に殺到し、自分の取り分を確保すべく奔走していた。

  

  惨叫声、愉悦的笑声、对抵抗的村民咆哮、魔族之间为了争夺猎物而争吵的声音。

  　悲鳴と、愉悦の笑い声と。抵抗する村人への咆哮と、獲物を取り合う魔族同士の喧嘩の声と。

  

  

  「我们不是蛮族————吗？」

  「我々は蛮族ではない――――か」

  

  

  燃烧的房屋发出的红光照亮黑夜，我面带笑容看着这副景象，喃喃自语。

  　燃ゆる家屋の赤々とした炎に暗夜のなか顔を照らされ、私はそんな様を笑みを浮かべて眺めつつ呟いた。

  

  

  「既然迟早会变成这样，那跟一开始就全灭有什么不同？你说是吧，艾尔克罗大人。」

  「遅かれ早かれこうなる定めというならば、はじめから全滅させるのと何が違うと言うのか。そうでしょう、エルクーロ様」

  

  

  就算我们不出手，结果还是遭受攻击。不打就会被杀，既然被杀就只能反击。

  　こちらが手を出さずとも、結局は攻撃を受けた。やらねばやられる。やられたのならばやるしかない。

  

  既然结果注定如此，那一开始就别多说，直接歼灭还比较有效率。应该这么做才对。虽然我用情报来源、人质等理由努力让他们活下来，但结果却是这样。如果利用完后，最后能靠我一己之见歼灭他们就算了，但先让他们发动攻击再反击杀光所有人，只会徒增麻烦，而且也有风险。

  　結局そうなる定めならば、語る舌など初めから持たずに殲滅する方が効率的だ。そうすべきだったのだ。情報源だ人質だとあれこれ理由をつけて生かす努力をしてみたが、結末がこれでは。利用するだけして最後に私の一存で殲滅できればいざ知らず、先に仕掛けさせてから反撃で皆殺しにするなど面倒でしかない。リスクもある。

  

  只要看看这个村子的人，就会觉得政治形象根本毫无意义。再说，我到底在顾虑谁？

  　政治的印象などこの村の連中を見れば無意味としか思えなくなる。大体、誰に遠慮するというのだ。

  

  我喃喃自语着无法传达给远在魔王城的上司艾尔克罗大人的话语，做出进军时不能心软的结论。

  　遠き魔王城に居るであろう上司、エルクーロ様に届かぬ言葉をつぶやきながらも、私は進軍においてやはり甘さは不要と結論付けた。

  

  当村民几乎都化为尸骸，连惨叫声都听不见的时候，路克仍不死心地发出无声的哀号，但不久后就只剩下空气咻咻作响的声音。我轻轻挥手，命令库欧特拉，要他让路克解脱。

  　村人の殆どが骸と化し、悲鳴も上がらなくなってきた頃合いで、往生際悪く声なき声を上げていたルクだったが、やがてひゅーひゅーとか細い空気の音を上げるだけとなった。かるく手を振り、クォートラに命ず。楽にしてやれ、と。

  

  然后库欧特拉抓住路克脖子的手臂用力一握，发出宛如小树枝折断的声响，结束了路克的痛苦。

  　そして首を掴むクォートラの腕に力が込められ、小枝が折れるような音が鳴りしめやかに止めと相成った。

  

  我用鼻子哼了一声，俯视一直蹲在我身旁，像是无法忍受眼前凄惨的景象而呕吐的琪优尔。

  　ふん、と鼻を鳴らした私は、ずっと私の隣でしゃがみ込み、光景の凄惨さに耐えられなくなったか吐しゃ物をまき散らしているキエルを見下ろした。

  

  或许是察觉到我的视线，琪优尔用沾满泪水与口水的脸仰望我。

  　私の視線に気づいたか、涙と涎でぐしゃぐしゃになった顔でキエルは私を見上げた。

  

  

  「你那是什么表情？」

  「なんだその顔は」

  

  

  琪优尔用像是在瞪我，又像是悲伤，充满后悔的表情看着我。我傻眼地举起双手，叹着气对琪优尔说：

  　キエルは私を睨むような、悲しむような、後悔ばかり滲んでいる表情で私を見た。私は呆れて両手をひらひらと上げ、ため息交じりにキエルに言う。

  

  

  「事到如今后悔也没用吧，你明明知道会变成这样。」

  「後悔など今更だろ。こうなると分かっていた癖に」

  

  

  没错，你应该很清楚。因为造成这个状况的人，毫无疑问就是你，琪优尔。

  　そう、お前にはわかっていたはずだ。この状況を作り出したのは紛れもなくキエル、お前なのだから。

  

  

  「因为你事先告诉我袭击的事，我才能免于一死。然后，因为你事先泄漏袭击的事，那些家伙才会死。这一切都是你自私自利所招致的结果。是你自以为对任何人都散发半吊子的温柔所造成的。」

  「お前が襲撃をあらかじめ教えてくれたから私は死なずに済んだ。そして、お前が襲撃をあらかじめ漏らしたから奴らは死んだ。お前の身勝手さが全て招いた事だ。中途半端な優しさを誰彼構わず振り撒いた気になっていたお前のせいだ」

  

  「呜……」

  「っ……」

  

  「我姑且向你道谢。做得好。把弓交给那女孩的事，我也不追究了。你做得很好。不过，我的谢意换来了许多怨恨。恭喜你。」

  「一応礼だけは言っておいてやる。よくやった。弓をあの娘に渡していたことも不問にしよう。いいあぶり出しになった。だが、私の礼の引き換えに、多くの恨みを得たな。おめでとう」

  

  

  听到我这么说，琪雅儿狠狠瞪着我。

  　その言葉を聞いてキエルは私をキッと睨んだ。

  

  没错。

  　そう。

  

  这次路克的暗杀计划，以及路易卡娜因此追加派兵的事。把村民们的企图告诉我，毫无疑问是琪雅儿做的。她不可能不知道结果会如何。路克的奇袭也是，因为事先告诉了索夫，我才能应对。

  　今回のルクによる私の暗殺計画。そしてそれに伴いルイカーナから追加派兵がある事。村人たちの企みを私に教えたのは紛れもなくキエルだった。その結果どうなるかなど、わかっていなかったわけではあるまいに。ルクの奇襲も、ゾフに事前に話をしていたから対応できたわけだ。

  

  即使如此，我也没有立刻抢先杀光村民。并不是不相信琪雅儿的话。我只是对自己的话负起责任直到最后。不过，既然计划被破坏，我也没有义务保护他们。就只是这样而已。

  　それでも私はすぐさま先んじて村人を皆殺すようなことはしなかった。キエルのいう事を信じていなかったわけではない。ただ私は最後まで自分の言葉に責任を持っただけだ。最も、破られてしまえばこちらとしても守ってやる義理もなくなった。ただそれだけの事。

  

  听到我的指谪，琪雅儿以快哭出来的表情瞪着我。

  　私の指摘に、キエルは泣きそうな顔で私を睨んだ。

  

  

  「你果然是恶魔……！」

  「やっぱりあなたは悪魔です……！」

  

  「事到如今还说这什么话？我一直都是恶魔啊，多亏了你们。而且要怪罪我，你们找错对象了。你们明知会变成这样，却还是告诉我袭击的事吧？难道你们以为可以两边都救吗？结果就是这样。对那些家伙来说，你也是不折不扣的恶魔。」

  「今更何を言う。ずっと私は悪魔さ。お前たちのおかげでな。それに私を咎めるのはお角違いだ。こうなるとわかって、私に襲撃を教えたんだろうが。両方救えるとでも思ったか？　結果はこれだ。奴らからすればお前も立派な悪魔だよ」

  

  

  吉儿的表情逐渐蒙上阴影，泪水不断落下。吉儿恐怕也想阻止路克他们的袭击吧。然后，她一边祈祷袭击不会发生，一边将这件事告诉我。同时祈祷没有人会死。事实上，她告诉我袭击的事时，也说服我不要杀人。还说如果什么事都没发生，希望我放过他们。

  　みるみるキエルの表情が曇り、涙が零れ落ちていく。キエルはおそらく、ルクらの襲撃も止めようとしたのだろう。そして、襲撃がない事を祈りながらも、事の次第を私にも教えた。誰も死なない様にと祈りでもしながら。事実私に襲撃を教えた時にも殺しはやめるように説得された。もし何もなければ見逃して欲しいと言ってきていた。

  

  但是路克他们还是决定袭击，然后变成这样。跟在路易卡纳看到魔狼时一样，只要让他们知道，半吊子的温柔不会让任何人幸福就好。然后，对自私自利造成的悲剧感到愤慨，自私自利地恨我就好。」

  　だがルクらは襲撃を決行した。そして、この有様だ。ルイカーナで見た魔狼の時とも同じ、中途半端な優しさなど誰も幸せにはなれないんだと思い知ればいい。そして、身勝手が産んだ悲劇に憤慨し、身勝手に私を恨むがいいよ。

  

  「如果你想要阻止他们的企图，为什么要给他们弓？你所做的只是煽动。让他们半吊子地鼓起干劲，然后挫败他们。虽然多亏你，我有了杀他们的名分，不过那把弓无疑招致了他们的毁灭。」

  「奴らの企みを阻止したかったのならば、なぜ弓を渡した？　お前がやったのはただの扇動だ。中途半端にやる気を出させて、挫いただけだ。おかげで私としては奴らを殺す名分が出来たわけだが、あの弓一つが連中の破滅を招いたのは間違いない」

  

  「那是……」

  「それ、は……」

  

  「还是说，你打从一开始就想让她们自取灭亡？如果是这样，那我倒要夸奖你。」

  「それとも最初から、奴らを破滅でもさせるつもりだったのか？　そうだとしたら褒めてやる」

  

  

  反正这家伙肯定有那么一点期待，认为只要能杀了我就好。毕竟她曾经试图杀我，所以才会期待路克他们的作战计划能顺利成功吧。我推测她应该是因为期待落空，才会导致行动变得半吊子。

  　どうせこいつの事だ。私を殺せるのならばという淡い期待もあったのではなかろうか。一度は私を殺そうとしたキエルだ。うまくルクらの作戦が成功したならば、と。期待するがあまり中途半端さを招いたのだろうと、私は推測した。

  

  

  「怎么了？看你一脸生气的样子。我没死让你觉得那么不是滋味吗？」

  「どうした。怒った顔だな。私が死ななかったのがそんなに面白くないか？」

  

  

  这番话相当挑衅。不过，琪优莉这家伙的发言多少让我感到惊讶。

  　挑発的な言葉。しかし、キエルのやつは私を多少驚かせる発言をしたのだ。

  

  

  「我……是在气自己选了你……！我现在很后悔……！」

  「私が……怒っているのはあなたを選んでしまった自分にです……！　後悔しているんですよっ……！」

  

  

  这是什么意思？

  　なんだ、それは？

  

  选了我？那么她是真的知道会变成这样才这么做的吗？

  　私を、選んだ？　では本当にこうなると分かってこうしたというのか。

  

  

  「可以的话，我也不想变成这样……我希望路克先生他们能打消念头……只要她们放弃，你应该就不会对这个村子做任何事……」

  「できればこうならないようにしたかった……ルクさんたちに思いとどまってほしかった……彼女たちが止まりさえすれば、あなたはこの村に何もしなかったはずだから……」

  

  

  琪雅尔继续说下去。她说把弓交给我的是自己的愚蠢。虽然被村人们气势所逼，但其实她早就知道结果会是如此。就算我运气好死了，琪雅尔她们也一定会有人牺牲。而且就算不把弓交给她们，路克他们也一定会袭击我。

  　キエルは言葉を続けた。弓を渡してしまったのは自分の愚かさだと。村人達の剣幕に押されてしまったが結果もわかっていたと。私があわよくば死んだところで、キエル含め犠牲は出ていたはずだと。そして弓を渡さなかったとしても、きっとルク達は私を襲っただろうと。

  

  

  「如果我没有告诉你她们要袭击你，她们或许还活着。但是，你一定会死。所以我才不懂……虽然我拿自己不会死当借口，但其实我只是选择了你不会死的结果而已！」

  「私があなたに襲撃を教えさえしなければ彼女たちは生きていたのかもしれない。だけど、あなたはきっと死んでいた。だからわからない……自分が死なないためと言い訳をしたけれど、本当はただあなたが死なない結果を選んでしまっただけの自分が！」

  

  

  琪雅尔的眼中除了对我的憎恨，还隐约可见其他感情。我忍不住退缩了。又是那种眼神。而且那眼神让我感到非常不愉快，我咬紧牙关，打了蹲在地上的琪雅尔一巴掌。

  　キエルの瞳には私に対する憎しみと共に、別の感情が見え隠れして。私は思わず一瞬たじろいだ。また、あの目だ。そしてそれがどうしようもなく不愉快に感じて、歯を食いしばりながら私は屈み込んでいたキエルの頬を張った。

  

  琪雅尔捂着被打的脸颊看着我，我半是大叫地对她说。

  　平手で打たれた頬を抑えながら私を見るキエルに、半ば叫ぶように言う。

  

  

  「你只是牺牲别人，让自己的任性得逞而已吧！说这些无聊的话，是想卖我人情吗？牺牲别人卖我人情，我……我……」

  「他人を犠牲にして自分のわがままを通しただけだろうが！　くだらないことを言って、私に恩でも売ったつもりか？　誰かを切り捨てて売った恩で私が……私、が……」

  

  

  说到这里，我语塞了。

  　そこで私は言葉に詰まってしまった。

  

  我为自己的粗心大意叹息。因为我想起来了，想起自己说过的话。

  　私は、迂闊を嘆いた。思い出してしまったのだ。自分の発した言葉で。

  

  ——我想起那一天，为了让我有东西吃，哭着杀死小鸟的雷米。

  　――――あの日、私を食わせる為に泣きながら小鳥を殺めていたレイメを、思い出した。

  

  舍弃辛的村子，结果上救了我的琪优儿……两者有些相似。光是这样，回忆就覆盖了我的思绪，让我无法再说下去。

  　シンの村を切り捨てて私を結果的に救ったキエルが……少しだけ重なって。それだけで私は思い出に塗りつぶされて、それ以上言葉を紡げなくなった。

  

  

  同时，我的胸口感到非常痛苦。原因并非对雷米的思念。而是我不想承认琪优儿的事。

  　そして同時に、ひどく胸が苦しくなった。理由は別にレイメへの焦がれからではない。認めたくなかったのだ。キエルの事を。

  

  

  为什么？怎么会……在路易卡纳的奴隶市场时也是这样。

  　なんでだ、どうしてだ……と。ルイカーナの奴隷市でもそうだった。

  

  你、你这种人……为什么可以让我想起雷米……她和你明明有着天壤之别。对我好的人，只有雷米而已。

  　お前が、お前なんかが……なんでレイメをチラつかせる……。彼女とお前など、天と地ほども差があるのに。私の味方は、優しくしてくれるのは、レイメだけだったのに。

  

  琪优儿这种人，明明是看到所有事情都半吊子，不了解内情就擅自伸出援手的伪善者。她对我好才不是因为温柔。她只是个不顾后果，只凭当下的感情擅自行动，对发生悲剧感到愤慨的愚蠢之人。

  　キエルなど、中途半端に見えるもの全部に事情も知らず勝手に手を差し伸べるだけの偽善者だろうに。私に優しい訳じゃない。後先考えずにその場その場の感情で身勝手に動き、起きた悲劇に憤慨する愚か者に過ぎないのに。

  

  我用力按住胸口。

  　私はぎゅう、と胸を抑える。

  

  这家伙的存在或许很危险。不，只是我太在意了。因为太寂寞，才会连这种家伙都看成是雷梅的影子。这么自私的家伙不可能和雷梅重叠。

  　こいつの存在は、危ういのかもしれない。いや、私が気にし過ぎなだけだ。寂しさを紛らわすために、こんな奴にさえレイメの影を見る弱さ故だ。こんな身勝手な奴がレイメと重なる筈がないんだ。

  

  忘了吧，别在意。雷梅已经不在了，没有人会对我好。只有利用与被利用，我只能在其中往上爬。

  　忘れろ。気にするな。レイメはもういない。私に優しくしてくれる者は存在しない。利用し、利用される。その中で私は成り上がるだけだ。

  

  我深深地、深深地深呼吸之后，丢下垂头丧气的琪雅拉，转身背对燃烧的辛村……瞪着黑夜另一头的卢伊卡纳方向。

  　深く、深く深呼吸をしたのち、がっくり項垂れるキエルを放って私は燃えるシンの村に背を向け……暗夜の向こうにあるルイカーナの方角を睨んだ。

  

  

  

 
  ＃５７　暗雲盲進
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  「太奇怪了。」

  　おかしい。

  

  艾尔克罗瞪着文件，在脑中如此低喃。

  　書類とにらめっこをしながらエルクーロはそう頭の中で呟いた。

  

  

  「为什么法尔多玛雷没有动作……？」

  「なぜファルトマーレは動かない……？」

  

  

  在克莱儿的努力下，已经攻陷两个偏远地区的城镇。姑且不论欧塔那，弗利克提拉的居民都还健在，可以说整个城镇都被俘虏了。这些报告不可能没有传到法尔多玛雷，但那些家伙至今仍未打算从主战场分兵。

  　先のココットの働きで既に僻地の二つの街を攻め落とした。アウタナはともかく、フリクテラは住民も健在で、街ぐるみで捕囚としたと言っていい。その報告がファルトマーレに伝わっていないわけはないのだが、連中は未だに主戦場から兵を割く気配がない。

  

  不仅如此，听说法尔多玛雷军还配合神秘义勇军的加入，增强了兵力，仿佛打算就这样撑过主战场的战斗。

  　それどころか、謎の義勇軍の参画に合わせて兵力を増強したファルトマーレ軍はまるでこのまま主戦を押し切らんばかりの勢いでいると聞く。

  

  乌拉卡格纳也快到极限了。虽然刚才在会议上提出将战线延伸到美沙的战场，分散战力并进行拖延战术的方案，但就算分散战力，要是被突破变薄弱的战线，那就没有意义了。而且就算那个战场适合引诱敌人包围，也不认为魔族会采取这种行动。

  　ウラガクナも限界が近い。先ほどは会議でメーアの戦場まで戦端を引き延ばし戦力分散と遅滞戦闘をという案も出たが、分散したところで薄くなった戦線を食い破られれば意味がない。本来誘い込んで囲い込むに適した戦場とてそんな動きを魔族ができるとは思わない。

  

  说到底，提出这个拖延战术方案的人虽然是艾尔克罗，但原本是克莱儿在茶会上灵机一动提出的建议。当时他以四天王不喜欢合作为由，一口回绝了这个提案。

  　そもそもその遅滞戦闘の案を出したのは会議の場ではエルクーロだが、元々は茶会の席でココットが彼に思い付きで進言したものだ。その時彼は四天王は連携を嫌うと一蹴した。

  

  不过，这个提议在会议上遭到否决。如同艾尔克罗过去在茶会上对克莱儿说的，乌拉冈纳和梅亚根本无意合作。四天王也有自尊，不会在自己的战场上寻求他人的帮助。艾尔克罗虽然对这种死脑筋的作风感到厌烦，但没想到自己过去对克莱儿说过的话，现在却在会议上遭到反噬，让他不禁想起克莱儿。

  　しかし会議の場となってみれば提言したエルクーロのその案は、かつて茶会の席でエルクーロがココットに言った通り、ウラガクナとメーアは連携などする気はないとして一蹴された。四天王はプライドもある。自らの戦場で他人に助けを求めるなどできないのだ。武人気質の多い魔族がここに来て頭の固い事だとエルクーロも辟易したが、自分がココットに言った言葉を自分が会議の場で返されて難儀するとはと、ココットの事をふと思った。

  

  他叹了口气，心想克莱儿当时应该很想对米莱儿艾尔克罗抱怨几句吧。她应该是在顾虑自己，或是害怕自己。不，以她的个性，搞不好是觉得上司太不中用，内心感到傻眼。艾尔克罗苦笑。

  　あの時ココットはエルクーロに対して文句の一つも言いたかったのだろうな、と彼はため息をつく。自分はまだ遠慮をされていたのだろうと。もしくは、怯えられていたか。いや、彼女の事だからわからずやの上司と内心呆れていたかもしれないな、とエルクーロは苦笑する。

  

  ……真想再和她好好聊聊，艾尔克罗心想。

  　……彼女とはまたゆっくり話がしたいものだと、エルクーロは思う。

  

  因此。

  　故に。

  

  既然乌拉冈纳和梅亚无法组成共同战线，就必须提出替代方案，否则乌拉冈纳将不得不后退。

  　ウラガクナとメーアの共同戦線が叶わぬなら代案が必要になるが、このままではウラガクナは後退せざるを得なくなる。

  

  单纯的人数差距如实呈现出来。虽然战线长期持续小规模冲突，但小国联合的参战打破了均衡。在克莱儿出发前，乌拉古洛纳就传来不利的报告。

  　単純な物量差が如実に表れて来たのだ。長きにわたり小競り合いを続けていた戦線だが、小国連合の参戦で均衡は破られている。既に不利を報告され数日が経過している。ココットが出立する前にはウラガクナより苦渋の報告が上がってきていたのだから。

  

  可恶的小国联合——艾尔克罗如此低喃。之前领土遭到侵犯时，对方有条件地归还俘虏。然而那些家伙却对法尔托玛雷支援的义勇军佯装不知。他们大概认为只要法尔托玛雷还没沦陷，自己就还安全吧。

  　小国連合め、とエルクーロは唸る。先の領土侵犯の捕囚の返還は条件付きで為されていた。しかし連中はファルトマーレに加担している義勇軍についてはしらを切った。ファルトマーレが落ちない限りは自分たちはまだ安全だろうとたかをくくっているのだろう。

  

  而法尔托玛雷也因为有小国联合的协助，所以才没把注意力放在克莱儿他们身上吗？但这是不可能的。

  　そしてファルトマーレも小国連合の助力があるからココットたちに目を向けないのか。しかしそんなはずはないのだ。

  

  姑且不论欧乌那，弗利克德拉在偏僻地区算是大城市。如果那里被压制，接下来明显会将魔爪伸向娱乐都市卢卡纳。法尔托玛雷不可能这么悠哉。

  　アウタナはともかくフリクテラは僻地では大きな街。そこを制圧されたのであれば次は歓楽都市ルイカーナへ手が伸びる事など明白。ファルトマーレがこんなに悠長に構えている筈がないのだ。

  

  卢卡纳有许多贵族居住，也有许多商人，可说是法尔托玛雷的经济要地。敌人逼近那种城市却不加以应对，不是单纯的蠢蛋，就是不需要分出兵力防卫。

  　ルイカーナは多くの貴族が住まう場。商人も数多く、ファルトマーレの経済の要所と言える。そんな街に敵が迫っているとして対応しないのは単なる阿呆か、それとも防衛に兵力を割く必要がないかだ。

  

  

  「……不需要分出兵力防卫……？」

  「……防衛に兵力を割く必要がない……だと」

  

  

  艾尔克罗猛然回神，急忙翻阅手边的文件。

  　エルクーロははっとして手元の書類を急ぎ何枚も捲る。

  

  过了一小时后，他快步走出房间，放出传书鸽。鸽子的目的地是位于最前线的乌拉阶勒那的军队。

  　そして一時の後、急ぎ足で部屋を出ると伝書バトを飛ばした。鳩の行く先は最前線、ウラガクナの軍。

  

  他有不好的预感。不过，那种事有可能发生吗？

  　嫌な予感がする。だが、ありえるのかそんな事が。

  

  他一直认为法尔托玛雷没有行动，但事实并非如此。没错，如果他们已经行动的话。

  　ファルトマーレは動いていないとばかり考えていたが、違うとしたら。そう、すでに動いているとしたら。

  

  

  艾尔克罗留在房间的文件，是整理了最近战线状况的资料。那是他让部下整理从战场送回来的报告，不过他只注意到战况不利的报告，却疏忽了一件事。

  　エルクーロが部屋に残した書類は直近の戦線の状況をまとめたものだ。戦場から送られてくる報告をエルクーロが部下にまとめさせたものだが、報告書は戦況不利の報告とばかりに失念していたことがあった。

  

  最近也有跟勇者们的战斗纪录。但奇妙的是，四名被称为勇者的人之中，从某个时间点开始，就只剩下「圣剑」与「圣枪」的交战纪录。因为「圣弓」与「圣女」从战场上消失了。而且消失的时间点，跟小国联合出现在战场上的时间点一致。

  　直近では、勇者どもとの戦闘記録もあった。しかし奇妙なことは、4人いる勇者と呼ばれる者達のうち、ある時を境に”聖剣”の者と”聖槍”の者との交戦記録しか無くなっている。”聖弓”と”聖女”が戦場から姿を消しているのだ。そしてそのタイミングは小国連合が戦場に現れた頃合いと一致する。

  

  为了证实此事，艾尔克罗放出传书鸽，但他不等回信，就叫来秘书开始准备。

  　事の裏付けをすべく伝書バトを放ったエルクーロだが、返事を待たずに秘書を呼びつけると支度を始めた。

  

  说不定她……克莱儿有危险。

  　ひょっとすれば、彼女が……ココットが危ない。

  

  刚才克莱儿透过传书蝙蝠联络艾尔克罗，告知他要开始攻击卢维卡纳。如果消失的「圣弓」和「圣女」其中一人，或是两人都已经抵达卢维卡纳……

  　先ほど伝書バトによってルイカーナへの攻撃を開始する旨の連絡がココットからエルクーロの下に届けられていたのだ。消えた”聖弓”と”聖女”の二人、あるいはどちらかがルイカーナに着いているとしたら。

  

  如果法尔多玛雷并非轻视偏僻地区的侵略军，而是已经采取对策，派出只要四人到齐，连魔王军四天王都能打倒的家伙……

  　ファルトマーレが僻地侵攻軍を軽視していたわけではなく、既に手を打っていたとしたら。4人集まれば魔王軍四天王すら打ち倒す連中が向かったかもしれないとしたら。

  

  米莱儿什么都不知道。

  　ココットは何も知らないのだ。

  

  

  「不妙……」

  「まずいな……」

  

  

  艾尔克罗立刻命令找来的秘书。秘书慌张地在魔王城内奔走。艾尔克罗皱起眉头，陷入苦思。

  　エルクーロは呼びつけた秘書にすぐさま命じる。秘書は慌てた様子で魔王城内をかけていった。エルクーロは眉間に指をあてて苦心する。

  

  他无法离开魔王城，因为魔王大人尚未下达许可。既然如此，只能派遣增援，但能够动员的正规军兵力所剩无几。最重要的是，地面部队无法及时赶到距离遥远的卢维卡纳，应付可能发生的紧急事态。

  　自分はまだ魔王城を離れられない。魔王様からの許しが出ていないのだ。であれば増援を送るしかないが、正規軍で動かせる兵力などまともには残っていない。何より、地上部隊では遠く離れたルイカーナまでの行軍、急を要するかもしれない事態には間に合わない。

  

  既然如此。

  　であれば、と。

  

  艾尔克罗抱着一丝希望，请求她协助。

  　エルクーロは一抹の望みから彼女に協力を仰ぐ。

  

  和他一样，失去友人的同志。过去虽是直属四天王的将军，却因为失去效忠的对象而离开战场的人。就算是艾尔库索，也无法命令她战斗。如今她是魔王直属的国境警备队将领。部队在军中独立，除了魔王的命令外，她只会凭自己的意志行动。

  　彼と同じように、友と呼んだ者を失った同士。かつては四天王直属の将軍ながら、仕えた相手を失い戦場から身を引いた者。それはいかにエルクーロと言えども彼女に戦えと命令を下すことはできない。今や彼女は魔王様の直轄である国境警備軍の将だ。軍内では部署が独立しており、魔王様の言葉を除けば彼女自身の意思でのみ、その力は振るわれる。

  

  魔王大人宣布尊重在战争中伤心的她，从那之后就不再干涉她的存在方式。所以，就算艾尔库索请求，只要她拒绝就没办法。

  　そして魔王様は戦で傷心した彼女の意思を尊重すると宣言してからはその在り方に干渉していない。だから、エルクーロの頼みとて断られればそれまで。

  

  艾尔库索寄出信件，请求她提供帮助，以免再次失去她。希望已经离开战场的羽翼，能够再次归来。

  　そんな彼女に、エルクーロは今度こそ失わないための助力を請う文を出す。既に戦場を離れた翼が、再び舞い戻ることを願って。

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  「好臭……」

  「臭いですわ……」

  

  

  托涅厌烦地抱怨。

  　げんなりした文句をツォーネが垂れた。

  

  大家心里都这么想，却没有人说出口。

  　皆が思っている。そして誰も口に出さずにいたというのに。

  

  我叹了口气，看着托涅毫不客气地捂着鼻子大喊，害我不得不用力深呼吸，更觉得臭气熏天。

  　全くの無遠慮に鼻っ柱を抑えながら喚いたツォーネに私はため息を零し、そのために深く呼吸をする羽目になってより匂いに辟易した。

  

  我们现在在雷寇的带领下沿着水路前进。不过与其说是水路，不如说是下水道。

  　私たちは今現在レコの案内で水路を進んでいる。もっとも、水路というよりかは、下水道だったが。

  

  为了整修，流着脏水的水道中有条人可以通过的狭窄通道，我们小心翼翼地前进，以免不小心掉进下水道里。

  　汚物の流れる水路は、整備の為に人が通るべくして用意された狭い道があり、私たちは間違っても下水に転落などしないよう細心の注意を払って進む事となった。

  

  

  「可恶，鼻子快歪了。真恨那个叫库托拉的家伙。」

  「くそ、鼻が曲がりそうだ。クォートラの奴が恨めしいぜ」

  

  

  索夫发着牢骚。身材高大的索夫在狭窄的通道中特别辛苦。正如他的牢骚，库托拉不在这里。库托拉负责指挥外面的佯攻部队。一方面是因为库托拉在室内无法发挥十成力量，另一方面是等事情结束后，还有指挥龙人部队回收我们的工作。现在库托拉大概在外面开始正面挑战路易卡娜了吧。

  　ゾフがぼやいた。大柄なゾフは特に狭い通路に苦戦していた。ぼやきの通り、クォートラは居ない。クォートラには外の陽動部隊の指揮を任せた。室内ではクォートラは十全に力を発揮できないというのもあるし、事を済ませたのち私たちを回収するドラゴニュート部隊の指揮という仕事もある。外ではおそらくそろそろルイカーナに正面切ってちょっかいを出し始めた頃だろうか。

  

  潜入的成员有我、索夫、索涅、几名魔剑士，以及反抗组织的哥布林。

  　潜入のメンバーは私、ゾフ、ツォーネ、いくらかの魔剣士と、レコ及びレジスタンスのゴブリンだ。

  

  琪优尔由库托拉负责看守，大概被塞进运货马车里了吧。

  　キエルは留守番としてクォートラに任せた。荷馬車の中にでも押し込まれているだろう。

  

  我提议要和潜入部队同行时，库尔特拉虽然强烈反对，不过有实际看过城里情况的我在场，要脱逃也比较容易，而且我个人的个性是如果最重要的工作没有亲自参加就会感到不安。考虑到如果雷克的情报有误的风险，这或许可以说是乱来，不过我无法因为这样就毫无责任感地把事情交给部下处理。这是我的个性。真可恨。

  　私が潜入部隊に同行すると言った時はクォートラは猛反対していたが、実際に街中をこの目で見た私がいれば脱出もしやすくなるし、個人的に一番大事な仕事は自分が参加していないと不安な性質なのだ。レコの情報が誤りだった場合のリスクを考えれば無茶とも言えたが、それも踏まえて無責任に部下任せにすることができなかったのだ。これは性分である。恨めしい。

  

  然而，从路易卡纳那些人的缺乏危机感来看，反而让我觉得这里很安全。而且也几乎把兵力都分配去声东击西。如果顺利的话，几乎可以不流血就拿下路易卡纳。

  　しかしてルイカーナの連中の危機感のなさからしてかえって安全な気もしていた。陽動にも兵を殆ど割いた。上手くいけばほぼ無血でルイカーナを手に入れられる。

  

  

  即使到现在都还没听说法尔图玛雷有动作，不过连路易卡纳都被攻陷的话，他们也只能行动了。既然如此，就有必要确实成功。潜入这种敏感任务只交给魔族处理会令人不安，可以说现场监督是必要的。

  　未だ動きを見せたという話を聞かないファルトマーレも、ルイカーナまで落とされては腰を上げるほかあるまい。ならばこそ、確実に成功させる必要がある。潜入などというデリケートなミッションを魔族だけに任せるのは不安であり、現場監督は必須と言えた。

  

  

  「就是这里。」

  「ここだ」

  

  

  不久后，带路的雷克停下脚步，抬头往上看。那里有个螺旋状阶梯通往纵向洞穴，我们爬上阶梯。

  　やがて先導していたレコが立ち止まり、上を見やった。らせん状の階段が続く縦穴があり、私たちはそれを上る。

  

  没有光线，只能依靠自己带来的提灯照明，一不小心踩空就会掉进污水，因此我们小心翼翼地前进。

  　光はなく、持ち込んだランタンの明かりだけが頼りの中、足を踏み外せば汚水に落着するとしておそるおそる歩を進めた。

  

  不久后，我们爬了约九成高度，发现阶梯前方被石墙堵住。石墙完全封闭，乍看之下没有出口。此时，雷寇将手伸进石墙缝隙，一口气将石墙拉开，出现一个被挖得乱七八糟的横洞。这个往斜上方延伸的洞穴，恐怕就是那个魔族挖的密道。

  　やがて9割ほど登ったところで、階段の先が石壁で閉ざされていることが分かった。完全に封鎖されており出口は一見無い。と、レコが石壁の隙間に手を差し込み、一思いに引き剥がすと雑多に掘り進まれたであろう横穴が現れた。斜めに向かうそれが、おそらくは件の魔族が掘ったという隠し通路なのだろう。

  

  

  「嘿，终于要到那家伙的巢穴了。」

  「へ、いよいよ連中の懐かよ」

  

  「克莱儿大人？请小心别跌倒。啊，就算跌倒了，我也会牢牢抱住您的！」

  「ココット様？　転ばない様に気をつけてくださいまし。あ、転んだら転んだでわたくしがしっかり抱き留めますわ！」

  

  

  佐夫鼓舞自己，托着我的背的托泽虽然很吵，但还是小心地支撑着我。我跟两人一起追着雷寇，在通道中前进。

  　ゾフは己を鼓舞し、ツォーネはやかましくしながらも私が転ばない様にと背に手を当て支える。そんな二人と共に、レコを追って私は通路を進む。

  

  然而，我一边在宛如洞穴的狭窄通道中前进，一边感到恶心。

  　だが洞穴めいた狭い通路を進みながら、私は胸の中に気持ち悪さを覚えていた。

  

  一部分是因为跟琪雅儿问答过的残渣还留在心中。从那天起，这种搔痒胸口的感觉就一直挥之不去。

  　キエルと問答をした残滓が残っているのもある。未だにむずむずと胸を掻くような気持ちはあの日から消えない。

  

  还有一点，就是我莫名地感到不安。

  　そしてもう一つ。妙な胸騒ぎがするのだ。

  

  

  不过，我这时将这种心情当成是心情不好，没有说出口，硬是继续前进，事后我对此感到后悔。

  　しかし私はこの時、それを機嫌の悪さから飲み込んでしまい、口に出すこともせずに強引に歩を進めてしまったのだと、後に後悔する。

  

  就算我像要填补寂寞般不顾一切地伸手，也抓不到任何东西。

  　寂しさを埋めるようにがむしゃらに手を伸ばしたとて、掴めるものなど。

  

  

  「到宅邸了……」

  「屋敷に出るぞ……」

  

  

  雷寇的声音传来。

  　レコの声。

  

  我轻轻摇头，重新振作精神。同时假装没有发现一直卡在胸口的东西。

  　私は、軽く首をふるふると振り、気を引き締めなおした。胸につかえたままものは、気づかないふりをしながら。

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  路易卡娜的城堡般的贵族宅邸。

  　ルイカーナの城めいた貴族屋敷。

  

  在其中一间可以看见城堡内庭园的茶室。

  　その一室。居城内に築かれた庭園が見える茶室。

  

  现在实质统治路易卡娜的贵族亚历山大坐在椅子上，聆听优美的歌声。

  　そこで今や実質ルイカーナを治める貴族たるアレハンドロは椅子に腰かけ、美しく奏でられる歌声に耳を傾けていた。

  

  金发、白衣、相貌端正的这个男人周围，有数名女仆忙碌地照顾他的生活起居。

  　金の髪に白い衣装に身を包む端正な顔立ちのこの男の周囲では、数人のメイドたちがいそいそと身辺の世話をしていた。

  

  但是这幅光景很不寻常。虽然大家看起来动作俐落，却有种不协调感。没错，每个人都脸色发青，害怕得肩膀发抖。而且看得出来她们努力不发出任何声音。

  　だがその光景は異様である。皆テキパキ動いているように見えて、違和感。そう、誰もが青い顔をして、怯えているように肩を震わせていた。そして、一切の物音をたてまいと努めているのが見て取れた。

  

  清扫高级花瓶灰尘的扫帚绑着柔软的布，女仆们以更加严肃的表情仔细挥动扫帚，搬运东西时走路的姿势也像在蹑手蹑脚。

  　高級そうな花瓶の埃を払う箒は柔らかな布が括ってあり、それを殊更に神妙な面持ちで丁寧に振るうメイドや、ものを運びながらも歩く姿勢はすり足気味であったりと。

  

  亚历山大在这样的情况下，露出陶醉的表情喝着红茶。

  　アレハンドロは、そんな中うっとりとした表情で紅茶を飲んでいた。

  

  

  这时，亚历山大喝光红茶的杯子空了。在附近拿着茶壶待命的年轻女仆慌忙把茶倒进杯子里。

  　と、アレハンドロの飲んでいた紅茶のカップが空になる。すぐさま近くにティーポットを持ち控えていた年若きメイドが慌ててカップにティーを注ぎにかかる。

  

  然而——

  　しかし。

  

  或许是害怕倒茶时发出水声，她将茶壶靠得太近杯子了。

  　カップに注ぐ際に水音が響くのを恐れたためであろうか。彼女はポットをカップに近づけすぎてしまったのだ。

  

  喀嚓一声微弱的声响传来。那是茶壶碰到杯子的细微声响。

  　カチャリという小さな音が響いた。ポットがカップに接触した、か細い音。

  

  瞬间，亚历山大脸上陶醉的笑容倏地消失。与此同时，女仆们脸色苍白地看着负责倒茶的女仆。

  　瞬間、アレハンドロがうっとり浮かべていた笑みがふっと消える。同時にメイドたちが真っ青になってお茶係のメイドを見た。

  

  那位年轻女仆脸色发青，慌忙将茶壶抽回，眼角却浮现泪光。虽然没有说话，但她只用嘴型拼命地表示「请原谅我」。

  　当の若いメイドは青ざめた顔で慌ててポットを引っ込めたが、目じりに涙が浮かんでいる。そして言葉は発さないが、口の動きだけで必死に「お許しください」と語った。

  

  亚历山大没有动作。刹那间，一道红线划过年轻女仆的脖子。

  　アレハンドロは動かず。刹那の瞬間に若きメイドの首に一筋の紅い線が入った。

  

  年轻女仆最后发出「咻」的微弱呼吸，眼珠子一翻，缓缓向后倒下。随着身体角度倾斜，年轻女仆的头颅滑落，掉落下来。周围的女仆们急忙蹑手蹑脚地跑过来，用拼死的表情撑住她掉落的头颅、倒下的身体和手中的茶壶。房间里没有发出任何声响。

  　若いメイドはひゅっ、というか細い呼吸を最後にぐるりと瞳を裏返らせてゆっくり背後に倒れかかる。角度が付くにつれ、若いメイドの首がずるりとずれて、落下する。それを周囲のメイドたちが慌てて音をたてないように駆けよってきて、落ちる頭を、倒れる胴体を、持っていたポットを。決死の表情で支えた。部屋には物音はしなかった。

  

  亚历山大看也不看女仆们将年轻女仆的遗体无声无息地搬出房间，再次露出笑容，倾听视线前方恶魔的歌声。

  　メイドたちが若いメイドの亡骸を音をたてないようにゆっくりと部屋の外に運び出すのを見もせずに、再びアレハンドロは笑みを浮かべて視線の先で歌う悪魔の歌声に耳を傾けるのだった。

  

  然后，在亚历山大身旁，伫立着一名白发少年，他用不带感情的红色眼眸眺望着虚空，缓缓地擦掉手上小刀沾到的血。

  　そして、アレハンドロの傍らには、感情のない赤い瞳で虚空を眺め、その手に握られたナイフに付着した血をゆっくりふき取る……白い髪の少年が佇んでいた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  ＃５８　魔殿魔囚

  ＃58　魔殿魔囚

  　

  

  

  

  洞穴前方有巧妙隐藏的地板，推开地板后，我们来到一间牢房内。

  　洞穴の先は巧妙に隠された床板があり、それを押しのけて出てみればまごうことなき牢屋の中であった。

  

  牢房内没有看守，光线昏暗。别说是油灯，连蜡烛的亮光都没有。

  　見張りはなく、薄暗い。ランタンはおろかろうそくの明かりすらない。

  

  我用带来的油灯照亮四周，发现除了我们所在的牢房之外，还有其他牢房，里面似乎关着一些俘虏，不时传来模糊的呻吟声。

  　持参したランタンで照らしてみれば、私たちが現れた牢屋とは別の牢屋の中にはまだいくらかの捕囚がいるらしく、時折くぐもったうめき声が聞こえた。

  

  由于铁笼的门上了锁，索夫挥舞战斧将门劈成两半。他踢开被砍碎的铁棒，确保通道畅通后，对我使了个眼色。

  　鋼鉄の檻には扉に鍵がかかっていた為、ゾフが戦斧を振りぬき両断する。破砕された鉄棒を蹴り散らかし、通路が確保されたことをゾフが目くばせしてくる。

  

  我对他抛出一句「辛苦了」，便走出牢房。雷寇立刻提议，要我们解放同为魔族的俘虏。尽管我有些担忧，但也没有理由拒绝，便拜托索夫依序破坏牢笼。

  　ご苦労、と一言零して牢屋の外へ。レコらはすぐさま同胞たる魔族の捕囚の解放を私たちに提言して来た。懸念はあったが断る理由もないのでゾフに頼んで順繰りに檻を破壊して回る。

  

  在破坏牢笼后，魔族们在雷寇的引导下走出牢笼，聚集在雷寇身边。

  　破壊した傍からレコの誘導で魔族たちが檻の外に出てきては、レコの周りに集まった。

  

  

  「哦哦，雷寇！我一直相信你会回来。」

  「おお、レコ！　戻って来てくれると信じていたぞ」

  

  「谢谢你……真的……我们原本以为只能等死，或是被当成奴隶卖掉。」

  「ありがとう……本当に……このまま死を待つか奴隷として売られるかだったもの」

  

  

  被捕的魔族们纷纷向雷寇道谢。然后，直到破坏牢笼的索夫哼了一声，他们才终于向索夫道谢。

  　捕らわれの魔族たちは口々にレコに礼を言っている。そして檻を壊した当人であるゾフが鼻を鳴らした所でやっとゾフに礼を言った。

  

  我观察着包含牢房在内的建筑物构造，同时斜眼看着这幅景象，其中一名囚犯看到我后，眼神顿时一变。

  　私は牢屋含めた建物の作りなどを観察しながら流し目でそんな様を見ていたが、捕囚の一人が私を見て目の色を変えた。

  

  

  「啊……啊啊，是恶魔！」

  「あ……ああ、悪魔！」

  

  

  囚犯们立刻用充满畏惧和愤怒的眼神看着我，摆出架式。真是的，我可是救了他们的人耶……

  　すぐさま捕囚は一同にして私を怯えと怒りのにじむ目で見て、構えた。まったく、私は救った側なのだがな……。

  

  就在我耸耸肩，闭上眼睛叹气的瞬间，托涅双手分别架起突击枪和利爪，威吓似地站在我面前。接着他露出利牙，发出低吼，愤恨地说道：

  　私が肩をすくめて目を閉じため息を零した刹那に、ツォーネが両手にそれぞれ突撃槍と爪を構えた姿勢で連中を威嚇するように私の前に立つ。そして牙を見せ唸りながら憎々し気に言葉を吐いた。

  

  

  「你们这些家伙是怎样……谁准你们瞪我的克莱儿大人了？居然对救了你们的人释放杀气……要不要我让你们全部死在这里啊？啊？」

  「ンだよてめぇら……誰に断ってわたくしのココット様にガンつけてくれてんですの？　助けてもらった相手に殺気なんかくれやがって……全員本当にここでくたばらせてやろうか？　あァ？」

  

  

  囚犯们听到托涅的话后，纷纷缩起身子，索夫则是一脸傻眼。我可不记得自己变成托涅的人了。里克连忙介入，边偷瞄我边开始说明。我是魔王军的将军，正在攻打城镇。

  　ツォーネの言葉に捕囚達は委縮し、ゾフは呆れている。ツォーネのものになった覚えはない。慌ててレコが間に入り、私をチラチラ見ながら説明を始めた。私は魔王軍の将軍であり、街攻めの最中であると。

  

  囚犯们听完说明后，虽然一副心不甘情不愿的样子，但还是安分了下来。对我来说，这种应对也在预料范围内。

  　捕囚達は説明を受けて不承不承ながらといった風であったがおとなしくなった。私としてはこういった応対を受けるのも予想の範疇だったのだが。

  

  看来他对于这头白发抱持着非比寻常的情感。果然还是得提防那些家伙口中亚历山大养出来的恶魔。

  　どうにもこの白い髪に並々ならぬ想いがあるようだ。やはり連中の言うアレハンドロ子飼いの悪魔とやらは警戒しておくか。

  

  在列可的仲裁下，我们开始讨论要如何处置俘虏。这时列可向我提议。

  　レコによる仲裁の後、捕囚連中をどうするかと相成ったところで、レコが私に進言をする。

  

  

  「让这些家伙也一起去吧。」

  「こいつらも一緒に行かせてくれ」

  

  「啥——？」

  「はぁーあ？」

  

  

  我忍不住发出毫不掩饰厌恶感的懒散声音。

  　私は思わず嫌気を隠そうともしない気だるげな声を出してしまった。

  

  他们是笨蛋吗？这些家伙几乎都一直被关在牢里，不管是什么魔族，都派不上用场吧。更何况这次的任务是潜入，人数已经经过严格挑选，只有这么一点。考虑到要以容易行动的少数单位，同时还要能确保我的安全，才选出了这些人。根据我听到的情报，这些俘虏和列可不同，原本并非军方人员。虽说比人类强韧，但带着外行人只会碍手碍脚，我哪有余力带着他们到处跑。

  　馬鹿なのか。ずっと牢に居たようなものたちがいかな魔族とて役に立つものか。まして任務は潜入。頭数は厳選してこの数なのだ。動きやすい少数単位、それでいて私の安全が確保できるであろう戦闘力を鑑みて選出した。話に聞けば捕囚はレコと違い元軍属ではなかったものたちだ。人間に比べれば強靭とはいえ素人の足手まといを加えて連れまわす余裕などあるか。

  

  

  「别说蠢话了。他们应该要听从我的命令吧？把这些人放回去。老实说，他们很碍事。」

  「馬鹿を言うな。私の命令に従う筈だったろ。こいつらは帰せ。はっきりいって邪魔だ」

  

  「你说碍事！？」

  「邪魔だと！？」

  

  「我说他们很碍事。」

  「邪魔だと言った」

  

  

  我以强硬的语气打断对方，对对我大吼的魔族投以冰冷的视线，两人互瞪了一阵子。看到我毫不退让，魔族的红眼燃起怒火。

  　被せる様に言葉強めに断じてやる。私に叫んだ魔族に氷のような視線をくれてやり、しばらくは睨み合いが続いた。一歩も引く様子のない小さな私に、魔族の赤い目が熱を帯びる。

  

  然后，其他魔族立刻开始吵闹地抗议。还真是高高在上啊。我挥动手臂命令佐夫，两人举起武器威吓，那些家伙再度畏缩。虽然雷寇也露出尴尬的表情，但还是不肯罢休。

  　そして、他の魔族たちがすぐさまぎゃあぎゃあと反発を始めた。随分といい身分だな。私は腕を振りゾフらに命じれば、二人が武器を構えて睨みを利かせたので連中は再びたじろいだ。レコもばつの悪そうな顔をしているが、食い下がって来た。

  

  

  「拜托你。身为人类的你可能无法理解，不过我们魔族受到的屈辱，一定要讨回来。受到人类如此凄惨的对待，要是默默逃走，会伤害到我们的自尊。」

  「頼む。人間のあんたにゃわからんかもしれんが、俺達魔族は受けた屈辱は必ず晴らす。人間にこんなみじめな扱いを受けて黙って逃げれば誇りが傷つくンだ」

  

  

  原本对我充满敌意的雷寇居然低头求我，就在我感到傻眼时，佐夫搔着头看向我。我轻易看出他眼中的感情。连身为心腹之一的佐夫都表现出倒戈的迹象，我再度诅咒起魔族麻烦的个性。如果艾库罗大人在眼前，我真想抱怨一下，问问他这是怎么回事。

  　あれだけ私に敵意を残していた筈が頭まで下げてくるレコに呆れかえっていると、頭を掻きながらゾフが私を見た。目にこもる感情は容易に読み取れた。今や腹心の一人足るゾフまでもが寝返りの色を見せたので私は改めて魔族の面倒な性分を呪った。エルクーロ様が目の前に居たら流石にこれはどうなんだと愚痴の一つも零したくなる。

  

  

  「小姐，就自尊心来说，我也能理解这些家伙的主张。原本就决定要在当地调度战力来攻陷路易卡纳，这样不是很好吗？」

  「お嬢、誇りって意味ではこいつらの言い分は俺にもわかる。元々ルイカーナ落とすにゃ現地で戦力調達するって話しだったし、いいんじゃねェですかね」

  

  

  听到佐夫开口，我心想连你都说什么傻话，不过在我嫌他啰唆之前，魔族们纷纷大叫。

  　口を開いたゾフに対しお前まで何を言い出すんだと思ったが、私がくどいと一蹴する前に魔族どもが口々にわめきたてた。

  

  拜托你。求求你。让我们自己报仇。

  　頼む。お願いだ。報復は俺たち自身の手で。

  

  尽管托锥面露「这该怎么办才好？」的表情，制止着宛如乞丐般逼近的魔族，但我只能一脸苦涩地勉强答应。毕竟没时间在这种地方浪费了。

  　まるで物乞いめいて詰め寄ってくる魔族をツォーネが制しつつもどうしましょうかと言った風な顔を向けてきて、私は苦い顔をしながらも渋々承諾の意を見せざるを得なかった。こんなところで無駄に食う時間はない。

  

  俘虏们看到我默默点头同意同行，脸上浮现喜悦神色，战意昂扬。他们异口同声地高喊对人类的憎恨，互相鼓舞。我感觉自己的肩膀变得沉重。

  　私の無言の頷きによる同行の許可を受け取った捕囚達はその顔に喜びの色と戦意を昂らせた。口々に人間への憎悪を叫び、鼓舞しあった。私の肩はずしりと重くなった気がした。

  

  佐夫「呼～」地吐了口气，立刻开始统整雷克和俘虏们。他的手腕帮了大忙，但这份人情总有一天要还我。」

  　ゾフがふーっと息を吐き、すぐさまレコと捕囚達をまとめにかかる。その手際は助かるが、このツケはいつか返してもらうぞ。

  

  

  「这样好吗？这些家伙衰弱到派不上用场吧？」

  「いいんですの？　コイツら、衰弱していて使い物になるか」

  

  「不知道。只是不想在潜入任务中继续被他们大呼小叫。」

  「知らん。これ以上潜入任務中にぎゃあぎゃあ喚かれてはかなわんだけだ」

  

  

  尽管我越来越受不了魔族的本性，但听到报复这个字眼，我多少也会思考一下。

  　つくづく魔族の性分に辟易しながらも、報復という単語を出されれば私とて多少なりとは考えもしてしまう。

  

  因为我的生存意义有一半是复仇。

  　私の生存意義の半分は、復讐なのだから。

  

  不过，看到一获得许可就充满干劲的俘虏，我也会感到不安。来到这里时感受到的不安窜上我的脖子，我握紧口袋里的雷米圣石。

  　しかし、許可を出した途端やる気を出す捕囚を見ていると、不安にもなる。ここに来る時に感じた胸騒ぎがぞわりと首筋まで登ってきたように感じて、私はポケットの中のレイメの聖石を握った。

  

  

  「立刻行动。听好了，既然我允许你们同行，就绝对不要做出脱离我指示的擅自行动。绝对不要。」

  「直ぐに動く。いいか、同行を許可したからにはくれぐれも私の指示を逸脱した勝手な真似はするな。くれぐれも、だ」

  

  

  我再三叮嘱暂定交给雷高交给看守的魔族们，转身面向牢房出口。

  　暫定でレコに任せた魔族たちに念を押し、私は牢の出口に体を向けた。

  

  我用魔族们看不见的冷酷眼神瞪着虚空，内心则想着「要是他们派不上用场，立刻把他们当成诱饵就好」。

  　魔族たちに見えないよう冷徹な瞳で虚空を睨みながら、内心では使えなくなったら即座に囮にでもしてやればいいか等と考えて。

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  我们离开牢房来到走廊，眼前所见的宅邸内部装潢十分诡异。

  　牢を出て廊下に上がった私たちの目の前に広がる屋敷の内装は、異様であった。

  

  内壁被涂成白得吓人的颜色，触感类似大理石，柱子和通道的构造也使用许多曲线，呈现圆润的形状，与外观的严谨设计截然不同，令我们不知所措。

  　恐ろしいまでに白く彩られた内壁は大理石のような感触であり、さらには柱や通路の構造も曲線が多く使用された丸みのある形状で、厳格な意匠であった外観とはまるで違う有様に面食らう。

  

  是用类似陶瓷的材质打造的吗？连地毯都没有的走廊被曲线拱门般的墙壁包围，延伸而去，简直就像美术馆。踩在地板上，脚步声会发出喀喀的回音。

  　陶磁器のような素材でできているのか。絨毯すら引かれていない廊下が曲線のアーチめいた壁に囲まれて伸びている。まるで美術館だ。床を踏めばカツカツと靴音がこだまする。

  

  我对装潢感到惊讶，同时谨慎地观察走廊，发现附近似乎没有警卫或佣人。不过，对于刚离开阴暗牢房的我来说，白色空间甚至显得刺眼。这面品味低俗的白墙似乎连视力很好的托槽都难以忍受，她一边咒骂，一边眨着眼睛。

  　その内装に驚きながらも注意深く廊下を見れば、警備や使用人の類は近くにはいないようだった。しかし白い空間は薄暗い牢を出たばかりの私には眩しいとさえ思えた。この悪趣味な白い壁は、眼のいいツォーネにも堪えるようで、悪態をつきながら目をしぱしぱさせている。

  

  

  「别怀疑亚历杭德罗的喜好……老实说，这很诡异。」

  「アレハンドロの趣味を疑うな……率直に言って不気味だ」

  

  「和小姐的发色一样。」

  「お嬢の髪の色と同じだ」

  

  「我可以把这句话解读成我的头发很诡异吗？」

  「それは私の髪が不気味と受け取っていいか？」

  

  

  我狠狠瞪了一眼，佐弗便搔搔头闭上嘴巴。我可是让你带着俘虏到处跑，欠我的人情还没还清，别给我乱说话。

  　じろりと睨めばゾフは頭を掻いて口を閉じた。お前には捕囚を連れまわさせてやっている貸しがあるんだ。ヘタな口を開くなというに。

  

  

  「愚蠢的高等半兽人，克莱儿大人的头发是既可怕又美丽的存在，和这种低俗的城堡截然不同。」

  「馬鹿なハイオーガ。ココット様の御髪はおぞましくも美しいものですわ。このような下品な城とはわけが違いますのよ」

  

  「吵死了……我又不是在说你的坏话。」

  「るせーな……俺だって別に悪い意味で言ったんじゃねェよ」

  

  

  我警告佐弗和托涅，不准他们继续进行这种无聊的问答。说起来，我自己也很讨厌这头白发，而且现在不是讨论这个的时候。我「呼」地吐了口气，佐弗和托涅便夸张地向我赔罪。俘虏的魔族们瞪大眼睛看着这一幕。

  　ゾフとツォーネのくだらない問答に黙れと釘をさす。そもそも私自身がこの白い髪を嫌っている上に、今する話ではない。ふう、と息を吐いていればゾフとツォーネが仰々しく謝罪の礼をした。そんな様を捕囚の魔族たちは目を丸くして見ていたな。

  

  不过，待在这种纯白的空间里，我也不是不能理解他们想说些多余的话来掩饰不安的心情。就这层意义来说，他们或许是察觉到我的紧张，想让我放松心情，但说话技巧太差了。拿女性的头发当话题，明明会自找麻烦。我在前世也经历过。

  　しかし実際こう白い空間にいれば不安を隠そうと余計なことを言う気持ちもわからんでもない。そういった意味では私の緊張を察してほぐそうとしたのかもしれんが、言葉選びが下手すぎる。女性に髪の事を話のタネにしては火傷するものだというのに。私も前世で経験した。

  

  

  

  待在全白的空间里让我有些动摇，不过对索夫的反应感到傻眼后，心情多少恢复了平静。我重新环顾四周，但正常的领主宅邸不会是这副模样。我推测这恐怕是亚历山大掌握实权后进行的改装。而那糟糕的品味让我皱起眉头。我完全无法理解贵族的想法。那些肮脏家伙的美感，对我来说只觉得扭曲。

  　さて、白一色の空間に居た事で動揺していたがゾフに呆れたことで多少は心にゆとりが帰って来た。改めて周囲を見渡してみてだがまともな領主屋敷ならこうはなるまい。おそらくはアレハンドロが実権を握った後に改装させたものなのではないかと推測する。そしてその趣味の悪さに私は眉根を寄せた。貴族の考える事などまるで分らない。薄汚い連中の美的センスは、私には歪にしか感じなかった。

  

  魔剑士走在走廊深处的转角前，告知转角前方也没有人后，我们再次来到走廊上。

  　魔剣士が廊下の奥の角まで先行し、曲がり角の先にも人気がない事を告げてきたところで私たちは廊下に改めて出る。

  

  这里几乎还是地上。从外面看这座名为宅邸的城堡，以相当高的高度为傲。接下来必须爬相当长的距离。但是，要以这么少的人数登上这座广大的城堡是不可能的。首先会被发现。虽然佯攻应该削弱了城镇的战力，但如果是正常的脑袋，应该会在一定程度上将兵力留在城里。然而，实际上就我目前的回想来看，这里似乎没有人。

  　まだ殆ど地上だ。外から見たこの屋敷という名の城はかなりの高さを誇る。これから大分上らねばならない。しかしこの広大な城をこの人数で登るのは無理があるな。まず発見されてしまう。陽動で街の戦力は削れている筈だが、まともな頭ならある程度は城に兵力は残すだろうとは思う。しかして実際はこの回想にひとまずは限るがどうにも人気がない。

  

  城镇的方向依然传来祭典般的热闹声音。佯攻作战应该已经开始了，但Quarta在做什么？

  　相変わらず街の方からは祭りのような賑やかな声が聞こえている。陽動作戦は始まっている筈だが、クォートラは何をしているんだ。

  

  总之，我们决定按照当初的预定兵分两路。我让魔剑士们变装，将他们送进城里，他们的任务是找机会解放奴隶。至于和我们的联系，就用信鸽进行。

  　とりあえず当初の予定通り私達は二手に別れる事とした。魔剣士たちに変装をさせ、街へと送り出す。機を見て奴隷を解放する役割だ。私たちとの連携は伝書鳩で行うとしてある。

  

  确认拿着鸽笼的魔剑士们警戒着走出入口后，我瞪着恐怕是亚历山大的上层……白色的天花板，咂嘴一声。

  　鳩籠を持つ魔剣士たちがエントランスから警戒しつつ外に出たのを確認した私は、おそらくアレハンドロがいるであろう上層……白い天井を睨み舌打ちをした。

  

  我马上就会收拾他，为他优雅又傲慢的生活画下休止符。

  　すぐに片づけてやる。優雅で傲慢な暮らしに終止符を。

  

  我带着背后的魔族们，开始慎重地往上走。

  　私は背後の魔族たちを伴い、上へ上へと慎重に歩を進め始めた。

  

  

  

 
  ＃５９　聖弓

  ＃59　圣弓

  　

  

  

  

  路易卡纳正面平原。

  　ルイカーナ正面平野。

  

  在那里的相反种族两军，正互相牵制着。

  　そこでは、相反する種族の二軍がそれぞれにらみを利かせていた。

  

  在围绕路易卡纳的城墙上方布阵的士兵们，脸上都露出不安的神色。他们是自古以来就镇守在城里的自卫队出身的守卫，几乎没有战斗经验。其中也包含像辛村那样，从领地内的各个村庄征召来的士兵。

  　ルイカーナを囲う城壁上部に展開する兵らは不安の色を見せていた。彼らは街に古くからいる自警団上がりの見張りであり、戦闘経験などはほとんどない。シンの村のような領内の村々から徴兵した者たちも含まれていた。

  

  当然，他们都是外行人。即使被分配到质量良好的铠甲和装备，但原本都是农夫。在战时状况下，他们既不懂战斗，也对战斗感到畏惧。

  　無論、素人である。質のいい鎧や装備を与えられたと言っても、元は農夫が主。戦時下において戦いを知らず、戦いに怯えて生きて来た。

  

  在他们面前，是魔族的军队。在地面上布阵的哥布林、半兽人、魔剑士，以及在空中飞翔的龙人。虽然以攻打城镇来说，这样的魔军数量算少，但比起数量，他们高昂的士气更令人害怕。那些红色的眼睛，仿佛直到刚才都还在贪婪地啃食人类，即使从远处看，也能看到它们发出灿烂的光芒。低吼声和咆哮声宛如战吼，提高魔族的士气，引发人类的恐惧。

  　そんな彼らの前に見えるのは魔族の軍隊。地上に展開するゴブリンやオーク、魔剣士の数々に空を飛翔するドラゴニュートの群れ。街を攻めるには少なく見える魔軍ではあるが、数よりもその士気の高さが恐ろしかった。まるでさっきまで人間を貪っていたかのようにその赤い目は遠目にも爛々と輝き点々を作る。唸り声や咆哮は鬨の声めいて魔の士気を高め、人の恐怖を誘ったのである。

  

  这是魔将军克莱儿教导他们的。她说，人类是胆小的生物，当面对对自己抱持明确杀意的对象时，一般人一定会感到恐惧。

  　それは魔将軍ココットが教えた、人というのは臆病な生き物であり、自身に対して明確な殺意を抱くものと相対した時、並の者であればすべからく恐怖する、と。

  

  面对即将蹂躏自己的魔群，他们感到害怕。

  　自分たちを蹂躙せんとする魔の群れを前に、彼らは怯えていた。

  

  

  

  

  

  然而在他们之中，却有个男人邋遢地坐在大炮上哼着歌。

  　しかしそんな彼らの内にありながら、大砲にだらしなく腰掛けて鼻歌を歌っている男がいた。

  

  他身上穿的不是铠甲，而是轻装外加披肩，头上戴着帽子遮住随意留长的蓝灰色头发。当魔族群瞪着城镇时，男人哼着歌，用小刀削着手上的苹果皮。

  　恰好は鎧姿ではなく軽装にケープを纏い、無造作な青みがかった灰色の髪を隠すような帽子。男は魔族の群れが街を睨む最中に、鼻歌を歌いながら手に持つリンゴの皮をナイフで剥いていた。

  

  负责监视的队长注意到男人的哼歌声，转过头来，露出刚才为止的胆怯缓和下来的表情。

  　見張りの長が男の鼻歌に気づいて顔を向け、そして先ほどまでの怯えが和らいだ顔を見せた。

  

  男人削完苹果后，灵巧地用小刀挖起一小块苹果送进嘴里，边咀嚼边扬起嘴角，望着众人。

  　リンゴを向き終わった男は器用に小分けにしたリンゴをナイフで掬い取るように口に運び、咀嚼しながらにぃいと口角を上げて一同を眺めた。

  

  

  「别那么紧张。用不着担心，总会有办法的。」

  「そんなに緊張しなさんな。心配しなくても何とかなるでしょうよ」

  

  

  男人眼角下垂，脸上留着胡渣，站姿看起来像个流浪汉，但那无奈的氛围与轻快的声调，与现场气氛并不相衬。

  　男は垂れ眼気味の目元に無精ひげを蓄えた流浪人のようないで立ちであったが、そのやるせない雰囲気と軽妙な声色はこの場にそぐわないものであった。

  

  

  「而且你们看，他们干劲十足呢。」

  「それにほら、見てみなよ。彼らやる気満々だしさ」

  

  

  男人毫不畏惧，用小刀指向在城门前列队的大军。

  　怯えの色を見せない男がナイフでくいっと指したのは、壁門前にて隊列を組む大軍。

  

  

  那是穿着黑紫双色，充满攻击性设计的铠甲，露易卡娜保有的战力——黑紫骑士团。

  　黒と紫で彩られた攻撃的な意匠を持つ鎧を着こむ、ルイカーナ保有戦力たる黒紫騎士団。

  

  那是亚历山大从各地召集的高手所组成的军队。他们的经历和内情全都不受追究，从佣兵、流氓到罪犯，各种各样的人都名列其中。

  　アレハンドロが各地より寄せ集めた腕自慢により構成される軍。経歴や内情など全て不問とされる彼らは傭兵やならず者上がりから犯罪者までもが名を連ねていた。

  

  他们战斗的目的纯粹是为了报酬。亚历山大提供的庞大金钱，让他们的内心除了对金钱的欲望以外，其他感情都变得稀薄，甚至连恐惧和痛楚也不例外。他们知道只要跨越些许的恐惧和痛楚，就能得到黄金，所以这些都不算什么。

  　彼らが戦うのはもっぱら報酬の為である。アレハンドロからもたらされる莫大な金銭は、彼らの心から金への欲望以外の感情を希薄にさせた。恐怖や痛みですら。多少の恐怖や痛みなど、乗り越えてしまった先にある黄金を知っている彼らからすれば大したことはない。

  

  他们知道只要有钱，豪华的餐点、高不可攀的高级娼妇，全都会变成自己的东西。

  　金さえあれば豪勢な食事も、お高く留まった高級娼婦も、全てが自分のものになることを彼らは知ってしまった。

  

  面对魔军的咆哮，他们甚至扬起嘴角露出奸笑。只要打倒那些家伙，就能拿到钱了。

  　そんな彼らは魔軍の咆哮にさえにやりと口角を釣り上げて見せたのだ。奴らをやればまた金がもらえるな、と。

  

  

  

  不久之后，战端开启。以格外巨大的龙人族咆哮为信号，魔军开始前进。黑紫骑士团和率领他们的士兵们也冲上前去，双方接触，战争就此开始。

  　程なくして戦端は開かれる。ひときわ巨大なドラゴニュートの咆哮を合図にして魔軍が前進。応えるように突貫した黒紫騎士団とそれに率いられる兵士たちが接触。戦が始まった。

  

  人数是人类这边比较多，但不知是因为大多数都是凑数的士兵，还是魔族军的训练程度较高，战场上的战况不相上下。

  　数は人間側の方が多数であるが、その多くが数合わせの兵士であることなのか、魔族軍の練度が高いのか。戦場は拮抗する。

  

  前锋与前锋的对峙，因为魔族军的突击与举着大盾的先锋部队，而陷入胶着。僵持了一阵子之后，敌方突然投下一颗震撼弹。

  　前衛同士の押し合いめいた戦いは、突貫する魔族軍と先鋒で大盾を構える兵士たちの近郊によって停滞していたが、しばらくそういったせめぎあいの後一石が投じられた。

  

  

  

  一只龙人族从空中飞来。它从一群仿佛在俯瞰战场般巡逻的龙人族中率先急速下降。弓兵立刻放箭，但龙人族以不合乎巨大身躯的速度与不知是飞翔还是振翅的风压，将箭矢弹开。它转眼间就抵达士兵们的头顶，洒下火焰当作临别赠礼。

  　空より飛翔したドラゴニュート。戦場を俯瞰するように巡回していた群れからひときわ大きい個体が先行し急降下。すぐさま弓兵が矢を放つが、巨体に似合わぬ速度と、飛翔か羽ばたきかの風圧で矢は届かない。瞬く間に兵たちの頭上に到達すると土産とばかりに火炎をかぶせたのだ。

  

  士兵们举着盾牌互相推挤，后方的士兵被火焰吞噬。魔族们趁势一口气突破大本营，蜂拥而入。士兵们被踩踏、蹂躏。

  　薙ぐようにして盾を構え押し合いをしている兵士の後ろの兵たちが炎に飲まれる。その勢いのままに魔族たちは一気呵成に大舘を破りなだれ込んできた。兵士たちは踏みつぶされ、蹂躙される。

  

  接着，当后续的黑紫骑士团与士兵们的本队涌入，瞬间就展开了一场混战。

  　そして後続の黒紫騎士団と兵士たちの本隊になだれ込めば、瞬く間に混戦が開始されたのだ。

  

  

  

  「不妙……一旦被对方压制，魔族就占了上风……他们明明比人类强韧……！」

  「まずい……押し込まれれば魔族に利がある……奴らは人間より強靭なのに……！」

  

  「那只龙人族好大！难道它是队长吗……！？」

  「あのドラゴニュート、でかいやつだ！　あいつがリーダーなのか……！？」

  

  

  墙上的士兵们对下方的混战感到战栗，同时预测到我方的不利。

  　壁上の兵士たちは眼下の混戦に戦慄し、同時に不利を予見した。

  

  然而——

  　だというのに。

  

  城墙上传来悠哉的呵欠声。士兵们惊讶地望向声音来源，看见一名吃完苹果后累瘫的男人正在伸懒腰。他毫无紧张感的模样，就连士兵都忍不住皱起眉头。

  　壁上で暢気な欠伸が響いたのだ。兵士たちは驚いてそちらを見やれば、りんごを食べ終えたくたびれた男が伸びをしているところであった。なんとも、緊張感のない有様に流石に兵士も眉根を寄せた。

  

  男人注意到士兵们的视线，眨了眨眼依序环视众人，接着看见战况后发出「哎呀呀」的叹息。

  　そして、兵士たちのそんな視線に気づいた男は、目をぱちくりとさせて一同を順繰りに眺めた後、戦況を見やって「ありゃま」と漏らした。

  

  听见他的声音，士兵们难免感到焦躁与愤怒，朝男人走近一步，要他快点想想办法。

  　そんな声に流石に焦りや怒りが出たか、兵士たちが一歩男に歩み寄った。どうにかしてくれ、と。

  

  

  男人交互看了众人与战场一眼后，大大叹了口气。

  　男はそんな一同の様子と戦場を一度交互に見た後、大きなため息をついた。

  

  

  「我知道了，我知道了啦。反正我偷懒的话，你们就会跟佛鲁托纳和小库告状吧。我会被骂，所以就让我来工作吧。」

  「わかった、わーってますよ。サボってたらフォルトナやクーちゃんにお前ら告げ口するんでしょどうせ。どやされちまうから、どうれ。いっちょ仕事したって体ではいねえとなあ」

  

  

  男人取出背上的白色弓箭，架上同样涂成白色的箭矢。箭羽与箭头是形状独特的白箭。

  　男は背負っていた白い弓を取り出すと、同じく白く塗られた矢を番えた。矢羽と鏃が独特な形状をした白矢。

  

  男人架好箭矢，从城墙上探出身子，瞄准下方的战场。

  　男は矢を番え引き絞ると、城壁から身を乗り出し、眼下の戦場へとその狙いを定めた。

  

  接着，他「咻」地吐出一口气后射出白箭。箭矢发出咻咻咻的独特破风声，飞向战场。在魔军与骑士们混战的途中直线前进。

  　そして、「ひゅっ」という短い呼吸の後白き矢は射られた。矢はひゅるるる、という独特な風切り音を発して戦場に飛翔。魔軍と騎士達が混戦する最中に一直線に突き進む。

  

  从城墙斜斜射向战场的箭矢，在即将触及地面的瞬间，箭矢瞬间偏移，改变了轨道。

  　壁上から戦場へと斜めに放たれた矢ではあったが、地面へと接地する直前に矢が一瞬ぶれ、軌道を変えた。

  

  箭矢转而与地面平行前进，贯穿了正要袭击骑士的哥布林腹部。箭矢继续前进，接连贯穿了两、三只哥布林，最后射向位于前方的士兵头顶。

  　転じて地面と平行に進む矢は騎士に襲い掛かろうとしていたゴブリンのどてっ腹を貫通した。なおも進む矢は２，３のゴブリンを立て続けに貫通し、その先に居た兵士の脳天へ進む。

  

  士兵被逼近眼前的白色箭矢吓了一跳，发出独特声响的箭矢在战场上划过，再度偏移轨道，避开士兵后，贯穿了在士兵后方挥舞棍棒的半兽人额头，消失在天空的彼端。

  　兵士は眼前に迫る白い矢にぎょっとするが、独特な音を立てて戦場を掛ける矢はふたたびぶれると、軌道をくん、と曲げて兵士を避けると兵士の後ろで棍棒を振りかぶっていたオークの額を貫通し、空の彼方へ消えた。

  

  

  慢了一拍，被射穿的魔族们纷纷倒下。看到一箭葬送了五只魔族，而且还是在混战中的模样，城墙上的士兵们发出欢呼。

  　一瞬遅れて穿たれた魔族達がどたどたと倒れていく。一矢で5体の魔族を、それも混戦の中葬って見せた様を見た壁上の兵士たちは歓声を上げた。

  

  

  「什么……从这个距离避开我方，射中复数魔族……！真是高超的技术……！」

  「なんと……この距離から味方を避けて複数の魔族を……！　なんという腕前か……！」

  

  「不、不愧是勇者……『圣弓』约翰阁下！勇者与我们同在！这场战争不会输！」

  「さ、流石は勇者……”聖弓”ヨーン殿！　勇者は我らと共に在る！　この戦に負けはないぞ！」

  

  

  听到士兵们的欢呼，男人……「圣弓」勇者约翰无奈地抚摸长着胡渣的下巴。

  　兵士たちの歓声を受けて、男……”聖弓”の勇者ヨーンはやれやれと無精ひげの生えたあごを撫でた。

  

  然后，他的目光炯炯有神，将下一箭搭在弓上。

  　そして、直ぐに眼光を光らせて次の矢を弓に番えた。

  

  

  

  

 
  ＃６０　思わぬ歓迎

  ＃60　意想不到的欢迎

  　

  

  

  

  「喂，高等欧克，你不觉得奇怪吗？」

  「ねえハイオーガ。妙だと思いません？」

  

  「嗯，是啊，臭吸血鬼。这座城堡完全没有反应。」

  「ああ、そうだなクソヴァンパイア。この城まるで手ごたえがねえ」

  

  「只有三个人被杀，其他连个影子都没有，这里真的是领主宅邸吗？」

  「殺したのは3人だけ。あとは影すらないとは、本当にここ領主屋敷ですの？」

  

  

  在路易卡娜城中不断往上前进时，索夫和托瑞说了这样的话。

  　ルイカーナの城を上へ上へと進みながら、ゾフとツォーネがそんな事を話していた。

  

  这里实在太没有人烟了。明明是这么大的城堡，就算挤满警卫和佣人也不奇怪，但目前遇到的只有两名在走廊上行走的哨兵和一名女仆。虽然我们迅速地解决他们，也收拾了尸体（女仆成了托瑞的补给饮料），但对提高警觉的我们来说，实在是大失所望。

  　あまりにも人気が無いのだ。これだけの城である。警備や使用人でごった返していてもおかしくはないが、今のところであったのは廊下を歩く歩哨が2人とメイドが1人だけ。全て迅速に始末し死体も片づけて（メイドはツォーネの補給ドリンクとなった）進んでいるが、身構えていた私たちにとっては肩透かしもいい所であった。

  

  我们走在白色的走廊上，爬上螺旋状的楼梯，又走在蜿蜒的走廊上。这样的事情重复了好几次，差不多也该腻了。

  　白い廊下を歩き、らせん状の階段を上り、またうねる廊下を歩く。そんな事をもうだいぶ繰り返している。いい加減うんざりだ。

  

  从窗户看到的景色，虽然告诉我们自己正在往上爬，但每个楼层的颜色都一样，而且构造也很奇怪，感觉很容易麻痹。

  　窓から見える景色は間違いなく自分たちが階層を上っていることを告げてくるが、どの階層も同じ色且つ妙な造りのせいで感覚がマヒしがちだった。

  

  然后，在敌阵中感觉的麻痹，产生了焦虑和烦躁。

  　そして敵地においてのその感覚の鈍化は焦りと苛立ちを産んだ。

  

  

  「喂，里克，亚历杭德罗真的在这里吧？」

  「おい、レコ。アレハンドロは本当にここにいるんだろうな」

  

  

  我忍不住询问带路的雷可。雷可瞬间回头看了我一眼，露出尴尬的表情说：「应该在。」

  　思わず先導のレコに問うてしまう。レコは一瞬私を振り返りばつの悪そうな顔をして、「いるはずだ」と言った。

  

  他那副缺乏自信的模样让我更加烦躁，我用狐疑的眼神追着雷可的背影。

  　その自信なさげにも見えた様子に私は殊更に苛立ち、訝し気な視線でレコの背中を追った。

  

  

  「你该不会是想陷害我们吧？」

  「まさか我々を嵌めたわけではあるまい」

  

  

  我这句话似乎惹恼了雷可，他用那双红眼瞪着我，眼神中闪烁着凶光。

  　私の言葉は余程癪に障ったのだろう。レコも赤い目をギラリと光らせ私を睨んだ。

  

  

  「怎么可能……我们也没来过这种地方……不过，亚历山大应该就在这里。那家伙不想离开这座城堡。」

  「馬鹿な。……俺達もこんなところまではきたことがないんだ。……それでも、アレハンドロはここにいるはずだ。奴はこの城から出たがらない」

  

  「根据呢？」

  「根拠は？」

  

  「这很难解释，你迟早会知道。这里有那家伙很重视的东西。而且，那对我们来说是最大的障碍。」

  「説明しにくいが、いずれわかる。ここには奴が大事にしているものがある。そしてそれは、俺たちにとって最大の障害だ」

  

  

  这不得要领的回答让我越来越不高兴，但我没有继续追问。既然迟早会知道，我就等吧。而且，他说障碍啊。在警备松散，还让本领高强的魔族大摇大摆地进入自己的城堡时，区区人类对我们来说能构成多大的障碍？

  　要領を得ない回答に私はますます不機嫌になるが、それ以上は追及しないで置いた。いずれ分かるというのであれば、待ってやろう。それに、障害と来たか。警備もろくにおらず、腕の立つ魔族を自分の居城にまんまと招き入れた時点でたかが人間が我らにとってどれほどの障害となろうか。

  

  虽然有点在意留克提到的恶魔，不过既然他把恶魔视为障碍，应该不用担心吧。我方有我军首屈一指的武斗派佐夫，以及过去曾是将军，实力首屈一指的左恩。这个选择也是考量到赛群这种实力者出现的情况。跟随他们的魔剑士们，也都是和我一起烧毁欧塔那的人，或是曾在左恩麾下大显身手的高手，他们的剑技都是人类骑士长等级的精锐。

  　レコの言う悪魔とやらだけは気にはなったが、それを障害と指しているのであれば心配は無用だろう。こちらには我が軍きっての武闘派たるゾフと、かつて将軍でありその実力は随一のツォーネがいる。セグン程の実力者が出て来た場合も考えての人選だ。連れ立った魔剣士達も私と共にアウタナを焼いた者やツォーネの下で暴れていた腕利き揃いであり、彼らの剣技は人間の騎士長クラスの精鋭ばかり。

  

  更何况从会场内的寂静来看，亚历山大没什么战力。只要找到亚历山大，一切就结束了，情况就是如此顺利。

  　ましてこの場内の静けさからアレハンドロの戦力は大したことはない。アレハンドロを見付けさえすればすべてが終わる程度には整っているシチュエーションなのだ。

  

  接下来只要靠四人组的行动，分散更多战力，不过这个寂静是他们的功劳吗？

  　あとはクォートラらの働き次第でより戦力の分散を図る手筈ではあったのだが、この静けさはその成果なのか否か。

  

  如果照字面解释，就是声东击西的成果，不过从城里飨宴的气氛依然热闹来看，实在无法判断。

  　素直に受け取るならば陽動の賜物だが、街中の饗宴が未だ冷めやらぬところを見るに如何とも判断できない次第だったが。

  

  话虽如此。

  　とはいえ、だ。

  

  

  既然已经深入敌营，要做的事情就只有一件。从内侧突破，顺利的话释放城里的俘虏，引发内乱，再和外面的四人组前后夹击，一举击溃。这样就结束了。

  　こうまで中に入り込めたのならばやることは一つしかない。内側から突き崩し、あわよくば街中の捕囚も開放し内乱を起こさせ、外のクォートラらと挟んで叩き潰す。それで終わり。

  

  

  

  

  

  

  

  走上楼梯一阵子后，我们依旧在杳无人烟的纯白走廊上前进。然后，我在此首次听见声音。

  　階を上ってしばらくになる。相変わらず人気のない純白の廊下を進み続けた。そしてそこで初めて声を聴く。

  

  众多说话声，也能听见音乐。声音全来自设置在走廊正中央的双开门另一侧。

  　大勢の話声。音楽も聞こえる。全ては廊下の真ん中に据えられた両開きの扉の向こうから聞こえる。

  

  

  是正在举办宴会吗？欢乐的笑声甚至传到走廊上。

  　宴会でもしているのだろうか。楽し気な笑い声が廊下にまで響いていたのだ。

  

  

  托锋和索夫立刻站到门的两侧，魔剑士和被俘虏的魔族们也摆出架式。看见两人使眼色，我躲到魔剑士背后点头。

  　すかさずツォーネとゾフが扉の両隣に身をつけ、魔剣士や捕囚の魔族達も身構えた。2人の目くばせに私は魔剣士の背に隠れながら頷く。

  

  隔了一拍后，索夫缓缓伸手握住门，微微打开窥视内部。然后——

  　一呼吸おいて、ゾフがゆっくりと扉に手をかけ、ほんのりと開けて中を覗いた。そして。

  

  

  「这是怎样啊。」

  「ンだよ、こりゃあ」

  

  

  听见索夫的声音，我也立刻冲过去从缝隙中窥视内部。

  　ゾフの声に私もすかさず駆け寄り隙間から中を覗く。

  

  那里是大厅，正是宴会会场。绚烂豪华的装饰与音乐。纯白空间铺满红色地毯，天花板垂吊的水晶灯闪闪发亮，身穿华服的高贵人们正愉快地享用美食、谈笑风生。身穿长裙礼服的淑女们依偎在宛如装饰品的肥猪男人们身上，被他们手扠腰笑着。相貌端正的男人们则在多名女性陪伴下谈笑风生。

  　そこは、大広間。まさしくパーティ会場。絢爛豪華な装飾と音楽。白き間にあり赤いカーペットが敷き詰められ、天井からつるされたシャンデリア煌く中踊り、食い、語るやんごとなき恰好の連中が楽し気に宴の真っ最中であった。裾の長いドレスを着た淑女達が着飾った豚の如く肥え太った男達にしなだれかかり、腰に手を当てられて笑っている。顔立ちの整った男たちは複数の女性を侍らせて談笑している。

  

  他们随意吃着摆在桌上的餐点，佣人则四处倒酒。

  　テーブルに用意された食事を思い思いに食い漁り、使用人が酒を注いで回っている。

  

  明明现在我军正在外面进攻。

  　今も外では我らが軍が攻めている最中であるというのにだ。

  

  毫不介意的队伍和在街上时一样，让我们大吃一惊。

  　まったく意に介さない様子のパーティは街中と同じく私たちを驚かせた。

  

  

  「小姐，怎么办？要杀光所有人吗？」

  「お嬢、どうします？　全員殺しますか？」

  

  「这种下流的家伙，看我三两下就让他们身首异处。」

  「こんな下品な連中、あっという間にバラバラにしてやりますわ」

  

  

  索夫和托涅也气势汹汹，背后的雷寇等俘虏们似乎也跃跃欲试。不过我无法立刻下达指示，从缝隙眺望会场，寻找亚历山大。虽然不知道他的特征和长相，但这家伙会在这种低级的城堡举办派对，肯定是喜欢打扮的傲慢家伙。再说，这种家伙举办派对的目的，就是为了夸耀自己的地位和财力。那么，在场最显眼且受到众人关注的人，肯定就是亚历山大。

  　ゾフとツォーネも息巻いている。背後のレコら捕囚達もうずうずしているようだ。しかし私はすぐには指示を出せなかった。隙間から会場を眺め。探す。アレハンドロは居ないか、と。奴の特徴や人相はわからないが、こんな悪趣味な城でパーティをしている奴だ。着飾り好きの高慢ちきに決まっている。大体こういう手合いは己の地位や財力の誇示を目的としてパーティを催す。ならばこの場で一番目立ち、且つ人々に気を使われている者がアレハンドロに違いないと。

  

  然而，我完全找不到疑似他的人物。会场的人只是各自享受着飨宴，完全没有以特定人物为中心的样子。

  　しかし、それらしい人物が全く見当たらない。会場の人間どもはただただ思い思いに饗宴に興じているだけで、特定の誰かが中心になっている様子がまるでない。

  

  

  「简直就像放养一样。」

  「まるで放し飼いだ」

  

  

  听到我脱口而出的话，索夫轻笑出声。

  　私が零した言葉に、ゾフがくすりと笑った。

  

  

  「那么，可以动手了吧？」

  「んじゃア、やっちまっていいですね？」

  

  「嗯……」

  「んー……」

  

  

  我再次陷入沉思。来到这里之前就一直感到的不安，至今仍未平息。

  　私は再び考え込む。ここに来る前からの妙な胸騒ぎは未だ落ち着かない。

  

  不过，魔族们的不满也累积到极限了，既然库托拉他们这么努力，我也不能畏畏缩缩的。

  　が、魔族たちの鬱憤も限界だし、クォートラらが頑張っている以上まごついているわけにもいかんか。

  

  

  「虽然我不太想引起骚动，不过大致上都按照我们的计划进行。不如彻底大闹一场，逼亚历山德罗现身或许比较好。」

  「あまり騒ぎにはしたくないが、もう概ね我々の段取り通りだ。むしろ徹底的に暴れてアレハンドロを炙り出す方がいいかもしれんな」

  

  

  魔族们的眼神发亮。

  　魔族たちは目を光らせた。

  

  只要索夫或佐涅其中一人压制大厅，另一人负责监视走廊，两人便双眼发亮，像猜拳一样开始分出胜负。

  　広間の制圧はゾフかツォーネどちらかでいいので片方は廊下の見張りだと言えば二人は目をぎらつかせてじゃんけんめいた勝負を始めた。

  

  

  「大小姐给了我们一个好机会，就来分个高下吧……」

  「お嬢もいい機会をくれたもんだ。白黒つけてやるぜ……」

  

  「正合我意，臭高等食人魔，现在不是你出场的时候。」

  「上等だぜクソハイオーガ。お前の出る幕じゃあねえんだよ」

  

  

  两人互瞪并握紧拳头，这是猜拳的姿势吧？

  　両者睨み合いながら拳を握る。じゃんけんの構えだよな？

  

  两人将拳头摆在腰间，使出正拳，然后——

  　腰だめに構えた拳を正拳突きの如く繰り出した二人。そして。

  

  

  「喝啊哈哈哈！」

  「しゃあッはははッ！」

  

  「啊、啊、啊！」

  「あ”あ”あ”！」

  

  

  ……看来是索夫获胜了。

  　……どうやら勝ったのはゾフらしい。

  

  索夫漂亮地赢得胜利，佐涅则捂着脸呻吟。我傻眼地心想「连这种时候也要竞争啊」，将魔剑士交给佐涅，带着雷戈等俘虏，和索夫一起踹开大厅的门。

  　見事勝利したゾフと、顔を抑えて呻くツォーネ。私はこんな時でも競い合いかと呆れながらもツォーネに魔剣士を預け、レコら捕囚も引き連れたゾフと共に広間の扉を蹴り開けた。

  

  

  众人的视线集中到踏入大厅的我们身上，瞬间陷入寂静。

  　広間に足を踏み入れた私たちに視線が集まる。一瞬の静寂。

  

  魔族突然出现在宴会现场，对此，他们的反应……很奇妙。

  　パーティの場に唐突に表れた魔族。それに対する連中の反応は……妙だった。

  

  全员都愣愣地认出我们，却连声音都发不出来，只是感到稀奇地看着我们。

  　全員がぽかんと私たちを認めていながら、声すら上げない。ただただ物珍しそうに私たちを見ている。

  

  看到他们出乎意料的反应，我一边观察情况，一边带着魔族大步走进大厅。

  　予想と違う反応に様子を見ながら私は魔族を連れ立ってずんずんと広間を進んだ。

  

  

  「各位好，抱歉在你们开心的派对中打扰，但请让我们也加入吧。」

  「ごきげんよう諸君。楽しいパーティの最中申し訳ないが我々も混ぜていただこう」

  

  

  我语带讽刺，期待他们害怕地颤抖，大声说完后，他们眨了眨眼，开始骚动起来。而且还是用闪闪发亮的眼神。

  　たっぷりの皮肉を込め、連中が恐れおののくのを期待して声を張り上げそう言えば、連中は目をぱちくりさせてざわつき始めた。それも、きらきらとした眼で、だ。

  

  

  「怎么？是新的表演吗？」

  「なんだ？　新しい催しか？」

  

  「我没听说，是要让魔族表演才艺吗？」

  「聞いていないが、魔族に芸でもやらせるのだろうか」

  

  「那不错耶，亚历杭德罗大人也真是风雅！来来来，过来这边！」

  「それはいいな。アレハンドロ様も粋なことをなさる！ さあさ、こっちへ来てくれ！」

  

  「哎呀，好强壮的魔族，最前面的孩子，哎呀，真是可爱！也有好吃的点心哦。」

  「あら、たくましい魔族。先頭の子は、まあなんて愛らしいのでしょう！ おいしいお菓子もありますよ」

  

  

  ——他们竟然欢迎我们。

  　――――あろうことか連中は私たちを歓迎したのだ。

  

  就连索夫也惊慌失措地张大了嘴。他们原本以为对方一定会因为他们的袭击而哭喊着四处逃窜，还计划要将他们一个不剩地抓起来，撕裂他们的身体，所以被欢迎反而让他们大吃一惊。

  　さしものゾフらも面食らって口をあんぐり開けていた。てっきり自分たちの襲来により連中は泣き叫び怯えふためいて逃げ惑うであろうと予想していた。それを一人残らずとっ捕まえて引き裂こうと画策していたのだから、歓迎などされては逆に驚いたのはこっちだ。

  

  接着，一名微胖男子毫不畏惧地走到我面前。佐夫将手伸向武器，但我还没开口，男子就对我说：

  　そして、小太りな男が1人、恐れ知らずにも私の前に歩み寄って来たのだ。ゾフが武器に手を伸ばすが、私が何かを言う前に男が私に話しかけた。

  

  

  「哎呀，真是稀客……白发、红眼，不会错的，这是亚历杭德罗大人的新艺术品。」

  「これはこれは、見ない顔だが……白い髪、赤い瞳。間違いない。アレハンドロ様の新しい美術品だね」

  

  「什么？」

  「なに？」

  

  「嗯嗯，你也很美呢。虽然看起来有点太年轻了，但你应该是被赋予管理奴隶职责的孩子吧。外表与职责完全相反，真是美得令人毛骨悚然。」

  「うんうん、君もどうして美しいね。少し若すぎるように見えるが、奴隷管理の役目を与えられた子だろうか。相反する見た目と役職、おぞましく美しい」

  

  

  这家伙在说什么？我没想到他会跟我说话，而且态度还这么友善。他竟然说长相像恶魔的我很美？

  　何を言っているんだこいつは。まさか話しかけられるとは思わなかった。それもこんなにフレンドリーに。悪魔の相を持つ私に美しい、だと？

  

  而且，他说亚历杭德罗什么？

  　それに、アレハンドロのなんだって？

  

  

  「小姐，这些家伙很奇怪，看到我竟然不害怕。我们快点杀了他们吧。」

  「お嬢、こいつらおかしいぜ。俺を見て怯えねえ。早いとこ殺っちまいましょう」

  

  「……啊。」

  「……あ」

  

  「小姐？」

  「お嬢？」

  

  「啊？咦？啊，不……说得也是，等一下。」

  「あ？　えっ？　あ、いや。……そうだな。少し待て」

  

  

  我陷入混乱。这些家伙是怎么回事？我完全感受不到敌意，不仅如此，他们还对我阿谀奉承。他们用一种难以言喻、像是在讨好我的态度对待我。

  　私は混乱していた。なんなんだこいつらは。敵意が全く感じられない。それどころか媚び諂うような有様。私に対し何とも言えない、ご機嫌取りのような感じで接してくる。

  

  或许是微胖男人的发言起了头，周遭的人们也开始发出像是称赞、像是欢迎的声音。这是怎么回事？陷阱？如果是的话，这兴趣也太差劲了。

  　小太りな男が語った言葉を皮切りにか、周囲の面々も私やゾフらを誉めるような歓迎するような声を上げ始めたのだ。なんなんだこれは。罠？　にしては趣味が悪すぎる。

  

  被混乱的我制止的佐夫哼了一声，但手依然放在武器上。由于佐夫没有动作，雷可等人虽然目光凶狠，却也不敢轻举妄动。

  　混乱した私に制止されたゾフは鼻を鳴らしたが、武器に手はかけたままだった。ゾフが動かないのでレコらも目をぎらつかせつつも動けずにいた。

  

  看到这幅景象，微胖男人拍了拍手，发出感叹的声音。

  　そんな様を見た小太りな男は手を叩いて感嘆の声を上げたのだ。

  

  

  「太棒了，看来你把魔族教得很好。魔族服从像你这样惹人怜爱的小女孩，看起来有种难以言喻的扭曲美感。」

  「すばらしい。よく魔族を躾けているようだ。君のような愛らしく小さな子に魔族が従う姿は何とも言い難い歪な美しさを感じるよ」

  

  

  别说害怕，我甚至还得到称赞。

  　怯えどころかお褒めの言葉まで頂くとは。

  

  不可能，我不懂这是什么意思。

  　ありえない。意味が分からない。

  

  

  「……为什么你们面对我、面对魔族，却毫不畏惧？」

  「……なぜ私を、魔族を前に恐れを抱かない？」

  

  

  我不禁询问男人。

  　私は思わず男に聞いていた。

  

  男人笑着回答：

  　すると男は笑って答えたのだ。

  

  

  「我们没有必要害怕，已经舍弃恐惧了。多亏亚历山卓大人。因此，我们也能接纳拥有恶魔容貌的你。因为你是亚历山卓大人中意的人，对我们来说也是重要的存在。」

  「我々は恐れる必要などない。恐れは捨ててしまったよ。アレハンドロ様のおかげでね。故に我々は悪魔の相を持つ君も受け入れる。アレハンドロ様のお気に入りなのだから、我々にとっても大事な存在なんだよ」

  

  

  我知道自己的脑袋变得一团乱。这些家伙很奇怪，至少他们偏离了我在这个世界活到现在学到的常识。

  　頭の中がぐちゃぐちゃになっていくのが分かった。こいつらはおかしい。少なくとも私がこの世界で生きてきて学んだ常識を外れている。

  

  他们并不害怕像我这样的恶魔之子或魔族，看起来也不像是因为有什么对应手段而自大。他们真的不害怕，让我感觉到一种猛烈的不对劲，仿佛他们欠缺了恐惧这种感情。

  　私のような悪魔の相持つ子や魔族を恐れない。なにか対応できる手段があり慢心しているわけでもなさそうだ。彼らは本当に恐れていない。まるで恐れという感情そのものが欠落しているような、猛烈な違和感を感じさせたのだ。

  

  ……不好，别被牵着鼻子走了，快回想起工作。我得找出亚历山大。

  　……いかん。飲まれるな。仕事を思い出せ。

  

  

  「……亚历山大现在在哪里？」

  「……アレハンドロは今どこに？」

  

  「大概是在上面的庭园吧……时间也差不多了。」

  「おそらくこの上の庭園じゃないかな。……そろそろのはずだし」

  

  

  庭园，亚历山大就在再上去一点的地方。

  　庭園。もう少し上にある場所にアレハンドロは居る。

  

  虽然意外获得情报是件好事，但我还是无法释怀。亚历山大的最爱……恶魔之相。

  　思わぬ形で情報が手に入った。居所が分かったのは大きいが、腑に落ちなさが残る。アレハンドロのお気に入り……悪魔の相がか。

  

  如果那就是丽蔻口中的恶魔，那么这些家伙是不是误以为我就是恶魔？

  　それが、レコの言う悪魔の事なのであれば。こいつらは私がそれだと誤解しているのだろうか。

  

  

  ……算了。

  　……まあいい。

  

  在情况变得更混乱之前快点结束吧。这些家伙疯了，肯定是派对玩过头而陷入幻觉状态，大概是集体服用了什么可疑的药物吧。要不然人类哪会对我露出笑容。

  　これ以上混乱する前に終わらせてしまおう。こいつらは狂ってる。パーティのやりすぎでトリップしているに違いない。怪しい薬を集団で服用しているのだろう。でなければ人間が私に笑顔など見せるものか。

  

  我用力甩头，试图平复混乱的思绪。狂乱之宴结束了，他们把我误认为什么，而我受邀进入这里就是他们气数已尽的证明。

  　私はふるふると首を振り混乱を鎮める。狂乱の宴はおしまいだ。なにと勘違いしているのか私を招き入れたのが運の尽き。

  

  你说不害怕？开什么玩笑。我来试试看你在临死之际是否还能说出同样的话。如果你笑着死去，我就相信你。

  　恐れないだと？　ふざけたことを。死の間際にも同じことが言えるか試してやる。笑って死んだら信じてやろう。

  

  

  「索夫，够了。把他们全杀……」

  「ゾフ。もういい。全員殺……」

  

  

  就在此时——

  　と。

  

  我正要对看似已忍耐到极限的魔族们下令的瞬间。

  　私がもはや我慢の限界と見えた魔族達に命令を下そうとした刹那。

  

  一阵澄澈的嗓音响起。

  　透き通るような声が響いた。

  

  

  

  「……歌声？」

  「……歌？」

  

  「这是什么？声音从哪里传来的？」

  「なんだこりゃ、どこから聞こえてきやがる」

  

  

  歌声在我们所在之处响起，却不知是从何处传来的。

  　歌声は私たちのいる場所に響いているが、どこから響いているかはわからない。

  

  感觉就像声音从整座城堡传出，相当不可思议。是这栋构造特殊的建筑物发出的吗？

  　まるで城全体から声が響いているような不思議な感覚だ。この特殊な構造の建物が声を響かせているのか。

  

  

  「小姐，您看那个。」

  「お嬢、あれを」

  

  「这是……怎么回事……」

  「どういう、ことだ……」

  

  

  听到索夫的呼唤，我回过神一看，只见刚才还沉浸在狂宴中的大厅贵族们，宛如按下视频的暂停键般，所有人都直立不动。吵杂的对话声如今也已止歇，音乐也停止了。在只有歌声回荡的空间中，没有任何人开口，也没有人移动。这幅光景相当诡异。

  　ゾフに呼ばれはっとして見てみれば、先ほどまで狂宴を醸していた広間の貴族共がまるでビデオの一時停止ボタンでも押したかのように全員直立不動で居たのだ。うるさい程の会話も今やなく、音楽も鳴りやみ。歌だけが響く中誰一人として口を開こうとも、動いても居ない。異様な光景だった。

  

  

  「克莱儿大人。」

  「ココット様」

  

  

  原本在走廊上戒备的托泽尔回来了。看来有几名巡逻的士兵来到走廊，差点与他发生战斗，但士兵们突然停下脚步。

  　廊下を警戒していたはずのツォーネが戻って来る。どうやら廊下で何人か警邏がやって来て戦闘になりかけたが、突然足を止めてしまっていたらしい。

  

  

  「我先将毫无抵抗的他们全杀了，但我觉得有点奇怪，所以就回来了。」

  「とりあえず無抵抗のまま全員殺しましたが、何かおかしいと思ったのでこちらに」

  

  「这边也如你所见。」

  「こっちも見ての通りだ」

  

  

  我用下巴比向刚才还向我搭话的微胖男子。他现在完全不打算行动。

  　私が顎で指すのは先ほどまで私に話しかけてきていた小太りな男だ。今は全く動こうとしていない。

  

  自从这首歌开始响起，城内的人们就全都放弃行动。虽然完全搞不懂原因，但既然连警卫都因为托松的话停下脚步，应该会比较好前进才对。

  　この歌が響き始めてから城内の人間どもがそろって行動を辞めた。まるで意味が分からんが、ツォーネの話で警備の足すら止まったのならば先に進みやすい筈だ。

  

  不过，我突然看向负责带路的雷克，发现他脸色苍白。被俘虏的魔族们也一样。而且，他们还跟其他人一样完全不打算行动。这是怎么回事？

  　しかし。ふと案内役のレコを見やれば顔面蒼白で居た。捕囚の魔族達も同様だ。挙句、他の人間と同じように全く動こうとしていないではないか。

  

  

  「喂，怎么了？你在做什么？要走咯。」

  「おい、どうした。なにをしている。行くぞ」

  

  「现、现在……不行……」

  「い、今は……ダメだ……」

  

  

  雷克用细如蚊鸣的微弱声音回答。不行什么？但雷克的样子非比寻常，甚至流下冷汗，似乎在害怕什么。他声音也很小，只有眼球忙碌地看向周围，屏住气息。

  　レコは蚊の鳴くようなか細いささやき声で返事を寄越した。何がダメなのか。しかし尋常ではない様子のレコは脂汗すら垂らしている。何かに怯えているようだった。声も小さく、眼球だけを忙しく周囲に向けながら、息を殺すようにしている。

  

  

  「到了紧要关头才害怕吗？这样还算是高傲的魔族吗？」

  「土壇場で怖じ気づいたのか？　それでも誇り高き魔族か」

  

  「不、不行……这首歌响起的期间，任何人都不能发出声音……」

  「だ、ダメなんだ……この歌が響く間は誰も物音を立てちゃいけない……」

  

  

  雷克用食指抵住嘴巴，做出「安静」的手势，同时说道。

  　レコは人差し指を口に当て静かに、というジェスチャーをしつつ言う。

  

  我不懂他的意思。

  　意味が分からん。

  

  

  这时——

  　と。

  

  

  「那个魔族说得没错。不可以打扰她的歌……不可以……」

  「その魔族の言う通りだ。彼女の歌を邪魔してはいけない……いけないよ……」

  

  

  我转头看向突然从背后传来低语声的方向，只见停止动作的微胖男人压低声音对我说道。

  　突然背後から聞こえたささやき声に振り向けば、動きを止めていた小太りな男が押し殺した声で私に言っていた。

  

  他的目光对着我，说完后又陷入沉默。

  　目は私に向けていて、言うことを言ったとばかりにまた押し黙る。

  

  奇怪，太奇怪了。歌声依然回荡着，是音色清澈的美丽歌声。然而与现在的状况相辅相成，显得非常诡异。

  　おかしい。おかしすぎるぞ。歌は未だ響き続けている。澄んだ声色の美しい歌だ。だが今は状況と相まってひどく不気味だ。

  

  先不论人类的异常，那些雷寇是怎么回事？刚才还气势汹汹的魔族在害怕什么？

  　第一人間達の異常はともかくレコらはなんだ。あれだけ息巻いていた魔族が何に怯えている。

  

  现场似乎只有我、佐夫、托涅和魔剑士不了解状况。

  　この場で状況を理解していないのは私とゾフ、ツォーネと魔剣士だけのようだった。

  

  

  「现在是开玩笑的时候吗！别管了，快点行动！」

  「ふざけている場合か！　いいから早く動け！」

  

  

  我大喊。雷寇们有所反应，瞪大双眼。别这样、住手、安静——我无视他们的眼神，举起手命令佐夫、托涅和魔剑士们，要他们杀掉在场的所有人类。

  　私は叫ぶ。反応してレコ達が目を見開いた。そしてよせ、やめろ、静かにという目の訴えを無視して私はゾフやツォーネ、魔剣士達に命じようと手を上げる。この場の人間を皆殺しにしろと。

  

  就在魔剑士们发出金属摩擦声，拔剑的瞬间。

  　そして魔剣士達が金属の擦れる音をあげて剣を抜き放った瞬間。

  

  

  

  

  ——一名魔剑士的头颅飞舞在空中。

  　――――魔剣士の一人の首が宙を舞った。

  

  

  

 
  ＃６１　白い襲撃者

  ＃61　白色的袭击者

  　

  

  

  魔剑士的头颅随着清脆声响飞向空中。

  　乾いた音と共に宙を舞った魔剣士の首。

  

  暗淡的眼窝似乎浮现惊讶之色，失去头颅的骷髅身体仿佛分解般，一边旋转一边滚落地面，然后崩解散落。

  　暗い眼孔は驚きの色を浮かべているようで、きりもみ回転をしながら床に落着し転がると、首を失った骨の体が解けるようにバラバラと崩れ落ちた。

  

  

  「……啊？」

  「……は？」

  

  

  我发出呆愣的声音。就在那一刹那，这次换成女魔族发出惨叫，胸口喷出鲜血倒下。

  　私は呆けた声を上げた。その刹那にである。立て続けに今度は悲鳴を上げた女魔族が胸から鮮血を噴き出し倒れた。

  

  发生什么事了？不，根本不用想。

  　何が起こった。いや、考えるまでもない。

  

  

  「有敌人！」

  「敵だッ！」

  

  

  佐夫大叫着拿起斧头。其他魔剑士和托泽也慌忙摆出战斗架式。然而，魔剑士们拔剑的瞬间，他们的头颅和手臂接连被砍断，仿佛敌人算准了时机。看不见敌人的身影。

  　ゾフが叫んで斧を手に取る。慌てて他の魔剣士達やツォーネも戦闘態勢をとる。しかし魔剣士達が剣を抜くその瞬間を狙い澄まさんとばかりに次々とその首や腕が切り落とされていく。敵の姿が見えない。

  

  

  「混账，竟然巧妙地把我们当成肉盾！」

  「野郎、俺達を上手く壁にしてやがる！」

  

  

  佐夫大吼。魔族们因为突如其来的袭击陷入恐慌状态。

  　ゾフがわめいた。魔族たちは突然の襲撃にパニック状態だ。

  

  我也被震慑住，不过听到佐夫的声音后回过神来，尽管感到焦急，仍立刻下达指示。

  　私も気圧されていたが、ゾフの声で我に返り、すぐさま焦りつつも指示を飛ばす。

  

  

  「散开、散开！」

  「散れ、散れっ！」

  

  

  因为聚集在一起，所以被利用了。既然如此，只能散开了。我回想起这个道理，下达指示让魔族们散开。结果，成功看见敌人的身影。

  　密集しているから利用される。なら散るしかない。そう思い出した指示で魔族たちは散開する。結果として、敵の姿を拝むことはできた。

  

  白发、红眼、晶莹剔透的白皙肌肤，以及被敌人鲜血染红的白色朴素服装。这名年龄比我大上几岁的少年，正用冰冷的眼神看着刚才被他砍死的魔族。

  　白い髪。赤い目。透き通るような白い肌に、返り血で彩られた白地の簡素な服を着て。私よりいくらか大きい程度の年齢の少年が、冷たい瞳で今しがた斬り殺したであろう魔族に目を落としていた。

  

  他手里握着一把小刀。从他能轻易砍断魔剑士的骨头来看，那应该是把名刀，又或者是因为使用者的技术。

  　その手に握られるのはナイフ。魔剣士の骨格を容易く裂いたところを見れば業物か、使い手の技術か。

  

  不管怎么说，袭击者是人类。是名拥有恶魔容貌的少年。

  　なんにせよ、襲撃者は人間。悪魔の相を持つ、少年だったのだ。

  

  

  「这家伙就是恶魔……！」

  「こいつが悪魔……！」

  

  

  佐夫展开行动。他蹬地冲出，穿过魔剑士之间，朝少年疾驰而去，接着高举大斧，一口气挥下。

  　ゾフが動く。地を蹴り魔剣士たちの合間を縫って少年へ疾駆すると大斧を上段に構え一挙に振り下ろした。

  

  这一击的威力惊人，宛如大理石的地板被劈成碎片，扬起漫天尘埃。一般来说，这一击应该会将敌人从头顶到胯下劈成两半，但佐夫却因为没有砍到敌人而立刻露出苦涩的表情，发出低吟。

  　その威力はすさまじく、大理石のような床が砕け粉塵が舞う。普通であれば脳天から股下までを両断される一撃。しかしゾフは手ごたえのなさにすぐさま苦い顔で唸った。

  

  

  「动作很敏捷嘛！」

  「すばしっこいじゃねェか！」

  

  

  佐夫立刻抬头向上看。我也跟着抬头一看，只见少年躲过佐夫的一击，跳着逃走了。他的跳跃力惊人，身手似乎非比寻常。

  　ゾフはすぐ上を見やる。私もつられて見れば少年はゾフの一撃を躱し飛んで逃げていた。凄まじい跳躍力。身軽さは並ではないようだ。

  

  然而，逃到空中应该是他的失策。没有翅膀的人类一旦飞上天，就只能坠落。佐夫将斧头举到下段，等待着坠落的少年。

  　しかし空中に逃げたのは失策だろう。翼持たぬ者が飛べば、後は落ちるだけ。ゾフは斧を下段に構えて落ちてくる少年を待ち受けた。

  

  

  然而，少年缓缓地掷出小刀。仔细一看，发光的线条在空中划出轨迹，小刀上似乎绑着类似细线的物体。小刀勾住大厅的吊灯，少年只是轻轻拉动手臂，便翻转身体。佐夫的斧头无法捕捉到在空中改变轨道的少年。

  　しかし、少年はおもむろにナイフを投擲する。よく見れば光る筋が軌跡に煌く。細いワイヤーのようなものが括ってあるらしい。ナイフは広間のシャンデリアに引っ掛かると、少年が軽く腕を引いただけでその身を翻らせた。空中で軌道を変えた少年をゾフの斧は捕えられない。

  

  完全被趁虚而入的佐夫，让少年在劈落的斧头缝隙间，从背后着地。

  　完全に虚を突かれた形となったゾフは降りぬいた斧の隙の間に、背中側に少年の着地を許す。

  

  同时，佐夫发出呻吟。

  　同時に、ゾフが唸る。

  

  仔细一看，他的背上有一道红色的纵线。他似乎在着地的同时被划伤了背部。

  　見れば背中に赤い縦筋。着地と同時に背中を裂かれたらしい。

  

  

  「佐夫！」

  「ゾフ！」

  

  「啧……只是皮肤被划伤而已！没什么大不了的！」

  「チッ……皮膚を斬られただけでさ！　なんともねえですぜ！」

  

  

  多亏了厚实的表皮和肌肉，佐夫似乎没有受到致命伤，他大声地回答我。

  　厚い表皮と筋肉のおかげで致命傷には至らなかったか、ゾフは声を張り上げて私に返事を帰す。

  

  少年划伤佐夫的背部后，轻盈地跳了两步，站在正好散开的我们中央。

  　少年はゾフの背中を裂いた後2歩ほどひょいと飛び、ちょうど散開した私たちの中央に立つ。

  

  

  把佐夫玩弄于股掌之间的少年，真的是人类吗？

  　ゾフを手玉に取ったこの少年。本当に人間なのか。

  

  

  少年以不带感情的淡漠视线警戒着，同时依序眺望了一连串攻防战后，动弹不得的我们。

  　少年は感情のない淡々とした視線で警戒しつつも一連の攻防を見せつけられ動けずにいる私たちを順繰りに眺めた。

  

  托泽涅缓缓站到掩护我的位置。我感觉到自己被盯上的话会不堪一击，于是躲到托泽涅背后。接着从托泽涅的侧腹探出头一看，只见沉默下来的少年没有动作，只是盯着我们看。

  　ツォーネはじりじりと私を庇う位置に立つ。私は自分が狙われてはひとたまりもないと感じツォーネの背に隠れる。そしてツォーネの脇腹から頭をのぞかせて見やれば、沈黙を取り戻した場において少年は動こうとせず、ただただ私たちを眺めていた。

  

  

  （他在做什么……？）

  （何をしている……？）

  

  

  没有袭击过来的迹象。魔族们依然以警戒的眼神看着他，但少年的态度骤变，他们似乎不得不维持警戒状态。开场时被干掉好几只，似乎让他们受到冲击。

  　襲ってくる気配がない。魔族たちは未だ警戒の眼差しでいるが、一転した少年の様子に構えたまま制止を余儀なくされている様子だ。開幕に数体やられたのが衝撃だったらしい。

  

  平常魔族不会警戒区区一个人类，但他们也不是笨蛋。包括索夫在内，魔剑士们也把他视为明确的敌人，因此不敢轻举妄动。

  　普段なら人間一人に警戒する魔族ではないが、阿呆でもない。ゾフ含め、魔剣士達も明確な敵として認識しているためうかつには出ないらしい。

  

  虽然这要归功于我的教育，但就连教导他们别大意的我本身……不对，正因为是同样拥有恶魔之相的人类，我才会产生动摇，他们做得很好。

  　私の教育の賜物ではあるが、油断するなと教えた私自身ですら……いや、同じ悪魔の相を持つ人間である私だからこそ動揺してしまっているというのに、よくやってくれている。

  

  而且现状肯定对我们不利。那个少年的本领非同小可，应该谨慎行动。我立刻准备命令索夫他们移动。

  　そして現状はきっと我々の不利。あの少年の芸当は並ではない。慢心せずに動くべきだ。私はすぐさまゾフらに移動するよう命令を下そうとした。

  

  然而——

  　だが。

  

  

  「咕……嘎……啊啊啊啊啊！！！」

  「ぐ……が……あぁあああ！！！」

  

  

  突然间，雷可大吼。少年的眼睛转动，捕捉到雷可。

  　唐突にレコが吠えた。少年の目がぎゅるりと動いてレコを捉える。

  

  雷可举起爪子，发出吼叫。

  　レコは爪を構え、雄叫びを上げた。

  

  

  「嘎啊啊啊！同胞的仇人就在眼前，我怎么可能会害怕啊啊啊！」

  「があああッ！　同胞の仇を前に、怖じ気づいてなるかよおおおッ！！」

  

  

  然后他摆出前屈姿势，少年也配合他迅速举起小刀。大概是配合雷可的呐喊，原本一直很害怕的魔族俘虏们眼中也燃起战意的火焰。

  　そして前屈姿勢で構える。合わせて少年もナイフをすっと構えた。レコの雄叫びに合わせてか、怯える一方だった捕囚の魔族達もその眼に戦意の炎を灯す。

  

  

  「狼人不会退缩！这次一定要把你大卸八块，可恶的恶魔啊啊！」

  「ウェアウルフは退かねえッ！　今度こそ八つ裂きにしてやるぞ悪魔めがああッ」

  

  

  雷可蹬地冲出，他先发制人了。

  　レコが地を蹴った。先走ったのだ。

  

  

  「唔……真是没耐性。」

  「っ……堪え性のないッ」

  

  

  对雷可来说，那个少年就是同伴的仇人吧。虽然有点难以置信，但看到他刚才的身手，我也能理解了。

  　レコにとってはあの少年が仲間の仇、という事なのだろう。にわかに信じがたかったがあの立ち回りを見せつけられれば納得もする。

  

  不过，这是两码子事。不管面对什么样的仇人，要是让命令系统化为乌有，就会对全体造成影响。再说，我们不是约好了吗！他竟然擅自行动……全都泡汤了！俘虏们也变得很有干劲。

  　だがそれとこれとは話が別だ。いかな仇を前にしたとて、命令系統を台無しにされてはツケが全体に及ぶことになる。大体約束しただろうが！　勝手に先走って……全部パアだ！　捕囚どももやる気になってしまっている。

  

  现在和那个少年战斗并非上策，我的脑中响起警报。那个少年很强，应该说他很会战斗，战斗力不像赛昆那么强大。他看起来就像是只专精于杀戮。简直就像暗杀者。因此，在室内这种人多的地方，对方比较有利。

  　あの少年と今戦うのは得策ではないと私の頭の中で警鐘が鳴っていた。あの少年は強い、というよりは巧いのだ。セグンのような戦闘力ではない。あれはただ殺す事にだけ特化したようにすら見えた。さながら暗殺者か。故にこう屋内で人や物も多い中では向こうに分がある。

  

  不过，如果真是这样，那在进入正面对决时，少年就已经输了。尽管我对雷可的冲动行为感到不悦，但若这样就能解决他，那倒也无妨。我命令索夫退下，让他和托泽一同保护我，同时用目光追逐少年。

  　だが、そうであれば真っ向勝負に持ち込まれた時点で少年の負けだろう。レコの先走りには顔を顰めるが、それで仕留められるのならいい。私はゾフを下がらせ、ツォーネと共に私を守らせながら少年を目で追った。

  

  这时……

  　そこで……。

  

  我和少年对上了眼。

  　少年と目があった。

  

  

  「……白发。红眼。」

  「……しろい、かみ。あかい、め」

  

  「！？」

  「っ！？」

  

  

  少年明显将注意力放在我身上，我倒抽了一口气。几乎与此同时，雷可再度发出咆哮。

  　明らかに少年から意識を向けられて私は息を呑んだ。それとほぼ同時に、レコが再び吠えた。

  

  它以肉眼无法捕捉的速度逼近少年，挥爪攻击。少年用小刀挡下攻击，顺势化解攻势。雷可再度攻击。化解。少年虽然无法挡下对速度有自信的狼人的攻击，却能确实地化解攻势。雷可双眼充血，反复攻击少年，却因为没有手感而显得焦躁。

  　目にもとまらぬ速さで少年に肉薄。爪による攻撃を見舞う。少年はナイフでそれを受け、流す。レコは再び攻撃。流す。速さに自負あるウェアウルフの攻撃を、受け止められないながらも的確にいなしていく少年。レコは目を血走らせながら少年に攻撃を繰り返すが手ごたえのなさに焦りが見られる。

  

  魔族们逐渐大举支援雷可，但少年抓住一瞬间的空隙，踢向雷可的腹部，跳了起来，消失无踪。

  　次第に魔族たちが大挙してレコの加勢に向かうが、少年は一瞬の隙をついてレコの腹を蹴る様にして飛ぶと、姿を消した。

  

  

  「……跑哪去了！」

  「っ……どこいきやがった！」

  

  

  少年不见踪影。不过，我知道。就像刚才那名少年利用身体的影子，持续占据我们的死角，这次他则是拿周围的人类当盾牌躲了起来。

  　少年の姿はない。が、私にはわかった。先ほどあの少年が我らの密集時に体の影を利用して死角を取り続けていたように、今度は周囲の人間どもを盾に隠れたのだ。

  

  或许机器人们也察觉到这点，它们近乎疯狂地袭击周围尚未动弹的人类。

  　レコ達もそれに気づいたか、半ば狂ったように周囲で未だ動かない人間どもに襲い掛かった。

  

  在歌声依然回荡的广场上，它们见人就撕裂、扔出去，鲜血染红了广场。好几个人已经被撕裂成碎片，却依然动也不动，那副模样让我甚至感到作呕。

  　未だに歌が響く中、手当たり次第に千切っては投げ、鮮血で広場を染め上げる。何人もが既にバラバラに引き裂かれて尚、動こうとしない人間たちの姿に私は吐き気すら覚えた。

  

  

  「在哪里！我要把这里的人全部杀光，找出那家伙！」

  「どこだ！　この場の連中を皆殺して探してやるぞ！」

  

  

  机器人们大肆破坏。它们化为野兽，失去理性，不断屠杀不动的人类。

  　レコ達は暴れていた。もはや理性を感じられない程に獣と化して動かない人間たちを殺戮していく。

  

  然后，我注意到飞溅的鲜血与手脚，比起视野，更让我的意识容易涣散。

  　そして舞う血しぶきや手足で、より視界というよりも意識が散りやすくなっていることに気づいた。

  

  

  「机器人们，住手！就算这么做，也只是正中那家伙的下怀！」

  「レコ、やめろ！　そんな事をしても奴の思うつぼだぞ！」

  

  「少啰嗦！事到如今，只能杀了那家伙！既然被发现就逃不掉，只能动手了！」

  「うるせえ！　こうなっちまったら奴を殺すしかねえ！　見つかったからには逃げられないんだ、やるしかねえんだよ！」

  

  

  它们完全不听我的话。

  　まるで聞く耳を持たない。

  

  

  「一群疯狗……！」

  「狂犬が……！」

  

  

  约定呢？它们应该答应过会听从我的指示。我不仅带它们过来，还让它们带着俘虏，它们却恩将仇报，失控暴动。一切不都化为泡影了吗！没有纳入麾下的魔族竟然这么难使唤……！

  　約束はどうした。私の指示は聞く約束の筈だ。連れてきてやった上に捕囚まで連れ立たせてやったのに、恩を忘れて暴走とは。全部水の泡じゃないか！　配下にない魔族がこれほど扱いにくいとは……！

  

  不，说这种话也无济于事。这样会对作战造成阻碍。既然如此，就快点舍弃吧。在事情变得无法挽回之前，就这么办吧。

  　いや、そんな事を言っても仕方がない。これでは作戦に支障が出る。ならば、さっさと切り捨てよう。そうしよう。取り返しがつかなくなる前に。

  

  

  「索夫、卓涅！要移动了！走吧！」

  「ゾフ、ツォーネ！　移動する！　いくぞ！」

  

  「那条笨狗要怎么办？」

  「あのバカイヌはどうするんですの？」

  

  「别管他！我不想被发疯的狗咬！趁那个暗杀者和狗群玩耍的时候，我们去解决亚历山大！」

  「放っておけ！　錯乱した犬に噛まれる気はない！　あの暗殺者が犬どもと遊んでいるうちにアレハンドロを仕留めに行く！」

  

  「你要对这些家伙见死不救吗？」

  「こいつらは見殺しにするってんで？」

  

  「我才不管！忘恩负义又违背约定的寻死鬼，就让他自己去死吧！」

  「私の知ったことじゃない！　恩を忘れ私との約束を違えた死にたがりなどは勝手に死なせてやればいい！」

  

  

  索夫似乎很在意雷可和俘虏魔族，不过他们确实违背了与我的约定，因此索夫眯起眼睛，但还是听从了我的指示。索夫也拜托我带俘虏过来。他以最糟糕的形式偿还了人情，我现在心情非常不好。索夫似乎也察觉到了，立刻转换了心情。他走在前面，用大斧扫开门前的人群，开出一条路。

  　レコや捕囚魔族が気になる様子のゾフであったが、事実として私との約束を破った連中ではあるためか目を細めながらも私に従った。ゾフも捕囚を連れてくるよう私に頼んだ口だ。あの貸しを最悪の形で返されて私は今すこぶる機嫌が悪い。ゾフもそれは察していたようで、すぐに切り替えたらしい。先行しドア前の人間たちを大斧で薙ぎ払い道を作っている。

  

  要是被那个少年袭击，我根本不堪一击。趁雷可压制住他时，快点到外面……

  　あの少年に襲われれば私はひとたまりもない。レコが押さえているうちに早く外へ……。

  

  

  索夫踹破大厅的门，来到走廊确认周遭。我也看到倒地的警备兵，那应该就是遭到托泽他们杀害的士兵吧。不管怎样，歌声依然回荡着。既然人类无法动弹，要移动应该很容易。只要来到没有地方可以躲藏的走廊，那个少年应该也能应付。

  　ゾフが広間のドアを蹴破り、廊下へ出て周囲を確認。倒れた警邏が私にも見えたが、あれがツォーネ達が殺した連中だろう。なんにせよ未だ歌は響いている。人間が動かないのであれば移動は容易のはず。隠れる場所のない廊下にさえ出てしまえばあの少年も対処できるだろう。

  

  就在我这么想，踏出一步的瞬间。

  　そう、考えて一歩踏み出した瞬間。

  

  

  那个少年出现在我眼前。

  　私の目の前に、あの少年が現れた。

  

  我惊讶到发不出声音。原本应该在和雷克玩耍的少年，不知何时出现在我和托泽之间。

  　私は驚きのあまり声も出なかった。レコと遊んでいたはずの少年はいつの間にやら私とツォーネの間に割って入る様にして出現した。

  

  雷克呢？俘虏们呢？他们在做什么？

  　レコは。捕囚どもは。何をしているのか。

  

  我为了确认这一点而想回头，却在和少年四目相交后无法移开视线。

  　それを確かめる為に振り向きたかったが、少年と目が合ったまま視線を外せなかった。

  

  

  「混账！给我离克莱儿大人远一点————」

  「野郎てめぇ！　ココット様から離れやが――――」

  

  

  托泽激动地大吼，领悟到在紧贴的距离下无法挥舞长枪，便打算用空着的手抓住少年……但他的腹部遭到猛烈踢击，整个人飞了出去。被踢飞的托泽朝索夫飞去，索夫用瘦弱的身躯接住他。索夫支撑着托泽，托泽则按着腹部不断咳嗽。

  　ツォーネが激昂し叫んで、密着距離で槍が振るえないことを悟り空いた腕で少年につかみかかろうとして……その腹に痛烈な蹴りを受けて吹き飛んだ。蹴り飛ばされたツォーネはゾフ目掛けて飛び、ゾフはからがらその躯体を受け止めた。ツォーネはゾフに支えられながら腹部を抑えて咳き込んでいる。

  

  居然能踢飞魔族，甚至造成伤害。这家伙真的是人类吗？

  　魔族を蹴り飛ばすなど。ましてダメージまで。ますますもってコイツは人間なのか？

  

  我脑中浮现这个疑问，但状况糟到极点。没有护卫，与少年面对面，距离近到能感受到他的呼吸。白色衣服与头发被回溅的血染红的恶魔，俯视着我。

  　そんな疑問を浮かべた私であったが、状況は最悪。護衛もおらず、少年と息がかかるほどの距離で向かい合っている。白い服や髪を返り血で赤く染め上げた悪魔が、私を見下ろしていたのだ。

  

  心脏扑通扑通狂跳，呼吸急促。汗水流下额头，脖子感受到某种冰冷的东西。

  　心臓がばくばくと脈打つ。呼吸が早まる。額を汗が流れ落ち、首筋に何か冷ややかなものを感じた。

  

  这时，少年缓缓开口。

  　と、少年がおもむろに口を開いた。

  

  

  「你是谁？」

  「きみは、だれ？」

  

  「什……唔……」

  「なっ……くふ……」

  

  

  我来不及回答这句话，思考这句话的意思。

  　その言葉に返す間も、意味を考える間もなく。

  

  腹部就受到沉重的冲击。

  　私は腹部に鈍い衝撃を受けた。

  

  

  我记得的，是某种涌上喉头的不快感。托雷、索夫的声音。雷可的呐喊。

  　覚えているのは、喉元にせり上がる何かの不快感。ツォーネやゾフの声。レコの雄叫び。

  

  我听着呼唤我的声音，以及仍在回荡的歌声……在敌阵失去意识。

  　私を呼んでいる気がした声と、未だ響く歌声を聴きながら、私は……敵地で意識を失った。

  

  

  

  

 
  ＃６２　魔姫囚人

  ＃62　魔姬囚人

  　

  

  

  「嗯……」

  「ん……」

  

  

  我发出声音，缓缓睁开眼皮。模糊的视野中映出白色的天花板。

  　漏れた声。ゆっくりと瞼を開ける。ぼやけた視界に白い天井が映る。

  

  我摸了摸仰躺的身体。没有伤口，四肢健全。

  　仰向けに倒れているらしい体をぺたぺたと触る。傷は、ない。五体満足。

  

  

  「我还活着……」

  「生きている……」

  

  

  看来我似乎昏过去了，幸好还活着。

  　どうやら気を失っていたらしいが、幸いなことに命はまだあるらしい。

  

  这时，腹部传来的痛楚让我皱起眉头。

  　と、腹に走る痛みに顔を顰める。

  

  发生什么事了？对了，突然闪躲唱片出现在眼前的少年，往我的腹部打了一拳，我就昏倒了。

  　何があったのだったか。そうだ、突然レコを躱して目の前に現れた少年に、腹部に一撃貰って昏倒したのだ。

  

  在那之后发生了什么事？索夫呢？托泽呢？

  　あの後何があった？　ゾフは？　ツォーネはどうなった？

  

  

  「你醒了吗？」

  「目が覚めたかい」

  

  「……！？」

  「っ……！？」

  

  

  我正要起身寻找索夫等人的身影，突然有人向我搭话，吓得我肩膀一震。

  　ゾフらの姿を探そうと身を起しかけた矢先唐突にかけられた声に私は肩をびくりと震わせた。

  

  我战战兢兢地望向声音传来的方向。

  　そして恐る恐る声の方へ視線を持っていく。

  

  眼前是一名身穿白色西装，金发且五官端正的男子，他看着我笑了。

  　そこには、白いスーツに身を包んだ、金髪で端正な顔立ちの男が居り、私を見て笑っていたのだ。

  

  

  「我好像吓到你了。」

  「驚かせてしまったようだね」

  

  

  男子坐在椅子上，拿起放在桌上的红茶杯，露出柔和的笑容说道。什么？他是谁？

  　椅子に座りテーブルに用意されている紅茶のカップを手に、男は柔和な笑みを浮かべてそう言った。なんだ。誰だ。

  

  我带着警戒心环顾四周。白色的房间。路易卡拉的城堡。架子上摆着各种各样的茶杯和瓶子，看起来像个人的房间。

  　私は警戒心をあらわにしながら周囲を見渡した。白い部屋。ルイカーナの城。棚には様々なカップやボトルが立ち並び、私室といった趣。

  

  我坐起身子，发现自己躺在软绵绵的床上。这时我才发现，上衣和帽子都不见了。不知不觉间被脱掉了。不，是被强迫换掉的？

  　そして私が身を起こした場所はふわふわとしたベッドの上だった。と、ここで気づいた。上着がない。帽子もだ。いつの間にか脱いでいる。いや、着替えさせられた？

  

  我现在身上穿着白色的连身裙洋装，连内衣都被仔细地换掉了。糟透了。

  　今の私の恰好は白いドレスワンピース。丁寧に下着まで取り換えられている。最悪だ。

  

  我在床上瞪着男人。

  　ベッドの上で私は男を睨んだ。

  

  

  「……你就是亚历杭德罗吗？」

  「……お前がアレハンドロか」

  

  「是啊，没错。小公主殿下。」

  「ああ、そうだよ。小さなお姫様」

  

  

  我皱起眉头，瞪着男人……亚历杭德罗。

  　眉根を寄せて男……アレハンドロを睨む。

  

  他是露伊卡娜实质上的掌权者，也是我们这次的目标。而他，就在我眼前。

  　ルイカーナの実質的権力者であり、今回の私たちのターゲット。それが、私の目の前にいる。

  

  然后，看来我被这家伙抓住了……的样子。没有手铐之类的东西。不过，状况很不妙。

  　そして、どうやら私はこいつに捕らわれた……らしい。手枷などはない。だが、状況は不味い。

  

  亚历杭德罗只是盯着我，喝着红茶。沉默持续着。我瞄了一眼房间角落。那里有扇门。我算准亚历杭德罗将茶杯凑到嘴边的瞬间，一口气从床上跳下来，冲向门边。

  　アレハンドロはまじまじと私を眺めながら紅茶を飲むのみ。沈黙が続く。ちらりと部屋の隅を見る。ドアがある。私はアレハンドロがカップに口を付けた瞬間を見計らって一気にベッドから飛び降りてドアへと走った。

  

  可是。

  　しかし。

  

  

  就在离门还差一点的地方，我的肩膀被抓住了。

  　ドアまであとすこしといった所で私は肩を掴まれた。

  

  我吓了一跳，回头一看，那个少年就站在那里。他刚才在哪里？我刚才环顾房间时，他应该不在才对。

  　びくっとして振り返るとそこにはあの少年が立っていた。どこにいたんだ。さっき部屋を見渡した時は居なかったはず。

  

  少年依旧用无法判读感情的眼神看着我，同时抓住我的肩膀。我本来想甩开他，但变成这样，一个不小心可能会被杀掉。要逃走……应该不可能吧。

  　少年は相変わらず感情の読めない瞳で私を見ながら、私の肩を掴んでいる。振り払おうかと考えたが、こうなっては下手をすれば殺されかねない。脱出は……無理か。

  

  

  「不可以随便逃走。」

  「かってににげちゃだめだ」

  

  

  少年开口说道。我决定乖乖听话，放松抓住我肩膀的力道。少年似乎察觉到我的想法，也放开了我的肩膀。

  　少年が口を開く。私はおとなしく従う事とし、掴まれた肩に入れていた力を抜いた。それが分かったか、少年も肩から手を離した。

  

  至少他似乎不会马上杀掉我。比起最糟糕的情况，这个状况似乎好一点。

  　少なくとも、直ぐに殺されるというわけではないらしいな。最悪よりかは多少はマシな状況らしい。

  

  少年拉着我的手，有点粗暴地把我放回床上。被抓住的手有点痛，我坐在床边，搓揉着手臂，用怨恨的眼神看着少年，但少年却毫不在意。

  　私は少年に腕を引かれ、少し乱暴にベッドの上に戻された。掴まれていた腕が少し痛かったので、ベッドの淵に座りながら腕をさすり、恨みの視線を少年に向ける。しかし少年はどこ吹く風だった。

  

  

  「辛苦你了，希亚。」

  「ご苦労だったね、シア」

  

  

  亚历杭德罗拍拍手，站了起来。希亚……应该是少年的名字吧。希亚让路给往这边走过来的亚历杭德罗，再次沉默不语。

  　アレハンドロがぱんぱんと手を叩きながら立ち上がった。シア……というのが少年の名前なのだろう。シアは此方に歩み寄ってきたアレハンドロに道を譲る様に退き、また沈黙した。

  

  

  「好了，可以告诉我你的事情吗？」

  「さて、君の事を教えてもらえるかな」

  

  

  对于亚历杭德罗的问题，我用沉默的瞪视回应。亚历杭德罗叹着气，摇了摇头，笑了出来。

  　アレハンドロの問いに、私は無言の睨みで返す。アレハンドロはため息をつきながら首を振り、笑った。

  

  

  「真是个强势的孩子，明明还小却很坚强，不愧是率领魔族的人。虽然不知道明明是人类，你是怎么操纵魔族的，不过攻陷欧达纳和弗利克德拉的也是你吧？」

  「強気な子だ。小さいのに気丈だね。流石は魔族を率いただけはある。人間なのにどうやって魔族を操っているかは知らないが、アウタナとフリクテラを落としたのも君なんだろう？」

  

  「……你为何这么想？」

  「……何故そう思う」

  

  「不是吗？来到城外的魔族，那些是你的同伴吧？」

  「違うのかい？　外に来ている魔族軍。あれ、君の仲間だろう？」

  

  

  他指的是四重奏吧，他们似乎正确地完成任务了。不过，既然知道，为什么这座城没有警备呢？

  　クォートラ達の事か。彼らは正しく役目を全うしているらしい。しかし認識していながら猶更なぜこの城に警備がいないのか。

  

  如果把警备全都交给希雅一个人，那可真是大意。不过，事实上我被抓住了……大意的人是我。不过……

  　あの、シアたった一人に全て任せているのだとしたらとんだ慢心だ。だが、事実こうして私が捕らわれた以上……迂闊は私の方であったが。

  

  

  「……跟我一起来的魔族怎么了？」

  「……私と共に来ていた魔族はどうした？」

  

  「啊啊，他们不知道逃到哪里去了。虽然有几个人被解决，不过让他们逃回去也无妨。希雅抓到你的时候我很惊讶，不过你被抓住后，他们似乎就一溜烟地逃走了。你有个好伙伴呢。」

  「ああ、彼らならどこかへ逃げてしまったよ。いくらかは仕留めたらしいが、まあ逃げ帰らせただけいいだろう。シアが君を捕えて来た時は驚いたが、君が捕まるや否や一目散に逃げたらしい。いい仲間を持ったね」

  

  

  ……原来如此，说得也是，笨手笨脚的人类没有价值吧。索夫和左涅也放弃我撤退了吗？是我规定判断失败时要立刻撤退，所以我无话可说……不过，他们没事就好。

  　……なるほど。それはそうだな。ヘタをこいてしまった人間など価値はないだろう。ゾフやツォーネも私を見限り撤退したか。失敗と判断した時はすぐに撤退する手筈としたのは私だから何も言えんが……まあ、無事ならばそれでいいか。

  

  不，比起担心他们，我更担心自己。因为他们只不过是……我的道具。

  　いや、奴らの心配より自分の心配だ。奴らは私の道具に過ぎない......のだから。

  

  而且，万一我度过这个难关后，他们却不肯听我的话……到时候，我会怎么样呢？

  　それにいざこの窮地を乗り切ったのちに、連中がまだ私のいう事を聞いてくれればいいのだが。……そうでなかった場合、私はどうなるのだろう。

  

  他们应该会拒绝我吧。他们是因为有成果才服从身为人类的我，一旦我变得无能……他们就只会把我当成可恨的人类。如果因此被杀，我无论如何都只能逃走。被他们袭击、逃跑……有点讨厌啊……

  　拒絶されるだろう。成果あってこそ人間の私に従っていた連中だ。無能となれば......ただの憎い人間に過ぎない。それで殺されるような事になれば何がなんでも逃げるしか無い。奴らから襲われ、逃げる......少し、嫌だな......。

  

  愈想愈想象出最糟糕的发展，我不禁浑身颤抖。仔细想想，这是我第一次犯下这么严重的失败。我原本以为自己彻底利用了魔族们，包括索夫、托涅，恐怕连克瓦多也是。他们应该是因为有成果才跟随我的。如果他们把我这个失败者当成普通人类看待，我可能会没命。

  　考えれば考えるほどに最悪の展開を想像して、私は身震いをした。思えば大きな失敗など初めてだ。散々利用してきたつもりでいた魔族達。ゾフやツォーネ。おそらくはクォートラも。成果あってこそ付いてきてくれていた筈。失敗した私の事を、ただの人間として扱うならば私の命はないかもしれない。

  

  好可怕。一想到犯错后的事，我便惊慌失措。

  　恐ろしい。ミスをした後の事を考え、私は酷く狼狽した。

  

  亚历杭德罗似乎察觉到我的反应，他微微一笑，又朝我踏出一步。

  　そんな様子を気取られたか、アレハンドロはにっこりと笑ってまた私に一歩踏み出してきた。

  

  

  「……住手，别靠近我。」

  「……やめろ。近づくな」

  

  「你太冷淡了吧。你是魔族军的什么人呢？身为人类，却拥有恶魔的容貌，而且还让魔族服从于你。你是魔族派来的谍报员吗？」

  「つれないじゃないか。君は魔族軍のなんだろう。人間で、悪魔の相を持つ。それでいて魔族を従える。魔族に送り込まれた諜報員かな？」

  

  

  亚历山大一边这么说，一边梳着我的头发。我感到一阵恶寒，反射性地拍掉他的手，同时往后退。

  　そう言いながらアレハンドロは私の髪を梳いた。悪寒が走り、反射的に手をはたき払いのけながら私は身を引く。

  

  

  「别碰我！我是……我是克莱儿！是魔将军！别以为你能为所欲为……！」

  「触るな！　私は……私はココット！　魔将軍だ！　好き勝手出来ると思うなよ……！」

  

  「……原来如此。不过，真是的，事到如今还说这种话也没用。」

  「……なるほど。しかしやれやれ、今更言われてもねえ」

  

  

  亚历山大一边搓揉着被我拍掉的手，一边不改脸上的笑容，这次他将我压倒在床上，整个人骑在我身上。他用强大的力量压制住我，让我无法动弹。没想到成年男性的力量竟然如此强大。

  　アレハンドロは私にはたかれた手をさすりながら笑みを崩さず、今度は私をベッドに押し倒し、組み敷いてきたのだ。強い力で抑え込まれ、自由が利かない。成人男性の力というものがここまで強いとは。

  

  一股难以言喻的恐惧袭上心头。仔细想想，我或许应该对这种事情有所警觉。因为至今从未发生过，所以我才没有意识到。我无力地躺在床上，或许我应该思考，如果是有着特殊癖好的贵族，或许会这么做。

  　えもいわれぬ恐怖に襲われた。思えばこういった事を警戒すべきだったのかもしれない。今まで全くなかったから意識できていなかった。ベッドの上に居る無力な私。特殊な趣向の貴族であればあるいは、と考えるべきだったのだ。

  

  亚历山大的手灵巧地压制住我的双手，另一只手则重新抚摸我的头发和脸颊。我挥舞着双脚挣扎，但最后还是被他骑在身上，无法抵抗。

  　アレハンドロの手が私の両腕を器用に抑え、もう片方の腕で改めて髪や頬を撫でられた。足をじたばたさせて暴れるが、ついには馬乗りにされてしまい抵抗できなくなる。

  

  

  「不……不要！住手！别碰我！」

  「や……嫌だ！　やめろ！　触るな！」

  

  「放心吧，我不会伤害你。嗯，除了恶魔般的容貌以外，你果然只是个普通的人类啊。」

  「安心したまえ。傷つけようという訳ではないよ。ふむ、やはり悪魔の相を持つ以外はただの人間か」

  

  「呜呜……」

  「ううっ」

  

  

  我反射性地闭上眼睛，亚历山大却硬是用手指撑开我的眼皮，将脸凑近，盯着我看。

  　反射的に目を閉じたところを、無理やり指で瞼を開かれ、ぐっと顔を近づけて来たアレハンドロに覗き込まれる。

  

  被男人压在身下，被夺走自由，竟然是如此可怕的事情……！但是，不管他对我做什么，我都绝对要忍耐。只要能保住性命……就等待机会……然后……！

  　男に組み敷かれて自由を奪われることがこんなに怖いなんて……！　だが、このまま何をされたとしても絶対に耐える。命さえあれば……チャンスをうかがって……それから……！

  

  我拼命地动脑，想用思考来掩盖恐惧。然而，亚历山大那双翡翠色的眼睛，却让我深陷其中。

  　恐怖心を思考で誤魔化そうと必死に考えを巡らせる。しかし私の瞳を覗き込むアレハンドロの翡翠色の瞳が惑わせる。

  

  就在我好不容易做好各种觉悟时，我突然被放开了。

  　と、なんとか色々と覚悟を決めようとしていた矢先、私は唐突に解放された。

  

  

  「嗯，我很中意你。你非常扭曲呢，我就是喜欢这种人。」

  「ふむ。気に入った。君はとても歪んでいるね。そういうのは私好みだ」

  

  

  我似乎被放开了，急忙起身，反射性地用床单裹住身体。亚历山大见状，嘻嘻笑了起来。我用不知不觉间泛着泪光的湿润双眼，瞪着他。好不甘心。被玩弄，还有真的感到害怕。都一把年纪了还掉眼泪。还有，领悟到自己敌不过他，做好了让他为所欲为的觉悟，让我好不甘心。

  　解放されたらしい私は急ぎ体を起こすとベッドシーツで反射的に体をくるんだ。それを見てクスクス笑うアレハンドロをいつの間にか涙が滲んでいて潤んだ瞳で睨んでやる。悔しい。弄ばれた事と、それに本気で恐怖したこと。いい年して涙が出た事。そして、力で敵わないと悟ってしまった自分が体を好き放題される覚悟までした事が悔しい。

  

  我绝对要杀了这家伙。

  　こいつは絶対に殺してやる。

  

  亚历杭德罗看着我，吐了一口气后，像是想到什么似地拍了一下手。

  　アレハンドロは私を眺めてふうと一息ついた後、思いついたように手を叩いた。

  

  

  「别那样瞪我嘛，继续问问题吧。我想想，那么……这到底是什么？」

  「そう睨まないでくれよ。質問の続きをしよう。そうだな。じゃあ……これは一体何だい？」

  

  

  看到亚历杭德罗说完后拿出的东西，我感觉到一股怒气涌上心头。

  　そういってアレハンドロが取り出したものを見て、私は一気に頭に血が上るのを感じた。

  

  

  「把那个还给我！不准碰雷米！」

  「それを、返せッ！　レイメに触るなあ！」

  

  

  我一把扯下床单，扑向亚历杭德罗，想要抢回他捏在手上给我看的紫红色宝珠……雷米的圣石。

  　私はベッドシーツをかなぐりすて、アレハンドロに飛び掛かる。奴がつまんで見せた赤紫の宝玉……レイメの聖石を取り戻そうと。

  

  在被强迫换衣服时，我就应该要察觉到放在口袋里的雷米圣石被抢走了。

  　服を着替えさせられた時点で真っ先に気づくべきだった。ポケットに入れておいたレイメの聖石。奪われていた。

  

  亚历杭德罗似乎对我的怒气有些惊讶，但那不重要。我啪哒啪哒地跑过去，正要抓住他的衣服……却被阻止了。

  　アレハンドロは私の剣幕に少し驚いた様子だったが、どうでもいい。ぱたぱたと駆け寄りその服に手をかけ……ようとして、阻まれた。

  

  才想说希雅一瞬间抓住了我的手臂，我的身体就轻飘飘地浮起，产生天地颠倒的错觉后，背后传来强烈的冲击，以及压迫气管的感觉。

  　一瞬私の腕をシアが掴んだと思えばそのまま私の体はふわりと浮き、天地がさかさまになったような錯覚の後、背中に強烈な衝撃と、気道の圧迫感が襲ってきた。

  

  我感觉肺里的空气瞬间被挤出，无法呼吸。我被他从背后抛出去，摔在大理石地面上。我痛得皱起眉头，拼命地想要呼吸，却吸不到空气。或许是血气冲上脑门，让我失去冷静，再加上原本就急促的呼吸，让我看起来就像被抛到山丘上的鱼。

  　一瞬肺の中の空気が絞り出された感覚となり呼吸ができなかった。背中から投げられて大理石の地面に落下した。痛みに顔を顰めながら必死にひゅうひゅうと呼吸しようとする。しかしなかなか息が吸えない。頭に血が上り冷静さを欠いていたのが乗算したか。元々荒げていた息が災いして丘に上げられた魚の如き有様だった。

  

  

  「好痛……」

  「痛い……っ」

  

  

  疼痛与痛苦让我再度落泪。这具身体的泪腺太松了，真令人不悦。

  　痛みと苦しさでまた涙が出て来た。この体は涙腺が緩すぎる。不愉快だ。

  

  我仰躺在地，站不起来，看着低头看着我的亚历山大与西亚，有如梦呓般地回说：「还给我。」

  　仰向けに倒れたまま立ち上がれず、私を見下ろしているアレハンドロとシアを見ながらうわごとのように返せ、と口にする。

  

  亚历山大见状，再次仔细端详圣石。

  　そんな私を見てアレハンドロは改めてまじまじと聖石を眺めた。

  

  

  「嗯，看来这东西对你很重要。我本来以为是魔石，但看来不是普通的魔石。算了，反正这是失去意识的你握在口袋里的东西，还给你吧。」

  「ふむ、よほど大事なものらしい。魔石かと思ったが、どうにも普通の魔石じゃないね。まあいい。気を失っていた君がポケットの中で握っていたのがコレだ。返してあげるよ」

  

  

  亚历山大蹲下，将雷米轻轻放在我的胸口上，我正为了调整急促的呼吸而上下起伏着。

  　アレハンドロは屈み込むと、未だ荒い息を整えるべく上下している私の小さな胸の上にレイメをちょんと置いた。

  

  我立刻用双手紧紧握住胸口的圣石，顺势扭动身体，缩成一团，摆出犰狳般的姿势。亚历山大见状，发出刺耳的笑声。

  　私はすぐに両手で胸の聖石をぎゅっと握ると、勢いで体を捻り、丸めてアルマジロめいた格好になる。それを見たらしいアレハンドロの笑い声が耳障りだった。

  

  

  「哎呀，真是抱歉，我无法压抑自己的好奇心。对了，你还会痛吗？我有交代希雅不可以对你太粗鲁。」

  「いや、すまないね。好奇心が押さえられなかったんだ。それからまだ痛むかい？　シアには乱暴しないよう言ってあるんだけど」

  

  

  亚历杭德罗用充满歉意的语气说道，我瞥了他一眼，看到希雅低着头，嘴里说着「对不起」。什么啊，这些家伙到底想怎样？他们到底想对我做什么？

  　すまなそうな声色でそういうものだからちらりと視線を向ければ俯いたシアが目に入った。「ごめんなさい」と謝っている。なんなんだ、なんなんだこいつらは。私をどうしたいんだ。

  

  我无法理解他们对待我的方式，也搞不清楚状况，亚历杭德罗维持着蹲下的姿势，朝我伸出手。

  　読めない私の扱いと連中の様子に混乱していると、アレハンドロは屈んだ姿勢のまま、私に手を差し伸べた。

  

  

  「站得起来吗？我还有很多话想跟你说，要不要一起喝杯红茶？」

  「立てるかい？　まだまだお話したいことがたくさんあるからね。紅茶でも一緒に飲もうじゃないか」

  

  

  

  

 
  ＃６３　命を奪う音

  ＃63　夺命之声

  　

  

  

  我照亚历杭德罗说的坐到桌前，接着就受到他的问题轰炸。

  　アレハンドロのいう通りテーブルに着いた私は、アレハンドロから質問攻めを受けた。

  

  从哪里来的？出身？年龄？喜欢的东西？目的？从无关紧要的内容到逼问真相的内容，虽然他问了各种各样的问题，但我全都无视。即使如此，亚历杭德罗依然笑咪咪地面对我。

  　どこから来た。出身。年齢。好きなもの。目的。どうでもよさげな内容から真に迫る内容まで様々な質問であったが、私はそれらすべてを無視していた。アレハンドロはそれでもにこにこと笑みを絶やさず、私に相対した。

  

  我小口啜饮着端上来的红茶，默默地把脸别开。

  　私は出された紅茶をちびちびとすすりながら、黙ってそっぽを向いていた。

  

  虽然没有和艾库罗大人开茶会时那么紧张……但也毫无乐趣可言。是一段空虚的时间。说起来，以战时状况下对待俘虏的方式来说，这实在太过草率。虽然这可能是移送首都前的质询，但还是有种不对劲的感觉。总之，亚历杭德罗的问题我根本没听进去，脑中想的是今后的事情。

  　エルクーロ様との茶会に比べれば、緊張はないが……楽しみもない。空虚な時間だった。そもそも戦時下における捕虜の扱いとして余りにも杜撰。首都に移送される前の質疑応答かもしれんが、それにしては違和感もある。ともあれアレハンドロの質問は頭に入らず、考えているのはこれからの事。

  

  也就是该怎么逃脱，以及逃脱后该如何自处。虽然只要回到魔族军就好，但不知道魔王大人会怎么说。失态被敌人抓到的将军，会被如何处置？一想起之前托兹涅受到的对待，我的手就开始颤抖。

  　つまり、どう脱出するか。そして脱出した後の身の振り方である。魔族軍に戻れればいいが、魔王様に何と言われるか。失態を冒し敵に捕らわれた将軍など、何をされるか。いつかツォーネが受けた仕打ちを思い出せば手先が震えて来た。

  

  

  「……我觉得你可以稍微透露一点。」

  「……少しは話してくれてもいいとおもうのだがね」

  

  「别让我讲那么多次。我没什么好说的。再说，你到底有什么目的？想对我做什么？」

  「何度も言わせるな。私から語る事など無い。大体、何が狙いだ。私をどうしたい」

  

  

  我向目的不明的亚历山大提出问题。如果等待也不会改变什么，那我也只能发问了。

  　目的の読めないアレハンドロに、私はこちらからの質問を行う。待っていて何かが変わるでもないならば問うしかない。

  

  亚历山大喝了一口红茶后吐了口气，用一句话说出他对我抱持的期望。

  　アレハンドロは紅茶を一口飲み息を吐いて、私への望みを一言で語った。

  

  他说：「我想了解你。」

  　曰く、「君を知りたい」と。

  

  真是胡说八道。如果要盘问，他大可采用更确实的方法。更何况我拥有恶魔的长相，虽然不知道亚历山大是基于什么理由，才会饲养希雅这种拥有恶魔长相的孩子，但没想到我会受到这种待遇。

  　ふざけたことを言う。尋問を指すとすればもう少し確実な方法をとればいいものを。まして私は悪魔の相を持つ者。アレハンドロがどういうわけでシアのような悪魔の相を持つ子を飼っているのかは知らないが、こんな扱いをされるとは。

  

  不过，这时我突然想起当时在大厅那个微胖男人说过的话。我记得他是说，即使是拥有恶魔长相的人，他也会想办法……理由好像是亚历山大的美术品。

  　だがそこで私はあの時広間で小太りな男が語った言葉をふと思い出す。確か、悪魔の相を持つ者でもなんとか……理由はアレハンドロの美術品、とかいっていた。

  

  我因此露出苦笑。结果还是把我当成物品看待吗？希雅恐怕也是亚历山大基于怪异兴趣养大的孩子吧。然后这次他打算把我加进那个收藏着恶魔长相的怪异孩子收藏品中吗？我莫名地能够理解，这很像贵族会做的事。

  　私はそれで苦笑した。結局はモノ扱いか。シアもおそらくはアレハンドロのゲテモノ趣味の子飼いだろう。そして今度はその悪魔の相のような忌子を囲うゲテモノコレクションの中に私を加えようという訳か。貴族らしいことだと、私は妙に納得した。

  

  不过，若是如此，那还真是无聊透顶。同时，只要我表面上照着他的要求去做，他就不会取我性命。如果被做成标本装饰在房间里，那就另当别论了，但目前感觉不到他有这种打算。

  　だが、だとすればまったくもってつまらない。そして同時に、表面上だけでも言う通りにすれば、命を取られることはあるまいという事。はく製にでもされて飾られるのなら話は別だが、その気は今のところ感じられなかった。

  

  

  「我爱着丑陋的事物。看看这座城市吧。被人类的欲望妆点的欢乐都市，丑陋又华丽的民众和贵族身影。很美吧？」

  「私は醜いものを愛しているのだよ。この街を見たまえ。人間の欲望に彩られた歓楽都市、華やかで醜い民衆や貴族の姿。美しいだろう」

  

  

  亚历山大继续说道。果然是怪人啊。

  　アレハンドロはそう続けた。やはりゲテモノ趣向か。

  

  我顺着这家伙陶醉地眺望的方向看去。

  　こいつがうっとりしながら眺める先を、私は目で追った。

  

  从天空的状况来看，这个房间位于相当高的地方，其中一面墙全是窗户，窗外是一片庭园。那个微胖男人说的庭园，就是指这里吧。位于高处的庭园里，可以看见各种各样的植物。这也是他的收藏之一吧。庭园相当宽广，也有许多高大的植物。虽然无法一览整体，但因为是能看见天空的庭园，所以有种空中庭园的风情。我用鼻子哼了一声，心想还真是奢侈啊。

  　空模様から大分高所にあるこの部屋は、壁の一面が全て窓となっており、外には庭園が広がっていた。あの小太りな男が言っていた庭園に居る、とはこういう事か。高所にある庭園はさまざまな植物が見受けられた。これもコレクションの一つなのだろう。庭園は大分広く、背の高い植物も多い。全体は見渡せないが、空の見える庭園ということでさながら空中庭園めいた趣がある。私は贅沢な事だな、と鼻を鳴らした。

  

  

  「所以你才想笼络拥有恶魔容貌的人吗？你意外地很普通呢，一点意外性也没有。」

  「だから悪魔の相を持つ者を囲いたいのか？　案外普通なのだな、お前。意外性もない」

  

  「你真严厉。你讨厌和我说话吗？」

  「手厳しいね。私と話すのは嫌かい？」

  

  

  我理所当然地哼了一声，亚历杭德罗耸了耸肩。看到他的反应，我更觉得厌烦了。

  　当たり前だと鼻を鳴らせばアレハンドロは肩をすくめた。それを見てさらに私はげんなりした。

  

  同时，我也开始在意四王族的战况。从作战开始到现在，体感时间应该过了三小时左右。就算加上昏倒的时间，从天空的样子来看，应该也差不多。我们在半夜离开辛的村子，早上抵达卢伊卡纳。现在太阳已经完全升起。战斗就算出现变化也不奇怪。

  　そして同時に、クォートラ達の戦況が気になった。作戦が開始してから体感だが3時間程は経っている筈。昏倒していた時間を足したとしても空の様子からしてさほどずれてはいない筈。夜中にシンの村を出て、朝方ルイカーナに着いた。今太陽は昇り切っている。戦いに変化があってもおかしくはない。

  

  不过，如果我被抓住的消息传开，他们说不定已经撤退了。应该不会来救我吧。

  　だがもし、私が捕らわれた事が伝播していれば撤退しているかもしれないな。助けには、来ないだろうな。

  

  他们至今都把我当成道具看待，应该会轻易舍弃我吧……这也是没办法的事。

  　今まで道具のように思っていた者達だ。簡単に私を切り捨てるだろう。……それも、仕方ない事。

  

  

  「你好像很在意魔族呢。」

  「魔族の事が気になるようだね」

  

  「……！」

  「っ……」

  

  

  亚历杭德罗仿佛看穿我的想法，突然开口。不，是我写在脸上了吗？

  　私の考えを見透かすように唐突に切り出された言葉。いや、顔に出ていたか。

  

  我保持平静，喝着红茶说：「没有啊。」

  　私は平静を保ちつつ「別に」と紅茶をあおる。

  

  

  「我的部下可不弱。他们攻陷了欧塔娜和弗利克提拉。要是太大意，他们可是会吃掉你自豪的骑士团哦。」

  「私の部下はヤワじゃない。アウタナも、フリクテラも落としてきた。うかうかしていると、お前の自慢の騎士団を食い破るぞ」

  

  

  亚历杭德罗的笑容让我感到烦躁，我像要回敬他一般笑着这么说。然而，亚历杭德罗依然维持着若无其事的表情。

  　アレハンドロの笑みに苛立ちを覚えていた私は仕返しとばかりにそう言って笑ってやった。しかし、アレハンドロはすました顔を崩さなかった。

  

  果然很奇怪。这家伙的自信是从哪里来的？

  　やはりおかしい。こいつの自信はどこからくる。

  

  

  「就像你相信魔族的强大一样，我也有相信的手段。现在我拜托他迎击。」

  「君が魔族の強さを信用しているように、僕にも信用している手があってね。今は彼に迎撃を頼んでいる」

  

  「他？不是黑紫骑士团吗？」

  「彼？　黒紫騎士団ではないのか？」

  

  「骑士团也有配合哦，但没有他那么厉害。你也认识吧？就是勇者。」

  「騎士団も連携させているよ。けれど彼ほどじゃない。君も知っているだろう？　勇者の事を」

  

  

  勇者。听到这个单词的瞬间，我难看地僵住了。

  　勇者。その単語を聞いた瞬間、私はみっともなく硬直した。

  

  勇者、勇者……？这是怎么回事？太奇怪了吧。勇者现在和乌拉格尔纳大人……

  　勇者、勇者だと……？　どういう事だ。おかしいだろう。勇者は今、ウラガクナ様と……。

  

  

  「勇者之一，圣弓约翰……现在迎击你的伙伴的就是他。」

  「勇者の一人、聖弓のヨーン……今君の仲間を迎え撃っているのは彼だ」

  

  

  我随着亚历杭德罗望向窗户，感觉到自己喷出汗水。

  　私はアレハンドロにつられて窓を眺めながら、汗が噴き出すのを感じた。

  

  难道勇者……看来不是虚张声势。他的自信也令人信服。不过，我还有办法。

  　まさか勇者が。ハッタリ……ではなさそうだ。その自信も頷けるというもの。しかし、まだ目はある。

  

  就算是勇者，根据亚历杭德罗所说，圣弓只有一个人。Quoteira他们不可能这么轻易就输……

  　勇者と言えど話によれば聖弓一人。クォートラ達がそう簡単に負ける筈は……。

  

  就在我这么想的时候——

  　そう、思った矢先。

  

  窗外响起许多干涸的烟火声。

  　窓の外から、多くの乾いた花火のような音が響いてきた。

  

  起初我以为真的是堕落的城市在放烟火，但不对。这个声音不是烟火。

  　初めは本当に堕落した街から花火が打ちあがったのかと思った。しかし、違う。この音は花火じゃない。

  

  这是……如果我的记忆没错，这是……！

  　これは……私の記憶が確かなら、これは……！

  

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  「嘎啊啊啊！」

  「ギャアアアッ！」

  

  

  哥布林们发出惨叫。无法预测轨道的白色箭矢在地面上大显威风。

  　ゴブリン達が悲鳴を上げる。軌道の読めない白い矢が地上で猛威を振るっていた。

  

  明明处于混战，箭矢却准确地只射中魔族，而且一箭贯穿多人。那绝非寻常之物。

  　混戦であると言うのに的確に魔族だけを、それも一矢で複数射貫いていくあの矢。ただものではない。

  

  从过去听闻的情报，让克瓦多拉确信。

  　クォートラは過去伝え聞いた情報から、確信を得ていた。

  

  

  「白色箭矢随着风的呼啸在战场上奔驰……那就是圣弓吗……！」

  「風の嘶きと共に白き矢が戦場を駆ける……あれが聖弓か……！」

  

  

  勇者之一，圣弓约翰。没想到居然会在路易卡纳，克瓦多拉心想。

  　勇者が1人、聖弓のヨーン。よもやルイカーナに居ようとはと、クォートラは思う。

  

  射向地上的白色箭矢贯穿同胞，如果为了掩护而降低高度，箭矢就会朝自己飞来。

  　地上に放たれる白き矢は同胞を穿ち、援護せんと高度を下げればこんどは自分達に矢は飛来する。

  

  已经有两只龙人被箭射穿翅膀坠落。但是他们不会默默挨打。

  　既に二体のドラゴニュートが羽を穿たれて地に落ちた。しかし黙ってやられているわけではない。

  

  

  即使没有索夫和左涅，从那些家伙借来的人马也都是精锐。

  　ゾフやツォーネがおらずとも奴らから借り受けた手勢は精鋭揃い。

  

  实际上，就算多少被白色箭矢射中，地上的魔族们依然不知停止为何物，慢慢地将战线往前推进。

  　現に白い矢に多少射抜かれたとて地上の魔族たちは止まる勢いを知らず。じわりじわりと戦線を押し上げていた。

  

  

  「这可不是区区一名勇者就能颠覆的战场……！」

  「たかが勇者一人で覆せる戦場ではないぞ……！」

  

  

  克瓦多拉在空中大吼，瞪着城门上的勇者。

  　クォートラは空で吠え、城門の上の勇者を睨んだ。

  

  

  

  

  约翰也望着他。

  　それを、ヨーンも眺めていた。

  

  

  「嗯～很不利呢。」

  「うーん、不利だねぇ」

  

  「什……约翰阁下！？」

  「なっ……ヨーン殿！？」

  

  

  听到约翰的自言自语，警备队长发出惊愕的惨叫。

  　ヨーンのぼやきめいた言葉に警備隊長は素っ頓狂な悲鳴を上げた。

  

  战况明显不利，战线正一点一点地被逼退。不管约翰再怎么放箭，敌人都不为所动。

  　戦況は不利、それは明白。戦線はじりじり押し下げられている。ヨーンがいくら弓を放っても連中怖じ気づかない。

  

  他好几次朝空中的龙人族射箭，却被巧妙地躲开。虽然有两只被打落，但很难说有造成伤害。

  　空のドラゴニュートにも何度か弓を放っているが、巧みにかわされる。2匹、叩き落しはしたが打撃を与えられているとは言い難かった。

  

  

  「嗯～那些家伙……真讨厌。为什么士气那么高啊？」

  「うーん、連中……嫌だなあ。なんであんなに士気が高いんだ？」

  

  

  约翰搔着长着胡渣的下巴，望着空中的龙人族。

  　無精ひげのはえた顎をかりかりと掻きながらヨーンは空のドラゴニュートを眺めた。

  

  看到勇者这副德性，队长发出近似惨叫的声音。

  　そんな勇者の有様に隊長は悲鳴めいた声を上げた。

  

  

  「您打算怎么办！？这样下去会被击退的！」

  「どうされるおつもりですか！？　このままじゃ押し切られます！」

  

  「好了好了，冷静点。就算吵闹也不会有任何改变。」

  「まぁまぁ、落ち着きなさいよ。騒いだって何も変わりゃしないんだから」

  

  「可是！」

  「ですが！」

  

  

  约翰无奈地耸耸肩，跳下原本踩着的木箱，打了个呵欠。

  　ヨーンはやれやれと肩をすくめると、足場にしていた木箱から飛び降りて、欠伸をした。

  

  

  「该怎么办呢～」

  「どうすっかねえ～」

  

  「喂！？你是勇者吧！？」

  「ちょっと！？　あなた勇者ですよね！？」

  

  「就算你这么说，我只有一个人啊，只是个对弓箭有点自信的大叔而已。」

  「そんなこと言われても俺一人だしさあ、俺ちょっと弓に自信あるだけのおじさんだしさあ」

  

  「怎么可能！」

  「そんなわけないでしょ！」

  

  

  警备队长大声嚷嚷着要他想想办法。约翰露出疲惫不堪的模样叹了口气，拍了拍警备队长的肩膀。

  　何とかしてくれとぎゃあぎゃあ喚く警備隊長。ヨーンは酷くげんなりした様子でため息をつくと、警備隊長の肩をぽんと叩く。

  

  

  「哎呀，别那么悲观嘛。你们的老大是个很厉害的人，早就为了这种时候做好各种准备了。」

  「まあそう悲観しなさんな。お前さんたちのボスは中々怖い人だからさ、こういう時のために色々準備されてる訳よ」

  

  「啥……？」

  「はあ……？」

  

  

  约恩没理会一脸莫名其妙的警备队长，再度站到城墙边缘，取出号令用的嚆矢。

  　ヨーンは何のことやらと言った様子の警備隊長を放って再び城壁の縁に立つと、号令用の鏑矢を取り出した。

  

  接着，他射出嚆矢，号令一下，战场立刻有了动静。

  　そして、矢が放たれ、号令と同時に戦場に動きがある。

  

  骑士们立刻撤退，接连后退，让出战线。

  　騎士達が即時撤退を敢行したのだ。次々と戦線を下げて撤退。

  

  

  

  空的库欧托拉也感到讶异。

  　これには空のクォートラも訝しんだ。

  

  她以为骑士们会撑不住被压制的战线，打算撤退后进行守城战，但并非如此。

  　圧されている戦線に耐え兼ね撤退からの籠城でも行うつもりかと思ったが、違う。

  

  撤退的骑士们退下后，有两个集团开始行动。其中一群是举着大盾的骑士，他们构筑起防卫线，包围撤退的骑士们。

  　撤退する騎士達と入れ替わりに動く集団が二つ。一つは撤退する騎士達を囲い込むようにして防衛線を構築した大楯持ちの騎士達。

  

  接着，扛着长枪……应该说某种较短的武器的士兵们，从城门列队而出。

  　そして次に、槍……にしては短い何かを担いだ兵たちが城門から列をなして出て来たのだ。

  

  若说是增援，看起来又太薄弱了。状况应该依然对己方有利，但库欧托拉总觉得哪里不对劲。

  　増援、にしては貧弱に見える。状況は依然有利の筈。しかしクォートラは何かがひっかかった。

  

  

  「这种人类的行动，公主或许能轻易看穿……」

  「このような人間どもの動き、姫ならば容易く見破るのやもしれんが……」

  

  

  现在米莱儿不在背后。他们成了诱饵，她则为了讨伐亚历山大争取时间。

  　今背にはココットは居ない。自分達が囮となって、彼女たちがアレハンドロを討つための時を稼ぐ。

  

  但是，如果运气好，我们能够从正面突破卢维卡纳的部队，压制城镇的话，那也未尝不可。因此他们干劲十足。

  　だが、あわよくば我々が正面からルイカーナの連中を食い破り、街を制圧してもいいとの事であったため、張り切っては居たのだ。

  

  但是——

  　だが。

  

  与库多拉的担忧相反，气势如虹的魔族们冲了出去。只是少了索夫，他们就变成这样，库多拉感到傻眼。

  　と、クォートラの懸念と裏腹に、勢いに乗った魔族たちは突撃していく。ゾフがいないだけでこれでは、とクォートラは呆れた。

  

  然后，下一瞬间……随着数十道清脆的爆裂声，对方的魔族们一口气倒地。」

  　そして、次の瞬間には……何十もの乾いた弾ける音と共に、先方の魔族たちが一挙に地に倒れ伏したのだ。

  

  

  「什、么……？」

  「な、に……？」

  

  

  库多拉一瞬间无法理解发生了什么事。那个拿着神秘长枪状物体的人类做了什么吗？声音是从那里传来的。那些家伙手中的长枪前端冒出了烟。

  　何が起きたのか一瞬分からなかった。あの謎の槍めいたものを持った人間が何かしたのか。音はあそこから聞こえた。連中の持つ槍の先から煙があがっている。

  

  ……那不是长枪。

  　……あれは、槍ではない。

  

  人类与魔族先锋的距离应该有五十米。那不是弓箭……那是什么？

  　人間と魔族の先鋒との距離は５０ｍはあった筈。それが弓でもなく……なんだというのだ。

  

  库多拉等人也一样，紧接着响起第二声爆裂声。魔族们倒下。地面部队产生动摇。

  　と、クォートラらの同様に間髪入れずに二回目の弾ける音。倒れる魔族達。地上軍に動揺が走る。

  

  

  「怎么可能！」

  「馬鹿な！」

  

  

  完全看不见。发生了什么事。但是看不见。如果是箭，不管以多快的速度射出，都有极限。凭龙的动态视力，要看得一清二楚并不困难。但是，地面上对我们的军队发动的攻击却完全看不见。

  　全く見えない。何かが起きている。しかし、見えないのだ。矢であればどれだけの速度で放たれようが限度もある。竜の動体視力であれば見きるのはたやすい。しかし、地上で我が軍に加えられているらしい攻撃は何も見えないのだ。

  

  而且，只是一支或两支箭，只要射中部位正确，魔族根本不会放在心上，然而光是一介人类的攻击，就让魔族倒地不起。真是可怕的威力，据说哥布林连半兽人厚实的皮肤都能贯穿。

  　それに、矢の1本や2本では当たり所さえ悪くなければ意にも介さない魔族がおよそただの一介の攻撃で地に伏している。恐るべき威力。ゴブリンは愚かオークの厚い皮膚すら貫いているらしい。

  

  这下糟了。

  　これは、いかん。

  

  

  「库托拉大人！」

  「クォートラ様！」

  

  「唔！」

  「ぬぐっ！」

  

  

  龙人出声提醒，让库托拉猛然回神。地上的那把长枪，正对着我们。

  　ドラゴニュートが声を掛けてクォートラははっとする。地上のあの槍が、我々を向いている。

  

  我们位于箭的射程距离之外，库托拉起初还嘲笑对方想攻击我们，但是，他随即感到一阵恶寒，立刻发号施令。

  　矢の射程距離を超える高度にいる我々を狙うと言うのかと、はじめは馬鹿にした。しかし、直ぐにクォートラは悪寒が走り、号令を出す。

  

  他下令闪避。

  　よけろ、と。

  

  

  随后，人类的新兵器袭向库托拉等龙人。

  　直後、クォートラ達ドラゴニュートに人間の新兵器が見舞われた。

  

  好几只龙人翅膀被射穿，坠落而下。库托拉的尾巴也被某种东西擦过。

  　何体かのドラゴニュートが羽に穴をあけられ落下していった。クォートラも何かが尾をかすめた。

  

  这种距离就能伤到龙的皮肤，库托拉对神秘武器感到战栗。

  　この距離で竜の皮膚を傷つける謎の武器に、クォートラは戦慄する。

  

  地面上依然响起烟火般的声响，每当声响响起，就有同胞倒下。

  　地上では未だに花火めいた音が響く。そして音が響くたびに同胞が倒れていく。

  

  

  「那是什么……那是什么东西……！」

  「なんなのだ……何なのだあれは……！」

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  「那叫枪。」

  「銃、という」

  

  

  亚历山大出声，我转头看他。

  　アレハンドロの声に私は振り返る。

  

  

  「在这样的单筒中装入火药，借由点火发射子弹的武器。威力、易用性、精准度，全都大幅胜过弓箭。」

  「このような単筒の中に火薬を仕込み、着火することで弾丸を発射する武器だ。威力、扱いやすさ、精度。どれも弓に比べれば大きく勝る」

  

  

  亚历山大这么说完，拿出类似毛瑟枪的武器。

  　アレハンドロはそう言って、マスケット銃のようなものを取り出したのだ。

  

  最坏的预想成真了。路易卡娜那群人、亚历山大之所以那么有自信，真正的理由就是这个吗……！

  　最悪の予想が当たってしまった。ルイカーナの連中の、アレハンドロの自信の本当の理由はこれか……！

  

  

  「我将这种枪大量配备给骑士团，总共准备了六百九十二把。」

  「僕は騎士団にこの銃を大量配備していてね、692丁、用意していた」

  

  「怎么、可能……」

  「そん、なに……」

  

  「现在你的同伴应该变成蜂窝了吧。哎呀，真是遗憾。」

  「今頃君のお仲間は蜂の巣だろう。いやはや残念だよ」

  

  

  亚历山大说完，笑了起来……我什么话都说不出来。

  　そう言って笑うアレハンドロに、私は……何も言えなかった。

  

  

  

  

 
  ＃６４　理解不能

  ＃64　无法理解

  　

  

  

  

  战力差距是压倒性的。以数量VS质量成立的战场，应该已经失去均衡了吧。枪声到现在还在持续。魔族们不知道那种武器，因此受到的打击应该相当大。

  　戦力差は圧倒的。物量VS質で成り立っていた戦場は均衡を崩されたのだろう。未だ発砲音は続いている。あの武器の事は魔族たちは知るまい。故に打撃は相当だろう。

  

  部下们在我不在场的地方失去同伴，让我感受到强烈的无力感。我到底误会了什么？我自以为能够战斗，以为能够打胜仗。能够攻下欧塔娜和弗利克德拉，是因为对方的傲慢让我有可乘之机，是因为我知道对方的内情。因此，露依思娜也认为只要针对傲慢下手就能获胜。可是，傲慢的理由……我却不知道。

  　私は、私のいないところで部下が失われているであろう事に、ひどい無力感を味わった。私は、何を勘違いしていたのか。戦いができるなどと思い上がっていた。アウタナとフリクテラを落とせたのは、相手の慢心に付け入る隙があったからだ。付け入れる内情を知っていたからだ。故にルイカーナも慢心を突けば勝てると踏んだ。しかし、慢心の理由は……知らないままだったのだ。

  

  我不在场，不知道他们是否能够判断撤退。他们说不定会以种族的骄傲挑战未知的武器，结果战死。

  　私がいない以上撤退の判断を彼らが下せるかわからない。未知の武器に対してすら種の誇りをもって挑み、討ち死にしてしまうかもしれない。

  

  ……如果演变成那样，也会对我今后造成影响。

  　……そうなっては私の今後にも響く。

  

  亚历山大看到我低着头，露出苦笑之后，从椅子上站起来走到窗边。然后他改变了话题。

  　俯く私を見たアレハンドロは苦笑した後、椅子から立ち上がり窓辺へと歩いた。そして話を変えた。

  

  

  「你看过这个城市了吗？」

  「この街は見たかい？」

  

  「……算是看过。真是群恶心的家伙。」

  「……一応。気味の悪い連中だ」

  

  「你真是明察秋毫。他们看起来很开心吧？人一旦贪得无厌就会变成那样，没有愤怒、悲伤和恐惧。光是这样听起来就很棒吧？现在外面应该还在战斗，但对他们来说，那种事情根本无关紧要。」

  「ご明察。楽しそうにしていただろう？　欲の限りを尽くすと人はああなる。怒りも、悲しみも、恐怖も無い。それだけ聞けば素晴らしいだろう。今でも外では戦闘が続いているだろうが、そんな事はどうでもいい事だろうね、彼らには」

  

  「是什么让他们变成那样？自信吗？你的手下……是叫黑紫骑士团吧？还有枪……你认为那些东西能够击退我的部下？」

  「何が連中をそうさせる？　自信か？　お前の手勢……黒紫騎士団だったか。そして、銃……あれが我が部下を退けられると？」

  

  

  我皱起眉头这么说，亚历杭德罗便轻笑一声，摇摇手指。真令人火大。

  　眉根を寄せてそう言ってやればアレハンドロは小さく笑って指を横にチッチッと振った。むかつく。

  

  亚历杭德罗说，居民们之所以会那么乐观，并不是因为他们认为能够战胜魔族。

  　アレハンドロは住民たちがああして楽観しているのは魔族に勝てると思っているからではないと語った。

  

  

  「我说过了吧？是欲望，是欲望，还有能够满足欲望的财富。只要有了这些，人类就能把一般的事情当成琐事看待。」

  「言っただろう。欲だよ欲。そしてその欲を満たせる財。それがあれば人間は並大抵のことは些事として流せる」

  

  「哦。」

  「はあ」

  

  「这座城市是我一手打造的。」

  「この街は僕が育てた」

  

  

  亚历杭德罗说出这句似曾相识的台词，我疑惑地看向他。亚历杭德罗望着窗外的庭园，继续说道：

  　どこかで聞いたようなフレーズを語りだしたアレハンドロに何事かと目を向ける。アレハンドロは窓の外の庭園を眺めながら言葉を続けた。

  

  

  「这座城市的人几乎都是平民出身，而我一手打造了这座城市。我从附近的贫穷村落和其他城市招揽了多余的人，突然赋予他们财富。一开始因为不习惯，他们感到困惑，战战兢兢地购买最低限度的必需品。」

  「この街の連中はほとんどは平民の出だ。それを育てた。近隣の貧しい村や他所の街からあぶれた者達を呼び込み、突然富を与える。するとはじめは慣れないので彼らは困惑し恐る恐る必要最低限のものを買い、得る」

  

  

  我斜眼看着开始述说的亚历山罗，用颤抖的手在红茶中放入六块方糖，搅拌。我判断必须用甜食让心情平静下来。既然要面对亚历山罗，表现出动摇可不好。如果可以，我也想避免对话，因为那会暴露出我内心并不平静。当然，如果他自顾自地说下去，那倒是无所谓，因为我想获得情报。

  　語り始めたアレハンドロを後目に私は震える手で紅茶に砂糖のブロックを6個投入し、混ぜる。甘いもので気持ちを落ち着けなければならないと判断した。アレハンドロに相対している以上動揺を見せるのはよくない。会話もできれば避けたい。内心穏やかでないのが露呈してしまう。もちろん、勝手に喋ってくれる分にはいい。情報は得たいから。

  

  然而，他说的话却超出了我的理解范围。

  　だが奴が語ったのは私の理解を越えたものだった。

  

  

  「然而，他们却在某一天发现，自己或许能够获得更好的东西。周围已经有许多沉溺于财富、为欲望而活的人们贪图着富裕的生活。看到那样的景象，原本是贫民的人们意识也逐渐产生变化。」

  「だがある時彼らは気づく。もっといいものを手に入れる事が出来るのではないか、と。周囲には既に富に溺れ欲に生きる者たちが裕福を貪っている。それを見ればだんだんと貧民だったものたちの意識も変化していく」

  

  

  亚历山罗转头看向我，笑了。他张开双手，背对着窗户俯视着我。

  　アレハンドロは私を振り向き、笑う。両手を広げ、窓を背にして私を見下ろしている。

  

  

  「至今为止，他们以为自己无法触及的富裕，只能远观的奢侈。然而，只要看看自己的双手，就会发现拥有足以获得那些东西的财富。而一旦获得那些东西，之后就会像滚落一般沉入奢侈的泥沼，因欲望而变得肥胖。我喜欢看着那样的堕落。」

  「今まで手が届かないとおもっていた裕福、眺めるだけだった贅沢。しかしいざ自分の両手を見れば、それらを手に入れられるだけの財がある。そして一度手に入れてしまえばあとは転がり落ちるように贅沢の沼に沈み欲望で肥え太っていく。私はそんな堕落する様を見るのが好きなんだ」

  

  「……你是为了那种事，才把周围村庄的人们围起来吗？」

  「……そんな事の為に周辺の村から人を囲っていたのか？」

  

  

  我终于明白，为什么亚历山大会从辛的村子等周边村落招揽人手。这家伙只是为了欣赏贫民堕落的模样，才会把他们招揽过来。难道他想夸耀制造枪支的技术与财力，借此贬低他人，感受自己的优越性吗……不，不对。从这家伙的话中，我感受到的真正意图并非如此。这家伙是真心爱着那些堕落的人。

  　シンの村のような周辺の村々から人を囲い入れていた理由が分かった。こいつは貧民の堕落していく姿を見る為だけに迎え入れているという。銃など作れるだけの技術や、財力を誇示し、そこまで他人を卑下し自分の優位性でも感じたいのか……いや、違う。こいつの言葉から感じ取れる真意は違う。こいつは本気でそんな堕落した連中を愛しているのだ。

  

  

  「我喜欢丑陋的东西。我喜欢人类的丑陋。那非常美丽。」

  「私は醜いものが好きだ。人間の醜さが好きなんだ。とても美しい」

  

  「你这变态。」

  「変態め」

  

  

  我唾弃道。

  　私は吐き捨てた。

  

  然而亚历山大毫不在意，依然面带微笑地走到我身旁。我反射性地摆出架式。

  　しかしアレハンドロは構わずににっこり笑ったまま私の隣へとやって来た。反射的に身構える。

  

  

  「你们应该杀了不少人吧。即使如此，歌声响起的期间，应该没有人会动，或是试图逃跑。你觉得是为什么？」

  「君達、けっこう殺しただろう。それでも歌が響く間はだれも動いたり逃げようとしたりしなかったはずだ。なんでだと思う？」

  

  

  谁管你啊。我完全不懂你们这些人。我完全不明白，只凭欲望就能不怕死的理由。

  　知ったことか。お前たちの事等まるで分らない。欲だけで死を恐れなくなる理由など、まるで不明だ。

  

  亚历山大对贯彻沉默的我，大手一挥，笑着说道：

  　無言を貫く私に、アレハンドロは大手を振って笑って言った。

  

  

  「他们啊，只要自己身边有人死掉，就会想『啊，那家伙真不走运。我怎么会这么走运呢！』。即使自己陷入绝境，只要跨越过去，就能陶醉在自己的运气之中。所以他们甚至享受着危机。」

  「彼らはね。自分の周りで誰かが死んだら”ああ、あいつはツイてないな。自分はなんてツイているんだろう！”と考えるのさ。自分たちが窮地に陥っていたとしても、乗り越えてしまえば自分の運に酔いしれられる。だから彼らは危機すら楽しんでいる」

  

  「你疯了。」

  「狂ってる」

  

  「对吧？这样才好。」

  「だろう？　それがいい」

  

  「不过，就是你让他们这么做的吧？他们说歌如何如何。」

  「だがそうしたのもお前なんだろ。歌がどうのと連中は言っていた」

  

  「是啊。我在这座城堡里让他们过着最奢侈的生活，不过我只设下了一条规则，就是不可以打扰她唱歌。」

  「ああ。この城では彼らにあらん限りの贅沢をさせて育てている。その中で一つだけルールを設けた。彼女の歌の邪魔をしてはいけない、とね」

  

  

  她……是指唱歌的人吧。虽然不知道她在哪里，不过她也是这家伙的美术品之一吗？如果打扰她唱歌，希雅就会立刻过来收拾我，大概是这种感觉吧。这家伙似乎相当着迷，我实在无法理解贵族的兴趣。

  　彼女……歌の主だろう。どこにいるかは知らんが、それもこいつの美術品の一つという訳だろうか。歌を邪魔すれば即座にシアが仕留めに来る、といった具合だろうか。余程入れ込んでいるようだ。貴族の趣味は理解しかねる。

  

  此时，亚历山大将手放在我的肩膀上。我反射性地跳开，结果从椅子上摔下来，发出巨大的声响。我因为撞到腰而发出呻吟，希雅来到我眼前，对我伸出手。

  　と、アレハンドロが私の肩に手を置いてきた。反射で飛びのいてしまい派手な音を立てて椅子から転げ落ちる羽目になった。腰を打った痛みで呻いているとシアが目の前におり、手を差し伸べて来た。

  

  

  「没事吧？」

  「だいじょうぶ？」

  

  「不要……碰我。」

  「私に……触るな」

  

  

  我挥开希雅伸出的手，摇摇晃晃地站了起来。我怎么能借助砍了我的部下的人的手呢？希雅被我挥开手，也没有特别在意，只是歪着头，一副无法理解我为何要挥开她的手的表情。我的部下就是被这样的家伙砍死的吗？一想到这里，我甚至感到懊悔。

  　私は差し伸べられた手を払いのけ、よろよろと立ち上がる。我が部下を斬ってくれた敵の手など借りてたまるか。シアは私に手を払われても別段気にした様子もないが、首をかしげている。何故私が手を払ったのか理解できないと言った顔で。そんなやつに部下を斬られたのか、私は。そう思えば悔しさすら感じられた。

  

  我反省自己粗心大意与老实的傲慢，同时像是要发泄同等的烦躁般，狠狠瞪了亚历杭德罗一眼。

  　私は自らの迂闊と正直な所慢心もあった部分の反省と、同じだけの苛立ちをぶつけるようにアレハンドロにもにらみを利かせる。

  

  

  「你也是，亚历杭德罗。别碰我，我不记得自己变成你的东西了。既然身为俘虏，干脆就把我当成俘虏对待……好吗？」

  「お前もだ、アレハンドロ。私に触るな。お前のものになった覚えはない。いっそ捕虜なら捕虜として扱ってもらいたいものだ……な？」

  

  

  这时——

  　と。

  

  我瞪着亚历杭德罗，因此映入眼帘的，是摇头叹气的亚历杭德罗……的身后。

  　アレハンドロを睨んでいたが故に目に入った。やれやれと首をふるアレハンドロ……の背後。

  

  有某个东西贴在窗户上。

  　窓に何かが張り付いている。

  

  那个东西似乎拨开庭园的草探出身子，双手贴在窗户上看着我。

  　庭園の草をかき分けるようにして身を乗り出したらしいそれは両手を窓につけて私を見ていた。

  

  

  「……我有点惊讶，原来还有一个人吗？」

  「……少し驚いた。もう一人いたのか」

  

  

  贴在玻璃窗上看着我的是名少女。她全身缠满绷带，模样十分诡异，有着一头白色长发与红色眼眸，是个长相有如恶魔的少女。

  　窓ガラスにべっとり張り付いて私を見ているのは少女。全身包帯ぐるぐる巻きの異様な様相で、白く長い髪と赤い瞳を持つ、悪魔の相を持った少女だった。

  

  亚历杭德罗看到我的反应，回头一看，露出一副「我忘了」的模样慌了起来。

  　私の様子にアレハンドロが振り返ると、忘れていたとでも言わんばかりの様子で慌て始めた。

  

  

  「哎呀，抱歉，你还没吃饭吧？我马上准备。」

  「おっとすまない。ごはんがまだだったね。すぐ用意しよう」

  

  

  亚历杭德罗隔着玻璃窗，让少女的手与自己的手重叠，笑了出来。

  　アレハンドロは窓ガラス越しに少女の手と自身の手を重ねて笑った。

  

  少女像是对「吃饭」这个词起了反应，看了我一会儿，再次拨开草丛消失了。

  　ごはんという単語にでも反応したようなそぶりの少女は、しばし私を見たのち、再び草をかき分けて消えてしまった。

  

  

  「啊啊，她走掉了。她总是这样随心所欲，真伤脑筋。对了，我还没介绍，她是MIO，我可爱的歌姬。」

  「ああ、行ってしまった。気まぐれで困るよ。おっと、紹介が遅れたね。彼女はミオ。僕の可愛い歌姫さ」

  

  

  她就是那首歌的主人吗？该说果不其然吗？她果然拥有恶魔般的容貌。她看起来和希雅一样，比我年长几岁，举止却有些可疑。她虽然看着我，眼神却有些空虚。

  　彼女が、あの歌の主か。やはりと言うべきか悪魔の相を持っていた。シアと同じように私よりもいくらか年上に見えたが、挙動に不審なものがあった。私を見てはいたが、それでいてどこか空虚な瞳だった。

  

  我茫然地望着她消失的草丛，这时有东西递到我面前。

  　と、ぽうっと彼女の消えた草むらを眺めていた私の目の前に、何かが付きだされた。

  

  那看起来像是食物。

  　それは、食事のように見えた。

  

  

  「正好，你可以帮我拿去给她吗？」

  「丁度いい。君が持って行ってやってくれないか？」

  

  

  

  

  

 
  ＃６５　苦境より

  ＃65　苦境

  　

  

  

  

  为什么我要做这种事？

  　なんで私がこんなことを。

  

  我一边这么想，一边拿着亚历杭德罗半强迫我收下的餐点在庭园里走着。

  　そう思いながら私はアレハンドロに半ば無理やり持たされた食事を持ち庭園を歩いていた。

  

  亚历杭德罗把我推进庭园后，就以有工作为由，带着西亚不知消失到哪里去了。他临走前的那番话，还阴魂不散地在我耳边回荡。

  　アレハンドロは私を庭園に押し込めると仕事があると言ってシアを伴いどこかへ消えた。別れ際の言葉が嫌にねっとりとして耳に残っていた。

  

  

  『克莱儿，暂时就麻烦你照顾澪了。当然，在我回来之前，你是不可能逃走的。这里离地面有段高度，你也不是会跳楼自杀的个性。用你喜欢的说法，就是你被当成俘虏关起来了。』

  『ひとまずはミオの世話を君に頼むよ、ココット。もちろん僕が戻るまで逃げるなど不可能だ。ここは地上から大分高所にある。君は身投げなどする性格じゃないだろうし、君好みの言葉で言うなら捕虜の留置と思っていいよ』

  

  

  亚历杭德罗说完，就把通往庭园的门锁了起来。

  　アレハンドロはそう言って庭園に続く扉に鍵をかけたのだ。

  

  也就是说，我现在完全无处可逃，被关起来了。确实，我应该不可能逃出去。就算对照我对城堡外观的记忆，也能看出构造上是如此。虽然现状正如亚历杭德罗所说，只能乖乖待着，但我也只能乖乖听话。

  　つまり私は今完全に逃げ場を失い閉じ込められている、という事になる。確かに脱出は不可能だろう。城の外観の記憶と照らし合わせても構造上それは明白。アレハンドロの言う通りにおとなしくしているほかない現状はシャクだが、従うほかない。

  

  不过，他顺道把照顾自己养的植物的工作交给我，简直毫无戒心。他该不会以为我是安全的小动物吧？餐盘上还细心地附上餐具，未免太没有戒心了。就算没有刀子，汤匙或叉子应该也足以成为武器。如果把负责照顾植物的那位长相像恶魔的女孩当作人质……不，我不认为亚历山大会答应交易。如果他只把那女孩当成收藏品，或许就没有作为人质的价值。

  　しかしついでとばかりに自分の子飼いの世話を任せていくとはまるで警戒心がない。私を安全な小動物だとでも思っているのだろうか。丁寧に食事の盆には食器も添えつけられている。無警戒に過ぎる。ナイフは無いまでもスプーンやフォークですら武器足り得る筈。世話を任されたあのミオとかいう悪魔の相を持つ子を人質にでもすれば……いや、それでアレハンドロが取引に応じるとは思えなかった。コレクションに過ぎないとすれば人質としての価値はないかもしれない。

  

  最重要的是，如果那个MIO拥有跟希雅一样的战斗能力，我就会被反杀。

  　何より、あのミオがシアと同じような戦闘能力を備えていれば私は返り討ちに遭う。

  

  对了，原来是这么回事。假装由我照顾MIO，其实是MIO在监视我吗？

  　そうだ。そういう事か。私がミオの世話をするように見せかけて、ミオが私を監視するというわけか。

  

  亚历山大这家伙……

  　アレハンドロめ……。

  

  

  

  既然如此，我就更只能服从了。

  　ともなれば猶更従うしかない、か。

  

  

  「战场那边怎么样了……」

  「戦場はどうなっているのか……」

  

  

  应该有四人组在的战场，不知何时已经没有声音了。看来战斗已经结束了。

  　クォートラ達のいるであろう戦場からはいつしか音が止んでいた。戦いは、終わったらしい。

  

  我一边后悔自己的粗心大意，一边想着四人组的安危，走在植物之中。

  　クォートラやゾフらの安否と自分の迂闊の後悔をごちゃまぜにした思考のまま、私は植物に囲まれ歩く。

  

  我本来以为自己已经努力不让自己后悔，但还是太天真了。不，只是我太自大了而已。

  　少しは後悔しなくていいように努力したつもりだったが、甘かった。いや、本当に慢心していたのが私だったというだけだ。

  

  因为碰巧连续发生好事，让我得意忘形，没有注意到陷阱。被亚历杭德罗抓住的现状，正好可以当成警惕。

  　たまたまいい事続きで舞い上がっていたから、落とし穴に気づかなかった。アレハンドロに捕らわれた現状は、戒めとしてちょうどいい。

  

  我要记取这个教训，无论如何都要把路易卡娜……不，不对。我到底在误会什么？

  　この教訓を生かしてルイカーナをなんとしても……いや、違う。何を勘違いしているのだ私は。

  

  我的最终目标……是幸福地活下去。而我的幸福，就是践踏从我身边夺走幸福的可恨人类。路易卡娜只不过是通往幸福的中继点。

  　私の最終目標……それは幸せに生きる事。そして私の幸せとは私から奪って行った憎い人間どもを踏みにじること。ルイカーナなどその通過点に過ぎないのだ。

  

  要让憎恨再度沸腾。我怎么可能会忘记。但是，我却变得软弱而大意。我不能再犯错了。

  　憎悪をもう一度滾らせろ。忘れるなどはあり得ない。しかし腑抜けて油断したのだ。もう間違えるな。

  

  为了达成这个目标，我不能在这种地方久留。我要和库多拉他们会合，再度好好利用他们，达成我的夙愿。

  　その為にもこんなところに長居するわけにはいかない。クォートラらと合流し、再びうまく利用し、本懐を遂げる。

  

  在那之前，我不能大意。

  　それまで油断などあってはならないのだった。

  

  

  我踩着沉重的脚步在庭园中前进，看到正面有一大片花圃。

  　と、重い足取りで庭園を進めば、正面に花畑が広がっているのが見えた。

  

  然后，澪就在花圃中央。她坐在花草中，看着某个方向。不管怎么说，既然找到了，就快点解决吧。我靠近澪。我判断她应该不会突然袭击我。

  　そして、中央にミオは居た。草花の中に座り込み、どこかを見ている。なんにせよ見つけたのだからさっさと済ませようと私はミオに近づいていく。いきなり襲われる事は、まあないだろうとの判断だ。

  

  可能是注意到脚步声，MIO转头看向我。刚才看到她的时候，我就觉得她全身的白色绷带很引人注目。任由白色头发恣意生长，仿佛要长到脚踝的头发呈放射状披散在花草上，再加上白色连身裙，让她全身上下都呈现纯白。从头发之间露出的红色双眸，确实不像正常人。恶魔的长相在旁人眼中看来，确实会显得异常吧。另一个引人注目的地方是挂在脖子上的金属项圈，但因为白色头发的阻碍，我看不清楚。

  　足音に気づいたかミオが私を振り向いた。先ほど見た時にも思ったが全身を覆う白い包帯が目を引いた。伸び放題で、くるぶし辺りまで伸びているのではと言わんばかりの白い髪は放射状を描いて草花にかかり、白いワンピースも相まって純白の装い。そして合間から覗く赤い双眸は、成程確かに常人の様相ではない。悪魔の相というものはよくよく傍から見れば確かに異常と見えるのだろう。そしてもう一つ目を引くのが首に嵌る金属製の首輪だが、白い髪が邪魔でよく見えなかった。

  

  我缓缓地走近MIO。MIO歪着头，目不转睛地看着我。她的眼神和刚才贴在玻璃窗上时一样。话虽如此，我并不想和她混熟。就算同样有着恶魔的长相，我也不想和那种家伙饲养的人扯上关系。

  　私は、ゆっくり歩を進め、ミオに近づいていく。ミオは首をかしげて、私をじっと見た。先ほど窓ガラスに張り付いていた時と同じ目で。とはいえ、私は別になれ合う気はない。いくら同じ悪魔の相を持っていても、あんな奴に飼われている者とは関わりたくなかった。

  

  

  「我来喂你吃饭。虽然不情愿，但这是亚历杭德罗的请求……你叫MIO吧？我把食物放在这里，你自己吃吧。」

  「食事らしい。アレハンドロに頼まれた。不本意だが……。お前、ミオと言うんだろう。置いておくから勝手にしろ」

  

  

  我保持警戒，把托盘放在花田上。然后我观察MIO的反应，只见她歪着头，发出「啊～」的呻吟。仔细一看，她的嘴角流出口水……这家伙该不会……

  　私は警戒しながらお盆を花畑の上に置く。そしてミオの反応を見ると、首を傾げたミオは小さく「あー」と呻いた。見れば涎が口の端からこぼれている。……まさかこいつは……。

  

  MIO把手伸向盘子，开始用手抓起放在上面的蔬菜跟汤等看起来很高级的料理吃了起来，看到她这样，我松了一口气。

  　ミオが皿に手をかけ、上に乗る野菜やらスープやらの上質に見える料理を食器も使わず手づかみで食べ始めたのを見て、私は肩の力を抜いた。

  

  

  ……我开始觉得一直警戒着她很蠢。我背对MIO，环顾四周，寻找有没有什么可以用来当作武器的东西。树枝也好，石头也好，应该都可以拿来当作武器。为了尽早离开这里，我需要做些准备。我必须快点跟Cquote她们会合。

  　……警戒していたことがばかばかしくなる。私はミオから背を向けてどこか落ち着ける場所、そして何か使えるものがないかを探そうと周囲を見る。木の枝でもいい。石でもいい。武器くらいにはなる筈。早急な脱出を図るためにも準備は必要だ。急ぎクォートラらと合流しなくては。

  

  我这么想着，正打算往前走，映入眼帘的却是一片花田。我的视线转了90度，垂直往下。花草逼近眼前。我反射性地为了保护自己而把手伸到脸前面，结果却凄惨地趴倒在花田里。

  　そう考えて歩を進めようとした私の視界に移ったのは、花畑だった。視界が90°回転する。縦に。草花が目の前に迫る。反射的に受け身を取るべく顔の前に手を出して、その甲斐なく無残に私は花畑にうつ伏せに倒れ込んだ。

  

  因为花草成了缓冲垫，再加上我没什么体重，所以没有受什么严重的伤，但撞到鼻子还是让我感到一阵剧痛。

  　草花がクッションになったことと自分に体重があまりない事でひどい怪我はしなかったが、打ち付けた鼻にはそれなりの痛みが走った。

  

  

  「好痛……到底发生什么事了……」

  「痛っづッ……なんだ一体……」

  

  

  我一边小声呻吟，一边坐起身，想知道发生了什么事，结果却看到MIO趴在地上，抓住我的脚。是这家伙抓住我的脚让我跌倒的吗？

  　小さく呻きながら何事かと半身を起こした私は、私の足を掴んでうつ伏せに倒れているミオの姿を見た。コイツが私の足を掴んで転ばせたのか。

  

  

  

  MIO歪着头，用那双红眼看着我。虽然她的表情看起来像是头上浮现了问号，但我立刻挥开MIO抓着我衣服的手，缓缓往后退。

  　ミオは首を傾げ、赤い目で私を見ている。頭の上に疑問符でも浮かべていそうな顔だったが、私はすぐに服を掴むミオの手を振り払うと、ずりずりと後ずさった。

  

  然而，我退后多少，MIO就用四肢着地的姿势前进多少。我的背脊窜过一阵恶寒。

  　しかし私が下がるのと同じだけ、ミオも四つん這いの姿勢でずいずいと距離を詰めてきた。背筋がぞわりとした。

  

  

  「啊～啊。」

  「あー、あ」

  

  「干嘛！不要靠近我！」

  「なんだ！ 近寄るな！」

  

  

  我挥动手臂，示意她退后，但MIO还是不断朝我逼近。这家伙不正常。如果我的猜测没错，天晓得她会对我做出什么事。MIO的身体比我年长，就算我们都是女生，我也不确定自己能不能打赢她。

  　私は腕を振って下がるよう促すがミオはずいずいと近づいてきた。こいつはまともじゃない。私の想像通りなら何をされるかわかったものではない。ミオは私よりも年上の体だ。身体が女同士でも勝てるかどうか。

  

  在被她打倒之前，我只能先下手为强。就在我将手伸向偷来的叉子时，MIO将自己绑成一束的头发拿给我看。

  　やられるまえにはやるしかあるまいと、くすねたフォークに手を伸ばした所で、ミオが自分の髪を束ねて見せてきた。

  

  

  「你看、你看……！白发鬼，一样……」

  「ね、ねっ……！　しろいかみ、おんなじっ」

  

  「咦？啊……啊啊。」

  「え？　あ、ああ」

  

  「一样，一样……嘿嘿……」

  「おそろい、おそろいっ……ふへ……」

  

  

  MIO轮流指着自己的头发和我的头发，然后露出傻笑。看到她这副模样，我也不禁消了气。

  　ミオは自分の髪と私の髪を交互に指差し、そしてにへらと笑った。私はそんな様子につい毒気を抜かれてしまう。

  

  

  「MIO……名字……MIO的……」

  「み、ミオ……なまえ……ミオの……」

  

  

  然后，MIO竟然抓起愣住的我的手，开始自我介绍。尽管我对她那双纯真的眼眸感到惊讶，还是不小心顺势回答了她的自我介绍。

  　そしてあろうことか、ミオは呆ける私の手を取って、自己紹介を始めたのだ。その無垢な瞳に驚きながらも私は、うっかりはずみで名乗りに答えてしまった。

  

  

  我叫克莱儿。

  　ココット、と。

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  另一方面，距离卢维卡纳较远的森林中，过去是辛的村庄所在之处。

  　一方。ルイカーナより離れた森の中。かつてシンの村があった場所。

  

  现在则是魔族军的据点。在其中的一间房子里——

  　現在は魔族軍の拠点となっている場所である。その中の家屋のひとつ。

  

  

  「被打得落花流水啊。」

  「手ひどくやられたな」

  

  

  坐在椅子上的克瓦多这么嘟哝。接着，他听了刚才会合的别动队的报告后，依然一脸难以置信地用手抵着眉间，再度问道：

  　椅子に腰かけたクォートラは、そうぼやいた。そして、先ほど合流をした別動隊の報告を聞いて尚、信じられんといった顔で眉間に手を当て、再度問う。

  

  

  

  「公主被抓走是真的吗？」

  「姫が捕らわれたというのは本当か」

  

  「是真的。她被掳走了。」

  「本当だ。掻っ攫われちまった」

  

  

  佐夫抚摸着大斧，回答克瓦多的问题。斧刃上沾满许多敌人的血，佐夫上半身赤裸，缠着绷带，那是他背上受的伤。

  　クォートラの問いにゾフが大斧を撫でながら言った。斧の刃には多くの返り血がべっとりと塗られていた。上半身は裸であり、包帯がまかれていた。背に受けた傷のものだ。

  

  

  「在歌曲结束的同时，警卫兵就蜂拥而至，我们只能撤退。」

  「歌が終わると同時に警備兵がなだれ込んできやがった。撤退するしかなかった」

  

  「丢下克莱儿大人，就这样逃回来……真是屈辱……应该要强行把她抢回来吧？」

  「ココット様を置いてむざむざ逃げ帰る等……屈辱ですわ……無理やりにでも取り返すべきだったのでは？」

  

  

  在佐夫身旁抖脚的托泽这么抱怨，佐夫大大地叹了口气。

  　ゾフの隣で貧乏ゆすりをしていたツォーネがぼやき、ゾフが大きく溜息をついた。

  

  

  「你这家伙嘴上这么说，却打算追上去，结果怎样了？看看你自己的身体吧。」

  「そう言って追いかけようとしたてめえがどうなったか、自分の体を見てみろ」

  

  

  佐夫不屑地这么说。佐法浑身是伤，魔剑士们正在为他治疗，用绷带包扎他的身体。这是他硬要追上抱着克莱儿的白发少年，结果撞上警备兵所造成的。出现的警备兵训练精良，就算打倒几个人，也会不断有新的士兵涌出，佐法判断无法继续战斗，揪住佐法的脖子，硬是逼他撤退。佐法气得咬牙切齿。

  　ゾフが吐き捨てた。ツォーネの体は傷だらけであり、今現在魔剣士達が治療、体に包帯を巻いているのだ。ココットを抱えたあの白い髪の少年を無理に追おうとして、警備兵に突っ込んだ結果である。現れた警備兵は練度も高く、何人か倒したところでいくらでも湧いて出てくるものだから、これは無理だと判断したゾフに首根っこを掴まれて無理やり撤退させられたツォーネは歯噛みしていた。

  

  

  「那家伙抓走了小姐。如果他想杀小姐，应该早就动手了。既然他没有这么做，代表小姐还活着吧？那个臭小鬼和小姐有着相同的发色和瞳色，说不定有什么关联。」

  「あいつはお嬢を捕まえた。殺そうと思えば殺せたはずだ。じゃねえってんなら、まだ生きてはいるんじゃねェか。あのクソガキ、お嬢と同じ髪と目だ。何かあるのかもしれねえし」

  

  「你太乐观了。既然抓到魔王军的将军，就能预测到他的处置。」

  「楽観ですわ。魔王軍の将軍を捕まえたのなら、処遇なんか予想できますもの」

  

  「小姐是人类，或许能稍微争取到一些时间。」

  「お嬢は人間だ。少しばかりは猶予があるかもしれねえ」

  

  

  听到佐法这么说，佐法用力拍打附近的桌子。

  　ゾフがそういった言葉に対して、ツォーネは近くの机をダンと叩いた。

  

  

  「你太悠哉了！为什么从刚才开始就一直在找撤退的理由！？讨论该怎么救人才比较好吧！还是说！？你不想救小姐吗！？」

  「悠長が過ぎるって言ってんだよ！　なんでさっきから撤退した理由付けしか言いやがらねえ！？　助けるためのハナシをしたほうがずっといいだろ！　それともなにか！？　助ける気がねえのかよ！？」

  

  

  托斯内的激动情绪，让在场所有人闭上了嘴。他的态度代表的意思再明白不过。他们正在犹豫。而看到他们的模样，托斯内更是怒火中烧。

  　ツォーネの激昂に、その場の全員は口をつぐんだ。その態度の意味するところは明白だった。迷っているのだ。そしてその様子を見て殊更にツォーネは怒りを募らせた。

  

  

  「你们是哑巴吗……？你们是认真的吗……居然连见死不救都考虑到了！？」

  「ダンマリかァ……？　マジで言ってんのかてめえら……見捨てる考えも持っていやがンだな！？」

  

  「这就是所谓的取舍，臭吸血鬼。」

  「取捨選択、というやつだクソヴァンパイア」

  

  

  佐夫重重地叹了口气说道。

  　ゾフが大きな溜息を零しながら言った。

  

  

  「我们的部队半毁。库多拉那边也损失了三成，损失惨重。这次的失态，就算把那边的傻子太急躁这点算进去，说穿了还是小姐的失误。小姐不应该去的。」

  「俺たちの部隊は半壊。クォートラの方も損失は３割に及ぶ大損害だ。今回の失態は、そこのボケが早まったのを加味してもはっきり言えばお嬢のミスだ。お嬢は行くべきじゃなかった」

  

  

  佐夫用下巴指了指蹲在地上呻吟，伤势最重的雷可说道。托斯内正要开口，佐夫便制止了他。

  　一番酷いケガで蹲って呻いているレコを顎で指しながら、ゾフは言った。ツォーネが何か言いかけて、ゾフはそれを制する。

  

  

  「我知道。她比只会隔岸观火的家伙要好太多了。她是个能站在我们的立场思考的将军。但她现在被抓住了。要救她比暗杀领主还要麻烦。最重要的是，没有小姐的指挥。既然如此，事情自然会变成这样。」

  「わかってる。高みの見物洒落込む奴よりはよっぽどいい女だ。俺たちの立場に立つ将軍だ。だが現に捕らわれちった。救出は領主暗殺より面倒といっていい。何よりお嬢の指揮がねえからな。だとすればおのずとこういう話になる」

  

  「就算这样……居然说出这种话……你们没有身为魔族的骄傲吗！」

  「だからって……そんな言葉が出るなんてよォ……魔族としての誇りはねぇのかよッ」

  

  「正因为是魔族。」

  「魔族だからだ」

  

  

  闭上眼睛保持沉默的库多拉开口了。托涅咬牙切齿地转头望向库多拉。

  　眼を閉じ沈黙を保っていたクォートラが口を開いた。ツォーネが歯をギリリと食いしばりクォートラを振り返る。

  

  然而，被托泽纳瞪着的库多拉静静地睁开眼睛，看向索夫。

  　しかしツォーネに睨まれたクォートラは静かに目を開いて、ゾフを見た。

  

  

  「你想这么说吧，索夫。」

  「そう言いたいのだろう、ゾフ」

  

  「算是吧。」

  「まあな」

  

  

  索夫缓缓地交抱双臂，点了点头。

  　ゾフはゆっくり腕を組んで頷いた。

  

  

  「我们必须决定，魔族究竟要为了人类冒多大的危险。听说库多塔那边也被人类的新兵器打得落花流水。面对有那种兵器在等待的那座城市，我们究竟要怎么在少了大小姐的情况下救出她？」

  「魔族が人間のためにどれだけ危険を冒すか、って事をよ、決めにゃならん。聞けばクォートラの方も人間どもの新兵器に散々やられたらしい。そんな兵器が待ち受けるあの街相手に、どうお嬢を救うってんだ？　お嬢抜きで」

  

  「唔……」

  「ぐっ……」

  

  

  少了克莱儿，他们很难突破人类的新兵器。从库多拉那里听来的情报，让一行人明白这一点。看不见的攻击，以及轻易贯穿顽强魔族身体的威力。面对这样的对手，少了克莱儿……不对，就算克莱儿在场，或许也……

  　ココット抜きで人間の新兵器を突破することは難しい。クォートラから聞いた話でそれは分かっていた。見えない攻撃。そして屈強な魔族の体をたやすく貫く威力。それ相手にココット抜きでは、いや……ココットが居てもあるいは。

  

  

  "为了拯救人类而死吗……！？蠢死了……！"

  「人間なんかを救いに死にに行くのか……！？　馬鹿げてる……！」

  

  「追根究柢都是你这家伙害的吧，你这混账白痴！！」

  「もとはと言えばテメェのせいだろうがこのクソボケがッ！！」

  

  

  完全变得懦弱的雷可，因为说了轻率的话而遭到托涅踹了一脚，蹲在地上。

  　完全に弱気となっていたレコは迂闊な言葉の代償に、ツォーネに蹴りを入れられて蹲ることとなった。

  

  即使库多拉劝告他冷静下来，反而让图兹涅更加愤怒。魔剑士们露出「别再闹了」的表情，压制住图兹涅。看到图兹涅大吵大闹，索夫无奈地举起手。

  　クォートラが落ち着けと諭すも、かえってツォーネは怒りをあらわにした。魔剣士たちがこれ以上はといった顔でツォーネを組み抑える。喚くツォーネにゾフはやれやれと手を挙げた。

  

  被魔剑士压制住的图兹涅，瞪着索夫露出獠牙。

  　ツォーネは魔剣士に抑えられながらゾフを睨み牙を見せた。

  

  

  「你这家伙，给我适可而止……」

  「てめッマジでいい加減に……」

  

  「哦～现在是什么状况？」

  「おー、どういう状況？」

  

  

  就在图兹涅这次真的忍无可忍，甩开魔剑士，准备扑向索夫时，国境警备部队队长——哈比族少女琪琪贝尔，轻轻挥着被羽毛覆盖住的手，以轻飘飘的表情走进账篷。几乎是在同一时间发生。」

  　ツォーネが今度こそ耐えかね魔剣士を振りほどいてゾフに組みかかろうとするのと、羽毛に覆われた手をひらひらと振りながら、国境警備部隊長たるハーピーの少女……チックベルがふわっとした表情でテントの中に入ってきたのは、ほぼ同時だった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  「原来如此。克莱儿被抓了啊。我们晚了一步呢。艾库罗会很失望吧。啊，要帮我保密加了『小』这个称呼哦。」

  「なるほどねえ。ココットちゃんは捕まった、と。一足遅かったかあ。エルクーロくんがっかりするなあ。あ、くん付けしたのは内緒ね。様様～」

  

  

  和一行人同席的琪琪贝尔，傻笑着依序看向众人。然后表情立刻变得僵硬。

  　一行と同席したチックベルはにへらと笑いながら一行の顔を順繰りに見やった。そしてすぐに表情を硬くする。

  

  

  「你们看起来很累呢。似乎吃了不少苦头。辛苦了。」

  「疲弊してるね。ずいぶんな有様だったみたいだ。大変だったね」

  

  

  一行人已经大致说明过事情的经过。琪琪贝尔也因为众人的惨状，一改平常轻飘飘的态度，重新坐回椅子上。

  　既にチックベルにも概ねのいきさつは説明していた。チックベルも一行の惨状にいつものふわふわした態度を一変させて椅子に座りなおした。

  

  

  「所以，你们打算怎么做？有两个选项。如果要继续行军，就必须抢回克莱儿。另一个选项则是舍弃克莱儿撤退，退回弗利克泰德。」

  「それで、どうする？　選択肢は二つだ。このまま行軍を続けるにはココットちゃんの奪還は必須だろうね。で、もう一つはココットちゃんを見捨てて撤退。フリクテラまで下がるか」

  

  

  听到琪可贝儿这么说，托涅猛烈地反驳。她认为要是撤退到弗利克泰德，克莱儿就真的危险了。

  　チックベルの言葉に、ツォーネが猛反発をした。フリクテラまで後退していたら、それこそココットの身が危ういと。

  

  

  「所以，撤退是不可能的。鸟，我不知道你为什么会来到这种地方，但至少我一定会救出克莱儿大人。」

  「だから撤退なんてありえませんの。鳥、あんたがなんでこんなところに来たのかは知りませんけどね、少なくともわたくしは、ココット様を救いますわ」

  

  「是是是，托涅，你还是老样子呢。不过——」

  「はいはい、ツォーネくんは相変わらずだね。でもさ」

  

  

  琪可贝儿直视着依然气喘吁吁的托涅，这么问道：

  　チックベルは未だに息の荒いツォーネに真っ向から向かって問う。

  

  

  「托涅，你为什么这么想救克莱儿呢？」

  「ツォーネくん、どうしてそんなにココットちゃんを助けたいの？」

  

  「那还用说。当然是因为我喜欢她啊。」

  「そんなの、決まってますわ。好きだからですもの」

  

  「……真意外。我还以为托涅会更干脆俐落呢。」

  「……意外だなあ。ツォーネくんはもっとあっさりしてると思ってたよ」

  

  

  听到琪可贝儿这么说，托涅哼了一声。

  　チックベルの言葉に、ツォーネは鼻を鳴らした。

  

  托涅原本并不喜欢他人。虽然她不久前才跟克莱儿说过，但她喜欢人类女孩的理由，只是为了玩赏。

  　ツォーネは元来、他人を好むことはなかった。いくらか前に自分でココットに語ったこともあるが、人間の娘を好む理由は愛玩としてだ。

  

  克莱儿也不例外。不过，崔妮对克莱儿将自己当成物品利用，还对她的前进模样感到焦躁，进而抱持敬爱之情。

  　それはココットに対しても例外ではなかった。しかしツォーネはココットに対しては、自分をモノのように扱い、利用し、進むその姿に焦がれ、敬愛の念を抱くようになった。

  

  那么，现在又如何呢？米莱儿失败，被逮捕了。这和崔妮敬爱的理想形象不同，是她唾弃的软弱人类会有的事态。然而，崔妮无论如何都无法舍弃克莱儿。

  　では今はどうか。ココットは失敗し、捕まった。それはツォーネの敬っていた理想像とは異なるもの。所詮は軟弱な人間だったと唾棄していたであろう事態。だが、ツォーネはどうしてもココットをそう切って捨てられなかった。

  

  在相处的过程中，敬爱并非单纯来自结果，也不是存在方式，而是对克莱儿本人抱持的感情。

  　共にいるうちに、敬愛が単なる結果からくるものではなく、在り方でもなく、ココットそのものへ向けられていたのだ。

  

  更重要的是——

  　何よりも。

  

  如果她前进的道路扭曲而美丽，那么协助她就是自己就任的职务，也是决定就任的自尊——身为魔族的自尊。

  　彼女が進む道を歪んで美しいと思ったのであれば、それを手助けするのが下に就いたものの役目であり、就くと決めた自分のプライド。魔族としてのプライドであった。

  

  所以，如果她的困境是软弱造成的，那么这就是掩饰自己明明在眼前却无法拯救她的借口。崔妮这么说道。

  　だから彼女の窮地を軟弱というなら、目の前に居ながら救えなかった自分の弱さを覆い隠すいい訳なのだと。ツォーネはそう語った。

  

  

  「所以我才无法原谅他们。这些家伙满脑子只想着逃跑！」

  「だからわたくしは許せないんですのよ。逃げる事ばかり考えているようなこいつらが！」

  

  

  崔妮转头面向默默听着她说话的库多拉和索夫，指着他们。

  　ツォーネの言葉を黙って聞いていたクォートラとゾフを向き直り、ツォーネは指を差した。

  

  崔妮看着这样的她，嘻嘻笑了起来。

  　チックベルは、そんなツォーネを見てくすくすとわらった。

  

  被托泽纳一瞪，不知道哪里好笑的斯基贝连忙道歉，但还是忍不住笑出来。他放松表情，露出笑容。

  　何がおかしいのかとツォーネに睨まれるが、ごめんごめんと言いつつもチックベルは表情を崩して笑顔を見せた。

  

  

  「呵呵呵。我明白托泽纳同学的意思了。啊啊，太好了。」

  「んふふ。ツォーネくんの言い分は分かったよ。ああ、よかった」

  

  「什么太好了？」

  「何がですの」

  

  「哎呀，原来大家的想法都一样。」

  「いやさ、みんな同じ気持ちなんだなあって」

  

  

  不明白斯基贝的笑容和这句话的意思，托泽纳眯起眼睛。斯基贝站起身，张开覆盖着羽毛的手臂。

  　チックベルの笑顔と言葉の意味が解らないツォーネは目を細めて見せる。チックベルは立ち上がると、羽毛に覆われた腕を広げて見せた。

  

  

  「不管是库托拉还是佐夫，其实都不想撤退。」

  「クォートラも、ゾフも。本当は撤退する気なんかないんだよ」

  

  「什么？」

  「はぁあ？」

  

  

  看到斯基贝咧嘴露出牙齿的笑容，托泽纳一脸茫然地望向库托拉等人。

  　にぃ、と歯を見せて笑うチックベルを見て、ツォーネは呆けた顔でクォートラらを見る。

  

  

  「斯基贝阁下说得没错，没有人说要撤退。我们是在讨论该怎么办。」

  「チックベル殿の言う通り、誰も撤退するなどと言ってはいない。どうするか、という話だ」

  

  「都是你擅自激动起来，才会把事情搞得越来越糟。」

  「お前が勝手に熱くなるから話がどんどんマイナスな方に進んじまったがなァ」

  

  「什、什么？你们刚才明明……」

  「は、はぁあ？　てめぇらさっきまで……」

  

  「确认状况，选择选项。先讨论现实问题，再思考该怎么办，这是公主教我们的。就算公主不在，我们还是必须以公主部下的身份行动。」

  「状況確認、選択肢。現実的な話をしたうえで、どうするかを考えるのは俺たちが姫から教わったことだ。姫が居なくても、俺たちは姫の部下として動かねばならない」

  

  「是啊。再说，我可不想丢下上司两次逃跑。我也一样在她面前束手无策啊，臭吸血鬼。而且，她可是大小姐耶？才不会那么轻易就死掉。搞不好她会自己逃回来哦。」

  「おうよ。第一、俺は二度も上司を置いて逃げるなんざごめんだ。目の前にいて何もできなかったのは俺も同じだぜ、クソヴァンパイア。それによ、お嬢だぜ？　簡単にくたばりゃしねえって。案外自力で逃げてくるかもしれねえぜ」

  

  

  听到这番话，双手环胸的库多拉和索夫都笑了。

  　腕組みをしながらクォートラもゾフも笑う。

  

  感觉自己像是在白忙一场的兹诺满脸通红，这次真的气到极点。

  　ツォーネは自分だけが空回りしていたような感覚に襲われて顔を真っ赤にして今度こそ沸点に達した。

  

  

  「你、你们这些家伙！竟敢捉弄我！如果有心救我，一开始就该这么说啊，你们这群蠢货！既然如此，就快点来开拯救她的作战会议！」

  「て、てめぇら！！　わたくしをからかうような真似しやがってぇえ！　救う気があるなら最初っからそう言えボケカスども！！　だったらさっさと救う作戦会議をすんぞ作戦会議を！！」

  

  「喂！别乱动！小屋会坏掉！」

  「おい！　暴れるな！　小屋が壊れるぞ！」

  

  「啊哈哈！乱动的话伤口会裂开哦，臭吸血鬼！」

  「だっはっは！　暴れると傷が開くぞクソヴァンパイア！」

  

  「吵死了！痛痛痛……可恶！」

  「うぜえんだよ！　いっててて……くそがッ」

  

  

  克莱儿麾下的三名队长下定决心。

  　ココット配下の３隊長。その心は決まっていた。

  

  见证这一切的琪可贝儿心想「正式的作战会议等骚动平息后再说吧」，便暂时离开小屋。她要去见从刚才开始就一直偷听的人。

  　それを見届けたチックベルは、本格的な作戦会議は騒動が収まってからかな、と考えて一度小屋の外に出る。先ほどから聞き耳を立てている者に、会うために。

  

  

  

  

  

  打开小屋的门后，琪可贝儿看到一名惊讶到往后退了一步的人。对方的头发有些凌乱，似乎是将耳朵贴在墙上。

  　小屋の扉を開けたチックベルは、驚いて一歩後ずさったような姿勢の人間を認めた。壁に耳を当てていたか、髪が少し乱れていた。

  

  是穿着佣人服的琪雅儿。米莱儿有提过，她带了一个奴隶走。应该就是她吧。

  　使用人服を着た、キエルである。エルクーロより話には聞いていた。ココットは奴隷を一人連れて行ったと。それが彼女だろう。

  

  

  琪雅儿看到琪可贝尔，露出害怕又不安的表情，琪可贝尔见状笑了出来。

  　キエルはチックベルを見て怯えたような不安な顔をしていたが、チックベルはそれを見て笑った。

  

  

  「……你在担心？」

  「……心配？」

  

  「呃……你是……」

  「え……と、貴女は」

  

  「哈比鸟琪可贝尔。前将军～你是琪雅儿吧，克莱儿的佣人。」

  「ハーピーのチックベル。元将軍さー。きみはキエルちゃんだよね、ココットちゃんの使用人」

  

  

  琪可贝尔报上名号，同时靠近琪雅儿，盯着她的脸看。

  　チックベルは名乗りつつキエルに近づいてその顔を覗き込んだ。

  

  

  「你在担心克莱儿吧～？看你的表情就知道了～」

  「ココットちゃんが無事か心配なんでしょ～？　そんな顔してたよ～」

  

  

  琪可贝尔这么问，琪雅儿低下头。虽然她一副没有这回事的样子，但紧紧抓着裙子的模样，透露出内心的纠葛，眼神也道出她的真心话。

  　チックベルの問いに、キエルはうつむいた。そんなことはないと言わんばかりだが、スカートをぎゅっと握りしめる姿に、葛藤めいたものはあれどその眼は本音を語っていた。

  

  根据米莱儿的说法，琪雅儿在弗利克泰达被克莱儿的父亲杀害，因此怀恨在心，还攻击了和米莱儿同行的克莱儿。不过，眼前的她看起来……琪可贝尔觉得她的心情似乎很复杂。而且，那种复杂的心情……和以前那个怀疑波利尼亚说的「或许能和人类交朋友」这句话，现在已不在人世的自己重叠在一起。

  　エルクーロから聞いた話ではキエルは確かフリクテラでココットに父を殺され、恨みのためにエルクーロと同行していたココットを襲ったこともあるという話だったが、今目の前にいる彼女の様子はずいぶんと……複雑なようだとチックベルは思った。そして、その複雑さは……人と仲良くなれるかもなどと言っていた、今は亡きポリニアの話を疑心暗鬼に聞いていた時の、いつかの自分と重なって。

  

  所以，她只说了一句话。

  　だから、かける言葉はシンプルだった。

  

  

  「不用担心。」

  「心配ないよ」

  

  「咦……？」

  「え……？」

  

  「我会去救克莱儿～大家好像也是这么打算，而且艾克露璐君也拜托过我了～啊，我又叫她『君』了。糟糕糟糕～」

  「ココットちゃんは助けるよ～。みんなもそのつもりみたいだし、ウチもエルクーロくんから頼まれちゃってるからね～。あ、また”くん”って言っちゃった。やばば～」

  

  

  琪可贝儿挥了挥手，然后就去散步，直到小屋里的骚动平息为止。

  　チックベルはひらひらと腕を振りながら、小屋の中のほとぼりが冷めるまで散歩にと足を運ばせた。

  

  被留在原地的琪艾儿将手放在胸口，低着头轻声说道：

  　あとに残されたキエルは、胸に手を当てて俯きながら小さくつぶやいた。

  

  

  「我……在担心那家伙……？」

  「私が……あいつの心配……？」

  

  

  琪艾儿感到胸口一阵刺痛。

  　キエルは、胸がずきりと痛んだ。

  

  理由是魔族看穿了自己心中的真心话，还是……

  　その理由は己の胸の内にある本音を、魔族に見透かされた事か、あるいは。

  

 
  ＃６６　悪魔達の檻

  ＃66　恶魔们的牢笼

  　

  

  

  

  我今天也在路易卡娜城的庭园里，只是望着天空。

  　私は今日も、ルイカーナの城にある庭園で、ただただ空を見ている。

  

  不，这么说不对。我看着天空，偶尔会陪对方玩一下。

  　いや、それは誤りだ。空を見ながら、時折相手をしてやっている。

  

  在我说话的时候，有东西放在坐在花田里的我的头上。我猛然回头，视野中映出MIO笑着的脸。我伸手摸头，发现头上戴着草冠。

  　言う間にも花畑に座る私の頭に何かが載せられた。はっとして振り返れば笑うミオの顔が視界に映った。頭に手をやれば草冠が添えられていた。

  

  我呼地吐出一口气，摸摸一脸得意的MIO的头。MIO像猫一样露出半梦半醒的表情，任由我抚摸她的头发。

  　私はふうと一息ついて得意げな顔のミオの頭を撫でてやる。ミオは猫のようにまどろんだ顔でくしゃくしゃと髪を撫でられる感覚に身を任せていた。

  

  过了一会儿，我费了一番工夫教MIO使用餐具，以免她用手抓东西吃。在教她的过程中，一半的食物都洒在花田里了。

  　少しして、食事を取る際にもミオが手掴みで食べないよう食器の使い方を苦労して教えた。その過程で食事の半分は花畑に撒かれた。

  

  现在我像是在饭后休息般躺在花田里，再次望着天空。

  　今は食休みとばかりに花畑に寝そべり、再び空を眺めている。

  

  我到底在做什么啊？

  　何をやっているんだろうな、私は。

  

  

  我像这样每天以照顾MIO的名义陪她玩，过着一成不变的日子。

  　こうして毎日毎日ミオの世話という名の遊び相手を任されながら、なにも無い日々を過ごしている。

  

  亚历杭德罗从那天起就几乎不再和我接触。不知道他有什么企图，他只拿我和MIO的餐点过来，说有事要办就消失到某处去了。

  　アレハンドロはあの日からは私に接触してくることはほぼない。何を企んでいるのか、私とミオの食事だけを持ってくると、用事があると言ってどこかへ消える。

  

  ……的确，这情况非常诡异。对方到底有什么意图，才会这样对待我？如果像MIO那样打算饲养我，我倒想干脆地拒绝，但是以现状来说，我没有任何方法可以反抗，只能把怒气藏在心里。

  　不気味極まりないのは確かだ。どういう意図があって私をこのような扱いにしているのか。ミオのように私を飼うつもりというのならば無駄だと切って捨ててやりたいが、現状として何も打つ手がない以上腹の中で抱えておくしかない。

  

  

  日子一天天过去。

  　そして、日々は過ぎる。

  

  ……从我被囚禁以来，已经过了几天呢？

  　……あれから、何日経っただろうか。私が囚われてから。

  

  

  今天我也在照顾MIO，不过情况和平时不同。

  　今日も私はミオの世話をしている。しかしいつもとは趣が違った。

  

  我以厌恶的眼神瞪着监视者。

  　私は忌々し気に監視を睨む。

  

  在花田中央玩耍的MIO，以及在一段距离外看着它的我，希雅就紧贴在我背后。

  　花畑の中央で遊ぶミオを離れた位置で眺める私の後ろ。ぴったりと背後に、シアがいるのだ。

  

  希雅什么也没做，只是伫立着看着我和MIO。这几天她应该没有做出什么奇怪的举动，到底是怎么回事？

  　シアは何をするでもなく、ただ私とミオを見て佇んでいる。妙な動きはここ数日見せていない筈だが、どうしたものか。

  

  时间即将过中午，今天魔族似乎也没有任何动静。我原本还抱着些许期待，但是什么也没发生，让我感到更加寂寞。

  　時刻が昼を過ぎようという頃合い、今日も魔族の動きはないらしい。仄かに救助を期待している私なわけだから、なにも無いという事で寂しさは募った。

  

  露伊卡纳镇连续几天都热闹非凡，声音与烟火声甚至传到庭园来。

  　ルイカーナの街は連日お祭り騒ぎで、声や花火の音は庭園まで聞こえてくる。

  

  真烦人，这种状况到底要持续到什么时候？

  　うんざりだ。いつまでこんな状況が続くのか。

  

  由于实在太烦人，我自暴自弃地向希雅搭话。

  　あまりにうんざりとしすぎて、私は自棄にでもなったかシアに話しかけた。

  

  

  「你叫希雅吧？」

  「お前、シアと言ったな」

  

  

  希雅对我的声音有反应，看着我的眼睛点头。

  　シアは私の声に反応して、私の目を見て頷いた。

  

  

  「你是来监视我的吗？还是来照顾MIO的？」

  「お前は私の監視か？　それともミオの世話をしに来たのか？」

  

  

  听到我的问题，希雅瞬间看了MIO一眼，然后回答。

  　私の問いに、シアは一瞬ミオを見て、答えた。

  

  

  「MIO不会离开我。」

  「ミオはぼくとははなさない」

  

  「为什么？」

  「なぜだ？」

  

  「因为讨厌血的味道，所以MIO讨厌我。」

  「ちのにおいがきらいなんだ。だからミオはぼくがきらいなんだ」

  

  

  希雅这么回答，看起来有些落寞。我问她是不是跟MIO不是朋友，她小声回答不是。血的味道吗？虽然我不懂，不过从事杀手这种工作的希雅，身上确实沾染了血腥味吧。不过，如果真是这样，那我也是。

  　そう語るシアは少し寂しげに見えた。ミオとは友達じゃないのかと問えば、小さく違うと返ってきた。血の匂い、か。私にはわからないが、始末屋のような仕事をしているシアは確かに血に染まっているのだろう。だが、だとしたら私もそうだ。

  

  欧塔娜的那些人、弗利克特拉的……琪优尔的父亲赛昆，还有鲁克等辛村的村民，都因为我而死。

  　アウタナの連中。フリクテラの……キエルの父セグンも。そしてルクらシンの村の人々。私によってみな死んだ。

  

  这之间有什么差别吗？因为我自己没有弄脏手，所以就乐观地认为自己没有错吗？只是命令部下去杀人，这样算肮脏吗？

  　そこに何の違いがあろうか。私自身が手を汚していないから、などとは楽観か。汚いだろうか。部下に殺せと命じるだけなのは。

  

  跟希雅的问答，让我回顾自己的所作所为。我并不后悔，因为做那些事根本没有意义。不过，看到我这样，希雅突然动了起来，来到我面前，和坐在花田里的我四目相对。

  　シアとの問答で私は自分自身の行いを振り返った。後悔はない。することなど無意味だからだ。しかしそんな私の様子に、シアが突然動き、私の目の前にやってくると、花畑に腰を落とす私と目線を合わせてきた。

  

  她看起来没有攻击的意思，所以我也没有特别摆出架式，以不刺激她的姿势面对她。希雅开口说：

  　攻撃の意思はないように見受けられたので私も特段構えず、刺激せずの姿勢でいると、シアが言う。

  

  

  「你不怕我，也不讨厌我？」

  「きみはぼくをこわがらない。きらわない？」

  

  「嗯……」

  「ん……」

  

  

  希雅的问题让我有点不知所措。不过，如果要回答的话……我最讨厌你了。虽然我很想这么说，不过我忍住不说。

  　シアの問いには少し面食らった。だが、答えるとすれば……大っ嫌いだ。と、言ってやりたかったがぐっとこらえ口を噤んだ。

  

  希雅用期待的眼神看着我，我则是别过头，不看她的眼睛。

  　何か期待するような眼でじっと私を見るシアの眼から私は顔をそらし、そっぽを向く。

  

  即使如此，希雅似乎还在等我回答。

  　それでもシアは待っているらしかった。

  

  

  「……在谈喜欢或讨厌之前，我根本不认识你。不认识的人，我怎么可能喜欢或讨厌呢？」

  「……好き嫌いの前に、私はお前を知らない。知らないものを好きにも嫌いにもなりようがない」

  

  

  我选择最安全的回答，打算蒙混过去。听到我这么说，希雅的眼睛闪闪发亮，然后用非常高兴的表情牵起我的手。

  　無難な言葉を選んで煙に巻こうと考えた私のその言葉に、シアは目を輝かせた。そして、とてもうれしそうな表情で私の手を取った。

  

  她硬是让我站起来，然后用力摇着我的手。

  　そして無理やり立ち上がらせると、困惑する私の手をぶんぶんと振ったのだ。

  

  

  「你、你做什么！」

  「なっ、何を！」

  

  「那、那我告诉你！只要知道的话，你就会喜欢我！要先从什么开始说呢？我的工作？还是……」

  「じゃあ、じゃあおしえてあげる！　しってくれればぼくをすきになってくれる！　なにからはなそうかな、ぼくのおしごと？　それとも……」

  

  「等、等一下！你冷静一点！冷静！呜哇哇！」

  「ま、待て！　落ち着けおい！　落ち着け！　うわわっ」

  

  

  希雅抓着我的手滔滔不绝地说着，然后开始转圈，我也被她拉着转圈，就像旋转木马一样。虽然我有时会差点跌倒。

  　私の手を掴んだまま捲し立てるように語り、そのまま回り始めたシアによって私も否応なしにメリーゴーランドめいてぐるぐると回る。時折たたらを踏み転びかけながらも。

  

  突然间，我转动的视野角落看到米奥看着我们，歪着头。

  　ふと目まぐるしく回転する視界の隅に此方を見て首をかしげているミオが映った。

  

  然后……歌声响起。

  　そして……歌声が響いた。

  

  

  米奥开始唱歌了。

  　ミオが歌い始めたのだ。

  

  同时，希雅突然停止动作。我差点因为离心力而飞出去，希雅拉住我的手，把我抱在怀里支撑住我。

  　同時に、シアが突然動きを止める。私は遠心力のままに吹っ飛ばされそうになり、シアに手を引かれ抱き寄せられるようにして支えられた。

  

  我缩在希雅的胸前，正想抱怨时，抬头一看，嘴巴被堵住了。

  　シアの胸の中で縮こまりながら文句の一つも言ってやろうとシアを見上げた途端、口を塞がれた。

  

  

  「嘘！」

  「しっ」

  

  

  希雅没有看我，而是看着MIO，用手上的小刀抵住自己的嘴唇，做出安静的手势。

  　私を見ず、ミオを見たままシアは手に持ったナイフを自らの唇に添えて静かに、とジェスチャーをして見せた。

  

  

  「不要打扰她唱歌，不然你也会被杀。」

  「うたをじゃましないで。きみもころさなきゃならなくなる」

  

  

  希雅只说了这句话，就放开我，拿着小刀无声无息地消失在某处。

  　そうとだけ言ったシアは、私を開放するとナイフを手に持ったまま音もなくどこかへ消えていった。

  

  我听着MIO的歌声，注视着希雅离去的方向好一阵子。

  　私は、ミオの歌声の最中、シアが去ったであろう方角をしばらく見つめていた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  然后，又过了一天。

  　そして、再び日が過ぎて。

  

  那一天，MIO对我偶然放在手掌上眺望的雷米圣石产生了兴趣。

  　その日、ミオは私がたまたま掌に載せて眺めていたレイメの聖石に興味を抱いた。

  

  我注意到MIO正低头看着坐在地上的我，以及我手上的影子。

  　私は私の手のひらへ落ちた影で、座る私を見下ろすミオに気づいた。

  

  

  「……干嘛？」

  「……なんだ」

  

  「好漂亮……而且好温暖。」

  「きれい……それに、あったかあい」

  

  

  MIO露齿一笑，看着雷米圣石。我反射性地想把圣石收回口袋，同时往后退。结果MIO露骨地露出快哭的表情，我只好把圣石放在手掌上。她看着圣石。

  　ミオは歯を見せてにいっと笑い、レイメの聖石を眺めていた。私は反射的に聖石をポケットに戻そうとしながら後ずさる。するとミオが露骨に泣きそうな顔になったので、仕方なく少しだけ掌の上に乗せたままとした。

  

  

  「啊……」

  「あー……」

  

  

  MIO和我暂时像这样望着雷梅圣石。

  　ミオと私はしばらくそうしてレイメの聖石を眺めていた。

  

  

  「啊～啊～……我想到……一个好点子。」

  「あー、あー……おもいついた……いいこと」

  

  

  MIO突然这么说，同时开始拔花草。

  　突然ミオはそう言いながらもぞもぞと草花をむしり始めた。

  

  我看着她，心想她要做什么，结果她伸出手掌。

  　何事かと見ていると平手を突き出された。

  

  

  「借我……一下。」

  「すこし……かーして」

  

  

  我心想她要做什么，然后知道她是要雷梅圣石。我怎么可能借她。

  　何を、と思ったがレイメの聖石を貸せと言っているのだと分かった。そんなことできるか。

  

  我只想到如果只是给她看，但是要给她，我绝对不干。

  　見せるだけならと思っただけだ。渡すなどとんでもない。

  

  我这么想，想要把手藏到背后，但是MIO似乎看我犹豫不决，不耐烦地扑到我身上。」

  　そう思い後ろ手に隠そうと思ったのだが、渋った様子にしびれを切らしたかミオが私に覆いかぶさって来た。

  

  

  「你要做什么……呜哇，住手……喂！」

  「なにを……うわっ、やめ……おい！」

  

  「拿走了……」

  「とった……」

  

  

  MIO硬是把雷梅从我手掌中抢走。我感觉到血液一口气冲上脑门，眼前变得一片通红。

  　ミオは無理やり私の手の平からレイメを奪い取った。私は一気に目の前が真っ赤になるほど頭に血が上るのが分かった。

  

  

  「你！还给我！」

  「お前ッ！　返せ！」

  

  

  MIO抢走雷梅后背对我，不知道在做什么，我急忙站起来，想要扑向她。

  　レイメを奪い取って私に背を向けなにかもぞもぞとやっているミオに、急ぎ立ち上がった私は襲い掛かろうとする。

  

  但是，在我扑过去前，MIO转过头来，又把手伸向我。

  　が、飛び掛かる寸前にミオが私を振り向き、また手を出してきた。

  

  我反射性停下脚步，她递过来的是……用藤蔓编成的篮子绑住，像项链一样的圣石。

  　反射的に足を止めた私に差し出されたのは……ツタでできた籠に縛られ、ネックレスのようになった聖石だった。

  

  

  「嗯……」

  「ん……」

  

  

  我混乱、狼狈，心想这家伙到底想做什么。

  　何がしたいんだこいつはと混乱し、狼狽する。

  

  

  「因为……弄丢的话……会很难过……重要的东西……」

  「おとしたら……かなしいから……だいじなもの……」

  

  

  MIO认为圣石裸露在外，总有一天会不见，所以订制了项链。我接过项链，跟MIO交互看着彼此，愣在原地，MIO咧嘴一笑。

  　ミオは聖石が裸のままではいつかなくしてしまうのではないかと思い、首にかけられるネックレスを誂えた。私がネックレスを受け取り、ミオと交互に目をやって呆けていると、ミオはにへらと笑う。

  

  MIO一副要我快点戴上项链的样子，我被她的气势压倒，心里某处觉得这么做很合理，所以战战兢兢地把雷梅的项链戴在脖子上。

  　早く着けろとでも言わんばかりの様子に気圧され、私は心のどこかで理にも適っていると思ってしまったが故に、恐る恐るレイメのネックレスを首からかけた。

  

  在胸前闪耀的紫红色项链。藤蔓虽然细，但是做工扎实，感觉很牢固。这样确实……比起藏在口袋里，这样更能随身携带。我本来以为加工雷梅的圣石这种想法根本不可能，所以连想都没想过。

  　胸に輝く赤紫色のネックレス。ツタは細さの割にはしっかりとした造りで、丈夫と感じた。確かにこれなら……ポケットに忍ばせておくよりかは肌身離さずにいられる。レイメの聖石を加工するという発想自体ありえないものだと思っていたから考えもしなかった。

  

  

  「啊啊，谢、谢……？」

  「ああ、ありが、とう……？」

  

  

  我脱口说出的感谢话语让MIO露出灿烂的笑容，她站起来，笑着在花田里奔跑起来。

  　私が零した感謝の言葉にミオはぱあっと笑い、立ち上がって花畑を笑いながら駆け始めた。

  

  真的是个让人搞不懂的家伙。不过，正因为如此，我开始觉得她很可怜。全身的绷带，靠近时从绷带的缝隙间看到的那个是……

  　本当に、よくわからないやつだ。だが、だからこそなんだか痛ましい、そう思い始めていた。全身の包帯、近づいたときにずれた包帯の隙間から覗いたあれは……。

  

  

  「呵呵，真是个温柔的孩子。可爱得不得了。」

  「フフ、優しい子だ。可愛らしくてたまらない」

  

  

  背后突然传来声音。我表情严肃地转过头去，同时说道。

  　突然の背後からの声。私は表情険しく振り返りながら言う。

  

  

  「所以才用锁链把她关在这里吗？」

  「だから鎖でここに閉じ込めるのか」

  

  

  亚历杭德罗的金发随着吹过庭园的风摇曳，他无奈地用手指抵着下巴。

  　アレハンドロは庭園に吹く風に金髪を揺らしながらやれやれといった風に顎に指をあてていた。

  

  他毫不在意我依然一脸狐疑地瞪着他，走到我身边，看着MIO跑来跑去摘花，让花在空中飞舞，制造出花雨，他笑了。

  　そのまま怪訝な顔を崩さず睨む私を気にした様子もなく私の隣まで歩いてくると、駆けまわり花を摘んでは空へと舞い上がらせ花吹雪を作り遊ぶミオを眺めて笑った。

  

  我也跟着看向MIO。MIO的脖子上戴着项圈，从项圈延伸出来的锁链，系在打进庭园花圃中央的木桩上。简直就像家畜一样。不仅如此，还有那绷带。看着笑得天真无邪的她，我感到有些苦涩。

  　つられて私もそんなミオを見た。ミオの首にはめられた首輪。そこから延びる鎖は、庭園の花畑中央に撃ち込まれた杭に繋がっていた。まるで、家畜の有様だった。そのうえ、あの包帯。無垢に笑う彼女を見て、私はほんのりと苦い気持ちとなる。

  

  

  「你很在意MIO的绷带吗？」

  「ミオの包帯が気になるかい？」

  

  「！」

  「っ」

  

  

  亚历杭德罗的话让我回过神来，看向他的脸。

  　アレハンドロの言葉にはっとして奴の顔を見る。

  

  在花雨飞舞的风中，亚历杭德罗看着MIO说道：

  　風を頬に受け花吹雪舞う中、アレハンドロはミオを見ながら言った。

  

  

  「MIO很难调教。我本来想先破坏她的心灵，再重新教育，但过程中留下了满多伤痕。因为很丑，所以才遮起来。」

  「ミオは調教するのに手こずってね。心を一度壊して再教育しようと思ったんだけど、その過程で結構傷跡が残ってしまって。醜いから覆い隠しているんだよ」

  

  「什……」

  「なっ……」

  

  「如果像希亚一样，从婴儿时期就由我一手培养，应该会省事很多。不过，我成功完成了值得我付出这么多心血的作品。你听到了吧？她的歌声。由丑陋可怕的存在所编织出的天籁之音。」

  「シアのように赤子の頃から僕色に育てられれば手がかからなかったなと思うよ。だけど苦労に見合う作品に仕上がった。聞いただろう？　彼女の歌声を。醜くおぞましい存在から紡がれる天上の歌声だ」

  

  

  亚历山大的陶醉表情让我皱起眉头。这家伙说，他不知道从哪里抓来MIO，对她进行拷问，让她的心灵变成现在这样。那些绷带下的新伤痕，就是那时候留下的……原来她全身的伤痕都是这样来的。

  　アレハンドロのうっとりとした表情に私は眉間にしわを寄せた。こいつの言う話では、どこかから攫ったミオを拷問にでもかけて、今のような心を壊した様にしたという。あの包帯の下の生傷は、その時のだと……あの全身の傷がか。

  

  这家伙疯了。他看上MIO的理由，只是因为她的歌声。因为喜欢她母亲教她的歌，所以杀了她母亲，把她抓来。然后，这家伙的扭曲性癖好不只是普通的歌声，还想要听除了歌声以外，心灵被破坏到支离破碎的人所唱的歌。

  　こいつは狂っている。ミオを見染めた理由はただあの歌声だと。彼女の母から教わったという歌を気に入ったから、その母を殺し攫った。そして、こいつの歪んだ性癖はただの歌声ではなくそれ以外がずたずたに壊れた者が紡ぐ歌を望んだ。

  

  我将视线从亚历山大身上移开，再一次看向MIO。她果然还是开心地笑着。

  　アレハンドロから視線を外し、もう一度ミオを見る。やはり彼女は、楽しそうに笑っていた。

  

  从他的话听来，她被母亲所爱。即使拥有恶魔的长相！即使如此，她还是跟相信她的稀有母亲一起生活，却被亚历山大夺走了。

  　話に聞くに、彼女は母に愛されていたのだ。悪魔の相を持ちながら！　それでも信じてくれた稀有な母と過ごしていたのに、アレハンドロに奪われたのだ。

  

  ……跟我一样。

  　……私と、同じだ。

  

  

  「你至今为止过着凄惨的人生吧。看眼睛就知道了。看那对红色的眼睛。」

  「君は今まで凄惨な人生を送ってきたんだろう。目を見ればわかるよ。その赤い目をね」

  

  

  亚历山大突然对我说话。

  　唐突にアレハンドロが私に語り掛ける。

  

  

  「那是不信任任何人，只想利用别人的眼睛。不是小孩的眼睛。跟肮脏的大人们一样。如果是沦落为魔族将军的人类幼子，不可能保持正常的心态。」

  「誰も信用せずに利用しようとする目だ。子供の目じゃない。薄汚い大人たちと同じ目をしている。魔族の将軍に身を落とす人間の幼子ともなれば、正常な心持ではいられまい」

  

  「你在说什么？」

  「何を」

  

  「我可以帮你……消除那双红眼深处的黑暗。」

  「その赤い瞳の奥にある闇……僕なら払ってあげられる」

  

  

  亚历山大笑了。不知何时站在我面前的他，弯下腰用手指抬起我的下巴。

  　アレハンドロは笑う。いつの間にか私の正面に立った奴は、腰を落とし私のあごに指を当て、くいと持ち上げた。

  

  我无法抵抗。我的目光无法离开那双翡翠色的眼睛。这家伙的眼睛深处有什么？

  　抵抗、できなかった。翡翠色の瞳から目が離せない。こいつの目の奥にあるのは、なんだ。

  

  

  「我会给你想要的财富，给你想要的待遇，给你安全和安心。你不需要堕落为魔。」

  「望み通りの財をあげよう。望み通りの待遇をあげよう。安全も、安心も、だ。魔に身を落とす必要はもうない」

  

  

  这家伙的眼睛深处，有着粘稠的……

  　こいつの目の奥にあるのは、どろどろとした……。

  

  

  「相对地，你必须成为我的人。」

  「その代わり、君は僕のものになる」

  

  「唔！」

  「っく」

  

  

  我缩起肩膀。不知何时，希雅站在我背后，抓住我的肩膀。她的力道不轻，我甚至感到疼痛。

  　肩がすくんだ。いつの間にか背後にいたシアに肩を掴まれていた。軽い力ではない。痛みすら感じる。

  

  亚历山大放开我的下巴，我战战兢兢地看向希雅，她的眼神有些悲伤。

  　アレハンドロが私のあごから指を離し、私はシアを恐る恐る見れば、彼は少し悲しそうな眼をしていた。

  

  

  「终于准备好了。不过，如果你二话不说就答应，那就没有必要了……」

  「ようやく準備が整ったんだ。もっとも、君が二つ返事で了承をしてくれれば必要はなくなるが……」

  

  「希雅，好痛……准备……？你在说什么？」

  「シア、痛い……準備……？　何のことだ」

  

  「那是为你准备的房间，让你脱胎换骨的房间。现在的你太过扭曲了。虽然我喜欢这样的你，但你一定不会屈服于我吧。」

  「君のための部屋さ。君が生まれ変わるための部屋だ。今の君は歪みすぎている。そのままでも好きだが、きっと君は僕に靡かないだろう」

  

  「你露出本性了吗？这个变态……谁会成为你的东西啊！」

  「本性を現したか変態め……だれが貴様なんぞのモノになるか！」

  

  

  肩膀被抓住的疼痛让我皱起眉头，但我还是对亚历杭德罗大叫。亚历杭德罗听了，打从心底感到高兴似地把脸凑近我。

  　肩を掴まれる痛みに顔をしかめながらも、アレハンドロに叫ぶ。するとアレハンドロは心底嬉しそうに私に顔を近づけた。

  

  我反射性地侧身想拉开距离，但希雅不让我这么做。

  　反射的に体をそらし距離を取ろうとするが、シアがそれを許さない。

  

  亚历杭德罗的脸逼近眼前，那张脸已经不像刚才那样端正，而是严重扭曲，充满了狂喜。

  　眼前に迫るアレハンドロの顔。それは先ほどまでの端正なものではなく、酷く歪んだ狂喜に満ち満ちていた。

  

  

  「不这样就没有意义了。你果然是最棒的素材。我想要你，我一定要得到你。呵呵、哈哈哈哈、哈哈哈哈！」

  「そうでなくては意味がない。やはり君は最高の素材だ。欲しい、君がぜひ欲しいよ。ふふ、はははは、ははははッ！」

  

  「可恶！放开我！希雅！可恶！」

  「このッ、離せ！　シア！　くそぉっ！」

  

  「希雅，把她带到那个房间去，马上开始吧。」

  「シア、あの部屋へ彼女を連れていけ。すぐに始めよう」

  

  「是。」

  「はい」

  

  

  不妙，我有不好的预感。我有预感，再这样下去会发生不好的事情。

  　まずい。嫌な予感がする。このままいくとろくでもないことになる予感がするのだ。

  

  总之，就这样被带走很不妙。但是，我被希雅可怕的力量拉扯，无法抵抗。即使如此，我还是挣扎着，亚历杭德罗则是一脸开心地看着我。

  　兎に角このまま連れられるのはまずい。しかしシアの恐ろしい力で引っ張られ抵抗ができない。それでもなんとかもがく私を、楽しそうにアレハンドロは見るのだ。

  

  

  「放开我——！」

  「離せぇええぇ！」

  

  

  我一边大叫，一边被亚历杭德罗带走。

  　私は叫びながら、アレハンドロに連行された。

  

  看到我这副模样和惨叫，澪不解地歪着头。

  　そんな様と私の悲鳴を、ミオは首をかしげて眺めていたのだった。

  

  

 
  ＃６７　拷問

  ＃67　拷问

  　

  

  

  

  「咕嘎……啊啊啊嘎嘎啊啊呜啊……嘎啊啊啊！」

  「ぐが、あああっががぁああぅあ、ぎゃあああ！」

  

  

  喉咙在燃烧，肺部的一切全被挤了出来，内脏翻腾。

  　喉が焼ける。肺にある全部が絞り出る。内臓がひっくり返る。

  

  现在发出的叫声，除了我的以外不作他想。液体从全身上下所有孔洞喷出，眼泪、汗水、口水、鼻水。整张脸皱成一团，眼球翻白的双眼睁大到极限，擅自转动，但与那副裸露的模样相反，什么也看不见。

  　今出ている叫び声、それは私のものに他ならない。体中の穴という穴から液体が噴き出ている。涙、汗、涎、鼻水。ぐしゃぐしゃになった顔は眼球が裏返るほどに見開かれた瞳がぐりぐりと勝手に動き、その剥き出しの様とは裏腹に何も見えない。

  

  听得见的只有自己的惨叫与笑声。

  　聞こえるのは、ただただ自分の絶叫と、笑い声だけだった。

  

  

  「好声音！毫不掩饰的逼真叫声！青蛙的临死惨叫？牛的娇声？嗯～真是难以形容啊。」

  「いい声だ！　何も取り繕わない真に迫る声！　カエルの断末魔？　牛の嬌声？　んー形容し難いなア」

  

  

  亚历山大非常开心地笑着，将手上的金属棒当成指挥棒挥舞。

  　酷く楽しそうにアレハンドロは笑い、手に持つ金属棒を指揮棒のごとく振るう。

  

  

  「刚才对你投入的药……是制作起来很费工夫的特制拷问用试剂。一旦发挥效果，全身的痛觉就会膨胀成好几十倍、好几百倍。触碰肌肤的风、摩擦衣服……不只如此，内脏之间的接触，以及流出的眼泪滑过皮肤时，也会有美妙的痛楚袭来吧？」

  「今君に投与した薬は……作るのに苦労した特別製の拷問用試薬でねえ。効果が発揮されると全身の痛覚が何十倍にも何百倍にも膨れ上がるんだ。肌に触れる風、擦れる衣服……それだけじゃない。内臓同士の接触や流れ出た涙が皮膚を伝う際にも素晴らしい痛みが襲ってくるだろう？」

  

  「啊嘎……嘎……」

  「あがっ、が……」

  

  

  亚历杭德罗每次开口，回荡在狭窄昏暗房间里的声音就撕裂我的皮肤。我痛得咬紧牙关，却感受到牙齿粉碎般的痛楚。我稍微动一下身体，就产生内脏被搅烂的错觉，我一叫喊，痛楚就加倍回到身上。

  　アレハンドロが喋るたびに、狭く暗い部屋に反響した声が私の皮膚を裂く。痛みに歯を食いしばれば歯が粉々に砕け散ったような痛みに襲われる。身じろぎをすれば内臓がぐちゃぐちゃになった錯覚が起き、叫べばそれだけ痛みとなって帰ってきた。

  

  我被带来这个房间后，脖子立刻被打了某种东西，然后这个地狱般的拷问就开始了。这股痛楚无处可逃，宛如地狱一般。

  　この部屋に連れて来られるや否や突然首筋に何かを打たれた。そしてすぐにこの地獄が始まった。痛みの逃げ道がない、この地獄めいた拷問が。

  

  

  「你要忍耐到什么时候才会变得一片空白呢？就像你的头发一样。」

  「どれだけ耐えれば君は真っ白になるのかなあ。この髪のように」

  

  「呼！呼！呼……呼……」

  「はっ、はっ、ひゅー……ひゅー……」

  

  「哎呀，你放心，这种药不会致死。不过，如果你受不了疼痛而咬断舌头，那就另当别论了。」

  「おっと、安心したまえ。この薬で死ぬことはない。最も、痛みに耐えかねて舌でも噛み千切れば別だがね」

  

  

  亚历杭德罗开心地笑着，抚摸我的头发。光是这样，就有股仿佛神经被直接抚摸的痛楚窜过全身。我反射性地像虾子一样弓起身体，又滚到地上打滚。

  　アレハンドロは楽しそうに笑い私の髪を撫でた。それだけでも神経を直接撫でられたような痛みが走った。反射的に体をエビのように反らし、また床に転がりのたうち回る。

  

  我没有被绑住，只是不断打滚。我的视野扭曲，天旋地转，感觉就像在坐云霄飞车。

  　私は拘束などはされていない。ただただ、転げまわっている。視界が歪みながらぐるぐると目まぐるしく回り、ジェットコースターにでも乗せられている気分だ。

  

  我设法在超乎想象的痛楚中，将视线转向亚历杭德罗。

  　なんとか想像を絶する痛みの中目をアレハンドロに向ける。

  

  

  「这是虐待儿童……」

  「児童、虐待だぞ……」

  

  「哈、哈哈哈！你坚持自己是儿童……是小孩吗？不对，你是恶魔。」

  「は、ははは！　君は自分を児童……子供だと言い張るのかい？　違うね、君は悪魔さ」

  

  

  亚历山大用金属棒抬起我的下巴。痛楚让我溢出泪水，然后痛楚又更加膨胀。

  　アレハンドロは金属棒で私のあごをくいと持ち上げた。痛みに涙が溢れ、そしてまた痛みが膨れ上がる。

  

  

  「没错，恶魔。你之所以会变成这样，想必是历经了相当多的辛苦与绝望吧。在你尝到更进一步的绝望之前，就由我来拯救你吧。」

  「そう、悪魔。君がそうなるにはよほどの苦労と絶望があったのだろう。これ以上の絶望を味わう前に僕が救ってあげよう」

  

  「嘎、呜……别、说……蠢话……」

  「が、う……馬鹿、な……事を」

  

  「也不尽然。魔族已经完了。无论你做什么都不会改变。我会改变战争，用那把枪。」

  「そうでもないさ。魔族はもう終わりだよ。君が何をしようと変わらない。僕が戦争を変える。あの銃でね」

  

  

  亚历山大笑着收回手。失去金属棒支撑的我，脸庞啪哒一声落在地板上。虽然发出「叩」的沉闷声响，但我几乎感觉不到头撞到地板的疼痛。因为其他痛楚实在太强烈了。

  　アレハンドロは笑い手を引く。金属棒の支えを失った私は顔を床にべちゃりと落とす。ゴン、という鈍い音がしたが、私は床に頭を打ち付けた痛みをほとんど感じていなかった。ほかの痛みが強すぎて。

  

  

  「那把枪应该很快就能量产吧。我有设计图，要把枪卖给国家。卖给法尔托玛雷。比起财富，我更想要安宁。然后在枪械普及的法尔托玛雷军面前，魔族军将会被彻底击溃。就像你的部下们一样。」

  「あの銃はすぐ量産できるだろう。設計図がある。それを国に売るのさ。ファルトマーレにね。私は財を得てより安寧を得る。そして銃が浸透したファルトマーレ軍の前に魔族軍は悉く打ち破られる。君の部下たちのようにね」

  

  

  这是怎么一回事？这不是胡说八道。假设枪械普及到法尔托玛雷全军，就连主战场的情势都会改变。然后亚历山大想必会因为发明枪械的功绩，而登上更高的地位吧。

  　何という事だ。眉唾ではない。銃が仮にファルトマーレ全軍に浸透すれば、主戦場の情勢すら変わってしまう。そして銃を産んだ功績でアレハンドロはより高い地位に就くのだろう。

  

  不过，他是怎么量产那么多枪的？这个城镇的人明明只是堕落了而已。

  　しかしどうやって銃をあんなに量産できたんだ。この街の連中は堕落しているだけだろうに。

  

  

  「你很在意吗？我可不是只为了娱乐才把人聚集到这个城镇。」

  「気になるかい？　何も私は娯楽のためだけにこの街に人を集めていたわけじゃあない」

  

  「呜……是从外面聚集来的……吗？」

  「う……外から集めた連中を充てた......のか」

  

  「……而且啊，我对你打的药，对魔族也有效。大家马上就会变得很听话，很会工作哦。」

  「……それにね、君に打った薬はね。魔族にも効くのさ。みんなすぐに大人しくなる。よく働くよ」

  

  

  该不会是这么回事吧？我懂了。前几天我潜入露伊卡娜，偷看奴隶市场时的事。我还在想，为什么高傲的魔族会像那样毫无反抗地乖乖待着，原来是被这种药品拷问了。

  　まさか、そういう事か。合点がいった。先日ルイカーナに潜入し奴隷市を覗いた時の事。誇り高い魔族があのように心無い有様で大人しくしているのはなぜかと思ったが、この薬品による拷問を受けたのだ。

  

  所以才会心灵受挫，被迫成为他的手足，为他工作吗？不过，就算是这样，魔族应该也承受不了疼痛……

  　それで心を折られ、手足として働かされたと、そういうのか。だが、それでも魔族が痛みに耐えられないなど……。

  

  

  「我知道你的疑问。为什么强壮的魔族会因为药物屈服于人类？你误会了。只是因为被打了这种药，还能和我对话的你，对疼痛的忍耐力太强了。而魔族也有对疼痛忍耐力强与不强的差别。例如，军人……与非军人。」

  「君の疑問は分かるよ。どうして屈強な魔族が薬なんかで人間に屈するか、だろう？　君は勘違いをしている。この薬を打たれてなお私と会話できるほどの君が痛みに強すぎるだけなんだよ。そして魔族も痛みに強いものとそうでない者がいる。例えば、軍人か……そうでないか」

  

  「你对非战斗人员……打了药吗……！」

  「非戦闘員に……薬を打ったのか……っ」

  

  「评价很好哦。因为抓来的魔族不肯听话，所以我才为他们着想。赚了不少钱呢。」

  「評判がいいんだよ。捕まえてきた魔族が従順にならないというので私が心を砕いてあげるのさ。結構儲かるよ」

  

  「邪魔歪道……啊呜呜。」

  「外、道……あぐうぅ」

  

  

  亚历山大踩着发出呻吟的我的头，笑得很开心。

  　呻く私の頭を踏みつけたアレハンドロはひどく楽しそうに笑っていた。

  

  

  「邪魔歪道？哈哈，竟然说我邪魔歪道，真是不敢当。你自己不也一样吗？为了活下来堕入魔道，不知道杀了多少人？欧塔娜和弗利克德拉的许多人都是你杀的吧？」

  「外道？　はは、外道とは恐れ入る。それは君もだろう？　魔に身を落とし生き延びるためにどれだけ人間を殺したんだい？　アウタナやフリクテラの大勢の人々は？　君が殺めたんじゃないのか？」

  

  「啊啊呜、呜……」

  「ああぐ、ぎ……」

  

  

  疼痛让我的意识开始模糊。

  　痛みでそろそろ意識がもうろうとしてきた。

  

  感觉亚历山大的话在脑中不断回响。

  　アレハンドロの言葉が何重にも反響して聞こえている気分だ。

  

  

  「差不多开始觉得痛苦了吧。我来救你。你只要不想再当自己就行了。你想要忘记一切，得到幸福吧？就像米欧那样。」

  「そろそろつらいだろう。救ってあげるよ。君が君でいたくないと思えばいい。全部忘れて幸せになりたいだろう？　ミオのように」

  

  「忘记……？」

  「忘れる……？」

  

  「没错。你只要放弃当自己就行了。很痛吧？很难受吧？你还有路可以逃。」

  「そうさ。君が君であることを放棄すればいい。痛いだろう、苦しいだろう。逃げ道はあるよ」

  

  

  忘记？

  　忘れるだと？

  

  忘记在欧塔娜经历过的痛苦与悔恨？

  　アウタナで受けたあの苦痛と悔しさを？

  

  忘记烧死那些家伙的记忆？

  　奴らを焼いたあの記憶を？

  

  然后得到温暖的食物与柔软的床。

  　そして手に入れた温かい食事と柔らかなベッド。

  

  忘记库欧特拉、佐夫、左涅。

  　クォートラ、ゾフ、ツォーネの事。

  

  忘记琪耶尔……

  　キエルの事……。

  

  忘记艾陆可・罗大人……以及雷梅？

  　エルク―ロ様や……レイメの事を？

  

  

  「不要……不要！这些记忆是属于我的！如果失去这些，我就不再是自己了！」

  「ッ嫌だ……嫌だ！　この記憶は私のものだ！　これをなくしたら私じゃいられなくなる！」

  

  「你就不再是自己了。这样会轻松很多哦。」

  「君をやめてしまおうよ。楽になれるよ」

  

  「啊、呜啊啊啊啊啊啊！」

  「あ、ぐぐぁあああああっ！」

  

  

  亚历杭德罗抓起我的头发，另一只手则用手指掐住我的腹部。超乎想象的疼痛再度袭来，我有一瞬间忍不住想逃离这股痛楚。

  　アレハンドロが私の髪を掴み上げ、もう片方の手で腹部に指を食いこませてきた。想像を絶する痛みが再度襲い来て私はついにこの痛みから逃げたいと、一瞬そう思ってしまった。

  

  就在那一刹那。

  　その刹那。

  

  歌声响起。

  　歌が、響いてきた。

  

  是澪的歌声。

  　ミオの歌だった。

  

  听到那首歌的瞬间，亚历杭德罗确实轻轻啧了一声。

  　その歌が聞こえてきた瞬間、アレハンドロは確かに小さく舌打ちをした。

  

  然后他缓缓把我放到地上，从怀里拿出某样东西。

  　そしてゆっくり私の事を床に放ると懐から何かを取り出した。

  

  

  「……哎呀哎呀，善变的歌姬真让人伤脑筋。我无法忍受她的歌声被惨叫和娇喘玷污。今天就到此为止吧。之后我会派西亚过来，你先待在这里。」

  「……やれやれ、気まぐれな歌姫にも困ったものだ。彼女の歌を悲鳴と嬌声で汚すのは忍びない。今日はこれまでとしようか。後でシアを迎えに寄越すから、それまではここにいたまえ」

  

  

  亚历杭德罗一边这么说，一边用拿出的针筒对我施打某种东西。接着我立刻感觉到全身的疼痛都消失了。是解毒剂吗？

  　そう言いながらアレハンドロは取り出した注射器で私に何かを投与する。するとすぐに全身の痛みが引いてくるのが分かった。解毒剤か。

  

  我气喘吁吁地抬起沾满口水和泪水的脸，瞪着亚历杭德罗离去的背影，对他吐出诅咒。

  　私は息も絶え絶えになり涎と涙塗れの顔を上げて去っていくアレハンドロの背中を睨み、呪詛を吐いた。

  

  门关上了。虽然没有上锁，但我一时之间无法动弹，躺在地上好一阵子。大理石地板好冷。

  　扉が閉まる。鍵はかけられていないようだが、私はすぐに動けずに暫く地面に転がっていた。大理石の床が冷たい。

  

  

  （得、救了……）

  （助、かった……）

  

  

  我放心地闭上眼睛，失去了意识。

  　私は安堵とともに瞼を閉じ、意識を失った。

  

  

  

  

  

  

  过了一段时间，我听到开门声而醒来。

  　いくらか時間が経ち、私は扉が開く音で目を覚ました。

  

  我原本以为是亚历山德罗又来了，不过站在眼前的人是希雅。

  　またアレハンドロがやってきたのかと思ったが、目の前に居たのはシアだった。

  

  希雅战战兢兢地站在我面前。对了，我记得他说过会派人来接我，所以应该是希雅扛着我回到米奥那里吧。我倒在地上，放心地吐了一口气。

  　シアはおずおずとした様子で、私の前に立つ。そうか、確か迎えをよこすと言っていたから、シアに担がれでもしてミオのところへ戻るのだろう。私は床に倒れたままふう、と安堵の息を吐いた。

  

  我原本以为又要开始接受亚历山德罗的拷问，不禁感到难为情。不过，那种疼痛以拷问来说确实很可怕，甚至会让人觉得如果能逃离那种痛苦，就算要放弃一切也无所谓。真是好险。

  　アレハンドロの拷問がまた始まると思って身構えた自分が情けなくなった。しかしあの痛みは確かに拷問としては恐ろしいものだ。痛みから逃れられるなら、全てを手放してもいいとさえ思わせる代物。危なかった。

  

  好了，快点把我扛走或怎样都好，我现在没有力气自己动了。

  　さあ、早く運ぶなりなんなりしてくれ。いまは自分で動ける気力がない。

  

  我用眼神向希雅示意，结果希雅露出尴尬的表情说道：

  　そう眼だけでシアに訴えてみれば、シアはばつの悪そうな顔で言った。

  

  

  「你讨厌我了吗？」

  「ぼくがきらいになった？」

  

  「啊……？」

  「ぁ……？」

  

  

  希雅露出像是害怕被责骂的小孩般的表情，这么说道。那个暗杀者？把索夫玩弄于股掌之间，还割开他背部的这家伙在说什么？

  　まるで怒られるのを怖がる子供のような顔で、シアはそう言ったのだ。あの暗殺者が？　ゾフを手玉に取り背中を切り裂いたコイツが、何を言う。

  

  我原本想说「我跟那个时候一样最讨厌你了」，但是，我脑中却闪过跟那个时候不同的想法。

  　私はあの時と同じく大っ嫌いだ、と言ってやりたかった。しかし、あの時とは違う考えが頭をよぎったのだ。

  

  希雅如果好好利用，或许也能派上用场。

  　シアもうまく使えば利用できるかもしれない、と。

  

  虽然她似乎对亚历山大的命令忠贞不二，但不可思议的是，她对我似乎没有敌意。更别说她还说要让我喜欢上她。即使拥有那样的战斗力，内在却跟她的年纪相符吗？我原本以为她被培育成暗杀者，应该会把内心情感遗落在某处，这是虚构作品中孩童暗杀者的形象。

  　アレハンドロの命令には忠実なようだが、不思議なことに私に敵意はないらしい。まして、好きになってほしいだのとのたまう程だ。あの戦闘力を有していても、内面的には年相応というわけか。暗殺者として育てられたならば心などどこかに置き忘れているものではないかと、フィクションの子供暗殺者のイメージでは思っていたが。

  

  看来亚历山大有好好地进行情操教育，真是值得敬佩。真不愧是收藏家。

  　どうやらアレハンドロは情操教育はしっかりしていたらしい。殊勝なことだ。コレクションとはよく言う。

  

  不过，如果她能为我有所作为，就让我好好利用她吧。

  　しかしそれが私に有為に働くなら、利用させてもらう。

  

  也就是夺走希雅的心。

  　即ち、シアの心を奪う。

  

  

  「希雅，你没有错，我并不讨厌你。」

  「お前は悪くないよ、シア。嫌いじゃない」

  

  

  所以我这么对她说。希雅的表情转眼间变得开朗，她还是一如往常的少年。

  　だから私はそう言ってやったのだ。シアの顔が見る間に明るくなる。年頃の少年のままだ。

  

  

  「真的吗？你没有讨厌我？」

  「ほんとう？　きらいになってない？」

  

  「是啊。不过我现在非常疲累，没办法自己站起来。你可以慢慢扶我吗？这里好冷。」

  「ああ。だけど私はいますごく疲れてて、自分じゃ立てないんだ。ゆっくり運んでくれないか？　ここは、冷たい」

  

  「我知道了！呃，克莱儿！」

  「わかった！　えっと、ココット！」

  

  

  ……这个小鬼真会装熟。

  　……なれなれしいガキめ。

  

  我一边在心里这么想，一边让希雅支撑我的身体。我原本以为她会背我，没想到她却一把将我抱起。

  　そう心では思いつつ、身体を支えられる。そして、おんぶでもするのかと思えばシアはひょいと私を抱えた。

  

  没错，是公主抱。

  　そう、お姫様抱っこだ。

  

  

  「喂……」

  「おい……」

  

  「嗯？」

  「ん？」

  

  「……好丢脸。」

  「……恥ずかしい」

  

  

  即使是我也因为被少年公主抱而感到羞耻，我小声地如此抗议，希雅则露出笑容，就这样抱着我走出房间。

  　流石の私でも少年にお姫様抱っこをされるなど羞恥心が湧き出てきたのでか細い声でそう訴えれば、シアはにこりと笑ってそのまま私を抱えて部屋を出た。

  

  我察觉到她不会把我放下来，于是静静地闭上眼睛。

  　どうせおろしてもらえないのだろうなと察し、私は静かに目を閉じた。

  

  

  在内心中，我带着些许羞耻，下定黑暗的决心。

  　心の内では、わずかな恥じらいとともに、暗い決意を固める。

  

  ……不能指望魔族的帮助。

  　……魔族の助けは当てにしてはいけない。

  

  我误会了什么。

  　私は何を勘違いしていたんだ。

  

  至今为止，我以为自己有靠自己的力量做了什么，其实只是在等待别人的帮助，总是受到别人的帮助。结果却陷入这种状况，我太无力了，真是笑不出来。

  　これまで、自分の力で何かをしたつもりで、誰かの助けを待ってばかりだった。助けてもらってばかりだった。それでこの状況に陥ってみれば無力か。笑えない。

  

  无论何时，生存所需的是自己的力量。无论如何，我必须靠自己的力量脱离这里。

  　生きるのに必要なのはいつだって自分の力。何としても、私はここから自力で脱出しなくてはならない。

  

  话虽如此，我太无力了，因此我必须利用现场的物品来逃脱。

  　とはいえ私は非力。故にこの場にあるものを使い、脱出する。

  

  

  希雅，你是第一个。

  　シア、お前はその第一号だ。

  

  

  

  

 
  ＃６８　心の迷路

  ＃68　心之迷宫

  　

  

  

  那一天，我再次受到那个拷问。

  　その日私は、再びあの拷問を受けていた。

  

  亚历杭德罗对痛苦的我露出笑容，泼了我一桶冷水。

  　苦しむ私にアレハンドロは笑みを浮かべて冷水をぶちまけていた。

  

  明明是冷水，我却感觉全身像是被热水泼到一样疼痛，不禁发出惨叫。

  　冷水だというのにまるで熱湯をかけられたような痛みを全身に感じて私は悲鳴を上げる。

  

  亚历杭德罗的翡翠色眼眸闪闪发光，窥视着我虽然没有流泪，却充满苦闷的眼睛。

  　涙こそ出ないものの苦悶に満ちた眼を覗き込むようにアレハンドロの翡翠色の目が光る。

  

  

  「你还不放弃吗？真是吓了我一跳。你真的是小孩子吗？」

  「まだ諦めないのかね。まったく驚くよ。本当に子供かい？」

  

  「呜、呜呜……」

  「う、うぅ……」

  

  

  亚历杭德罗一副拿我没辙的样子摇摇头，抓住我的脖子。

  　アレハンドロはやれやれと首を振り私の首根っこを掴んだ。

  

  然后他硬是把我的脸拉过去，他的脸凑近我的耳边。

  　そして無理やり顔を寄せられる。耳元にアレハンドロの顔が近づく。

  

  

  「我一直在调查你们是怎么侵入这座城堡的。没想到牢房里居然有那种洞穴。从水路过来真是吓了我一跳。我仔细地堵住了，所以已经不能用了。」

  「君たちがどうやってこの城に侵入したかをずっと調べていた。まさか牢屋の中にあんな穴があるなんてね。水路から来たとはびっくりだ。丁寧に塞いでおいたから、もう使えないよ」

  

  「呜……可恶……」

  「ぐッ……ちく、しょう……」

  

  「你终于不甘心了。你很期待吧？期待魔族的协助。」

  「やっと悔しがったね。期待していたんだろう？　魔族の助けを」

  

  

  不。不对，或许是因为我内心某处还抱有期待，所以才会像这家伙说的一样感到不甘心。

  　否だ。いや、心のどこかではまだ期待していたからこいつの言う通り悔しかったのかもしれない。

  

  不过我果然没有放弃。亚历杭德罗开心的笑容让我怒火中烧，我忍耐着疼痛。

  　しかしさすが私は諦めていない。アレハンドロの嬉しそうな笑みに怒りを滾らせ痛みを堪える。

  

  总而言之，我只要离开这个地方就好。我并不期待四特拉会自己过来这里，我也会采取行动，让自己能够离开这里。

  　兎にも角にも私がこの場所から出さえすればいい。クォートラ達が勝手にここに来てくれる期待はしていない。ここに来れるよう私も動くまで。

  

  我已经瞒着亚历山大偷偷进行准备了。

  　その準備はアレハンドロの目を盗んでひそかに進めているのだから。

  

  

  

  然后，这次我的耳边又响起MIO的歌声。每次都是这样，MIO在拷问中一定会唱歌，多亏如此，亚历山大也会乖乖中断拷问。

  　そして、今回も私の耳にまたミオの歌が響く。毎回だ。拷問の最中必ずミオは歌う。お陰でアレハンドロは律儀にも拷問を中断する。

  

  亚历山大垂下肩膀，依依不舍地放开我，说他本来还想多玩一下，然后注射解毒药。

  　アレハンドロが肩を落とし、もっと遊びたかったのだけれどと名残惜しそうに私から手を離し解毒薬を注射する。

  

  希雅代替离开房间的亚历山大来迎接我，用公主抱的方式把我抱回庭园，这样的流程已经逐渐成形。

  　退室したアレハンドロに代わってシアが迎えに来て、お姫様抱っこで庭園へ戻るという流れが出来つつあった。

  

  今天希雅身上也散发出鲜血的气味。每当MIO的歌声响起，就有人被希雅收拾掉。支撑着我的希雅，手臂袖子上沾着红色的血。

  　今日もシアからは血の匂いがした。ミオの歌が響くたび、誰かがシアに始末されている。私の体を支えるシアの腕の袖に赤い血がついていた。

  

  

  

  被希雅抱着的我，这家伙却在关心我。

  　そんなシアに抱えられながら、こいつは私の事を気遣った。

  

  问我有没有哪里会痛，还说对不起。

  　痛いところはないか、だの。ごめんなさい、だの。

  

  既然这么想，就让我逃走啊，不过这家伙说不会违背亚历山大的命令，真是个难搞的家伙。

  　そう思うなら私を逃がせと思うが、アレハンドロの命令には逆わないのだという。扱いづらいやつだ。

  

  

  但是，我也渐渐了解该怎么使用他了。这家伙绝对不会违背亚历山大给他的命令，但除此之外，他只是个普通的孩子。

  　だが、使い方もわかってきていた。こいつはアレハンドロから受けた命令は絶対に覆さないが、それ以外であればただの子供だという事。

  

  亚历山大给我的命令是绝对不能让我逃走，还有妨碍MIO唱歌的人要杀掉，以及企图加害亚历山大的人也要杀掉。

  　アレハンドロから受けた命令は絶対に私を逃がすなという事と、ミオの歌を邪魔する者は殺せ、そしてアレハンドロに危害を加えようとする者も殺せ、とのことだった。

  

  反过来说，除此之外就是某种程度的自由。

  　裏を返せばそれ以外であればある程度自由という事。

  

  我这几天一直用「没有命令不能听我的请求」这个理由，拜托她好几次。因为如果太明目张胆会被亚历山大怀疑，所以要低调一点。

  　私は、私のお願いを聞いてはいけないとは命令されていないだろうと言いくるめてここ数日何度か頼みごとをしていた。大っぴらではアレハンドロに怪しまれるので慎ましやかに。

  

  其中之一是名为聊天对象的情报来源。希雅几乎不曾离开这座城堡，所以非常清楚城堡的构造。虽然她不知道通往那个水道的洞穴，不过她经常告诉我城堡的构造，以及不只是城镇的特征，还有许多事情。

  　そのうちの一つは、話し相手という名の情報源。この城からほとんど出たことがないらしいシアは、城の構造についてとても詳しく知っていた。さすがにあの水路に続く穴までは知らなかったようだが、城のつくりや、それだけではなく街の特徴なども私によく語ってくれた。

  

  她做这一切都是为了我这个第一次交到的朋友。我利用了她纯洁的心。

  　全ては私という初めてできたらしい友達の為。無垢な心を利用させてもらっている。

  

  

  我来到庭园，MIO跑过来后，我被放在花田上，她开始摸起我的身体。

  　庭園につき、ミオが駆け寄ってきて花畑に座り込むように降ろされた私の体をペタペタと触り始める。

  

  然后她露出牙齿，像狗一样对希雅发出低吼声，希雅面无表情地暂时离开。

  　そして歯を見せてまるで犬のようにシアに唸り声をあげて見せると、シアは表情を消して一度去った。

  

  过了一会儿，希雅拿着某样东西过来。那是我拜托她拿过来的东西。

  　暫くしてシアは手に何かを持ってきた。私が頼んで持ってこさせたものだ。

  

  我一边被澪威吓，一边接过地图，然后立刻摊开来看。我请她拿来的，是这座城市的水路图。除了我们潜入的古老水路之外，还有网状水路遍布的城市。

  　ミオに威嚇されながらそれを受け取ると、私はすぐに広げて眺める。持ってこさせたのはこの街の水路図。ルイカーナは私たちが潜入してきた古い水路の他に網目状の水路の走る街。

  

  可是，雷可说过水路为了防止魔物定居，有警备人员驻守，所以不能当作通道使用。

  　しかし水路には魔物が住み着くのを防止するために警備がいるとレコは言っていた。通路には使えない。

  

  不过，流动的水就另当别论了。

  　だが、流れるものにまでは気はやるまい。

  

  我思考了好几天，想尽办法要将自己所在位置传达给四句魔导具，最后想到的方法就是使用水路。

  　私は何とかして自らの居場所をクォートラ達に伝えられないかと数日思案し、思い立ったのがこの水路を使う方法だった。

  

  从庭园看到的景观，让我掌握了我们阵地所在的森林的方位。那座森林也有许多水源。而且运气很好，从森林另一侧的小山流出的河水流经城市，然后延伸到森林。我心想，运气真好。接下来的问题是该使用哪一条水路，不过今天我总算说服希雅，让她拿了这张水路图过来，所以也解决了这个问题。

  　庭園から見える景観から我々の陣地がある森への方角は把握している。あの森にも水源が多くある。そして運がいいことに、森があるのとは反対側の小高い山から流れる川の水を街に通し、川は森にまで続いていたのだ。ツイている、と思った。あとはどの水路を使えばいいか、だったのだが今日なんとかシアを説得して持ってこさせたこの水路図によってそれも絞れた。

  

  只要知道该使用哪一条水路，接下来就简单了。

  　どの水路を使うかがわかれば後は。

  

  

  「……希雅。」

  「……シア」

  

  「什么事，克莱儿？」

  「なに、ココット」

  

  「谢谢你。你真是个好朋友。」

  「ありがとう。お前はいい友達だよ」

  

  

  我露出满面的笑容，希雅的表情瞬间亮了起来。她原本就过着没有正常人可以聊天的生活，真是个不懂得怀疑的家伙。她真的把我当成朋友。

  　にこりと満面の作り笑いを浮かべてやれば、シアはぱっと顔を輝かせた。ただでさえまともな話し相手もいない生活だったのだろうが、本当に疑う事を知らないやつだ。私を本当に友達だと思っている。

  

  尤其是她本人和米欧的关系，更是让她如此吧。身为刺客的她，在城里是受人畏惧、避之唯恐不及的存在。即使被迫学会杀人，她似乎还是感到寂寞。亚历杭德罗也真是残酷，这家伙说不定和我有某些相似之处。

  　特に本人はミオとこんな有様だから余計に、だろうか。暗殺者として城の中でも恐れられ忌避される存在。殺しを覚えさせられても、寂しさは感じるらしい。アレハンドロも酷なことを。こいつもどこか私と似ていたかもしれないな。

  

  不过，这家伙对亚历杭德罗的忠诚已经可以说是洗脑了。即使我说服她，她也坚决拒绝背叛亚历杭德罗。某天，她甚至警告我，如果我再继续深入，她就只能杀了我。我原本想说如果顺利的话，或许可以拉拢她，但这条路已经完全断了。不过，索夫和托泽也不会允许就是了。

  　しかしこいつのアレハンドロへの忠誠はもはや洗脳と言っていい。私の言葉でも頑なにアレハンドロへの背信行為は拒否された。ある日はついに踏み込みすぎてしまった私に対して、これ以上は殺すしかなくなると釘を刺された。うまくいけばこいつを引き入れられるかとも考えたが、その線は完全になくなった。まあ、ゾフとツォーネが許しはしまいが。

  

  也就是说，利用完这家伙之后，她就会成为攻陷露易卡娜的障碍。

  　即ち、利用するだけした後は、こいつはルイカーナを落とすうえでの障害となるという事だ。

  

  所以，这一定是最后的请求。

  　だからこれはきっと、最後のお願いになる。

  

  

  「希雅，我有事拜托你。」

  「シア、頼みがある」

  

  「什么事，克莱儿？」

  「なあに、ココットっ」

  

  「我希望你把这个丢进这条水路。」

  「これを、この水路に流してほしい」

  

  「这个？」

  「これを？」

  

  「这是小小的咒语。这个嘛……我之后再告诉你意思。」

  「ちょっとしたおまじないだよ。そうだな……あとで意味を教えてやる」

  

  

  希雅听到我的咒语和要教她咒语，开心地笑了起来，从我手中接过小瓶子，仔细端详。

  　私のおまじないと、それを教えてやるという言葉にシアはひどくうれしそうに笑うと、私から受け取ったそれをまじまじ眺めた。

  

  她大概以为这是新的游戏吧。真是个孩子。熟悉城堡的希雅似乎马上就找到与指定水路相连的地方，爽快地答应了。

  　新しい遊びだと思っているんだろう。本当、子供だな。指定した水路に繋がる場所は城に詳しいシアがすぐ分かったらしく、快く承知してくれた。

  

  

  「那我去放水咯。我等一下再拿晚餐过来。等一下一定要教我哦！」

  「じゃあ、ながしてくるね。またあとでごはんもってくるからね。あとできっと、おしえてね！」

  

  

  希雅拿着小瓶子跑走，我笑着对她挥手，仰躺在花田上。多亏了拷问，我觉得自己瘦了不少。

  　それを持ち駆けていったシアに笑顔で手を振ると、私はどっと花畑にあおむけに体を倒した。拷問のおかげで大分やつれた気がする。

  

  澪担心地探头看着我的脸，我笑着要她不用担心，抚摸她满是绷带的脸颊。澪歪着头，摸了摸我的脸，然后慢慢扶起我的头，让我躺在她的大腿上。

  　ミオが心配そうな声色で私の顔を覗き込んだので、心配ないと笑ってその包帯だらけの頬を撫でてやる。首をかしげながら私の顔をぺたぺた触っていたミオはおもむろに私の頭を持ち上げると自分の膝の上にのせた。

  

  啊，这就是所谓的膝枕吗？虽然跟公主抱一样令人难为情，但不可思议地感觉很舒服。不知为何，我感到心情温暖，内心平静。或许是因为拷问让我疲惫不堪，但现在的我非常感谢MIO的存在。她没有敌意，也不会陷害我。不需要警戒，也不需要动脑思考多余的事情。虽说是因为我的心灵被刻意破坏，变得纯洁无垢，但这也成了我安心的理由。自从雷米之后……我就没有跟任何人像这样互相接触了。

  　ああ、膝枕というやつか。お姫様抱っこ並みに気恥しいが、不思議と心地がいい。なぜか温かい気持ちになり、安らいだ。拷問で疲弊しているからかもしれないが、ミオの存在は今の私にはありがたかった。敵意もなく、私を陥れることもない。警戒する必要も余計な頭を使う必要もない。心を意図的に壊された無垢さとはいえ、私には安堵の理由になった。誰かとこんなに触れ合ったのなど……レイメ以来だ。

  

  我握紧胸前那条雷米的圣石项链，深深吐出一口气。本来现在这个状况，我根本不可能感到安心。可是，MIO……感觉就是不一样。跟MIO的嬉戏，不知不觉间让我感到安乐。

  　胸に光るレイメの聖石のネックレスを握りしめて、私は深く息を吐いた。安堵など、本来する状況ではない。しかし、ミオは……何かが違う。ミオとの戯れはいつしか私の安楽に至っていた。

  

  然而，只要不打破现状，就只是暂时的安宁。我的愿望是毁灭法鲁托玛雷。我要让对方尝到比我承受的痛苦还要多好几倍的滋味。我不能……就这么没出息。

  　だが、状況を打開しない限りは仮初の安寧。私の望みはファルトマーレの壊滅。受けた痛みを何倍にもして味わわせる事にある。腑抜けてなどは……いられない。

  

  我在安稳中确认到明确的憎恨，承受不住身体的疲劳，躺在MIO的大腿上缓缓闭上眼睛。同时祈祷着，希望四分音符他们还健在，运气好的话，那东西能够送到他们身边。

  　安穏の中に確かな憎悪を認めた私は、体の疲れに耐えかね、ミオに膝枕をされながらゆっくり眼を閉じた。クォートラ達が健在であり、あわよくばアレが彼らのもとに届くことを祈りながら。

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  我在夜幕低垂时前来沐浴。

  　私は、夜の帳が落ちた頃合いで水浴びに来ていました。

  

  魔族们在村子里忙着召开作战会议。他们花了好几天讨论拯救克莱儿的作战计划，但目前似乎还没想出有效的作战方式。

  　村では魔族たちが作戦会議で忙しそうにしています。ココットを救い出す作戦の話し合いは数日もかかり、現在も有効な作戦がたてられていないようでした。

  

  在这样的情况下，我来到克莱儿那天被袭击的地方……辛恩村附近的湖泊。

  　そんな中、私はあの日ココットが襲われた場所……シンの村近くの湖に来たのです。

  

  这里没有半个人看守，可以知道魔族现在完全不把我放在眼里。他们一副觉得我不重要的样子。而且，之前有几次哥布林从我被关着的房间窗户偷看我，让我对待在这里感到不安。

  　見張りという見張りもなく、今私の存在は彼らにとって軽視されているのがわかりました。どうでもいいといった風なのです。それで何度かゴブリン達が私の押し込まれていた部屋の窓から私を見ていたこともあり、あの場にいるのが不安になったというのもあります。

  

  因为这样，再加上我觉得身上有点脏，就告诉魔族，来到这里。

  　そうしたこともあり、身体も少し埃っぽくなっていたからと感じて、魔族に言ってここに来たのです。

  

  克莱儿命令我保持身体清洁这件事似乎众所皆知，魔族虽然一脸不情愿，还是答应了。

  　ココットに身を綺麗に勤めるようにと命じられていたのは魔族の周知でもあったようで、苦い顔をされながらも許しが出ました。

  

  

  我在岸边脱下衣服，折好后走到泉水中央，用泉水冲洗身体。

  　私は岸で衣服を脱ぎ畳み、泉の中ほどまでやってきて体を水で流していました。

  

  这是个有小瀑布的泉水。水花化为薄雾，在月光的照耀下闪闪发光。

  　小さな滝がある泉。水しぶきが薄く霧となり、月明かりに照らされて輝く場所。

  

  克莱儿就是在这里被袭击的。这么一想，或许这里真的毫无防备，但这里没有任何东西可以保护我，所以这一点并没有改变。

  　あの日、ココットが襲われた場所。そう考えれば無警戒もいいところだったかもしれないですが、私を守るものは何もないのだから変わらない。

  

  我有点心烦意乱。

  　少し、荒れていたのです。

  

  

  我一边冲澡，一边想着克莱儿的事。

  　身体を流しながら私は耽っていました。ココットのこと。

  

  我相信魔族还活着。可是，在法鲁托玛雷所教导的优奈尔教中，对于拥有恶魔之相的孩子的批评相当严厉。更何况，如果她还企图暗杀路易卡纳的领主，那就更不用说了。

  　魔族たちは生きていると信じている。でも、ファルトマーレの教えたるユナイル教において、悪魔の相を持つ子への風当たりは強い。ましてそれがルイカーナの領主暗殺を企てていたのだとしたらなおさら。

  

  毫无疑问，死罪。

  　間違いなく、死罪。

  

  每次想到这里，我的胸口就会稍微揪紧。

  　そう考えるたびに、胸が少しきゅっと締め付けられるのです。

  

  我差不多该有自觉了。

  　いい加減自覚しなくてはいけません。

  

  克莱儿不在，让我感到很不安。

  　私は、ココットがいない事に落ち着かないでいるのです。

  

  她是那么可恨的对象。

  　あんなに憎かった相手。

  

  

  现在……我也很恨她。应该很恨她。

  　今も……憎い。憎いはず。

  

  可是，我知道担心她的心情并非虚假。因为那个叫做琪可贝儿的哈比鸟妖所说的话，让我清楚地有了自觉。

  　だけど彼女を心配してしまっているこの気持ちも嘘ではないと分かってしまっている。あの、チックベルというハーピーの言葉で、私ははっきりと自覚したんです。

  

  

  「担心……吗？」

  「心配……か」

  

  

  可是，为什么？我不知道。

  　でもなぜ。わかりません。

  

  米莱儿父亲赛昆肯定是我的仇人，是人类，是法鲁托玛雷的敌人。

  　ココットは父セグンの間違いなく仇であり人類の、ファルトマーレの敵。

  

  夺走我的生活的年幼小女孩。

  　私の生活を奪った、小さな幼女。

  

  拥有恶魔之相，母亲被法鲁托玛雷杀害的孩子。

  　悪魔の相を持ち母親をファルトマーレに殺された子。

  

  那和我一样。

  　それは私と、同じ。

  

  就算这样，因为被夺走而夺走，这种事我无法原谅。

  　だからって、奪われたから奪うなんて、許せるわけありません。

  

  可是，她那冷酷的表情背后，那比我更小的手，那颗心，都怀抱着与年龄相符的悲伤。

  　だけど彼女はあの冷酷な表情の裏に、私より小さなあの手に、胸の中に。年相応の悲しみを抱えている。

  

  我应该没有原谅她，却在担心她。连我自己都觉得奇怪。

  　許していない筈の相手。それを心配だなんて。自分でもおかしいと思います。

  

  所以，我不明白。不明白自己为何会担心她。

  　だから、わからないのです。自分がなぜ彼女を心配しているのかを。

  

  同情？她不希望我这么做。而且，总觉得不太对。

  　同情？　そんなもの彼女は望んでいない。それに、何か、違う。

  

  

  我——琪耶尔独自在夜晚的湖畔抱头苦恼。

  　私、キエルは頭を抱えて夜の湖で一人苦しむ。

  

  这时，我听见了脚步声。转头一看……是库多拉。

  　そこへ、足音が聞こえてきました。目を向ければそこには……クォートラが居ました。

  

  他站在湖畔，瞪着我。

  　私を睨むような眼を向けながら、湖のほとりに立っていました。

  

  

  「……我听负责监视的魔剑士说，你去湖里洗澡。没想到你真的在。」

  「……見張りの魔剣士から聞いた。水浴びに行くと。本当にいるとはな」

  

  

  他的语气中似乎带着惊讶。

  　その言葉にはどこか驚きが含まれているようでした。

  

  我不禁用手臂遮住胸部，但他歪着头，不明白我的意思。库多拉见状叹了口气，说：

  　私は思わず腕で胸を隠しましたが、その意味が分からずに首をかしげました。それを見たクォートラがため息をつきながら言います。

  

  

  「我们现在忙着开会，没空理你。所以，你应该可以逃走。没有人监视，我们也没空也没心情找你。就算你是公主的人，公主对我们来说也是最优先的。对你来说，这是绝佳的机会。你为什么没逃？」

  「今俺たちは会議で忙しく、お前に構っている余裕がない。故に、お前は逃げることもできたはずだ。監視もなく、俺たちはお前を探し出す面倒をする頭もなかった。お前が姫のものでも、姫自身が俺たちにとって最優先だからだ。お前にとっては絶好の機会だった。なぜ逃げなかった？」

  

  

  听到库多拉的话，我一瞬间愣住，不明白他在说什么，但马上回过神来。

  　クォートラの言葉を聞いて、何を言っているのかと一瞬呆けた私ですが、すぐにはっとしました。

  

  

  「这样啊……我逃得掉。」

  「そっか……私、逃げられたんだ」

  

  

  我发现自己至今为止的脑中完全没有「逃跑」这个念头，这让我更加困惑。

  　逃げる、という考えが今まで自分の頭の中に全くなかったことに気づいて、私は更に困惑しました。

  

  如果我想逃，其实可以逃走。而我却只顾着担心克莱儿。

  　逃げようと思えば逃げることもできた。そんな機会に、私はココットの心配だけをしていたというのです。

  

  然后，我突然抬起头看向克沃塔。我担心自己让他意识到逃跑这个选项。可是——

  　そして、ふと私は顔を上げてクォートラを見ました。逃走を意識させてしまったと、焦ったのです。しかし。

  

  

  「公主还活着，没有死。因此公主的命令还有效。没有人会伤害你。」

  「姫は生きている。死んではいない。故に姫の命令は生きている。お前を傷つけるものはいない」

  

  「她……不，你为什么能相信她？身为魔族的你，相信身为人类的她？」

  「彼女は……いえ、彼女をそうやって信じられるのはなぜですか？　魔族のあなたが、人間の彼女を」

  

  

  克沃塔听到我的问题，喃喃说着「你又问这种问题」，露出苦笑。

  　クォートラは私の問いに、またそんなことを聞くのかと呟き、苦笑したように見えました。

  

  

  「我想相信那个女孩，相信那位大人。你一定知道她对魔族的憎恨。可是，如果只因为憎恨，像公主那样的孩子不可能有那么大的度量。如果只因为憎恨，她不可能被魔王大人看上，成为率领魔族的人类，做出前所未闻的事情。」

  「信じたいのだあの娘を。あの方を。かの憎悪はお前の知るところでもあろう。だが憎悪だけで姫のような幼子があそこまでの度量を得るかと言えば違う。魔王様のお眼鏡にすら叶って、魔族を率いる人間などという前代未聞を為すかといえば、断じて違うのだ」

  

  「这……」

  「それは……」

  

  「公主她……已经扭曲了。她跟我一样憎恨人类，所以我不忍心让她继续背负这样的重担。因此，她必须完成复仇才行。更何况会演变成这种状况，也是我们的错。我们没能阻止她乱来。如果她没有活着回来，我们根本无法弥补。」

  「姫は……歪んでしまわれているのだ。俺のように人間を恨む気持ちが同じだからこそ、あのような娘にこれ以上抱えさせるのは忍びない。故に、復讐は為されなければならない。ましてこのような状況になってしまったのは俺たちの落ち度。彼女の無茶を止められなかったのだ。必ず生きてお戻りいただかねば、埋め合わせもできぬ」

  

  

  如此表示的克劳特看起来很悲伤，似乎真的很后悔。我忍不住说出一句或许不该说的话。

  　そう語るクォートラの様子は悲しげで、本当に悔やんでいる様子で。私はつい、余計な一言かもしれなかった言葉を呟いてしまったのです。

  

  米莱儿一定很重视你们。

  　ココットはきっと、あなたたちの存在を大切に思っている筈、と。

  

  不负责任地。

  　無責任に。

  

  克莱儿无法原谅我这种地方吧。那天她会对我发火，也是因为我不负责任地同情眼前的悲剧。

  　こういうところが、ココットからすれば許せないのでしょうね。あの日彼女の怒りを買ったのも、無責任に目の前の悲劇に勝手な同情をしたから。

  

  我知道。我明明知道。

  　わかっている。分かっている筈なのに。

  

  然后，我刚才那句话应该也会跟克莱儿一样惹她生气吧。不，或许比当时更严重。因为对方是魔族。

  　そして今の一言もココットと同じように怒りを買うのだろうと。いや、あの時よりもひどいかもしれない。相手は魔族なのですから。

  

  可是，克劳特一时之间说不出话来，看着我之后静静闭上双眼。

  　でも、クォートラはしばらく絶句し、私を見た後静かに目を閉じたのです。

  

  

  「……你居然会关心魔族。」

  「……魔族を気遣うとは」

  

  

  他以平静的语气这么说。

  　それは、穏やかな声色で発せられたものでした。

  

  听到他这么说，这次换我大吃一惊。因为我以为——

  　それに、今度は私が面食らって驚いてしまったのです。私は、てっきり。

  

  看到我睁大双眼，沉浸在惊讶和自问自答之中，库多拉哼了一声。

  　そうして目を大きく開いて驚きと自問自答に暮れる私を一瞥し、クォートラが鼻を鳴らしました。

  

  

  「真是个奇怪的人类。不过，公主或许需要你。」

  「おかしな人間だ。だが、姫にはお前が必要かもしれん」

  

  「唔……这是什么意思？」

  「っ……どういう、意味です？」

  

  「你虽然是公主憎恨的镜像，但公主似乎在你身上看见了其他东西。尤其是最近。我没想到自己会说出这种话。」

  「姫の憎悪の写し鏡であるというお前だが、姫はお前に別の何かを見ている気もしている。特に最近はな。こんなことを俺自身言うとは思っていなかったが」

  

  

  库多拉看着我的视线中，似乎映照着其他人。他一边想着克莱儿，一边看着其他人……我记得库多拉有个女儿。

  　クォートラがそういって私を見る視線に、違う誰かが映っているような感覚。ココットを思いながら別の誰かを……確かクォートラは娘がいたと。

  

  克莱儿在他眼中，也映照着什么吧。不，一定是这样。他刚才说，他已经无法失去克莱儿了。

  　彼も、ココットに何かを映しているのでしょうか。いや、そうなのでしょう。彼は言いました。もう失えないと。

  

  这一定是因为他把女儿和克莱儿重叠在一起了。

  　それはきっと、娘とココットを重ねているから。

  

  而克莱儿的痛苦，就是深沉到让魔族做到这种地步。她究竟经历过什么样的人生？母亲被夺走。被当成奴隶……不，被当成家畜对待。

  　そして、魔族にそこまでさせるほど、ココットの苦しみが深かったという事。彼女は一体、どんな生を歩んできたのか。母を奪われた。奴隷……いや、家畜同然に扱われた。

  

  无论我如何用言语理解，都无法真正理解她。库多拉一定也一样。

  　どれも言葉では理解しても、彼女の理解には至れない。きっと、クォートラもそうなのでしょう。

  

  不过，克莱儿说她或许能让我看见什么。这是最让我惊讶的一句话。除了憎恨的镜子之外，她还希望我从她身上得到什么？

  　だけどココットも私に何かを映しているかもしれないと言った言葉。それが一番の驚きでした。憎悪の写し鏡以外に彼女が私に何を求めるというのでしょう。

  

  

  或许是察觉到我的惊讶，库多拉搔着头转身背对我。

  　私の驚いた顔を察したか、クォートラは頭を掻きながら背を向けました。

  

  

  「……无聊。竟然对人类说这种话……」

  「……くだらん。人間にこんなことを言うとは……」

  

  「那个……」

  「あの……」

  

  「……公主的救援作战会议陷入僵局。公主目前的所在地和状况都还不明朗。虽然也有人提议再次潜入王城，但警戒网应该会变得更为森严。只要知道她的所在地……」

  「……姫の救出作戦会議は難航している。姫の現在の居場所も、状況も不明なのだ。再び城に潜入する作戦も立案されているが、警戒網が厳しくなっている筈。居場所さえわかれば……」

  

  

  说完，库多拉迈开步伐。

  　そう言ってクォートラは歩き始めました。

  

  听到库多拉的话，我垂下头。我掬起湖水，泼在脸上。冰冷的水渗进肌肤，感觉神清气爽。尽管如此，我仍无法厘清心中的烦闷。

  　クォートラの話を聞いて、私は俯きました。湖の水を掬い上げ、顔をぱしゃりと濡らします。冷たい水が沁みて、さっぱりとして。それでも胸のもやもやがわからない。

  

  所以，我想再见她一面。我必须见她一面。即使这么做等同于帮助敌人。

  　だから、もう一度彼女に会いたい。会わなくてはならないのです。例え敵を助けることを望むようであっても。

  

  我心想，这或许是一种伪善。事到如今，这么做未免太自私了。米莱儿一定会生气吧。事到如今还说这种漂亮话。你打算为了自保而讨好她吗？

  　偽善かな、とも思います。今更都合がよすぎるとも。きっとココットは怒るでしょう。今更綺麗事をと。我が身可愛さで取り入るつもりか、と。

  

  尽管如此，我仍一度选择了她。明明为此后悔，现在却再次打算选择克莱儿。

  　それでも既に一度は彼女を選んでしまった。それは後悔したはずなのに、こうして今もまたココットを選ぼうとしている。

  

  这让我感到无比烦躁，忍不住一直想着她的事情。

  　それがどうしようもなく苛立たしくて、どんどん彼女の事を考えて。

  

  这应该……是从那天看到她的眼泪开始的吧。

  　それは、あの日彼女の涙を見てから……なのかな。

  

  不过，路克先生对我说的话瞬间在我脑中响起。

  　だけど、一瞬ルクさんが私に言った言葉が頭の中に響いて。

  

  

  

  『你这个……叛徒……』

  『うら、ぎりもの……』

  

  

  

  「我……」

  「私は……」

  

  

  就在我转身背对库托拉，让湖水浸到肩膀时，忽然看向小瀑布。

  　と、私もクォートラへ背を向けて、肩まで湖の水に浸かったところで、ふいに小さな滝に目を向けて。

  

  有个银色的闪亮物体流进湖里。

  　なにか銀色にきらめくものが湖へと流れ落ちてきたのです。

  

  被瀑布的水势吞没而瞬间沉入水中的物体，不久后又浮了上来，乘着瀑布的水波纹缓缓来到我面前。

  　滝の勢いに飲まれて一瞬沈んだそれはやがてぷかりと浮かび上がり、滝からの水の波紋に乗せられてゆっくり私の前までたどり着きました。

  

  我拿起那个东西，看着它，瞪大双眼。

  　私はそれを手に取り、眺めて。目を見開いたのです。

  

  

  然后我猛然回神，站起身回头，对消失在森林黑暗中的库托拉背影大喊。

  　そしてはっとして私は立ち上がり振り向くと、森の闇に消えかかっていたクォートラの背中に思わず叫んでいたのです。

  

  我擅自忘掉胸口的烦闷，还有路克先生他们的声音。

  　胸のもやもやも、ルクさん達の声も。何もかもを、身勝手に忘れて。

  

  

  「库托拉小姐！我找到线索了！克莱儿、克莱儿大人的所在之处！」

  「クォートラ、さん！　生きてます！　居場所が！　ココットの、ココット様の居場所が分かるかもしれません！」

  

  

  库托拉转头看向我，露出惊讶的表情跑过来，我则盯着手中的东西。

  　クォートラが私を振り返り驚いたような顔をして走ってくる中、私は手に握られたそれをじっと眺めました。

  

  蓝色的花，以及绑在花茎上的……熟悉的白发。

  　藍色の花。そしてその茎に縛り括られた……見覚えのある白い髪を。

  

  

 
  ＃６９　月下に舞う

  ＃69　月下起舞

  　

  

  

  

  

  我以空洞的眼神望着天空。

  　私は虚ろな瞳で空を眺めていた。

  

  月光洒落在庭园中，满月在稀疏的云朵中绽放着光芒。

  　庭園に落ちる月光。空はまばらな雲を従えた満月が光っていた。

  

  低头一看，MIO正睡得香甜。

  　眼を落とせばミオがすやすやと眠っている。

  

  她硬是逼我跪坐在地上，然后像是要跟我交换位置般，把头枕在我的大腿上。

  　彼女に無理やりせがまれて正座をさせられ、この前と交代とばかりに私の両腿の上に頭をのせてきた。

  

  我让MIO躺在我的大腿上，一边无视双腿的些许麻痹感，一边摸着她的头眺望天空。

  　私はミオに膝枕をしてやりつつ、多少の足の痺れに目を瞑りミオの頭を手慰みに撫でながら空を眺めていたのだ。

  

  

  

  ……今天已经是第十天了啊。

  　……もう、今日で10日になるのか。

  

  老实说，我相当憔悴，眼睛下方一定出现了黑眼圈吧。不过我并不是没睡。

  　私は正直憔悴していた。きっと目の下にはクマが出来ているだろう。眠れていないという訳ではない。

  

  

  但是直到刚才为止，我又接受了那个药物的拷问。

  　だがさっきまでまたあの投薬による拷問を受けていたのだ。

  

  从一开始的拷问到今天为止，我每天都受到亚历杭德罗的拷问。能够撑到现在，已经算是很了不起了。

  　最初の拷問から今日まで連日アレハンドロに拷問を受けていた私だ。よく持ったといえる。

  

  当然，我完全没有回答他的问题。不过亚历杭德罗真正的目的并不是从我这里收集情报，而是要破坏我的精神。

  　もちろん奴の質問には何も語っていない。しかしアレハンドロの真の目的は別段私からの情報収集ではなく、私の心を壊すこと。

  

  虽然亚历杭德罗说那个药物不会致死，但是连续几天下来，我的幼小身体说不定会出现异状。不，就算不是幼童，那也是剧毒。

  　あの薬では死なないとアレハンドロは言ったがこう連日では私の幼い体では異変をきたすかもしれない。いや、幼子でなくともあれは劇薬だ。

  

  而且我甚至开始担心，自己会不会像MIO那样，迟早会精神崩溃。

  　そしてミオのようにいずれ心が壊れてしまう懸念さえ感じ始めていた。

  

  实际上，我原本就纤细的身体，现在感觉又更加消瘦了。

  　現に私はもともと細かった身体がさらにこけたように感じていた。

  

  

  才短短十天而已。

  　たった10日でだ。

  

  我原本以为疼痛和痛苦跟在外塔那经历过的相比，还算轻微，但这种痛觉敏锐化，甚至让人产生全身神经都暴露在外的错觉，实在可怕。

  　痛みや苦しみなどアウタナでの経験に比べればましと思っていたが、あの全身の神経が剥き出しになったような錯覚さえ覚える痛覚の鋭敏化は恐ろしい。

  

  我总有一天一定会如亚历杭德罗所愿。虽然不甘心，但必须承认这是现实。

  　きっといずれはアレハンドロの思い通りになってしまう。悔しいが、現実として認めなくてはならない。

  

  不过，我完全不打算在这里崩溃，也不打算在这里死去。

  　しかしここで壊れてやるつもりも、死んでやるつもりも毛頭ない。

  

  我只能祈祷那朵花能送到部下们手上，同时希望他们能解读出花里所藏的信息。

  　私はあの花が部下達の下へ届き、それでいてアレに込められたメッセージを読み解いてもらえることを祈りながら耐えるばかりだった。

  

  但是，魔族们不知道能不能收到那朵花，也不知道他们会不会捡起。

  　しかし、魔族たちにあのメッセージが伝わるかどうか。そもそも拾ってもらえるだろうか。

  

  在他们察觉之前，那种拷问会一直持续下去。想到这里，我察觉到自己的指尖在颤抖。难道我开始屈服了吗？身体在害怕拷问。魔将军真没用，太没用了。

  　気づいてもらえるまでずっと、あの拷問が続くのだ。そう考えた私は指先の震えを認めた。屈し始めているというのか。体が、拷問を恐れている。魔将軍が情けない。情けない事だ。

  

  

  我看着视线前方颤抖的指尖，以及米欧的睡脸，轻轻将手指落在她的脸颊上。

  　私は震える指を眺める視線の先のミオの寝顔を見て、そっとその頬に指を落とした。

  

  

  米欧，你无法忍受这种痛苦吧。

  　ミオ、お前はこのような苦しみに耐えられなかったのだな。

  

  心灵被摧毁，陷入茫然状态的她总是天真无邪，看起来很开心。不过，只要我坐着，她就会坐在我旁边，把头靠在我的肩膀上，或是立刻抓住我，用脸颊磨蹭我，总之就是对我撒娇。

  　心を壊され自失状態となった彼女はいつも無邪気で楽しげだ。だが、私が座っていれば隣に座って肩に頭をのせてきたり、すぐ私を捕まえて頬擦りをしてきたり、兎に角甘えてくる。

  

  然后从她的模样可以看出想要填补寂寞的感情。

  　そしてそんな姿には寂しさを埋めようとする感情が見て取れた。

  

  

  被锁链拴在这样的地方，会感到寂寞也是理所当然的，不过亚历杭德罗虽然扭曲，但感觉上受到宠爱。然而那一定不是她想要的。或许是因为这样，我才会允许澪撒娇。

  　こんな場所に一人鎖でつながれていれば寂しいのは当然と言えば当然だろうが、アレハンドロには歪んではいるものの寵愛を受けているように思える。だがきっとそれは彼女の望むものではない。だからか私はそんなミオの甘えを許していた。

  

  这是同情吗？

  　同情、なのだろうか。

  

  不，我也一样寂寞。那天在魔王城的房间感受到难以言喻的寂寞。被疏远之后，周围都是吃人的魔族。利用他人获得评价，出人头地。虽然目的明确，但感受到的寂寞与不安。

  　いや、寂しいのは私も同じなのだ。あの日魔王城の自室で感じた得も言われぬ寂しさ。人に疎まれたどり着いた先、周りには人を食らう魔族。利用し評価されて成り上がる。目的は定まっていたが感じたあの寂しさは、不安は。

  

  因为没有像这样可以依靠的人。

  　こうして身を預けられる誰かがいなかったから。

  

  一定是这样没错。我之所以允许澪亲近我，一定是因为多亏了澪，我内心的荒芜也得到平息。即使只是拷问带来的痛苦的反作用力，即使只是暂时的误会。

  　きっと、そうに違いない。私がミオの懐きを許しているのは、ミオのおかげで私も心の荒みが和らいでいるからに他ならない。拷問で受ける苦しみの反動でよりそう感じるだけだとしても、ただの一時の勘違いだとしても。

  

  我看着沉睡的澪的侧脸，轻轻梳理她的头发。和我一样的白发，从绷带缝隙中露出的伤痕。即使如此，她还是安稳地睡着，注意到这一点的我，脸上浮现浅浅的笑容。

  　私は眠るミオの横顔に目を落としながらその髪を軽く梳く。私と同じ白い髪。包帯の隙間から覗く傷跡。それでも穏やかに眠る姿に、気づけば小さく笑みを浮かべている私に気づいて。

  

  

  「……如果我也有女儿，大概就是这种感觉吧。」

  「……私にも娘が居たら、こんな感じだったのだろうか」

  

  

  我小声地喃喃自语。

  　そう、小さく呟いて。

  

  我苦笑着心想「真是个没出息的家伙」。酸甜交织，宛如糖果与鞭子吗？如果这是亚历山大的策略，那我就是被他玩弄于股掌之间了。我忍不住干笑。

  　腑抜けたものだと苦笑する。酸いと甘い、さながら飴と鞭か。これがアレハンドロの策略だとすれば手玉に取られていると渇いた笑いも零れる。

  

  至今为止，没有人像这样对待我。跟蕾梅也不一样。

  　私にこんな風に接してくれる存在は今までいなかった。レイメとも違う。

  

  当然，乍看之下对我有好感的人也是有的。不过，四特拉们只是因为魔王大人把我摆在将军的位置上，所以才服从我吧。

  　もちろん一見好意的な相手は居た。だがクォートラ達は将軍として魔王様が私を据えたからこそ従っているだけだろう。

  

  我的救命恩人艾陆可——罗大人也对我的行军方式颇有微词……她一定不信任我。

  　命の恩人たるエルク―ロ様も私の行軍を良く思っていないフシがある……きっと私を信用しては居まい。

  

  ……向不信任的对象寻求救赎，这样太任性了吗？

  　……身勝手だろうか。信用していない相手に救いを求めるのは。

  

  不，这是理所当然的。他们是我的道具，只是被我利用的存在。不这样的话，我的目的怎么可能达成？唯有复仇，我才能得到真正的安宁。

  　いや、当然だ。彼らは私の道具。利用するだけの存在。そうでなくては私の目的など遂げられるものか。復讐あってこそ私は真の安寧を得られる。

  

  所以……现在这种平静的心情一定是假的。

  　だから……今のこの穏やかな気持ちはきっと嘘なのだ。

  

  即使如此，如果是米奥……如果能成功带她离开这里……

  　それでも、ミオなら……。もしここから連れ出すことが叶ったならば……。

  

  

  

  就在我仰望天空时——

  　そう、空を見上げた時。

  

  

  绿色的羽毛飘落在我眼前。

  　視界のうちに緑色の羽が舞い降りてくるのが見えた。

  

  

  

  翅膀拍动的声音只响了一次，那东西便从月下的暗夜中翩翩降落。

  　ばさりという羽音を一度だけ響かせて、月下の宵闇の空からそれは舞い降りてきた。

  

  它在花田上降落，与我四目相交后，露出我曾经见过的那抹捉摸不定的傻笑。

  　そしてそれは花畑に降り立つと、目が合った私にいつか見たあの掴めないにへらとした笑みを浮かべたのだ。

  

  

  「嗨～克莱儿。」

  「やー、ココットちゃん」

  

  「你……！？为什么你会在这里……！？」

  「チックベル……！？　なぜ此処に……！？」

  

  

  与意想不到的人物邂逅，让我真的大吃一惊。太奇怪了。因为丘克贝尔是国境警备部队的队长，不属于会来法尔塔玛雷领地出差的管辖范围。更重要的是，他为什么会出现在被关在卢伊卡纳城的我面前？

  　思いがけない存在との邂逅に私は本当に驚いた。おかしい。チックベルは国境警備部隊の長。ファルトマーレ領に出張ってくる管轄ではない。そして何より、それがなぜルイカーナの城にとらわれた私の目の前に現れたのか。

  

  

  「算了，详细情形先别管。因为克莱儿有告诉我们你在哪里。」

  「まあ、詳しい話は置いといてー。ココットちゃんが居場所教えてくれたからねえ」

  

  「我所在的地方……她告诉你们了吗？」

  「居場所……伝わってくれたか」

  

  「不，我们没有收到消息。绑头发的缎带是花，大家都不懂那是什么意思。不过呢，是琪优儿发现的。」

  「んやー、うちらには伝わらなかったよ。花に髪をくくってるなんてさ。みんな訳わからないって顔してたよ。でもね、あの子。キエルがねー気づいたんだよね」

  

  「琪优儿？」

  「キエルが？」

  

  「对对～她不是来过法尔塔玛雷一趟吗？她说城里没有那种花。我们哈比族试着来侦察，就发现有这座庭园。我一下就想到是你了～」

  「そそー。一回ココットちゃんとルイカーナに来たらしいじゃない？　それであんな花は街中には無かったって言ってて。試しにうちらハーピーで偵察に来たらこんな庭園があるじゃないか。ピンときたよ～」

  

  

  发现我的人是琪优儿吗……

  　気づいてくれたのは、キエルだったのか……。

  

  

  「琪优儿……琪优儿平安无事吗？」

  「キエル……キエルは無事でいるのか？」

  

  

  我这么问。她有可能在我离开的期间被魔族杀害。不过，我基于模糊的冲动这么问，而不是以这个理由询问琪优儿的安危。

  　私はそう問うていた。私がいない間に魔族に殺される可能性もあった。だがそれを理由とするには曖昧な衝動で、私はキエルの安否をチックベルに聞いてしまった。

  

  听到我的问题，丘克贝尔轻笑出声。

  　そんな私の問いに、チックベルはふわぁと笑いながら言った。

  

  

  「大家都很听话哦。毕竟没有人认为克莱儿已经死了嘛～」

  「みんな言いつけ守ってるよ。誰もココットちゃんが死んだとかって思ってなかったしね～」

  

  「这样啊……」

  「そうか……」

  

  

  我松了一口气。

  　私は、安堵した。

  

  松了一口气……我为什么会松一口气？

  　安堵……安堵だと？　一体なぜ。

  

  算了，现在不是思考的时候。既然时琪贝儿都来了——

  　まあ、いい。今すべきことは考える事ではない。チックベルがこうして来たという事は。

  

  我轻轻挪开MIO的头，让她重新躺在花田上，然后站起身。

  　私はそっとミオの頭をどけると、ゆっくり花畑に寝かせなおして立ち上がった。

  

  时琪贝儿点点头，从庭园边缘翻身跃下。

  　チックベルが頷いて庭園の縁から身を翻した。

  

  看到她飞走后，我也走向庭园边缘。庭园的边缘没有栏杆，只有一道略高的围墙。我爬上围墙，眺望被月光照亮的街景。现在的时间大概是晚上七点吧。街道上的喧嚣声不减，音乐、说话声，以及类似烟火的声音不绝于耳。时琪贝儿要只身来到这里，或许不是什么难事。

  　彼女が飛んだのを見てから、私も縁へと歩いていく。そして欄干もなく、少し高いだけの庭園の端の塀を上り立つ。見渡せば月夜に照らされた街並みが見えた。時刻にして19時といった所か。街のにぎやかさは衰えしらず、音楽や話声、花火めいた音さえずっと響いていた。チックベルが単身ここまで来るのも容易かったかもしれない。

  

  在风抚过白发的同时，我调整呼吸，准备跨出脚步。

  　風が白い髪を撫でるのと同時、私は一度呼吸を整えて足を踏み出そうとして。

  

  

  「克莱儿……？」

  「ココット……？」

  

  

  突然有人呼唤我的名字。我回过头，发现MIO正揉着惺忪的睡眼，撑起上半身。

  　唐突に名を呼ばれる。振り返ればミオが眠たげな眼を擦りながら上体をもたげていた。

  

  她用迷濛的双眼看着我，一脸茫然。

  　そしてしょぼしょぼとした眼で私を捉え、ぽかんとしている。

  

  MIO。被亚历山大抓住的可怜小鸟。天真无邪地亲近我的，精神崩溃的少女。

  　ミオ。アレハンドロに捕らわれた哀れな小鳥。無垢に懐いてくれた心壊れた少女。

  

  

  「MIO，我要走了。」

  「ミオ、私は行く」

  

  

  我一说出道别的话语，MIO的表情就明显变了。我本来就已经站在宛如断崖的高处，她应该是察觉到状况非比寻常吧。MIO维持着爬行般的姿势，目不转睛地盯着我。那副不安的表情，让我胸口隐隐作痛。

  　別れの言葉を口に出せば、ミオの表情がみるみる変わっていった。ただでさえ高所の断崖めいた場所に立つ私だ。ただならぬ状況を察したのだろう。もぞりと這うような姿勢のミオが私をじっと見ている。不安げな表情に胸がちくりと痛んだ。

  

  没错，我果然还是不想跟她分开。即使如此，我现在还是得离开。不过，我很快就会回来。

  　そうだ、やはり私は彼女と離れたくないと感じてしまっている。それでも今は行かねばならない。だが、直ぐに私は舞い戻る。

  

  为了摧毁这座城市。

  　この街を、落とすために。

  

  然后，到时……至少会留下你……

  　そしてその暁には……お前くらいは……。

  

  

  「再见……MIO。」

  「また……な、ミオ」

  

  

  说完，我从庭园边缘往背后跳下去。

  　そう言って私は庭園の縁から背面に飛び降りた。

  

  

  

  

  在视野中逐渐远去的庭园，似乎传来MIO的惨叫声。

  　視界に移る遠くなっていく庭園から、ミオの悲鳴が聞こえた気がした。

  

  我的身体在重力的作用下自由坠落，但很快就停止了。在空中抱住我的身体后，嘻嘻贝尔露出傻笑。

  　重力の赴くまま自由落下していた私の体はすぐに静止した。空中で私の体を抱き留めたチックベルがにへらと笑った。

  

  

  「给你添麻烦了。」

  「世話をかけた」

  

  「是艾尔克罗大人拜托我这么做的～」

  「エルクーロ様に頼まれてね～」

  

  「艾尔克罗大人？」

  「エルクーロ様に？」

  

  「她很担心你。她好像一直反对克莱儿妹妹上战场。」

  「心配してたよ。ココットちゃんが戦うの、ずっと反対していたみたいだし」

  

  

  那句话……我还以为是认为我无法胜任的意思。不过，如果嘻嘻贝尔说的艾尔克罗大人担心……是想让我远离战场的那种感觉，真的是出自于担心我的话。

  　それは……てっきり私などには務まらないという意味合いだとばかり思っていた。しかしチックベルの語るエルクーロ様の心配は……私を戦場から遠ざけようとしていたあの感覚が本当に私の心配から来るものであったのだとすれば。

  

  

  「我或许误会艾尔克罗大人了。」

  「私は、エルクーロ様を誤解していたのかもしれない」

  

  「他是个温柔的人哦。」

  「優しい方だよ」

  

  「嗯，是啊……」

  「ああ、そうだな……」

  

  

  自从救了我之后，他就一直很担心我吗？虽然只是听别人转述，但我觉得自己能够相信她口中的艾尔克罗大人。想必是她从以前就认识他了吧。

  　私を救ってくれてからずっと、私を心配してくれていたというのか。人づてに聞いた限りであるが、チックベルの語るエルクーロ様には信じさせられる何かがあった。きっとチックベルは、昔から彼を知っているのだろう。

  

  既然如此，我至今的态度应该很不敬吧。

  　であれば、今までの私の態度は不敬だったかな。

  

  

  「你瘦了呢，克莱儿。你一定吃了不少苦吧。那么，你有得到什么收获吗？」

  「痩せたね、ココットちゃん。ひどい目に遭ったんでしょ。それで、得るものはあった？」

  

  「算是有吧。这里的红茶是冷的。我好想再喝……艾尔克罗大人泡的红茶。」

  「まあな。ここの紅茶は冷たい。また……エルクーロ様の淹れた紅茶が飲みたい」

  

  「那真是太好了～」

  「それはなにより～」

  

  「四人组都还健在吗？」

  「クォートラ達は健在なのだな？」

  

  「大家都没事。他们正在等你。我已经做好让军队立刻出动的准备了。我也被迫帮忙了呢～明明已经隐居了。」

  「みんな無事。待っているよ。すぐに軍を動かせるようにしてある。うちも手伝わされたよ～。隠居の身なんだけどなあ」

  

  

  我被一边开玩笑一边说话的琪可贝儿抱着飞在空中，表情变得有些阴郁。

  　茶化しながら語るチックベルに抱えられ空を飛びつつ、私は表情に影を落とした。

  

  

  「这样啊。他们会欢迎我吗？」

  「そうか。私は彼らに歓迎されるだろうか」

  

  

  听到我这句丧气话，琪可贝儿轻轻笑了。

  　そう零した弱音に、チックベルが小さく笑った。

  

  

  「我不是说了吗～大家都很担心你。为了帮助你，大家都很努力在准备军队呢。」

  「言ったじゃないか～。みんな心配してたって。軍の準備だってココットちゃんを助けるんだ～ってみんな張り切ってたからだし」

  

  「这样啊……」

  「そうか……」

  

  

  这……让我很高兴。我大概也误会他们了吧。我一直以为我们之间只有利害关系，是互相利用的关系。不，为了我的复仇，我认为那是最佳解答。

  　それは……嬉しい。彼らの事もまた、私は誤解していたのだろう。損得だけの関係、利用し利用される関係だと思い込んでいた。いや、私の復讐の為にはそれが最適解だと思っていた。

  

  但是，结果却变成这样。我之所以加入潜入部队，也是因为没有完全信任他们。

  　だが、それでこの結果になった。私が潜入部隊に加わったのも、彼らを信用しきっていなかったからだ。

  

  真是失策。而且他们如果要抛弃我，我还能理解，但他们却想救我。

  　まったくの不始末。そのうえで彼らはまだ私を見捨てるならまだしも救おうとしていたと。

  

  我或许该改变想法。

  　考えを、改めるべきなのかもしれない。

  

  

  就在我这么想的时候，琪可贝儿仰望天空，用鼻子哼了一声。

  　と、そう考えていた頃にチックベルが空を仰いで鼻を鳴らした。

  

  我跟着她望向天空，发现漆黑厚重的云层逐渐在夜空中扎根。

  　つられて空を見れば黒々とした厚い雲が夜空に根を張りつつあった。

  

  

  「天色……」

  「空模様が……」

  

  「嗯～照这样看来，应该很快就会下大雨了。」

  「うーん、この分だとすぐに結構降りそうだねえ」

  

  「雨……雨吗……雨？」

  「雨……雨か。……雨？」

  

  

  我越过眼底的卢维卡纳外墙，用手指抵着下巴，开始思考。

  　眼下に見えるルイカーナの外壁を越えた辺りで私は顎に指を当て考え始める。

  

  对，是雨。而且攻略卢维卡纳最大的障碍，亚历杭德罗的自信来源就是那个。

  　そう、雨だ。そしてこのルイカーナ攻略の最大の障害は。アレハンドロの自信の源は。

  

  

  「克莱儿，怎么了～？」

  「ココットちゃん、どしたの～？」

  

  「……说不定能成功。」

  「……やれるかもしれない」

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  「MIO、MIO……为什么？为什么你不唱歌给我听……？」

  「ミオ、ミオ……何故だ。何故歌ってくれない……？」

  

  

  即使亚历杭德罗悲痛地诉说，MIO也只是抱着膝盖，一直静静眺望庭园外，没有回应。

  　アレハンドロの悲痛な訴えにも、ミオは膝を抱えてうずくまったままじっと庭園の外を眺めるばかりで応えなかった。

  

  听到米欧的惨叫声，佣人连忙通报，但亚历山大赶到庭园时，为时已晚。

  　ミオの悲鳴を聞きつけた使用人に呼ばれ、アレハンドロが庭園にやって来た時には遅かった。

  

  他以为关在笼子里的米莱儿已经消失得无影无踪，但米欧的反应让他明白米莱儿并没有躲在庭园里。

  　籠の中にとらえていたと思いこんでいたココットは跡形もなく消えていた。庭園に隠れているのかと思ったがミオの様子から違うと分かった。

  

  他不认为米莱儿会自杀，而且庭园里也没有出口。难道是米莱儿受不了拷问而自杀了吗？若是如此，那还真是可惜。然而，庭园下方并没有尸体。既然如此，就是米莱儿逃走了吧。

  　身投げなどするとは思っていなかったし、出口はなかった。まさか拷問に耐えかねて自殺をしてしまったかとも考えた。そうであれば勿体ない事をしたと。だが庭園の下に死体はなく。であれば逃げ出したのだと。

  

  希雅在做什么？不，他有派希雅去工作。不管怎样，克莱儿应该都没有办法从这座庭园逃走。

  　シアは何をしていたのだ。いや、シアには仕事をさせていたのだ。どちらにせよココットがこの庭園から逃げる手段など無い筈だった。

  

  早知道就该用锁链把她绑起来。亚历山大后悔不已。他考量到克莱儿成为自己的所有物之后的用途，所以尽可能不想在她的身上留下伤痕。

  　鎖で繋いでおくべきだったかと、アレハンドロは後悔した。彼女が自分のものになった後の使い道を考えて、出来るだけ体に傷を付けたくなかったばかりに。

  

  不对，事到如今，克莱儿已经不重要了。

  　いやこの際ココットなどどうでもいい。

  

  米欧陷入消沉才是最大的问题。因为对亚历山大来说，米欧的歌声是令他心醉神迷的天使之歌。

  　ミオがふさぎ込んでしまったことが最大の問題だった。アレハンドロにとってミオの歌とは心酔しきった天使の歌声なのだから。

  

  但是，为什么？为什么米欧会不再唱歌？不就只是克莱儿不在了吗？

  　だがなぜ。それで何故ミオが歌わなくなる。ココットが居なくなっただけじゃあないか。

  

  亚历山大烦躁地搔了搔自己的金发。没想到MIO竟然会跟克莱儿变得如此亲近。

  　アレハンドロはその金髪をくしゃくしゃに掻き毟り苛立っていた。まさかそこまでミオがココットになつくなどとは。

  

  嫉妒、后悔、愤怒。亚历山大的脑中一片混乱。

  　嫉妬、後悔、怒り。アレハンドロの脳内は混沌としていた。

  

  

  因此——

  　故に。

  

  

  「对了，是她啊。克莱儿对吧？我心爱的MIO。放心吧，我马上就把她带回来。没问题……她一定会回来的。下次我不会再让她逃走了。这么一来，你就会为我歌唱了吧……」

  「そうだ、彼女か。ココットだね？　僕の愛しいミオ。安心してくれ。すぐに、連れ戻してあげるよ。大丈夫……彼女は戻ってくるよ。今度は二度と逃げられなくしておこう。そうしたらまた、君は歌ってくれるんだろう……」

  

  

  亚历山大努力以温柔的嗓音这么轻喃，同时梳理着MIO的头发。接着，他转身对站在身后的佣人开口：

  　アレハンドロはそう努めて優しい声色でミオの髪を梳きながら囁くと、踵を返して背後に控えていた使用人に言った。

  

  

  「魔族应该很快就会攻过来吧。去安排巡逻和防卫体制。这次不能像上次那样把他们赶跑，一定要歼灭他们。然后把魔将军活着带到我面前……！」

  「遠くないうちに魔族が攻めてくるだろう。警邏に防衛体制を敷かせたまえ。前回のように追い払うのではなく、必ず殲滅しろ。そして魔将軍を生きたまま僕の前に連れてこい……！」

  

  「遵、遵命！」

  「は、はい！」

  

  

  尽管佣人被亚历山大充满怒气的嗓音吓到，还是快步跑开了。克莱儿的愿望是攻陷卢卡纳，以及亚历山大的首级。既然如此，只要等下去，她就会自己送上门来。

  　怒気に満ちたアレハンドロの声に委縮しつつも使用人は走っていく。ココットの望みはルイカーナの陥落。そしてアレハンドロの首。であれば待っていれば勝手にやってくる。

  

  只要克莱儿回来，米欧就会再次歌唱，亚历山大也能继续对克莱儿提出要求。然后米莱儿一定会攻过来。那个年幼的恶魔就是这样的存在。所以亚历山大才会被她吸引，才会想让她屈服。丑陋的天使。我要将她占为己有。亚历山大感觉到自己兴奋了起来。

  　ココットさえ戻ればまたミオは歌い、アレハンドロがココットに求める事もまた遂行可能。そしてココットは必ず攻めてくる。あの幼き悪魔はそういう存在だ。だから惹かれた。だから屈服させたかった。醜い天使。あれは自分のものにする。アレハンドロは己が昂るのを感じた。

  

  然后——

  　そして。

  

  

  「就算上次战斗后疲惫不堪的军队来到这里，也赢不了我的军队、我的城市……克莱儿……！」

  「前回の戦闘で疲弊した軍がやって来たとて、僕の軍に、僕の街には勝てないよ……ココット……！」

  

  

  亚历山大扬起嘴角，用布满血丝的双眼瞪着乌云密布的夜空。

  　口角だけを釣り上げながらアレハンドロの血走った目が、厚い雲の流れる夜空を睨んだ。

  

 
  ＃７０　迷路の末、再戦前夜

  ＃70　迷宫的尽头，再战前夜

  　

  

  

  

  

  

  「各位，对不起。」

  「諸君、すまなかった」

  

  

  

  受到驻扎在辛恩村的同胞们迎接，我开口第一句话就这么说。

  　シンの村に駐在していた同胞たちに迎えられ、私は開口一番そう言った。

  

  眼前列队的魔族们，以及三队长，每个人都还健在。虽然并非毫发无伤，但幸好大家都平安无事。

  　眼前に整列する魔族達。そして3隊長。いずれも健在。無傷ではないが、無事でいてよかった。

  

  我向他们微微低头谢罪。虽然他们立刻催促我抬起头，但我继续说下去。

  　彼らに対し、私は軽く頭を下げて謝罪をした。すぐさま顔を上げるよう促されたが私は言葉を続けた。

  

  

  「我的骄傲招致了这个结果。给大家、添麻烦了。」

  「私の驕りがこの結果を招いた。世話を、かけた」

  

  

  虽然丘奇贝尔那么说，但我做好无论被说什么都要承受的心理准备，召集了大家。

  　チックベルからはああ言われていたとはいえ、何を言われても受け止める覚悟で皆を集めた。

  

  然后，对于我抬头挺胸说出的这番话，没花多少时间就听见安心的叹息与笑声。

  　そして肩ひじを張ったそんな私のセリフに対して、安堵のため息や笑い声が聞こえてくるのはそう時間がかからなかった。

  

  

  「您平安归来真是太好了，公主。我们都在等待您归来。」

  「よくぞお戻りになられた、姫。我々一同帰還をお待ちしていました」

  

  

  库多拉往前踏出一步，这么说道。

  　クォートラが一歩進み出てそう言った。

  

  他依然一脸粗犷的表情，但又隐约露出安心的柔和表情。我吃了一惊。

  　無骨な表情のまま、だがどこか安堵したような険のない表情。私は面食らう。

  

  佐夫与托泽等魔族也跟着一起行礼。你们这样好吗？这样好吗？我是人类，让你们蒙受损害，甚至有人因此丧命。可是，可是……

  　合わせてゾフやツォーネをはじめ魔族たちが一斉に礼をした。お前たちはいいのか、それで。私は人間で、お前たちに損害を負わせて。死者も出た。なのに、なのに。

  

  我有很多话想说，但是却说不出口。

  　言いたいことはいっぱいあった。だが、そんな言葉は出て来ずに。

  

  

  「……你们没有什么话想对我说吗？」

  「……私に何か言いたいことはないのか」

  

  「……这个嘛。」

  「……そうですな」

  

  

  我勉强挤出这句话，库托拉瞬间露出思考的表情，接着走向停在村子里的货车。她翻找了一下，然后抱着手上的东西站在我面前。

  　絞り出された私の言葉にふと、クォートラは一瞬考える仕草をしたのちに足を村に置かれた荷車へと向ける。そしてごそごそと何かを探したのち、手にあるものを抱えて私の前に立った。

  

  

  「这是替换的衣服，公主。」

  「替えのお召し物です、姫」

  

  「哦，好。」

  「あ、ああ」

  

  「您这身打扮实在不太适合。虽然很适合您，但您恐怕是以魔将军建立功绩后回来的吧？」

  「その恰好ではあまりにも。良く似合っておいでですが、おそらく貴女様はこの場に魔将軍として戻ってこられた。違いますか？」

  

  

  库托拉露出有些坏心眼的表情，递出备用的将军服装。

  　少し意地悪な表情で、クォートラが差し出したのは予備の将軍装束だった。

  

  我现在穿的是亚历山大半强迫我穿上的白色薄连身裙。这身打扮确实不适合。

  　今の私の格好はアレハンドロに半ば無理やり着せられた薄手の白いドレスワンピース。確かにこれでは格好はつかない。

  

  我用双手接过库托拉递出的衣服，再次望向一行人。

  　私はクォートラから受け取った装束を両手で抱え、改めて一同を眺める。

  

  佐夫和托涅也几乎同时来到我面前。

  　ほぼ同時にゾフとツォーネも私の前にやってきた。

  

  

  「啊啊，啊啊！克莱儿大人！您真的平安无事，真是太好了！啊啊，可是您看起来这么憔悴……一定吃了不少苦头吧……要是我能早点来救您……」

  「ああ、ああ！　ココット様！　本当にご無事でよかったですわ！　ああでもこんなにやつれて……さぞ酷い目に遭われたのですわね……もっと早くお助けできれば……」

  

  「要不是有小姐的信息，我们已经抱着壮烈牺牲的觉悟冲进露伊卡纳了。我说过，小姐不可能白白丧命，说不定会靠自己的力量逃出来！」

  「お嬢のメッセージがなけりゃあ、俺達ぁ玉砕覚悟でルイカーナに突撃かます所だったぜ。俺は言ったんだ。お嬢がただでくたばるわけねえ、もしかしたら自力で逃げてくるかもってな！」

  

  

  索夫的发言让他的兽人和哥布林组成的地面部队发出笑声。欧德也用那张丑脸看着我。现在他的视线并不会让我感到不快，我也不禁跟着笑了出来。

  　ゾフのセリフに彼のオークやゴブリンから為る地上部隊が笑い声をあげた。オドも醜い顔で相変わらず私を見ている。今はその視線も不快ではなく、つられて私も思わず笑ってしまった。

  

  看到包着绷带的佐颂用快哭出来的双眼看着我消瘦的身体和憔悴的脸，我深刻感受到自己让他太勉强了。如果是以前，我应该会嫌他烦人，但佐颂不顾自己可能因此受伤，还担心我的状况，让我觉得他莫名惹人怜爱，我朝佐颂踏出一步，轻轻将头靠在他的胸前。

  　私の痩せた体ややつれた顔を泣きそうな目で見る、包帯をしたツォーネを見て、無茶をさせたのだなと痛感する。前までなら鬱陶しいと一蹴するところだが、私のために負ったであろう傷に構わず私の心配をするツォーネが妙に愛おしく感じて、私はツォーネに一歩踏みよると、その胸に軽く頭を委ねた。

  

  额头传来他吓了一跳的反应。

  　びくり、という反応が接しているおでこから伝わる。

  

  

  「佐颂，抱歉。都是我害你受伤了。要是我更振作一点……」

  「ツォーネ、すまない。私のせいで傷を負わせた。私がもっとしっかりしていれば」

  

  「克、克克克克克克蕾儿大人，那个克蕾儿大人，居然主动主动主动把身体……」

  「こ、ここココここっと様が、あのココット様が私にわたくしにみみみ自ら体をゆっ、委ねッ……」

  

  「我之后会给你血。这几天的份。比平常还多。」

  「後で血をやる。ここ数日分だ。いつもよりも多めに」

  

  「啊、啊咿！」

  「は、はヒッ！」

  

  

  我从开始抽搐的佐颂身上离开，转向一旁目瞪口呆的索夫。

  　びくびくと痙攣し始めたツォーネから体を離し、隣で唖然としているゾフを向き直る。

  

  

  「那、那个死脑筋大小姐居然对臭吸血鬼说这么温柔的话……！？该不会是在路易卡娜被做了什么，变得不正常……」

  「あ、あの堅物お嬢がクソヴァンパイアにやさしい言葉を……！？　まさかルイカーナで何かされておかしくなってんじゃ……」

  

  「别说傻话。我反而发现了。你们到底为我做了多少。」

  「馬鹿を言え。むしろ気づいたのさ。お前達がどれほど私の力となっていたか」

  

  

  我对索夫这么说并笑了，结果他的脸色变得更难看了。

  　ゾフにそういって笑ってやれば、殊更にゾフが顔色を悪くした。

  

  

  「小姐笑了……」

  「お嬢が笑った……」

  

  「你这家伙真没礼貌。」

  「失礼な奴だな、お前」

  

  

  我稍微生起气来，索夫这才困扰地搔搔头笑了。我将手伸向索夫缠着绷带的身体，缓缓抚摸他钢铁般的腹肌。

  　流石に私も少しむくれて見せれば、やっとゾフが困ったように頭をかいて笑う。そんなゾフの包帯の巻かれた胴へと手を伸ばし、ゆっくりその鋼のような腹筋を撫でる。

  

  

  

  「简直就像钢铁。我再次觉得你很可靠。」

  「まるで鋼鉄だ。改めて頼もしいと、そう思う」

  

  「别这样。我曾经在那座城堡里没能保护好小姐。」

  「よして下せえ。俺ァ一度あの城でお嬢を守れなかった」

  

  「这次不会了吧？」

  「今度はそうはならないだろう？」

  

  「……当然。小姐给了我们战斗的方法。既然如此，保护小姐就是我们的工作。」

  「……当然でさ。お嬢は俺たちに戦う術をくれる。なら、それをお守りするのが俺たちの仕事ってやつで」

  

  

  索夫害羞地搔着头，但还是用另一只手拍了拍自己的胸膛。索夫立刻和库欧特拉面面相觑，库欧特拉也看了我一眼，然后缓缓闭上眼睛。

  　照れたように頭を掻きながらではあったが、もう片腕でドンと己の胸板を叩くゾフに頷く。ゾフはすぐにクォートラと顔を見合わせていたが、クォートラも私一度見てゆっくりと目を閉じていた。

  

  

  我再次为不信任他们的自己感到羞耻。我太任性了。真的跟人类没两样。

  　私は改めて彼らを信用していなかった自分を恥じた。私は勝手だ。本当に人間どもと同じではないか。

  

  他们明明这么信任我。虽然索夫他们不服从过雷寇的命令，但跟打从一开始就不信任雷寇的他们一样，我也不信任索夫他们，结果却因为我的失态而被囚禁。

  　彼らはこんなにも私を信用してくれていたのに。レコらの命令不服従があったとはいえ、初めから信用していなかったレコらと同じようにゾフらも信じていなかった私が失態で囚われたというのに。

  

  

  既然如此，这次就轮到我回应他们的信任了。

  　ならば今度は、私がその信に応えてやる番だ。

  

  我勉强压抑住涌上心头的感情，让众人再度列队，迅速脱下亚历山大替我穿上的衣服，换上原本的……魔将将军装。

  　私は胸にこみあげてくる感情をなんとか飲み込み、一同を再び整列させると手早くアレハンドロに着せられた衣服を脱ぎ棄て、本来の……魔将軍の衣装を身に纏う。

  

  我将帽子抱在胸前，对众人轻声说：「感谢。」魔族们以笑容回应，我也笑了。不经意地看向时钟，它正轻轻挥着手。

  　私は帽子を一度胸に抱き、一同へと小さく「感謝する」と零す。魔族たちは笑みを返し、私もまた笑った。ふとチックベルを見やればふわふわと手を振っていた。

  

  然后我深深戴上帽子，深深吐气，红色眼眸发出锐利的光芒。

  　そして私は帽子を深々と被ると、深く息を吐いてから赤い瞳を鋭く光らせる。

  

  魔族们整齐地踏响军靴，伴随踩踏泥土的声音，以整齐的敬礼排成一列，表现出欢迎我归来的模样。他们追求的是侵略、蹂躏，以及胜利。

  　刹那に揃えられた軍靴の土を踏みしめる音と共に魔族達は整然と敬礼にて立ち並び、私の帰還を表す様相を為す。彼らが求めるのは侵攻と蹂躙、そして勝利。

  

  那么，我必须给他们。

  　ならばそれは、私が与えてやらねばならない。

  

  

  「大家听好了！」

  「皆よく聞け！」

  

  

  我手扠腰，挺起胸膛大喊：

  　私は腰に手を当て、胸を張って叫ぶ。

  

  

  「接下来我们将再度进攻路易卡纳！上次那种姑息的手段已经结束了！我们要从正面击溃他们！」

  「これより我々はルイカーナへの再侵攻をかける！　前回のような姑息な搦手は終いだ！　正面より奴らを叩き潰す！」

  

  

  在被夜色森林中的火把照亮的广场上，响起小女孩高亢的声音。听到我的宣言，魔族们一反刚才的态度，同时骚动起来。

  　宵闇の森の中たいまつに照らされた広場で、幼女の甲高い声が響く。私のその宣言を聞いた魔族たちは、先ほどと打って変わって一斉にどよめいた。

  

  不过，我继续说下去。

  　だが、私はそれでも言葉を続ける。

  

  

  「库多拉，不在场的士兵在哪里？」

  「クォートラ、この場にいない兵はどこにいる」

  

  「是，大多在构筑于这座森林的阵地。」

  「は、多くはこの森に築いた陣におります」

  

  「叫他们回来。我听提克贝儿说，他们正在准备战斗。」

  「呼び戻せ。戦支度はチックベルから聞いて準備をしていると聞いた」

  

  「可是公主！正面进攻……在先前的战斗中，我军受到严重损害。如今公主已经归来，短期间内再度进攻，等于是在逞强！」

  「しかし姫！　正面からなど……先の戦いで我らは大きな損害を出しました。姫がお戻りになられた今、この短期間で再侵攻など無茶を重ねるようなものです！」

  

  

  库多拉提出反驳。这不是示弱，而是很现实的发言。其中也包含对我的身体担心吧。我现在似乎能够理解，库多拉也一直很关心我。不过——

  　クォートラより反論。弱音ではない。現実的な言葉だ。私の身の心配も含んでいるのだろう。今ならわかる気がするが、クォートラもまた私をいつも案じてくれていたのだろう。

  

  

  「而且公主，虽然报告迟了……路易卡纳的士兵使用神秘的武器。为了那种武器，我军……」

  「それに姫、報告が遅れましたが……ルイカーナの兵は謎の武器を使います。あの武器のために我々は……」

  

  「……我知道那些家伙的武器。」

  「……連中の武器を、私は知っている」

  

  「！」

  「っ！」

  

  

  库多拉，不，魔族全体都大吃一惊。那种枪造成的牺牲，就是如此庞大吧。可是害怕就无法前进。我们原本就是强行军，等待也没有意义。不前进就会腐朽。

  　クォートラが、いや魔族全体が驚いた。それだけあの銃によって多く犠牲を出したのだろう。しかし恐れていては前には進めない。元より我々は強行軍。待っていても意味はない。進まねば朽ちる。

  

  而且，我能够指出前进的道路。

  　そして、進むための道は示す事が出来る。

  

  

  「那种武器叫做枪，是比弓更优秀的武器。不过有对抗方法……有弱点。」

  「あの武器は銃という。弓に比べて優れた武器だ。しかし対抗策……弱点がある」

  

  「您说什么……？那究竟是，不，您究竟是在哪里得知那种事？」

  「なんですと……？　それは一体、いやそんなものをどこでお知りに」

  

  「那不是现在最重要的事。可以确定的是，那把枪并非无敌的魔法，只是普通的道具。既然如此，有缺陷也是理所当然的。」

  「それは今重要じゃあない。確かなのはあの銃は無敵の魔法ではなく、ただの道具に過ぎないという事だ。であれば欠陥などあって然るだろうよ」

  

  

  库多拉沉吟着。

  　クォートラはううむと唸る。

  

  

  「天气真的变冷了呢，吃吃贝尔。」

  「天の移り気は確かなんだな、チックベル」

  

  「啊～是啊～照这样看来，大概再两三个小时吧。」

  「あ～ね～。この分だとあと２か３時間くらいじゃないかなあ」

  

  

  我与斜眼瞄着我的吃吃贝尔交谈，魔族们不解地歪着头，我则咧嘴一笑。

  　流し目で見やったチックベルとそんなやり取りをして、魔族たちが首をかしげる中私はにやりと笑う。

  

  

  「那么，我再说一次。我们要攻陷路易卡娜，拿下亚历山大。有人不服吗？」

  「さて、改めて言うぞ。ルイカーナを落とす。そしてアレハンドロの首を取る。不服なものは居るか？」

  

  

  虽然不是确认，但我再度问道。魔族们虽然动摇，但没花多少时间就下定决心。

  　確認という訳ではないが再度問う。魔族たちは動揺をしていたが、決意が固まるのにそう時間はかからなかった。

  

  

  「我赞成。不管怎样，将军的命令不能违抗。更何况，我可受不了一直挨打。他们做了什么，就让他们付出多少代价。」

  「俺ぁ賛成だ。どっちにしろ将軍の命令とあっちゃ逆らう通りはねえ。ましてやられっぱなしは性分じゃねえ。やってくれた分だけ連中に血を流させてやるぜ」

  

  「我同意，高等食人魔。毕竟他们欺负了我的克莱儿大人？我咽下的屈辱，光是那座城市还不足以偿还。」

  「同意見ですわハイオーガ。奴らにはわたくしのココット様をいじめられましたし？　あの街一つでも釣り合わないくらいの煮え湯を飲み込んでいるのですもの」

  

  

  佐夫和卓妮高声说完，魔族们纷纷咆哮。以血还血，以死还死。士气明显没有衰减。

  　ゾフとツォーネがそう胸高らかに言えば、魔族たちは口々に咆哮を上げた。血には血を。人間に死を。士気の高さは目に見えて衰えていない。

  

  看到他的模样，克瓦多嘟哝道：

  　そんな様子を見てクォートラはぼやいた。

  

  

  「你们……不过还有另一个问题。圣弓约翰也在，那也是个威胁……」

  「お前たち……しかし問題はもう一つ。聖弓のヨーンがおります。あれもまた脅威……」

  

  「克瓦多。」

  「クォートラ」

  

  「是……」

  「は……」

  

  「你在笑哦。那表情看起来像是在说勇者不足为惧？」

  「笑っているぞ。勇者など恐るるに足らんと言った顔だが？」

  

  

  我哼了一声对克瓦多这么说，他便在一瞬间露出惊讶的表情，随后无奈地叹了口气苦笑。真是的，这家伙为什么这么不服输？

  　ふふんと鼻を鳴らしてクォートラに言ってやれば、クォートラは一瞬驚いたのちにやれやれと溜息を零して苦笑した。まったく、こいつもどうして負けず嫌いか。

  

  他的战意看起来不输给索夫。约翰说交给克瓦多处理，克瓦多便开心地拍拍胸脯道谢。

  　戦意はゾフらに劣らぬとも見えた。ヨーンはクォートラに任せると言えば、クォートラは嬉しそうに胸を叩き礼をした。

  

  

  「我一定会为公主带来胜利。」

  「必ずや姫に勝利を」

  

  「真是可靠。还有，雷可是在哪里？他死了吗？」

  「頼もしい限りだ。それとレコらはどこにいる。死んだのか？」

  

  「那个胆小鬼被我丢进魔物用的牢笼了。」

  「あの腑抜けならば魔物用の檻に放り込んでおります」

  

  「这样啊。」

  「そうか」

  

  

  那家伙也还活着啊。既然如此，我也有点事要找他。

  　奴も生きていたか。ならば少しやつにも用がある。

  

  

  我在克瓦多的带领下，来到关着魔物的牢笼，原来如此，雷可就蹲在空的牢笼中。雷可一发现我，就动了动耳朵抬起头。

  　クォートラの案内で魔物たちの檻の場所へ来てみれば、なるほど空いていた檻の中でレコが蹲っていた。レコは私に気づくと、耳をピクリと動かして顔を上げた。

  

  

  「你……没事吗？」

  「あんた……無事、だったのか」

  

  「算是吧。虽然遭遇很惨就是了。」

  「まあな。酷い目には遭ったがね」

  

  

  我苦笑着这么说，雷可便浑身颤抖。看到他那副宛如害怕处罚的小狗般的模样，一股难以言喻的心情涌上心头。

  　苦笑交じりにそういえばレコは震えあがった。仕置きを恐れる子犬のごとき有様に、何とも言えない気分がこみ上げる。

  

  这家伙恐怕也在那座城堡里，遭受了和我一样的拷问，也就是那种药物的拷问。虽然当时这家伙的失控行为实在难以原谅，但或许是因为身为高傲的魔族，所以即使经历过那种经验，依然下定决心要前往城堡。不过，从雷可的样子看来，现在并没有看到斗志。我理解了Quarta所说的窝囊废是什么意思。

  　こいつも、あの城でおそらくは私と同じ拷問を受けた。あの薬による拷問を。あの時のこいつの暴走は甚だ許しがたいが、あの経験をしてなお城へ向かう決意を固めたのは誇り高き魔族故か。しかし今は、レコの様子からして闘志は見受けられなかった。クォートラが言った腑抜けの意味を私は理解した。

  

  我和雷可隔着栅栏面对面，看着那双颤抖的红色眼睛。雷可一开始并不想和我对上视线，但战战兢兢地看了我之后，突然瞪大了眼睛。

  　そんなレコと格子越しに向かい合い、その震える赤い目を見る。レコははじめ私と目を合わせようとしなかったが、恐る恐る私を見た後、急に眼を見開いた。

  

  

  「你被亚历山大拷问过了吗？」

  「あんた、アレハンドロから拷問を受けたのか」

  

  「是啊，你看得出来吗？因为我消瘦了不少，那个药很有效。」

  「ああ、わかるのか。やつれたからな。アレは効いたよ」

  

  「真不敢相信……像你这样的小孩子居然能忍受那种药……」

  「信じられねえ……あの薬をあんたみたいな小さな子供が耐えられたなんて……」

  

  「我稍微习惯疼痛了，不过还是忍了很久。我本来还想称赞你，居然经历过那种事情，斗志却没被折断……看来是我看走眼了。」

  「痛みには少々慣れがあってね。それでも大分堪えたが。お前もよくあれを経験して闘志を折らなかったと、そんな姿を見るまでは誉めてやろうと思ってきたんだが……見込み違いだったか」

  

  

  我语带叹息地说完，雷可就别开了脸。

  　ため息交じりに言えばレコは顔をそむけた。

  

  看来折断的牙齿派不上用场了。我本来想用赎罪的机会这个真心话和名目，作为理由，让他在下次作战中再次上场……但这样看来是不行了。

  　折れた牙では使い物にならんか。贖罪の機会という本音と名目を掻き混ぜた理由で、次の作戦に再び駆り出そうと思ったが……これでは。

  

  

  

  「这只魔狮子告诉我，你过去过着什么样的生活，还有人类对你做了什么。」

  「この魔獅子が語ってくれた。あんたがどういう生き方をしてきたのか。人間に何をされたのか」

  

  「什么……？」

  「なに……？」

  

  

  听到雷可突如其来的一句话，我不禁反问。他说魔狮子？

  　突然のレコの言葉に私は思わず聞き直してしまう。魔獅子、と言ったか。

  

  我立刻看向与雷可的笼子相邻，那只懒洋洋的魔狮子。魔狮子还是一样躺在地上，用它那双沉稳的眼睛盯着我。它说：

  　私はすぐにレコの檻に隣接する、あの気だるげな魔獅子を見やった。魔獅子は、相変わらず寝そべったまま、私をその穏やかな瞳でじっと見ていた。

  

  

  「从你被囚禁在外塔那开始，这只魔狮子就一直看着你。你所受的痛苦……还有陪伴你的人类。它全都看在眼里，这只魔狮子觉得你很可怜。它说它从某个时候开始就一直守望着你。」

  「アウタナで囚われていた時から、この魔獅子はあんたをずっと見ていたらしい。あんたが受けた苦しみ……あんたに寄り添ってくれた人間。全部見ていて、この魔獅子はあんたを哀れに思ったと。いつからか見守るようになったと」

  

  

  我跟这些家伙一样被关在笼子里，过着跟家畜没两样的生活，那一年。与雷梅的回忆。它说它看着那一幕，然后觉得我很可怜……你心里不是对我、对人类充满憎恨吗？

  　私がこいつら同様に檻に入れられ家畜同然の時を過ごしたあの一年。レイメとの思い出。あの一幕を、見ていたと。そして私を哀れに、だと……。お前の胸の内にあるのは私への、人間への憎しみではなかったのか。

  

  没想到……见证我痛苦的人，竟然会再次出现在我眼前。

  　まさか……私の苦しみを見届けた者が、私の目の前に再び現れるなど。

  

  

  「我忍辱向你乞求。」

  「恥を忍んで願い乞う」

  

  

  听到雷可这句话，我猛然回神看向它。它跪在地上，用拳头抵着地面，摆出恭敬的行礼姿势。

  　レコの言葉にはっとして彼を見る。彼は膝をつき、拳を地につけかしこまった礼の姿勢を取っていた。

  

  

  「让我……再次上战场……我知道因为我不服从你的命令，害你吃了不少苦头……我心中某处一直不相信你。觉得你终究是人类……不可能做出杀害同族这种事……但是、但是……！」

  「俺を……再び戦場へ……あんたの命令に従わなかったためにあんたがひどい目に遭ったのは分かってる……俺はどこかであんたを信用していなかったんだ。所詮人間だろうって……同族殺しなんざ、できるはずがないって……だが、だが……！」

  

  「够了。」

  「もういい」

  

  

  我打断了雷可的话。雷可猛然抬头，然后又低下头，心想「再怎么失礼也该有个限度」。我深深叹了口气，心想他到底误会了什么。

  　レコの言葉を私は遮る。はっとして顔を上げたレコは、やはり無礼にもほどがあるかとうつむいた。そんな様子に何を勘違いしているのかと深々とした溜息をしてやる。

  

  

  「我来这里原本就是为了让你参与作战。那座城市还有许多奴隶，接下来是歼灭战，我希望尽可能多点战力。」

  「元より私がここへ来たのはお前にも作戦に従事してもらうためだ。あの街にはまだ奴隷が多くいる。次は殲滅戦だ。少しでも戦力は欲しいのでな」

  

  「……！好、好的！我一定会成为您的助力！」

  「ッ……！ ああ、ああ！　必ず力になる！」

  

  

  雷可听到我的话后瞬间露出喜悦的表情，然后又恢复狼人特有的锐利神情，服从于我。

  　私の言葉を聞いたレコは一瞬の喜びののちに人狼らしい鋭利な顔つきとなって私に傅いた。

  

  我打开雷可的牢笼，解放他。我告诉雷可马上要开会，要他过来集合，他却制止了我。我心想他要做什么，结果雷可催促我打开魔狮子的牢笼。

  　私はレコの檻のカギを開け、彼を開放する。すぐ会議を行うから集まるようにと言った私をレコは静止した。何事かと思えばレコは魔獅子の檻も開けるように促してきた。

  

  

  「他是高傲的魔物，草原之王，豁达的托古瓦。他会成为您的助力。」

  「彼は誇り高き魔物。草原の王、おおらかなトグーヴァ。あんたの力になる」

  

  「托古瓦……这家伙的名字吗？」

  「トグーヴァ……こいつの名か」

  

  

  被我叫到名字的魔狮子，也就是托古瓦，眼睛顿时闪闪发亮。它缓缓起身，走到隔开我和它的栅栏旁，用红色的双眼看着我。

  　トグーヴァと言うらしき魔獅子は私に名を呼ばれて目を爛々と輝かせた。そしてのそりと起き上がると、私と彼を隔てる格子に歩み寄り、赤い瞳で私を見た。

  

  魔狮子是被称为魔物之王的高智慧魔物。如果它能成为战力，那的确很可靠，但就连动物园里的狮子都很难说是安全的生物，现在却要让比狮子大上两圈的魔物和我们并肩作战吗？

  　魔獅子は魔物の王とも呼ばれる高い知能持つ魔物。それが力となるのならば心強いが、動物園にいるようなライオンですら安全とはいいがたかったのに、そのライオンより二回りも大きい魔物が我らとともに戦うというのか。

  

  不过，如果雷可说得没错，那它和我就像尝过相同痛苦的兄妹。

  　しかし、レコの語った通りであるならば彼と私は同じ苦痛を味わった兄妹のようなもの。

  

  它是知道我过去的人。

  　私の過去を知る輩であった。

  

  

  我做好觉悟，打开托古瓦的栅栏。我立刻忍不住往后退，但还是在说出「不用担心雷可」的同时看向托古瓦。它在栅栏打开的同时缓缓走出栅栏，来到我面前。

  　私は覚悟を決めてトグーヴァの檻を開放する。すぐさま思わず後ずさるが、レコの心配いらないという言葉とともにトグーヴァを見た。彼は檻が開くと同時ゆっくりと檻の外へ歩み出て私の前へ。

  

  它夸张地低下头后，原本在栅栏里悠哉的模样顿时一变，高傲的鬃毛在黑暗中飘扬，四只脚稳稳踏在地面上，英姿焕发。

  　そして頭を仰々しく下げた後、檻の中に居たのんびりとした様相からは一転して気高き鬣を大きく寄闇の中靡かせ、地に四の足付けた勇壮な姿で立った。

  

  

  我从它的模样感受到难以言喻的高傲，同时也感到非常怀念。

  　私はその姿に得も言われぬ気高さを感じ取り、同時にひどく懐かしい気持ちとなったのだ。

  

  

  

  

  

  

  我将雷可和托古瓦等魔物交给它们作战，自己则去和库尔特拉等人开会。

  　レコにトグーヴァら魔物達を作戦に使うべく任せ、私はクォートラ達との会議に向かった。

  

  于是，由于琪可贝儿也决定参加作战，我们顺利地开完会了。

  　そしてチックベルも作戦に参加することと相成り、合わせての会議を滞りなく終えた。

  

  

  然后，我为了处理一件无论如何都必须处理的事情，而动身前往某处。

  　そして私は、どうしてもしなくてはならない用事を済ませるために足を運んでいた。

  

  前往我滞留在这座村庄时所使用的那间小屋。

  　私がこの村に滞在中に使用していた小屋へ。

  

  我缓缓推开那扇门……跟屋内的几名魔剑士，以及坐在椅子上，一脸惊讶地看着我的琪可贝儿四目相交。

  　その扉をゆっくり押し開けると……中に居た魔剣士数名と、椅子に腰かけて驚いた顔で私を見ているキエルと目が合った。

  

  

  「克莱儿……大人……」

  「ココット、様……」

  

  「琪可贝儿。」

  「キエル」

  

  

  我先呼唤她的名字，然后走到她面前。琪可贝儿连忙起身，露出不知所措的模样。她的手上握着我送出去的信息，也就是用花束绑成的发束。

  　私は名を一度呼んでキエルの前まで歩いていく。キエルは急ぎ立ち上がると、おろおろした様子を見せた。その手には、私が送り出したメッセージたる、私の髪を縛り括った花が握られていた。

  

  我告诉魔剑士们，要他们参加最终会议后，就解除他们的看守任务，让他们离开房间。房里只剩下我和琪可贝儿。。

  　私は魔剣士たちに最終会議へ参加するように伝えると、見張りの任を解き退室させる。部屋の中には私とキエルのみとなった。

  

  

  「我听说你收到那封信息了。」

  「お前が、そのメッセージを受け取ってくれたと聞いた」

  

  「咦？啊……是的。」

  「え、あ……はい」

  

  

  笨拙的问答。平淡的互动。琪可贝儿战战兢兢地面对我，小屋里笼罩着尴尬的沉默。面对这家伙，我实在无法好好说话。不过，当我踏进小屋，看到这家伙的身影时，就跟从琪可贝儿口中得知她平安无事时一样，我感到一阵安心。

  　つたない問答。淡白なやり取り。キエルは恐る恐るといった様子で私と相対し、気まずい沈黙が小屋を包んだ。私もさすがにこいつ相手ではうまく言葉が紡げなかった。だが、小屋に足を踏み入れてこいつの姿を見た時。チックベルからキエルが無事と聞いた時と同じ、安堵を感じてしまったのだ。

  

  我为了压抑这股心痒难耐的感觉，用力把脸别开。

  　そのむずがゆい気持ちを押し殺すように私はぷいと顔を背け。

  

  

  「……我向你道谢。」

  「……礼を言う」

  

  

  我小声地这么说。

  　そう、小さい声で言った。

  

  我立刻发现，这时的她正用惊讶的表情看着我，于是我狠狠瞪了她一眼。

  　すぐにキエルがきょとんとした顔で私を見ているのが分かったから、私はぎろりとキエルを睨んだ。

  

  

  「这、这跟杀死鲁克时的道谢一样！你别当真！佣人为主人做事是理所当然的！而且我回去之后，又会有更多人类死去！你别闷不吭声，至少也说句挖苦的话啊！」

  「る、ルクを殺した時の礼と同じようなものだ！ 真に受けるな！　使用人が主のために動くのは当然だ！ それに私が帰ったという事はまた人間が死ぬんだ！ 黙っていないで嫌味の一つでも言ってみろ！」

  

  

  我快速地怒吼，但对方却只是愣在原地。我忍不住快步转身，离开了小屋。

  　そう早口で怒鳴るが、キエルはぽかんとするばかり。私は思わず早足で踵を返し小屋を後にしてしまった。

  

  我到底在做什么啊！真不像我……果然是因为太累，脑袋变得不正常了。居然光是向对方道谢，就让我这么辛苦……！

  　何をしているんだ私は！　ガラにもない……やはり疲れで頭がおかしくなっている。キエルに礼を言うだけでここまで苦労するなどと……！

  

  我责备着自己，问自己到底在发什么疯。这跟向魔族们道谢的情况完全不同。话虽如此，如果要说我被救出的功绩是归功于她，不道谢的话，我的自尊心会受到伤害，所以才特地前来，但为什么我会对这家伙如此在意啊！

  　私は自分を責め苛む。何を血迷ったのか、と。魔族たちに礼を言うのと勝手が違いすぎる。とはいえ私の救出の功績はキエルにあるとすれば、礼を言わないのはプライドにかかわるとして足を運んだのだが、なぜ奴なんぞに対してこんなに気を揉んでいるんだ、私は！

  

  我在心中大喊，然后用手摸着不知为何泛红发热的脸，冲了出去。因此，我并没有听到在背后目送我离开的她，小声地说了什么。

  　心の中で叫び、そして何故か紅潮して熱くなった顔に手を当て駆け出したせいで背後で私を見送るキエルが小さく零した言葉は聞き取れなかった。

  

  

  「太好了……你还活着。」

  「よかった……生きていてくれて」

  

  

  

  

 
  ＃７１　アレハンドロの誤算

  ＃71　亚历山大的误算

  　

  

  

  

  「那么各位……开始进击。」

  「では諸君……進撃、開始」

  

  

  我平静的号令立刻传到周围的魔族，布阵于路易卡纳正面平原的我军随着战吼开始猛进。

  　私の静かな号令はすぐさま周囲の魔族に伝播し、ルイカーナ正面平野に陣取った我が軍は鬨の声とともに猛進を開始した。

  

  

  我率领的魔族军化为一个集团，不是之前那种横列，而是以类似鱼鳞阵形的强行军在战场上奔驰。

  　私の率いる魔族軍は一個の集団となり、これまでのような横列ではなく魚鱗の陣形めいた強行軍と為りて戦場を駆けた。

  

  我也和之前不同，不是骑在库瓦托拉背上，而是跨坐在托古瓦那毛茸茸的背上在地面前进。因为对方有圣弓，如果让我骑在背上，库瓦托拉也无法发挥全力。库瓦托拉等龙人部队和奇斯贝尔率领的哈比部队一起在空中。

  　私もこれまでと違いクォートラの背ではなく、トグーヴァのふわふわの背にまたがり地上を進んだ。相手に聖弓がいる以上、私を背に乗せていてはクォートラも全力が発揮できない為だ。クォートラ達ドラゴニュート部隊は、チックベルの率いるハーピー部隊とともに空に在った。

  

  因此，我第一次和地面部队一起在战场上奔驰。周围的魔军化为黑色军队，发出沉重的脚步声勇猛果敢地前进。近距离一看，那副模样十分震撼。

  　故に私は初めて地上部隊とともに戦場を駆ける。周囲の魔軍は黒の軍勢として重々しい足音を響かせながら勇猛果敢に進んだ。間近で見ればその姿は圧巻であった。

  

  

  

  在前锋，索夫和左恩的部队果敢地前进。我在出阵前给了左恩很多血，看得出来她比平常更有干劲。索夫也不输给左恩率领的魔剑士队，发挥地面部队的本领狂奔。我在后方本队目不转睛地望着他们。

  　先鋒ではゾフとツォーネの隊が果敢に進んでいる。ツォーネには出陣前に血をたっぷり与えたので、いつもにましてやる気を出しているのが分かった。彼女の率いる魔剣士隊に負けじとゾフも地上部隊の本領とばかりに激走。後方本隊から私はそれをじっと眺めた。

  

  保护我的主力部队，除了雷克与反抗军率领的部队，还有从奥图娜带来的魔物部队。我骑在魔狮子托古瓦身上，蜥蜴与蛇等各种魔物包围着我，与魔族一起进击。

  　私を守る本隊にはレコとレジスタンス率いる私がアウタナより連れ立った魔物部隊も混じっていた。魔獅子たるトグーヴァにまたがる私を囲うように、蜥蜴や蛇のような様々な魔物が魔族に混ざり進撃していた。

  

  天候是倾盆大雨。恰克贝尔的预感准确地让天空不停流下大颗的泪珠。

  　天候は土砂降りの雨。チックベルの予感見事に天は大粒の涙を流し続けた。

  

  虽然视野不佳，远方露伊卡纳的灯光却十分耀眼，看得出那里依然热闹非凡。

  　視界は悪いが、彼方に見えるルイカーナの明かりは眩しく。未だお祭り騒ぎであることが伺えた。

  

  这场雨隐藏了我们的身影，也削弱了敌人的力量。

  　この雨が我々の姿を隠し、また連中の力を削ぐ。

  

  

  

  不久后，从露伊卡纳的大门延伸出的外墙开始出现火把的亮光。是察觉到我们的攻击了吗？应对比想象中快。大门开启，士兵与黑紫骑士团如雪崩般涌出。

  　やがてルイカーナの大門より伸びる外壁に松明の明かりが見え始めた。我々の攻撃に気づいたか。思ったより対応が早い。大門が開かれ、黒紫騎士団とともに兵が雪崩出てくる。

  

  亚历山大那家伙，已经预料到我会回来吗？

  　アレハンドロめ。私が舞い戻ることを予見していたか。

  

  不过士兵们的动作看起来很笨拙。虽然开始排成横列布阵，动作却有些僵硬。这也难怪。

  　しかし兵たちの動きは悪く見えた。横並びの防衛陣を敷き始めるが、どこか動きはぎこちない。それはそうだろう。

  

  在雨天与黑暗中，我们没有点燃任何火把就进击。人类的眼睛无法正确掌握远方我军的身影，就连可靠的枪与弓箭也无法准确瞄准。

  　雨天と闇の中我々は松明一つ燃やさずに進撃している。人間の眼では遠方の我が軍の姿を正確には把握できない。頼みの銃や弓でさえ狙いは不正確になる。

  

  最重要的是……这场瀑布般的雨与湿气，对敌人来说是地狱的冷水吧。

  　なにより……この滝のような雨と湿気は、連中にとっては地獄の冷水であろう。

  

  

  我看着索夫和托泽部队奔驰而去，同时瞪着耸立在前方的路易卡拉那白城，笑了。

  　私はゾフとツォーネの隊が駆けるのを見ながら、その先にそびえるルイカーナの白城を睨み、笑った。

  

  我马上就会过去。等着吧，亚历山大。你对我做的残暴行为，我会要求你支付相符以上的代价。别以为在记忆中是骨董的那把古老枪支可以阻止我们。

  　すぐに行く。待っていろアレハンドロ。私にしてくれた残虐は、相応以上の対価として払ってもらう。記憶の中では骨董品たるあんな古い銃程度で我々を止められると思うな。

  

  那把枪的可怕之处在于威力、射程，以及声音。可怕的是不知道被做了什么。对于知道的人无法期待心理上的效果。关于枪我已经向魔族们说明过了。虽然他们对于我使用神秘武器而露出不安的神色，不过因为他们不是专家，所以当我把性能、性质、弱点等知识告诉他们之后，确实地提高了战意。

  　あの銃の恐ろしさというのは威力、射程、そして音。何をされたかがわからないのが恐ろしいのだ。知る相手には心理的な効果は期待できない。銃については魔族たちにすでに説明してある。私に謎の武器を使用されたと不安げな顔色を見せていた彼らではあったが、専門家ではないのであくまで私の中の知識としてその性能や性質、弱点を伝えてからは戦意を確かに漲らせていた。

  

  所谓，只要攻击弱点就不足为惧。

  　曰く、欠点さえ突ければ恐るるに足らずと。

  

  现在我对于拥有前世的记忆感到高兴，因为可以给亚历山大一点颜色瞧瞧。

  　今は前世の記憶があることをうれしく思うよ。アレハンドロの鼻をあかしてやれるのだから。

  

  

  「别以为过时的玩具对我有用，亚历山大……！」

  「時代遅れの玩具が私に通じると思うなよ、アレハンドロ……！」

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  「魔族军接近！可恶，下雨看不清楚！」

  「魔族軍接近！　くそっ、雨で見えない！」

  

  「枪队在做什么！快点射击那些家伙！」

  「銃隊は何やってるんだ！　早くあいつらを撃て！」

  

  

  黑紫骑士团的部队长尖声大叫。可是亚历山大自豪的枪队以混乱的惨叫回应他的怒吼。

  　黒紫騎士団の部隊長が金切り声を上げて叫んだ。しかしアレハンドロ自慢の銃隊はその怒鳴りに混乱の悲鳴で応答した。

  

  

  「不行，火盆湿了点不着火！」

  「ダメだ、火皿が濡れて火がつかねえ！」

  

  「快遮雨！别让枪淋湿了！」

  「雨を遮れ！　銃を濡らすな！」

  

  「火药也受潮了！而且雨下得这么大，根本瞄不准……可恶，为什么魔族偏偏挑这种时候进攻！他们该不会是记取上次败逃的教训了吧！」

  「火薬も湿気ってる！　それにこの土砂降りじゃあ狙えねえ……畜生、なんで魔族はこんな時に限って攻めてきやがった！　前回の敗走で懲りたんじゃねえのかよっ！」

  

  

  混乱瞬间扩散开来，露伊卡呐守备军的士气明显下降。虽然亚历山大事前根据预见布下警戒态势，这点本身带来了正面效果，但这场暴雨、夜晚的黑暗、平原上阻碍重装骑士脚步的泥泞和视野不佳，让事前警戒的他们领悟到情势不利。

  　混乱は瞬く間に伝播し、ルイカーナ守備軍の士気を露骨に低下させた。アレハンドロの予見により警戒態勢をあらかじめ敷いていたこと自体はプラスに働いたが、この土砂降り、そして夜の暗闇、重装備の騎士の足を取る平野のぬかるみと視界の悪さが事前警戒をして尚不利を悟らせた。

  

  而且最重要的是，他们所相信的枪这种新兵器，其运作率在大雨中减少到两成左右。

  　そして何より自分たちが信じていた銃という新兵器の存在。それの稼働率はこの雨で実に2割程度まで減少していた。

  

  这样一来，为了不间断地射击无法连射的枪，他们意外地采用了类似克莱儿前世的战国武将织田信长所使用的循环系统，但这个系统却无法运作。

  　そうなれば連射の効かない銃を絶え間なく射撃するための、図らずしてココットの前世で言う戦国武将たる織田信長が用いたサイクルに近しいシステムが、機能しなくなってしまったのだ。

  

  第一排射击后，第二排在第一排装填下一发子弹的期间待命，接着轮到第三排射击。如此一来，虽然可以弥补连射性不佳的缺点，又不至于降低攻击力，但因为可用的枪支数量不多，为了维持循环，射击队必须分散成三排。既然人数绝对不多，每次射击的攻击力自然会下降。如此一来，根本无法阻止魔族。

  　前列が射撃し、次弾を装填するまでの間を埋めるべく待機していた第二列が射撃を行う。そしてその後は三列が。そうして連射性の悪さを補い且つ攻撃力を落とさずにいられたのだが、使える銃の数が少なくてはサイクルを維持するには三列に射撃隊が分散する必要がある以上、絶対数が少なくなればそれだけ一度の射撃の攻撃力は低下する。そうなれば魔族は止められようはずもない。

  

  魔将军人克莱儿当然不认为雨势会让所有枪支都无法射击。但只要破坏循环，这些枪支的弱点就会逐渐暴露出来。

  　魔将軍ココットとて、雨ですべての銃が撃てなくなるなどとは思っていない。だがそのサイクルさえ破壊してしまえば、この銃の持つ弱点はどんどんと露呈していく。

  

  

  

  「挡不住……弓箭根本挡不住他们！」

  「止まらねえ……ッ、弓矢では連中止まらねえよぉッ！」

  

  「别叫了！只能用弓箭填补枪支的空档吧！」

  「喚くな！　銃の合間を弓で埋めるしかないだろ！」

  

  「让重装步兵上前！不能依赖枪支！」

  「重装歩兵を前に出せ！　銃には頼れん！」

  

  

  士兵们也领悟到以枪支为主体的战斗难以成功，于是开始在混乱与抱怨中改变阵形。然而，战斗已经开始了。太迟了。

  　なんとか兵士たちも銃主体で戦うのは難しいと悟り混乱と泣き言の中陣形を変え始める。だが、既に戦いは始まっている。遅すぎた。

  

  

  「颤抖吧，人类！担任先锋的——是我啊啊啊啊！」

  「震えなァ人間どもッ！　先鋒仕るはァァァ、この俺よォォォッ！！」

  

  

  重装步兵的视线转向咆哮声。手持巨斧的高等食人魔在雨中亮起红色双眼，朝这里猛冲而来。他是魔族军先锋，冲锋队长。身经百战的地上兵——索夫。

  　重装歩兵の瞳が咆哮に向けられる。大斧を携えたハイオーガが、雨の中赤い瞳を光らせて猛進してきたのだ。魔族軍先鋒、切り込み隊長。歴戦の地上兵、ゾフである。

  

  他那头戴角盔、威风凛凛的样貌，俨然就是一只恶鬼。他无视被雨水打湿的泥泞地面，身上没有穿戴金属制防具，魔族军特有的军服也穿得邋里邋遢，不过包含黑骑士团的重装步兵在内，露伊卡纳士兵们一眼就看出他是个实力高强的高手。

  　角を携えた仁王めいた顔はまさしく鬼であった。雨でぬかるんだ地面など構わずといった様子で、金属製防具も着けず、魔族軍特有の軍服を着崩した有様は実力者であることを黒紫騎士団の重装歩兵含むルイカーナ兵士に認識させた。

  

  这也是理所当然的。在刚才的战斗中，除了在空中巡逻的克瓦多拉以外，克莱儿军的主力全都去执行潜入任务，不在战场上。

  　当然であった。先の戦闘では空を巡回していたクォートラを除き、ココット軍の主力は皆潜入任務に就いており戦場にはいなかった。

  

  佐夫和追在他身后的哥布林、半兽人部队散发出的压迫感，让士兵们确实感受到恐惧。

  　ゾフと、その背後に追走するゴブリンとオークの部隊の圧力は、兵たちに確かな怯えを感じさせた。

  

  

  尽管如此，重装骑士还是举起盾牌，长枪兵则趁隙将长枪如针一般刺向前方，摆出防御阵形。但佐夫等人还是舔了舔嘴唇，继续向前猛冲。

  　それでもと重装騎士が盾を構え、合間より槍兵が前方に針めいて長槍を突き出す防御陣形を取る。だがそれでもなおゾフらは舌なめずりをして猛進してきた。

  

  就在双方即将接触的前一刻，某个物体划破黑暗与雨滴，飞了过来。它贯穿了排成三列的重装步兵。

  　接敵まであと幾許と言った所で、宵闇の中雨粒すら裂いて何かが飛来。三重に並んだ重装歩兵を吹き飛ばしながら貫徹した。

  

  看到防御阵形被贯穿，士兵们大惊失色。佐夫也同样皱起眉头，这时某个物体从他身旁疾驰而过，一把抓住刚才刺穿三名重装步兵的长枪。

  　防御陣形に穿たれた穴に兵士たちは驚愕する。そして、同様に眉間にしわを寄せたゾフの脇を何かが疾駆。今しがた重装歩兵三人をまとめて串刺しにしたままの突撃槍を掴む。

  

  她的容貌秀丽。被雨水淋湿而更加艳丽的黑色长发绑成双马尾，与黑色衣服相辅相成，酝酿出与白皙肌肤的对比。没有被眼罩遮住的红色独眼瞪着周围哑口无言的士兵，露出锯齿状牙齿的嘴巴则扬起嘴角。

  　容姿は端麗。雨に濡れ艶を増した長い黒髪はツインテールに纏められ、黒い服と相まって白い肌とのコントラストを醸す。眼帯に隠れていない赤い隻眼はじろりと周囲で唖然とする兵士を眺め、ギザギザの歯の見える口はにやりと笑っていた。

  

  

  她原本是魔将军・兹欧涅。是魔将军克莱儿自称的爱奴，也是实力高强的强者。

  　元、魔将軍ツォーネ。魔将軍ココットの自称・愛奴を語る実力者である。

  

  她一脚踩在重装骑士的尸骸上，拔出插在地上的突击枪，与另一只手握着的突击枪一起摆出架式。

  　彼女は重装騎士の亡骸を片足で踏みしだき、突き立った突撃槍を引き抜くと、もう一方の手に握られた突撃槍とともに構えて立った。

  

  

  「失礼了？先锋果然还是该由用枪的人来当才有意义呢。」

  「失礼？　やはり一番槍は槍使いがやってこそ、意味が通るというものですわ」

  

  「你这臭吸血鬼！」

  「てめぇクソヴァンパイア！」

  

  

  被抢走先机的佐夫愤慨地大喊。兹欧涅一脸若无其事地转动两把突击枪，笑着斜眼对佐夫嗤之以鼻。

  　先手を取られて憤慨したゾフが叫ぶ。ツォーネはすまし顔でくるくると二振りの突撃槍を構え笑い、流し目でゾフを鼻で笑った。

  

  士兵们看到乍看之下是端庄美少女的兹欧涅，理解到一件事。虽然态度轻浮，但这女人很危险。只要是知道的人，应该都知道她过去身为魔将军的实力并非浪得虚名。

  　兵士たちは一見端正な顔立ちの美少女たるツォーネを見て理解する。ふざけた態度だが、この女はまずい、と。知る人なら知るであろうかつての魔将軍の力は伊達ではない。

  

  兹欧涅过去曾与法尔塔玛最强的圣铠骑士团成员之一——青翼骑士团团长赛昆交手过，实力高强。更何况上位魔族吸血鬼的领域是永夜，战况对她来说极为不利。

  　ツォーネはかつてファルトマーレ最強の聖鎧騎士団に名を連ねた男、青翼騎士団団長セグンと切り結んだ実力者。まして上位魔族たるヴァンパイアの領分は常闇。分は圧倒的に悪い。

  

  或许是感受到亚历山大的恐惧，托着满口锯齿状牙齿的托泽咧嘴一笑。

  　そんな恐れを感じ取ったか、ツォーネはニィイとギザギザの歯を見せて笑った。

  

  尽管如此，被亚历山多提供的财富迷得神魂颠倒的黑紫骑士团仍鼓舞自己。托泽将已经穿越防御阵的部下交给后续部队，举起大盾冲向从后方赶来的索夫。

  　それでもなお、アレハンドロの与える財に心奪われた黒紫騎士団は己を鼓舞する。そして、既に防御陣を抜けたツォーネは後続に任せ、後より駆けてくるゾフめがけて大盾を構え突進した。

  

  然而——

  　だが。

  

  

  「喝啊啊啊啊！！」

  「ずォぉおおッ！！」

  

  

  重装步兵群炸裂开来。

  　重装歩兵の群れが、弾けた。

  

  

  索夫咬紧牙关，面目狰狞，瞬间膨胀上半身的肌肉，使出浑身解数挥出一斧。大斧一挥，砍断又厚又硬的铠甲，将五名重装步兵砍得四分五裂，飞上半空。

  　鬼の形相に拍車をかけ歯を食いしばったゾフは、刹那に上半身の筋肉を膨張させ渾身の一振りにて迎えたのだ。大斧の一振りは硬く厚い鎧をへし斬りながら振りぬかれ、実に五人もの重装歩兵がバラバラになり宙を舞った。

  

  鲜血飞溅到身上，立刻被雨水冲刷。

  　鮮血の飛沫をその身に受け、雨がすぐさま洗い流す。

  

  面对海兽人有如鬼神的一击，士兵们终于发出惨叫。

  　鬼神の如きハイオーガの一撃に、兵士たちはついに悲鳴を上げた。

  

  

  「你们太弱了……虽然我也想尝尝枪的滋味……但为了小姐，我要把你们杀得片甲不留。」

  「軽いなァてめえら……銃ってやつを俺も味わってみたかったが……お嬢の為だ。圧殺させてもらうぜ」

  

  

  索夫将大斧柄插进地面，大吼道：

  　大斧の柄を地面に突き立て、ゾフが吠える。

  

  

  「害怕吧，人类！我们是魔将军克莱儿的士兵！就由我来告诉你们，你们的对手是什么样的存在！！」

  「怯えろ、人間！　我らは魔将軍ココットが兵よ！　てめェらが相手取っているのが何なのかを、この俺が教えてやる！！」

  

  

  他的声音撼动了空气。

  　その声に空気が震えた。

  

  开战后仅仅数十秒。

  　戦端が開かれて僅か数十秒。

  

  光是这样，人类们就感受到指尖麻痹般的感受。那无疑是恐惧。然而，他们甚至没有时间逃跑，魔族们便跟在索夫和托涅之后蜂拥而至。

  　たったそれだけで、人間たちは指先の痺れめいたものを感じた。それは紛れもなく恐怖。しかし逃げ出す間も与えられずに、ゾフとツォーネに続いて魔族たちが雪崩込んできた。

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  「为什么！」

  「何故だ！」

  

  

  亚历杭德罗在自己的私人房间的桌上拍打大喊。

  　アレハンドロは自身の私室のテーブルを叩き叫んだ。

  

  他的脸上写满困惑与愤怒。理由是克莱儿的归来实在太快了。

  　その顔には困惑と怒り。理由は彼女の帰還があまりにも早すぎた事による。

  

  亚历杭德罗也和现在正在战斗的士兵们一样，没想到魔族会这么快再次进攻。上次的战斗应该给予他们相当大的打击才对。更何况他们还失去了将领。他没想到魔族会在失去将领的状况下，于这么短的期间内重新编组一支如此有条不紊的军队。

  　アレハンドロもまた、今戦っている兵士たちと同じくここまで魔族の再侵攻が早いとは思っていなかった。前回の戦いでは相当な打撃を与えたはず。まして将を失っていたのだ。将無しで魔族がこれほど統率の取れた軍の再編などをこの短期間でやってのけるなどとは思っていなかった。

  

  因为他一直很瞧不起魔族。以哥布林和半兽人为首，魔族中占多数的低阶魔族，不过是被文明利器淘汰的低等生命。

  　彼は、魔族を見下していたのだから。ゴブリンやオークをはじめ下級魔族が多数を占める魔族など、文明の利器により淘汰される下級生命に過ぎないと。

  

  然而，实际上又是如何呢？他们从克莱儿逃走后不到一天就攻进来了。他有预见到克莱儿会再次攻打城镇，所以也告知了巡逻队。但没想到魔族这么早就再次进攻，导致警备态势尚未完全就绪。

  　だが実際はどうだ。彼らはココットが逃げ出してから一日と立たずに攻め入ってきた。ココットが再び街を攻めるだろうと予見はしていた。だから警邏にも伝えていた。しかし思いのほか早期の再侵攻により警備態勢は整い切っていなかった。

  

  克莱儿即使和自己的军队会合，统整军队，这么短的时间也太异常了。如果她原本没有准备进攻，即使是那个幼女……虽然还是个孩子，却拥有壮年威严，外表扭曲的克莱儿也不可能办到。

  　ココットが自らの軍に合流して軍をまとめるにせよこの短時間は異常だ。元から攻め入る準備をしていなければ、あの幼女……子供ながらまるで壮年の貫禄さえ持つ歪んだ有様のココットですら不可能だろう。

  

  或者，魔族军早就料到克莱儿会回来？还是有其他理由……有其他将领，米莱儿是替身吗？

  　あるいは、魔族軍はココットの帰還を見越していたのか。もしくはもっと別の理由……他に将がいて、ココットは替え玉なのか。

  

  不，可是……克莱儿穿的衣服确实是将军的服装，实际上她也率领魔族，所以克莱儿是魔将军不会有错。和后续部队会合……？不，不可能。亚历杭德罗的情报网很可靠。以现在战争的状态，主战场是那种惨况，人类和魔族能分配到边疆的战力应该不多。

  　いや、だが……確かにココットの纏う衣装は将軍のものだったし、実際に魔族を従えていたのだからココットが魔将軍なのは間違いはない。後続軍と合流した……？　いや、無い。アレハンドロが持つ情報網は確かだ。今の戦争の状態では主戦場があの有様で僻地に割ける戦力など人間も魔族もたかが知れている筈。

  

  而且，就算军队重新编组，克莱儿的计划是，在本来应该厌恶的天气中强行进军，那么她会像这样，仿佛看准时机般在雨天进攻……

  　それにだ。仮に軍の再編が為ったのだとしてもまるで狙い澄ましたかのような雨天侵攻。本来嫌悪するべき天候の中進軍を強行したのがココットの目論見ならば。

  

  

  「克莱儿……是偶然吗？你挑雨天进攻……」

  「ココット……偶然なのか？　君が雨天を狙って進攻して来たのは……」

  

  

  在雨中，露伊卡纳平原会变得非常泥泞，夺走马匹和穿着铠甲的士兵的行动力。所以雨天时进攻露伊卡纳，可说是愚蠢的策略。

  　ルイカーナの平野は雨が降ると非常にぬかるみ、馬や鎧を着た兵士の足を奪う。だから雨天時にルイカーナを責めるのは愚策と断じられよう。

  

  不过，那终究是人类的范畴。如果是顽强的魔族，或许就能突破泥泞地带。但问题不在这里。

  　だがそれはあくまで人間の範疇。屈強な魔族であればぬかるみなどは踏破してくるものかもしれない。が、問題はそこではない。

  

  亚历山大的担忧，是自己亲手打造的枪支的弱点。他担心敌人已经看穿了湿气、雨水等火药会造成的缺点。

  　アレハンドロの懸念は自分が手ずから作ったはずの銃における弱点。湿気、雨といった火薬を使うが故の欠点を見抜かれたのではないかという物。

  

  

  可是，可是……

  　だが、だが。

  

  

  就算枪支被封印，亚历山大仍拥有强大的战力。黑紫骑士团是一群被金钱钓上钩，尝到欲望滋味后，不知恐惧为何物的自大狂。他们不仅拥有充分的装备，而且满脑子欲望的人不会畏惧战斗。他们反而会为了报酬互相竞争，收集敌人的首级。

  　たとえ、たとえ銃が封じられたとしてもアレハンドロの有する戦力は大きい。金で釣り上げ欲望の味を教えた恐れ知らずの腕自慢が黒紫騎士団だ。装備も十分に与えているし、欲望塗れの者は戦いを恐れない。むしろ報酬目当てに競い合って敵の首を集める連中だ。

  

  不可能这么轻易就被突破。

  　そう簡単に突破されるわけがない。

  

  

  「克莱儿，你让我大吃一惊呢。不过……光是这样，就能赢过我的城市吗……呵呵……呵呵呵呵！」

  「驚かされたよ、ココット。だが……それだけで僕の街に勝てるかなあ……ふふ、ふふふふっ」

  

  

  「亚历山大大人！」

  「アレハンドロ様！」

  

  

  亚历山大放声大笑时，背后传来一道声音。他烦躁地随口回应，转过身去，发现一名脸色苍白的佣人站在那里。

  　笑うアレハンドロに背後から声がかかる。アレハンドロは苛立ちのままに乱雑な返事をしながら振り返れば使用人が青い顔で立っていた。

  

  

  「报……报告……警备部队传来联络……那……那个……大门被突破了……」

  「ほ、報告が……警備部隊からの連絡で……そ、その……大門が、突破されたと……」

  

  「你说……什么……！」

  「何、だとぉっ……！？」

  

  

  亚历山大的脸色瞬间变得铁青，额头上也冒出青筋。

  　一転。アレハンドロの顔が青くなり、同時に額に青筋が浮かんだ。

  

  然后他急忙冲向庭园，不顾被雨淋湿，探出墙边往大门方向望去。

  　そして急ぎ庭園へと駆けだし、雨に濡れるのを厭わずに縁に乗り出して大門方面を見やる。

  

  大门的确敞开着，镇上的警备部队虽然奋战阻止，却还是让魔族陆续入侵城镇。在雨中依然像在举办庆典的卢卡纳镇，魔族的红色点点眼睛接连发亮。太可怕了。

  　確かに大門は開け放たれ、街の警備部隊が押しとどめようと奮戦しているが、次々と街中に魔族の侵入を許していた。雨の中でさえお祭り騒ぎのルイカーナの街に、赤い点々とした魔族の眼が次々光っている。おぞましい。

  

  

  「怎么可能……不可能……不可能以这种速度突破！他们可是曾经败退，已经死了一半的军队啊！」

  「馬鹿な……ありえない……こんな速さで突破を許すはずがない！　奴らは一度敗走した死に体の軍なんだぞ！」

  

  

  亚历山大握紧拳头，往大理石围墙捶了一拳。究竟是为什么？为什么他们的士气那么高？和我至今见过的魔族军队有什么不同？

  　ダン、と拳を握りしめ大理石の塀を殴りつけるアレハンドロ。一体なぜだ。なぜ連中はあんなに士気が高いんだ。今まで見てきた魔族軍と何かが違う。

  

  晚一步赶到的佣人虽然害怕，但同样看着那幅光景，说不出话来。

  　後から駆け付けた使用人は怯えながらも同じくその光景を見て絶句した。

  

  

  「约恩在做什么！我付钱给他了！」

  「ヨーンは何をしているんだッ！　奴には金を払っている！」

  

  「这、这个……」

  「そ、それが……」

  

  「什么！」

  「何だ！」

  

  

  佣人被亚历山大的质问吓得语无伦次，最后因为亚历山大的怒气和事实而快哭出来，向他报告。

  　使用人はその問いかけにしどろもどろになり、挙句にはアレハンドロの剣幕と事実に泣きそうになりながら報告をした。

  

  

  「报告，约恩大人从刚才就一直没在战场上现身……」

  「ヨーン様は、先ほどからずっと戦場に姿を見せていないと報告が……」

  

  「什、么……！？」

  「な、にィぃい……！？」

  

  

  

  

  

  

  

  在庭园的花圃角落，全身湿透、抱着膝盖紧抱着自己的身体发抖的MIO，以茫然的表情眺望着这样的亚历杭德罗。

  　そんなアレハンドロを、庭園の花畑の隅でずぶ濡れになりながら、膝を抱えて自らの体を抱きしめて震えるミオが、ぽかんとした顔で眺めていた。

  

  

  

  

 
  ＃７２　復讐の道とは

  ＃72　何谓复仇之路

  　

  

  

  

  

  「前进！前进！」

  「進め！　進めぇえ！」

  

  

  我坐在魔狮背上，声音在战场的喧嚣中响起。我挥舞指挥棒，形成魔性浊流的奔流。

  　魔獅子の背に乗る私の声が戦場の喧騒の中響く。指揮棒を振り、魔の濁流の流れを作る。

  

  没想到能这么轻易突破防卫阵。尽管被雨淋得浑身湿透，魔族们却不会被泥泞平原绊住脚步，他们的体能实在令人敬畏。」

  　ここまで簡単に防衛陣を突破できるとは思わなかった。雨にずぶ濡れになりながらもぬかるんだ平野に足を取られない魔族たちのフィジカルには恐れ入った。

  

  

  

  

  「让那些堕落的家伙接受血的报应！这座欲望之都的家伙已经尝够甜头了吧！差不多该让他们付出代价了！」

  「奴らの堕落に血の報いを受けさせろ！　この欲望の街の連中は十分甘い汁を啜っただろうよ！　そろそろ埋め合わせをしてやれ！」

  

  

  「你们这些家伙！我们的将军渴望鲜血！一个也不准留，全部杀光！」

  「てめェら！　我らが将軍は血をお望みだぞ！　一人残らず殺せ！」

  

  佐夫的呐喊让魔族们全都发出狂喜的咆哮。

  　ゾフの雄たけびに魔族たちがこぞって狂喜の咆哮をあげた。

  

  没有任何保留，重现了在外塔那的光景。

  　一切のお預け無し。アウタナの再来だ。

  

  

  「呵呵呵，很好……让魔物打头阵！对民宅放火！」

  「くくく、いいぞ……魔物を先行させろ！　家々には火を放て！」

  

  

  被点火的豪华建筑物接连熊熊燃烧。像虫子一样从燃烧的房屋爬出来的家伙，成了等待的魔族的饵食。

  　火をつけられた豪奢なつくりの建物が次々と燃え盛っていく。虫のように燃える家屋から這い出てきた連中は待ち構えていた魔族の餌食となった。

  

  我乐在其中，声音雀跃，内心兴奋。

  　私は、正味楽しんでいた。声が弾む。胸が躍る。

  

  士兵们被我们冲撞、吞噬、压垮。看到这一幕，已经不是祭典的场面，四处逃窜的民众被半兽人和哥布林从背后抓住。

  　私達の突貫を許し飲み込まれ押しつぶされる兵士。それを見ていよいよお祭りどころではなくなり逃げ惑う民が背中からオークやゴブリンに掴みかかられる。

  

  惊愕的声音，还有惨叫。甚至听到了求饶声。

  　驚愕の声、そして悲鳴。命乞いすら聞こえてきた。

  

  我想起堕落与欲望之都的居民们，曾经露出的欢喜表情。把点心和饮料塞给我的商人，以及在狭窄空间里吃喝跳舞的家伙们，如今都因为死亡的恐惧而扭曲着脸。

  　堕落と欲望の街の住人達の、いつかみた歓喜の顔色が思い出される。私に菓子や飲み物を押し付けた商人や、所狭しと飲み食い踊っていた連中が今は死の恐怖に顔を歪ませている。

  

  果然很舒服。心情，好舒畅————

  　やはりいい。気持ち、いい――――。

  

  

  

  「你看起来很开心呢，克莱儿妹妹。」

  「楽しそうだねココットちゃん」

  

  「是克叽贝尔啊，怎么了？」

  「チックベルか、どうした」

  

  

  克叽贝尔飞到沉浸在愉悦中的我面前。

  　愉悦に浸る私の前にチックベルが飛来した。

  

  她自愿担任我们与库多拉等人之间的联络人，所以应该是有什么事吧。

  　クォートラらとの連絡係を買って出た彼女であるから何かあったのか。

  

  

  「我和库多拉他们在上面，不过好像没有勇者呢～」

  「クォートラ君たちと上に居たけどさ、どうにも勇者が居ないみたいなんだよね～」

  

  「什么？」

  「なに？」

  

  

  勇者，就是传闻中的圣弓约翰。我听说他是能射出白箭，箭矢轨道变幻莫测的强敌。我确实认为要突破卢维卡纳的防卫阵会有点困难，而理由就是勇者的存在。

  　勇者、話に聞く聖弓のヨーン。変幻自在の軌道を取る白矢を放つ難敵として聞いていた。確かにルイカーナの防衛陣の突破にはもう少してこずると思っていたし、その理由は勇者の存在だ。

  

  不过实际上，我们却出乎意料地轻易突破了，所以我一直觉得很奇怪。

  　だが実際は驚くほどあっさりと突破が叶っていたので、訝しんではいたのだ。

  

  圣弓约翰，难道他去护卫亚历山大了吗？只要攻下城镇，就能完成对城堡的包围。如此一来，亚历山大也难逃一死，我不懂他为何要在此时转为守卫……有什么原因吗？

  　聖弓ヨーン、アレハンドロの護衛にでも動いているのか？　街が落ちれば城の包囲が完成する。そうなればアレハンドロも最期だろうに、ここで守衛に回る理由は分からんが……。何か、あるのか。

  

  

  「要怎么办～？」

  「どうする～？」

  

  「……什么都不会改变。就这样先烧毁城镇。克叽贝尔，你继续从空中监视有没有可疑的动静。」

  「……何も変わらない。このまままずは街を焼く。チックベルは空から怪しい動きがないかを引き続き見張ってくれ」

  

  「是是是～」

  「あいあい～」

  

  

  以不适合战场的松懈语气回应的提克贝尔，大大地拍动手臂上的翅膀，再度飞上天空。

  　戦場に不似合いな気の抜けた声で返事をしたチックベルは、大きくその腕の翼で羽ばたくと再び空へと上がった。

  

  没错，要做的事没有改变。烧毁城镇，堵住退路。

  　そう、やることは変わらない。街を焼き、逃げ場を塞ぐ。

  

  先从外围开始。我绝对不会让亚历杭德罗逃走。等城镇化为火海之后，再慢慢享用。用我的这双手……！

  　まずは外堀からだ。アレハンドロは絶対に逃がさん。街を火の海にしてからゆっくりと食らってやる。私のこの手でな……！

  

  

  

  不过，不愧是卢伊卡纳。贵族的城镇啊。城镇中的战力相当可观，贵族们自己拥有的护卫战力也不容小觑。进攻变得相当缓慢。

  　しかしさすがはルイカーナ。貴族の街か。街中の戦力も大したものだし、貴族が自分たちで有する護衛としての戦力も侮れない。侵攻はしわじわとしたものとなった。

  

  我原本就知道兵力不如对方。直到不久之前，我都认为即使进入城镇也会陷入苦战。但是根据被亚历杭德罗囚禁，自信满满地描述这座城镇实情的那家伙所说，那些家伙只在乎自己。

  　元より兵力で劣ることは分かっていた。街に入っても難儀すると、少し前までは思っていた。だがアレハンドロに囚われ自信満々に語られたこの街の実情として、連中は自分以外には無頓着だ。

  

  狂欢造成了阻碍。和只要杀光所有人就好，我们不同，必须保护市民的义警队，以及为了逃离城镇，将兵力分给自身护卫的贵族。

  　お祭り騒ぎがアダとなったな。片っ端から殺せばいい我々と違い、市民を守らねばならない自警団、街から脱出のために自身の護衛に兵力を裂く貴族。

  

  人数虽多，却缺乏统率。

  　数は多いが、統率がない。

  

  这种状况下，怎么可能阻止现在的我们？

  　そんな有様で今の我々を止められるものか。

  

  

  「以市民为盾前进！我们的数量不如对方！不要孤立！化为一个灾厄，吞没那些家伙！」

  「市民を盾にして進め！　我々は数で劣る！　孤立はするな！　一つの災厄となって奴らを飲み込め！」

  

  

  

  在城镇中战斗，而且数量上居于劣势的话，最后只会被包围或孤立。我无论如何都想避免这种状况。我催促大家集体行动，一鼓作气地向前冲。

  　街中での戦い。且つ数で劣るとくれば包囲されるか孤立するのがオチ。それだけは避けたい。まとまって行動するよう促し、一気呵成に突き進む。

  

  然而，我军中下级魔族居多，难免会出现破绽。虽然气势惊人，却无法随机应变。这是与时间的战斗。

  　しかして綻びは下級魔族の多い我が軍には起こりうる。勢いは恐るべきものだが、小回りは効かせられない。時間との戦いだ。

  

  

  这时，分裂的敌方士兵从巷子里从侧面发动奇袭。他们推测我是首领吗？不过——

  　と、分裂した敵兵士の一団が路地裏から横合いに奇襲をかけてくる。私が首領であると読んだか。だが。

  

  

  「托古瓦！」

  「トグーヴァ！」

  

  

  托古瓦发出咆哮。看到那足以撼动空气的吼声，以及托古瓦即使被雨淋湿仍保持威严的鬃毛，士兵们发出惊呼。

  　トグーヴァが咆哮を上げる。空気が震えるほどのその雄たけびと、雨に濡れてなお威厳を保つ鬣を揺らせたトグーヴァの姿を見た兵士たちは驚きの声を上げる。

  

  

  「居然是魔狮子……！？」

  「魔獅子だと……ッ！？」

  

  

  托古瓦高高抬起前脚，我则紧抓着它的毛皮挥下指挥棒。配合我的动作，托古瓦将爪子挥下，仿佛要覆盖住惊恐的骑士。

  　トグーヴァは大きく方向を上げると上体を持ち上げた。その毛皮にしがみつきながら私は指揮棒を振り下ろす。合わせてトグーヴァは恐れ戦く騎士に覆いかぶさるようにその爪を振り下ろした。

  

  拥有巨大身躯的魔狮子用爪子将士兵的头连同头盔一起撕裂，接着直接横扫，用它的大颚瞬间将士兵们化为肉块。

  　巨大な体躯持つ魔獅子の爪は兵士の頭部を兜ごと叩き割る。そしてそのまま横なぎに振るわれる爪や、その大顎により瞬く間に兵士たちは肉塊と化した。

  

  魔狮子的强悍，到此为止了吗？我浑身颤抖。有他站在我们这边，是多么美好的事啊。而且他和我有着相同的境遇。他撕裂人类的模样，和我亲手撕裂的感觉没什么不同。

  　魔獅子の強さ、ここまでか。私は震える。これが味方であるという事実のなんと甘美なものか。挙句彼は私と同じ境遇を生きた身。彼が人間を引き裂く様は私手ずから引き裂くのと何ら変わらない感覚を覚える。

  

  我愉悦地颤抖着身体，咧嘴一笑，催促他继续进攻。

  　ぶるる、と愉悦に身を震わせた私はにやぁと笑って更なる進撃を促す。

  

  虽然全军已经进入城镇，离城堡还很远，敌兵的数量也没有减少。差不多该动手了。

  　既に街中に全軍は入り込んでいるが、城まではまだ遠い。敵兵の数も衰えない。そろそろ仕掛けに入るか。

  

  

  

  「雷可，去解放奴隶！让能战斗的人拿武器！让他们亲手复仇！」

  「レコ、奴隷を開放しに行け！　戦えるものは武器を持たせてやれ！　奴ら手ずから復讐を為させろ！」

  

  「知道了。那么，人类的奴隶要怎么办？」

  「わかった。それで、人間の奴隷はどうする？」

  

  

  听到雷可的问题，我将手指放在嘴唇上思考。人类的奴隶，虽然能暂时利用，但不会归顺我方军队。顶多只能当成攻陷路易卡纳的道具。看到魔族就害怕抵抗的话，就是敌人。如果是魔族什么的，吞下去以泄心头之恨的话，倒是可以帮他们安排一下。反正那些家伙死了，对我们也没有任何损失。就这么办吧。

  　レコの質問に私は指を唇に当てて考える。人間の奴隷、一時は使えるだろうが我々の軍に帰依はしまい。あくまでルイカーナを落とすための道具として使う。魔族を見て怯え抵抗するなら敵だ。魔族だ何だと飲み込んで恨みを晴らすのならばお膳立てくらいはしてやれるか。連中が死んだところで我々には何の不都合もないしな。そうしよう。

  

  

  「我不打算收留他们，让他们自己选择吧！愿意合作就留下，害怕的话就放着不管。抵抗的话就杀掉！」

  「抱えるつもりはない。奴ら自身に選ばせればよい！　協力するならいいが、怯えるなら放っておけ。抵抗するようなら殺せ！」

  

  「遵命……！」

  「承知した……！」

  

  「请等一下！我、我会想办法处理人类奴隶的。」

  「待ってください！　わ、私が人間の奴隷は何とかします」

  

  

  这时，琪叶突然插嘴。

  　と、唐突にキエルが私とレコに割って入った。

  

  这次因为没能在阵地留下任何东西，所以我把琪叶带来了。我让她待在我身边。这家伙骑着马型魔物，承受着战场的压力，以及街上凄惨的景象，双眼被遮蔽着。她突然开口说要处理奴隶的事？

  　今回は陣地に何も残せなかったためキエルは連れてきていた。そして、私の近くに置いている。馬のような魔物に跨りながら戦場の圧力と、街中での凄惨な光景に目を覆っていたこいつが急に何を言い出すかと言えば奴隷を何とかするだと？

  

  

  「我会跟着雷可先生，让人类逃离城镇……如果是奴隶，应该不会成为克莱儿大人复仇的对象……至少、至少！」

  「レコさんについていって、人間は街から逃がします……奴隷なら、ココット様の復讐の矛先を向ける相手じゃない筈です……せめて、せめて！」

  

  「……不行。」

  「っ……ダメだ」

  

  「可是！」

  「でもっ」

  

  「我说很危险！虽说是奴隶，但你也在辛的村庄学过，就算同情他们，他们也会咬人吧！待在我身边！」

  「危険だと言っている！　奴隷とはいえ情けをかけても噛みついてくるのはシンの村で学んだだろう！　近くに居ろ！」

  

  

  我如此怒吼。

  　私はそう怒鳴ってしまった。

  

  然后我立刻察觉，这种说法简直就像我在担心琪叶！

  　そしてすぐ気づく。まるで私がキエルを心配しているみたいな言い草ではないか！

  

  琪叶也用有些惊讶的表情抬头看我。别用那种表情看我！

  　キエルも少し驚いたような顔で私を見上げている。そんな顔で見るな！

  

  这是我第一次带琪叶来战场。以她的职责来说，就算在这种地方死去，我也不觉得困扰，但是……虽然并非我本意，但我刚刚才欠她人情。要是她突然死掉……我会睡不好觉。

  　戦場にキエルを連れてきたのは初めてだ。コイツの役割からしてこんな場所で死んだところで何も困らない筈、だが……不本意ながら借りを作ったばかりだ。いきなり死なれては……寝覚めが悪い。

  

  所以，我正打算再次拒绝琪叶的要求，却犹豫了。

  　だから、私はキエルの要求を改めて却下しようとして、たじろいだ。

  

  

  琪叶以坚定的意志仰望着我，表情透露出她无论如何都要去。我从没看过她露出如此坚定的眼神，因此一瞬间被她的气势震慑住了。

  　キエルは強い意志を持って私を見上げている。なんとしても行くという顔だ。そんな強い意志で見られたことはなかったので一瞬気圧されてしまう。

  

  

  「拜托您！我应该不会给您添麻烦的……至少请您不要让奴隶们与您为敌……！」

  「お願いです！　迷惑にはならない筈ですから……少なくとも奴隷たちが貴女に敵対しないようにだけでも……！」

  

  「可是……我不能离开这里……而且你该不会想妨碍我吧！？率领奴隶造反什么的……」

  「だが……私はここを離れられない、から……それにお前、私の邪魔をする気じゃないだろうな！？　奴隷を率いて反旗など……」

  

  「我不会那么做的！所以拜托您……！我不会妨碍您的……！」

  「そんなことはしません！　だからお願い、します……！　邪魔はしませんから……！」

  

  

  她再三恳求，眼神又充满魄力，我一回神才发现自己在短暂的语塞之后，点头答应了。琪叶将我的许可视为同意，立刻策马离去。

  　強く重ねて言われたお願いと、その目に圧されて。私は気づけば一瞬の絶句の後声を出せずに頷いてしまった。私の許可として受け取ったキエルはすぐさま魔馬を駆って走り始めた。

  

  我见状才猛然回神，心想自己怎么会答应她，隔着帽子搔了搔头。可恶，我真是没用！

  　それを見てはっとした私は、なぜ許可してしまったのかと帽子越しに頭を掻いた。くそっ、本当に腑抜けたのか私は！

  

  

  「雷可！」

  「レコ！」

  

  「什么事？」

  「どうするんで？」

  

  「去追她！一起解放奴隶！结束后立刻回来会合！别落后于攻城部队！」

  「あいつを追え！　一緒に奴隷の開放をしてやれ！　終わったらすぐに合流しろ！　城攻めに遅れるな！」

  

  

  雷可点头，率领魔族与魔物。我对着即将策马离去的背影再次以怒吼般的语气下令。

  　レコは頷き、魔族や魔物を纏める。そして駆け出す寸前のその背中に私は再び怒鳴り声めいて命じる。

  

  

  「听好了，别让她死！她是我的！」

  「いいか、あいつを死なせるな！　あれは私のものだ！」

  

  

  丽蔻再次点头，追着琪耶尔前往奴隶市场。

  　レコは再び頷いて、奴隷市めがけキエルを追って駆け出した。

  

  目送魔族分队跟上后，我啧了一声，瞪着城堡。

  　魔族達の分隊がそれに続くさまを見送り、私は舌打ちをして城を睨んだ。

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  没想到克莱儿会答应。

  　まさかココットが許可をくれるなんて。

  

  而且，她似乎在担心我……不，是我多虑了吗？那孩子应该还恨着我。

  　それに、私を心配するような……いえ、それは考えすぎでしょうか。あの子は私の事は未だに憎いはず。

  

  不过，我觉得那孩子好像稍微恢复成人类了，让我放心不少。

  　でも、少しだけあの子が人間に戻ったような気がして安心をしたのです。

  

  

  即使如此，那孩子还是会杀人。

  　それでもあの子はまだ人を殺す。

  

  在被卷入那孩子的战斗前，至少要救出奴隶们。我骑着魔马，奔驰在化为战场的市场。

  　あの子の戦いに巻き込まれる前に奴隷たちだけでも開放しなくてはと魔馬を駆る私は、市めがけて戦場と化した街を駆けていました。

  

  原本热闹的卢伊卡纳市如今惨不忍睹。在夜色与雨中，燃烧的房屋与四处逃窜的居民随处可见。我偶然瞥见与士兵战斗的魔剑士们，以及在巷子里袭击居民的哥布林……情况十分凄惨。

  　あの賑やかだったルイカーナの街はもう見るも無残で、宵闇と雨の中、囂々と燃える家屋や逃げ惑う住民たちがそこら中に居て。ふと目を向ければ兵士と戦う魔剣士達や、路地裏で住民に襲い掛かるゴブリン等……ひどい有様でした。

  

  可以的话，我希望居民们能逃走。卢克村的人们说不定也混在里面。我果然不希望克莱儿继续杀人。

  　住民たちもできれば逃げて欲しい。ルクさんの村の人たちも混じっているかもしれない。やっぱりココットが人殺しを続けるのは嫌です。

  

  可是……这不是现在的我能做到的事。

  　だけど……今の私にできることではありません。

  

  

  如果超越那孩子奇迹般原谅我的范围，我一定也会被杀。

  　奇跡的にあの子が許してくれた範疇を越えてしまっては、私もきっと殺されてしまうから。

  

  所以，至少要救出现在能救的人……！

  　だから、せめて今救える人だけでも……！

  

  

  

  我这么想着，骑着魔马奔驰，结果立刻被旁边的雷克追上，与我并肩而行。

  　そう思い魔馬を走らせていると、すぐ脇にレコさんが追い付いてきて並走しました。

  

  

  「你很会骑魔马呢。我费了好大一番工夫才追上你。」

  「お前、随分魔馬の扱いがうまいな。追いつくのに苦労した」

  

  

  这是以前父亲赛昆教我的。他也会教我骑马和剑术。由于父亲不希望我练剑，因此只教到一半，我就开始努力学习，但父亲的失势也让我无法继续学剑。

  　昔父たるセグンに教わっていたことがあったのです。馬の扱いや、剣の扱いも。剣ばかりはあまり望まれていなかったために半ばで終えて勉学に励みましたが、それもすぐ父の失墜で終わり。

  

  我一瞬间回想起过去的记忆，猛然惊觉。现在不是回忆的时候。

  　そんな昔の記憶を一瞬だけリフレインさせて、はっとします。今はそれどころではないのです。

  

  由于雷克追了上来，我望向背后，发现跟我一样骑着魔物的魔族们也追了上来。他们应该是听从克莱儿的命令，和雷克一起过来的奴隶解放部队吧。

  　レコさんが追い付いてきたので背後を見れば、私と同じように魔物に跨る魔族たちが追ってきていました。ココットの命令でレコさんと来た、奴隷解放部隊でしょう。

  

  

  「听好了，我们会保护你，但你可别碍事。我们要救出魔族的奴隶，立刻和克莱儿将军会合。只有这段时间，我们才会默许你的行动。动作快。」

  「いいか、俺たちはお前を守るが、邪魔はするなよ。魔族の奴隷を救い出し、すぐにココット将軍と合流する。その間だけはお前の行動を黙認するというわけだ。手早くやれ」

  

  「……谢谢。」

  「……ありがとうございます」

  

  「没想到会被人类道谢。不过，克莱儿将军也一样。而且，我也无法小看你拯救同族的心情。虽然无法干涉，但至少我会放过非战斗人员的逃亡。」

  「まさか人間に礼を言われるとはな。だが、ココット将軍も同じだな。それにお前の同族を救いたい気持ちは馬鹿にはできん。干渉はできんが、非戦闘員の逃亡は少なくとも俺は見逃してやる」

  

  

  我向雷克轻轻点头致意，和他一起奔驰。

  　レコさんに私は軽くお辞儀をして、一緒に走りました。

  

  

  

  

  然后我们立刻抵达市集，这里也因为火势延烧而惨不忍睹。

  　そしてすぐに市に辿り着けば、ここも火の手が回っていてひどい有様でした。

  

  

  虽然战斗还没波及这里，但是笼子里的人们却发出惨叫。有人，也有魔族……

  　戦いの手はまだ回っていませんが、檻の中で悲鳴を上げています。人も、魔族も……。

  

  

  「救、救命啊！」

  「た、助けてくれえ！」

  

  「放我出去！放我出去！」

  「出して！　ここから出してえ！」

  

  「要烧掉了，大家要烧掉了！」

  「燃えちまう、みんな燃えちまうっ！」

  

  

  雷寇先生立刻和魔族一起动手破坏笼子的锁。

  　レコさんは急ぎ魔族たちとともに檻のカギを破断しにかかりました。

  

  我也四处张望，跑到关着人的笼子旁。大家看到闯进广场的魔族都害怕不已，但看到我出现又更加惊讶。因为我跟魔族一起出现。

  　私もきょろきょろとあたりを見渡し、人が入った檻に駆け寄ります。みんなは広場に入ってきた魔族におびえた様子でしたが、私を見てさらに驚いたようでした。魔族と一緒に現れたのですから。

  

  这时，我注意到哥布林在我背后，不禁畏缩了一下，但看到他手上的破坏钥匙道具，我望向远方的雷寇先生。雷寇先生默默看了我一眼，又继续工作。

  　と、私の後ろにゴブリンがいることに気づき思わずたじろぎますが、その手に持つカギを破壊する道具を見て遠くのレコさんに目をやりました。レコさんは無言で一瞬私をみて、また作業に戻りました。

  

  我察觉到他是派来帮忙的，看着哥布林破坏钥匙。笼子里的人虽然害怕，但看到钥匙被破坏，还是战战兢兢地走了出来。

  　手伝いに寄越してきてくれたのだと察して、私はゴブリンがカギを壊すのを見守ります。檻の中の人は怯えた様子でしたが、カギが壊されたのを見て恐る恐る外へ出てきました。

  

  我立刻对大家说：

  　すぐに私は皆さんに声を掛けます。

  

  

  「拜托你们，魔族不会伤害你们，请快点逃离这里！」

  「お願いです。魔族はあなたたちには危害は加えません。はやく街から逃げてください！」

  

  「就算你这么说……」

  「そんなことをいったって……」

  

  

  我虽然这么说，但在这个状况下，就算随便逃走，也只会被克莱儿的军队杀死而已。

  　私も言っては見たものの、この状況でやみくもに逃げてもココットの軍に殺されるだけでしょう。

  

  既然如此，就需要马车之类的交通工具。这里是奴隶市场，应该有用来载运奴隶的马车才对。

  　となれば馬車か何かが必要。ここは奴隷市ですから、それを運ぶための馬車もあるはず。

  

  

  就在我试图说服奴隶的时候，我看见了视线前方的马车，但马车正被人陆续上车。

  　と、私が奴隷の人間たちを説得していると、その視線の先にあった馬車を見つけましたが、今まさにどかどかと人が乗り込もうとしている所でした。

  

  那是由数名护卫骑士陪同的贵族。

  　それは、数人の護衛騎士を伴った貴族だったのです。

  

  

  「快、快点！快点把人放上去！老夫可不是能死在这种地方的人！」

  「い、急げ！　はやく出すんじゃ！　ワシはこんなところで死んでいい人間ではない！」

  

  

  那该不会是——

  　あれはまさか、と。

  

  我立刻皱起眉头，快步跑向马车。

  　私はすぐ眉間にしわを寄せて、ぱたぱたと馬車へ向かって駆け出しました。

  

  贵族男性命令骑士们把行李堆上车的时候，我跑到贵族面前。

  　貴族の男が騎士たちに命令して荷物を荷台に積み込んでいる中、私は駆け寄って貴族に面と向かいました。

  

  

  

  「您是……！」

  「あなた……！」

  

  「唔哦……是、是人类！？」

  「うぉあっ……に、人間！？」

  

  

  贵族发出惊慌的叫声，但发现对方是人类的我之后，他松了一口气。我则是怒不可遏地对贵族大喊：

  　貴族は素っ頓狂な悲鳴を上げましたが、相手が人間の私であると気づくと胸をなでおろした様子でした。そんな貴族に私はこみあげてくる怒りのまま叫びます。

  

  

  「您打算一个人逃走吗！？请把这里的人也带上一起逃走！」

  「あなた、一人で逃げるつもりですか！？　ここにいる人たちも載せて逃げてください！」

  

  「你说人……！？」

  「人だと……！？」

  

  

  贵族被我一指，看到前方人类奴隶们害怕地聚在一起的模样，大吃一惊。

  　貴族は私が指さした先、人間の奴隷たちが怯えながらまとまっている姿を見てぎょっとしました。

  

  

  「别、别说傻话！别把老夫的命和奴隶的命相提并论！」

  「ば、馬鹿を言うな！　ワシの命と奴隷の命を同列にするな！」

  

  「那些人是你找来的吧！你却轻易做出见死不救的行为……你和那些奴隶的性命价值都是一样的！」

  「あなたが集めた人たちでしょう！　それを簡単に見捨てるようなことをして……あなたも奴隷の方たちも命の価値は一緒なんですっ！」

  

  

  所以，不能做那么过分的事……不能轻易夺走他们的性命。

  　だから、酷い事をしたり……簡単に命を奪っていい訳はない。

  

  克莱儿也是……

  　ココットだって……。

  

  

  然而，贵族依然以自保为优先，无视我，命令骑士们装货。

  　しかし、貴族はそれでも自分の保身を第一に、私を無視して騎士たちに荷を詰める命令を出しました。

  

  他那自私自利的模样，和善比阿诺大人重叠在一起。或许是因为这样，我大喊：

  　そんな身勝手な姿は、ゼンビアーノ様に重なって見えました。だからでしょうか。私は叫んでいたのです。

  

  

  「父亲才不是为了你这种人而死的！！」

  「父はあなたみたいな人のために死んだんじゃない！！」

  

  

  我的怒吼让贵族大吃一惊。

  　私の怒声に貴族は驚いた様子でした。

  

  就在我慌乱的时候，雷可带着魔族来到这里。

  　と、そうまごついているとレコが魔族を連れて此方へやってきました。

  

  

  「喂，那家伙是怎样？那不是贵族吗！那家伙是敌人啊！」

  「おい、なんだそいつは。貴族じゃねえか！　そいつは敵だぞ！」

  

  「咿！魔族来了！」

  「ひぃっ、魔族が！」

  

  「雷可先生，请等一下！」

  「レコさん待ってください！」

  

  

  我张开双手，挡在低吼的魔族面前，保护害怕的贵族。

  　怯える貴族をかばうように、私は唸るレコ達魔族を両手を広げて遮りました。

  

  

  「请快点！魔族不会让你对他们出手的！」

  「早くしてください！　魔族たちはあなたに手を出させませんから！」

  

  「喂，你别乱来……！」

  「おい、お前勝手をして……！」

  

  「我们需要马车！要是让奴隶们直接逃走，他们也会死！」

  「馬車が必要なんです！　奴隷の人たちがそのまま逃げても死んでしまいます！」

  

  

  我随便找了个理由打断，结果列可就发出沉吟。

  　理由を付けて遮ればレコはううむと唸ります。

  

  我趁机对害怕的贵族怒吼。

  　その間に私は顔を向けて怯える貴族を怒鳴りました。

  

  

  

  「听懂了就快点打开马车的车斗！」

  「分かったら早く馬車の荷台を開けてください！」

  

  「开……开什么玩笑！要是跟没有手铐的奴隶共乘……」

  「ふ、ふざけるな！　手枷もない奴隷などと乗り合いなんぞしたら……」

  

  「那是你的责任！这样好吗？要是不听我的话，我也没理由阻止你了！」

  「それがあなたの責任です！　いいんですか！？　言う事を聞かないと私も止める理由がなくなりますが！」

  

  

  贵族交互看着我和魔族，脸色发青。然后，他被我凶狠的态度吓到，心不甘情不愿地打开马车。

  　私と魔族を交互に見て、貴族は顔を青くしました。そして私の剣幕に押されてかしぶしぶ貴族は馬車を開放しました。

  

  奴隶们接连上车，列可先生瞪了我一眼，然后马上离开。

  　奴隷たちが次々に乗り込む中レコさんは私を人にらみして、すぐ離れていきました。

  

  可是我不以为意，又开始东张西望。

  　でも私はそれに構わずまたきょろきょろとあたりを見回す。

  

  

  还有，逃得慢的奴隶呢……！

  　あと、逃げ遅れた奴隷は……！

  

  我环顾四周，列可先生他们已经把魔族的奴隶们聚集在一起，能战斗的人拿起武器，其他人则由护卫陪同，准备撤退。

  　見渡してみればレコさん達はすぐ魔族の奴隷達を纏めていて、戦えるものは武器を取り、そうでない者は護衛を付けて撤退の準備に入っているようでした。

  

  得快点才行。

  　急がなきゃ。

  

  这时，我又看到一个笼子。

  　と、一つ。また檻が目に入りました。

  

  

  那是那天跟克莱儿一起来这里时看到的魔狼笼子。他依然蹲在那里。

  　それはあの日ココットとここへ来たときに見た魔狼の檻。彼は、まだそこにうずくまっていたのです。

  

  

  「这孩子是……」

  「この子は……」

  

  

  接着，我听见附近传来害怕的声音，转头一看，发现贩卖魔物的奴隶商人蹲在覆盖笼子的帐篷阴影处发抖。

  　そしてすぐ近くで怯える声がしてみてみれば、魔物を売る奴隷商が檻に被さるテントの天幕の影で蹲って震えていました。

  

  帐篷着火，眼看就要烧塌。

  　テントには火がついていて、いまにも燃え落ちそうでした。

  

  

  「你……」

  「あなた……」

  

  「咿……啊，你是那时候的小姐！」

  「ひっ……あ、君はあの時のお嬢さん！」

  

  

  他记得我吗？没错，他就是当时遇到的奴隶商人。

  　覚えていましたか。そう、あの時会った奴隷商の男だったのです。

  

  男人一看到我便颤抖着走出帐篷，看到奴隶们搭上贵族的马车，表情顿时亮了起来。

  　男は私の姿を見て震えながら天幕から出て、奴隷の人たちが貴族の馬車に乗り込むのを見て顔をぱあっと輝かせました。

  

  

  「你来救我们了吗！？你来救我们了……！？」

  「逃げられるんだな！？　君が助けに……！？」

  

  「是这样没错……」

  「それは、そうですけど……」

  

  「谢、谢谢你！这、这下得救了……！」

  「あ、ありがとう！　こ、これで助かる……！」

  

  

  男人焦急地冲出帐篷，对贵族大喊。

  　と、男が焦って天幕から出ると貴族に叫びます。

  

  

  「喂——！把我的生意道具也带上！至少把昂贵的魔物带走……！」

  「おおい！　私の商売道具も載せてくれえ！　高い魔物だけでも……！」

  

  

  这句话让我大吃一惊。这个人也……！

  　そのセリフに私は驚きを禁じえませんでした。この人も……！

  

  

  「请等一下！要逃的话，要带魔物走的话，就带这孩子走！」

  「待ってください！　逃げるなら、魔物を連れていくならこの子だって！」

  

  「啥！？你那时候好像也很在意那家伙，但那家伙已经没救了！卖不了钱！」

  「はあ！？　あの時もそいつを気にしていたみたいだがね、そいつはもう死ぬ！　金にならんのだよ！」

  

  「这种时候还在乎钱吗！？」

  「こんな時まで金ですか！？」

  

  「那当然！魔物和魔族都一样！卖不了钱就只是个祸害！至少要能卖钱才能对人类有帮助！」

  「当たり前だろう！　魔物も、魔族も一緒だよ！　金にならなければただの害悪だ！　せめて金になれば人間様の役に立つというものさ！」

  

  

  男人撂下这句话，打算不管我，直接走向马车……但或许是太过焦急，他的脚被帐篷勾到了。

  　そう吐き捨てた男はもはや私に構わずに荷馬車に向かおうとして……焦りすぎたのか天幕に足を引っかけてしまったのです。

  

  大概是火势延烧，让帐篷变得脆弱不堪吧。男人跌倒时勾到的帐篷就这么连带倒下，导致帐篷的支柱也跟着倒塌。

  　火が回って脆くなっていたのでしょう。転んだ男の足に引っかかった天幕はそのままテントの支柱の倒壊を招きました。

  

  而最大的中央支柱，就这么朝着我们所在的位置倒下。

  　そして、一番大きな中央の柱が私たちのいる場所めがけて倒れてきたのです。

  

  我发出惨叫，跌倒的同时往后跳开。支柱发出剧烈声响，扬起沙尘和火星。男人也抱着头蹲在地上。他跟我一样，看起来平安无事。

  　私は悲鳴を上げて転びながらも飛び下がりました。激しい音を立てて、土煙と火の粉が上がります。男も頭を抱えて蹲っていました。私と同様無事だったようです。

  

  可是……我得快点才行。得在克莱儿烧光这座城市之前……

  　しかし……本当に急がないと。ココットがこの街を焼き尽くす前に……。

  

  

  「咳……总、总之快点……」

  「げほっ……と、兎に角はやく……」

  

  

  我站起身，不经意地看向倒塌的帐篷，吓了一跳。大概是支柱倒下的时候撞坏笼子了吧。魔狼从笼子里缓缓起身，走了出来。

  　私は立ち上がり、ふと倒壊したテントを見て、驚きました。支柱が倒れた拍子に檻が壊れたのでしょう。魔狼が檻の中からのそりと起き上がり出てきていたのです。

  

  魔狼身上满是严重的伤势，伤口也未经处理，就这么任其裂开。它奄奄一息，就连站着都很吃力。

  　魔狼は酷いケガが乱雑に手当て裂てた姿そのままで、息も絶え絶え。立っているのもつらそうな姿でした。

  

  然而——

  　しかし。

  

  

  魔狼转动眼珠，看向马车，以及被贵族护卫骑士迎接的奴隶贩子，露出牙齿低吼，红色双眼发出凶光，猛然冲了过去。

  　魔狼はくるりと目を走って荷馬車に向かい貴族の護衛騎士に迎えられる奴隷商に向けると、歯を見せて唸り赤い目を光らせて猛進したのです。

  

  它一改原本柔弱的模样，露出盯上猎物的表情，从我身上跳过去，咬住奴隶商人的脖子。

  　あの弱弱しい姿と一転して獲物を狙う顔つきで、私の上を飛び越えて駆けていくと、奴隷商の首に食らいつきました。

  

  

  「啊唔，为什么……呀啊啊啊啊！」

  「あぐ、何で……ぎゃああああッ！」

  

  

  魔狼就这样压在奴隶商人身上，咬断他的脖子，奴隶商人抽搐几下后便断气了。

  　そのまま覆いかぶさるようにして奴隷商の首を噛み千切ると、奴隷商は痙攣したのちに果てました。

  

  那幅景象十分骇人。我浑身颤抖地看着这一幕。这时，魔狼在已经没有动静的奴隶商人身上缓缓转头，望向我。和魔狼四目相交的我大吃一惊。

  　恐ろしい光景でした。私は震えてそれを見ていました。と、魔狼が動かなくなった奴隷商の上で首をゆっくり動かして、私を振り向きました。魔狼と目が合った私は驚愕しました。

  

  魔狼看着我的那双红眼……非常沉稳，而且清澈。

  　魔狼の私を見る赤い目は……とても穏やかで。澄み切っていたのです。

  

  

  

  下一瞬间，护卫骑士们接连朝魔狼刺出剑。

  　そして、次の瞬間には護衛騎士たちが剣を魔狼に次々と突き立てました。

  

  

  「住手！」

  「やめてえっ！」

  

  

  我忍不住大喊，但为时已晚。魔狼被好几把剑刺成剑山，瘫软地倒在奴隶商人身上，一动也不动。

  　思わずそう叫んだ時には遅く。剣山のように複数の剣に刺し貫かれた魔狼はぐったりと奴隷商の上で、動かなくなりました。

  

  护卫骑士们大口喘气，立刻驾驶载满奴隶的马车离开。

  　護衛騎士たちは荒い息をつくと、すぐに奴隷を載せ終わった馬車を動かしました。

  

  即使马车驶出巷子，消失在我的视线范围内，我仍跌坐在地，目瞪口呆地望着魔狼的尸体。

  　馬車が路地を抜けて見えなくなっても、私はしりもちをついたまま唖然として魔狼の亡骸を眺めていました。

  

  

  「喂，你叫琪雅儿对吧？喂！」

  「おい、キエルってんだろ、おい！」

  

  「……唔。」

  「……っ」

  

  「奴隶已经释放完毕了。你也满意了吧？跟我去克莱儿将军那里！」

  「奴隷は開放し終えた。お前も満足しただろう、ココット将軍のところへ行くぞ！」

  

  「是、是的……」

  「は、はい……」

  

  

  不知不觉间来到我身边的雷可用力抓住我的肩膀，将我从地上拉起来，然后跟着魔马一起离开。

  　いつのまにか近くに来ていたレコさんに肩を掴まれ立たされると、そのあとについて魔馬の方へ。

  

  我跨上马背，跟在雷可身后离开广场。

  　そして跨り、レコさんの後に続いて広場を後にしました。

  

  

  「……怎么了？你的脸色很差哦。」

  「……何かあったのか、顔色悪いぞ」

  

  「没什么……」

  「いえ……」

  

  

  听到雷可这么说，我只能低下头。

  　レコさんの声に私はうつむくことしかできませんでした。

  

  因为、因为……

  　だって、だって……。

  

  那头魔狼的身影。无论伤痕累累到什么地步，都还是成功向憎恨的对象复仇，然后露出那么平静的眼神。最后，被杀死。

  　あの、魔狼の姿が。どれだけ傷だらけになっていても恨んでいた相手に復讐を成し遂げ、そして。あんな穏やかな目をして。それで最後は殺されてしまった。

  

  那副模样，跟那个女孩……

  　そんな姿が、あの子の。

  

  跟克莱儿的未来重叠在一起……！

  　ココットの行く末に重なって見えてしまったから……！

  

  在复仇之路上勇往直前的她，最后也会变成那样。那就是复仇。

  　復讐の道を突き進むあの子も、最後はああなってしまうんだ。それが、復讐なんだ。

  

  那是我舍弃的道路。只为了憎恨而活的道路。

  　私が、捨てた道。恨みだけで生きる道。

  

  在复仇成功之后，那孩子有办法活下去吗……？

  　復讐が叶った後、あの子は生きていけるの……？

  

  

  呐，克莱儿……

  　ねえ、ココット……。

  

 
  ＃７３　混沌のルイカーナ

  ＃73　混沌的露易卡娜

  　

  

  

  「哈哈，啊哈哈哈哈！」

  「はは、あははははっ！」

  

  

  这就是、这就是我想看的！

  　これが、これが見たかった！

  

  燃烧的城镇、四处逃窜的人们。我军将他们赶尽杀绝。无论卢卡纳是否直接面对恶魔，都与我无关。

  　燃える街、逃げ惑う人々。我が軍による一切の鏖殺。ルイカーナは直接悪魔の相に対しどうこうしていたかいないか等という事実は関係ない。

  

  是亚历山大的错。

  　アレハンドロが悪いのだ。

  

  是国家的错。

  　国が悪いのだ。

  

  是他们在我受苦受难时过得太奢侈的错。

  　私が苦しんでいる間に贅沢をしていた事が悪いのだ。

  

  

  城镇的中央已经被突破。我在城堡前的广场上转过身，眺望被烈焰包围的城镇。这就是我走过的轨迹。我走过的地方什么也不会留下。

  　既に街の中央突破は為っている。城の前広場において私は背を振り返り、業火に巻かれる街を眺める。これが私が歩いた軌跡。歩んだ場所には何も残しておくものか。

  

  我心情愉快地挥舞指挥棒，宛如指挥家般哼着歌，沉浸在快乐之中。

  　指揮棒を気分よく振るい、まるで指揮者のごとく鼻歌さえ歌いながら楽しさに溺れる。

  

  果然复仇才能满足我。

  　やはり復讐こそ私を満たす。

  

  

  「嗯嗯……果然在喝过克莱儿大人的血之后，其他血都相形失色呢。呸呸！」

  「んっんっ……やっぱりココット様の血をいただいた後ではどうにも見劣りしますわね。ぺっぺっ」

  

  

  托恩将他抓来当作诱饵、长相还算可爱的少女随手一扔，擦了擦嘴。少女似乎已经断气，脸上满是恐惧。

  　ツォーネが餌として捕まえたらしい、それなりに可愛らしい顔の少女をぽいと投げ捨て口を拭っている。少女は事切れているようで、顔には恐怖を張り付けていた。

  

  哥布林和半兽人立刻围住少女的尸体。

  　すぐに少女の亡骸にはゴブリンやオークが群がった。

  

  

  「好，给我好好看守！也派出斥候！要是被包围，事情会变得很麻烦。」

  「おし、見張りはちゃんとしやがれ！　斥候も出しとけ！　囲まれりゃあそれなりに面倒になるんだからな」

  

  

  佐夫命令哥布林后，哥布林们便嘎嘎叫着散开。

  　ゾフがゴブリンらに命じるとゴブリンはギャアと鳴いて街中に散っていく。

  

  

  我看着这一幕，不禁叹了口气。目前为止都很顺利，接下来只要攻陷城堡就行了。

  　そんな様子を見て私はふうとため息をつく。さて、ここまでは順調。後は城を落とすだけ。

  

  目前街上还有许多敌兵，要歼灭他们并不实际。如果可以的话，我当然想杀光他们，不过冷静地评估战力差距后，还是尽快攻陷城堡，让敌军烟消云散比较好。

  　未だに街中には多く敵兵がいるし、殲滅は現実的ではない。できることなら一切を殺してやりたいが、冷静に戦力差で見て被害を少なくするにはさっさと城を落として霧散させたほうがいい。

  

  在我失态的时候，我军也受到不小的损害，继续战斗下去会对下次行军造成影响。

  　私の失態の折、我が軍も大分被害を被っているし、これ以上は次の行軍に差し支える。

  

  既然如此，我当然想在敌兵散落到街上之前攻陷城堡，不过不知道吉凯尔在做什么。

  　ともなればさっさと街中に散る敵兵が再び攻めてくる前に城攻めをしたいものだが、キエルは何をやっているのか。

  

  

  雷可不是个笨蛋，应该不会跟敌兵碰个正着而被杀掉吧？我有点焦急，表现出自己不中用的一面。

  　レコはうまくやっているんだろうな。まさか敵兵と鉢合わせて殺されでもしたのではと、私は少々の焦りを不甲斐なくも見せる。

  

  

  就在我环视四周的时候。

  　と、そう見渡した道の先。

  

  骑着魔马的吉凯尔与雷克一行人冲进广场。看到吉凯尔的身影，我一瞬间感到安心。

  　魔馬にまたがるキエルとレコの一団が広場へ駆けこんできた。キエルの姿を見て、私は一瞬また安堵を覚えた。

  

  雷克立刻站到我面前，为自己的迟到道歉。平安无事就好，我稍微询问了一下情况后，立刻要他准备攻城。

  　レコはすぐさま私の前に立ち、遅れたことを詫びた。無事であったのが何よりとして、何があったのかの説明もほどほどにすぐさま城攻めの準備にかからせる。

  

  

  既然街上还有许多敌方战力，就不能所有人一起冲进城堡。必须要有能够阻断援军的战力。

  　まだ街中に敵戦力が多くいる以上、全員で城に突貫するわけにはいかない。援軍を断つ戦力が必要だ。

  

  因此我挑选了索夫、雷克以及中队规模的魔剑士组成攻城部队。

  　故に私は城攻めの部隊としてゾフと、レコ、中隊規模の魔剣士を選抜した。

  

  考虑到城内的战力，这样的战力已经绰绰有余。虽然也预想过圣弓会跟着亚历山大，但要是再分散战力，就没有人指挥了。我命令托古瓦指挥断绝援军的防卫战力，让琪优留在城内一楼看守。

  　城の中の戦力を鑑みれば十分すぎるほどだ。聖弓がアレハンドロの護衛についているケースも想定したが、これ以上戦力を裂けば指揮をするものが居なくなる。援軍を断つ防衛戦力の指揮にはツォーネを充て、キエルには城の一階で留守番を命じる。

  

  既然有希雅这个神出鬼没的暗杀者，就不能带琪优去。

  　シアという神出鬼没の暗殺者がいる以上は、キエルは連れていけない。

  

  

  没错，最终的问题是勇者和希雅。

  　そう、最終的な問題は勇者と、シアである。

  

  如果是室内战，圣弓的战力应该会减半，但同时对付希雅的话，就不知道结果会如何了。既然要带托古瓦这个战力去，只要不掉以轻心，区区两个人类应该阻止不了我们……

  　屋内戦であれば弓兵である以上は聖弓の戦力は半減するだろうが、シアと同時に相手取ればどうなるかわからない。トグーヴァという戦力も連れていくからには、油断さえなければたかが人間二人に止められようはずはないだろうが……。

  

  不要害怕，我。我不会再重蹈覆辙了。

  　臆するな私。二度も同じ轍は踏まない。

  

  

  

  「接下来要攻城，目标是亚历山大的首级。快点杀了他。」

  「これより城攻めを行う。狙うはアレハンドロの首だ。とっとと殺すぞ」

  

  

  

  我们再次踏入那座白色城堡。

  　私達は、再びあの白い城へと足を踏み入れた。

  

  和那天不同，我们光明正大地从正面进攻。

  　あの日と違い、堂々と、正面から。

  

  

  

  

  

  

  途中遇到好几次警卫兵。

  　道中何度か警備兵に出くわした。

  

  每次都是索夫、雷寇和托古瓦击退他们。城内的警备没有特别强化，我们不断前进。

  　そのたびにゾフやレコ、トグーヴァがそれらを蹴散らした。別段我々の進行に際して城の警備を強化したというような様子は見られず、私たちはどんどんと歩を進めていった。

  

  我偶尔会竖起耳朵，但听不到米奥的歌声。

  　時折私は耳を澄ませてみたが、ミオの歌も聞こえない。

  

  从侵略的速度来看，亚历山大不可能带着澪逃走。如果他躲在城里的某处，或是利用我们入侵的密道逃走，那又另当别论……但应该也不会发生这种事。

  　アレハンドロがミオを連れて逃げた可能性は侵攻のスピードからしてまずない。城のどこかに隠れているか、私たちが侵入したような隠し通路を使って脱出されていれば話は別だが……それもないだろう。

  

  亚历山大那么有自信，他肯定没料到今晚会发生这种事。

  　あの自信家のアレハンドロだ。きっと今宵の顛末は想像しなかった筈。

  

  希望他现在正在那间品味低俗的房间里发抖。

  　あの悪趣味な私室で震えていることを祈る。

  

  还有，澪。我一定会带你离开这里。这种地方太寂寞了。

  　そして、ミオ。お前はきっと連れだしてやる。こんな場所は、寂しすぎるだろう。

  

  

  和澪分开还不到一天，但我忘不了从那座庭园跳下去时，听到的她那悲伤的声音。

  　ミオと別れてまだ一日もたっていない。だが私があの庭園から身を投げた時に聞こえたミオの悲しげな声が忘れられない。

  

  我想快点去见她。想摸摸她的头。

  　早く、逢いに行ってやりたい。頭を撫でてやりたい。

  

  我也喜欢上你了。

  　私も、お前が好きになってしまっているんだ。

  

  就像艾尔克罗救了待在黑暗中的我一样，我也会救你。

  　闇の中に居た私をエルクーロ様が救ってくれたように、私もお前を。

  

  我一定会……救你。

  　必ず……助けてやる。

  

  

  

  我在托古巴的背上暗自下定决心，这时走在旁边的雷克缓缓开口：

  　トグーヴァの背で小さな決意を固めていると、隣を歩いていたレコがおもむろに私に声をかけた。

  

  

  「克莱儿将军。」

  「ココット将軍」

  

  「什么事？」

  「なんだ」

  

  「呃，抱歉在这种时候说这种话。但我必须重新向你道歉。」

  「いや、こんな時に済まない。だがどうしても改めて言っておく必要がある」

  

  

  雷克以严肃的态度抬头看着我，然后闭上眼睛。

  　レコは改まった態度で私を見上げ、目を閉じた。

  

  

  「我们误会你了。你不是肮脏的人类，而是优秀的魔族。」

  「俺たちはアンタを誤解していた。アンタは薄汚ェ人間なんかじゃあない。立派な魔族だ」

  

  

  雷可这么说道。

  　そう、レコは言ってくれた。

  

  魔族……对现在的我来说，这可是至高无上的赞美。雷可或许不是知道这点才这么说，不过一想到连一开始袭击我的魔族雷可都愿意接纳我，就让我感到胸口一阵温暖。

  　魔族……そう言ってもらえることが、今の私にとってどれだけの誉め言葉か。レコはそれをわかって言っているわけではないのかもしれないが、レコというはじめ私を襲った魔族にさえ迎え入れられ認められたのだと思えば、胸がじんわりと暖かくなるのを感じずにはいられなかった。

  

  同族。雷可认同我是魔族。这是连人类都厌恶我的我，确实存在于这里的最佳证明。

  　同じ存在。私を同族として認めてくれた。人間にすら嫌悪された私が、確かにここに在るという証明の何よりの一助。

  

  真希望艾库罗尔大人也能对我说出同样的话……

  　エルクーロ様にも、同じことを言ってもらいたいな……。

  

  

  「……你说了令人开心的话呢。」

  「……嬉しい事を言ってくれるものだよ」

  

  「……是啊。我们和你不同，是乌拉葛克那大人的士兵，但这份恩情不会忘记。希望有一天能和你并肩作战。」

  「……なァ。俺たちはアンタと違ってウラガクナ様の兵だが、この恩は忘れねえ。いつかまた肩を並べて戦いたいものだ」

  

  

  听到雷可的话，我轻轻一笑……然后提醒大家提高警觉。

  　レコの言葉に、私は短く笑ったのち……警戒を促した。

  

  掉以轻心只会正中希雅的下怀。她会隐藏气息接近，现在可能也在监视我们。

  　油断はすなわちシアの思うつぼだ。あれは気配を殺し近づいてくる。今も我々を見張っているかもしれない。

  

  

  

  我们一边警戒，一边前进。

  　そう警戒しつつ、進んでいたのだが。

  

  

  前方的门突然打开，有人从里面走出来。

  　急に前方のドアが開き、何者かが現れた。

  

  所有人立刻提高警觉。然而——

  　すぐさま全員が意識を向けて警戒する。だが。

  

  

  「啊、啊……救、救我……」

  「あ、ぁ……たす、けて……」

  

  

  那个人拖着满是鲜血的身体摇摇晃晃地走出来，然后立刻趴倒在地。

  　それはよろよろと血まみれの体を引きずるように現れると、すぐに地面に突っ伏すように倒れた。

  

  是佣人。她现在也依旧倒卧在血泊之中，一语不发。死了吗？

  　使用人であった。彼女は夥しい血の泉を今も広げながら物言わない。死んだ、のか。

  

  怎么回事？在我们抵达之前，她就已经身受致命伤了。

  　どういうことか。我々が辿り着く前に彼女は致命傷を受けていた。

  

  我讶异地瞪着她出现的那扇门。我记得那里是贵族们举办派对的大厅吧。

  　訝しみながら彼女が出てきたドアを睨む。あそこは確か、貴族共があのパーティをしていた広間、か。

  

  

  我命令大家不要放松戒备，我们缓缓地移动全身，抵达门前，一口气冲进里面。

  　警戒を解かないように命じ、ゆっくりと私たちは全身。扉の前に辿り着くと、一気に中に踊り入った。

  

  然后，我惊愕不已。

  　そして、驚愕した。

  

  

  「喂喂，这是在开什么玩笑啊？」

  「おいおい、何の冗談だこりゃあ」

  

  

  会场变成了一片血海。

  　会場は、血の海だったのだ。

  

  

  那天吵吵闹闹的贵族们全都倒卧在血泊之中，源源不绝地流出的鲜血，如今也仿佛仍在流淌。

  　あの日あんなにバカ騒ぎしていた貴族連中は皆等しく血に伏し、止めどなく溢れる血の流れは今もさめざめと流れているようだった。

  

  

  

  「大家小心戒备。这是怎么回事……！？」

  「警戒しろ。これは、どういうことだ……！？」

  

  

  我啪沙啪沙地踩着血池，调查了几具尸体，发现他们全都是被锐利的刀刃割伤颈部或心脏。是谁下的手一目了然。

  　ばしゃばしゃと血の池を踏み歩き、死体のいくつかを調べてみれば全て鋭利な刃物で首筋や心臓などを損傷していた。誰の仕業かは一目瞭然だった。

  

  

  「是希雅……吗？做出这种事的人是她？」

  「シア、なのか……？　これをやったのは」

  

  

  下令的人是亚历山罗吗？

  　命じたのはアレハンドロか？

  

  为什么要做出这种凶残的行为……

  　なぜこんな凶行を……。

  

  雷寇与佐夫也保持警戒，开始在周遭走动。我因为警戒希雅，带着托古瓦，应该不会被盯上。

  　レコやゾフも警戒したまま周辺の散策を始めた。シアに警戒して私はトグーヴァを従えているから、私が狙われることはない筈。

  

  希雅也没有小看魔物的察觉气息能力，但是托古拉瓦从刚才就频频抽动鼻子，皱着眉头。

  　シアも魔物の気配察知能力は侮るまい。しかし、トグーヴァは先ほどから鼻をしきりに動かして顔をしかめている。

  

  这让她有种……既视感。总觉得哪里不对劲。

  　これは、なにか……既視感がある。なんだ、なにか引っかかる。

  

  直觉在低语，告诉她不能待在这里。

  　直感がが囁く。ここに居てはいけないと。

  

  

  

  

  礼子一边踢开层层叠叠的尸体山，一边调查周遭。

  　レコは、折り重なる死体の山を蹴飛ばしながら周辺を調べていた。

  

  然后，忽然间，她用狼耳听见了微弱的声音。

  　そして、ふと。か細い声をその狼の耳で聞いたのだ。

  

  

  「嗯……？」

  「ん……？」

  

  

  她保持警戒，望向声音传来的方向，那里也有许多肥胖的贵族层层叠叠地倒在地上。

  　警戒しつつも声のしたほうを見やれば、そこにも太った貴族が数多く折り重なって倒れていた。

  

  但是——

  　だが。

  

  

  「救、救救我……」

  「たす、けてくれえ……」

  

  「……竟然还活着吗……」

  「……生きてやがるのか……」

  

  

  礼子看见那个微胖的贵族确实用颤抖的嘴唇求生，忍不住摇摇晃晃地靠近。

  　レコは、確かに震える唇で生にしがみつくその小太りな貴族を認めると、ついふらっと近づいたのだ。

  

  然后她一把抓起微胖男人的后颈，男人突然间睁大眼睛，抓住礼子。濒死的男人用宛如看见救世主的眼神，紧抓着礼子不放。

  　そして小太りな男の首根っこを掴みあげる。と、唐突に男が目を見開きレコにしがみついた。まるで救世主を見るような目つきで死に体の男はレコに縋る。

  

  

  「啊啊，救星来了！我、我的运气还没有抛弃我！」

  「ああ、救いの手が！　わ、私はまだ運に見放されてはいなかった！」

  

  「呃，你这家伙……给我放手……」

  「がっ、てめッ……離れやがれッ……」

  

  

  礼子大吃一惊，反射性地想甩开男人的瞬间，男人的背上发出滋……的声音。礼子听见那声音，睁大眼睛的瞬间——

  　レコが驚愕し、反射的に男を振り払おうとした瞬間。その瞬間に、ヂッ……という音が男の背中からしたのだ。レコがその音に目を見開いた瞬間。

  

  

  

  爆炸。

  　爆発。

  

  突然，紧抓着雷可的贵族男子爆炸了。

  　唐突にレコにしがみついていた貴族の男が、爆ぜた。

  

  

  

  我和索夫，以及在场的所有魔族都转头望向雷可所在的位置。

  　私も、ゾフも。その場にいた魔族達全員がレコが居た場所を振り返った。

  

  那个位置被白色的爆炸火焰包围。

  　その場所は白い爆炎に包まれていた。

  

  

  冲击让雷可多少被吹飞到后方，一屁股跌坐在地。他一脸搞不清楚发生什么事的表情，望着眼前化为血肉的男子————接着立刻察觉到自己也被白烟包围，于是站起身大喊。

  　衝撃でレコは背後に多少吹き飛び尻もちをついていた。何が起こったのかわからないといった顔で眼前で血肉となった男を眺め――――すぐに自分が白い煙に包まれていることに気づくと立ち上がって叫んだ。

  

  

  「克莱儿将军！是陷阱！请立刻离开房————」

  「ココット将軍！　罠だッ！　すぐに部屋を出――――」

  

  

  雷可说到一半便止住话语。他最后看见的，是在白烟中划开烟雾疾驰而来的……红色眼眸。

  　そこまで言ってレコは言葉を止めた。彼が最後に見たのは、白い煙の中を裂いて疾駆してくる……赤い瞳だった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  发生什么事了？由于爆炸的烟雾，我们不仅无法掌握雷可的身影，就连状况也难以掌握。我们聚在一起，提高警觉地呼唤雷可的名字。

  　何が起こっている。爆煙でレコの姿はおろか状況がつかめない。私達は密集し、警戒しながらレコの名を呼ぶ。

  

  没有回应。

  　返事はない。

  

  烟雾缓缓散去。

  　煙がゆっくり晴れていく。

  

  我们定睛凝视烟雾之中。接着，一道黑影从白烟中浮现，缓缓朝这边靠近……然后倒下。

  　私達は目を凝らして煙の中を注視。すると、黒い影が白い煙の中に浮かび、ゆっくり此方へ向かってくると……倒れた。

  

  从烟雾中现身的雷可，趴倒在血泊之中。

  　煙から出てきたレコは、血の海にうつ伏せにばたりと倒れ込んだのだ。

  

  

  ……一把小刀刺在他的背部中央……伤口正咕嘟咕嘟地溢出大量鲜血。

  　……その背の中央にはナイフが突き立てられており……傷からは夥しい血がごぽりと溢れているところだった。

  

  

  「雷可……？」

  「レコ……！？」

  

  

  心脏被从背后刺穿，一动也不动的狼人……以及在他倒下后，从他身后现身的存在，让克莱儿睁大双眼。那道身影身上穿着的白色衣服和握在手中的小刀，都沾满了红色鲜血。

  　背から心臓を刺し貫かれピクリとも動かない人狼……そしてその体躯が倒れた代わりに背後から現れた存在に目を見開いた。それは纏う白い服と手に握るナイフに赤き鮮血をべっとりと滲ませて立っていた。

  

  

  「希雅……！」

  「シア……！！」

  

  

  恶魔的左右手亚历山大的忠实暗杀者……希雅正带着微笑望着自己。

  　悪魔の相持つアレハンドロの忠実な暗殺者……シアが、にこりと笑って私を見ていた。

  

  

  「欢迎回来，克莱儿。」

  「おかえり、ココット」

  

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  「嘿咻。」

  「よっと」

  

  

  一名男子背对着熊熊燃烧的城镇，出现在已经杳无人烟的城墙上方。

  　燃える街を背に、既に人気のなくなった街を覆う城壁の上に現れた男が一人。

  

  男子转头望向熊熊燃烧的城镇，以夸张的动作表现出惊讶的模样，然后用单手手指代替镜头，眺望眼前的惨状。

  　男は燃える街を振り返ると、大げさな身振りで驚いた風を為し、片手の指をレンズに見立て惨状を眺めた。

  

  

  「嗯～烧得真旺啊。以堕落城镇的末路来说，算是很妥当的下场。」

  「んー、派手に燃えてらぁね。堕落の街の最期としちゃあ、まあ妥当なとこさね」

  

  

  男子发出「啊～啊～」的笑声，重新背好手上的书信和背上的行李，转身背对城镇。

  　あーあ、と男は笑い、手に持った書簡と背負う荷物を背負いなおし、街に背を向ける。

  

  

  「抱歉啦，亚历山大老大。我这边的工作已经结束了，就让我先溜吧。」

  「悪ィね、アレハンドロの旦那。こっちは仕事は済んだし、トンズラさせてもらうとするかね」

  

  

  这时，有人出声叫住他。

  　と、それに声をかけるものがあった。

  

  

  「约……约翰大人……！您之前都跑去哪里了！」

  「よ、ヨーン様……！？　今までどこに！」

  

  

  是之前被他藏在行李中，浑身是伤的警备兵们。

  　それはボロボロの姿で城壁の上の荷物に隠れていた警備兵たちであった。

  

  被警备队长叫住的男子……约翰吐出舌头，像是在说「被发现了」。

  　警備隊長に声をかけられた男……ヨーンは、見つかっちゃったとばかりに舌を出した。

  

  看到他的态度，警备兵长难掩不安的神色。

  　その態度に警備兵長は不安の色を隠せない。

  

  

  「你不在的时候，防御阵形被突破，魔族也攻进城镇了……！」

  「あなたがいない間に防御陣は突破、街にも魔族の進行を許したんですよ……！？」

  

  「哎呀，这样啊。真糟糕呢。」

  「あら、そーなの。大変だねえ」

  

  「你居然说得这么事不关己……！」

  「そんな他人事のように……！」

  

  

  警备兵长恳求约恩「现在开始也行，快想想办法」，但约恩却一副事不关己的模样，摇摇晃晃地走向警备兵长，拍了拍他的肩膀。

  　警備兵長の今からでもなんとかしてくれという懇願にも、どこ吹く風のヨーンはふらふら警備兵長に歩み寄ると、その肩をポンと叩いた。

  

  

  「不好意思，大叔我要逃跑了。你们也这么做比较好吧？卢维卡纳已经完蛋了。」

  「悪いね、おじさんは逃げるよ。おたくらもそうした方がいいんじゃない？　ルイカーナはもうおしまいだぜ」

  

  「怎、怎么这样！」

  「そ、そんな！」

  

  

  听到约恩的话，警备兵们惊慌失措，兵长也无力地跪倒在地。

  　ヨーンの言葉に警備兵たちはおろおろと狼狽し、兵長はがっくりと膝をついた。

  

  约恩瞥了兵长一眼，无奈地摇了摇头，朝通往城墙下的道路走去。

  　ヨーンは兵長を一瞥するとやれやれと首を振り城壁を下る道へ歩き出す。

  

  一道巨大的影子落在他们上方。那东西遮住雨势，发出巨大的振翅声，口腔中闪烁着火焰，发出低吼。

  　そんな彼らの上に、巨大な影が差す。雨を遮り、大きな羽音響かせるそれは口腔に火炎をちらつかせて唸った。

  

  

  「找到你了，圣弓。」

  「見つけたぞ、聖弓」

  

  

  那东西拍打着翅膀，停留在城墙上，是前几天也对峙过的巨大龙人。他的名字是库托拉，是率领克莱儿军最强航空战力——龙人部队的英雄。

  　ばさりと羽ばたきながら城壁の上に滞空するそれは先日も相対した巨大なドラゴニュート。名をクォートラ。ココット軍きっての航空戦力たるドラゴニュート部隊を率いる傑物である。

  

  除了他以外，还有好几只龙人在城墙上盘旋。看到那群龙人，警备兵们发出惨叫，约恩则是搔了搔下巴。

  　彼の他にも城壁の上を何体ものドラゴニュートが旋回していた。その姿に警備兵たちは絶叫し、ヨーンはあーあと顎を掻いた。

  

  

  「送行的人真多啊。」

  「お見送りが多いこって」

  

  

  虽然约翰依旧以戏谑的口吻说话，但克欧朵拉发出轰然巨响降落在城墙上，瞪着被称为勇者的男人。

  　おどけた調子を崩さないヨーンだが、クォートラは轟音を立て城壁の上に降り立ち、勇者と呼ばれた男を睨んだ。

  

  

  「你要舍弃城镇逃跑吗？以勇者来说，这种行为实在过于低俗。」

  「街を捨て逃げるか。勇者と呼ぶにはあまりに低俗な行為だ」

  

  「就说了～我自己只觉得勇者这种东西没什么了不起的，只是周遭的人擅自这么称呼我而已。」

  「だからー、自分では勇者なんて大層なもんじゃないとしか思ってないしさあ。周りが勝手に呼んでるだけよ、それ」

  

  

  克欧朵拉瞪着哼了一声的约翰。约翰见状，也心不甘情不愿地收起信，将手伸向背上的弓。

  　ふす、と鼻を鳴らすヨーンをクォートラは睨んだ。その様子にヨーンもしぶしぶ書簡を仕舞うと背に持つ弓に手を伸ばした。

  

  然后，在拿起弓之前，约翰对克欧朵拉说：

  　そして、弓を手に取る前に、ヨーンはクォートラに言葉を投げかける。

  

  

  「我说，可以不要打吗？大叔我本来就想逃了，也不会妨碍你们。」

  「なあ、やめない？　戦うの。おじさんもう逃げようと思ってたし、おたくらの邪魔もしないからさ」

  

  

  虽然约翰这么说，但他嘴角上扬，却不是在笑。

  　ヨーンはそう言うが、口角を上げてはいても笑ってはいなかった。

  

  

  「哦～杀害波利尼亚大人的勇者……你还真是没出息啊～」

  「ふ～ん。ポリニア様を殺した勇者……随分腑抜けたもんだねえ～」

  

  

  在约翰背后，有只妖鸟少女飞来，像是要包夹克欧朵拉似的这么说道。

  　そんなヨーンの背後。クォートラと挟み込むようにして飛来したハーピーの少女がそう言った。

  

  她是前将军兼魔王军国境警备部队长——琪可贝儿。

  　元・将軍にして魔王軍国境警備部隊長チックベル。

  

  她依旧维持轻浮的态度，但脸上却失去笑容，以不像她的表情瞪着约翰，同时缓缓站上城墙。

  　ふわふわとした態度は崩さずに、しかして彼女らしくない、笑みの消えた顔でヨーンを睨みながら彼女はゆっくり城壁の上へと立つ。

  

  

  约翰见状，终于叹了口气。

  　それを見てヨーンはとうとうため息をついた。

  

  

  「唉～这下子逃不掉了……波利奈就是我们以前杀掉的四天王小姑娘吧？啊啊，虽然我早就知道了……但还是不想被她怨恨，太麻烦了。」

  「あーあ。逃げられないじゃないの……ポリニアって確かに俺らが昔殺った四天王の嬢ちゃんだろ？　ああ、わかっちゃあいたが……恨まれるのは嫌だねえ。面倒で」

  

  

  约恩缓缓地握住弓，以非常悠哉的站姿……做出毫无破绽的动作。

  　ヨーンは弓をゆっくり掴むと、酷くのんびりした佇まいで……しかし隙の無い所作。

  

  库多拉和 chickbell 依然维持架式，隔着约恩瞪着他。

  　クォートラとチックベルは構えを解かぬままヨーンを挟んで睨む。

  

  

  「我们这些被称为勇者的人，都从女神大人那里得到了某种异能。」

  「俺たち勇者って呼ばれる奴らは女神サマとやらから何かしら異能ってやつを授けられている」

  

  

  警备兵颤抖着，库多拉和 chickbell 依然摆出架式，倾盆大雨下个不停。约恩在这样的漩涡中仰望天空说：

  　震える警備兵。構えたままのクォートラとチックベル。止まぬ土砂降り。ヨーンはその渦中で、空を仰ぎ見ながら言う。

  

  

  「我也不例外。啊啊，因为大家老是说这是圣弓，所以常常被误会……但我的异能并不是自由操纵这支白箭的力量。」

  「俺も例には漏れなくてね。ああ、聖弓だなんだと言われちゃいるからよく勘違いされるんだが……俺の異能は別にこの白矢を自在に操る力ってわけじゃあない」

  

  

  他手上拿着一支白箭，戏谑地挥了挥。

  　手に一本白い矢を持ち、おどけたように振って見せる。

  

  

  「我的能力是识风。这支箭的形状特殊，重量极轻，容易乘着风的流向。只要有一点风压，轨道就会敏感地改变。而且这支箭是特制的，轨道改变的同时就会加速。」

  「俺の力は風読みさ。特殊な形状にして極軽量のこの矢は風の流れに乗せやすい。ちょっとの風圧でも軌道が鋭敏に変わる。そして軌道が変わると同時に加速するっていう特別製だ」

  

  「然后呢～？你开始炫耀是想干嘛？」

  「それで～？　自慢話なんか始めてどうしようっていうのさぁ」

  

  「哎，听我说。这个箭矢和能力的组合虽然方便，但如果是混战程度，我还能靠风的判读设法应付，但在这场倾盆大雨中实在派不上用场。在风以前，光是被雨滴打中，箭矢的轨道就会偏移。而且大爷的士兵过于相信那把枪，训练度很低。所以会输。」

  「まあ聞いてくれや。この矢と能力の組み合わせはまあ便利なんだが、乱戦程度であれば俺の風読みで何とかなるにしてもこの土砂降りじゃあさすがに役に立たんのよ。風以前に雨粒に当たっただけで矢の軌道がぶれちまう。それに旦那の兵もあの銃を過信して練度が低い。負け戦ってわけ」

  

  「这就是你没上战场的理由？」

  「それが戦場に顔を出さなかった理由か？」

  

  「那是当然的吧。」

  「そりゃそうでしょうよ」

  

  

  约恩这时再次露出戏谑的表情。警卫兵长以「太过分」的表情看着约恩。

  　ヨーンはそこで再びおどけて見せた。警備兵長があんまりだといった顔でヨーンを見る。

  

  

  「所以我才打算赶快拿完东西就逃啊。但面对干劲十足的魔族，我也没办法那么做。」

  「だからさっさと取るもの取って逃げようとしたってのにさ。やる気満々の魔族相手じゃそれもできんかね」

  

  「那当然。你以为我会放你走吗？」

  「それこそ当然。逃がすと思うてか」

  

  「哈哈，喂喂。这可是为了彼此好哦？我的弓和异能在这场雨中确实有点弱。和福尔多那相比，只是雕虫小技。」

  「はは、おいおい。これはお互いの為なんだぁぜ？　確かに俺の弓と異能はこの雨の中じゃアちと弱い。フォルトナとかに比べたらただの芸さ」

  

  

  约恩将双脚张开到与肩同宽，缓缓地将箭矢架在弓上。

  　ヨーンはじり、と足を肩幅まで開くと、矢をゆっくりと弓につがえる。

  

  那副模样无疑是勇者，酝酿出强者确切的气势，让寇特拉和提克贝儿感到紧张。

  　その姿は紛れもなく勇者であり、確かな強者の裂帛を醸しクォートラとチックベルに緊張を与えた。

  

  然后，约恩架好弓，眼神变得锐利，以平静的音色说道：

  　そして、ヨーンは弓を構えると、眼光を鋭くさせ、静かな声色で言う。

  

  

  「但如果是这种距离，那种弱点就无关紧要了，魔族们。」

  「だがこんな距離ならそんな弱点も関係ないんだぜ、魔族ども」

  

  

  在说出这句话的同时，战斗的压力充斥在四周。

  　その言葉と同時に戦いのプレッシャーがあたりに充満した。

  

  就像在打信号一样，四度音大吼：

  　合図とばかりにクォートラが吠える。

  

  

  「你就试试看吧，勇者。」

  「やってみるがいい、勇者」

  

  

  而契博贝鲁也将羽翼前端和鸟一般的脚尖，摆出架势准备迎战。

  　チックベルも羽腕の先とその鳥めいた足先に鋭利な爪を以て構えた。

  

  

  「虽然我没什么为同伴报仇的气概，但那孩子被杀也让我很火大。如果杀得了，就让我来杀吧。」

  「敵討ちってガラじゃあないけど、あの子を殺されたのはうちも頭にくる。殺せるなら殺させてもらうかんね」

  

  

  约恩跳了一步，站在城墙边缘，将两只魔族纳入视野。接着他吐了口气，简短地说出战斗开始的信号。

  　ヨーンは一歩飛び、城壁の縁に立つと二体の魔族を視界に捉えた。そしてふう、と息を吐くと短く戦いの開始の合図となる言葉を言った。

  

  

  「那么，要上咯……魔族们。」

  「んじゃ、行くかね……魔族ども」

  

  

  

  

  

  

  

 
  ＃７４　対面

  ＃74　会面

  　

  　雷可被杀了……！

  　レコが、殺された……！

  

  　事情发生在一瞬间。我应该有保持警戒，也留意到了希雅的存在。即使如此，这家伙还是设下了陷阱。

  　一瞬のうちであった。警戒はしていたはずだった。シアの存在は気を配っていた。それでもなお、こいつは仕掛けてきた。

  

  我太天真了。突然的爆炸，雷可抱着的贵族身上应该藏有什么机关。没想到竟然是这种陷阱……！

  　まだ、甘かった。突然の爆発。レコの抱えた貴族に何か仕掛けていたか。まさか、こんなトラップなど……！

  

  而且这股充满室内的血腥味……比人类更敏锐的魔族鼻子被封住了。雷可也是，就连托古瓦的鼻子也一样。

  　そしてこの充満した血の匂い……人間より感覚に優れる魔族の鼻を潰された。レコも、トグーヴァの鼻でさえ、だ。

  

  被摆了一道……！我完全中了圈套，踏进了这个房间。我在弗利克泰达应该也用过类似的手法吧。我为什么会踏进这里！

  　してやられた……！　まんまとこんな罠が仕掛けられた部屋に足を踏み入れてしまった。フリクテラで私自身似たような手口を使っただろう。なぜ足を踏み入れたんだ！

  

  不，正好相反。正因为有所警戒，才无法不调查这过于凶残的行凶痕迹。被反过来利用了吗？不，这是理解我的警戒心而使出的手法吗？

  　いや、逆だ。警戒したからこそ、あまりの凶行の跡に調べずにはいられなかったのだ。逆手に取られた？　いや、これは私の警戒心を理解している手口なのか。

  

  我实在无法预测到贵族会不惜牺牲自己的财产和兴趣也要设下陷阱。该死的混账……！

  　流石に読み切れなかったぞ。貴族が自分の財や趣味を投げうってまで罠を張るなど。くそったれめ……！

  

  

  

  

  佐夫瞪着雷可的尸体，立刻站到我面前，紧握武器咬牙切齿。

  　ゾフはレコの亡骸を睨みながら、すぐさま私の前に立ち得物を握りしめながらギリリと歯を食いしばっている。

  

  希雅宛如幽魂般，以无法捉摸的姿势站着，和那天一样缓缓地环视我们。我听不见澪的歌声。既然如此，希雅恐怕是被亚历杭德罗派来排除入侵者……不，她肯定是被亚历杭德罗当成目标派来的。这种执着心很符合变态的思考模式。真令人毛骨悚然……！

  　ゆらりと幽鬼のように掴めない様子で立つシアは、あの日と同じようにゆっくりと私たちを見渡した。ミオの歌は聞こえない。であればシアはおそらく侵入者の排除……いや、間違いなく私を標的としてアレハンドロから送り込まれたのだ。変態の考えそうな執着心だな。ぞっとしないぞ……！

  

  

  「我们又见面了，克莱儿……」

  「またあえたね、ココット……」

  

  

  希雅用沾满鲜血的脸庞对我微微一笑。我感觉到一股寒意从背脊流过。

  　シアは血だらけの顔を私に向けてにわかに笑ってそういった。私の背筋に冷たいものが滴るような感覚を覚える。

  

  可以的话，我一点也不想见到她。

  　私はできれば会いたくなどなかったのだがな。

  

  希雅缓缓地迈开步伐，拔出插在录音机上的刀子，缓缓地摆出架式。

  　ゆっくりシアは歩を進め、レコの背中に突き立てたナイフを引き抜くと、ゆらりと構えた。

  

  看到她这个举动，佐夫往前踏出一步，挡在我面前。

  　それを見たゾフが一歩進み出て、私を庇う。

  

  

  「这家伙就交给我吧，小姐。」

  「こいつは俺に任せて下せえ、お嬢」

  

  「佐夫……！」

  「ゾフ……！」

  

  「不用担心，我不会重蹈覆辙的。而且小姐，你应该还记得上次为什么会失败吧？」

  「心配いらねえですぜ。二の舞は踊らねえ。それにお嬢、前回どうして不覚を取ったか覚えてまさあね」

  

  

  当时……有我在，还有其他魔族，以及贵族们。希雅擅长的是从隐密处发动奇袭，以及巧妙地利用周遭环境进行一对多的战斗。不过，一对一的话……

  　あの時は……私が居た。他の魔族もいた。貴族連中もいた。シアの得意とするのは隠密からの奇襲、そしてその身のこなしを利用した障害物を巧みに使う対多数戦闘。だが1対1なら。

  

  现在没有那些让她藏身的贵族。

  　今は奴が身を隠す貴族共もいない。

  

  也就是说，索夫的意思是「不用担心，只要没有拖油瓶，我们不会输」。

  　つまるところゾフは私にこう言っている。心配いらない。足手まといさえいなければ負けない、と。

  

  我理解他的意思，看向索夫点头。

  　そのメッセージをくみ取った私はゾフに目を向け、頷いた。

  

  

  「……我知道了。那家伙……杀了他。他是这个作战计划中……我们最后的障碍。」

  「……わかった。そいつは……殺せ。この作戦において……我々の最後の障害だ」

  

  「遵命。」

  「御意」

  

  「等一下，克莱儿！我……还想跟克莱儿……！」

  「まって、ココット！　ぼく……ココットとまた……！」

  

  

  希雅听到我的话，眼神和声音中带着些许悲痛，似乎想说些什么，但我没有理会，转身背对她。

  　私の言葉にわずかに悲痛な意思を込めた目と声でシアが何かを言おうとしたが、私は聞かずに背を向ける。

  

  再见了，希雅。虽然你救了我，但如果没有你，事情会进行得更顺利。最重要的是，你太受到亚历杭德罗的影响了。你和米欧不同，我不需要你的安宁。

  　さようならだ、シア。助けて貰いもしたが、お前が居なければもっとうまくいった。なによりお前はアレハンドロに染まりすぎている。ミオとは違う。私の安寧に、お前は不要だったよ。

  

  我瞥了列克一眼，立刻跨上托古布拉，离开房间。然后，我目不斜视地沿着魔剑士们和亚历杭德罗所在的上层通道奔跑。

  　私はレコをひと眼だけ見てすぐにトグーヴァの背に跨り、部屋を脱する。そしてわき目も降らず魔剣士達とアレハンドロのいる上層への道を駆けた。

  

  

  希雅见状皱起眉头，无视索夫，打算追在我身后，但才踏出一步就停下脚步，立刻往后跳。刹那间，索夫的大斧在希雅眼前挥空。

  　それを見てシアが眉根を寄せ、ゾフを無視して後を追おうと動くが、一歩踏み出そうとしたところで停止、すぐに後ろへ飛ぶ。刹那にシアの目の前でゾフの大斧が空を切った。

  

  希雅反射性地往后跳，索夫站在她面前，咧嘴一笑。

  　反射的に飛び下がったシアの目の前には、ゾフがにやりと笑って立っていたのだ。

  

  

  希雅完全走出房间，看不见她的身影后，佐夫再次行动，却被将巨斧插在地上的佐夫阻止。

  　完全に部屋を出た私の姿が見えなくなったのでシアはまたしても動くが、大斧の柄を床に突き立てたゾフがそれを阻む。

  

  

  「臭小鬼，给我等一下，我不会让你无视我的。」

  「待てやクソガキ。俺を無視はさせねェぞ」

  

  「别、碍事。」

  「じゃま、するなよ」

  

  

  希雅露出讶异的表情，用和看着克莱儿时截然不同、不带感情的眼神瞥了佐夫一眼，然后以机械般的动作举起小刀。她似乎察觉到不打倒佐夫就无法前进。佐夫见状，低声沉吟，同样举起巨斧。

  　怪訝な顔、それでいてココットに向けた目とは一転した感情のない瞳でゾフを一瞥すると、機械的な動きでナイフを構えるシア。ゾフを倒さねば進めないと察したらしい。ゾフはそれを見て小さく唸り、同じく大斧を構えた。

  

  

  「小姐说，不能杀、人类。抓住、米莱儿。」

  「まぞくはころせっていわれ、てる。ココットは、つかまえる」

  

  「少说大话了，小鬼。小姐可是配不上你这种小鬼的女人。」

  「ぬかしやがるぜガキが。お嬢はてめェみたいなガキなんざにはもったいねえ女よ」

  

  

  佐夫笑着说出的话，让希雅确实感到焦躁。阻碍自己和克莱儿成为朋友的障碍，希雅也这么认为。

  　笑うゾフのその言葉は、シアに確かな苛立ちを覚えさせた。自分と友達になってくれたココットとの仲を阻む障害。シアもゾフをそう認識する。

  

  

  「我马上、杀了你……然后和克莱儿分手。」

  「すぐ、おまえをころして……ココットとはなす」

  

  「区区人类……你已经杀了好几个同胞。你想用拷问和小姐说话吗？哼，虽然你长得和小姐很像，但我不会手下留情，我要在这里杀了你。」

  「人間風情が……てめェは同胞を何人も殺してくれた。お嬢とは拷問でお話ってかァ？　ケッ、お嬢と似た見た目だが容赦はしねェ。此処で殺してやるぜ」

  

  

  双方的呼吸瞬间停止，同时挥动武器，展开冲突。

  　お互いの呼吸が一瞬停止。同時に二者は構えた得物を振りかぶり、衝突した。

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  奔跑。在走廊上奔跑。

  　駆ける。廊下を駆ける。

  

  我带着魔剑士们，以托古布拉的速度赶往亚历山大所在的房间。

  　魔剣士たちを伴い、トグーヴァの俊足を以て。アレハンドロのいるであろうあの部屋へ。

  

  

  

  必须尽快行动。必须在增援与托涅尔等人交战之前收拾掉敌人。必须趁他们阻挡敌人的期间，讨伐敌人的首脑。

  　急がねばならない。増援がツォーネ達とぶつかる前に片を付ける必要がある。彼女らが敵を食い止めている間に、敵の首魁を討たねばならない。

  

  我方人数屈居劣势。如今敌人已经渗透到城镇，深入我方阵营，不赢就输。输了就是死。

  　数で劣る我々なのだ。街まで浸透し敵の懐に飛び込めた今、勝たねば負ける。負けとは死だ。

  

  我不能死。死亡是我最忌讳的事。但是，现在不只是这样而已。为了相信我的人们，我必须赢，否则就太不公平了。

  　それはならない。死は私にとって最も忌避する事。だが、今はそれだけではない。私を信じてくれたものたちの為にも、勝ってやらねば釣り合いが取れないのだ。

  

  抱歉，雷可。

  　すまなかった、レコ。

  

  我有提防陷阱，但没想到人类会使用那种卑鄙的手段。难道我脑中还残留着和平的日本的常识吗？我明明已经理解这个世界有多么血腥了。

  　罠の警戒はあった。だがあのような卑劣な手段をよもや人間が行ってくるとは思わなかった。所詮未だ平和な日本の常識が頭にあるのか。この世界がどれだけ血生臭いものかは、理解したつもりであったのに。

  

  我突然想起负责照顾希雅的索夫，但立刻将杂念抛诸脑后。

  　シアを任せたゾフをふと思い、すぐに雑念として振り払った。

  

  索夫的话，不必担心。担心会玷污信任。索夫一定会、一定会打倒希雅，为雷可报仇雪恨。

  　ゾフなら心配ない。心配は信用に泥を塗る。ゾフは必ず、必ずシアを倒す。レコの無念は、晴らしてくれる。

  

  

  我在来到这里之前，先绕到城堡的某个房间，从那里取得某样东西。我握紧口袋里的东西，咬紧牙关。

  　私はここに来る前に城の一室に立ち寄り入手したあるものをポケットの中で握りしめて歯を食いしばった。

  

  仔细想想，这是我第一次在自己的指挥下，有上级魔族牺牲。即使不是我军的人，我仍对自己的无能感到懊恼。

  　思えば自分の監督する中で上級魔族に犠牲が出たのは初めてだ。我が軍のものではないとしても、己の不甲斐なさが歯がゆい。

  

  正因如此，为了不白费他的牺牲，就算他身边有勇者护卫，我也要杀了他。

  　なればこそ、無駄にしない為にも。仮に奴の警護に勇者が居たとしても。

  

  我一定要杀了亚历山大，让他痛苦地死去。

  　アレハンドロは必ず殺す。苦しみを与えて殺す。

  

  

  

  

  

  然后——

  　そして。

  

  

  「亚历山大……！」

  「アレハンドロ……ッ」

  

  

  

  魔剑士踹破亚历山大房间的门，一拥而入。我低吼着呼唤他的名字。

  　アレハンドロの私室のドアを魔剣士が蹴り破り、中になだれ込むと私は唸るようにしてその名を呼んだ。

  

  他跟当时一样，穿着一身白衣。

  　奴は、あの時と変わらず白い服を着てそこに居た。

  

  

  

  「……你来了啊，克莱儿。」

  「……来たかい、ココット」

  

  

  亚历山大将手肘靠在桌上，抱着头，撩起浏海。

  　アレハンドロはテーブルに肘をつき、前髪をかき上げるように頭を抱えて座っていた。

  

  他缓缓转动视线，看着站在门口，身旁跟着魔剑士的我，大大地叹了口气。

  　そしてゆっくりと目を動かし、入り口のドアの前で魔剣士を伴い立つ私を見て、盛大な溜息をついた。

  

  

  「你用这种态度过来，代表希雅失败了吧。唉，每个家伙都这样……」

  「君がそんな様子でここに来たという事は、シアは失敗したのかな。はあ、どいつもこいつも……」

  

  

  他一副无精打采的模样，眼神空洞，看起来相当憔悴。

  　その気だるげな態度と虚ろな瞳。憔悴しているらしい。

  

  

  「你做了愚蠢的选择啊，亚历山大……居然亲自虐杀人类，这样只是在帮我们的忙。」

  「愚かな選択をしたな、アレハンドロ……自ら人間を虐殺するなどと。我々の手伝いとなるだけだ」

  

  

  虽然嘴上这么说，但我确实咬紧了牙关。亚历杭德罗的凶残行径，以及他设下的致命陷阱，确实让我们受了伤。雷寇牺牲了性命，佐夫也遭到牵制。尽管如此，我还是来到了这里，站到了你的面前。

  　そう言葉では言うが、私は確かに歯を食いしばっていた。アレハンドロの凶行。それによる決死の罠は、確かに私たちに傷を与えた。レコという犠牲。ゾフの足止め。だが、それでも私はここに来た。お前の前に立った。

  

  如果那个陷阱是亚历杭德罗的致命一搏。

  　あの罠がアレハンドロの決死の策だというならば。

  

  不管这家伙在想什么，就结果来说，都是我占了上风。

  　こいつが何を考えていようと、結果として私の優位である。

  

  我环顾室内，发现这里除了亚历杭德罗以外，没有其他人在。虽然圣弓不在这里让我有些意外，但这样正好。

  　部屋を見渡してみてもこの場にはアレハンドロ以外にはいない。聖弓が居ないのは予想外だが、好都合だ。

  

  

  「希亚死了吗？」

  「シアは死んだのかい？」

  

  「我交给部下去处理了。比起别人，你还是先担心自己吧。」

  「我が部下に任せてきた。他人の事より自分の心配をしたほうがいいと思うがね」

  

  「我本来就不打算为别人着想。」

  「元々僕は僕の事しか考えるつもりはない」

  

  

  亚历杭德罗吐了口气，站起身。

  　アレハンドロはふう、と息を吐いて立ち上がった。

  

  

  「这样的我，也只有一件事情会让我关心，那就是澪的歌。跟那比起来，观察被欲望冲昏头的人，只不过是我的兴趣罢了。不过……」

  「そんな僕にも一つ。たった一つだけ己以外に関心を向けたものがあった。それがミオの歌だった。それに比べればこの街も、欲望にただれた人間を眺めるのもただの趣味さ。だがね」

  

  

  他转过头，用扭曲的端正五官，以恶鬼般的表情瞪着我。

  　そしてぐるりと私に目を向け、端正な顔立ちを歪め鬼の形相で睨んできたのだ。

  

  

  「我的歌姬不再唱歌了。克莱儿……都是你害的。」

  「僕の歌姫は歌ってくれなくなってしまった。ココット……君のせいだ」

  

  「我？你在说什么莫名其妙的话？」

  「私の？　意味不明なことを」

  

  「不，就是你害的。你夺走了澪的心。」

  「いいや、君のせいだ。君がミオの心を奪ってしまった」

  

  

  他在说什么……？

  　何を言っている……？

  

  亚历山大的意思是，那是MIO的心吗？

  　ミオの心だと？

  

  

  「你没发现吗？我在拷问你的时候，MIO一定会唱歌。那一定是为了保护你！真是的，我本来还觉得那个反复无常的歌姬很麻烦，不过，让她喜欢上我，让她唱歌的计划成功了，但是，她这么喜欢我，我反而很困扰。」

  「気づいていなかったのかい？　僕が君を拷問しているとき、ミオは必ず歌を歌った。君を守るためだろうさ！　まったく、気まぐれな歌姫には困ったものだと思ったがね、懐かせてより歌を歌わせようとした目論見は成功だが、こうなってしまえばこれほど懐かれても困るという物だ」

  

  

  MIO为了保护我……？

  　ミオが、私を守ろうと……？

  

  那个天真烂漫、心灵崩坏的纯真少女，为了保护我……

  　あのぽわぽわとした心壊れた無垢な少女が、私を……。

  

  我将视线从亚历山大身上移开，看向可以看见庭园的玻璃墙。虽然因为植物而看不见跟MIO一起度过的花田，不过MIO一定还在那里。在这样的雨中，一个人……

  　私はアレハンドロから視線を外し、庭園の見えるガラス張りの壁を見やった。植物であのミオと過ごした花畑は見えないが、きっとまだあそこにミオはいる。この雨の中、一人で……。

  

  

  「让你逃走是我的失策。你不在之后，MIO一直很沮丧。看来你比我想象的还要特别。所以我才会不惜牺牲一切也要抓住你……希雅跟约恩都是蠢蛋中的蠢蛋！」

  「君を逃がしたのは失策だったよ。ミオは君が居なくなってからずっと落ち込んでいてね。僕が思っていたより君は僕にとって特別だったようだ。だから僕は持ちうるものすべてを犠牲にしてでも君を捕えようとしたのに……シアもヨーンも愚図の愚図め！」

  

  

  亚历山大挥舞着手臂，表现出愤怒的情绪。虽然我也很在意MIO的状况，但亚历山大非比寻常的模样更吸引我的注意力。他看起来像是因为事情进展不顺而生气，不过「约恩」应该是圣弓之名才对。我没在街上看到那家伙的身影，他也不在这里。也就是说，他不在任何地方。

  　腕を振って怒りを表現するアレハンドロ。ミオの事も気がかりだったが、アレハンドロの尋常ではない様子に意識がいった。事がうまく運んでいないが故の怒りに見えたが、ヨーンとは聖弓の名のはず。奴の姿は私は街で目にしていない。この場にもいない。という事は、どこにもいないことになる。

  

  

  这跟奇袭贝尔的报告一样。

  　チックベルからの報告と同じ。

  

  他该不会是躲起来了吧？可是，奇袭贝尔从那之后就没有再传来定期报告，他有可能还待在街上，也有可能正在交战。

  　身を隠しているでもいうのだろうか。しかし、チックベルからの定期報告はあれ以来届いていない。まだ街中に居る恐れもある。交戦中やもしれない。

  

  既然如此，我必须以这样的假设为前提，尽快解决亚历山大。

  　だとするなら、という想定を以て早くアレハンドロを仕留めねば。

  

  

  「你看起来心情很差，但你应该要明白自己没有余力想那些事情。亚历山大……我要杀了你。」

  「機嫌が悪いようだが、そんなことを考える余裕がない事を自覚したまえよ。アレハンドロ……私はお前を殺すぞ」

  

  「要杀我吗？你以为你办得到吗？我可是每次都能获得胜利……现在也一样。」

  「僕を殺す、か。できると思うかい？　僕はいつだって勝利してきたからね……それは今も変わらない」

  

  「真是死不认输……你们两个，杀了他！」

  「往生際の悪い事だ……お前たち、奴を殺せ！」

  

  

  两名魔剑士点头回应我的命令，举起剑袭向亚历山大。

  　魔剣士２体。私の命令に頷き、剣を構えてアレハンドロに襲い掛かる。

  

  这下子就将军了。

  　これでチェックメイトだ。

  

  

  然而——

  　しかし。

  

  魔剑士们发出清脆的声响，跪倒在地。

  　乾いた音とともに、魔剣士たちが膝をついた。

  

  亚历山大露出不怀好意的笑容。我一脸惊讶地瞪着他。

  　にやりと笑うアレハンドロ。私は驚いた顔でアレハンドロを睨んだ。

  

  亚历山大从怀中取出类似手枪的物品，那是拥有两把枪身的小型枪。

  　アレハンドロが懐から取り出したのは拳銃のような代物。二本の銃身を持つ小型の銃。

  

  ……如果用我贫乏的知识来形容，那就像垂直2连发式的剑鸟枪。

  　……つたない知識で表現するなら垂直2連式のソードオフ・ショットガンめいたものだった。

  

  魔剑士的躯干分别中了两发子弹，他痛苦地咬牙切齿，停止了动作。

  　魔剣士は計二射の弾丸をそれぞれ胴に受け、苦悶を示すように歯をがちがちと鳴らして動きを止める。

  

  

  「我说过了，我不会轻易被杀。」

  「言っただろう、僕は簡単には殺せない」

  

  

  亚历山大用锐利的眼神看着我，露齿一笑，接着将枪管折起，把某种像是弹药的东西塞进枪身。

  　鋭い眼光で私を見ながら、アレハンドロは歯を見せて笑い、銃の中を折ってなにかカートリッジめいたものを銃身に詰めた。

  

  原来如此，是隐藏的王牌。跟火绳枪相比，装填时间也大幅缩短了。没想到他能将枪械小型化到这种程度，这应该是他真正的隐藏王牌吧。

  　なるほど隠し玉。火縄銃に比べ装填時間も大幅に短縮されているという訳か。あそこまで銃の小型化を為しているとは想定外。奴の本当の隠し玉なのだろう。

  

  ————但是。

  　――――だが。

  

  

  「亚历山大，你这么想还太早了……我应该也说过了，我会杀了你。」

  「そう考えるのは早いぞアレハンドロ……私も言った筈だ。お前は殺す」

  

  

  然后，我要达成我的目的……以及拯救MIO……

  　そして、私の目的と……ミオを……。

  

 
  ＃７５　シア

  ＃75　希雅

  　

  

  

  

  

  索夫的大斧劈碎地板，粉碎梁柱。

  　ゾフの大斧が床を砕き柱を粉砕する。

  

  碎片四散，化为血海洒落在大厅之中。

  　破片が弾け、血の海と化した広間に降り注ぐ。

  

  

  战斗开始之后，希雅一直闪躲着索夫的猛攻。

  　戦いが始まってからずっとシアはゾフの猛攻を躱し凌いでいた。

  

  自从送走克莱儿之后，索夫的攻击就一直无法捕捉到希雅。

  　ココットを送り出してから今まで、ゾフの攻撃はシアを捉えられずにいた。

  

  但是希雅也无法攻击索夫。希雅的匕首虽然锐利，刀身却很短。更别说索夫的身躯强韧，能够造成致命伤的部位有限。再加上他强韧的四肢本身就是武器，要是被抓住，希雅纤细的身躯肯定不堪一击，因此两人只能进行小规模的牵制战。

  　しかしシアもまた、ゾフに攻撃が行えていない。シアのナイフは鋭いが、刃渡りは長くない。ましてゾフの強靭な体は、致命傷を与えられる部位が限られる。加えてその強靭な四肢はそれだけで武器となるのだ。掴まれでもしたらシアの細い体ではひとたまりもないが故に、ちまちまとした牽制合戦と相成っていた。

  

  如此一来，焦躁的一方就会陷入不利，这是战场上的铁则。

  　こうなれば焦れたほうが不利を背負うのは戦場の鉄則。

  

  

  ——先感到焦躁的人是希雅。

  　――――先に焦れたのは、シアだった。

  

  

  「真麻烦……我必须跟克莱儿谈谈才行……」

  「めんどうくさい……ココットとはなさなきゃいけないのに……」

  

  「哈！说什么要谈……你要谈什么？」

  「はッ！　話す話すってよぉ……何を話すってんだァ？」

  

  「那还用说，跟朋友聊天很开心，所以我要跟她和好。」

  「きまってる。ともだちとはなすのはたのしい。だから、なかなおりするんだ」

  

  「无聊！」

  「下らねえッ！」

  

  

  索夫再次大吼，高高举起斧头。

  　再びゾフが吠え、大きく斧を振り下ろす。

  

  希雅再次闪避，大斧将倒在地板上的贵族尸体劈成两半，地板也跟着碎裂。

  　シアは再び避け、大斧は床に転がる貴族の死体を両断し床を破砕する。

  

  

  「大小姐才不会跟你这种人说话！大小姐说你是障碍，就算你被我杀了，她也不会皱一下眉头！」

  「お嬢はお前なんぞと話さねえよ！　お嬢はお前を障害と言った。お前が俺に殺されても眉一つ動かさねえだろうさ！」

  

  「……不可能！米莱儿是我的朋友……我们还会再聊天！只有米莱儿，太不公平了！」

  「ッ……そんなはずない！　ココットはともだちだ……またいろいろはなしをするんだ！　ミオばっかり、ずるいんだ！」

  

  「我完全听不懂你在说什么，不过大小姐做得很好。像你这样的笨蛋，一定很好利用吧！」

  「何を言ってるかまるでわからんが、お嬢もうまくやったもんだぜ。お前みたいなバカはさぞ扱いやすかったんだろうなあ！」

  

  

  佐夫笑着说道。希雅往后跳开，瞪着佐夫皱起眉头。

  　笑うゾフ。シアは飛び下がってゾフを睨み眉根を寄せる。

  

  

  「你是什么意思？」

  「どういういみだよ」

  

  「你还不懂吗？她只是在假装和你当朋友，利用你而已！她打从一开始就把你当成道具看待！」

  「わからねえか？　友達ごっこをして、お前を利用したんだろうさ！　ハナっからお嬢はお前を道具としてしか見てねえのよ！」

  

  「闭嘴，你这下贱的家伙！」

  「だまれよ、まぞく！」

  

  

  原本面无表情的希雅，这时第一次显露出愤怒。她一直线地冲向佐夫。

  　感情のない仏頂面だったシアがここで初めて怒りをあらわにする。そして一直線にゾフめがけて駆けた。

  

  希雅在血池中奔跑，佐夫则笑着迎击。

  　ばしゃばしゃと血の池を蹴りながら走るシアを、ゾフは笑いながら迎え撃つ。

  

  希雅手臂一挥，将钢丝射向佐夫。以惊人速度前进的钢丝前端，似乎有什么东西在发光，但佐夫轻松地扭身躲过。

  　シアは腕を一振りすると、ワイヤーをゾフめがけて投げた。恐ろしい速度で進むワイヤーの先端には光る何かが煌めくが、ゾフはそれを難なく身を捻って躱す。

  

  钢丝刺进佐夫背后的尸体堆中，在佐夫的腋下绷紧。

  　ワイヤーはゾフの背後の死体の山に突き刺さり、ゾフの脇下でぴんと張った。

  

  

  「你射得太浅了，小鬼。」

  「狙いが甘ぇぞ、ガキ」

  

  「是吗？」

  「そう、かな」

  

  

  希雅这次将钢丝用力拉回手边。瞬间，随着某种摩擦声，佐夫背后的尸体爆炸了。

  　と、シアが今度は勢いよくワイヤーを手元に引き戻した。瞬間、ヂッ、という何かが擦れるような音とともにゾフの背後の死体が爆発したのだ。

  

  

  「呜啊！？」

  「んがッ！？」

  

  

  即便是索夫，也因为爆炸的冲击而大幅失去平衡。希雅立刻将钢丝拉回，握着小刀冲向索夫。

  　流石のゾフも爆発の衝撃で前方に大きく姿勢を崩す。すかさずシアがワイヤーを引き戻しきり、ナイフを構えてゾフに向かう。

  

  索夫双脚用力一蹬，勉强扭转身体，恢复原本的姿势。然后顺势将大斧横扫，朝希雅砍去。

  　ゾフは足を地面がひび割れるほどに踏ん張ると、無理やり身体を捻り姿勢を戻す。そして捻った勢いのまま大斧を横なぎに回転させシアめがけて切り払う。

  

  希雅在千钧一发之际跳开，躲过斩击后，再度将钢丝刺进索夫附近的贵族尸体，然后又拔出。

  　シアは直前で跳躍。斬撃を回避すると再びワイヤーをゾフの近くの貴族の死体に突き刺し、また引き抜く。

  

  滋！

  　ヂッという音。

  

  爆炸。

  　爆発。

  

  

  「呜啊！」

  「ぬがあッ！」

  

  

  索夫终于因为冲击而失去平衡，跌进血海之中。

  　ゾフはついに衝撃で体勢を崩して血の海を転がった。

  

  他立刻以斧头支撑身体，站了起来，与笑着的希雅四目相对。

  　すぐに斧を支えに立ち上がると、笑うシアと目が合う。

  

  

  「和刚才一样。你很弱呢，人类。」

  「まえとおなじだ。よわいね、まぞく」

  

  「竟然给我搞这种鬼把戏……」

  「ふざけた仕掛けをしやがる……」

  

  

  索夫的视线没有离开希雅，将注意力转向周围。

  　ゾフはシアから目を離さないまま、周囲に意識をやる。

  

  希雅刚才做的动作是将钢丝刺进尸体，然后拔出。尸体因此爆炸，然后发出那个声音，还有这阵硝烟。

  　シアの行った事はワイヤーを死体に突き刺し、引き抜くという動作。それで死体が爆発した。そしてあの音。この硝煙。

  

  索夫皱起眉头，心想：原来如此，我懂了。

  　成程、読めたぞとゾフはしかめっ面となる。

  

  

  「哼，人类果然和我们不一样，真是下流。」

  「へっ、やっぱり人間ってやつぁやることが違ぁな。下種もいいところだぜ」

  

  

  索夫不屑地说道，大概是跌倒时咬破了嘴巴，他吐出积在嘴里的血。

  　吐き捨て、転がった拍子に口の中を切ったか、口内に溜まった血をぺっと吐き捨てた。

  

  然后，他以斧头将附近的数具贵族尸体砍成两半。

  　そして近くの貴族の死体を数人分斧で両断する。

  

  

  其中有些尸体的腹部还掉出某种并非内脏的物体。那是装在袋子里，由黑色粉末和金属颗粒混合而成的药剂。

  　と、中には腹部から臓物ではない何かを零すものがあった。何か袋に詰められた、黒々とした粉末と金属粒の混合薬。

  

  是火药。

  　火薬であった。

  

  

  「居然挖开尸体的腹部，把火药袋塞进去。这是人肉炸弹吗？用你手上那根线前端的道具点火，就会砰地一声爆炸吗？」

  「死体の中身をくりぬいて火薬袋を詰めるとはな。人間爆弾ってか？　てめえの持つそのワイヤーの先の道具で着火してボンってわけかよ」

  

  

  希雅手中的小刀上绑着一条线，线的前端附着一根前端尖锐如针的金属棒。棒子表面粗糙，佐尔方猜测，只要用它摩擦火药袋里的金属颗粒，就能产生火花，进而引爆火药。

  　シアの持つナイフに括られたワイヤーの先、針のようにとがった先端を持つ金属の棒が付いていた。棒の表面はざらざらとしていて、それが火薬袋の中の金属粒と摩擦することで火花が生じ、着火されるという仕組みだろうとゾフは理解する。

  

  既然如此，现场的尸体就等同炸弹。佐尔方被炸弹包围了。他佩服地想，这陷阱真是费工。让克莱儿先走，果然是正确的决定。

  　であれば、この場にある死体はまさしく爆弾。ゾフは爆弾に囲まれているのだ。手の込んだ罠だと感心する。そしてココットを先に行かせたのは正解だった。

  

  

  

  然而，佐尔方没有动摇。

  　だがゾフは動揺しない。

  

  他反而扬起嘴角。希雅感到疑惑，不明白他为何如此从容。现在是希雅占上风。只要她有心，甚至能省略用线刺进尸体炸弹，再拔出来的动作。只要投掷表面更粗糙的特制针，就能引爆。

  　むしろ口角を吊り上げていた。シアが訝しむ。何を余裕ぶっているのかと。この場はシアの有利な戦場。やろうとおもえば、死体爆弾にワイヤーを突き刺し引き抜くという動作すら簡略できる。よりざらつきの強い特注の針を投げ刺してやればそれだけで起爆するのだ。

  

  然而——

  　なのに。

  

  

  佐尔方笑了。因为他看穿眼前对手的想法有多天真。

  　ゾフは笑う。それは眼前の相手の考えが甘い事を見抜いたためだ。

  

  不，他并非天真，而是根本不晓得吧。希雅的战斗能力确实很高，斧头的攻击完全打不中她，她的敏捷度令人惊叹。但是，索夫并不着急。经过几次攻防后，索夫看穿了希雅的习惯，那是她自己可能也不清楚的习惯。

  　いや、甘いのではない。そもそも知らないのだろう。確かにシアの戦闘能力は高い。斧の攻撃もまるで当たらない始末。すばしっこさは驚異的だ。しかしゾフは焦らなかった。何度かの攻防でシアの癖を見抜いたのだ。奴自身も理解していないであろう癖を。

  

  

  既然如此，就只能以死来告诉她了。

  　ならば教えてやるしかない。死を以て。

  

  

  「就让我来教你魔族的战斗方式吧，臭小鬼。」

  「魔族の戦いを教えてやるよ、クソガキ」

  

  

  索夫将大斧插进血海中，摆出威风凛凛的架式说道。

  　ゾフは大斧を血の海に突き立て仁王めいて構えて言った。

  

  希雅听到索夫的话，咬牙切齿。

  　シアはゾフのセリフにギリ、と歯ぎしりをする。

  

  她知道战斗。打从出生后，她就只被教导如何杀戮，以杀戮为工作过活。

  　戦いなら知っている。生まれてからずっと殺すことだけを教え込まれ、殺すことだけを仕事にして生きてきた。

  

  这个魔族竟然说要教她战斗。

  　そんな自分に戦いを教えるなどと。

  

  这个魔族真令人不快。她想杀了他，赶快回去和第一个成为朋友的克莱儿聊天。

  　この魔族は不愉快だ。殺して早く自分と初めて友達になってくれたココットとまたお話がしたい。

  

  希雅这么想着，将小刀反手握住，从单手取出好几根木桩。

  　シアはそう考え、ナイフを構えると逆手に持ち替え、片腕から何本もの杭を取り出す。

  

  

  然后，她将木桩扔向索夫周围的尸体，同时冲了出去。

  　そして、ゾフの周囲の死体に杭を投げ込むと同時、駆け出した。

  

  

  木桩刺进贵族尸体膨胀的腹部，同时发出「滋」的声音爆炸。

  　杭が貴族たちの死体の膨れた腹に突き刺さると同時、ヂッという音とともに爆ぜる。

  

  爆炸产生多重连锁，包围索夫。

  　爆発が多重に連鎖し、ゾフを包む。

  

  然后，白色恶魔以爆炸火焰为掩护，划破白烟，在红色血海中奔驰。

  　そして爆炎を隠れ蓑にしつつ白い煙を切り裂くように、赤い血の海を駆ける白い悪魔。

  

  希雅没有错过因爆炎而脚步踉跄的索夫。

  　シアは、爆炎によろめくゾフの姿を見逃さなかった。

  

  

  （————可以杀了他。）

  （――――ころせる）

  

  

  希雅睁大双眼，为了将匕首刺进索夫毫无防备的脖子而扑了过去————

  　シアは目を大きく見開き、ゾフの無防備な首筋めがけてナイフを差し込むべく飛び掛かった――――。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  「你果然完全不懂与魔族战斗的方法。」

  「お前、やっぱり魔族との戦いってやつをまるで理解してねえな」

  

  

  索夫笑了。

  　ゾフが、笑った。

  

  希雅的匕首瞄准索夫的脖子刺去，时机完美，索夫不可能闪得过。事实上，索夫站在原地不动，任由希雅的刀刃刺进脖子。

  　首筋めがけ差し込まれたシアのナイフ。完全なタイミング。避けられるはずはなかった。事実ゾフはその場を動くことなく、シアの刃を受け入れた。

  

  

  没错，刀刃刺进脖子，但是匕首的刀刃却没有抵达索夫的喉头，因为隆起的肩部肌肉与下颚夹住了匕首。

  　そう、その首筋へ。だがしかして、ナイフの刃はゾフの喉笛へ到達することはなかった。盛り上がった肩の筋肉と顎によって、ナイフは挟み止められていたのだ。

  

  索夫的臂力有如老虎钳，匕首动也不动。

  　万力めいたその膂力によって、ナイフはピクリとも動かない。

  

  

  希雅第一次在战斗中感到背脊发寒。

  　シアは、初めて戦いの中で背筋に悪寒が走る。

  

  

  

  「你很擅长杀人，却不擅长战斗。老是像个笨蛋一样只瞄准要害，只要稍微露出破绽，你就高兴地扑过来，真是愚蠢。」

  「お前、殺すのは上手いが戦いは下手だ。馬鹿みたいに急所ばかり狙いやがって。少しばかり隙を見せてやれば喜んで飛びついてきやがったなァ、マヌケめ」

  

  「什么……」

  「なッ……」

  

  

  啪叽一声，高等食人魔的臂力轻易地折断了夹在下颚与肩膀之间的匕首。

  　パキン、という音。ハイオーガの筋力は顎と肩で挟んだナイフを容易く折り取った。

  

  面对索夫这种以力量自豪的魔族，主动冲进怀中是下策。

  　ゾフのような力自慢の魔族相手に自ら懐に飛び込むというのは、下策であった。

  

  在希雅瞪大双眼，准备跳开之前，圆木般的粗壮手臂已经朝希雅伸了过来。瞄准脖子的擒抱被希雅迅速转身躲过……看起来是如此，但她的细瘦手臂却被抓住了。

  　シアが目を見開き飛び下がろうとするよりも先に、丸太のような太腕がシアめがけて伸ばされる。首を狙った掴みはシアがとっさに身をひるがえしたことで回避……したかに見えたがその細い片腕がつかみ取られた。

  

  

  「抓到你了，小鬼。」

  「掴んだぞ、ガキ」

  

  

  被索夫抓住手臂的希雅发出微弱的悲鸣。那是高等欧克的握力。希雅的纤细手臂发出挤压声，瞬间传来骨头碎裂的声音。

  　ゾフに腕を掴まれたシアは小さく悲鳴を零した。ハイオーガの握力である。シアの細腕がきしむ音を立てて、一瞬で骨が破砕された音が聞こえた。

  

  

  「啊啊呜……」

  「あぁぐっ……」

  

  

  希雅发出呜咽声，皱起脸。索夫扬起嘴角，更加用力。

  　嗚咽を漏らし顔をしかめるシアに、ゾフは口角を吊り上げてさらに力を込めた。

  

  然后他一口气拉起希雅的身体，挥舞着骨头碎裂、软趴趴的手臂，一口气将她扔出去。

  　そして一気にシアの体を腕を引っ張り持ち上げると、骨が砕けぐにゃりとした片腕を振り回して、一気に投げ飛ばす。

  

  

  

  希雅顺势飞了出去，撞破大厅的墙壁，滚到走廊上。

  　勢いのままにシアは吹き飛び、広間の壁をぶち抜いて廊下に転げ出た。

  

  希雅吐出一口血。那是贯穿墙壁的冲击。被抓住的手臂不用说，肋骨也被撞碎了好几根。

  　ごぼり、とシアは血を吐く。壁を貫く衝撃である。掴まれていた腕はもとより、肋骨も何本か粉砕された。

  

  

  「啊嘎……」

  「あが……」

  

  

  希雅流着血，咬紧牙关，从碎裂的墙壁碎片中起身。她看向被压扁的手臂，这只手已经不能用小刀了。

  　血を零しながら歯を食いしばり、砕けた壁の破片の中から身を起こす。潰された片腕を見やる。こっちの腕ではもうナイフは使えない。

  

  索夫从希雅刚才撞破的墙壁对面缓缓现身。

  　と、今しがたシアが突き抜けた壁向こうからゾフがのっそりと現れる。

  

  他举着斧头，喀啦喀啦地扭动脖子，走路的模样看起来游刃有余。

  　斧を構え、首をコキリと鳴らしながら歩くさまは余裕が見て取れる。

  

  希雅咬牙切齿。为什么？为什么这家伙这么难杀？她当时明明更弱。

  　シアは歯噛みする。なぜだ。何故こいつは簡単に殺せない。あの時はもっと弱かった。

  

  希雅无法理解。她真的只知道杀戮，所以不懂战斗的方法，更别说是战斗的理由。

  　理解できなかったのだ。本当にただ殺すことしか知らないシアには、戦いの仕方、ましてその理由など。

  

  

  

  但是——

  　だが。

  

  

  「咳……我也有战斗的理由……」

  「げほ……ぼくにも、かちたいりゆうならある……」

  

  

  希雅气喘吁吁地站起身。额头流下的血遮蔽了她的一只眼睛，大概是撞到头时划伤的吧。

  　シアは荒く息を吐きながら立ち上がる。頭を打った時に切ったか、額から流れる血が片目を奪った。

  

  不过，亚历山大的命令是杀死魔族，抓住克莱儿。

  　だが。アレハンドロからの命令。魔族を殺し、ココットを捕らえよ。

  

  这就是战斗的理由。但是，她想抓住克莱儿，再跟她说话。想跟她在一起，这就是希雅想赢的理由。

  　それが戦う理由。だがココットを捕まえて、また一緒に話す。共にいる。それが、勝ちたい理由。

  

  希雅打从出生以来就一直很孤独。她听从亚历山大的命令，杀了很多人，却一次也没有被称赞过。人类都避讳着她。白发红眼，拥有恶魔外貌的杀手，只会被当成真正的恶魔对待。所以，她总是孤单一人。

  　生まれてからずっと孤独だった。アレハンドロの言うままに、多くの人を殺した。だが、褒められたことなど一度もない。人間たちは自分を忌避する。白い髪、赤い目。悪魔の相を持つ殺し屋など、本当の悪魔のような扱いしかされなかったのだ。だから、いつも独りぼっちだった。

  

  自从亚历山大将同样拥有恶魔之相的米奥带来后，希雅的这种感觉就更加强烈了。亚历山大对米奥十分执着，而希雅更是被当成道具。因为妨碍米奥唱歌，希雅又流了更多血。不知不觉间，希雅开始认为自己是道具。没有人需要自己，没有人称赞自己，没有人愿意跟自己说话，没有人愿意温柔对待自己。

  　同じ悪魔の相を持つミオをアレハンドロが連れてきてからは、それはより一層強まった。アレハンドロはミオにご執心で、自分は殊更に道具扱いだった。ミオの歌を邪魔したという理由で、さらに多くの血を流した。いつしか自分は道具だと思い込むようにしてきた。誰も自分を必要としない。誰も自分を褒めてくれない。誰も自分と話してくれない。誰も、優しくしてくれない。

  

  唯一能让自己维持自我的，就只有服从亚历山大的命令。

  　ただアレハンドロの命令に従う事だけが、自分が自分でいられる唯一の理由だった。

  

  可是，那个米莱儿，那个跟自己一样拥有恶魔之相，比自己还小的少女。起初希雅以为她又会跟米奥一样，是来抢走亚历山大的人。可是，她错了。

  　だけど、あのココットは。自分と同じ悪魔の相を持った、自分よりも小さな少女。最初はまた、ミオと同じようにアレハンドロを自分から奪う相手だと思った。でも、違った。

  

  米莱儿愿意看着自己！愿意跟自己说话，愿意感谢自己，还说希雅是好朋友！

  　ココットは自分を見てくれた！　話してくれた。感謝してくれた。いい友達だと、言ってくれた！

  

  所以……所以，希雅也一样，不想放开第一个成为朋友的她。她不会把米莱儿交给米奥，也不想交给亚历山大。

  　だから……だから、初めて友達になってくれた彼女を、手放したくないのはシアも同じなのだ。ミオになんかあげない。アレハンドロにだって、あげたくはない。

  

  这种心情，一定就是书上所写的那种心情。这一定是恋爱。

  　この思いはきっと、本で読んだあの気持ちなんだ。きっと、恋なんだ。

  

  

  「所以，米莱儿……」

  「だから、ココットは……」

  

  「哦？」

  「ほう？」

  

  

  看着满身疮痍站起来的希雅，佐夫搔搔下巴。

  　満身創痍で立ち上がるシアを眺め、ゾフは顎を掻く。

  

  

  「我喜欢克莱儿！」

  「ぼくはココットがすきなんだッ！」

  

  

  看到希雅吐着血大喊，索夫皱起眉头，嗤之以鼻。

  　血反吐を吐きながら叫んだシアに、ゾフは一瞬眉根を寄せた後鼻で笑った。

  

  

  「哈，真是个自私的小鬼。」

  「っは。随分身勝手なガキの理由だ」

  

  「闭嘴！！」

  「だまれよぉおッ！！」

  

  

  希雅大喊着冲了出去。她举起匕首，为了杀死眼前的魔族，为了完成亚历山大的命令，为了与克莱儿见面。

  　叫び、走るシア。ナイフを構え、眼前の魔族を殺し、アレハンドロの命令を遂行し、ココットに会うために。

  

  索夫将巨斧举至下段，将斧刃藏在背后，深深压低身体。他摆出的架式，毫无疑问是打算使出浑身解数的一击。希雅不顾一切地冲了出去。

  　ゾフが大斧を下段に構えた。刃を背に隠すような深く腰を下げた姿勢。間違いなく渾身の振りぬきを狙う姿勢にも構わずシアは走る。

  

  她要躲过巨斧的攻击，这次一定要给予索夫致命伤。索夫挥出巨斧后，肯定无法耍小花招。希雅有自信，即使全身疼痛，她依然能躲过这一击。

  　大斧の攻撃などかわして今度こそ致命傷を与える。振りぬいた後の隙ならば、小細工などできまい。全身に痛みが走る今の状態でさえ避けられる自信、それがシアにはあったのだ。

  

  

  「啊啊啊啊！！」

  「ぁあああッ！！」

  

  

  希雅在地上爬行，疾速奔驰。索夫使劲挥出巨斧。

  　地面を這うようなシアの疾駆。ゾフは、大斧にぐっと力を籠め、振る。

  

  来了。希雅从巨斧的握柄预测出攻击轨道，以毫厘之差躲过斩击。然而——

  　来た。シアは大斧の柄から軌道を予測。斬撃軌道を紙一重で躱しにかかる。が。

  

  

  「……蠢蛋。我刚才也说过了吧？小姐配不上你。」

  「……馬鹿が。さっきも言ったろうが。お嬢はお前には勿体ねえ女よ」

  

  

  巨斧的斧刃从索夫背后出现。那是……一面斧刃。

  　ゾフの背から現れた大斧の刃。それは……面であった。

  

  希雅看到的，是斧刃的侧面。

  　見えたのは斧の腹。

  

  她惊讶地瞪大双眼，同时感受到一股比撞破墙壁时更强烈的冲击袭向自己。

  　シアは驚きに目を見開くと同時に、壁をぶち抜いた時以上の衝撃が自身に襲い掛かったのを感じた。

  

  她不可能躲得过。她预测斩击的轨道，翻转身体闪避，但袭来的却是面的殴打。大斧的斧面有如巨大的钢铁板，压扁希雅纤细的身体，毫不留情地破坏。

  　躱せるわけがなかったのだ。線で襲い来る斬撃と読み身を翻したが、襲い来たのは面による殴打。巨大な鋼鉄の板たる大斧の腹は、シアの細い体をひしゃげさせながら容赦なく破壊する。

  

  然后，随着低吼声，大斧一口气挥下，希雅听见自己的身体以惊人的速度飞出去，破坏走廊的玻璃窗。

  　そして。唸り声とともに一息に振りぬかれた大斧により、シアはぐしゃぐしゃになった骨や内臓――――己の体が恐ろしい勢いで吹き飛び、廊下の窓ガラスを破壊する音を聞いた。

  

  飘浮感。红色眼眸看见的是阴天的夜空。雨滴冰冷地落在脸上，感受到风。

  　浮遊感。赤い瞳が見たのは曇天の夜空。雨粒が顔に冷たく落ち、風を感じた。

  

  惨叫、咆哮、剑戟声。声音从正下方传来。

  　悲鳴、咆哮、剣戟の音。聞こえてくるのは真下。

  

  希雅从超过五十米的高处被抛向空中，脑中浮现走马灯，回想起至今的一切。

  　実に地上５０ｍを越える高所から中空に投げ出されたシアは、走馬灯めいてこれまでを思った。

  

  那是只有杀戮的生活。所以，她只是……

  　殺すだけの生活だった。だから、ただ……。

  

  

  「————想被、爱……而已……」

  「――――あいされ、たかった……ココッ、と……」

  

  

  她挤出声音，说完这句话后失去意识，身体朝地面落下。

  　絞り出されたような声。それを最後に意識を失い、シアの体は地上へ向けて落下していった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  「我报仇了，雷可。」

  「仇は取ったぜ、レコ」

  

  

  

  从被破坏的窗户确认希雅坠落之后，佐夫转动肩膀，露出严肃的表情。

  　破壊された窓からシアの落下を確認したゾフは、コキリと肩を鳴らしたのちしかめ面を見せた。

  

  在刚才的战斗中，人肉炸弹造成的冲击确实累积了伤害。即使如此，佐夫还是将大斧扛在肩上，喘口气后再度露出锐利的眼神。

  　先の戦い、人間爆弾による衝撃のダメージは確かに蓄積されていた。それでもゾフは大斧を肩に担ぎ、一息ついたのちに再び眼光を鋭くする。

  

  

  

  「好啦，痛死了……可恶！大小姐明明这么奇怪，却偏偏这么受欢迎……啧，居然被小鬼纠缠这么久。好啦，得赶快去大小姐那边才行。」

  「さーて、いてて……クソッ。お嬢もヘンなのにばっかモテやがるな……チッ、ガキ相手にてこずったか。さて、お嬢の所に急がねェと」

  

  

  

  佐夫瞥了窗外一眼，便开始朝上层奔去。

  　一度だけ窓の外を見やったのち、ゾフは上層へ向けて走り始めた。

  

  

  

  

 
  ＃７６　チェックメイト

  ＃76　将死

  　

  

  

  

  「托泽大人！敌人的攻势变强了！」

  「ツォーネ様！　敵の勢いが増しております！」

  

  

  骑在魔物身上的魔剑士挥舞着剑大喊。

  　魔物に跨る魔剣士が剣を振りながら叫んだ。

  

  托泽巧妙地使用两把突击枪，展现出勇猛无比的身手死守着白城的入口。

  　ツォーネは二振りの突撃槍を巧みに使い、獅子奮迅の働きを見せ白城の入り口を死守していた。

  

  然而，她的表情却很苦涩。

  　だがその顔は苦々しげであった。

  

  

  「那些家伙开始有条不紊地行动了……话虽如此，还是很粗糙……」

  「連中の統率が取れ始めていますわね……とはいえまだ杜撰ではありますが……」

  

  

  

  将冲过来的数名骑士刺成肉串后，托泽环顾四周。

  　向かってくる騎士を数人串刺しにしたのち、ツォーネは周囲を見やる。

  

  

  

  「人类似乎终于发现，只要城被攻陷就完蛋了……先不论那些贵族的护卫，主力是那个黑紫骑士团吗……真是烦死人了！重新布下防卫阵形！」

  「人間ども、城を落とされればどのみち終わりだとやっと気づいたようですわ……。貴族連中の護衛はともかく、黒紫騎士団とやらが主力か……うっとおしいことこの上ないですわね！　防衛陣、張り直しッ！」

  

  

  撑过敌人的波状攻击后，哥布林和半兽人趁着短暂的空档，在托泽的号令下重整态势。

  　敵の波状攻撃をしのいだ後、一時の隙間にツォーネの号令によってゴブリンやオークが体勢を立て直す。

  

  魔族方面的损害不断增加。不得不说，以持久战而言，数量劣势的现状对魔族不利。尽管人类的统率能力不佳，魔族比较强韧，但数量本身就是一种威胁。

  　魔族側の被害はどんどん増えていく。持久戦では数に劣る現状不利と言わざるを得ない。いかに人間どもの統率が取れておらず魔族の方が強靭とはいえ数という物はそれだけで脅威となる。

  

  这时，不知从何处飞来的箭矢刺中了托泽的肩膀。她瞬间皱起眉头，随即一脸无趣地一口气拔出箭矢。她维持着极度不耐烦的表情，将拔出的箭矢直接扔向站在屋顶上的弓兵。箭矢刺中弓兵的眉心，弓兵从屋顶上摔落。

  　と、どこからか飛来した矢がツォーネの肩口に突き立った。ツォーネは一瞬顔をしかめた後つまらなそうな顔で矢を一挙に引き抜く。至極鬱陶しいといった顔のまま、引き抜いた矢をそのまま家屋の上にいた弓兵に投げ返した。矢は弓兵の眉間に突き立ち、弓兵は屋根から転げ落ちた。

  

  看到这一幕，托泽哼了一声。她的肩膀渗出红色的鲜血，染黑了黑色的装束。看到她这副模样，琪雅拉从城堡入口处冲了出来，大喊：

  　それを見て、ツォーネはふんと鼻を鳴らす。肩の傷からは赤い血が滲み、黒い装束を染めた。そんな様子に城の入り口からキエルが駆け出てきて叫んだ。

  

  

  「托泽小姐！」

  「ツォーネさん！」

  

  「怎么了！？我现在没空理你。给我闭上嘴，乖乖躲起来！」

  「なんですの！？　今は構ってられませんの。黙って隠れてなさいな！」

  

  

  看到她一副毫不在意伤口的模样，琪雅拉不禁停下脚步。

  　傷など気にしていないといった風体にキエルはたたらを踏んで立ち止まる。

  

  

  「可是……再这样下去……」

  「でもっ……このままじゃ……」

  

  「啰嗦！我叫你闭上嘴，乖乖被保护！」

  「じゃあかしいッ！　黙って守られてろってんですのよッ！」

  

  

  托泽不耐烦地用突击枪刺向其中一名骑士，一挥将他远远地抛飞出去。看到骑士被拔出突击枪后，胸口的洞喷出鲜血，琪雅拉不禁捂住嘴巴。

  　苛立たし気に騎士の一人を突撃槍で突き刺し、一振りして遠くへ吹き飛ばす。槍が抜けた騎士の胸の穴から血が噴き出したのを見てキエルは口を覆う。

  

  看到琪雅拉的反应，托泽哼了一声。

  　そんなキエルの様子にツォーネは鼻を鳴らした。

  

  

  「哼！我是在说，害怕战斗的家伙就乖乖害怕。毕竟克莱儿大人很中意你。要是你受伤了，我可是会被骂的。」

  「はんッ！　戦いにビビってるやつはおとなしくビビってろってハナシですわ。お前はココット様のお気に入りですし？　キズモノになってはわたくしが怒られてしまいますもの」

  

  

  她将两把长枪插在地上，召集周围的魔族，在城堡前方摆出阵势。看到琪雅尔不安的表情，她鼓起干劲。

  　二振りの槍を地面に突き立て、周囲の魔族を集め城の前に陣を張る。キエルの不安げな顔を見て気合が入った。

  

  敌人的数量明显增加。宛如争先恐后聚集而来的虫子，拼命啃食腐烂水果的魔族，以凶狠的眼神注视着她们。她们是企图夺走这座垃圾城市的不法之徒。堕落至极的人类，丑陋无比。

  　目に見えて敵の数は増えていく。ぞろぞろと集まる腐った果物に必死にたかる虫めいてぎらついた瞳が魔族に注がれる。私たちはこのクソったれな街という楽園を奪おうとする不届きもの、というわけだ。堕落極まった人間は、醜い。

  

  简直就像聚集在垃圾上的苍蝇——托涅在心中暗自窃笑。

  　ほんとうに、クソにたかるハエどもではないかとツォーネは心の中でほくそ笑んだ。

  

  她再次催促琪雅尔退下，站在她的前方。

  　そしてキエルに再び下がるように促し、その前に立つ。

  

  

  「最重要的是，克莱儿大人吩咐我守护这里。既然如此，我必须充分展现身为前将军的实力！那位大人肯定会击败亚历山大某某人，这是场必胜之战！那么，在这场战争结束之前，我也要尽情大闹一番……！」

  「何より？　ココット様はわたくしにここを守れと仰ったのですわ。ならば元将軍としての実力、存分に披露せよとの思し召し！　あの方がアレハンドロ何某を討ち取るのは確実ですし、これは勝ち戦なのです！　ならばこの戦いが終わる前に、わたくしもせいぜい暴れてやるってェ事よ……ですわ！」

  

  

  托涅露出一抹笑容，和魔族一起迎击人类。她的强大令人畏惧，迎面而来的人类接连化为尸体。

  　ニィ、と笑ったツォーネは魔族を伴い人間たちを迎え撃った。その強さは恐ろしく、向かってくるそばから人間たちを屍に変えていく。

  

  尽管如此，看到蜂拥而至的人类表情，琪雅尔这么想。

  　それでもなだれ込んでくる人間たちの表情を見て、キエルは思う。

  

  他们除了这里以外，没有其他能够生存的地方。

  　彼らは、ここ以外に生きられる場所がないのだと。

  

  亚历山卓所建立的财富和欲望，已经让那些人无法离开。所以他们才会带着那么拼命的表情，朝这里前进。他们不惜践踏同类的尸体，也要抵达这座诡异的白色城堡。

  　アレハンドロが築き富と欲を与え続けた人々は、もはやそれなしでは生きられない。だからあんなに必死な顔で向かってくるのだと。同じ人間の屍すら踏み越えて、この不気味な白い城を目指す人たち。

  

  映在他们眼中的，只有自己的欲望。

  　その目に映っているのは、己の欲望だけ。

  

  

  「这么可怕又悲伤的事情……拜托你快点让它结束吧……克莱儿……！」

  「こんな恐ろしくて、悲しい事……早く、終わらせてください……ココット……！」

  

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  亚历山卓这家伙！

  　アレハンドロめ！

  

  他居然这么难缠。虽然被众多魔剑士包围，但没想到……那家伙居然拥有不输给复数魔剑士的战斗力。

  　随分と粘るものだ。多数の魔剣士に囲まれているが、奴め……複数の魔剣士相手に劣らない戦闘力を有しているなどとは。

  

  魔剑士们同时挥剑攻击，他却以跳舞般的动作闪避，对某些人使出踢击，对某些人则是开枪射击。

  　魔剣士たちが一斉に切りかかるも、まるで踊るようなしぐさで剣戟を躱し、あるものには蹴りを、そしてあるものには銃撃を見舞う。

  

  魔剑士们也不是弱小的魔族，却无法抓住亚历山卓。

  　魔剣士達も弱い魔族ではない。しかしアレハンドロを捕らえられずにいた。

  

  那把枪也很棘手。话虽如此，虽然能贯穿魔剑士们的铠甲，但威力似乎不怎么强。身体中弹的魔剑士们也立刻起身。只要不是命中要害，似乎就不会有问题。

  　あの銃も厄介だ。とはいえ魔剣士たちの鎧は貫けているが、威力はそれほどでもないようだ。胴体に弾丸を受けた魔剣士達も、すぐに立ち上がった。急所にさえ受けなければ問題はなさそうだ。

  

  而且……不管亚历山卓再怎么顽强，那家伙也快完蛋了。魔剑士们也一个接着一个倒下。不过，我也看得出亚历山卓的呼吸变得急促。

  　それに……どれほどアレハンドロが粘ったとてもう奴は終わりだ。魔剣士達も一人、二人と脱落はしていく。しかしアレハンドロもまた息が上がっているのがわかる。

  

  我躲在魔剑士的塔盾后方观察战况，感觉得到他正以愤恨的眼神看着我。

  　魔剣士の大盾の後ろに隠れながら様子を見ている私を忌々しげに見てくるのがわかる。

  

  子弹的数量应该不多。虽然他一边闪躲子弹一边装填子弹的本事令人惊讶，但迟早会被我耗尽子弹。

  　弾丸もそう数があるわけではあるまい。剣を躱しながら装填が可能な奴の手腕も驚くが、時間の問題だろう。

  

  

  不过，让魔剑士继续受伤下去，我也不觉得有趣。

  　だが、これ以上魔剣士が傷つくのも面白くない。

  

  我原本打算只靠魔剑士解决他。为了看到他恐惧、懊悔的模样……果然……

  　魔剣士だけでカタが付けばいいと考えていた。奴が恐れ、悔しがる様を見るには……やはり。

  

  

  「克莱儿，你给我适可而止！这种杂兵是杀不死我的！」

  「ココット、いいかげんにしたまえよ！　こんな雑兵相手では僕を殺すことはできない！」

  

  

  亚历杭德罗大喊。事实上，魔剑士们无法完全压制住亚历杭德罗。他似乎懂得某种拳法，将拳法和枪击结合在一起，创造出自己的战斗方式。

  　アレハンドロが叫ぶ。事実、魔剣士たちはアレハンドロを捕え切れていない。何かの拳法を会得しているであろうアレハンドロはそれを銃撃と組み合わせた闘法を用いている。

  

  虽然不及瑟冈，但以人类来说，他的战斗力相当惊人。

  　セグンほどではないにせよ、人間にしては大した戦闘力と言える。

  

  照理来说，现在应该是我居于劣势。魔剑士也消耗了不少体力，迟早会被我打倒。亚历杭德罗的战力出乎意料，他竟然能和将近十名魔剑士大打出手。

  　普通に考えれば、現状不利は私だろうな。魔剣士も消耗し、いずれは倒される。10人近い魔剣士相手に大立ち回りできるアレハンドロの戦力は予想外だったのだから。

  

  不过，正因如此。

  　だが、だからこそだ。

  

  无论是那把枪，还是亚历杭德罗的战斗力。

  　あの銃も、アレハンドロの戦闘力も。

  

  虽然出乎意料，但我早就预料到了。

  　予想外だったが、予想していた。

  

  也就是说，我早就知道他还有杀手锏，所以才一直保持警戒。

  　すなわち、奴が奥の手を残しているという事を織り込み済みで警戒していたのだ。

  

  

  我只是一直用冰冷的眼神看着亚历山德罗挣扎的模样。虽然我有好几次留意到周遭的状况，但这里和我被带来这里时一样寂静，没有半个人。

  　私はただただ冷たい瞳でアレハンドロのあがきを眺めていた。何度か周囲に気を配りはしたが、あの日私がここに連れて来られた時と同じ静寂。人気のなさだ。

  

  这家伙真的是一个人吧。毕竟就连席亚都不信任他。

  　こいつは本当に、一人なのだろう。シアでさえ、信用していなかったのだろうから。

  

  席亚也是个可怜的家伙。索夫一定会漂亮地杀了他吧。我如此确信。虽然没有特别的感慨，但只觉得他是个可惜的家伙。

  　シアも哀れな奴だった。ゾフは奴を見事殺すだろう。そういう確信があった。さしたる感慨はないが、もったいないやつだったな、とだけ。

  

  

  「克莱儿！你会特地亲自来这里，就代表你真的这么恨我吧？我好高兴！你值得我亲手折断！」

  「ココット！　君がわざわざ自分でここに来たという事はだ、そんなに僕が憎かったんだね？　嬉しいよ！　へし折りがいがある！」

  

  「你还在说这种话啊。我会杀了你，但我对你没兴趣。」

  「まだそんなことを言うのか。お前は殺すが、お前に興味はない」

  

  「哦，原来如此……这样啊，我知道了。是MIO吧？你是来从我手中抢走MIO的吧！你也对MIO很执着啊！」

  「ふうん、なるほど。……そうか、わかったぞ。ミオだね？　ミオを僕から奪いに来たんだろう！　君もミオにご執心という訳だ！」

  

  

  我轻轻咂嘴。真是个让人烦躁的男人。

  　私は小さく舌打ちをした。苛々させてくれる男だ、本当に。

  

  来抢走MIO这个说法并不正确。我是来把你这种男人从她身边救走的。至少我现在是这么打算的。

  　ミオを奪いに来た、という表現は正しくない。お前のような男から救いに来た。少なくとも今はそのつもりでいる。

  

  

  「我绝对不会把MIO交给你……我是个无论何时都能跨越困境，得到想要的东西的男人。这种程度的困境，我已经跨越过好几次了。等你跨越这个困境后，你也会成为我的东西！」

  「ミオは絶対に渡さないよ……僕はいつだって窮地を乗り越えて欲しいものを手に入れてきた男だ。この程度の窮地など、幾度も潜ってきた。そしてこれを乗り越えた暁には晴れて君も僕のモノだ！」

  

  

  ————所以，对话已经没有意义了。

  　――――だからもう、会話は無意味だ。

  

  

  

  「亚历山德罗，抱歉在你自说自话的时候打断你，不过我的胜利是无可动摇的。」

  「アレハンドロ、好き勝手に戯言を語っている所悪いが、私の勝ちは揺るがない」

  

  「劝你不要逞强比较好哦。魔剑士是杀不死我的。」

  「強がりを言わないほうがいいよ。魔剣士では僕は殺せないさ」

  

  「不，我早就料到你藏有杀手锏，而且也确认那并不是什么太大的障碍。已经足够了——喂，你知道猜拳吗？」

  「いや、お前が奥の手を隠しているのは計算していた。そしてそれがさしたる障害ではないことも確認できた。もう十分だ。――なあ、じゃんけんをしっているか？」

  

  

  听到我这么说，亚历山德罗皱起眉头。他应该不知道吧，那是不存在于这个世界的文化。

  　私の言葉にアレハンドロはピクリと眉根を寄せた。知らない、だろうな。この世界にはない文化だ。

  

  或许有类似的玩法，但我不知道所以无所谓。我继续说下去：

  　似た遊びならあるのかもしれないが、私が知らないのでどうでもいい。言葉を続ける。

  

  

  「哎，简单来说，就是不知道对手会出什么招，所以要碰运气，直到实际交手才会知道是赢是输的游戏。不过，不管对手出什么招，都有方法可以赢。」

  「まあ簡単に言えば、相手が出す手がわからない以上は勝つか負けるかもぶつかってみるまでわからない遊びだよ。だが相手が何をしようが勝てる方法がある」

  

  「你在说什么？」

  「何を、言っているんだい？」

  

  「出其不意。」

  「後出しだ」

  

  

  我笑着这么说，吹响指哨。与此同时，托古瓦撞破亚历山德罗房间的墙壁冲进房内。

  　私がそういって笑い、指笛を吹く。それと同時、アレハンドロの私室の壁を破りトグーヴァが部屋の中に突っ込んできた。

  

  出其不意的猜拳。看到对手出什么招，再打出能赢的牌。就只是这样而已。

  　後出しじゃんけん。相手の手を見てから、勝てる手札を切る。ただそれだけのこと。

  

  托古瓦一边撞飞瓦砾一边站在我和亚历山德罗面前，发出低吼。魔剑士们立刻按照计划回到我面前。

  　瓦礫をまき散らしながらトグーヴァは私とアレハンドロの前に立ち、グルルと唸った。魔剣士たちがすぐさま手はず通り私の前まで戻ってくる。

  

  

  「魔、魔狮子……！？」

  「ま、魔獅子……ッ！？」

  

  

  亚历杭德罗惊讶地瞪大双眼，确实露出了混杂着懊悔与恐惧的表情。

  　アレハンドロは目を丸くして驚いていた。そして、本当に悔しそうな顔と恐怖の混じった顔を、確かにして見せたのだ。

  

  

  「对，就是那张脸。我就是来看你这副表情的。亚历杭德罗，你终于露出这种表情了。」

  「それだ。その顔でいい。それを見に来たのだからな。やっとその顔を見せてくれたな、アレハンドロ」

  

  「克莱、克莱儿……你甚至能命令魔狮子……！？」

  「こ、ココット……君は、魔獅子すら従えて……ッ！？」

  

  

  托古瓦应该也在城里大闹了一番才对。难道是战况的传令完全没传到他耳中吗？

  　街中でトグーヴァも大分派手に暴れていたはずなのだがな。戦況の伝令はまったく届いていなかったか。

  

  不过，他应该也想不到，城里的人会被虐杀成那样吧。

  　ま、城の中の人間をああも虐殺するような者に何を伝えるのかとも思うが。

  

  总之，我之所以没有一开始就让托古瓦同行，是为了预防圣弓在房里，或是亚历杭德罗拥有包含逃跑在内的秘密王牌。不过，最主要的理由还是想让他大吃一惊。

  　ともあれトグーヴァをはじめから伴わなかったのは、部屋の中に聖弓が居た場合や、アレハンドロが逃走を含めて予想だにしない奥の手を持っていた時の場合に備えた保険だったが、一番の理由は驚かせたかったからだ。

  

  让他得意忘形之后再彻底击溃，就能单纯地给予对方精神上的打击。

  　調子に乗らせてから、へし折る。シンプルに相手の精神にダメージを与える事が出来る。

  

  事实上，亚历杭德罗一看到托古瓦，脸色就变得铁青。

  　事実アレハンドロはトグーヴァを見て顔色を真っ青に変えた。

  

  这代表那种枪支无法与魔狮子抗衡吧。这也是理所当然的。那种小口径，而且装弹数只有两发的枪支，以这个时代的武器来说虽然算是最先进的，但除非拥有能确实将两发子弹命中托古瓦要害的技术，以及在子弹射偏时能从托古瓦身边逃开的本事，否则应该没办法吧。

  　あの銃程度では魔獅子に太刀打ちできないという事だろう。それもそのはずだ。あんな小口径、それも装弾数が２発の銃ではな。この時代の武器にしては最先端だが、２発を確実にトグーヴァの急所に当てる技術と、外れた場合に装填までトグーヴァから逃げられない限りは、まあ、無理だろうな。

  

  就连面对熊这种对手，我都不会想拿着猎枪对付了，面对比狮子大上两圈的魔物，那种枪支又能派上多少用场呢？

  　クマ相手でさえ猟銃を持っていても相手にしたくないのに、ライオンの二回りも大きい魔物相手にどれほどあの銃が役立つものか。

  

  

  

  亚历山大领悟到自己赢不了，对我露出微笑。那是无法完全隐藏恐惧的僵硬笑容。

  　アレハンドロは勝てないと悟ったか私ににっこりと笑いかけた。恐怖を隠しきれないひきつった笑みで。

  

  

  「我、我说克莱儿……我……」

  「な、なあココット……僕は」

  

  「托古瓦，动手。」

  「トグーヴァ、やれ」

  

  

  我不听他说话，对托古瓦下令。托古瓦发出咆哮，朝亚历山大冲去。

  　話など聞かず、私はトグーヴァに命じた。トグーヴァは咆哮を上げ、アレハンドロに突進する。

  

  

  「咿、咿！」

  「ひっ、いぃ！」

  

  

  亚历山大扣下扳机，但托古瓦闪开了。它有着魁梧的身躯，敏捷程度却令人畏惧。更正，亚历山大以颤抖的手臂射出的子弹飞往完全不同的方向。

  　アレハンドロが銃の引き金を引く。しかしトグーヴァはそれを避けた。大柄な体躯をして恐るべき敏捷。もとい、アレハンドロが震える腕で放った弾丸は明後日の方向へと飛んだのだが。

  

  然而，托古瓦似乎事先听过枪支的说明，当枪口对准它的瞬间，它便扭动身体。

  　しかして銃という物の説明を事前にしていたのが伝わっていたか、トグーヴァは銃口が自分に向いた瞬間には身を捻っていた。

  

  多么可靠啊。

  　なんと、頼もしい事か。

  

  

  托古瓦的铁臂逼近亚历山大，被那利爪撕裂的话肯定会致命。

  　トグーヴァの剛腕がアレハンドロに迫る。その爪で引き裂かれれば確実に致命。

  

  亚历山大尽管恐惧得扭曲表情，还是躲开了利爪。然而，托古瓦立刻甩头，对采取闪避姿势的亚历山大使出头槌。

  　アレハンドロは顔を恐怖に歪めながらもその爪を避けた。が、すぐにトグーヴァがその頭を振り、避けた姿勢のアレハンドロに頭突きを見舞った。

  

  

  亚历山大连惨叫都来不及发出就飞了出去，直接撞破整面墙的玻璃窗，滚落庭园。

  　悲鳴すら上げられず吹き飛ぶアレハンドロ。そのまま壁一面の窓ガラスを派手な音を立てて突き破り庭園へと転がった。

  

  托古瓦立刻冲向玻璃窗，将整面玻璃窗撞得粉碎。托古瓦从玻璃碎片中跳出来，站在试图起身的亚历山大面前。

  　すぐさまトグーヴァがガラス窓に突撃する。ガラス窓は一面全て粉々に粉砕され、ガラス片から躍り出たトグーヴァが立ち上がろうとしているアレハンドロの前に立つ。

  

  亚历山大用双手抱住头，试图用碎玻璃片防御，但一看到托古瓦的眼神，便如脱兔般飞奔而出。逃跑的速度真快。

  　砕けたガラス片を両腕で頭を抱えて防ごうとするアレハンドロだが、トグーヴァの眼光にまるで脱兎のごとく駆け出した。逃げ足が速い。

  

  庭园入口长着各种各样的植物，包含树木在内。他似乎拿那些植物当盾牌逃跑，我很快就追丢了。

  　庭園の入り口は様々な植物が生えており、樹木も含む。奴はそれらを盾にして逃げているようで姿はすぐに見失った。

  

  但不管怎样，庭园都是死路。

  　だがどちらにせよ庭園は袋小路だ。

  

  你无处可逃，已经无路可退了。用「失去所有棋子的裸王」来形容你甚至显得狂妄，你只是只负伤的狐狸。

  　逃げ場などないぞ。お前は既に詰み。手駒は全て失った裸のキングという表現すらおこがましい、ただの手負いの狐だ。

  

  而猎人是我。

  　そして狩人は、私だ。

  

  

  

 
  ＃７７　あっけない最期

  ＃77　草草了结的最后

  　

  

  

  亚历山大逃跑了。他真的很喜欢做白工，如果他早点放弃抵抗乖乖把脑袋交出来，就不必浪费力气了。

  　逃げたアレハンドロ。無駄なことが好きだな。さっさと諦めて首を差し出せば無駄に疲れることもないのだが。

  

  不过人类就是办不到，他所爱的欲望也包含自身的生存欲吧。

  　まあそれが出来ないのが人間だ。奴の愛する欲は自身の生存欲も含むのだろう。

  

  这也是理所当然的。我独自思考着，手指抵着下巴，望向亚历山大逃跑的方向。

  　それも当然か、などと一人思いながら私は顎に指をあててアレハンドロの逃げた方向を眺めていた。

  

  

  我只吐了一口气，随即站到仿佛在问「要追吗？」的托古巴身旁，用手指缠住它的鬃毛抓住它。

  　一瞬だけ息を吐いて、すぐに私は「追うか？」とでも言わんばかりに私を見るトグーヴァの横に立ち、その鬣を指に絡めて捕まる。

  

  然后我慢慢下令追捕，寻找亚历山大。

  　そしてゆっくりと追うように命じ、アレハンドロを探す。

  

  只要杀了他，依赖他的城里居民与士兵也会烟消云散，托斯卡他们也不知能撑多久。不过我的胜利已经无可动摇。

  　奴を殺せば奴に依存した街の連中や兵も霧散する。ツォーネ達も長く持つかわからない。しかしてもはや私の勝ちは揺るがない。

  

  我要毁掉这座城市。

  　この街ごと消してやる。

  

  

  

  雨水打在脸颊上。

  　雨が頬を打つ。

  

  来到外面，可以清楚听见城里的喧嚣。

  　外に出てみれば街中の喧騒もよく聞こえた。

  

  现在听见的不是当时我在庭园听见的烦人祭典喧嚣与烟火声，而是惨叫、呐喊与刀剑交锋声。

  　あの時私がこの庭園で聞いたうっとおしいお祭り騒ぎや花火の音ではなく、今聞こえるのは悲鳴や雄たけび、剣戟の音。

  

  尽管下着豪雨，燃烧的城市火焰仍反射在漆黑云层上，染成一片火红。啊啊，让我想起欧达纳了。

  　豪雨であるにもかかわらず燃える街の炎は黒々とした雲に照り返し赤く染めている。ああ、アウタナを思い出すなあ。

  

  

  我穿过植物林，来到花田。我深吸一口气，感受雨停间隙飘来的花香。

  　植物林を抜け、花畑に出る。雨の合間から匂う花の香りを、息を吸い込んで感じる。

  

  我转头一看，发现亚历山大正按着自己的手臂，瞪着我。在他身旁……是茫然伫立的澪，她一脸搞不清楚状况的表情。

  　目を向ければ花畑の中央でアレハンドロが片腕を抑えて私を睨んでいた。傍らには……何が何だかわからないという顔で呆然と立つ、ミオの姿があった。

  

  看到澪的身影，我突然……感到安心。

  　ミオの姿を認めた私は、ふと……胸の中で安堵をした。

  

  澪发现我后，微微睁大双眼。

  　ミオは私に気づくと、少しだけ目を大きく見開いた。

  

  

  「克莱儿？」

  「ココット？」

  

  「我是克莱儿，澪。我来接你了。」

  「ココットだよ、ミオ。迎えに来たよ」

  

  

  抱歉，我那时突然消失。我从托古瓦上下来，站在澪的正前方。

  　あの時、いきなり姿を消してしまって済まない。トグーヴァから降りた私はミオを正面にとらえる。

  

  根据亚历山大的说法，她当时相当沮丧。淋雨后湿透的身体应该很冷吧。看到她用双手环抱身体发抖的模样，我感到心痛。亚历山大这家伙，竟然把澪丢在雨中。从澪的项圈延伸出来的锁链，将她束缚在这里。我绝对要帮她解开。

  　アレハンドロの話では大分ふさぎ込んでいたと聞いた。雨にびしょぬれになり濡れた体が冷えるのだろう。両腕で体を抱き、震える様を見て胸が痛んだ。アレハンドロのやつ、この雨の中外に置いたままとは。ミオの首輪から延びる鎖。あれがこの場にミオを縛っている。絶対に開放してやる。

  

  在我和澪四目相交时，被晾在一旁的亚历山大发出尖锐的叫声。

  　ミオと見つめあっていたところに、そっちのけにされていたアレハンドロが金切り声を上げた。

  

  

  「啊啊，我不要！我、我不是可以死在这种地方的人……！我、我不能被夺走！我……！」

  「ああ、嫌だっ！　ぼ、僕はこんなところで死んでいい人間じゃない……！　うば、奪われていいはずがない！　僕は……ッ」

  

  

  他不但妨碍我们感动的重逢，还说些无聊的话。我原本看向澪的平静眼神染上不悦，皱起眉头，重新看向亚历山大。

  　感動の再会を邪魔してくれた挙句に言う事がつまらん。私はミオに向けていた穏やかな目を不快感に染め、眉間にしわを寄せてアレハンドロを向き直った。

  

  

  「你们人类总是这样，擅自夺取他人的东西，却以为自己不会被夺走，然后哭喊着不想被夺走。所以才会创造出像我这样的东西。」

  「お前たち人間はいつもそうだ。好き勝手に奪っておきながら自分は奪われないと思っている。奪われたくないと泣き叫ぶ。だから私のようなモノを生み出すんだ」

  

  「你也是人类吧！让那小小的手染上鲜血又能怎样！改变想法成为我的东西吧！你接近魔族……可是杀人犯哦！你想与人类为敌吗！」

  「君も人間だろう！　その小さな手を血に染めて何になる！　考えを改めて僕のモノになれよっ！　魔族なんかに取り入って……人殺しなんだぞ！　人類を敵に回すつもりか！」

  

  

  还真是口无遮拦，说出相当漂亮的话呢。人类的反应都一样吗？

  　ずけずけと随分とまあ綺麗な言葉が出てくる舌だな。人間の反応は皆同じか。

  

  为什么人类？为什么这样的幼女？为什么？

  　なぜ人間が。なぜこんな幼女が。なぜ。

  

  所以不论何时，我的回答都一样。至今如此，今后也一样。

  　だからいつだって私が答えるのは同じ返答だ。今までも、これからも。

  

  毕竟——

  　なにせ――――。

  

  

  「因为我是恶魔。」

  「私は、悪魔だからな」

  

  

  我笑了。

  　笑う。

  

  我笑给他看。我夸张地扬起嘴角，用红色眼眸注视亚历山大。问我是不是想与人类为敌？别笑死人了，亚历山大。人类已经是我的敌人了。

  　笑ってやる。これでもかと口角を吊り上げ、赤い瞳でアレハンドロを見つめる。人類と敵対するつもりか、だと？　笑わせるなよアレハンドロ。既に人類は私の、敵だ。

  

  

  亚历山大看到我的模样，背脊发凉。他瞪大双眼，似乎想说些什么，但立刻转身背对我。

  　アレハンドロはそんな私の姿を見て、背筋を凍らせた。目を見開き、何かを言おうとしてすぐに背を向けた。

  

  他毫不犹豫地跑走，而呆呆张着嘴的澪就在那里。

  　迷いなく走る先、そこにはぽかんと口を開けたミオが居た。

  

  

  ……糟了。

  　……しまったな。

  

  

  亚历山大粗暴地抓住澪的肩膀，扭住她的手臂，像是抓人质般将她抱过来。

  　アレハンドロはミオの肩を乱暴につかむと、その腕を捻るようにして捕まえ、人質めいて抱き寄せた。

  

  他终于失去理智了吗？我原本以为他不会对MIO出手，但终究只是个人类。他最重视的还是自己。

  　ついに血迷ったか。ミオには手を出さないだろうと思っていたが、所詮人間か。我が身が一番大事だよなあ。

  

  

  「我不会把MIO交给你……MIO……只有MIO是我的！」

  「ミオは渡さないぞ……ミオは、ミオだけは僕のモノだッ！」

  

  

  亚历山大激动地喘着气，用布满血丝的眼睛瞪着我。

  　アレハンドロは興奮したように荒い息を吐きながら血走った目で私を睨んだ。

  

  他似乎以为MIO会成为人质。实际上，MIO确实可以成为人质，但他最后留在手边的宝物，根本无法拿来威胁我。

  　ミオが人質になると思っているらしい。実際なるといえばなるのだが、最後に手元に残した自分の宝をどうこうはできまいよ。

  

  天底下哪有笨蛋会把自己想要保护的东西拿来当人质。

  　自分が守ろうとしているものを人質にする馬鹿がどこにいるという話だ。

  

  他明明那么深爱MIO，一直对MIO抱持着欲望，事到如今怎么可能放手。

  　あれだけ愛し、欲望を向け続けたミオを、この期に及んでさえ手放せるものか。

  

  一旦失去MIO，亚历山大就会失去保护自己的最后手段。更何况，你还是个连临死之际都无法舍弃欲望的人。

  　ミオを失えばアレハンドロは自分を守る最後の手段をも失う。まして、死の間際ですら欲を捨てられない人種だろう、お前は。

  

  所以我一步一步地在花田中前进，逐渐接近亚历山大。

  　だから私は花畑を一歩、一歩と進み、アレハンドロに近づいていった。

  

  

  「住手，别靠近我！」

  「やめろ、寄るなっ！」

  

  「你不是想把我变成你的东西吗？我主动靠近你，你这个笨蛋竟然拒绝我。」

  「私をモノにしたいんじゃなかったのか？　こうして寄ってやっているのに拒絶する馬鹿がどこにいる」

  

  

  我带着魔剑士们接近亚历山大。左右两侧的魔剑士用盾牌遮住我的前方，警戒着子弹。

  　魔剣士を伴い、アレハンドロに近づいていく。左右の魔剣士が盾で私の前を覆い、銃弾に警戒する。

  

  虽然我无法驱使托古瓦，但精神上是我占优势。亚历杭德罗握枪的手不停颤抖，无法好好瞄准。

  　トグーヴァをけしかけることはできないが、精神的に優位なのは私だ。アレハンドロの銃を握る腕はぷるぷると震えていて狙いはまともに定まったものではない。

  

  我大步前进。

  　ずんずんと、私は歩を進めた。

  

  

  「我叫你别靠近，你这贱种！」

  「寄るなと言っているんだ、この忌子風情がッ！」

  

  「不、不要……！」

  「や、いやっ……！」

  

  

  这一瞬间，可能是被亚历杭德罗的怒吼吓到，MIO发出惨叫，用力推开亚历杭德罗的脸。

  　瞬間。アレハンドロの怒声に驚きでもしたかミオは悲鳴を上げるとアレハンドロの顔をグイっと押し離した。

  

  这无疑是拒绝。

  　それは紛れもない拒絶だった。

  

  被MIO拒绝的亚历杭德罗一脸绝望，哑口无言。他看着在自己怀中挣扎的MIO，眼神冰冷。

  　ミオに拒絶されたアレハンドロは絶望を顔に張り付けたような様子で唖然。腕の中で暴れるミオを見ながら冷たい瞳を見せた。

  

  

  「这样啊……你也不肯如我所愿啊……这下只能重新调教了……明明那么费工夫……啊啊，我得费更多工夫才行。」

  「そうか……君も僕の思い通りにならないんだね……これじゃあまた再調教するしかないじゃあないか……あれは手間だったのに……ああ、面倒をしなくちゃいけない」

  

  「麻烦的是你。你还在做无谓的挣扎……为什么不承认已经结束了？」

  「面倒はお前だ。無様に悪あがきをして……もう終わりだと何故認めようとしない？」

  

  「我怎么可能承认！这都是你的错！要是你没有从我身边抢走MIO！」

  「認めるものか！　大体お前のせいだ！　お前が僕からミオを奪いさえしなければ！」

  

  

  恼羞成怒，把责任推到别人身上。完全以自我为中心，这家伙真的很惹人厌。太像人类了，是我最讨厌的类型。

  　逆上に責任転嫁か。全てが自分本位。本当に面白くないやつだ。あまりにも、人間らしすぎる。私が最も嫌うものだ。

  

  

  「有句谚语说『追二兔者不得一兔』。啊，你不知道也没关系。简单来说，你太贪心了。只要选择MIO或我其中一方，或许就不会演变成这种局面，但你却贪心地想要两者兼得，结果落得这种下场。如果你所说的美丽欲望的终点是毁灭，那就美丽地死去吧。」

  「二兎を追う者は一兎も得ず、という諺があってな。ああ、知らなくて結構。要は欲張りすぎたんだよお前。ミオか私か、片方にしていればこうはならなかったかもしれないのに、欲をかいて両方得ようとしてこの始末だ。お前の言う美しい欲望の行きつく先が破滅だというなら、美しく死にたまえ」

  

  「克莱儿——！」

  「ココットォォォォッ！」

  

  

  亚历山大推开MIO，将枪口对准我。

  　アレハンドロはミオを突き飛ばすと、銃口を私に向けた。

  

  但魔剑士不会放过这个机会。她趁亚历山大露出破绽的瞬间拉近距离，俐落地砍断他举枪的手臂。

  　だがそれを見逃す魔剣士ではない。アレハンドロの隙をついて、瞬時に距離を詰めるとアレハンドロの銃を構え伸ばした腕をさらりと切断した。

  

  断面喷出鲜血，亚历山大发出惨叫在地上打滚。花田染上鲜血，被砍飞的手臂握着枪，掉落在我的眼前。

  　血しぶきの上がる切断面。悲鳴を上げてのたうつアレハンドロ。花畑が血に染まり、斬り飛ばされた腕は銃を握ったまま私の目の前に落着した。

  

  我踩着那只手，走向蹲在地上的亚历山大。MIO……她跌坐在花田上吗？看起来没有受伤。

  　その腕を私は踏みつけ、歩く。蹲るアレハンドロの下へ。ミオは……花畑に尻もちをついているか。けがはなさそうだ。

  

  我看了MIO一眼，走到亚历山大面前，俯视着趴在地上的他。亚历山大以充满憎恨的眼神仰望着我。真是令人舒畅的视线。

  　ミオを一目見たのちアレハンドロの目の前までやってくると、地を這う奴を見下ろした。アレハンドロは憎悪のこもった目で私を見上げている。心地いい視線だ。

  

  好了。

  　さて。

  

  魔剑士已经完全包围亚历山大，这家伙已经没有活路了。

  　既にアレハンドロの周囲は完全に魔剣士が包囲。万に一つもこいつが生きる道はなくなったわけだ。

  

  

  「MIO……把那个少女的眼睛遮起来。别让她看到。」

  「ミオの……そこの少女の目を塞いでおけ。見せるなよ」

  

  

  我命令魔剑士后，从口袋里拿出某样东西，迅速地刺进亚历山德罗的脖子。他发出「咕……」的一声。

  　私は魔剣士に命じた後ポケットからあるものを取り出すと、素早くアレハンドロの首筋に突き立てた。

  

  

  「这是……什么……东西……」

  「ぐっ……何を……これ、は」

  

  「呵呵呵……这是你亲手调制的药剂啊。这是你对我下过那么多药的回礼。你自己也来尝尝吧。」

  「くくく……お前お手製の試薬だよ。散々私に打ってくれた礼だ。自分でも味わうといい」

  

  

  亚历山德罗的瞳孔放大。

  　アレハンドロの瞳孔が開く。

  

  他应该已经理解接下来自己身上会发生什么事了吧。

  　理解したのだろうな、これから自分の身に何が起きるのかを。

  

  

  「咕啊啊啊！啊！咕嘎！嘎啊啊啊啊！」

  「ぐあぁあっ、あっ、ぐが、がああああっ！！！」

  

  

  亚历山德罗的身体像虾子一样抽搐，然后弹跳起来。

  　ビクン、とアレハンドロの体がエビのように反り跳ねた。

  

  接着，他持续发出宛如野兽咆哮般的叫声。

  　そしてまるで獣の咆哮めいた叫び声を上げ続ける。

  

  我很清楚这种药的效果。那痛苦的表情，让亚历山德罗端正的五官扭曲到看不出原本的样貌。

  　この薬の効果はよぉく知っている。あの苦しみはアレハンドロの端正な顔立ちを見る影もなく歪めていた。

  

  真是丑陋。一想到我当时也是这种表情，我就觉得毛骨悚然。这可不能让别人看到啊。

  　醜いものだ。私もあの時こんな顔をしていたと思うとぞっとする。誰かに見せられたものではないな、これは。

  

  亚历山德罗痛苦地挣扎着。因为手臂被砍断，所以疼痛的程度也跟着倍增，这家伙现在应该正承受着难以想象的痛楚吧。

  　苦しみのたうつアレハンドロ。腕をぶっつり切断されているのだから、その痛みも跳ね上がっていると考えれば想像しがたい痛みがこいつを襲っていることだろう。

  

  真是大快人心。

  　いい気味だ。

  

  

  他原本想说要拿来用在亚历山大身上，所以才偷偷摸摸地把这试剂带在身上。原本想说要是遇到亚历山大就立刻杀了他，所以才没有使用，不过既然MIO出手了，那他也会改变主意。

  　使ってやろう使ってやろうと考えてくすねたこの試薬。いざアレハンドロと対面したときにはさっさと殺してしまおうと思い使わないかと思ったものだが、ミオに手を出されては気も変わる。

  

  更何况，如果现在有机会下药，他当然会动手。

  　まして、投薬のチャンスがそこにあったのなら打つだろうよ。

  

  

  「噗呼、呵呵呵呵……没想到……你会这么痛苦挣扎。啊～那叫什么来着？青蛙的临死惨叫？牛的娇声？的确很难形容。不过，我完全不觉得这有什么美感。」

  「ぷく、くっくくく……なかなかどうして……随分無様に悶えるのだな。あー、なんといったか。カエルの断末魔？　牛の嬌声？　確かに形容しがたいな。もっとも、私はこんなもの全く美しいとは思わんがね」

  

  

  亚历山大痛苦的模样实在太滑稽，他一边看着一边发出轻笑声，亚历山大就以充血的鲜红眼球目不转睛地盯着他，似乎在盘算有没有办法让疼痛消退。

  　アレハンドロの苦しむ姿があまりにも滑稽で、くすくすと笑い声を零しながら眺めてやれば、アレハンドロは充血し真っ赤になった眼球をめまぐるしく動かし、どうにか痛みの逃げ道でもないかと画策しているらしい。

  

  这里是户外，天气是豪雨。手臂的疼痛应该也是，不过打在身上的每一颗雨滴，应该都像子弹一样贯穿身体吧。

  　ここは外。天気は豪雨。腕の痛みもそうだろうが体を打つ雨粒の一つ一つが銃弾めいて体を貫いているのだろう。

  

  

  亚历山大一边呻吟，一边喃喃自语。他竖起耳朵仔细一听，发现他说的话很有趣。

  　アレハンドロはうめきながら、何かをぶつぶつとぼやいている。耳を澄ませてみれば面白い言葉だった。

  

  

  「啊啊、啊啊……尤纳伊尔大人……」

  「ああ、ああ……ユナイル様……」

  

  「噗哈、哈哈！你刚才说什么？优奈！你不要再逗我笑了！你这个企图对拥有恶魔容貌的女孩下手的家伙，竟然到了这种时候才想求女神帮忙！」

  「ぷはっ、ははっ！　今何と言った？　ユナイル？　お前、これ以上笑わせてくれるなよ！　悪魔の相を持つ子を手籠めにしようとしたお前が、この期に及んで縋る相手が女神とは！」

  

  

  真是难看至极！

  　無様極まるなあ！

  

  可恨的犹纳伊尔教，诞生出恶魔相貌的该死国教。向那个女神犹纳伊尔求救？

  　憎きユナイル教。悪魔の相を生んだくそったれの国教。その女神ユナイルに救いを求める？　

  

  身为异端的你，居然会向女神祈祷。还真是会看场合啊。不过，这样确实很像人类会做的事。令人作呕。

  　紛れもなく異端の徒たるお前が、女神に縋る言葉を唱えるとは。随分都合がいい事だな。まあ、それはそれで人間らしいと言えばらしいか。反吐が出る。

  

  

  「你终究只是个凡人。放心吧，你所拥有的东西……从财产到人都会由我夺走。」

  「所詮お前もただの人間だったな。安心したまえよ、お前の持っていたものは……財から人まで全てこの私が奪ってやる」

  

  

  我抓住亚历山德罗的头发，抬起他的脸，在他耳边如此低语。

  　アレハンドロの髪を掴み、顔を持ち上げて耳元でそう囁くように言ってやった。

  

  既然你向女神求救，被恶魔杀死也是必然的结果。不过，优奈イル应该不会接受你。

  　女神に救いを求めたのならば、悪魔に殺されるのは必定だろうさ。最も、お前をユナイルが受け入れるとも思わんがね。

  

  啊啊，感觉真爽。以牙还牙真是个好东西。

  　ああ、いい気分だ。意趣返しとはよいものだな。

  

  ……嗯？见亚历杭德罗毫无反应，我望向他的脸。

  　……ん。反応がないなと思いアレハンドロの顔を見てみる。

  

  这家伙不是咬断舌头死掉了吗？从那张因恐惧而扭曲的脸孔与嘴角的泡沫来看，大概是痛得忍不住咬紧牙关，结果咬断舌头了吧。

  　こいつ、舌を噛み切って死んでいるじゃないか。恐怖に歪んだ顔と口の端の泡を見るに痛みに耐えかねて歯を食いしばった拍子に噛み千切ったか。

  

  

  「……你刚才说，吃了这个药不会死？真是个没出息的家伙。」

  「……この薬で死ぬ事はない、だったか？　だらしのないヤツ」

  

  

  我放开亚历杭德罗的头发。

  　私はぺい、とアレハンドロの髪から手を離す。

  

  虽然最后的结局太过平淡，让我无法释怀，不过既然他死了，那就算了。卢伊卡纳的实质领主已经死了。在这种情况下，原本的领主怎么样都无所谓。

  　あまりにも呆気ない最後に釈然としないが、死んだのならばもう用はない。ルイカーナの実質的領主は死んだ。この際本来の領主などどうでもいいな。

  

  能够死在花田上，应该就足够了吧。居然让引以为傲的庭园直接变成墓碑，真是奢侈的家伙。

  　花畑の上で死ねただけいいだろう。自慢の庭園がそのまま墓標になるとは贅沢な奴だ。

  

  我丢下亚历杭德罗的尸体，走到躲在魔剑士的盾牌后方的米欧身边。

  　私はアレハンドロの死体を放って、魔剣士の盾に隠れるミオの所まで歩いていく。

  

  魔剑士让出一条路，我看到米欧一脸呆滞，用双手捂住耳朵。她没有受伤，跟当时一模一样。

  　魔剣士が道を譲り、ミオがぽかんとした顔のまま、両手で耳を塞いでいたのを認めた。けがもない。あの時のままだ。

  

  

  「米欧！」

  「ミオ！」

  

  「克莱儿？是克莱儿！」

  「ココット？　ココットだぁ！」

  

  

  米欧的表情瞬间开朗起来，朝我扑了过来。我被她扑倒，整个人倒向后方，埋进花田里。魔剑士立刻将剑指向米欧，但我倒在地上，用手制止他。

  　ミオはぱあっと顔を明るくして私に飛びついてきた。拍子に私は背面に倒れ込み花畑に埋もれる。すぐさま魔剣士が剣をミオに向けるが私は倒れたまま手で制す。

  

  我将手绕到压在我身上的米欧背后，紧紧抱住她纤细的身体。比我稍微大一点的身体又冷又湿，不停颤抖。

  　私に覆いかぶさるミオの背に手を回し、細い体を抱きしめる。私よりは少し大きい体は冷たく濡れ、震えていた。

  

  

  「啊啊，米欧。对不起，我把你丢在这里……」

  「ああ、ミオ。すまなかった、置いていってしまって……」

  

  

  米欧用脸磨蹭我的胸口。我抱着米欧，和她相拥了一会儿。魔剑士们看着我们，面面相觑。

  　ミオは私の胸に顔をこすりつけてくる。そんなミオと幾許かの抱擁。魔剣士たちは私達を見て顔を見合わせていた。

  

  这时，我听到有人快步跑向我们的脚步声。

  　と、どたどたと私たちの下へ駆けてくる足音が聞こえた。

  

  

  「……什么嘛，全都结束了吗？真不愧是大小姐……呃，你在做什么？」

  「……なンだよ。全部終わっちまったか。流石はお嬢……って、なにしてますんで？」

  

  「索夫！」

  「ゾフ！」

  

  

  索夫搔着头现身，我缓缓地放开MIO站了起来。太好了，她没事。不，应该说果然没事。

  　頭を掻きながら現れたゾフに、私はゆっくりミオを引き離して立ち上がった。良かった、無事だったか。いや、やはりというべきだろう。

  

  我信任她，所以才交给她处理，她果然不负所托。

  　信用して任せたのだ。ここに辿り着いて然る。

  

  

  「希雅呢？」

  「シアはどうした？」

  

  「我杀了她，这样雷可那家伙也能安息了吧。」

  「殺しやしたぜ。レコの野郎も浮かばれるでしょうよ」

  

  「这样啊。」

  「そうか」

  

  

  死了吗？虽然早就知道，但我一点感觉也没有。误以为我是朋友的少年……不，是我故意让他这么想的。我只觉得麻烦的家伙消失了，心情很清爽。让雷可死掉的我，如果责任跟希雅的性命相当就好了，但应该不可能吧。

  　死んだ、か。分かっていたことだが、何も思わなかった。私を友達だと勘違いしていた少年……いや、そう仕向けたのは私だ。そんな私が思ったのはただ、厄介だった奴が消えてくれたという、さっぱりした感想だった。レコを死なせてしまった私の責と、シアの命が釣り合えばいいが、そうもいかないだろう。

  

  我沉重地接受将我视为同族的魔族之死。

  　私を同族と言ってくれた魔族の死を、重く受け止める。

  

  我对雷可献上一瞬间的默祷后，立刻恢复笑容。毕竟这下子已经没有障碍了。希雅死了，亚历山大也死了，是我赢了。

  　レコに一瞬の黙祷を捧げた後、すぐに私は笑顔を取り戻した。なにせこれでもう障害は無い。シアは死んだ。アレハンドロも死んだ。私の勝ちだ。

  

  我咧嘴一笑，发现索夫一脸讶异地瞪着MIO。

  　にやりと笑っているとゾフが訝しげな顔でミオを睨んでいるのがわかった。

  

  

  「大小姐，这个小鬼是怎么回事？如果跟那个小鬼一样的话……」

  「お嬢、このガキはなんでさ。あのガキと同じってんなら」

  

  「别说了，这家伙不一样，不一样。她是……我需要的家伙……」

  「よせ。こいつは違う。違うんだ。私に……必要なやつだ……」

  

  

  我向索夫说明米欧就是我事前提过的想救的人，劝阻他之后，再看向看着托古瓦，兴奋地喊着「好大的猫！」的米欧。

  　事前に話をしていた助けたかった奴だと説明しゾフを諫め、トグーヴァを見て「おおきな猫だ！」などとはしゃいでいるミオを見やる。

  

  终于，她在我手边了。我拜托索夫切断锁链，米欧拿起锁链，露出不可思议的表情。

  　やっと、手元に。ゾフに頼んで鎖を裁断してもらえば、ミオは鎖を手に取って不思議そうな顔をしていた。

  

  我救了她，可以带她走了。

  　救えた。彼女を、連れだせる。

  

  

  「索夫。」

  「ゾフ」

  

  「是。」

  「へい」

  

  「最后的收尾。让托泽纳他们等太久也不好，这场战斗就让我们早早拿下胜利吧。」

  「最後の仕上げだ。ツォーネらを待たせるのもよくない。この戦、早々に我々の勝ちとしよう」

  

  

  我对点头的索夫下达指示。接着，我走到亚历山大被砍飞的手臂所在之处，拿起他仍然握在手中的枪。

  　頷いたゾフに指示を出す。そして、私はアレハンドロの斬り飛ばされた腕の所まで歩いていき、未だ握られたままの銃を手に取る。

  

  ……嗯，虽然有点重，不过以尺寸来说，我或许也能用。

  　……うん、少し重いがサイズ的には私でも使えるかもな。

  

  

  「这把枪也给我吧，亚历山大。」

  「この銃も貰っておくよ、アレハンドロ」

  

  

  我应该不会用到这把枪，不过就算真的要用，也不知道能不能用，但作为护身用的武器应该不错。

  　私がこれを使うことはまずないだろうし、いざ使おうとして使えるかはわからないが護身用として持っておくのもいいだろう。

  

  其他我可能用得上的东西顶多只有小刀，相较之下这把枪的杀伤力更强，也不需要像小刀那样锻炼……虽然这想法实在天真，但应该会比小刀好用。

  　他に私が使えそうなものなどナイフ位のものだし、それに比べれば殺傷力もあるしナイフのように鍛錬が必要なわけでも……というのは流石に甘い考えだが、マシではあるはず。

  

  好了，战利品也到手了。

  　さて、戦利品も手に入れた。

  

  得赶快把领主被讨伐的消息通知下面的人，他们应该正迫不及待地等着这个好消息。

  　さっさと領主が討たれたことを下にいる連中に知らせてやらねば。この朗報を待ち焦がれている筈だ。

  

  一直淋雨实在很不舒服，而且我也担心MIO湿透的身体。她应该一直待在外面，我想要快点用毛毯包住她，帮她取暖。

  　いい加減雨晒しでは不快だし、ミオの濡れた体が心配だ。ずっと外にいたのだろうから早く毛布にくるんで温めてやりたい。

  

  就在我如此命令魔剑士，指示他搜索城内残党时——

  　そうして魔剣士に命じて城の中の残党捜索などを指示していた折。

  

  

  「克莱儿将军！」

  「ココット将軍！」

  

  

  上空突然传来声音。我抬头一看，发现一只哈比鸟正朝这边降落。

  　不意の上空からの声。何事かと見上げればハーピーが一人こちらに降下してくるところだった。

  

  不是琪可贝儿，应该是她的部下吧。怎么了？代替她传令吗？本人呢？

  　チックベルではない。彼女の部下だろう。何事か。伝令の代打？　本人は。

  

  

  「怎么了？我们已经杀了亚历山卓，作战成功了。」

  「どうした？　こちらはアレハンドロを殺した。作戦は成功だ」

  

  「那真是可喜可贺。不过还有问题。」

  「それは喜ばしい事です。しかしまだ問題が」

  

  「什么问题？琪可贝儿怎么了？」

  「なんだ？　それにチックベルはどうしたんだ？」

  

  「是，琪可贝儿大人和库多拉大人正在与圣弓勇者交战……！」

  「は、チックベル様とクォートラ様が聖弓の勇者と交戦中であります……！」

  

  「你说什么……！？」

  「なんだと……！？」

  

  

  听到哈比鸟的报告，我从庭园的边缘探出身子，瞪着她所指的方向……露伊卡娜的正门。

  　ハーピーからの報に、私は庭園の淵から身を乗り出して、彼女が指さした方角……ルイカーナの正門を睨んだ。

  

  即使在豪雨之中，门上依然熊熊燃烧的火焰确实映入眼帘。

  　そして門の上に豪雨の中でも燃え盛る炎が、確かに見えたのだった。

  

  

  

  

  

  

 
  ＃７８　聖弓堕つ

  ＃78　圣弓殒落

  　

  

  

  

  

  

  

  「开什么玩笑！老大死了之后，还有谁会付钱给我们啊！」

  「冗談じゃねえ！　旦那が死んだら誰が俺たちに金を払うんだ！」

  

  「干不下去了！可恶，你们快逃啊！这种战斗根本赚不到半毛钱！」

  「やってられねえ！　くそっ、お前ら逃げるぞ！　こんな戦い一銭にもならねえ！」

  

  

  

  黑紫骑士团蜂拥至城堡入口后，接连失去战意，企图撤退。这也是理所当然的。毕竟他们原本正在和魔族展开激战，亚历山大却突然从天而降。

  　城の入り口になだれ込んだ黒紫騎士団は次々と戦意を喪失し撤退を目論む。それもそのはず、魔族と鎬を削る戦いを繰り広げていたら、突然空からアレハンドロが降ってきたのだ。

  

  看到自己的雇主摔落在入口前广场的正中央，被压得不成人形，他们这才明白就算打赢了也毫无意义。原本就是亚历山大用金钱维系住以报酬为动力的佣兵集团，而黑紫骑士团正是其中之一。既然雇主死了，他们就没有理由继续战斗。他们必须逃之夭夭，寻找下一个雇主。

  　入り口前広場のど真ん中に落着しぐちゃぐちゃに潰れた自分たちの雇い主の姿を見て、もはや勝ったとしても何も益がない事を察したのだ。元来報酬で動く傭兵集団をアレハンドロが金でつなぎとめていたのが黒紫騎士団である。クライアントが死んだならば戦う理由はない。逃げ延びて次のクライアントを見つけなくてはと。

  

  不过，魔族们当然不会让他们称心如意。他们重整战线，接连击溃士气低落的人类。魔族可不会眼睁睁看着敌人进逼到眼前，却又突然转身逃跑。

  　だが、そうはさせまいと魔族たちは戦線を盛り返し、士気の下がった人間たちを次々と食い破った。ここまで進軍されて急に背中を見せた敵をみすみす見逃す魔族ではない。

  

  率先冲锋陷阵的是托泽。他愉悦地挥舞长枪，将把克莱儿的胜利视为己任而逃窜的骑士一个接一个刺穿。

  　先陣切るはツォーネ。槍を楽しげに振るい、ココットの勝ちを我が事として喜びながら逃げ惑う騎士の背中を次々と串刺しにしていった。

  

  战场的局势从魔族的防卫线，转为扫荡四散人类的扫荡战。

  　戦場は、魔族の防衛線から一転、散り散りとなった人間たちの掃討戦の様相を為していた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  另一方面——

  　その一方で。

  

  

  

  

  

  路易卡娜城的正门上方，战斗仍在持续。

  　ルイカーナの城壁のちょうど正門上では、戦いが続いていた。

  

  四特朗的火焰横扫城墙上方。

  　クォートラの炎が城壁の上を薙ぎ払う。

  

  这是朝封闭空间施展的面压制攻击，不可能有地方可逃。

  　閉所に向けて放たれた面制圧攻撃。逃げ場などあろうはずもない。

  

  躲在木箱和大炮后的警备兵们，全都随着惨叫被火焰吞噬。

  　木箱や大砲に隠れていた警備兵達は皆悲鳴とともに炎に焼かれていった。

  

  然而——

  　が。

  

  

  「躲开了吗，圣弓！」

  「避けたか、聖弓！」

  

  

  约恩翻身，立刻从城墙上跳下。然后直接扭转身体，在空中射出三支箭。

  　ヨーンは身を翻して即座に城壁から飛び降りていたのだ。そしてそのまま体を捻り空中で矢を３射放つ。

  

  四特朗在空中翻滚，躲过攻击。由于视野不佳，箭矢也难以辨识，但若是至今躲过数百支箭的龙人，不可能被射中。

  　クォートラは空中できりもみしこれを回避する。視界の悪さであるから矢も視認しずらいが、これまで何百もの矢を躱してきたドラゴニュートならばあたってやるわけにはいかない。

  

  然而，那并非凡夫俗子的弓兵，而是圣弓的箭矢。四特朗不得不专心闪躲，但圣弓已经进入坠落轨道。普通人从这个高度坠落，不可能平安无事。

  　だがそれでも凡百の弓兵が放ったわけではなく聖弓の放った矢。クォートラは回避に専念せざるを得ない。しかし聖弓は落下軌道に入った。ただの人間がこの高さから落ちれば無事では済まない。

  

  不过，果然是圣弓啊。约恩搭起绑上绳索的一支箭，将箭射向正门的墙壁，利用绷紧的绳索惯性回到城墙上。约恩若无其事地着地，擦了擦鼻梁，甚至露出浅浅的微笑。

  　しかしやはり聖弓か。ワイヤーの括られた一本の矢を番えたヨーンは正門の壁にこれを打ち付け、ぴんと張ったワイヤーの慣性を利用し城壁の上に舞い戻る。涼しい顔で着地をすると、ヨーンは鼻筋をこすった。うすら笑いすら浮かべて。

  

  影子立刻袭向着地的约恩。

  　すぐさま着地したヨーンに襲い来る影。

  

  

  「你这人虽然很灵巧啦～……但你觉得弓兵能独自战胜我们吗？」

  「器用な奴だけどさぁ～……うちら相手に弓兵が一人で勝てると思ってる？」

  

  

  听到这道声音，让约翰咧嘴一笑回答：

  　その声にヨーンはにやりと笑って答える。

  

  

  「哎，不试试看也不晓得呢。」

  「ま、やってみないとわからんよね」

  

  「……嘶——！」

  「……しィいッ！」

  

  

  翅铃逼近约翰，挥舞翅膀前端与脚爪砍向他。约翰立刻拔出腰际的短刀，挡开以惊人速度挥来的爪子。从手臂利爪的抓击到脚爪的踢击，她以回转的舞姿袭向勇者，却在千钧一发之际被躲开与挡下。

  　チックベルがヨーンに肉薄。翼の先と足の爪を振りかざしヨーンに切りかかる。ヨーンはすぐさま腰の短刀を抜き恐ろしい速度で振るわれる爪をいなしていく。腕の爪による引っ掻きから足の爪による蹴撃の乱舞は、回転する舞めいて勇者を襲うも、紙一重で躱され防がれる。

  

  约翰在挡开翅铃攻击的同时，目光也忙碌地移动，捕捉从她背后飞来的库欧托拉身影。

  　ヨーンはチックベルの攻撃をいなしながらも目はせわしなく動き、彼女の背後から飛翔してくるクォートラの姿を捉えていた。

  

  真是棘手的合作。这两只魔族的手腕恐怕是将军等级。身为前将军的翅铃自是不用说，库欧托拉的实力也不容小觑。约翰眯起眼睛，朝翅铃的腹部踢了一脚后跳开。

  　面倒な連携だ。この魔族二匹、その手腕は将軍クラスであろう。元将軍であったチックベルはそれとして、クォートラの実力もまた侮れない。ヨーンは目を細めるとチックベルの腹に蹴りをくれて飛び下がった。

  

  当契齐贝鲁压着腹部呻吟时，库托拉从他背后飞来，仿佛要将他压倒。约翰反复后空翻，拉开距离。库托拉追在后头，但约翰在她跳下时射出两箭，挡住了她的身体。库托拉咂舌后跳起，契齐贝鲁则打算代替她上前，但每当他一有动作，箭矢就会宛如动作被看穿般飞来，使他无法靠近。

  　腹を抑えて一瞬うめくチックベルの背後から、覆いかぶさるように飛来したクォートラに、バク転を繰り返して距離を取るヨーン。後を追うクォートラの前身は飛び下がり際の２射で阻まれた。舌打ちをして飛び上がるクォートラに代わりチックベルが踏み出そうとするも、距離を詰めようと動くたびにまるで動きがバレているかの如く矢が飛来し近づけない。

  

  

  「我原本是猎人，很擅长射下鸟儿。」

  「俺は元狩人さ。鳥を落とすのは得意なのよね」

  

  「少说大话了，人类！」

  「ぬかすねぇ、人間！」

  

  

  契齐贝鲁吹出宛如口哨的尖锐声音。听到号令，在上空盘旋的哈比部队在豪雨中高速飞翔。她们并非直线前进，而是以Z字形划破空气飞翔。即使是高超的弓兵，要射下高速飞翔的哈比也很困难。

  　チックベルが口笛めいて甲高い音を吹き鳴らした。号令を聞きつけ、上空を旋回していたハーピー部隊が豪雨の中高速で飛翔する。直進ではなく、ジグザクに空気を裂いて飛ぶ彼女たち。凄腕の弓兵とて高速で飛翔するハーピーを射落とすのは困難だ。

  

  ————然而……

  　――――が。

  

  

  约翰放出的箭矢接连正确地射穿哈比们的胸口。

  　ヨーンの放った矢が立て続けにハーピーたちの胸を正確に射抜いた。

  

  三只哈比被箭射中心脏，坠落而下。契齐贝鲁咬牙切齿。

  　３体のハーピーが矢を心臓に受け落下していく。チックベルは歯ぎしりをした。

  

  

  「鸟是抓着风飞翔的吧？既然如此，只要事先射出箭矢，让箭停在鸟能抓到风的位置，鸟就会自己飞过来。不管是鸟还是哈比都一样。我不是说过我是识风者吗？」

  「鳥ってのは風を掴んで飛ぶだろ？　だったら掴める風の位置にあらかじめ矢を打っておけば勝手にあたりに来てくれるってね。鳥もハーピーもかわらんねえ。俺は風読みだって言ったろ？」

  

  「圣弓……！」

  「聖弓ぅ……ッ！」

  

  

  

  就这样，一进一退的攻防持续着。

  　そうして一進一退の攻防が続く。

  

  然而，变化在不知不觉间发生了。察觉白城前的战斗气氛改变，让约恩也皱起眉头。

  　が、いつしか変化は起きていた。ヨーンも白城前の戦闘の空気が変わったのを感じて眉根を寄せた。

  

  这场战斗的胜败已经显而易见。约恩厌烦地想着，真想在变成这样之前逃走。

  　この戦いの勝敗は見えた。こうなる前に脱出したかったのになあとヨーンはうんざりした。

  

  

  看准约恩露出的这一瞬间破绽，四特拉吐出格外猛烈的火焰。

  　そんな一瞬見せたヨーンの隙めがけひと際激しくクォートラが炎を吐く。

  

  约恩惊觉不对，躲过这一击。然而……

  　ヨーンははっとしてこれを躱す。が……。

  

  

  火焰宛如要包围约恩一般熊熊燃烧，形成一道牢笼。

  　炎はヨーンの周囲を取り巻く檻めいて囲うように燃え盛った。

  

  

  （是打算断绝我的退路吗？太天真了……不，等等……这是！）

  （退路を断ったつもりか？　甘いねえ……いや、待て……これはッ）

  

  

  四特拉冲破火焰之墙，将鸟喙对准约恩。

  　クォートラは炎の壁を突き破るようにしてヨーンに咢を向ける。

  

  约恩在千钧一发之际闪避，射出箭矢反击。箭矢刺中四特拉的羽毛，但四特拉毫不在意，急速飞向上空。

  　ヨーンはこれを寸でで回避。カウンターのごとく矢を放つ。それはクォートラの羽に突き立つも、クォートラは意に介さず急速に上空へ離脱した。

  

  然而，对方想必是躲在羽毛后方，杀气从背后刺向约恩。鸡皮疙瘩。不妙。

  　しかしその羽に隠れるようにして背後に居たのだろう。殺気がヨーンの体に突き刺さる。鳥肌。やばい。

  

  

  四特拉上升的影子背后，是冲破火焰之墙的奇克贝尔，以贴近地面的高度飞来。约恩原本就料到对方会来，却无法感知到是从哪里过来。

  　クォートラが上昇した影の背後、炎の壁の中を突っ切ってチックベルが地面すれすれの飛翔で突貫してきたのだ。来る、とは思っていた。だがどこからかまでは感知できなかった。

  

  这时约恩领悟了。原来如此，这道火焰之墙。果然如此！

  　そこでヨーンは悟る。なるほど、この炎の壁。やはりか！

  

  

  「你太依赖识风能力了，圣弓！」

  「風読みに頼りすぎたな、聖弓！」

  

  「用火焰加热空气，再让空气乱流化为一道墙，这样就看不出我们要从哪里进攻了！」

  「炎で温められて乱れた空気の流れを壁にすれば、うちがどこから攻めるか読めないよねえッ！」

  

  「啧……！」

  「ちィ……！」

  

  

  从后方的死角和火焰之墙两面夹击。正如克瓦多和契克贝尔所说，完全被攻其不备的约恩急忙想要回避，但火焰之墙让他打消念头。至于风向判读……在热风的吹拂下完全无法发挥功能。约恩连拔出短剑的时间都没有，迫于无奈只好将白弓举到前方，试图抵挡契克贝尔的攻击。

  　クォートラの背後という死角と炎の壁による二段構えの不意打ち。クォートラとチックベルの言う通り、完全に虚を突かれる形となったヨーンは急ぎ回避しようとして、炎の壁で断念。風読みは……巻きあがる熱風で完全に機能不全。短剣を抜く暇すらなく、致し方なしとして白弓を前面に構えチックベルの攻撃を防ごうとする。

  

  

  「太慢了！」

  「遅いッ！」

  

  

  契克贝尔在接触约恩的前一刻大幅旋转身体，使出浑身解数加上体重的回旋踢。这一脚踢断了约恩为了防御而不得已伸出的白弓，直接深深刺进约恩的腹部。

  　チックベルはヨーンに接触する寸前で体を大きく回転させ渾身の速度と体重の乗ったソバットめいた蹴りを繰り出した。それは防御のため苦し紛れで突き出された白い弓をへし折り、そのまま深くヨーンの腹部へ突き刺さった。

  

  

  「咳噗！」

  「ごふッ」

  

  

  约恩瞬间理解到鞋尖刺进腹部的肉，甚至直达内脏，同时被踢飞的他贯穿火焰之墙，撞上城墙的边缘。

  　かぎづめが腹部の肉に突き立ちずぶずぶと内臓まで達したのを一瞬理解すると同時、すぐさま蹴り飛ばされたヨーンは炎の壁を貫通して城壁の上の縁に叩きつけられた。

  

  着地的契克贝尔深深吐了口气。她瞪着被撞飞的约恩，露出警戒的眼神。

  　着地したチックベルは深く息を吐いた。叩きつけられたヨーンを睨みながら、警戒のまなざしでいる。

  

  克瓦多也降落在契克贝尔身旁，发出低吼。她愤恨地望着翅膀的伤，咬住刺在约恩身上的箭，一口气拔了出来。

  　クォートラもチックベルの脇に降り立つと唸りを上げた。翼の傷を忌々しげに眺めると、突き立った矢を咥えひと思いに引き抜く。

  

  

  「啊～好痛痛痛……啊啊，连内脏都被打烂了……」

  「あー、いっててて……ああ、内臓までやられてまあ……」

  

  「结束了，圣弓。」

  「終わりだな、聖弓」

  

  「看来是这样呢。啊～能听我投降吗？」

  「そうみたいだなあ。あー、降参って聞いてくれる？」

  

  

  约翰维持瘫坐在地上的姿势，依然傻笑着。他的弓也断了，已经没有战斗力。

  　ぐったり座り込むような姿勢のまま未だへらへらと笑うヨーン。弓も折れている。戦闘力は、もうない。

  

  

  胜负已分。

  　決着は、ついた。

  

  

  「我可不接受投降。虽然不知道军法上会怎么判，但我可是基于私怨要杀你，你就死心吧。」

  「降参は認めないよ。軍法上どうだかしらないけど、こっちは私怨であんたを殺すんだ。諦めなよ」

  

  

  斯基伯尔伸出翅膀的爪子，走到约翰身边。就在圣弓依然挂着傻笑，额头开始冒出冷汗时——

  　チックベルが翼の爪を伸ばし、ヨーンの下へ歩いていく。へらへらとした表情を崩さない聖弓の額に、脂汗の一つも滲んだ頃合。

  

  刹那间，一道影子冲上城墙。库多拉和斯基伯尔惊讶地看过去，只见一道黑色的巨大四脚影子降落在库多拉他们和约翰之间。

  　その刹那、城壁を駆けのぼる一つの影。クォートラとチックベルが驚いてそちらを見れば、黒く巨大な四つ足の影がクォートラ達とヨーンの中間に降り立ったところだった。

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  原来如此，看来胜负已分。疑似圣弓的男人按着腹部瘫坐在地。白色弓箭被无情地折断，已经无法战斗。

  　なるほど、決着はついているらしい。聖弓と思しき男は腹部を抑えて座り込んでいる。白い弓は無残に折れているから、もう戦えまい。

  

  我从托古瓦背上下来，眺望众人。

  　私はトグーヴァの背から降り立ち一同を眺めた。

  

  

  「公主！」

  「姫！」

  

  

  斯基伯尔惊讶地看着我。

  　クォートラが驚いた眼で私を見る。

  

  我命令佐芙把亚历山大的尸体推下广场后，就立刻在传令哈比鸟的引导下骑着托古瓦赶来了。

  　アレハンドロの死体をゾフに命じて広場へ突き落したのち、伝令のハーピーの導きですぐさまトグーヴァに乗り駆け付けた。

  

  我简短地告知自己讨伐亚历山大，以及城镇中的战斗已经进入扫荡战后，克瓦多便低头致谢。

  　アレハンドロを討ったこと、街中の戦いは既に掃討戦に移行していることを手短に伝えればクォートラは頭を下げた。

  

  好了，我用手指玩弄着浏海，朝圣弓踏出一步。

  　さて。私は前髪を指でいじりながら聖弓に向かい一歩進み出る。

  

  

  「你就是勇者……约恩吗？」

  「貴様が勇者……ヨーンか」

  

  

  约恩瞪大双眼看着我，那稚嫩的嗓音与现场格格不入。

  　この場に不釣り合いな幼女の声色。ヨーンは目を丸くして私を見た。

  

  

  「真令人惊讶。我听说亚历山大老大抓到魔将军了，但没想到竟然是这么小的小姐。而且还是恶魔的相貌……居然是人类，真是令人佩服。」

  「驚いた。アレハンドロの旦那が魔将軍を捕まえたって話は聞いていたが、こんな小さな嬢ちゃんだとは思わなかったぜ。それも悪魔の相……人間だったとは恐れ入る」

  

  

  约恩按着腹部，「啊——」地摇了摇头。对一切出乎意料的约恩来说，这似乎是件极为震惊的事。

  　腹を抑えたまま、そういってあーあと首を横に振るヨーン。すべてが予想外のヨーンにとっては極めつけに驚いた出来事だったらしい。

  

  对我来说，这也是第一次与勇者面对面。居然会被克瓦多和锡克贝尔打倒，看来勇者也不过如此……不，不对。应该是克瓦多他们太强了。更何况，弓兵独自一人根本无法与他们近身战斗。不过，看到周围的惨状，被箭射穿心脏的哈比鸟尸骸，以及锡克贝尔和克瓦多身上的伤，如果在该战斗的地方与他们战斗，他们应该是令人畏惧的对手。

  　私としても勇者とご対面するのは初だ。クォートラとチックベルに倒されるとは、勇者もこの程度……いや、違うな。クォートラ達が強かったのだろう。まして弓兵が一人では彼らとの接近戦にはかなうまい。だが周囲に見える惨状。心臓を矢で穿たれたハーピーの亡骸や、チックベルとクォートラに付けられた傷を思えば、戦うべき場で戦ったとしたら恐るべき相手だったのだろう。

  

  这下子，可以说在卢维卡纳的威胁已经完全排除了。在非我管辖的范围排除勇者威胁的他们，让我完全抬不起头来。特别是丘克贝尔。虽然原本就知道他是前将军，但没想到竟然强到这种地步。

  　これでルイカーナにおける脅威は完全に取り払われたと言っていい。私管轄外にて勇者という脅威を排除してくれた彼らには全く頭が上がらない。特にチックベルだ。元将軍は既知の事実だったが、これほどまでの強さであったとは。

  

  果然不能以貌取人。

  　やはり、見かけには寄らないものだ。

  

  

  我哼了一声，结束状况分析后，逼近看着我发呆的约翰。。

  　ふん、と鼻を鳴らし状況分析を終えると、私を見てぼうっとしているヨーンに詰め寄る。

  

  

  「好了，虽然我实在无法理解，但勇者大人似乎相当爱国呢。」

  「さて、どうにもこうにも理解はできんが、勇者様はずいぶんと愛国心にあふれているらしいなあ」

  

  

  我一边说出讽刺的话，一边露出嘲讽的表情，手扠着腰，把脸凑近约翰。约翰露出浅笑，抬头看着我挥挥手。

  　皮肉めいた言葉を零しながらあざけるような表情で、腰に手を当てたままずいっとヨーンに顔を近づけた。ヨーンは薄ら笑いを浮かべながら私を見上げ手を振った。

  

  

  「那真是多谢了。毕竟继续待在法尔托玛雷似乎也没有利益。老大呢？死了吗？」

  「そりゃどうも。ファルトマーレにこれ以上いても利益がなさそうなんでね。旦那は？　死んだのかい？」

  

  「嗯，死了。」

  「ああ、死んだ」

  

  「我想也是。唉，真讨厌。」

  「だろうなあ。ま、嫌になるよ」

  

  

  我眯起眼睛，心想「你说话还真见外」。完美地回避亚历山大的护卫和战场工作的你，简直就像知道事情会变成这样。

  　随分と他人行儀なことだな、と目を細める。アレハンドロの護衛や戦場での働きを見事にボイコットしたお前がまるでこうなると分かっていたみたいじゃないか。

  

  我抓住约翰的胸口，用力拉扯。因为力气不大，所以只拉扯到衣服，但我确实对这个男人感到愤怒。

  　私はヨーンの胸ぐらをつかみ、ぐっと引っ張る。非力なもので、服をちょっぴり引っ張るに留まったが、私は確かにこの男に募りを感じているのだ。

  

  

  「多亏身为勇者的你咬着手指袖手旁观，我的作战计划进行得比预期中还要顺利。但我可不会向你道谢。你这家伙明明是勇者，到底在搞什么鬼？这样会败坏英雄的名声哦。」

  「勇者である貴様が指を咥えていてくれたおかげで、私の作戦は予想以上にスムーズに事が運んだよ。だがありがとうなどとは言わないぞ。貴様、勇者の癖に何をしていた？　英雄の名が廃るぞ」

  

  

  对我来说，勇者这种人从身为法鲁特玛雷的英雄的那一刻起，就是我最大的敌人。然而，身为男人的我，对于背负人们的期待与声援奋战的勇者，确实抱持着一丝敬意。所以才不好笑。实在太不好笑了。这种男人竟然是勇者。可恨的法鲁特玛雷英雄，竟然是个胆小鬼，这个事实让我觉得像是被摆了一道，让我感到难以言喻的烦躁。

  　私にとって勇者などファルトマーレの英雄である時点で最大の敵である。が、人々の期待と声援をその背に受け戦う勇者という存在に、男としての自分は確かな敬意がほんの一握り程はあったのだ。だからおもしろくない。おもしろくなさすぎる。こんな男が勇者であったなどと。憎きファルトマーレの英雄が、とんだ臆病者であったという事実はまるで肩透かしを食らったようでいいようのない苛立ちを覚えさせてくれたのだ。

  

  面对揪住他的衣领发怒的我，约恩用像是在安抚小孩的动作劝我冷静。你有什么资格说这种话？因为我长成这副模样，因为我是幼女，所以瞧不起我吗？

  　胸倉を引っ張り怒る私に、まるで子供をあやすようなしぐさでヨーンは落ち着けと諭してきた。どの口がほざくというのか。私がこんな姿だから、幼女だから舐めているのか。

  

  看着咬紧牙关的我，约恩重重叹了口气。

  　歯を食いしばる私に、ヨーンは大きくため息をついた。

  

  

  「虽然好像让你有所期待，但我可不是当勇者的料。是周围的人擅自……啊——这已经不知道是第几次了。」

  「なんか期待させちゃってたらしいけどさあ。俺ぁ勇者ってタマじゃないのよ。周りが勝手に……あーもうこれいうの何度目だろうなあ」

  

  「亚历山大可是很期待你的表现哦。」

  「アレハンドロは貴様をあてにしていたぞ」

  

  「你太抬举我了……虽然想这么说，但我的确做了对不起老大。不过，老大是个有点危险的人，我觉得他应该死在这里才对。嗯。」

  「そりゃ買い被りってもんだ……と言いたいが旦那には確かに悪い事をした。だがね、旦那はちょっと危ないお人だったし、ここで死んどくべきだったと思うよ。うん」

  

  

  听到约翰过于干脆的发言，我哑口无言，松开揪住他胸口的手。

  　あまりにもあっさりとしたヨーンの言葉に私は絶句し、掴んだ胸倉から手を離した。

  

  

  「啊～你是公主吗？」

  「あー、姫だっけ？」

  

  「……我叫克莱儿。不过，我不认为自己有资格对企图逃离战场的胆小鬼报上名字。」

  「……ココットだ。戦場から逃げようとした腰抜けに名乗るものでもないと思ったんだがな」

  

  「那还真是多谢了。那么，克莱儿小妹，我跟老大不一样，不想参与这种杀来杀去的战争。就算再怎么赚钱，我只想好好地活着，过着悠然自得的生活。我想过着宁静的日子。毕竟我年纪也大了，所以正在考虑隐居的地点。」

  「そりゃどうも。んじゃココットちゃんよ。俺ァ旦那と違って殺し殺さればっかりの戦争なんざごめんなのよ。いくら金になるって言ってもなあ。うまーく生きて悠々自適に暮らしたいのよ。静かにさ。おじさん年だからさ、隠居先を考えてたわけ」

  

  「隐居……难道你打算逃亡……」

  「隠居……まさか貴様亡命を……」

  

  

  听到约翰的发言，我大吃一惊，立刻用手指抵着下唇思索。目前最适合让这家伙逃亡的地点是……

  　ヨーンの言葉に驚き、すぐに下唇に指をあて思案。現状こいつの亡命先として最有力なのは。

  

  

  「小国联合吗？」

  「小国連合か」

  

  「猜对了。克莱儿小妹真聪明，聪明到让人害怕呢。」

  「あたりさね。ココットちゃんは賢いなあ。怖いくらいだ」

  

  

  我暂且将约翰那轻浮的笑容抛在脑后。勇者要逃亡？逃亡到最近企图介入战争的小国联合？

  　へらへら笑うヨーンの不快はひとまず捨て置き、勇者が亡命だと？　最近戦争に介入したがっている小国連合に亡命？

  

  而且，他逃亡的理由是讨厌战争吗？

  　そしてその理由、戦争を嫌悪するからと言ったか。

  

  

  「你跟亚历山大一样，对法尔托玛雷失望了吗？」

  「アレハンドロと同様、ファルトマーレを見限るのか？」

  

  「那是因为你们才不会懂吧。跟魔族这样大打出手，你们有得到什么吗？没有吧。只有尸体与仇恨，只有悲伤不断增加。真是个无聊的国家。」

  「そりゃあお前さんらのがわかるんじゃないかね。魔族とこんだけやりあって得たものがあったか？　ないだろうよ。死体と恨みつらみ。悲しみばかり増えやがる。つまらない国さね」

  

  

  的确，战争没有任何益处。我的憎恨追根究柢也是战争的产物。然而，对现在的我来说，战争是实现复仇的绝佳舞台，也是在魔族内建立功绩、获得评价并往上爬的基础。即使是通常没有益处的战争，对我来说也有好处。所以，我内心对约恩的话一半同意一半否定。

  　確かに、戦争など何も益がない。私の憎しみも大本をたどれば戦争の産んだもの。だが、今の私にとって戦争とは復讐を為すための絶好の舞台であり、魔族内で功績をあげ評価を得てのし上がるための土台。通常益がない戦争でも私にはある。だからヨーンの言葉には心の中で半々に同意をしておく。

  

  这时，约恩突然对一瞬间陷入沉默、陷入沉思的我提出惊人的提议。

  　と、一瞬無言で思案にふけった私に、唐突にヨーンは驚くべき提案を投げてきた。

  

  

  

  

  「我说，你们能不能让我流亡？」

  「なあ、俺を亡命させてくれない？」

  

  「你说什么？要我们放过你？放过勇者？」

  「なんだって？　見逃せというのか？　みすみす勇者を？」

  

  「只要让我逃走，对你们魔王军也有好处。我的协助者是小国联合的稳健派，与战争推进派敌对。」

  「俺を逃がしてくれればおたくら魔王軍にも有益だ。俺の協力者は小国連合の穏健派でね。戦争推進派と敵対している」

  

  

  战争推进派与稳健派。因为和之前拷问小国联合军官时问出的内容大致上一致，所以约翰的话并非谎言。如同我向艾库罗尔大人报告的内容，派兵前往法尔托玛雷的果然是战争推进派。约翰投靠的是反对战争的稳健派。不管怎么说，在这种时候收留流亡者，对稳健派来说也……不，不对。所以才需要勇者吗？

  　戦争推進派と穏健派。いつぞや小国連合士官を拷問し聞き出した内容と概ね一致するからヨーンの話は嘘ではないな。エルクーロ様にご報告した通り、やはりファルトマーレに義勇派兵しているのは戦争推進派で間違いない。ヨーンの受け入れ先は戦争反対派たる穏健派。いくらなんでもこのタイミングで亡命など受け入れるのはあちらとしても……いや、違う。だから勇者か。

  

  

  「……原来如此。只要身为勇者的你加入，就能牵制推进派，增强稳健派的力量。结果就是防止法尔托玛雷增强战力。你想说的就是这个吧。」

  「……なるほど。そこに勇者である貴様が転がり込めば推進派の牽制の意味合いにもなり穏健派の力が強まる。結果としてファルトマーレの戦力増強を防ぐと。そう言いたいわけか」

  

  

  到头来，战争根本无关紧要，只是政治家的互斗。战争推进派打算借由卖人情给法尔托玛雷来获取利益，赞同派的人应该很多吧。觉得这样很没意思的稳健派，为了增强自己的势力，想要勇者这个象征。来自法尔托玛雷的勇者，等于是在背书派兵的风险。战争的天秤倾向魔族，证明了战争推进派偏袒法尔托玛雷的风险，借此阻止义勇派兵。大概就是这么回事吧。

  　結局戦争などどうでもいいのだ。政治家のなじりあいなのだ。戦争推進派はファルトマーレに恩を売ることで自分たちの利としようとしていて、その賛同派が多いのだろう。それが面白くない穏健派は、自分たちの勢力を強めるため勇者というシンボルを欲する。ファルトマーレから来た勇者の存在はつまりそれそのものが派兵のリスクを裏付けるもの。戦争の天秤の傾きが、魔に重きを置く証左となり、戦争推進派のファルトマーレへの肩入れのリスクを糾弾し、義勇派兵を押しとどめる、と。そんなところだろうか。

  

  

  「啊～啊～嗯，就是这么回事。克莱儿，你理解得很快呢。」

  「あーあー、まあ、そゆこと。ココットちゃん話早いね」

  

  「别叫我克莱儿……不过，这确实是有益的提议。」

  「ココットちゃんと呼ぶな。……確かに、有益だな」

  

  

  听到我的话，原本保持沉默观望的库多拉和契克贝儿出声了。

  　私の言葉に沈黙を保ち見守っていたクォートラとチックベルが声を上げた。

  

  

  「公主！您要放过他吗！」

  「姫！　見逃すというのですか！」

  

  「我说啊，克莱儿，这家伙可是杀了那个孩子……杀了波利尼亚大人的勇者之一耶。再怎么说……」

  「あのさあココットちゃん。こいつはあの子を……ポリニア様を殺した勇者の一人なんだよね。流石に……」

  

  

  我只在一瞬间回头看向两人，用锐利的眼神瞪了他们一眼。请你们不要妨碍我讲话。姑且不论库多拉，契克贝儿还是一脸不服气，但在我盯着他的眼睛后，他便沉默下来。我的意图有传达出去了吗？

  　そんな二人に一瞬だけ振り返った私は、じろりとにらみを利かせた。話の邪魔はしないでもらおう。クォートラはともかくチックベルは未だ不服な顔であったが、私の目をじっと見た後押し黙った。私の意図は、伝わったかな。

  

  我再次转向约恩，然后对一边抓着下巴的胡须，一边看着我的约恩说：

  　私は改めてヨーンに向き直る。そして、顎髭を掻きながら私を見るヨーンに告げた。

  

  

  「首先，把你的手提行李交出来吧。」

  「まずは手荷物を渡してもらおう」

  

  「你说什么？」

  「なんだと？」

  

  

  约恩交互看着我伸出的小手和我的眼睛，惊讶地瞪大双眼。

  　そう言って私が差し出した小さな手のひらと私の目を交互に見ながら、ヨーンは大きく目を見開き驚いていた。

  

  

  「不管是怎样的勇者，都不可能不带任何伴手礼就逃亡吧。老实说，我不认为光凭你的存在，稳健派就能对抗战争推进派。所以，你应该还带了另一样东西吧？」

  「いかな勇者とて手土産の一つもなしに亡命するつもりではなかっただろう。貴様の存在だけで穏健派が戦争推進派に対抗できるとは正直思えない。だからなにかもう一つ、あるんじゃないのか」

  

  「——你的直觉很敏锐呢。不，你真的是幼女吗？」

  「――勘が鋭いな。いや本当に幼女？」

  

  「你可以抱着跟看到时一样的印象。所以，你打算怎么做？要给我，还是不给？」

  「見た通りの印象を抱いていただいて結構。で、どうする？　渡すか、渡さないか」

  

  

  约恩的额头浮现汗水，发出沉吟。看来是某种让他难以给出的东西。是足以当成流亡伴手礼的东西。要是交到小国联合手上，稳健派有可能会变成第二个战争推进派。就在这里回收吧。

  　ヨーンは額に汗を浮かべ、ううむと唸る。出し渋るほどの何か。亡命の手土産足りうるものだ。小国連合の手に渡れば穏健派が第二の戦争推進派になりかねない。ここで回収する。

  

  

  「……因为能和平解决当然最好。毕竟性命无可取代。不过，反正只是保险，好吧。给你。」

  「……穏便に済む方がいいからねえ。命には代えられんね。まあ保険代わりだったし、いいよ。やるよ」

  

  

  约恩像是放弃挣扎般叹了口气，从怀中取出书信放到我的手上。我摊开他给我的东西，皱起眉头。

  　ヨーンは観念したようにため息をつき、懐から書簡を取り出し私の手に乗せた。手渡されたそれを広げ私は眉根を寄せた。

  

  

  「这是枪的设计图……原来如此。你还真是做了相当狡猾的事情。不仅没在亚历山大陷入困境时现身，还偷走了这种东西。」

  「これは、銃の設計図……なるほど。随分と狡い事をするな。アレハンドロの窮地に姿を現さないばかりか、こんなものを盗み出していたとは」

  

  

  亚历山大确实说过他有枪的设计图，还说要把那个卖给法尔托玛雷获取财富。原来如此，这的确很适合当成伴手礼。是有可能改变战争的东西。要是让稳健派拿到这个，应该也能对推进派施加压力。同时，这肯定也会增强稳健派的力量。因为拥有枪的小国联合肯定会增强力量，所以能在这里阻止这件事，可说是很大的成果。

  　アレハンドロは確かに銃の設計図があると言っていた。それをファルトマーレに売り渡し財を得ると。なるほど確かにこれなら手土産にはもってこいか。戦争を変えかねない代物。穏健派がこれを手にすれば推進派に圧力をかけることもできよう。同時に懸念であった穏健派の力の増強は間違いない。銃を手にした小国連合が力をつけるのは間違いないから、ここで阻止できたのは大きな成果と言える。

  

  

  「毕竟协助老大也是我最后的工作嘛。不过这样正好，我被派来这种地方的意义也成立了。」

  「旦那に協力していたのは最後のお仕事ってのもあったしね。でもちょうどよかったよ。俺がこんなところに派遣された意味もできた」

  

  「哦？」

  「ほう？」

  

  「只要让你们把我杀掉，很多事情都能漂亮收场。」

  「おたくらに俺が殺されたってことにすれば色々と綺麗に収まるわけよ」

  

  

  约恩这家伙，看来真的打算背叛法尔托玛雷。虽然俗话说好马不吃回头草，但若是被当成死亡，真的只会提高魔族的士气。他彻底厌恶自身污名的程度，看来是真的想隐居。

  　ヨーンめ。本当にファルトマーレを裏切るつもりらしい。立つ鳥跡を濁さずともいうが、死亡扱いに等すれば本当に魔族の士気を高めるのみ。自身の汚名を嫌う徹底ぶり。隠居したいのは本当らしい。

  

  

  「原来如此。不过你打算怎么处理那个伤？」

  「なるほどな。しかしその傷でどうするつもりだ？」

  

  

  听到我的问题，约恩痛苦地按住腹部的伤，缓缓站起身子后咧嘴一笑。

  　私の問いにヨーンは腹部の傷を苦し気に抑え、ゆっくり立ち上がるとにいっと笑った。

  

  

  「会有人来接我。我会想办法撑到那时候。那么再见了……彼此都干脆地忘掉对方吧，小小魔将军。」

  「迎えが来る。そこまでは何とか持たせるさ。んじゃあな……お互いすっぱりお互いの事は忘れようぜ。小さな魔将軍ちゃん」

  

  「嗯，是啊。」

  「ああ、そうだな」

  

  

  我同样转身背对转身离去的约恩，简短低语。

  　背を向けたヨーンに私も同じく背を向けると、短く呟いた。

  

  

  「再见了。」

  「さよならだ」

  

  「嘎哈呼……」

  「がはっふ……」

  

  

  刹那间，约恩的背部被尖爪贯穿胸口。约恩背后是泰然自若的提克贝儿，她的手深深刺进约恩的背部。

  　刹那。ヨーンは背中から胸をかぎ爪で貫かれていた。ヨーンの背後には涼しい顔のチックベルがおり、その腕を深々とヨーンの背中に突き入れていた。

  

  约恩仅转头看向我，对我投以混杂惊讶与愤怒的视线。

  　ヨーンは首だけで私を振り返ると、驚きと怒りの入り混じった視線を私に向けた。

  

  

  「你这家伙……」

  「てんめ……」

  

  

  我回望投来这种视线的他，以毫无感情的冰冷表情接下，然后瞪着嘴角喷血的约翰说：

  　そんな視線を振り返った私は何とも感じない冷たい表情で受け取ると、じろりと口から血を吹き零すヨーンに告げる。

  

  

  「我应该没说过要让你流亡……你太焦急了，勇者。」

  「私は亡命させるなどとは一言も言っていなかった筈だが……焦りすぎたな、勇者」

  

  

  我怎么可能让勇者轻易流亡？为了打击法尔托玛雷，可以说杀死勇者才是最优先事项。虽然没想到第一个会这么乐观，但我能感觉到他是因为战争疲惫，真的想逃走。因此，我轻易地趁虚而入。

  　この私が、勇者をまんまと亡命などさせるものか。ファルトマーレに打撃を与えるために、勇者殺しは最優先と言っていい。まさか最初の一人がこんな楽観的だとは思わなかったが、戦争疲れか本当に逃げ出したかったのは感じ取れた。故に、簡単に付け入れた。

  

  在我说完的同时，契齐贝鲁将手臂抽出。鲜血从胸口与背后的洞口喷出，约翰无力地跪倒在地。

  　私が言い終えると同時、チックベルが腕を引き抜いた。胸と背中の大穴から血が噴き出し、ヨーンはがっくりと膝をつく。

  

  

  「你不是说过了吗？不是假装被杀，而是真的死掉才能更漂亮地收场吧？」

  「貴様の言った通りじゃないか。殺されたことにするのではなく、本当に死んでしまう方がよりきれいに収まるだろ？」

  

  「小国联合的战争推进派……不会默不吭声哦……」

  「小国連合の戦争推進派が……黙っちゃいないぜ……」

  

  「只要有你给的这份设计图，就能回本了。最重要的是，失去一名勇者的影响，对我们更有利吧。魔族的士气会上升，法尔托玛雷的士气会下降。如果是明知不利的战争，小国联合说不定也会收手。你太小看战争了。看起来你根本没想过那种事。」

  「貴様がくれたこの設計図があれば元は取れよう。何より、勇者を一人失った事による影響の方が我々に優位になるだろう。魔族の士気は上がり、ファルトマーレの気力は下がる。不利と分かった戦争ならば、小国連合も手を引くかもしれんしな。戦争に見切りをつけすぎたな。そんなことを考える気もなかったと見える」

  

  「哈、哈哈……这下子、真伤脑筋……克莱儿、真是、不得了的、恶魔……啊……」

  「は、はは……まいったねこりゃあ……ココットちゃんはとんだ、悪魔、だ……ぜ……」

  

  

  约恩就这样仰天倒下，失去光芒的双眼承受着从漆黑天空落下的雨滴，同时思考一件事。

  　ヨーンはそのままどさりと仰向けに倒れ、黒々とした空から落ちる雨粒を光を失っていく眼に受けながら、一つの事を考えた。

  

  那就是，他思考着曾经是朋友的勇者伙伴，其中一人佛尔多纳。这就是企图背叛他的报应吗？若是如此，那也没办法……

  　それは、友であった勇者仲間。その一人であるフォルトナ。彼を裏切ろうとした報いがこれなのかと。だとしたら、仕方ないな……と。

  

  在一抹忏悔之后，失去心脏的约恩身体停止生命活动。

  　一抹の懺悔の後、ヨーンの心臓を失った体は、生命活動を停止。

  

  

  

  圣弓勇者约恩被讨伐了。

  　聖弓の勇者ヨーンは、討ち取られた。

  

  然后没过多久……传令的哈比鸟就传来报告，表示露依卡娜已经完全压制住托泽。

  　そして程なくして……ツォーネよりルイカーナの完全制圧が為ったという報告が、伝令のハーピーによって伝えられたのだった。

  

 
  ＃７９　epilogue：揺れる瞳

  ＃79　epilogue：摇曳的眼眸

  　

  

  

  

  

  

  

  我骑着托古巴回到白城前的广场。

  　私はトグーヴァに跨り白城の前の広場へと戻ってきた。

  

  在战斗中翅膀受伤的库多拉以人类形态坐在托古巴背上。他一开始以惶恐为由拒绝，但其实很明显看得出来他不习惯坐在某人的背上，所以我硬是用命令的形式让他坐上来。我不能让有功者继续勉强自己。

  　戦いで羽に傷を負ったクォートラは人間形態でトグーヴァの背に乗せた。始めは恐れ多いとして拒否されたが、その実何かの背に乗るのに慣れていないという様子がありありと伝わってきたので無理やり命令という形で乗せた。功労者にこれ以上無理をさせるわけにもいくまい。

  

  他正好坐在我后面，看起来坐立不安，还隐约看得出害羞的模样，让我觉得有点有趣。我基于恶作剧的心态，要他抓住我以免摔下去，结果他难得露出慌张的样子。

  　ちょうど私の後ろに座っていた形だったから、落ち着かない様子ではあったし照れのようなものも見え隠れしていたので少し面白かった。悪戯心から、振り落とされないように私に捕まって居ろと言えば珍しく狼狽した様子が見れた。

  

  我抵达广场角落，从托古巴背上下来。我命令库多拉去治疗伤口，然后走向城堡，面带微笑的托泽迎接我。

  　広場の隅に辿り着きトグーヴァの背から降り立つ。クォートラには傷の治療をするようにと命じ下がらせ、城へ向かい歩くとニッコニコのツォーネが出迎えた。

  

  

  「克莱儿大人！欢迎回来。」

  「ココット様！　おかえりなさいませですわ」

  

  

  我对优雅地鞠躬的托泽简短慰劳，他便红着脸深深鞠躬。在我攻陷城堡前，这家伙一直守护着这里。每次都只有流血也不太有趣，偶尔也想个不一样的奖赏吧。

  　優雅にお辞儀をしてみせるツォーネに短く労いの言葉をかければ、頬を染めてより深く頭を下げた。私が城を落とすまでこいつはよくここを守ってくれた。毎度血ばかりでは趣がないし、たまには少し違った褒美の一つでも考えてやるか。

  

  然而，广场上依然一片忙乱。有人替负伤的魔族进行急救，也有人组成讨伐余党的部队出击，有许多人忙得团团转。索夫也混在伤兵中接受治疗。我明明没有指示他做任何事，他却真的变得很勤快。

  　しかし広場は未だ慌ただしいままだ。負傷した魔族が応急処置を受けていたり、残党狩りの部隊が出撃していたりとせわしなく動き回る者たちが多い。ゾフも負傷兵に交じって手当てを受けていた。すべてを指示したわけではないのに、本当によく動いてくれるようになった。

  

  就在我如此感叹并眺望广场时，托斯卡报告了一件事。

  　そう感心し眺めていればツォーネが一つ報告をしてくる。

  

  

  「克莱儿大人离开后，有骑士前来投降。我姑且把他们排在那里了，您打算怎么做？」

  「ココット様が行かれた後投降してきた騎士がおりましたの。一応そこに並べていますわ。どうします？」

  

  

  听到托斯卡这么说，我望向广场，发现应该是被托斯卡等人压制的骑士们跪在地上，双手放在后脑勺排成一列。他们大多是穿着黑紫色铠甲的黑紫骑士团成员。

  　ツォーネの言葉に目を向ければ広場には既にツォーネ達が制圧したであろう投降したと見える騎士たちが跪き、両腕を頭の後ろに組んだ姿勢で並ばされていた。多くは黒紫の鎧を着た黒紫騎士団の者たちだ。

  

  他们变心的速度还真快。一发现逃不掉，就立刻投降了啊。不过，这就是他们这些佣兵出身的人的处世之道吧。

  　気変わりが早いな。逃げられないと見るやすぐさま投降か。まあ、それが傭兵上がりの彼らの処世術なのだろう。

  

  姑且不论抱着这种打算投降的他们，看到丘可贝儿搬来的约翰遗体，贵族等俘虏都瞪大双眼陷入绝望。毕竟从未在战线上露脸的勇者的下场，也暗示着他们的未来。

  　そんな打算で投降した彼らはともかくとして、チックベルが運んできたヨーンの亡骸を目にした貴族などの捕虜たちは目を見開いて絶望していた。戦線についぞ顔を出さなかった勇者の末路は、自分たちの行く末さえ示唆しているのだから。

  

  我环视了一圈表情绝望的俘虏后，将手抵在下巴，瞬间思考了一下。嗯～嗯～好吧，就这么办。

  　絶望の表情の捕虜たちをくるりと一通り眺めた後、顎に手を当てふむ、と一瞬考える。んー、んー。まあ、そうだな。

  

  

  「俘虏就不用了。」

  「捕虜は要らん」

  

  

  我下达简短的命令。崔涅点头后，对监视骑士们的魔剑士举起手打暗号。魔剑士们立刻拔剑，接二连三地处决贵族和骑士俘虏。虽然听见黑紫骑士求饶和咒骂的声音，但我并不在意。

  　短い命令。ツォーネは頷くと、騎士たちを見張っていた魔剣士に手を上げて合図をする。魔剣士たちはすぐさま剣を抜き放つと、次々と捕虜の貴族や騎士たちを処刑していった。黒紫騎士の命乞いや罵声が聞こえてきたが特に気にも留めない。

  

  他大概以为向我投降就能活命吧，但被小看可就不好玩了。佣兵出身的人就算抓到也派不上用场。不好意思，我可不期待你们能活命。

  　私に投降すれば命は助かるとでも思ったのだろうが、そう舐められては面白くない。傭兵上がりなど捕えた所で何の役にも立たんしな。期待している所悪いが、死んでもらおう。

  

  在骑士们的惨叫声中，我处决完俘虏后，便失去兴趣，迈步离开。

  　騎士たちの悲鳴が響く処刑の最中、私はもう興味を無くし歩き始める。

  

  

  

  这时，奇克贝尔似乎将约翰的尸体装进箱子里了，他拍着翅膀飞来，来到我身旁，边走边弯下腰，探头看着我的脸说道：

  　と、ヨーンの亡骸を箱に詰め終わったか、羽音を立てて飛来し私の隣に並んだチックベルが、歩きながら体を折り私の顔を覗き込むような姿勢で話しかけてきた。

  

  

  「克莱儿……谢谢你。虽然只有一个人，但我讨伐了波利尼亚大人的敌人。这下子可以告慰她的在天之灵了。」

  「ココットちゃん。……ありがとうね。一人だけだけど、ポリニア様の敵が討てた。あの子への手向けになるよ」

  

  「我当然没打算让勇者逃走。我反而该感谢你愿意相信我。憎恨有时会凌驾于理性之上，我甚至做好了被你撕裂的觉悟。」

  「無論勇者を逃がすつもりなどなかったさ。むしろ信用してくれてありがとうというべきなのはこちらの方だ。憎悪は時に理性を凌駕する。お前に引き裂かれるかもしれないと覚悟したほどだ」

  

  「嗯，看到那种眼神就知道了。克莱儿的憎恨和我们一样非比寻常。你的表情比听说的还要可怕呢。」

  「まあ、あんな目を見ればね。うちら同様、ココットちゃんの憎悪も並じゃないってわかったよ。聞いてたよりおっかない顔するねえ」

  

  

  我心想她是在揶揄我，但我还是露出微笑。虽然我不曾在意过自己的长相，但既然我的脸能让人类感到恐惧，那我就会摆出任何表情。

  　揶揄われた、と思った。だが私はにこりと笑う。顔つきなど気にしたことはないが、私の顔が人間を恐れさせるのならどんな顔だってするさ。

  

  我再次向露出恶作剧笑容的琪可贝儿道谢。琪可贝儿在面对勇者时，表情是出自于深深的憎恨。虽然我没见过，但波利尼亚大人对四天王应该有非比寻常的执着吧。这么一想，琪可贝儿会以这种形式理解我的想法，也别有一番意义。

  　いたずらっぽく笑うチックベルに、私は改めて礼を言った。勇者と相対したときのチックベルの様子は、深い憎悪によるものだった。私はお会いしたことはないが、四天王ポリニア様に並々ならぬ思い入れがあったのだろうな。そう思えば、チックベルの意をくんだ形となったのも意味があったと思える。

  

  

  

  她一改刚才严肃的表情，恢复成平常的样子，露出傻笑停下脚步。我也停下脚步回过头，琪可贝儿率领的哈比部队迅速排成一列，向我行礼。

  　あの時見せた真面目な顔とうって変わってすっかりいつもの調子に戻っている彼女はにへらと笑い、足を止める。私も足を止めて振り返ればチックベル率いるハーピー部隊とともに素早い列をなして私に礼の姿勢を取っていた。

  

  我也摘下帽子，放在胸前回礼。魔王军国境警备部队长琪可贝儿，是个可靠的人。

  　私も帽子を取り、胸に当てて礼に答えた。魔王軍国境警備部隊長チックベル、頼もしい者だった。

  

  回完礼后，琪可贝儿再次露出笑容。

  　返礼も済み、チックベルは再び笑みを浮かべる。

  

  

  「那我们先一步回魔王城了。艾库罗君那边就由我们先去报告吧。」

  「じゃあうちらは一足先に魔王城に戻るよ。エルクーロくんへの報告はうちらが先にしておくね」

  

  「啊……艾库罗……君？」

  「ああ……エルクーロ、くん？」

  

  「呜哇，我又说出来了。要帮我保密哦！不然我会生气，叫你不要把我当小孩子看～」

  「うわっち、また言っちゃった。ナイショにしてね！　子ども扱いするなって怒るからさ～」

  

  「哦、哦……咦？」

  「あ、ああ……え？」

  

  

  我听见了不能当作没听到的话……在我头上浮现问号时，脸上浮现小恶魔般笑容的奇斯贝儿，就率领麾下的哈比族飞向空中。

  　聞き捨てならない言葉が聞こえたが……私が頭の上に疑問符を浮かべている間に小悪魔めいた笑みを浮かべたチックベルは配下のハーピーを率いて空へ飛び立っていった。

  

  感觉还是不要深究比较好，就忘了吧。

  　あまり触れないほうがよさそうだし、忘れておこう。

  

  

  

  

  不管怎样，我实在无法对尽心尽力的哈比族部队摆架子。毕竟也有人牺牲了，即使如此，我还是深深感谢她们前来救援，目送她们离开。也感谢送她们离开的艾尔克罗大人。

  　ともあれ尽力してくれた彼女たちハーピー部隊には頭が上がらない。犠牲も出てしまったようだし、それでも救援に来てくれたことに深く感謝し見送る。そして、彼女たちを送り出してくれたエルクーロ様にも。

  

  虽然我心中仍留有「为什么」的疑问。毕竟我根本没听说有增援，虽然在需要的时候送来必要的增援，对我非常有帮助，但她们是不是不信任我呢？不，不可以这么想。事实上，我确实背叛了她们的信任。我必须诚挚地接受这次的失误，坦率地感谢她们。

  　まあ、なぜ、という疑問は残るが。増援の話など聞いていなかったし、必要となったタイミングで必要な増援を寄越してくれたのは大いに助かったのだが、信用されていなかったのかな。いや、そんなことを考えてはいけないな。事実信用を裏切るような形になったのだ。此度の私のミスは真摯に受け止めるとして、素直に感謝しよう。

  

  下次见面时，我一定要好好道谢。希望没有造成她们的困扰。

  　お会いした時にはしっかり礼を言わねばなるまい。気苦労をおかけしていなければいいのだが。

  

  

  

  话说回来，虽然现在才说有点晚，不过我应该没问题吧？因为最后成功攻陷了卢维纳，魔王大人应该不会责备我……不过要是被他知道我曾经被人类俘虏，不知道会受到什么惩罚……

  　というか、今更だが私は大丈夫だろうか。結果的にルイカーナを陥落せしめたのであるから、魔王様から何もお咎めはないはずだが……数日とはいえ人間の捕囚となっていたなどと知れたら何をされるか……。

  

  我像是突然想起这件事，脸色发青，身体颤抖了一下。

  　思い出したかのように私は顔を青くして一度身震いをした。

  

  算了，现在先别去想这件事。我立下了功劳，想必提克贝会好好报告。我如此祈祷。万一真的发生什么事，就去向艾露露大人哭诉吧。只要再哭着求她，说不定她会答应。

  　まあいい。今は考えないようにしよう。功績はあるのだ。チックベルがうまく報告してくれるはず。そう祈る。万が一の時はエルクーロ様に泣きつこう。また泣き落とせばあるいは。

  

  在慌乱的思考过后，我决定先专心处理眼前的事后处理。得快点去见MIO才行。

  　瞳が渦巻くような慌てた思考の末、私はひとまず目先の事後処理に集中しようと思い至る。早くミオの所にもいってやらなければ。

  

  

  

  

  ……我本来以为大家会更反对让MIO加入。

  　……ミオを私が迎え入れたことに、もっと反発があると思っていた。

  

  但是出乎意料，库多拉他们很干脆地接受了。我不知道理由。因为MIO和希雅一样，都是亚历山大养大的恶魔，所以大家可能觉得让她们的孩子加入会很麻烦。

  　しかし意外にも、クォートラ達はすんなりと受け入れた。理由は分からない。シアと同じアレハンドロ子飼いの悪魔の相持つ子を引き入れた等と言っては面倒の一つも起こりえたのだ。

  

  当然，我很高兴他们愿意接受。不过……不，别想了。凡事都往坏处想是我的坏习惯。

  　もちろん受け入れてもらえたのは嬉しい限りだ。だが……いや、止そう。何でもかんでも悪いほうへ考えるのは私の悪い癖だな。

  

  虽然我抱着不再相信任何人的决心，一路走到这里，不过现在我想要相信他们。

  　もうなにも信用すまいと覚悟を決めてこの道を進んできたが、今私は彼らを信用したいと思っている。

  

  为了他们，没错……为了成为我重要的人的他们，为了协助我复仇的他们，我必须杀更多人，烧更多城市。我原本就做好了踏上修罗之道的觉悟。

  　大事な、そう……大事な者たちとなった彼らの為に。私の復讐に協力してくれる彼らの為に、私はもっと人を殺し街を焼かねばならない。元より修羅の道と覚悟してきたのだ。

  

  过去被我断定为道具的四特拉们，他们为了我而行动。或许他们也有自己的盘算，因为那对主从的关系，是以没有我，他们就无法前进为代价。

  　かつて道具と断じたクォートラ達。彼らは私のために行動してくれた。打算もあったのかもしれない。私なくしては前へ進めない事を対価とした主従だったのだから。

  

  但是，如前所述，我变得想要相信他们。我期待他们说不定不是为了我的复仇，而是为了我的幸福而行动。正因为有这种期待，所以当他们拒绝MIO时，我已经做好了觉悟。

  　だが、前述の通り私は彼らを信用したくなってしまっている。もしかしたら、彼らは私の復讐ではなく、私の幸せの一助となってくれるのではないかという期待。そんな期待があったからこそ、彼らがミオを拒んだ時の事を覚悟していた。

  

  我过去在魔王城的某个房间中感受到的寂寞，填补那寂寞的不是别人，正是MIO。或许吊桥效应也发挥了作用，经历过跟我相似的境遇，心灵崩坏的她，跟我一样有获得幸福的权利。

  　私がかつて魔王城の一室で感じた胸の寂しさ。それを埋めてくれたのはほかでもないミオだったのだ。吊り橋効果なのかもしれないが、私と似た境遇を経て心壊された彼女は、私と同様幸せになる権利がある。

  

  我一定会让她幸福……不，是一起获得幸福。

  　私がきっと幸せにする……いや、一緒に幸せになる。

  

  正因为这么想，所以就算被拒绝，我也想要设法把她带出来。他们几乎二话不说就答应了，让我觉得他们好像有什么地方改变了。而那一定是好的变化。

  　そう思ったからこそ拒まれても何とかして連れだしてやろうと思っていたものだから、それをほぼほぼ二つ返事で了承してくれた彼らも、何かが変わっている気がしてならない。そしてそれはきっと、よい変化なのだ。

  

  

  

  我实际感受到自己正一步步迈向期望的未来。已经攻陷三座城镇，甚至葬送了一名勇者。

  　私は着実に望む未来へ一歩ずつ進んでいることを実感する。既に街を三つ落とし、勇者さえ一人葬った。

  

  前途多舛。小国联合这个隐忧也不知何时会正式浮上台面。

  　前途は多難。小国連合という問題事もいつ本格化するかわからない。

  

  但即使如此，我们仍会继续前进吧。现在，我想这么相信。

  　だがそれでも、私達は前に進めるだろう。今はそう、信じたい。

  

  

  

  

  

  「呼！呼啊！救、救命啊！我不想死！」

  「はっ、はあっ、たす、助けてくれ！　死にたくない！」

  

  「闭嘴，给我走快点。」

  「黙って歩け」

  

  

  穿过城堡入口，一进到门厅，就遇到一群似乎还活着的贵族被拖出来的场面。将死亡视为无足轻重之事，以危机为乐的那群人，如今已不见踪影。

  　城の入り口を潜り、エントランスに入れば奥の方から生き残っていたらしい貴族たちが引きずり出されている場面にも遭遇した。死を些事として流し、危機を楽しんでいた連中が今は見る影もない。

  

  大概是理解到沉浸在梦境中的时间已经结束，他们被魔剑士和半兽人拖着走，高级长裤上还沾了污渍。那些人也会一起在广场处决，成为我军的粮食。肥肉应该会很受士兵们欢迎吧。

  　夢うつつに浸る時間は終わったと理解でもしたか、上等なズボンにシミを作りながら魔剣士やオークに連行されている。あれらもまとめて広場で処刑し我が軍の食糧にする。肥え太った肉は気に入られるだろうさ。

  

  这是弗利克泰拉时没吃到的份。魔族们也差不多开始想念人类的味道了吧。这可说是给索夫最合适的奖赏呢，嗯。

  　フリクテラでのお預け分だ。魔族達もヒトの味が恋しい頃合だろう。ゾフなんかには一番適した褒美と言えるな、うん。

  

  

  我一边想着这些事，一边在门厅里走着。

  　そんなことを考えながらエントランスを歩き。

  

  

  「米奥小姐，不可以太兴奋哦……要乖乖的。」

  「ミオさん、あまりはしゃいではだめですよ……おとなしくしていましょうね」

  

  「嗯～」

  「んー」

  

  

  我听见了说话声。

  　話し声が聞こえた。

  

  我转头一看，发现米欧正摇摇晃晃地到处乱走，而琪优莉正在安抚她。我踩着喀喀作响的脚步声来到入口，米欧一看到我，表情立刻亮了起来。

  　見やればふらふら歩き回ろうとしているミオをキエルが宥めている所だった。かつかつと靴音をエントランスに響かせて歩み寄れば、ミオが私に気づいてぱあっと表情を輝かせた。

  

  看到她这样的表情，我也忍不住扬起嘴角。

  　そんな顔を見て、私もまた頬が緩むのを感じた。

  

  

  「米欧！」

  「ミオ！」

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  这位名叫米欧的女孩，好奇心真是旺盛。

  　このミオさんという方はなんて好奇心が強いのでしょうか。

  

  她看到任何东西都会双眼发亮，想要凑过去一探究竟，所以我完全无法将视线从她身上移开。

  　見るものすべてに目を輝かせて向かっていこうとするものですから、まったく目が離せないのです。

  

  

  克莱儿拜托我照顾她，还命令我监视她，所以我必须负起责任。拜托你安分一点。

  　ココットにこの子を頼むと言われて見張りめいたことを命じられているのは私なのですから、あなたに何かがあれば私の責任なのです。お願いですからおとなしくしていてください。

  

  我……琪优莉在克莱儿从城里回来的同时，就负责照顾她带回来的米欧。

  　そんな感じに私……キエルはココットが城の中から帰還すると同時に連れ立ってきたミオさんという子の御守をしていました。

  

  

  米莱儿将她交给我之后，就跨上魔狮子的背离开了，所以米欧在那之后一直问着克莱儿去哪里、去做什么，让我困扰不已。

  　ココットは私に彼女を預けてすぐに、魔獅子の背に跨って行ってしまいましたから、その後しばらくはミオさんがココットがどこに行ったのか何しに行ったのか等という質問攻めにあい、困っておりました。

  

  我当然不可能老实告诉她。从项圈来看，这孩子是被囚禁在这座城堡的奴隶。而且，她跟克莱儿一样，是拥有恶魔之相的少女。不过，她的个性天真烂漫到令人惊讶的地步，完全就是个天真无邪的小孩。我当然不可能想象，也不可能会把克莱儿去那里做什么的事情告诉她。

  　正直に言えるわけがありません。この子は首輪から見るにこの城に囚われていた奴隷。そして、ココットと同じ悪魔の相を持った少女。だけどもその性格は驚くべき程に天真爛漫で無邪気。幼い子供そのものだったのですから、そんな無垢な子にココットが何をしに行ったのかなんて想像でも語るわけにはいかなかったのです。

  

  她去的地方，有人会死。

  　彼女が向かう先では人が死ぬ。

  

  我当然不可能告诉她，克莱儿一定又去杀人了。

  　きっとまた誰かを殺しに行ったなんて、言えるはずないじゃないですか。

  

  我深深觉得自己被指派了残酷的任务。我自己也因为对现状感到不安与悲伤，心情十分复杂，无法冷静下来，但在这种孩子面前，我连一句丧气话都说不出来。

  　酷な役回りを命じられたものだとほとほと思います。私自身、現状に不安と悲しみが入り混じる複雑な心境で落ち着かないというのに、こんな子の前では弱音の一つも言えません。

  

  我只能表现得坚强，让她放心。

  　気丈に、安心できるように振舞うしか、ないじゃないですか。

  

  

  

  然后——

  　そして。

  

  

  

  「澪！」

  「ミオ！」

  

  

  

  克莱儿回来了。

  　ココットが、戻ってきました。

  

  澪小姐也露出灿烂的笑容迎接她。米莱儿马上来到澪小姐身边，开始交谈。

  　ミオさんも顔をぱあっと笑顔に変えて彼女を迎えます。ココットはすぐにミオさんの所へやってきて、会話を始めました。

  

  我退后一步，看着她们。

  　私は一歩引いて、そんな様子を眺めました。

  

  

  澪小姐笑着对克莱儿说了很多话，克莱儿也……笑着听她说。

  　ミオさんは笑いながらあれやこれやとココットに話していて、ココットもまた……笑顔でそれを聞いていたのです。

  

  我看着这一幕……胸口一阵刺痛。

  　私はそれを見て……胸がじんじんしました。

  

  

  

  

  

  

  

  现在，我已经不再厌恶恶魔的长相了。虽然优奈佑尔教是我从小到大的信仰，但只要看到她们……我就不会觉得她们是恶魔。

  　今はもう、私も悪魔の相だなんて嫌悪する気はありませんから。ユナイル教は幼いころからの教えでしたが、彼女たちを見れば……悪魔だなんて思えないから。

  

  魔将军米莱儿，是我们逼得她堕入魔道而诞生的存在。而且……我的父亲，也是被失去母亲的她所杀。

  　魔将軍ココットは、私達が彼女を魔に追いやって生まれてしまった存在。そして……私の父は、母を失った彼女に殺された。

  

  她曾经说过，骑士在战争中丧命是理所当然的事。的确，她说得没错。父亲是个战士，是个随时都有可能丧命的人。

  　いつか彼女が言った、戦争で騎士が死ぬことなど当たり前だという言葉。確かに、それもそうではあります。父は戦う人でした。いつ命を散らせてもおかしくない人でした。

  

  所以，在这个战时状况下，死亡或许也是理所当然的事。正因为如此，我才会每天祈祷、感谢那个人能够平安无事地活着。

  　だから、この戦時下においては、死ぬこともまたあって然ることだったのかもしれません。だからこそ、私は毎日あの人が無事に生きていることを祈り、感謝していたのですから。

  

  可是，父亲死了。死在和她的军队的战争中。而我现在，成了她的佣人。

  　だけど、父は死んだ。彼女の軍との戦いで。そして今私は、そんな彼女の使用人になっている。

  

  这是一段扭曲的现状。我当然恨她。可是，我对她抱持的不只是身为父亲敌人的恨意，还有对比我更加扭曲的她所抱持的另一种感情。

  　歪んだ現状。恨みもあって然るもの。だけど彼女に思うのは父の敵としての恨みの感情だけではなく、私よりも歪んでしまっている彼女に対する、もっと別の感情。

  

  

  

  

  

  

  看着克莱儿和她……米奥小姐说话时的样子，我这么想。她们两人不太像，虽然有着恶魔的长相这个共通点，但个性却完全相反。可是，她们说话的模样，简直就像真正的姐妹。

  　彼女……ミオさんと話している時のココットの様子を見て思います。二人はあまり似ていなくて、悪魔の相という共通点はあれども性格もあべこべで。だけど語る姿はまるで本当に姉妹のよう。

  

  克莱儿的个子虽然比较娇小，但看起来比较像姐姐。我看着她，不禁思考起这种无关紧要的事情。克莱儿看起来就是个普通女孩，甚至让人难以相信她直到刚才为止，手上都沾满鲜血。不愿相信的人，就算看到她现在这副模样，应该也不会相信吧。

  　ココットの方が小さいけれど、こちらの方が姉だろうかなどと、他愛ない事を私が考えられるほどにはほほえましくも見えて。先ほどまでその手を血に染めていたなんて、今のココットを見ても信じない人は信じないだろう程、ただただ普通の子に見えて。

  

  所以，我突然想到。

  　だからふと、思ったのです。

  

  如果是MIO小姐，或许真的能让克莱儿变回普通的人类。

  　ミオさんなら、ココットを本当の意味で普通の人間に戻せるんじゃないか、って。

  

  

  

  从刚才开始，被带到广场的贵族们就不断发出惨叫声。我完全不想去想象究竟发生了什么事，而且那一定也是克莱儿的指示。明明下达这种命令，却还能像这样露出笑容的她，一定已经扭曲到极点。但会这么想的我，是不是也变得很奇怪呢？

  　先ほどから城の奥に隠れていたであろう貴族たちが広場に連れていかれては、悲鳴が聞こえて。何が起きているかなんて想像もしたくなくて、そしてきっとそれはココットの指示で。そしてそんな命令を出しておきながらこんな風に笑っている彼女はきっと歪み切っているのに、こんな風に思ってしまう私もまたおかしくなってしまったのでしょうか。

  

  不过，如果克莱儿能够放下怨恨，以普通女孩的身份活下去，那一定是一件很棒的事……应该是一件非常好的事……这样就不会再有人死去，克莱儿……一定也能得到幸福。如此一来，就不会再出现像父亲……像我这样的人。

  　だけど、そんなココットが恨みを捨てられて、悪魔じゃなくて普通の女の子として生きられるのなら、それはきっと素敵な事だと……とても良い事の筈ですから。……これ以上誰かが死ぬこともないですし、ココットも……それできっと幸せになれるはずだから。そうすればもう、父のような……私のような人間も生まれない。

  

  对我来说，只为了怨恨而活，实在太沉重了。

  　恨みだけで生きる道は、私には重荷過ぎた。

  

  克莱儿一定也会面临痛苦的结局。就像我在广场上看到魔狼的下场，也预见了克莱儿的未来。

  　きっと彼女にも、辛い結末が待っている。広場で見た魔狼の最期にココットの行く末を見てしまったように。

  

  所以，如果她能放下怨恨，如果MIO小姐能改变她，我开始这么想。

  　だから彼女が恨みを捨てられるのなら。そしてミオさんが彼女を変えてくれるのならと。そう考えるようになっていました。

  

  这么一来，这么一来……我……

  　そうしたら、そうしたら……私は……。

  

  

  克莱儿与MIO小姐。我看着这两个彼此对立的恶魔，眯起静静摇曳的双眼。

  　ココットとミオさん。悪魔の相持つ二人を見ながら、私は静かに揺れる瞳を細めました。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  

  几天后。

  　数日後。

  

  法鲁特马雷首都伊凡尔的圆桌会议。

  　ファルトマーレの首都イファールの円卓会議。

  

  

  一脸沉重的重臣们坐在圆桌前，这时，一名骑士打开对开的门，一进入室内便单膝跪地，用不输给重臣们的沉重语气开口：

  　重苦しい顔つきの重臣達が円卓に坐する中、両開きの扉が開かれて騎士の一人が中に入ってくるなり膝をつき、重臣たちの顔つきに劣らない重々しい声色で告げた。

  

  

  「报告。风月都市卢伊迦纳已经沦陷……」

  「ご報告致します。歓楽都市ルイカーナが、陥落したと……」

  

  

  重臣们闻言，全都皱起眉头，咬住下唇。

  　その一方に、重臣たちは揃って眉根を寄せ、下唇を噛んだ。

  

  沉默半晌后，一名重臣开口：

  　しばしの沈黙の後、重臣の一人が口を開く。

  

  

  「我们不是派了圣弓约翰去卢伊迦纳吗？」

  「ルイカーナには聖弓のヨーンを派遣したのではなかったか」

  

  「约翰大人目前下落不明……该不会……」

  「ヨーン様は消息不明でございます……まさかとは思いますが」

  

  

  听到骑士的回答，重臣终于拍打圆桌。尽管其他重臣提醒他现在是在国王面前，他依然面露怒色，愤愤地开口：

  　騎士の返答に重臣はついに円卓を叩いた。王の御前だとして別の重臣にたしなめられるも、怒りの色濃く浮き出る表情のまま吐き捨てる。

  

  

  「……亚历山大那家伙虽然难以应付，但确实拥有财富。要是卢伊卡纳沦陷，肯定会对我国造成打击。」

  「……アレハンドロめは扱いにくい男ではあったが確かな財を持っていた。ルイカーナを落とされればわが国には打撃となることは間違いない」

  

  

  听到他勉强挤出的这句话，其他重臣也发出沉吟。欢乐都市同时也是巨大的商业都市。虽然因为亚历山大的独裁而难以应付，但那无疑是法尔塔玛雷的重要都市。

  　絞り出されたその言葉に他の重臣達もううむと唸る。歓楽都市は巨大な商業都市でもあった。アレハンドロの独裁により扱い難さこそあったがファルトマーレにおいて重要な都市であったのは間違いない。

  

  魔族军突然进军偏僻地区时，为了保险起见，他们还从前线召回约恩，派遣他前往该地，要是连他都败北……

  　魔族軍の突然の僻地進行に際し念を入れてと前線からヨーンを呼び戻し派遣したというのに、それが敗れたとなれば。

  

  

  「攻陷欧达纳和弗利克德拉的军队……率领他们的将军，还没查出是谁吗？」

  「おそらくはアウタナとフリクテラを落とした軍……率いる将軍の正体はまだ掴めんのか！」

  

  「是艾尔克罗。肯定是艾尔克罗。是他的军队在行动。」

  「エルクーロだ。エルクーロに決まっている。奴の軍が動いたのだ」

  

  「别着急。前线还是我方占优势……只要一举击溃乌拉卡克纳……」

  「焦るな。前線はまだこちらの優勢……一挙にウラガクナを叩き潰せば……」

  

  「就是因为抱持这种想法，无视敌人的偏僻行军，才会导致现在这种结果！已经不能再坐视不管了。他们下一个目标肯定是巴尔塔！无论如何都要避免巴尔塔沦陷！」

  「そう考え敵の僻地行軍を無視してきた結果が今であろうよ！　もはや看過できん。奴らが次に狙うのは間違いなくバルタだ！　バルタ陥落は何としても避けねばならん！」

  

  

  连巴尔塔都沦陷的话，首都伊法尔就近在眼前。巴尔塔等于是通往首都的堡垒，更别说巴尔塔是尤纳伊利教的大本营，连教皇都住在那边，要是巴尔塔沦陷，政治上也会受到重大打击。说不定会失去小国联盟的协助，那等于打开了通往战争败北的道路。

  　バルタまでもが落ちれば首都イファールは目と鼻の先。首都攻略の砦を与えるようなもの。ましてユナイル教の総本山であり教皇すら住まうバルタが落ちた等と有っては政治的にも大打撃。小国連合の協力も得られなくなるかもしれない。それはすなわち戦争の敗北への道が開かれてしまう。

  

  重臣们立刻大喊要派兵前往巴尔塔，歼灭敌军并构筑防卫阵线。然而法鲁特玛雷与魔族都因为长期战争而疲惫，无法轻易调动。

  　重臣達はすぐにバルタに派兵し敵軍のせん滅と防衛陣の構築をと叫ぶ。だが長き戦争でファルトマーレも魔族も疲弊している。そう簡単に動かせるものでもない。

  

  然而在场所有人都感觉到，已经来到就算要削减前线战力，也必须调去防守的阶段。

  　しかしもはや前線の戦力を切り崩してでも防備に回さねばならない段階にまで来ているのは、その場の全員が感じていたのだ。

  

  国王啊，国王啊。

  　王よ。王よ。

  

  重臣们纷纷提出方案，要求国王做出决定。

  　重臣たちが口々に案を投げ、決断を迫る。

  

  于是法鲁特玛雷王静静地开口：

  　そしてファルトマーレ王は静かに口を開く。

  

  

  

  「联络亚珥雅丹，还有通知勇者们。不能让巴尔塔沦陷。将圣女送往巴尔塔。」

  「アルアダンに連絡を。そして勇者たちにも伝えよ。バルタは落とさせてはならん。聖女をバルタへ」

  

  「将圣女……！？她能派上用场吗！？」

  「聖女を……！？　アレが役に立つのですか！？」

  

  「就算在战场上只有象征意义，但是在巴尔塔，那女孩是最适合的人选。」

  「戦場においてはシンボル以上の役割はなくとも、バルタにおいてはあの娘が最も適任だ」

  

  

  

  听到国王的话，重臣们也闭上了嘴。原来如此，确实如此。在防卫巴尔塔的战场上，没有人比圣女更适合这个任务。毕竟她可是被称为尤纳依尔化身的存在。

  　王の言葉に重臣たちも口を閉じた。なるほど、確かにと。バルタ防衛という場においては、聖女以上の適任はいまい。なにせ彼女は、ユナイルの現身とさえ言われる存在なのだから。

  

  在路易卡纳沦陷的冲击下，圆桌会议严肃地进行。

  　ルイカーナ陥落という確かな衝撃の中、円卓会議は粛々と進められた。

  

  重新分配前线的士兵，甚至考虑大规模转换阵地的会议。试探小国联盟。重新确保补给线。搜索约恩。

  　前線の兵達の再分配、大規模な陣地転換すら視野に入る会議。小国連合への打診。補給線の再確保。ヨーンの捜索。

  

  

  他们认为对忙乱的法尔托玛雷造成打击的军队总大将，只有黑曜艾尔克罗，但负责那支军队的将军情报依然空白。

  　慌ただしくなるファルトマーレに打撃を与えた軍の総大将は黒曜のエルクーロしかいないと目星を付けた彼らであったが、その軍を任された将軍の情報は未だ空白なまま。

  

  即使他们加紧调查，但依然不知道威胁他们的是人类幼女。

  　調査を急がせつつも、未だ彼らを脅かしているのが人間の幼女だとは知らぬまま。

  

  

  持续到深夜的会议结果，让前线的快马前往勇者的阵地。

  　夜遅くにまで続いた会議の結果、前線に走る早馬は、勇者の陣地へと向かう。

  

  将圣女派往巴尔塔。

  　聖女をバルタへ。

  

  这意味着成功将支撑前线的三名勇者之一拉离偏僻地区。

  　それは前線を支える勇者のこり３人のうち一人を僻地に引きはがすことに成功したことを意味した。

  

  在战争的推移，变化的状况中，魔将军克莱儿的诱敌行军确实地开花结果。

  　戦争の推移。変化する状況の中で、魔将軍ココットの囮行軍の効果は、着実に実を結んでいるのであった。

  

  

  

  

  

  

 
  ＃８０　prologue：安穏

  ＃80　prologue：安详

  　

  

  

  

  

  在听得见小鸟鸣叫的杂木林中，野营地设置在稍微开阔的场所。

  　小鳥のさえずりが聞こえる雑木林の中。少し拓けた場所をある程度追加で切り拓き設けた野営地。

  

  在靠近水边的帐篷里，响起吵闹的说话声。

  　水辺近くに設置されたテントの中で、騒がしい話声が響く。

  

  

  

  

  「喂，别乱动！你在摸哪里啊！啊，还有别碰那个！要是受伤了怎么办！」

  「おい、暴れるな！　どこ触ってるんだ！　あ、それに触るな！　怪我したらどうする！」

  

  「啊哈哈哈！」

  「あははは！」

  

  「喂，别跑！你还没擦头发吧！」

  「おいこら逃げるな！　まだ髪を拭いていないだろう！」

  

  

  

  然后，从帐篷的帷幕中，跑出一名身上只随便缠着毛巾的少女。

  　そしてテントの幕の中から、タオルを体に雑に巻いただけの姿の少女が元気よく駆け出た。

  

  带着天真烂漫的笑容，跑过魔族军的野营地，有着湿透的白色长发与红色眼睛这种恶魔特征的人类少女，其身影本来就不该出现在魔族之中。然而，看到她毫不畏惧魔族，一下跑过身边一下穿过人群，忙碌不已的模样，魔族们也没有特别在意，继续做自己的工作。

  　天真爛漫な笑顔で魔族軍の野営地を駆ける、白く長いずぶ濡れのままの髪と赤い目という悪魔の相を持つ人間の少女の姿は本来魔族の中に在って然るものではない。しかし、魔族にも物怖じせず近寄ったり間を通り抜けたりと忙しない彼女の姿に、魔族たちは別段何とも思わずに自分の仕事をこなしている。

  

  这也是理所当然的。

  　というのもそれはそのはず。

  

  

  「喂，澪！头发……！还有衣服！你是女孩子吧！」

  「おい、ミオ！　髪をだな……！　あと服も！　女の子だろうお前は！」

  

  

  一名比少女小很多的幼女，从脸上扯下刚才被甩开时被丢过来的毛巾，一脸疲惫地从帷幕中出现，追在跑出去的少女身后。

  　駆け出てきた少女の後を追うように、先ほど振りほどかれた際に投げつけられたタオルを顔からはがしつつ、少女よりだいぶ小さい幼女が疲弊した様子で幕を潜って現われた。

  

  白发红眼，身材娇小，身上穿着不合身的黑色服装。即使如此，那套服装仍代表她是魔族军队的将军。

  　白い髪、赤い瞳。背丈は小さいが纏う衣装は黒く、体格に合わないのかだぼだぼ。それでもその服の持つ意味はれっきとした魔族軍の将軍用装束。

  

  在场的魔族们看到刚才的少女……看到澪，脸上没有任何表情。因为他们的上司，也就是一脸疲惫地跟在澪身后的娇小人类幼女克莱儿。

  　この場の魔族たちが先の少女……ミオを目にしても別段何も思わないのは明白。彼らの上司たる将軍こそが、この疲労困憊の表情でミオの後を追う小さな人間の幼女、ココットであるからだ。

  

  拥有恶魔容貌的幼女和少女，对魔族来说早已司空见惯。

  　悪魔の相を持つ幼女と少女は、魔族たちにとっても見慣れたものであった。

  

  

  

  起初对澪抱持警戒的魔族们，也被她纯真的举止折服，最近都把她当成小动物看待。

  　はじめこそミオに警戒の様子を持っていた魔族達も、その無垢な振る舞いに毒気を抜かれ、最近はめっきり小動物めいて見守られるようになっていた。

  

  这群魔族原本是只要看到人类，就会因为积怨而袭击人类的暴徒集团，现在却完全变了样。

  　人間と見れば恨み辛みといった鬱憤晴らしにと襲い掛かる荒くれ物の集まりだった筈なのだが、随分と変わってきた。

  

  

  

  

  这是我……克莱儿最近的感想。

  　というのが、この私……ココットが最近思う所感である。

  

  不过，也不是只有好事。因为澪的调皮捣蛋，让我很伤脑筋！

  　最も、よい事ばかりではない。ミオのお転婆ぶりには手を焼かされているのだから！

  

  我环顾四周，发现澪又在妨碍魔族们工作。刚才她也想碰触帐篷里的武器，被我急忙阻止。

  　きょろきょろと周囲を見ればミオは相変わらず魔族たちの仕事にちょっかいをかけている。さっきもテントの中にあった武器に触れようとして慌てて止めたばかりだというに。

  

  最重要的是，她还顶着一头湿答答的头发。我没漏看MIO打了个小小的喷嚏。这还用说吗？年轻女孩居然用那种模样到处走动……我无视之前被克沃塔警告过的自己，开始追逐MIO的身影。

  　何よりびしょびしょの髪のままなのだ。私はミオが小さくくしゃみをしたのを見逃さなかった。言わんことではない。まず年頃の女子があんな格好で歩き回るなど……と私はいつぞやクォートラに注意を受けた自分を棚に上げてミオの姿を追う。

  

  我握紧毛巾，勉强忽视疲劳感，正打算追上她时，发现MIO跑向正在搬运货物的魔族之中，找到正在工作的琪艾儿。

  　タオルを握り疲労感をなんとか無視して彼女の後を追おうとしたところで、ミオの走る先で魔族に交じって荷運びをしているキエルを見つけた。

  

  琪艾儿似乎也注意到跑向自己的MIO，她放下手中的货物，整个人愣在原地。MIO气势汹汹地扑向琪艾儿的胸口。

  　キエルも向かってくるミオに気づいたらしく、荷物を置いてぽかんとしている。そんなキエルの胸に向かってミオは勢いよく飛びついた。

  

  

  「哇，MIO小姐……？你怎么了？头发还湿湿的……」

  「わっ、ミオさん……？　どうしたんです？　こんなに髪が濡れたままで……」

  

  「我和克莱儿玩水了！」

  「ココットと水遊びした！」

  

  

  不是玩水，是洗澡！我明明是去洗掉身上的脏污，结果她却开始玩水，我根本招架不住啊！

  　遊びではなく水浴びだ！　体の汚れを落としに行ったのにバシャバシャと遊び始めたので敵わなかったぞ！

  

  算了，总之——

  　まあいい、兎に角だ。

  

  

  「呼、呼……琪艾儿！你、你继续抓住MIO！这样下去她会感冒的！」

  「はあ、はあ……キエル！　そ、そのままミオを捕まえていろ！　そのままじゃ風邪をひく！」

  

  

  「咦？啊，好的。」

  「えっ、あ、はい」

  

  

  我气喘吁吁地跑向琪艾儿，对她大喊。不管是前世还是今生，我都不擅长运动，拜托别让我玩这种你追我跑的游戏。

  　息を切らせながら走り、キエルに叫ぶ。運動は前世も今も得意ではないのだから、追いかけっこなど勘弁してほしいというに。

  

  我好不容易追上把脸埋在琪优儿胸前的MIO，把她从琪优儿身上拉开，稍微垫起脚尖，把毛巾盖在她的头上。

  　私はなんとかキエルの胸にぎゅっと顔をうずめるミオに追いつくと、キエルから引きはがしてちょいと背伸びをしその頭にタオルを被せた。

  

  真是的，稍微让她洗个澡就变成这样，真会给人添麻烦。

  　まったく、ほんの少し水浴びをさせたらこれだ。手間がかかる。

  

  

  湿答答的头发压在琪优儿身上，似乎也弄湿了她的衣服。我先不管一脸呆滞地摸着自己胸口的琪优儿，让MIO坐在适合的圆木上，帮她把头发擦干。

  　びしょびしょの髪を押し付けられキエルの服も少し濡れたようで、ぽかんとした顔で胸元をまさぐるキエルはとりあえず放っておき、手ごろな丸太に座らせたミオの頭をわしゃわしゃと拭いていく。

  

  MIO明明那么不愿意让人帮她擦头发，不过一旦真的擦起来，或许觉得很舒服吧，她像猫一样眯起眼睛，乖乖地任我摆布。真是个让人讨厌不起来的家伙。

  　ミオは、あれほど髪を拭かせようとしなかった癖にいざわしゃわしゃと拭かれてみれば気持ちがいいのか猫のように目を細めて大人しくしている。まったく、憎めないやつだなあ。

  

  我一边露出微笑，一边在魔族们来来往往的野营地正中央，帮MIO擦头发。

  　私は頬をほころばせながら、魔族たちの行きかう野営地の真ん中で、ミオの髪を拭いた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  真是个悠闲的天气。

  　長閑な日和だった。

  

  自从攻下路易卡纳之后，已经过了好一段时间。现在暂时把路易卡纳交给索夫和左涅驻守，我们则进行兼具视察周边与警戒的野营。

  　ルイカーナを落としてからもう大分経つ。現在としてはルイカーナ駐屯をひとまずゾフとツォーネに任せ、周辺の視察と警戒を兼ねた野営を行っていた。

  

  巴尔塔和路易卡纳之间有段距离。在后援的驻屯部队抵达之前，我们也不能离开路易卡纳附近。

  　バルタとルイカーナはそれなりに距離がある。後詰めの駐屯部隊が来るまでは私達もルイカーナ近辺を離れられないのだ。

  

  

  事实上，双方已经发生过几次小规模冲突。由于确认到巴尔塔派出军队，朝卢伊卡纳近郊进军，因此每次都会布下防卫线迎击。

  　事実何度か小競り合いは起きていた。バルタからの出兵なのか、ルイカーナ近郊への進軍を確認していたから、その都度迎撃のため防衛線は敷いた。

  

  不过，由于敌方战力都不怎么样，所以没有发展成正式战斗，人类也掉头离开了。

  　最も、敵の戦力は大したことがないものばかりであったから、本格的な戦闘に発展することはなく人間どもも引き返していった。

  

  由于连对峙都没有，只是被找麻烦，感觉实在不怎么舒服，因此我亲自前往边境视察，寻找后续军队抵达之后，能够成为防卫据点的场所。

  　にらみ合いにすらならず、ただちょっかいをかけられるのは気持ちのいいものではなかったから、私自ら辺境を視察し後続軍が到着したのちに防衛拠点となりうる場所を探しているわけだ。

  

  现在所在的地方也是其中之一。巴尔塔与卢伊卡纳之间有段距离，而且并非平原。中间隔着好几座山，盆地则被那些山包围。

  　今いる場所もその一つ。バルタとルイカーナ間は距離があり、かつ平野という訳でもない。いくつもの山々が間を隔てており、さらにその山々に囲まれる形で盆地が広がっている。

  

  我推测如果发生冲突，应该会在这个盆地，因此打算在前方的几座山设置监视塔。

  　衝突があるならこの盆地だろうと踏んで、その手前の山のいくつかに監視塔を設けようと考えた。

  

  

  

  魔族们正忙着砍树，搬运木材，搭建简易的监视塔。这次远征也有一部分是为了建造这些监视塔。

  　魔族たちがせっせか木を切り倒し木材を運び組み上げているのは簡易的な砦めいた監視塔。この遠征はその作成の為という側面でもあった。

  

  只要这里完成，总计就会有三座监视塔。魔族们应该也在其他地方持续作业。

  　此処が完成すれば総計３つの監視塔が作られることとなる。別所でも魔族たちは作業を続けている筈だ。

  

  由于我将上空的侦察以及各监视塔的传令交给四特拉等龙人负责，事情进行得比想象中顺利。

  　クォートラらドラゴニュートに上空からの偵察及び各監視塔の伝令を任せているから、思いのほかスムーズに事は運んでいた。

  

  

  

  

  「希望索夫和左涅不要吵架。」

  「ゾフとツォーネ、喧嘩していなければよいが」

  

  

  

  我一边擦拭澪的头发，一边想着人在路易卡纳的他们。

  　私はミオの髪を拭きながらルイカーナに居る彼らの事を想う。

  

  一般来说，把事情交给这两个人负责是选错人了，不过我需要四特拉担任联络人，而且在后续部队抵达之前，让路易卡纳的防备变薄弱也会给人不好的印象，所以才安排两名队长。虽然他们应该不至于引发大问题，不过考虑到之后的预定，我有点不安。

  　普通に考えれば取り合わせの悪い二人に任せるのは人選ミスなのだが、クォートラには連絡役で出張ってもらう必要があったし、後続の到着までにルイカーナの防備を薄くするのも良い印象がないとして隊長クラスを二人置いたのだが。まあ流石に大きな問題は起こさないだろうが、この後の予定を考えると若干不安になる。

  

  

  

  既然必须迎接后续部队，他们应该不会做出丢脸的事，就相信索夫吧。

  　後続部隊を迎え入れる必要がある以上醜態をさらすようなことはしてくれるまいが、ゾフを信じるとするか。

  

  

  

  「朋友吵架？」

  「ともだちけんか？」

  

  

  澪抬起头看着我这么问，让我觉得很好笑，忍不住噗哧一笑。

  　ミオが顔を上げて私を見ながらそう言ったのがおかしくて、私は少し噴き出してしまった。

  

  索夫和左涅是朋友啊。

  　ゾフとツォーネが友達とは。

  

  

  「嗯，也可以这么想。」

  「まあ、そういう認識でもいいよ」

  

  「希望他们和好。」

  「なかよしがいいなあ」

  

  「是啊。好了，把头低下来，我还没擦完。」

  「そうだな。ほら、顔を下げて。まだ拭き終わっていない」

  

  「好……」

  「ふぁい……」

  

  

  

  就这样，在阳光下擦头发好一阵子后，我发现正在工作的魔族们正看着我们。

  　そうしてしばらく日光の下髪を拭いていると、作業をしている魔族たちが私たちを眺めていることに気づいた。

  

  哥布林、魔剑士、半兽人……欧德也在，似乎在聊天。

  　ゴブリンや魔剣士、オーク……オドもそこに居た。何やら喋っているらしい。

  

  

  「真是温馨的景象。」

  「随分微笑ましい光景だな」

  

  「那就是我们小恶魔的另一面吗？不，感觉不错。」

  「あれが我らが小さな悪魔の側面か。いや、悪くない」

  

  「两个人都好可爱，好羡慕！」

  「フタリトモ、ホワホワシテテ、ウマソウ！」

  

  「让哥布林闭嘴，不然连我们都会被骂。」

  「ゴブリンを黙らせろ。俺たちまで怒られる」

  

  「她叫米奥吧，她也很可爱。希望她不要擅自拿走武器。」

  「ミオといったか、あれもなかなか愛らしい。武器を勝手に持ち出そうとするのだけはやめてほしいが」

  

  「那、那两个人，好像姐妹……」

  「な、なんだか、あの二人、姉妹みたいだな……」

  

  

  

  我听得一清二楚。

  　思いっきり聞こえているのだが。

  

  我瞪向狠狠瞪着这边的魔族们。那些家伙一被我看到，立刻把头转开，吹着口哨回去工作。

  　私はギロリとこちらを見ていた魔族たちに眼光をくれてやる。連中、私に見られるや否やすぐにそっぽを向いて口笛を吹きながら作業に戻っていった。

  

  只有欧德慌慌张张地慢了一步。真是的，太松懈也不好……不过看到我的样子，要她振作反而奇怪。

  　オドだけが、あたふたしながら出遅れていたが。まったく、気の抜きすぎはいかんが……私の様子を見て気を張れという方がおかしいか。

  

  算了，最近一直在战斗，露依卡娜的伤也还没痊愈。在补给物资送来之前，稍微休息一下也无妨。

  　まあいい、ここの所戦いばかりだった。ルイカーナでの傷も癒えていない。補給が届くまでは多少休んでもいいだろう。

  

  得感谢负责看守的库多拉他们。

  　見張りを頼んでいるクォートラ達には感謝せねばな

  

  

  「欸，克莱儿。」

  「ねえ、ココット」

  

  

  我稍微看向天空时，米奥开口。我问她怎么了，她以红色的眼睛看着我，问出天真无邪的问题。

  　空を軽く見やっているとミオが言った。なんだ？　と聞けば赤い瞳を私に向けて無垢な質問を投げてきたのだ。

  

  

  「你说姐妹，谁是姐姐？」

  「姉妹だって。どっちがどっち？」

  

  「我是姐姐。」

  「私が上だ」

  

  「可是克莱儿比较小耶？」

  「でもココットのほうがちいさいよ？」

  

  「……就算是这样也一样。」

  「……それでもだ」

  

  

  我将毛巾重新盖在歪着头的米欧头上，再次帮她擦干身体。

  　首をかしげるミオの頭にタオルを被せなおし、再びわしゃわしゃと拭いた。

  

  米欧眯起眼睛，张开嘴巴，开始唱起在白城也听过的那首歌。

  　ミオは、目を細めると口を開き、歌を歌い始めた。白城でも聴いた、あの歌を。

  

  阵地内的魔族们也一边工作，一边侧耳倾听米欧的歌声。

  　陣地内の魔族達も作業をしながらミオの歌に耳を傾ける。

  

  我也眯起眼睛，聆听歌曲。

  　私も目を細めて、歌を聴くのだった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  天空开始亮起来的时候，米欧似乎还没玩够，依然在阵地内到处奔跑。我暂时将她交给凯尔照顾，回到账篷记录作业进度和物资账簿，深深靠在椅背上伸了个懒腰。

  　空が明るんできた頃合。まだ遊び足りないのか陣地内をいまだ駆けまわっているミオの世話をとりあえずキエルに頼み、作業進捗や物資の帳簿を付けるためテントに戻っていた私は、椅子の背もたれに深く座ってうんと伸びをした。

  

  毕竟我正在处理文书工作，实在没办法陪她玩。虽然我也很寂寞，但这也是没办法的事。如果老是陪她玩，我就不配当将军了。

  　流石に書類仕事をしているときに遊んでやることはできないからな。私も寂しいが仕方がない。あまり遊んでばかりでは将軍としては失格だ。

  

  

  这时，率领负责周边警戒和传令的龙人部队的考特拉回来了。

  　と、周辺の警戒と伝令を兼ねたドラゴニュート部隊を率いていたクォートラが戻ってきた。

  

  考特拉在我面前屈膝跪下，首先报告周边的视察结果。巴尔塔的派兵行动零星，目前尚未发现大规模的行动。跟最近这阵子没什么两样。

  　クォートラは私の前にひざを折り、まず周辺の視察結果を報告する。バルタからの派兵は散発的。まだ大規模な動きは見られない。ここのところと変わらんな。

  

  

  「巴尔塔完全采取守势吗？」

  「バルタは完全に守りの姿勢なのか？」

  

  「不清楚。那些家伙不像我们会在山岳筑阵，十分安静。话虽如此，他们也经常派出斥候……」

  「わかりませぬ。あやつらは我々のように山岳に陣を築くような動きもなく、静かなものです。とはいえ、守るにしては斥候は度々放たれております故……」

  

  「彼此都在刺探对方吧。嗯，毕竟我也不想在补给前发生大规模战斗。」

  「お互い探り合いという訳かな。まあこちらとしても補給前に大きな戦闘はしたくないからな」

  

  「还有————公主，艾尔克罗大人似乎马上就会抵达。」

  「それと――――姫、エルクーロ様がもうすぐ到着されるようで」

  

  「嗯，是啊。差不多该回露伊卡纳了。」

  「ああ、そうだな。そろそろルイカーナに戻るぞ」

  

  

  我把杯子放在桌上，从椅子上下来。库托拉先行走出账篷。

  　カップをテーブルに置き、椅子の上から降りる。先んじてクォートラは外に出た。

  

  

  我披上将军用的外套，戴上帽子，追着库托拉走出账篷。

  　私は将軍用の外套をばさりと羽織り、帽子をかぶるとクォートラを追ってテントの外へと出た。

  

  我接到四天王之一的「黑曜」艾尔克罗大人将亲自前来露伊卡纳的补给部队同行的消息时，吓了一跳。他大概是要来视察，必须郑重款待。而且他也有恩于我。

  　ルイカーナへの補給部隊に同伴して四天王の一人、"黒曜"のエルクーロ様が直々にやってくると連絡を受けた時は驚いたものだ。おおよそ視察だろうが、丁重なもてなしが必要だろう。この前の戦いの恩もある。

  

  因此，我前往露伊卡纳迎接艾尔克罗大人时，会把阵地交给魔族和托古瓦。话虽如此，这里都是佐夫率领的精锐，指挥官不在，也能靠龙人族的传令联络网弥补。要说担心的事……只有一件。

  　ついては私がルイカーナにてエルクーロ様を迎える間はこの陣地を魔族やトグーヴァに任せることとなる。とはいえここにいるのはゾフの率いた精鋭たち。指揮官不在は伝令のドラゴニュートの連絡網でカバーできる。懸念と言えば……一つだけだ。

  

  

  

  我骑上在外面等待的库托拉，对着像是在目送我离开，呆呆看着这边的琪优儿大喊。

  　私は外で待っていたクォートラの背に乗ると、見送りなのかぽけっとこちらを見やるキエルに向かって叫ぶ。

  

  

  「琪优儿！」

  「キエル！」

  

  「是、是的。」

  「は、はい」

  

  「在我回来之前，你好好照顾澪。要是澪有什么万一，我就砍掉你的头。」

  「私が戻るまでそのままミオの面倒を見ていろ。ミオに何かあればお前の首を刎ねる」

  

  

  对琪优儿说完后，我看了眼抓着琪优儿的手，抬头看着我的澪，告诉她我很快就会回来。

  　キエルにそういった後、キエルの腕を握り私を見上げるミオを一目見て、すぐ戻ると告げる。

  

  澪露出微笑，靠到琪优儿身上。

  　ミオはにこりと微笑んでキエルに身を寄せた。

  

  

  唯一担心的是澪。可以的话，我不想和澪分开，但接下来要去的地方不能带她去。我还想隐瞒澪的存在。

  　唯一の懸念。ミオの事だ。できればミオと離れたくはないが、これから行く場には連れていけない。まだミオの存在は隠しておきたい。

  

  如果艾露克劳罗大人能允许的话就好了。我这么想着，把帽子戴得很深，然后紧紧抓住库托拉的背。

  　エルクーロ様にあわよくば許可でもいただければ。そう考え、私は帽子を深くかぶるとクォートラの背にしがみついた。

  

  库托拉像在示意般飞上天空，朝露依卡娜飞去。

  　合図とばかりにクォートラが空へ舞い、ルイカーナへと飛び立った。

  

  

  

  

  

 
  ＃８１　変化

  ＃81　变化

  　

  

  

  「恭候多时。」

  「お待ちしておりました」

  

  

  先一步抵达路易卡娜的我，以标准的敬礼迎接艾库罗大人。

  　先んじてルイカーナに到着した私はぴしりと敬礼を添えてエルクーロ様を出迎えた。

  

  艾库罗大人率领的军队是弗利克特拉的吧？其中也有几张熟悉的脸孔，还有将物资送来的部队。看来是为了支援前线，将兵力调来此处。

  　エルクーロ様の率いてきた軍はフリクテラのものだろうか。見知った顔がいくらかある。私たちに物資を届けていた部隊もいた。前線の押上げとして兵力を此方へ回したようだ。

  

  

  魔族在左右两侧排成两列，艾库罗大人则优雅地走在中央，散发出四天王的威严。我让索夫和左涅在背后待命，等待他到来。至于库多拉，我先让他去休息了。

  　ずらりと魔族が左右に並んだ中央を優雅に歩くエルクーロ様はまさしく四天王の貫禄を醸す。私はゾフとツォーネを背後に控えさせこれを待つ。クォートラには先んじて休息を与えていた。

  

  感觉好像有一阵子没见到他了，不过和以前不同，我感受到的不只是压迫感和恐惧。当然，我非常紧张。毕竟我还不知道契克贝尔回报了什么，而且对我来说，他和魔王大人一样是魔境的存在，而且地位在我之上。和会听从命令的部下不同。

  　彼とはしばらく会っていなかった気がするが、昔と違い感じるのは威圧感や恐れだけではなかった。もちろんガチガチに緊張はしている。チックベルがどのような報告をしたかいまだ不明だし、彼は未だに私にとっては魔王様と同じ人外にして魔境の存在。且つ私の上に立つものだ。命令で言う事を聞く配下とはわけが違う。

  

  即使如此，我还是能感受到确切的恩情和礼节。

  　だがそれでも、確かな恩義と礼節を感じられる程度には思えていた。

  

  

  「好久不见，你看起来很健康。」

  「久しいな。息災なようだ」

  

  「是，托您的福。」

  「は、お陰様で」

  

  

  艾尔库罗大人开口第一句话就是这么说，然后迈步前进。我也跟在艾尔库罗大人一步之后，开始走在路易卡纳的主要街道上。当然，我的步伐还是不够大，所以变成小跑步。

  　エルクーロ様は開口一番そういって歩き出す。私もルイカーナのメインストリートをエルクーロ様の一歩後ろをついて歩き始める。もちろん、相変わらず歩幅が足りず小走りめいた格好にはなったが。

  

  然后艾尔库罗大人看不下去，配合我的步伐速度，直到现在都没变。真的很抱歉。

  　そしてエルクーロ様がそれを見かねて歩く速度を合わせてくれるまで前と変わらず。本当に申し訳がない。

  

  我先和艾尔库罗大人商量，决定暂时将勇者的遗体交给驻守军队保管，然后为了报告和讨论今后的计划，来到白城前。我为了不迟到，快步跟在艾尔库罗大人身后，差点撞上在白城前停下脚步的艾尔库罗大人，我急忙往旁边跳开，闪了过去。

  　ひとまず勇者の遺体は一度駐留軍に預けるとしてエルクーロ様と話を付け、報告と今後の話し合いをすべく白城の前までやってきた。遅れまいと急ぎ足でエルクーロ様の後ろを付いて行っていたものだから、白城の前で立ち止まったエルクーロ様にあわやぶつかりそうになり、慌てて横っ飛びにちょんと飛んでこれを避けた。

  

  我调整姿势，看向艾尔库罗大人，他正抬头看着白城，一副佩服的样子，心想居然能打下这座城。我有点开心。

  　姿勢を直してエルクーロ様を見れば、白城を見上げてよくこれを落とせたものだと感心の様子。ちょっと嬉しい。

  

  我转头看向一直陪我走到这里的索夫和左涅。

  　ここで私はここまで連れ添ったゾフとツォーネを振り返る。

  

  

  「索夫、左涅，驻守和护卫辛苦了。到这里就好，交接给后续部队后，你们就稍微休息一下吧。」

  「ゾフ、ツォーネ。駐留と護衛ご苦労。ここまででいい。後続軍に引継ぎを行った後は少し休んでおけ」

  

  「了解。我们会统整驻屯兵，轮流休息。后续部队也送酒来了。」

  「了解ですぜ。駐屯兵をまとめ上げて交代で休憩に入らせまさあ。後続は酒も届けてくれやしたかねえ」

  

  「等我换好魔剑士部队的新装备，也会稍微休息一下！来，来，我要保养头发和指甲……啊，晚点我也会帮克莱儿大人做！」

  「わたくしも魔剣士部隊の装備を新調したら少し休憩しますわ！　さあさ髪のお手入れと爪のお手入れ……あ、あとでココット様のもやってさしあげますわ！」

  

  「应该有酒哦，索夫。还有，托泽，好好教她怎么做。因为有人想试试看。」

  「酒はあるはずだぞ、ゾフ。それからツォーネ、ちゃんとやり方を教えてくれ。やってやりたい奴がいるからな」

  

  听到我这么说，两人点头敬礼后，各自率领部下退下。我明明没说，他们却真的变得很能干。艾尔克罗看着这一幕，叹了口气后环视周围。

  　私の言葉に二人は頷いて敬礼をしたのち各々部下を率いて下がっていった。言ってもいないのに本当によく動くようになった。そんな様子を眺めるエルクーロ様は一息ついて周囲を眺めた。

  

  令人厌恶的白色装饰的白城。巨大的建筑物。克莱儿攻陷这里，这个事实，以及眼前对魔族下达指示的娇小恶魔，都让他感到强烈的矛盾。

  　忌々しき白い装飾の白城。巨大な建造物。ここをココットが落としたという事実に、目の前で魔族に指示を出す小さな悪魔を見やってなお余りある矛盾を感じていた。

  

  由于索夫和托泽夸张地向克莱儿行礼后离去，艾尔克罗眯起眼睛，看着获得魔族信赖与畏惧的少女那娇小的背影。

  　ゾフとツォーネは仰々しくココットに礼をして去っていったものだから、魔族の信頼と畏怖すら得て見せた少女の背中の小ささに、エルクーロは目を細めた。

  

  

  「干得好。」

  「よくやるものだ」

  

  

  艾尔克罗大人突然这么低喃。

  　唐突にエルクーロ様がそう呟いた。

  

  我带着满头问号转过头，和看着我的艾尔克罗大人四目相对。

  　私は頭に疑問符を浮かべながら振り向き、私を見るエルクーロ様と目が合う。

  

  

  「呃，是的。她很努力工作。她应该也累了，所以现在先让她休息，不过她的战力无可挑剔，只要补给没问题，下次行军也……」

  「えっと、はい。よく働いてくれています。疲れもありましょうから今は休ませますが、戦力も申し分なく、補給が為れば次なる行軍も……」

  

  「我是说你。」

  「君の事だ」

  

  

  艾尔克罗大人重新戴好眼镜，接着说道：

  　エルクーロ様は眼鏡をかけなおし、そういった。

  

  

  「你的身体还很娇小，我不会要求你努力，你的表现也对我很有帮助。但是，不要勉强自己。人类的身体比我们脆弱。」

  「小さな体だ。頑張ることをどうこう言うつもりはないし、君の働きは十分私にプラスとなっている。だが、無理はするな。人間の体は我々よりも脆い」

  

  

  我应该被称赞了吧。

  　褒められている、のだろう。

  

  不过，人类的身体这句话，果然还是让我肩膀抖了一下。

  　だがやはりどうしても人間の体という言葉に肩がびくりと反応した。

  

  但是，我想起和时克贝尔的对话，拼命在脑中转换成因为艾尔克罗大人本性温柔，所以才对我说出的这句话，压抑住胸口的悸动。

  　だがチックベルとのやり取りを思い出し、エルクーロ様の心根から優しさゆえに投げかけられた言葉であると必死に脳内変換し、胸の動悸を押さえつける。

  

  如果是以前，我应该连被称赞都没发现。人类少自以为是了，明明就是弱小的存在。我应该会这么解读。

  　以前だったら褒められているとすら認識しなかった筈だ。人間が思い上がるな。弱い存在の癖に。そういう受け取り方をしたはず。

  

  

  但是，看到我突然低头按住胸口，艾尔克罗大人露出有点焦急的样子。

  　だがそうやって突然俯き胸を抑える私の姿にエルクーロ様は少しだけ焦った様子を見せた。

  

  不行。如果让他更担心，真的会让他觉得我在勉强自己。要是因此中断行军，那就真的不好笑了。

  　いかん。ここで重ねて心配などされては本当に無理をしているように映ってしまう。それで行軍が中断でもされればまったくもって笑い話にもならない。

  

  我对着艾尔克罗大人露出僵硬的笑容。

  　私はエルクーロ様に向かってにこりと、ひきつった笑顔を無理やり作って見せた。

  

  

  「感谢您的关心。不过我没事。今后也会回应您的期待。」

  「お気遣い痛み入ります。しかし私は大丈夫です。今後もご期待に沿えましょう」

  

  「……既然你这么说，那我也没什么好说的。」

  「……君がそういうのならば何も言う事はない」

  

  

  艾库罗陛下说到这里暂时沉默，接着像是突然想起什么似地开口：

  　エルクーロ様はそこで一度黙り、ふと思い出したようにまた口を開いた。

  

  

  「对了，克莱儿。听说你想喝我泡的红茶？」

  「そういえば、ココット。君は私の紅茶が飲みたかったそうだな」

  

  「咦？」

  「え”」

  

  

  听到艾库罗陛下的话，我维持僵硬的笑容发出怪声。这是怎么回事？

  　エルクーロ様の言葉に私は引きつった笑みのまま変な声が出た。どういう事だ。

  

  

  「我听提克贝尔说了。我很高兴。」

  「チックベルから聞いた。嬉しく思っている」

  

  

  那个哈比鸟！居然连这种多余的事情都报告！

  　あのハーピー！　余計なことまで報告してからに。

  

  我确实说过想喝，但当时我非常憔悴，更重要的是不要老老实实告诉本人啊！啊啊，可恶！好丢脸！

  　確かに言ったは言ったがあの時私は憔悴していたし、何より馬鹿正直に本人に伝えるな！　ああ、クソッ！　恥ずかしいっ！

  

  相较于脸颊发烫的我，艾库罗陛下明显心情大好。这下确定了。我因为接下来的发展而浑身颤抖。

  　顔が熱くなってきた私に対してエルクーロ様は露骨に上機嫌となっている。もう確定だ、これは。この先の展開に私は身震いした。

  

  虽然比起亚历杭德罗泡的红茶，我的确比较想喝艾库罗陛下泡的红茶，但和艾库罗陛下单独喝茶的紧张感依然存在。

  　確かにアレハンドロに飲まされた紅茶よりかはいくらか恋しいと思いはしたが、エルクーロ様とサシの茶会に対する緊張はいまだ健在なのだ。

  

  不过等等。就算我猜到艾库罗陛下的愿望，这里也不是魔王城。亚历杭德罗的茶室也彻底搜查过了。实在没办法在这里举办茶会……

  　だがまて。いくらエルクーロ様の望みが読めたとはいえここは魔王城ではない。アレハンドロの茶室も徹底的に物色しきれいさっぱりだ。さすがにここで茶会などできるわけ……。

  

  我原本是这么想的。

  　そう、考えていたのだが。

  

  

  

  「别担心。我带了全套茶具过来。详细报告和今后的事情，就边喝红茶边谈吧。这样你也能放松一点。」

  「案ずるな。茶器一色は持参してきている。詳しい報告と今後の話は紅茶をたしなみながらするとしよう。その方が君も気が休まるだろう」

  

  「咦？啊、啊哈哈……啊哈。」

  「え、あ、あはは……あは」

  

  

  怎么可能休息啊！

  　休まるわけがないだろう！

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  就这样，我被带进亚历山德罗的房间。从这里稍微走一段路，就能从庭园边缘将城镇一览无遗，是最不容易被攻击的司令部。

  　そうして選ばれた部屋はアレハンドロの私室だった。少し歩けば庭園の淵から街が一望できるし、最も攻められにくいとして指令所に指定した場。

  

  不管契齐贝鲁报告了什么，我都只能如实报告。如果会被骂，大概是因为被俘虏和屠杀居民，不过我判断占领城镇和杀死勇者应该足以抵销，所以自信满满地报告。」

  　チックベルがどういう報告をしたにせよ、私はあるがままに報告をするしかない。怒られるとすれば捕まったことと住民の虐殺だろうが、街の占領と勇者殺しで十分おつりは来るだろうと踏んで自信満々に報告を行う事とした。

  

  

  「……事情就是这样。实质领主亚历山德罗被杀，圣弓勇者约恩也同样死亡。目前我军为了牵制巴尔塔的出兵，正紧急构筑警戒和监视塔。」

  「……という次第であります。実質領主アレハンドロは討ち取り、同様に聖弓の勇者ヨーンもまた死にました。現在我が軍はバルタよりの出兵を牽制すべく警戒と監視塔の構築を急いでいる状況であります」

  

  

  我站在类似讲台的木箱上，拼命踮起脚尖，在正好准备好的黑板上画图报告。听完报告后，艾尔克罗大人闭上眼睛，手指抵着下巴。

  　ちょうど用意されていた黒板めいた板に、上り台めいておかれた木箱の上で必死につま先立ちをしながら図を交えて描き報告する私。一通りの報告を聞いてエルクーロ様は顎に指をあて目を閉じた。

  

  我毫不隐瞒地报告了确实出现不少牺牲，所以艾尔克罗大人的表情有点讶异。

  　やはりそれなりに犠牲が出てしまった事も包み隠さず報告したからには怪訝な表情の一つも出ようか。

  

  我紧张地跳下木箱，重新面向艾尔克罗大人，询问：「请问您有什么指示吗？」

  　緊張のままに私は木箱から飛び降りるとはれてエルクーロ様に向き直り、いかがいたしましたか？　と問う。

  

  

  「你先坐下吧。」

  「一先ず掛けたまえ」

  

  「是！失礼了！」

  「は！　失礼いたします！」

  

  

  在艾尔克罗大人的催促下，我再次爬上高脚椅，坐到艾尔克罗大人的对面。我用双手接过他递出的红茶，喝之前先看了他一眼。

  　促され、また高い椅子にによじよじと上りエルクーロ様の体面に坐する。差し出された紅茶のカップを両手で受け取り、口を付ける前にエルクーロ様を見る。

  

  艾尔克罗大人用那双红色的眼睛看着我说：

  　エルクーロ様はその赤い瞳を私に落として言うのだった。

  

  

  「没想到你真的连勇者都杀了，还成功实行诱敌行军。我错估了你的觉悟……不对，这本来就是意料之外。」

  「本当に勇者まで殺し、囮行軍さえこなして見せるとは。君の覚悟を私は見誤っていた……いや、そもそもが想定外か」

  

  「是、是的。」

  「は、はぁ」

  

  

  这应该是在夸奖我吧。

  　これは褒められている、で合っているだろうか。

  

  

  「听说你没有俘虏。」

  「捕虜は取らなかったそうだな」

  

  「是的。考虑到我军的性质，俘虏只会害我自掘坟墓。我本来就是打算从占领区调度物资行军，所以在后续的驻军抵达之前，只能让俘虏成为我部下的粮食……」

  「は。我が軍の性質を踏まえれば捕虜を取るのは我が首を絞めると道義です。もともと占領区より物資を調達し行軍する手はずでしたから、後続の駐留軍が到着するまでは我が配下の糧となってもらう他なかったと判断いたしましたが……」

  

  

  实际上就是这么一回事。我们没有俘虏的余力，狂乱的居民也不是只靠金钱就能操控的正规兵，就算俘虏了也没用。

  　実際そういう話だった筈だ。捕虜を取る余裕などないし、狂乱した住民も金だけで動く正規兵でもない傭兵など、捕虜に取ったところで何にも使い道がないのだ。

  

  既然如此，杀掉他们做成肉，不仅能发泄魔族们的怨气，也能填饱肚子。我在挨骂之前先这么说明。艾尔克罗大人应该会接受，也会称赞我深思熟虑吧。我暗自窃喜。

  　だったら殺して肉にしたほうが魔族たちの鬱憤も晴らせるし腹も膨れるというもの。怒られる前にそう説明しておく。これにはエルクーロ様も納得するだろうとして、よく考えていることを褒めてくださるだろうと考えむふふと心の中でほくそ笑む。

  

  然而——

  　が。

  

  

  「……你还记得我之前说过的话吧。」

  「……私が前話した言葉は覚えているな」

  

  「咦？啊……您是指我们不是蛮族那件事吗？」

  「え、あ……我々は蛮族ではない、という話でしょうか」

  

  

  我瞬间因为惊讶和窜过背脊的恶寒而全身僵硬，接着战战兢兢地眯起眼睛回答，艾尔克罗大人深深叹了口气，回了句「没错」。

  　一瞬驚きと背筋に走る悪寒に体をぴんと硬直させた後、恐る恐る目を細めてそう応えればエルクーロ様は深くため息をついて「そうだ」と返した。

  

  果然惹他生气了吗？艾尔克罗大人太天真了。我在辛的村庄学到这点。人类就算施予温情，也会趁人不备时暗算。那些家伙才是蛮族。我应该也有报告过这件事。

  　やっぱり怒られるのか。甘いのだエルクーロ様は。私はシンの村でそれを学んだ。温情をかけても寝首を掻きに来るのが人間だ。奴らこそ蛮族だ。その報告もしたはずだが。

  

  我对人类不会施予温情。不过，如果是为了把俘虏卖给奴隶商人，倒也不是不能理解，但就如我先前所说，既然不管怎么做下场都一样……不对。正因为下场都一样，所以至少该拿来做商业用途。我因为一时气愤，所以没考虑到这点。

  　人間などにかける温情はない。まあ、尤も捕囚を奴隷商に卸すために必要としたというのならまだわからなくはないが、前述のとおりどちらにせよ末路が変わらないなら……いや。末路が変わらないからこそせめて商業転用すべきであったか。鬱憤晴らしで気が回らなかった。

  

  虽然我对以自己的欲望为优先这点并不后悔，但就评价来说，或许不太好。如果能顺利让那些家伙落入地狱，选择能提升评价的选项，才是放眼未来的正确做法。

  　自分の欲望を優先させたことに悔いはないが評価点という意味ではよろしくなかったかもしれない。つつがなく連中が地獄に落ちるならば少しでも評価が上がる選択をすれば今後を見据えれば正解であったか。

  

  我突然开始害怕被骂了。不对，如果只是被骂就能了事就好了。

  　急に怒られるのが怖くなってきたぞ。いや、怒られるだけで済めばよいが。

  

  

  「你说的没错。在辛的村子平安无事，让我松了一口气。报告中提到的俘虏无法用于政治利用，也无法当成交换筹码。我们没有多余的物资让他们活着，就算带回魔王城卖给奴隶商人，结果也是一样。」

  「君の言う事は間違っていない。シンの村ではよく無事だったと安堵する。報告に聞いた捕虜では何も政治利用ができないし交換材料にもならない。生かす物資の余裕もなく、仮に魔王城へ連れ帰って奴隷商に卸すにしても、結局辿る結末は同じだっただろう」

  

  「那、那么……？」

  「で、では……？」

  

  「我想说的是……不，算了。」

  「私が言っているのは……いや、いい」

  

  「呃……那个……」

  「え、と……あの」

  

  

  艾尔克罗大人一副不得要领的样子，让我非常在意，不过看来暂时不会挨骂。

  　何か要領を得ないエルクーロ様の様子が気が気ではないが、ひとまずお叱りを受けることはなさそうだ。

  

  虽然他的说法似乎别有含意，不过他似乎不打算现在说。幸好我稍微加快的心跳没有继续加快。

  　何か含みを感じる言い方であったが、彼は今話すつもりはないらしい。少し早まった心臓の鼓動はこれ以上早くなることはなさそうで何よりだ。

  

  因为以为会被夸奖，结果却挨骂，是最让人沮丧的。会让人失去自信。

  　褒められると思って叱られるのが一番クるからな。自信を失うという物。

  

  算了，自信什么的先放一边，既然没有明确地叫我别这么做，就表示我原本打算把瑞涓达璃雅化为火海，所以无论如何都避不了，幸好我的评价似乎没有下降。我松了一口气。面对艾尔克罗大人，我到现在还是会紧张。

  　ま、自信云々は置いておいて、明確にやめろと言われていない時点で私はルイカーナを火の海にするつもりだったからどちらにせよ避けられないことではあったが、幸いにして評価が下がるという事はなかったらしい。ほっとする。エルクーロ様相手は未だに肩ひじが張りっぱなしになるのだ。

  

  

  「首先，我要再次向你道谢。考虑到路易卡纳沦陷，士兵的损耗还在容许范围内。我会为牺牲者默哀，同时佩服你居然能攻陷这里。」

  「ひと先ずは、改めてご苦労であったと言わせてもらう。兵の損耗もルイカーナ陥落を考えれば許容内と言える。散っていった者たちの冥福を祈りつつ、よく落とせたものだと感心する」

  

  

  艾库罗大人闭上眼睛，叹了口气后如此说道。果然被称赞了！我在心中露出满意的笑容。

  　エルクーロ様は目を閉じ息を吐いてそう言った。やはり褒められている！　私はにんまりと心の中で笑顔を作った。

  

  啊，对了。因为太紧张，差点忘了。有件事必须先说。

  　っと、そういえばだ。緊張のせいで忘れる所だった。言っておかねばならないことがあった。

  

  

  「艾库罗大人。」

  「エルクーロ様」

  

  「什么事？」

  「何だ？」

  

  「很抱歉这么晚才来。原本应该在见面时就先告诉您……」

  「遅れてしまい本当に申し訳がありません。本来ならばお会いして開口一番にお伝えすべきだったのですが……」

  

  

  面对面说出口实在很难为情。对方是艾库罗大人也是很大的原因。明明只有一句话，我却支支吾吾。

  　面と向かって言うとなるとなかなか恥ずかしいな。相手がエルクーロ様というのも大きい。ただ一言すっというだけの筈が、口ごもってしまう。

  

  啊，可恶！身体不由自主地扭来扭去。为了发泄内心躁动不安的骚动，身体擅自做出摇晃各个关节的行为。

  　ああ、くそっ。体が勝手にもじもじする。そわそわした胸のざわつきが体の節々を当てなく揺らす行為で発散せしめんとして勝手に動く。

  

  艾库罗大人露出不知所措的表情！必须快点说……

  　エルクーロ様が面食らった顔をしているじゃないか！　早く言わねば……。

  

  

  「那、那个……就是……」

  「あ、あの……そのですね……」

  

  「……你果然累了？」

  「……やはり疲れているのか？」

  

  「不、不是！我很有精神！」

  「い、いえッ！　私は元気です！」

  

  「哦、哦……」

  「あ、ああ……」

  

  

  我慌张的回应让艾尔克罗大人有点吓到。这是怎么回事？我开始胡思乱想，觉得这都是因为这副身体的缘故。

  　上ずった返事にエルクーロ様が若干引いている。なんだこの、なんなのだ。これもこの体のせいなのか？　などと素っ頓狂なことまで浮かび始めた。

  

  我咽下一口口水，决定不再停下脚步，不然会影响到之后的讨论。我下定决心。

  　私は生唾を飲み、これ以上足を止めては今後の相談に響くとして意を決する。

  

  

  「那、那个！谢谢您！」

  「そ、その！　ありがとうございました！」

  

  「谢谢？」

  「ありが、とう？」

  

  「是、是的！关于援军的事情！我听从席克贝尔的指示前来，艾尔克罗大人还派遣援军……我想为此道谢。」

  「は、はっ！　援軍の事であります！　チックベルよりの話でエルクーロ様が派遣してくださったと……そのお礼をと」

  

  

  我莫名快速地说完。我连一句感谢的话都说不好了吗！

  　妙に早口で言ってしまう。感謝の言葉一つ満足に言えなくなったのか私は！

  

  啊啊，艾尔克罗大人一脸错愕，不发一语。我的脸烫到快要喷火，连忙用双手遮住脸，低下头。

  　ああ、エルクーロ様がきょとんとした顔で無言になっているじゃあないか。私はもう顔から火が出そうになり、慌ててばっと両手で顔を覆いうつむいた。

  

  好丢脸。太丢脸了。我明明想用平常的语气若无其事地说出来，为什么会变成这样？

  　恥ずかしい。恥ずかしすぎる。普段通りの調子で何気なく言うはずがどうしてこうなった。

  

  

  艾尔克罗大人一直用手指抵着嘴唇，用诧异的表情看着我。啊啊，好想马上逃走。

  　エルクーロ様はずっと唇に指をあてて怪訝な顔で私を見ている。ああ、今すぐ逃げ出したい。

  

  

  「克莱儿。」

  「ココット」

  

  「是！」

  「ひゃい！」

  

  「……她……席克贝尔有说过什么关于我的事吗？」

  「……彼女は……チックベルは私の事を何か言っていたか？」

  

  「咦？」

  「え？」

  

  

  这次换我用错愕的表情看着艾尔克罗大人。

  　今度は私がきょとんとした顔をエルクーロ様に向けることとなった。

  

  艾尔克罗大人这么问我后，转过头露出尴尬的表情。咦……？

  　エルクーロ様は私にそう問うた後顔を背けばつの悪そうな顔をした。はて……？

  

  

  「呃，我并没有听说什么特别的事情……」

  「えっと、私の思い当たる節ではとくには何も聞かされておりませんが……」

  

  「这样啊。那就好。」

  「そうか。ならいい」

  

  「啊……虽然这个问题很失礼，不过请问您和艾陆可露露大人是什么关系呢？」

  「あ、っと……ぶしつけな質問ではございますが、エルクーロ様とチックベルはどういったご関係で？」

  

  

  我脱口说出突然想到的问题，然后后悔地用手捂住嘴巴。

  　そう、ふと気になったことを口にして私は酷く後悔し口を手で軽く塞いだ。

  

  刚才那是什么问题？简直就像在问两人之间的关系。虽然我确实很好奇，但这样听起来很像在问那种事！

  　何だ今の質問は。まるで二人の関係が気になっているようではないか。いや実際気になってはいるのだが、これではそういう意味に聞こえるだろう！

  

  我应该要推测「从艾陆可露露大人的样子看来，她应该认识您吧」才对。啊啊，真是的！我到底在干嘛！应该只是单纯的上司和部下关系吧！这种闲聊般的话题……！

  　チックベルの様子からエルクーロ様と知り合いなのかな、と邪推するにとどめておくべきだった。ああもう！　なんなのだ私は！　ただの上司と部下の関係でいいはずだろう！　こんな雑談めいた会話など……！

  

  

  「……我和她认识很久了。小时候我们三个人经常玩在一起。」

  「……彼女とは古い馴染みだ。子供のころはよく３人で遊んでいた」

  

  「哦……三个人是指？」

  「はあ……３人、と言いますと？」

  

  「……波丽奈。我们是儿时玩伴。」

  「……ポリニアだ。私たちは幼馴染だった」

  

  

  波丽奈大人……已故的四天王之一。没想到她和艾陆可露露大人是旧识。

  　ポリニア様……今は亡き四天王の一角。それがエルクーロ様の旧知であったとは。

  

  

  「……非常抱歉。是我思虑不周。」

  「……申し訳ございません。私の配慮不足でした」

  

  

  我这么道歉，但艾陆可露露大人轻轻一笑，原谅了我。

  　私はそう謝った。だがエルクーロ様は軽く笑って許してくれた。

  

  波利尼亚大人……我没见过她，也不太了解她。不过，这样啊。我懂了。在仇人勇者面前，齐格贝尔的态度。她和波利尼亚大人也是旧识，所以对勇者怀有非比寻常的恨意吧。

  　ポリニア様……会ったことはないし、よく知らない。だが、そうか。合点がいった。ポリニア様の仇である勇者を前にしたチックベルの様子。彼女も旧知であったからには勇者に並々ならぬうらみがあったのだろうな。

  

  然后，艾露克罗大人一定也……能将永恩的遗体献给勇者，多少……算是报恩了吧。

  　そして、きっとエルクーロ様も……。ヨーンの亡骸を献上できたのは、多少は……恩返しになっただろうか。

  

  

  「我和波利尼亚从以前就经常起冲突，每次劝架的都是齐格贝尔。」

  「私とポリニアは昔からよく衝突していた。それを決まって諫めていたのがチックベルだ」

  

  「原来是这样啊。从她平常的样子，实在无法想象……她安抚艾露克罗大人的样子。」

  「そうだったのですか。普段の彼女からは想像できませんね……エルクーロ様をなだめる姿など」

  

  「嗯，这也难怪。她从以前就是那样。和波利尼亚抢玩具吵架时，她也是用那种态度介入，顺利地解决了纷争。」

  「まあ、無理もない。彼女は昔からああだったよ。ポリニアとおもちゃの取り合いでけんかをした時も、あの調子で間に割って入って来てするりと治めてくれたものだ」

  

  「这样啊。呵呵。」

  「そうですか。ふふ」

  

  「你笑什么？」

  「どうして笑う？」

  

  「啊，没有，对不起。我只是觉得，原来艾露克罗大人也有调皮的幼年期，所以放心了。」

  「あっ、いえ、すみません。ただ、エルクーロ様にもやんちゃな幼少期があったのだな、と安心したのです」

  

  「你把我当成什么了？」

  「君は私を何だと思っているんだ？」

  

  

  我一边说着对不起，一边用手捂住嘴巴拼命忍笑。这真是令人莞尔。艾尔克罗大人说的话让我放松不少，对他的看法也改变了。他不是从影子里诞生的怪物，而是和我一样是确实存在的生物，这让我感到安心。

  　すみません、といいつつ私は口に手を当てて必死に笑いをこらえていた。微笑ましいものだ。エルクーロ様の語った言葉で、随分と緊張もほぐれたし、彼への見方もやはり変わった。彼も影から生まれた怪物という訳ではなく、私と同じ確かな生物なのだとして安心できたのだ。

  

  不过，话说回来，一想象那个潇洒的少女——琪可贝儿劝诫艾尔克罗大人的模样，我就忍不住想笑。

  　だが、それにしても。想像すると笑ってしまうのだ。あの飄々とした少女たるチックベルがこのエルクーロ様をいさめる姿を想像すると。

  

  所以才叫艾尔克罗吗？原来如此，我懂了。不过，这究竟是怎么回事？为什么他会生气，要别人别把他当成小孩……

  　それでエルクーロくんか。なるほど、合点がいった。しかし、はて。子ども扱いするなと怒るとはどういう……。

  

  

  「话说回来，真亏琪可贝儿能给艾尔克罗大人建议呢。」

  「しかしよくチックベルもエルクーロ様に提言できましたね」

  

  「……我先说，她……琪可贝儿可是比我年长哦？」

  「……言っておくが、彼女……チックベルは私より年上だぞ？」

  

  「咦？」

  「え」

  

  

  什么！？

  　なんだと！？

  

  不，我是听说过琪可贝儿的年纪比外表看起来还要大，但那个怎么看都是少女的她，竟然比艾尔克罗大人年长？

  　いや、チックベルは見た目より年を取っているとは聞いていたが、あの少女にしか見えない彼女がこのエルクーロ様より年上だと？

  

  所以才把她当成小孩吗！我真的搞不懂魔族的年龄。我想起艾尔克罗大人以前说过，魔族的外表和年龄不一定相符。原来如此，也有像我这样外表年幼但实际年龄很大的魔族吗？艾尔克罗大人说不定也相当年轻？

  　それで子ども扱いか！　本当に魔族の年齢はわからない。以前エルクーロ様が言った、魔族の見た目と年齢は必ずしも合致しないという言葉が思い出される。そうか、私のように小さなもので年を重ねた者もいるとはこういうことか。エルクーロ様ももしかしたら大分お若いのだろうか？

  

  我实在不敢问，而且他给人的印象也不年轻。不，外表看起来很年轻，但气质上……

  　流石に聞くのは憚られるし、あまり若い印象は抱かない。いや、外見は大分若いが雰囲気として。

  

  

  当我呆呆地盯着艾尔卡路托大人看时，他清了清喉咙。

  　と、呆けた顔でまじまじとエルクーロ様を眺めてしまっていれば、彼はゴホンと咳払いをした。

  

  我连忙低头道歉。不行不行，这样太失礼了。

  　はっとした私は急ぎ頭を下げた。いかんいかん。流石に失礼だ。

  

  

  

  在一阵难以言喻的沉默后，我们回到原本的话题。

  　私達はお互い何とも言えない沈黙の後、話を戻した。

  

  

  

  「那么，关于战况，我也和你分享一下。」

  「さて、戦況の話だ。君にも共有しておく」

  

  

  艾尔卡路托大人一改先前的态度，以严肃的表情对我说道。

  　エルクーロ様は一転して神妙な面持ちで私に語る。

  

  

  「我之前也说过乌拉卡克纳的战况不太乐观，但最近敌人发动了大规模攻势。」

  「ウラガクナの戦線が芳しくないことは以前にも話したが、ここにきて敵の大攻勢があった」

  

  「你说什么？」

  「何ですと？」

  

  

  这不是很奇怪吗？卢伊卡纳已经沦陷，我的诱敌行军应该也对法尔图玛造成了不小的震撼。然而，敌人却在这时集中力量在主战场上？为什么？

  　それはおかしい話ではないか。ルイカーナは現に落ち、私の囮行軍は確かな震撼をファルトマーレに与えたはず。だというのにここにきて主戦に力を入れる？　何故？

  

  我先前的兴奋心情瞬间消失，露出不安的表情。

  　私は先ほどまでのわちゃわちゃした心持ちは吹き飛び、不安の顔色を見せる。

  

  

  艾尔卡路托大人喝了一口红茶后说道：

  　エルクーロ様は紅茶を一口飲んでから言う。

  

  

  「看来他们放弃维持迷宫的战线，将兵力集中到乌拉卡克纳的战场。圣铠骑士团出现在乌拉卡克纳的战场上。」

  「どうやらメーアの戦線の維持を放棄してウラガクナの戦場に兵力を集中させたようだ。聖鎧騎士団がウラガクナの戦場に現れた」

  

  「集中战力吗？原来如此，既然如此，可以说诱敌行军的成果不错，不过他们打算一口气打倒乌拉戈纳大人吗？明明也不能无视梅亚大人。」

  「戦力の集中ですか。なるほど、であれば囮行軍の成果はあったとも言えますが、連中一挙にウラガクナ様を下すつもりなのですか？　メーア様も無視はできないでしょうに」

  

  「或许这也表示他们已经拼了命。目前在乌拉戈纳的战场上，确认到勇者们与圣铠骑士团会合，是圣剑与圣枪。」

  「それだけ連中も必死という事かもしれないな。現在ウラガクナの戦場では聖鎧騎士団と合流した勇者達が確認されている。聖剣と聖槍だ」

  

  

  圣剑的勇者佛尔多纳与圣枪的勇者亚邦……直接战斗能力应该不是约恩的对手……再加上名声响亮的骑士团长亚鲁阿丹率领的法尔图玛最强骑士团……圣铠骑士团……

  　聖剣の勇者フォルトナと聖槍の勇者アーバーン……。直接戦闘能力ではヨーンの比ではないだろうし……そこに名の轟く騎士団長アルアダン率いるファルトマーレ最強の騎士団……聖鎧騎士団が加わったとなれば……。

  

  

  「……不能靠梅亚大人的军队从侧面攻击，进行包围歼灭吗？」

  「……メーア様の軍による側面攻撃で包囲殲滅はできないのですか？」

  

  「很难。小国联合的义勇兵至今仍持续现身，既然数量上处于劣势，要包围也不容易。而且梅亚已经发出信件，要他们一确保现在的战线就立刻与乌拉戈纳会合……不过那些家伙个性不合，再怎么样也不会联手吧。」

  「難しいな。小国連合の義勇兵は未だに継続して姿を見せている。数で劣っている以上は包囲も簡単ではない。それにメーアには現在の戦線の確保が為り次第ウラガクナに合流するよう文を出したのだが……連中反りが合わんもので間違っても共闘はしないだろう」

  

  

  因为是魔族吗？

  　魔族故か。

  

  魔王军原本就是有好几个脑袋的军队。魔王大人依然不太过问军务。既然四天王各自指挥，就无法合作吧。真是死脑筋。

  　元々魔王軍というものは脳みそが複数ある軍だ。魔王様は相変わらず軍務にあまり口出しはしない。四天王それぞれが別個に指揮を執っている以上は連携はならないのだろう。頭の固い事だ。

  

  

  「话虽如此，现在迷宫军为了立功而不断推进前线，所以就结果来说，应该会变成支援乌拉戈纳吧。前提是事情顺利的话。」

  「とはいえ現在はメーアの軍が手柄欲しさに前線の押上げにかかっているため結果的にウラガクナを援護する形になるだろう。うまくいけば、だが」

  

  「问题是乌拉戈纳大人能不能撑到那个时候。」

  「それまでウラガクナ様がもつか、という事でしょうな」

  

  

  如果乌拉戈纳大人战死，我可就没脸面对雷寇了。那会是令人心里不舒服的结果。

  　もしウラガクナ様が討たれでもしたらレコに顔向けができなくなる。それは胸に気持ちの悪いものが残る結末だ。

  

  那么该怎么办呢？也不是不能考虑派援军去乌拉戈纳大人的战线。可是那样一来，诱敌行军就没有意义了。虽然现在只能勉强执行作战，但要是乌拉戈纳大人在迷宫军抵达前就战败，双方都会被敌人攻进怀里。在战争中，不能把胜负赌在谁先动手上。

  　ではどうするか。ウラガクナ様の戦線に援軍に出るという話も考えられなくはない。しかしそれでは囮行軍の意味がなくなる。ここは無理にでも作戦を強行するしかないだろうが、メーア様が間に合う前にウラガクナ様が敗北すれば互いに懐に飛び込まれることになる。戦争においてどちらかが先にやるかの勝負などという博打は打てまい。

  

  然而，我们无法采取行动。我们的位置没办法那么轻松地改变战场。身为偏僻地区侵略军的我们，能采取的行动只有前进。在确认敌军的战力集中在巴尔塔时，原本还有考虑在诱敌成功后撤退，但既然乌拉戈纳大人的军队被压制，那就没办法了。

  　が、我々は動くに動けまい。そんな気軽にホイホイ戦場を変えられるような位置ではない。僻地侵攻軍たる我々が取れる行動は進むことのみ。もっとも、バルタに敵軍の戦力集中が確認された時点で囮の意義はなったとして撤収も視野にはあったが、ウラガクナ様の軍が押されていればそうもいかなくなったわけだ。

  

  

  我盯着艾库罗尔大人，告诉自己只剩下一条路可走。

  　私はもう一つしか道はないとしてエルクーロ様をじっと見つめた。

  

  映照在红色眼眸中的艾尔克罗大人，用同样红色的眼眸看着我，下达命令。

  　赤い瞳に映るエルクーロ様は、同じく赤い瞳を私に向けて一言、命じたのだ。

  

  

  「克莱儿，魔王大人命令你攻陷巴尔塔。」

  「ココット、バルタを落とせと魔王様からの命令だ」

  

  

  

  唔！

  　っ！

  

  果然变成这样了。魔王大人命令我攻陷巴尔塔。不过只要解读这句话的意思，我们诱饵行军从现在开始将改名为首都强袭军。

  　やはりこうなるか。命じられたのはバルタ陥落。しかしその意味する所を読み取れば我々囮行軍は今より名を変え、実質的な首都強襲軍と為ったのだ。

  

  我扬起嘴角。

  　私は口角を吊り上げる。

  

  真是太棒了！现在战争的主角就是我。我的复仇之路是正确的！

  　なんたる重畳！　今こそ戦争の主役は私となった。我が復讐の道は正しかったのだ！

  

  不过，又是魔王大人的命令……不是艾尔克罗大人吗？他在对我下达命令后，露出苦涩的表情。

  　だがまたしても魔王様よりの命令とは……。エルクーロ様ではないのか。彼は私にそう命じた後苦々しげな顔をしていた。

  

  算了，没关系。只要魔王大人中意我，升迁也不是梦想。既然如此，也得通知索夫他们才行。也派斥候去巴尔塔吧。事不宜迟，时间有限。

  　まあ、いい。魔王様に気にいられれば昇進も夢ではない。そうと決まればゾフらにも伝えねば。バルタにも斥候を出そう。善は急げ、時間は限られている。

  

  啊啊，要做的事情太多了！先行构筑的警戒堡垒奏效了。只要以那个堡垒为据点，延伸桥头堡……必须重新分析敌方战力和周边地形……还得继续推进。真想立刻联络库多塔。

  　ああ、やることがいっぱいだ！　先んじた警戒砦の構築は功を奏するな。あれを足掛かりとして橋頭保を伸ばせば……敵戦力の分析と周辺地形の洗い直し……また足を延ばす必要もある。クォートラにすぐ連絡を入れたいくらいだ。

  

  

  艾尔克罗大人对笑着在脑中思考各种进军方式的我，下达另一个命令。

  　そう笑いながら頭であれやこれやと進軍について思案する私に、エルクーロ様はもう一つ命じたのだった。

  

  

  「顺便说一下……克莱儿，你先跟我回魔王城一趟。」

  「ついてはだが……ココット、一度魔王城へ私と供に帰還せよ」

  

  

  

  

 
  ＃８２　召集

  ＃82　召集

  　

  

  

  

  

  第二天早上。

  　明朝。

  

  在艾尔克罗大人的带领下，我走在熟悉的走廊上，准备返回魔王城。

  　エルクーロ様に伴われ魔王城へと帰還した私はいつしかぶりの廊下をエルクーロ様について歩いていた。

  

  

  突然被召集回来，我还有很多事想做呢。虽然不知道到底有什么事，不过去了就知道了吧。

  　急な招集。やりたいことがいっぱいあるというのに。一体何用かは知らないが、行ってみればわかるだろうか。

  

  好想念米奥。不知道她会不会寂寞。

  　ミオが恋しい。寂しがっていないだろうか。

  

  

  我的脑中充满了急着行军的心情和米奥的事。我也很担心魔族们。巴尔塔的先遣部队抵达时，他们有办法应付吗？不，我相信四人组。

  　私の頭の中は行軍を急く心とミオの事で一杯だった。魔族達も心配だ。バルタからの先兵が来たとき連中だけで対処できるのか？　いや、それはクォートラ達を信じる。

  

  问题是米奥。虽然用消去法交给了琪优莉，但还是会担心。而且，如果她跟琪优莉变得很亲近的话……

  　問題はミオだ。消去法で任せたキエルではあるが、不安は不安だ。それに、もしキエルに懐くようなことがあったら……。

  

  

  

  

  「噗啊！」

  「ぷぁっ」

  

  

  

  

  我想太多了。我边走边撞到了某个东西。

  　考え事をしすぎていた。私は歩きながら何かに顔からぶつかったのだ。

  

  然后我立刻回过神来，脸色苍白地抬头一看，发现艾尔克罗大人正低头看着我。

  　そしてすぐにはっとして顔面蒼白になりぶつかったものを見上げればエルクーロ様が私を見下ろしていた。

  

  

  

  「非非非非……非常……」

  「もっももも……申し訳……」

  

  「你看起来心不在焉呢。没事吧？」

  「心ここにあらずと言った様子だったな。大丈夫か？」

  

  「没事！」

  「大丈夫です！」

  

  

  

  我敬礼并低头，以焦急的难看姿势这么说道。

  　敬礼しながら頭を下げるという焦りのままの不格好な姿勢でそう言った。

  

  真是太失礼了。撞到人是不可原谅的行为。在公司或许还能用挖苦来解决，但在军队撞到长官……！

  　無礼も無礼。ぶつかるなどというのは言語道断。会社では嫌味で済むかもしれないが軍で上官にぶつかったなどと……！

  

  

  我因为恐惧而抬不起头，全身不停发抖。果然内心深处还是对艾库罗大人感到恐惧。虽然印象已经变得柔和许多，但这样还是太夸张了。

  　私は恐れで頭があげられないままぷるぷると震えた。やはり心のどこかではエルクーロ様に対する恐れは未だあるのだ。大分柔和な印象を抱くようになったとはいえこれはあまりにも。

  

  

  然而，艾库罗大人不但没有生气，还担心我。这已经超越歉疚，而是丢脸了。

  　しかし、エルクーロ様は怒るどころか私を心配してくださった。もはや申し訳なさを通り越して恥ずかしい。

  

  

  「我明白你很紧张。不过还是希望你忍耐一下。这次是魔王大人亲自召见。老实说，这可以说是特例，我也很惊讶。」

  「緊張もわかる。だがどうか我慢してほしい。此度の呼び出しは魔王様直々なのだ。正直異例と言えるので私も驚いている」

  

  「是、是哦……」

  「は、はあ……」

  

  

  我缓缓抬起头，发现艾库罗大人一脸苦涩。他之所以露出那种表情，似乎不是因为我。

  　ゆっくり顔を上げてみれば苦々しい表情のエルクーロ様。その表情の理由は私ではないらしかった。

  

  

  这次是魔王大人亲自召见。在命令我攻陷巴尔塔后，又把我叫过去，魔王大人果然是个难以捉摸的人。

  　今回の呼び出しは魔王様からとのこと。バルタ陥落を私に命じたうえで呼び出すとは魔王様もやはりわからないお方だ。

  

  然后，原来如此，我之所以撞到艾库罗大人，是因为他停下脚步，而他之所以停下脚步，是因为已经抵达目的地。

  　そして、なるほどエルクーロ様にぶつかったのは彼が立ち止まったからで、立ち止まったのは目的地に着いたから。

  

  也就是魔王大人的房间前面。

  　即ち、魔王様のお部屋の前であった。

  

  

  要见魔王大人。

  　魔王様にお会いする。

  

  这个事实让我浑身发抖。

  　その事実で私は身震いをした。

  

  

  

  「其他人应该都已经集合完毕了。」

  「他の面々はおそらくすでに招集済みだ」

  

  「其他人？」

  「他、でありますか」

  

  

  

  意思是接受召集的不只有我们。如果是这样，到底是什么事？还有其他人是指谁？

  　召集を受けたのは我々だけではない、と。であらば一体何事であろうか。そしてほかの面々とは。

  

  艾尔克罗大人用严肃的语气，对脑中突然闪过这个想法的我说：

  　そうふと頭によぎった私に、エルクーロ様は神妙な声色で言った。

  

  

  

  「听好了，克莱儿。进去后不要离开我身边。虽然在魔王大人面前这么说不太好……但连我也不敢保证你的安全。」

  「いいかココット。中では私のそばを離れるな。魔王様の手前無いとは思うが……私でも安全を保障しかねる」

  

  

  

  这毫无疑问是忠告。

  　それは紛れもない忠告だった。

  

  我第一次从艾尔克罗大人口中听到「连他也不敢保证安全」这句话，心中涌现比至今的紧张和恐惧更加强烈的恐惧。

  　私は、エルクーロ様の口から初めて聞いた、彼でも安全を保障しかねるという言葉に、今までの緊張や恐怖を上塗りする恐れを抱いた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  「啊……？哦，艾尔克罗……你来得真慢。」

  「あ……？　おゥ、エルクーロォ……遅かったじゃねえか」

  

  

  敲门后，传来魔王大人允许的声音，艾尔克罗大人推开门，魔王大人跟着他进入房间。我踏进房内一步，顿时大吃一惊。

  　ノックの後魔王様の許可の声がして、ドアを押し開けたエルクーロ様について入った魔王様の私室。そこに一歩足を踏み入れて私はぎょっとした。

  

  站在眼前的巨人巨大到让人产生声音从正上方传来这种错觉……比索夫还要大上一圈。体型也比欧德还要大。

  　真上から声がしたと錯覚するほど、目の前に立っていたのは巨大な……ゾフよりも一回り大きい巨人。オドよりも大きい。

  

  那具肌肉发达的身体被岩石般的表皮覆盖，还有好几条像在脉动般闪烁的红色血管。

  　筋骨隆々としたその体は岩石のような表皮に覆われており、また赤々と脈動するように明滅する筋が幾重にも走る。

  

  我瞬间理解了。这是名为拉瓦戈仑的种族，是强大的上级魔族。而且——

  　私は瞬時に理解した。これはラヴァゴレムという種族の強大な上級魔族。そして。

  

  

  「哎呀，艾尔克罗，你带了个可爱的孩子来呢。兴趣不错嘛。」

  「あら、かわいい子を連れていますわね、エルクーロ。随分とまあ趣味の宜しい事」

  

  

  站在他身旁的是一位妖艳的美女，身穿胸口大开的煽情礼服，白皙的肌肤与尖尖的耳朵，锯齿状的牙齿似曾相识。没错，她是吸血鬼。

  　隣に立つは妖艶な美女。胸元を大きく開けた煽情的なドレス。白い肌に尖った耳。ギザギザの歯はどこかで見たことがある。間違いない。彼女はヴァンパイアだ。

  

  她用舔舐般的视线看着我，我感到背脊发凉，反射性地躲到艾尔克罗大人的背后。

  　彼女は私を舐めるような視線で見てきた。背筋にぞくりとする感覚を覚え、反射的にエルクーロ様の背に隠れてしまった。

  

  

  艾尔克罗大人将手臂挡在我面前，大大地叹了口气。

  　エルクーロ様は腕を私の前に庇うように出しながら大きくため息をついた。

  

  

  「乌拉古纳、梅亚，抱歉我来迟了。不过，可以不要吓到我的部下吗？」

  「ウラガクナ、メーア。遅れたのは申し訳がない。だが、私の部下を怖がらせないでもらえるか」

  

  

  四天王之一的「刚腕」乌拉古纳，以及同为四天王之一的「妖艳」梅亚，这两人聚集在魔王大人面前。

  　四天王の一人、"剛腕"のウラガクナ。そして同じく四天王の一人、"妖艶"のメーア。その二人が魔王様の前に集っていた。

  

  我瞪大眼睛。看到这两人，我大概能想象他们就是四天王本人，但我不知道理由，无法理解。

  　私は目を丸くした。二人を見て四天王その人であろうとはなんとなく想像はついた。だが理由がわからない。理解不能だ。

  

  我不是指他们聚集在这里这件事。

  　彼らがここに集っていることに対してではない。

  

  而是指我为什么会在这里。

  　何故この場に私がいるのかが、だ。

  

  

  

  我终于明白艾尔克罗大人说无法保障我安全的理由了。因为在这里的全都是与他同等，甚至在他之上的存在。

  　エルクーロ様が言った私の安全を保障しかねるという言葉の意味が分かった。ここにいるのは全てが彼と同列以上の存在だったからだ。

  

  我完全不知道自己混进这种地方会有什么下场。只能在艾尔克罗大人的身后紧握拳头，掌心已经满是汗水。

  　そんな場に私が混じり込めばどうなるものか。見当もつかない。私はエルクーロ様の後ろでただ拳を硬く握りしめた。その手のひらには、既に汗がべっとりと滲んでいた。

  

  

  

  「这家伙就是传闻中的小恶魔吗……比想象中还小呢，嗯？」

  「そいつが噂の小さな悪魔か……思ったより小せェなあ、ん？」

  

  

  

  乌拉冈纳大人从艾尔克罗大人的身后探头看着我。

  　エルクーロ様の体から覗き込むようにウラガクナ様が私を見てきた。

  

  好强大的压迫感。光是面对面就让人喘不过气。但我不能犯下在组织中欠缺礼节的愚蠢错误。

  　何という圧。向かい合うだけで気圧される。だが、組織構造の中に在って礼節を欠くという愚を私は犯せない。

  

  我掩饰颤抖的手，静静地敬礼。

  　私は震える手をごまかしながら静かに敬礼をする。

  

  

  「我、我是克莱儿。乌拉冈纳大人……」

  「こ、ココットであります。ウラガクナ様……」

  

  「哦……」

  「ほォ……」

  

  

  乌拉冈纳大人用锐利的眼神看着报上名号的我，缓缓将粗壮的手臂伸向我的头。

  　名乗った私にウラガクナ様はじとりとした視線を落とすと、ゆっくりとその剛腕を私の頭に伸ばしてきた。

  

  这是怎么回事？他想做什么？我的脑袋一片混乱，只能看着朝自己伸过来的手臂。

  　なんだ、これは。何をされる？　私はぐるぐると思考が固まらずただただ己に向かう腕を眺めた。

  

  这时——

  　と。

  

  就在乌拉冈纳大人的手臂快要碰到我的头时，他突然停了下来。

  　私の頭にあわや剛腕が届かんとしたところで急にウラガクナ様の手が止まる。

  

  

  「艾尔克罗……我只是想摸一下而已。」

  「ンだよエルクーロォ……少し撫でてやろうと思っただけじゃねェか」

  

  

  仔细一看，乌拉冈纳大人的手臂被艾尔克罗大人的黑手压住。

  　見ればウラガクナ様の腕はエルクーロ様の黒々とした手に抑えられていた。

  

  我惊讶地看向艾尔克罗大人，发现他正瞪着乌拉冈纳大人。

  　はっとして彼を見やればじっとウラガクナ様を睨むように見ていた。

  

  

  

  「住手，乌拉冈纳。你想在魔王大人面前流血吗？」

  「止せ、ウラガクナ。魔王様の前で血を流すつもりか」

  

  

  

  艾尔克罗大人用带着怒气的语气说道。他刚刚说血吗？

  　エルクーロ様は確かな怒気を含んだ声色でそう言った。血、血と言ったか。

  

  乌拉古纳大人对我散发的感情果然是杀气。他甚至想在这里杀了我。我从岩石裂缝中窥见的红色双眸中，读取到乌拉古纳大人的情绪，差点腿软。

  　やはりウラガクナ様が私に向けたあの感情は、確かな殺気であったのだ。彼はこの場で私を殺す気さえあるという事だ。岩肌の裂け目から覗く赤い双眸に満ちる感情を読み取ってしまい、私は腰が抜けそうになった。

  

  乌拉古纳大人瞥了艾尔克罗大人一眼后，目不转睛地瞪着我。但艾尔克罗大人似乎加强了手臂的力道，乌拉古纳大人转头面向艾尔克罗大人。

  　ウラガクナ様はエルクーロ様を一瞥した後じっと私を睨んだ。だがすぐにエルクーロ様が腕の力を強めたのかウラガクナ様がギロリとエルクーロ様面と向かい合う。

  

  

  「乌拉古纳，你要是敢再对她做什么，就由我来当你的对手，你有这个觉悟吗？」

  「ウラガクナ。これ以上彼女に何かするつもりなら私が相手になるが、その覚悟はいいか？」

  

  「魔族也想当人类的骑士吗？艾尔克罗，你还真是执着啊……！」

  「魔族が人間の騎士気取りか？　随分ご執心だなあエルクーロォ......！」

  

  

  艾尔克罗大人和乌拉古纳大人互瞪了一阵子，最后乌拉古纳大人啧了一声，缓缓收回伸长的手臂。艾尔克罗大人也松手了，但乌拉古纳大人依然瞪着我。那眼神仿佛在说「可恶的人类」。

  　しばらくエルクーロ様とウラガクナ様は睨みあっていたが、やがてウラガクナ様が舌打ちをするとゆっくり伸ばした腕を引き戻した。エルクーロ様も手を離すが、ウラガクナ様は未だ私を睨んでいた。人間めが、案にそう訴えているような目だった。

  

  

  「真是的，你这家伙开不起玩笑。」

  「ったく、冗談の通じねえ野郎め」

  

  

  这不是玩笑，他是认真的。他是认真想扭断我的头。

  　冗談ではない。彼は本気だった。本気で私の頭をひねりつぶそうとしたのだ。

  

  差点被轻易夺走性命的事实，让我差点站不稳，不小心抓住艾尔克罗大人的衣服。我急忙放开手，艾尔克罗大人却紧紧握住我的手。

  　あまりにも簡単に命を摘まれるところだったという事実に私はよろりと姿勢を崩しかけ、うっかりエルクーロ様の衣服を掴んでしまった。慌てて離したが、その手をエルクーロ様がぎゅっと握った。

  

  

  漆黑异形的手握住我的手，掌心传来一股暖意，我确实感到一丝安心。在场唯一能保护我性命的人，就是他。无力的我只能依靠他，理解到这点的同时，我感到一股强烈的悔恨。虽然这和我过去想获得庇护者的想法互相矛盾，但依靠别人还是让我感到不甘心。

  　黒々とした異形の手に握られた私の手のひらにぬくもりが伝わって来て、確かに私は仄かな安堵を感じてしまった。己の命を守ってくれる存在としてこの場で彼は唯一無二。非力な私は彼に頼るしかないと、そう理解したときに安堵と同時、痛烈な悔しさが胸の内に浮かんだ。かつて思った己の庇護者を得たいという欲求と矛盾するが、誰かの手に頼るというのは悔しい思いもあり歯噛みしたのだ。

  

  我果然很弱。

  　やはり私は、弱い。

  

  艾尔克罗大人似乎看出我复杂的心境，他稍微用力握住我的手。如果没有这股温暖，就算当场流泪失禁也不奇怪。

  　複雑な心境の中ぶるると私が震えたのが分かったか、私の手を握るエルクーロ様の握りが少しだけ強くなった。この温もりがなければこの場で涙を流し失禁していてもおかしくはなかったのも確か。

  

  或许是因为这样，我下意识地回握艾尔克罗大人的手。

  　だからだろうか。無意識に近くもこの手はエルクーロ様の手を握り返した。

  

  

  我本能地理解，现在如果不受到庇护，会有生命危险。

  　本能で理解している。今は庇護されなければ、命が危うい。

  

  

  乌拉冈纳大人和艾尔克罗大人依然瞪着彼此，一动也不动。而且，乌拉冈纳大人……以及梅亚大人身上，依然散发出刺人的杀气。

  　未だにウラガクナ様とエルクーロ様はにらみ合ったまま動かない。そして未だに刺すような殺気がウラガクナ様……そしてメーア様からもまた注がれていたのだ。

  

  好可怕。真的好可怕。

  　怖い。とても怖かった。

  

  

  「到此为止吧。那个人类可是我中意的人哦？」

  「そのくらいにしておけ。その人間は私のお気に入りだぞ？」

  

  

  魔王大人笑着开口。

  　魔王様が口を開き、笑いながらそう言った。

  

  乌拉冈纳大人轻轻咂舌，转身回到梅亚大人身边。艾尔克罗大人牵着僵住的我的手，再次站到她身旁。他大概是顾虑到我们，站到我们和乌拉冈纳大人他们中间，然后突然放开我的手。

  　ウラガクナ様は小さく舌打ちをすると踵を返してメーア様の隣へと戻った。エルクーロ様は硬直した私の手を引いてまたその隣へと並んだ。気を使ってくれたのかウラガクナ様達と私を遮るように立つと、ふと握った手を離した。

  

  我差点下意识地追着那只手而去，连忙收回手，用另一只手包住刚才被握住的手掌。我真是爱撒娇。

  　私はあっと思いその手を追いそうになり、慌てて引き戻すと握られていた手のひらをもう一方の手で包んだ。甘えるな、私。

  

  

  

  「好了，亲爱的四天王，你们都到齐了啊。」

  「さて、よく揃ってくれたな。親愛なる四天王諸君」

  

  

  

  听到魔王大人的声音，四天王一起行礼。我也连忙行礼。

  　魔王様の声に、四天王たちは揃って礼をした。私もあわてて礼をする。

  

  

  

  「这次召集的目的，或许不用我多说，是为了重新确认各自的战线，以及听取今后的展望……乌拉冈纳。」

  「此度の招集は言うまでもないかもわからんが、各自の戦線の再確認と今後の展望を聞きたいためだ。……ウラガクナ」

  

  

  「是！」

  「はっ！」

  

  

  听到魔王大人的话，乌拉冈纳大人往前踏出一步。

  　魔王様の言葉にウラガクナ様が一歩前に進み出た。

  

  

  

  「本大爷的军队，现在正在和法尔多摩亚的主军交战。」

  「俺様達の軍は現在ファルトマーレ主軍と交戦中です」

  

  

  「不是『正在苦战』吗？」

  「苦戦中、の間違いではないですの？」

  

  

  

  不知从哪拿出扇子遮住嘴巴的梅亚大人，一边呵呵笑着，一边斜眼嘲讽着乌拉冈纳大人。

  　クスクスと、どこから取り出したか扇子で口元を隠しながらメーア様が流し目でウラガクナ様を嘲った。

  

  乌拉冈纳大人马上转向梅亚大人，全身上下都因为激动而发红，他低吼道：「你说什么！」很明显地非常生气。

  　ウラガクナ様はすぐにメーア様にばっと向き直り、全身を赤く脈動させながら唸った。明らかに激高していた。

  

  

  

  「你说什么，你这只母豹！」

  「んだと雌豹が！」

  

  「呵呵，我只是说出事实而已呀？不过，最该感谢的应该是你吧？多亏你陷入苦战，我的军队才能推进战线。请你继续牵制住敌人。」

  「ホホ、事実を言ったまででございますわ？　まあ最も？　あなたの苦戦のおかげでわたくしの軍は戦線を押し上げられていますの。どうかそのまま敵を釘づけにしておいてくださいまし」

  

  「闭嘴，梅亚！那种家伙，别说是牵制了，我一定要彻底击溃他们！」

  「黙れメーア！　あんな連中、釘付けどころか叩き潰してやるわ！」

  

  

  明明在魔王大人面前，而且还在报告中，两人却开始吵架。他们没有常识吗！也就是说，他们当着社长的面，突然中断对话开始吵架！？真不敢相信。

  　魔王様の前、且つ報告の最中だというのに喧嘩を始めた二人。常識がないのか！　いわば社長を前にして会話を寸断し喧嘩だと！？　信じられん。

  

  我慌张地交互看着吵架的两人和魔王大人。要是惹魔王大人不高兴，连我都被波及的话，那可不是开玩笑的。啊啊，好想马上逃走。

  　私はおろおろと喧嘩する二人と魔王様を交互に見やる。魔王様の機嫌を損ねてこっちにまで飛び火すれば冗談ではない。ああ、すぐに逃げ出したい。

  

  虽然我知道这次召集的用意，但最重要的参加者却是这副德性，就算马上瓦解也不奇怪。我原本以为魔王大人会怎么处理，但他没有斥责，只是笑着看着他们。

  　この召集の趣旨は分かったが肝心の参加者がこの様ではいつ瓦解してもおかしくない。魔王様はそのあたりどう対応するのかとも思ったが、叱るでもなくただ笑って眺めていた。

  

  

  

  「你那支军队不也对圣铠骑士团束手无策吗！本大爷会代替你把勇者连同所有人一起杀光。」

  「そういうてめェの軍こそ、聖鎧騎士団に手も足も出なかったそうじゃねえか！　てめェの代わりにこの俺様が勇者ごと皆殺しにしてやるぜ」

  

  「哎呀，那还请加油了。」

  「あら、がんばってくださいましね」

  

  

  这边也完全没有停战的意思。

  　こちらはこちらでやめる気配がない。

  

  我惊慌失措，艾尔克罗大人则是叹了口气。每次都是这样吗？太夸张了。

  　おろおろする私とため息をつくエルクーロ様。毎度こんな感じなのか。どうかしている。

  

  

  

  「你们两个都给我适可而止。」

  「二人ともいい加減にしないか」

  

  

  

  结果艾尔克罗大人介入其中，两人这才心不甘情不愿地安分下来。

  　結局エルクーロ様が割って入り、二人はしぶしぶといった様子で大人しくなる。

  

  艾尔克罗大人，我感觉得到你的辛苦哦。

  　苦労が伝わるよ、エルクーロ様。

  

  

  

  「那么，乌拉嘎库纳，你继续对付敌军吧。」

  「ではウラガクナよ、貴様はそのまま敵軍を相手取るのだな」

  

  「好。不管对手是圣剑还是圣枪，本大爷都不会输。」

  「へえ。相手が聖剣だろうが聖槍だろうが俺様は負けねえ」

  

  「很好。圣女怎么了？」

  「よろしい。聖女はどうしたかね」

  

  「圣女……？这么说来，我没看到她。圣弓也没看到。」

  「聖女ぉ……？　そういや見てねえな。聖弓も見ちゃいなかったが」

  

  「圣弓被克莱儿杀了。」

  「聖弓はココットが殺した」

  

  

  艾尔克罗大人插嘴说道，所有人的视线都集中在我身上。

  　割って入るようなエルクーロ様の言葉に一同の視線が私に向いた。

  

  原来他也是想顺便报告这件事啊，我太大意了。突然被红色视线盯着的我战战兢兢地看向艾尔克罗大人，但他什么都没说。是要我自己说吗？

  　そこら辺の報告も兼ねていたという訳か、迂闊。急な赤い視線にさらされた私はおずおずとエルクーロ様を見るが、彼は何も言ってくれなかった。自分で言えと、そういう事か。

  

  

  我用力吸了口气，缓缓往前踏出一步。

  　私はぐっと息をのんでゆっくり一歩進み出た。

  

  

  魔王大人目不转睛地看着我。只能做好觉悟了。

  　魔王様がじっと私を見ている。覚悟を決めるしかない。

  

  

  

  「……是。我军在卢维卡那与圣弓勇者约翰交战，将他杀害。我打算回收遗体，交给艾尔克罗大人。」

  「……は。我々の軍はルイカーナにて聖弓の勇者ヨーンと交戦。これを殺害しました。遺体は回収しエルクーロ様に預ける算段であります」

  

  「喂，真的假的，艾尔克罗……你这小不点是说真的吗？」

  「おい本当かよエルクーロォ……マジで言ってやがんのかこのチビ助は」

  

  

  乌拉卡格那发出咻咻声，甚至喷出蒸气喘气。相对地，艾尔克罗大人则是平静地回答：

  　ウラガクナがシューシューと蒸気まで噴き上げて息をまく。対してエルクーロ様は静かに答える。

  

  

  「是真的。圣弓的尸体已经被我亲眼确认。」

  「本当だ。聖弓の亡骸は私がこの目で確認した」

  

  「哦，你很有一套嘛。明明还是个孩子。」

  「へぇ、おやりになりますのね。まだ子供なのに」

  

  

  梅亚兴致勃勃地看着我低语。我猛然回神看向她，没有错过她舔了舔嘴唇的动作。

  　メーアが興味深そうに私を見て呟いた。私ははっとしてそちらを見て、彼女がぺろりと舌なめずりをしたのを見逃さなかった。

  

  

  

  「太棒了。」

  「素晴らしい」

  

  

  

  啪！魔王大人拍了拍手。

  　パン、と魔王様が手を叩いた。

  

  所有人都看向魔王大人。魔王大人站起身，露出满脸笑容。在场所有人应该都感受到一股寒意。可以感觉到房间的空气瞬间冻结。

  　全員が魔王様を見る。魔王様は立ち上がり満面の笑みであった。その場の全員がぞくりとした感覚を覚えた事だろう。部屋の空気がぴり、と凍り付いたのが分かった。

  

  

  

  「攻陷欧达那、弗利克特拉，甚至攻陷卢维卡那。而且还讨伐了一名勇者。克莱儿将军，你做得很好。这个好消息让我很兴奋。」

  「アウタナを落とし、フリクテラを落とし、ルイカーナまでをも落とした。あまつさえ勇者の一人すら討ち取った。ココット将軍、見事な働きだ。良い報告に胸が躍るぞ」

  

  「不、不敢当。」

  「きょ、恐縮であります」

  

  

  我猛然低头，以九十度的角度鞠躬。

  　私はばっと頭を下げ、実に90度の角度でお辞儀をした。

  

  我无法抬起一度低下的头。我凝视着地板，全身僵硬。

  　一度下げた頭があげられない。私は床を凝視しながら硬直した。

  

  明明是在夸奖我，我却感到一股强烈的不快。心脏仿佛被冰冷的手指掐住。魔王大人的笑容，和我至今见过的都不一样。

  　褒められている筈なのになんだこの恐ろしい程の不快感は。心臓に冷たい指がかけられているようだ。魔王様のあの笑顔、今まで見た何とも違う。

  

  我甚至不知道那是不是真正的笑容。我不知道他在想什么。没有什么比真相不明、无法理解更可怕了。

  　あれは、本当に笑っているのかすらわからない。何を考えているのかわからない。正体不明、理解不能ほど恐ろしいものはないのだ。

  

  

  「事情就是这样，乌拉诺克拉。我很期待你今后的表现，可别输给她的功劳。」

  「そういうわけだが、ウラガクナよ。彼女の働きに負けぬ今後の働きに期待するぞ」

  

  

  

  别说了。不要拿我出来刺激他。

  　やめてくれ。私を引き合いに出して煽らないでくれ。

  

  乌拉诺克拉大人一定在瞪我吧。我的后颈一阵刺痛。乌拉诺克拉大人哼了一声，表示了解。

  　ウラガクナ様は必ず私を睨んでいることだろう。うなじがひりついている。ウラガクナ様はふんと鼻を鳴らして了解と言った。

  

  

  

  「然后……是圣女。」

  「そして……聖女だが」

  

  

  

  魔王大人继续说下去。

  　魔王様が続ける。

  

  

  

  「她不可能……不知道去向吧。」

  「行方は分からん……わけでもあるまい」

  

  

  「是的。我可爱的部下已经去侦查，确认到有快马往首都方向而去，恐怕是圣女吧。」

  「ええ。わたくしの可愛い部下に偵察させていたところ早馬が首都方面に向けて走ったのが確認されていますもの、おそらくは聖女かと」

  

  「她逃回首都了吗？」

  「首都に逃げ帰ったってェのか？」

  

  「应该不是吧。那个女孩是人称优奈伊路化身的人……会不会是去防守巴尔塔了？」

  「そうでもないんじゃありませんかしら。あの娘はユナイルの現身とか言われている人間……バルタの防備に回ったのでは？」

  

  

  

  我的耳朵抖了一下。

  　ぴくりと、私の耳が反応する。

  

  圣女去防守巴尔塔了。既然如此……处理这件事就是我的职责。

  　聖女がバルタの防衛に回った。ならば……これの対処は私の役目という事になる。

  

  

  

  「嗯，虽然应该已经透过艾尔克罗传达了，但我要你攻下巴尔塔。这样就能跟圣女交手了。」

  「ふむ、エルクーロを介して伝えたはずだが、ココット将軍にはバルタを落としてもらう。聖女とも、ぶつかるわけだな」

  

  

  

  确实如此。更正，巴尔塔是优奈耶尔教的根据地。那里是法尔托玛雷的第二心脏，由教皇与圣女这两位领袖坐镇。

  　確かにそうだ。もとい、バルタはユナイル教の膝元。教皇と聖女をツートップとしたファルトマーレ第二の心臓。

  

  不过，即使如此……不，正因为如此才有挑战的价值。这是击溃优奈耶尔教的绝佳机会。换句话说，我可以亲手消灭将我贬为恶魔、夺走雷米的元凶。」

  　だがそれでも。いや、そうでなくてはやりがいがない。ユナイル教を叩き潰す絶好の機会。それは即ち、この姿を悪魔と蔑みレイメを私から奪った元凶を手ずから滅ぼせるという事だ。

  

  

  

  「呵呵，呵呵呵呵呵……」

  「ふふ、ふっくくくく……」

  

  

  我缓缓抬起头。内心已经忘记恐惧，只剩下憎恨……以及找到憎恨对象的喜悦。

  　私は、ゆっくりと頭を上げた。その心は恐怖を忘れ、憎悪と……その憎悪の晴らす先を見つけた喜びに満ちていた。

  

  我的嘴角擅自露出笑容，双眼直视远方的敌人。

  　口は勝手に笑みを零し、瞳は遠き敵を見定めた。

  

  看到我一改怯懦的模样，乌拉古那与梅亚皱起眉头，感受到我身上散发出与年幼小女孩截然不同的氛围。

  　怯えた姿から一転した私の様子に、小さき幼女のそれとかけ離れた雰囲気を感じ取り、ウラガクナとメーアは眉根を寄せた。

  

  她们心想：「她已经不是刚才那个孩子了。这就是小小恶魔吗？」

  　さっきまでの子供じゃない。これが小さな悪魔か、と。

  

  

  「你办得到吗，克莱儿？」

  「やれるのか、ココット」

  

  

  

  艾尔克罗大人以平静的语气问道。我带着扭曲的笑容回答：

  　エルクーロ様が静かな声色でそういう。私は歪んだ笑みのままその言葉に返した。

  

  

  

  「是的，当然可以。不只是圣弓，我还会献上圣女与教皇的尸体。」

  「ええ、もちろんですとも。聖弓だけでなく、聖女と教皇の亡骸も献上して見せましょう」

  

  

  「很好。艾尔克罗，利用克莱儿攻下巴尔塔。」

  「よろしい。エルクーロ、ココットを使ってバルタを落とせ」

  

  

  我们配合魔王大人的命令行礼。

  　魔王様の命令に、私たちは合わせて礼をした。

  

  魔王大人下达的命令。乌拉古纳大人看到我被点名时，也大吃一惊。他们从来没对我下过命令。

  　魔王様からの勅命。それが私に出されたことにもウラガクナらは驚いた。自分たちにも命令することなどなかったのに、と。

  

  

  

  

  之后，梅亚大人向魔王大人报告，并提出艾尔克罗大人今后的作战重点，召集就此结束。

  　その後、メーア様の報告とエルクーロ様の今後の作戦要項が魔王様に提出され、召集はお開きとなった。

  

  乌拉古纳大人激动地率先离开房间。

  　ウラガクナ様は鼻息荒く先んじて部屋を出ていた。

  

  我跟着艾尔克罗大人一起离开魔王大人的房间时，被从背后叫住。我回头一看，发现梅亚大人带着笑容站在那里。

  　私はエルクーロ様について魔王様の部屋を退室する際に背後から呼び止められた。振り返れば笑みを浮かべたメーア様が立っていた。

  

  艾尔克罗大人以警戒的眼神看着梅亚大人，梅亚大人则说「我什么都不会做」，将扇子放在嘴边，双手抱胸走向我。

  　エルクーロ様が警戒のまなざしでメーア様を見るが、メーア様は「何もしませんわ」と言い扇子を口元に当てたまま胸元で腕を組んで私に近づいてきた。

  

  

  

  「请问您有什么事吗？」

  「何か、御用でしょうか」

  

  「呵呵，克莱儿将军。小恶魔……」

  「フフ、ココット将軍。小さな悪魔……」

  

  

  梅亚大人突然把脸凑近我。我差点被吓到，幸好艾尔克罗大人扶住我的肩膀。

  　メーア様は私にぐっと顔を近づけてきた。たじろぎそうになるが、エルクーロ様に肩を支えられた。

  

  梅亚大人在几乎能感受到呼吸的距离对我说：

  　そして息がかかりそうな距離でメーア様は私に言ったのだ。

  

  

  「托泽还好吗？」

  「ツォーネは元気？」

  

  「……咦？啊……她工作得很认真……」

  「……え？　あっ……と、よく働いていますが……」

  

  「是吗……虽然她有点任性又嘴巴坏，但你要好好照顾她哦。」

  「そう……少しわがままで口も悪いけど、うまく扱ってくださいましね」

  

  

  为什么？为什么这时候会提到那家伙的名字？我直接说出内心的疑问。

  　なぜだ。なぜここであいつの名前が出る？　疑問のままに正直な感想を述べてしまった。

  

  的确，梅雅大人和托泽是同一种族的吸血鬼……而且梅雅大人那头乌黑亮丽的长发，我好像在哪里看过。他们之间有什么关系吗？

  　確かにメーア様とツォーネは同じヴァンパイアという種族だが……。それにメーア様の艶やかで長い黒髪。既視感はある。何か関係でもあるのか？

  

  

  「梅雅，已经可以了吧？我们先告辞了。」

  「メーア、もういいだろう。我々は失礼する」

  

  

  艾尔克罗大人这么说，牵起我的手。

  　エルクーロ様がそういって私の手を握り引いた。

  

  我心想「这样好吗？」，但还是被艾尔克罗大人牵着，转身背对梅雅大人。

  　私はいいのか？　と思いつつもエルクーロ様に手を引かれるままメーア様に背を向けた。

  

  梅雅大人对着我的背影说：

  　そんな私の背中に、メーア様は一言言った。

  

  

  「她是我可爱的妹妹，人类先生，还请你多多关照。」

  「あれで可愛い妹なのですわ。どうかよろしく頼みますね、人間さん」

  

  

  「什么！？」

  「なぁっ！？」

  

  

  我惊讶地转过头，梅雅大人的笑容已经消失在关上的门后。

  　私は驚愕し振り返ると同時、メーア様の笑みは閉まる扉の向こうに消えた。
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  之后，艾尔克罗大人要我好好休息，我在魔王城过了一夜。

  　それからエルクーロ様に休めと言われ魔王城で一夜を明かした。

  

  隔天，我离开魔王城，为了攻略巴尔塔回到露伊卡娜，和库欧特拉等人会合。

  　翌日、私は魔王城を離れバルタ攻略の為ルイカーナに舞い戻り、クォートラらと合流した。

  

  然后在白城简单地开个会，顺便分享在魔王城发生的事。

  　そして魔王城での顛末の共有も兼て白城にて軽く会議をしたのだが。

  

  听到我的报告，原本担心我安危的众人，在听到我参加了四天王的召集时……

  　報告を聞き私の身の心配をしていた面々だったが、四天王の招集に参加したと聞かされた時……。

  

  

  托泽发出惨叫。

  　ツォーネが悲鳴を上げた。

  

  

  

  「你见到姐姐了吗！？」

  「お姉ちゃんに会ったんですのォ！？」

  

  

  「是、是啊……虽然我不知道梅亚大人是你的姐姐。」

  「あ、ああ……メーア様がお前の姉だとは知らなかったが」

  

  

  「啊啊，啊啊，好可怕！啊哇哇哇……」

  「ああ、ああ、恐ろしいっ！　あわわわ……」

  

  

  

  可怕的是我。我可是亲身承受四天王的杀气。虽然我很想这么说，但托泽捂着脸蹲在地上，让我什么都说不出口。

  　恐ろしかったのはこっちだ。四天王直々の殺気をこの身に浴びたのだぞ。そういってやりたかったが、ツォーネは顔を抑えて蹲っていたので何も言えなかった。

  

  她们姐妹感情不好吗？一提到梅亚大人的名字，托泽就变得这么害怕。她和平常截然不同的模样，让我目瞪口呆。

  　姉妹仲は不仲なのだろうか？　メーア様の名を出した途端にこの怯えようだ。普段とまるで違う有様に私は呆気にとられた。

  

  

  这时，托泽突然站起身，用恳求的眼神看着我。

  　と、急にツォーネがばっと立ち上がると懇願するような視線を私に向けてきた。

  

  

  「克、克、克蕾儿大人！？你、你对本小姐说了什么！？」

  「こっここココット様！？　わた、わたくしの事なんて言いましたの！？」

  

  「啊……？不，我没说什么不好的话……只是说你工作很认真……」

  「は……？　いや別に悪い事は何とも言っていないが……ただ、よく働いてくれている、と……」

  

  「呀啊啊啊啊啊啊啊！！」

  「ぎゃあああああああっ！！」

  

  

  听到我这么说，图兹涅发出惨叫，再度双手抱头跪倒在地。到底是怎样？我可没有报告什么坏消息啊！

  　私の言葉にツォーネは悲鳴を上げて再び両手で頭を押さえて膝から崩れ落ちた。なんだというんだ一体。悪い報告なんかしていないぞ！

  

  想惨叫的人是我才对。听到消息时，连我都惊讶到说不出话来。虽然觉得两人很像，但没想到是姐妹。也就是说，我被你姐姐的杀气攻击了。

  　悲鳴を上げたいのはこっちだというに。聞かされた時私でさえ驚きのあまり絶句したほどだ。似ているとは思ったが姉妹だとは思わなかった。つまり私はお前の姉に殺気を浴びせられたのだ。

  

  

  「完蛋了……要是她听到我这么努力，下次见面时一定会被她狠狠嘲笑到死啊啊啊啊！！」

  「おしまいですわ……わたくしが頑張っているなどという話なんか耳にしたら今度会った時に死ぬほど揶揄われますわぁぁぁぁ！！」

  

  「被嘲笑……你们感情不是很好吗？」

  「揶揄われるって……仲がいいんじゃないか」

  

  「怎么可能好！真的会死掉啊！？啊啊，姐姐从以前就最喜欢欺负我了，她一定会觉得我得意忘形，把我打垮！我被关在牢里受苦时，她还来嘲笑我好几次！呜哇啊啊啊！」

  「いいわけありませんですわ！　文字通り死ぬほどですのよ！？　ああ、お姉ちゃんはわたくしを虐めることが昔から大好きだったのですもの、調子に乗っていると思われて叩き潰されるにきまってますの！　わたくしが牢屋で苦しんでいる時にも何度か笑いに来やがったんですからあ！　うわぁぁぁん！」

  

  

  图兹涅终于开始嚎啕大哭。啊啊，到底要我怎么办啊！

  　ついに泣きじゃくり始めてしまったツォーネ。ああもうどうしろっていうんだ！

  

  我偷偷对佐夫投以求救的视线。佐夫搔搔头，一脸无奈地走过来，抓住蹲在地上抱着头的图兹涅的手臂，硬是把她拉起来。

  　ちらりと助け船を呼ぶ視線をゾフに向ける。ゾフは頭を掻いてやれやれと言った様子で歩いてくると地面にうずくまり頭を抱えるツォーネの腕を掴んで無理やり立たせる。

  

  

  「喂，走了，臭吸血鬼。别给小姐添麻烦。」

  「おら、行くぞクソヴァンパイア。お嬢を困らせるんじゃねえ」

  

  「不要啊啊啊！我绝对不想再见到姐姐了啊啊啊！」

  「いやぁぁぁ！　もうお姉ちゃんに絶対会いたくねえですわあああ！」

  

  

  兹夫就这样把托涅尔拖走了。

  　そのままゾフに引きずられて連行されていくツォーネ。

  

  不过，和梅亚大人说的一样。我知道她偶尔会口气变差，但那恐怕才是她的本性，而那个有礼貌的语气是她模仿姐姐的吧。

  　しかし、メーア様の話通りか。たまに口調が悪くなるのは知っていたが、おそらくそれが素でありあの丁寧口調は姉を真似たものなのだろう。

  

  四天王是姐姐，从托涅尔的形象来看，还以为她会想借姐姐的威风，结果完全相反。她对优秀的姐姐抱持自卑感，急着立功，过去因为惹魔王大人不高兴，被弗利克泰拉抢先一步，我推测大概是这样吧。

  　四天王が姉とは、ツォーネのイメージからして威を借るものかと思えばまるで逆だったのだろう。優秀な姉にコンプレックスでも抱いて手柄を急ぎ、過去魔王様の不興を買いフリクテラで私に出し抜かれた。そんなところだろうかと私は推測した。

  

  我叹着气，啜饮一口我喜欢的甜咖啡，望向剩下的四分之一。」

  　ため息交じりに私好みの甘ったるいコーヒーを一口すすり、残ったクォートラを見やる。

  

  

  「以上就是共享情报。」

  「共有は以上、だ」

  

  「是……那么要立刻准备攻打巴尔塔吗？」

  「は……ではすぐにバルタ攻略の準備を？」

  

  「对。既然给了那么大的压力，不管巴尔塔愿不愿意，我们都会攻陷它。不过，那也是我的宿愿，所以也没办法。」

  「ああ。あれ程もプレッシャーを与えられれば望む望まないにかかわらずバルタは落として見せる。最も、それが我が宿願でもあるからには、是非もないがな」

  

  

  四分之一点头。

  　クォートラは頷く。

  

  我喝完咖啡，从坐着的椅子上跳下来，披上外套。

  　私はコーヒーを飲み終え座っていた椅子から飛び降りると上着を羽織った。

  

  

  「四分之一，我要回营地。翅膀借我。」

  「クォートラ、駐屯地へ戻る。翼を貸せ」

  

  「是。兹夫他们要怎么办？」

  「は。ゾフらは如何しますか？」

  

  「之后我会让她跟我们会合。现在我只是因为很在意，所以想早点回去。」

  「後ほど合流させる。今はただ気になるから早く戻りたいだけだ」

  

  

  

  没错，现在我只想早点回去。回到那孩子身边。

  　そう、ただただ今は早く戻ってやりたかった。あの子の下へと。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  我骑在克瓦多背上，先一步回到营地，一落地就立刻寻找她的身影。

  　クォートラの背に乗り一足先に駐屯地に戻った私は、地面に足を付けすぐさまその姿を探した。

  

  

  ……找到了。

  　……いた。

  

  在营地迎接我的魔族们之间，可以看到在广场上跑来跑去的MIO。

  　駐屯地で私を出迎える魔族たちの隙間のむこうで、広場で駆け回るミオの姿があった。

  

  

  

  

  MIO正在跟琪优儿玩。那副模样让我感到烦躁，我大步走近，拉起MIO的手，把她从琪优儿身边拉开。

  　ミオはキエルと遊んでいた。そんな姿に私は苛立ち、ずかずかと歩み寄るとミオの手を取りキエルから引きはがした。

  

  

  MIO和琪优儿都愣住了。我瞪着呆站在原地的琪优儿说：

  　ぽかんとするミオとキエル。私は突っ立っているキエルをじろりと睨み言う。

  

  

  「留守辛苦了。之后随便你。」

  「留守番ご苦労。後は好きにしていろ」

  

  「咦？好、好的……」

  「え、は、はい……」

  

  

  然后我半强迫地拉着MIO的手，快步走向自己的帐篷。琪优儿依然愣愣地站在原地目送我们，MIO一瞬间回头看了她一眼。

  　そしてミオの手を半ば無理やり引いてさっさと自分のテントへと向かった。背後ではいまだにキエルがぽかんとした様子で私たちを見送っており、ミオがそれを一瞬振り返った。

  

  我粗鲁地拉开帐篷的布幕，放开MIO的手。MIO啪哒啪哒地在帐篷里走着，坐到椅子上，一边玩着脚，一边趴在桌上。

  　テントの幕を乱暴に開けると、ミオの手を離した。ミオはぺたぺたとテントの中を歩き、椅子に腰かけると足を遊ばせながらテーブルに突っ伏した。

  

  然后她侧眼看着我微笑，那副模样让我也感到安心。

  　そして横目で私を見て微笑む姿に、私もまた安堵した。

  

  接着我立刻对自己心中的丑陋感情咬牙切齿。看到MIO跟琪优儿玩时，我对琪优儿产生的负面情感。

  　そしてすぐに自分の中にあった醜い感情に歯噛みしたのだ。キエルと遊んでいたミオを見た時に、キエルに覚えた黒い感情。

  

  真是丢脸，我居然会嫉妒……

  　まったく情けない。この私が嫉妬など……。

  

  

  「唉……我真是累了。」

  「はあ……疲れているんだな、私は」

  

  

  

  我叫MIO乖乖待着，她笑咪咪地点头，我看了便走出帐篷。

  　私はミオに大人しくしているよう言うと、彼女がにこやかに頷いたのを見てテントを出た。

  

  

  然后我再次呼唤_quota，召集魔族们讨论今后的计划，并且根据讨论结果发出命令。

  　そして改めてクォートラを呼び、魔族たちを集めて今後の事を話し、それを踏まえて命令を出していった。

  

  

  由兽型魔族少数前往巴尔塔近郊进行秘密侦查。加紧赶工建设另外两座要塞。还有明天早上，包含我在内所有人要越过盆地进行侦查，寻找下一个据点。

  　獣型魔族による少数でのバルタ近郊への隠密偵察。他二つの砦の建築を急ぐこと。そして明日の朝、私含めて次の拠点を作るべく一度盆地を越え偵察に出る事。

  

  我大致上发出命令之后，亲自指挥要塞的建设。

  　一通り命じ、その後は砦の建築の指揮を自ら取った。

  

  

  到了天色变暗的时候，我总算能够忘记心中的丑陋感情。

  　そうして暗くなるころには胸の中の醜い感情を忘れる事が出来ていた。

  

  

  我前往魔物的牢笼，喂完托古瓦它们之后再度回到帐篷。

  　魔物の檻に向かい、トグーヴァらに餌を与え終えた私は再びテントへと戻った。

  

  

  MIO依然趴在桌上，发出安稳的鼻息。大概是玩累了吧。

  　ミオは、テーブルに突っ伏したまますやすやと寝息を立てていた。遊び疲れたのだろうか。

  

  我小心不吵醒MIO，静静地脱下外衣，换上睡衣。

  　私はミオを起こさないように静かに上着を脱ぎ、寝間着へと着替えた。

  

  

  

  

  

  我钻进被窝之后，MIO揉着眼睛来到我身边。我原本以为吵醒她了，不过我依然笑着迎接MIO。

  　私がシーツに潜り込むと、いそいそと隣に目をこすりながらミオがやってきた。起こしてしまったか、とも思ったが私は笑顔でミオを迎え入れていた。

  

  因为我知道今天也会变成这样。

  　今日もどうせこうなると分かっていたから。

  

  没错，自从收留澪之后，我和澪就一直一起睡。既不会寂寞，又很温暖。

  　そう、ミオを保護してからはずっとミオと私は一緒に寝ている。寂しくないし、暖かいのだ。

  

  我接纳钻进被窝里的澪，她则抱着我，额头贴在我的胸口上。

  　シーツに潜り込んだミオを受け入れると、ミオは私の胸に額をこすりつけるように抱き着いてきた。

  

  我温柔地梳理着她的头发，看着她闭上眼睛熟睡的模样。

  　ミオの髪をやさしく梳きながら、彼女が瞳を閉じて寝静まるのを眺めた。

  

  听着她的鼻息，我也闭上眼睛。

  　彼女の寝息を聞きながら、私も目を閉じる。

  

  

  ……然后，脑中浮现的是在魔王城发生的事。

  　……そして、脳裏に浮かぶのは魔王城での出来事だった。

  

  

  包括被叫去参加四天王的集会，以及之后的事。

  　四天王の集会に集められたこともそうだが、その後。

  

  我指的是和艾尔克罗大人的对话。

  　エルクーロ様との会話の事だった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  在离开魔王城之前，我在坐上马车的前一刻被艾尔克罗大人叫住。

  　魔王城を出立する直前、私は馬車に乗り込む寸前でエルクーロ様に呼び止められた。

  

  艾尔克罗大人之后似乎会驻守在路易卡纳，所以特地来为我送行。

  　エルクーロ様は後からルイカーナに改めて駐留するとのことだったので、先んじて見送りに来てくださったようだった。

  

  我敬礼后，站在马车前面对着他。

  　私は敬礼をして馬車の前で彼に向かい合った。

  

  

  他帮了我很多忙。所以这次行军多少也是为了他，因此我想至少要自信满满地出发。

  　彼には多くを助けてもらった。だからこの行軍には多少は彼のためにという思いもあったので、私はせめて自信満々に出立しようと思っていた。

  

  然而，艾尔克罗大人看着我的表情粉碎了我的自信。

  　だが、それはエルクーロ様の私を見る表情で砕かれた。

  

  他露出苦涩的表情。

  　彼は、苦々しげな顔をしていたのだ。

  

  我又来了。不管是弗利克提拉还是路易卡纳，他送我离开时总是露出同样的表情。

  　まただ、と思った。フリクテラも、ルイカーナでもそう。私を送り出すときはいつも同じ顔だ。

  

  我甚至怀疑他是不是觉得让我战斗很没意思。就算有奇库贝尔那件事，从他最近的行动来看，或许也不是因为负面情感而起的疑心。

  　そんなに私に戦わせるのが面白くないのだろうかと邪推もしようもの。たとえチックベルの話があり、最近の彼の行動から悪い感情に起因したものではないのかもしれなくとも。

  

  

  「您对我感到不安吗？」

  「私では不安でしょうか」

  

  

  我下定决心，直接提出疑问。既然魔王大人已经下令，不管说什么都无法动摇我的行军。既然如此，我想解开心中的疙瘩。

  　私は意を決して、直接的な質問を投げかけた。魔王様の命令が下りている以上もはや何を言えども我が行軍は揺るがない。ならば胸のしこりは取っておきたいのだ。

  

  

  「……好吧，我就明说了。」

  「……わかった、はっきりと伝えるとしよう」

  

  

  艾尔克罗深深吐了口气，直视着我开口：

  　エルクーロ様は深く息を吐いた後、私をはっきり見て告げた。

  

  

  「……我不希望你去战斗。」

  「……私は、君が戦う事を良しとしていない」

  

  「……啊？」

  「……は」

  

  

  我早有心理准备，也猜到他会这么回答。直接听到他这么说，当然还是让我感到难受。不过，为什么？

  　覚悟はしていた。半ばわかっていた返答だ。もちろん直接言われたことによる胸の苦しさはある。だが、なぜ。

  

  引导我入魔、拯救我、给予我战斗手段的人，不就是艾尔克罗大人吗？他居然要我别去战斗，未免太自私了。魔王大人已经下令，我终于要正式与雷米的敌人交手，我不想在这个时候看到艾尔克罗大人露出那种表情。

  　私を魔に導き、救い、戦う手段を与えてくれたのはほかでもないエルクーロ様ではないか。それが戦うなとは勝手が過ぎる。魔王様から命じられた。やっと本格的にレイメの敵と相まみえようとするこの時に、エルクーロ様のそんな表情は見たくはなかった。

  

  那是因为他的温柔，就算只是担心我，还是让我感到不快。

  　それが彼のやさしさに起因するものであり、たとえ私に対する心配からくるものであっても、不快だった。

  

  

  

  「恕我直言，我——」

  「お言葉ですが私は」

  

  「魔王大人将巴尔塔攻略作战视为决战。」

  「魔王様は、バルタ攻略作戦を決戦と捉えておいでだ」

  

  「！」

  「！」

  

  

  艾尔克罗大人打断我的话，如此说道。

  　エルクーロ様は私の言葉を切って、そう仰った。

  

  

  

  「只要攻下国教优奈尔教的根据地巴尔塔，不只能够成为攻打伊法尔的跳板，还能大幅拉高战争的天秤，那将意味着实质上的胜利。因此法尔托玛勒应该也会全力加强巴尔塔的防御。如同我之前所说，这是一场必须在乌拉卡努纳撑住的期间分出胜负的战争。」

  「国教たるユナイル教、その膝元たるバルタを抑えれば、イファール攻略の足掛かりとなるだけでなく戦争の天秤を大きくこちらに傾けることとなる。それは実質的な勝利を意味する。故にファルトマーレも全力でバルタの防備を手厚くするはずだ。前に話した通り、ウラガクナが持ち堪えている間の勝負となる」

  

  

  

  这我明白。

  　それは、わかっている。

  

  只要攻下巴尔塔，就能拿下法尔托玛勒的首级。即使没有成功，神圣都市沦陷也会让人类联想到战争的结局，进而削减士气。

  　バルタさえ落とせばファルトマーレの首に手が届く。そうでなくとも神聖都市が落ちたという事は人間どもに戦争の行く末を連想させ士気を削り取れる。

  

  只要明白会战败，小国联合应该也会收手。战争几乎确定会由我们获胜。

  　負け戦と分かれば小国連合も手を引く筈。戦争は我々の勝ちでほぼ確定。

  

  的确……听他这么一说，这确实是实质上的决战。

  　確かに……言われてみれば事実上の決戦であった。

  

  

  「生还率极低。」

  「生還率は極めて低い」

  

  

  艾尔克罗大人继续说道。

  　エルクーロ様はそう続けた。

  

  

  「我明白你憎恨被称为恶魔的优奈尔教。不过，这就像为了复仇而送死。现在还来得及，你还是辞退吧。」

  「悪魔と呼ばれた君が憎むユナイル教、それはわかる。だが、復讐のために死にに行くようなものだ。今からでも遅くはない。辞退したまえ」

  

  

  现场瞬间陷入沉默。

  　一瞬、その場が静まり返る。

  

  周围的魔族们也屏息看着我们的对话。

  　周囲の魔族達もかたずをのんで私たちのやり取りを見守っていた。

  

  

  我——

  　私は。

  

  

  「恕我直言，我要去。」

  「お言葉ですが、私は行きます」

  

  

  如此说道。

  　そう、言った。

  

  我的战斗始于诱敌作战，现在则被交付了掌握战争命运的任务。

  　囮行軍に始まった私の戦い。今ここに戦争の命運を握る戦いが任された。

  

  那就是，能够迎来为我的复仇划下休止符的战斗。

  　それは、我が復讐に終止符を打つべくの戦いに臨めるということ。

  

  无论是现在，还是未来，都不可能选择放弃。

  　辞退などという選択肢は存在しない。今までも、これからも。

  

  

  

  「复仇正是我的夙愿。也是我活着的理由之一。是无法逃避的诅咒。」

  「復讐こそ我が悲願。そして生きる理由の一因です。避けられはしない呪いなのです」

  

  

  

  我简短地说道。将许多想法浓缩成这句话，狠狠地抛向艾尔克罗。

  　短く絞った言葉。そこに数多の思いを載せて私はエルクーロ様へと叩きつけた。

  

  我很感谢他。真的。他救了我，给予我战斗的方法，而且……还担心我。

  　彼には感謝している。本当に。私を救い、戦う術を与えてくれ、そして……心配をしてくれた。

  

  光是这样就足够了。

  　それだけで十分だった。

  

  所以事到如今，我不会说出当时为了报恩而撒的谎。现在要报恩也不是谎言。虽然当时是为了以泪攻势才戴上面具说出的台词，但现在的我确实感受到他的恩情。

  　だから今となってはあの時連ねた嘘である、彼への恩返しという言葉は出なかった。今や彼への恩返しというのも嘘ではない。あの時は泣き落としの為に取り繕った仮面に乗せた言葉であったが、今の私には彼への恩義は確かに感じる。

  

  而且就算如此，我也不可能放弃行军。侵蚀这副身躯的憎恨是诅咒。从雷米死去的那一刻起，束缚我的锁链就一直重重地压在心上。

  　そして例えそうであっても。行軍をやめることはあり得ない。この身を蝕む憎悪は呪いなのだ。レイメが死んだ時から私を縛る鎖は未だに心に重くのしかかっている。

  

  我有了伙伴，有了重要的人。即使如此，要完全斩断这副锁链——

  　仲間もできた。大切な者もできた。だがそれでも、この鎖を完全に断ち切るためには。

  

  必须毁灭法尔托马雷。

  　ファルトマーレの滅びなくしてはあり得ないのだ。

  

  

  「果然还是阻止不了你吗？我早就知道了。你的憎恨既深沉又黑暗。我一直在思考有没有方法能治愈你。但对你来说，战斗就是一切。」

  「やはり、止められないか。わかっていた。君の憎悪は深く、黒い。それを癒す方法があればと考えていた。君にとってのそれはあくまで戦いなのだな」

  

  

  艾尔克罗大人闭上眼睛。

  　エルクーロ様は瞼を閉じた。

  

  

  「战斗不会带来任何东西。克莱儿将军，不……克莱儿。你对战斗的终点有什么期望？」

  「戦いが生むものなど何もないのだ。ココット将軍、いや……ココット。君は戦いの先に何を望む」

  

  「我期望的……只有平稳。」

  「私が望むのは……平穏だけです」

  

  

  如果只听这句话，应该会觉得很矛盾。

  　言葉だけならば矛盾していると思う。

  

  但为了实现雷米的愿望，我必须为了自己的平稳而战，这是我的第一优先事项。而平稳，只有在报复过去那些折磨我、夺走我重要之人的家伙之后才会存在。

  　だがレイメの望みを叶えるべく己の平穏のために戦う事が、私の最優先事項だ。そして平穏とは過去私を苦しめ、私の大切な者を奪ったやつらへの報復の先にのみ存在する。

  

  如果夺走雷米的家伙们继续逍遥法外，我将无法得到平稳。

  　レイメを奪ったやつらがのうのうと生きているままで、私に平穏などは訪れない。

  

  所以我必须战斗。所以我必须前进。一旦停下脚步，我肯定无法活下去。

  　だから私は戦う。だから私は進む。歩みを止めれば、私はきっと生きられない。

  

  

  「我不想再失去愿意和我一起喝红茶的人。你也可以选择在我身边平稳地生活。如果你还是执意要走……我会以四天王的身份，协助你完成魔将军的战斗。」

  「私と紅茶を飲んでくれるものを、もう失いたくはないという思いがこの胸にある。私のもとで平穏に生きる道もある。それでも君が行くというのなら……四天王として、魔将軍の戦いの全うの一助となろう」

  

  「您这句话就足够了……那么，我先告辞了。」

  「その言葉だけで十分でございます。……では、失礼いたします」

  

  

  我向艾尔克罗大人行了一礼，转身背对他，坐上马车。

  　私はエルクーロ様に礼をすると、ばさりと上着を翻して背を向け、馬車へと乗った。

  

  在艾尔克罗大人的身边过着平稳的生活。那一定是个受到确实保障的安全生活吧。

  　エルクーロ様の元で平穏に生きる。それはきっと確かな安全が保障された暮らしなのだろう。

  

  不过我要再次在心中强调。只要法鲁托玛雷、优奈艾尔教还在……我就不会得到平稳。

  　だが重ねて胸の内にて言おう。ファルトマーレが、ユナイル教が在る限り……私に平穏など訪れはしないのだ。

  

  

  

  「……你果然和波利尼亚一样。完全不听我说的话。」

  「……やはり君はポリニアと同じだな。私の言葉など、まるで耳を貸さないのだから」

  

  

  

  艾尔克罗大人在离去时，背对着我用非常小的声音低语。

  　去り際に私の背に向けて、酷く小さな声でエルクーロ様が呟いた。

  

  那句像是感到懊悔的话，我没有听见。

  　その悔やむような言葉は私には、届かなかった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  「战斗之后想要什么吗？」

  「戦いの先に何を望む、か」

  

  

  我睁开眼睛，看着发出安稳鼻息声的澪，一个人喃喃自语。

  　私は目蓋を開け、すやすやと寝息を立てるミオを眺めて一人呟く。

  

  我不明白艾尔克罗大人为什么要像那样关心我。那真的是关心吗？还是警戒？不，不管怎样都不需要担心。

  　エルクーロ様がなぜあのように私を気遣ってくださるのか、私にはわからない。本当に気遣いなのか、警戒なのか。いや、どちらにせよ心配は無用だ。

  

  这条命不是我的。要如何使用，已经不是我自己可以决定的事了。

  　この命は、私のものではない。どう使うかなど、もはや自分では決められないのだ。

  

  

  「我的愿望，从以前到现在都没有变。报答雷米的思念，是我诞生在这个身体上的意义。」

  「私の望みなど、今も昔も変わらない。レイメの想いに報いる事だけが、私がこの体に生を受けた意味だ」

  

  

  我喃喃说完，再次看向澪。我有了想要守护的事物。我要带着这孩子，一起得到平稳。所以，我一定会抵达。为了这个目的，我完全没有停下脚步的打算。

  　ぼそりと言い、ミオに再び目を落とす。守りたいものも出来た。この子は、私の平穏に連れていく。だから必ず辿り着くのだ。そのために、歩みを止めるつもりは毛頭ない。

  

  她是我这辈子找到的第二个温暖。

  　彼女は、私が今生で見つけた二つ目のぬくもり。

  

  不会失去，也不会抛下。

  　失いもしない。置いてもいかない。

  

  直到有一天，我们能一起在湖畔之家吃蛋糕的那天。

  　いつか共に、湖畔の家にてケーキを食べるその日まで。

  

  

  「我怎么可能会死……绝对。」

  「死んでなど、やるものか。……絶対に」

  

  

  我紧紧握住雷梅项链，静静低语。

  　私はレイメのネックレスをぎゅっと握ると、静かに呟く。

  

  然后闭上眼睛……缓缓落入梦乡。

  　そして瞼を閉じ……ゆっくりとまどろみの中に落ちていった。

  

 
  ＃８４　動く者

  ＃84　行动者

  　

  

  

  

  

  

  「维持战列，一边警戒周围一边前进。与斥候密切合作。」

  「戦列維持。周囲を警戒しながら進め。斥候との連携を密にしろ」

  

  

  

  我现在正走在巴尔塔近郊的群山中茂密的森林里。

  　私は現在バルタ近郊の山々に繁る森の中を進んでいた。

  

  阵形为纵列，前锋由魔剑士担任，兽人魔族以斥候身份散开至广范围。

  　陣形は縦列、先鋒を魔剣士が務め、広範囲に散らばるように斥候として獣人魔族を展開させている。

  

  之前我们都是负责击退巴尔塔派出的斥候，不过这次相反。由于巴尔塔已经下达了攻略命令，因此这次由我们主动出击，前去侦查。至于米欧，我又不情不愿地交给琪优负责……不，现在应该集中精神。

  　今まではバルタからの斥候を追い払う我々であったが、今回は逆。バルタ攻略の命令が下りた今であるから、こちらから探りを入れるとして偵察に出ていた。ミオはまたキエルに渋々任せたが……いや、今は集中するべきだ。

  

  我们沿着群山中央的盆地，在森林中迂回前进，融入树林中开辟出一条道路。由于害怕被发现，而且森林中视野不佳无法互相配合，因此我这次没有带龙人们来，而是由索夫率领的地面战力同行。

  　山々の中央の盆地を迂回するように森を進む我々は、木々に溶け込み道なき道を切り開いて進む。捕捉を恐れた事と森により満足に視野が開けず連携ができないことからドラゴニュート達は拠点上空の見張りに当てており連れてきていない。連れ立ったのはゾフ率いる地上戦力である。

  

  我久违地坐在欧德的肩上，注意着周围，集中精神。

  　私は久方ぶりにオドの肩に乗りながら周囲に目を向け神経を研ぎ澄ませていた。

  

  

  

  深邃的森林，起伏剧烈的群山。从卢伊卡纳派兵前往巴尔塔，果然会很困难吧。

  　深い森、起伏の激しい山々。ルイカーナからバルタへ向ける派兵はやはり難儀するだろうな。

  

  我原本以为卢伊卡纳与巴尔塔之间的贸易路线应该没有受到太多注意，所以率先前往压制，不过不出所料，人类们也在贸易路线上设下了防卫阵。

  　ルイカーナとバルタの間での交易路はどうなっていたのかと考え真っ先に抑えに行ったが、案の定人間たちも交易路には防衛陣を敷いていた。

  

  就算要使用那个地方，兵力也不够，因此我决定先配置魔族们互相牵制，再寻找能进行主力部队行军的路线，不过要在人迹罕至的山中森林里移动大队人马，需要花上不少时间。

  　あそこを使うには兵力が足りないとして、魔族達を配置し睨みあいの構図にはしておき本行軍を行うべくの道を探すが、まるで人の手が入っていない山々の森で大群の移動は時間がかかる。

  

  无论要进攻还是防守，都是困难的地形。必须在乌拉格尔纳大人撑住敌军的期间，穿过这里攻陷巴尔塔。

  　攻めるも攻められるも難しい地形。ここを抜けてバルタを落とす。それもウラガクナ様が持ちこたえている間に、か。

  

  在艾库罗尔大人准备好决战兵力抵达卢卡纳之前，还需要一段时间。

  　決戦兵力をエルクーロ様が用意しルイカーナにいらっしゃるまではまだかかる。

  

  在这段期间，必须尽可能掌握敌方战力，做好准备。我重新体会到这实在是一项困难的工作。

  　その間に少しでも敵戦力の把握を含め準備を整えねばならない。なかなかに難しい仕事だとあらためて思い知る。

  

  

  果然只能使用龙人族的翅膀了。或者，也可以使用魔物。烧光森林一口气突进，也是藏在心中的策略之一。

  　やはりドラゴニュート達の翼は使うほかあるまい。あるいはまた、魔物を用いるか。森を焼き払い一挙に突き進むのも策の一つとして胸に秘めておくか。

  

  

  不过，森林里很安静。

  　しかし静かな森だ。

  

  

  虽然不是在做森林浴，不过听着小鸟的叫声在森林中前进，感觉很舒服。

  　森林浴という訳ではないが、小鳥の囀りを聞きながら森の中を進むのは気持ちがよい。

  

  从枝叶间洒落的阳光，温暖又耀眼，让人心情平静。

  　木漏れ日の温かさと眩しさは心を澄ませてくれた。

  

  可以不用去想多余的事情。能够心平气和地拟定作战计划，真是太好了。

  　余計なことを考えずに済む。心穏やかに作戦を練れるのはとてもよかった。

  

  

  

  

  好了，时间是清晨。能前进到哪里呢？

  　さて、時間はまだ明朝。どこまで進めるか。

  

  还没到达可以当成据点的地方，差不多要绕过盆地了。

  　未だ拠点にできそうな場所には辿り着けず、既に盆地を迂回しきろうとしている頃合か。

  

  虽然已经前进了一大段距离，不过这是一次顺利的话，甚至可以观察到巴尔塔的侦察行动。这样就行了。

  　大分進んだが、うまくいけばバルタの視察まで視野に入った偵察だ。これでいい。

  

  我方兵力有三十多人。虽说佐夫也在，不过我想尽可能避免与敌人接触，不过在这种地形下，就算接触了，彼此也无法好好战斗。

  　我が兵力は３０余り。ゾフがいるとはいえ接敵はできるだけ避けたいと思うが、この地形では接敵したとてお互い満足には戦えまいな。

  

  虽然无法追击，但是容易逃跑。我有指示魔族们，就算接触了也要立刻撤退。

  　追えないが、逃げやすい。魔族達には接敵してもすぐ撤退するよう指示してある。

  

  

  现在只能前进。

  　今はただ、進むのみだ。

  

  

  

  我咬紧牙关。

  　私はギリ、と歯を食いしばった。

  

  巴尔塔。优奈伊尔教的大本营。

  　バルタ。ユナイル教の総本山。

  

  因为那些家伙擅自决定的恶魔长相，我尝到了十二年的地狱滋味，还制造了让曾经温暖我的雷米死亡的原因。

  　奴らが勝手に決めた悪魔の相とやらのせいで、私は12年間の地獄を味わい、温もりだったレイメの死の原因を作った。

  

  如果没有恶魔长相这种东西，雷米也不必牺牲自己保护我。

  　悪魔の相なんかがなければ、レイメが身を削ってまで私を庇う必要もなかったのに。

  

  那些家伙订定了必须让那么温柔的人死去的规则，我一定要把他们全部杀光。

  　あんな優しい人が死ななくてはいけないルールなどを取り決めた連中は、この私が必ず皆殺しにしてやる。

  

  

  

  

  「小姐。」

  「お嬢」

  

  

  走在前方的佐夫转头看我。

  　前方を歩いていたゾフが私を振り返った。

  

  

  「差不多要完全脱离那个盆地了。」

  「ここらであの盆地は完全に抜けた頃合いでさあ」

  

  「嗯……我知道了。」

  「ん……承知した」

  

  

  我用手上的地图和带来的笔，画上记号和路程。

  　私は手に持った地図に持参したペンで印と道程を書き込んでいく。

  

  一时之间，只有写字的沙沙声和魔族的脚步声响起。

  　かりかりとペンを走らせる音と魔族の足音だけが響く一時の静寂。

  

  

  「不过小姐，就算是侦察，人数会不会太少了？」

  「しかしお嬢。偵察にしても数が少なすぎやしませんかね」

  

  「就是这座森林。人数一多，速度就会变慢。这次的重点不是战斗，所以这样就好。」

  「この森だ。数を増やせば足が遅れる。今回の主眼は戦闘ではないからこれでいい」

  

  「哦……那么，那个能用吗？」

  「はあ……で、アレは使えやすかねえ」

  

  

  索夫搔着头，用下巴比了比周围一部分魔族背在背上的东西。

  　ゾフが頭を掻き、周囲の魔族の一部が背に背負うそれを顎で指した。

  

  一部分魔族的背上，背着从路易卡纳接收的武器……枪。虽然主要使用者是相对习惯弓箭的哥布林，不过也有数名魔剑士背着。他们应该不太会用枪，所以是用来以枪声发号施令。

  　魔族たちの一部は、その背にルイカーナで接収した武器……銃を背負っていた。比較的弓矢の扱いに慣れているゴブリンが主軸であるが、魔剣士にも数人持たせていた。彼らが使う事はあまりないだろうから、発砲音による号令用だった。

  

  

  「我有训练过他们。这是为了保险起见。虽然在森林里不太有效，不过那个声音可以用来威吓。」

  「訓練はさせた。念のためだ。森の中ではあまり有効ではないだろうが、あの音は威嚇になる」

  

  「哦……你没向艾库罗尔大人报告吧？」

  「へえ……エルクーロ様に報告してねえんでしょ？」

  

  

  没错。关于我在路易卡纳获得的枪，我并没有向艾库罗尔大人报告。

  　そう。私はルイカーナで得たこの銃という物の存在についてはエルクーロ様への報告では伏せていた。

  

  幸好似乎也没有向奇特贝尔回报，所以她没有提到这件事，我决定不向艾库罗尔大人报告。感谢她这么随便。

  　どうやらチックベルも特には報告していなかったらしいので触れられることもなかったのが幸いして、これを報告しないこととしたのだ。彼女の適当さに感謝する。

  

  关于勇者圣弓约翰想带走的设计图，我也没有提出。

  　勇者たる聖弓のヨーンが持ち出そうとした設計図についても同様で、提出はしていない。

  

  经过前几天四天王的召集，我的意图变得更加坚定。

  　その意図するところは、先日の四天王招集の折により強固なものとなった。

  

  

  

  （为了巩固我的价值，必须拿出其他杀手锏。）

  （私の有益さを確固とするには、他にはない奥の手が必要なのだ）

  

  

  

  我垂下眼帘，心中暗忖。

  　目を伏せながら私は思う。

  

  这不是背信忘义，而是为了保护自己所必须的行为。好不容易得到的有用武器、战斗手段，要是被夺走就没有意义了。

  　これは背信ではない。身を守るために必要な行為だ。せっかく手に入れた有用な武器、戦う手段。取り上げられでもしたら意味がない。

  

  我若想在魔族中生存，就不能做平凡事。我需要独一无二、无可取代的优越手段。若不被需要，我就无法得到真正的安宁。

  　私が魔族の中で生きるには凡百をしてはダメだ。他にはない確かな優越した手段がいる。私が私として必要とされなくては真の安寧は得られない。

  

  为了在魔族中生存，我必须亲手将人类送入地狱，那也是武器。

  　それが人間どもをこの手で地獄に送る事にも、魔族の中で生きるための武器にもなる。

  

  我想起暗黑神乌拉诺斯曾想杀我。弱小的人类小女孩，随时都可能像那时一样被夺走性命。

  　ウラガクナ様が私を殺そうとしたことが思い出される。ただ守られるだけの弱い人間の幼女では、あの時のようにいつ命を摘まれるかわからない。

  

  魔将军的地位离安全还很遥远，我深刻体会到这点。

  　魔将軍という地位など、まだ安全には程遠いのだと思い知ったのだから。

  

  

  正因如此，我才会与艾库罗尔大人背道而驰。虽然刻意隐瞒报告内容是在欺骗他，但我并不后悔。就算被发现，他一定也会袒护我。

  　だからこそ、エルクーロ様の想いとは相反するのだろう。報告の意図的な隠匿も彼を騙しているわけではあるが、後悔はない。発覚したとて、きっと彼なら私を庇ってくれる。

  

  ……我真是个烂到骨子里的人。居然利用他的温柔，只顾着自己。

  　……我ながら性根が腐ったものだ。彼のやさしさに付け入り、己の事を考えている。

  

  不过，这样就好。我的手掌很小，身体也很弱。若想得到我想要的东西，就只能欺骗、利用他人。信用与信赖只要存在于我的手掌中即可。要是超出范围，我一定会遭到背叛。

  　だけど、これでいい。我が掌は小さく、身体は弱い。そんな私が望むものを手に入れるには騙し、利用するしかない。信用と信頼は我が掌のうちにあるものだけでいい。それを越えて向ければきっと、裏切られる。

  

  就算对方是救了我的魔族也一样。

  　たとえそれが私を救った魔族に対してであっても。

  

  毕竟我终究是恶魔。

  　所詮私は、悪魔なのだから。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  我们在森林中前进一阵子，太阳差不多要升到正上方时，停下脚步。

  　暫く森の中を進み日がもうそろそろ直上に上ろうかという頃合いで私たちは歩みを止めた。

  

  确认负责警戒的魔族们回来后，我们再次前进。

  　警戒のため先行した魔族たちが戻ってきたのを確認し、改めて私達もその場に進んだ。

  

  山风吹拂着我的白发。我们至今前进的森林中，有个开阔的场所。

  　山岳に吹く風が私の白い髪を揺らす。今まで進んできた森の中に、開けた場所があったのだ。

  

  

  

  「这是……墓地吗？」

  「これは……墓地か」

  

  

  

  在开阔的森林中，有个立着许多墓碑的空间。深处不是森林，而是断崖，感觉像是断崖上的广场。

  　開けた森の中には数多くの墓石が立ち並ぶ空間が広がっていた。奥には森ではなく崖も見える。断崖にある広場といった趣だった。

  

  我警戒地注视着，发现那是座被栅栏围住的墓地，栅栏内有间小屋。是守墓人的家吗？

  　警戒しながら注視してみれば柵で囲われた墓地と、その敷地内に小さな小屋。墓守の家だろうか。

  

  

  「唉～是墓地啊……小姐，我们最好别太深入。绕路吧。」

  「あーあ、墓地かい……お嬢、あんまり奥には行かねえほうがいいかもしれませんぜ。迂回しやしょう」

  

  「怎么了，佐夫？你干嘛这么说？」

  「なんだゾフ、どうした」

  

  「不……这种墓地啊，会跑出东西……」

  「いや……出るんでさあ、こういう墓場には……」

  

  

  我稍微嘲笑他「你在说什么啊」，命令命前往小屋。跑出东西？真愚蠢。会跑出什么东西？幽灵吗？

  　なんだそれはとゾフを少し笑ってやり、私はオドに命じて小屋へ向かう。出るだと？　ばかばかしい。何が出るというんだ。幽霊か？

  

  佐夫也跟在我身后，他看着墓碑，露出疑惑的表情。我心想「难道强壮的高等食人魔也会害怕墓地吗？」，哼了一声。

  　ゾフも後からついてきたが、墓石を見て怪訝な顔をしていた。屈強なハイオーガが墓地を怖がっているのだろうかと思い私は鼻を鳴らした。

  

  我看了看墓碑，杂草丛生，青苔蔓延，相当凄凉。由于没有供品，看来是无主墓。小屋也相当老旧，到处都腐蚀崩塌，看得出来屋龄很长。

  　私も墓石を見てみれば、草は伸び放題苔は生え放題でひどいものだった。供え物も無いので無縁仏のようだ。小屋も大分古く、所々腐食し崩れていた。年季が入っている。

  

  欧德在小屋前把我放下来，破坏门扉，我往里面一看，一股腐臭味扑鼻而来。我皱起眉头，用袖子捂住鼻子，环视屋内。

  　小屋の前で私を下ろしたオドが扉を破壊し、私が中を覗けば腐臭が鼻を突いた。顔をしかめて袖で鼻を塞ぎ、中を見渡す。

  

  小屋内相当狭窄，只有桌子、书桌和床铺等简朴的家具，躺在床上的木乃伊般的尸体似乎就是臭味的来源。

  　こじんまりとした小屋の中。テーブル、机、ベッドだけという簡素な空間で、ベッドの上に横たわるミイラのような死体が匂いの原因らしかった。

  

  原来如此，难怪守墓人死了之后，小屋会荒废成这样。不过，看来也没有人会来扫墓。

  　成程。墓守が死んでいるのではこの荒れっぷりも納得か。もっとも、参りに来るものもいないようだが。

  

  

  我心想「这样应该得不到什么线索」，用鼻子哼了一声，结果不小心捏到鼻子。臭味实在太刺鼻，我急忙离开小屋。

  　これでは得るものはないかなと考え、私はふんと鼻を鳴らす。そしてその拍子に鼻を抓んだ。においがきつくて耐えられないのでいそいそと小屋を出る。

  

  就在此时，守在小屋前的佐夫，挡在刚从小屋出来的我面前。

  　その途端、小屋の前で待機していたゾフの背が小屋から出たばかりの私の前を遮った。

  

  

  

  「小姐，请退后。果然跑出来了。」

  「お嬢、お下がりくだせえ。やっぱり出やがった」

  

  

  

  佐夫说完，手握斧头。我从佐夫的手臂缝隙间往里面一看，某种人型物体正缓缓朝我们走来。

  　ゾフがそういって斧に手をかけた。ゾフの腕の隙間から奥を覗けば、なにかヒト型のものがゆらゆらとこちらに向かってきていた。

  

  那……是什么？人类……？

  　なんだ……アレは。人間……？

  

  那看起来的确像人类。但他的双眼毫无生气，张开的嘴巴流出红褐色的液体，腐臭味飘散到这个地方。

  　確かに人間に見える。しかしその目に生気はなく、だらしなく開かれた口からは赤茶色の液体が垂れ出ていて、そしてこの場所まで漂ってくるこの腐臭。

  

  他的衣服破破烂烂，不只肌肤，连肉都露了出来，以宛如人偶般的僵硬动作走过来。

  　衣服はボロボロで肌どころか肉まで見えている有様で、まるで人形のようなぎこちない動きで歩いてくる。

  

  简直……就像僵尸。

  　まるで……ゾンビだ。

  

  

  「那是什么……」

  「なんだ、あれは……」

  

  

  我呆呆地望着发出呻吟声朝我走来的那东西，但就在我们四目相交的瞬间，那东西一反刚才僵硬的动作，以敏捷的动作袭击而来。我感受到生命危险，不禁躲到命的身后。

  　あうあうと喘ぎ声を発しながら私に向かって歩いてくるそれを私はぼうっと眺めてしまっていたが、私とそれの目が合った瞬間。それは今までのぎこちない動きとは裏腹に俊敏な動きで襲い掛かってきたのだ。私は思わず身の危険を感じオドの背に隠れた。

  

  发出怪声跑过来的那东西模样相当骇人，而且他毫无疑问地在看着我。

  　奇声を上げて走り来るそれの姿はなんともおぞましいものであったし、間違いなくあれは私を見ていた。

  

  但在我感到惊讶时，索夫一脸厌烦地叹了口气，一口气拉近距离，用巨斧毫不留情地将那东西砍成两半。

  　だがそれを、驚く私の前で面倒そうに息を吐いたのち一息で距離を詰めたゾフが大斧の一閃で容赦なく両断した。

  

  身体被斜斜地砍成两半的那东西，无力地瘫倒在地。

  　胴体を斜めに真っ二つにされたそれは力なく地面にべちゃりと転がる。

  

  索夫吐了口气，将巨斧扛在肩上，蹲在被砍成两半的那东西面前。我也从命的影子中走出来，走到索夫身边。

  　ゾフはふう、と息を吐き大斧を肩に担ぐと、両断したそれの前に屈み込んだ。私もオドの影から出てゾフの下へと歩み寄る。

  

  

  

  「小姐，这家伙是叫做活死人的魔物。是寄生在尸体上，让尸体动起来的低等魔物。」

  「お嬢、こいつはリビングデッドってえ魔物でさあ。死体に寄生して体を動かすチンケなやつですよ」

  

  「活死人……」

  「リビングデッド……」

  

  「就是这家伙。」

  「ほら、こいつですぜ」

  

  

  

  我看到佐夫把手伸进尸体的内脏里摸索，接着他抓出一只身上缠着蛞蝓般粘液的毛毛虫魔物给我看。

  　ゾフが死体のはらわたに手を突っ込めんでなにやらまさぐっていると思えばナメクジのような粘液を纏う芋虫めいた魔物をつまみだして私に見せてきた。

  

  由于太过突然，我吓得往后跳开。

  　あまりに突然だったので私はうっと飛び下がってしまった。

  

  活死人的本体被佐夫抓着，拼命扭动身体想逃走。讨厌虫子的人看到这幅景象应该会想吐吧。

  　ゾフにつままれながらリビングデッドの本体は身をくねらせて必死に逃れようとしていた。それは虫嫌いが見たら吐き気を催す光景だろう。

  

  而我就是讨厌虫子。

  　そして私は、虫嫌いだった。

  

  

  

  「住手！别靠近我！」

  「やめろ！　近づけるな！」

  

  「放心吧，这家伙对活人无害。」

  「安心して下せえよ。こいつは生きてるモンには無害ですぜ」

  

  「不是啦！是因为太恶心了！」

  「そうじゃない！　気持ち悪いんだ！」

  

  

  佐夫对发出惨叫的我无奈地耸肩。

  　悲鳴を上げた私にゾフはやれやれと肩をすくめた。

  

  

  「这家伙会吃尸体当苗床，然后操纵尸体攻击其他生物，再制造出更多尸体。被寄生的尸体因为被强迫活动，会变得比平常更强韧，不过只有一只的话，就能像刚才那样轻松解决。」

  「こいつぁ死体を食って苗床にするんですが、その死体を操って他の生き物を襲い、また死体を作り仲間を増やすっつー習性でさぁ。厄介なのは寄生された死体は強引に動かされる分普段よりちいと強靭になるとこですが、一匹程度なら今みたいに簡単に始末できやすぜ」

  

  

  佐夫边说明边把抓在手上的活死人扔到地上。活死人立刻在地上爬行，企图逃跑，但马上就被佐夫踩扁。

  　説明をしながらゾフはつまんでいたリビングデッドを地面に落とす。リビングデッドはすぐさま逃げ出そうと地面を這うが、すぐにゾフに踏みつぶされた。

  

  看到从索夫军靴下扩散的体液，我发出「恶」一声，脸色变得很难看。真亏他能毫不犹豫地踩到那种东西！

  　ゾフの軍靴の下から広がる体液に、私はうげえと顔色を悪くした。よくためらいなくあんなものを踏めるな！

  

  

  索夫完全不理会我内心的呐喊，环顾四周。

  　そんな私の心の声もいざ知らず、ゾフは周囲を見渡していた。

  

  

  「不过，这座坟墓完全没有经过整理呢。这种地方经常会有这些家伙出没。要是被活死人啃食，就算是人类，死人也无法瞑目啊。」

  「しかし、この墓はまったく手入れがされてねえな。こういうトコにはよくこいつらが沸きやがる。リビングデッドなんぞに食い荒らされりゃあ人間とは言え死人も浮かばれねえやな」

  

  「索夫……抱歉，我还以为你很怕鬼。」

  「ゾフ……すまん。私はてっきりお前がお化けを怖がっているのと思っていた」

  

  「怎么可能……」

  「んな訳ありますもんかい……」

  

  

  索夫大大地垂下肩膀。

  　ゾフは大きく肩を落とした。

  

  看到坟场时，我还以为索夫很怕鬼，但并非如此，而是因为活死人经常栖息在这种没有经过整理的荒废墓地。哎呀，抱歉是我误会了。不过，如果他有什么想说的话，希望他能说清楚。虽然在他说出口前，毫无戒心地大步前进的我也有错，所以无法说出口。

  　墓場を見た時の様子からてっきりゾフはお化けを怖がっていたのかと思ったがそうではなく、こういった手入れのされていない荒れた墓地にはよくリビングデッドが巣くうから、とのことだった。いや、勘違いをして申し訳ない。だが何か言いたいならはっきり言ってほしいものだ。いう前にずけずけと無警戒に進んだ私にも非があるので口にはできないが。

  

  我应该也在书上读过关于活死人的知识，但完全想不起来。我深切地感受到，光凭知识无法在瞬间回想起来。真是太没用了。

  　私もリビングデッドについては書物で読んだはずだったが、全く頭に浮かばなかった。知識だけの情報では咄嗟に引き出せないものだなと痛感する。不甲斐ない限りだ。

  

  它会朝我扑过来，也是因为比起周围的魔族，我更适合成为苗床，才会优先锁定我吧。真是太大意了。

  　私に向かってきたのも、より苗床にしやすい生き物として周囲の魔族より優先し私を狙った結果だろう。迂闊も迂闊だった。

  

  不过，如果只有一只，确实不会构成太大的阻碍……

  　だがまあ、確かに一匹であればさしたる障害では……。

  

  就在我用手指抵着下巴，眺望尸体时。

  　そう顎に指をあてて死体を眺めていた時。

  

  

  背后传来低吼声。

  　背後から唸り声が聞こえた。

  

  我猛然回过头，发现刚才的守墓人正流着红褐色的口水，朝我伸出手。

  　はっとして振り返れば先ほどの墓守が赤茶色の涎を垂らしながら私に手を伸ばしている所であった。

  

  这家伙也是吗……！

  　こいつもかッ……！

  

  

  「嘎啊啊啊！」

  「がぁぁぁっ！」

  

  

  咆哮。

  　咆哮。

  

  我转头看向震耳欲聋的吼叫声，巨大的身躯从我身旁疾驰而过。

  　耳をつんざくような雄たけびに顔を向ければ、私の真横を巨体が疾駆した。

  

  命觉察觉到我的危机，发出沉重的脚步声，抓住守墓人，用巨大的手臂一把抓住他的头。守墓人抵抗似地抓着命觉的手臂，但命觉不以为意。

  　私の危機を察知したオドが、ドスドスと足音響かせて墓守に掴みかかりその頭を巨大な腕で鷲掴む。墓守は抵抗するようにオドの腕をひっかくがオドはものともしない。

  

  然后，它从紧咬的牙关间呼出一口气，直接将守墓人摔向地面。守墓人的头宛如意大利面酱汁般爆开，身体仍在抽搐。

  　そして食いしばった歯の隙間からふしゅうと息を吐き、一挙にそのまま地面へと叩きつけたのだった。ぐちゃりとパスタソースのように墓守の頭が弾け、胴体は未だびくびくと痙攣をしていた。

  

  

  我吓得跌坐在地，望着这一幕。

  　私は驚きで腰を抜かし尻餅をついてそれを眺めていた。

  

  

  「命觉！干得好！」

  「オド！　上出来だ！」

  

  

  我听见背后传来索夫的呐喊。

  　背後でゾフが叫んだのが聞こえた。

  

  命缓缓收回沾满鲜血和脑浆的拳头，一边发出低吼，一边缓缓转头看向我。他现在的表情不是平常那种畏畏缩缩的模样，而是货真价实的魔族表情，让我有些被他的气势震慑。

  　血と脳漿に塗れた拳をゆっくり引き戻しながら、荒く唸るオドがゆっくり私を振り向いた。普段のおどおどした顔ではなく、紛れもない魔族の顔をした彼に、少しだけ気圧されてしまう。

  

  不过，命马上恢复成平常的样子，朝跌倒在地的我走来。

  　だがすぐにオドはいつもの調子に戻って、転んだ私に歩み寄ってきた。

  

  

  「克、克莱儿大人，您没事吧……？」

  「こ、ココットさま、大丈夫だっただか……？」

  

  「我、我没事……谢谢你。」

  「あ、ああ……ありがとう」

  

  

  刚才那幕让我吓了一跳。那幅画面就跟我在前世爱看的B级恐怖电影如出一辙。回过神来，才发现僵尸就站在自己身后。原来这种东西真的存在啊，我甚至有些感动。

  　今のは驚いた。前世で嗜んだB級ホラー映画まんまの構図だった。気づいたら背後に立つゾンビ、か。実際にあるものなのだなと少々の感動すら覚えたぞ。

  

  命用没有沾到血的粗壮手臂扶起我后，我再次环顾四周。

  　オドの血のついていないほうのゴツゴツとした腕に助け起こされながら、改めて周囲を見やる。

  

  

  映入眼帘的是进入警戒状态的宗夫等魔族，还有墓碑前方不断隆起的土堆。

  　目に映ったのは警戒態勢のゾフら魔族達。そして墓石の前の土がどんどんと盛り上がっているのもまた見えた。

  

  

  

  「喂，宗夫！还有很多敌人哦！」

  「おい、ゾフ！　まだ沢山いるぞ！」

  

  「好像是耶。真是的，人类对死者的礼仪也太差了吧。」

  「みたいですなあ。ったく、人間ってのは死んだ奴への礼儀がなっちゃいねえ礼儀が」

  

  

  

  宗夫举起巨斧，周遭的半兽人和魔剑士也摆出战斗架势。命也立刻激动地摆出备战姿势。两名魔剑士挡在我面前，我也躲到他们身后。

  　ゾフが大斧を構え、周囲のオークや魔剣士も戦闘態勢を取る。オドもすぐさま鼻息荒くして構えていた。二体の魔剣士が私をかばうように立ち、私もその陰に隠れる。

  

  

  眼前已经有许多活死人朝这里走来，这景象简直就像恐怖电影一样。真是的，竟然在神圣都市的边境让这么多僵尸横行，这消息真是让人傻眼！圣职者们也太怠忽职守了吧！

  　すでに眼前には多くのリビングデッドがこちらに向かってきている。ホラー映画さながらのおぞましい光景だ。まったく、神聖都市の辺境でゾンビがこんなに闊歩するなど聞いて呆れる話だぞ！　聖職者共の職務怠慢も甚だしいというものだ！

  

  我在心中咒骂，而在我面前的佐夫等人握紧了手中的武器。

  　心の中で悪態をついた私の前で、ゾフらが武器を持つ手に力を込めた。

  

  

  「小姐，您在这里等一下，我们马上把它们清理干净。」

  「ここで待ってて下せえよ、お嬢。すぐ掃除しますんで」

  

  「交给你们了。」

  「任せる」

  

  

  我点头回应佐夫，他们仿佛久违的战斗般，意气风发地朝着活死人群突击。

  　ゾフに頷き、彼らは久々の戦いとばかりに意気揚々とリビングデッドの群れに向けて突貫していった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  过了一阵子之后，从坟场涌现的活死人全被扫荡一空。盘踞在尸体中的魔物，本体也全被揪了出来。

  　一時の後、墓場に湧いて出たリビングデッドは全てが掃討された。死体に巣くう魔物は、その本体を全てつまみ出されている。

  

  魔剑士与半兽人将手臂伸进人类尸体中的景象，不管看几次都不会觉得怎么样，但是从里面爬出来的蛞蝓，我实在不想直视，甚至想遮住眼睛。

  　魔剣士やオークが人間の死体の中に腕を突っ込む光景はいくら眺めてもどうということはないが、中から出てきたナメクジだけは直視したくなくて、目を覆いたくなった。

  

  

  「成佛去吧。」

  「成仏しやがれよっと」

  

  

  佐夫将大斧扛在肩上，擦了擦额头。

  　ゾフが大斧を肩に担ぎながら額を拭った。

  

  真是意想不到的战斗。幸好对手不是巴尔塔的士兵。今后必须更仔细倾听部下的意见，我可不想被揶揄为无能的上司。

  　思いがけない戦闘だったな。相手がバルタの兵でなくて幸いと言った所か。部下の話には今後もっと耳を傾けねばなるまい。無能な上司と揶揄されるのはごめんだ。

  

  

  

  

  

  好了，坟场虽然变干净了，不过仔细想想，这里还真是个好地方。

  　さて、綺麗になった墓場ではあるが、改めて思えばなかなか良い立地だ。

  

  　三面被森林包围，另一面是断崖。断崖面向巴尔塔的方向，视野很好。正好，就选这里吧。

  　３方を森に囲まれ、一方は断崖。崖はバルタ方面を向き、見晴らしもいい。ちょうどいい、ここにするとしよう。

  

  决定以墓地为据点的我前往佐夫身边传达这个决定。然后为了联络后续的几名魔族，我让他们返回据点，自己则双手抱胸坐在一块墓碑上。

  　墓場を拠点にすることと決めた私はゾフの下へ向かいその旨を伝えた。そして数人の魔族を後続へ連絡の為拠点へと返し、腕を組んで墓石の一つに座る。

  

  

  「小姐，休息完后可以马上出发吗？」

  「お嬢、休憩が済んだらすぐに出やすかい」

  

  

  我拿出自己带来的木制水壶喝了一口水，然后一边用袖子擦嘴一边对佐夫这么说。

  　私は持参した木製の水筒を取り出し水を一口飲んだ後、口を袖で拭いながらゾフに言う。

  

  

  「嗯。我们没有时间了。能走多远就走多远。」

  「ああ。我々には時間がない。行けるところまでは行くさ」

  

  

  佐夫点头，转身背对我。啊，对了。我像是突然想起什么似地对他这么说。

  　頷き、背を向けたゾフにああそうだ、と私は思い出したかのように声をかける。

  

  我告诉他某件事之后，佐夫露出惊讶的表情，然后再次点头对魔族们发号施令。

  　そしてあることを伝えると、ゾフは驚いた顔をしたのち再度頷いて魔族たちに号令を出す。

  

  

  好了。我重新戴好帽子，望向断崖的另一头。远方可以看见白色的城墙。我瞪着看起来令人厌恶的神圣都市，握紧拳头。

  　さて、と。私は帽子をかぶりなおして崖の向こうに顔を向けた。遠くに見える白い城壁。忌々しく見える神聖都市を睨み、私は拳を握った。

  

  ……我会马上把你们全部杀光。等着吧，优奈伊尔教的信徒们。

  　……すぐに皆殺しにしてやるからな。待っていろ、ユナイル教の信徒共。

  

  

 
  ＃８５　星空の下の憩いにて

  ＃85　星空下的休憩

  　

  

  我穿越山岳，站在巴尔塔正面的广阔草原上，眺望神圣都市。

  　私は山岳を抜け、バルタ正面に広がる草原の丘に立ち、神聖都市を眺めた。

  

  神圣都市巴尔塔周围被许多废墟包围。在法尔托玛雷中，这座城市拥有特别悠久的历史，城墙贯穿广大旧都市的中央，其中存在着新都市，也就是现在的巴尔塔。

  　神聖都市バルタはその周囲を多くの廃墟に囲まれていた。ファルトマーレの中でも古い歴史持つこの街は広大な旧都市の中央をくりぬくようにして城壁が立ち、その中に新都市たる現在のバルタが存在している。

  

  旧市街的遗构形成天然要塞，让敌人难以攻入。

  　旧市街の遺構は、天然の要塞を生み出し攻め入ることを困難とした。

  

  不过根据我听到的消息，最近有难民聚集，定居在旧市街。虽然从远处无法辨识人影，但可以看到各处都冒出燃烧的烟雾。是发放食物吗？

  　だが聞いたところによると最近は難民が集まり旧市街に住み着いているとも。遠目では人は視認できないが、各所で火を燃す煙が上がっているのが見える。炊き出しか。

  

  明明不接受难民，却会施舍一些东西。是假装善意的嚣张支配体制。反正等到我们攻进去时，肯定又会见死不救。

  　難民の受け入れはしないくせに半端に施しはする。善意に見せかけた調子のいい支配体制。どうせ我々が攻め込んだ時には見捨てるだろうに。

  

  

  「大小姐，我稍微侦察了一下。由于看守很多，无法从正面接近新市街，但太过宽广反而成了缺点。如果按照大小姐的判断，让擅长潜入的魔族潜入，应该能成功。另外废墟似乎都是难民。那座废墟本身似乎就是老旧的构造，可以看到一些年代久远的设备。」

  「お嬢、軽く偵察はさせやしたぜ。見張りが多いんで新市街には正面からは近寄れなんだが、広すぎるのがアダですな。お嬢の見立て通り隠密に長けた魔族なら潜入はさせられそうですぜ。それと廃墟は難民ばかりだそうで。どうにもあの廃墟は街自体が古い構造のようでさ、年代物の設備がちらほらみえると」

  

  「说得详细一点。我现在写下来。」

  「詳しく話せ。今書き出す」

  

  

  我拿出地图，把听到的内容写下来。

  　私は地図を取り出し、話に聞く内容を書き込んでいく。

  

  我亲眼观察周边地形，掌握状况，在脑中思考进军路线，然后写在纸上。

  　周辺地形をこの目で見て把握し、進軍ルートを脳内で思案。紙に書く。

  

  穿越周围森林茂密的山岳之后，前方是一片散布着丘陵的草原。我根据巴鲁塔的目测，整理出他所能看到范围内的地形与构造。

  　周囲を森林の茂る山岳を抜けた先、広がるのは丘の点在する草原。そこに位置するバルタの目測で見える範囲の地形や構造をまとめ上げる。

  

  

  就在我观察地形的时候，突然注意到某个移动的物体。

  　と、そうして眺めていた時にふと目に動く者が目に入った。

  

  我命令魔族们趴下，自己则从丘陵上注视着那个物体。

  　私は魔族たちに伏せるように命じ、丘の上からそれを注視する。

  

  

  「那是……马车？」

  「あれは……馬車？」

  

  

  眯起眼睛仔细观察之后，那确实是马车。似乎正朝着巴鲁塔前进。不过，只有一辆。以补给来说数量太少，而且从马车前进的方向来看，也并非来自首都。

  　目を細め見てみれば確かに馬車だった。バルタに向かっていくようだ。だが、一台だけ。補給にしては少ないし、来た方角も首都からじゃない。

  

  

  「索夫，你的眼睛也很好。那看起来是什么？」

  「ゾフ、お前も目がよかったな。あれは何に見える」

  

  

  我询问在自己身旁趴着观察状况的索夫。索夫凝视了一阵子之后，看着我的眼睛回答。

  　私の横で伏せながら様子を見ていたゾフに問う。ゾフはしばし目を凝らしたのちに私の目を見て答えた。

  

  

  「拉着马匹的似乎是士兵……不过载运的并非装备或粮食。那不是用来搬运沉重物品的车辆。坐在上面的恐怕是人类。」

  「馬を手繰ってるのは兵士に見えますが……運んでるのは装備や食料じゃねえですな。そこまで重いものを運ぶ車じゃあねえ。乗ってるのはおそらく人間でさ」

  

  

  人类……？

  　人間だと……？

  

  那种马车不可能用来补充战力，那是什么？以重要人物搭乘的马车来说，也未免过于简陋。那或许是伪装，不过……

  　あんな馬車程度で戦力補充でもあるまいし、なんだ？　要人が乗る馬車にしては粗末すぎる。それがカモフラージュなのか、あるいはだが。

  

  各种各样的臆测在脑海中浮现又消失。

  　様々な憶測が頭の中に浮かんでは消える。

  

  我用目光追逐马车，这次看到一辆马车从巴尔塔的旧市区驶出。

  　と、馬車を目で追っていれば今度はバルタの旧市街から馬車が一台出てくるのが見えた。

  

  那辆马车与我刚才追逐的马车擦身而过，往某处驶去。

  　その馬車は今しがた目で追っていた馬車と入れ違いにどこかへ向かって行った。

  

  

  「……真是难以理解。」

  「……不可解だな」

  

  「要派人追上去吗？」

  「追わせますかい？」

  

  「嗯，派人跟踪。等那辆马车进入山岳地带时，再派人追上去。那辆马车不会跑太远。如果知道目的就活捉，如果办不到就叫他们回基地报告情况。我们先回去吧。」

  「ああ、尾行を付ける。あの馬車が山岳に入った段階で後を追わせろ。あの馬車はそこまで遠出はしまい。目的が分かったら生け捕りに、不可能なら様子を報告しに駐屯地へ戻れと言え。我々は先に戻るぞ」

  

  「是！」

  「はっ」

  

  

  时间已经过了中午，继续待下去会待到太阳下山。

  　時間は既に昼を回っている。これ以上の長居は日が暮れてしまう。

  

  我对魔族们下令，沿着刚才过来的路回去。

  　私は魔族たちに号令を出し、今しがた来た道を戻るのだった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  「公主，欢迎回来。」

  「姫、おかえりなさいませ」

  

  

  

  我们结束侦查回到基地，库多拉与托泽迎接我们。

  　偵察を終えて駐屯地に戻った私達をクォートラとツォーネが出迎えた。

  

  我简单分享得到的情报，以及在那座墓地建立新前哨据点的事，库多拉说时机正好。

  　軽く得た情報共有やあの墓地に新しく前哨拠点を構えることを伝えると、クォートラは良いタイミングだと言った。

  

  

  「在太阳下山前，从卢伊卡纳运来的补给物资已经运完了。现在正在卸货。」

  「日が暮れる直前にルイカーナよりの補給物資が運び終わりましてな。今荷解きをさせている所です」

  

  「哦哦，这样啊！我也马上过去。还有先准备马车。」

  「おぉ、そうか！　私もすぐに改めに向かう。それと馬車の支度をさせておけ」

  

  

  库多拉点头，与索夫一起带着魔族前往马厩。

  　クォートラは頷き、ゾフと共に一度魔族を連れ立って馬屋へ向かった。

  

  托泽跟着我，带我到应该是他搬过来的那堆货物。搬过来的货物比想象中多很多，足以撑过好几次战斗。

  　ツォーネが私に付き従い、運ばれてきたであろう荷物の山まで案内した。運び込まれた荷物は想像よりだいぶ多く、数度の戦闘に十分耐えうるほどであった。

  

  看到那堆货物，我叹了口气。

  　その山を見て私は息を漏らした。

  

  这全都是艾库罗先生的安排吧。我之前还那么想，现在却在这种场面感谢他，我真是现实。

  　全てエルクーロ様の采配なのだろう。あんな風に思っておいて、いざこういう場面でありがたいと思ってしまう私は現金かな。

  

  

  

  那些半兽人还在整理货物，我看着那堆物资，拿出纸和笔，努力制作清单。

  　未だにオークたち力自慢の魔族が荷物を整頓する中、私は物資の山を眺めて紙とペンを取り、リスト化に勤しむ。

  

  我大致上已经习惯掌握物资的工作了。必须彻底管理自军拥有的资源。或许是中间管理阶层时期的经验在作祟，我很喜欢这种工作。

  　物資の把握作業も大分こなれてきたな。自軍の持つリソース管理は徹底的に行わなければ。中間管理職時代の血が疼くのか、こういった作業は慣れ親しんだもので好んでいた。

  

  我用笔敲着帽子眺望物资，这时听到魔族慌张的声音。

  　と、ペンでぽすぽすと帽子を叩きながら物資を眺めていたところ、魔族の慌てる声が聞こえた。

  

  

  「米、米奥先生！不可以打扰他们……！」

  「み、ミオさん！　邪魔してはいけませんよ……！」

  

  「有好多好香的味道！」

  「いいにおいがいっぱいする！」

  

  

  我听到琪优艾的劝阻和米奥开心的声音，隐约察觉到是怎么回事。

  　キエルの窘める声とミオの楽しげな声が合わせて聞こえてきて、なんとなく事情は察した。

  

  我大步走过去，果然看到米奥用物资的布盖住自己玩乐，琪优艾不知所措地试图阻止他。

  　つかつかと歩いて行けば、案の定物資のシーツにくるまり遊ぶミオと、それをおろおろした様子で止めようとするキエルがいた。

  

  周遭的魔族虽然无奈地叹气，却没有把MIO赶出去。

  　周囲の魔族はやれやれと溜息をつきつつもミオの事をつまみ出そうとはしていないか。

  

  

  是已经习惯了吗？还是因为我的庇护呢？

  　馴染んだのか、私の庇護か。

  

  

  「我回来了，MIO。」

  「ただいま、ミオ」

  

  「克莱儿！欢迎回来！」

  「ココット！　おかえり！」

  

  

  

  看到我的身影，MIO将床单像翅膀般张开，朝我冲了过来。

  　私の姿を見たミオは、シートをばさりと翼のように広げて私に突貫してきた。

  

  我来不及制止，正面承受MIO的突击，往后倒下。幸好我倒下的背部是柔软的物资，没有撞到头，不过MIO手中的床单啪沙一声盖住我的身体，把我包得紧紧的。

  　制止する暇もなく正面切ってミオの突撃を受け後ろに倒れる。幸い倒れた背中は柔らかい物資の上で頭を打つことはなかったが、ミオの持っていたシーツがばさりと体を覆いもみくちゃ状態になる。

  

  

  「公主！」

  「姫！」

  

  

  我在床单中挣扎，听到_quota的叫声，床单被掀开。

  　シーツの中でもがいていると、クォートラの声がしてシーツがはがされた。

  

  被压在我身上，用脸颊磨蹭我的胸口，一脸满足的MIO看到我露出苦笑，似乎也松了一口气。

  　私の胸に頬をこすりつけご満悦のミオに圧し掛かられ、苦笑する私を見てクォートラもまた胸をなでおろしたようだ。

  

  

  

  「幸好您没有受伤。」

  「お怪我がなく幸いです」

  

  「嗯，只是刚好而已。真是的，一定要改掉这个习惯才行。」

  「ああ、たまたまな。まったく、この癖だけはやめさせなくてはな」

  

  

  我将手放在MIO的头上，露出笑容。

  　私はミオの頭にポンと手を置き笑った。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  太阳完全下山后，虽然不知道为什么会变成这样，不过我们因为丰富的物资而兴奋，开始举办类似宴会的活动。

  　完全に日が暮れてから、何がどうしてこうなったのかはよくわからないが潤沢な物資に浮かれた我々は宴会めいた事を行っていた。

  

  看到佐夫和他的地面部队发现准备好的大量物资，以及准备好的大量酒水，非常开心，我便允许他们喝酒，慰劳他们。

  　物資にたんまりと用意されていた大量の酒を発見したゾフとその配下の地上部隊が大いに喜んだのを見て、慰労を兼ねて飲むことを許可したのが発端だ。

  

  运送补给物资的部队所带的随行人员，也愿意帮忙监视据点周边，这点也帮了大忙。

  　補給物資を運んできてくれた部隊に連れ立っていた者たちが拠点周辺の監視を引き受けてくれたのも大きい。

  

  

  那位大人真的是非常温柔。

  　本当にどこまでもお優しいのだな、あの方は。

  

  

  

  在火把的亮光下，魔族们在据点中央大声喧哗、欢笑。

  　松明の明かりに照らされた拠点の中央では魔族たちが大いに騒ぎ笑っている。

  

  久违地享用着魔王城直接送来的粮食和酒，或是以力气为傲的魔族开始比相扑，气氛相当热闹。

  　久方ぶりの魔王城直送の食糧や酒を貪るものたちや、力自慢が相撲をし始めたりと中々の賑やかさだった。

  

  

  我在稍远处眺望着这幅景象。

  　私はそんな様子を少し離れたところで眺めている。

  

  

  

  欢乐的时光转眼即逝。

  　楽し気な時間は瞬く間に過ぎていく。

  

  尽情畅饮的魔族们丝毫不知疲倦为何物。原本看起来很在意我目光的人们，也判断我保持沉默是不拘礼节的象征，开始大声喧哗。

  　存分に酒を煽る魔族たちは疲れ知らず。どうにも私の目を気にした様子が見られた者たちも、私がずっと黙っているのを見て無礼講と判断したか大いに騒いだ。

  

  不久后，满脸通红的索夫来到我身边，催促我加入他们。

  　そのうち顔を真っ赤にしたゾフが私の所に来て、輪に入ってはどうかと促してきた。

  

  我从以前就不喜欢吵闹的酒宴，因此郑重地婉拒，但索夫实在太过缠人，我只好跟着他前往他的地面部队正在喧闹的地方。

  　私はあまり騒がしい飲み会などは昔から好みはしなかったので丁重に遠慮したのだが、あまりにもしつこいので仕方なくゾフの後について彼の地上部隊が騒ぐ場に行ってみた。

  

  哥布林和半兽人看到我的瞬间，所有人都瞬间停止说话，安静下来。他们多少有点怕我，我原本以为会以扫兴告终，但索夫环视安静下来的众人后说：

  　ゴブリンやオークたちが私を見た瞬間、一瞬全員が話すのをやめ静かになる。彼らには多少なりと恐れられる私であったから水を差す結果に終わるのかとも思ったが、ゾフが静かになった一同を見渡したのちに言う。

  

  

  「喂，你们几个！既然大小姐来了，我们地上部队所有人就团结起来，尽情享乐吧！」

  「おう、お前ら！　お嬢が来てくれたからには、我ら地上部隊全員で団結し存分にお楽しみいただくってえ訳で行くぞ！」

  

  「「「哦哦！」」」

  「「「おおう！」」」

  

  

  当佐夫高举抓着酒瓶的手臂这么说的同时，魔族们也同样发出欢呼。

  　ゾフが酒瓶を掴んだままの腕を天に突き上げそういうと同時、魔族達も同じように歓声を上げた。

  

  看来我受到欢迎了。

  　私は、歓迎されていたようだ。

  

  我没想到自己会成为主宾，也不习惯这种场合，所以有点难为情……不过这样也不错。

  　主賓になるなどとは思っておらず、慣れてもいなかったのでこそばゆいが……こういうのも悪く、ないな。

  

  然而——

  　だが。

  

  

  「你们……」

  「お前たち……」

  

  

  我手扠着腰这么说。

  　私は腰に手を当ててそう言った。

  

  欢呼声顿时一变，魔族们以既惊讶又害怕的表情看着我。佐夫也一脸惊讶地看着我。

  　歓声から一転、魔族たちは驚いたような恐れるような顔で私を見た。ゾフも驚いた顔で私を見た。

  

  然后，他深深吐了口气，用手指抵着帽檐，等待我开口。

  　そして、深く息を吐いて帽子のつばに指をあてた私の言葉を待つ。

  

  我缓缓摘下帽子，轻轻摇头，任由白发飘扬，用红色眼眸望着所有人说：

  　私は帽子をゆっくりと取ると、軽く頭を振って白い髪を靡かせたのち、赤い瞳で一同を眺めて言った。

  

  

  「……应该有留适合我口味的酒吧？」

  「……私の口に合うモノはちゃんと残っているんだろうな？」

  

  

  我咧嘴一笑，这么说道。

  　にやりと笑ってそういってやれば。

  

  魔族们同样咧嘴一笑，再次将酒杯高举向天。

  　魔族たちは一様ににやあと笑った後グラスを再び天に掲げた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  糟了。

  　しまった。

  

  我搞砸了。

  　やってしまった。

  

  虽然觉得偶尔不拘礼节地喝酒也不错，于是试着混进尽情饮酒作乐的魔族之中，但我也被现场气氛影响，不小心搞砸了。

  　たまには無礼講もいいだろうと思い好き放題に飲み騒ぐ魔族たちに交じってみたはいいものの、私も場に飲まれてやらかしてしまった。

  

  也就是喝酒。

  　即ち、飲酒。

  

  以前我在魔王城说过不讨厌喝酒，佐夫那家伙记得这件事，趁库托拉不在，劝我喝了一杯漂亮的桃红色酒。

  　昔魔王城で私が酒は嫌いではないと言っていたのをゾフのやつは覚えていて、クォートラが居ないのをいい事に私に綺麗な桃色の酒を勧めてきたのだ。

  

  酒里冒出气泡，是类似气泡酒的水果酒，我不禁接下酒杯。

  　しゅわしゅわと気泡の浮かぶ酒はスパークリングワインめいた果実系のもので、私はついついそれを受け取ってしまった。

  

  然后在魔族们的注视下喝了一口。甘甜清爽的口感和感觉不到酒精的顺口滋味，反而害我一不小心说出好喝，魔族们便接二连三地劝我喝各种酒和下酒菜。

  　そして魔族たちの見守る中一口。甘くさわやかな口当たりとアルコールを感じさせない飲みやすさが災いし、うっかり美味いと言ってしまったものだから魔族たちは代わる代わる貢物めいて私に色々な酒や酒に合うつまみなどを勧めてきた。

  

  然后，我漂亮地在转眼间变得步履蹒跚。

  　そして見事、あっという間にふらふらになったわけだ。

  

  

  我知道视野在摇晃。我坐在椅子上摇晃着脑袋，听着魔族们至今仍在吵闹的声音。

  　視界が揺れているのがわかる。椅子に座りながらぐらぐらと頭を揺らし、未だ騒ぎ続ける魔族たちの声を聴く。

  

  好久没有酩酊的感觉了。这种感觉也很令人怀念。不，比至今为止的感觉都还要严重。幸好这酒不容易喝醉。目前没有头痛，只有轻飘飘的幸福感和模糊的思考。好久没有这么舒服了。明明之后还有战斗，酒这种东西果然很厉害。可以让人不去想讨厌的事情。

  　久方ぶりの酩酊感覚。懐かしいな、この感じも。いや、今まで感じた何よりもひどい。悪酔いしにくい酒だったのが幸いか。頭痛などは今のところはなく、ただふわふわとした幸福感と思考のぼやけで済んでいる。久しぶりに気分がいい。戦いがこの後控えているというのに、やはり酒という物はすごいな。嫌なことを考えずにいられる。

  

  

  

  身体好热。待在这里会让我全身发烫。再继续喝下去也不太好，所以我对索夫说要去吹吹风，从座位上站了起来。

  　体が熱い。ここにいると火照ってしまう。これ以上飲むのもよろしくないので私はゾフに風に当たると言って席を立った。

  

  我摇摇晃晃地走到营地外围，发现已经有人先到了。

  　ふらふらと千鳥足になりながら駐屯地のはずれにやってくると、先客がいた。

  

  

  是盘腿坐在地上，手里拿着一点酒，眺望着远方的四句。。

  　地面に胡坐をかき少々の酒を手に遠くを眺める、クォートラだった。

  

  

  「你不跟他们一起吗？」

  「お前は連中に混ざらないのか？」

  

  

  我摇摇晃晃地站到他身旁，四句露出惊讶的表情。

  　私はよろよろと彼の隣へ立つと、クォートラは驚いた顔をした。

  

  

  「公主，今晚的星星很美，我想静静地喝酒也别有一番风味。反正他们还会再闹一阵子，我之后会过去。」

  「これは姫。今夜は星が美しいので静かに飲るのも一興と思い。どうせ連中はしばらく騒いでおりますゆえ、後に向かいはしますが」

  

  「没想到你这么浪漫……嗝。」

  「案外ロマンチストなのだな……ヒック」

  

  

  看到我打了个小嗝，四句瞪大了眼睛。

  　小さくしゃっくりをした私に、クォートラは目を丸くした。

  

  糟糕，被发现了。

  　いかん、バレた。

  

  

  「公主，难道您喝酒了……！？」

  「姫、まさか酒をお飲みに……！？」

  

  「嗯啊啊，只喝了一点点。只有一点点……」

  「んああ、すこしだけだよ。すこぅし、だけ……」

  

  「什么……是索夫吗？竟然让公主喝酒……之后我可得跟他抗议！」

  「なんと……ゾフですな？　姫に酒を飲ませるとは……後で物申さねば！」

  

  

  我一边劝告愤慨的四句别在意，一边不小心失去平衡，差点跌倒。

  　憤慨するクォートラを構わんと諭しながら、うっかり姿勢を崩して転びそうになる。

  

  四句在千钧一发之际用尾巴撑住我，直接慢慢把我放到地上。

  　それをクォートラがすんでのところで尻尾を使い私を支え、そのままゆっくりと地面におろした。

  

  他似乎担心弄脏我的衣服，把自己的尾巴当作椅子让我坐下。

  　服が汚れるのを気にしたか、自身の尻尾を椅子のようにして私を座らせた。

  

  

  我摇晃着依然昏昏沉沉的脑袋，轻轻抚摸那条又粗又壮，还覆盖着鳞片的尾巴。

  　私は未だにくらくらとする頭を揺らしながら、太くたくましく、うろこに覆われた尻尾をそっと撫でた。

  

  我打算表达感谢之意，看向_quota的面容，他却露出讶异的表情。

  　感謝をしようとクォートラの顔を見れば、怪訝な顔をしていた。

  

  

  ……在魔王城的时候也是这样。用餐时，我让_quota把尾巴当成椅子坐的时候，他也露出这种表情。

  　……魔王城でもそうだったな。食事の時クォートラの尻尾を椅子にした時もこんな顔をしていた。

  

  

  「你那么讨厌我坐尾巴的话，就直说啊，你这混账。」

  「そんなに尻尾に座らせるのが嫌なら嫌と言えこの」

  

  

  我有点不高兴地鼓起脸颊，_quota露出恍然大悟的表情后，露出苦笑。

  　少しだけむっとして頬を膨らませてやれば、クォートラははっとしたような顔をした後、苦笑した。

  

  

  「不是那样的。公主……让你坐在尾巴上，让我想起女儿也喜欢像这样坐在我的尾巴上。」

  「そうではないのです。姫……貴女を尾に座らせると、思い出すのです。娘もまた、そうやって我が尻尾に座るのが好きだったと」

  

  「女儿……？是吗，原来是这样……嗝。」

  「娘……？　そうか、そうだったな……ヒック」

  

  

  _quota顿了一拍，开始娓娓道来。

  　クォートラは一拍置いて、ぽつぽつと話し始めた。

  

  他说，那个身高和我差不多的女儿非常怕生，只亲近自己。妻子很早就过世，他身为军人，经常不在家，让女儿感到寂寞。

  　私と同じくらいの背丈だった娘は、人見知りが激しく自分にしか懐かなかったと。妻を早くに無くし、男手一つで育てていたが、軍人の自分はどうしても家を空けることが多く寂しい思いをさせていた。

  

  然后有一天，法鲁特马勒从侧面进攻时，他家所在的聚落遭到波及，女儿也在那时丧命。原本应该位于安全地带的聚落，不知为何遭到战火波及，他直到现在都还无法理解。

  　そしてある日、ファルトマーレの側面侵攻の折に自分の家があった集落が巻き込まれ、そこで命を落としたと。本来安全圏にあったはずの集落がなぜ戦火に包まれたかは未だに分からず仕舞い。

  

  波利奈王妃的死……也是因为那场战斗。

  　ポリニア様が亡くなったのも……その戦闘だったと。

  

  

  「所以，请原谅沉浸在感伤中的软弱男人。」

  「だから、お許しください。感傷に浸ってしまう弱い男を」

  

  

  库多拉这么说，笑了。

  　クォートラはそう言って、笑った。

  

  库多拉也一样，失去女儿后，憎恨让他痛苦不已。我想起第一次见到他的时候，他看着身为人类的我，眼中有着憎恨的火焰。

  　娘を失い、憎悪に身を焦がしていたのはクォートラも同様。初めて顔を合わせた時を思い出す。人間の私を見るこいつの目は、憎悪の炎が見て取れた。

  

  现在对我露出的笑容中，也带着寂寞。

  　今私に笑って見せるその笑顔にも寂しさが映っていて。

  

  看到他那样的表情……我可能也醉了，我将自己的头靠在库多拉的肩上。

  　そんな顔を見た私は……酔いもあったのだろう。クォートラの肩に己の頭をこつりと寄せた。

  

  

  「公主……？」

  「姫……？」

  

  「思念重要的人，哪有什么原不原谅的。你的憎恨，现在也是我的了。上司就是这样的存在。因此，这种事……或许也是我的职责。」

  「大切な者を想うのに、許すも許さないもあるものか。お前の憎悪は、今や私のものでもある。上司とは、そういうものだ。故に、こういうのもまた……私の役目かもな」

  

  

  我将手放在胸前的雷米项链上，闭上眼睛。

  　私は胸に下がるレイメのネックレスに手を添え、瞳を閉じる。

  

  

  「我每次摸到这颗石头，就会想起母亲。如果你看着我，想起女儿，那就尽情地想吧。今天不用拘束。」

  「私はこの石に触れる度、母の事を想える。お前が私を見て娘を想うのなら、存分に想っていい。今日は無礼講だ」

  

  「……！」

  「……！」

  

  

  库多拉俯视着我，听到我的话，眼神动摇。然后，他看着下方的自己肩膀……因为体格差距，所以是小小脑袋靠在自己上臂的魔将军。他凝视着她。

  　私を見下ろすクォートラは私の言葉にその瞳を揺らした。そして眼下で己の肩……体格差のせいで二の腕当たりにちいさな頭を添える魔将軍を見つめた。

  

  

  「不用客气。」

  「遠慮するな」

  

  

  我顶着因为酒醉而泛红的脸，仰望库多拉。

  　私は酔いで赤くなった顔のまま、クォートラを見上げた。

  

  　库托拉露出困惑的表情，然后在苦恼了一阵子之后……开口说道：

  　クォートラは戸惑うような顔をし、そして何かを苦悩したのちに……言う。

  

  

  「可以请您……原谅我一次无礼吗？」

  「一度のみ……無礼をお許しくださいますか」

  

  

  　他挤出声音说道。听到这句话，我再次低下头，闭上眼睛。

  　絞り出されたような声。その言葉に私は再び下を向き、瞳を閉じた。

  

  

  「无妨。」

  「構わんよ」

  

  

  　库托拉听到这句话，战战兢兢地将颤抖的手伸向我。

  　クォートラはその言葉を聞いて、恐る恐る震える腕を私に伸ばした。

  

  然后……他静静地将大大的手掌放到我的头上，摸了三次……

  　そして……静かにその大きな掌を私の頭に乗せ、３度……撫でた。

  

  

  「……好大的手掌。这就是父亲的手啊。」

  「……大きな掌だ。これが、父の手なのだな」

  

  

  虽然他的动作像是在触摸易碎物品，但从抚摸我头的手掌上，确实能感受到父亲思念女儿的温暖。

  　壊れ物に触れるような手つきではあったが、私の頭を撫でる掌からは父が娘を想う温もりが確かに感じられた。

  

  

  「……我一定会保护您。这次……」

  「……貴女の事は、必ずやお守り致します。今度、こそ……」

  

  「嗯……」

  「ん……」

  

  

  我听到头上传来颤抖的声音。就这样，我暂时将身体交给库托拉的大手。这和雷米的手，还有艾库罗大人的手是不同的触感。不过……感受到的温暖非常相似。

  　震える声が頭上から聞こえて。私はそのまましばらくクォートラの大きな手に身を任せた。レイメの手とも、エルクーロ様の手とは違う感触。だが……感じられた温もりはよく、似ていた。

  

  过了一阵子，库托拉的手离开我的头后，我站了起来，重新看向库托拉。

  　しばらくして、私の頭から手が離れてから私は立ち上がり、改めてクォートラを見る。

  

  或许是因为发现我的眼角有些湿润，他有一瞬间想别过脸……但立刻站了起来，对我行礼。

  　目尻が少し潤んでいるのが分かったからか、彼は一瞬顔を背けようとしたが……すぐに立ち上がって私に気を付けをして見せる。

  

  然后。

  　そして。

  

  

  「我一定会让法尔托玛雷付出代价。为此……要请你尽力协助哦？」

  「ファルトマーレには必ずツケを払わせる。そのために……尽力してもらうぞ？」

  

  「……遵命……！」

  「……御意に……！」

  

  

  我点头回应库托拉的敬礼。

  　クォートラの敬礼を受け、私は頷く。

  

  然后又不小心摇晃着身体，咧嘴一笑。

  　そしてうっかりまたふらりと体を揺らしながらにやあと笑った。

  

  

  「那么我命令你，你也去加入索夫的行列。还有，让托泽也加入吧。他一个人静静喝着酒，没加入那群魔剑士。现在的我被他发现不知道会有什么下场，所以就不用了。」

  「では命ずる。お前もゾフの所に混ざってこい。それから、ツォーネも混ぜてやれ。輪に入れず魔剣士達と静かに飲んでいたからな。今の私はあれに見つかるとどうなるかわからんから遠慮するが」

  

  

  库托拉听到后，笑着点头。

  　クォートラはそれを聞いて、笑って頷いた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  然后我摇摇晃晃地走到自己的帐篷附近，忍不住坐了下来。

  　それから私はふらふらと自分のテントの近くまで歩いてきたが、たまらず一度腰を下ろした。

  

  呼～我大大吐了口气，眺望天空。

  　ふう、と大きく息を吐き空を眺める。

  

  星空的确很美。一想到在如此美丽的星空下，可恨的人类依然跋扈横行，就让我感到郁闷。

  　確かに、星空がきれいだな。こんなきれいな星空の下に、まだ憎い人間どもが跋扈していると思うとやるせない。

  

  不过，巴尔塔已经近在眼前。终于能够来到这里了。

  　だが、バルタはもう目と鼻の先。やっとここまで来る事が出来た。

  

  库托拉的憎恨，索夫的憎恨……都能一口气了结。

  　クォートラの憎悪も、ゾフの憎悪も……一度にまとめて晴らしてやれる。

  

  还有，我的憎恨也是。

  　そして、私の憎悪も。

  

  

  这时，我突然……脑中闪过至今从未思考过的事。

  　そこで私は、ふと……今まで考えもしなかったことが頭をよぎったのだ。

  

  那就是，复仇之后的事。

  　それは、復讐を果たした後の事。

  

  过着平稳的生活，在湖畔的家吃蛋糕。

  　平穏に過ごす、湖畔の家でケーキを食べる。

  

  这是过去雷米曾说过的梦想。他说过要实现这个梦想。

  　かつてレイメが語った夢物語。それを実現すると口では言っていた。

  

  雷米所说的幸福，究竟是什么意思？我从来没有余力思考具体该怎么做。

  　レイメが言った幸せになるという言葉の意味。正味具体的にどうするのか考える余裕はなかった。

  

  如今我已沦为魔族军，与法尔托玛雷的战争获胜，完成复仇后，我将何去何从？

  　魔族軍に身を落とした今、ファルトマーレとの戦争に勝ち復讐を果たした後どう身を振ることになるのか。

  

  

  附和艾尔克罗大人的提议……未免太自私了吧。

  　エルクーロ様が言った言葉に乗っかるのは……あまりにも都合がよすぎるだろうかな。

  

  

  既然还有米欧的存在，必须先拟定某些计划才行。

  　ミオの存在もあるからには、何かしら計画も立てておかなくてはなるまい。

  

  不过，如果魔王城无法接纳她的存在……会变成怎样呢？

  　しかし彼女の存在を魔王城が受け入れなかった場合は……どうなるのだろう。

  

  正因为如此，如果是艾尔克罗大人……

  　だからこそ、エルクーロ様なら……。

  

  

  「……哈哈，我到底有多自私啊。艾尔克罗大人……如果是艾尔克罗大人……我一直在背叛他的温柔啊……」

  「……はは、どれだけ都合がいいんだ、私は。エルクーロ様は……エルクーロ様ならばなどと……私は彼の優しさを裏切り続けているんだぞ……」

  

  

  我对着星空喃喃自语，露出苦笑。

  　ぼそりと星空に呟き、私は苦笑する。

  

  恩情吗？除了自己以外全都利用。我原本以为这样就行了。现在又如何？只是嘴上这么想……内心深处却依赖着他们的温柔。

  　恩義、か。自分以外は全て利用する。それでいいと考えていたはずだった。今ではどうだ、口でそう思い込もうとしているだけで……心の奥底では彼らの優しさを頼っている。

  

  不是利用，而是想依赖。

  　利用ではなく、頼ろうとしている。

  

  即使如此，我也不认为对夺走雷梅的家伙复仇到一半，就能获得安宁，所以很高兴他温柔地这么说。我无法原谅这样的自己，所以才一直拒绝他的温柔。

  　それでもレイメを奪った連中への復讐も半ばで安寧など訪れるものかと、彼の優しい言葉が嬉しかった自分が許せなくて。だから彼の優しさを蹴ってきたはずだ。

  

  事到如今，我怎么能依赖他？

  　今更、頼れるものか。

  

  

  不过，即使如此。

  　だが、それでも。

  

  我想到应该在帐篷里睡觉的MIO。我心中有股想让MIO幸福的感情。其实我内心深处有个声音在告诉我，是不是该忘记憎恨，跟MIO一起过着平稳的生活。

  　私はテントで眠っているであろうミオの事を想った。私がミオに思う幸せにしてやるという感情。本当は憎悪を忘れて、ミオとともに平穏に生きる道へと向かった方がいいのではないかと訴える自分がいるのだ。

  

  如果是为了MIO……我会改变选择吗？……不，我办不到。不可能办得到。

  　ミオのためならば……私は選択を変えてしまうのか？　……いや、それはできない。できるはずがない。

  

  我应该早就知道了。在那座白色城堡的庭园里，我应该早就理解了。

  　わかっていたはずだ。あの白き城の庭園で、私は理解していたはずだった。

  

  现在的安宁只是短暂的假象。她露出的笑容，也只是一种安慰，如果不去拔掉刺在她心中的针，她就无法露出满足的笑容。

  　今の安寧は仮初の嘘。彼女の見せる笑顔で感じる安らかさとて、心に刺さった針を抜かねば満足に笑い返してやれないだろう。

  

  正因为瑞梅希望过着平稳的生活，所以才会有无法退让的想法。然而，这也是我最近内心纠结的原因。

  　レイメの望みが平穏だからこそ、譲れない思いがあるのだ。だが、それが私の最近の心の葛藤の原因でもある。

  

  希望过着平稳的生活，却无法舍弃复仇。

  　平穏を望みながら、復讐を捨てられない。

  

  然而，复仇到一半就得到了MIO。

  　だのに、復讐半ばでミオを得てしまった。

  

  我一定是把MIO当成失去瑞梅的补偿。我如此猜测自己的内心。跟四特拉吐露的过去一样，我下定决心不再失去任何东西。这是我的真心话。

  　きっと私は彼女の事を、レイメを失った埋め合わせに思っているんじゃないかなどと己が心を邪推した。クォートラが吐露した過去にも通ずる、もう二度と失わないという固い決意。それは本心だ。

  

  

  所以……艾库罗大人也是，如果他失去波利尼亚大人……也是这种心情的话……

  　だからかな……エルクーロ様も、ポリニア様を失って……こんな気持ちでいるのだとすれば……。

  

  可恶，早知道就不喝酒了。在短暂的幸福感之后，马上就是这种感觉。

  　くそ、酒なんか飲むんじゃなかったか。一瞬の多幸感の後はすぐこれだ。

  

  一直想着不好的事情，头好痛。我应该已经舍弃迷惘了，但我又迷惘了吗？

  　悪い事ばかり考えると頭が痛くなる。迷いなど捨てたはず。なのに、私はまた迷っているのか。

  

  我想守护的人增加了。我明明知道，这在复仇之路上是过于沉重的负担。

  　守りたいものが増えてしまったのだ。復讐の道には、重すぎる荷物だというのをわかっている筈なのに。

  

  库多拉、佐夫、托泽。

  　クォートラ、ゾフ、ツォーネ。

  

  他们说要守护我。他们曾是我心爱的复仇道具。

  　私を守ると言ってくれた者達。愛しき復讐の道具だった者達。

  

  还有，澪。

  　そして、ミオ。

  

  这次我绝对不想失去的温暖。我绝对不能失去的重要之人。请原谅无法停止复仇的我。

  　今度こそ失いたくないぬくもり。失ってはいけない大切な者。復讐を止められない私をどうか許して欲しい。

  

  还有……可恶，为什么那家伙会浮现在脑海里……

  　あと……くそっ、なんでアイツが浮かぶんだ……。

  

  

  

  

  

  「那个……请用饮料。」

  「あの……飲み物を」

  

  

  

  突然，有人将杯子递到我的视野中。

  　突然、私の視界にカップが差し出された。

  

  我吓了一跳，反射性地接下杯子。

  　私はびくりと驚き、反射的にそのカップを受け取ってしまう。

  

  然后——

  　そして。

  

  

  「啊啊，谢、谢……？」

  「ああ、ありがと、う……？」

  

  「不客气。」

  「はい」

  

  「啊……啊！？」

  「あ……あ！？」

  

  

  糟了。我不自觉地接下杯子道谢，但转头一看，发现端饮料给我的人是琪雅儿。

  　しまった。思わず受け取り礼を言ってしまったが、顔を向けてみれば飲み物を持ってきてくれたのはキエルだった。

  

  我看着琪雅儿的眼睛，愣在原地，然后马上对轻率地道谢感到羞耻。

  　私はキエルの目を見たままぽかんと硬直し、そしてすぐに軽率な礼を恥じた。

  

  在我想着琪雅儿的时候出现，时机太差了。

  　キエルの事を考えているときに現れるなど、タイミングが悪すぎる。

  

  

  我垂下视线，视线自然落在手上的杯子上。

  　視線が俯き、自然と手に持つカップに落ちた。

  

  

  杯子里装的大概是热牛奶。温和的温暖渗入手心。

  　カップに入っていたのはおそらくはホットミルクだった。やんわりとした温かさが手に染みた。

  

  知道她不是来劝酒，我松了口气，深深叹息。

  　酒では無かったことに安堵し、私は深くため息をついた。

  

  

  「你醒着啊……嗝。」

  「起きていたのか……ヒック」

  

  「是啊，因为晚风很舒服……哄澪小姐睡着之后，我就在户外。然后，我听说你喝得相当醉……」

  「ええ、夜風が気持ちよかったので……ミオさんを寝かしつけた後は外に居ました。それで、貴女が随分酔っぱらってしまったと聞いたものですから……」

  

  

  多管闲事。

  　いらぬ世話をする。

  

  我反射性地这么想。但不可思议的是……我并不觉得讨厌。

  　そう反射的に頭で考えた。だが、不思議と……悪い気は、しなかったのだ。

  

  我突然觉得难为情，急忙把杯子凑到嘴边。

  　それが急に恥ずかしくなって、私はカップに急ぎ口を付けた。

  

  

  

  「那个，味道还可以吗？我记得你好像喜欢甜一点的，所以加了很多糖。」

  「あの、加減はどうですか？　確か甘いものがお好きと聞いて、いっぱい砂糖をいれたんです」

  

  「……我比较喜欢更甜一点的。」

  「……もっと甘いほうが私好みだ」

  

  

  我别过脸这么说，听到琪优儿轻笑一声。

  　顔をぷいっと背けてそういえば、キエルが小さく笑ったのが聞こえた。

  

  这让我觉得很难为情，焦躁地硬是盖过羞耻心。

  　それになんだか恥ずかしくなり、その羞恥心を苛々で無理やり染め上げた。

  

  我摇摇晃晃地猛然起身，用没拿杯子的手直直指向琪优儿。

  　私はよろめきながらばっと立ち上がると、カップを持たないほうの手をびしりとキエルに突きつけ、指さす。

  

  

  「琪优儿，你听好了！嗝……澪就拜托你照顾了，但你不要跟她有不必要的接触。知道吗？」

  「いいか、キエル！　ヒック……ミオの世話は頼んだが必要以上にあの子と関わるんじゃない。いいな？」

  

  

  我这么警告她。

  　そう、言ってやれば。

  

  平常她会乖乖听话，但这家伙竟然嘻嘻笑了起来。

  　いつもならしゅんとして大人しくなろうものが、こいつはあろうことかくすくすと笑ったのだ。

  

  

  「你该不会是在吃醋吧？」

  「それ、もしかして妬いてたり、します？」

  

  

  ……我不懂她的意思。

  　……意味が、解らなかった。

  

  为什么，为什么你总是这样，仿佛看穿了我的心思。

  　なんで、なんでお前はいつもいつも。私の心を見透かしたように。

  

  我感觉到自己的脸一下子红了起来。这并不是因为酒醉的关系。勉强染上心头的焦躁感，转眼间又被羞耻心所掩盖。

  　顔がかああと紅潮するのがわかる。これは酔いのせいではない。無理やり染め上げた苛々はあっという間に羞恥心に再び埋め尽くされて。

  

  

  「你、你说什么！我为什么需要吃醋……！」

  「な、なんだと貴様！　なんで私がやきもちなんか……！」

  

  

  我以颤抖的嗓音吐出这句话。

  　震え上ずった声でそう言葉を吐かせた。

  

  即使如此，琪优莉依然带着困扰的表情，笑着看向我。

  　それでもなお、キエルは困ったような顔で笑いながら、私を見た。

  

  

  「不，我没有恶意。我只是觉得很高兴。吃醋这种事，其实非常普通。所以，我很高兴你也会这么想。」

  「いえ、悪気はないのです。ただ、嬉しく思ったんです。やきもちなんて、とっても普通の事なんですよ。だから、あなたがそう思った事が、嬉しいんです」

  

  「高、高兴……？」

  「うれ、しい……？」

  

  「我觉得你跟第一次见到你的时候相比，改变了很多。这一定是件好事。你变得像普通的女孩子一样，不知为何也让我很高兴。」

  「初めてあなたを見た時のあなたとは、随分変わったと思って。それってきっと、良い事なんです。あなたが、普通の女の子みたいになることは、なぜだか私も嬉しくて」

  

  「我、我不懂你在说什么……嗝。」

  「わ、訳が分からん……ヒック」

  

  

  这家伙到底在说什么啊？

  　何を言っているんだこいつ。

  

  不行，现在不能跟她说话。

  　ダメだ。今こいつと話すのはダメだ。

  

  我一口气喝光杯子里的热牛奶，把杯子塞给琪优莉，转身背对她。

  　私はカップのホットミルクを一気に飲み干すと、キエルにからのカップを突き付けて背を向けた。

  

  

  

  「今天我要睡了！因为明天还有事情要做！你也快点睡吧！」

  「今日はもう寝る！　明日はやる事があるんだからな！　お前もさっさと寝てしまえ！」

  

  「……是。」

  「……はい」

  

  「唔……哼！」

  「くっ……ふん！」

  

  

  

  我转身背对依然挂着温和笑容的琪优莉，摇摇晃晃地走向帐篷。

  　尚も穏やかな笑みを崩さないキエルに背を向け、千鳥足でテントへ向かう。

  

  背后依然感觉得到她的视线，后颈莫名地发烫。

  　背後からは未だに視線を感じてうなじが妙にちりちりと熱くなるようだった。

  

  真不知道该说是生气还是害羞。

  　腹立たしいやら、恥ずかしいやら。

  

  

  

  这家伙的父亲被我杀死，应该很恨我……却说我的吃醋让她很高兴？

  　私に父を殺され、私を憎むはずのこいつが……私のやきもちが嬉しいだと？

  

  说我是普通的女孩子？

  　私が、普通の女の子だと？

  

  说她很了解我。

  　私の事を、知った風に言ってくれる。

  

  ……可恶……可恶！

  　……クソ……クソっ。

  

  

  

  

  ——不甘心的我擦了擦嘴。残留在舌头上的热牛奶，甜度是我喜欢的。

  　――――悔しくて拭った口。舌に残るホットミルクの味は、私好みの甘さだった。
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  「恶魔的长相……恶魔居然走在路上！」

  「悪魔の相だ……悪魔が歩いていやがる！」

  

  「可恶，给我消失！该死的恶魔……！」

  「くそっ、消えろ！　悪魔め……！」

  

  

  辱骂声此起彼落。我听到四周传来这些声音，还有带着厌恶与侮蔑的视线。

  　罵声。そこら中から聞こえてくる。そして嫌悪と侮蔑の色をした視線。

  

  丢过来的西红柿命中我的头，弹开的果肉将我的白发染红。

  　投げつけられたトマトが私の頭に命中し、弾けた果肉が私の白い髪を赤く染めた。

  

  

  他们浪费食物。因为配给很充足，所以做出这种蠢事。

  　食べ物を粗末にして。配給が潤沢だからと馬鹿な事をする。

  

  我一言不发地用手拍掉沾在身上的西红柿，深深戴上兜帽，走在废墟里。

  　私は無言で付着したトマトを手で払うとフードを深くかぶり廃墟を歩く。

  

  我的前后都排着跟我一样衣衫褴褛的人们。

  　私の前にも後ろにも、私と同じようにボロ姿の者達が並んでいた。

  

  大家都被丢石头、丢鸡蛋，沉默地走着。

  　皆、石を投げられ卵を投げられて、無言で歩いていた。

  

  

  

  「去死吧！魔族的同胞们！」

  「死ねっ！　魔族の同胞ども！」

  

  「为什么恶魔的长相可以，我们就不行！」

  「なんで悪魔の相がよくて、俺たちはだめなんだ！」

  

  「可恶，下地狱去吧！该死的畸形儿！」

  「くそっ、地獄に落ちろ！　忌子どもめ！」

  

  

  （吵死了……）

  （うるさいなあ……）

  

  

  

  我眯起藏在兜帽下的红色眼睛。

  　私はフードの下に隠れる赤い瞳を細める。

  

  不管身在何处，我们都是受人忌讳的存在。在人类社会中被视为恶魔的存在。优奈伊斯教的教义所制定的荒谬规定。

  　どこにいたって私たちは忌むべき存在。人の世にあって魔とされるもの。ユナイル教の教えとやらで定められた、ふざけた決まり。

  

  啊啊，好刺耳。虽然我已经听惯了这些辱骂声，但还是不想听。

  　ああ、耳障りだ。慣れ親しんだ罵声とはいえ、聞きたいわけではない。

  

  我舔了舔流到脸颊上的西红柿果汁，然后吐在地上。

  　頬に流れたトマトの果汁をぺろりと舐めると、ぺっと地面に吐き出した。

  

  

  

  我这副娇小的身躯已经承受了多少恶意？

  　悪意をこの小さな身に受けてもうどれくらいになるか。

  

  即使身处于这些住在废墟的难民之中，我依然是异端，是应该被排挤的存在。

  　廃墟に住むこの難民共の中に在ってさえ、私は異端であり排斥されるべき存在というわけだ。

  

  啊啊，真是舒畅。这样我才能一直将憎恨深埋在心中。

  　ああ、心地いいよ。それでこそ私は憎悪をこの胸に抱き続けられるのだから。

  

  

  给我等着吧，血袋们。我马上就会剖开你们的肚子，把内脏洒满四周……

  　待って居ろ血袋ども。すぐにお前らなんかその腹を裂いて臓物を辺りに……。

  

  在心中如此咒骂的我，猛然回神，望向自己的手。

  　と、心の中で悪態をついた私ははっとして自分の手を見やった。

  

  

  我的手被紧紧握住。从那只手传来的温度变得更强，让原本灰暗的情绪转为惊讶。

  　ぎゅっと握られた私の手。その手に伝わる温もりが、一段と強くなったことで暗く思い感情が驚きに切り替わる。

  

  我对这份温暖有印象。在黑暗中包覆我的温暖，是母亲蕾梅的记忆。

  　この暖かさ。覚えがある。闇の中に在って私の手を包んでくれた温もりの味は、母たるレイメその人の記憶。

  

  我望向身旁。

  　隣を見れば。

  

  是依偎着我，牵着我的手一起走着的……琪优莉。她就在我身旁。

  　私に身を寄せて手を繋ぎながら共に歩く……キエルがいた。

  

  

  「克莱儿……」

  「ココット……」

  

  

  这样啊。原来我不是一个人。

  　そうか。私は一人ではなかったな。

  

  琪优莉像是在顾虑我，将头靠过来，替我挡下从天而降的恶意。我虽然觉得浑身不自在，却没有甩开琪优莉的手，只是继续走着。

  　キエルは私を気遣うように頭を寄せて降り注ぐ悪意から私を庇った。私はそれにむず痒い思いを感じながらも、キエルの手を振り払うことなくただ、歩いた。

  

  

  「你一直都在经历这种事吧……」

  「貴女は、こんな経験をずっとしてきたのですよね……」

  

  「……是啊。这都是你们的功劳。」

  「……ああ。お前たちのおかげでな」

  

  「……嗯。」

  「……はい」

  

  

  琪优莉这么说完，更用力地将我抱紧。

  　キエルはそう言って私を抱き寄せる腕の力を強めた。

  

  我眯起眼睛，任由他们把我带往目的地。然后我听着周遭杂草们的谩骂，看着他们，笑了。

  　私はそれに目を細めて、ただただ身を任せた。そして周囲の雑草どもの罵詈雑言を聞きながら連中の顔を眺めて、笑った。

  

  这跟在外塔那的时候不一样。我来这里不是为了被排挤。你们就尽管趁现在把我贬低到最低吧。我反而很期待之后的加倍奉还。

  　アウタナの時とは違う。排斥されるために来たのではない。せいぜい今のうちに私を貶めておけ。倍返しするのが楽しみになる。

  

  你们这些难民，摆出一副被害者的嘴脸。大概是想把憎恨的对象换成我，多少让自己好过一点吧。

  　被害者面した難民どもめ。恨みの対象をすり替えて多少なりと気持ちよくなりたいのだろうな。

  

  把对体制的不满，换成对幼儿的憎恨，你们会开心吗？心情会变好一点吗？

  　体制への不平不満を幼子相手にすげ替えるのは楽しいか？　心は晴れるか？

  

  不会。你们所有人很快就会哭着求饶，然后死光光。

  　否。すぐに全員が泣いて許しを請いながら死に絶えることになる。

  

  因为我是来烧毁这座废墟，以及在视线前方耸立在城墙另一头的神圣都市巴尔塔。

  　私は、この廃墟を進み視線の先に見える城壁の向こうに聳える神聖都市バルタを、焼きにきたのだから。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  稍微回溯时间，回到那个吵闹的夜晚刚破晓的时候。

  　時を少し遡り、あのバカ騒ぎした夜が明けた頃。

  

  

  我感到一阵剧烈的头痛。

  　私はひどい頭痛に襲われていた。

  

  我还记得昨天跟琪优分开之后，我倒卧在MIO睡的床上，钻进被窝里。

  　昨日キエルと別れた後ミオの眠るベッドに倒れ込むようにして潜ったのは覚えている。

  

  早上醒来的时候，MIO紧紧抓着我，猛烈的头痛和身体的倦怠感侵袭着我。

  　朝起きたらミオにしがみつかれていて、猛烈な頭痛と体のだるさが私を襲っていた。

  

  

  看来这个身体果然无法承受那么大量的魔力。

  　やはりこの体にはあの量でもまずかったらしい。

  

  

  我让魔族们列队，自己则是脸色发青地站在原地。

  　私は魔族達を整列させながら青い顔で立っていた。

  

  然后以索夫为首的魔族们已经完全恢复精神，我恨他们太狡猾了。

  　そしてゾフをはじめとした魔族たちはもうすっかり元気になっていたもので、ずるいものだと恨めしく思った。

  

  明明喝了很久，却完全恢复了。是因为种族不同吗？

  　大分長い事やっていたのにすっかり回復している。種の違い故か。

  

  听说他们喝到天亮，还一大早派出侦察队，不小心睡到十点的我没有任何权利说三道四。

  　飲み明けで朝早くから偵察隊も出立していたというし、１０時頃までうっかり寝こけていた私に何も言う権利はなかった。

  

  他们不顾这样的我，依然努力工作。真是感激不尽。

  　そんな私をよそに仕事をしてくれた連中。まったく有難い話だ。

  

  

  我一边打呵欠，一边拼命揉着眼睛想清醒过来，结果早上出发的侦察队回来了。

  　そうあくびをしながら必死に目を覚まそうと目をこすっていれば朝出立した偵察隊が帰ってきた。

  

  是四特拉等龙人部队。

  　クォートラ達ドラゴニュート部隊だ。

  

  四特拉在广场着地后化为人形，走到我面前跪下。

  　クォートラは広場に着地し人化すると、私の前に歩いてきて跪いた。

  

  

  

  「公主，早安。」

  「姫、おはようございます」

  

  「嗯，辛苦了。幸好你们有叫醒我。」

  「ああ、ご苦労。起こしてくれてよかったのだぞ」

  

  「不，属下认为没必要劳烦您宝贵的身体。」

  「いえ、大事なお身体を煩わせるほどでもないかと思いまして」

  

  

  真是麻烦他们了。虽然我不习惯受到温柔对待，但感觉相当舒服。

  　まったく世話をかける。優しくされるのは慣れていないのだが、なかなか染み渡るものだな。

  

  

  

  我整理好上衣的衣领，望向周遭。

  　私は上着の襟を直し、周尾を見やる。

  

  魔族们显得很慌张。

  　魔族達はあわただしい様子だった。

  

  

  「发生什么事了吗？」

  「何かあったか？」

  

  「是，属下有事禀报。佐夫已经报告过了，之前侦察时，尾随公主马车的人回来了。还有，附近十字路口有人类做出可疑的举动……」

  「は、報告を。ゾフから伺いましたが、先の偵察の折、姫が馬車を尾行させた者らが戻っております。それから、近くの交差路で人間どもが怪しい動きを見せており……」

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  「……是那个吗？」

  「……あれか」

  

  

  我在四特拉等人的带领下，躲在一座小山丘上眯起眼睛。

  　クォートラらに案内され小高い丘に身をひそめながら目を細める。

  

  视线前方是距离据点不远的巷子。是巴尔塔士兵设置检查哨的通商路交点。那里有几个人，还有好几辆马车。

  　視線の先にあるのは拠点からさほど離れていない路地だ。バルタ兵の検閲が設けられていた通商路の交点。そこにはいくらかの人と、馬車が何台もあった。

  

  可疑马车陆续聚集到巴尔塔的情报，与上次侦察时看到的马车一致。然后，根据让魔族跟踪马车后回来报告的内容，可以得知现在看到的马车，是因为某种理由而在巴尔塔来回。

  　怪しい馬車がバルタに続々と集まっているらしいという情報は前回の偵察時に見た馬車の姿と一致する。そして、馬車を尾行させていた魔族が帰還し報告を聞いた限りでも今見ている馬車がバルタを何かしらの理由で往復していることが分かった。

  

  问题是他们在做什么。

  　問題は何をしているかだ。

  

  我忍不住浮现问号。

  　私は疑問符を浮かべずにはいられなかった。

  

  要说为什么，是因为在士兵的指示或引导下聚集到马车周围的人群中，可以看到数名拥有恶魔之相的人。」

  　なぜなら、兵士の指示だか先導だかで馬車の周りに集まる人々の中には、悪魔の相を持つ者も数人見受けられたからだ。

  

  

  「到处都是长得像大小姐的家伙。我记得是那个吧？白发红眼在人类之中不是非常糟糕吗？」

  「お嬢に似たやつらがゴロゴロいらあ。確かあれでしょう？　白髪に赤眼は人間の中じゃ散々なんじゃなかったんですかい？」

  

  「应该是，索夫。拥有我们恶魔之相的人类不会被当成人类，而是被当成尘埃。正因为如此，你才不懂我为什么皱起眉头吗？」

  「そのはずだ、ゾフ。我ら悪魔の相持つ者は人間などとは思われない。ただの塵扱いさ。だからこそ私の眉根に皺が寄っているのがわからないか？」

  

  

  我瞪着索夫，他搔搔头，垂下视线。

  　ゾフを睨めば頭を掻いて目を伏せた。

  

  

  「公主，该怎么办？」

  「姫、如何しますか」

  

  「情报不够。要击溃他们很简单，但实在太奇怪了。先回去一趟。继续监视。」

  「情報が足りないな。あれを潰すのは簡単だろうがあまりに妙だ。一度戻る。監視は引き続きさせておけ」

  

  

  

  于是我先回到据点，召集魔族。

  　そうして私は一度拠点へと戻ると魔族たちを集めた。

  

  从远处观察，多少可以知道一些事。

  　遠目に見てわかったことは多少ある。

  

  首先，那些一般人恐怕是前往巴尔塔避难的民众。根据我派出的魔族报告，马车在附近到处载人。

  　まずあの一般人たちはおそらくはバルタへの避難民だろうという事。散らせていた魔族の報告で馬車は近隣の至る場所で人を拾い集めていたという。

  

  袭击其中一组等待马车的避难民众，逼问之下得知巴尔塔积极地接纳避难民众。而且就算对方有恶魔之相，他们也毫无差别地接受。

  　馬車を待っていたであろう避難民のグループの一つを襲い口を割らせた結果バルタでは積極的に避難民の受け入れをしているとのことだった。そしてどうにもその受け入れは悪魔の相を持っていたとしても分け隔てがないとも。

  

  这一点最让我无法理解。

  　これが一番腑に落ちなかった。

  

  巴尔塔是尤纳依教的总部，应该会排斥恶魔之相，我无法理解他们为何会接纳。

  　ユナイル教の総本山であるバルタなのだから悪魔の相の排斥こそすれ受け入れなど理解ができない。

  

  因此，我决定采取行动。

  　故に、私は一つ行動を決めた。

  

  

  「果然还是需要情报。既然如此，就只能强行侦查了。既然对方邀请我们，应该比卢卡纳更容易进入。」

  「やはり情報が欲しいな。ともなれば強行偵察だ。向こうが招いている以上ルイカーナよりかは入りやすそうだしな」

  

  

  我一边点头一边喃喃自语，索夫和库托拉瞪大眼睛。

  　うんうんと頷きながらつぶやいた私にゾフとクォートラが目を丸くする。

  

  

  「大小姐，难道您又要……！」

  「お嬢、まさかまた……！」

  

  

  没错，既然对方愿意让我们进入，那我们当然要去了。

  　そのまさかだ。入れてくれるのなら行ってやろうじゃないか。

  

  

  「我们没有时间了，不能一直采取安全的策略。」

  「我々には時間がない。悠長に安全策ばかり取っていられまい」

  

  「要是又被抓到怎么办！？那可能是陷阱。」

  「また捕まったらどうすんですの！？　罠かもしれませんわ」

  

  

  陷阱。陷阱吗？的确有可能。这种事我最清楚了。

  　罠。罠か。確かにそれもありうる。そんなことはこの私が一番わかっているさ。

  

  拥有这种头发和眼睛的人，在法尔托玛雷究竟受到多少排挤，我的身体已经刻划了十二年的岁月。

  　この髪と瞳を持つ者がこのファルトマーレでどれだけ疎まれてきたかはこの体に12年分刻まれているからな。

  

  正因如此，我一定要揭穿这场胡闹活动的真相。

  　だからこそこのふざけた催しの真相を暴かねば気が済まない。

  

  而且，就算这是陷阱，理由也太令人费解了。就算我这个拥有恶魔之相的人担任魔将军一事曝光，他们也不会使出那种下策。他们应该不认为魔将军会轻易上钩，所以很显然，我的事情还没有传到那些家伙耳中。

  　それに、仮に罠だとして理由がわからなすぎる。私という悪魔の相を持つ人間が魔将軍を務めていることがバレていたとて、あのような下策はしない。ノコノコ魔将軍が釣れるなどとは思わんだろうはずなので、私の事は未だ連中には伝わっていないことは明白。

  

  换句话说，那些家伙基于某种理由，将拥有恶魔之相的难民关了起来。如果只是出于善意……那可真是笑死人了。

  　つまりは何らかの理由で連中は悪魔の相を含む難民を囲い込んでいる。それがもしただの善意からなら……これほど笑えることはない。

  

  我必须确认这件事。

  　それを、確かめなくてはならない。

  

  

  「我不会重蹈覆辙。毕竟这趟不是单纯的视察。去准备我准备好的马车。把凯尔也叫来。然后从骑士蜥蜴中挑选几个人。我记得他们应该在补充兵那边。」

  「二の轍は踏まん。ただ視察に行くわけじゃあないしな。そら、用意していた馬車を準備させろ。キエルも呼べ。それからナイトリザードを数人選抜しろ。確か補充兵に居たはずだな」

  

  

  听到我的指示，库多拉似乎还想说些什么，他看着我。

  　私の指示にクォートラがまだ何か言いたそうに私を見る。

  

  真是的，你明明是士兵。我真想叫他尽量不要在作战中夹带私情。

  　まったく、お前は兵士だろうに。作戦に私情は極力挟むなと言いたい。

  

  

  「别担心。这是为了确实攻下那座城市所做的准备。继续进行那个作业。」

  「案ずるな。あの街を確実に落とすための準備だ。例の作業は継続してやらせておけよ」

  

  「……可是，至少等到艾库罗大人率领援军过来……」

  「……ですが、せめてエルクーロ様が援軍を率いてくるまで辛抱されては……」

  

  「不会。就算援军抵达，如果无法掌握攻略的头绪就没有意义。顶多只能让双方大眼瞪小眼。我会趁现在把能做的事都做好。」

  「ならん。援軍が到着したとて攻略の糸口を掴んでおかねば意味がない。せいぜい雁首揃えて睨みあいになるだけだ。今のうちにやれることはやっておく」

  

  「库托拉，放弃吧。大小姐一旦这么说，就算搬出大石头也推不动。好了，我们走吧。」

  「クォートラ、あきらめろ。お嬢はこう言ったらテコでも動かねえよ。ほら、行くぞ」

  

  

  被索夫拍了拍肩膀，库托拉直到最后都是一脸担心的表情离开。

  　ゾフに肩を叩かれ、クォートラは最後まで心配性な顔をして去った。

  

  真是的，该说是过度保护还是什么呢？虽然好像不小心开启了奇怪的开关……不过那也是我的责任吗？我低下头闭上眼睛。

  　まったく、過保護というかなんというか。妙なスイッチを入れてしまったようだが……それも私の責任か。私は顔を伏せて目を閉じた。

  

  不管怎么样，正面攻下巴尔塔都极为困难。无论是欧塔那、弗利克特拉还是卢伊卡纳，都是因为知道全都在敌人掌握中，才会有趁虚而入的破绽。

  　どちらにせよ正面切ってバルタを落とすことは困難を極める。アウタナも、フリクテラも、ルイカーナも。すべては敵の手の内と考えが分かったからこそ付け入るスキがあった。

  

  这次可不能那么做。火烧屁股的法尔多马尔雷正加紧脚步将巴尔塔要塞化。就算我军装备了枪这种最新型的装备，要单纯以数量攻略那座坚固的都市，战力还是不足。

  　今回はそうはいくまい。いよいよもって尻に火が付いたファルトマーレはバルタの要塞化を進めている。銃という最新鋭の装備をいくらか我が軍は装備しているとはいえ単純な物量と、あの堅牢な都市の攻略には戦力不足だ。

  

  最重要的是，圣女应该已经抵达那里，战力的中心是直属于教皇的神殿骑士。他们不是黑紫骑士团那样的无赖，而是以真正的忠义战斗的人们。不可能拿下头目就结束。

  　何より、あそこにはすでに聖女が到着しているだろうとして、戦力の中心は教皇直轄の神殿騎士ども。黒紫騎士団のようなならず者ではない、真なる忠義で戦う者たち。頭を取ってハイ終わり、とはいくまい。

  

  因为如果不找到什么可趁之机，就无法让那些家伙葬身火海。

  　何か付け入るスキを見つけねば、あいつらを火の海に沈めることなどできはしないのだから。

  

  

  呼～我叹了口气，不经意地抬起头，看到托斯提恩也一副跃跃欲试的样子，我再度叹了口气。

  　ふう、と私は溜息をつき、ふと顔を上げればツォーネが自分も行く気満々でいるのか、ふんすと張り切った顔でいるのを見てもう一度溜息をついた。

  

  至于澪……虽然多少有点担心，但只能交给托斯提恩了，所以只能让她留下来。幸好她的女子力……应该说照顾人的能力很高，应该可以照顾自己吧。

  　ミオは……多少心配だがツォーネに任せるしかあるまいから、こいつには残ってもらうしかないのだが。幸い女子力……というものは高めなので世話自体はできるだろう。

  

  洗澡应该也比我俐落。不管怎么说，澪比我想象中还要融入我军。

  　水浴びも私より手際はいいはずだ。なんだかんだ私の予想外にミオは我が軍に馴染んでいる。

  

  因此，当她听到要拜托托斯提恩看家时，似乎大受打击。因为露伊卡娜那次有同行，这次可不能那么做。

  　そんなわけでツォーネに頼めば自分が留守番だという点にひどくショックを受けたらしい。ルイカーナでは同行したからな。今回はそうもいくまい。

  

  我随便应付紧抓着我不放，坚持要一起去的托斯提恩，这时澪啪哒啪哒地跑了过来。

  　しがみついて一緒に行くと聞かないツォーネを適当にあしらっていれば、ミオがぱたぱたとやってきた。

  

  

  「克莱儿！又要出门了吗？」

  「ココット！　またおでかけするの？」

  

  

  我伸手抚摸抱住我的澪的头，对一脸悲伤的她露出苦笑。

  　抱き着いてきたミオの頭に手を伸ばして撫でてやりながら、悲しげな表情のミオに苦笑する。

  

  

  「是啊，抱歉，又要出门一下。别担心，我很快就会回来。」

  「ああ、すまないな。また少し出かけてくるよ。大丈夫。すぐに戻る」

  

  「真的吗？不能带我一起去吗？」

  「ほんと？　いっしょにいっちゃだめなの？」

  

  

  我不能带她一起去。

  　一緒になど連れていけない。

  

  就算这里可能有接纳恶魔的余地，但要带她前往无疑是敌阵。

  　悪魔の相の受け入れがあると思しきにしても、紛れもない敵地に彼女を連れて行くなど。

  

  可以的话，我也想片刻不离地陪伴她。如果不能随时将重要的东西放在视线范围内，其实我非常不安。

  　できれば片時も離れたくないのは私も一緒だ。大事なものを常に目の届くところに置いておかねば、本当は不安で仕方がないのだ。

  

  因为万一在我不注意的时候失去她，我这次真的会无法承受。

  　私が見ていない間に、失ってしまうなどという事があれば私は今度こそ耐えられないだろうから。

  

  

  「所以，你要乖乖等我回来。跟托泽一起玩水吧。那家伙和我不一样，连洗头发都很拿手，让她帮你洗吧。」

  「だから、いい子に待っていてくれ。ツォーネと一緒に水遊びをしているといい。あいつは私と違って髪を洗うのも上手だから、洗ってもらえ」

  

  

  虽然托泽多少有指导过我，但要我帮米欧洗长发还是有困难。如果是托泽，就算米欧乱动应该也没问题。

  　ツォーネに多少手ほどきを受けていたとはいえミオの長い髪を洗うのは私では難儀していたところだ。お転婆に暴れるミオもツォーネならば問題ないだろう。

  

  万一让她受伤，我绝对不会原谅你。暂时不给你血喝。

  　間違ってもケガでもさせたら絶対に許さんがな。しばらく血をお預けにしてやる。

  

  

  「嗯，我会乖乖等你回来。要快点回来哦。」

  「うん、おるすばんしてるね。はやくかえってきてね」

  

  「嗯，我很快就会回来。对了，如果有的话，我会带好吃的点心回来给你。」

  「ああ、すぐ帰るよ。そうだな、出来たらの話になるが、おいしいお菓子でもあったらお土産にくすねてきてやるからな」

  

  「真的吗？我喜欢吃点心！」

  「ほんとう？　おかしすき！」

  

  我轻轻抚摸笑着这么说的米欧的头，然后慢慢推开她的肩膀。我对托泽使了个眼色，她就哭丧着脸牵着米欧的手离开了。

  　そう言って笑うミオの頭をぽんぽんと撫でてやって、ゆっくりとその肩を押し離す。ツォーネに目配せをすれば、泣きそうな顔でミオの手を引いて去っていった。

  

  抱歉，老是让你看家。

  　留守番ばかりさせて、すまないな。

  

  目送她们离开之后，我转身，上衣随风飘动，看向被选上的守卫蜥蜴们。

  　私はそれを見送った後、改めてばさりと上着を翻らせて体を向き直り、選抜されたナイトリザード達を見やった。

  

  

  守卫蜥蜴是蜥蜴人的近亲，外表与其说是蜥蜴，更像是壁虎的魔族。

  　ナイトリザードはリザードマンの近類であり、どちらかといえば蜥蜴というよりはヤモリのような外観の魔族だ。

  

  擅长隐密行动，狡猾，最适合潜入任务。

  　隠密行動に長け、狡猾。潜入任務にはもってこいだ。

  

  

  「开始行动。接下来，我和潜入部队将潜入巴尔塔。潜入之后，我和你们将兵分二路，我将以一般人的身份收集情报。守卫蜥蜴们将各自负责其他任务，你们要记住。离开的时候，我们会用和潜入时相同的手法抢夺马车，假装成难民离开。负责抢夺马车和驾驶马车的人，会由魔剑士假扮，魔剑士身上穿的骑士铠甲，是之前袭击孤立的马车时抢来的。」

  「まとめるぞ。これより私と潜入部隊がバルタへの潜入を敢行する。中では別れ、私は一般人として情報を集める。ナイトリザード達には別の事をそれぞれやってもらうから心しておけ。脱出には入るときと同じように馬車を奪い、難民を運ぶ体で行く。馬車の確保と運転手には、先日尾行した馬車が孤立したところを襲い奪った騎士の鎧で偽装した魔剣士を充てる」

  

  

  离开的时候，感觉会比潜入的时候更困难，不过，守卫蜥蜴们将会直接潜伏在巴尔塔。

  　出るのは入るよりは難儀しそうではあるが、ナイトリザード達にはそのままバルタ内に潜伏しやってもらう事がある。

  

  我和另一个人应该可以躲进马车里。

  　私と、もう一人の人間くらいは馬車に潜り込めるだろう。

  

  这不是乐观，而是觉悟。时间紧迫，我们只能采取这种强硬的策略，不过，也不是办不到。

  　楽観ではなく、覚悟。時間がない我々が取れる策としての強行策ともいえるが、やってやれないことはない。

  

  对于那些洁身自好的家伙来说，应该无法想象敌人从内部逃出去的状况吧。

  　中から敵が外に出るなど、身持ちを固めた連中には想像もできんだろうさ。

  

  拥有恶魔般的相貌，但是力量微不足道的我，巴尔塔的魔将军人类根本不会想到我会出手袭击。我要利用这一点。

  　悪魔の相を持つこの非力な幼女たる私が、バルタを襲わんとしている魔将軍などとは夢にも思うまい。それを利用する。

  

  而且，我还拿到了几个有趣的东西。人类，你们最好给我小心一点。我可是无所不为的。

  　それに、おもしろいものもいくつか手に入っている。恐れろ人間ども。私は、なんでもするぞ。

  

  

  这时，被我唤作琪雅儿的魔族一脸不安地来到我面前，我摘下帽子，脱下上衣交给附近的魔族。

  　と、呼ばれていたキエルが不安げな顔で私の前にやってきたところで、私は帽子を取り、上着を脱ぎ近くの魔族に手渡す。

  

  然后我从对方手中接过两件破布衣，转身面向琪雅儿。

  　代わりにぼろ布の着物を二着分受け取ると、キエルに向かった。

  

  

  「请、请问……您要去哪里？大家看起来都很忙……」

  「あ、あの……どこかへ行かれるんですか？　皆せわしない様子で……」

  

  

  因为琪雅儿说了这种话，所以我把手中的其中一件破布衣丢给她。

  　キエルはそんなことをいうモノだから、私は持っていた着物の一着をキエルに投げつけた。

  

  看到她慌慌张张地接住衣服，我开口对她说：

  　それを慌てて受け取ったのを見て、私はキエルに言う。

  

  

  「我和琪雅儿要利用那个召集令进入巴尔塔。让假的马车在途中跟我们会合。好了，快点做好出发的准备。」

  「私とキエルがあの招集を利用しバルタの中に入る。偽の馬車は途中で合流させろ。さあ出発の準備をしておけ」

  

  

  听到这句话，琪雅儿以惊恐的表情看着我。

  　それを聞いたキエルはぞっとした表情で私を見た。

  

  

  「难道，又要……」

  「まさか、また……」

  

  

  没错。我露出充满恶意的灿烂笑容，牵起琪雅儿的手。

  　そのまさかだ。私はにっこりと悪意たっぷりに笑ってキエルに向かい、その手を取り握った。

  

  

  「轮到你出场咯？……琪雅儿姐姐？」

  「ほら出番だぞ？　……キエルお姉ちゃん？」

  

 
  ＃８７　悪意の渦中を越え

  ＃87　跨越恶意的漩涡

  　

  

  

  

  

  

  

  

  「不、不好意思……」

  「す、すみません……」

  

  

  其中一名忙碌的骑士，听到突然的声音而回头。

  　せわしなく動く騎士の一人が、突然の声に振り向いた。

  

  

  「嗯……你们也是难民吗？」

  「ん……お前たちも難民か？」

  

  「呃、呃，是的。」

  「え、えと、はい」

  

  

  琪优莉一脸不安地回答。

  　キエルは不安げな顔をしながらそう答えた。

  

  我和琪优莉穿着同款的破布连帽斗篷。在那之后，我们立刻做好准备，像这样接触了看似负责收容的其中一群集团。

  　私とキエルはおそろいのぼろ布のフードマントを着用している。あの後すぐに支度をして、受け入れをやっていると思しき集団の一つにこうして接触した。

  

  琪优莉在和骑士交谈，我则在她身旁握着她的手，将兜帽深深戴在头上。

  　騎士とやり取りをするキエルの隣で、その手を握りながら私はフードを深くかぶっていた。

  

  在有事之际，负责观察情况的魔族们会立刻赶来的计划中，我警戒着周围。

  　有事の際には様子をうかがっている魔族たちがすぐさま駆け付ける算段の中、私は周囲を警戒した。

  

  骑士所说的难民，原来如此，周围的人们确实大多带着行李，是逃出来的难民没错。和远观时的情报一致，身份也相当多样。

  　騎士が言った難民という言葉。なるほど周囲の人々は多くの手荷物を持っており逃げ出してきた難民で正しい。遠目に見た情報と一致。身分もなかなかにまちまちだ。

  

  

  「请问，即使有恶魔之相也会收容是真的吗？」

  「あの、悪魔の相を持っていても受け入れてくれるというのは本当ですか？」

  

  

  琪优莉切入正题。根据对方的回答，今后的行动也会改变。

  　キエルが本題を切り出す。この返答次第で今後の動きが変わる。

  

  骑士沉默了一瞬间，像是要重新确认般说道：

  　騎士は一瞬沈黙し聞き直すようにして言う。

  

  

  「恶魔之相？」

  「悪魔の相？」

  

  「是的……我妹妹有。」

  「はい……妹が」

  

  

  配合琪优莉的话，我缓缓地摘下兜帽，露出脸来。

  　キエルの言葉に合わせて私はゆっくりとフードを取り顔を見せた。

  

  如雪般的白发，如血般的红眼。我缓缓抬起头，用那双红眼看着骑士。

  　雪のように白い髪。血のように赤い瞳。ゆっくりと顔を上げて騎士をその赤い瞳で見やる。

  

  骑士沉默了一瞬间，然后看着我。我本来以为他会露出讶异的表情，没想到他却露出笑容，马上点头对基耶尔说道：

  　騎士は一瞬沈黙し私を見た。怪訝な表情の一つでも見せるかと思えば、意外にも笑顔を見せてすぐに頷いてキエルに言う。

  

  

  「……嗯，放心吧。这是圣女大人的意思。她愿意对拥有恶魔之相的人伸出援手。」

  「……ああ、安心してくれ。聖女様の意向でな。悪魔の相を持つ者にも手を差し伸べてくださる」

  

  

  听到这个回答，我和基耶尔都瞪大了眼睛。

  　その答えに、私もキエルも目を丸くした。

  

  老实说，我很惊讶。没想到他们真的会收容这些人。

  　正直驚いた。まさか本当に受け入れをやっているとはな。

  

  他们到这里来有什么目的？他们正在和恶魔作战，却直接反抗尤纳利教会的教义。

  　ここにきて何が目的なんだ。ユナイル教の教えに真っ向から反抗している。この人と魔が戦争している最中にだ。

  

  我完全无法理解。难道有什么我想不到的理由吗？他说这是圣女的意思。虽然圣女已经抵达巴尔塔这件事也在我的预料之中，但为什么现在要收容这些人？

  　全く理解できない。私の考えの及ばない理由があるのか？　聖女の意向と言ったな。既にバルタに聖女が到着しているのは織り込み済みだが、こんな受け入れをなぜ今？

  

  掌握巴尔塔实权的人应该是尤纳利教的教皇和圣女。

  　バルタの実権を握るのはユナイル教の教皇と聖女のはず。

  

  教皇也同意吗？还是圣女的独断……？

  　教皇も納得しているのか？　それとも聖女の独断……？

  

  我的脑中闪过各种臆测。在路易卡纳收容那些人是亚历山大的个人行为，而且和善意相去甚远。

  　私の頭の中で憶測が飛び交う。ルイカーナでは人々の受け入れはアレハンドロの私的なものだったし、善意とはかけ離れたものだった。

  

  这次说不定也有什么内幕。

  　今回も何か裏があるのかもしれない。

  

  

  「你还好吗？令妹的脸色很差哦。」

  「大丈夫か？　妹さん、顔色が悪いぞ」

  

  

  另一名骑士探头看着我的脸。我咬着指甲，把脸别开。

  　別の騎士が私の顔を覗き込んできた。私は爪を噛みながらぷいと顔を背ける。

  

  不好意思，我宿醉。所以希望你不要跟我说话。

  　悪いな。二日酔いなんだ。だから話しかけないでほしい。

  

  可恶，喝到影响工作的程度，是我人生最大的污点。不管经历几次，宿醉的感觉都让人很不爽。

  　くそっ、仕事に支障をきたすほどに飲むことなど私の人生きっての汚点だ。何度経験しても二日酔いという物は歯がゆい。

  

  被人类担心，更是让不爽的感觉加倍。

  　人間なんぞに心配されるなど気持ち悪さが二倍ましだ。

  

  我刻意不看他们，骑士们就一脸困扰地离开了。

  　私が目を合わせずにいれば騎士達は困ったような顔で離れていった。

  

  

  「你这次不设定成身体虚弱吗？」

  「身体が弱いという設定は今回は使わないんです？」

  

  「闭嘴，笨蛋。你明明知道我这次真的身体不舒服！」

  「黙れこのばか。今回は本当に気分が優れないとおまえは知っているだろ！」

  

  

  我故意对琪优尔的玩笑话发脾气。

  　キエルの軽口にぷんすか怒って見せる。

  

  这家伙也变得越来越嚣张了。而允许她这么做的我，也很没出息。

  　こいつも生意気になってきた。それを許してしまっている自分も情けない。

  

  

  骑士离开后，我们开始偷偷摸摸地移动，混进应该在等待的难民之中。

  　騎士が離れてから私たちは細々と移動を開始した。待機しているであろう難民たちに混ざっておく。

  

  

  我眯起眼睛，仔细观察坐上马车的难民。他们脸上浮现安心的表情，眼神中深信自己会被拯救。

  　私は目を細めしげしげと馬車に乗り込む難民たちを見た。連中は安堵の顔色を浮かべていた。救われると信じてやまない目だ。

  

  愚蠢。深信只要把其他人踩在脚下，自己就能获得幸福的眼神。跟欧塔娜那些家伙一样。让人不快至极。不管去到哪里，都只有这种眼神的人。

  　愚かな。散々他者を足蹴にしてきて自分たちは幸せになれると信じて疑わない目。アウタナの連中と同じだ。不快極まる。どこへってもこんな目をした連中ばかりだ。

  

  琪优尔似乎注意到我陷入沉默，轻轻拉住我的手。

  　沈黙した私を気にしてかキエルが私の手を軽く引いた。

  

  

  「呃，我们好像也要坐上马车。」

  「えっと、私達も乗るみたいですよ」

  

  「啊，嗯，我知道了。」

  「あ、ああ。わかった」

  

  

  我和琪优尔一起走向其中一辆马车时，被一名骑士制止。

  　そうして馬車の一つにキエルと二人で向かった所で騎士の一人に制止される。

  

  

  「啊，抱歉。不好意思，你妹妹请搭那边的马车。」

  「ああ、すまない。悪いんだが、妹さんはあっちの馬車に乗ってくれ」

  

  「咦……？」

  「えっ……？」

  

  「请不要介意。其他难民中有很多人害怕、厌恶恶魔的长相。这是为了避免不必要的麻烦。到了巴尔塔之后你们就能再见面了。请体谅。」

  「気を悪くしないでくれ。他の難民の中には悪魔の相を嫌い恐れるものが多い。無用なトラブルを避けるためだ。バルタについたらまた会えるから。わかってくれ」

  

  

  骑士一脸歉疚地对一脸惊讶的琪雅儿如此说明。

  　驚きの顔を見せたキエルに騎士は申し訳なさそうにそう説明した。

  

  对于琪雅儿的反应，我则是以冰冷的心听着这段话。

  　キエルの反応に対し、私は冷めた心でその話を聞いていた。

  

  哼。算了，我想也是。虽然其他地方也能看到一些拥有恶魔长相的人，但是其他人对他们的视线，终究是带着侮蔑。我也不例外，自从脱下兜帽之后，就一直暴露在那样的视线之下。从刚才开始，我就一直强烈地感受到「为什么连这种家伙都要被赶走」的感情。以我的立场来说，觉得会变成这样也是理所当然。

  　ふん。ま、そんなところだろうなと。ほかにも悪魔の相を持ったものは散見されるが、そうでない者たちからの視線はあくまで侮蔑だ。私も例にもれずフードを取ってからずっとそんな視線にさらされていた。なぜこんな連中まで、といった感情を先ほどからひしひし感じている。こうなって当然と思った方が私としても納得できる。

  

  

  琪雅儿一副不知所措的样子，我放开她的手，挺直背脊在她耳边说：

  　どうしたものかといった様子のキエルの手を離して、背伸びをすると耳打ちをした。

  

  

  「进到里面之后可能就没办法说话了，所以我现在先告诉你。」

  「中に入ってからでは話せんかもしれんから今言うぞ」

  

  「咦……？可是里面就能见面……」

  「え……？　でも中で会えると……」

  

  「不要傻傻地相信他们，笨蛋。就算能见面，可能也没有说话的地方吧。而且……反正一定有内幕。听好了，仔细听好。」

  「馬鹿正直に信用するな馬鹿。仮に会えても話す場がないかもしれんだろう。それに……どうせ裏がある。いいか、よく聞け」

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  对琪雅儿下达完指令后，我转身背对琪雅儿，在骑士的引导下走向马车。那里有几名拥有恶魔之相的人。他们和其他一般马车隔了一段距离，虽然说是收容，待遇却似乎并不平等。不如说，这样的待遇反而令人安心。

  　キエルに一通り命じ終えると、私はキエルに背を向けて騎士の誘導のまま馬車に向かう。そこには数人の悪魔の相を持つ者たちが居た。ほかの一般の馬車とは離れていて、受け入れと言っても扱いは平等ではないらしい。むしろ安心する扱いだ。

  

  我停下脚步，仔细观察周遭的情况，这时有人从背后推了我一把，害我往前倒在地上。

  　と、立ち止まり周囲の様子などをしげしげ眺めていると、どんと背中を押されて前のめりに地面に倒れ込んだ。

  

  

  （好痛……这家伙……！）

  （痛った……この……！）

  

  

  我立刻倒在地上，转过头去，用锐利的眼神瞪着对方。

  　すぐさま私は倒れたまま振り向いてぎろりと鋭い目を向ける。

  

  一名士兵低头看着我，脸上毫不掩饰轻蔑的表情。

  　そこには侮蔑の表情を隠そうともしない一人の兵士が私を見下ろしていた。

  

  

  「别拖拖拉拉的，快点上车！真是的，圣女大人为什么要对这些家伙大发慈悲……」

  「ぐずぐずするんじゃない。さっさと乗れ！　ったく、聖女様はなんでこんな奴らにまで慈悲を……」

  

  

  ……原来如此，看来不是团结一致的政策。和刚才的骑士不同，士兵们毫不掩饰对恶魔之相的恶意。

  　……成程。一枚岩の政策ではないな。先の騎士とは違い、兵士たちは悪魔の相に対し悪意を隠そうともしないか。

  

  我瞪着士兵，这时突然有种身体浮起来的感觉。

  　と、じろりと兵士と睨みあっていると私の体がふっと浮かぶような感覚を覚える。

  

  回过神来，我已经被某人扶起来，直接被拉上马车。确认所有人都上车后，马车的门被粗暴地关上。

  　気づくと私は誰かに助け起こされてそのまま引っ張られるように馬車に乗り込んでいた。全員が乗ったことを確認すると馬車の扉が乱暴に閉められる。

  

  跌倒时撞到的手臂有点痛。现在只能先乖乖待着，不过我要把这件事记在心里。琪优……那家伙也搭上马车了吧。我正想着琪优，就听到马的嘶鸣声，马车开始移动。

  　転んだ時に打った腕が少し痛むな。ひとまず今は大人しくしている他ないが、恨みに加えておくとしよう。キエル……あいつも馬車に乗っただろうな。キエルの事を想っていると馬のいななきが聞こえて馬車が動き出した。

  

  好了，接下来会有什么状况呢？从士兵的反应来看，我也知道有危险。不过要进去应该很简单。虽然状况和路易卡娜很像，不过至少可以观光吧。

  　さて、鬼が出るか蛇が出るかだ。兵士のあの様子からも危険は承知。ともあれ入るのは簡単に行きそうだ。奇しくもルイカーナと似た有様だが、ならば観光くらいはできような。

  

  

  我在马车中坐下，呼地喘口气时，有人来到我身边搭话。

  　馬車の中で腰を下ろし、ふうと息を付けば一人私の隣に来て話しかけるものがあった。

  

  

  「欸，你没事吧？」

  「ね、大丈夫だった？」

  

  

  仔细一看，是刚才扶我起来的少女。她也拥有恶魔的长相，不过和搭乘马车的其他人不同，表情看起来很开朗。

  　見れば先ほど私を助け起こした少女だった。例にもれず悪魔の相を持っているが、馬車に乗るほかの面々とは違い快活そうな表情をしていた。

  

  突然被搭话的我缩起身子，她就朝我靠近，填补我空出来的距离。

  　いきなり話しかけられて身じろぎしていると、彼女は私が下がった分だけ距離を詰めてきた。

  

  

  「我叫做吉吉！你呢？」

  「あたしジジっていうの！　あなたは？」

  

  

  突然自我介绍。她个性大概很随和吧，虽然有恶魔的长相。

  　唐突な自己紹介。気さくな性格なのだろうな。悪魔の相を持ちながら。

  

  

  「……你也都不说话？真是的，大家的表情都好阴沉。」

  「……あなたもだんまり？　もう、みんな暗い顔しちゃってさ」

  

  

  我默默看着她，她就闹别扭似的双手抱胸。

  　黙って彼女を眺めていればむすくれたように腕を組んだ。

  

  然后她一脸无趣地在我身边坐下，手抵着下巴，似乎在思考什么。

  　そしてつまらなそうに私の隣で腰を下ろすと、顎に手を当てて何かを考えている様子だ。

  

  我偷偷瞄了她一眼，发现她依然斜眼看着我。

  　私はちらりと彼女を見れば、彼女が未だに横目で私を見ていたことに気づいた。

  

  跟她对上视线后，我心想「这下糟了」。她用充满期待的眼神继续看着我。

  　目が合ってしまい私はしまったとおもった。彼女は期待のまなざしで私を見続けている。

  

  拜托饶了我吧。

  　勘弁してくれ。

  

  

  「……克莱儿。」

  「……ココット」

  

  

  我带着戒心报上名字。虽然我回答时眼神游移，但光是愿意回答，就让吉吉露出非常开心的笑容。

  　私は警戒しながら名乗る。眼が泳ぎながらの返事ではあったが、返事自体ががあったことに彼女、ジジは酷くうれしそうに笑った。

  

  

  「你叫克莱儿啊！请多指教！大家都完全不说话，所以我很高兴你愿意跟我说话！」

  「ココットかあ！　よろしくね！　みんな全然喋らないから話してくれて嬉しい！」

  

  

  她突然整个人凑过来，硬是握住我的手，我连忙甩开她的手。

  　そして急にグイっと身を寄せてきて私の手を取り無理やり握手をされたので、私は慌ててその手を振り払った。

  

  吉吉看起来毫不在意，把脸凑到我面前。

  　ジジはそれでも気にした様子なく、ずいっと私に顔を近づけてきた。

  

  

  「欸，你是从哪里来的？」

  「ね、あなたどこから来たの？」　

  

  「什么？」

  「なに？」

  

  「你看，大家都是从各种地方聚集过来的哦。目标是巴尔塔。」

  「ほら、皆いろんなところから集まってるんだよ。バルタを目指してね」

  

  

  从哪里来的……吗？我也不知道自己该回答哪里，因为我自己也不太清楚。

  　どこから来た……か。どこから来たと言えばいいのだろうな。私自身よくわからなくなる。

  

  不过，我到底在做什么？明明不想跟她说话，她却一副不打算放过我的样子。

  　しかし何をしているんだ私は。会話などする気はなかったのに、もう逃がしてはくれなそうだ。

  

  没办法。就当作是在收集情报吧。

  　仕方ない。情報収集として割り切ろう。

  

  我沉默了一瞬间后，说出那个令人厌恶的故乡名称。

  　私は一瞬の沈黙の後、忌々しき故郷の名を口にした。

  

  

  「……欧塔娜。」

  「……アウタナ」

  

  「奥图纳？这样啊……你从很远的地方来吧。而且……已经……」

  「アウタナ？　そっか……遠いところから来たんだね。それに……もう……」

  

  

  爷爷垂下视线，像是在顾虑我的感受。我大概猜得到他为何露出那种表情。他大概是在顾虑我吧。因为我出生的故乡奥图纳已经不在了。

  　ジジは私を気遣うように目を伏せた。概ねその表情の理由は察しが付く。気遣いのつもりだろうか。我が生まれの地たるアウタナはもう無い。

  

  因为身为奥图纳伯爵千金的我，把它烧掉了。

  　アウタナ伯爵令嬢たるこの私が、焼いたのだから。

  

  

  「……我啊，是出生在弗利克泰达。后来被妈妈抛弃，没能成为奴隶，就在佣兵那里工作。」

  「……あたしはね、フリクテラの生まれなんだ。お母さんに捨てられちゃって、さ。奴隷にもなれなくて、傭兵の所でお仕事してたんだ」

  

  

  「工作？你那副身体能从事佣兵工作吗？」

  「仕事？　その体で傭兵稼業なんかできるのか？」

  

  

  爷爷大概是顾虑到沉默不语的我，开始说起自己的事。我抬起头这么问，爷爷有点难为情地搔搔脸颊，很快地回答。

  　黙った私を気遣ってか自分の話を始めたジジに、顔を上げてそう問えば、ジジは少し恥ずかしそうに頬を掻きながら早口で答えた。

  

  

  「不是战斗。是煮饭、洗衣、照顾生活起居。还有，那个，因为都是男人，所以也会做那种工作。」

  「戦う事じゃないよ。炊事、洗濯。身の回りのお世話。あとはまあ、その、男ばっかりだったからさ。そういう仕事も」

  

  「这样啊……」

  「そう、か……」

  

  

  原来不是没有前例。

  　ない話ではない、か。

  

  我本来以为自己在奥图纳受到惩罚后，只能过着那种生活。

  　私自身アウタナでの折檻の後はそういう生き方をする他ないのかもしれないと思っていた。

  

  现在回想起来，那是我心灰意冷时的自暴自弃想法。但是，那些全都被她代劳了。她替我背负了一切。

  　心が凍っていたころの、思えば自棄な考えであったな。だが、それは全て肩代わりされた。彼女がすべて、背負ってくれてしまった。

  

  看到我紧抿着嘴再度低下头，爷爷露出苦笑。

  　口を一文字に結んで再び俯いた私を見て、ジジは苦笑した。

  

  

  「你瞧不起我吗？」

  「軽蔑した？」　

  

  「不，我不会……我怎么可能那么做呢？」

  「いや、しないよ。……するわけがないさ」

  

  

  我怎么可能轻蔑她呢？她可是我重要的人……还为了我牺牲了自己。

  　軽蔑などできるものか。私の大切だった人も……私のために身を犠牲にしていたのだから。

  

  我一点也不觉得她很污秽。只是，听到爷爷说她卖身的事，让我想起了她……胸口有点难受。

  　それを汚らわしいなどとは、微塵にも思わない。ただ、身売りをしていたというジジの話で彼女の事を思い出して……胸が少し締め付けられた。

  

  爷爷似乎察觉到我的心情，于是改变了话题。

  　そんな私の様子に気でも回したかのように、ジジは話題を変えた。

  

  

  「可是啊，我听说圣女大人会像这样帮助我们，就逃过来了！这样很不负责任吧？欸嘿嘿。」

  「でもさ、聖女様がこうやって私たちに手を差し伸べてくださるって聞いて逃げてきちゃった！　無責任かな？　えっへへ」

  

  「你不会恨圣女吗？她可是优奈伊斯教的人，让恶魔之相诞生在世上耶。」

  「お前、聖女は憎くないのか？　悪魔の相なんかを生んだユナイル教の人間だぞ？」

  

  「嗯～我不太喜欢恨人。因为恨人的话，自己心里也会变得一片黑暗吧？」

  「うーん。あんまり憎むっていうの、好きじゃないんだ。だってそれって、相手を恨んで恨んで、自分の中を真黒くしちゃうことでしょ？」

  

  

  听到爷爷说的话，我睁大眼睛看着她的脸。她正在笑。

  　ジジの言葉に私は目を丸くして彼女の顔を見た。彼女は、笑っていた。

  

  

  「那样的话，心里就塞不下其他东西了。就算世界上有更多好事和美好的事物，也会变得无法发现吧。所以我不会恨任何人！」

  「そしたらさ、心に何も他に入る隙間がなくなっちゃうよ。世界にもっといい事や素敵なことがいっぱいあっても、気づけなくなっちゃうでしょ。だから私は何も憎んだりしないんだ！」

  

  「不会恨任何人……」

  「何も、憎んだりしない……」

  

  「我以前工作的佣兵们虽然有点粗鲁，有时候也会弄痛我，但本性都是好人！而且他们也不会欺负我！佣兵里有很多无神论者，就算对方是女人，只要长得像恶魔就会不管三七二十一地扑上来！啊哈哈！」

  「私が仕事してた傭兵連中だって、ちょっと乱暴だし痛いときもあったけどさ、根はいい連中だったよ！　いじめられたりとかもしてないしね！　ほら、傭兵って結構無神論者が多いし、女だったら悪魔の相でも関係なく抱いてくるほどだからね！　あはは！」

  

  

  

  我随便应了一声，把视线从用闪闪发亮的表情诉说的吉迦身上移开。

  　ふうん、と私は適当な相槌をして、きらきらとまばゆいばかりの表情で語るジジから目を背けた。

  

  ……蠢死了。这种行为只不过是逃避。这个艾尔莎雷亚是充满恶意的世界，不可能有美丽的事物。我只能在心中咒骂，自己只是在这样的世界里，为了忘记讨厌的事情而假装没看见地活着。

  　……ばかばかしい。そんなもの逃避に過ぎない。このエルサレアは、悪意に満ちた世界だ。綺麗なものなどあるはずがない。そんな中で嫌なことを忘れて見ないようにして生きているだけだろうと、私は胸の中で悪態をついた。

  

  因为我不允许自己不这么做，否则她的话语会在我心中留下些许刺痛。

  　そうでもしなくては、彼女の言葉が私の心にわずかばかりのちくりとした痛みを与えたことが許せなかったから。

  

  

  在那之后我陷入沉默，吉迦也乖乖待在我身边。

  　それから私が黙り込んだので、ジジも私の隣で大人しくしていた。

  

  我只能听见马车车轮摩擦地面的声音，以及从窗户吹进来的风声。

  　聞こえてくるのは馬車の車輪が地面を削る音と、窓からそよぐ風の音だけとなった。

  

  

  

  

  然而，当窗外的天空逐渐变暗，景色从草原变成废墟时。

  　だが、やがて窓の外から見える空が黒くなり、見える景色が草原から廃墟になった頃合。

  

  车轮从踩踏地面变成敲击石头的声音，马车周围开始吵闹起来。

  　車輪が蹴る音が土から石になった頃、馬車の周囲が騒がしくなった。

  

  在我们这辆跑在最后面的马车中，拥有恶魔之相的人们也开始骚动。

  　最後尾を走っていた我らの馬車の中も悪魔の相を持つ者達がざわつきはじめる。

  

  我什么也没想，只是竖起耳朵，乖乖地待着。听到怒吼声，我眯起眼睛。

  　私は何とも思うことなくただ耳だけを澄まして大人しくしていたのだが。聞こえてきた怒鳴り声に目を細めた。

  

  

  「竟然让恶魔之相进来，我们却被晾在一边吗！」

  「悪魔の相を中に入れて、俺たちはほったらかしか！」

  

  「优奈艾尔大人会降下天罚的！你们这些不守规矩的家伙！」

  「ユナイル様の天罰が下るぞ！この不心得者め！」

  

  「闭嘴闭嘴！这次的难民救济措施是圣女大人的旨意！再说你们不就是擅自定居的流浪汉吗！乖乖地等到轮到自己吧！」

  「黙れ黙れ！　此度の難民救済措置は聖女様の思し召しだ！　大体貴様らは勝手に居ついた浮浪共ではないか！　自分の番が来るまで大人しく待っておれ！」

  

  

  骚动的原因是这个啊。我缓缓起身，从马车的窗户往外看。

  　騒がしさの原因はこれか。私はのっそり身を起こして馬車の窓から外を眺める。

  

  仔细一看，群众挤在纵断废墟的道路左右两侧，大声嚷嚷着。他们似乎正在和走在马车周围的士兵们争论着什么。

  　見れば廃墟を縦断する道の左右に群衆が詰め寄っており、喚きたてているようであった。馬車の周囲を歩いていた兵士たちとなにか言い争っている。

  

  是报告中提到的居住在废墟的难民们吗？从士兵的话来判断，他们是自己找到这里定居的……然后不被允许进入吗？

  　報告にあった廃墟に住む難民たちか。兵士のセリフから察するに自分たちで辿り着いて居付いた連中……そして中に入れてもらえず、か。

  

  这也难怪。这个人数……比预料中还多。这样不可能马上收容他们。

  　それもそうだろうな。この人数……想定より多い。これではすぐに受け入れるのも無理だろうな。

  

  不过，既然如此，为什么要迎接我们？比起已经抵达的那些人，用马车将救济之手伸向外部的理由是什么？更何况，比起那些人，恶魔之相竟然还优先。

  　だが、それならばなぜ我々を迎え入れた？　すでに辿り着いた連中より馬車で外部に救済の手を差し伸べる理由はなんだ？　まして、奴らより悪魔の相をも優先する理由とは。

  

  这时……从窗户窥视群众的我……和一名群众的女性对上了眼。

  　と……窓から群衆を覗いていた私は……群衆の一人の女と、目が、合った。

  

  

  

  「恶魔在看我！就是那辆马车！」

  「悪魔が私を見たわ！　あの馬車よ！」

  

  「！」

  「ッ！」

  

  

  女人发出歇斯底里的叫声，指着我。

  　女がヒステリックな叫び声を上げて私を指さす。

  

  群众们随即一齐瞪向我……不，瞪向我们乘坐的马车。

  　途端に群衆たちは一様に私を……否、私達の乗る馬車を睨んだ。

  

  

  然后——

  　そして。

  

  他们宛如雪崩般，推开士兵们一拥而上。

  　雪崩がごとく、兵士たちを押しのけて一挙に押し寄せてきたのだ。

  

  马车剧烈摇晃。聚集在左右两侧的难民们，大概是用身体冲撞马车，才会摇晃得这么厉害。我听见马的嘶鸣声，以及淹没马蹄声的谩骂声。

  　馬車が大きく揺れた。左右に群がった難民共が体当たりでもしているのか揺らしているのだ。馬の嘶きが聞こえる。そしてそれを埋め尽くす罵詈雑言。

  

  好几双染上憎恶的眼睛，从马车的窗户窥视车内。

  　馬車の窓からいくつもの憎悪に染まった目が中を覗き込んだ。

  

  

  原来如此，这就是……无谓的麻烦啊！

  　そうか、これが……無用なトラブル、か！

  

  

  「你们这些家伙！还不快滚开！」

  「貴様ら！　離れんか！」

  

  

  我听见士兵们制止的声音，但群众完全没有要安分下来的迹象。我们马车周遭的士兵顶多只有三个人。要压制化为暴徒的群众，人手不足吗？

  　兵士の静止の声が聞こえるがまるで群衆は大人しくなる気配がない。我々の馬車の周りにいた兵士はせいぜい３人程度。暴徒と化した群衆を抑えるには人手不足か。

  

  摇晃的马车大幅倾斜，马车里的人发出惨叫。我也一边滚来滚去，一边思考该如何突破这个意料之外的事态。

  　揺れる馬車は左右に大きく傾き、馬車内の者達は悲鳴を上げた。私もころころと転がりながら想定外の事態の打開に思考を巡らせていた。

  

  然而——

  　だが。

  

  听见格外激烈的马嘶声的瞬间，马车剧烈摇晃，翻倒在地。陷入恐慌的马匹硬是开始奔跑，不稳定的马车大概是受到惯性还是什么的影响，飞了出去吧。

  　ひと際激しい馬の嘶きが聞こえた瞬間に馬車は大きく揺れて横転した。パニックになった馬が無理やり走りだし不安定だった馬車が慣性か何かで吹っ飛んだのだろう。

  

  我撞到头，滚倒在地。

  　私は頭を打ち転げた。

  

  

  我眼前有好一阵子都金星乱冒，不过在我回神伸手去摸被打的头之前，我的手臂已经被用力抓住。

  　しばらく目の前に星が回っていたが、はっとして打った頭に手をやるより先に、私の腕が強く掴まれた。

  

  我转头一看，只见一名眼神凶恶的男子抓住我的手臂。

  　目を向ければ、ぎらついた瞳をした男が私の腕を掴んでいた。

  

  我的额头渗出冷汗。被抓住的手臂被紧紧掐住，甚至让我感到疼痛。

  　額に脂汗が滲む。掴まれた腕は、ギリリと食い込んで痛みすら感じさせた。

  

  

  

  

  我被拖出马车，头发被粗鲁地抓住，衣服也被乱拉乱扯。

  　馬車から引きずり出された私は、髪の毛を乱雑に掴まれ服を引っ張られもみくちゃにされた。

  

  其他拥有恶魔之相的人也被拖出马车，趴在地上，有些人还被殴打或践踏。」

  　他の悪魔の相を持つ者らも引きずり出されて地面に這いつくばり、者によっては殴りつけられたり踏みつけられている。

  

  

  「你们这些家伙！还不住手！再不住手就砍你们的头！喂，不准碰她！」

  「貴様ら！　やめんか！　やめんとそっ首刎ねるぞ！　おいこら、触るな！」

  

  

  士兵们也试图平息混乱，但群众完全不听劝，继续攻击我们。伊伊也被压倒在地，脸上挨了一拳。

  　兵士たちも混乱を収めようとしているがまるで聞く耳持たない群衆は構わずに我々を襲っている。ジジも組み敷かれて顔を殴られていた。

  

  可恶，这下糟了。要是在进入巴尔塔之前就被这些小喽啰打死，那可不是闹着玩的。虽然只要拜托应该在马车上的魔族们，应该就能突破困境，但潜入作战就泡汤了。

  　くそっ、これはまずい。バルタに入る前にこんな雑魚どもに殴り殺されれば洒落にならない。馬車に乗せたはずの魔族達を頼れば打開はできようが潜入作戦はパアだ。

  

  我这么想着，瞥了一眼，只见带头的马车丢下我们最后面的马车，继续往前开。可恶，简直就像蜥蜴断尾求生！

  　そう考えちらりと目を向ければ、最後尾であった我々の馬車を捨て置いて、先導の馬車は先へと進んでいるのが見えた。畜生、まるでトカゲの尻尾切りだな！

  

  

  这也是早就预料到的，所以才把我们分开吗？包围恶魔之相的理由，原来是为了当诱饵！

  　これも見越して私たちを分けたという事か。悪魔の相を囲った理由は囮という事だった訳だな！

  

  

  「可恶，好痛……！」

  「くそっ、痛っ……！」

  

  

  我的头发又被抓住，被强行改变姿势，脚步踉跄。我因疼痛闭上眼睛，再次睁开时，逼近眼前的是强壮男人的拳头。

  　私はまた髪を掴まれて無理やり姿勢を崩されてよろめく。そして痛みに目を閉じて次に開いた時、眼前に迫るのは屈強な男の拳だった。

  

  

  「到此为止！」

  「そこまでぇッ！」

  

  

  就在我的鼻梁差点被打碎的刹那，一道清澈的女性声音响彻四周。

  　あわや私の鼻筋が砕かれんとした刹那、透き通るような女性の声が響き渡った。

  

  然后，许多匹马的马蹄声和铠甲摩擦的声音响起，群众同时停止动作。

  　そして多くの馬のひづめの音と鎧のこすれる音がして、群衆たちはいっせいに動きを止めた。

  

  

  折磨我们的难民们四散逃开。发生什么事了？

  　私達を嬲っていた難民共が蜘蛛の子を散らすように下がる。何事か。

  

  

  「可恶……是圣歌队……」

  「くそっ……聖歌隊だ……」

  

  

  圣歌队……？不是神殿骑士吗？

  　聖歌隊……？　神殿騎士ではないのか？

  

  现身的是身穿以白色和黄金为基调的铠甲的人们。

  　現われたのは白と黄金を基調とした鎧に身を包む者たち。

  

  神殿骑士介入我们和群众之间。主导者是有着水色头发的女性……不，是少女。

  　私達と群衆の間に割って入るように現れた神殿騎士。その主導をするのは水色の髪の女性……いや、少女だった。

  

  她有着剪齐的及肩短发，以及尽管还残留着稚气，却十分锐利的眼神，端正的五官散发出无庸置疑的骑士风范。

  　肩口で短く切り揃えた髪とまだあどけなさが残るものの鋭い目を始め整った顔だちからは紛れもない騎士の風格が漂っていた。

  

  

  「退下！这些人是基于圣女大人的意向迎接的正当人民！这里就以圣歌队和我雷威之名平息！」

  「控えよ！　この者らは聖女様の意向で迎えた正当なる民草である！　この場は聖歌隊と私レーヴェの名において収めてもらう！」

  

  

  少女凛然的声音响彻四周。难民们似乎感到战栗。

  　少女の凛とした声が響き渡る。難民たちは慄いている様子だった。

  

  

  「是圣歌队副队长雷威……可恶，该死的圣女亲卫队……！」

  「聖歌隊副長のレーヴェだ……くそっ、聖女付きの親衛隊めが……！」

  

  

  群众们一面抱怨，一面被突然出现的圣歌队骑士们驱赶。

  　恨み言を零しながら群衆たちは突如現れた聖歌隊なる騎士たちに追い飛ばされていく。

  

  这时，有人穿过人群，冲到我身边。

  　そんな人々の合間を縫って、誰かが私の下へと駆けこんできた。

  

  

  「克莱儿！」

  「ココット！」

  

  「绮尔……！？你、你为什么来了！」

  「キエル……！？　お前、なぜ来た！」

  

  「因为我担心你……！」

  「あなたが心配だったから……！」

  

  「担心……可恶，不管是库欧特拉还是你……都多管闲事！」

  「心ぱ……くそっ、クォートラといいお前といい……お節介め！」

  

  

  被绮尔抱起的我，察觉到这家伙是跳下自己搭乘的马车，回到我身边的。

  　キエルに抱き起された私は、こいつが自分の乗っていた馬車を飛び降りて私の所まで戻ってきたのだと察した。

  

  虽说不会对作战造成影响，但还是太任性了。我一边不悦地转头，不去看绮尔的脸，一边站起身，用手梳理被她抓住而变得乱糟糟的头发。

  　作戦遂行に支障はないとはいえ、勝手をする。ぷいとキエルの顔は見ないようにしつつ、立ち上がり掴まれてぼさぼさになった髪に手櫛を通した。

  

  绮尔拍了拍我的衣服，拍掉沾在上面的泥土。我让她这么做，同时望着自称雷威的骑士。

  　ぱんぱんと私の服についた土汚れをキエルが払い落とす。それをさせておきながら、私はレーヴェと名乗った騎士を眺めていた。

  

  

  「各位，请冷静下来，排成一列前进。放心吧，圣女会接纳大家。」

  「皆、落ち着いて一列に並び進むように。安心しろ、聖女は皆を受け入れる」

  

  

  在雷威的主导下，骑士们散开，让我们整队。我也跟绮尔一起排进队伍中。

  　レーヴェの主導で騎士たちが展開。私たちを整列させた。私もその列にキエルとともに並ぶ。

  

  骑士们的士气很高昂，眼中没有阴霾。只要看看高声指挥骑士和恶魔之相者，看起来没有在打什么歪主意的雷威，就能明白他们没有企图。

  　騎士たちの士気は高い。瞳に陰りはない。何か企んでいる様子ではないことは、声高らかに騎士や悪魔の相を持つ者らを纏めていくあのレーヴェを見ればわかる。

  

  圣歌队。圣女的亲卫队吗？原来如此。

  　聖歌隊。聖女付きの親衛隊、か。なるほど。

  

  既然特地前来救援，就表示他们真的愿意接纳圣女吧。对于负责接纳的骑士们来说，这应该就像是断尾求生，不过至少他们接纳的真正用意似乎不是把圣女当成挡箭牌。我越来越搞不懂了。

  　わざわざ救いに来たという事は、聖女の受け入れは本物か。この受け入れを担った騎士たちにとってはトカゲの尻尾切りめいた扱いに間違いはなかろうが、受け入れの真意は少なくとも盾扱いではないらしい。ますますもってわからない。

  

  不过，我知道一件事。这些家伙也是敌人，是阻挡在我们面前的敌人之一。而且难民们看着她们的眼神，是充满怨恨与嫉妒的黑暗。这让我确定巴尔塔并非团结一致，真是个好消息。这是个好兆头。

  　だが、わかることはある。こいつらも敵という訳だ。私たちの前に立ちはだかる敵の一つ。それに難民たちの彼女たちを見る目は恨みや妬みのこもった暗きもの。バルタも一枚岩ではない事が確信できた。これはいい事を知った。幸先がいい。

  

  我微微扬起嘴角，用红色的眼睛望着雷威。

  　私は口の端を仄かに釣り上げながら、レーヴェを赤い瞳で眺めた。

  

  

  

  

  

  后来，我们丢下坏掉的马车，在圣歌队的护卫下徒步移动。

  　それから、壊れてしまった馬車は捨て置き聖歌隊警護の下徒歩での移動が始まった。

  

  在黑暗的夜晚中，难民们的路边营地以及圣歌队手持的火把，形成点点的亮光。

  　暗い夜の中、難民たちの路上キャンプ、そして聖歌隊が持つ松明の明かりが点々としていた。

  

  我们走着走着，难民们仍持续骚扰我们。因为有圣歌队在，他们没有做出太过分的事情，不过被扔西红柿的状况让我想起欧塔娜。

  　歩きながらも難民たちの嫌がらせは続いた。聖歌隊がいる以上酷い事にはならなかったが、トマトを投げつけられたりとアウタナを想起させた。

  

  恶魔在骑士们的守护下行走，这应该是优奈伊斯教应该唾弃的状况，不过难民们的反应似乎比较正确。

  　騎士たちに守られながら歩く悪魔の相の行軍。ユナイル教の膝元としては唾棄すべき事態の筈だが。難民たちの反応の方が正しく思える。

  

  圣歌队……还有圣女。我要揭穿他们究竟在想什么。

  　聖歌隊……そして、聖女。何を考えているのかは暴かせてもらう。

  

  

  在琪雅儿的搀扶下，我牵着她的手走在石板路上。来到巨大的城墙前方，我松了一口气。顺利将马车送进城内了。

  　キエルに肩を抱かれ、手を繋ぎながら石畳の道を歩き。大きな城壁の前まで達したところで私は一度ふうと息をついた。潜り込ませた馬車はうまく中に入ったらしい。

  

  我先暂时放下心来，环顾四周。

  　一先ずの安堵とともに、私は周囲をぐるりと見渡した。

  

  虽然之前就稍微观察过，不过巴鲁塔的周边防备果然相当严密。城门前的警备森严到连难民都无法靠近。

  　ここまで少し目を向けてきたが、やはりバルタの周辺防備はとても厚い。門の前には難民すら寄せ付けない警備模様だった。

  

  五十人规模的侦察队轮班警备……城门前有重装步兵大队……骑马队与弓兵大队也一应俱全……城墙上除了大炮之外还有弩炮……是连射式吗？连龙人都无法靠近。真棘手……

  　50人規模の偵察隊が交代で警備……城門前には重装歩兵大隊……騎馬隊と弓兵大隊も完備……城壁の上には大砲に加えバリスタ……連射式か。あれではドラゴニュートも接近できない。厄介な……。

  

  虽然早就知道，不过正面交锋的话，兵力还是不够……可恶，无论如何都必须找出突破现状的方法。

  　これは、わかってはいたが正面切ってのやりあいでは兵が足らんな……くそっ。何としても打開策を見つけなければ。

  

  不过，为此所做的准备……就让我来好好利用吧。

  　最も、そのための仕込みは……やらせてもらうがな。

  

  

 
  ＃８８　教皇庁探訪

  ＃88　探访教皇厅

  　

  

  朝阳开始升起，白光覆盖天空的时候。

  　朝日が昇りはじめ、白い光が空を覆った頃合。

  

  

  白色静谧的大圣堂。

  　白く静謐なる大聖堂。

  

  圆顶状的天花板上有着类似彩绘玻璃的色彩设计，圣堂里还摆着许多长椅。

  　ドーム状の天井にはステンドグラスめいた色彩の意匠が施されていて、また聖堂には数多くの長椅子が置かれていた。

  

  而那些长椅上，身穿白色装束的人们双手交握，垂着头。

  　そしてその長椅子には、一様にして白い装束姿の者達が手を組んで首を垂れていた。

  

  

  他们垂首看着装饰在圣堂里的巨大绘画。

  　彼らが首を垂れるは聖堂に飾られた巨大な絵画。

  

  而绘画前的椅子上，坐着一名相貌和蔼的年老男性。

  　そして絵画の前に置かれた椅子に座り、穏やかそうな人相を持つ歳を食った男性。

  

  男性的装束也是白色，但设计得豪华绚烂。他戴着高帽，戴着金框眼镜，单手拿着手杖，眺望着聚集在圣堂里的众人。

  　男性の装束も白いものだが、象られた意匠は豪奢にして絢爛。背の高い帽子をかぶり、金の枠を持つ眼鏡をかけ、片手には杖を持ちながら聖堂に集った面々を眺めていた。

  

  

  

  「各位虔诚的信徒，抬起头来。」

  「敬虔なる信徒諸君。顔を御上げなさい」

  

  

  

  男性沉稳的声音在圣堂里响起。

  　男性の穏やかな声が聖堂に響いた。

  

  信徒们听从他的声音，抬起头来。

  　その声に従い、信徒たちは顔を上げた。

  

  男性一边点头，一边说道：

  　男性はうんうんと頷きながら言葉を紡いだ。

  

  

  

  「很好。今天是每周一次的礼拜日，大家的信仰会孕育出更美好的未来。生在这个世上享受一切，都是女神尤奈尔的旨意。祈祷吧，如此一来，就会得到保佑。」

  「よろしい。今日は週に一度の礼拝の日。皆の信仰がより良い未来を育みます。この世に生を受け享受するすべては女神ユナイルの思し召し。祈りなさい。さすれば加護が与えられましょう」

  

  

  

  男性……教皇以温柔的语气这么说完，将手放在胸口，闭上眼睛。

  　男性……教皇は優しい声色でそういった後、胸に手を当てて目を閉じる。

  

  信徒们也配合教皇的动作，再度深深低头，对着描绘着女神尤奈尔的绘画祈祷。

  　合わせて信徒たちも再び深く頭を下げて、女神ユナイルを描いた絵画に向けて祈りを捧げた。

  

  

  

  

  「教皇大人。」

  「教皇様」

  

  

  

  祈祷时间结束之后，信徒们陆续散去，这时一名男子来到教皇面前。

  　しばらくの祈りの時間の後、信徒たちが解散した頃合で教皇の下に一人の男がやってきた。

  

  

  

  「这次的马车似乎回来了。」

  「今回の馬車が戻ったそうです」

  

  「哦哦，这样啊。这次也成功让人民进入巴尔塔，真是太好了。人数呢？」

  「おぉ、そうですか。今回も民草をバルタに迎え入れる事が出来て何よりです。数は？」

  

  「马车15辆，其中一辆是那个……」

  「馬車１５台と。内１台が例の……」

  

  

  听到男子的报告，教皇露出遗憾的表情。

  　男の報告に教皇は残念そうな顔をする。

  

  

  「这样啊……人数呢？」

  「そうですか……人数は」

  

  「13人。另外也接获报告，昨晚他们在旧市街与流浪汉发生冲突。后来在深夜进入巴尔塔，让他们在临时旅社休息。」

  「１３名です。昨夜旧市街で浮浪達と悶着があったと報告も受けています。その後夜のうちにバルタに入り、仮設宿にて休ませたと」

  

  「13……竟然有这么多恶魔进入神圣都市……啊啊，真是可怕，真是可叹……这代的圣女大人真令人伤脑筋。」

  「１３……そんなにも多くの悪魔が神聖都市に入り込んでしまったのですね……ああ、恐ろしい、嘆かわしい……今代の聖女様には困ったものです」

  

  

  教皇以夸张的动作将手放在额头上，深深叹了一口气。

  　教皇は大仰なそぶりで額に手を当て深いため息をついた。

  

  男子也附和着说「就是说啊」。

  　男はまったくですな、と相槌をうった。

  

  13人，这个数字绝对不算少。因为至今为止，顶多只有2、3人混在难民之中。

  １３名、それは決して少ない数字ではなかった。これまでは精々難民の中に２，３名混じっていた程度だったのだから。

  

  

  「圣女大人现在在哪里？」

  「聖女様は今どこにおられるのです？」

  

  「是，圣女大人现在应该正在沐浴，那是她的例行公事。」

  「は、聖女様は只今の時間ですとおそらく日課の沐浴をされているかと」

  

  「嗯，我知道了。你可以退下了。」

  「ふむ、わかりました。下がってよいですよ」

  

  

  男子向教皇行礼后，转身离去。

  　男は教皇に礼をして背を向ける。

  

  离去之际，教皇对男子说：

  　その去り際に教皇は男に語る。

  

  

  「去召唤恶魔们吧。这次我必须再次向他们传教。」

  「悪魔達を呼びなさい。今回も、私がかの者達に教えを説く必要があります」

  

  「遵命。」

  「御意のままに」

  

  

  男子再次回应后，离开了圣堂。

  　再度返事をし、男は聖堂を去った。

  

  独自留在圣堂的教皇站起身，仰望优奈叶女神的画像，自言自语道：

  　一人聖堂に残った教皇は立ち上がると女神ユナイルの絵画を見上げ、一人ごちる。

  

  

  

  「神圣都市不容许任何污秽。然而，既然女神的化身容许此事……我们也必须采取相应的行动。愿女神拯救那些恶魔。一切谨遵女神的旨意。」

  「神聖都市には一点の穢れもあってはならない。しかし、貴女様の現身がそれを容するというなれば……我々も相応の行いをせねばなりませんね。かの悪魔達に救いあれ。すべては女神の御心のままに」

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  真是的。我受到的待遇也太差了吧。

  　まったく。ひどい扱いを受けたものだ。

  

  他们只在石板地上随意铺了几张床单给我当床睡，害我背痛到不行。

  　与えられた寝床は石畳の上にシーツを雑多に敷いただけのもの。背中が痛くてたまらない。

  

  

  我睁开眼睛，推开帐篷的门走到外头，伸了个懒腰。

  　目覚めた私はテントの戸を押し開き外へ出てうんと伸びをした。

  

  昨晚抵达巴尔塔后，我们立刻展开行动。

  　昨夜バルタ入りを果たした我々は、すぐさま行動に移っていた。

  

  夜行蜥蜴们趁着夜色潜伏在街上，假扮成车夫的魔剑士则和琪耶尔一起躲起来待命。

  　ナイトリザード達は闇夜に紛れ街中へ潜伏、御者に扮した魔剣士はキエルを伴って隠れて待機している。

  

  特洛伊木马已经入侵那些家伙体内了。第一阶段成功。

  　トロイの木馬は既に奴らの体内に侵入した。第一段階は成功だ。

  

  至于我……

  　そして私は……。

  

  

  「早安，克莱儿！」

  「おはよ、ココット！」

  

  

  听到有人呼唤我，我回过头，发现脸颊肿胀的吉迦正对我展露笑容。

  　呼ばれて振り返れば頬を腫らしたジジが笑顔でいた。

  

  他脸上随便贴着纱布，看起来很痛。他昨晚被揍了吧。

  　雑にガーゼが貼られた顔は痛々しく見えた。昨夜殴られたものだな。

  

  

  「……吉吉，早安。」

  「……ジジ。おはよう」

  

  

  我简单地打了声招呼，然后立刻将脸撇向一旁。我现在只想思考接下来的事情。

  　私は軽く挨拶をしてすぐにそっぽを向いた。今はこれからの事を考えたい。

  

  然而，吉吉走到我身边，牵起我的手。

  　だが、ジジは私の隣にやって来てその手を取った。

  

  

  「……干嘛？」

  「……何だ」

  

  

  我有些不耐烦地抬头望向吉吉。

  　私は苛立たし気にジジを見上げる。

  

  

  「我们接下来要去见教皇阁下，你露出这种严肃的表情很失礼耶！来，笑一个～！」

  「これから教皇様の所に行くのにそんな難しい顔してちゃ失礼だよ！　ほら、笑おー！」

  

  

  吉吉用双手食指拉开自己的嘴巴，对我露出笑容。

  　自分の口を両手の人差し指でにいいと広げて笑って見せるジジ。

  

  我怎么可能笑得出来？接下来要见的教皇，可是我最大的敌人。这家伙为什么还能笑得这么开心啊？

  　笑う事などできるか。これから会いに行く教皇とやらは私の最大の敵だ。むしろなんでそんなに嬉しそうにしていられるんだこいつは。

  

  这家伙说他不会怨恨我。而且，他真的相信圣女会得到救赎吗？

  　こいつが言った恨むことをしないという言葉。それに、聖女の救いを本気で信じているのか。

  

  

  「蠢毙了。」

  「ばかばかしい」

  

  「你指什么？」

  「何が？」

  

  「全部！他们可是长久以来一直轻视我们的家伙耶！背后一定有什么阴谋！被他们玩弄在手掌心……你竟然还相信他们！」

  「なにもかもだ！　私達をずっと蔑んできた連中だぞ！　裏があるに決まっている！　掌で踊らされて……信じるのか連中を！」

  

  

  听到我突然大吼，吉吉瞪大双眼。

  　急な大声を上げた私にジジは目を丸くした。

  

  听到骚动声，拥有恶魔容貌的人们接连从帐篷里起身。

  　騒ぎを聞きつけてテントから続々と悪魔の相を持つ者たちが起きだしてきた。

  

  看到这一幕，我尴尬地陷入沉默。

  　それを見て私はばつが悪くなり押し黙る。

  

  

  「克莱儿，你明明还这么小，感觉却很成熟耶。」

  「ココットってなんだか大人びてるね。ちっちゃいのに」

  

  「……别管我了。我有自觉自己发育不良。」

  「……放っておいてくれ。発育が悪いのは自覚してる」

  

  

  虽然记得当时似乎有听到「你之后会再长大」这种出自于好意的发言，但我选择无视。

  　これから大きくなるよ、などとジジが気を使った言葉を言った気がしたが、私は無視をした。

  

  这家伙实在太过开朗，让我有点不自在。面对潜入敌营的处境，我忍不住以平常的态度回绝。

  　どうにもこいつは明るすぎて調子が狂うのだ。潜入の身の上だがついいつもの調子で突っぱねてしまう。

  

  ……不过，接下来要维持原本的自己，感觉有点不自然。

  　……だが、これより先は素のままでいるのは違和感があるか。

  

  

  

  「喂，你们几个！集合！」

  「おいお前たち！　集合！」

  

  

  

  听到这道突如其来的呼喊，我转头一看，发现骑士们正陆陆续续地朝我们的帐篷走来。

  　突然の声に振り向けばぞろぞろと騎士たちが私達のテントに向かっていた。

  

  从那身铠甲来看，应该是神殿骑士吧。也就是说，教皇要亲自迎接我们。

  　あの鎧、おそらく神殿騎士だろうな。教皇直々のお出迎えという訳だ。

  

  

  我们昨晚听说，今天早上会去见教皇。

  　我々は昨夜のうちに、今日の明朝から教皇にお目通りをするという話を聞いていた。

  

  教皇居然特地接见我们，实在让人抬不起头来。可恶的家伙，居然这么瞧不起我们。

  　わざわざお会いになってくださるとはまったくもって頭が上がらないな。クソったれめ。舐め腐ってくれる。

  

  

  「接下来要前往教皇阁下的所在之处。听好了，千万别失礼。你们这些恶魔，终于有机会赎罪了。」

  「これより教皇様の元へ向かう。いいか、くれぐれも粗相をするなよ。貴様たち悪魔に贖罪の機会が与えられたのだ」

  

  

  听到这句话，其他恶魔们纷纷双手交握，一脸感激。

  　その言葉に他の悪魔の相を持った者たちはさも有難がるように手を組んだ。

  

  他们异口同声地呼喊着尤纳之名，口中念念有词。

  　口々にユナイルの名を紡ぎ祈りの言葉を吐いている。

  

  赎罪……真是荒谬。我们到底犯了什么罪？擅自把我们当成罪人，还说要给我们悔改的机会？他们以为自己是谁啊？

  　贖罪だと……馬鹿げたことを。我々になんの罪があるというんだ。勝手に罪人に仕立て上げて悔いる機会をやるだと？　何様だというんだ。

  

  

  「喂……不对，呃，爷爷。」

  「おい……じゃない、ええと、ジジ」

  

  「什么事，克莱儿？」

  「なに、ココット？」

  

  「我可没忘记。」

  「私は忘れていない」

  

  「……忘记什么？」

  「……何を？」

  

  

  我只把视线转向在骑士引导下排队，有着恶魔之相的那些人，同时歪着头的吉吉，小声地说道：

  　騎士に導かれるままに列をなす悪魔の相を持つ者らに混ざりながら、首をかしげるジジに目だけを向けて小さくつぶやいた。

  

  

  

  「仇恨。」

  「恨みだ」

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  这就是……教皇厅吗？

  　これが……教皇庁か。

  

  

  虽然没有露伊卡纳的白城那么高耸，不过却是足以与之比肩的巨大、庄严的建筑物。

  　ルイカーナの白城ほどうず高くはないが、比肩する程に巨大で、荘厳な建造物。

  

  这里是位于巴尔塔新市区中央的犹纳伊教的正殿，同时也是政治机关。

  　バルタ新市街の中央に位置するユナイル教のまさしく本殿であり、また政治機関でもある。

  

  据说从这里派遣的祭司不只前往各都市，甚至会前往首都的宫殿，以及战场。其影响力也不小。

  　ここから派遣される司祭は各都市だけではなく首都の宮殿や、戦場にまで出向くという。その影響力もまた、小さくはないと。

  

  我攻陷的欧达纳好像也有，不过我不记得了。弗利克特拉和露伊卡纳都没有信仰虔诚的人，所以或许也是理所当然。

  　私が落としてきたアウタナにもいた気がするが覚えていない。フリクテラも、ルイカーナも、信心深い者はいなかったから当然かもしれない。

  

  不过这里不一样。在巴尔塔，祭司正是侍奉神的信徒，是绝对的存在。

  　だがここは違う。バルタでは司祭こそ神に仕える徒として絶対。

  

  

  而且这里本来是我们这些有着恶魔之相的人绝对无法踏入的地方。

  　そして本来ならば我ら悪魔の相を持つ者たちが絶対に敷居をまたぐことのなかった場所でもある。

  

  

  因此，我要进行侦察。既然都获邀进入，就不需要感到内疚。

  　故に、偵察はさせてもらう。招き入れられたのだ、後ろめたい事はあるまい。

  

  

  

  

  神殿骑士带着小恶魔们，就像小学远足一样走在教皇厅中。

  　まるで小学校の遠足めいて、小さな悪魔達を連れた神殿騎士は教皇庁の中を歩いていた。

  

  这里和亚历山大城到处展示绘画和昂贵艺术品的风格不同，看起来就像是一座宗教设施。

  　いたるところに絵画や高そうな美術品の展示があったアレハンドロの城と違って、宗教施設然としたシンプルな景観だった。

  

  不过，内部构造一样错综复杂。我在教皇的领路下，仔细地在脑中描绘出自己走过的路线。

  　しかし、入り組んでいるのは変わらずか。私は教皇の下に連れられながら丁寧に脳内で歩いた場所をマッピングしていた。

  

  

  

  「马上就要到教皇大人坐镇的大教堂了。听好了，你们只要乖乖听他说话就好，绝对不能开口说话。」

  「もうすぐ教皇様の座す大聖堂だ。いいか、お前たちは話を聞くだけだ。決して口を開くんじゃない」

  

  

  

  骑士在途中这么说道。

  　行きがけに騎士がそんなことを言い始めた。

  

  哼，简直就像在说我们的言语会玷污教皇一样。我从这句话中感受到了这种含意。

  　ふん、まるで私たちの言葉で汚れるとでも？　そんな含みを感じた。

  

  我本来想在教皇面前破口大骂，甚至想唱首歌给他听，但这里不是我的终点，所以只能遗憾地拒绝。

  　本来なら教皇の前で罵詈雑言や、なんなら歌でも歌ってやりたいが、ここは私の終着ではないから惜しくも却下。

  

  我可不想就这样被带到教皇面前，差不多是时候了。

  　このまま教皇の下に連れられてはかなわんし、そろそろかな。

  

  

  「那个……」

  「あのう……」

  

  「嗯……？」

  「ん……？」

  

  

  我露出坐立难安的模样，抬起视线靠近其中一名骑士。

  　私はそわそわした様子を見せて騎士の一人に上目遣いですり寄った。

  

  骑士低头看着我，不知道我有什么事。我用双手按着肚子下方，小声地说道：

  　騎士は何事かと私を見下ろしている。私はお腹の下を両手で押さえながら、小声でささやく。

  

  

  「我快尿出来了……」

  「漏れそう、なのですが……」

  

  

  骑士听到后稍微睁大眼睛，然后无奈地摇了摇头。

  　それを聞いた騎士は少し目を丸くした後やれやれと首を振った。

  

  

  「你明明要见教皇大人，为什么没有先解决啊？」

  「教皇様がお会いになるというのに、どうして先に済ませなかったんだ」

  

  「对不起……啊啊，可是我已经忍不住了……又不能在教宗冕下面前出丑……」

  「ごめんなさい……ああ、でももう我慢が……教皇様の前で見苦しいものをお見せするわけにも……」

  

  

  我慌张地表示，骑士就焦急地急忙牵起我的手。

  　おろおろして見せれば騎士は焦った様子で慌てて私の手を引いた。

  

  我离开恶魔相之一伙人，吉吉用视线追着我好一会儿。

  　悪魔の相の一団から離れる私を、ジジはしばらく目で追っていた。

  

  一副「真是受不了你」的表情。蠢蛋，我哪会尿裤子。

  　まったくもう、という顔だ。馬鹿め、私がお漏らしなどするか。

  

  

  

  骑士带我来到厕所所在的走廊。似乎有分成男女，骑士指着一间厕所，背靠墙壁双臂抱胸。

  　騎士に連れられやってきたのは便所のある廊下。男女別に分かれているようで、騎士は一室を指さすと壁に背を付けて腕を組んだ。

  

  其实我不需要有人陪，但也没办法。不，这里就稍微坚持一下吧。

  　連れ添いなど不要だったのだがまあ致し方あるまい。いや、ここは少しだけ粘ってみるか。

  

  

  我交互看着骑士指着的女厕与骑士的脸。

  　私は騎士が指さした女子トイレと騎士の顔を交互に見る。

  

  我迟迟不去厕所，骑士就一脸不高兴地问怎么了。

  　私がなかなかトイレに行かないので騎士は面白くない顔でどうしたんだという。

  

  

  「声音……」

  「音が……」

  

  「什么？你说什么？」

  「なに？　なんだって？」

  

  「声音，那个……怕被男士听见会害羞，那个……我也是女生……」

  「音が、その……殿方に聞こえてしまうのが恥ずかしくて、その……わたしも、女の子なので……」

  

  

  我频频偷瞄骑士的眼睛。

  　私はちらちらと騎士の目を見た。

  

  

  「～～！知道了！我在那边等你，快点解决！」

  「～～ッ！　わかった！　私はあちらで待っているから、早く済ませてこい！」

  

  

  骑士说完就大叹一口气，走过走廊转过转角。

  　騎士はそう言って大きな溜息をつき、廊下を歩いて角を曲がった。

  

  我对着他的背影说声「谢谢！」也转过身去。

  　その背中にありがとうございます！　と告げて私も背を向ける。

  

  

  「大男人真好骗。」

  「ちょろいな、大人の男は」

  

  

  我露出一抹坏笑，快步在走廊上前进。对上班族来说，上厕所是偷懒的常用手段。我好久没用这招了。

  　私はにやりと笑って廊下を足早に歩きだす。用足しなど、サラリーマンにとってはサボりの常套手段だからな。久しぶりに用いたものだ。

  

  比起教皇那番令人感激涕零的发言，我还有其他事情要处理。

  　さて、ありがたい教皇の話なんぞよりやることがある。

  

  我让吉耶儿等人做好逃离的准备，骑士蜥蜴们应该也正在执行任务。

  　キエル達には脱出の用意をさせているしナイトリザード達も仕事にかかっているだろう。

  

  我要找出那些家伙的心脏。不管是能用的书籍还是其他东西都好，我必须把那些东西记在脑中。

  　私は、奴らの心臓を探す。使える書物でもなんでもいい。見つけて頭に入れなくてはな。

  

  

  

  不过，虽然只是未遂，但比起被男人听见上厕所的声音，我更羞于表现出女性的一面。

  　だが、しかし。未遂とはいえ用足しの音を男に聞かれることなぞより女としての振る舞いをする方がよほど恥ずかしくて仕方がなかったぞ。

  

  「声音？你说声音吗？哈，原来那招有用啊。」

  「音？　音だと。はっ。通用するものなのだな」

  

  我再次体认到，女人这种生物真是令人难以理解。

  　女性という物は改めて、わからないな。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  （克莱儿怎么还没回来……她到底怎么了？）

  （ココット、戻ってこないな……どうしたんだろ）

  

  

  

  听完教皇的发言后，伊伊开始思考起克莱儿的事情。

  　ジジは教皇の話を聞き終えて、ココットの事を想っていた。

  

  教皇的发言充满希望。他愿意向我们这些恶魔之相的持有者宣扬神的教诲。克莱儿说得没错，他至今一直轻蔑我们，现在却突然改变态度。不仅如此，他还摆出一副高高在上的姿态，仿佛我们才是正义的一方，还给予我们赎罪的机会。

  　教皇の話は希望に満ちていた。自分たち悪魔の相を持つ者たちへ神の教えを説いてくれたと。確かにココットの言ったとおりに、今までさんざん蔑んできて急に掌返し。あまつさえまるで自分たちが正義であるかのように贖罪の機会を与えるという上から目線には思うところはある。

  

  不过，即使如此，只要能感觉到彼此愿意互相靠近，就足以让众人对未来充满希望，这也是教皇之所以怀抱梦想的原因之一。

  　だがそれでも、ジジには互いに歩み寄れる気になったという一点において、今後の未来を希望に満ちたものとして夢想させる一因と考えていた。

  

  

  至于教皇。

  　そして教皇は。

  

  他面带微笑，眺望着结束布道，正在祈祷的恶魔之相持有者。

  　教えを説き終えて祈りをささげる悪魔の相を持つ者たちに微笑みかけながらその姿を眺めていた。

  

  教皇看着他们对背后女神尤奈ail的绘画虔诚祈祷的模样，一边佩服他们良好的态度，一边突然……皱起眉头。

  　教皇の背にある女神ユナイルの絵画に熱心に祈りを捧ぐ姿に良き姿勢だと感心しつつ、ふと……眉根を寄せた。

  

  

  「嗯嗯……奇怪……？我听说恶魔有十三名……怎么只有十二名……？」

  「うんうん……はて……？　悪魔達は１３名と聞いていましたが……１２名しか……？」

  

  

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  我兴高采烈地在教皇宫殿内散步。为了保险起见，我戴着兜帽遮住头发，不过只要表现得堂堂正正，意外地一般祭司都会直接忽略我。

  　私はうきうきしながら教皇庁内部を散策していた。念のためフードをかぶって髪を隠しているが、堂々としていれば意外と一般の司祭どもは私をスルーした。

  

  虽然骑士看到时还是会躲起来，不过戒备似乎很松散。不过这个阶段，他们应该不会想到内部有敌人，而且还是魔将军潜伏其中。后方那些过惯和平日子的家伙，不会想到这个局面，竟然会有人从内侧攻击。

  　流石に騎士が目に入った時は身を隠したが、警戒はザルらしいな。まあこの段階で内部に敵が、それも魔将軍が潜伏しているとは思うまい。後方で平和ボケした連中は、この局面にあって内側には目を向けないのだな。

  

  

  没想到这么简单就溜出来了。教皇宫殿的内部……就让我好好观光一下吧。

  　案外簡単に抜け出せた事だ。教皇庁の内部……せいぜい観光させてもらうとしよう。

  

  正当我这么想，露出满意的笑容时。

  　と考えてにんまりと笑った矢先。

  

  

  「喂，那边的小不点！你在做什么！」

  「おいそこの小さいの！　そこで何をしている！」

  

  

  一个威严的声音传进我耳中。

  　凛とした声が私の耳に届いた。

  

  刚刚那是对我说的吗？不对，肯定是对我说的。

  　今のは私に言ったのか。いや、間違いなく私に言ったものだ。

  

  我吓得肩膀一震，忍不住转过头，看到走廊前方的转角处有个人影。

  　びくりと肩を震わせて思わず振り返れば廊下の先の角に人影。

  

  站在那里的是圣歌队副队长……我记得是叫雷威吧。

  　そこに居たのは聖歌隊副長の……たしかレーヴェとかいうやつだ。

  

  

  「恶魔的长相……？她现在应该在教皇阁下那里……为什么会在这里！」

  「悪魔の相……？　今は教皇様の所にいるはず……なぜこんなところにいる！」

  

  我吓了一跳，慌张起来。我猛然回神，把手放到头上，看来是急忙转过头时，兜帽掀了起来。

  　私はびくりと慌てる。はっとして頭に手をやれば急ぎ振り返った際にフードが捲れたらしい。

  

  糟糕糟糕……！

  　まずいまずい……！

  

  这是什么搞笑失误啊！我为自己的粗心大意及冒失叹息。我慌忙重新戴上兜帽，瞥了雷威一眼，思考有没有办法蒙混过去。

  　なんてギャグみたいなミスなんだ！　自分の迂闊とドジを嘆く。私は慌ててフードを被り直しレーヴェをちらりと見やり、ごまかせないかと思案する。

  

  

  「咦、啊……呃……那个，我是来上厕所……」

  「え、あ……えっと……その、用足しに……」

  

  「上厕所……？」

  「用足し……？」

  

  

  雷威露出疑惑的表情，朝我踏出一步。

  　レーヴェは怪訝な顔をして私に一歩を踏み出した。

  

  

  「这里没有厕所哦。你迷路了吗？」

  「こっちにはないぞ。迷子か？」

  

  

  我还没听完那句话，就冲了出去。

  　その言葉を聞き終わる前に私は駆け出した。

  

  

  「啊，等等！你为什么要逃！我只是……」

  「あっ、待て！　なぜ逃げる！　私はただ……」

  

  

  我什么都没听，只是拼命地在走廊上奔跑。

  　何も聞かず私は必死に廊下を走った。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  我左弯右拐，气喘吁吁地拼命奔跑。

  　角を右へ左へ。息を切らしながら必死に走る。

  

  背后传来盔甲的脚步声，还有雷威制止我的声音。他追上来了。可恶！

  　背後からは甲冑の足音。そしてレーヴェの私を制止する声。追ってきている。くそったれ！

  

  我急忙环顾四周，寻找可以躲藏的地方、地方……！

  　急ぎ周囲を見渡す。どこか隠れられる場所、場所……！

  

  我弯过转角，东张西望地环顾四周。我打算打开一扇看起来可以进去的门，却注意到门上了锁，不禁咂舌。下一扇门也是锁着的。可恶，明明警备松散，这种地方的防盗意识却很高！

  　角を曲がりきょろきょろと周囲を見渡す。手ごろなドアを開けようとして鍵がかかっていることに気づき舌打ち。次のドア、ここにも鍵。くそっ、ザル警備のくせにこういう所は防犯意識が高い事だな！

  

  转角的另一侧仍旧传来脚步声。就这样逃走，迟早会被追上。得想办法撑过这个难关……！

  　角向こうからは未だ足音が聞こえてくる。このまま逃げてもいずれ追いつかれる。なんとかしてやり過ごさねば……！

  

  

  然后，我盯上一个地方，咽下一口唾液，做好觉悟。

  　そして私は一点に目を付け、唾を飲み込んで覚悟を決めた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  「等等！喂！……可恶，跑哪去了……！」

  「待て！　おい！　……くそっ、どこに行った……！」

  

  

  雷威环顾四周，确认没有任何人在，接着立刻咂舌，冲了出去。

  　レーヴェは周囲を見渡し、誰もいないことを認めた。そしてすぐに舌打ちをして駆け出していく。

  

  

  「我只是想告诉他地点而已……我的表情有那么可怕吗？虽然经常有人这么说……算了……喂——！刚才的小不点！你在哪里——！」

  「場所を教えようとしただけなのに……私はそんなに怖い顔をしていたか？　よく言われるとはいえ……まあいい。……おーい！　さっきの小さいの！　どこだー！」

  

  

  雷威小声地嘟囔了些什么后，再次发出寻找我的声音，跑了起来。

  　レーヴェはぼそぼそと何かつぶやいた後、再び私を探す声を上げて走った。

  

  确认他的声音远去后，我松了一口气。

  　その声が遠ざかっていったのを確認して私は一息ついた。

  

  他走了啊……吓出我一身冷汗。

  　行ってくれたか……。肝が冷えた。

  

  要是被他抓到，恐怕就很难再得到散步的机会了。

  　捕まっては再び散策の機会を得ることが難しくなる恐れもあった。

  

  就算能用跟刚才相同的手法骗过他，雷威是女人，监视者有可能会连上厕所都跟着。

  　仮に先ほどと同じ手口で騙せても、レーヴェは女だ。監視についてトイレの中まで付き添われかねないからな。

  

  不如说，他反而可能很了解这种事，但既然已经成功逃过一劫，想这些也没用。

  　むしろ逆にそういった事に理解があるかもしれんが、逃げ切れたのだから考えるだけ無駄だ。

  

  

  我任由风拂过脸颊，擦去冷汗。

  　私は風に頬を撫でられながら冷や汗を拭った。

  

  我下定决心，把身体探出窗框，从二楼的窗外探出身子，用手脚攀住突起处，把自己藏在外头。

  　私は意を決して窓枠に身を乗り出し、２階の窓外に身を乗り出して、突起に手と足をかけて張り付くようにして外に隠れたのだ。

  

  幸好这里是面向中庭的走廊。虽然很冷，但总比被抓住好，而且我已经习惯从库瓦托背上跳下来，所以才会做出这种赌命的行动。

  　中庭を向いた廊下で幸いだった。ひやりとしたが捕まるよりはましな上、高所などクォートラの背で慣れていたからと自分に言い聞かせた決死の行動であった。

  

  而这个行动似乎奏效了，我没有被雷威发现。

  　そしてそれは功を奏したらしい。レーヴェには見つからずに済んだ。

  

  

  我松了一口气，笑了出来。

  　私は一息ついて笑う。

  

  这里离地面有段高度，下方是中庭。虽说长着好几棵茂密的树，这个尝试还是相当危险。

  　あまり高い場所ではく下は中庭。木が何本も生い茂っているとはいえ、なかなか危険な試みだった。

  

  要是掉下去，肯定撑不了多久。要是不小心脚滑，一切就结束了，真是万幸。

  　落ちればひとたまりもあるまい。間違って足でも滑らせればおしまいだったから、本当に幸いだった。

  

  

  「哈哈，幸好他很快就离开了。这种像电影一样的躲藏方式，意外地不能小看呢。好了，继续观光……呜哇！？」

  「はは、さっさと行ってくれて助かったな。こんな映画みたいな隠れ方も意外と馬鹿にはできんわけだ。さて、観光の続きと……とぁっ！？」

  

  

  我一个人自言自语，沿着外墙的台阶想要回到窗户……结果脚滑了。

  　私は一人呟きながら外壁の段差をつたって窓に戻ろうとして……足を滑らせた。

  

  在关键时刻……出包了。真是的。

  　本当に肝心なところで……ドジだ。

  

  

  「什么，啊————！？」

  「な、あッ――――！？」

  

  

  身体轻飘飘地浮在空中，转眼间，敞开的窗户离我越来越远。在自由落体的惯性中，我眼前一片空白，拼命地将手伸向窗框，但手却离窗框越来越远。

  　ふわりと体が宙に浮き、みるみるうちに開け放たれた窓が遠ざかっていく。自由落下の慣性の中、私は目の前が真っ白になりながら懸命に手を窓枠へと伸ばすが、遠ざかるばかり。

  

  怎么会……！

  　そん、な……！

  

  

  我连发出惨叫的时间都没有，背后传来树叶和树枝的触感……伴随着疼痛，树枝发出清脆的声响折断。

  　悲鳴すら上げる間もなく、背中に木の葉や枝の感触……痛みとともに乾いた音がして枝が折れる。

  

  等等，不对劲。贯穿枝叶的我，眼前看到的是树根。我还没落地。这是怎么回事？从这里到中庭，顶多只有1层楼的高度。可是，我现在已经往下掉了2层楼！

  　まて、おかしい。枝葉を貫通した私が視界に見たのは木の根。落下はまだ終わらない。どういうことだ。中庭までせいぜい1階分の高さだった筈。なのにこれは、現在だけで2階分は落ちているぞ！

  

  不行，糟糕！就算没死，也免不了重伤————！

  　ダメだ、まずい！　死なずにしても大怪我は免れな――――ッ

  

  

  

  我的思考被与撞击地面不同的感觉打断。

  　と、私の思考は地面に激突するのとは違う感覚に中断される。

  

  随着噗通一声，我的视野变得透明。

  　どぼんと言う音とともに私の視界が透明になる。

  

  

  （呜啊……这是什么……水！？）

  （うあ……なんだこれは……水！？）

  

  

  水咕噜咕噜地灌进嘴里。我慌忙挥舞手脚，好不容易成功地将脸探出水面。

  　がぼがぼと口の中に水が入ってくる。慌てて手足をバタバタと動かし、なんとか水面に顔を出すことに成功した。

  

  

  「噗哈！咳、咳……！」

  「ぷはあ！　げほっ、ごほっ……！」

  

  

  我因为慌张的呼吸而呛到水。虽然水深到脚踩不到底，但环顾四周，这里不是中庭。简直就像一个大洞。我抬头仰望天空，从这个恐怕是地底的大洞，可以看见圣堂的内壁。

  　慌てた呼吸で水を飲んでしまいむせる。足はつかない深さだが、周囲を見れば中庭ではないな。まるで大穴だ。天を見上げればおそらく地上であろう大穴から聖堂の内壁が見えた。

  

  天空相当高，感觉就像从塔中仰望天空。或者该说，像是从井底仰望的感觉。

  　空は相当高くに在り、まるで塔の中から天を見上げたような気分。あるいは、井戸の底から見上げた感覚か。

  

  我重新环顾四周。我现在似乎正漂浮在池塘中，而且周围令人惊讶地种植着树木。从树木的缝隙间，可以看见红砖砌成的围墙。

  　改めて周囲を見やる。今私が浮かんでいるのはどうやら池。そして周囲には驚くことに木々が植えられていた。その木々の隙間からレンガ造りの穴壁が見えた。

  

  真伤脑筋，这里还挺宽广的。

  　弱ったな、それなりに広い。

  

  不过幸好我没有明显的外伤。只有在坠落时撞到树枝的背部有点痛。不管怎样，我得先上岸……

  　だが幸いなのは目立った怪我がない事だ。落下したときに枝に打った背中が少し痛むくらいで。ともあれ一先ずは岸に上がらないと……。

  

  

  「是谁？」

  「誰です？」

  

  「什……！」

  「なっ……！」

  

  

  我被突如其来的声音吓到，姿势一歪，再度让脸沉入水中。

  　私は突然の声に驚き姿勢を崩して再び水の中に顔を沈めることとなった。

  

  我在水中惊慌失措。这种地方有人……？被发现就糟了！

  　水の中で私は目を白黒させる。こんなところに人がいた……？　見つかったらまずい！　

  

  我暂时在水中拼命憋气，打算躲起来，但因为难以呼吸，忍不住把脸探出水面。由于勉强憋气，我的眼睛变得一片白。

  　暫く私は水の中で必死に息を止めて隠れたつもりでいたが、息が苦しくなり堪らず水面に顔を出した。無理して息を止めていたせいで目が白んでいる。

  

  正当我拼命呼吸，身体渴求氧气时，一个人影映入我的视野。

  　身体が酸素を求め必死の呼吸をしていると視界のうちに一人の影が映った。

  

  不行，被发现了。

  　ダメだ。見つかった。

  

  

  那个人影缓缓朝我走来。他完全察觉到我的存在。

  　その影はゆっくりと私に向かって歩いてきた。完全に私の存在を察知している。

  

  我一边思考着逃跑的计划，一边缓缓看向那个人影……

  　私はなんとか逃げ出す算段を企てながらゆっくりとその影を見て……。

  

  

  

  

  

  我一瞬间忘了呼吸。

  　一瞬、呼吸を忘れた。

  

  

  「怎么会……骗人……」

  「そんな……嘘だ……」

  

  

  我无法呼吸。

  　息が、できない。

  

  一名女性将胸部露出水面，伫立在那儿，仿佛在看着我。

  　私のほうを見ているように水面に胸上を出して佇むのは女性。

  

  她的头发被水濡湿，在天花板洒落的光芒照耀下……闪耀着金色的光辉。

  　その髪は水に濡れて、天井より注ぐ光で……金色に輝いていた。

  

  我挤出微弱的声音……不禁喃喃说道：

  　私は、絞り出すようなか細い声で……思わず呟いた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  「难道是……蕾、梅……」

  「まさか……レイ、メ……」

  

  

  

  

  

  

 
  ＃８９　揺らぎ

  ＃89　动摇

  　

  

  不可能。

  　ありえない。

  

  怎么可能会有这种事。

  　そんなバカなことがあるわけがない。

  

  出现在我眼前的女性是蕾依————

  　目の前に現れた女性は、レイメ――――。

  

  

  

  

  

  ——不，不对。她很年轻。而且蕾依已经死了。我亲眼看到她化为闪耀着红紫色光芒的圣石，镶嵌在我的胸口。我确实看到她的生命残渣化为圣石，身体化为灰烬，被风雨带走。

  　――いや、違う。若い。それにレイメは死んだのだ。私の胸に輝く赤紫色の聖石となったのをこの目で見た。命の残滓が聖石となり、身体が灰となって雨風に攫われるのを確かに見たのだ。

  

  眼前这名少女的年纪大约十七岁。

  　目の前の少女の年の瀬はおよそ１７程。

  

  不过，她有着一头我熟悉的金发，长相也与蕾依有几分神似。简直一模一样。

  　だが見覚えのある金髪と、顔だちに面影がある。そっくりだ。

  

  她真的与我转生到这个世界时，所见到的年轻时的蕾依十分相似。

  　私がこの世に生まれ変わった時に見た若いころのレイメに、本当によく似ていた。

  

  

  我屏息凝视着这名少女。

  　私は息をのんでその少女を見つめていた。

  

  

  

  然而，少女却……没有看着我。

  　だが対して少女は、私を見て……いない。

  

  她马上东张西望，歪着头说：

  　すぐに周囲をきょろきょろと見渡して首を傾げた。

  

  

  「咦？好奇怪哦……我明明听到有人掉进水里……」

  「あれ、おかしいですね……確かに誰かがこう、ぼちゃんと落ちてきたような気がしたのですが……」

  

  

  ……什么？

  　……は？

  

  少女在我眼前说出这种话。

  　少女は私の目の前でそんなことを言うのだ。

  

  她明明离我这么近，却仿佛没看到我，东张西望地环顾四周。

  　私と幾許も離れていないというのに、まるで私が見えていないかのように周囲をきょろきょろと見渡している。

  

  难道这女人……

  　まさかこの女……。

  

  

  

  既然如此，事情就不同了。我要悄悄地游向岸边，不让她发现……

  　ならば話は違う。このままゆっくりとバレないように岸に向かって……。

  

  

  我这么心想，缓缓地将注意力放在少女身上，准备游走时，有东西戳了戳我的屁股。

  　そう考えゆっくりと少女に注意を向けながら泳ごうとしたところで、私のお尻を何かがつついた。

  

  

  「呀啊！？」

  「ひゃあッ！？」

  

  

  我反射性地吓得差点跳起来，赶紧按住屁股。

  　反射的に私は飛び上がらんばかりに驚き、尻を抑えた。

  

  往水里一看，发现有条像鲤鱼的鱼游走了。别在这种地方养鱼啦！

  　水の中を見れば鯉のような魚が泳ぎ去るのが見えた。こんな場所で魚なんか飼うな！

  

  

  「哎呀，果然有人在呢！」

  「あら、やっぱり誰かいたんですね！」

  

  「糟糕——」

  「しまッ――」

  

  

  少女终于好好看了我一眼，露出微笑。

  　少女はついに私の方をしかと見て、にこりと微笑んだ。

  

  

  「从声音听来……应该是年纪很小的客人呢！不过你是怎么来到这里的呢？嗯——」

  「声からして……大分小さなお客さんですね！　でもどうやってここに来たのでしょう？　うーん」

  

  

  少女用与蕾梅相似的容貌，开始说起这种话。

  　レイメに似た顔で、そんなことを言い始める少女。

  

  每当她说些什么、做些什么，我的脑中就充满困惑。我哪有办法回答是怎么来的，我有更多事情想问她。为什么她长得像蕾梅？

  　彼女が何か言い、何かするたびに私の頭の中には困惑が広がっていく。どうやって来たもない。こっちが聞きたい事の方が多い。どうして、レイメに似ているんだ。

  

  我用颤抖的手紧握胸前的圣石。

  　私は震える手で胸の聖石を握りしめる。

  

  

  这让我抛开刚才的思考，脱口而出的话是：

  　それでそれまで考えていたことは吹き飛び、口からついて出た言葉は。

  

  

  

  「你……是谁……？」

  「誰、なんだ……お前は」

  

  

  

  听到这句话，少女鼓起脸颊。

  　そんなセリフに少女は頬をぷくーっと膨らませた。

  

  然后她朝我伸出手，竖起食指。

  　そして私めがけて手を伸ばし、人差し指をぴんと立てた。

  

  

  「啊——！这样不行哦！要问别人的名字，要先报上自己的名字！」

  「あーっ、いけませんよ！　人に名前を尋ねるときは、まず自分から名乗るものです！」

  

  「咦、咦咦……？」

  「え、ええ……？」

  

  

  她缓缓拨开水靠近困惑的我，伸手摸索着什么，碰触我的手，握住。

  　困惑している私に彼女はゆっくり水をかき分けて近寄って来て、手を伸ばし、何かを探るような手つきで寄せると私の手に触って、握る。

  

  我差点因为冲击而沉入水中，幸好有她搀扶。

  　はずみで沈みそうになったが彼女に支えられた。

  

  这段期间，我依然动弹不得。愈是靠近她，就愈能从她的五官中看见雷梅的影子，让我的身体僵硬不已。

  　その間も私は動けずにいた。近くで見れば見るほど、彼女の顔だちにレイメの面影を見て、身体が硬直してしまっていた。

  

  

  「所以，来吧！」

  「だから、はい！」

  

  「那、那个……」

  「あ、あの……」

  

  

  她笑咪咪地等待我开口……我报上了自己的名字。

  　にこりと笑って私の言葉を待つ彼女に……私は、名乗る。

  

  报上那个和她十分相似，我最爱的人赐给我的重要名字。

  　彼女によく似た私の最愛の人よりもらった、大事な名前を。

  

  

  「……我叫……可可……」

  「……ココッ……ト……です」

  

  

  报上名字后，我立刻垂下眼帘。

  　名乗ってすぐに私は目を伏せた。

  

  我垂着眼，看着倒映在水面上的她的脸庞，她随即露出灿烂的笑容，重新握紧我的手。

  　伏せた目で水面に映る彼女の顔を見ていれば、ぱあっと笑って私の手を握りなおした。

  

  

  「你叫克莱儿对吧！说得好！我……这个嘛……请叫我小库吧！」

  「ココットですね！　よくできました！　私は……そうですね……クーと呼んでください！」

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  「米莱儿，你肚子饿了吗？你喜欢吃什么？这里有很多东西哦！啊，要不要吃饼干？这里也有很多点心……」

  「ココットはお腹すいてます？　好きなものは何です？　いろいろありますよ！　あ、クッキーなんかどうです？　お菓子も色々あって……」

  

  

  在她的……小库的引导下，我爬上岸，被带到一个位于竖洞墙壁上的房间。

  　彼女……クーの導きで岸に上がった私は、縦穴の壁に掘られた部屋に案内されていた。

  

  小库以现在进行式接连不断地抛出问题和话题。我根本来不及回答，她就抛出下一个问题，根本称不上是对话。

  　そして現在進行形でクーが矢継ぎ早に繰り出す質問や話を叩きつけられている。答える間もなく次の質問が来るのでもはや会話の体を為していなかった。

  

  不过，就算真的能对话，我脑中一片混乱，应该也答不出什么像样的答案。

  　最も、仮に会話になっていたとしてもぐちゃぐちゃの頭の中ではまともな答えが出せそうにはなかったが。

  

  

  他带我来到的房间十分豪华，整齐得让人难以想象位于这种竖洞的底部。

  　案内された部屋はこんな縦穴の底にあるとは思えないほど豪奢で、整っていた。

  

  房内甚至有寝具和调理台，毫无疑问是以生活为前提打造的房间。

  　寝具や調理台まであり、生活することを前提に作られた部屋であることは疑いようがなかった。

  

  然而，我心中浮现「为什么」的疑问，无法集中精神。

  　だが、それが何故、という疑問を心の中に感じつつも、集中が出来なかった。

  

  不对，我在犹豫什么？小库和雷梅是不同人。

  　いや、何を惑わされている。クーはレイメとは別人だ。

  

  雷梅死了，这是无庸置疑的事实。

  　レイメは死んだ。それこそ疑いようのない事実。

  

  所以现在该做的是逃离这里。

  　だから今すべきことは脱出だ。

  

  别想多余的事。啊啊，可恶，头好痛，身体也发冷。

  　余計なことは考えるな。ああくそ、頭が痛い。寒気もする。

  

  总之，现在要先回镇上一趟。

  　とにかく今は、一度街に戻るのが先決。

  

  我利用小库问出回到上面的路，然后做该做的事。

  　クーを利用してさっさと上に戻る道を聞いて、やるべきことをする。

  

  

  我尽可能装出胆怯的表情，抬眼看着小库。

  　私はできるだけおどおどした表情を作り、クーを上目遣いに見た。

  

  

  

  「呃……我迷路了……啊——小库……？所以，呃……」

  「えっと……迷子になっちゃって……あー、クー……？　だからえっと」

  

  「咦咦！？那可不得了……」

  「ええ！？　それは大変……」

  

  

  小库夸张地露出惊讶的表情，开始慌张起来。

  　クーは大仰に驚き、おろおろし始める。

  

  然后——

  　そして。

  

  

  「你一个人迷路了吗？你妈妈呢？」

  「一人できちゃったんですか？　お母さんはどうしているんです？」

  

  「呜……」

  「ッ……」

  

  

  他用那张脸……问我这个问题吗？这么残酷的问题。

  　その、顔で……私にそれを、聞くのか。残酷な、事を。

  

  这也是神赐予我的试炼吗？

  　これも神が私に与えた試練とでもいうのか。

  

  啊啊，身体在颤抖，头好重。

  　ああ、身体が震える。頭が重い。

  

  我用颤抖的嘴唇编织出话语。

  　私は、震える唇で言葉を、紡ぐ。

  

  

  「妈妈……妈妈……哈啾！」

  「母は……母は……は、くちゅッ！」

  

  

  看到我打喷嚏，小库又慌慌张张地用手捂住嘴巴。

  　くしゃみをした私に、クーはまたしても口に手を当てて慌て始めた。

  

  

  「啊啊，糟糕了！因为您一直湿着身体，要是感冒就糟糕了！呃，替换的衣服……也得擦干身体才行……呃，布，布……」

  「ああ大変です！　濡れたままだったのですものね、風邪をひいたら大変です！　えっと替えの服……身体も拭かないと……ええと、布、布……」

  

  

  她就这样不知所措地开始在附近寻找东西。

  　そのままおろおろしながら辺りを物色し始めて。

  

  小库的脚被眼前的椅子绊到，跌倒在地。

  　クーは目の前にあった椅子に足を引っかけて転倒した。

  

  我猛然回神，急忙跑到她身边，将她扶起来。

  　私ははっとして急ぎ彼女に駆け寄り、助け起こす。

  

  

  「小库，你的眼睛……看不见吗？」

  「クーは、目が見えない……の？」

  

  

  被我扶起来的小库露出困扰的笑容。

  　私に助け起こされながら、クーは困ったように笑った。

  

  

  「是的，其实就是这样。我从出生时就一直……好像是生病了。」

  「はい、実はそうなんです。生まれた時からずっと……病気、らしいです」

  

  「原来是这样啊。」

  「そう、なんですね」

  

  

  她缓缓站起身子，这次笑着从篮子里拿出布递给我。

  　ゆっくり立ち上がった彼女は、今度こそ笑いながら籠より布を取り出して私に差し出してくる。

  

  我接过布，擦拭头发。

  　私はそれを受け取って、髪を拭った。

  

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  「教皇阁下，辛苦您了。」

  「教皇様、お疲れ様です」

  

  

  一名骑士跪在结束说法的教皇面前。

  　説法を終えた教皇の下に騎士の一人が跪く。

  

  教皇呼地吐了一口气，以平静的表情望向骑士。

  　教皇は息をふうとついたのち、穏やかな表情で騎士を見やった。

  

  

  「魔族军有动静吗？」

  「魔族軍に動きは？」

  

  

  「没有。不过，就算他们攻过来，凭巴尔塔目前的兵力应该也不成问题。」

  「ありません。まあ、仮に攻めてきたところで現在のバルタの兵力ならば問題ないかと」

  

  「不可以大意哦，骑士迪欧尼欧。就是因为这样，敌方的战线才会推进到这种地步。欧塔纳、弗利克泰拉、卢伊卡纳都是这样沦陷的吧。」

  「油断はいけませんよ、騎士デオニオ。そうやってここまで戦線を押し上げられてしまったのです。アウタナも、フリクテラも、ルイカーナもそうやって陥落したのでしょう」

  

  「是……」

  「は……」

  

  

  

  听到教皇的教诲，男人……迪欧尼欧深深低下头。

  　教皇の諭すような言葉に男……デオニオは深く頭を下げた。

  

  迪欧尼欧缓缓抬起头，再次开口：

  　デオニオはゆっくり頭を上げ、改めて言葉を紡ぐ。

  

  

  「可是，教皇陛下，如果在与魔族军对峙的期间收容恶魔之相，不是只会煽动民众的不满吗？」

  「しかし教皇様。魔族軍と睨みあいの最中にあって悪魔の相の受け入れを行えば民衆の不満を煽るだけでは？」

  

  「圣女大人是这么说的，所以不会有问题。那女孩的支持力即使在隐居之后依然健在。光是优奈伊露的化身这个头衔，就具有极大的影响力。」

  「聖女様が申されたのですからそういうものでもありませんよ。あの娘の支持力は隠匿の身に在って健在。ユナイルの現身という肩書はそれだけで絶大なのです」

  

  

  教皇用有点困扰的表情这么说。然后他望向圣堂出口的门，想起刚才专心听自己说话的那些有恶魔之相的孩子。

  　教皇は少し困ったような顔でそう言った。そして聖堂の出口たる扉を見やり、先ほどまで自分の話を熱心に聞いていた悪魔の相もつ子らを思い浮かべる。

  

  

  「你看到他们专心听我说话的表情了吧？那些孩子是寻求救赎的可怜羔羊。」

  「私の話を熱心に聞いてくれた彼らの顔を見たでしょう。あれらは救いを求める哀れな子羊なのです」

  

  「是这样吗？」

  「左様でございますか」

  

  「你好像很不服气呢，迪欧尼欧。放心吧，他们还有用处。他们一定会成为我们的力量。」

  「不服そうですね、デオニオ。安心しなさい。彼らには使い道という物があるのですよ。きっと私たちの力となるでしょう」

  

  「那么……」

  「では……」

  

  

  迪欧尼欧露出笑容看着教皇，教皇也点点头，露出笑容。

  　デオニオが笑みを浮かべて教皇を見れば、教皇もまたうんうんと頷いて笑顔を見せた。

  

  不过他立刻收起笑容，这次将视线从迪欧尼欧身上移开。

  　だがすぐに笑みを消し、今度はデオニオから視線を動かした。

  

  

  「还没有找到拥有恶魔长相的人吗？」

  「居なくなった悪魔の相を持つ者はまだ見つからないのですか？」

  

  

  教皇对跪在眼前的骑士们这么说道。

  　教皇は目の前に跪く騎士たちにそう言う。

  

  骑士们一边随侍在侧，一边报告。

  　騎士たちは傅きながら報告をする。

  

  

  「其中一名骑士，那个……带她去上厕所，之后就走散了……」

  「騎士の一人が、その……用を足しに行くといった彼女の引率をしたのですが、その後見失ったようで……」

  

  「嗯，快点找到她并逮捕。她……没有听从我的教诲，依然是个可怕的恶魔。找到她之后……就放逐吧。」

  「ふうむ。急ぎ見つけ捕えなさい。彼女は……私の教えを聞いてはいません。未だおぞましい悪魔のまま。見つけ次第……追放しましょう」

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  「那么……小库一直待在这里？」

  「じゃあ……クーはずっとここに？」

  

  

  

  不知道经过了多久。

  　どれだけ時間が経っただろうか。

  

  我擦干身体，借了衣服换上后坐在桌前。因为觉得湿答答的身体实在不太好，我冷静下来决定先安抚她，不过在那之后，我花了一些时间与小库交谈，顺便收集情报。

  　体を拭き、着替えを借りた私はテーブルについていた。流石に濡れた体ではまずいと考えて一度冷静になりあやかることにしたわけだが、そんな流れで情報収集を兼ねてクーといくらか時間をかけて話をしていた。

  

  话虽如此，大部分都是她自顾自地说，我只有附和而已。我也像MIO一样扮演天真无邪的孩童，听着她诉说自己的遭遇，途中她开始说起令人在意的事情，我喝下她端出的类似果汁的饮料后，喘了口气这么问道。

  　と言っても概ね勝手に彼女が話をしてくれるものだから、大半は相槌ではあったのだが。私もミオのように無垢な幼子を演じながら彼女が語る身の上話を聞いているうちに気になる話をし始めたものだから、出されたフルーツジュースめいた飲み物を飲み込んだのちに一息ついて、そう聞いた。

  

  

  「是的！我平常一直待在这座地下圣堂的某个房间。」

  「はい！　普段はこの地下聖堂の一室にずっとおります」

  

  

  我看了她笑咪咪地回答时的表情一眼，接着再次环顾四周。

  　にこやかに笑って答えた彼女の顔を一目見た後、私は改めて周囲を見渡した。

  

  这间奢华的房间在生活上应该不会有任何不便。不过，这里是地底，位于那个贯穿教皇宫中庭的竖洞底部。

  　生活するうえでは不便はないであろう豪奢な一室。だがここは地下であり、あの教皇庁の中庭に穿たれた縦穴の底にある。

  

  小库说这里是地下圣堂，所以肯定是教皇宫设施的一部分，但这个房间只有一扇门，连窗户都没有，气氛昏暗，简直跟牢房没两样。

  　クーはここを地下聖堂と言っていたから、教皇庁の有する施設の一角であることには違いないが、部屋から外に出る扉は一つで窓さえない部屋の雰囲気は、薄暗くてまるで牢獄だった。

  

  

  听说她基本上一直独自待在这里。或许是因为这样，就算不知道我的来历，她还是能跟我这个访客交谈，让她感到很开心。

  　話に聞くに彼女は基本ずっとここに一人でいるのだという。だからか、私のような来客に、たとえ素性が知れずとも会話できる喜びがあるのだとか。

  

  只要没事，她就被禁止外出，这让我想起自己在奥翠纳被幽禁的那段日子。与此同时，我也感受到一股难以言喻的愤怒。

  　用事がない限り外に出ることは禁じられているという事で、私はアウタナで幽閉されていたころの自分を思い出した。そして同時に、言いようのない憤りを感じたのだ。

  

  

  「呐，克莱儿！我们当朋友吧！」

  「ね、ココット！　私とお友達になりましょう！」

  

  「咳咳……咦？」

  「けほっ……え？」

  

  「我没什么朋友！啊，我当然还是有朋友啦。不过，像你这样的朋友我还是第一次遇到！我觉得我们一定能成为好朋友！」

  「私、友達あんまりいないんです！　あ、いるにはいますよ？　でもあなたのような友達は初めて！　きっといい友達になれると思うんです！」

  

  

  小库突然这么说。

  　クーは突然そんなことを言い出した。

  

  这种开朗到不行的个性和氛围，简直跟吉吉一模一样。而散发出这种氛围的女性，又跟蕾梅有几分神似。这让我困惑不已。

  　この底抜けの明るさ、そして雰囲気。ジジのようだ。そんな雰囲気がレイメに似た女性から醸されている。困惑するには十分すぎた。

  

  她的困惑让我回顾至今发生的事。

  　その困惑は私に今までの事を振り返らせる。

  

  朋友。仔细想想，我有朋友吗？

  　友達。思えば私に友達はいるのだろうか？

  

  来找我当朋友的希雅被我杀了。

  　友達になろうと言って来たシアは殺した。

  

  米欧与其说是朋友，不如说是更重要的存在……可以说是我的另一半……没错，就像妹妹一样。

  　ミオは友達というかもっと大切なもの……半身というか……そう、妹みたいなものだ。

  

  至于吉吉……老实说，我因为他的个性太开朗而感到棘手，不过同样身为遭遇不幸的人，我对他也有同理心。他看起来不像是坏人。

  　ジジは……正直明るすぎて苦手だが同じ境遇の身としては思うところはある。悪いやつでもなさそうだ。

  

  ……我没有朋友。

  　……いないな、友達。

  

  我呼了一口气，然后猛然回神，摇摇头甩开多余的思考。

  　私はふうと息を吐いて、はっとして頭をふるふると振って余計な思考を振り払う。

  

  

  

  「怎么样？我们来当朋友吧！好不好！朋友！」

  「どうです？　なりましょ！　ね！　友達！」

  

  「……」

  「……」

  

  

  

  ……不行。现在不是做这种事的时候。

  　……ダメだ。こんなことをしている場合じゃない。

  

  在不知道对方底细的情况下加深感情也不太好。我是魔将军。这个城镇的人都是我的敌人。

  　相手の素性も知れぬまま親睦を深めるのもよろしくない。私は魔将軍。この街の人間はすべからく私の敵だ。

  

  啊，可恶。头好痛。待在这里身体状况就不好。我要赶快找出优奈伊尔教与巴尔塔的弱点，回到驻扎地。在艾库罗大人的抵达之前做好准备，一举攻入。现在不是摸鱼的时候。就算有长得像蕾梅的女人……就算有……也一定不是蕾梅，不要被迷惑了。

  　ああ、くそっ。頭が痛いな。ここにいるとどうも調子が悪い。早くユナイル教の、バルタの弱点を見つけ駐屯地へ帰還。エルクーロ様の到着までに準備を整えて一挙に攻め入る。油を売っている場合ではない。例えレイメに似た女が居たとしても……居たと、しても……。別人なのだから惑わされるな。

  

  而且我也想见米欧。只是稍微分开就变成这样。

  　それにミオにも会いたい。少し離れただけでこれだ。

  

  不知道琪叶有没有好好躲起来？她应该没有被夜行蜥蜴攻击吧？

  　キエルのやつもちゃんと隠れているだろうか。ナイトリザードに襲われてなどいないよな。

  

  我用仿佛融化成一锅浓汤的脑袋，茫然地思考着这些事。

  　ぼうっと私はそんなことをぐるぐると蕩けたスープのようにまとまらない頭で考えて。

  

  我没有回应小库的呼唤，从椅子上起身，无视一脸呆滞地望着我的小库，径自走向门口……

  　私はクーの言葉に応えずに椅子から降りると、ぽかんとした顔で私を眺めるクーを尻目にドアの方へ歩いていき……。

  

  

  然后，我倒下了。

  　そして、倒れた。

  

  

  

  「克莱儿！」

  「ココット！？」

  

  

  

  我听见小库冲过来的脚步声。

  　クーが駆け寄ってくる足音が聞こえる。

  

  我趴倒在地板上，身体感到强烈的倦怠感。倒地时撞到手肘，传来一阵疼痛。我睁开眼睛，视野却摇晃不已。

  　床にうつ伏せになった私は、痛烈な体のだるさを感じた。倒れた時に打ったか肘が痛い。目を開ければ視界が揺れる。

  

  真奇怪……身体好热，却又好冷。

  　妙だな……体が、熱い。なのに寒い。

  

  

  我无法睁开眼睛。但闭上眼睛后，头痛和恶心感便朝我袭来。

  　目を開けていられない。だが瞼を閉じれば頭痛と吐き気が襲ってくる。

  

  我应该已经摆脱宿醉了啊……

  　二日酔いは抜けたはず、なのにな……。

  

  我的视野和脑袋都变得模糊不清，意识也逐渐变得朦胧。

  　私は視界と頭がひどくぼやけ、うつらうつらと思考が白濁していく。

  

  小库的声音从我朦胧的意识之外传来。

  　そんな霞がかった思考の外から、クーの声が聞こえてきた。

  

  

  

  「好烫……」

  「ひどい熱……」

  

  

  

  发烧……吗？

  　熱……か。

  

  只是掉进水里就感冒了……？

  　水に落ちただけで風邪……？

  

  不，或许是我太勉强自己了。毕竟我的身体很虚弱，而且最近一直工作到很晚。

  　いや、無理をしすぎたのかもしれない。この体は、弱いから。此処の所は働きづめだったしな。

  

  我上次弄坏身体……是什么时候的事了？

  　身体を壊すのは……いつぶりだろうか。

  

  自从在外塔纳的监狱生活以来……吧。

  　アウタナでの牢獄生活以来……だ、な。

  

  真令人怀念……

  　懐かし、い……。

  

  

  

  然后我感觉到自己被缓缓抱起，意识落入浓稠的黑暗中。

  　そして私はゆっくり抱かれるような感触を覚えながら、どろりとした暗闇の中に意識を落とした。

  

  

  

 
  ＃９０　白昼夢

  ＃90　白日梦

  　

  

  

  

  

  

  我昏倒之后，再次在床上睁开眼睛。

  　倒れた私は、ベッドの上で目が覚めた。

  

  身上盖着干净的床单，额头还放着一块湿毛巾。

  　丁寧にシーツをかけてもらっており、額の上には濡れた布が置かれていた。

  

  我原本还在想自己昏倒了多久，看来我似乎睡了大约半天的时间。在我醒来的同时，小库也带着笑容向我搭话。

  　どのくらい倒れていたのかと思えば、どうやら半日は眠っていたらしく目が覚めると同時にクーが笑顔で話しかけてきた。

  

  我试图从床上爬起来，身体的倦怠感和头痛让我皱起眉头，小库见状，缓缓将手放到我的肩膀上，让我重新躺回床上。

  　もぞりとベッドから出ようとして体のだるさと頭痛に顔をしかめれば、ゆっくりと肩に手を置かれてベッドに寝戻された。

  

  

  「请好好休息。其实最好的方法是请医生来看诊……啊，不过我这里有药，所以请不用担心。」

  「ゆっくりしていてください。本当はお医者様に見せるのが一番なのでしょうが……あ、でも薬ならあるので心配しないでくださいね」

  

  「啊，嗯……可是……」

  「あ、うん……でも」

  

  「要是又昏倒就糟糕了！现在请好好休息。请听姐姐的话。」

  「また倒れてしまっては大変ですよ！　今は休んでください。お姉さんの言う事聞いてくださいね」

  

  

  我露出不满的表情，不过她大概看不到吧。

  　むう、と不満げな顔をして見せるが彼女には見えていないんだろうな。

  

  

  她明明是盲人，动作却很俐落，还细心地照顾我。

  　彼女は盲目の身でありながらよく動き、私の看病をした。

  

  虽然觉得自己很没用，但她的听力似乎很好，只要我一试图从床上爬起来，她就会立刻冲过来。而且，她说的「要是又昏倒就糟糕了」这句话确实没错。

  　不甲斐なく思ったが、どうにも耳はいいのか少しでも私がベッドから抜け出そうとすると飛んできた。それに、彼女の言ったまた倒れては元も子もないという言葉。確かにそうだ。

  

  如果身体状况不好，会对作战造成影响。幸好潜入巴尔塔的期间还很充裕，我判断应该先好好调养身体。

  　体調を崩したままでは作戦に支障がある。幸いバルタ潜入に充てた期間には余裕があることだし、一度しっかり体調を整えるべきと判断するに至った。

  

  反正就算我溜下床，也会马上被小库逮住，然后被他抱到床上扔着。结果我只得到这样的下场。

  　どうせベッドから抜け出してもすぐ駆けつけてくるクーに捕まり、抱っこされてベッドにポイされるだけだったし。

  

  「米莱儿好小只又轻盈，真可爱！我也可以公主抱哦！」小库说出这句话的同时把我带回去，我便放弃下床了。

  「ココットはちっちゃいし軽いし可愛いですね！　私でもお姫様抱っこが出来ますよ！」というセリフと共に連れ戻されたのを最後に私はベッドから出るのをやめた。

  

  拜托别管我！

  　放っておいてほしい！

  

  

  

  

  在那之后，我被迫在地下的一间房间接受小库的照料，整整三天。

  　それから、クーに看病されながら実に三日もの間、地下の一室にて潜伏する羽目になった。

  

  这段期间，小库跟我说了很多话。起初我因为戒心和困惑而沉默寡言，但笑口常开的她总是让我联想到蕾梅，不知不觉间我便对她敞开心扉。

  　その間、沢山話しかけられた。はじめは警戒と困惑で口数の少なかった私も、献身的でよく笑う彼女がどうしてもレイメと重なって、いつの間にか気を許しかけていた。

  

  我主动找她说话的次数变多后，她笑得更开心了。

  　私の方から話しかけることも多くなってくると、彼女は一層嬉しそうによく笑った。

  

  感觉就像和年轻时的蕾梅一起欢笑……我本来不该做这种事，她只是个长得像蕾梅的人，我明明很清楚，却把一切都归咎于身体不适，欺骗自己。

  　若かりし頃のレイメと、一緒に笑いあっているような気がして……本来ならこんなことをしている筈ではないと、彼女は似ているだけの存在なのだとわかっていたのに、全て体調不良のせいにして私自身、自分を騙した。

  

  我真是……没用的家伙，我如此自嘲。

  　本当に……腑抜けたものだと自嘲する。

  

  

  

  最后，我的倦怠感消退，烧也退了，便从床上爬起来，和小库一起度过。

  　やがて体のだるさも大分取れて熱も下がった頃合で、ベッドから起きだしてクーと過ごすようになった。

  

  看着她，我想到她一直无法离开这个房间，也没有人会来见她。

  　彼女を見ていて思ったのは、ずっとこの部屋から出ないこと。そして誰も会いに来ないこと。

  

  唯一的一扇门似乎从外面被锁上了，只有在工作的时候才能外出。如我所料，她被软禁了。

  　一つしかないドアにはどうやら外から鍵がかけられているらしく、仕事があるときにしか外に出られないそうだ。予想通り、彼女は軟禁されていた。

  

  这越来越像是我在欧塔那的遭遇，她到底是什么人？我无法想象教皇厅里会有人像这样被幽禁。

  　ますますもってアウタナでの私の境遇と重なるが、一体彼女は何者なのだろう？　教皇庁の中に在ってこのように幽閉されるような人間は想像がつかない。

  

  奴隶……如果真是这样，教皇厅饲养奴隶的事情一旦曝光，多少会受到打击吧。

  　奴隷……だとすれば教皇庁で奴隷を飼っているなどという話が表沙汰になったとして多少の打撃はあろうか。

  

  可是以奴隶的房间来说，这里太过奢华，食物和药物等物资也每天都会确实送来。

  　しかし奴隷の部屋にしては豪奢すぎるし、食料や薬などはしっかり一日一回運ばれてきていた。

  

  隔着门似乎来探望她的配给人员和她莫名亲密地交谈，看来她果然没有受到过分的对待。谜团越来越深了。

  　ドア越しに会いに来たらしい配給と彼女は妙に親しげに会話をしていたからやはりひどい扱いを受けているという訳でもないらしい。ますます謎は深まった。

  

  看起来也不像是罪人。像MIO那样被当成宠物……？她……长得像雷米一样美丽。虽然有这种可能，但教皇厅会做这种事吗？

  　罪人という訳でもなさそうだし。ミオのように愛玩……？　彼女は……レイメに似て美しい。そのセンは有り得るが、教皇庁でそんなことがあるのか。

  

  不管是奴隶还是宠物，都不适合神圣的都城。如果能掌握弱点当成武器，我确实想先掌握情报。

  　奴隷にせよ愛玩にせよ聖なる都に似つかわしくはない。弱みを握るとして武器となり得るのなら情報は確実にしておきたい気持ちはある。

  

  我本来想直接问她，但实在问不出口。她很健谈，说不定哪天会不小心说溜嘴，所以我决定等她自己开口。

  　それを彼女に直接問おうかとも考えたが、とてもではないが聞けなかった。よく話す彼女だからそのうち口を滑らせるかもしれないと考え話してくれるのを待った。

  

  但她几乎不提自己的事。

  　だが彼女は身の上に関しては殆ど何も語らなかった。

  

  

  就这样，我跟她共度了一周。

  　そして、一週間もの間彼女と過ごした。

  

  

  

  

  我们享受着她每天都会做的沐浴……也就是洗澡，同时聊天。

  　私達は彼女の日課であるという沐浴……水浴びに興じながらその日も会話をしていた。

  

  

  「不过这下伤脑筋了。一直待在这里，家人会担心的。」

  「でも困りましたね。ここにずっといるのはご家族に心配をかけてしまいますし」

  

  「不能出去吗？」

  「外に出る事はできないの？」

  

  「基本上，他们叫我除非有人叫我，否则不能出去……」

  「基本は呼ばれるまでは出ないようにと言われていますから……」

  

  

  果然，软禁就是软禁。虽然我早就知道了，但该怎么逃出去呢？

  　やはり軟禁は軟禁、か。分かってはいたが、どう脱出したものかな。

  

  我背对她，避免看到她的裸体，然后坐在以我的身高刚好能踩到的岩石上思考，但就算抬头仰望洞穴上方，天空依然高挂。想不出来。

  　私は彼女の裸体を見ないように彼女に背を向け、そして私の背丈で足がつく位置にあった岩場に腰かけて考えるが、縦穴の上を見上げても空は高いまま。思いつかないな。

  

  我突然低下头，注意身后。她似乎在用水清洁身体，水声响起。

  　ふと顔を下ろして背後に気をやる。彼女は身体を水で清めているか、水の音が響いた。

  

  她果然对软禁有所不满吧。语气听起来有点寂寞。

  　やはり、彼女は軟禁に何か思うところはあるのだろうな。語る声色は少し寂しげだった。

  

  

  我随意朝在泉水中游泳的鱼丢饵，茫然地思考，无法放弃对今后的期待。

  　私は泉を泳ぐ魚に適当にえさを放りながらぼうっと考えて、これからのことに見切りを付けられずにいた。

  

  该怎么办呢？

  　どうしたものか。

  

  

  「啊，不过！你还是可以出去哦！」

  「あっ、でも！　出る事は出来ますよ！」

  

  「咦？」

  「え？」

  

  

  小库突如其来的声音让我吓了一跳，转头一看，发现她摆出万岁姿势露出笑容，我连忙别开视线。

  　突然のクーの声に驚き振り向いて、万歳の姿勢で笑顔を見せる彼女の体が目に入り慌てて目を背ける。

  

  

  「出、出去是什么意思？」

  「で、出られるってどういう意味ですか？」

  

  

  我用有些破音的声音这么问，接着便听到哗啦哗啦的水声，小库正往我这里靠近。

  　上ずった声でそう聴いてみれば、ばしゃばしゃと水をかき分ける音がしてクーがこちらに寄ってくるのが分かった。

  

  她握住我的手，我看着她，发现她正用闪闪发亮的双眼看着我。

  　そして私の手を握ったので彼女を見れば。キラキラした瞳で私を見ていた。

  

  

  「我很喜欢散步！我知道一条捷径！虽然平常需要有人陪我……但现在还是先让恢复精神的克莱儿回家吧！嗯嗯！」

  「私、お散歩が好きなんです！　抜け道を知っているんですよ！　普段は付き添いがいるんですが……今は元気になったココットをお家に返すのが先決ですものね！　うんうん！」

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  我吓了一跳。还以为手的皮肤会剥落。

  　驚いた。手の皮が剥けるかと思った。

  

  

  小库所说的捷径，是利用从纵穴墙壁延伸出来的藤蔓，入侵将纵穴围成螺旋状的阶梯上的窗户。

  　クーの言った抜け道とは、縦穴の壁に伸びるつたを使って、縦穴を螺旋状にぐるりと囲う階段への窓に侵入するというものだったのだ。

  

  那根本不是什么挪开墙壁就会出现的密道，而是更加大胆又强硬的脱逃方法。我一边怀疑一边往上爬。光是要爬到位于洞穴正中央的小窗，就已经够恐怖了。虽然往下看只有短短五六米，但高度已经够高了。然而小库却在双眼失明的情况下，轻巧地往上爬。是因为眼睛看不见，所以才不会感到害怕吗？

  　壁をずらしたら道があるとかそういうのではなく、もっと大胆で無理やりな方法に抜け道とは、と疑いながら登ったものだ。実に縦穴のちょうど真ん中に位置した小窓まで行くのにどれだけ恐ろしかったか。下を見ればものの５、６メートルほどではあったが十分大けができる高さ。それだというのにクーは盲目の身の上でひょいひょいと登っていくのだ。目が見えないから恐怖もないのだろうか。

  

  我一边佩服它熟练的动作，一边胆战心惊地跟在后面。

  　手馴れたものだと感心しつつ、怯えながらにそのあとに続いた。

  

  

  最后，我们来到了巴尔塔的市区。

  　結果として今私たちはバルタの市街を歩くに至る。

  

  我深深拉下兜帽，和小库一起走在路上。

  　私は深くフードを被りながら、クーと共に歩いていた。

  

  

  「为什么连小库都戴着兜帽？」

  「なんでクーまでフードを？」

  

  

  我这么问道。因为小库也跟我一样，披着兜帽斗篷，把脸遮得密不透风。

  　私は聞いた。彼女もまた私と同じようなフードマントを羽織り、深く顔を隠していたのだ。

  

  听到我的问题，它露出恶作剧般的笑容。

  　私の問いに彼女はにっこり悪戯っぽく笑った。

  

  

  「因为要偷偷摸摸地行动！要是被发现，就会被带回去！」

  「お忍びだからです！　見つかると連れ戻されちゃいます！」

  

  

  这么说也对。毕竟它原本是被软禁的，像这样偷偷溜出来要是被发现，就会被抓回去。

  　それもそうか。軟禁されていた身の上、こうして抜け出してきたのだから見つかれば捕まる、か。

  

  不过，她是要跟谁打招呼？小库从刚才开始就不停对路上的行人挥手，非常引人注目。我原本以为她因为双眼失明，所以无法分辨对方是谁，但她却像是看穿我的想法般说：「放心，我听得出来。」

  　だが、誰にだ？　先ほどからクーは道行く人に手を振ったりしておりとても目立っている。彼女は盲目だから相手の判別はつかないのではとも考えたが、見透かされたように「大丈夫、音で分かります」と言われた。

  

  

  「来，我们好好享受吧！我知道很多不错的店哦！」

  「さあ、楽しみましょう！　いいお店をいっぱい知っているんですよ！」

  

  「咦？等……」

  「え、待っ……」

  

  

  享受？我们不是为了送我回家才出门的吗？

  　楽しむ？　私を帰すために外に出たんじゃないのか？

  

  就在我脑中瞬间浮现这个疑问的时候——

  　そんな疑問を一瞬浮かべた矢先。

  

  

  「呀！」

  「ひゃ！」

  

  「危险！」

  「危ない！」

  

  

  小库在奔跑时绊到东西，跌倒在地。

  　クーは駆け出した拍子に何かに躓いたのか転んだのだ。

  

  我瞪大双眼，急忙跑到她身边，将她扶起来。

  　私は目を丸くして急ぎクーに駆け寄って助け起こした。

  

  小库嘿嘿笑着吐出舌头。

  　クーはえへへと笑って舌を出していた。

  

  看到她这副模样，我无奈地叹了口气。

  　それを見て私はため息交じりに呆れるのだ。

  

  

  「真是的……你的眼睛看不见，这样乱跑会跌倒哦……会跌倒的。」

  「もう……目が見えていないのに走ったら転んでしまうぞ……しまいますよ」

  

  「啊哈哈，说得也是！我跌倒了呢！」

  「あはは、そうですね！　転んじゃいました！」

  

  

  小库缓缓起身，用手拍了拍衣服，然后笑咪咪地朝我伸出手。

  　クーはゆっくり立ち上がって衣服をぱんぱんと手で払った後、にこりと笑って私に手を伸ばした。

  

  

  「那个，克莱儿！请你牵着我的手！我会负责带路，可以请你牵着我吗？」

  「あの、ココット！　手を繋いでください！　私が案内するので、手を引いてくれませんか？」

  

  「啊，嗯……好。」

  「あ、うん……はい」

  

  

  我一答应，她便紧紧握住我的手，再次笑了起来。

  　承諾の意を示すや否や彼女は私の手をぎゅっと握ってまた笑った。

  

  我感受着小库手心的温暖，一瞬间……回想起与雷梅手牵手的记忆。

  　クーの手のぬくもりを感じながら、私は一瞬だけ……こうしてレイメと手を繋いだ記憶を想起した。

  

  我紧咬下唇……立刻对小库露出笑容。

  　ぎゅっと下唇を噛んで……すぐにクーに笑顔を作った。

  

  

  小库开心地说着「在那边！」，它知道路吗？

  　クーは「あっちです！」などと楽し気に言うが道は分かるのだろうか。

  

  我这么一想，它又像是看穿我的想法般，说「我的记忆力很好！」。

  　そう考えればまた、見透かされたように「私記憶力とってもいいので！」と言うのだった。

  

  我拉着小库的手，让它带路在人群中前进，忽然笑了出来。

  　クーの先導をするように手を引いて人ごみの中を歩き、私はふっと笑う。

  

  简直就像导盲犬呢。

  　まるで盲導犬だなこれは、と。

  

  

  

  

  之后我们按照小库的指示，一下买东西，一下吃饭。

  　それからクーの言うままに私たちは買い物をしたり食事をしたり。

  

  真的就像在散步，度过一段玩耍般的时间。

  　本当にただの散歩、遊びめいた時間を過ごしていた。

  

  虽然我也觉得，明明是适合居住的地方，我们到底在做什么，但同时也觉得这段时间很快乐。

  　適地だというのに何をしているのだと思う自分もいたが、この時間が楽しいと感じている自分もいた。

  

  街上的人们看起来既温暖又温柔，去常去的店时，还会和小库感情融洽地聊天。大概也经常散步吧，知道小库的人非常多。

  　街の人たちは温かく優しい様子で、行きつけの店などではクーと仲良くお喋りをしていた。散歩もそこそこ頻繁にしていたのだろう。クーの事を知っている人はとても多かった。

  

  巴尔塔新城区的人们，过着非常和平的生活。

  　バルタ新市街の人々は、とても平和そうに暮らしていた。

  

  不像卢卡纳那样吵吵闹闹，感觉非常平稳。

  　ルイカーナのようなバカ騒ぎではなく、ただただ穏やかにというような風だった。

  

  

  不过和卢卡纳一样。

  　だがルイカーナと同じだ。

  

  这些家伙到底以为自己在制造多少仇恨，还活得这么安稳啊？明明我们已经逼近了，人类对于自己的危机还真是迟钝。真令人烦躁。

  　どれだけの恨みを生み出しながら安穏と生きていると思っているのだろうな、こいつらは。我らが近くに迫っているというのに、本当に人間は己の危機に鈍感で。苛立つものだ。

  

  不过，和在路易卡娜感受到的烦躁相比，现在的小了点。

  　だがその苛々はルイカーナで感じた時に比べると小さかった。

  

  是变得没出息了吗？魔将军克莱儿……我嘲笑自己。

  　腑抜けきったのか、魔将軍ココット……と。自分で自分を嘲笑する。

  

  我回头看了笑咪咪地被我牵着手的小库一眼，同时隐约这么想。

  　ニコニコと笑いながら私に手を引かれるクーを一瞬振り返りながら、私はそんな事を仄かに思っていた。

  

  是因为和她在一起吗……我也稍微享受了一下。

  　彼女といるせいなのか……。私も少し、楽しんでしまっていたのだ。

  

  因为和她在一起的时间，和我原本想和蕾梅一起度过、宛如梦境般的时间……稍微重叠了。

  　彼女との時間は、私がレイメと過ごしたかった夢のような時間と……少しだけ、重なってしまっていたから。

  

  

  

  

  

  

  不知不觉间太阳下山，四周变暗，提灯的亮光开始照亮街道。

  　気づけば日は落ち、辺りは暗くなりランタンの明かりが街を照らし始めた。

  

  我摸着吃饱的肚子，和她手牵着手走在路上。在普通的街道上，像普通人一样吃、玩、笑。

  　膨れたお腹をさすりながら二人で手を繋いで歩く。普通の街並みを、まるで普通の人間のように、食べ、遊び、笑う。

  

  我发现自己放松了表情，尽管心中怀抱着复杂的心情……但或许只有这个瞬间，我忘了自己身为魔将军，身为恶魔的样貌。

  　私は、自分の頬が緩んでいることに気づき、複雑な思いを抱きながらも……この瞬間だけは魔将軍として、悪魔の相としての自分を忘れてしまっていたのかもしれない。

  

  别笑我只有这点决心。这是我和蕾梅梦想的幸福白日梦。

  　この程度の決意だったのかと笑わないでくれ。これは私がレイメと夢見た幸せの白昼夢。

  

  我确实这么想过。

  　そう考える自分が確かに存在した。

  

  

  

  我们走在夜晚巴尔塔的街道上，喧嚣尚未平息。这时，小库突然开口：

  　そんな夜のバルタの喧騒冷めやらぬ街並みを歩き、ふとクーが話を切り出す。

  

  

  

  「克莱儿！我想带你去一个地方，可以吗？」

  「ねえココット！　ちょっと連れていきたい場所があるのですがいいですか？」

  

  「嗯？啊，好啊。去哪里都可以。你带路吧。」

  「ん？　ああ、うん。どこでもいいよ。案内して」

  

  「好的！欸嘿嘿。那是个很棒的地方哦！我想你一定会喜欢的！」

  「はい！　えっへへ。素敵な場所ですよ！　きっと気に入ると思いますっ！」

  

  

  

  我们穿过人群，走了一段路后，来到远离喧嚣的郊外。

  　そうして人ごみをかき分けしばらく歩き、賑やかな喧騒が遠くに聞こえる街のはずれにやってくる。

  

  眼前是一座横跨水道的石桥。桥的两端有类似瞭望台的高耸建筑。小库指着其中一座建筑，要我进去。

  　見えたのは街の中に走る水路を跨ぐ石造りの橋。その橋の両端に物見櫓めいた高い建物があり、クーはその一つを私に指示し、中へと入る。

  

  我爬上楼梯，来到瞭望台上，这里可以将整座城镇尽收眼底，感觉就像一座瞭望台。

  　階段を上って櫓の上に出れば、街を一望出来て展望台のようであった。

  

  

  「这里是？」

  「ここは？」

  

  「是我很喜欢的地方！是秘密地点！从这里可以将城镇一览无遗哦！」

  「私のお気に入りの場所！　秘密の場所なんです！　街がよく見えるらしいですよ！」

  

  

  小库这么说，我便眺望巴尔塔新城区的街景。

  　クーの声に私はバルタ新市街の街並みを眺めた。

  

  城镇看起来很祥和，没有特别华丽的景色。即使如此，这里仍充满着活生生的活力。

  　穏やかで、派手なこともなく。それでも確かな生の活気を以て回る街並みだった。

  

  

  「这座城镇很漂亮呢。就算看不到，也能从温暖的气氛感受到。」

  「綺麗な街ですよね。見えなくても、暖かさで分かります」

  

  「是这样吗……？」

  「そうなのか……ですか？」

  

  「是啊！风会把各种气息带过来。不管是气味还是声音，都能感受到。孩子们开心的笑声、餐桌上的食物香气……就算没有光线，声音也能传达出他们生活的色彩。」

  「ええ！　風が運んできてくれます。匂いも、音も。楽しげな子供たちの声、食卓の食事の匂い……光がなくとも、彼らの生活の色は音が伝えてくれる」

  

  

  小库说完，对我露出微笑。

  　クーはそう言ってほほ笑んだ。

  

  

  这确实是一座美丽的城市。而且，也是我接下来要进攻的城市。

  　確かにきれいな街だ。そして、私がこれから、攻める街。

  

  小库并不知道。不知道身旁的我，其实是魔将军。

  　クーはそれを知らない。隣にいる私が、魔将軍であることなど。

  

  人类居住的城镇既富裕又丰饶，乍看之下十分和平……这反而让我更加憎恨。

  　人の住む町が裕福で潤っていて、一見平和であればあるほど……私は恨みを募らせた。

  

  

  「风好舒服。」

  「風が気持ちいい」

  

  

  小库张开双手，感受着风。

  　クーが両手を広げて風を感じる。

  

  看着她的身影，我再次思考起她的处境。

  　その姿に私は、改めて彼女を想った。

  

  这是从时间中抽离出来的时间。如果我不在这里采取行动，她就会一直维持这个状态。然后，她会精疲力尽而死。就像过去的我们一样。

  　この時間は抜け出して得た時間。ここで動かなければずっとこのまま。そして疲弊し、死ぬ。かつての私たちのように。

  

  所以……

  　だから……。

  

  

  

  「小库……要不要去其他地方？」

  「クー……ここじゃない場所へ、行かないか？」

  

  「你不喜欢这里吗？」

  「この場所、気に入りませんでしたか？」

  

  「不是……那个意思。我们离开这座城市吧。这里不像牢房一样，是更自由的……城市！我……我会想办法的……！」

  「そうじゃないんだ……です。あんな牢屋みたいな場所じゃなくて、もっと自由な……街を出ましょう！　私が、私が何とかするから……！」

  

  

  魔族们一定会接纳她。米欧也接纳了她。身为普通人类的小库，一定也会被接纳。

  　魔族たちはきっと受け入れる。ミオも受け入れてくれた。ただの人間であるクーもきっと。

  

  我也会说服艾尔克罗。我不想让她加入我烧毁的城市，以及我杀死的人们。

  　エルクーロ様も説得して見せる。私が焼く街、私が殺す人々に、彼女は加えたくないのだ。

  

  我抬头看着她，紧紧握住她的手这么说……但她露出有些困扰的笑容，摇了摇头。

  　彼女を見上げつないだ手をぎゅっと握ってそういっても……。彼女は困ったように笑い、首を横に振った。

  

  

  「对不起，克莱儿。我办不到。」

  「ごめんなさいココット。それはできないんです」

  

  「为什么！？如果又要被关在那种地方，那还不如……」

  「どうして！？　またあんなところにずっと閉じ込められるならいっそ」

  

  「因为有人需要我。」

  「私を必要とする人がいるから」

  

  「那种人不会把小库关在那种地方！」

  「そんなやつはクーをあんな場所に閉じ込めたりしない！」

  

  「这……」

  「それは……」

  

  

  需要是什么意思！果然是为了玩赏之类的吧！？

  　必要ってなんだ！　やっぱり愛玩か何かなんじゃないのか！？

  

  我想象小库被发情的猪恣意玩弄的模样，不禁感到恶心。

  　クーが盛った豚に好き勝手されている様を想像して吐き気がしてくる。

  

  人类很肮脏。他们只会利用他人，把人踢下去，除此之外别无生存之道。

  　人間は薄汚い。他人を利用して蹴落として、そうすることでしか生きられない連中だ。

  

  所以我才不想再失去一次现世。自从在小库身上看到现世的影子，我就一直感到心烦意乱。但是现在我可以清楚地说，我想把小库带出去。就像把澪带出去一样，带它离开鸟笼……！

  　だから二度もレイメを失うような経験を私はしたくない。クーにレイメの姿を見た時から、ずっともやもやしていた。だが今ははっきり言える。クーを連れ出したいのだ。ミオと同じように、鳥籠から……！

  

  现在的我做得到！我得到了魔将军的地位，战争的局势也对我有利。

  　今の私ならそれができる！　魔将軍という地位を手に入れて、戦争の推移もまだこちらに分がある。

  

  攻下巴尔塔，杀死圣女，再把教皇也杀了。这样一来，我就能过上平稳的生活。

  　バルタを攻略し、聖女を殺して教皇も殺す。そうすればやっと私の平穏な生活が待っている。

  

  把折磨我们的家伙全都打入地狱，我就能带着清爽的心情重新开始人生。

  　私達を苦しめた連中を全て地獄に落とし、晴れて清々しい心で人生をやり直せる。

  

  如果小库也能跟我们一起，那该有多好！

  　そこにミオと一緒にクーもいればどんなに素晴らしい事だろう！

  

  所以拜托你，小库。答应我吧……

  　だからお願いだクー。イエスと言ってくれ……。

  

  

  即使如此，她还是没有答应。

  　それでも。彼女はイエスとは言ってくれなかった。

  

  

  「……我们走吧，克莱儿！请告诉我你住在哪里，我送你回去……」

  「……もう行きましょうか、ココット！　どこに住んでいるのか教えてください。送りますから……」

  

  「小库……！我……」

  「クー……！　私は……」

  

  「没关系！今天我玩得很开心，所以没关系。你的父母亲……」

  「いいんです！　今日はとっても楽しかったから、いいんです。親御さんが……」

  

  「我的父母亲……已经不在了。小库……！我早就没有父母了！」

  「親なんかもう、居ない。クー……！　私にはいないんですよ！」

  

  

  所以我才不希望你变成我母亲那样——这句话差点脱口而出……但我还是紧闭双唇。

  　だから母のようになってほしくないと、そう喉まで出かかって……私は口をぎゅっと噤んだ。

  

  小库……露出一脸歉疚的表情，静静地开口：

  　クーは……申し訳なさそうな顔をして、静かに言った。

  

  

  「……原来……是这样啊。对不起，克莱儿……我太粗心了……」

  「っ……そう、だったんですね。ごめんなさいココット……私、無神経で……」

  

  「没关系。我今天……也很……开心……」

  「いい、んだ。私も今日は……楽し、かった……から」

  

  

  

  结果，我们两人在那之后都陷入沉默，漫无目的地在夜晚的街道上走着。

  　結局そのあとは二人とも無言になり、どこへ向かうでもなくただ夜の街を歩いた。

  

  我摇摇晃晃地踏出的脚步，自然而然地走向教皇厅，但一想到小库会回到那个地方，我就觉得郁闷不已。

  　ふらりふらりと向かう足は自然と教皇庁へ向いていたが、クーがあの場所に戻ると思うとやるせなくて。

  

  我必须快点放开他的手，完成自己的工作才行，但我就是无法放手。

  　早くこの手を離して私は自分の仕事をこなさなくてはならないのに、離せなかった。

  

  

  

  ……不过——

  　……だが。

  

  

  

  

  「找到了！」

  「いたぞ！」

  

  「！」

  「っ」

  

  

  伴随着突如其来的声音，一阵铠甲摩擦的声响朝我们靠近。

  　突然の声と共にガシャガシャと鎧のこすれる音が私たちに近づいてきた。

  

  小库惊觉不对劲，转头望向声音传来的方向，立刻拉着我的手准备离开，但铠甲的声响从前方传来，小库也咬着下唇停下脚步。

  　クーははっとして音のした方を振り向き、すぐに私の手を引いて離れようとするが、その先からも鎧の音がして、クーも下唇を噛んで足を止めた。

  

  骑士们一出现，立刻将我们团团包围。

  　現われた騎士たちに、私たちはすぐに囲まれた。

  

  

  我躲在小库身后观察情况，不过一名走上前的骑士所说的话让我大吃一惊。

  　私はクーの後ろに隠れて様子を伺っていたが、歩み出た一人の騎士が言った言葉で驚くことになった。

  

  

  「圣女大人，不可以！您不能在这种地方走动！」

  「聖女様、いけません！　こんな場所をお歩きになっては！」

  

  

  骑士是这么对小库说的。

  　騎士はそう、クーに向けていったのだ。

  

  他确实说了小库是圣女。

  　確かにクーの事を聖女と、言った筈だった。

  

  

  「这身铠甲的声音……各位是神殿骑士吧。」

  「この鎧の音……神殿騎士の方々ですね」

  

  「这可伤脑筋了，圣女库夏尔纳大人。您不能擅自外出！」

  「困りますな聖女クーシャルナ様。勝手に出歩かれては！」

  

  「现在的我并非以圣女的身份，只是以一个人的身份待在这里而已！」

  「今の私は聖女としてではなく一人の人間としてここにいるだけです！」

  

  「我们没打算听小孩子般的借口。教皇阁下很困扰。好了，请您回去！」

  「子供のような言い訳を聞くつもりはありませんよ。教皇様がお困りです。さあお戻りを！」

  

  

  骑士打算强行拉起小库的手，却被小库甩开。

  　強引にクーの手を取ろうとした騎士を、クーは振り払った。

  

  然后，她用理应不会反射光芒的双眸狠狠瞪着骑士。

  　そして光を映さない筈の双眸でキッと騎士を見据えたのだ。

  

  

  「无礼之徒！去叫圣歌队！叫迪欧尼欧和雷威来接我！不是你们！」

  「無礼者！　聖歌隊を呼びなさい！　デオニオとレーヴェに迎えに来させます！　貴方たちではなく！」

  

  

  小库凛然的声音，让神殿骑士们露出困扰至极的模样。

  　クーの凛とした声に、神殿騎士たちは困り果てた様子を見せた。

  

  这时，其中一名骑士终于注意到躲在小库身后的娇小的我。

  　と、騎士の一人がようやくクーの後ろに隠れている小さな私に意識を向けた。

  

  

  「你是什么人！把兜帽拿下来！」

  「お前はなんだ！　フードを取れ！」

  

  

  我被突然抓住我的骑士拉扯衣服，兜帽顺势掀开，露出白色的头发。

  　私は突然掴みかかってきた騎士によって服を引っ張られ、勢いでフードが捲れた事で白い髪を晒した。

  

  我感觉到骑士一脸震惊地看着我。

  　騎士が仰天の表情で私を見たのが分かった。

  

  

  「你这家伙……！」

  「貴様……！」

  

  

  他的表情随即转为轻蔑和愤怒，硬是将我从小库身上拉开。

  　すぐに侮蔑と怒りの表情になった騎士は強引に私をクーから引きはがしにかかった。

  

  他的力气很大，手臂的力道深陷我的手臂和肩膀，让我忍不住皱起眉头。

  　その力は強く、私の腕や肩に食い込む腕の力に私は顔をしかめた。

  

  

  「恶魔的面相！不准碰圣女大人！快放开她！」

  「悪魔の相！　聖女様に触れるな！　離れろ！」

  

  「好……好痛！」

  「いッ……痛っ」

  

  

  听到我发出痛苦的呻吟，小库脸色大变。

  　苦悶の声を漏らした私に、クーが血相を変える。

  

  

  「克莱儿！你们在做什么！请不要对克莱儿动粗！」

  「ココット！？　お前たち、何をしているのです！？　ココットに乱暴しないでください！」

  

  「圣女大人，这家伙是恶魔！白发红眼！是忌子啊！」

  「聖女様、こいつは悪魔です！　白い髪に赤い瞳！　忌子ですよ！」

  

  

  听到骑士的发言，小库露出震惊的表情。

  　その騎士のセリフに、クーは驚いた表情をした。

  

  她转头俯视着我。

  　私を見下ろすように顔を向けながら。

  

  

  「咦……？克莱儿有恶魔的面相……？」

  「え……？　ココットが、悪魔の相を……？」

  

  

  然后，她维持着这样的表情……松开牵着我的手，缓缓地……放开了我。

  　そしてその表情のまま……繋いでいた手の力が緩み、ゆっくりと……離れた。

  

  我感觉到胸口传来一阵刺痛。她放开了牵着我的手。

  　私は胸にずきりとした痛みが走るのが分かった。彼女とつないでいた手は、彼女から離された。

  

  也就是说……是这么一回事吧。

  　つまりは……そう言う事、だったのだろう。

  

  

  「这样啊，原来是这样啊。你果然也跟其他人一样……！」

  「そうか、そうなんだな。お前もやっぱり他の連中と同じなんだな……！」

  

  

  不知为何，我的眼眶变得热热的。尽管胸口感到痛苦，被骑士拉开的我，仍用湿润的红色眼眸瞪着小库。

  　私はなぜだろう。無性に目頭が熱くなってきた。胸が苦しくなりながらも、騎士に引きはがされつつ潤んだ赤い瞳でクーを睨んだ。

  

  小库瞬间僵住，但随即回过神来，再次朝我伸出手。

  　クーは一瞬硬直した後すぐさまはっとした様子で、再び私に手を伸ばしてきた。

  

  

  「等一下，克莱儿！不是这样的！」

  「待ってココット！　違うんです！」

  

  「吵死了！」

  「うるさい！」

  

  

  我朝拼命朝我伸出手，试图辩解的小库大吼。

  　何か弁明でもしようとしたのか必死に私に手を伸ばすクーに叫ぶ。

  

  结果小库也是个卑鄙的人。只是因为眼睛看不见，才没发现我露出恶魔的表情……！

  　結局クーも薄汚い人間だったんだ。目が見えていないから私が悪魔の相だと気づかなかっただけで……！

  

  而且还是圣女！

  　挙句聖女だったなんて！

  

  根本……是我的敌人嘛！

  　私の……敵じゃないか！

  

  

  被骑士拖着走的我垂下头。我看见从脸颊滑落的泪水，在地面形成水渍。

  　騎士に引っ張られながら私はうつむいていた。頬から流れた涙が、地面に染みを作っているのが見えた。

  

  同样被骑士拖着走的小库，朝这样的我开口。

  　そんな私に、同じように騎士に連れられて行くクーの声が届く。

  

  

  「克莱儿！明天请在那个地方等我！我一定会去！我会在夜深人静的时候……！在那个地方……！」

  「ココット！　明日あの場所で待っていてください！　必ず行きますから！　夜、誰も寝静まった頃に！　あの場所で……！」

  

  

  我没有回答，只是任由骑士拖着我走。

  　私は答えずに、ただただ騎士に引きずられた。

  

  在那之后，我们被骑士分开，在夜晚的街道上走散。

  　それっきり、私たちは騎士に引きはがされて夜の街で離れた。

  

  

  

  

 
  ＃９１　思案の夜

  ＃91　思索之夜

  　

  

  

  

  

  「你～真～是～够～慢～的～啦～」

  「おーそーいーでーすーわー」

  

  

  克莱儿军驻扎地。

  　ココット軍駐屯地。

  

  托着下巴、将手放在膝盖上的托 schn 一边坐着，一边这么说道。

  　座りながら膝に乗せた腕を顎に添えてそんなことを言うツォーネ。

  

  她望着在周遭忙碌的魔族们，发出今天不知道第几次的叹息，同时这么抱怨。

  　周囲でせっせと動く魔族達を眺めながら本日何度目かわからない溜息まじりのぼやきをしていた。

  

  

  「喂，臭吸血鬼，你能不能别那么心浮气躁啊？看了就让人火大。」

  「おいクソヴァンパイア、そわそわすんのをやめねえか。見ててイライラするぜ」

  

  

  佐法则看不下去，一脸无奈地这么说。托 schn 闻言，不悦地瞪着佐方。

  　見かねたゾフがやれやれとした様子で言えば、ツォーネはムカっとしてゾフを睨んだ。

  

  

  「心浮气躁的人是我！因为克莱儿大人完全没有联络我！」

  「苛々しているのはわたくしですわ！　ココット様からの連絡全然ないんですもの！」

  

  

  佐方也同意这一点，因此没有继续和她争论，回去指挥侦察队。

  　これに関してはゾフも同意だったので、別段口論をするでもなくゾフは偵察隊の指揮に戻った。

  

  托 schn 用不悦的眼神目送他离开后，这次换库尔特拉坐到她身旁。

  　それをじとりと見送ったツォーネの下へ、今度はクォートラがやって来て座った。

  

  

  「我也不是不能理解你焦急的心情。不过，距离公主潜入敌营的期间已经快到了。想必很快就会收到联络吧。骑士蛇们也潜入敌营了。只能相信他们，耐心等待了。」

  「もどかしい気持ちはわからんでもない。だが姫が潜入に充てた期間まではもうすぐだ。じきに連絡は入るだろう。ナイトリザード達も潜入している。信じて待つしかあるまい」

  

  

  「我果然也该一起去的！已经十天了！我快疯了……」

  「やっぱりわたくしも一緒に行くべきだったのですわ！　もう10日ですもの！　気が狂いますわ……」

  

  

  托 schn 用小指沾取克莱儿出发前留下的瓶装血液，舔着舔着这么抱怨。

  　ツォーネはココットが出立前に残した瓶入りの血を小指につけてぺろぺろと舐めながらぼやく。

  

  米欧坐在她身旁，晃着双脚。

  　その隣ではミオが足をぶらぶらさせて座っていた。

  

  被指派负责照顾澪的托泽，这阵子总是为了照顾澪而忙得不可开交。因为只要稍微不注意，澪就会跑得不见人影，以克莱儿的脚程要追上她，想必相当辛苦。

  　ミオの世話係を任されたツォーネはここずっと四六時中ミオの世話に奔走していた。少し目を離すとどこかへ行ってしまうミオだったから、追いかけるのもココットの足では大変だっただろう。

  

  托泽的脚程很快，要逮到澪并不困难，但澪似乎也学乖了，从玩鬼抓人变成玩捉迷藏。她曾经趁托泽不注意时躲进粮仓，害托泽花了半天才找到她。

  　ツォーネの俊足であれば捕まえるのは容易なのだが、ミオもそれを学習して鬼ごっこからかくれんぼにシフトしたのか、ある時はツォーネの目を盗んで食糧庫の中に隠れているのを半日がかりで探したこともあった。

  

  当时托泽真的急坏了。要是让克莱儿知道澪不见，她一定会很失望，甚至讨厌自己，于是托泽动员所有魔剑士一起寻找。

  　あの時は本当にツォーネは焦った。ミオが居なくなったなどとココットの耳に入れば失望されて嫌われてしまうだろうとして、魔剣士達も総動員で探させた。

  

  好不容易找到被埋在蔬菜堆里睡觉的澪时，托泽差点忍不住咬住她的脖子，但她还是忍住了。

  　やっとの思いで野菜に埋もれて眠っているミオを見つけた時にはうっかりその首筋にかみつきそうにもなったが、ぐっと堪えた。

  

  

  老实说，托泽对这个澪感到很头痛，只觉得她是个麻烦人物。但澪似乎很中意托泽，最近总是粘着她不放。

  　ツォーネは正直このミオに手を焼いていたので、厄介ものくらいにしか思っていなかったのだが、そんな彼女の想いとは裏腹にミオはツォーネを気に入ったらしく、最近はべったりとくっつくようになっていた。

  

  这让托泽又叹了口气。

  　ツォーネにはそれがまた、ため息の種なのだった。

  

  

  「为了照顾这个人，我连自己的事情都没办法好好处理……只要一不注意，她就会马上不见踪影，害我连指甲都没办法好好修剪。」

  「この人間のお世話の為に自分の事もできませんわ……目を離すとすぐ消えてしまうんですもの、爪のお手入れだってできやしない」

  

  「托泽的指甲好漂亮！」

  「ツォーネの爪きれい！」

  

  「最近都没有好好保养，所以看起来很凄惨啦！如果不上厕所不自己一个人去，会被克莱儿大人嘲笑哦。」

  「最近はお手入れできてないから無残な物ですってーの！　用足しくらい一人で行かないとココット様にばかにされますわよ？」

  

  

  「咦～」托泽闹别扭，托泽则无奈地耸肩。

  　えー、とぶすくれるミオとやれやれと肩をすくめるツォーネ。

  

  看着她们，库欧托拉对托泽说：

  　そんな様を眺めながらクォートラはツォーネに言う。

  

  

  「别着急，托泽。我懂你的心情，但要相信公主。多亏有公主，我们才能一直赢到现在，才能走到这一步。」

  「焦るなツォーネ。気持ちはわかるが、姫を信じろ。姫のおかげでいつだって俺たちは勝ってきた。ここまで来れた」

  

  「我知道。我相信克莱儿大人。我为她着想的程度，连我自己都吓一跳……」

  「分かっておりますわ。ココット様の事は信じていますもの。自分でもびっくりするくらい……あの方の事、考えてますわ」

  

  「没错。」

  「違いない」

  

  

  库欧托拉笑了。

  　クォートラはそう笑った。

  

  

  

  「我第一次见到她时，想把她生吞活剥。」

  「初めて俺があの方とお会いした時、俺はあの方を食い殺そうと思ったよ」

  

  「哎呀，真过分。」

  「あら、随分なことですこと」

  

  「没办法啊。突然出现在我们面前的人类小孩，竟然说要站在我们之上……现在又如何？我不仅对她怀有身为将军的敬畏，还把她当成真正的女儿看待。」

  「仕方ないだろう。いきなり目の前に現れた人間の子供が、俺たちの上に立つと言い始めたんだぞ？　……それが今はどうだ。将軍としての畏敬の念だけではない。まるで本当の娘のように感じてしまっている俺がいる」

  

  「她是个不可思议的人。明明不温柔，却让人无法自拔。不过，我隐约明白原因了。如果以前的我听到，肯定会捧腹大笑。」

  「不思議な方ですわよ。決してやさしい訳でもないのにどうにも惹かれてしまうのですわ。でもうっすらと、理由は分かってきたんですの。かつてのわたくしが聞いたら、抱腹絶倒モノですけれども」

  

  「哦？务必说来听听。」

  「ほう？　是非聞かせてくれ」

  

  

  

  托拉以一副无可奈何的模样笑道，重新翘起二郎腿。

  　ツォーネは仕方なくと言った様子で笑って、足を組みなおした。

  

  

  

  「那位大人是空的。太过黑暗，什么都没有。不知不觉间，我变得想替他填补那个空洞。」

  「あの方、空っぽなんですわ。あまりにも真っ暗で、なにも無い。いつしかそれを、なんとなく埋めて差し上げたくなったのですわ」

  

  「……哈，你不是要当他的爱奴吗？」

  「……はっ、愛奴にしてもらうんじゃあなかったのか？」

  

  「我要当！应该说，我已经当了！不过……一开始只是性欲、征服欲、食欲……欲欲欲……我只看到、追求了这些。可是我醉心于彻底扭曲的那位大人，更仔细地观察后，发现那位大人是空的。他都放我离开牢笼了，也给了我最顶级的血，以及跟随他的喜悦。稍微回报一下也无妨吧？啊啊……你可以笑我哦。」

  「してもらいますわ！　っていうかもう愛奴ですの！　まあ……最初はただの性欲、征服欲、食欲……欲欲欲……それだけをあの方に見て、あの方に求めましたわ。でも歪み切ったあの方に心酔して、もっとよくよく見てみれば、あの方が空っぽだと気づきましたのよ。檻から出していただきましたし？　極上の血も、付き従う喜びは頂いておりますもの。ちょっとくらいお返ししてもいいじゃありません？　ああ……笑ってもいいですわよ」

  

  「我不会笑你。哎，我觉得那个托拉变得圆滑多了，居然会为别人着想。」

  「笑わんよ。まあ、あのツォーネが随分丸くなったものだとは思うがな。他人の事を考えるなどと」

  

  「我自己也这么觉得。被讨厌的前魔将军托拉居然变成这副德性，这或许就是屈服吧……还有，你发现了吗？你在笑耶。」

  「自分でも思いますわ。嫌われ者の元魔将軍ツォーネがなんたるザマと。これが屈したって事かもですわね。……あと、気づいてます？　貴方笑ってますけれども」

  

  

  哦，抱歉——库多拉这么说，用手遮住嘴巴。

  　クォートラがおっとすまないと言って口を手で覆い隠した。

  

  

  「不，抱歉。我不是在笑你。只是觉得好巧。」

  「いやすまん。そういう笑いではない。ただ、奇遇だと思ってな」

  

  「哎呀，你也是吗？」

  「あら、貴方も？」

  

  「是啊。如果我能填补那位大人内心的空洞，我觉得自己过去真正该做的事就能重来一遍。你觉得这样很狡猾吗？」

  「まあな。俺があの方の心の隙間を埋めてやれれば、それは俺が過去本当にすべきだったことのやり直しができると思える。ズルいと思うか？」

  

  「不会啊。反正我对你的事没兴趣。」

  「いいえ？　貴方の事なんて興味ないですし」

  

  「那就好。」

  「ならいい」

  

  

  两人发出并非轻蔑的笑声。他们只是基于不同的理由，对那个魔将军克莱儿的存在一见钟情。一方是将她视为给予自己复仇手段的存在。另一方则是被她残虐的个性和精神层面的外表之间的落差深深吸引。不过，尽管理由似是而非，两人现在都产生了想继续追随她的念头。

  　フッとどちらでもなく笑いを零す。二人の魔族はただ、あの魔将軍ココットと言う存在をそれぞれ違う理由ではじめは見初めていた。方や己の復讐の手段を与えてくれるものとして。方やその残虐性や精神性の外見との乖離に心奪われて。だが今は両者とも、似て非なる理由ではあるが、この先も付き従いたいと感じていた。

  

  身为魔族的他们，居然会如此在意一个人类，他们各自都对自己感到可笑。

  　魔族の自分たちが人間にこうまで心を揉むなどと、それぞれが自分を笑いつつもだ。

  

  

  「兹欧涅，我开始想睡了。」

  「ツォーネ、ねむくなってきちゃった」

  

  

  眯着眼睛的米欧拉了拉兹欧涅的袖子。

  　目をしょぼしょぼと擦りながらミオがツォーネの袖を引いた。

  

  

  「咦咦？又来了吗！？你刚刚不是才睡完午觉吗！」

  「ええ？　またですの！？　さっきまでお昼寝してたじゃありませんの！」

  

  「吃了点心之后就困了。」

  「おやつたべたらねむくなっちゃった」

  

  「啊～真是的！是你说想吃我才给你的耶！来，过来这边！我会陪在你身边直到你睡着为止！可是我不会唱摇篮曲哦！」

  「あーもー！　貴女が食べたいって言ったからあげたんですわよ！　ほら、いらっしゃいな！　眠るまで傍にいてあげますから！　子守歌はナシですわよ！」

  

  「咦～不要啦……我想听欧塔……」

  「えー、やだぁ……おうた聞きたい……」

  

  「不行，太难为情了！真是的，你变得跟姐姐一样任性了呢！再不乖，我就要跟克莱儿大人告状哦！虽然感觉会是我被骂！」

  「恥ずかしいからダメですわ！　もう、お姉ちゃん並みにワガママですわね貴女は！　いい子にしてないとココット様に言いつけてやりますわよ！　逆にわたくしが怒られそうですけど！」

  

  

  托涅拉着米欧的手，走向她们睡觉的帐篷。

  　ツォーネはミオの手を引いて、寝床のテントへと向かって行った。

  

  如果熟知她们的魔族看到这一幕，应该会全都瞪大双眼吧。克沃德这么心想，目送她们离去后，抬头仰望天空。

  　彼女を良く知る魔族が見たら全員が目を丸くするだろうなと想いながらクォートラはそれを見送って、空を見上げた。

  

  看到托涅命令那个名叫米欧的女孩，一边照顾她，克沃德也这么想。我们真的变了。我们一直走在复仇之路上，那应该是充满憎恨的战斗之路。

  　あのミオという娘を命令ながらにあやし世話をするツォーネを見ても思う。本当に我々は変わった。復讐の道を歩んできたのだ。憎悪に塗れた戦いの道の筈だった。

  

  虽然现在也有没变的地方，但那个名叫克莱儿的女孩的存在，让她们走在复仇之路上显得太过柔弱。然而，她总是走在她们的前方。看着那娇小的背影，她们确实感觉到自己心中有什么改变了。

  　今でも変わらないところはあるが、あのココットという娘の存在はこの道を行くにはあまりにも弱弱しかった。だのにいつも我々の先を行く。あの小さな背中を見ていて、自分たちの中で何かが変わったのは確かだった。

  

  过去佐夫曾说，没有证据证明克莱儿前进的方向，她沾染在手上的鲜血不是她们的。那个看起来如此扭曲的魔将军，如今已是我们不可或缺的存在。

  　過去ゾフに言われた、ココットが進んだ先で彼女の手のひらを染める血が自分たちのものではない確証がないと。それほどまでに歪んで見えたあの魔将軍は、今や我々にとって必要不可欠な存在にまでなった。

  

  当然，她也成功引导了他们，缔造了成果。而且，就如同刚才和托斯兰的对话内容，他们也在不知不觉间对克莱儿产生某种情感，深深为她着迷。

  　それは自分たちを導き成果を上げる実績も当然。そして、先ほどツォーネと話した内容通り、各々がいつの間にかココットに何かを見て、魅入られた。

  

  想起宴会那天，年幼的克莱儿红着脸靠在自己身上仰望自己的模样，库欧托拉不禁伸手按住眉间。

  　クォートラは宴会の日に自分に寄りかかって赤らんだ顔で自分を見上げた小さなココットの顔を思い出して眉間に手を当てた。

  

  她真的把克莱儿当成重要的人。

  　本当に大切なものとして、感じてしまっているのだ。

  

  如果这一切都是为了掌握人心的演技，那真的太可怕了。因为就算明白这一点，她也无法改变自己的想法。

  　これもすべて我らの人心掌握のための演技であったのならばこれほど恐ろしい事はない。仮にそうだと理解したとしても、この思いを変えられそうにはないのだから。

  

  那个年幼的魔女公主很可怕。她既重要又可怜，令人害怕。

  　あの小さな魔の姫は恐ろしい。恐ろしい程に大切で、哀れだ。

  

  所以，这场战争对库欧托拉来说，已经不是为了满足自己的私怨。为了达成克莱儿的复仇，让她朝幸福迈出一步，她不能输。

  　だからこの戦いはもはやクォートラにとって己の私怨を果たすものではない。ココットの復讐の達成による彼女の幸せへの一歩の為、負けられない。

  

  

  

  

  

  不过，她有一个疑问。不只是库欧托拉，索夫和托斯兰也都有同样的感觉。

  　だが、疑問が一つ。それはクォートラだけではない。ゾフも、ツォーネも感じていたことだ。

  

  这场战争有点奇怪。说起来，这场战争的开端就是个谜。战况对双方来说都太过有利，让双方都疲惫不堪，只能继续进军。

  　この戦争、何か妙な気がする。そもそもの発端は謎。推移はお互いにとってあまりにも都合よく、疲弊し、進軍していた。

  

  不过，仔细想想，或许在自己失去女儿的那场战役之后，就有什么地方不太对劲。

  　だがその謎は思えば、自分が娘を失ったあの戦いから何かがおかしかったのかもしれない。

  

  库欧托拉仰望天空思考，同时思念人在巴尔塔的主人。

  　クォートラは空を見上げながら考えて、バルタに居る主を想う。

  

  

  「公主现在到底在做什么呢……」

  「姫は今、なにをしておられるのか……」

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  「米莱儿到底在做什么呢……」

  「ココットは何をしているんでしょうか……」

  

  

  这句低语消失在空无一人的房间中。

  　そんな呟きは誰もいない部屋の一室に消えました。

  

  我——琪耶尔和其中一名魔剑士一起潜伏在新市区外围，靠近大门的旅店中。

  　私キエルは、魔剣士の一人と一緒に新市街のはずれにある、大門に近い宿に潜伏していました。

  

  我们用在路易卡纳抢来的钱租下旅店，一直躲在这里。魔剑士已经准备好逃亡用的马车，只要克莱儿一到，就能立刻离开。可是她一直没有联络。地点是克莱儿自己指定的，也有明显的记号，应该不至于迷路才对……

  　ルイカーナで奪ったとみられる金を使って宿を借りて、ずっと潜伏しています。脱出用の馬車は既に魔剣士が手に入れていて、脱出はココットが合流次第という形にはなっていますが、彼女からの連絡はありません。場所はもともとココットの指定でしたし目印もありますから、迷っているなんてことはないと思いますけども……。

  

  即使如此，我还是很担心。

  　それでも心配でした。

  

  回想起来到这里的途中发生的事，就算她在城里受到不好的对待也不奇怪。

  　ここに来るまでの出来事を想えば、街中で彼女がひどい扱いを受けていても不思議ではないのです。

  

  

  魔剑士要我待在这里不要乱跑，但我就是静不下来。

  　魔剣士さんにはここを動かないようにと言われておりましたが、なんとなく落ち着かなくて。

  

  原本是人类城镇的巴尔塔，对我来说应该是友军的领地才对。可是我却坐立不安，待得很不自在。

  　本来人間の街であるバルタは私にとっては味方の地の筈。だけどどうもそわそわしてしまって居心地が悪かったのです。

  

  我有自觉，也已经接受这一切都是因为我担心克莱儿。

  　それもすべて、ココットを心配しているからだと私はもう自覚して、受け入れていました。

  

  

  

  牺牲巴鲁塔之后，克莱儿的复仇就会结束，她也不需要再当个杀人恶魔。

  　このバルタを犠牲にすることで、ココットの復讐は終わりを迎え、彼女が人を殺す悪魔である必要もなくなる。

  

  她可以和米欧小姐一起过着普通女孩的生活。

  　ミオさんと一緒に普通の女の子として暮らす。

  

  我希望事情能够这样发展。

  　そうなってくれればいいと、私は思っているのです。

  

  

  这时，我突然想起父亲赛昆。

  　そこでふと、私は父セグンの事が頭をよぎりました。

  

  父亲为了我而侍奉善比纳大人。我背叛了这样的父亲，为了父亲着想而献身给善比纳。

  　父は私のためにゼンビアーノ様に仕えてくださっていた。そんな父を裏切って、父の為と思って私はゼンビアーノに体を差し出していた。

  

  父亲相信我的身体是纯洁的，就这么战死沙场。他被托泽……被克莱儿的军队杀害了。

  　父は私の身が純潔と信じたまま戦って、死んだ。ツォーネさんに……ココットの軍に殺された。

  

  我这么担心父亲的仇人，或许很不孝。

  　父の仇をこうまで心配するなど、親不孝かもしれません。

  

  可是，我站在她身边，亲眼看见了她一路走来所见的事物……还有她至今所承受的一切。

  　だけど、彼女のそばに立って、彼女の見てきたもの、今見ているもの……そして、受けてきた行いをこの目で見てしまった。

  

  那样的孩子一直独自待在那股恶意之中。

  　あの悪意の中にあんな子がずっと一人で居たのです。

  

  然后，她所爱的母亲大人也被夺走了。

  　それで愛する母君を奪われた、と。

  

  对她来说，母亲大人想必是黑暗中的一缕光明。因为握着那缕光明，她才得以保有人性。

  　きっと彼女にとっての母君は、闇の中に在った一筋の光る糸。その糸を握りしめていたから、彼女はまだ人間だったのでしょう。

  

  可是，那缕光明被欧塔娜的人们斩断了。

  　でもその糸は、アウタナの人たちが断ち切ってしまった。

  

  让恶魔诞生的，是尤纳伊尔教……不，是人类自私的行为。

  　彼女という悪魔を生んだのはユナイル教……いえ、まさしく人間の身勝手な行いなのでしょう。

  

  在与魔族的战争时期，人类为了让同胞安心而制造出来的牺牲品。

  　魔族との戦時下に在って、人間が自分たちを安心させるために生み出した生贄。

  

  我不会说魔族是正确的。他们突然对法尔塔马尔宣战。在那之前，人族与魔族之间虽然数量不多，但还是有进行交易。究竟是什么让战争扩大到这种地步？

  　魔族が正しいとは言いません。彼らは唐突にファルトマーレに宣戦布告をしてきたと言います。それまでは少ないながらも交易があった人族と魔族。なにがこうまで戦争を大きくしてしまったのか。

  

  因为魔族的侵略而失去亲兄弟的人不计其数。人类将克莱儿等人吊起来，想借此稍微发泄心中的愤恨。

  　魔族の侵攻で親兄弟を失った人は計り知れない。その鬱憤を、ココット達をつるし上げて少しでも晴らそうとした人間。

  

  如果魔将军克莱儿就是对将怨恨发泄在同族身上、逃避现实的弱小人类的惩罚……我一定有义务待在她身边。

  　恨みつらみを同族へ向けて逃げた弱い我々への罰が、魔将軍ココットであるなら……私はきっと傍にいる義務がある。

  

  

  

  所以，请你快点回来，克莱儿。

  　だから早く帰ってきてください、ココット。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  「琪优在吗？」

  「キエルはいるか」

  

  「克莱儿！……大人。」

  「ココット！　……様」

  

  

  太阳已经完全下山，现在是深夜。

  　もう日が完全に落ちた夜の最中。

  

  克莱儿粗鲁地打开门，走进我的房间。听到睽违十天的她的声音，我从椅子上站起来，看着她的身影。

  　ドアを乱暴にあけて、ココットが私の部屋へ入ってきました。10日ぶりの彼女の声に私は椅子から立ち上がってその姿を見ました。

  

  她的模样令人痛心，脸颊肿了起来。

  　その姿は痛ましく、頬は腫れていました。

  

  我慌忙跑过去，她迅速伸出手制止我。

  　慌てて駆けよればすっと静止の手が伸びてきました。

  

  

  「没什么大不了的。我得到很多情报。城镇的结构和兵力都大致掌握了。」

  「別に大したことはない。情報は大分手に入った。街のつくりも兵力も概ね把握した」

  

  「你是不是太勉强了……你受伤了。」

  「無理をしたんじゃ……怪我をしています」

  

  「骑士们粗暴的护送。那些家伙，一想到要用力拉我，就把我丢在门前不管了。虽然我好不容易逃了出来，不过他们似乎决定要把我从巴尔塔赶出去。」

  「騎士どもの乱暴なエスコートだ。あいつら、力任せに引っ張ったとおもえば門の前で捨ててくれた。なんとか逃げ出してきたが、奴らは私をバルタから放ることに決めたらしいな」

  

  「总而言之，我先帮你疗伤。请坐在这里。」

  「兎に角、怪我の手当てをします。ここに座ってください」

  

  

  米莱儿虽然一脸愤怒，但还是乖乖照我说的坐在椅子上，于是我从旅馆准备的医药箱中取出纱布与药水。

  　ココットは酷く怒った顔をしていましたが、私の言う通りに椅子にちょんと座ってくれたので、私は備え付けの医療箱からガーゼと薬液を取り出しました。

  

  到底发生了什么事？明明是被教皇叫去的，却音讯全无，回来时还受了伤。

  　一体何があったのでしょうか。教皇様に呼ばれていったはずなのに、こんなに音信不通で、帰ってきたときには怪我をしている。

  

  巴尔塔不是接受了恶魔的相吗？

  　バルタは悪魔の相を受け入れている筈ではなかったのでしょうか。

  

  

  而且，决定要排斥她，是不是代表她做了什么？

  　それに彼女を排斥することに決めたという事は何かしでかした、と考えるべきなのでしょうか。

  

  

  可是，我没办法主动问她发生了什么事。

  　しかし何があったのか、と私から切り出すことはできませんでした。

  

  米莱儿明明说得到了情报，却露出非常遥远的眼神，似乎在烦恼什么。

  　ココットは情報を得たという話と裏腹に酷く遠い目をして、なにか思い悩んでいる様子だったのです。

  

  

  就这样，沉默笼罩旅馆好一阵子。

  　そうしてしばらくの沈黙が宿屋を包んで。

  

  

  「马车准备好了吧？」

  「馬車の支度はできているな」

  

  

  克莱儿如此说道。我告诉她魔剑士们已经在外面待命，然后将今天早上从窗户扔进来的信交给她。

  　ココットがそう切り出しました。私は魔剣士さん達が既に待機していることを伝えました。それから、今朝がた部屋の窓から投げ込まれた手紙も彼女に手渡しました。

  

  她看着信，喃喃说道米莱儿和夜蜥蜴们的行动也很顺利。和我们分开行动的夜蜥蜴独自进行任务。既然她说顺利，就代表战斗将近了吧。

  　手紙を読みながらココットは、ナイトリザード達の首尾も上々と呟きました。私達と別れたナイトリザードは独自の行動を行っている。それが上々という事は、戦いが近いのでしょう。

  

  然后——

  　そして。

  

  

  「明天晚上离开巴尔塔。」

  「明日の夜バルタを出る」

  

  

  米莱儿这么说。我正想叫她立刻准备，却看到克莱儿又露出犹豫的神情陷入沉思。

  　ココットはそう言いました。ではすぐ準備をと言いかけて、ココットがまた何か迷っている様子で考え事をしているのに気づきました。

  

  她思考困难的事情时，习惯咬指甲。这次她也瞪着房间角落咬着指甲，所以我发现了。

  　彼女は何か難しく考えているときに爪を噛む癖があります。今回も部屋の隅を睨みながら爪を噛んでいたので気づきました。

  

  

  「有什么担心的事吗？」

  「何か懸念でも？」

  

  「……出发前，我还有点事情要处理。」

  「……出立前に、私は少し用事を済ませてくる」

  

  「事情？」

  「用事？」

  

  

  就算我再问一次，她也不肯告诉我详情。

  　聞き直しても、彼女は詳細については語ってくれませんでした。

  

  我问她要不要带护卫，她说不需要，要我先做好逃脱的准备。

  　護衛は連れていくのかと問えば、いらないと。先に脱出の準備をしていろとの事でした。

  

  接着米莱儿脱下兜帽丢给我，只穿着内衣趴在床上，用被单裹住自己。

  　そしてココットはフードコートを脱いで私に投げつけると、下着姿でベッドに突っ伏し、シーツにくるまりました。

  

  

  我将纱布之类的物品收进箱子里，呼地喘了口气。

  　私はガーゼの類を箱にしまい込みながら、ふうと一息ついて。

  

  

  「琪优尔。」

  「キエル」

  

  「是？」

  「はい？」

  

  「不要对我好。」

  「私にやさしくするな」

  

  

  米莱儿在被单里这么说。

  　そう、シーツの中からココットは言いました。

  

  不要对我好。

  　やさしくするな。

  

  我的任务原本是继续憎恨她。只要她看见我自私的人性，就不会忘记对我的憎恨。

  　本来私の役目は彼女を憎み続ける事。身勝手な人間としての私を見ることで、彼女は憎悪を忘れずにいられると。

  

  可是我却无法憎恨她。无法憎恨身为杀父仇人的她。不知道她看穿了这一点，还是有其他意图。

  　でも私は彼女を憎めなくなっている。父の仇である彼女を。それを見透かしたのか、他の意図があったのか。

  

  我无法回答这句话，不久后被单里传来熟睡的呼吸声。

  　その言葉に私は何も答えられずにいましたが、やがてシーツの中から寝息が聞こえてきて。

  

  

  我慢慢靠近床铺，掀开被单，看见她小心翼翼地握着米莱儿项链，睡得十分香甜。

  　ゆっくりとベッドに近づいてシーツをまくってみれば、ココットはネックレスを大事に握りしめながらすやすやと眠っていて。

  

  这么早睡，想必是累了吧。

  　こんなに早い眠りとは、よっぽどつかれたのではと想像がつきました。

  

  

  我看着她的睡脸。

  　そして少しだけ寝顔を眺めて。

  

  想起过去在魔王城为了杀她而潜入寝室时。

  　いつか魔王城で彼女を殺すために寝室に忍び込んだ時を思い出して。

  

  她和我独处，毫无防备地熟睡。她不把我视为威胁吗？还是——

  　そんな私と二人きりで、無防備に眠る彼女。私を脅威と認識していないのか、あるいは。

  

  

  「是我自我意识过剩……吗？」

  「自意識過剰……ですかね」

  

  

  浮现的另一个想法，使我不禁自嘲。

  　浮かんだもう一つの考えに私は自嘲のセリフを零しました。

  

  然后我慢慢把被单拉好，坐在床边的椅子上……我也缓缓地进入梦乡。

  　そしてゆっくりとシーツを綺麗にかけなおして、ベッドわきの椅子に腰かけると……私もゆっくりと眠りに落ちたのです。

 
  ＃９２　橋の上、交われない二人

  ＃92　桥上，无法交会的两人

  　

  

  

  

  

  隔天晚上，我独自站在那座桥上。

  　翌日の夜。私はあの橋の上に一人立っていた。

  

  琪雅儿与魔剑士们已经准备好马车，在城门等待。距离巴尔塔士兵出发前往收容难民还有时间。在混入难民中逃走之前，我还有些事情没做。

  　キエルと魔剣士たちは既に馬車を用意し、門で待っている。バルタ兵が次に難民を受け入れるために出立するまではまだ時間がある。まぎれて脱出する前に、少しやり残したことがあった。

  

  我已经看过夜蜥蜴的报告，说到在所剩不多的时间内，还有什么事必须在巴尔塔做，就只有一件事。

  　ナイトリザードの報告も見たし、残り少ない時間でバルタでする用事といえば、一つだけだった。

  

  做这件事有意义吗？我自问自答。

  　この用事に意味はあるのか。私は自問自答する。

  

  来到这里有意义吗？说起来对方会来吗？就算来了，我又要跟他说什么？

  　ここに来る意味はあったのか。そもそも相手は来るのか。来たとして、私は何を話すのか。

  

  我不知道。只是，我想先消除心中的郁闷。不管会以什么形式。

  　わからない。ただ、この胸のもやもやだけは、晴らしておきたかった。どんな形になったとしてもだ。

  

  我一边思考，一边听着桥下流过的河水声，将手放在栏杆上，眺望巴尔塔。

  　そう考えながら私は橋の下を流れる川の音を聞きつつ、欄干に腕をついてバルタを眺めていた。

  

  

  当这座城市被业火包围时，那里因为构造坚固，应该会残留下来吧？那一区的平房密集，应该会烧得很旺吧？

  　この街が業火に包まれた時、あそこは作りが頑丈だから残るだろうとか、あの一帯は平屋が密集しているからよく燃えるだろうとか。

  

  进攻时走哪条路线最迅速，又不会被包围？

  　攻め入った時はどういうルートを取るのが最も迅速で囲まれないか等。

  

  我即将跟人碰面……应该算吧？随着那个时刻接近，我心中的郁闷也逐渐膨胀。为了甩开郁闷，我决定至少想象巴尔塔燃烧的样子，漫不经心地想着这些事……等待着。

  　私は迫る待ち合わせ……なのだろうかな。その時が近づくにつれ膨れ上がるもやもやを振り払おうと、せめてバルタが燃える様を考える事として、そんなことをぼうっと思いながら……待っていた。

  

  过了几分钟后，对方来了。

  　それからものの数分で相手は来た。

  

  

  

  「太好了……你来了呢。」

  「よかった……来てくれていたんですね」

  

  

  

  听到我在等的人的声音，我缓缓放开栏杆，转过身去。

  　待ち人の声がして、私はゆっくり欄干から手を離して振り返った。

  

  

  

  「我才没想到你会来呢。小库……不对，圣女库夏尔纳大人？」

  「そちらこそ、来るとは思っていなかった。クー……いや、聖女クーシャルナ様？」

  

  

  

  我这么一说，等待的人……圣女就露出悲伤的表情。

  　私がそう言えば、待ち人……聖女は悲しげな顔をした。

  

  她应该察觉到我故意用圣女称呼她了吧。

  　聖女呼びをわざとしてやった私の意地悪に気づいているのだろう。

  

  她那双不会映照出光芒的眼眸带着忧愁，她缓缓朝我走来，维持悲伤的表情挤出笑容。

  　光を映さないその瞳は憂いを帯びていて、彼女はゆっくり私に歩み寄ると、悲しげな顔のまま笑顔を作って見せた。

  

  

  「怎么会……克莱儿，请叫我小库。」

  「そんな……ココット、クーと呼んでくださいな」

  

  「不不不，像我这种拥有恶魔之相的人，怎么能用那种方式称呼圣女大人呢？」

  「いえいえ、私のような悪魔の相を持った者が聖女様をそのように呼ぶなど恐れ多い限りで」

  

  「……你在生气吧？」

  「……怒っているんですよね」

  

  

  圣女这么说完，对我低下头。

  　聖女はそう言って、私に頭を下げた。

  

  圣女对拥有恶魔之相的我低头。这个行为的矛盾让我一瞬间惊讶地屏息。

  　悪魔の相を持つ私に聖女が頭を下げる。その行為のあまりの矛盾に私は一瞬驚きで息をのんだ。

  

  她抬起头，又朝我走近一步。

  　彼女は頭を上げると、もう一歩私に歩み寄った。

  

  以距离来说是十米。这个距离，感觉就是我跟她内心的距离。

  　距離にして１０m。その距離は、私の彼女への心の距離に感じた。

  

  

  「我不是刻意隐瞒……可是，没想到克莱儿居然拥有恶魔之相……」

  「隠していたわけではないんです……でも、ココットがまさか悪魔の相を持っていたなんて……」

  

  「那又怎样？你要轻蔑我吗？」

  「だったら何か？　軽蔑でもするか？」

  

  「不，我不会那么做！我讨厌……被归类成那种人。所以……对不起。」

  「いえ、そんなことしません！　私はそういった括りが……嫌なのです。だから……ごめんなさい」

  

  

  她用真的很抱歉、很悲伤的表情这么说。

  　彼女は本当に申し訳なさそうな、悲しそうな顔でそう言ったのだ。

  

  

  「你真的是圣女呢。」

  「本当に、聖女なんだよな」

  

  

  优奈院教创造了恶魔的长相。而教皇是优奈院教的顶点，圣女则是优奈院教的中心人物。

  　悪魔の相を生んだのはユナイル教。そして教皇がユナイル教の頂点なら聖女とはユナイル教の中心である存在だ。

  

  优奈院教的圣女竟然会对拥有恶魔长相的人低头道歉，我忍不住这么问。

  　まさか悪魔の相を持つ相手に頭を下げ、謝罪する者がユナイル教の聖女なのかと、私はそう問わずにはいられなかった。

  

  对于我的问题，她表示肯定。

  　私の問いに、彼女は肯定の意を見せた。

  

  

  

  「你恨我吗？」

  「私が、憎いですか？」

  

  「说不恨……是骗人的。」

  「憎くない……と言えば嘘になる」

  

  「我知道拥有恶魔长相的人不会对我这个优奈院教的圣女有好感。你的憎恨绝对不是错的。」

  「悪魔の相を持つ者がユナイル教の聖女である私を良く思わないのは承知しています。その憎しみは、決して間違いではありません」

  

  

  她又对我深深低下头。

  　彼女はまた、私に深く頭を下げた。

  

  

  「你一定为了培养那份憎恨，经历过许多悲伤的事情吧。一切都是我思虑不周。我知道这不是用言语就能解决的问题。可是，真的很对不起……」

  「貴女はきっとその憎しみを育むために多くの悲しみを経験したのでしょう。すべて私が至らないせいです。言葉でどうにかなるものじゃないのはわかっております。だけど本当に、ごめんなさい……」

  

  

  我咬着下唇，别开视线不去看低头道歉的她。

  　私は下唇を噛み、頭を下げる彼女から目を背けた。

  

  我怀疑这就是我憎恨至今的圣女，同时心中涌起一股难以言喻的焦躁。

  　これが私が憎み続けていた聖女の姿なのかと疑わしい気持ちと共に、言いようのない苛立ちが沸いてきていたのだ。

  

  但是，我却不知道自己为何会如此愤怒。唯一相似的，只有遭到背叛时的心情。

  　だがこの怒りの理由はわからなかった。似ていたのは、裏切られた時に感じる気持ちだった。

  

  在我心中，圣女是邪恶的化身，是绝对的敌人。

  　自分の中で聖女は私にとっての悪であり、絶対敵である必要があったのだ。

  

  

  「我……不是为了听她道歉才来到这里的……！」

  「私は……謝罪が聞きたくて此処まで来たんじゃない……ッ」

  

  

  我一路走来，是为了复仇。之所以进军到巴尔塔，也是为了复仇。而来到这座桥上……也不是为了听圣女道歉。

  　私は復讐のため進んできた。バルタくんだりまで進軍したのもそのためだ。そして、この橋の上に来たのも……聖女の口から謝罪が聞きたかったからではない。

  

  那么，我是为了什么才来到这里？我扪心自问。老实说，我不知道。

  　なら何のために来たのかと、自問自答する。正直、わからない。

  

  为了战斗，我明白自己在这么短的时间内能知道的事情有限。所以，我原本打算至少要先了解城镇的构造，而我也确实达成了这个目的。

  　戦いのためにこの短い期間で知る事が出来ることは限られているのは承知していた。だからせめて街の構造だけでもと思い潜入し、それは達成された。

  

  至于另一个目的，也就是我之所以会将恶魔之相藏在身上的理由，我看着圣女，心中逐渐转为确信。

  　もう一つの目的である悪魔の相を囲い込んだ理由。それは聖女を見ていて確信に変わってきた。

  

  

  圣女接纳恶魔之相，真的是出于善意。

  　聖女は本当に善意から悪魔の相を受け入れているのだろう。

  

  光是与小库相处十天，就足以让我理解这一点。她就是如此充满善意。

  　それはクーと10日一緒に居ただけで私に理解させるほど。それほどまでに彼女は善意の塊だったのだ。

  

  但是，正因为如此，我更必须问清楚。

  　だが、だからこそ。ならば聞かねばならない。

  

  为什么她会接纳恶魔之相来到巴尔塔？

  　なぜ悪魔の相をバルタに受け入れたのかを。

  

  因为，我无法原谅她。

  　許せないからだ。

  

  就算我能理解，但是不亲口问她，我无法平息怒火。

  　推測で理解しても言葉で聞かねば腹の虫がおさまらない。

  

  而且，如果她事到如今还用那种自以为是的高高在上的态度，说什么要对我手下留情的话，我恐怕会无法压抑怒气吧。

  　そして、今更情けをかけようなどというふざけた上から目線を彼女が口にすれば、私は怒りを抑えきれないだろう。

  

  就算圣女是小库也一样。

  　たとえ、聖女がクーであったとしても。

  

  

  「告诉我吧。」

  「聞かせてくれ」

  

  「是。」

  「はい」

  

  

  圣女抬起头，朝我走了过来。

  　聖女は頭を上げて、私に向かい歩いてきた。

  

  

  「为什么巴尔塔会接受恶魔的长相……」

  「なぜバルタに悪魔の相を……」

  

  「呀啊！」

  「きゃあ！」

  

  「接受……啊？」

  「受け入れ……はぁ？」

  

  

  我话才说到一半，圣女就发出惨叫，往前扑倒。

  　私が話している最中。悲鳴を上げて聖女は前につんのめって転んだ。

  

  看到她一头栽倒在地上的模样，我哑口无言……伸手扶着额头。

  　思い切り頭から転んだ彼女の姿に、私は唖然として……額に手を当てた。

  

  ……所以我才再三叮咛她走路时要小心脚边啊。

  　……だからあれほど足元には気を付けて歩けと言ったのに。

  

  

  「嘿、嘿嘿嘿……我又跌倒了。」

  「え、えへへ……また転んじゃいました」

  

  

  看到她笑着这么说，我忍不住冲了过去，扶她起身。

  　そう言って笑う彼女に私は思わず駆け寄って、助け起こしてしまった。

  

  她以真的很开心的笑容对我说谢谢，而我……露出复杂的表情。

  　ありがとうございますと本当にうれしそうな笑みで私に言う彼女に、私は……複雑な表情をした。

  

  她是圣女库施那。不过，果然还是小库啊。

  　彼女は聖女クーシャルナ。だけどやっぱり、クーなんだな、と。

  

  温柔又冒失……和我所爱的人很像的女性。

  　優しくて、ドジな……愛した人に似た女性。

  

  膨胀的怒气转为无奈，我用自己纤细的手臂扶着小库。

  　膨れ上がった怒りは呆れに転化し。私はクーに細腕で肩を貸した。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  我们并肩站在栏杆旁，眺望着巴尔塔市区的方向。

  　私達は、互いに並んで欄干に手をかけバルタ市街の方を眺めていた。

  

  只有短暂沉默与风声传来的时间，表面上酝酿出的气氛，和我们彼此在毫不知情的状况下来到这里时一样。不过——

  　しばしの沈黙と風の音だけが聞こえる時間は、つい先日互いに何も知らないままここに来た時と表面上は同じ空気を醸していた。

  

  

  「……巴尔塔在你眼中是什么样子？」

  「……貴女の目に映るバルタはどうですか？」

  

  「嗯……我觉得是个很美的城市。不过我只看到表面。对于底下的那些人，我选择视而不见。」

  「ん……綺麗な街だと思うよ。だけど見えているのは上澄みだ。底に居る連中の事は見て見ぬふり、というところかな」

  

  「这样啊。说得也是。毕竟你过去所见的世界就是那样。」

  「そう、ですか。そうですよね。貴女が見てきたものは、そういう世界だったのですものね」

  

  

  我没有肯定也没有否定，只是以沉默回应。

  　私は肯定も否定もせず、ただ沈黙を返した。

  

  

  「我喜欢巴尔塔。我喜欢这里的人们。我衷心希望大家都能够幸福。」

  「私はバルタが好きです。人々が好きです。皆に幸せでいて欲しい、そう願ってやみません」

  

  「那是践踏他人所得到的和平。」

  「他者を踏みにじって得た平和だ」

  

  「或许……是那样吧。不，一定是那样。要怎么做才能让所有人都和平地生活，这个问题非常困难……我不知道答案。」

  「そうかも、しれません。いえ、そうなのでしょう。すべての人々が平和に暮らすにはどうしたらいいのか、とても難しくて……わからないです」

  

  

  优奈纽教做了那么多坏事，她竟然还敢说不知道，我差点就要发火了，不过小库一定没有参与。不知为何我有这种感觉，所以没有对她大吼大叫。

  　ユナイル教があれほどの事をしておいてわからないだのなんだのとのたまうのには頭に来そうになったが、クーはきっと関与していない。なぜだかそう思えて、彼女に怒鳴り散らすことにはならなかった。

  

  恐怕是教皇干的好事吧。因为小库不可能容许我们受到迫害。

  　おそらくは教皇の仕業なのだろうか。クーなら我々への迫害を容認はすまいから。

  

  

  「我有话想告诉你。」

  「私、あなたに伝えたいことがあったんです」

  

  

  

  小库缓缓地开口。

  　クーはおもむろにそう切り出した。

  

  

  

  「克莱儿……我最近会出征。」

  「ココット……私は、近いうちに出陣します」

  

  「什么？」

  「なに？」

  

  「魔族军正在逼近巴尔塔。我身为圣女，必须指挥大家对抗魔族。」

  「魔族軍がこのバルタに近づいています。私は聖女としてこれと戦う指揮をとらねばなりません」

  

  

  她的话让我无法呼吸。

  　彼女の言った言葉に、私は息が詰まった。

  

  

  

  「巴尔塔没有准备防卫战吗？」

  「バルタは防衛戦の構えではないのか？」

  

  「教皇大人命令我，要趁士兵士气高涨时打倒魔族。而我也答应了。」

  「教皇様が私に命ぜられました。兵の士気が高いうちに魔族を倒すべきと。そして私は、了承しました」

  

  

  我默默看着一脸悲伤地这么说的小库。

  　私は無言で、悲しそうな顔で語るクーを見つめた。

  

  

  「我也听到了民众的不安。就连奥塔纳、弗利克提拉和卢伊卡纳都沦陷了。魔族军的气势惊人，如果不在巴尔塔阻止他们，会有更多人伤心难过。」

  「民衆の不安は私の耳にも届いています。アウタナも、フリクテラも、ルイカーナすら陥落したのです。魔族軍の勢い凄まじく、バルタで止めねば更なる悲しみが人々を襲う事になる」

  

  「……小库没必要上战场吧……」

  「っ……クーが戦線に出る必要ないじゃないか……」

  

  「那可不行。在战场上鼓舞士兵也是圣女的职责。我会和圣歌队一起帮助大家。别看我这样，不久之前我还在战场上哦。」

  「そうは参りません。戦場で兵の鼓舞をすることも聖女の務め。聖歌隊と共に皆を助けます。これでも少し前までは戦場に居たんですよ」

  

  

  我知道。

  　知っている。

  

  她和乌迦咯那大人的军队战斗过。

  　ウラガクナ様の軍と戦っていたのだ。

  

  小库也是勇者之一。我早就料到她会以某种异能上战场。

  　クーも勇者の端くれ。何かしらの異能を以て戦場に立つのだというのは想定していた。

  

  不过，我无法想象她双眼失明还上战场。难道她有那么强大的异能吗？

  　だが、盲目の身の上で戦場に立つなど考えられない。それほどの異能か、あるいは。

  

  

  可是，问题不在这里。

  　しかし問題はそこではない。

  

  

  她要上战场和魔族军战斗。

  　彼女が戦場に立ち魔族軍と戦う。

  

  那就是与我交战。我明明知道这一点，但没想到光是与交战对手交谈，就会让我如此动摇。

  　それは私と戦うという事。わかっていた事なのに、戦う相手と言葉を交わすだけでこうも動揺するものか。

  

  命运的邂逅真是残酷。如果对方是平凡的将校，我还能用色诱的方式套出情报，之后再像捏死虫子一样杀掉。

  　出会いの運命とは残酷だ。凡百の将校相手ならば、色目の一つも使って情報を聞き出した後戦場でただ虫を潰すように殺せるものを。

  

  最大的敌人与最爱的人相似，实在令人难受。

  　最大の敵が最愛の人に似ているのは、辛かった。

  

  我好恨。但我也好不想恨她。我应该相信自己可以不带一丝烦恼地割舍这段感情，我明明是这样一路走过来的。

  　恨みたい。だが恨みたくない自分もいる。悩まずに切って捨てられる自分を信じていたはずだった。そうやってここまで来たはずなのに。

  

  事到如今，我却对身为敌人的她产生感情，未免想得太美了。

  　今更敵である彼女に情など、都合がよすぎるのに。

  

  

  

  

  「你被幽禁在那种地方，一旦开战就会被派上战场。你只是被利用而已吧？」

  「あんな場所に幽閉されていて、戦いになれば駆り出される。都合よく利用されているだけじゃないのか」

  

  「圣女的存在必须神圣不可侵犯，所以肮脏的我才会被藏起来不让别人看见。」

  「聖女という存在は神聖でなくてはなりません。だから薄汚れた私は人目につかないようにされています」

  

  「肮脏……？」

  「汚れた……？」

  

  「我是在说我的身世。教皇并不乐见我这种人向人们传教。」

  「私の生まれの話です。教皇は私という存在が人々に教えを広めるのを良しとしていません」

  

  

  

  小库曾说过我的身世很肮脏，但没有详细说明。

  　クーは生まれが汚れていると言っていたが、詳しくは話さなかった。

  

  不过，从她接下来的话中，可以听出她与教皇的关系并不好。

  　だが続く言葉で教皇とは不仲であることが伺えた。

  

  

  

  「我的话会由圣歌队传达给大家。我只有在前往战场时才会外出。我是圣女，也是勇者。在法尔托玛雷王的命令下前往战场，就算是教皇也无法阻止，而且他应该也希望我这么做吧。」

  「私の言葉は聖歌隊が皆に伝えます。外に出るのは戦場に赴く時だけ。私は聖女であり勇者。ファルトマーレ王の命で戦場に出る事は教皇でも止められませんし、彼はそれを望んでいるでしょう」

  

  「……面对魔将军，一旦交战就有可能丧命。即使如此你还是要去吗？」

  「……魔将軍相手に、戦えば死ぬかもしれない。それでも行くのか」

  

  「是的。当然，如果不用战斗会更好……不过魔族们的士气想必很高吧。」

  「はい。もちろん、戦いにならないほうがずっといいですけれど……きっと魔族たちの士気は高いでしょう」

  

  「也有恶魔相依赖着你、依赖着小库。要是你死了，他们该怎么办？」

  「お前を、クーを頼りにしている悪魔の相達もいる。お前が死んだら彼らはどうする」

  

  

  我自己也对脱口而出的话感到惊讶。我居然会说出这种话。想起吉迦他们的我，居然会担心身为敌人的圣女……居然会担心他人。

  　私は自分でも吐いた言葉に驚いていた。私がこんなことを言うなどと。ジジらの事を思い浮かべた私は、敵である聖女の身を案じて……他人の身を案じていたのだ。

  

  相信圣女会拯救他们而进入巴尔塔的恶魔相们。在小库的心目中，我看起来也像是在寻求救赎吗？

  　聖女の救いを信じてバルタに入った悪魔の相持つ者達。クーの心の目には私も救いを求めるように、そう映っているのだろうか。

  

  明明不是这样。我是心怀憎恨的复仇者。他人对我来说根本无所谓，应该是这样才对，可是……

  　違うのに。私は憎悪を胸に抱えた復讐者。他人などどうでもいい、そのはずだった、のに。

  

  听到我的话，小库笑着说「是啊」。

  　私の言葉にクーはそうですね、と笑った。

  

  

  「没问题。就算站在魔族面前，我也会尽可能寻找不用战斗就能解决的方法。」

  「大丈夫。魔族の前に立ったとしても、私はできるだけ戦わずに済む方法を探します」

  

  「咦……？」

  「え……？」

  

  「就算真的要开战，我也会保护克莱儿她们。我也会像佛鲁纳那样保护她们。为了保护你们而上战场，是再光荣不过的事情了。」

  「それでも戦う事になっても、きっとココット達の事は守って見せますから。私もフォルトナのように、守って見せますから。あなたたちを守るために出陣するならば、これほど誇りあることはありませんよ」

  

  

  小库呵呵笑着，挺起胸膛。相较之下，我的表情却十分阴郁。

  　ふふ、と笑い胸を張るクー。対して私の顔は暗く落ち込んでいた。

  

  我无法用言语阻止她出征。

  　彼女の出陣は私の言葉で止められるものではない。

  

  就算小库率领军队站在我们面前，我们也只能与她交战。

  　クーが軍を率いて我々の前に立ったとして、我々は彼女と戦う他ない。

  

  打倒圣女对魔族军来说意义重大。然而，她跟教皇之间的关系并不融洽，如果她真的被打倒，就某种意义来说，不就正中教皇的下怀吗？

  　聖女を倒すことは魔族軍にとって大きな意味を持つ。だが教皇との不仲を匂わせる彼女が倒されるのは、ある意味で教皇の目論見通りなのではないだろうか？

  

  我实在不懂，他们为何要特地派小库出战，而不是固守巴尔塔。

  　バルタに籠城すればいい者をわざわざ打って出てくる理由が私にはわからなかったのだ。

  

  简直就像是真的打算杀死小库一样。

  　まるで本当にクーを殺そうとしているかのように思えたのだ。

  

  就算是轻视魔族的人类，如果小看一路攻城掠地来到这里的我们，未免也太傲慢了。他们应该没有那么无能。

  　魔族を侮る人類とて、街を落としここまで来た我々を軽視するのは驕りが過ぎる。そこまでの無能ではあるまいに。

  

  

  我不断思考该说什么，又不断放弃，只能保持沉默。

  　私はそれから口に出す言葉を探しては捨てて、ただただ沈黙した。

  

  小库也没有多说什么，只是依偎在我身边。

  　クーも多くを語らず、ただ私の隣に寄り添った。

  

  

  勇者和魔将帅，像这样彼此并肩看着相同景色的安稳时光，是立场和经验所不允许的。可是，小库说要寻找不必战斗就能解决的方法。如果真的有那种方法……

  　勇者と魔将軍、このようにただ互いに並んで同じ景色を見る安穏は、立場と経験が許してはくれない。けれど、クーの言った戦わなくても済む方法を探すという言葉。そんな方法が、あるのなら……。

  

  可是，即使如此，即使如此，我还是……

  　だが、それでも。それでも私は……。

  

  

  「……我要走了。再见。可以的话，我希望我们不会再见面。」

  「……もう行くよ。さよならだ。できれば、もう会わなくて済むことを祈ってる」

  

  「克莱儿……」

  「ココット……」

  

  「可是，如果……如果再见面的时刻到来……我们就没办法继续当朋友了。因为我不能停下脚步。」

  「でも、もし……もし会う時が来てしまったら……友達ではいられなくなる。私は歩みを止めるわけにはいかないから」

  

  「这是什么意思？」

  「どういう、意味です？」

  

  「到时候你就知道了……小库。」

  「その時が来たらわかるよ……クー」

  

  

  我背对着他，低头看向石造桥的边缘，这么说道。

  　背を向けた私は石造りの端に目を落としてそう、言った。

  

  不行，已经……不能再继续迷惘了。我紧紧握住胸前的雷米项链，告诉自己再继续交谈只会对自己有害，然后头也不回地走过石桥。

  　ダメだ、もう。これ以上……迷う訳にはいかない。私は胸のレイメのネックレスをぎゅっと握りしめながら、これ以上会話をするのは自分に毒だと言い聞かせ、クーを一切振り返らずに橋を渡った。

  

  同时感受着背后小库那应该看不到的视线。

  　背中には見えてない筈のクーの視線を感じながら。

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  「已经可以了吗，库施那大人？」

  「もうよいのですか、クーシャルナ様」

  

  

  在桥的另一头等待的圣歌队成员中，雷威走了出来，开口说道。

  　橋の先で待っていた聖歌隊の面々。その中からレーヴェが歩み出て言葉を零す。

  

  察觉到自己被监视的库施那瞬间瞪大双眼，然后轻轻一笑。

  　監視されていたことに気づいたクーシャルナは一瞬目を見開いたのち、ふっと笑った。

  

  

  「嗯，已经够了。我相信这不是最后的离别。」

  「ええ、もうよいのです。これが最後の別れではないと私は信じておりますから」

  

  

  听到这句话，这次轮到圣歌队队长迪欧尼欧走上前。

  　その言葉に今度は聖歌隊隊長のデオニオが歩み出た。

  

  

  「军队已经准备就绪。在教皇阁下的指示下，士兵们的士气也相当高昂。随时都可以出击。」

  「軍の準備は済んでおります。教皇様の指示のもと、兵士たちの士気も高まっております。打って出るのは、いつでも」

  

  「是啊。不过，请先给我一点思考的时间。」

  「そう、ですね。でもまずは少し考える時間をください」

  

  「可是……」

  「しかし」

  

  「军队的指挥权限有一半在我手上，迪欧尼欧。这是命令。」

  「軍の指揮権限の半分は私にあります、デオニオ。命令ですよ」

  

  「是……」

  「はっ……」

  

  

  迪欧尼欧行礼后退下。

  　デオニオは礼をして下がる。

  

  库夏尔纳叹了口气，仰望夜空。

  　クーシャルナは吐息を漏らす溜息をして、夜空を見上げた。

  

  

  「我讨厌战争。因为立场不同而互相憎恨……不，不对。因为制造出立场的不同，才会因为憎恨而引发战争……对吧，克莱儿……」

  「戦いは嫌です。立場の違いで憎みあう。……いえ、違いますね。立場の違いを作ったから、憎しみから戦いが生まれた……のでしょうね、ココット……」
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  克莱儿好慢哦。

  　ココット、遅いですね。

  

  我遵照克莱儿的命令，在马车里待命。负责驾驶马车的魔剑士似乎已经做好出发的准备，周围的其他马车也一样。

  　私はココットに命ぜられたままに、馬車の中で待機していました。馬を手繰る魔剣士は既に出発準備万端と言った様子であり、それは周囲の他の馬車も同じでした。

  

  我从马车的小窗偷看外面的状况，然后立刻放下遮住窗户的布，抱着膝盖坐在马车里。

  　私は馬車の小窓から外の様子をちらりと見た後、すぐに窓にかけられた布を下ろして馬車の中に座り込んで膝を抱えました。

  

  我拨弄黑色的浏海，看着马车角落的木头，回想起过去。

  　そして黒い前髪を弄りながら、馬車の隅の木を眺めて、思い出します。

  

  

  

  

  克莱儿带我离开魔王城，准备进攻卢卡纳时的事。

  　ココットに連れられルイカーナへ攻め入るために魔王城を出る時の事です。

  

  四天王艾尔克罗叫住我。

  　四天王エルクーロは私を呼び止めていました。

  

  然后那个魔族对害怕的我说，克莱儿就拜托我了。

  　そして恐れる私にあの魔族は言ったのです。ココットを頼むと。

  

  事到如今，我也不是不能理解他的真意。虽然当时的我满心只有憎恨，只能用充满畏惧与憎恨的眼神回望艾尔克罗……

  　今となってはその真意もわからなくもありません。あの時の私は憎悪に心を埋め尽くされていて、エルクーロの目にただ怯えと憎しみを込めた目で返すだけでしたが……。

  

  第一次见到那个四天王的男人时，他和克莱儿在一起。

  　始めてあの四天王の男を見た時、ココットと一緒に居た時の事です。

  

  那个四天王的男人……那位大人。在我用手掐住克莱儿纤细的脖子，打算勒死她的时候。

  　あの四天王の男は……あの方は。私がココットの細い首にこの手をかけて絞め殺そうとした時。

  

  他用非常担心的眼神看着克莱儿。

  　本当に、本当に心配そうな目でココットを見ていたな、と。

  

  那眼神让我感受到非常复杂的心情，该怎么说……

  　あの目は、とても複雑な心持ちが感じられましたが、なんというか……。

  

  

  「被恶魔所爱的公主啊……而我是她的佣人……为什么会变成这样呢？」

  「魔に愛された姫君、か……そして私はその使用人。……なんでこうなっちゃったのですかね」

  

  

  我用双手用力抓着浏海，遮住自己的脸。

  　私は前髪を両手でくしゃりと握り込むようにして、顔を覆いました。

  

  克瓦多、索夫、托涅。克莱儿的军队里的魔族都把克莱儿当成女儿般疼爱，尊敬着她。就连那个艾尔克罗都这么关心克莱儿。我也一样。

  　クォートラやゾフ、ツォーネ。ココットの軍の魔族たちは皆、ココットを娘のように愛し、尊敬している。あのエルクーロでさえココットを気にかけている。私だってそう。

  

  我在马车里躺下，望着天花板伸出手。

  　私は馬車の中でごろりと寝転がり、天井を眺めて手を伸ばしました。

  

  跟随克莱儿，支持她，见证一切直到最后。她曾说过要让我看见一切。她的愿望应该会实现吧。

  　ココットに付き従い、支え、最後まで見届ける。彼女は言った。私に全てを見せると。彼女の望みは叶うでしょう。

  

  即使看过她杀了那么多人，我依然对她抱持好感。而且她接下来甚至打算杀光现在待在巴尔塔的居民，但我却连警告大家的话语都说不出口。

  　私は彼女が多くの人を殺すのを見てなお、彼女に心を寄せている。そしてこれから今私がいるバルタの人々ですら皆殺しにしようとしているのに、皆に警鐘を鳴らす言葉すら出てこない。

  

  

  「父亲，琪雅拉遵从了自己的内心。您的女儿将灵魂卖给了恶魔。希望您能赏我一巴掌……」

  「お父様、キエルは心に従いました。貴女の娘は悪魔に魂を売りました。願わくばどうか、この頬を張ってくださいまし……」

  

  

  我低声说完后——

  　そう、呟いたのち。

  

  马车外传来士兵们的交谈声，让我猛然起身。

  　馬車の外で兵士たちの話声が聞こえて私は飛び起きました。

  

  我们尽可能将马车停在角落的后方，但要是被发现就赔了夫人又折兵了。骑士们正在悠哉地聊天，看起来似乎很松懈……但我们可不能松懈。

  　できるだけ端且つ後方に用意した我々の馬車ですが、バレてしまえば元も子もなく。騎士たちはのんびりと世間話をしていますから、気は抜けているようですが……私たちは気を抜けません。

  

  我再次拉开小窗的窗帘往外看，看到士兵们正在交谈。

  　再び小窓の布をずらして外を見れば、兵士たちが会話しているのが見えました。

  

  

  「对了，你听说了吗？关于圣女大人的传闻。」

  「そういえばお前聞いたか？　聖女様の噂」

  

  「嗯？哦，圣女大人啊。她从战场回来了吧？我没见过她就是了。」

  「ん？　ああ、聖女様か。戦場から戻っているんだろう？　お顔を見たことはないが」

  

  「因为她平常都待在教皇宫里。优奈伊尔大人的化身好像不能太常在俗世露面。」

  「普段は教皇庁に御籠になられているからな。ユナイル様の現身があまり俗世に顔を出すのは良くないんだそうだ」

  

  「是哦，是这样吗？我好想拜见一次她的尊容啊。听说历代的圣女都很美吧？」

  「はー、そんなもんかねえ。俺は一度でいいからご尊顔を拝みたいがね。歴代の聖女は皆美しいって話だろう？」

  

  「是没错……不过这一代的圣女大人好像有点问题。」

  「それもそうだが……どうにも今代の聖女様はいわく付きでな」

  

  

  

  我不禁竖起耳朵，聆听士兵们的对话。

  　私はついその兵士たちの会話に耳を澄ませました。

  

  然后，他们所说的内容让我皱起眉头。

  　そして、彼らの話す内容に、眉根を潜めるのでした。

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  

  小库挡在我们面前。

  　クーが我々の前に立ちはだかる。

  

  虽然早就知道了，但听到它亲口说出来，还是让我咬牙切齿。

  　わかっていた事だったが改めて、言葉で言われたことに歯噛みしていた。

  

  我毫不掩饰自己的烦躁，走在人潮众多的街道上。

  　私は未だ人ごみの多い通りを、苛立ちを隠さず歩いていた。

  

  我没有戴上兜帽。我知道周遭的视线都把我当成异物看待，但我还是刻意走在路上，故意让他们看个够。

  　フードなど被っていない。周囲の視線が私を異物のように見ているのは分かった。あえて見せつけるようにして歩いていた。

  

  这座城市里有恶魔的长相存在，已经是众所皆知的事实。虽然觉得不是骑士的人，应该不会特地来管我这种人，但其实我只是因为内心烦躁，才会稍微自暴自弃罢了。

  　既にこの街に悪魔の相がいることは周知の事実。騎士でもなければわざわざ私のようなものに構う事もあるまいとしてだが、その実本心では苛立ったから少し自棄を起こしていただけだった。

  

  

  我经过的地方，人们纷纷默默地让路。

  　人々は私が通ると次々にそっと道を開けた。

  

  确认那些人的眼神都像在看着异物后，我带着自嘲的笑容继续前进。

  　私はその連中の目が異物を見るような眼であることを確認して、自嘲気味に笑いながら歩いた。

  

  

  

  「克莱儿？」

  「ココット？」

  

  

  突然有人叫了我的名字。我原本以为是小库追上来了，但回头一看，才发现对方另有其人。

  　不意に私の名を呼ぶ声。まさかクーが追いかけてきたのかと思ったが振り返ってみれば相手は別だった。

  

  我从头到脚打量对方的模样，有些吃惊……然后露出憎恨的笑容。

  　その姿を頭から足まで見て、私は少し驚いた後……憎々しげに笑った。

  

  

  「你穿的衣服还挺漂亮的嘛，老爷子。」

  「随分と綺麗な服を着せてもらったじゃないか、ジジ」

  

  

  叫住我的人是老爷子。

  　私を呼び止めたのはジジだった。

  

  他穿着做工精良的白色衣服。应该是教皇厅给他的吧。

  　ジジはしっかりした作りの白い服を着ていた。教皇庁で与えられたのだろうな。

  

  听到我刻意挖苦的这句话，老爷子有些难为情地红着脸，拿起缠腰布转了一圈。

  　わざと嫌味を込めて言ってやった私の言葉に、ジジは恥ずかしそうに頬を染めて腰布を持ちひらりと回った。

  

  

  「哦，这个啊……这是教皇阁下给所有人的东西。听说可以净化心灵……」

  「ああ、これね……教皇様から皆頂いたんだ。心を綺麗にしてくれるんだって……」

  

  「是哦。」

  「ふぅん」

  

  

  我对此不感兴趣，立刻将视线从他身上移开，再次朝有琪艾儿等人等待的大门走去。

  　私は興味を示さず、すぐにジジから目を背けて再びキエルらの待つ門への道を歩き始めた。

  

  身后传来慌张的声音和脚步声，但很快就被我抛在脑后。

  　背後で慌てた声と足音がして、すぐにジジは私を追いかけた。

  

  

  

  

  现在是晚上。镇上的人应该已经吃完晚餐，准备就寝了。

  　時刻は夜。街の連中は夕飯の支度を終えていて食事も済んでいる筈だ。

  

  眼前的人潮看起来只像是一群普通的游人。

  　この人ごみはただの遊び人にしか見えなかった。

  

  小库曾告诉我，这里的人习惯在晚上散步，因此市集也会配合这个习惯，一直热闹到很晚。不过，我只觉得这些人很肮脏。

  　実際のところは夜の散歩をする習慣があるらしいので、それに合わせて市も遅くまで賑わっているのだとクーが教えてくれたのだが、私には汚らわしく見えた。

  

  

  「喂，克莱儿！」

  「ねえ、ココットってば！」

  

  

  一直走在我身旁的他，无视我的冷漠，持续向我搭话。最后，他终于忍不住提高音量。

  　ずっと私の隣を歩くジジは頑なに無視をした私に構わずに話しかけ続けていたが、ついに耐えかねて声を大きくした。

  

  我深深叹了口气，停下脚步，转身面向他。

  　私は深いため息の後足を止め、くるりとジジに面と向かう。

  

  

  「吵死了。不要在我耳边大吼大叫，会震破我的耳膜。」

  「なんだ騒々しい。耳元で大声を出すな。鼓膜が破れる」

  

  「你为什么心情这么差啊！之前你也是说要去上厕所，就突然不见踪影……已经一个星期了耶？你连教皇阁下要说什么都不听，到底在做什么啊！」

  「なんでそんな機嫌悪いのさ！　この前だって用を足しに行くって言っていなくなって……一週間だよ？　教皇様のお話も聞かずに何してたのさ！」

  

  「跟你无关。我也没必要听他说话。」

  「お前には関係ない。話なんか聞く必要もない」

  

  

  一个人在教皇厅吃着看起来很美味的餐点，或是被请去服侍参拜者用餐，这些事情对我来说一点意义都没有。不如说，我听了只会觉得不快。

  　楽しそうに一人で教皇庁で出た食事がどうとか参拝者に振舞う食事の給仕をさせてもらっただとかそんな話に意味はないのだ。むしろ不快ですらある。

  

  会因为有人喂食就摇尾巴的，只有动物而已。

  　飯を与えられて尻尾を振るのは動物だけだ。

  

  不过，我很难开口否定。如果这是小库的好意，那我的心情也会变得很复杂。

  　だが言葉にして否定はし辛かった。その厚意を与えているのがクーであるならば、私とて複雑な思いはある。

  

  然而，就算是出自小库的好意，我也不打算接受。我不会被驯服。我只认同自己……以及赐予我复仇手段的艾陆可——罗大人。

  　しかしてたとえクーの厚意だとしても私はそれを受けるつもりはない。私は飼い慣らせない。私が認めるのは私と……私に復讐の手段を与えてくれたエルク―ロ様だけだ。

  

  

  

  这时，我听到吉吉突然发出小声的尖叫，还以为发生了什么事，结果看到一只老鼠从她的脚边窜过。

  　と、ジジが突然小さく悲鳴を上げたので何かと思えば、彼女の足の隙間をネズミが走り抜けていくのが見えた。

  

  

  「什么嘛，不过是只老鼠，你也太没用了。」

  「なんだネズミくらいでだらしない」

  

  

  我傻眼到不行，再次背对脸色苍白的吉吉，继续往前走。

  　私は呆れかえり、青い顔で立つジジから再び顔を背けて歩き始めた。

  

  不过，我立刻又听到追在我身后的脚步声，吉吉的脸再次从我身旁探了出来。

  　だがすぐにまた私の後を追いかける足音が聞こえて、また私の顔の横にジジの顔がひょっこり顔を出した。

  

  

  「克莱儿，你感觉好像男孩子哦。难得你有一张可爱的脸蛋，要更有女孩子气才行。」

  「ココットってなんだか男の子みたいだよ。せっかく可愛い顔してるんだから女の子らしくしないと」

  

  「不需要。我比较习惯被说像男孩子。而且女孩子气是什么？看到老鼠就尖叫吗？我才不管什么女孩子气。」

  「不要だ。男の子と言われる方が馴染む。それに女の子らしさってなんだ？　ネズミを見て悲鳴を上げる事か？　女の子らしさなんか知らない」

  

  「不行啦！克莱儿，你现在几岁？」

  「ダメだよ！　ココットいまいくつさ」

  

  「12岁。」

  「１２」

  

  「那你再过一年就可以结婚了！要更有女孩子气才行！」

  「じゃあもうあと１年もすれば結婚できる年なんだから！　しっかり女の子っぽくしなきゃ！」

  

  

  听到这句话，我稍微睁大眼睛。

  　私はその言葉に目を少しだけ開いた。

  

  对了，这个世界确实有这种文化。只要年满十三岁，女性就会被男性迎娶。我记得蕾依也说过，她年纪轻轻就被奥塔纳伯爵迎娶了。

  　そうか、そういう文化だったなこの世界は。１３にもなれば女は男に娶られる。レイメも確か若くしてアウタナ伯に娶られたと話してくれていたな。

  

  不过，这跟我无关。我既不打算结婚，更不打算被男性迎娶。不可能。我的心里现在还留有对男性的恐惧，而且我跟恋爱无缘。复仇不需要这些。

  　だが私には関係のない話だ。結婚するつもりも、まして男に娶られるつもりもない。ありえない事だ。私の心には今も男性が残っているし、色恋沙汰など無縁。復讐には不要だ。

  

  

  

  「我也是！如果我能在巴鲁塔找到好工作，找到好对象，说不定也会被娶回家哦～！」

  「私もさ！　このバルタでまともな仕事にありつけたらさ、いい人見つけてさ、お嫁さんにしてもらっちゃったりして～！」

  

  「你为什么可以这么乐观啊？看看周遭的人吧。他们现在都是一副『对牛弹琴』的表情，看着你那身诡异的白色长袍。」

  「なんでそんなに楽観していられるんだ。周りの連中の目を見ろ。豚に真珠って顔してお前のその薄気味悪い白いローブを見てるぞ」

  

  「『对牛弹琴』是什么意思？」

  「豚に真珠って何？」

  

  「这是我故乡的俗语。总之，你应该知道他们对你的观感并不好吧？」

  「私の故郷の言葉だ。とにかくよく思われてないってわかるだろ」

  

  

  听到我这么说，吉吉歪过头，但马上又噘起嘴。

  　ジジは私の言葉に首をかしげていたが、すぐに唇を尖らせた。

  

  

  「真是的～！就算我说自己会得到幸福，又有什么关系？你老是摆出那种像在瞪人似的表情，当然只会想到不好的事情啊。」

  「もーっ、幸せになる話したっていいじゃない。ずーっとそうやって何か睨んでるような顔してるから悪い事しか考えられないんだヨ」

  

  「不用你管。而且，光是改变表情，怎么可能得到幸福。」

  「放っておけ。それに顔つきを変えたくらいで幸せになどなれるわけがないとも」

  

  「就～可～以～！克莱儿也是，只要找到好对象，马上就能得到幸福！恋爱会改变一个人哦。」

  「なーれーるーよー！　ココットだっていい人見つければすぐなんだから！　恋は人を変えるんだよ」

  

  「我不是那个意思！说起来，这里是地狱般的世界，根本不会有好人。」

  「そう言う話じゃない！　大体こんな地獄めいた世界だぞ。いい人なんかいないというに」

  

  「至少会有一个吧。」

  「一人くらいいるでしょ」

  

  

  我差点脱口说出「才没有」，男人们随口回答。

  　いないというに、と再度言いかけて適当に浮かべた男連中。

  

  我只遇过部下的魔族，选择过着那样的生活。

  　部下の魔族どもくらいしか男となど出会っていない。そういう生き方を選んでいる。

  

  然而，艾尔克罗大人的脸突然浮现脑海，我吓了一跳，连忙拍打自己的脸颊。

  　だがふと頭に浮かんだエルクーロ様の顔に、私は自分で驚いて慌てて自分の頬を張った。

  

  不过，似乎被老詹看见了，他笑嘻嘻地盯着我瞧。我觉得好像被看穿了，脸颊发烫。

  　だがそれを見られていたかジジがにまーっと笑って顔を覗き込んでくる。それで見透かされたように感じて私は顔が紅潮するのを感じた。

  

  

  「不是！不是那样！那位大人是我的恩人……」

  「違う！　そういうのではない！　あの方は私の恩人で……」

  

  「果然有谁在啊～克莱儿也是个少女呢。」

  「やっぱり誰かいるんだ～ココットも乙女だねえ」

  

  「所以说！艾尔克罗大人只是对我很好，我承受不起……」

  「だから！　エルクーロ様はただ私に良くしてくださるだけでそんなの恐れ多く……」

  

  「艾尔、克罗……？」

  「エル、クーロ……？」

  

  

  

  糟糕，说溜嘴了。自掘坟墓。我全力挖了个坟墓。

  　しまった。口が滑った。墓穴だ。全力で墓穴を掘り抜いた。

  

  我太慌张，不小心说出不能说的名字。我红着脸，只有眼睛充满后悔，捂住嘴巴。

  　慌てすぎて言ってはならない名を口にしてしまった。私は紅潮した顔のまま目だけを後悔に染めて口を覆う。

  

  老詹只是惊讶地看着我。

  　ジジは驚いたような顔で私を見るだけ。

  

  这是当然的。艾尔克罗。无人不知无人不晓。法鲁托玛雷最大的敌人，魔王军四天王。冠上「黑曜」之名的艾尔克罗，不可能有其他人。

  　当たり前だ。エルクーロ。その名は知らぬ者はいない。ファルトマーレ最大の敵、魔王軍の四天王。"黒曜"を冠するエルクーロ以外ありえない名なのだから。

  

  

  他的名字是恐怖与憎恨的象征，深植人心。只要说出那个名字，就会被当成卖国贼。

  　その名は恐怖と憎しみの象徴として人々の中に刻まれている。そんな名を口にすれば売国奴扱いを受けて然る。

  

  只见伊伊一脸惊讶地缓缓朝我靠近，一把扯下我捂住嘴巴的手。

  　ジジは驚いた顔でゆっくり私に近づいてきて私が口に当てた手をむしり取る。

  

  糟糕，这下不妙。在人类的城市里说出魔族的名字，实在太粗心大意了。明明也提醒过库欧特拉他们要低调行事，这样根本是自爆。

  　やばい、まずい。人の街で魔族の名を口にするなど迂闊も迂闊。目立たぬようにするとクォートラ達にも言ってきたのにこれでは自爆。

  

  

  「克莱儿，那个人……」

  「ココット、その人……」

  

  「唔……不、那个、他是个温柔的人……不是你想的那样……不是那个也不是那个……」

  「っ……ちが、あの、優しい方で……じゃなく、お前が思うような……あれでもそれでもはなく……」

  

  「不行啦，克莱儿！自称跟四天王同名的人，绝对不能接近！太可疑了！」

  「ダメだよココット！　四天王と同じ名前を名乗ってる人なんて、絶対だめだよ！　怪しいよ！」

  

  「……咦？」

  「……へぁ？」

  

  

  我发出傻到不行的惊呼声。

  　私は呆れるほどマヌケな声を上げてしまった。

  

  伊伊一脸认真地担心我，牵起我的手。

  　ジジは真剣に私を心配するような顔で私の手を取っていた。

  

  

  「他绝对是个糟糕的男人！就是那种把世间认为不好的东西误以为很帅气的男人！难道克莱儿喜欢糟糕的男人吗？不可以这样！你必须跟我的米莱儿交往才行！」

  「ぜったいダメ男だよ！　あれだよ、世間でよくないものとされているものをかっこいいと勘違いしている男だよ！　もしかしてココットダメな男が好みなの？　そんなのだめ！　私のココットはちゃんとした人が相手じゃないと！」

  

  「不，那位大人不是什么糟糕的男人……不、不对，就是这样！他是个糟糕到不行的男人，我拿他没办法，所以才叫他改名，但他不肯听……」

  「いや、あの方はダメ男などでは……い、いや、そうなんだ！　たまらなくダメな男でしょうがないんだが、名前も変えろと言っているけれど聞いてくれなくてだな……」

  

  「那就更不行了～！马上分手吧！啊，如果还没分手，就不要再靠近他了！」

  「なおさらダメだ～！　すぐ別れよ！？　ああ、まだだったらもう近づいちゃダメ！」

  

  「好、好的，我知道了！我会那么做……」

  「あ、ああ、わかった！　そうする……」

  

  

  

  看来爷爷误会大了。

  　ジジはとんでもない思い違いをしているようだ。

  

  我大大地松了口气，同时又感到傻眼，无力地垂下肩膀。

  　私は盛大に安堵と呆れの息を零しながらがっくりと肩を落とした。

  

  虽然只是为了蒙混过关，但还是对艾露露可大人说了些关于废渣男的事，真的很抱歉。不过这都要怪你不好，谁叫你出现在我的脑海里。

  　そして誤魔化し通す為とはいえダメ男として話してしまったエルクーロ様、申し訳ございません。ですが貴方がいけないのです。私の頭に浮かんでなど来るものだから。

  

  

  我垂着头，再次轻轻拍打脸颊，然后继续前进。

  　私は項垂れながら再び頬を軽く張って歩き始めた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  来到离城门不远的地方时，刚才焦急的想法早已消失，郁闷的心情又再度涌上心头。

  　門までもう少しと言った所に来る頃には先ほどの焦った思考もとうに消え、再びむかむかとした陰鬱な気持ちが蘇っていた。

  

  爷爷说的话也差不多开始变得刺耳了。因为他开始聊起巴尔塔和优奈伊尔教的话题，不再聊恋爱。

  　いい加減ジジの話を聞くのが耳障りになってきたのもある。恋愛話は鳴りを潜め、再びバルタがどうのユナイル教がどうのといったことを話し始めたためだ。

  

  我的精神状态现在并不稳定，悠哉的话题只会让我觉得更烦。

  　私の精神状態は今平穏ではない。のんびりした話など無駄も無駄だ。

  

  我必须快点和在城门等待的琪优莉等人会合，离开巴尔塔，回到阵地。然后我必须再去拜访一次露易卡娜的艾露露可大人，讨论攻略的准备。这件事也很紧急。

  　早く門で待つキエルらと合流しバルタを出て陣へ戻る。そして一度ルイカーナのエルクーロ様の下へ行き、攻略準備について再度話し合う必要がある。それも急ぎだ。

  

  如果巴尔塔打算采取防卫战，那我必须大幅调整作战计划才行。必须在小库出征之前做好准备才行。因为说了多余的话而丢脸，要是不挽回颜面可就说不过去了。

  　防衛戦の構えと見たバルタが打って出てくるというのならば作戦の大幅な見直しが必要なのもある。クーが出陣してくる前に準備を済ませなくてはならない。余計な話で恥すらかいたのだ。巻いていかねば帳尻が合わない。

  

  

  「呀啊！又有老鼠！到底是怎样啦！」

  「きゃあ！　またネズミが！　もうなんなのさ！」

  

  

  又传来一次的惨叫声。这时，我的脚边也有三只老鼠跑过去。

  　ジジがまたしても悲鳴を上げた。と、私の足元でもネズミが３匹ほど駆け抜けていく。

  

  不只如此，到处都有老鼠轻快地跑出来，然后往同一个方向前进。

  　それだけではない。あちらこちらからネズミがちよろりと出ては決まって同じ方へ向かって行った。

  

  全都往大门的方向前进。

  　全てが、門の方へ。

  

  

  「讨厌啦，真是的。这是凶兆耶。」

  「やだなあ、もう。凶兆だよ」

  

  

  伊伊重新穿上脱掉的鞋子，这么抱怨。

  　ジジが脱げてしまったらしい靴を履きなおして愚痴を零す。

  

  不过我……交互看着老鼠和伊伊，微微一笑。

  　だが私は……ネズミとジジを交互に見た後わずかに、笑った。

  

  

  「不……这是吉兆。」

  「いいや……吉兆さ」

  

  

  老鼠很聪明。它们打算抢先一步逃离灾难。逃离我这个灾难。

  　ネズミたちは賢い。一足先に災いから逃げようという訳だ。私という災いから。

  

  看到我笑，伊伊一瞬间皱起眉头。

  　笑う私を見てジジは一瞬眉根を潜めた。

  

  然后，伊伊急忙追上再次迈开步伐的我，拉住我的手。

  　そして再び歩き始めた私を急ぎ追いかけたジジは私の手を取った。

  

  

  「呐，克莱儿，我们一起回去吧！现在去见教皇阁下，说不定还能得到恩宠！圣女大人也是我们的伙伴啊！」

  「ねえココット、一緒に戻ろうよ！　今からでも教皇様にお会いできれば恩寵があるよ！　聖女様だって私達の味方なんだよ！」

  

  「……你还在说这种话。应该要你跟我走才对。什么教皇、圣女，事到如今，我们恶魔的憎恨，才不是那种高高在上的同情可以解决的！虽然你说你不会憎恨，但我可不一样！难道你被漂亮的衣服蒙蔽了双眼吗？我不会忘记的！」

  「……まだそんなことを言うのか。むしろお前が私と来い。教皇だの聖女だのと、私たち悪魔の相が持つ憎しみは今更上から目線で与えられる情でどうにかなるものじゃあない！　お前は憎むことをしないと言ったが私は違う！　綺麗な着物を着せられて目が曇っているのか？　私は忘れない！」

  

  「不行，克莱儿！在街上说这种话……！」

  「だめだよココット！　街中でそんなこと言ったら……！」

  

  「谁管那么多！反正巴尔塔已经完了！」

  「構うものか！　どうせバルタは終わりだ！」

  

  

  听到我大喊，周围的人们同时看向我。

  　叫んだ私の大声に、周囲の人々の目が一斉に私を向いた。

  

  焦急的吉吉看了看四周，然后把脸凑到我面前。我知道他想说什么，但我叹了口气后瞪着吉吉。

  　焦ったようにジジが周囲を見て、私に顔を近づけてきた。言わんとしていることは分かったが、私は溜息を一つついた後ジジを睨んだ。

  

  

  「现在还在打仗。这种和平生活很快就会结束。到时候教皇还会帮助我们吗？没有人能救死人。」

  「戦争の最中だ。この平穏もすぐに終わる。そうなった時にまだ教皇が助けてくれるか？　死人は誰も助けられない」

  

  

  不只是教皇。巴尔塔的所有人全都会被杀。

  　教皇だけではない。バルタに居る連中は皆殺しだ。

  

  我瞪着吉吉，话中带有这个意思。吉吉露出完全听不懂我在说什么的表情，只是用颤抖的手握住我的手。

  　そう言う意味を込めてジジを睨んだ。ジジは私の言っていることがまるで分らないという顔で私の手を震える手で握るばかり。

  

  

  「巴尔塔不会沦陷……因为……」

  「バルタは落ちないよ……だってそれじゃ」

  

  「现在攻击巴尔塔的魔将军，是之前攻陷欧塔娜、弗利克德拉、卢伊卡纳的人。四天王之一的艾库罗大人在背后撑腰。」

  「今バルタを狙っている魔将軍はアウタナ、フリクテラ、ルイカーナを落としてきた者だ。四天王のエルクーロ様がその背後にいる」

  

  「怎么会……可是，巴尔塔还有神殿骑士、圣女大人和圣歌队在啊……！这样就能放心了……！而且，就算是魔将军，也不可能把城里的人全杀光……」

  「そんな……でもバルタには神殿騎士や聖女様、聖歌隊もいるんだから……！　安心だよ……！　それにいくら魔将軍でも街の人たちを皆殺しになんて」

  

  「魔将军会带着深沉的恨意进攻，把这座城市里的人全杀光。他们不会手下留情，也不会手下留情。你也会被杀。」

  「全てを殺すさ。魔将軍は深い恨みを以て攻めてくる。この街に居るものは皆殺しだ。そこに一切の慈悲も容赦もない。お前も殺さなくてはいけなくなる」

  

  「什么……克莱儿……你在说什么？你怎么会知道！」

  「なに、ココット……何言ってるのさ。なんでわかるのさ！」

  

  「因为，我就是那个魔将军。」

  「私が、その魔将軍だからだ」

  

  

  我瞪着吉吉这么说。瞬间，周遭的时间仿佛静止般陷入一片寂静。当然，这只是我跟吉吉之间的情况，但我们确实看着彼此的眼睛，像是冻结般动也不动。

  　ジジを睨みながらそう、告げる。一瞬、周囲の時間が止まったような静寂が訪れた。もちろんそれは私とジジの間だけではあったが、確かに私たちはお互いの目を見たまま、凍ったように動かなかった。

  

  我看着她颤抖的双眼……噗哧一声，从嘴角吐出气息，露出笑容。

  　私は彼女の震える目を見た後……ぷす、と口の端から息を漏らして笑みを見せた。

  

  

  「吉吉，我开玩笑的啦。」

  「冗談だよ、ジジ」

  

  

  我轻笑一声，随即收起笑容，甩开吉吉抓住我的手。

  　ふっと笑ってすぐ笑みを消した私は掴まれていた手を振り払った。

  

  然后，我往前走了一小段路，再次回头望向吉吉。

  　そして少し進んで、一度だけジジを振り返る。

  

  

  「吉吉，我只跟你说一件事。幸福……不是别人可以给予的东西。不管是教皇还是谁，都不会把幸福分给其他人。幸福要靠自己争取。不要相信那些家伙……跟我走吧。」

  「ジジ、これだけは言っておく。幸せは……与えられるものじゃない。教皇だろうがなんだろうがそんなものを誰か他人が与えてくれはしない。幸せは自分で掴み取るものだ。あいつらを信じるな……私と来い」

  

  

  说完，我伸出手。这是我最后一次拉拢她。

  　そう言って手を伸ばす。私の中での、最後の勧誘。

  

  但是，爷爷只是紧紧握着白色长袍的下摆，用困扰的表情看着我。

  　だがジジは、白いローブのすそをぎゅっと握りしめて私を困ったような顔で見るばかりだった。

  

  

  「克莱儿，我明白你的恨意，可是我无法理解。我们好不容易来到可以以人类身份生活的场所了。优奈尔教也会改变的！你要试着相信啊！」

  「ココット、あなたの恨みは分かるよ。だけどわからないよ。やっと私たちが人間として生きられる場所に来たんだよ。ユナイル教だって、これから変わるよ！　信じてみようよ！」

  

  

  听到爷爷悲痛的话语，我静静地放下伸出去的手。

  　そんなジジの悲痛な言葉に、私は伸ばした手を静かに下した。

  

  然后，我用手按着眉间，犹豫了一会儿……转身背对爷爷。

  　そして眉間に手を当て、少し逡巡した後……ジジに背を向けた。

  

  

  「我话已经说完了。不要相信人类。总有一天，你会觉得我说的话是对的。一定会。」

  「話は終わりだ。人間を信じるな。いつか私の言った事が正しいと思う時が来る。必ずな」

  

  

  我留下这句话，开始往前走。

  　私はそう言い残して歩き始める。

  

  我抱着一丝希望伸出手，但爷爷似乎已经被教皇和圣女笼络了。不过，如果对象是小库，那也是没办法的事。

  　もしもと思い手を差し伸べたが、ジジは既に教皇や聖女に篭絡されていたようだ。だが、クー相手ならば仕方ないか、とも思う。

  

  而且，我也不是不能理解他的想法。我明白，我们这些拥有恶魔之魂的人，和遭受虐待的憎恨一样，也想从痛苦中获得解放。所以他才会被甜言蜜语所骗吧。

  　それに理解できない話でもないのだ。我々悪魔の相を持つ者は虐げられた憎しみと同じだけ、苦しみから救われたい思いがあるのはわかる。だから甘言にも乗せられてしまったのだろう。

  

  我的胸口有点痛。如果他选择我，我们一定能成为好朋友。我本来打算在进攻巴尔塔的时候活捉他……但这么一来，我就是爷爷以为自己抓住的幸福的掠夺者了。既然知道会被怨恨，那我也只能杀了他。

  　少しだけ胸が痛んだ。私を選んでくれれば、いい友になれただろうに。私がバルタに侵攻した折には生け捕りにでもしようかと考えたが……そうなれば私はジジが掴んだと思っている幸せの略奪者だ。恨まれると分かっているのなら殺すしかあるまい。

  

  然而，我说的话并没有错。爷爷一定会后悔。等到他后悔时，一切都已经太迟了。迟到来不及让我动手，迟到来不及。

  　しかし、私が言った事は間違いではない。ジジは必ず、後悔する。そうなった時には、全てが遅いのに。きっと私が殺す必要も無くなるほどに、遅いのに。

  

  我迈开步伐，背后已经没有脚步声跟来。

  　歩き出した背後からは、もう付いてくる足音はしなかった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  「齐尔。我来晚了。还来得及出发吗？」

  「キエル。遅くなった。出発まではまだ間に合うな？」

  

  

  我避开旁人耳目，翻滚着钻进马车的载货台，向待在里面的齐尔这么问。

  　人目を忍んで馬車の荷台に転がり込むようにして入った私は、中に居たキエルにそう聞いた。

  

  齐尔在看到我钻进来的瞬间，似乎有所警戒，惊讶地摆出架式，但立刻对我露出放松的表情。

  　キエルは私が入ってきた瞬間警戒していたのか驚いて身構えたが、すぐに私にゆるんだ顔を見せた。

  

  

  「是、是的。应该就快了……」

  「は、はい。もうすぐかと……」

  

  「是吗……那就好。」

  「そうか。……ならいい」

  

  

  我从载货台向假扮成马车夫的魔剑士通知我回来了。听到他说就快出发，我再次为来得及感到安心。

  　私は荷台の中から馬車の御者に扮した魔剣士に帰還を知らせる。ちょうどもうすぐ出発するような様子だと聞いて、間に合った事に改めて安堵した。

  

  我回到载货台，找个合适的位置坐下，抱头深深叹息。

  　荷台に戻って手ごろな場所に腰かけると、頭を抱えて深く息を吐いた。

  

  爷爷那家伙。我还以为他同样身为恶魔，应该能理解我的憎恨。最令人惊讶的应该是他的本性吧。不恨任何人吗？我对自己到现在还对爷爷耿耿于怀感到厌烦。明明就算相信他，也没有任何意义。

  　ジジのやつ。同じ悪魔の相として私の憎悪を理解すると思ったのに。驚くべきはあの性根なのだろうな。誰も恨みはしない、か。未だにジジの事を引きずっている自分に辟易する。信じた所で、意味などないのに。

  

  我承认自己是为了劝谏因为与小库邂逅而动摇的心，才会这么说服自己，不禁咬牙切齿。

  　そう自分に言い聞かせるのは、クーとの邂逅で揺らいでいる自分の心を諫めるためだったのもまた事実と認めて、私は歯噛みした。

  

  我也一样迷惘。所以，我必须尽快离开这里。

  　迷っているのは私とて同じ。だから早く、ここを離れねば。

  

  

  就在我胡乱搔着头发时，琪优耶靠了过来，把手放在我的肩上。

  　そう髪をくしゃくしゃと掻いていればキエルが寄って来て私の肩に手を置いた。

  

  

  「那个，克莱儿！我有件事想跟你说……」

  「あの、ココット！　お耳に入れる話が……」

  

  「什么事？」

  「なんだ」

  

  「……不，那个……没什么。」

  「……いえ、その……なんでもありません」

  

  

  到底是什么事？

  　なんだというんだ。

  

  结果琪优耶始终没有说出口，我也什么都没说，直接躺了下来，把铺在车斗上的布拉过来当枕头，然后把手放在头底下。

  　結局キエルは口ごもったまま何も語らずにいたので、私も何も言わずにごろりと横になり、荷台に敷かれていた布を寄せ集めて枕にすると頭の下に腕を置き、その下に敷いた。

  

  不过，我突然又急忙调整姿势，改成仰躺，把手放在胸口上。然后，我对着把肩膀靠在马车角落墙壁上的琪优耶开口。

  　だがふと、私はいそいそと姿勢を直し、仰向けになって胸の上に手を置いた。そして馬車の隅で肩を壁にもたげているキエルに言った。

  

  

  「我是不是也稍微打扮得像女孩子一点比较好？」

  「私も、少しは女の子らしくした方がいいのだろうか？」

  

  「咦……？你怎么突然这么说……」

  「えっ……？　どうしたのです突然……」

  

  「……没什么！」

  「……なんでもないっ」

  

  

  我再次把微微泛红的脸转向旁边，用手臂当枕头，继续躺着。

  　私はまたすぐに少し赤くなった顔をキエルから隠すように横を向き、腕を枕にして寝そべった。

  

  过了一阵子，马车周围开始吵闹起来，马车也缓缓开始移动。

  　少し経ったのち、馬車の周りが騒がしくなり、すぐにゆっくりと馬車が動き出した。

  

  

  就这样，我们离开了巴尔塔。

  　そうして私たちはバルタを脱した。

  

  

  

  

 
  ＃９４　幸せとは病なのか

  ＃94　幸福是种疾病吗？

  　

  

  

  

  

  

  「克莱儿！欢迎回来！」

  「ココット！　おかえり！」

  

  「咕哈！」

  「ぐはぅっ！」

  

  

  我一回到阵地，就被MIO从正面扑上来抱住，整个人倒在地上。

  　私は陣地に帰還してすぐに正面からミオのタックルめいた抱き付きを受けて地面に倒れた。

  

  我一边被她用额头磨蹭胸口，一边缓缓抚摸她的头，一边劝戒她一边离开她的身体，站起身来，拍掉屁股上的尘土。

  　胸に額をこすりつけられながらゆっくりとミオの頭を撫でて、諫めながら体を離して立ち上がり、お尻についた土を払う。

  

  这时，亲爱的部下们聚集到我面前。托札内张开双手，争先恐后地跳来跳去。

  　そんな中親愛なる部下たちが私の前に集まってきた。我先にとぴょんぴょんと飛び跳ねながらツォーネが両手を広げている。

  

  

  「克莱儿大人～～～～♡我也要！我也要！」

  「ココットさまぁ～～～～～♡　わたくしもっ、わたくしもっ」

  

  「绝对不行，托札内。要是你扑上来，我的脊椎会碎成粉末。」

  「絶対にやめろツォーネ。お前に飛びつかれたら背骨が砕け散る」

  

  

  我立刻驳回令人毛骨悚然的要求。托札内沮丧地退后一步，取而代之，库欧特拉和索夫走上前来。

  　ぞっとする要求をすぐさま却下。しょげ込んで一歩下がったツォーネの代わりにクォートラとゾフが進み出た。

  

  

  「公主，您平安归来，真是万幸。」

  「姫、よくぞ無事にお戻りになりました」

  

  「您真是坚强。我本来还担心会怎么样，结果您只是脸颊多了个瘀青就回来了。做出疯狂的举动，却能带着成果回来。我们的大小姐是魔族首屈一指的将军。」

  「ほんとタフなお方だぜ。どうなる事かと思ったが頬にあざを作っただけでお帰りになった。正気じゃねえことをやって成果を持ち帰ってくる。我らがお嬢は魔族きっての将軍よ」

  

  「就算夸我，我也无法做出机灵的回应。因为我的脸颊很痛。」

  「褒めても気の利いた返事はできないぞ。頬が痛くてな」

  

  

  我开了个小玩笑，他们便哈哈大笑。

  　少しのジョークで連中は大笑いをした。

  

  之后，为了整理情报，我带着魔族们前往账篷。MIO则抱着我的手臂。

  　その後情報を整理するために私は魔族達を伴い、ミオには腕に抱き着かれながらテントへと向かった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  「城镇的构造大致上都掌握住了。不出所料，新市区和旧市区被那道巨大城墙隔绝。门前的守备兵力不是之前的城镇可以比拟。」

  「街の構造は概ね把握した。予想通り新市街と旧市街はあの巨大な壁で断絶されていた。門の前の守備兵力はこれまでの比ではない」

  

  「嗯，那像奥达纳那时一样，由我们龙人部队进行轰炸如何？」

  「ふうむ、アウタナの時と同様我らドラゴニュート部隊による爆撃をしては？」

  

  「不行。我刚才也说了，门上的弩炮很棘手。你们也知道那比弓箭更强大，射程更远吧。没办法轰炸。」

  「無理だな。言った通り門の上のバリスタが厄介だ。弓より強力で射程があるのは知っているだろう。爆撃は無理だ」

  

  

  从弩炮射程外的超高空进行轰炸……也就是投下岩炮弹，但高度太高会有两个问题。

  　バリスタの射程外である超高度からの爆撃……つまりロックボムの投下であるが、高さがありすぎると問題が二つ出る。

  

  首先是命中精准度。太高就无法准确投下。而且高度太高的话，着地的冲击会让岩炮弹当场死亡。死亡的岩炮弹不会爆炸。虽然可以当成质量兵器，但根本打不中。

  　まず命中精度だ。高すぎては正確に投下できない。それに高さがありすぎると落着の衝撃でロックボムが死んでしまうのだ。死んだロックボムは爆発しない。質量兵器にはなろうが、そもそも命中しないというわけだ。

  

  又不能大量投下，强行投下风险又太高。

  　大量投下できるわけでもないし、無理やり投下はリスクが高すぎる。

  

  虽然还有使用角弓的方法，但遗憾的是这附近没有族群栖息。

  　ホーンバウを使う手もあるが、残念ながらこの近くには群れが生息していない。

  

  

  「真麻烦……只要有破坏弩炮的方法不就好了吗？」

  「面倒な……バリスタを壊す方法さえあればいいのではないですの？」

  

  「不行。不只弩炮。你听公主说过吧，托尔涅。戒备森严。入口只有一个。光是守备兵力就和我们人数相同。旧市区错综复杂，马上就会被包围。从正面进攻行不通。人数不够。」

  「ダメだ。バリスタだけではない。姫から聞いただろうツォーネ。警備は厳重。入り口は一つだけ。守備兵力だけで我らと同数。旧市街は入り組んでいてすぐに囲まれる。正面からは無理だ。数が足りない」

  

  

  听到库多拉这么说，烦躁的图兹涅将双手交叉在后脑勺，噘起嘴巴。

  　クォートラに言われてツォーネは苛立ったか頭の後ろで腕を組んで唇を尖らせた。

  

  索夫瞥了图兹涅一眼后，双手抱胸看着我。

  　そんなツォーネの様子をちらりと見た後、腕を組みながらゾフが私を見る。

  

  

  「该怎么办呢，大小姐？虽然很不甘心，但凭我们的兵力无法突破他们的防御。」

  「どうするんですかい、お嬢。悔しいが、俺たちの兵力じゃ奴らの防備は突破できやせんぜ」

  

  「嗯。所以只能请求追加兵力了。」

  「ああ。だから追加兵力を頼むしかない」

  

  「追加兵力？难道要拜托艾库罗大人？这可不行。魔族军的战况都乱成一团，根本就没有预备兵力。」

  「追加兵力？　まさかエルクーロ様に？　そいつぁ無理だ。魔族軍はどこもしっちゃかめっちゃかで予備兵力なんかありゃしませんぜ」

  

  

  索夫皱起眉头说道。

  　ゾフが眉根を潜めてそう言った。

  

  我从用来说明的讲台走下来，双手扠腰挺胸对索夫说道：

  　私は説明のための黒板の前の立ち台から降りて腰に手を当てゾフに胸を張って言う。

  

  

  「即使如此，魔王大人还是命令我攻下巴尔塔。听好了，凡事都有优先级。」

  「それでもだ。私はバルタを落とすように魔王様から命じられている。いいか、モノには優先順位という物がある」

  

  

  这场战争的主角是我。应该可以通融一下。

  　この戦争の主役は私。融通はきくはずだ。

  

  

  「以前我们是诱饵，但现在除了我们以外，所有人都成了诱饵。别忘了这点。不管是魔王城的警备兵力还是其他兵力，我都会试着去交涉。我去艾库罗大人的身边一下。」

  「かつては我々が囮だった。だが今や我々以外のすべてが囮だ。それを忘れるな。魔王城の警備兵力でもなんでも、掛け合うだけはしてみるさ。私は少しエルクーロ様の下へ行く」

  

  「公主，什么时候出发？」

  「姫、いつです？」

  

  「今天之内。潜入巴尔塔后，我们获得了许多情报。也有夜蜥潜入。必须重新向艾库罗大人报告巴尔塔决战的计划。而且我们想要的也不只有兵力。」

  「今日中だ。バルタ潜入で色々と情報は手に入った。ナイトリザード達も潜っている。エルクーロ様にバルタ決戦の段取りを改めてお話しする必要がある。欲しいものはなにも兵力だけではないしな」

  

  

  我走到桌子前，拿起咖啡啜饮了一口。

  　私はテーブルの前まで歩いていき、コーヒーを手に取ると一口啜った。

  

  

  「而且，巴尔塔应该会在近期出兵。时间不多了。如果不增强战力，我们就会先被击溃。」

  「それにだ。近々バルタから出兵があるはずだ。時間は少ない。戦力を増強しなければ我々が先につぶされる」

  

  

  我突然看向某处，与从帐篷入口偷偷看着我的米欧四目相对，然后笑着放下杯子。

  　そしてふと目を見やり、テントの入り口からこっそりと私を見ているミオと目が合い、ふっと笑ってカップを置いた。

  

  接着我重新转向迫不及待想出发的库托拉，抢先下达命令。

  　そしてすぐに行く気満々のクォートラに向き直ると先んじて命令を下した。

  

  

  「库托拉，这次你也留下。我会使用托古瓦。由我一个人去。」

  「クォートラ、今回はお前も残れ。トグーヴァを使う。私一人で行く」

  

  「啊……？可是……」

  「は......？　しかし……」

  

  「我刚才应该已经说明理由了。怎么能让这里的战力变薄弱。龙人部队要轮班视察。听好了，注意巴尔塔的动向。圣女要来了。一有状况就立刻联络我。」

  「今しがた理由は言った筈だぞ。此処の戦力を薄くできるものか。ドラゴニュート部隊はローテを組んで視察を怠るな。いいか、バルタの動きに注意しろ。聖女が来る。何かあればすぐ連絡を寄越せ」

  

  「唔唔……」

  「ううむ……」

  

  

  库托拉发出沉吟，我无奈地耸了耸肩。

  　唸るクォートラに私はやれやれと肩をすくめた。

  

  

  「我知道了。我会带四名魔剑士去。没有意见吧？」

  「わかった。魔剣士を4名連れていく。文句はないな」

  

  「是……」

  「は……」

  

  

  库多拉回答后敬礼。真是的，这家伙保护过度了。接着，索夫来到我身旁跪下。我把自己的脸凑近索夫的脸，然后索夫把嘴巴凑近我的耳朵。

  　クォートラが返事をして敬礼をする。まったく、過保護なやつだ。と、ゾフが私の隣にやってきて膝をつく。私はゾフの顔に自分の顔を近づけた。そしてゾフは私の耳に口を近づける。

  

  

  「那个准备好了吗？」

  「例の仕込みは済んだんですかい」

  

  「嗯，好了。你那边如何？」

  「ああ、済んだ。お前の方はどうか」

  

  「嗯，顺利增加了。因为我把几个经过附近的难民分散了。」

  「ええ、順調に増えてまさあ。近くを通った難民を何人かバラしやしたからね」

  

  

  我听了索夫压低音量的报告后静静点头。库多拉他们感到很疑惑，不过现在还不用让他们知道。

  　ゾフの声を抑えた報告を聞いて私は静かに頷いた。クォートラ達が訝しんでいるが、今はまだ聞かせずともよい。

  

  

  「很好。继续拜托你了。在某种意义上，你是我最亲近的人。我很信任你。」

  「よろしい。引き続き頼む。ある意味では、お前が私にとって最も近い。信用してるぞ」

  

  

  索夫点头，站起身来与库多拉并肩。

  　ゾフは頷き、立ち上がるとクォートラらに並んだ。

  

  然后库多拉看了两人后做出指示。

  　そしてクォートラが二人を見た後に指示を出す。

  

  

  「好。索夫和托涅，你们去地上警戒。索夫配置那些哥布林，警戒巴尔塔军队的动向。托涅巩固阵地周边。」

  「よし。ゾフとツォーネ、お前たちは地上を警戒をしてくれ。ゾフはゴブリンどもを配置してバルタからの軍の動きを警戒するように。ツォーネは陣地周辺を固めろ」

  

  「好的好的～」

  「はいはーい、ですわ」

  

  

  索夫默默点头，一旁的托涅则精神奕奕地回应，我对她微微一笑。

  　黙って頷いたゾフの横で元気よく返事をしたツォーネに私はにこりと笑ってやった。

  

  

  「拜托你了，托涅。接下来我要和米奥玩一下。摸摸你帮我洗得蓬松的头发吧。」

  「頼むぞツォーネ。これから私は少しミオと遊んでくる。お前が洗ってくれたふわふわの髪でも撫でてな」

  

  

  我这么说完，走出帐篷。可以感觉到背后的托泽涅莫名地开心。

  　そう言って私はテントから出る。背後ではツォーネが妙に喜んでいるのが感じられた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  「克莱儿！我要丢咯！」

  「ココット！　いくよぉ！」

  

  

  米欧这么说完，丢出一颗揉成球状的草球。我接住后，温柔地丢回去。

  　ミオがそういってボール状に丸めた草の玉を投げてきた。私はそれをキャッチして、優しく投げ返す。

  

  也就是所谓的传接球。虽然感觉像在陪儿子玩，但这是米欧的提议。

  　キャッチボールという訳だ。まるで息子を相手にしている気分になるが、ミオの申し出だった。

  

  

  「啊哈哈！好好玩哦，克莱儿！」

  「あはは！　たのしいねココット！」

  

  「嗯，很好玩。接下来我会教你更多更普通的事情。」

  「ああ、楽しい。これからもっともっと普通の事を教えてやるからな」

  

  「嗯！」

  「うん！」

  

  

  米欧笑了，没有接住我丢过去的草球，追着滚来滚去的草球跑。

  　ミオが笑い、私が投げた草玉をキャッチし損ねて、ころころところがるそれをぺたぺたと追いかけた。

  

  光是看到她这副模样，我便自然而然地露出笑容。

  　そんな姿を見るだけで、私は自然と笑顔がこぼれた。

  

  

  「啊，对了。我们约好了吧？我偷了看起来很好吃的点心过来。」

  「ああ、そうだ。約束していただろ？　おいしそうなお菓子をくすねてきてあるよ」

  

  

  我这么说，指向放在附近木材上的点心。

  　私はそう言って近くの木材の上に置いておいたお菓子を指さした。

  

  正要把草球丢回给我的米欧笑逐颜开，丢下草球，扑向点心，打开包装。她拿起里面像是蒸面包的点心，看着我，我点头。米欧开心地咬下点心。

  　草玉を私に投げ返そうとしたミオはぱあっと笑い、草玉を放り出してお菓子に飛びついて包みを開ける。中に入っていた蒸しパンめいた菓子を手に取り、私を見るので頷く。ミオは嬉しそうにお菓子に口を付けた。

  

  我也迈开步伐，站在米欧身旁，对吃着点心的米欧再次露出笑容，从我带来的茶壶泡茶。

  　私も歩き出し、ミオの隣に立つとお菓子を頬張っているミオにもう一度笑いかけ、持参しておいたポットから茶を淹れた。

  

  

  「好了，不要急着吃，小心噎到。」

  「ほら、慌てて食べるんじゃないぞ。喉に詰まらせるからな」

  

  「呣啊！」

  「むぁ！」

  

  

  看到她笑咪咪地把点心塞满整个脸颊的模样，我的心情也跟着平静下来。我稍微吹凉了倒进杯子里的茶，然后递给MIO。

  　にこりと笑って頬いっぱいに菓子を頬張る姿を見て私も穏やかな心となった。カップに注いだ茶を少しだけふーふーと冷まし、ミオに手渡す。

  

  平凡的互动。这就是我手边的小小幸福。

  　普通のやりとり。これが私の手元にある小さな幸せだ。

  

  这时，我想起一件事，敲了一下手掌。

  　と、そういえばと思い出して私は手を打つ。

  

  

  「对了，我在巴尔塔遇到了一个叫作爷子的家伙。对了，她年纪比MIO大一点，是个女生。个性非常开朗，跟我们一样……有着恶魔的长相。」

  「なあ、バルタでジジという奴に会ったんだ。そうだな、ミオより少し上くらいの年で、女だ。底抜けに明るいやつで、私たちと同じ……悪魔の相だ」

  

  

  爷子也是让我犹豫着该如何回应幸福的存在。我现在确实感到满足，所以想起爷子的时候，内心浮现了「我成功了」的念头。

  　幸せの答えを迷わせた存在でもあるジジ。私は今確かに満ち足りているから、少しだけしてやったりという思いを浮かべながらジジの事を思い出した。

  

  MIO用又圆又大的红色眼睛看着我。

  　ミオは丸くて大きい赤い瞳で私を見ている。

  

  

  「所以……那个，她是个好人。可以的话，我不想杀她。MIO也想要朋友吧？那家伙应该很适合……你觉得呢？」

  「だから……その、いいやつ、だったよ。できれば、殺したくない。ミオも友達が欲しいだろう？　あいつなら適任だ……どう思う？」

  

  「嗯嗯？」

  「んん？」

  

  「没有啦，就是那个。如果是你的请求……我一定会犹豫。如果你想要朋友，我有想到一个……进攻巴尔塔的时候，我会把她活捉过来。」

  「いや、だからそのだな。お前の頼みであれば……私はきっとためらえるから。もし友達が欲しいなら、心当たりがあるし……バルタを攻めた時に生け捕りにしてやる」

  

  

  我真是狡猾啊。

  　ずるいな、私は。

  

  我知道自己只是想拿MIO当借口逃避而已。但是……不，没什么但是。我只是想找出不杀她的理由而已。

  　ミオを理由にして逃げたいだけだと分かっている。だが……いや。だがもなにもない。私はただ、殺さなくていい理由を見つけたいだけだ。

  

  不管是爷爷……还是小库。

  　ジジも……クーも。

  

  一直以来，他都是自己决定一切。他有足以这么做的觉悟与憎恨。但是现在呢？现在却是这副德性。

  　自分で全て決めてきた。そうできるだけの覚悟と憎悪があった。だが今はどうだ。このありさまだ。

  

  明明应该也准备了不会让事情变成这样的存在，那家伙最近却完全没尽到职责。我明明都公开表示要杀了他，但就连这件事我都不确定自己能不能办到。

  　こうならない為の存在も用意した筈なのに、あいつは最近まるで役目を果たさない。であれば殺すと公言さえしたのに、それすらも私にはできるか怪しい。

  

  明明什么都没有结束，我却一定已经得到了太多。

  　本当に、なにも終わっていないのに私はきっと、手に入れすぎてしまったんだな。

  

  希望不会成为她的负担。

  　重荷にならなければいいんだが。

  

  

  MIO一边嚼着点心，一边呆呆地看着我。她吞下点心后笑着说：

  　ミオはしばらくもちゃもちゃと菓子を頬張りながらぽかんと私を見ていたが、ごくんと飲み込んだ後に笑って言う。

  

  

  「没关系，我不介意！反正还有克莱儿在！而且还有齐儿、托涅儿跟大家！」

  「ううん、別にいい！　ココットがいるし！　キエルもツォーネも、みんないるから！」

  

  「……这样啊。」

  「……そうか」

  

  

  我露出困扰的笑容，摸了摸MIO的头。

  　私はふっと困った笑みを見せてミオの頭を撫でた。

  

  的确，是这样没错。我喜欢现在手中所拥有的东西。我也没有……更多的奢望了。

  　たしかに、そうだな。今この手の中に在るものが好きだ。私もこれ以上は何も……望むまいよ。

  

  MIO也笑着用手擦掉沾在嘴角的点心碎屑，然后用衣服擦掉。

  　ミオも笑って口の端についたお菓子くずを手で拭って服にこすりつけた。

  

  看到这一幕，我无奈地摇摇头，把手伸向MIO的衣服，把沾在布料上的点心屑拍掉。

  　それを見た私はやれやれと首を振ってミオの服に手をかけ、布地についた菓子くずを手で払った。

  

  

  「喂，MIO，用衣服擦很不像样吧。你是女孩子吧，要更有女孩子样才行哦。」

  「おいミオ、服で拭いたらだらしないだろう。女の子だろう。もっとらしくしなくちゃだめだぞ」

  

  「唔——克莱儿还不是一样！」

  「むー、ココットだってそうだよ！」

  

  「什么嘛，我又不是……不，唔……说得也是。我也是女孩子嘛。」

  「なんだ私は別に……いや、むう……そう、だな。私も女の子だもの、な」

  

  

  唉，我叹了口气，确认自己的模样。

  　はぁ、とため息をついて私は自分の姿を確かめる。

  

  我穿着粗犷的军用装。尺寸也还不合身，袖子松垮垮的，不卷起来的话连手指都会被遮住。

  　着ているのは無骨な軍用装束。サイズも未だにあってないから袖はぶかぶかでまくらないと指まですっぽり隠れる。

  

  下摆也很长，简直像裙子或大衣。将军用的斗篷般的外套，以及帽子。

  　裾も長くまるでスカートかコートだ。将軍用のマントめいた外套と、帽子。

  

  而穿着这些衣服的是身为女孩子的我。乱糟糟又翘得乱七八糟的白发。虽然有点长了……还要再剪短一点吗？不，可是长一点比较像样吧？嗯——保留。

  　それに身を包むのは女の子である私。ぼさぼさにハネ癖がついた白い髪。少し伸びてきたが……。また少し切るか？　いや、でも長いほうが、"らしい"か？　んー、保留。

  

  还有……手脚很细。卷起袖子一看，手指也的确是女孩子。

  　あとは……手足は細い。袖をまくってみれば指も確かに女の子。

  

  脸颊也很柔软。最近托着兹涅一直啰嗦要我保养，看来有效果了。

  　頬も柔らかい。最近ツォーネにケアしろとうるさく言われていたのが効いたか。

  

  胸部。虽然说是快要隆起的程度，但也不是没有。啊，可以理解是胸部。应该够了吧。毕竟我还是小孩。

  　胸。膨らみかけと言った具合だが無くも無い。ああ、胸だなとは理解できる。十分だろう。まだ子供だしな。

  

  

  我像这样摸了摸衣服、头发和胸部，MIO就开始模仿我，我急忙停止。

  　そうやってぺたぺた服や髪や胸を触っていると、ミオが真似をし始めたので慌ててやめた。

  

  

  「听好了，MIO。绝对不可以当着别人面前摸胸部……不对，不可以露出肌肤。知道吗？内衣也不行。也不可以让异性触摸身体。」

  「いいか、ミオ。絶対に、人前で胸を触っては……いや、肌を見せちゃだめだ。いいな？　下着もダメ。異性に体を触らせるのもダメ」

  

  「为什么？」

  「なんで？」

  

  「因为……会被四分音那家伙骂！看……吼！」

  「クォートラのやつに……怒られるからだ！　ほら……がお！」

  

  「呀啊！」

  「きゃあ！」

  

  

  我举起手，露出牙齿，追着MIO跑。

  　腕を上げて歯を見せて、笑うミオを追いかける。

  

  周围工作的魔族们看到我们，露出有点惊讶的表情。因为有两个小恶魔在魔族驻屯地的正中央玩你追我跑的游戏。

  　周囲では働く魔族達が私たちを見て少し驚いた顔をしていた。小さな悪魔が二人、魔族の駐屯地のど真ん中で追いかけっこに興じているのだからな。

  

  一开始，对于知道我至今为止的言行举止的人们来说，这种突然的转变应该会让他们感到怀疑。虽然没有表现出来，但我想实际上应该有吧。不过他们还是接受了我原本的样子。他们是我重要的部下。

  　始めは今までの私のそぶりを知る者たちにとってこの豹変ぶりは不信感を買うものだと思った。表には出ていないが、実際あったのだろうとも思う。だがありのままを彼らは受け入れた。大事な部下たちだ。

  

  最近哥布林也不会闻我上衣的味道了。

  　最近はゴブリンに上着の匂いをかがれることもないしな。

  

  不过我有发现，偶尔在跟MIO洗澡的时候会被偷窥。如果目的是色心倒还好，如果是食欲的话，就需要稍微处理一下了。光是洗澡跟哥布林的组合，就让我脑中浮现讨厌的记忆。

  　だがたまに私とミオの水浴びの時に覗かれていることに気づいている。下心目的ならばまだいいが、食欲なら少し対処がいるな。ただでさえ水浴びとゴブリンの組み合わせは嫌な記憶がよぎる。

  

  那是在卢卡纳攻略战之前吧。明明没过多久，却令人怀念。雷寇他们的伙伴，许多哥布林等魔族也在那场战役中死去。幸存者和艾尔克罗大人一起回到魔王城。他们应该回到乌拉嘎克那大人的军队了吧。

  　ルイカーナ攻略戦の前だったか。そう前でもないのに懐かしい。レコ達の仲間だったゴブリンら魔族達も多くがあの戦いで死んだ。生き残りはエルクーロ様と共に魔王城へ戻った。ウラガクナ様の軍に復帰したのだろうか。

  

  发生了很多事呢。我成为魔将军明明还不到一年。

  　色々あったな。私が魔将軍となってから1年もたっていないというのに。

  

  

  时间过得很快。而且在短时间内发生许多事，产生变化。

  　時間が過ぎるのは早い。そして短い時間で色々なことが起き、変わる。

  

  回过神来，我又在思考未来的事。

  　気づけば私はまた、この先の事を考えていた。

  

  战争结束后的事。

  　戦いが終わった後の事を。

  

  然后——

  　そして。

  

  

  「呐，澪，这场战争结束后——你将来想做什么？」

  「なあ、ミオはこの戦いが終わったら――将来何になりたい？」

  

  「将来？」

  「しょうらい？」

  

  「对，将来。就是未来。战争结束后的事。什么都可以，你想做什么？」

  「ああ、将来。未来だよ。戦いが終わった後の事だ。なんでもいい。どうなりたい？」

  

  

  我和澪并肩坐在木材上。

  　私とミオは木材に並んで腰かけていた。

  

  听到我的问题，澪用手指抵着嘴唇，「嗯——」思考后，露出微笑张开双手。

  　ミオは私の問いに唇に指をあててうーんと考えた後、にこりと笑い両手を広げていった。

  

  

  「嗯——花店！」

  「んー、お花屋さん！」

  

  「哦，不错啊！毕竟澪喜欢花嘛。」

  「ああ、いいじゃないか！　ミオは花が好きだものな」

  

  

  在白城时，她也住在花田中。她看起来很开心。不过那个地方是可恨的亚历山大的监狱。而且那家伙已经不在了。

  　白城に居た時も花畑に囲まれていた。そこにいた彼女は楽しそうだった。だがあの場所は忌々しいアレハンドロの監獄だ。そしてやつはもういない。

  

  

  「还有其他想做的吗？说说看没关系。尽量说没关系。」

  「他にはないか？　言うだけならタダだ。どんどん言ってみるといい」

  

  「嗯——嗯——……点心店！」

  「うーんと、うーんと……お菓子屋さん！」

  

  「啊哈，点心吗！我喜欢吃点心，自己做的话就可以吃到饱了。」

  「あは、お菓子か！　好きだものな。自分で作れば食べ放題だよ」

  

  「还有，新娘！」

  「あとは、お嫁さん！」

  

  「什么？」

  「なに？」

  

  

  我感觉到心脏微微地跳了一下。

  　心臓がドクンと小さく跳ねるのを感じた。

  

  新娘，被男人娶进门。澪果然也想变成那样吗？

  　嫁になる。男に娶られるという事。やはりミオもそうなりたいと思っているのか。

  

  对年轻女孩来说，那果然是最理想的未来吗？那是一般……所谓的女孩子吗？我果然还是无法理解。

  　年頃の娘はそういうのがやっぱり理想的な将来なのだろうか。それが普通の……女の子というやつなのだろうか。やはり理解はできないが。

  

  爷爷也说过，找到一个好对象，然后成为新娘，那才是通往幸福的道路。

  　ジジも言っていた。素敵な人を見つけてお嫁さんになる。それが、幸せになる道だと。

  

  因为有比恨更强烈的爱，所以爱能够让人忘记恨。这并不是无法理解的道理。和澪在一起，让我知道幸福能够冲淡恨意。

  　愛することで恨みを忘れられる。恨む以上の幸せがあるから。正味分からない話ではない。幸せが恨みを鈍らせるのはミオと一緒に居てわかっている。

  

  但是对我来说并非如此。我并不是想用幸福盖过恨意。而是斩断、消除恨意……才能真正得到幸福。

  　だが私にとっては違うのだ。私は幸せで恨みを塗りつぶしたいのではない。恨みの下を断ち、消し去ることで……本当に幸せになれるんだ。

  

  所以就这层意义来说，我现在什么都不需要。不需要。除了澪她们以外，其他人只要能利用就好。如果爷爷所说的幸福是恋爱，那对我来说只是逃避。

  　だから、そういう意味では今は何も必要ない。必要ないんだ。ミオ達以外などはただ、利用する者があればいい。ジジの言う幸せが恋であるとしたら、それは私にとっては逃げなのだ。

  

  而且我还在内心背叛、利用艾库罗大人的好意。

  　それにエルクーロ様は。私は彼の心遣いを胸の内で裏切り、利用し続けている。

  

  

  

  

  我哪有资格被爱————

  　愛してもらう資格なんかあるものか――――

  

  

  

  

  ——喂，等一下，喂。

  　――っておい。待て、おい。

  

  我到底在想什么！埃克罗大人可是男的！什么爱不爱的……再说，我……！不，想这些也没有意义。我已经当了四分之一的女人，现在的我是个女孩子。我很清楚这一点。

  　何を考えているんだ私は！　エルクーロ様は男だぞ！　愛などとなんだのと……そもそも私は……！　いや、それは考えても意味がない。もう人生の四分の一は女だ。今の私は女の子だ。理解はしている。

  

  可是……啊，可恶……我一定是听了伊伊那番话之后，脑袋就变得怪怪的。我到底怎么了？我这么自问自答，伊伊的话又浮现脑海。

  　だが……ああ、くそっ……ジジのやつに話を聞いてからおかしくなっているのは間違いない。どうしてしまったんだと自問自答してジジの言葉が頭をよぎる。

  

  她说恋爱会改变一个人。难道我因为恋爱而改变了？对象是谁？是他吗？为什么？不对。

  　恋は人を変える、だと。私が恋をして変わったとでも？　誰に。彼に？　なんで。これは違う。

  

  我可是克莱儿。是拥有恶魔之相的魔将军。我的内心充满憎恨，不可能有思考这种事情的余地。明明不可能。

  　私はココットだぞ。悪魔の相を持つ者で、魔将軍だぞ。この心は憎しみで一杯で、そんなもの考える隙間などあるはずがない。あるはずがなかったのに。

  

  ——真是愚蠢。

  　――ばかばかしい。

  

  

  「克莱儿？」

  「ココット？」

  

  「嗯……啊。」

  「ん……ああ」

  

  

  澪的声音让我回过神来。

  　ミオの声で我に返る。

  

  也对。因为思考，所以才会更在意。我是魔将军，还有很多其他的事情要思考。

  　そうだな。考えるから余計に気にするんだ。私は魔将軍。ほかに考えることはいっぱいある。

  

  例如……对了，先来解决眼前的问题吧。

  　例えば、そうだな。まずは目の前の問題に取り掛かるか。

  

  这么想的我看着澪，露出淘气的笑容。

  　そう考えて私はミオを見て悪戯っぽく笑う。

  

  

  「澪……我不会把你嫁给任何人哦！」

  「ミオ……お前は誰にも嫁にはやらないぞ！」

  

  「呀啊！」

  「きゃあ！」

  

  

  我断定自己心中的烦闷只是单纯的误会。简直就像是生病了。无法冷静。

  　この胸のもやもやをただの勘違いだと。そう断じる。まるで病気にでもなったみたいだ。落ち着かない。

  

  他只是对我稍微温柔一点而已，那只是工作上的应酬，只是类似吊桥效应的东西。就像置身于严酷的环境，只是被稍微抚摸一下就会意识到对方一样。虽然我曾经觉得他很可爱，但绝对不是那种感情。

  　少し優しくしてもらっただけだ。仕事上の付き合いだ。ただの、吊り橋効果みたいなものだ。過酷な環境に身を置いて、ちょっと撫でられただけで意識してしまうのと同じだ。恋しいと思った事はあるが、断じてそういうものではない。

  

  不过，他在魔王城握住我的手时，我感到很安心。

  　だが、魔王城で彼が私の手を握ってくれた時は、安心をしたな。

  

  不，那正是吊桥效应……唉。

  　いや、それこそ吊り橋効果......はぁ。

  

  ……无所谓，反正等一下就要去见他了。只要见到面，我马上就会明白，那只是我一时的迷惘。

  　……どうでもいい。どうせこれから会いに行くのだからな。会えばすぐにわかるさ。一時の気の迷いだとな。

  

  我笑着消除多余的思考，来回抚摸笑得很开心的MIO的头。

  　私は余計な思考を掻き消すように笑いながら、楽しそうに笑うミオの頭をわしわしと撫で繰り回した。

  

  对现在的我来说，这只手的温暖就是幸福。这样不就好了吗？

  　今の私には、この手に感じる温かさが幸せだ。それだけで、いいじゃないか。

  

  

  

  

  

 
  ＃９５　表情

  ＃95　表情

  　

  

  

  

  

  

  

  

  当天，我带着魔剑士离开阵地。

  　その日のうちに私は魔剣士を伴い陣地を出立した。

  

  由于我一路奔跑，避免与骑乘魔马的魔剑士拉开距离，因此直到天亮才抵达目的地。

  　魔馬を駆る魔剣士を引き離さないように走ったため到着したのは夜明けになってしまった。

  

  魔狮子的脚程比魔马快上两倍。由于花了不少时间，我在托古布拉的背上摇摇晃晃地睡了一会儿，抵达目的地的同时醒了过来。

  　魔獅子の俊足は魔馬の実に二倍にもなるのだ。そして時間がかかったため私はトグーヴァの背に揺られながら少しの間眠り、到着と同時に目を覚ました。

  

  托古布拉的背部又宽又毛茸茸的，睡起来很舒服。要是我这么说，库托拉会嫉妒吗？

  　トグーヴァの背中は広くもふもふで寝心地がいい。そんなことを言えばクォートラは嫉妬するだろうか。

  

  

  我重新让意识清醒，以半个人埋在托古布拉毛茸茸的背上的邋遢姿势，前往位于卢维卡纳城内的司令部。

  　改めて意識を覚醒させた私はトグーヴァのもふもふの背中に半ば体を埋めるようなだらしない格好でルイカーナの街中を進み司令部となっている白城を目指す。

  

  城内的模样与之前大不相同。和弗利克特拉不同，没有正常行走的人类。

  　街中の様相は大分様変わりしていた。フリクテラとは違う。まともに歩いている人間はいない。

  

  居民与士兵一起杀死了许多人。少数俘虏全被移送到魔王城。现在走在街上工作的人只有魔族。

  　住人は兵と共に多くを殺した。数少ない捕虜とした者たちは全て魔王城へ移送されている。今街を歩き働くのは魔族のみだった。

  

  

  看来魔族不只有士兵。后勤作业员也来到这座城市。

  　魔族はどうやら兵だけではないな。兵站作業員も多くこの街に来ているようだ。

  

  我哼哼地观察着，他们一看到托古布拉，便纷纷发出惨叫。

  　ふんふんと眺めていれば彼らはトグーヴァの姿を見て口々に悲鳴を上げた。

  

  

  「是魔狮子……！」

  「魔獅子だ……ッ」

  

  「快联络士兵！……不，等等！背上有人！」

  「兵に連絡しろ！　……いや、待て！　背に誰かいる！」

  

  「喂，那不是将军吗？就是艾尔克罗大人养的那只。」

  「おいあれ、将軍じゃないのか。ほら、エルクーロ様の飼ってるっていう」

  

  

  被讲得很难听呢。不过突然让魔狮子在街上走动，当然会变成这样。

  　散々な言われようだ。まあ突然魔獅子を街中で歩かせればこうもなるか。

  

  由于我事先通知过守卫的士兵，所以顺利进入城里，不过对其他人来说，这算是有点骚动。

  　見張りの兵士達には話が行っていたからすんなり街には入れたが、そうでないものにとっては少し騒ぎだったな。

  

  我稍微挺直身体，表明自己是魔将军克莱儿，同时往白城前进。

  　私は少しだけ姿勢を起こして、自分が魔将軍ココットであることを伝えながら、白城へ進んだ。

  

  

  

  

  

  我进入白城的入口，把脚放到地上。我询问里面的魔族艾尔克罗大人在哪里，对方说他现在稍微外出。

  　白城のエントランスに入り、地面に足を下ろす。中にいた魔族にエルクーロ様はと問えば今は少し外しているとのことだった。

  

  穿着佣人服装的女魔族郑重其事地要我在此等待，我只好乖乖等下去。

  　戻ってくるまでどうかこの場でお待ちを、と仰々しく使用人服の女魔族に言われたので、仕方なく待つことにするとした。

  

  虽然我有事先说明，但为了避免魔族害怕，我让托古瓦坐在入口的角落，自己则在入口处走来走去，发出喀喀的脚步声。

  　事情を説明したとはいえ魔族が怯えないようエントランスの隅にトグーヴァを座らせると、カツカツと靴音を鳴らしながら所在なくエントランスを歩き回る私。

  

  老实说我很着急。

  　正直焦っている。

  

  我不知道小库还要多久才会出征。从街上来看，没有军队聚集，所以很难想象军队在这个阶段已经做好准备，不过圣女直属的圣歌队兵力不明，如果要调派门外的防卫兵力，准备时间应该会更早。

  　クーが出陣してくるまであとどのくらいなのかはわからない。街中を見た限りでは軍の集まりはなかったからあの段階ではすでに軍が準備できているとは思い難かったが、聖女の直属であるという聖歌隊が兵力未知数であるし、門の外の防衛兵力を充ててくるとなればもう少し準備は早まるだろう。

  

  因此，我们必须尽早做好准备，迎击敌人，或是先发制人。

  　だから一刻も早くこちらの準備を整え、迎え撃つか、先に攻め入るかをしなくてはならない。

  

  不过，为了进攻所做的准备和策略……虽然不是没有，但兵力当然是越多越好。毕竟不能有任何万一。

  　だが攻め入るための準備も策も……ない訳ではないが、兵力はあるに越したことはない。万が一すらあってはならないのだから。

  

  

  

  

  正当我这么想的时候，白城突然响起一阵大喊。

  　と、そんなことを考えていると突然の大声が白城に響く。

  

  

  「哎呀哎呀，各位快看！人类大人居然穿着魔族的衣服！」

  「おやおや見よ諸君！　人間サマが魔族の服を着ているじゃあないか！」

  

  

  我转过头，看向声音传来的方向，只见一群魔族正站在入口处，他们看着我，哈哈大笑。

  　くるりと顔を向け声の方を見てみれば、エントランスに今しがた入ってきたのであろうか、魔族の一団が私を見て笑っていた。

  

  甚至还有人指着我。那是什么意思？

  　指まで指すものもいる。なんだあれは。

  

  

  「哦，他看我们了。哈！他好小一只啊！感觉一口就能吃掉！」

  「おォ、こっちを見たぞ。ハ！　随分ちみっこいじゃないか！　一口で食べてしまえそうだ！」

  

  「虽然是女人，但肉好像很少！感觉骨头会刺到喉咙！就像小鱼一样！」

  「女だが肉が少なそうだな！　骨がのどに刺さりそうだ！　小魚みてェーによ！」

  

  「哈哈哈！大哥，我们带他回房间吧？大家一起玩玩再吃掉他怎么样？」

  「ハハハ！　兄貴、部屋に連れていきましょうか？　みんなで遊んでから食うってのは？」

  

  「好主意！你脑筋真好！」

  「いいねェそれ！　お前頭イイぞ！」

  

  

  总觉得这些台词很令人怀念。以前佐夫好像也对我说过。

  　なんだか懐かしいようなセリフだ。昔ゾフに言われたっけな。

  

  我听到更多粗鲁又低俗的对话和笑声。我狠狠瞪着那些家伙。都是些陌生的面孔。看似队长的男人穿着将军的服装。虽然不认识……但看来是同等级，真可恨。

  　ガサツにして下品な会話と笑い声がさらに聞こえる。私はじろりと連中を睨んだ。見慣れない顔ぶれ。リーダーと思しき男は将軍の装束を纏っている。知らないやつだが……同格か、忌々しい。

  

  种族近似人类，皮肤却呈现苍白。会让人感受到如此冰冷的……是巫妖吗？体温低，心脏也几乎没在跳动，乍看之下像是尸体的魔族。据说这种魔族在性质上非常接近不死之身。我听说他们的个性大多很差，现在我懂了。

  　種族は人に近いが肌が青白い。ここまで感じる冷たい感覚……リッチか。体温は低く心臓もほとんど動いていない、一見すると死体に見える魔族。その性質上不死性が非常に高い魔族だとか。性格が悪いものが多いと聞くが今納得した。

  

  那身莫名华丽的打扮，以及有钱人会喜欢的胡子很引人注目。他大概以为自己是绅士吧，但一点都不适合他。

  　妙に派手ないで立ちと金持ちが好みそうな髭が目に付く。ダンディだとでも思っているんだろうか。まるで似合っていない。

  

  他的部下也大半是性质近似巫妖的魔族，名为亡魂。亡魂的心脏有两个，即使其中一个被刺穿倒下，也能再次起身，因此被视为不死之身，让人类感到恐惧。以士兵来说是很能派上用场的魔族，不过我们这里没有。

  　部下も大半がリッチと似たような性質を持つ魔族であるレブナントだった。レブナントは心臓が二つあり、一つを串刺しにされて倒れたものの、再び起き上がった事で不死身とされ人間を恐れさせたという。兵士としては役立つ魔族だ。ウチにはいない。

  

  我看得出来这群僵尸军团明显在嘲笑我，因此我用憎恨的表情瞥了他们一眼，打算无视他们，再次把脸转开。

  　そんなゾンビ軍団連中が明らかに私を馬鹿にしているのは理解が出来たので、私は憎々しげな顔で連中を一瞥したのち、無視をしようと再び顔をそむけた。

  

  艾库罗大人，您怎么还不快来？

  　エルクーロ様、早く来ないかな。

  

  

  「喂喂喂喂……小姐小姐小～姐～？别无视我啊，只是打个招呼而已。」

  「オイオイオイオイ……レディレディレ～ディ～？　無視はないんじゃないかな無視は。ほんの挨拶じゃないかね」

  

  

  背后传来的声音，让我大大叹了口气，维持背对他的姿势回答：

  　背中に声が聞こえ、私は大きくため息を漏らしたのち背を向けたまま答える。

  

  

  「虽然不知道你是谁，但你是魔将军人吧。你不可能没看到我的衣服，但我没空搭理无礼之徒。」

  「誰だかは知らないが、魔将軍だな。私の服が見えないわけではあるまいが、無礼者に構う暇はなくてね」

  

  「哎呀，没想到你真的是将军。我还以为是某人的衣服呢。」

  「おっと本当に将軍だったとは。てっきり誰かの衣文掛けかと」

  

  

  听到带头的魔将军人开玩笑，他的部下们也笑了起来。

  　リーダーの魔将軍の男の冗談めいた声でその部下たちが笑い声をあげた。

  

  混账东西。真是群懒得应付的家伙。我咬着指甲，决定再次无视他们。

  　くそったれ。相手をするのも面倒な手合いだ。私は爪を噛みながら再び無視を決め込むこととした。

  

  

  然而，那些家伙完全不放弃，发出走近我的脚步声。一群闲人，快点滚去别的地方。

  　だが連中はまるで諦めることなく私に歩み寄る足音を響かせた。暇人どもめ。さっさとどこかへ行け。

  

  我无可奈何地转身面对他，手扠着腰挺起胸膛迎接。

  　仕方なく私は奴に体を向け、腰に手を当て胸を張りながら迎えた。

  

  我狠狠瞪了他一眼，他便停下脚步，摊开双手。虽然态度滑稽，但他的眼神没有笑意。那是看不起人类的眼神，是我看惯的眼神。

  　じろりと睨めば奴は立ち止まりてをひらりと広げた。おどけた調子だが、目は笑っていない。私が人間だから見下している眼、見慣れた眼だった。

  

  雷布诺亚站在巫妖身旁，望着我。

  　リッチの横にレブナントが並び立ち私を眺める。

  

  

  「你骨瘦如柴呢。有好好吃饭吗？」

  「ガリガリだなあ。飯は食べているかね？」

  

  「好臭。是无意义的废话臭味。有我讨厌的臭味。」

  「臭い。無意味なお喋りの臭いだ。私の嫌いな臭いがする」

  

  「你说什么……？」

  「なんだと……？」

  

  

  巫妖向前踏出一步。察觉到危险的气氛，我麾下的魔剑士们立刻上前护卫，却被雷布诺亚挡下。

  　リッチが一歩前に進み出る。剣呑な雰囲気を察してすぐさま私の配下の魔剣士達が護衛に動くが、レブナントに遮られた。

  

  周围的魔族们也远远望着两名魔将军，不知发生何事而感到不安。

  　周囲にいた魔族達も魔将軍二人を遠巻きに眺めて何事かと不安がっている。

  

  巫妖朝我走近，把脸凑过来恐吓我。不过我依然维持着若无其事的表情。

  　リッチが私に歩み寄り、ずいっと顔を寄せて凄んでくる。だが私は澄ました顔を崩さなかった。

  

  我可是被乌拉冈纳大人恐吓了，事到如今就算被这种家伙恐吓，我也不会放在心上。

  　こちとらウラガクナ様に凄まれているんだ。今更こんなやつに凄まれたところで意にも介さない。

  

  然而，巫妖看到我面不改色，就直接伸手抬起我的下巴。我没想到会被他碰到，所以瞬间惊讶地皱起眉头。这家伙似乎因此感到很愉快，他用碰触我下巴的手指摸向我的脸颊和头发。

  　だが、私が表情を変えずにいた所リッチはそのまま手をさっと伸ばして私のあごをくいっと持ち上げた。触れられると思っていなかったので一瞬驚いて眉根を寄せてしまう。それに気を良くしたかこいつは顎先に触れた指をそのまま頬、髪へと伸ばしたのだ。

  

  魔剑士立刻把手放在剑上，雷文纳特也从指尖伸出爪子。

  　途端に魔剣士が剣に手をかけ、レブナントもまた指先から爪を伸ばす。

  

  

  「嗯嗯——好香的味道。人类……而且还是女人。虽然有点小，不过脸蛋也是上等货。完全不会散发出稚气的冷淡态度也很诱人呢……呐，可以让我尝尝味道吗？」

  「ンンー、いい香りだ。人間……そして、女。ちと小さいが、顔も上玉。ガキ臭さが一切ない冷たい態度もそそるねえ……なあ、味見させてくれないか？」

  

  

  男人用手梳理我的头发，把脸凑近到几乎要碰到我的鼻尖，边闻我的头发边这么说。我瞬间瞪大眼睛，然后立刻举起手，打算赏他一巴掌。就在这时——

  　私の髪を手で梳き流し、頬に鼻先がつくほど顔を近づけ、私の横髪を嗅ぎながらそう言った男に私は目を一瞬丸くして、そしてすぐにぎろりと睨むと平手打ちをしてやろうと腕を振り上げた。

  

  

  

  

  

  

  「安德列欧，你在做什么？」

  「アンドレオ、何をしている」

  

  

  

  一道声音在入口大厅响起。我们同时看向声音传来的方向。

  　エントランスに響いた声。一斉に私たちは声の方を向く。

  

  站在入口大厅的艾露克罗罗大人，用僵硬的表情看着这里。

  　そこでエントランスの入り口に立つエルクーロ様が強張った表情でこちらを見ていた。

  

  

  

  「艾露克罗罗大人！」

  「エルクーロ様っ！」

  

  

  我立刻正色，完全无视那个玩弄我头发的男人，直接从他身边走过，站到艾尔克罗大人面前行礼。

  　私はすぐさま表情を正し、私の髪を弄んだ男を完全に放置して横を抜けるとエルクーロ様の前に立ち礼をした。

  

  

  「恭候多时了！」

  「お待ちしておりました！」

  

  

  艾尔克罗大人对行礼的我露出微笑，说了声「辛苦了」。

  　礼をした私にエルクーロ様は表情を緩めてご苦労、と言った。

  

  听到这句话，我稍微放松了表情。

  　私はその言葉に少しだけ頬を緩ませた。

  

  

  「没想到你会骑着魔狮子现身，让非战斗人员吓了一跳。」

  「魔獅子の背に乗り現れるとは。非戦闘員が怯えていたぞ」

  

  「啊……那真是失礼了。因为有好几个理由，所以我才急着赶过来……您生气了吗？」

  「あ、っと……それは失礼しました。いくつか理由があり急いだものですから……怒っていらっしゃいますか？」

  

  「我没有生气，只是吓了一跳。我马上准备红茶，听说你有事找我？」

  「怒ってはいない。驚いただけだ。すぐに紅茶を用意しよう。用事があると聞いている」

  

  

  我松了口气，同时也对红茶会面感到有些厌烦。

  　私はほっとした。そして同時に紅茶の席に少しげんなりする。

  

  这时，巫妖从背后用有些错愕的声音说道：

  　そこで背後からリッチがやや呆けた声で声をあげた。

  

  

  「啊～艾尔克罗大人？」

  「あー、エルクーロ様？」

  

  「安德列欧，我全都看到了。你跟克莱儿将军的感情很好嘛。」

  「アンドレオ、全て見ていたぞ。ココット将軍と随分仲がいいのだな」

  

  「啊，不……呃，您说克莱儿将军？」

  「あ、いや……っと、ココット将軍、ですって？」

  

  

  听到艾尔克罗大人略带怒意的语气，名为安德列欧的巫妖缩起身子，一脸惊讶地看着我。

  　エルクーロ様の少し怒ったような声色に委縮していたアンドレオと呼ばれたリッチは驚いた顔で私を見る。

  

  

  「那么，那个小不点就是小恶魔？魔王大人派来攻略巴尔塔的魔将军？」

  「じゃあそのちんちくりんが小さな悪魔？　バルタ攻略を魔王様から任された魔将軍ですって？」

  

  「没错。」

  「その通りだ」

  

  

  那家伙在不知不觉间跑来闹场吗？彼此都不认识也很麻烦。

  　知らずにちょっかいをかけて来ていたのか、あいつは。互いに面識がないというのも面倒だな。

  

  安德列摸着下巴的胡子，眼神游移，支支吾吾。

  　アンドレオは顎髭を触りながら目を泳がせて口ごもる。

  

  艾尔克罗大人大叹一口气。

  　そんな様子にエルクーロ様ははぁ、とため息をついた。

  

  

  「带着部下逼问女人，真不像是绅士会做的事。」

  「部下を引き連れて女に詰め寄るとは紳士的ではないな」

  

  「啊，嘿嘿嘿，嘿嘿。」

  「あ、えへへぇ、へへ」

  

  「而且你也不该对她动手动脚。要是你敢乱来，应该已经被那边的魔狮子咬碎了。」

  「それに彼女にちょっかいをかけるものでもないぞ。ふざけた真似をすればそこの魔獅子に食いちぎられていた筈だ」

  

  

  艾尔克罗大人用下巴指了指柱子后方，托古瓦正趴在地面上，躲在柱子后方避免引人注目，但它还是抬起头瞪着安德列。

  　そう言ってエルクーロ様が顎で指した先では、柱の陰で目立たぬようにしながらトグーヴァが地面に寝そべっており、首をもたげてアンドレオをじろりと睨んでいた。

  

  安德列看到魔狮子后大吃一惊。他惊讶魔狮子在这里，也惊讶托古瓦的主人是我。

  　魔獅子の姿を見たアンドレオはひどく驚いた。魔獅子がいることもそうだが、トグーヴァの主人が私であることを察したらしい。

  

  安德列行礼说「失礼了！」，便带着部下雷布诺特匆匆离开入口。这家伙真是个小角色。虽然他可能很有实力，但同样身为将军，我感到很丢脸。

  　アンドレオは失礼します！　と礼をして部下のレブナントを引き連れそそくさとエントランスを出て行った。どこまでも小物なやつ。実力はあるのかもしれんが同じ将軍であることが恥ずかしい。

  

  我对着安德列离去的背影吐舌头。

  　私は去り行くアンドレオの背中にべっと舌を出した。

  

  

  

  等到完全看不到那群人的身影后，我问艾尔克罗大人。

  　連中の姿が完全に見えなくなったところで私はエルクーロ様に問う。

  

  

  「那个小胡子是怎么回事？」

  「あのちょび髭はなんなので？」

  

  「啊，你不知道吧。他原本是梅亚那边的将军，突然被指派给我……不，这不关你的事。总之他的品行称不上好，你不用理他。」

  「ああ、君は知らなかったな。元々はメーアの所の将軍だったのだが突然私に任され……いや、君に言う事ではない。とにかくあまり素行がいいとは言えない。相手をしなくていい」

  

  

  艾尔克洛大人说完，把手放在我的肩膀上。

  　エルクーロ様はそう言って私の肩に手を置いた。

  

  艾尔克洛大人毫不害臊地碰触别人，被他碰触让我感到有些难为情，同时也有一点开心。我果然不讨厌被艾尔克洛大人碰触。这是受到信赖、受到保护的喜悦。

  　何の恥ずかしげもなく他人に触れられるエルクーロ様に触れられたことに少し気恥しさを覚えつつ、ちょっとだけ嬉しい自分がいた。エルクーロ様に触れられるのはやはり嫌じゃない。信頼されて、守られていると感じる喜びだった。

  

  而且，或许是因为我感受到些许优越感。同样是将军，艾尔克洛大人对我的态度和他不一样。

  　そして、僅かな優越感を感じたからでもあるだろう。同じ将軍でも、奴と私で扱いが違う。

  

  

  （艾尔克洛大人对我很温柔。）

  （エルクーロ様は、私に優しい）

  

  

  我在心中喃喃自语，轻轻笑了。

  　心の中で呟いて、私は小さく笑った。

  

  

  

  

  

  

  

  我让魔剑士们在图古瓦前面待命，然后跟在迈开步伐的艾尔克洛大人身后。

  　私はトグーヴァの前に魔剣士達を付け留守番させると、歩き出したエルクーロ様の後を追った。

  

  艾尔克洛大人一边爬上入口大厅挑空内墙的螺旋阶梯，一边对部下做出各种指示。移动中也热心工作，实在值得参考。听说他要处理卢伊卡纳的后勤和斡旋追加战力等事情。

  　エントランスの吹き抜けの内壁を走る螺旋階段をのぼりながら、エルクーロ様は配下にあれやこれやと指示を出していた。移動中も仕事熱心で実に参考になる。話に聞けばルイカーナの兵站やら追加戦力の斡旋やらなにやら。

  

  还有准备红茶。

  　そして、紅茶の支度やら。

  

  

  「那个，艾尔克洛大人。其实我来是有急事。这次的红茶……」

  「あの、エルクーロ様。実は火急の要件があって参ったのです。今回は紅茶は……」

  

  「嗯？这样啊，真可惜。」

  「ん？　そうか、残念だ」

  

  

  艾尔克罗大人遗憾地垂下肩膀。虽然他这次很明事理，但我还是觉得有点抱歉。

  　エルクーロ様は残念そうに肩を落とす。今回は物分かりがいいが少し申し訳なく感じる。

  

  从艾尔克罗大人的样子来看，我察觉到他应该不介意边走边听，于是开口说道：

  　エルクーロ様の様子から歩きながらでの報告でも構わないと察した私は口を開いた。

  

  

  「其实，我想请求追加兵力。」

  「実は、追加兵力を頼みたいのです」

  

  「追加兵力？」

  「追加の？」

  

  「是的。视察巴尔塔后，我发现那些家伙很快就会发动攻势。以目前的兵力会被击溃。」

  「はい。バルタを視察し、もうじき連中が攻勢に出る事がわかりました。今の兵力では食い破られます」

  

  

  敌人要主动出击。听到这个情报，艾尔克罗大人果然也皱起眉头。

  　敵が打って出てくる。その情報を聞いたエルクーロ様もやはり眉根を潜めた。

  

  原本以为巴尔塔会维持完全防卫体制，结果却主动出击。虽然不清楚目的是什么，但恐怕是因为我方的战力被敌人发现了。

  　完全防衛体制と睨んだバルタが打って出てくる。その目的は不明だが、こちらの戦力が敵に露見した恐れもあるのだ。

  

  然后，当我告诉艾尔克罗大人率领出击军队的人是圣女时，他稍微思索了一下，用手指抵着嘴唇。

  　そして、出てくる軍を率いるのが聖女だと伝えれば、エルクーロ様は少し思案した様子で唇に指をあてた。

  

  

  「连圣女都出动了吗？」

  「ここにきて聖女までもか」

  

  「？什么意思？」

  「？　どういうことです」

  

  「法鲁特玛雷似乎打算在主战场也用圣剑和圣枪发动大规模攻势。」

  「主戦場でも聖剣と聖槍による大攻勢が予想されているのだ。ファルトマーレは一気に攻めに転じる腹積もりらしい」

  

  

  原来如此。所以作为其中一环，小库也要上战场吗？

  　なるほど。その一環としてクーも戦場に出るという訳か。

  

  真令人火大。法鲁特玛雷被逼到这种地步，居然还嚣张地维持进攻态势，实在令人气愤。

  　腹立たしい。こうまで追い詰めてなお生意気に攻めの姿勢を崩さないファルトマーレに憤る。

  

  

  不过。

  　しかし、だ。

  

  我边走边观察露依思・克菈娜，发现一件事。

  　私は歩きながらルイカーナの様相を眺めていてひとつ感じたことがあった。

  

  如同先前所述，许多魔族聚集在卢维卡纳这里。虽然感觉大多是为了后勤，但也有聚集兵力。我想这应该是艾库罗大人统整的军队，数量应该会超出预期吧。

  　先述のとおり多くの魔族がここルイカーナに集まっている。多くが兵站の為とは感じたが兵力も集っている。エルクーロ様がまとめ上げた軍兵力とは思うが、予想以上の数になるだろうか。

  

  这可以说是令人高兴的失算。我原本就是为了委托他斡旋兵力才来到这里，所以应该能达成目的吧。

  　嬉しい誤算と言える。もともと兵力斡旋を依頼するためにここに来たのだから、それは達成されるだろう。

  

  

  「……艾库罗大人，我想再次向您确认。面对法鲁特玛雷的攻势，只靠我军并不足够。因此我想向您借兵。」

  「……改めてエルクーロ様。ファルトマーレの攻勢に対し我々の軍だけでは足りないのです。故に兵を借り受けたいと」

  

  「是啊。不过……」

  「そうだな。しかし……」

  

  

  艾库罗大人似乎面有难色，难以决定的样子。嗯，我本来以为他会爽快答应，这样是不是太没礼貌了？

  　エルクーロ様はなにか難しい顔で決めあぐねているようだった。ふむ、すんなりと承諾が得られると思っていたが流石にぶしつけだったか？

  

  不过无论如何都需要兵力。不允许我败北的理由，不只是为了我自己。既然现场说需要兵力，那就一定得答应。

  　だがなんとしても兵力は必要だ。私の敗北が許されないのは何も私の都合だけではない。現場が必要だと言ったら必要なのだから、どうしても頷いてもらう必要がある。

  

  聚集在卢维卡纳的士兵，不可能是为了城镇的防御而带来的。只要压制巴尔塔，卢维卡纳应该就几乎不会受到攻击。我原本就猜测这些士兵是为了交给我才聚集起来的，所以以为能早点得到正面回应。

  　ルイカーナに集まった兵は街の防備にと連れてきたわけではあるまい。バルタを抑えてさえいればルイカーナに攻め込まれることなどほぼないはずである。もともと私に預けるために兵を集めたのではという予想もあったから、早いところいい返事がもらえるだろうと思っていた。

  

  然而，与我的预测相反，艾库罗大人依然面有难色。

  　だが、予想に反してエルクーロ様は難しい顔をしたままだった。

  

  

  「……我无法立刻提供你想要的兵力。」

  「……すぐには君の望む兵力は用意できない」

  

  「……为什么？您带卢维纳过来的兵力，不就是为了这个目的吗？」

  「……なぜです？　ルイカーナに連れてきた兵力はてっきりそのためかと」

  

  「是这样没错。不过，能不能战斗又是另一回事。」

  「それは合っている。しかし、戦えるかは別なのだ」

  

  「您的意思是？」

  「といいますと」

  

  「我们魔族军已经没有多少像样的士兵了。带过来的都是刚征召的年轻士兵。顶多只能用来镇压城镇。」

  「まともな兵は我が魔族軍にもあまり残っていないのだ。連れてきたのは徴兵したての若兵ばかりでな。街の制圧くらいになら充てられようとして連れてきたにすぎない」

  

  

  我走上楼梯，走在白色的走廊上，同时咬着下唇。

  　階段を上り切り、白い廊下を歩きながら、私は下唇を噛んだ。

  

  虽然原本就只是抱着姑且一试的心情来问，但艾尔克罗大人似乎相当不情愿。这在战场上是攸关生死的问题，所以无论如何都必须请他调派兵力。

  　元よりダメもとで聞きには来たが、エルクーロ様はずいぶん渋っているらしい。現場としては死活問題なので、なんとしても兵力を回してもらうしかないのだが。

  

  没办法。虽然我不是很想和艾尔克罗大人谈这种事。

  　仕方ない。あまりエルクーロ様にこういう話はしたくなかったのだが。

  

  我稍微烦恼了一下，然后提起珍藏的话题。

  　私は少し悩んだのち、虎の子の話題を切り出した。

  

  

  「波利尼亚大人的士兵还在吧。」

  「ポリニア様の兵は、残っておいでなのでしょう」

  

  

  听到我这句话，艾尔克罗大人停下脚步，转头看向我。

  　私のその言葉を聞いたエルクーロ様は、足を止めて私を振り返った。

  

  他的表情非常严肃。

  　その表情は酷く険しかった。

  

  我瞬间紧张了一下，但还是毫不畏惧地继续说下去。

  　私は一瞬固唾を飲んだが、怯まずに言葉を続けた。

  

  

  「我听说了。波利尼亚大人过世之后，其他四天王军几乎都没有被编入其他部队，而是留在魔王城过着普通的生活。虽然有像西克贝尔那样负责国境警备的，但大部分的一般士兵都退役了。他们只能在魔王城内无所事事。」

  「伺っております。ポリニア様亡きあと他の四天王軍に編入されることなくほとんどが魔王城にとどまっているか、普通の生活をしていると。チックベルのように国境警備を行う事があっても、一般兵のほとんどは退役。燻っている」

  

  「你在说什么？难道要他们再次上战场吗？」

  「何を言っているんだ君は。彼らを再び戦場に出せというのか」

  

  「以前和魔王大人一起喝红茶时，我就说过，我无法忍受有用的人才无所事事。既然有用，就应该让他们上场。现在是战争时期，不是赢就是输。聪明如您，应该也明白除此之外没有其他选择。」

  「以前魔王様と紅茶の席を共にした時も言いましたが、私は使える人材が何もせずのうのうとしているのは我慢ならない。使えるなら使うべきです。今は戦争で、勝つか負けるか。それ以外はない事など、聡明な貴方ならばご承知の筈」

  

  

  魔王大人将巴尔塔视为决战。艾库罗大人是这么说的。

  　魔王様はバルタを決戦と捉えている。エルクーロ様がそう言った。

  

  这场战争的主角是我。在只差一步就能完成复仇的时候，却有一群人以魔王城警备的名义免除战斗。他们本人应该也很乐意协助讨伐主人的敌人。就连西克贝尔在与圣弓约恩战斗时，都明显表现出激动的情绪。

  　この戦争の主役は私なのだ。あと一歩で復讐が為ろうという時に、そうでなくとも魔王城の警備などという名目で戦いを免除されている連中がいる。本人たちとて主の敵が討てるのならば喜んで協力する筈だ。あのチックベルですら聖弓のヨーンとの戦いでは感情をむき出していた。

  

  波利尼亚大人留下的军队在魔王城内无所事事。在魔王大人的指示下，许多人离开军队……这件事让我感到很奇怪。

  　魔王城で燻るポリニア様の軍。魔王様の意向で軍から離れたものが多い……と言う話は実に妙に感じていた。

  

  应该有很多人想要战斗。很难想象他们几乎都像斯钦贝尔一样，主动提出要担任警备或隐居。

  　戦いを望む者も多いはず。それが殆どチックベルのように警備や隠居を自分から申し出るとは思い難かったのだ。

  

  斯钦贝尔曾经笑着说过，他不想跟随波利尼亚大人以外的人，如果他们想要战斗，应该可以加入艾库罗大人的军队。说不定是有人强行，或是委婉地让他们远离战场。

  　チックベルはポリニア様以外につくのが嫌だったと笑いながら話してくれたことがあったが、戦いを望むならエルクーロ様の軍でいいはずだ。もしかして無理やり、ないしはやんわりと戦場から遠ざけられているのなら。

  

  即使如此，如果艾库罗大人能像路易卡那时一样，让他们行动的话……

  　そしてそうだとしても、ルイカーナの時のようにエルクーロ様ならば動かせるのなら。

  

  

  「……让我考虑一下。你说的没错。我明白我们需要他们的力量，也知道没有时间了。不过，再等我一下。」

  「……少し考えさせてくれ。君の言葉は間違ってはいない。彼らの力が必要な事も、時間がないのも理解している。だが、少しだけ待ってくれ」

  

  

  艾库罗大人说完后，转过身背对我。

  　そう、言って。エルクーロ様は私から顔を背け、背を向けていった。

  

  我只能默默点头。既然他要我等，那我只能等。我刚才说的话，一定深深刺痛了他的心。

  　私は、無言で頷く他なかった。彼が待てと言ったのならば、待つしかない。きっと私が話した言葉は彼の心を抉る内容だっただろう。

  

  我要求他把过去失去重要的人，因而摇摆不定的军队借给我。他或许也想让那些遗孤过着平静的生活，我却要求他把他们借给我。

  　かつて大切だった存在を失い宙ぶらりんだった軍を貸せという話だ。忘れ形見をそっとしておきたい気持ちもあったのかもしれないのに、私はそれを貸せと言ったのだ。

  

  我觉得就算被骂也是无可奈何。虽然不想被艾尔克罗大人责备，但应该优先处理的是攻陷巴尔塔，以及为了对抗敌军而准备的兵力。

  　怒られても仕方ないと思った。エルクーロ様に怒られるのは嫌だったが、それでも優先すべきはバルタ陥落、そして攻めてくるであろう軍に対抗するための兵力だ。

  

  从魔王城到这里需要花上一段时间，所以这本来就是死马当活马医。不过既然已经获得承诺，只要来得及攻击巴尔塔，我也有办法设法撑过攻势。

  　魔王城からここまで来るのに時間はかかるからこれこそダメ元だった。それでも承諾さえ得てしまったなら、バルタを攻撃するのに間に合いさえすれば、攻勢はなんとか凌いでやると覚悟もできる。

  

  所以我并没有说错话。就算让艾尔克罗大人烦恼，我也没有说错话。

  　だから私が言った言葉は間違っていない。たとえエルクーロ様を悩ませたとしても、間違っていないのだ。

  

  我如此说服自己，压抑住胸口揪紧的感觉。

  　そう自分に言い聞かせ、胸の締め付けられる感覚を押し殺す。

  

  

  ……最近只要和他说话，就会变成这样。

  　……彼と話をすると最近はずっとこうだ。

  

  艾尔克罗大人只要和我说话，总是会露出那种表情。悲伤又困扰的表情。是我总是让他露出那种表情。

  　エルクーロ様は、私と話すといつもあの表情をする。悲しそうな、困ったような、そんな顔。いつもさせてしまっている、な。

  

  不过，没问题。因为艾尔克罗大人……对我很温柔……

  　でも、大丈夫。エルクーロ様は……私に優しい……から。

  

  我回想起艾尔克罗大人转身前的表情，用力握紧拳头。然后没有追上离开的艾尔克罗大人，只是呆站在原地目送他的背影。

  　私は、背を向ける直前のエルクーロ様の表情を思い出し、ぎゅっと拳を握った。そして歩き去るエルクーロ様の後を追わず、じっと背中を見送りながら立ちすくんでいた。

  

  

  

  

  

  

  

 
  ＃９６　貴方は意地悪だ

  ＃96　你真坏心眼

  　

  

  

  结果在那之后，我独自在城堡的房间里发呆了好一阵子。

  　結局その後、しばらく私は一人で城の中の一室でただただぼうっとしていた。

  

  虽然想再次去找艾尔克罗，但是又不能去。

  　こちらから再度エルクーロ様の下に行こうとも思ったが、行けなかった。

  

  我在等。既然艾尔克罗说要我等，我怎么可以去催他呢？

  　私は待っていたのだ。エルクーロ様が待ってほしいと言ったのだからわざわざ急かす事などできようものか。

  

  只能等了。

  　待つしかないのだ。

  

  我坐在椅子上，仰望天花板，呼出一口气。我垂下手臂，心想既然什么都不能做，至少休息一下，于是决定不动。

  　私は椅子に深く腰掛けて天井を見上げながらふうと息を吐く。だらりと腕を垂らし、何もできないならせめて休んでおこうと考え動かない事とした。

  

  来想想MIO的事吧。巴尔塔有很多不错的裁缝店。进攻巴尔塔时，得先跟托泽说不要烧掉可爱的衣服。攻陷巴尔塔后，要让MIO穿上那些衣服。虽然我不知道怎么穿礼服，不过托泽或琪优儿应该很清楚。

  　ミオの事でも考えよう。バルタにはいい仕立て屋が多く見受けられた。バルタを攻める時にはかわいい服なんかは燃やさないようにツォーネ辺りに言っておかないとな。落とした後でミオに着せてやるのだ。ドレスの着せ方なんかは分からないが、そのあたりはツォーネやキエルなんかが詳しいだろう。

  

  我像这样思考攻陷巴尔塔后的事，打发时间。

  　そうやってバルタを落とした後の事を色々と考えて時間を潰した。

  

  不过在中午之前，我闲得发慌，于是打开房门走了出去。

  　だが、昼になる前に手持無沙汰になり、部屋の扉を開けて歩き出す。

  

  

  

  

  由于魔剑士们都在休息，所以我独自外出，不过新来的魔族很多，佣人们似乎还对人类魔将军在城里闲晃感到惊讶。看来距离在魔族中平静生活还很遥远。

  　魔剣士達は休ませているので私は一人で出歩いているわけだが、新しくやってきた魔族が多くいて、使用人たちは人間の魔将軍がうろついていることに未だ驚きはあるようだった。まだまだ魔族の中で静かに暮らすには遠いな。

  

  不过只要攻陷巴尔塔，就能光明正大地在魔族的世界生活了。只差一点。

  　まあ、バルタ陥落が為ってしまえば、堂々と魔族の世界で生きられるだろう。あと少しだ。

  

  我边走边想事情，安德列的部下虽然来挑衅，但被我瞪了一眼后就马上离开了。

  　色々と考え事をしながら歩き、アンドレオの部下がちょっかいをかけにも来たりしたが、睨んでやればすぐ去っていった。

  

  

  我漫无目的地在白城内走着，然后叹了口气停下脚步。

  　そうして白城をあてなく彷徨い歩き、はあ、と私は溜息をついて立ち止まった。

  

  果然不能对艾库罗大人提起那件事。不，即使如此，必要的东西还是必要的。巴尔塔的攻略战感觉会拖很久，而且全是新兵也很麻烦。我想要的是战斗经验丰富的士兵。

  　やはりあの話はエルクーロ様には禁句だったかな。いや、それでも必要なものは必要なのだ。バルタ攻略は長丁場になりそうだし、新兵ばかりいても扱いに困る。欲しいのは戦闘経験豊富な兵だ。

  

  而且让我烦恼的不只有艾库罗大人。

  　それに悩みの種はなにもエルクーロ様の事ばかりではない。

  

  我之所以会感到焦虑，是因为小库的侵略。虽然还没有收到联络，所以小库应该还没进军，但不知道它何时会来。我想快点把事情处理好回去。

  　焦っているのは、再三言うがクーの侵攻の事だ。まだ連絡は入っていないから進軍してきてはいまいが、いつやってくるかわからないのだ。早く話を取りまとめて戻りたい。

  

  我漫无目的地在城里走来走去，想着该怎么办，不久后艾尔克罗大人传唤我。听到魔族传令的说词，我内心想着「终于」而雀跃不已，急忙前往艾尔克罗大人的所在之处。

  　どうしたものかとぶらぶらと城の中を歩き回っていれば、やがてエルクーロ様の呼び出しがあった。私は使いの魔族の言葉に内心やっとかと胸を躍らせ、急ぎエルクーロ様の下へ向かった。

  

  

  艾尔克罗大人等待的房间里没有准备红茶。

  　エルクーロ様が待つ部屋では、紅茶は用意されていなかった。

  

  应该是顾虑到有急事吧。我接受他的好意，进入房间后，站在门前端正姿势。

  　急ぎの用事というのを気遣っての事だろうと思った。私はその厚意のままに部屋に入室指令をすると、扉の前に立ったまま姿勢を正した。

  

  原本似乎想催促我坐下，但艾尔克罗大人看到我的姿势后，稍微垂下眼眸，立刻开口说道：

  　椅子に腰かけるように促そうとしていたらしいエルクーロ様も私の姿勢を見て少しだけ目を伏せた後、すぐに話を切り出した。

  

  

  「————关于追加兵力的事。」

  「――――追加兵力の事だが」

  

  

  听到艾尔克罗大人的话，我挺直背脊。

  　エルクーロ様の言葉に私は背筋を伸ばした。

  

  他停顿一下，把手放在椅背上继续说道：

  　彼は一息おいて、椅子の背に手を置きながら続きを語る。

  

  

  「……现在能派出的只有安德列的军队。我原本就有这个打算，不过他和你恐怕合不来。」

  「……今出せるのはアンドレオの軍だけだ。元々視野にはあった。だが、おそらく君とはそりが合わないだろう」

  

  「没关系，我借用了。」

  「構いません。借り受けます」

  

  

  我立刻回答。虽然安德列的人格有问题，不过现在来到露伊卡娜的士兵中，能正常使用的只有他的部下。既然如此，我不会挑三拣四。

  　私は即答をする。アンドレオの人格に問題はあるだろうが、今このルイカーナに来ている兵でマトモに使えるのは奴の駒だけ。ならば四の五のは言わない。

  

  艾尔克罗大人一副不出所料的模样，推了推眼镜，缓缓坐下翘起脚。

  　エルクーロ様はやはりかと言った風に眼鏡を持ち上げると、ゆっくり椅子に座って足を組んだ。

  

  之后我和他站着讨论了一下人才的事。不只如此，还包含必要的备品和粮食等在内，一起商量。

  　それから立ったままの私と彼でいくらか人材について話をする。それだけではなく、必要な備品や食料なども含めて相談をした。

  

  

  

  然而，对话并没有那么有建设性。接连出现的问题点妨碍了进展。

  　だが、その会話はそれほど実のあるものではなかった。次々に上がる問題点が進展を妨げていた。

  

  我再次对魔王军战力的紧迫程度感到头痛。艾尔克罗大人重新向我说明主战场的战况并不乐观。乌拉冈纳大人则表示法鲁特玛雷军的攻势正逐渐对他们不利。包含圣剑、圣枪和圣铠骑士团在内，法鲁特玛雷军的气势似乎超乎想象。

  　改めて現状の魔王軍の戦力のギリギリさに頭を抱える。エルクーロ様は私に改めて主戦場の戦況が芳しくないという話をした。ウラガクナ様はファルトマーレ軍の攻勢にじりじりと不利を強いられているという。聖剣と聖槍に率いられた聖鎧騎士団含むファルトマーレ軍の勢いは想像以上らしい。

  

  即使如此，乌拉冈纳大人之所以会突然陷入不利，是因为敌方勇者和圣铠骑士团会合，以及之前将战场分化的梅亚大人没有提供协助。

  　だがそれでも長きにわたって主戦場を維持したウラガクナ様が急に不利を被るのは、敵方は勇者と聖鎧騎士団が合流したにも関わらず、それまで戦場を分化していたメーア様の助力が無い事に拠るものだ。

  

  我问梅亚大人在做什么，她虽然在乌拉冈纳大人的战线后方布阵，但似乎还没有行动的迹象。虽然形成了巩固后方的构图，但她似乎不打算提供协助。不过，从在魔王城见到梅亚大人时的样子来看，乌拉冈纳大人应该也会坚决拒绝她的帮助。

  　メーア様はどうしているのかと問えば、ウラガクナ様の戦線の後方に陣取ってはいるものの未だ動く気配はないらしい。背中を固める構図にはなっているが、助力する気はないのだろう。まあ、ウラガクナ様の方も魔王城で会った際のあの様子ではメーア様からの助力を断固として断りそうなものではあったが。

  

  真是的，我只能无奈地摇头。为了胜利，竟然还执着于自尊心。能利用的东西就要拿来利用，就算对方是自己看不顺眼的对象也无所谓。反正只是用来好好利用的棋子，一时的妥协也是无可奈何。

  　まったく、やれやれと首を振るしかないな。勝利のためにプライドにこだわるとは。使えるものを使ってこそ。それがたとえ気にくわない相手であっても関係はないだろうに。所詮は上手く使ってやるだけの駒なのだから、一時の妥協も致し方なかろうに。

  

  不管多么讨厌的对象，只要为了胜利有必要，就尽量利用，最后再丢掉就好。

  　どれだけ嫌っている相手とて、勝つために必要ならば利用するだけ利用して最後に捨ててやればいいに過ぎない。

  

  我想起以前对托泽也做过同样的事。不过，托泽最后还是收进了我的剑鞘里。如今托泽的存在对我来说是不可或缺的，所以偶尔也会带来正面的效果。

  　かつて私はツォーネ相手にそうしたっけなと思い出した。まあ、結局ツォーネはなんだかんだで私の鞘に収まっているのだが。今となってはツォーネの存在は私になくてはならないものとなっているから、転じてプラスに働くこともままあるという事だ。

  

  我办得到，但魔王军四天王却做不到，魔族的脑袋果然太顽固了。

  　それが私にできて、魔王軍四天王にできないのだから、やはり魔族という物はどうにも頭が固すぎる。

  

  

  

  就这样，没有进展的对话，自然回到了我接下来要前往攻打巴尔塔的话题。

  　そんな具合で進まない会話は自然とこれから私が赴くバルタ攻略の話の根幹に戻った。

  

  也就是有没有办法。

  　即ち、やれそうか、無理そうか。

  

  

  「就算加上安德列的军队，有办法击败报告中提到的巴尔塔战力吗？」

  「仮にアンドレオの軍を加えたとて、報告にあったバルタ戦力を打ち破れるのか？」

  

  

  艾库罗先生双手抱胸看着我，我看出他眼神中的意图了。他不相信我。就算有援军，巴尔塔的防御也很坚固。

  　腕を組みながら私を見て言うエルクーロ様の瞳に込められた意図は見て取れた。信用されていないな。仮に援軍があったとしてバルタの防備は固い。

  

  如果我为了寻求兵力而败逃，应该会落得和玛斯提兹相同下场吧。一想到魔王大人的惩罚，我就忍不住发抖，不过没有问题。我已经在巴鲁塔内部布局。现在索夫应该也按照我的指示，在驻扎地外围的作业场工作。数量也差不多凑齐了。

  　兵を求めて敗走しようものなら私はまつてのツォーネと同じ末路をたどるだろう。魔王様のお仕置きを想像して身震いするが、問題はない。既にバルタ内部には仕込みはしてある。今だって駐屯地のはずれの作業場ではゾフが私の言いつけ通り仕事をしている筈だ。数もそろってきている。

  

  所以我挺起胸膛回答：

  　だから私は胸を張って答えた。

  

  

  「没有问题。为此的策略正在运作。」

  「問題ありません。その為の策は動いています」

  

  「策略？我没听说……为什么要瞒着我？」

  「策？　聞いていないが……なぜ伏せていた？」

  

  「那是……基于大人的理由。」

  「それは……大人の事情で伏せておりました」

  

  「大人的理由？呵、呵呵、哈哈哈哈！」

  「大人の事情？　ふっ、ふふ、ははははっ！」

  

  

  我选错用词了。我忍不住随便搬出前世常用的借口，但艾尔克罗大人没有感到怀疑，反而笑了出来。

  　言葉選びを誤った。つい適当な言い訳として前世でよく使っていた常套句を用いたが、エルクーロ様は訝しむのではなく笑った。

  

  他的反应让我忍不住歪着头感到不解。

  　その様子に私は思わずきょとんと首を傾げた。

  

  

  「您为什么笑？」

  「なぜ笑うのですか」

  

  「不，抱歉。我只是在想，这句话竟然会从你口中说出。」

  「いや、すまない。君が言うものかと思ってな」

  

  「请不要把我当成小孩子！虽然身体是小孩，不过我……呃，那个。我自认精神很成熟。」

  「子ども扱いしないでください！　身体は子供ですが、私は……まあ、その。精神は成熟していると自負しております」

  

  「我想也是。在我看来，你已经成熟到令人害怕了。」

  「そうだろうな。私から見ても君は恐ろしく成熟しているよ」

  

  

  艾尔克罗大人呵呵大笑的样子，让我垂下肩膀，缓缓走到他旁边的椅子坐下。

  　くっくっと笑うエルクーロ様の様子に、私は肩を落とし、ゆっくりと歩いていくとぶしつけにもエルクーロ様の隣の椅子に座った。

  

  艾尔库罗大人对此什么也没说，只是满意地点点头，然后起身准备红茶。我原本以为他体谅我时间不多，但恐怕是因为有红茶，艾尔库罗大人才会做好确实谈话的准备。

  　それに対してエルクーロ様は何も言わず、満足そうに頷くと立ち上がり紅茶の用意を始めた。時間がないことを汲んでくれていたのではとも思ったが、おそらく紅茶があってこそエルクーロ様はしっかり話す準備が整ったと言えるのだろう。

  

  艾尔库罗大人把红茶递到我面前，同时开口说道：

  　私の前に紅茶を差し出しながら、エルクーロ様は言った。

  

  

  「你还在跟那个佣人一起吗？」

  「まだあの使用人といるのか？」

  

  

  我知道他指的佣人是琪雅儿。

  　あの使用人、それがキエルの事だとは分かった。

  

  虽然不知道他为何现在提起那家伙，但我还是先喝了一口红茶，然后回答：

  　なぜ今あいつの話を切り出したのかはわからなかったが、私は紅茶を一口すすったのちとりあえず答えることにした。

  

  

  「是的……」

  「はい、いますが……」

  

  「你很信任她吧。」

  「信用しているのだな」

  

  「什么？」

  「はい？」

  

  

  我歪着头，真的听不懂他的意思。

  　私は本当に意味が分からず首を傾げた。

  

  艾尔库罗大人对这样的我说道：

  　そんな私にエルクーロ様は言う。

  

  

  「那女孩一开始想杀你。虽然我听到你让她当佣人时吓了一跳，但你们似乎处得很好。就算提到那女孩，你也不会像当时一样表现出憎恨。你已经建立起信赖关系了。」

  「あの娘は最初君を殺そうとした。そんな者を使用人にすると言った時は驚いたが、上手くやっているようだ。あの娘の話を出してもあの時の君のように憎悪を表に出すことも無い。信頼を築いたのだな」

  

  「什、才没有那种事！我只是让她照顾我的生活起居而已！而且她最近越来越嚣张，什么信赖！那只是我为了不忘记恨意……」

  「なっ、そんなことはありません！　あれにはただ身の回りの世話をさせているだけです！　最近はどんどん生意気になっていますし、信頼など！　あれは、あんなものは私が恨みを忘れないための……」

  

  

  「你把她一个人留在魔族的驻屯地吧。虽然可能是你对魔族说的，不过你判断她不会有事。魔族不会加害于她，而你也不需要亲自监视她。不是吗？」

  「魔族の駐屯地に一人残してきたのだろう。君が魔族に言い聞かせているのかもしれんが、大丈夫だと君が判断した。魔族は彼女を害することはないし、彼女も君が直々に見張る必要はない、と。違うか？」

  

  

  我一时无法反驳，「唔」地闭上嘴。

  　私は反論がすぐにできずにむぐ、と口ごもる。

  

  我并没有特别在意琪雅拉。应该没有才对。我来这里时之所以把她留在那里，也是为了让她照顾MIO。那家伙的任务是让我不会忘记人类的污秽部分，顺便把她当成同年纪的女孩子照顾而已。应该全是算计。

  　別にキエルがどうなどとは私は思っていない。思っていない筈だ。私がここに来る際に残してきたのも、ミオの世話をさせるためだ。あいつには人間の薄汚い部分を私に忘れさせない役目があり、そのついでに同じ年ごろの娘としてミオを任せたに過ぎない。すべて打算のはずだ。

  

  但是，在路易卡娜时，我非常讨厌那家伙暴露在危险之中。我不知道为什么。就算现在问自己，心里也不会回答「因为那家伙很重要」。

  　だが、ルイカーナで私はあいつが危険に晒されるのがすごく嫌だった。何故かは分からない。別に今自分に問いかけてもあいつが大切だからなどと言う答えは心の中からは返ってこない。

  

  琪雅拉如果和辛村的村民共谋暗杀我，或许可以得到好处，但她却没有那么做，而是向我告密。

  　キエルはシンの村の連中と共謀して私を暗殺しようとすればいいところまではいったかもしれないのに、それをせずに私に密告した。

  

  然后在路易卡娜时，她注意到被亚历山大囚禁的我留下的信息，帮助我脱逃。

  　そしてルイカーナでアレハンドロに囚われた私のメッセージに気づいて脱出の一助となった。

  

  回想起来，那家伙为什么要那么做呢？

  　思えば、なぜあいつはああしたのだろう。

  

  我以为他不杀我，是因为我说过的话。我记得自己说过，杀了我那家伙也会死，所以为了复仇而死没有意义，根本是蠢毙了。我必须按照雷麦的遗言活下去，所以从没想过要寻死。我只是把这件事告诉他而已。

  　私を殺そうとしないのは、てっきり私が言った言葉のせいだと思っていた。私を殺してもあいつも死ぬ。だから、復讐のため死ぬのは意味がない、馬鹿げていると言った覚えがある。私はレイメの遺言の通り生きなくてはならないから、死んでもなどと言う考えは持たない。それを奴に語っただけだ。

  

  我一开始以为那家伙是为了让自己活下去，才会讨好我。所以那家伙虽然对我言听计从，但心里其实恨我恨得要死。

  　そのせいであいつは、自分が生きるために私に媚を売っているのだとはじめ思っていた。だからあいつが甲斐甲斐しく言う事を聞こうと、腹の内では私が憎くて仕方ないと思っていた。

  

  然而那家伙最近却莫名地……对，莫名地对我很好。

  　なのにあいつは最近、妙に……そう、私に優しくしてくる。

  

  我觉得这样很恶心。包含开始不觉得讨厌的自己在内，我莫名地感到恶心。」

  　私はそれがどうにも、気持ち悪かったのだ。あまり悪い気がしなくなり始めていた私自身を含めて無性に、気持ち悪かった。

  

  

  「……我不清楚。不过，他是我的所有物。珍惜所有物不是什么奇怪的事。长时间使用物品也很合理。」

  「……わかりません。ただ、あれは私の所有物です。所有物を大事にするのはおかしい事ではありません。物を長く使うのは合理的です」

  

  

  我的回答让艾尔克罗大人呵呵笑了。

  　私の答えに、エルクーロ様はふふっと笑った。

  

  

  「这是好事。你也变了呢。」

  「とても好い事だ。君も変わったのだろう」

  

  

  艾尔克罗大人如此说道。我知道自己变了。

  　エルクーロ様はそう言った。私が変わった。その意味するところは分かる。

  

  他是在说，我并不讨厌身为人类的琪叶。艾尔克罗大人是连敌对的人类都能同情的善良之人。

  　私が、人間であるキエルを悪く思っていないという事を言っているのだ。エルクーロ様は敵である人間にさえ情けを持つお方だ。

  

  对于他指出的这种变化，我无法坦然接受。就像就算别人称赞我「能和人类和睦相处，真了不起」，我也不会高兴。不过，我并没有露出不悦的表情，而是保持沉默。因为比起以前，我的确是不讨厌琪叶了。不过老实说，我搞不懂那家伙。

  　その変化を指摘する彼の言葉を、私はすんなりとは受け入れられなかった。人間同士仲良くできて偉いね、などと言われても嬉しくないのと同じだ。同時に、むず痒い表情こそすれ私は否定をしなかった。キエルの事は、前より悪く思っていないのは確かだから。だが正直奴の事はわからない。

  

  比起这种变化，他称赞我，反而让我有点高兴。原来我也是个容易得意忘形的人类啊。

  　今はむしろそういった変化よりも、彼に良い事だと言われたことが少しうれしかった。私も随分と調子のいい人間だったのだな。

  

  

  「不过，既然连巴尔塔攻略作战都带着她，那个佣人也不安全呢。」

  「だが、バルタ攻略作戦まで連れまわしては、その使用人も安全ではないな」

  

  「这个……」

  「それは……」

  

  

  我并没有特别惊讶，因为我自己也明白。在巴尔塔的战斗中，我必须在前线指挥，魔族也必须全体动员。保护琪叶的士兵会减少到最低限度，米欧也一样。

  　別段はっとはしなかった。自分で理解していた事だったからだ。バルタの戦いにおいては私も前線で指揮を執る必要がある。魔族も総動員しなくてはならない。キエルの身を守る兵は最低限になるし、ミオにしたってそうだ。

  

  其实把琪叶留在露依思娜那边才是明智之举。但是，我不能把两个人类丢在自己无法顾及的地方，所以只能带去。

  　本当はルイカーナにでも置いていくのが賢明。だが、私の手の及ばない場所に人間を二人も放置などしていけるわけがない。連れて行くしかない。

  

  而且还要保护她们，赢得胜利。为此，必须做好万全的准备。

  　そのうえで、守り切り、勝つ。その為の用意を周到にしなければならないのだ。

  

  

  「……我知道。所以我现在才会在这里。」

  「……わかっています。故に私は今ここにいるのです」

  

  「……说得也是。」

  「……そうだったな」

  

  

  我急忙从口袋里拿出差点忘记的清单，递到艾尔克罗大人面前。艾尔克罗大人接过清单，看了之后发出沉吟。嗯……

  　と、私は忘れる所であったと急ぎポケットに忍ばせたリストを取り出しエルクーロ様の前に差し出した。エルクーロ様はそれを受け取り眺めると、ふむ、と唸る。

  

  

  「这是补给品的清单吗？」

  「これは補給品のリストか？」

  

  「是的。希望您尽快准备好清单上的东西。」

  「はい。そこに羅列されているものをできるだけ早めに用意して頂きたいのです」

  

  「应该可以准备……但这些东西是要用在战斗上？而且使用这些东西的魔族不只有士兵。」

  「用意はできるはずだが……これを戦いに？　それに、これを扱う魔族は兵士ばかりではないぞ」

  

  「我明白。但这是为了策略的必要之举。」

  「理解しています。しかし策のために必要なので」

  

  

  艾尔克罗大人露出浅笑。我喝着茶，不时偷瞄他微笑的脸庞，担心他会不会同意。有希望吗？

  　そう言えばエルクーロ様は仄かに笑ったように見えた。私はカップを口に付けたまま、笑った彼の顔をちらちらと見やり、承認されないかな？　と不安がる。

  

  

  「为了策略吗？你又想出了我们魔族意想不到的策略吧……好吧，我会准备。但希望你对人员方面做出一定程度的妥协。」

  「策の為、か。君はまた我々魔族が思いもしない策を練ったのだろうな。……いいだろう。用意しよう。だが人員についてはある程度の妥協は許して欲しい」

  

  

  艾尔克罗大人边说边把清单收进怀里。知道他同意后，我放下茶杯松了口气。很好，除了兵力以外的备品也准备好了。战斗的准备确实有在进行。

  　そう言いながらエルクーロ様はリストを懐にしまい込んだ。承認されたと分かり私は安堵してカップを口から離して置いた。よし、兵力以外の備品確保はできるな。戦いの準備は確実に進んでいる。

  

  正当我感到有些兴奋时，艾尔克罗大人把砂糖罐递给我，手肘撑在桌上，露出严肃的表情。

  　そう仄かな高揚を感じていれば、エルクーロ様は私に砂糖入れを差し出し肘をついて神妙な顔をする。

  

  我见状，摆出警戒的姿势。

  　私はその様子に身構えた。

  

  

  「你打破了这场胶着的战斗。驯服失去过去的主人而心怀怨恨的魔族，攻陷欧达纳、弗利克提拉和卢伊卡纳三座城市，来到这里。你的表现非常出色。」

  「君はこの膠着した戦いに楔を打った。かつての主を失い燻る魔族達を手懐け、アウタナとフリクテラとルイカーナ、三つの街を攻め落としここまで来た。素晴らしい働きだ」

  

  

  我被出乎意料的赞美吓了一跳，艾尔克罗大人直视着我的红色眼睛，让我有点不知所措，只能稍微露出笑容。

  　思わぬお褒めの言葉に驚きつつ、エルクーロ様の私をまっすぐに見る赤い瞳に、どうしたものかと思いながら少しばかり笑みを作って見せた。

  

  

  「您过奖了……您突然怎么了？」

  「そんな……急に何です？　私は別に」

  

  「别谦虚。你身为魔将军，对我和魔族做出了很大的贡献。你非常努力。」

  「謙遜するな。君は魔将軍として私に、魔族に多大な貢献をしている。とても働いた」

  

  「请、请别这样。突然被您夸奖，我也会……感到高兴。」

  「や、やめてください。そんなに急にお褒めになられては、私とてその……嬉しくなってしまいます」

  

  「真令人惊讶。引发那种惨剧，甚至被称为小恶魔的你，也会露出那种表情啊。我还是第一次看到你害羞。」

  「驚いた。ああも惨劇を生み出し、小さな悪魔とまで呼ばれた君もそんな顔をするのだな。恥じらう顔を見るのは初めてだ」

  

  「请别取笑我。就算被别人称赞，我也不会这么高兴……啊，我在说什么啊。艾尔克罗大人真坏心。」

  「揶揄わないでください。別に私だって誰に言われてもこんなに嬉しい訳では……ああ、何言ってるんだ私は。エルクーロ様は意地悪です」

  

  

  我移开视线，坐立不安，艾尔克罗大人轻声笑了。

  　眼を逸らしてそわそわする私に、エルクーロ様は小さく笑った。

  

  我完全不知道艾尔克罗大人是这样的人，没想到他会以嘲弄别人为乐。真是坏心眼。

  　まったく、エルクーロ様がこんな方だとは知らなかったぞ。人を揶揄って楽しむなどとは。本当に、意地が悪い。

  

  我这么想着，也跟着轻笑，但是艾尔克罗大人马上露出严肃的表情，他接下来的话让我也收起了笑容。

  　そう思って私も小さく笑った、のだが。すぐに表情を難しいものへと変えたエルクーロ様の次の言葉で、私も笑みを消した。

  

  

  

  

  

  

  

  「……所以，我继续刚才的话题。安德列将军……我打算让他帮忙攻打巴尔塔————不过，我也有考虑让他接下你的职务。」

  「……だから、先ほどの話の続きだ。アンドレオ将軍……彼にバルタ攻略の手伝いをさせようと考えていた。――――だが、任を引き継がせるのも視野に入れている」

  

  「……您刚刚说什么？」

  「……今、なんと？」

  

  「你不用再战斗了，忘记那些黑暗的记忆吧。只要继续前进，你就再也无法露出那种表情了。」

  「もう戦わなくてもよい。暗い記憶は忘れるんだ。このまま進めば、もう君はあんな表情もできなくなる」

  

  

  艾尔克罗大人以非常认真的表情这么说。那副表情让我感到非常害怕。

  　エルクーロ様は酷く真剣な顔でそう言ったのだ。その表情が私にはひどく恐ろしく映った。

  

  实际上他的表情像是在哀悼什么，又像是在怜悯什么，是纯粹担心的表情，但我无法看出这一点。

  　実際は彼の表情は何かを悼むような、それでいて慈しむような。純粋な心配の表情ではあったのだが、私はそうは見て取れなかった。

  

  他是在命令我吗？不，那是询问。他不会命令我，顶多只有传达魔王大人的话时会这样。我从以前就觉得他不赞成我战斗，虽然这么想，但我还是试着忘记，而且他最近也支持我战斗，所以我大意了。

  　命令を、しているのかと。いや、問いかけだった。彼は私に命令をしない。魔王様の言葉を伝えた時くらいだ。彼が私の戦いを良く思っていないことは前々から思っていた。思っていたうえで、忘れようとしていたし、最近は私の戦いを後押しするようになってくれていたから油断を、していた。

  

  

  「为什么突然这么说？」

  「なぜ、急に」

  

  「克莱儿，你的表情看起来很迷惘。你其实不想战斗吧？」

  「君の表情に迷いが見れた。ココット、君は本当は戦いたくないのではないか？」

  

  

  我的内心深处感到一阵刺痛。

  　ズキリ、と胸の奥に何かが刺さった。

  

  以前在艾库罗大人邀请我吃饭时，他也说过类似的话。他说我可以拒绝担任诱饵。当时我随便找了个报恩的理由蒙混过去。然而，我现在却无法立刻反驳，只能支吾其词。

  　以前エルクーロ様に誘われた食事の席で似たような事を言われた。囮行軍を辞退してもよいと。あの時は恩義に報いるためだとか適当な話で取り繕い、丸め込んだ。だが今、私はすぐに反論できずに口ごもった。

  

  这让我更加困惑。我不想战斗？怎么可能。我是为了雷米，为了雷米希望我过的生活而战。

  　そしてそれが殊更に私を困惑させた。戦いたくないだと？　馬鹿な。私は、私はレイメのために、レイメが望んだ私の生のために戦う事を望んでいる。

  

  应该是这样才对。

  　そのはずだ。

  

  困惑、疑问、愤怒。各种各样的感情逐渐占据我的脑袋。

  　困惑、疑問、怒り。様々な感情が頭の中をどんどん埋め尽くしていく。

  

  新的负面情感强行抹去心中的焦虑，导致我原本抱持的感情翻转。我甚至开始觉得眼前的恩人，这个魔族是阻碍我前进的障碍。

  　心の中にあった焦りを強引に新たな黒い感情が塗りつぶしたことで、それまで胸に抱いていた感情が裏返る。目の前にいる恩人が、この魔族が、私の道を阻む障害にさえ見え始める。

  

  你又想对我说这种话吗？你明明和我一起见证雷米的死，现在又想对我说这种话。你之前说认同我的功绩，让我脸红，结果只是为了让我远离战场的借口吗？

  　また、そんなことをこの私に言うのかと。レイメの最期の姿を共に見た貴方が、私にまだそんな事を。私の功績を認める言葉を吐き、私に赤面までさせながら結局の所私を戦いから遠ざけるための方便だったというのか。

  

  我握紧颤抖的拳头，挤出仅存的理性开口：

  　私は震える拳をぎゅっと握り、かすかな理性を振り絞って唇を動かす。

  

  

  「魔王大人命令我攻下巴尔塔，而且还是您亲口下达的命令。」

  「魔王様から、貴方の口から私はバルタを落とせと命ぜられているのですが」

  

  「是这样没错。」

  「それはその通りだ」

  

  「您刚才不是才说过那些家伙发动攻势了吗？我认为我们没有时间犹豫。」

  「先ほど連中の攻勢があるとお話したばかりではありませんか。猶予は我々が決めるものではないと考えますが」

  

  「我知道你想战斗，也知道你这么做的理由。不过，也有忘记仇恨活下去的道路。被怨恨吞噬只会害死自己。」

  「君が戦いたがっているのは分かる。理由も分かる。だが、忘れて生きる道もある。恨みに飲まれても身を滅ぼすだけだ」

  

  

  艾尔克罗大人的发言，让我脑中终于染成一片通红。

  　エルクーロ様の言葉に、私はついに頭の中が赤く染まり切った。

  

  

  

  

 
  ＃９７　それぞれの想いは

  ＃97　各自的心意

  　

  

  

  安德雷欧心情愉悦地走在白色城堡里。

  　アンドレオはご機嫌なそぶりで白城の中を歩いていた。

  

  他一边思考着艾尔克罗刚才告诉自己的事情。

  　エルクーロより先ほど受けた話について考えながら。

  

  艾尔克罗要安德雷欧派兵支援克莱儿。安德雷欧闻言，摸着自己引以为傲的落腮胡，心情变得非常好。

  　彼はアンドレオに、ココットの援軍として派兵するよう伝えていた。アンドレオはこれについて自慢の顎髭を撫でながら上機嫌でいた。

  

  理由很简单。因为这样能让他立下功劳。

  　理由は簡単だった。手柄を上げられるからだ。

  

  原本待在梅亚军中的他，接获某项密令，转而加入艾尔克罗的军队。不过，贪得无厌的安德雷欧，一直在寻找能让自己地位提升的目标。最后他找到了。那就是克莱儿。

  　メーアの軍にいた彼は、ある密命を受けてエルクーロの軍へと出向していた。だがその傍らで、欲深いアンドレオは己の目的を探していた。自分の地位の向上につながる目的を。そして見つけた。それがココットだ。

  

  她是个被魔王亲自下令，要魔将军人类幼童的她，听从魔王要她攻陷巴尔塔的命令行动。

  　魔王様から直々に命令を受けた、人間の幼子である彼女。バルタを落とせという命の下に動く魔将軍。

  

  在安德雷欧看来，米莱儿虽然聪明，但很好操控。那双潜藏着阴暗情感的红色眼睛，甚至能震慑魔族。他从未听说过有人类能驯服魔狮子。当然，就连魔族也很难驯服魔狮子，只有熟练的魔物使才办得到。虽然不知道克莱儿是怎么办到的，但这件事确实令人惊讶。

  　アンドレオの見立てではココットは賢くはあるが、扱いやすそうな存在だった。ほの暗い感情を潜めるあの赤い瞳には魔族すら気圧されるようなものがある。魔獅子を従える人間など聞いたことがない。もちろん魔族でさえ魔獅子を手懐けるのは熟練の魔物使いでさえ至難だ。どうやったかは知らないが驚くべき事柄である。

  

  不过，她终究只是个孩子。态度非常容易理解。安德雷欧认为自己能随心所欲地操控她。

  　だが所詮は子供だ。態度が非常にわかりやすい。いくらでも手玉にとれると。

  

  他假装要帮助那种存在，实际上却打算抢走功劳。安德列开始盘算要独占攻陷巴尔塔的功绩。

  　そんな存在に手を貸してやるふりをして手柄をかすめ取る。バルタ落としの功績をいただいてしまおうという魂胆を浮かべ始めていたのだ。

  

  

  

  因此，他前往艾尔克罗的房间，想要询问派兵的详情，却在门前停下脚步。

  　故にエルクーロに派兵についてより詳しく話を聞こうと彼の居る部屋へ向かっていたのだが、その扉の前でアンドレオは立ち止まる。

  

  因为他察觉到房内传出怒吼声。

  　中から聞こえてきた怒声に気づいたからだ。

  

  安德列靠在门旁的墙壁上，将耳朵贴在墙上偷听。

  　アンドレオは扉の横の壁に身を寄せると、壁に耳を付けて中の声をうかがった。

  

  

  「恕我失礼，艾尔克罗大人根本不懂我！大家都这么说！要我忘掉！」

  「失礼ですがエルクーロ様は私の事を何もわかっていない！　皆そう言うのです！　忘れろ忘れろと！」

  

  「可是……这样你就……」

  「だが……それでは君が」

  

  「波利尼亚大人的部下们也是这样被关在魔王城吗！？契克别尔很感谢我哦！他说自己成功杀死了可恨的勇者！」

  「そうやってポリニア様の部下たちも魔王城に閉じ込めたのですか！？　チックベルは私に感謝をしていましたよ！　憎い勇者を仕留める事が出来たと！」

  

  「克莱儿！」

  「ココット！」

  

  

  

  看来气氛相当紧张。安德列悄悄地将门打开一条缝，从缝隙中窥探房内。

  　どうやら剣呑とした雰囲気らしい。アンドレオはそーっとドアを少しだけ開けて隙間から中を見る。

  

  艾尔克罗抓住克莱儿的手，但米莱儿立刻甩开她的手，往后退了一步。

  　中ではエルクーロがココットの手を掴んでいた。だがココットはすぐにそれを振り払い、一歩下がった。

  

  接着，她用那双红色的眼睛，以困惑的表情瞪着艾尔克罗大人。

  　そしてキッと赤い瞳で困惑の表情のエルクーロ様を見上げて、睨んでいた。

  

  

  「我之所以无法放下仇恨，是因为那等同于我活到现在唯一深爱过，也深爱着我的人的记忆！你竟然要我放下仇恨？」

  「私が恨みを捨てないのは、それが私が生きてきた中で唯一愛し愛してくれた存在の記憶と同義だからです！　それを捨てろと！？」

  

  

  （哎呀……居然敢用那种眼神瞪着艾尔克罗大人，那个人类还真是疯了。）

  （おっとぉ……エルクーロ様を睨み上げるなんざ正気じゃないねえあの人間）

  

  

  安德列以混杂着惊讶和好奇的视线，观察房内的状况。

  　アンドレオは驚きと興味が混ざった視線で部屋の中のやり取りを観察した。

  

  艾尔克罗试图劝说，但那个人类将军却充耳不闻。虽然看起来也像是在闹脾气的孩子，但艾尔克罗似乎相当困扰。他拼命想让克莱儿冷静下来，但克莱儿却完全听不进去。

  　あの人間の将軍は、諫めようとするエルクーロの言葉を跳ね除けている。駄々をこねている子供にも見えたが、エルクーロはずいぶん手を焼いている様子だ。必死にココットを落ち着かせようとしているらしいが、彼女の方はまるで聞く様子がない。

  

  

  「够了。我是魔将军，你是四天王。我们是上司和部下，所以交谈时只要谈论工作上的事情就好。我有义务服从你的命令。不过，唯有要我放下仇恨的命令，我绝对无法遵从——告辞。」

  「もう結構です。私は魔将軍、貴方は四天王。上司と部下であり交わされる言葉は職務に関するものだけでいいはずです。貴方の命令には従う義務がある。だが、恨みを捨てろという命令にだけは、断固として逆らわせて頂く。――失礼します」

  

  

  克莱儿说完这句话后，一阵脚步声靠近房门，门被粗鲁地打开。

  　ココットのそのセリフと共に足音が扉に近づき、乱暴に扉が開かれる。

  

  安德列躲在门后，看着从房内走出的克莱儿快步离去。

  　そして中から出てきたココットが早足で去っていくのを、アンドレオは扉の裏に隠れて眺めていた。

  

  

  （嗯，情况似乎很不妙……负责攻打巴尔塔的将军和艾尔克罗大人关系不睦……这下子我应该能占上风。）

  （ふむ、随分な様子だったが……バルタ攻略を任された将軍とエルクーロ様は不仲……これは我が優位に働きそうだ）

  

  

  艾尔克罗有些惊讶地目送那道娇小的背影离去后，从房间内缓缓来到走廊，望向克莱儿离开的方向。

  　少し驚きながら、去っていく小さな背を見送った後、部屋の中からエルクーロ様がゆっくりと廊下へ出てきてココットの去った方を見やった。

  

  她已经弯过米莱儿走廊的转角，看不见身影了。

  　既にココットは廊下の角を曲がっており、その姿は見えなくなっていた。

  

  

  艾尔克罗大大叹了口气，转过身来。

  　大きくため息をついたエルクーロは、くるりと振り向く。

  

  

  「偷看可不值得嘉许哦。」

  「盗み見は感心しないぞ」

  

  

  安德列摸着下巴的胡须，露出傻笑，行了一礼。

  　アンドレオは顎髭を撫でながらにへらと笑い、礼をした。

  

  

  「失礼了。传闻中的魔之公主……还真是个野丫头，我忍不住就……」

  「これは失礼。噂に聞く魔の姫君が随分と……お転婆だったものでつい」

  

  「唉。老实说，我也很伤脑筋。」

  「はあ。正直私とて困っている所だ」

  

  「哦哦。」

  「ほほう」

  

  

  艾尔克罗用手扶着额头，看起来真的很困扰。

  　額に手をやったエルクーロは本当に困っている様子だった。

  

  安德列用鼻子哼了一声后，对艾尔克罗提议：

  　アンドレオはふむ、と鼻を鳴らした後エルクーロに申し出た。

  

  

  「艾尔克罗大人似乎不太想让那个上战场呢。」

  「どうも、エルクーロ様はあれを戦場に出すことをあまり良く思われていないみたいですなあ」

  

  

  听到安德列这么说，艾尔克罗用锐利的眼神看着他。

  　アンドレオの言葉に、エルクーロはじとりとアンドレオを見る。

  

  

  「她的功绩对魔族军来说相当重要，但同时也相当危险。巴尔塔攻略战可不是闹着玩的。」

  「彼女の功績は魔族軍としては大きなものだ。だが同時に危うくもある。バルタ攻略戦は生半可ではない」

  

  「所以才要派我军去增援吧。这样您还是不放心吗？」

  「だから我が軍を増援にとのことでしょうに。それでも不安が？」

  

  「……简单来说，就是米莱儿我应付不来。」

  「……平たく言えば、ココットは私の手に余るという事だ」

  

  

  艾尔克罗用意有所指的语气说完，再次垂下视线。

  　エルクーロは含みのある言い方をして、再び目を伏せた。

  

  安德列在此时确定，艾尔克罗果然对克莱儿抱持着不信任感。

  　どうにもエルクーロはココットに対しやはり不信を抱いているな、とアンドレオはここで確信した。

  

  因此，他夸张地张开双臂，如此说道：

  　故に大仰に両手を広げてこう言い放ったのだ。

  

  

  「既然如此，巴尔塔的攻略就交给我吧。哎呀，这不是要帮助克莱儿将军，而是由我主导作战。啊，既然魔王大人有令，就让她在后方待命吧。只要借用她的军队，应该就没问题了。这样就能解决你的所有疑虑。」

  「であれば、バルタ攻略はこの私めにお任せくださればよいのです。なあに、ココット将軍を助けるのではなく、私が主だって作戦に当たる。ああ、魔王様の命令がある以上彼女は後方にでも控えさせておけばよい。軍だけ借り受ければ問題はないでしょう。貴方の懸念は、なにも無くなる」

  

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  

  时间来到傍晚。

  　時刻が夕方に差し掛かった頃。

  

  我站在白城的屋顶庭园。就是以前和米奥一起被亚历山大囚禁的那个庭园。

  　私は白城の屋上庭園にいた。以前ミオと共にアレハンドロに囚われていた、あの庭園だ。

  

  我呆呆地眺望着黄昏的天空。

  　私はそこで、夕暮れ空をぼうっと眺めていた。

  

  内心一片灰暗，不知道自己在想什么。不，应该说什么都没想。

  　心の中はのっぺりした灰色で、自分が何を考えているのかわからない。いや、何も考えていなかった。

  

  只有即将面临战斗的些许焦躁感，以及虚无感。或许比较接近失望。

  　ただ胸の内にあるのは戦いを前にした僅かな焦りと、虚無感だった。落胆に近いかもしれない。

  

  到头来，不管立下多少功劳，最后都是这种结果，根本毫无成就感。

  　結局どれだけ功績をあげても、こうなるのではやりがいも無い。

  

  我并不排斥舍弃战斗这件事。毕竟我又不是战争狂或杀人魔。不过，那也是在一切结束之后。半途而废就只是逃避。

  　戦いを捨てること自体は、私も別段拒否しているわけではない。別に戦争狂いでも殺人鬼でもないのだし。だが、それは全てが終わった後の話だ。途中でやめることは、逃げだ。

  

  我脑中浮现爷爷的脸，心想他现在在做什么呢？还在巴尔塔听教皇说话吗？

  　そう、ジジの顔を思い浮かべながら思う。あいつは今何をしているだろうか。まだバルタで教皇の話でも聞いているんだろうか。

  

  他应该知道圣女要出兵吧？他应该没想过那个圣女就是小库，而战斗对象魔将军就是我吧？

  　聖女が出兵することは知っているのだろうか。その聖女がクーで、戦う相手である魔将軍が私だとは、思っていないだろうな。

  

  

  「你在这里啊。」

  「ここにいたか」

  

  

  背后突然传来声音，我回头一看，艾尔克洛大人就在那里。

  　突然背後からかかった声に振り返れば、エルクーロ様がそこに居た。

  

  

  「艾尔克洛大人……？……如果是刚才那件事，我的答案还是一样。」

  「エルクーロ様……？　……先ほどの話ならば、私の答えは変わりませんよ」

  

  

  我有点惊讶，但立刻没礼貌地瞪着他，像只警戒的小猫般说道。平常的我根本不会这样。我也觉得自己有点失去冷静，感到一丝后悔。不过实际上，我现在有点讨厌艾尔克洛大人。因为他不肯认同我。

  　私は少し驚いたものの、すぐに無礼にも彼を睨んで、警戒する子猫が如くに言葉を吐いた。普段ならば考えられない。自分でも冷静ではないなと思い一抹の後悔はした。だが実際、私は今エルクーロ様を少し嫌がっている。だって彼は私を認めてくれないのだから。

  

  我心想，他一定是为了再三强调刚才那件事才来的。然而当我看到他的脸时——

  　そんな彼だから、きっと再三先ほどの話を言いに来たのだと、そう思った。彼の顔を見た途端。

  

  艾尔克洛大人完全不在意我的态度，一直盯着我看。

  　エルクーロ様は私のそんな態度にも構うことなく、私をじっと見ていた。

  

  艾尔克洛大人不发一语的模样让我坐立难安，我心神不宁地抓着袖口。

  　何も語らないエルクーロ様の様子に私は居心地が悪くなり、そわそわと体を揺らしながら袖口を握った。

  

  不过，只有微风吹过庭园的音色响起的寂静，只维持了十秒左右。

  　が、庭園にそよぐ風の音色だけが響く静寂はものの１０秒程度で破られた。

  

  

  「……我果然很不会说话，很难让对方理解我的想法。波利尼亚和契克贝儿也经常因此生我的气。所以我想偶尔不用不擅长的掩饰，直接说出心里的话。」

  「……やはり私は口下手だ。なかなか相手に心の内を理解されない。よくポリニアやチックベルにも怒られていた。だからたまには不得手な取り繕いをせず思ったままを口にしようと思う」

  

  「哦。」

  「はあ」

  

  「如果不这么做，你大概不会听我说话吧。」

  「おそらくそうしなければ君は私の話を聞いてくれないだろう」

  

  

  艾尔库索大人突然开口。他刚才是在犹豫该说什么，陷入沉默思考吗？事到如今，我对他这种态度感到不解。

  　突然口を開いたエルクーロ様。何を話すか迷い、考えていた静寂だったというのだろうか。そんな彼に対し私は何をいまさら、と思った。

  

  我并没有不听艾尔库索大人说话，只是无法理解他的想法。我想原因在于艾尔库索大人总是板着脸，态度毅然。虽然他最近会稍微露出笑容，但到头来内心还是不把我当一回事。

  　エルクーロ様の話を聞いていなかったことなどはないが、その心のうちは理解できない。それはエルクーロ様がいつも仏頂面で毅然とした態度であることに起因するとは思う。最近は少し笑みを見せてくれるようになったとはいえ、結局は腹の内で私を何とも思っていなかったのだろうに。

  

  我这么想着，忍住不噘嘴，也不咂嘴，将身体转向艾尔库索大人，手扠着腰，心想他到底想说什么。

  　そう考え、口を尖らせ舌打ちを我慢しながら、何をいうモノかとエルクーロ様に体をまっすぐに向けて腰に手を当てた。

  

  

  「我希望你能幸福地生活。」

  「私は君が幸せに生きる事を望んでいる」

  

  「咦，啊……？」

  「え、はっ……？」

  

  

  从染红天空落下的阳光，将浅浅戴着帽子的我染成朱红色。

  　赤く染まる空から落ちる日が、帽子を浅くかぶった私の頬を朱色に染める。

  

  艾尔库索大人突然说出过于直接的话，我还没理解话中含意，身体就先僵住了。不对，虽然无法理解，但想象倒是挺顺利的。

  　突然宣告されたあまりにも直球な言葉に、私は深く意味を理解すらせずに体を硬直させた。いや、理解はできないが想像は捗ってしまった。

  

  因为，连没有恋爱经验的我都懂。不管用什么方式，只要不是真心为对方着想，就不会说出这种话。

  　だってそうだろう。そういう経験がなかった私でさえわかるのだ。こんなセリフ、どんな形であれ相手を想っていなければ出てこない。

  

  我的心跳突然加速，脸也变得火烫。我甚至不知道自己为什么会做出这种反应。难道艾尔克罗大人的意思是我真的不讨厌他吗？我连心都变回处女了吗？看我这样，不晓得会被吉吉说成什么样子。

  　急激に心拍数は上がり、顔が火照ってくるのがわかる。なんで自分自身がこんな反応を見せているのかすらわからない。エルクーロ様は私を、そして私は本当にエルクーロ様を悪く思っていないとでもいうのか。心まで生娘になったのか、私は。こんな様子ではジジになんて言われるか。

  

  艾尔克罗大人端正的脸庞非常认真，我不禁吞了口口水。

  　エルクーロ様の整った顔は真剣そのもので、私は思わずごくりと生唾を飲み込んだ。

  

  

  「不只是你。我希望所有魔族都能幸福、平稳……不用战斗，笑着活下去。」

  「君だけではない。魔族全てが幸せに、平穏に……戦いなどせずとも笑って生きられることを望んでいる」

  

  「啊……」

  「あ……」

  

  

  ……什么嘛。

  　……なんだ。

  

  ……原来是这样。真希望他不要说这种容易让人误会的话。我惊讶到思考瞬间停止。呼吸停止，心跳加速。

  　そう言う事か。紛らわしい事を言わないでほしい。驚きで一瞬思考が止まるほどだった。息は止まり、心臓の鼓動は早まった。

  

  但结果是我误会了。我真是个笨蛋。

  　だが結局は私の勘違い。まったく、私もばかだなあ。

  

  ……我真的变成女孩子了。虽然我接受了自己是女性的事实，但过去的生活一点都不像女孩子。我也是最近才开始觉得应该学习如何当个女孩子，至于理由……不用说也知道。

  　……本当に、私は女子になってしまったのだな。身体上は女であることを受け入れたが、女らしく生きてこなかった。女の子らしさを学ぶべきかと思ったのも最近だし、理由は……言うまでもない。

  

  不过，这到底是什么样的感情？他真的把我的心搅得一团乱。

  　ただこれは、どういう感情なのだろうか。本当に彼は私の心を掻き混ぜる。

  

  当我理解到他的话并非针对我个人的瞬间，我感到安心的同时，也确实感到失望……

  　彼の言葉が私個人に向いていないことが理解できた瞬間、私は安堵と共に、確かに落胆……したのだ。

  

  艾尔克——罗大人，这都要怪你说话的方式让人误会。虽然我这个变得奇怪的笨蛋也有错。

  　誤解させるような言い方をしたエルク―ロ様に非があるぞ、これは。おかしくなってしまった馬鹿な私にも、だが。

  

  

  「艾尔克罗大人果然很坏心眼。」

  「エルクーロ様は、やっぱり意地悪です」

  

  「……是吗？如果你不介意，希望你能告诉我坏心眼的地方在哪里。我会改进。」

  「……そうだろうか。君さえよければ、どこが意地悪なのか聞かせて欲しい。改善しよう」

  

  「您太温柔了。」

  「優しすぎるのです」

  

  

  其实我想指出他揶揄我的事情，但要是那么做，感觉就像只有我在意那件事，所以很不甘心，最后我选择了比较安全的说法。

  　本当なら私を揶揄った事を指摘したかった。しかしそんなことをすれば私だけ意識しているみたいで悔しくて、無難な言葉を選ぶに至った。

  

  我这么说完，艾尔克罗大人就露出笑容，从花田这边走了过来。

  　私がそう言えば、エルクーロ様はふっと笑みを見せ、花畑を此方へと歩いてきた。

  

  然后他站到我旁边，一边眺望城镇，一边重新看向我。我也再次将身体靠在栏杆上，侧眼看着艾尔克罗大人开口：

  　そして私の隣に立ち、街を眺めながらその目を私に向けなおす。私も再び体を欄干に預け、エルクーロ様を横目で見ながら口を開いた。

  

  

  「我想问一件事。您之所以让我远离战斗，是因为无法信任我吗？」

  「一つお伺いしたいのです。私を戦いから遠ざける理由は、私が信用できないからですか？」

  

  「不是。我认为你很适合从军，所以这是个人的理由。」

  「違う。軍としては君が適任と思っている。だからこれは個人的な理由だ」

  

  

  听到这句话，我垂下视线，将手放在胸前。我隔着衣服抚摸雷米项链，自言自语般地说道：

  　その言葉に私は目を伏せ、胸元に手を当てた。レイメのネックレスを服越しに撫でながら独り言めいて呟く。

  

  温柔的艾尔克罗上校。他的个人理由很容易想象。我自己也很清楚。但是，我不想承认。

  　お優しいエルクーロ様。彼の個人的理由は、容易に想像がついた。自分でもわかっていたのだ。でも、認めたくなかった。

  

  他有多么温柔，有多么担心我这个弱小的存在，所以不想让我上战场，我从不久前就注意到了。

  　彼がどれだけ優しくて、私という弱い存在を心配しているから戦いに出したくないのだろうことなど、少し前から気づいていたのだ。

  

  从我从 Chickbell 那里听说的那时候开始。

  　チックベルから話を聞いた、あの時から。

  

  即使如此，我还是像个真正的小孩一样闹脾气，对他做出无礼的举动。然而他却没有责备我，现在也用这种眼神看着我。这种事，就算不是我也会很高兴，不管是谁都会误会吧。

  　それでも私はと、本当の子供のように癇癪を起して、彼に無礼を働いた。なのにそれを咎めもせず、今もこんな目を私に向ける。そんなの、私じゃなくたって嬉しいし、誰だって勘違いしてしまうだろうが。

  

  但是，我不能接受他的好意，因为心中的黑暗在逼迫我。

  　だが、私はそれに甘えることはできないと、自分の中の闇が詰め寄ってくるから。

  

  

  「我终究是你的部下。而你是我的上司。你不用像这样担心我，只要命令我就好……命令我战斗。我所知道的军人本来就应该这样。只要这么做，你和我……都能不用烦恼任何事。」

  「私は所詮貴方の部下。そして貴方は私の上司。そんな風に心配などせず、ただ命令すればいいのです。……戦えと。私の知る軍人は本来そうあるべきです。そうしてくれるだけで、貴方も私も……何も悩まずに済むのに」

  

  「你觉得我不适合当军人吗？」

  「君は私が軍人に向かないように見えるか」

  

  「恕我直言。」

  「恐れながら」

  

  「……很少有人会这样对我说话。」

  「……私にそういう言い方をしてくれる者はそうはいない」

  

  「……失礼了。」

  「……失礼しました」

  

  「不是这样。我有点高兴。像你这样会明确说出自己想法的人，只有 Chickbell、波利尼亚和你而已。」

  「そうではない。少し、嬉しい。君のように私にしっかりと思った事を口にしてくれる者はチックベルや、ポリニアしか居なかった」

  

  

  艾尔库洛大人笑着说道，但语气中带着一丝寂寞。从他平常的态度来看，应该没什么人敢向他进言吧。然而，他的内在却很温和、温柔且慈悲为怀。我认为他不适合当军人，就是指这一点。

  　エルクーロ様は笑いながら、それでも少し寂しそうにそう言った。普段の態度から近寄りがたい雰囲気を醸すエルクーロ様に進言できるものはまあ、居ないのだろう。だがその姿の内面は穏やかで優しく、慈悲深い。軍人に向かないと思ったのはそういう点においてだ。

  

  这样的人居然会是四天王。是为了守护什么……吗？

  　そんな人が四天王などと。何かを守るため……なのだろうか。

  

  不，这很难说。

  　いや、どうだろうな。

  

  

  「我也有过跟你一样的时期。」

  「私にも君と同じような時期があった」

  

  「……？」

  「……？」

  

  「投身于战争，鄙视人类，憎恨杀害同胞的家伙，持续战斗。心想区区下等生物竟敢杀害同胞。在持续流血、在前线战斗的过程中，我被取了黑曜这个名字。你知道这名字的意思吗？」

  「戦いに身を投じ、人間を見下し、同胞を殺めた連中を憎んで戦い続けた。下等生物如きがよくも同胞を、と。そうして血を流し続け前線で戦ううちに、黒曜などと言う名を付けられた。意味は分かるか？」

  

  「黑曜……黑曜石吗？」

  「黒曜……黒曜石、ですか？」

  

  「你知道得真清楚。没错，那是很久以前被当成武器使用的黑色石头。碎裂的碎片尖端会变成锐利的刀刃。当时的我，因为个性和战斗方式就像小刀，所以同伴们是这么称呼我的。但人类却不是这样。他们是在揶揄我全身沾满干涸的黑血。」

  「良く知っているな。そうだ。大昔に武器として使われた黒い石。割れた断片の切っ先は鋭い刃となる。当時の私はナイフのような性格と戦いぶりで味方からはそう呼ばれた。だが人間たちからは違った。私の全身に、黒く乾いた血がこびりついたのを揶揄したのだ」

  

  

  老实说，我无法想象。

  　正直想像ができなかった。

  

  这个温和的魔族曾经历过那样的战斗？

  　この穏やかな魔族がそんな戦いをしていた？　

  

  

  「我也变了。以前……啊，我有跟你说过吗？我跟一般的魔族一样瞧不起人类，所以经常跟波利尼亚吵架。我瞧不起她，瞧不起身为魔族军人，却老是在思考如何不跟人类战斗，而是跟人类和平共处的波利尼亚。」

  「私も変わったのだ。昔は……ああ、話したことはあったか？　一般的な魔族と同じく人間を見下していた。それでポリニアとよく口論をしていた。馬鹿にしていたよ。魔族の軍人でありながらどうすれば人間と戦わずに仲良くなれるかなどとばかり考えていたポリニアを」

  

  「不……我第一次听说。」

  「いえ……初耳です」

  

  「这样啊。现在我觉得她说的没错。讽刺的是，我是在失去她之后才察觉到这件事。魔族也好，人类也罢，如果能不战斗就活下去，那是最好的。就算被说是痴人说梦，我也无法轻易放弃……因为这样对抱持着这种理想的波利尼亚太失礼了。」

  「そうか。今は彼女の言っていたことが正しかったと思える。皮肉にもそれに気づいたのは彼女を失った後だった。魔族も人間も無い。戦わずに生きられるのなら、それが一番いい。例え夢物語と言われても、そう断じて諦めてしまうのは……その理想を持ったまま死んだ彼女に失礼だとな」

  

  

  我真的第一次听说。

  　初耳だった。本当に。

  

  我听说波利尼亚大人在魔族中也是重视战略，极为理性的魔族。这样的她居然考虑过要跟人类和平共处。

  　ポリニア様は魔族の中でも軍略を重視していた極めて理性的な魔族だったと聞いていた。そんな彼女は人間との融和を考えていたというのか。

  

  艾库罗大人说他以前瞧不起波利尼亚大人的想法。他口中的自己，跟许多魔族一样好战、傲慢又残酷。

  　エルクーロ様はそれを小ばかにしていたという。彼が語る過去の彼は、多くの魔族と同じように好戦的で高慢で、残酷だったというのだ。

  

  而他因为失去波利尼亚大人而改变。他继承了波利尼亚大人的遗志吗？

  　それが、ポリニア様を失った事で変わったと言う。彼女の想いを引き継いだという事なのか。

  

  我也打算按照蕾梅的遗志活下去。就算她不希望我复仇。

  　私も、レイメの想いのままに生きている、つもりだ。たとえ彼女が復讐を望まなくとも。

  

  但我的想法和艾尔克罗大人完全相反。艾尔克罗大人不恨杀死波利尼亚大人的那个人吗？就像我恨席克贝尔那样。

  　だが私のそれは、エルクーロ様とは真逆の代物。エルクーロ様は、ポリニア様を殺した人間を恨んでいないのだろうか。チックベルのように。

  

  不对，他应该很恨吧。无论是谁，应该都无法轻易原谅夺走重要之人的凶手。即使如此，他还是选择咽下这口气，继承遗志。

  　いや、憎いとは思うのだろう。誰だって大切な存在を奪われた事をそう簡単に看過できるものではない筈だ。それでもそれを飲み込んで遺志を継いでいる。

  

  至少他没有要跟人类和平共处的意思。不过，他尽可能避免战斗，好让魔族能过着和平的生活，这点我非常清楚。

  　少なくとも人間と和平を結ぼうというそぶりはない。だがせめて魔族が平和に暮らせるよう、出来るだけ戦いを避ける姿勢は嫌という程わかる。

  

  所以他才会对我说出那种希望我远离战斗的话。

  　だから私に、あんなにも戦いから遠ざけるようなことを言ったのだ。

  

  

  「我本来以为不会再对渴望战斗的你说出那种话。但见到你之后，我还是忍不住脱口而出……这恐怕是最后一次机会。因此，我要问你最后的问题。」

  「私は戦いを望む君に、あんなことはもう言うまいと思っていた。だが会ってしまえば、やはり口をついて出てしまった。……おそらくこれが最後の機会だ。故に、真なる最後の問いかけをする」

  

  

  艾尔克罗大人垂下眼，叹了口气，然后直视着我说：

  　ふう、と目を伏せ息を吐いたのち、エルクーロ様は私をまっすぐに見て言う。

  

  

  「你无法停止战斗吗，克莱儿？」

  「君の戦いは止められないか、ココット」

  

  「……是的。」

  「……はい」

  

  

  我小声回答他的问题。

  　私は彼の問いに対して小さな声で答えた。

  

  艾尔克罗大人简短地说了句「这样啊」，再次望向城市，然后就不再说话。

  　それを聞いて「そうか」と短くエルクーロ様は言った後、再び顔を街の方に向け、それから何も語らなかった。

  

  寂静再次笼罩庭园。我也站在他身边，默默眺望城市。

  　再び静寂が庭園を包んだ。私も彼の横に並び立ったまま、街を眺めて黙した。

  

  我无法停止战斗。法尔托玛雷、尤纳伊尔教、雷米，从我身边夺走一切的元凶就在眼前。在铲除他们之前，我无法停止战斗。

  　戦いは、止められない。ファルトマーレを、ユナイル教を。レイメを私から奪った元凶が目の前にある。それを取り除くまでは。

  

  不过，除此之外。

  　だが、それ以外なら。

  

  或许可以向他吐露真心话。无法认同自己的真心话，以及今后的打算。就算我无法停止战斗，或许可以找他商量，关于琪耶尔……关于米欧的安全。如果是温柔的他，我就能在某种程度上放心……利用他。

  　彼になら、本音を語っていいのかもしれない。自分自身が認められない本音。そして、これからのこと。私が戦う事は止められなくとも、キエルや……ミオの安全の事を。相談していいのかもしれない。優しい彼ならある程度安心して……利用、できる。

  

  即使如此，不……正因为如此，我————

  　それでも、いや……だから私は――――。

  

  

  「那个，艾尔克罗大人。我有事想拜托您————」

  「あの、エルクーロ様。お願い、したいことが――――」

  

  

  我开口的瞬间，背后传来铠甲的铿锵声，一名魔族迅速跑了过来。

  　私がそう切り出した瞬間、背後からガシャガシャと鎧の音を響かせて魔族が勢いよく走ってきた。

  

  

  「克莱儿将军！失礼了！……艾、艾尔克罗大人……！」

  「ココット将軍！　ご無礼！　……え、エルクーロ様……！」

  

  「怎么了？没关系，说吧。」

  「どうした。構わん、話せ」

  

  「是！有来自驻扎地的传令要给克莱儿将军。从巴尔塔出兵的军队正前往驻扎地！」

  「はっ！　ココット将軍に駐屯地からの伝令です。バルタより出兵した軍が駐屯地に向かっていると！」

  

  「！」

  「ッ！」

  

  

  我立刻露出严肃的表情，握紧拳头。

  　私はすぐさま表情を険しくして拳を握りしめた。

  

  动作真快……！比我预料的还要快。没想到他们这么快就集结了军队。

  　随分早かったな……！　想定以上だ。まさかこんなに日もたたないうちに軍を纏めるとは。

  

  可恶，增援部队的派遣准备还没完成。安德列的军队目前还无法出兵，而且我根本还没直接和他谈过。

  　くそっ、まだ増援の派遣の準備は整っていないというのに。アンドレオの軍はまだ出兵できる状態ではないしそもそも話すらまだ直接交わしていない。

  

  考虑到目前构筑的阵地防御力和战力，以及不适合大军战斗的山野地形，敌我战力差距若是只有我方的数倍，应该可以撑个几天。只能撑到增援部队派遣完成为止。

  　現在築き上げた陣地の防備と戦力、そして大軍戦闘に向かない野山であるという地形に鑑みて、彼我戦力差がこちらの倍数までであれば数日は持たせられる筈。増援派兵まで耐えるしかない。

  

  不过，真的能撑过去吗？关于敌方战力的报告内容不够详细，我只能咬紧牙关。额头也渗出冷汗。

  　だが、凌ぎ切れるかどうか。敵戦力については報告に詳細はなく、ただただ歯噛みするのみ。額には脂汗が浮かんだ。

  

  最重要的是……

  　何よりも。

  

  可恶！这么快……就要和我战斗了吗，小库……！

  　くそっ！　こんなに早く……私と戦うというのか、クー……！

  

  

  

  「克莱儿，你马上回去。我也会……尽快率领军队和你会合。我会尽快安排安德列的派遣事宜。」

  「ココット、すぐに戻れ。私も……早急に軍を纏め合流する。アンドレオの派遣の段取りは急ぎ私がしておく」

  

  「……」

  「……」

  

  「克莱儿，你怎么了？你有听到我说的话吧？」

  「ココット、どうしたのだ。聞こえていたな？」

  

  

  握紧拳头，不小心陷入沉思的我，听到艾尔克罗大人的声音后回过神来。

  　拳を握ってつい思考に飲まれていた私はエルクーロ様の言葉ではっとした。

  

  

  「是的，我有听到。」

  「はい、聞こえておりました。」

  

  「有什么问题吗？」

  「何か問題があるのか？」　

  

  「不，没有！完全、完全没有问题。」

  「いえ、ございません！　何も、何もありませんとも」

  

  「这样啊……那我只要送你离开就好。快点准备吧。」

  「そうか……。なら、私は送り出すだけだ。急ぎ支度を」

  

  

  我点点头，重新戴好帽子，仰望天空。

  　私は頷き、帽子を深く被り直して空を仰いだ。

  

  地平线开始出现夜晚的黑暗，我瞪着天空。将自己与逐渐从红色转为黑色的天空重叠，向艾库罗尔神敬礼。

  　地平線には夜の闇が顔を出していて、私はそんな空を睨みつけた。段々と赤から黒へ染まっていく空に己の心を重ねて、エルクーロ様に敬礼をしてみせる。

  

  

  「我立刻过去。那些家伙……她必须由我亲自迎接……因为她是我重要的敌人。」

  「ただちに。連中は……彼女は私が出迎えてやらねばならない……大事な敵なので」

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  我回到四特拉们等待的驻扎地时，已经是深夜了。

  　私がクォートラらの待つ駐屯地に戻ったのは深夜であった。

  

  我骑着托古瓦在夜路上急驰，佐芙与卓妮出来迎接我。

  　夜道をトグーヴァの背に乗り駆け急ぎ到着した私は、ゾフとツォーネに出迎えられた。

  

  我向向我道谢的众人点头致意，从托古瓦背上下来后，询问扶着我的卓妮。

  　私に礼をした連中に頷いて見せながら、トグーヴァから降りる私の手を取り支えるツォーネに聞く。

  

  

  「我听说巴尔塔派兵过来了。」

  「バルタから軍が出てきたと聞いた」

  

  「是的，斥候确认圣女率领的军队正朝这里过来。」

  「そうですわ。斥候が確認したのですの。聖女率いる軍がこちらに向かっていると」

  

  「……他们现在在哪一带？是直接朝这里过来吗？」

  「……今連中はどのあたりだ？　まっすぐこちらへ向かっているのか？」

  

  「四特拉们现在正从空中侦察。对方应该只知道我方阵地的大致位置，所以脚步应该不会太快，不过他们好像也派出斥候了。应该不久之后就会抵达。」

  「今クォートラ達が空から偵察に出てまさあ。こっちの陣地の位置は大まかにしか割れてねえでしょうから足並みは遅いとは思いやすが、連中も斥候を出してるみたいですからねえ。近いうちには」

  

  

  佐芙以背负斧头的战斗姿态说道。

  　ゾフが斧を背に背負った戦闘態勢でそう語る。

  

  毕竟我们和对方的斥候发生过小规模冲突。虽然构筑了多个警戒阵地，不过大本营曝光也只是时间问题。从接获对方出兵的报告后，已经过了好一段时间。最好认为对方已经来到相当近的距离。

  　元々連中の斥候との小競り合いはあったからな。警戒陣地も複数構築はしたが、本陣がバレるのも時間の問題か。連中が出兵したと報告を受けてから大分経っている。かなり近くまで来ていると思った方がいい。

  

  我们也应该尽快展开军队。

  　急ぎ我々も軍を展開するべきだ。

  

  

  「按照我前往路易卡纳前的吩咐，已经做好随时可以出发的准备了。」

  「私がルイカーナに行く前の言いつけ通り、すぐに出られるようにしてあるな」

  

  「当然！全军随时可以出发。」

  「もっちろんですわ！　全軍がいつでもいけますわよ」

  

  「好，立刻出发。不过要安静、缓慢地前进。在收到四特拉传来敌军情报之前，不能贸然发动攻击。」

  「よし。ただちに出るぞ。だが、静かに、ゆっくりとだ。クォートラから敵軍の情報が届くまでは下手に仕掛けられない」

  

  索夫和卓弩点头，吹响指哨前往广场。

  　ゾフとツォーネが頷き、指笛を吹き鳴らし広場へ向かう。

  

  我也跟在他们身后，前往听到指哨声已经集合的上级魔族们组成队伍的广场。

  　私もそのあとに続き、指笛を聞きつけて既に集合した上級魔族たちが隊列を組んだ広場に向かった。

  

  我望着已经排好队伍、做好万全准备的魔族们。下级魔族应该在阵地外待命吧。我也必须做好觉悟。

  　既に列をなして準備万端と言った魔族達を眺める。下級魔族たちは陣の外で待機しているのだろう。私も覚悟を決めねばならない。

  

  

  「准备迎接！以战斗装备出发！不过不要主动攻击，先观察对方的动向。」

  「お出迎えの準備をしろ！　戦闘装備で出る！　だがこちらから攻撃はするな。まず出方を見る」

  

  

  听到我如此宣布，魔族们发出欢呼。我呼地吐了口气，摸了一下雷米的项链，跨上托古瓦。

  　そう言い放った私に魔族たちは鬨の声を上げた。私はふーっと息を吐いたのち、レイメのネックレスを一度撫でてトグーヴァへ跨る。

  

  我领着魔族们离开阵地。不经意地望向一旁，眼角余光中映入了琪优儿和抱着她的手臂看着我的澪。结果在开战前，我还是没能处理掉她们。不过，这原本就是预料中的事，只要不输就好。就算我方准备不足，也一定要撑到安德列的援军抵达。

  　魔族達を先導しつつ陣を出立。ふと目を向ければ、視界の隅でキエルとその腕を抱き私を見るミオが目に入った。結局戦いになる前にあいつらをどうにかしてやる事はできなかった。だが、もともと想定していた事項だ。負けなければよい。いくらこちらの準備が不足していたとしても、アンドレオの援軍が到着するまで持ちこたえて見せる。

  

  

  我将视线移回正前方，开始在黑夜中进军。

  　私は視線を正面に戻し、闇夜の中進軍を開始した。

  

  

  

  

  然后，我选择在穿越山野后的山丘上迎击。那是森林中开阔的广场边缘。

  　そして、迎撃位置として選んだのは山野を抜けた丘の上。森が開けた広場の端である。

  

  在那座山丘上，我沐浴着星空的光芒，瞪着正面的森林。如果我的预测正确，那些家伙会从那座森林中朝这座广场进击。广场很宽广，也没有障碍物，不过却是容易撤退的地形。无论追击或逃跑都很困难。为了保险起见，我军已经朝三个方向散开，左右的魔族也配置了枪手队。虽然也要看敌人的阵形，不过只要把正面的我们当成诱饵，诱使他们采取方位阵形的话……

  　その丘の上で、星空の光を浴びながら私は正面に見える森を睨んでいた。予想が正しければ連中はあの森の中からこの広場に進撃してくる。広い広場だ。障害物も無い。だが退却は容易な地形。追うも逃げるも難しい。念のため我が軍は三方に展開させているし、左右の魔族には銃士隊を配置している。敵の陣形にもよるが正面の我々を囮として誘い込み方位の形を取れれば……。

  

  这时，我听见振翅声。仔细一看，是四分之一的龙人部队回来了。

  　と、羽音が聞こえる。見ればクォートラ達ドラゴニュート部隊が戻ってきた。

  

  四分之一在我身旁降落，人化后跪下，通知我敌人接近。

  　クォートラは私の隣に降り立つと人化して跪き、敵の接近を知らせた。

  

  敌人的总数是我方的两倍。一如预料，兵力差距显而易见。就算有枪，而且是在黑夜之中，也不是能轻易应付的对手。

  　敵の総数、こちらの二倍。予想通り、兵力差は歴然。銃があり夜闇の暗中だとしても、容易に戦える相手ではなかった。

  

  然后——

  　そして。

  

  铠甲的脚步声响起，骑士们从森林中现身。

  　鎧の足音が響き渡り、森の中から騎士たちが姿を現した。

  

  

  「来了吗……」

  「来たか……」

  

  

  骑士们锵锵作响地组成队列，从森林中现身。从一丝不乱的队列与质量良好的装备来看，想必都是精挑细选的士兵。

  　ガシャガシャと隊列を組み森の中から現れた騎士たち。一糸乱れぬ隊列と質のいい装備を身に纏うからには選りすぐりの兵ばかりなのだろう。

  

  然后，位于队列最前列、骑在马上的存在。尽管身穿白色铠甲，那头金发在黑暗中也闪耀着耀眼的光芒。围绕在她身边的是随侍在侧的亲卫队——圣歌队吧。其中也有几张熟悉的面孔。

  　そして。隊列の最前列にあり馬に跨る存在。白い鎧甲冑を身に纏ってはいるものの、あの金の髪は闇の中でもまばゆく輝いていた。周辺を囲うのは御つきの親衛隊たる聖歌隊だろう。見覚えのある顔もいくつかあった。

  

  圣女亲自率领的军队终于出现在我面前。

  　聖女自ら率いた軍が、ついに私の前に姿を現した。

  

  

  （小库……别再过来了。真的会演变成战斗哦。）

  （クー……それ以上来るな。本当に戦う事になるんだぞ）

  

  

  我咬着指甲，祈祷她的脚步停下来。

  　私は爪を噛みながら願わくばその足が止まることを祈った。

  

  然而，她……小库率领着军队，不断朝广场前进。接着，彼此的距离缩短到可以清楚看见对方的身影。虽然广场很宽广，但我看着她，感受到一种仿佛她站在眼前般的压迫感。

  　だが、彼女……クーは軍を率いたままどんどんと広場へ歩を進めてきた。そして互いの姿がはっきりと視認できるほどに彼我の距離が縮まる。広大な広場ではあるが、私は彼女を見ながら、まるで目の前に立たれたような圧迫感を覚えていた。

  

  我们暂时观察对方的动向，然而小库他们没有拔剑，只是不断前进。他们应该也看到我们了，这是怎么回事？

  暫くは出方をうかがうように待機していた私達だが、クー達は剣を抜くことも無くただただ前進してきている。こちらの姿も見えている筈だが、どういうことだ。

  

  ……不管怎样，我们已经对上了。既然如此，那就……

  　……なんにせよ相対してしまった。ならば、もう。

  

  魔族军与人类军面对面。面对这场无法避免的战斗，我咬紧牙关，缓缓举起手准备发出攻击开始的信号。既然要打，就该由我们先出手。

  　向かい合う魔族軍と人間軍。避けられないであろう戦いに私はぐっと歯を食いしばり、ゆっくりと攻撃開始の合図の為手を上げる。先手がうてるのならうつべきだと。

  

  

  然而，就在我发出号令之前，小库他们停下了脚步。

  　が、私が号令を出す前に、クー達は進む足を止めた。

  

  接着，小库往前踏出一步，在现场紧张的气氛中，用清澈的声音大喊：

  　そして、一歩前に進み出たクーは、緊迫したこの場の空気の中透き通るような声で叫んだのだ。

  

  

  

  

  「我名为库夏尔纳！是勇者之一，圣女库夏尔纳！请让我们和魔将军谈谈！我们不是来战斗的！」

  「我が名はクーシャルナ！　勇者が一人、聖女クーシャルナです！　魔将軍と話をさせてください！　我々は戦いに来たのではありません！」

  

  

  

  

  

 
  ＃９８　聖女

  ＃98　圣女

  　

  

  

  

  「……啥？」

  「……はぁ？」

  

  

  听到小库的宣言，我发出傻愣的声音。

  　クーの宣言した言葉に私はマヌケな声を上げた。

  

  他不是率领大军来战斗的？要对话？跟谁？魔将将军，也就是我。

  　あんな大軍を引き連れて、戦いに来たのではないと。話をさせろ？　誰と。魔将軍。つまり私。

  

  

  「大小姐，虽然他讲了那种话，但那家伙是笨蛋吧？简直像是老老实实地来送死。」

  「お嬢、あんなことぬかしてやすが、あれはアホなんですかね。馬鹿正直に死にに来たようなもんだ」

  

  「他可能是在小看我们哦，克莱儿大人？这是个好机会，快点杀掉他吧。」

  「舐められているのかもしれませんわよ。ココット様？　これは好機ですわ。サクっと殺しましょう」

  

  

  佐夫和托涅一副被触怒的样子，拿起武器向我进言。

  　ゾフとツォーネがひどく神経を逆なでられた様子で武器に手をかけて進言してくる。

  

  但我握紧拳头，制止他们。

  　だが私は握った拳を震わせ手で制する。

  

  

  「不行。」

  「ダメだ」

  

  「咦？克莱儿大人？」

  「へ？　ココット様？」

  

  「我们要回应他的要求。」

  「話し合いに応じる」

  

  「公主！？」

  「姫！？」

  

  

  不出所料，有人表示不服。这也难怪。我转身面向他们，手扠着腰。

  　案の定不服の声が上がったな。無理もない。私は彼らを向き直り、腰に手を当てた。

  

  

  「……艾尔克罗大人说我们不是蛮族。要是杀了放下武器的人，我会被骂的。」

  「……エルクーロ様は我々は蛮族ではないと私に仰った。武器を構えない相手を殺しては私が怒られる」

  

  

  事到如今还说这什么话——在我想到这句话前，我自己也这么想。

  　いまさら何を、とクォートラ達が思うより先に私自身がそう思った。

  

  明明至今为止杀害过好几次四处逃窜、毫无抵抗的人，现在突然说这种话。

  　これまで幾度も逃げ惑う無抵抗の人間を殺害してきたのに、急に何を言い出すのかと。

  

  我自己也知道这只是个拙劣的借口。

  　これは単なる下手な口実に過ぎないと自分でもわかっている。

  

  

  

  「不管怎样，继续战斗下去对我们不利。就算只是听听对方怎么说，也能争取到援军抵达的时间。」

  「どちらにせよこのまま戦えば我々の不利だ。話だけでも聞いてやるうちに援軍が来るまでの時間稼ぎができる」

  

  

  我硬是编出一个看似合理的理由，将这个理由强加在部下身上。他们虽然还是一脸疑惑，但还是点头表示，我的话确实有值得接受的部分。

  　もっともらしい理由を自分でこじつけて、それを部下たちに押し付けた。彼らは未だ疑問の表情をしていたが、私の言葉にも納得する部分があるとして頷いた。

  

  事实上，我们确实需要争取时间。不管圣女有什么企图，我们都还没做好战斗的准备。

  　事実として時間稼ぎは必要だ。聖女に何の意図があるにせよ、我々はまだ戦う準備が整っていない。

  

  

  

  「克瓦多，你去转告她。只要她愿意独自前来我们的驻扎地，我们就愿意跟她谈。如果她不愿意，就稍微让步吧。」

  「クォートラ、あれに伝えてこい。軍はこの場に置き、我々の駐屯地まで聖女のみで来るならば話してやると。渋ったら多少は譲歩してやれ」

  

  「……是！」

  「……はっ」

  

  

  克瓦多化为龙形，飞向小库。他愿意什么都不说，真是帮了我大忙。

  　クォートラは竜態となり、クーの下へと飛翔する。何も言わずにいてくれるのは、助かる。

  

  在尘土飞扬的风压中，托瑞和索夫朝我逼近。

  　その風圧で土埃が舞う中、ツォーネとゾフが私に詰め寄ってくる。

  

  

  「小姐，我还是不懂。为什么我们不战斗？就算人数上不利，还是有办法解决。区区两倍而已，我们还有枪，只要使用那个东西，人数根本不是问题！大家做好觉悟吧！」

  「お嬢、やっぱりわからねえ。なんで戦わないんです？　数が不利だろうがどうにでもなる。たかが二倍じゃねえですか。こっちには銃ってやつもあるし、それに例のアレを使えば数は問題じゃねえ！　みんな覚悟してまさあ！」

  

  「克莱儿大人一定是因为害怕——应该不是这样吧？希望你能相信我们。」

  「ココット様の事だから臆病風に吹かれた――なんてことはないでしょうけれども？　わたくしたちを信用してほしいですわ」

  

  「我不是不相信你们。」

  「信用していないわけではないよ」

  

  「那为什么！」

  「なら何故！」

  

  「……」

  「……」

  

  

  我只能沉默以对，无法反驳索夫和托泽涅的激动情绪。主要理由就如同刚才所说，我们还无法战斗。不过，还有另一个理由……

  　私はゾフとツォーネの剣幕に、ただ押し黙るしかなかった。大きな理由は今言った通り、まだ我々は戦えない。だが、もう一つ……。

  

  两人察觉到我什么也不说，便垂下肩膀。

  　二人は私が何も語らずと察して肩を落とした。

  

  不久后，库多拉回来了，他一脸严肃地站在我面前。

  　やがてクォートラが戻って来ると、渋い顔をして私の前に立った。

  

  

  「虽然难以置信……但圣女答应了，她会前来驻扎地。不过，她要求只让圣歌队同行。」

  「信じられませんが……聖女は承諾しました。駐屯地まで来ると。ただ、聖歌隊のみ同行させよとのことですが」

  

  「答应她。反正一定是周遭的骑士出的主意。」

  「許可しろ。どうせ周囲の騎士の入れ知恵だ」

  

  「小姐，你真的要邀请圣女吗！？……啊！原来如此，也就是说要把圣女拉进驻扎地，然后杀掉她！」

  「お嬢、マジで聖女を招くんですかい！？　……あ！　成程な、つまり駐屯地に引き入れて聖女を殺っちまうってわけだ！」

  

  「不行。要是杀了圣女一事传出去，那支军队最后还是会发动攻击。毕竟这并非击溃首领就能结束的事，而且圣女也不是首领，她只是其中一人。因此我们现在该做的，就是争取时间。」

  「ダメだ。聖女を殺したことが知れれば結局あの軍勢は攻撃を仕掛けてくる。頭を潰せば終わりという訳ではないし、聖女は頭ではない。そのうちの一つだ。故に我々が今すべきことは、時間稼ぎだ」

  

  

  我这么说完，跨上托古瓦。虽然我这么说，但杀了圣女应该具有重大意义。我有自觉，不管说什么都只是借口。

  　私はそう言ってトグーヴァに跨る。言っておいてなんだが、聖女を殺す事は大きな意味を持つだろう。結局何を言っても言い訳なのだ。そう自覚している。

  

  总之，现在必须应对。必须处理已经发生的事态。我吩咐库多拉从空中监视那些人，派出魔剑士们去迎接圣女。

  　とにかく今は応対が必要だ。動いた事態には対処する必要がある。クォートラに空から連中を見張るよう伝え、魔剣士達を聖女のお迎えに出す。

  

  然后，我向魔族们发号施令，命令他们在此待命。

  　そして私は、魔族たちに号令を出してこの場で待機を命じる。

  

  我带着几名魔族返回营地，而托斯卡则是一脸无奈地追了上来。

  　そしていくらかの魔族をつれ駐屯地へと引き返す私を、やれやれと言った様子でツォーネが追った。

  

  不过，佐夫却依旧用狐疑的眼神望着我的背影。

  　だが、ゾフは訝しむような眼で私の背中を見たままだった。

  

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  魔族军营地。

  　魔族軍駐屯地。

  

  理应出战的我立刻返回营地，让留在营地的魔族们面面相觑。

  　戦いに出たはずの私がすぐに帰還したので、駐屯地に残した魔族たちは顔を見合わせていた。

  

  之后，圣女率领的那群人出现在营地，让现场的混乱程度更加严重。

  　そして、その後に聖女率いる一団が駐屯地に現れた事で混乱はより一層強まった。

  

  我一回来，率先迎接我的人是琪雅儿。

  　帰った私を真っ先に出迎えたのは、キエルだった。

  

  

  「克莱儿……大人，您怎么了？那些人……不是巴尔塔的骑士吗？」

  「ココット……様。どうしたんですか？　あの人たち……バルタの騎士じゃないですか」

  

  「琪雅儿，好好看着米欧。绝对不能让她离开帐篷。」

  「キエル。ミオを見ていろ。絶対にテントから出すんじゃない」

  

  

  我简短地对琪雅儿这么说。琪雅儿交互看着我和骑士们，然后跑向帐篷，一把拉住正要探出头来的米欧，将她拉进账篷里。

  　私はキエルに短くそう告げた。キエルは私と騎士たちを交互に見た後、テントに走っていくとちょうど顔を出そうとしていたミオの手を取って中に引っ込んだ。

  

  我不知道会发生什么事。琪雅儿也就算了，但米欧的事绝对不能被发现。因为米欧也拥有恶魔的容貌。

  　何があるかわからない。キエルはともかくミオの事は絶対に知られるわけにはいかない。ミオもまた、悪魔の相を持つのだから。

  

  圣女的护卫……圣歌队正拿着武器，看着魔族们。我对负责统合的那个人有印象，圣歌队副队长雷威也在其中。至于站在她身旁的人，我是第一次亲眼见到，不过我曾听小库说过，所以能够想象。那个美男子就是圣歌队队长迪欧尼欧吧。

  　聖女付きの護衛……聖歌隊は武器に手をかけたまま魔族達を見やっている。取りまとめるものには覚えがある。聖歌隊副長のレーヴェもそこにはいた。そして彼女に並び立つ者は直接見るのは初めてだが、クーから聞いたことがあったので想像は付いた。あの美男が、聖歌隊隊長のデオニオだろう。

  

  小库他们被魔族包围在驻扎地的中心。在紧张的气氛中，我从托古瓦背上下来，吐了一口气。

  　駐屯地の中心でクー達は魔族に囲まれていた。緊張が場を包む中、私はトグーヴァの背から降りて、ふうと息を吐いた。

  

  然后，我狠狠地瞪着小库，从正面走向她。索夫和乔凡跟在我身旁。

  　そしてキッとクーを見据えて、正面にとらえ歩み寄る。その横にはゾフとツォーネが続いた。

  

  

  从驻扎地帐篷中望着这一幕的琪优尔看到圣女的脸后，大吃一惊。

  　そんな様子を駐屯地のテントから眺めていたキエルは、聖女の顔を見てひどく驚いていた。

  

  

  （那就是圣女大人……？骗人……长得好像……克莱儿……？）

  （あれが聖女様……？　嘘……似てる……ココットに……？）

  

  

  琪优尔确实认同圣女库夏尔娜的长相与克莱儿相似。

  　キエルは確かに、聖女クーシャルナの顔立ちが、ココットと似ていることを認めていたのだ。

  

  而且不只琪优尔，索夫、乔凡和周围的魔族们也这么认为。

  　そしてそれはキエルだけではなく、ゾフやツォーネ、周囲の魔族達もまた同じく思っていた。

  

  

  我走到小库面前，停在她眼前，抬头看着她的脸。她的眼睛看不见，似乎还没发现我站在她面前。

  　私はクーの前まで歩き、目の前で立ち止まりその顔を見上げた。彼女は目が見えていない。未だ私が前に立っていることには気づいていない様子。

  

  可以的话，我实在不想以这种形式跟小库见面。我是真心这么想。我深呼吸之后，缓缓开口。

  　できればこういう形で会いたくなかった。本当に、そう思う。私は深呼吸をしたのち、ゆっくり口を開いた。

  

  

  「我是……掌管这支军队的魔将军。」

  「私が……この軍を預かる魔将軍だ」

  

  

  我这么说，从帽子的阴影下露出脸来，这么宣告。

  　そう言って帽子の影から顔を見せて、言い放つ。

  

  听到我的声音，小库瞪大双眼。同时，站在小库身后的圣歌队成员们也一脸惊讶。

  　私の声を聴いて、クーの目が見開かれた。同時に、クーの背後に控えていた聖歌隊の面々も驚いた様子だった。

  

  在这么近的距离下看到我，他们纷纷惊觉我是人类，是女人，是小孩，而且拥有恶魔的长相。

  　この近さで見てやっと、口々に私が人間であること、女であり子供であること、そして、悪魔の相を持つことに驚愕していた。

  

  

  

  

  

  小库睁大的双眼稍微往下看，露出领悟到什么似的表情对我说：

  　クーは、見開いた眼を少しだけ伏せた後、何かを悟ったような表情で私に言った。

  

  

  「原来是你啊……克莱儿。」

  「貴女だったんですね……ココット」

  

  「没错。我重新自我介绍。我是魔将军克莱儿。小库……不，圣女库夏尔娜。欢迎你。」

  「そうだ。改めて自己紹介する。私は魔将軍のココット。クー……いや、聖女クーシャルナ。歓迎するよ」

  

  

  我以锐利的眼神看着小库。听到我的宣言，圣歌队的骑士们再次骚动起来。

  　じとりとした目でクーを見る。私の宣言に再び聖歌隊の騎士たちにどよめきが奔った。

  

  那是疑虑得到证实的瞬间表情。不管是谁，听到我宣称自己是魔将军，全都瞪大双眼。我身上的服装，以及让魔族服从于我的事实。即使有所怀疑，但听到我亲口说出，理解程度果然还是不一样。

  　疑念が裏付けられる瞬間の顔だ。どいつもこいつも。私が魔将軍だと宣言したことで目を丸くしている。着る装束、そして魔族を従える事。疑いはあってもやはり言葉で伝えられるというのは理解度が違う。

  

  更重要的是，恶魔的相貌会让人联想到魔族。而我真的是魔族的同伙，对人类来说……更何况是诞生出恶魔之相的尤纳伊尔教的根据地——巴尔塔的骑士们来说，刺激实在太过强烈。

  　何より、悪魔の相とは魔族を連想させたもの。それが本当に魔族に与していたというのだから、人間には……まして悪魔の相を生んだユナイル教の膝元たるバルタの騎士達には刺激が強すぎたか。

  

  

  「嗯……你是！那时候的！」

  「ん……お前！　あの時の！」

  

  

  圣歌队副队长雷威注意到我，大声叫道。这么说来，我有见过他。我骗他说要去上厕所，然后就直接逃走了。

  　聖歌隊副長のレーヴェが私に気づいたか声を上げた。そう言えば会っていた。用を足しに行くと嘘をついてそのまま逃げたんだ。

  

  要是没有从雷威手中逃走，就不会遇见小库了啊。

  　レーヴェから逃げていなければクーと会う事も無かった、か。

  

  雷威频频指着我，露出惊讶的表情，我无视他，最后他被迪欧尼欧制止，低下了头。

  　しきりに私を指さし驚いた顔をしていたレーヴェを無視し続けていれば、やがてデオニオに制されて俯いた。

  

  

  然后小库缓缓开口：

  　そしてクーがゆっくりと口を開いた。

  

  

  「……这样啊，克莱儿。这就是一见面就能知道的事情吧。命运就是这么残酷吗？」

  「……そう、ココット。これが、会えばわかるという事なのですね。運命とはこうも残酷なのでしょうか」

  

  「所以我才不想见你。不过，我们注定总有一天会以这种形式对峙。你是圣女，我是魔将军，是敌人。」

  「だから会いたくなかった。だが、いずれこういう形で相対する定めだった。お前は聖女、私は魔将軍。敵同士だ」

  

  「我跟你……你为什么……」

  「私は貴女と……貴女はどうして」

  

  「我服从艾库罗大人。而且这是达成我目的的最短捷径。」

  「私はエルクーロ様に従っている。そしてそれは私の目的への一番の近道だ」

  

  「唔……艾库罗……黑曜四天王……这样啊，这场侵略是他的……」

  「っ……エルクーロ……黒曜の四天王……そう、この侵攻は彼の……」

  

  

  我打断小库的话，小库把手放在胸口，似乎在思考什么。

  　クーの言葉を切るように言った私の言葉に、クーは胸に手を当てて何かを考えている様子だった。

  

  我只是默默凝视着小库。我至今仍无法推测小库提议要进行这场对谈的理由。

  　私はただじっとクーを見つめて黙する。クーがこの話し合いの場を提案した理由は未だに計りかねる。

  

  不过，我能够想象。因为虽然相处时间不长，但这位酷似蕾梅的女性，是个温柔到极点的人。

  　しかし、想像はできた。短い時間ではあったが、このレイメに似た女性は底抜けに優しいのだから。

  

  所以，即使小库接下来用拼死的眼神对我诉说，我也没有特别激动。不管那是以我最讨厌的得天独厚者的角度，所讲出的漂亮话。

  　だから次にクーが決死の眼で訴えてきた言葉にも、私は別段激昂することはなかった。どんなにそれが、私の大嫌いな恵まれた者の視点で語られる綺麗言だったとしても。

  

  

  「克莱儿，拜托你，请你不要再扩大战火了。」

  「ココットお願いです。どうかこれ以上戦火を広げるのはやめてください」

  

  「哈！扩大战火吗？提议要进行对谈的理由，是为了和平吗？如果认为我个人有办法做到那种事，那真是可笑。这是战争哦。一介魔将军能做什么？而且，你也有资格说这种话哦。就算是圣女，你有阻止战争的力量吗？」

  「はっ。戦火を広げる、か。話し合いを提案した理由は和平の相談か？　私個人にそこまでできると思っているのならお笑いだ。これは戦争だぞ。一魔将軍に何ができる？　それにお前にも言えるんだぞ。いくら聖女とはいえ戦争を止める力があるのか？」

  

  「你说得没错。被称为圣女的我，也没有立刻阻止战争的力量。不过，只要表现出这样的意志，赞同者就会将这个思想传播到内部。魔族之中应该也有人想避免战争。」

  「その通りです。聖女と呼ばれる私にも戦争をすぐに止める力はありません。ですが、少なくともその意思を見せれば、賛同者はその思想を内部に伝播する。魔族にも戦いを避けたい者はいるはず」

  

  「蠢毙了。那种东西只是漂亮话。看看现状吧。世界被憎恨所染。虽然一部分的和平主义者已经提出主张，但这种惨状就是答案。如果你说的请求能让世界和平，为什么我会在这里？」

  「馬鹿げてる。綺麗ごとだ、そんなもの。現状を見ろ。世界は憎しみに染まっている。一部の平和主義者は既に声を上げただろうが、この有様が答えだ。お前の言うお願いで世界が平和になるのなら、どうして私はここにいる？」

  

  

  我滔滔不绝地反驳。漂亮话无法让世界和平。因为人性的性质与漂亮完全相反！结果就是产生了我这种存在。我强烈地宣言，我本身正是证明。

  　捲し立てるように反論する。綺麗言で世界は平和になどならない。人間の性根は綺麗とは真逆の性質なのだからな！　その結果私と言う存在が生まれたのだ。私自身がその証明なのだと、強く宣言した。

  

  

  「在偏僻地区迈进的魔族军……以号称不落的欧塔娜为首，接连攻陷城镇的将领是谁，在法鲁特玛雷是个大谜团。没想到竟然是你……烧毁城镇，杀害人们……然后下一个目标……是巴尔塔吗？」

  「僻地を邁進してきた魔族軍……不落とうたわれたアウタナをはじめ、立て続けに街を落とした将が誰なのかというのはファルトマーレにおいて大きな謎でした。それが貴女だったなんて……街を焼き、人々を殺し……それで次はバルタ……なのですか？」

  

  「没错，圣女大人。我无法原谅尤纳依尔教。我并不是因为想打仗才待在这里。」

  「その通りだ聖女様。ユナイル教を私は許せない。私はなにも戦争がしたいから此処に居るわけじゃあない」

  

  「是为了复仇吗？」

  「復讐、ですか？」

  

  「没错！我要向夺走我最爱的母亲的你们复仇！欧塔娜、弗利克提拉、卢伊卡纳都是！我就是为了复仇才攻陷一切！夺走你口中拥有美丽心灵的人的，是尤纳依尔教、法鲁特玛雷，还有人类！所以我才会变成恶魔！」

  「そうだ！　我が最愛の母を奪ったお前たちへの復讐！　アウタナも、フリクテラも、ルイカーナも！　そのために全て落としてきた！　お前の言う綺麗な心を持った人を、奪ったのがユナイル教で、ファルトマーレで、人類だ！　だから私は悪魔になった！」

  

  「你是人类！请不要再杀人了！不要再让内心染上黑暗……最重要的是，为了你自己……！」

  「貴女は人間です！　これ以上人を殺めるのはやめてください！　心を闇に染めるのはもう……何よりも、貴女の為に……！」

  

  「我是为了我自己才走上这条路！不烧死夺走母亲的你们，我无法消气！」

  「私は私の為にこの道を進んでいる！　母を奪ったお前たちを焼いて捨てねば気が収まらん！」

  

  

  周围的魔族和骑士们只是默默地看着我们争吵。

  　私達の口論を、周囲の魔族と騎士たちはただただ黙して見守っていた。

  

  看着长相相似的两人争吵。从帐篷阴影处看着这一幕的琪优，露出跟其他人不同的复杂表情。

  　似た顔の二人の口論を。テントの影から見守るキエルは、他のものとはまた違う、複雑な表情でそれを眺めているのだった。

  

  

  「你的母亲希望你这么做吗？」

  「貴女のお母様はそんな事望んでいると？」

  

  「嗯，她不会希望吧！那个人很温柔。就像库夏尔娜你一样。所以她绝对不会希望我复仇！就算撕裂她的嘴，她也不会叫我讨伐自己的敌人！所以这是我的任性！你有意见吗？」

  「ああ、望まないだろうさ！　あの人は優しい人だった。クーシャルナ、お前のように。だから間違っても彼女は私に復讐など望むまい！　レイメは己の敵を討ってくれなどとは口が裂けても言うまいよ！　だからこれは、私の我儘なんだよ！　文句があるのか！？」

  

  「你被艾露克罗蒙骗了！」

  「エルクーロに誑かされているのです！」

  

  「不对！艾露克罗大人不是那种人！她是我的救命恩人……对我……对我非常好。不准你侮辱她。」

  「違う！　エルクーロ様はそんなお方じゃない！　私の命の恩人で……とても……とても良くして下さっているお方だ。侮辱はゆるさないぞ」

  

  

  我挥动手臂瞪着小库。小库露出惊讶的表情，畏缩了一下。

  　私は腕を振り、クーを睨む。クーは驚いたような顔をしてたじろいだ。

  

  在背后待命的圣歌队紧张起来，同时佐夫等人也把手放在武器上。

  　背後に控える聖歌隊に緊張が走り、同時にまたゾフ達も武器に手をかける。

  

  我调整好呼吸制止她，微微扬起嘴角，抬头看向小库。

  　それを息を整えた私が制して、にわかに口角を吊り上げてクーを見上げた。

  

  

  「那位大人的援军很快就会抵达，为了攻打巴尔塔！只要那位大人率领的军队和我军会合，巴尔塔转眼间就会陷入火海！」

  「もうじきあの方の援軍が来る。バルタを攻めるために！　あの方が率いる軍勢と我が軍が合わさればバルタなどあっという間に炎の海に沈めてやれる！」

  

  「就算这么做，也无法满足你的心！」

  「そんなことをしたって貴女の心は満たされません！」

  

  「你懂什么！」

  「お前に何がわかる！」

  

  「我不懂！所以请你告诉我！一个人独自痛苦，什么都不会改变！请你先停止战斗，好好沟通……」

  「わかりませんよ！　だから教えてください！　一人で苦しんでたってなにも変わりません！　まず戦いをやめて話し合って……」

  

  「少在那边说漂亮话了，笨蛋！又不是小孩子！」

  「綺麗ごとばかり言うな馬鹿！　子供じゃあるまいし！」

  

  「请你不要老是说任性的话！小孩子是你才对！」

  「我儘ばかり言わないでください！　子供はココットの方です！」

  

  「你说什么！」

  「なんだと！？」

  

  

  周遭的魔族们看着我们愈吵愈激烈的口角，面面相觑。

  　周囲の魔族達は段々ヒートアップしていく私たちの口論に顔を見合わせる。

  

  小库双手抱胸，宛如在斥责孩子般开口，我则是对此感到火大，开始喋喋不休地抱怨。

  　クーは腕を組み、まるで子供をしかりつけるように話し、私は私でそれにむかっ腹が立ちあーだこーだと吐き捨てていく。

  

  原本紧张的对话不知不觉间变得像是小孩子在吵架。看着我们的人们一定都会这么想。

  　緊迫した対話はいつしか私たちの子供の喧嘩じみたものに変わっていって。それを眺めていた者たちは決まって思ったのだ。

  

  这两个人的个性还真像……

  　この二人、性格も似ている……と。

  

  我有自己不服输的自觉，但小库似乎也不遑多让。

  　私は自分で負けず嫌いの自覚はあった。だがクーもまた、どうやら劣らずの負けず嫌いのようだ。

  

  

  「够了，这种愚蠢的问答没有意义！你来这里到底想做什么，圣女库夏尔娜！」

  「ええい、こんなバカげた問答に意味なんかない！　一体何を考えてここに来たんだ、聖女クーシャルナ！」

  

  

  我开始感到不耐烦，用力挥动手臂瞪着小库。

  　いい加減うんざりしてきた私は、腕を大きく振ってクーを睨んだ。

  

  但是小库毫不畏惧，坚持要跟我对话。他背后的骑士们也是一脸无法理解圣女行动的表情。

  　だがクーは物怖じした様子なく、対話しに来たの一点張り。背後の騎士たちも聖女の行動を図りかねている顔をしたままだ。

  

  果然这种东西没有意义。

  　やはりこんなもの無意味だ。

  

  可恶，只要援军快点来，就不需要进行这种无意义的对话。安德列的军队也好，只要艾尔克罗大神来，我们肯定能获胜！

  　くそっ、はやく援軍さえ来てくれればこんな無意味なやり取りをする必要も無いのに。アンドレオの軍でもいい。それにエルクーロ様さえ来てくれれば勝利なんて確実なのに！　

  

  攻陷巴尔塔的计划已经逐渐成形。问题只在于在这里被对方先发制人。

  　バルタを落とす算段は固まりつつある。ここで先手を打たれたことが問題なだけで。

  

  只要援军……

  　援軍さえ。

  

  

  「没错……只要艾尔克罗大神来……巴尔塔就完蛋了！那位大人和我！只要凑在一起就是我们的囊中物！哈哈，对话根本没有意义！」

  「そうさ……エルクーロ様さえ来てくれれば……バルタはお終いなんだよ！　あの方と私！　揃ってしまえばこちらのもの！　はは、対話なんか無意味だ！」

  

  

  我指着小库大喊，已经连用来拖延时间的温和话语都忘了。

  　もはや時間稼ぎをするための相手を刺激しない言葉すら忘れて、私はクーを指さし叫んだ。

  

  骑士们开始骚动，甚至有人散发出随时可能拔剑的杀气。我看着他们笑了。看到这些家伙不甘心的表情，我开始克制不住自己。身为指挥官，我这样是不及格的。不过，如果现在能让小库和骑士们露出这种表情，那也无所谓。

  　騎士達がどよめく。今にも剣を抜きかねない殺気を放つ輩もいる。私はそれを見てただ笑った。こいつらが悔しがる顔を見て抑えが利かなくなってくる。指揮官としては失格だ。だが今はクーや騎士どもの表情を崩してやれるなら、と。

  

  然而，小库既没有露出惊讶的表情，也没有露出不甘心或悲伤的表情，只是看着我微微一笑。

  　しかし、クーは驚いた顔も悔しそうな顔も、悲しそうな顔もせず。ただ私を見て、少しだけ笑った。

  

  

  「您很关心艾尔克罗呢。」

  「エルクーロを随分想っているのですね」

  

  「噗啊！？」

  「ぶはッ！？」

  

  

  为什么会变成这样！？

  　なんでそうなる！？

  

  我忍不住失去平衡，当我用明显想询问理由的眼神看向小库时，她将双手交握在胸前笑道：

  　思わずよろりと姿勢を崩し、理由を聞きたいとあからさまな目をクーに向ければ、彼女は胸の前で手を組んで笑ったのだ。

  

  

  「您在提到艾尔克罗时，看起来非常开心。」

  「貴女、エルクーロの事を話す時とても嬉しそう」

  

  「现在是聊这种话题的时候吗！？他是拯救了濒死的我的恩人！我现在很期待他能派援军过来！就只是这样而已！」

  「そんな話をする空気か！？　死にかけていた私を救ってくれた恩人なんだ！　今は援軍を期待している！　ただそれだけだ！」

  

  「是这样吗？」

  「そうなんですか？」

  

  

  这是当然的吧！真是的，不管是爷爷还是小库，他们都很喜欢聊这种话题吗？即使状况特殊也不以为意，我到现在还是搞不懂女孩子这种生物。

  　当たり前だろう！　まったく、ジジといいクーといいこの手の話が好みなのか？　状況が状況でもお構いなしとは、女子という生き物は未だに分からん。

  

  总觉得气氛一下子往奇怪的方向发展。再说，为什么我会和艾尔克罗大人扯上关系？期待援军有什么不对？所谓的期待是建立在信任之上，所以我当然很期待他。但周围的人似乎无论如何都想把我塑造成喜欢某个人的样子。所以就变成艾尔克罗大人了？

  　空気が一気に変な方向に向かっている気がする。大体なんで私がエルクーロ様どうこうになる。援軍を期待して何が悪い。期待と言うのは信用に基づくものだから、そりゃあもちろん私は彼に期待している。だが周りはどうしても誰かに思いを寄せているように仕立て上げたいらしい。それでエルクーロ様だと？

  

  别开玩笑了。

  　馬鹿を言えと言うんだ。

  

  

  「他是四天王，我配不上他。」

  「あの方は四天王。私など不釣り合いだ」

  

  「您没有否定呢。」

  「否定はしないのですね」

  

  「你……你这是在挑我语病哦小库！你有这么坏心眼吗！？」

  「そッ……それは揚げ足取りだぞクー！　お前そんな意地悪だったか！？」

  

  

  啊——真是的，我说一句你就回一句！我脱下帽子，用力抓了抓头发。

  　あーもう、ああいえばこう言う！　私は帽子を脱ぎ捨て髪をわしわしと掻き毟った。

  

  我不是那个意思！那位大人是四天王，同时也是我的上司，同时也是具备与地位和实力相符的品格。我是平民，他则是类似贵族的存在，也就是所谓的天差地别。所以不是站在他身边，而是跟在他后面一步的距离才刚刚好。

  　そう言う意味で言ったんじゃない！　あの方は四天王。それは私の上司であるとともに、品位や実力を相応に備えた方と言う意味を含んだ。私が平民で彼は貴族のようなものだ。月とすっぽんと言う奴だ。だから隣ではなく一歩後ろを付き従うのが丁度いいんだ。

  

  然而小库却说我对艾库罗大人抱有恋爱情感。

  　なのにクーは私がエルクーロ様に恋をしていると言ったのだ。

  

  事到如今，我也不用再强调自己有身为男性的记忆。现在的我毫无疑问是女性，但那又如何？不管我是男是女，都不可能抱有恋爱情感。这和对方是谁无关，就连前世我都没有那种经验。再说，我根本没空去管那种感情。

  　別に今更自分は男だった記憶もあるから等とは言わない。紛れもなく今の私は女だ。だが、だからといって何だ。この私が男だろうが女だろうが恋愛感情など持つ訳がない。相手どうこう以前の話だ。前世ですら経験も無い。第一そんな色恋などにかまけている暇なんかないのだ。

  

  我正打算清楚地宣告自己没有小库所想的那种感情，就和笑得非常开心的小库对上了视线。

  　私ははっきりとクーが思っているような感情はないと宣言しようとして、酷く嬉しそうに笑うクーと目が合った。

  

  她笑着说道：

  　彼女は両手を合わせてニコニコしながら言った。

  

  

  「你终于又叫我小库了！」

  「やっとまたクーって呼んでくれましたね！」

  

  「～～！你明白吗！？我是魔将军！你是圣女！是敌人！」

  「～～～！　わかっているのか！？　私は魔将軍！　お前は聖女！　敵同士だ！」

  

  「但我们是朋友。」

  「でもお友達です」

  

  

  小库的笑容让我紧咬下唇。

  　クーの笑顔に私は唇を噛んだ。

  

  我握紧拳头，将视线从他身上移开。那双和当时照顾我时一样沉稳的眼眸。被那双理应不会映照出任何光芒的眼眸注视着，我心中的火焰仿佛就要熄灭。怀念和眷恋之情满溢而出。

  　拳を握って、目をクーから背けた。あの時私を看病した時と同じ穏やかな瞳。光を映さないはずのその瞳に見つめられていると、私の中の火が消えてしまいそうになる。懐かしさと恋しさが胸の中に溢れてくる。

  

  因为小库果然跟雷米实在太像了。

  　やっぱりどうしようもなく、クーはレイメに似ているから。

  

  我低着头紧咬下唇，握紧的拳头不停颤抖。这时，小库朝我走近一步。

  　俯いて唇を噛んだまま握った拳を震わせていると、クーは一歩私に歩み寄った。

  

  

  「呐，克莱儿。我认为我们还是可以像这样互相理解。除了战斗以外，还有其他方法可以终结战争。」

  「ね、ココット。こうやってわかりあうことだってできると思うんです。戦う以外の道だってある。戦争を終わらせるために」

  

  「我之所以战斗，并不是为了终结战争……而是为了复仇。」

  「私が戦うのは戦争を終わらせるためじゃない……復讐のためだと言っただろ」

  

  「可是，那并非母亲大人所愿。而是你自己的期望。」

  「でもそれはお母さまが望んだことではない。貴女が望んだこと」

  

  「我就是这么说的！」

  「そうだと言った！」

  

  「既然如此，命运就掌握在你的手中，你想怎么改变都可以。你是自由的。想跟我们互相理解，也是你的一念之间。」

  「なら貴女次第でいくらでも変えられる運命です。貴女は自由なんですよ。私達と分かりあう事も、貴女の想いひとつなんです」

  

  

  少自以为是了……！

  　勝手な事を……！

  

  如果命运掌握在我手中，那我只会选择一条路。将从我身边夺走雷米的家伙赶尽杀绝，得到没有外敌的和平。

  　私の選択次第というのなら選ぶ道は一つだけだ。私からレイメを奪った連中を根絶やしにして、外敵のいない平和を得る。

  

  我正是为此而战。

  　そのために私は戦っている。

  

  可是……想到澪和琪耶尔，我紧握住衣摆。

  　だけど……。ミオの事。そしてキエルの事を考えて私は服の裾を握った。

  

  和巴尔塔战斗，不只是米欧，连琪优也会有危险。我已经有所自觉。那是……我不希望发生的事。

  　バルタと戦う事は、ミオだけではなくキエルも危険に晒す事。もう、自覚している。それは……私の望まない事だ。

  

  可恶……果然还是个重担吗？

  　くそっ……やっぱり、重荷だったかな。

  

  我苦笑着再次抬头看着小库。

  　私は苦笑しながら再びクーを見上げた。

  

  

  「我们？你指的是什么？优奈尔教应该不会想和拥有恶魔之相的我交朋友吧？」

  「私達って何のことだ。まさかユナイル教が悪魔の相を持つ私と仲良くしたいわけではあるまい？」

  

  「……他，佛鲁托纳非常温柔。和我一样不希望争斗，为了帮助他人而挥剑。虽然由我来说有点奇怪，但他是个彻头彻尾的滥好人。他一定会帮助你的。」

  「……彼は、フォルトナはとてもやさしいんです。私と同じで争いを望まず、助けるために剣を振るう。私が言うのもなんですが底抜けにお人よしなんですよ。きっとあなたの事も助けてくれます」

  

  

  圣剑勇者佛鲁托纳……

  　聖剣の勇者フォルトナ……。

  

  和小库一起待在那间地下室时，小库很认真地写信，信也寄到了。

  　クーとともにあの地下室に居た時、クーは熱心に手紙を書いていたし、手紙が届いた。

  

  但是，小库的眼睛看不见。听说他至今为止都没办法看信。虽然他收到信时笑着说「只要能收到，对方就能感受到我的心意」，但看起来有点寂寞。所以只要我念给他听，他就会非常开心。对我来说，因为是战地勇者寄来的信，所以我本来以为会有什么情报，但信上写的都是担心小库身心之类的肉麻话，让我读到一半就觉得胃痛。

  　だが、クーは目が見えない。手紙も今まで読めなかったのだそうだ。届くだけで思いは伝わっているだ何とか言って笑っていたが、少し寂しそうでもあった。だから私が読み上げてやれば、大層嬉しそうにしていた。私としては、戦地の勇者からの手紙なのだから何か情報がないかと打算的に思ったものだが、書かれていたことはただただクーの身の心配やらなんやらのノロケたもので、読んでいて胸やけがした。

  

  我想起念出别人的恋文相当难受。小库和佛鲁托纳恐怕是两情相悦吧。

  　他人の恋文を読み上げるのはなかなか辛かった、と思い出す。おそらくクーとフォルトナは相思相愛なのだろうな。

  

  然后，佛鲁托纳的名字出现了。如果佛鲁托纳会来救我，就表示乌拉葛罗纳大人会输。既然如此，他大可不必来。

  　で、そんなフォルトナの名が出てきたわけだが。フォルトナが私を救いに来るとしたらウラガクナ様が敗れるという事。だったら来なくていい。

  

  小库用周围看不见的眼睛看着沉默的我，开口说道：

  　無言のままの私に、クーは周囲に見えない目を向けながら言った。

  

  

  「现在你内心的火焰还在漆黑地燃烧，所以或许很难。不过火焰迟早会熄灭。只要不添加柴火，火就不会一直燃烧下去。」

  「今は、まだ貴女の心の火が黒々と燃えているから、難しいかもしれない。でも火はいつか消えます。薪をくべない限り、燃え続ける火なんてないんです」

  

  「那不就是所谓的遗忘吗？」

  「それを、忘れるというんじゃないのか」

  

  「那是身为人类的自然现象。而且……感觉你内心的火焰已经变小许多。一定有人帮忙在火上洒了沙子吧。」

  「それが人として自然なことなんですよ。それに……貴女の心の火は、大分小さくなっているように感じます。きっと火に砂をかけてくれた存在が居たのでしょうね」

  

  「唔……别说傻话了。没有人会来救我。我的敌人不只有勇者。还有法鲁托玛雷、人类和世界！不把他们全部消灭，哪里有救赎！」

  「っ……馬鹿を言うな。私を救うものなどいない。私の敵は何も勇者だけではない。ファルトマーレで、人間で、世界だ！　全部消してやらなくて、どこに救いがある！」

  

  「不过，至少艾尔克洛救了你吧？」

  「でも、少なくともエルクーロは貴女を救ったのでしょう？」

  

  「唔……那是……」

  「っ……それ、は……」

  

  

  确实如此。

  　確かにそうだ。

  

  在那个下雨的日子。雷梅死去的那个下雨的日子。有个黑影站在我面前，为我挡雨。

  　あの雨の日。レイメが死んだあの雨の日だ。私の前に立ち雨を遮った黒い影。

  

  那个魔族为什么要救濒死的我？

  　死にかけた私を、どうしてあの魔族は救ったのだろう。

  

  我咬着指甲，再次陷入沉默。

  　私は爪を噛みながら再び押し黙った。

  

  

  「虽然难以置信……但拯救人类的魔族四天王。如果能和艾尔克罗对话，或许就能让结束战争不再是痴人说梦。而你的协助是不可或缺的，克莱儿。」

  「信じられませんが……人間を救った魔族の四天王。エルクーロと話が出来れば、戦争を終わらせる事が夢物語ではなくなるかもしれない。それには貴女の協力が不可欠なんです、ココット」

  

  

  小库突然靠近我，握住我的手。我惊讶地抬头看着小库。

  　クーが突然私に近寄り、手を取った。はっとしてクーを見上げる。

  

  魔族们因为小库接触我而同时拔剑。骑士们也一样。

  　私に接触したことで魔族達が一斉に剣を抜いた。騎士たちも同様だ。

  

  我和小库同时伸手制止他们。

  　私とクーは同時にそれを手で制した。

  

  我和小库互相凝视，用颤抖的眼神对望。

  　しばし私とクーは見つめあい、震える瞳で視線を交わした。

  

  要让艾尔克罗大人和小库见面？

  　エルクーロ様とクーを引き合わせる？

  

  这、这……艾尔克罗大人的确希望和平。如果是小库，如果小库和艾尔克罗大人缔结和平，会怎么样？

  　そんな、それは……確かにエルクーロ様は平和を望んでいる。クーなら、クーとエルクーロ様がもし和平を結んだらどうなる？

  

  战争或许会结束。至少会成为一大步。会变成那样。

  　戦争は終わるかもしれない。少なくとも大きな第一歩になる。なってしまう。

  

  这么一来，我也不用战斗。但是，我无法完成复仇。这样不行。不替雷米报仇，我心中的怒火就无法平息。明明如此，我为何还在犹豫……！难道说，我心中的怒火，这股黑色火焰真的在减弱吗？

  　そうしたら私も戦わなくて済む。だが、復讐が成し遂げられない。それはダメだ。レイメの仇を討たないと、私の胸の怒りが収まらない。なのになぜ、私は迷っているんだ……！　本当にこの胸の怒りが、黒い炎が小さくなっているとでも言うのか。

  

  是因为澪的关系吗……

  　ミオのおかげ、なのか……。

  

  我倏地望向MIO所在的帐篷。站在入口处的琪耶尔正一脸不安地看着这里。这样啊。那家伙也……

  　私はふっとミオがいるであろうテントを見やった。そこでは不安げな顔で入り口に立つキエルがこちらを見ていた。そう、か。あいつも……。

  

  如果真的有那种不会威胁到她们的世界……我就能放心了……可是……

  　あいつらが脅かされることのない世界……そんなものがあるのなら、私も安心できる。……だが。

  

  我感觉到自己的嘴角微微上扬，但又立刻换上一张苦涩的表情，转头望向小库。

  　少し口角が持ち上がったのを感じた私はすぐに苦虫を噛み潰したような表情をしながらクーに顔を戻した。

  

  

  「就算你对我这么说……我也没办法马上给出答案……」

  「そんな甘言を言われたとて……すぐに答えが出せるものか……」

  

  「那么，我们改天再见吧。到时候，请你告诉我答案。我会让军队撤退。」

  「では、また後日にお会いしましょう。その時答えを聞かせてください。軍は引き上げさせます」

  

  「什……」

  「なっ……」

  

  

  小库放开我的手，缓缓转身。

  　クーは私の手を離すと、ゆっくりと背を向けた。

  

  

  「我还想跟你一起散步。呐，克莱儿。我们去买漂亮的衣服，手牵着手一起走在街上吧。一起吃好吃的东西，一起欢笑吧。为了迎接那一天的到来，如果有什么我能做的，我都会努力去做。」

  「私はまた貴女とお散歩がしたい。ね、ココット。きれいな服を買って、一緒に手を繋いで街を歩きましょう。おいしいものを食べて、笑いましょう。そんな日が来るためにできる事があるのなら、私は頑張っちゃいますから」

  

  

  说完，小库露出笑容，走到圣歌队那里发号施令。骑士们收起武器，排好队形，迈开步伐。

  　そういって笑ったクーは、聖歌隊の下へ向かい、号令を出す。すると騎士たちは武器を収め、隊列を組み歩き出した。

  

  魔族们同时用「你要怎么做？」的眼神看着我。但我无法下达命令，只能望着小库的背影。

  　魔族たちがどうする？　といった目で一斉に私を見る。だが私は命令を出す事が出来ず、ただただクーの背を見ていた。

  

  也不知小库是否有察觉到我的视线，它回头看了我一眼，微微一笑。它简短地告诉我下次见面的日期后，露出仿佛在说「下次再见」的眼神。

  　そんな視線に気づいたのか否か、クーは私の方を一度振り返り、小さく笑った。次に会おうという日時を短く告げた後、また会いましょうとでも言いたげな目で。

  

  

  怎么可能？如果继续战斗下去，我们败北的可能性很高。然而，它真的只是说几句话，就让那支大军撤退了！？

  　馬鹿な。このまま戦えば我々が敗する可能性は大きい。だというのに、本当にただ話すだけであの大軍を引き揚げさせた！？

  

  我瞬间觉得它太小看我们了，但对方是小库，它应该是真心不想战斗。不过，可恶、可恶……我好不甘心，真的好不甘心。

  　舐められている、と一瞬思ったが相手はクーだ。戦いたくない気持ちは本当なのだろう。だが、くそっ、くそぉっ……。悔しい。悔しかった。

  

  并不是因为我捡回了一条命。

  　命拾いしたからと、そういうわけではない。

  

  而是对于自己如此轻易地动摇的心感到烦躁。

  　こんなにも簡単に揺れ動いている自分の心に苛立っているのだ。

  

  我对小库说的那些话都是真心的，然而小库没有否定，而是包容我、引导我。

  　クーに叩きつけた言葉は全て本心。だのにクーはそれを否定するのではなく包み込んで導こうとした。

  

  对于不必和这样的小库战斗，我感到松了一口气。

  　そんなクーと戦わなくて済んだことに、私は安堵してしまっているのだ。

  

  

  

  

  

  

  最后，在没有收到命令而无法行动的魔族目送下，小库等圣歌队的骑士们转眼间就离开了驻扎地。

  　結局、命令がなく動けない魔族たちに見送られながらあっという間にクー達聖歌隊の騎士たちは駐屯地を後にした。

  

  魔族驻扎地被寂静包围，耳边只听见夜风轻抚我白发的声音。

  　魔族駐屯地は静寂に包まれ、夜の風が私の白い髪を撫でていく音だけが、耳に聞こえた。

  

  我当场屈膝跪地，只是茫然地望着小库他们离去的方向。

  　私はその場にへたりと膝を折り、ただただ呆然とクー達が去った方を眺めていた。

  

  

  

  

 
  ＃９９　宵闇のプレリュード

  ＃99　宵暗的序曲

  　

  

  

  

  

  与圣女唐突的对话结束了。

  　唐突な聖女との対話は終わった。

  

  圣女库夏尔娜回去之后，魔族们立刻对我提出各种问题。

  　聖女クーシャルナが帰還した後、魔族たちはすぐに私にあれやこれやと詰め寄ってきた。

  

  不用追击吗？圣女的真意是什么？该怎么办才好？他们要我做出指示。

  　追撃はしなくていいのか。聖女の真意は何なのか。どうすればいい、指示をと。

  

  但是，我只说了句「我累了」，就摇摇晃晃地走向帐篷。

  　だが私は「疲れた」と一言だけ発してよたよたとテントへ向かった。

  

  

  我命令跟在后头的克沃特拉维持全军警戒态势待命，并派出侦查队确认对方的军队是否真的撤退了。

  　後を追いかけてきたクォートラに、全軍は警戒態勢を敷いたまま待機し偵察隊を出して連中の軍が本当に撤退するのかを確認しに行けと命じた。

  

  我稍微用目光追着离去的克沃特拉，然后经过琪耶尔身边，进入帐篷，坐在米欧睡着的床上，双手掩面，深深叹了口气。

  　去ったクォートラを軽く目で追った後、キエルの横を通り過ぎ、テントに入った私はミオの眠るベッドに腰かけて両手で顔を覆って深いため息をついた。

  

  琪耶尔看到我这副模样，什么话也没说。她缓缓拉起帐篷入口的帘幕，只留下离去的脚步声。

  　そんな姿を見ていたキエルは、何も声をかけないでくれた。ゆっくりとテントの入り口の幕を閉じ、去っていく足音だけを残していった。

  

  

  我想要思考各种事情，但是脑袋一片混乱。

  　色々と考えようとして、頭がまとまらない。

  

  

  不久之后，我坐着差点睡着的时候，帐篷外传来克沃特拉的报告。

  　やがて座ったまま眠りこけそうになっていたところで、テントの外からクォートラの報告があった。

  

  他说，从巴尔塔出阵的大军真的撤退得一干二净了——

  　曰く、バルタを出陣した大軍は本当に、きれいさっぱり撤退していた――と。

  

  

  

  

  

  

  隔天中午，我鞭策因为睡太久而僵硬的身体，揉着惺忪的睡眼，穿着睡衣来到广场。

  　翌日の昼頃に、私は眠りすぎて凝った身体に鞭打ち、しょぼしょぼする目をこすりながら寝巻き姿のままに広場へ出た。

  

  仿佛在等我回来一般，克瓦多、索夫和托涅三人站在那里。

  　そこでは、待ち構えていたかのようにクォートラ、ゾフ、ツォーネの三人が立っていた。

  

  也对，我错在没有事先告知一声。就算他们累积了不满与怨言也不奇怪。因为我昨晚确实没有战斗。

  　そうだな。時間を空けてしまったのは私のミスだ。不平不満をため込んでいてもおかしくない。私は確かに昨夜、戦わなかったのだから。

  

  

  「有三张想对我抱怨的脸。为什么和敌人对话……魔将军到了这个地步，难道会变得软弱吗？你们脸上都写着这些话哦。」

  「私に文句を言いたそうな顔が三つもある。何故、敵と対話などしたのか……魔将軍がここにきて弱気じゃないか。そう顔に書いてあるぞ」

  

  

  我搔了搔乱糟糟的头发，睡眼惺忪地仰望三人。

  　私はぼさぼさの髪をわしゃわしゃと掻きながら寝ぼけ眼で3人を見上げた。

  

  他们各自叹气，面面相觑，露出尴尬的表情。看来我大致上猜中了。

  　彼らはそれぞれため息をついたり顔を見合わせたりしながらばつの悪そうな顔をした。概ね私の想像は図星だったか。

  

  

  「算了，我早有觉悟会被你们逼问。」

  「まあいい、詰め寄られるのは覚悟していた」

  

  

  索夫走向「呼」地吐了口气的我。

  　ふう、と息を吐いた私にゾフが前に出る。

  

  

  「大小姐，我们按照您的吩咐布下警戒网，但那些家伙完全撤退了。他们一副不在意我们这些人的样子，也没有派出斥候。这是为什么？他们为什么停止攻击？」

  「お嬢、言いつけ通り警戒態勢は敷いてやしたが、連中は完全に撤収。俺たちなんざ気にしてねえって風だ。斥候も出て来てねえ。何故ですかい？　連中はなんで攻撃を取りやめたんでさ」

  

  「这就是所谓的圣女吧。」

  「それが聖女という物なのだろうよ」

  

  「我想问的是，为什么那个圣女想和大小姐说话，说完后又立刻回去了！」

  「俺が言いてえのは、なんでその聖女がお嬢と話したがって、話し終わったらとっとと帰ったのかって話でさあ！」

  

  「那个圣女是真心想和平结束战争。」

  「あの聖女は本気で戦争を平和的に終わらせたかったのさ」

  

  

  佐夫终于因我的话而皱起眉头。他带着蕴含怒气的表情，又朝我走近一步，低头俯视我。

  　私の言葉にゾフはついに眉間にしわを寄せた。怒りをはらんだ表情でもう一歩、私に歩み寄り見下ろした。

  

  看到他这副模样，托涅冲到佐夫身旁。

  　そんな様にツォーネがゾフの脇に駆け寄る。

  

  

  「喂，高等半兽人，你太失礼了。」

  「ちょっとハイオーガ、無礼ですわよ」

  

  「不，我无论如何都要说。」

  「いいや、どうしても言わせてもらうぜ」

  

  

  佐夫无视托涅的制止，瞪着我。我则直视着佐夫的脸。

  　ツォーネの制止を跳ね除け、私を睨んだゾフ。私はゾフにまっすぐ顔を向けた。

  

  佐夫瞪着我，俯视着我，稍微犹豫后说道：

  　そんな私を睨んだまま見下ろすゾフは、少し迷った後言った。

  

  

  「圣女……勇者对我和库欧托拉来说，不……对魔族来说是仇人！你该不会想跟那种人毫无说明地和睦相处吧？」

  「聖女は……勇者は俺やクォートラにとっちゃ、いや……魔族にとっちゃ仇ってやつだ！　そんなのとまさか説明もなしに仲良しこよしってんじゃねえですよね？」

  

  

  听到佐夫的话，托涅也惊讶地看向我。在他们背后的魔族们也全都看着我，几乎都像佐夫一样，脸上挂着不信任的表情。

  　ゾフの言葉にツォーネもはっとして私を見る。彼らの背後に居た魔族達も皆私を見ていた。その殆どはゾフのように不信を顔に張り付けていた。

  

  不信任……吗？我军原本就是集结了心怀怨恨的士兵，怎么可能跟人类和睦地聊天呢？如果这是他的目的，那我就被小库摆了一道。

  　不信……か。元々恨みを燻らせた兵を纏めたのが我が軍だ。人間相手に仲良くお喋りなどしては、な。これが目的ならクーに一本取られたな。

  

  我没有立刻编织话语，而是环视众人。短暂的沉默后，库欧托拉往前踏出一步，开口说道：

  　私はすぐには言葉を紡がず、皆を一通り眺めた。一時の沈黙、その後にクォートラが一歩進み出て口を開いた。

  

  

  「公主，您打算接受和平吗？」

  「姫、和平を受けるおつもりか」

  

  「和平？哈……和平……不是我能决定的。就算不是这样，也不可能……」

  「和平？　はっ……和平など……私に決められるものじゃない。そうでなくともあり得ない……」

  

  

  我苦笑着抛出这句话。

  　私は苦笑しながら吐き捨てた。

  

  我不打算以那种形式结束战争。那样就无法复仇了。在魔族军中立下战功，巩固地位的目的也只完成一半。和平什么的，根本不可能。虽然不可能——

  　戦争をそんな形で終わらせる気はない。それでは復讐が為せない。魔族軍の中で成果を上げ地位を確固たるものとするという目的もまだ半ば。和平などありえない。ありえないのだが。

  

  

  「可是，我心中这股不快是怎么回事？告诉我，克劳特拉、索夫、左涅！我的脑袋一片混乱，就连你们的愤怒都快承受不住了……！」

  「だがこの胸の中のむかつきはなんなんだ。教えてくれクォートラ、ゾフ、ツォーネ！　私は頭の中がぐちゃぐちゃで、お前たちの怒りすら受け止めてやれそうにない……！」

  

  

  我沉下脸，对克劳特拉等人呐喊，像是在倾诉什么。

  　私は表情を曇らせ、訴えかけるようにクォートラ達に叫んだ。

  

  他们被我逼真的声音震慑，露出困惑的表情。他们从未见过这样的我。

  　彼らは真に迫る私の声にたじろぎ、困ったような表情を浮かべた。こんな私を今まで見せたことはなかった。

  

  我察觉到这跟示弱不同，而是烦恼。

  　これは弱気とは違うと察したのだ。悩みだ、と。

  

  

  「小姐……」

  「お嬢……」

  

  「怎、怎么了，克莱儿大人……您竟然会……」

  「ど、どうしたんですのココット様……貴女がそんな風に……」

  

  

  索夫和左涅不知所措，只有克劳特拉睁开紧闭的双眼，平静地对我说：

  　ゾフとツォーネが狼狽える中、クォートラだけが閉じていた瞳を開き、私に静かに言った。

  

  

  「公主，能否请您将内心的想法告诉我们？在先前的会谈中，公主和圣女的模样……很明显不是第一次见面……您在巴尔塔和圣女之间发生了什么事？」

  「姫、どうか心の内を我らに語っていただけませんか。先の会談での姫と聖女の様子……始めて会ったわけではないのは明白。……バルタで聖女と何があったのです」

  

  

  听到克劳特拉的问题，我猛然回神，看向他。

  　クォートラの問いに私ははっとして彼を見る。

  

  他的语气像是在温柔地责备我，而那双红色眼睛注视着的，是个有着柔弱白发与红色眼睛的年幼少女。

  　その声色は優しく窘めるようなものであり、私をじっと見る赤い瞳に映るのは、弱弱しい白い髪に赤い瞳の幼女だった。

  

  我别过头，低声说道：

  　私はふいっと顔を背けて、呟くように言った。

  

  

  「我被藏匿了十天……她照顾了弄坏身体而倒下的我。我们一起在街上散步。」

  「10日間……匿われていた。身体を壊して倒れた私を介抱してくれた。共に街を歩いた」

  

  「您说……圣女……？恕我失礼，但公主的容貌应该是优奈伊斯教忌讳的。身为优奈伊斯教象征的圣女，为何会这么做？」

  「それは、なんと……聖女が……？　ですが失礼ながら姫の容姿は人間どもの、ユナイル教とやらには忌むべきものの筈。それをユナイル教のシンボルである聖女がなぜ」

  

  「她是个盲目的人。不过，不只是这样。她知道我拥有恶魔的容貌，态度却没有任何改变。」

  「彼女は盲目だ。だが、それだけではあるまい。彼女は私が悪魔の相を持つと知っても態度を変えなかった」

  

  

  我和小库相处的时间只有短短十天。即使如此，那段时光对我来说依然很温暖。真是可笑。只是因为长得像雷梅……不，连个性都很像，简直就像是同一个模子印出来的。那段幸福的时光，让我产生了和最爱的母亲重逢的错觉。

  　クーと過ごした時間はわずか10日。だがそれでも、あの時間は確かに私にとって温かく感じたのだ。笑える話だ。レイメに似ているというだけで……いや、その性質まで似ていると来てはまるで生き写し。最愛の母に再会したと錯覚する幸せな時間だったのだ。

  

  啊，艾库罗大人。我也和您一样。明明决定不说也不去想，一旦见到对方，感情就会不断膨胀。

  　ああ、エルクーロ様。私も貴方と同じだ。言うまい思うまいとしながら、いざ会ってみれば感情が膨れ上がってくる。

  

  明明已经做好战斗和杀人的心理准备，但光是看到对方的脸，决心就瞬间变得黯淡。我的黑心是生锈了吗？

  　戦う事、殺す事。覚悟をしていたはずなのに。顔を見てしまっただけで覚悟はあっという間に陰って行く。私の黒い心は錆び付いたのか。

  

  我握紧拳头，露出悲痛的表情，抬起头看着库托拉他们大叫：

  　私は拳をぎゅっと握り、悲痛な表情を浮かべて顔を上げクォートラ達を見て叫んだ。

  

  

  「我就……老实说吧。我不想跟那个……不想跟圣女战斗……！我不想战斗……！」

  「正直に……吐露しよう。私はあれと……聖女と、戦いたくない……！　戦いたくないんだっ……！」

  

  

  沉默。

  　沈黙。

  

  在驻扎地工作的魔族们也停下手边的工作，听着我的声音，将视线投向我。

  　駐屯地で作業していた魔族達も手を止め、私の声を聴いて視線を寄越した。

  

  听到我大叫的库托拉他们也睁大了眼睛。

  　そして私の叫びを受けたクォートラ達も、しばし目を見開いていた。

  

  

  「可是公主，只不过是被照顾了十天，您竟然……」

  「しかし姫、10日介抱された程度であなたがよもや」

  

  「圣女跟蕾梅……跟我妈妈长得一模一样……！」

  「聖女はレイメにっ……私のお母さんにそっくりなんだっ……！」

  

  

  听到这句话，库托拉惊讶地半张着嘴，僵在原地。

  　その言葉にクォートラは驚いたように口を半開きのまま硬直した。

  

  我继续吐露自己的感情。

  　私は続けざまに叩きつけるような感情の吐露を続ける。

  

  

  「我要攻下巴尔塔！把居民、优奈拉教的狂热信徒全都杀光！这是既定事项，是魔王大人的命令！不管发生什么事都不会改变！」

  「バルタは落とす！　住民は、ユナイル教の狂信者どもは皆殺しだ！　これは決定事項であり、魔王様の勅命だ！　何があっても覆らない！」

  

  

  我挥动手臂，甩动白发，继续大叫。

  　腕を振り、白い髪を振り、叫び続ける。

  

  

  「而且我就是为了给夺走母亲的那些家伙一点颜色瞧瞧才战斗的！只要攻下巴尔塔，我就能报仇了！」

  「それに母を奪った連中に目にもの見せるために戦ってきた！　バルタさえ落とせばそれも叶おう！」

  

  

  只要攻下巴尔塔，优奈拉教就会瓦解，我就能打倒法鲁特玛雷。这场战斗明明应该会成为我的复仇终点！

  　バルタを落とせばユナイル教は崩壊し、ファルトマーレを打倒できる。この戦いが私の復讐の終着点になるはずだったのに！

  

  可是！神啊，为什么到了这个地步，您还要在我面前降下这样的障碍呢！

  　だのに！　なぜここにきてこのような障害を我が前に遣わせたんだ神よ！

  

  

  「那个女人对我露出和我最爱的母亲非常相似的笑容，我不想和她战斗……！」

  「最愛の母によく似た笑みを私に向けたあの女と、戦いたくない私がいるんだ……！」

  

  

  我该怎么办才好？我一边大叫……不，从和小库对话的那时开始，我的脑袋就一直在打转，思考着各种各样的事情。

  　どうすればいいんだ私は。叫びながら……いや、クーと対話したあの時からずっと私の頭の中はぐるぐるとごちゃごちゃと思考を巡らせている。

  

  怎么做才是最好的？怎么做才能让一切圆满收场？怎么做才是对我最好的选择？

  　何が最善だ。何ならすべて丸く収まる。どうすれば私にとって最良の選択なのだ。

  

  对了，没错。我想到了一个好主意。

  　そう、か。そうだ。いい事を想いついた。

  

  

  只要接受和平就好！条件是圣女的人身安全。只要能强行带走小库……带走库施那，之后只要击溃失去圣女的巴尔塔就好！算计？卑鄙？我才不管！

  　和平とやらを形だけ受けてやればいい！　条件は聖女の身柄。それで無理やりにでもクー……クーシャルナを連れだせば、あとは聖女を失ったバルタを叩き潰すだけ！　だまし討ち？　卑怯？　知るか！

  

  魔王大人没有命令我杀死圣女。只要把她当作人质拘禁起来，就能让法尔图玛在巴尔塔沦陷后动摇不已。

  　魔王様には聖女を殺せとは命じられていない。人質として身柄を拘束すれば、バルタ陥落後のファルトマーレへの揺さぶりは盤石。

  

  这样不是很完美吗！

  　完璧じゃないか！

  

  

  「应该是……完美才对。」

  「完璧……のはずだ」

  

  

  明明应该是这样……

  　はず、なのに……。

  

  

  『感觉你心中的火焰变小了许多。一定是有某个人在你的心火上洒了沙子吧。』

  『貴女の心の火は、大分小さくなっているように感じます。きっと火に砂をかけてくれた存在が居たのでしょうね』

  

  

  那句话让我感受到雷米曾经说过的感觉，宛如诅咒般盘踞在我的心中。

  　レイメに言われたような感覚を覚えたあの言葉が呪いめいて私の心に巣くっている。

  

  那不是雷米。明明就不是雷米！

  　あれはレイメじゃない。レイメじゃないのに！

  

  命运会因为我的选择而改变？

  　私次第で変わる運命だと？

  

  怎么可能！这股灼烧我的憎恨之火还在燃烧！

  　馬鹿な！　この身を焦がす憎悪の炎はまだ燃えている！

  

  然而，那把火如今却摇曳不定。

  　だが、その炎は今揺らいでいる。

  

  火焰旁有我所珍视的人们。我知道如果继续让这把火燃烧下去，总有一天会连他们也烧死。我非常清楚。

  　炎の傍にはできてしまった大切な者たちが居る。私がこの炎を燃やし続ければいずれは彼らをも焼いてしまうかもしれないのは分かっている。わかってしまっているのだ。

  

  正因为如此，小库的话才显得格外沉重。我是不是在烦恼该如何战斗？我是不是在烦恼要不要战斗？

  　だからこそクーの言葉が重くのしかかってきた。どう戦うかを悩んでいるのではないのか、私は。戦うか、戦わないかで悩んでいるのか。

  

  我双手按着额头，撩起浏海低下头，咬紧牙关。

  　私は額に両手を当てて前髪を搔き上げながら俯き、歯を食いしばった。

  

  

  「小姐……可以容许我说句话吗？」

  「お嬢……言わせてもらえやすかい」

  

  

  佐夫打破沉默，往前踏出一步。

  　ゾフが沈黙を破りずいっと前に出てきた。

  

  

  「啊啊，什么？这种魔将军不值得你效忠吗？没关系，你说吧。不管你要说什么，都请说吧。」

  「ああ、なんだ。こんな魔将軍など仕える価値も無いか？　いいよ、言ってくれ。どうとでも、言ってくれ」

  

  「不是的，小姐你好像误会了。」

  「そうじゃねえ。お嬢は何か勘違いをしてやがる」

  

  

  听到佐夫这么说，我抬起头。他的确一脸怒容，但原因并非不信任我。

  　ゾフの言葉に私は顔をあげた。ゾフは確かに怒りの顔色ではあったが、その所以は私への不信ではなかった。

  

  

  「我们生气的是，你为什么不早点说！」

  「俺たちが怒ってんのはもっと早く言ってくれって事でさあ！」

  

  「咦？」

  「え？」

  

  「因为就是这样啊！虽然我们觉得您好像在沉思什么，但要我们相信您，也不只是相信您的力量而已！我们虽然是小姐的部下……该怎么说呢，那个，对我们来说，小姐是……朋友的女儿……您应该可以多跟我们说一些话吧……」

  「だってそうでしょうがよ！　なんか考え込んでんなとは思ってやしたがね、俺たちを信用しろってのは何も力だけじゃねえ！　俺たちゃお嬢の部下だが……なんつーか、その、俺たちにとっちゃお嬢はこう……ダチの娘ってか……もっと色々話してくれてもいいでしょうが……」

  

  「索夫……」

  「ゾフ……」

  

  「这次我同意海欧格的说法～克莱儿大人，虽然我们早就知道您不是会把烦恼说出来的人，但至少希望您在烦恼过头而露出那种表情时，可以跟我们说一声呢。」

  「今回ばかりはハイオーガに同意ですわ～。ココット様、悩みとか話すタイプじゃないのは分かってましたけど？　せめて悩みすぎてそんなお顔するくらいなら言ってほしかったですわね」

  

  「托涅……」

  「ツォーネ……」

  

  

  我倏地抬头看向他们的脸，他们便困扰地笑了。

  　ふと彼らの顔を見上げれば、困ったように笑っていた。

  

  

  「你们不是已经无法相信我了吗……？」

  「お前たち、私が信じられなくなったんじゃないのか……？」

  

  

  我这么说后，索夫等人便用手捂着脸，露出打从心底感到失望的表情。然后，他们立刻放声大笑起来。

  　そう私が言えば、ゾフ達は顔に手を当てて心底がっかりといった顔をした。そしてそのあとすぐに、大声をあげて笑い始めたのだ。

  

  在广场上看着事情经过的魔族们也跟着笑了起来，我吃了一惊。在被笑声笼罩的广场上，只有我一个人畏畏缩缩的。

  　合わせて広場で事の次第を見ていた魔族達からも笑い声が聞こえてきて、私は面食らう。笑い声に包まれた広場で、私だけがおどおどしていた。

  

  寇特拉走到我面前，跪了下来。

  　そんな私の前にクォートラが進み出てきて、跪いた。

  

  

  「我们已经是家人了。这么想的只有我们吗？公主。」

  「我らはもはや家族です。そう思っているのは、我々だけでしたか？　姫」

  

  「……你们……」

  「っ……お前たち」

  

  「虽然很想把人类杀个片甲不留，但既然克莱儿小姐不想战斗，那也没办法。毕竟我是克莱儿小姐的爱奴，我的心也跟你一样。不过，我还是有点嫉妒就是了。」

  「人間はぶっ殺したいですけど、ココット様が戦いたくないんじゃ仕方ねえーですわ。わたくしはココット様の愛奴ですもの、この心は貴女と同じにできていますし？　ま、ちょっぴり妬けますけど」

  

  「小姐说的话，我们也同意。就算有那个，要直接开战也太乱来了。勉强战斗的话，那些家伙也很危险。」

  「お嬢の言った事、俺たちも納得してんですぜ。このまま戦うのはまあ、アレがあっても無茶ではあるしな。無理して戦っちゃあ、あいつらもアブねえですし」

  

  

  佐夫这么说，同时用手指了指后方。我顺着他的手指看过去，发现琪优和米欧正从魔族的影子中看着我们。

  　ゾフがそう言って後ろ指をさした。その先に視線をやれば、魔族の影からキエルとミオがこちらを見ていた。

  

  

  「米欧现在也是我们的家人了。要是听不到她的歌，我们地面上部队的成员可是会哭的。琪优那家伙也很乖，小姐应该也不讨厌她吧？听说她很会照顾魔马，我之后也想看看。」

  「ミオも、今じゃ俺たちの家族だぜ。あの歌が聞けなくなるとウチの地上部隊の連中が泣き言言うぜ。キエルの奴もおとなしいし、お嬢も悪く思ってねえんでしょ？　魔馬の扱いがうまいって聞いたんで後で見てやろうかと思ってたんでさ」

  

  「这个，啊，呃……这样好吗？这样……」

  「それは、あ、えと……いいのか？　それで……」

  

  「没关系的，公主。我们原本就是一群莽汉。不过，和您一起胡来，屡次获得完全胜利后，羁绊也变得更强了。公主若感到烦恼，包含底层的哥布林在内，我们所有人都会担心。」

  「いいのです、姫。我々とて元は荒くれの集まり。しかし貴女と共に無茶にして完全なる勝利を重ね、絆もまた強まったと言う事です。姫が悩んでいるのなら、末端のゴブリンに至るまでの全員含めた我々が心配をするという物ですよ」

  

  

  看到库多拉他们这么说并露出笑容，我感到惊讶，同时胸口也涌出一股热流。

  　そう言って笑うクォートラ達に、私は驚き、そして胸の中がじくじくと熱くなるのを感じた。

  

  我握着雷梅项链低下头，咬紧嘴唇。

  　レイメのネックレスを握り俯き、唇をかみしめる。

  

  这样啊。有找他们商量真是太好了。

  　そうか。相談してよかったんだな。

  

  

  我露出浅浅的笑容。看到我恢复笑容的脸，魔族们也笑了。

  　仄かに笑う私。笑顔が戻った私の顔を見て魔族達もまた、笑った。

  

  

  

  

  

  

  我向魔族们保证，等我整理好思绪后会告诉他们，还说如果他们选择和平，我也会遵从。他们甚至说，如果我放下仇恨，他们也会放下。

  　一先ず魔族達には私自身の頭の中で考えがまとまったら話すと確約し別れた。例え和平を選ぶなら従うとまで言って。私が恨みを捨てるなら、自分達も捨てようとまで、言ってくれて。

  

  魔族们各自回到自己的岗位，营地恢复平静。

  　魔族達は各々の配置に戻り、駐屯地に静けさが戻ってくる。

  

  我用完全清醒的头脑，再次注意到自己还是一副刚睡醒的模样，于是回到帐篷去拿将军的服装。

  　私は一先ずは完全に覚醒した頭でまた自分の格好が寝起きそのものであることに気づき、将軍装束を取りにテントへ戻ってきた。

  

  小库指定的日期是明天晚上。那么我今晚就必须得出答案。必须整理好思绪。

  　クーが指定した期日は明日の夜。ならば今夜には答えを出さねばならない。頭の中を整理せねばな。

  

  库夏尔纳，小库一定会等我。魔族们也是。

  　クーシャルナは、クーはきっと待っていてくれる。魔族達も、また。

  

  我拍了拍自己的脸颊，戴上帽子，再次来到广场。天气真好。太阳高挂正上方，明亮地照耀着开拓森林的营地。

  　自分の頬を張って帽子をかぶり、再び広場へと出る。いい天気だ。太陽は真上にあり、森を拓いた駐屯地を明るく照らしていた。

  

  

  

  我决定稍微散散步，环视营地，看着勤奋地在扩建营地的魔族们。

  　少し歩くことにした私は、駐屯地を見て回りせっせと駐屯地の防備増築にいそしむ魔族達を眺める。

  

  过了一段时间，我坐在合适的圆木上休息，这时米欧啪哒啪哒地跑过来坐在我旁边。

  　そしてしばらく時間が経ち、手ごろな丸太に腰かけて休んでいるとミオがぱたぱたと駆けてきて隣に座った。

  

  我轻轻对MIO挥手，她看到我的脸，睁大眼睛眨了眨。

  　そんなミオに軽く手を振ってやれば、ミオは私の顔を見て丸い目をぱちくりさせた。

  

  

  「克莱儿……你累了吗？我来唱歌给你听吧？」

  「ココット……つかれてるの？　おうたうたってあげようか？」

  

  

  她似乎察觉到我的疲倦。虽然疲惫并非来自身体，而是精神方面，不过我自嘲地想，自己大概累到连MIO都看出来了。

  　どうやら疲れを察したらしい。疲弊は身体的なものではなく精神的なものであったが、気遣われるほど表に出ていたのかと自嘲する。

  

  我轻轻抚摸MIO的侧发，然后缓缓地深深坐回原位。

  　私はそっとミオの横髪を撫でた後、ゆっくりと深く座り直した。

  

  天空呈现朱红色，阳光从树叶的缝隙间洒落，宛如窗帘一般。我背对着森林，将手放在膝盖上。MIO从圆木上跳下来，在我面前转了一圈，然后露出笑容。

  　空は朱の色を見せており、木の葉の隙間からカーテンめいて赤い光が差す森を背にして私は膝に手を置く。ミオはぴょんと丸太から立ち上がり、私の前でくるりと回ったのちにこりと笑う。

  

  接着，她开始哼起平常唱的歌。

  　そして、いつも歌っている歌を口ずさみ始めた。

  

  我闭上眼睛，将手肘靠在大腿上，托着下巴聆听歌声。MIO唱歌时，驻扎地的魔族们都会放慢动作，聆听歌声。这已经可以说是惯例了，而我也允许他们这么做。

  　私は瞳を閉じ、腿についた肘を顎につき歌声を聞いた。もはや恒例と言えるが、ミオが歌うと駐屯地の魔族達も作業を緩やかに止めて歌を聴く。それを私も許している。

  

  

  「你是在哪里学会这首歌的？」

  「その歌、どこで覚えたんだ？」

  

  「嗯？嗯……呃，这个嘛……我不知道。」

  「ん？　んー……えっとね、うんと……わからない」

  

  「不知道？」

  「わからない？」

  

  「我不想回想起来。不过，我好像在睡觉的时候常常听到。可是，教我这首歌的人啊，说这首歌可以让人在难过的时候变得有精神，开心的时候更加快乐。」

  「おもいだしたくないの。ねむるときによくきいたきがするの。でも、このおうたをおしえてくれたひとはね？　かなしいときはげんきになって、たのしいときはうれしくなる。そんなおうただって！」

  

  「……嗯，是啊。」

  「……ああ、そうだな」

  

  

  我推测这首歌大概是摇篮曲，而教她这首歌的人，应该就是她的母亲。曾经一度精神崩溃的澪，如今已经忘记母亲的记忆，这让我再次感到心痛。

  　多分この歌は子守唄であり、それを教えてくれた人と言うのは彼女の母親なのだろうと推測し、一度は心壊されたミオが母親の記憶を忘れていることに改めて胸が痛んだ。

  

  被亚历杭德罗夺走的母亲身影，对她来说，想必是不愿回想起来的悲剧吧。

  　アレハンドロに奪われた母親の姿は彼女にとって思い出したくない悲劇なのだろう。

  

  我看着再次唱起歌的澪，握紧拳头，坚信我们一定会有幸福的未来。我不能再做出会危害到澪安全的选择。我或许以为自己是在拯救她，却把她卷入复仇之路。所以，我也必须做出选择。

  　私は再び歌を歌い始めたミオを眺めつつ、きっと私達には幸せな未来があると固く拳を握った。ミオの安全が損なわれる選択はもうできない。救ったつもりで復讐の道に巻き込んだのかもしれない。だから、私も選ばねばならない。

  

  做出跟过去截然不同，为了守护她而做的选择。

  　これまでとは違う、守るための選択を。

  

  

  「这样就好了吧，雷梅……」

  「それでいいんだよな、レイメ……」

  

  

  

  我仰望夕阳西下的天空，露出淡淡的笑容，轻声低语。

  　私は夕焼け空を見上げ、仄かに笑って呟いた。

  

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  

  打扫和整理完克莱儿的帐篷后，我坐在椅子上，一直思考着。

  　ココットのテントの中を掃除と整理し終わった私は、椅子に座ってずっと考え事をしていました。

  

  看到圣女库夏尔娜和克莱儿的对谈，或许是因为发现她们两人很像，我莫名在意那位圣女大人。

  　聖女クーシャルナとココットの対談を見て、二人が似ていることに気づいたせいもあってか、妙にあの聖女様が気がかりだったのです。

  

  对于原本是尤纳诺教信徒的我来说，圣女大人是神圣的人。她被视为女神尤纳诺的化身，负责将女神的话语传达给人们，引导他们。

  　元々ユナイル教の信徒であった私にとっては聖女様は神聖なお人。女神ユナイルの現身としてその言葉を人々に伝え導くとされています。

  

  关于她，我想起潜入巴尔塔时，士兵们说过的话。

  　そんな彼女について、バルタに潜入していた時に兵士たちが言っていた言葉を思い出したのです。

  

  

  『听说现代的圣女大人是从奴隶的肚子里生出来的。所以优奈尔教里有很多人对圣女大人没什么好感。』

  『近代の聖女様は、奴隷女の腹から産まれたって噂だ。だからユナイル教の中では聖女様を良く思ってない連中も多いんだとさ』

  

  

  圣女继位的时候，不是圣女死亡，就是圣女亲口指名下任圣女。无论如何，圣印都会以女神的托付的形式出现在下任圣女身上。现代的圣女大人是遵从前任圣女临终前的指名而找到的，而那名圣女正是奴隶所生的孩子。

  　聖女が代替わりする際は聖女が死んだ時か、聖女の口から次代の指名があった時。いずれにせよ女神の信託と言う形で次の聖女には御印が現れるそうです。近代の聖女様は、先代様がお亡くなりになる間際の指名に従って探し、見つけたとのこと。そしてそれは奴隷が産んだ子だったのだと。

  

  听到士兵们这么说，我没有立刻告诉克莱儿。

  　そう兵士たちが話していたのを聞いた私は、それをすぐにココットに伝えませんでした。

  

  我怕那会和克莱儿不愿回想的过去重叠，所以没有说出口。因为我曾经听说克莱儿的母亲原本也是奴隶，圣女大人也和母亲分开过。

  　ココットの思い出したくない過去に重なってしまったらと思って言わないでおいたのです。確か、ココットのお母様も元は、と小耳に挟んだ事があったためです。聖女様もお母様と引き離されていたのだと。

  

  可是，实际看到那两个人面对面，我总觉得哪里不太对劲。

  　ですが、実際にあの二人が対面しているのを眺めて、何かが引っかかるような思いがあって。

  

  米莱儿圣女大人看起来似乎对这件事感到复杂。她的表情和说要去巴尔塔办事时很像，所以她大概在那个时候见过克莱儿的母亲吧。

  　ココットは聖女様に対して何か複雑な思いが見て取れたのです。バルタで用事を済ませてくると言って出て行ったあの時と似た様子だったので、多分その時にも会っていたのでしょう。

  

  ……果然还是应该告诉她吗？如果是和自己的境遇相似的圣女大人，或许就能携手合作。可是，我讨厌自己这种像是在利用克莱儿过去的感觉。我该怎么办才好？

  　……やはり、伝えるべきなのでしょうか。自分の境遇に似た聖女様となら手を取りあえるのかもしれない。でも、ココットの過去を利用するようで嫌な自分がいる。どうすればいいのか。

  

  

  我站起身，稍微拉开帐篷入口的帘幕，确认附近没有其他人后，开始翻找克莱儿的私人物品。

  　と、私は立ち上がりテントの入り口の幕を少し開いて、近くに誰もいないことを確認したのちココットの私物を漁り始めました。

  

  我想起士兵们后续的对话。

  　兵士たちの話の続きを思い出したのです。

  

  

  『生下圣女大人的奴隶？虽然不清楚详情，不过她好像就这样被卖到弗利克提拉了。现在应该被某个人买走了吧？毕竟是生下圣女的奴隶，应该会有人想要。』

  『聖女様を産んだ奴隷？　詳しくは知らんが、そのままフリクテラに流されたらしい。今頃はどこかの誰かに買われてるんじゃないか？　聖女を産んだ奴隷だ。欲しがる物好きは居そうだからな』

  

  

  既然被卖到弗利克提拉，或许包含在善比雅诺大人经手的奴隶之中。

  　フリクテラに流れたという事は、ゼンビアーノ様が扱った奴隷に含まれているかもしれない。

  

  我这么想，翻找克莱儿在弗利克提拉坠落时得到的善比雅诺大人的账簿。克莱儿用来评估价值的是顾客名册，她会优先派兵到有力贵族的宅邸等用途。不过我在找的是奴隶名单，上面记载着把奴隶卖给了哪里的谁。

  　そう考えてココットがフリクテラを落とした際に入手していたゼンビアーノ様の帳簿を探したのです。ココットが価値を見て利用していたのは顧客名簿の方。ルイカーナでは優先的に有力貴族の屋敷に兵を回す等に使われました。ですが私が探しているのは奴隷のリスト。どこの誰にどんな奴隷が売られていったかが記されているもの。

  

  

  「有了……」

  「あった……」

  

  

  我拿出名单，快速翻阅。如果是生下圣女大人的奴隶，应该会清楚记载。

  　リストを取り出し、ぱらぱらとめくります。聖女様を産んだ奴隷ならわかりやすく記されている筈。

  

  我翻着厚厚的名单，突然想到自己为什么要做这种事。老实说，理由很模糊，或许只是在打发时间。不过，我总觉得有点在意。

  　そうして分厚いリストのページをめくりながら、なんで自分がこんな事をしているのかとふと思いました。正直理由は曖昧で、ただの暇つぶしなのかもしれません。ただ、なんだか妙に気になってしまって。

  

  在善比纳诺大人那里的时候，其实我在接受善比纳诺大人宠爱的空档，曾和他聊过奴隶买卖，所以看名单让我很怀念，也很熟悉。虽然那是我讨厌的奴隶买卖知识，但或许能用它来寻找。。

  　ゼンビアーノ様の所に居た時、実はゼンビアーノ様に寵愛を受けている合間で奴隷商売について触れていたのでリストを読むのは懐かしく、手馴れたもの。忌み嫌った奴隷商売の知識ですが、それで探すことはできるかもしれない。

  

  

  （就算这样，我调查了又能怎样……啊！）

  （だからって調べてどうするんだろ、私……あっ）

  

  

  我滑过奴隶特别事项栏的手指突然停了下来。

  　奴隷の特記事項の欄をなぞっていた指がぴたりと止まりました。

  

  上面没有记载她生过圣女大人，只有她生过小孩。我在意的是那一栏的旁边，奴隶的价格。

  　そこに聖女様を産んだなどと言う記載はありません。ですがただ、子を産んだことがあるとだけ。気になったのはその欄の隣、奴隷の値でした。

  

  一般来说，生过小孩的女奴隶价格会下降。有些人会喜欢因为生产而没有死亡的强壮奴隶，但如果是佣人就算了，如果是玩赏用，价格应该会比平常低。不过这个奴隶的价格反而比平常高。我虽然只接触过一点，但身为一个接受过奴隶买卖指导的人，我知道这并不正常。

  　普通、子を産んだ女奴隷の値は下がります。人によっては出産で亡くならなかった丈夫な奴隷だとして好む方もいますが、使用人としてならまだしも愛玩用であれば通常より低い価格の筈。ですがこの奴隷はむしろ通常より高い値が付いていたのです。奴隷商売について触りだけでも手ほどきを受けた身としては、それが普通ではないことがわかりました。

  

  年龄……记载时是十六岁。这个年纪生下小孩并不奇怪。可是，为什么……

  　年齢は……記載時のもので16歳。この年で子を為すのは別段おかしくはない。でもどうして……。

  

  我滑动手指，逐一浏览记载在上面的情报。这个奴隶恐怕就是圣女大人的母亲。我这么推测，继续解读细小的文字。

  　指を滑らせ、一つ一つ記載された情報を眺めます。おそらくこの奴隷が、聖女様の母。そうあたりを付けて細かな文字を読み解いていく。

  

  

  「呃……已经售出……买下的人是……奥塔纳？奥塔纳伯爵……！？怎么会……名字、名字是————骗人的。」

  「えと……売約済み……売られた先は……アウタナ？　アウタナ伯……！？　そんな……名前、名前は――――うそ」

  

  

  我惊讶地瞪大双眼。

  　私は、驚きで眼を大きく見開きました。

  

  怎么会、怎么会发生这种事？

  　こんな、こんな事って。

  

  

  「琪优，你在吗？」

  「キエル、居るか？」

  

  「！」

  「っ！」

  

  

  我吓得肩膀一震，连忙阖上名单藏在背后，转过头去。

  　私はびくりと肩を震わせ、慌ててリストを閉じて背中に隠しながら振り向きました。

  

  被米欧小姐抱在怀里的克莱儿回来了。托泽也跟在她身旁。

  　ミオさんに腕を抱かれたココットが帰ってきたのです。隣にはツォーネの姿もありました。

  

  

  「……？怎么了？琪优，你的脸色很苍白哦。」

  「……？　どうした？　キエル、顔が青いぞ」

  

  「咦？啊，不！我没事……」

  「え、あ、いえ！　何でもありません……」

  

  「是吗？算了。我要哄米欧睡觉，你来帮忙。」

  「そうか？　まあいい。ミオを寝かしつけるから手伝ってくれ」

  

  

  听到克莱儿这么说，米欧小姐噘起嘴。

  　ココットの言葉にミオさんが口を尖らせました。

  

  

  「咦咦～？我还想多玩一下～！托泽，可以吧？」

  「ええー？　もっとあそびたいよー！　ツォーネ、いいでしょ？」

  

  「呃，克莱儿大人？她这么说耶……」

  「えっと、ココット様？　こう言ってるんですけど……」

  

  「不行。托泽，你也不要宠她。不好好睡觉会长不大哦。」

  「ダメだ。ツォーネも甘やかすな。ちゃんと寝ないと大きくなれないぞ」

  

  「米琉比克莱儿还大耶。胸部也比克莱儿大哦。」

  「ココットよりおおきいもん。おっぱいだってココットよりあるよ」

  

  「噗！」

  「ぷっ」

  

  「喂，左涅，你刚刚笑了吧？你那么大，肩膀一定很酸吧？」

  「おいツォーネ、今笑っただろう。お前は無駄に大きくてさぞ肩が凝るのだろうな？」

  

  

  左涅慌慌张张地捂住嘴巴。克莱儿的胸部的确很小呢。左涅非常大，米琉小姐也意外地有料……我也有一定的分量呢。我看了看自己的胸部，又看了看克莱儿的胸部。米琉小姐似乎察觉到我的视线，瞪了我一眼后，红着脸大喊：

  　慌てて口を押えたツォーネ。確かにココットの胸は小さいですね。ツォーネはとても大きいし、ミオさんも意外とありますね……。私だってそこそこありますし、と私は自分の胸を見て、ココットの胸を見て。その視線に気づいたかココットは私をひと睨みした後顔を赤くして声を荒げました。

  

  

  「我以后还会再长大啦！好了，快点睡！」

  「私だってこれから大きくなるんだ！　いいから寝なさい！」

  

  「好～」

  「はあい」

  

  

  结果被克莱儿责备的米琉小姐心不甘情不愿地躺在床上，用被子裹住身体后，看着克莱儿。

  　結局ココットに窘められて渋々と言った様子でベッドに寝転んだミオさんはシーツにくるまるとココットを見ました。

  

  

  「左涅不睡吗？」

  「ココットは寝ないの？」

  

  「我想出去一下。乖乖睡觉的话，我就给你好东西。」

  「少し出かけようと思ってな。いい子にしていたらいいものをやる」

  

  「克莱儿大人，您要外出的话，应该要带护卫……」

  「ココット様、お出かけなら護衛を……」

  

  「不，没关系。我不会去太远的地方。只要在营地周边警戒就好。巴尔塔军不会来。」

  「いや、いい。そう遠くまでは行かない。駐屯地周辺の警備だけしておけ。バルタ軍は来ない」

  

  

  克莱儿这么拒绝米琉小姐的提议。巴尔塔军不会来……克莱儿也相信圣女大人不会攻打过来吗？

  　ココットはツォーネの申し出をそう断りました。バルタ軍は来ない……聖女様が攻めてこないと、ココットも信用しているのでしょうか。

  

  虽然托泽面有难色，但还是说了声「遵命」便离开了账篷。我悄悄收起手上的名单，打算跟在托泽身后离开账篷。现在我的脑袋因为圣女大人和克莱儿的事情而一片混乱，可以的话，我想在冷静下来之前和克莱儿保持距离。

  　ツォーネは渋った様子でしたが、了解ですわと言ってテントを去りました。私はそっと持っていたリストを仕舞うと、ツォーネの後を追ってテントを去ろうとしました。今私は聖女様の事と、ココットの事で頭が混乱していたので、できれば落ち着くまでココットと距離を置きたかったのです。

  

  米莱儿叫住了我。

  　そんな私を、ココットは引き留めました。

  

  

  

  「凯尔，你陪我一下。」

  「キエル、少し付き合ってくれ」

  

  

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  圣女库施那和魔将军接触后，军队撤退。

  　聖女クーシャルナが魔将軍と接触し、その後軍を引き上げた直後。

  

  在和待命的军队会合之前，库施那召集圣歌队的成员，对他们说：

  　待機していた軍と合流する直前、クーシャルナは聖歌隊の面々を集め話をしていた。

  

  

  「各位，你们或许对我采取的行动感到疑惑，但希望你们相信我。」

  「皆、私の行動を疑問に思っているかもしれません。しかし信じて欲しいのです」

  

  

  骑士们认真倾听圣女库施那所说的话。

  　騎士達は聖女クーシャルナの語る言葉に真剣に耳を傾けていた。

  

  为何要和魔将军接触？而且，库施那似乎认识魔将军。更别说魔将军是人类，还是拥有恶魔之相的孩子。

  　なぜ魔将軍との接触を図ったのか。そして、クーシャルナは魔将軍を知っている様子だった。まして、魔将軍は人間で、悪魔の相を持つ子供だった。

  

  这些事对骑士们来说都是冲击，库施那表示，他们因此怀疑自己也是无可奈何。

  　それらすべては騎士達にとって衝撃であり、クーシャルナはそれによる自身への疑念を致し方ないものとして語った。

  

  那位魔将军克莱儿是攻陷欧达纳、弗利克德罗拉、卢伊卡纳的将军。而她背后还有四天王之一的「黑曜」艾尔克罗。

  　あの魔将軍ココットがアウタナ、フリクテラ、ルイカーナを落とした将軍であること。そしてその背後にいるのが四天王たる"黒曜"のエルクーロであること。

  

  库夏尔娜一一重复在对谈中得到的情报。

  　対談で得た情報を一つ一つ反復していく。

  

  然后在整理完毕后，她强烈强调自己的目的是和平。圣女在这次的战争中强烈倾向谈和是众所周知的事实。然而圣歌队成员的表情却充满疑虑。库夏尔娜认为对谈带来的冲击加深了他们的疑虑，于是再次强烈主张自己的想法。

  　そして、纏め終わったのちにクーシャルナは自身の目的が和平であることを強く強調した。聖女が此度の戦争において講和の色を強く持っていることは周知の事実であった。だがそれをして聖歌隊の面々の顔色には疑念があったのだ。対談での衝撃がそれを後押ししたと踏んで、クーシャルナはいま一度自分の考えを強く訴えた。

  

  

  「我是真心想结束这场战争。不是将对方烧成灰烬，而是想携手合作。」

  「私は本気で、この戦争を終わらせたいのです。相手を焼き尽くすのではなく、手を取り合う事でそれを為したい」

  

  

  库夏尔娜将手放在胸口，望向圣歌队的众人。

  　クーシャルナは胸に手を当て、聖歌隊の一同を見やる。

  

  圣歌队队长迪欧尼欧对库夏尔娜说：

  　聖歌隊隊長デオニオは、そんなクーシャルナに対し一声を上げる。

  

  

  「可是魔族未必拥有同样的想法。他们是野蛮的种族，只知道杀戮。」

  「しかし、魔族が同じ心を持つとは限りません。奴らは蛮族。殺す事しか知らない連中なのです」

  

  

  有不少人赞同迪欧尼欧的话。不过库夏尔娜骑在马上，劝谏众人。

  　デオニオの言葉に少なからず賛同する者たちはあった。だがクーシャルナは馬に跨ったまま、一同を諫め言葉を紡ぐ。

  

  

  「如今我们得知四天王艾尔克罗拯救人类的事实，和平就不再是痴人说梦。」

  「四天王エルクーロが人間を救っていたという事実を知る事が出来た今、和平は夢物語ではなくなりました」

  

  

  听到这句话，骑士们也发出沉吟。魔族四天王之一，拥有强大力量的艾库罗，刚刚救了他们看到的人类小女孩。

  　その言葉に騎士たちもううむと唸った。魔族の四天王、強大な力持つエルクーロが今しがた見てきた人間の幼女を救ったと。

  

  虽然不知道是真是假，但那个名叫克莱儿的人类率领魔族是事实，既然艾库罗说她背后有魔族撑腰，可信度就会上升。

  　本当かどうか眉唾物ではあるが、あのココットと言う人間が魔族を率いていることは事実であり、背後にエルクーロがいると語ったのであれば信ぴょう性は上がる。

  

  

  「可是，魔族怎么会利用那个人类？」

  「しかし、魔族があの人間を利用しているとは？」

  

  「在那个广场的魔族，全都为了随时保护那个克莱儿而待命。他们一定很要好呢。」

  「あの広場に居た魔族達は、皆あのココットをすぐに守れるように待機していました。きっと仲良しなんですね」

  

  

  库施那很清楚，当时在场的魔族们对克莱儿抱持着盲目的爱。因此，听到库施那笑着这么说，询问的骑士搔了搔头。

  　盲目でもわかるほどに、あの場にいた魔族達の想いはココットに向いていた。クーシャルナにはそれがわかっていた。故にそう笑ったクーシャルナの言葉に質問した騎士は頭を掻いた。

  

  

  「只要克莱儿愿意协助，或许就能和艾库罗对话。这样一来，一定能打开终结战争的道路。各位，可以再稍微配合一下我的任性吗？」

  「ココットが協力さえしてくれればエルクーロと話ができるかもしれない。そうすればきっと戦争終結への道は開ける。皆、もう少しだけ私の我儘に付き合っては貰えませんか」

  

  

  骑士们全都陷入沉思，沉默了一瞬间，但雷威举手发问。

  　騎士達は皆考え込むように一瞬黙ったが、レーヴェが質問をと手を上げた。

  

  

  「那个，法鲁特玛雷王应该有命令库施那大人讨伐敌军。这么做会无视那个命令……」

  「あの、クーシャルナ様がファルトマーレ王から命じられたのは敵軍の討伐のはずです。その命令を無視する事になりますが……」

  

  「……是啊。不过，军方的权限同时也交给了我，所以我不会抱怨。而且就消灭应该战斗的敌人而言，这道命令是正确的。」

  「……そうですね。でも、同時に軍の権限は私にゆだねられていますから文句は言わせません。それに戦うべき敵を無くしてしまうという意味では命令通りです」

  

  「……唉，库夏尔纳大人从以前就很顽固呢。我侍奉您十年了，您却一点都没变。好吧……我雷威就奉陪到底。」

  「……はぁ、クーシャルナ様は昔から強情ですものね。お仕えして10年になりますがちっとも変わらない。いいでしょう……このレーヴェ、お付き合いいたします」

  

  

  雷威说完便敬礼，脸上带着笑容。雷威是从小就侍奉自己、细心照顾失明的自己的朋友。以他的发言为开端，其他骑士也笑着敬礼。

  　そう言ってレーヴェが敬礼をする。その顔には笑み。幼いころから自分に仕え、盲目のこの身を甲斐甲斐しく世話してくれた友であるレーヴェの言葉を皮切りに他の騎士たちも皆笑って敬礼をした。

  

  库夏尔纳的圣歌队都和库夏尔纳一样，不喜欢争斗。既然眼前有通往和平的道路，他们也做好了与魔族携手合作的觉悟。

  　クーシャルナの聖歌隊は皆クーシャルナと同じく争いを好まない性質。目の前に和平への道があるのならと、魔族とも手を取り合う覚悟を決めてくれた。

  

  库夏尔纳对此感到很高兴。要与敌人携手合作并非易事，愿意配合的人却这么多。他们想必也有着复杂的思绪。

  　クーシャルナにはそれが嬉しかった。敵と手を取り合うのは簡単なことではない。それに付き合ってくれる者達がこんなにいる。彼らとて複雑な思いはあろうに。

  

  人心也有宽恕的心，本来就是温暖的——库夏尔纳想早点让克莱儿明白这一点。

  　人の心は許す心もある。本来温かいものなのだとココットに早く教えてあげたい。そう、クーシャルナは思った。

  

  

  「啊，还有……各位，我希望你们隐瞒我接触过的那个魔将军是恶魔的搭档这件事。」

  「あ、それと……皆、私が接触したあの魔将軍が悪魔の相持つ人間であることはどうか伏せておいてほしいのです」

  

  

  库施那慌忙补充。克莱儿的实际情况，现在告诉巴尔塔还太早了。应该对抗的敌人是人类，而且还是与魔族勾结的恶魔，这些事还不能告诉巴尔塔的民众。

  　クーシャルナは慌てて付け加える。ココットの実情は、まだバルタに伝えるには早い。戦うべき敵が人間だったなんて、それも魔族に与した悪魔の相なんて、バルタの民衆にはまだ伝えることはできないと。

  

  听到这番话，圣歌队的成员们也爽快地点头。

  　そんな言葉にも聖歌隊の面々は快く頷いたのだ。

  

  

  「一切遵照圣女大人的意思。说起来，那些家伙会答应协商也让我很意外。说不定战争真的会就此结束呢。」

  「聖女様の御心のままに。そもそも連中が話し合いに応じたのも意外でした。これは本当に戦争が終わるかもしれませんね」

  

  「圣女大人不希望战争发生，我们也是一样的想法。圣歌队的所有人，都和你有着相同的志向。」

  「聖女様は戦いを望まない。我々も同じ思いです。聖歌隊一同、貴女と志は同じ」

  

  「谢谢大家。迪欧尼欧，可以吗？」

  「ありがとうございます、皆。デオニオ、宜しいですか？」

  

  

  最后，库施那转向迪欧尼欧。默默听着对话的迪欧尼欧，呼地吐了口气，表示同意。

  　最後にクーシャルナはデオニオに向き直った。話を黙って聞いていたデオニオは、ふうと息をついて承諾の意を見せた。

  

  

  「那就拜托你了，迪欧尼欧。」

  「宜しく頼みます、デオニオ」

  

  「我明白了。我迪欧尼欧，不会做出违背圣女大人吩咐的事。这次的事，我会藏在心底。」

  「承りました。このデオニオ、聖女様のお言葉に反するようなことは致しません。此度の事はこの胸にのみ仕舞っておきましょう」

  

  

  迪欧尼欧敬礼，库施那则对他露出微笑。

  　敬礼をしたデオニオに、クーシャルナはにこりと笑みを見せた。

  

  只要与克莱儿的对谈顺利，战争就会结束。库施那想象着和平的未来，想着仍在战地奋战的恋人——圣剑勇者佛尔多纳。

  　ココットとの対談がうまくいけば、戦いは終わる。クーシャルナは平和な未来を想像し、未だ戦地で戦う恋人である聖剣の勇者フォルトナを想った。

  

  

  （佛鲁托纳，我终于能帮上你的忙了。我一定会实现一起打造和平世界的约定。和克莱儿一起……）

  （フォルトナ、やっと貴方のお手伝いができます。平和な世界を一緒に作ると言った約束、果たして見せます。ココットと一緒に……）

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  「……以上就是报告内容。」

  「……以上がご報告です」

  

  

  迪欧尼欧在教皇面前跪下，为报告作结。

  　デオニオは教皇の前に跪き、そう締めくくった。

  

  圣女的军队一回到巴尔塔，迪欧尼欧就立刻造访教皇。

  　聖女の軍がバルタに帰還しすぐに、デオニオは教皇の下を訪れていたのだ。

  

  圣女和魔将军接触后，就撤回军队。虽然教皇对此感到烦躁到额头上浮现青筋，但在听完迪欧尼欧的详细报告后，他恢复了平静。

  　聖女が魔将軍と接触し、軍を引き上げた。それについて教皇は額に青筋が浮かぶほどに苛立っていたが、デオニオから詳細な報告を受けて平静を取り戻していた。

  

  更正，报告内容中有个令人震惊的部分。

  　もとい、報告の内容には驚くべきものがあった。

  

  圣女接触的魔将军名为克莱儿，是拥有恶魔之相的人类小女孩。

  　聖女が接触した魔将軍はココットと言う名を持ち、悪魔の相を持った人間の幼女であったと聞いたためだ。

  

  迪欧尼欧将库夏娜要求他保密的内容，一五一十地报告给教皇。

  　デオニオはクーシャルナに口止めされた内容を包み隠さず教皇に報告したという事になる。

  

  

  「骑士迪欧尼欧，你刚刚说的都是真的吗？」

  「今の話は本当なのですね、騎士デオニオ」

  

  「是的。我也有在场亲眼目睹，所以……」

  「はい。私もその場に同席しこの目で見ましたが故」

  

  「虽然难以置信……但这也是女神给予的试炼吗？恶魔之子威胁着我们的事实。圣女大人的想法果然很愚蠢。」

  「信じがたい事ですが……これも女神が与えた試練という訳ですか。悪魔の子が我々を脅かしているという事実。やはり聖女様のお考えは愚かでしたね」

  

  「正是如此。」

  「左様で」

  

  

  迪欧尼欧跪着点头。

  　デオニオは跪いたまま頷く。

  

  教皇见状，再次双手抱胸，发出沉吟。

  　教皇はその様子にふむ、と腕を組みなおす。

  

  

  「无论如何，你报告得很好，骑士迪欧尼奥。感谢你教导我们思想。」

  「何にせよよく報告してくれました、騎士デオニオ。貴方が我々の思想に教順してくれて感謝していますよ」

  

  

  教皇说完后笑了。迪欧尼奥从不久前开始，就以圣歌队队长的身份刺探圣女派的意向，同时将内情泄漏给教皇。

  　教皇はそう言って笑う。デオニオは少し前から聖歌隊隊長として聖女派の意向を探りつつ内情を教皇へと横流ししていた。

  

  实质上的间谍活动。迪欧尼奥背叛了圣女库施那。而且一切都是为了自己。不是为了大义或思想，只是为了提升自己的地位。

  　実質的なスパイ活動。デオニオは聖女クーシャルナを裏切っているのだ。それもすべては己の為。大義や思想などではなく、ただただ己が地位を高めるため。

  

  他判断与其被白日梦冲昏头，试图改变至今建立起来的宗教结构的圣女，不如维持现有的组织结构，卖教皇人情比较有利可图。所以，他无视圣女的封口令，将一切告诉了教皇。库施那信任迪欧尼奥，总是能轻易获得想要的情报。

  　夢物語にうつつを抜かし、これまで築き上げてきた宗教構造を変えようとする聖女ではなく、今ある組織構造を維持したまま教皇に恩を売っていたほうが得だと判断している。だから、聖女の口止めを無視し、教皇へ全てを伝えた。クーシャルナはデオニオを信頼している。欲しい情報はいつも簡単に手に入った。

  

  

  （反正近代的圣女是肮脏的奴隶所生，很好使唤。）

  （所詮近代の聖女は汚れた奴隷から産まれた者。扱いやすくて助かる）

  

  

  迪欧尼奥咯咯笑了。

  　デオニオはくく、と笑った。

  

  

  「不过，我原本以为她会和魔族交手，两败俱伤，没想到会变成这样。」

  「しかし魔族とやり合い相打ちになってくれればと思いましたが、こうなるとは」

  

  

  教皇期待圣女库施那和魔族两败俱伤，就算没两败俱伤，也期待她战败而死。

  　教皇は聖女クーシャルナが魔族と相打ち、そうでなくても敗北し討ち死にしてくれることを期待したのだ。

  

  排除碍事的圣女，哀悼其死的民众，心自然会转向教皇派。为了将犹纳伊教从教皇与圣女的二元体制，转移到自己一个人的权威之下，教皇甚至将王命圣女率领军队，排除觊觎巴尔塔的魔族视为机会。

  　邪魔な聖女を排し、その死を悼む民衆の心は自然と教皇派へ向く。ユナイル教を教皇と聖女の二分体制から自分一人の権威によるものへと移行させたいがため、聖女に軍を纏めさせバルタを狙う魔族を排除せよという王命をチャンスとまで見ていた。

  

  然而，结果圣女回来了，而且还没和魔将军战斗。

  　だが、結果として聖女は帰還。それも魔将軍と戦いもせずに。

  

  这样一来，当初的计划就无法实行，应该会以令人头痛的结局收场。

  　これでは当初の目論見は不発。頭の痛い話で終わるはずだった。

  

  不过，有个令人开心的失算。那就是迪欧尼奥所言，与圣女库夏尔娜接触过的魔将军克莱儿的存在。

  　しかし嬉しい誤算があったのだ。それはデオニオが語り、聖女クーシャルナが接触したと言う魔将軍、ココットの存在。

  

  人类是魔将军这件事令人惊讶，同时也是让教皇露出笑容的拼图。

  　人間が魔将軍であるという事は驚きであり、また教皇に笑みを浮かべさせるピースでもあった。

  

  这个魔将军可以尽情利用。教皇这么想着，拍手笑了起来。然后他立刻命令迪欧尼奥采取下一步行动，让他退下。

  　この魔将軍、存分に利用できる。そう考えて教皇は笑い手を叩いた。そしてデオニオにすぐに次の手を命じ、下がらせる。

  

  行动要迅速。必须在圣女采取下一步行动之前完成工作。魔将军克莱儿与圣女库夏尔娜的下一次对谈，是在两天后。

  　行動は迅速に。聖女が次の行動を起こすまでの間に仕事を済ませる必要がある。魔将軍ココットと聖女クーシャルナの次の対談は2日後。

  

  教皇吐了口气，觉得时间很充分。如果是自己拥有的精锐，一定可以完成任务。全部结束之后，只要把一切归咎于圣女就好。

  　十分だと教皇は息を吐く。自分が擁する精鋭ならば、十分にコトを為せる。全部終わった後、すべては聖女のせいにしてしまえばいいのだ。

  

  与魔族的和平，是不可能的。

  　魔族との和平など、有り得ない。

  

  

  

  「呵呵呵……如果对手是魔族，那还很难说。但如果是人类……方法多得是。」

  「フフフ……相手が魔族ならいざ知らず。人間、なら……いくらでもやりようはありますからね」

  

  

  

  教皇将手抵在嘴边，在空无一人的大厅里独自笑了起来。

  　教皇は口に手を当てながら、誰もいなくなった広間で一人笑うのだった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  隔天晚上。

  　そして翌日の夜。

  

  克莱儿正好结束和MIO的玩耍，正要走向账篷，而MIO还想继续玩，开始缠着崔妮撒娇的时候。

  　丁度ココットがミオとの遊びを終えてテントに向かっている最中に、まだ遊びたいミオがツォーネを巻き込んでごねはじめた頃合。

  

  在琪优乐翻阅奴隶名单的时候。

  　キエルが奴隷のリストを手にページをめくっている頃合。

  

  

  在穿越巴尔塔前方的平原，进入山野之后，夜色之中出现好几个人影。

  　バルタの前に広がる平野を抜けた山野の中で、闇夜に紛れ人影が複数あった。

  

  他们以不同于骑士的装扮和身段穿梭在树木之间前进，聚在一起后，所有人各自从腰间拔出短剑。

  　彼らは騎士とは違う身なりと身のこなしで木々の影から影を縫うように進み、一度集まると皆それぞれが腰から短剣を抜いた。

  

  

  

  「目标是魔将军，名叫克莱儿。是拥有恶魔之相的人类女子。虽然对方是小孩，但别被外表骗了。不需要手下留情。」

  「標的は魔将軍。名はココット。悪魔の相を持った人間の女、という事だ。相手は子供だが見かけに騙されるな。情けは不要である」

  

  

  

  男人们将短剑举向月光，拔出两次，收回两次。两声清脆的金属声响起，结束任务前的仪式后，他们再次融入影子之中。

  　男たちは短剣を月光にかざしながら二度、鞘より出し入れする。チキ、と言う音が二回響き渡り、任務前の儀式を終えた彼らは再び溶けるように影に消えた。

  

  以魔族军的驻扎地为目标。

  　魔族軍の駐屯地を目指して。

  

  

  

  

 
  ＃１００　ミオ

  ＃100　澪

  　

  

  

  

  

  

  

  

  MIO独自一人在帐篷里睡觉。

  　ミオは一人、テントの中で眠っていた。

  

  米莱儿和琪耶尔不知道跑到哪里去了，虽然她还想继续玩，但还是无可奈何地先钻进被窝，乖乖地睡觉。反正等克莱儿回来之后，她就会醒来，然后又会一起睡。这是常有的事。而且明天又可以一起玩了。

  　ココットはキエルとどこかへ行ってしまったし、まだ遊びたかったが仕方なく先にベッドに潜り込んで大人しく眠ることとしていたのだ。どうせココットが戻ってきたら目を覚まし、また一緒に眠る。いつもの事だ。そしてまた明日遊ぶのだから。

  

  现在在帐篷里，只听得见抱着枕头、将枕头边塞进嘴里咀嚼的MIO发出的细微鼾声。

  　今テントの中では枕を抱きしめ端を口に頬張りもぐもぐと噛むミオのすうすうという寝息だけが聞こえる。

  

  在没有点蜡烛的漆黑空间里，MIO正做着幸福的梦。

  　蝋燭の火も灯っておらず真っ暗な中、ミオは幸せな夢を見ていた。

  

  

  虽然不知道是谁，但睡着的自己身边有个人影，正温柔地抚摸着自己的头发。

  　誰かわからないが、眠る自分の傍らに人影があり優しく髪を撫でてくれている。

  

  而且那个人还用清澈的声音唱着歌。MIO很喜欢这首歌。对方唱了很多很多遍，甚至让她自己也会哼唱的摇篮曲。

  　そして澄んだ声で歌を歌ってくれているのだ。ミオはこの歌が好きだ。自分でも口ずさむほどに沢山聞かせてくれた子守歌。

  

  话说回来，这个温暖的人影到底是谁呢？有着一头长发和温柔的笑容，还有一双温柔地抚摸着自己头发的手。

  　それにしても、この暖かな人影は誰なのだろう。長い髪と優し気な笑み。自分の髪を撫でる暖かな手。

  

  被这只手抚摸着，感觉好安心。MIO一边感受着被抚摸的触感，一边笑了。

  　この手に触れられていると、安心する。ミオは触れられる感触に身を任せながら笑った。

  

  啊啊，这只手好像跟克莱儿很像。她最喜欢克莱儿了。她很温柔，也很温暖。

  　ああ、この手似ている気がするな。ココットに。彼女の事は大好きだ。優しいし、暖かい。

  

  在孤单的时候出现的朋友。亚历杭德罗身边的希雅总是带着血腥味，她很讨厌。

  　独りぼっちでいた所に現れた友達。アレハンドロの所にいたシアはいつも血の臭いがして、嫌だった。

  

  重要的朋友。因为有克莱儿在，所以她不寂寞。

  　大事な友達。ココットが、彼女がいるからもう寂しくない。

  

  她和克莱儿一起在位于美丽湖泊旁的房子里吃蛋糕。不对，是她自己做蛋糕。她也喜欢花。得在房子周围种很多很多花才行。

  　ココットと一緒に綺麗な湖のほとりの家でケーキを食べる。いや、自分がケーキを作るんだ。お花も好き。家の周りには沢山お花を植えなくちゃ。

  

  她拼命思考克莱儿说的未来。快乐的未来。温暖的生活。

  　ココットが言っていた未来の事、いっぱいいっぱい考えた。楽しい未来。暖かな生活。

  

  抚摸她的陌生人，她现在非常幸福哦。

  　私を撫でてくれる知らない誰かさん、私今とっても幸せだよ。

  

  这里的大家很温柔。虽然索夫他们个头高大，看起来很可怕，但其实很亲切又可靠。他们也听了很多歌。

  　此処のみんなは優しい。ゾフ達はみんな体が大きくて怖いけど、本当は気さくで頼もしい。歌もいっぱい聞いてくれる。

  

  克瓦多的尾巴很粗，又可爱又帅气！虽然她说不能像克莱儿那样让她坐在背上。

  　クォートラは尻尾が太くてかわいいしかっこいい！　ココットみたいに背中に乗せて欲しいって言ったらダメって言われたけど。

  

  她也喜欢左涅。虽然她的语气会随着克莱儿在不在面前而改变，但她会帮她洗头，之前还帮她修了指甲，变得亮晶晶的！胸部也很大！摸起来很柔软，所以她喜欢。

  　ツォーネも好き。ココットの前とそうでない時とで口調が変わるけど髪を洗ってくれるしこの前はお爪のお手入れもしてくれてぴかぴかになった！　おっぱいもおおきい！　触ると柔らかいから好き。

  

  她也喜欢琪优儿。她会温柔地握住她的手，克莱儿不在时还会念书给她听。

  　キエルも好き。優しく手を握ってくれるし、ココットが居ない時は本を読んでくれるの。

  

  还有——出现在被关在庭园里的自己面前，和自己一样有着一头白发和红色眼睛的小女孩。明明比自己还娇小，却装出一副成熟模样的克莱儿。她真的成熟又可靠，而且很温柔。与其说是姐姐，更像是妈妈。像是过度保护之类的。

  　それから――庭園に捕らえられていた自分の前に現れた、自分と同じ白い髪と赤い瞳を持つ小さな女の子。自分の方が小さいのに大人ぶる、でも本当に大人びていて頼もしくて優しいココット。お姉ちゃんと言うより、お母さんみたいな所がある。過保護なところとか。

  

  最喜欢大家了。

  　みんな、大好き。

  

  

  因为有大家在，所以自己不是孤单一人。

  　皆いるから、独りぼっちじゃないよ。

  

  

  这时，MIO突然想到。

  　そこでミオはあれ、と思う。

  

  自己是从什么时候开始变成孤单一人？为什么会变成孤单一人？

  　自分は、いつから独りぼっちだったんだっけ。どうして独りぼっちだったんだっけ。

  

  为什么会觉得寂寞？

  　寂しかったのはなんでだっけ。

  

  在梦中这么想的MIO，再次望向以温柔视线看着自己的人影。

  　そう、夢の中で思ったミオは再び自分に優しい視線を向ける人影を見やる。

  

  难道说，你是……妈妈————？

  　もしかして、あなたは……おかあさん――――？

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  这时，MIO听到布料摩擦的细微声响，耳朵一震，从梦中醒来。

  　と、ミオはかすかに布のこすれるような音を聞き、耳をピクリと震わせて夢から目を覚ました。

  

  她马上就知道，刚才的声音是帐篷入口的帘幕被拉开的声音。

  　今の音はテントの入り口の幕が開いた音だとすぐに分かった。

  

  MIO缓缓起身，揉着惺忪的睡眼，确认帐篷入口有人影。

  　ミオはもぞりと体を起こし、眠たげな眼をこすりながらテントの入り口に人影があることを認めた。

  

  然后，她睡眼惺忪地在床上移动，靠近人影，心想一定是重要的朋友回来了，开心不已。

  　そして寝ぼけ眼のままもそもそとベッドの上を移動し影に近寄り、きっと大事な友達が帰ってきたのだと喜んだ。

  

  

  「啊……克莱儿？欢迎回来……唔唔。」

  「あ……ココット？　おかえり……むにゃ」

  

  

  困意让米奥的眼睛几乎睁不开，她还是笑着迎接影子，掀开被子表示要一起睡。和克莱儿一起睡很温暖，和在庭园独自受冻睡着的时候不同。

  　眼が眠気で殆ど開けられないまま、にこりと笑ってミオは影を出迎える。一緒に寝ようとシーツをまくって見せる。ココットと一緒に眠ると温かいのだ。庭園で一人寒さに震えて眠っていたあのころとは違う。

  

  所以快点过来。好困又好冷。明天再一起创造许多快乐的回忆吧。

  　だから早く来て。眠いし寒いから。また明日起きたら楽しい思い出をいっぱい作ろう。

  

  米奥在床上打盹，揉着眼睛慢慢睁开。她心想，如果是平常，克莱儿应该会马上用温柔的声音回应自己才对。

  　そうしてベッドの上でうとうとするミオは、目をこすりながらゆっくり開く。いつもココットならすぐ優しい声で返事をくれるのに、と。

  

  

  「……克莱儿……？」

  「……ココット……？」

  

  

  ——睁开眼睛的米奥面前没有米莱儿，取而代之的是……用冰冷眼神看着自己，拿着刀刃的人类男性们。

  　――眼を開けたミオの前にはココットは居らず。代わりに……冷たい目で自分を見る刃物を持った人間の男達が居た。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  「抱歉让你陪我。」

  「付き合わせて悪いな」

  

  

  

  我在夜晚的森林中对琪耶儿这么说。

  　私は夜の森の中、キエルにそう言った。

  

  琪耶儿拿着油灯，走在我身旁。她的表情难以言喻，但我没有特别放在心上。她或许累了，带她出来或许不太好。话虽如此，我也没有其他人可以依靠。

  　キエルはランプを持ちながら、私の隣を歩いている。その表情は何とも言えないものだったが、私は別段気に留めなかった。疲れているのかもしれんから連れ出したのは少し悪かったか。とはいえ他に頼れるものもいなかったしな。

  

  我在途中遇到克瓦多和索夫，他们说要外出的话需要护卫，但我表示要为与圣女的对谈做准备，想安静地整理思绪，所以和托泽一样把他们留在家里。

  　クォートラやゾフに途中で出くわし、出かけるなら護衛をと言われたが聖女との対談に備え静かに考えを纏めたいと言ってツォーネ同様置いてきた。

  

  当然，这也不是谎言。不如说这才是我的真心话。不过，现在顺道做的事比较重要。

  　もちろんそれも嘘ではない。むしろ本命だ。だが、今はついでの方が大事だ。

  

  因为我几乎已经下定决心了。

  　殆ど心の中は決まっているのだから。

  

  我走在月光从树叶缝隙间洒落的森林中，肌肤感受着夜风。冷风与宁静让我的脑袋变得清晰。

  　月光が木の葉の隙間から落ちる森を歩き、夜風を肌で感じる。冷たい風と静けさが頭の中をすっきりさせてくれる。

  

  我思考了很多，不过，最后我得出的答案是——

  　色々考えはした。だが、結局私が出した答えは。

  

  

  想着想着，我抵达了目的地。

  　と、そうこうしているうちに目的の場所についた。

  

  那是我带着索夫外出侦察时发现的花田。五颜六色的花朵盛开的花田，在月光的照耀下，成为充满幻想美感的场所。

  　私がゾフを伴って偵察に出た時に見つけていた花畑だ。色とりどりの花が咲き乱れるその花畑は、月光の明かりで幻想的な美しさを持つ場となっていた。

  

  

  我立刻在花田中蹲下，伸手触摸花朵。每朵花都很漂亮，很美丽。我立刻叫来琪优尔，她放下提灯，坐到我身旁。

  　私はすぐに花畑にしゃがみ込み、花に触れる。どれも綺麗で、美しかった。すぐにキエルを呼べば、キエルはランプを置いて私の隣に座った。

  

  

  「那个……」

  「あの……」

  

  

  琪优尔一脸「总之你叫我，我就来了」的表情发愣。对了，我还没告诉她目的。

  　キエルがとりあえず呼ばれたので来ては見たがと言った顔で呆けている。そうか、目的を言っていなかった。

  

  我一边拿起适合的花，一边说道：

  　私は手ごろな花を手に取りながら言う。

  

  

  「我想说你应该很熟悉这种东西。你在路易卡纳也有花的知识吧。」

  「お前ならこういうモノに詳しいだろうと思ってな。ルイカーナでも花の知識があっただろう」

  

  「这是什么意思……」

  「それはどういう……」

  

  「我是来摘花的。要送给米欧。」

  「花を摘みに来たんだよ。ミオにやるんだ」

  

  

  琪优尔听到这句话，眨了眨眼睛。然后她交互看着我和花田，轻轻笑了。

  　キエルはそれを聞いて目をぱちくりさせた。そして私と花畑を交互に見て、小さく笑った。

  

  我并没有因为她的笑容而生气，只是点点头，同样露出笑容。

  　私はその笑みに別段腹を立てることも無く、頷いて同じように笑った。

  

  

  「来，我们去找吧。你帮我挑个吉利的花。花语之类的，应该也有吧？」

  「さ、探すぞ。縁起がいいのを選んでくれ。花言葉とか、そういうのもあるだろう？」

  

  「是。」

  「はい」

  

  

  我和琪叶在月光下开始挑选花。

  　私とキエルは月光の下、花を選び始める。

  

  不过，送花当礼物，我真是想到了一个好主意。

  　しかし、花をプレゼントなど、私もなかなか良い思い付きをしたものだ。

  

  真是的，以前就算我看着花，也完全没有任何想法，但只要想到要送人，光是这样，看花的眼光就完全不一样了。

  　まったく、花など眺めても今まではまったく何も思わなかったものだが、誰かにと思うだけでも見方が変わってくるのだな。

  

  哪一种花会让人高兴，哪一种花最漂亮，我凝神细看，自己看起来一定很滑稽吧。原本满脑子复仇的我，竟然会热心地挑选花。

  　どの花なら喜ぶか、どの花が一番きれいかなどと、目を凝らして探す私を自分で見ればさぞ滑稽に映るのだろう。復讐復讐と心をどす黒く塗りつぶしたはずの私がまさか花などを熱心に選んでいるとは。

  

  我就像个孩子一样，一下说这个花怎么样，一下说这个花很漂亮，趴在地上在花田里到处移动，把摘到的花拿给琪叶看。

  　まるで子供のようにこっちの花はどうだとか、これは綺麗じゃないかとか、四つん這いになりながら花畑を動き回っては摘んだ花をキエルに見せた。

  

  每次琪叶都会告诉我花的名字，还有花语。我自信满满地拿给琪叶看的花，颜色和形状都无可挑剔，但花语却不太好，我只好不高兴地丢掉。话说回来，我随口说说的花语，这个世界竟然真的有。

  　その度にキエルは花の名前だとか、花言葉だとかを教えてくれた。色も形も申し分なしと思って自信満々に見せた花は、あまりいい花言葉ではなかったのでむくれながら放り捨てた。というか適当に言ったが本当にこの世界にあったんだな、花言葉。

  

  原本只是想顺便摘花，但主要的事情已经几乎都完成了。

  　元々花摘みはついでと思って思いついたのだが、本命の方はもうほぼ済んだと言っていい。

  

  如同先前所述，原本是要思考如何回应圣女的对谈，不过既然已经得出答案，就专心在眼前的事情上吧。

  　先述の通り元々は聖女との対談にどう答えるかだったのだが、もう答えを出しているのだから目先の事に集中しよう。

  

  而且，为某人寻找花朵也让我觉得有点开心。

  　少し、誰かのための花探しも楽しくなっている自分もいる事だし、な。

  

  

  我专心寻找花朵好一阵子。在迟迟找不到满意的花朵时，我转身面向正在认真挑选花朵的琪雅儿。

  　そうして花探しに没頭して幾許か。なかなか納得できる花が見つからない所で、私は熱心に花を選んでいるキエルに体を向ける。

  

  然后稍微深呼吸后，开口说道：

  　そして少し深呼吸をした後、口を開く。

  

  

  「呐，琪雅儿。」

  「なあ、キエル」

  

  「是？」

  「はい？」

  

  「我打算接受圣女的提议。」

  「聖女の申し出、受けようと思っているんだ」

  

  

  我突然说出的这句话，似乎让琪雅儿非常惊讶。

  　突然の私の言葉に、キエルは酷く驚いたようだった。

  

  我表示要担任让艾库罗大人和圣女见面的中间人。

  　私はエルクーロ様と聖女を引き合わせる仲介をする選択を口にしたのだ。

  

  

  「这……」

  「それは……」

  

  「怎么了，不行吗？」

  「なんだ、ダメなのか？」

  

  「不，不是那样……只是……」

  「いえ、そうではなく……ただ」

  

  

  琪雅儿维持惊讶的表情，停下挑选花朵的手，直盯着我看。

  　キエルは驚いた顔をしたまま、花を選ぶ手を止めて私をじっと見た。

  

  她会认为我这句话的意思是，接受圣女的提议就等于选择走上和平之路也不奇怪。

  　私の言葉の意味、聖女の申し出を受けるというのは即ち和平への道を選んだ、と受け取られてもおかしくない。

  

  看到琪雅儿欲言又止的表情，我搔了搔脸颊。

  　何か言いたげなキエルの表情に私は頬を掻いた。

  

  

  「……我也很犹豫。还有，不要妄下定论。我只会负责把圣女和艾尔克罗大人引见给彼此。如果艾尔克罗大人拒绝和平，选择战斗，我也会遵从他的决定继续战斗。我的选择，只是决定暂时等待而已。」

  「……私も迷った。それから早合点はするな。私がするのは聖女とエルクーロ様を引き合わせるだけ。エルクーロ様が和平を拒み戦いを選べば、私はそれに従い戦いを継続する。私の選択は、ただ一時待つことにしたというだけだ」

  

  

  我的选择是等待，把选择权交给艾尔克罗大人。我带着这样的意思对琪优说。

  　私の選択、それは待つこと。エルクーロ様に選択を委ねること。私はそういう意味を込めてキエルに言った。

  

  当然，我的选择很明显是通往和平之路的其中一条。不过，如果艾尔克罗大人拒绝，我就会一如往常继续战斗，同时摇头表示人类和魔族果然无法携手合作。

  　もちろん私のこの選択が和平への道の一つであることは明白。だがエルクーロ様が否と言えば私はただ今まで通り戦いを続ける。やっぱり人間と魔族が手を取り合う事なんかできなかったなと首でも振りながら。

  

  不过，就只是这样而已。或许会改变，也或许不会改变。

  　ただ、それだけ。変わるかもしれないし、変わらないかもしれない。

  

  即使如此，如果身为人类的小库和身为魔族的艾尔克罗大人能够携手合作，那么不属于任何一方的我就会遵从这个选择。我做了这样的选择。

  　それでも、人であるクーと魔族であるエルクーロ様が手を取り合うのならば。そのどちらでもない私はその選択に従う。そういう選択を私はした。

  

  为了守护，必须做出选择。我心中还有憎恨，不可能忘记。

  　守るためには選択しなくてはならない。憎しみはまだある。忘れようはずもない。

  

  不过，我能够回想起来，这样是不行的。

  　だが、それではダメだと思い返す事が出来た。

  

  

  「只是不顾一切地怀着恨意战斗……是无法守护的。不管是米奥……还是你。」

  「ただがむしゃらに恨んで戦うだけでは……守れないからな。ミオも……お前も」

  

  「咦……？」

  「えっ……？」

  

  「不要重问一次。我也觉得这么说很丢脸。不过，我决定不伪装自己真正的想法。」

  「聞き直すな。私だって言うのは恥ずかしかった。だが、紛れもない本心を偽らない事にした」

  

  

  

  听到我这么说，我看到她脸上的表情，吓了一跳。

  　そんな私の言葉を聞いたキエルの顔を見て私は驚いた。

  

  因为她用真的很开心、很放心的表情看着我。

  　こいつは本当に嬉しそうな、安心したような顔で私を見ていたから。

  

  

  「太好了。你愿意做出这个选择。对你来说，这应该也是个艰难的决定吧。」

  「よかった。貴女がその選択をしてくれて。貴女にとっても難しい決断だったでしょうに」

  

  「怎么突然说这个……战斗又还没结束。如果艾露克罗大人选择战斗，我就会像以前一样继续杀人。」

  「なんだ急に……まだ戦いが終わると決まったわけじゃないんだぞ。エルクーロ様が戦いを選べば私はこれまで通り人間を殺すぞ」

  

  「对不起……即使如此，我还是很高兴，也很放心。」

  「ごめんなさい……それでも嬉しくて、安心したんです」

  

  

  我吃了一惊，别过脸去。

  　私は面食らい、顔を背けた。

  

  雷迈的死是优奈伊尔教造成的。就算成功缔和，我们恶魔的待遇应该也不会马上改变。不过，如果是小库……或许会设法改变吧。爷爷也是这么相信的。

  　レイメが死んだのはユナイル教が元凶だ。たとえ和平が為ったとしても私たち悪魔の相がこの身に受ける扱いはすぐには変わらない筈だ。だが、クーなら……どうにかしてくれるんじゃないか。ジジもそれを信じていた。

  

  烦恼到最后，我果然还是做出了爷爷所说的那个选择。心中充满怨恨的话，就会变得无法察觉吗？我有察觉到吗？不想失去的重要之人。米欧、琪优乐，还有库欧特拉她们。我说过要帮她们完成复仇，这话说得出口吗？回去之后，我得召集大家，告诉她们我的想法。

  　悩んだ末に結局、ジジに言われた通りの選択をしたんだな、私は。恨みばかりで心を埋め尽くしたら、気づけなくなる、か。私は気づけたんだろうか。失いたくない、大切な者。ミオ、キエル。それからクォートラ達。復讐を成し遂げさせてやるなどと言ってしまったあれは、撤回できるだろうか。戻ったら皆を集めて私の考えを伝えなくては。

  

  如果这样就能圆满收场，迎接平稳的日子……或许试着谈场恋爱也不错……开玩笑的。

  　もしこれで全部が丸く収まって平穏が訪れたら……恋を、してみるのもいいのかもしれない。……なんてな。

  

  要是被爷爷听到，不知道他会说什么。或许是我错了……

  　ジジが聞いたらどんなことを言うか。私が、間違っていたのかもな……。

  

  就这样，我背对着吉耶尔，紧握胸前的项链，露出淡淡的笑容。

  　そうしてキエルから顔を背けたままの私は、胸元のネックレスを握りしめて仄かに笑った。

  

  

  

  ——这样就好。这样就好了吧？雷梅……

  　――これでいい。これでいいんだろう？　レイメ……。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  「这朵花如何？」

  「この花はどうだ？」

  

  

  我选的花虽然小，但有五枚花瓣。白色的花瓣中央呈现淡红色渐层。因为和我们颜色相同，所以我选了它，不过花语会不会跟恶魔的长相色调一样吓人呢？即使如此，我还是感受到奇妙的魅力，拿给吉耶尔看。

  　私が選んだ花は小さいが、5枚の花弁が広がるもの。中央が仄かに赤くグラデーションとなっている白い花弁を持つ。私達と同じ色だから選んだが、悪魔の相と同じ色合いの花など花言葉が物騒だったりしないだろうか。それでも妙な魅力を感じてキエルに見せてみた。

  

  吉耶尔有点惊讶地看着这朵花。

  　するとキエルは少しだけ驚いたようにこの花を見た。

  

  

  「这种花很稀奇。不太适合送人就是了。」

  「その花、珍しいんですよ。あんまり贈り物とかにはその、向かないんですけど」

  

  「……是因为花的颜色吗？」

  「……それはこの花の色か？」

  

  

  我这么问吉耶尔，他静静点头。嗯，我想也是。不管再怎么稀奇，这种花还是会让人联想到恶魔的长相。

  　キエルにそう問えば静かに頷いた。ま、そんなところだろうな。いかに珍しくても悪魔の相を連想させる花など。

  

  我正想扔掉，吉耶尔却阻止我。

  　これもダメかと放り捨てようとしてその手を止められる。

  

  

  「……可是，花语是『幸福』……我喜欢这种花。」

  「……でも、花言葉は『幸福』……私はその花、好きです」

  

  「……这样啊。」

  「……そうか」

  

  

  幸福啊……我希望澪能够幸福。不，我会让她幸福。虽然不是什么魔咒，但很适合吧。这个礼物也是我下定决心的象征。

  　幸福、か。ミオには幸せになってほしい。いや、幸せにする。まじないではないが、ぴったりだろう。この贈り物は私の決意の形でもある、か。

  

  我决定要买这个之后，琪耶尔笑着点头。

  　これにすると言った私にキエルは笑って頷いてくれた。

  

  我心满意足地望着那朵花。幸福之花。

  　満足そうに私はその花を眺める。幸福の花。

  

  

  「就算变成这种颜色，还是能获得幸福啊……」

  「こんな色をしていても、幸福になれるんだな……」

  

  

  我抚摸着自己的头发，凝视着那朵花好一阵子。

  　私は自身の髪を撫でながら、しばらくその花を見つめていた。

  

  

  

  

  琪耶尔一直盯着这样的我，露出有些犹豫的表情后，缓缓开口：

  　と、そんな私をじっと眺めていたキエルは少し逡巡したような顔をした後、おもむろに口を開いた。

  

  

  「那个，克莱儿……大人。」

  「あの、ココット……様」

  

  「啊啊，可恶，你很明显是在勉强自己叫我大人！这样很麻烦耶，你爱怎么叫就怎么叫吧。」

  「ああくそっ、もう無理して様と付けようとしているのが見え見えだ！　面倒くさいから好きに呼べばいいだろ」

  

  「啊，好的……克莱儿，那个……」

  「あっ、はい……ココット、あの」

  

  「什么事？」

  「なんだ」

  

  「是关于圣女大人的事……」

  「聖女様の事なんですけど……」

  

  

  圣女……小库的？

  　聖女……クーの？

  

  我催促她继续说下去，却感觉到冰冷的水滴落在我的脸颊上。

  　私は続けて話すよう促そうとして、ぽつり、と頬に冷たい水滴が落着したのを感じた。

  

  我猛然抬头仰望天空，发现刚才还照耀着花田的月亮和星空，都被灰色的云层遮蔽。

  　はっとして空を見上げれば、先ほどまで花畑を照らしていた月も星空も灰色の雲に覆い隠されていた。

  

  在我理解到那是雨云的同时，雨势也逐渐增强。我忍不住咂舌，将摘下的花收进口袋里，站起身。

  　雨雲だと理解すると同時に、徐々に勢いを増して雨が降ってきた。私は思わず舌打ちをして、摘んだ花をポケットにしまい込むと立ち上がった。

  

  

  真不走运，又下雨了。总觉得最近经常被甩。

  　ツイていないな。また雨か。最近よく振られる気がするな。

  

  赶快回去吧。难得摘到的花瓣被雨滴打落也很扫兴。

  　早く戻るとしよう。雨粒で折角の花びらが散ってしまうのも味気ない。

  

  

  「琪亚儿，马上回去吧。要是感冒就糟了。」

  「キエル、すぐ戻るぞ。風邪を引いたらかなわんからな」

  

  「啊……是！」

  「あ……はい！」

  

  

  我们急忙起身，快步跑向驻扎地。

  　私達は急ぎ立ち上がり、駆け足で駐屯地へと向かった。

  

  在回到驻扎地之前，雨势愈来愈强，四周也笼罩在黑夜之中，害我们好几次差点跌倒。

  　駐屯地に戻るまでに雨脚はどんどん強まり、辺りがもう闇夜に包まれたのも災いして何度か転びそうになった。

  

  全身都湿透了。头发粘在脸颊上感觉很不舒服。穿在身上的将军装束吸了雨水变得沉重。全身湿答答的会感冒。明天还要开会。

  　ずぶ濡れだ。髪が頬に張り付いて気持ち悪い。無駄にダボついている将軍装束が雨を吸って重くなってきた。びしょびしょのままでは風邪をひく。明日は会合だというのに

  

  

  好不容易抵达驻扎地，我头也不回地冲向帐篷。要先换衣服才能向_quota们传达方针。而且，我想快点把花送给MIO。啊，不过她睡着了吗……嗯～放在枕边就行了吧。

  　やっと辿り着いた駐屯地で、私は一目散に駆け足でテントへと向かった。クォートラ達に方針を伝えるのはまず着替えてからだな。それに、早くミオに花をプレゼントしたい。あ、でも寝てるか……うーん、枕元に置いておけばいいだろうか。

  

  不管怎样，我想快点看到MIO开心的表情。看到她那宛如太阳的笑容。

  　何にせよ、ミオの喜ぶ顔が早く見たい。あの太陽のような笑顔を。

  

  我气喘吁吁地站在帐篷前，有点紧张地将手放在胸口。

  　私は息を切らしながらテントの前に立ち、ちょっとドキドキしながら一度胸に手を当てる。

  

  我怎么了？至今为止不是送过他很多礼物吗？啊啊，真是的，胸口下方一带感觉痒痒的。我不晓得这种感情。这是兴奋吗？这也是因为内心变得从容，才能察觉到的感情吗？

  　なんだ、私。プレゼントなんか今までいっぱいあげてきたじゃないか。ああもう、胸下あたりがムズ痒い。こんな感情知らないぞ。わくわく、しているのかな。これも、心に余裕ができたから気づけた感情かな。

  

  帐篷里很安静。他果然在睡觉吧。我安静地进去，不要吵醒他。

  　テントの中は静かだ。やっぱり寝ているんだろうな。起こさないように静かに入るとしよう。

  

  

  我静静地拉开帐篷入口的帘幕，进入里面。

  　私はテントの入り口の幕を静かに開き、中へと入る。

  

  

  「MIO，我回来了。」

  「ミオ、戻ったよ」

  

  

  帐篷里一片漆黑。

  　テントの中は真っ暗だ。

  

  MIO睡得很熟，没有发出任何声音。我用熟练的动作点燃入口烛台的蜡烛，看着被照亮的帐篷内部……屏住了呼吸。

  　ミオはぐっすり眠っているのか、物音ひとつしない。私は入り口の燭台の蝋燭に慣れた手つきで火を灯し、照らされたテントの中を見て……息が、詰まった。

  

  

  「……啊。」

  「……あ」

  

  

  我有种声音从世界上消失的错觉。时间停止的感觉袭来。

  　世界から音が消えたような錯覚を覚えた。時が止まったような感覚に襲われた。

  

  我无法呼吸，也无法动弹。

  　呼吸もできず。身動きもできず。

  

  看到那个的我，只能像视线被钉住一样沉默。

  　それを見てしまった私はただ視線を縫い付けられるようにして沈黙するしかできなかった。

  

  眼睛睁大，嘴巴半张。

  　眼は見開かれ、口は半開きのまま。

  

  不知道过了多久。应该只有一瞬间。我仿佛忘记时间的感觉，在所有方面都停止了。

  　どれだけの時間が経ったのだろう。一瞬、のはずだった。まるで時間の感覚など忘れたように私はありとあらゆる面で停止していた。

  

  但是，大脑就像冰块融化一样，开始缓缓地理解状况。

  　だが氷が解けるようにゆっくりと脳が状況を理解しようと働き始める。

  

  映入我眼帘的，是被蜡烛的火光映照出来的红色。而在那片红色之中——

  　私の視界に映るのは、蝋燭の明かりを照り返す赤。そしてその赤の中に――――。

  

  

  「澪……？」

  「ミオ……？」

  

  

  怎么了？我到底看到了什么？

  　なん、だ？　私は何を見ているんだ？

  

  澪应该睡着的床上空无一人，地板上则有一滩宛如水池的红色液体，而澪就倒在那片红色的正中央。

  　ミオが寝ている筈のベッドは空っぽで、床には赤い水が池のように広がっていて、その真ん中にミオが倒れている。

  

  她倒在血泊之中，一动也不动，脸上带着痛苦的表情，被泪水和血水弄得脏兮兮的脸上，一双眼睛睁得大大的。

  　血だまりに倒れピクリとも動かず、表情に苦痛を張り付けて、涙と血でぐしゃぐしゃになった顔に、目は開かれたまま。

  

  

  「克莱儿？澪小姐不是还在睡吗————咦！？」

  「ココット？　ミオさんはまだ寝ているんじゃないですか――――えッ！？」

  

  

  晚一步进入账篷的琪耶尔看到账篷里的景象，不禁捂住嘴巴。

  　後からテントに入ってきたキエルは中の様子を見て口を覆った。

  

  茫然伫立的我听到琪耶尔的声音，脑袋的角落才终于理解发生了什么事，但即便如此，我仍不想去理解眼前所发生的事。

  　呆然と立っていた私はキエルの声が聞こえたと頭の片隅で理解して、だがそれでも目の前で何が起きているかを理解したくなくて。

  

  我踩着缓慢的步伐，啪哒啪哒地踩过红色的水洼，走向仰躺在地的澪。她就倒卧在地，仿佛要滚落至地面似的。

  　酷く緩やかな足取りでぴちゃぴちゃと赤い水たまりを進み、床に転がるように仰向けに倒れるミオの下へ向かった。

  

  

  「澪……？你在做什么？不可以睡在这种地方啦……？快点回床上吧。我们一起睡……你有礼物……」

  「ミオ……？　なにやってるんだ？　こんな所で寝ちゃダメだろう……？　早く、ベッドに行こう。一緒に、寝よう……プレゼントだって……」

  

  

  澪没有回答，只有那双睁得大大的、黯淡无光的眼睛凝视着虚空。

  　ミオは答えず、ただその見開かれたままの光のない目だけが虚空を見つめていた。

  

  明明她总是会用那双圆滚滚的眼睛看着我，对我露出笑容。

  　いつもはくりくりした目を私にすぐ向けて笑ってくれるのに。

  

  为什么，她会露出那种表情？

  　なんで、そんな顔をしているんだ？

  

  我摇摇她，她没有反应。碰到她的手掌传来湿湿的温热触感，我低头看看双手，上面沾满了应该还在流的鲜红血液。

  　ゆすってみても返事はない。触れた掌にはぬるりとした生暖かい感触があり、両の手を眺めれば未だ流れ出ているであろう真っ赤な血で染まっていた。

  

  

  「啊、呜……呜啊……怎么、了……这是怎么一回事……」

  「は、う……ぅあ……なん、だ……何なんだこれは……」

  

  

  身体的力量一口气流失。我瘫坐在MIO面前，哑口无言。

  　身体の力が一気に抜けていく。ぺたんと私はミオの前でへたりこみ、唖然とした。

  

  我感到耳鸣，眼前一片空白。

  　耳鳴りがする。目の前が真っ白になる。

  

  我觉得琪优尔好像在说什么，帐篷外也吵吵闹闹的。怎么了？到底怎么了？发生什么事了？

  　キエルが何か言っている気がする。テントの外も騒がしい。なんだ。なんなんだ。何が起きている？

  

  我听见有人在叫我。是克欧朵拉吗？

  　私を呼ぶ声が聞こえる。クォートラ、なのか。

  

  

  慌慌张张跑进账篷的是克欧朵拉和左恩。克欧朵拉看到瘫坐在地上的我，以及被血染红的帐篷内部，瞬间愣了一下，但马上对我大喊。

  　慌ただしくテントに入ってきたのはクォートラとツォーネ。クォートラは、へたり込む私と血で真っ赤に染まったテントの中の様子を見て一瞬たじろいだが、すぐに私に向かって叫んだ。

  

  

  「公主！公主！请指示！人类的气味还留在这里……这是敌袭！」

  「姫！　姫！　指示を！　人間の臭いが残っている……これは敵襲です！」

  

  「笨蛋龙人！MIO、MIO变成那样了！不快点治疗的话……」

  「バカドラゴニュートッ！　ミオが、ミオがあんなんなってるだろうがッ！　早く診てやらねえと……ッ」

  

  「可是……！已经……」

  「だがッ……！　既にもう……」

  

  

  库多拉和托泽正在对话。我完全听不进去，只是呆呆地碰触澪的身体。流血的伤口不只一处，到处都不断流血。即使用双手堵住一处，也无法阻止其他地方的出血。堵住一处后，又堵不住另一处。

  　クォートラとツォーネが問答をしている。混乱している状況。私は全く耳に入らずにただただ呆けた顔でぺたぺたとミオの体に触れる。血が流れ出ている傷は一つではない。あちこちから止めどなく流れ出ている。一つを両手で塞いでみても、別の場所の流れは止められない。また別の場所を塞いで、塞げなくて。

  

  我再次看向澪的脸，库多拉的话才终于传进我的耳里。

  　もう一度ミオの顔を見てやっと、私にクォートラの言葉が遅れて届いた。

  

  敌袭。敌人。是敌人干的吗？敌人是谁……竟然……把澪的身体刺成这样……

  　敵襲。敵。敵がこれをやった、のか。敵ってなんだ。誰なんだ……こんな……ミオの身体を滅多刺しに……。

  

  

  

  

  

  当我的脑袋完全理解澪被杀害的事实时，声音回到了这个世界。

  　ミオが殺された事を完全に頭で理解した時、世界に音が戻った。

  

  我依然维持着眼前发白的呆滞表情，缓缓地无力地转头看向库多拉他们。

  　私は目の奥が白むような感覚に呆けたような顔のままゆっくりとクォートラ達に首だけをかくんと力なく向けた。

  

  

  「那些家伙……还没走远。澪……澪的身体还很温暖。」

  「奴らは……そう遠くには行っていない。ミオが……ミオがまだ、温かいんだ」

  

  

  我看着沾在双手上的澪的血，如此低语。我感觉到眼角发热，用沾满血的双手遮住扭曲的表情。

  　両手に付着したミオの血を眺めながらそう呟いて、私は目尻が熱くなるのを感じ、歪みかけた表情を血まみれの両手で覆い隠した。

  

  然后我咬紧牙关，从遮住脸的手指缝隙间露出红色的眼睛，看向库多拉他们。

  　そして歯が砕けんばかりに食いしばり、顔を覆った指の隙間から赤い瞳を覗かせてクォートラ達を見る。

  

  

  「……杀了他们。」

  「……殺せ」

  

  

  我只说了这句话……下达了命令。

  　ただそう……命令を、した。

  

  

  「杀了她！杀了她啊啊啊！库多拉！佐夫！托涅！谁都好，谁都可以……找出做出这种事的家伙……！！！」

  「ころせぇっ！　ころせぇええっ！　クォートラっ！　ゾフっ！　ツォーネぇっ！　だれ、誰でもいいっ……これをやった奴らを、探し出せぇっ……！！！」

  

  

  我恳求着。

  　懇願を、した。

  

  

  「别让他们逃了……绝对别让他们逃了！追……追上他们，把他们的四肢扯下来，剥下他们的皮，残忍地杀了他们。在我面前！拜托……一定要杀了他们……」

  「逃がすな……絶対に逃がすな！　追え……追って奴らの四肢を千切り取れ。その皮を剥げ。惨たらしく殺せ。この私の目の前でッ！　頼む……必ず、殺してくれっ……」

  

  

  

  库多拉与托涅无言地点头，回应我勉强挤出的话语，骑着快马立刻出发。

  　私の絞り出すような言葉に、クォートラとツォーネは無言で頷き、早馬を駆ってすぐさま駆け出した。

  

  目送他们离开后……我再次看向眼底的澪，缓缓掀起染红的衣服。

  　それを見送ると……私は眼下のミオにもう一度目を落とし、ゆっくりと赤く染まった服を捲った。

  

  有着新伤痕的纤细手臂、白皙的脖子、柔软的身体。上面残忍地刻着新的刀伤，应该是想做得更仔细吧。刺在身体上的剑伤不只两、三道，她的眼睛瞪得大大的，充满着惊讶与恐惧，想必是遇到了很可怕的事吧。

  　生傷の跡がある細い腕。白い首筋。柔らかな体。そこに惨たらしく刻まれた新しい刀傷。念入りに、という事だろう。体に刺し込まれたであろう剣の傷は2つや3つではない。その目は見開かれたまま、驚きと恐怖に満ちていたのだからよっぽど恐ろしい目に遭ったんだろうなあ。

  

  

  「一定很痛吧，一定很害怕吧。都是因为我去拿这种东西……」

  「痛かったよな。怖かったよな。私がこんなものを取りに行っていたばっかりに……ッ」

  

  

  我将小心翼翼藏在口袋里的红白花瓣花，粗鲁地扔掉。什么幸福之花，这种、这种东西……

  　ポケットに大事に忍ばせていた白と赤の花弁持つ花を私は乱雑に投げ捨てる。何が幸福の花だ。こんな、こんなものっ……。

  

  我将手覆盖在MIO的脸上，缓缓地闭上她的眼皮，然后将脸埋进她的身体，任凭涌上心头的感情驱使。

  　そしてミオの顔に手を翳しゆっくりとその瞼を閉じると、胸にこみあげる思いのままその体に顔をうずめた。

  

  ……明明是这么、这么温暖的……

  　……こんなに、こんなに温かいのに……っ。

  

  却听不见……心脏的跳动、生命的声响……

  　心臓の鼓動が……命の音が、聞こえない……。

  

  

  「呜、呜啊啊……呜啊啊啊啊啊啊啊……」

  「う、うぁあ……うぁああぁあああっ……」

  

  

  我感受着MIO身体渗出的血，温热地沾湿我的脸，不顾满脸的泪水与鲜血……哭了出来。

  　顔にべっとりと感じる、ミオの体から染み出した血の温かさを感じ、涙と血に塗れた顔を憚らずに私は……泣いた。

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  「咿！」

  「ひいっ」

  

  

  其中一名暗杀者看到我抱着MIO的遗体，摇摇晃晃地从帐篷中现身，发出惨叫。

  　暗殺者の一人は、ミオの亡骸を抱えよろよろとテントの中から現れた私を見て悲鳴を上げた。

  

  我抱着满是鲜血的尸体，雨水打湿的白发遮住眼睛，满脸鲜血，以空洞的眼神望着他们。

  　血だらけの死体を抱える、目元を覆い隠す雨に濡れた白い髪とその顔を真っ赤な血でべとべとに染めた私は、虚ろな瞳で一同を眺めた。

  

  

  有三个人被推到我面前，他们全被魔族束缚，被迫跪在地上。

  　私の前に突き出されたのは、3人。全て魔族に拘束され、跪かされていた。

  

  

  「……只有、这样吗？」

  「……これ、だけか」

  

  

  听到我的低语，全身被溅血染红的_quota>回答：

  　私のつぶやきに、返り血で体を染めたクォートラが言う。

  

  

  「原本有十个人左右，但抵抗的人当场被杀了。这三个人是投降的人。」

  「10人ほど居りましたが、抵抗したものはその場で殺しました。この3人は投降した者たちです」

  

  「这样啊……」

  「そうか……」

  

  

  我望向佐夫的大斧与左恩的突击枪，它们也染上一片血红，他们以颤抖的手握着武器，露出随时可能杀死暗杀者的表情。

  　眼をやればゾフの大斧やツォーネの突撃槍もまた赤く染まっていて、震える手で得物を握る彼らは今にも暗殺者を殺してしまいそうなほどの表情をしていた。

  

  在我们交谈的期间，那两个杀手看到我，露出绝望的表情。

  　そんなやり取りの最中、当の暗殺者たちは私を見て絶望の顔色でいた。

  

  

  「恶魔的相貌……竟然还有另一个人……」

  「悪魔の相……もう一人いたとは……」

  

  「我们杀的是替身吗……被、被摆了一道……」

  「俺たちが殺したのは替え玉だったというのか……して、やられた……」

  

  「闭嘴！」

  「黙れ！」

  

  

  他们嘀嘀咕咕的细小声音好刺耳！

  　ぼそぼそとか細い声が耳障りだ！

  

  我红肿着眼睛，以凶神恶煞的表情瞪着那两个杀手。原来是这么回事。这两个家伙的目标是我，以为我是MIO而杀了她吗？替身？哪有什么替身！MIO……怎么可能有她的替身……！

  　私は目を赤く腫らしたまま鬼の形相で暗殺者達を睨んだ。そういう事か。こいつらの狙いは私で、ミオを私だと思って殺したのか。替え玉？　替えなどあるものか！　ミオは……ミオの代わりなど……！

  

  湿透的白发缝隙间，红色的眼睛瞪着那两个杀手。全身被MIO流出的血染成鲜红色的幼女散发出怒气，让那两个杀手畏缩了。

  　濡れた白い髪の隙間から赤い瞳が暗殺者たちを睨む。全身をミオの体から流れ出た血で真っ赤に染めた幼女の怒気に、暗殺者たちはひるんだ。

  

  最重要的是，他们以为已经暗杀掉的将军还活着。作战完全失败。他们应该是走投无路，赌上最后希望投降的，但想必他们也明白，这连稍微延长寿命都办不到。

  　何より、自分たちが暗殺せしめたと思っていた将軍が生存していたのだ。作戦は完全に失敗。苦し紛れと最後の望みをかけたのであろう投降も、わずかばかりの延命にもならんと知るだろう。

  

  我呼地吐出紊乱的气息，低着头简短地说。

  　私は荒い息をふうーっと吐いて、俯きながら短く言った。

  

  

  「……去死。」

  「……死ね」

  

  

  瞬间，魔族们的咆哮在雨中响起。

  　瞬間、魔族達の咆哮が雨の中響いた。

  

  手臂一只只被扯断。双脚被抓住，就这样被撕裂。活生生被哥布林啃食。

  　腕を一本一本もぎ取られていくもの。両足を掴まれそのままぶつぶつと裂かれていくもの。生きたままゴブリンに貪り食われるもの。

  

  魔族们依照我的要求，尽可能让我分散注意力。他们怀抱着对杀害MIO之人的恨意，尽可能让处刑过程伴随着痛苦。

  　魔族たちは私の望み通りに、私の気が少しでもまぎれるように。そしてミオを殺した者たちへの恨みを込めて、出来る限り痛みを伴う処刑を実施していく。

  

  这是为了我，也是为了MIO。

  　私の為、そしてミオの為に。

  

  

  然而，就算听到惨叫声，看到凄惨的景象和声音，我却没有任何感觉……我只能看着眼前进行的处刑。

  　だが、悲鳴とともに聞こえてくる凄惨な音や光景を見ても、何も、何も感じない……。私はただ、目の前で行われる処刑を眺めていた。

  

  暗杀者们化为沉默的肉块后，魔族们在短暂的寂静中纷纷开口。

  　暗殺者たちが物言わぬ肉片と為った後、一瞬の静寂を経て魔族達は口々に声を荒げた。

  

  

  「为什么会让这种事情发生！监视者在干什么！」

  「なんでこんなことを許しちまったんだ！　見張りは何してたんだよ！」

  

  「我们没料到会发生这种事。人类暗杀魔将军，至今从未发生过这种事……根本是自杀行为。不过，对方是人类的话，或许就有可能。」

  「想定していなかった。魔将軍を人間が暗殺などこれまでに有り得なかった……自殺行為だ。だが人間相手ならという事か」

  

  「喂，别在克莱儿大人面前说这种话！」

  「おい、それを今ココット様の前で言うんじゃねえ！」

  

  「因为下雨，别说人类的气味，就连血腥味都没办法马上察觉。对方派来的暗杀者，实力高强到连魔物们都没发现吗？」

  「雨のせいで人間の臭いはおろか血の臭いにすらすぐに気づかなんだとは。魔物達にも気づかせない手練れを寄越して来たか」

  

  「竟然使出这种卑鄙的手段……不可原谅……绝对不可原谅，可恶的人类……！」

  「卑劣な手を……許せん……断じて許せんぞ人間め……！」

  

  

  魔族们似乎在争论些什么，但我完全听不进去。

  　魔族達も何やら口論をしているようだが、私の耳には入らなかった。

  

  没多久，暗杀者们化为肉块，流出的鲜血形成一片血海。我缓缓让MIO躺下，踩着红色的血海，发出啪哒啪哒的声响，摇摇晃晃地走向暗杀者的尸体。

  　やがて広場が肉塊と化した暗殺者たちから流れ出た血は海となり。私はゆっくりミオを寝かせると赤い海をぺちゃぺちゃと音を立ててふらふらと暗殺者の死体に向かって歩いていく。

  

  刺客眼神空洞地望着半空中断气，脸上跟澪一样满是痛苦和恐惧。

  　虚ろな目を虚空に向けて息絶える暗殺者の顔にはミオと同じように苦痛と恐怖が張り付いていた。

  

  即使如此，我还是恨他。恨到无法自已。

  　だが、それでもまだ憎らしい。憎らしくてたまらない。

  

  

  「可恶！」

  「くそっ！！」

  

  

  我再也无法忍受，朝他的脸狠狠地踩了下去。

  　私は耐えられなくなりその顔めがけて足を思い切り踏み下ろした。

  

  

  「可恶！可恶！可恶……可恶……可恶……可恶……！」

  「くそッ！　この、くそっ！　くそぉっ……くそっ……この、このぉっ……！！」

  

  

  我一次又一次地践踏刺客的尸体。

  　私は何度も。何度も暗殺者の死体を踏みつけた。

  

  明明不管踩多少次，都不会有任何改变。不管是我的心，还是澪。

  　何度踏んでも、何も……何も変わらないのに。私の心も、ミオも。

  

  即使如此，我还是无法停止。因为我的脑袋里一片血红、一片空白、一片漆黑。

  　それでも踏まずにはいられなかった。頭の中は真っ赤で、真っ白で、真っ暗だったから。

  

  

  「克莱儿！」

  「ココット！」

  

  「！」

  「っ」

  

  

  听到有人呼唤我的名字，我回过神来，停下动作，望向声音传来的方向。

  　私は、私を名で呼んだ言葉にはっとして、動きを止めてその方を見やった。

  

  只见跪在地上，将澪抱在怀中，握着她的手，眼角泛泪的琪雅尔就站在那里。

  　そこには地面に膝を落としミオを胸に抱くように支え、その手を握りながら私を見て目尻に涙をためた、キエルがいた。

  

  

  「我不会要你住手。虽然不会要你住手，但请你……不要再这样了……」

  「もう、もう十分とは言いません。言いませんけど、もう、やめてください……」

  

  「……！」

  「ッ……！！」

  

  「看到你这个样子，我太痛苦了……」

  「そんなあなたを見るのは、辛すぎるから……」

  

  

  看到琪雅尔流下一行清泪，我瞪大双眼，以非常僵硬的动作，望向被琪雅尔抱在怀中的澪。

  　一筋の涙を零すキエルに、私は目を見開き、キエルに抱きかかえられているミオに酷くぎこちない動きで目を落とした。

  

  说得也是。要是让琪雅尔看到我这个样子……要是让她看到，她一定会……

  　そう、だな。こんな私なんか、見せたら……見せたらきっと。

  

  

  「我害她、害怕了。」

  「怖がらせて、しまうよな」

  

  

  我用颤抖的声音这么说，把脚从刺客身上移开，摇摇晃晃地走向澪和琪叶。琪叶再次让澪躺在自己的大腿上。

  　震える声でそう言い、暗殺者の体から足をどけるとふらふらとミオとキエルの下へ歩み寄る。キエルは再びゆっくりと自分の腿を枕代わりにミオを寝かせる。

  

  然后我也和琪叶一样在澪的身旁蹲下，握着她的手，硬是挤出难看的笑容。

  　そして私もキエルと同じようにミオの傍らに屈み込むと、その手を握りながら酷く不細工な笑みを無理やり作った。

  

  

  

  

  不过，那也只是一瞬间的事。

  　が、それも一瞬の事。

  

  我因为难以忍受的胸口苦闷感而忍不住低下头，紧紧握住胸前的项链……雷米的圣石，澪为我做的项链。

  　私は耐え難い胸の苦しさに思わず俯き、胸のネックレス……レイメの聖石をぎゅっと握りしめた。ミオが作ってくれたネックレスを。

  

  好痛苦，心好痛，痛到好像要碎裂了。眼泪止不住地流。我明明以为自己已经枯竭了。

  　苦しい、心が。潰れてしまいそうなほどに痛い。涙が溢れて止まらない。枯れたと思っていたのに。

  

  为什么？为什么会变成这样？为了保护你，我做好扭曲生存意义的觉悟，选择和可恨的对象携手合作。

  　なぜだ。どうしてこんな事になった。お前を守るために、私は生きる意味を捻じ曲げようと覚悟した矢先に。憎むべき相手と手を取り合う事を選んだ矢先に。

  

  为什么世界要这样对待我？

  　世界はどうして、私にこんな仕打ちを。

  

  

  

  

  

  

  ——啊啊……原来如此。这就是、这就是报应吗？

  　――――ああ……そうか。これが、これが報いか。

  

  这就是我稍微相信那个圣女、相信人类的报应吗？

  　あの聖女などを、人間などをわずかでも信じようとした報いがこれなのか。

  

  

  「你骗了我……圣女库夏尔纳……」

  「騙したな……聖女クーシャルナ……」

  

  

  我握着澪的手，用勉强挤出的声音低语。

  　私はミオの手を握り、絞り出すような声で呟く。

  

  我不需要问这些暗杀者是谁的命令。因为我知道，只要我身为魔将军，只要我派出暗杀者，就能轻易夺走那些人的性命。

  　暗殺者たちに誰の命令かなど聞く必要はなかった。私が魔将軍であり、暗殺者を差し向ければ簡単に殺せる人間であることを知っている者は分かっているのだから。

  

  

  

  「果然没错……人类总是背叛我。总是夺走我重视的人。」

  「やはりそうだ……人間は、いつだって私を裏切る。いつだって私の大切な者を奪い取っていく」

  

  「克莱儿……？」

  「ココット……？」

  

  「琪雅儿……呵呵，我终于明白了……哈哈……啊哈哈哈！原来我……还是人类啊……呵呵呵……呵呵哈哈哈哈！」

  「キエル……くく、ようやくわかったよ……ははっ、あはははっ！　まだ私は、人間だったんだな……。くふふ、ふふははははっ！」

  

  

  琪雅儿先是用畏惧的眼神看了开始大笑的我一眼，接着缓缓朝我伸出手，又缩了回去。

  　笑い始めた私を、キエルは一瞬怯えたかのような目で見た後、ゆっくりと私に手を伸ばし、引っ込めた。

  

  我不理会琪雅儿的举动，低着头，一边流泪一边大笑。从内心深处喷发而出的恸哭，被情感压垮，化为近似嘲笑的形状。

  　そんなキエルに構わず、俯いたまま涙を零して笑う。胸の奥から噴き出す慟哭は、感情に押しつぶされて嘲笑めいた形を取った。

  

  

  「我再也无法忍受了。无法忍受拥有人心。」

  「もう、耐えられない。人の心を持つことに、耐えられない」

  

  

  我……感受着滑落脸颊的泪水带来的温暖，仰望天空。

  　私は……流れ出る涙が頬を伝う温かさを感じながら天を仰ぐ。

  

  满天的星空仍被乌云遮蔽。雨水打在脸上，我用不断溢出泪水的红色眼眸瞪着天空，露出扭曲的笑容。

  　満天の星空は未だ黒い雲に隠れ。顔に雨を受けながら私はその空を涙が溢れ続ける赤い瞳で睨み、歪んだ笑みを浮かべた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  「我————要变回恶魔。」

  「私は――――悪魔に戻るよ」

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  ＃１０１　epilogue：夢の終わり

  ＃101　epilogue：梦的结束

  　

  

  

  会议当天。

  　会合の当日。

  

  圣女指定的地点，是距离营地稍远的地方。

  　聖女が指定してきた場所は駐屯地から少し離れた場所だった。

  

  我们先抵达现场，不发一语地站在森林中的广场上，不久后，圣女率领的圣歌队便现身了。真亏她有脸出现在这里，是有什么企图吗？

  　我々が先につき、無言で拓けた森の中の広場に佇んでいると、やがて聖女率いる聖歌隊が現れた。よくもまあのこのこと顔を出せたものだ。何か企んでいるのか。

  

  不管怎样，我都无所谓。她愿意出现就好。

  　どちらにせよ、構わないんだが。現れてくれただけ良い。

  

  

  我若无其事地站在现身的圣女面前，以没有感情的表情凝视着虚空。

  　私は、何食わぬ顔で現れた聖女の前に立ち、色のない表情でただただ虚空を見ていた。

  

  我让魔剑士在广场上待命，约有二十人左右。我站在广场中央，索夫和左恩则在我身后五米处。他们俩也和我一样，以没有感情的表情望着圣女和她身后的圣歌队。约三十人的圣歌队成员和上次相同，但迪欧尼欧不在，负责统率的是雷威。

  　私が広場に立たせている兵力は魔剣士が20名ほど。広場中央に立つ私の5メートルほど背後にはゾフとツォーネ。二人も私と同じように色のない表情をして、聖女とその背後の聖歌隊の面々を眺めていた。30名ほどの聖歌隊は前回と同じメンツのようだが、デオニオが居ない。取りまとめているのはレーヴェのようだ。

  

  算了，无所谓。无所谓。

  　まあ、どうでもいい。どうでも。

  

  

  

  

  圣女站在我面前，夸张地行了一礼后，露出笑容开始说话。

  　聖女は私の前に立ち仰々しく礼をしたのち、笑顔を見せて喋り始めた。

  

  

  「克莱儿，很高兴能再见到你。」

  「ココット、また会えて嬉しいです」

  

  

  啊啊，真是虚伪。

  　ああ、白々しい。

  

  很高兴能再见到我吗？她心里明明不是这么想的。

  　会えて嬉しい、か。腹の内は違うだろうに。

  

  我没有回答这句话。

  　私はその言葉に答えなかった。

  

  

  「你愿意来到这里，就代表你愿意接受我的提议了吧？」

  「この場に居てくれたという事は、申し出を受けてくれる気になったという事ですよね」

  

  

  我依旧没有回答。

  　私は、答えなかった。

  

  

  面对始终不发一语的我，圣女露出有些困扰的表情，断断续续地说着听了令人作呕……像是和平怎样、携手合作怎样的话。

  　終始無言の私に聖女はどこか困ったような顔をしながら、聞いていて反吐が出るような……平和がどうとか手を取り合う事がどうとかをぽつぽつと語った。

  

  那些话语听在我耳中，全都令人感到非常不舒服，我无法理解听到的话，直接任其流过。

  　そのすべての言葉が、私には酷く気持ちの悪いものに聞こえていて、耳に入った言葉はそのまま理解せずに抜けて行った。

  

  我真的有种在发呆的感觉。站在眼前的圣女脸庞化为黑色的影子，甚至让我觉得看不见。

  　本当に、ぼうっとしているような感覚。目の前に立つ聖女の顔は黒く影になっていて見えないと感じるほど。

  

  她是如此难以捉摸的存在，我完全感受不到她身上还残留着雷米的影子。

  　そんな得体の知れない存在。レイメの面影などもはや微塵も感じられはしなかった。

  

  

  「……克莱儿，我们一定能创造出和平的世界。所以……请你跟我一起。」

  「……ココット、私たちはきっと平和な世界を作れます。だから……一緒に」

  

  

  圣女向我伸出手，要求握手。我盯着圣女伸到我眼前的那只手，再看向圣女，发现被黑影覆盖的脸庞上挂着笑容。

  　聖女は私に握手を求めてきた。目の前に突き出された聖女の手。それをじっと見て、それから聖女を見れば黒い影に覆われた顔に笑みが張り付いていた。

  

  我依旧不发一语，缓缓举起一只手，将松垮垮的袖子伸向圣女。

  　私は無言のままゆっくりと片腕を上げ、だぼだぼの袖を聖女へ向けた。

  

  看到我举起手回应握手的要求，以雷威为首的圣歌队骑士们露出安心的表情，圣女也露出温和的笑容。我的红色眼眸以不带感情的混浊视线，环视着这一切。

  　私が握手に応じるよう腕を上げたのを見たレーヴェをはじめ聖歌隊の騎士たちの安堵した顔や、聖女の穏やかな笑み。それらを私の赤い瞳は感情の色を持たないどろりとした視線で見渡していた。

  

  我的手靠近圣女伸出的手……然后直接错开。我的手伸向圣女的胸口。

  　私の手が聖女の差し出した手に近付き……そのまますれ違う。私の手は聖女の胸へと向けられて。

  

  圣女露出不解的表情，几乎在她呼唤我的名字的同时。

  　聖女が不思議そうな顔を浮かべ、私の名を呼びかけたのとほぼ同時に。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  ——我扣下了扳机。

  　――――私は、引き金を引いた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  刹那间，会面的场所响起「砰」的清脆声响。

  　刹那、会合の場にはパン、という乾いた音が響き渡った。

  

  

  「……咦？」

  「……え？」

  

  

  咳噗。

  　げぼり。

  

  

  圣女露出惊讶的表情，嘴角流出暗红色的血，红色污渍在她身上衣服的胸口处慢慢扩散。

  　驚きの表情をした聖女の口の端から赤黒い血が零れ、纏う装束の胸元にじわりと赤いシミが広がっていった。

  

  我身上不合身的松垮衣服袖子，正好适合用来藏起从亚历杭德罗那里抢来的手枪。从袖子里取出的手枪射出的子弹，被圣女的胸口吸了进去。

  　身の丈に合わないぶかぶかの私の服の袖は、アレハンドロから奪った拳銃を隠し持つのにちょうどよかった。袖から取り出した拳銃より発射された弾丸は、聖女の胸に吸い込まれた。

  

  圣女库夏尔娜依然一脸不解，用手擦拭从自己口中溢出的血，然后把手放在胸口。从胸口慢慢溢出的血，转眼间就染红了她的手。

  　不思議そうな顔をしたまま自分の口からこぼれた血を手で拭い、そして胸に手を当てる聖女クーシャルナ。じわじわと胸から溢れる血はその手をあっという間に染め上げた。

  

  然后库夏尔娜又用力咳了一下，从口中喷出血沫，她的眼睛确实捕捉到了我。映在她那双黯淡无光的眼睛里，是眼神混浊的我。她眼里映出的我，只是冷淡地扣下枪的扳机，没有任何同情。

  　そしてもう一度大きく咳き込み口から血の飛沫を飛ばした後、クーシャルナの瞳は確かに私を捉えた。光を映さぬ眼に映る、濁った眼をした私。ただ冷淡に、一切の情けなく銃の引き金を引いた私が映っていた。

  

  库夏尔娜终于理解自己身上发生了什么事，同时她也因为我不知道为何做出这种事，而露出混杂着惊讶与悲伤的表情。从旁人看来，她的表情就像是在为难地笑着。

  　クーシャルナはやっと自分の身に何が起きたのかを理解し、そして同時にどうして私がこんなことをしたのかと驚きと悲しさが混じった顔をした。その表情は、傍から見れば困ったように笑っているようで。

  

  一道泪水从她的眼角滑落。

  　その目尻から、一筋の涙が零れ落ちる。

  

  

  「克莱儿……为什么……」

  「ココット……なぜ、なのです……」

  

  

  说完这句话，库夏尔娜便仰躺在地。

  　その言葉を最後に、クーシャルナは背中から仰向けにどさりと倒れた。

  

  

  

  广场上持续响起受枪声惊吓的鸟群，一齐从树上飞起的振翅声。

  　広場には銃の音色に驚いた鳥たちが一斉に木々から飛び立つ羽音が響き続けた。

  

  

  「库……库夏尔娜大人——！」

  「ク……クーシャルナ様ァア！」

  

  

  在场所有人的沉默被雷威的悲鸣划破。

  　場に居合わせた面々の沈黙を裂いてレーヴェの悲鳴があがった。

  

  在一脸无法理解发生何事的圣歌队中，雷威率先察觉到库夏尔娜被打败了。

  　何が起きたのか理解できないと言った顔の聖歌隊の中で、レーヴェが居の一番に事態に気づいた。クーシャルナがやられた、と。

  

  雷威的声音似乎也传到了圣歌队耳中，骑士们纷纷拔剑。

  　レーヴェの声で聖歌隊にもそれは伝播したようで、騎士達は次々に剣を抜き放った。

  

  对谈迎来了结局，名为破局的结局。

  　対談は結末を迎えたのだ。破局と言う結末を。

  

  

  「你这家伙，刚才做了什么！」

  「貴様、今何をした！」

  

  「你竟敢做出这种事……给我离开圣女大人！」

  「何という事を……聖女様から離れろッ！」

  

  

  骑士们以雷威为首，纷纷大叫着朝我冲来。托泽和索夫立刻举起武器。

  　レーヴェを筆頭に口々に叫びながら私の方へと駆けてくる騎士達。すぐにツォーネとゾフが武器を構える。

  

  魔剑士们也拔出剑，从人型变成骸骨。

  　魔剣士達も剣を抜き、姿を人から骸骨に変じた。

  

  

  「吵死了，人类们。」

  「五月蠅いぞ、人間共」

  

  

  我缓缓举起手，挥下作为事先准备好的信号。

  　私はゆっくりと手を上にあげると、あらかじめ用意していた合図として振り下ろした。

  

  瞬间，龙人们划破树叶，张开翅膀从森林中飞出。

  　瞬間、森の中から木の葉を切り裂いてドラゴニュート達が羽を広げ飛翔した。

  

  

  圣歌队的骑士们惊讶地停下脚步。龙人们毫不留情地对那一瞬间的停止喷出火焰。

  　聖歌隊の騎士たちが驚きで足を止める。その一瞬の停止に、ドラゴニュート達は容赦なく火炎を吹きつけた。

  

  从空中降下的业火焚烧广场，燃烧树叶。尽管有雷威的剑风挡下几道直击，广场却变成了灼热地狱。

  　空から降り注ぐ業火は広場を焼き、木の葉を燃やす。レーヴェの剣風によりいくらかの直撃は防がれたが、広場は灼熱地獄へとその様相を変えた。

  

  

  我缓缓转身迈开步伐，穿过索夫和托泽之间。在通过他们身旁时，我也对他们下达了命令。

  　私はゆっくり背を向けると歩き出し、ゾフとツォーネの間を抜ける。通り過ぎ様に私は彼らにも命令を下した。

  

  

  「杀了他们。」

  「殺れ」

  

  

  索夫和托泽的红色眼眸收缩，同时，藏在森林中的哥布林和半兽人现身了。

  　ゾフとツォーネの赤い瞳が収縮し、同時に森の中に隠していたゴブリンやオーク達が姿を現す。

  

  雷威因伏兵而瞪大双眼，就在他举起剑准备下令的同时——

  　伏兵にレーヴェが目を見開き、命令を下すべく剣を掲げると同時。

  

  愤怒的魔族军一口气冲向集会地点，袭向圣歌队的骑士们。

  　怒りに猛る魔族軍が一気に会合の場に猛進し聖歌隊の騎士たちに襲い掛かった。

  

  

  

  

  圣歌队的成员们都是相当有本事的人。即使在人数上处于压倒性的劣势，他们仍果敢地战斗。

  　聖歌隊の面々は相当な技量の持ち主だった。数で圧倒的に不利な状況でも果敢に戦っている。

  

  然而，这场战斗是突如其来的，再加上失去自己象征的冲击，让他们逐渐被击溃。

  　だが不意の戦いであること、そして自分たちのシンボルが喪われた衝撃に次第に押し潰されていった。

  

  

  「为什么！圣女大人是真的想跟你们携手合作……咕啊！」

  「何故だ！　聖女様は本当にお前たちと手を取りあおうと……ぐあッ」

  

  「我们是为了和平……！」

  「平和のために俺たちはッ……！」

  

  

  骑士们纷纷对我们大喊「为什么」、「你为什么要背叛」。

  　口々に何故だ、どうして裏切ったと我々に叫ぶ騎士達。

  

  而听不进这些话的魔族们，接二连三地袭向他们。

  　そしてそんな言葉を聞く耳持たない魔族達は次々に襲い掛かっていく。

  

  该说是果然吗？立刻察觉到情势不利，恢复冷静思考的正是雷威。

  　やはりというかなんというか、不利を即座に悟り冷静な思考を取り戻したのはレーヴェだった。

  

  

  「库夏尔纳大人……！呜，快让开！」

  「クーシャルナ様ッ……！　くっ、どけえッ！」

  

  

  雷威挥出长剑，哥布林们被剑压震飞。哦，挺厉害的嘛。

  　レーヴェが長剣を振りぬき、ゴブリン達が剣圧で吹き飛ぶ。ほう、なかなかやるな。

  

  雷威挥舞着与身高差不多的细长长剑，将靠近的魔族们悉数震飞。

  　身の丈ほどもある細身の長剣を扱うレーヴェは近づく魔族達の悉くを弾き飛ばした。

  

  雷威拼命地跑过因此而空出的道路，抵达圣女身边。

  　そうして出来た道をレーヴェは懸命に駆け、聖女の下へと辿り着く。

  

  他抱起圣女，大声叫道：

  　レーヴェは聖女を抱え上げると叫んだ。

  

  

  「撤退、撤退！」

  「退け、退けぇっ！」

  

  

  雷威判断要回收圣女撤退，于是背对着她冲了出去。

  　聖女を回収し撤退する、そう判断したレーヴェは背中を向けて駆け出した。

  

  圣歌队的骑士们也配合他的行动开始撤退。

  　それに合わせて聖歌隊の騎士たちも退がり始める。

  

  然而——

  　だが。

  

  

  

  「别想逃……！」

  「逃がさねえぞ……！」

  

  「我要把你们这些家伙一个不剩地杀光！」

  「てめェら残らずぶっ殺してやるッ！」

  

  

  索夫和托涅脸上带着憎恶与杀意，发动突击。他们如同字面所述，把尝试撤退的骑士们打飞。

  　ゾフとツォーネが憎悪と殺意を顔に張り付けて突貫。撤退を試みる騎士たちを文字通り吹き飛ばした。

  

  哀叹着米欧之死的他们，已经葬送了十名精悍的圣歌队骑士。他们气势汹汹地挥舞着武器，打算让人类的尸骸尽可能曝尸荒野，当作是最后的饯别。

  　ミオの死に嘆く彼らは精強な聖歌隊の騎士を既に10名は葬っていた。せめてもの手向けと、少しでも人間どもの骸を地に曝してやろうと恐ろしい剣幕で武器を振るっていた。

  

  面对索夫和托涅的追击，骑士们领悟到一件事。

  　そんなゾフとツォーネの追撃に騎士たちは悟る。

  

  他们无法撤退。所有人都是。

  　撤退などできない。全員では、と。

  

  

  圣歌队的骑士们互相点头，排成一列挡住抱着圣女的雷威通过后的去路，阻挡在索夫、托涅以及魔族们的面前。

  　聖歌隊の騎士たちは頷きあって聖女を抱えたレーヴェが通り過ぎた後を塞ぐよう並び、ゾフとツォーネ、そして魔族達の前に立ちはだかる。

  

  雷威察觉到这点，瞬间转头看向背后。

  　レーヴェはそれに気づくと一瞬背後を振り返った。

  

  

  「你们！？」

  「お前たち！？」

  

  「雷威副师团长……至少把圣女大人的遗体带回巴尔塔吧……！」

  「レーヴェ副長……聖女様の御身だけでもバルタへ……！」

  

  「请您、请您务必带她回去……！」

  「どうか、どうかお連れしてください……！」

  

  

  雷威在一瞬间的犹豫后，察觉到骑士们打算以自己的身体殿后的觉悟，闭上了双眼。

  　騎士達が己の身を殿とした覚悟を、一瞬の逡巡の後汲み取り、レーヴェは眼を閉じた。

  

  

  「……咕呜呜！」

  「……くぅうっ」

  

  

  那也只有一瞬间，雷威立刻冲了出去，穿过广场。

  　それも一瞬、すぐさま駆け出したレーヴェは広場を抜ける。

  

  魔族为了不让任何一人逃走，展开追击。因为魔族们也同样失去了米欧，心中充满愤怒与悲伤。

  　魔族は一人も逃すまいとして追撃をかける。ミオを失った怒りと悲しみは魔族達にも同様に言えたのだから。

  

  然而，为了帮助抱着圣女遗体的雷威逃走，圣歌队的骑士们形成人墙阻挡在前方。

  　だが、聖女の亡骸を抱えるレーヴェを逃がすべく聖歌隊の騎士たちが壁となり立ちはだかる。

  

  雷威咬紧牙关，让圣女坐上马，自己也跨上马背，立刻策马奔驰。

  　レーヴェは歯を食いしばりながら馬に聖女を乗せ、自分もまた跨るとすぐさま駆け出した。

  

  

  

  

  

  

  

  

  我只能一直看着这幅光景。依旧维持龙形的库多塔站在我身旁，望着同样离去的雷威背影，开口说道：

  　その光景を私はただじっと見ていた。竜化したままのクォートラが私の脇に立ち、同じく去り行くレーヴェの後姿を眺めながら言う。

  

  

  「这样真的好吗？」

  「本当に、よかったのですか」

  

  「嗯，圣女的遗体就送给他吧。」

  「ああ。聖女の亡骸はくれてやる」

  

  

  我本来考虑要回收圣女的遗体，但考虑到用途，还是送给他比较好。

  　聖女の亡骸、回収を考えたが使い道を考えればくれてやった方がいい。

  

  因为圣女之死，对我们而言，除了讨伐敌方象征之外，还有更重大的意义。

  　聖女の死は、バルタを襲う上でも我々にとって敵のシンボルを討ち取った以上の意味があるのだから。

  

  而且，是我亲手杀了她。在那之前，我连魔族都没动过。无论如何，若不亲手杀了她，根本无法祭拜她。不管那个女人放着暗杀者不管，一副事不关己地现身，心里在想什么，亲手报复都是我最优先的事项。就算Quarta他们再怎么劝我危险，我也不会退让。

  　それに、私の手で奴を殺した。それまでは魔族にも手は出させなかった。どうしてもこの手で殺さなければ手向けにもならなかったのだ。暗殺者を放っておいてどこ吹く風で顕れたあの女が何を考えていようと、この手での報復は最優先事項だった。どれだけ危険だとクォートラらに言われても、譲れなかった。

  

  

  

  索夫的大斧将数名骑士连同铠甲一起砍成两半，托内以突击枪一次刺穿数人。

  　ゾフの大斧が数人の騎士をまとめて鎧ごと両断し、ツォーネの突撃槍が一度に数人を串刺しにする。

  

  圣歌队的训练程度很高。但是突然失去圣女的动摇，以及魔族们骇人的杀意，让他们逐渐遭到蹂躏。

  　聖歌隊の練度は高い。だが突然聖女を失った動揺と、魔族達の恐ろしいまでの殺意によって蹂躙されていく。

  

  被将悲伤转换为憎恨，将悔恨转换为杀意的魔族们点缀，染上人类鲜血的广场。

  　悲しみを憎悪に、悔しさを殺意に塗り替えた魔族たちによって彩られ、人間の血に染まる広場。

  

  

  我看着这幅景象，对Quarta说：

  　それを眺めながら、私はクォートラに言った。

  

  

  「我做了选择。我一定会让那些家伙受到报应……就算死也一样。」

  「私は選択した。必ず連中に報いを受けさせる……例え死んでも、な」

  

  

  我已经不在乎自己的身体。

  　もはやこの身を厭いはしない。

  

  我改变了生存的优先级。因为我已经领悟到，这个世界不可能有我的幸福。

  　私の生存は優先順位を変えた。もはやこの世界に私の幸福はあり得ないと悟ったのだから。

  

  就算死，我也绝对要让犹纳伊教、人类……知道厉害。

  　死んでも絶対に、ユナイル教に、人類に……思い知らせてやる。

  

  我要杀光巴尔塔的人类，将这场战争导向魔族的胜利。

  　バルタの人間を皆殺しにして、この戦争を魔族の勝利に導く。

  

  我下定决心。

  　私はそう固く決意する。

  

  啊啊，米欧。好想见你。

  　ああ、ミオ。会いたいよ。

  

  可是，你再等我一下。虽然你一定很寂寞，但请你忍耐。

  　でも少しだけ待っていてくれ。寂しいだろうけど、我慢してくれ。

  

  虽然我亲手杀了你，但我还有事情要做。

  　お前の仇はこの手で取ったけれど、まだやる事が残っているから。

  

  

  

  

  「等一切结束之后……米欧，我就会去见你……」

  「全部終わったら……ミオ、お前に会いに行くよ……」

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  而琪雅儿……则是捂着嘴，望着眼前的光景，脸颊上滑落一行清泪。

  　そしてキエルはその光景を……頬に一筋の涙を流しながら口を覆って眺めていた。

  

  事情为什么会变成这样？要是当初把那件事告诉克莱儿，结果会不会不一样？

  　どうしてこんなことになってしまったのか。ココットにあのことを伝えていれば結果は変わったのだろうか。

  

  她看着同样只是在一旁观看战斗的克莱儿的背影，轻声开口：

  　同じようにただただ戦闘を眺めるココットの後姿を見やりながら、小さく呟く。

  

  

  「圣女大人是你的……姐姐啊，克莱儿……」

  「聖女様は貴女の……お姉さんだったんですよ、ココット……」

  

  

  希望人类能够和平共处的圣女。

  　人の中に在り和平を求めた聖女。

  

  以及她的妹妹米莱儿，魔将军。

  　その妹であるココットは、魔将軍。

  

  这是多么残酷的命运捉弄。因为圣女夺走了克莱儿珍视的人，所以琪雅儿才会夺走米莱儿圣女的性命。

  　どんな運命の悪戯なのか。ココットは聖女の命を奪うに至った。聖女が、ココットの大切な者を奪ったから。

  

  不过，这真的是圣女的意图吗？琪雅儿已经无从得知了。

  　でも本当にそれは聖女の思惑だったのか、キエルにはもう何もわからなかった。

  

  她唯一明白的，就是米莱儿的死，让琪雅儿最疼爱的妹妹……让克莱儿再也无法变回人类。

  　ただ一つわかっていることは、キエル自身も可愛がっていたミオの死によって……ココットがもう、人に戻ってはくれないだろうという事だけだった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  这一天，巴尔塔的教皇厅前广场陷入一片骚动。

  　その日、バルタの教皇庁前広場は騒然とした。

  

  昨天半夜，上气不接下气的雷威把圣女的遗体搬了进来。

  　昨日の夜中に息を切らせたレーヴェによって聖女の亡骸が運び込まれたのだ。

  

  圣女库夏尔娜的死讯转眼间就传遍民众之间，那股冲击让巴尔塔的人们内心陷入一片黑暗。

  　民衆に瞬く間に伝えられた聖女クーシャルナの死。その衝撃はバルタの人々の心に電を落とした。

  

  

  

  然后，到了隔天。

  　そしてすぐ翌日たる今。

  

  

  

  教皇站在悲叹哀伤的民众面前，将他们的悲伤升华为愤怒。

  　嘆き悲しむ民衆の前に教皇は立ち、彼らの悲しみを怒りへと昇華させる。

  

  圣歌队队长迪欧尼欧热情地演说，声音传到聚集而来的民众耳中。

  　聖歌隊隊長のデオニオが熱弁を振るい、集まった民衆に声を届けた。

  

  

  「圣女大人！率先冲上前线，勇敢地站在魔族面前！为了与他们携手合作！然而！魔族却无视圣女大人的努力，用卑鄙的策略谋杀了她！」

  「聖女様は！　先陣を切り勇猛果敢に魔族の前にお立ちになった！　彼らとさえ手を取り合うために！　しかし！　魔族どもはそれを無下にし卑劣な策略によって謀殺された！」

  

  

  流着泪双手合十的民众，因迪欧尼欧的话而颤抖。

  　涙を流し手を合わせる民衆たちはデオニオの言葉に震えた。

  

  

  「然后！现在率领魔族军攻打巴尔塔的将军！名叫克莱儿！是与恶魔势均力敌的『人类』！」

  「そして！　今バルタを攻めようとしている魔族軍を率いる将軍は！　名をココット！　悪魔の相持つ"人間"であるッ！」

  

  

  这句话带给民众内心莫大的冲击。

  　その言葉は民衆の心に多大なる衝撃を与えた。

  

  现在威胁巴尔塔人民的魔族军，其首脑是人类，而且拥有恶魔之相。

  　自分たちバルタの民を今脅かそうという魔族軍、その首魁が人間であること。そして悪魔の相を持つこと。

  

  迪欧尼欧说出这代表的意义。

  　その意味することをデオニオは語る。

  

  

  「圣女大人！是被恶魔之相杀害的！」

  「聖女様は！　悪魔の相によって殺されたのだ！」

  

  

  迪欧尼欧挥动双手，指出某样东西。

  　両腕を振るい、デオニオは指し示す。

  

  他指向前往广场的骑士们。民众转过头，垂下眼，仿佛在膜拜那群人。

  　広場に向かう騎士たちの一団を。民衆は顔を向け、その一行を拝むようにして目を伏せた。

  

  

  「圣女大人，您太可怜了……」

  「おいたわしや聖女様……」

  

  「啊啊，圣女大人……！」

  「ああ聖女様……！」

  

  「啊啊，怎么会这样……圣女大人……！」

  「ああ、なんということ……聖女様……！」

  

  

  城镇居民们进入盖上花朵的棺材，闭上双眼，将白皙的脸庞暴露在民众面前，被运往他处。

  　街の人々は蓋の空いた花で敷き詰められた棺に入り、瞳を閉じ、白い顔を民草にさらしながら運ばれていく。

  

  聚集在此的人们承认圣女还只是个年轻的少女，几乎所有人都第一次看到她的脸，看到那张甚至显得安详的遗容。

  　集まる者達は聖女がまだ年若い少女であることを認め、殆どのものがその顔を初めて拝む。安らかにさえ見える死に顔を。

  

  

  而在她身后，是被圣女的温情所接纳，被巴尔塔所接受的恶魔之相们。

  　そしてその背後を連ねるは、聖女の温情によってバルタに受け入れられたとされている悪魔の相持つ者たち。

  

  他们被夺走身上穿的白衣，戴上手铐，被锁链系着，一丝不挂地被迫行走。

  　彼らは一様にして与えられた白い衣ははく奪され、手枷を付けられ鎖に繋がれて一糸まとわぬ姿で歩かされていた。

  

  

  广场上设置了舞台。圆形广场的中央仿佛井口般被挖开，洞穴底部一片黑暗。

  　広場に設けられた舞台。円形の広場の中央はまるで井戸の如くくりぬかれ、穴の底には闇があった。

  

  平常会拉上铁栏杆的洞穴，如今宛如地狱入口般被解放，恶魔之相们被排列在洞穴前方。

  　普段は格子がかけられたその穴は今や地獄への入り口めいて解放され、悪魔の相持つ者らはその前に並ばされた。

  

  两旁站着身穿处刑人服装的人们，手上拿着各种各样的器具。

  　その両脇に処刑人めいた服装の者達が待っており、手にはさまざまな器具が持たれていた。

  

  

  确认恶魔之相们排好队后，迪欧尼欧退后一步。

  　悪魔の相達が立ち並んだのを確認するとデオニオは一歩下がる。

  

  取而代之走上前的教皇张开双手，仰望天空。

  　代わりに前に出た教皇は両手を広げて天を仰いだ。

  

  

  「恶魔之相正是元凶！对圣女大人的温情恩将仇报的忌子们，接受惩罚吧！」

  「悪魔の相こそ元凶！　聖女様の温情を仇で返した忌子らに罰を！」

  

  「惩罚！惩罚！」

  「罰を！　罰を！」

  

  

  民众呼应着她的呼喊。他们瞪着恶魔的长相，高举手臂，要求处决他们。

  　民衆は呼応し叫ぶ。悪魔の相達を睨み、殺せと腕を振り上げる。

  

  拒绝圣女怜悯的愚蠢恶魔。以及听闻教皇的教诲，却依旧不知悔改的愚蠢忌子们。就让你们成为他们的陪葬品吧。

  　聖女の情けを拒んだ愚かな悪魔。教皇の教えを聞いて尚更正しなかった愚かな忌子達を手向けとしよう。

  

  处刑人们拿着锯子、剑、西洋梨状的器具，靠近被绑住的恶魔们，开始执行刑罚。

  　処刑人たちが鋸や剣、洋ナシのような器具を持って悪魔の相達に近寄り、拘束された彼らに刑を執行していく。

  

  广场上回荡着惨叫声和呐喊声。在同伴们接连遭受处刑的过程中，吉吉也害怕得浑身颤抖。

  　広場に響き渡る悲鳴、絶叫。仲間たちが次々に刑を受けていく最中に、ジジもまた怯えで体を震わせていた。

  

  

  「不可以恨……不可以恨……！」

  「恨んじゃダメ……恨んじゃダメ……！」

  

  

  她抱着自己的身体，按住颤抖不已的身躯，牙齿不停打颤，口中念念有词。

  　身体を抱き、震える体を押さえつけながら。ガチガチと歯を鳴らしながらブツブツと言葉を吐く。

  

  站在她身旁的少年被剑砍中，站在另一侧的少女则因疼痛而放声尖叫。

  　隣に立っていた少年に剣が振るわれ、反対側に立っていた少女が痛みに絶叫する。

  

  吉吉捂住耳朵，双腿一软，跪倒在地。

  　ジジは耳を抑えてついに膝を折る。

  

  

  一名肥胖的处刑人粗鲁地揪起她的脖子。

  　そんなジジの首を乱暴に掴み上げる太った処刑人。

  

  他手中握着西洋梨状的器具，硬是将那塞进吉吉被迫张开的双腿之间。

  　その手に握られた洋ナシめいた器具が、無理やり押し広げられた両足の合間に添えられる。

  

  吉吉因恐惧而瞪大双眼，流下泪水，望向处刑人的眼睛。从被布袋覆盖的头部空洞中窥见的，确实是一张笑脸。

  　恐怖に目を見開き、涙を零しながら処刑人の目を見れば、袋に覆われた頭部の穴から覗く表情は確かに笑っていて。

  

  吉吉的心中终于有某种东西崩坏了。

  　ジジはついに心の中で何かが折れた。

  

  

  「可是，克莱儿……对不起……或许是我错了……！」

  「だけどココット……ごめん……あたしが間違ってたかも……！」

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  这一天，是持续三天三夜的圣女葬礼的第一天。

  　その日、三日三晩続くしきたりの聖女の葬儀の初日。

  

  恶魔的孩子们一个不剩地被处刑后，被弃置在广场的洞穴里。

  　悪魔の相持つ子らは、一人残らず刑を執行されたのち、広場の穴へと棄てられた。

  

  

  

 
  ＃１０２　prologue：崩山

  ＃102　prologue：崩山

  　

  

  

  

  

  

  艾尔莎雷大陆，法尔托马雷领与魔族领的边界。

  　エルサレア大陸、ファルトマーレ領と魔族領の境界線。

  

  勇者与圣铠骑士团率领的法尔托马雷军，与四天王「刚腕」乌拉卡古那的军队展开长期的激烈战斗。

  　勇者と聖鎧騎士団率いるファルトマーレ軍は、四天王"剛腕"のウラガクナの軍勢と長きに渡り苛烈な戦いを繰り広げていた。

  

  然而，现在即将迎来分出胜负的时刻。

  　だが、今まさにその決着をついに迎えようとしていた。

  

  

  「亚邦！」

  「アーバーン！」

  

  「配合我，佛尔多拿！」

  「合わせろフォルトナッ！」

  

  「耍小聪明的勇者们！」

  「小賢しい勇者どもがよォオッ！」

  

  

  圣剑勇者佛尔多拿的黑发发尾带着朱红，有着中性却坚毅的面容；圣枪勇者亚邦的深蓝色头发往上梳，表情看起来有些自信。两人巧妙地合作，将巨大且强大的四天王乌拉卡古那逼入绝境。

  　黒髪の毛先に朱を帯び、中性的だが毅然とした顔つきの青年である聖剣の勇者フォルトナ、そして掻き上げた群青の髪にやや自信家な色が見える顔つきをした男である聖槍の勇者アーバーンは、巧みな連携により巨大にして強大なる四天王ウラガクナを追い詰めつつあった。

  

  圣铠骑士团率领的军队确实地击溃乌拉卡古那的士兵，将他逼到前线，对奋战的乌拉卡古那造成莫大的伤害。然后，为了追击撤退的乌拉卡古那，将两名勇者送到乌拉卡古那面前。乌拉卡古那的反击造成许多士兵死伤，但即使如此，他们的牺牲让勇者现在将四天王之一逼入绝境。

  　聖鎧騎士団率いる軍勢は確実にウラガクナの兵を蹴散らし押し出し、前線にて奮闘していたウラガクナに多大なダメージを与えた。そして撤退したウラガクナを追撃するように勇者二人をウラガクナの下へ送り届けるに至った。ウラガクナの反撃で多くの兵に死傷者が出た。だがそれでも、彼らの犠牲により今勇者は四天王の一人を追い詰めている。

  

  而现在，长期的激烈交锋即将划下休止符。

  　そして現在、長きにわたる苛烈な打ち合いに終止符が打たれようとしていたのだ。

  

  

  「哼！」

  「ぬぅん！」

  

  

  乌拉卡古那名副其实的刚腕挥下。

  　ウラガクナの文字通りの剛腕が振り下ろされる。

  

  圣剑与圣枪躲过粉碎地面的一击。被乌拉冈纳的拳头炸碎的大地，化为柱子隆起，如同长枪般袭向飞到空中的两人。在空中砍碎柱子的两人翻身降落地面。瞬间，着地的同时扭动身体，圣枪亚伯恩的脚带着金黄色的光芒。

  　地面を砕く一撃を躱した聖剣と聖槍。ウラガクナの拳により爆砕した大地は柱として隆起し槍めいて宙に飛んだ二人を襲う。それらを空中で切り払い砕いた二人は身を翻して地面へと降り立つ。瞬間、着地と同時に身を捻り聖槍アーバーンの足が黄金色の光を帯びる。

  

  圣枪亚伯恩在一瞬间蓄力的同时蹬地，以简直会让人误以为是雷电的速度绕到乌拉冈纳的侧面。亚伯恩的长枪留下轨迹，从死角攻击，和刚才的脚一样带着电，从侧面刺向乌拉冈纳的膝盖。瞄准乌拉冈纳岩石般的表皮与关节的一击漂亮地贯穿，乌拉冈纳发出呻吟跪倒在地。

  　一瞬の力みと共に地を蹴った聖槍アーバーンはまさに雷の速度と見紛う速度でウラガクナの側面に回り込む。軌跡を残しながら死角を取ったアーバーンの持つ槍は、先の足と同じように電を帯びてウラガクナの膝を横合いから刺突した。ウラガクナの岩石のような表皮を関節を狙って放たれた一撃は見事貫通し、ウラガクナは呻いて膝をつく。

  

  乌拉冈纳的实力强大，不愧是武斗派。但是疲劳与伤害的累积，让四天王的巨躯跪倒在地。

  　ウラガクナの実力は武闘派と銘打たれているだけあって強大。しかし疲労とダメージの蓄積は四天王の巨躯を跪かせた。

  

  在前线战斗时，为了成为同伴的盾牌而不断前进时受到的伤，确实地将乌拉冈纳逼入绝境。

  　前線で戦っていた際に、味方の盾となるようにひたすら前へ前へと進んでいた時に負った傷が、着実にウラガクナを追い詰めていたのだ。

  

  无法期待梅亚的增援。也不期待。还有法鲁玛瑞尔军的大规模攻势。就连乌拉冈纳都咬紧牙关。

  　メーアの増援は期待できない。期待もしていない。そしてファルトマーレ軍の大攻勢。さしものウラガクナでさえ歯を食いしばった。

  

  乌拉冈纳的个性粗暴，却是个武人。他喜欢胜利，但不希望卑鄙，也拥有只凭力量正面迎战的高洁。以狼人雷可为首，许多魔族都仰慕乌拉冈纳就是最好的证明。

  　ウラガクナの性質は荒いが、武人であった。勝利を好むが卑怯は望まず、ただ力のみで正面から相対する高潔さも持っていた。ウェアウルフのレコをはじめとした多くの魔族がウラガクナを慕っていたのがその証。

  

  乌拉冈纳撑了很久，但他太渴望自己引以为傲的胜利，也以自己强韧的肉体为盾保护友军。这两点受到人类使用的战略、战术，以及战力差距等要因影响，如今将他逼入绝境。

  　ウラガクナは良く持ちこたえたが、彼の誇りたる勝利を望みすぎた事、そして矜持たる己が強靭な肉体を盾に友軍を守る事。その二つは人間が用いる軍略、戦術、そして戦力差という要因によって今まさに彼を追い詰めた。

  

  他已悲痛万分地指示部下魔族撤退，但只有一部分魔族逃走。

  　既に部下の魔族達には断腸の思いで撤退指示を出してある。だが、逃げる魔族は一部だった。

  

  乌拉冈纳大吼着「我岂能在此倒下」，横扫手臂。然而，亚文再度如闪电般移动，这次绕到他的背后。

  　ならばここで倒れてなるものかとウラガクナは吠えて腕を横なぎに振り払う。だがアーバーンはまたもや稲妻のように移動し今度は背後に回り込んだ。

  

  圣枪亚文的异能，是操纵雷电，瞬间爆发性地提升身体能力。发动异能时，强化部位会散发金黄色光芒，因此甚至被冠上雷光的别名。乌拉冈纳也无法完全掌握这道雷光。

  　聖槍アーバーンの異能。それは雷を操る事による瞬間的な身体能力の爆発的向上。異能を発動する際に強化部位が黄金色の光を帯びる様から雷光の異名すら冠されている。ウラガクナとてこの雷光は捉え切れずにいた。

  

  不过，乌拉冈纳让身体各处变得又红又热，军服燃烧的同时喷出蒸气，岩壁裂缝喷出红色液体。

  　だが、それならばとウラガクナは体の節々を赤く赤熱させ、軍服を燃やしながら蒸気を吹きだしたのちに岩肌の割れ目から赤き液体を噴出する。

  

  这灼热的液体是他的体内所流的热血，也是类似岩浆的物质。飞散的岩浆同时进行面状的攻击与防御，化为难以回避的攻击，朝亚伯恩倾注而下。

  　この灼熱の液体はラヴァゴレムである彼の体の中を流れる熱血でありマグマのようなもの。飛散したマグマは面による攻撃と防御を同時に行い、アーバーンをして回避困難な攻撃として降り注いだ。

  

  然而，即将倾注在亚伯恩身上的岩浆雨，却随着尖锐的声响，被如火焰般起伏的白色冲击波驱散。

  　しかし、アーバーンに今まさに注がれんとしたマグマの雨は、甲高い音と共に、炎のように波打つ白い衝撃波によって霧散させられる。

  

  乌拉冈愤恨地转头，看见佛鲁托纳维持挥剑的姿势。

  　ウラガクナが忌々し気に首を回せば剣を振りぬいた姿勢のフォルトナが映った。

  

  他的异能是自由操纵刚才那类似白色火焰的物质。那火焰散发出神圣的气息，符合女神所赐予的异能，乘着佛鲁托纳的剑化为剑波释放而出。

  　彼の異能は先の白い炎のようなものを自在に操る。女神が与えたもうた異能らしく神聖な気を放つその炎はフォルトナの剣に乗せられ剣波として放たれた。

  

  乌拉冈发出低吼。可恨的女神之力。勇者佛鲁托纳的异能拥有历代屈指可数的力量，这已经是他第几次被佛鲁托纳的异能抵销攻击了？

  　唸るウラガクナ。忌々しい女神の力。歴代でも有数の力を持つ勇者フォルトナの異能により己の攻撃が掻き消されるのはこれで何度目か。

  

  

  乌拉冈持续承受人类的波状攻击，疲惫不堪的他已无法使出原本的力量，受到两名勇者联手攻击，累积的伤害更加严重。

  　人間どもの波状攻撃のすべてを受け止め続けてきた事による疲弊で本来の力がもはや出せないウラガクナはこの二人の勇者の連携を受け、更にダメージが蓄積していった。

  

  然后——

  　そして。

  

  

  愤怒、痛苦，以及自尊心受创的乌拉冈高高举起手臂，为了粉碎地盘一举葬送敌人，使出浑身的力量，此时亚伯恩的长枪刺进他空荡荡的侧腹。

  　怒り。苦痛。そしてプライドを傷つけられたウラガクナが大きく腕を振り上げ地盤を砕き一挙に葬るべくして渾身の力を込めた所を、その空いた脇腹へアーバーンの槍が刺し込まれる。

  

  乌加克纳痛苦地呻吟，关节被贯穿而举起的手臂大幅往后偏移，姿势也失去了平衡。

  　苦痛に呻き、関節を穿たれたことで振り上げた腕は大きく後ろにそれて姿勢を崩す。

  

  佛鲁托纳立刻让白色火焰缠绕在剑上，同时朝这边疾驰而来。

  　そこへすぐさま白き炎を剣に纏わせながらこちらへ疾駆してくるフォルトナ。

  

  乌加克纳将剑高举过头，瞪大眼睛看着跳跃过来的佛鲁托纳，然后咆哮道：

  　ウラガクナは剣を上段に構えて跳躍したフォルトナに目を見開き、咆哮した。

  

  

  「区区人类竟敢对本大爷——！！」

  「人間なんぞが俺様をォぉおおッ！！」

  

  「这样就结束了，乌加克纳——！」

  「これで終わりだよ、ウラガクナ――ッ！」

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  四天王之一，「刚腕」乌加克纳……被讨伐了。

  　四天王が一人、"剛腕"のウラガクナは……討ち取られた。

  

  那宛如山岳般的岩石巨体如今整个暴露在地面上，胸口有着被剑深深挖开的伤口。

  　今はもはやその山岳めいた岩肌の巨体を大きく地に曝しており、その胸には深く抉られた剣による傷があった。

  

  乌加克纳的死讯瞬间传遍战场，魔族军顿时溃散。

  　ウラガクナの死は瞬く間に戦場に伝播し、魔族軍は散り散りとなる。

  

  一部分对乌加克纳的死感到愤怒的魔族，也被圣铠骑士团砍倒。

  　一部、ウラガクナの仇と燃える魔族もまた、聖鎧騎士団によって切り伏せられていった。

  

  

  

  

  主战场分出了胜负。这个报告迅速地被快马送往首都伊夏尔。

  　主戦場での決着が付いた。その報告は速やかに早馬で首都イシャールへと運ばれる。

  

  在人与魔的战争中，法尔托玛雷在最大的主战场上获得胜利，具有非常重大的意义。

  　人と魔の戦争の最大の主戦場でファルトマーレが勝利を収めたことはこの戦争において多大なる意味を持つ。

  

  立下功劳的士兵们想象着战争的胜利，伴随着确切的安心感脱下头盔。

  　功労した兵士たちは戦争の勝利を目に浮かべ、確かな安堵と共に兜を脱いだ。

  

  

  

  然后法尔托玛雷军转而开始狩猎残党。

  　そして残党狩りへと移行したファルトマーレ軍。

  

  在他们的营地总部。

  　その設営本部。

  

  在帐篷里，佛鲁托纳和亚文坐在椅子上休息。将处理魔族余党和救护伤兵等战场善后工作交给士兵，亚文一边啜饮着咖啡，一边看着报告书伸懒腰。

  　テントの中では、フォルトナとアーバーンが椅子に座って体を休めていた。魔族残党の対処や負傷兵の救護等の戦場の後始末を兵士たちに任せ、淹れられたコーヒーを啜りながら報告書を前にしてアーバーンは伸びをする。

  

  亚文将伤口简单包扎后，看向佛鲁托纳。佛鲁托纳手肘撑在桌上，凝视着眼前杯子冒出的咖啡热气。

  　負った傷の手当てもそこそこにアーバーンはフォルトナを見やった。フォルトナはテーブルに肘をついて眼前のカップから立ち上るコーヒーの湯気をじっと眺めていた。

  

  看到佛鲁托纳那副模样，亚文叹了一口气后拍了拍他的肩膀。

  　そんなフォルトナの姿にアーバーンはふうと息をついた後肩を叩いた。

  

  

  「明明已经结束了，你未免太紧绷了吧，佛鲁托纳。我们可是赢了哦。」

  「終わったってのに気張りすぎだぜフォルトナ。俺たちは勝ったんだぞ」

  

  

  佛鲁托纳缓缓将脸转向亚文，微微一笑后，表情又变得严肃。

  　フォルトナはゆっくりとアーバーンに顔を向けると、小さく笑った後また表情を険しくした。

  

  

  「是圣铠骑士团和士兵们将乌拉冈纳逼入绝境。若非如此，我们或许无法获胜。」

  「聖鎧騎士団や兵の皆がウラガクナを追い詰めてくれた。そうでなくては、僕らは勝てなかったかもしれない」

  

  「老实说，那是一场很累人的战斗。虽然不是只有我们两人在努力，但已经算很拼了。」

  「正直しんどい戦だった。俺たち二人だけがガンバったわけじゃあないが、気張った方だぜ」

  

  「也多亏了亚尔亚丹阁下他们前来会合。」

  「アルアダン殿達が合流してくれたおかげもあるかな」

  

  「不管怎样，约恩大叔也能含笑九泉了。」

  「なんにせよヨーンのおっさんも浮かばれるわな」

  

  「是啊……」

  「そう、だね……」

  

  

  那是长久以来与他们并肩作战的男人，圣弓约翰。在勇者之中，他的搞笑功力仅次于亚伯恩，是个难以捉摸但很会照顾人的男人。

  　長きにわたって共に戦った男、聖弓のヨーン。勇者たちの中でもアーバーンに次いでひょうきんで、掴み所がないが気配りができる男だった。

  

  或许是因为拥有识风的异能，他非常擅长察言观色，总是负责在战斗中疲惫不堪的佛鲁托纳等人之间居中协调。在他们心情低落时，他会说些笑话逗他们开心，如果他们快要犯错，他会抢先制止，也会一边刮着下巴的胡子一边斥责他们。不过因为他的态度一直都是那样，所以佛鲁托纳等人不觉得被他斥责过。

  　風読みの異能を持つだけはあるのか、空気を読むのが大変にうまくいつも戦いの中に在り疲弊するフォルトナらの取りまとめ役をしてくれていた。落ち込んでいるときには冗談などを言ってくれたし、間違った事をしそうになれば先んじて制してくれたし、顎髭を掻きながら叱ってもくれた。あの態度のままだから叱られたという実感はわかなかったものだが。

  

  或许是因为他是最年长者，他被定位为可靠的大人，但在魔族攻打卢伊卡纳时，他被单独派遣出去，然后就死了。

  　最年長であったこともあるのか頼れる大人と言うポジションだった彼だが、ルイカーナに魔族が攻めてきたという事態に際し単身派遣され、そして死んだ。

  

  像他那样的男人竟然死了，佛鲁托纳等人非常悲伤。当然，佛鲁托纳并不知道约翰背叛法尔多玛雷逃亡，最后死于非命。

  　彼ほどの男が死ぬなどと、フォルトナらは酷く悲しんだ。もちろん、ヨーンがファルトマーレを裏切り亡命しようとした末に死んだことはフォルトナは知らなかった。

  

  

  

  不过他们知道，连约翰都被杀了，某种东西正沿着不同于主战场的行军路线，确实地将法尔多玛雷逼入绝境。

  　だが分かっていることはヨーンすら殺して見せた何かが、主戦場とは別の行軍経路を取りファルトマーレを着実に追い詰めていることだった。

  

  事实上，他好几次都打算从主战场调人过去防守，但是伊夏拉转达法鲁特玛雷王的命令，要将战力集中在主战场。佛鲁托纳认为，偏远地区被攻陷，主战场应该要多派兵防守，于是和亚文及克进行讨论。

  　事実何度か主戦場の人員を割いてそちらの防衛に回す算段も上がった。しかし、イシャールから伝えられたファルトマーレ王の言葉は主戦場への戦力集中。僻地が押された分だけ主戦場を押そうという事だろうかとフォルトナはアーバーンやクーと話し合った。

  

  但是，当佛鲁托纳接到卢伊卡纳沦陷的消息，听到克要单独前往巴尔塔防守的命令时，他强烈反对。

  　だが、ルイカーナ陥落を報じられた時、クーが単身でバルタ防備につくという命令を聞いてフォルトナは猛反対していた。

  

  卢伊卡纳沦陷，下一个被攻击的就是巴尔塔。巴尔塔对法鲁特玛雷来说，是和首都同等重要的都市，所以佛鲁托纳能够理解增强战力的必要性，但是他对于克单独前往的命令感到愤怒。结果在克的说服下，他还是送克上路了。

  　ルイカーナが落ちたのだから次に襲われるのはバルタ。ファルトマーレにとって首都と同等に重要な都市であるから戦力増強は理解できるが、フォルトナはクーを単身で行かせるこの命令に怒り反発した。だが結局、クーの説得で彼女を送り出してしまっていた。

  

  所以他想尽快和乌拉卡克纳分出胜负，前往克的身边。虽然他们有书信往来，但是佛鲁托纳还是很担心。

  　だから早くウラガクナとの戦いに決着をつけ、彼女の下に行きたかった。何度か文でやり取りはしていたが、心配だったのだ。

  

  信上说，她主要在巴尔塔，为了提升士气而恢复成装饰品。圣女库夏尔纳原本在佛鲁托纳等人上战场之前，一直都是巴尔塔的象征。但是佛鲁托纳知道，虽然说是象征，但库并不受教皇喜欢，所以不能让她抛头露面，实质上是被幽禁。

  　手紙で彼女は主にバルタにあって士気向上のためのお飾りに戻ったという事であった。元々聖女クーシャルナはフォルトナらと戦線に出るまではずっとバルタのシンボルとして生きていた。だがフォルトナは知っていた。シンボルと言ってもクーを良く思っていない教皇によって人前には出されず、実質幽閉じみた扱いをされていることを。

  

  即使如此，佛鲁托纳还是说服自己，这样总比让她上战场好，挥舞圣剑，尽快为这场战争画下休止符。

  　だがそれでも、彼女が戦いの場に出るよりはいいと自分に言い聞かせ、早くこの戦争に終止符を打つべく聖剣を振るった。

  

  佛鲁托纳顺利打倒乌迦咯那，却觉得胸口一阵骚动，将手放在胸前。他心想，这股不安是怎么回事？

  　そして見事ウラガクナを打倒したというのに、この胸騒ぎはなんだろうとフォルトナは胸に手を当てた。

  

  

  「唉，你真的很爱操心。这次的战斗赢了。剩下的四天王只有梅亚和艾库罗吧。」

  「っはあ。ホントお前は心配性だな。今回の戦は勝った。残る四天王はメーアとエルクーロだけだろ」

  

  「可是我方也受到重创。这种战争到底要持续到什么时候？」

  「でもこちらも痛手を負ってる。こんな戦争、一体いつまで続くんだ」

  

  「为了结束战争，我们勇者背负着人民的意念战斗。你这样怎么行？也要考虑士兵的心情。」

  「それを終わらせるために、俺たち勇者は民の想いを背負って戦ってる。だっていうのにお前がそんな調子でどうする。兵の気持ちも考えろ」

  

  「……我知道了。」

  「……わかったよ」

  

  

  亚文把手放在佛鲁托纳的肩膀上，咧嘴一笑。看到朋友的表情，佛鲁托纳也静静地笑了。

  　アーバーンがフォルトナの肩に手を置き、にぃっと笑う。そんな友の顔に、フォルトナも静かに笑った。

  

  然而，一名气喘吁吁的士兵慌张地穿过帐篷，冲进账篷里。

  　だが、そこへ息を切らした兵士の一人が荒く天幕を抜けてテントへ走り込んできた。

  

  士兵一进账篷就转过头，一看到一脸惊讶的福尔特纳等人便大喊：

  　兵士はテントに入るなり首を回し、驚いた顔をしているフォルトナらを見るなり叫んだ。

  

  

  「勇者大人！有十万火急的消息……巴尔塔近郊有魔族军！圣女大人她！」

  「勇者様！　火急の知らせが……バルタ近郊に魔族軍が！　聖女様が！」

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  士兵是传令兵。他骑着快马赶往主战场。

  　兵士は伝令であった。早馬を駆り急ぎ主戦場まで駆け付けたとのこと。

  

  听到传令兵传达的内容，福尔特纳从椅子上站起身，手扶着额头。

  　その伝令が伝えた内容を聞いたフォルトナは椅子から立ち上がり、額に手を当てる。

  

  

  「怎么会……小库她……！？」

  「そんなっ……クーが……！？」

  

  

  传令兵传达的内容。

  　伝令が語った内容。

  

  那是圣女库夏尔娜率领军队，与出现在巴尔塔的魔族军交战却败北的消息。

  　それはバルタに現れた魔族軍相手に聖女クーシャルナが軍を伴い出陣したが敗北したという報せだった。

  

  

  「小库竟然上战场……为什么她会到战线……！她应该已经回去当巴尔塔的象征了！」

  「クーが戦いになんて……どうして戦線に……！　彼女はバルタのシンボルとして戻ったはずだ！」

  

  

  库夏尔娜的异能很强大，但缺点也很多。这样的她竟然没有和他们一起行动，而是独自率领军队上战场。更何况她还是盲人。

  　クーシャルナの異能は強力だ。だが、デメリットも多い。そんな彼女が自分たちと共にではなくたった一人で軍を率いて戦場に出た等と。まして彼女は盲目なのだ。

  

  福尔特纳与库夏尔娜两情相悦，他们约好战争结束之后要在和平的世界共度未来。

  　フォルトナとクーシャルナは相思相愛であり、戦争が終わった暁には平和な世界で将来を誓い合っていた。

  

  正因为如此，福尔特纳对她的出阵比别人更愤怒、更焦急。他用力拍桌，咬紧牙关。

  　だからこそ人一倍彼女の出陣にフォルトナは怒り、焦った。激しく机を叩き、歯を食いしばった。

  

  亚邦以平静温柔的语气安抚福尔特纳。

  　そんなフォルトナをアーバーンは静かに優しい声色で窘める。

  

  

  「冷静点，佛鲁托纳。就算小库再怎么讨厌战斗，只要有那个异能，她不可能那么容易就死掉……而且巴尔塔还有圣歌队在吧。」

  「落ち着けフォルトナ。いくらクーちゃんが戦嫌いとはいえ、あの異能があればそう簡単に彼女が死ぬはずがない……それにバルタには聖歌隊がいるだろ」

  

  

  库夏尔娜的异能，那是足以匹敌佛鲁托纳异能的压倒性能力。

  　クーシャルナの異能、それはフォルトナの異能に匹敵する圧倒的な能力。

  

  也就是冰冻之力。只要她有那个意思，就能让战场化为冬天，甚至能独自一人对抗军队。光看能力的话，别说魔将军，据说甚至能和四天王打得平分秋色。但是，不希望战斗的库夏尔娜并不认同将那份力量用在战斗上。

  　すなわち、氷結の力。やろうと思えば戦場を冬と化し、一人で軍を相手取る事さえできる。能力だけで見れば魔将軍はおろか四天王とすら互角に渡り合えるとさえ言われている。だが、戦いを望まないクーシャルナはその力を戦いに使うことをよしとしなかった。

  

  当他们一起待在主战场时，她主要都是用来治疗士兵的伤口，防止化脓。

  　共に主戦場に居た頃は、もっぱら兵士の傷を塞ぎ化膿を防ぐために使っていた。

  

  虽然被授予女神的权能听起来很夸张，但是她不想在人世使用异于常人的异端力量夺取生命，而且异能太过强大，如果强行引出力量，甚至会连库夏尔娜自己都冻僵，是把双刃剑。

  　女神の権能を授けられたなどと大層ではあるが、人の世にあって人外の理たる異端の力で命を奪いたくない事、そして異能は強力ゆえに強く力を引き出せばクーシャルナ自身すら凍らせてしまう諸刃の剣であること。

  

  基于这两个理由，库夏尔娜至今几乎不曾使用异能。她曾为自己的力量困扰地笑着说：「感觉很冷，我不是很喜欢。」

  　その二つの理由からクーシャルナは異能を用いることがこれまでほとんどなかったのだ。彼女は自分の力について「冷たいのはなんかイヤですよね」などと困ったように笑っていた。

  

  因此在战场上，她会利用圣女的头衔来提升士兵的士气，负责这个角色。至少士兵们因为有会包扎伤口、一起上战场的库夏尔娜在，确实受到鼓舞。

  　故に戦場においては聖女と言う肩書を利用し兵士の士気を上げる、そういう役割を持っていた。少なくとも兵士たちは、傷を手当てしてくれ、共に戦場に出てくれるクーシャルナが居る事で確かな鼓舞を見せていた。

  

  

  「小库在紧要关头也会确实使用力量。和乌拉卡诺那小规模冲突的时候，小库不是帮了我们好几次吗？而且她和那家伙的热能也很合得来。」

  「クーちゃんだって、いざってときにはちゃんと力を使ってた。ウラガクナと小競り合ってた頃は、クーちゃんに何度か助けられてるだろ。あいつの熱と相性も良かったしな」

  

  「可是……」

  「だけど……」

  

  「当时是我们保护小库。在巴尔塔应该会由圣歌队保护。相信迪尼欧大叔和小雷威吧。」

  「あの時は俺たちがクーちゃんを守ってた。バルタでは聖歌隊が守るはずだ。デオニオのおっさんとレーヴェちゃんを信じろって」

  

  

  听到这句话，佛鲁托纳握紧圣剑点点头，缓缓地重新坐回椅子上，身体靠在椅背上。

  　その言葉に、フォルトナは聖剣を握りしめながら頷くとゆっくりと椅子に座り直し、背もたれに身体を沈めた。

  

  看到佛鲁托纳冷静下来后，亚文重新转向传令兵。

  　フォルトナが落ち着いたのを見てからアーバーンは伝令に向き直る。

  

  

  「我问你，巴尔塔的魔族还健在吗？」

  「なあ、バルタの魔族はまだ健在なのか？」

  

  「是……目前还没有动静，但不知道何时会攻过来……现在巴尔塔军为了先发制人，正在重新编组兵力……但是……」

  「は……未だ動きはありませんがいつ攻めてくるか……現在バルタ軍は先手を打つべく兵の再編をしておりますが……その……」

  

  

  传令兵欲言又止，亚文瞬间皱起眉头，不过他更在意另一件事。

  　言い淀んだ伝令に一瞬アーバーンは眉根を寄せたが、別の一点に気がかりがあった。

  

  率领巴尔塔军正面交锋，魔族军却依然健在。库夏尔娜说他们败北了，这不可能。

  　バルタ軍を率いたうえで正面からやり合って魔族軍がいまだ健在という点。クーシャルナは敗北したと聞いた。ありえないことだ。

  

  就算库夏尔娜再怎么讨厌战斗，魔族军在偏僻地带行军，数量可想而知。既然如此，对手就是杀害约翰的魔将军人马……就算如此，巴尔塔军应该还是占有数量优势。这是为什么？

  　クーシャルナがいかな戦いを嫌うとて、僻地進行の魔族軍の数などたかが知れている。となれば、相手はヨーンを殺した魔将軍率いる軍……だとしても数的優位はバルタ軍にあったはず。なぜだ、と。

  

  亚尔本将手指抵在下巴，陷入沉思。

  　顎に指を当ててアーバーンは考え込む。

  

  这时，士兵再度冲进账篷。

  　そこへ再びテントへ兵士が駆け込んできた。

  

  

  「传令！从魔族领地方向目视到敌军！由『妖艳』梅亚率领的军队正朝这里而来！」

  「伝令！　魔族領方面より敵軍を視認！　"妖艶"のメーア率いる軍勢が此方に向かっております！」

  

  

  报告让帐篷内再度骚动起来。

  　報告にテント内は再びざわついた。

  

  坚决不肯出兵救援乌拉葛库那的女狐狸，竟然在这个时候前进。士兵们纷纷议论，她该不会是来吃掉疲惫不堪的法尔多玛雷主军吧？

  　ウラガクナに頑として救援を出さなかった女狐がここにきて前進。疲弊したファルトマーレ主軍を食らいにでも来たかと兵士はざわめく。

  

  

  「嘿，接连不断啊。」

  「へっ、立て続けってか」

  

  

  亚尔本折响拳头站了起来。狡猾的梅亚，是在等待乌拉葛库那毙命吗？

  　アーバーンが拳を鳴らし立ち上がる。狡猾なるメーア、ウラガクナが斃れるのを待っていたか。

  

  在必须立刻准备下一场战斗的当下，佛鲁托纳却依然坐在椅子上低着头。

  　すぐさま次の戦いの準備を始めねばならない最中、しかしフォルトナは未だに椅子に坐して俯いていた。

  

  看来他非常担心库夏尔娜，亚尔本叹了口气。

  　クーシャルナの事がよほど気がかりらしいとして、アーバーンは溜息をついた。

  

  

  「佛鲁托纳，去巴尔塔吧。」

  「行けよフォルトナ、バルタへ」

  

  

  听到亚伯恩扛着长枪这么说，佛鲁托纳猛然抬起头。

  　槍を肩に担ぎながらそう言うアーバーンにフォルトナははっとして顔を上げた。

  

  

  「亚伯恩……！？」

  「アーバーン……！？」

  

  「我会压制住梅亚，而且圣铠骑士团也在。」

  「メーアは俺が抑えとく。聖鎧騎士団もいる」

  

  「可是……我怎么能把你留在战场上！」

  「だけどっ……君を戦場に置いて行くなんて！」

  

  「小库去的地方也是战场哦。你必须去。巴尔塔沦陷的话就完了。去吧！去确认小库的状况吧！」

  「クーちゃんが行ったのも戦場だぞ。お前は行くべきだ。バルタが落ちりゃ終いだ。行け！　行って確かめてこいよ、クーちゃんの事を！」

  

  

  佛鲁托纳站起身来，与亚伯恩面对面。

  　フォルトナは立ち上がりアーバーンと向かい合う。

  

  亚伯恩以带着确切信赖的眼神注视着佛鲁托纳。佛鲁托纳握紧拳头，犹豫了一瞬间后咬紧牙关，重新绑紧身上的披风绳子。

  　アーバーンの瞳は確かな信頼を持ってフォルトナを見つめていた。フォルトナは拳を握りしめ、一瞬の逡巡の後歯を食いしばりながら纏ったマントの紐を締めなおした。

  

  

  「……抱歉，亚伯恩！」

  「……すまない、アーバーンっ！」

  

  

  话还没说完，佛鲁托纳就冲出了帐篷。

  　そう言い終わる前にフォルトナはテントから駆け出していった。

  

  他应该会立刻骑上快马赶往巴尔塔吧。

  　すぐに早馬に跨りバルタへ向かうだろう。

  

  亚伯恩目送他的背影离去后，命令士兵们重新布下防卫网。他也必须去仍在战场上行动的亚珥达恩那里才行。

  　アーバーンはその背を見送った後、兵士たちに防衛網を敷きなおすように命ずる。未だ戦場で動いているアルアダンの所へも行かねばなるまい。

  

  亚伯恩笑着表示，要做的事情堆积如山。

  　やる事が山積みだとアーバーンは笑った。

  

  然后他将长枪转了一圈后背在背上，瞪着帐篷的另一头……梅亚进军而来的魔族领地方向。

  　そして槍を一度くるりと回した後背中に背負い、天幕の向こう……メーアが進軍して来るであろう魔族領の方角を睨んだ。

  

  

  「好了，我们走吧。上次见面是什么时候呢？对吧，『妖艳』梅亚？」

  「さて、行きますかねぇ。顔を合わせんのはいつぶりだ？　なあ、"妖艶"のメーア」

  

  

  

  

 
  ＃１０３　得た者、失った者

  ＃103　得与失

  　

  

  

  

  「乌拉冈纳被打倒了吗？」

  「ウラガクナが斃れた、か」

  

  

  

  魔王城，魔王的办公室。

  　魔王城、魔王の執務室。

  

  魔王一边玩弄黑色长发一边看着报告书，表情没有特别变化，只是喃喃自语。

  　黒い長髪を弄りながら報告書を眺める魔王は、特段表情を変えずにぼそりと呟いた。

  

  我军在与法尔托玛雷的最大主战场上，以武斗派四天王乌拉冈纳为傲，而他被打倒的消息，是刚刚才传来的。

  　ファルトマーレとの最大の主戦場において我が軍が誇る武闘派の四天王ウラガクナが斃れたという報せが届いたのはつい先ほどの事だ。

  

  

  在魔族之中身份特别高贵的人们，已经数度要求谒见魔王，前来提出各种各样的问题。

  　魔族達の中でもやんごとなき身分の者たちはすでに何度も魔王へ謁見を求め、あれやこれやと質問を投げかけに来ていた。

  

  但是魔王只是露出无畏的笑容，没有说明任何事情，只是面对着书面资料，因此逼问的魔族们全都额头上冒着冷汗撤退。

  　だがそのすべてに対し魔王は不敵に笑って見せるのみであり、何かを説明することなく書面に向かうのみであったので、詰め寄った魔族達は全て額に脂汗を浮かべて撤収していた。

  

  

  毕竟乌拉冈纳身后有梅亚接替，这点是众所皆知。

  　なんにせよウラガクナの後詰にメーアがいることは周知であったからというのもある。

  

  而且，看到魔王的表情，魔族们察觉到这场战争的推移，还在魔王掌控的范围内。

  　それに、魔王の表情を見て、魔族達はこの戦争の推移が未だ魔王の掌の上の出来事の範疇であることを察したのだ。

  

  既然如此，魔族们也不再慌张，魔王城内已经恢复平时的模样。

  　ならばと魔族達もまた慌てるのをやめ、魔王城内は既に平時の様相に戻っていた。

  

  魔王啜饮着杯中的茶，双手抱胸沉吟。

  　魔王はカップの茶を啜りながらふうむと腕を組んだ。

  

  

  「主战场的事情，梅亚应该会处理得很好……问题在于巴尔塔那边吧。」

  「主戦場の事はメーアがうまくやるであろうとして……問題はバルタの方、であろうな」

  

  

  魔王直到这时才终于把视线从文件上移开，自言自语地嘀咕着，同时重新在椅子上坐稳。

  　魔王はここにきてようやく書面から目を離し、誰に言うでもなく呟きながら椅子に深く腰掛けなおした。

  

  然后他仰望天花板，以红色眼眸眺望远方，露出淡淡的笑容。

  　そして天井を仰ぎ見やり、赤い瞳でどこか遠くを眺めながら仄かに笑った。

  

  战争的推移大致上都如他所料。不过巴尔塔却蕴含着对魔王来说并非掌上之物的问题。

  　戦争の推移は概ね予想通り。だがバルタだけは、魔王をして掌の上の事項ではない問題を孕んでいた。

  

  而就连这个意料之外的问题，他也乐在其中。

  　そしてそんな予想外さえ、楽しんでいたのだ。

  

  

  这时，有人敲响了魔王的办公室的门。

  　と、魔王の執務室の扉がノックされる。

  

  魔王叹了口气，以为还有来宾逗留，于是请对方入内。

  　まだ来賓が残っていたかと魔王は溜息をつき、入るように促す。

  

  得到许可后，魔王打开房门，只见哈比族的少女踩着喀喀的脚步声，走到魔王的办公桌前。

  　許諾を得て扉を開き、かつかつと魔王の机の前まで歩いてくるのはハーピーの少女。

  

  她是前魔将军，目前担任与小国联合的国境附近警备队长的琪可贝儿。

  　小国連合との国境付近警備隊長の任を預かる元・魔将軍のチックベルであった。

  

  难得的来访让魔王的表情稍微有了变化。

  　珍しい来訪に魔王は少しだけ表情を変えた。

  

  

  「……哦，怎么了，琪可贝儿。久违地体验前线之后，你对国境警备感到厌倦了吗？」

  「……ほう、どうしたのだチックベル。久方ぶりの前線を経験しては国境警備は飽いたか」

  

  「不，不是那样的～」

  「いえ、そうじゃありませんけども～」

  

  

  琪可贝儿以长满羽毛的毛茸茸手臂反手关上门，以锐利的眼神瞪着魔王。

  　扉を羽毛でふさふさの腕で後ろ手に閉め、チックベルは魔王をじとりと睨む。

  

  

  「我收到乌拉诺斯那大人阵亡的消息～」

  「ウラガクナ様が斃れた報せを受けましてね～」

  

  

  魔王原本还在想，国境警备队的琪可贝儿怎么会飞到魔王城来，不过消息传得很快。

  　国境警備隊のチックベルが魔王城まで飛んでくるとは何事かとも思ったが、報せが飛ぶのは早いものだ。

  

  这样一来，魔王立刻就明白在魔族当中算是老资格，而且和平时不同，变得聪明的提克贝尔在担心什么。

  　ともなれば、魔族の中でも古株であり普段の様子とは違って聡いチックベルが何が気になっているかはすぐに魔王にはわかった。

  

  

  「所以你才担心巴尔塔吗……不对，是艾尔克罗吧。」

  「それでバルタが心配か……いや、エルクーロか」

  

  「不愧是魔王大人～您真是明察秋毫。」

  「流石は魔王様～よくお分かりで」

  

  

  提克贝尔以完全不带笑意的表情开玩笑般说道。相对地，魔王则是露出笑容看向提克贝尔。

  　チックベルはまったく笑みを見せない顔でおどけるように言った。対して魔王は笑みを浮かべ、チックベルを見やる。

  

  提克贝尔目不转睛地看着魔王，同时继续说道：

  　じっと魔王を見ながら歩み寄りつつ、チックベルは続ける。

  

  

  「既然主战场已经崩溃，我想一无所知的艾尔克罗他们也会有危险～这样一来诱饵行军已经没有意义，强行军也无法抵达伊夏尔。所以我想有必要撤退。不过魔王大人还是打算和平常一样，不打算下令吧～？」

  「主戦場が崩れたんなら、何も知らないエルクーロくん達も危ないって事だと思うんですけど～。こうなればもう囮行軍も意味はないですし強襲行軍もイシャールまでは届かない。それで撤退の必要があるかなって。でも魔王様はいつも通り命令する気ないんでしょ～？」

  

  「呼哈哈。当然，我打算随他们高兴。」

  「フハハ。無論、好きにさせている」

  

  「那我也要随自己高兴，担任传令给艾尔克罗的使者……我可以去吧～？」

  「じゃあうちも好きにするって事で、エルクーロくんへの伝令役……うちが行ってもいいですよね～」

  

  「无妨。毕竟我以前受过你的照顾。随你高兴吧。」

  「構わんよ。お前には昔世話になったからな。好きにしたまえ」

  

  

  魔王干脆地答应，让早就预料到结果的提克贝尔傻眼地挥了挥翅膀。

  　あっさりと許可を出す魔王にチックベルは予想していたとはいえ羽を振って呆れる。

  

  魔王从以前就是这样。完全搞不懂他对什么有兴趣，对没兴趣的事情反应也很冷淡。

  　昔から魔王はこうだ。何に興味があるのか全く分からないし、興味がない事にはとことん反応が薄い。

  

  不管问什么，魔王大概都只会用「呼哈哈」敷衍过去吧。只取得自己能去艾尔克罗的许可，丘必尔姑且还算满意。魔王不知何时又开始在文件上振笔疾书，仿佛在说事情已经谈完了。

  　何を聞いてもフハハと誤魔化されるだけだろう。チックベルは自分がエルクーロの下へ行く許可を取れただけでひとまずは良しとした。いつの間にか魔王は再び書類にペンを走らせていた。もう話は済んだと言わんばかりに。

  

  然而，原本以为该退下的丘必尔，还是有件事无论如何都想知道……于是他终于问出了之前一直没机会问出口的问题。

  　だが、もはや退出するまでと思っていたチックベルは、どうしても気になり……また長い事聞けずにいた言葉をついに投げかけた。

  

  

  「……可以请教一件事吗～？」

  「……一つ伺ってもいいですか～？」

  

  「什么事？」

  「なにかね？」

  

  「魔王陛下，您为什么要发动战争呢～？」

  「魔王様、なんでまた戦争なんか起こしたんですか～？」

  

  

  听到丘必尔的问题，魔王停下在文件上写字的手。

  　チックベルの問いに魔王は書類に走らせていたペンを持つ手を止める。

  

  

  「我们魔族在艾尔莎莱亚确实长年受到人类的残酷对待～战争也改善了不少～……但总觉得不太划算呢～」

  「確かにエルサレアにおいてうちら魔族は長年人間たちに大分ひどい扱いを受けてきましたし～、戦争で改善された部分も大きいですけど～……割にあってない気がするんですよね～」

  

  

  魔族原本就是少数种族。居住在这片艾尔莎莱亚大地上的智慧生命，大多数都是人类，他们不愿承认和自己外貌相似，寿命和身体能力却更优秀的魔族。从世界文明水平至今的数百年以前，就是如此。

  　魔族は元々少数種族だった。このエルサレアの大地に住む知的生命の大多数は人間であり、彼らは自分たちと姿かたちが似ていて寿命や身体能力で優れる魔族を認めたくなかった。世界の文明水準が今に至る数百年以上も昔からの事だ。

  

  据说在不知不觉间文明兴起，人类们建立国家的时期，魔族也建立了小国。对魔族而言，那是黑暗时代。在丘必尔眼前的魔王，正是从魔族苦涩的时代建立起现今的魔王城这个国家，甚至与他国展开贸易的当事人。

  　いつしか文明が起こり、人間達が国を作った頃に魔族も細々と国を興したと言われる。魔族にとっては暗黒時代。チックベルの目の前にいる魔王は、そんな魔族の苦渋の時代から現在の魔王城という国家を立ち上げ、他国と交易をするにまで至らしめた当人である。

  

  然而，为何有必要发动战争呢？

  　それが、なぜ戦争などを仕掛ける必要があるのか。

  

  而且，还是好几次。

  　それも、何度も。

  

  在丘必尔的记忆中，魔王在这几百年间，几乎每次都会与那个时代的人类大国开战。这次是第三次与法尔图玛雷交手。每一次都是由这个魔王发出宣战布告而开战。

  　チックベルの記憶では既にここ数百年でその時代の人間の大国家と必ずと言っていい程戦争をしている。ファルトマーレ相手には今回で3度目だ。そのいずれも、この魔王からの宣戦布告で開戦している。

  

  虽然开战的理由不明，但当时的情势对魔族而言都是苦涩的时期。人类增强力量，吸收并侵略周边的国家，成为大国的时期。魔族也受到波及。

  　開戦の理由は不明だがその時の情勢はいずれも魔族にとって苦しい時期だった。人間が力をつけ、周辺の国々を吸収し侵略し、大国家となる時期。しわ寄せは魔族にも襲い来る。

  

  对人类而言，魔族是敌人，同时也是贵重的资源。死去的魔族生成的魔石，在人类之间以高价交易。在开拓时代的过去，名为冒险者的人类职业杀害了许多魔族，夺走了魔石。

  　人間にとって魔族は敵であるとともに貴重な資源なのだ。死した魔族が生成する魔石は人間の間では高値で取引される。開拓時代であった昔は冒険者なる職業の人間たちにより多くの魔族が殺められ、魔石を奪われた。

  

  会因为不合理的压榨而挺身而出，是可以理解的。丘必尔也有同胞的哈比鸟族被人类夺走美丽羽毛的经验。

  　理不尽な搾取に立ち上がったのは頷ける。チックベルとて同胞たるハーピーの美しい羽を幾度も人間どもに奪われた経験はある。

  

  因为战争吗？每次战争都有得有失。这次的战争中，奇科贝尔的四天王小妹波利尼亚也死了。这对奇科贝尔和艾尔克罗来说，是失去老朋友的悲伤事件。然而即使付出这种牺牲，战争最后还是以两败俱伤的形式谈和，魔族和人类都维持着各自的国家直到现在。

  　故の戦争なのか。その度に得るものもあったし失うものもあった。チックベルの妹分であった四天王ポリニアも今回の戦いで死んだのだ。チックベルとエルクーロにとっては旧知を失った悲しみの出来事。だがそんな犠牲を払っても戦争は結局毎度痛み分けの形で講和が為り、魔族も人間も互いの国家を維持したまま今に至る。

  

  奇科贝尔不明白魔王的真正意图。

  　チックベルには魔王の真意がわからなかった。

  

  魔王听到这个疑问，深深叹了口气。

  　そんな疑念を投げかけられて、魔王は深くため息をついた。

  

  

  「……其实战争要不要发生都无所谓。」

  「……別に私は戦争など起こしても起こさなくてもよかったのだがね」

  

  

  听到魔族中特别强大且长寿的魔王如此低喃，奇科贝尔眯起眼睛。

  　魔族の中でもとりわけ強大で長寿たるこの魔王のつぶやきにチックベルは目を細めた。

  

  

  「这是什么意思？」

  「どういうことです？」

  

  「只是有人希望战争发生，我才出手帮忙。」

  「戦争を望んだ者がいたから手を貸してやったにすぎないのだよ」

  

  

  是魔族，还是人类？

  　それは魔族か、はたまた人間か。

  

  奇科贝尔的脑中闪过各种猜测，但他没有问魔王。因为魔王看起来不打算详细说明。

  　チックベルの脳裏では様々な憶測が飛び交ったが、それを魔王に投げかけるのはやめておいた。

  

  

  「反正您也不打算详细回答吧。」

  「どうせ詳しくは答える気はないんですよねえ」

  

  「呼哈哈哈哈！」

  「フハハハハ！」

  

  

  奇科贝尔垂下肩膀，心想「我就知道」。继续问下去也没有意义。现在必须尽快赶到艾尔克罗身边。

  　それみろ、とチックベルは肩を落とす。これ以上の問答は意味がない。今は早くエルクーロの下へ行かなければ、と。

  

  奇袭贝尔瞥了笑得很开心的魔王一眼，然后拍着翅膀转身离开。

  　チックベルは楽しそうに笑う魔王を一瞥した後、羽を舞い散らせながらくるりと背を向け歩き始めた。

  

  魔王像是突然想到般，对着她的背影说道：

  　そんな背中に魔王は思い出したように声をかける。

  

  

  「刚才收到梅亚的联络，圣剑勇者似乎前往巴尔塔了。」

  「先ほどメーアから連絡があってな。どうやら聖剣の勇者はバルタへ向かったようだよ」

  

  

  这句话让奇袭贝尔惊讶地睁大眼睛，这已经不知道是第几次了。

  　その言葉にもう何度目かわからないがチックベルは目を見開き驚いた。

  

  动作真快。没想到她会无视梅亚的军队，直接让圣剑前往巴尔塔。艾尔克罗的处境越来越危险。而且，现在应该正准备进攻巴尔塔的魔将军也一样。

  　動きが早い。メーアの軍勢を無視して聖剣をバルタへ向かわせるなど予想外。益々以てしてエルクーロが危ない。そして、今まさにバルタ攻略に向け動いている筈のあの魔将軍も。

  

  既然如此——奇袭贝尔背对魔王握紧拳头。

  　ならば、と。チックベルは魔王を背に拳を握る。

  

  「……了解～那么……我们哈比鸟人部队全体出动去传令吧～！」

  「っ……りょーかいですよ～。そんじゃまあ……うちらハーピー部隊全員で伝令に行かせてもらいますねえ～！」

  

  「呼哈哈哈！好啊，我允许。之前的威胁奏效，小国联合已经不敢直接对我们出手。就算你放弃国境警备的工作，我也不会说什么。」

  「フハハハ！　いいとも、許可するぞ。小国連合はいつぞやの脅しが効いたのでもはや直接我々に手は出すまい。お前が国境警備の任を放棄しても私は何も言わんさ」

  

  「那真是多谢了～……！」

  「それはどうも～……！」

  

  

  奇袭贝尔简短说完后，就离开了魔王的办公室。

  　チックベルはそう短く言い残して魔王の執務室を後にした。

  

  魔王以眼角余光目送他们离开后，轻轻笑了。真是的，她还真温柔。不只艾尔克罗，她对那女孩也抱持同情吗？魔王以手托着下巴，眺望远方，同时愉快地闭上眼睛。

  　魔王はそれを流し目で見送った後、小さく笑う。まったく、優しいな彼女は。エルク―ロだけではなくあの娘にも情けを持ったか。魔王は顎に腕を付き、遠くを眺めながら楽しそうに目を閉じた。

  

  原本以为这次的战争会很无聊，没想到意外有趣。一切都是因为艾尔克罗捡回来的那女孩。

  　此度の戦争も退屈なものになると思ったが、存外面白い。それもこれも、エルクーロが拾ってきたあの娘の事だ。

  

  那女孩是优秀的棋子。同时，她扭曲的生存方式也让人……非常感兴趣。

  　あの娘は優秀な手駒である。同時に、歪んだその在り方があまりにも……興味深い。

  

  

  「法鲁特玛雷王，你打算怎么做？这次的战争，或许会朝彼此意料之外的方向发展。」

  「どうするファルトマーレ王。此度の戦争はお互いに意図しない方向へ進むやもしれぬな」

  

  

  魔王刚才之所以会说出巴尔塔是问题，是有理由的。

  　魔王が先ほど問題はバルタ、と言葉に出したのには理由がある。

  

  因为魔王视为问题的事，正在巴尔塔展开。

  　それは魔王をして問題と言わしめる事柄がバルタで動きつつある事であった。

  

  虽然魔王认为那是个问题，不过他其实乐在其中。

  　掌の上に乗っていない存在、魔王はそれを問題とは言いつつも楽しんでいた。

  

  因为很久没有发生不如己意的事了。

  　思い通りではない事など、久方ぶりの事であったのだから。

  

  一切的开端是艾尔克罗捡回那女孩。啊啊，真是的。艾尔克罗也真是做了件好事，魔王笑着心想。

  　全ての発端はエルクーロがあの小娘を拾ってきた事。ああ、まったく。エルクーロも粋なことをしてくれたものだと魔王は笑う。

  

  至今为止，所有事都在魔王的掌握之中。刻意不包含在计划内的艾尔克罗，以及艾尔克罗捡回来的人类女孩。

  　これまであらゆる事柄は魔王の掌の上。その算段に意図的に含めずにいたエルクーロと、そのエルクーロが拾ってきた人間の小娘。

  

  当时没有一时兴起杀了那个小姑娘真是太好了。她会招来各种离奇的事件，和魔王城内的她一起举办茶会揶揄也很有趣。虽然还想再揶揄她……但不知道能不能如愿。

  　本当にあの時あの小娘を気まぐれで殺してしまわなくてよかった。アレは数奇な出来事を引き寄せる。魔王城内に在ったころのアレと茶会を囲んで揶揄うのも面白かった。また揶揄ってやりたいものだが……果たして。

  

  原本想期待她去行军后会如何生、如何死，不过在魔王身边，她会如何生活也很有趣。艾尔克罗想必也这么希望。

  　行軍に行かせてどう生き、死ぬかを楽しみにしようと思ったが、もう少し手元に置き魔の中であれがどう生きるかもまた興味深い。エルクーロもそれを望むだろう。

  

  然而……魔王思考着艾尔克罗，就算他为了填补失去老友波利尼亚的空缺而同情那个女孩，但照现在这样下去，只会再次失去她。

  　だが……エルクーロが旧友であったポリニアを失った穴埋めにあの娘に情けをかけたのだとしても、今のままでは再び失うだけだぞと、魔王はエルクーロの事を考える。

  

  

  「一切或许都看你的行动哦，儿子。接下来要怎么行动？这次可不能一直隐居，直到中意的女人陷入绝境。」

  「全てはお前次第かもしれんぞ、息子よ。これからどう動く？　お気に入りの女の窮地に、今回はいつまでも隠居ぶる訳にも行くまい」

  

  

  魔王在空无一人的办公室自言自语，同时有些开心地思考着逐渐脱离自己计划的这场战争的结局。

  　誰もいない執務室でエルクーロに独り言ちながら、次第に思惑から外れつつあるこの戦争の行く末を、魔王はどこか嬉しそうに想うのだった。

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  「一切都如您所料呢，教皇阁下。」

  「全て、思惑通りでしたな教皇様」

  

  

  迪欧尼欧对满足地深深坐在椅子上的教皇这么说。他指的是前几天发生的事。

  　デオニオは満足そうに椅子に深く腰掛ける教皇にそう言った。全て先日の出来事を指しているのだ。

  

  教皇也露出笑容，深深点头。

  　教皇も笑みを浮かべながら、深く頷いた。

  

  虽然没能暗杀魔将军，但就结果来说，他的怒气转向圣女，顺利除掉了碍事的女人。

  　魔将軍は暗殺できなかったが、結果としてその怒りは聖女へ向き、邪魔な女を始末できた。

  

  民众会认为圣女召唤了恶魔，借由抹杀恶魔的长相来排解悲伤，同时民众也会将教皇派视为引导自己的领导者。

  　聖女が呼び込んだことになっている悪魔の相を殺す事で民衆の悲しみを紛らわすと同時、民は自らを導く指導者として教皇派に傾倒する。

  

  教皇笑着说，优奈佑教已经是我的囊中之物了。

  　ユナイル教はもはやこの私のものだと、教皇は笑った。

  

  然而，与满足的教皇相反，迪欧尼欧露出疑惑的表情。

  　だが、そんな満足そうな教皇とは裏腹にデオニオは怪訝な顔をした。

  

  

  「不过，我觉得为那种肮脏的女人举行三天三夜的葬礼实在不妥。就结果来说，魔将军也没能暗杀成功，我认为有些轻忽大意。」

  「しかし、あのような汚れた女に三日三晩も葬儀を執り行うのはどうかと思いますが。結果的に魔将軍も暗殺はできていないのです。些か不用心かと」

  

  「迪欧尼欧，你这么说就不对了。不举行葬礼的话，民众不会接受。对我们来说，就算她是诞生自奴隶胯下的女人，身上还寄宿着圣女的印记，是个碍事的家伙，但对民众来说，她终究是优奈佑教的圣女。为了把她当成悲剧的演员祭祀，这是必要的。」

  「そう言うものでもありませんよ、デオニオ。葬儀を執り行ってやらねば民衆は納得しません。我々にとっては奴隷の股より産まれた女に何を間違ったか聖女の御印が宿った邪魔者でも、民にとってアレはあくまでユナイル教の聖女。悲劇の役者として祀るには必要な事です」

  

  

  

  这是将圣女的死彻底利用到最后一根骨头的计划。现在广场上正在举行圣女的葬礼。虽然弥漫着悲壮感，但气氛却像祭典一样热闹。

  　聖女の死を骨の一本までしゃぶりつくす算段。今も広場で聖女の葬儀が行われている。悲壮感は漂っているが、賑わいは祭りのようであった。

  

  迪欧尼欧很想告诉教皇，现在正是战争时期，巴尔塔郊外还有魔族，现在不是做这种事情的时候。现在该做的事情不是摆摊，而是看着恶魔之相的孩子们被残杀的表演，一边喧闹。

  　デオニオは今まさに戦争をしていて、バルタ郊外には魔族がいるというのにこんなことをしている場合ではないと言ってやりたかった。今すべきことは屋台を出し、悪魔の相を持つ子供らを甚振り殺すショーを眺めながら騒ぐことではない。

  

  不过，迪欧尼欧认为以巴尔塔的战力，要击退魔族并非难事。现在虽然正在举行丧礼，街上只有士兵在进行警备，但城墙外的防卫阵线已经布署完毕。虽然失去了圣女这个在巴尔塔防卫战中，单论威力最顶尖的存在，但巴尔塔的防卫可说是坚若磐石。迪欧尼欧知道敌方的战力。他亲眼目睹过克莱儿军的战力，我方的战力至少有三倍以上。再加上巴尔塔的防卫设备，连万分之一的胜算都没有。

  　だがデオニオとてバルタの戦力を以てすれば魔族など返り打ちだとは思っている。現に葬式の最中であり街中に兵士の姿は警備しかいないものの壁外の防衛陣は配備済みなのだ。聖女と言うバルタ防衛において威力だけなら最高峰の存在を失って尚、盤石と言える。敵の戦力は分かっている。デオニオがその目で実際に見たココット軍の戦力の、こちらはゆうに3倍以上は戦力差があるのだ。バルタ防衛設備も合わせれば万一すらないだろう。

  

  因此，迪欧尼欧很想主动出击，但丧礼正在进行，他无法这么做。话虽如此，巴尔塔是座要塞，只要严阵以待，魔族就无法攻入。就算他们攻过来，也无法越过城墙。

  　故にこちらから打って出てしまいたくもなったが、葬儀の最中ではそうも行かない。とはいえ要塞であるバルタであるから、どっしりと構えていればいいのは明らか。攻めてきたとて壁は越えられまい。

  

  然而，教皇这种松懈的态度，实在太过毫无警戒了。

  　しかして、教皇のこの緩みようは流石に無警戒にすぎると言わざるを得なかった。

  

  

  「只要能将尤奈利教会纳为己有，就能在法鲁特玛雷内确立更高的地位。不，甚至独立成为宗教国家也不是梦想。如此一来，我就能成为国王。不是教皇这种虚有其表的职位，而是真正的王。呵呵，真是太棒了。」

  「ユナイル教を私のものとする事が出来れば、よりファルトマーレ内の地位も確立される。いえ、むしろ宗教国家として独立すら夢ではない。そうすれば私は王という事になる。教皇などと言うお飾りではなく、真なる王に。ふふ、素晴らしい」

  

  

  教皇露出陶醉的表情，沉浸在梦想之中。如今圣女已经消失，尤奈利教真正成为自己的东西。战争期间，宗教是人们心灵的避风港，因此信徒人数也爆炸性地增加。由于献上恶魔长相这种好听的祭品，信仰心也前所未有地增强。

  　教皇は顔を蕩けさせながら夢想する。聖女との二極性を排した今、ユナイル教は真に自分のもの。戦時において宗教とは廃れた人々の心の安直な拠り所であるから信者の数も爆発的に増えた。悪魔の相などと言う体のいい生贄を捧げた事で信仰心はこれまでになく増大している。

  

  教皇确信，巴尔塔的人们仰赖的已经不是法鲁特玛雷，而是尤奈利教。

  　もはやバルタの人々が頼るのはファルトマーレではなくユナイル教なのだと、教皇は確信していた。

  

  历代教皇甚至拥有足以在法鲁特玛雷的政治中发言的权力。自己即将获得超越历代教皇的力量，放弃与魔族持续无聊战争的法鲁特玛雷，闭上眼睛在眼睑内描绘独立的梦想，陶醉地吐出一口气。

  　ファルトマーレの政治にさえその権力を以て言を発する力を有していた歴代教皇。そのいずれをも上回る力を自分は手にできるとして、魔族とくだらない戦争を続けるファルトマーレを見限り独立の夢を瞼の裏に描いて瞳を閉じ、恍惚とした息を吐いていた。

  

  

  

  与这样的教皇形成对比，迪欧尼欧皱起眉头。

  　そんな教皇と対照的に、デオニオは眉間にしわを寄せていた。

  

  

  （这个乐观主义者。）

  （楽観主義者め）

  

  

  迪欧尼欧在心中咒骂，瞥了一眼眼前持续露出笑容的教皇，转身离开房间。

  　デオニオは心の中で毒づき、目の前で笑みを浮かべ続ける教皇を一瞥し背を向けると退室する。

  

  他很厌烦要配合教皇的白日梦。对迪欧尼欧而言，尤纳伊尔教不过是让自己获得安定地位的基石。如果教皇硬要改变现状，选择不稳定的生活，他有必要重新思考今后的去向。欲望真的会改变一个人。那个胆小的教皇居然会说出那种大话。

  　教皇の夢物語に付き合うのは辟易していたのだ。あくまでデオニオにとってユナイル教とは己が安定した地位のための土台。教皇がそれを無理やり変えて不安定を選ぼうものなら、今後の身の振り方も考え直す必要がある。まったく、欲望は人を変えるものだ。あの臆病な教皇があんな大言壮語をのたまうとは。

  

  迪欧尼欧心想，最近有必要和法尔特玛首都伊凡尔的掌权者搭上线。

  　近々ファルトマーレ首都イファールの権力者にパイプを作る必要があるなと、デオニオは考えた。

  

  迪欧尼欧用手指抵着下巴思考，忽然发现有人站在眼前。

  　顎に指をあてながらそんなことを考えていたデオニオだが、ふと目の前に人が立っていることに気づく。

  

  离开教皇房间的迪欧尼欧面前，站着一脸严肃的雷威。

  　教皇の部屋を出たデオニオの前には、神妙な面持ちのレーヴェが立っていた。

  

  迪欧尼欧见状，用手指抵着眉间，心想麻烦事接踵而来。

  　それを見てデオニオは眉間に指をあてた。面倒が続くものだ、と。

  

  

  「迪欧尼欧队长……你那天在做什么？」

  「デオニオ隊長……貴方はあの日何をしていたのです」

  

  

  雷威用怀疑的目光看着迪欧尼欧。

  　レーヴェは疑いの目を持ってデオニオを見ていた。

  

  那一天，圣女库夏尔娜与魔将军克莱儿会谈的日子。迪欧尼欧确实不在现场。

  　あの日、聖女クーシャルナと魔将軍ココットの会談の日。デオニオは確かにその場にいなかった。

  

  他收到教皇在那之前发出的调令，所以没有同行。雷威当然感到疑惑，但圣女库夏尔娜什么也没说，所以就那样放着不管，结果导致了那样的结果。

  　直前に教皇から辞令があったとして同行しなかったのだ。レーヴェは勿論訝しんだが、聖女クーシャルナが何も言わずにいたのでそのままとし、ああいった結果となった。

  

  

  「雷威副师团长，这里应该禁止进入。」

  「レーヴェ副長、ここへの立ち入りは禁止の筈だ」

  

  「你也是吧！」

  「それは貴方もでしょうに！」

  

  

  迪欧尼欧深深地叹了口气。从雷威激动的模样来看，他似乎不会放过自己。

  　ふーっ、とデオニオは深くため息をつく。レーヴェの剣幕からして逃がしてもらえそうもない。

  

  雷威似乎在怀疑迪欧尼欧。不过，迪欧尼欧皱起眉头，心想他好像不知道自己该怀疑什么。这也难怪，不管他怎么推测，最后得出的结论都是迪欧尼欧，尽管可以怀疑，却没有证据。雷威也想不到方法和过程吧。

  　レーヴェはデオニオを疑っているらしい。だが、何を疑うべきなのかはわかっていないらしいとデオニオは眉を顰めた。それはそうだ。何をどう推測したとてあの結果を産んだのがデオニオだとは、疑いはできても証拠はない。方法や過程も思いつかないだろう。

  

  看来从现场逃之夭夭的雷威，似乎不知道迪欧尼欧派出刺客暗杀魔将军建立功绩一事。既然如此，他就不可能弹劾自己。就算他真的那么做，派出刺客的也不是迪欧尼欧，而是教皇。就算事迹败露，只要把一切推给教皇就好，迪欧尼欧笑着看向雷威。

  　どうやらあの場からからがら逃げ延びたレーヴェは、魔将軍に暗殺者を放っていたことは知らないようだとデオニオは確信していた。ならばこの身の糾弾は不可能。仮にそうあっても暗殺者を放ったのはデオニオではなく教皇。発覚してもすべて教皇に擦り付ければいいとして、デオニオは笑いながらレーヴェを見た。

  

  面对摆出架势的雷威，迪欧尼欧缓缓地走近他，开口说道：

  　身構えるレーヴェに対し、デオニオはゆっくりと近づきながら口を開く。

  

  

  「我曾与教皇共事。尽管公务繁忙，却无法待在圣女大人身边，我对此感到万分懊悔。」

  「この身は教皇とともにあった。多忙な身の上とはいえ聖女様のお近くに居れなかったのは悔やんでも悔やみきれない」

  

  「那种事我无法接受……！」

  「そんな事で納得など……！」

  

  「雷威……杀死圣女大人的，是魔族，是那个忌子。」

  「レーヴェ……聖女様を殺したのは魔族だ。あの忌子だ」

  

  「唔……」

  「っ……」

  

  

  迪欧尼欧的话令雷威语塞。

  　デオニオの言葉にレーヴェは口籠る。

  

  

  「圣歌队也全军覆没，如今只剩下我跟你，以及数名幸存者。不过你应该很清楚，什么才是献给圣女大人的祭品吧？」

  「聖歌隊も壊滅し、今や私と君の他数名を残すのみだ。だがわかっているだろう。何が聖女様への手向けになるのか」

  

  

  迪欧尼欧缓缓地把手放在雷威的肩上。被碰到的瞬间，雷威的肩膀猛然一震。

  　デオニオはゆっくりとレーヴェの肩に手を置く。触れられた瞬間レーヴェはびくりと肩を震わせた。

  

  迪欧尼欧把脸凑近雷威的耳边，低声说道：

  　そんなレーヴェの耳元へデオニオは顔を近づけ、囁く。

  

  

  「恨意会成为力量，但不可以搞错目标。你应该很清楚该把剑指向谁吧？因为你可是巴尔塔的骑士啊。」

  「恨みは力となる。だがその矛先を誤ってはいけない。誰に剣を向ければいいか分かっているだろう。君はバルタの騎士なのだから」

  

  

  迪欧尼欧说完后笑了出来，拍了拍雷威的肩膀，迈步离去。

  　そう言って笑ったデオニオはレーヴェの肩を叩いて歩き去っていった。

  

  雷威颤抖着肩膀，咬紧下唇好一会儿，最后紧闭双眼，把准备要吼出来的话吞了回去。

  　しばらく肩を震わせながら下唇を噛んでいたレーヴェは、瞼をぎゅっと閉じて叩きつけようと用意してきた言葉を飲み込んだ。

  

  

  「……可恶！」

  「……くそっ！」

  

  

  然后他狠狠地揍了墙壁一拳，低下头。

  　そして思い切り壁を殴りつけ、俯く。

  

  揍下去的拳头传来阵阵的钝痛。

  　殴った拳には、じんじんとした鈍い痛みが走っていた。

  

  

  雷威瞪着墙壁，心中想着。

  　壁を睨みながら、レーヴェは想う。

  

  想着从小照顾自己这个盲人、既是主人也是朋友的库夏尔娜。

  　幼少より盲目の身を世話してきた主であり友であるクーシャルナの事。

  

  想着杀了库夏尔娜的那个小恶魔。

  　そしてそのクーシャルナを殺したあの、小さな悪魔の事。

  

  想着魔将军人克莱儿。

  　魔将軍ココットの事を。

  

  

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  「——、——……——……♪」

  「――、――……――……♪」

  

  

  

  

  

  在昏暗的夜色中，魔族军驻扎地在月光的照耀下，响起年幼小女孩的细小声音。

  　宵闇の中、月明かりに照らされた魔族軍駐屯地にか細い幼女の声が響く。

  

  我爬上瞭望台的柱子，背靠着木材，以心不在焉的表情哼着歌。

  　私は見張り台の柱の上に上り、木材に背を持たれながら心ここにあらずといった虚ろな顔で鼻歌を歌っていた。

  

  我也不知道自己在看哪里。总觉得在虚无的视线彼端，总是对我露出笑容的那孩子的笑容，充斥着我内心的寂寞。

  　どこを見ているのか、自分でもわからない。虚無に向けられた視線の向こうには、いつだって私に笑ってくれたあの子の笑顔が映っているような気がして、胸の内に痛烈な寂しさを充満させる。

  

  

  她已经不在了。我明白这一点。眼泪也流不出来。

  　もう彼女はいない。それは理解している。涙ももう出てこない。

  

  所以我只是乘着吹动头发的风，哼着小曲，尽可能感受她的存在。哼着她经常唱的歌。

  　だから私はただ、髪を揺らす風に乗せるように、少しでも彼女の事を感じられるよう小さな鼻歌を奏でているだけだった。彼女がよく歌っていた歌を。

  

  

  澪已经不在了两天。

  　ミオが居なくなってからもう二日。

  

  亲手杀死圣女也才一天。

  　そして聖女をこの手で殺してからまだ一日。

  

  家人又被夺走了。第一次弄脏了自己的手。

  　また家族を奪われた。初めて自分の手を汚した。

  

  

  这是战争。是我自己选择的修罗之道。没有人能保证不会失去。但是，澪是因为我的粗心大意，以及相信人类的错误而被杀。

  　戦争をしているのだ。自分で選んだ修羅の道。失わない保証などどこにもなかった。だが、ミオは私の迂闊と人間などを信じようとした過ちで殺された。

  

  这一切都是我犯下的错误。我再怎么后悔也后悔不完。如果早点选择保护她就好了？如果早点向艾库罗大人坦白就好了？

  　全てこの私のミスで起きてしまった事だった。悔やんでも悔やみきれない。もっと早く守る選択をしていればよかったのか？　エルクーロ様にもっと早く打ち明けていれば？

  

  不对。就是因为选择保护她，所以才会失去她。

  　違う。守る選択をしたから失った。

  

  我没有时间沉浸在后悔中。还有必须杀死的人。

  　後悔に埋もれる暇はない。まだ殺さなくちゃならない連中が残っている。

  

  

  

  这时，我突然看向放在一旁的枪。

  　そこでふと、私は傍らに置かれた銃を見やった。

  

  我拿起枪，抚摸枪身。这是从亚历山大手中抢来的二连发短枪。我本来没打算使用，顶多拿来护身。

  　手に取り、銃身を撫でる。アレハンドロから奪い取った二連式の短銃。使うとは思っていなかった。精々護身用と。

  

  我轻易地扣下这把枪的扳机。子弹发射出去的感觉，因为后座力而手麻的感觉。

  　私は恐ろしくあっさりとこの銃の引き金を引いた。弾が発射された感覚、反動で手が痺れる感覚。

  

  以及射出的子弹贯穿圣女胸口的感觉。

  　そして放った銃弾が聖女の胸を穿つ感覚。

  

  这些感觉都还深深烙印在身体上。

  　全てまだ体に覚え染みている。

  

  没想到会这么简单。

  　存外、あっけないものだった。

  

  我没有杀了人的实感。就算有，大概也不会感到苦恼吧。

  　人を殺した実感はない。あったとしてもさほど苦悩すらしなかっただろう。

  

  我不想再拥有这种感情。因为我已经舍弃了。

  　もうそんな感情を持っていたくない。捨ててしまったのだから。

  

  我已经一无所有。我是个空壳。

  　もう、なにも無い。からっぽだ、私は。

  

  

  身体像铅一样沉重，全身感到倦怠。脑袋仿佛蒙上一层雾，感觉思考也变得迟钝。

  　身体は鉛のように重く、気だるさが全身に感じられる。頭の中には靄がかかったようで、思考も鈍化している気がした。

  

  这股失落感和失去雷米时不同。我就像个空壳。

  　レイメを失った時とも違う喪失感なのか。私は抜け殻のようであった。

  

  

  

  

  我突然从瞭望台上往下看。

  　ふと、私は見張り櫓の上から下を眺める。

  

  我看见为了让我爬上瞭望台而帮忙的命，正心神不宁地四处张望。

  　そこでは櫓に上るために手伝わせたオドがそわそわしながら首をきょろきょろと回しているのが見えた。

  

  看到她之后，我再次哼着歌，将视线移回森林的另一头。

  　それを見た後、私は再び鼻歌を歌いながら視線を森の向こうへ戻した。

  

  从位于深邃森林中的这个后方据点，看不见巴尔塔的城墙。

  　深い森の中であるこの後方拠点からは見る事が出来ないバルタの城壁を。

  

  从盖在墓地的前哨据点或许可以看见，不过现在必须在这里等待。不过，我的确把视线转向巴尔塔。

  　墓場に築いた前哨拠点からならば見えるのだろうが、今はこの場で待つ必要があった。だが確かに私は今視線をバルタへ向けていた。

  

  

  

  这时，和我一起待在瞭望台的哥布林发出嘎嘎叫声，指着某个方向给我看。

  　と、私と供に見張り台に居たゴブリンがなにやらギャアと声を上げた。私に向かって方角を指さしている。

  

  我按照它说的，望向那个方向，发现那里是巴尔塔的反方向，也就是卢伊卡纳。

  　言われた通りに目を向けてみればバルタと真逆、ルイカーナの方角だった。

  

  然后，从卢伊卡纳通往这里的路上，有黑色的东西在移动。

  　そしてルイカーナから此処までを結ぶ道の上を、黒々としたものが動いていた。

  

  

  「那是……」

  「あれは……」

  

  

  我确实看见了接近据点的一群人。

  　拠点に近づく一団を確かに私は目にした。

  

  漆黑的一群人从森林中前进，从卢伊卡纳的方向行军而来。

  　森の中を進み来る漆黒の一団。ルイカーナからの道のりを行軍してくる。

  

  

  「终于来了吗？」

  「ようやく来たか」

  

  

  我轻笑一声，马上又变得面无表情。

  　私はふっと笑い、すぐにまた表情を無くした。

  

  哥布林看着站起身的我。我不予理会，走到瞭望台的边缘，往下看。高度大约五米，欧黛的头看起来很小。和我对上眼后，欧黛慌忙别过头。真是个内向的家伙……我这么想。

  　ゴブリンが立ち上がった私を見る。私は構わずに櫓の端へ歩いていき、下を見る。高さは５ｍ程。オドの頭が大分小さく見えた。私と目が合うとオドは慌てて目を背けた。引っ込み思案な奴だな……と私は思う。

  

  然后，我就这样缓缓地……跳了下去。

  　そして私はそのままゆっくりと……身を投げた。

  

  

  

  

  「克莱儿大人！？」

  「ココットさま！？」

  

  

  

  我听见欧黛慌张的声音，稍微感觉到坠落感后，被粗糙的手臂接住。

  　オドの慌てた声が聞こえ、少しだけ落下した感覚の後にぼすりとごつごつした腕に抱きとめられた。

  

  

  「很、很危险耶……！」

  「あ、あぶないだよ……！」

  

  「……你不是接住我了吗？」

  「……お前が受け止めてくれたじゃないか」

  

  

  我一脸无趣地这么说。他明明撇开视线，反应却很快。

  　私はつまらなそうにそう言った。目をそらした割には反応が早かったな。

  

  欧德因为我的突然跳下，显得十分慌张，他粗重地喘着气，抱着我的手也用力到让我有点痛，但我没有特别抱怨。我只是默默地享受着这股证明自己还活着的痛楚。

  　オドは突然の私の投身に酷く慌てた様子で、鼻息荒く私を抱きかかえる腕に力が入っていて少し痛かったが、別段私はその痛みに何も言わなかった。生きているという証めいた痛みを、私はただ黙って享受した。

  

  

  「希、希望你不要再做这么危险的事了……克莱儿大人对我很好……我不希望你受伤……」

  「も、もうあぶないことはしないでほしいだよ……ココットさま、おらにもやさしいから……怪我とかしてほしくないだ……」

  

  「……我才没有对你很好。」

  「……優しくなんかないさ」

  

  

  欧德看起来还是很慌张，但我没有仔细听他说话。我仰望上方，看着在刚刚跳下来的瞭望台上看着我，脸色大变地哇哇叫的哥布林。

  　未だに慌てた様子のオドの言葉を私はしっかり聞いていなかったように思う。目線は上を向き、今しがた飛び降りた櫓の上でこちらを見ながら血相を変えてギャアギャア言っているゴブリンを見ていた。

  

  欧德用力抱着我，一边喘着气，一边对我说：

  　そんな私にオドは私を力強く抱えながらふうふうと息を吐き言葉を紡いだ。

  

  

  「要是克莱儿大人……像、像刚刚那样遇到危险，我、我一定会救你的，一、一定会救你的。」

  「今みたいに……こ、ココットさまが危ない目にあったら、お、おらが絶対助けるだよ、ぜ、絶対助けるだよ」

  

  

  我惊讶地看向欧德，他正拼命挤出难看的笑容。这家伙原来也有在担心我啊。还气势汹汹地说什么一定会救我。

  　はっとしてオドを見れば、不細工な笑顔を必死に作っていた。こいつなりに心配してくれたのか。二回も助けるなどと息巻いて言うなど。

  

  真是的。不过是个一般士兵，而且还是个迟钝的半兽人，说这什么话啊？我没有回答他。

  　まったく。一般兵に過ぎない上にどんくさいオークが何を言うのかと、私はその言葉に答えなかった。

  

  因为我的脑中在想其他事情。

  　頭の中では別の事を考えていたから。

  

  如果欧德没有接住我，我……是不是就死了呢？

  　オドが受け止めなかったら、私は……死ねたんだろうか。

  

  脑中瞬间闪过这个想法，我自嘲地笑了。我命令欧德把我放回地面，整理好衣服的领子，重新戴好帽子。欧德虽然那么说……但是像我这种人，真的值得拯救吗？

  　一瞬そんなことを思い浮かべた自分を自嘲気味に笑い、私はオドに命じて地面に下ろしてもらうと服の襟を正し帽子を被りなおす。オドはああ言ったが……こんな私に助ける価値なんかあるのか、と。

  

  我吐了一口气，斜眼看向欧德，开口说道：

  　ひとつ息をふうと吐いてから、オドを横目に見て言う。

  

  

  「……欧德，把库托拉他们叫来。」

  「……オド、クォートラ達を呼べ」

  

  

  我转换心情。身体还是一样沉重，使不上力。脸看起来应该也很惨吧。但是，现在必须去迎接前来这里的军队。而且也必须立刻召开作战会议。

  　気持ちを切り替える。相変わらず体は重く力も入りにくい。顔も酷い有様だろう。だが、今はここへ向かっている軍の応対をしなくては。すぐに作戦会議も必要となる。

  

  就算看对方不顺眼，姑且还是得去迎接，这是基本的礼仪。

  　気にくわないやつでも、出迎えをしてやるのも一応の礼儀だ。

  

  而且……他们可是为了攻下巴尔塔的重要战力。就郑重地欢迎他们吧。

  　それに……バルタ攻略のための大事な大事な戦力だからな。丁重に歓迎するとしよう。
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  「嗨嗨，淑女……不对，克莱儿将军。」

  「やあやあレディ……いや、ココット将軍」

  

  

  安德列在前来迎接的我们面前，一边夸张地挥手一边深深鞠躬。他的服装还是一样华丽，普通的军服上装饰着许多饰品。再加上巫妖特有的苍白肌肤和胡须，看起来可疑至极。

  　アンドレオは出迎えた我々の前で大手を振り大仰なお辞儀をしながらそう言った。相変わらず派手な服だ。通常の軍服に雑多な装飾が付けられている。リッチ特有の血の気のない肌と、髭も相まって胡散臭いことこの上ない。

  

  他深深低头致意后，马上睁开眼睛，对我眨了眨眼。

  　深々と頭を下げたかと思えば、すぐにちらりと目を開き私にウィンクを浴びせてくる。

  

  我们只是静静地迎接他。

  　私達はそれをただただ静かに出迎えた。

  

  

  「……你来了啊，安德列将军。」

  「……来たか、アンドレオ将軍」

  

  

  我露出混浊的眼神，坐在欧德奈斯的肩上俯视安德列等人。

  　私はどろりと濁った目をしてオドの肩に座りながらアンドレオ達を見下ろす。

  

  安德列率领的亡灵士兵整齐地列队。亡灵们乍看之下和蓝皮肤的人类一样，我在卢伊卡纳看到他们时，以为他们和安德列一样爱开玩笑，不过他们果然很清楚自己身为军人的本分。

  　アンドレオ率いるレブナント兵は整然と並び経っている。見てくれは青い肌をした人間に見えるレブナント達はルイカーナで見た時はアンドレオ同様おちゃらけていたと思ったが、なるほど軍人としての領分は弁えているか。

  

  然而，安德列却以仿佛参加葬礼的气氛，看着列队的我军成员，抓着胡须皱起眉头。

  　しかしアンドレオはまるで葬式のような雰囲気のまま並び立つ我が軍の面々を眺め、髭を抓みながらしかめっ面をした。

  

  

  「喂喂，这是什么样子啊？我难得来一趟，迎接的人却露出这种表情，真让人郁闷。」

  「おいおい、なんだいこの有様は。せっかく来たっていうのに出迎えの面々がこんな顔をしていては気が滅入る」

  

  「吵死了……」

  「やかましい奴……」

  

  「这是我的优点啊。而且，这场战争最重要的时刻即将到来，我反而觉得应该要提振士气。」

  「それが取り柄だからね。それに、この戦争の大一番が待っている。気を高揚させてしかると思うがね」

  

  

  安德列依旧带着轻浮的笑容站在我面前。

  　アンドレオはなおもへらへらと笑いながら私の前に立った。

  

  

  「……我们已经准备好你们的宿舍了。你们可以稍微休息一下。太阳下山后，我们会在广场集合，进行作战会议……以上。」

  「……お前達の宿舎は用意している。少し休むといい。日が落ちたら作戦会議をするから広場に集まれ。……以上だ」

  

  

  我这么说完，便拍了拍命的头，要她转身背对安德列。对话到此结束。

  　私はそう言ってオドの頭をぺしぺしと叩き、アンドレオに背を向けさせた。会話は終わりだ。

  

  安德列重重地叹了一口气，举起的手无力地垂下。

  　アンドレオは大きな溜息をつき、上げた手をがっくりと落とした。

  

  

  「唔～～真冷淡……而且你看起来很憔悴呢，克莱儿。上次见面时，你看起来还更有精神。这场行军有这么辛苦吗？」

  「う～んつれないね。……それに随分とやつれたねえココット。前会った時はもっと元気だったが。そんなにこの行軍は辛いかい？」

  

  

  安德列的话语传进我的耳中。

  　私の背中にアンドレオの言葉が沁み込んだ。

  

  焦躁感在心中萌芽，我站在命的肩上咬紧牙关。或许是感受到我的情绪，命停下原本要踏出的脚步，我则是轻轻咂嘴。

  　苛立ちが胸に芽生え、オドの肩の上で歯を食いしばる。それが伝わったかオドは歩き出そうとした足を止め、それに私は小さく舌打ちをした。

  

  察觉到我的反应，安德列轻轻一笑，将双手环抱在胸前。四特拉立刻站到我面前，威吓安德列。

  　それを察してかアンドレオは小さく笑って腕を組んだ。すかさずクォートラ達が私の背の前に立ちアンドレオを威嚇する。

  

  安德列装出惊讶的模样，脸上依旧带着笑容。看到他的反应，左眼泛着红光的左泽瞪向他。

  　アンドレオは驚いたふりをしながら笑みを絶やさなかった。そんな様子にツォーネが赤い瞳をぎらつかせてアンドレオを睨んだ。

  

  

  「我还以为是谁要来支援……原来是您啊。」

  「誰が援軍に来るのかと思ったら……貴方でしたの」

  

  「魔将军左泽……不对，是前魔将军左泽。」

  「これは魔将軍ツォーネ……いや、元だったね」

  

  「你还是老样子，讲话总是这么尖酸刻薄，臭巫妖。我先声明，我现在可是克莱儿大人的部下哦？要是你敢对我无礼，我可不会饶过你。你应该很清楚，要是跟我打起来会有什么下场吧？」

  「嫌味な所は相変わらずですわねクソリッチ。言っておきますが今のわたくしはココット様にお仕えする身ですし？　無礼をすれば許しませんわよ。わたくしとやり合えばどうなるかは貴方ならおわかりでしょう？」

  

  

  听到佐涅这么说，安德列用鼻子哼笑了一声。

  　ツォーネの言葉にアンドレオはふふんと鼻を鳴らした。

  

  双方都是魔将军，毫不掩饰彼此的杀气。我对吸血鬼和巫妖打起来会有什么结果没有兴趣，因此只是转头制止佐涅。

  　互いは魔将軍と元魔将軍。殺気を隠しもせずにぶつけ合っている。ヴァンパイアとリッチがやり合えばどうなるのかにも特に興味はなかったので私は顔だけを向けてツォーネを制止した。

  

  

  「谢谢你，克莱儿。这女人从以前就动不动就爱吵架，跟姐姐一点也不像。你可要好好管住她哦。」

  「ありがとうココット。その女は昔から喧嘩っ早くてね。姉上とは似ても似つかない。しっかり手綱を握っておいてくれたまえよ」

  

  

  听到安德列的嘲讽，剩余的雷布南也跟着笑了起来。

  　アンドレオの嘲りにレブナント達が合わせて笑い始める。

  

  佐涅忍不住伸手去拿武器，但被佐夫按住肩膀，才没有真的动手。

  　ツォーネが思わず武器に手を伸ばすがゾフに肩を抑えられて踏みとどまった。

  

  才刚见面就吵成这样。虽然我不在乎你们感情好不好，但可不能影响到作战计划。我开口：

  　顔を合わせて早々これでは。不仲はどうでもいいが作戦に支障が出るのは許せん。

  

  

  「库欧托拉。」

  「クォートラ」

  

  「是。」

  「はっ」

  

  「事情谈完了，让他们解散吧。」

  「話は終わった。解散させろ」

  

  

  我这么说完，命令命力离开广场。

  　私はそう告げてオドに命じ広場を去った。

  

  库欧托拉等人也跟着解散。留在原地的安德列等人一直看着我离去的方向。

  　クォートラ達も後に続いて解散する。後に残されたアンドレオ達は、じっと私が去った方を見ていた。

  

  接着，安德列欧一边抚摸下巴的胡须，一边眯起眼睛，失望地叹了口气。

  　そして顎髭を撫でながら目を細めたアンドレオは、がっかりしたように息を吐いていた。

  

  

  「克莱儿那家伙真是没用。至少要反抗一下才比较有魅力啊。」

  「ココットめ、腑抜けたものだ。噛みついてくるくらいが色気があるものを」

  

  

  他转头瞪向露伊卡娜的方向，笑着说道：

  　そして一度振り返り、ルイカーナの方を睨んで笑った。

  

  

  「艾库罗大人，您拒绝我的提议，坚持要让克莱儿攻略巴尔塔，看来您……是瞎了眼啊。小恶魔变得骨瘦如柴，也失去了霸气。这场战斗，果然还是由我安德列欧来继承吧。」

  「エルクーロ様、我が申し出を蹴りあくまでバルタ攻略はココットに任せると言った貴方の目は……節穴でしたな。小さな悪魔はやせ細り、覇気も失った。やはりこの戦い、このアンドレオが引き継ぐとしよう」

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  同一时刻，巴尔塔的中央广场。

  　同時刻、バルタの中央広場。

  

  虽然圣女库夏尔纳的葬礼仍在进行，但气氛已经从原本的沉痛，逐渐转变成祭典般的热闹。

  　未だ聖女クーシャルナの葬儀が執り行われてはいるが、段々とその様相はしんみりたものから祭りめいた賑わいを見せていた。

  

  摊贩林立，人们谈笑风生。

  　屋台が立ち並び人々は談笑する。

  

  他们并没有忘记圣女之死带来的悲伤，但祭典的气氛，让悲伤被欢乐取代。

  　彼らは聖女の死を受けた悲しみを忘れた訳ではないが、悲しみを楽しみで塗り替えるための祭事めいた雰囲気を醸していた。

  

  而那场表演，更是加速了这种转变。

  　そしてその転化は、あのショーを受けて殊更に加速したのだ。

  

  那场让恶魔之相受到羞辱的表演。

  　悪魔の相を甚振ったあのショーを。

  

  

  

  

  拥有恶魔之相的人，前几天已经全数受到刑罚。

  　悪魔の相持つ者らは先日、一人残らず刑罰を受けた。

  

  他们被推入中央广场那个据说会阻挠轮回转生的洞穴底部。男女双方的性器官都被破坏，无法在冥府产下后代，被送到现世。

  　中央広場にある輪廻転生を阻むと言われる穴の底へ、冥府で子を為し現世へ送らぬよう男女共に性器を破壊された後に突き落とされたのだ。

  

  

  在昏暗的洞穴底部，被胡乱丢弃的恶魔的同伴们，正重叠在一起。

  　暗い穴の底。乱雑に放り込まれた悪魔の相持つ者たちが折り重なっていた。

  

  其中，可以听见几道微弱的呼吸声。掉进洞穴里的人们之中，有几个人把先掉下来的人的尸骸当成缓冲垫，免于当场死亡。不过，他们全都因为出血和骨折造成的身体损伤，命不久矣。他们只能等待死亡降临。

  　その中に、いくらか浅い呼吸音が聞こえる。穴に落ちた者たちの何名かは、先に落ちた者たちの骸をクッションとして即死を免れていた。だが、いずれも出血と骨折による身体の損傷で長くはない。ただ死を待つのみの身だった。

  

  而其中也包含着吉吉。

  　そしてそんな彼らの中に、ジジもまた含まれていた。

  

  吉吉几乎已经看不见，呼吸也断断续续，跨下流出大量鲜血，他正望着虚空。

  　もうほとんど目も見えず、息も絶え絶えになり跨ぐらから夥しい血を流すジジは、虚空を眺めていた。

  

  为什么会变成这样？为什么自己会突然遇到这种事？

  　どうしてこうなったのだろう。突然、突然自分たちはこんな目に遭った。

  

  是因为圣女大人死了吗？是自己不好吗？

  　聖女様が死んだから？　自分たちが悪いのか？

  

  吉吉在逐渐模糊的意识中，回想起迪欧尼欧和教皇说过的话。

  　ジジは薄れゆく意識の中で、デオニオや教皇の語った言葉を思い出していた。

  

  杀死圣女大人的，是魔将军。然后，人类……克莱儿……

  　聖女様を殺したのは魔将軍。で、人間……ココット……。

  

  难道是那个克莱儿吗？

  　まさかあのココットなのだろうか。

  

  说自己是魔将军的克莱儿。他以为是玩笑话，但那其实是真的吗？

  　自分を魔将軍だと言ったココット。冗談だと思った。でも、本当だったのだろうか。

  

  不过，事到如今，已经无从确认了。

  　でも、今となっては確かめる術はない。

  

  自己马上就要死了。身体内侧被撕裂，只能等待意识消失。

  　自分はもうすぐ死ぬ。体の内側を引き裂かれて、ただただこの意識が消えるのを待つだけの身の上。

  

  

  （说真的，事情到底为什么会变成这样……我们只要听从教皇大人的指示，不就能获得幸福了吗……）

  （本当、どうしてこうなっちゃったのかな……あたし達、教皇様の言う事を聞いていれば幸せになれるんじゃなかったの……）

  

  

  她抱着一丝希望来到巴尔塔。

  　縋る思いでバルタへやってきた。

  

  然而，结果却是如此。为了洗去恶魔印记这种污秽的存在，她拼命地完成神圣的职务，也忍受周遭人们轻蔑的视线。然而，她却连为自己辩解的机会都没有，突然被拉出来，衣服被剥光，被迫在民众面前受辱，最后惨遭杀害。

  　だが結果はこれだ。悪魔の相と言う穢れを濯ぐために神聖な職務を懸命にこなした。周囲の人々の侮蔑の視線にも耐えた。だがなんの弁明の機会も与えられず、突然引っ立てられて服を奪われさらし者にされ、民衆の前で辱めを受けて殺される。

  

  被折磨到这种地步，究竟有什么意义？

  　此処までされる意味とは何なのだろうか。

  

  在被弄成无法生育的身体后，再被杀害。对于原本梦想着找到好对象结婚生子的吉吉来说，这是最残酷的对待。

  　子供の産めない体にされてから殺される。誰かいい人を見つけて結婚し、子供を授かる事さえ夢見ていたジジには一際辛い仕打ちであった。

  

  吉吉的心中萌生出确切的恨意。当自己和同伴们遭遇凄惨的对待时，民众的表情，以及教皇大人的表情。

  　ジジの心の中には、確かな憎しみが生まれていた。自分たちがひどい目に遭っているときの民衆の顔。そして教皇様の顔。

  

  他们都在笑。对我们投以愤怒和悲伤，像是在发泄郁闷般乐在其中。

  　彼らは、笑っていたのだ。怒り、悲しみを私たちに向けて、鬱憤晴らしとばかりに楽しんだのだ。

  

  他们借由折磨我们，填补失去圣女大人的心灵。

  　聖女様を失った心を私たちをいたぶることで埋めたのだ。

  

  我们恶魔的印记，终究只有这种程度吗？简直被当成物品看待。吉吉后悔不已。克莱儿说得没错，自己只是不愿面对现实罢了。

  　所詮私達悪魔の相は、その程度なのか。まるでモノ扱い。ココットの言う通りだった、目を背けていただけだったんだとジジは後悔する。

  

  

  啊啊，真是讨厌。一旦内心萌生漆黑的感情，越是思考就越会膨胀。

  　ああ、もう、嫌になる。心のうちに黒々とした感情が一度芽生えてしまえば、考えれば考えるほどそれは膨れ上がっていく。

  

  明明已经决定不再怨恨，却还是恨得不得了。

  　恨まないって決めたはずなのに、憎くて仕方がない。

  

  我们明明没做任何坏事。

  　あたし達、何も悪いことしてないのに。

  

  

  

  

  

  

  当失去光明的双眼流下泪水时，爷爷注意到有东西站在眼前。

  　と、光を失っていくジジの瞳から涙が零れた時、ジジは目の前に何かが立っていることに気づいた。

  

  虽然几乎看不清楚，但轮廓并非人类。

  　かすれた眼ではほとんど見えないが、シルエットは人間のものではなかった。

  

  原本以为是死神来迎接，但那道影子似乎发现爷爷还活着而靠了过来。

  　死神が迎えに来たのかと思ったが、どうやらその影はジジがまだ生きていることに気づくと近づいてきたのだ。

  

  来到近处后，那道影子终于描绘出清晰的轮廓。

  　近くに来たことでその影はようやくはっきりとした輪郭を描いた。

  

  站在黑暗中的是蜥蜴般的魔族。是夜蜥蜴。

  　暗闇の中に立つのは蜥蜴のような魔族。ナイトリザードだった。

  

  

  他是怎么来到这个洞穴的？从洞穴底部的水路？比起魔族为何会在这里，爷爷更感到疑问。夜蜥蜴开口说：

  　どうやってこの穴に。穴の底の水路から？　それより魔族がなんで此処に、と疑問を覚えるよりも先にナイトリザードが口を開く。

  

  

  「你与吾等之主有着相同的发色与瞳色。小小恶魔啊，你的胸中有着战斗的意志吗？」

  「我らが主と同じ髪、同じ瞳。小さな悪魔よ、その胸に戦う意思はあるか」

  

  「……咦……？」

  「……え……？」

  

  

  爷爷不明白这个魔族在说什么。浮现的疑问与模糊的思考，不可思议地让爷爷对魔族没有恐惧。

  　ジジは、この魔族が何を言っているのかわからなかった。浮かんだ疑問とぼやけた思考で魔族に対する恐怖は不思議となかった。

  

  战斗的意志？他在……说什么呢？

  　戦う意思？　何を……言っているのだろう。

  

  不，更重要的是他说了「我们的主人」。既然如此，就是率领魔族的将军。而且他和我有着相同的发色、相同的眼眸。

  　いや、それよりも我らが主と言ったのだ。であれば魔族を率いる将軍の事。そして私と同じ髪、同じ瞳。

  

  魔将军果然很……

  　やっぱり魔将軍って……。

  

  

  （啊啊，可是……对了。虽然不知道为什么，但我已经……不想再这样了。）

  （ああ、でも……そっか。なんだかわからないけど、もうあたしも……嫌になっちゃったから）

  

  

  各种疑问在朦胧的脑袋里浮现又消失。

  　あれやこれやとぼやけた頭に疑問が浮かんでは消えたが

  

  只见他微微动着嘴唇，以沙哑的声音对魔族说道：

  　ジジは唇を小さく動かし、かすれた声を魔族へと伝えた。

  

  只是以细若蚊蚋的声音，确实地说了。

  　ただ小さく、蚊の鳴くような声で確かに。

  

  

  「……我恨你……」

  「……憎いよ……」

  

  

  这时——

  　と。

  

  夜之蜥蜴缓缓点头，从怀里掏出某样东西。

  　ナイトリザードはゆっくり頷き、懐から何かを取り出した。

  

  意识逐渐消失的吉吉并不明白那是什么，但魔族将那缓缓放在吉吉的胸口，然后说了。

  　それが何なのかは意識の消えゆくジジにはわからなかったが、魔族はそれをゆっくりとジジの胸元に置いて、言った。

  

  

  「你的怨恨，就由我们的主人魔将军人克莱儿来帮你报仇雪恨吧。为此，主人想要你的尸体。」

  「お前の恨みは我らが主、魔将軍ココットによって晴らされよう。その為にお前の骸を主はご所望だ」

  

  

  哈、哈哈。

  　は、はは。

  

  手指已经动不了的吉吉轻声笑道。

  　ジジはもう指先一本身体が動かせない身の上で小さく笑った。

  

  什么嘛————克莱儿果然是魔将军嘛。

  　なんだ――――やっぱりココットが魔将軍だったんじゃないか。

  

  

  （什么开玩笑啊，真是的。之后我一定要好好地捉弄她……）

  （何が冗談だよ、もう。後でめいっぱい、からかってあげないと……）

  

  

  如此笑道后，吉吉的意识完全落入黑暗。

  　ジジはそう笑ったのち、完全に意識が闇に落ちていく。

  

  然后它在失去性命的吉吉身体上爬行，从嘴巴慢慢入侵。

  　そうして命を失ったジジの身体を這いずり、その口からそれはゆっくりと侵入していった。

  

  

  

  

  

  　♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  「所以呢？托泽。我军好不容易才得以休息……你把我叫来这种地方有什么事？」

  「で？　ツォーネ。折角我が兵たちを休ませていたところだというのに……こんなところに呼び出して何の用かね？」

  

  

  夜幕开始低垂时，安德列和托泽在驻扎地外围的森林中对峙。

  　夜の帳が落ち始めた頃合い、駐屯地のはずれの森の中でアンドレオとツォーネが向かい合っていた。

  

  气氛剑拔弩张。托泽瞪着安德列，和一脸轻浮的安德列形成对比。

  　雰囲気は剣呑。へらへらとしたアンドレオと対照的にツォーネは睨みつけるようにしてアンドレオを見ていた。

  

  

  「安德列，你应该是姐姐的部下。我很好奇你为什么会出现在艾库罗大人的作战计划中。」

  「アンドレオ、貴方はお姉ちゃんの配下だった筈。それがなんでエルクーロ様の作戦であるこの行軍に顔を出したのか気になりましたの」

  

  

  在托泽的记忆中，魔将军安德列应该是托泽的姐姐……也就是四天王中的「妖艳」梅亚的部下。既然如此，他应该会和梅亚一起待在主战场上。因此托泽把安德列叫出来，打算问清楚他的目的。

  　ツォーネの記憶では魔将軍アンドレオはツォーネの姉……即ち四天王たる"妖艶"のメーアの配下だった筈。ならばその身はメーアと共に主戦場にあって然るもの。故にツォーネはアンドレオを呼び出しその真意を問いただす事としたのだ。

  

  托泽双手抱胸，盯着安德列。安德列将食指放在嘴唇上，露出若有所思的模样，接着随意地环视四周回答：

  　豊満な胸を抱えるように腕を組みながらじとりとアンドレオを睨んだツォーネに、アンドレオは人差し指を唇に当てて何か考えるそぶりを見せたのち、適当なところに視線を流しながら答えた。

  

  

  「嗯，我确实待在梅亚大人那里……不过，应该算是出差吧？」

  「ああ、確かにこの身はメーア様の所にあったが……そうさな、出張？　そんな所かな」

  

  「不用装傻了。姐姐的个性我比谁都清楚，反正一定有什么企图。」

  「とぼけなくて結構。お姉ちゃんの性格はわたくしが誰よりわかっていますし？　どうせろくでもない企みがあるに決まっていますもの」

  

  

  托安德列过来的不信任感，说穿了就是怀疑梅亚是不是有什么企图，才把安德列送到艾尔克罗管辖的这个战线。

  　アンドレオを呼び出した不信はつまるところメーアが何か企みアンドレオをエルクーロの管轄であるこの戦線に送り込んできたのではないかという事である。

  

  而托尔涅的怀疑确实没错。安德列虽然只是对托尔涅的话一笑置之，但那比什么都更能证明他别有居心。」

  　そしてツォーネのその疑念は確かに当たっていた。アンドレオはツォーネの言葉にただ笑うだけではあったが、それが何より如実に裏があることを表していたのだから。

  

  

  「别那么杀气腾腾的。如果这是命令，我也只能照办。我怎么可能违抗梅亚大人？」

  「そう殺気立たないでくれたまえよ。命令があったのなら行くしかあるまい？　メーア様に逆らえるわけがないだろう？」

  

  「嗯，违抗的话十之八九会被折磨到死前一刻。」

  「ま、逆らったら十中八九死ぬ寸前までいじめられますわね」

  

  「对吧？」

  「だろう？」

  

  

  安德列笑着说道，托尔涅的表情依然僵硬。

  　笑うアンドレオに対しツォーネは表情を固いまま崩さない。

  

  

  「既然知道就结束这个话题吧。从露伊卡娜到这里，我已经很累了。」

  「もうわかったら話を終わりにしないか。ルイカーナから此処まで来るのに疲れてる」

  

  「你打算听艾尔克罗大人的命令，还是姐姐的命令？」

  「貴方、エルクーロ様の命令とお姉ちゃんの命令、どっちで動くつもりですの？」

  

  「我不懂你的意思。」

  「言っている意味が分からないな」

  

  

  托尔涅对着夜晚森林附近的微风叹气，抢在安德列皱起眉头前拔出背上的突击枪，用枪尖抵住安德列的喉咙。

  　ツォーネは夜の森の近くをそよぐ風に溜息を流しながら、アンドレオが眉根を寄せるよりも早く背負っていた突撃槍を抜き放ちアンドレオの喉笛に切っ先を突き付けた。

  

  

  「这是怎么回事？」

  「これはどういう事かな」

  

  「闭嘴。如果是艾库罗大人的命令，你终究只是克莱儿大人的帮手，也是棋子。你有义务照着命令行动。但如果你是听姐姐的命令行动，或许会危害到我亲爱的主人。所以我想先弄清楚。」

  「黙りなさいな。エルクーロ様の命令ならば貴方は所詮ココット様の助太刀、そして駒。言う通りに動く義務がありますの。でも貴方がお姉ちゃんの命令で動くなら我が親愛なる主に危険が及ぶかもしれない。ハッキリさせておきたいのですけれど？」

  

  

  安德列瞄了一眼抵在自己下巴的枪尖，确实从托涅身上感受到杀意。

  　顎先寸前にまで突き付けられた槍の穂先をちらりと見たアンドレオは確かにツォーネから殺意を感じていた。

  

  原来如此，不愧是和那位梅亚大人有血缘关系，气势惊人。要是正面交锋，自己可能会被杀好几次吧——安德列笑了。

  　成程、あのメーア様と血を分けただけあって凄まじい気迫。まともにやり合えば何度か殺されるかもしれないとアンドレオは笑った。

  

  不过，安德列维持着笑容，从容不迫地捏着枪尖，瞪着托涅。

  　だが、その笑みの表情のままアンドレオは余裕綽々に、自分を睨むツォーネを見て槍の穂先を抓んだ。

  

  

  「喂喂，托涅。现在跟之前不一样了。你只是普通士兵，却用那把枪指着身为魔将军的我，你好好想想这个事实。」

  「おいおい、ツォーネ。前とは違うんだよ。今は所詮一般兵の君が魔将軍である私にその槍を突き付けているという事実を考えたまえ」

  

  「啧……」

  「チッ……」

  

  

  托涅咂嘴。他很清楚权力的重要性。

  　ツォーネは舌打ちをする。権力というものの大事さは重々承知するところであった。

  

  托涅的上进心比一般人强上一倍，但他对现在的地位感到满足。一切都是因为侍奉克莱儿，待在克莱儿身边让他感到喜悦。

  　上昇意欲が人一倍高かったツォーネだが、今の地位には満足していた。それも全てココットに仕える、ココットの近くに居るという喜びあってのもの。

  

  然而，他现在却处于无法对眼前的男人强硬的立场，这让他咬牙切齿。

  　だが、この目の前の男に対し強気に出にくい立場であることだけは歯噛みした。

  

  

  但是，他并没有因此停下长枪。克莱儿大人无论如何都需要安德列的军队。兹欧奈不能在这里解决掉他。虽然可能性不高，但要是兹欧奈自己受了重伤，真的要战斗时，就无法上场了。

  　だがそれで槍を止めた訳ではない。ココット様にはアンドレオの軍がどういう形であれ必要なのだ。ここで自分が仕留めてしまう訳にはいかない。万が一だがツォーネ自身が深手を負えば本当に戦うべき時に戦えなくなる。

  

  兹欧奈愤恨地瞪着安德列，收起突击枪。

  　ツォーネは憎々し気にアンドレオを睨みながら突撃槍を収めた。

  

  安德列哈哈大笑，满意地拍了拍手。

  　ハハ、と笑いながら満足そうにアンドレオは平手を打ち鳴らす。

  

  

  「你变了好多呢，兹欧奈。简直就像被系上项圈的狗。」

  「随分と変わったものだね、ツォーネ。まるで首輪に繋がれた犬のようだ」

  

  「如果系上项圈的绳子是握在那位大人手上，那我求之不得。」

  「その首輪に繋がる紐を握るのがあの方なら本望ですし」

  

  「没错，就是这样。那位克莱儿将军也变了呢。感觉比之前见面时还要没精神？发生什么事了吗？」

  「そう、それだ。あのココット将軍も様子が変わっていたなあ。前会った時よりも元気がないようだし？　何かあったのかなあ」

  

  

  安德列陷入沉思，兹欧奈这次真的露出锯齿状的牙齿，用红色的双眼瞪着安德列，像是要射杀他似的低吼。

  　うーむと考えるアンドレオに今度こそツォーネはギザギザの牙を覗かせ赤い瞳でアンドレオを射殺さんばかりに睨みながら唸った。

  

  

  「你别再开口了。你要是敢用那种『发生什么事了？』的玩笑态度询问克莱儿大人，我可不会饶过你。不管你的阶级高低，我都会在你死前不断挥舞长枪。」

  「それ以上口を開くんじゃねえぞ。てめえ間違ってもココット様に「何があったんだァい？」なんてふざけた態度で聞いたりなんかしたら許さねえからな。階級なんか関係なくてめえが完全に死ぬまで槍を振るうぜ」

  

  

  就连安德列也察觉自己踩到地雷了。兹欧奈的气势和刚才截然不同，甚至能感受到他的怒气。

  　さしものアンドレオも地雷を踏んだかと悟る。ツォーネの気迫は先ほどの比ではなく、確かな怒りすら感じた。

  

  也就是说，若是挖出失去澪的事实，崔妮就会发飙。就连崔妮也对澪感到厌烦，但又很疼爱她。无论崔妮如何冷淡对待，澪还是很喜欢她。或许因为自己是妹妹，所以崔妮在照顾麻烦的澪时，渐渐觉得自己像是她的姐姐，也乐在其中。

  　ミオを失った事実をほじくり返そうものならツォーネはブチ切れるという事。ツォーネでさえ、ミオの事はうっとおしがっていたが可愛がってもいた。ミオはどれだけ突っぱねてもツォーネに懐いていたし、自分が妹だからか、妹のように手がかかるミオの世話焼くうちに姉になった気分となって次第に楽しくなっていたのだ。

  

  安德列说崔妮变得圆滑了。她确实变得圆滑了，但那是因为崔妮身处能够满足她的环境。要是失去那个环境的克莱儿大人和其他人，因为这种家伙而感到悲伤，崔妮绝对无法原谅。

  　丸くなったとアンドレオは言った。確かに丸くなった。だがそれはツォーネにとっても満足できる環境だったのだ。それを失ったココット様や他の野郎どもの悲しみをこんなやつに汚されでもしたらとても許せたものではないのだから。

  

  

  

  看到崔妮的反应，安德列认为继续激怒梅亚的妹妹对自己没有好处，于是后退一步，举起双手制止崔妮。

  　そんなツォーネを見てアンドレオはメーアの妹をこれ以上怒らせるのも利がないとして、一歩下がって両手を上げてツォーネを制止する。

  

  

  「等等、等等，我没有要和你打的意思。哦哦，好可怕啊。虽然我这个人和死亡无缘……但我会记住你的，所以先收手吧。」

  「待て待て。やり合う気はないんだよ。おお、怖いなぁ。この身は死とは大分無縁の身だが……まあ一応覚えておくとするからこの場は収めてくれよ」

  

  「恶心的不死小丑……」

  「薄気味悪い不死身の道化が……」

  

  

  崔妮不屑地说道。她知道巫妖的特性，是麻烦的高阶魔族。

  　吐き捨てるツォーネ。リッチの性質は知っている。面倒な上級魔族だ。

  

  肉体的死亡对巫妖而言并非死亡，只要称为灵魂的部分平安无事，就有可能再生。即使肉体损伤到无法再生，也能从附近的尸体等其他肉体复活，成为不死者。现在的身体大概也不是原本的肉体。

  　肉体的な死はリッチにとっての死ではなく、魂と呼べるものさえ無事ならば再生可能。再生できないほどに肉体が損傷していた場合でも近場の死体等別の肉体を得て蘇れる不死者。今の身体でさえ本来のものではないのだろう。

  

  从这种性质来看，如果要交手，纯粹就战斗力而言，身为吸血鬼的自己不认为会输，但要和不死的对手交手，自己也不会全身而退，这点托尔涅也明白。毕竟安德列的实力足以担任魔将军。

  　その性質から、やり合ったとして純粋な戦闘力ではヴァンパイアである自分が負ける気はしないが死なない相手とやり合うのならばこちらもただでは済まないことはツォーネも理解がある。アンドレオとて魔将軍の地位にいるだけの実力者なのだから。

  

  安德列呼地吐了口气后，抚摸胡须。

  　アンドレオはふうと息を吐いた後髭を撫でる。

  

  然后在短暂的沉默后，安德列迅速走过依然瞪着自己的托尔涅身旁，从背后对她说：

  　そして少しの沈黙の後、未だ自分を睨むツォーネの横をアンドレオはすっと歩き、通り越した後背中越しに言う。

  

  

  「好了，差不多是公主说的会议时间了吧？我们走吧。」

  「ほら、そろそろお姫様が言っていた会議の時間だろう？　行くとしようじゃあないか」

  

  

  天空完全呈现夜晚的黑暗，只有月亮和星星照亮四周。

  　空は完全に夜の暗がりを見せ、月と星があたりを照らすのみ。

  

  为了参加攻占巴尔塔的会议，托尔涅一脸不情愿地瞪着安德列的背影，跟在他身后。

  　バルタ攻略のための会議のため、ツォーネは不承不承と言った様子でアンドレオの背中を睨みながらその後に続いた。

  

  疑虑没有消除。梅亚绝对有什么企图。

  　疑念は晴れない。メーアは何かを企んでいる。絶対にだ。

  

  但是，就连身为妹妹的自己，也不了解那个魔族。她从小就一直是这样。她和魔王陛下一样，绝对不会将内心的想法表现出来。

  　だが、妹である自分にすらあの魔族のことは分からない。子供のころからそうだった。魔王様と同じように腹の内を絶対に表に出さないのだ。

  

  尽管如此，她却强大又毫不留情。崔妮对梅亚抱持着憧憬，同时也怀抱着恐惧。但是，她现在有了足以压抑这些情绪的理由。

  　それでいて強大で容赦がない。ツォーネはメーアに対し憧れと共に恐怖心すら抱いていた。だが、それすら押し殺す理由が今はある。

  

  崔妮决定要仔细观察安德列的动向。

  　ツォーネはアンドレオの動向に目を光らせることに決める。

  

  然后在脑中描绘克莱儿失去米欧时的模样，咬紧牙关。

  　そしてミオを失った時のココットの様子を脳裏に描き、歯を食いしばった。

  

  不能再让自己的克莱儿露出那种表情了。

  　これ以上自分のココットにあんな顔はさせられないと。

  

  

  （放心吧，米欧。我绝对会保护好……我的克莱儿大人。）

  （安心しろよミオ、わたくしのココット様は絶対に守ってやる……ですわ）

  

  

  

  

  

 
  ＃１０５　恩讐は急き立てて

  ＃105　恩仇急促

  　

  

  

  

  「……重新检视巴尔塔的构造。城镇分为新市街与旧市街，两者的隔阂筑起与奥达那同等的墙壁。如同我刚才所说，从地面与空中都不容易突破。」

  「……バルタの構造を改めて洗い出す。街は新市街と旧市街に分かれていて、その隔たりにはアウタナと同等の壁が築かれている。先の話した通り地上からも空中からも突破は容易ではない」

  

  

  我把纸片贴在画有广场的木板上，当作地图，一边用指挥棒指着一边向聚集的魔族们说明。

  　私は広場に添え付けた木版に紙片を張り付け地図に見立て、それを指揮棒でさしながら集まった魔族達に説明をしていた。

  

  巴尔塔的防卫设备。高耸的城墙，入口有两个。正门，以及位于正门旁边约200米处的副门。两者都沿着城墙。门的构造虽然是木制，却很厚实巨大。要突破并不容易。而被城墙包围的新市街外面是等同废墟的旧市街，有许多难民居住。必须仔细斟酌进攻路线。

  　バルタの防衛設備。高い城壁、入り口は二つ。正門と、その脇およそ200m地点にある副門。いずれも城壁沿い。門の構造は木製だが、分厚く巨大。突破には難儀する。そして城壁に囲われた新市街の外には廃墟同然の旧市街があり難民が多数住み着いている。侵攻ルートは吟味しなくてはならない。

  

  接着是巴尔塔的战力。对方拥有的兵力远胜于我方。虽然因为与安德列军会合而稍微减少，但依然不利。虽然核心是正规骑士，不过似乎也包含许多佣兵与赏金猎人。尚未确认到指挥的骑士团。守护教皇厅的神殿骑士，以及圣女直属的圣歌队可以算在防卫战力之内。不过，圣歌队几乎都被我杀光了，所以就算有剩，数量也不多。

  　次にバルタ戦力。擁する兵力はこちらを大きく上回る。アンドレオ軍の合流でやや縮まったがなお不利。中核になるのは正規騎士だがどうやら傭兵や賞金稼ぎも多く囲っている。指揮する騎士団は確認できていない。教皇庁を守る神殿騎士と、聖女直属の聖歌隊は防衛戦力に数えていい。最も、聖歌隊は殆どを殺してやったから残っていても数は少ない。

  

  最重要的是，我们已经杀了圣女。

  　何より大きいのは既に聖女を殺しているという事。

  

  虽然士兵的素质很高，但既然没有指挥官，如果只是单纯的战斗，应该能打到势均力敌吧。然而，既然演变成攻城战，就必须破坏设置在城墙上的迎击设备。这一点我已经做好对策了。

  　兵の質は高いが動かす頭が居ないとなれば単純な戦闘になれば互角には持ち込めるだろう。しかして攻城戦になる以上、壁に備え付けられた迎撃設備の破壊は必須。これは手を打っている。

  

  我大致说明完后，转身面向库托拉，走近她后命令她蹲下。接着，我将手放在她低下的头，将嘴巴凑近她的耳边，压低音量问道：

  　私は一通り説明したのちにクォートラに向き直り、歩み寄るとしゃがむように命じる。そして下がった頭に手を添えて耳に口を近づけ声を抑えて聞いた。

  

  

  「正在挖掘的隧道怎么样了？」

  「掘らせていたトンネルはどうなっている」

  

  「是，现在已经贯穿平原，抵达巴尔塔前方了。」

  「は、現在平野を貫通。バルタの前まで到達しています」

  

  「我知道了。继续进行。别被敌人和安德列察觉。」

  「わかった。そのまま継続させろ。敵にもアンドレオにも気取られるな」

  

  

  库托拉点点头，再次站起身。

  　クォートラは頷いて再び立ち上がる。

  

  我再次转向士兵们时，看到一个身影穿过魔族之间走来，不禁皱起眉头。

  　私は改めて兵たちを向き直ったところで、魔族達の間を割ってやってきた影を見て眉根を寄せた。

  

  

  「安德列，你太慢了。」

  「アンドレオ、遅いぞ」

  

  

  安德列一边傻笑一边走来，他摸着胡子，毫不愧疚地对我挥挥手。工作迟到，胆子还真大。是瞧不起我吗？

  　へらへらと笑いながらやってきたアンドレオは髭を撫でながら悪びれもせずに私に手を振った。仕事に遅刻とはいい度胸だ。舐め腐っているのか。

  

  我将视线从愚蠢的男人身上移开，瞪着走在我身旁，来到我面前的托泽。」

  　馬鹿な男から目を移し、隣を歩いて私の前までやってきたツォーネを睨む。

  

  

  「托泽……连你都迟到，你到底在做什么？」

  「ツォーネ……お前まで遅刻とはな。何をしていたのだね」

  

  「对不起，克莱儿大人……」

  「すみませんですわココット様……」

  

  「就算是你，如果在工作时摆出随便的态度，我可不会原谅你。这次的战斗，你可别做出扯后腿的举动，笨蛋。」

  「お前と言えど仕事になあなあな態度でいると許さんぞ。今回の戦の足を引っ張るような真似は慎め、馬鹿が」

  

  

  我烦躁地撂下狠话。托斯卡则乖乖地对我深深低头。

  　苛々しながら吐き捨てる。ツォーネは大人しく私に深々と頭を下げた。

  

  作战必须完美无缺。这是为了吊唁MIO的复仇战，不容许任何一点破绽。扰乱秩序的家伙，我会将他踢出去。

  　作戦は完璧でなくてはならない。これはミオの弔い合戦なのだ。わずかな綻びも許されない。輪を乱すやつはつまみ出してやる。

  

  

  我抓着衣服，压抑着胸中的怒火，这时我才知道，托斯卡怀疑安德列，事先去摘除了他可能造成的破绽。

  　胸のムカムカを服を握って落ち着ける私は、ツォーネがアンドレオを怪しんで先んじたほころびの芽を摘みに行ってくれていたことを知らなかった。

  

  即使如此，托斯卡仍默默地低头。

  　それでもツォーネは黙って頭を下げた。

  

  

  我轻轻咂嘴后，再次握紧指挥棒。

  　私は小さく舌打ちをした後再び指揮棒を握りなおした。

  

  

  「作战很单纯。」

  「作戦は単純だ」

  

  

  我开口后停顿一拍，瞄了安德列一眼。

  　私は口を開いた後一拍置き、アンドレオをちらりと見やる。

  

  安德列双手抱胸，仿佛在品评似地看着我。

  　アンドレオは腕組みをしながら私を品定めでもするように見ていた。

  

  

  「我潜入巴鲁塔，亲眼看过兵力和构造。主力的骑士团也击溃了一支。我方的军队也因为安德列将军的援军而增加。敌我之间的战力差距，可以用个体的力量弥补数量的差距。因此——」

  「私はバルタに潜入し兵力や構造をこの目で見てきた。主力の騎士団も一つ潰した。こちらの軍勢もアンドレオ将軍の援軍で増大。彼我の戦力差は物量の差を個々の力で埋められる。故に――」

  

  

  我啪的一声，用指挥棒敲打掌心，表情变得严肃。

  　私はパシリ、と指揮棒を掌にうち表情を険しくした。

  

  

  「我要毅然决然地正面突破。」

  「正面突破を敢行する」

  

  

  这句话让广场一阵哗然。在说明敌方防卫设备的坚固程度与兵力之后，立刻提出正面突破的方案。

  　その言葉に広場はざわめく。散々敵の防衛設備の強固さや兵力を説明し、まともにやり合うのは困難であると言った矢先の正面突破案。

  

  

  

  「敌军不知道安德列将军的援军已经抵达。我方战力先一步曝光反而会成为机会。」

  「敵はアンドレオ将軍の増援を知らない。先に我らの戦力が知られていた事がかえってチャンスになる」

  

  

  接触圣歌队的时候，敌军已经看过我军士兵的样貌。虽然我军有一定程度的隐匿，敌军应该也无法正确掌握，不过现在被发现反而有利。」

  　聖歌隊と接触した折に我が軍の兵達の姿は見られている。ある程度隠していたつもりだったし正確な把握はできていないはずだが、今はむしろ知られていたほうがいい。

  

  

  「敌军认为我军人数不多。根据我的判断，他们十之八九会采取包围战术。他们应该无法预测我军会从哪里进攻，所以会将战线横向拉长，只要我军从某处进攻，就会从左右两侧夹击，将我军包围起来。」

  「敵は我らを少数だと考えている。ならば連中が取り得る戦術は私の読みでは十中八九包囲戦だ。我らがどこから攻めるかは予測できないだろうから、戦線を横に長く展開し、我らが一部をつついたところでその左右から挟み込むようにして囲い込むと考えられる」

  

  

  我对战术一窍不通，但是懂得人心。

  　戦術の事は未だ素人。しかし人心は分かる。

  

  站在防卫战的立场，应该会采取被动的布阵，不让任何敌人逃走。

  　防衛戦側の視点で考えれば受け身に回りつつ敵を一切逃さない布陣を取るだろう。

  

  虽然不是要围捕，不过鱼只要冲进网子，就会自己被缠住。

  　囲い込み漁ではないが、網に魚が突っ込んでいけば自ら絡めとられるもの。

  

  面对以数量取胜的少数对手，这应该是最有效的战术。

  　数で勝る少数の相手に対してはおそらく最も有効だろう。

  

  

  「我们要故意落入这个圈套，突破包围。」

  「我らはその策にあえて乗り、網を突き破る」

  

  

  也就是利用机动力与魔族的身体能力，在包围完成之前从一点突破，一口气渗透到巴尔塔正门。

  　即ち機動力と魔族の身体能力を以て、包囲が完成する前に一点突破。一気にバルタ正門まで浸透する。

  

  我如此说明作战计划。我缓缓地环视魔族们，他们依然吵吵嚷嚷，脸上难掩不安的神色。安德列的士兵也一样，列布那兹们面面相觑。

  　私はそう作戦の説明をした。未だどよめきは多く、不安の色はぬぐえない魔族達の顔をゆっくり眺める。アンドレオの兵も同様で、レブナント達は顔を見合わせていた。

  

  他们用眼神告诉我，这是愚蠢的想法，根本是自杀行为。勇猛又只会使用愚蠢突击战术的魔族们，居然会变得这么胆小。

  　馬鹿な考えをするものだ、自殺行為だという考えが視線で伝わってくる。勇猛で馬鹿な突貫戦術しかしてこなかった魔族達が臆病風に吹かれたか。

  

  

  「大小姐，可是这样还不够完全。就算突破包围网抵达正门，突破正门也是下一个课题。如果在正门前犹豫不决，就会被掉头的敌军防卫阵和正门的士兵夹击。」

  「お嬢、だがそれじゃあまだ完全じゃあねえですね。包囲網をブチ抜いて正門までたどり着いたとして、正門の突破が次の課題だ。正門の前でまごつけば反転した敵防衛陣と正門の連中で今度こそ挟み撃ちでさァな」

  

  「没错。」

  「その通りだ」

  

  

  我肯定了佐夫的疑问。

  　ゾフの疑念に私は肯定をする。

  

  

  「单点突破后，敌军防卫阵会从我们背后追击吧。在形成夹击的构图前，我们必须突破正门。」

  「一点突破の後、敵防衛陣は我々の背後に追撃をかけるだろう。挟み撃ちの構図になる前に我々は正門の突破をする必要がある」

  

  

  我再三强调这很困难，但还是决定这么做。

  　難儀なことは再三言った。だがそれを敢えてやる。

  

  我向佐夫使了个眼色，看到他点头后，我再次大声说道：

  　ゾフに目配せをして、ゾフが頷いたのを見た後再び私は声を張り上げる。

  

  

  「这时有两种对策。首先，将我军一分为二。」

  「そこで対応策が二つある。まず一つは我が軍を二つに分ける事」

  

  「一分为二？」

  「分けるだって？」

  

  

  原本默默听我说话的安德列惊讶地叫道。

  　黙って私の話を聞いていたアンドレオが驚きの声を上げた。

  

  

  

  「第一是进攻巴尔塔的主力部队。主力部队出发后，后续部队在突破敌方防卫阵型时再冲进去，阻碍敌方防卫阵型追击主力部队。」

  「ひとつはバルタに攻め入る本軍。そして本軍出立後、敵防衛陣の突破が叶った頃合で後続が突入、敵の防衛陣の本軍追撃を阻害する」

  

  「哦。不过我方原本就处于数量劣势，现在还要分成两队，不会很危险吗？」

  「ほぉ。だがただでさえ数的不利を背負っているのにそのうえ二つに分けるとは、危険じゃないのかい？」

  

  「我本来打算只靠我军进攻。而且假装成少数部队，敌人也会以为情报正确而大意，容易诱导敌方行动。」

  「元々我が軍だけでもやるつもりだった。それに少数に見せかけたほうが敵も情報通りと油断するし、動きを誘導しやすい」

  

  「原来如此。哎，人类的事情还是人类比较清楚。」

  「成程ねえ。ま、人間の事は人間の方がわかるかあ」

  

  「你这家伙！」

  「テメエ！」

  

  

  安德列刻意用「人类」来揶揄我，托涅气得咬牙切齿。安德列吹起口哨，我无视他继续说下去。

  　私を揶揄いわざとらしく人間と呼んだアンドレオにツォーネが噛みつく。アンドレオは口笛を吹き始めたが、私は無視して話を続ける。

  

  

  「第二，我派了特工潜入巴尔塔。他们会让城墙上的防卫设备失去作用。」

  「ふたつめ。バルタには工作員を潜ませてある。これが壁の上の防衛設備を無力化する」

  

  

  听到这句话，安德列等人再度骚动起来。

  　その言葉に、再びアンドレオ達はざわめいた。

  

  特工……是指和我一起潜入巴尔塔的夜行蜥。我向他们下达了两个指示，其中之一就是让防卫设备失去作用。就算无法完全失去作用，应该也能让防卫设备的迎击变得零散且松散。人类不擅长应付意外状况，他们应该不会想到城里有魔族。

  　工作員……私と供にバルタに入り込んだナイトリザード達の事。連中には指示を二つ出してある。そのうちの一つが防衛設備の無力化だ。完全な無力化とはいかずとも、我々への迎撃を大分散漫にできるはず。人間は不測の事態に弱い。街中に魔族がいるなど考えもしないだろう。

  

  另一个任务也是。

  　そしてもう一つの任務も。

  

  

  对于对方已经事先做好如此周全的准备，安德列似乎打从心底感到佩服。他一边抚摸下巴的胡须，一边与列布那德等人讨论着什么。

  　既にそこまで根回しをしていたという事実にアンドレオは素直に感心したらしい。顎髭を撫でながらレブナント達と何やら話し込んでいる。

  

  这时，其中一名魔剑士来到寇特拉身边，对他耳语了几句。寇特拉点点头，回到我身边，同样对我耳语。

  　と、魔剣士の一人がやってきてクォートラに何か耳打ちをする。クォートラは頷いたあと、私の所に戻って来て同じように耳打ちをした。

  

  

  「潜入巴尔塔的夜行蜥传来联络……他说已经完成准备了。」

  「バルタに潜入していたナイトリザードからの連絡です。……仕込みは完了した、と」

  

  

  终于啊。不，时机正好。他大概找到不错的苗床吧。

  　ようやくか。いや、タイミングはいいな。よい苗床を見つけたのだろう。

  

  

  「了解。这样刚好增加一天，也就是明天晚上……时机越来越好了。呵呵呵……」

  「了解した。そうなれば程よく増えるのにおよそ１日。明日の夜だな……ますますいいタイミングだ。くくく……」

  

  

  毕竟我针对那东西做过不少实验。我还抓了几名难民，让他们成为苗床。肯定是在增殖的期间。

  　アレについては大分実験をしたからな。難民の幾らかを捕えさせて苗床にした。増殖の期間に間違いはない。

  

  明天晚上，我埋设的炸弹就会爆炸。就在那些家伙的身边。这样不是很完美吗？

  　仕込んだ爆弾は明日の夜に爆発する。連中の懐で。完璧じゃないか。

  

  不，为了让他们见识巴尔塔的人们见识地狱，必须做到完美才行。

  　いや、完璧でなくてはならない。バルタの人間どもに地獄を見せてやるためには。

  

  那些家伙在墙内过着安稳的生活，自以为是地活着。我要让那些愚蠢的生物尝尝，被自以为完全占上风，却自大到把他人踩在脚下，沉溺于短暂享乐的生物夺走一切的痛苦。

  　安穏と壁の内側で好き勝手に生きる連中。自分たちが完全優位だと鷹をくくって他者を踏みつけ仮初の享楽に耽る愚かな生き物に奪われる苦しみを味わわせてやる。

  

  

  「好，寇特拉，向夜行蜥发出信号。然后派传令兵去通知露依卡娜。」

  「よし、クォートラ。ナイトリザードに合図を出せ。それからルイカーナに伝令を」

  

  「您说露依卡娜？」

  「ルイカーナにですと？」

  

  「告诉艾库罗大人，我们要开始巴尔塔攻略战……！」

  「エルクーロ様に伝えるんだ。我々はバルタ攻略戦を開始すると……！」

  

  

  我露出笑容说道，库托拉脸色大变。

  　笑みを浮かべながらそう言った私に、クォートラは血相を変えた。

  

  

  「公主！不可以！您不能自暴自弃……！」

  「姫！　いけません！　自棄になられては……！」

  

  

  他慌张地将手放在我的双肩上摇晃。

  　慌てた様子で、私の両肩に手を置き体を揺らす。

  

  我缓缓将摇晃的脑袋转向库托拉，用呆滞的表情和圆睁的双眼，非常天真无邪地开口问道：

  　私はぐわんぐわんと揺れる頭をクォートラにゆっくり向けて、ぽかんとしたような表情と丸く開いた眼で、酷く無垢に純粋に疑問を浮かべるように口を開く。

  

  

  「库托拉，我看起来像自暴自弃吗？你想说我自暴自弃吗？」

  「自棄に見えるのかクォートラ。この私が、自棄を起こしていると言いたいのかね？」

  

  

  库托拉看到我的样子更加惊讶，但他立刻咬住下唇，提高音量。

  　私の様子にさらに驚いた様子ではあったが、すぐに下唇を噛んだクォートラは声量を大きくする。

  

  

  「是的，您看起来就是那样！我非常清楚您失去重要之人的愤怒和悲伤……但是太鲁莽了！光靠安德列将军的军队……不等艾库罗大人的援军就攻打巴尔塔！您打算送死吗！」

  「ええ見えますとも！　大切な者を失った怒りと悲しみは重々お察しいたします……ですが無謀です！　アンドレオ将軍の軍だけでは……エルクーロ様の援軍を待たずにバルタを攻めるなど！　死ぬおつもりですか！」

  

  

  库托拉始终不表示赞同，我表情一变。

  　あくまで賛同の意を示さないクォートラに、私は表情を一変させる。

  

  

  「闭嘴！我不打算打没有胜算的仗。为此我准备了策略，棋子也凑齐了。既然如此，除了进攻别无他法。」

  「黙れ！　私は勝てぬ戦に出るつもりはない。その為の策はあり駒も揃った。ならば行く以外あるまい」

  

  

  我抓住库托拉放在肩膀上的粗壮手臂，抬头瞪着他。

  　私は肩に置かれたクォートラの太い腕を掴み、クォートラを睨み上げる。

  

  

  「而且，库托拉……我心中这股沸腾的怒火，不把他们的头全部砍下，不走在街道上，不踩着他们流出的血形成的地毯，就无法消散。」

  「それになクォートラ……この胸の煮えたぎる思いは、奴らの首を全て切り捨て、街道に並べて装飾として流れ出た血の絨毯を歩いてやらねば晴れるものではないのだよ」

  

  

  库托拉理解了。这副表情、这股怒火并不是针对自己。

  　クォートラは理解する。この表情、この怒りは自分に向けられたものではない。

  

  那双瞪着自己红色双眸的眼睛，正瞪着某个不同的对象。

  　自分の目を赤い瞳で睨むこの目は、どこか違う対象を睨んでいるものだ。

  

  然后，我对着看着我的眼睛倒抽一口气的库托拉，扬起嘴角。

  　そして私は、私の目を見て息を飲んでいるクォートラに対して、口の端を吊り上げた。

  

  

  「那你又想劝我什么？这也是你的愿望吧。复仇啊，库托拉……！我让你看看复仇的结局……」

  「なのにお前は私の何を諫めようというんだ？　お前の望みでもあっただろう。復讐だよ、クォートラ……！　その終わりを見せてやる……」

  

  「可是……」

  「ですが……」

  

  「啰嗦！要鸡婆也该有个限度……！我不是你的女儿！别依赖幻影！真正的女儿已经被他们杀了！」

  「くどい！　お節介も大概にしろ……！　私はお前の娘ではない！　幻影に縋るな！　本当の娘は奴らによって殺されたのだろうに！」　

  

  「……！」

  「ッ……」

  

  

  库托拉依然摆出担心我的态度，我则表露出感情，将现实摆在她眼前。

  　なおも私を心配するような姿勢のクォートラに私は感情を露にしながら現実を突きつける。

  

  你明明和我一样尝过相同的痛苦，为什么还能阻止我？

  　お前は私と同じ苦しみを知っている筈なのに、どうして私を止められる。

  

  你没有那种权利！

  　そんな権利はお前にはない！

  

  

  「听好了，我……我们……啊。」

  「いいか、私は……私たちはッ……っあ」

  

  

  我粗鲁地挥开库托拉的手，失去平衡，脚步踉跄。

  　私はクォートラの腕を乱雑に振り払うが、姿勢を崩してよろめいた。

  

  我试图伸出脚保持平衡，却使不上力，差点直接跌倒。

  　足を出してバランスをとろうと思ったが、力が入らずにそのまま転びかける。

  

  大概是急忙赶来的托泽妮抱住了我，支撑着我。我深深吐出一口气，同时因为眉心的疼痛而伸手按住。

  　それを急ぎ疾駆してきたであろうツォーネに抱きかかえられ、支えられた。私は深く息を吐きながら眉間に痛みを感じて手を当てる。

  

  托泽妮看到我的脸色，脸色大变。

  　ツォーネは私の顔色を見て血相を変えた。

  

  

  「克莱儿大人，您果然非常疲倦……！？毕竟您一直忙于工作……身体无法承受出击的负荷。」

  「ココット様、やはりひどくお疲れではありませんの……！？　此処のところずっと働き詰めだったものですし……出撃など体がもちませんわ」

  

  「我的身体……怎样都无所谓……！直到彻底杀死人类为止……！」

  「私の体など……どうでもいい……ッ！　人間を、殺しきるまでは……ッ！」

  

  「公主！」

  「姫！」

  

  

  听到我大喊，库欧托拉忍不住出声，但我无视她。

  　叫んだ私にクォートラが思わず声を上げるが、私は無視をした。

  

  

  「出击时间是明天晚上……大家好好休息……安德列，你也听到了吧！」

  「出撃は明日の夜だ……皆備えて休め……。アンドレオも、いいな！」

  

  

  

  我瞪着安德列这么说，他大概是表示理解，夸张地鞠躬后笑了。

  　アンドレオを睨んでそう言えば、了承の意なのか派手なそぶりでお辞儀をして笑った。

  

  然后他瞥了库欧托拉一眼，抱着头脚步踉跄。托泽妮立刻抱起我的身体。我抬起视线，再次看到库欧托拉的脸。

  　そしてクォートラを一瞥すると、頭を抱えてよろめいた。すかさずツォーネが私の身体を抱え上げる。上がった視線に、再びクォートラの顔が映る。

  

  库欧托拉一脸目瞪口呆地看着我，我立刻别过脸。

  　ハトが豆鉄砲を食らったような顔で私を見るクォートラから、私はすぐに顔を背けた。

  

  我打算依靠幻影，结果又失去了重要的人。我……不会再迷惘了。

  　私は幻影に縋ろうとしてまた大切な者を奪われた。もう……迷う事はない。

  

  

  

  「我来把龙人克莱儿大人搬到帐篷。你照我的话去做。」

  「ドラゴニュート、ココット様はわたくしがテントまでお運びしますわ。貴方は言われた通りに」

  

  「可是……」

  「しかし……」

  

  「我明白。你的心情……还有克莱儿大人现在的心情。虽然她是个需要人照顾的孩子……但我也终于开始觉得她有点可爱了。」

  「わかっていますわ。貴方の気持ちも……今のココット様の気持ちも。手のかかる子でしたが……わたくしだって、あの子のことようやく少し可愛いと思ってきていたんですからね」

  

  

  语毕，托鞘从克欧特的面前别过头，把我搬走。

  　そう言ってツォーネはクォートラからぷいと顔を背け、私を運んだ。

  

  克欧特离踉跄的我最近，却只能茫然地站在原地。即使索夫拍了拍她的肩膀，她也没有反应，索夫只好静静地离开。

  　よろめいた私の一番近くに居ながらただ茫然とするしかできなかったクォートラ。ゾフに肩を叩かれるも、反応がないのでゾフも静かに去っていった。

  

  克欧特望着离去的托鞘和我，在脑中反复思考我说过的话，用力握紧拳头。

  　去り行くツォーネと私を眺めながら、私に言われた言葉を頭の中で繰り返してクォートラは拳を強く握りしめた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  托鞘把我搬到帐篷后，便迅速脱下我的上衣。

  　ツォーネはそのあと私をテントまで運ぶと、いそいそと上着を脱がせた。

  

  我听从托鞘的指示坐在椅子上，深深叹了口气。虽然她问我坐在椅子上是不是比较好，但我还有事情要做。

  　私はツォーネに命じて椅子に座ると深く息をついた。ベッドでなくていいのかとも言われたが、まだやる事が残っている。

  

  我低头看向摊在桌上的纸片和地图，立刻拿起笔。

  　机に広げられた紙片や地図に目を落とし、すぐにペンを手にする。

  

  托鞘用担心的眼神看着我，但她似乎明白不管说什么我都不会听。她深深一鞠躬，把我的上衣挂在衣架上，走向门口。

  　そんな私を心配そうな目で見ていたツォーネだが、何を言っても私は聞かないと悟ったのだろう。深々とお辞儀をすると、私の上着を衣文掛けにかけて入り口へと向かった。

  

  

  「那么，克莱儿大人，请您好好休息。」

  「ではココット様、少しはお休みになってくださいましね」

  

  

  语毕，崔涅走出帐篷……然后似乎撞见了脸上挂着不怀好意笑容的安德列。

  　そう言ってツォーネはテントから出て……にまにまと笑みを浮かべながら立つアンドレオと鉢合わせたらしい。

  

  入口处传来对话声，我竖起耳朵聆听。

  　入口の方で声が聞こえて、私は聞き耳を立てた。

  

  

  

  「你这家伙有什么事？」

  「テメェ、何の用だ」

  

  「哎呀，我只是想确认作战计划而已。」

  「いや、なに。作戦の確認をと思ってねえ」

  

  「晚点再说。克莱儿大人已经很累了。」

  「後にしろ。ココット様はお疲れなんだ」

  

  

  崔涅似乎打算把安德列赶走。我再次深深吐出一口气，然后朝入口处开口。

  　ツォーネはアンドレオを追い払おうとしているらしい。私はもう一つ深く息を吐いた後、入り口に向かって声をかけた。

  

  

  「崔涅，没关系。是安德列吧？让他进来。」

  「ツォーネ、構わん。アンドレオだろう。入れてやれ」

  

  

  短暂的沉默过后，我听见崔涅离去的脚步声，接着安德列便走进账篷。

  　少しの沈黙の後、ツォーネが歩き去る足音が聞こえて、アンドレオがテントへと入ってきた。

  

  安德列在入口处行礼，然后带着不怀好意的笑容朝我走来。

  　アンドレオは入り口で礼をして、にやりと笑って私の方へ歩いてくる。

  

  他在我面前跪下，执起我的右手，亲吻我的手背。

  　そしてアンドレオは私の前に跪き、私の右手を取って手の甲に口づけをした。

  

  我虽然感到有些不快，但也没有特别拒绝，只是冷冷地看着安德列。

  　私はわずかな不快感を覚えはしたが、別段拒否するでもなくただただ冷ややかな目でアンドレオを見た。

  

  亲吻我手背的安德列露出不怀好意的笑容，然后看着我说：

  　私の手の甲にキスをしたアンドレオはにやりと笑って私を見た。

  

  

  「这种动作应该对淑女做吧？你是萝莉控吗？」

  「そういうものは淑女にするものだろう。貴様ロリコンか？」

  

  「萝莉控……虽然我不懂那是什么，但我不会以外表来判断一个人。毕竟魔族的外表根本不能当参考。不过，你以人类来说算是小孩的年纪，但不能称你为小孩。因此，我会把你当成女人看待。这是礼貌。」

  「ロリ、コン……という物が何かはわからんが、私は外見で相手を判断はしない。魔族の外見などあてにならないしね。もっとも、君は人間で言えば子供の年齢らしいが、子供とは呼べない。故に私は君を女として見る。それが礼儀だ」

  

  「哦，随你高兴吧。」

  「はあ、好きにしたまえよ」

  

  

  安德列笑着坐到我对面的椅子上。

  　アンドレオは笑い、私の対面の椅子に座った。

  

  他看着摊开在桌上的地图和纸片，喃喃说了一句「真是热心」。我催促他赶快说出要事，于是他手肘撑在桌上，看着我说：

  　そして広げられた地図や紙片を見ながら、熱心な事だと零す。私はさっさと要件を言うよう促せば、テーブルに肘をついてアンドレオは私を見る。

  

  

  「关于你刚才说的作战计划，就是把军队分成两队。」

  「さっき言っていた作戦だがね。軍を二つに分けるという」

  

  「所以呢？」

  「それが？」

  

  「我担心战力分散。这样我们加入军队的意义不就不存在了吗？再说，这个作战计划必须先突破防卫阵型才能成立。」

  「戦力分散に懸念があってねえ。我が軍を加えた意味がなくなるんじゃないかな？　そもそも防衛陣を突破できなければ成立しない作戦だ」

  

  「突破力就靠魔族的战斗能力和魔物的机动力。」

  「突破力は魔族の戦闘能力と魔物の機動力を以て当たる」

  

  

  托古瓦他们魔物部队拥有魔族和人类都没有的强项。更何况由托古瓦率领的魔物部队，是听从我的命令行动的王牌。

  　トグーヴァ達魔物部隊は魔族にも人間にもない強みを持っている。ましてトグーヴァによって統率された魔物部隊は私の命令によって動く切り札だ。

  

  此外，还有枪的存在。

  　そして、銃の存在も。

  

  这是我们的强项，也是敌人的弱点。

  　それが此方の強みであり、敵の弱みもまたある。

  

  

  「我们已经杀了圣女，也把她的尸体还给那些家伙了。现在应该正在举行葬礼吧。我听说那些家伙的习惯，只要是有名望的人死去，就会举行三天的葬礼。敌方的士气低落，指挥系统也已经瓦解。要指挥大军，应该会缺乏指挥官。只要针对这一点，应该就能突破重围。」

  「我らは既に聖女を殺している。そしてその死体は連中に返した。今頃は葬式をやっているだろう。連中の習慣は聞き及んでいてな、名のあるものが死ぬと三日は葬式を執り行うそうだ。敵の士気は低く、指揮系統も崩れている。大軍統制には指揮官が足りない筈だ。そこを突けば突破はできるだろう」

  

  「原来如此。所以有胜算啊。听到你这么说，我就放心了。」

  「成程ね。勝算はあるわけだ。それを聞いて安心したよ」

  

  

  安德列缓缓从椅子上起身，拿起一张地图仔细端详。

  　アンドレオはゆっくりと椅子から立ち上がり、地図を一枚手に取りしげしげと眺める。

  

  我倒了一杯咖啡，啜饮一口。

  　私はポットのコーヒーを注ぎ、一口啜った。

  

  安德列把地图拿到面前，只从地图边缘露出眼睛看着我说：

  　と、アンドレオは地図を顔の前に持ってきたかと思えば、地図の端から目だけを覗かせて私を見て言った。

  

  

  「克莱儿将军，可以让我军担任先锋吗？」

  「ココット将軍、先鋒は我が軍にやらせてくれはしないかね」

  

  「什么？」

  「なに？」

  

  「艾尔克罗大人已经答应了。」

  「エルクーロ様は承諾したよ」

  

  

  我惊讶到差点把咖啡杯摔到地上。

  　私は驚いてコーヒーカップを取り落としそうになった。

  

  艾尔克罗大人说过，他有考虑过让安德列继承自己的位子。

  　エルクーロ様はアンドレオに任を引き継がせることも視野に入っていると言っていた。

  

  他居然答应了。

  　それを承諾したというのか。

  

  不，不可能。艾尔克罗大人怎么可能允许这种事。艾尔克罗大人是我的同伴。只有艾尔克罗大人……！

  　いや、無い。エルクーロ様がそんなことを許すものか。エルクーロ様は私の味方だ。エルクーロ様だけは……！

  

  因为艾库罗大人一直对我很好。不过，他的好意也让我远离战场，这也是事实。

  　だってエルクーロ様はずっと私に優しい。だが、その優しさが故に私を戦いから遠ざけようとしたのもまた事実。

  

  可是……

  　しかし……。

  

  

  不，不需要犹豫。我已经决定不再犹豫。我要做的事不会改变。

  　いや、気を迷う事はない。もう迷わないと決めた。私のやることは変わらない。

  

  反正都是安德列在耍嘴皮子。好吧，就让他称心如意。

  　どうせアンドレオの口八丁だ。いいだろう、乗せられてやる。

  

  

  「……好吧。不过，我必须指挥。」

  「……いいだろう。だがあくまで私の指揮の下だ」

  

  「喂喂，这样不就没意义了吗？」

  「おいおいそれじゃあ意味がないじゃあないか」

  

  「你想要功劳吧？我可以保证你攻下巴尔塔的实绩。我也会协助你。巴尔塔的平面图和战力情报……还有从我的军队中派出一些士兵。」

  「手柄が欲しいんだろう。お前がバルタを落とす実績は私が保証してやる。協力もな。バルタの見取り図と戦力情報……あと私の軍からいくらか兵を出す」

  

  「嗯～这样不够呢。因为你做事很精明。其实我知道，托斯克雷在你手下听令的经过。你巧妙利用了这件事，获得弗利克特拉沦陷的功劳吧？这次我可不能被你利用。」

  「んー、足りないなあ。君は抜け目ないからねえ。ツォーネが君の下で従っているいきさつ、実は知っているんだよ。うまくあれを利用してフリクテラ陥落の功績を手に入れたのだろう？　今回も利用されちゃあたまらないからねえ」

  

  

  疑心病真重。没想到是个麻烦的家伙。

  　疑り深いな。思いのほか面倒な手合いだったか。

  

  

  「不过，如果你愿意接受我提出的条件，就由你来指挥。你也想要功劳吧？身为人类的你想在魔族中生存，需要实绩。复仇当然也是理由，但你似乎也因为这个理由而急着战斗……」

  「だがまあ、こちらから提示する条件を飲んでくれるならあくまで君の指揮という事にしよう。君も手柄が欲しいんだろう？　人間である君が魔族の中で生きるには実績がいる。復讐ももちろんだがそう言う理由もあって戦い急いでいる……らしいじゃないか」

  

  「你听艾库罗大人说了吗？」

  「エルクーロ様に聞いたか」

  

  「算是吧。」

  「まあね」

  

  

  艾尔克罗大人竟然……不对，他竟然看穿了这么多。

  　エルクーロ様がそんなことを……いや、そこまで見抜かれていたなんて。

  

  该说真不愧是四天王吗？魔王大人的左右手，我从一开始就知道他和其他四天王有哪里不同。不，或许正因为如此。

  　流石は四天王と言うべき、か。魔王様の懐刀。他の四天王とは何かが違うのは初めから分かっていた。いや、だからかな。

  

  我果然还是搞不懂他————

  　彼の事は、やっぱりわからないな――――。

  

  

  「……总而言之，你希望我将突破敌方防卫阵线的军队交给你，要我们负责防守后方，也就是后续出击，阻止敌方防卫阵线的任务。」

  「……ともかくだ。お前は敵防衛陣を突破する軍を任せてほしいというわけで、私達には背後を守る役目をしろという訳だな。後続で出撃し敵防衛陣を食い止める役を」

  

  「没错，而且我也有证据证明你会这么做。」

  「その通り。そしてそれを君がやってくれるという証明もね」

  

  「这要求真困难，你以为我愿意相信你吗？」

  「難しい事を言う。信用を前借りできると思うか？」

  

  「小恶魔说的话无法相信，而且你也不相信我，所以希望你接受我的原则。」

  「小さな悪魔の言う事は信じられないねえ。そして君も私を信用していない。だからここはひとつ私のポリシーを押し付けさせてほしい」

  

  

  安德列说完后，走近坐在椅子上的我。

  　アンドレオはそう言うと椅子に座った私に近寄ってきた。

  

  他的眼神像是在打量我，从头到脚仔细观察。被托涅脱掉上衣的我，肌肤裸露在外，这家伙目不转睛地盯着从黑色内衣露出的肤色。

  　その目の色は私を舐めるように上から下まで見ている。ツォーネに上着を脱がされた私は、いくらか肌を露出していた。黒いアンダーから覗く肌色を、こいつはじっくりと見ていたのだ。

  

  原来如此。第一次见面时也是这样，看来这家伙和亚历山大有同样的兴趣。好色，而且连我这样的小孩也想染指。不，这是认真的眼神。刚才说的那些话是真的吗？

  　成程。初めて会った時もそうだったがこいつはアレハンドロと同じような趣向を持つようだ。好色家、それでいて私のような子供にさえ色を見るか。いや、これは本気の目だな。さっき言った言葉は本当か。

  

  

  「我刚才也说过，我把你当成女人看待。所以，可以让我爱你吗？我是个纯情的人，会相信自己爱上的女人。」

  「さっきも言ったが私は君を女として見る。故に愛させては貰えないかな？　私は愛した女の事は信じる純情な性格をしているんだよ」

  

  

  安德列咧嘴一笑，继续靠近我。

  　アンドレオはにいっと笑いながらなおも近づいてきた。

  

  我察觉他的目的。我的身体真的那么有价值吗？

  　私は狙いを察する。そんなに私の体に価値があるか？

  

  不，不只是这样。安德列是想借由征服我来提高自己的价值吧。如果能将我这个小恶魔纳入手中，即使在魔族中也能多少受到瞩目。

  　いや、それだけではないな。アンドレオは私を征服する事で己の価値を高めたいのだろう。小さな悪魔である私を手籠にすれば魔族の中でも多少なりとは一目置かれる。

  

  也就是说，他想要奖杯吗？男人这种生物真是……

  　つまり、トロフィーか。男というものは全く。

  

  

  「你想要我吗？」

  「私が欲しいのか？」

  

  

  我靠在椅背上，傲慢地瞪着安德列。

  　私は背もたれにぐいっとふんぞり返り、じとりとアンドレオを睨んだ。

  

  安德列的脸逼近我的脸，缩短与傲慢的我之间的距离。

  　そしてふんぞり返った私との距離を詰めるようにアンドレオの顔が私の顔に迫る。

  

  他的表情如实表示肯定。既然如此……那正好。

  　その表情は何よりも如実に肯定の意を示していた。ならば……好都合だ。

  

  

  「你为了追求战果，不惜做到这种地步，到底想要什么？」

  「お前はそこまでして戦果を求めて何が欲しい？」

  

  「全部。」

  「全部さ」

  

  「我不讨厌贪心的男人。」

  「貪欲な男は嫌いではないよ」

  

  「希望你能说我是野心家。」

  「野心家、と言ってほしいね」

  

  

  我轻笑一声，看着安德列说：

  　私はふっと笑ってアンドレオを見て、言った。

  

  

  「……可以。」

  「……いいよ」

  

  

  听到我的回答，安德列睁大双眼，嘴角上扬，朝我伸出手。

  　私の言葉にアンドレオは目を見開き口角を吊り上げて私に手を伸ばした。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  「不过，不是现在。」

  「だが、今じゃあない」

  

  

  我用力抓住他的手阻止他。

  　私はその手をぐいっと掴んで止めていた。

  

  安德列露出惊讶的表情，一副我刚才不是说可以的表情。

  　アンドレオがきょとんとした顔をしている。今いいって言っただろうという顔だ。

  

  我的确说了，不过不是现在。我的贞操已经不重要了，如果只要献出那种微不足道的东西就能打赢这场仗，要我献出多少都没问题。

  　確かに言った。だが今ではない。別にもはや私の貞操などどうでもいいし、そんなちんけなものを差し出すだけで戦いに勝てるのならいくらでもくれてやる。

  

  但是，就算他抱了我，对他来说是得到保证，对我来说却无法保证能打赢这场仗。这样不公平。

  　だが、私を抱くことがこいつにとっては保証でも私にとっては戦に勝てる保証にはならない。フェアではないのだ。

  

  我这么说完，安德列发出「唔」的声音。

  　そう言う事を言ってやればアンドレオはふうむと唸る。

  

  

  「打赢这场仗的话，你想对我做什么都可以。在那之前先忍耐一下。放心吧，我会遵守约定。」

  「戦いに勝てば私を好きにしていいよ。それまではおあずけだ。安心しろ、約束は守る」

  

  

  听到我的回答，我以为安德列会生气，没想到他反而开心地笑了。

  　私の言葉に、アンドレオは怒るかとも思ったがかえって嬉しそうに笑い始めた。

  

  

  「呵呵，哈哈！真诱人……好吧。我就是喜欢守身如玉的女人。这种被吊胃口的感觉，反而会让我更兴奋。」

  「くく、ふふはっ！　そそるねぇ……いいだろう。身持ちが固い女は好みだよ。焦らされたほうが昂るという物さ」

  

  

  安德列说完，收回伸向我的手，向我行礼。

  　アンドレオはそう言って私に伸ばした手を引っ込めると、礼をした。

  

  意思是，事情谈完了。

  　話は終わった、という事だ。

  

  主军交给安德列，我的部队在后方待命。事情就这么说定了。

  　主軍はアンドレオに任せ、私の部隊は後方で待機する。そういう話で纏まった。

  

  离开时，安德列用我听不到的音量小声说：

  　去り際にアンドレオは私に聞こえないように小声で呟く。

  

  

  「终究是个女人啊。看来我可以轻易达成梅亚大人的计划了。攻陷巴尔塔的实绩，以及达成梅亚大人的计划……然后我就能得到克莱儿。这条件太优渥了，我都要笑出来了。」

  「所詮は女か。メーア様の目論見は簡単に達成できるな。バルタ陥落の実績とメーア様の目論見の完遂……そして私はココットを手に入れる。美味い話しすぎて笑えてくるよ」

  

  

  他咯咯笑着，离开了账篷。

  　そしてくくくと笑いながらテントを去った。

  

  确认安德列离开后，我勾起嘴角，露出一抹坏笑。

  　そんなアンドレオが去ったのを確認してから、私はにやあと口角を吊り上げた。

  

  

  「真是个好骗的男人。事情进展得太顺利，我都忍不住想笑了。我打从一开始，就打算让你去攻打敌方的防卫阵线。呵呵呵，你就尽管为了我们卖命吧……安德列。」

  「ちょろい男だ。上手くいきすぎて笑えて来るぞ。はじめからお前を敵防衛陣にぶつけるつもりだったというのに。くくく、精々私達の為に踊ってくれたまえよ……アンドレオ」

  

  

  

  

 
  ＃１０６　ぬくもりのかたち

  ＃106　温暖的形状

  　

  

  

  

  

  

  

  

  作战会议结束后，我一边为魔族们准备餐点，一边露出消沉的表情。

  　作戦会議の後、私は魔族達の食事を作りながら沈んだ顔をしていました。

  

  在大锅里熬煮的清澈汤汁表面宛如镜子，映照出我忧郁的神情。不可以露出这种不安的表情哦，琪优。要是父亲大人看到，不知道会说什么呢。

  　大鍋に煮込まれている澄んだスープの鏡面に自分の物憂げな顔が映りこんでいます。そんな不安げな顔をしてはダメですよキエル。お父様が見たらなんというか。

  

  负责上菜的魔族们也一语不发，默默地将餐点分配给其他魔族。

  　給仕係の魔族達も何も語らないまま黙々と食事を他の魔族たちに配っていました。

  

  

  气氛阴郁，但士气绝对不低。

  　陰鬱な空気。しかし決して士気が低い訳ではない。

  

  这恐怕是因为接下来即将展开的大型战役，是他们为了替同伴报仇而发起的战争吧。在宛如葬礼的气氛中，我感受到足以让后颈发麻的高昂斗志。

  　おそらくこれは、これから始まるであろう大きな戦いが彼らなりの弔い合戦が故なのでしょう。葬式めいた空気の中に在って戦意はうなじがひりつくほどに感じられました。

  

  对魔族来说，澪小姐也在不知不觉间成为他们重要的存在了吧。因为战士们认为，存在于战士之间的纯真存在，确实能带给他们安宁。

  　彼らにとってもミオさんはいつの間にか大事な存在になっていたのでしょう。戦士たちの中に在った無垢な存在は確かな安らぎを与えてくれるものとして認められていたのですから。

  

  魔族是绝对不会原谅杀害同伴仇人的重情重义之人。

  　魔族は、仲間の仇を絶対に許さない義理堅い者達。

  

  所以，他们一定会赌上性命，奋战到底。这一点，澪小姐一定也一样。

  　だから、次の戦いは命を賭して戦うのでしょう。それはきっと彼女も同じ。

  

  

  我想起克莱儿。她早早回到帐篷，没有出现在用餐的地方。

  　私はココットの事を思い浮かべます。早々にテントに戻っていった彼女は食事の場に現れません。

  

  她没事吧？

  　彼女は、大丈夫なのでしょうか。

  

  啊，不行。不能连我都意志消沉。

  　っと、いけません。私まで気を滅入らせるわけにはいかない。

  

  我心想必须把餐点拿过去，于是把餐点放在托盘上，走向帐篷。希望她今天愿意吃……

  　私は持って行ってあげなくてはと思い立ち、盆に食事を載せてテントの方へ向かいました。今日は食べてくれるといいのですが……。

  

  

  

  

  

  

  接着我来到克莱儿的帐篷附近，碰巧撞见走出帐篷的兹欧娜。

  　そしてココットのテントの近くまでやってきた私は、ツォーネがテントから出てくるのと鉢合わせました。

  

  兹欧娜一发现我，就看着我手上的餐盘，叹了口气。

  　ツォーネは私に気づくと、私の持っていた食事のお盆を見やり、ため息をつきました。

  

  

  「现在先不要过去比较好。安德列那家伙在。等一下再拿过去给她吧。」

  「今はやめておいた方がいいですわ。アンドレオの野郎が居ますの。少し待ってから、持って行って差し上げなさいな」

  

  

  兹欧娜这么对我说，梳了梳头发。

  　ツォーネはそう私に言って、髪を梳きました。

  

  然后在我回答之前，她就从我身边走过。她的表情很阴沉。

  　そして私が何かを返答する前に、私の脇を通り過ぎていったのです。その表情は暗いものでした。

  

  

  我照着兹欧娜说的等了一下，安德列将军就从克莱儿的帐篷里走了出来。

  　ツォーネに言われた通り少し待っていれば、アンドレオ将軍がココットのテントから出てきました。

  

  他的表情跟刚才的兹欧娜完全相反，看起来非常开心。

  　その表情は先ほどのツォーネと対照的に、酷く楽しそうなものでした。

  

  他到底跟克莱儿说了什么？米莱儿看起来很累，应该被兹欧娜带走了。我还以为她已经去休息了，猜想她是不是跟安德列将军有什么事。

  　一体ココットと何を話したのでしょうか。ココットはとても疲れた様子でしたし、ツォーネに運ばれていったはずなのに。てっきりもう休むものだと思っていたから、アンドレオ将軍と何か用事があったのかと勘繰ります。

  

  安德列将军突然以援军的身份出现。从第一次见到他开始，我就从他身上感受到某种讨厌的感觉。

  　突然援軍として現れたアンドレオ将軍。初めて見た時から、彼からは何か嫌なものを感じていました。

  

  克莱儿军队里的魔族们虽然可怕，却也表现出坦率和光明磊落的一面。然而，他却在那难以捉摸的态度背后隐藏着什么。

  　ココットの軍に居る度の魔族達も、恐ろしい存在ではあっても底を表に出す正直さと堂々さがありました。しかし彼はその飄々とした態度の裏に何かを秘めている。

  

  我很在意他和克莱儿两人单独相处时究竟在做什么。毕竟我最担心的就是克莱儿。

  　そんな彼がココットと二人、何をしていたのかは気になってしまうのです。ほかならぬココットが心配で。

  

  

  不知道是没发现还是没放在心上，安德列将军没理会我，径自哼着歌离去。

  　アンドレオ将軍は気づいていないのか目に入っていないのか、私に構わずに鼻歌を歌いながら去っていきました。

  

  我偷偷瞄了他一眼，目送他离开后，重新端好托盘，朝帐篷走去。

  　その背中をちらりと見送ってから、私はお盆を持ち直してテントへ向かいました。

  

  

  

  我在入口的帘幕前停下脚步，稍微竖起耳朵。

  　入り口の幕の前で立ち止まり、少しだけ耳を澄ませてみます。

  

  里面没有传来任何声响。我深呼吸一口气，开口呼唤。

  　中から物音はしません。私は一度深呼吸をしてから呼びかけました。

  

  

  「克莱儿……你在吗？」

  「ココット……いいですか？」

  

  

  没有回应。

  　返事はありませんでした。

  

  帐篷里依然没有传出任何声响。我原本以为安德列将军刚刚才来过，难道她去休息了吗？

  　相変わらずテントの中から物音はしません。先ほどまでアンドレオ将軍が来ていたのならとも思いましたが、休まれたのでしょうか。

  

  

  「睡着了吗……？」

  「寝てしまいましたか……？」

  

  「……干嘛？」

  「……なんだ」

  

  

  我为了以防万一，开口确认，结果听到一道不耐烦的声音，我叹了口气。

  　念のため確認をしてみると面倒くさそうな声が返って来て、私はふうと息をつきました。

  

  米莱儿果然还醒着。

  　ココットはやはり、起きていました。

  

  

  「那个，吃饭……你一直没吃东西吧……？」

  「あの、食事を……ずっと何も食べていませんよね……？」

  

  「不想吃……没有食欲。」

  「食べたくない……食欲がないんだ」

  

  「可是，你到现在什么都没吃不是吗……！」

  「でも、此処のところ何も口にしていないじゃないですか……！」

  

  「别管我！……呜啊！」

  「ほっといてくれ！　……うぁっ」

  

  

  匡当。有什么东西倒下的声音传来。克莱儿也发出小小的悲鸣。

  　ガタン、という何かが倒れる音。そしてココットの小さな悲鳴。

  

  我没有获得许可，慌慌张张地拉开帐篷的布幕，进入内部。

  　私は慌てて許可もなくテントの幕をのけて中に入りました。

  

  克莱儿蹲在地上，散乱在地上的文件上，她像是从椅子上跌落下来一样。她就是以这样的姿势蹲着。

  　そこでは、床に散乱した書類の上でちょうど椅子から転げ落ちたような姿勢で蹲るココットの姿がありました。

  

  

  「克莱儿……！」

  「ココット……！」

  

  

  我慌慌张张地把餐点放在桌上，急忙跑到克莱儿身边。

  　私は慌てて食事をテーブルに置き、急いでココットに駆け寄りました。

  

  我伸手想要撑住她的身体，原本以为会被她甩开，但她却毫无抵抗地让我抱住。

  　身体を支えようと手を回して、振り払われるかとも思いましたが彼女は無抵抗のまま私に抱えられました。

  

  然后，我看着缓缓抬头望向我的克莱儿的脸，倒抽了一口气。

  　そしてゆっくり私の顔を見上げるココットの顔を見て、息をのみました。

  

  

  「好严重的黑眼圈……你不只没吃东西……甚至没睡觉吗……？」

  「ひどいクマ……食事だけじゃない……眠っていないんですか……！？」

  

  

  克莱儿的手在颤抖，脸色也很差。她的眼神空洞，黑眼圈也很严重。我明显看得出来她很虚弱。

  　ココットの手は震えているし、顔色も悪い。眼は虚ろで隈がひどい。明らかに弱っているのがわかりました。

  

  如果不让她吃点有营养的东西，身体会搞坏的。不对，说不定已经搞坏了。现在必须让她立刻休息才行。

  　少しでも栄養のあるものを食べてもらわねば、身体を壊してしまう。いや、もう壊しているかもしれません。今はすぐに休んでもらわないと。

  

  

  我为了慢慢把克莱儿搬到床上，重新伸手环住她的身体，缓缓地将她抱起。

  　私はゆっくりココットをベッドまで運ぶために彼女の体に手を回しなおし、ゆっくりと抱え上げました。

  

  她完全没有抵抗。我将米莱儿抱在怀中，她轻得仿佛一具空壳。

  　一切の抵抗は、されませんでした。為すがままに私の胸に抱えられるココットはとても、軽かったのです。

  

  原本就瘦小的她，现在轻得仿佛体内空无一物，令人哀伤。

  　元々小さく痩せていた彼女でしたが、この重さはまるで中身が空っぽになっているかのような、そんな悲しい軽さだったのです。

  

  我缓缓将克莱儿抱到床上，让她静静躺下。

  　私はゆっくりとココットをベッドに運び、静かに横たえました。

  

  然后，我缓缓将被单盖在她身上。

  　そしてシーツをゆっくり彼女にかけようとして。

  

  

  「……我从米欧被杀的那天开始，就睡不着了。」

  「……眠れないんだよ。ミオが殺されたあの日から」

  

  

  克莱儿轻声吐露。

  　ココットがぽつりと、そう零しました。

  

  我知道。我早就知道了。

  　わかっていた。わかっていたんです。

  

  克莱儿别说是吃饭，就连睡觉都没有。我每次都会看到夜晚的帐篷里透出烛光。

  　ココットが食事はおろか寝てすらいない事なんて。いつだって夜にはテントから蝋燭の明かりが漏れているのを見ていました。

  

  米莱儿从那天开始，就一直盯着纸面到深夜。她在地图上画了好几条线，为战争做准备。

  　ココットはあの日からずっと遅くまで紙面とにらめっこしているのですから。地図に何度も線を描き、戦の準備をしているのです。

  

  这段时间，她一直像被什么东西附身一样……

  　此処のところずっと、何かに憑りつかれたように……。

  

  

  可是，克莱儿下一句微弱的叹息，让我知道她并非只被憎恨驱使。

  　だけどそれは、憎悪だけに駆られたものではないと、次のココットの弱弱しい嘆きで知ったのです。

  

  

  「好冷、好冷。一个人睡好寂寞。我好怕闭上眼睛。米欧的脸一直在我脑中挥之不去……我们总是睡在一起……」

  「寒くて、冷たいんだ。一人で眠るのは、寂しい。目を閉じるのが怖い。ミオの顔が頭から離れない……いつも一緒に眠っていたんだ……」

  

  

  米莱儿带着又哭又笑的表情对我这么说。

  　ココットはそう、泣き笑いのような顔で私に言ったのです。

  

  这孩子对我的憎恨，是她被夺走的事物的补偿。她之所以能露出平静的表情，是因为有那个孩子……澪的存在。但澪的死，让她变得非常不安定。

  　この子の憎悪は奪われたものの埋め合わせ。折角、この子が穏やかな顔を見せるようになった要因であるあの子……ミオさんを失って、酷く不安定になっている。

  

  

  

  米莱儿掀开被单，坐起上半身看着我。接着，她环顾四周，脸上浮现干笑对我说：

  　ココットはもぞりとシーツをのけて、上体を起こし私を見ました。そして周囲を見渡して、乾いた笑みを浮かべて私に言うのです。

  

  

  「我又变成孤单一人了，琪优。大家都会从我面前消失。我失去母亲时，应该已经彻底明白这个道理了。这个世界是地狱，没有人可以相信。每个人都是敌人，会欺负我。我爱得愈深，就会受到愈惨的报复。而且，那些报复总是降临在我身边重要的人身上，而不是我。明明不管我变成什么样子都无所谓。」

  「また私は一人になってしまったよ、キエル。皆、みんな私の前からいなくなる。母を失った時に思い知ったはずだったんだ。この世は地獄、誰も信じられない。誰もかれもみんなが敵で、私を虐める。愛した分だけ手酷いしっぺ返しが待っている。いつだってそれは、私にじゃなく私の周りの大切な者に降りかかるんだ。私がどうなろうと構わないのに」

  

  「克莱儿……」

  「ココット……」

  

  「琪优，我问你。如果那天我没有去摘花，澪是不是就不会死了？她不会死吧？因为被盯上的人是我，只要我被杀掉就好了……这样澪就能活下来了。」

  「なあ、キエル。あの日私が花をとりに行かなければ、ミオは死ななかったのだろうか。死ななかったよなぁ。狙われていたのは私なんだから、私が殺されるだけでよかった……ミオは生きていられたんだよな」

  

  「请……请你不要说这种话……这种话……要是被澪小姐听到你说只要自己被杀掉就好了，她会很伤心的……我也是……」

  「そっ……そんな事言わないでください……そんな事っ……貴女が殺されるだけでよかったなんてミオさんが聞いたら悲しみますよ……私だってっ」

  

  

  克莱儿说出自暴自弃的话，苛责自己。

  　やはり自棄を起こしているのではと思う程に自分を苛む言葉を口にするココット。

  

  我听不下去，想让她休息，试图安抚她。

  　私は聞くに堪えなくて、なんとか今は休んでもらおうとココットを落ち着けようとします。

  

  不这么做，我没脸见米欧小姐。

  　そうしなくてはミオさんに顔向けできません。

  

  不然，明明我也……很难过。

  　でないと私だって……悲しいというのに。

  

  

  米莱儿挥开我伸出的手，露出死心的笑容说：

  　私が伸ばした手をココットは振り払い、諦めたような、そんな笑みを浮かべながら言ったのです。

  

  

  

  

  「够了，米耶尔。反正你也会消失吧。」

  「もういいよ、キエル。どうせお前も、いなくなるんだろう」

  

  

  

  

  我听到这句话的瞬间。

  　私は、その言葉を聞いた瞬間。

  

  一巴掌打在克莱儿脸上。

  　ココットの頬を平手で打っていました。

  

  

  

  她捂着被打的脸，愣愣地抬头看我。

  　彼女は打たれた頬を抑えて、ぽかんとした表情で私を見上げていました。

  

  我立刻紧紧抱住她，用力地，连同床单一起包住她。

  　私は、そんな彼女をすぐにぎゅっと抱きしめました。強く、シーツと一緒にくるめて包むように。

  

  米莱儿……没有抵抗，接受我。

  　そしてココットは……抵抗せずに私を受け入れました。

  

  她呆呆地将下巴靠在我肩上，不久后缓缓眯起眼，开口说：

  　ただ呆けた表情で私の肩に顎を載せていたココットは、やがてゆっくり目を細めながら口を開きました。

  

  

  「……我以为只要一直前进，就能安稳抵达终点。实际上却愈前进，就愈被夺走。我已经不知道该怎么走了……不知道该去哪里了！」

  「……ただひたすらに進めば平穏にたどり着けると考えていたのに。なのに、実際は進めば進むほど奪われるだけだった。もうどう進めばいいのかわからない……どこに行けばいいのかわからない！」

  

  

  被我抱在怀中，无力地垂下双手，任我摆布的她，从我的肩膀上这么轻声开口。

  　私に抱かれたまま、力なく手をだらりとたらして為すがままにされる彼女は、私の肩でそうぽつりと零しました。

  

  她以颤抖的声音吐露心声。这时，我终于明白了。

  　震える声で吐露される彼女の思い。そこで私は思い知りました。

  

  她一直都很寂寞。

  　彼女はずっと、寂しかったんだと。

  

  

  「告诉我，琪雅拉……我该去哪里才好……哪里……有幸福……」

  「教えてくれキエル……私は、どこに行けばいい……どこに、幸せはある……」

  

  「这种事……我跟你……都不知道答案啊。」

  「わかりませんよ、そんなの……私にも、貴女にも……わかるわけ、無いじゃないですか」

  

  

  听到我这么说，米莱儿的肩膀微微一颤。我紧紧抱住她的身体。

  　私の言葉にココットは少しだけぴくりと肩を震わせました。そんな彼女の体をぎゅっと強く抱きしめて。

  

  如果……我能填补她的空洞，或许就能阻止克莱儿的憎恨和暴行。

  　私が……彼女の穴埋めになれば。ココットの憎悪と凶行を止められるかもしれない。

  

  或许没办法马上做到。可是……不，说起来，我这种人或许没办法像MIO小姐那样……

  　すぐには無理かもしれない。でも……いや、そもそも私なんかでは、ミオさんのようにはできないのかもしれません……。

  

  然而，我无论如何都无法对这个在我怀中颤抖，被称为小小恶魔的女孩见死不救。

  　だけど、この腕の中で震える小さな悪魔と呼ばれた彼女の事を、どうしても見捨てられない。

  

  害怕被爱，也害怕去爱的她，就像是一道随时都会熄灭的烛火，必须有人陪在她身边才行。

  　愛し愛されることを恐れるこの子の儚さは、やっぱり誰かが傍に居なければあっという間に消えてしまいそうな蝋燭の火。

  

  在她因为憎恨而自焚，内心的火焰熊熊燃烧，连自己都化为灰烬之前，就算无法灭火，也必须想办法减弱火势。

  　憎悪に身を焦がし心の炎を燃やし続けて、自身さえ炭にしてしまう前に、火を消せずとも弱めてあげなくてはならない。

  

  所以——

  　だから。

  

  

  「可是，无论你前往何处，我都不会离开你身边。因为我已经下定决心了。我绝对不会死，也绝对不会离开你。直到你的憎恨消失为止。」

  「ですけど、あなたがどこに向かったって、私はどこにもいきません。決めましたから。絶対に死なないし、あなたのそばも離れません。あなたの憎しみが、消えるまで」

  

  「唔……」

  「っ……」

  

  

  我感觉到她将手环上我的背。

  　私は、私の背に彼女が手を回すのを感じました。

  

  她紧紧抱住我，从我背后传来她的体温。

  　ぎゅっと私の体を抱きしめ、掴む背中から彼女のぬくもりを感じて。

  

  她的手心小到让我眯起双眼。耳边传来她抽抽噎噎的哭声。我加强了抱住她的力道。

  　その手のひらの小ささに、私は目を細めました。彼女の泣きじゃくる声が耳元に聞こえて。私は彼女を抱く腕の力を強めました。

  

  她将许多诅咒都累积在这么娇小的身躯里。

  　こんな小さな体に、彼女は多くの呪いを貯め込んでいる。

  

  将无数的恨意累积在仿佛会被压垮的纤细身体里。

  　押しつぶされてしまいそうなほどか細いこの体に、数多の恨みを蓄えて。

  

  

  ……我紧紧抱着克莱儿好一阵子。

  　……一時の間、私はココットを抱きしめ続けました。

  

  

  「……现在先休息吧。要是被米欧小姐看到你这副模样，她会担心，我也会担心的。」

  「……今は、お休みになってください。貴女のそんな姿、ミオさんが見たら心配をかけてしまいますし、私だって心配します」

  

  「琪雅儿……」

  「キエル……」

  

  

  米莱儿露出有些惊讶的表情，但又立刻眯起双眼。

  　ココットは少しだけ驚いたような顔をして、すぐに目を細めて。

  

  

  「你也好温暖呢……」

  「お前も、暖かいんだな……」

  

  

  她轻声这么说，将脸埋进我的胸口，闭上双眼。

  　そう、呟いて。私の胸に顔をうずめて瞳を閉じたのです。

  

  我缓缓抚摸她的头发。她有着微卷的白发。我缓缓地用手梳理那头柔软又透亮的发丝。

  　私は彼女の髪をゆっくりと撫でました。少し癖っ毛の白い髪。柔らかく、透き通るような髪に手櫛を入れるように、ゆっくりと。

  

  

  过了一会儿，从我怀里传来平稳的呼吸声……我缓缓将她的身体放到床上。

  　そうして少し経って。私の胸の中から安らかな寝息が聞こえてきて……私はゆっくりと彼女の体をベッドへと寝かせました。

  

  我缓缓地将被单盖在克莱儿身上，然后静静地看着她的睡脸。

  　シーツをゆっくりココットの体にかけてから、静かに彼女の寝顔を見て思います。

  

  我哪里都不会去。

  　私は、どこへも行かない。

  

  为了不让克莱儿崩溃。

  　ココットが、壊れてしまわないように。

  

  就算变成这样……她一定也不会停下脚步。像这样触碰她、拥抱她，一定也只是暂时的。她很快就会再次迈步前进。

  　きっと彼女は、こんなになっても……歩みを止められないから。こうして触れて、抱きしめられるのはきっと一時のもの。すぐに彼女はまた、歩き出してしまうでしょう。

  

  巴尔塔决战无可避免。又会有许多人死去。许多魔族也会死去。我已经无法只站在其中一方的立场。在如此暧昧的立场中，最让我感到亲近的，是本该是杀父仇人的克莱儿。

  　バルタ決戦は避けられない。また多くの人が死ぬ。そして多くの魔族達も。私はもう、どちらかの視点にだけ立つことなんてできない。そんな曖昧な立場の中で最も心を寄せてしまっているのが、父の仇であるはずのココット。

  

  我也变了。跟克莱儿在一起之后，我变了。既然这样，希望克莱儿也跟着改变，是不是很狡猾呢？

  　私も、変わった。ココットと一緒に居て変わってしまった。ならココットにも変わってほしいと願うのはずるいでしょうか。

  

  我一定无法改变她。MIO小姐或许有这个可能。如果现在这个可能性已经无法实现，还有谁能陪伴在她身边呢？

  　私ではきっと変えられない。ミオさんにその可能性があった。今やそれは叶わぬものと為ったなら、他の誰が彼女に寄り添えるのでしょう。

  

  所以，无论她一边削磨自己的心，一边前进的前方有什么在等待着她。

  　だから、彼女が心を削りながら進み続けたその先に何があっても。

  

  至少，我会在她身边……见证到最后。

  　せめて私は彼女の一番そばで……見届けますから。

  

  

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  

  克沃塔很烦恼。

  　クォートラは悩んでいた。

  

  就这样继续战斗下去真的好吗？

  　このまま戦っていいのだろうか。

  

  米莱儿肯定会赌上性命战斗吧。甚至不惜让自己身陷险境。

  　ココットは間違いなく命を懸けて戦うだろう。それこそ自分の身がどうなっても構わないほどに。

  

  不，她或许真的打算送死。

  　いや、もしかしたら本当に死ぬ気なのだろうとさえ思わせた。

  

  不想死，就代表在攻陷巴尔塔之前，她不会轻易丧命。但最近的米莱儿已经变得不太正常，让人无法相信她会这么做。

  　死ぬ気はないというのはバルタを落とすまでは死ねないという事。そしてそれさえ信じられないほどに最近のココットはおかしくなっている。

  

  

  

  起初，克瓦多也把为复仇而战的克莱儿当成战女神看待。

  　はじめクォートラとて己が復讐としての戦いに勝利をもたらすココットの事は戦女神のように思っていた。

  

  但在看到失去米欧的克莱儿之后，她改变了想法。

  　だが、ミオを失った彼女の姿を見て思い直したのだ。

  

  那只是个年幼的孩子。

  　あれはただの幼子なのだと。

  

  

  

  

  『有没有……谁……能从米欧身上做出魔石……艾库罗大人就是这么做的！拜托，米欧也是……！』

  『誰か……いないか……ミオから魔石を作れるものは……エルクーロ様はそうしてくれたんだ！　頼む、ミオも……！』

  

  『能办到这种事的魔族……大概只有魔王大人……我们谁也办不到……抱歉。』

  『そんなことできる魔族なんか……魔王様くらいでさ……俺たちの誰もできませんぜ……すいやせん』

  

  『……可恶……对不起，对不起，米欧……呜呜、呜呜呜……』

  『……くそっ……すまない、すまないミオ……うぅ、ううう』

  

  

  

  看到克莱儿趴在米欧的尸体上哭泣，克瓦多的胸口感到一阵刺痛。除了力量强大的魔族之外，没有人能从人类身上制造出魔石。

  　ミオの死体に泣きつくココットの姿にクォートラは酷く胸を痛めていた。人間から魔石を生み出すなどできるのは力の卓越した魔族以外にないだろう。

  

  她也想过要去拜访应该待在卢卡纳的艾尔克罗，但米莱儿摇头。MIO的存在并未公开，艾尔克罗也没有告知这件事，肯定有什么原因。

  　ルイカーナに居るはずのエルクーロを訪ねればとも考えたが、ココットは首を横に振った。ミオの存在は公にしていない。エルクーロにも言っていないという事は言えない事情があったに違いない。

  

  克沃塔稍微思考了一下，但还是不明白理由。克莱儿明明会为了MIO抛下一切，这么做有什么问题吗？

  　クォートラは少し考えたが、理由は分からなかった。どんな事情も投げ出してミオのために動きそうものなココットであったのに、と。

  

  

  克沃塔不明白，但对克莱儿来说，MIO虽然也很重要，但公开MIO的存在，让她制造魔石，自己和艾尔克罗大人的风评就会变差。

  　クォートラには分からなかったが、ココットにとってはミオも大切ではあったが、ミオの存在を公にして魔石を生み出してもらう代わりに、自分とエルクーロ様の風評が悪くなることを危惧したのだ。

  

  虽然地位不重要，但应该视为敌人的对象，而且还是藏匿卢卡纳贵族亚历山大的宠物，自然不会给人好印象。无论是克莱儿，还是协助她的艾尔克罗大人。

  　地位などどうでもいいが、敵であるはずの人間、それもルイカーナの貴族アレハンドロの愛玩を匿っていたとあらばいい印象は抱かれない。ココットも、その手助けをしたエルクーロ様も。

  

  艾库罗大人是克莱儿最后的恩人，米莱儿不可能给他添麻烦。艾库罗大人原本就反对战争，如果他得知克莱儿照顾米莱儿，或许会被人揶揄为魔族内的叛徒。为了避免这种事发生，米莱儿必须拿出成果。然而巴尔塔似乎有意为了人类派兵，要是连露易卡娜都跑回去，根本是敌前逃亡。

  　エルクーロ様はココットの最後の恩人、迷惑などかけられようはずもない。エルクーロ様はただでさえ戦争反対派の気があるのだ。ココットを世話するだけではなく魔族内で裏切り者と揶揄されるかもしれなくなる。そうならないためにもココットは成果を出さねばならなかった。なのにここで人間のためにとバルタから派兵の気配があるというのにルイカーナまで舞い戻っては敵前逃亡も甚だしい。

  

  虽然米莱儿认为和米奥的事情相比，这样不算什么，但要是克莱儿在魔族内的立场因此一落千丈，被排除在巴尔塔攻略战之外，就无法替米奥报仇了。那样只会失去一切。

  　ミオの事に比べればと思いはしたが、結果的に魔族内でのココットの立場が転落しバルタ攻略から外されでもしたら、それこそミオの仇が討てない。失っただけで終わってしまう。

  

  米莱儿最害怕的就是这种事，所以她才抱着悲痛的心情，继续隐瞒米奥的存在。

  　そういった事を最も恐れたココットは、断腸の思いでミオの存在を隠し続ける事としたのだ。

  

  为了替米奥报仇，她只能流下眼泪。

  　ミオの仇を取るために、ただ涙を流すだけとしたのだ。

  

  

  

  看到身高和女儿差不多的克莱儿哭泣的模样，让库多拉也仿佛看见了不好的回忆。

  　娘と近い背丈のココットが泣いている姿に、クォートラもまた嫌な記憶を幻視さえした。

  

  过去龙人族的村落被卷入人类之间的战争，失去家园和同伴时，库多拉也抱着女儿的遗体痛哭。

  　かつてドラゴニュートの里が人間どもとの戦に巻き込まれ、家も仲間も失った時。クォートラもまた娘の亡骸を抱えて慟哭したのだ。

  

  

  

  最后，大家决定吊祭米奥的遗体，而不是任其腐烂。不过当克莱儿提议不埋进土里，而是用火焚烧时，大家都吓了一跳。

  　結局ミオの遺体は腐らせるよりはと弔う事になったが、土に埋めずに炎で焼くとココットが言い出した時には皆が驚いた。

  

  她记得土葬是人类的文化，但从来没听说过会把遗体烧掉。

  　土葬が人間の文化だった気がしたが、遺体を焼くなど聞いたことがなかったのだから。

  

  她不想让遗体在土里腐烂。在命令之下，米欧的身体被烧成骨灰，装进壶里，保管在克莱儿的帐篷里。

  　土の中で腐らせるのは嫌だ。灰と焼き、骨を壺へとの命令によって今ミオの身体は火に焼かれた。遺灰は壺に収められココットのテントに保管されている。

  

  

  米莱儿一直看着米欧的身体燃烧殆尽。或许是因为这样，她才会变得怪怪的。

  　燃え行くミオの身体を、ココットはずっと見ていた。それからだろうか。彼女がおかしくなったのは。

  

  

  

  

  但不管怎么说，米莱儿都打算战斗。

  　だがなんにせよ、ココットは戦う気だ。

  

  

  

  「既然如此，身为部下的我们，也只能跟随她了。」

  「ならば配下である自分たちは付き従うのみ、か」

  

  

  

  身为军人的自己，真是丢脸。

  　軍人である自分が情けのない有様だ。

  

  正如克莱儿所说，她把女儿的身影投射在克莱儿身上。

  　ココットに言われた通り、クォートラはココットに娘を重ねていた。

  

  而女儿本人也告诉她，那只不过是幻想，就算依赖她也不会有任何好处。

  　そして本人にそれは幻想にすぎず、縋ったところで何もいい事はないという現実を叩きつけられた。

  

  不能迷失真正的目的。

  　本当の目的を見失ってはならない。

  

  米莱儿应该也察觉到了这一点。既然如此，她也不会再迷惘了。

  　ココットはそれに気づいたのだろう。ならばクォートラとてもはや迷うまい。

  

  

  她要为女儿报仇，让那些残忍又卑劣的人类得到报应。

  　娘の仇、残虐にして卑劣な人間共に報いを。

  

  

  库欧特拉站起身，用红色的眼睛仰望天空，瞪着月亮。

  　クォートラは立ち上がり、空を見上げ赤い瞳で月を睨む。

  

  无论如何，都会造成许多牺牲的战斗……已经近在眼前。

  　どうあっても多く犠牲を出すであろう戦いは……近い。

  

  

  

 
  ＃１０７　出陣

  ＃107　出阵

  　

  

  

  

  

  

  

  「乌拉冈纳败北了……」

  「ウラガクナが敗れた、か……」

  

  

  艾尔克罗在路易卡纳的某个房间内，用手指抵着眉间。

  　エルクーロはルイカーナの一室で眉間に指を充てていた。

  

  他从椅子上起身，走到桌子旁边，重新面向站在门前的人们。

  　椅子から立ち上がり、机の脇まで歩くと扉の前に並び立つ者たちに向き直る。

  

  

  「锡克贝尔，辛苦你了。」

  「チックベル、よく報せてくれた」

  

  

  站在艾尔克罗面前的是锡克贝尔，以及他率领的哈比部队。

  　エルクーロの前に立つはチックベルと、それに率いられるハーピー部隊。

  

  他们以翅膀的高速移动，从魔王城来到路易卡纳。

  　魔王城からその羽の俊足を以て既にルイカーナに着していたのだ。

  

  一抵达这里，他们就前往艾尔克罗的房间，紧急报告此事。

  　そして着くなりエルクーロの部屋へ向かい、急ぎ報告をした次第である。

  

  

  「乌拉冈纳居然撑住了。虽然我实在不愿想象四天王再次倒下的情况。」

  「ウラガクナはよくもたせてくれたな。またしても四天王が斃れるなどとは、想像したくはなかったが」

  

  「现在似乎是梅亚大人在接手战线～」

  「今はメーア様が戦線を引き継いでるっぽいですねえ～」

  

  「敌方战力呢？」

  「敵戦力は」

  

  「目前确认到圣铠骑士团和圣枪～」

  「今は聖鎧騎士団と聖槍が確認されていると～」

  

  

  锡克贝尔露出疑惑的表情，而他的报告内容也让艾尔克罗皱起眉头。

  　チックベルの表情は怪訝であり、またその報告内容にエルクーロも眉根を寄せた。

  

  在艾尔克罗发问前，锡克贝尔就先补充说明，消除了他的疑问。

  　そしてその疑問はエルクーロが問うより先にチックベルの付け加えた報告で解消する。

  

  

  

  「……然后还有一个问题……听说圣剑前往巴尔塔了～……」

  「……それでもう一つ、問題なんだけどぉ……聖剣がバルタに向かっているってさ～……」

  

  「什么……这是真的吗？」

  「何……それは本当か？」

  

  

  疑问解决了。主战场上只有圣枪，因为圣剑前往巴尔塔了。为什么？

  　疑問は解消した。主戦場に聖槍しかいない。それは聖剣がバルタへ向かったから。何故だ？

  

  在艾尔克罗的脑中，原本已经解开的疑问又接连浮现，然后被慌慌张张地冲进房间的魔族打断……并带来了更大的震撼。

  　解消した疑問はそれ以上の疑問をエルクーロの脳裏に浮かびあがらせ、そしてそれはあわただしく部屋に入ってきた魔族によって中断させられ……更なる驚きをもたらした。

  

  

  

  「报告！克莱儿将军联络了！」

  「報告！　ココット将軍より連絡です！」

  

  

  听到魔族的话，艾尔克罗和契齐贝儿等人面面相觑。

  　魔族の言葉にエルクーロとチックベルたちは揃って顔を見合わせる。

  

  艾尔克罗催促魔族继续说下去，魔族便战战兢兢地开口：

  　エルクーロが魔族に続けるように促せば、魔族は恐る恐ると言った様子で語り始める。

  

  

  「吾等成功杀害圣女……」

  「我、聖女の殺害に成功せり……」

  

  「圣女……？克莱儿吗？」

  「聖女の……？　ココットが？」

  

  

  艾尔克罗大吃一惊。相较之下，契齐贝儿则是微微扬起嘴角。

  　驚くエルク―ロ。対してチックベルは少しだけにんまりと口角を持ち上げた。

  

  

  「又死了一个勇者啊。克莱儿真有一套。不过，她的战力看起来没什么大不了，真亏她能和巴尔塔的兵力交战，还打倒圣女。」

  「また勇者が一人死んだのかあ。ココットちゃんは流石だねえ。しかし戦力は大したことなかったように見えたけど、よくバルタ兵力とやりあって聖女を倒せたねえ」

  

  「……不知道。那个女孩总是能靠作战颠覆战力。所以，虽然我也觉得有可能，但她前几天才派出援军，应该来不及和圣女交战……」

  「……わからん。あの娘は作戦で戦力を覆してきた。だからあるいはとも思うが、援軍を出したのはつい先日だ。聖女との戦いには間に合っていなかった筈だが……」

  

  

  巴尔塔的兵力坚若磐石是众所周知的事实。光靠既有的兵力就和巴尔塔交战，还打倒圣女，实在令人难以置信。

  　バルタ兵力は盤石であることは周知の事実。ココットが既存兵力だけでこれとぶつかったうえで聖女を討ち取ったなどと、にわかには信じがたいものだった。

  

  不过既然魔族已经像这样前来报告，那应该就是事实吧。现阶段，艾陆可——露听到的都是好消息。

  　だがこうして報告に上がった以上は事実なのだろう。魔族の報告は現段階では朗報としてエルク―ロたちの耳に入った。

  

  然而魔族却目光游移，欲言又止，直到他终于继续报告之后，才颠覆了这样的印象。

  　しかし魔族が目を泳がせながら言い渋り、ようやく続きを報告した内容でそれは覆る。

  

  

  

  「属、属下继续报告……虽然圣女已死，但巴尔塔依然健在。因此克莱儿军接下来将展开巴尔塔攻略战！」

  「つ、続きを申し上げます。……聖女は討ち取ったがバルタはいまだ健在。よってココット軍はこれよりバルタ攻略戦を開始すると！」

  

  「唔……你说什么……」

  「っ……何だと……」

  

  

  艾陆可罗和琪可贝儿都瞪大了眼睛。

  　エルクーロとチックベルは揃って目を丸くした。

  

  如果圣女已经死了，那还可以理解，但巴尔塔依然健在。这下越来越让人摸不着头绪了。不过既然巴尔塔依然健在，就代表他们将与巴尔塔的战力正面冲突。

  　聖女を殺したのであれば頷けるがバルタが健在。益々わからない。だが健在であるのであればバルタの戦力と正面からぶち当たることになる。

  

  更何况状况已经改变了。乌拉嘉尔纳已经战死，必须重新编组战力。

  　まして状況は変わっている。ウラガクナは討たれたのだ。戦力を再編する必要がある。

  

  不过米莱儿打算战斗吗？这样可不妙。

  　だがココットは戦う気なのか。それはまずいのだ。

  

  

  「这下糟了，艾陆可罗……」

  「マズいよエルクーロくん……」

  

  「嗯……她应该不知道米莱儿圣剑正前往巴尔塔。就算打倒了圣女，但敌方的援军可是圣剑……」

  「ああ……ココットは聖剣がバルタに向かっていることを知らない筈だ。聖女を倒したとて敵の援軍、それも聖剣がとあっては……」

  

  

  艾陆可罗握紧拳头，粗鲁地拿起桌上的地图，在眼前摊开。

  　拳を握るエルクーロはテーブルの上の地図を乱雑に手に取り、目の前で広げる。

  

  考虑到从主战场到巴尔塔的距离，如果快马加鞭，应该很快就会抵达。

  　主戦場からのバルタまでの距離を考えると早馬で駆ければバルタまではもうすぐそこまでの距離。

  

  如果克莱儿在毫不知情的状况下，背后出现圣剑，或许连撤退都办不到。

  　何も知らないココットの背後に聖剣が現れれば撤退すらままならないかもしれない。

  

  艾尔克罗叹了口气，这时契齐贝儿向他搭话：

  　ふうっと息を吐いたエルクーロにチックベルが声をかける。

  

  

  「你打算怎么做？」

  「どうするのさ」

  

  「……我也要前往巴尔塔。立刻召集士兵。」

  「……私もバルタへ往く。すぐに兵を纏める」

  

  

  他立刻回答。

  　即答。

  

  艾尔克罗重新穿上外套后，立刻命令传令的魔族退下。

  　エルクーロは上着を羽織りなおすとすぐに伝令の魔族に命令を下し下がらせた。

  

  契齐贝儿展开翅膀，站在艾尔克罗面前露出笑容。

  　チックベルは羽を広げ、エルクーロの前に立つとにへらと笑った。

  

  

  「我就知道你会这么说。我会跟你去，也带了为此准备的士兵。放心吧，都是些脚程很快的家伙。」

  「そう言うと思ったよ。付いて行くよ、そのための兵も連れて来てる。足が速いやつらばっかりだから安心して」

  

  「抱歉……」

  「すまない……」

  

  

  艾尔克罗向她道谢。

  　エルクーロはそう感謝をした。

  

  这样下去，不只是主战，就连前往巴尔塔的克莱儿都会死。这代表战争的败北……更重要的是，对艾尔克罗来说，这是会失去太多东西的结局。

  　このままでは主戦だけではなくバルタ攻略に赴くココットさえ死ぬ。それは戦争の敗北を意味し……それ以上に、エルクーロにとって失うものが多すぎる結末だ。

  

  这次无论如何都必须避免。既然如此，自己怎么能不行动。艾尔克罗至今已经好几次避开战线，甘于待在后方。他不愿再次打响黑曜之名，一直逃避自己和他人流血。当然，他自认有尽可能在不会让士兵送死的前提下，采取乱来的作战，但实际上只是在逃避战斗。

  　それは、今度こそ避けなければならない。ならば自分が今動かずしてどうする。これまで幾度となく戦線を避けて後方に甘んじた。再び黒曜の名を知らしめることを良しとせず、自らが血を流し流させることから逃げてきた。もちろんできるだけ無茶な作戦で兵が死ぬことを避けるために動いてきたつもりだったが、実態は戦いを避けていただけだ。

  

  不过，现在不能这样。艾尔克罗做好觉悟，知道自己必须亲自上阵。从收留那个女孩的那一刻起，自己就背负了责任。无法阻止她上战场的人是自己。既然如此，既然自己必须负起责任，必须回到黑曜……那就这么做吧。

  　しかし、今はそれではだめだ。自分が戦線に立つときが来たのだと、エルクーロは覚悟を決める。あの娘を拾った時から責任があった。戦いに赴くのを止められなかったのは自分だ。ならば、請け負った者の責任として黒曜に戻る必要があるのならば……そうしよう。

  

  琪可贝儿来到艾尔克罗身后，看着他的背影。

  　チックベルはエルクーロの背後に並び立ち、その背を眺める。

  

  这次一定要好好保护他——她在心中对那个背影如此诉说，然后拍动翅膀跟了上去。

  　今度はちゃんと守るんだよ、と心の中でその背中に訴えると、羽を一度振ってその後に続く。

  

  

  艾尔克罗离开房间，整理好衣领后，狠狠瞪着虚空。

  　エルクーロは部屋を出て襟を正すと、キッと虚空を睨んだ。

  

  

  「克莱儿，别冲动……等我过去……！」

  「逸るなよココット……私が行くまで……！」
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  「准备出击！」

  「出撃準備ィ！」

  

  

  「准备出击！」

  「出撃準備ィイ！」

  

  

  在克莱儿的驻扎地，魔族们慌张地大声喊叫，忙碌地行动。

  　ココットの駐屯地では魔族達が慌ただしく声を張り上げせわしなく動いていた。

  

  所有人都穿着战斗装备，气氛也十分严肃。

  　全員が戦闘装備、雰囲気も物々しいものであった。

  

  这也是理所当然。

  　それもそのはずである。

  

  因为接下来要正式进攻巴尔塔。

  　これからバルタを本格的に攻めるというのだから。

  

  这场战争将成为战争史上最盛大的攻城战，魔族们的士气十分高昂。现在是晚上，魔族们在月光和火把的照耀下，红色的眼睛都燃烧着熊熊的斗志。

  　今戦争きっての大攻城戦となろうこの戦いに際して魔族達の士気は高かった。時刻は夜、月明かりと松明の明かりに照らされた魔族達の赤い瞳が爛々と燃えていた。

  

  米莱儿站在准备的最前方，大声鼓舞魔族们。

  　ココットはその準備の先頭に立ち、声を張り上げながら魔族たちを鼓舞していた。

  

  她的身影已不再有衰弱的软弱感。尽管身材娇小，她仍以将军的威严酝酿出生命的光辉，让强悍的魔族们做好战斗准备。

  　その姿に衰弱した弱弱しさはない。小さな体ながら将軍としての貫禄を命一杯醸し、屈強な魔族達の戦闘準備を取りまとめていた。

  

  

  

  

  ……现在的我只是个军人。是忠实执行职务，将完美成果呈交给上司的齿轮。

  　……今の私はただの軍人。職務を忠実にこなし完璧な成果を上司へ運ぶ歯車。

  

  除了深藏在心底的憎恨与复仇之外，我应该已经成了理想的军人吧。

  　その奥底にあるのが憎悪で復讐であることを除けば、理想的な軍人となり果てただろうか。

  

  在魔族们整装待发时，我稍微喘了口气，此时，背后带着琪雅露的托葛札来到我身边。

  　魔族達の武装が整った頃合で一息ついた私の下に、背後にキエルを従えたツォーネがやってくる。

  

  

  「克莱儿大人，您真的没事吗？虽然您的脸色看起来比昨天好多了……」

  「ココット様、本当に大丈夫ですの？　昨日よりは顔色がよろしいようですが……」

  

  「我睡了一下，没问题。」

  「少し眠った。問題ない」

  

  

  我简短地告诉托葛札。

  　私はそうツォーネに短く告げた。

  

  托葛札的眼神依然充满担忧，但他没有多说什么，立刻正色向我行礼，然后回去鼓舞魔剑士部队。

  　ツォーネはまだ心配そうな目をしていたが、多くは語らずにすぐ表情を正して礼をすると魔剣士部隊の鼓舞に戻った。

  

  我目送他离开后，不经意地瞄了琪雅露一眼，结果和她四目相交。

  　それを見送った後、ちらりと目をやった折にキエルと目が合う。

  

  不过，我们彼此什么都没说，只是互望了几秒，然后我便转过身去。

  　だが、お互いに何も言わずに数秒視線を交わした後、私は背を向けた。

  

  

  「这次我不能丢下你。既然要投入所有战力，我也必须带你上战场。我会派托古瓦跟着你，你就跟魔物部队待在一起。我已经吩咐过托葛札和佐夫了。」

  「今回お前は置いていけない。全戦力を投入する以上お前も戦場に連れて行かざるを得ない。トグーヴァを付けるから魔物部隊と共にいろ。ツォーネとゾフには言ってある」

  

  「是。」

  「はい」

  

  

  简短的回答。我不想触及昨晚的事。

  　短い返答。昨夜の事は触れたくない。

  

  不过，昨晚的气温很温暖。这样我就能战斗了。

  　だが、暖かな夜だった。これで私は戦える。

  

  不过这次的战斗，我会带着琪叶一起去。虽然在路易卡娜时曾经同行过一次，但这次情况不同。这家伙也有可能会死。

  　しかしその戦いに今度はキエルを連れて行くことになる。ルイカーナでも一度同行はしたが、今回は訳が違う。こいつも、死ぬかもしれない。

  

  我烦恼了一瞬间，咬着指甲，对背后的琪叶小声说道：

  　私は一瞬悩み、爪を噛みながら背後のキエルにぼそりという。

  

  

  「……这次的战斗会出现许多牺牲者。因为是无法从容战斗的状况，我跟魔族都没空监视区区一个人类。所以……就算你骑着魔马逃走……」

  「……今回の戦は多くの犠牲者が出る。余裕のない戦いだから私も魔族もたかだか一人の人間の監視などしていられない。だから……お前は魔馬を使って逃げても……」

  

  「我不会逃走。」

  「逃げません」

  

  

  听到背后传来坚定的回答，我转过头去。

  　背後から聞こえた芯のある返答に、私は振り返る。

  

  琪叶的眼神中透露出确切的决心与觉悟，同时露出淡淡的笑容，低头看着我。

  　キエルはその目に確かな決意と覚悟を滲ませながら、同時に仄かに笑顔を作って私を見下ろしていた。

  

  

  「我说过了，我不会逃走。我要见证到最后。」

  「逃げません。言った筈です。最後まで見届けると」

  

  

  我看着这么说的琪叶，她竟然带着剑。腰间系着皮带，带着一把细剑。

  　そう言ったキエルを見れば、帯剣しているではないか。腰にベルトを巻き、細身の剣を携えている。

  

  什么时候……

  　いつの間に……。

  

  

  琪叶注意到我的视线，微微一笑，抚摸剑柄。

  　私の視線に気づいたキエルはにこりと笑って剣の柄を撫でた。

  

  

  

  「……这是护身用的。既然要去战场，这次总不能手无寸铁……别看我这样，父亲大人多少有教过我。」

  「……護身用ですよ。戦場に行くのなら今度こそ丸腰という訳にも参りませんし……これでもお父様から多少手ほどきを受けていたのです」

  

  「我不是那个意思……你，会砍人吗？」

  「そう言う事じゃない……お前、人を斬れるのか？」

  

  「就说是护身用的了。我已经无法回到人类的所在之处，也决定不回去了。」

  「だから護身用ですってば。もう私だって人間の所に戻れませんし、戻らないって決めましたから」

  

  

  　这时，她朝我走近一步。

  　キエルは一歩私に歩み寄る。

  

  接着稍微蹲低身子，把脸凑近我。

  　そして少しだけ腰を落とし、私に顔を近づけた。

  

  

  「我会待在你身边。」

  「貴女の傍にいます」

  

  

  我有点不知所措，只回了句「随你高兴」。

  　私は少しだけ面食らって、好きにしろとだけ言った。

  

  魔剑士们前来叫我，看来是准备就绪了。

  　魔剣士達が私を呼びに来る。準備が完了したようだ。

  

  我拿起指挥棒，环视士兵。大家都全副武装，整队完毕。

  　私は指揮棒を手に兵を見渡す。皆完全武装で整列している。

  

  

  我与吉耶尔道别，走向安德列。

  　キエルと別れて足を向けるはアンドレオの所。

  

  安德列的军队也在驻扎地的外围整队。

  　アンドレオの軍勢もまた、駐屯地のはずれで整列をしていた。

  

  

  「安德列将军。」

  「アンドレオ将軍」

  

  

  安德列注意到我，便咧嘴一笑，张开双臂。

  　アンドレオは私に気づくとにやあと笑って両手を広げた。

  

  我抬头瞪着安德列说道：

  　そんなアンドレオをじとりと見上げて言う。

  

  

  「我方已经准备就绪。」

  「我が方の準備は整ったが」

  

  「哎呀，真是失礼了。我们也没问题，大家都干劲十足。」

  「おっとこれは失礼。私達も大丈夫だよ。皆気合が入っているさ」

  

  

  列布那德们也配合安德列，高举武器咆哮。

  　合わせてレブナント達が咆哮を上げ武器を掲げた。

  

  干劲十足啊，大概是认为可以立下战功吧。

  　気合十分か。手柄が手に入ると思っているのだろうな。

  

  

  「准备出击，作战计划就如同之前所告知的。」

  「出撃する。作戦は伝えた通りだ」

  

  「嗯嗯，我们和你借调的部队一起突破敌方防卫阵，你方的潜入部队则趁机扰乱城墙上的防卫设备，我们则在那段时间内压制巴鲁塔。你们要待在我们后方，对吧？」

  「うんうん、私達が君に借り受ける部隊と共に敵防衛陣を突破し、君の潜入部隊が壁上防衛設備をかく乱している間にバルタを制圧。君達は我々の後方を守る、だったね」

  

  「没错，我们之后再出发。」

  「そうだ。我々は後から出る」

  

  

  安德列点头，却微微皱起眉头。

  　アンドレオは頷くが、少しだけ眉根を寄せる。

  

  

  「不过，你借给我的部队……魔物部队我还能理解，但那些是什么？你要把那种东西带到战场上吗？」

  「だが、君から借りる部隊……魔物部隊は分かるが、あれはなんだい？　あんなものを戦場に持ち込むのか？」

  

  

  安德列所指的确实是我的部下魔族们。

  　アンドレオが指さしたのは確かに私の配下の魔族達。

  

  和魔物部队的半数混合在一起的，是带着大行李的魔族们。那些行李正是乐器。

  　魔物部隊の半数と混成になっているのは大荷物を持つ魔族達。その荷物とは、まさしく楽器だった。

  

  艾尔古索大人准备的乐器和使用那些乐器的魔族们。我把他们分配到安德列的军队里。虽然我知道他对于把乐器带到战场上的疑问，但其实正好相反。

  　エルクーロ様に用意してもらった楽器とそれを扱う魔族達。それを私はアンドレオの軍に付けた。楽器などを戦場にと言う疑問はわかるが、むしろ逆だ。

  

  

  「在战场上音乐这种东西可以提升我方士气，让敌方的战意萎缩。请相信我。」

  「戦場において音楽という物は味方の士気を上げ敵の戦意を委縮させる。信用してもらおう」

  

  「哼，算了。反正我军人数也够多了。热闹一点，我的战斗也会更华丽。」

  「ふうん、まあいいさ。我が軍だけでも十分と思っていたところだ。賑やかしはあった方が私の戦いに華がそえられるというもの」

  

  

  安德列似乎不怎么在意，不过我之所以分配乐器部队，还有另一个理由。

  　アンドレオは特に気に留めていない様子ではあったが、楽器部隊を付けたのにはもう一つ理由があった。

  

  算了，这也不需要特别说明。

  　まあ、語るべくもないが。

  

  那么，时间差不多了。

  　さて、そろそろ時間だ。

  

  

  「那么，作战开始。祝你武运昌隆。」

  「では作戦を開始する。武運を祈るよ」

  

  

  「能获得小恶魔的祝福真是光荣。那么，可别忘了那个约定哦。」

  「小さな悪魔のお祈りを頂戴できるとは光栄。では、例の約束も忘れずにいてくれたまえよ」

  

  

  安德列说完后，对我眨了眨眼。

  　アンドレオはそう言って私にウィンクをする。

  

  我笑着回答他。安德列欧似乎因此心情大好，他大声鼓舞着雷布诺亚们，然后出击。

  　私はにこりと笑って答えてやった。それに機嫌を良くしたか、アンドレオはレブナント達に声を張り上げて鼓舞をし、出撃していく。

  

  

  我转身背对意气风发的安德列欧等人，回到四分音队的所在之处。

  　意気揚々と出撃していくアンドレオ達に背を向け、私はクォートラ達の所へと戻る。

  

  然后在召集军队之后，我们也出击了。

  　そして軍を集めた後、我々も出撃をする。

  

  前往与安德列欧等人不同的方向。

  　アンドレオ達が向かった方向とは違う方向へと。

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  「传令！魔族军接近正面平原！」

  「伝令！　正面平野に魔族軍接近！」

  

  

  传令兵的声音响彻教皇厅，人们开始骚动。

  　教皇庁に響き渡る伝令の声に、人々はざわめいた。

  

  巴尔特教皇厅一下子变得慌乱起来，教皇的房间也是一样。

  　一気に慌ただしくなるバルタ教皇庁。そしてそれは教皇の部屋も同様であった。

  

  

  

  「明明正在举行圣女大人的葬礼，这是多么罪孽深重……」

  「聖女様の葬式の最中だというのになんと罰当たりな……」

  

  

  坐在椅子上抱着头颤抖的教皇额头冒出冷汗。

  　椅子に座り頭を抱えて震える教皇は額に脂汗を流していた。

  

  迪欧尼欧像是在指责他一般，大声怒吼：

  　それを糾弾するようにデオニオが怒声を張る。

  

  

  「所以说！敌人已经逼近眼前，现在应该停止葬礼才对！」

  「だから！　敵が眼前に迫る今葬式などやめておけばよかったのです！」

  

  「可是这是优奈雅教的神圣……」

  「だがこれはユナイル教の神聖な……」

  

  「我也知道没有经过正式仪式，就无法掌握民众的心！可是教皇阁下，您太不了解战争了！而且敌人很了解我们……！事到如今，敌人会乖乖地把圣女的遗体送回来，说不定也是敌人的作战计划之一……！」

  「正式な儀式を経ねば民衆の心を掴めまいというのは私も承知しております！　しかし教皇様、貴方は戦いを知らなすぎる！　そして敵は、我々を知っている……！　こうなれば敵が聖女の亡骸を大人しく取り戻させたのも敵の作戦のうちかもしれない……！」

  

  

  听到迪欧尼欧的话，教皇的脸色越来越苍白。

  　デオニオの言葉に教皇の顔色がみるみる青くなっていく。

  

  根据雷威的报告，那个叫克莱儿的魔将军人，毫不犹豫地用神秘武器杀害了圣女库夏尔娜。

  　レーヴェの報告ではあのココットとかいうらしい魔将軍は一切のためらいなく聖女クーシャルナを謎の武器で殺害した。

  

  虽说教皇也有自己的盘算，但对方假装对米莱儿议和抱持善意，诱使圣女露出破绽，最后成功杀了她。对人类毫无慈悲，而且狡猾。

  　教皇の目論見もあったとはいえ、ココットは講和に対して好意的に見せかけ聖女の隙を誘い、見事殺したのだ。人間に対する情けは一切なく、狡猾。

  

  从战力差距来看，这场战争等同于胜利，但迪欧尼斯握紧拳头，心想不能因此自满。

  　この戦は戦力差から見て勝ったも同然ではあるが、慢心はできないとデオニオは拳を握る。

  

  

  

  这时，又有传令兵前来报告。魔族仿佛撕裂黑夜般出现在平原上，他们组成队伍，笔直地朝巴尔塔前进。

  　そこへ重ねての伝令。闇夜を切り裂くように平野に現れた魔族は隊列を組み一直線にバルタに向かっていると。

  

  听到这个报告，教皇像是腿软般从椅子上滑落。

  　その報告に教皇が腰を抜かしたように椅子からずり落ちた。

  

  

  「教皇阁下，请到里面的房间……」

  「教皇様、奥のお部屋へ……」

  

  

  看不下去的随从扶着他的肩膀，让他站了起来。

  　見かねた付き人がその肩を支えて立ち上がらせた。

  

  教皇在随从的搀扶下，摇摇晃晃地走向里面的房间，回头对迪欧尼斯大喊：

  　肩を貸してもらいながら奥の部屋へよろよろと向かう教皇はデオニオを振り返り叫ぶ。

  

  

  「啊啊，魔物要来了……别让任何东西通过我的房间！」

  「ああ、魔が来る……我が部屋には何物も通すな！」

  

  

  迪欧尼斯在心中咂舌，行了一礼。

  　デオニオは心の中で舌打ちをして礼をする。

  

  

  「请不用担心，教皇阁下。魔族那种东西，不会踏上巴尔塔的土地！」

  「ご心配なく教皇様。魔族など、このバルタの地を踏むことはない！」

  

  

  听到这句话，教皇放心地点点头，消失在门后。

  　その言葉に安心したか頷いた教皇は扉の奥に消えた。

  

  这个胆小鬼。明明只有在盘算时会露出愚蠢的笑容，到了紧要关头却会害怕。

  　臆病者め。打算をする時だけは馬鹿笑いをするくせに、土壇場で恐怖心に襲われるとは。

  

  迪欧尼斯以轻蔑的眼神瞪着教皇消失的门扉。

  　デオニオは侮蔑の目で教皇の消えた扉を睨んだ。

  

  

  「迪欧尼斯大人！」

  「デオニオ様！」

  

  「召集骑士！虽然守护巴尔塔是神殿骑士的工作，但就算战败，我们这些圣歌队的幸存者也要吊祭圣女！迎击吧！在魔族踏上巴尔塔的土地前消灭他们！」

  「騎士を招集せよ！　バルタの守りは神殿騎士の仕事だが、壊滅したとて我々聖歌隊の生き残りには聖女様の弔いがある！　迎え撃つぞ！　魔族どもがバルタの土を踏む前にせん滅するのだ！」

  

  

  

  迪欧尼欧立刻在教皇厅内走动，从最高的塔上瞪着城墙的方向。

  　すぐさまデオニオは教皇庁を歩き、最も高い塔の上から城壁の方を睨んだ。

  

  

  「防卫阵形没问题吧？」

  「防衛陣は問題ないのだろうな」

  

  「是，我们遵照命令以轮班制进行布阵，所以敌人出现的同时就已经布好阵了！」

  「は、ご命令通り交代制であたらせていましたから、敵の出現と共に展開済みです！」

  

  「很好……敌将呢！跟报告的一样是人类吗？」

  「よし……敵将は！　報告通り人間か！？」

  

  「是！敌军是许多穿着将军服装的巫妖！应该是魔将军安德列欧！」

  「は！　それが敵軍はレブナントが多数に将軍装束のリッチ！　魔将軍アンドレオかと思われます！」

  

  「什么？不是那个叫克莱儿的吗？安德列欧……应该是被梅亚饲养的狗。为什么会在这种地方……！那么杀害圣女的那女孩在哪里……！」

  「なに？　ココットとやらではないのか？　アンドレオ……メーアの飼い犬の筈。　なぜこんな場所に……！　ならば聖女を殺したあの娘はどこにいる……！」

  

  听到士兵的报告，迪欧尼欧惊讶地用手指抵着嘴唇。

  　兵士の報告にデオニオは驚き、舌唇に指をあてる。

  

  不是克莱儿……难道有援军跟敌人会合了吗？可是，居然是安德列欧……？这次的敌方侵略，应该是由艾库罗洛主导。

  　ココットではない……敵に援軍が合流したのか？　だがアンドレオだと……？　この敵の侵攻はエルクーロの主導の筈。

  

  迪欧尼欧咬着下唇，思考这究竟是怎么一回事。

  　どういうことだとデオニオは下唇を噛む。

  

  不过，他向士兵确认后，得知安德列欧军的人数不多。就算跟克莱儿军会合，人数也只有我方的一半。在攻城战中，这种人数实在不够。

  　だが、兵士に確認したがアンドレオ軍は少数。仮にココット軍と合わさったとてその数はこちらの半数程度。攻城戦においてそんな数ではとても足りない。

  

  更别说巴尔塔的防备不只兵力，还有阻挡侵略的复杂旧市区与城墙上的防御。没有任何问题。

  　ましてバルタの防備は兵力だけではなく侵攻を阻む入り組んだ旧市街と壁上防備。問題など何一つない。

  

  

  「迪欧尼欧大人！请下达指示！」

  「デオニオ様！　指示を！」

  

  「迎击！防卫阵形横向展开！让后援的士兵也到旧市区布阵！」

  「迎撃だ！　防衛陣は横列展開！　旧市街にも後詰の兵を展開させろ！」

  

  

  要活用数量优势，在敌人抵达旧市区之前包围他们。

  　数の利を生かし敵が旧市街に辿り着く前に囲い込んでやる。

  

  

  「聚集在旧市区的难民该怎么办？」

  「旧市街に集まった難民はどうされますか」

  

  

  听到士兵的问题，迪欧尼欧露出「这么说也对」的表情。

  　兵士の問いに、デオニオはそう言えばそうだったとでも言わんばかりの顔をした。

  

  实际上，他真的忘了。

  　忘れていたのだ、実際。

  

  迪欧尼欧思考了一瞬间后，对士兵说道：

  　デオニオは一瞬考えた後に兵士に告げる。

  

  

  「……放、放着不管！至少能当肉盾！」

  「……ふっ、放っておけ！　盾くらいにはなろう！」

  

  

  迪欧尼欧根本不在乎难民。

  　デオニオは難民の事などどうでもよかった。

  

  他甚至宣言要将难民当成蔓延市区的人墙来利用。士兵虽然有些狼狈，但还是立刻答应，为了传达命令而离开。

  　むしろ市街地に蔓延る人の壁として利用すると、そう宣言したのだ。兵士は少しだけ狼狽したがすぐに承諾し命令を伝達するために去っていく。

  

  迪欧尼欧瞪着城墙，将意识转向即将到来的魔族。

  　デオニオは壁を睨みながら、来たる魔族達へとその意識を向ける。

  

  

  「魔族们，数量优势在我方。你们就过度相信人类与魔族在身体上的威力差距吧。我不会让任何一只魔族侵入巴尔塔！」

  「魔族どもめ。数的優位はこちらにある。人間と魔族の身体的威力差を過信するがいい。バルタの精鋭は何人も侵入は許しはしない！」

  

 
  ＃１０８　月下開戦

  ＃108　月下开战

  　

  

  

  

  

  

  巴尔塔城墙大门前。

  　バルタ城壁大門前。

  

  难民们大举涌向隔开新市区与旧市区的这道门前。

  　新市街と旧市街を隔てるこの門の前には難民たちが大挙して押し寄せてきていた。

  

  他们要求让自己进去。在新市区里面比旧市区安全，如果魔族终于要正式进攻，他们可不能待在旧市区。难民们尽可能带着行李，在夜色中化为波涛涌来。

  　自分たちを入れろという訳だ。新市街の中ならば旧市街より安全、魔族がいよいよもって本格的に攻めてきたのならば旧市街になどいられない。荷物をできる限りもった難民たちが宵闇の中波となって押し寄せた。

  

  然而骑士们却不允许，设法挡下难民群。

  　しかし騎士たちはそれを良しとせずに難民の群れをどうにか押しとどめていた。

  

  

  「喂，骑士先生！魔族来了吧！？让我们进去新市区！」

  「おい、騎士さんよ！　魔族が来たんだろ！？　俺たちを新市街に入れてくれ！」

  

  「待在这种地方会被杀的！旧市区会变成战场吧！？」

  「こんな場所にいたんじゃ殺されてしまうわ！　旧市街は戦場になるんでしょう！？」

  

  

  大门前到处都有人扭打成一团，难民们推开骑士想要前进，骑士们则不管用什么手段都要把他们推回去。

  　そこらじゅうで取っ組み合いが起き、騎士を押しのけて進もうとする難民と痛めつけてでも押し返す騎士たちでひしめく大門前。

  

  门依然紧闭着，迪欧尼欧从墙上眺望这幅景象，咂了咂嘴。

  　門は依然固く閉ざされたままであり、壁上からそんな様子を眺めるデオニオは舌打ちをしていた。

  

  

  「这种时候，真是群烦人的家伙。」

  「こんな時にうっとうしい連中だ」

  

  

  现在明明不是理会难民的时候。

  　難民などに構っている場合ではないというのに。

  

  

  「迪欧尼欧队长，你真的不打算开门吗？」

  「デオニオ隊長、本当に門を開けないつもりですか」

  

  

  雷威在迪欧尼欧身旁，皱着眉头看着难民们悲痛的表情说道。

  　レーヴェがデオニオの隣で、難民たちの悲痛な表情に眉根を寄せながら言う。

  

  迪欧尼欧对雷威的这句话感到烦躁，转过身说：

  　デオニオはそんなレーヴェの言葉に苛立ちを感じて、向き直りながら言う。

  

  

  「为什么有必要打开？要连魔族一起迎接吗？」

  「なぜ開ける必要がある。魔族ともども迎え入れるのか？」

  

  「我没这么说！」

  「そんなことは言っていません！」

  

  「魔族当然不可能抵达这里，不过这是两回事。巴尔塔面临危机，我可没理由为那些只考虑自己的家伙设想万一。」

  「勿論魔族がここまで到達することはあり得ない。だがそれとこれとは別だ。バルタの危機にあって己の事しか考えない連中の為に万が一を作ってやる理由はないと言っている」

  

  

  雷威握紧拳头，挥动手臂，表示自己不会放弃。

  　レーヴェは拳を握り、腕を振ってそれでもと訴える。

  

  

  「他们没有战斗的方法！法尔托玛雷的人民应该受到庇护啊！」

  「彼らは戦う術などもちません！　庇護されるべきファルトマーレの民ではありませんか！」

  

  「不对，他们只是群要求回报、盘踞在此的米虫。是认为受到保护是理所当然的懦弱存在。」

  「違うな。奴らはただただ見返りを求めてこの場に巣食う穀潰しだ。守ってもらう事が当たり前と思っている惰弱な存在だ」

  

  「身为荣耀的圣歌队骑士，您说得出这种话吗！」

  「そのような言い方を誇りある聖歌隊の騎士がするのですか！」

  

  「雷威副队长，你很烦耶。比起那种事，快想想战斗的事！你这样连替圣女大人报仇都办不到哦。」

  「くどいぞレーヴェ副長。そんな事よりも戦いの事を考えたまえ！　そんな事では聖女様の仇討ちさえままならんぞ」

  

  「唔……」

  「ッく……」

  

  

  迪尼欧似乎认为再讲下去也是浪费时间，他翻动斗篷，离开雷威身边，回去指挥。

  　それ以上は話の無駄としたかマントを翻しながらデオニオはレーヴェから離れ指揮に戻る。

  

  雷威握着拳头，垂下头咬紧牙关。

  　レーヴェは拳を握ったまま、項垂れて歯を食いしばる。

  

  

  「我没有脸去见库夏尔纳大人……」

  「クーシャルナ様に顔向けができない……」

  

  

  他握紧的拳头敲向墙边，再次看向墙下的喧嚣。

  　握った拳を壁上の縁に叩きつけ、再び壁の下の喧騒に目を向けた。

  

  那些难民确实是不速之客。如果是新市区的空间，确实可以收容他们，但这样一来，又会因为兵粮问题而发生争执，因此才会阶段性地收容。

  　たしかにあの難民たちは招かれざる客。新市街のスペースなら受け入れることはできるがそうしたら今度は兵糧の問題でもめ事が起きることを危惧して段階的な受け入れをしていた。

  

  圣女库夏尔娜对此感到心痛。

  　聖女クーシャルナはそのことに胸を痛めておいでだった。

  

  雷威正因为比任何人都更近距离地看到这个情况，所以胸口也感到疼痛。

  　それを誰より間近で見ていたからこそレーヴェは胸が痛んだのだ。

  

  他认为在这种非常时期，就算暂时收容他们也无妨。可是战争结束后呢？他不认为他们会乖乖地听从命令，再次回到旧市区。到时候又会发生争执。

  　この非常時にあってならば一時的な受け入れをしてもいいだろうと。だが戦いの後は？　再び旧市街に戻れと言って彼らが素直に聞くとは思えない。さらにもめ事が起きる。

  

  然而，在魔族来袭时弃之不顾，以道德来说又如何呢？

  　しかして魔族の襲来時に捨て置くなど道徳的にどうなのだ。

  

  在问题与人情之间挣扎的雷威向已故的圣女寻求救赎。如果是您，会毫不犹豫地打开大门吗？比起问题，您会认为人命更重要吗？

  　問題と情のはざまで苦しむレーヴェは亡き聖女に救いを求める。貴女ならば迷いなく大門を開けと言うのだろうか。問題事よりも人命が何よりだと。

  

  而这点，不也可以套用在身为巴尔塔骑士的自己身上吗？

  　そしてそれはバルタの騎士である自分にも言えるのではないかと。

  

  雷威很清楚，即使他这么说服自己，却还是无法强烈反驳迪欧尼欧，是因为自己也同意迪欧尼欧所说的话。

  　そう自分に言い聞かせてなお、強くデオニオに反発できないのはデオニオの言った言葉に頷く自分もいるからだとレーヴェにはわかっていた。

  

  他明白自己在想「先考虑战争的事吧」、「要为圣女报仇吧」。

  　戦いの事を考えろ。聖女の仇を討つのだろう、と。

  

  

  雷威陷入了迷惘。

  　レーヴェは、迷ってしまっていたのだった。

  

  

  在这样的犹豫期间，喧嚣声也不断增加。

  　そんな逡巡の間にも喧騒は声を増すばかり。

  

  

  「拜托，至少让小孩子进来吧！」

  「頼むよ、せめて子供だけでも入れてくれ！」

  

  「谁管你们啊！你们也给我拿着棍棒站上前线！」

  「ええい知ったことか！　きさまらも棒切れでも持って戦の矢面に立て」

  

  「谁、谁办得到啊！我们只是普通的市民耶！」

  「そ、そんなことできるか！　俺たちはただの市民だぞ！」

  

  「哈！就算你们是肮脏的市民！神明！也会选择要拯救的人！你们如果也自称为神明虔诚的信徒，就拿出证明吧！活下来的人说不定就有资格打开新市区的大门！」

  「はっ、汚れた市民であろうが！　神は！　救うべき人をお選びになる！　貴様らも敬虔なる神の信徒と言うならば証を立てよ！　生き残った者ならば新市街の戸を開く資格があるかもしれんぞ！」

  

  

  巴尔塔兵甚至放声大笑，推开难民的男子。

  　高笑いさえして見せながらバルタ兵は難民の男を突き飛ばした。

  

  士兵咂嘴看着男子的妻子与女儿冲到他身边，然后把视线转向战场。

  　兵士は男の妻と娘が駆け寄ったのを舌打ちしながら見た後、戦場の方へと目を向ける。

  

  防卫阵形很完美。听说敌人数量不多。反正最后的结局一定是包围歼灭。士兵嘲笑难民们到底在害怕什么。

  　防衛陣は完璧なのだ。敵は少数と聞いている。どうせすぐに包囲殲滅がオチなのだ。難民共は何をそんなに怯えているのかと兵士は笑う。

  

  但是，他立刻听到的声音让他皱起眉头。

  　だが、すぐに聞こえてきた音に眉根を寄せた。

  

  和难民们大声嚷嚷的声音不同，乘着风传来的这个声音是……

  　難民たちの喚き立てる声とは違う、風に乗って聞こえるこれは……。

  

  

  「这是……什么声音……不对，是音乐……？」

  「なんだ……この音は……いや、音楽だと……！？」

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  然后在前线。

  　そして前線。

  

  巴尔塔兵们陷入慌乱。

  　バルタ兵たちは狼狽えていた。

  

  

  「敌人的数量不多！地利也在我方！别害怕亡灵的传闻！只要把两颗心脏都击溃就好！」

  「敵の数は少ない！　地の利も我らにある！　レブナントの逸話を恐れるな！　心臓を二つとも潰せばよい！」

  

  「队长！声音、声音交错，士兵们陷入慌乱……！」

  「隊長！　音が、音が交錯していて兵が狼狽えて……！」

  

  「可恶，这音乐是怎么回事！还有那个伴随清脆声响穿甲的武器……魔族到底学了什么！」

  「ええい、この音楽は何なのだ！　それにあの乾いた音と共に鎧を穿つ武器……魔族どもめ、何を学びおったのだ！」

  

  

  响彻战场的雄壮音乐，以及穿插其中的枪声。

  　戦場に響き渡る勇壮な音楽。そして合間を縫う銃の音。

  

  声音在战场上此起彼落，让巴尔塔兵的气势萎缩。

  　戦場には音が乱れ響き、バルタ兵の勢いを委縮させていた。

  

  克莱儿借给安德列的是骑乘魔物的魔族所组成的枪骑兵队，以及从卢伊卡纳找来的乐队。

  　ココットがアンドレオに貸し与えたのは魔物に跨る魔族に銃を持たせた銃騎兵隊とルイカーナから呼び寄せた音楽隊だ。

  

  连艾库罗都对在战场上使用乐队感到不可思议，不过效果如各位所见。魔族的士气大振，巴尔塔兵因为不明白对手的意图，对第一次遇到的情况感到狼狈。

  　エルクーロさえ音楽隊を戦場で使うなどと不思議がっていたものだが効果は御覧の有様。魔族の士気は上がり、敵たるバルタ兵には目論見が分からず初めての出来事に狼狽する。

  

  他们产生被魔族演奏的音乐包围的错觉。士兵们感觉到敌意随着音乐从耳朵侵入脑部，再加上枪的威力，导致士气下降。

  　魔族がかき鳴らす音楽に包み込まれているような錯覚。音に乗せて敵意が耳より脳に侵入するような感覚を覚えた兵たちは、銃の威力も相まって士気を下げたのだ。

  

  安德列望着战场的情况，惊讶地笑了出来。

  　そして、アンドレオはそんな戦場の様子を眺め驚きながらも笑っていた。

  

  

  「哈哈哈，原来如此，这的确不错！让人情绪激昂！这场战斗的准备都是那个小恶魔做的！好好享受吧，各位！」

  「ははは、なるほど確かにこれはいい！　気分が昂る！　この戦いのお膳立てはあの小さな悪魔だ！　楽しめよ、お前らッ！」

  

  「「「哦哦！」」」

  「「「おおうッ！」」」

  

  

  安德列开心地张开双手。

  　アンドレオは楽し気に両手を広げた。

  

  士气高昂的亡灵们从他身旁飞奔而过。有好几名骑士吓得动弹不得，被亡灵砍死，安德列也挥舞着手中的鞭子横扫战场。

  　その脇を士気旺盛なレブナント達が駆け抜けていく。怖気づいた騎士の何人かをレブナントが斬り殺し、アンドレオもまた手にした鞭をしならせ戦場を薙いだ。

  

  安德列以肉眼看不见的速度挥舞鞭子，半圆形的鞭子将骑士们的脖子和手臂连同铠甲一起砍飞，喷溅出鲜血。

  　鞭先が見えないほどの速度で薙がれたアンドレオの一撃は半円状に騎士たちの首や腕を鎧ごと刎ね飛ばし血しぶきを咲かせる。

  

  

  「来吧，让我好好享受一下吧，人类们！好久没战斗了，我的战鞭也兴奋得颤抖呢！看招！」

  「さあ楽しませてもらうぞ人間達！　久々の戦だ、我が戦鞭も震えているよ！　ほうらッ」

  

  

  安德列将手臂一挥，鞭子再次扫过战场。足以让地面纵向避开的一击，将身穿直线状铠甲的骑士们连同铠甲一起撕裂。

  　返す腕で再びしなる鞭が戦場を叩く。地面が縦に避けるほどの一撃に直線状の鎧を纏った騎士たちが鎧を引きちぎられながら両断される。

  

  这就是魔将军的实力。魔族在数量、战术和战略方面都屈居下风，却能长年与人类战斗，正是仰赖这种以一挡千的力量。巧妙的武技和巫妖特有的生存能力。安德列在这个战场上，无疑是强者。

  　これが魔将軍の実力。物量、そして戦術や戦略で劣る魔族が人間と長年戦えてきた理由はまさしくこの一騎当千の力に依る。巧みな武技とリッチ故の生存力。アンドレオはまさしくこの戦場にあって強者だった。

  

  亡灵们的顽强也令人畏惧。即使剑深深刺进胸口，他们也毫不畏惧，脸上浮现笑容，抓住将剑刺向自己的骑士，直接捏碎喉咙。

  　レブナント達のタフネスも恐ろしい。胸に深々と剣を刺し込まれても堪えた様子を見せずに、にやぁと笑みを浮かべ自分に剣を刺した怯えた顔の騎士の首を掴みそのまま一思いに喉笛を押し潰す。

  

  即使如此，骑士仍毫不畏惧，从背后逼近，打算击碎亡灵的第二颗心脏。

  　それでも怯まずにその背後から二つ目の心臓も潰さんと迫る騎士。

  

  然而，战鞭宛如蜿蜒的蛇，缠住骑士的脖子。

  　だがその騎士の首にまるでうねる蛇のように戦鞭が巻き付く。

  

  

  「喂喂，不可以对我的部下这么过分哦。」

  「こらこら、私の部下に酷い事しちゃダメだよ」

  

  

  骑士拼命想扯开缠在身上的鞭子，但别说松开，鞭子反而缠得更紧，发出呜咽声。

  　騎士は何とか巻き付いた鞭を外そうとがりがり引っ掻くも、緩むどころかよりきつく締まり嗚咽。

  

  在鞭子另一端笑着的安德列欧竖起食指，将嘴唇凑近，「啧啧啧」地摇了摇。

  　鞭の先で笑うアンドレオが立てた人差し指に唇を近づけ、チッチッと振って見せた。

  

  接着，他用力一挥手臂，骑士的头便应声落地。失去头部的身体从脖子喷出鲜血，倒卧在地。在夜晚的黑暗中，巴尔塔兵的银色盔甲反射着月光，如今又染上了一抹红色。

  　そして一思いに腕を振ると同時に騎士の首がスポンと引っこ抜けた。頭部を失った体は首から鮮血を噴き上げて大地に倒れる。夜の闇の中月明かりに照り返すバルタ兵の銀色の甲冑に赤い色どりが加えられた。

  

  

  剩余的列布那德发出咆哮。

  　レブナント達が咆哮を上げる。

  

  我们的魔将军安德列欧所向无敌。

  　我らが魔将軍アンドレオの前に敵はなし。

  

  身为安德列欧的士兵，我们亦所向无敌。

  　アンドレオの兵たる我々にも敵はなし。

  

  配合着演奏出的雄壮乐声，列布那德们咆哮着，认为人类不过是任由魔族蹂躏的弱小种族。

  　人間などは魔族に踏みにじられるだけの弱小種族だと、奏でられる勇壮な音楽に合わせて咆哮するのだ。

  

  畏缩的巴尔塔兵们缓缓向后退去。

  　委縮するバルタ兵達はじわじわと足を後ろに向けて行った。

  

  安德列欧的勇猛，以及列布那德们坚强的气势，形成一股怒涛般的攻势。克莱儿出借的魔物和魔族，以及枪的合体技所组成的骑兵枪士队。在战场上演奏的音乐。这一切都对人类露出獠牙。

  　アンドレオの猛威。そしてレブナント達のタフネスに任せた怒涛の勢い。ココットの貸し出した魔物と魔族、そして銃の合わせ技による騎兵銃士隊。戦場に奏でられる音楽。その全てが人間に牙を剥く。

  

  安德列欧的军队和巴尔塔防卫阵的战端已经开启好一阵子。或许是投入的棋子奏效，巴尔塔军的行动相当缓慢。

  　既にアンドレオの軍勢はバルタ防衛陣との戦端を開いてしばらくになる。投入した手駒たちの甲斐あってかバルタ軍の動きは緩慢であった。

  

  乍看之下，安德列等人似乎占了上风。的确，就某个场面来看，确实是如此。

  　一見アンドレオ達が押している戦場。確かに、一場面で見れば確かに押している。

  

  光看气势，他们似乎会直接冲向大门。

  　勢いだけで見ればこのまま大門まで突き進まんばかり。

  

  

  

  

  「————不过，事情并非如此。」

  「――――だが、そういうものでもあるまいな」

  

  

  

  

  我米莱儿空自言自语，同时从上方俯视着战况。

  　そう独り言ちながら、そんな様子を……私ココットは空から見下ろしていた。

  

  我双手抱胸，以食指敲着自己的手臂。

  　腕を組みながら、人差し指で己の腕をこつこつとつつく。

  

  

  「公主，安德列将军等人似乎进入了真正的混战状态。」

  「姫、アンドレオ将軍めらは本格的な混戦状態に入ったようです」

  

  「我看到了。安德列那家伙，挺有一套的……巴尔塔军的动向呢？」

  「見ていたよ。アンドレオめ、なかなかやるな。……バルタ軍の動きは」

  

  「正如公主所料，两翼前进，缓慢地构筑包围阵形。」

  「姫の予想通り両翼が前進、緩慢ながら包囲陣形を構築しつつあり」

  

  「大门呢？」

  「大門は」

  

  「大门紧闭，筑起了防卫阵形。」

  「固く閉じたまま、防衛陣が築かれています」

  

  

  我哼了一声，望向大门。

  　ふうむ、と鼻を鳴らして大門を見やる。

  

  远远地也能看到难民们一窝蜂地涌向紧闭的大门。看来他们不打算放人进去。旧市街的难民们要见死不救了吗？

  　閉じられた大門に難民共がこぞって押し寄せているのが遠目にも見えた。入れる気はないのだな。旧市街の難民は見殺しか。

  

  少了圣女，他们就毫不掩饰本性了。背叛我的圣女之流，内心都是这么想的。

  　聖女を欠いた途端に本性を隠そうともしないわけか。私を裏切ったあの聖女の輩だ、本音はこうでなくてはな。

  

  呵呵，有趣。人类，你们真有趣。竟然自己勒住自己的脖子。

  　くく、面白い。面白いぞ人間。自ら首を絞めるとは。

  

  

  「在这个世界也一样呢。人类真的是从以前就喜欢窝里反的生物。」

  「この世界でも変わらないな。人間は本当に昔から内輪揉めが好きな生き物だよ」

  

  「在战斗中，您还真是悠哉。您把我们当成什么了？」

  「戦いの最中に随分呑気なものですな。我々を何だと思っているのか」

  

  「敌军过于相信自己在数量上占优势。因此将防卫网横向拉长，等待我们从任何方向进攻。然后在与我军交战的防卫网进行迟滞作战，再立刻将往左右延伸的防卫网拉到我军的左右翼，展开包围。看吧。啊哈哈！果然没错！那些家伙想打包围战！」

  「敵は我々に対する数的優位を過信している。故に防衛網は横に引き延ばし、どこから我々が向かってきてもいいように待ち構えている。そして我々の軍とぶつかった防衛網で遅滞戦闘を行い、すぐさま左右に伸びた防衛網を我々の右左翼に展開しからめとる。ほうれみろ。あっはは！　やはりだろう！　包囲戦がしたいのだよ連中は！」

  

  「公主……」

  「姫……」

  

  「简直把我们当成虫子之类的！所以才能那么悠哉地吵架！看看战场。啊啊，张开双手……没错，网子还太小了！啊哈哈！那种东西虫子会轻易逃走吧！」

  「まるで我々を虫か何かと思っているようだぞ！　だからあんなに悠長に喧嘩などできるのさ！　戦場を見てみろ。ああ、手を広げて……そうだ、まだ網が狭いぞ！　あはは！　そんなものでは虫はするりと網から逃げてしまうだろうに！」

  

  

  我在战场的遥远上空，从_quota的背上眺望巴尔塔军的动向，同时大笑。

  　私は戦場のはるか上空にてクォートラの背からバルタ軍の動きを眺めながら笑う。

  

  一切都如我所料。

  　何もかもが予想通りだ。

  

  借给他们的玩具也很活跃。音乐果然有效。

  　貸し与えたおもちゃも活躍している。音楽はやはり効果ありだ。

  

  虽然我国的骑枪队实力无庸置疑，但安德列的战斗力也不愧是魔将军。

  　うちの騎兵銃士隊の実力は疑うべくもないが、アンドレオの戦闘力も流石は魔将軍という訳か。

  

  数量上处于劣势的安德列军也一点一点地压制巴尔塔军的主翼。不过，我也知道敌军的主翼正一点一点后退，打算用两翼包围。

  　数で劣るアンドレオ軍もじわじわとバルタ軍の主翼を押しているな。最も、敵主翼はじりじり下がりつつ両翼で囲むつもりなのも分かってはいるが。

  

  对着不断大笑的我，_quota发出低吼，发出悲伤的声音。

  　笑みを絶やさない私にクォートラがグルルと唸り、悲しげな声を零した。

  

  

  「可以的话，我希望你能够用不同的形式欢笑。」

  「できれば、貴女には違う形で笑ってほしかった」

  

  「你在说什么啊，库多塔？因为开心所以才会笑啊。一想到这场战斗之后的结局，我的嘴角就会不由自主地上扬。你也是吧？笑吧，快笑。」

  「何を言っているクォートラ。楽しいから笑うんだよ。この戦いの後に待つ終わりを想えば頬は勝手に緩んでくる。お前もそうだろう。笑いたまえよ、ほら」

  

  「……我做不到。」

  「……できません」

  

  「无趣的家伙。」

  「つまらん奴」

  

  

  我哼了一声，恢复冰冷的表情。

  　私はふんと鼻を鳴らして表情を冷たいものへ戻す。

  

  好了，差不多了吧。该发出信号，让我的军队在指定地点现身了。

  　さて、そろそろか。我が軍が指定ポイントに顔を出すための合図を放つとしよう。

  

  这个信号除了作为我军进攻的信号之外，也是给潜入敌营的骑士蜥蜴们的信号。

  　この合図は我が軍の進撃の合図と同時に、潜入しているナイトリザード達へのものでもある。

  

  

  我拍了拍库多塔的背。库多塔点点头，发出响彻战场的巨大咆哮。

  　私はクォートラの背中を二度叩く。クォートラは頷き、戦場に響き渡る大きな咆哮を上げた。

  

  

  「好了，人类们……这场战斗的重头戏现在才要开始。」

  「さあ人間ども……この戦いの本番はこれからだよ」

  

  

  刹那间，战场的气氛改变了。只有我们才能察觉到这个变化。

  　刹那、戦場の空気が変わる。私たちにしかわからない変化だ。

  

  啊啊，好兴奋。心情好兴奋。这是战场的声音。

  　ああ昂る。気分が昂る。戦場の音だ。

  

  每次听到这个声音，我的复仇必定会成功。一步一步，必定会成功。这次也会是如此。我好期待，真的。

  　この音を聞いた後は必ず私の復讐が達成されてきた。一歩ずつ、必ず。今回もそうなる。楽しみだよ、本当に。

  

  我好期待在巴鲁塔里安装的炸弹爆炸。

  　バルタの中で仕込んだ爆弾が炸裂するのが楽しみだ。

  

  还有米奥，我好期待能再见到你————

  　そしてミオ、お前にまた会えるのが楽しみだなあ――――。

  

  

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  新市区。在大门内侧负责巡逻的守卫们，和战场上的士兵们截然不同，显得十分悠闲。

  　新市街。大門の内側にて警邏に当たる守衛たちは戦場の兵達とはうって変わってのんびりとしたものだった。

  

  隔着一道墙，可以听见对面传来吵闹声。姑且不论内门守卫，离得稍远的街头守卫则是边打呵欠边交抱双臂，开始闲聊。

  　壁一枚隔てた向こうで大喧騒が聞こえる内門守衛はいざ知らず、少し離れた街頭守衛はあくびをしながら腕組みをして語り合っていた。

  

  

  「喂，魔族不是来到这道墙的另一侧了吗？」

  「なあ、魔族がこの壁の向こうに来てるんだろ？」

  

  「是啊。他们说不定就是杀害圣女大人的凶手。她叫克莱儿对吧？听说是个娇小又可爱的人类女孩。真想亲眼见见她啊。」

  「ああ。聖女様を殺した奴らかもな。ココットってんだろ。噂じゃちみっこくてめんこい人間の娘だっていうじゃねえか。拝んでみてえなあ」

  

  「你这蠢蛋。要是能讨伐那个叫克莱儿的家伙，就能一口气获得报仇和立功的机会。嘿嘿，我们这些基层人员应该也能分到一点甜头吧。」

  「バカ野郎が。そのココットなんちゃらを討ち取れたら、敵討ちと手柄が一気に手に入るってもんよ。っへへ、俺たち末端もおこぼれくらいは頂けるだろうさ」

  

  

  巴尔塔的人们已经得知克莱儿的存在。她是拥有恶魔之相的人类，而且还是个女孩子。个子娇小，五官端正……不过，这些都是好事之徒加油添醋的传闻。

  　ココットの事は既にバルタの人間には周知である。悪魔の相を持った人間であり、女子であること。背丈は小さく整った顔立ち……というのは話好きが尾ひれをつけたものではあったが。

  

  不管怎么说，拥有恶魔之相的人类根本不足为惧。他们前几天才处决了恶魔之相。顶多只会嘲笑对方是来报仇的。

  　なんにせよ悪魔の相を持った人間など恐れるものではない。自分たちは既に先日悪魔の相を処刑している。敵討ちにでも来たのかと笑い飛ばすのがせいぜい。

  

  守卫们将长枪靠在后脑勺上，一边谈笑，一边开始打赌哪个部队的谁谁谁会最先举起圣印，或是战争还要多久才会结束。他们十分松懈，毫无紧张感。

  　守衛たちは槍を頭の後ろで腕の支えにしながら談笑し、やれどこの隊の誰々が一番御印を上げるかだの戦が終わるまでどのくらいだのと賭けまでし始める始末。たるんでいて緊張感の欠片も無かった。

  

  城镇里头也是一样，尽管夜深人静，路上的行人也确实变少，但往来的人潮依旧相当汹涌，摊贩和露天商店也相当热闹。

  　街中も同様で、夜も遅くなり流石に人気は減っては来たものの、それでも往来は激しく屋台や露店は賑わっていた。

  

  之所以能呈现出这种不像是处于战争中的光景，全都是因为巴尔塔固若磐石的防守。

  　戦の最中とは思えぬ様相はひとえに盤石たるバルタの守りに起因する。

  

  没有人怀疑巴尔塔会赢。他们完全不认为魔族会越过那道土墙，将魔爪伸进神圣的巴尔塔新市区。

  　誰もがバルタの勝利を疑わない。あの堆き壁を越えて魔族の手がこの神聖なるバルタ新市街まで伸びる事など頭にないのだ。

  

  明明还在值勤，居民却送了酒过来。要是克莱儿看到这一幕，肯定会头痛不已吧。

  　職務中だというのに住民から酒の差し入れさえあった。ココットが見たら頭を抱えるだろう光景だ。

  

  

  其中一人正打算打开刚刚才收到的酒瓶，另一人则满心期待着酒香飘进鼻腔的那一刻。这时，前者突然察觉到异状。

  　そして今しがた受け取った酒瓶の蓋を一人が開けようとして、酒の芳醇な香りが鼻腔に届くのを今か今かと楽しみにしていたもう一人が何かに気づく。

  

  

  「喂……喂。」

  「な、なあ」

  

  「啊啊，等一下啦。我马上打开。」

  「ああ、少し待てって。今開けるからよ」

  

  「我不是说这个，你有没有……有没有觉得……？」

  「そうじゃねえんだよ、何か……何だ……？」

  

  

  看到其中一人突然坐立难安，拿着酒瓶的那个人以为对方是等不及想喝酒，于是冷静地笑着制止他。

  　そわそわし始めた一人に対し酒瓶を持った方はてっきり酒を飲むのが待ちきれないのだろうと思って冷静に笑いながら制す。

  

  他甚至还开玩笑地说：「酒不会逃走，会逃走的是魔族。」

  　酒は逃げない、逃げていくのは魔族だなどとジョークさえ零しながら。

  

  然而，被制止的守卫却眯起双眼，凝视着暗处深处，一副心神不宁的样子。他的搭档当然没有发现异状。

  　しかし言われた守衛は暗がりの奥を目を細めて凝視しそわそわしていたのだ。もちろん相棒は気づいていない。

  

  不过，没过多久，某个东西缓缓从暗处现身，让两人瞪大双眼。

  　が、やがて暗がりから動く何かがゆっくりと顔を出したことで目をぎょっと見開いた。

  

  

  「喂……喂！」

  「おい、おい！」

  

  「你很急耶。闭嘴等一下啦。」

  「なんだよせっかちだな。黙って待ってろよ」

  

  「啊啊，骗人的吧……喂，这是什么啊！」

  「ああ、嘘だ……おい、なんだよこりゃあ！」

  

  

  尽管对搭档毛毛躁躁的态度感到不耐烦，士兵仍顺利打开酒瓶盖，露出笑容。

  　いい加減に相棒のそわそわした態度に苛々したものの、無事酒瓶の蓋を開けることに成功した兵士は笑顔になる。

  

  

  「哈哈，喂！这香气太棒了吧！我拿到上等货啦。」

  「はは、おい！　最高の香りじゃあないか！　こいつは上物を頂いちまったもんだぜ」

  

  

  他将酒瓶拿到搭档面前，搭档却脸色苍白，瞪大眼睛。

  　そうやって酒瓶を相棒に近づけてみるが、相棒は顔を真っ青にして目を見開いていた。

  

  看到搭档额头冒汗，说不出话来，士兵歪过头。

  　その額に流れる脂汗やぱくぱくと言葉が出ない様子の相棒に首をかしげる。

  

  这时，搭档终于往后退一步，大喊：

  　と、いよいよもって相棒が一歩後ずさりながら叫んだ。

  

  

  「喂，后面！」

  「おい、後ろ！」

  

  「啊啊？真是的，搞什么啊……」

  「ああ？　ったくよぅ、なんなんだよ……」

  

  

  搭档的激动态度终于让士兵察觉到事态非同小可，他缓缓转过身。

  　相棒の剣幕にようやくただ事ではない何かを感じた兵士はゆっくり後ろを振り返る。

  

  接着，映入眼帘的是……在离自己背后仅一米处，如幽魂般伫立的少女身影。

  　そして、その視界に入ったのは……自分の背中僅か１ｍといった所に幽鬼のように立ちすくむ、俯いた少女の姿。

  

  士兵一看到少女，顿时面无血色。背脊窜过一阵寒意，手中的酒瓶一口也没喝到就从手中滑落，伴随「喀锵」一声摔碎，酒洒在红砖道上。

  　その少女を見た兵士は、一気に血の気が引いた。背中に寒気が走り、持っていた酒瓶は一口も飲まぬままにその手から取り落とされ、ガシャンと言う音とともに瓶は粉砕し中身をレンガ造りの道へぶちまけた。

  

  酒水缓缓渗入红砖缝隙，流到少女脚边时。

  　その中身がつう、とレンガの隙間を染みわたり、少女の足元まで達した時。

  

  少女缓缓抬起头。

  　少女がゆっくりと顔を上げる。

  

  士兵们不禁倒抽一口气。不可能。这怎么可能。

  　兵士たちは思わず息をのむ。そんなはずはない。まさか、ありえないのだ。

  

  为什么这东西会站在自己眼前？

  　どうしてコレが自分たちの目の前に立っているのだ、と。

  

  

  士兵以颤抖的嘴唇挤出疑问。

  　兵士は震える唇で絞り出すように疑念を口にした。

  

  不该存在的……不，是不该存在的那个东西。

  　居るはずのない……いや、居てはいけないはずのそれは。

  

  

  

  

  

  「恶魔的……长相……」

  「悪魔の相……だと……」

  

  

  

  

  

 
  ＃１０９　魔姫猛襲

  ＃109　魔姬猛袭

  　

  

  

  

  

  迪欧尼欧仔细听取战场的报告，同时在大门的墙壁上指挥与安德雷欧军的战斗。

  　デオニオは戦場の報告をつぶさに受けながら、アンドレオ軍との戦いの推移を大門の壁上で指揮していた。

  

  他双手抱胸，听着与前线传令兵的对话。

  　腕を組みながら前線との伝令の話を聞くデオニオ。

  

  

  「安德雷欧军展开大阵形，我军则像是要包围敌军左右翼般展开，抑制分散，逐渐采取包围阵形。」

  「アンドレオ軍は広く展開、我が軍は敵の右左翼を囲うように展開、分散を抑え包囲の陣を取りつつあります」

  

  「很好，主翼在不被察觉的情况下后退，同时让两翼布阵。」

  「よし、主翼は悟られないように後退しつつ両翼に陣を伸ばさせろ」

  

  「不过敌军的企图是集中突破，阵形太过分散的话，不会很危险吗？」

  「しかし敵の目論見は一点突破かと。あまり軍を広げすぎては危険なのでは」

  

  「这里是巴尔塔，他们的后方有神殿骑士和巨大的城墙，还有无数的火炮和投射机，防御固若金汤，强行突破的家伙只要反击就好。不过，他们应该不会突破吧。」

  「ここはバルタなのだ。彼らの後方にあるのは神殿騎士と巨大な城壁。そして無数の砲とバリスタだ。防備は盤石、無理やり抜けてきた連中など返り打ちにすればよい。もっとも、抜けはしないだろうがな」

  

  

  敬礼的骑士立刻举剑，前去指挥战斗者。

  　敬礼をした騎士はすぐに剣を構えると戦う者たちの指揮に向かう。

  

  

  「啧，如果没有圣女复仇的名目，这种战斗根本毫无价值！」

  「ちっ、聖女の敵討ちと言う名目がなければこんな戦に価値などないのだ！」

  

  

  对骑士下达命令后，迪欧尼欧不悦地啐道。

  　騎士に苛立たし気に命令を下したデオニオは吐き捨てた。

  

  

  「即使如此，为了给胆小的教皇一个面子，居然在这种地方嗅血腥味，该死的魔族……」

  「それでもこんな場所で血の匂いを嗅ぐのは臆病者の教皇の顔を立てるためとして、魔族どもめ……」

  

  

  赶快为那个教皇做好准备，巩固自己的地位。这就是迪欧尼奥的目的，所以这场战争除了麻烦以外什么都不是。因为输给魔族这种事连万分之一的可能性都没有，这场战争根本是浪费时间与劳力。就算勉强替那个小丫头……圣女库夏娜报仇，名目上站得住脚，但就算保住了面子，也不会带来正面评价。因为报仇是理所当然的事。

  　さっさとあの教皇のお膳立てをして己の地位を確固たるものとする。それがデオニオの目的故にこの戦いは面倒以外の何物でもないのだ。魔族に負けるなど万に一つもあり得ないのだから、この戦いなど無駄も無駄。時間と労力の浪費なのだ。かろうじてあの小娘……聖女クーシャルナの仇討ちであるから名目は立とうが、体裁を保ったところでプラス評価になるわけでもない。仇討ちなど当たり前の事だからだ。

  

  迪欧尼奥的叫喊在喧嚣中消失。

  　喧騒の中に在ってデオニオの喚きは音に消えた。

  

  在迪欧尼奥的下方，其他士兵接替他来到这里。

  　そんなデオニオの下に入れ替わりで別の兵がやってくる。

  

  

  「报、报告！」

  「ほ、報告！」

  

  「怎么这么吵！到处都慌慌张张的！」

  「なんだ騒々しい！　どこもかしこも慌ておって！」

  

  

  迪欧尼奥在城门前不耐烦地迎接传令兵。

  　デオニオは城門前で苛立たし気に伝令を迎える。

  

  他看到传令兵从城门旁的便门出来。似乎是从城墙上面急忙跑下来的……咦，不是战线的报告吗？

  　伝令は門の脇の通用口から出てきたのが見えていた。急ぎ壁の上に上がってきたらしいが……はて、戦線の報告ではないのか。

  

  传令兵脸色大变，颤抖着报告。

  　伝令は血相を変えた様子で震えながら報告を上げる。

  

  

  「出现了！复活了！」

  「出たんです！　蘇ったんです！」

  

  「复活？是指余烬吗？还跑进城里……？总之别相信无聊的传闻。只要把两颗心脏都打烂……」

  「蘇った？　レブナントの事か？　街中にも入り込んだ……？　ともかく下らん逸話を信じるな。心臓を二つとも潰せば……」

  

  「不是！是那些家伙，长出了恶魔的特征！」

  「違うのです！　あいつらが、悪魔の相が！」

  

  

  听到恶魔的特征这个词汇，迪欧尼奥的眉头抽动了一下。

  　悪魔の相と言う単語を聞いてデオニオは眉根をピクリと震わせる。

  

  传令兵继续说道：

  　伝令は続ける。

  

  

  「苏醒的恶魔在新市区中现身，袭击了人们！被杀的人也陆续复活……新市区陷入一片混乱！」

  「蘇った悪魔の相が新市街の中に現れて人々を襲っています！　殺されたものも次々と蘇り……新市街の中は混乱しています！」

  

  「你说什么……！？」

  「何だと……ッ！？」

  

  

  听到报告，迪欧尼欧脑中一阵冲击。

  　報告に対しデオニオの脳裏を衝撃が駆け巡る。

  

  

  「给我详细说明！是魔族吗！？敌人在新市区吗！」

  「詳しく説明しろ！　魔族か！？　敵が新市街に居るのか！」

  

  「啊啊，是恶魔的长相！那些家伙应该在那天就死了啊！」

  「あっああ、悪魔の相なんです！　あいつらあの日皆死んだはずなのに！」

  

  「可恶，给我振作点！好好说清楚啊，蠢蛋！」

  「ええいしっかりしろ！　ちゃんと話せバカ者が！」

  

  

  传令兵再次飞奔到焦躁的迪欧尼欧身边。

  　苛立つデオニオの下に再び伝令が舞い込む。

  

  

  「报告！」

  「報告ーッ！」

  

  「这次又怎么了！」

  「今度はなんだ！」

  

  「敌人、敌方的援军突然出现在旧市区的正中央！突然就冒出来了！」

  「敵が、敵増援が突然旧市街のど真ん中に現れました！　突然湧いて出たんです！」

  

  「怎么可能！」

  「馬鹿なッ！」

  

  

  迪欧尼欧大吃一惊，从墙上的边缘探出身子，望向旧市区。

  　デオニオは驚き、壁上の縁から身を乗り出して旧市街を見やった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  「哦哦哦哦！做好觉悟了吗，人类！！」

  「おぉぉぉうッ！　覚悟はいいなァ人間んん！！」

  

  

  索夫挥舞大斧，血沫在夜色中飞舞。

  　ゾフの大斧が振るわれ、血しぶきが宵闇の中舞う。

  

  

  擅长挖掘地底的魔物与魔族，以惊人的速度挖出隧道。

  　地中を掘り進むのが得意な魔物と魔族の身体能力で恐ろしい速さで掘り進めたトンネル。

  

  我方军队利用这条贯穿旧市区正中央的隧道，轻而易举地抵达旧市区。

  　旧市街の真ん中まで貫通したこのトンネルを用いて我が主軍は難なく旧市街へと到達したのだ。

  

  对敌人来说，这想必难以忍受吧。毕竟防卫战的内侧突然冒出敌人。」

  　敵からすればたまったものでは無かろう。防衛戦の内側にいきなり敵が沸いて出たのだからな。

  

  

  「阻止那只高等食人魔！两支部队一起上！」

  「あのハイオーガを止めろ！　2部隊でかかれ！」

  

  

  骑士们高声呐喊，挡在佐夫面前。

  　騎士達が声を上げ、ゾフの前に立ちはだかる。

  

  佐夫和地面部队将双脚大大地张开，以凶神恶煞般的表情瞪视骑士们。

  　ゾフと地上部隊は足を大きく地面に張り、鬼の形相で騎士どもを睨む。

  

  差点被气势压倒的骑士们也在队长的突击指示下，举起剑疾驰而来。然而，佐夫的铁臂一击就葬送了三个人。

  　気迫に圧倒されかけた騎士達も隊長の突撃指示で剣を構え疾駆してくる。だが、ゾフの剛腕によって一撃で3人が葬られた。

  

  

  

  「巴鲁塔的杂碎们……我们可是来报仇的修罗党！把你们那颗下流的脑袋在大小姐面前砸烂，然后去死吧！」

  「バルタの雑魚どもが……こちとら仇討ちの修羅郎党！　下劣な脳みそをお嬢の前にぶちまけて死ねッ！」

  

  

  

  佐夫等人踩过瞬间被回击的骑士们的尸体，继续前进。

  　瞬く間に返り打ちになった騎士たちの死体を踏みしだき、ゾフ達は前進する。

  

  地面部队发挥本领。这正是我方的主力部队。

  　地上部隊の本領発揮。まさしくこちらが本隊。

  

  

  没错，这个作战计划的真正形式是这样。

  　そうさ、この作戦の本当の形はこうだ。

  

  

  我们攻下新市区，背后则由安德列守护。

  　我々が新市街を攻め落とし、背後はアンドレオに守らせる。

  

  抱歉了，安德列，唯有这场战斗必须由我亲手结束。

  　悪いなアンドレオ、この戦いだけはこの私の手で終わらせなくてはならない。

  

  我的手下们，为了这个目的前进吧。

  　その為に進め、我が手駒たち。

  

  

  

  「嘎啊啊啊啊啊！！」

  「がぁぁぁぁぁっ！！」

  

  

  

  命力举起士兵，抓住他的手臂和脚，将他撕裂成左右两半。在战场上看不到战战兢兢的模样，而是遵循半兽人的本能疯狂地大闹。仿佛在说克莱儿的悲伤全都是这些家伙造成的。至少用这只手撕裂敌人，借此安慰她，是部下的职责。

  　オドが兵士を持ち上げその腕と足を掴んで左右に引き裂く。おどおどした様子は戦場では見せず、オークとしての本能のままに暴れ狂う。ココットの悲しみは全部こいつらのせいだと言わんばかりに。せめてこの腕で敵を引きちぎることで慰めとするのが部下の務め。

  

  从背后出现的魔物们，牙齿和爪子毫不留情地袭向士兵们。

  　その背後から現れる魔物たちの牙が、爪が、容赦なく兵士たちに襲い掛かる。

  

  四处逃窜的难民们也毫无分别地被卷入战斗，化为肉片。

  　逃げ惑う難民たちも分け隔てなく戦いに巻き込まれ、肉片になっていく。

  

  魔族不会区分士兵和难民。他们只把主要目标克莱儿的重要之人，以及用卑鄙手段杀害我方同伴的人类视为可恨的存在，任凭怒火驱使挥舞武器。

  　魔族に兵か難民かなどの区別などない。主たるココットの大切な者を、我らが仲間を卑劣な手段で殺してくれた憎き人間と言う括りのみでもって怒りのままに武器を振るう。

  

  或许是将精锐部队分散到巴尔塔防卫阵线的关系，旧市区的士兵们训练程度不高，人数也不多。

  　バルタ防衛陣に精鋭を裂いたせいか旧市街の兵達の練度は高くなく、数も少ない。

  

  根本无法阻止魔族们。

  　魔族達を止められようはずもなかった。

  

  

  「请别期待我们会手下留情。现在就先抛开骑士难民的隔阂吧。我已经做好事后会受到艾库罗大人斥责的觉悟，现在要为了心爱的主人，铺设一条染血的红毯！」

  「手心を期待しないでくださいましね。騎士難民の隔てはこの際抜きで行きますわよ。後でエルクーロ様にお叱りを受けることも覚悟の上で、今は愛する主の為に血塗られたカーペットを仕立ててあげますわ！」

  

  

  托尔率领的魔剑士队也砍杀所有四处逃窜的难民，同时击溃骑士前进。

  　ツォーネ率いる魔剣士隊も逃げ惑う難民の一切を斬り捨てながら騎士を蹴散らし進む。

  

  我军引以为傲的双雄，毫无夸饰的最强战力向前猛冲。慌乱的骑士根本无法阻止。

  　我が軍が誇る両雄。誇張抜きの最大戦力の猛進。狼狽えた騎士に止められるものではない。

  

  旧市区接连起火。

  　次々に火の手が上がる旧市街。

  

  难民们不知道该逃往何处，四散逃窜，被卷入战斗后化为沉默的尸体。

  　難民たちはどこへ逃げればいいのかと散り散りになり、戦いに巻き込まれて物言わぬ屍となっていく。

  

  战场充满血肉烧焦的臭味，人类转身逃向后方。

  　血と肉の焼ける臭いが戦場に充満し、人間たちはその足を背後へと向ける。

  

  撤退，不对。是要在城门前重新构筑防卫阵线吗？他们切换得真快。

  　撤退、いや違う。大門前で防衛陣の再構築か。切り替えが早いものだ。

  

  然而，大门处的骑士们与难民们混在一起，根本无法互相配合。

  　だが大門では大門で難民たちとごちゃ混ぜになった騎士たちはまるで連携が取れていない。

  

  

  旧市区的战斗是我方魔族军占优势，以怒涛之势进军。

  　旧市街の戦いは我が魔族軍が優勢にて怒涛の勢いで進軍していた。

  

  

  「哈！前面有敌人，后面也有敌人！既然在敌阵中堂堂正正地现身，就只能往前进了！大伙们，上吧！」

  「はっ、前に敵で後ろにも敵！　敵中堂々顔を出したんだ、前にしか進めねえなあ！　野郎ども、行くぞ！」

  

  

  哥布林和半兽人呼应佐夫的呐喊，发动突击。

  　ゾフの雄たけびに呼応しゴブリンやオークが突貫する。

  

  

  「可不能输给那些邋遢的家伙！就算拿难民当盾牌也要前进！」

  「むさくるしい奴らに負けんじゃねえですわよ！　難民どもを盾にしてでも進みなさいな！」

  

  

  托涅也站在他身旁，率领士兵在迷宫般的旧市区中奔走。

  　ツォーネもその隣に立ち兵を率いて迷路のような旧市街を奔走した。

  

  目标全都是大门。

  　全ては大門を目指して。

  

  

  

  「可恶……难道不能把前线的士兵叫回来吗！」

  「おのれ……前線から兵を呼び戻せんのか！」

  

  「不可能！这样只会让安德列突破！」

  「無理だろ！　アンドレオの突破を許すだけだ！」

  

  「预备军也被派去镇压新市区发生的事了！」

  「新市街で起きた事の鎮圧で予備軍も駆り出されている！」

  

  「先确认墙上的兵器！会用到的！用蛮力把门前的难民赶走！」

  「まずは壁上兵器の確認をしておけ！　使う事になるぞ！　門の前の難民は力ずくで追い払え！」

  

  

  骑士们在大门前陷入混乱。

  　大門前で騎士達が混乱する。

  

  墙上的魔族、出现在新市区的神秘存在，以及突然出现在旧市区的魔族主力部队。

  　壁上の魔族、新市街に現れたという謎の存在、そして旧市街に突如出現した魔族本隊。

  

  我从空中眺望战斗的推移，露出满意的笑容。

  　その戦闘の推移を空から眺める私はにまぁと笑顔でいた。

  

  我一边让_quota tra_在旧市区上空进行对空警戒，一边拍手欣赏混乱的人类被蹂躏的模样。

  　クォートラに旧市街上空を対空させながら、掌をパンパンと打ち鳴らして混乱した人間どもが蹂躙される様を楽しんだ。

  

  

  「公主，图兹涅和索夫似乎突破了敌军防卫网的第二层。」

  「姫、ツォーネとゾフが敵防衛網第二層を突破したようですな」

  

  「干得好。」

  「いい働きをしてくれる」

  

  「安德雷欧将军的支援该如何处理？」

  「アンドレオ将軍の援護は如何しますか」

  

  「不需要。没有笨蛋会去支援诱饵。这段音乐将会成为他们向我们传达安危的信号。在曲调改变之前，我们只能继续前进。」

  「不要だ。囮に援護を出す馬鹿はいまい。この音楽が連中の安否を我々に示す合図になる。曲調が変わるまでは進むのみ」

  

  

  我斩钉截铁地拒绝。

  　私はぴしゃりと切り捨てる。

  

  

  「我已经告诉索夫他们不必在意背后的情况，只要看着前方就好。你们龙人和安德雷欧就是为此存在的。安德雷欧认为这是他们大展身手的舞台，巴尔塔兵的追击行动将会变得散漫。如果他们试图追击我们，安德雷欧就会继续前进。不过，安德雷欧的军队数量应该无法突破他们的防线。」

  「背後の事など気にするなとゾフ達には言ってある。前だけ見ればよいと。そのためのお前達ドラゴニュートとアンドレオだ。アンドレオが自分たちの晴れ舞台だと張り切っているうちはバルタ兵の追撃は散漫になろう。我々を追おうとすればアンドレオが前に進む。最も、アンドレオの軍の数では連中の突破は叶わんだろうがな」

  

  「公主，这样就行了吧？」

  「姫、それでよいのですね」

  

  

  他应该是在说欺骗安德雷欧的事情吧。算了，反正我答应过等战争结束后要让他抱我，要是知道我欺骗他，不知道他会对我做出什么事。虽然不知道为什么，我至今仍是处女，不过贞操对我来说并不重要。

  　アンドレオを騙したという事を言っているのだろう。まあ、戦いが終わったらやつに抱かれてやる約束をしたし、騙されたと分かれば何をされるかわからないな。どういう訳かいまだ処女ではあるが貞操など別段大事にはしていないとはいえ。

  

  话说回来，被魔族抱的话，我应该会死吧？以我这副孱弱的身体，应该不是喊痛就能了事。

  　というか魔族に抱かれたら普通に私死ぬんじゃないかな。このひ弱な体では痛いとかでは済まなそうだ。

  

  不过，那种事情根本无所谓。无所谓，对吧？

  　だが別にそんなことはどうだっていいんだ。どうだって、な。

  

  我决定将这场战斗作为终点。我想赶快结束这一切，去见MIO。MIO一定很寂寞吧，我也很寂寞。

  　私はこの戦いを終着とすることに決めている。全部終わらせて早くミオに会いに行きたい。ミオは寂しがっているだろうしな。私も寂しい。

  

  所以，这种战斗结束后，安德雷欧，你爱怎么处置我都行……如果你有爱着尸体的兴趣的话。」

  　だから、こんな戦いが終わった後は私を好きにすればいいさアンドレオ。……死体を愛する趣味があるのならな。

  

  

  

  「公主……？」

  「姫……？」

  

  

  

  我没有回答Quote tra那不可思议的声音，只是在她背上大大地张开双臂。

  　私はクォートラの不思議そうな声に答えずに、その背で両腕を大きく広げた。

  

  然后歌唱，唱那孩子喜欢的歌，唱那孩子从母亲那里学来，再教给我的歌。

  　そして歌う。あの子が好きだった歌を。あの子が母に教わり、私に教えてくれた歌を。

  

  

  恶魔的歌声响彻战场。我闭上眼睛，大大张开双臂，继续歌唱。

  　戦場に悪魔の歌声が響く。私は瞳を閉じ、両腕を一杯に広げたまま歌を紡ぐ。

  

  

  Quote tra一瞬间把头转向我，眯起眼睛。

  　クォートラは一瞬だけ首を私に向けて、目を細めた。

  

  因为身在战场中歌唱的我，表情非常平稳而清澈。

  　戦場の中に在り歌う私の表情がとても穏やかで澄んでいたから。

  

  

  

  

  Quote tra立刻下降，前往演奏着战争音色的旧市区。我与地面部队会合后，Quote tra等龙人们打算进行空袭。

  　クォートラはすぐさま下降。戦の音色奏でられる旧市街へと向かった。地上部隊に私が合流の後、クォートラ達ドラゴニュート部隊は空爆にかかる算段だ。

  

  因此，飞翔的动作立刻被巴尔塔兵监视到，他们立刻报告。

  　そのための飛翔はすぐさまバルタ兵の見張りによって報告された。

  

  

  

  

  「队长！空中有龙人！有人骑在上面！我听到歌声，是女人的歌声！」

  「隊長！　空からドラゴニュートが！　誰かが乗っています！　歌が、女の歌が聞こえます！」

  

  「别慌张！举起墙上的兵器！把他们全部打下来！」

  「狼狽えるな！　壁上兵器構えい！　すべて叩き落してくれる！」

  

  

  弩炮发出喀啦喀啦的声响，抬起炮头瞄准目标。负责操作的士兵瞄准龙人，就在他要发射的刹那——

  　ガラガラと音を立ててバリスタが首をもたげて狙いを付ける。操作する兵士がドラゴニュートに狙いをつけ、撃ち放とうとした刹那。

  

  士兵的胸口长出锐利的爪子。

  　その兵士の胸から鋭利な爪が生えた。

  

  士兵一脸搞不清楚发生什么事的表情，口中喷出鲜血，嘴巴像金鱼一样开开合合。

  　何が起きたかわからないと言った顔の兵士は血を吹き零しながら口をぱくぱくと金魚めいて開閉させる。

  

  那只士兵被粗鲁地从墙上扔下，下方的夜蜥蜴舔着滴着鲜血的爪子，红色的眼睛发出光芒。

  　そんな兵士を無造作に壁上から投げ捨てると、鮮血の滴る爪を下で舐めとったナイトリザードが赤い目を光らせた。

  

  

  「呼咻噜噜噜噜……」

  「フシュルルルル……」

  

  「夜蜥蜴……！从哪里……咕啊啊！」

  「ナイトリザードッ……！　どこからッ……ぐああっ！」

  

  

  墙上的夜蜥蜴们接二连三地出现。

  　壁上に次々と現れるナイトリザード達。

  

  它们全是为了这天潜入的。任务是让墙上的设备失去作用。埋伏在黑夜中的伏兵，现在正是现身之时。

  　全てはこの日のために潜入していたのだ。役目は壁上設備の無力化。夜の闇の中伏兵は今こそ姿を現した。

  

  

  「可恶，有伏兵……！？什么时候……迎击！守住设备，把夜蜥蜴打下去！」

  「くそっ、伏兵だと……！？　いつの間に……迎撃しろ！　設備を守りナイトリザードを蹴落とせ！」

  

  「这里交给我！你们继续！」

  「ここは私がッ！　お前たち、続けェ！」

  

  

  迪欧尼欧大喊，雷威拔出长剑，率领骑士迎击夜蜥蜴。

  　デオニオが叫び、レーヴェが長剣を抜き放ち騎士を率いてナイトリザードの迎撃に入った。

  

  墙上的景象一口气从高台变成战场。我瞥见剑戟声、惨叫声、怒吼声交错飞舞，同时往地面降落。

  　一気に高見台から戦場へと様相を変えた壁上。剣戟と悲鳴、怒号が飛び交うのをちらりと視界に収めながら私は地上へと降下した。

  

  

  

  

  我们选择比较大的废墟阴影处降落，从_quota的背上一落地，索夫、左恩和托古瓦等人立刻就赶来了。

  　比較的大きな廃墟の陰を選んで降下し、クォートラの背から地上に降り立つとすぐさまゾフやツォーネ、トグーヴァらがやってきた。

  

  还有跨坐在魔马上的凯耶……她没事吗？

  　魔馬に跨るキエルの姿もあった。……無事、だったか。

  

  

  她的脸色很差，毕竟杀了那么多难民。她什么都没说，表示已经做好心理准备了吧。

  　大分顔色が悪い。難民共も大勢殺しているからな。何も言ってこないだけ覚悟はあるという事だろう。

  

  和露伊卡娜的状况不同，她很清楚不可能只让难民逃走。

  　ルイカーナとは状況が違う。難民だけを逃がすなどできるはずがないと分かっているのだ。

  

  

  「索夫、左恩，你们能推进到这一步，做得很好。」

  「ゾフ、ツォーネ。よくここまで押し込んだ」

  

  「啊啊，感谢您的称赞。我们会……更加努力。」

  「ああん、有難いお言葉ですわ。もっと……頑張りますわね」

  

  「只差一点就能到大门了。夜蜥蜴们开始行动，所以城墙上的兵器无法使用。」

  「あと一息で大門でさ。ナイトリザード達がおっぱじめてるんで壁上兵器は機能してやせん」

  

  

  很好。而且敌方骑士的混乱，恐怕是因为那家伙在新市区大闹吧。

  　よし。それに敵騎士の混乱ぶりはおそらく新市街であれが暴れているからだろう。

  

  我设置的炸弹顺利爆炸了。

  　仕込んだ爆弾がうまく炸裂したな。

  

  前后都有敌人的情况，不只我们，大门的骑士们也一样。

  　前後に敵と言う状況は何も我々だけではない。大門の連中にも言えるのだ。

  

  这场混乱的战场，对我方有利。

  　この混迷した戦場、我が方に利がある。

  

  

  「_quota，你们趁城墙上的设备无法使用时进行轰炸。我和地面部队一起一口气攻入大门。」

  「クォートラ、お前たちは壁上設備が無力化されているうちに爆撃にかかれ。私は地上部隊と共に一挙に大門へ攻め入る」

  

  「遵命。」

  「御意に」

  

  

  目送_quota飞走后，我跨上托古瓦的背。

  　飛翔したクォートラを見送って。私はトグーヴァの背に跨る。

  

  确认吉耶尔也跨上魔马，跟在我们身旁之后，我在毛茸茸的背上坐了下来。

  　キエルも魔馬に跨りその脇についたのを確認して私はもふもふの背に腰を下ろす。

  

  

  接着，索夫和卓妮在前方布阵，摆出架式。

  　そして前方にゾフとツォーネが布陣し、構える。

  

  我调整好呼吸之后，以我的一声号令为信号，全军开始行动。

  　ふう、と息を整えた後の私の号令を合図に全軍が全身を開始した。

  

  

  

  

  

  

  

  同一时间……在巴尔塔新城区。

  　そして同じ頃……バルタ新市街。

  

  

  「呜哇啊啊啊！救命啊！」

  「うわあああッ！　助けてくれェッ！」

  

  「恶魔的长相从地狱复活了！」

  「悪魔の相が地獄から蘇ったんだァ！」

  

  「卫兵在哪里！啊，住手！不要咬我……咿、呀啊啊啊啊啊啊！」

  「衛兵は何処なの！？　あっ、やめてェ！　噛まないでッ……いっ、ぎゃああああああッ！」

  

  

  

  新城区陷入一片混沌。

  　新市街は混沌の様相であった。

  

  到处都听得见惨叫声，原本并排的摊贩也起火燃烧。

  　悲鳴がそこかしこで聞こえ、並んでいた屋台は燃えている。

  

  在四处逃窜的居民之间，有白色的身影来回穿梭。在夜色中闪耀着一头白发的孩子们，以空洞的眼神做出不像人类的动作，袭击着居民。

  　そして逃げ惑う住民たちの合間を飛び交う白い影。宵闇の中輝く白髪を持つ子たちは、虚ろな目で人間とは思えぬ動きをして住民を襲っていた。

  

  他们咬住居民的脖子，撕裂腹部。袭击倒地的居民，吃掉他们的内脏。

  　その首筋に食らいつき腹を裂く。倒れた住民に襲い掛かり内臓を食らう。

  

  成为亵渎行为的牺牲品的居民，过了一阵子之后又会起身，再次袭击其他居民。

  　冒涜的な所業の餌食となった住民はしばらくしたのち起き上がり、また別の住民に襲い掛かる。

  

  

  

  他们被称为死者军团也不为过，而身为他们首领的恶魔的长相，应该在那一天就遭到处刑了。

  　死者の軍勢と言って差支えがない彼らの筆頭たる悪魔の相は全てあの日処刑された筈なのだ。

  

  然而，现在会像这样行动，全都是克莱儿的阴谋。

  　だが今こうして動いているのは全てココットの企みによる。

  

  

  

  ——活死人。

  　――リビングデッド。

  

  

  这种魔物的习性是寄生在生物的尸体上，以尸体为食的同时操纵尸体，袭击其他活着的猎物，增加尸体的数量。

  　生物の死体に寄生し餌とすると同時に操り、他の生きた獲物に襲い掛かり死体を増やしてまた増える習性の魔物。

  

  米莱儿在遭遇这种魔物时将其捕获，研究其习性并加以培养。她抓来前往巴尔塔的难民当作苗床，杀害他们之后以尸体培育。

  　ココットはこの魔物と遭遇した時に捕獲し、習性を研究しつつ培養していた。苗床としてバルタを目指す難民を捕らえて殺害してその死体で育てていたのだ。

  

  她与佐夫一同计划，认为或许能派上用场的活死人数量增加之后，便由骑士蜥蜴带进巴尔塔内部，准备在开战时用来扰乱敌军。

  　何かに使えるかもしれないとしてゾフと共に計画され数を増したリビングデッドはナイトリザードによりバルタ内部へ持ち込まれ、開戦の折に敵のかく乱のために使われる手はずだった。

  

  被选为苗床的是可悲恶魔的孩子们。

  　その苗床として選ばれたのが哀れなる悪魔の相持つ子達。

  

  吉吉也是其中之一。

  　ジジもまたその一人であった。

  

  发出不成声的呜呜声在街上奔跑，袭击人们的模样，甚至让人觉得不单纯只是活死人的习性，而是寄宿着某种东西。

  　あうあうと声にならない声を発しながら街を駆け、人々に襲い掛かるその姿は単なるリビングデッドの習性だけではない何かが宿っている気さえした。

  

  名为憎恨的感情。

  　恨みと言う感情が。

  

  被他们杀害成为尸体，身体被植入活死人的幼体之后再度动起来。数量无限增加的死者大军，让新市区陷入完全的混乱。

  　彼らに殺され死体となり、その体にリビングデッドの幼体を植え付けられて再び動き出す。際限なく増え続ける死者の軍勢に新市街は完全な混乱に陥っていた。

  

  死者在女神尤奈尔脚边的巴尔塔街上阔步。

  　女神ユナイルの膝元たるバルタの街を死者が闊歩する。

  

  有如此亵渎的光景吗？连非战斗人员的居民都不放过，非人道的无差别作战。

  　ここまで冒涜的な光景があろうか。非戦闘員である住民にさえ容赦はしない非人道的な無差別作戦。

  

  米莱儿憎恨神明，气愤女神复仇，扬言要为所欲为。她心中已经不存在任何分别和留情了。

  　神を憎み女神に復讐をと憤るココットは何でもやると宣言したのだ。そこに分別も容赦も、もはや存在しないのだった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  「活死人……！巴尔塔怎么可以出现那种东西！女神的脚边竟然发生这种事……！」

  「リビングデッド……！　あんなものがバルタで湧いて出ていいはずがない！　女神の膝元でなんたる……！」

  

  

  听到城镇的状况报告，迪欧尼欧握紧拳头。

  　街中の状況の報告を聞いたデオニオは拳を握りしめた。

  

  墙上的战斗声依旧响着。

  　壁上ではいまだ剣戟の音が響いている。

  

  夜魔蜥蜴的钩爪和短剑穿过骑士的铠甲缝隙，刺出鲜血。

  　ナイトリザードのカギ爪と短剣が騎士の鎧の合間を縫って刺し込まれ血しぶきが上がる。

  

  敏捷的夜魔蜥蜴在狭窄的墙上，以不把骑士们放在眼里的动作玩弄他们。

  　俊敏なナイトリザードは狭い壁上にあってものともしない動きで騎士達を翻弄していた。

  

  不过，一只瞄准迪欧尼欧的夜魔蜥蜴，被雷威从旁用长剑一击砍倒，骑士们立刻给予致命一击。雷威站在迪欧尼欧面前，重新举起细长的长剑，深深吐出一口气。

  　しかしデオニオを狙った一体が横合いからレーヴェの長剣による一撃で斬り捨てられ転倒、騎士たちがすかさずとどめを刺す。レーヴェはデオニオの前に立ち細身の長剣を構え直し深く息を吐いた。

  

  尽管飞溅的鲜血喷到脸上，迪欧尼欧仍一边指挥墙上的战斗，一边分析前线的战况。

  　飛散した返り血を頬に受けながらもデオニオは壁上の戦闘を指揮しつつも前線の戦況を分析していた。

  

  

  夜魔蜥蜴的伏兵、化为活死人复活的恶魔，加上精准算准时机的侵略，这一切都是敌人的作战，就算再不愿意，迪欧尼欧也领悟到这一点。

  　ナイトリザードの伏兵、リビングデッドと化し蘇った悪魔の相。狙い澄ましたタイミングでの侵攻もあり全てこれは敵の作戦なのだと嫌でも悟らされる。

  

  不过，到底是怎么办到的？这不可能啊。

  　だがどうやって。有り得るはずがないのだ。

  

  

  「奇怪，这是怎么回事？准备得也太周到了……对了，是克莱儿那家伙！」

  「おかしい、何なのだこれは。仕込みが周到すぎる……そうか、ココットめ！」

  

  

  原本嘴里不断嘟哝着疑问的迪欧尼欧，这时瞪大双眼，咬紧嘴唇。

  　ブツブツと疑問を浮かべていたデオニオだが目を見開いて唇を噛んだ。

  

  他全都明白了。那个米莱儿已经深入我方内部，到了无可救药的地步！

  　全てがわかった。あのココットはどうしようもなく我々の懐深くに入り込んでいたのだ！

  

  

  「雷威！那个克莱儿就是那天在桥上跟圣女大人见面的恶魔相，没错吧！」

  「レーヴェ！　あのココットというのはあの日橋の上で聖女様と会っていた悪魔の相で間違いないな！」

  

  「是、是！对啊，没错！就是我带去厕所的那个女孩！」

  「は、はっ！　そうか、そうだった！　私が便所に案内しようとした娘！」

  

  「敌人已经潜入我方之中……你可真有一套啊，魔将军人！」

  「敵は我々の中に既に入り込んでいた……やってくれるな、魔将軍！」

  

  

  他们终于注意到了。敌人早就潜伏在巴尔塔之中。

  　ようやく彼らは気付く。敵は既に前からバルタに潜伏していたという事に。

  

  然而，已经太迟了。

  　だがもう遅い。

  

  我看到大门了。

  　私は大門を視界に捉えていた。

  

  

  而士兵们也看到我了。

  　そして兵士たちもまた私を視界に入れる。

  

  

  「迪欧尼欧大人！魔狮子背上有个白发小女孩！恶魔相……正在哼歌！」

  「デオニオ様！　魔獅子の背に白髪の幼女！　悪魔の相……歌を口ずさんでいます！」

  

  「来了吗，克莱儿……诡异的小丫头！该说是战场的歌声吗！杀了她——！」

  「来たかココット……面妖な小娘め！　戦場の歌声とでもいうか！　あれを殺せぇえ！」

  

  

  在迪欧尼欧挥手发出的号令下，骑士们推开难民，组成队列朝我而来。

  　腕を振るデオニオの号令で騎士達が難民を押しのけて隊列を組み向かってくる。

  

  他们的视线全都对着我。

  　連中の視線は全て私に向いていた。

  

  那是熟悉的杀意眼神。既然如此，我也回礼吧。就和至今为止一样。

  　慣れ親しんだ殺意の目。ならば私も返礼をしよう。これまでと同様に。

  

  

  

  士兵们突击而来，迎击的是我的魔军。

  　突撃してくる兵士たち。迎え撃つは我が魔軍。

  

  我从托古瓦背上扔掉指挥棒，深深吸了一口气。

  　トグーヴァの背から指揮棒を投げ捨てた私はすうっと息を吸い込んだ。

  

  

  「————♪」

  「――――♪」

  

  

  接着我一边唱歌一边挥动手臂。

  　そして私は歌いながら腕を振る。

  

  瞬间，枪声在战场上响起，巴尔塔的骑士们铠甲上开了洞。

  　瞬間、銃声が戦場に鳴り響きバルタの騎士たちの鎧に穴が開く。

  

  

  「——、————♪」

  「――、――――♪」

  

  

  我宛如指挥家一般，持续挥动手臂。

  　まるで指揮者の如く。私は腕を振り続ける。

  

  不分骑士难民，声音响起之处，生命随之消逝。

  　騎士難民の隔てなく、音が鳴り響いては命が弾ける。

  

  真正的枪手队在这里。我从亚历山大手中抢来许多枪，分配给我国军队。

  　本命の銃士隊はこちらにいる。アレハンドロから奪った銃は数多く我が軍に配備させていた。

  

  火药的声音与小女孩的歌声。听见的人在成为箭靶之前，连一次剑都没挥就倒下了。

  　火薬の音と幼女の歌声。聞こえし者は矢面に立った先から一度も剣を振るうことなく倒れていく。

  

  敌我距离还很远，即使如此，武器能够触及我方性命，人类对此感到惊讶，逐渐失去气势。

  　彼我の距離は未だ遠く、それでもなお自分たちの命に届く武器もつ我らに人間は驚き、勢いを失っていく。

  

  

  「迪欧尼欧大人！声音……战场上声音交错，士兵们惊慌失措！」

  「デオニオ様！　音が……戦場に音が錯綜していて兵が狼狽えております！」

  

  「安静！那种东西只是虚张声势！别中了敌人的计！虽然他们装模作样，但里面只是魔族和小女孩啊！」

  「静まれぇい！　あんなものコケ脅しだ！　敵の術中にはまるな！　まやかしているが中身はたかが魔族と小娘だぞ！」

  

  「可是，每当爆裂声响起，士兵就接连丧命……！」

  「しかし破裂音が響いたとたんに兵が次々絶命し……！」

  

  「是亚历山大的试作兵器吗！可恶，明明要私下流通给我们，却先被魔族夺走了……！」

  「アレハンドロの試作兵器か！　ええい、我々への横流しを前に魔族に奪われるとは……！」

  

  

  停不下来，无法阻止。

  　止まらない。止められない。

  

  我们的进军不可能被阻止。

  　我々の進軍は止められようはずもない。

  

  

  

  

  「我叫你们瞄准魔将军！对手是人类！应该能轻易杀掉一个小女孩吧！」

  「魔将軍を狙えと言っている！　相手は人間だ！　小娘一人簡単に殺せるだろう！」

  

  

  迪欧尼欧的话让防卫骑士队长对部下发号施令。

  　デオニオの言葉に防衛騎士隊長が部下に号令をかける。

  

  弓箭队瞄准骑在托古瓦背上的我，拉紧弓弦。

  　弓隊がトグーヴァの背の私に狙いを付け、弦を引き絞る。

  

  然而，一道黑影降落在他们眼前。

  　が、その眼前に降り立つ黒い影。

  

  

  「我可不会让你们得逞！」

  「そんな事はこのわたくしがさせませんけどねぇ！」

  

  「魔将军左涅……！魔将军有三个人……咕啊啊！」

  「魔将軍ツォーネ……！　魔将軍が3人目だと……ぐああッ！」

  

  

  左涅刺穿害怕的骑士队长胸口后，直接旋转双手的突击枪，一扫弓箭队。

  　怯えた騎士隊長の胸を串刺しにした後、ツォーネはそのまま両手の突撃槍を回転させるように振りぬき弓隊を一掃した。

  

  接着她倏地停止旋转，咧嘴露出锯齿状的牙齿笑了。

  　そしてぴたりと回転を制止し、にまーっとギザギザの歯を見せて笑った。

  

  「是『前』魔将军啦～」

  「"元"、ですわァ～」

  

  骑士们感受到那抹笑容的骇人之处，确实感到恐惧。

  　その笑みにおぞましさを感じたか騎士たちは確かな恐怖を覚える。

  

  「别一个人耍帅啊，臭吸血鬼。」

  「一人で格好つけてんじゃねェぞ、クソヴァンパイア」

  

  佐夫站在左涅身旁，将大斧扛在肩上。从佐夫的实力也能看出，他确实有魔将军等级。库欧托拉也是，我军凑齐了两名魔将军。

  　ツォーネの横にゾフが並び立ち、大斧を肩に担いだ。ゾフの実力も見ていて分かったが十分に魔将軍クラスだ。クォートラといい、我が軍には両粒がそろっている。

  

  魔族们也站成一排，发出低吼。

  　魔族達も立ち並び、唸り声をあげる。

  

  而我也……和托古瓦一起缓缓跟在他们身后，仰望大门。

  　そして私も……トグーヴァと共にゆっくりとその後ろにつき、大門を見上げた。

  

  在大门的墙上，骑士与夜行蜥蜴正激烈交锋。迪奥尼治则瞪视着我们，俯视着我们。

  　大門の壁上ではナイトリザードが騎士と斬り結んでいる。そしてデオニオは、私たちを睨むように見降ろしていた。

  

  

  

  我们终于抵达大门前。

  　ついに大門の前に到達した我々。

  

  迪奥尼治握紧拳头，将墙上的敌人交给骑士，召集圣歌队。

  　デオニオは拳を握りしめながら、壁上を騎士に任せ聖歌隊を招集。

  

  迪欧尼欧与雷威率领的圣歌队幸存者与士兵们，从墙上的位置翻身下来，与我们并肩而立。

  　我々の眼前に、壁上から身を翻したデオニオとレーヴェ率いる聖歌隊の生き残りと兵士たちが並び立つ。

  

  

  「恶魔的军队啊，我不会让你们通过的。」

  「ここは通さんぞ、悪魔の軍勢よ」

  

  

  迪欧尼欧瞪着魔族们说道。

  　デオニオは魔族達を睨み上げながら言う。

  

  

  「没想到我竟然会落到亲自执剑战斗的下场……事先在我们之中散播毒药，以主军为诱饵投入复数魔将军。以往的魔族不可能想出如此巧妙的计策。是你教的吗？魔族公主。」

  「この私が直々に剣を執り戦う羽目になるとは……事前に我々の中に毒を撒き、主軍を囮として複数の魔将軍を投入。ここまで策を弄してくるとはこれまでの魔族ではありえなかった。貴様が教えたか、魔族の姫」

  

  

  我没有特别回答，只是哼了一声。他讽刺地称我为魔族公主，我就当作是称赞吧。不过就算被称赞，我也不会高兴，只是面对这些家伙，我的情绪很激动。

  　私は特段返答をせずにただ鼻を鳴らした。皮肉めいて言われた魔族の姫と言う言葉、誉め言葉として受け取っておくか。しかし褒められても嬉しくないが、こいつらに面と向かって私は気が昂ってはいた。

  

  没有人面对仇敌时不会情绪高涨。

  　仇を前にして高揚しないやつはいない。

  

  我决定立刻杀了他们，狠狠地瞪着迪欧尼欧等人。

  　すぐに殺してやるとして私はじとりとデオニオらを睨んだ。

  

  魔族们也举着武器，等待我的号令。骑士们也一样，他们列队等待圣歌队幸存者的指示。

  　魔族達も武器を構えたまま私の号令を待つ。騎士達も同様か聖歌隊の生き残りの指示を待ち列をなす。

  

  在这种状况下，惊慌失措的只剩下难民。

  　この状況にあって慌てふためくのはもはや難民だけ。

  

  而我们的作战计划已经进入最终阶段。只要趁夜魔蜥们让墙上的设备失去作用时，四分之一的爆破部队搬运炸弹过来，我们只要炸开大门，一拥而入即可。

  　そして我々の作戦は最終段階。ナイトリザード達が壁上設備を無力化している間にクォートラ達の爆撃部隊がロックボムを運んでくれば、大門を爆破し雪崩れ込むのみ。

  

  为此，最后的障碍就站在我们眼前。

  　その為の最後の障害が我々の目の前に立ったのだ。

  

  

  「巴尔塔是法尔托玛雷境内最重要的土地。曾经待在此地的圣女亲卫队圣歌队……我必须证明担任圣歌队队长的这把剑并非只是装饰品。」

  「このバルタはファルトマーレ随一の重要な土地。その地に在りし聖女親衛隊たる聖歌隊……その聖歌隊の隊長を任されているこの剣がただのお飾りではない事を示さねばならんか」

  

  

  迪欧尼欧缓缓拔出腰间的剑。尽管剑上装饰着奢华的装饰，但看起来像仪式用的剑，实际上却是实战用的。迪欧尼欧拔剑时的气势，其他骑士根本无法比拟。

  　デオニオがゆっくりと腰の剣を抜き放つ。豪奢に飾り付けられた剣だが儀礼用に見えて作りは実戦的。剣を抜き放ったデオニオの気迫は他の騎士とは比べ物にならなかった。

  

  索夫和左恩似乎也明白这一点，表情严肃地坐好。

  　ゾフやツォーネもそれは分かっているようで表情を険しくして腰を据える。

  

  

  

  

  

  

  

  

  ……而坐在他们身旁的圣歌队副队长雷威，手里拿着一把与身高差不多的细长剑。他的双眼看着跨坐在魔狮子身上的魔将军，眼里带着一丝迷惘。

  　……そしてその隣で身の丈ほどの細身の長剣を構える聖歌隊副長、レーヴェ。その目は魔獅子に跨る魔将軍に向けられ、そしてその目には一抹の迷いがあった。

  

  

  

  那一天，那个时候。

  　あの日、あの時。

  

  克莱儿和库施那会谈，克莱儿杀害圣女的那一天。奄奄一息的库施那告诉雷威一件事。

  　ココットとクーシャルナが会談しココットによって聖女が殺められたあの日の事。虫の息であったクーシャルナはレーヴェに伝えていた。

  

  在他们夺回圣女，急忙骑马赶往巴尔塔时，库施那在马背上瞬间恢复了意识。

  　聖女を奪還し馬に手急ぎバルタへ向かっていた時、馬上でクーシャルナは一瞬意識を取り戻していた。

  

  

  『库施那大人！请您振作！我们马上前往巴尔塔……』

  『クーシャルナ様！　お気を確かに！　すぐにバルタへ……』

  

  『雷……威……』

  『レー……ヴェ……』

  

  『别说话！』

  『喋らないで！』

  

  『请……不要……恨……柯克……特……』

  『ココッ……トを……憎まないであげて……くだ、さい……』

  

  

  

  这是她最后的遗言。

  　その言葉が、彼女の最期の言葉だった。

  

  雷威瞪着眼前的克莱儿，她正跨坐在魔狮子身上。那是个长得跟圣女极为相似的恶魔，也是圣女的仇人。

  　レーヴェは目の前にあり魔獅子に跨るココットを睨む。どうしようもなく聖女に似た顔を持つ悪魔。そして聖女の仇。

  

  可是圣女库夏尔纳大人，您最后对我说的话是……

  　だけれど聖女クーシャルナ様、貴女が最後に私に伝えた言葉は……。

  

  

  「……但是，即便如此！」

  「……だがッ、それでもッ」

  

  

  雷威摇摇头，重新举起剑，向圣歌队的幸存者发号施令，鼓舞士气。他将剑尖指向克莱儿。

  　レーヴェは首を振って剣を構え直し、聖歌隊の生き残りに号令し鼓舞。ココットにその剣の切っ先を向けた。

  

  

  「我是库夏尔纳大人的剑！魔将军克莱儿，我要在此讨伐你！」

  「私はクーシャルナ様の剣！　魔将軍ココット、貴様はここで討ち取る！」

  

  

  听到这句话，小小的恶魔露出无畏的笑容，简短地说道：

  　その言葉に、小さな悪魔は不敵な笑みを浮かべてただただ短く言ったのだ。

  

  「试试看啊，人类……」

  　やってみろ、人間……と――――。
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  法尔多玛雷领地，魔族领地边界线。

  　ファルトマーレ領・魔族領境界線。

  

  也就是战争的主战场。

  　即ち戦の主戦場。

  

  在位于魔族领地后方的梅亚阵地，漆黑的帐篷遍布整个阵营，同样漆黑的魔剑士们在其中排成一丝不乱的队伍。

  　そのやや魔族側後方に布陣したメーアの陣地。漆黒の天幕が広がる陣営の中には同じく漆黒の魔剣士達が一糸乱れぬ列をなしていた。

  

  一名男子走在魔剑士之间开出的通道上。

  　その列の間、道を作るように並ぶ魔剣士の間を一人の男が歩く。

  

  男子举止大方，丝毫不把魔剑士们的视线放在眼里，走向阵营中最为豪华的巨大帐篷。

  　男は堂々とした振る舞いで魔剣士たちの視線をものともせずに、陣の中の最も豪奢で大きい天幕へとその足を向けていた。

  

  

  

  然后——

  　そして。

  

  他拉开帐篷的门帘，走进账篷内。

  　天幕の戸布をするりと開けて、中へと入る。

  

  一头群青色头发，背着白色长枪的男子，与坐在帐篷深处椅子上的女子四目相交。

  　群青の髪を持ち白い槍を背負う男は、天幕の奥で椅子に座る女と目を合わせた。

  

  

  「嗨，『妖艳』的梅亚。」

  「よう、"妖艶"のメーア」

  

  

  被叫出名号的吸血鬼……四天王之一的梅亚翘起脚，将扇子放在嘴边，以红色眼眸望向来访者。

  　名を呼ばれたヴァンパイア……四天王たるメーアは足を組み、口元に扇子を添えたまま赤い瞳で来訪者を見やる。

  

  

  「圣枪的勇者亚邦……好久不见了。你变得相当强壮呢。」

  「聖槍の勇者アーバーン……久しぶりですわね。随分たくましくなったものですわ」

  

  「哦，你也还是一样性感。」

  「おう、あんたも相変わらず色気があるな」

  

  

  两人互相调侃。

  　互いに軽口を叩く。

  

  在场的魔剑士与吸血鬼随从顿时紧张起来。

  　居合わせた魔剣士や従者のヴァンパイアに緊張が走る。

  

  两人互瞪了一会儿后，梅亚轻笑一声。

  　二人はしばし睨みあった後、メーアがクスっと笑った。

  

  接着她从椅子上起身，啪一声阖上扇子后，双手抱胸，摇曳着漆黑长发走向桌子。

  　そして椅子から立ち上がると、扇子をぴしゃりと閉じた後胸を抱えるように腕を組み、漆黒の長髪を揺らしながらかつかつとテーブルへと向かった。

  

  接着，她转身面向站在入口处的亚伯恩，将手放在椅子上说：

  　そしてその傍らに立つと入り口に立つアーバーンを向き直り、椅子に手を添えて言う。

  

  

  「总之先坐下吧。我现在就去泡茶。」

  「まあ座ってくださいまし。今お茶でも入れますわよ」

  

  

  听到这句话，亚伯恩露出一抹坏笑，放下手中的长枪。

  　その言葉に、アーバーンはにやりと笑って槍を置いたのだった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  同一时间。

  　同時刻。

  

  巴尔塔的战况愈演愈烈。

  　バルタの戦いは勢いを増していた。

  

  在主战场奋战的安德列，并未察觉战场的氛围有所变化。

  　主戦場で戦うアンドレオは、戦場の気配が変わったことに気づかずにいた。

  

  巴尔塔士兵依然勇猛果敢地迎战，久违的战斗让安德列等人情绪高涨，他们兴奋地挥舞武器，对战场的细微变化毫不在意。

  　バルタ兵たちは未だに果敢に挑んでくるし、久しぶりの戦いで高揚したアンドレオ達は興奮のままに武器を振るい、細やかな戦場の変化などには無頓着であった。

  

  魔族们甚至没有察觉自己被克莱儿欺骗，只是单纯地享受战斗的乐趣。在音乐的伴奏下，他们一心一意地屠杀眼前的敌人，以此为乐。

  　ココットに騙された事にすら気付かず、ただただ純粋に戦いを楽しむ魔族達は、音楽の音色に充てられてただひたすらに目の前の敵を屠ることを喜びとした。

  

  

  

  

  至于另一个战场——城门前。

  　そして、もう一つの戦場たる大門前。

  

  这里已经化为这场战役的真正主战场。旧市区的大门前，被烧毁的房屋和火焰地毯点缀着这片土地，战斗早已在此展开。

  　この戦いの本当の主戦場と化したこの場、旧市街にある大門前では焼けただれた家屋や炎の絨毯の彩の中で既に戦いが始まっていた。

  

  

  

  率先行动的是魔族。

  　先に動いたのは、魔族。

  

  射向迪欧尼欧的子弹全被他弹开。虽然不认为这是人类办得到的事，但凯伊也见过几个非人类，只是枪械无法杀死他们罢了。

  　デオニオに放たれた銃は弾丸を全て弾き落とされてしまった。人間技とは思えないが人外は何人か見てきている。銃では殺せないというだけだ。

  

  魔剑士、哥布林和半兽人朝着举起剑的迪欧尼冲去，仿佛在说只要杀了他就好。

  　剣を構えたデオニオめがけて魔剣士やゴブリン、オークが殺到する。アレさえ殺せばいいとでも言わんばかりに。

  

  然而，迪欧尼瞥了一眼朝自己而来的魔族们，瞪大双眼，压低重心，将剑摆到下段。他摆出架式。

  　だが、デオニオは己に向かう魔族達を一瞥すると目を見開き、腰を落として剣を下段に構えた。

  

  

  「别小看我，区区魔族！」

  「侮るなよ魔族風情がッ」

  

  

  迪欧尼的剑闪划出曲线，以平滑的轨道奔驰。他以一瞬间让人产生错觉、仿佛消失般的动作穿过魔族群，魔族们的胸口和脖子随即出现红线，转眼间就被砍倒了。

  　デオニオの剣閃は曲線を描き、すべらかな軌道で奔る。デオニオが一瞬消えたと錯覚するような動きで魔族の群れを走り抜けたかと思えば、魔族達の胸や首に赤い線が走り一瞬の刹那に斬り捨てられた。

  

  好强。我的眼睛跟不上他的动作。圣歌队队长的名号果然不是浪得虚名。

  　強い。私の目には動きが追えなかった。伊達ではないか、聖歌隊隊長の名は。

  

  迪欧尼甩掉剑上沾到的鲜血，一脸若无其事地瞪着我，挑衅的态度显而易见。

  　剣についた血潮を振り捨てるとデオニオは涼しい顔で私を睨んだ。挑発的な態度が見え透いている。

  

  我制止仍想冲过去的魔族，对索夫和托涅使了个眼色。两人也点点头，让魔族们退下后，往前踏出一步。

  　私はなおも向かっていこうとする魔族を制すると、ゾフとツォーネに目配せをする。二人も頷き、魔族達を下がらせたのち一歩進み出る。

  

  

  「你们退下，那不是你们能应付的对手。」

  「下がってな、お前ら。あれはお前らじゃ無理らしい」

  

  「就是这么回事。我必须让克莱儿小姐好好见识一下我取下敌人首级的模样。」

  「そう言う事ですわ。わたくしが敵の首を取るところをしっかりココット様に見せて差し上げねば」

  

  

  看到两人露出不怀好意的笑容，迪欧尼皱起眉头，雷威站到他身旁。

  　にやりと笑う二人にデオニオも眉根を寄せ、その隣にレーヴェが立った。

  

  索夫和迪欧尼，以及托涅和雷威分别面对面摆出架式。

  　ゾフとデオニオが、そしてツォーネとレーヴェがそれぞれ向かい合う形で構える。

  

  这次打破沉默的，是人类。

  　沈黙を破ったのは、今度は人間だった。

  

  

  骑士们在迪欧尼欧的命令下，气势汹汹地发动突击。

  　デオニオの命令で騎士達が勢いよく突貫を敢行してくる。

  

  迪欧尼欧和雷威也从后方蹬地冲了过来。

  　その後ろから、デオニオとレーヴェも地を蹴って向かってきた。

  

  欧德等人——欧克、哥布林和魔剑士迎击他们。大门前陷入混战，已经无法使用枪支了。

  　オドらオークやゴブリン、魔剣士がこれを迎撃する。大門前は乱戦に突入した。もはや銃は使えない。

  

  佐夫的大斧与迪欧尼欧的剑互相碰撞。

  　ゾフの大斧がデオニオの剣と打ち合う。

  

  迪欧尼欧用剑挡开海欧格的臂力，反手瞄准佐夫的手腕。佐夫立刻放开握住大斧的手避开，直接握拳殴向迪欧尼欧，却被他往后跳开闪避。

  　ハイオーガの膂力をいなすように受け流しの剣を用いたデオニオは返す刃でゾフの手首を狙う。ゾフは大斧を掴んだ腕を即座に離してこれを避け、そのまま拳を握ってデオニオに殴りかかるが、後ろ飛びで避けられる。

  

  佐夫捡起掉落地面、插在地上的斧头，追击而去。

  　地面に落下し突き立った斧を拾い上げながら追撃するゾフ。

  

  战斧乱舞，光是掠过就仿佛削去肉块一般，一旦命中必定丧命。迪欧尼欧持续闪避着。

  　掠めただけで肉を削り取るかの如く、当たれば絶命必至の戦斧の乱舞を、デオニオはいなし続ける。

  

  他间不容发地使出反击，佐夫也巧妙地躲开，用斧柄接下。

  　合間に繰り出される反撃は、ゾフもこれを巧みに躱し、斧の柄で受ける。

  

  

  「你的身手不错，你也是将军吗？」

  「貴様、腕がいい。貴様も将軍か？」

  

  「少说蠢话！我只是小姐的武器！」

  「馬鹿言うんじゃねえ！　俺はただのお嬢の武器よ！」

  

  「小姐……哼，强悍的魔族竟然对区区忌子的小丫头如此执着，真是可笑。」

  「お嬢……フッ、たかが忌子の小娘に屈強な魔族がご執心とは笑えるな」

  

  「我接下来就要打破你那张笑脸！」

  「その笑った顔をこれから叩き割ってやるってんだよ！」

  

  

  双方持续互击，发出激烈的金属声响。

  　激しい金属音をたてて打ち合い続ける両者。

  

  迪欧尼欧的剑划破索夫的皮肤，索夫的斧头一击则让迪欧尼欧的骨头嘎吱作响。

  　デオニオの剣がゾフの皮膚を裂き、ゾフの斧の一撃はデオニオの骨を軋ませる。

  

  在他们周围，魔剑士、哥布林和半兽人也和士兵们展开大混战。

  　その周囲でも魔剣士やゴブリン、オークが兵士たちと大乱戦を繰り広げていた。

  

  迪欧尼欧看到周遭的情势，恶狠狠地骂道：

  　周囲の情勢を見てデオニオが毒づく。

  

  

  「真是奇怪……魔族的乌合之众竟然全都为了一个女人！米莱儿有那么可爱吗！」

  「おかしなものよな……魔族の有象無象が揃いも揃って女一人のために！　そんなにココットは可愛いか！」

  

  

  迪欧尼欧气势大增，使力挥出一刀，用力横扫。

  　デオニオが気迫を増し、力を込めた一刀にて大きく薙ぎ払う。

  

  索夫用斧头挡下这一击，但周遭的魔族们却有好几只被砍倒。在混战中，他使出不波及士兵的广范围斩击。

  　ゾフはこれを斧で受けるが、周囲にいた魔族達は一度に何体も斬り捨てられる。乱戦の中に在って兵士を巻き込まずに広範囲に及ぶ斬撃。

  

  这家伙果然不是虚有其表——索夫重新握好斧柄，朝迪欧尼欧而去。

  　こいつは伊達ではないとゾフは改めて斧の柄を握り直し、デオニオへと向かった。

  

  

  

  

  而一旁的托泽和雷威正激烈地交锋。

  　そしてその横合いで激しく打ち合うツォーネとレーヴェ。

  

  他们轻松地操纵着长兵器，展开肉眼无法看清的攻击。

  　お互い長い得物を難なく操り目にもとまらぬ攻撃の応酬を繰り広げていた。

  

  剑戟的火花与喧嚣。我站在一边颤抖、一边看着战斗的琪耶尔身旁，目不转睛地眺望战况。

  　剣戟の火花と喧騒。震えながら戦いを目の当たりにするキエルの傍らで、私はじっとその模様を眺める。

  

  索夫和迪欧尼欧看起来是索夫稍微占优势，但两人势均力敌。托泽明显压制着雷威，不过他无法彻底压制住对方，代表那个女骑士的本领也相当高强。

  　ゾフとデオニオはややゾフ優勢に見えるが拮抗。ツォーネはレーヴェを明らかに押しているな。だが押し切れないのはあの女騎士の技量もまた相当であるという事か。

  

  棘手，真的非常棘手。快点来啊，四截段……！

  　厄介。まことに厄介極まる。早く来い、クォートラ……！

  

  

  

  

  

  

  

  雷威承受着托涅的双枪乱舞，脸色开始浮现苦闷。

  　ツォーネの双槍の乱舞を受け凌ぐレーヴェはその顔色に苦悶を浮かべ始める。

  

  沉重的一击接连不断，雷威握着剑的手臂开始麻痹。

  　重い一撃が幾重にも繰り出され、受ける剣を握る腕に痺れが走る。

  

  

  「唔……咕……」

  「くっ……ぐっ……」

  

  

  周围的骑士也想要支援雷威，但激烈的交锋让他们无法靠近，要是随便靠近，肯定会立刻被砍断四肢而丧命。他们只能在原地踏步，无法靠近。

  　周囲の騎士もレーヴェの援護にと考えはするが激しい打ち合いは何人も侵入を許さず、迂闊に近寄ろうものならすぐさま四肢を斬り飛ばされ絶命する事必至。たたらを踏んで近寄れずにいた。

  

  托涅仿佛要对雷威乘胜追击般，攻击的激烈程度逐渐增加。

  　そんなレーヴェに畳みかけるように攻撃の激しさを増すツォーネ。

  

  她的脸上没有平常那种瞧不起对手的笑容。

  　その顔にいつもの相手を見下すような笑みはなかった。

  

  

  

  「这次我可是不玩了，使出全力哦。不快点让你去死，我就会被大门打成碎片，没办法帮那孩子报仇啊！」

  「今回はわたくしとてお遊び抜きの全力ですし？　さっさとくたばらせてやらなけりゃあの大門を木っ端みじんにして、あの子の仇が取れねえだろうが！」

  

  「什么！」

  「何がッ！」

  

  「想想你们干了什么好事！」

  「てめぇらのやったことを考えろォ！」

  

  

  托涅一边大吼，一边像是要开拓出一条路般，将双手的突击枪往左右挥去。雷威用深深抵在腰间的长剑挡下这一击，被震飞了约十米远，脚跟在地面挖出一个洞。

  　ツォーネが吠えながら左右に切り拓くかの如く両手の突撃槍を振りぬく。深く腰だめに構えた長剣でこれを受けたレーヴェは実に10ｍ程も地面をかかとで抉りながら吹き飛ばされた。

  

  雷威拼命把脚踩在地上，避免跌倒，托涅则乘胜追击。

  　必死に足を地に張り転倒は避けたレーヴェにツォーネの追撃がかかる。

  

  

  「你这个卑鄙小人！把手放在你那充满垃圾的胸口上好好想想！我会趁这段期间杀了你！」

  「この卑怯者がッ！　クソの詰まった胸に手を当てて考えろ！　その間に殺してやる！」

  

  「我们干了什么好事……！？真要说的话，你们才做了坏事！」

  「やったこと……！？　それを言うならお前たちだッ！」

  

  

  雷威大幅度地扭动身体，把长剑插进地面，一边躲开托泽的长枪一边跳跃，接着顺势使出上段斩，砍向托泽。

  　大きく身を捻ったレーヴェは長剣を地面につき立てツォーネの槍を躱しながら跳躍すると、そのまま回転の勢いを加えた上段斬りをツォーネに振るう。

  

  托泽虽然被攻其不备，却交叉长枪挡下这一击。

  　ツォーネは不意を突かれるも槍をクロスさせてこれを受けた。

  

  

  「你们为何要杀害希望和平的圣女大人！」

  「和平を望んだ聖女様をなぜ殺した！」

  

  「先派出暗杀者的是你们吧！」

  「先に暗殺者を放ったのはてめえらだろうが！」

  

  「暗杀者……！？呜哇！」

  「暗殺者……！？　うわッ」

  

  

  雷威被托泽的发言吓了一跳，托泽的回旋踢直接踢向他的腹部。

  　ツォーネの発言に驚いたレーヴェのどてっぱらにツォーネの回し蹴りがねじ込まれる。

  

  尽管冲击力道被铠甲减轻，雷威仍在地上滚了好几圈，吐出胃液。

  　鎧によって衝撃波軽減されたものの、数度地面を転がったのちにレーヴェは胃液を吐いた。

  

  

  「像你们这种卑鄙的家伙，我连吸你们的血都没兴趣！」

  「血を吸う気も起きねえんですのよ！　てめえらみたいな卑怯な連中はッ！」

  

  「又说我们卑鄙……！我们是圣歌队！对圣女大人和女神尤纳伊尔发誓，我们绝对不是卑鄙的人！」

  「また卑怯だと言った……！　私たちは聖歌隊！　聖女様と女神ユナイルに誓って卑怯などと言われる云われは無い！」

  

  「那你们的圣女和女神大人就是卑鄙了！！」

  「ならてめえらの聖女と女神様が卑怯だって話なんだろうが！！」

  

  「竟敢大放厥词！」

  「言わせておけばァッ！」

  

  

  雷威和托泽再次站起身，再次开始对打。

  　再び立ち上がったレーヴェとツォーネが再度打ち合いを始める。

  

  

  

  

  

  在一旁看着的米耶尔也在我的身旁倒抽一口气。

  　眺めるキエルもまた、私の隣で息を飲んでいた。

  

  

  「克莱儿……」

  「ココット……」

  

  「怎么了，米耶尔，你害怕了吗？我很开心哦。」

  「どうした。怖いかキエル。私は楽しい」

  

  「这……」

  「それは……」

  

  「每当那些家伙丧命，就是对澪的祭奠。你应该也看过那孩子的死状了。啊啊，真是痛快。还差一点。」

  「奴らの命が散るたびにミオへの手向けができる。お前も見たはずだ、あの子の死に顔を。ああ、胸がすく。あと少しだ」

  

  

  我对琪优露微微一笑。

  　私はにこりとキエルに笑いかけた。

  

  琪优露以悲伤的眼神看着我，然后别过头去。

  　キエルは私を悲しそうな目で見た後に、顔を背けた。

  

  这时，从空中传来沉重的振翅声。我抬头仰望，漆黑夜空中浮现黑影。

  　と、空より聞こえる重い羽ばたきの音色。空を仰げば漆黒の夜空に浮かぶシルエット。

  

  来了吗？轰炸队！

  　来たか、爆撃隊！

  

  

  「我等很久了，库多拉！」

  「待ちかねたぞクォートラ！」

  

  

  飞来的是一群龙人，脚上运着岩块炸弹。还细心地用绳子绑着火药瓶，是特制的。

  　飛来したドラゴニュート群。その足で運ぶはロックボム。丁寧に火薬の瓶を紐で巻き付けてある特製だ。

  

  迪欧尼欧注意到我的笑容，仰望天空，眼神大变。

  　私の笑みに気づいたデオニオが空を仰ぎ目の色を変えた。

  

  

  「唔……弓兵！把那些龙人打下来！」

  「くっ……弓兵！　あのドラゴニュートを叩き落せ！」

  

  「太迟了！库多拉，动手！」

  「もう遅いッ！　クォートラ、やれえッ！」

  

  

  在我的号令下，龙人部队飞向大门。在弓兵搭箭上弦之前，岩块炸弹已经投下。

  　私の号令でドラゴニュート部隊が大門に飛来。弓兵が矢を番えるよりも早く、ロックボムが投下された。

  

  然后——

  　そして。

  

  岩块炸弹在大门处发出轰然巨响，爆炸开来。冲击将士兵与瓦砾炸飞。夜蜥蜴们已经退避的墙上，设备与人被卷入，被炸出一个大洞。

  　派手な轟音を立てて大門にて爆ぜたロックボム。衝撃で兵士と瓦礫が吹き飛ばされる。ナイトリザード達が既に退避した壁上は設備と人を巻き添えにしながら大きくえぐり取られていく。

  

  飞散的岩块炸弹碎片和石块化为火弹，洒落在烈火燃烧的旧市区。爆炸的威力大到连漆黑的夜空都染成红色。我抓着托古瓦的背，亲身感受这片地狱，胸口传来一阵刺痛。

  　飛散したロックボムの破片や石くれは火の弾となって業火の旧市街に降り注いだ。黒い夜空が赤く染まるほどの大爆発。トグーヴァの背にしがみつきながら私はこの地獄を肌で感じ、胸が疼いているのを感じていた。

  

  当爆炸的火焰和烟雾逐渐散去，耳鸣也慢慢平息下来时。

  　爆炎と煙が大門を包み、耳鳴りが次第に収まってくる頃。

  

  我期待的城门从烟雾中现身。只要能破坏城门，就能强行突破防卫队，压制教皇厅。

  　私の期待のまなざしの先に、煙の中から大門が姿を見せる。これで大門が破壊できればあとは防衛隊を無理やり突破し教皇庁を抑える。

  

  如此一来就能获胜。将教皇的首级献给艾库罗大人后，我就能功成身退。

  　それで戦いは勝ちだ。教皇の首をエルクーロ様に捧げて、私は終わる。

  

  

  然而——

  　だが、しかし。

  

  城门……还没被破坏。

  　大門は未だ……破壊には、至っていなかった。

  

  

  「该死！」

  「くそったれ！」

  

  

  我忍不住咒骂。真是坚固！虽然比不上奥塔那，但只要稍微近代化，就能在夜蜥蜴爬上城墙时获胜。

  　私は吐き捨てた。頑丈な事だ！　アウタナと同じとはいかんか。なまじ近代化されていればナイトリザードが壁上に張り付いた時点で勝っていたものを。

  

  半毁的厚重城门已经摇摇欲坠，但还是维持着城门的形状。

  　大門は半壊し分厚い扉ももはや首の皮一枚と言った所ではあったが、まだ門の形を成している。

  

  只差临门一脚。别着急，冷静下来。

  　もう一押しか。焦るな、落ち着け私。

  

  只要破坏到这种程度，就能靠我们突破那扇门。更重要的是，刚才的轰炸已经破坏了城门上大半的迎击设备。

  　此処まで破壊すればあの扉を我々だけで突破することは可能。何より今の爆撃で城門の上の迎撃設備の大半は破壊した。

  

  没错，没问题，没问题。这场战斗会赢！

  　そうだいける、いけるぞ。勝てる戦だ！　

  

  

  「四分音，再来一次！」

  「クォートラ、もう一度だ！」

  

  

  四人组再次为了投掷炸弹而折返，搬运岩块炸弹。

  　クォートラ達が再び爆撃の為ロックボムを運びに引き返していく。

  

  接下来就是最后了。现在只需要排除这些碍眼的家伙。

  　次が最後だ。今はこの目障りな連中を排除するのみ。

  

  没错，占优势的人是我！刚才那一击，敌兵的士气已经大幅下降。

  　そう、優勢なのは私だ！　今の一撃で敵兵の士気は駄々下がりしている。

  

  事情变得有趣了……！

  　楽しくなってきたぞ……！

  

  

  

  我从大门崩塌的裂缝中，稍微窥见巴尔塔的状况。

  　崩れた大門の裂け目。バルタの様子が僅かに覗く。

  

  可以看见惨叫声与喧嚣声。活死人在大闹吗？

  　悲鳴と喧騒が見て取れた。暴れているか、リビングデッドは。

  

  大门前的士兵也因为爆炸而惊慌失措，接着注意到巴尔塔内部的状况不对劲，开始骚动。

  　大門前の兵士も爆発に狼狽えた後、バルタ内部の様子がおかしい事に気づきうわついている。

  

  

  在内部发生的事情，简直就像三流恐怖电影。

  　内部で起きているのはまるでちんけなホラー映画の如き事象なのだ。

  

  会动的尸体袭击人类。

  　動く屍が人を襲う。

  

  被我让骑士蜥蜴们搬运的活死人操纵的尸体，以犹如野兽的动作袭击人们。

  　ナイトリザード達に運ばせたリビングデッドに操られる屍がまるで獣のような動きで人々を襲う。

  

  截断大门援军的作战计划正在运作，因此我必须在这里坚持到底。

  　大門の援軍を断つ作戦は機能している。故にここで押し切らねばならんのだ。

  

  所以，杀吧，索夫、左恩……！

  　だから殺せ、ゾフ、ツォーネ……！

  

  为了我，为了米奥！

  　私のために、ミオのために！

  

  

  

  尽管许多士兵因为大规模的爆炸而跌坐在地或负伤，索夫和左恩仍在继续战斗。

  　大規模な爆発で多くの兵達はしりもちをついたり負傷していたが、ゾフとツォーネは未だ戦闘を継続していた。

  

  

  「喝啊！」

  「つぁあッ！」

  

  「啧！」

  「ちぃっ」

  

  

  左恩用长枪挡下雷威使出浑身解数的一击，被迫暂时后退。

  　レーヴェの渾身の一撃を槍で受けたツォーネは一度飛び下がることを強いられる。

  

  由于与雷威拉开距离，周围的骑士一口气涌向左恩。

  　レーヴェとの距離が離れた事で周囲の騎士たちが一気にツォーネに殺到した。

  

  雷威与托泽拉开距离，得到短暂的休息时间。他把剑插进地面，单膝跪地，一边喘气一边朝我大喊。

  　ツォーネと距離を離したことでつかの間の休息を得、剣を地に突き刺し片膝をついたレーヴェは肩で息をしながら私に叫んだ。

  

  

  「克莱儿！背叛圣女、背叛人类的恶魔！你为什么要继续这种战斗！」

  「ココット！　聖女を裏切り人間を裏切った悪魔！　どうしてこんな戦いを続ける！」

  

  「你是笨蛋吗？因为很有趣啊！看着你们人类凄惨地浑身是血、死去的模样，真的很有趣！」

  「馬ぁ鹿かお前は。楽しいからだよ！　お前ら人間が無様に血まみれでくたばっていくのを眺めるのが楽しいっ！」

  

  「有趣……！？」

  「楽しい……！？」

  

  

  雷威听到我的话，咬牙切齿，用剑代替拐杖，摇摇晃晃地站起身瞪着我。

  　レーヴェは私の言葉に歯を食いしばり、剣を杖代わりによろりと立ち上がって私を睨んだ。

  

  

  「就因为有趣，你就要把巴尔塔……把圣女大人！」

  「楽しいなんて言う理由でバルタを……聖女様を！」

  

  「我就是说很有趣！这不是很令人开心吗！只要你们死掉，一切就解决了！雷梅的愿望已经无法实现……但我的愿望却可以实现！」

  「楽しいからと言ったんだッ！　嬉しいじゃないか！　お前らが死ねば全部解決する！　レイメの望みは最早叶えられない……だが私の望みは叶うんだからな！」

  

  

  我大喊，打断雷威的话。

  　レーヴェの言葉を遮るように私は叫ぶ。

  

  

  「我、我不杀你们人类，那还有谁会这么做！我要把你们的首级当作伴手礼，去见她一面，不然那孩子会很寂寞的！」

  「私がッ、お前ら人間を殺さなきゃ他の誰が手向けをするっていうんだ！　お前らの首を手土産にして、逢いに逝ってやらなければあの子が寂しがるだろうがッ！」

  

  

  看到我脸上挂着疯狂的笑容，张开双手开心地笑着，雷威流下一道冷汗。

  　狂気的な笑みを顔に張り付け、両手を広げて楽しそうに笑うのを見てレーヴェは冷や汗を一筋流した。

  

  

  「你疯了吗……！？」

  「狂っている、のか……！？」

  

  「没错！全部都疯了！这种人生！一时的安宁……我曾经有过觉得当人也不错的瞬间，觉得以女人的身份活下去也不坏！但那只是梦……因为想要而被夺走了。我从梦中清醒了！因此，你们的性命就是我最后的愿望！其他我什么都不需要……也得不到！」

  「そうさ！　狂っているんだよ、全部！　こんな人生！　一時の安寧……私が人であってもいいと思えた瞬間はあった。女として生きるのも悪くはないと！　だが夢だったんだよ……欲しがったから奪われた。夢からは覚めた！　故にお前たちの命を最後の望みとした！　他にはもう何もいらない……手に入らない！」

  

  

  不可以有任何愿望。一旦有了愿望，一旦得到……只会增加被夺走的悲伤。

  　何も望んではいけない。望んでしまえば、手に入れてしまえば……奪われる悲しみを増やすだけだ。

  

  所以，我什么都不想要了。美味的食物、和平的生活、幸福的人生。与魔族们的信赖、实绩，以及与琪优和艾尔克罗大人一起生活的选项……！

  　だからもうなにも望まない。おいしい食事、平和な生活、幸せな人生。魔族達との信頼も、実績も、キエルやエルクーロ様と生きる選択肢だって……！

  

  只要实现最后的愿望就好。我就是做好这样的觉悟，才会站在这里。

  　最後の望みが叶えばそれでいいんだ。そう覚悟をしたからここにいる。

  

  我要替那孩子报仇。

  　あの子の仇を討つ。

  

  

  「这是我唯一剩下的愿望！所以去死吧！去死吧！为了让我结束这一切！」

  「それだけが私に残った望み！　だから死ね！　死んでくれ！　私が終わるためにッ！」

  

  

  我放声大喊。尽管遭到踹开骑士、逼近雷威的托雀猛攻，雷威仍用颤抖不已的双眼看着我。

  　私は叫ぶ。騎士を蹴散らしてレーヴェに肉薄したツォーネの猛襲を受けながら、レーヴェは私を酷く震えた瞳で見ていた。

  

  然后——

  　そして。

  

  

  「吵死人的小丫头！」

  「やかましい小娘だッ」

  

  「咕嘎……！」

  「ぐがっ……！」

  

  

  我听到迪尼欧的叫声，转头一看，看到被击飞的索夫撞进瓦砾之中。

  　デオニオの叫びに振り向けば、吹き飛ばされたゾフが瓦礫に突っ込むのが見えた。

  

  我表情瞬间变得凶狠，和瞪着我的迪欧尼奥四目相对。他和索夫交手那么久，虽然看起来有点喘不过气，但没有受到致命伤。

  　一気に表情を険しくした私は私を睨むデオニオと目が合う。ゾフとあれだけ打ち合って息切れは見えるが致命傷めいた外傷はない。

  

  

  「以一个小丫头来说，你倒是挺会耍嘴皮子……说些莫名其妙的话！战场可不是小孩子的游乐场！」

  「小娘なりに口が回る……訳の分からない弁を垂れるものよ！　戦場は子供の遊び場ではない！」

  

  「是你们人类逼我这么做的！至少让我杀了你，让我开心一下！」

  「貴様ら人間がそうさせた！　せめて殺されて私を楽しませろ！」

  

  「小孩子别闹脾气！果然把恶魔的长相一扫而空是正确的！」

  「子供が駄々をこねおって！ やはり悪魔の相は一掃して正解だったというもの！」

  

  

  迪欧尼奥的话让我皱起眉头。我感觉到他的话中含意和优奈尔教的教义迫害的事件不同。

  　デオニオの言葉に私はピクリと眉根を寄せた。ユナイル教の教えで迫害したこととは別件のニュアンスが含まれているのを感じ取ったのだ。

  

  他说一扫而空。那个眼神、那个表情。和在外塔那广场上看到的那些人的眼神一模一样！

  　一掃した、と言ったな。あの目、あの顔。アウタナの広場で私を見た連中と同じ目の色をしている！

  

  

  「你们该不会……！？」

  「お前達まさか……！？」

  

  「因为出现了你这种人，我们才把聚集在巴尔塔的恶魔长相的人当成供品献给人民！」

  「貴様のようなのが現れるから、バルタに集った悪魔の相などは民のための供物としたのだよ！」

  

  

  聚集在巴尔塔的恶魔长相。虽然我不记得所有人的长相，但全都是少年少女。

  　バルタに集った悪魔の相。全員の顔を覚えているわけではないがいずれも少年少女。

  

  相信圣女的救赎，回应召集，即使被人们丢石头、殴打也聚集起来的人们。

  　聖女の救いを信じて招集に呼応し人々に石を投げられ殴りつけられながらも集った者達。

  

  其中也有那个特别关心我的女孩……！我本来想说如果她能活下来，至少在战斗中带她回去的！

  　その中にいた、私にやたら構ってきたあの娘もいたんだぞ……！　この戦いの最中でせめて生きていれば連れて帰ろうと思っていたのに！

  

  

  「杀了……你杀了吉吉吗！」

  「殺した……ジジを殺したのか！」

  

  「当然杀掉了！为了不让他们继续增加，我把他们变成无法生儿育女的身体！结果怎么样？你们这些恶魔还是学不乖，复活后又来袭击人民！是你唆使的吧，魔将军！」

  「殺してやったとも！　これ以上増えぬよう男も女も子が作れぬ体にしてな！　それがどうだ、貴様たち悪魔は性懲りもなく蘇り民を襲う！　貴様の差し金だろう、魔将軍！」

  

  

  在城里作乱的活死人，以及迪欧尼的台词。

  　街で暴れている筈のリビングデッド。そしてデオニオのセリフ。

  

  原来那群骑士蜥蜴选择的苗床是……这么一回事啊。

  　ナイトリザード達が苗床に選んだのは……そう言う事か。

  

  

  「高等欧克，你这个慢郎中！」

  「ハイオーガ、このウスノロが！」

  

  

  看到索夫被轰飞，托尔踹飞雷威，冲向迪欧尼。迪欧尼迎击托尔。我看着这幅景象，感觉血液聚集到眼睛。

  　ゾフが吹っ飛ばされたのを見ていたツォーネがレーヴェを蹴り飛ばしてデオニオに向かう。デオニオはこれを迎撃。そんな様を見ながら私は目に血が集まってくるような感覚を覚えていた。

  

  那些家伙杀了吉吉他们，杀了他们相信能得救的那些人。而那些人如今成了活死人，成为我的手下。怎么会有这种事？

  　奴らはジジ達を殺した。本当に救われると信じていたあいつらを。そして今あいつらはリビングデッドになり果てて私の手駒になっている。こんな事ってあるか？

  

  当我察觉到这个事实时，胸口受到的冲击比我想象中还要强烈。有什么东西涌上胸口，肺部的空气仿佛全部变成针，不断从内侧刺进身体。

  　その事実に気づいた時、私は私が思っていた以上に胸に衝撃が走った。胸に何かがせりあがってくる。肺の空気が全部針になったかのように内側から体を突き刺し続ける。

  

  我好不容易挤出的，是恸哭。

  　ようやっと絞り出したのは、慟哭だった。

  

  

  「啊啊、啊啊啊啊！那些家伙、吉吉他们可是来寻求救赎的！结果你们又背叛他们，杀了他们！」

  「ああ、ああああ！　あいつらは、ジジは救いを求めて来たんだぞ！　それをまたお前たちは裏切って殺したんだな！」

  

  「我也会马上送你上路！」

  「貴様もすぐに送ってやるとも！」

  

  「闭嘴去死！你太碍事了！托古瓦——！」

  「黙れ死ね！　お前は邪魔だァ！　トグーヴァァア！」

  

  

  我从托古瓦的背上跳下来，同时唆使它攻击。

  　私はトグーヴァの背から飛び降りながら彼をけしかける。

  

  看到魔狮子在与托泽涅对砍时袭击过来，迪奥尼欧哼了一声，一口气释放出气弹，将托泽涅弹飞。

  　ツォーネと斬り合っていたところに襲い掛かる魔獅子を見て、デオニオはフンと一気に気を放ちツォーネを弾き飛ばす。

  

  然后他重新面向朝自己而来的托古瓦，架起剑。

  　そして己に向かうトグーヴァを向き直ると剣を構えた。

  

  

  「魔狮子吗……区区野兽竟敢践踏我们的圣地，真是可笑！」

  「魔獅子か……獣如きが我らが聖地を踏み荒らそうとは笑止なり！」

  

  

  迪奥尼欧大大地压低身子，在托古瓦的巨爪即将压到自己身上时，他避开了攻击。

  　大きく腰を落としたデオニオは、覆いかぶさるようなトグーヴァの巨大な前足を寸前で回避する。

  

  他顺势扭动身体，披风随风飘扬，迪奥尼欧挥下的剑将扑过来的托古瓦前脚从手肘处砍飞。

  　そのまま体を捻るようにしてマントをはためかせながら振りぬかれたデオニオの剣によって飛び掛かったトグーヴァの前足がひじ先辺りから斬り飛ばされた。

  

  

  「被驯养的魔物只要趴在地上就好！」

  「飼い慣らされた魔物などは地に伏していればよいのだ！」

  

  

  迪奥尼欧挥剑甩掉血，不屑地说道。

  　剣を振り返り血を払ったデオニオが吐き捨てる。

  

  托古瓦着地失败，滚倒在地后撞进瓦砾堆中。它直接用三条腿站起来低吼，却露出因疼痛而皱起脸的模样。

  　トグーヴァは着地をしくじって転げた後瓦礫の山に突っ込んだ。そのまま3本足で立ち上がり唸るが、痛みに顔をしかめているような様子を見せる。

  

  我见状咬住爪子。

  　それを見て私は爪を噛んだ。

  

  

  「唔……托古瓦……！可恶……那个男人的实力和赛昆不相上下吗！」

  「っ……トグーヴァ……！　おのれ……あの男セグン並か！」

  

  

  在托古瓦的一击被躲开的同时，托泽涅立刻袭向迪奥尼欧。

  　トグーヴァの一撃が躱されたのと同時、間髪入れずにツォーネがデオニオに襲い掛かった。

  

  我实在很在意托古布拉的状况，不过它的斗志似乎尚未消失。那种尺寸的魔物，不会因为那种程度的攻击就死掉。

  　私はどうしてもトグーヴァの容体が気になる。だがまだ闘志は消えていないようだ。あのサイズの魔物ならばあの程度では死にはしない。

  

  然而，能够反击魔狮子的对手，我方的战力也有限。

  　しかし魔獅子に反撃ができる相手ともなれば相手できる戦力はこちらにも限りがある。

  

  

  「索夫！快点站起来！你的话应该能杀掉那种程度的魔物！」

  「ゾフ！　さっさと立て！　貴様ならあれくらい殺せるはずだッ！」

  

  

  索夫终于从瓦砾中站起，拍掉头上的灰尘。他似乎不小心受到轻微的脑震荡，按着眼角摇摇头。

  　ゾフはようやっと瓦礫の中から立ち上がって頭に乗った石くずを振り払った。不覚にも軽い脳震盪を起こしていたのか目尻を抑えて頭を振っている。

  

  索夫似乎听到了我的话，立刻握紧大斧，瞪着迪尼欧。

  　私の言葉を気付としたか、ゾフはすぐさま大斧を握りしめてデオニオを睨みつける。

  

  

  「可恶，被大小姐骂了……都是你这家伙的错，该死的骑士！」

  「くそっ、お嬢にどやされちまった……てめえのせいだぞクソ騎士がよぉ！」

  

  

  索夫投掷战斧。

  　ゾフが戦斧を投擲する。

  

  就在斧头差点刺中托泽背部时，托泽仿佛早就知道般轻巧地旋转身体回避，斧头直接飞向迪尼欧。

  　あわやツォーネの背中に突き立とうとしたところでツォーネは分かっていたかのようにひらりと回転し回避。斧はそのままデオニオに向かう。

  

  迪尼欧虽然惊讶，仍向后仰身回避，斧头刺进迪尼欧背后的地面。

  　デオニオは驚きながらもこれを身を反らして回避。斧はデオニオの背後の地面に突き立つ。

  

  迪尼欧咂舌，瞪着索夫，同时将剑指向再次发动攻击的托泽。

  　舌打ちをしたデオニオはゾフを睨みながらも再び攻撃を仕掛けてくるツォーネに剣を向ける。

  

  然而，托涅却扔掉单手的长枪，刺向迪尼欧。双方武器交锋的同时，他冲向后方，抓住插在地上的斧柄，宛如在跳钢管舞般改变轨道，从迪尼欧的侧面踢出一脚。

  　が、ツォーネは片手の槍を投げ捨てるとデオニオに刺突をし、交わされると同時背後に駆け抜けながら突き立った斧の柄を掴み、まるでポールダンスの如く軌道を変えてデオニオの側面より蹴りを見舞った。

  

  

  「咕唔……」

  「ぐぬッ……」

  

  

  迪尼欧用戴着臂铠的手臂勉强挡下，却还是被吸血鬼的踢击踢飞，滑过地面。

  　なんとか手甲を纏う腕で受けたデオニオだがヴァンパイアの蹴りを受けて吹き飛び、地面を滑る。

  

  托涅紧接着直接拔出索夫的斧头，为了收拾迪尼欧而冲向他。

  　間髪入れずにツォーネはそのままゾフの斧を引き抜き、仕留めるべくしてデオニオに向かう。

  

  索夫也朝迪尼欧冲了过去。

  　ゾフもデオニオに向かい駆け出した。

  

  

  斧头接触地面，边喷出火花边被拖行，这次换成托涅朝迪尼欧投掷。

  　地面に接触するよう火花を散らしながら引きずられる斧を、今度はツォーネがデオニオめがけて投擲する。

  

  迪尼欧再次躲过这一击，但索夫从他背后冲来，接住斧头，以夹击的形式强袭迪尼欧。

  　再びこれをかわしたデオニオだが、その背後から向かってきていたゾフが斧を受け取り、挟み撃ちの形でデオニオを強襲する。

  

  迪尼欧也不得不咬紧牙关，流下冷汗。

  　デオニオは流石に歯を食いしばり冷や汗を流す。

  

  两名魔将军等级的对手默契十足地发动攻击。

  　魔将軍クラスの二人、それが阿吽の呼吸で襲い掛かってくる。

  

  即便是迪尼欧这般老练的高手，也无法完全应付。迪尼欧的额头渗出冷汗，心想自己会被杀。

  　例えデオニオほどの手練れであっても捌ききれるものではない。デオニオの額に脂汗が滲んだ。殺される、と。

  

  

  然而，雷威急忙介入索夫和托涅的夹击。

  　が、ゾフとツォーネの挟撃にレーヴェが急ぎ割って入る。

  

  

  雷威挡下兹欧内的长枪，迪奥尼欧挡下索菲的斧头，双方以各自接下攻击的形式接触，那群强者们的激烈交锋，对周围带来了冲击波。

  　ツォーネの槍をレーヴェが、ゾフの斧をデオニオがそれぞれ受け止める形で接触し、その強者たちの鍔競合いは周囲に衝撃波をもたらした。

  

  

  

  我因势均力敌的战场感到焦躁，用力咬碎指甲。在这片被业火包围的旧市街大门前，这场战斗已经持续多久了？

  　私は拮抗した戦場に苛立ち、爪をパキリと噛み砕いた。業火に囲まれるこの旧市街大門前での戦いは既にどのくらいの時間が経ったのだろう。

  

  只要再一次、只要再一次轰炸就好！因为已经出现破绽，所以令人焦急。

  　あと一回、あと一回爆撃が為ればいい！　綻びは既に生まれているからもどかしい。

  

  明明已经可以看见终点就在那扇门的裂缝另一侧！

  　終わりはあの門の裂け目の向こうに見えているのに！

  

  

  「克沃特拉在做什么啊！」

  「クォートラは何をやっているんだ！」

  

  

  我忍不住脱口而出，身旁的吉耶尔仰望天空，喃喃说道。

  　たまらず吐き捨てた私の横にいたキエルが、空を見上げながら言葉を零す。

  

  他抬头仰望的夜空，水平线的另一端带着白色。

  　見上げた夜空は水平線の向こうに白みを帯びていた。

  

  

  「天色……要亮了……」

  「夜が……明ける……」

  

  

  就在吉耶尔如此低语的同时——

  　そんなキエルのつぶやきと同時だった。

  

  主战场的方向升起白色光柱，响起剧烈的冲击声。

  　主戦場の方角で白い光の柱が立つのと激しい衝撃音が響いたのは。

  

  

  

  

  

  

  

 
  ＃１１１　墜落

  ＃111　坠落

  　

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  「……所以，你才会前往巴尔塔吧？」

  「……それで、聖剣はバルタに向かったのでしょう」

  

  

  梅亚摇晃着酒杯，微微一笑这么说道。

  　メーアはワイングラスを揺らしながらにわかに微笑んでそう言った。

  

  坐在对面的亚文听到这句话，同样将杯子里的茶一饮而尽，笑着回答：

  　対面に坐するアーバーンはその言葉に、同じくコップに注がれた茶を飲み干したのち笑って答える。

  

  

  「是啊。」

  「ああ」

  

  「真亏圣铠骑士团会允许你离开呢。明明正在和我的军队对峙。」

  「よく聖鎧騎士団が許しましたわね。わたくしの軍とにらめっこの最中だというのに」

  

  「亚拉达恩大叔拿我没办法。我们勇者奉王命在战场上拥有最高权力。只要说要离开就能离开。如果不是这样，我怎么可能一个人待在这种地方？」

  「アルアダンのおっさんにはどうしようもねえよ。俺たち勇者は王の命で戦場の最高権力を持たされてる。出かけると言えば出かけられる。そうでなくっちゃあ俺が一人でこんな場所に居るわけないだろ？」

  

  「话是这么说没错，不过你之所以会在这里，我猜圣铠骑士团并不知情，对吗？」

  「それもそうですが、貴方が此処に居るのは、聖鎧騎士団は知らないと踏みましたが如何？」

  

  「嗯，你猜对了。」

  「ま、大当たりだ」

  

  

  梅亚放下酒杯，呵呵一笑。

  　メーアはグラスを置くとふふんと笑う。

  

  亚文对亚拉达恩说要外出侦察，然后来到这里。梅亚则迎接他入内。

  　アーバーンはアルアダンに偵察に出てくると言い残してこの場に来た。そしてメーアはそれを迎え入れた。

  

  仿佛早就知道亚文会来，而且两人毫无敌意地交谈，透露出他们之间有某种默契。

  　まるでアーバーンが来ることが分かっていたかのように、そして敵意ももたずに会話をするこの二人の中にはある談合があるのだと匂わせていた。

  

  没错，梅亚和亚文。这两人早已没有继续战斗的意思，也没有意义。

  　そう、メーアとアーバーン。この二人に最早戦闘を継続する意思はない。する意味もないのだ。

  

  双方的目的都已经逐渐达成。接下来只剩下如何让这场战争结束。

  　両者の狙いは既に達成されつつある。あとはどうこの戦争に決着をつけるか、という点においてのみが残されているだけだ。

  

  因此，可以说主战场的战斗已经结束了。只要随便对峙，之后就会自动结束，事情就是这么简单。

  　故に主戦場の戦いはもう終わったと言ってよかった。適当に睨みあいさえしていれば、あとは勝手に上がやってくれる、そういう手はずだった。

  

  所以双方都在等待。等待巴尔塔的战斗结束。

  　だから両者は待つ。バルタでの戦いが終わるのを。

  

  

  「不过法尔托玛雷和你都很贪心呢。你打算把圣剑送到巴尔塔，以胜利结束战争吧？」

  「でもファルトマーレもあなたも欲深いですわね。聖剣をバルタに送って、勝ち戦で戦争を終えたいのでしょう？」

  

  「虽然也有这个原因，但这样太不公平了。」

  「まあそう言うのもあるが、釣り合いも取れねえしな」

  

  「不公平？」

  「釣り合い？」

  

  「根据我的预测……小库已经死了。所以至少要让佛鲁托纳报仇。战争的火势延烧到巴尔塔是彼此都没想到的事，所以要利用你们的失误来取得平衡。这是理所当然的吧？」

  「俺の予想だが……クーちゃんはもう死んでる。だからせめてフォルトナには敵討ちをやらせたいのさ。バルタにまで戦いの火が及んでるのはお互い予想外だ、そっちの手違いをこっちの利にして釣り合わせる。当然だろ？」

  

  

  听到亚文的发言，梅亚挥了挥手表示「嗯，是这样没错」。圣女应该死了吧。安德列寄到艾尔克罗的报告也有传到梅亚耳中。她认为做得很好。虽然不知道是怎么做的，但那个小女孩除了圣弓以外，还杀了圣女。

  　アーバーンの言葉にメーアはまあ、そうですわねと腕を振った。聖女は死んだだろう。エルクーロの所に寄越したアンドレオからの報告でメーアの耳にも入っていた。よくやったものだと思っていた。どうやったのかは知らないが聖弓に加えて聖女まで殺したのだ、あの小さな娘は。

  

  面对表情从容的梅亚，亚伯恩稍微把身体探出桌面，露出恶作剧的笑容。

  　余裕の表情のメーアにアーバーンは少しだけ机に身を乗り出し悪戯っぽく笑って見せる。

  

  

  「而且，听说你也把棋子派到巴尔塔去了。虽然不知道你有什么企图，不过我们彼此彼此。」

  「それに、あんたもバルタに駒を寄越したって話聞いてるぜ。何を狙ってるのか知らんがお互い様だろ」

  

  「哎呀，你的消息真灵通。老实说，好不容易把巴尔塔推到眼前，我想要得到多少有贡献的证明。如果安德列顺利攻下巴尔塔，对我也有好处。」

  「あら、耳がいいのですわね。正直折角バルタまで押し込んだのですから、多少は貢献したという証を得たいと思いまして。あわよくばアンドレオがバルタを落としたという形になれば、それはそれでわたくしの利になりますもの」

  

  「如果安德列没攻下呢？」

  「アンドレオが落とせなかったら？」

  

  「无所谓。反正没有损失。不是0就是1，不会是负数。」

  「別に構いませんわ。不利益はないですし？　０か１か、マイナスにはなりませんわ」

  

  

  两人有如眺望游戏盘面般笑着交谈。

  　まるでゲームの盤上を眺めるかの如く、両名はそう話しては笑う。

  

  魔族四天王和勇者在战争背后谈笑风生。异样的光景。

  　魔族の四天王と勇者が戦争の裏で談合し笑う。異様な光景。

  

  这两人明显在背地里勾结。

  　この二人が裏でつながっていたことは明白であった。

  

  

  梅亚一边把红酒倒进空了的酒杯，一边用手撑着脸颊，抬起眼睛看着亚伯恩。

  　メーアはカラになったワイングラスに赤いワインを注ぎながら、頬杖をついてアーバーンを上目遣いに見る。

  

  

  「……不过，圣剑会赢吗？」

  「……ですが、聖剣は勝てますかしら」

  

  「嗯？什么意思？」

  「ん？　どういう意味だ」

  

  「攻打巴尔塔的是魔将军克莱儿……那孩子不好对付。毕竟艾库罗很疼爱她。而且她还有我可爱的妹妹当部下，圣剑还撑得住吗？」

  「バルタを攻めているのは魔将軍ココット……あの子は一筋縄ではいきませんわ。エルクーロが可愛がっているんですもの。それにあれの部下にはわたくしの可愛い妹もいるのですが、聖剣は死なずにいられますの？」

  

  

  面对梅亚挑衅的话语，亚伯恩笑着回答：

  　そんなメーアの挑発的な言葉に、アーバーンは笑いながら答えた。

  

  

  「她十之八九不会输吧。虽然对你很不好意思，但佛鲁托纳在我们勇者之中——是最强的。」

  「まあ十中八九負けねえだろうな。アンタにゃ悪いがフォルトナは俺たち勇者の中じゃ――最強なもんで」

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  

  在巴尔塔的战场上挥舞战鞭的安德列欧，终于要突破巴尔塔的防卫网了。

  　バルタの戦場で戦鞭を振るうアンドレオは、いよいよもってバルタ防衛網を突破せんとしていた。

  

  将战力集中于一点来突破防卫线的作战，因为敌人一如克莱儿的预料，以散开的阵形包围，所以进行得很顺利。

  　戦力の一点集中による防衛線の突破は、敵がココットの予想通り散会し包囲の形をとってきていることでつつがなく進行していた。

  

  

  

  「真脆弱啊。克莱儿说得没错。接下来只要穿过防卫阵形，突破巴尔塔大门，攻陷教皇厅就好。梅亚大人也会很开心吧。」

  「脆いなあ。ココットの言う通りだ。後は防衛陣を抜けてバルタ大門を突破し教皇庁を落とす。メーア様もお喜びになるだろう」

  

  

  安德列欧用手掌拍打战鞭，眺望战场。

  　アンドレオはぱしぱしと鞭を掌で叩きながら戦場を眺める。

  

  战场音乐的曲调仍未改变，依旧演奏着雄壮的乐曲。魔族们持续压制人类，防卫阵形出现破绽。

  　戦場音楽は未だ曲調を変えず勇壮な音楽を奏でている。魔族達は人間たちを押し込み続け、防衛陣にほころびが見受けられた。

  

  即使那是为了引诱我方而刻意制造的破绽，也正中下怀。

  　それがこちらを誘い込むために敢えて作られた綻びだとしても、こちらの狙い通り。

  

  

  「不过米莱儿打算何时出战……？是打算在我们突破包围的同时出击吗？……算了，现在只能继续前进！」

  「しかしココットはいつ出てくるつもりだ……？　我々の突破と同時の腹積もりか？　……まあいい、今は進むのみ！」

  

  

  安德列至今仍不晓得克莱儿已经抵达大门一事，正打算下达前进指令时，副官前来向他报告。

  　ココットが既に大門に到達していることを戦場の喧騒で未だ知らずのアンドレオは前進指示をかけようとして、副官の報告を聞いた。

  

  副官表示，战场上出现了新的敌人。虽然没料到事到如今还会出现援军，但为时已晚。

  　曰く、戦場に新たな敵が現れたとのことだ。ここにきて援軍とは予想だにしていなかったが、もう遅いだろう。

  

  安德列心想，反正把援军也交给克莱儿处理就好，于是要副官别放在心上，但战场上的状况突然出现变化，让他不禁皱起眉头。

  　援軍含めてココットに押し付けてしまえばいいと考えたアンドレオは副官に気にしないよう言うが、突如として戦場の様子が変わったことで眉根を寄せた。

  

  

  「敌人的士气提升了……」

  「敵の士気が上がっている……」

  

  

  直到刚才为止，都还是单方面的战斗，尽管人数上还是我方占上风，但敌人的士气应该很低落才对。他们的动作也很奇怪。包围阵形的行动变得迟缓……不对，不是这样。是改变了。

  　先ほどまでは一方的な戦であり、未だ数で勝る人間であったが士気は低下していた筈。動きもおかしい。包囲陣形の動きが悪い……いや、ちがう。変わった。

  

  这个动作并非为了包围。

  　この動きは包囲をするためのものではない。

  

  

  「发生什么事了……援军是什么？……什么！」

  「何が起きている……援軍とはなんだ？　……なにっ」

  

  

  安德列眺望敌军，发现有一匹马从敌军之中笔直地朝这里而来。

  　敵軍を眺めていたアンドレオは敵軍の中を一直線にかけてくる馬を目に捉えた。

  

  跨坐在那匹马上的是一名年轻男子，但敌人的防卫网却像是要让那名青年通过般，开出了一条路。

  　その馬に跨るのは年若き青年、しかしその青年の行く道を開けるように敵の防衛網に穴が開いたのだ。

  

  从背后现身的那名青年身后，还跟着几名骑士。

  　背後から現れたあの青年の後ろには何人かの騎士も随伴している。

  

  

  安德列看到那名年轻人的脸后，瞪大了双眼。

  　その若者の顔を見てアンドレオは目を見開く。

  

  那是一名黑发，发尾染成红色，长相中性的年轻人。不会错，是佛鲁托纳。

  　黒髪に毛先に朱が入った中性的な顔立ちの若者。間違いない。フォルトナだ。

  

  

  「为什么圣剑会出现在这里……我什么都没听说啊！」

  「何故この場に聖剣が……私は何も聞いちゃいないぞ！」

  

  

  安德列急忙跨上附近的魔马，朝着在战场上奔驰的佛鲁托纳而去。

  　アンドレオは近くの魔馬に急ぎ跨ると戦場を駆けるフォルトナへ向かった。

  

  接着他用力挥舞战鞭，朝着佛鲁托纳眼前挥出一击。

  　そして大きく戦鞭を振るうと、フォルトナの眼前に一撃を放つ。

  

  战鞭在佛鲁托纳的一步前方劈开地面，划出一道线。

  　フォルトナの一歩先に叩きつけられた戦鞭は地面を切り裂き一筋の線を生み出した。

  

  佛鲁托纳让嘶鸣的马匹冷静下来，望向挥出战鞭的方向，接着注意到朝自己接近的安德列，于是拔出背在背上的剑。

  　フォルトナは嘶く馬を落ち着かせると戦鞭の放たれたほうを見やり、自分に近づくアンドレオに気づくと背中に背負った剣を抜き放つ。

  

  安德列的战鞭发出划破空气的声音，代替招呼飞了过来，佛鲁托纳用剑挥开。。

  　続けざまにあいさつ代わりのアンドレオの戦鞭が風を切る音を立てて飛来し、それをフォルトナは剣で振り払った。

  

  

  「魔将军安德列……你就是攻打巴尔塔的指挥官吗！」

  「魔将軍アンドレオ……貴様がバルタ攻めの指揮官か！」

  

  「哈！你可以这么想！事实上这场战争已经在我掌中了！」

  「ハ！　そう思ってもらっていいさ！　事実この戦は我が掌の上！」

  

  「你在说什么！小库在哪里！」

  「何を言っている！　クーは何処だ！」

  

  「谁知道！我这边也有很多疑问，不过现在似乎只能把你的首级当成战功了！勇者的首级应该值和巴尔塔同等的价钱吧！」

  「さあね！　こちらにも疑問は多々あるが、今は手柄としてその首を頂くほかないらしい！　バルタ並みの値打ちだろう、勇者の首は！」

  

  「我没时间跟你胡闹！」

  「貴様とふざけている暇などない！」

  

  

  并排的佛鲁托纳与安德列在马上以剑交锋。

  　横並びになったフォルトナとアンドレオは馬上にて剣戟の応報を浴びせ合う。

  

  不久，双方从马背上跳到地面，拉开些许距离摆出架势。

  　やがて両者は馬上から地面に降り立つと、やや間隔をあけて構えた。

  

  安德列咧嘴一笑，望向佛鲁托纳。

  　アンドレオはにやりと笑ってフォルトナを見る。

  

  武器的攻击范围是自己占上风，只要不让对方进入攻击范围，不管圣剑再怎么厉害也无计可施。而且不管佛鲁托纳再怎么强，也不可能躲过安德列的战鞭进入攻击范围。

  　得物のリーチはこちらが上、間合いに入らせさえしなければいかな聖剣とて手も足も出まい。そしていくらフォルトナが強かろうがアンドレオの戦鞭を躱して間合いに入ることなど不可能。

  

  

  佛鲁托纳似乎也明白这一点，紧闭着嘴一动也不动。

  　フォルトナもそれが分かっているのか、口を一文字に結んだまま動かずにいた。

  

  咧嘴一笑的安德列认为自己胜券在握，以惊人的气势挥舞鞭子。佛鲁托纳面对威吓的行动也毫不畏惧，握紧圣剑的剑柄施力。

  　にやりと笑ったアンドレオは勝てると踏んで鞭を恐ろしい勢いで振り回す。威嚇めいた行動にも怯えを見せないフォルトナは、握った聖剣の柄に力を込めた。

  

  

  「虽然出乎意料，不过我正在赶路……就一口气突破吧！」

  「想定外の遭遇だが、急いでいるんだ……一気に突破させてもらう！」

  

  

  佛鲁托纳大喊，将剑高举过头。刹那间，白剑开始散发出耀眼的光辉。

  　フォルトナは叫ぶと上段に剣を構える。刹那、白き剣に眩い輝きが宿り始める。

  

  安德列察觉到，那一击足以毁灭自己的肉体。不过身为巫妖的自己，以及尸体聚集的这个战场，他扬起嘴角。

  　アンドレオは察する。あの一撃は自分の肉体を滅ぼし得るものだと。だが、リッチである自分と死体の多く集まるこの戦場ならばと口角を吊り上げる。

  

  然而，这是个错误。安德列认为佛鲁托纳摆出架势的动作是破绽，对自己的不死性过度自信，朝佛鲁托纳发动突击。

  　しかし、それは過ちであった。構えたフォルトナの動きを隙と捉え、己の不死性を過信しフォルトナへ突撃するアンドレオ。

  

  

  「就算被杀一次，对我来说也不痛不痒！」

  「例え一度殺されたところで私にしちゃあ何でもないのさ！」

  

  

  佛鲁托纳凝视着安德列，深深吐了口气后，一口气爆发力量。

  　そんなアンドレオを見つめながら、深く息を吐いたフォルトナは一気に力を爆発させる。

  

  

  「我学过巫妖的特性，安德列！」

  「リッチの性質は学んでいるよ、アンドレオ！」

  

  

  圣剑挥下，从底部释放的奔流化为白色柱子，吞噬了安德列。

  　そして振り下ろされた聖剣。底から放たれた奔流は白き柱となってアンドレオを飲み込むのだった。

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  「那道光是什么……白色的、火焰……！？」

  「なんだあの光は……白い、炎……！？」

  

  

  黎明的光芒在巴尔塔的水平线上朦胧地亮起。

  　夜明けの光がバルタの水平線に朧気に灯ってきたころ。

  

  我目睹从主战场的方向升起，划破黑夜的天空的闪光柱，瞪大双眼喃喃自语。

  　私は主戦場の方角で立ち上る、宵闇の空を切り裂くような閃光の柱を目の当たりにして目を丸くしながら呟く。

  

  发出尖锐声响的闪光明显不是对自己有利的东西。

  　甲高い音を放つそれは明らかに自分に利をもたらすものではないことが感じられた。

  

  互砍的索夫等人似乎也看见了光柱，他们知道事情非同小可，暂时拉开距离，来到我身边。

  　斬り合うゾフ達も光の柱を見たらしく、ただ事ではないとして一度距離をとり、私の隣にやってくる。

  

  

  「那道光非同小可。」

  「あの光、ただごとじゃねえ」

  

  「看着那道光，心情就变得很不舒服……心脏好像被揪住一样……！」

  「見ていて気持ちの悪くなる光ですわ……心臓が締め付けられるような……！」

  

  「主战场发生了什么事……嗯，这是……！」

  「主戦場で何があったんだ……ん、これは……！」

  

  

  我竖起耳朵。

  　私は耳を澄ませる。

  

  主战场不断传来我们乐队的曲调。曲调变了。

  　主戦場から絶えず響いてきていた我が音楽隊の曲調。それが、変わっている。

  

  我听到后瞪大双眼，咬紧牙关。

  　それを聞いて私は目を見開き、歯を食いしばった。

  

  曲调改变的意义是……「安德列将军战死，战线压倒性不利，撤退」。

  　変わった曲調の意味は……「アンドレオ将軍が戦死、戦線は圧倒的不利、撤退する」の意味なのだから。

  

  

  

  「呜、咿……怎么可能！」

  「ぐ、ぎ……馬鹿なッ！」

  

  

  我气得直跺脚，咬牙切齿到臼齿都要碎裂，同时不断踩踏地面。

  　私は地団駄を踏んだ。奥歯が砕けんばかりに食いしばりながら何度も地面を踏みつけた。

  

  

  「安德雷欧那个蠢货！我都安排得那么周全了，他竟然擅自送死！巫妖的长处不是不会死吗！」

  「アンドレオの愚図野郎ッ！　あれだけお膳立てしてやってなにを勝手に死んでいる！　リッチは死なずが取り柄ではなかったのか！」

  

  

  可恶、可恶！头好痛！安德雷欧这个没用的家伙，竟然这么轻易就死了！去死吧！

  　くそっ、くそっ！　頭が痛い！　使えないアンドレオめ、簡単に死にやがって！　死んでしまえ！

  

  不，冷静点。这种时候更要冷静。安德雷欧好歹也是魔将，死得太早了。

  　いや、落ち着け。こういう時こそ落ち着け。アンドレオとて魔将軍。死ぬにはあまりにも早すぎる。

  

  更何况，他若是察觉到情势不利，应该会立刻用音乐通知我们。既然如此，就是发生了意料之外的事态。虽然不知道是什么，但确实发生了意料之外的事态。

  　まして不利を悟ればすぐさま音楽の知らせがあるはずだった。であれば不測の事態。何かは分からないが、不測の事態が起きた。

  

  那会怎么样？想想结果吧。

  　それでどうなる。結果を考えろ。

  

  安德雷欧一死，主战场的那些人就会过来这里，我们会被夹击。

  　アンドレオが死ねば主戦場の連中はここに来る。我々が挟撃される。

  

  

  「混账东西！」

  「くそったれがッ！」

  

  

  我狠狠瞪向大门。虽然门上还留有烧焦的痕迹，但没有脆弱到烧毁的程度。

  　私はギロリと大門を睨みつける。未だ焦げ付いていて燃えてはいるが燃え落ちてくれるほどやわではない。

  

  已经没有时间了。

  　最早猶予はなくなった。

  

  就在我打算再次对索夫等人下令时，我听见头上传来振翅声，以及遮蔽阳光的影子。

  　そこで私は再度ゾフらに命令を下そうとして、頭上の羽音と覆い隠すような影を見た。

  

  

  「公主！」

  「姫！」

  

  

  从我身后飞来的克沃特拉用变了脸色的嗓音呼唤我。

  　私の後ろに飛来したクォートラが血相を変えた声色で私を呼んだ。

  

  

  「克沃特拉……！？你、你来做什么！连炸弹都没带！我命令你去————」

  「クォートラ……！？　何を、何しに来た！　爆弾も持たずに！　私が命令したのは――――」

  

  「是圣剑！出现在主战场的是圣剑勇者佛尔多拿！」

  「聖剣です！　主戦場に現れたのは聖剣の勇者フォルトナです！」

  

  「什么————」

  「んなッ――――」

  

  

  圣剑勇者佛尔多拿————他来到巴鲁塔了吗？

  　聖剣の勇者、フォルトナ――――それがここバルタに来たというのか。

  

  那么安德列的死也不是不能理解。但是，为什么！？他出现在主战场……难道主战场的乌迦古罗那大人已经败北了吗！？

  　ならばアンドレオが死んだのは頷けなくもない。だが、何故！？　奴は主戦場に……まさか主戦場のウラガクナ様は既に敗れたというのか！？

  

  

  「喂，臭吸血鬼，就算对手是圣剑，那个安德列也会死吗？他是巫妖耶。」

  「おいクソヴァンパイア、いくら相手が聖剣だからってあのアンドレオは死ぬのか？　リッチだよな」

  

  「应该会死吧。我记得圣剑的力量是能砍到想砍的东西，这种任性的能力。他应该是连同那个讨厌的巫妖灵魂一起被砍断了吧。」

  「死にますでしょうね。聖剣の力は確か斬りたいものを斬るとかいうクソ我儘なモノだったはず。あのいけすかねえリッチの魂ってやつごとぶった切られたって事なんでしょーよ」

  

  

  佐夫和托涅在交谈，我握紧拳头。

  　ゾフとツォーネが何やら話している。私は拳を握りしめていた。

  

  大门尚未破坏，也无法突破。主战场的诱饵安德列已死，我军借给他的部队也撤退了。主战场的敌军挟击我们，和勇者一起。最糟糕的发展接二连三出现，最后浮现在脑海中的字眼，让我感到无比烦躁。

  　大門は未だ破壊できず、突破もかなっていない。主戦場の囮であったアンドレオは死に、貸し与えていた我が軍は撤退。主戦場の敵軍は我々を挟撃してくる。勇者と共に。最悪の展開が次々とはじき出され、最後に頭の中に浮かんだ言葉が、私をどうしようもなくイラつかせた。

  

  我不想说出口，也不想思考。

  　口にしたくない。考えたくもない。

  

  因为已经无计可施……！

  　これ以上どうしようもないからと言って……！

  

  

  「撤退什么……！」

  「撤退などォ……ッ！」

  

  「不行，公主，撤退吧！已经到此为止了！」

  「いけません姫、撤退を！　もはやこれまで！」

  

  「我不要！我来这里是为了什么！明明只差一点了……！」

  「嫌だ嫌だっ！　何のためにここまで来た！　あと少しだっていうのに……！」

  

  

  我不要撤退！都走到这一步了，你们是想看我吃苦头吗？想看我尝到辛酸吗？我不要！

  　撤退なんか嫌だ！　ここにきて舐めるのか？　苦汁を？　辛酸を？　嫌だ！

  

  只要能走到那扇门的另一头，一切就结束了！我来这里不就是为了这个吗？我要让一切结束，然后我也要结束一切！

  　あの門の向こうにさえ行けば、全部終わる！　その為に来たんだろう？　全部終わらせて私も何もかも終わらせて！

  

  只要能破坏那扇门，走到门的另一头……！

  　あの門をぶち壊して、向こうに行きさえすれば……！

  

  

  「我就能见到她了……！」

  「あの子に、会えるのに……！」

  

  

  我像是在寻求依靠似地朝大门伸出手。

  　縋るように私は大門に手を伸ばす。

  

  这时，有人紧紧抓住我的手。

  　そんな私の伸ばした手を、ギュッと掴まれた。

  

  我回过神来，发现琪雅儿从魔马上跳下来，用颤抖的双眼紧抓着我的手。

  　はっとしてみれば震える目をしたキエルが魔馬から降りて私の手を掴んでいたのだ。

  

  在我说出「你做什么」之前，琪雅儿便将我的手拉到自己胸前，用双手紧紧握住。

  　何を、と言う前にキエルは私の手を自分の胸に引き寄せて、両手でぎゅっと握りしめた。

  

  

  「克莱儿！你冷静一点……我明白你的心情，可是……！可是，不可以！」

  「ココット！　落ち着いて……気持ちは分かります、けど……！　でも、ダメです！」

  

  「不可以是什么意思！你不是也一起看了澪的遗容吗！」

  「ダメってなんだよっ！　お前だってミオの死に顔を一緒に見ただろう！」

  

  「不可以……被死者附身！」

  「死者に憑りつかれちゃ……ダメなんですよっ！」

  

  

  听到琪雅儿这句话，我更加咬牙切齿地瞪着她。

  　キエルの言葉に私はなお歯を食いしばって睨みつける。

  

  

  「你懂什么……」

  「貴様に何がわか……」

  

  

  我话说到一半，便因为看到琪雅儿直盯着我的双眼，而说不出话来。

  　そう、言いかけて。私の瞳をじっと見るキエルの瞳を見て私は口籠る。

  

  她一副像是失去重要之人的样子，践踏着我的心情。我因此怒火中烧。不过，她说得没错。

  　大切な者を失った悲しみを知った風に踏みにじられてと頭に血が上った。だが、そうだった。

  

  我想起在外塔那的战斗。骑士赛昆是个强到可怕的对手。他中了我的计而死。

  　思い出す。アウタナでの戦いを。恐ろしいまでの相手だった騎士セグン。私の策にはまって死んだ騎士だ。

  

  原来如此。杀死琪叶重要家人的……是我。

  　そう、か。キエルの大切な身内を殺したのは……私だ。

  

  

  「对不起，琪叶……对、不起……原谅我……我、我……」

  「すまないキエル……すま、ない……ゆるして、くれ……わた、私は……」

  

  

  我脱口而出的是道歉。杀死赛昆时，我在想什么？我应该很高兴，琪叶也尝到心爱之人被夺走的悲伤。

  　口に出たのは、謝罪の言葉。セグンを殺した時の私は何を思った？　愛するものを奪われた悲しみをキエルにも与えられたと喜んでいたはずだ。

  

  但是现在，琪叶抛开悲伤为我担心。她劝告我这个仇人，不能被心爱之人的死缠住。我这辈子第一次有这种感觉，不知道该说什么，只好开口道歉。

  　だが今は、キエルがその悲しみを振り切って私を心配していること。仇であるはずの私に、愛するものの死に憑りつかれてはいけないと諭す姿に、今生で初めて覚える感覚が溢れてきて、選ぶ言葉も無いままに謝罪を口にしてしまったのだ。

  

  这是很久以前就遗忘的感觉。没错……是罪恶感。

  　これは、久しく忘れていたこの感覚はそう……罪悪感だった。

  

  我狼狈地低下头，感觉到琪叶握着我的手更用力了。

  　狼狽えて俯いた私は自分の手を握るキエルの手に力が入ったのを感じた。

  

  她慢慢对我点头。感觉像是在暗示我，现在有更重要的事要做。

  　キエルはゆっくりと私に頷いて見せた。そんな事より今はすべきことがあると暗に訴えているように感じた。

  

  

  「现在的我，不希望你死。」

  「今の私は、貴女に死んでほしくないんです」

  

  

  琪叶这么说。

  　キエルはそう言ったのだ。

  

  你愿意原谅我吗？——我回握着仿佛在对我这么说的琪耶尔的手。

  　許すって言うのか、私を。死者に引きずられるなと、生きている隣人を大切にしろと、そう言っているようなキエルの表情に私はキエルの手を握り返す。

  

  

  『我喜欢克莱儿，也喜欢琪耶尔！我最喜欢现在跟大家在一起的时光了！』

  『ココットも、キエルもすき！　みんなといっしょにいきているいまがだいすき！』

  

  『我也是哦，澪。我跟琪耶尔还有大家，会永远在一起的。』

  『私もだよ、ミオ。私もキエルも皆も、ずっと一緒にいるさ』

  

  『欸嘿嘿……我好开心哦。呐，我知道克莱儿是跟坏人战斗的人……所以你不要死哦。绝对、绝对不可以死掉哦。』

  『えへへ……うれしいな。ね、わたしココットがたたかうひとなの……しってるよ。だからしなないでね。ぜったいぜったい、しんじゃだめだよ』

  

  

  我脑中突然回想起澪生前对我说过的话。我再次看向琪耶尔的眼睛。

  　在りし日のミオとの会話が唐突にリフレインする。そして改めてキエルの瞳を見た。

  

  澪要我不要死。雷米要我活下去。而琪耶尔也一样。

  　ミオは私に死ぬなと言った。レイメは私に生きろと言った。そしてキエルもまた。

  

  我不想失去这家伙。我、我怎样都无所谓。但是，我不想再因为我的过错而波及其他人了。我不想再失去活下去的理由了。

  　こいつも、失いたくない。私は、私はどうなってもいい。だが、私の過ちで巻き込むのはもうたくさんだ。生きる理由を失うのはもうたくさんなんだ。

  

  我不会再像澪那样了。我不会再犯错了。

  　ミオのようには、もうしない。間違えない。

  

  我仰望天空，紧闭双眼，将悔恨吞回肚子里。

  　私は悔しさを飲み込むべく、空を仰ぎながらぎゅっと目を閉じた。

  

  等我，澪。再等我一下下。

  　待ってろ、ミオ。もう少しだけ、待っていろ。

  

  

  我睁开眼睛，对四分音符们用力挥舞手臂，下达命令。

  　そして目を開けるとクォートラ達に大きく腕を振って命じた。

  

  

  「撤退……！」

  「撤退……する……ッ」

  

  「「「是！」」」

  「「「はっ！」」」

  

  「我不能再犯错了……就算失败，也不能再犯错……」

  「私はもう、間違えられない……失敗しても、間違っちゃ、いけない……」

  

  

  我感觉到紧咬的嘴唇滴下鲜血。

  　私はかみしめた唇から血が滴るのを感じた。

  

  我立刻统整魔族，开始建构撤退的程序。

  　すぐさま魔族をまとめ上げ撤退の段取りを構築する。

  

  就算继续像笨蛋一样转进，也只会撞上敌人。但是，我们不能使用来时的隧道，移动速度会变慢。

  　このまま馬鹿みたいに転進しても敵にぶつかる。だが来るときに使ったトンネルは使えない。移動速度が遅くなる。

  

  没办法了。

  　やむを得ない。

  

  

  「我们要大幅绕过主战场撤退！趁安德列军的残党还活着的时候逃走！隧道要爆破！」

  「主戦場を大きく迂回して撤退する！　アンドレオ軍の残党が生き残っている間にとんずらするぞ！　トンネルは爆破する！」

  

  

  我一下令，佐夫立刻前往隧道。

  　私の命令ですぐさまゾフがトンネルへと向かった。

  

  这本来是安德列失败时的保险，不过既然圣剑在，情况就不同了。只能使用装设在隧道里的炸药。

  　本来はアンドレオがしくじった際の保険だったのだが、聖剣が居るなら話は変わってくる。トンネルに仕掛けた爆薬は使うしかない。

  

  

  「你们以为逃得掉吗！」

  「逃がすと思うか！」

  

  

  迪欧尼欧大喊。他不打算放过露出撤退迹象的我们吗？

  　デオニオが叫ぶ。撤退の色を見せた我々を逃がさないつもりか。

  

  他拔剑，正要下达追击指示时，从背后传来的杀气让他转过身。

  　そして剣を抜き追撃指示をかけようとして、背後からの殺気に身を翻した。

  

  爪子掠过迪欧尼欧原本所在的位置，以三只脚站立的托古瓦发出低吼，挡住巴尔塔兵的去路。

  　デオニオが居た場所を爪が掠め、三本足で唸るトグーヴァがバルタ兵の行く手を遮るように立った。

  

  

  「托古瓦……！」

  「トグーヴァ……！」

  

  

  托古瓦回头，直盯着我。

  　トグーヴァは私を振り返り、じっと見つめた。

  

  

  「你要留下来吗……」

  「残るというのか……」

  

  

  托古瓦肯定似地用鼻子哼了一声，魔物们也跟着托古瓦并排而立。

  　トグーヴァは肯定するように鼻息を零すと、魔物たちもトグーヴァに続くように立ち並ぶ。

  

  

  「区区魔物竟敢挡路！为了保护区区幼女！」

  「魔物風情が壁となるか！　たかが幼女を守るために！」

  

  

  迪欧尼欧气愤地派出士兵，魔物们也发出咆哮迎击。

  　デオニオが憤り、兵を放つ。魔物たちも咆哮を上げて迎え撃ち始める。

  

  魔族们挺身殿后，与人类们展开混战。他们不可能白费力气，因为这是曾与我同甘共苦的托古瓦的觉悟。

  　身を挺して殿を務める魔族達と人間どもの乱戦。無駄にできようはずもなかった。私と辛酸を舐めた輩であるトグーヴァの覚悟なのだから。

  

  没时间了，得快点才行。

  　時間がない。急がなくては。

  

  

  「能逃的话就快逃……我不想失去朋友。」

  「逃げられるのならば逃げて来てくれ……私は友を失いたくない」

  

  

  我这么告诉托古瓦，他便发出一声大吼，朝迪欧尼欧冲了过去。

  　そう、トグーヴァに告げれば、トグーヴァは大きく咆哮を上げてデオニオへと突貫していった。

  

  我们背对他的身影，拔腿离开大门。

  　その姿に背を向けて、我々は大門を離れるように駆け出した。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  在距离大门相当远的地方，难民们还在战场上徘徊。

  　大分大門から離れた場所ではいまだに難民が戦場をうろうろしていた。

  

  他们已经不知道该去哪里才好了。

  　最早どこに行けばいいのかもわからない様子だった。

  

  我们与从隧道出来的索夫会合，得知爆破准备已经完成之后，便看见龙人们飞上天空，朝大门而去。

  　トンネルから出てきたゾフと合流し爆破準備が整った事を受けると、上空をドラゴニュート達が大門へ向かっていくのが見えた。

  

  

  「那些家伙……！」

  「あいつら……！」

  

  「由于我让部下们搬运货物，所以只有我前来迎接公主。至少赌上我们龙人的志气，破坏大门吧。」

  「我が部下には荷を運ばせておりました故、火急の用とあって私めのみ姫を迎えに参ったのです。せめて大門だけでも我らドラゴニュートの意地にかけて破壊してみせましょう」

  

  

  所以现在要先逃走吗？这下子少了一个后顾之忧。感谢你，库尔特拉。

  　だから今は逃げる、ということか。憂いが一つ減った。感謝するぞ、クォートラ。

  

  在短暂的沉默之后，大门的方向传来爆炸声。那些家伙干得好啊！

  　しばしの沈黙の後、大門の方で爆発音が聞こえてきた。やったてくれたか、連中は！

  

  虽然想确认，但既然还没排除敌兵，就只能先骚扰他们了。不管怎样，要突破大门，就必须先排除迪欧尼欧等圣歌队。要是敌人趁我们做这些事时从背后攻来，那才是真正的败北。

  　確認したいところだが、敵兵の排除はなっていない以上嫌がらせに留めておくしかない。どちらにせよ大門の突破はデオニオら聖歌隊の排除が不可欠。そんなことをしている間に背後から敵が来ればそれこそ敗北だ。

  

  既然如此，应该判断该做的事已经结束了。虽然很可惜，但只要把下次的布局留下来，我就能说服自己了。

  　ならば。やる事は終わったと判断すべきだ。名残惜しいが次への布石は置いていくことで自分を納得させる。

  

  

  「索夫！炸掉它！」

  「ゾフ！　爆破しろ！」

  

  「是！」

  「へい！」

  

  

  索夫立刻命令部下，过了一会儿，地面开始摇晃，接着地面裂开，爆炸火焰随着轰隆声喷出。

  　すぐさまゾフが部下に命じ、少しの間をおいてから地揺れが、そして地面が割けて轟音と共に爆炎が噴き出した。

  

  很好，这样应该就能阻止迪欧尼欧等人的追击部队了。虽然祈祷魔物们能顺利逃走……但我必须做好觉悟。

  　よし、これでデオニオらの追撃部隊は足止めできるはずだ。魔物たちも逃げおおせてくれることを祈るが……覚悟は決めておかねばならない。

  

  接下来只要顺利逃脱就好。虽然我不认为主战场的敌兵会轻易放过我们……

  　あとは脱出さえうまくいけば。主戦場の敵兵がただで見逃してくれるとは思えんが……。

  

  我爬上库多塔拉的背，把手伸向琪艾儿。已经不能放心让魔马载着我们了。

  　私はクォートラの背によじ登り、キエルに手を伸ばした。もはや魔馬では安心できない。

  

  琪艾儿战战兢兢地想握住我的手，但就在此时，孩子的哭声传进我们耳中。

  　キエルは恐る恐る私の手を取ろうとするが、その時子供の泣き声が私たちの耳に届く。

  

  我转头张望，发现大门那边有个小孩。他似乎在瓦砾堆的角落抱着脚哭泣，而且好像在呼唤母亲……

  　きょろきょろと首を回せば成程大門の方に子供がいる。瓦礫の隅で足を抱えて泣いているらしい。母親を呼んでいるらしいが……。

  

  这时我突然惊觉，看见吉儿正看着那个小孩。不妙。

  　そこで私はハッとする。キエルが子供を見ている。まずい。

  

  

  「喂，吉儿，你在做什么！快点拉我的手！我们快逃啊！」

  「おいキエル、何してる！　早く手をとれ！　逃げるんだよ！」

  

  

  吉儿没有拉我的手，而是朝着那个小孩跑去，让我惊讶地大喊。

  　と、キエルが私の手を取るのをやめてその子供めがけて走っていったのを見て私は驚き、叫ぶ。

  

  

  「笨蛋！别管他！先担心自己的命吧！反正他没救了！」

  「馬鹿！　捨て置け！　自分の命の心配をしろ！　どうせ助からん！」

  

  「我马上回来！」

  「すぐ戻りますから！」

  

  「吉儿！不行啊，吉儿！」

  「キエル！　ダメだキエル！」

  

  

  吉儿听到我的声音立刻折返，但我还是再三叮咛她，她还是跑向小孩，拉起他的手。小孩虽然看起来非常害怕，不过一发现对方是吉儿，就再次哭了起来。吉儿缓缓摸着他的背，似乎是在叫他往大门的方向走。她频频指着某个方向，似乎在跟小孩说话。

  　キエルは私の声にすぐ戻ると重ねて念を押し子供の所まで走って行くと、その手を取った。子供は酷く怯えた様子を見せたが、相手が人間であるキエルだと分かると再び泣き始めた。キエルはゆっくりその背をさすりながら門の方へ行くように言っているらしい。しきりに指さして何かを言っている。

  

  吉儿，快点回来啊……就算去救难民，也没有任何意义啊！

  　早く来い、キエル……難民なんか気にした所で意味などないだろうに！　

  

  

  「地盘已经开始崩塌了啊！」

  「もう地盤の崩落は始まっているんだぞ！」

  

  

  我用几乎喊到喉咙痛的声音，大声呼唤吉儿。

  　私は喉が痛むほどの大声で叫びキエルを呼ぶ。

  

  吉儿这时正拉着小孩的手，缓缓让他站起来。石造的地面到处崩塌，而且还有火在燃烧。太危险了。

  　キエルは未だに子供の手を取ってゆっくり立ち上がらせている所だ。石造りの地面はいたるところが崩落し、火も上がっている。危険すぎる。

  

  这时母亲来了，把孩子带走。确认孩子和母亲一起跑走后，她才终于转向我。真是吓死我了。

  　そこへ母親が来て子供を連れて行く。キエルは子供が母親とともに駆けだしたのを確認してやっと此方を向いた。ヒヤヒヤさせてくれる。

  

  然而，当她想回来时，被随后爆炸而陷落的道路挡住了。

  　だが、キエルは戻ってこようとしたところで直後爆発で陥没した道に阻まれる。

  

  

  

  

  惊慌失措的她看向我，但我和她之间的道路已经完全崩塌。

  　狼狽えたキエルは私に目を向けるが、完全に私とキエルの間の道は崩落した。

  

  我瞪大眼睛。

  　私は目を見開いた。

  

  

  「糟了，库托拉！去接那家伙……」

  「いかん、クォートラ！　あいつを迎えに……」

  

  

  然而，库托拉还没来得及振翅，更大的爆炸就发生，地面为之摇晃。库托拉也失去平衡，我差点从它的背上摔下去。我拼命抓住它的背，看向琪叶，和那家伙四目相对。

  　しかしクォートラが羽ばたくよりも早くより大きな爆発が起きて地面を揺らした。クォートラも体勢を崩しあわや私もその背から落ちかけてしまう。必死に背中にしがみついた私はキエルを見やり、あいつと目が合った。

  

  琪叶笑了。

  　キエルは、笑っていた。

  

  然后，她只动了动嘴，想告诉我什么。我理解她的意思，脸色大变，正要大叫……

  　そして口だけを動かし何かを私に伝える。その意味するところをくみ取った私は顔色を変えて叫びかけて……。

  

  更大的爆炸从裂缝中喷出，紧接着崩落的粉尘与爆炸火焰，掩盖了琪叶的身影。

  　一際大きな爆発が裂け目から吹き上がり、続く崩落の粉塵と爆炎はキエルの姿を掻き消した。

  

  

  「琪叶——！」

  「キエルぅうッ！」

  

  

  我发出惨叫，从库托拉的背上跳下来，滚到地上。然后我立刻站起来，想往琪叶的方向跑，但库托拉的眼神变了。

  　私は悲鳴を上げてクォートラの背から飛び降り、地面に転がる。そしてすぐに立ち上がってキエルの所へ向かおうとしたものでクォートラが目の色を変えた。

  

  

  「……！失礼了！」

  「……ッ！　ご無礼ッ！」

  

  

  随着库托拉的声音，我的身体感到飘浮感。

  　クォートラの声と共に私の身体は浮遊感を覚える。

  

  原来是克沃特拉咬着我的衣服，把我拉了上去。

  　クォートラが私の服を咥え上げていたのだ。

  

  

  「放开我，你这混账！」

  「離せこのやろうッ！」

  

  「我不放！只有你绝对不能死在这种地方！」

  「離さぬ！　貴女だけはこんな所で死んではならない！」

  

  「但是，吉尔……吉尔她！呜哇！」

  「だがキエルが……キエルがぁっ！　うわっ！」

  

  

  克沃特拉把我丢到背上，硬是让我坐在它身上。

  　クォートラに放られ無理やり背中に乗せられる。

  

  然后在我开口说话之前，克沃特拉就用力拍打翅膀。

  　そして私が何かを言う前にクォートラは大きく翼を羽ばたかせた。

  

  

  「索夫、左涅！公主就交给我！你们去指挥军队撤退！」

  「ゾフ、ツォーネ！　姫は任せろ！　軍をまとめ上げて撤退の指揮をやれいっ！」

  

  

  克沃特拉一边大叫一边上升。索夫与左涅立刻在地面上指挥军队撤退。

  　叫びながら上昇するクォートラ。地上ではゾフとツォーネがすぐに撤退の指揮にかかっていた。

  

  我拼命寻找吉尔的身影。但是因为粉尘与爆炸的火焰，到处都找不到吉尔。

  　私は必死にキエルの姿を探す。だが粉塵と爆炎でキエルの姿は何処にも見えない。

  

  我不断命令克沃特拉下降，但是它没有回应。我感觉到自己的眼角开始发热。

  　私はどんどんとクォートラの背中を叩き下ろせと命じるがクォートラは応じない。私は目尻が熱くなってくるのを感じた。

  

  不久之后，克沃特拉用力拍打翅膀，一口气上升。巴尔塔旧城区转眼间变得越来越小。

  　やがてクォートラが大きく羽ばたき一気に上昇。バルタ旧市街が見る間に小さくなっていく。

  

  我朝着下方的旧城区伸出手，大叫。

  　私は眼下の旧市街に手を伸ばし、叫んだ。

  

  

  「可恶，克沃特拉！住手，快住手！我不要啊！！」

  「くそっ、クォートラ！　やめろ、やめてくれ！　嫌だぁあっ！！」

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  克沃特拉从空中眺望着战场的情况，叹了口气。

  　空から戦場の様子を眺めながら、クォートラは溜息をついた。

  

  

  「公主，地面部队似乎顺利地从敌军主力部队的侧面通过，但是敌军会追击。不知道能不能顺利逃脱。」

  「姫、地上部隊は上手く敵主軍の脇を抜けたようですが、追撃があります。逃げ切れるかどうか」

  

  「……」

  「……」

  

  「索夫与托涅跟随在殿下之后，但是敌人的动作很快。再这样下去会被追上。就算能逃走，可能也只剩下三成左右。」

  「ゾフとツォーネが殿についていますが、敵の動きが早い。このままでは食いつかれる。逃げられても３割ほどかもしれません」

  

  「我知道……」

  「わかっているよ……」

  

  

  我也垂下眼帘，眺望下方的状况。巴尔塔兵重新组成队列，追赶撤退的我军。

  　私も伏し目がちに眼下の様子は眺めていた。撤退する我が軍を追うようにバルタ兵は隊列を組みなおしている。

  

  我知道现在我该做什么。但是……吉耶尔、吉耶尔……不见了。

  　今私のすべきことはわかっている。だが……キエルが、キエルが……いなく、なった。

  

  我把他留在敌阵了。

  　敵地に置いてきてしまった。

  

  就算不是这样，我也确实看到他被爆炸与崩塌吞没。

  　そうでなくとも爆発と崩落に飲まれるのを確かに見たのだ。

  

  他一定死了……

  　きっと、死んだ……。

  

  

  「呜……呜……」

  「うっ……うっ……」

  

  「公主……」

  「姫……」

  

  「我知道！可恶……我的眼泪，应该早就干了才对……呜、呜……」

  「わかっている！　くそっ……涙など、枯れたはずなのに……うっ、うっ……」

  

  

  吉耶尔当时要我逃走。要我担心他，笨蛋……

  　キエルはあの時私に逃げろと言った。自分の事を心配しろというんだ、馬鹿……。

  

  我拼命用袖子擦拭眼角，同时注意下方的情势，凝神细看地面上的索夫等人，想办法让他们逃走。

  　必至に目元を袖で拭いながら眼下の情勢に目を向け、地上のゾフ達を何とか逃がしてやるべく目を凝らす。

  

  

  「我先前往森林。只要进入森林，那些家伙的追击应该也会变得散漫。」

  「先んじて森へ向かいます。森にさえ入れば連中も追撃は散漫になるはず」

  

  「好……」

  「ああ……」

  

  

  我流着眼泪咬住嘴唇，在满心的懊悔与悲伤中，望向作为战场的地面。

  　涙を零しながら私は唇を噛み、悔しさと悲しさが胸を埋め尽くす中戦場たる地上を見やる。

  

  Quoteira已经准备进入森林上方。接下来只要索夫等人能逃走……

  　クォートラは既に森の上へと入ろうとしていた。あとはゾフ達が逃げられれば……。

  

  

  「呜……啊……？怎么回事，有光……」

  「う……あ……？　なんだ、光が……」

  

  

  我擦着眼睛望向地面，感觉好像看见了某种白光。

  　私は目を拭いながら地上を見ていて、何か白い光が見えた気がして。

  

  下一瞬间，我的视野被一片纯白填满。

  　次の瞬間には、私の視界は真っ白に埋め尽くされていた。

  

  

  

  尖锐的声音。

  　甲高い音。

  

  

  飘浮感。

  　浮遊感。

  

  

  风的声音、触感。

  　風の音、感触。

  

  

  我在空中坠落吗？

  　空を、落ちているのか。

  

  

  

  我望过去，发现克瓦多的翅膀受到严重损伤，白色柱子从近处飞过。

  　目を向ければクォートラの翼が大きく損傷していて、すぐ近くを白い柱が奔っていた。

  

  被击坠了……

  　撃墜、された……。

  

  然后我从克瓦多的背上被抛出，正在坠落。

  　それで私はクォートラの背から投げ出されて、落ちている。

  

  

  我会死吗？

  　死ぬ、のか。

  

  

  我可以死吗？

  　死んでいい、のか。

  

  

  

  泪水在风中干涸。即使如此，不断溢出的泪水仍模糊了我的视野。

  　涙が風に乾く感覚。それでもなお溢れてくる涙に視界がぼやける。

  

  在模糊的视野中，我看见了黑色飞行物体。那笔直地朝战场飞去，而我……

  　そんな潤んだ視界に、私は黒い飛翔体を認めた。それはまっすぐに戦場へと向かっていて、私は……。

  

  

  「啊，那个黑色的……翅膀……」

  「ああ、あの黒い……翼……」

  

  

  和那天一样的黑色翅膀。

  　あの日と同じ、黒い翼だ。

  

  一道泪水从我的眼角滑落。

  　私の目尻から一筋の涙が零れ落ちる。

  

  最后感觉到胸口被勒紧的感觉与飘浮感，意识逐渐远去的我呼唤了他的名字。

  　胸が締め付けられるような感覚と浮遊感を最後に感じ、意識が遠のきながら私は彼の名を呼んだ。

  

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  

  「龙人坠落了！」

  「ドラゴニュートが落ちたぞ！」

  

  

  巴尔塔兵的欢呼声响彻战场。

  　バルタ兵の歓声が戦場に響く。

  

  在他们眼前，佛鲁托纳正喘着气将白剑收入剑鞘。

  　その眼前ではフォルトナが息をついて白い剣を鞘に納める所であった。

  

  佛鲁托纳挥出的剑闪，确实命中从巴尔塔大门飞出的巨大龙人，将其击坠。

  　フォルトナが放った剣閃、それはバルタ大門より飛翔していった大きなドラゴニュートに確かに命中しこれを撃墜した。

  

  

  「不愧是圣剑勇者阁下……接下来就交给我们吧。」

  「流石は聖剣の勇者殿……あとは我らにお任せを」

  

  「嗯……我要去巴鲁塔。」

  「ああ……僕はバルタへ向かう」

  

  

  士兵点头回应佛鲁托纳的话，让路给他。

  　フォルトナの言葉に頷いた兵士は道を開ける。

  

  佛鲁托纳跨上魔马，赶往巴鲁塔。

  　フォルトナは魔馬に跨ると、バルタへの道を急いだ。

  

  被交付任务的士兵们举起武器，再度展开对魔族的追击。

  　任された兵士たちは武器を構え、魔族の追撃を再開する。

  

  魔族们开始撤退到森林，但敌我距离仍在巴鲁塔兵的射程范围内。

  　魔族達は森への撤退を始めていたが、彼我の距離はまだバルタ兵の射程圏内であった。

  

  

  「追击！别让他们逃了！弓兵！」

  「追撃しろ！　逃がすな！　弓兵ー！」

  

  

  士兵们配合信号将箭搭上弓，拉紧弓弦。

  　合図に合わせて兵士たちが矢を弓につがえ、弦を引き絞る。

  

  多达数千支的箭飞向逃进森林的魔族。箭矢宛如蝗虫般覆盖天空，朝着魔族倾注而下。

  　森へと逃げ込む魔族たちめがけて数千にも及ぶ矢が飛来する。まるで白んだ空を黒く覆いつくすイナゴの大群めいた矢は魔族めがけて降り注がれんとしていた。

  

  然后在箭矢射出的同时，士兵们以惊人的气势展开突击。

  　そして矢が放たれると同時に兵士たちが恐ろしい勢いで突撃してくる。

  

  索夫和托涅也额头冒汗，望着士兵们以及为了射穿他们而射出的大量箭矢。

  　ゾフとツォーネも額に脂汗を浮かべ、兵士と、自分たちを射抜かんとして放たれたおぞましい数の矢を眺めていた。

  

  

  然而，刹那间。

  　が、刹那。

  

  某种黑色物体飞到索夫和托涅……魔族们的面前，着地。

  　ゾフとツォーネ……魔族達の前に黒い何かが飛来し、着地した。

  

  索夫和托涅看到那道身影大吃一惊，那道身影在他们面前，以漆黑异形手臂横扫。

  　その姿を見て驚くゾフとツォーネの目の前で、それは黒々とした異形の腕を一薙ぎする。

  

  光是这个动作，掀起的冲击波就吹飞了飞来的箭矢与突击而来的士兵前锋。

  　たったそれだけの動作で、巻き起こった衝撃波は飛来した矢と突貫してくる兵士の先鋒を吹き飛ばした。

  

  晚来的追击部队队长停下脚步，凝神细看究竟发生何事。

  　遅れてきた追撃部隊の隊長は足を止め、何事かと目を凝らす。

  

  然后他们看见刚才弹开箭矢的物体，瞪大双眼。

  　そして今しがた矢を弾き飛ばしたそれを見やって、目を見開いた。

  

  

  「你、你是……」

  「き、貴様は……ッ」

  

  

  黑色翅膀、异形手臂。金发、戴着眼镜、身穿高级服装的那名人物缓缓看着士兵们，开口说道：

  　黒い翼、異形の腕。ブロンドの髪を持ち眼鏡をかけた格式高い装束を纏うそれは、ゆっくりと兵士たちを眺めると口を開いた。

  

  

  「魔王军四天王……我叫艾尔克罗。」

  「魔王軍四天王……エルクーロと言う」

  

  

  艾尔克罗维持挥动手臂的姿势，报上名号。

  　エルクーロは腕を振りぬいた姿勢のままそう、名乗った。

  

  士兵们惊慌失措。站在眼前的是四天王。

  　狼狽える兵士たち。眼前に立つのは四天王。

  

  然后，艾尔克罗背后的许多哈比鸟妖飞了过来。

  　そしてその四天王たるエルクーロの背後に数多くのハーピーたちが飛来した。

  

  正当士兵们因为突如其来的增援感到困惑时，艾尔克罗踏出一步，红色的眼睛发出光芒。

  　唐突な増援に兵士たちが困惑している所で、エルクーロは一歩踏み出して赤い目を光らせた。

  

  

  「你们可以离开了。否则就由我黑曜来当你们的对手。」

  「この場は退いてもらう。さもなくばこの黒曜が相手になろう」

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  在远方看着这一幕的提克贝儿，看着艾尔克罗与追击部队战斗，笑着说道：

  　そんな様子を遠巻きに眺めていたチックベルは、エルクーロが追撃部隊と戦闘に入るのを眺めながら笑っていた。

  

  「追击部队无视艾尔克罗的劝告，继续追击。真是白费力气。」

  　追撃部隊はエルクーロの言葉を無視し、追撃を強行したと見える。無駄なことをする。

  

  明明刚才那一击应该已经让艾尔克罗的实力广为人知。光是挥动手臂就挡下上千支箭的力量。

  　先の一撃でエルクーロの実力は大いに浸透しただろうにと。ただの腕の一振りで千に及ぶ矢を防いで見せた力。

  

  即使如此，他仍未使出全力。

  　あれでも彼は本気ではない。

  

  

  「不愧是艾尔克罗……魔王大人的儿子……如果直接用在战斗上，那股力量……」

  「まったく、流石はエルクーロくんだね……魔王様の息子……その力は直接戦闘能力なら」

  

  

  提克贝儿抱着随身行李，望着摆出战斗架势的艾库罗和勇猛果敢地冲向他的士兵们，喃喃说道：

  　チックベルは手荷物を抱えながら、戦闘態勢をとったエルクーロとそれに勇猛果敢に向かっていく兵士たちを眺めて呟く。

  

  

  「四天王————是最强的。」

  「四天王――――最強なんだから」

  

  

 
  ＃１１２　心崩れ

  ＃112　心碎

  　

  

  

  

  

  

  

  

  

  『……特……这里……克莱儿……』

  『……ット……ココ……ココット……』

  

  

  我听见呼唤我的声音。

  　私を呼ぶ声が聞こえる。

  

  我猛然回神，环顾四周，美丽的自然风景映入眼帘。水声、风的触感，还有鸟鸣。

  　はっとして辺りを見渡してみれば、綺麗な自然の風景が目に飛び込んできた。水の音、風の感触。そして鳥の声。

  

  我站在四周被山包围的湖畔。

  　周囲を山に囲われた湖のほとりに私は立っていた。

  

  我重新整理自己的服装仪容，发现自己穿着类似白色连身裙的服装。我是什么时候换上的？

  　自分の身支度を改めてみれば白いワンピースのようなものを着ている。いつの間に着替えたのだろう？

  

  

  『克莱儿——！』

  『ココットー！』

  

  

  呼唤我的声音。

  　私を呼ぶ声。

  

  我转头一看，发现澪就站在那里。她双手捧着一大束花，对我露出笑容。

  　振り返ってみればそこにはミオが居て。両手いっぱいに花束を抱えて私に笑顔を見せていた。

  

  她穿着跟我一样的白色连身裙，没有绷带，将毫发无伤的美丽肌肤暴露在阳光下。

  　私と同じような白いワンピースを着ていて、包帯も無く傷一つないきれいな肌を太陽の下にさらしていた。

  

  我微笑着对澪挥手。

  　私は微笑んでミオに手を振って見せる。

  

  这时，我看见站在她身旁的人影。

  　と、その横に立つ人影。

  

  那是一位金色长发随风摇曳，戴着草帽微笑的女性。

  　金色の長い髪を風に揺らす、麦わら帽子をかぶって微笑む女性。

  

  

  『蕾梅……！』

  『レイメ……！』

  

  

  我绽放笑容，冲向澪和蕾梅身边。

  　私はぱあっと笑顔になってミオとレイメの下へ駆けだした。

  

  我来到她们面前时，澪抛开手中的花，朝我抱了过来。害我差点跌倒。真是的，我的体型比澪小，所以会被她撞飞啊。

  　そして目の前にやってくると、ミオは花を放り投げ、私に抱き着いてくる。転びそうになったぞ。まったく、私はミオより小さいんだから、吹っ飛ばされてしまうというんだ。

  

  我摸着澪的头，笑了。

  　私はミオの頭を撫でながら笑った。

  

  在花瓣飞舞之中，蕾梅看着我们微笑。

  　花の花弁が舞い散る中、レイメが私達を見て微笑んだ。

  

  

  我的心中逐渐被温暖的幸福填满。平静的空气包围着我们。

  　胸が暖かな幸せで満たされていく。穏やかな空気が私達を包んでいる。

  

  

  『克莱儿……你真的很努力呢。』

  『ココット……貴女は本当に頑張ったのね』

  

  『蕾梅……我好开心。澪、蕾梅和我……居然能这么平静地生活。』

  『レイメ……私は嬉しい。ミオとレイメと私……こんなに穏やかに暮らせるなんて』

  

  『是啊，我也很开心。不过，还有一个人……』

  『そうね。私も嬉しいわ。だけどほら、もう一人……』

  

  

  蕾梅这么说，指向我的背后。我转过头，看见在湖边看着我的琪耶尔。她站在那里。

  　レイメがそう言って私の背後を指さした。振り返ってみれば、湖の方で私を見て立つ、キエルの姿があった。

  

  

  『琪耶尔……？琪耶尔！你没事啊！』

  『キエル……？　キエル！　無事だったんだな！』

  

  

  我光着脚，啪哒啪哒地跑向琪耶尔，她露出困扰的笑容。

  　ぱたぱたと花畑を素足で駆けて行ってキエルの所まで駆けよれば、キエルは困ったように笑った。

  

  

  『克莱儿……对不起。我擅自行动，让你担心了……』

  『ココット……すみません。勝手な事をして心配をかけて……』

  

  『真是的！我真的很担心你耶……平常老是担心我的你，现在居然变成被担心的人，这是怎么回事啊……』

  『まったくだ！　本当に、心配したんだぞ……私の心配などと普段いうお前が心配される立場になってどうするというんだ……』

  

  『对不起……真的很对不起。』

  『ごめんなさい……本当に、ごめんなさい』

  

  

  琪耶尔不断道歉，我稍微鼓起脸颊，无奈地摇头，笑了出来。

  　謝り続けるキエルに、私は少しふくれっ面を見せた後やれやれと首を振って笑った。

  

  没事就好。蕾梅和澪都在这里，琪耶尔也平安无事。这样就够了。因为，我可以在这片美丽又宁静的湖畔，平静地生活。

  　無事ならいい。こうしてレイメもミオもいて、キエルも無事だった。それだけでいい。この美しく静かな湖畔で、穏やかに生きられるのだから。

  

  我这么想，笑了出来……但琪耶尔却一直低着头，不断道歉。

  　そう、私は笑ったのだが……キエルは俯きながらずっと謝罪の言葉を口にし続けていた。

  

  她像是没听见我说够了似地不停道歉，让我感到气氛不对。

  　もういいと言っても聞こえていないかの如く繰り返される謝罪の言葉に、私は不穏な気配を感じ取っていた。

  

  

  『喂，凯耶尔……够了，跟蕾依还有米欧一起吃饭吧。来，我想吃蛋糕！要特别甜的那种！你会做蛋糕吗？』

  『おい、キエル……もういいから、レイメやミオと一緒に食事にでもしよう。ほら、ケーキが食べたいな！　とびっきり甘いやつだ！　お前作れるか？　ケーキ』

  

  『对不起……对不起……』

  『ごめんなさい……ごめんなさい……』

  

  『喂、喂……凯耶尔……？』

  『お、おい……キエル……？』

  

  

  凯耶尔缓缓抬头，对脸色不安的我说：

  　不安げな顔色の私に、キエルはゆっくりと顔を上げて言ったのだ。

  

  

  『对不起，我死了……』

  『死んでしまって、ごめんなさい……』

  

  

  瞬间，我感到自己在「咻」一声的同时屏住呼吸。

  　瞬間、私はひゅっと言う音と共に息が詰まるのを感じた。

  

  一阵风吹过，周围的花随之飞舞。花瓣不知何时染成深红色，吹动头发的风带有血腥味。

  　一陣の風が吹き、周囲の花を舞い上げる。いつのまにか花弁たちは深い赤色に染まっており、髪を震わせた風からは血の匂いがした。

  

  不只花朵，湖也在不知不觉间变成血池。这是怎么回事？

  　花だけではない。湖もどろりとした血の泉にいつの間にか変わっている。なんだ、これは。

  

  

  『你说死了……你还活着！蕾依和米欧也还活着！』

  『死んだって……お前は生きてる！　レイメだって、ミオだって生きてるんだよっ！』

  

  

  我受到不安、焦虑与恐惧的煽动，放声大喊。

  　不安と焦り、恐怖に煽られながら私は叫ぶ。

  

  凯耶尔缓缓举起一只手，指向我的背后。

  　するとキエルはゆっくりと片腕を上げて私の背後を指さした。

  

  我急忙转头……发现夜晚的荒野景色产生变化。

  　慌てて振り返ってみれば……そこは夜の荒野に風景は変化していて。

  

  蕾依躺在地上，米欧倒在血泊中。

  　土の上に横たわるレイメと、血溜まりで倒れるミオがいた。

  

  

  『唔……』

  『っ……』

  

  

  我发出不成声的呐喊，慌慌张张地冲向两人。

  　私は声にならない声を上げ、慌てて二人に駆け寄った。

  

  蕾依梅睁着双眼，眼角流下泪水，已经断气了。她的手中握着小鸟的尸体。

  　レイメは目を見開いたまま、目尻から涙を零して事切れていて。その手には小鳥の死体を握っていた。

  

  

  『蕾依梅……啊……』

  『レイメ……あ……』

  

  

  而澪则是仰躺在地，全身插着好几把剑。她脸上充满恐惧，睁大的双眼望向远方，眼神混浊。

  　そしてミオは仰向けに倒れていて、全身に幾本もの剣が突き刺さっていて。恐怖に彩られた表情と見開かれた瞳は遠くを見て濁っていて。

  

  从伤口流出的鲜血，让池塘的面积变得更大。

  　傷口から流れ出た血が、今も池を大きくしていた。

  

  

  『澪……！怎么会……为什么……为什么！』

  『ミオ……ッ！　そんな、どうして……どうしてだ！』

  

  

  我跪倒在地，双手掩面。

  　私は膝から崩れ落ち、顔を両手で覆った。

  

  为什么？怎么会？她们刚才还那么……！

  　なんで。どうして。さっきまであんなに……！

  

  她们不是都还很有精神，很幸福……一起欢笑吗！

  　二人とも元気で、幸せで……一緒に笑っていたじゃないか！

  

  

  『你们振作一点！我不要！不对……对了，这是梦……是梦！只要从梦中醒来，大家就能再一起……』

  『二人ともしっかりしてくれ！　嫌だよ！　いや……そうだ、これは夢だ……夢なんだ！　夢から覚めればまたみんな一緒に……』

  

  

  我抱着头喃喃自语，这时，倒在地上的两人突然将视线转向我。

  　頭を抱えて呟く私に、突然倒れていた二人がぎょろりと瞳を私に向けた。

  

  

  『克莱儿，就算你想逃避现实也没用哦。』

  『現実から逃げようとしても無駄よ、ココット』

  

  『我们已经死了哦，克莱儿。』

  『わたしたち、しんじゃったんだよ？　ココット』

  

  『……咦……啊……呃……』

  『っ……え、あ……は……』

  

  

  我害怕得挣扎起来，双腿一软，跌坐在地。然后，我慢慢往后退，远离倒在地上看着我的两人。

  　私は怯えふためき、腰を抜かして尻餅をつく。そして倒れたまま目だけを向けてくる二人からじりじりと後ずさった。

  

  仿佛在嘲笑我，两人的目光没有放过我。

  　そんな様をあざ笑うかのように、二人の目は私を逃がさなかった。

  

  缓缓起身的两人俯视着因恐惧而表情僵硬的我。饿死的雷米憔悴的脸庞、被刺杀的米欧血淋淋的脸庞，俯视着我。

  　ゆっくりと起き上がった二人は恐怖でひきつった顔の私を見下ろした。餓死したレイメの憔悴した顔が、刺殺されたミオの血みどろの顔が、私を見下ろす。

  

  我无法呼吸。在两人的俯视下，我像是过度换气般，从喉咙发出难听的空气声。

  　息ができない。二人に見下ろされながら私は過呼吸めいて喉からみっともない空気の音色を奏でた。

  

  因恐惧而扭曲的脸庞抽搐着，喷出的冷汗停不下来。

  　怯えに歪んだ顔は引き攣っていて、噴き出す冷たい汗が止まらない。

  

  

  『不、不要……不要用那种眼神看我……我、我害死了你们两个……对不、所以……』

  『や、やめ……そんな目で見ないで……くれ……わた、私が二人を死なせてしまったから……ごめっ、だから……』

  

  

  我流着泪请求原谅，害怕地用双手捂住脸蹲下。额头贴着地面，祈祷自己尽可能不要看见、听见任何事情。

  　許しを請うように私は涙を流し、怯えながら両手を顔で覆って蹲った。地面に額をこすりつけながらできるだけ何も見ずに聞かずにいられるようにと祈る。

  

  好可怕。好难过。后悔袭来。几乎要压垮我的负面情感从脑袋进入内心深处，挖出伤口。

  　怖い。悲しい。後悔が襲う。押し潰されそうな負の感情が頭の中から胸の奥の奥まで入って来て抉ってくる。

  

  救救我。谁来救救我……

  　助けてくれ。誰か助けてくれ……。

  

  

  我开始寻求救赎，一只手放在我的肩膀上。

  　救いを求め始めた私の肩に手が置かれる。

  

  极度害怕颤抖的我猛然抬起头，看见雷米和米欧各自把手放在我的肩膀上笑着。

  　酷く怯え慄いた私はばっと顔を上げ、レイメとミオがそれぞれ手を私の肩に置いて笑っているのが映る。

  

  两人不是刚才临死前的模样，而是以美丽的姿态笑着。那两人的身影让我在短暂的安息中，点燃了小小的蜡烛。

  　二人は先ほどまでの今際の姿ではなく綺麗な姿で笑っていた。その二人の姿に私はつかの間の安息が小さな蝋燭の日めいて灯りかけて。

  

  

  『不只我们而已。你连她也杀了哦，克莱儿。』

  『私達だけじゃない。貴女は彼女も殺したのよ、ココット』

  

  

  那道烛火立刻被吹熄。

  　すぐにその蝋燭の火は掻き消えた。

  

  听到蕾梅的这句话，我吓得双肩一震。我战战兢兢地望向蕾梅所指的方向。

  　レイメの言葉に私はびくり、と肩を震わせた。レイメが指さした方を恐る恐る見れば。

  

  只见在化为废墟的巴尔塔旧市街中，有一名站在熊熊燃烧的地面裂开的漩涡中的女人。是琪叶。

  　廃墟たるバルタ旧市街。燃え盛り地面が割けるその渦中に一人立つキエルが居たのだ。

  

  

  琪叶站在原地一动也不动，只是目不转睛地望着我。

  　キエルはじっとそこを動かずにただじっと私を見ていた。

  

  地面不断摇晃，到处都喷出火焰。那个地方太危险了。

  　地面は揺れて、至る処から炎が噴き出している。あの場所は危険すぎる。

  

  

  『琪叶！』

  『キエルッ！』

  

  

  我朝着琪叶的方向拔腿狂奔。

  　私はキエルめがけて一目散に走りだす。

  

  

  『你在做什么！快点逃啊！那里很危险！快抓住我的手，琪叶！』

  『何をしている！　早く逃げろ！　そこは危ない！　私の手をとれ、キエル！』

  

  

  我拼命朝琪叶伸出手，不断奔跑，但始终无法缩短与她们之间的距离。

  　必至にキエルへ手を伸ばし走り続けるが一行に距離が縮まらない。

  

  为什么？是因为我的脚程太慢吗？如果我不是这副身体，就能立刻赶到那家伙身边了！

  　なんでだ？　私の足が遅いからか？　こんな身体じゃなければすぐにあいつの所へ行けるのに！

  

  就在我气喘吁吁地奔跑时，眼前出现一道格外巨大的裂痕，火焰从中喷出，朝琪叶直线延伸而去。

  　と、息を切らせて走る私の目の前で地面にひときわ大きな亀裂が走り、火を噴き上げながら一直線にキエルに向かっていった。

  

  

  不要，快住手。拜托你，抓住我的手。

  　いやだ、やめてくれ。頼むからこの手を取ってくれ。

  

  琪叶……！

  　キエルッ……！

  

  

  『克莱儿，请你快逃。』

  『逃げてください、ココット』

  

  

  琪叶露出淡淡的笑容这么说。她在我眼前被裂痕吞噬，喷出的爆炎将她的身影彻底抹去。

  　仄かに笑みを浮かべてそう言ったキエルは、私の目の前で地割れに飲まれ、吹き上がった爆炎はその姿を掻き消した。

  

  我睁大眼睛，拼命地伸长手。

  　私は目を見開き、必死に手を伸ばし続ける。

  

  但是，我当然碰不到。

  　だが、届くはずもなく。

  

  不知不觉间，我脚下的地面也崩塌了，这副娇小的身躯被飘浮感包围。

  　いつしか私の足元の地面も崩落し、この小さな体は浮遊感に包まれた。

  

  我被卷入落磐之中，一边落下，一边继续伸长手。

  　落盤に巻き込まれ落下しながら、私は手を伸ばし続けていた。

  

  

  『我要被你害死了！』

  『キエルぅううッ！』

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  「……呜哇啊啊啊啊啊！……呼、呼……呼……呼……」

  「……うわぁぁあああっ！　……っはあ、はあ……はっ……はあ……」

  

  

  

  

  我一醒来，就把盖在身上的被单掀开，猛然坐起上半身。

  　私は目が覚めると同時にかけられていたシーツを吹き飛ばしながらがばりと上体を起こした。

  

  身体好热，全身都流着汗。

  　体が熱い。汗を全身にかいている。

  

  我喘着气，连忙用双手捂住脸，之后缓缓地注视自己的手掌。

  　荒い息のままに慌てて両手で顔を覆い、そのあとゆっくりと自分の掌を見つめた。

  

  

  「呼……呼……是梦……？」

  「はあっ……はぁ……夢……？」

  

  

  刚才那是恶梦吗？感觉莫名地真实。而且，我还活着吗……

  　先ほどのは悪夢だったという訳か。妙に生々しかった。それに私はまだ、生きているのか……。

  

  这里是哪里？

  　此処は何処だ。

  

  我重新环顾现在身处的场所，想要确认……结果和一脸呆滞的她四目相交。

  　改めて私は今いる場所を見渡し確認しようとして……ぽへっとした顔の彼女と目が合った。

  

  

  「啊，你醒啦～」

  「あ、起きたぁ～」

  

  

  她——琪可贝儿轻飘飘地来到我身边，探头看着我的脸。

  　彼女、チックベルはぽふぽふと私の下までやって来て顔を覗き込んできた。

  

  为什么琪可贝儿会在这里？这个疑问尚未冷却，她就用羽毛覆盖的翼臂将额头贴在我额头上。

  　どうしてチックベルが、と言う疑問も冷めやらぬままに羽毛でおおわれた翼腕を額に押し付けられる。

  

  

  「没有发烧～很有精神……希望是这样，你感觉怎么样～？」

  「熱はなし～。元気元気……だといいけど、どうかな調子は～」

  

  「呜噗……我……」

  「うぶ……私は……」

  

  

  我一边想办法把进入嘴里的羽毛吐出来，一边回想自己的状况。

  　口に入った羽を何とか追い出しながら自分の状況を振り返る。

  

  我记得我正在攻打巴尔塔……在只差一步的时候被迫撤退。安德列好像死了，托古瓦留下来，圣剑怎样了……还有，琪优尔……

  　確か私はバルタを攻めていて……あと一歩のところで撤退する羽目になって。アンドレオが死んだらしいという事と、トグーヴァが残って、聖剣がどうの……それから、キエルが。

  

  

  「琪优尔……呜呜……笨蛋……」

  「キエル……ううっ……馬鹿やろ……」

  

  

  我低下被毛茸茸的羽毛包住的脸，全身无力地瘫软下来。

  　もふもふの羽毛に包まれた顔を俯かせて、私はげっそりと体の力を抜いた。

  

  首先……必须确认状况才行。虽然身体还很虚弱，脑袋也昏昏沉沉的，但还是得确认。

  　まずは……状況確認からしなくてはならない。未だに体はげっそりとしていて頭には靄がかかったようではあるが、しなくては。

  

  

  「这里是我们的据点吗？」

  「ここは私たちの拠点か」

  

  「是啊～虽然只是暂时的～」

  「そだよー。一時的にだけどねー」

  

  「为什么你在这里？」

  「なんでチックベルがここにいるんだ」

  

  「这个嘛，为什么呢？正确答案是援军。」

  「さあ、なんででしょーか。正解は援軍です」

  

  「你还没回答……」

  「まだ答えてない……」

  

  

  琪可贝儿傻笑。

  　にへらと笑うチックベル。

  

  不知为何这家伙在我眼前，而我躺在床上。仔细看看自己的模样，衣服被脱掉，身上只穿着内衣。手臂上缠着绷带，因为有渗血，所以应该是受伤了，不过出血量不多，应该只是稍微割伤或擦伤的程度。

  　どういう訳かこいつは私の目の前にいて、私はベッドで寝ていた。よくよく自分の格好を見れば装束は脱がされ、下着姿のまま。腕に包帯などがまかれている。血が滲んでいるから怪我をしていたらしいが、出血はあれどあまりいたくはない。多少切ったか擦り傷程度だろうか。

  

  然后因为受伤而突然想起来的我，向琪可贝儿问道：

  　そして怪我で唐突に思い出して私はチックベルに問う。

  

  

  「四分音……大家平安逃走了吗……？」

  「クォートラは……皆は無事逃げられたのか……？」

  

  

  寇特拉被那道白光击落了。我也被抛了出去。恐怕是在坠落时失去意识，但当时被契齐贝儿救了一命吧。

  　クォートラはあの白い光に撃墜されたのだ。それで私も放り出された。おそらく落下時に気を失ったがその際にチックベルに助けられたのだろう。

  

  虽然也很担心索夫和佐涅，但契齐贝儿笑着告诉我。

  　ゾフやツォーネらも気がかりだったが、チックベルは笑いながら教えてくれた。

  

  

  「大家都顺利逃走了哦。死者不多。据说有9成以上的人成功逃走。索夫和佐涅在外面做了很多事。我们的哈比鸟部队正在治疗寇特拉。」

  「皆うまく逃げられたよ。死者はあんまりいない。9割以上逃げ延びたってさ。ゾフとツォーネは外で色々やってる。クォートラはうちのハーピー部隊が治療してるよ」

  

  「这、样啊……」

  「そ、うか……」

  

  

  没有10成啊。

  　10割では、なかったか。

  

  考虑到撤退时的状况，有9成以上的人成功逃走，近乎奇迹。

  　あの撤退の模様を考えれば9割以上が逃げ延びたのは奇跡に近い。

  

  是契齐贝儿做了什么吗？

  　チックベルが何かをしたのだろうか。

  

  而且索夫和佐涅……最重要的是寇特拉平安无事，真是好消息。以结果来说，几乎没有任何损害就成功逃走，这样形容也不为过吧。

  　それにゾフやツォーネ……何よりクォートラが無事なのは朗報だった。結果的にほぼ損害無しで逃げられたと言って遜色ないだろう。

  

  但是，就算顺利逃走，结果也不会改变。我没能攻陷巴鲁塔。我败逃了。我用尽所有可能的策略挑战，却因为圣剑这个意料之外的要素，导致一切乱了套。

  　だが、うまく逃げられたにせよ結果は変わらない。私はバルタを落とせなかった。敗走したのだ、私は。使えるであろう策を全部使って挑んで、聖剣と言う予想外の要素によってすべてが狂った。

  

  

  「我失败了……」

  「失敗したんだ、私は……」

  

  

  我垂下头，把脸埋在契齐贝儿的羽毛里，肩膀颤抖着。

  　私はチックベルの羽に顔をうずめるように項垂れて、肩を震わせた。

  

  而我只顾着听好消息，却漏听了席克贝尔话中的含意——死者不多。明明不是在说平安与否的数字。

  　そして私は朗報にばかり気をとられ、チックベルの言葉の裏にあったものを見逃していた。死者は、あまりいないという事。無事かどうかの数字ではなかったのに。

  

  就在此时，我听见帐篷门帘摩擦的声音。

  　そんな折に、テントの戸幕が擦れる音が聞こえた。

  

  有人进来了————

  　誰か、入ってきた――――。

  

  

  

  

  访客钻过帐篷门帘，进入账篷内，我听见喀喀的鞋子摩擦声。

  　来客はがテントの戸布を潜り、中へと入ったらしい。カツカツという靴音が聞こえる。

  

  席克贝尔有所反应，缓缓移动，我听见它在我头上说话。是认识的人吗？它似乎稍微打了声招呼。不管怎样，我低着头，没有心情确认访客的长相。

  　反応してチックベルがモゾリと動き、私の頭の上でチックベルの話声が聞こえた。知人だろうか。軽い挨拶をしたらしい。ともあれ私はうつむいたまま来客の顔を確認する気も起きなかった。

  

  反正八成是佐夫或佐涅吧。席克贝尔会好好说明。我将佐夫和佐涅也累得要命的事情不负责任地搁置，现在希望他们让我静一静。

  　どうせゾフかツォーネ辺りだろう。チックベルがうまく話してくれる。ゾフとツォーネも大変だったろう事を無責任に差し置き、私は今そっとしておいてほしかった。

  

  我垂头丧气地躺在床上，将头埋进席克贝尔双臂的翅膀中。

  　そうしてベッドの上で項垂れながらチックベルの両腕の翼に頭をうずめていたのだが。

  

  

  在席克贝尔的羽毛中闭上眼睛，战斗的景象便浮现在脑海。而结果如何，一直刺痛着我的胸口。

  　チックベルの羽の中で目を閉じれば、戦いの模様が脳裏に浮かんでくる。そして、その結果どうなったかが胸に刺さり続ける。

  

  我垂头丧气地将脸朝下，喃喃自语「失败了、失败了」。周遭的声音已经传不进耳里。

  　私はは項垂れながら顔を下に向けてブツブツと「失敗した、失敗した」と呟いた。もはや周囲の音は耳に届かなかった。

  

  

  这时，他突然在床铺上移动，从背后将手伸到我的腋下，像抱起小猫般轻松地将我抱了起来。

  　と、突然チックベルはもぞりとベッドの上を移動すると、背後から私の脇の下へ腕を入れ、そのまま子供の魔猫でも持ち上げるようにひょいっと持ち上げた。

  

  我依然垂着双手，茫然地任凭他抱着我。接着他直接抱着我走下床。

  　それでも私ははだらりと腕を垂らしたまま、ぼうっとしていて抵抗せずされるがままに抱えられた。そんなままチックベルはひょいとベッドを降りたらしく。

  

  

  「来，艾陆可露露大人。是克莱儿哦。」

  「はい、エルクーロ様。ココットちゃんです」

  

  

  他抱着我，像是要炫耀似地将我转向某个方向。

  　チックベルは私を持ち上げたまま、見せびらかすようにずいっと私をどこかへ向けた。

  

  等等。他刚才说什么？艾陆可露露大人？

  　待て。今何と言った。エルクーロ様？

  

  我做出反应，思考也慢慢回到现实。我缓缓抬起头，用红色的眼睛看着站在面前的他。

  　ぴくり、と私は反応を見せた。思考の行く先が現実へとゆっくり戻ってくる。そしてゆっくり顔を上げて、赤い瞳が私の前に立つ彼を見た。

  

  我的眼睛睁得越来越大，嘴巴也跟着张开。

  　私の瞳はどんどん大きく見開かれ、口がぽかんとあいていった。

  

  

  「就算你这么说……把她放下来吧。」

  「はい、と言われてもな。……下ろしてやれ」

  

  

  他对契齐贝儿说完后，叹了口气。契齐贝儿依依不舍地放下我。

  　彼はチックベルにそう言って溜息をついた。チックベルは名残惜しそうに私を下ろした。

  

  我坐在床边，茫然地看着他好一阵子，然后缓缓开口：

  　私はベッドの縁に座らせられ、しばらくぽーっと彼を見ていたが、やがてゆっくりと口を開いた。

  

  

  「艾陆可露露……大人……」

  「エルクーロ……様……」

  

  

  没错，艾陆可露露大人就站在我面前。

  　そう、私の前にはエルクーロ様が立っていたのだ。

  

  他为什么会在这里？

  　何故ここに。

  

  不知道艾尔克罗大人是否察觉到我的疑问，他缓缓开口：

  　そんな私の疑問をくみ取ったかどうなのか、エルクーロ様はゆっくり口を開いた。

  

  

  「……我听说圣剑勇者前往巴尔塔，所以急忙赶过来。说来好听点是及时赶上，但我觉得应该要再早一点抵达。」

  「……聖剣の勇者がバルタへ向かったという報告を聞き、急ぎ向かった。間に合ったと言えば聞こえはいいが、もう少し早く着くべきだったと思っている」

  

  

  虽然艾尔克罗大人简单说明，但我依然目瞪口呆地看着他。

  　かいつまんで説明されたらしいが、私は未だにぽかんと口を開けたままエルクーロ様を見ていた。

  

  艾尔克罗大人也看着我，歪着头，一脸「我说明了，但你没听懂吗？」的表情。

  　エルクーロ様も私を見ながら首をかしげている。説明したが伝わっていないのではと言った顔だ。

  

  在我和艾尔克罗大人无言互瞪时，嘻嘻贝尔笑嘻嘻地插嘴：

  　私とエルクーロ様の無言のにらめっこの最中、チックベルがにこにこしながら割って入った。

  

  

  「如果艾尔克罗先生没有殿后，说不定损害会更大～所以应该算及时赶上吧。」

  「エルクーロくんが殿してくれなけりゃ、もっと被害は大きかったかもしれないんだからさあ～。間に合ったって事でいいんじゃないかなあ」

  

  

  如果要说是否及时赶上，从我军在损害轻微的情况下成功撤退来看，的确算是及时赶上。

  　間に合ったか間に合っていないかで言えば、我が軍の損害が軽微なままに撤退が遂行された点で見れば間に合っている所の話ではない。

  

  不过他到底是从哪里得知勇者前往巴尔塔的消息，居然能立刻赶来。不对，问题不在这里。艾尔克罗大人为什么会在这里？他应该在卢伊卡纳才对。我到现在还是搞不懂。

  　だが勇者がバルタへ向かったという報告は何処からか入手したのだろうが、すぐさま駆け付けてくれるとは。いやそこなのか私。問題はなぜエルクーロ様が此処に居るかという事だ。彼はルイカーナに居たはず。未だに分からない。

  

  从库托拉背上掉下来时，我确实看见黑色的翅膀。和那个雨天看见的一样，是黑色的翅膀。

  　クォートラの背から落ちた時、確かに黒い翼を見た。あの雨の日に見たものと同じ、黒い翼だった。

  

  我原本以为是自己惊慌失措，所以看见幻觉，但艾尔克罗大人的确来到巴尔塔。

  　気が動転していて幻覚でも見たのかと思っていたのだが、エルクーロ様がバルタにまで来ていたというのは見間違いではなかった。

  

  我们确实有联络艾尔克罗大人，说要开始攻打巴尔塔。但艾尔克罗大人说他来此的理由不是因为这个。而是因为圣剑勇者前来支援，所以他也来当援军。

  　バルタ攻略戦を開始するという連絡は確かにエルクーロ様に一報入れた。だが来たのはそれが理由ではないという。聖剣の勇者が来るとのことで援軍にいらしてくれた、と。

  

  就算圣剑勇者前来支援，我也没想过艾尔克罗大人会亲自到前线。他应该很讨厌战斗。事到如今，到底是为什么？

  　いかな聖剣の勇者が増援に来るとてエルクーロ様がまさか前線に顔を出すなどとは思ってもみなかった。彼は戦いを嫌っていた筈。ここにきて何故なのだろうか。

  

  这时我突然想到一件事。锡克博尔说过，艾尔克罗大人负责殿后。因为我的脑袋一片混乱，所以担心自己听错，战战兢兢地确认。

  　そこで私はハッとする。チックベルは言った。エルクーロ様が殿を務めたと。頭がふやけていたから、聞き間違いかと思い恐る恐る確認する。

  

  

  「……您负责殿后……？」

  「……貴方が殿を……？」

  

  

  我用混杂着畏惧的视线看向艾尔克罗大人，他默默点头。

  　怯えが入り混じった視線をエルクーロ様に向ければ、エルクーロ様は黙って頷いた。

  

  

  「艾尔克罗君很厉害哦～不管是飞过来的箭还是冲过来的骑士，他都只要挥一下手臂就能轻松弹开。最后巴尔塔兵终于撑不下去，放弃追击。」

  「エルクーロくん、すごいんだからね～。飛んで来る矢も向かってくる騎士達も腕振るだけでぽんぽん跳ね返しちゃってさ。終いにはバルタ兵が根負けして追撃を断念したってわけ」

  

  「是这样吗……？」

  「そうなの、ですか……？」

  

  

  或许是被人描述战斗的状况会感到难为情，艾尔克罗大人发出「嗯……」的声音，将视线从我身上移开。

  　他人に戦いの模様を語られるのがこそばゆいのか、エルクーロ様は「ん……」と唸って私から目を背けた。

  

  看见他的模样，我感到非常后悔。要是我战斗得更顺利，或是圣剑没有出现就好了。

  　その有様を見て、私は酷く後悔をした。もっとうまく戦えていれば。聖剣さえ現れなければ。

  

  这样就不会麻烦到他。

  　彼の手を煩わせずに済んだのに。

  

  在我悠哉昏倒的期间，他为了我们而战斗。

  　私が呑気に気絶している間に、彼は私たちのために戦ってくれていたのだ。

  

  我颤抖着肩膀，小声地向他道歉。

  　私は肩を震わせながらゆっくりと小さな声で謝罪の言葉を口にした。

  

  

  「非常……抱歉……给你添麻烦了……」

  「申し訳……ございません……尻ぬぐいを……させてしまいました……」

  

  「没关系。我就是为此而来的。没问题。」

  「構わない。その為に私は来たのだ。問題はない」

  

  「可是……我又给你添麻烦了……」

  「ですが……また私は貴方にご迷惑を……」

  

  「我说过没关系。」

  「構わないと言った」

  

  「非常抱歉……」

  「申し訳ございません……」

  

  

  我感到胸口一阵揪痛。

  　私は胸が締め付けられるような思いだった。

  

  又来了。

  　また。

  

  我又被艾尔克罗大人救了一命。

  　また私はエルクーロ様に命を救われたのだ。

  

  他展开和那个雨天相同的黑色翅膀，拯救了我的性命。

  　あの雨の日と同じ黒い翼を広げて、私の命を救い上げた。

  

  这让我感到非常愧疚，也感到非常难为情。在揪痛的胸口深处，我感受到喜悦。

  　それがどうしようもなく申し訳なくて、恥ずかしくて。締め付けられる胸の痛みの奥底で、私は嬉しさを感じてしまっていたのだ。

  

  艾尔克罗大人对我很温柔。

  　エルクーロ様は、私に優しい。

  

  我无法原谅产生这种想法的自己，悔恨与喜悦混杂的感情，让我像个坏掉的录音机般不断道歉。

  　そんなことを想ってしまった自分が許せなくて、悔しさと嬉しさの入り混じった感情は私に壊れたレコーダーめいて謝罪の言葉だけを口にさせた。

  

  在失去托古瓦……还有琪耶尔的状况下，艾尔克罗大人救了我，我居然还为此感到开心，未免太现实了。我轻蔑自己，低着头，不敢让艾尔克罗大人看见我的表情。

  　トグーヴァや……キエルを失ったかもしれないこの状況においてエルクーロ様が私を救ってくれたことを嬉しく感じているなど、現金にもほどがある。そう自分を軽蔑したから、私は下げた顔をエルクーロ様に見せられたものではないとして俯き続けた。

  

  艾尔克罗大人不是在救我，只是采取了战略性的行动。

  　エルクーロ様は私を救ったのではない。ただ戦略的な行動をしただけ。

  

  你应该很清楚吧，克莱儿。你没有资格拥有这种兴奋少女的心。

  　そう分かっているだろう、ココット。浮かれた生娘のような心をお前が、私が持っていい訳がない。

  

  我原本就是这么希望的。我应该已经这么告诉他了。我和艾尔克罗大人是上司和部下。我们之间的对话和关系，不需要脱离这个框架。

  　元よりそう望んだはず。そう彼に言ったはず。私とエルクーロ様は上司と部下。交わされる言葉や関係はそれを逸脱する必要はないのだと。

  

  

  「……比起道歉，感谢会让人比较开心。而且不只是我。接住从空中坠落的你的人是琪贝鲁。」

  「……謝罪より感謝をしてくれた方が、受け取る方は気分がいいものだ。それに私だけではない。空より落ちる君を抱えたのはチックベルだ」

  

  

  听到艾尔克罗大人的话，我望向琪贝鲁，她正傻笑着挥动翅膀。

  　エルクーロ様の言葉でチックベルを見やれば、へらへらと笑いながら羽を振った。

  

  从那么高的地方被抛到空中还能活下来，都是多亏了她。既然如此，我开口道谢。琪贝鲁小声回答：「欠的人情还清咯～」

  　あの高さから宙に放り出されて生きていたのは彼女のおかげか。ならばと私は感謝の言葉を口にした。チックベルは小さく「借りは返したよ～」と答えた。

  

  

  沉默再次降临帐篷内。

  　そこから再び沈黙がテント内に訪れた。

  

  艾尔克罗大人坐在椅子上，和我面对面，似乎在思考什么。

  　エルクーロ様は椅子に座り、私と対面に坐する形で何かを考えている様子だった。

  

  我该做什么才好呢？虽然觉得必须报告巴鲁塔攻略战的始末，但就是说不出话来。

  　私は何をすればいいのだろうか。バルタ攻略戦の顛末の報告はしなくてはならないだろうかと考えたが、どうにも喉から言葉が出て来てくれなかった。

  

  

  

  这时，似乎察觉到什么的琪可贝儿突然转身走向营帐入口。

  　そこで何かを察したようなチックベルがひょいっと身を翻して戸布へ向かった。

  

  她探出半个身子，回头对艾尔克罗大人眨了眨眼。

  　半身を外へ出しながら、エルクーロ様に振り返ってウィンクをした。

  

  

  「艾尔克罗大人～那我先走咯。我还有很多事要忙呢～」

  「エルクーロ様～。それじゃうちはこれで。色々とやることあるからねー」

  

  「拜托你了。」

  「頼む」

  

  

  听到艾尔克罗大人的回应，琪可贝儿咧嘴一笑，向他敬礼。

  　エルクーロ様の返答にチックベルはにへらと笑って敬礼をした。

  

  接着，正要走出营帐的琪可贝儿像是突然想起什么似地停下脚步，回头看着我们笑了。

  　そしてテントを出ようとしたチックベルは思い出したように立ち止まると、私たちを振り返ってまた笑った。

  

  

  「对了～啊，还有艾尔克罗～克莱儿也是女孩子，所以不可以一直盯着人家看哦～」

  「はいほいー。あ、それとエルクーロくーん、ココットちゃんも女の子なんだからあんまりじろじろ見ちゃだめだぞ～」

  

  

  留下这句话后，她便消失在营帐入口的另一侧。

  　そう言い残して彼女は戸布の向こうに消えた。

  

  艾尔克罗大人和我愣愣地目送她离开，然后面面相觑。不久后，艾尔克罗大人的视线转向我的身体，我才终于理解自己现在的状况。

  　エルクーロ様と私はきょとんとした顔で彼女を見送った後顔を見合わせたが、やがてエルクーロ様の視線が私の体に向いたのを機に自分の身体を改めて合点がいった。

  

  我身上只穿着内衣裤。

  　私は手当の為なのだったろうが下着姿だったのだ。

  

  当我的大脑终于理解艾尔克罗大人正看着我的内衣裤和肌肤的瞬间，羞耻心瞬间占据了我的脑袋。

  　エルクーロ様に下着姿を、肌を見られていると脳が改まって理解した瞬間、急激に羞恥心が頭を埋め尽くした。

  

  我红着脸，急忙拉过被单遮住身体。

  　私は顔を赤くすると急いでシーツを抱き寄せ身体を隠した。

  

  至今不管是内衣还是裸体，我都不在意被谁看到，但不知为何，我就是不想被艾尔克罗大人看到。不对，那不是负面的感情，只是觉得非常难为情。

  　今まで下着だろうがなんなら裸だろうが誰に見られたとて何とも思わなかったものを、エルクーロ様に見られるのだけはなぜか嫌だった。いや、悪い感情ではなく、ただただ猛烈に恥ずかしかったのだ。

  

  

  「抱歉，身为男人的我，不该看身为女性的你露出肌肤。是我思虑不周。」

  「すまない。女性である君の肌を男の私が見るのはよくない。配慮が欠けていた」

  

  

  艾尔克罗大人看到我的反应，别过头道歉。

  　エルクーロ様は私の様子に顔をそらしながらそう謝罪した。

  

  艾尔克罗大人的道歉，让我慌了手脚。

  　そんなエルクーロ様の謝罪の言葉に私は慌てた。

  

  

  「非、非常抱歉。」

  「も、申し訳ありません」

  

  「……为什么是你道歉？」

  「……なぜ君が謝るのだ」

  

  「……因为我玷污了您的眼睛。」

  「……お目汚しをと思いまして」

  

  

  我是个没有任何价值的存在。

  　私など何の価値も無い存在なのだ。

  

  巴尔塔攻略失败后，我败逃至此，如果没有艾尔克罗大人和锡克贝尔的帮助，我甚至无法继续呼吸。无法立下战功的我，究竟有何价值？身为魔族军的将军，不断取胜才是我得以生存下去的关键。

  　バルタ攻略に失敗し敗走、エルクーロ様やチックベルの助けがなければ此処で息をすることさえできなかっただろう。戦果を出せない私にどんな価値があろうか。魔族軍の将軍として勝ち続けることが私の生存を約束する要因であったのだから。

  

  

  「别那么贬低自己。」

  「そう自分を卑下するな」

  

  

  艾尔克罗大人用极为温柔的语气说道。

  　エルクーロ様は至極優しくそう言ってくれた。

  

  然而，就算他这么说，我依然垂下眼眸，用被单遮住脸。

  　だが私としてはそう言われても、と私は目を伏せシーツに顔をうずめた。

  

  我知道他并没有期待我立下战功，所以我才无法原谅自己。我原本是为了他才努力奋战，结果却让他费心了。我是个累赘。

  　彼が私に戦果を期待しているわけではないことは分かっている。だから自分が許せないのだ。彼の為にもなろうと頑張っていた節もあったのだから、結局手を煩わせてしまった。お荷物だ。

  

  而且，我在那场战斗中……又失去了。

  　そしてそんな戦いで私は……また失ってしまったのだ。

  

  我已经一无所有。

  　もう私には何も残っていない。

  

  不……不对。绝对不是这样。

  　いや……否。断じて否だ。

  

  

  我军有九成以上的人成功逃走，还有机会东山再起。

  　我が軍の9割以上が逃げ延びた。再起の目はある。

  

  我希望图格夫亚也逃走了。说不定琪耶尔还在等待救援。

  　トグーヴァも逃げ延びていると信じたい。キエルもまだ助けを待っているかもしれない。

  

  不管出现什么圣剑，都对巴尔塔造成不小的打击。虽然巴尔塔内部的活死人已经被镇压，但大门遭到破坏，防卫设备也失去作用。只要连续进军，应该有机会一口气攻陷巴尔塔。

  　いかな聖剣が現れようとバルタに与えた打撃は小さくない。バルタ内部のリビングデッドは鎮圧されていようが、大門の破壊と防衛設備の無力化は叶った。このまま連続進軍によって一気に叩くことは不可能ではない筈。

  

  只要能解决圣剑，我还有胜算。虽然不清楚寇特拉的状况，但必须立刻联络索夫和托泽，重新整编军队。

  　聖剣さえどうにかすればまだ私は勝てる。クォートラの状況は不明だが、すぐにゾフとツォーネに声をかけて軍を纏めなおさなければ。

  

  

  我保持沉默，下定决心再次进攻，但艾尔克罗大人的提案却出乎意料。

  　そうして沈黙の中私は再進撃の心を固めていたが、エルクーロ様が突如として提案をしてきた。

  

  

  「克莱儿，要不要久违地喝杯红茶？」

  「ココット、久しぶりに紅茶を飲まないか」

  

  「咦……？」

  「え……？」

  

  

  这句话让我缓缓从床单中探出头。

  　私はその言葉にゆっくりシーツから顔を出した。

  

  艾尔克罗大人依然以认真的表情看着我。

  　エルクーロ様は変わらず真剣な表情でじっと私を見ていた。

  

  红茶，红茶啊。只要喝杯热红茶，心情就会平静下来，也能重新思考攻下巴尔塔的策略。

  　紅茶、紅茶か。暖かい紅茶を飲めば気も落ち着き再びバルタを攻略するための策を練る頭もできようか。

  

  我这么想着。

  　そう思ってみれば。

  

  

  「不过因为太匆忙，所以没有带茶具。」

  「だが急いできた故茶器を持参していない」

  

  

  既然如此，就没办法在这里喝。只能移动了。

  　ならばここでは飲めない。移動するしかないわけだが。

  

  

  「那、那么，您要回露伊卡娜吗……？在这种状况下……？」

  「で、ではルイカーナまで戻るというのですか……？　この状況で……？」

  

  「不是。」

  「そうではない」

  

  

  在我问她要去哪里之前，艾尔克罗大人说的话就让我大吃一惊。

  　ならば何処へと問う前にエルクーロ様が語った言葉に、私は酷く驚いた。

  

  

  「回魔王城吧，克莱儿。我决定放弃攻下巴尔塔。」

  「魔王城へ帰ろう、ココット。バルタ攻略は私の一存で断念する」

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  「跟我来。」

  「ついて来てほしい」

  

  

  艾尔克罗大人说要回魔王城，让我陷入混乱。在她接着说出这句话后，我只披着衬衫就走出帐篷，在艾尔克罗大人的带领下走在营地里。

  　魔王城へ帰還するといったエルクーロ様の言葉に混乱した私は、続けざまにそう言われてシャツだけ羽織ってテントを出ると、エルクーロ様の先導で駐屯地を歩いていた。

  

  才走没几步，我就隐约理解艾尔克罗大人的想法，也知道自己想得太天真了。

  　ほんの少し歩いただけで、エルクーロ様の思惑は何となく理解した。そして己の考えの甘さを思い知った。

  

  因为周围的状况，比任何东西都更清楚地告诉我他的想法。

  　周囲の状況が何よりも痛烈に彼の考えを私に語ったのだから。

  

  

  到处都是慌张的魔族。

  　何処を見ても慌ただしい様子の魔族達。

  

  负责医疗的魔族忙碌地四处奔走。虽然死者不多，但伤患比我想象中还要多。就连强壮的魔族在逃离那种状况时，也受了相当严重的伤。

  　医療担当の魔族があくせく動き回っている。死者が少なかったとはいえ負傷者は私が思っていたよりずっと多いようだった。頑丈な魔族もあの状況の脱出に際して相当痛手を負っていた。

  

  在有屋顶的帐篷下，因为空间不够，魔族们只能坐在广场上接受治疗，我见状不禁咬紧下唇。

  　屋根付きのテントの下では場所が足らず、広場に座り込んだまま治療を受ける魔族達の姿を見て私は唇を噛んだ。

  

  尤其是艾尔克罗大人在来之前负责殿后、走在最后面的那些人，伤势特别严重。有人失去手臂，有人半张脸缠着绷带。到处都听得见因伤口疼痛而发出的呻吟声。

  　特にエルクーロ様が来て下さる前まで殿をして最後尾にいた連中の負傷は酷いものだった。腕を無くしたものや顔の半分に包帯を巻きつけたものまで。傷の痛みでうめく声はそこかしこから聞こえていた。

  

  在这种情况下还要再次进攻……大概就是这么回事吧。我握紧颤抖的拳头，环视望着我的受伤魔族们。

  　こんな有様で再進撃など……という事なのだろう。私は震える拳を握りしめながら、私を眺める傷ついた魔族達を見渡していた。

  

  

  这时，我跟在艾尔克罗大人身后走着，听见两道奔跑的脚步声。

  　と、エルクーロ様の後ろを付いて歩いていれば、駆けてくる足音が二つ。

  

  

  是索夫和佐涅。

  　ゾフとツォーネだった。

  

  两人向艾尔克罗大人敬礼后，转身面向我。

  　二人はエルクーロ様に敬礼をしたのち、私に体を向けた。

  

  

  「小姐，你醒了吗？太好了，我很担心你呢。特别是这家伙。」

  「お嬢、目が覚めたんですかい。よかった、心配してたんですぜ。特にこいつが」

  

  「吵死了。我最担心克莱儿大人是理所当然的。你没事真是太好了～」

  「うっさいですわ。わたくしが一番ココット様を心配するのは至極当然。ご無事で本当なによりですわ～」

  

  「你们两个……」

  「二人とも……」

  

  

  担心我的他们也受了不小的伤。

  　私を心配してくれる彼らも決して小さくない傷を負っていた。

  

  索夫的上半身依然缠满渗血的绷带，看起来像木乃伊。在路易卡纳和希雅战斗时，他也没受过这么严重的伤。

  　ゾフは上半身は未だ血の滲む包帯だらけで、ミイラのような有様。ルイカーナでシアと戦闘した際もここまでの傷は負っていなかった。

  

  至于托涅，他的一只手被木条固定着。据他本人所说，虽然没有骨折，但因为受了重伤，所以在治愈之前无法动弹。

  　ツォーネに至っては片腕に添え木をしていた。本人曰く折れてはいないらしいが大きな傷を受けたので治癒するまでは動かせないとのことだった。

  

  我大受打击。我的作战让他们受了这么重的伤。

  　ショックだった。私の作戦でここまで彼らに傷を負わせてしまった事が。

  

  指挥那个作战的人是我，责任在我身上。他们要责备我也无所谓，但他们恐怕不会这么做。所以我只能责备自己，只能说出轻率的话语。

  　あの作戦を指揮したのは私でありその責任は私にある。彼らは私を責めてもいいがおそらくそうしてはくれない。だから私は私を責め苛んでただただ安易な言葉を口にすることしかできなかった。

  

  

  「……对不起。」

  「……すまない」

  

  

  ……就这样。

  　……と。

  

  我问了绝对称不上平安无事，但还活着的他们，库欧托拉在哪里，他们便告诉我地点。

  　決して無事とは言えないが生存してくれていた彼らにクォートラはと聞けば場所を示してくれた。

  

  因为伤势特别严重，无法化为人形，所以为了治疗，他待在驻地的外围，维持龙形。

  　傷が一際酷く人化できないため竜化したまま治療するために駐屯地の外れにいるらしい。

  

  我跟着他们两人和艾库罗大爷来到库欧托拉身边，倒抽了一口气。

  　二人とエルクーロ様についていく形でクォートラの下へやって来て、私は息をのんだ。

  

  

  库欧托拉蹲在地上，一发现我，就抬起巨大的头部看着我。

  　クォートラは地面にうずくまるようにしながら、私に気付くとその大きな頭をもたげて私を見た。

  

  

  「……公主，您醒了吗？我好担心。」

  「……姫、お目覚めになられたのですね。心配を致しました」

  

  

  担心？

  　心配だと。

  

  他用那副身体说出这种话吗？

  　その体でそんなことを言うのか。

  

  

  「抱歉让您看到这副不堪入目的模样。」

  「御見苦しい格好をお見せして申し訳ございませぬ」

  

  

  库欧托拉对我低头道歉。

  　クォートラはそう私に対して謝罪をして、頭を下げた。

  

  看到他这副模样，我诅咒自己的无能。

  　そんな姿に私は自分の無能を呪った。

  

  比起自己的身体，这个巨大的龙人更担心我有没有受伤，然而它却少了一边翅膀。

  　自分の身体より、たいしてけがなど負っていない私の身を案じるこの大きなドラゴニュートは、その片翼を大きく欠損していたのだ。

  

  是那道突然射向我们的光之奔流，直接击中它而把它击落。它那厚实的右翼有一半被切开，伤口不断流出红色的鲜血，染红的绷带应该是勉强缠上去的，绷带渗出的血在地面形成一滩血水。

  　あの突如として私たちを撃ち抜いた光の奔流。あの直撃を受けて撃墜されたのだ。大きく分厚い右翼の実に半分を切り裂かれたかのように失っているクォートラの傷口からは、未だに赤い血が滴っていて無理やり巻かれたであろう赤く染まり切った包帯から滲みだして地面に池を作っていた。

  

  不只如此，它应该是被击落后摔到地上，脚可能也受伤了，所以用奇怪的姿势躺着，身上还有擦伤，鳞片也掉了，看起来很痛。

  　それだけではない。撃墜され地面に叩きつけられたのだろう。足でも痛めたのか妙な組み方で寝そべっているし、擦り傷めいてうろこが削げ落ちていたりと痛ましい。

  

  现在也有几个魔族在拼命治疗它。

  　クォートラの治療には今も数体の魔族が必死に忙しく動き回っていた。

  

  我握紧拳头，不发一语。

  　私は拳を握りしめただただ黙した。

  

  我竟然没考虑到它和魔族们的状况，还想再次进攻。

  　こんな状態のクォートラや、他の魔族達の状況を加味せず私は再進撃などと考えていたのか。

  

  他们根本无法好好战斗。

  　とてもではないが、まともに戦えはしない。

  

  就算他们以这种状态出击，也只会变成自杀式攻击，以舍命为前提战斗。

  　仮にこんな様で出撃したとして、自殺紛いの戦いになる。命を捨てる前提で戦う事になる。

  

  我自己变成这样也无所谓，但我不能再失去更多了。

  　私自身がそうなるのは構わない。だがもうこれ以上失うことはできない。

  

  刚才的战斗是最后的机会。我错失了让自己结束的最好机会，理解到这一点的我眼角开始发热。

  　先の戦が最後のチャンスだったのだ。私が終わるための最大のチャンスを、私は逃したのだと理解して目尻が熱くなってくる。

  

  

  

  

  「这就是现状。」

  「これが現状だ」

  

  

  艾尔克罗大人平静地说道。

  　エルクーロ様が静かにそう言った。

  

  我垂下视线，以沉默表示肯定。

  　私はぐっと目を伏せたまま、無言の肯定を返した。

  

  巴尔塔没有攻陷，一起获得幸福、发誓要保护的米欧被杀了。

  　バルタは落とせなかった。一緒に幸せになろうと、守ってやると誓った筈のミオは殺された。

  

  说愿意陪伴我到最后一刻的琪优儿也不在了。

  　最期まで一緒に居てくれると言ってくれたキエルも居なくなった。

  

  索夫与托泽纳身受重伤，至于库欧特拉则是惨不忍睹。

  　ゾフとツォーネも大けがをして、クォートラに至っては見るも無残な有様。

  

  士兵疲惫不堪，魔物部队也……知道我过去秘密的托古瓦也被我丢下了。

  　兵は疲弊し、魔物部隊も……私の過去を知るトグーヴァも置いてきてしまった。

  

  光是出现一名圣剑，就变成这样。

  　聖剣一人現れただけで、この様だ。

  

  我终究只是个小女孩。不顾一切地前进，杀害人类、攻陷城镇，成为恶魔之后得到了什么？

  　所詮私はただの小娘だった。がむしゃらに進んで人間を殺し街を落としてきて、悪魔になって得たものはなんだ？

  

  我失去了一切。结果，我没能战胜这个世界。

  　失ってばかりだ、私は。結局私は、この世界に勝てなかった。

  

  我输了。

  　私は、負けたのだ。

  

  

  

  我跪倒在地，双手撑着地面垂下头。

  　私はがくりとひざを折り、地面に手を付き項垂れた。

  

  索夫与托泽纳担心地跑了过来。从我眼中落下的泪水，在地面留下水渍。

  　ゾフとツォーネが心配そうに駆け寄ってくる。私の視界では、私の目から落ちた雫が地面にシミを作っていた。

  

  我的呜咽声在驻屯地外回荡。

  　一時、私の嗚咽が駐屯地の外れにこだました。

  

  

  

  一只手伸到我面前。

  　そんな私の前に手が差し出される。

  

  我抬起沾满泪水和鼻水的脸，看见艾尔克罗静静地跪在地上，朝我伸出手。

  　涙と鼻水でぐしゃぐしゃになった顔を上げてみれば、エルクーロ様が地面に膝をつき静かに私に手を伸ばしていた。

  

  

  

  

  

  

  我知道握住这只手会有什么后果。

  　この手を取ってしまえばどうなるかは分かっていた。

  

  我知道这是逃避，是将视线从琪优她们身上移开的选择。

  　キエル達から目を背け、逃げる選択であると。

  

  我将不再是魔将军，不再是恶魔克莱儿。会变回在奥塔那时那个弱小的我。

  　私は魔将軍として、悪魔としてのココットではなく。アウタナに居た頃の弱い私に戻ってしまうと。

  

  即使如此，艾尔克罗看着我的红色眼眸，看起来是那么地真诚。对于不断失去，快要被压垮的我来说，那双眼睛实在太过耀眼。

  　それでも私を見るエルクーロ様の赤い瞳は何処までも真っ直ぐに見えて。失ってばかりで押し潰されそうだった私の瀕死の心にはあまりにも眩しくて。

  

  当那双和雷米相似的温柔眼眸和我对上视线时，我心中有某种东西断了。

  　レイメの目にも似たその柔らかな視線に私の視線が重なった時、私の中で何かが折れた。

  

  我沉默了一瞬间，然后压下涌上喉头的呐喊，缓缓地……握住那只手。

  　私は一瞬の沈黙の後、喉元までせりあがった叫びを押し殺しながらゆっくりとその手を……取った。

  

  

  

  

  艾尔克罗温柔地握住我的手……好温暖。

  　優しく私の手を握るエルクーロ様の手は……暖かかった。

  

  

  

  

  

 
  ＃１１３　戦の残香

  ＃113　战争的余韵

  　

  

  

  

  

  

  

  

  巴尔塔旧市街。

  　バルタ旧市街。

  

  克莱儿魔将军的侵略行动结束后，这里正在进行善后处理。

  　ここでは先の魔将軍ココットの侵攻に際した戦いの後処理がなされていた。

  

  士兵们忙着救助倒在战场上的士兵和难民。为了回收伤患和死者，确认身份，他们忙得不可开交。

  　戦場に倒れる兵士や難民の救助。けが人や死人の回収や身元改めの為、兵士たちがせわしなく動き回っていた。

  

  警戒状态尚未解除，紧张的气氛和火焰的余味混杂在一起，刺激着鼻腔。

  　警戒態勢は未だ解かれず、緊張した空気が炎の残り香に交じって鼻腔を突いた。

  

  

  在这样的漩涡中，有人正悄悄地前进。

  　そんな渦中を隠れ進む者がいた。

  

  衣服被煤灰弄脏，处处破损的佣人服。琪艾儿拔出挂在腰间的细剑，屏住气息，从阴影处移动到另一个阴影处。

  　服は煤で汚れ、所々破けた使用人服。腰に下げられていた細剣を抜き放ち息を潜めながら物陰から物陰へ進むキエルであった。

  

  

  在先前的战斗中撤退时，琪艾儿无视克莱儿的制止，为了拯救难民的孩子而行动，结果被分隔开来，被留在这里。

  　先の戦いの撤退の折にココットの制止を無視して難民の子供を救いに動き、結果分断されてしまい取り残された。

  

  琪艾儿认为这是自作自受，无论如何都不能被抓住，于是展开行动。

  　キエルはこれを自業自得と捉え、ふまえて何が何でも捕まるわけにはいかないとして動いていたのだ。

  

  许多巴尔塔士兵都目击到她和魔将军人在一起的身影。她无法辩解，事到如今也无法回到人群之中。

  　魔将軍とともに居た姿は多くのバルタ兵に目撃されている。言い訳は立たず、今更人の中には戻れない。

  

  巴尔塔原本就遭到身为人类的克莱儿袭击，如果被抓住，就会被当成魔族的手下，面临拷问和处刑的下场。

  　ただでさえ人間であるココットの襲撃を受けたバルタであるから、捕まれば魔族の手先として拷問、処刑の結末を辿る。

  

  最重要的是，她必须尽快回到因为自己的任性而走散的克莱儿身边。

  　何より自分の我儘ではぐれてしまったココットの下へ一刻も早く戻らねばならない。

  

  

  这次的战斗以败北告终。

  　此度の戦は敗走。

  

  既然如此，她更担心克莱儿的精神状况。克莱儿在这场战斗中赌上了所有一切，恐怕连自己的性命都赌上了。

  　ならばココットの精神が心配なのだ。彼女はこの戦いに全てを賭けていた。おそらく己の命さえも。

  

  为了替米欧报仇，她展现出令人毛骨悚然的觉悟。要是这个计划失败，不知道她会陷入什么样的状况。

  　ミオの仇をとるためとして鬼気迫る覚悟を見せた彼女であるからそれが失敗したとなればどういう状況にあるかもわからない。

  

  说起来，她是否顺利逃走，现在也还是未知数。

  　そもそもうまく逃げおおせたのかさえ不明。

  

  凯耶尔满脑子都在担心克莱儿的安危。

  　キエルの頭の中はココットの安否で一杯だった。

  

  她平安逃走了吗？

  　無事逃げられたのだろうか。

  

  

  「那边那个，给我站住！」

  「そこのお前、止まれ！」

  

  「！」

  「っ！」

  

  

  躲在暗处的凯耶尔，思考被突如其来的怒吼声打断。

  　物陰に潜んでいたキエルの思考は唐突な怒声によって中断された。

  

  他望向声音传来的方向，发现有两三个骑士正一脸严肃地盯着他。

  　声の方を見れば２，３人の騎士がキエルを見ながら表情を険しくしていた。

  

  

  「你不是……逃难太慢的难民，而是人类吗？」

  「逃げ遅れた難民……の服ではないが、人間か？」

  

  「我是……」

  「私は……」

  

  「喂，等一下。我看过这家伙。他是跟那个魔将军克莱儿一起行动的家伙！」

  「おい、待て。こいつは見たぞ。あの魔将軍ココットと一緒に居た奴だ！」

  

  

  凯耶尔反射性地拔腿就跑。

  　キエルは反射的に駆け出した。

  

  看到他逃跑，骑士们也改变语气，慌慌张张地追了上去。

  　それを見た騎士達が声色を変えて慌てた様子で後を追う。

  

  

  「别让他逃了！抓住他！不对，杀了他！」

  「逃がすな！　捕らえろ！　いや、殺せ！」

  

  

  听到这句话，周遭的骑士们也立刻上前，挡在凯耶尔面前。

  　すぐさま周囲に居た騎士たちがその声を聞きつけてキエルの前に立ちはだかった。

  

  前面两人，后面三人。

  　前に二人、後ろに三人。

  

  所有人的双眼都布满血丝。

  　全員目が血走っている。

  

  凯耶尔马上明白他们很害怕。克莱儿的袭击对巴尔塔造成相当大的打击。无论是物理上，还是精神上。

  　恐れているのだとすぐに分かった。ココットの襲撃はバルタに恐ろしい打撃を与えた。物理的にも、精神的にも。

  

  人类们也很清楚，要是巴尔塔内部没有内奸，应该不至于发生如此惨烈的悲剧。

  　バルタ内部に内通者が居なくてはここまでの惨劇は起こせなかった筈だと人間達も分かっていたのだ。

  

  实际上并没有内奸，但这样的疑虑在人类之间散播开来，让他们陷入疑神疑鬼的状态。

  　実際は内通はなかったのだが、その疑念は人間たちに伝播し、疑心暗鬼に陥らせている。

  

  看到这些骑士即使和克莱儿在一起，也以这种态度举着武器，就能理解人类们为何会这么做了。

  　人間であるキエル相手に、たとえココットと共にいたからとてこのような様子で武器を構える騎士達を見れば合点も行く。

  

  

  他们并非要逮捕琪艾儿，而是要杀害她，琪艾儿也立刻察觉了这一点。

  　彼らの目的がキエルを捕らえる事ではなく殺害であることもまた、すぐに分かった。

  

  琪艾儿缓缓举起剑，吐出一口气。

  　キエルはゆっくり剣を構えて息を吐く。

  

  她将剑直直举到胸前，再缓缓将剑往后拉，最后将剑尖往前刺出。

  　胸の前で縦一文字に構えた剣をゆっくりと引き、頭の横で前に剣先を突き出すように構える。

  

  

  琪艾儿摆出架势后，骑士们便同时冲了过来。

  　キエルが構えたのを合図に騎士達が突貫してきた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  在那之后，琪艾儿将冲向自己的骑士们的武器一一打落，或是用剑柄击昏他们，同时逃窜。

  　それからしばらく、キエルは向かってくる騎士達の武器をはたき落とし、柄で昏倒させながら逃げていた。

  

  然而，疲劳和爆炸时所受的伤痛，让她渐渐无法随心所欲地行动。

  　だが次第に疲労や爆発時に負ってしまった傷の痛みでそれもままならなくなってくる。

  

  最后，她再次被大批骑士包围。

  　結局再び大勢の騎士に囲まれるに至った。

  

  

  面对这么多人，就算琪艾儿临时学会剑术，也无法突破重围，更别说是不杀他们了。

  　この数相手ではにわか仕込みの剣術では打開できない。まして殺さずになど。

  

  琪艾儿做好觉悟，缓缓吐出一口气，摆出架势。

  　覚悟を決める必要があるとしてキエルはゆっくりと息を吐いて構えた。

  

  就在她额头渗出汗水时——

  　そして額に脂汗が滲んだころ。

  

  迪欧尼欧出现在骑士们的身后。

  　騎士達の背後にデオニオが現れた。

  

  ——吉耶尔倒抽一口气。自己绝对赢不了他。万事休矣。

  　キエルは息をのむ。あれには自分は絶対に勝てない。万事休すか、と。

  

  

  「和克莱儿在一起的女孩……不是魔族吧？」

  「ココットと共に居た娘……魔族ではないな」

  

  

  吉耶尔没有回答，只是维持架式瞪着迪尼欧。

  　キエルは答えずに構えたままデオニオを睨んでいた。

  

  迪尼欧看到吉耶尔的剑和架式，露出讶异的表情。

  　そんなキエルの剣と構えを見たデオニオは訝しげな表情をする。

  

  

  「我认得那把剑。那是法鲁特玛雷的圣铠骑士团使用的剑术。你是在哪里学会的？」

  「その剣に覚えがある。ファルトマーレの聖鎧騎士団が使う剣術だ。どこで身に着けた」

  

  

  吉耶尔微微皱起眉头。有对话的余地？不，不对。迪尼欧释放的杀气没有丝毫动摇。

  　少しだけキエルは眉根を寄せる。会話の余地あり？　いや、違う。デオニオから放たれた殺気に揺らぎはない。

  

  他只是真的感到在意，才会抛出问题，仅此而已。

  　ただ本当に気になったから問いを投げた、それだけだろう。

  

  迪尼欧再次对沉默不语的吉耶尔说道：

  　無言のままのキエルにデオニオは再び言う。

  

  

  「回答我。」

  「答えろ」

  

  

  吉耶尔没有回答。

  　キエルは、答えなかった。

  

  尽管神情憔悴，迪尼欧的表情依旧严峻，以锐利的眼神看着吉耶尔。

  　憔悴した様子はあるもののデオニオの表情は険しく、瞳は鋭くキエルを見ていた。

  

  迪尼欧对贯彻沉默的吉耶尔拔剑，缓缓拉近距离。

  　そんなデオニオも無言を貫いたキエルに剣を抜き、じりじりと距離を詰める。

  

  吉耶尔感觉到对方已经不打算再问，身上散发出杀气。

  　最早問答は不要としたか、キエルはその身に殺気を感じた。

  

  

  「你在做什么？把剑收起来。」

  「なにをしているんだ。剣を収めてくれ」

  

  

  这时传来制止的声音。

  　そこへ制止の声。

  

  在场的所有人都望向声音传来的方向，只见一名黑发发尾带着朱红的青年站在那里。

  　その場にいた全員が声の方を向けば黒髪の毛先に朱を帯びた青年が立っていた。

  

  骑士们看到他的身影，纷纷放下剑尖。

  　その姿を見た騎士たちは剣の切っ先を下げる。

  

  吉耶尔看到他的脸，不禁低喃：

  　キエルは彼の顔を見て思わず呟いた。

  

  

  「圣剑勇者……佛鲁托纳……！？」

  「聖剣の勇者……フォルトナ……！？」

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  「抱歉让你害怕了。」

  「怯えさせて済みません」

  

  

  佛鲁托纳对基尔这么说，同时走在前面带路。

  　フォルトナはキエルに対してそう言いながら先導をした。

  

  结果佛鲁托纳主动提出要负责监视自己俘虏的基尔，迪欧尼奥也无法拒绝勇者的要求，于是答应了。基尔和佛鲁托纳朝着巴尔塔新城区走去。

  　結局デオニオと掛け合ったフォルトナは自らが捕囚としたキエルの見張りをすると買って出たので、デオニオも勇者の言葉を無下にはできずに了承。キエルとフォルトナはバルタ新市街へ向かって歩いていた。

  

  基尔的剑被没收，手无寸铁，即使如此，他还是对只有这把圣剑监视自己的状况感到不对劲，保持警戒。

  　キエルは剣を取り上げられ丸腰、それでも自分の見張りがこの聖剣のみと言う状況に違和感を感じつつ警戒していた。

  

  这时佛鲁托纳看着基尔，露出果然如此的表情，稍微放松了表情。

  　そこでフォルトナはキエルを見ながら、やっぱりだと言った風に表情を少し緩ませた。

  

  

  「果然没错。基尔先生，你还记得我吗？以前在依法尔的时候，我曾经看过你和赛群大人在一起。」

  「やっぱりそうだ。キエルさん、僕を覚えていますか？　セグン殿と一緒に居られたのを昔イファールでお見掛けしているのですが」

  

  

  突然被叫到名字，基尔瞪大了眼睛。

  　突然名を呼ばれたことでキエルは目を丸くする。

  

  

  「呃……」

  「ええと……」

  

  「你不记得也是正常的，毕竟我们当时都还小。」

  「覚えていなくても無理はありませんね。お互い子供でしたから」

  

  

  基尔一脸困惑，佛鲁托纳则是微笑。

  　困惑するキエルとほほ笑むフォルトナ。

  

  一问之下，佛鲁托纳在小时候和圣铠骑士团时代的赛群为了练习而交手过，加上赛群的人格，让他对赛群印象深刻。

  　聞けばフォルトナは幼少のころ聖鎧騎士団時代のセグンと稽古のため手合わせをした事もあり、セグンの人格も相まって覚えがよかった。

  

  因此，佛尔多纳才会自然而然地将目光投向和赛昆一起待在伊法尔王城的吉耶尔。不过，赛昆和吉耶尔因为善比纳一事，一起从伊法尔消失了。

  　それでよくイファールの王城でセグンと共にいたキエルにも自然と目が向いていたらしい。だがゼンビアーノの一件でセグンはキエルと共にイファールから姿を消した。

  

  没想到会在这种地方和吉耶尔重逢，佛尔多纳不禁苦笑。

  　そんなキエルとこんな場所で再会するとはとフォルトナは苦笑する。

  

  接着，佛尔多纳微微皱起眉头。

  　その後、フォルトナは少しだけ眉根を寄せた。

  

  

  「我听士兵们说，你是魔将军的随从。」

  「兵士たちから聞いたのです。君が魔将軍の従者だと」

  

  

  听到佛尔多纳这么问，吉耶尔有些惊讶地立刻回答：

  　フォルトナの問いに、少し驚いた風にしながらキエルは即答をする。

  

  

  「是的。」

  「はい」

  

  「你不否认呢。」

  「否定しないのですね」

  

  

  吉耶尔没有做出任何否定。

  　キエルは一切の否定をしなかった。

  

  他很清楚自己已经不是人类了。经历过太多事情，事到如今，他才明白将自己归类在人类的范畴里，未免太过一厢情愿。就算不是这样，他也想待在克莱儿身边。

  　自分はもう人の側に居る存在ではないと自覚していた。度重なる経験において、今更自らを人の枠の範疇に収めるのは都合がよすぎる事だと分かっていた。そうでなくとも自分はココットの傍に居たいと思っている。

  

  所以，吉耶尔决定让自己待在那个小恶魔身边。

  　だからキエルは自らの身の置き場をあの小さな悪魔の側だと定めていた。

  

  佛尔多纳没有对吉耶尔表现出敌意，只是有些落寞地笑了。

  　そんなキエルにフォルトナは別段敵意を見せずに、少しだけ寂しそうに笑った。

  

  

  「这样啊。我们对你没有敌意，但你有什么苦衷吗？我听说魔族会捕捉人类，让人类成为自己的奴隶，所以还以为你也是这样。」

  「そうか。僕たちに敵意は無いようだけれど、何か事情があるのですか。魔族は人間を捕らえて隷属させるとも聞いたから君もそうなのかと思ったんですが」

  

  

  吉耶尔低下头。

  　キエルはうつむく。

  

  的确，自己想待在克莱儿身边的经过大致上就是如此。

  　確かに、自分がココットの隣にいたいきさつとしては概ねその通りだ。

  

  父亲被杀，城镇被烧毁，自己被囚禁，然后被克莱儿买下，成为她的随从。事实就是如此。

  　父を殺され、街を焼かれて囚われてココットに買われた。そして従者となったのはその通りなのだ。

  

  「我在弗利克泰达有过可怕的经历。一切都在一瞬间被夺走了。」

  「私はフリクテラで恐ろしい思いをしました。何もかもを、一瞬で奪われた」

  

  

  听到她回应佛鲁托纳的话，佛鲁托纳收起笑容，以哀悼的表情看着她。

  　フォルトナの言葉に返すように出てきたその言葉に、フォルトナは笑みを消して哀悼の表情でキエルを見た。

  

  

  「赛昆阁下的事，我深感遗憾。」

  「セグン殿の事は残念です」

  

  

  佛鲁托纳似乎也知道琪艾儿的父亲赛昆的死讯。

  　キエルの父たるセグンの死はフォルトナも知る処であったらしい。

  

  但是她想说的不是这件事。

  　だが伝えたいのはそのことではない。

  

  

  「攻进巴尔塔的魔将军建克莱儿。买下成为俘虏的我的她，正是袭击弗利克泰达的存在。我曾经和父亲的仇人在一起。」

  「バルタに攻め入った魔将軍ココット。捕虜になった私を買い付けた彼女はまさしくフリクテラを襲った存在です。私は、父の仇と供に居たのです」

  

  「这……真是……不过你现在自由了。就算现在受到怀疑，总有一天会证明你的清白。」

  「それは……なんと。……ですが君はこうして自由になった。今は疑いの目があってもいずれは潔白が証明されます」

  

  

  听到佛鲁托纳的话，琪艾儿摇摇头。

  　フォルトナの言葉にキエルは首を横に振った。

  

  

  「从佛鲁托纳先生的角度来看，我现在身处的状况或许像是获得自由。但是不对。我的容身之处不是这里。我想待在她身边。」

  「今私が置かれているこの状況は、フォルトナさんから見れば自由を手にしたように映るかもしれません。ですが違う。私の居場所はここじゃない。私は彼女の傍に居たいのです」

  

  

  琪艾儿知道克莱儿的手掌有多小。知道她抱着自己，缩成一团颤抖着入睡的模样。

  　キエルはあのココットの掌の小ささを知っている。自らを抱くように小さく丸まり震えて眠る姿を知っている。

  

  被称作恶魔，也打算成为恶魔的克莱儿，如今心灵已经濒临崩溃。虽然不认为自己能帮上什么忙，但至少想陪在她身边。

  　あの悪魔と呼ばれ自らも悪魔たろうとしたココットの心は今や擦り切れかけている。自分に何かができるとは思っていないが、せめて自分だけは傍に居たいのだ。

  

  所以，她想早点回去。她想回去让克莱儿安心。因为她已经答应过对方，绝对不会离开她。

  　だから早く戻りたい。戻って安心させてあげたい。自分は約束したのだから。絶対に居なくならないと。

  

  她不想违背这个约定。即使对方是杀父仇人，比起憎恨，她更想选择慈爱。

  　その約束を反故にはしたくない。例え父の仇という事実があっても。恨みよりも慈愛をキエルは選んでいた。

  

  看着以真挚的眼神望向自己的琪雅拉，佛鲁托纳似乎有些惊讶。

  　そう真っ直ぐなまなざしをしてフォルトナを見たキエルに、フォルトナは少しだけ驚いたらしかった。

  

  他随即改变话题。看起来像是察觉到琪雅拉也有自己的苦衷。

  　そしてすぐに話題を変える。キエルにも事情があるのだと察したように映った。

  

  

  「我接下来要去拜访小……啊，是圣女库夏尔娜。她应该也会善待琪雅拉小姐吧。」

  「僕はこれからクー……ああ、聖女クーシャルナを訪ねます。キエルさんのことも良くしてくれるでしょう」

  

  

  佛鲁托纳说出圣女的名字。

  　聖女の名を出したフォルトナ。

  

  琪雅拉像是恍然大悟般倒抽一口气。原来如此，佛鲁托纳并不知道。

  　キエルははっとしたように息をのんだ。そうか、フォルトナは知らないのだと。

  

  不知道圣女库夏尔娜的下场。

  　聖女クーシャルナがどうなったかを。

  

  穿过巴尔塔新城区的大门后，琪雅拉进入城镇。或许是克莱儿的作战计划所致，街上依旧一片混乱。

  　バルタ新市街の門を抜けて中へ。ココットの作戦によるものか、街中も慌ただしいままだった。

  

  双眼发亮，尽管疲惫不堪，仍为了善后而四处奔走的士兵们，在看到身为圣剑勇者的佛鲁托纳后，这才像是终于放心似的向他行礼。

  　目をぎらつかせて疲弊しながらも後始末に奔走する兵士たちは、聖剣の勇者たるフォルトナに目を向けるとようやく安堵したように礼をした。

  

  看着这幅光景，决定自己也要见证一切的吉尔，将这个结果牢记在心。

  　キエルはそんな様を眺めながらこれも自分が見届けると決意した結果の一つとして心に刻み込む。

  

  

  「真是过分。」

  「ひどいものだ」

  

  

  佛鲁托纳这么低喃。吉尔默默地跟在他身后。

  　そう呟いたフォルトナ。キエルは無言でその後に続いた。

  

  圣女的事情、克莱儿的事情。应该传达的事情应该很多。

  　聖女の事、ココットの事。伝えるべきことは多くある筈。

  

  他没能传达真正该传达的事情，就这么一路走到这里。他也很想跟父亲赛昆多说更多话。

  　本当に伝えるべきことを伝えられないままずっとここまで来てしまった。父セグンに対してももっと話をしたかった。

  

  他或许应该把圣女的事情告诉克莱儿。

  　ココットに聖女の事を伝えるべきだったかもしれなかった。

  

  如果他有好好说服鲁克他们，那个村子的惨剧或许就不会发生了。

  　ルクさん達をちゃんと説得で来ていたらあの村の惨劇も起きなかったかもしれなかった。

  

  吉尔暗自下定决心。他不能对佛鲁托纳说错话。因为这样有可能会救到克莱儿。

  　キエルは密かに決意をする。フォルトナ相手には、間違えてはいけない。それでココットが救われる可能性もある。

  

  佛鲁托纳恐怕也会马上得知圣女的事情。可是，如果他因为人类方的解释而得知的情报而憎恨克莱儿，就无法避免双方互相憎恨的战争。

  　聖女の事はおそらくフォルトナもすぐに知る。だが、人間側の解釈で伝えられた情報によってフォルトナがココットを憎んでしまえば、お互いを憎み合うだけの戦いは避けられないのだから。

  

  

  

  这时，佛鲁托纳停下脚步。吉尔也猛然回神，停下脚步，转向前方，发现那里站着一名女骑士。

  　と、フォルトナが足を止める。キエルもはっとして立ち止まり、前を向けば一人の女騎士が立っていた。

  

  记得她是跟圣女在一起的圣歌队骑士。名字应该是……

  　確か聖女とともに居た聖歌隊の騎士。名前は確か……。

  

  

  「雷薇，别那么警戒。她会害怕。」

  「レーヴェ、そんなに警戒しないでくれ。彼女が怖がる」

  

  

  佛鲁托纳的话让雷薇皱起眉头。

  　フォルトナの言葉にレーヴェは眉根を寄せた。

  

  然后，他瞪着吉耶尔，哼了一声。

  　そしてキエルを睨みつけたまま、ふんと鼻を鳴らした。

  

  

  「迪欧尼欧队长命令我监视她。」

  「私はデオニオ隊長から彼女の見張りを仰せつかっているのです」

  

  「意思是只有我监视还不够吗？」

  「見張りは僕だけでは不十分という事か？」

  

  「请体谅我的立场。而且……既然是那个魔将军克莱儿的随从……巴尔塔的所有人民都不会允许我用温和的态度对待她。」

  「私の立場も分かってください。それに……あの魔将軍ココットの従者ともなれば……生暖かな扱いなどは状況が、バルタのすべての民が許さない」

  

  「什么意思？」

  「どういう意味だ？」

  

  

  佛鲁托纳的疑惑让吉耶尔也感到心痛。因为雷威说的那些话，吉耶尔都明白。

  　訝しむフォルトナにキエルも胸の痛みを感じた。レーヴェが言っていることはキエルは理解していたのだ。

  

  雷威垂下眼眸，对仍旧不解的佛鲁托纳开口：

  　未だに首をかしげるフォルトナに、レーヴェは伏し目がちに言葉を紡ぐ。

  

  

  「佛鲁托纳阁下……虽然难以启齿，但您已经来到这里了。既然如此，我有义务以圣歌队的身份告知您。请原谅无法守护您的我。」

  「フォルトナ殿……申し上げにくいとはいえ貴方はもうこの場に来てしまった。ならば聖歌隊としてお伝えするのが責務。守り切れなかった私をどうかお許しください」

  

  「你在说什么？」

  「何を言って」

  

  「圣女库夏尔纳大人已经战死了……！」

  「聖女クーシャルナ様は、戦死なされました……！」

  

  

  听到这句话，佛鲁托纳瞪大双眼。他再三询问雷威「这是真的吗？」，雷威则以沉默表示肯定。

  　その言葉を聞いてフォルトナは目を大きく見開いた。そして再三「本当なのか？」とレーヴェに問い、レーヴェは無言の肯定を返した。

  

  看到雷威身后的吉耶尔低下头，雷威轻轻咂嘴。

  　その後ろでキエルが顔を伏せたのを見て、レーヴェは小さく舌打ちをした。

  

  雷威向垂头丧气的佛鲁托纳说明现状。

  　項垂れたフォルトナにレーヴェは現状の説明をした。

  

  巴尔塔才刚举行完圣女的葬礼，却在葬礼途中遭到克莱儿进攻，而库施那大人好不容易才将克莱儿赶走。

  　今バルタでは聖女の葬式を行ったばかりだったと。だというのにその葬式の最中に侵攻をかけてきたココットをようやく追い払ったばかりだということ。

  

  

  「库施那大人在魔将军克莱儿进攻巴尔塔时，率先出阵。不过，他是为了避免战斗而提出和平协议，魔将军克莱儿起初也接受了。然而，那其实是陷阱。她辜负米莱儿库施那大人的善意，暗中偷袭杀害了他。」

  「クーシャルナ様は魔将軍ココットのバルタ進行に際し、先んじて出陣なされた。だが戦いを避けるために和平を申し入れたのです。魔将軍ココットも最初は受け入れた様子でした。しかしそれが罠だった。ココットはクーシャルナ様の善意を無下にし、騙し討ちをして殺害したのです」

  

  「不对……！」

  「違うっ……！」

  

  

  突然传来否定的声音。雷威和福尔多那一同看向出声的琪耶尔。

  　唐突な否定の声。レーヴェとフォルトナは揃って声を上げたキエルを見た。

  

  琪耶尔紧握颤抖的拳头，用混杂着悲伤和愤怒的表情瞪着雷威。

  　キエルは震える拳を握りしめながら、悲しみと怒りの入り混じった表情でレーヴェを睨んでいた。

  

  

  「不是……那样……！」

  「それは……違いますっ……！」

  

  「哪里不是了？你这个克莱儿养的狗。你也是杀害圣女大人的女人的同伙吧！」

  「どう違う、ココットの飼い犬め。お前も聖女様を殺した女の仲間だろうが！」

  

  

  雷威怒骂琪耶尔。

  　レーヴェはキエルを怒鳴りつけた。

  

  然后，他非常后悔地将拳头抵在胸口，不屑地说道：

  　そしてひどく後悔をするように拳を胸に当てて、吐き捨てた。

  

  

  「圣女大人甚至说克莱儿是她的朋友！用那么温柔的语气……！然而，那是错的。要是没有进行和平交涉，圣女大人就不会死了！」

  「聖女様はココットを友達だとまで言ったんだぞ！　あんなにお優しい声色で……！　だがそれは間違いだったんだ。和平交渉などしなければ聖女様は死なずに済んだ！」

  

  

  听到雷威的话，琪优感到一阵反胃，她逼近雷威。雷威也不服输地往前走，两名女子在城镇正中央激烈地争吵。

  　レーヴェの言葉にキエルは胸のむかつきを覚え、レーヴェに詰め寄る。レーヴェも負けじと歩を進め、女子二人は街のど真ん中で激しく言い争う。

  

  

  「她原本打算接受与米莱儿圣女大人的和平！甚至说她会让圣女大人与四天王的艾陆可露大人见面，如果两人谈和，她也会服从！结果……！」

  「ココットは聖女様との和平を受けるつもりでした！　聖女様を四天王のエルクーロ様に会わせて、二人が和平をするなら自分も従うとまで言ったんですよ！　それを……！」

  

  「结果怎样！那种话谁会相信！那个幼女做了与和平完全相反的事！她是杀害无辜的人、渴望战争的狂人！」

  「それをなんだ！　信じられるかそんな話！　あの幼女は和平とは真逆の事をした！　罪なき人々を殺し、戦いを望む狂人だ！」

  

  「不对！那孩子真的想要改变！可是却有刺客来杀克莱儿，结果米欧小姐代替她被杀了！所以那孩子才会……！」

  「違う！　あの子は本当に変わろうとしていたんです！　なのに暗殺者が来てココットを殺そうとして、代わりにミオさんが殺された！　だからあの子は……ッ！」

  

  

  琪优不服输地回嘴，其中刺客这个词汇令雷威皱起眉头。

  　負けじと言い返すキエルの言葉。その中に在った暗殺者と言う言葉にレーヴェは眉を顰める。

  

  

  「刺客……？……那个托瑞涅在战斗中也说过那种话。我不懂他的意思，我没有派出刺客！」

  「暗殺者……？　……あのツォーネもそんな事を戦いの中で言っていた。意味が解らない。暗殺者など放っていない！」

  

  「事实上米欧小姐就是被杀了！克莱儿会想要接受和平，会变得能像普通女孩一样露出笑容，全都是米欧小姐的功劳！」

  「事実ミオさんは殺されたんです！　ココットが和平を受けてくれる気になったのも、普通の女の子みたいに笑ってくれるようになったのも、全部ミオさんのおかげだったのに！」

  

  「你们两个……先冷静下来……」

  「二人とも……一旦落ち着いてくれ……」

  

  

  在佛鲁托纳的仲裁下，吉耶尔和雷威气喘吁吁地退下。

  　フォルトナの仲裁でキエルとレーヴェは荒く息を吐きながらも引き下がる。

  

  佛鲁托纳用手捂着脸，做了个深呼吸。然后他缓缓转向雷威，说：「带我去小库那里。」

  　フォルトナは顔に手を当て、深く深呼吸をしていた。そしてゆっくりレーヴェに向き直り、「クーの所へ案内してくれ」と言った。

  

  雷威瞪着吉耶尔，看到佛鲁托纳的模样，他也因后悔而感到心痛，开始带路。

  　レーヴェはキエルを睨みながらも、フォルトナの様子を見て自らも後悔に胸を痛めながら先導を始めた。

  

  吉耶尔也缓缓跟在后面。

  　キエルも、ゆっくりとその後に続いた。

  

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  在巴尔塔城门前，总算冷静下来的士兵们开始互相报告状况。

  　バルタ大門前ではようやく落ち着いてきた状況確認の報告飛び交っていた。

  

  

  

  「扫荡出现在新市街的活死人的行动已经结束。不过预备兵力和居民都受到严重损害。」

  「新市街に現れたリビングデッドの掃討は完了しました。しかし予備兵力や住民の被害は甚大です」

  

  「骑士团也一样。在先前的战斗中，骑士团消耗甚钜。大门遭到破坏，迎击设备也毁损。龙人们抱着自爆的觉悟突击……」

  「騎士団もそうだ。先の戦いで大きく損耗した。大門も破壊され迎撃設備も叩かれた。ドラゴニュートどもが自爆覚悟で突貫してきてからに……」

  

  「魔将军逃走了吗？」

  「魔将軍は取り逃がしたのか？」

  

  「圣剑勇者大人击坠了魔将军克莱儿驾驶的龙人，到这边为止都还好，可是四天王艾陆可罗……！因为那家伙出现，我方的士气一落千丈！大家都很害怕。如果那些家伙再出现一次，我们就完了。」

  「聖剣の勇者殿が魔将軍ココットの乗ったドラゴニュートを撃墜してくれたまではよかったが、四天王エルクーロめ……！　あ奴が現れたせいでこちらの士気は駄々下がりだ！　皆怯えている。もしもう一度奴らが来たら終わりだ」

  

  「我们这边有圣剑大人在啊！」

  「こちらには聖剣殿がいるだろう！」

  

  「但对手可是艾库罗！你待在后方所以不知道！负责指挥追击部队的我可是和他交手过！就算是勇者，一个人也绝对赢不了他……他和其他四天王是不同次元的存在！以生物来说根本是不同次元！」

  「だが相手はエルクーロだぞ！　貴様は後方にいたからわからんのだ！　追撃部隊の指揮を執っていた私はあれと相対したのだ！　いかな勇者とはいえ一人ではあれには絶対に勝てん……あれは他の四天王とは別格だ！　生き物としての次元が違う！」

  

  「你只会说丧气话！」

  「弱腰ばかりを！」

  

  

  迪欧尼斯无视队长等级的骑士们的争论，叹了口气。

  　隊長クラスの騎士たちの口論をしり目に、デオニオは溜息をついていた。

  

  他收到许多报告。虽然打赢了，但战况相当惨烈。大门遭到破坏，连城里的居民都受到波及，实在不像话。号称有女神尤奈illes保佑的圣都，竟然沦落到这种地步。

  　自分に寄せられる報告の数々。勝ち戦であったとはいえ、手ひどくやられたものだ。大門は破壊され街中の住民にさえ被害が出るという体たらく。女神ユナイルの加護在りし聖都の守りが聞いて呆れる。

  

  克莱儿这家伙，竟然敢算计我们。虽然不甘心，但要是圣剑勇者的援军没有赶上，情况可能会变得很糟糕。迪欧尼斯甚至认为，如果暗杀克莱儿成功，或许就能避免圣女被谋杀。

  　ココットめ。よくもまあ我々の裏を掻いてくれた。悔しいが、聖剣の勇者の援軍が間に合わなければ最悪の事態になっていたと言える。聖女の謀殺と引き換えにはなるがココットの暗殺が成功していればこうはならなかっただろうかとまで考えた。

  

  迪欧尼斯对那个被他轻视为小丫头的克莱儿抱持着些许恐惧，但他本人坚决不承认这件事。

  　デオニオは小娘と侮ったあのココットに、僅かばかりの恐れを抱いていたが、本人はそれを頑なに認めようとはしなかった。

  

  克莱儿的脸闪过脑海，他烦躁地咂嘴，叫来附近的士兵。

  　ココットの顔が脳裏にちらつき、苛立たし気に舌打ちをして手近の兵士を呼びつけた。

  

  

  「……教皇怎么样了？」

  「……教皇はどうしている」

  

  「这个……」

  「それが……」

  

  

  士兵在迪欧尼斯耳边低语。

  　兵士がデオニオに耳打ちをする。

  

  听完报告的迪欧尼欧，一脸苦涩地吐出这句话。

  　そして報告を聞いたデオニオは苦い顔で吐き捨てた。

  

  

  「那个胆小的老头。」

  「臆病者のジジイめが」

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  「恶魔……啊啊，恶魔攻进圣都！这可不行，不行啊！」

  「悪魔が……ああ、悪魔が聖都を！　これではならん、ならんのだァ！」

  

  

  教皇厅的教皇的私人房间中，回荡着仆人们的慌张声音和教皇的怪声。

  　教皇庁の教皇の私室では使用人たちの慌てる声と教皇の奇声が響いていた。

  

  

  「教皇阁下，请冷静下来！快点吃下这个药。」

  「教皇様、落ち着いてください！　この薬を早く」

  

  「闭嘴闭嘴！巴尔塔出现死者，是对女神的亵渎！在我这个被托付圣都的世代，竟然发生如此骇人的事情……啊啊、啊啊！这是杀了圣女的报应……迪欧尼欧，都是因为听信迪欧尼欧那家伙的花言巧语！不是我的错！不是我的错！」

  「黙れ黙れぇ！　バルタに死人が沸くなど女神へのなんたる冒涜！　聖都を任された私の代にあってこのようなおぞましい出来事……ああ、ああ！　聖女を殺した罰が当たったのだ……デオニオ、デオニオのやつの口車に乗ったせいだ！　私は悪くない！　悪くない！」

  

  

  口吐白沫、暴跳如雷的教皇陷入错乱。

  　口から泡を吹き暴れる教皇は錯乱していた。

  

  自从听到在先前的战斗中，有活死人在街上出现的报告后，他就一直是这副模样。

  　先の戦の際にリビングデッドが街中に現れた報告を聞いてからずっとこうだった。

  

  不洁的死人涌出神圣的巴尔塔，而且还是自己亲手处决的恶魔的孩子。

  　聖なる都バルタに不浄の死人どもが沸いて出て、なおかつそれが己が手ずから処断を下した悪魔の相持つ子らであったとなれば。

  

  圣女库夏尔娜所包养的恶魔之相。这是自己谋杀的圣女的诅咒吗？

  　聖女クーシャルナが囲い込んだ悪魔の相。これは自らが謀殺した聖女の呪いなのか。

  

  圣女果然是恶魔吗？由肮脏的奴隶所生的圣女，是不洁且与恶魔订下契约的存在吗？

  　やはり聖女は悪魔だったのか。汚れた奴隷より生まれ落ちた聖女は不浄にして悪魔と契約をしていたのか。

  

  而那个恶魔就是克莱儿吗？

  　そしてその悪魔とはあのココットなのか。

  

  教皇的脑袋完全陷入混乱状态，这种莫名其妙的理论支配着他的脑袋。自己没有错。是迪欧尼欧的错。是圣女不好。我比历代的教皇都还要健康地引导着信徒们。

  　教皇の頭は完全に混乱状態にあり、そんな訳の分からない理屈が脳裏を支配していた。自分は悪くない。デオニオのせいだ。聖女が悪い。私は歴代のどの教皇よりも健やかに信徒たちを導ける。

  

  只要没有那个恶魔的话。

  　あの悪魔さえいなければ。

  

  教皇一边抓着自己的头发，一边用充血的双眼看着佣人们，一边流着口水大喊。

  　己の髪を掻き毟りながら教皇は使用人たちに血走った目を向け涎を飛ばしながら叫ぶ。

  

  

  「米莱儿，魔将军米莱儿在哪里！」

  「ココットは、魔将軍ココットは何処だ！」

  

  「教皇阁下！多亏圣剑勇者阁下，克莱儿那家伙撤退了！」

  「教皇様！　聖剣の勇者殿のおかげでココットめは撤退してございます！」

  

  「这样没有意义！必须净化巴尔塔的不净……！杀、杀掉那个小恶魔！杀了她！侵犯她让她怀孕，连同肚子里的孩子一起烧成灰烬，不然无法斩断诅咒！杀了克莱儿，魔将军克莱儿！杀了她！」

  「それでは意味がないのだ！　バルタの不浄を清めなければ……！　あ、あの小さな悪魔を殺せ！　殺すのだ！　犯し孕ませ子を産ませ、その子もろとも焼いて灰にしなくては呪いは断ち切れない！　ココットを、魔将軍ココットを殺すのだァ！」

  

  

  

  

 
  ＃１１４　貴方の前ではせめて笑顔で

  ＃114　在你面前，至少要展露笑容

  　

  

  

  

  

  

  「克莱儿。」

  「ココット」

  

  

  在只有银餐具碰撞声响起的奢华餐厅一角。

  　カチャカチャと銀食器の音だけが響いていた豪奢な食堂の隅の席。

  

  听到呼唤的我停下正在摆餐具的手，把脸转向坐在对面的他。他正看着我，没有碰桌上的料理。

  　名を呼ばれた私は食器を操る手を止め、テーブルに置かれた料理から対面に坐する彼へと顔を向けた。

  

  

  「是，艾尔克罗大人。」

  「はい、エルクーロ様」

  

  

  艾尔克罗大人停下正在吃东西的手，直盯着我。

  　エルクーロ様は料理をつつく手を止め、じっと私を見ていた。

  

  

  

  我现在人在魔王城。

  　私は今、魔王城に居る。

  

  我握住艾尔克罗大人的手后，立刻和他一起回到魔王城。

  　エルクーロ様の手を取った後すぐに彼の一団と共に魔王城へと単身帰還したのだ。

  

  由于我军成员无法立刻行动，所以先在卢伊卡纳接受治疗。索夫、托泽和库多拉也都在卢伊卡纳。

  　我が軍の面々はすぐに動かせない状態であったため一先ずはルイカーナにて治療を受けている。ゾフや、ツォーネもクォートラと共にルイカーナに居た。

  

  ……在这种状况下，只有我待在这里，我并非没有想法。

  　……そんな状況で私だけがこの場に居ることに思うところがない訳ではない。

  

  不过，我感到很安心。

  　しかし、私は安心していた。

  

  艾尔克罗大人在我身边。回到魔王城后，已经过了几天。

  　エルクーロ様が居てくれる。魔王城に戻ってもう数日。

  

  艾尔克罗大人在执行职务的同时，一直让我待在他身边。我想他是在顾虑我。

  　エルクーロ様は職務の傍ら、ずっと私を傍に置いた。気を遣ってくれているのだと思う。

  

  我像在依赖他般，这几天完全没有处理军务，以伤病兵的名义和他一起度过。

  　そんな彼に甘えるように私はここ数日軍務と言う軍務を全く行わずに傷病兵という名目で彼と共に過ごした。

  

  懦夫、胆小鬼。我不断勒住另一个责备自己不负责任的自己，让她闭嘴。

  　卑怯者、臆病者。無責任な自分を苛むもう一人の自分の首を絞め続け、黙らせてきた。

  

  我已经尽力了。这样还是不行。

  　もう、十分やった。それで無理だった。

  

  所以我才承认自己很弱小，接受这个事实，开始考虑在您的庇护下，过着对一切视而不见的生活。

  　だから私は弱い自分を認め、受け入れ、彼の庇護の下全てから目を背けて生きる事を考え始めていたのだから。

  

  

  「还记得这里的餐点吗？这是我们第一次在外面吃饭的地方。」

  「此処の食事を覚えているか？　初めて君と外食をした場所だ」

  

  「是的。我记得座位也一样。」

  「はい。席も同じだったと記憶しています」

  

  「没错。当时你也吃了我选的餐点。你可以自己点餐哦。」

  「そうだ。あの時も君は私が選んだ食事を摂っていた。自分で頼んでもよいのだぞ」

  

  「……不，我认为您选的餐点一定不会错。」

  「……いえ、貴方の選んだものなら間違いはないかと」

  

  「算了，没关系。」

  「まあ、いい」

  

  

  艾尔克罗大人说完后，再次拿起餐具。

  　エルクーロ様はそう言って再び食器を手に持った。

  

  我记得这个地方。是艾尔克罗大人带我来用餐的餐厅。

  　この場所は覚えている。エルクーロ様に連れられて食事をした食堂。

  

  当时我对艾尔克罗大人只有恐惧和敬畏，满脑子都在思考该如何利用他。

  　あの時はエルクーロ様に対し恐れと畏怖と、どう利用してやろうかという事ばかり考えていた。

  

  不过现在，我却觉得和他在一起很安心。

  　だが今は、彼と共にいることに安息を覚えている。

  

  虽然问题还很多……

  　問題は多々あるのだが……。

  

  

  我从刚才就一直感觉到周围的视线。

  　先ほどから周囲の視線が私に向いているのは感じていた。

  

  和我同桌用餐的魔族们，对和艾尔克罗大人悠闲用餐的我投以不善的眼神。

  　場を同じくして食事をする魔族達は、エルクーロ様とのんびり食事を摂っている私に良い目を向けない。

  

  这也是理所当然。

  　当然と言えば当然だ。

  

  魔王大人的命令是攻陷巴尔塔。

  　魔王様からの命令、それはバルタを落とす事。

  

  我被赋予诱饵行军这个重责大任，在为了提升战意而举办的游行中被盛大送行，却厚着脸皮逃回来，还在这里悠哉用餐。

  　囮行軍と言う大役を任され戦意向上のため催されたパレードで盛大に送り出された私が、おめおめと逃げ帰って来てのうのうと食事をしているのだから。

  

  艾尔克罗大人直接向魔王大人撤回了攻打巴尔塔的命令。

  　バルタ攻略の命令をエルクーロ様は魔王様に直訴し撤回させた。

  

  其他魔族都对艾尔克罗大人抱持疑问，认为他没必要为了区区一个人类做到这种地步。

  　たかが人間のためにそこまでするものかと、他の魔族達はエルクーロ様にも疑問を持った。

  

  可以听到一些细碎的闲言闲语。那些闲言闲语都是针对我，虽然有人感到不满，但没有人说艾尔克罗大人的坏话。即使如此，艾尔克罗大人似乎还是听到了，从刚才开始表情就变得很严肃。

  　細々とした陰口が聞こえる。聞こえてくる陰口のすべては私に向けられたもので、不満はあれどもエルクーロ様の事をいう者はいない。それでもエルクーロ様にも聞こえているのか先ほどから表情が険しい。

  

  不过他什么都没说，可见他们说的也有道理。

  　しかし何も言わないのを見るに彼らにも一理あるという事だ。

  

  

  

  

  吃完饭后，我们静静离开餐厅，在街上走着。

  　食事を終え、静かに店を後にして街中を歩く。

  

  

  「接下来去我的房间安静用餐吧。」

  「次は私の部屋で静かに食事を摂ろう」

  

  

  艾尔克罗大人这么说，我只简短地回答「是」。

  　そう言ったエルクーロ様に私は短く「はい」とだけ答えた。

  

  在魔族来来往往的街上。

  　魔族が行き交う街中。

  

  我依然被闲言闲语攻击。

  　そこでも私は陰口に曝された。

  

  我跟在快步走着的艾尔克罗大人身后，直到抵达军方设施为止，都像在示众一样。

  　足早に歩くエルク―ロ様の後ろを付いて、軍施設の前までたどり着くまでさらし者のような扱いだった。

  

  不过，我并不打算抱怨。

  　だが、私は不満を言うつもりはない。

  

  绝对不打算抱怨。

  　言うつもりは、決してない。

  

  

  「现在虽然很难受，但请你忍耐。等战争结束后，大家的怨气也会消散。」

  「今は辛いだろうが耐えてくれ。皆の鬱憤も戦争が終われば晴れる」

  

  「我一点都不难受。」

  「辛くなどありませんよ」

  

  

  我笑着这么说，抬头看向一脸惊讶的艾尔克罗大人。

  　私は笑顔でそう言い、驚いた顔のエルクーロ様を見上げた。

  

  

  「只要有艾尔克罗大人在就没问题了吧？」

  「エルクーロ様がいれば大丈夫でしょう？」

  

  

  听到我这么说，他再次露出惊讶的表情，微微张开嘴巴。

  　そんな私の言葉に、彼は再び驚き、わずかに口を開けた。

  

  然后他轻轻一笑，闭上眼睛。

  　そして少しだけ笑って、目を閉じた。

  

  

  「把你放出牢笼时，他也对我说过同样的话。」

  「ツォーネを檻から出した時にも同じことを言われたな」

  

  「是这样吗？」

  「そうでありましたか？」

  

  「你不怕我呢。」

  「君は私を恐れないのだな」

  

  

  我从微笑的艾尔克罗大人的话中，确实感受到类似喜悦的感情，于是歪着头。

  　微笑みながらそう言ったエルクーロ様の言葉から嬉しさのような感情を確かに感じた私は首を傾げた。

  

  恐惧，恐惧吗？以前我曾经感受过。艾尔克罗大人是生物，而且是和我等级不同的生物。面对这种转眼间就能夺走我性命的存在，没有生物不会感到恐惧。

  　恐れ、恐れか。以前は感じていた。エルクーロ様は生物として私と格が違う生き物だ。あっという間に命を摘まれてもおかしくない存在を前にして恐怖しない生き物はいないだろう。

  

  不过，如果这样的存在是自己的庇护者，那就另当别论了。只会感到安心与放心。

  　だが、そのような存在が己の庇護者であれば話は違う。心強さと安心を得るだけだ。

  

  话说回来，和托古瓦心灵相通时也有类似的感觉。信赖与安心。艾尔克罗大人庇护者的力量甚至凌驾于托古瓦之上，待在他身边怎么可能感到恐惧。更何况，我也不可能对庇护者抱持那种感情。

  　そういえば、トグーヴァと心を通わせた時も似たような感覚だった。信頼と安堵。庇護者の強さはトグーヴァをも凌ぐエルクーロ様のお傍に居られるというのに恐れなどあろうものか。まして庇護者にそのような感情を持つはずがない。

  

  或许是因为这样，艾尔克罗大人的话有点奇怪，我将歪着的头转回来，轻轻笑了。

  　だからか、エルクーロ様の言葉が少しおかしくて、私はかしげた首を戻すと小さく笑った。

  

  

  「你笑什么？」

  「何故笑う」

  

  

  艾尔克罗大人感到不可思议，我回答：「非常抱歉，忍不住就笑了。」

  　不思議がるエルクーロ様に私は「申し訳ございません、つい」と述べた。

  

  如果是以前，我应该会因为极度不敬而浑身颤抖，然而我却反而更难忍住笑意。

  　かつてならば不敬の極みとして震えあがっていただろうに、私は有ろうことか殊更に笑みを堪え切れなくなった。

  

  她对不害怕自己的人感到不可思议，同时又有点高兴，这让我突然想到一个不可能的念头。

  　自らを恐れないものを不思議がる。それでいて仄かに嬉しさを感じているような様子にふと、私は有り得ない思いを浮かべた。

  

  她也有可爱的一面呢。

  　可愛いところもあるのだな、と。

  

  

  「艾尔克罗大人，我本来以为您是更可怕的人。」

  「エルクーロ様。貴方はもっと怖い方だと思っていました」

  

  「……你这么想的根据是什么？」

  「……そう思う根拠は？」

  

  「因为我从某天开始，就对你抱持着不是恐惧的感情……这个理由太模糊了吗？」

  「私がいつからか貴方に恐れではない感情を抱くようになったから……と言う理由では曖昧でしょうか」

  

  

  我用手遮住嘴巴，拼命掩饰笑意，艾尔克罗大人则清了清喉咙。

  　口に手を当て必死に笑みを隠しながらそう言えば、エルクーロ様は咳ばらいを一つした。

  

  然后她露出难以言喻的表情，垂下肩膀。

  　そして何とも言えない表情をしながら肩を落とした。

  

  

  「……这种说法会产生误会哦。」

  「……そういう言い方は誤解を生むぞ」

  

  「是吗……啊，嗯……说得也是……」

  「そうでしょうか……あっ、まっ……そうですね……」

  

  

  被她这么一说，我确实也这么觉得。

  　指摘されて確かにと改まる。

  

  虽然我脱口而出，但这句话简直就像是告白，就像是在拐弯抹角地说我喜欢您。

  　すっと出てしまった言葉ではあったが、まるで告白のような言葉だ。遠回しにあなたが好きですと言っているようなもの。

  

  我支支吾吾地扭动身体。艾尔克罗大人一脸不可思议地看着我，我既不否定也不肯定，只是别开视线噘起嘴巴。

  　私は口籠ったままもじもじと体を揺らす。そんな私をエルクーロ様は不思議そうに見るが、私は否定も肯定もせずにただ目をそらして唇をすぼめた。

  

  

  

  之后我跟在艾尔克罗大人身后，视察驻留在魔王城的军队。

  　その後私はエルクーロ様の後について魔王城に駐留している軍の視察を行った。

  

  话虽如此，其实我只是跟在她身边到处走，职务全由艾尔克罗大人处理。

  　といっても本当に私はくっついて回っただけであり、職務は全てエルクーロ様が行った。

  

  我察觉到这应该是为了不让我孤单的顾虑。我的部下都在露依卡娜那边，虽然我让齐可贝尔他们多少能自由行动，但也不能让他们一直陪着我。

  　ただただ私を一人にしないための配慮なのだろうと察しはついた。私の部下は全てルイカーナにあり、チックベル達もそれなりに自由にしているらしいとは言え私に構いっきりという訳にも行くまい。

  

  既然如此，艾尔库索大人一直跟着我反而更奇怪，不过这似乎是监督被当成伤病兵的我的名义。

  　ならばなおさらエルクーロ様がずっと私に付き添う事こそ違和感があったが、傷病兵と言う扱いの私の監督と言う名目らしい。

  

  考虑到我的人身安全，这实在令人感激。

  　私の身の安全を考えれば有難いどころの話ではない。

  

  身边还有人关心我。这确实支撑着我那即将崩坏的心灵。

  　私を想ってくれている存在がまだ身近にいる事。それは壊れかけの私の心を確かに支えている。

  

  我站在门外等待进入宿舍工作的艾尔库索大人，同时用双手按住自己的脸颊。

  　宿舎の中に入り仕事をしているエルクーロ様を扉の外で待ちながら、私は自分の頬を両手で抑えた。

  

  我因为自己产生这种少女情怀而感到害羞，遮住脸。很巧的是，就连这个动作都像处女一样。

  　女子のような思いを浮かべた自分が恥ずかしくなり覆った顔。奇しくもその所作さえ、生娘めいたものであろうに。

  

  我真是个容易满足的人。

  　本当に私は、都合がいい人間だ。

  

  

  「你变得很爱笑呢。」

  「よく笑うようになったな」

  

  

  突然听到这句话，让我吓了一跳。

  　突然そんな言葉が聞こえて私は面食らう。

  

  仔细一看，从宿舍里走出来的艾尔库索大人，正看着靠在墙上扭扭捏捏的我。

  　見れば宿舎の中から出てきたエルクーロ様が、壁に背もたれてもじもじしていた私を見ていた。

  

  我急忙端正姿势，但总觉得脸颊发烫。我心想自己难为情的样子被看到了。

  　急ぎ姿勢を正した私だが、顔がなんだか熱い。恥ずかしいところを見られたと思った。

  

  

  「即使是小恶魔，果然还是会害羞呢。」

  「やはり、小さな悪魔と言えどもそのように恥じらうのだな」

  

  「非、非常抱歉！」

  「も、申し訳ございません！」

  

  「为什么要道歉？我觉得你很可爱。」

  「何故謝る。愛いと思ったが」

  

  「我、我不是说过请不要调侃我吗……」

  「か、揶揄わないで下さいと申し上げたはずです……」

  

  

  我稍微瞪了艾尔克罗一眼。

  　上目遣いでエルクーロ様を少し睨んでみる。

  

  他终于轻笑出声。

  　彼はそこでやっとくすりと声を出して笑った。

  

  

  「我没有在调侃你，这是我的真心话。」

  「揶揄ってなどいない。本心だ」

  

  

  和露出笑容的他相反，我将白皙的脸颊微微染红，将脸别向一旁。

  　笑顔を見せてそう言った彼とは対照的に、私は白い肌をやや赤く染めてそっぽを向いた。

  

  即使如此，嘴角还是自然上扬，我轻轻向他道谢。

  　だがそれでも自然と口の端が持ちがあるのを感じ、小さくお礼を言った。

  

  

  「……谢谢您。就算是假的，我也很高兴。」

  「……ありがとうございます。嘘でも嬉しいです」

  

  「……是吗？」

  「……そうか」

  

  

  我们今天已经不知道沉默了几次。

  　本日何度目かわからない互いの無言。

  

  虽然我们经常在一起，但交谈的次数并不多。

  　私達は共にいる期間は多いが決して言葉を交す数は多くない。

  

  即使如此，我依然喜欢现在的沉默。

  　それでも、私はこの沈黙が今は好ましかった。

  

  

  「走吧。您应该还有事要忙。」

  「行きましょう。まだお忙しいのでしょう」

  

  

  

  

  

  

  

  

  艾尔克罗大人在那之后又处理了一些工作，我陪在他身边，然后被独自留在某个地方休息。

  　その後いくらかの仕事を済ませたエルクーロ様に同伴した私は、ある仕事の折休憩も兼て一人で待たされた。

  

  他似乎要和城里的奴隶商人谈话，因为现在不是我该插手的场合，所以就让我一个人待在这里。

  　街中の奴隷商との談話らしく、今私があまりかかわるべきではない場であるからとして一人で行かれた。

  

  我在城外人烟稀少的地方等待艾尔克罗大人。附近一个人也没有，气氛十分平静。

  　私は街はずれの人気のない場所でエルクーロ様を待つ。あたりを見ても誰も居らず、落ち着いた雰囲気が漂っている。

  

  他要我在这里等，地点是大路尽头的路边，一个小小的路灯下。

  　ここで待つようにと言われた場所は大通り終点の道端。小さな街灯の下だった。

  

  我呆呆地伫立在原地好一阵子，突然闻到花香，于是我把目光移过去。

  　しばらくぼうっと立ちすくんでいたが、ふと花の香を嗅ぎ、私は目を向けた。

  

  从巷弄另一头微微飘来的这股香味，让我的脚自然而然地走向那边。

  　路地裏の向こうからわずかに香るこの匂い。私の足は自然とそちらへ向いていた。

  

  我差点踩到魔鼠，穿过昏暗的巷弄，来到一个开阔的地方。

  　魔鼠を踏みそうになりながら薄暗い路地を抜ければ、開けた場所に出た。

  

  这里恐怕是魔王城上层的最外围。看到眼前的景象，我一瞬间屏住呼吸。

  　おそらく魔王城上層の外れも外れ。そこにあった場に私は一瞬息をのんだ。

  

  那是个像是公园的广场。

  　そこは公園めいた広場だった。

  

  绿色的地毯上开着五颜六色的花朵，以魔王城内的场所来说，这里让人觉得有些不协调。美丽又宁静，无论如何都不适合冠上「魔」这个字，是个祥和的场所。

  　緑の絨毯に色とりどりの花が咲く、魔王城内に在る場としては些か違和感を覚えてしまう場所。美しく静かで、魔と言う文字は間違っても似つかわしくない、穏やかな場。

  

  我想起和澪相遇的庭园，感觉眼角一热。

  　ミオと会った庭園を思い出し、私は目尻が熱くなるのを感じた。

  

  我甩甩头，甩掉后悔。

  　頭を振り、後悔を振り払う。

  

  然后再次看向花坛，踏出脚步。

  　そしてもう一度花壇へ目を向けて、私は足を踏み出した。

  

  

  我脱下帽子，静静地走进花田。

  　帽子を脱ぎ捨てて、静かに花畑へ踏み込む。

  

  然后深吸一口气，芬芳的花香充满鼻腔。

  　そして大きく息を吸えば、香しい花の香りが鼻腔を満たした。

  

  

  

  我弯下膝盖，坐在地上摘起一朵花端详。这朵花拥有桃色花瓣，虽然小却很美丽。

  　ひざを折り、地面に座って一輪の花を摘み取り眺める。桃色の花弁を持つ花は、小さいながらも美しく見えた。

  

  这种花也有花语吧。如果是琪优尔，应该会告诉我吧……

  　この花にも花言葉があるのだろう。キエルならば教えてくれたかな……。

  

  

  我手拿花朵仰望天空。阳光照不进贯穿山壁的魔王城。即使仰望天空，也只看得见岩壁。不过这里既不昏暗，又不会太亮，再加上花田，让我产生仿佛不在人世的错觉。

  　花を手に天を仰ぎ見る。山をくり貫いた魔王城には日の光は差し込まない。空を見上げても見えるのは岩壁。しかし薄暗くもなく、ぼんやりと明るいこの場所は、花畑と相まってこの世ではないような錯覚を覚える。

  

  其实这个世界，还有我……会不会全部都是梦？那一天，身为上班族的我因为意外而死，这是我在前往天国或地狱之前所作的一场梦。不过，想到我在梦中做出的野蛮行为，我应该会下地狱吧。

  　本当はこの世界も、私も……全部夢なのではないか。あの日事故で死んだサラリーマンとしての私が、天国か地獄か、どちらかへ行く前に見ている一抹の夢。最も、その夢の中で行った蛮行を考えれば、私が行くのは地獄だろう。

  

  总觉得在来到这里之前，发生了很多事。

  　此処に来るまで色々あった気がする。

  

  我在欧托纳受到畜生般的对待，失去了雷梅。

  　アウタナで畜生の扱いを受け、レイメを失った。

  

  被魔族捡到之后，不知为何成为魔将军，让欧托纳陷入火海，杀害父亲、弟弟和后母。

  　魔族に拾われてどういう訳か魔将軍となり、アウタナを火の海にして父と弟、義母を殺した。

  

  侵略弗利克特拉，利用托泽恩杀害赛昆，抓走他的女儿琪耶尔。

  　フリクテラに侵攻し、ツォーネを利用してセグンを殺し、その娘キエルを捕らえた。

  

  差点被琪耶尔杀死，被当成奴隶买下。

  　キエルに殺されかけ、奴隷として買い付けて。

  

  被任命指挥诱敌部队，前往卢维纳，在途中经过辛的村子时，为了保护村子而对我拉弓的小女孩——露可，被我杀了，村子也毁了。

  　囮行軍の指揮を任されてルイカーナを目指し、途中立ち寄ったシンの村で村を守ろうと私に弓引いた小娘、ルクを殺し村も潰した。

  

  潜入卢维纳，试图杀害贵族亚历山大，被和我一样是恶魔的少年……希雅抓住。

  　ルイカーナに潜入し貴族アレハンドロを殺そうと試みて、私と同じ悪魔の相持つ少年……シアに捕まった。

  

  在被囚禁的时候，遇见了那个孩子——米欧。

  　囚われの身の上であの子、ミオに出会ったんだったな。

  

  然后我杀了希雅、杀了亚历山大……也杀了勇者之一的圣弓约翰。然后救了米欧。

  　そしてシアを殺し、アレハンドロを殺し……勇者の一人、聖弓ヨーンをも殺し。そしてミオを助けた。

  

  真是个需要费心照顾的孩子。光是要让她洗澡就费了我一番工夫。拜托托泽照顾她，想必也让他很辛苦吧。

  　手のかかる子だったな。水浴びさせるのにも苦労した。世話を頼んだツォーネも苦労しただろうな。

  

  然后在应该成为我复仇终点的巴尔塔之战之前……我遇见了勇者之一的圣女库夏尔纳，遭到背叛。

  　そして私の復讐の終着点となるはずのバルタの戦いを前に……勇者の一人、聖女クーシャルナと出会い、裏切られた。

  

  盯上我的暗杀者只因为恶魔的长相就把我误认成米奥，杀了米奥。

  　私を狙って放たれた暗殺者が悪魔の相と言うだけで私と間違い、ミオを殺した。

  

  然后我也亲手杀了圣女库夏尔纳，攻入巴尔塔。

  　そして私もまた聖女クーシャルナをこの手で殺し、バルタへ攻め入った。

  

  只差一步，只差一步就能结束一切……但勇者之一的圣剑佛鲁托纳出现，打乱了一切，我输了。

  　あと一歩、あと一歩で終われるはずだったのに……勇者の一人、聖剣のフォルトナが現れて全てが狂い、私は負けた。

  

  如果没有艾库罗尔神的帮忙，我早就死了。

  　エルクーロ様に助けられなければ私は生きていない。

  

  但更严重的是，我军的疲惫导致我放弃攻下巴尔塔，我的战斗以不期望的形式划下句点。

  　だがそれ以上に、我が軍の疲弊によりバルタ攻略が断念されたことで私の戦いは望まぬ形で終止符を打たれたのだ。

  

  我已经想结束这一切了。

  　もう私は終わりたかった。

  

  但是，我做了这么多事。毫无疑问会下地狱。

  　だが、これだけの事をした。行く先は地獄で間違いはない。

  

  既然如此……我应该见不到应该在天国的雷梅和米奥吧……我讨厌这样……

  　ならば……天国に居るはずのレイメやミオには会えないのだろうか……。それは、嫌だな……。

  

  我边想着这些事边眺望景色，悲伤和寂寞逐渐充满内心。再加上身体因为没睡好而疲劳，全身上下都逐渐失去力气。

  　そんな事を考えて景色を眺めていれば、悲しみと寂しさが胸中に満ちてきて。眠れていない体の疲れも相まって体の節々から力が抜けていく。

  

  

  我突然感到一阵无力，正准备缓缓地往后倒进花田时……瞬间，一阵风轻轻托住我的身体。

  　不意の脱力感と共にゆっくりと私は背中から花畑に倒れ込もうとして……瞬間、ふわりとした自らの身体を支える感覚を覚えて、一陣の風が舞った。

  

  在花瓣飞舞中，我转头一看，漆黑的装束遮蔽了我的视野。

  　花弁が舞い上がる中ふっと顔を振り返ってみれば、漆黒の装束に視界が覆われていた。

  

  布料触碰身体的触感。以及强壮身体的触感。

  　身体に触れる布の感触。そしてたくましい体の感触。

  

  漆黑的黑手，搭在我的肩膀上。

  　漆黒の黒々とした手が、私の肩に添えられていた。

  

  

  「你身体不舒服吗？」

  「気分が悪いのか」

  

  「艾尔克罗大人……」

  「エルクーロ様……」

  

  

  不知何时回来的艾尔克罗大人，从背后包覆似地支撑着倒下的我。

  　いつの間にか戻ってきていたエルクーロ様が、倒れる私を背中から包むように支えていた。

  

  

  「那个……工作呢？」

  「あの……お仕事は？」

  

  「已经结束了。不要在我没注意的时候不见好吗？」

  「もう済んだ。目を離した隙に居なくなるのはやめてくれ」

  

  

  那温柔的声色让我有些惊讶，我眯起眼睛，无意识地将身体靠在艾尔克罗大人身上。

  　その優しい声色に私は少し驚き、目を細めるとエルクーロ様に無意識に体を預けた。

  

  艾尔克罗大人似乎被我的体重吓了一跳，我感觉到他放在肩膀上的手用力，但又马上轻轻离开。

  　私の体重に驚いたかエルクーロ様が私の肩に置いた手に力が入るのが分かったが、すぐにそっと体を離された。

  

  

  「抱歉，我碰你碰太久了。对女性太轻率了。」

  「すまない、触れすぎた。女性に対し軽率だった」

  

  

  我背对着艾尔克罗大人站着，碰了碰刚才艾尔克罗大人放在我肩膀上的地方。

  　私はエルクーロ様に背を向けて立ったまま、先ほどまでエルクーロ様の手が置かれていた己の肩に触れた。

  

  

  「为什么要道歉？」

  「なぜ謝るのです？」

  

  「看来……是我的责任感太强了。我似乎有点太用力，想说要保障你的安全。」

  「どうも……責任感が先走ってしまった。君の身の安全は私が保証すると、少しばかり力んでしまっていたようだ」

  

  

  我本来想稍微恶作剧一下，当作是回敬，但听到艾尔克罗大人在我背后尴尬地这么说。

  　意趣返しと思って少し意地悪に返したつもりだったが、エルクーロ様が気まずそうにそう言ったのが背中越しに聞こえた。

  

  我慢慢转过身，快步走向艾尔克罗大人，抢在他惊讶地后退一步前握住他的手。

  　私はゆっくり振り返ると、早足でエルクーロ様に近づき、彼が驚いて一歩後ずさるよりも早くその手を取った。

  

  艾尔克罗大人有点困惑，困扰地低头看我，但他没有甩开我的手。

  　やや困惑したエルクーロ様が困ったように私を見下ろす。しかし私が握った手を振り払う事はしなかった。

  

  我直接用双手握住他的手，慢慢贴在自己脸颊上，闭上眼睛。

  　私はそのままその手を両手で握り、ゆっくり自分の頬に添えると目を閉じた。

  

  

  「……我的手被血弄脏了，很冰冷。」

  「……私のこの手は血で汚れている冷たい手だ」

  

  

  艾尔克罗大人悲伤地说。

  　エルクーロ様はそう、悲しそうに言った。

  

  他似乎对黑曜的过去感到后悔。为了舍弃狂暴将领的过去，他才会这么温柔、温暖吗？

  　黒曜としての過去を、彼は悔やんでいるようだった。荒れ狂う将としての過去を捨てたいがために、こんなにも優しく、暖かく在ろうとするのだろうか。

  

  甚至让人想告诉他，他的温暖拯救了某些人。

  　その暖かさに救われているものもいるのだと、訴えかけたくなるほどに。

  

  

  「你的手是温柔地抚摸我的温暖之手。」

  「貴方のこの手は優しく私に触れる暖かい手です」

  

  

  我用脸颊磨蹭他的手，这么说道。

  　頬に添えた手に頬をこすりつけ、私はそう言った。

  

  艾尔克罗大人惊讶到倒抽一口气，用空出来的手遮住嘴巴，轻轻咳了几声。他是在害羞吗？我觉得他好可爱。

  　エルクーロ様は息をのんだように驚き、空いた手を口元に充てて小さく咳払いをした。照れているのだろうか。可愛いと思ってしまった。

  

  不过，艾尔克罗大人马上恢复平静，笑着对我说：

  　だが、彼の顔を見て笑った私に、すぐに平静を取り戻したエルクーロ様は笑いながら言うのだ。

  

  

  「……其实我之前就发现你了，但我没有出声，只是看着你被花田围绕的身影看到入迷。」

  「……実の所君の事は少し前に見つけていた。だが声をかけず、見惚れていた。花畑に囲まれる君の姿にな」

  

  「咦？」

  「えっ」

  

  

  这次换我害羞到脸红。

  　今度は私の方が照れて赤面することになった。

  

  被他当面说看到入迷，一般女生应该会立刻被攻陷吧。艾尔克罗大人是容貌端丽的美男子，或许因为他是非人之物，所以也具有魔性的魅力。

  　彼に面と向かって見惚れていたなどと言われたら並みの女子は一撃でやられてしまうだろうに。容姿端麗の美丈夫であるエルクーロ様は人外故か魔性の魅力もつ方だ。

  

  这位大人是明知故犯吗？

  　分かって言っているのだろうか、この方は。

  

  艾尔克罗大人看着支支吾吾的我，这次真的笑出声来。

  　どもってしまい口籠る私を見て、エルクーロ様は今度こそ声を出して笑った。

  

  

  「这是你讲了丢脸话的报复。」

  「恥ずかしい事を言ってくれた仕返しだ」

  

  「呜……艾尔克罗大人好坏。」

  「うっ……エルクーロ様は意地悪です」

  

  「彼此彼此。」

  「お互い様だと思うがね」

  

  

  又被他嘲弄了。以前的我作梦也想不到，他居然是这样的人。

  　また揶揄われた。まさかこんな方だとは以前の私では夢にも思うまい。

  

  魔王军四天王「黑曜」艾尔克罗。这样的人居然对我笑。如果是他的话……一定不会消失吧。

  　魔王軍四天王、"黒曜"のエルクーロ。そんな方が私に笑ってくれる。この方ならばきっと……いなくなったりはしないのだろう。

  

  我笑着戴上帽子。

  　私はにっこりと笑って帽子をかぶった。

  

  只有这个人，我不想让他看到我的弱点。

  　この方にだけは、弱みを見せたくない。

  

  因为我不想再给他添麻烦了。

  　これ以上迷惑をかけたくないから。

  

  

  

  

  

  我们走在一起回到魔王城的走廊上，艾尔克罗大人停下脚步说道：

  　一緒に戻ってきた魔王城軍部の廊下を歩いていれば、エルクーロ様は立ち止まって言った。

  

  

  「我要休息了。你也去休息吧。」

  「私は休む。君も休みたまえ」

  

  

  艾尔克罗大人说要休息。不过，平常我会送他回房间。如果他想在这种地方把我送回房间，表示他之后还要继续工作。我想象得到他为了弥补我没能完成的巴尔塔攻略，会有多忙碌，所以留住了他。

  　休むと言ったエルクーロ様。だが、いつもならばエルクーロ様のお部屋までお送りしていた。こんな場所で私を部屋に返そうというのならば、おそらくは彼はこの後も執務に励むのだろう。私がなし得なかったバルタ落としの穴埋めに追われているのは想像がついたので、私は彼を引き留めた。

  

  

  「不过，我也想帮忙。」

  「しかし私にも何かお手伝いを」

  

  

  艾尔克罗大人皱起眉头，似乎觉得我发现了他要去工作，但他马上用劝戒的语气说道：

  　執務に向かう事がバレていたとして眉根を潜めたエルクーロ様だが、すぐに私を諭すような口調で言った。

  

  

  「不需要。你是伤兵，先养好伤再说。」

  「必要ない。君は傷病兵だ。まず傷を癒せ」

  

  「可是，追根究柢，原因还是出在我……而且我的伤又不严重……」

  「しかし元はと言えば私の失態が原因で……それに傷など大した……」

  

  「伤不只指身体的伤。」

  「傷とは何も身体のものだけではない」

  

  

  说完后，他马上转身背对我离开。

  　そう言った彼はすぐに踵を返し背を向けて歩いて行った。

  

  我觉得自己被看穿了。

  　見透かされている、と思った。

  

  我看着他的背影好一阵子，然后稍微低下头。

  　私はその背中をしばらく眺めた後、少しだけ俯いて。

  

  等到看不见艾尔克罗大人的背影后，我转身摇摇晃晃地走向自己的房间。

  　やがてエルクーロ様が見えなくなった頃合で背を向けてふらりと自室へ足を動かした。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  回到房间后，我用体育坐姿坐在床上，连灯都没点，就这样在黑暗中裹着床单。

  　その後自室に戻った私はベッドに体育すわりをして、ランプも点けずに真っ暗な中シーツにくるまっていた。

  

  我抱着肩膀发抖。

  　身体が震え、肩を抱く。

  

  呼吸急促。身体明明很累，却睡不着。

  　息が荒い。体は疲れているのに眠れない。

  

  睡不着。

  　眠れないのだ。

  

  一个人坐在床上，感觉床好大。不只是因为身体变小了，而是因为这张床上总是有人在。

  　一人で座るベッドのなんと大きい事か。体が小さいだけではない。いつもこのベッドには誰かが居た。

  

  但是，MIO和琪优已经不在了。

  　だがミオもキエルももういない。

  

  袭上心头的是冰冷与寂寞，以及有如诅咒般缠绕在身上的罪恶感。

  　襲ってくるのは冷たさと寂しさ。そして呪いめいて纏わりつく罪悪感。

  

  仿佛被责备「你们丢下我们不管，到底在做什么？」的错觉。明明折磨自己的人只有自己，但是每当脑海里浮现MIO、琪优以及雷梅的脸，她们就会对我诉说。

  　自分たちを放っておいて何をしているのだと責め苛まれているような錯覚。すべて自分が自分を苛んでいるのに他ならないのだが、ミオやキエル、そしてレイメの顔が脳裏に浮かぶたびに私に訴えかける。

  

  为什么只有你活着？

  　なんでお前だけ生きているんだ、と。

  

  好想杀掉巴尔塔那些家伙。好想杀了他们。只差一点了。真的只差一点就能把他们逼到绝境了。

  　殺したい。バルタの奴らをどうしようもなく殺したい。あと少しだった。本当に、あと少しのところまで追いつめた。

  

  只要再加把劲，只要再加把劲就能成功了，但是我却没有那个力量。等待着_quota_们恢复，就等于是允许巴尔塔那些家伙恢复。两败俱伤的结果，让我感到头痛。

  　後一押し、一押しさえあれば叶うだろうに、私にはその一押しを行う力がない。クォートラ達の回復を待つのはバルタの連中の回復を許すも同じ。痛み分けに終わった結果に、私は頭を痛めていたのだ。

  

  

  「哈啊……哈啊……呼、呼……咿……」

  「はあ……はあ……ふっ、ふっ……ひ……」

  

  

  呼吸越来越急促。

  　呼吸がどんどん荒くなる。

  

  我用力抱住自己的身体，连同床单一起。

  　シーツごと自分の体を強く抱きしめる。

  

  我知道自己正在冒汗，也觉得冷。好寂寞。非常寂寞。

  　汗が噴き出しているのがわかり、寒気もする。寂しい。とても。

  

  抱住肩膀的手指用力，指甲陷入肉里，虽然想借由这种疼痛来甩开邪念，但没有意义。

  　肩を抱く指に力が入り、爪が肉に食い込む痛みで邪念を振り払おうとするも意味はなく。

  

  我瞪大眼睛呻吟，结果还是没睡着，就这样迎接早晨。

  　私は目を見開き呻きながら、結局眠れずに朝を迎えた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  隔天早上，我安静地离开房间。

  　翌朝を迎えて、私は部屋を静かに出た。

  

  我整理好衣领，毅然地迈开步伐。不让外人看出我有多虚弱。

  　襟を整え、毅然として歩く。一切の衰弱を外へ見せぬように。

  

  我站在艾尔克罗大人的房门前，背靠着墙壁等了几分钟……艾尔克罗大人打开门走了出来。

  　そしてエルクーロ様の部屋の前に立ち壁に背を付け数分後……扉を開けてエルクーロ様が現れた。

  

  他一看到早起等待的我，就露出惊讶的表情，但马上又换上严肃的表情向我打招呼。

  　彼は早くに起き自分を待っていた私を見てきょとんとした顔だったが、すぐに表情を正すと私にあいさつをした。

  

  我也笑着回应：「早安。」

  　私はにっこりと笑って「おはようございます」と言った。

  

  艾尔克罗大人也向我打招呼，但我发现他的表情有些阴郁，不禁感到疑惑。

  　エルクーロ様も挨拶を返してくれたが、やや曇った表情に私は首を傾げた。

  

  

  「克莱儿，抱歉。我有事要办。」

  「ココット、すまない。私は用事がある」

  

  

  有事要办？我正想说「如果是工作的话，我也来帮忙」，他就先开口了。

  　用事とは。であれば職務であろうから手伝いの一つでもと言いかけて先に言葉を紡がれた。

  

  

  「魔王大人传唤我。」

  「魔王様から呼び出されているのだ」

  

  

  艾尔克罗大人轻咳了一声，走到我面前。

  　エルクーロ様はコホンと咳を一つした後、私の前まで来た。

  

  

  「我会暂时离开，你待在房里就好。别外出。不知道会发生什么事。」

  「暫く一人にするが、部屋にいるといい。外には出るな。何があるかわからん」

  

  「……我知道了。」

  「……承知しました」

  

  「别露出那么寂寞的表情。」

  「そう寂しそうな顔をするな」

  

  

  艾尔克罗大人说完，将手放在我的头上。隔着帽子，我也能感受到他大手的温度。我惊讶地闭上眼睛，但马上又用呆滞的表情看向艾尔克罗大人，他露出温和的微笑。

  　そういって私の頭に置かれた手。帽子越しに分かる大きな手のぬくもり。驚きで私は一瞬目を瞑ってしまったが、すぐに呆けた顔でエルクーロ様を見れば彼は慎ましやかに微笑んでいて。

  

  

  「我会早点回来。」

  「早めに戻る」

  

  

  说完，他把手从我头上拿开，静静离去。

  　そう言った彼は私の頭から手をどけると、静かに去っていった。

  

  我茫然目送他的背影，张着嘴对自己惊讶。

  　その背中を私は茫然と見送りながら、半開きの口のまま己に驚いていた。

  

  我露出寂寞的表情了吗？

  　私は寂しそうな顔をしたのか、と。

  

  我用手按着胸口，握紧拳头，发呆了几个小时，立刻因为孤独眯起眼睛。

  　そして胸に手を当ててぎゅっと拳を握りしめた後、数刻の間だけぽやぽやと呆けていたが、すぐに訪れた孤独に目を細めた。

  

  

  

  「……好寂寞。」

  「……寂しい」

  

  

  

  我就这样一个人无精打采地到处乱晃。

  　そうして私はとぼとぼと一人、あてもなく足を運ぶのだった。

  

  

  

  

  

 
  ＃１１５　行かないで

  ＃115　不要走

  　

  

  

  

  

  

  

  

  

  「……艾库罗。无论魔族还是人类，差不多都该看到战争的尾声了。」

  「……エルクーロよ。魔も人も、そろそろ互いに戦争の終わりを見ている頃合でな」

  

  

  

  被魔王大人传唤的我，站在他的面前。

  　魔王様に呼び出された私は、その御前にあった。

  

  魔王大人停下在文件上写字的手，深深地坐在椅子上看着我。我凝视着那双红色的眼睛，开口说道：

  　魔王様は書面に走らせていたペンを握る手を止め、深く椅子に腰かけて私を見る。その赤い瞳をじっと見ながら、私は言葉を紡いだ。

  

  

  

  「我认为这是好事。继续战斗下去也没有意义。」

  「それは良き事と思います。これ以上戦いを続ける意味はないかと」

  

  

  这是我的真心话。

  　本心だった。

  

  继续战争下去也没有意义吧。法尔多玛雷领地过于膨胀的前端触及魔族领地的状况，也已经是过去的事了。

  　これ以上戦争を続ける意味などないだろう。肥大しすぎたファルトマーレ領の先端が魔族領に足を付けた状況も今は昔。

  

  虽然我因为魔王大人终于亲口说出战争结束这句话而松了口气，但魔王大人却露出心情称不上好的表情，与我相反地继续谈论战争的结局。

  　やっと魔王様の口から戦争の終わりという言葉が出たことに安堵した私であったが、対照的に魔王様は戦争の行く末を語りながらあまり機嫌がいいとは言えない表情で言葉を続ける。

  

  

  「但是，还差一步。无论魔族还是人类，都感觉到彼此在这场游戏中还缺少一块拼图。而且，那是因为棋盘上的棋子还留在舞台上而感到不满。」

  「だが、一手足りない。魔族も人間も、互いにこのゲームを終わらせるにはピースの不足を感じている。そしてそれは盤上にあるコマが未だに舞台上に残っていることへの不満なのだ」

  

  「……四天王已经击毙两人，勇者也已经击毙两人。还有什么能继续拖长战争？」

  「……四天王は二人斃れ、勇者もまた二人斃れた。これ以上何が戦争を引き延ばすのです？」

  

  

  我不明白。魔族和法尔多玛雷都受到严重的打击。应该已经没有继续战争的好处了。

  　私にはわからなかった。もう十分すぎるほどに魔族もファルトマーレも痛手を負っている。戦争を継続するメリットなどもはやないはず。

  

  我原本以为小国联合至今仍与法尔托玛雷交好，法尔托玛雷也认为自己仍占上风，打算彻底抗战到底，但最近都没听说小国联合有什么动作。克莱儿将抓到的越境部队将领送还给对方时，小国联合应该已经让他们闭嘴了。他们应该会早早收手，不再介入战争，等到魔族与法尔托玛雷谈和之后，再思考要倒向哪一方，但这种可能性很低。

  　小国連合が未だにファルトマーレにすり寄り、ファルトマーレも未だ己らが有利として徹底抗戦の構えにあるのかとも思ったが、近ごろは小国連合の動きの話は聞かない。ココットが捕らえた越境部隊の将を突き返した折に、小国連合は黙らせたはずだ。とっとと戦争介入からは手を引いて、魔族とファルトマーレの和平が為った頃合でどちらにすり寄るか考えでもしているのだろうとしてその線は薄いと言えた。

  

  正因为如此，才令人费解。过去与大国之间的战争，也都是以两败俱伤的形式谈和。

  　だからこそ謎だ。これまで何度かあった時の大国との戦争もすべて痛み分けと言う形で講和が為ってきた。

  

  如果要仿效过去的例子，现在正是时候。是双方应该提出谈和的时期。

  　その例に倣えば現状はもはや潮時。互いに和平を切り出すべき時期だ。

  

  

  魔王大人看着这么想的我，将手肘撑在桌上，将身体往前倾，同时开口说道：

  　そうして考える私を見ながら、魔王様は机に肘を置きぐっと体を前のめりにしながら言ったのだ。

  

  

  「法尔托玛雷提出了要求。他们要我们交出魔将军克莱儿。」

  「ファルトマーレは要求してきたよ。魔将軍ココットを引き渡せ、とね」

  

  「您说什么？」

  「なんですって？」

  

  

  我怀疑自己听错了。

  　私は耳を疑った。

  

  为什么会出现克莱儿的名字？

  　なぜココットの名前が出る？

  

  对方要求交出一介魔将军，这可不是小事。

  　一介の魔将軍を引き渡せとはただ事ではない。

  

  

  「为什么是她？」

  「なぜ彼女なのですか」

  

  「你应该知道吧。那女孩太过邪恶了。在之前的战争中，她似乎让对方吓破了胆。这是由纳伊尔教的教皇亲自指名的。」

  「分かっているだろう。あの娘は悪魔でありすぎたのだろうな。先の戦で相当連中の肝を冷やしたらしい。ユナイル教の教皇直々のご指名だよ」

  

  

  这是我担心的事。我自认已经再三提醒过她，但她还是以米莱儿的怨恨为由，进行过几次杀戮。

  　それは危惧していた事だ。それとなく注意は再三したと思ったが、ココットは恨みを理由に殺戮を幾度か行った。

  

  不过，她忠于军人的职务，工作也做得完美。她的杀戮行为可说是没有超出任务的范畴，除了欧达纳那次，她不曾对毫无抵抗能力的对象进行无差别杀戮。虽然她并非没有危害过一般民众，但对方以这个理由要求引渡她，实在是前所未闻。

  　だが彼女は軍人としての職務には忠実だし、仕事は完璧だ。殺戮も任務の範疇は越えていないと言えるし、アウタナを除けば無抵抗の相手への無差別殺戮は一度も無かった。民間人への危害は無かったわけではないが、それを理由に名指しで引き渡しを要求されるなど前代未聞だ。

  

  不，对方要求引渡犯下战争罪行这种暴行的敌将，以被害者身份提出要求，倒也不是不能理解。

  　いや、だが戦争犯罪などと銘打つべき蛮行を行った敵将を相手国が被害者として要求するのは頷けなくはない。

  

  然而，基于前述的理由，克莱儿的杀戮行为在战争史上并不罕见。

  　しかして前述の理由によりココットの殺戮は別段戦争の歴史において珍しい事でもない。

  

  既然如此，问题就在于对方指名要教皇引渡她。

  　ならば問題は教皇の名指しと言う点。

  

  优奈鲁教的教皇指名要她，是否和克莱儿的容貌……和她在优奈鲁教被视为比畜生还不如的恶魔长相有关？

  　ユナイル教の教皇が名指すという事はココットの容姿……ユナイル教では畜生にも劣る扱いであるという悪魔の相が関係しているのか。

  

  

  

  我皱起眉头，静静问道：

  　私は眉根を寄せながら静かに問う。

  

  

  「引渡她会有什么后果？」

  「彼女を引き渡してどうなるのです」

  

  「你明明知道，还故意要我亲口说出来，真是了不起。十之八九会被杀掉吧，杀鸡儆猴。」

  「わかっておろうに。敢えて私の口から言わせるのは流石だな。まあ十中八九殺すだろう。見せしめにな」

  

  「我不会把她交出去。她只是听从命令的一介军人，我没理由引渡她。」

  「彼女は渡せない。彼女は命令に従っただけの一軍人に過ぎないのだから、引き渡す理由がない」

  

  「这样战争就不会结束。而且我说过了，这是双方的不满。」

  「なら戦争も終わらない。それに言っただろう。互いの不満だと」

  

  

  魔王大人叹了口气，眯起看着我的眼睛。

  　魔王様はふうとため息をついて私を見る目を細めた。

  

  

  「魔族内也有很多人对克莱儿有意见。夹着尾巴逃过来，仗着四天王的庇护过着悠哉生活的人类……艾尔克罗，你也一样哦？应该有听到民众在背地里说你的坏话吧。」

  「魔族内でもココットを良く思わない声が多い。尻尾を巻いて逃げてきて四天王の庇護をかさに着てのうのうと過ごす人間……エルクーロ、お前も同様だぞ？　民衆の陰口くらい耳にしていよう」

  

  「……」

  「……」

  

  

  我有自觉。从魔族的立场来看，我应该对身为人类的克莱儿投入太多心力了。

  　自覚はある。あくまで魔族としての立場から見れば人間であるココットに入れ込みすぎているように映るだろう。

  

  虽然魔王大人认可我将身为人类的女孩克莱儿收为魔将军，但应该还是有很多不满的声音。更何况是被强行推上战场的克莱儿战败逃了回来。

  　人間の娘であるココットを魔将軍として抱えた事は魔王様のお墨付きとはいえ不満の声は多かったろう。まして無理やり祭り上げられて出立したココットが敗北して逃げ帰ってきたとなればなおさら。

  

  然后我尽可能让她在我的庇护下安稳度日，结果却让她看起来像是在当家作主。

  　そして私の庇護の下できるだけ平穏にと気を遣った結果が我が物顔で生きていると映ったのだろうか。

  

  魔族是器量如此狭小的民族吗？虽然我为此感到难过，但克莱儿现在的状况，对因为战时状况而变得神经质的民众来说，或许太过刺激了。因此我也将针对自己的批评视为事实。

  　魔族はそこまで器量の狭い民族であったろうかと悲しくなるが、戦時下でナーバスになっている民衆には今のココットの状況は刺激が強いのかもしれない。故に私自身への批判も事実として受け止めてはいたのだ。

  

  

  「如果巴尔塔的攻略行动失败，那女孩原本应该会死。虽然你救了她，但只要我亲手杀了她，民众的忧愁也会跟着消失……」

  「元よりバルタ攻略に失敗したならばあの娘は死ぬはずだった。お前が助けてきてしまったが、私が手ずから殺してやれば民衆の憂いも晴れようが……」

  

  「我不会让您那么做。」

  「それは、させません」

  

  「呼哈哈哈！你似乎很中意她呢，艾尔克罗。那女孩确实不错。虽然身体还很稚嫩，但灵魂已经成熟。不过，她却因此变得扭曲又黑暗，宛如玻璃般脆弱。你打算一直珍惜地抱着那个有裂痕的杯子吗？」

  「フハハハ！　随分な入れ込みようだなエルクーロよ。あの娘は確かに良い。幼い体ながら魂は成熟している。だがしかしそれでいて黒く歪んで、ガラスのように脆い。そんなひび割れたカップをお前は大事に抱え続けるのか？」

  

  「……珍惜就是这么一回事。」

  「……それが、大切にするというものです」

  

  

  我自然地脱口说出这句话。连我自己都有点惊讶。

  　恐ろしく自然に口をついて出た言葉。自分でも少し驚いていた。

  

  珍惜。我有把她当成重要的人吗？

  　大切にする。私は彼女を大切に思っているのか？

  

  或许是察觉到我的惊讶，魔王陛下微微扬起嘴角。

  　そんな私の驚きを察したのか、魔王様はわずかに口角を持ち上げて言った。

  

  

  「嗯……你爱她吗？」

  「ふむ……愛しているとでも？」

  

  「这……我不知道。我还没找到自己对她的存在意义。即使如此……我确实受到她的吸引。她触动了我的某种东西。」

  「それは……わからない。彼女に対する私自身の在り方に、私は答えを見いだせていないのです。それでも……惹かれているのは事実でしょう。彼女は私の何かに触れたのです」

  

  

  克莱儿揶揄我的模样，和波利尼亚重叠在一起。

  　私を揶揄ったココットの姿は、ポリニアに重なった。

  

  在那个瞬间，我的心脏瞬间剧烈跳动。

  　あの瞬間私の心臓はドクンと刹那に激しく脈動した。

  

  我无法自信满满地说出「我爱你」。我不懂，我不懂何谓爱。波利尼亚和琪可贝儿也经常揶揄我这一点。

  　愛しているとは自信を以てこの口からは言えない。わからない。愛するという事はよくわからないのだ。ポリニアやチックベルにも大分揶揄われた。

  

  我们相处的时间绝对不长，但也不觉得短暂。最近她露出的含蓄笑容和羞涩模样，让我想起捡到她时的事情。她当时成熟得可怕，会以憎恨为由，若无其事地进行杀戮，还为此感到欢喜，让我对她抱持戒心，但那孩子只是个普通的女孩子。

  　共にいた時間は決して長くはない。だが短くも感じさせなかった。そして近頃見せるようになった彼女の慎ましやかな笑顔や、恥じらいは私に彼女を拾った時の事を思い出させた。恐ろしく大人びていて、殺戮を恨みを理由に平然と行い歓喜する様に警戒していたが、あの子はただの女子なのだと。

  

  而我自己也重新思考过，这场战争的意义……是为了让那样的孩子能笑着生活。

  　そして私自身、この戦争を戦う意味を……あのような子が笑って暮らせるためにと思い直した筈であったと。

  

  

  过去每打倒一个敌人，我都会欣喜若狂。冠上黑曜之名的我，之所以会改变想法，认为战争绝非好事，契机是波利尼亚的死。

  　敵を倒すたびに狂喜に震えた過去。黒曜の名を冠された私が戦いを決して良きことではないと思いなおすきっかけと為ったのはポリニアの死。

  

  她所期望的和平，正是指人与魔……更别说是恶魔的相貌，不会因为这种理由而产生隔阂的世界。

  　その彼女が願った平和はまさしく人や魔……まして悪魔の相などという理由で隔てられることがない世界を指す。

  

  和既非魔也非人的她相处，让我更加坚定这个想法。

  　魔でもなく人でもいられなかった彼女と過ごすうちにそれをより強く思い直すようになっていたのだから。

  

  

  琪可贝儿曾说过一句话。

  　チックベルがいつか言った言葉。

  

  爱就是思念对方，不想失去对方。想一直待在对方身边。我对波利尼亚抱持的感情，正是如此。

  　愛するという事は相手を想い失いたくないと考える事。いつもそばに居たいと思う事。私がポリニアに思っていた気持ちがまさにそうだと。

  

  我对波利奈的感情相当复杂。她是我的儿时玩伴，也是同事。我们彼此都拥有四天王这个沉重的头衔，但我只是因为战斗的喜悦而兴奋不已，她则是把所有心血都投注在如何终结战争上。

  　私がポリニアに思っていた感情は複雑だった。幼馴染であり同僚。お互い四天王などと言う重い肩書を持ちながら、私はただただ戦いの喜びに打ち震え、彼女は戦いをどうやって終わらせるかばかりに心血を注いだ。

  

  她是我的朋友，也是伙伴，是个啰嗦的儿时玩伴。不知不觉间，她成了我生活中理所当然的存在。

  　そんな彼女とは友であり相棒であり、口うるさい幼馴染。いつの間にかいて当たり前の存在だった。

  

  当她死去的时候，我第一次体验到后悔的感觉。胸口仿佛开了一个大洞，理所当然的存在消失，让我受到极大的冲击。

  　そんな彼女が死んだ時、私は初めて後悔という物を経験した。胸にぽっかりと穴が開いたような、居て当たり前だった存在が居なくなった衝撃。

  

  持续了好几天的空虚感，让时针给出了答案。大概是因为失去之后才察觉到吧。

  　幾日も続いたその空虚な感情にチックベルは答えをくれた。愛していたことに失ってから気づいたのだろう、と。

  

  我爱着波利奈。当我察觉到这一点的时候，我痛哭失声。从此之后，我开始厌恶夺走她的战争。

  　ポリニアを愛していた。そう自覚した時に私は慟哭した。そして彼女を奪って行った戦いを嫌悪するようになったのだ。

  

  失去之后才察觉到，已经太迟了。这是我学到的教训。

  　失ってから気づいたのでは遅い。それは私が既に学んだことだ。

  

  正因为如此——

  　だからこそ。

  

  

  「请给我一个晚上的时间考虑。」

  「一晩、考える暇を頂きたい」

  

  「这可能会拖长战争哦。不过——」

  「それは戦争を長引かせるかもしれんぞ。あるいは、だが」

  

  「我就是为此而思考。我保证会给出答案……我的父祖啊。」

  「その為の思案です。答えは出すと約束しましょう……我が父祖よ」

  

  

  我这么告诉魔王陛下。

  　私はそう魔王様へ告げる。

  

  只要前往巴尔塔攻陷该地，就能断绝克莱儿被交出的理由。而这也意味着战争会继续下去。

  　私はバルタへ赴きこれを落とせばココットを差し出す理由の大元を断つ事となる。そしてそれは戦争の継続を意味する。

  

  更别说虽然只有一个人，但勇者最强的圣剑也在，虽然克莱儿对巴尔塔造成了打击，但能够出兵的士兵有限。如果演变成攻城战，就算是我也无法轻易取胜。

  　まして一人とはいえ勇者最強の聖剣がおり、バルタにはココットが打撃を与えているとはいえ出兵できる兵には限りがある。攻城戦の形ともなれば私とて一筋縄ではいくまい。

  

  要选择克莱儿，还是选择终结战争？

  　ココットを取るか、戦争の終結を取るか。

  

  我恨不能当场回答选择克莱儿。如果波利尼亚在场，她一定会斥责我吧。

  　ココットを取る、とこの場で即答できない自分が恨めしい。ポリニアがこの場に居たら叱責の一つも飛んでこよう。

  

  然而，我是魔王军四天王——「黑曜」艾尔克罗。我有保护人民的立场与责任，不能让士兵做出无谓的牺牲。

  　だが自分は魔王軍四天王、"黒曜"のエルクーロ。民を守り兵にいたずらな犠牲を強いるわけにはいかない立場と責任がある。

  

  因此我必须思考。为了做出选择。

  　故に思案しなくてはならない。選ぶために。

  

  

  或许是察觉到我的觉悟与迷惘，魔王大人什么也没说，再次低头看向文件。

  　そんな私の覚悟と迷いをくみ取ったか、魔王様は何も言わずに再び書面に目を落とした。

  

  我将这视为话题结束的信号，向魔王大人行礼后，转身离开房间。

  　それを話の終わりと受け取った私は礼をすると魔王様に背を向けて退室した。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  自从我回到魔王城后，这是艾尔克罗大人第一次不在身边。

  　エルクーロ様が隣に居ない日は、私が魔王城に帰還してから初めての事だった。

  

  他被魔王大人叫去，应该是有什么重要的事情要谈。战争的状况已经进入佳境，或许也已经结束。想必有很多话要说吧。

  　彼は魔王様に呼び出され、何か重要な話をしているのだと思う。戦争も状況としては佳境かもう抜けたかの頃合。積もる話もあるのだろう。

  

  虽然艾尔克罗大人吩咐我不要一个人外出，乖乖待在房里……但我还是跑出来了。

  　そして一人残された私は、エルクーロ様の言いつけでは一人で出歩かず部屋に居ろという事だが……街に繰り出してきていた。

  

  因为一个人待在房间里很寂寞，而且非常害怕又难受。

  　部屋に一人で居ると寂しくて、どうしようもなく怖くて辛かったから。

  

  所以我违反命令独自上街，低着头漫无目的地四处徘徊。

  　だから言いつけを破って一人街へ繰り出し、俯きながらぼうっとあてもなく彷徨い歩いた。

  

  

  「我到底在做什么？我是为了什么而活？」

  「私は、何をしているのだろう。何のために、生きているのだろう」

  

  

  我一边自言自语，一边走在魔王城内的街道上。

  　ブツブツと自問自答をしながら魔王城内の市街を歩く。

  

  脚步沉重，低着头穿梭在魔族之间的我，脑袋里一片混沌，思考迟钝，思考着自己该做什么。

  　足取りは重く、俯いたまま魔族の合間を縫う私の頭の中は、どろりとしていて鈍重な思考のまま自分が何をすべきなのかを考えていた。

  

  我想为米奥报仇。想报仇。但是，失败了。

  　ミオの仇は取りたい。取りたかった。だが、失敗した。

  

  看到我军疲惫不堪的惨状，领悟到无法再次进击时，我的内心有某种东西崩塌了。

  　疲弊した我が軍の惨状を見て再進撃が叶わないと悟った時に私の心の中で何かが崩れていった。

  

  所以，不管我再怎么想为雷米、米奥……还有不知道是否还活着的琪优儿报仇……没有核心的思考，立刻就像泡沫一样消失了。

  　だからいくらレイメの仇を、ミオの仇を……そして生きているかどうかも分からないキエルをと考えはするものの芯のない思考はすぐに泡のように消えた。

  

  我已经不知道这是第几次思考这件事了。只要一个人独处，我脑中就一定会塞满这件事。这种思考就像在迷宫里不断绕圈，绝对找不到答案，最后又回到起点。

  　この思考をするのは何度目か最早わからない。一人になると決まってこのことで頭がいっぱいになった。決して答えに辿り着かずに振出しに戻る迷宮を延々と歩いているような、そんな思考。

  

  

  我走在铺着红砖的路上，像幽魂一样左右摇晃地走着。

  　レンガ敷の道を歩きながら、私は右へ左へ幽鬼のようにふらふらと歩いていた。

  

  魔族们来来往往。时间已晚，他们却还挤在中庭。我觉得他们全都对我投以侮蔑的视线。

  　行き交う魔族達。時刻も遅い中通りに彼らはひしめいていた。その全てが、私に向けて侮蔑の視線を向けている気がした。

  

  他们叫我别一个人外出。

  　一人で出歩くなと言われた。

  

  就连以魔将军身份滞留在这座城堡的诱饵行军出发前，也一定会让库欧托拉他们同行。

  　魔将軍としてこの城に滞在していた囮行軍の出立前ですら、必ずクォートラ達を同伴させていた。

  

  这完全是为了我的人身安全着想。

  　それは一重に私の身の安全を考えてに他ならない。

  

  然而我现在一个人。不管谁对我做什么都不奇怪。即使如此，我什么也没想。没有恐惧，也没有危机感。

  　だが今私は一人。誰が何をしてこようとおかしくはない。それでも私は何も思っていなかった。恐怖も、危機感も。

  

  因为就算现在经过我身旁的强壮魔族突然揪起我的颈根，折断我这纤细的脖子……我也觉得无所谓。

  　いま横を通り過ぎた屈強な魔族が唐突に私の首根っこを掴み上げ、この細い首をへし折ったとしても……構わないとさえ、思っていたから。

  

  

  我嘻嘻笑着，心想这下我明白自杀志愿者摇摇晃晃冲到马路上的心境了。

  　自殺志願者が道路にふらふらと飛び出す心境が分かったな、などと私はクスクス笑っていた。

  

  我一边露出这种自嘲的笑容一边走着，就看到某间店。

  　そんな自嘲気味な笑みをこぼしながら歩いていると、ある店が目に入った。

  

  那是我跟库欧托拉和佐夫一起来过的餐厅。魔族们在里面享用餐点，谈笑的声音仿佛看得见听得见。在战争背后，他们过着平稳的生活。

  　クォートラやゾフと共に来た食堂だった。中では魔族達が食事を楽しんでいて、談笑が目に見えて聞こえるようだった。戦争の裏で、彼らは平穏に暮らしている。

  

  然而我的视线并不是对着他们。

  　だが私の視線は彼らに向いているのではなかった。

  

  而是看着餐厅的玻璃……看着映在上头的我自己。

  　店のガラス……そこに映った私自身を見ていた。

  

  她衣衫褴褛，表情仿佛对这世上的一切都感到绝望。失去重要的人，人类的表情就会变成这样吗？

  　よれよれでみすぼらしく、まるでこの世のすべてに絶望したような表情。大切な者を失った人間の顔とは、こういうものなのだろうか。

  

  明明已经十二年了，玻璃上映出的那张幼女的脸，却感觉像陌生人。

  　もう１２年も自分の身体だというのに、ガラスに映った幼女の顔は、他人めいて感じた。

  

  

  

  

  我看着玻璃，茫然若失，突然有人用力推了我的肩膀。

  　と、ガラスを見て呆然としていると突然肩を強く押された。

  

  我踉跄地跌倒在地。我痛得皱起眉头，抬起头，只见魔族一边俯视我，一边嘲笑我，从我面前走过。

  　私はよろめいて地面に転がる。痛みに顔をしかめながら顔を上げれば、私を見下ろしながらあざ笑う魔族が前を歩いて行った。

  

  看到我这副模样，周围的魔族也跟着窃笑。

  　そんな私の姿を見て周囲の魔族もくつくつと笑い始める。

  

  

  

  「哦，跌倒了。魔将军真没用，简直像乞丐一样。」

  「おっと、転んだぞ。魔将軍が情けない。まるで乞食のようだ」

  

  「人类不配穿魔将军的服装。」

  「人間が魔将軍の装束など着るに値しないというのに」

  

  「看来没有护卫。现在吃了她也不会被怪罪吧？哈哈哈！」

  「護衛はいないようだ。今なら食っても咎めはないのではないか？　ははは！」

  

  「等等，她的脸蛋一级棒。又小又年轻，身体也很柔软。而且头发颜色很稀奇吧？有利用价值。当宠物应该很有趣。」

  「待て、顔は一級品だ。小さく若くて体も柔らかい。それに珍しい髪色なのだろう？　価値がある。ペットにすると楽しめそうだ」

  

  

  魔族们看着跌倒在地环顾四周的我，七嘴八舌地嘲笑。

  　転んだまま周囲を見渡す私を眺めて、魔族達は口々に嘲笑の言葉を交わした。

  

  他们绝不会当着我的面说，却以我为对象。这是在说我坏话吗？

  　決して私に向けられることなく、それでいて私を対象とした言葉。陰口か。

  

  

  「艾尔克罗大人也真是没用，自从波利尼亚大人过世后就变成这副德性。明明都来到巴尔塔了，却连一场像样的战斗都没打，甚至还抱着一个人类小姑娘逃回来。大概是被吓到胆小了吧。」

  「エルクーロ様も腑抜けたものよ。ポリニア様が亡くなってからだ。バルタまで赴いたというのにろくに戦いもせず、あまつさえ人間の小娘一人抱えて逃げてきた。臆病風に吹かれでもしたのだろう」

  

  「黑曜真的很没用，居然疼爱一个人类小姑娘，一定是被宠坏了吧。乌拉葛库那大人也战死了，魔族的未来令人担忧。」

  「まこと黒曜が情けない事だ。人間の娘などを可愛がっておかしくなられたのだ。ウラガクナ様も討ち死にされたというのにこれでは魔族の行く末を憂いて然る」

  

  「居然把魔将军和人类捧上天，结果却是这副德性，真是惨不忍睹。艾尔克罗大人根本不配当四天王吧？」

  「魔将軍などと人間などを祭り上げて、結果がこれでは目も当てられん。エルクーロ様は四天王に相応しくないのではないのか？」

  

  「把我们的战斗交给被自己养的人类迷得神魂颠倒的魔族真的好吗？反正这个小姑娘也只是个玩具吧！他可能每天晚上都抱着喜欢的肉娃娃，开心地做着亏心事呢！」

  「子飼いの人間にうつつを抜かす魔族などに我らの戦いを任せていいのか？　どうせこの娘もただの玩具だろうに！　お気に入りの肉人形を毎晩抱いて喜んでいるのかもしれんぞ！」

  

  「闭嘴！」

  「黙れ！」

  

  

  我愣愣地听着魔族们的嘲笑，但听到无法置之不理的话题，我忍不住大喊。

  　魔族達の嘲笑をぼうっと聴いていたが、聞き捨てならない話題に私は叫んだ。

  

  

  「要说我没关系……但是，不准你们说那位大人的……艾尔克罗大人的坏话！明明没有人比那位大人更替你们着想！」

  「私の事を言うのは良しとする……だが、あの方の……エルクーロ様の悪口をぬかすな！　あの方ほどお前たちの事を考えている方はいないというのに！」

  

  

  我瞪着周围的魔族大喊。

  　私は周囲の魔族を睨みながら叫ぶ。

  

  然而，魔族们似乎觉得我的模样很滑稽，全都捧腹大笑。

  　しかし魔族達はそんな私の姿すら滑稽に見えたのか腹を抱えて笑うばかり。

  

  我懊悔不已。我讨厌这些家伙对那位大人说三道四。

  　私は悔しくて仕方がなかった。こんな連中にあの方を好き放題言われるのが嫌だった。

  

  然而，原因出在我身上。是我给那位大人添麻烦了。

  　だが、その原因は私なのだ。私があの方に迷惑をかけているのだ。

  

  

  「哈，小恶魔生气了。简直就像小猫在叫一样。」

  「は、小さな悪魔がお怒りだ。まるで子猫みたいに鳴いている」

  

  「你这家伙！」

  「お前ェッ！」

  

  

  我咬紧牙关站了起来，揪住附近的魔族。

  　私は歯を食いしばって立ち上がると手近な魔族につかみかかった。

  

  穿着高级服饰的上级魔族，似乎被突然揪住自己的我吓了一跳，但他立刻把我推开。

  　上等な服を着た上級魔族は、突然掴みかかってきた私に驚いた様子だったが、すぐに私を突き飛ばした。

  

  或许他只是轻轻推了我一下，但我却重重摔在路边，背部还撞到路灯的柱子。

  　軽く小突いたつもりだったのかもしれないが、私は派手に道端を転がり街灯の柱に背中を打ち付けた。

  

  好痛。

  　痛い。

  

  虽然很痛，但我立刻撑起上半身，瞪着把我推开的魔族。那个魔族似乎被我凶狠的模样吓到了。

  　痛いが、すぐに私は上体だけを起こして私を突き飛ばした魔族を睨みつけた。その魔族は私の剣幕にややたじろいだように見えた。

  

  

  

  虽然我想再站起来揪住他，但背部的疼痛让我无法起身。所以我只能瞪着那些魔族。那些瞧不起艾尔克罗大人的家伙。

  　もう一度立ち上がって掴みかかりたかったが、背中が痛くて立ち上がれない。だから睨んでやる。私を見下ろす魔族達を。エルクーロ様を小馬鹿にしたこいつらを。

  

  然而，不管我再怎么凶狠，魔族们还是立刻露出笑容。我被包围在人群之中，简直就像被当成展示品。我有种自己被关在笼子里的错觉。我只能咬紧牙关。

  　だが、小さな私がいくら凄んでも魔族達はすぐに笑みを見せ始めた。私の周りには人だかりができ、囲まれている。まるで見世物だ。檻の中に居るような錯覚。私はただただ歯を食いしばった。

  

  

  

  这时，魔族们的表情突然没了笑容。

  　と、突然魔族達の表情から笑みが消える。

  

  魔族们转过身去，散开远离我。

  　そして魔族達は顔を背けると私から離れるように散っていった。

  

  我愣在原地，这时突然有人把手放在我肩上。那只手又黑又大。

  　それを見て呆けていると、突然私の肩に手が置かれた。黒々とした大きな手。

  

  我惊讶地回头，艾尔克罗大人正低头看着我。

  　はっとして振り返ると、エルクーロ様が私を見下ろしていた。

  

  

  「艾尔……克罗……大人……」

  「エル、クーロ……様……」

  

  「你不在房间，我找了你好久……现在别一个人上街。」

  「部屋に居なかったもので大分探した。……今は街を一人で歩くのはよせ」

  

  「对不起……」

  「申し訳ありません……」

  

  

  我想说的话涌到喉头，但被我吞了回去。

  　言いたいことが喉までこみあげてきて、飲み込んだ。

  

  我只觉得对不起他，违背了他的嘱咐，愧疚感突然涌上心头，让我低下头。

  　ただただ、言いつけを破ってしまった事に対する申し訳なさが唐突に押し寄せてきて、私は俯いた。

  

  但我立刻发现这样不行。不能让他看到我脆弱的一面。

  　だがすぐにそれでもいけないと気づく。彼に弱っている所など見せてはいけないのだ。

  

  我猛然抬头，艾尔克罗大人把脸凑了过来。

  　はっとして顔を上げれば、エルクーロ様が私に顔を近づけていた。

  

  

  「……你有很严重的黑眼圈。没睡吗？」

  「……ひどい隈だ。眠っていないのか」

  

  「……您多虑了。我很健康。」

  「……お気遣いなく。私は健康そのものですよ」

  

  

  我感到又惊又羞。他把脸凑过来，还看到我憔悴的模样。

  　照れと驚き。彼の顔が近くあった事と己の憔悴を彼に見せてしまった事。

  

  我为了掩饰，露出满脸笑容，艾尔克罗大人却惊讶地用手捂着脸叹了口气。

  　誤魔化すように私はにっこりと満面の笑みを作って見せるが、エルクーロ様は面食らったような様子で顔に手を当てると溜息をついた。

  

  

  「看起来不像。」

  「そうは見えない」

  

  

  对于艾尔克罗大人的叹息，我无话可说。

  　エルクーロ様のため息にも、私は何も言う事は出来なかった。

  

  我维持着笑容低下头。

  　私は笑みを顔に張り付けたまま、俯いた。

  

  

  「站得起来吗？」

  「立てるか」

  

  

  艾尔库索大人说完后，朝我伸出手。

  　そう言ってエルクーロ様は私に手を差し出した。

  

  我战战兢兢地缓缓触碰那只手，然后被那只温柔的大手包覆。

  　恐る恐ると言った風にゆっくりその手のひらに触れると、優しく大きな掌に包み込まれた。

  

  

  「你的手好小。」

  「小さな手だ」

  

  「是艾尔库索大人的手太大了。」

  「エルクーロ様の手が大きすぎるのです」

  

  「是吗？」

  「そうだろうか」

  

  

  艾尔库索大人拉着我的手让我站起身，但依然握着我的手。从那只黑色大手传来的温暖，让我眯起眼睛。

  　エルクーロ様に手を引っ張られて立ち上がっても、私はその手を握られたままだった。黒く大きな異形の手から感じるじんわりした温もりに私は目を細めた。

  

  我现在一定很幸福。

  　きっと私は今幸せを感じている。

  

  至少在这个瞬间、这一刻是如此。

  　少なくともこの瞬間は、このひと時は。

  

  我从这只手感受到的温暖让我感到幸福。慈爱随着温暖一起流进我的体内。

  　この手から感じる温もりに幸福を感じる。暖かさと一緒に慈愛が手から体の芯へ流れ込んでくるような。

  

  这并非像米欧那样惹人怜爱的感情，也不是像齐尔那样对等的感情。

  　ミオのような愛くるしい感情ではない。キエルのような対等のそれでもない。

  

  而是确切的庇护。我现在正受到这位大人的保护。

  　確かな庇護。私は今この方に守られている。

  

  这让我感到无比开心，同时也苛责着我。

  　それがどうしようもなく嬉しくて、同時に私を責め苛むのだ。

  

  从艾尔库索大人的角度来看，我憔悴的模样，应该像是因为巴尔塔攻略失败而自责吧。虽然这么说也没错，但那代表的并非功绩，而是复仇未遂。

  　私の憔悴はエルクーロ様から見ればバルタ攻略に失敗した自責の念にでも駆られているように映ったろうか。それも間違いではない。だがその意味するところは功績ではなく仇討ちの未遂。

  

  我不仅没能帮米欧报仇，还失去了齐尔。

  　ミオの仇を討ってやれなかっただけではなく、キエルまで失った。

  

  我咬着嘴唇，想着只要有机会东山再起就好，但感叹自己无力的结果，就是失眠。

  　再起の機会さえあればと唇を噛み締めながらも己の無力を嘆いた結果が不眠だ。

  

  我变得无法独自入睡。自从失去澪后，我就一直害怕独自入睡。

  　私は一人で眠れなくなっていたのだ。ミオを失ったあの時からずっと、一人で眠ることがたまらなく怖い。

  

  我感到难受又痛苦。我回想起在失去心爱之人的世界生活有多么痛苦。

  　辛くて、苦しい。愛するものを失った世界で生きるのが苦しい事を思い出したのだ。

  

  失去雷梅时，我为了复仇而苟延残喘。但要是无法实现，那我的人生就没有意义。

  　レイメを失ったあの時私は復讐のために生に縋った。だがそれが叶わないとなればこの生に意味はない。

  

  既然如此，至少要和这个人共度温暖的时光。虽然觉得既然已经造成困扰，那应该要有所回报，但我还是不想再给人添麻烦。

  　ならばせめて、この方と暖かな時間を。既に迷惑をかけてしまっている以上何をとも思うが、それでもこれ以上の迷惑はかけたくない。

  

  最重要的是，我无法替她们报仇，所以没有资格说自己感到幸福，我依然待在外塔那时的自己在心里责备我。

  　何より彼女たちの仇をとれずに幸せを感じるなどと言う資格は私にはないと、アウタナに居た頃のままの私が心の中で私を責める。

  

  这让我感到非常痛苦。

  　それがとても、苦しいから。

  

  

  「去吃饭吧。跟我来。」

  「食事にしよう。私の部屋まで来てくれるな」

  

  「……是的，艾库罗大人。」

  「……はい、エルクーロ様」

  

  

  我再次笑着说道。

  　私はもう一度笑顔で、そう言った。

  

  

  

  

  

  

  之后，我跟着回到房间的艾库罗大人，静静地进入室内。我曾经多次造访艾库罗大人的房间，但总觉得气氛和平常不太一样。

  　その後、部屋に戻ったエルクーロ様の後をついて、私も静かに入室した。何度か目になるエルクーロ様の私室へのお邪魔。いつもとは雰囲気が違う気がした。

  

  我缓缓跟在艾库罗大人身后，将双手伸向将手放在外套上的他。

  　ゆっくりエルクーロ様の背後についていき、外套に手をかけた彼に両手を差し出した。

  

  

  「我来帮您拿衣服。」

  「服をお持ちします」

  

  「……嗯。」

  「……ああ」

  

  

  艾尔克罗大人脱下外套交给我，我小心翼翼折好挂在手臂上。我抱着外套，小心不要让外套被压扁，站在坐在椅子上的艾尔克罗大人旁边。

  　エルクーロ様の脱いだ外套を手渡され、丁寧に折り曲げ腕にかける。地面にするびらないように気を使いながら抱え、椅子に腰かけたエルクーロ様の脇に立った。

  

  

  「你也披上吧。」

  「君も掛ければいい」

  

  「不，不用麻烦了……」

  「いえ、お構いなく……」

  

  「你打算站着吃饭吗？以你的身高，应该够不着餐桌吧。」

  「立ったまま食事を摂る気か？　君の背丈ではテーブルに届かないだろう」

  

  

  艾尔克罗大人开玩笑地说。我想他是想让我放松。他应该是察觉到我的紧张与疲劳，所以尽可能用轻松的态度说话。

  　軽口めいてエルクーロ様はそう言う。気を遣っているのだと思った。できるだけ固くならずにフランクに、私の緊張や疲れを察しての事だろう。

  

  艾尔克罗大人体贴地催促我坐到准备好的餐桌前。

  　エルクーロ様が私に気を遣いながら朝食の用意されたテーブルにつくよう促す。

  

  我道谢后，客气地坐在艾尔克罗大人对面。

  　私は礼をして遠慮がちにエルクーロ様の対面に坐する。

  

  我曾经因为红茶而坐过这个位子。然而，眼前这张餐桌上准备的餐点比我想象中还要朴素，甚至让我觉得有点奇怪。在艾尔克罗大人的房间一起用餐，这种第一次的经验让我有点难为情。

  　紅茶に呼ばれてこの席に座ったことはあった。しかし今は目の前に映るテーブルに用意された思っていたよりは質素な食事に、なんだか違和感すら覚えた。エルクーロ様の部屋で共に食事を摂る。初めての経験はなんだかこそばゆい気もした。

  

  不过，我似乎连这种难为情都抛到脑后，整个人呆呆的，无法坦率接受他的招待。

  　しかしそのこそばゆささえ塗りつぶすように、私はどうもぼうっとしていて、彼のもてなしを素直に受ける事が出来なかった。

  

  也没有食欲。

  　食欲も、湧かなかった。

  

  即使开始用餐，我们也没有交谈，陷入沉默。我甚至没有碰餐具。

  　食事が始まっても会話は起きず、無言。私は食器にさえ手を付けられなかった。

  

  艾尔克罗大人也慢慢吃着，不久后他停下动作，看着我说：

  　エルクーロ様も少しずつ食事を口に運んでいたが、やがて手を止めて私を見た。

  

  

  「你不吃吗？」

  「食べないのか」

  

  

  我吓了一跳，倒抽一口气。

  　私はハッとして息をのむ。

  

  我不能说我不想吃，没有食欲。老实说，我身体非常倦怠。我完全睡不着，身体会像昏倒一样强制进入休眠，然后马上被恶梦惊醒。因为一直重复这种事，我变得非常虚弱。

  　食べたくない、食欲がないなどとは言えない。正直体が気だるくて仕方がない。此処の所全く眠れておらず、気絶するように体が無理やり休眠し悪夢ですぐに飛び起きる。そんな事を繰り返していた事で大分弱っているのだろう。

  

  即使如此，我不能把这件事推给他，我笑着拿起餐具，喝了一口汤。

  　それでもそれを彼に押し付けるわけにはいかないとして、私はにこりと笑って食器に手を付け、スープを一口啜った。

  

  

  「……真好喝。」

  「……おいしいです」

  

  「是吗？」

  「そうか」

  

  

  艾尔克罗大人见我开始用餐，也继续吃了起来。

  　私が食事に口を付けたのを見て、エルクーロ様も食事を再開した。

  

  我专心地把汤一点一点喝进胃里，不小心喝到气管，我轻轻咳了几声。

  　暫く私はスープだけをひたすらちびちびと胃に流し込んでいたが、うっかり気道に入れてしまい小さく押し殺した咳をする。

  

  我用手捂住嘴巴，想尽量压低声音，但艾尔克罗大人反应很快。

  　口を手で押さえてできるだけ小さく済ませたつもりだったが、エルクーロ様の反応は早かった。

  

  

  「你果然没有休息。」

  「やはり休めていないのだろう」

  

  「……没那回事。」

  「……そんなことは」

  

  「身体虚弱时，会更难进食。」

  「弱っているときほど、食事がままならないものだ」

  

  

  我只喝汤，没碰面包，他大概觉得不太对劲吧。

  　私がパンなどに手を付けておらずスープだけを啜っているのに流石に違和感を感じたのだろうか。

  

  艾尔克罗大人静静起身，对我微笑。

  　エルクーロ様は静かに席を立つと、私に微笑んだ。

  

  

  「你太装大人了，至少在我面前可以表现出软弱的一面。」

  「君は大人ぶりすぎている。私といるときぐらいは弱い姿を見せてもよい」

  

  「……不敢当。」

  「……恐縮です」

  

  

  看到我轻轻点头，艾尔克罗大人也跟着点头。

  　私が小さく頷いたのを見て、エルクーロ様もまた頷いた。

  

  

  「我去泡茶。」

  「茶を入れてこよう」

  

  

  说完，他便走向以门帘隔开的简易厨房。

  　そう言って彼は暖簾で仕切られた先の簡易キッチンめいた場へ向かった。

  

  我目送他的背影，缓缓将餐具放在桌上。

  　その背中を見送って、私はゆっくり食器をテーブルへ置いた。

  

  

  为什么艾尔克罗大人会这么温柔？

  　なぜ、エルクーロ様はこんなに優しいのだろう？

  

  我完全想不到原因。

  　思い当たる節がまるでない。

  

  难道他有什么其他企图吗？就算是有目的的温柔也无所谓。

  　何か別の思惑でもあるのだろうか。打算的な優しさだとしても、構わないか。

  

  

  艾尔克罗大人对我很好。

  　エルクーロ様は、私に優しい。

  

  光是这样就够了。应该够了。

  　それだけで十分だ。十分な、はずだ。

  

  

  我自嘲地干笑，就在这一刹那，我感到刚才吞下的汤涌上喉咙。

  　そう、自嘲気味に乾いた笑いを零した刹那、私はえづき、飲み込んだスープが喉までせりあがってくるのを感じた。

  

  是因为疲劳吗？是精神上的疲劳，还是身体上的疲劳？身体无法接受食物吗？我急忙用双手捂住嘴巴，压低声音。

  　疲労ゆえだとして精神的か、身体的か。体が食べ物を受け付けられないのか。慌てて両手で口を押え、音を押し殺す。

  

  难得有人请我喝汤，太浪费了。我硬是把涌上来的汤推回胃里。

  　折角頂いたスープがもったいない。私は無理やりせりあがってきたそれを胃に押し戻した。

  

  

  

  

  

  

  

  ——只要活着，痛苦就会一直持续下去。

  　――――苦痛は生ある限り続く。

  

  

  

  

  

  这份幸福是假的。是残酷的假象。

  　この幸せは嘘だ。残酷な仮初だ。

  

  这杯混浊的咖啡色人生，偶尔会加点白色的牛奶。虽然多少缓和了咖啡的苦涩与黑暗，但咖啡还是咖啡。

  　黒く濁ったコーヒーめいたこの生に、時折落とされた白いミルク。それは多少コーヒーの苦さと黒さを緩和しても、コーヒーを甘くすることはない。

  

  既然如此，干脆把咖啡全部倒掉……这样就不用喝苦涩的咖啡了。

  　ならコーヒーの中身をいっそ全部捨ててしまえば……苦いコーヒーを飲む必要はなくなる。

  

  

  

  

  没错，去死吧。

  　そうだ、死のう。

  

  没有艾尔克罗大人的庇护，我已经无法在魔界生存。

  　私はエルクーロ様の庇護無しではもう魔の中で生きていけない。

  

  我也没有活下去的理由。在恩仇的终点前顿挫的痛苦，就像是在黑暗的圆顶底部，持续眺望从绝对无法触及的天花板洞口射入的光芒，是一种拷问。我无法忍受。所以只要最后能和艾尔克罗大人度过一段安稳的时光就够了。我活着只会给他添麻烦。

  　生きていく理由もなくなったのだ。恩讐の終着を前に頓挫した辛さは、暗いドームの底で決して手の届かない天井の穴から差し込む光を眺め続ける拷問に近い。耐えられない。だから最後にエルクーロ様と穏やかな時間を過ごせただけで良しとした。私が生きていると彼に迷惑がかかる。

  

  我不想再给艾尔克罗大人添麻烦。不想再待在这个痛苦的世界。和艾尔克罗大人一起用餐，作为最后的晚餐已经非常足够。

  　これ以上エルクーロ様に迷惑をかけたくない。これ以上こんな苦しい世界に居たくない。エルクーロ様との食事、最後の晩餐としては十二分すぎる。

  

  让自己解脱吧。必须去见米欧、雷梅和琪耶尔。和艾尔克罗大人一起生活，让我对他们的感情变得模糊。或许我稍微感受到活着的喜悦。我原本打算在巴尔塔战役结束后再死。但既然无法实现，那现在就立刻——

  　楽になろう。ミオやレイメ、キエルに逢いに行ってやらなくては。エルクーロ様と過ごし曖昧になっていた感情だった。少しだけ生の嬉しさを感じていたのかもしれない。もともとバルタの戦いが終わってから死のうと考えていた。だがそれが叶わないなら今すぐにでも――――。

  

  我在白浊的脑中思考着这些事，以茫然的眼神拿起放在桌上的刀子，缓缓地将刀刃对准自己的脖子。

  　私は白く濁った頭の中でそんなことを考え、ぼうっとしたような眼でテーブルに置かれたナイフを手に取るとゆっくりそれを自分の首に向けた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  「克莱儿！」

  「ココットッ！」

  

  

  我回过神来，艾尔克罗大人的黑手抓住我的手。我被他直接拉起来，差点从椅子上摔下去，好不容易才站到地上。即使如此，我还是差点跌倒，我撑着被抓住的手跪在地上。

  　はっとした私の手はエルクーロ様の黒々とした手に捕まれた。そのまま引っ張られ、あわや椅子から転げ落ちそうになりながらもなんとか床に立つ。それでも拍子に転倒しかけて、掴まれた手を支えにしながらも私は床に膝をついた。

  

  因为用力过猛，小刀掉到地上发出声音。

  　はずみで取り落としたナイフが音を立てて床に転がる。

  

  

  「你刚才……想做什么？」

  「今……何をしようとしていた」

  

  

  艾尔克罗大人用力抓住我的手，低头看着我，表情变得很僵硬。

  　私の手を強く掴み上げながら、エルクーロ様は私を見下ろして表情を硬くしていた。

  

  被抓住的手很痛，我发出痛苦的声音，顺便蒙混过去。

  　掴まれた手は痛いほどで、誤魔化しも兼て私は苦痛を訴える。

  

  

  「好痛，艾尔克罗大人……」

  「痛いです、エルクーロ様……」

  

  「我问你刚才想做什么。」

  「何をしようとしたと聞いている」

  

  

  艾尔克罗大人看起来好像在生气。

  　エルクーロ様は怒っているようにも見えた。

  

  他的表情和平常没什么两样，但语气很严厉。我被他认真的红色眼睛盯着，觉得很不自在，把脸别开。尽管我被他的样子吓了一跳。

  　普段とあまり変わらない仏頂面。だが言葉に圧がある。私はそんな様子に驚きながらも、彼の真剣な赤い目に見られていると居心地が悪くなって顔を背けた。

  

  

  「没什么……」

  「別に……なんでも」

  

  「别想蒙混过去。」

  「誤魔化すな」

  

  「……」

  「……」

  

  

  艾尔克罗大人对保持沉默的我深深叹了口气，放开我的手。

  　無言を貫いた私にエルクーロ様は大きくため息をつきながら掴んでいた私の手を離した。

  

  然后他慢慢坐到椅子上，用手按着眉间。

  　そしてゆっくり椅子に腰かけると眉間に手を当てた。

  

  

  「别想些蠢事。」

  「馬鹿な考えはよせ」

  

  

  蠢事吗？

  　馬鹿な考え、か。

  

  我觉得真的很蠢。原本是死人的我，因为某种原因活在这个世界。

  　本当に馬鹿げていると思う。本来死人である私が、何の因果かこんな世界で生きている。

  

  如果要说蠢，就是现在这个状况。真的太蠢了。

  　馬鹿げているとすればこの生なのだ。本当に、馬鹿げている。

  

  我茫然自失地坐在地上，低着头，像个被骂的小孩，只是盯着地毯的花纹，默默咬着下唇。

  　茫然自失と言った様子で床に座り込み俯いていた私は、まるで叱られた子供のようにただじっと床の絨毯の模様に目を落としながら無言で下唇を噛んでいた。

  

  这时，艾尔克罗大人手放在眉间……喃喃对我说。

  　その時、エルクーロ様は眉間に手を当てたまま……ぼそりと呟くように私に言った。

  

  

  

  

  

  

  

  「你这样糟蹋身体，我会很困扰。」

  「身体を粗末にされると困る」

  

  

  

  

  

  

  

  我瞪大眼睛。

  　私は目を大きく見開いた。

  

  艾尔克罗大人的话，让我突然理解了。

  　エルクーロ様が言った言葉に、すっとこれまでの事が腑に落ちた気がしたのだ。

  

  

  

  

  

  

  

  

  「啊————原来如此。艾尔克罗大人有这种兴趣啊。」

  「ああ――――なるほど。エルクーロ様はそういうご趣味をお持ちでしたか」

  

  

  我轻笑出声。

  　クスクスと笑みをこぼしながら、私は言った。

  

  

  「什么意思？」

  「どういう意味だ」

  

  

  我没有回答艾尔克罗大人的问题。

  　エルクーロ様の言葉には答えなかった。

  

  我缓缓起身，稍微远离艾尔克罗大人。接着我重新面向困惑的艾尔克罗大人，脱下上衣。

  　私はゆっくり立ち上がると、少しだけエルクーロ様から離れた。その後何事かと困惑するエルクーロ様に向き直り、上着をばさりと脱いだ。

  

  然后我解开衬衫的钮扣……跟上衣一样脱下。

  　そしてシャツのボタンを一つ一つ外し……上着と同じように脱ぎ捨てた。

  

  我在瞪大眼睛的艾尔克罗大人面前脱下衣服，一步步靠近他。

  　目を丸くしたエルクーロ様の前で私は衣服を脱ぎ去りながら一歩一歩エルクーロ様に近づいていく。

  

  不久后，我脱到内衣掉到地上时，站在艾尔克罗大人面前……直盯着他的眼睛。

  　やがて下着が床に落ちた頃にはエルクーロ様の目の前に立ち……その目をじっと見つめた。

  

  艾尔克罗大人一开始显得很慌张，但一看到我裸体，立刻转过头去。

  　エルクーロ様は最初は狼狽した様子だったが、裸体の私を前にすぐにハッとすると顔を背けた。

  

  

  「……穿上衣服。」

  「……服を着ろ」

  

  「为什么要转过头？」

  「なぜ目を背けるのです」

  

  「我叫你穿上衣服。」

  「服を着ろと言った」

  

  

  虽然艾尔克罗大人用稍微强硬的语气这么说，但我面不改色地歪着头。

  　少し強めの口調で言われたが、私は表情を変えずに首を傾げた。

  

  然后我直接走向艾尔克罗大人，把手放在他的膝盖上。

  　そしてそのままエルクーロ様へ歩み寄り、その膝に手を添えた。

  

  

  「您不是想抱我吗？」

  「私を抱きたいのでは？」

  

  

  艾尔克罗大人听到这句话，眼神变了。

  　私のその言葉にエルクーロ様は目の色を変えた。

  

  他转头面向我，用前所未见的愤怒表情俯视我。

  　私の方に顔を向け、これまでにない怒りの表情で私を見下ろした。

  

  

  「你……你在说什么。给我说明清楚。」

  「何……何を言っている。説明しろ」

  

  

  我差点被他的气势压倒。他很明显在生气。

  　威圧されそうになった。明らかに彼は怒っている。

  

  我第一次看到艾尔克罗大人愤怒的表情。

  　初めて見た。エルクーロ様の怒りの表情は。

  

  即使如此，我还是面不改色，静静把手从艾尔克罗大人的膝盖上移开，然后抱住自己的肩膀。

  　それでも私は表情を変えず、静かにエルクーロ様の膝に添えた手を離すと、今度はその手で自らの肩を抱く。

  

  

  「安德列在上次的战斗后说要抱我。我答应了。」

  「アンドレオは先の戦いの後に私を抱くと言ったのです。私は承諾しておりましたよ」

  

  

  我用眼角余光仰望艾尔克罗大人，露出浅浅的微笑。接着说道：

  　流し目でエルクーロ様を見上げながら、仄かに微笑んで言った。

  

  

  「我的身体虽然走过凄惨的人生，但不知为何依然纯洁。虽然只是瘦弱的小孩身体，但应该有其价值。」

  「私のこの身は、凄惨な人生を歩んでなおどういうわけか純潔です。貧相な童の身体ではありますが、価値はあるかと」

  

  「我为什么会有那种想法？」

  「何故私がそうしたいなどと考えた」

  

  「男女不就是这样的关系吗？我不介意哦。」

  「男と女とはそういうモノではないのですか？　私は構いませんよ」

  

  「别找借口了。我叫你说明为什么这么想。」

  「御託を並べるな。なぜそう思ったのか説明しろと言った」

  

  「我才希望你说明！为什么你对我这么好！？」

  「説明してほしいのは私です！　何故あなたはそのように私に優しくなさるのです！？」　

  

  

  我收起笑容，大声喊道，艾尔克罗大人似乎很惊讶，半张着嘴说不出话来。

  　笑顔を消し、一転して大声を上げた私にエルクーロ様は面食らったらしく口を半開きにして絶句した。

  

  我将手放在胸前，用控诉的表情继续说道：

  　私は自らの胸に手を当て、訴えるような表情で立て続けに言葉を叩きつける。

  

  

  「唉……我大概能猜到！您是看到波利尼亚大人的幻影了吧！但是请不要这样。依赖幻影不会有好事。那不是本人！您爱的是波利尼亚大人，不是我！」

  「まあ……想像は付きますが！　ポリニア様の幻影を私に見ているのでしょう！　ですがおやめ下さい。幻影に縋っても何もいい事はない。本人ではないのです！　貴方が愛したのは、ポリニア様であって私ではない！」

  

  

  艾尔克罗大人听到这句话，睁大了眼睛。

  　その言葉に、エルクーロ様は目を見開いた。

  

  不对，我想说的不是这个。

  　違う、こんなことを言いたいのではない。

  

  明明不想说这种讽刺的话。

  　こんな皮肉めいた事を言いたいのではないのに。

  

  我只是希望他不要再对我这么好。这都是为了艾尔克罗大人。

  　私はただ、これ以上私に優しくしないでほしいだけなのに。他ならないエルクーロ様の為に。

  

  和我扯上关系不会有好事。我是恶魔，是死神。对受诅咒的我好的人，都会变得不幸。雷梅、米欧、齐儿和吉吉都是这样。所以我才想一个人去死。

  　私と関わってもろくなことがない。私は悪魔だ。死神だ。呪われた私に優しくする者は皆不幸になる。レイメもミオもキエルもジジもそうだった。だから私は一人で死のうと思っているのに。

  

  所以我不希望他依赖幻影。因为依赖那种东西，只会后悔而已。

  　だから幻影に等縋ってほしくはない。そんなものに縋っても、後悔するだけなのだから。

  

  所以我才会做这种事。只要被这个人讨厌，就能毫不犹豫地丢掉还没加糖的咖啡。虽然我也知道在这种地方，在艾尔克罗大人的房间结束生命很卑鄙，也知道自己只是在把死亡推给他。

  　だからこんなことをしているのだろうな、私は。この方に嫌われれば、砂糖を入れる前のコーヒーを何のためらいもなく捨てる事が出来るのだから。こんな場所で、エルクーロ様の部屋で生を終えようとするのは卑怯だとも分かってはいるけれど。私の死を彼に押し付けるだけの悪手だとも、わかってはいるけれど。

  

  至少在最后一刻，让我在虚假的幸福中死去……应该不为过吧。

  　最期の瞬間くらい、せめて嘘の幸せの中でと思っても……許してくれてもいいじゃないか。

  

  神啊，是这样吧？

  　そうだろう、神よ。

  

  

  「请不要管我！和我在一起的人都会变得不幸！都是因为我有这种头发！」

  「私に構わないでください！　私といるものは皆不幸になる！　私がこんな髪をしているせいでっ！」

  

  

  我用力抓着自己的头发大喊。

  　私は自分の髪を引きちぎらんばかりに鷲掴みながら叫んだ。

  

  艾尔克罗大人听到我悲痛的控诉，露出困惑的表情缓缓从椅子上起身，深深叹了口气后从我身边走过。

  　悲痛な私の訴えに、困惑したような顔色を見せたエルクーロ様はゆっくり椅子から立ち上がると、大きく息を吐いた後私の隣を歩いて抜けた。

  

  接着他从我散落一地的衣服中捡起上衣，重新转向我。

  　そして散乱した私の衣服から上着を拾い上げると、私に改めて向き直った。

  

  

  「我……没有想抱你的意思。你也不希望我这么做。即使如此，我还是不想看到你这么痛苦。该怎么办才好？虽然我不太清楚人类的文化，但也可以娶你。这么一来民众就无法对你出手。」

  「抱きたいなどとは……思っていない。君がそれを望んでいない。それでも君がそのように苦しむのは見たくない。どうすればいい。人の文化はあまり詳しくないが、君を娶ることもできる。そうすれば民衆も手は出せない」

  

  

  艾尔克罗大人的话让我非常惊慌。

  　エルクーロ様の言葉に、私は酷く狼狽した。

  

  但我立刻握紧拳头，不屑地说：

  　だがすぐに拳を握りしめて吐き捨てるように言った。

  

  

  「……那是同情。」

  「っ……それは情けです」

  

  「不对。」

  「違う」

  

  

  艾尔克罗大人打断我的话。

  　私の言葉を遮るようにエルクーロ様は言った。

  

  我惊讶地看向他，他的红色眼眸直盯着我。

  　はっとして彼の顔を見れば、その赤い瞳はじっと私を見つめていて。

  

  我不禁别过头。

  　私は思わず顔を背けてしまった。

  

  艾尔克罗大人平静地对别过头的我说：

  　そんな私にエルクーロ様は静かに言った。

  

  

  「不，你说得没错。我是同情你才救你。是单方面的同情。但看到攻陷欧塔娜的你，我觉得很可怕。觉得你是个危险的人。」

  「いや、違わない。私は君を情けで救った。一方的な、な。だがアウタナを落とした君を見て、私は恐ろしく思った。危険な人間だとそう思っていた」

  

  

  我听见脚步声。是艾尔克罗大人缓缓走向我的声音。

  　足音が聞こえる。ゆっくりエルクーロ様が私に歩み寄る音だった。

  

  我低着头，他的军靴映入我的视野，我慢慢抬起头。

  　俯いた私の視界に彼の軍靴が目に入って、ゆっくり顔を上げた。

  

  

  「但我很快就发现，你很普通。是个会对我笑的普通女孩。我不想让你死，不想再看到你受苦。这份感情……是被你讨厌的同情吗？」

  「それでもすぐに気づいた。君は普通だ。私に笑ってくれる、ただの娘だ。そんな君を死なせたくない。これ以上苦しんでいるのを見たくない。この感情は……君が嫌う情けだろうか」

  

  

  艾尔克罗大人静静地把外套披在我身上，把手放在我的肩膀上。

  　静かにエルクーロ様は私に上着をかけ、そのまま肩に手を置いた。

  

  我吓了一跳，但什么也没做，只是静静……听着艾尔克罗大人的话。

  　私はびくりと身を震わせたが、何もせずにただじっと……エルクーロ様の言葉を聞いた。

  

  

  「把你拉进这条路，让你受苦的人不是别人，正是我。我确实觉得自己有责任，但不是基于义务。老实说，失去波利尼亚的后悔，至今仍在我心中。但我不是因为这个理由才接受你。我自己也不希望你离开。」

  「君をこの道に引き込み苦しめたのは他ならない私だ。責任を感じている節もある。だがそんな義務的な感情ではない。正直、ポリニアを失った後悔は未だに私の胸の内にある。だがそれを理由に君を受け入れた訳ではない。私自身が、君に居なくなってほしくはないと考えている」

  

  

  艾尔克罗大人说到这里，稍微离开我身边，捡起掉在地上的小刀。

  　そこまで言ってエルクーロ様は私から少し離れ、床に落ちたナイフを拾った。

  

  他用手指抚摸小刀刀刃，露出陷入沉思的表情后，转头面向我。

  　ナイフの刃に指を這わせながら何か思い耽るような顔をした後、私に顔を向けた。

  

  

  「我也是个惹人厌的人。」

  「私も、嫌われ者なのだよ」

  

  

  艾尔克罗大人自嘲地笑着，我看着他的眼睛，吃了一惊。

  　そう自嘲気味に笑ったエルクーロ様の目を見て、私は驚いた。

  

  

  「黑曜之名，无论敌我都会感到畏惧。尽管身为人类，你却不怕我，对我来说，你是特别的。人与魔，我跟你之间已经没有这种隔阂。你的存在是我和波利尼亚的希望，是桥梁……而且不只是这样。」

  「黒曜の名は敵味方問わず恐れるものだ。そんな私に人間の身でありながらも恐れずに接してくれた君は私にとって特別なのだ。人と魔、そんな隔たりを私は君との間に感じなくなっていた。君の存在は私やポリニアの望む希望、架け橋であり……それ以上でもある」

  

  

  我立刻理解艾尔克罗大人的话是毫无杂质的纯真之语。

  　エルクーロ様の言葉は濁りのない純真なものだとすぐに理解できた。

  

  正因为如此，我感到困惑。

  　だからこそ、私は困惑していた。

  

  

  「我爱着你。」

  「私は君を愛しいと思っている」

  

  

  艾尔克罗大人这句话，让我的心脏剧烈跳动。

  　そしてそのエルクーロ様の言葉に、私の心臓は大きく跳ね上がった。

  

  怎么可能，怎么会有这种蠢事。他没有理由对我说这种话。

  　そんな、そんなバカなことがあるはずがない。彼が私にそんな言葉を言う理由がない。

  

  

  「哈、哈哈！请不要开玩笑了！我是笨蛋！连自己赋予自己的命运都无法完成！是个半吊子！」

  「は、はは！　冗談をおっしゃらないでいただきたい！　私は馬鹿です！　己に課した運命すら全うできない！　半端ものなのです！」

  

  

  我为了挥去眼角的热气而笑个不停，紧紧握住披在身上的外套。。

  　私は目尻の熱さを振り払うためにただただ笑い、己にかぶせられた上着をぎゅっと握りしめた。

  

  

  「我想死！我想结束这充满血腥的人生！原本就是个不被期望的生命，过着不被期望的人生，根本没有任何幸福可言！我是个连死都犹豫不决的废物！MIO还在等我……！」

  「私は死にたい！　終わらせたいのですよ、この血塗られた生を！　元々望まずに生まれ落ちた命、望まれぬ生を生きることに幸福などなかったのに！　私は死ぬことさえ躊躇するダメな者になってしまう！　ミオが待っているのに……！」

  

  

  一直隐藏在心里的真心话，宛如溃堤的水坝般宣泄而出。化为言语的情感奔流。

  　彼に隠していた本音が壊れたダムのように溢れてくる。言葉としてはじけた感情の奔流。

  

  我只能任凭这些话，一股脑地对着艾库罗大人倾诉。

  　それを私はただただ勝手に、エルクーロ様に叩きつけた。

  

  

  「我想死！我想结束！可是因为琪优和你对我太温柔了！为什么啊！」

  「死にたかった！　終わらせたかった！　なのにキエルや貴方が私に優しくするからッ！　どうしてなのですか！」

  

  

  艾库罗大人静静地闭上眼睛，听着我近乎恸哭的呐喊。

  　私の慟哭めいた言葉も、エルクーロ様は静かに目を閉じ聞いていた。

  

  MIO的事。和我一样是恶魔的孩子。托古瓦和吉吉。理解我境遇的人们。我把一直隐藏在心里的事，全都随着情感宣泄出来。

  　ミオの事。私と同じ悪魔の相持つ子。トグーヴァやジジ。私の境遇を理解した者達の記憶。彼に隠してきた事のすべてを、私は感情のままに叩きつけた。

  

  他们每晚折磨我，害我无法入睡。痛苦、难受的事。只要能打下巴尔塔，我对这个世界就不会有任何遗憾。

  　毎晩彼らが私を苛み、眠れない事。苦しくて、辛い事。バルタさえ落とせていればこの世界に何の悔いも無かったのに。

  

  您让我留下悔恨太残酷了。

  　貴方が私に悔いを残すのは残酷だ、と。

  

  

  「对您来说我只是部下吧……？请不要对我温柔……我、我……」

  「貴方にとって私はただの部下でしょう……？　私に、優しくしないでください……私に、私は……」

  

  

  我带着笑中带泪的表情，正要挤出感情时。

  　そう泣き笑いのような表情で感情を絞り出した矢先。

  

  瞬间，我的身体被温柔地包覆。

  　瞬間、私の身体は優しく包み込まれていた。

  

  我惊讶地睁大眼睛。

  　はっと目を見開く。

  

  艾尔克罗大人用双手抱住我的头。

  　エルクーロ様が私の頭を包むように、両腕で抱きしめていたのだ。

  

  我把脸埋在艾尔克罗大人的腹部，感到困惑。

  　顔をエルクーロ様の腹にうずめながら、私は困惑していた。

  

  这时，我听见上方传来温柔的声音。

  　そんな私に、頭上から優しい声が聞こえてきた。

  

  

  「别贬低自己。你不能否定珍惜你的人的心情。」

  「自分を卑下にするな。君を大切に思う者の気持ちは、君が否定してはいけない」

  

  「珍惜……？」

  「大切、に……？」

  

  「我说过我很喜欢你。我终于明白你对我来说比想象中还要重要。不知从何时开始，我有了这种感觉。希望你待在我身边并不是什么奇怪的事。我也害怕失去你。」

  「愛しいと言った。私が思っている以上に、私にとって君は大切なのだとようやく分かった。いつからかそう、感じるようになっていた。近くに居て欲しいと願うのはおかしい事ではないと思う。失う恐れは私にもあるのだ」

  

  

  艾尔克罗大人静静放开我的身体，把手放在我的肩膀上，直视我的眼睛。

  　エルクーロ様は私の身体を静かに離すと、肩に手を置いたまま私の目をまっすぐに見た。

  

  

  「告诉我你真正的愿望。」

  「君の本当の望みを教えてくれ」

  

  

  艾尔克罗大人毫无迟疑地直接询问。

  　エルクーロ様の、一切の淀みのない真っ直ぐな問いかけ。

  

  经过片刻的沉默。这段期间，我们一直四目相交。

  　数刻の沈黙。その間もずっと互いの視線は交差していた。

  

  他命令我提出愿望。我的内心暂时被搅得一团乱，接着仿佛被吸进他的红色眼睛里，逐渐变得纯粹。他说我惹人怜爱。就算那是为了安慰我而说的谎话，我也很高兴。

  　望みを言えと。残酷なことを命じてくる。私の心の中は暫くぐちゃぐちゃに掻き混ぜられて。まるで彼の赤い目に吸い込まれるように、それが純化してゆく。愛しいと言われた。それが私を窘めるために出た嘘の言葉であったとしても、嬉しかった。

  

  我的感情就像被丢进果汁机里，最后滴落了一滴答案。

  　ミキサーにかけられたような私の感情はやがて１滴の答えを滴らせて。

  

  我带着尚未平息的悸动，颤抖着嘴唇……说出答案。

  　やがて胸の高鳴りが冷めやらぬまま、震える唇で私は……言葉を紡ぐ。

  

  

  

  「我的愿望是……」

  「私の望みは……」

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  ——我想和你在一起。

  　――――貴方と一緒に居たい。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  「——我希望夺走我一切的那些家伙死掉。」

  「――――私から何もかもを奪って行った奴らの死です」

  

  

  我流着眼泪，露出笑容……如此说道。

  　私は涙を零しながら、笑みを浮かべてそう……言った。

  

  身为人类的我，可以成为他的助力。至今为止，我总是单方面接受他的恩惠，如果能回报些什么，我想向他报恩。我已经从他那里得到很多了。

  　人間である私の存在は、彼の重しになる。今まで与えられるばかりだったこの生、何かを返せるのならば彼に恩返しがしたい。彼にはもう十分もらったのだ。

  

  希望他能借由我不在，恢复成遇见我之前……没有为我操心之前的艾库罗大人。

  　私が居なくなることで、私と出会う前の……私などに気を揉む前のエルクーロ様に戻れるように。

  

  

  

  

  艾库罗大人听到我的话后，低下头缓缓闭上眼睛。

  　エルクーロ様は私の言葉に俯き、ゆっくり眼を閉じた。

  

  然后他一语不发地转身离开，大概是有什么事情要处理吧。我只能目送他离去。

  　そして何も言わず、背を向けると何か片付けでもあるのか歩いて行った。それをただ見送って。

  

  

  等我回过神时，我正虚弱地拉着静静离去的他的衣角。

  　だが気づけば私は、静かに去ろうとした彼の服の裾を、酷く弱弱しく引っ張っていた。

  

  艾尔克罗大人惊讶地转过头，眼中映出一脸害怕的我，战战兢兢地抓住他的衣服。

  　エルクーロ様が驚いて振り向けば、その瞳に怯えたような顔の私が服を恐る恐るといった様子で掴んでいたのが映った。

  

  

  「……不要走……」

  「っ……行かないで……」

  

  

  我小声地说。

  　私は小さくそう、言ってしまっていた。

  

  刹那间，我的视野被黑暗覆盖。艾尔克罗大人再次抱紧我。

  　刹那に私の視界が黒に覆われる。もう一度エルクーロ様は私を抱きしめてくれた。

  

  我被他紧紧抱住，睁大眼睛，然后眯起眼睛……闭上双眼。

  　私は体を抱きしめられながら、大きく目を見開き、そして目を細め……閉じた。

  

  我用力将身体靠在艾尔克罗大人身上，感觉到从眼角滑落的泪水沾湿了他的衣服。

  　身体を強くエルクーロ様に押し付けながら、目尻から伝う涙が彼の服に染みる感覚を感じた。

  

  

  「请再抱紧一点……紧到让我无法呼吸……」

  「もっと強く、抱きしめてください……息が止まるほどに……」

  

  

  为了他。如果能死在他怀中，那一定……很幸福。

  　この方の為に。この方の腕に抱かれて死ぬのなら、それはきっと……幸せな事だと思えたから。

  

  男女之分已经不重要了。

  　男だとか女だとかはもうどうでもいい。

  

  现在的我早已承认自己是这么想的。

  　今の私がそう思っていることをとっくに認めている。

  

  

  我……对这个人——

  　私は……この方を――――。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  那天，我在艾尔克罗大人的房间过夜，久违地睡了一觉。

  　その日エルクーロ様の部屋に泊まった私は、久方ぶりに睡眠をとった。

  

  然后在艾尔克罗大人醒来前起床，一大早就整理好仪容，走出房间。

  　そして彼が目を覚ますよりも先に起き出し、朝早くから身支度を整えると外へ出た。

  

  

  我独自走在魔王城内，站在大门前轻轻敲门。

  　一人で魔王城内を歩き、大扉の前に立つと小さくノックをする。

  

  在对方的催促下，我安静地走进房间……轻轻深呼吸后，对眼前的人开口。

  　入るように促された私は静かに部屋の中へと入ると……小さく深呼吸したのち、目の前に映った方へ向けて口を開いた。

  

  

  「……魔王陛下，我有话想说。」

  「……魔王様、お話があります」

  

  

  

  

  

  

 
  ＃１１６　選択

  ＃116　选择

  　

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  「小姐……您回来了啊。」

  「お嬢……戻ってきちまったんですね」

  

  

  看到我的脸，佐辅搔着头摇了摇头。

  　私の顔を見たゾフが、頭を掻きながら首を振った。

  

  

  「不回来比较好吗？」

  「戻らないほうがよかったか？」

  

  「……不，完全不会。欢迎您回来。全体士兵都在等您。」

  「……いえ、全然。よくぞお戻りになりやした。兵一同、お待ちしてやしたぜ」

  

  

  佐辅说完，对我低头行礼。

  　ゾフはそう言って頭を下げた。

  

  傍晚时分，在露伊卡娜的白城前广场，我带着琪可贝尔等哈比鸟部队的成员回来，受到我军成员的迎接。

  　夕暮れ時のルイカーナの白城前広場にて、チックベルらハーピー部隊を連れ立ってきた私は我が軍の面々に出迎えられた。

  

  

  

  ……我回到露伊卡娜了。为了战斗，我回到战场的近处。

  　……私は、ルイカーナに戻ってきた。戦場の目と鼻の先、戦うための帰還だった。

  

  即使是我这个留下士兵逃回后方的将领归来，我军看起来依然毅然，没有失去战意。看到他们即使伤势未愈，依然悠然并肩而立的身影，我确实感到自豪。

  　兵を残して後方へ逃げ帰った将たる私の帰還に際しても、我が兵たちは毅然としていて戦意を失っているようには見えなかった。傷の癒え切らぬままながらも悠然と並び立つ彼らの姿に、私は確かな誇らしさを感じた。

  

  很快地，佐多也率领魔剑士部队出现在我面前。他一瞬间露出复杂的表情，但立刻放松表情，以仿佛要抱住我的气势跑过来。

  　すぐにツォーネも魔剣士部隊を率いて私の前に姿を現せば、一瞬複雑そうな表情を見せたがすぐに頬を緩ませて今にも私に抱き着かんばかりの勢いで走り寄ってきた。

  

  平常我会制止他，但这次我睁一只眼闭一只眼，重视佐多的拥抱而允许他抱我。

  　いつもなら制止するところだが、今回は大目に見るとしてツォーネの抱擁を重んじて許した。

  

  

  「您看起来很健康，真是太好了。」

  「ご壮健なようで何よりですわ」

  

  「给你们添麻烦了。我再也不会离开你们，直到最后。」

  「お前たちには迷惑をかけた。もう私はお前たちから離れないよ。最後までな」

  

  

  对了，托泽离开我的身体，站到索夫身旁，深深一鞠躬。

  　そう言えばツォーネは私から体を離してゾフの隣に立ち、深々と礼をした。

  

  我在星空照耀的广场上，整理好衣领，清了清喉咙。

  　私は星空に照らされた広場で、襟を正しながらこほんと一つ咳払いをした。

  

  

  「我会立刻着手准备。这是我们真正的最后一战。」

  「すぐに準備に取り掛かる。我々の本当に最後の戦いのな」

  

  

  我说完，魔族们再次握紧拳头，看着我。

  　私がそう言えば、魔族達は改めて拳を握りしめて私を見た。

  

  我跟着迎接的魔族们走进白城，而契齐贝尔以复杂的表情目送我。

  　出迎えの魔族らについて白城の中へ進む私を、チックベルは複雑な表情で見送っていた。

  

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  在我前往露易卡娜的稍早之前。

  　私がルイカーナに向かう少し前。

  

  我和魔王大人谈完话，一走出房间就撞见契齐贝尔。

  　魔王様との話を終えた私は、部屋を出た所でチックベルと鉢合わせていた。

  

  

  「……克莱儿，你和魔王大人……谈了什么～？」

  「……ココットちゃん、魔王様と何を……話してたの～？」

  

  

  契齐贝尔仿佛早就埋伏在此，一发现我，就离开原本靠着的墙壁，朝我走来，身体猛然靠近我，同时恶作剧地说。

  　待ち伏せされていたかのように、私に気づいたチックベルはもたれかかっていた壁から背を離し私に歩み寄ってくると、身体をグイっと私に近づけながら悪戯っぽく言う。

  

  

  「……没什么。」

  「……別に」

  

  「想战斗吗～？」

  「戦う気～？」

  

  

  

  我有点惊讶，但表情没有变化。有点尴尬。就像恶作剧被发现的孩子。

  　チックベルの言葉に少し驚いたが、私は表情を変えなかった。少しだけばつが悪かった。悪戯を発見された子供のように。

  

  契齐贝尔是个难以捉摸的人。就算她发现，我也不会意外。

  　掴み所のないチックベルの事だ。気付いていても意外ではない。

  

  魔王城的走廊只有蜡烛的微弱光芒。我们两人单独面对面。

  　暗く蝋燭の日だけが照らす魔王城の廊下。二人きりで向かい合う私達。

  

  我呼地吐出一口气，看着契齐贝尔的红色眼睛说：

  　私はふぅ、と息を吐きチックベルの赤い瞳を見て言う。

  

  

  「你不想打倒圣剑吗，契西薾？」

  「チックベル、聖剣を倒したくはないか」

  

  

  我用锐利的眼神瞪着她这么说。契西薾看到我这样，稍微睁大眼睛。

  　キッと睨みつけるかのような目で私はそう言った。それを見てチックベルは少しだけ目を丸くした。

  

  她似乎察觉到我瞪视的对象不是她，而是远方的某人。

  　私が睨んでいる相手は彼女ではなく彼方の誰かだとは察したらしい。

  

  然后契西薾的表情立刻放松，露出微笑。

  　そしてチックベルは、すぐに表情を和らげにまぁ、と笑ったのだ。

  

  

  「……克莱儿。你不用用那种说法煽动我，我也会帮忙。」

  「……ココットちゃん。そんな言い方で焚きつけなくてもうちは手伝うよ」

  

  

  契西薾的笑容让我再次感到惊讶。虽然我原本是抱着死马当活马医的心态，在被艾库罗大人告状前先试着拉拢她，但没想到她会赞同我的想法。

  　チックベルの笑顔に私はまたも驚いた。エルクーロ様に告げ口される前に懐柔しようとダメ元ではあったのだが、賛同を得られるとは。

  

  虽然她的笑容中似乎蕴含着困扰和悲伤的感情。

  　彼女の笑顔はどこか困ったような悲しそうな感情を孕んでいたのだが。

  

  

  「不过这样好吗？我觉得克莱儿和艾库罗在一起也不错。」

  「だけどいいの？　うちはこのままココットちゃんがエルクーロ君と一緒になるのもいいかなとおもってるんだけどな」

  

  

  契西薾说完后，将身体往后倾，摇摇晃晃地看着我。

  　チックベルはそう言って、後ろ手に体を傾けゆらゆらと揺れながら私を見た。

  

  我在昏暗的走廊上，缓缓在心中咀嚼契西薾说的话，然后静静地将手撑在墙上低喃：

  　私はほの暗い廊下で、チックベルの言った言葉をゆっくり心の中で噛み締めた後静かに壁に向かい手を突きながらつぶやく。

  

  

  「我也希望事情能变成那样。我现在真的这么想。事到如今，我已经无法对自己的心情说谎了。」

  「私もそうなったらいいなと思っている。今は、本当に。もう今更自分の気持ちに嘘は付けないな」

  

  

  冰冷的石墙触感传到手上，即使隔着手套也能感受到大理石的冰冷。然而，我心中浮现和那位大人共度的记忆。我愈想，身体就愈温暖，然后……胸口又同时传来一股揪紧的感觉。虽然我说无法伪装自己的真心，但我当时……对艾库罗尔大人的真心却有所伪装。

  　冷たい石壁の感覚が手に伝わる。手袋越しにも分かる大理石の冷たさ。だが、心のうちに思い浮かべるあの方と過ごした記憶。考えれば考えるほど、体の芯から暖かくなっていき、そしてまた……胸が締め付けられるような感覚も同時に襲い来た。本心を偽れないと言ったが、私はあの時……エルクーロ様に対しての本心を偽ってしまっているのだから。

  

  

  「正因如此，我无法忍受自己给那位大人添麻烦。即使他不这么想……而且我现在又选择了战斗。换句话说，到头来，我或许只是把他的事情当成自己无法忘记复仇的借口。所以，这应该是我自以为是的任性。」

  「だからこそ、私のせいであの方に迷惑をかけることに耐えられない。彼がそうは思わなかったとしても……。そして今、また戦いを選んだ。つまり結局私は彼の事を、私が復讐を忘れられない言い訳にしているだけなのかもしれないと思った。だからこれは、独りよがりな私の我儘なのだろう」

  

  

  无论他怎么看待我，他应该都不会同意我跟去。

  　彼は私が行くことを良しとはしないだろう。私の事をどう思っていようと、だ。

  

  但我无法和那位大人在一起。这一定是一开始就注定好的命运。

  　だが私とあの方は共にはいられない。きっと初めからそういう定めだったんだろうから。

  

  从被那位大人拯救，从我决定以魔将军的身份投身复仇的那一刻开始，就应该会变成这样。我重新想起最原始的感情。

  　あの方に救われた時から、私が魔将軍として復讐に身を染めると決めた時からこうなる筈だった。改めて原初の感情を思い出す。

  

  复仇，复仇。到头来，我的心中总是只有这个念头。不知不觉间，为了隐藏这种漆黑感情的温暖事物增加太多，我也差点就沉溺其中。

  　復讐、復讐なのだ。結局私の心の中にはいつもそれがあった。いつしかそんな黒々とした感情を覆い隠す暖かなものが増えすぎて、私もついそれに甘んじかけた。

  

  但是，我所珍视的人们，却因为面对我这个恶魔而变得不幸。雷梅、米欧、琪叶，都离我而去了。

  　だが、そんな私の大切な者たちは、私という悪魔を前に不幸になる。レイメも、ミオも、キエルも。いなくなってしまったのだ。

  

  艾尔克罗大人很强，所以不会消失。不过，正因为如此。

  　エルクーロ様は御強い方だから居なくなる事はあるまい。だが、だからこそなのだ。

  

  

  「魔王大人也同意了。如果无法攻下巴尔塔，我应该会被魔王大人杀死。多亏艾尔克罗大人，我才能鼓起勇气，做好觉悟。」

  「魔王様も了承している。もとよりバルタを落とせなければ私は魔王様に殺される筈だった。エルクーロ様のおかげで勇気が出た。覚悟もできた」

  

  「就算艾尔克罗会保护你～？」

  「エルクーロくんが守ってくれても～？」

  

  「这样我更无法忍受。我不想让他继续背负我这个重担。艾尔克罗大人果然不需要我。」

  「それこそ我慢ならない。これ以上私と言う重荷を背負わせたくない。エルクーロ様に私はやっぱり不要だよ」

  

  

  我露出有些寂寞的笑容。

  　私は少し寂しげにそう、笑った。

  

  艾尔克罗大人想在魔族中复权，必须把我利用到极限。

  　エルクーロ様の魔族内での復権には私を使いつぶす必要がある。

  

  我无法忍受他因为庇护我，而受到和自己一样的恶评。如果我为他而死，他应该能挽回颜面。他必须以黑曜的身份，受到众人敬畏。不能被什么都没做的愚民小看。如果他的名字因为我的关系，被当成不值得敬畏的胆小鬼，我必须导正这一点。

  　私を庇護することで自分同様の陰口に苛まれるのは看過できない。彼のために死ねば、彼の面目は立つだろう。あくまで彼は黒曜として、恐れられ敬われるべき方。何もしない愚衆に舐め腐られていい存在ではない。私が理由で彼の名が畏敬の意味ではなく腑抜けとまで言われたのなら、それを正さねばならない。

  

  如果能为此而死……我一定能满足地离开人世吧。

  　そのために死ぬのならば……きっと私は満足して逝けるだろう。

  

  

  「出生后想求死，因为母亲的遗言而决定活下去。原本是为了复仇而活，却在不知不觉间开始想活下去。但最后又因为憎恨而颤抖，为了复仇而战，一知道无法实现后，就立刻想依靠那位大人……我一定是个愚蠢又厚脸皮的人。哎，事到如今才这么说可能太晚了。真的太晚了……」

  「生まれ落ちて死を願い、母の遺言で生きると決めた。復讐の為に身を焦がしたはずが、いつしか生きたいと願っていた。だが結局再び恨みに震え復讐をと戦い、それが叶わないと知った途端にあの方に縋りつくような私は……きっと愚かしくて図々しい、人間なんだ。まあ、今更かもしれない。本当に、今更……」

  

  「克莱儿……」

  「ココットちゃん……」

  

  「放心吧。我不会给那位大人添麻烦，一定会打倒圣剑。即使要赔上这条命。」

  「安心してくれ。あの方に迷惑はかけずに、聖剣は倒して見せるよ。この命に代えても」

  

  

  反正都要死了，就按照当初的目的，完成自己的目的吧。

  　どうせ死ぬのならば、当初の目的通り私は私の目的を果たそう。

  

  完成复仇，报答艾库罗的恩情。虽然无法遵守雷米的遗言，但我一定不会后悔。我怀抱为了他人而活的第二次人生这个疑问，过了十二年。我找到了答案。

  　復讐を果たし、エルクーロ様への恩義を果たす。レイメの遺言は守れないけれど、きっと悔いはない。誰が為の二度目の人生と疑問を胸に抱き12年。答えは、見つけた。

  

  我独自思考，缓缓闭上眼睛。

  　私は一人そう考えて、ゆっくりと目を閉じた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  「克莱儿，你真的是……个笨蛋呢。艾库罗这次……是真的想珍惜你。」

  「ココットちゃん、本当に……おばかさんだなあ。エルクーロくんは今度こそ……ココットちゃんの事本当に大切にしたいんだと思うけどな」

  

  

  席克贝尔看着我迈开步伐的背影，如此低喃。然后，她想起至今仍沉睡着的青梅竹马。

  　チックベルは歩き出した私の背を見ながらそう、呟く。そして未だ眠っているのか現れない幼馴染に思いを馳せる。

  

  如果他现在出现，一定能阻止克莱儿。

  　今ここに彼が現れたのならば、きっとココットを止められるだろうに、と。

  

  

  「艾尔克洛阁下一定会恨我吧……」

  「エルクーロくん、うちを恨むだろうなぁ～……」

  

  

  席克贝儿静静地说道，跟在我后面。

  　チックベルは静かにそう言いながら、私の後を追った。

  

  自己……无法阻止米莱儿。即使应该阻止，也无法阻止。因为无法否定克莱儿心中隐藏的复仇心和爱意。既然如此，至少要尽力让克莱儿生还……席克贝儿这么想。等克莱儿活着回来后，再被艾尔克洛骂吧。

  　自分では……ココットは止められない。止めるべきだとしても、止めてやれない。ココットの胸に秘める復讐心も恋心も、どちらも否定できないから。ならばせめてココットが生還できるように、手を尽くそうと……チックベルは想う。ココットを生きて帰した後に、エルクーロにどやされる事にしようと。

  

  

  

  

  

  

  当天一大早，魔将军克莱儿和魔王城驻守军的部分成员就消失了。

  　その日の朝早くから、魔将軍ココット及び魔王城駐留軍のいくらかが姿を消したのだ。

  

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  克莱儿出发后不久。

  　ココットが出立した少し後の事であった。

  

  太阳升起时，艾尔克洛从自己睡的沙发起身，看向床铺，但应该睡在那里的克莱儿已经不见踪影。

  　日が昇った頃エルクーロは自分が眠っていたソファから身を起こしベッドを見たが、そこに眠っていたはずのココットの姿は無かった。

  

  明明是自己说要睡沙发，叫克莱儿睡床的。结果克莱儿却发下豪语说要睡地板，两人差点吵起来，最后累坏的克莱儿还是睡在沙发上，所以艾尔克洛才默默把她搬到床上……但克莱儿醒来后，似乎因为不满而离开了。

  　はて、と。自分がソファで眠るからベッドを使えと言ったのに散々自分が床で寝ると豪語したココット。軽く口論にすらなりかけて、結局疲れ切ったココットがソファで寝たので静かにベッドへ運んだわけだが……起きた際にそれを不服としてどこかへ行ったかと。

  

  不，克莱儿有可能什么都没说就出门吗？应该不可能吧。如果她先起床，或许会担心还在睡的我。

  　いや、だがココットが私に何も言わず出かけるか？　有り得はするか。先に起きたのなら眠っていた私を気遣ったかもしれない。

  

  

  艾尔克罗在不信任感和莫名的焦躁感驱使下，在魔王城内四处闲晃，但还是没找到克莱儿。

  　不信に思い謎の焦燥に駆られながら魔王城内をいくらか散策したが、やはりココットの姿は無かった。

  

  艾尔克罗认为克莱儿可能是顾虑到自己，所以又独自跑去其他地方，而且应该不会马上找到。他再三提醒过克莱儿，所以她应该不会乱来。

  　この時はエルクーロは、自分に気を遣いまたどこかへ一人で行ったのだとしたら、すぐには見つからないだろうと思ってしまった。再三注意はしたから無茶はしないだろう、とも。

  

  然后，艾尔克罗因为已经决定好要怎么回答魔王前阵子的问题，所以打算在谒见魔王后才去找克莱儿，他怀着焦急的心情前往魔王的房间。

  　そして、先日の魔王の問いに対する答えが固まった気持ちが逸り、ココットの捜索は魔王への謁見の後にしようとして魔王の間へと向かった。

  

  另一个理由，是他打算等事情全部结束后，再向克莱儿报告好消息。

  　全て終わらせた後、ココットに良い報告をしてやろうという気持ちがあったのも理由の一つではあろうが。

  

  

  

  艾尔克罗站在魔王面前，面对和昨晚一样在文件上振笔疾书的魔王。

  　魔王の前に立ったエルクーロは、昨晩と同じように書類にペンを走らせる魔王に向かいあう。

  

  

  

  「魔王陛下，我有话想说。」

  「魔王様、お話が」

  

  「嗯。」

  「うむ」

  

  「请允许我前往巴鲁塔出征。」

  「私のバルタへの出陣をお認め下さい」

  

  「我是无所谓。换句话说，你打算选克莱儿吧。」

  「構わんがね。つまりココットを取る、という事だな」

  

  

  魔王没有停下振笔疾书的动作，甚至没有看向艾尔克罗，以极为平淡的语气说道。

  　書類に走らせるペンの動きを止めず、眼さえエルクーロに向けないで魔王は酷く淡白にそう言った。

  

  艾尔克罗点头。魔王终于停下手，深深叹了口气。

  　頷くエルク―ロ。そこでやっと魔王は手を止めると、深々と溜息をついた。

  

  

  「真是的，没想到一天之内会听到两次类似的愿望。你们还真是半斤八两。」

  「まったく、似たような願いを日に二度も聞く羽目になるとは。どっちもどっちという事か」

  

  「类似……？」

  「似た……？」

  

  

  艾尔克罗对魔王的这句话感到有些在意。

  　エルクーロは、魔王のその言葉にどこか引っ掛かりを覚えた。

  

  他随即想起自己还没处理的那件事，于是连忙询问魔王。不祥的预感和焦躁感同时加速，让他慌张地开口询问：

  　そしてすぐにはっとして、自分が後回しにしてしまった彼女の事を考えた。それはすぐに悪い予感と共に焦りを加速させ、慌てながら魔王に問う。

  

  

  「魔王陛下！米莱儿人在哪里？」

  「魔王様！　ココットは何処です」

  

  

  魔王一定知道吧。如果他的预测没错，米莱儿现在……

  　魔王ならばきっと知っているのだろう。そして予想通りならばココットは今。

  

  魔王以无情又平淡的语气说出答案。

  　そしてその答えは魔王の口から無情に、そして淡白に語られた。

  

  

  「克莱儿已经回巴尔塔了。」

  「ココットならバルタへ戻った」

  

  

  艾尔克罗瞪大双眼。

  　エルクーロは目を丸くした。

  

  不，或许该说果然如此。魔王说他一天之内听到两次类似的愿望。既然如此，如果提出那个愿望的人是米莱儿，艾尔克罗早就预料到会得到这个答案。这是最糟糕的预测。

  　いや、やはりというべきか。魔王が言った似たような願いを二度聞いたという事。ならばその願いを申し出たのが彼女だとしたらこの答えは予想していたものだった。最悪の予想として。

  

  

  艾尔克罗握紧拳头，狠狠瞪着魔王说道：

  　エルクーロは拳を握りしめ、キッと魔王を睨みながら言う。

  

  

  「为什么……为什么让她离开！她可是伤兵！她的士兵也一样……」

  「何故……なぜ彼女を行かせたのです！？　彼女は傷病兵です！　彼女の兵も同じ……」

  

  「这是克莱儿的希望。她拜托我再次指派她攻打巴尔塔，所以我答应了。」

  「これはココットが望んだことだ。再びバルタ攻略の任を与えろと、そう頼まれたのでただ許可をした」

  

  「攻打巴尔塔的命令应该已经撤回了！」

  「バルタ攻略は撤回したはずです！」

  

  「你现在不也来拜托我撤回撤回巴尔塔攻略的命令吗？」

  「お前も今バルタ攻略撤回の撤回を私に頼みに来ているではないか」

  

  「……！可是……米莱儿她连一句话都没……」

  「っ……！　だが……ココットは私には一言も……」

  

  

  艾陆可——罗看到把手放在下巴上，露出苦恼表情的艾陆库罗，叹了口气。

  　顎に手を当てて思い悩むように苦い顔をしたエルク―ロを見て、魔王は溜息を一つ零した。

  

  

  「米莱儿拜托我不要告诉你。不过，我当作是她最后的请求，所以还是告诉你了。」

  「お前には言わぬよう頼まれていてな。まあ最後の頼みであるとして聞いてやっていたわけだ」

  

  「最后的……？」

  「最後の……？」

  

  「艾陆可罗，你把克莱儿关在魔王城内，应该也察觉到魔王城内对你的不满愈来愈强烈。那个女孩讨厌这样。」

  「エルクーロ、ココットを囲い込んだことで魔王城内でお前への不満が募っているのは気づいていないわけではあるまい。あの娘はそれを嫌ったのだ」

  

  

  艾陆可罗听到魔王的话后抬起头，表情逐渐染上惊讶与焦虑。

  　魔王の言葉に顔を上げたエルクーロの表情が見る間に驚きと焦りに染まっていく。

  

  

  「如果只是艾陆可罗把克莱儿当成弃子用完就丢，攻下巴尔塔，就能压下不满，保住面子。就算她无视命令单独进攻，最后战死，也能用我方的疏失来结束战争，教皇也会接受吧。」

  「あくまでエルクーロがココットを駒として使いつぶしバルタを落とした、という体ならば不満はねじ伏せられるし、面目もたつ。命令無視で単独侵攻、それでココットが討ち死にしたとして戦争終結にも多少の此方の不始末で済むし、教皇も納得しよう」

  

  「怎么可以把她当成那种道具！」

  「彼女をそんな道具のように！」

  

  「那个女孩早就理解了。」

  「あの娘はそれを理解していた」

  

  

  艾陆可罗倒抽一口气。

  　エルクーロは息をのむ。

  

  

  「米莱儿是为了你才那么做的。」

  「ココットはお前のために行ったのだよ」

  

  

  魔王如此说道。虽然只是简短的一句话，艾陆可罗却听得非常清楚，而且直接刺进他的胸口。

  　魔王はそう言った。短い言葉だったが、エルクーロには鮮明に耳に聞こえ、そしてそのまま胸を刺した。

  

  克莱儿牺牲自己，好让魔王保有体面吗？艾尔克罗咬着嘴唇。为了保有我的尊严，所以把我送入死地，是这么一回事吗？

  　ココットが身を犠牲にして自分の体裁を保とうとしたのかと、エルクーロは唇を噛む。私の尊厳を保つために私に死地へ送られたという体にすると、そういうことなのか。

  

  太愚蠢了。怎么会做出这么愚蠢的事？艾尔克罗握紧拳头。魔王打算把我塑造成「黑曜」吗？

  　馬鹿なことを。なんて馬鹿なことをと拳を握りしめた。私をあくまで"黒曜"に仕立てようというのか。

  

  他张开举到胸前的手掌，仿佛能回想起当时握住克莱儿小手的感觉。

  　そして胸の前に持ち上げた掌を開いてみれば、あの時握ったココットの小さな手の感覚が思い出されるようで。

  

  他瞪着自己的拳头，一股焦躁感涌上心头。那是他至今从未感受过的。

  　己の拳を睨んでいれば、胸にこみあげてくる焦燥感。これまでに感じた事がない程の。

  

  

  「艾尔克罗啊，我想看。我想看你捡到的那个女孩怎么活着，做了什么，还有怎么死的。」

  「エルクーロよ、私は見たいのだ。お前が拾ったあの娘がどう生き、何を為し、そしてどう死ぬかが見たい」

  

  

  艾尔克罗的脑袋受到冲击。死。克莱儿会死。和波利尼亚一样？艾尔克罗对眼前的魔王感到愤怒。他竟然说想看克莱儿死。

  　衝撃が頭に走った。死ぬ、と言う言葉。ココットが死ぬ。ポリニアと同じように？　エルクーロは目の前の魔王に対し一瞬募りを覚えた。ココットが死ぬのを見たいと言ったのだ。

  

  他不希望克莱儿死……波利尼亚那时，他既没有焦急，也没有察觉，只是看着她从眼前消失。

  　ココットが死ぬのは……それは、好ましくない。ポリニアの時は焦ることも気づく事も出来ずにただ目の前からいなくなってしまった。

  

  不过，这次他焦急又察觉了。不能继续这样下去。

  　だが、此度は焦りも気付きもある。こうしてはいられない。

  

  

  「……失礼了。」

  「ッ……失礼します」

  

  

  艾鲁库罗在说完之前就转身离开房间，魔王带着笑容目送他的背影，然后以有些悲伤的眼神喃喃自语：

  　言い終わる前に踵を返し退室したエルクーロの背中を笑みを浮かべながら見送る魔王は、少しだけ悲しそうな目をして呟く。

  

  

  「果然要去吗？艾鲁库罗，你变软弱了。真是搞不懂……改变你的总是女人吗？」

  「やはり行くか。甘くなったなエルクーロ。わからないものだ……いつだってお前を変えるのは女、か」

  

  

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  风势强劲的深夜。

  　風の強い深夜だった。

  

  路易卡娜的白城走廊上，窗户被强风无情地敲响。

  　ルイカーナの白城の廊下の窓を激しい風が容赦なく叩く音が響いている。

  

  开完作战会议后，我看了表情阴郁的众人一眼，离开为了开会而准备的入口大厅。

  　作戦会議を終えた私は陰鬱な表情の面々を一瞥した後、会議の為充てられたエントランスを離れていた。

  

  然后我独自走在白色走廊上，听着混杂风声的脚步声。我穿过亚历杭德罗的房间，来到庭园。

  　そして一人白い廊下に風の音と混じる靴音を響かせながら歩き、歩き。アレハンドロの部屋を抜けて、庭園までやってきた。

  

  我踩着花圃，仰望满天的星空，然后呼出一口气。

  　花畑を踏みしめながら満天の星空を仰ぎ見て、ふうと吐息を漏らす。

  

  

  之后马上就要出击。

  　出撃はこの後すぐだ。

  

  要向他们说明之后要展开的作战概要，实在很费力。反对的人也很多。不过，我成功说服了他们。

  　連中にこの後展開する作戦の概要を説明するのには骨が折れた。反対も多かった。だが、ねじ伏せた。

  

  这是让兵力较少的我们能够获胜的作战。并非没有风险。事到如今，我本身对风险已经不以为意，但部下们似乎并非如此。苦笑心想，受到爱戴也代表受到束缚。

  　兵力の少ない我々が勝利するための作戦。リスク無くして行えるものではない。今更リスクに対し私自身はどうも思わないが、部下たちはそうでもなかったらしい。愛されるという事は、縛られる事でもあるかと苦笑する。

  

  正因为能够理解这点，我才会离开艾鲁库罗大人身边。因为我不想束缚他。

  　それが理解できたからこそ、私はエルクーロ様の下を去ったのでもあったか。彼を、縛りたくなかったから。

  

  

  「克莱儿大人。」

  「ココット様」

  

  

  正当我茫然地想着这些事情时，有人出声叫我。我循着声音转过头，发现是左泽。

  　ぼうっとそんなことを考えていた私に声がかかった。呼ばれた声に振り向けば、ツォーネが居た。

  

  和我对上视线的左泽微微一笑，但表情随即蒙上一层阴霾。真不像她。

  　私と目が合ったツォーネは少しだけ笑った後、すぐに表情を曇らせた。らしくない。

  

  

  「我果然……」

  「やっぱりわたくし……」

  

  「怎样？」

  「なんだ」

  

  「……喜欢克莱儿大人。您刚才说的作战计划……我也很喜欢。因为可以尽情大闹一场。您看到我大闹的模样露出笑容……我也很喜欢……但这次的……」

  「……ココット様の事は好きですわ。その仰る作戦も……好き放題暴れられますし？　わたくしが暴れる事でココット様が笑うのも……好きですけど……やっぱり今回の……」

  

  

  左泽小声地喃喃自语，但我连一半都听不清楚。

  　ツォーネは小声で何やらぼそぼそと言っているが、私には半分も聞き取れなかった。

  

  不过，她那双鲜红的独眼不时瞥向我，从她的情绪来看，应该是负面的。她似乎对作战计划还有意见。

  　だがその赤い隻眼が私をちらちらとみる感情には、マイナスなものが見て取れた。作戦に対してまだ思うところがあるようだ。

  

  我叹了口气，转身面向左泽。

  　私ははあ、と息をつき体をツォーネに向ける。

  

  

  「左泽，你怎么了？真不像你。第一次见到我时，你表现得更落落大方。我还记得你当时骂我小不点。」

  「どうしたんだ、ツォーネ。お前らしくも無い。私と初めて会った時のお前はもっと堂々としていたぞ。私をちんちくりんと罵ったのを覚えている」

  

  「啊！啊！那是……那个……因为您娇小又可爱，所以……」

  「あっ、あっ、あれはーその……小さくてカワイイ、というアレで、その……」

  

  「嗯……我很可爱吗？」

  「ふむ……私はカワイイか？」

  

  「很可爱！您将来一定会变成大美女！」

  「カワイイですわ！　きっと美人になりますもの！」

  

  

  我坦率地感到高兴。就连过去当成耳边风的恭维话，也因为我的意识变化而顺利接受，甚至让我脸颊微微泛红。

  　素直に、嬉しく思った。これまでならば聞き流していた世辞も、私の意識の変化かすんなり受け入れ、仄かに頬を染めさせるに至る。

  

  艾库罗大人也这么想吗？不，不可能。对那位大人来说，我只是部下。只是保护对象而已。那句温柔的话肯定也只是客套话。因为那位大人很温柔，对谁都一样。

  　エルクーロ様もそう思ってくださっているだろうか。いや、そんなはずはないな。あの方にとって私はただの部下。それが保護対象になっただけ。あの優しい言葉もきっと仮初のもの。あの方は優しいから、誰にでもああいうはずだ。

  

  即使如此也无所谓。多亏那句温柔的话，我才能下定决心执行这项作战。

  　それでもかまわない。あの優しさのおかげで私はこの作戦に踏み切れた。

  

  

  「托泽内，你不用接受，但要理解。除了这项作战以外，没有其他胜利的方法。」

  「ツォーネ、納得しなくてもいい。だが理解はしたまえ。この作戦以外に、勝利は無い」

  

  「可是，根据侦察队的报告，敌人的战力和士气都下降了，就算不采用这种作战……」

  「ですが、偵察隊の報告では敵の戦力も士気も低下、こんな作戦でなくても」

  

  「每个人都在啰嗦……我知道你们在担心我。既然要上前线，就难免会有危险。现在也不是能将我藏在四分音背后的时候。不过，这样就好。必须由我来才行。」

  「どいつもこいつもくどいな……私を心配しているのは分かる。前線に出る以上は危険は付きまとう。クォートラの背にという訳にもいかない状況だ。だが、それでいい。私でなくてはいけないんだ」

  

  

  托泽内露出苦涩的表情握紧拳头。

  　ツォーネは苦虫を噛み潰したような表情で拳を握った。

  

  我知道他戴着石膏的左手在颤抖。

  　未だギブスをはめた左腕が震えているのが分かった。

  

  

  我稍微将手指抵在唇上思考，然后突然笑了。

  　私は少しだけ唇に指をあてて考えた後、ふっと笑った。

  

  

  「手臂的状况如何？」

  「腕の具合はどうだ」

  

  「虽然感觉还有点迟钝，但我不在意疼痛。这样就没问题了。我足以胜任克莱儿大人的怀中枪。」

  「まだ少しだけ感覚が鈍いですが、痛みは気になりませんわ。問題はないですし？　ココット様の懐槍として働くには十分ですもの」

  

  「那就没问题了吧。这次作战，负责保护我的人是你。所以……没问题吧？」

  「なら大丈夫だろう。今回の作戦、私を守るのはお前だ。だから……大丈夫だろう？」

  

  

  听到我这么说，托涅赫惊讶地睁大双眼，平静地开口：

  　ツォーネは私の言葉にハッとすると、静かに言う。

  

  

  「我至今为止，都在模仿姐姐。我感到自卑。因为姐姐很厉害，拥有许多我所没有的东西。」

  「わたくしはこれまで、お姉ちゃんの真似ばかりしていましたわ。劣等感、ですわね。お姉ちゃんはすごいから、わたくしにないものをたくさん持っていましたし」

  

  

  托涅赫开始自言自语，接着立刻拆下石膏，扔到一旁，转了转左手，露出灿烂的笑容。

  　独白を始めたと思えば、すぐにツォーネはギブスを外して投げ捨て左腕をぐいっと回してニカっと笑った。

  

  

  「我不会让任何人伤害克莱儿大人。克莱儿大人是我的。是姐姐没有，我却拥有的重要事物。回到魔王城后，我想和穿着那套礼服的克莱儿大人共度一夜。」

  「傷一つつけさせませんわよ。ココット様はわたくしのものですし？　お姉ちゃんになくてわたくしにある大事なものですわ。魔王城に帰ったら、あのドレス姿のココット様と一夜を共にしたいのですもの」

  

  「你是我的东西吧。真是的……我会考虑的。到时候随你高兴。」

  「お前が、私のものだろ。まったく……考えておくよ。その時は好きにしていい」

  

  「……真的吗！？」

  「……マジですの！？」

  

  

  托涅赫大概只是在开玩笑，听到我的回答，她惊讶地瞪大双眼。

  　冗談のつもりで言ったのだろうが、私の返答に目を丸くして驚くツォーネ。

  

  接着她又再三摆出胜利姿势，兴奋地喘着粗气。看样子应该没问题吧，我就陪她玩玩吧。这已经算是十二分的奖励了。等我回到魔王城后……

  　そして再三にわたってガッツポーズをして鼻息荒く興奮し始めた。この様子なら大丈夫だろう。相手くらいしてやるさ。褒美としては十二分だ。私が魔王城に帰ったら……な。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  「哦，克瓦多……你真没用。」

  「おゥ。クォートラ……腐ってんな」

  

  

  在白城外的广场角落，垂着头盯着虚空陷入沉思的克瓦多，此时来了位访客。

  　白城の外の広場の隅で、首を垂れながら虚空を睨み物思いに耽っていたクォートラの下に来客。

  

  他缓缓移动满是绷带和木条的身体，看向对方，发出一声鼻息。

  　包帯と添え木だらけの身体をゆっくりと動かし相手を見て、鼻息を漏らした。

  

  

  「是佐夫啊……」

  「ゾフか……」

  

  

  佐夫手上拿着酒，坐在克瓦多的头旁边，将酒瓶放在地上。

  　ゾフは手に酒を持ちながらクォートラの頭の脇へ腰を下ろし、瓶を地面に置く。

  

  

  「你还是没办法人化吗？」

  「まだ人化は無理か」

  

  「真不甘心。」

  「悔しい事にな」

  

  

  维持龙形的克瓦多露出讽刺的苦笑。

  　竜の姿のままのクォートラは皮肉めいて苦笑する。

  

  接着他微微眯起红色眼眸，回想起刚才发生的事。

  　そしてその赤い瞳を少しだけ細め、先ほどの出来事を思い出した。

  

  

  

  

  

  那是克莱儿为了出击，说明作战概要时的事。作战概要在白城的大厅举行，克瓦多也出席了。

  　ココットが出撃の為作戦概要を話した折の事だ。作戦概要は白城のエントランスにて行われ、クォートラも同席した。

  

  听到小个头魔将军的作战计划，克瓦多哑口无言，但他仍为了完成任务而奋起，然而作战会议结束后，米莱儿来到克瓦多身边，简短地告知他绝望的事实。

  　小さな魔将軍の語った作戦にクォートラは絶句し、だとしても完遂すべく奮起したが、作戦会議の後クォートラの下を訪れたココットは短く絶望を告げた。

  

  

  『克瓦多，你留下来。』

  『クォートラ、お前は残れ』

  

  『可是！』

  『しかしッ』

  

  『你那对翅膀没办法战斗吧？带派不上用场的棋子上战场，也只会碍手碍脚。』

  『戦えんだろうよ、その翼では。使えぬ駒を戦場に持ち込んでも足手まといだ』

  

  

  米莱儿只说了这些，便无视仍在大吼大叫的克欧托拉，消失在白城深处。

  　ココットはそれだけ言うと、未だ声を上げるクォートラを無視して白城の奥へと消えていった。

  

  

  

  

  

  

  

  克欧托拉回想起这一连串的经过，再次深深叹了口气。

  　クォートラは一連の出来事を思い出し、再び深く息を吐いた。

  

  

  「你是来嘲笑我的吗？」

  「俺を笑いに来たか」

  

  

  这句话让索夫笑了出来，他拿出自己带来的开瓶器，拿起酒瓶，发出「啵」一声轻快的声音拔开了瓶塞。

  　ゾフはその言葉に笑いを零し、持参していたコルク抜きを取り出すと酒瓶を手に取り、ポンという子気味いい音とともに栓を抜いた。

  

  接着他将酒倒入玻璃杯，开口说道：

  　そしてトクトクとグラスに酒を注ぎながら口を開く。

  

  

  「小姐是在担心你。」

  「お嬢はお前を気遣ってンだよ」

  

  「担心关键时刻保护不了公主的我？我不懂她的意思。保护公主是我的职责。这双翅膀无法在空中飞翔，没办法让公主骑在背上。」

  「肝心な時に姫を守れぬ俺を気遣う？　意味が解らん。姫を守るのが俺の役目だ。この翼では空を舞えない。姫を背に乗せる事が出来ない」

  

  「真是死脑筋。」

  「固い奴だ」

  

  

  索夫哼笑一声，将倒好的酒一口气灌进肚子里。

  　フンと鼻で笑ったゾフは注いだ酒を一思いに腹に流し込む。

  

  他深深吸了口气，再次将酒倒进玻璃杯。他擦了擦嘴角，看向克欧托拉。

  　そして息を深くはいた後、再びグラスに酒を注ぎなおす。口元を拭いながら、目をクォートラへ向ける。

  

  

  「我们会好好让小姐活着回来，你只要等着就好。」

  「俺たちがちゃんとお嬢は生きて帰す。お前は待ってりゃいい」

  

  「可是，你听了公主说的作战计划了吧！你同意吗！？」

  「だが、姫が語った作戦を聞いただろう！　お前は納得しているのか！？」

  

  「不同意。但既然小姐说要做，我就会服从。不管是什么事都一样。」

  「しちゃいねえ。だがお嬢がやるってんなら従うまでだ。それがどんな事でもな」

  

  

  关于这点，克瓦多也同意。无论发生什么事，他都会遵从克莱儿的作战计划。这是攻陷欧达纳时立下的誓言。在攻略弗利克泰达时，克莱儿以自信为诱饵，将青翼骑士团引到欧达纳，再将他们诱导至杀戮区时，他也遵从了克莱儿的指示。

  　それに関してはクォートラも同意ではあった。たとえどんな事でもココットの作戦には従う。アウタナを落とした時からの誓いだ。フリクテラを攻略する折、ココットが自信を囮として青翼騎士団をアウタナに招き入れキルゾーンへ誘導した際も従った。

  

  而这也可以说是基于克莱儿在发生意外时，自己有能力处理的状况和状态，他才会同意。

  　それもすべて有事の際に自分が何とかできる状況、状態にあったからこその納得とも言えた。

  

  但这次，只有这次——

  　だが今回は、今回だけは。

  

  克瓦多望向自己的单翼。缺了一半的翅膀。这样无法好好飞行。

  　クォートラは己の片翼を眺める。半分欠けた翼。これでは満足に飛べない。

  

  看着垂头丧气的克瓦多，索夫无奈地摇摇头。

  　項垂れたクォートラを眺め、ゾフはやれやれと首を振る。

  

  

  「小姐的觉悟是货真价实的。我们如果不乖乖遵从她的作战计划，就连她的觉悟都会践踏。遵守小姐的吩咐，同时保护她。这就是我们的职责，也是你现在的职责。」

  「お嬢の覚悟は本物だ。俺たちが真っ直ぐにその作戦に従わねえとその覚悟すら踏みにじることになる。お嬢の言いつけを守りながら、お嬢も守る。それが俺たちの役目で、今のお前の役目じゃない」

  

  「我真是不中用。」

  「不甲斐ない限りだ」

  

  「你为了保护小姐而负伤。你已经尽到职责了。然后，你接到了新的命令。那就是看家。小姐回来时，发现没有人迎接她，她会很难过吧。」

  「お前はお嬢を守って傷を負った。十分役目は果たしたさ。で、新しく命令をもらった。お留守番だ。帰ってきたときに出迎えが居ねえのは、今のお嬢にはつらいだろ」

  

  

  索夫说的话，克瓦多也同意。

  　ゾフの言う事はクォートラにも頷かせるものだった。

  

  佐夫暗指琪艾儿和米莉耶还在时的事。她们在的时候，佐夫会去迎接作战归来的克莱儿，和她说「我回来了」，米莱儿也会露出笑容。

  　ゾフは暗にキエルや、ミオが居た時の事を言っていた。彼女たちが居た頃は、作戦から戻ったココットを出迎える存在になっていて、ただいまとお帰りのやり取りの中でココットは笑顔を見せていたのだから。

  

  

  「所以我不会叫你别担心，但至少要相信我，还有小姐。」

  「だから心配すんなとは言わねえ。だがせめて信じろってェんだ。お嬢と、俺をな」

  

  

  「啊，还有那个混账吸血鬼。」佐夫补充道，终于让寇特拉露出苦笑。

  　あ、それとあのクソヴァンパイアも一応と付け加えたゾフに、ようやくクォートラは苦笑を漏らした。

  

  

  「我以前没有保护好魔将军，逃跑了，结果失去了部下。这次我不会再犯错了。」

  「俺は昔魔将軍を守れずに逃げた。結果部下も失った。今度はヘマはしねえよ」

  

  

  寇特拉静静地点头。

  　ゾフの言葉に、クォートラは静かに頷いた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  「你很慢耶，佐夫。」

  「遅いぞ、ゾフ」

  

  

  寇特拉瞪着比聚集在卢维卡纳前方平原的军队晚到的佐夫，这么说道。

  　ルイカーナ前の平野に集った軍に遅れて合流したゾフを睨み、そう言ってやる。

  

  

  「抱歉，我稍微多检查了一下。」

  「すいやせん。ちいっとばかし念を入れて来たもんで」

  

  「哼……」

  「ふん……」

  

  

  是指寇特拉吧。

  　クォートラの事だろうな。

  

  以那家伙的个性，就算叫他别来，他还是会来。不过，既然他的翅膀受伤……寇特拉想到这里，笑了。那家伙就算用爬的也会来。

  　奴の事だ。来るなと言っても来てしまうかもしれない。もっとも、翼を負傷している以上は……とも思って、奴なら這ってでも来そうだと笑った。

  

  所以，佐夫有这份心，帮了大忙。寇特拉已经做得够多了，就算没有他，这次作战也会成功。

  　だから、ゾフが気を回してくれたのは助かった。クォートラはもう十分やってくれた。この作戦は奴無しでも成功させて見せる。

  

  我一边让魔剑士把我拉上魔马，一边抚摸藏在怀里的手枪和雷米的项链。然后我深深吸气，再吐气。深夜的冰冷空气将我的吐息染成白色。冬天马上就要来了。在那之前……我要结束这一切。"

  　私は魔剣士に引き上げてもらいながら魔馬に跨ると、懐に忍ばせた銃とレイメのネックレスを撫でた。そして深く息を吸い、吐く。深夜の冷たい空気に吐息が白く染まる。もうすぐ冬が来る。その前に……終わらせる。

  

  

  「各位，我们要再次进攻巴尔塔。数量上的劣势，就用缩小攻击范围和锁定目标来抵销。回想起欧塔那、弗利克泰拉、卢伊卡纳吧。这次我们一定也能胜利。」

  「諸君、我々は再びバルタを攻める。数的劣勢は搦手と目的を絞ることで相殺する。アウタナを、フリクテラを、ルイカーナを思い出せ。今回も必ず我々は勝利する」

  

  

  魔族们点头回应我的话，举起武器，敲了两下。我缓缓举起手，再往下挥。

  　私の言葉に魔族達は頷き、武器を構えて2度鳴らす。私はゆっくりと手を上げて、振り下ろす。

  

  这真的是……我最后的战役。

  　これが正真正銘……私の最後の戦いだ。

  

  

  

  

  「出征吧。」

  「出陣るぞ」

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  深夜，巴尔塔。

  　深夜、バルタ。

  

  时钟的指针明明已经过了午夜十二点，慌乱的气氛却迟迟没有平息。

  　もう時計の針が0時を過ぎて暫くとなるのに、慌ただしさは収まらずにいた。

  

  被克莱儿军袭击而遭到破坏的大门前搭起好几顶临时帐篷，大门的修缮作业、士兵的布署，以及幸存的难民们的聚集，让现场显得杂乱无章。

  　ココット軍の襲来によって破壊された大門の前には仮設テントがいくつも張られ、大門の修繕作業と兵士の展開、そして生き残った難民たちの集まりと雑多な様相。

  

  先前的袭击让新市区和旧市区都受到重创，其中最大的问题就是难民。

  　先の襲撃で新市街も旧市街も大きな痛手を負ったが、中でも大きな問題が難民の事であった。

  

  由于先前的袭击造成许多难民死伤，难民们不分昼夜地在旧市区游行，要求政府收容他们到新市区。士兵们为了镇压游行队伍，根本无暇顾及大门的修缮作业。

  　旧市街に集まっていた難民たちは先の襲撃で多くの死傷者が出たために、日夜新市街への収容を求めるデモ隊と兵士の激突が繰り広げられており、兵士を鎮圧に充てねばならず満足に大門の修繕作業もままならない有様であった。

  

  当然，新市区也因为先前那群拥有恶魔之相的孩子们复活，陷入人心惶惶的状态。虔诚的信徒虽然向尤奈依尔求救，但关键的教皇却躲在教皇宫深处。

  　勿論新市街は新市街で先の悪魔の相を持つ子らの蘇りを受けて、疑心暗鬼に陥る民が溢れかえる始末。敬虔なる信徒はユナイルに救いを求めたが、肝心の教皇が教皇庁の奥に身を隠しているという状態だった。

  

  在这种情况下，由于不晓得克莱儿何时会再次进攻，巴尔塔的防卫只能靠自己人。虽然士兵们身心俱疲，但魔族的袭击发生在夜晚。因此，他们必须布下比白天更严密的警戒网。

  　そんな中、再びココットがいつ攻めてくるかわからない状況であるから、バルタの防衛は自分たちでやるしかない。疲弊した身の上だが魔族の襲来は夜だ。日中よりもより一層の警戒網を敷く必要があった。

  

  然而，伊法尔的援军迟迟未到，巴尔塔的士兵们也疲惫不堪。

  　しかしイファールからの援軍もなく、バルタの兵士たちは疲れ切っていた。

  

  

  

  

  在大门内侧的帐篷中，米耶尔坐在椅子上。

  　そんな中、大門の内に設けられたテントの中で、キエルは椅子に座っていた。

  

  坐在她对面的圣剑勇者佛尔多纳，表情也相当阴郁。

  　対面に坐する聖剣の勇者フォルトナの表情も暗かった。

  

  

  

  不久之前，佛尔多纳参与了圣女库夏尔娜的遗体葬礼。他看着她的遗骸，哑口无言地默默哀悼。

  　少し前、聖女クーシャルナの遺体の埋葬に立ち会ったのだ。フォルトナは彼女の亡骸を見て絶句したのち静かに黙祷。

  

  陪在他身旁的米耶尔也垂下眼帘。

  　隣に付き添ったキエルもまた、目を伏せた。

  

  

  之后，两人回到帐篷，直到现在。

  　そして充てられたテントへ戻ってきて今に至る。

  

  看到佛鲁托纳一直不发一语，她察觉到对方的心思。

  　ずっと無言を貫いていたフォルトナを見て、キエルは心中を察していた。

  

  她曾经失去过心爱的人，所以感同身受。

  　愛するものを失った悲しみ、経験がある。

  

  

  「我一直都跟小库一起待在主战场。不过，她后来被派去巴尔塔，我们分开之后，就一直靠书信往来。话虽如此，我们后来也几乎没怎么联络了。」

  「クーとはずっと主戦場で一緒でした。でも彼女がバルタに行くよう命令が来て、別れてからはずっと手紙でやり取りしていました。といっても、大した期間ではなくなってしまったけれど」

  

  「佛鲁托纳先生……」

  「フォルトナさん……」

  

  「小库最近在信上提到，她认识了一个名叫克莱儿的女孩。虽然她装出一副成熟的样子，但其实就像妹妹一样，让她很开心。」

  「ココットと言う名の子がいると、クーからの手紙に最近書かれていたんです。新しく友達ができたと。大人ぶっているけど、まるで妹みたいだって嬉しそうな文字で」

  

  

  听到佛鲁托纳开始娓娓道来，琪优像是恍然大悟似的掩住嘴角。

  　語り始めたフォルトナの言葉に、キエルははっとしたように口元に手を当てた。

  

  

  「我没想到她指的竟然是魔将军克莱儿。」

  「まさか魔将軍ココットだとは思っていなかった」

  

  

  琪优感受到某种情绪在胸口涌现。

  　キエルは胸にこみあげてくる何かを感じた。

  

  果然是这样。圣女也把克莱儿当成朋友。既然如此，派出那名刺客的果然不是圣女。两人因为彼此错过，才会导致那样的惨剧发生。琪优为此感到心痛。

  　やはり、そうだったんだと。聖女もまた、ココットを友達だと思っていた。ならばやはりあの暗殺者を放ったのは聖女ではないのだろう。二人は行き違いからあのような惨劇にまで至ってしまったのかと、キエルは胸の痛みを覚えた。

  

  克莱儿和圣女都对彼此抱持着好感。考虑到琪优所知道的真相，她甚至对这样的命运将两人拆散一事感到愤怒。

  　ココットも、聖女も。お互いの事を良く思っていた。キエルが知ったあの真実を踏まえれば、それがなぜあの二人を引き裂く運命などを辿らせることになってしまったのか憤りすら覚えた。

  

  佛鲁托纳将手伸向桌上的茶杯，啜饮一口茶后，深深吐出一口气……然后望向琪雅拉。

  　フォルトナはテーブルの上のコップに手を伸ばし、茶を一口啜った後深く息を吐き……キエルに顔を向けた。

  

  

  「琪雅拉小姐，你说的都是真的吗？你希望跟米莱儿人和平共处？」

  「キエルさん、君の話は本当なのですか。ココットはクーとの和平を望んでいたと」

  

  「……是的。我憎恨米莱儿人。他们夺走了深爱着拥有恶魔之相的我的母亲。可是，她压抑住自己的情绪，选择和圣女大人一起走下去。在她选择我和花的那个夜晚……」

  「……はい。ココットは人間を憎んでいます。悪魔の相を持つ自分を愛してくれた母を奪われたのだと。でもそれを押し殺して、聖女様と共に歩む道を選んでくれていました。私と花を選んだあの夜に……」

  

  「这样啊……」

  「そう、か……」

  

  

  佛鲁托纳将茶杯放回桌上，再次垂下头。

  　コップをテーブルに置き、再びフォルトナは項垂れる。

  

  他将手抵在嘴边，看起来像是在思考些什么。

  　口に手を当てながら、何かを思案している様子だった。

  

  佛鲁托纳也在烦恼吗？琪雅拉交握双手，紧紧握住掌心，望向佛鲁托纳。

  　フォルトナも悩んでいるのだろうかとキエルは合わせた両手を絡めた。ぎゅっと掌を握りしめ、フォルトナを見る。

  

  他一定是在烦恼该不该跟克莱儿战斗，该不该杀了她吧……

  　きっとココットの事だろう。戦うべきか否か、殺すべきか、否か……。

  

  ……真是可笑。琪雅拉在心中自嘲。自己现在身处的状况、眼前的男人、自己是人类、这里是圣都、这里是自己深信不疑的犹纳伊尔教的总部。

  　……笑ってしまうな、とキエルは心の中で自嘲する。今自分の置かれた状況。目の前の男。自分は人間でここは聖都。自らが信じてきたユナイル教の総本山。

  

  但是，她觉得待在这里很不自在。她不认为自己受到尤纳伊尔的保护。她想离开这里，回到克莱儿身边。她想紧紧抱住克莱儿，告诉她不用再战斗了。虽然这可能是她的自作多情，但克莱儿甚至需要自己。如果克莱儿以为自己已经死了，那就更不用说了。

  　だが、居心地が悪い。ユナイルに守られているとは思えない。此処から出たい。ココットの下へ戻りたい。そしてもう、戦わなくていいと抱きしめてでも止めたい。うぬぼれかもしれないが、ココットにはキエルですら必要なはず。ココットが自分を死んだと思っているのならばなおさらだ。

  

  然而，自己现在实质上是被囚禁的状态，不知道能不能自由去见她。因此，如果无法实现这个愿望，能阻止克莱儿的就只有眼前的勇者。他正在犹豫。既然如此，或许还有办法。

  　だが自分は今実質囚われの身。自由に彼女に会いに行けるかどうかわからない。故にそれが叶わないのなら、ココットを止められるのは目の前の勇者しかいない。彼は迷っている。なら、手はあるのかもしれない、と。

  

  琪雅拉下定决心，重新在椅子上坐好，明确地面向佛鲁托纳。察觉到她的佛鲁托纳抬起头，看向琪雅拉。

  　キエルは意を決して椅子に座り直し、はっきりとフォルトナに向かい合う。気づいたフォルトナが顔を上げ、キエルに目を向けた。

  

  

  「我有话想跟你说。因为这件事我没能告诉克莱儿……你一定会在战场上遇见她。所以，我希望你能知道。可以的话……希望你不用战斗……」

  「貴方に話しておきたいことがあります。ココットには、話せず仕舞いでしたから……。きっと貴方は戦場で彼女と会う。だから知っておいてほしいんです。できれば……戦わなくて済むように……」

  

  

  外面依然不断传来难民和士兵的声音，在蜡烛摇曳的帐篷中，琪雅拉说起克莱儿的事。

  　外ではいまだに難民と兵士の声が絶えず響き、蝋燭の日が揺らめくテントの中で。キエルはココットの事を語る。

  

  那天在克莱儿的帐篷里看到的纪录。身为奴隶的克莱儿母亲的事。

  　あの日ココットのテントで見た記録。奴隷であったココットの母の事。

  

  克莱儿是圣女的什么人？对佛鲁托纳而言，她又是什么人？如果借由说明，能够稍微改变什么的话——

  　ココットが聖女の何なのか。フォルトナにとって、何なのか。語ることで少しでも何かが変わるのなら。

  

  

  「米莱儿，圣女大人是……」

  「ココットは、聖女様の……」

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  「迪欧尼欧大人……您说的暗杀者，是指什么？」

  「デオニオ様。……暗殺者、とは何のことです」

  

  「……这个嘛，我也不知道呢。」

  「……さて、何のことだか」

  

  

  面对雷威开门见山的质问，迪欧尼欧以一副事不关己的态度回答。

  　レーヴェの真っ向からの質問に、デオニオはどこ吹く風で答えた。

  

  在大门上类似瞭望台的场所，迪欧尼欧没有将目光从下方的难民和士兵布阵的情况移开，同时应对背后的雷威。

  　大門の上の物見やぐらめいた場で、デオニオは眼下の難民たちや兵士の展開の様子から目を離さず、背後のレーヴェに応対していた。

  

  雷威以明显带着怀疑的眼神瞪着迪欧尼欧的背影。在战场上，那个吸血鬼……托泽说过的那番话，还有那个和克莱儿一起行动、名叫齐尔的人类说过的话。

  　レーヴェは明らかな疑いの目を以てしてデオニオの背中を睨む。戦場であのヴァンパイア……ツォーネに言われた言葉。そしてあのキエルとかいうココットとともにいた人間の言葉。

  

  派出暗杀者。杀死圣女是报复。

  　暗殺者を放った。聖女を殺したのはその報復。

  

  这番话的意思就是如此吧。雷威为了得到真相，对在圣女和克莱儿会谈时没有同行、逃过一劫的迪欧尼欧抛出刚才那番话。

  　意味するところはそうだろう。レーヴェは真実を得るために、聖女とココットの会談の折にも同行せず難を逃れていたデオニオに先の言葉を叩きつけた。

  

  然而，迪欧尼欧连眉头都没皱一下，直接否定。雷威原本就认为他是个不好对付的男人，虽然也抱持着尊敬的念头，但现在怀疑的念头更胜一筹，于是他站在迪欧尼欧身旁。

  　だがデオニオは眉一つ動かさずにこれを一蹴。もともと一筋縄ではいかない男だと思っていた。尊敬の念もあったが今は疑いが勝るとして、レーヴェはデオニオの横に立つ。

  

  

  「迪欧尼欧大人，那他们为何会说她是刺客！如果是在我不知道的地方，派刺客去暗杀克莱儿……那个叫做琪耶尔的俘虏说有人被刺客杀了。如果杀死圣女大人的凶手是来报复的，这就是我无法坐视不管的事实！圣女大人根本不知道刺客的存在！」

  「デオニオ様、ではなぜ彼らは暗殺者などと！　私のあずかり知らぬところでココットに暗殺者を放ったとしたら……あのキエルと言う捕虜は暗殺者に誰かが殺されたと言っていました。聖女様を殺したのがその報復だとしたら、見過ごせない事実です！　聖女様は暗殺者など知らなかった！」

  

  「别被她骗了，那是那个小女孩的惯用伎俩。」

  「欺瞞に嵌るな。あの幼女の手口だ」

  

  

  迪欧尼欧静静地对滔滔不绝的雷威这么说，接着转身面向惊讶地陷入沉默的雷威。

  　デオニオは捲し立てるレーヴェにそう静かに言うと、驚いて押し黙ったレーヴェに体を向けた。

  

  

  「她很了解人类的心理，因为她也是人类。她在战场上弹奏音乐，愉快地唱歌。煽动人们对于无法理解的事物的恐惧，降低我方的士气。」

  「奴は人間の心理を理解している。人間だからな。戦場で音楽をかき鳴らし楽しげに歌を歌った。理解できないことに対する恐怖を煽り、こちらの士気を下げた」

  

  

  迪欧尼欧朝雷威走近一步，雷威也跟着后退一步。

  　デオニオは一歩レーヴェに歩み寄り、同じだけレーヴェが後ずさる。

  

  

  「出现在新市区的恶魔，也被说成是从地狱归来的恶魔，结果真相揭晓后，根本没什么……只是活死人罢了。我们完全被摆了一道。敌人在士兵和民众心中植入恐惧，杀死圣女，再让看起来像是为了制裁而被杀死的同胞复活。全部都只是幌子，那就是她的武器。」

  「新市街に現れた悪魔の相も、悪魔が地獄から舞い戻っただのと言われていたが、結局蓋を開けてみればなんてことはない……ただのリビングデッドだった。まんまとしてやられたわけだ。敵は兵と民に恐怖を植え付けた。聖女を殺し、断罪のため殺された同胞を蘇らせたように見せた。全部、ただのまやかしだ。それが奴の武器だ」

  

  「我想知道的不是克莱儿的事，而是那天……」

  「私が知りたいのはココットの事ではなくあの日の……」

  

  「别被他骗了！杀死圣女库夏尔娜的人是谁！？是克莱儿吧！只有这点是事实吧！？」

  「誑かされるな！　聖女クーシャルナを殺したのは誰だ！？　ココットだろう！　それだけが事実ではないのか！？」

  

  

  迪欧尼怒气冲冲地怒吼，打断雷威的话。

  　レーヴェの言葉を切るようにデオニオは怒りの表情で怒鳴った。

  

  突如其来的怒吼声，让周遭的士兵们也转头看过来。雷威瞬间倒抽一口气，被他的气势压倒，但立刻又绷紧表情，抬头瞪着迪欧尼。

  　突然の怒声に周囲に居た兵士たちも何事かと顔を向ける。レーヴェは一瞬息をのみ気圧されるが、すぐに表情をキッと正しデオニオを睨み上げた。

  

  看到雷威的表情，迪欧尼也差点表露出不快，不过他深深叹了口气，别过脸。

  　そんなレーヴェの表情にデオニオも不快感をあらわにしかけるが、深くため息をついて顔を背けた。

  

  

  「……米莱儿还会再出现吧。我的直觉这么告诉我。那双红眼深处的黑暗尚未散去。明明如此，关键的圣歌队副队长却是那副德性。有空怀疑自己人，不如先做好打倒那个恶魔的心理准备。」

  「……ココットはまた現れるだろう。直感が囁く。あの赤い瞳の奥にある闇は未だ晴れてはいない。だというのに肝心の聖歌隊副隊長がその様ではな。身内を疑う暇があったらあの悪魔を倒す心構えをしたまえ」

  

  「……我所尊敬的迪欧尼大人，和现在的你看起来判若两人。」

  「……私が尊敬したデオニオ様と、今の貴方は別人に見える」

  

  「我从以前到现在都没变。比起他人，你更应该怀疑自己的观察力。」

  「私は今も昔も変わらない。他人よりまず己の観察眼を疑うべきだな」

  

  

  雷威用力咬住嘴唇。因为已经没有进展了。然而，他心中的怀疑之情尚未冷却，产生了迷惘。

  　ぐっとレーヴェは唇を噛む。もはや進展はないのだからと。だが、心の中の疑いの気持ちは未だ冷めやらず、迷いが生じていた。

  

  迪欧尼改变话题，俯视着士兵们，抱怨道：

  　デオニオは話を変え、兵士たちを見下ろしながら愚痴を零す。

  

  

  「教皇变得很奇怪。他下令要活捉那个魔将军克莱儿。真是愚蠢。」

  「教皇はおかしくなられた。あの魔将軍ココットを生け捕りにせよとの命令だ。馬鹿馬鹿しい」

  

  「活捉？」

  「生け捕りに？」

  

  「教皇似乎真的以为克莱儿是恶魔的使者。那是中了克莱儿的术法的典型反应。如果不进行净化恶魔的仪式，巴尔塔就无法得救。」

  「教皇はココットを本当に悪魔の使いだとでも思ってしまったらしい。あれがココットの術中に嵌った典型だ。悪魔を浄化する儀式にかけねばバルタは救われないそうだ」

  

  

  雷威没有回答，只是低头沉思。听着士兵的喧嚣声，迪欧尼欧也思考着克莱儿的事情。

  　レーヴェは返答しなかった。ただ何か思案に耽るように俯いた。兵士の喧騒を聞きながら、デオニオもまたココットの事を考えていた。

  

  迪欧尼欧并非优奈伊教会的信徒，也不相信神或女神，所以他把克莱儿当成人类看待。然而，她并非普通的人类，而是率领魔族、威胁人类的敌人。必须处理掉她，但那绝非为了斩断诅咒，而是为了自己。

  　デオニオはユナイル教の信徒ではない。神も女神も信じてはいない。だからココットの事も人間だと思っている。だがただの人間ではない。魔族を従え人間を脅かす敵。あれに対処するのは必要な事だ。だがそれは断じて呪いを断ち切るためではない。自分の為だった。

  

  已经无法利用教皇了。如果要超越圣铠骑士团的亚阿拉丹，就只能利用其他东西。处理掉克莱儿，就是迪欧尼欧在巴尔塔立下的最后功劳。

  　もはや教皇は利用できない。聖鎧騎士団のアルアダンを越えるには、別の何かを利用するしかない。ココットの対処は、バルタでの最後の手柄とする。

  

  这时，迪欧尼欧注意到自己吐出的气息是白色的，于是摩擦双手。

  　と、デオニオは吐いた息が白い事に気づき、両手をすり合わせた。

  

  

  「冬天就快到了。在过冬之前，必须做个了结。」

  「もうすぐ冬が来る。冬越えの前にカタを付けねばな」

  

  

  迪欧尼欧这么低喃时，一名士兵跑向他。

  　呟いたデオニオの下に、兵士が一人駆けてきた。

  

  雷威和迪欧尼欧重新面向士兵。是传令兵。

  　レーヴェとデオニオは兵士に向き直る。伝令だった。

  

  

  「迪欧尼欧大人！魔族军来袭！」

  「デオニオ様！　魔族軍の来襲あり！」

  

  

  果然啊——迪欧尼欧心想。

  　やはり、と思った。

  

  

  「……敌将是？」

  「……敵将は」

  

  「魔将军……克莱儿……！」

  「魔将軍……ココットです……！」

  

  

  雷威微微睁大双眼……迪欧尼欧则是缓缓闭上眼睛。

  　レーヴェは少しだけ目を見開き……デオニオはゆっくり眼を閉じた。

  

  

  「来了吗？」

  「来たか」

  

  

  那家伙果然来了。既然如此，这次一定要彻底排除。

  　やはり奴は来た。ならば、今度こそ完全なる排斥が必要だ。

  

  迪欧尼欧看向传令兵，扬声大喊：

  　デオニオは伝令を見やり、声を張り上げる。

  

  

  「也通知圣剑。召集全军！」

  「聖剣にも伝えろ。全軍に招集！」

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  面对在大门前集合的士兵、骑士队伍，迪欧尼欧挥动手臂大叫：

  　大門の前に集合した兵士、騎士の隊列を前に、デオニオは腕を振るって叫ぶ。

  

  

  「克莱儿这个魔将军人类，两度威胁我等圣都，我们不能再原谅她的蛮横行为了。尽管对手是人类，但不需要任何怜悯。别被她年幼的外表迷惑了。」

  「今、二度にわたり我らの聖都を脅かす魔将軍ココットの蛮行をこれ以上許すわけにはいかない。相手は人間だが一切の情けは無用である。幼い童の姿に惑わされるな」

  

  

  士兵们脸色很差，即使如此，他们还是握紧武器，加强了手上的力道。迪欧尼欧的辩才，让他们更加振奋。

  　兵士たちは顔色が悪く、それでもデオニオの弁舌に握った武器の柄に込める力を強める。

  

  

  「我等接下来要迎击、歼灭袭来的魔族军！这次一定要彻底排除！绝不能让她逃走！」

  「我々はこれより襲い来る魔族軍を迎撃、殲滅する！　今度こそ完全に、だ！　逃がすことはあり得ない！」

  

  

  教皇的命令是活捉，但那是不可能的吧。要是做出那种像是手下留情的举动，就会被那家伙趁虚而入。

  　教皇の命令は捕らえる事。だがそれは不可能だろう。そんな手心じみた真似をすればあれに付け入られる。

  

  因此，迪欧尼欧下令。要他们舍弃一切的怜悯，彻底歼灭敌人。

  　故に、デオニオは命ずる。一切の情け容赦を捨て去り、これを撃滅せよと。

  

  不需要活捉。

  　生け捕りなど不要。

  

  要说为什么的话——

  　なぜならば。

  

  

  

  

  

  「————那个小女孩是恶魔……一定要用女神的威光讨伐她！」

  「――――その幼女、悪魔につき……必ず奴を女神の威光を以て討ち取れッ！」

  

  

  

  

  

  

 
  ＃１１７　再来

  ＃117　再会

  　

  

  

  

  

  

  

  当天晚上，天空乌云密布。

  　その日の夜、空は曇天だった。

  

  漆黑的夜空中没有半颗星星，只有浓稠的黑暗覆盖着天空。

  　黒一色の夜空に星は無く、ただただ漆黒のどろりとした闇が天を覆っていた。

  

  

  对于眺望旧市区前方平原的人来说，那片漆黑宛如地狱的火炉。魔族随时都可能从那片黑暗中来袭，让他们坐立难安。

  　旧市街の先の平野を眺めるものにとって、その漆黒は地獄の竈。いつ何時あの闇の中から魔族が襲い来るかと気が気ではない。

  

  有人在握着武器的拳头上握着优奈爱国者徽章，有人明明正在战前待命，却在大口喝酒。

  　ある者は武器を握る拳の中にユナイルの紋章を握り、ある者は戦前の待機中だというのに酒をかっ食らっていた。

  

  因为上次的战争伤痕尚未完全愈合，大家都很不安。

  　先の戦の傷跡が乾ききる前であるから、皆不安なのだ。

  

  

  巴尔塔的士兵虽然信仰虔诚，士气高昂，却不习惯战争。

  　そもそも、バルタの兵士は皆信心深く士気旺盛ではあったが、戦に慣れてはいなかった。

  

  因为除了圣歌队以外，所有人都在后方进行训练。

  　聖歌隊を除き、皆後方で訓練ばかりをしていたのだから。

  

  他们之所以愿意站上战场，纯粹是因为正义感和信仰心。他们认为不能让魔族践踏神圣的巴尔塔之地，才会鼓起勇气上战场。

  　彼らが戦表に立つのはひとえに正義感と信仰心。神聖なるバルタの地を魔族に踏み荒らさせはしまいと言う心意気によるものだ。

  

  然而，实际经历过实战之后，他们开始感到害怕。

  　だが、いざ実戦を経験し、恐れた。

  

  

  魔族的勇猛、残暴，以及率领魔族的恶魔长相……克莱儿的模样。

  　魔族の勇猛さ、残虐さ。そして何よりその魔族を率いる悪魔の相……ココットの事を。

  

  在新市区复活的恶魔长相确实是活死人。然而，进行复活仪式的人是克莱儿也是事实。她甚至将同胞的亡骸当成棋子，攻向巴尔塔。

  　確かに、新市街にて蘇った悪魔の相はリビングデッドではあった。だが、それを行ったのがココットであることもまた事実。あれは己の同胞の亡骸すら駒として、攻めてきた。

  

  她毫不留情，不择手段，纯粹憎恨着巴尔塔的人们，前来杀害他们。

  　一切の情け容赦なく、手段さえ択ばずに、自分たちをただ純粋に憎み、殺しに来る。

  

  他们终于理解，那是多么可怕的事情。

  　それがどれだけ恐ろしい事か、彼らはようやく理解していた。

  

  

  

  

  或许是感受到士兵们的不安，迪欧尼欧一脸不悦，在作为指挥所的大门下层城楼上叹气。

  　そんな兵士たちの不安をくみ取ったか、デオニオは不機嫌そうな顔をして指揮所となっている大門下の櫓の上で溜息を零した。

  

  大门尚未修复，因此他们在大门前搭建城楼，作为最低限度的防波堤兼指挥所。

  　大門の修復は為っていない。故に大門の前に櫓を組み、せめてもの防波堤と指揮所を兼任させた。

  

  现在在场的只有迪欧尼欧、雷威以及几名骑士。迪欧尼欧对眼前列队的士兵们低落的士气感到火大。

  　今この場に居るのはデオニオとレーヴェ、そしていくらかの騎士。デオニオは眼前に整列する兵士たちの士気が低い事に腹を立てていた。

  

  此时，一名意想不到的人物出现在他面前。

  　そんな彼の下に、思いがけない人物が姿を現す。

  

  气喘吁吁、甩开周遭士兵制止的声音，出现在迪欧尼欧面前的，是理应在教皇厅深处瑟缩着的年迈老人。

  　息を切らし、周囲の兵士の制止の声を振りほどいてデオニオの前に現れたのは教皇庁の奥で縮こまっていたはずのご老体。

  

  迪欧尼欧看到他的模样，瞪大双眼。

  　デオニオはその姿を見て目を丸くした。

  

  

  「教皇……？您为何会在这里？」

  「教皇……？　何故ここに」

  

  「呼、呼……！那个魔王，无视了我的提议！他违背了要和平解决的盟约！那个恶魔、克莱儿要是再次出现，我怎么可能还躲在房间深处！」

  「はあ、はあ……！　魔王め、私の提案を無視したのですよ！　平和的に解決するための盟約を違えたのだ！　あの悪魔が、ココットが再び現れるのならば、部屋の奥などにどうして隠れていられましょう！」

  

  

  这么说来，教皇似乎有寄信给魔王，要求他交出克莱儿，但被拒绝了。结果如他所料。那个小恶魔不可能会答应，魔王也一样。迪欧尼欧认为，教皇完全不了解魔族，而将魔族视为蛮族的戴宁也这么认为。

  　そういえば教皇は魔王に文を出していたらしかった。ココットを引き渡すよう求めたらしいが、蹴られた。予想通りだ。あの小さな悪魔が応じるはずもなく、魔王もまた然り。教皇は魔族をまるで理解していないと、魔族を未だ蛮族と罵るデオニオは考える。

  

  教皇的发言听起来像是他要积极对抗恶魔，但他的表情却相当憔悴，看得出恐惧。在场的所有人都察觉到，教皇其实相当不安。

  　そして教皇の言葉もまたまるで自らが積極的に悪魔へ立ち向かう様な声ではあったが、その実彼の顔は憔悴しており、恐れが見える。教皇は不安なのだと、この場に居た誰もが察しを付けた。

  

  

  「战斗即将开始。这里很危险，请教皇返回教皇厅。」

  「もうじき戦闘が始まります。此処は危険ですから教皇庁にお戻りを」

  

  「我办不到！我必须亲自成为那个魔王的前锋，见证小恶魔的最后，否则我无法回到巴尔塔……我无法挥去深植于心中的黑暗！我无论如何都要在场，骑士迪欧尼欧！」

  「なぁぁりません！　この私自らがあの魔王の先兵となり果てた小さな悪魔の最後を見届けねばバルタに……この胸に根付く闇をどうして打ち払えましょう！　なんとしても同席させてもらいますよ、騎士デオニオ！」

  

  「可是……」

  「ですが……」

  

  

  迪欧尼欧再三制止教皇，但教皇表示自己必须亲眼见证恶魔的最后，完全不听劝。

  　教皇に対しデオニオは再三の制止を行うがこの目で悪魔の最後を観なければならないとして言う事を聞かない。

  

  迪欧尼欧咂舌后，不情不愿地对周遭的士兵严正交代要保护教皇的人身安全，决定放任他行动。

  　デオニオは舌打ちをした後、渋々と言った様子で周囲の兵士に教皇の身の安全をきつく言い渡し、放置を決め込むこととした。

  

  这时，主角终于抵达。虽然带着克莱儿的佣人——名叫琪叶的俘虏前来，实在是意义不明到了极点，但圣剑勇者佛尔多纳出现了。

  　と、ここでようやく主役がご到着。キエルとかいうココット使用人の捕虜を連れているのは誠意味不明の極みだが、聖剣の勇者フォルトナが現れたのだ。

  

  

  「我来晚了……教皇阁下为何会在此处……？」

  「少々遅れました。……教皇様がなぜ此処に……？」

  

  「别问，圣剑。还有，那边的俘虏也一样。你为何带她来？」

  「聞くな、聖剣。それにそれはそこの捕虜にも言える。何故連れてきた」

  

  「我应该说过，要由我来照顾她。要是放着不管，以现在的状况来说，就算被士兵或民众杀掉也不奇怪。」

  「彼女の身柄は僕が預かると言った筈。放置していけば今の状況では兵士か民衆のいずれかに殺されてもおかしくはないからです」

  

  

  迪欧尼欧对佛尔多纳的话表示「随你便」。雷威瞪着琪叶，咬紧牙关沉默不语。

  　フォルトナの言葉にデオニオは好きにしろと言った。レーヴェはキエルを睨みつけ、歯を食いしばったまま黙っている。

  

  ……佛尔多纳虽然这么说，但其实他隐瞒了某些事实。

  　……フォルトナはこう言ったが、それは事実であるとして隠していることもある。

  

  这是因为他来到这里之前，琪叶对他说过的话，以及他收到魔族来袭的通知时，琪叶拜托他带自己一起走的缘故。就某种意义来说，琪叶的赌注成功了。佛尔多纳虽然对琪叶的话半信半疑，却还是接受了，他被琪叶说服，认为只要知道自己还活着，或许就有机会与克莱儿对话，于是便带她来到这里。

  　此処に来る前キエルがフォルトナに語った話の内容、そして魔族襲来の知らせを受けた時にキエルが自分も連れて行くようにと頼んだことによる。ある意味キエルの賭けは成功した。フォルトナはキエルの話を半信半疑ながらに受け止め、自分が生きていると分かればココットと対話する機会があるかもしれないと諭されたことによってキエルをこの場へ連れ出したのだ。

  

  琪叶一边想着这些事，一边凝视着化为战场的平原黑暗。

  　キエルはそんなことを想いながら、戦場たる平野の闇に眼を凝らす。

  

  克莱儿要来了。光是这样，就让她的胸口产生一股莫名的纠结。想见她，但又不能让她过来。想让她看看自己还活着，好让她安心，想向她道歉。但又不希望她战斗。在这些复杂交错的相反想法中，最后琪优选择利用圣剑。一切都是为了克莱儿。

  　ココットが来る。それだけでなぜか胸が締め付けられるような思いに駆られる。会いたい、だけど来てはいけない。生きている所を見せて安心させ、謝りたい。だが戦ってほしくない。複雑に絡み合う相反する思いの末に、キエルはついに聖剣すら利用することとした。ココットの為に。

  

  琪优和艾库罗一样……都选择了克莱儿。

  　エルクーロ同様、キエルもまた……ココットを選んでいた。

  

  所以在无法避免的这场战斗中，琪优的心在克莱儿身上。或许是因为这样，她第一个发现。

  　だから避けられないこの戦いにおいて、キエルの心はココットの下にあった。だからだろうか、一番最初に気づいたのは。

  

  

  「……来了。」

  「……来た」

  

  

  琪优轻声说道。

  　キエルが小さくつぶやく。

  

  她的视线前方，可以看到漆黑平原的黑暗深处，浮现几个发光的红点。

  　その視線の先には漆黒の平野の闇の奥に光る赤い点々が浮かび上がっていた。

  

  红色的眼睛。魔族的证明。

  　赤き瞳。魔の証。

  

  魔军再次来袭。

  　今ここに再び魔軍は来襲したのだ。

  

  同样看到敌人的佛鲁托纳和迪欧尼欧互相使了个眼色，点头示意。下一瞬间，传令兵跑到迪欧尼欧等人身边。

  　同じくその姿を認めたフォルトナとデオニオは目配せをして頷きあい、その直後に伝令がデオニオ達の下へ駆けてきた。

  

  

  「传令！已经目视到敌人！是魔族！」

  「伝令！　敵を目視で確認！　魔族です！」

  

  「来了吗！那那那那群恶魔！」

  「来たのか！　あああ悪魔が！」

  

  

  迪欧尼欧无视大喊的教皇，向传令兵询问详情。

  　叫び散らす教皇を無視し、伝令に詳しく話を聞く。

  

  

  「我方的阵形按照预定，分别在中央、右翼、左翼展开。以包围阵形歼灭敌人。敌人的动向是……」

  「我々の陣は予定通り中央、右翼、左翼に展開。包囲陣形にて殲滅する。奴らの動きは」

  

  「出现在战场上的魔族军队持续前进。上空有疑似鹰身女妖的部队。前进路线是左翼阵，虽然在黑夜中无法正确掌握，但从马匹扬起的尘土来看，数量相当多。」

  「戦場に現れた魔族軍は直進を続けております。上空にハーピーと思しき部隊あり。進路は左翼陣、闇夜で正確には分かりませんが馬の上げる土煙から相当な数です」

  

  

  迪欧尼欧低吟着「原来如此」。

  　なるほど、とデオニオは唸る。

  

  

  「打算从一点突破吗……竟敢小看我军。被小看可不合我的个性！让右翼在敌军背后展开！中央和左翼会合，进行夹击！」

  「一点突破が狙いか……舐めた真似をしてくれる。甘くみられるのは性に合わん！　右翼を連中の背後に展開させろ！　中央は左翼へ合流させ挟み撃ちにしてくれる」

  

  

  听到迪欧尼欧的命令，士兵点点头，高声吹响战笛。

  　デオニオの命令を聞いた兵士が頷き、高らかに戦笛を吹き鳴らす。

  

  收到信号的中央和右翼阵形开始行动。为了迎击克莱儿，士兵们立刻展开行动。

  　合図を受けて中央と右翼の陣に動きあり。すぐさまココットの迎撃のため兵が動き始める。

  

  迪欧尼欧看着这幅景象，双手抱胸。

  　デオニオはその様子を眺めながら腕を組んだ。

  

  克莱儿的目标肯定是从一点突破，突破防卫阵形，然后穿过尚未修复的大门，渗透巴尔特内部。

  　間違いなくココットの狙いは一点突破による防衛陣の突破、そして未だ修復の為らぬ大門を抜けバルタ内部へ浸透する腹積もりだろう。

  

  她肯定是认为只要进入巴尔特新城区，压制教皇厅，就能赢得这场战争。事实上，这个作战计划相当正确，从她果断的行动来看，克莱儿确实是个身经百战的高手。不能小看她，她可是货真价实的魔将军。

  　バルタ新市街に入り教皇庁を抑えれば戦に勝てると踏んでの事に違いない。事実としてそれは正しく、思い切りのよい作戦であるからにはココットの戦慣れのほどが伺える。幼女と侮るわけにはいかない。あれはまさしく魔将軍。

  

  不过，我方还是技高一筹。

  　だが、それでも我々の方が上手だ。

  

  虽然时间仓促，但大门前还是架好了阵形，将这里定为最终防卫地。他们打算让保留起来，以对抗艾库罗离开时的圣剑负责守护这里，而且他们也不打算让敌军突破防卫阵。

  　大門前にはこの急ごしらえとはいえ陣を構築、この場を最終防衛地として定めた。エルクーロが出てきた際の対抗策として温存する聖剣にはこの場の守護を担ってもらうつもりであるし、そもそも防衛陣の突破を許すつもりもない。

  

  因为这个单点突破作战原本就在预料之中。这次可不会像上次那样。最终防卫线就是这道大门，连声佯攻都算不上。

  　なぜなら、元よりこの一点突破作戦は予想の範疇であったからだ。前回のようにはいかない。陽動にもかからぬよう最終防衛線こそこの大門。

  

  不管怎么挣扎，只要不突破这里就无法抵达巴鲁塔，强行单点突破只会被改善过的包围网击溃。

  　どうあがいてもここを抜けねばバルタには辿り着けず、無理な一点突破など改善された包囲網で握りつぶす。

  

  

  「克莱儿那家伙，太小看我们了。」

  「ココットめ、我々を甘く見たな」

  

  

  迪欧尼欧微微一笑，低声说道。

  　デオニオはわずかに笑ってそう呟く。

  

  听到这番话的基耶尔看着他的背影，握紧拳头。

  　その後ろで呟きを聞いたキエルはその背中を眺めながらぎゅっと拳を握った。

  

  

  （不对，米莱儿就算憎恨敌人，也不会小看对方。）

  （違う、ココットは敵を憎んでも甘く見たりはしない）

  

  

  基耶尔这么想着。

  　キエルはそう考えた。

  

  而事实上，战争初期的发展也确实如他所料。

  　そして事実として、戦の序盤の成り行きはまさしくその通りとなったのだ。

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  负责右翼军的指挥官虽然紧张到额头冒汗，但敌军的直线战术让他松了口气。敌军的战法并没有他警戒的那么难缠。事到如今，米莱儿选择了武断的战法。

  　右翼軍を預かる指揮官は、額に脂汗を流しつつも敵の直線的な戦術に安堵していた。警戒していたほどでもない。ここに来てココットは短絡的な戦いを選んだのだ。

  

  一如预期的一点突破战术。既然如此，我方也采取事先商量好的包围阵形来对抗。只要艾库罗不出面，我方就有办法应付。就算他真的出面，我方也有圣剑。

  　予想通りの一点突破戦術。ならばこちらは対抗策としてあらかじめ示し合わされていた包囲陣形に向かう。エルクーロさえ出て来なければどうにでもなる。仮に出てきたとしてもこちらには聖剣が居る。

  

  指挥官露出奸笑，继续让军队前进。他从朝着左翼进军的克莱儿军旁边经过，朝后方望去。

  　そう指揮官はにやりと笑い、軍を前進させ続ける。左翼へ向けて進軍するココット軍の脇を眺めながら、その背後へと。

  

  

  「大伙儿，我们上！去攻击那个小恶魔的屁股！虽然她看起来是个强势的女人，但应该不习惯被人从后面攻击！哈哈哈！」

  「行くぞ、者ども！　あの小さな悪魔の尻を突く！　気の強そうな女だが、後ろからの攻めには慣れてはいまい！　ははは！」

  

  

  指挥官用低俗的笑话鼓舞士兵，继续前进。

  　下品にジョークを交えて兵を鼓舞しつつ進む。進む。

  

  

  然而————就在下一刻。

  　だが――――その直後である。

  

  

  

  

  数十道清脆的声响响起。

  　何十もの乾いた音が弾けた。

  

  士兵们瞬间发出惨叫，喷着血倒下。指挥官命令士兵警戒周遭，却在看到眼前的景象后惊愕地瞪大双眼。

  　刹那、兵士たちが悲鳴を上げ、血しぶきを上げて倒れていく。何事かと指揮官が周辺警戒を命じるが、目を見開き驚愕することと相成った。

  

  他看到克莱儿军位于左舷，但士兵们却是在右手边倒下。这到底是怎么回事？

  　ココット軍は左舷に捉えている。だが兵が斃れたのは右手。これはいかな事か。

  

  

  清脆的声响再次响起。士兵们再次倒下。

  　二度目の乾いた音。再び兵士が倒れ伏す。

  

  这时，指挥官终于察觉到发生在己方身上的状况。

  　そこで指揮官はようやく自分たちに起きた出来事に気づく。

  

  进军的右翼军侧腹遭受攻击。

  　進軍する右翼軍の脇腹に攻撃を受けている。

  

  

  「伏兵！？右翼旁边有敌人！？」

  「伏兵！？　右翼の横合いに敵だと！？」

  

  

  战场角落出现许多红色眼睛，全都瞪着我方。

  　戦場の隅より赤い瞳多数。すべてこちらを睨んでいる。

  

  士兵们看到那双红色眼眸的瞬间，第三次的清脆声响响起。

  　兵士たちがその赤い瞳を見た瞬間、三度目の乾いた音が響いた。

  

  

  

  

  

  米莱儿将手边的枪支全数交给伏兵部队，命令他们攻击右翼军，从背后突袭正准备进攻左翼的军队。

  　ココットは伏兵となる部隊に手持ちの銃を全て預け、左翼に侵攻する軍の背後を突くであろう右翼軍への攻撃を命じていた。

  

  这是战国武将使用过，就连亚历山大都用过的射击、瞄准、装填三段式连射阵形。

  　かの戦国武将が用い、アレハンドロさえ運用していた撃つ、狙う、装填の三段構えによる連射陣形。

  

  面对接连不断的枪弹，右翼军不得不停下脚步。

  　絶え間なく浴びせられる銃弾に右翼軍はその足を止めざるを得なくなった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  右翼军遭遇伏兵的消息，立刻传到迪欧尼欧耳中。

  　右翼軍が伏兵に遭ったという報せは、すぐさまデオニオに届けられた。

  

  

  「分散战力……？可是没有大动作，看来他们的目标果然是要突破中央！中央和左翼压制他们！右翼继续应付！伏兵只是扰乱，数量应该不多！」

  「戦力を分散した……？　だが大きな動きはない。どうしても中央突破が狙いのようだな！　中央と左翼で押し返せ！　右翼はそのまま対処だ！　伏兵はかく乱だ、大した数では無かろう！」

  

  

  迪欧尼欧大喊。

  　デオニオが叫ぶ。

  

  他的预测正确。负责应付右翼攻击的克莱儿枪士队人数少得惊人。不过，枪的威力和连射时间短，让右翼军无法动弹。

  　読みは当たっている。右翼の攻撃に当たるココットの銃士隊は恐ろしく少数。だが、銃の威力と連射感覚の短さで右翼は釘づけにされた。

  

  居然耍这种小聪明——迪欧尼欧咬牙切齿。

  　猪口才なことをしてくれるとデオニオは歯をギリリと鳴らした。

  

  但是，别着急。多少的佯攻都在预料之中。没有大动作。只要中央军和左翼会合，就能从正面击溃他们。

  　だが、焦るな。多少の陽動も想定内。大きな動きではない。中央軍が左翼に合流してしまえば正面から叩き潰せる。

  

  然而——

  　だが。

  

  

  

  「报告！左翼指挥官传来消息！敌军有大量骑乘在魔马上的人偶！他们也认为那些是诱饵！」

  「報告！　左翼の指揮官からです！　敵軍に魔馬の背に乗せた案山子多数！　奴らも囮だと！」

  

  「什么……！？难道那家伙是！」

  「なに……！？　まさか、奴は！」

  

  

  

  迪欧尼欧急忙望向战场，然后看到在夜色中蠢动的影子。

  　急ぎ戦場を見やるデオニオ。そして目にしたのは、宵闇の中うごめく影。

  

  趁着中央军前往左翼的空隙，穿过空洞笔直地朝这边过来的魔族们。

  　中央軍が左翼に向かった隙をつき、空いた穴を抜けこちらへ一直線に向かってくる魔族達。

  

  而在最前方……是穿着可恨黑色装束的娇小身影。

  　そしてその先頭には……忌々しい黒い装束を着た小さな影。

  

  

  「克莱儿那家伙……！」

  「ココットめ……！」

  

  

  骑着魔马奔驰的小恶魔，即使从远处看，那双红色眼眸也仿佛要一直线地射穿这边。

  　魔馬に跨り駆ける小さな悪魔の赤い瞳は、遠目からでも一直線にこちらを射抜くような眼光をしていた。

  

  在旁边观望战况的教皇发出惨叫。吵死了。

  　隣で推移を見守っていた教皇が悲鳴を上げる。やかましい。

  

  迪欧尼欧把手放在剑柄上，唰一声地翻动披风，转过身去。

  　デオニオは剣の柄に手をかけると、マントをばさりと翻し振り返った。

  

  

  「雷威！迎击吧！敌人的目标是借由双重佯攻来单点突破，这点已经确定了！由我们来压制！」

  「レーヴェ！　迎え撃つぞ！　敵の狙いは二重陽動による一点突破で確定した！　我々が抑え込む！」

  

  「是！士兵们，出击！」

  「はっ！　者ども、出撃るぞ！」

  

  

  士兵们在雷威的号令下发出咆哮。雷威从瞭望台翻身，前往组成队列的他们身边。

  　レーヴェの号令で兵士たちが咆哮。隊列を組んだ彼らの下へレーヴェは櫓から身を翻して向かう。

  

  在那一刹那，雷威瞥了琪艾儿一眼。

  　その刹那に、レーヴェはちらりとキエルを見た。

  

  与他四目相交的琪艾儿猛然回神，望向雷威，但雷威从背面坠落地面时的表情，隐约带着迷惘。

  　目が合ったキエルははっとしてレーヴェを見やるが、背面より地へ落ちていくレーヴェの表情は、どこか迷っているような、そんな顔だった。

  

  

  琪艾儿思考着这是怎么回事，而待在她身旁的佛鲁托纳则往前踏出一步。

  　どういうことなのかと思案するキエルの隣に居たフォルトナが、一歩前に進み出る。

  

  

  「迪欧尼欧阁下，我也要上前线……」

  「デオニオ殿、僕も前線へ……」

  

  「不行。我应该有命令圣剑阁下守护这里。」

  「なりませんな。聖剣殿にはこの場の守護を命じたはず」

  

  「可是，敌方主力正往这里过来！」

  「だが、敵の主力がここへ向かっている！」

  

  「为了因应黑曜艾尔克洛现身的情况，必须请她保留实力！虽然我、雷威和艾尔克洛三人联手应该能打倒她，但不能让艾尔克洛为了对付小兵而徒增疲劳。」

  「黒曜のエルクーロが現れた場合に備え温存して頂かなくてはならない！　この私とレーヴェとの３者であればエルクーロも打ち倒せようが、無駄な疲労を雑兵どもの相手でさせるわけにはいかぬ」

  

  

  迪欧尼欧留下这句话，也从瞭望台一跃而下。

  　そう言い残し、デオニオもまた櫓より飛び降りた。

  

  然后，他转眼间就率领士兵们消失在旧市区。

  　そして瞬く間に兵達を率いて旧市街へ消えて行った。

  

  被留下来的佛鲁托纳紧握瞭望台的扶手，眺望战场。而吉耶尔也靠到他身旁。

  　あとに残されたフォルトナは櫓の手すりを握りしめ、戦場を眺める。その隣に、キエルもまた寄り添った。

  

  

  「吉耶尔先生，对不起……要是我能上战场的话。」

  「キエルさん、すみません……僕が戦場に出られていれば」

  

  「这不是您该自责的事。是我提出了无理的要求。」

  「貴方が気負う事ではありません。無理なお願いをしたのは私です」

  

  「可是，迪欧尼欧阁下他们打算杀了克莱儿。待在这里无法阻止他们。」

  「だが、デオニオ殿達はココットを殺す気だ。此処に居ては止められない」

  

  

  听到佛鲁托纳的话，吉耶尔想起刚才的对话。

  　フォルトナの言葉を聞いてキエルは、先の会話を思い出した。

  

  没想到对佛鲁托纳提起克莱儿的事，会带来这么大的效果。克莱儿是圣女库夏尔娜的妹妹，她的存在可说是圣女的遗物。佛鲁托纳应该也有自己的想法吧。更别说姐妹俩的决裂是外部策略的产物，佛鲁托纳似乎也认为米莱儿是受害者。

  　フォルトナに語ったココットの事が、これほどまでに効果的だとは。聖女クーシャルナの妹であるココット。その存在は忘れ形見と言ってもいい。フォルトナにも思うところはあるのだろう。まして、その姉妹の決別が外部の策略により仕組まれたことだとしたら、ココットは被害者なのだと、フォルトナも考えているらしかった。

  

  勇者是个滥好人。感觉在利用他，甚至让米莱儿产生罪恶感。

  　お人好しな勇者。利用している気がして罪悪感すら覚えてしまう。

  

  她拜托圣剑，希望圣剑不要和克莱儿互相残杀。至少目前圣剑听进去了。不过克莱儿曾说过，那是强加的伪善，是自私的理想论。自以为是的善意，不能说是真正理解对方。她自认是为了克莱儿行动，但这样真的好吗？克莱儿的愿望不是复仇，而是打倒勇者吧？既然如此，这样不就没有意义了吗？

  　聖剣に頼んだ、ココットと殺し合わないで欲しいという願いは聞き入れられた。少なくとも今のところは。だがいつかココットに言われた。偽善の押し付け、自分勝手な理想論。良かれと考える事が本当にその者の理解であるとは言えない。ココットの為に動いているつもりだけれど、これで本当に良かったのか。ココットの望みは復讐であり勇者の打倒ではないのか。ならばこれは意味のない事ではないのか。

  

  如果克莱儿在身边，就能马上问她了。问她希望我怎么做。可是，就算她要自己当场用圣剑刺死勇者，她也办不到。所以，她又会被说成伪善者吧。

  　隣にいられたら、すぐに聞いてしまえるのに。してほしい事はなんですか、と。だけど、この場で聖剣を刺し殺せと言われてもきっと自分にはできないとキエルは想う。だからまた、偽善者だと言われるだろうと。

  

  现在她的身边，一定有索夫、库多拉、左涅……大家在。即使如此，她心中肯定充满了遭到背叛、被夺走一切的悲伤。我想至少抱紧她，安慰她。告诉她，我还陪在你身边，我会遵守约定。

  　今の彼女の隣にはきっと、ゾフ、クォートラ、ツォーネ……皆がいる筈。それでも、彼女はきっと裏切られて奪われた悲しみで一杯だから。せめて抱きしめて、慰めてあげたい。私はまだ貴女の傍にいる、約束は守る、と。

  

  我想快点回去。在她走上在路易卡拉看到的魔狼同样的末路前。

  　早く戻りたい。彼女がルイカーナで見た魔狼と同じ最後を辿ってしまう前に。

  

  我也想待在克莱儿身边……

  　私も、ココットの隣に……。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  

  冷风抚过脸颊。耳边传来魔马划破风势奔驰的呼吸声。

  　冷たい風が頬を撫でる。風を切り奔る魔馬の息遣いが耳に聞こえる。

  

  我沿着两段式诱饵和佯攻打开的道路前进。左翼部队引诱中央军，枪士队则牵制可能从背后突袭的右翼军。敌方的战术预测到此为止，准确得令人惊讶。可是我的脸上没有愉悦的笑容。

  　二段構えの囮と陽動により開けた道を私は進む。左翼にあたり中央軍を誘い、背後を突きに来るであろう右翼軍に銃士隊で足止め。敵の戦術の予想はここにきてこれでもかと言う程に的中した。だが私の顔に愉悦の笑みは無い。

  

  我骑在魔马上奔驰于战场，同时回想起一件事。

  　魔馬の背に乗り戦場を駆けながら、私は思いだしていた。

  

  谒见魔王陛下时的事。

  　魔王様に謁見した時の事を。

  

  

  

  

  

  

  

  魔王陛下听到我要出击，兴味盎然地起身，走到我面前弯下腰。

  　魔王様は私の出撃を聞いて興味深そうに席を立つと、私の前まで歩いてきて腰を落とし。

  

  他看着我的眼睛说：

  　私に目線を合わせながら言った。

  

  

  『你终究要走上憎恨之路吗？不断失去所爱之人的小姑娘，为何连一滴眼泪都不流？』

  『憎悪の道をあくまで行く、か。愛するものを失い続けた小娘が涙の一滴も零さぬのは何故だ？』

  

  

  眼前的魔王陛下，红色的双眼看起来真的充满兴趣。

  　眼前の魔王様の赤い瞳は本当に興味深そうで。

  

  尽管面对他的压力，我仍带着坚定的决心，甚至露出浅笑回答：

  　私はその圧を前にしながらも固い決意と共ににわかな笑みさえ浮かべて答えた。

  

  

  『我不会再流泪了。哭泣是人类的行为。』

  『涙はもう出ません。泣くのは人間のすることです』

  

  

  魔王大人听到这句话后站了起来，踩着脚步声回到原本的座位，重新坐好后看着我。

  　魔王様はそれを聞いて立ち上がると、靴音を鳴らして元の席へ戻り深く椅子に腰掛けなおして私を見た。

  

  我看着魔王大人，想起雷梅、米欧和琪优儿……然后说道：

  　私はそんな魔王様を見ながら、レイメやミオ、キエルの事を想い……そして言った。

  

  

  『恶魔哭泣不是很奇怪吗？』

  『悪魔が泣いては、おかしいでしょう』

  

  

  我宣布自己要以魔的身份活下去。

  　私はあくまで魔として生きると、そう宣言をした。

  

  我要成为魔，为了魔而死。我就是下定决心才来到这里。

  　魔の中に在り、魔のために死のう。そう決めたからこそここに来た。

  

  因为我不会再流下一滴眼泪。

  　涙なんか、もうただの一滴たりとも流れ落ちはしないのだから。

  

  

  

  

  

  

  若非如此，我该如何报答艾库罗尔大人的温情？

  　そうでなくては、どうしてエルクーロ様の温情に報いる事が出来ようか。

  

  我露出严肃的表情，将意识拉回战场。

  　私は表情を険しくしながら戦場へ意識を戻した。

  

  我重新分析战场的状况。现状完全按照计划进行。

  　改めて戦場の様相を分析。現状は全て手筈通り。

  

  左右两翼的诱饵部队大半都是稻草人，数量不多，是无法撑太久的敢死队。即使如此，他们依然毫无怨言地服从我的命令。

  　右翼左翼共に囮の軍の大半は案山子。数は少ない。長くは持ちこたえられない決死軍。それでも彼らは不服の表情すらせずに私の命令に従ってくれた。

  

  拜此之赐，我军高达七成的主力部队，正朝着巴尔塔在没有阻碍的战场上猛冲。

  　おかげで我が軍の実に7割に及ぶ本隊は邪魔もののいない戦場をただただバルタめがけて猛進している。

  

  没错，笔直地前进。因为我们的目的只有一个。

  　そう、ただ真っ直ぐに。我々の目的はただの一点のみなのだから。

  

  

  

  「前进！前进！这是同胞开拓的道路！不要停下！前进！」

  「進めっ！　進めぇっ！　同胞が拓いた道だ！　止まるな！　進めぇえっ！」

  

  

  

  小女孩的呐喊声响彻战场。

  　戦場に響く幼女の叫び声。

  

  呼应我的魔族们发出咆哮，仿佛在表示已经不需要耍小手段，借此鼓舞自己。

  　呼応する魔族達は最早小細工不要とばかりに咆哮し己らを鼓舞した。

  

  佐夫和托泽也跑在我两侧，一边鼓舞自己的部下，一边跟着我前进。

  　私の両翼を固めるように走るゾフとツォーネもまた、己の配下を鼓舞しながら続く。

  

  我们顺利穿过巴尔塔的防卫阵，即将抵达旧市街。

  　バルタの防衛陣を見事すり抜け、我々は旧市街へと達しようとしていた。

  

  

  

  然而，就在我们即将踏入旧市街时，旧市街中出现大量士兵。

  　だが、旧市街へ足を踏み入れようとしたところで、旧市街の中から多数の兵士が現れた。

  

  我确认到这个情况后，立刻对全军下达停止命令。

  　私はそれを確認するとすぐさま全軍に停止命令を下す。

  

  

  「来啦，有人来迎接我们了。」

  「来たか、出迎えが」

  

  

  巴尔塔兵们有条不紊地从旧市街的废墟中爬出，宛如成群的蛆虫。

  　ぞろぞろと旧市街の廃墟から統率の取れたウジの如く這い出てくるバルタ兵達。

  

  他们迅速组成横列阵，挡在我们面前。

  　迅速に横列の陣を組み上げ、我々の前に立ちはだかった。

  

  我仔细观察这群人。在哪里？在哪里？

  　私はそんな面々を首を合わしてつぶさに観察する。どこだ。どこにいる。

  

  

  「那就是魔将军克莱儿……？怎么会……那张脸……」

  「あれが魔将軍ココット……？　そんな……あの顔はッ」

  

  「跟圣女大人……很像！」

  「似ている……聖女様に！」

  

  「长相像恶魔的魔将军，跟圣女大人长得一模一样……怎么会这样……」

  「悪魔の相を持つ魔将軍が聖女様と瓜二つ……なんということだ……」

  

  

  看到我的脸后，巴尔塔兵们开始骚动，纷纷说出这种话。看到别人的脸就窃窃私语，真是群没礼貌的家伙。

  　私の顔を見たバルタ兵たちはざわめき、口々にそんなことを零し始めた。人の顔を見てぼそぼそと話したてるとは失礼な連中だ。

  

  他们不认识我。也就是说，他们是新市街的预备兵力吗？可恶，比我想象中还多。

  　私の顔を知らない。という事は新市街の予備兵力か。クソッ、想像より多い。

  

  士气也很高昂。应该是圣剑带来的效果吧。虽然看不到圣剑……

  　士気も高い。聖剣によるものだろう。姿は見えないが……。

  

  

  我狠狠地瞪了巴尔塔士兵一眼，迪欧尼欧和雷威则穿过士兵之间，出现在我面前。

  　と、じろりとバルタ兵を一瞥していた私の前に、兵の合間を縫ってデオニオとレーヴェが顔を出す。

  

  

  「你还没学乖又跑来了啊，小姑娘。我还以为你是个会厚着脸皮逃走的胆小鬼呢。」

  「性懲りもなくまたきおったか、小娘。おめおめ逃げ出した臆病者と思っていたがな」

  

  

  听到迪欧尼欧的话，索夫和佐涅拔出武器。

  　デオニオの言葉にゾフとツォーネが得物を抜き放つ。

  

  迪欧尼欧和一旁的雷威也握着剑，瞪着我。

  　既にデオニオも、傍らのレーヴェも剣を握っており、私を睨んでいた。

  

  

  「你的目的是什么，克莱儿？攻下巴尔塔又能怎样？为了达成目的……你把什么东西卖给了魔族？」

  「望みはなんだ、ココット。バルタを落としてなんとする。そしてその目的のために……貴様、魔族に何を売り渡した」

  

  「我什么都没卖。魔族给了我。给了我实现愿望……报复你们的手段。」

  「売ったものなど何もない。魔族は私に与えてくれた。私の望み……奪って行ったお前たちへの復讐の手段をな」

  

  「哼，原来如此。你终究是魔族的道具啊。看来你被利用得很彻底呢。」

  「フン、なるほど。所詮魔族の道具か。いいように使われているらしいな」

  

  

  这是显而易见的挑衅。

  　見え透いた挑発だ。

  

  不管对方说什么，我都不会动摇。我舍弃了艾克罗洛大人给我的东西，为了艾克罗洛大人而待在这里。

  　何を言われようと動じる事などありはしない。私は与えられたものを蹴って此処に居る。エルクーロ様の温情を捨て去って、エルクーロ様の為に此処に居る。

  

  不，这又是借口。这和艾克罗洛大人无关。我现在会在这里，纯粹是因为沉睡在我心底的火焰尚未熄灭。应该是这样。所以，对于被说成道具而感到些许愤怒的感情也是虚假的。艾克罗洛大人并不认为我是道具。

  　いや、またもや言い訳だ。エルクーロ様は関係ない。今此処に居るのは私の奥底に眠る炎が未だ消えていないからに他ならない。そのはずだ。だから、道具と言われたことに僅かばかりの憤りを感じているこの感情も偽物。エルクーロ様は私を道具だなどとは思っていないと。

  

  小库也说过，我心中的火焰变小了。确实变小了，小到仿佛随时都会熄灭。

  　クーも言っていた。私の心の炎が小さくなったと。たしかに小さくなっていた。今にも消えてしまいそうなほど。

  

  我就是为了看到让我的火焰重新燃起的你们的死状，才会在这里。这样就够了。

  　それを燃え上がらせてくれた貴様たちの死に顔を、見るためにこそ私は此処に居る。それで十分だろう。

  

  

  「你叫迪欧尼欧吧？光会耍嘴皮子，可是会被那个世界讨厌的哦。」

  「デオニオと言ったな。口ばかり達者ではあの世で嫌われるよ」

  

  「你这个道具还真会逞强。」

  「道具が一丁前に」

  

  「你们接下来会被那个道具杀死，被你们骂成垃圾的存在轻易杀死。」

  「お前たちはこれからその道具に殺される。ゴミだと罵った存在に、あっけなく殺されるんだ」

  

  「可笑，区区小姑娘的企图，我们早就看穿了。你已经没有退路，虽然你像个幼女般扰乱了我们，但恶作剧到此为止。我们要在这里讨伐你。」

  「笑止。たかが小娘の目論見など見え透いておるわ。もはや貴様に退路無し。幼女さながらに我々を搔き乱してくれたが、悪戯は終いだ。此処で貴様は討ち取る」

  

  

  配合迪欧尼欧的话，雷威和巴尔塔兵摆出架势。

  　デオニオの言葉に合わせレーヴェやバルタ兵が構えを見せる。

  

  索夫和托涅也配合他们，从马背上跳下来，跳到我面前。

  　合わせて私の前にゾフとツォーネが馬から飛び降り様に躍り出た。

  

  

  「休想得逞，我要为之前的事情做个了断。」

  「そうはさせねえ。この前のケリを付けてやる」

  

  「要死的人是你们。」

  「死ぬのは、てめェらですわ」

  

  

  他们举起大斧和两把突击枪，同时这么说。

  　大斧を、二振りの突撃槍を構えながら彼らはそう言う。

  

  我像是要包夹上前的雷威、索夫和托涅，暂时与迪欧尼欧互瞪。

  　私は、前に出たレーヴェやゾフ、ツォーネを挟むようにしばしデオニオと睨みあう。

  

  紧张感笼罩现场，一触即发的气氛灼烧着皮肤。

  　緊迫感が場を包み、一触即発の空気が肌を焼く。

  

  

  雷梅、米奥、琪耶尔……马上就要全部结束了。

  　レイメ、ミオ、キエル……もうすぐ、全部終わる。

  

  所以，唯有现在这个瞬间，我要把一切都用在战斗上。

  　だから、今この瞬間だけは。すべてを戦いに。

  

  

  我大大地吸了一口气，张开双手，看着巴尔塔士兵们，脸上浮现笑容。

  　私は大きく息を吸うと両手を広げ、バルタ兵達を見ながら笑みを浮かべる。

  

  那是既可怕又扭曲，纯粹的疯狂笑容。

  　悍ましく歪んだ、純粋なる狂気の笑みを。

  

  

  「那么……各位，开始吧……然后……结束吧————」

  「では……諸君、始めようか。……そして……終わらせよう――――」

  

  

  

  

  

  

  

 
  ＃１１８　迷い断つ槍

  ＃118　斩断迷惘之枪

  　

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  战场酝酿出混沌的样貌。

  　戦場はカオスの様相を醸す。

  

  我置身于战场中，不断移动视线寻找圣剑的身影。

  　私は戦場の中に在ってひたすらに目を動かし聖剣の姿を探す。

  

  那家伙还没出现，是压箱宝吗？真是被他小看了！

  　奴は未だに現れない。虎の子という訳か？　舐められたものだ！

  

  耳边传来的是咆哮、惨叫，以及剑戟声与铠甲的摩擦声。喧嚣与杂沓，甚至盖过了风声。我从一步之外眺望我军与巴尔塔兵正面冲突，以肌肤感受着战争的氛围。

  　聞こえるのは咆哮、絶叫。そして剣戟の音と鎧が擦れる音。風の音さえ掻き消すほどの喧騒と雑踏。我が軍とバルタ兵どもの正面切っての衝突を一歩引いたところから眺める私は戦の空気を肌で感じていた。

  

  每当低吼声、惨叫声响起，就会有生命消逝。

  　唸り声が、悲鳴が、一つ上がるたびに命が消えていく。

  

  

  构图与当时相同。

  　構図はあの時と同じ。

  

  索夫与迪欧尼欧交锋，托斯克与雷威等人对峙。

  　ゾフがデオニオと切り結び、ツォーネがレーヴェ達を相手取る。

  

  魔族与巴尔塔兵以包围的形式混战。龙人们投下岩弹，由于害怕误炸，数量不多，但来自空中的轰炸效果绝佳。从最初的接触开始，我军就展现出优势。然而，我的表情依旧严峻。

  　魔族とバルタ兵たちはそれを囲むような形で混戦していた。ドラゴニュート達によって投下されるロックボム。誤爆を恐れ数は少なくとも空中からの爆撃は効果絶大。初手の接触から此処まで我が軍は優勢の勢いを見せていた。だが、私の表情は険しいままだった。

  

  我等魔族军在最初的攻防战中占上风，顺利穿过旧市区入口，然而我却觉得不太对劲。我立刻理解到，这不是我军的推进，而是被对方拉了进去。

  　我ら魔族軍は初手の攻防を押し切り旧市街の入り口を抜けたところまで進んだ。だが違和感があった。これは押し込んだのではなく引き込まれたのだとすぐに理解できた。

  

  巴尔塔兵们采取了平原防卫阵的战术，他们只是后退，让出空间，剩下的士兵则往左右散开，打算包围我军。

  　バルタの兵どもは平野の防衛陣が取るべくした戦術同様、我々が押し込んだだけ引き下がり、残りが左右へ展開し包囲する腹積もりだ。

  

  

  「胶着……不对，是处于劣势呢。」

  「膠着……いや、不利だな」

  

  

  我以手指抵着唇瓣，笑着这么轻喃。

  　私は唇に指をあて笑いながらそう呟いた。

  

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  察觉到自己处于劣势后，米莱儿冷静地预测战况的演变。

  　不利を悟ったココットは戦いの推移を冷静に予見していた。

  

  战场整体开始出现变化。防卫阵线开始发挥功能。派往左翼的魔族们在斯奇特贝尔率领的哈比族部队，以及某个秘策的协助下，确实地牵制住敌方的攻势。但右翼的枪手队就算有枪可用，也因为寡不敌众而半毁。突破防线的巴鲁塔士兵们，也立刻掉头展开对克莱儿的追击。

  　戦場全体に動きあり。防衛陣が機能を取り戻し始めていたのだ。左翼に回した魔族達はチックベル率いるハーピー部隊と、とある秘策のおかげで良く粘っているが、右翼に当たった銃士隊はいくら銃があったと言えど数に圧し負け既に半壊。突破した右翼のバルタ兵たちはすぐさま反転しココットの追撃を開始していた。

  

  克莱儿早就料到巴鲁塔还有这么多兵力，但没想到会陷入苦战。

  　バルタに未だこれだけの兵がいたのはココットにとって想定のうちではあったが、予想した中でも苦戦必至の状況であった。

  

  再这样下去，后方兵力的战力明显不足，克莱儿的军队主力迟早会被敌方以数量优势压制。一旦右翼的士兵们和中央会合，就会被敌方吞噬。

  　このままでは後方兵力に回す戦力が足りないのは明白であり、ココットの軍主力はいずれ包囲され数で押し切られる。右翼の連中が中央に合流してしまえば飲み込まれる。

  

  米莱儿也明白自己已经没有余力顾及后方了。

  　ココットはもはや後ろを気にする余裕を失ったことを自覚していた。

  

  

  

  负责指挥右翼的指挥官挥舞着剑，骑着魔马全速追击穿越中央的克莱儿等人。

  　右翼の指揮を任されていた指揮官は剣を振りながら魔馬を駆り、全力で中央を抜けたココット達の追撃に向かっていた。

  

  

  「追击！追上去！别让克莱儿抵达大门！」

  「追撃！　追撃しろォ！　ココットを大門に行かせるなァ！」

  

  

  虽然克莱儿的诱饵部队所持有的神秘筒子造成一定程度的打击，但兵力还足以维持军队的机能。

  　ココットの囮部隊の持っていた謎の筒によりそれなりに打撃は受けたが、まだ軍としての機能は健在なほどに兵力は残っている。

  

  刹那间，从克莱儿背后推进的右翼军中央被劈开。

  　刹那。ココットの背後から進んでいた右翼軍の中央が切り裂かれた。

  

  指挥官疑惑地转头望向背后。

  　何事かと指揮官が背後を振り返る。

  

  血花四溅，手脚飞散。某种东西一直线地啃食我军。

  　上がる血飛沫。吹き飛ぶ手足。何かが我らが軍を一直線に食い荒らしている。

  

  宛如蜥蜴的影子和四足野兽的身影。魔物突然闯入自军，恣意妄为地大闹。难道在这种时候，边境的魔物群来袭了吗？

  　蜥蜴めいた影や４足の獣の姿。魔物が突如として自軍に乱入し好き放題に暴れている。こんな時に辺境の魔物の群れが襲い来たというのか。

  

  不，不对。混杂的种类太多了。指挥官领悟到这并非单纯的魔物群。

  　いや、違う。あまりにも種が入り混じりすぎている。これはただの群れではないと指揮官は悟る。

  

  然后，就在他准备下达应对指示时，他看见在黑夜中狂暴的庞大身影。

  　そして対処指示を下そうとして、闇夜の中兵たちの中で暴れ狂う、巨大な影を見た。

  

  那副姿态既可怕又高贵。雄壮茂密的鬃毛即使在黑夜中也灿烂地闪耀着。尽管只有一只手臂，却以敏捷的动作让人感觉不到缺陷，一击就能粉碎骑士甲胄的强大力量。

  　その姿は恐ろしくも気高く。雄々しく繁った鬣は闇夜の中に在ってなお爛々と輝くようで。隻腕ながらもそれを感じさせぬほどの機敏な動きと一撃で騎士甲冑を砕き裂くその剛力。

  

  无论谁看见都能一眼认出的存在。过去在这片艾尔莎雷亚大地上扎根的众多国家、名家所象征的魔物之王。

  　誰が見ても一目でわかる存在。過去このエルサレアの大地に根付いた多くの国家、名家が紋章を象った魔物の王。

  

  理解其存在的指挥官脸色铁青，一边擦拭全身毛孔冒出的汗水，一边发出惨叫。

  　その存在を理解した指揮官はその顔を青ざめさせ、全身の毛穴から汗を拭きだしながら悲鳴めいて叫んだ。

  

  

  「是魔狮子！！？」

  「魔獅子だとぉッ！！？」

  

  

  草原之王，豪迈的托古瓦。

  　草原の王。おおらかなトグーヴァ。

  

  即使失去一只前脚，依然率领众多魔物在人类大军中杀出一条血路。

  　前足を一本失いながらも数多くの魔物を率いて人間どもの群れに穴をあけていた。

  

  仿佛在说，不会让任何人活着通过这里。

  　此処から先へは誰一人として生かして進ませることはないと言わんばかりに。

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  

  旧市街的战斗也逐渐出现变化的征兆。我方受到压制。

  　旧市街の戦いもまた徐々に変化の兆しが見えてきた。押されている。

  

  瞄准我射来的箭矢，以及朝我冲来的士兵，都由担任护卫的托锥精挑细选的魔剑士们应付，但被盯上的频率逐渐增加。包围网逐渐完成。

  　私を狙って放たれた矢や、向かって来る兵士達は護衛として付くツォーネの配下の選りすぐりの魔剣士達が対処しているが、狙われる頻度は増えてきた。包囲が完成してきている。

  

  意料之外的事，无论好坏都接连发生。老实说，我原本不认为巴尔塔兵会如此难缠，即使少了圣剑勇者。

  　想定外は良き事も悪い事も起き放題だ。正直ここまでバルタ兵相手に手間取る予定ではなかった。聖剣の勇者抜きにもかかわらず、だ。

  

  而且，负责声东击西的敌方防卫阵士兵至今仍未现身。没想到诱饵部队能撑这么久，我对支离培尔只有感谢。

  　そして未だに陽動にかかった敵防衛陣の兵もまた姿を見せない。囮部隊がこれほど持ちこたえてくれるとは。チックベルには感謝するばかりだ。

  

  然而，我方的战况逐渐变得不利。

  　しかして我々の戦況は徐々に不利となっていっている。

  

  就算能突破防卫阵，巴尔塔兵的数量也在我方之上。看来他们舍弃新市街的防备，将所有兵力投入战场。

  　いかな防衛陣をすり抜けたとしても、バルタ兵の数は我々を上回っている。新市街の防備を捨て、全ての兵力をこの戦場に投入したと見た。

  

  而我方士兵在战意与经验上姑且不论，至少在训练程度上不如巴尔塔兵，而且在先前的战斗中尚未完全恢复伤势。

  　そして予備兵力であり戦意と経験はともかく練度はあるバルタ兵に対してこちらの兵は先の戦の傷が癒え切らない状態。

  

  我方士兵必须以一敌三。魔族们逐渐被击倒，趴倒在地。

  　こちらの兵一人に対して三人の敵を相手する状態。魔族達は徐々に倒され、地面に伏した。

  

  尽管如此，魔族们依然勇猛果敢地冲向巴尔塔士兵。迪欧尼欧见状，脑中浮现一抹疑惑。

  　だがそれでも魔族達は勇猛果敢にバルタ兵に突貫していく。その様にデオニオは一抹の疑問を浮かべていた。

  

  

  「你们的士气还真高昂，难道是想自杀的集团吗！」

  「随分士気旺盛なようだが、自殺志願者の集まりか貴様らは！」

  

  「死？……无聊。不过就是死而已。」

  「死だと？　……くだらない。たかが死じゃないか」

  

  

  我这么回应迪欧尼欧。他与佐夫短兵相接后拉开距离，吐了口气瞪着我们。

  　私はデオニオにそう言い返す。ゾフとの鍔迫り合いから距離を取り、息を吐いたデオニオが私達を睨む。

  

  我的眼前有许多化为尸体的魔族，牺牲者不断增加。

  　私の眼前には屍と為った魔族達が多く映った。犠牲者はどんどん増えていく。

  

  

  「你疯了吗，克莱儿！你应该知道战况是我方占上风，即使如此，你还是命令部下送死吗！这是愚蠢将领才会做的事！」

  「狂ったか、ココット！　戦況は我らが優位に進んでいる事は貴様ならばわかるだろうに、それでも部下に死を命じると言うのか！　愚将のすることだぞ！」

  

  

  这是挑衅吗？还是……不管怎样，听到迪欧尼欧的话，我忍不住笑了出来。

  　挑発なのか、あるいは。なんにせよそんなデオニオの言葉に、私はおかしくなって笑ってしまった。

  

  我看着对我的笑声感到讶异的迪欧尼欧，笑了一阵子后，表情恢复冷酷。迪欧尼欧的话完全偏离重点。我确实是个愚蠢将领，但不会败北。因为这个状况也在我的预料之中。

  　私の笑い声に怪訝な顔を見せたデオニオを見ながら、ひとしきり笑った後に私は表情を冷徹なものへと戻す。デオニオが言った言葉はまったくもって的外れだ。確かに私は愚将ではあるが、敗北はしない。この状況も予想通りなのだから。

  

  我缓缓吸了一口气，像是在摸索什么似地伸出一只手……包覆着黑色手套的手指交叉，发出「啪」的一声。

  　私はゆっくり息を吸い、何かを手繰るように片手を前に突き出し……黒い手袋に包まれた指を交差しパチンと弾いた。

  

  刹那间，魔族们陆续站了起来。

  　刹那、次々と立ち上がる魔族達。

  

  头部缺了一半的哥布林、内脏外露的半兽人。他们的眼神毫无生气，却陆续站了起来。

  　首が半分取れかかっているゴブリン、臓腑がはみ出たオーク。目に生気がないままに、彼らは次々と立ち上がった。

  

  

  「我们……不怕死亡。」

  「我々は……死など恐れない」

  

  

  随着我的话语一起起身的他们，以惊人的敏捷度袭向巴尔塔兵。就连原本拿着武器的魔族也丢下武器，只以利爪和尖牙攻击。

  　そして私の言葉と共に起き上がった彼らは恐るべき機敏さでバルタ兵たちに襲い掛かっていったのだ。得物を用いていた者たちですらそれを投げ捨て、ただただ爪と牙を以て。

  

  面对突如其来的复活，士兵们瞪大双眼，反射性地将剑刺向袭来的魔族。剑深深地贯穿他们的身体……但也仅止于此。

  　唐突なる復活に兵士たちは目を丸くし、反射的に襲い来た魔族に剣を突き出した。それは深々と彼らの身体を貫くが……それだけだった。

  

  即使剑刺入体内，伸长手臂的半兽人依然用手指抓住士兵的身体，将他拉近自己。接着张开大口，深深咬住士兵的脖子。鲜血从连同锁子甲一起被咬碎的脖子喷出，士兵发出惨叫。

  　剣を体にうずめながらも、腕を伸ばしたオークの指が兵士の身体を掴み、引き寄せる。そして大口を開け、その首筋に深々とかぶりついた。チェインメイルごと噛み潰された首から鮮血が舞い、兵士が悲鳴を上げた。

  

  即使心脏被刺穿、手臂被砍飞，复活的魔族们依然没有停止。他们的模样简直就是不死士兵。上次与安德列的军队交战过的士兵，应该会觉得简直就像再次面对列布那多吧。

  　心臓を刺されても、腕を斬り飛ばされても、蘇った魔族達は止まらない。その姿はまさしく不死身の兵士。まるで再びレブナントを相手にしているようだと前回アンドレオの軍と戦った経験の豊富な兵士は思っただろうか。

  

  然而，他们的模样与列布那具备的不死性有着根本上的不同。

  　しかしその姿はレブナントの不死性とは根本的に異なる。

  

  列布那只是因为有两颗心脏，所以难以死去。但这些魔族不同，他们确实死了，却还是复活了。

  　レブナントは心臓が二つあり死ににくいだけだ。だがこの魔族達は違う。確実に死んでいるのに蘇った。

  

  巴尔塔士兵们的脑中回想起那件事。

  　バルタ兵達の脳裏にあの出来事が蘇る。

  

  他们原本是新市区的预备兵力，直接参与镇压，与那件事有着不解之缘。也就是恶魔相的复活。

  　元々新市街の予備兵力であった彼らにとって直接鎮圧にあたった因縁浅からぬ出来事。即ち、悪魔の相の蘇り。

  

  眼前魔族的模样与当时的少年少女极为相似……不对，根本就是他们。

  　目の前の魔族達の様子はあの時の少年少女らに酷似……いや、そのものだったのだ。

  

  迪欧尼欧猛然一惊，瞪着我，以轻蔑的眼神大喊：

  　デオニオははっとして私を睨み、軽蔑の目でもって叫んだ。

  

  

  「难道……你这邪魔歪道！让自己的部下寄生了活死人吗！」

  「まさか……外道めがッ！　己の部下に寄生させたのかッ！　リビングデッドをッ！」

  

  

  是啊，没错。我让在场的所有魔族都寄生了活死人。只要死掉就能再次复活的士兵，能抵销数量上的劣势，更不用说在精神上也能造成巨大的打击。巴尔塔士兵们好不容易打倒的魔族再次复活，让众人胆怯。明明效果如此显著，没有不使用的道理。

  　ああ、そうとも。この場の魔族全てにリビングデッドを仕込んでいる。死すれば再び蘇る兵によって、数的劣勢は帳消しとなる。まして精神的な打撃も大きい。バルタ兵たちはやっとの思いで倒した魔族が蘇るもので皆怯んでいる。こんなに効果覿面なのに、使わない手はないだろうが。

  

  当然，我没有让索夫和托涅寄生。要是他们变成活死人，就无法控制了。包含收拾失控的活死人在内，我没有让他们寄生。

  　勿論ゾフとツォーネには仕込んではいない。こいつらがもしリビングデッドになり果てでもしたら手が付けられないからな。暴走したリビングデッドの始末も含め、彼らには仕込まずに置いた。

  

  我提出这个作战计划时，起初遭到强烈的反对。尤其是索夫、兹欧涅和库多拉的反对声浪特别大。不过，我以自己的觉悟说服他们，让他们点头答应。他们担心的是，作战计划的核心是活死人，不仅没有能够统率魔物的托古布拉，就算有也不可能控制住低智能的魔物。这跟在新市区散布时完全不同，他们担心的是，这次作战计划终究只是把魔物当成军队的一部分来使用。

  　この作戦を語った時、初めはひどく反発を買った。特にゾフとツォーネ、クォートラの反発はすさまじかった。だが、私の覚悟で説き伏せ、承諾させた。リビングデッドの危険性、魔物を統率できるトグーヴァも居らず、居たとしてもコントロールは不可能な低知能の魔物を作戦の核に使うなど。新市街で振りまいた時とはまるで違う、あくまで軍勢の一部として使う事への懸念を訴えられた。

  

  而且，使用活死人这种邪恶的行为，也理所当然会遭到非难。话虽如此，他们之所以会生气，完全是为了我的人身安全着想。

  　それに、部下にリビングデッドを使うなどと言う外道な行いも非難の対象と言えばそうだろう。とはいえ、彼らが怒ったのはひとえに私の身を案じての事だったのだが。

  

  关于我的人身安全，我一口回绝了。我的安全根本无关紧要。而且，我……对活死人已经相当了解。我早就习惯怎么使用它们了。

  　私の身の危険については、一蹴した。私の安全などはどうでもよかった。それに、私は……リビングデッドについてそれなりに詳しくなっていた。取り扱いには慣れたものだ。

  

  活死人几乎没有知性，是会遵循本能袭击生者的魔物。不过，我在养殖时观察过它们的习性，所以非常清楚。

  　リビングデッドは知性をほぼ持たず、本能のままに生者を襲う魔物。だがその習性については養殖に際した観察で理解していた。

  

  也就是说，活死人盯上适合当苗床的生物时，会优先选择更容易杀死的生物。

  　即ち、リビングデッドは苗床に適した生き物を狙う際、より死にやすく殺しやすい生き物を優先して狙うという事だ。

  

  就优先级来说，人类比魔族脆弱。之前在墓地遇到的活死人无视魔族，一直线朝我而来，也是因为这种习性。因此，复活的魔族开始袭击巴尔塔兵。

  　その優先順位として魔族より人間の方が弱く脆い。いつぞや墓場で出会ったリビングデッドが魔族達を無視して一直線に私を狙ってきたのもその習性による。故に、蘇った魔族達はバルタ兵を襲い始める。

  

  

  

  当然，只要对魔物有一定程度的了解，就会知道这种习性。

  　勿論この習性などはある程度魔物に精通していれば知っていて然る。

  

  所以迪欧尼欧才会感到惊愕。

  　だからデオニオは驚愕していた。

  

  在场最脆弱、最弱小、最容易死亡的生物，活死人却没有攻击，而是朝我们袭来。

  　この場において最も脆く弱く、死にやすい生き物をリビングデッドたちは狙わずに、自分たちに襲い掛かってくる。

  

  也就是说，活死人无视最脆弱的生物……也就是我，朝巴尔塔兵们袭击。

  　つまるところ、リビングデッド達はもっとも脆弱な生物……この私を無視してバルタ兵どもに襲い掛かっているのだ。

  

  

  

  我目送从身旁经过的活死人背影，悠然地笑了。

  　すぐ脇を抜けていくリビングデッドの背中を見送りながら、私は悠然と笑う。

  

  没错，我察觉到这是养殖活死人的过程。活死人的习性几乎不为世人所知，从活死人的解剖到使用活饵的实验，我做了这么多实验，总算有了回报。

  　そう、私はリビングデッドを養殖する過程である事に気づいていたのだ。世にほぼ知れ渡ることのないリビングデッドの習性を。リビングデッドの解剖から生餌を使った実験まで色々やった甲斐があったなあ。

  

  我脸上挂着笑容，从马上眺望袭击巴尔塔兵的活死人。

  　私はにやにやと笑みを絶やさず、馬上からバルタ兵に襲い掛かるリビングデッドを眺めていた。

  

  就算有诡计存在，从他人的角度来看，就连死者都能当成棋子操纵的幼女身影，让巴尔塔兵们感到恐惧。

  　トリックは存在しているとしても、他者から見れば死者さえも手駒とし操って見せる幼女の姿に、バルタ兵たちは恐怖していた。

  

  

  

  迪欧尼欧露出苦闷的表情咬牙切齿。他一脸纳闷，似乎很讶异应该前往左翼的巴尔塔兵们没有出现在这里。不对，他应该已经理解了吧。

  　デオニオは苦悶の表情で歯ぎしりをしていた。左翼に回ったはずのバルタ兵達がこの場に現れないのが不思議と言った顔だな。いや、もう理解しているか。

  

  迪欧尼欧原本以为是我想的那样，认为我连向全是稻草人的诱饵传达命令的余力都没有，不过他应该也猜到是这个把戏了吧。他应该想象到前往左翼的魔族也被我安排了活死人吧。而他的猜测是正确的。

  　私の想像通り案山子ばかりの囮相手に伝令を出す余裕もないのかとデオニオは訝しんでいたが、タネはこれかと考えていた。左翼に向かった魔族にも、リビングデッドが仕込まれていたのだろうと想像したろう。そしてそれは当たりだ。

  

  

  化为活死人的魔族们咬住巴尔塔兵的喉咙，将活死人的幼体植入尸体中，让尸体变成同胞。被杀害的巴尔塔兵复活后，成为我的尖兵袭击巴尔塔兵。

  　リビングデッドと化した魔族達はバルタ兵の喉元に食いつき、屍にまたリビングデッドの幼体を植え付け同胞へと変貌させる。殺されたバルタ兵は蘇ってこの私の尖兵となり、バルタ兵に襲い掛かった。

  

  迪欧尼欧一边砍倒袭来的人魔混杂的活死人，一边像是要掩饰焦躁和无法理解的情绪般对我大喊。

  　襲い来る人魔混在のリビングデッドを斬り捨てながら、デオニオは焦りと理解の出来なさを覆い隠すように私に叫ぶ。

  

  

  「这是什么把戏……你装成死灵术士吗？克莱儿！」

  「どういう絡繰りだ……死霊術士でも気取って見せるか、ココットォ！」

  

  「死灵术士……哦，是指诈欺师吗？真希望你别把我和那种东西混为一谈。我非常遗憾呢。」

  「死霊術士……ああ、詐欺師のことか。あんなものと一緒にしないで欲しいなあ。心外だよ、とても」

  

  

  我不会被袭击的把戏当然有玄机。虽然构造很单纯，但效果相当显著。实际尝试后，活死人没有认知到我的程度令人傻眼。不对，是虽然认知到我，却无视我。

  　私が襲われないトリックには勿論種がある。仕組みは単純なんだが、効果は覿面だな。実際やってみると拍子抜けるほどにリビングデッドは私を認識しない。いや、認識しているが無視している。

  

  不过，他们只是把袭击我的优先级调降了而已。这其实也只是利用了活死人的简单习性……但我不是会说明的好人，就让他们在无法理解的情况下被杀吧。

  　まあ、ただ私を襲う優先順位を下げただけなのだがな。これもリビングデッドの簡単な習性を利用しているだけだが……説明してやるお人好しではない。理解不能のまま殺してやる。

  

  

  「别慌！不过是活死人！只要砍掉本体就好！办不到的人就瞄准手脚，封住他们的行动！」

  「慌てるな！　たかがリビングデッドだ！　本体を斬り捨てればよい！　無理な者は手足を狙い動きを封じろ！」

  

  

  迪欧尼欧一边气喘吁吁地接下索夫的大斧攻击，一边大喊。

  　ゾフの大斧の攻撃を息を切らして受けきりながらデオニオは叫んだ。

  

  

  「雷威！解决克莱儿！不管是什么样的机关，只要拿下他们的头，状况就会截然不同！」

  「レーヴェ！　ココットをやれ！　どういう絡繰りだろうが連中の頭を取れば状況は一変する！」

  

  「……是！」

  「……はッ！」

  

  

  雷威瞬间交互看了迪欧尼欧和克莱儿，然后咬紧牙关点头。

  　レーヴェは一瞬デオニオとココットを交互に見やると、ぐっと歯を食いしばって頷いた。

  

  然而，当雷威正要冲出去时，托涅挡在他面前。

  　だが、駆け出そうとしたレーヴェの前にツォーネが立ちはだかる。

  

  

  「我不会让你得逞的！」

  「させませんけどねぇ！」

  

  

  雷威也立刻踩空停下脚步，重新举起长剑。

  　レーヴェもすぐにたたらを踏んで立ち止まり改めて長剣を構える。

  

  

  「在我面前想对克莱儿大人出手？哈！笑死人了……人类就是会大吼办不到的事情吧？先杀了我再说啊？」

  「この私を前にココット様を狙う？　はッ！　笑わせてくれますが……できねえことを吠えるのが人間ですし？　まずわたくしを殺してみやがっては？」

  

  

  托斯卡涅丝毫不打算让雷威去克莱儿身边。无视自己，直接去主人身边的行为简直可笑至极。被侮辱的托斯卡涅愤慨不已，额头上甚至浮现青筋。尽管如此，他还是佯装冷静，将有如熔岩般沸腾的胸中怒火，透过对雷威投以带刺的视线传达出去，接着转了一圈突击枪，摆出架势。

  　ツォーネはレーヴェをココットの下へ行かせる気などさらさらない。自分を無視して主の下へ向かおうなどとは笑止千万。侮られたものだと憤慨し額に青筋さえ浮かべていた。だがそれでも表情はあくまで冷静を装い、溶岩のように煮えたぎる胸の内の怒りをレーヴェに対する刺すような視線に乗せて突撃槍をくるりと回した後、構えた。

  

  

  「不过，前提是你们不会被我杀掉……当然，因为我会杀掉你们，所以这是不可能的。没错，我会杀了你们。我要杀了你们。为了克莱儿大人、为了MIO，要杀你们的理由多到满出来！」

  「最も、わたくしに殺されない事前提ではありますが……もちろんわたくしが殺すので不可能ですわね。ええ、殺しますとも。殺してやるさ。ココット様の為、ミオの為。てめえらをブッッッ殺してえ理由なんざ溢れ出るほどにあるんだからなァッ！」

  

  

  托斯卡涅一边怒吼，一边摆出突刺的架势，漆黑的头发随风飘扬，同时朝雷威疾驰而去。雷威额头流着汗水，摆出迎击的架势，瞪着袭来的前魔将军吸血鬼。

  　ツォーネは怒鳴りながら突撃槍を突き出すように構え、漆黒の髪をはためかせながらレーヴェめがけて疾駆する。レーヴェは額から汗を流しながら迎撃の構えを取り、襲い来る元魔将軍のヴァンパイアを睨む。

  

  那副模样令托斯卡涅的杀意更加沸腾，他露出狰狞的表情，发出怒吼。你们这些家伙，全都给我到那个世界忏悔吧。为了这个目的，我立刻送你们过去。

  　その様子に殊更に殺意を煮えたぎらせたツォーネは裂帛の表情を以て吠えた。てめえら全員あの世で懺悔しやがれ。その為にすぐに送ってやるぞと。

  

  托斯卡涅举起长枪，大大地张开长着锯齿状牙齿的嘴巴，朝雷威吼出杀意。

  　槍を構え、ツォーネはギザギザの歯の並ぶ口を大きく開き、レーヴェめがけて殺意を吠えた。

  

  

  「去死吧——！！」

  「死ねやらァアッ！！」

  

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  旧市区入口的战斗状况，只透过声音传达给大门据点的人。

  　旧市街入り口での戦闘の模様は、その音のみでもってして大門の拠点に知らされる。

  

  在场的人察觉到，巴尔塔士兵的惨叫声开始夹杂在刀剑交锋和咆哮声中。一开始，战斗的声响听起来像是占了上风，但现在却发生了什么状况，战况产生变化。是混战到无法得知详细状况，还是……

  　剣戟や咆哮に交じってバルタ兵たちの悲鳴が多く聞こえるようになったことを、この場に居たものは気づいていた。はじめは優勢に思えた戦の音。だが今は何かが起こり、戦況に変化があった。詳細が送られてこないほどの混戦か、あるいは。

  

  佛鲁托纳握紧扶手，望向战场。不过先不论平原，旧市区的战斗因为有民宅阻挠，无法看清战况。

  　フォルトナは手すりを握りしめながら戦場に目をやる。しかし平野はともかく旧市街での戦いは家屋が邪魔で視界に捉えることはできない。

  

  迪欧尼欧和雷威一起出战，应该不会立刻败北，但佛鲁托纳的直觉告诉他，这股不安稳的气氛是怎么回事，让他有种难以言喻的恶心感。

  　デオニオとレーヴェが揃って出て行ったのだからすぐに敗北することはないはずだが、この不穏な空気は何なのかとフォルトナは直感とでも言うべき感性で言いようのない気持ち悪さを覚えていた。

  

  而且，迪欧尼欧他们要是获胜，应该会当场处死克莱儿。他不能继续在这里干着急。

  　それにデオニオ達が勝ってしまえばその場でココットを処刑する筈だ。このままここで指を咥えているわけには、いかない。

  

  

  「吉耶儿小姐，我果然还是得去。」

  「キエルさん、やはり僕は行きます」

  

  「佛鲁托纳先生……？」

  「フォルトナさん……？」

  

  「这样下去不好。这样下去不好。一切都会往不好的方向前进。我必须在那之前阻止他们。不只是巴尔塔，你和你口中的克莱儿……我无法容许让所有人都不幸的战争。」

  「このままではよくない。よくないんだ。全部が悪い方へと進んでしまう。その前に僕が止めなければいけない。バルタだけではないよ。君や、君の語るココットも……皆が不幸になる戦いを僕は許せない」

  

  

  佛鲁托纳以真挚的眼神对身旁的琪雅儿这么说，然后抓起圣剑的剑鞘，重新系好腰带。他转身，将斗篷一甩，转身面对一脸茫然的教皇，深深一鞠躬。

  　フォルトナは隣のキエルにまっすぐな瞳でそう告げると、聖剣の鞘を掴みベルトを締めなおす。そしてマントを翻して振り返り、ぽかんとした顔の教皇に向かい合うと深々とお辞儀をした。

  

  

  「教皇阁下，请允许我离开您的身边。」

  「教皇様、お傍を離れることをお許しください」

  

  「什么……你在说什么！离开？那谁来保护我，不被那个恶魔伤害！」

  「はっ……何を言っているのです！？　離れる！？　では誰があの悪魔から私の身を守ると言うのですか！」

  

  

  佛鲁托纳不发一语，立刻从瞭望台一跃而下，跨上系在旁边的马匹，策马离去。

  　フォルトナは何も言わず、すぐに跳躍し櫓から飛び降りると、繋いであった馬に跨って駆けて行ってしまった。

  

  

  「等……等一下……勇者！」

  「ちょっ、待ちなさっ……勇者よ！」

  

  

  琪雅儿没有理会慌张的教皇，目送佛鲁托纳的背影离去。

  　慌てふためく教皇を尻目に、キエルはフォルトナの背中を見送っていた。

  

  佛鲁托纳和他曾经的恋人——圣女的妹妹克莱儿相遇时，命运会如何转动呢？

  　恋人であった聖女の妹であるココットと彼が出会った時、運命はどう動くのか。

  

  琪雅儿在心中思考着这件事，祈祷似的双手交握，闭上双眼。

  　キエルはただそれだけを胸の内で考え、祈るように両手を組んで目を閉じた。

  

  但愿最后不会有人死去。

  　願わくばどうか、誰も死なない結末でありますように、と。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  「你们这些家伙，真是学不会教训，开口闭口都是克莱儿大人克莱儿大人！人类这种生物，还真是自私啊啊啊啊！」

  「性懲りもなくココット様ココット様っててめえらはァァッ！　自分勝手な生き物だよなあ人間ってやつはさァァッ！」

  

  

  托泽的突击枪擦过雷威的胸甲。雷威咬紧牙关，在闪躲的同时扭转身体，将全身重量加诸在横扫的剑上，但托泽一步也没动，直接接下这一击。双方的武器在一瞬间形成刀刃相接的构图，托泽随即举起锯齿状的刀刃，打算刺向雷威的脖子，雷威慌忙拉开距离。

  　ツォーネの突撃槍がレーヴェの胸当てを掠める。レーヴェは歯を食いしばり躱しざまに体を捻って体重を乗せた横薙ぎの剣を振るうも、ツォーネはこれを一歩も動かずに受け止める。鍔迫り合いの構図に一瞬でもなったかと思えば、すかさずツォーネはそのギザギザの歯をレーヴェの首筋に立てようとして、慌てたレーヴェが距離を取る。

  

  接着，两人再次朝彼此疾驰，再次展开刀剑交锋。

  　そして再び両者は互いへ疾駆し、剣戟の応報が再開される。

  

  托泽和雷威激烈地互击。

  　激しく打ち合うツォーネとレーヴェ。

  

  托泽因为先前战斗时受的伤，动作有些迟钝，但依旧压制着雷威。气魄、执着。托泽正是靠着这些，才拥有无视伤痛的精神力。

  　先の戦いの傷のせいでツォーネの動きは悪いが、それでも尚レーヴェを圧倒する。気迫、執念。まさしくそれが傷の痛みを無視する精神力をツォーネに与えていた。

  

  相对地，雷威则有些迷惘。面对只要转为守势就会立刻败北的吸血鬼猛攻，雷威只能气喘吁吁地勉强撑住。

  　対してレーヴェには迷いがある。受け手に回れば即敗北に繋がるヴァンパイアの猛攻に、レーヴェは息を切らしながらなんとか凌いでいた。

  

  这样下去，根本无法抵达克莱儿身边。雷威咬紧牙关，心想必须想办法打倒托泽。他瞥了那边一眼，发现迪尼欧和索夫也正展开一进一退的攻防战。索夫身上那令人不忍直视的绷带渗出鲜血，尽管明显处于不甚理想的状态，却还是无法压制对方，这点和托泽一样。

  　これではココットの所へ辿り着くことなどできない。なんとかしてツォーネを下さなくてはとレーヴェは歯噛みする。ちらりと目を向ければデオニオもゾフと一進一退の攻防を繰り広げている。ゾフの身体に撒かれた痛々しい包帯からは血が滲んでさえいて、明らかに満足な状態ではないにも関わらず押し切れないのはツォーネと同じ。

  

  到底是什么驱使魔族做到这种地步？果然是那个克莱儿吗——雷威越过佐涅的肩膀，瞪视着克莱儿。

  　一体何がここまで魔族を駆り立てるのか。やはりあのココットなのかとレーヴェはツォーネの肩越しに見えるココットを睨んだ。

  

  为何要为了那种家伙赌上性命？雷威恨得不得了。为了那种会若无其事地把同伴当成弃子……杀了圣女大人的家伙赌上性命。

  　何故、あんなやつのために命を張れる。憎くてたまらない。仲間を平然と捨て駒にするような……あんな、聖女様を殺したあいつなんかに。

  

  

  「你在看哪里啊！」

  「どこ見てんですのよッ！」

  

  「呜呜！」

  「ううッ！」

  

  

  格外激烈的一击袭向雷威。他承受了佐涅的突击枪往下挥击，骨头仿佛出现裂痕般传来冲击。

  　ひと際激しい一撃がレーヴェを襲う。ツォーネの突撃槍の叩きおろしを受けるが、骨にひびが入ったかのような衝撃が走った。

  

  雷威痛得皱起脸往后跳开，疲劳感却更加强烈，他把剑刺进地面，大大地吐了口气。

  　痛みに顔をしかめながらレーヴェは飛び下がるが、疲労が激しく剣を地面に突き刺し大きく息を吐いた。

  

  佐涅转动突击枪，把枪尖对准雷威，而克莱儿就站在她的正前方。

  　くるくると突撃槍を回し、切っ先をレーヴェに向けたまま構えるツォーネの直線上に居るココット。

  

  

  「可以不要看那位吗？我快发飙了。不对，我已经发飙了。」

  「あの方を見ないでくださる？　キレそうになりますわ。いやもうブチギレてますけれど」

  

  

  雷威看着佐涅，感到很不甘心。她为何这么生气？就为了那种、那种家伙？

  　レーヴェはツォーネを見て悔しがる。なんでそんなに怒っている。あんな、あんなやつのために。

  

  ……因为憎恨吗？

  　……憎いから、か。

  

  我是因为圣女大人被杀的憎恨而战。可是他们……佐涅也是。

  　私は聖女様を殺された憎しみで戦っている。だが彼らも……ツォーネも。

  

  那么憎恨的理由呢？因为杀手杀了某人吗？

  　そしてその憎しみの理由は？　暗殺者によって誰かが殺されたから？　

  

  雷威想到这里，再次望向克莱儿。

  　レーヴェはそこまで考えてもう一度ココットを見る。

  

  然后，我终于察觉到那双冰冷眼眸深处的感情，握紧了拳头。那双眼睛是冰冷的愤怒，是憎恨，而我察觉到，更深处的感情是悲伤。

  　そしてその冷たい目の奥の感情にやっと気づいて、拳を握りしめた。あの目は冷ややかな怒り。憎悪。そしてその奥にあるのは悲しみだと、気づいてしまった。

  

  

  「……你真的要主张，先背叛的是我们吗……？」

  「……本当に、先に裏切ったのは我々の方だとでも言うのか……？」

  

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  

  目光对上了。

  　目が、合った。

  

  与托泽交手的雷威看着我。他的表情看起来像是在瞪我，却又不是。巴尔塔的骑士会在战斗中露出那种迷惘的表情吗？

  　ツォーネと打ち合っていたレーヴェが私を見ていた。睨んでいるように見えて、そうでもない顔だ。戦いの最中にあんな迷っているような顔をするのか、バルタの騎士は。

  

  我用始终冰冷的目光望着那家伙。

  　私はあくまで冷たい瞳で奴を眺める。

  

  

  「托泽，快杀了他。」

  「ツォーネ、さっさと殺せ」

  

  「了解。」

  「了解ですわ」

  

  

  我命令托泽，她一边激烈地旋转突击枪，一边走向雷威。

  　ツォーネに命じ、彼女は突撃槍を激しく回転させながらレーヴェに向かって歩いて行った。

  

  即使一只手受伤，托泽仍然压制着雷威。这样就能确实取胜了。赶快解决掉他吧。

  　片手を痛めていてなおツォーネはレーヴェを圧倒している。これならば押し切れる。さっさと仕留めてもらうとしよう。

  

  

  然而——

  　が。

  

  现场响起与战场不相衬的怪异惨叫声。

  　戦場に不釣り合いな素っ頓狂な悲鳴。

  

  我跟雷威同时转头看去。

  　私とレーヴェは同時にそちらへ顔を向けた。

  

  那里有化为活死人的半兽人……以及更前方的女性与小孩。难民……？他们还在这种地方啊。

  　そこではリビングデッドと化したオークと……その先に居る女と子供。難民……？まだこんなところに居たのか。

  

  我心想怎么会有这么慢的人，仔细一看，发现废墟的阴影处有个被压扁的帐篷，女人的身体有一半埋在布里。我原本以为她是被瓦砾压扁，但似乎不是。那个女人的脚似乎有毛病，土色的脚上缠着绷带。她一直待在帐篷里无法动弹，所以才逃不了吗？那么那个孩子……是女儿吗？

  　のろまな奴もいたものだと思ってよく見れば、廃墟の影に潰れたテントがあり、女の身体は半分その布に埋まっていた。瓦礫にでも潰されたのかと思ったがそうでもないようだ。あの女はどうやら足が悪い。土気色の足に包帯がまいてある。ずっとテントの中から動けずに逃げられなかったか。であればあの子供は……娘か？

  

  她拼命想把母亲从帐篷里拉出来，这时活死人逼近了。

  　懸命に母親をテントから引っ張り出そうとして、そこへリビングデッドが迫っていく。

  

  我心想这也不是什么特别需要留意的事，但当活死人逼近，明显看得出她们已经无法逃走时，女儿像是要保护母亲般站在活死人面前，张开双手。

  　別段気に留めるほどの事でもないかと思った私だが、リビングデッドが迫っていきもはや逃げられない状況が明白になった頃。娘が母親を庇うようにリビングデッドの前に立ち、両手を広げた。

  

  白痴吗？怎么可能挡得住。

  　馬鹿か。立ち向かえるものか。

  

  我傻眼地看着这一幕，但渐渐地有种奇妙的感觉。

  　呆れながらその様を見守っていたが、次第に妙な気分になってきた。

  

  

  是泪眼汪汪地拼命想保护母亲的女儿……以及知道自己已经没救，不断叫女儿快逃的母亲。

  　涙目になりながら必死に母を守ろうとする娘と……自分はもう助からないから娘にしきりに逃げろと叫ぶ母親。

  

  这种心情是怎么回事？

  　なんだこの、気持ちは。

  

  胸口刺痛了一下。

  　胸がチクリと痛む。

  

  

  「住手！不要对我的女儿出手！快逃啊！」

  「やめて！　娘には手を出さないで！　早く逃げるのよ！」

  

  「我不会丢下妈妈的！绝对、绝对不会丢下你！」

  「お母さんを置いてなんか行かない！　絶対、絶対置いて行かない！」

  

  

  这对母女互相袒护彼此。活死人一步步逼近那对母女。我茫然地望着那副景象，胸口有种被紧紧揪住的感觉。

  　互いをかばい合う親子。リビングデッドはじりじりとそんな親子に迫っていく。その姿をぼうっと眺めて、私は胸が締め付けられる感覚を覚えた。

  

  ……这样啊，我是在把自己跟过去的自己重叠在一起。然后，感到后悔。

  　……そうか、過去の自分に重ねているんだ。私は。そして、後悔している。

  

  我甚至没能像那样保护蕾梅。只是被她保护，然后……害她死了。该死的人是我，不是蕾梅。如果我有稍微试着保护她，如果我能像那对母女一样……

  　私はあんな風にレイメを守ろうとすることさえできなかった。ただただ守られ、そして……死なせてしまった。死ぬべきは私だった。レイメではなく。私が彼女を守ろうと少しでもしていたなら。あの親子のように、出来ていたのなら……。

  

  

  就在这时，活死人那条快要被扯断的粗壮手臂伸向女儿，母亲发出悲鸣，女儿紧紧闭上双眼。

  　と、ついにリビングデッドの千切れかかった太い腕が娘に伸び、母親が悲鳴を上げ娘はぎゅっと目を閉じた。

  

  我看到这一幕，反射性地伸出手。

  　私はそれを見て反射的に手を伸ばした。

  

  

  「住手……」

  「やめッ……」

  

  「给我住手——！！」

  「やめろォォーーッ！！」

  

  

  叫声传来。我猛然回神，发现雷威一边吼叫，一边以惊人的速度冲向活死人，转眼间就把它的躯体砍成碎片。

  　叫び声。はっとしてみればレーヴェが吠えながらすさまじい速度でリビングデッドに疾駆し、瞬く間にその躯体を粉々に切り刻んだ。

  

  雷威背对着活死人飞散的肉片，站在女儿面前。

  　リビングデッドの千切れ飛んだ肉片がぼとぼとと落下する様を背に、レーヴェは娘の前に立つ。

  

  然后，他们交谈了几句后，雷威叫来两名士兵，扛起母亲，接着和一脸担心地依偎着母亲的女儿一起从战场上消失了。

  　そして何か言葉を交わした後、兵士を二人呼びつけて母親を担がせた。そして心配そうに寄り添う娘と共に戦場から姿を消した。

  

  我跟……甚至连托泽都一脸茫然地望着那副景象。

  　そんな様を……私と、ツォーネまでもがぽかんとした顔で眺めていた。

  

  

  

  雷威目送父子俩离去后，微微低下头，用力握紧长剑剑柄。

  　レーヴェは親子を見送った後、少しだけ俯いて長剣の柄に力を込めた。

  

  

  「……没错，这种应该受到庇护的人民，不能让他们的生命受到威胁。圣女大人是想要保护人民，我不能见死不救。而且，我也无法原谅想要杀害她的人。」

  「……そうだ。こんな、庇護されるべき民が命を脅かされてはいけない。民を守ろうとしたのが聖女様なんだ。見捨てるなんてできない。そして、殺そうとする者を許す事も出来ない」

  

  

  雷威缓缓转过身，用锐利的目光看向我和托尔奈。

  　レーヴェはゆっくりと振り返り、キッと鋭い目を私とツォーネに向けた。

  

  

  「我不会迷惘……不管有什么理由，这里是战场，我们是敌人。恩怨情仇都是之后的事。我是圣女大人的骑士，所以……！」

  「迷うな私……どういう理由があれここは戦場で敵同士。恨みつらみはその先の事だ。私は聖女様の騎士であるが故にッ……！」

  

  

  托尔奈皱起眉头，正要踢向地面时，雷威抢先冲了出去。

  　そして眉根を潜めたツォーネが地面をける前に、レーヴェが先に突貫した。

  

  他顺着疾驰的气势，从托尔奈的左侧挥剑攻击。托尔奈微微瞪大独眼，用左手的突击枪挡下攻击，窜过左臂的痛楚令他皱起眉头。

  　疾駆の勢いそのままにツォーネの左側より剣閃が襲い掛かる。ツォーネは隻眼を少しだけ見開き、左手の突撃槍でこれを防いで、左腕に奔った痛みに顔をしかめた。

  

  

  「我拿起这把剑了！」

  「この剣を執ったんだッ！」

  

  

  托尔奈的姿势微微失去平衡。雷威紧接着袭向托尔奈，这次他绕到托尔奈的右手边。

  　ツォーネが僅かに体勢を崩す。続けざまに襲い掛かるレーヴェは今度はツォーネの右手側に回り込む。

  

  然后，他使出一击。托尔奈的防御慢了半拍，无法完全挡开攻击，再次踉跄了一下。

  　そして繰り出される一撃。ツォーネは防御が僅かに遅れたことで完全に攻撃を受け流せずに再びよろめいた。

  

  

  「你这混账……可恶……」

  「てんめッ……このッ……」

  

  

  托泽咂了下嘴，以大幅度回转的方式横扫突击枪。然而，雷威必定会闪到托泽的右手边，再次发动攻击。

  　ツォーネは舌打ちし、大きく回転するように突撃槍を薙ぐ。だがレーヴェは必ずツォーネの右手側になるように避け、また攻撃を加える。

  

  他的动作改变了，没有迷惘。

  　動きが変わった。迷いがない。

  

  他毫不迟疑地攻击托泽的弱点。托泽的左手受伤，难以使力。而且，独眼的托泽右侧是死角。

  　迷いなく、ツォーネの弱みとなる部分を突いている。ツォーネは左腕を痛めており、力が籠めにくい。そして隻眼であるツォーネは右側に死角を持つ。

  

  对战斗者来说，攻击敌人的弱点是理所当然的，更何况是攻击独眼对手的弱点，这是常识性的战斗方式。然而，雷威至今都没有这么做。如果是因为迷惘，那现在的雷威就没有迷惘了。

  　それは戦う者にとっては敵の弱点を突くとして当然であり、まして隻眼相手には有効で、常識的な戦い方だ。だがそれをこれまでレーヴェは行っていなかった。それが迷いが故であったのだとして、今のレーヴェにはそれがない。

  

  

  我皱起眉头。雷威的表情跟刚才截然不同，从在战场上烦恼的笨蛋，变成一名骑士。

  　私は眉根を潜める。レーヴェの顔が先ほどまでとまるで違う。戦場で思い悩む馬鹿の顔から騎士然としたものになっている。

  

  这个可恨的变化，让托泽一边对自己的身体不中用感到愤慨，一边被玩弄于股掌之间，形势开始逆转。

  　その忌々しい変化により、ツォーネは己の身体の不甲斐なさに憤慨しながら翻弄され、形勢が逆転し始めていた。

  

  托泽发出怒吼，一口气把突击枪刺向地面，掀起激烈的冲击波。

  　ツォーネは吠えると、一挙に地面に突撃槍を突き立て、激しい衝撃波を巻き起こした。

  

  我护住眼睛，避免被飞来的沙尘吹到，把跑进嘴里的小石头吐了出来。

  　私は飛んでくる砂ぼこりから目を守り、口に入った小石をぺっと吐き出した。

  

  

  托泽气喘吁吁地瞪着雷威。

  　ツォーネが荒い息を吐きながらレーヴェを睨む。

  

  雷威因为刚才那一击，不得不和托泽拉开距离，但他依旧举着长剑，静静地调整呼吸。

  　レーヴェは先の一撃でツォーネから距離を取らざるを得なかったが、長剣を構えたまま静かに呼吸を整えていた。

  

  然后用澄澈的目光瞪着我。

  　そして澄んだ眼光を以て私を睨んでいた。

  

  

  

  「我曾经迷惘过……你们说的话或许才是正确的，我们搞不好是错的！践踏圣女大人意志的或许是我们，而不是你们！」

  「私は迷っていたんだ……お前たちの言っていることが正しくて、私たちが間違っていたのかもしれないと！　聖女様の思いを踏みにじったのはお前たちではなく我々なのかと！」

  

  「啊……？」

  「はあ……？」

  

  「但你们是危害人类的存在！不管有什么理由，我都不允许你们伤害人民！」

  「だがお前たちは人に害なす存在だ！　どんな理由があれ、民を傷つけることは許せない！」

  

  「我还以为你要说什么，结果竟然是这么自私的话！真要说起来，你们才是——」

  「何を言うかと思えば身勝手な事を！　元はと言えば貴様らがッ」

  

  「即使如此，我仍是圣女大人的骑士，圣歌队的副队长！」

  「それでも私は聖女様の騎士、聖歌隊の副隊長だ！」

  

  

  雷威打断我的发言，再次与托泽交锋。

  　私の発言を斬り捨ててレーヴェは再びツォーネと打ち合う。

  

  然后，被雷威的话语感化，变得软弱的士兵们也开始异口同声地鼓舞自己。

  　そして、レーヴェの言葉に感化されたか弱腰になっていた兵士たちも口々に己を鼓舞する言葉を吐き始める。

  

  为了圣女大人，为了圣女大人而战。

  　聖女様の為に。聖女様の為の戦いを、と。

  

  

  多么可恨的话语。

  　なんと忌々しい言葉か。

  

  圣女又怎样？你们要称赞那种女人，为了那种女人阻挡在我面前吗！

  　聖女がなんだ。あんな女を称えあんな女の為に私の前に立ちはだかるのか！

  

  我抓乱头发，捂住耳朵，咬牙切齿。

  　私は髪を掻き毟り、耳を塞いで歯をぎりぎりと鳴らした。

  

  

  「住口……住口……！不要在我面前说那种女人的事！不要说那种叛徒的事！」

  「やめろ……やめろ……！　あんな女の事を私の前で言うなッ！　あんな、裏切者の事をッ！」

  

  

  我以近似恸哭的声音撂下狠话，士兵和骑士却异口同声地呐喊「为了圣女大人」，果敢地战斗。

  　慟哭めいて私は吐き捨てるが、兵士も騎士も口々に聖女様のためにと叫んで果敢に戦う。

  

  好刺耳。心中乱成一团，不快、不愉快。托斯涅，你在做什么？快点让那些家伙闭嘴。

  　耳障りだ。胸の中がぐちゃぐちゃにざわつく。不快だ。不愉快だ。ツォーネ、何をしてる。早くそいつらを黙らせてくれ。

  

  

  

  托斯涅只看了我一眼，似乎就察觉到异状，露出锯齿状的牙齿低吼，挥舞长枪想击倒雷威，却无法决定要针对雷威的弱点进攻。

  　私を一目見たツォーネも異変を察知したかギザギザの歯を見せて唸り、レーヴェを下さんと槍を振るうが、やはりレーヴェの弱点を突いてくる戦いに決めきれない。

  

  然而，托斯涅最终还是发出怒吼，将突击枪深深刺入地面。他挡下雷威刚刚挥出的剑戟，用空着的手抓住回过神来的雷威头发，直接把痛得皱起脸的雷威扔了出去。

  　だがツォーネはついに吠えると、地面に突撃槍を深く突き刺す。それは今しがた振るわれたレーヴェの剣戟を防ぎ、はっとしたレーヴェのその髪を空いた手がつかみ取った。そしてそのまま痛みに顔をしかめるレーヴェを投げ飛ばした。

  

  雷威被扯下几根头发，背部用力撞上废墟的墙壁，从口中吐出鲜血。

  　いくらかの髪が引きちぎれ、レーヴェは廃墟の壁に激しく背中を打ち付け口から血を吐いた。

  

  雷威剧烈咳嗽，缓缓站起身，双腿颤抖，可以窥见他受了重伤。

  　激しく咳き込みながらゆっくりと立ち上がったレーヴェの足は震えていて。ダメージの深さが伺える。

  

  托斯涅在基本的战斗力上胜过雷威，即使如此，那家伙眼中的斗志仍未消失。

  　根本的な戦闘力でツォーネはレーヴェの上を行く。それでも奴はその目に宿った闘志を消してはいなかった。

  

  

  「你的眼神还是这么令人不快吗……够了，我讨厌那双眼睛……托斯涅——！快点让那家伙从我眼前消失！」

  「不愉快な目をまだするのか……もういい。その目は嫌いだ……ツォーネェェッ！　そいつを早く私の前から消せッ！」

  

  

  我大声叫道。托泽拔起插在地面上的突击枪，举起两把枪，双脚使力，准备朝雷威疾驰而去。

  　叫んだ私。ツォーネは地面に突き立った突撃槍を引き抜くと二振りの槍を構え、レーヴェに疾駆しようと足に力を入れた。

  

  

  这时，圣歌队为数不多的幸存骑士们突然朝托泽发动突击。

  　と、突然聖歌隊の数少ない生き残りの騎士達がツォーネに向かって突貫する。

  

  托泽猛然回神，咂了下嘴，立刻迎击。尽管有好几人被突击枪刺穿，他们还是没有停下。

  　はっとしたツォーネが舌打ちをしてこれをすぐさま迎撃。何人かが突撃槍で刺し穿たれるが、それでも勢いは止まらない。

  

  有人压住刺进腹部的突击枪，其他人则紧跟着托泽，接连抓住他，不让他逃走。

  　腹部に突き立った突撃槍を抑え込む者があり、続くように逃がすまいとしてツォーネに次々と掴みかかる。

  

  「这些家伙……！？」

  「こいつらッ……！？」

  

  托泽感觉到异状。

  　ツォーネは異変を感じ取った。

  

  圣歌队的幸存骑士们接连抓住托泽，即使自己会受伤也毫不在乎。他们抱住托泽的腰，或是抱住他的手臂。

  　己が傷つくことを厭わず。聖歌隊の生き残りの騎士たちは次々にツォーネに掴みかかる。その腰に抱き着き、腕を抱え込む。

  

  他们舍弃性命，只为了达成阻止托泽行动这个目的。

  　ただ、動きを止めるという一点の目的でもって彼らは命を捨てていた。

  

  这种拼死的行动确实封住了托泽的动作，成功地让他留在原地。

  　そんな決死の行動は確かにツォーネの動きを封じ、その場に釘付けにすることに成功していた。

  

  

  「你们……！」

  「お前たち……ッ」

  

  「雷威阁下！这个魔族就由我们来！那个魔将军……圣女大人的仇，请您务必替我们报！」

  「レーヴェ殿！　この魔族は我々がッ！　あの魔将軍を……聖女様の仇をどうかァ！」

  

  「别碍事……可恶、可恶啊！给我放开，你们这群垃圾啊啊啊！！」

  「邪魔をッ……くそッ、クソがァッ！　離しやがれカスゴミ共がァアアッ！！」

  

  

  索福从托雷的战斗中感受到异状，转过头去，表情一变。是被突破了吗？他的表情中没有愚弄的感情。托雷也是认真应战，如果他失手了，那就是人类的觉悟所致。

  　ツォーネの戦いに異変を感じたゾフが顔を向け、表情を変える。突破されたのかと。そこに愚弄の感情は無い。ツォーネとて本気も本気。下手をうったのであれば人間どもの覚悟の賜物。

  

  因此，他交织着焦急与担心的感情，放声大喊：

  　故に焦りと心配の感情の織り交ざりを叫ぶ。

  

  

  「喂！托雷！唔咕！？」

  「おいッ！　ツォーネッ！　ぬぐッ！？」

  

  「我不会让你去任何地方的！」

  「どこへも行かせはせんぞ！」

  

  

  我看到索福正要前去支援托雷，却被迪尼欧阻止了。

  　ゾフがツォーネの援護に向かおうとしてデオニオに阻まれたのが見えた。

  

  ————糟糕。

  　――――まずい。

  

  

  

  「……我啊啊啊！！」

  「……私はァぁあッ！！」

  

  

  

  雷威一直线地朝我而来。魔剑士们前去迎击，却被以惊人之势冲过来的雷威砍倒。这股力量是怎么回事？这家伙应该没有这么强才对。不行，这可不妙。

  　一直線に向かってくるレーヴェ。迎撃にと魔剣士達が向かうが恐ろしき勢いで突っ込んでくるレーヴェに斬り捨てられる。なんだこの強さは。こいつはここまで強くは無かったはずだ。いかん、これはよくない。

  

  还有棋子可以阻挡我和雷威，但我不觉得他们挡得住。雷威只看着我，砍倒群聚而来的魔剑士，或是闪躲，以惊人的气势朝我而来。

  　私とレーヴェを隔てる手駒はまだいる。だが、止められる気がしない。レーヴェは私だけを見て、群がってくる魔剣士を斬り捨て、または躱しながら恐ろしい勢いで向かってきている。

  

  没想到会有人突破了托泽的防线。我命令在身后操控着魔马的同乘魔剑士也进行迎击。魔剑士朝雷威挥剑。雷威不可能躲得开精挑细选的魔剑士的剑技，但他却刻意牺牲一只手，接下了这一击。即使护手粉碎、骨头碎裂，雷威也没有停下。

  　ツォーネが突破されたのが想定外だ。私は背後で魔馬を手繰っていた同乗の魔剣士にも迎撃を命じる。魔剣士はレーヴェに向かい、剣を振るう。選りすぐりの魔剣士の剣技、まともに躱せるわけはないのだが、レーヴェはこの剣の一撃をあえて片手を犠牲にして受けたのだ。篭手が粉砕され骨が砕けてなお、レーヴェは止まらない。

  

  他接下剑后立刻跳跃，踩住魔剑士的肩膀，再次跳跃。他挣脱了。这股觉悟和气魄是怎么回事？

  　剣を受けた後すぐに跳躍し、魔剣士の肩を踏みつけ再跳躍。抜けられた。なんだこの覚悟と気迫は。

  

  我猛然回神，试图从怀中取出枪，却来不及。雷威跳上马背，朝我冲来，抓住我的肩膀，直接把我推落马背，压倒在地面上。

  　私ははっとして懐から銃を取り出そうとするが間に合わず。馬上へ飛び掛かるように突っ込んできたレーヴェに肩を掴まれ、そのまま落馬し地面にまで押し倒された。

  

  

  「呃啊！？」

  「けはッ！？」

  

  

  我的背部重重撞上地面，肺部的空气被挤出。

  　背中を地面に強く打ち、肺の空気が吐き出た。

  

  幸好是撞上泥土地面，我似乎没有撞伤任何部位，我急忙想要起身，却在起身时被踩住胸口，背部再次撞上地面。

  　土の地面であった事が功を奏したか幸いにもどこかを痛めはしなかったらしく急ぎ立ち上がろうとして、身を起こそうとしたところで胸を踏みつけられ再び地面に背中を打ち付けた。

  

  我再次痛得叫出声，转头一看，踩着我、压制住我的雷威映入眼帘。

  　再び痛みに声を上げながら目を向ければ、私の事を踏みつけて抑えるレーヴェが私の真上に映ったのだ。

  

  他眼中明确的杀意，以及我明显被他掌握着性命的绝境，令我倒抽一口气。

  　その目にある明確な殺意と、明らかに命を握られている絶体絶命の状況に、私は息を飲んだ。

  

  

  「克莱儿大人——！」

  「ココット様ァア！」

  

  

  在紧迫的意识中，他听见了托泽的惨叫。

  　緊迫した意識の中で、ツォーネの絶叫が聞こえた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  『雷威，你现在有看到停在我手指上的东西吗？』

  『レーヴェ、今私の指に止まっているものが見えますか？』

  

  

  库夏尔娜边说边看着自己笑了。

  　クーシャルナはそう言いながら自分を見て笑った。

  

  

  『是的。蝴蝶正在休息呢，有着美丽的蓝色翅膀。』

  『はい。蝶々が羽を休めていますね。美しい藍色の羽をしていますよ』

  

  『哎呀！那一定很美吧。』

  『まあ！　それはさぞ美しいのでしょうね』

  

  

  雷威和圣女库夏尔娜，曾在某一天在那个竖洞底部的泉水有过这样的对话。

  　いつの日かあの縦穴の底の泉でレーヴェと聖女クーシャルナはそんな会話をした。

  

  

  雷威回想起过去的记忆。

  　レーヴェは、過去の記憶を思い出していた。

  

  他不明白为何会在战斗中重复那段记忆。

  　何故戦いの中でこんな記憶をリフレインさせたのかはわからない。

  

  但那段与圣女共度的记忆，突然在脑海中闪过。

  　だが唐突に脳裏によぎったのだ。聖女と過ごした記憶。

  

  雷威从十年前开始，就以圣歌队的见习生身份，以及年岁相近的圣女护卫身份，待在她的身边。

  　10年も前からレーヴェは聖歌隊の見習いとして、そして年の近い聖女の警護役として身近にいた。

  

  圣女库夏尔娜既盲目，又受到教皇派的疏远，从以前就一直受到接近幽禁的待遇。

  　盲目であり、そして教皇派から疎まれていた聖女クーシャルナは昔からずっと幽閉に近い扱いを受けていた。

  

  所以只有雷威，以年岁相近的女性朋友身份，比骑士更受到圣女信赖……他们正是朋友。

  　だからレーヴェだけが、年の近い女友達として聖女と騎士以上に信頼しあっていた……まさに友人であったのだ。

  

  

  『我想创造一个大家都能和平共处的世界，即使无法亲眼看到也一样。因为我觉得，那或许就是我被选为圣女的理由。』

  『私は皆が平和になる世界を作りたい。この目で見ることは叶わなくとも。だってそれが、私が聖女に選ばれた理由なのかもしれないと思えるんですよ』

  

  『你一定办得到。尽管不才，但本人雷威也会在你身旁助你一臂之力。』

  『貴女ならできます。不肖ながらこのレーヴェもお力添えをお傍でさせていただければ』

  

  『雷威，我好高兴。有你这样的朋友，我真是幸福……呀啊！』

  『嬉しいです、レーヴェ。貴女のようなお友達がいて私は幸せ者ですよ……きゃあっ』

  

  

  库夏尔娜当时绊到路旁的石头，脸部朝下摔倒在地，雷威急忙跑过去，发现她流着鼻血在笑。

  　あの時は路傍の石に躓いたクーシャルナが顔から地面に転び、慌てて駆け寄ってみれば鼻血を垂らしながら笑っていたのだったか。

  

  库夏尔娜有些脱线，却又无比温柔，实在令人担心。她经常跌倒，只要一不注意就会不见人影。

  　どこか抜けていて、それでいて底抜けに優しいクーシャルナは危なっかしかった。よく転ぶし、目を離すとすぐにいなくなる。

  

  雷威因为身为女性却成为骑士，心中一直很孤独，但和库夏尔娜一起生活后，这份孤独感便缓和了下来。

  　女だてらに騎士と為った事でレーヴェの心にあった孤独は、クーシャルナと過ごすことで緩和されていた。

  

  雷威很喜欢她。

  　彼女の事は大好きだった。

  

  

  『我没有母亲的记忆。从我懂事时起，我就在这里了。可是我并不寂寞哦！因为有雷威在，最近朋友也变多了！她们是娇小又可爱的女孩子哦。总觉得就像是真正的妹妹，要是能成为家人就好了……啊，当然雷威也已经是家人了！欸嘿嘿。』

  『私には母の記憶がないのです。物心ついた時には此処に居ました。だけど寂しくないんですよ！　レーヴェが居ますし、最近お友達も増えましたから！　小さくて可愛い、女の子なんですよ。なんだか本当の妹みたいで、家族になれたらって……あ、もちろんレーヴェはもう家族のようなものですからね！　えへへ』

  

  

  最近也聊过这个话题。现在回想起来，那应该是在说克莱儿吧。记得是出兵前的对话。

  　最近そんな話もしていた。今思えばそれがココットの事だったのだろう。出兵の直前の会話だったと思う。

  

  那样的她死了。被杀害了。被伸出援手的对象背叛了。

  　そんな彼女は死んだ。殺された。手を差し伸べた相手に裏切られて。

  

  面对这样的仇人，雷威握有生杀大权。

  　そんな仇を前に、レーヴェは生殺与奪の権利を握っている。

  

  圣女被杀时，也是多亏许多圣歌队的骑士，她才能逃出生天。而此刻，他们也抱着必死的决心，试图用剑夺走克莱儿的性命。

  　聖女を殺された時も多くの聖歌隊の騎士のおかげで逃げ出してこれた。そして今も、彼らの決死の覚悟でもってココットの命に剣が届かんとしている。

  

  

  尽管如此，雷威却想起了圣女临终前的话语。

  　だというのに、レーヴェは聖女の今際の言葉を思い出してしまったのだ。

  

  

  『请……不要……憎恨……他们……』

  『ココッ……トを……憎まないであげて……くだ、さい……』

  

  

  （不要憎恨是什么意思？这个恶魔明明背叛了你，还杀了你。我应该已经做好觉悟了！我是骑士，是守护人民的剑。圣女大人也总是希望人民能够和平。所以，消灭克莱儿不就是继承圣女大人的遗志吗……！）

  （憎むなとはどういうことなのですか。この悪魔は貴女を裏切り殺したのに。覚悟だって決めたはずだ！　私は騎士であり、民を守る剣。聖女様だって民の平和を常に願っていた。だからこれは、ココットを撃ち滅ぼすことは聖女様の想いを継ぐことではないのですか……！）

  

  

  她这么想着，试图甩开杂念。都到了这个地步，我怎么又开始迷惘了？

  　そう考えて雑念を振り払おうとする。この期に及んでまた私は迷いなどを。

  

  可是，如果——

  　だが、もしも。

  

  那个琪优莉说的话、迪欧尼欧的异样感、暗杀者的存在。

  　あのキエルの言葉。デオニオの違和感。暗殺者の存在。

  

  如果，先背叛的是我们呢？

  　もしも、先に裏切ったのが我々だったとしたならば。

  

  她心里有数。她知道教皇疏远圣女，也知道迪欧尼欧隐瞒着什么。还有服从克莱儿的魔族们的愤怒与悲伤。与他们面对面后，她明白了。那也是失去某些事物的人们的眼神。

  　心当たりは多くあった。教皇は聖女を疎んじていたのは知っていた。そして何かを隠しているデオニオの様子。ココットに従う魔族達の怒りと悲しみ。相対して分かる。あれも何かを失った者達の目だと。

  

  

  

  雷威颤抖的眼眸往下看，望着自己举起的剑，同时瞪大双眼，用不知是恐惧还是懊悔……难以言喻的表情，看着抬头仰望自己的娇小女童。

  　レーヴェは震える瞳を眼下に向け、構えた剣を眺めながら瞳を見開き恐怖か悔しさか……何とも言えない表情で自分を見上げる小さな幼女の姿を見る。

  

  她果然跟库夏尔娜大人非常相似。

  　やっぱり、クーシャルナ様にどうしようもなく似ている。

  

  库夏尔娜大人，让这孩子发狂的，是我们人类吗？您真的跟这女孩心灵相通吗？

  　この子を狂わせたのは我々人間なのですか、クーシャルナ様。貴女はこの娘と本当に心を通わせていたのですか。

  

  只要杀了这女孩，我就能一吐怨气。可是库夏尔娜大人，您会责备我吧。

  　この娘を殺してしまえば、自分の気は晴れる。しかしクーシャルナ様、貴女は私をお叱りになりますでしょうね。

  

  既然如此，作为回报您的方式，我……我的复仇……是没有任何意义的错误道路吗……？

  　ならば貴女に報いる方法として、この……私の復讐は……何の意味も無い誤った道なのですか……？

  

  雷威在心中恳求般地寻求答案，库夏尔娜的记忆……没有给出任何回答。

  　レーヴェの胸の内で答えを求め懇願するように紡がれた問いに、クーシャルナの記憶は何も……何も答えてはくれなかった。

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  

  冷汗沿着鼻梁流到下巴的感觉。我连呼吸都做不到，只是瞪大双眼，抬头看着雷威。映入眼帘的是朝我胸口刺来的长剑剑尖，以及雷威苦闷的表情。

  　冷や汗が鼻筋に沿って顎まで達する感覚。呼吸さえできぬまま、見開いた瞳で私はレーヴェを見上げていた。目に映るのは私の胸に向けられた長剣の切っ先。そしてレーヴェの苦悶するような表情。

  

  雷威举着剑，僵在原地俯视着我。什么？怎么了？为什么不把剑挥下来？

  　レーヴェは剣を振りかぶったまま私を見下ろし硬直。なんだ、どうした。なぜ剣を振り下ろさない。

  

  就在我喘着气，开始疑惑发生什么事的时候，雷威闭上眼睛，深深吐出一口气。然后，缓缓放下架起的剑。

  　私が荒い息を吐きながら何事かと疑問を覚えた頃合い。レーヴェは目を閉じ深く息を吐いた。そして、ゆっくりと構えた剣を下ろしたのだ。

  

  

  「库夏尔纳大人……我……」

  「クーシャルナ様……私はッ」

  

  

  他扭曲着脸，用泫然欲泣的声音低语。

  　そして泣きそうなほどに顔を歪めて呟いた。

  

  就在那一刹那，突击枪深深刺进他的胸口。踩着我的雷威被从旁边以惊人之势疾驰而来的兹欧涅的枪贯穿，就这样以惊人的速度从我的视野中消失，接着我听到他撞上右边墙壁的剧烈声响。

  　その刹那、その胸に突撃槍が深々と突き立つ。私を踏みつけていたレーヴェは横合いから恐ろしい勢いで疾駆したツォーネの槍に貫かれ、そのまま私の視界から凄まじい勢いで消えた後、右の方の壁に激突音が聞こえた。

  

  我猛然回神，往声音传来的方向看去，只见瓦砾粉碎，石片四散飞舞，气喘吁吁的兹欧涅握着刺在墙上的枪柄，撑着身体，肩膀上下起伏。

  　私がはっとして見やれば瓦礫を粉砕しぱらぱらと石片が舞い散る中、荒い息をしたツォーネが壁に突き立った槍の柄を握って支えにしながら肩を上下させていた。

  

  

  「呼、呼……臭婊子……」

  「はぁっ、はぁっ……クソアマが……」

  

  

  我惊讶地瞪大双眼，交互看着兹欧涅和她刚才所在的位置。抓住兹欧涅的圣歌队骑士们，全都成了尸体。

  　私は驚き見開かれた瞳でツォーネと、先ほどまでツォーネが居たはずの場所を交互に見る。ツォーネを捕まえていた聖歌隊の騎士たちは、一人残らず死体となっていた。

  

  兹欧涅大大吐出一口气后，立刻转头看向我，露出担心的表情。

  　ツォーネは大きく息を吐いた後すぐに私を振り向き、心配そうな顔をする。

  

  

  「克莱儿大人，您没事吧！？」

  「ココット様、ご無事ですの！？」

  

  「嗯、嗯……」

  「あ、ああ……」

  

  

  我回应她，看向雷威。

  　返事を返し、レーヴェを見やる。

  

  雷威胸口中央被突击枪贯穿，整个人贴在墙上，眼中已经没有生气。他口中流出鲜血，已经断气了。

  　レーヴェは、胸の中央を突撃槍に穿たれたまま壁に張り付けになっており、既にその目に生気はなかった。口から血を零し、息絶えていた。

  

  

  「雷威……！你这个没用的家伙！」

  「レーヴェ……！　不甲斐ない奴めッ」

  

  

  怒吼声传来。

  　怒声が聞こえた。

  

  我一看，方才用剑压击飞索夫的迪欧尼欧正用愤怒的表情瞪着雷威的尸体。他露出轻蔑的目光，仿佛只把雷威当成没用的道具，觉得他坏了。

  　見れば今しがたゾフを剣圧で吹き飛ばしたデオニオが憤怒の表情で死体となったレーヴェを睨んでいた。まるで使えない道具が壊れたとしか思っていないような、軽蔑の目をしていた。

  

  

  

  我被冲过来的托泽搀扶，立刻站起身，拍掉衣服上的尘土。

  　私は駆け寄ってきたツォーネに支えられてすぐに立ち上がると、装束についた土ぼこりを払った。

  

  魔剑士们聚集过来，站在我的前方保护我。托泽也站在我面前，举起长枪。

  　そんな私を守るように魔剣士が集まって来て前に立つ。ツォーネも私のすぐ前に立ち、槍を構えた。

  

  迪欧尼欧也召集骑士，重整队列。他打算一边应付活死人，一边重新来过吗？

  　デオニオも騎士を招集し隊列を立て直す。リビングデッドに対処しながら、仕切りなおすつもりか。

  

  雷威的死让均衡瓦解，如今我方占有压倒性的优势。巴尔塔那群人产生了破绽，作战应该可以进入下一个阶段。

  　レーヴェが死んだことで均衡は崩れた。今や我々が圧倒的に有利。バルタの連中に生じた綻び。作戦は次のステップに移行できるはず。

  

  我承认自己在雷威袭击过来时，比自己想象的还要狼狈，心跳也变快了。尽管对此感到烦躁，但那家伙已经死了。我调整紊乱的呼吸，冷静地切换思绪。

  　私はレーヴェに襲い掛かられた際に自分が思っていた以上に狼狽し、心臓の鼓動が早くなっていたことを認めた。それに苛立ちはしたが、もう奴は死んだ。荒い呼吸を整え、冷静に頭を切り替える。

  

  然后他瞪着迪欧尼欧，仿佛在说接下来轮到你了，红色的双眼摇曳着。

  　そしてデオニオを睨みつけ、次は貴様の番だと言わんばかりに赤い瞳を揺らめかせる。

  

  

  

  

  然而——

  　だが。

  

  

  

  

  战场上传来马的嘶鸣。有人骑着白马突然闯入战场。

  　戦場に馬の嘶き。白い馬を駆る何者かが唐突に戦場に割って入った。

  

  然后他从马上挥舞着耀眼的白剑，扫荡了走在前头的活死人大军。

  　そして先行していたリビングデッドの群れを馬上から薙ぎ払ったのだ。眩いばかりの白い剣を以て。

  

  一瞬间，我有种战场的时间停止的错觉。然后在那静止的时间中，只有那匹马在动。

  　一瞬、戦場の時が止まったような錯覚を覚えた。そしてその止まった時の中でその馬だけが動いているような。

  

  随后，将活死人打飞的剑压卷起狂风。我用双手护住脸，闭上眼睛忍耐。

  　直後、リビングデッドを吹き飛ばした剣圧によって巻き起こった風が吹き荒れた。私は両手で顔を守り、目を閉じ耐えた。

  

  在宛如暴风的冲击波声震耳欲聋中，我没有漏听在战场上响起的话语。

  　暴風めいた衝撃波の音が耳をつんざく中、私は戦場に響いた言葉を聞き逃さなかった。

  

  

  「为什么来了，圣剑！」

  「なぜ来た、聖剣ッ！」

  

  

  圣剑。他说圣剑吗？

  　聖剣。聖剣といったか。

  

  迪欧尼欧发出混杂着惊讶的叫声。

  　デオニオが発した驚きの入り混じる叫び。

  

  听到那声音的瞬间，我立刻睁开眼睛，身体猛然弯下，眼球转了一圈，捕捉到应该是圣剑的男人身影。

  　その声を聴いた瞬間に私はすぐさま目を見開き、体をがくんと折り曲げ、ぐるりと眼球を動かし聖剣と思しき男の姿を捉えた。

  

  那是一名黑发随意绑起，发尾染红，有着中性容貌的青年。他的外表和小库说的一样。骑着白马出现在战场上的那名青年，散发出与一般骑士截然不同的氛围。

  　黒髪の無造作な髪の毛先に朱が入った中性的な顔立ちの青年。クーが言っていた通りの外見。白馬に跨り戦場に現れたその青年は並の騎士とは一線を画す雰囲気を醸している。

  

  不会错。是圣剑勇者佛尔多纳。

  　間違いない。聖剣の勇者フォルトナだ。

  

  理解到这一点的瞬间，我扬起嘴角，压抑不住激昂的情绪，脸上浮现笑容。

  　そう理解した瞬間、私は口の端をニィと引き上げて抑えられない昂りのままに笑みを浮かべた。

  

  

  「来了……♡」

  「来たァ……♡」

  

  

  

  

  

  

 
  ＃１１９　白と赤

  ＃119　红与白

  　

  

  

  

  

  

  

  

  「亚尔班阁下。」

  「アーバーン殿」

  

  

  这里是主战场，法尔托玛雷军的据点。

  　場は主戦場、ファルトマーレ軍の拠点。

  

  圣铠骑士团团长亚鲁亚丹在帐篷中，以靠在椅子上翘着脚的轻松姿势，向亚尔班搭话。

  　聖鎧騎士団団長アルアダンが、テントの中で椅子にもたれかかりテーブルに足を組みながら砕けた姿勢のアーバーンに声をかけた。

  

  亚尔班依然将双手交叉在后脑勺，睁开原本闭着的眼睛。

  　アーバーンは頭の後ろに腕を組んだまま、閉じていた目を開ける。

  

  

  「最近这阵子没有发生任何战斗，只是持续与梅亚军对峙。虽然收到巴尔塔之战获胜的消息，但这种状况是怎么回事？」

  「ここしばらく戦闘と言う戦闘も無く、メーアの軍とにらみ合いが続いている。バルタの戦いも勝利したと報せはあったが、この状況はなんだ」

  

  「亚鲁亚丹大叔，你在意什么啊？没有战斗不是很好吗？」

  「何が気になってるんだい、アルアダンのおっさん。戦いがないのはいい事じゃないか」

  

  

  亚尔班挥了挥手，亚鲁亚丹则叹了口气。

  　腕をひらひらと振るアーバーンに、アルアダンは溜息を零した。

  

  

  「我说这样很异常。这种平静让我觉得不对劲。」

  「異常だと言っている。この静けさに違和感を感じるのだ」

  

  

  目前梅亚军只是在前方布阵，没有进攻的迹象。

  　此処の所メーアの軍勢は我が軍の前方に布陣するのみで攻めてくる気配もない。

  

  而我方也因为亚尔班的意见而没有主动出击。虽然知道少了圣剑勇者佛尔多纳，难以发动攻势，但亚鲁亚丹也赞同采取守势，不过连一场小规模冲突都没有，双方阵营只是互相观望，这样的状况终于让他开始觉得不对劲。

  　そしてこちらもアーバーンの意見で打って出ることはしなかった。聖剣の勇者フォルトナを欠いているのだから攻勢に出にくいのはわかるとしてアルアダンも防戦自体には賛同していたが、小競り合いの一つすら起きず両陣営が見合うだけの状況にいよいよ違和感を感じ始めていた。

  

  而这种不对劲的感觉也指向亚尔班。

  　そしてその違和感はアーバーンにも向けられていた。

  

  亚卢亚丹推测，亚尔班知道些什么。而且法尔托玛勒国王恐怕也知道。伊弗尔的指示突然中断，不久之前只收到一封要他听从亚尔班指示的信。

  　アルアダンは推測する。アーバーンは何かを知っている。そしてそれはおそらくファルトマーレ国王も知る処だろう。イファールからの指示はぴたりと途絶え、少し前にただ一通。アーバーンの指示に従うようにとだけ文が届いていた。

  

  亚尔班除了定期外出散步，就只是像这样待命。亚卢亚丹曾经自作主张派出斥候前往梅亚阵营，亚尔班发现后只对他说「没有意义，别再这样做了」。

  　当のアーバーンは定期的に散歩に出る以外はこうして待機をしているだけ。アルアダンが独断でメーア陣営への斥候を出したこともあったが、それに気づいたアーバーンは意味ないからやめときな、とだけアルアダンに言った。

  

  这个男人悠哉地等待着什么——亚卢亚丹这么想。亚尔班同样命令小国联合派出的义援军按兵不动，亚卢亚丹不明白他的真意。

  　この男は悠長に構えて何かを待っている、そうアルアダンは思っていた。小国連合から差し向けられた義援兵達にも同様に動かぬよう伝えるアーバーンの真意は分からなかった。

  

  不过亚卢亚丹也对停滞的状况有想法，终于忍不住对态度悠然的亚尔班提出疑问。

  　しかしアルアダンとしてもこの停滞した状況に思うところはあり、飄々としたアーバーンの態度についにその問いを投げかけるに至った。

  

  你究竟在等什么？你知道这场战争的结局吗？

  　一体何を待っているのか。この戦争の行く末を分かっているのか、と。

  

  

  亚尔班拿起放在桌上的苹果，用斗篷擦过之后咬了一口。

  　アーバーンはテーブルの上に置かれたリンゴを手に取り、マントで擦った後に一口齧る。

  

  然后他缓缓地盯着亚历山大，笑着这么说。那是个难以说是答案，仿佛在开朗地告诉朋友恶梦即将结束的氛围。

  　そしてゆっくりアルアダンを見据えると、笑いながら言ったのだ。答えと言うには曖昧な、まるで友人に悪夢の終わりを朗らかに示唆するような。そんな雰囲気で。

  

  

  「不用担心，只要等下去就好。因为战争马上就要结束了。」

  「心配ないって。待ってりゃいいんだよ。もうすぐ戦争は終わるんだから」

  

  

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  出现在现场的青年……正是圣剑勇者佛尔多纳。

  　場に現れた青年……それはまさしく聖剣の勇者フォルトナ。

  

  我感觉到自己因为期待已久的仇敌终于出现在眼前而情绪激昂。佛尔多纳从马上下来，介入交锋的索夫和迪欧尼欧之间，将索夫的大斧弹开。索夫轻轻咂嘴往后跳，退到我身边。

  　待ち望んだ怨敵がついに目の前に姿を現した事で私は感情の昂りを自覚していた。フォルトナは馬から降り立つと切り結んでいたゾフとデオニオの間に割って入り、ゾフの大斧をはじき返す。ゾフは小さく舌打ちをして飛び下がり、私の隣まで下がってくる。

  

  然后，我缓缓走向站在迪欧尼欧身旁的佛尔多纳，在仍处于混战状态的战场前一步的位置大喊：

  　そうして、デオニオの隣に並び立ったフォルトナに向けて私はゆっくりと歩を進め、未だ乱戦状態の戦場の一歩手前から叫んだ。

  

  

  「你终于出现了，圣剑勇者！」

  「ようやく現れたなあ、聖剣の勇者っ！」

  

  

  还真是大牌出勤啊，想必是个大人物吧。

  　随分な重役出勤だ。さぞいい身分なのだろうなあ。

  

  佛尔多纳注意到我的声音，转过头来。

  　フォルトナは私の声に気づき、顔を向ける。

  

  然后一看到我的脸，就露出惊讶的表情开口：

  　そして私の顔を見るや否や驚きの表情で口を開いた。

  

  

  「你是……小库……？」

  「君はッ……クー……？」

  

  

  哈，这家伙是怎样？一看到我就说出那个女人的名字。」

  　はっ。なんだこいつ。私を見るなりあの女の名前を口にするとは。

  

  

  「我的名字是克莱儿……可以不要说出那种讨厌的名字吗？」

  「私の名はココットだ……嫌な名前を口にしないでもらおうか」

  

  

  跟难民和士兵的反应一样。我跟圣女很像……嗯，这个我倒是可以理解。圣女库夏尔纳跟我母亲蕾依很像。既然如此，我跟母亲的女儿很像，也没什么好奇怪的。虽然我从来没想过这件事。

  　難民や兵士と同じ反応だ。私と聖女が似ている……それにはまあ、納得はいく。聖女クーシャルナは我が母レイメに似ているのだ。ならばレイメの娘である私にも、まあ似ていても不思議ではない。考えたことは無かったが。

  

  真可恨。事到如今，被那个背叛我、杀了MIO的女人认错，实在令人不快至极。

  　忌々しい。今となっては私を裏切りミオを殺したあの女に間違われる事など不快の極みだ。

  

  我表现出不快，重新报上名号后，佛鲁托纳先是有些惊讶，接着露出恍然大悟的表情，重新面对我。

  　そう不快感をあらわにしながら改めて名乗ってやれば、フォルトナは少し驚いた後に何かに納得したような顔で私にしかと向き直った。

  

  然后，在警戒的魔族和我面前，他说出了令人震惊的话。

  　そして警戒し身構える魔族と私の前で、驚くべき事を言ったのだ。

  

  

  「这样啊，你就是……跟小库和琪耶尔小姐说的一样。」

  「そうか、君が……クーやキエルさんが言っていた通りだ」

  

  

  我一瞬间忘了呼吸。

  　私は、一瞬呼吸を忘れた。

  

  魔族、巴鲁塔兵和活死人的战斗声，甚至有几秒都听不见了。

  　魔族やバルタ兵、リビングデッドの戦闘音さえ数秒聞こえなくなった。

  

  伴随着尖锐的耳鸣声，声音终于回到这个世界。我猛然回神，失去冷静，正要冲到佛鲁托纳身边时，被托尔内抓住了手臂。

  　甲高い耳鳴りめいた音と共にようやく世界に音が戻ってくる。はっとした私は、冷静さを欠きフォルトナの下へ駆けだそうとしてツォーネに腕を掴まれた。

  

  

  「小姐！不行！」

  「お嬢！　いけねえっ！」

  

  「克莱儿大人！您太大意了！」

  「ココット様！　迂闊ですわ！」

  

  「……！喂，圣剑！你刚才说了琪耶尔对吧！你说了对吧！琪耶尔……琪耶尔还活着吗！？她在哪里！」

  「っ……！　おい、聖剣！　今キエルと言ったな！　言っただろう！　キエルは……キエルは生きているのか！？　どこにいる！」

  

  

  那是愤怒、惊讶与担心混杂在一起的悲痛叫声。我一边试图甩开被托泽捏住的手，一边不断大叫她在哪里。最后托泽从后方抱住我，压制住我的身体。即使如此我还是不断挣扎，最后托泽终于把我抱了起来。

  　怒りと驚き、そして心配の入り混じった悲痛なる叫び。ツォーネに掴まれた手を振りほどこうとしながら、キエルはどこだと叫び続ける。やがてツォーネに後ろから体全部を抱え込まれるように抑えられた。それでも私が暴れたのでついにツォーネは私を抱え上げた。

  

  我双脚悬空，不断挣扎，弗尔多拿看到我激动的模样，一瞬间露出畏缩的神情，不过他马上回答。

  　地に足がつかずバタバタしながら暴れる私の剣幕にフォルトナは一瞬たじろいだように見えたが、すぐに答えをくれた。

  

  

  「在安全的地方。我们是应她的要求来到战场。」

  「安全な場所だよ。戦場には彼女の願いで来ている」

  

  

  听到这句话，我眼神动摇，停止挣扎。

  　その言葉を聞いて、私は瞳を揺らしながら暴れるのをやめた。

  

  她待在安全的地方，还活着。在那场爆炸中走散后，她被巴尔塔兵囚禁了吗？状况似乎不太好。

  　安全な場所にいて、生きている。あの爆発ではぐれた後、バルタ兵に囚われたのか。あまりいい状況ではない。

  

  不过，即使如此……她还活着吗？

  　だが、それでも……生きてはいる、のか。

  

  

  「是吗……你平安无事啊……琪雅儿。」

  「そうか……無事だったんだな……キエル」

  

  

  我发出安心的声音，露出淡淡的笑容。我深深吐气，冷静下来。托泽放松拘束，我静静地被放到地面。托泽的手也在颤抖。看来这件事也让他很惊讶。索夫也是。他用一脸「该怎么办」的表情看着我。

  　私は安堵の声を漏らし、仄かに笑顔を見せた。深く息を吐き、落ち着いた。ツォーネの拘束が緩まり、私は静かに地面に降ろされた。ツォーネの手も震えていた。こいつにも驚くべき事実だったらしい。ゾフもだ。どうするんだと言った顔で私を見ている。

  

  我双手贴着脸颊，吐出难以言喻的气息，凝视地面。

  　私は両手を頬に当て、何とも言えない息を吐いたまま地面をただ見つめていた。

  

  听到凯耶尔平安无事……事到如今，这真是个好消息。我低头凝视着地面，忍不住笑出声来。脸上也带着笑容。喜悦与安心的声音与叹息。我甚至有一瞬间忘了自己身在战场。

  　キエルが無事……ここにきて何という朗報なんだろうか。俯き地面をただ見つめたまま、笑い声が漏れる。笑みもだ。喜びと安堵の声と吐息。戦場に居る事さえ一瞬忘れていたかもしれない。

  

  看到我的笑容，佛鲁托纳对我说：

  　その笑顔を見たフォルトナが私に言葉を投げかけた。

  

  

  「克莱儿，如果可以不用战斗就解决，我想要那么做。」

  「ココット、僕は戦わなくて済む方法があるのならそうしたいと思っている」

  

  「圣剑阁下！？你在说什么！」

  「聖剣殿！？　何を言うか！」

  

  

  听到圣剑的话，我虽然也吃了一惊，但出声的人却是迪欧尼。

  　聖剣の言葉に驚いたのは私もだが、声を上げたのはデオニオだった。

  

  我缓缓抬起头，静静放下贴着脸颊的手，双手抱胸。听到这么愚蠢的话，让我回过神来，意识到自己身在战场。

  　私はゆっくり顔を上げ、頬にあてた手を静かに下して腕組みをした。意識を戦場に戻すいい気付になった。こんなバカげた言葉を聞けるとは。

  

  

  「哈，我还以为你要说什么，原来是天真的蠢话啊。不战斗要怎么办？你要说要救我吗？像塞尔金那样？」

  「はっ、何を言い出すかと思えば甘ちゃんの戯言か。戦わなくてどうする？　私を救うとでも言ってみるか？　セグンのように」

  

  「……这样啊，塞尔金阁下也是你杀的。」

  「……そうか、セグン殿も君が」

  

  

  是啊，没错。青翼骑士团团长塞尔金被我设计杀害。他是凯耶尔的父亲，我当然记得。

  　ああそうさ。青翼騎士団団長セグンは私が罠に嵌めて殺した。キエルの父である男だ。覚えているともさ。

  

  听到佛鲁托纳的低语，我回想起当时，得意地笑了。

  　フォルトナのつぶやきに私は当時を思い出しながらふんふんと得意げに笑って見せた。

  

  圣剑勇者就在眼前，我的脑中盘旋着复杂又单纯明快的感情。为了达成目的的思考，为了将作战推进到下一阶段而掌握周围的状况。而位于中心的圣剑勇者佛尔多纳，对于我是终结的欢喜。只要杀了他，我终于能够结束。这样就不会给那位大人添麻烦，她一定会很高兴。

  　聖剣の勇者を前にして私の脳裏は複雑にして単純明快な感情が渦巻いていた。目的のための思案、作戦を次の段階に進めるための周囲の状況把握。そしてその中心にいる聖剣の勇者フォルトナが、私の終わりであることへの歓喜。奴を殺せば私はやっと終われる。あの方に迷惑をかけず、きっと喜んで頂ける。

  

  比起我死掉，勇者死掉的喜悦应该会更胜一筹。没错，我盲目地这么认为。

  　私が死んだ事より、勇者が死んだ事の喜びが勝る筈なのだから。そう、盲目的に私は思い込む事にしていた。

  

  佛尔多纳以苦闷的表情，对脸上持续挂着笑容的我说道：

  　そうして笑みを浮かべ続ける私に、フォルトナは苦悶の表情で告げる。

  

  

  

  「有人要我杀了你。」

  「僕は、君を殺せと言われている」

  

  「这是当然的吧。我也打算杀了你们。这样很公平吧。」

  「当然だろうな。私もお前たちを殺すつもりだ。実にフェアじゃないか」

  

  「可是我不想杀你。」

  「だけど僕は君を、殺したくないんだ」

  

  「……？」

  「……？」

  

  

  佛尔多纳表示，他被吉尔托付了我。而且不光是这样。

  　フォルトナはキエルに私の事を頼まれた、と続けた。そしてそれだけでもないとも。

  

  吉尔似乎还交代了什么，但除此之外我都不感兴趣。吉尔居然会担心我，就连我被囚禁的事都挂在心上，让我觉得他还是老样子而露出苦笑。会像这样对我好言相向的家伙，最后一定会背叛我。除了艾库罗尔大人以外。

  　キエルが何か言い含めたらしいが、それ以外は興味はない。キエルが私の心配を、囚われの身の上ですらしていた事に呆れ、相変わらずだと苦笑した。こう言って優しい言葉を投げかけてくる奴は決まって最後には私を裏切るのだ。エルクーロ様以外は。

  

  

  「我希望你撤兵，听从我的指示。你杀得太多了，所以乖乖接受制裁吧。我会保证你的性命。我答应你，在你清算罪孽之前会照顾你。所以请你收兵。」

  「兵を引き、僕の言うとおりにしてほしい。君は殺しすぎてしまった。だから大人しく裁きを受けるんだ。人として。命は僕が保証する。罪を清算するまで僕が面倒を見ると約束する。だから兵を収めてくれ」

  

  「你要我投降？以人的身份接受制裁？愚蠢至极。明明是你们让我不再是人。啊啊，可恶，人类到底要让我讲几次这句话？」

  「私に投降しろと？　人として裁く？　ばかばかしい。私を人ではなくしたのはお前たちなのに。ああくそ、人間は何度私にこれを言わせる？」

  

  「我看到你听到吉耶尔的事情时的表情。你真的很担心吉耶尔呢。吉耶尔也很担心你哦。」

  「キエルさんの事を聞いた君の表情を見た。君は本当にキエルさんの事を心配していたんだね。キエルさんも君を心配していたよ」

  

  「……那又怎样？」

  「……だから、どうしたっていうんだ」

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  不，等等。

  　いや、待て。

  

  这是交易。佛鲁托纳对我提出了要求。

  　これは取引だ。フォルトナは私に要求を、している。

  

  那么我也提出要求吧。

  　なら私の要求も伝えるとしよう。

  

  

  「我知道了。就这么办吧。你去死……把吉耶尔还来。这样我就乖乖听你的话。如何？」

  「わかった。こうしよう。お前は死ね。……キエルも返せ。そうしたら私は大人しく言う事を聞くよ。どうだ？」

  

  

  一直抓着我的手臂的托尔涅听到我的提议后，一脸惊愕地看着我。索夫也是。

  　私の提案に私の腕をずっと掴んだままのツォーネが驚愕の表情で私を見る。ゾフもだ。

  

  我宣言要赌上性命执行这个作战。所以我会使用部下的性命。但我当然不可能把自己的性命撇在一边。

  　私はこの作戦に命を懸けると宣言してきた。だから部下の命を使っている。だのに自分の命だけは棚に上げるわけはあるまい。

  

  如果圣剑能用我的性命杀死，我很乐意献出。

  　私の命で聖剣が殺せるならば喜んで差し出すさ。

  

  然而，佛鲁托纳驳回了这个提议。

  　だが、フォルトナはこの提案を却下した。

  

  

  「这……我做不到。我背负着人民的意念，不能死。也不能再次把你交给魔族。」

  「それは……できない。僕は民の想いを背負っているから死ぬことはできない。キエルさんも再び魔族に引き渡すことはできない」

  

  「哈！圣剑也爱惜自己的性命吗？而且你说那些家伙的意念？那是诅咒啊，圣剑！扭曲的勇者！」

  「はっ。聖剣でも我が身は可愛いか。それにあんな連中の想いだと？　それは呪いだよ、聖剣！　歪んだ勇者め！」

  

  「所以，我不想让你死！」

  「だから、僕は君を死なせたくもないんだ！」

  

  「圣剑阁下！跟魔将军的对话就到此为止！」

  「聖剣殿！　魔将軍と戯れるのはそこまでだ！」

  

  

  迪欧尼欧介入我们的问答。

  　我々の問答にデオニオが割り込む。

  

  他抓住福尔特纳的肩膀，露出愤怒的表情。

  　フォルトナの肩を掴み、怒りの表情をしていた。

  

  

  「我军也出现了许多牺牲者。那个幼女是连部下都变成活死人的邪魔歪道！雷威也被她杀了！」

  「我が軍にも多く犠牲者が出ている。その幼女は部下すらリビングデッドにする外道だ！　レーヴェも討ち取られたんだぞ！」

  

  「你说什么……？」

  「なんですって……？」

  

  

  福尔特纳大吃一惊，看向迪欧尼欧用剑指示的方向，便看到雷威的遗骸被托涅的突击枪钉在墙上。

  　フォルトナが驚き、デオニオが剣で指し示した方を見れば、未だにツォーネの突撃槍で壁に張り付けにされたレーヴェの亡骸が目に映る。

  

  福尔特纳看到这一幕，眼神大变，瞪着我大喊：

  　フォルトナはそれを見て目の色を変え、私を睨みつけ叫んだ。

  

  

  「你杀了雷威吗……！你杀了小库也是真的……！」

  「レーヴェを殺したのか……！　クーを殺したのも本当だったんだね……！」

  

  「你现在才相信啊！没错！我杀了他！圣女和那个女骑士也是！」

  「今更信じたか！　そうだよ！　殺してやったさ！　聖女もその女騎士もな！」

  

  

  佛鲁托纳散发的气息变了，是愤怒。虽然还感受不到杀意，反而更令人火大，不过就照这样继续激怒他吧。我双手抱胸，用鼻子哼了一声，用鄙视的眼神看着佛鲁托纳。

  　フォルトナから感じる気配が変わったな。怒りだ。殺意はまだ感じられないのが逆に癪に障るが、この調子で怒らせてやる。私は腕組みをして鼻を鳴らし、見下すような眼をフォルトナへと向ける。

  

  

  「为什么！小库在信上一直提到你！他很信任你啊！」

  「なぜだ！　クーは手紙で君の事をずっと話していた！　信用していたんだぞ！」

  

  「哈！哈哈！你想用这种谎言来让我失去战意吗！？」

  「はっ！　ははっ！　そんな嘘で私の戦意を折ろうと言うのか！？」

  

  「不是！我也知道你和小库在一起……全都是小库告诉我的！你对小库很温柔……还说和他在一起，感觉不像外人！」

  「違う！　君がクーと一緒に居た事も知ってる……全部クーが教えてくれたんだ！　君はクーに優しかった……一緒に居て、なんだか他人の気がしないと言っていた！」

  

  

  这家伙还在说那种话。

  　こいつまだそんなことを。

  

  明明就叫他别把小库的事告诉我。

  　クーの話を私にするんじゃないというのに。

  

  

  「骗人！那家伙骗了我，杀了MIO！别再让我听这种胡说八道了！我头都痛了！」

  「嘘だ！　あいつは私を騙してミオを殺した！　これ以上ふざけた話を私に聞かせるな！　頭が痛くなる！」

  

  「小库不会对我说谎！不只是对我……对你也不会说谎！」

  「クーは僕に嘘はつかない！　僕だけじゃない……君にだって、嘘なんかつかない！」

  

  「……！」

  「……ッ！」

  

  

  我也这么认为。

  　私も、そう思っていた。

  

  在和小库一起生活的期间，我应该已经明白了。所以我才会被他吸引。不只是因为和雷勉很像，而是从他的诚实感受到一股安心感，觉得这家伙应该不会背叛我。

  　クーと過ごした期間の中で分かっていたはずだ。だから私は絆された。なにもレイメに似ていたからと言うだけではない。こいつなら私を裏切らないんじゃないかと思わせる安心感を、その誠実さから感じていた。

  

  可是，到头来她还是背叛了我。还夺走了我最重要的澪。那就是真相，是过去犯下的可恨过错。应该是这样才对。

  　だけど結局、私を裏切った。それで私の大事なミオを奪われた。それが真相で、忌むべき過去の過ちだ。そのはずだ。

  

  

  「事情我已经听琪优说了……你认为是小库派出暗杀者，但那一定是错的。小库才不会做那种事！」

  「キエルさんから話は聞いたよ……君は暗殺者を放ったのがクーだと思っているんだろうけど、それはきっと間違いだ。クーはそんなことはしない！」

  

  「住口！我不想听！我不想听！」

  「やめろっ！　聞きたくない！　聞きたくない！」

  

  「小库直到最后都把你当成朋友！而且你其实是小库的……」

  「クーは最後まで君を友達だと思っていたんだ！　それに君は本当はクーの……」

  

  「不要狡辩！！」

  「まやかすなァッ！！」

  

  

  我用近乎惨叫的音调大喊。

  　私は悲鳴のような声色で叫んだ。

  

  我再也听不下去了。或许是因为看到了刚才那对母女吧？我拼命地压抑着在心中萌芽，名为罪恶感的诅咒。

  　これ以上は聞くに堪えない。先ほどの親子を見たせいか？　私は胸の内に芽生えた罪悪感と言う名の呪いを押し込めようと必死だった。

  

  我不想听小库的事。我已经杀了她。真相什么的根本无所谓。我不想听。我已经决定不再拥有像人类的感情。因为那只会让我痛苦。我已经受够痛苦了。所以才会放弃恋爱和生存，来到这里。

  　クーの話なんか聞きたくない。私はもう彼女を殺してしまった。真相なんかどうだっていい。聞きたくない。もう私は人間らしい感情なんか持たないと決めた。苦しいだけだからだ。もう苦しいのは嫌だ。だから恋も生存も諦めてここに来た。

  

  我决定不去烦恼，不去后悔，不去思考。因为不能有那种东西。我是这么想才来到这里的。

  　悩みも後悔も考えないようにした。そんなものあってはいけないから。そう思ってここに来た。

  

  只是为了杀死圣剑。

  　ただただ聖剣を殺すために。

  

  

  「我已经受够你那甜得像砂糖的花言巧语了！不想战斗的话就闭上嘴去死，把路让开！我接下来要去杀光巴尔塔的家伙们！」

  「お前の砂糖のように甘い言葉はもううんざりだ！　戦う気がないなら黙って死んで道を開けろ！　これからバルタの連中を皆殺しにしに行くんだからな！」

  

  「住手！不要杀害无辜的民众！你已经无法回头了！」

  「やめろ！　罪なき民衆を殺すな！　もう戻れなくなるぞ！」

  

  

  「只能战斗了」——佛鲁托纳这么说。这样就好，我就是想这么做！

  　戦うしかなくなる、とフォルトナは言った。それでいい、そうしたいんだよ私は！

  

  来吧，生气吧，不用再问了。不要用言语迷惑我，把那把白剑刺过来吧。

  　さあ怒れ。怒ってしまえ。問答など無用。言葉で私を惑わすなどせずにその白い剣を突き立てに来い。

  

  不然，因为你不拿剑而困惑的士兵们会被活死人不断吃掉哦。

  　でなければお前が剣を執らない事で困惑した兵士たちがリビングデッドにどんどん食い殺されるぞ。

  

  

  在我们愉快地交谈时，巴尔塔兵与活死人的战斗仍在持续。

  　我々が楽しくお話をしている最中にもバルタ兵とリビングデッドの戦いは続いている。

  

  我也差不多受够问答了。我咬着指甲，瞪着圣剑，不改脸上的笑容，做出挑衅的举动。

  　私もいい加減問答に飽きた。爪を噛みながらも笑みを崩さぬよう聖剣を睨みつけ、挑発的に振舞う。

  

  看到雷威的死，还想说服我，我要践踏你们那脑内开满小花的幻想。

  　レーヴェの死を見て尚私を説得しようなどと思うその脳内のお花畑を踏みにじる。

  

  听着士兵们与活死人战斗的声音，我们这些主力彼此互瞪了一阵子。

  　リビングデッドと戦う兵士たちの声を聴きながら、我ら主力同士はしばし睨みあった。

  

  

  迪欧尼欧率先打破沉默。

  　沈黙を破るのはデオニオだった。

  

  

  「圣剑勇者阁下！您在犹豫什么！应该快点解决那个恶魔才对！」

  「聖剣の勇者殿！　なにをためらっておられる！　早くあの悪魔を仕留めるべきだ！」

  

  「没错，那个笨蛋说得对！杀了我啊，勇者！我可是魔将军哦！」

  「そうだ、そこの馬鹿の言う通りだ！　殺してみろ、勇者！　私は魔将軍だぞ！」

  

  「可是……应该还有杀戮以外的路……！而且我被琪优莉小姐拜托了……！」

  「だけど……殺す以外の道はあるはずだ……！　キエルさんにも頼まれた……！」

  

  「你很恨我吧？很想杀我吧？要不要我告诉你我是怎么杀掉你的恋人库夏尔娜的……！」

  「私が憎いだろう？　殺したいだろう？　どうやって殺したか聞かせてやろうか……お前の恋人だったクーシャルナをなあッ！」

  

  

  受到我的挑衅，圣剑瞪大眼睛瞪着我。来了。我确实感受到杀意。即使是圣剑勇者也只是个男人。应该会因为心爱的人死去而愤怒吧。

  　私のあおりを受けて、聖剣は目を見開いて私を睨みつけた。来た。確かに殺意を感じたぞ。聖剣の勇者と言えどただの男。愛するものに死に怒る気持ちはあるよなあ。

  

  佛尔多纳是个温柔的人。小库也经常提到这件事。既然如此，这种话应该比较有效。

  　お優しいフォルトナ。クーが散々言っていた。ならばこういう言葉の方が効くだろう。

  

  现在应该对他说的话既不是怜悯也不是救赎。被他责备、憎恨会更好。反正我只剩下这条路可走。」

  　今の私に投げかけられるべき言葉は憐みでも救済でもない。ただ糾弾され、憎まれたほうがずっといい。どうせ私にはもうその道しかないのだから。

  

  

  「我已经无法回头了！就连回到艾尔克露大人身边都不行！即使如此，只要杀了你就能帮上艾尔克露大人的忙！为别人而战并不是坏事吧？明明你也一样！」

  「もう戻れないんだよ、何処にもッ！　エルクーロ様の所にさえッ！　それでもお前を殺せばエルクーロ様のためになる！　誰かのために戦うのは悪い事じゃないだろ！？　お前も同じだろうに！」

  

  「为什么你要走上邪道！那只是嘴上说说的正义！」

  「なぜ魔の道を行こうとする！　それは言葉だけの正しさだ！」

  

  「只要正确就够了！我不会再犯错了！所以去死吧！勇者——！」

  「正しいなら結構！　私はもう間違えない！　だから死ねえっ！　勇者ぁあああッ！」

  

  

  我大喊，对魔族们下达指示。

  　私は叫び、魔族達に指示を出す。

  

  这是出乎意料的指示。索夫和托泽等人似乎也察觉到我失去冷静，无法立刻行动。这和作战计划的流程不同。无论我再怎么命令索夫和托泽，他们也不为所动。

  　予定外の指示だった。ゾフやツォーネ達も私が冷静でない事に気づいてかすぐには動けない。作戦の段取りと違うのだ。私がどれだけ行けと命じてもゾフとツォーネは動かない。

  

  但是，哥布林和半兽人等魔族们却听从我的指示，朝着圣剑蜂拥而上。他们把活死人当成盾牌，瞄准圣剑的脖子。

  　が、ゴブリンやオークといった魔族達は私の言葉通りに聖剣に向けて雪崩れ込む。リビングデッドを盾にするようにして聖剣の首を狙う。

  

  我看着他们，继续大喊。我的脑中一片通红，无法正常思考。我甚至觉得只要能激怒眼前这个被漂亮话包装的佛鲁托纳，就足够了。

  　それを見送って私は叫び続ける。頭の中が真っ赤で、まともではなかった。ただ目の前の綺麗ごとで塗り固められたフォルトナを怒らせる事が出来ればそれでいいとさえ思っていた。

  

  

  「杀了你之后，我要把巴尔塔的居民全部当成魔族的饲料！然后是伊法尔！我要杀光所有人！就像库夏尔纳那样！」

  「お前を殺した後はバルタに住む連中を全員魔族の餌にしてやる！　それが済んだら次はイファールだ！　全員殺してやるよ！　クーシャルナのように！」

  

  「……我不会让你得逞！」

  「……そうは、させない！」

  

  

  瞬间，佛鲁托纳手中的圣剑散发出白色光辉。

  　瞬間、フォルトナの持つ聖剣白い輝きを帯びる。

  

  剑身摇曳着宛如白色火焰的光芒，转眼间就窜升到几乎要冲破天际的高度。

  　白い炎のような光が剣から揺らめいたかと思ったら瞬く間に天を突かんばかりに立ち上った。

  

  一瞬间，我仿佛看呆了似地瞪大眼睛。

  　一瞬、私はその光に見惚れるようにして目を見開いた。

  

  

  「小姐，不好了，快退下！」

  「お嬢、やべえぞ下がってくだせえ！」

  

  「到我身后！快点！」

  「わたくしの後ろに！　早く！」

  

  

  索夫和托泽硬是把我往后拉。

  　ゾフとツォーネが無理やり私の身体を下がらせる。

  

  我直觉理解到，他打算将周围战斗的活死人，以及我们魔族军主力，两者一起扫荡。

  　周囲で戦うリビングデッド。そして私達魔族軍主力。両方纏めて薙ぎ払う算段だと、直感で理解できた。

  

  佛鲁托纳大幅挥剑，纯白的业火光辉化为剑光，朝我们射出。

  　大きく剣を振ったフォルトナの剣からは、純白の業火めいた輝きが剣閃となって我々に放たれた。

  

  剑光化为白色的破坏奔流，一直线朝我们冲来。剑光一面弹飞魔族和活死人，一面朝我们逼近，几乎要掩盖整个视野。

  　放たれた剣閃は白き破壊の奔流となり一直線に我々めがけて突き進む。魔族やリビングデッドを弾き飛ばしながら、それは視界を埋め尽くすように向かってきた。

  

  我觉得这招犯规。我对这道白光有印象，当时和克沃特拉一起击落我的光柱，其真面目就是这个。

  　反則だろうと思った。見覚えのある白い光だ。あの時クォートラと共に私を撃ち落とした光の柱、その正体はこれだった。

  

  不，我隐约猜到了。超常之力，只有这个法尔多玛雷的勇者能使用。

  　いや、淡く予想は付けていた。超常の力。振るうはこのファルトマーレで勇者のみ。

  

  没想到他一出手就使出必杀一击。和小库说的不同，他不是天真的家伙吗？还是我惹他生气过头了？

  　初手から必殺の一撃を放ってくるとは。クーの話と違う。甘ちゃんではなかったのか。それとも怒らせすぎたか？

  

  无论如何，若挡不住这一击，就没有未来了。怎么办？躲起来？不可能。要闪……躲不开。我在不到零点一秒的时间内左思右想，却找不到任何解决方法。

  　どうあれこの一撃を防がねば先は無い。どうする。隠れる？　無理だ。避け……られない。コンマ一秒にも満たない時間の中で私はあれやこれやと考えて、何も打開策が見つからない。

  

  魔剑士们、欧德、左夫和左罗全都站到我面前，至少要当我的盾牌，不过他们挡得住那一招吗？

  　魔剣士達やオド、ゾフ、ツォーネが全員私の前に立ちせめて盾にと構えるが、あれを防ぐ事が出来るだろうか。

  

  那可是连巫妖安德列欧都葬送的一击哦？

  　リッチであるアンドレオをも葬った一撃だぞ？

  

  如果只有索夫和佐涅，应该可以躲过。或许也能应付。但是有我在就另当别论。

  　ゾフとツォーネだけなら躱せるだろう。対処もできるかもしれない。だが私が居ては別だ。

  

  在杀死圣剑之前，如果我先死就没意义了。

  　聖剣を殺す前に私が死んでしまっては意味がない。

  

  真的没有意义吗？

  　ないのか、本当に？

  

  

  

  

  ———算了，没关系。没关系，嗯。

  　――――まあ、いいか。いいな、うん。

  

  

  

  

  

  就算死掉也没关系。

  　別に死んでも構わないか。

  

  进攻巴尔塔，战死沙场，这样艾尔克罗大人也有面子。就算无法取胜，也能达成目的。

  　バルタに攻め入り、討ち死にしたとしてエルクーロ様の面目は立つ。たとえ勝てはしなくても目的は達成される。

  

  我找借口说自己不能待在艾尔克罗大人身边。找理由说要为了复仇而战。但是到头来，我还是想死。我真是个半吊子。到了临死之际，还是无法坚定自己的内心。

  　エルクーロ様の下に居られない言い訳をした。復讐のために戦うと理由を付けた。でも結局私はまだ死にたかったんだ。どこまでも私は半端ものなんだな。今際にあっても己の心を固められなかった。

  

  而且我听到了好消息。真的是好消息。

  　それにいい話は聞けた。本当に、いい話が。

  

  

  

  我茫然地望着朝自己射来的白光，恢复冷静的我心想，如果琪耶尔还活着……就这样结束也无所谓。

  　私は向かって来る白い光をぼうっと眺めながら、冷静さを取り戻した私はキエルが生きていてくれたのなら……これも終わりとして構わないかなどと考えて。

  

  不过，这样好吗？琪耶尔还活着，我不想在见不到她的情况下死去。

  　でも、いいのかなあ。キエルが生きているのに、会わずに死ぬのは嫌だなあ。

  

  我这么想着，静静地……闭上眼睛。

  　私はそんな事を考えて静かに目を……閉じた。

  

  

  

  

  

  

  

  ———一阵狂风抚过我的脸颊，吹动我的白发。

  　――――激しく吹きすさぶ一陣の風が私の頬を撫で、白い髪を揺らした。

  

  

  

  闭上眼睛后，我立刻因为听到眼前的振翅声而睁开眼睛。然后，我大吃一惊。

  　目を閉じてすぐに、私は眼前より聞こえた羽音で目を開けた。そして、驚愕した。

  

  是龙人。原本应该在命令岩炮弹进行轰炸的龙人们，纷纷降落在地面上。

  　ドラゴニュートだ。ロックボムによる爆撃を命じていたはずのドラゴニュートが地上に降り立ってきた。

  

  在思考「他们要做什么」之前，龙人们一个接着一个降落在地面上，对着白色奔流开始喷出火焰。

  　何を、と思う前にドラゴニュート達が次々と地上へ降り立ち、白い奔流に対して火炎を放ちはじめる。

  

  一个、两个。即使承受连铠甲都能融化的火焰，奔流的气势依旧没有减缓。

  　ひとつ、ふたつ。鎧をも溶解する炎を受けても奔流は勢いを緩めない。

  

  三个、四个。不久后，龙人总数到齐，开始喷出火焰。

  　みっつ、よっつ。やがてドラゴニュート総勢が揃い、火炎を放った。

  

  

  我怀疑起自己的眼睛。

  　私は目を疑った。

  

  龙人降落在地面上是自杀行为。地面上明明还有敌人！

  　ドラゴニュートが地上に降り立つなど自殺行為。地上には未だ敵がいるというのに！

  

  

  「是援军吗！弓兵举弓！」

  「援軍か！　弓兵構えいッ！」

  

  

  在迪欧尼欧的指示下，弓兵们一个接着一个架起弓箭。目标是龙人们。

  　デオニオの指示で弓兵が次々に弓を番える。狙いはドラゴニュート達だ。

  

  飞来的箭矢毫不留情地刺进龙人们的翅膀和脖子，但他们依旧没有停止喷出火焰。

  　飛来した矢がドラゴニュート達の翼や首に容赦なく突き立つ。だがそれでも彼らは火炎を吐くのをやめない。

  

  流箭也飞向我这边，索夫和乔方挡下这些箭矢，而我无法从那幅光景移开视线。

  　流れ矢が私の方へも飛来し、ゾフとツォーネがこれを弾く中私はその光景から目が離せなかった。

  

  红莲与纯白相互碰撞。白色奔流的气势稍微减弱，但依旧一边压制火焰一边前进。

  　ぶつかり合う紅蓮と純白。白い奔流はわずかに勢いを落とす。だがそれでも火炎を押し込みながら進んでくる。

  

  

  这时，我的背后传来复数的振翅声。

  　と、今度は私の背後で複数の羽音がした。

  

  我猛然回头，瞪大双眼。

  　はっとして振り返った私は目を丸くした。

  

  

  「克瓦多拉！？」

  「クォートラ！？」

  

  

  没错，是克瓦多拉。比一般龙人还要巨大的龙人。无法飞翔的单翼要怎么飞？

  　そう、クォートラだ。通常より巨大なドラゴニュート。飛翔できない片翼でどうやって。

  

  仔细一看，左右两边各有一名龙人跟着。是他们载我过来的吗？

  　見れば左右にそれぞれドラゴニュートがついている。自分を運ばせたというのか。

  

  载我过来的龙人立刻在我面前降落，朝白色奔流放出火焰。他一边承受毫不留情的箭雨，一边持续吐出火焰。

  　クォートラを運んできたドラゴニュートはすぐさま私の前に降り立ち、白い奔流へ向けて火炎を放つ。容赦のない雨の矢をその身に受けながら、火炎を吐き続けている。

  

  

  「你这笨蛋！为什么要来！你这副身体……我应该说过会碍手碍脚！」

  「馬鹿やろう！　なんで来た！　そんな体で……足手まといだと言った筈だ！」

  

  「请原谅我违背命令。比起您的命令，我有更应该守护的事物，公主。」

  「命令に背いたことをお許しください。貴女の命令よりも守るべきものがあったのです、姫」

  

  

  库托拉平静地这么说，他的眼神与我交会。这是什么意思？他想说有比我的命令更优先的事物，结果就是这番鲁莽之举吗？

  　静かにそう言ったクォートラの目と私の目が交差する。なんだそれは。私の命令以上に優先するものがあり、その結果がこの無謀だと言うのか。

  

  库托拉一瞬间直盯着我的眼睛，然后眯起双眼。他的眼神中带着慈爱，以及觉悟。

  　クォートラは一瞬私の目をじっと見て、目を細めた。その目にある慈愛。そして、覚悟を読み取った。

  

  然后，库托拉立刻以锐利的视线望向白色奔流，发出咆哮。

  　そしてクォートラはすぐにキッと鋭く視線を白い奔流へ向けると咆哮する。

  

  

  「守护您正是我的夙愿！为此！」

  「貴女を守ることこそ、我が本懐！　その為ならばッ」

  

  

  库托拉也离开我身边，站在圣剑奔流前，使出浑身解数吐出火焰。

  　そしてクォートラもまた、私から離れ聖剣の奔流の前に立ち渾身の火炎を吐いた。

  

  库托拉的身体也不例外，箭雨接连刺在他身上。

  　例にもれず、クォートラの身体にも矢の雨が次々と突き立っていく。

  

  我被索夫和左恩挡住，但看到这幅光景，我仍大喊：

  　その光景に私はゾフとツォーネに遮られながらも叫ぶ。

  

  

  「住、住手……够了！已经够了！别为了我这种人继续……！」

  「や、やめろ……もういい！　もういいんだ！　私なんかのためにこれ以上……っ」

  

  

  龙人们即使受伤，仍阻挡着奔流。

  　ドラゴニュート達は傷つきながらも奔流を押しとどめる。

  

  红莲之火与白色火焰的接触点发生能量拮抗，逐渐膨胀。

  　紅蓮の炎と白い炎の接触点にエネルギーの拮抗が起こり、膨れ上がっていく。

  

  我的直觉敲响警钟。这下不妙。

  　直感が警鐘を鳴らす。これはよくない。

  

  我拼命对库多拉大喊。已经够了。快住手。

  　私は必死にクォートラに叫ぶ。もういい。もうやめろと。

  

  尽管如此，库多拉他们仍挺身面对奔流。接触点的光芒变强。白与红混杂的火焰。

  　それでもクォートラ達は奔流に立ち向かう。接触点の光が強くなる。白と赤の混じり合う炎。

  

  那道光芒终于要迸发了。索夫与托涅抱着我，成为盾牌。我一直从他们的身体缝隙间看着那幅光景。

  　そんな光がついに弾けようとしていた。ゾフとツォーネが私を抱くように盾になる。その体の隙間から、私はずっとその光景を見ていた。

  

  闪光随着尖锐声响迸发。由于太过耀眼，我差点闭上眼睛。

  　甲高い音とともに閃光が迸る。あまりの眩さに瞼を閉じかけて。

  

  以白与红的闪光为背景，我与眼神沉稳的库多拉四目相交。

  　白と赤の閃光をバックにこちらを振り返る、穏やかな瞳のクォートラと目が合った。

  

  

  「请你……活下去……！」

  「どうか……生き……！」

  

  

  我睁大眼睛，没能听到库多拉把话说完。

  　大きく目を見開いた私は、クォートラの言葉を最後まで聞くことはできなかった。

  

  终于迎来临界点的奔流，与火焰一同引发了大爆炸。

  　ついに臨界点を迎えた奔流は火炎とともに大爆発を起こしたのだ。

  

  库多拉的声音与身影……被龙人们吞没。

  　クォートラの声とその姿……ドラゴニュート達を飲み込んで。

  

  

  「唔……库多拉啊啊啊啊！！」

  「ッ……クォートラぁあああッ！！」

  

  

  大喊的我也被爆炸的冲击与粉尘幕吞噬。」

  　叫んだ私もまた、爆発の衝撃と粉塵の幕に飲まれていった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  「嘎哈……」

  「がはッ……」

  

  

  被爆炸的冲击用力撞上建筑物的佛鲁托纳口吐鲜血。

  　爆発の衝撃で大きく建物に叩きつけられたフォルトナは口から血を吐いた。

  

  他们从墙壁上滑落，趴倒在地。

  　ずるずると壁から地面にずり落ち、うつ伏せに倒れ込む。

  

  

  在场的所有人都受到爆炸的影响，但僵尸们毫不在意伤害，纷纷起身袭击倒地的士兵，战斗立刻重新展开。

  　爆発の影響でその場にいたものは全員衝撃に曝されたが、ダメージを意に介さずむくりと起き上がったリビングデッド達が倒れた兵士たちに襲い掛かり、戦いはすぐさま再開された。

  

  然而，指挥系统和队列都因为刚才的事件而瓦解了。

  　しかし指揮系統も隊列も今の出来事で瓦解している。

  

  迪欧尼欧急忙重整士兵，一边砍杀僵尸，一边焦急地环顾四周寻找米莱儿。

  　デオニオは急ぎ兵士たちの立て直しを図り、リビングデッドを斬り捨てながら周囲を見渡し焦りながら探す。

  

  

  「米莱儿、米莱儿怎么了！？」

  「ココットは、ココットはどうなった！？」

  

  

  迪欧尼欧大喊。映入眼帘的，是依然熊熊燃烧的火焰漩涡。他从火焰照亮下被吹飞的人们，不分人魔的呻吟声和轮廓寻找克莱儿。

  　デオニオが叫ぶ。視界に映るのは未だ轟々と燃える火炎の渦。炎に照らされる吹き飛び倒れた人魔問わずのうめき声とシルエットからココットを探す。

  

  吸血鬼呢？那只高等食人魔呢？

  　ヴァンパイアは。あのハイオーガは。

  

  他们怎么了？死了吗？不，不对。在看到尸体之前都不能大意。迪欧尼欧瞪着火墙。

  　奴らはどうなった。死んだのか？　いや、否。その死体を見るまで油断はできない。デオニオは炎の壁を睨みつける。

  

  刹那间，一个黑色的物体冲破业火，飞了出来。

  　刹那、その業火を突き破るように黒いものが飛び出した。

  

  

  「唔呃……呃啊啊啊啊啊啊啊啊啊啊！！！」

  「ぬぇ”ぇえぁあァあああぁあッ！！！」

  

  

  衣服各处都被火焰烧焦，宛如缠绕着火焰般跳跃而来的，是高等食人魔——佐夫。

  　衣服の所々を火炎に焦がし、炎を纏うように跳躍してくるはハイオーガ、ゾフ。

  

  他脸上挂着愤怒的表情，将高举的大斧笔直地朝迪欧尼欧挥下。

  　憤怒の表情を顔に張り付け、上段に構えた大斧を一直線にデオニオめがけて振り下ろす。

  

  迪欧尼急忙举起剑抵挡，但这一击的重量超乎他的想象。

  　デオニオは急ぎ剣を構えこれを受けるが、その重さは想像以上だった。

  

  

  「唔唔唔！？」

  「ぬううッ！？」

  

  

  迪欧尼露出痛苦的表情。他将脚用力踩在地面上试图承受，却在佐夫使出全力的体重和速度之下，承受这一击的冲击，维持着刀剑交锋的姿势在地面上滑行。

  　苦悶の表情を浮かべるデオニオ。足を地面に突っ張り耐えんとするが、全力のゾフの体重と速度を載せた一撃の衝撃のままに押し込まれ、つばぜり合う姿勢のまま滑るように地面を削っていく。

  

  这一击甚至让迪欧尼听见自己的手臂发出嘎吱声。一道冷汗从他的额头滑落。再这样下去，手臂会被折断。就算他试图架开攻击，佐夫也不允许。他以压垮对手的气势压制住迪欧尼。

  　デオニオの腕が軋む音さえ聞こえてくるような一撃。冷や汗が一筋デオニオの額より流れる。このままでは腕を折られる。受け流そうとするもゾフはそれを許さず。押し潰さんとする勢いでデオニオを拘束せしめた。

  

  

  这时，战场传来马蹄声。

  　そこで、馬の蹄の音が戦場に聞こえる。

  

  被佐夫压制的迪欧尼看见了克莱儿和托泽一同骑着魔马奔驰的身影，以及跟在后方的魔族集团。

  　ゾフに押し込まれながら、デオニオはツォーネと共に魔馬に乗り駆けるココットの姿を捕らえた。後に続く複数の魔族の一団も。

  

  糟糕，他们打算抛下我们吗？

  　まずい。我々を抜く気か。

  

  

  迪欧尼焦急地瞪大双眼，急忙凝神环顾四周寻找圣剑。找到了。

  　焦りに目を見開いたデオニオは急ぎ周囲に目を凝らし聖剣を探す。居た。

  

  他以急迫的表情，对着身体受到强烈冲击、摇摇晃晃地站起身的佛鲁托纳简短地喊道：

  　身体を強く打ったのかよろめきながら立ち上がっているフォルトナめがけ、余裕のない表情で短く簡潔に言葉を叫ぶ。

  

  

  「圣剑！去追克莱儿！」

  「聖剣！　ココットを追えいッ！」

  

  

  听见迪欧尼的声音，佛鲁托纳猛然回神，捕捉到克莱儿等人奔驰而去的背影。

  　フォルトナはデオニオの声にハッとすると駆けていくココット達の背を捉えた。

  

  他正笔直朝巴尔塔大门前进。可是，他也不能对这里的状况置之不理。他使出浑身解数的招式被龙人抵销，对周遭造成了损害。

  　一直線にバルタ大門へ向かっている。しかしこの場の状況も捨て置けない。渾身の技をドラゴニュートに相殺され、周囲に被害をもたらした。

  

  索夫率领的魔族和活死人，目的应该是殿后吧。要是他们将自己等人挡在这里，让克莱儿等人抵达大门，最糟糕的情况就会发生。

  　残ったゾフ率いる魔族とリビングデッドの目的は殿だろう。自分たちを此処へ押しとどめココット達が大門に達してしまえば最悪の事態が起きる。

  

  只能由自己出马了。

  　行くしかない、自分が。

  

  

  「我派后续部队过去！你快走！」

  「後続は向かわせる！　行けぃッ！」

  

  「……交给你了！」

  「……任せます！」

  

  

  佛鲁托纳勉强驱使疼痛的身体，吹口哨呼唤白马后，立刻跳上马背策马狂奔。

  　フォルトナは痛む体を無理やり動かし、口笛を吹いて白馬を呼ぶとすぐさま飛び乗り走らせる。

  

  他要追上克莱儿。

  　ココットを追って。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  在大门的瞭望台上，旧市区发生的爆炸让慌乱的情绪蔓延开来。

  　大門の櫓の上では、旧市街で起きた爆発に慌ただしさが蔓延していた。

  

  那道光芒无疑是圣剑的光芒。可是，爆炸就另当别论了。发生了什么事？难道连圣剑勇者都败北了吗？

  　あの光は聖剣のもので間違いはない。しかし爆発は違う。何かが起きた。まさか聖剣の勇者さえ敗北したのではないか？

  

  教皇内心涌现的不安，瞬间夺走了他的冷静。

  　教皇の胸の内に湧いた不安は瞬く間に彼から冷静さを奪った。

  

  

  「你们几个！去把那个魔将军抓起来！快去！你也去！你也去！快去！快去！」

  「貴方たち！　あの魔将軍を捕らえるのです！　ほら、行くんですよ！　貴方も！　貴方もです、ほら！　早くいけ！」

  

  

  教皇以分不清是笑容还是恐惧的疯狂表情大吼，将待命的士兵们送上战场。

  　教皇が笑みとも怯えともわからぬ狂乱した表情で喚き散らし、待機していた兵士たちを戦場へと送り出す。

  

  教皇因为恐惧而陷入混乱，说的话让士兵们感到困惑。他们认为自己不能离开这里，所以试图说服教皇，但教皇就像个闹脾气的孩子，完全听不进去。

  　恐怖により錯乱寸前の教皇の言葉に、兵士たちは困惑する。自分たちがこの場を離れるわけにはいかないとしてなんとか教皇を説得しようとするが教皇はまるで駄々っ子めいていう事を聞かない。

  

  护卫的士兵们伤透脑筋，最后只能无奈地走下瞭望台。但吉尔没有看向他们，只是在一旁凝视着旧市区。

  　護衛の兵士達が困り切りながら仕方なく櫓を降りて行くのを見もせずに、横でキエルはじっと旧市街を見つめていた。

  

  她不知道战况如何，只能不断祈祷。不过，气氛变了。她对这种气氛有印象。充斥在空气中的魔性香气，以及因杀意而紧绷的空气，那刺痛肌肤的感觉。

  　戦いの推移は分からない。キエルはただただ祈るばかりであった。だが、空気が変わった。この空気の感覚には覚えがある。立ち込める魔の香り。殺意で張り詰めた空気の肌を刺すようなぴりりとした感覚。

  

  圣剑勇者佛尔多纳没有救克莱儿吗？那道光充满愤怒。如果佛尔多纳杀了克莱儿……愈想愈觉得心脏仿佛被人紧紧揪住。

  　聖剣の勇者フォルトナはココットを救ってくれなかったのか。あの光は怒りに満ちたもの。もしフォルトナがココットを殺してしまっていたとしたら。考えれば考えるほどに心臓が締め付けられるような気がして。

  

  不久后，旧市区那边传来一阵骚动，吉尔猛然回神，喃喃说道：

  　やがて、一際旧市街方面が騒がしくなった頃合で、はっとして呟いた。

  

  

  「克莱儿要来了。」

  「ココットが来る」

  

  

  她不知道自己为何会这么想。

  　何故そう思ったかはわからない。

  

  但她确实这么认为。克莱儿正往这里过来。

  　だが、確かにそう思ったのだ。ココットが此方に向かっていると。

  

  不过，她也有不明白的地方。她觉得克莱儿的心思并不在这里。

  　だけど、わからない事もある。ココットの想いが此方に向いていない、そんな気がした。

  

  与此同时，一股强烈的不祥预感在她脑中扩散开来。她紧揪着衣摆，咬着下唇，下定决心。

  　そして同時に痛烈な程に嫌な予感がキエルの脳裏に広がった。キエルはぎゅっと服の裾を握り、舌唇を噛みながら決意する。

  

  

  「我得过去才行……」

  「行かないと……」

  

  

  她要赶到克莱儿身边。

  　ココットの下へ。

  

  她大步赶走士兵，来到独自一人站在原地的教皇面前。气喘吁吁的教皇望向朝自己走来的琪艾儿，露出仿佛现在才注意到她的傻愣表情。

  　キエルはずかずかと兵士を追い飛ばし独りになった教皇の下へ歩いていく。息を荒げた教皇は近づいてくるキエルに目を向け、まるで今気づいたかのようにとぼけた表情をした。

  

  

  「哎呀，你不是士兵……？……是佣人？」

  「おや、貴女は兵士ではない……？　……使用人？」

  

  「不好意思！」

  「すみませんッ」

  

  

  琪艾儿这么说完，便握紧双拳，使劲朝教皇呆愣的脸颊挥出一拳。

  　キエルはそう言うや否や両手を拳に合わせて勢いよくスイングし教皇の呆けた頬に一撃を見舞った。

  

  她头也不回地冲下瞭望台，任凭发出惊愕惨叫声的教皇在原地打滚。

  　素っ頓狂な悲鳴をあげて転げた教皇を振り返りもせずに、キエルは櫓を駆け下りた。

  

  

  她听着身后传来的士兵对话声和教皇的哀号声，朝旧市区狂奔。

  　そして背後で兵士たちの問答と、教皇の喚き声を聞きながら、旧市街へと駆けだした。

  

  她按着胸口，试图压抑在心中萌芽的不安，脸上浮现担忧的神情。

  　胸の内に芽生える不安を抑え込もうと胸を押さえながら、心配を表情に浮かべて。

  

  

  「你要去哪里，克莱儿……你打算做什么……？」

  「どこへいくのですか、ココット……何をするつもりなのですか……！？」

  

  

  她脑中浮现那个小女孩的身影。

  　脳裏にあの幼女の事を思い浮かべる。

  

  同时在内心祈祷她不要做出傻事。

  　どうか馬鹿なことはしないでと祈りながら。

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  ＃１２０　深淵へ

  ＃120　前往深渊

  　

  

  

  

  

  

  

  

  

  左翼的战况极为激烈。

  　左翼での戦いは苛烈を極めていた。

  

  中央军在左翼与巴尔塔防卫阵会合后，魔族军与人类军的战力差距，已经拉大到五倍以上。

  　バルタ防衛陣は左翼に中央軍が合流し、魔族軍との戦力差は実に5倍以上にもなっていた。

  

  尽管如此，他们还是撑了下来。

  　それでも、持ちこたえている。

  

  为了克莱儿，自愿让活死人寄生在身上的哥布林、半兽人、骑士蜥蜴们，正在奋战不懈。即使面对压倒性的战力差距，他们还是坚持了下来。

  　ココットの為に進んで自らの体にリビングデッドを寄生させることを受け入れたゴブリン、オーク、ナイトリザード達が奮戦し、圧倒的な戦力差を前にしても踏みとどまっていたのだ。

  

  在这种状况下，率领鹰身女妖部队从上空发动打带跑战术，削弱敌军数量的米莱儿，正带着苦涩的表情战斗。

  　そんな状況の中上空から一撃離脱で兵の数を削るハーピー部隊を率いるチックベルは、苦い顔で戦っていた。

  

  她的眼中，映照着沦为活死人的魔族们。

  　彼女の目にはリビングデッドとなり果てた魔族達が映っている。

  

  

  「大家都很喜欢克莱儿，甚至愿意赌上性命呢……」

  「皆、命をかけてもいい程ココットちゃんのことが好きなんだね……」

  

  

  米莱儿将这支诱饵部队的指挥权交给奇斯贝儿，让她远离主战场。这个任务既重要又危险，但要是情况危急，她也能独自逃跑。

  　ココットは自分たちハーピーにはこの囮部隊の指揮を任せ、且つ主戦場からは遠ざけた。重要で、危険で。それでいていざと為ったら自分たちは逃げられる……そんな役回りを任せたのだ。

  

  当然，她没有让活死人寄生在鹰身女妖身上。米莱儿打算用自己的双手和性命赢得胜利。

  　当然、ハーピーたちにリビングデッドは仕込まれていない。あくまでココットは自分たちの手と命で戦いを勝つ気でいる。

  

  

  「明明是自己找她们过来，却把她们排除在外……这样艾库罗会怎么说呢？」

  「誘ったくせにのけ者にするんだもんな～……これじゃエルクーロくんになんて言われるかわからないよ」

  

  

  奇斯贝儿露出苦笑，然后一口气飞上高空。

  　チックベルは苦笑し、一度大きく上昇。

  

  她眺望旧市区的方向。

  　旧市街の方を眺める。

  

  米莱儿平安无事吗？她要是没平安无事就伤脑筋了。为了艾库罗，米莱儿必须活着回去。

  　ココットは無事だろうか。無事でいてくれなくては困る。エルクーロの為にも、ココットは生かして帰すと決めたのだ。

  

  眼下还有许多士兵包围魔族。

  　眼下ではいまだに数多くの兵士たちが魔族達を取り囲んでいる。

  

  表情变得僵硬的 Chickbell 一口气收起翅膀急速下降。

  　キッと表情を硬くしたチックベルは一気に羽を折りたたんで急降下。

  

  她朝敌军指挥官直线飞翔。躲过所有迎击的箭矢，在差点撞上地面时张开翅膀改变轨道，平行飞向地面，朝骑在马上的指挥官伸出利爪。

  　敵軍の指揮官めがけて一直線に飛翔する。迎撃にと飛来する矢を全て躱しきり、地面にあわや激突寸前と言った所で羽を広げ鋭角に軌道を変えると地面に平行に飛び、馬に跨った指揮官めがけて爪を伸ばす。

  

  前魔将军哈比鸟使出连她自己都难以目视的全力飞翔，冲击波在周围掀起波澜，将战场撕裂成一条线。在指挥官惊讶地想要逃跑前，她用钩爪抓住他的脖子，直接拔了下来。

  　元魔将軍であったハーピーの視認すら困難な全力飛翔は周囲に衝撃波を巻き起こしながら戦場を一筋の線めいて引き裂き、驚いた指揮官が逃げようとする前にその首にかぎ爪を引っかけると通り抜け様に引き抜いた。

  

  

  接着 Chickbell 顺势飞上空中，一脸苦涩地将抓到的头随意往下扔。

  　そのまま上空へと舞い上がり、苦い顔で掴んだ頭を無造作に下へと投げ捨てた。

  

  然后她再次看向旧市区。只杀掉一名指挥官无法改变战况。虽然说这边原本就只有充当诱饵的战力，所以这样已经算是达成任务，但 Chickbell 的内心却越来越焦虑。

  　そして再び、旧市街へと目を向ける。指揮官を一人殺めた程度では戦況は変わらない。もともと囮の戦力しかこちらにはないからこれで役目は果たしていると言えるが、チックベルの胸の内には気持ち悪さと焦りが募っていた。

  

  她犹豫了一瞬间，甚至考虑要突破战线。

  　そして一瞬の逡巡、できれば戦線を突破してやろうとすら考えていた。

  

  但是，如果无法实现，就不能继续这样下去。

  　だがそれが叶わないのであれば、このままではいけないのだ。

  

  

  「还是不行，我得去克莱儿那里。」

  「やっぱりだめだ。ココットちゃんの所へ行かなきゃ」

  

  

  刚才旧市街的方向升起了光芒和爆炸，她也远远看到龙人们往旧市街的方向前进。一想到那里发生了什么事，她便脱口说出担心的话语。

  　先ほど旧市街の方で立ち上った光と爆発。ドラゴニュート達が旧市街に向かったのも遠めに見えた。何かがあったんだと思えば、心配が口をついて出た。

  

  接着……她的部下哈比鸟妖们聚集到她身边。她们是一直跟随她的可靠部下，也是和她一起在波利尼亚麾下战斗的人。

  　すると……チックベルの下へ彼女の部下のハーピーたちが集まってくる。ずっとついてきた信頼できる部下。共にポリニアの下で戦った者達だ。

  

  在这场战斗中，哈比鸟妖还有两人牺牲，但不知道接下来会如何。正因为有她，她们才能战斗到现在。她犹豫着自己离开战场真的好吗？但看到聚集过来的她们的眼神，她有些惊讶……然后笑了。

  　この戦いでハーピーの犠牲者はまだ二人。だがこの先どうなるかはわからない。チックベルが居たからこそ、ここまで戦えているというのもある。そんな自分が戦場を離れていいのかと逡巡したのだが、集まってきた彼女たちの目を見て、チックベルは少し驚いた後……笑った。

  

  

  「————这样啊，谢谢……大家，对不起哦～这里就交给你们了。」

  「――――そっか、ありがと。……ごめんね、皆～。ここ、任せちゃうね」

  

  

  看到哈比鸟妖部下笑着点头，各自急速下降冲进敌阵后，她闭上眼睛，对成群的部下表达感谢，然后大大地张开翅膀，朝旧市街飞翔而去。

  　チックベルは部下のハーピーたちが笑って頷きそれぞれ急降下して敵陣に突っ込んだのを見てから、連れ立った部下への感謝を目を閉じて小さく済ませると、羽を大きく広げて旧市街へ向け飛翔した。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  我以被托着的状态和魔马共乘，和麾下的魔族集团一起在旧市街奔驰。

  　ツォーネに抱かれるような形で魔馬に同乗する私と、配下の魔族一団は旧市街を疾走していた。

  

  虽然距离大门还有一段距离，但进入旧市区入口的战斗声已经变小许多。

  　まだ大門までは距離があるが、旧市街入り口での戦闘の音は大分小さくなった。

  

  我低着头，用失魂落魄的表情任由身体随着马匹摇晃，同时静静低语。

  　私は俯き、魂の抜けたような顔で乗馬の揺れに体を任せながら、静かに呟く。

  

  

  「左恩，你听得到吗？」

  「ツォーネ、聞こえるか？」

  

  「……是的，后方传来一道马蹄声……虽然还有段距离。」

  「……はいですわ。後方から馬の蹄の音が一つ……まだ距離はありますけども」

  

  「是圣剑吧……」

  「聖剣だな……」

  

  

  看来佛鲁托纳确实追了上来。

  　フォルトナはしっかり追ってきているらしい。

  

  还是只有一个人吗？话虽如此，想必很快就会有增援。虽然我让索夫负责在那个地方牵制，但既然他要倾力对付迪尼欧，想必无法将所有兵力都钉在原地。

  　まだ一人か。とはいえすぐに増援はやってくるだろう。ゾフにあの場の足止めを任せてきたが、デオニオとの戦いに注力するからには兵全てを釘付けにはできないだろう。

  

  不过，这也在我的预料之中。

  　最も、それも想定内ではあるが。

  

  

  ……出乎意料的是圣剑的攻击，以及四人组。

  　……想定外だったのは聖剣のあの攻撃。そして、クォートラ達だ。

  

  他们无视命令做出那种蠢事，所以我才能得救。那又怎样？如果有人对我说「别浪费四人组制造的机会」，我大概会回他一句「废话，那还用说」，但其实我内心早已乱成一团。

  　命令無視であんな馬鹿なことをして。それで私は助かった。だからなんだ？　クォートラが作ってくれたこの機会を無駄にするななどと言う洒落た台詞を誰かが言ってくれたのなら当たり前だ馬鹿と返すだろうが、私の胸の内は表に出ていないだけでぐちゃぐちゃだった。

  

  我还没确认四人组的安危，因为没那个时间。

  　クォートラの安否は確認していない。する暇は無かった。

  

  在那阵爆炸的粉尘之中，负责指挥的人不是我，而是索夫和左恩。

  　あの爆発の粉塵の中、指揮を執ったのは私ではなくゾフとツォーネだった。

  

  在我开口说话前，托斯卡内就抱着我跨上魔马，只对索夫说了句「交给你了」。

  　ツォーネは私が何かを言うより早く私の身体を抱えて魔馬に跨り、ゾフに「任せますわ」とだけ言った。

  

  索夫点点头，便迅速消失在爆炸火焰的另一头。

  　ゾフは頷き、勢いよく爆炎の壁の向こうに消えていった。

  

  在库欧托拉消失在那道光芒中的同时，我什么都无法思考。即使视野没有被爆炸火焰和粉尘遮蔽，眼前也是一片空白。

  　クォートラがあの光に消えたのと同時、私は何も考える事が出来なかった。視界を爆炎と粉塵に塞がれなくとも、目の前は真っ白になっていた。

  

  即使如此，索夫和托斯卡内仍按照事先安排好的作战计划行动。索夫负责绊住敌人……托斯卡内则带着我进入旧市区。

  　それでもあらかじめ段取りをしていた作戦の通りにゾフとツォーネは動き、ゾフは足止めを……ツォーネは私を連れて旧市街を進むに至った。

  

  太没用了。在作战途中就承认自己会死，还被部下救了一命。明明不能在连部下的性命都用上、进行作战时，第一个抛下性命的人是我。结果却是这样，克莱儿。

  　不甲斐ない。作戦の最中で死を認め、それを部下に救われた。部下の命すら使って作戦に臨んでいの一番に私が命を投げ出していいはずはなかったのに。その結果がこれだ、ココット。

  

  库欧托拉要我活下去，消失在爆炸火焰中。

  　クォートラは私に生きろと言って爆炎の中に消えた。

  

  和雷米一样。

  　レイメと同じように。

  

  

  「……你没事……吗？」

  「……大丈夫、ですの……？」

  

  「……我有事。」

  「……大丈夫じゃ、ない」

  

  

  我老实回答托斯卡内的担忧。

  　ツォーネの心配した言葉に私は正直に答えた。

  

  我有事。

  　大丈夫じゃない。

  

  虽然有事。

  　大丈夫じゃないけど。

  

  但我不会再犯错了。

  　もう間違えない。

  

  出乎意料的圣剑攻击，被出乎意料的龙人们——库欧托拉的牺牲挡下，恐怕也对圣剑造成了伤害。

  　想定外の聖剣の攻撃は想定外のドラゴニュート達、クォートラの献身で防がれ、おそらく聖剣にもダメージは与えた。

  

  要是白白浪费这个机会，我就是真正的愚将了。就算死了也无法瞑目吗？

  　これを無駄にすれば本当の愚将。死んでも死にきれない、か。

  

  ……我似乎被克瓦多激励了。没错，不知从何时开始，我的目的变成了死亡。

  　クォートラに活を入れられたらしい。そうだ。いつからか死ぬのが目的になっていた。

  

  ……不对。要死也是在达成目的之后。

  　……そうじゃない。死ぬのは目的を果たした時だ。

  

  

  「克莱儿大人，还是由我来对付圣剑……」

  「ココット様、やはりわたくしが聖剣を……」

  

  「左恩。」

  「ツォーネ」

  

  

  让堪称我军最高战力的左恩去对付圣剑。乍看之下，这么做似乎很合理，但实际上并非如此。

  　我が軍の最高戦力と言えるツォーネを聖剣にぶつける。それは理にかなっているようにも見えるが、実際は違う。

  

  左恩应该也明白这一点。比起自己战胜圣剑的概率，遍体鳞伤的自己战败而死的概率更高。而且一旦自己死了，这个作战计划就无法发挥效用。

  　それはツォーネも理解しているだろう。聖剣相手に勝てる確率より、満身創痍の自分が負けて死ぬ確率の方が高いと。そして自分が死んでしまえばこの作戦は機能しない、と。

  

  或许是因为这样吧，左恩只是静静呼唤我的名字，没有再多说什么，只是默默点头。

  　だからだろうか。静かに名を呼んだだけでツォーネはそれ以上は何も言わず、黙って頷いた。

  

  

  「左恩……谢谢你。」

  「ツォーネ……ありがとう」

  

  「……我会完成任务的。所以，请您一定要平安无事，克莱儿大人……」

  「……勤めは果たしますの。だからどうかご無事で、ココット様……」

  

  

  左恩悲伤地这么说完，便将我抱到和她并肩奔驰的魔马身上。

  　ツォーネは悲しそうにそう言うと、私の身体を抱いて並走していた魔剣士の魔馬に移す。

  

  把我移过去之后，左恩翻身下马，带着几名魔剑士消失在废墟之中。

  　私を移した後ツォーネは身を翻し、魔馬から降りると数名のみの魔剣士を伴って廃墟の中に消えた。

  

  目送他们离开后，我「呼」地吐了口气。接下来才是重头戏。

  　それを見送りふう、と息を吐く。ここからだ。

  

  

  

  

  和左恩等人分开后，我带着哥布林和半兽人一起在旧市区前进。不久，我来到一处略为开阔、好几条巷子交会的广场，暂时停下脚步。

  　ツォーネ達と別れ、ゴブリンやオークを連れ立って旧市街を進んだ私はやがて少し開けた何本もの路地の交わる交差点めいた広場へ到着すると、そこで一度停止した。

  

  我在魔马停下时同时跳下马背，环顾四周。

  　停止と同時に魔馬を降り、周囲を見渡す。

  

  魔族们成群结队……有魔剑士、哥布林，以及命在其中的半兽人们。

  　連れ立った魔族達……魔剣士、ゴブリン、そしてオド含むオーク達。

  

  我环视他们，下达最后的命令。

  　彼らを見回し、最後の命令を告げた。

  

  魔族们点点头，举起武器大吼。他们是敢死队，也是这场战役的关键。

  　魔族達は頷き、武器を手に掲げ吠えた。彼らは決死隊。この戦の本命だった。

  

  不过，其中只有命依然低头看着我，露出不安的神情。我知道她想说什么。命虽然是个笨蛋，但以魔族来说，她太过温厚，对同伴也太好了。

  　だが、その中でオドだけが、未だに私を見下ろしながら不安げな顔色を見せていた。言わんとしていることは分かる。オドは馬鹿でのろまだが、魔族と言うには温厚で身内に優しすぎた。

  

  

  「克莱儿大人，俺……」

  「ココットさま、おら……」

  

  「命……交给你了。」

  「オド……任せたぞ」

  

  

  我对命说了这句简短的话。交给你了。

  　私はオドにその短い言葉を与えた。任せるという一言。

  

  起初，我真的觉得她是个没用的家伙。不过，她确实是我身边待了很久的魔族。比起其他魔族，我更信任她。

  　はじめは本当に使えないやつだと思っていた。だが、私と長い事身近にいた魔族であることも事実。他の魔族よりかは、信頼できた。

  

  在奥达那吃掉我弟弟的半兽人。因为她的模样畏畏缩缩，所以我替她取名为命。只要把工作交给她，她就只会失败，真的是无药可救，有着丑陋脸孔的命。平常胆小又温厚，但一开战就会像魔族那样大闹，笨拙的家伙。总是用眼神看着我，从食欲变成担心的怪家伙。

  　アウタナで私の弟を食ったオーク。おどおどしい様子からオドと名付けた。仕事を任せれば失敗ばかりで本当にどうしようもない、醜悪な顔をしたオド。普段は臆病で温厚なくせに、戦いとなれば魔族らしく暴れる不器用な奴。常に私を見る目が、食欲から心配に代わっていった変な奴。

  

  我在这场作战中，把重责大任交给了这样的命。我还补充说，如果找到琪优莉……就无视所有作战计划，保护她。

  　そんなオドに、私はこの作戦において大役を任せたのだ。もし、キエルを見つけたら……すべての作戦を無視してあいつを保護しろ、とも付け加えて。

  

  

  

  他们点头回应命令，以坚定的眼神离开我身边，朝着其他方向前进。他们直线朝着大门而去。

  　命令に頷いた彼らは、確固たる目を以てして私から離れ、別に進路を取る。一直線に大門へ。

  

  最后目送他们离去的我，看见了其中一名敢死队队员回头用依依不舍的眼神看着我……然后立刻被建筑物的阴影遮住，再也看不见了。

  　最後に見送った彼ら決死隊の中に、私を振り返り名残惜しそうな目で見るオドが映り……そしてすぐに建物の影に隠れ見えなくなった。

  

  

  

  ——好了。我确认枪里装着子弹后，再次将枪收进怀里。

  　――――さて、と。私は銃の弾丸が装填されていることを確認すると、再び懐へと仕舞いこんだ。

  

  我大大地吸气，再吐气。吐出的气息是白色的。

  　大きく息を吸い、吐く。吐いた吐息は白かった。

  

  

  「……好冷啊。」

  「……寒いな」

  

  

  我摩擦着刺痛肌肤的寒冷空气。

  　肌を刺すような寒さに手をこすり合わせる。

  

  我抬头仰望天空，这么低喃后，一个人……静静地走在旧市街。

  　私は、空を見上げながらそう呟くと、やがて一人……ぽつりと静かに旧市街を歩き始めた。

  

  

  小小的影子走在废墟的街道上。脑中描绘的是终焉的造访。

  　小さな影が廃墟の街を行く。脳裏に描くは終焉の訪れ。

  

  我的心情很平静，却很空虚。如果要形容的话，我心中的感情就只是……对了，就是……

  　心持は穏やかで、それでいて空虚。言い表すなら私の心の中に在る感情はただの、そう……。

  

  

  寂寞。

  　寂しさ、だった。

  

  

  

  

  

  

  ……我得去那个地方。

  　……行かなくては、あの場所へ。

  

  去我这个故事的终点。

  　私と言う物語の終着点へと。

  

  

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  圣剑勇者佛尔多纳追着克莱儿前进后，晚一步出发的追兵们也涌进旧市街。

  　聖剣の勇者フォルトナがココットを追って進んだのち、遅れ出に後を追う兵士たちが旧市街に殺到していた。

  

  迪欧尼欧下达指示，立刻组织了追击部队。他只下达了一个命令——杀死克莱儿。

  　デオニオの指示ですぐに追撃隊が組織されていたのだ。命じられたのはたった一つ。ココットを殺す事。

  

  追击部队粗暴地策马奔驰，追着克莱儿在旧市街奔驰。

  　追撃部隊は荒々しく馬を駆り、ココットを追い旧市街を駆け抜けていく。

  

  

  

  然而，有几个人影从她的行进路线上跳了出来。

  　が、その進路に黒い影が数名躍り出た。

  

  这五个人影中，有大半都是魔剑士。而站在最前方的，是将漆黑长发绑成双马尾，戴着眼罩的脸庞白皙，从微微张开的唇瓣间露出的尖锐牙齿参差不齐，有着端丽容貌的少女吸血鬼。

  　ものの5名の影の大半は魔剣士。そしてその一歩前に出るは漆黒の長髪をツインテールに結い上げ、眼帯に覆われた顔は白く。わずかに開いた口元から覗く歯はギザギザと尖り。端麗な顔つきの少女の姿をしたヴァンパイア。

  

  前魔将军——托涅和她的部下，挡在一百多名巴尔塔士兵面前。

  　元・魔将軍ツォーネとその配下が、バルタ兵百余の前に立ちはだかる。

  

  

  巴尔塔士兵的追击部队长，认为不过是区区几名魔族，便催促部队继续加速。马蹄在红砖道路上疾驰，没有改变行进方向，直直冲向挡在前方的托涅。

  　バルタ兵の追撃部隊長は何をたかが数名の魔族でと高をくくり、更なる増速を部隊に促す。馬の蹄がレンガ造りの道を疾駆し、立ちはだかるツォーネめがけた進路は変えず。

  

  看着这样的景象，托涅握紧拳头。

  　そんな様を見ながらツォーネは拳を握りしめた。

  

  

  「唉……你们到底有多想杀死克莱儿大人啊？」

  「はあ……貴方たちはどれだけココット様の事を殺したいんですの？」

  

  

  在她这么低喃的同时，她用红色独眼瞪着逼近到一百米左右的巴尔塔士兵们，大喊：

  　呟きと同時、赤き隻眼で100ｍ程度まで迫るバルタ兵どもを睨みつけ、叫ぶ。

  

  

  「拿长枪来！」

  「槍をォ！」

  

  

  在她一声令下，魔剑士们各自取出两把背在背上的突击枪，立刻摆出架势，接连将枪刺进地面。

  　号令と同時、魔剣士達が背中に背負っていた突撃槍を二振りずつ取り出すと即座に構え、地面に次々と突き立てていく。

  

  数量超过十把的长枪，宛如栅栏般堵住道路。

  　数にして10を超える槍が、まるで柵のように道を塞ぐ。

  

  托涅自己也取出背在背上的两把长枪，摆出架势。

  　そしてツォーネ自身も背負っていた二振りの槍を取り出し、構える。

  

  

  「我被赋予的使命！就是在克莱儿大人达成目的之前，不许任何人妨碍她！我不会让任何人靠近心爱的克莱儿大人身边！」

  「わたくしの命じられた役目は！　ココット様が目的を果たすまでの間何人たりとも邪魔を許さない事！　誰一人として、愛するココット様の下へは行かせはしねぇ！」

  

  

  这么呐喊的她，将长枪的枪尖指向朝这边疾驰而来的追击部队，闭上双眼。

  　叫んだツォーネは槍の切っ先を、こちらへ向かって疾駆する追撃部隊へ向け、目を閉じる。

  

  魔剑士们拔出剑，左右散开。他们是从托泽涅还是魔将军时就率领至今的精锐剑士。

  　魔剣士達が剣を抜きその左右に展開。ツォーネが魔将軍だった頃から率いていた選りすぐりの精鋭剣士達。

  

  就算有伤在身，就算敌我战力差为5比100，也无所谓。

  　傷があろうと、たとえ彼我の戦力差が５対１００でも、関係は無い。

  

  因为这场战斗是为了心爱之人。

  　なぜならばこの戦いは愛する者のために。

  

  托泽涅睁开双眼，大喊：

  　ツォーネは目を見開くと、叫んだ。

  

  

  「你们……你们所有人！」

  「てめえら……てめえらみんなッ！」

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  「就由我们亲手杀了他！」

  「俺たちの手で殺してやるッ！」

  

  

  佐夫咆哮的一击粉碎了石造大地。

  　咆哮したゾフの一撃が石造りの大地を砕く。

  

  迪欧尼欧一边打落飞散的石片，一边擦去额头上的汗水，咒骂道：

  　飛散した石片を叩き落しながら、額に流れた汗をぬぐったデオニオが悪態をつく。

  

  

  「可恶的魔族，竟敢大吼大叫！」

  「おのれ魔族風情が吠えおってッ！」

  

  

  他流畅地挥舞着剑，迎击宛如重战车般逼近、将石片打飞的佐夫的巨大身躯。

  　石片を吹き飛ばしながら重戦車の如く迫りくるゾフの巨体に、デオニオは流麗に剣を操りこれを迎え撃つ。

  

  双方交锋，甚至无暇数清时间。

  　切り結ぶ事最早時を数える暇もなく。

  

  迪欧尼欧的剑击与佐夫的战斧乱舞，迸出火花，产生冲击波，甚至削去地面，相互碰撞。

  　デオニオの剣戟が、ゾフの戦斧の乱舞が、火花を散らし衝撃波を発生させ、地面さえ削り取りながら応報する。

  

  他们的周围也历经激烈的战斗，巴尔塔兵和魔族的数量都减少，至于活死人则是几乎全灭。

  　彼らの周囲もまた激しい戦いの果てにバルタ兵も魔族も数を減らし、リビングデッドに至ってはほぼ全滅。

  

  剩下的只有不容易丧命的精锐。然而，就连这些精锐也只能和佐夫与迪欧尼欧的战斗保持距离。

  　後に残るは容易に命を散らす事のない精鋭のみ。しかしてその精鋭をして尚、ゾフとデオニオの戦いからは距離を置くことしかできない。

  

  佐夫和迪欧尼欧的实力不相上下。硬要说的话，佐夫的伤势应该较为不利，但他依然施展出足以让迪欧尼欧流汗的压迫感，挥舞大斧应战。

  　ゾフとデオニオの実力は拮抗。しいて言うならば傷の分ゾフが不利の筈だが、それでもデオニオに汗をかかせる程の圧を発し大斧を操り切り結ぶ。

  

  每当剑与斧头碰撞，地面就会裂开，士兵和魔族都因为余波而站不稳脚步。

  　剣と斧がぶつかる度地面は裂け、兵士と魔族が余波に足を突っ張る。

  

  

  （为什么……为什么他受了那么重的伤还能战斗！）

  （なぜだ……そんな体で何故これ程戦える！）

  

  

  在连呼吸都会成为破绽、可能丧命的战斗中，迪欧尼欧带着疑问，心中燃起怒火。

  　デオニオは呼吸すら隙となり命を落としかねない戦いの中で疑問のままに怒りを覚える。

  

  眼前的高等食人魔全身的绷带都染成鲜红色，处于并非万全的状态。然而，他的脸上依然挂着愤怒，挥下战斧。

  　眼前のハイオーガは全身の包帯が真っ赤に染まるほどに傷を負っている万全ではない状態。だと言うのに未だ憤怒を顔に張り付けてその戦斧を振り下ろしてくる。

  

  迪欧尼欧用剑挡下这一击，立刻架开。要是正面接招，连手臂的骨头都会被砍断。即使完全架开威力如此强大的攻击，也无法给予致命一击。就算架开，下一击马上就会到来。就连大动作的攻击，他都以蛮力强行消除破绽，持续连击。

  　一度剣でこれを受け、即座に流す。まともに受ければ腕の骨ごといかれる。そんな威力の攻撃を完全に流してさえ、致命の一撃を見舞うに至らない。流しても、すぐ次が来る。大振りな攻撃でさえ強引に力技で隙を消し、連打を続ける。

  

  每次攻击，佐夫的绷带渗出的血量就逐渐增加。

  　その度にゾフの包帯に滲む血の量は増えていく。

  

  迪欧尼欧笑道：「要比耐力吗？」既然如此，我方就占了上风。既然无法进攻，那就彻底防守。只要等到索夫的体力耗尽，露出一瞬间的破绽，就能砍下他的首级。在索夫化为活死人之前，就连四肢也一并砍断吧——迪欧尼欧这么想着，巩固自己的防御。

  　我慢比べか、とデオニオは笑う。ならばこちらに分がある。攻められないなら受けに徹する。ゾフのスタミナが切れ、ただの一瞬でも隙を見せれば首を切り落とす。リビングデッドと化す前に四肢さえ切断して見せると、デオニオは防御を固めた。

  

  然而，索夫原本就没有被施加活死人的魔法，就结果来说，这个选择是错误的。

  　だがゾフにはリビングデッドはそもそも仕込まれていないし、結果的にこの選択は誤りであった。

  

  

  「哦哦哦哦哦哦哦！」

  「ォォおおおぉおッッ！」

  

  

  索夫的气势不仅没有减弱，反而越来越锐利。

  　ゾフの勢いは衰えるどころか鋭さを増す一方。

  

  迪欧尼欧握剑的手臂甚至开始感到麻痹。

  　次第にデオニオが剣を握る腕に痺れを感じてくるほど。

  

  

  「你的眼神！你的眼神就是只看不起自己以外的人，打算利用他们！我就是看不惯！」

  「てめえの目だ！　自分以外を全部見下して利用する目なんだよ！　気に入らねえ！」

  

  「常胜者就是会露出那种眼神！就算要利用一切，也要成为胜利者，这才是这个世界的正义！那个克莱儿也一样吧！」

  「常に勝者とはそういう目をするものだ！　すべてを利用してでも勝利者となる事こそこの世の正義であるからにはな！　あのココットも同じだろう！」

  

  「居然说得这么嚣张！大小姐才不会把你这种家伙放在眼里！我马上就会让你成为输家！」

  「偉そうにほざきやがって！　お嬢とてめえを一緖にすんじゃねえ！　すぐにてめえは敗者にしてやるってんだよ！」

  

  

  索夫的连击再次加速。

  　さらに加速するゾフの連撃。

  

  迪欧尼欧手中的宝剑已经到处都是刀刃的缺口和裂痕。

  　もはやデオニオが操る業物たる剣の至る所に刃こぼれとヒビが散見するほど。

  

  迪欧尼欧感到焦虑，以及强烈的愤怒。

  　デオニオは焦りと、激しい怒りを覚えていた。

  

  为什么？为什么自己非得打这种麻烦的战斗？原本打算利用的教皇已经毁了，派不上用场。他必须尽快结束这场战斗，寻找下一个可以利用的人。

  　なぜ、なぜ自分がこんな面倒な戦いをしなくてはならないのか。利用しようとした教皇は壊れてもはや使い物にならない。こんな戦いさっさと終わらせて次なる利用できる者を見つけねばならなかった。

  

  他利用圣女，与教皇共谋让恶魔自相残杀，杀死圣女，但那个小丫头……克莱儿居然挡在自己面前，这绝对不能原谅。区区的忌子、区区的恶魔之相，居然挡在迪欧尼欧的野心之前，他绝对无法原谅。

  　聖女を利用し悪魔との同士討ちを教皇と共謀し、それが聖女を殺したまではいいものの、あの小娘が……ココットがここまで我が身の前に立ちはだかるなどと許される事ではない。たかが忌子が、たかが悪魔の相が。このデオニオの野望の前に立ちふさがるなど断じて許しがたい。

  

  麻烦，麻烦透顶。这场战斗根本没必要。就算他至少可以借由杀死艾库罗来获得战功，但因为无视圣剑的命令，以及雷威那个笨蛋的失态，计划已经乱成一团。

  　面倒、面倒でしかないのだ。この戦いは不要なもの。せめてエルクーロを仕留める事で武勲は得られようにも聖剣の命令無視とレーヴェの馬鹿の失態で段取りはぐちゃぐちゃだ。

  

  在越过那个可恨的亚阿拉达之前，他明明没有时间在这种地方和魔族玩乐。

  　あの忌々しいアルアダンを越えるまで、こんな所で魔族などと遊びに興じている暇などないというのに。

  

  

  「唔，空气……这种不安的感觉，是怎么回事……！」

  「むっ、空気が……この胸騒ぎは、なんだッ……！」

  

  

  迪欧尼欧在战斗中产生不好的预感。战场的空气很混浊。这并非平原上的战斗。他判断是克莱儿。

  　デオニオは戦の最中に嫌な予感に襲われる。戦場の空気が濁っている。平野の戦闘ではない。ココットか、と断じる。

  

  应该前往教皇身边的克莱儿在打什么主意？她应该不是直接去杀教皇，但结果都一样。必须处理。

  　教皇の下へ向かった筈のココットが何かを企んでいる。あれは真っ直ぐに教皇を殺めに行ったのではないだろうが、結果は同じだろう 。対処が必要だ。

  

  因此，必须尽快解决这只高等食人魔。现在不是在这种地方被绊住脚步的时候。至少要让教皇活着，杀死克莱儿，否则有损自己的名声。迪欧尼欧一口气向前踏步，和索夫展开对峙。

  　故に、このハイオーガは早急に仕留めなくてはならない。こんなところで足止めを食っている場合ではない。せめて教皇を生かしココットを殺害せねば沽券にかかわるとして、デオニオは一息に踏み込み、ゾフとつばぜり合った。

  

  人类不可能在力量上赢过魔族，然而面对迪欧尼欧的踏步，索夫发出低吼，陷入僵持状态。

  　力圧しで人間が魔族に敵うはずなし、しかしてデオニオの踏み込みにゾフは唸りながら拮抗状態にもつれ込まされる。

  

  在双方几乎能感受到彼此呼吸的紧贴状态下，迪欧尼欧吐了口气，瞪着索夫笑了。

  　互いの吐息すらかかりそうなほどの密着した押し合いの中で、デオニオはフウと息を吐きゾフを睨みながら笑った。

  

  这家伙很崇拜克莱儿。只要让他分心，就能制造出破绽。

  　こいつはココットに心酔している。気をやってやれば隙が生まれる。

  

  

  「告诉你一件好事。你们似乎以为是圣女派出暗杀者，但其实不是。圣女原本打算和那个恶魔缔结和平，她是认真的。」

  「いい事を教えてやる。お前たちは聖女が暗殺者を放ったと思っているようだが、それは本当に違う。聖女はあの悪魔と和平を結ぶつもりだったよ、本気でな」

  

  「你说什么……？」

  「なんだと……？」

  

  「派出暗杀者，让圣女和那个恶魔反目成仇的，是教皇和我……！」

  「暗殺者を放ち聖女とあの悪魔を仲違いさせたのは教皇とこの私だ……！」

  

  

  听到这句话，索夫瞪大双眼，瞬间僵住。

  　その言葉を聞いて、ゾフは目を見開き、そして一瞬硬直した。

  

  迪欧尼欧没有错过这个机会，咧嘴一笑。

  　それをデオニオは見逃さず、にやりと笑った。

  

  有破绽。

  　隙、あり。

  

  迪欧尼欧瞬间吸了口气，屏住呼吸，一口气弹开索夫的斧头，趁他失去平衡时，朝他的脖子使出浑身解数的突刺。

  　デオニオは一瞬息を吸い、呼吸を止めると一気にゾフの斧を弾き、姿勢を崩させた所で渾身の刺突をゾフの首めがけて放つ。

  

  无法回避。用斧头防御也已经太迟了。只要失去佐夫，我方就稳操胜券。胜利者果然是迪欧尼奥。

  　回避不能。もはや斧で防ぐには遅すぎる。ゾフを失えばこの場の勝利は確実。やはり勝利者はこのデオニオだ。

  

  

  「赢了！」

  「取ったぞッ！」

  

  

  迪欧尼奥甚至露出欢喜的表情。

  　歓喜の表情さえ見せるデオニオ。

  

  然而佐夫咬紧牙关，全身肌肉膨胀，使出浑身解数将单手朝剑刺出。

  　だがゾフはギリリと歯を食いしばると、全身の筋肉を膨張させ渾身の力を込めて片腕を剣に向けて突き出したのだ。

  

  剑刺进他厚实的手掌，贯穿到手肘的同时，握紧的拳头将剑折断。迪欧尼奥大吃一惊，看向佐夫的眼睛。

  　突き出された分厚い掌に剣は突き刺さり、そのまま肘まで貫通したと同時、握られた拳で剣が折り取られた。はっとしてデオニオはゾフの目を見る。

  

  佐夫的红色眼眸中，燃烧着愤怒的火焰。

  　ゾフの赤い瞳は、怒りの炎に燃え滾っていた。

  

  

  「你这家伙……从我们身边……从大小姐身边夺走了澪……」

  「てめえが……俺達から……お嬢からミオを奪ったんだな……」

  

  

  瞬间，迪欧尼奥的背脊窜过一阵恶寒。

  　瞬間、デオニオの背筋に悪寒が奔った。

  

  迪欧尼奥因为出乎意料，反应慢了一拍。不妙。

  　デオニオは意表を突かれた形となって一瞬反応が遅れた。まずい。

  

  不过在佐夫追击前恢复思考的迪欧尼奥，立刻丢掉折断的剑，往后方跳开。他一脸苦涩，没有将视线从佐夫身上移开，啧了一声。

  　しかしゾフの追撃が来る前に思考を取り戻したデオニオは即座に折れた剣を捨て、後方へ飛び下がる。苦々しい顔をしながらゾフから目を離さずに舌打ちをした。

  

  我竟然会感到恐惧吗？迪欧尼奥从佐夫身上感受到难以言喻的压力和恶寒，他扪心自问，回答「不」。

  　恐怖したというのか、この私が。デオニオはゾフから感じたあの言いようの無い圧と悪寒に、自分が恐怖したのかと自問し、否と自答した。

  

  我迪欧尼奥怎么可能害怕区区魔族。

  　このデオニオが魔族風情を恐れるなどとあるわけがないと。

  

  他需要替换的剑。没有武器就无法打倒那家伙。索夫立刻展开追击，绝不放过他。

  　替えの剣が必要だ。武器が無くては奴は倒せない。すぐさまゾフは追撃をする。決して逃がすまいと。

  

  迪欧尼尽管焦急，仍专心闪避。索夫用单手挥舞的斧头没有击中迪欧尼，只是挖开地面。

  　デオニオは焦りながらも回避に専念。片腕で振るわれるゾフの斧はデオニオを捉えられずに地面を抉るのみ。

  

  行得通。他有办法躲开。索夫似乎也快到极限了，不过自己还能战斗——尽管心中焦躁，迪欧尼仍确信自己仍占上风。

  　いける。躱すことはできる。ゾフも限界が近いようだがまだ自分は戦えると、デオニオは胸の内に焦りが生まれながらも未だ優位を確信していた。

  

  

  

  然而……迪欧尼的脚被某种东西抓住，差点跌倒，好不容易才站稳脚步，停下脚步。

  　だが……デオニオは何かに足を掴まれ、危うく転倒しかけて何とか踏みとどまり足を止める。

  

  他疑惑地看向脚边，瞪大双眼。

  　何事かと足元を見て、デオニオは目を見開いた。

  

  变成活死人的雷威缠住他的脚。

  　リビングデッドと化したレーヴェが、足に組み付いていたのだ。

  

  不知何时，雷威的尸体里被放进了幼体。在混战中，他根本没空去在意雷威的尸体。被活死人包围、成为魔物容器的雷威，现在胸口开了个大洞，以空洞的眼神仰望迪欧尼。

  　いつの間にやらその死体に幼体を仕込まれたか。乱戦の最中でレーヴェの亡骸なぞ気にしていなかった。リビングデッドに群がられ魔物の容器となったレーヴェは今、胸に大穴を開けたまま、虚ろな目をしてデオニオを見上げていた。

  

  他那仿佛在谴责什么、充满怨恨的眼神，令迪欧尼咬紧牙关。

  　何かをまるで糾弾するような、恨みのこもった目に感じて、デオニオは歯を食いしばった。

  

  难以掌控的圣女心腹。身为副队长，却用怀疑的目光看着身为队长的自己。

  　扱いにくかった聖女の懐刀。副隊長の分際で隊長の自分に疑いの目を向けてきた女。

  

  不仅如此，还是个犹豫着要不要杀死克莱儿，结果被杀掉的没用家伙。

  　そのうえココットを殺す事をためらい殺された役立たず。

  

  这家伙……即使死了，也要扯我后腿到最后一刻吗？

  　死んでなお……最後までこいつは自分の足を引っ張るのか、と。

  

  

  「可恶的雷威————！」

  「おのれレーヴェェェェェッ！」

  

  

  迪欧尼欧愤怒地大吼。

  　デオニオは怒りに叫ぶ。

  

  就在这一瞬间的破绽。

  　その一瞬の隙。

  

  

  索夫的大斧劈向停下脚步的迪欧尼欧的脑门，直接一直线地劈裂他的双腿之间，直到地面。

  　ゾフの大斧が足を止めたデオニオの脳天に叩き込まれ、そのまま股下までを一直線に裂き進み、地面に達した。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  旧市区外围。这里离大门有一段距离，周围是过去曾有人居住的房屋废墟并列的圆形广场。

  　旧市街の外れ。大門とは大分距離がある場所だった。周囲にはかつては人が住んでいたであろう家屋の廃墟が立ち並ぶ円形の広場。

  

  我站在那个宁静的广场中央，只听着风声伫立着。

  　私はその静かな広場の中央に立ち、風の音だけを聞きながら立っていた。

  

  我哼着歌，仰望星空。肌肤感受着冰冷的空气，以极为平静的心情等待着。

  　鼻歌を歌い、星空を見上げていた。冷たい空気を肌に感じ、酷く穏やかな心持でただ私は待っていた。

  

  

  

  

  此时，有访客。我等待的人来了。

  　そこへ、来訪者。待ち人は来た。

  

  圣剑勇者佛鲁托纳让白马停在广场边缘，朝着正在哼歌的我背后走来。

  　聖剣の勇者フォルトナは、白い馬を広場の端にとめると、歌う私の背に向かって歩いてきた。

  

  即使他踩着石板的脚步声越来越近，我依旧仰望天空哼着歌。

  　石畳を踏む靴音が近づいてきても、私は空を仰いで鼻歌を歌っていた。

  

  佛鲁托纳环顾四周，一边疑惑地想着我为何会来到这个场所，一边往前走，在距离我背后约五米处停下脚步。

  　フォルトナは周囲を眺め、なぜこの場所にココットは向かったのかと訝しみながら歩を進め、私の背後５ｍ程手前で止まった。

  

  

  「……克莱儿，别再做了。你的目的不会实现，到此为止吧。」

  「……もうやめるんだ、ココット。君の狙いは成就しない。ここまでなんだ」

  

  

  佛鲁托纳的话让我停止哼歌。

  　フォルトナの言葉で、私は鼻歌を止めた。

  

  然后经过一瞬间的沉默，我静静地低语：

  　そして一瞬の沈黙を経て、私は静かに呟く。

  

  

  「不，你错了。我的目标从一开始就是你，佛鲁托纳。」

  「いいや、それは違う。私の狙いは初めからお前だよ、フォルトナ」

  

  

  我缓缓地转过身，红色的瞳孔映出佛鲁托纳的身影。

  　私はゆっくりと振り返り、赤い瞳でフォルトナを映した。

  

  看到他依然把圣剑收在鞘中的模样，我面不改色地开口。

  　未だ聖剣を鞘に納めたままのその姿に、私は表情を変えずに口を開く。

  

  

  「……巴尔塔那群人士气高涨的原因就是你。所以只要你死了，就是我等的胜利。不是吗？」

  「……バルタの連中の士気の高さの原因はお前だ。だからお前さえ死ねば我々の勝ちだ。違うか？」

  

  「为什么你就是不肯选择杀人与被杀以外的路呢？」

  「どうして殺し殺される以外の道を選んでくれないんだ」

  

  「别让我一再重复。是你们夺走了那个选项。」

  「何度も言わせるな。その選択肢を奪ったのがお前たちだ」

  

  「我认为……还能重新来过。只要……」

  「まだやり直せると……僕は思っている。君さえ……」

  

  

  佛鲁托纳似乎还想说服我，说出令人作呕的台词。我低下头咬紧牙关，握紧拳头。

  　未だに私を説得しようとでも思っているのか反吐が出るようなセリフを吐くフォルトナ。私は俯き歯を食いしばりながら拳を握りしめた。

  

  

  「你打算杀了我……结果库欧托拉因此牺牲了……！」

  「私を殺そうとした……それでクォートラが犠牲になった……！」

  

  「……我的剑不会伤害不想伤害的东西。那个时候，我原本也只打算消灭你周围的魔族。」

  「……僕の剣は傷つけたくないものを傷つけることはない。あの時も、君の周囲の魔族だけを滅ぼすつもりだった」

  

  「这是诡辩！」

  「詭弁を！」

  

  

  我挥动手臂大喊。

  　私は腕を振り、叫ぶ。

  

  这等同于小孩找借口的台词终于让我火大了。就算那是事实，我也无法坐视不管。对我的部下挥剑，就等同于对我挥剑。事到如今，我不认为自己能独善其身。

  　子供の言い訳にも等しいセリフに私はついに頭に来た。たとえそれが真実だったとしても看過できるものではない。我が部下に剣を振るう、それは私に剣を振るったのと同じ。今更私だけ助かろうなどとは思っていない。

  

  过去断定为棋子的部下们，如今已是我身体的一部分。你打算消灭为了我而舍弃性命，愿意让活死人寄宿在身上的部下们，我坚决无法原谅。为何你无法理解，你是我无可救药的敌人。

  　かつては手駒と断じた我が部下たちは、今や私の体の一部。私のために命を投げ出しその身にリビングデッドを宿すことを良しとした部下たちを滅ぼそうとしたお前は断固として許せない。どうしようもない程に私の敵なのだと何故理解できないのだ、この青二才は。

  

  

  和小库一样。打算用欺骗我的甜言蜜语让我困惑，趁我大意时杀死我吗？

  　クーと同じだ。私を騙すような甘いセリフで困惑させ油断させたところを殺すつもりなのか。

  

  用不着做那种拐弯抹角的事，现在就是这种状况。一对一。你没有胜过我的道理。只要用那把圣剑朝我挥一下就结束了，但你至今仍用花言巧语的态度，是在展现你的从容吗？若是如此，没有比这更严重的侮辱。

  　そんなまどろっこしい事をせずともこの状況だ。1対1。私に勝てる道理はない。その聖剣を私に一振りすれば終ろうものを、未だに口八丁に興じるその姿勢は余裕の表れか。だとすればこれほどの侮辱は無い。

  

  在战斗力上，你就算倒过来也胜不过我。但是，软弱的人也有软弱的人战斗的武器和战斗方式。

  　確かに戦闘力では天地が逆さまになっても私に勝てる道理はない。だが、軟弱な者には軟弱な者なりに戦う武器も、戦い方もあるのだ。

  

  既然被欺骗，就反过来欺骗你。

  　騙されたのなら、騙し返す。

  

  装成弱者，让对方大意后解决掉。

  　弱者を装い、油断させ仕留める。

  

  所以我静静地调整呼吸，一边假装保持平静，一边对佛鲁托纳笑。

  　だから私は静かに呼吸を落ち着けると、平静を保った振りをしながらフォルトナに笑いかけた。

  

  

  我唐突的笑容似乎让佛鲁托纳不知所措。那应该很诡异吧。

  　唐突な私の笑みにフォルトナは面食らったようだ。それは気味の悪い事だろう。

  

  因为说了那么多要杀要恨的我，突然露出笑容。但是，为了杀你，我什么都愿意做。什么都愿意。

  　あれだけ殺すだの恨みだの言っていた私が急に笑みを見せたのだから。だが、私はお前を殺す為ならなんだってする。なんだって、な。

  

  

  「……好吧。既然你都说到这个份上了，就继续刚才的交易吧。」

  「……いいだろう。お前がそこまで言うのなら、先ほどの取引の続きをしよう」

  

  

  我静静地缓缓朝佛鲁托纳伸出手。

  　私は静かにゆっくりとフォルトナへと手を伸ばす。

  

  

  「休战。你打算逮捕我吧？不靠近我，你也没办法抓我。来，过来吧。」

  「休戦だよ。私の身柄を捕らえるつもりなのだろ。近寄らなくてはそれも叶わないよ。ほら、おいで」

  

  「……你真的有那个意思？」

  「……本当に君にそのつもりが？」

  

  「喂喂，你都提出那么多要求了，我答应之后，现在才怀疑吗？我当然也有要求。是琪雅拉。你要保障她的安全。」

  「おいおい、散々要求しておいてOKすれば今更疑うのか？　勿論私からも要求はあるよ。キエルだ。奴の安全は保障してくれ」

  

  

  我甚至真的湿了眼眶，要求佛鲁托纳保障琪雅拉的安全。

  　私は本当に、眼さえ潤ませながらキエルの身の安全を要求した。

  

  我恳切的表情让佛鲁托纳露出犹豫的神情。真是逼真的演技。不过，我担心琪雅拉的心情是真心的，所以连我自己都搞不清楚是不是演技。不管这句话背后有什么意图，这句话本身都是我的真心话。

  　その表情は真に迫った懇願であり、フォルトナは迷いを見せた。迫真の演技だ。最も、キエルを想う私の気持ちは本心であるから、演技かそうでないかは自分でも曖昧だ。この言葉の裏にあるものが何であれ、言葉自体は私の本心と言えた。

  

  所以，对佛鲁托纳这种人很有效。

  　だから、フォルトナのような奴にはよく効いた。

  

  

  佛鲁托纳没有拔剑，静静地走向站在广场中央的我。

  　フォルトナは剣を抜かぬまま、静かに広場の中央に立つ私の下へ歩み寄る。

  

  然后在我面前停下脚步，再次看着我的红色眼睛。

  　そして私の目の前で立ち止まると、もう一度私の赤い瞳を見た。

  

  

  「……我会保障琪雅拉小姐的安全。因为她是我少数认识的人，也是恩人的遗孤。」

  「……キエルさんの安全は保障する。僕にとっても数少ない知人で、恩人の忘れ形見なのだから」

  

  「听到你这么说我就放心了。好了，快点结束吧。我曾经像这样选择与圣女议和。要我再次做出这个选择根本是小事一桩。」

  「それを聞いて安心したよ。さあ、早く終わらせよう。私は聖女ともこうして講和を一度は選んだ。もう一度その選択をすることなんか訳ないのだから」

  

  

  我缓缓举起一只手，伸向佛鲁托纳。

  　私はゆっくりと片腕を上げ、フォルトナへと差し出す。

  

  佛鲁托纳一脸警戒，不知道我有什么企图，我则用诧异的表情抬头看着他。

  　何事かと警戒するような表情のフォルトナに対し、私はきょとんとした顔で見上げる。

  

  

  「……？握手啊。」

  「……？　握手だよ」

  

  

  我这么说，佛鲁托纳却完全不打算握住我的手。

  　そう言っては見たが、フォルトナは一向に私の手を握ろうとしない。

  

  即使如此，我也没有漏看他的表情和眼眸深处隐约透露出安心的感情。

  　それでもその表情と、瞳の奥にはどこか安心を覚えたような感情が見え隠れしたのを私は見逃さなかった。

  

  

  「……啊！对哦。不卷起袖子就没办法握手。那么……」

  「……ああ！　そうだな。袖を捲らなければ握手はできないな。では……」

  

  

  我笑咪咪地吐出舌头。

  　ニコニコ笑いながら私は舌を出す。

  

  然后，我朝着依然一脸困惑的佛鲁托纳，扣下藏在衣服袖子里的枪支扳机。

  　そして私は未だに困惑した表情のフォルトナへ向け、服の袖の中に隠した銃の引き金を引いた。

  

  

  两声枪响发出清脆的声响。佛鲁托纳维持着惊愕与痛苦的表情，往后方跳开。

  　乾いた音を立てて二度鳴り響いた発砲音。フォルトナは驚愕と苦痛の表情のまま、後方へと飛び下がった、

  

  我闻着从枪口冒出的硝烟味，用没握枪的手按着腹部大笑。

  　銃口から立ち上る硝煙の臭いを嗅ぎながら、私は銃を握らぬ手で腹を抑えて笑った。

  

  

  「啊哈哈！笨蛋！圣女也被我骗了！」

  「あははぁッ！　バカが！　聖女もこの手に騙されたぞ！」

  

  

  没错，我要做出同样的选择。亲手杀死再次企图欺骗我的肮脏勇者。

  　そう、私は同じ選択をする。もう一度私を騙そうとする薄汚い勇者をこの手で殺すという選択を。

  

  佛鲁托纳按住腹部。可恶，没有命中心脏。虽然连续开了两枪，但有一发没中。只有一发命中侧腹吗？

  　腹を抑えるフォルトナ。くそっ、心臓には命中していない。立て続けに二射したが、一発は外した。一発が脇腹に命中しただけか。

  

  我打算继续扣下扳机，却听见喀嚓一声。

  　続けざまに私は引き金を引こうとして、カチリという音を聞く。

  

  子弹用完了。虽说装弹数只有2发，但因为我是外行人，所以没有养成管理剩余子弹的习惯。我急忙从怀中取出子弹，尝试装填。但因为焦急的关系，无法顺利装填。

  　弾切れだ。たかが装弾数2発とは言え、素人故か残弾管理は染みついていなかった。急いで懐から弾丸を取り出し、装填を試みる。だが焦りからかうまくいかない。

  

  然后，我的视线有一瞬间离开佛鲁托纳，打算装填子弹，但感觉到风而抬起头后，发现白色的剑尖指向我的脖子。

  　そして一瞬フォルトナから目を離し銃に弾を込めようとして、風を感じて顔を上げると私の首元に白い剣先が向けられていた。

  

  我轻轻吸了口气，目不转睛地仰望佛鲁托纳。佛鲁托纳也一边痛苦地喘气，一边俯视着我。

  　私は小さく息を吸って、じっとフォルトナを見上げた。フォルトナも荒く苦しげな息を吐きつつ、私を見下ろしている。

  

  果然失败了吗？不过，我让他拔出剑了，也让他受伤了，可以说非常成功。无论如何，如果这个策略能杀掉他就好了，但我也觉得事情没有这么简单。

  　やはり、失敗したか。だが剣は抜かせた。負傷もさせた、御の字と言えよう。どちらにせよこの策で殺しきれれば良かったが、そうは甘くも無いだろうとも思っていた。

  

  佛鲁托纳似乎是温柔到令人作呕的圣剑勇者。但愿他别再继续散布愚蠢的伪善，下定决心杀了我就好。

  　反吐が出るほどにお優しいらしい聖剣の勇者フォルトナ。どうか願わくばこれ以上ふざけた偽善を振りまかず、一思いにやればいい。

  

  即使如此，佛鲁托纳还是吐了口气，用像是在说服我的语气说道：

  　それでもフォルトナはふう、と息を吐き、私に言い聞かせるような声色で言うのだ。

  

  

  「你已经输了……撤军吧。」

  「もう君の負けだ……軍を引け」

  

  「杀、杀了我就好。」

  「こ、殺せばいい」

  

  「你会被逮捕。」

  「君は捕らえる」

  

  「你会后悔的。」

  「後悔するぞ」

  

  

  唉～真无聊。结果还是这样。

  　あーあ。つまらん。結局これだ。

  

  我感到非常不快。说起来，在战场上对敌人手下留情，正是轻视对手的证据。

  　不快で仕方がない。そもそも戦場で敵に情けをかけるなどというのは相手を下に見ていることの証左だ。

  

  我早已做好赴死的觉悟。但是直到那个瞬间为止，我可不会放弃杀死你。

  　私は死を覚悟している。だがその瞬間まではお前を殺す事を諦めはしないというのに。

  

  即使被剑指着，我依然露出无畏的笑容，为了装填子弹而移动手臂。佛鲁托纳立刻做出反应，把剑尖更加靠近我的脖子。这让我忍不住笑了出来。没有干劲的威胁有什么意义？而且他果然在警戒我。

  　剣を突き付けられながらも私は不敵に笑い、銃に弾丸を装填しようと腕を動かす。するとフォルトナは即座に反応して剣先をより私の首筋に近づけた。それにまた私は思わず笑ってしまうのだ。やる気のない脅しに何の意味があるのかと。そしてやっぱりこの私を警戒しているのだなと。

  

  如果真的想抓我，根本不需要拿剑指着我，只要靠腕力把我压倒就行了。

  　本当に捕らえる気なら剣など突きつけずに腕力だけで組み伏せに来ればいいんだ。

  

  佛鲁托纳是健康的青年，我只是个无力的幼女。腕力不可能敌得过他，除了这把枪以外没有其他保护自己的手段。

  　フォルトナは健康な青年、私はただの非力な幼女。腕力で敵うはずもなく、この銃以外に身を守るすべはない。

  

  

  「呵、呵呵呵！」

  「くふっ、くくくッ」

  

  「你笑什么？」

  「なぜ笑う」

  

  「我是在笑你都做到这种地步了，却还是没有杀我的天真态度。」

  「ここまでされてまだ私を殺さないお前の能天気さに呆れているんだよ」

  

  「你在说什么？」

  「何のことだ？」

  

  「你来到这里的时候，就已经落入陷阱了……！」

  「お前はここに来た時点で罠に嵌ったんだ……！」

  

  

  在巴鲁塔推进之际，挖掘地底前进的隧道。主要的隧道在先前撤退时已经毁掉，不过途中还有一条分岔的第二条隧道。

  　バルタ進行に際し地中を掘り進めたトンネル。メインとなるものは先の撤退の折に潰してしまったが、途中で枝分かれさせた二本目があった。

  

  不过因为时间不够，最后没有开通，虽然我朝着副门前进，但目测有误，导致延伸到这种偏僻的地方，我原本以为派不上用场。

  　最も、時間が足りずに開通はせず終いだったし、副門を目指したが目測がずれ、こんな辺鄙な場所に伸ばしたために役に立たないと思っていた。

  

  不过，凡事都有用途。

  　だが、なんにでも使い道はあるものだ。

  

  

  「来吧，怎么了！虽然已经太迟了，但我觉得至少杀了我比较好哦……！试着将那把圣剑刺进我小小的胸口吧……！」

  「さあ、ほら、どうした！　もう遅いが、せめて私を殺した方がいいと思うぞ……！　この小さな胸にその聖剣を突き立ててみろ……！」

  

  

  我露出挑衅的笑容，仰望佛鲁托纳。

  　私は挑発的に笑い、フォルトナを見上げる。

  

  在来到这里的当下，作战计划大致上已经完成。假设我在此被杀，部下就会以我的死为信号启动陷阱。虽然我用骗术让他受伤，但没有成功杀害他。所以我已经准备好预备作战。所以即使被剑指着，我仍露出无畏的笑容。

  　この場に来た時点で作戦は概ね完遂。仮にこの場で私が殺されれば、それを合図にトラップを部下が起動する手筈。騙し討ちで手傷は負わせたが殺害は叶わなかった。故の予備作戦は用意済み。だから私は剣を向けられて尚不敵に笑っていた。

  

  就算我被杀，用来杀害佛鲁托纳的陷阱也会启动，所以我什么都不用做。说起来，我本身在某种意义上就是引诱圣剑出洞的诱饵。真正的目标是敢死队。所以就算被杀也没关系。

  　私が殺されてもフォルトナを殺すためのトラップは発動するのだから、もはや私は何もしなくていい。そもそも私自身がある意味聖剣を誘き出す囮。本命は決死隊なのだ。だからもう殺されたっていいんだ、と。

  

  ————我的额头冒着冷汗。

  　――――その額に冷や汗を浮かべながら。

  

  注意到这点而感到惊讶的不是别人，正是我自己。为什么我会流汗？

  　それに気づいて驚いたのは他でもない私自身だ。なぜ汗などをかく？

  

  明明只要下达完成任务的指示，就能带着圣剑完成作战，我为什么会流汗？

  　もはやこれまでとして発破指示を出せば聖剣を道連れに作戦を完遂できるのになぜ、私は汗をかいている。

  

  而且，怎么连手，不对……连肩膀都在颤抖。我在害怕？害怕什么？不是害怕佛尔多纳。那么，是害怕死亡吗？

  　それに、なんだ。手まで、いや……肩も震えている。恐れている？　何を？　フォルトナをでは無い。ならば、死ぬことをか？

  

  为什么？我应该已经不怕死了。没错，我害怕的不是死亡。

  　何故だ。死などもう恐れてはいない筈。そうだ。怖いのは死ぬ事じゃない。

  

  

  ……我害怕再也见不到艾尔克罗大人。

  　……もう、エルクーロ様に逢えないのが怖いんだ。

  

  我不是抱着这样的觉悟来到这里的吗？为什么到了这个关头，我却想起了恐惧？

  　そう覚悟をして此処に来たんじゃないのか。なぜこの期に及んでこのタイミングで恐れを思い出すんだ。

  

  因为被克伍兹托拉要求活下去？因为得知琪耶尔还活着？不对，是因为我想起来了。

  　クォートラに生きろと言われたから？　キエルが生きていると知ったから？　違う。思い出してしまったからだ。

  

  现在，在这个紧要关头，艾尔克罗大人的脸庞闪过脑海。漆黑异形的温柔双手。那天拥抱我的温暖。

  　今、この土壇場で脳裏によぎったエルクーロ様の顔。黒々とした異形の優しい手。あの日私を抱いてくれた温もり。

  

  光是这样，我就又学不乖地害怕结束吗？

  　それだけでまた、私は性懲りもなく終わることを恐れると言うのか。

  

  为什么，我这个人是如此自私又半吊子……！

  　なんで、どこまで私は自分勝手な半端ものなんだ……！

  

  

  佛尔多纳注意到我在发抖，露出有些惊讶的表情，放下了剑。

  　震える私に気づいたフォルトナは少しだけ驚いた表情を見せて剣を下ろした。

  

  察觉到这一点的我，像是要挥去心中所有的杂念，表情转为分不清是愤怒还是悲伤，对着夜空大喊。

  　それに気が付いた私は胸の中の雑念全てを振り払うかのようにキッと表情を怒りとも悲しみともつかないものへと変え、夜天に叫んだ。

  

  

  「快点杀了我！！」

  「早く殺せよぉッ！！」

  

  

  刹那间，黄绿色的羽毛飘落眼前。

  　刹那、黄緑色の羽が視界に舞い落ちた。

  

  佛鲁托纳往后方一跳，某个东西随即如子弹般飞向他刚才所在的位置。

  　フォルトナが後方へと飛び下がり、今までフォルトナが居た場所へ何かが弾丸のように飛来した。

  

  

  那个东西的脚部钩爪粉碎地面，我看见了黄绿色的翅膀。

  　その足の鉤爪で地面を砕きながら、見えたのは黄緑色の羽。

  

  我因为冲击而跌坐在地，但看到那个身影的同时，我惊讶地大喊：

  　衝撃に尻餅をつきながら、私はその姿を認めると同時驚きで声を上げた。

  

  

  「琪可贝儿！」

  「チックベル！？」

  

  

  负责指挥诱饵军队的琪可贝儿出现在那里。

  　囮の軍の指揮を任せていたはずのチックベルがそこに居たのだ。

  

  琪可贝儿着地后立刻起身，随即朝佛鲁托纳蹬地飞翔。

  　チックベルは着地の形からすぐに姿勢を起こすと間髪入れずにフォルトナに向かって地を蹴り飛翔。

  

  佛鲁托纳皱起眉头，但还是立刻摆出迎击的架式。

  　フォルトナは顔をしかめながらもすぐさま迎撃の構えを取った。

  

  

  「我在过来这里的途中看到爆炸了……发生什么事了！你在乱搞什么啊！竟然想一个人跟圣剑战斗！克莱儿很弱吧！」

  「此処に来る途中で爆発が見えたよ……何があったのさ！　何無茶してんのさ！　聖剣と一人で戦おうなんて！　ココットちゃん弱っちいでしょ！」

  

  

  琪可贝儿迅速朝佛鲁托纳发动猛攻，同时这么喊道。

  　迅速の猛襲をフォルトナへと見舞いながら、チックベルは叫ぶ。

  

  她的身影让我一瞬间反应不过来，但我立刻皱起眉头，扯开嗓子大喊：

  　その姿に一瞬反応が遅れたが、私はすぐに顔をしかめて声を張り上げた。

  

  

  「别管我了！」

  「私の事なんか気にするな！」

  

  「你不是答应让我杀勇者吗！」

  「うちに勇者を殺させてくれる約束でしょおッ！」

  

  

  我记得自己确实做过这种约定。她打算以此为把柄，煽动我。

  　そんな約束をした覚えもある。それをダシにして焚きつけようとした。

  

  不过，琪可贝儿却无视这个约定，主动提议要协助我。我明明只打算让她担任诱饵，她的态度却让我心生感谢和罪恶感。

  　だが、それとは関係なくチックベルは協力を申し出てきた。その姿勢に感謝と罪悪感を覚えた私は、囮だけを任せるつもりであったというのに。

  

  

  「要是克莱儿死掉的话，我就没脸见艾尔克罗了！」

  「ココットちゃんに死なれちゃったらエルクーロくんに合わせる顔がないんだよぅッ！」

  

  

  她甚至没有余力看向我，直接大喊回应。听到这句话，我的胸口一紧。

  　彼女は私に顔を向ける余裕さえなくそう叫び返してきた。その言葉を聞いて私の胸がきゅっと締まる思いに駆られた。

  

  如果我死掉，艾尔克罗大人会难过吗？他会不会因为我擅自跑出来而生气呢？

  　私が死んだら、エルクーロ様は悲しむだろうか。黙って出てきてしまった事を怒ってはいないだろうか。

  

  各种想法瞬间闪过脑海，但我立刻告诉自己不可能有那种事。然而，琪可贝儿正努力想让我活下来。为了我和艾尔克罗大人。她独自挑战圣剑的拼命模样，让我的双眼颤抖，无法移开视线。

  　様々な思いが一瞬のうちに脳裏に浮かんでは、そんなわけはないとして私自身がそれを振り払う。だがチックベルは私を生かそうとしている。私と、エルクーロ様の為に。聖剣に単身挑むその必死な姿に、私は瞳を震わせながら目を離せずにいた。

  

  

  「嘶——！」

  「しィィいッ！」

  

  「唔……」

  「ぐっ……」

  

  

  琪可贝儿的快速攻击让佛鲁托纳陷入苦战，伤口逐渐增加。

  　チックベルの俊足の攻撃にフォルトナは苦戦、次第に傷が増えていく。

  

  他的表情没有余裕。除了刚才的爆炸造成的伤害外，侧腹还中了枪。挥舞圣剑的手臂似乎也使不上力，每次弹开琪可贝儿的爪子，身体就会剧烈摇晃。如果是琪可贝儿，或许能赢过他。

  　その顔に余裕はない。先の爆発でのダメージに加え脇腹に銃撃を受けている。聖剣を振るう腕に力が入りにくいのか、チックベルの爪を弾くたびに体が大きく揺れていた。これは、チックベルなら勝てるかもしれない。

  

  不过，就算在这里杀了圣剑，我有资格回到他身边吗？

  　だがここで聖剣を殺せたとして、私は彼の下へ戻っていいのだろうか。

  

  只要有杀了圣剑的伴手礼，就能再次待在他身边吗？

  　聖剣を殺したという手土産さえあれば、また彼の下に居られるのだろうか。

  

  无视我堪称乐天的思绪，契西薾似乎打算一口气发动猛攻。

  　私の能天気とさえいえる思案をよそに、チックベルは一気に畳みかける腹積もりのようだった。

  

  她大幅旋转身体，用双臂的翅膀遮住圣剑的视野。然后顺着旋转的动作躲开圣剑挥砍的剑，朝佛鲁托纳使出类似回旋踢的踢击，那似乎是她收拾对手时的代名词。

  　大きく体を回転させ、その両腕の翼で聖剣の視界を塞ぐ。そして切り払うべく振りぬかれた剣を回転の動きそのままに躱し、彼女が相手を仕留める際の代名詞なのか、ソバットめいた蹴りをフォルトナへ繰り出した。

  

  不过佛鲁托纳维持挥剑的姿势，那记踢击差点刺进他的腹部，他却以剑身挡下，从不可能的姿势防御成功。

  　しかしそれは聖剣を振りぬいた姿勢のフォルトナの腹へと突き刺さりかけて、不可能とも思える姿勢からの剣の腹による防御で防がれた。

  

  反应速度非比寻常。那并非预测，佛鲁托纳纯粹以反射动作摆出防御姿势，其力量令人畏惧。那可说是天赋之才吧。契西薾窥见勇者之所以为勇者的部分，表情却依然不变。

  　反応速度が尋常ではない。読みではない。純粋な反射で防御の姿勢に持っていったフォルトナの力量は恐るべきものだ。天賦の才ともいえるものだろう。勇者が勇者である所以の一端を垣間見ながら、チックベルはそれでも表情を変えなかった。

  

  接着她一口气在脚上施力，直接用脚爪抓住挡下回旋踢的剑，用力往上一挥。

  　そして足に一気に力を籠めると、ソバットを防いだ剣をそのまま足の爪で掴み取り、大きく振り上げた。

  

  佛鲁托纳没有放开剑柄，身体却因为魔族的臂力离开地面，他露出惊讶的表情，看着契西薾的视野开始旋转。

  　剣の柄を握る手を離さないフォルトナの身体は魔族の膂力によって地から足が離れ、驚きの表情でチックベルを見る視界がぐるりと回転する。

  

  

  契西薾将佛鲁托纳举在空中，像在空中翻筋斗般旋转，将他扔向地面。

  　チックベルはフォルトナを持ち上げたまま空中でサマーソルトめいて回転し、地に向けてフォルトナを投げ飛ばしたのだ。

  

  佛鲁托纳被狠狠摔到地上，滚了好几圈，好不容易才把剑插进地面来抵销力道，接着从肺部挤出空气。他把空气送进因为摔到地上而一度扁掉的肺部，但还是吐了血。

  　フォルトナは勢いよく叩きつけられて地面を激しく転がり、なんとか剣を地面につき立て勢いを殺すと肺から空気を絞り出した。叩きつけられた衝撃で一度ぺしゃんこになった肺に空気を送り込む。が、吐血。

  

  从侧腹受到的枪伤，还有刚才的攻防累积的伤害都相当明显。

  　脇腹に受けた銃弾の痛み、そして今の攻防でのダメージの蓄積は明白だった。

  

  认为这是胜机的我猛然看向了 Chickbell。

  　それを勝機とみた私ははっとしてチックベルを見る。

  

  

  ……Chickbell已经用力振翅。

  　……チックベルは、既に大きく羽ばたいていた。

  

  

  它先飞上天空，拉开距离。只要有这段助跑，它就能以区区人类无法看清的速度飞行。

  　一度空へ舞い、距離を稼いだ。この助走があれば人間如きの目には止まらない速さで飛べる。

  

  它要一口气解决掉佛鲁托纳。在飞过他身边时瞬间解决。

  　一思いに首を狩る。通り抜け様の一瞬で決める。

  

  佛鲁托纳蹲在地上，还在吐血并寻找Chickbell。Chickbell瞪着这样的他，皱起眉头，先是在空中缓缓助跑，接着突然加速。

  　蹲り未だ血を吐きながら自分を探すフォルトナを目元に皺が寄るほどに睨み下ろし、チックベルは緩やかな助走飛行の後、急加速した。

  

  

  （为了替波利尼亚报仇……更重要的是不让艾库罗感到寂寞，我……我要！）

  （ポリニアの仇……そして何よりもうエルクーロくんが寂しい思いをしないで済むように、うちはッ……うちがッ！）

  

  

  「现在就解决你！」

  「ここでうちがお前をォッ！」

  

  

  时间应该连一秒都不到吧。

  　時間にして1秒にも満たないだろう。

  

  从开始加速到发生那件事为止，实际上我的眼睛根本看不到它的速度。加速后的 Chickbell 消失，我反射性地看向佛鲁托纳。

  　加速開始してからそれが起きるまでの期間は。事実、私の目にはその速度は見えなかった。加速したチックベルが消え、反射的にフォルトナに目を向けた。

  

  所以虽然只有一点点，但我还是看到了那一瞬间发生的事。

  　だからかすかにだが目に捉える事が出来た。その一瞬に起こったことを。

  

  

  

  奇袭贝尔使出全力的最高速度。他不可能看见宛如子弹般迎面而来的哈比鸟。

  　チックベルの全力のトップスピード。向かって来る弾丸めいたハーピーが見えるはずはなかった。

  

  即使如此，圣剑还是举起剑迎击。

  　それでも、聖剣は剣を構え、これを迎え撃った。

  

  他只凭直觉做出反应。

  　直感だけで反応して見せたのだ。

  

  圣剑的一击躲开瞄准自己脖子的踢击，同时佛鲁托纳扭转身体，从奇袭贝尔穿过自己身旁的身体斜砍下去。

  　聖剣の一撃が、自分の首を狙う蹴り足を躱すと同時、身体を捻ったフォルトナが通り抜け様のチックベルの身体を逆袈裟斬りに切り裂いた。

  

  鲜血四溅。从胸口到腹部被撕裂的衣服下露出肌肤和红色的筋，鲜血喷溅而出。

  　上がる血飛沫。胸元から腹にかけて裂かれた装束から肌と赤い筋が見え、鮮血が吹きあがった。

  

  

  奇袭贝尔就这样顺着加速的势头划出红色轨迹，狠狠撞上地面，像是弹跳般翻滚后撞上墙壁。我看到这一幕，膝盖一软，瘫坐在广场中央。

  　そのまま加速の勢いそのままに赤い軌跡を描いて地面に激突し、バウンドするように転がったのち壁に突っ込んだチックベルを見て、私はひざをがくんと折って広場の中央に座り込んだ。

  

  

  「嘎……哈……」

  「かっ……はっ……」

  

  

  奇袭贝尔的背部被埋在碎裂的瓦砾中，他似乎想勉强起身，但似乎无法如愿。

  　砕けた瓦礫に背中から埋もれるチックベルは、何とか起き上がろうとしているらしいがそれも叶わない様子だった。

  

  每当他咬紧牙关，鲜血就会从口中溢出，最后他似乎连起身的力气都没有，用力咳出一口鲜血，身体倒在瓦砾堆上。

  　歯を食いしばるたびに鮮血が口から吹きこぼれ、やがて起き上がろうとする力さえ失ったか、ひときわ大きく鮮血交じりの咳をして瓦礫の山に体を預け倒れた。

  

  我愣在原地，急忙闭上张开的嘴巴，急速理解刚才发生的事情，回过神来。

  　呆気に取られていた私はぽかんと開いた口を急ぎ閉じると、今しがた起きた事への理解が急速に追いついて来て我に返る。

  

  

  「奇袭贝尔！喂！」

  「チックベル！　おい！」

  

  

  我忍不住对气喘吁吁地看着我的提克贝尔大喊，但他连说话都显得很吃力。我看见流出的鲜血渗入瓦砾的缝隙间。

  　荒い息で呼吸しながらこちらを見ているチックベルに思わず叫ぶが、喋る事すら辛そうな有様だ。流れ出た血が瓦礫の隙間に染み込んでいくのが見える。

  

  虽说有库欧特拉两人联手，但提克贝尔即使解决了圣弓勇者约翰，也无法杀死圣剑勇者佛尔多纳。勇者这种生物果然是怪物吗？

  　クォートラと二人がかりとはいえ聖弓の勇者ヨーンを仕留めたチックベルでも、聖剣の勇者フォルトナは殺せなかった。やはり化け物なのか、勇者という物は。

  

  我感觉到眼球深处染成一片鲜红，摇摇晃晃地站起身，重新面向佛尔多纳。

  　私は眼球の奥が真っ赤に染まる感覚を覚え、よろりと立ち上がるとフォルトナに向き直った。

  

  我咬紧牙关，不断射击已经装填完毕的枪。然而，由于距离太远，加上佛尔多纳迅速翻身，因此被他躲开了。

  　そして歯を食いしばりながら装填の終わっていた銃を立て続けに放つ。が、これは距離があったのとフォルトナが咄嗟に身を転がす事で躱された。

  

  佛尔多纳站起身，看着我的眼睛，露出痛苦的表情挥舞手臂大喊：

  　立ち上がったフォルトナは私の目を見て、苦しげな表情をしながら腕を振り叫ぶ。

  

  

  

  「你为何不放弃！那个选择是错的！你即将前进的道路前方没有任何好事！」

  「何故諦めない！　その選択は間違いだ！　君の進もうとしている道の先に何もいい事などない！」

  

  「不用你说我也知道！即使如此，我也没有回头的选项！」

  「そんな事お前に言われなくても分かってるッ！　それでも引き返す選択肢なんかもうない！」

  

  「不用回头也没关系！只要改变前进的道路就好！」

  「引き返さなくたっていい！　進む道を変えればいいんだ！」

  

  

  小库也说过。

  　クーも言っていた。

  

  他说命运可以随我改变。

  　私次第でいくらでも変えられる運命だと。

  

  我明白。即使如此，我还是无法改变。我已经没有选择的权利了。我早就舍弃那种东西。在MIO消失的那一天，就全部抛弃了。

  　分かってる。それでも私には変えられない。もう私に選ぶ権利なんかない。そんなものは捨ててきてしまった。ミオが居なくなったあの日に全て。

  

  我以自己的意志离开艾库罗大人身边。即使与我的期望相反，我仍决定走上这条路。更何况，我怎么可以因为自己选择逃跑，就辜负了Quarta和琪可贝儿的牺牲。我自己无法原谅自己。

  　自分の意志でエルクーロ様の下を離れた。望みとは相反しても決めたのが今の道だ。ましてクォートラとチックベルの献身の末に、私が逃げる事を選ぶなど許されたものではない。私自身が、許せない。

  

  我瞪着眼前这个拥有愚蠢力量、脑袋愚蠢得像花田一样的勇者，再次将装填完毕的枪口对准佛鲁托纳。

  　この目の前のバカみたいな力を持つバカみたいにお花畑な頭をした勇者を睨みつけ、私は再び装填を終えた銃をフォルトナへと向ける。

  

  

  「什么都不知道的笨蛋就闭嘴吧……只要杀了你，天秤就会倒向我这边……只要杀了你……」

  「何も知らない馬鹿が喋るな……お前さえ殺せば天秤はこちらに傾くんだ……お前さえっ……」

  

  「咳……你已经……赢不了了！」

  「げほッ……もう君は……勝てない！」

  

  「我叫你闭嘴啊啊啊！」

  「喋るなと言ったんだァァっ！！」

  

  

  看到佛鲁托纳吐着血朝我走来，我将枪口举向正上方，发出近似尖叫的声音。

  　血を吐きながら私に向かって来ようとするフォルトナを見て、私は銃を真上に掲げて絶叫めいた声を上げる。

  

  琪可贝儿看到我这副模样，挣扎着想从瓦砾堆中起身，她的眼神大变，张开吐着血的嘴。

  　その様子に瓦礫に埋まった身を起こそうともがくチックベルが、目の色を変えて血を吹き零す口を動かした。

  

  

  「克莱儿……不可以……！」

  「ココットちゃん……だめだよ……ッ！」

  

  

  琪可贝儿的细小声音没有传进我耳中。

  　チックベルの小さな声は、私の耳には届かない。

  

  我以愤怒和觉悟抹去对死亡与离别的恐惧，露出气势万钧的表情，扯开喉咙大叫。全都消失吧！

  　死と離別への恐怖を怒りと覚悟で塗り固めた裂帛の表情で。張り裂けんばかりに声を張り上げて、私は叫んだ。皆消えてなくなってしまえ。

  

  

  「引爆——！」

  「発破ァアーーーーッ！」

  

  

  那就是暗号。

  　それが、合図。

  

  瞬间，爆炸声和地鸣响起，我和圣剑所在的石板广场地板在下一刻应声下陷。这里正是备用隧道的正上方，魔族们听到暗号后引爆了事先埋设的炸弹和火药。

  　瞬間、炸裂音と地響きが鳴り響き、一瞬の後に私と聖剣のいる石畳の広場の床が音を立てて陥没した。この場所はまさしく予備トンネルの経路上の真上。あらかじめ仕込んでおいたロックボムと火薬に、合図で魔族達が発破をかけたのだ。

  

  地面逐渐碎裂，失去立足点的我感到一阵飘浮感。看到眼前圣剑的惊愕表情，我得意地笑了。在轰然巨响中，我发出疯狂的清脆笑声。

  　砕けていく地面。足場を失い浮遊感が身を襲う。眼前の驚愕した表情の聖剣を見て、私はしてやったりとばかりに笑った。轟音の中に在って透き通る狂った声で、笑った。

  

  

  

  ……持续笑着的我和圣剑被崩塌的广场吞没，掉进孕育着漆黑黑暗的空洞。

  　……そして笑い続ける私と聖剣は、崩壊する広場の落盤に飲まれながら、漆黒の闇を孕んだ空洞へと落下していった。

  

  

  

  

  

  

  

 
  ＃１２１　ココット

  ＃121　克莱儿

  　

  

  

  

  

  

  

  

  仔细想想，这段时间既漫长又短暂。

  　思えば長いようで短い時間だった。

  

  我以克莱儿的身份生活的时间。

  　この私がココットとして生きてきた時間は。

  

  已经快要十三年了。感觉一转眼就过了这么久。

  　もうすぐ１３年になるか。あっという間だったと思う。

  

  

  我扼杀自己的心生活了十二年。雷米的死让我意识到自己是谁。充满激烈憎恨的意识，让我选择战斗。

  　心を殺して過ごした１２年間。レイメの死によって私は私であることを自覚した。激しい憎悪に象られた意識は私に戦う事を選ばせた。

  

  我被艾尔克罗救起，获得魔将军的装束。

  　エルクーロ様に救われ、魔将軍の装束を与えられた。

  

  然后踏上修罗之道。不知不觉间，温暖的事物增加太多。琪耶尔、米欧，还有库欧特拉他们……以及艾尔克罗。

  　そして進んだ修羅の道。いつしか温かいものが増えすぎた。キエル、ミオ。そしてクォートラ達と……エルクーロ様。

  

  温暖又虚幻的感情。

  　温かく、そして儚い感情。

  

  当我同时感受到失去这些事物的恐惧时，它们就像沙子一样从掌心不断流失。

  　同時にそれらを失う恐怖を覚えた頃には次々と掌から砂のように零れ落ちて。

  

  即使拼命挣扎想捡回来，我仍逐渐沉入泥泞之中。

  　必死に拾い集めようと足掻くも、私はずぶずぶと泥の中に沈んでいく。

  

  感觉就像身处深邃的黑暗底部。大家都把我丢在这个黑暗的水底。

  　深い闇の底に居る感覚だ。皆この暗い水底に私を置いて行った。

  

  没有人认识我。没有人注意到我。

  　誰も私を知らない。誰も私に、気づかない。

  

  

  在宛如漆黑水中的空间中，我正打算闭上眼睛时，感觉到有人拉住我的手。

  　真っ暗闇の水中めいた空間の中で一人、私は目を閉じようとして、手を引かれる感覚を覚えた。

  

  这只手好温暖。不是雷米，也不是琪耶尔。比米欧的手还要大。

  　この手は、暖かい。レイメじゃない。キエルでもない。ミオのよりも大きい。

  

  

  这只又黑又大的手……好温暖。握住我的手的这只黑手，将幸福传递到我的胸口，和痛苦混合在一起。

  　この、黒々とした大きな手は……。暖かいなあ。私の手を握るこの黒い手から、幸福感が胸に届いて苦痛と混ざり合っていく。

  

  

  我眯起眼睛，静静地闭上。

  　私は目を細め、静かに閉じた。

  

  这一切都只是梦境。因为是我自己甩开了他的手。

  　全ては夢現の幻に過ぎない。この手を振り払ったのは自分なのだから。

  

  我想待在他身边，却为了他而离开。所以这份幸福与痛苦混杂在一起，分界变得模糊不清，如今只是温暖地刺痛着我。

  　彼の傍にいたかった。だけど彼の為と傍を離れた。だからこの幸福は苦痛と混ざり合い線引きを曖昧にして、今の私には温かく突き刺さるだけ。

  

  

  

  啊啊，我心中所有的幸福与痛苦。

  　ああ、この胸の中に在る幸福も苦痛もすべて。

  

  

  ——如果这一切都是梦就好了。

  　――――すべて、夢だったらいいのに。

  

  

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  

  「咳……咳……咳、咳……呸！」

  「げほッ……がっ……げほっ、げほ……ぺっ」

  

  

  我吐出嘴里的沙子、灰尘，以及混杂其中的鲜血。意识清醒后，我一瞬间忘记自己现在身在何处，但随即回想起来。

  　私は口の中の砂と埃、そしてそれの入り混じった血を吐き出した。意識が覚醒し、自分が今どこで何をしているかが一瞬吹き飛んでいたが、思い出した。

  

  我应该掉进了与圣剑一同挖出的特大陷阱里。为什么我还活着？

  　聖剣と共に地中に掘った特大の落とし穴めいた空間に落着した筈。何故生きているのだろう。

  

  我缓缓地想爬起来，胸口传来一阵刺痛。我轻轻按压肋骨一带，全身传来麻痹般的疼痛。

  　ゆっくり起き上がろうとして、胸に刺すような痛みを覚える。あばら骨のあたりを軽く押してみれば全身に痺れるような痛みがあった。

  

  感觉不是骨折，大概是裂了。每次呼吸，疼痛便随之袭来。

  　折れている感じではないのでひびでも入ったか。呼吸するたびに痛みが襲ってくる。

  

  左脚也同样疼痛，但还不至于无法动弹。我确认着脚的疼痛，结果水跑进了右眼。我慌忙擦拭，发现是暗红色的液体。头也撞到而流血了。

  　同じように左足にも痛みはあったが、動かせないほどじゃない。と、足の痛みを確認していたら、右目に水が入ってきた。慌てて拭えば赤黒い液体。頭も打って出血していた。

  

  我转头一看，看见碎裂的木片。

  　首を回せば砕けた木片が見えた。

  

  看来我似乎掉在木制的桌子上。冲击力道让桌子碎裂，但缓冲材料减缓了掉落的冲击，让我免于当场死亡。

  　どうやら私は木製の机の上に落下したらしい。衝撃でテーブルは砕けたが、緩衝材として落下の衝撃を和らげ即死は免れたか。

  

  

  我因为全身疼痛而皱起眉头，同时缓缓站起身。我再次吐出残留在嘴里的血，擦了擦嘴角，发现连脸颊都有一道红色的血痕。

  　私は全身の痛みに顔をしかめながらゆっくりと立ち上がる。改めて口の中に血が残り溜まっていたのでペッと吐き出して口元を拭えば、頬にまで赤い筋が伸びた。

  

  全身的骨头都在痛。虽然似乎没有骨折，但每次一动就感到剧痛。

  　体中の骨が痛い。折れてはいなそうだが動かすたびに激痛が走る。

  

  我摇摇晃晃地走着，确认周围的状况，寻找圣剑的踪影。

  　よろよろと歩きながら周囲の様子を確認し、聖剣の姿を探した。

  

  

  然后我环顾四周，先是吃了一惊……接着再度苦笑。

  　そして周囲を見やった私は、驚いたのち……再び苦笑する。

  

  

  「索夫那家伙……居然指定这种地方为爆破点。看来是正合我意。」

  「ゾフのやつ……こんな場所を爆破ポイントに指定するとは。おあつらえ向き、という訳か」

  

  

  映入我眼中的光景。

  　私の目に映る光景。

  

  这里是地下教堂。

  　この場所は地下教会であった。

  

  应该是旧市街还很繁荣时的建筑物。索夫认为原本就存在的空洞会引发更大的崩塌，看来是正确的。

  　旧市街がまだ栄えていたころのものだろう。もともとあった空洞ならば、より大きな崩落を招けると踏んだゾフは正しいな。

  

  我正好掉在祭坛前。

  　ちょうど私が落下したのは祭壇の前。

  

  回头一看，一名身穿薄纱、拥有翅膀、胸前抱着十字架型长剑的女性……女神尤纳依尔的雕像正俯视着我。

  　振り返ってみれば薄布を纏い、翼をもち、胸に抱えるように十字架型の剣を持つ女性……女神ユナイルの像が私を見下ろしていた。

  

  可能是刚才的爆破影响，到处都有裂痕，看起来随时都会崩塌。真是难看。

  　先の発破の影響か、いたるところにひびが入っていて今にも崩れそうだ。ざまあないな。

  

  

  

  ……圣剑在哪里？

  　……聖剣は何処だ。

  

  既然我还活着，那家伙应该也还活着。

  　私が生きているという事は奴も生きている筈。

  

  我幸运地捡起掉在附近的枪，摇摇晃晃地在爆炸的余烬仍在摇曳的地下协会中前进。

  　私は幸い近くに落ちていたらしい銃を拾い上げると、未だ爆破の残滓である炎が揺らめく地下協会でよろよろと歩を進めた。

  

  

  然后。

  　そして。

  

  

  我看见佛鲁托纳推开眼前的瓦砾山站了起来。

  　目の前の瓦礫の山を押しのけて、フォルトナが立ち上がったのが見えた。

  

  他头部流血。明明应该和我一样掉在石板地上，却还能动吗？和四分之一打成平手的冲击力道打伤身体，又被我的枪击中侧腹，和西格贝尔交战，现在被崩塌波及还能动，真是旺盛的生命力。顽强到令人厌恶的程度，我感到很傻眼。他似乎受了相当严重的伤，吐着血喘气，但眼睛一捕捉到我，就露出惊讶的表情，之后静静地举起剑。

  　頭部からの流血。私と違って石畳に落着した筈なのにまだ動けるのか。クォートラと相打ちした衝撃で体を打ち、私の銃で脇腹を撃たれ、チックベルとも戦い、今崩落に巻き込まれてなお動ける生命力。忌々しい程のタフさにほとほと呆れる。相当ダメージはあるようで血を吐き荒い息をついていたが、その目は私を捉えると驚いたような顔を見せ、その後静かに剣を構えた。

  

  你终于有那个意思了吗？我哼了一声。

  　やっとその気になったのかと私は鼻を鳴らす。

  

  彼此都遍体鳞伤。但优势或许还在他那边。即使如此，既然他受伤了，就代表他是会死的存在。

  　お互い満身創痍。だがまだ優位はあちらにあるかもしれない。それでも傷を負っているのなら、死ぬ存在だという事だ。

  

  不管拥有多么愚蠢的力量，人类就是人类。流太多血会死，心脏被枪击中会死。在会死的原因多到数不清这一点上，我和圣剑是对等的。

  　どれだけ馬鹿な力を持っていても人間は人間。血を流しすぎれば死ぬ。心臓を銃で撃たれれば死ぬ。死ぬ原因たるものなどいくらでもあるという点で私と聖剣は対等だ。

  

  在这间被舍弃的地下废弃教会，其中一方会死。

  　この見捨てられた地下廃教会で、どちらかが死ぬ。

  

  或者双方都会死。

  　あるいはどちらも。

  

  

  「即使如此……先死的也是圣剑勇者佛鲁托纳！必须是你才行！」

  「そうだとしても……先に死ぬのは聖剣の勇者フォルトナッ！　お前でなくてはならないんだ！」

  

  

  弗托纳开口想说些什么，但我抢在他开口前，就将枪口对准他，扣下扳机。

  　口を開こうとしたフォルトナが何かを言う前に私は銃を奴に向け引き金を引く。

  

  弗托纳大吃一惊，连忙在地上打滚闪避。我趁机立刻装填下一发子弹。

  　驚いたフォルトナが転がって避けている間にすぐさま次の弾丸を装填する。

  

  身体好痛。每次扣下扳机，手臂就会因为后座力而疼痛不已。我连眼睛都睁不太开。尽管如此，我仍用那双鲜红的眸子瞪着弗托纳，不断开枪。

  　身体が痛い。引き金を引くたびに反動で腕が軋む。目もしっかり開けられない。それでも私の赤い双眸はフォルトナを見据えて銃を放ち続ける。

  

  我的命中率原本就不是很高，装填子弹也得花上不少时间，但即使如此，我仍能像这样单方面地持续射击，是因为弗托纳已经耗尽体力了吗？还是有其他原因呢？

  　命中率もそもそも大したことはないが、装填にも時間がかかるにも拘らずここまで一方的に撃ち続けているのはフォルトナが弱っているからか、はたまた別の理由か。

  

  不管怎样，他还在犹豫就是个好机会。只要被我打中就会死。我要一直开枪到他死为止。由于剩下的子弹不多，我一边开枪，一边不顾疼痛地往前迈进。

  　なんにせよ未だ迷っているのなら好機。当たれば死ぬんだ。死ぬまで撃ってやる。大した弾数はもう残っていないので、私は撃ちながらも痛む足を憚らず前進していった。

  

  我开了三枪。总计六发子弹全都落空。我烦躁地再次装填子弹。

  　3度の射撃。計6発の弾丸がすべて空を切る。私は苛立ちながらも再度弾を込める。

  

  这时，弗托纳站起身，朝我张开双手。我停下动作，不知道他想做什么。弗托纳带着悲痛的表情对我说：

  　と、立ち上がったフォルトナが私に向かって両手を広げた。何事かと手を止めた私に、フォルトナは悲痛な表情で訴えた。

  

  

  「呼……克莱儿……我实在搞不懂你！呼、呼……你为什么要做到这种地步！」

  「はあ……ッ……ココット……僕には君がわからない！　はあ、はあ……どうしてそこまでする！」

  

  「我刚才说过了，圣剑！你给我好好理解一下！」

  「理由は言ったぞ、聖剣！　いい加減に理解しろ！」

  

  「我也自认了解被称为恶魔之相的人们的痛苦！所以，我本来打算结束这场战争，和小库一起改变这一切的！」

  「悪魔の相と呼ばれた者たちの苦しみも分かっているつもりだ！　だから、この戦争を終わらせてクーと一緒に変えていくつもりだったのに！」

  

  打算改变这一切吗？

  　変えていくつもりだった、か。

  

  我听到这句话后，缓缓地放下枪。然后用冰冷的眼神瞪着气喘吁吁的福尔图纳，用与刚才的激动情绪截然不同的平静声调，轻声说道：

  　私はその言葉を聞いてゆっくりと銃を下ろした。そして息を切らしているフォルトナを冷たい目で睨み、先ほどまでの激情とはうって変わった静かな、小さな声を零した。

  

  

  「……你真的是个正直的勇者呢。尽是些高高在上的理想论。你只看得见远方，所以才不明白现在受到欺凌的人们的心愿。如果是小库……明明多少能理解我的。」

  「……本当に、お前は真っ直ぐで正しく勇者なんだろうな。上から目線の理想論ばかり。遠くしか見ていないから今虐げられている者達の望みがわからないんだ。クーなら……私を少しは理解してくれていたのに」

  

  

  对于需要拯救的人们而言，他们想要的是现在。等到战争结束后？难道他们要背负着在战争结束前增加的悲伤吗？

  　救いが必要な者たちにとって、助けが欲しいのは今だ。戦争が終わってから？　終わるまでに増えた悲しみ全部を抱え込めるというのか？

  

  更重要的是，我需要的拯救存在于过去。我已经不可能被拯救了。我甚至甩开了拯救我的人的手，所以话语无法传达给我。

  　何より私にとって必要な救いは過去にある。もう、救われる事なんかない。私を救ってくれる存在の手さえ振りほどいてきた私には、言葉なんか届かない。

  

  这种仿佛没有经历过任何痛苦……给予方的甜言蜜语没有意义。

  　こんな、何も苦しみを経験してこなかったような……与える側の存在の甘言など意味がない。

  

  我目不转睛地盯着福尔图纳，平静地说道：

  　私はフォルトナをじっと見つめて、静かに言う。

  

  

  「你没有看着我。」

  「お前は私を見ていない」

  

  

  这句话冰冷且直接地回荡在地下协会里。

  　その言葉は冷たく何処までも真っ直ぐに地下協会に響いた。

  

  短暂的沉默。寂静乘着冰冷的空气，笼罩着地下协会。

  　一時の沈黙。静寂が冷たい空気に乗って地下協会を包む。

  

  不久后，原本不发一语的佛鲁托纳静静地转向我，握着剑的手加强了力道。

  　やがて、口を噤んでいたフォルトナが静かに私に向き直り、剣を握る手に力を込めた。

  

  

  「这样啊，没错……小库也经常骂我。她认为勇者不谈论理想，要怎么让民众看见希望，而我只顾着往前看……听你这么说，感觉就像小库在对我说一样。」

  「そうか、そうだ……クーにもよく怒られていたよ。勇者が理想を語らずしてどうして民衆に希望を見せられるのかと思っていたけれど、僕は前ばかりを見すぎているって……君に言われると、まるでクーに言われているように感じてしまう」

  

  

  佛鲁托纳以像是察觉到什么，又像是感到后悔的口吻自言自语，让我皱起眉头。

  　そんな、気づきとも後悔とも思わせる口ぶりで一人呟いたフォルトナに私は眉を顰める。

  

  

  「小库对我来说是引导……她支持着总是犯错的我，让我走在正确的道路上……要是没有她，我……」

  「クーは僕にとって導だった……間違えてばかりの僕を正しい道に進ませてくれる支えだった……彼女が居なければ、僕は……ッ」

  

  「你想说要报仇吗！？」

  「敵討ちとでも言うかッ！？」

  

  

  我打断佛鲁托纳的话，开枪射击。然而，佛鲁托纳站在原地不动，挥剑挡下子弹。

  　私はフォルトナの言葉を遮り銃弾を叩きこむ。しかし、フォルトナはその場を動かず、剣を動かしてこれを防いだ。

  

  可恶。我咂了咂嘴，抓到诀窍后开始装填子弹。我迅速将事先夹在手指间的弹药装入枪身，再次瞄准佛鲁托纳。

  　くそったれ、と。私は舌打ちし、コツを掴んできた装填を行う。あらかじめ指の間に挟んでいた弾薬を素早く銃身へ流し込み、再びフォルトナを狙った。

  

  我接连扣下扳机，但射出的子弹被佛鲁托纳的剑弹开。

  　そして立て続けに引き金を引くが、放たれた弾丸はフォルトナの剣激によって弾かれた。

  

  我焦躁地大喊：

  　苛立ち、私は叫ぶ。

  

  

  「别把子弹弹开！又不是在演电影！你是人吗！」

  「弾丸を弾くな！　映画じゃあるまいに！　人間かお前はァ！」

  

  

  明明侧腹中了一枪，他的反射神经也太强了。

  　脇腹に一発食らっているというのになんだその反射神経は。

  

  佛鲁托纳弹开子弹，一边砍下子弹一边以走路的速度靠近我。

  　フォルトナは弾丸を弾き、切り落としながら歩くような速さで私に近づいてくる。

  

  

  「我一定又做错了……我没有看着你……！」

  「きっとまた僕は間違っていたんだ……僕は君を見ていなかった……ッ」

  

  「你说什么……！？」

  「何を……！？」

  

  「呜……因为你是小库重要的人，因为是琪耶尔小姐的请求！我想我都是因为这些别人的原因才看着你……！」

  「ぐっ……クーの大切な人だから、キエルさんに頼まれたからッ！　そんな他人の理由ばかりで君を見ていたんだと思う……ッ」

  

  

  每当弹开子弹，传到手臂的冲击似乎也影响到伤口，佛鲁托纳皱起眉头。

  　弾丸を弾くたび、腕に伝わる衝撃が傷に響くのか顔をしかめるフォルトナ。

  

  即使如此，他的脚步仍一步又一步地靠近我。

  　だがそれでもその足は一歩、また一歩と私に近づいてくる。

  

  我一边后退一边持续开枪，有一次我的背部碰到了某个东西。我猛然回头一看，是尤纳利神像前的讲台桌。我已经无路可退了。

  　私は後ずさりながら銃を撃ち続け、ある時コツリと背中が何かに触れる。はっとして振り返ればユナイル像の目の前の教壇机。もう後退できない。

  

  尤纳利神像俯视着我，伫立在原地，身上满是伤痕。我觉得是尤纳利断了我的退路，感到眼球充血般的愤怒与焦虑。

  　見下ろすように佇むボロボロのユナイル像。その退路を断ったのがユナイルに思えて、私は眼球が充血するほどの怒りと、焦りを覚えた。

  

  这时，我听到仿佛踩在洒了沙子的石板路上的脚步声，就在我眼前响起，我因为对尤纳利的憎恨而分心，急忙将身体转回正面。

  　そこで砂利の撒かれた石畳を踏むような足音が私のすぐ目の前で聞こえて、ユナイルへの憎しみで気を持っていかれていた私は急ぎ体を正面へ戻す。

  

  我将枪口对准佛鲁托纳，眼前却映出佛鲁托纳站在眼前的身影。

  　銃をフォルトナめがけて向けようとした私のその視界には、すぐ目の前に立つフォルトナの姿が映った。

  

  

  「我……我并不打算为了自己的理由救你！」

  「僕は君を……僕自身の理由で救うつもりがなかった！」

  

  

  我一瞬间惊讶地睁大眼睛……然后，当我理解到福尔图纳的拳头陷进我的鼻梁时，同时感觉到身体往后飞了出去。

  　一瞬私は驚きに目を見開き……そして、その鼻っ柱にフォルトナの拳がめり込んだと理解すると同時に体が後ろに吹っ飛ぶ感覚を覚えた。

  

  我被揍了。脸部中央挨了一拳。对女孩子做到这种地步吗？

  　殴られた。顔面中央に拳を食らった。女の子にそこまでするか？

  

  我的背部撞上讲台桌，然后翻过桌子。我在地上滚了好几圈后倒下。我滚到破裂的彩绘玻璃碎片上，耳朵听见喀啦喀啦的刺耳声音。我一脸茫然地仰躺在地，抬头仰望天空，优纳伊尔像映入眼帘，俯视着我。

  　私は背中から教壇机にぶつかり、それを乗り越えて。地面にもんどりうって倒れる。割れたステンドグラスの破片の上に転がりガシャガシャと不快な音が耳に聞こえた。ぽかんとした顔で仰向けのまま宙を仰げば、ユナイル像が視界に入って私を見下ろしていた。

  

  

  「你一定很恨杀了小库的我……」

  「きっとクーを殺した君が憎かったんだ……」

  

  

  福尔图纳这么说。

  　フォルトナはそんなことを言った。

  

  不要用那种眼神俯视我。

  　そんな目で、私を見下ろすんじゃない。

  

  幸好我穿着几乎没有露出肌肤的服装，没有被碎片割伤，但不久后我无视全身的疼痛，摇摇晃晃地爬起来，发现鼻子有种异样感。

  　肌を殆ど出していない装束が幸いしてか破片で身を裂くことはなかったが、やがて全身の痛みを無視してよろりと身を起こしてみれば、鼻に違和感を感じた。

  

  我用手摸了一下，发现有红色液体滴落。

  　手を当ててみれば赤い液体が滴り落ちているのが分かった。

  

  

  「好、好痛……」

  「い、痛ぁ……」

  

  

  我被揍了。脸。鼻子被揍了。虽然没有骨折，但流鼻血了。溢出的红色液体浓稠地流进嘴里。

  　殴られた。顔を。鼻を殴られた。折れてはいないが、鼻血が出ている。溢れてくる赤い液体がどろりと口の中まで入ってくる。

  

  全身上下都感到剧烈疼痛，只有鼻子的疼痛感莫名鲜明。我上次被打是什么时候呢？自从在欧塔那的地牢被佣人凌虐之后吗？真怀念。

  　全身を激痛が襲っている中、鼻の痛みだけが妙に鮮明に感じられた。殴られたことなどいつぶりだろう。アウタナの地下牢で使用人に嬲られたころ以来か。懐かしい。

  

  

  「抱歉……唉，我也不想……打女孩子，但是一时情急……唉、唉……」

  「すまない……はぁ、女の子を殴りたくは……なかったけど、咄嗟だった……はあ、はあ……」

  

  「少装了……！很痛耶，可恶！我好久没从鼻子流血了……！」

  「白々しい事を……！　痛いぞ、くそっ！　鼻から血を流したのは久しぶりだ……！」

  

  

  佛鲁托纳用剑砍碎讲台，缓缓走近我，我缓缓起身，带着憎恨对他破口大骂。

  　教壇を剣で切り払い粉みじんにしながら歩み寄ってくるフォルトナに、ゆっくりと起き上がりながら憎悪を込めて吐き捨てる。

  

  

  「我不知道……不知道该救你，还是该杀了你……我不知道！」

  「わからないんだ……君を救うべきか、殺すべきか……僕には、わからない！」

  

  「你这小子……！大男人真没出息！」

  「青二才が……！　大の男が情けない！」

  

  「可是我……！还是不想杀你……不过你……杀了小库的你，如果愿意相信我说的话……！」

  「けど僕は……！　やっぱり君を殺したくないんだ……だけど君が……クーを殺した君が、僕の言う事を信じてくれるなら……！」

  

  「又摆出一副高高在上的态度……！」

  「また上から目線を言って……ッ！」

  

  

  我擦着鼻血站起身，佛鲁托纳平静地对我说：

  　鼻血を拭いながら立ち上がった私にフォルトナは静かに言う。

  

  

  「别再说了……你想要的不是复仇……是惩罚。」

  「もうやめてくれ……君が望んでいるのは復讐じゃない……罰だ」

  

  「……！你又知道什么……！」

  「ッ……！　知った風な、事を……ッ！」

  

  「我听琪雅儿小姐说了……你和被夺走重要之人的憎恨一样，感叹自己的无力吧！」

  「キエルさんから聞いている……大切な人を奪われた憎しみと同じだけ、自らの無力さを嘆いたんだろう！」

  

  「那个多嘴的家伙……！」

  「あのお喋りめ……！」

  

  

  我在心中咒骂着凯尔，然后起身以脱兔之势绕过福尔图纳。

  　私は心の中でキエルに毒づきながら立ち上がると脱兎の勢いでフォルトナを大きく迂回するように駆け出した。

  

  等我来到教会中央附近后，就气喘吁吁地用手撑着散乱着木箱和木桶的中型木箱，再次瞪向福尔图纳。

  　そして教会の中央付近にやってくると、がれきや樽の散乱した中木箱に手を突きながら息を荒げ、改めてフォルトナを睨んだ。

  

  福尔图纳缓缓转身，然后直接朝我走来。就跟刚才一样，慢慢地走过来。

  　フォルトナはゆっくりと私を振り向くと、そのまま歩を進めてきた。先ほどと同じように、ゆっくりと。

  

  他尚未展现出浑身的杀意，让我感受到最大的侮辱。

  　まだ渾身の殺意を見せない姿に私は最大限の侮辱を感じたのだ。

  

  这副模样让我的愤怒指数已经超越极限，脑袋变得一片空白，我大喊：

  　その姿にもう怒り指数が限界を超えている私は頭が真っ白になり、叫ぶ。

  

  

  「到底要到什么程度！你才肯停止看不起我！」

  「どこまでもどこまでもッ！　そんなに私を見下すのが面白いか！」

  

  

  福尔图纳没有回答。

  　フォルトナは答えない。

  

  我用尽全力大吼大叫。然后将枪口对准福尔图纳，咬紧牙关。

  　私は声の限り吠え、叫んだ。そして銃口をフォルトナに向け歯を食いしばる。

  

  看到我这副模样，福尔图纳露出半放弃的表情，平静地说道：

  　そんな姿を見て、フォルトナは半ばあきらめの浮かんだ顔で静かに言う。

  

  

  「我本来以为能拯救你……但要真正拯救你，就得用别的方法。我……不想做出那种选择。」

  「君を救えると思っていた……だけど君を本当に救うには別の手段が浮かんだ。僕は……その選択をしたくない」

  

  「你是想杀了我吧！？那就动手啊！我会杀了你！我是为了那位大人来到这里！只要杀了你……就能再次待在那位大人的身边！」

  「殺すって事だろう！？　すればいいじゃないか！　私はお前を殺すぞ！　私はあの方の為にここに来た！　お前を、殺せば……またあの方の隣に居られる！」

  

  「你是指艾尔克罗吗……」

  「エルクーロの事か……」

  

  「不准随便说出那个名字！我……我的……容身之处……」

  「気安くその名を口にするな！　私はッ……私の……居場所は……」

  

  

  我激动地说道，声音逐渐变小。

  　私は激昂しながら、次第に言葉尻をすぼめて。

  

  然后微微低下头。

  　仄かに顔を俯かせた。

  

  我不知道佛鲁托纳是怎么看待我的反应，但他一边朝我走来，一边收敛杀气。不过，这代表佛鲁托纳已经做好杀死我的觉悟。

  　その姿がフォルトナにどう映ったかは知らない。だが奴は私の方へ歩み寄りながら、殺気を薄れさせたのだ。だが確かなのは今のフォルトナは私を斬る覚悟もまたできているという事。

  

  这样也好。但我不能被杀。

  　それはいい。だが、殺されてやるわけにはいかない。

  

  

  「克莱儿……拜托你，不要让我动手。」

  「ココット……頼む。僕に斬らせないでくれ」

  

  

  佛鲁托纳静静地朝我伸出手。

  　そう言ってフォルトナは静かに私に手を差し伸べてきた。

  

  我怎么可能住手。

  　やめる、わけがない。

  

  打从我开始认为只要让这个作战成功，或许就能待在艾库罗大人的身边，这份感情就一直在我的心中膨胀。

  　この作戦を成功させれば私はエルクーロ様のお傍にいてもいいかもしれないと考えたその時から、私の胸の内で膨れ上がっていた想い。

  

  我不知道自己死后那位大人会不会难过。但要是死了就再也见不到那位大人，对我来说是无比寂寞的事情。

  　私が死んであの方が悲しむかどうかは分からない。だけど私が死んであの方に逢えないのが、私にとってどうしようもなく寂しくて。

  

  我想回去。想待在那位大人身边。想和他并肩同行。我想告诉他，我真正的愿望是想在他身边生活。

  　帰りたい。傍にいたい。あの方の隣を歩きたい。本当の私の望みは貴方のお傍で生きる事なんだと、言葉にして伝えたい。

  

  想再一起吃饭。想再请他泡热红茶。

  　また一緒に食事がしたい。また熱い紅茶を淹れて欲しい。

  

  想再被他抱紧——

  　また、抱きしめて欲しい――――。

  

  

  「所以……只要你死掉，一切就能顺利进行——！」

  「だから……お前が死ねば全部うまくいくんだァァッ！」

  

  「克莱儿，住手！」

  「ココット、よせッ！」

  

  

  在手枪瞄准佛鲁托纳的身体之前，白色长剑就挥了过来。

  　構えた銃の照準がフォルトナの身体を捕らえるより早く。白い剣が振るわれて。

  

  我握着枪的左臂从手肘以下被砍飞，飞到了空中。

  　私の銃を握った左腕は、肘から先を斬り飛ばされて宙を舞った。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  我惊讶地瞪大双眼，视线前方……

  　驚きに見開かれたままの私の視線の先。

  

  在血花飞溅之中，我那应该已经扣下扳机的手臂在空中飞舞。

  　血飛沫に交じって見えた、引き金を引いたはずの私の腕は中空を舞っていて。

  

  在空中射出的子弹击中了尤纳伊斯兰像。

  　空中で放たれた弾丸はユナイル像に着弾した。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  「咿！啊啊啊啊！？我、我的、手臂……啊啊啊啊啊！」

  「ぎッ、あァァアアッ！？　わたっ、私のっ、腕っ……ぁあッあああ！」

  

  

  我发出惨叫。

  　私は悲鳴を上げた。

  

  好烫。被砍断的手臂就像在燃烧一样。

  　熱い。切断された腕が燃えるようだ。

  

  

  「好痛……好痛啊啊啊……」

  「痛い……痛いィいいっ……」

  

  

  我紧握着断面，蹲在地上呻吟。手掌传来正在溢出的鲜血的温热触感。那是从我身体流出的生命之红。这和被亚历杭德罗打针时的疼痛不同，是真实缺损的痛楚。

  　切断面を握りしめ私はうずくまりながら呻く。血が溢れ出しているのが押さえつけている掌に伝わってくる。生温かな感触。私の身体から流れ出ている命の赤。アレハンドロに薬を打たれた時のような痛みとは違う。リアルな欠損の痛みだ。

  

  竟敢对我下手。我咬紧牙关忍耐剧烈的疼痛，用红色眼眸狠狠瞪着佛鲁托纳。

  　やってくれたな。激しい痛みに歯を食いしばり、赤い瞳でキッとフォルトナを睨みつける。

  

  佛鲁托纳静静地注视着我。

  　フォルトナは静かに、私を見ていた。

  

  这让我感到无比悔恨，咬紧的下唇渗出血来。同时，眼前发白的感觉和晕眩感袭来。

  　それがどうしようもなく悔しくて、噛んだ下唇から血が滲んだ。同時に目の前が白んでくるような感覚とめまいに襲われた。

  

  失血过多。意识开始朦胧。死亡的感觉闪过脑海。比起恐惧，更多的是愤怒和焦虑。

  　血が流れすぎている。意識が朦朧としてきた。頭によぎる死の感覚。恐れよりも怒りと焦り。

  

  我、我不接受这种结局！

  　こんな、こんな終わりは認めない！

  

  我狠狠地瞪着佛鲁托纳，他低头看了我一眼，然后反手握住剑。

  　ギロリとフォルトナを睨み続けていれば、フォルトナは私を見下ろした後剣を逆手に持ち替えた。

  

  打算给我最后一击吗……？

  　とどめを刺すつもりか……？

  

  

  「……我来止血。」

  「……止血する」

  

  

  我愣住了。我无法理解这句话的意思。

  　私は呆気にとられた。その言葉の意味が理解できなかったのだ。

  

  但佛鲁托纳立刻用反手握住的剑割开自己的斗篷。就算再不愿意，我也能理解他想制作止血带。就算再不愿意，我也能从他的行动理解他想对我手下留情。明明他刚刚才砍断我的手臂，还让艾库罗大人握住我的手。

  　だがすぐにフォルトナは逆手に持った剣で自分のマントを裂き始めた。止血帯を作っているのは嫌でも理解できた。まだ私に情けをかけようとしているのが嫌でも行動で理解できてしまった。私の腕を斬っておいて。エルクーロ様に握ってもらった私の腕を。

  

  所以，正因为如此。

  　だから、だからこそ。

  

  我不仅怒火中烧，还涌起一股几乎要翻腾的激烈怒意。

  　私ははらわたを煮えくり返らせるどころか裏返りそうな激しい怒りを募らせたのだ。

  

  

  「你到底要……侮辱我到什么地步……」

  「どこまでも……私を侮辱するのか……」

  

  「呼、呼……你别动。我已经不知道该怎么办了……总之我马上准备布……」

  「はあ、はあ……動かないでくれ。もう僕はどうしたらいいのかわからない……とにかくすぐに布を用意するから……」

  

  「你就这么想把我当成下等人吗？人类！！」

  「そんなに私を下等に扱いたいのか、人間ッ！！」

  

  

  我发出近似尖叫的怒吼，用力将额头撞向地面。我感觉到佛鲁托纳很惊讶。但我不在乎。我用流血的额头摩擦地面，视线集中在一点上。

  　絶叫に似た怒声を上げ額を地面に強く打ち付けた。フォルトナが驚いたのが感じられた。だが、どうでもいい。血が流れる額を地べたにこすりつけたまま、私の視線は一点に向けられていた。

  

  被砍断的手臂。握着枪的那只手，掉在佛鲁托纳身旁。

  　斬られた私の腕。銃を握ったままフォルトナの脇に転がっている。

  

  我身上还有一发子弹。只要捡起那发子弹，就还有办法反击。

  　まだ弾丸は一発装填されている。あれさえ拾えればまだ打つ手はある。

  

  

  「克莱儿！」

  「ココット！」

  

  

  圣剑看着我被击中头部，发出的呐喊传进耳中。我感到烦躁。那道担心我的声音，让我感到无比烦躁。

  　頭を打ち付けた私を見た聖剣の叫びが耳につく。苛々する。私を心配するようなその声がどうしようもなく私を苛立たせる。

  

  这时，我察觉到异状。身体逐渐使不上力。被砍断的手臂原本的疼痛，也逐渐被冰冷取代。

  　そこで私は異変を感じた。体に力が入らなくなってきている。切り落とされたはずの腕の痛みも段々と冷たさに代わっていった。

  

  我咬紧牙关，但嘴里立刻被溢出的血液和呕吐物的混合液体撑开，我呜咽着蹲下。

  　歯を食いしばるがすぐに溢れてきた血と吐しゃ物の混合液によって口を押し広げられ、嗚咽しながら蹲る。

  

  ……时间快到了。这是我的身体受到相当严重伤害的证据。

  　……時間切れが近い。私の身体に相当なダメージがあるという証拠だ。

  

  说得直接一点，我快死了。

  　有体に言えば、死にかけている。

  

  

  

  「还没……还没……」

  「まだだ……まだ……」

  

  

  

  

  我从蹲下的姿势缓缓撑起上半身。

  　私はうずくまった姿勢からゆっくりと上体を起こす。

  

  

  「我……还没……死……我才……不会……死……」

  「わた、しは……まだ死な……ない……死んでなど……やるものかッ……」

  

  

  佛鲁托纳急忙撕开斗篷，视线有一瞬间离开我身上。我趁机拿出刚才被打倒在地时捡起的玻璃碎片，用力朝佛鲁托纳砍去。

  　フォルトナは急ぎマントを裂いていて私の挙動から一瞬目を離している。そこへ私は先ほど殴られて転がった際に拾い上げていたガラスの破片を取り出すと、勢いよくフォルトナめがけて切りつけた。

  

  

  「可恶的神把我转生到这种世界……被可恶的女神玩弄……」

  「くそったれの神サマにこんな世界に転生させられ……くそったれの女神サマに弄ばれ、てッ……」

  

  

  看着手背被划伤，一脸惊讶地往后跳开的佛鲁托纳，我缓缓起身，双脚使力准备冲出去。她离我并不远。只要一口气冲过去就能救到她。我还能战斗。

  　手の甲を裂かれ、驚いた表情で飛び下がったフォルトナを見ながらゆっくり立ち上がり、駆け出すべくして足に力を籠める。私の腕まではそう遠くない。一気に走れば拾える。まだやれる。

  

  这种狼狈的模样，实在对不起那位大人。下次再见到她时，我可就没脸见人了。

  　こんな体たらくではあの方に申し訳がない。もう一度お会いした時に、面目が立たないではないか。

  

  至少要带着圣剑勇者一起上路，否则我死也不会瞑目。

  　せめて聖剣の勇者を道連れにせねば、死んでも死に切れるものではない。

  

  活着回去时，要向艾库罗大人报告。

  　生きて帰った時にエルクーロ様に。

  

  死掉时，要向米欧和雷梅报告。

  　死んでしまった時にミオとレイメに。

  

  虽然我根本没脸见他们。

  　合わせる顔がまるでないだろうが。

  

  

  「我怎么能死……！在回报那位大人之前……！圣剑，只要你……只要你————！」

  「死ねる、ものか……！　あの方に報いるまでは……！　聖剣、お前さえ……お前さえぇええッ！」

  

  

  在我如此大喊的瞬间。

  　そう、叫んだ瞬間。

  

  我的视野被爆炸的火焰包围。

  　私の視界は爆炎に包まれた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  佛鲁托纳缓缓将颤抖的手撑在地上，站了起来。

  　フォルトナは、ゆっくりと震える腕を地面に付け、起き上がった。

  

  刚才的爆炸，恐怕是这座教堂里残留的火药或炸弹所造成的。虽然在刚才崩塌时没有引爆，但因为火势延烧，所以迟了一些才爆炸。

  　今の爆発はおそらくこの教会に仕掛けられていた火薬かロックボムのいずれかが残っていたものだろう。先の崩落時に不発だったが、火が燃え広がったことで遅れて爆ぜたのだろう。

  

  米莱儿被那阵爆炸吞噬。我确实看见那个娇小的克莱儿被炸飞，消失在火焰之中。

  　そしてココットはあの爆炎に飲まれた。確かにあの小さなココットが、吹き飛び炎に消えるのを見たのだ。

  

  教堂的祭坛前方，依然卷起熊熊烈焰和浓烟。

  　未だに教会の祭壇の前には激しい炎と煙が巻き起こっている。

  

  佛鲁托纳不禁咬紧下唇。米莱儿应该没有平安无事吧。领悟到这一点时，一股莫名的无力感和失落感袭向佛鲁托纳。

  　フォルトナは下唇を噛んだ。ココットは無事ではないだろう。そう悟った時、妙な脱力感と喪失感がフォルトナを襲った。

  

  

  他赫然发现，自己手上的圣剑不见了。

  　ふと気づく。手に握っていた聖剣が無い。

  

  他默默地环顾四周的烟雾，发现圣剑被吹飞到遥远的后方，就这么插在地上。他的身体受了伤。走到圣剑旁的每一步都无比沉重，佛鲁托纳好几次差点倒下。这是流着血、跟契博葛尔交战、最后还被卷入崩塌的肉体。

  　黙々と煙幕立ち上る周囲を見渡してみれば、剣が吹き飛んではるか後方に突き立っているのが見えた。傷を負った体。聖剣の下まで向かう足取りは重く、何度もフォルトナは倒れかけた。血を流し、チックベルと戦い、崩落に巻き込まれた果ての肉体だ。

  

  佛鲁托纳的身体也一如字面所示，濒临极限。

  　フォルトナの身体も文字通り限界が近い状態だったのだから。

  

  

  然而，佛鲁托纳握住剑转过身，随即瞪大双眼。

  　だが、剣を握り振り返った直後にフォルトナははっと目を見開いた。

  

  熊熊燃烧的烈焰中浮现一道人影……克莱儿宛如幽魂般摇摇晃晃地从里面现身。

  　燃え盛る爆炎にシルエットが浮かび上がり……やがてその中からふらふらと幽鬼のようにココットが現れたのだ。

  

  佛鲁托纳大吃一惊，以颤抖的双眼捕捉她的身影。

  　驚き、フォルトナは震える瞳でその姿を捉える。

  

  她还活着。她还能走动。是运气太差，还是执念使然？

  　生きている。歩いている。悪運が強いのか、執念の賜物なのか。

  

  魔将军米莱儿仍站在佛鲁托纳面前。

  　魔将軍ココットは未だフォルトナの前に立っていた。

  

  但是——

  　だが。

  

  佛鲁托纳静静地举起剑，却立刻察觉异状。

  　フォルトナ静かに剣を構えるが、すぐに異変に気付いた。

  

  

  「怎么回事……我看不清楚……」

  「なんだ……目が、よく見えない……」

  

  

  米莱儿这么低喃，开始东张西望。

  　そう、ココットは呟き、周囲をきょろきょろと見まわし始めたのだ。

  

  她的帽子被吹飞，原本长及脚踝的衣摆被烧得破破烂烂，露出底下的双腿。

  　帽子は吹き飛び、足首程まであった服の裾は足が見えるほどに破れ焦げ。

  

  她拖着遍体鳞伤的身躯，以混浊的红色眼眸望向虚空，摇摇晃晃地迈步走来。

  　ボロボロの状態で濁った赤い瞳を虚空に向けながらココットは歩いてきた。

  

  佛鲁托纳明白，那双眼睛恐怕没有映出自己的身影。

  　その目は恐らく自分を映してはいないのだろうと、フォルトナは悟る。

  

  

  「好……冷……在哪里……在哪里……」

  「さむ、い……くらい……どこだ……どこに……いる……」

  

  

  她踏着蹒跚的步伐，从口中吐出大量鲜血，宛如幽魂一般将手伸向前方，摸索着什么，摇摇晃晃地走着。

  　よろよろとした足取り。口から夥しい鮮血を吹き零し。幽鬼のように手を前に出し手探るようふらふらと、歩く。

  

  她伸向虚空的手，仿佛在寻求着什么。

  　虚空をきるその腕は何かを求めるようで。

  

  看到她这副模样……佛鲁托纳静静地闭上双眼。

  　フォルトナはそんな様子を見て……静かに目を閉じた。

  

  佛鲁托纳伫立在原地好一阵子，然后将脸从克莱儿身上别开，低下头。

  　暫く立ちすくんだまま、フォルトナはココットから顔を背け、俯く。

  

  不知经过了多久，克莱儿小小的手指……轻轻触碰佛鲁托纳的腹部。

  　どれくらいの時間が経っただろうか。やがてココットの小さな手、その指先が……ちょんとフォルトナの腹に触れた。

  

  米莱儿在原地露出微笑。

  　ココットは、そこでにこりと笑った。

  

  

  「……啊啊，原来……你在这里……MIO……RE……」

  「……ああ、そこに、いたんだ……ミオ……れい、メ……」

  

  

  就在她这么说的瞬间，米莱儿吐出一大口鲜血，双腿一软，整个人倒向佛鲁托纳。

  　そう、いった刹那。ココットは口から血の塊を吹き、膝をがくんと折り倒れる体でフォルトナにしなだれかかった。

  

  佛鲁托纳愣在原地，将倒地的克莱儿抱在怀里，单膝跪地，低头看着仰躺在地的克莱儿。

  　呆気にとられるフォルトナは、倒れたココットを抱き支えると地に膝をつき、上を向かせたココットに目を落とす。

  

  克莱儿的眼神已经失焦，只能发出微弱的呼吸声。她气若游丝，尽管身上不断冒出鲜血，仍以微弱的声音开口：

  　もはや目の焦点もあっておらず、乾いた呼吸音が仄かに響く。もはや息も絶え絶えながら、ココットは夥しい血を零しつつもか細い声で言葉を紡ぐ。

  

  

  「艾尔……克……大……人……对不……起……」

  「エル、クーろ……さ、ま……ごめん、なさ……」

  

  

  米莱儿一边道歉，一边伸出颤抖的手臂。

  　ココットは謝罪の言葉を口にしながら、震える腕を伸ばした。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  「我……爱……你……」

  「あいし、て……いま……す……」

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  从那双鲜红眼眸中滑落的泪珠，划过半空。

  　一筋の涙をその赤い瞳から零しながら中空に伸ばされた手は空を切り。

  

  说完这句藏在心底许久，却始终没能传达出去的告白后——

  　その、長らく胸に秘めながらついに伝える事叶わなかった告白の言葉を最後に。

  

  血海扩散开来，无力伸出的手像是断了线的木偶，掉落地面。

  　血の海が広がり、力なく伸ばされた手は糸が切れたように地に落ちて。

  

  

  ————娇小的魔将军……一动也不动了。

  　――――小さな魔将軍は……動かなくなった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  看着克莱儿掉落地面的小手，佛鲁托纳垂下眼帘。

  　フォルトナは地に落ちたココットの小さな手を見て、目を伏せた。

  

  克莱儿在最后说出了爱的话语。这让佛鲁托纳不禁认为，克莱儿或许有着复仇以外的理由。她是为了心爱的人，才会选择战斗。

  　最後に愛の言葉を口にしたココット。そこにフォルトナは、ココットが復讐以外の理由を持っていたのではと思ってしまった。愛する者のために、戦いを選んだのではないか、と。

  

  

  「你这样就得到救赎了吗……？比起到死都为憎恨所苦，这样还比较轻松……我这么想，又错了吗……？」

  「君は、これで救われたのか……？　死ぬまで憎悪に身を焦がすよりはいっそ楽にと……そう考えた僕はまた、間違えたのか……？」

  

  

  佛鲁托纳在心中向已逝的库夏尔娜这么问道。但当然不可能得到答案。

  　胸の内で亡きクーシャルナにフォルトナはそう問いかける。だが答えなど返ってくるはずもなく。

  

  在只有燃烧的火焰劈啪作响声，以及月光的照耀下，昏暗的地下协会陷入一片寂静。

  　ただ未だに燃える炎のぱちぱちとした音と、月明かりだけに照らされた薄暗い地下協会には静寂だけが広がっていった。

  

  

  佛鲁托纳静静地搂住克莱儿的肩膀，缓缓将她放到地上。

  　フォルトナは静かにココットの肩を抱き、ゆっくり地面へと下ろした。

  

  佛鲁托纳起身，望向自己手中的剑。

  　そして立ち上がると、自分が握る剣を見やる。

  

  这把剑连一个年幼的小女孩都救不了。克莱儿说得没错，他太执着于前方了。他完全不明白自己真正该伸出援手的对象是什么样的人。

  　この剣はこんな幼女一人救えない。ココットが言った通り、前だけを見すぎた。本当に救うべき、手を差し伸べる相手の事をまるで理解していなかった。

  

  这样的过错，造就了名为克莱儿的恶魔。

  　そんな過ちの果てに、彼女という悪魔が生まれてしまった。

  

  

  而阻挡在他面前的恶魔，竟是他最爱之人的亲人。

  　そして自分の前に立ちはだかった悪魔が、最愛の人の肉親であった。

  

  

  「其实，我不想让你死……因为你是小库的妹妹……要是命运的齿轮没有作祟，我们说不定就能成为一家人了……」

  「本当は死なせたく、なかった……。だって君は、クーの妹だったんだ……運命の歯車が悪さをしなければ、僕達は家族になっていたかもしれなかったのに……」

  

  

  佛鲁托纳转身背对克莱儿，缓缓环顾四周，寻找出口。

  　そうして、寝かせたココットに背を向け、フォルトナはゆっくりと出口を探すべく周囲を見渡した。

  

  他要回到战线，将克莱儿的死讯告知全军。这么一来，魔族说不定就会停止战斗。又或者，他们会气愤地想要为克莱儿报仇。

  　戦線に戻り、ココットの死を全軍に伝えよう。そうすれば魔族も戦いをやめるかもしれない。あるいは、敵討ちにと憤るか。

  

  后悔之情不断涌现。佛鲁托纳很想对着虚空，为自己害死克莱儿一事道歉。他觉得自己既无力又愚蠢，连一个年幼的孩子都保护不了。

  　後悔ばかりが胸を襲う。死なせてしまった不甲斐なさに謝罪の言葉を虚空に叩きつけたくなる。自分は何て無力で馬鹿なんだと。こんな幼子一人守れやしない。

  

  佛鲁托纳的话语并未传进克莱儿耳中。是因为她的憎恨太过强烈，还是因为有无法为了爱而扭曲的坚持……但不管怎么说，一切都是他能力不足、思虑不周所招致的结果。

  　フォルトナの言葉はココットには届かなかった。彼女の憎悪がそれほどだったのか、愛の為に曲げられない思いがあったのか……そうだとしてもすべては自分の力不足と思慮不足が招いた結果だった。

  

  ……无论如何，他还有该做的事。等到一切都结束之后，再来后悔吧。

  　いずれにせよ、まだやるべきことが残っている。後悔は全てが終わった後に。

  

  佛鲁托纳鞭策着濒死的身躯，摇摇晃晃地迈出步伐。

  　フォルトナは瀕死の身体に鞭打ちながらよろよろと歩き出した。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  ……所以，他没有发现。

  　……だから、気づかなかった。

  

  有东西在背后动了起来。

  　背後で何かが動いたことに。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  「嘎……咕啊啊啊！」

  「がッ……ぐぁああッ！？」

  

  

  佛鲁托纳的惨叫声回荡在四周。

  　フォルトナの絶叫が響き渡る。

  

  突然的袭击。他被某种东西攻击了。某种东西从背后覆盖住他，咬住他的脖子。

  　突然の強襲。何かに襲われた。何かが背中から覆いかぶさり、フォルトナの首筋に噛みついていた。

  

  他颤抖着转过头，视野随即被白色头发覆盖。

  　震えながら顔を向ければ、白い髪が視界を覆った。

  

  佛鲁托纳瞪大双眼。怎么会，难道……

  　目を見開くフォルトナ。そんな、まさか。

  

  

  「咕……咕……你还……活着吗……！」

  「く、ぐっ……生きて……いるのか……！？」

  

  

  以惊人的力量缠住他，咬住他脖子的，毫无疑问是克莱儿。

  　恐ろしい力で組み付き、首筋に噛みつくのは間違いなくココットだった。

  

  为什么？怎么会？疑问浮现在他的脑海。他痛得皱起脸，试图一把扯开那头白发，却无法如愿。这并非小女孩的力量。

  　どうして、なぜと疑問が頭に浮かぶ。痛みに顔をしかめながら白い髪を鷲掴み引きはがそうとするも離れない。これは幼女の力じゃない。

  

  这股力量是怎么回事？克莱儿看起来不太对劲。尽管佛鲁托纳内心浮现这样的疑问，但克莱儿立刻咬断他的脖子，打断了他的思考。

  　なんなんだ、この力。ココットの様子が普通ではない。そんな疑問を浮かべるがそれもすぐにココットがフォルトナの首筋を噛み千切ったことで中断された。

  

  脖子喷出大量红色血沫，佛鲁托纳从喉咙深处吐出干涩的声音和红色血液。

  　首筋から赤い血飛沫が勢いよく噴き出し、フォルトナは喉の奥から乾いた声と赤い血を吐き出した。

  

  

  

  

  他挤出最后的力气甩开克莱儿，单手按着脖子，喘着气举起圣剑。

  　フォルトナは力を振り絞ってココットを振り払うと、片手で首を抑えながら荒い息を吐いて聖剣を構えた。

  

  

  「嘎啊……难道说，你……让活死人寄生在自己身上……」

  「がぁ、う……まさか、自分に……リビングデッドを仕込んで……」

  

  

  佛鲁托纳说得没错，米莱儿让活死人寄生在自己的身体里。

  　フォルトナの言葉通り、ココットは自分の身体にもリビングデッドを寄生させていた。

  

  所以她才没有被活死人攻击。因为活死人不会对已经被寄生的猎物出手。

  　だから、リビングデッドに襲われなかったのだ。既に寄生されている獲物に、リビングデッドは見向きはしないから。

  

  不过，她这么做的目的，并不是为了不被活死人攻击。

  　だが、その本意はリビングデッドに襲われない為ではない。

  

  

  「你竟然不惜做到这种地步……克莱儿……」

  「そうまでして……なのか、ココット……」

  

  

  即使死亡，即使变成活死人，她仍为了对抗憎恨的对象，继续战斗。

  　死したとして尚、生ける屍と成り果てて尚、戦いを続け憎むべき相手に歯を立てるために。

  

  为此，她选择让魔物寄生在自己的身体里。

  　そのためにココットはその身に魔物を寄生させることを選んでいた。

  

  

  克莱儿叼着咬下的肉块，缓缓起身，以空洞的眼神望向佛鲁托纳。佛鲁托纳以单手按住被咬断的脖子，感觉眼前逐渐发白。

  　食いちぎった肉を咥えたままゆらりと立ち、光の無い目を向けてくるココット。フォルトナは片手で食いちぎられた首筋を抑えながら、目の前が白んでくる感覚を覚える。

  

  出血量明显已经足以致死。自己……已经没救了。

  　明らかに致死量の出血。もう……自分は助からない。

  

  领悟到这一点的佛鲁托纳……吐掉嘴里的肉块，看着宛如野兽般低吼，举起一只手的克莱儿。

  　そう悟ったフォルトナは……ちぎった肉をぺっと吐き捨て、獣のように唸りながら片腕を構えたココットを見た。

  

  看到她那不像活死人的生物样貌，佛鲁托纳以平静又带着后悔的眼神看着她，缓缓举起剑。

  　リビングデッドらしくないその生物的な様子に、フォルトナは穏やかな、後悔の目で彼女を見るとゆっくり剣を構えた。

  

  

  「你真的很恨我们呢……」

  「君は、本当に僕達が憎かったんだね……」

  

  

  ……又或者，是为了心爱的人做出的觉悟。

  　……あるいは愛する者のための覚悟か。

  

  佛鲁托纳在心中静静地对克莱儿道歉。对不起——他这么想着。

  　フォルトナは静かにココットへの謝罪を胸中でつぶやく。すまない、と。

  

  然后，他朝着再次扑过来的克莱儿，挤出最后的力气，挥下发出白光的剑……

  　そして再び飛び掛かってくるココットめがけて、最後の力を振り絞り、白い光を放つ剣を……振るった。
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  大门前一片混乱。

  　大門前は慌ただしかった。

  

  得知迪欧尼欧和雷威战死，圣剑勇者佛鲁托纳也下落不明的消息，士兵们全都陷入混乱。

  　デオニオとレーヴェが討ち死に、聖剣の勇者フォルトナもまた行方知れずとの報を聞いて、兵たちは皆混乱していたのだ。

  

  教皇咬着手指，决定要逃走，但在对士兵下令之前，大门就遭到袭击。

  　教皇は指を噛みながら逃げ出す考えを決め込んでいたが、それを兵士に命じる前に大門は強襲された。

  

  

  由半兽人、哥布林、魔剑士组成的魔族部队突然朝着大门突击而来。

  　オーク、ゴブリン、魔剣士から為る魔族部隊が突然大門めがけて突貫してきた。

  

  警备薄弱，但相对地魔族人数也不多，兵力上还是我方占上风。教皇一开始还为此感到安心，但那份安心随即转为焦虑。

  　警備は手薄。だが対して魔族は少数。兵力ではまだ勝る。それに教皇は初めは安堵したものだったが、すぐにそれは焦りに変わった。

  

  

  「弓兵！别让魔族靠近瞭望台！」

  「弓兵！　魔族を櫓に近づけるな！」

  

  

  好几支箭随着号令射出。被箭贯穿的魔族们无法抵达瞭望台，接连倒下。

  　号令で幾本もの矢が放たれる。刺し貫かれ櫓に到達することなく次々倒れていく魔族達。

  

  即使如此，他们的气势依旧不减。就连一只普通的哥布林，即使手臂和腹部中了好几箭，前进的脚步也没有停下。

  　それでもその勢いは衰えない。ただのゴブリン一匹ですら、矢を腕や腹に何本も受けてさえ前に進む足を止めようとしなかった。

  

  骑士们感到恐惧。哥布林本来是只要吓吓他们，他们就会立刻逃走的胆小魔物。就连这种魔物，熟练的骑士也不会放在眼里，如今却以惊人的气势不断前进。

  　騎士達は恐怖する。本来脅かせばすぐ逃げていく程度にはゴブリンは気が小さい。熟達の騎士であれば歯牙にもかけないそんな魔族ですら、恐るべき気迫を以て足を前に進めてくる。

  

  他们是敢死队。为了克莱儿，不惜一死的人们。

  　彼らは決死隊。ココットのために死ぬことさえ厭わない者たち。

  

  他们的觉悟，让骑士和士兵们背上冷汗直流。

  　その覚悟に、騎士や兵士は背筋に汗をかいた。

  

  护卫部队长立刻涌现不祥的预感，对着教皇大喊：

  　すぐに悪い予感がよぎった護衛部隊長は教皇に向かって叫んだ。

  

  

  「教皇陛下！那些家伙不太对劲！请您快逃！」

  「教皇様！　奴らは何か変です！　お逃げを！」

  

  

  教皇不断点头，打算逃走的她，在士兵的搀扶下，将手搭上瞭望台的边缘。

  　教皇は何度も首を縦に振りながら頷き、逃げようと兵士に手を貸されながら櫓の端後に手をかけた。

  

  就在这个瞬间。教皇感觉到后颈传来一阵寒意，转头望向魔族的瞬间，和其中一只半兽人四目相交。

  　その刹那だった。教皇が首筋にざわつくものを感じ魔族達を振り返った瞬間、一匹のオークと目が合った。

  

  

  「你就是……教皇……吗……？」

  「オマエが、きょうこう……か……？」

  

  

  那只半兽人有着一张格外丑陋的脸……欧德以红色的双眼瞪着教皇。

  　一際醜い顔をしたオーク……オドが、赤い瞳で教皇を睨みつけていたのだ。

  

  

  「你……你这家伙！让克莱儿大人伤透脑筋了！克莱儿大人啊啊啊啊！」

  「オマエが、オマエが！　ココットさまを困らせただな！　ココットさまをォオオッ！！」

  

  

  那就是教皇。那就是……

  　あれが教皇。あれが。

  

  杀死澪，让克莱儿伤心难过的原因。

  　ミオを殺し、ココットを悲しませた原因。

  

  欧德的视野因愤怒而染成一片鲜红，他发出咆哮，以几乎要将石板路踩出坑洞的脚力，朝着瞭望台冲了过来。

  　オドは視界が真っ赤に染まるほどに怒り、咆哮すると興奮しながら石畳が抉れんばかりの脚力で櫓めがけて突貫した。

  

  士兵们立刻放箭、投掷长枪迎击。

  　すぐさま兵士たちが迎撃にと矢を放ち、槍を投げる。

  

  然而，即使被无数的剑、长枪、箭矢贯穿，欧德的冲刺依旧没有停止。即使全身上下都被刺穿，他还是撞飞挡在前方的骑士，继续往前冲。

  　だが幾本の剣を、槍を、矢を受けて尚。オドの疾走は止まらない。全身をこれでもかと刺し貫かれても、立ちはだかる騎士達を弾き飛ばして走った。

  

  

  「区区一只半兽人，你还在磨蹭什么！快、快杀了他！」

  「オーク一匹に何を手こずっているのです！　早く、早く殺しなさい！」

  

  

  教皇对朝自己猛冲而来的命感到恐惧，放声大喊。然而，为时已晚。

  　教皇が自分めがけて猛進してくるオドに恐怖し、叫ぶ。だが、遅かった。

  

  命穿过箭雨，朝瞭望台撞了上去。冲击力道惊人，甚至让好几根支柱出现裂痕。

  　オドは矢の雨をかいくぐり、櫓めがけて体当たりをした。衝撃はすさまじく、支柱の何本かにひびが入るほど。

  

  即使如此，命仍未停手。她抱住支柱，使出浑身解数将其折断。

  　それでも終わらず、オドは支柱を抱き込むと渾身の力で圧し折った。

  

  摇晃的瞭望台立刻崩塌，站在瞭望台上的教皇发出惨叫，滚落至地面。

  　揺れる櫓はすぐさま崩壊し、櫓の上に居た教皇は悲鳴を上げながら地面へ転がっていく。

  

  

  「啊噫！？」

  「あひっ！？」

  

  

  教皇发出怪声，跌倒在地。他慌慌张张地起身，发现命近在眼前，脸色大变。

  　素っ頓狂な声を上げて転がった教皇は慌てて身を起こすが、すぐ目の前にオドが居る事に気づき目の色を変えた。

  

  命呼吸急促，丑陋的脸上满是愤怒。

  　オドは鼻息荒く、その醜い顔には憤怒を張り付けていた。

  

  教皇吓得失禁，趴在地上，不停磕头，试图逃跑，但命抓住了他的脚。

  　恐ろしさで失禁した教皇が四つん這いになりながらへこへこと逃げようとするが、その足をオドが掴む。

  

  然后，她直接将教皇拉起，举到头顶，抓住他的头和脚。

  　そしてそのまま引っ張り上げると頭の上に持ち上げてその頭と足を掴んだ。

  

  

  「住、住手！这是背信忘义！我是侍奉神的人！你、你不能对我做这种事！」

  「や、やめなさい！　これは背信です！　私は神に仕える者！　その私に、ああ、こんな事をしては許されませんよ！」

  

  

  教皇在命的头顶上挥舞手脚，大声嚷嚷。

  　オドの頭の上で教皇がじたばたと暴れ、喚き散らす。

  

  命毫不在意，加强手臂的力道。

  　それを意に介さずにオドは腕に込めた力を強めていった。

  

  教皇的惨叫声和士兵们的慌乱声传来。然而，魔族们趁着命抓住教皇的机会，一窝蜂地涌上瞭望台，以惊人的气势袭击骑士们。

  　教皇の悲鳴と兵士たちが慌てる声が聞こえる。だがオドの突貫を機に櫓まで雪崩れ込んだ魔族達は恐るべき気迫を以て騎士達に襲い掛かった。

  

  已经没有人能救教皇了。就连全身穿着盔甲的骑士，也被负伤的哥布林压制，失去了性命。

  　もはや教皇を助けられるものはいない。全身甲冑の騎士ですら、手負いのゴブリンに圧倒され命を落としていた。

  

  教皇被命抓着，无视于这样的战况，恐惧得流下眼泪。

  　そんな戦いを尻目に、オドに掴み上げられた教皇はついに恐怖で涙を流した。

  

  为什么自己会遇到这种事？明明侍奉神明，认真地过活。排除了污秽的圣女，自己终于要成为国王，实现成为宗教国家国王的心愿的日子明明近在眼前。为什么？怎么会？

  　どうして自分がこんな目に。神に仕え、真面目に生きてきたのに。汚らわしい聖女さえ排し、ついに自分が王となり、念願の宗教国家の王と為れる日も近かったはずなのに。なぜ、どうして。

  

  教皇仰望天空，询问尤纳艾尔。然而漆黑的夜空只是冷冷地俯视着教皇。

  　天を仰ぎ見ながら教皇はユナイルへと問う。だが漆黒の夜空は冷たく教皇を見下ろすばかりだった。

  

  

  然后，结束来临了。

  　そして、終わりはやってくる。

  

  命发出咆哮，灌注更加强大的力量。

  　オドが咆哮しひときわ強く力が込められていく。

  

  

  「嘎啊啊啊啊啊啊啊啊啊！！」

  「ガァァァァァアアアアッ！！」

  

  「啊嘎！好痛、好痛啊啊啊！住手……住手！救救我、啊嘎……哦哦、哦哦哦啊啊啊啊啊啊！」

  「あがっがあ！　いた、痛いぃぃっ！　やめなさ……やめてッ！　たすけてっ、あぎッ……おお、おぉぉあああぁぁぁッ！」

  

  

  教皇的身体发出令人厌恶的啪叽声，逐渐被拉长。

  　ミチミチと嫌な音を立て、教皇の身体が引き延ばされていく。

  

  命将全身的力量和憎恨灌注在双臂，一口气撕裂了抓住的教皇的脖子和脚。

  　オドはあらん限りの力と憎悪を両腕に込め、掴んだ教皇の首と足を一気に引き裂いた。
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  巴尔塔的夜晚，战场的声音渐渐减少。

  　戦場の声が段々と少なくなってきたバルタの夜。

  

  黎明将近，一道黑影划破天际，落在逐渐泛白的水平线上。黑色羽翼在崩毁的广场上翩然降落。

  　夜明けが近く白んできた水平線にシルエットを浮かび上がらせながら空を切り裂いて、崩壊した広場に黒い翼が舞い降りた。

  

  那是从魔王城全力飞来的黑影。

  　魔王城から全力で飛翔した黒い影。

  

  「黑曜」四天王艾尔克罗抵达巴尔塔后，立刻发现飞舞于战场上的奇袭贝尔部下哈比鸟妖。她果然也参与其中。艾尔克罗皱起眉头，从她口中问出克莱儿的所在位置。

  　"黒曜"の四天王エルクーロはバルタへ辿り着いてすぐに戦場を舞っていたチックベルの部下のハーピーを見つけ、やはり彼女も一枚かんでいたかと顔をしかめながらココットの居場所を聞き出した。

  

  得知克莱儿打算只身挑战圣剑的作战计划后，艾尔克罗板着脸孔，焦急地赶往她所说的地点。

  　そしてココットが単身聖剣に挑む作戦と聞き及び、その仏頂面に焦りを滲ませて急ぎ聞き出したポイントへと向かったのだ。

  

  

  抵达目的地后，艾尔克罗降落地面，收起羽翼。

  　そしてその場所に辿り着いたエルクーロは地面に降り立ち翼を収納する。

  

  她环顾四周，却不见任何人影。米莱儿、米莱儿，你在哪里？

  　周囲を見渡したが誰もいない。ココットは、ココットは何処なんだ。

  

  

  「艾尔克罗……」

  「エルクーロ、くん……」

  

  

  艾尔克罗环顾四周时，听见一道呼唤自己的微弱声音。

  　周囲を見渡していたエルクーロの耳に自分を呼ぶか細い声が聞こえた。

  

  她猛然回神，望向声音来源，只见一张熟面孔从瓦砾堆中现身。

  　はっとして目をやれば見知った顔が瓦礫の中から現れた。

  

  

  「奇袭贝尔！？」

  「チックベル！？」

  

  

  奇袭贝尔步履蹒跚地走向艾尔克罗，按着身上的伤口。

  　よろよろと傷を抑えるチックベルがエルクーロの方へ歩いてきていたのだ。

  

  艾尔克罗连忙赶到奇袭贝尔身边，看到她的伤势后，脸色大变。

  　急ぎエルクーロはチックベルに駆け寄ると、その傷の程度を見て目の色を変えた。

  

  跌坐在艾尔库索的切奇贝儿摇摇晃晃地倒下，艾尔库索连忙抱住她的身体，惊慌失措地询问发生了什么事。

  　エルクーロに倒れ掛かるようにチックベルはよろりと姿勢を崩したもので、その体を抱きかかえながら、エルクーロは何があったのかと狼狽する。

  

  染血的羽毛将绿色的羽毛染成红色。那是道很深的伤口。从衣服和羽毛的缝隙间露出的肌肤上满是鲜血，从胸口到腹部都被砍伤。

  　傷を抑える羽に染みた血が赤く緑の羽毛を染めている。深い傷だ。装束や抑えた羽の隙間から覗く肌は血まみれで、胸から腹にかけて切り裂かれていた。

  

  

  「对不起，艾尔库索……我……我没能阻止她。」

  「ごめんよ、エルクーロくん……うち、うちは……止められなかった」

  

  「别说话。你没有伤到要害。是被圣剑砍伤的吗？」

  「喋るな。急所は外れている。聖剣にやられたのか？」

  

  

  艾尔库索确定这是圣剑造成的伤口。

  　エルクーロはこの傷が聖剣によるものだと確信した。

  

  切奇贝儿虽然已经隐居，但过去曾是魔将军。而且她的实力在魔将军中也相当有保证。艾尔库索虽然在力量较弱的幼年期，但她的剑术精湛到在与魔将军切奇贝儿对打时，连一招都没能拿下。

  　チックベルは隠居の身の上とはいえかつては魔将軍。そしてその中でも実力は折り紙付きだった。エルクーロは力の弱かった幼少期とはいえ、魔将軍のチックベル相手に組み手で一本も取れなかった程、その技は冴えている。

  

  这样的她会受到重伤，除了圣剑以外没有其他可能。

  　そんな彼女が重傷を負うとすれば聖剣以外ありえない。

  

  不过，圣剑在哪里？克莱儿应该会进行将圣剑引诱出来再加以解决的鲁莽作战。但圣剑不见踪影，克莱儿也不在。按照作战计划，切奇贝儿应该不会出现在这里。

  　だが、それならば聖剣はどこだ。このポイントでは聖剣をおびき出しココットが仕留めるなどと言う無謀じみた作戦が行われたはず。聖剣の姿はなく、ココットもいない。作戦ではチックベルが此処に居るはずでもなかったのだ。

  

  艾尔库索的额头因为强烈的不安而冒出汗水。最坏的预想掠过脑海。

  　不安は色濃く額に汗となってにじみ出る。最悪の予想が頭をよぎる。

  

  艾尔库索想尽可能从她口中问出详细状况。然而，还没等艾尔库索开口，泣不成声的契齐贝尔就先开口了。

  　エルクーロはできるだけ子細にチックベルから状況を聞き出そうとした。だがそれより早く、チックベルが泣きそうな顔でエルク―ロに言った。

  

  

  「对不起，对不起……」

  「ごめんよ、ごめんよぅ……」

  

  

  这是道歉的话语。艾尔库索脑中浮现最糟糕的预想。他开口说道：

  　それは謝罪の言葉だった。エルクーロの脳裏の最悪の予想が鎌首をもたげていく。

  

  

  「为什么要道歉？我已经来了。你什么都不用担心。」

  「何故謝る。もう私が来た。何も心配はいらない」

  

  

  契齐贝尔开始哽咽，脸上满是忏悔和悔恨的神色。艾尔库索原本想安抚她的情绪，但——

  　嗚咽交じりにしゃくりはじめたチックベルの表情は懺悔と悔恨の色で一杯で、せめて落ち着かせようと声をかけたエルク―ロではあったのだが。

  

  听到契齐贝尔的下一句话，艾尔库索说不出任何安慰的话语。

  　次のチックベルの言葉でエルクーロはチックベルにかけようとしていた慰めの言葉を失った。

  

  

  「克莱儿她……」

  「ココットちゃんが……」

  

  

  艾尔库索感觉心脏仿佛被人紧紧揪住。契齐贝尔的话语中，蕴含着深深的忏悔之情。她露出想向艾尔库索求饶的表情，让艾尔库索哑口无言，只能看着她的脸。

  　心臓が締め付けられる思いだった。チックベルの言葉に込められた深い懺悔の感情。エルクーロに対し許しを請うようなその表情から、エルクーロは絶句しチックベルの顔を見る事しかできず。

  

  面对这样的艾尔库索，契齐贝尔用颤抖的翅膀指向广场上的大洞。

  　そんなエルクーロに対して、チックベルは震える羽で広場に空いた大穴を指し示した。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  艾尔库索从契齐贝尔指示的大洞跳下去，然后着地。

  　チックベルに指示された大穴を飛び降り、着地したエルクーロ。

  

  他不费吹灰之力就找到要找的人。

  　探す相手は特段苦労せずして目に留まった。

  

  艾尔库索看到的是倒在地下教会的圣剑勇者佛尔多纳……以及失去一只手，仰躺在地的克莱儿。

  　エルクーロが目にしたのは地下の教会の中で倒れる聖剣の勇者フォルトナと……片腕を失い仰向けに倒れるココットの姿だった。

  

  双方都浑身是血，一动也不动。

  　両者とも血まみれで、ピクリとも動かなかった。

  

  艾尔克罗警戒着圣剑勇者的模样，摆出架势靠近佛鲁托纳……然后立刻解除架势。

  　エルクーロは聖剣の勇者の姿に警戒し、構えながらフォルトナに近づいて……すぐに構えを解いた。

  

  

  佛鲁托纳的脖子被咬出一个大洞，明显是致命伤。从那双黯淡无光的眼睛来看，可以知道他已经死了。

  　首筋を大きく噛み千切られたように負傷していて、明らかに致命傷。光のない瞳からして、既に死んでいることが分かったためだ。

  

  既然如此，下手的人就是克莱儿。

  　だとするならばこれをやったのはココットという事になる。

  

  不可能。米莱儿只是普通的人类，完全没有战斗能力。克莱儿的手小到感觉稍微用力就会碎掉，不可能独自打倒圣剑。

  　ありえない。ココットはただの人間で、戦闘能力など皆無。ちょっと強く握っただけで砕けてしまいそうなあの小さな手をしたココットが聖剣を単身で倒すなどありえない。

  

  就算克莱儿在那之前和提克贝儿交战过，还是不可能。

  　直前にチックベルと交戦していたようであるからあるいはとしても、やはりありえないのだ。

  

  艾尔克罗很清楚克莱儿有多弱。所以他才不想参加战斗，但艾尔克罗好不容易找到的米莱儿却身负重伤，一动也不动。

  　ココットの弱さはこの腕に抱いた自分がよく分かっている。だから戦いに等出したくなかったのに、エルクーロがやっとの思いで見つけたココットは酷い傷を負って、微動だにしなかったのだ。

  

  

  「克莱儿……！」

  「ココット……！」

  

  

  艾尔克罗猛然回神，将视线从圣剑身上移开，急忙赶到克莱儿身边，将她抱起来。

  　はっとしたエルクーロは聖剣から目を離すと急ぎココットの下へ向かい、その身を抱き起こす。

  

  他抱起那轻盈的身体，确认伤势。克莱儿全身都是跌打损伤的痕迹，左手也被砍断。眼角还挂着泪水的双眼静静闭上，看起来十分安详。

  　軽い体を抱え上げ、傷の程度を見る。全身に打撲のような跡。そして切断された左腕。目尻から未だ乾かぬ涙が滴る瞳は静かに閉じられていて、穏やかだった。

  

  这时，艾陆可的身旁出现了一条宛如毛毛虫的物体……那是被砍成两半的活死人尸体。不过，现在的艾陆可・罗并没有深入思考这件事。

  　ふとその傍らに、小さな芋虫めいたもの……両断されたリビングデッドの死体があるのが視界に映ったが、今のエルク―ロには深くは考えられなかった。

  

  

  「……克莱儿。」

  「……ココット」

  

  

  艾陆可・罗再次轻声呼唤克莱儿的名字。

  　エルクーロは静かにココットの名をもう一度呼ぶ。

  

  没有回应。

  　返事は、なかった。

  

  她缓缓将手贴在克莱儿的脸颊上，眯起眼睛。

  　ゆっくりとその頬に手を添えて、エルクーロは目を細める。

  

  看到克莱儿安详的表情后，艾陆可・罗静静地闭上眼睛，低下头。

  　そして抱えたココットのその穏やかな顔を見た後、エルクーロは静かに瞳を閉じ、俯いた。

  

  自己又犯错了。

  　また自分は、間違えてしまったのか。

  

  这样的忏悔在地下教堂扩散开来。自己又犯错了。又犯错了。

  　そんな懺悔が地下の教会で胸の内に広がっていく。また、自分は。また。

  

  又把心爱的人————

  　また、愛するものを――――。

  

  艾陆可・罗用手指拨弄克莱儿的白发，然后大大地张开漆黑的翅膀，仰望天空。在黎明将至的天空中，一道光芒从被炸毁的天花板后方洒落。

  　ココットの白い髪を一度指で漉いた後、エルクーロは黒々とした翼を大きく広げ、夜が明けかけて爆破された天井から覗く空より光の筋が舞い降りる中、天を仰ぐ。

  

  

  

  

  

  这时，从克莱儿胸口……从那条被烧焦、碎裂的项链上脱落的紫红色石头，滚落到地面上。

  　その時、ココットの胸元から……焦げて千切れたネックレスから外れた赤紫色の石がころりと地面に落ちた。

  

  石头像是在散发最后的光辉般，散发出黯淡的光芒，同时映照出艾陆可・罗的脸……以及她脸颊上滑落的一行泪。

  　石は最後の輝きと言わんばかりに濁った淡い輝きを放ちながら、エルクーロの顔と……その頬に流れる一筋の涙を映していた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  （克莱儿……克莱儿……！你在哪里……？）\n

  （ココット……ココット……ッ！　何処なんですか……！？）

  

  

  琪雅拉在旧市街中不断奔跑。

  　キエルは、旧市街をひたすらに走っていた。

  

  尽管气喘吁吁，好几次被瓦砾绊倒，她还是立刻起身，毫不在意擦伤的膝盖，继续奔跑。

  　息を切らし、何度か瓦礫に足を取られて転んでも。すぐに立ち上がり擦りむいた膝など気にせずに走った。

  

  她必须赶到克莱儿身边。

  　ココットの所へ行かないと。

  

  她一心一意地奔跑。

  　その一心でもって走っていた。

  

  

  就在这时，旧市区外围传来巨大的爆炸声。她认为那一定是克莱儿，于是笔直地朝那里前进。

  　そんな折に旧市街の外れで大きな爆発音が鳴り響いたものだから、きっとココットに違いないとして一直線に向かってきたのだ。

  

  

  然后，她抵达了广场。

  　そうして辿り着いた広場。

  

  广场上开了一个大洞，琪优乐倒在洞穴旁，身上受了重伤。

  　広場には大穴があいていて、その穴の傍ではチックベルがひどい傷で倒れていた。

  

  

  琪优乐和琪可贝儿四目相交，从她的伤势判断必须立刻进行治疗，但琪优乐发现琪可贝儿的视线正注视着大洞，于是她也跟着看过去。

  　キエルはチックベルと目を合わせ、彼女の傷の程度からすぐに手当てが必要だと考えたが、当のチックベル本人のその目線の先が大穴に注がれている事に気づき、歩を進めた。

  

  琪优乐来到大洞的边缘，跪了下来。

  　そして大穴の淵までやって来て、ひざを折る。

  

  她望向昏暗的洞穴深处，用手捂住嘴巴，说不出话来。

  　ほの暗い穴の底を覗き、キエルは口に手を当て絶句した。

  

  

  琪优乐的视线前方……是抱着克莱儿，用漆黑翅膀包覆住她的艾陆可露露。

  　大穴の底。キエルの視線の先には……ココットを抱きかかえ、漆黒の翼で包み込む……エルクーロの姿があった。

  

  

  

  琪优乐领悟到一切都结束了。

  　全て、終わってしまったんだとキエルは悟った。

  

  她甚至无法对一直抱着克莱儿的艾陆可露露开口。那道背影诉说着最有力的事实。

  　いつまでもいつまでも、ココットを抱えたままのエルクーロに声をかける事さえできず。その背中が語るのは何よりも雄弁な事実であり。

  

  琪优乐……发现自己终究无法遵守和克莱儿的约定，眼角泛出泪光。

  　キエルは……ついにココットとの約束を守れなかったのだと気づいて目尻に涙を浮かべた。

  

  对不起、对不起。她很想立刻大叫出声。

  　すみません、ごめんなさい。すぐにでも叫び出したかった。

  

  佛鲁托纳倒在她身旁。她听从米莱儿的指示，与克莱儿交手，结果却是如此。米莱儿果然已经无法变回人类了。

  　近くに倒れるフォルトナ。キエルの言葉に従いココットと相対した結果がこれだ。やはりココットはもう人間には戻れなかった。

  

  然而，被艾儿库洛抱在怀里的克莱儿，表情却十分安详。

  　だというのに、エルクーロに抱かれるココットの表情は何処までも穏やかで、安らかで。

  

  被称为恶魔的幼女和四天王的魔族，让哭泣的奇艾儿连半点声音都发不出来。

  　キエルは悪魔と呼ばれた幼女と四天王たる魔族の前に、すすり泣きの声一つ上げられず。

  

  她只能看着两人，这时，白色碎片映入她的视野。

  　ただただ二人を見ていたキエルの視界に白い欠片が映る。

  

  

  她抬起头。

  　ふと、顔を上げれば。

  

  

  

  

  

  

  「下雪了……」

  「雪が……」

  

  

  

  

  

  

  白色结晶从空中飘落。

  　空より舞い落ちる白い結晶が、はらりと舞い落ちていた。

  

  冬天来临了。寒冷的白色冬季，对艾尔萨雷的贫民来说，也是死亡的季节。

  　冬がやって来た。寒く冷たく。このエルサレアにおいて貧民にとっては死の季節でもある白い冬。

  

  这样的景象，足以让奇艾儿产生一切即将结束的预感。

  　全ての終わりをキエルに予感させるには十分であった。

  

  

  

  

  

  

  

  战场上响起咆哮声。

  　戦場に咆哮が聞こえる。

  

  奇艾儿惊讶地看过去。

  　キエルははっとして目を向けた。

  

  不只是她。在喧嚣之中，那道咆哮声依然清晰地传进战场上的每个人耳中，吸引他们的目光。

  　キエルだけではない。喧騒の中に在ってその咆哮は何よりも鮮明に戦場に居た者たちの耳に聞こえ、その目を向けさせた。

  

  

  大门上方，有着巨大身躯和丑陋脸孔的半兽人，将双手举在头上大吼。

  　大門の上、巨体を持つ醜悪な顔のオークが頭上に両手を上げて叫んでいた。

  

  欧德将教皇的首级高举在头上，不断发出声音。

  　オドは、自らの頭の上に教皇の首を掲げ、ひたすらに声を上げていた。

  

  

  「哦哦哦哦……哦哦哦……哦哦哦————」

  「オオオオ……オオオ……オオオ――――」

  

  

  它高高仰起脖子，仿佛要让所有人看见似地持续咆哮。

  　天高く首を掲げ、目にも見よと言わんばかりにただ叫び続ける。

  

  那阵咆哮，听起来有点像是恸哭。

  　その咆哮は、どこか慟哭に似ていた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  「在此告知战场上的所有人。放下武器吧。」

  「戦場に在る全ての者に告げる。武器を、収めろ」

  

  

  艾尔克罗抱着克莱儿，张开漆黑的翅膀飞翔。他对着下方的战场如此说道。

  　エルクーロはココットを抱え、漆黒の翼を広げながら飛翔。眼下の戦場へ向けてそう、言った。

  

  在下方战斗的人类和魔族，都以疲惫不堪的表情仰望天空。

  　眼下で戦いを続けていた人も魔族も、疲れ切った顔で空を見上げた。

  

  

  「优奈凯尔教皇已死，圣剑勇者也战死了。没必要再流血。没有必要————」

  「ユナイル教皇は死亡し、聖剣の勇者もまた討ち死にした。これ以上血を流す必要はない。これ以上――――」

  

  

  听到这句话的人类纷纷跪下，丢掉武器，垂下头。

  　その言葉を聞いた人間はひざを折り武器を捨て、項垂れた。

  

  魔族也同样遵从艾尔克罗的命令，收起武器。

  　魔族も同様にエルクーロの言葉に従い、武器を収めて行った。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  艾尔克罗的宣言也传到了旧市区。

  　エルクーロの宣言は、旧市街にも届いていた。

  

  在染成一片血红的旧市区大道上，崔妮听着那道声音。

  　真っ赤に染まって血の海となった旧市街の大通りで、ツォーネはその声を聴いていた。

  

  

  「呼……呼……克莱儿大人……」

  「はあ……はぁ……ココット様……」

  

  

  崔妮的背上插着好几把剑，她以突击枪代替拐杖支撑身体，勉强站在原地。崔妮在数十具尸体中仰望天空，呼唤主人的名字。

  　背に剣山の如く何本もの剣が突き立ったまま、杖代わりに突撃槍を支えとしてかろうじて立つツォーネは、何十もの屍の中に在って空を仰ぎ主の名を呟いた。

  

  她在旧市区与心爱的主人分开。她不断自问是否应该在主人身边守护他，一边流着血，让鲜血流淌。

  　旧市街で別れた愛する主。傍でお守りするべきだったのだろうかと何度も自問自答しながら血を流し、流させた。

  

  她相信留在这里战斗是为了主人，将追击部队一个不剩地歼灭。

  　この場で戦う事が主の為と信じ、追撃部隊を一人残らず殲滅せしめた。

  

  但是，他不知道这样是否正确。

  　だが、これでよかったのかどうかは分からない。

  

  只有一件事可以确定。

  　ただ、一つ言えることは。

  

  那就是他想再见一次面，让对方称赞自己的努力。

  　もう一度お会いして、頑張った事を褒めて欲しいと。

  

  想在比平常多吸一点血之后，得到对方的称赞。

  　いつもよりちょっぴり多めに血を頂いた後に、褒めてもらおうと。

  

  托斯卡这么想着，用力晃动身体后，静静地倒在血泊中。

  　そう、ツォーネは考えて大きく身体を揺らした後静かに血の海へ倒れた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  巴尔塔旧市街前方的战场也一样。

  　そしてバルタ旧市街前の戦場にも、同様に。

  

  

  「你还活着吗，库托拉？」

  「生きてるか、クォートラ」

  

  

  佐夫向趴在地上反复深呼吸的库托拉搭话。

  　ゾフは、倒れ伏しながら深い呼吸を繰り返していたクォートラに声をかけた。

  

  库托拉缓缓睁开眼睛，看向佐夫，然后又把头贴在地上。

  　クォートラは閉じていた瞳をゆっくり開けると、ゾフへ目を向け首をもたげようとして、再び地に頭を付けた。

  

  

  「是佐夫啊……战况……如何？」

  「ゾフか……戦いは……どうなった」

  

  

  库托拉平静地问道。佐夫默默坐到库托拉旁边，垂下肩膀，用力吐了口气。

  　クォートラの静かな問いにゾフは無言でクォートラの脇へ座ると、肩を落とし大きく息を吐いた。

  

  看到他的模样，库托拉稍微睁大眼睛，轻声说了句「这样啊……」，然后闭上眼睛。

  　その姿を見てクォートラは少しだけ目を見開き、「そうか……」と零して目を閉じた。

  

  

  「教皇似乎被敢死队杀掉了。那个命力的家伙……这次倒是派上用场了。」

  「教皇は決死隊が討ち取ったらしい。オドの野郎……しっかり役に立つじゃねえか」

  

  「我们赢了吗……」

  「我らは、勝ったのか……」

  

  「嗯。巴尔塔的人投降了。然后……艾库罗大人来了……他下令停战。战争结束了。」

  「ああ。バルタの連中は降伏した。そんで……エルクーロ様が来た。……停戦命令だ。戦いは終わりだ」

  

  

  「这样啊。」库托拉眯起眼睛，发出安心的叹息。

  　そうか、と安どのため息とともに目を細めたクォートラ。

  

  但他立刻回过神，慌张地询问佐夫：

  　だがすぐにハッとして、慌ててゾフに向かって聞く。

  

  

  「公主……公主怎么了……？」

  「姫は……姫はどうなったのだ……？」

  

  

  就在克欧特拉说出这个疑问的下一刻。

  　クォートラがその疑問を口にした直後。

  

  战场上响起魔狮子远吠般的咆哮。

  　戦場に魔獅子の遠吠えめいた咆哮が響き渡った。

  

  那道声音听起来像是在哀悼什么似的。

  　その声は、何かを悼むような悲しげなものであった。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 
  ＃１２２　finale:モノクローム

  ＃122　finale:魔诺库珑

  　

  

  

  

  

  法鲁特玛雷王国首都，伊法尔。

  　ファルトマーレ王国首都、イファール。

  

  在白雪堆积于路旁及房屋屋顶的白色夜晚，堆砌王城矗立于被寂静笼罩的王都中央。

  　雪が路傍や家屋の屋根に降り積もる白い夜。静けさに包まれた王都の中央に立つ堆き王城。

  

  有人吐着白色气息，走在那座王城的走廊上。

  　白い息を吐きながら、その王城の廊下を歩く者達が居た。

  

  一人是背上背着白色长枪的青年，圣枪勇者亚伯恩。

  　一人は背に白い槍を持つ青年、聖槍の勇者アーバーン。

  

  一人是酝酿出妖艳氛围的漆黑头发吸血鬼，梅亚。

  　一人は妖艶な雰囲気を醸す漆黒の髪のヴァンパイア、メーア。

  

  

  然后一人是……同样拥有如黑暗般的漆黑长发，甚至散发出有些愉快氛围的……魔王。

  　そして一人は……同じく闇のような漆黒の長髪を持ち、どこか楽しげですらある雰囲気を醸しながら歩く……魔王。

  

  

  人与魔的混合。诡异的一行人没有特别交谈，只发出喀喀的脚步声，走在只有蜡烛照亮的安静王城走廊上。

  　人と魔の混合。面妖な一団は、特に言葉を交わすことも無くカツカツと靴音だけを響かせて、ろうそくの明かりにだけ照らされた静かな王城の廊下を歩いていた。

  

  

  一行人站在庄严耸立的巨大双开门前，亚伯恩率先推开大门。

  　一行は厳かに聳える巨大な両開きの戸の前に立つと、アーバーンが先んじて扉を押し広げた。

  

  在敞开的大门另一头，有个巨大的空间，红色地毯前方有张奢华的椅子。

  　広がった扉の向こうには、巨大な空間があり赤いカーペットの先には豪奢な椅子。

  

  而坐在椅子上的老人始终没有察觉，他看似苦恼地将手放在浮体上，叹了口气。

  　そして椅子に座る老人は一向に気づくと悩ましげに浮体に手を当てて溜息をついた。

  

  

  「劳驾您亲自出马，真是惶恐，魔王啊。」

  「直々のお出ましとは恐れ入る、魔王よ」

  

  「久违了，法鲁特玛雷王。」

  「久しいな、ファルトマーレ王」

  

  

  魔王踩着地毯，大步走进王之间，法鲁特玛雷王则对他说了这番话。

  　カーペットを踏みしだきながらずんずんと王の間を進む魔王に対し、ファルトマーレ王はそう言った。

  

  

  「你看起来老了不少。上次见面时，你还是个孩子呢。」

  「随分老け込んだな。前に会った時はまだほんの子供であったのに」

  

  「人的寿命很短暂。吾等父祖为王时，吾也见过一次，魔族这种生物完全不会老呢。」

  「人の一生は短い。我が父祖が国王で会った時にわしも一度見た限りだが、魔族という物はまるで老いを知らぬのだな」

  

  

  听到这番仿佛羡慕的话语，魔王开心地笑了。不老不死的长寿其实没那么好——他心想。

  　そのまるで羨むような言葉に魔王はくつくつと楽しげに笑う。不老不死めいた長寿はそんなにいいものでもないのだが、と。

  

  在一旁待命的梅亚和亚文表情不变，只是站在一旁，但亚文不久后行了一礼，走到法鲁塔玛雷王身旁，回头看向魔王。

  　控えるメーアとアーバーンは表情を変えず、ただ傍らに立つのみであったが、アーバーンはやがて一礼するとファルトマーレ王の隣に向かい、魔王を振り返った。

  

  法鲁塔玛雷王将手上的红酒一饮而尽，喘了口气后，直盯着魔王。

  　ファルトマーレ王は持っていたグラスのワインを一気に飲み干し、一息ついたのちに魔王をじっと見る。

  

  

  「那么，就尽快解决吧。是谈和……协商对吧？」

  「では、手早く済ませるとしよう。講和の……談合であったな」

  

  

  魔王静静点头回应法鲁塔玛雷王的话。

  　ファルトマーレ王の言葉に、魔王は静かに頷いた。

  

  

  

  接着，双方开始讨论谈和事宜。魔与人之王面对面交谈，看在知晓这场战争的人眼中，想必相当诡异。

  　そして進んでいく講和への談義。魔と人の王が対面に立ち会い、話をする姿はこの戦争を知るものにとっては異質に映るだろう。

  

  现在在场的人类只有他们，甚至没有士兵保护法鲁塔玛雷王。然而，他们却将非人魔境的极致——魔王请进怀里。这代表他们是以某个密约为基础，才会与魔王会面。

  　今この場に人の姿は彼ら以外になく、ファルトマーレ王を守る兵すらいない。だというのに人外魔境の極致たる魔王をその懐に招き入れている。それは即ち彼らがある密約に基づき立ち会っているからに他ならなかった。

  

  这是法尔托玛雷成长为大国，距今百年以上的从前，代代传承下来的密约。

  　これはファルトマーレが大国として成長した、今より百年以上も前から脈々と受け継がれてきた密約。

  

  或许是战争的内幕，政治的样貌。

  　戦争の裏側。政治の姿であったやもしれない。

  

  

  「那么，战争结束的消息，老夫日后会亲口告知国民。至于那边……应该不用多说了吧？」

  「では、戦争の終わりは後日わしの口から国民へ告げよう。そちらの方は……言うまでもないだろうな」

  

  「当然。毕竟至今已经重复过无数次了。」

  「もちろんだとも。これまで幾度となく繰り返してきたのだから」

  

  

  亚文走向笑着的魔王，递出文件。

  　そう笑う魔王に、アーバーンが歩み寄り書類を手渡す。

  

  谈和的签字。魔王接过文件后看向亚文。亚文脸上虽然挂着笑容，但在这个距离下与魔王面对面，他的额头冒出了冷汗。

  　講和の調印。魔王は書類を受け取ったのちアーバーンを見る。アーバーンは表情でこそ笑みを浮かべていたが、この距離で魔王と立ち合い額に冷や汗を浮かべていた。

  

  真是可怕的存在。只身一人绝对赢不了。这份恐惧与紧张，只要稍有大意，就可能在转眼间让杀意满溢而出，袭击对方。面对绝对的强者，一旦失去冷静，自己就会立刻遭到反击，变成肉片。面对魔王，亚文有这种预感。

  　恐ろしい存在だ。単身ではまず勝てない。その恐れと緊張は、油断すればあっという間に殺意を溢れさせて襲い掛かってしまいそうなほど。絶対的強者を前にして冷静さを欠いてしまえば、すぐさま返り打ちとなり自分は肉片になる。そんな予感をこの魔王を前にしてアーバーンは感じていた。

  

  

  在文件上签完名，魔王缓缓地将文件还给亚文。

  　書類にサインをした魔王はアーバーンにゆっくり突き返す。

  

  亚文接过文件后，快步回到法尔托玛雷王身边，将文件交给他。

  　アーバーンはそれを受け取ると足早にファルトマーレ王の下へ戻り、書類を手渡した。

  

  文件上写着归还巴尔塔的约定，以及奥图那、弗利克提拉、卢伊卡纳三座都市将成为魔族领地的事项。同时，上面也记载了期限。

  　書類にはバルタ返還の約定と、アウタナ、フリクテラ、ルイカーナの3都市を魔族領とする旨が書かれていた。同時に、その期限も。

  

  看到文件上的魔王签名，法鲁特玛雷王总算松了口气。

  　書類に書かれた魔王のサインを見てファルトマーレ王はようやっと肩の力を抜いた。

  

  

  然而——

  　が。

  

  

  在原本应该要安静结束的和平签字仪式上，出现了访客。

  　しめやかに終えるはずであった和平調印の場に来訪者。

  

  粗暴地打开王之间大门入内的，是圣铠骑士团团长亚鲁亚当。以及……黑曜四天王艾尔克罗。

  　王の間の扉を乱暴に開けて入室してきたのは聖鎧騎士団団長アルアダン。そして……黒曜の四天王エルクーロ。

  

  

  「魔王大人！」

  「魔王様！」

  

  「请说明这是怎么回事！」

  「これはどういうことか説明して頂きたい！」

  

  

  两人连珠炮似的说道。

  　両者は捲し立てるようにそう言った。

  

  魔王们转过头，以略感意外的表情迎接他们。

  　魔王たちはこれを振り向くと、やや意外そうな面持ちで出迎えた。

  

  

  「哎呀哎呀，艾尔克罗……今天应该没有邀请你才是。」

  「おやおやエルクーロ……今日は招いていなかった筈だが」

  

  「恕我冒昧，我跟在后面跟了过来。结果居然是这样……您带着梅亚一起过来，究竟有什么事！」

  「不躾ながら後を付けさせていただいた。その結果がこれとは……メーアまで連れ立って何事なのです！」

  

  

  魔王「唔」了一声，看着投以怀疑目光的艾尔克罗，搔了搔下巴。

  　ふむ、と魔王は疑いの目を向けてくるエルクーロを見ながら顎を掻く。

  

  梅亚在魔王身旁，将扇子抵在嘴边，只是静静地望着艾尔克罗。那副模样让艾尔克罗皱起眉头。

  　メーアはそんな魔王の隣で口元に扇子をあてて、ただ静かにエルクーロを眺めていた。そんな姿にエルクーロは眉根を寄せる。

  

  接着开口的人是亚鲁亚当。

  　次に口を開いたのはアルアダンであった。

  

  

  「吾听说国王将魔王迎入这座城堡！由于和吾艾尔克罗听到的消息一致，因此明知无礼，还是前来确认真伪！」

  「王がこの城に魔王を迎え入れたという話を聞き及びましてな！　このエルクーロの言う話と合致していたため無礼を承知で真偽を確かめに参ったのです！」

  

  

  亚拉达粗鲁地走上前，手按着剑来到魔王身旁，然后瞪着法鲁特玛雷王。

  　ずかずかと進み出て、剣に手を添えたまま魔王の脇までやってくるとアルアダンはファルトマーレ王を睨んだ。

  

  一旁的亚文则是摊开双手，像是在说「哎呀呀」。

  　その隣のアーバーンは「あーあ」と言った様子で手を広げていた。

  

  法鲁特玛雷王也以手指抵着额头，似乎在懊悔自己的失态。今晚这座王城就连警备都只留下最低限度的国王心腹。应该已经完美地屏退闲杂人等。就算有人觉得可疑，也只要说是国王的命令即可。更何况，应该没有人料到国王会招待魔王入城。

  　ファルトマーレ王もまた、額に指をあて失態を悔いているようだった。今宵この王城は警備に至るまで最低限国王の息のかかった者たち以外は出払わせていた。人払いは完璧であったはずだった。仮に不審に思う者がいても国王の命令なればと。まして魔王を招き入れているなどとは誰しもが予想だにしなかった筈。

  

  出乎意料的是艾尔克罗和亚拉达的邂逅。而且根据后续的说明，艾尔克罗在夜色中飞来王城时，亚拉达一度拔剑。但听到艾尔克罗表示自己不是来战斗，而是来确认真伪后，就冲进来了。

  　予想外はエルクーロとアルアダンの邂逅か。さらに話を聞けばエルクーロが夜闇に紛れ王城に飛来した時、アルアダンは一度は剣を抜いたという。だが戦いに来たのではなく真偽を確かめに来たというエルクーロの話を聞いて、この踏み入りに走ったのだと。

  

  没想到比一般人更忠心的亚拉达会这么做。法鲁特玛雷王深深叹了口气。

  　人一倍忠義に熱かったアルアダンがよもやと。ファルトマーレ王は深く息を吐いた。

  

  

  「亚拉达啊……即使是长年侍奉的你，法鲁特玛雷王也有无法透露的隐情。」

  「アルアダンよ……長きに渡り仕えてきたお主にも、語れぬ暗部がこのファルトマーレにはあるのだ」

  

  「您说这是和魔王的密约吗！您可是背叛了法鲁萨姆的全体国民啊！」

  「それが魔王との密約だと言うのか！　ファルトマーレの国民すべてを裏切ったのですぞ！」

  

  「非也。我……不，先祖代代法鲁萨姆王守护至今的这个密约，正是为了法鲁萨姆的繁荣。」

  「否である。わしの……いや、先祖代々ファルトマーレ王が守り務めてきたこの密約こそ、ほかならぬファルトマーレの繁栄の為であるからには」

  

  

  法鲁萨姆王边说边看向亚乌拉丹。

  　ファルトマーレ王はそう言いながらアルアダンを見る。

  

  亚乌拉丹曾是名优秀的骑士。从幼时就认识的这名骑士，如今正以怀疑的眼神看着自己。

  　良き騎士であった。幼子の頃から姿を知るその騎士が今、自分に疑いの目を向けている。

  

  他对法鲁萨姆抱持着怀疑。至少在得知一切后，若他还能展现忠义之心，法鲁萨姆王会眯起眼睛。

  　ファルトマーレに、疑いを持っている。せめて全てを知って尚忠義を見せてくれればとファルトマーレ王は目を細めた。

  

  然而，事与愿违。既然如此，那就没办法了。

  　しかしそうはならなかった。ならば致し方あるまい。

  

  

  「亚乌拉丹，实在遗憾。你不该来到这里，不该知道这些事。」

  「誠に残念だアルアダン。お主はここへ来るべきではなかった。知るべきではなかったのだ」

  

  

  法鲁萨姆王语带叹息地这么说，然后举起一只手。

  　ファルトマーレ王はそうため息交じりに言うと、片手を上げた。

  

  亚文以此为信号，拔出长枪，杀意沸腾。亚文在殿中，更是在国王面前拔出长枪。这正是国王的命令。亚乌拉丹惊讶地睁大双眼，连忙拔剑。

  　それを合図としてアーバーンが槍を抜き放ち殺意を滾らせる。殿中、まして王の御前で槍を抜いたアーバーン。それが他ならぬ王の命令であるがゆえに。アルアダンは驚きに目を見開き、慌てて剣を抜いた。

  

  白色闪电在亚尔班的脚上奔腾的同时，他以惊人的气势逼近亚尔达丹。亚尔班打算杀了自己。不，不是亚尔班。是法鲁特玛雷王下令要杀了自己。亚尔达丹费尽苦心思考。

  　アーバーンのその足に白い稲妻が奔ると同時、恐ろしい勢いでアルアダンに肉薄する。アーバーンは自分を殺すつもりだ。いや、アーバーンではない。ファルトマーレ王が自分を殺せと命じたのだとアルアダンは苦心する。

  

  

  「王疯了吗！」

  「王はご乱心かぁッ！」

  

  

  亚尔达丹大喊，立刻和亚尔班交锋。

  　アルアダンは叫び、すぐさまアーバーンと打ち合う。

  

  魔王、梅亚和艾尔克罗都只是看着，但胜负没有持续太久。

  　その様を魔王やメーア、エルクーロはただ眺めているだけではあったが、勝負はそう長くは続かなかった。

  

  三招。只交手三招就分出胜负。

  　３手。たった３手打ち合っただけで勝敗は決したのだから。

  

  一瞬间的攻防。眨眼间结束的交锋，以亚尔班的白色长枪贯穿亚尔达丹的胸甲而告终。

  　一瞬の攻防。瞬きの間に終わってしまったその打ち合いは、アーバーンの白い槍がアルアダンの胸当てを貫通し刺し貫いた事で終わりを迎えた。

  

  

  身经百战的骑士……被视为法鲁特玛雷最强的圣铠骑士团团长，实力无与伦比。

  　歴戦の騎士……ファルトマーレ最強と目される聖鎧騎士団の団長の実力は比類なき者。

  

  然而，亚尔班早已习惯杀人。

  　だが、アーバーンは慣れていたのだ。人を殺める事に。

  

  自古以来，圣枪勇者的职责就是为国家承担见不得人的工作。在出现在当代大国的神之加护的勇者各自被赋予的职责中，圣枪勇者负责特别肮脏的工作。其职责是消灭危害法鲁特玛雷的存在。在对人方面，其能力无人能出其右。即使是圣剑勇者也不例外。

  　古来より国のため闇の仕事を担ってきた聖槍の勇者の役目。時の大国に現れる神の加護を受けた勇者それぞれに与えられた役目の中でも特段に汚れ役を担う者の役目。その役目はファルトマーレに仇なす存在を討ち滅ぼす事。対人においてその能力と相まって比肩する者はいない。たとえ聖剣の勇者であっても。

  

  更何况亚尔达丹是在迷惘与困惑中拔剑。高手之间的战斗，这种内心的动摇足以致命。

  　ましてやアルアダンは迷いと困惑のまま剣を抜いた。達人同士の戦いにおいてその心の動揺は致命的と為った。

  

  

  

  胸口被长枪刺中的亚尔达丹，一边吐出鲜血，一边放开剑。

  　胸に槍を受けたアルアダンは、ごぼりと鮮血を噴き出しながら剣を取り落とす。

  

  然后在长枪被拔出的同时跪下，看向法鲁特玛雷王。

  　そして槍が引き抜かれると同時に膝を折り、ファルトマーレ王を見た。

  

  

  「这就是……我们祖国法鲁特玛雷的样貌吗……」

  「これが……我が祖国ファルトマーレの姿なのか……」

  

  

  亚尔达丹说完这句堪称失望的话语后，随着甲胄摩擦的声响倒下。

  　その落胆ともいえる言葉を最後に、アルアダンは甲冑のこすれる音と共に地に伏した。

  

  亚文甩掉附着在长枪上的血，再次将长枪背在背上，回到法鲁特玛雷王身边。

  　アーバーンは槍に付着した血を振り捨てると、再び槍を背に背負ってファルトマーレ王の隣へ戻った。

  

  法鲁特玛雷王看着亚尔达丹的遗体，静静地默祷后，看向仿佛看完表演的魔王。魔王脸上挂着愉快的表情。

  　アルアダンの亡骸を眺めるファルトマーレ王は、静かに黙祷するとまるでショーでも見終えたかのような楽しげな表情の魔王へ顔を向けた。

  

  

  「抱歉，都是我这边的疏失。」

  「すまんな、こちらの不手際だ」

  

  「不不不，让我看到一场好戏。人类不管在哪个时代都一样呢。」

  「いやいや、いいものを観させてもらったよ。人間はいつの時代も変わらんな」

  

  

  魔王甚至拍起手来，然后重新转向……以严肃表情看着一连串经过的艾尔克罗。

  　ぱちぱちと拍手さえして見せる魔王は、そこで改めて……一連の出来事を真顔で見つめていたエルクーロに向き直った。

  

  接着，魔王收起笑容，以极为认真的表情，对满心疑问的艾尔克罗说道：

  　そして、疑問を浮かべるエルクーロに向かって、笑みを消して至極真面目な顔つきで言った。

  

  

  「那么，艾尔克罗。我来回答你的疑问吧。」

  「さて、エルクーロ。お前の疑問に答えよう」

  

  

  艾尔克罗盯着魔王的眼睛。他握紧拳头，等待魔王的下一句话。

  　じっと魔王の目を見るエルクーロ。拳を握りしめ、次の言葉を待つ。

  

  艾尔库索的疑问并非针对现场发生的事，而是接下来即将发生的事，以及其中的真正用意。而魔王轻描淡写地亲口说出答案。

  　そんなエルクーロの疑問は、この場で起きた事ではない。その先、その真意による。そしてそれは魔王の口から呆気なく語られた。

  

  

  「这次的战争是法鲁特玛雷王拜托我，由我发出宣战布告。」

  「此度の戦争はファルトマーレ王から頼まれて、私が宣戦布告した」

  

  「您说什么……？」

  「なんですと……？」

  

  

  艾尔库索内心受到冲击。至今发生过无数次的战争，全都是由魔王发出宣战布告开始。

  　エルクーロの胸中を衝撃が走る。これまで幾度となく起こされてきた戦争。その全てが魔王からの宣戦布告で始まった。

  

  他一直这么认为。魔王没有说明理由，自己也没有问过。魔王应该有魔王的想法。

  　そう、思っていたのだ。理由は語られず、聞くことも無かった。魔王には魔王の考えがあるのだろうと。

  

  这场战争也对长久以来受到人类欺凌的少数种族——魔族的复兴贡献良多。艾尔库索与其他魔族都深信这场战争是为了魔族而发起。

  　兼ねてから人に虐げられた少数種族である魔族の復権にも少なからず寄与したこの戦争。エルクーロの他魔族達はこの戦争が魔族の為に起こされたものだと信じて疑わなかった。

  

  然而魔王却说，他是受人之托才开战。这句话究竟代表什么意思？艾尔库索明显露出动摇的神色，看向魔王与身旁的梅亚。梅亚听到这句话也没有动摇，只是将扇子放在嘴边静静伫立。

  　それが、頼まれたから開戦したと、そう魔王は言ったのだ。その意味するところは何なのか。エルクーロは明らかな動揺を見せて魔王と、その隣のメーアを見た。メーアはこの言葉にも動揺は見せず、ただただ扇子を口元にあてて静かに佇むのみであった。

  

  梅亚早就知道了。

  　メーアは知っていたのだ。

  

  艾尔库索看着梅亚，内心涌现难以言喻的情绪。魔王继续说道：

  　メーアを見て言いようの無い募りをこみ上げさせたエルクーロに、魔王は言葉を続けた。

  

  

  「……我们魔族扮演着对世界来说是邪恶的角色。为了从过度增殖的人口中切除独立的派阀，当时的强国会设置名为战争的舞台，而我们魔族就是邪恶的一方。我们魔族和人类是这样的伙伴关系。一切都是事先安排好的。这次的战争也是为了将欧塔那、弗利克提拉和卢维卡那这些快要无法控制的脓包彻底切除。这点对我们魔族来说也一样。乌拉诺斯……波利奈的死也在预料之中。」

  「……我ら魔族は世界にとっての悪という役目を担う。時の大国は増殖しすぎた人口から発生する独立した派閥を枝切りするため、戦争と言う場を設ける。そこで悪役として我らが居る。我ら魔族と人間はそういったパートナー関係にある。出来レースなのだ。今回の戦争もアウタナやフリクテラ、ルイカーナといったコントロールできなくなりかけた膿を出し切るためのもの。そしてそれは我らにも言える。ウラガクナや……ポリニアの死もまた想定されたものだ」

  

  「怎么可能……波利奈的死也在预料之中……？」

  「馬鹿な……ポリニアの死も……！？」

  

  

  艾尔克罗激动地挥舞手臂。

  　そんなバカなとエルクーロは大きく腕を振った。

  

  他动摇到紧握的拳头差点伤到自己的皮肤。

  　握りしめた拳が己の肌を傷つけかねない程に動揺した。

  

  他深爱的女人之死，也在预料之中吗？魔王早就知道波利奈会死……不对，魔王实质上等于杀了波利奈吗？

  　愛した女の死が、想定されたものだというのか。魔王はポリニアが死ぬことを知っていた……いや、実質殺しようなものだというのか。

  

  

  「为什么！波利奈她……！」

  「何故です！　ポリニアは……ッ！」

  

  「因为她有可能危害到魔族。」

  「彼女は魔族にとって不利益を為す恐れがあったからだ」

  

  「不可能！没有人比她更希望魔族和平！」

  「そんな筈はない！　彼女ほど魔族の平和を考えていた者はいなかった！」

  

  

  魔王以非常平静的语气，对大喊的艾尔克罗说：

  　叫んだエルクーロに、魔王は酷く穏やかに「だからだ」と言った。

  

  

  「她差点就揭穿了战争，以及战争背后的密约。她所说的和平是人类和魔族不需战争就能和平共存的世界。那是不可能的。那是不可能的啊，艾尔克洛。魔族只是靠着利害一致的防波堤，才能和平地与人类共存。」

  「彼女は戦争を、その裏にあるこの密約を暴きかけていた。彼女の言う平和とは戦争などせずとも人と魔が交わる世界だ。それはあり得ない。あり得ないのだよエルクーロ。利害の一致と言う防波堤のみでもってして、魔族は人と穏便に関わる事が出来るのだ」

  

  

  这句话是对波利尼亚，以及继承她遗志的艾尔克洛最强烈的否定。艾尔克洛受到仿佛脑袋被狠狠揍了一拳的冲击，甚至感到晕眩。

  　その言葉はポリニアと、その遺志を継ぐエルクーロへの何よりも痛烈な否定だった。頭をガツンと殴られたような衝撃にエルクーロは眩暈すら覚えた。

  

  

  「我们和大国交战，让对方帮忙斡旋，让其他国家不会侵略我们，作为我们砍掉树枝的回报。我们魔族也透过贸易的形式，将技术与资源提供给对方。小国联合的事情倒是出乎意料。因为那里并不团结，所以失控的派阀才会主张进攻掠夺。因此贸易受到限制，稳健派应该也借此让推进派闭嘴了。小国联合应该也有许多人想继续和我们贸易。」

  「我らが大国と戦争し、枝切りをする見返りに他国が我らに侵攻しないように根回しをしてもらっている。我ら魔族の持つ技術や資源を貿易と言う形で提供するパイプにもなってもらっている。小国連合の件は想定外だがね。あそこは一枚岩じゃあないからな。攻め入って奪えばいいという派閥が暴走した結果だ。故に貿易には制限をかけたので、穏健派が推進派を黙らせたであろうよ。小国連合とて我らと貿易は続けたい者が大多数だろう」

  

  「……为什么连我都不告诉我这件事！」

  「……なぜそれをこの私にさえ明かさなかったのです！」

  

  「这是我的父母心，艾尔克罗。波利尼亚死前的你纯粹享受着战斗，即使那样也能操控。波利尼亚开始察觉到比赛是场骗局后，你突然变得讨厌战斗。可以的话，我本来希望你直接隐居。」

  「私なりの親心だよ、エルクーロ。ポリニアが死ぬ前のお前は純粋に戦いを楽しんでいた。そのままでも扱えた。出来レースの仕組みに気づき始めていたポリニアが死んだ後は、お前は一転して戦いを嫌った。できれば私としてはそのまま隠居でもしてほしかったのだがね」

  

  

  这根本算不上说明，艾尔克罗垂下头。

  　説明になっていないとエルクーロは俯く。

  

  也就是说，魔王与人类大国从以前就有所联系。战争没有任何意义。不是为了魔族的复兴而战，而是帮人类擦屁股，是这个意思吗？波利尼亚死掉的那场战斗是场骗局吗？

  　つまり魔王と人の大国はかねてから繋がっていた。戦争には何の意味も無かった。魔族の復権のための戦いではなく、人間の尻ぬぐいだったと、そう言うのか。ポリニアが死んだ戦いが、出来レースだったというのか。

  

  

  「虽然有勾结，但并非融合。这是世界的结构。虽然我现在也可以在这里杀了法鲁特玛雷王，但这样就能称霸世界吗？我们魔族会在转眼间被世界吞噬。即使是我也无法与世界为敌。」

  「これは癒着ではあるが融和ではない。世界の仕組みだ。私が今ここでファルトマーレ王を殺めることもできようが、それで世界に覇を唱えでもするか？　瞬く間に我ら魔族は世界にのみ込まれる。さしもの私も世界を相手には戦えんよ」

  

  

  魔王对一脸无法接受的艾尔克罗如此说道。

  　納得のいかない表情のエルクーロに魔王はそう言った。

  

  魔族如同先前所述，是少数种族。在艾尔莎莱亚，人类与魔族的比例为9比1。正因为人类以国家的框架区分，才能维持这样的比例。然而，实际上过去魔族一直受到人类不当的压榨。因此，要是魔王没有挺身而出，魔族说不定早就灭绝了。明明人们都对他抱持着感谢与敬畏的念头。

  　魔族は先述の通り少数種族だ。エルサレアにおいて人間と魔族の比率は9対1。人間が国家という枠組みで別れているからこそこの比率が保たれている。だが、実際に過去魔族は人間に不当な搾取を受けてきた。故に魔王が立ち上がらなければ絶滅していたかもしれないと、感謝と畏敬の念を抱いていたのに。

  

  

  「住在魔王城的魔族们在战争的阴影下过着安稳的生活。这场战争，我们只不过是在背后负责削减过度分化的人类罢了。为了更多的和平，我才会做出这个选择。」

  「魔王城に住む魔族達は戦争の陰で穏やかに暮らしている。あくまでこの戦は裏で増えすぎ分化した人間の枝切を我々が担っているに過ぎない。より多くの平和のために、私はこの選択をしたのだ」

  

  「我……怎么可能接受……！军人明明是赌上性命，为了守护魔族而战！」

  「納得……できるわけがない……！　軍人たちは命がけで魔族を守るために戦っていたというのに！」

  

  「这场战争就是为了守护魔族。你不用接受。人与魔绝对无法相容。我观察世界数百年以上，得出了这个结论。我不接受反驳。因此，唯有透过对彼此有利的战争，才能守护背后的和平。」

  「その魔族を守るための戦争なのだよ。納得せずともよい。人と魔は、決して相容れる事はない。この私が数百年以上も世界を見てきて結論付けた。反論は許さない。故に、お互いの利となる戦いによってのみ、その裏にある平和を守れるのだ」

  

  

  也就是说，魔王为了不让魔族与全世界为敌，才会与那个世界……与艾尔莎莱亚当时的大国进行交易吗？

  　つまり魔王は魔族が世界全てを敵に回さぬように、その世界……エルサレアにおける時の大国と取引をしていたというのか。

  

  以替魔族收拾烂摊子为代价，换取对周边诸国的牵制，以及展示魔族的价值。

  　魔族を悪役として尻拭いをするという取引を。見返りに周辺諸国への牽制と魔族の価値を示す、と。

  

  魔族拥有的技术与资源，在人类之间也很贵重。但人类未必不会靠武力来夺取。如果是一对一，现在的魔族能够对抗。但只要人类组成联合，魔族就一定会战败。再次进入被压榨的黑暗时代。

  　魔族が持つ技術、資源。それは人間の間でも貴重。だが力づくで奪いに来ないとも限らない。一つ一つの国であれば今の魔族なら対抗もできる。だが連合でも組まれた暁には敗戦は必至。再び搾取される暗黒時代に突入する。

  

  为了防止这种状况，魔族构筑了贸易基础。他们以协助法尔托玛雷为条件，要求对方提供回报。魔族拥有足以和法尔托玛雷这种大国战得平分秋色的战力，因此小国不可能向他们宣战。但实际上，周边诸国也有可能想趁魔族因为这场战争而疲惫时坐收渔翁之利，组成小国联盟向魔族宣战。然而至今为止，这种状况一次都没发生过。不对，应该说曾经发生过，但没有演变成严重事态。

  　それを防ぐための貿易基盤の構築。その手伝いをファルトマーレに見返りとして要求していたと。ファルトマーレ程の大国との戦争で引き分ける戦力を持つ魔族に戦争を挑む国は小国ではありえないと踏んでか。だが実際、この戦争で疲弊した魔族に対し漁夫の利を得ようと小国連合のような周辺諸国が宣戦布告してくる可能性もある。だがこれまでそれは一度たりとも起きなかった。いや、起きてはいたが大事に至らなかったという方が正しい。

  

  周边诸国已经学到教训了吗？与其和魔族为敌，不如持续对彼此都有利的贸易。这场战争同时也是在展现魔族的力量，艾尔克洛能够理解这些事。

  　周辺諸国は学んだのだろうか。魔族と敵対するより互いの利となる貿易を続けた方がいいと。この戦争は魔族の力を示すものでもあるのだ、とエルクーロは理解はした。

  

  但他无论如何都无法接受。

  　だが、どうしても納得が出来なかった。

  

  为了保护魔族而牺牲魔族。虽说军人必须为了保护民众而赌上性命，但这次的战斗中，乌拉格尔和波利尼亚都死了。在那之前，四天王和魔将军等已知的存在也纷纷死去。这些都在预料之中……不对，甚至有可能是因为妨碍魔王口中的和平而被消灭。艾尔克洛不可能认同这种事。

  　魔族を守るために魔族を犠牲にする。民衆を守るために命を懸けるのが軍人とはいえ、此度の戦いでウラガクナとポリニアが死んだ。それ以前にも四天王や魔将軍、既知の存在は斃れて行った。それもすべて想定内……いや、魔王の言う平和にとって邪魔だったから消された可能性すらある。認められるわけがない。

  

  然而，不管说什么，魔王都有魔王的信念。艾尔克洛也理解魔王对魔族的爱是货真价实。明明这样的结果，只会产生像波利尼亚那样的牺牲者，以及在不知情的状况下战斗的军人。魔王那双仿佛在说有些事还是不知道比较好似的红色眼睛，刺痛着艾尔克洛。

  　しかし、何を言おうとも魔王には魔王の信念がある。その魔族に対する情愛は本物だとも理解してしまった。その結果が、何も知らずに戦う軍人たちやポリニアのような犠牲者を生んでいるというのに。まるで知らないほうがいい事もあると言わんばかりのその赤い瞳がエルクーロを刺すように見ていたのだ。

  

  艾尔克洛看向倒地的亚拉达。那副模样和过去死去的同胞重叠在一起，让他咬牙切齿。

  　エルクーロは斃れたアルアダンに目を向ける。その姿がこれまで斃れて行った同胞に重なって見えて、歯噛みをした。

  

  魔王说的那些话到底对不对？像波利尼亚那样以和人类共存为目标的魔族，和魔王口中的平稳完全不一样。那是指双方超越利害关系互相尊重的真正和平。然而魔王却断言那是不可能的。就算这样，有必要消灭波利尼亚吗？人类和魔族的共存之路真的那么遥远，那么不可能吗？

  　果たして魔王の言うそれは正しいのか。ポリニアのような人との融和を目指した魔族の存在は、魔王の語る平穏とはまるで違うもの。互いが利害を超えて尊重し合う真なる平和を指す。だが、魔王をしてそれはあり得ないと断じられた。だからといってポリニアを消す必要などあったのか。そんなに人間と魔族の融和への道は遠く、不可能でありえないものなのか。

  

  艾尔克罗第一次对身为父祖的魔王感到憎恨，甚至觉得他是仇人。为什么？为什么不告诉自己？如果说了艾尔克罗会反抗，难道魔王会像对待波利尼亚那样消灭他吗？

  　初めてエルクーロは父祖たる魔王に憎しみを覚えた。仇にすら見えた。なぜ、なぜ自分に言わなかったのか。言ったとして反発したならばポリニアと同じように消したのだろうか。

  

  太矛盾了。艾尔克罗认为，魔王为了魔族的和平，等于是在迫害魔族。然而魔王城的魔族们……不是军人的人们几乎一无所知，过着和平的生活。因为即使在战争中，城里依然很平静。也有人像奴隶商那样，在这场早就决定好结果的战争中捞取利益。

  　矛盾している。魔族の平和のために魔族に害しているようなものだ。そうエルクーロは思った。しかし、魔王城の魔族達……軍人では無い者達は何も知らず、平和に暮らす者たちが殆ど。戦争の最中にあって街中は穏やかなものなのだから。奴隷商のようにこの出来レースであった戦争で甘い汁を啜るものもいる。

  

  然而，魔王不可能不知道在那背后产生的悲伤。在魔族建国之前，魔王就一直和人类战斗，同时统整魔族。

  　だが、その陰で生まれている悲しみを、魔王が知らないはずはない。魔族が国として成り立つ以前から、魔王は人と戦い魔族をまとめ上げてきたのだ。

  

  就算艾尔克罗在这里说出再多的反驳，魔王应该也早就心里有数了。他还是继续和人类进行交易吗？

  　例えエルクーロがここで反発の言葉をいくら投げかけたとて、魔王は重々承知の筈なのだ。その上で人間と取引を続けてきたのか。

  

  魔王默默看着困惑的艾尔克罗，用鼻子哼了一声后闭上眼睛。然后，他用难得蕴含感情的平静语气开口：

  　魔王は、無言で困惑するエルクーロを眺め、ふむと鼻を鳴らした後目を閉じた。そして、静かに。珍しく感情のこもった声色で言ったのだ。

  

  

  「……艾尔克罗，你不该知道这件事。波利尼亚的死让我很遗憾，她是个好女孩。」

  「……お前は知るべきではなかったよエルクーロ。ポリニアの事は残念だ。良い娘だった」

  

  

  听到这句话，艾尔克罗快步走向魔王，一副随时都要冲上去揪住他的样子，然后举起手。

  　その言葉を聞いたエルクーロは、魔王に対し今にも掴みかからん勢いで足早に歩み寄ると、腕を振り上げる。

  

  然而，魔王直视着他的双眼，艾尔克罗在看到魔王的眼神后，咬紧牙关低吟，放下举起的手垂下头。

  　しかし、それをじっと見ていた魔王の瞳を見て、エルクーロは唸りながら歯を食いしばり、上げた手を下ろして項垂れた。

  

  魔王的眼神透露出他的心声。艾尔克罗知道魔王绝对不是自愿杀死波利尼亚。所以他垂着头，挤出这句话。

  　魔王の瞳に、その心を見たのだ。魔王は決して、好き好んでポリニアを斬り捨てたのではないとわかってしまった。だからエルクーロは項垂れたまま、絞り出すような言葉を出した。

  

  

  「那么……您为何允许克莱儿加入……您真的只是想观察她会怎么活、怎么死吗……」

  「ではなぜ……ココットを拾った事を許したのです……。本当に彼女がどう生き死ぬかを観たかっただけなのですか……」

  

  

  克莱儿曾经是人类。一开始，确实没有人会想看到她燃烧着复仇之火的模样，也没有人会想看到人魔融合的景象。即使是艾尔克罗也一样。

  　人間であったココット。確かに始めは復讐に燃えるその姿を見て人と魔の融和を見る者はいなかっただろう。例えエルクーロであったとしても。

  

  然而随着时间流逝，克莱儿在艾尔克罗心中的分量也逐渐增加。即使一开始只是同情，但艾尔克罗后来被她吸引，甚至将她视为波利尼亚所追求的人类与恶魔的融合。

  　しかし時を重ねるにつれ、ココットの存在はエルクーロの中で大きくなっていた。原初の想いが情けであったとしても、彼女に惹かれ、ポリニアの目指した人と魔の交わりの希望を見出すようにさえなっていたのだから。

  

  然而就连这样的克莱儿……

  　そしてそのココットさえ……。

  

  

  「……我活了很久。在这段期间，我曾经娶过一名人类为妻。」

  「……私は長く生きた。その中で過去一度だけ、人間を妻に娶ったことがある」

  

  

  魔王露出遥望远方的眼神，以极为平静且怀念的语气说道：

  　遠い目をした魔王は、酷く穏やかな、懐かしむような声色で語る。

  

  

  「她是个个性温和的女孩，有着红色的眼睛和白色的头发。只可惜她在生下孩子前就死了。」

  「気立ての良い娘だった。赤い瞳に白い髪を持っていたな。子を為す前に死んでしまったが、な」

  

  

  艾尔克罗第一次听说这件事。那应该是艾尔克罗出生前……久远到令人难以想象的往事。

  　エルクーロには初耳の話であった。エルクーロが生まれるより前……気の遠くなるような昔の事なのだろう。

  

  魔王娶人类为妻这件事，让艾尔克罗怀疑自己是不是听错了。更何况对方还是恶魔。

  　魔王が人間を娶っていたという話は耳を疑うもの。ましてそれが悪魔の相だったというのか。

  

  艾尔克罗惊讶不已，魔王在艾尔克罗面前露出真的感到怀念，但又有些寂寞的表情。

  　そう驚くエルク―ロの前で、魔王は本当に懐かしみを覚える、それでいてどこか寂し気な表情を一瞬だけ見せた。

  

  

  「看到克莱儿，让我稍微想起那个女孩。现在回想起来，或许真的是这样。然后……仅此而已，吾儿。」

  「ココットを見て、少しだけあの娘を思い出した。今思えばそうだったかもしれない。そして……それだけだ、我が息子よ」

  

  

  魔王说完后，将视线从艾尔克罗身上移开，像是在表示话题已经结束般，从他身旁经过。

  　そう言うと魔王はエルクーロから目を離し、話は終わったとばかりにその横を通り過ぎて行った。

  

  艾尔克罗背后传来关门声，魔王就此离去。

  　エルクーロの背後で扉が閉まる音がして、魔王は去った。

  

  艾尔克罗因为刚才在场发生的事情，以及听到的内容，心乱如麻地呆站在原地。

  　しばらくエルクーロは今この場で起きた出来事、聞かされた話の内容に心を搔き乱され立ちすくんでいた。

  

  战争的事、波利尼亚的事，以及魔王寂寞地述说的恶魔与人类妻子的故事。每件事都是混乱的种子。

  　戦争の話、ポリニアの話、そして魔王が寂しそうに語った悪魔の相持つ人間の妻の話。どれもこれもが、混乱の種だった。

  

  

  不过，他不久后缓缓移动脚步，像是在法鲁托玛雷王与亚伯恩的目送下，艾尔克罗与……跟在后面的梅亚离开了王之间。

  　だが、やがてゆっくりと足を動かすと、ファルトマーレ王とアーバーンに見送られるように、エルクーロと……その後に続いてメーアも王の間を後にした。
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  艾尔克罗一离开王之间，就在走廊停下脚步。

  　王の間を出てすぐ、廊下でエルクーロは立ち止まった。

  

  跟在背后的梅亚也同样停下脚步，眯起眼睛看着她的背影。

  　背後をついて来ていたメーアが同じく立ち止まり、その背中を眺め目を細める。

  

  

  「梅亚……你早就知道一切了吗？」

  「メーア……君は全てを知っていたのか」

  

  

  艾尔克罗隔着背发问。梅亚肯定早就知道一切。而且她还什么都没说，按照魔王的指示行动。主战场的胶着，肯定也是和亚伯恩的密约造成的。

  　背中越しに問われるエルクーロの言葉。メーアは、きっとすべてを知っていた。そしてそのうえで何も言わずに魔王の言うがまま行動してきた。主戦場の膠着も、アーバーンと密約があったに違いなかった。

  

  梅亚呼地吐了口气，将扇子啪一声折好收进怀里。

  　メーアはふうと息を吐き、扇子をぴしゃりと畳んで懐にしまった。

  

  然后她思考了一会儿，从艾尔克罗的背后回答：

  　そしていくらか考えた後、エルクーロの背中に言葉を返した。

  

  

  「那又怎么样？」

  「だったら、どうしますの？」

  

  

  刹那间，艾尔克罗转头大步走向梅亚，用力打了她的脸颊。

  　刹那、エルクーロがメーアを振り返りずかずかと歩み寄って来たかと思えば、勢いよくメーアの頬を殴った。

  

  然后，他立刻露出难以忍受的表情转身，一言不发地离去。

  　そしてすぐに、やりきれない表情を残して背を向けると、無言のまま去った。

  

  

  梅亚舔掉嘴角流出的血，深深叹了口气目送他的背影。

  　メーアは口の端から零れた血をぺろりと舐めとると、深くため息をついてその背中を見送った。

  

  

  「还以为会被杀掉，结果只有这种程度……应该说是幸运吧。」

  「殺されるかと思っておりましたが。この程度で済んだのは……幸いと言うべきですわね」

  

  

  她脑中浮现艾尔克洛那副老好人的模样。

  　どこまでもお人好しなエルクーロ。そんなことを頭に浮かべながら。
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  艾尔克——罗低着头走在伊法尔王城的中庭。

  　イファールの王城の中庭にて、俯いて歩くエルク―ロ。

  

  有个人影从中庭的柱子上看着他。

  　そしてそれを中庭に打ち立てられた柱の上から見る影があった。

  

  手持白色长枪的那个人是圣枪勇者亚邦。

  　白い槍を持つその人物は聖槍の勇者アーバーン。

  

  亚邦看着下方步履蹒跚的艾尔克洛，眼神锐利。

  　アーバーンは眼下の弱弱しく歩くエルクーロを眺めながら鋭い目を光らせていた。

  

  

  （抱歉，我和国王谈过了……艾尔克洛，你太危险了。你可能会和魔王分道扬镳，就像那个波利尼亚一样。你必须从祖国法尔托玛雷消失，所以至少要让我一击解决你。）

  （すまんね、王と話し合ったんだが……あんたは危険だよエルクーロ。魔王と袂を分かちかねない。あのポリニアのようにな。祖国ファルトマーレの害には消えてもらわねばならない。だからせめて一撃で仕留めさせてもらう）

  

  

  勇者佛尔多纳、库夏尔纳、约恩……以及教皇的死，是这次战争剧本中没有的事件。必须让事情平衡。

  　此度の戦争のシナリオを外れた出来事、それは勇者フォルトナ、クーシャルナ、ヨーン……そして教皇の死。その釣り合いを取る必要がある。

  

  也就是杀害四天王艾尔克洛。亚邦向国王提议暗杀，好让魔王也能接受。

  　即ちそれは四天王エルクーロの殺害。魔王とて納得しようとして、アーバーンは王に提言し暗殺を企てたのだ。

  

  刹那间，亚伯恩宛如一道迅雷，使出浑身解数，从艾尔克罗的背后突刺。

  　そして刹那、一筋の迅雷の如く速さでアーバーンは飛び出すと、渾身の突きを以てエルクーロの背後を狙う。

  

  艾尔克罗依然低着头走路。亚伯恩在心中暗笑。徒有「黑曜」之名的胆小鬼，连自己身陷危机都察觉不到吗？当时展现的气魄如今已荡然无存。

  　エルクーロは未だ俯き歩くのみ。アーバーンは胸の内で笑う。"黒曜"とは名ばかりの腑抜けめ。心中の怒りと困惑で己の危機すら察知できぬか。あの時見せた気迫はもはや微塵も感じられない。

  

  不，就算他有察觉，也无从反应。亚伯恩拥有迅雷之名，他的脚程之快，就连四天王乌拉冈德都反应不及。圣枪的奇袭就是如此。

  　いや、そうでなくとも感じ取れるものか。迅雷の異名を持ちかの四天王ウラガクナですら反応しきれなかった俊足を誇る聖槍の奇襲。

  

  亚伯恩凭藉长年累积的经验、记忆、直觉，确信自己会胜利。

  　アーバーンは培ってきた経験、記憶、直感。その全てにおいて己の勝利を確信する。

  

  

  「艾尔克罗！！你死定了！！」

  「もらったぞッ！！　エルクーロォオッ！！」

  

  

  亚伯恩呐喊着，将长枪刺向艾尔克罗。

  　叫びながら槍をエルクーロへ突き出すアーバーン。

  

  此时，艾尔克罗露出极为冰冷的表情，缓缓转过头，红色的双眸映照出刺向自己的白色长枪……以及亚伯恩。

  　そこでエルクーロは、ひどく冷ややかな表情でゆっくり顔だけを振り返り、その赤い瞳で己に突き出されようとしている白い槍と……アーバーンを映した。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  艾尔克罗踩着喀喀的脚步声离去。

  　カツカツと靴音を鳴らして去るエルクーロ。

  

  他的表情依旧阴沉，漆黑的装束上沾满红色的鲜血。

  　彼の表情は未だ暗く、そして漆黒の装束には赤い返り血をべっとりと塗りたくって。

  

  

  

  艾尔克罗在伊法尔王城的中庭，花草围绕的石板路上，背对着四肢着地、沉入鲜血池塘的亚伯恩的尸体……踏上返回魔王城的归途。

  　エルクーロは、イファール王城の中庭で、草花に囲まれる石畳の上に四肢を投げうち鮮血の池に沈むアーバーンの亡骸を背に……魔王城への帰路へ着くのだった。
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  巴尔塔之战结束后，几天后法鲁特玛雷王就向国民宣布与魔族缔结和平条约的消息。

  　バルタでの戦いからものの数日後に、ファルトマーレ王が国民に向けて魔族との講和の締結を報道しました。

  

  身为在那场血战中差点丧命的人，我觉得这样的报道实在过于平淡。

  　あの血みどろの戦いを間際で見ていた者としてはあまりにも呆気ない程淡白な報道だったと。

  

  同一时间，魔王也向魔族宣布终战的消息。

  　時を同じくして魔王もまた、魔族達へ向けて終戦の締結を報じました。

  

  ……战争结束了。

  　……戦争は、終わりました。

  

  法鲁特玛雷的勇者全部死亡，魔族四天王也有两人战死，这场战争总算结束了。

  　ファルトマーレの勇者は全員が死亡し、魔族の四天王も２名が亡くなるという戦いが、やっと終わったのです。

  

  虽然间接造成三名勇者死亡，但我至今仍无法相信自己曾经与他们有过交集。

  　かつては憧れの象徴であった勇者、その内3名の死に間接的とはいえ関わってしまった事には、未だに信じられない思いもあります。

  

  唯一让我在意的是亚伯恩先生的死因……据说是因为终战时他反对停战，擅自袭击艾陆可萝小姐，所以遭到处刑……法鲁特玛雷王有为此道歉，但我不清楚真相究竟如何。

  　唯一、アーバーンさんの死は……終戦の折、終戦に反対し独断でエルクーロさんに襲い掛かったのを理由に処刑した……そう、ファルトマーレ王が謝罪をしたと聞いていますが、本当の事は私にはわかりません。

  

  魔王什么都没说，带来终战消息的艾陆可萝小姐也一样。

  　魔王は何も言わず報じず、終戦の知らせを持ってきてくれたエルクーロさんもまた同様でした。

  

  

  

  

  另外还有一件事要通知各位。我想是个好消息。

  　知らせと言えばもう一つ。いい知らせだと思います。

  

  法尔托玛雷禁止对拥有白发红眼，人称恶魔之相的人们进行镇压。他们也是人类，应该要认同他们的权利。优奈教也以新教之姿出现，虽然有与旧教对立的迹象，但歧视色彩并没有立刻变淡，不过至少可以说他们已经踏出了一大步。

  　ファルトマーレで悪魔の相と呼ばれた白い髪と赤い瞳を持った人々に対する弾圧を禁ずる命令が下されました。彼らも人間であり、権利を認めるべきだ、と。ユナイル教も新教として変化の兆しはありますが、旧教との対立などもありまだすぐには差別の色は薄れませんが、少なくとも大きな一歩は踏み出されたと言っていいはずです。

  

  据说这是因为主导歧视的教皇过世，以及圣剑勇者佛尔多纳先生与圣女库夏娜大人留下的遗言。那两个人似乎真的希望改善被称为恶魔之相的人们的处境。

  　差別を主導していた教皇が死んだ事。それと聖剣の勇者フォルトナさんと聖女クーシャルナ様の遺言によるものだと言う事です。あの二人は、本当に悪魔の相と呼ばれた者たちの立場を改善することを望んでいらしたみたいです。

  

  我至今仍会想起当时的事。我勉强要求圣剑勇者佛尔多纳先生上战场，但结果没有往好的方向发展。因为他死了。这一定是因为我无法打动他的心。我天真地以为自己是伪善者，却可能又引发了不好的事情，至今仍让我感到心痛。

  　今でも脳裏に浮かびます。私が無理を言って戦場に送り出してしまった聖剣の勇者フォルトナさん。だけど結局いい方向には動かなかった。彼は死んだのですから。それはきっと彼女の心を動かす事が出来なかったという事。私の甘い考えによる偽善がまた、悪い出来事を起こしてしまったんじゃないかと今でも胸が痛むのです。

  

  然后，库夏尔纳大人直到最后都在劝说双方和解，却因为阴谋的阴错阳差而丧命。她的姐姐库夏尔纳大人，或许有机会让她敞开心房。听到索夫先生说出背后的真相，我心想圣女大人果然真的打算和她携手合作，感到安心……同时也感到无地自容。圣女大人的死、蜜欧小姐的死……全部都是尤纳依教的教皇和迪欧尼欧先生策划的。

  　そして、本当に最後まで融和の道を説いて、陰謀による行き違いから命を落としたクーシャルナ様。彼女の姉君だったクーシャルナ様は、彼女の心を開けたかもしれないお方でした。裏の真相をゾフさんに聞かされて、やっぱり聖女様は本当に彼女と手を取り合うつもりだったんだと安心をして……同時に居た堪れなくなったのです。聖女様の死も、ミオさんの死も……全部全部、ユナイル教の教皇とデオニオさんの画策したものだったなんて。

  

  即使如此，一切都已经结束了。而且经过各种各样的悲伤，世界或许正逐渐往好的方向前进。

  　それでも、全ては終わってしまった事。そして色んな悲しみを経て、少しずつ世界は良い方向へ向かっているのかもしれません。

  

  现在……没错，我决定相信这一点。

  　今は……そう、信じる事にしたのです。

  

  

  

  

  

  

  

  在那之后过了几个月。

  　それから数か月。

  

  我想状况也产生了各种变化。

  　色々と状況も移り変わっていったと思います。

  

  

  

  

  

  

  

  

  索夫先生成为了魔将军。话虽如此，战争已经结束了，他似乎和欧德先生一起在魔王城无所事事。

  　ゾフさんは、魔将軍になりました。とはいっても戦争は終わっていますからね。オドさんと一緒に魔王城で燻っているらしいです。

  

  他偶尔会来玩，教我怎么驾驭魔马。我们也会一起去附近的森林狩猎，感觉距离比以前更近了。猎到猎物的时候，大家会一起享用，索夫先生的地面部队部下会聚集过来，变成有点像宴会的欢乐气氛。

  　たまに遊びに来てくれて、私に魔馬の扱いを教えてくれます。近くの森に一緒に狩りに行くこともあって、昔よりは距離が縮まったように感じます。獲物が取れた時には皆でご馳走にして頂くのですが、ゾフさんの部下の地上部隊が集まってちょっとした宴会みたいになって楽しいです。

  

  魔族们吵吵闹闹地将我做的料理一扫而空的光景，让我想起行军时的回忆，要说这是不错的体验，心情又有点复杂，不过……有时候会感到非常怀念。

  　私が作った料理を、魔族達は騒ぎながらすべて平らげてくれる光景がどこか行軍の時を思い出させるもので、よい体験だったと言えば複雑ですがただ、そう……酷く懐かしくなる時があるのです。

  

  

  然后，托鞘兹涅的伤痊愈后，似乎回到了魔将军的职位。话虽如此，她好像和索夫先生一样过着无聊的日子。

  　そしてツォーネは、傷が癒えた後魔将軍に復帰したようです。と言っても、ゾフさんと同じで退屈な日々を過ごしているらしいですが。

  

  她每次来露脸，都会这么抱怨。她有时会和索夫先生一起来，但每次都会开始吵架，所以我渐渐也习惯当和事佬了。介入两名魔将军之间，劝架……以前的我根本无法想象。

  　彼女が顔を見せに来るたびに、そんな愚痴を零していきます。ゾフさんと一緒に来ることもありますが、毎度毎度口喧嘩が始まるので仲裁役も板についてきました。魔将軍二人の間に入って喧嘩の仲裁をする……とても昔の私からは想像もできないです。

  

  她偶尔会带各种各样的东西来送我，像是保养指甲的工具、用在头发上的香料……每样都是贵重品，让我有点过意不去，但我还是心怀感激地使用。

  　たまに色々な物を持ってきては、プレゼントしてくれます。爪のお手入れ器具、髪に使う香料……どれも貴重品ばかりでなんだか申し訳なく思いますが、有難く使わせてもらっています。

  

  

  还有……库欧特拉先生似乎从军队退役，回到故乡了。虽然有一阵子没见，但他应该在妻子和女儿的墓附近静静地生活吧。

  　あと……クォートラさんは、軍を退役して故郷へと戻ったそうです。しばらく会っていませんが、妻と娘の墓の近くで静かに暮らしているのでしょう。

  

  虽然有点寂寞，但也没办法。因为他好像留下遗言，要将战争结束的消息告诉家人。

  　少し寂しいですが、仕方ありません。戦争の終わりを家族に伝えると、言い残していったそうですから。

  

  话虽如此，我觉得他总有一天会突然来露脸。

  　とはいえ、いつかふらっと顔を見せてくれる気がしています。

  

  

  然后，从巴尔塔回来时，我在战场边缘瞥见了巨大的狮子和魔物们的身影。它们在原地看着我们回来后，就消失到某处了。托古瓦和魔物们应该都回归野生了吧。

  　それから、バルタから帰るときに戦場の端にちらりと見えた影。大きな獅子と魔物たち。彼らは帰還する私たちをしばらく眺めた後、どこかへ消えていきました。トグーヴァと魔物たちは、野生へと帰ったのでしょう。

  

  

  

  至于我……

  　そして、私は……

  

  

  

  

  

  

  

  

  ♢

  　♢

  

  

  

  

  

  

  

  

  死亡凛冬离去，春天温暖的气候笼罩世界的季节。

  　死の冬が去り、春の暖かな陽気が世界を包む季節。

  

  魔族领地内的某个偏僻场所。在清澈的宽广湖畔，有一间小屋。

  　魔族領内のとある辺鄙な場所。広く澄んだ湖の畔に、小さな小屋が立っていた。

  

  身穿黑色高雅服装，金发上戴着眼镜的高大魔族……艾尔克罗，手上拿着小包裹和花束走向那里。

  　黒い気品ある装束に身を包み、ブロンドの髪に眼鏡をかけた長身の魔族……エルクーロは、手に小包と花束を持ちながらそこへ向かっていた。

  

  那是一片只有野原形成车辙，没有人烟的平稳土地。艾尔克罗听着小鸟的叫声静静前进。

  　野原に轍が出来ているだけの、人気のない穏やかな土地。エルクーロは小鳥の囀りを聞きながら静かに歩く。

  

  

  不久后，他缓缓推开围绕小屋的栅栏大门，发出小小的铃声。

  　やがて小屋を囲う柵の門をゆっくり押し開けば小さな鈴がチリンと鳴って。

  

  首先映入眼帘的是经过细心照料的花坛。

  　まず目に入るのはよく手入れがされた花壇だった。

  

  在绽放着五颜六色花朵的花坛围绕下，庭院前方出现人影，艾尔克罗在喘口气后向对方搭话。

  　そして色とりどりの花を咲かせる花壇に囲まれた庭先に人影が見えて、エルクーロは一息ついたのち声をかけた。

  

  

  「琪叶。」

  「キエル」

  

  

  听到呼唤声后回过神的少女——琪叶在看到艾尔克罗后惊讶地笑了。

  　呼び声にはっとした少女、キエルはエルクーロを見て驚き、そして笑った。

  

  

  「艾尔克罗先生……好久不见。」

  「エルクーロさん……お久しぶりです」

  

  「你过得好吗？」

  「変わりはないか」

  

  「托你的福。」

  「おかげさまで」

  

  

  琪优握着手中浇水壶，看起来有点害羞。她刚才应该在翻土吧。琪优的手上戴着手套，衣服下摆和脸颊上都沾着泥土。艾尔克罗觉得她似乎在为此感到害羞，于是轻笑出声。

  　キエルは手に持った如雨露を抱きかかえるようにしながら、少しだけ気恥しそうにしていた。土いじりをしていたのだろうか。手には手袋をはめ、服の裾や頬に土がついていた。それをどうやら恥ずかしがっているらしいとして、エルクーロはふっと笑った。

  

  琪优现在穿的不是佣人服，而是魔族制的便服。

  　今のキエルが纏うのは使用人服ではなく、魔族製の私服。

  

  琪优现在不是奴隶。艾尔克罗担任保证人，让她成为获准住在魔族领地内的人类。一般人能获得这种待遇，可说是前所未闻。这或许是艾尔克罗对魔王的小小反抗。虽然还不知道这能否成为人与魔族融合的佐证。

  　キエルは今や奴隷ではない。エルクーロが身元引受人と為った、魔族領内に住むことを許された人間。一般の人間がこのような待遇を得ることは前代未聞であった。それはエルクーロが魔王に対するささやかな反発だったのかもしれない。人と魔が融和を実現する証左足り得るかどうかはまだ、わからないが。

  

  不过这并非艾尔克罗单方面提出的提案。不如说是琪优提出希望的结果。

  　しかしこれはエルクーロが一方的に提案したものではない。むしろキエルの希望を汲んだ結果であった。

  

  在那场战斗之后，艾尔克罗提议琪优可以回到法尔多玛雷，但琪优摇头拒绝。

  　あの戦いの後、ファルトマーレに戻る事も出来ると提案したエルクーロの言葉に、キエルは首を横に振った。

  

  她表示「因为已经约好了」。

  　曰く、「約束したから」だそうだ。

  

  听到这句话时，艾尔克罗轻轻笑了。

  　その言葉を聞いた時、エルクーロは小さく笑った。

  

  

  

  艾尔克罗跟着琪优走在庭院里，绕到小屋后方。

  　キエルについて庭先を歩きながら、小屋の裏手へと回っていくエルクーロ。

  

  

  「艾尔克罗先生愿意来，她一定也会很高兴。」

  「エルクーロさんが来てくれて、きっと彼女も喜ぶと思います」

  

  

  在琪雅拉微笑说完的同时，艾尔克罗也转头望向庭院角落。

  　キエルがそう微笑みながら言うと同時、エルクーロは庭の隅へと顔を向けた。

  

  在房子的庭院里，立着两座墓碑。

  　家の庭には墓が二つ、立てられていた。

  

  艾尔克罗望着墓碑，然后转身面对琪雅拉，露出困扰的表情。

  　それを眺めたエルクーロは、キエルに向き直り困ったような顔を見せた。

  

  

  「是不是让你感到寂寞了？因为工作太忙，所以一直没空回来。虽然国境监督的工作也不轻松……」

  「寂しい思いをさせただろうか。仕事が忙しく間が空いてしまった。国境監督の仕事も楽ではないとはいえ……」

  

  

  艾尔克罗目前驻守在卢维卡纳，主要负责担任巴鲁塔与王国之间的沟通桥梁。

  　エルクーロは現在ルイカーナに駐留し、主にバルタを相手とした橋渡しの監督役になっていた。

  

  他把工作交给琪可贝儿，难得休假回来一趟。因为艾尔克罗在远方都市工作，所以琪雅拉感到许久没见到他的寂寞，她轻声笑着说：

  　今は仕事をチックベルに任せ、久方ぶりの休暇との事だった。遠方の都市での仕事になかなか会いに来れない寂しさを感じたキエルは、くすりと笑って言った。

  

  

  「或许吧。别看她那样，其实她很怕寂寞。」

  「かもしれません。彼女はああ見えてとっても寂しがり屋さんですから」

  

  

  琪雅拉这句话也包含「寂寞的人一定不只你一个」的揶揄，艾尔克罗听完后轻笑一声，然后走向墓碑。

  　寂しいのはきっと貴方だけではないと、そんな揶揄いも含めたキエルの言葉にエルクーロはふっと笑った後、墓石に近づいて行った。

  

  其中一座墓碑上供奉着红白花瓣的花朵，另一座墓碑上则供奉着颜色混浊的魔石。

  　片方の墓石には白と赤の花弁を持つ花が。そしてもう片方には、色の濁った魔石が供えられていた。

  

  艾尔克罗静静地献上默祷，然后在墓前供奉花束，接着叹了口气。

  　エルクーロは静かに黙祷を捧げ、墓前に花束を供えて息を吐く。

  

  琪雅拉看着他的身影，稍微垂下视线后开口：

  　そんな姿を眺めていたキエルは、少しだけ目を伏せた後に声をかけた。

  

  

  「那个，我去帮花浇水，然后马上泡茶。请先到里面等一下。」

  「あの、花に水を上げたらすぐお茶を入れます。先に中で待っていてください」

  

  「感谢你的关心，那我就恭敬不如从命了。」

  「気遣い感謝する。そうさせてもらおう」

  

  

  艾尔克罗转向琪雅拉，露出浅浅的笑容。

  　エルクーロはキエルを振り返り、少しだけ笑みを見せた。

  

  然后他像是突然想起什么般，拿出和花束一起带来的小包裹递给琪雅拉。

  　そして思い出したように花束と一緒に持ってきていた小包を取り出してキエルへと差し出す。

  

  

  「我带了茶点来，不知道合不合你的口味。」

  「茶菓子を持ってきた。口に合うかはわからないが」

  

  「哇，谢谢你。我很喜欢甜食，所以很高兴。我和她一定都会很开心。」

  「わあ、ありがとうございます。甘いものは好きですから、嬉しいです。私も、彼女もきっと喜びます」

  

  

  琪雅拉以手指抵着嘴唇说完后，像是想起什么般笑了起来。

  　キエルは口に指をあてて、そう言ったと思えば何かを思い出したかのように笑い始める。

  

  

  「她是个超级甜食派。就连咖啡也喝不惯黑咖啡。」

  「彼女、とにかく甘党なんですよ。コーヒーもブラックは飲めないんです」

  

  「……这么说来，我曾经看过她往红茶里加了一大把砂糖。她抓了一大把砂糖加进去，让我吓了一跳，看来她真的很喜欢甜食。」

  「……そういえば、いつぞや紅茶に砂糖をしこたま入れていたのを見た事がある。鷲掴みで入れるものだから驚いたが、無類の甘党だったのだな」

  

  

  艾尔克罗也跟着笑了起来，想起以前发生过的事情。

  　エルクーロも少しだけ笑いながら、そんなこともあったものだと思い出す。

  

  

  「她明明很成熟，却在奇怪的地方有点孩子气呢，啊哈哈……啊，如果在这里聊天，可能会被听见。」

  「彼女、大人びているくせに変なところで少し子供っぽいですよね、あはは……あ、こんなところで話していたら聞かれちゃうかもしれませんね」

  

  「她会生气吗？」

  「怒るだろうか？」

  

  「我想她应该会害羞。啊，我一定会被骂吧……」

  「照れると思いますよ。ああ、私は怒られますね、きっと……」

  

  

  琪雅拉害羞地笑了。艾尔克罗见状，也跟着放松表情。

  　てへへと笑うキエル。それを見てエルクーロもまた頬を緩ませた。

  

  琪优也变了很多。艾尔卡洛还记得第一次见到她时发生的事。她虽然沦为奴隶，但为了复仇，还是在艾尔卡洛面前袭击他。然而现在，她却像这样笑着和自己说话。

  　キエルも大分変わった。エルクーロが初めて会った時の出来事は今でも覚えている。奴隷に落ちながら復讐のため自分の目の前で彼女に襲い掛かったのだったな、と。それが今は、こうして自分と話をして、笑っている。

  

  一切都在改变。人与魔互相欢笑的世界确实存在。即使那世界多么渺小虚幻，没有被历史记载，但对艾尔卡洛来说，只要它存在就是最值得高兴的事。

  　全ては変わっていくのだろう。こうして人と魔が笑いあう世界は、確かに存在している。それがどれだけ小さく儚く、歴史に乗ることのないものでも、存在していることがエルクーロにとっては何よりの喜びだった。

  

  就连那个魔王都娶了人妻，所以艾尔卡洛相信，总有一天人们会理解……不，是想起这件事。

  　あの魔王でさえ人を娶っていたのだから、いつか理解……いや、思い出してくれる時は必ず来るはずだと信じられる一助となろうもの。

  

  所以艾尔卡洛笑了。

  　だから、エルクーロは笑えた。

  

  

  

  

  琪优很快就笑着拿着浇水器跑向花坛深处，开始工作。艾尔卡洛目送她离开后，抬头仰望天空。

  　やがて仕事を済ませなくてはとキエルは笑いながら如雨露を持ったまま花壇の奥へ駆けて行ったので、それを見送ったエルクーロは一度だけ空を見上げる。

  

  一望无际的苍穹。被这片天空俯视的这个地方，悠闲又平静，可以说是和平的代名词。人与魔。正确来说，是能体现和平的融合未来，一定存在。艾尔卡洛一边这么想，一边从怀里拿出……深蓝色的魔石，然后静静收起来。

  　広がる蒼穹。この空に見降ろされたこの場所は、争いなどとは程遠い長閑で穏やかな、平和と言う言葉そのものであると思った。人と魔。正しく平和の体現と言える融和の未来は、きっと存在する。そう思いながらエルクーロは懐から取り出した……深い藍色の魔石を眺め、そして静かにまた仕舞いこんだ。

  

  

  

  

  

  艾尔克罗静静地迈开步伐，站在屋子正面的门口，静静地吸气，吐气。

  　エルクーロは静かに歩き出し、家の表の戸口の前に立つと、静かに息を吸い、吐いた。

  

  然后在呼吸一次之后缓缓地打开门，踏进屋内。

  　そして一呼吸の後にゆっくりと戸を開けて、中へ踏み出す。

  

  没有一丝灰尘的气味，经过整理的小屋虽然小，却很干净。阳光从窗户照进屋内，飘来应该是出自琪优尔之手的……野莓果酱的香气。

  　埃の臭い一つしない、手入れのされた小さいながらも綺麗な小屋。日の明かりが窓から差し込み、キエルが仕込んだものだろうか……野イチゴのジャムの香りが仄かに漂ってきた。

  

  装在桌上的瓶子里的果酱，在阳光照射下发出红色的光芒。

  　テーブルの上の瓶に詰まるそれは日の光を通し赤く輝いていて。

  

  

  

  

  

  

  

  ——她静静地站在旁边眺望窗外。

  　――――彼女は静かにその脇で窓の外を眺めていた。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  艾尔克罗看着她的背影，露出笑容。

  　エルクーロはその後姿を見て、笑みを見せる。

  

  然后静静地踏出一步，以温柔的语气说道：

  　そして静かに一歩踏み出しながら、優しい声色で言った。

  

  

  

  

  

  

  

  「……你过得好吗？」

  「……元気に、していただろうか」

  

  

  

  

  

  

  

  

  听到艾尔克罗的问题，坐在椅子上的她缓缓转过头。

  　エルクーロのその問いに、椅子に座った彼女はゆっくり振り向いて。

  

  然后……露出淡淡的微笑。

  　そして……仄かに微笑んだ。

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  关于那个小女孩，恶魔。

  　その幼女、悪魔につき。

  

  —完—

  　―完―

 